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教  育  研  究  業  績  書

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 青山 雅哉 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

芸術学, 芸術一般, 器楽（ピアノ） ピアノ奏法,音楽表現,演奏解釈 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 
1) 「音楽の基礎」におけるグレード表への取
り組み

2）フェスティバルにおける合奏の取り組み

3）「音楽の基礎」科目でのピアノ実技授業と
してその練習の継続性と学修に向けての工夫 

平成 23 年 4 月
～平成 29 年 3
月 

平成 23 年 4 月
～平成 29 年 3
月 

平成 24 年 4 月
～平成 29 年 3
月 

奈良文化女子短期大学での幼児教育へのピアノ音楽指導に
おいてより効果的な指導法としてグレード表を考案してい
った。このことにより、学生の日常からの練習を促すこと、
目標を明確にして達成度を高めていくことにもなり、効果
的な取り組みとなった。 
毎年更新してより良いものを学生に提示して学修を促すこ
とにもなっている。 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「合奏」の授業
でそれまでの成果の発表として大学のイベントであるファ
スティバルへの出演をさせている。学生の授業の取り組み
が単に各楽器の演奏スキルの学修に止まることなく舞台で
の準備、練習プラン、リハーサル等の方法がこの舞台での
発表をすることにより得ることのできる様々な要素が学生
の実際の就職先現場に生かすことのできる学びの機会とな
るよう指導を行ってきた。

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「音楽の基礎」
科目での実践。授業での指導を基に実際の幼児への工夫し
た音楽的環境を作っていく力の向上を図り、クラス全員で
グループを作りちびっ子広場（0 歳～5 歳の母子が近隣から
集う本学の広場）で幼児への音楽あそびを設定し体験させ
ていった。設定内容の練習を重ね、実際の音楽あそびの現
場体験をとおし、ピアノ実技のスキル向上への必要性を認
め、学生のピアノ練習への意欲を高める効果があった。 

4）「音楽の基礎Ⅱ」科目でのピアノ実技授業
としてその練習の継続性と学修に向けての工
夫 

5）「子ども学ゼミ」科目での子どもの歌への
学修によるその効果と成果について 

6）「子ども学ゼミ」科目での楽器演奏と創作
活動への学修によるその効果と成果について 

平成 24 年 4 月
～平成 29 年 3
月 

平成 25 年 4 月
～平成 26 年 2
月 

平成 26 年 4 月
～平成 27 年 2
月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「音楽の基礎Ⅱ」
科目での実践。授業での指導を基に実際の幼児への工夫し
た音楽的環境を作っていく力の向上を図り、クラスの中で
グループを作りつどいの広場（0 歳～5 歳の母子が近隣から
集う本学の広場）で幼児への音楽あそびや学びを設定し実
践させていった。設定内容の練習を重ね、実際の音楽あそ
びの現場体験をとおし、ピアノ実技のスキルや音楽表現力
向上への必要性を認め、学生のその後の学修への意欲を高
める効果があった。 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「子ども学ゼミ」
科目での実践。このゼミでは、子どもたちの音楽環境を観
察し、新たな子どもの歌の収集と分類を行い、知見を拡げ
実際の現場で効果的な曲のレパートリーを備えていくこと
を目的とした。さらに、子どもための曲作りを試行し、詩
のありかた、曲のありかたを検討する中で様々な発見があ
り、学生は子どもの歌に対する捉え方を新たにする良い機
会ともなった。 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「子ども学ゼミ」
科目での実践。ゼミ学生の特技とする琴、吹奏楽器（サッ
クス、ホルン、ユーフォニウム）とのコラボレーションを
行う。作曲、演奏と共に音源を用いてＤＭ（デスクトップ
ミュージック）の基本操作を学び音楽を作っていく方法を
指導した。幼児教育現場においての音楽表現の一つとして
指導し、そのスキルアップに学生は興味深く学修を行って
いた。つどいの広場にて学習の成果として音楽発表を行い、
好評を得ることができた。
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7）「子ども学ゼミ」科目での子どもの歌への
学修によるその効果と成果について 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
8)器楽演習Ⅰによるグレードの導入 
 
 
 
 
 
 
 
9)器楽演習Ⅰでの唱歌課題の導入 
 
 
 
 
 
 
 
 
10)音楽表現Ⅰにおける音楽基礎力向上への
試み 
 
 
 
 
 
 
 
 
11)基礎ゼミによる音楽演奏への取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 27 年 4 月
～平成 28 年 2
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年 4 月
～平成 29 年 9
月 
 
 
 
 
 
平成 29 年 4 月
～平成 29 年 9
月 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年 4 月
～平成 29 年 9
月 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29 年 6 月
～平成 29 年 9
月 
 
 
 
 
 
 

 
奈良学園大学奈良文化女子短期大学部での「子ども学ゼミ」
科目での実践。ゼミ学生の特技とする琴、吹奏楽器（サッ
クス、ホルン、ユーフォニウム）とのコラボレーションを
行う。作曲、演奏と共に音源を用いてＤＭ（デスクトップ
ミュージック）の基本操作を学び音楽を作っていく方法を
指導した。幼児教育現場においての音楽表現の一つとして
指導し、そのスキルアップに学生は興味深く学修を行って
いた。つどいの広場にて学習の成果として音楽発表を行い、
好評を得ることができた。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」に
おける授業への取り組みに新たに学生の学修し身につける
べき曲集をグレード表として一覧できるようにして取り入
れた。そのことで、学生は達成度の確認、計画的な練習、
到達点までの目標設定が可能となり、学生の練習意欲向上
に資することとなった。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」を
指導。「器楽演習Ⅰ」にこれまで学修範囲とされなかった小
学校音楽の唱歌を導入した。原譜のままではレベル不足で
弾くことは困難となるため、アレンジを行ってそのレベル
にふさわしい課題となるよう工夫し、小学校 1 年から 6 年
までの文科省指定の唱歌を学修できるよう準備を行い、指
導をしている。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」の
指導において、大学生のピアノ初心者としてのスタートと
して適合した練習方法を「指の運動へのストレッチ」とし
て譜面で示し、スムーズに練習成果への効果を生むことに
つながってきている。筋肉が成長し指の柔軟な動きが困難
な段階からのスタートによる最適な練習方法として示し学
生自身で動きを観察し、客観性をもって練習していくこと
を求めている。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科音楽専修学生への
「基礎ゼミⅠ」においてモーツァルト作曲「きらきら星」
の演奏と映像制作を計画し、きらきら星をピアノ連弾、サ
ックス二重奏とピアノ伴奏、合唱としてそれぞれアレンジ
してその録音を行って完成度を高めていった。学生自身で
繰り返し演奏録音をチェックすることで効果的なスキルの
向上への意欲とその成果を見ることができた。 
 

２ 作成した教科書，教材 

 
1)音楽理論「よくわかる音楽の仕組み」 
 
 
 
 
2)ピアノ初心者のための導入用テキスト 
 （和音伴奏による童謡集） 
 
 
 
 
3)音楽ワークシート 
 
 
 
 
 
4)音楽の基礎テキストⅠ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平成 23 年 4 月
～平成 25 年 3
月 
 
 
平成 23 年 4 月
～平成 25 年 3
月 
 
 
 
平成 23 年 4 月
～平成 28 年 3
月 
 
 
 
平成 23 年 4 月
～平成 28 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
奈良文化女子短期大学幼児教育学科への音楽教育全般（音
楽の基礎Ⅰ、Ⅱ、器楽合奏、合唱等）において使用。楽譜
テキストと共に利用して基本的な音楽理論への理解や楽譜
の理解に効果的に活用することができた。 
 
奈良文化女子短期大学幼児教育学科への音楽教育全般（音
楽の基礎Ⅰ、Ⅱ、器楽合奏、合唱等）において使用。音楽
理論テキストと共に利用して基本的なピアノ奏法への理解
や簡易な伴奏譜による童謡の学修に効果的に活用すること
ができた。 
 
奈良文化女子短期大学幼児教育学科への音楽の基礎Ⅰ、Ⅱ
において使用。ピアノ練習への目標や学修へのポイントを
指導後に明記して練習への参考なるものとした。学生自身
も自身で練習内容を振り返り記入していくことで、考えて
練習をしていくきっかけとなった。 
 
奈良文化女子短期大学幼児教育学科への音楽の基礎Ⅰ、Ⅱ
において使用。従来までの音楽ワークシートを改良したも
のであり、童謡を弾くための和音練習に重きを置き、メロ
ディーへの和声付けを和音や和音記号としてアレンジし、
現場に対応できる曲集を編成してテキストとした。 
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5)音楽の基礎テキストⅡ 
 
 
 
 
 
 
6)ミュージック・ワークブック 奈良学園大
学奈良文化女子短期大学部発行 
 
 
 
 
 
 
 
7)ミュージック・ワークシート 奈良学園大
学奈良文化女子短期大学部発行  
 
 
 
 
 
8)グレード表による童謡、唱歌 
 
 
 
 
 
 
9)ピアノテクニックへの基礎 
 
 
 
 
 
10)ソルフェージュ～音楽のしくみの実践 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 23 年 4 月
～ 
 
 
 
 
 
平成 26年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 26年 3 月 
 
 
 
 
 
 
平成 28 年 4 月
～ 
 
 
 
 
 
平成 29 年 4 月
～ 
 
 
 
 
平成 29 年 4 月
～ 
 
 
 
 
 
 

 
奈良文化女子短期大学幼児教育学科への音楽の基礎Ⅰ、Ⅱ
において使用。音楽の基礎テキストⅠの続編としてよりレ
ベルアップした内容と曲集を編成。また、四季や行事等の
項目毎に分けた曲集として学修やレパートリー獲得への利
便性を図った。 
 
 
音楽初心者にとって音楽の基本となる必要な知識と基礎的
テクニックをできるだけ早く身につけていくことが必要で
あり、その目的にかなう教材として検討を重ね形にしたも
のである。ピアノ演奏力向上に導くため、譜面の基礎とな
る音符の理解や指の運動練習を工夫した課題に解説や図面
で示して提示している。これを学習することで、音楽への
理解と基礎演奏への効果的な教材となっている。 
 
 
奈良学園大学奈良文化女子短期大学部の「音楽の基礎」「音
楽の基礎Ⅱ」科目の授業において使用。音楽初心者への演
奏を身につける段階で、このワークでの課題学習を積み重
ね知識を身につけていく教材としている。問題を答えてい
く形式で自習により身につけることが可能なものである。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」「音
楽表現」において、学生のレベルにふさわしい編曲を行い
教材として使用している。学生はグレード表に示されたそ
の童謡や唱歌をピアノ課題として身につけレベルの向上を
めざしている。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科「器楽演習Ⅰ」「音
楽表現」において、ピアノテクニックの基礎となる指の運
動のためのストレッチとして、ピアノ練習の最初に行う指
の感度を高めるためのテキストを作成し活用している。 
 
 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科音楽専修「ソルフ
ェージュⅠ」へのテキストとなるもので、音楽の仕組みに
ついて解説や課題問題集として作成し、学生の理解度と音
への実践に対してより深く身につけていきそれぞれのレベ
ル向上に資するものとなっている。 
 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
 
1)平成 23 年度から平成 27 年度にまでの授業
アンケートについて 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
平成 23 年 4 月
～ 平成 27 年
3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良文化女子短期大学において、授業アンケートが各授業
において実施され、14 項目のアンケート内容により項目毎
の平均値、並びに総合平均値が各授業担当者に示されてい
る。また、学科の全授業を総合した各項目、総合平均値も
示されている。 
平成 27 年度の担当する科目（音楽の基礎Ⅰ、Ⅱ）の授業評
価は学科全体平均値 3.47 を上回り 3.86 となっている（4 段
階評価）。 
また、これまで行ってきた 5 年間アンケートによる平均値
も全体平均値を上回ることとなっている。担当する授業の
指導には個別対応が主となり、個人個人の問題に熱心に取
り組んでいることが数値となっているものと思われる。 
 

2)奈良学園大学奈良文化女子短期大学図書館
長（奈良学園大学図書館登美ヶ丘分館長兼務）
への学長評価による就任 
 
 

 

 

 
平成 26 年 4 月
～ 
平成 31年 3 月 
 
 
 
 
 

 
授業指導への取り組み、学生の音楽的スキル向上や学生ア
ンケートからの評価、また ALO,自己点検評価委員長、規程
委員長等での教育上の改善によるこれまでの活動が、学長
の評価により図書館長に推され就任することになった。 
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3)ALO、自己点検・評価委員長としての本学自
己点検・評価活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 23 年 9 月
～ 
平成 28年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における ALO として
大学の教育活動の全面で点検と改善への提言を行ってきて
いた。教育活動での学習成果のあり方について、学外・学
内での研修を行い教職職員間での理解と必要性を高めてい
った。その活動は自己点検・評価委員長としての活動と併
行して平成 22年度の本学認証評価も適格を獲得することが
でき、その後もそのままその任に就き自己点検による改善
計画が機能していくよう取り組み、学習成果のエビデンス
を目的とした全学的な取り組みを実現させ、それを具体化
することに努力した。短期大学基準協会による第三者認証
評価の評価員として、平成 24年には宮崎学園短期大学、平
成 27 年には頌栄短期大学の評価を担当している。平成 28
年には短期大学認証評価のために、自己点検評価の活動に
努め、学習成果の検証として PROG の導入をするなど、より
客観性のあるエビデンスをめざした自己点検評価表を作成
することにより、奈良文化女子短期大学は平成 28 年度認証
評価の適格を獲得することができた。 
 

4)サタデー・オン・ステージへのプロデュー
ス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 23 年 4 月
～ 
平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良文化女子短期大学の地域貢献としての主に音楽の演奏

会を毎年企画して年に９～１０回程度のイベントを開催し

てきた。当初から終了までの企画や実施におけるスタッフ

として活動してきた。 

平成 28 年度終了時には８３回目となる開催となった。それ

まで奈良県下、京都府下の高校の吹奏楽や合唱のクラブ、

プロの音楽家、本学出身者、その他多岐にわたる出演者の

ステージを開催することで、奈良県下の高校生や地域への

知名度向上へも貢献することにもなった。 

 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事
項 

（ピアノ演奏活動） 
 

  

1)エンターテイナー・コンサート 
 
 
 
2)奈良文化女子短期大学公開講座「親子のた
めのミュージックコンサート」 

 
 
3)NHK ラジオ出演 
 
 
4)奈良文化女子短期大学公開講座「親子のた
めのミュージックコンサート」 

 
 
 
5)奈良文化女子短期大学サタデーオンステー
ジ 

 
 
 
6)ピアノ・コンサート  
 
 
 
7)トゥティ・ピアノコンサート 
 
 
 
 
8)奈良文化女子短期大学公開講座「親子のた
めのミュージックコンサート」 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

平成 23年 11月 
守口文化セン
ターホール 
 
平成 24年 2 月 
奈良文化女子
短期大学 
 
平成 24年 8 月 
NHK 大阪放送局 
 
平成 24年 9 月 
奈良文化女子
短期大学 
 
 
平成 24年 10月 
奈良文化女子
短期大学 
 
 
平成 24年 12月 
奈良市秋篠音
楽堂   
 
平成 25年 9 月 
大阪八尾市文
化会館 プリ
ズムホール 
 
平成 25年 10月 
奈良文化女子
短期大学 
 
 
 

 

    
 
 

カプースチン：ピアノ曲集、共演：小山陽子、秋田武、他  
 
 
 
ピアノ連弾での演奏会  フォーレ：ドリー ドビュッシ
ー：小舟にて、小川純子氏との共演   
 
 
関西ほっとタイムでの演奏とインタビュー 
 
 
ブラームス：ワルツ集、ハンガリー舞曲集  小川純子、
若槻たえ氏との共演  
 
 
 
吉松 隆：プレイアデス舞曲、ラフマニノフ：二台のピア
ノのためのソナタ 上野稲子氏との共演    
 
 
 
ラヴェル：ソナチネ、 モーツァルト：幻想曲 ピアノ発表
会でのゲスト出演 共演         
 
 
吉松 隆：プレイアデス舞曲,シューマン： 幻想小曲集、
でのソロ演奏  日下義人、中春淳子氏との共演  
                
 
 
ラヴェル：マメールロワ、ドボルザーク：スラブ舞曲、小
川純子、上野稲子氏との共演    
 
 
 
音楽に親しんで クラシ ク初心者 の公演 案内役と演
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9)「初めてのクラシック」音楽会 
 
 
 
 
10)三重県「障害者支援チャリティー音楽祭」 
 
 
 
 
 
11)福井県 エスペランサコンサート 
 
 
 
 
12)奈良学園大学奈良文化女子短期大学部公
開講座「親子のためのミュージックコンサー
ト」 
 
 
 
13）青山＆雑賀デュオコンサート 
 
 
 
 
14)東日本大震災復興支援チャリティコンサ
ート in 西日本 
 
 
 
15)奈良学園大学奈良文化女子短期大学部公
開講座「親子のためのミュージックコンサー
ト」 
 
 
 
16)ピアノ・コンサート  
 
 
 
 
17)エンターテイナー・コンサート  
 
 
 
 
18)奈良学園大学奈良文化女子短期大学部公
開講座「親子のためのミュージックコンサー
ト」 
 
 
 
19) 奈良文化女子短期大学同窓会 50 年記念

コンサート 
 
 
 
20)更紗コンサート 
 
 
 
 
 
21）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部公
開講座「親子のためのミュージックコンサー
ト」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
平成 25年 11月 
奈良市秋篠音
楽堂    
 
 
平成 26年 1 月 
三重県総合文
化センター 
中ホール    
 
 
平成 26年 5 月 
美浜生涯学習
センターなび
あすホール  
 
平成 26年 10月 
奈良学園大学
奈良文化女子
短期大学部 
 
 
平成 27年 4 月 
奈良学園大学
奈良文化女子
短期大学部 
 
平成 27年 5 月 
大阪南港ATC海
辺の野外ステ
ージ   
 
平成 27年 10月 
奈良学園大学
奈良文化女子
短期大学部 
 
 
平成 27年 12月 
大阪守口市文
化センター 
 
 
平成 27年 12月 
大阪守口市文
化センター 
 
 
平成 28年 11月 
奈良学園大学
奈良文化女子
短期大学部 
 
 
平成 28年 11月 
奈良ホテル  
 
 
 
平成 28年 12月 
ムラマツリサ
イタルホール 
 
 
 
平成 29年 10月 
奈良学園大学
奈良文化女子
短期大学部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
音楽に親しんで、クラシック初心者への公演。案内役と演
奏。バッハ：ガボット、モーツァルト:トルコ行進曲、ベー
トーヴェン：エリーゼのために等  
 
 
カプースチン：練習曲、前奏曲 ゲスト出演でのピアノ演
奏 
  
 
 
 
エスペランサ（フルート、ベースのグループ）との共演、  
 
 
 
 
ドビュッシー：小組曲 ピアノ連弾、アンサンブル・クラ
ブ学生、小川純子氏との共演    
 
 
 
 
吉松 隆：プレイアデス舞曲集より、ショパン：ワルツ、 
の演奏、雑賀美佳氏とのイタリア歌曲、ミュージカルメド
レーでの共演 
 
 
「震災を風化させず支援を続けて行くことを関西から発信
する」ことをテーマにボランティア演奏として音楽イベン
トに参加 
  
 
ブラームス：ハンガリー舞曲から 小川純子氏とのピアノ
連弾による共演、 
 
 
 
 
カバレフスキー：ソナチネ、 モーツァルト：幻想曲 子ど
もの情景、ブラームス：ワルツ集 
 
 
 
ガーシュイン：ポギーとベスより、アイ・ゲット・リズム
でのピアノソロと儀間太久実氏との共演  
 
 
 
ラヴェル：マ・メール・ロワ ピアノ連弾、アンサンブル
学生、小川純子氏との共演    
 
 
 
 
ショパン：ワルツ集、ブラームス：ワルツ集、 
吉松 隆：プレイアデス舞曲集 
 
 
 
8 名によるピアノ・コンサートのゲスト出演 
シャミナード：変奏曲、吉松 隆：プレイアデス舞曲より 
 
 
 
 
親子のための講座で様々な楽器の紹介、音の不思議につい
ての話と小川純子氏との共演 
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(教育実践等) 
 
1）シルバー人材センター子育て支援講習 
 
 
 
 
2）シルバー人材センター子育て支援講習 
 
 
 
3）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
 
 
4）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
5）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
 
6）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
 
 
7）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
 
8）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
 
9）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
 
10）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
 
 
11）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
12）幼稚園（奈良文化幼稚園）での音楽活動 
 
 
 
 
13)音楽講師のための公開セミナー 
 
 
 
14)音楽講師のための公開セミナー 
 
 
 
15)音の不思議、音から音楽へ 
 
 
 
 

 
 
平成 23年 12月 
 
  
 
 
平成 24年 2 月 
 
 
 
平成 24年 4 月 
 
 
 
 
 
平成 24年 5 月 
 
 
 
平成 24年 5 月 
 
 
 
 
平成 24年 6 月 
 
 
 
 
 
平成 24年 6 月 
 
 
 
 
平成 24年 10月 
 
 
 
 
平成 24年 11月 
 
 
 
 
平成 24年 12月 
 
 
 
 
 
平成 25年 1 月 
 
 
 
平成 25年 2 月 
 
 
 
 
平成 25年 2 月 
 
 
 
平成 26年 3 月 
 
 
 
平成 27年 12月 
 
 
    

 
 
奈良文化女子短期大学で童謡・唱歌の世界をテーマに昨年
に引き続いたテーマで主に日本の童謡、唱歌での違いや傾
向、リズムや調性への違いも示し演奏して講演した。 
 
 
奈良文化女子短期大学で親子のための音楽会をテーマに子
供への音楽の影響や感性や発達について説明。楽器の発達
とともに音楽の変貌についても話す。 
 
幼児への音の不思議や音環境を体験させるための準備をし
て、その反応から感性の発達を観察し研究する活動を 1 年
に渡り計画し実行した。年少 20 人の 2 クラスを第 1 回目と
して「この音は何かな」をテーマに様々な音を聴かせてそ
の反応を観察した。 
 
年少 20人 2クラスを第 2回目として「どんな音がするかな」
をテーマにし様々な打楽器を準備して形状からの音を想像
していく実験を試みその反応を観察した。 
 
年少クラス 20人 2 クラスを対象に第 3 回目として「弦楽器
はどんな楽器かな」をテーマにして、バイオリン、コント
ラバスを準備して音が出る仕組みについてその音の出てく
る不思議さを感じその反応を観察した。 
 
年少クラス 20人 2 クラスを対象に第 4 回目として「どんな
音がするのかな」をテーマにトランペット、トロンボーン、
クラリネット等の金管、木管楽器を準備して口から吹くこ
とで音の出る仕組みや、音色、音量の違いを体験しその反
応を観察した。 
 
年少クラス 20人 2 クラスを対象に第 5 回目として「ピアノ
はどんな楽器かな」をテーマにピアノを分解してハンマー
が弦を叩くことで音の鳴る仕組みを説明しその反応を観察
した。 
 
年中 25人 2 クラスを対象に第 6 回目として「ピアノで聴い
てみよう」をテーマにピアノでなじみのある曲をアレンジ
演奏などをして聴くことに集中、その後一緒に歌って興味
の反応を観察した。 
 
年中 25人 2 クラスを対象に第 7 回目として「ピアノでリズ
ム遊びをしてみよう」をテーマになじみのある童謡からリ
ズムを拾い出しピアノ演奏で誘導して速さのちがいや変化
を体験させその様子を観察した。 
 
年中 25人 2 クラスを対象に第 8 回目として「打楽器でリズ
ム遊びしてみよう」をテーマにメロディーのないリズム楽
器だけでの童謡からのリズムをとりだしクイズ形式で答え
を求めリズムへの集中して聴く力を観察した。 
 
 
年中 25人 2 クラスを対象に第 9 回目として「和太鼓で演奏
してみよう」をテーマに幼児が発表会で練習している様子
や速さについての説明を行い反応を観察した。 
 
園の音楽発表会での中で、幼児の保護者にこれまでの活動
の紹介とその反応や観察におけるそれまでの研究の成果を
発表。さらに音や音楽への関心や幼児の感性についてその
大切さを講演した。 
 
ヤマハ奈良音楽教室ピアノ講師への音楽レッスンや公演。
子どもへのピアノ指導の方法についてウィーンでの状況を
中心に話を行う。 
 
奈良 YMCA ピアノ教師・合唱教師への公開レッスン 
子どもへのピアノ指導の方法や子どもの音への感性につい
て講演。 
 
大阪守口市文化センターにおいて、音の性質、音から音楽
へと成立していく行方、さらに音楽の表現についてピアノ
を通して講演した。 
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５ その他 
 
1) 日本口笛音楽コンクール審査委員長 

 
 
 

 

 

 

2)中国口哨協会（政府公認）と日本口笛協会

との交流会 

 

 
 
 
 

平成 17 年～現
在に至る 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23年 4 月 
 
 
 
 

 

 
日本において、これまで平成 17年より約 2年毎に開催され、
当初からその審査委員長として全８回の審査をこれまで担
当してきている。日本に留まらず世界中からの参加者があ
り口笛音楽界での主要なコンクールとなってこの優勝者か
らはプロとして活躍する者も生まれている。そして、主催
する日本口笛音楽協会への音楽的アドバイザーも務めてい
る。また、日本で活躍するプロ奏者の方々への音楽的表現
についてのアドバイスも行っている。 
 
日本において、これまで開催してきた口笛コンクールへの
総合的な行程や活動等の内容について中国の口笛演奏への
主たる団体である中国口哨協会からの依頼により交流と講
話を行っている。 
 
 
 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許 

なし 
  

２ 特許等 

なし 
  

３ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  なし 

 

 

 

 

 

その他 

第三者認証評価活動 

 

 

 

 

 

平成 25年 10月 

 

 

平成 27年 10月 
 

 

一般財団法人短期大学基準協会による第三者認証評価での

評価員として宮崎学園女子短期大学への評価を行った。 

 

一般財団法人短期大学基準協会による第三者認証評価での

評価員として頌栄短期大学への評価を行った。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1.ミュージック・ワーク
ブック「Music Workbook」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部発
行 
（63 頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
音楽初心者にとって音楽の基本となる
必要な知識と基礎的テクニックをでき
るだけ早く身につけていくことが必要
であり、その目的にかなう教材として検
討を重ね形にしたものである。ピアノ演
奏力向上に導くため、譜面の基礎となる
音符の理解や指の運動練習を工夫した
課題に解説や図面で示して提示してい
る。これを学習することで、音楽への理
解と基礎演奏へのスムーズなスタート
となる教材となっている。 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
担当部分：pp.1～16,pp.32～34,pp.45～
63 
音の高さについて、図で表し理解しやす
く解説、そしてそのワークとなる問題集
を担当。さらに筆頭著者として企画・総
括のすべてを担当。  
 

2. ミュージック・ワーク
ブック「Music Sheet」 
 
 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部発
行 
（47 頁） 

 

 

 

 

 

 

音楽初心者にとって音楽の基本となる

必要な知識と基礎的テクニックをでき

るだけ早く身につけていくことが必要

であり、自己学習での確認となる音楽理

論への練習問題集。そして、自己学習で

のピアノ練習へと導くための練習曲集

となっている。 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
担当部分：pp.1～16,pp、pp.32～47,pp 
 

（学術論文） 

 

1) ピアノ教則本の特徴Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
平成 23 年 11
月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
紀要第 42 号 
(奈良文化女子短期大
学発刊) 
（10 頁） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
ピアノ音楽教育の初心者のための取り
組みとして、様々な教則本があるが、そ
の中のツェルニー練習曲は重要なもの
となっている。この練習曲が教則本とし
て、何故そうした位置を確立しているの
かを作曲家ツェルニーの生い立ち、作
曲・演奏活動から彼の作曲技法、その時
代の音楽環境をとおして調査を行った。
さらに、教則本として重要な位置を占め
るいわゆる「ツェルニー30 番」を取り上
げ、作曲家ツェルニーのピアノ曲として
詳しく分析を行い、その作品にこめた意
図や練習の効果について考察したもの
である。 
 

2) 幼児の音楽的な発達を
うながす音楽活動プログ
ラムの開発Ⅰ 
 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

平成 24 年 11
月 
 

 

 

 

紀要第 43 号 
(奈良文化女子短期大
学) 
（10 頁） 
 
 
 
 

 
 
 
奈良文化女子短期大学付属幼稚園での
年少、年中の幼児を対象に半年間６回に
わたる様々な音楽的感性の成長を促す
活動を行い、音楽表現指導内容の有効性
や向上を図るための研究を行った。その
多様な音楽的活動内容の実施状況とそ
れによる幼児の様々な気づきや反応に
対する観察をとおして子どもの感性の
豊かさへの分析を行っている。            
担当部分：pp.1～4,pp.9～10 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
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3) 音楽教材「Music 
Workbook」におけるその制
作の過程と実施経過の報
告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
平成 26 年 11
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀要第 45 号 
(奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部) 
（10 頁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
音楽教材「ミュージック・ワークブック」
の制作するにあたり、音楽初心者への教
材として適切な指導内容となるよう検
討した。そうした検討過程とそれに対す
る意図についての報告をしている。さら
にこの教材を利用し学修している学生
達の状況やこれまでの効果について学
生や指導教員へのアンケートも含めて
状況の内容を検証し、その報告をしてい
る。そして、この教材への使用法や指導
法の工夫した利用について研究したも
のである。                  
担当部分：pp.1～3,pp.6,pp.8～9 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
 

4) 学生の「つどいの広場」
におけるその活動と実施
調査の報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 11
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀要第 46 号 
(奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部) 
（11 頁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
幼児たちの活動の場において、学生達が
音楽を用い、より良い環境の場を設定す
ることのできる力をどのように展開し
獲得しようとしたか。そうした、「環境
の場の設定」の立案力の分析や、今後の
授業に反映させていくことも大きな目
的でもあったため、この活動の観察や学
生のアンケート等による調査をとおし
て、音楽指導における「環境の場の設定」
する力を養うため音楽授業内容の成果
をどのように音楽表現へと展開し活用
していくか、さらにそのための授業内容
や指導方法への改善を検討した内容と
なっている。 
担当部分：pp.1～2,pp.7～9 
著者：青山雅哉、小川純子、上野稲子 
 

5) ピアノ授業におけるそ

の指導法と内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 11
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀要第 47 号 
(奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部) 
（11 頁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学生達のピアノ練習の実状を観察し、身
体的運動や楽譜理解、楽譜分析に対する
反応を脳や筋肉、骨格などのメカニズム
として研究し、これまでのピアノ指導の
様々な方法に照らし分析した。これらの
様々な観点による効果を検証して、新た
な身体の使い方や音楽理解、音楽表現方
法の獲得について考察していく。さら
に、そのための効果的な練習方法や指導
方法を提示したものである。 
担当部分：pp.1～4,pp.9～11       
著者：青山雅哉、小川純子、島田稲子 
 
 

6)「つどいの広場」への参

加による学生の教育的効

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 11
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀要第 48 号 
(奈良学園大学奈良文
化女子短期大学部) 
（11 頁） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

奈良市地域子育て支援拠点事業として

の「つどいの広場」は、主に０歳～就園

までの親子が気軽に集える場として地

域に広く周知されるようになり、親と子

どもの成長を支えることと共に、本学が

保育者養成校であるという性質上、子育

て支援と学生教育の接続を図ることを

目的として実施している。とりわけ、将

来保育者を目指す学生が子どもたちと

触れ合い実際を学ぶ場としての広場の

役割は大きく、早期に広場体験を行うこ

とが学生の実践的学びとなっているこ

とが立証されてきた。本研究では、本学

の教学改革計画の中での「⑦実践力向上

のために、子育て支援活動と教育との接

続を充実させる」に基づいて実施し、授

業での参加に注目して参加の在り方の

検討とともに、学生の意識の変容を探

り、教育的効果を検証し報告するもので

ある。 
担当部分：pp.1～4,pp.9～10  
著者：青山雅哉、小川純子、中田章子 
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7) ピアノ授業におけるそ

の指導法と内容Ⅱ 

 

 

  

 共 

 

 

 

令和 2 年 12

月 

 

 

 

 

紀要第 13 集 

（奈良学園大学） 

（10 頁） 

 
学生達のピアノ練習の実状を観察し、身
体的運動や楽譜理解、楽譜分析に対する
反応を脳や筋肉、骨格などのメカニズム
として研究し、これまでのピアノ指導の
様々な方法に照らし分析してきた。その
Ⅱとして、演奏における筋肉の収縮・弛
緩や骨・関節の仕組みとリズムへの身体
的反応を主として考察し、その観点から
初心者への指導の方法を提示したもので
ある。 

担当部分：pp.141～144、pp.150 

著者：青山雅哉、島田稲子 
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教 育 研  究  業  績  書 

氏名 大 西

令和 3年 3月 3 1日  

雅 博     

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

器楽合奏・器楽演習（打楽器）・マーチング マーチング、器楽合奏、打楽器、アンサンブル 

教  育  上  の  能  力  に  関  す る  事  項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

・新しい形のステージマーチングへの取り組
み Vol.3「ムーブメントとサウンドの調和」 

・新しい形のステージマーチングへの取り組
み Vol.4「パフォーマンスの追求」

・器楽演習（パーカッション）

平成 23 年 4
月～平成 24
年 3月 

平成 24 年 4
月～ 
平成 25 年 3
月 

平成 26 年 4
月〜平成 29
年 3月 

名古屋芸術大学音楽学部演奏学科の非常勤講
師とし て、「器楽特殊研究」（1 年生 32 人)
において、ステージマーチングについて研究
する。本年度はステージと客席の一体化をテ
ーマに、2 年生以上は全て客席の最上階での演
奏となる。このステージングにより 360 度全
方向から音楽が聴こえてくるサラウンド効果
をもたらす。しかしステージと客席の距離が
演奏のタイムラグとなり、観客にズレて聴こ
えないよう、指揮者を会場の中心に据え、そ
のポイントで音楽をまとめた。この曲の作曲
者である鈴木英史も絶賛のメリーウィドーに
仕上がった。

名古屋芸術大学音楽学部演奏学科の非常勤講
師とし て、「器楽特殊研究」（1 年生 32 人)
において、ステージマーチングについて研究
する。本年度は、打楽器アンサンブルとマー
チングパフォーマンスのコラボレーションに
ついて演習し、ムーブメントについての研究
を深めた。打楽器六重奏「ジャグラー」の演
奏に合わせ、管楽器のメンバーは終始楽器を
持たず、パフォーマンスに徹して動く。こち
らのドリルデザインと学生が創るデザインを
約半分ずつにし、自ら創り出す喜びも味わえ
るよう配慮した。また楽器を持たないことに
より、手を自由に活用することが出来るため、
通常ステージマーチングでは不可能なパフォ
ーマンスも可能になる。その結果、既成概念
にとらわれない柔軟な発想で Show を構成す
ることが出来た。

奈良学園大学において、マーチングバンド部
の監督を務める傍ら、非常勤講師として「器
楽演習（パーカッション）」の授業を行う。ア
ンサンブルを中心に打楽器の技術を習得し、
幼稚園の演奏会、オープンキャンパス等で演
奏を披露した。
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11



２ 作成した教科書、教材 
 
・「ドラムトレーニング Vol.1～4」作曲 
 
 
 
 
・ドラムライン in NUA作曲 
 
・アルメニアンダンス NUA オリジナルマーチ
ングコ 
ンテ制作 
 

 
・ボレロ NUA オリジナルマーチングコンテ制
作 

 
 
 
・メリーウィドゥ NUA オリジナルマーチング
コンテ制作 

 
 
 
・ジャグラーNUA オリジナルマーチングコン
テ制作 

 
 

  
 
名古屋芸術大学音楽学部演奏学科の非常勤講
師として、「器楽特殊研究」（1～4年生 21 人）
において、自作の「ドラムトレーニング Vol.1
～4」を使用。 
 
ドラムラインのオリジナル楽曲を作曲。 
 
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァン第 11回定期演奏会ステージマ
ーチングのために、オリジナルのドリルデザ
インを作成。 
 
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァン第 12回定期演奏会ステージマ
ーチングのために、オリジナルのドリルデザ
インを作成。 
 
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァン第 13回定期演奏会ステージマ
ーチングのために、オリジナルのドリルデザ
インを作成。 
 
名古屋芸術大学アンサンブルフィラルモニ
ク・ア・ヴァン第 14回定期演奏会ステージマ
ーチングのために、オリジナルのドリルデザ
インを作成。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
 
・名古屋芸術大学における授業評価 
 
 
 
 
 
 
 
・奈良学園大学における授業評価 

 
 
平成 22 年 4
月 
～平成29年
3月 
 
 
 
 
平成 30年 4
月〜 

 
 
当初 3 年間のシラバス、及び学生の反応が評
価され、4年目より選択授業にも関わらず、演
奏学科弦管打コースの新入生は全員履修する
運びとなった。そしてその後毎年、名古屋芸
術大学アンサンブルフィラルモニク・ア・ヴ
ァンの定期演奏会において、オープニングス
テージを任されることとなる。 
 
人間教育学部教授に就任。 
「器楽演習」「器楽合奏」「合奏指揮法」「基礎
ゼミナール」「人間教育学ゼミナール」等の授
業とともに、マーチングバンド部顧問を務め
る。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事  
項 
 
・愛媛県吹奏楽連盟マーチング講習会講師 
 
 
 
 
 
 
・願栄寺花祭りコンサート 
 
 
・兵庫県保育協会研修会（神戸支部）講師 
 
 

 
 
 
平成19年～ 
平成 24年 
 
 
 
 
 
平成 22 年 
4 月 4日 
 
平成 23 年 
1 月 21 日 
 

 
 
 
平成 19 年 9月より毎年 1回、愛媛県吹奏楽連
盟主催のマーチング講習会が開催される。中
学校・高等学校を中心に 2 校から 3 校が選択
され受講の対象となる。基本動作からフォー
メーションまで、各団体の希望に応じた指導
を行う。 
 
願栄寺境内において、子供のための花祭りコ
ンサートにゲスト出演する。 
 
神戸市内の保育士約 50名を対象に、間違いだ
らけの打楽器奏法や、既成概念にとらわれな
い器楽合奏法について講演を行う。 
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・兵庫県保育協会研修会（美方支部）講師 
 
 
 
 
 
・姫路市立神南中学校芸術鑑賞会出演 
 
 
 
・赤穂市立赤穂小学校研修会講師 
 
 
 

平成 23 年 
8月 20日 
 
 
 
 
平成 23 年 
11 月 4日 
 
 
平成 24 年 
11 月 7日 
 

兵庫県美方郡の保育士約 40名を対象に、楽し
い打楽器の活用法についての講演を行った。
保育士は楽器を持って参加。合奏後、楽譜に
ついて即興で編曲し、楽譜作りの重要性につ
いての講義を行う。 
 
姫路市立神南中学校で開催された芸術鑑賞会
において、大西ファミリーバンドが演奏会を
行う。 
 
赤穂小学校の全教諭を対象に器楽合奏指導法
について講義を行った。実際に合奏をしなが
ら、楽器の数・音量のバランスの重要性を体
感し、より音楽的な指導法について考察を深
める講義を行う。 
 

５ その他 
 

 なし 
 
 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 
 

・中学校教諭一級普通免許（音楽） 

 

・高等学校教諭二級普通免許（音楽） 

 
 
昭和 57年 
3月 31 日 
 
昭和 57年 
3月 31 日 

 
 
昭五六中一普第 4678 号（愛知県教育委員会） 
 
 
昭五六高二普第 5413号（愛知県教育委員会） 
 
 

２ 特許等  
 

なし 
 
 
 

３ 実務の経験を有する者について特記

事項 

 

（演奏活動） 

 

・姫路市立神南中学校芸術鑑賞会出演 

 

 

 

 

 

 

 

「指導実績」 

 

・ＩＰＵ環太平洋大学マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ

部アドバイザー 

 

・ＩＰＵ環太平洋大学マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ 

部アドバイザー 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年11月4日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 

12 月 18日 

 

平成 23 年 

2 月 26 日 

 

 

 

 

 

 

 

姫路市立神南中学校で開催された芸術鑑賞会

に大西ファミリーバンドが出演する。今年度

より家島中学校から学校長が転勤になり赴任

した。以前に２回家島中学校に招待されたの

も、その前の姫路市非行防止大会での演奏を

評価していただいた結果だと伺う。本校では

トラブルが絶えないということで、『窓の外に

は』の話を聞かせて欲しいと依頼される。 

 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 39回全国大会小編成の部第 5位。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

ステージマーチング全国大会において、 

審査員特別賞受賞。 
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・愛媛県立丹原高等学校マーチング講師 

 

 

 

・愛媛県立丹原高等学校マーチング講師 

 

 

 

・愛媛県立丹原高等学校マーチング講師 

 

 

・愛媛県立丹原高等学校マーチング講師 

 

 

 

・愛媛県立松山中央高等学校打楽器講師 

 

 

 

・松山市立津田中学校マーチング講師 

 

 

 

・三重県立相可高等学校マーチング講師 

 

 

 

・ＩＰＵ環太平洋大学マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ

部アドバイザー 

 

 

・淳心学院中学校打楽器講師 

 

 

 

・大阪市立菫中学校マーチング講師 

 

 

 

・ＩＰＵ環太平洋大学マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ

部アドバイザー 

 

 

・大阪市立菫中学校マーチング講師 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部監督 

 

 

 

・大阪市立菫中学校マーチング講師 

 

 

 

 

平成 23 年 

2 月 26 日 

 

 

平成 24 年 

2 月 19 日 

 

 

平成 23 年 

8月 21日 

 

平成 24 年 

8月 26日 

 

 

平成 24 年 

11 月 1日 

 

 

平成 24 年 

11 月 18日 

 

 

平成 24 年 

11 月 18日 

 

 

平成 24 年 

12 月 16 日 

 

 

平成 25 年 

2 月 11 日 

 

 

平成 25 年 

11 月 24 日 

 

 

平成 25 年 

12 月 14 日 

 

 

平成 2６年 

11 月 23 日 

 

 

平成 27年 

2月 14 日 

 

 

平成 27年 

11 月 22 日 

 

 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

ステージマーチング全国大会優において、 

優秀賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

ステージマーチング全国大会において、 

優秀賞受賞 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 2回マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ国際大会に出場。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 3回マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ国際大会において、 

金賞受賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 60 回全日本吹奏楽コンクールにおいて、 

銅賞受賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 25回全日本マーチングコンテストにおい 

て、銀賞受賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 25回全日本マーチングコンテストにおい 

て、銀賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 40 回全国大会において、大編成の部金賞受 

賞。 

 

関西吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 40 回関西アンサンブルコンテストにおい 

て、金賞受賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 26回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 41回全国大会において、大編成の部金賞受 

賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 27 回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 14回マーチングステージ全国大会優秀賞受 

賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 28 回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 
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・奈良学園大学マーチングバンド部監督 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部監督 

 

 

 

・大阪市立菫中学校マーチング講師 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部監督 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部顧問 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部顧問 

 

 

 

・奈良学園大学マーチングバンド部顧問 

 

平成 28年 

2月 21 日 

 

 

平成 28年 

12 月 18日 

 

 

平成 29 年 

11 月 19 日 

 

 

平成 29 年 

12 月 17日 

 

 

平成 30年 

12 月 16 日 

 

 

令和元年 

12 月 15 日 

 

 

令和 2年 

12 月 19 日 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 15回マーチングステージ全国大会講評者特 

別賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 44回全国大会において、大編成の部銀賞受 

賞。 

 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 30 回全日本マーチングコンテストにおい 

て、金賞受賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 45回全国大会において、大編成の部銀賞受 

賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 46回全国大会において、大編成の部銀賞受 

賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 47 回全国大会において、大編成の部銀賞受 

賞。 

 

日本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 48 回全国大会において、「グッド・パフォ

ーマンス賞」受賞 

 

４ その他 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アド
バイザー 

 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県動くコンサート特別アドバイザ
ー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アド
バイザー 

 
・島根県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アド
バイザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 

 
 
平成 24 年 
9 月 17日 
 
 
平成 25 年 
2 月 9日 
 
 
平成 25 年 
8月 10日 
 
平成 25 年 
8月 18日 
 
平成 25 年 
9 月 16 日 
 
 
平成 25 年 
10月 20日 
 
平成 26年 
9 月 20日 
 
 
平成 26 年 
9 月 28日 

 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県動くコン 
サートの特別アドバイザーを務め、全団体の 
DVDに講評を録音する。 
 
愛媛県吹奏楽連盟主催のマーチング講習会に
おいて、講師を務める。 
 
愛知県吹奏楽連盟主催のマーチング講習会に
おいて、講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
島根県吹奏楽連盟主催のマーチング講習会に 
おいて、講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
川之江体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
催のマーチング講習会の講師を務める。 

人間教育学部 人間教育学科
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・兵庫県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アド
バイザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アド
バイザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・日本マーチングバンド協会関西支部 
 ３D講習会講師 
 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アド
バイザー 

 
・日本マーチングバンド協会関西支部 
 ３D講習会講師 
 
・平成 30年度全国高等学校総合体育大会
「東海総体」開会式のマーチングステー 
 ジを演出する。 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アド
バイザー 

 
・愛媛県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 マーチング講習会講師 
 
・愛知県吹奏楽連盟 
 愛知県マーチングコンテスト特別アド
バイザー 

平成 26年 
11 月 8日 
 
平成 27年 
8月 19日 
 
平成 27年 
9月 21 日 
 
 
平成 28年 
8月 29日 
 
平成 28年 
９月 19日 
 
 
平成 28年 
９月 24日 
 
平成 29 年 
3 月 5日 
 
平成 29 年 
8月 24〜25 日 
 
平成 29 年 
8月 27日 
 
平成 29年 
9 月 18日 
 
 
平成 29 年 
11 月 4日 
 
平成 30年 
7月 30日 
 
 
平成 30年 
8月 19日 
 
平成 30年 
9月 1日 
 
平成 30年 
9月 24 日 
 
 
令和元年 
7月 13日 
 
令和元年 
8月 18日 
 
令和元年 
9月 22,22 日 
 

武庫川樹脂大学において、兵庫県吹奏楽連盟 
主催のマーチング講習会の講師を務める。 
 
愛知県吹奏楽連盟主催のマーチング講習会に
おいて、講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
川之江体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
催のマーチング講習会の講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
西条市体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
催のマーチング講習会の講師を務める。 
 
兵庫県立総合体育館において、マーチング協 
会関西支部主催３D講習会の講師を務める。 
 
川之江体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
のマーチング講習会の講師を務める。 
 
愛西市立佐織体育館において、マーチング講 
習会の講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
奈良学園大学体育館において、マーチング協 
会関西支部主催３D講習会の講師を務める。 
 
三重県営サンアリーナで開催された、全国高 
校総体開会式のマーチングステージにおい 
て、メインステージの演出を務める。 
 
愛西市立佐織体育館において、マーチング講 
習会の講師を務める。 
 
川之江体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
のマーチング講習会の講師を務める。 
 
日本ガイシホールにおいて、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
 
松前町体育館において、愛媛県吹奏楽連盟主
のマーチング講習会の講師を務める。 
 
愛西市立佐織体育館において、マーチング講 
習会の講師を務める。 
 
春日井市体育館において、愛知県マーチン 
グコンテストの特別アドバイザーを務め、全 
団体の DVDにアドバイスを録音する。 
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・兵庫県高等学校文化連盟
高等学校総合文化祭の講評

・愛知県吹奏楽連盟
マーチング講習会講師

・愛知県吹奏楽連盟
マーチング講習会講師

「各大会の審査員」 

・マーチング in 高砂の審査員

・九州吹奏楽連盟
九州マーチングコンテスト審査員

・岐阜県吹奏楽連盟
飛騨地区アンサンブルコンテスト審査
員

・佐賀県吹奏楽連盟
佐賀県マーチングコンテスト審査員

・岐阜県吹奏楽連盟
飛騨地区アンサンブルコンテスト審査
員

・姫路市高等学校吹奏楽連盟
アンサンブルコンサート審査員

・沖縄県吹奏楽連盟
沖縄県マーチングコンテスト審査員

・姫路市高等学校吹奏楽連盟
アンサンブルコンサート審査員

・福岡県吹奏楽連盟
福岡県マーチングコンテスト審査員

・沖縄県吹奏楽連盟
沖縄県マーチングコンテスト審査員

・姫路市高等学校吹奏楽連盟
アンサンブルコンサート審査員

・福岡県吹奏楽連盟
福岡県マーチングコンテスト審査員

・姫路市高等学校吹奏楽連盟
アンサンブルコンサート審査員

・福岡県吹奏楽連盟
福岡県マーチングコンテスト審査員

・沖縄県吹奏楽連盟
沖縄県マーチングコンテスト審査員

・姫路市高等学校吹奏楽連盟
アンサンブルコンサート審査員

令和元年 
11 月 16 日 

令和 2年 
8月 30日 

令和 2年 
9 月 21 日 

平成 23 年 
9 月 3日 

平成 23 年 
10月 8、9日 

平成 23年 
12 月 23 日 

平成 24 年 
9 月 8日 

平成 24年 
12 月 23 日 

平成 25 年 
1 月 14 日 

平成 25 年 
9 月 22 日 

平成 26年 
1 月 12 日 

平成 26年 
6 月 15 日 

平成 26年 
9 月 15 日 

平成 27年 
1月 12 日 

平成 27年 
6月 14 日 

]平成 27年 
1月 10日 

平成 28年 
6月 12 日 

平成 28年 
9月 10日 

]平成 28年 
1月 8日 

ベイコム総合体育館において、高校総文祭マ
ーチングバンド部門の講評を務める。 

初の試みである、オンラインでのマーチング 
講習会を開催し、講師を務める。 

８月に引き続き、オンラインでのマーチング 
講習会を開催し、講師を務める。 

高砂市総合体育館において、マーチング in 
高砂の審査員を務める。 

鹿児島アリーナにおいて、九州マーチングコ 
ンテストの審査員を務める。 

飛騨・世界生活文化センターにおいて、アン 
サンブルコンテスト飛騨地区大会の審査員を 
務める。 

佐賀県総合体育館において、佐賀県マーチン 
グコンテストの審査員を務める。 

飛騨・世界生活文化センターにおいて、アン 
サンブルコンテスト飛騨地区大会の審査員を 
務める。 
姫路パルナソスホールにおいて、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 

沖縄コンベンションセンターにおいて、沖縄 
県マーチングコンテストの審査員を務める。 

姫路パルナソスホールにおいて、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 

サンパレス福岡において、福岡県マーチング 
コンテストの審査員を務める。 

沖縄コンベンションセンターにおいて、沖縄 
県マーチングコンテストの審査員を務める。 

たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 

サンパレス福岡において、福岡県マーチング 
コンテストの審査員を務める。 

たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 

サンパレス福岡において、福岡県マーチング 
コンテストの審査員を務める。 

沖縄コンベンションセンターにおいて、沖縄 
県マーチングコンテストの審査員を務める。 

たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 

人間教育学部 人間教育学科

17



・沖縄県吹奏楽連盟 
 沖縄県マーチングコンテスト審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
・四国吹奏楽連盟 
 四国マーチングコンテスト審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

・日本マーチングバンド協会北陸支部 
 マーチングバンド北陸大会審査員 
 
・姫路市高等学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンサート審査員 
 

・日本マーチングバンド協会北陸支部 
 マーチングバンド北陸大会審査員 
 

平成 29 年 
9 月 9日 
 
平成 30年 
1月 7 
平成 30年 
10月 8日 
 
平成 31年 
1 月 13 日 
 
令和元年 
11 月 4日 
 
令和 2年 
1 月 12 日 
 
令和 2年 
10月 28日 

沖縄コンベンションセンターにおいて、沖縄 
県マーチングコンテストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
西条市体育館において、四国マーチングコン 
テストの審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
福井県民体育館において、マーチングバンド 
北陸大会の審査員を務める。 
 
たつの市総合文化会館において、アンサンブ 
ルコンサートの審査と講評を務める。 
 
オンラインで、マーチングバンド北陸大会の 
審査員を勤める。 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の
名称 

単
著・共
著の別 

発行又
は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

（著書） 

1 どうなる？今後の

部活動 

 

単著 

 

平成26年10

月21日 

 

教育PRO 

 

 

自らの経験を基に、今後の部活動のあり方について

考察する。 

（学術論文） 

1 日本におけるマ

ーチングの未来

像 

 

2 新しい打楽器練

習法 

 

 

3 新しいマーチン

グ指導法 

 

 

4 マーチングにお

ける基本動作の

効率的練習法 

 

5 スクールバンド

における指揮法

への一考察 

 

6 演奏の妨げとな

る過緊張（上が

り）の軽減につ

いて 

 

7 意欲的に取り組

むための音楽科

指導法の一考察 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

平成25年3

月 

 

 

平成 26 年

12 月 1日 

 

 

平成 27年

12月 1日 

 

 

平成28年3

月 19 日 

 

 

平成 28年

12月 1日 

 

 

平成31年3

月 10日 

 

 

 

平成31年3

月 

 

 

環太平洋大学研究紀

要 2012 年度 vol.2 
(第 7号) 
 

人間教育学研究第 2

号 

 

 

人間教育学研究第 3

号 

 

 

奈良学園大学紀要第

４集 

 

 

人間教育学研究第 4

号 

 

 

奈良学園大学紀要第

10集 

 

 

 

奈良学園大学オンラ

インジャーナル第２

巻第 2 

 

日本独自のマーチングにつて、今後の方

向性を考察し、提言する。 

 

 

教育現場における打楽器の技術を、より

短時間に能率よく習得する方法を提言

する。 

 

日本におけるマーチングの現状を検証

し、悪しき既成概念を排除するための指

導法を考察する。 

 

従来の概念にとらわれず、教育現場にお

ける効率的な指導法について、検証し提

言する。 

 

木管楽器・金管楽器・打楽器の短時間練

習法と、合奏指導における効果的な指揮

法を考察する。 

 

俗に言う「あがり症」について検証し、

音楽の授業を通して、過緊張を軽減する

方法を提言する。 

 

 

音楽の授業における歌唱指導・合唱指導

の難しさを検証し、生徒の自主性を高め

るための指導法を考察する。 
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8 新しい時代に向

かう鑑賞教育 

 

9 音楽教科におけ

る実践的合奏指

導法 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

令和元年 

9月 

 

令和 2年 

3 月 

 

 

奈良学園大学紀要第

11集 

 

奈良学園大学紀要第

12集 

 

 

鑑賞教育の実態について、問題提起と共

に、今後の方向性について考察する。 

 

基本練習を核とした、効率的な器楽指導

のあり方について考察する。 

 

 

（研究ノート） 

1 部活動の経営

に関する研究 

 

 

2  音楽科における

合唱のための発声練

習法 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

平成29年3

月 10日 

 

 

令和元年 

9月 

 

奈良学園大学紀要第

6集 

 

 

奈良学園大学オンラ

インジャーナル人間

教育 第２巻第８号 

 

中学校における部活動経営と、大学生の

社会性を高めるための組織づくりを比

較し、その関連性を研究する。 

 

短期間で効果的な指導法について、実践

結果をもとに提言する。 

（編曲） 

 

1. 愛媛県立丹原高
等学校打楽器 

 

 

 

（オリジナルマーチ

ングコンテ制作） 

 

1. 愛媛県立丹原高
等学校吹奏楽部 

 

 

 

 

2. 愛媛県立丹原高
等学校吹奏楽部 

 

 

 

 

 

3. 松山市立津田中

学校吹奏楽部 

 

 

 

 

 

4. 三重県立相可高

等学校吹奏楽部 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年６月 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年4月 

 

 

 

 

 

平成24年4月 

 

 

 

 

 

 

平成24年6月 

 

 

 

 

 

 

平成24年7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県立丹原高等学

校音楽部 

 

 

 

 

 

 

愛媛県立丹原高等学

校吹奏楽部 

 

 

 

 

愛媛県立丹原高等学

校吹奏楽部 

 

 

 

 

 

松山市立津田中学校

吹奏楽部 

 

 

 

 

 

三重県立相可高等学

校吹奏楽部 

 

 

 

 

 

 

 

 

元禄時代をテーマにマーチングを構成。 

パーカッションピットの編曲を行う。日 

本マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング 

協会主催第 3回マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ国際大 

会において、金賞受賞。 

 

 

 

吹奏楽曲「元禄」をテーマにマーチング 

を構成・演出。28名を対象にオリジナル 

のマーチングコンテを制作。日本マーチ 

ングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会第 2 

回マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ国際大会に出場。 

 

吹奏楽曲「紅炎の鳥」をテーマにマーチ 

ングを構成・演出。25名を対象にオリジ 

ナルのマーチングコンテを制作。日本マ 

ーチングﾊﾞﾝﾄﾞ・バトントワリング協会 

第 3回マーチングﾊﾞﾝﾄﾞ国際大会におい 

て、金賞受賞。 

 

アメリカングラフィティーをテーマに 

マーチングを構成・演出。37名を対象に 

オリジナルのマーチングコンテを制作 

。全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 25回全日本マーチングコンテストに 

おいて、銀賞受賞。 

 

アフリカをテーマにマーチングを構 

成・演出。45名を対象にオリジナルのマ 

ーチングコンテを制作。三重県吹奏楽連 

盟発足以来、初の全国大会出場を果た 

す。全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

第 25回全日本マーチングコンテストに 

おいて、銀賞受賞。 
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5. 大阪市立菫中学

校吹奏楽部 

 

 

 

 

6. 平成30年度全国

高等学校総合体

育大会「東海総

体」開会式 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

平成25年〜29

年 

 

 

 

 

平成30年7月 

大阪市立菫中学校吹

奏楽部 

 

 

 

 

三重県高等学校合同

バンド 

ジャズをテーマにマーチングを構成・演

出。 

全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社主催、 

全日本マーチングコンテストに 4回出場 

し、優秀な成績を収める。 

 

平成 30年度全国高等学校総合体育大会 

「東海総体」のメイン開会式において、 

マーチングコンテを作成し、ステージの 

演出を務める。 
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教 育 研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日   

氏名     金山 憲正     

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

算数科教育法 

算数科における指導内容に関する研究 

問題解決学習の指導過程に関する研究 

指導方法に関する研究  

教  育  上  の  能  力  に  関  す る  事  項 

事 項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

１．マルチメディアを使った問題解決場面における
見通しを持たせるための適切な助言のあり方と
問題解決型の授業の実践方法 

平成 19年 4月 
  ～ 
平成 26年 3月 

近畿大学附属小学校と幼稚園の全教員に対して、
VIDEOと PowerPointでの吹き出しの動画を主とした
マルチメディアを活用して吹き出しの形で提示する
方法で、毎月の研修会において「問題解決型の授業
を取り入れるねらい」「基本的な学習段階」「課題の
吟味と提示の仕方」「見通しの持たせ方」「よりよい
解決に向けての集団での話し合いの場の持たせ方」
などを教員の習熟度に合わせて解説を積み上げてい
った。また、同時に行われる公開授業を具体事例と
して、望ましい授業展開をするための教師の役割に
ついての指導を行った。全教員がパワーポイントで
のアニメーションを作成し、指導で効果的に活用で
きるようになった。
（近畿大学附属小学校での副校長としての実績）

２．ICT を活用して数や図形についてイメージを抱
かせ、その基本概念の理解を深めて小学校算数指
導のための教材分析が的確に行えるようにする
ことを狙った実践 

平成 26年 4月 
  ～ 
現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 1 年次生の
学生約 120 名に対し、算数・数学教育の教材研究の
基盤を育成することをねらった「数の理解」の講義
において、ICT を活用した指導を行った。特に、内包
量の概念や図形概念、測量や統計などイメージする
ことが難しい内容や処理が煩雑になる内容について
の指導の際には重点的に ICT を活用した講義を行っ
た。グループ活動ではあるが数量や図形の概念形成
の指導において効果的な ICT の活用方法を工夫し、
模擬実践が行えるようにまでなった。 
（奈良学園大学「数の理解」の実践） 

３．アクティブラーニングの形態で学生相互が課題
に対して協働学習のもと多様なアプローチで問
題解決型の授業のあり方を追求していくことを
ねらった実践 

平成 27年 4月 
  ～ 
現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科２年次生の
学生約 120 名に対し、子供が主体的に問題解決活動
を推進していくための授業構成とその指導方法につ
いて、学生自身が問題意識を持って取り組み理解す
ることをねらっての「算数科指導法」の授業を実践
した。授業の環境整備として「算数科指導法」の特
設ホームページを設けそこに事前課題や学生からの
質問事項を記載する欄も設けリアルタイムで互いの
情報が共有できるようにして授業の充実をめざし
た。重点教材についての授業を想定し、指導案を作
成しての模擬授業の実施とそれに対する評価を行い
改善案について学生間で話し合えるようになった。 
（奈良学園大学「算数科指導法」の実践） 

２ 作成した教科書、教材 

１．「思考力アップのための算数的活動」 
【再掲】 

平成 26年 4
月～ 

現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科において 
1 年次生 120 名を対象にした「数の理解」、2 年次生
110 名を対象にした「算数科指導法」の授業で使用。
算数的活動が重視される背景を学習指導要領とピア
ジェの心的活動説とを踏まえてどのように指導にあ
たるべきかを解説し、その具現に際してのポイント
を具体的な事例をあげてまとめたものである。 
特に、「算数科指導法」授業においては具体的事例の
中から数事例ずつについて取り上げアクティブラ 
ーニング方式で操作的活動についての理解を深める 
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ねらいで効果的に使用し、そのねらいを達成できて
いる。 

２．「活用を重視した算数科の授業」 
【再掲】 

平成 26年 4
月～ 

現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科において  
1 年次生 120 名を対象にした「数の理解」の授業で 
使用。ここでは自己効力感、成功感を味わわせる反 
省的思考活動を工夫改善するためにポイントとなる 
単元間の関連性と発展性を理解させるとともに教材 
分析の重要性とそれを的確に行うことができる資質 
を養うことを意図してざして作成したものであり、 
授業のねらいと対応させ随所で使用した。知識・技 
能などは活用を通して定着し、定着した知識・技能 
などから活用できそうなものを見つける学習活動の 
重要性に気づかせるために効果が上がっている。 

３．「学力調査結果を授業改善に生かす取り組み」 
【再掲】 

平成 27年 4月 

～ 

現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科において 
２年次生 120 名を対象にした「算数科指導法」の授 
業で使用。指導と評価は一体のものであり、児童の 
学力向上を確実とするためには的確に児童の実態を 
把握することが大前提になり、そのための学力調査 
をいかにおこなえば良いかについてまとめたもので 
ある。授業では主に「問題作成の心構え」「観点評価 
項目の設定」など問題作成に関する留意事項と結果 
処理の流れや活用法に関する留意事項を理解させる 
際に使用し、授業のねらい達成に向けて効果に活用 
できている。 

４．「算数嫌いをつくらない授業」 
【再掲】 

平成 27年 4月 

～ 

現在に至る

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科において 
２年次生 120 名を対象にした「算数科指導法」の授 
業で使用。算数の学習につての児童アンケート結果 
における「好き」と「嫌い」の理由を分析すること 
から、授業法の問題点を探りより望ましい授業展開 
を考えさせる授業場面で使用した。また、「好き」
「嫌い」を左右する心情面を重視した授業作りとと
もに、協働学習の土俵となる学級作りやコミュニテ
ィ作りの重要性についての理解を図る授業において
も使用した。授業を通してコミュニケーション能力
を高めていくための環境作りや展開の工夫などに着
目して指導案を作成できるようになってきた。 

５．思考力・判断力・表現力を育成する算数授業 
【再掲】 

平成 27年 4

月 

～ 

現在に至る

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科において 
２年次生 120 名を対象にした「算数科指導法」の授 
業で使用。思考力・判断力・表現力を育成する算数 
授業の創造に向けて、その推進力となる学習意欲に 
着目して主体的な活動が保障される授業展開のあり 
方をまとめたものである。授業では指導内容の系統 
性を踏まえるとともに発達心理学面も考慮に入れた 
「～らしさ」の活動の様相を想定した授業展開を心 
がけることが主体的な解決活動を展開していくこと 
になることに気づかせ、それを意識した模擬授業の 
指導案作成の際に使用して参考にさせた。本教材を 
使用することにより、指導内容面と発達心理学的な 
面との両面から授業を創造していこうとする姿勢が 
見られるようになっている。 

６. 思考力・判断力・表現力を育成する算数授業の

参考指導案集

（算数科ホームページ）

奈良学園大学人間教育学部発行 

平成 27年 4

月 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科において 

２年次生 120 名を対象にした「算数科指導法」の授 

業で使用。思考力・判断力・表現力を育成する授業 

の創造に向けて、様々な授業展開のあり方をまとめ 

たものである。主体的な解決活動の展開を意識した 

授業指導案作成の際の参考にさせた。 

このように指導を受けて作成された指導案は「算数 

科」専用ホームページに掲載され、いつでもどこか 

らでも参考資料として使用することができ、特に教 

育実習中の学生に好評だった。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

１．近畿大学学長による評価 平成 24年 3月 近畿大学附属小学校副校長として独自の附属小学校
の授業観及び授業スタイルの見直し、基礎・基本の
学力を育成するための指導をめざした教育改革を行
った。また、習熟度別学習指導、チームティーチン
グによる指導、個に応じた指導のあり方などについ
ての現職教育を行った。その結果、全国学力実態調
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査においても子どもの学力が著しく伸びたことから
他の教育関係者や保護者からも高い評価を得るとと
もに、人事評価においても「Ａ」評価を受けた。 

２．奈良学園大学採用時の学長評価 平成 25年 8月 12 年間の公立学校校長、6 年間の近畿大学附属小学
校副校長としての学校経営の経験と実績、さらには
大阪市教育委員会主任指導主事、大阪市小学校教育
研究会算数部部長、11 年間にわたる大阪教育大学教
育学部で非常勤講師として算数教育の指導に貢献し
た経験と実績に対して高い評価を受けた。また、教
育に対する熱意と向上心に関しても高い評価と信頼
を得た。 

３．奈良学園大学人間教育学部平成２９年度後期学
生による授業評価 

平成 29年 2月 1 年次生 120 名の学生が対象の「数の理解」の講義
に対する授業評価アンケートでは、ICT を活用した
講義の進め方に対して、「説明が分かりやすかった」
92%、「先生の授業に対する熱意や意欲が感じられた」
94%、「総合的に見て満足のいくものであった」94％
などいずれも 90%以上の回答結果で、学生が高い満
足度を感じる授業が行われていたと判断できる集計
結果を得ている。 

４．奈良学園大学人間教育学部平成２９年度後期学
生による授業評価 

平成 29年 7月 ２年次生に対する前期の「算数科指導法」の講義に
ついて実施した学生の授業評価アンケートの結果、 
ホームページを活用して事前に課題を提示し、それ
についてアクティブラーニング形式で進めた講義に
対して、「この授業に対する受講意欲は高かった」
94％、「説明が分かりやすかった」95％、「先生の授
業に対する熱意や意欲が感じられた」94%、「総合的
に見て満足のいくものであった」93％など 90%以上
の回答結果となっており、充実感があった授業と判
断できる評価を得ている。

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

１．近畿大学附属小学校副校長としての実績 

・西日本私学小学校連盟主催の研究大会の会場校
として発表

（平成 23年 5月 参加者 1100 名） 

平成 19年 4月 
  ～ 
平成 25年 3月 

近畿大学附属小学校副校長として、また、学力向上
と教員の資質向上の責任者として、毎週行われる教
員研修会において、教師主導の学習指導から児童主
体の学習指導への転換を目指した授業創造のため
解説を行った。授業作りの土台となる学級作りにつ
いて作成したテキストを使用して講話をし、グルー
プディスカッションを取り入れ教員の資質の向上
を図った。また、同キャンパスの附属幼稚園に対し、
小学校を見据えた幼児期における数的な概念につ
いても指導した。 

２．近畿大学附属幼稚園教員対象指導講座の講師 
学期に 1 回、年 3 回実施 

  （対象：幼稚園教員及び保護者） 

平成 22年 4月
～ 

平成 25年 3月 

同じキャンパスにある近畿大学附属幼稚園の教員に
対して小学校を見据えた幼児期の子どもに数概念や
図形概念を育てる算数の基礎的指導のあり方につい
て指導助言を継続的に行った。ゲームや遊びを通し
て楽しみながら数概念の素地を養ったり図形の構成
要素を意識させたりする指導について具体的な例を
通した演習形式で研修を行った。また、幼小接続を
意識した幼稚園教育の取り組みへの理解と協力を得
ることをねらって保護者へも参加を呼びかけた。 

３．西日本私学連盟主催平成 23 年度研修会 講師 
「ゆるみ教育からの決別－算数科の指導を例に－」 
(於：近畿大学附属小学校、参加者約 1100 名） 

平成 23年 5月
23 日 

全体会において講演した。主に、新学習指導要領で
目指す学力の育成するためには、教え込みの解説型
の授業から脱却し問題解決型の授業へ転換する必要
があることを強調した。同時に、問題解決型の授業
成立には教師の深い教材研究が必要であるため、使
命感を持ち教育活動に取り組む必要性も併せて強調
した。  

４．奈良学園大学人間教育学部人間教育学科での 
講義 

平成 26年 4月 
  ～ 
現在に至る 

「数の理解」の授業では、数量や図形などの基本的
な概念や基礎的な知識に対する理解を深めるととも
に、算数のよさを知り、数学的思考力や判断力、表
現力を養う授業づくりのための教材研究の手がかり
が得られるように、ICT の活用や具体的な事例を交 
えて授業を進めている。特に、数学的思考力を涵養 
する力量と算数科の教材を開発する力量を育成する 
ことに重点を置いた講義内容である。 
「基礎ゼミナールⅠ」の授業では、学生の自己表現
力の育成に加えリメディアル教育を分担し、学生
個々の習熟度に応じたテキスト作りと、その解説を
作成している。 
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「算数科指導法」では、アクティブラーニングの形
態で、学生相互が課題に対して協働学習のもと多様
なアプローチで問題解決型の授業のあり方を追求し 
ていく授業となっている。学習指導案作成の基本や
模擬授業を通して問題提示や発問・助言のあり方に
ついての理解を深めることをねらいとしている。 

５ その他 

１．奈良学園大学人間教育学部人間教育学科の学生
に対する課外における算数・数学指導 

平成 26年 4月 
～ 

現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科の学生に
対して、リメディアル的な取り組みが必要な学生に
対しては基礎的な数学の理解をねらい課外での指導
を行っている。また、希望者には採用試験対策の数
学の指導も行っている。 

２．大阪市立放出小学校の算数教育充実に向けての
実践研究に年間を通しての指導 

平成 26年 4月 
～ 

平成 28年 3月 

校内研究会での算数指導のねらいと望ましい指導
のあり方の解説と各学年の実践授業についての指導 
を行っている。 

３．八尾市立永畑小学校の算数教育充実に向けての 
実践研究に年間を通しての指導 

平成 27年 4月 
～ 

平成 29年 3月 

校内研究会での算数指導のねらいと望ましい指導
のあり方の解説と各学年の実践授業についての指導 
を行っている。 

４．奈良学園小学校の算数教育充実に向けての指導
と助言 

平成 27年 9
月 
～ 

現在に至る 

奈良学園小学校が現在「メタ認知」に着目した実
践研究に対して、望ましい授業の構成の仕方や展開
の工夫及び評価の生かし方などについて指導と助言
を行い充実した教育活動の創造をめざしている。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格、免許 

１）小学校教諭一級普通免許 昭和 46年 4月 昭和 46 小一普第１６０号（大阪府教育委員会） 

２）中学校教諭一級普通免許（数学） 昭和 46年 4月 昭和 46 中一普第１２２８号（大阪府教育委員会） 

３）高等学校教諭二級普通免許（数学） 昭和 46年 4月 昭和 46 高二普第３２８号（大阪府教育委員会） 

４）司書教諭 昭和 46年 1月 昭和 46年 12 月 1 日 第４９９５６号（文部省） 

２ 特許等 
な し 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

１） 近畿大学附属小学校
副校長

平成 19年 4月 
～ 

平成 25年 3月 

近畿大学附属小学校には、「児童の算数の学力向上を
達成させること」と「教員の資質を向上させること」
が主たる使命での赴任であった。まず、教員研修の
充実と共に研究・教員組織の改革を提起し、大改革
を実施した。 
 具体的な改革の内容は、「高学年への教科担任制の
導入」「第 3 学年から第 6 学年までの算数科はチーム
ティーチングでの指導体制の導入」「教員全員が自分
の専門教科を定めその教科の研修を深める研究体制
の導入」などである。
 特に、教え込み教育から脱却し、問題解決型の授
業へと質の転換を図ってきた。結果、全国学力状況
調査では、国語・算数のＡ・Ｂ問題とも全国平均を
10 ポイント以上上まわった。 
 教職経験８年未満の教員に対しては、別に「若手 
研修」と名付けて、「学級経営のあり方」「保護者と 
の対応のあり方」「事故の対処の方法」「学級内で起
きたトラブルへの対応法」など、具体的な事例を想
定して考えさせるなどの研修を行った。 

４ その他 

１）奈良学園大学 ＦＤ委員会 委員長 平成 26年 4月 
～ 

平成 28年 3月 

ＦＤ委員長としてこれまで実施されてきた事業を見
直し本学のＦＤに対する取り組みの改善を図った。 
特に、これまで前期・後期と年２回実施の「学生の
授業評価アンケート」事業において、「調査用紙の作
成・集計・分析」の外部業者への委託を止め、内部
処理をする方針に変更した。その道筋をつくるため、
「マークシート用紙の作成」「マークシートの読み取
り」「読み取り結果を集計・分析するためのプログラ
ム作成」「集計・分析結果をまとめて図表に表すため
のプログラム作成」「各授業担当者への集計結果の通
知と自己評価の記入依頼」「全ての集計結果を PDF 形
式にまとめてホームページにアップ」の一連の作業
を委員長として全て一人で作成・処理している。評
価対象は約 130講義でアンケート用紙枚数は約 3000
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枚になるが、実施から集計・まとめまでに要す 
る時間は業者委託に比べ半分の期間で処理できてい
るため、本学のホームページへのアップもタイムリ
ーに行っている。 
また、教員が互いの授業参観を通して指導力を高め
るための「公開授業」事業では、他学部の授業参観
も可として学部間における閉鎖性の払拭をめざして 
いる。あと「授業改善シート」「FD 講演会」事業につ
いても改善・充実の方向で実施している。 

２）奈良学園大学 教職センター委員 平成 26年 4月 
～ 

平成 29年 3
月 

2 年次生が対象となる「介護等体験」に関する取り
組みの企画・立案を行っている。また、来年度から
始まる「教育実習」関連では、2 年次生を対象に実習
受け入れの依頼の手続きについて全体への指導とあ
わせて個別への指導も行っている。 
教員採用に向けて基礎的学力の定着を保障するた

めに設けられている「教師塾」について、その効果
的な運用方法について企画・立案と運営に関わって
いる。 

３）奈良学園大学 入試委員会 委員長 平成 28年 4
月 
～ 

現在に至る 

本学園の AO 入試・公募制推薦入試・一般入試・
大学入試センター試験利用入試の各入試に関する入
試業務が厳正に執り行われる為の体制の整備と準備
に 
計画的に取り組んでいる。開学からの入試データを
分析し今後の望ましい入試業務についての改善案を
作成している。また、大学入試センター試験会場と
しての準備、実施等の運営管理にも取り組んでい
る。 

４）奈良学園大学 副学長 平成 29年 4
月 
～ 

現在に至る 

 本学園副学長として教職員個々の業務内容を把
握・調整し学園運営が円滑にそして効率よく推進で
きるよう努めている。特に、共通教育委員会・入学
試験委員会・広報委員会・ＦＤ委員会・教務委員会
に関しては各委員会担当副学長としての任務に携わ
っている。 
 また、両学部の定員確保に向けての各方面への広
報活動やそのあり方について検討を加え、目標の達
成に向けて支障が起きないよう点検と整備に取り組
んでいる。 
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研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概 要 

（著書）

１．「小学算数」 

(教師用指導書研究編) 

共著 平成 23年 4

月 

日本文教出版 全学年を通した体系に重点を置いて、各領域

別の系統的な解説とその数学的背景を明らか

にするとともに、新しい指導方法、数学的考え

方とその指導、ICT の活用など現在の算数教育

における主要な問題点について示す。 

  Ａ４判 全２８６頁 

編者：日本文教出版社編集部 

共著者：小山正孝、中原忠男、金山憲正、重松

敬一、﨑谷真也、狭間節子 

本人担当部分：「総論」（P2～P12）を単著 

「確かな学力の向上を目指した算数科の学習

指導」の章では、算数の学習指導の基本的な考

え方として、ブルームの教授理論に基づいて

「基礎的・基本的 な知識・技能の習得と 

活用」「思考力・表現力の育成」について解説

している。また、「確かな学力が身につく算数

の学習指導」の章も前章同様に「問題解決型学

習の意義」「算数の学び方の指導」「表現力の育

成」「学習意欲の向上」など新学習指導要領の

めざしている学力と育成のための留意点を述

べている。 

また、幼児期に経験した概念形成の過程を

踏まえて指導に当たることが不可欠な小学校

低学年の指導について、幼小の連携を図るこ

との必要性を強調し、ピアジェの認知発達理

論を参考にした幼児期の児童の発達段階に即

した指導形態についても解説している。 

２.教育フォーラム 50

「やる気」を引き出す・

「やる気」を育てる

共著 平成 24年 8

月 

金子書房  教師が子どもの「やる気」を引き出し、育て

るための方策を、国語・算数・体育・総合的な

学習の時間などとの教科の関わり、教材・校内

研究の取り組みなどを考察、提案する。大前提

となる教師自身の「やる気」についても論じ

る。 

 Ａ５判 全１７９頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、加藤明、松田智子、善野八

千子、金山憲正、勝見健史、久田孝、錦織

彰、住本克彦、野田健司、中田正浩、前田

洋一、中村哲、瀧明知惠子、浅田匡 

本人担当部分：「子どもの〈やる気〉が出る算

数授業のために」（P47～P57）を単著 

知識及び技能の定着を確かなものにしたり思

考力・判断力などの能力を育成したりする際

の大前提となる主体的な学習活動は子どもの

「やる気」が推進力となって推進されるもの

である。ブルーム理論で強調される認知領域

の目標に情意領域の目標と指導方法の工夫を

加え、「やる気」を引き出しそれが推進力とな

って展開する指導についての理論と方策を具

体的な実践事例を通して紹介している。また、

幼稚園児の数概念を育てる上での着眼点や留

意点について解説を加えている。さらに、「や

る気」を育てる上で重要な役割を果たす個が

認められる集団づくりのポイントについても

紹介している。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

３.思考力アップの

ための算数的活動
単著 平成 25年 1

月 

株式会社ＥＲＰ 算数的活動を重視した学習展開が強調されて

いる背景を学校教育法及び学習指導要領の改

訂のねらいとピアジェの心的活動説を踏まえ

て解説するとともに、算数的活動をどう理解

して指導にあたるべきかを明らかにした。主

にmanipulationに近いものを指す具体的操作

活動をはじめ、マッハが提唱している思考実

験にも相当する「内的な活動」の効果的な取り

入れ方、さらには Model-making の過程の踏ま

せ方について具体的な教材を取り上げて紹介

している。 

Ａ５版 全６８頁 

４.教育フォーラム 54

各教科の学習を支え

る言語活動－言葉の力 

をどう用いるか 

共著 平成 26 年 

8 月 

金子書房 新しい学習指導要領で強調されている「知的

な力」、「確かな学力」を育てていく土台となる

「言葉の力」をどう捉え、どう活用することが

各教科の学習の充実につながるのかを考察

し、その指導のあり方を提案している。 

Ａ５判 全１７９頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、加藤明、松田智子、善野八

千子、金山憲正、金澤孝夫、阿部秀高、桜本明

美、大畑健実、川俣徹、蔵あすか、 

本人担当部分：「算数の授業に言語活動を生か 

す」（P47～P57）を単著 

 思考は、言語を媒介とする自己内の対話に

よって成立し、他者に向けて表現したり他者

の表現内容を受け入れたりする活動を通して

整理され、洗練されたり深められたりする。し

たがって考える力は表現する力を抜きにして

は考えられない。数学的な表現様式について

は、ブルーナの EIS 理論が基盤となって「現

実的表現」「操作的表現」「図的表現」「言語的

表現」「記号的表現」の五つに分類されること

がある。算数科の指導においては「言葉の力」

を「言語的表現」のみに限定せず、「現実的表

現」から「記号的表現」にいたる全てを「算数

のことば」ととらえて指導にあたることの必

要性を強調した内容である。 

５．人間教育を視点にし

た教職入門 

第 6 章 教員の仕事 

第 9 章 教育実習の意 

義と心得 

共著 平成 26 年

12 月 

大学教育出版 激動する社会、急変する教育界の中で、次世代

の社会を担い、自律して問題解決能力を持つ

子どもを育てることのできる資質・能力を身

につけ、地球的視野から持続可能な社会の発

展と構築に貢献する教師の心構え、あり方な

どについて、人間教育を視点にして述べてい

る。 

Ａ５判 全２８０頁 

編者：中田正浩 

共著者：中田正浩、鎌田首次郎、松田智子、中

田律子、金山憲正、瀧明知恵子、長井勘治、

太田雄久、 

本人担当部分：「小学校教員の仕事」（P110～

P120）を単著 

「生きる力」を育てることを目指して各学校

が掲げている教育目標達成に向けて教師が努

力していかなければならないことを、「教科等

の指導に関わる仕事」「生活指導の関わる仕

事」「校務分掌として位置づけられた仕事」の

それぞれについて解説している。 

本人担当部分：「教育実習の意義と心得」 

（P235～P253）を単著 

教育実習は、教師として教壇に立っときの心

構えや必要となる指導技術などについて事例 
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

を挙げて解説している。また、教育実習での経

験は、将来の教師として自己のあり方を厳し

く問い、教職に向けての真剣な学びを始める

契機となるため、教育実習への参加には、日常

の講義に出席する際の心構えとは全く異なる

性質の決意が求められることの理解を図るこ

とをねらって説いている。 

６. 教育フォーラム 57 

PISA 型学力を育てる

共著 平成 27 年 

2 月 

金子書房 近年のような社会環境の変化の激しい時代

にあっては、子どもたちは全く新しい事態や

問題に次々に直面する。それらを解決する力

をどう育てられるか、原理的な面、大学入試に

関わる面、各教科の授業改革の面から論じ 

具体的実践的な提案をしている。 

Ａ５判 全１５８頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、立田首治郎慶裕、西辻正副、

鎌田首治朗、清水静海、角屋重樹、岩田一彦、

渡部久美子、鵜飼洋子、金山憲正、佐藤雄一、

松田智子、高木悠哉、井上信子 

本人担当部分：「算数Ｂ問題が解ける力を育て

る」（P95～P105）を単著 

活用力が問われるＢ問題を解く力を育てる

ためには、旧態依然とした指導者中心の教え

込み指導から脱却し、子どもが主体的に学習

活動に取り組む授業を通して、活用で使う道

具となる知識・技能を身につけさせることの

重要性について論じている。つまり、どれだけ

身についていること以上にどのようにして身

についたのかに力点を置いた授業づくりをめ

ざす必要がある。そのための授業法として、ポ

リアの提唱した問題解決の 4 段階の重要なス

テップを基本とし、各段階における指導の充

実を図ることが思考力、判断力、表現力の育成

につながることを算数科の指導を例に挙げて

述べている。

７. 教育フォーラム 59

対話的な学び

アクティブラーニング

の一つのキーポイント

対話的な学びを組み込 

んだ算数教育のために 

共著 平成 29 年 

2 月 

金子書房 「主体的な学習」と密接な関係にある「対

話」を教育活動に取り入れることは、教師にと

って今後の大きな課題のひとつである。積極

的に「対話」を用いることで「深い学び」を得

るためにはどうしたらよいか。どのようなこ

とに注意し、どのように授業を展開していけ

ばよいのか。多面的な視点から、具体的かつ実

践的な提案をしている。 

Ａ５判 全１６９頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、伊崎

一夫、金山憲正、菅井啓之、後藤沙貴、北俊夫、

赤堀博行、善野八千子、牧田秀昭、五百住満、

中村豊、石森広美、オチャンテ村井、、井上信

子 

本人担当部分：「対話的学びを組み込んだ算数

学習のために」（P47～P57）を単著 

「対話的な学び」の「対話」が、指示されたか

ら始めるという受け身的な「対話」ではなく、

興味や知的な好奇心などの心情面に支えられ

た問題意識の醸成につながる「対話」やじこの

考えを確かめたり深めたりする必要を感じて

始める「対話」でなければ、目的としている主

体的能動的な学習を重質させることは難し

い。そこで求められる指導者の自動理解と教

材研究の重要性とその方法を具体的な例を通

して説いている。 

人間教育学部 人間教育学科
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著書、学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月 

発行所、発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概 要 

８. 教育フォーラム 60

深い学びのために

アクティブラーニン

グの目指すもの

算数科における深い 

学びとは 

共著 平成 29 年 

8 月 

金子書房 学習指導要領の総則について議論が展開さ

れている「深い学び」については未だに焦点が

拡散している現状である。その「深い学び」は

単に「授業の型」や「学習方式」といった一定

の教授・学習活動のパターンに関わるもので

はない。どのようにすれば「深い学び」になり、

それを実現できるのかについて、具体的かつ 

実践的な事例を通して、基本的なポイントを

明確に提案している。 

Ａ５判 全１４４頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、古川

治、伊崎一夫、金山憲正、大畑健美、菅井啓之、

後藤紗貴、石森広美、善野八千子、岡村季光、

松井典夫、瀧明知恵子 

本人担当部分：「算数科における〈深い学び〉 

とは」（P79～P88）を単著 

 ここでは、｢主体的な学び｣「対話的な学び」 

「深い学び」を個々に分析的にとらえるので 

はなく「深い学び」が授業改善の究極の目標で

あるととらえ、「深い学び」を達成させるため

には「主体的・対話的な学び」があってはじめ

て実現するものであるという立場で算数指導

について提案している。その際の着眼点とし

て「学習意識」というものに焦点をあてること

により解決活動がより主体的に展開できるこ

とを具体的事例で紹介している。 

「深い学び」を個々に分析的にとらえるので 

はなく「深い学び」が授業改善の究極の目標で

あるととらえ、「深い学び」を達成させるため

には「主体的・対話的な学び」があってはじめ

て実現するものであるという立場で算数指導

について提案している。その際の着眼点とし

て「学習意識」というものに焦点をあてること

により解決活動がより主体的に展開できるこ

とを具体的事例で紹介している。 

９.教育フォーラム 61

各学習領域におけ

る基本的な見方・考

え方

アクティブラーニング

で鍛えられるもの

算数科における基本 

的な見方考え方 

共著 平成 30 年 

2 月 

金子書房 新しい学習指導要領に入れられた「見方・考

え方」は、高次な学習の土台として期待される

大切な視点の 1 つである。この「見方・考え

方」には各教科等における基本かつ重要とい

える固有の展開があるはずだが、実際にはど

のようにクローズアップし、授業の組み立て

に生かすべきかが課題となっている。各教科

等の特質を踏まえた教育のあり方を具体的に

論じ、「見方・考え方」を生かす授業実践のヒ

ントを提案している。

Ａ５判 全１４８頁

編者：梶田叡一

共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、金山

憲正、角屋重樹、中村哲、越智貢、大畑昌己、

善野八千子、高木悠哉、杉浦健

本人担当部分：「算数科における〈基本的な見

方・考え方〉」（P38～P48）を単著

数学的に考える資質・能力の育成をめざす

算数科の学習指導の基本的な考え方として

「数学的な見方・考え方」が深い学びにつなが

る授業を創造していく上で重要な役割を果た

す立場で論を進めている。「数学的な見方・考

え方」を働かせながら知識及び技能を習得し

たり、習得した知識及び技能を活用して課題

を探求したりすることにより充実した授業の

展開を示した実践事例を挙げて提案した。 

人間教育学部 人間教育学科
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

10.教育フォーラム 62

人生や社会をより

よく生きる力の涵

養を

－新学習指導要領が 

最終的に目指すもの－ 

算数教育を通じて人生

や社会をよりよく生き

る力の涵養を 

共著 平成 30 年 

8 月 

金子書房 大きく動きつつある現代社会において、子ど

もたちは社会生活や職業生活の在り方に対応

する力を身につけなければならない。しかし、 

「人間」そのものが見失われ、「社会的に役立

つ駒」を育成する教育となってしまってはな

らず、その土台となる「人生」の充実の大切さ

を新しい学習指導要領では示している。具体

的にどのような授業展開をすればよいのか、

よりよく生きる力を育むための工夫と実践を

紹介している。 

Ａ５判 全１５８頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、金

山憲正、菅井啓之、西村紗貴、中村哲、飯田真

人、 

寺尾正、中村浩也、八木成和、今西幸蔵、井

上信子、二甁弘行 

本人担当部分：「算数教育を通じて人生や社

会をよりよく生きる力の涵養を」（P37～P46）

を単著 

問題解決の過程は疑似社会であるともとら 

えられるため、それを主体的な取り組みによ

り体験することが充実した人生を過ごすため

の生きて働く数学的な考え方を育てることに 

なると期待できる。その主体的な活動の推

進力となるのが子どもの学習意識であること

と、その学習意識を軸にした授業づくりにつ

いて具体的な実践事例をあげて児童の実態把

握の仕方、教材研究のあり方について提案し

ている。 

11.教育フォーラム 63

人間性の涵養 

新学習指導要領の究極 

的な目標は 

算数教養と人間性の 

涵養 

共著 平成 31 年 

2 月 

金子書房 新しい学習指導要領に加わった「人間性の涵

養」。これこそが教育で実現すべき最終の成果

である。しかし、この実現は大きな課題であり

具体的な方法は各々の教育人が試行錯誤しな

がら地道に築き上げていく必要がある。学校

生活全体の指導を通して、教師にできる「人間

性の涵養」の取り組みについて、実践的な種々

の提言を紹介している。 

Ａ５判 全１９９頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、金山

憲正、金澤孝夫、菅井啓之、西村紗貴、岡本祐

佳、中村哲、飯田真人、山口聖代、高橋美由紀、 

中村浩也、阿部秀高、井上信子、杉浦健、古川

治、栗岡住子、宮坂政宏 

本人担当部分：「算数教育と人間性の涵養」 

（P48～P57）を単著 

学習指導要領算数科においても、教科の目標

はもちろんのこと、新たに各学年の目標にお

いても「～しようとする態度を養う」との表記

があり、学習意欲に支えられて主体的な問題

解決活動を進めていく原動力となる子どもの

内面を重視した指導をめざしていることがう

かがえる。ここでは、「学びに向かう力、人間

性等」の柱ではどのような心の動きを想定し

ているのかをとらえ、その心の動きに焦点を

当てて人間性の涵養をめざした算数指導につ

いて具体的な事例を取り上げて提案してい

る。 

人間教育学部 人間教育学科
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

12.教育フォーラム 64

学びに向かう力

学習活動を支える情意

的基盤を 

算数の授業を通して学 

びに向かう力を育てる 

共著 平成 31 年 

8 月 

金子書房 主体的・対話的で深い学びも、生涯にわたっ

て持続されていくべき学習も、「学びに向かう

力」が十分育成されてこそ、その土台が形成さ

れる。変化の激しい時代でも、自分なりに考

え、学び、行動することを諦めない自己教育の

力を、子どもに育てる学校の取り組みを考え

る。各教科・領域の授業等を通じて「学びに向

かう力」を育成する種々の実践的な取り組み

の紹介をする。 

Ａ５判 全１９０頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、仁

瓶弘行、金山憲正、間處耕吉、今西幸蔵、飯

田真人、小餅谷哲男、杉浦健、松久眞実、古

川治、八木成和、蔵あすか、井上信子 

本人担当部分：「算数の授業を通して学 

びに向かう力を育てる」 

（P48～P58）を単著 

算数の授業を通じて学びに向かう力を育てる

には、子供が算数の学習に対して魅力を感じ

るような展開に設計されていることが求めら

れる。それに応えるためには子どもの学びへ

の興味と努力し続ける知的好奇心の喚起、及

び学びの量とともに質や深まりに着目し、子

供がどのように学ぶかという学び方を重視し

た学習展開について提言をしている。 

13.教育フォーラム 67

いまこそ自己教育力の

練成を 

コロナ禍に負けない学

習者を育てる

共著 令和 3 年 

3 月 

金子書房 コロナウイルスで世界が大きく揺らいでい

る今、児童・生徒はきちんと学習し、学力をつ

け、必要な体験を積み重ねて人間的に成長し

ていくことができるのであろうか。状況が厳

しくなるほど、一人ひとりがそれに負けない

逞しさと自立性を備えているかが問われる。

あらゆる機会をとらえ、児童・生徒を主体的な

学習者に育て上げる方策を探る。 

Ａ５判 全２１０頁 

編者：梶田叡一 

共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、仁瓶

弘行、伊崎一夫、金山憲正、今西幸蔵、山口聖

代、中村浩也、野田健司、浅田匡、乾匡、辻寿

一、宮坂政宏、井上信子 

本人担当部分：「算数科教育を通じて自己教育

力を」 

（P64～P73）を単著 

自己教育力を「主体的に学習へ取り組もうと

する意欲であり、学習の仕方の習得であり、生

き方の問題にかかわるもの」と捉え、その力を 

より効果的に育てていくための算数科教育の

あり方と進め方について内的な「うながし」を

重視した展開を提案している。 

人間教育学部 人間教育学科

31



著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

（学術論文） 

１．活用を重視した算数

科の授業 
単著 平成 23年5

月 

日本教育総合研究所 

教育ＰＲＯ No.18 

P12～P15 

DeSeCoによれば､PISA学力調査の｢読解力リテ

ラシー｣｢数学的リテラシー｣は､社会･文化的､

技術的ツールを相互作用的に活用する能力｣

カテゴリーのうち､｢言葉､シンボル､テクスト

を相互作用的に活用する力｣に関わると言っ

ている｡算数科の学習で習得する知識･技能

は､これに関わるキー能力である。この能力を

育成するため、自己効力感、成功感を味わわせ

る反省的思考活動を工夫改善し、「習得教育」

「活用教育」「探求教育」を統合的にとらえ、

習得と探求を活用でつなぐ算数教育のあり方

を提案した論文である。

２．ゆるみ教育からの 

決別 
単著 平成 24年 2

月 

日本私立小学校連合会 

平成 23 年度 研究集録 

改訂された学習指導要領をもとに、学校教育

現場が目指さなければならない指導のあり方

を算数科に焦点をあてて提言している。学習

指導要領の総則及び内容を分析し、総則で各

教科の指導に当たり問題解決的な学習の重視

が述べられ、特に算数科では算数的活動が内

容に明示されていることから、これまでの指

導の取り組みが十分でなかった点を指摘する

と共に、改善策について論じている。指導内容

に算数的活動という指導方法に関することが

記述されたのは教師としてその力量が問われ

ているとの危機感を持つ必要があることを訴

えている。学習指導要領のねらいを達成する

ための授業づくりの観点を例示し教材研究へ

の取り組む重要性を述べた論文である。 

３．思考力アップのため

の算数的活動 
単著 平成 25年 4

月 

日本教育総合研究所 

教育ＰＲＯ No.9 

P22～P25 

本論文は、まず算数的活動の概念規定を行い、

学習指導要領に置いて重視されることとなっ

た背景とねらいをこれまでの算数教育の取り

組みの歴史から分析している。さらに、子供を

ある思考状態に自由に引き入れ、狙った陶冶

部分を鍛錬する状況を作り上げる際に重要な

働きをする「気づく」「気づかせる」に着目 

したゲシュタルト心理学の考え方も念頭に算

数的活動を分析し、各単元における効果的な

算数的活動の位置づけを明らかにした。 

４．思考力アップのため

の算数的活動(2) 
単著 平成 25年 5

月 

日本教育総合研究所 

教育ＰＲＯ No.10 

P12～P15 

学習指導要領において算数的活動は作業的・

体験的な活動など身体や具体物を用いる活動

に限らないとされている。本論文では、算数的

活動のなかでも内的な活動について焦点を当

て、マッハ氏や篠原助市氏の「教授原論」で提

唱されている思考実験の論を参考に、現在の

算数教育において思考実験が重視される背景

と意義を分析し、思考実験を伴う学習指導の

改善に向けて指導のねらいと留意事項につい

て具体的実践を通して明らかにした。 

５.算数嫌いをつくらな

い授業
単著 平成 25 年

11 月 

日本教育総合研究所 

教育ＰＲＯ No.26 

P9～P13 

学習についての児童アンケートで算数の授業

が「きらい」と答えた児童の理由の分析結果

で、授業の進め方に起因していると考えられ

るものがかなりの割合を占めていた。つまり

授業において充実感や達成感を十分に味わえ

ないため「きらい」となる実態が明らかになっ

た。「すき」と「きらい」のそれぞれの割合が

多い調査校における授業の実態を対比し、解

説型から問題解決型の授業スタイルへの転換

を図り、満足度の高い授業を創造する必要 

性を明らかにした論文である。 

人間教育学部 人間教育学科
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

６.思考力・判断力・表

現力を育成する算数

授業

単著 平成 26年 9

月 

奈良学園大学研究紀要 

第 1 集 

ｐ37～ｐ46 

思考力・判断力・表現力を育成する算数授業の

創造に向けて、その推進力となる情意面に着

目し、主体的な活動が保障される授業展開を

追究した。ポリア提唱の問題解決型の授業展

開を基本にしながら発達心理学面から低・中・

高学年らしい活動の様相を想定し、その発達

の段階にふさわしい活動を呼び起こす学習意

欲が連続・発展するような単元構成及び１時

間の学習活動の構成について具体的な実践事

例を通して検証したものである。 

７.思考力を養う操作活

動

単著 平成 26 年

10 月 

日本教育総合研究所 

教育ＰＲＯ 特集号 

P34～P37 

操作を生かした学習活動は、ペスタロッチ、デ

ューイ、ブルーナなどによって古くから重視

されている。また、操作をピアジェは一貫した

構造的体系をもった心的活動として述べてい

る。本論文では、これらの学説の対比及び算数

科の指導内容を分析し、算数指導における操

作活動をどう捉えるのかを明らかにした。さ

らに、具体的な指導場面でどのような操作活

動を取り入れることが思考力を育成すること

になるのかまた、その指導に際しての留意点

について具体的な実践を通して検証したもの

である。 

８.生きる力を育てる算

数指導

 (査読付き) 

単著 平成 27年 4

月 

人間教育研究協議会 

紀要「人間教育学研究」 

第 2 号 

ｐ71～ｐ80 

生きる力を育成するために算数教育が担う役

割は何かを明確にするとともに、算数教育の

ねらいで重視されている「思考力・判断力・表

現力」を分析し、どのような授業を創造してい

くことがそれらの力を育てることになるのか

の検討を加えた。本論文では、「思考」と「表

現」は互恵的な関係であるととらえ、それらが

相乗的に作用し合ってよりよいものを作り上

げていく授業づくりをめざして、ポリアの提

唱している問題解決型の指導過程を取り入れ

た効果的な指導のあり方について実践事例を

通して考察したものである。 

９．エクセル関数での 

プログラミングと 

ICT 

単著 平成 27年 9

月 

奈良学園大学研究紀要 

第３集 

ｐ59～ｐ72 

 

2013 年度実施の国際教員指導環境調査

（TALIS）結果において、ICT を用いた指導実

践を頻繁に行う教員の割合が全参加国の中で 

最下位である現状に注目し、本論文ではICTを

活用した教育を推進することの必要性と教育

効果のあるソフト開発、及びその使用の有用

性について述べている。特に、基礎・基本の定

着を図る際、習熟度や個別学習で活用するこ

とにより大きな効果を発揮するソフトのプロ

グラム作成の手順とその効果的な使用方法を

明らかにしている。 

10．生きる力の育成と主

体的な問題解決活動  

(査読付き) 

単著 平成 27 年

12 月 

日本人間教育学会 

紀要「人間教育学研究」 

第３号 

ｐ25～35 

数学教育現代化の失敗以降、算数数学教育の

潮流は大きく問題解決に切り替えられたが、

それが形式や表面的な学習指導に留まってい

たのは、底流するプラトン的あるいは絶対主

義的な数学観の論理的帰結として、コミュニ

ケーション活動の本質が看過されていたから

に他ならない。本論文では、コミュニケーショ

ンを含め表現力の充実が叫ばれるようになっ

ている背景を分析し、数学的コミュニケーシ

ョンの育成という視点から授業構成のあり方

を提言した。
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著書、学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月 

発行所、発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概 要 

11.算数科の基礎学力が

育つ道筋と授業づく

り

単著 平成 28 年 

9 月 

奈良学園大学研究紀要 

第５集 

ｐ53～ｐ66 

算数科で育てるべき学力の中核となるものは

数学的な考え方に他ならない。ここでは数学

的な考え方を基礎学力と位置づけ、それを育

てる授業のあり方を人間性の育成という視点

も加えて追求している。基礎学力は子どもの

活動の姿として学習の中に現れてはじめて育

ったと言えるので基礎学力が育ち、それを活

用できるような単元構成や指導者の役割につ

いての提案をしている。さらに、低・中・高学

年の発達の段階における子どもの特性を生か

した活動の場づくり、および授業づくりのポ

イントについても提案している。
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

（その他） 

１．新任教員のための 

ハンドブック

単著 平成 24 年

度 

近畿大学 教員の研修課題テキストとして使用するた

め、学級経営に関する事項、いろいろなケース

での子どもに接する際の留意事項、家庭訪問

の留意事項、事故が起こった場合の対処の仕

方などをＱ＆Ａ形式でＡ４版７４頁にまとめ

て全教員に配付し、それを学校の基本方針と

して共通理解を図り日々の教育実践の充実に

向けて取り組む体制作りをした。 

「依頼原稿」 

１．授業中における事態

に対応するには 

（算数）【シリーズ】 

単著 平成 22年 4

月～平成 23

年 3 月 

日本文教出版 教育情報誌「ROOT」第１巻～第４巻  P19 

 教育現場で算数の授業中に遭遇する事態に

どのように対処すればよいのか、その対処法

を具体例で提示。「見通しが持てない子どもに

はどのようすればよいか」「早く解決できて時 

間があまっている子どもにはどうすればよい

か」などの内容。特に、経験の浅い教師がこの

原稿を参考にして適切に対応することにより

一人ひとりの児童が充実した学習活動に取り

組んでいけることを願っての提案。 

 また、話し合い活動を通して各自が考えた

解決方法をよりよいものに練り上げていくた

めの学習集団をどのように育てていけば良い

のかについても提案。 

 さらに、幼児期における学習および生活経

験が十分でないことが原因と考えられる第１

学年の数概念や図形概念の理解に関する学習

内容におけるつまずきに対する予防と補充指

導についても例示。 

「教材作成」 

１.等積変形の説明教具 単独 平成 22 年

12 月 

新算数教育研究会 第５学年の単元「図形の面積」の指導におい

て、三角形は底辺と高さが同じであればどの

ような形の三角形であっても面積も同じであ

ることを理解させるための教具である。子ど 

もにとって高さにあたる頂点が底辺の外に出

ている三角形の面積についての理解に抵抗が

見られる傾向にある。そのため、少しずつ長さ

が短くなっていく細い線を何本も積み重ねて

三角形を作り、アニメーションでその 1 本ず

つを移動させ底辺も高さも同じ三角形に変形

していくことにより、底辺と高さが同じであ

れば面積も同じであることを理解させるとう

情報機器を活用した教具となっている。 

２.円の面積の求め方の

説明教具

単独 平成 23年 5

月 

西日本地区私学連盟研

究大会 

第６学年「円の面積」の単元で使用する教具で

ある。円の中心を通る直線で等分し、それを等

積変形して平行四辺形や三角形にすることを

実際に紙にかいたものを用いて操作させたり

示したりすることは困難なことである。そこ

で、グラフィックソフトを用いて円を 32 等分

したり64等分したりして作成したおうぎ形を

アニメーションで平行四辺形や三角形に等積

変形して示すことにより、円の求積公式

である半径×半径×円周率の理解を確かなも

のにすることをねらって作成した
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

３.計算の習熟を図るプ

リント作成ソフト

単独 平成 23年 5

月 

西日本地区私学連盟研

究大会 

第 1 学年から第６学年までの計算領域で扱わ

れる全ての計算について任意に入力した数値

を用いて計算問題の式が作成できるソフトで

ある。数範囲は整数・小数・分数の全て、また、

演算も単純な四則はもちろんあまりのあるわ

り算や商を四捨五入で処理する問題や解答も

数値の入力で自動作成されるようにしてあ

る。作成にあたってはエクセルの関数を用い

ているので一般的に何処ででも活用すること

が可能な自作ソフトである。 

４.「活用力」育成の

ためのデジタル教材

共同 平成 25年 6

月 

株式会社 

ｅ教育研究社 

第1学年～第６学年の算数の全単元について、

学習指導要領に示された「活用力」育成のため

の指導用メディアミックス型デジタル教材を

作成。授業プリントとデジタル教材コンテン

ツを合わせて利用することによりPISA型学力

を育てることをねらいとした教材である。

教授資料はＢ５判全２６７頁

編者：梶田叡一

共著者：加藤明、金山憲正、中島繁雄、松浦武

人

本人担当部分：第５学年・第６学年の「活用問

題」「実践問題」「発展問題」（P118～p267）

の 95 教材を単著。各単元に対応したデジタル

コンテンツを作成。

活用問題では「読解力」を重視した内容を扱

い、ヒントや解き方はオンマウスでポップア

ップするようにしてあるため、ICT 教育でも活

用が図れるよう工夫してある。

「学会発表」 

１.新学習指導要領（算

数）における実践上の

課題

－ 平成 23年 1

月 

新算数教育研究会 

第 35 回セミナー 

（於：箱根・ 

ホテル小涌園）

教育基本法、学校教育法の改正に伴う学習指

導要領の改訂の趣旨を踏まえた算数科学習指

導の要点を提案。活用を重視する指導では指

導内容の関連を明らかにし、既習のどの内容

が発展するのかを捉えて単元構成をすること

の重要性を各学年の主要教材を取り上げた事

例で発表。また、表現力を育成するための「ノ

ート指導」のあり方について実践例を映像機

器で示しながら紹介。これらを通し思考力・判

断力・表現力の育成を目指した新学習指導要

領の趣旨を踏まえた望ましい指導のあり方を

発表。 

２.算数科における問題

解決学習の充実

－ 平成 23年 5

月 

第 54 回西日本地区 

私学連盟研究大会 

（近畿大学附属小学校） 

新学習指導要領で育てたいと目指している学
力は、教え込みの解説型の授業から脱却しポ
リアの提唱した問題解決型の授業を基本とし
て展開することによって効果的に育成される
ことを主張すると共に、問題解決型の授業を
するためには児童の実態を的確に把握するこ
とと、教師の綿密な教材研究とが大前提にな
ることを強調。
また、幼小連携の観点から小学校における算
数学習の充実のために幼児期にどのように数
概念や図形概念の理解に関する指導を行えば
良いかについても解説。
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

３.時代のニーズに応え

た学校運営

－ 平成 24年 4

月 

平成 24 年度近畿大学 

附属関係校研究大会 

（近畿大学） 

組織面については、小学校高学年における 
教科担任制、一年担任制、習熟度別学習態勢の
導入、及び、各教員への研究教科の割り振りな
ど、基礎・基本の確実な定着を目指ための学校
の取り組むべき方向と方策を提案。 
また、小学校教育と幼稚園教育の関連を図り、
より充実した小学校教育の創造を目指す幼・
小連携の需要性と必要性を強調。 
教育内容面では、日々の教育実践において、
「問題解決学習の進め方」「学級経営のあり
方」「机間指導・ノート指導のあり方」「子ども
が主体的に学習へ取り組む授業の創造」など、
思考力・判断力・表現力を育てるための教育を
どう実践していくべきかを提案。 

４. 算数的活動を取り

入れた指導

－ 平成 25 年

10 月 

「人間教育研究協議会」

平成 25 年度定例会 

思考力を高めるための授業作りに欠かすこと
のできない算数的活動について、重視される
理由・取り入れるために必要となる教材研究・
展開の方法などを具体的な実践例と結びつけ
ての発表内容である。 
作業的活動・体験的活動・思考的活動の各活動
について具体的な教材を例に、活動をさせる
目的、効果的に取り入れる方法についての解
説に加え、言語活動にあたる「説明する活動」
「表現し伝え合う活動」についても同様の解
説を加えて発表した。 

５. 教材研究をする際
に知っておかなけれ
ばならない「算数のこ
とば・用語」

－ 平成 25 年
12 月 

教師力向上研究会 
（第４回総会） 

算数指導に当たって指導者が「算数のことば・
用語」をしっかりと理解しておかなければ十
分な教材研究をすることができないというこ
とを伝えることをねらいに発表。 
センテンス型とフレーズ型の式の区別を意識
させておく必要性や等分除と包含除のいずれ
の問題場面で導入することが適切であるのか
など、教材研究と算数の用語の理解は切り離
して考えることができないことを強調。

６. 算数的活動を取り
入れた指導のポイン
ト

－ 平成 26年 2
月 

「人間教育研究協議会」
フォーラム in 大阪

学習指導要領で算数的活動が重視されている
背景とねらいを分析し、算数的活動を取り入
れた授業の充実を図る際のポイントについて
発表。特に、算数的活動というものが単に作業
的活動や体験的活動を意味しているのではな
く、思考活動が伴わなければ価値がないこと
をピアジェの心的活動の論とを関連づけて強
調した。また、算数的活動を取り入れると学習
効果が発揮される指導場面とその留意事項に
ついても具体的な例を通して発表した。 

７. 算数の授業で言語
活動を充実させる

－ 平成 26年 6
月 

教師力向上研究会例会 言語活動を充実させるための目的を明確に捉
えた上で実践に取り組まなければ十分な成果
が期待できないため、まず教科の目標を実現
する手立てとして言語活動を充実させるので
あることが大前提になることを強調した。 
特に、算数の言葉と言われている式に焦点を
当て、「式に表す活動」「式をよむ活動」の具
体例を取り上げ、言語活動を充実させるポイ
ントとなる抽象化の過程や一般化の過程の構
成について重点を置いた提言と、それを具現
するための指導のあり方について発表した。
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著書、学術論文等の名称 
単著・共
著の別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑誌等又は
発表学会等の名称 

概 要 

８. 思考力・判断力・表
現力を育てる算数指
導

－ 平成 26年 8
月 

教師力向上研究会 
サマーセミナー

思考力・判断力・表現力を育てるには問題解決
型での指導が望ましい。問題解決型の指導で
は既習の学習内容と関連づけることが求めら
れる。一方、関連づける既習の学習内容が本時
の解決に結びつく内容でない場合は、逆に子
どもを混乱させることになる。既習内容どう
想起させるのか、また、そのために必要となる
手立てを内容の系統性・関連性を明確にする
視点から解説した。特に、教材分析の重要性と
指導内容の関連を明確にすることの重要性を
強調。 

９. 意識を軸にして
展開する算数指導

－ 平成 27 年
10 月 

日本人間教育学会 
第 1 回総会 

ブルーナの操作を生かした学習活動に関する
論とピアジェの心的活動の論を基に、即物的
対象のイメージ、経験的記憶再生のイメージ、
想像のイメージがより抽象的・概念的なイメ
ージへと高まる過程と問題解決の過程との関
係を明らかにし、学習者の意志によって主体
的な学習活動が展開される授業作りの要点を
提言。イメージが連続発展するような単元構
成及び授業構成を試みるに際しては、能力心
理学で分析されている認識能力と欲望能力の
観点から発達段階を考慮した活動の様相を想
定しておくことが必要となることも強調。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3月 31 日 

氏名  桑原 祐子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

言語学 日本語学 日本文学 正倉院文書 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1）所見カードによる問題意識の啓発

2）所見カードによる問題意識の啓発

平成 22

年度～

24年度 

平成 26

年～現

在 

奈良産業大学情報学部情報学科准教授として担当した

「奈良の文学と風土」（平成 22年～24年）、「日本の文学」

（平成 24年）では、毎回の授業で２～３の問を提示し、

これに答える形で講義をすすめている。授業の最後の 10

分間で、所見カードに、この問に対する答えを記入させ、

疑問や質問も主体的に記入させている。これによって、

受講生の理解の度合いが認識でき、また受講生理解向上

が図れ、問題意識の啓発に資することができた、と認識

される。記入された質問・疑問については、翌週の講義

で取り上げて解説を加えている。 

奈良学園大学において担当している、共通教育科目「奈

良学」では、上記と同じく、所見カードを活用して、学

生の理解の程度、質問・疑問を集約している。記入され

た質問・疑問については、翌週の講義で取り上げて解説

を加えている。 

２ 作成した教科書，教材 

1）講義用教材「奈良の文学と風土」 平成 22

年度～

24年度 

奈良産業大学情報学部情報学科准教授として担当した一

般教養科目「奈良の文学と風土」において、授業時間内

に使用する文学作品・文字資料などを毎回授業で配布し

ている。できる限り、当時の文字の姿や文章の書き方が

視覚的に捉えられるように、原本・写本の写真を掲載す

るように努めている。また、パワーポイントを使用して、

古代の文物をできるだけ閲覧できるようにしている。 

2）講義用補助教材「日本語コミュニケーション」 平成 23

年度～

24年度 

奈良産業大学情報学部情報学科准教授として担当した全

学共通の導入基礎科目「日本語コミュニケーション」に

おいて、毎授業の開始直後に、日本語の知識全般にわた

る小テストを行い、日本語の基礎知識の定着を計ってい

る。これによって、毎時間予習をするようになり、一定

の教育効果が確認されている。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1）奈良産業大学学生による授業評価アンケートにお

ける評価 

平成 24

年度 

奈良産業大学では、毎年学生による授業アンケートを実

施している。平成 24年度のアンケート結果によると、受

講生の満足度に関して、「かなり満足」「やや満足」と答

えた学生は、「日本語コミュニケーション」は 68％・「日

本の文学」は 89％、「日本語（上級作文）は 93％であり、

比較的高い評価を得たものと認識している。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1）朝日カルチャーセンター芦屋教室公開講座「東ア

ジアと萬葉集」講師

「正倉院と正倉院文書」 

平成 22

年 9月 

朝日カルチャーセンター芦屋教室公開講座「東アジアと

万葉集」の第 4 回目の講座の講師として講義を行った。

奈良正倉院と正倉院文書の紹介を行い、正倉院文書の分

析を通して古代の下級官人の勤務の実態について講義を

行った。 
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2）奈良産業大学公開講座・王寺町りーべるカレッジ

講師 「正倉院文書の世界―古代官人の世界―」 

平成 23

年 11月 

正倉院に残された古代官人たちの書いた文書の分析を通

して、役所で彼らがどのような仕事をしていたのか、給

料はどのくらいだったのか、出勤状況はどのようにして

把握されていたのか、ということを解説した。また、借

金の証文から役人たちの住居の場所が明らかになること

や、下級官人たちの書いた文書がなぜ正倉院に残ったの

かということについて解説を行った。 

3）帝塚山大学公開講座「奈良学への招待」講師

「正倉院文書と古代日本語」

平成 23

年 11月 

奈良の正倉院には華麗な宝物とともに一万数千点の文書

が残されている。これらは、8 世紀の日本語を知るため

の極めて重要な言語資料である。『万葉集』や『古事記』

とは異なった、古代の生の言語生活を知ることができる。

古代の官人たちが書いた休暇届や欠勤届を分析しなが

ら、病気の治療・回復をどのように表現していたのかと

いうことを講義した。また、彼らが母語である和語と外

国語である漢語をどのように意識して使い分けていたの

かということも、具体的に紹介した。 

4) 奈良県大学連合主催「なら講座」講師

「正倉院と正倉院文書」

平成 24

年 12月 

古都奈良の秋に開催される正倉院展には、1250年の時を

越えて伝えられた聖武天皇遺愛の宝物や東大寺ゆかりの

品々が展示される。これらの特色を解説すると共に、そ

れなの中にあって、思いがけない情報を我々に語ってく

れる一大文書群、正倉院文書を紹介し、当時の役人が、

どのような場合にどのような言葉を生み出していったか

ということを、解説した。 

5)三郷町文化振興財団主催『カルチャーサロンさん

ごう』文学・歴史・経済セミナー講師

「正倉院文書と木簡の世界」

平成 25

年 11月 

正倉院正倉（奈良市、国宝）が南倉、中倉、北倉と三室

に分かれていること、「東大寺献物帳」（目録）が添えら

れていたため北倉の品々は、史料的価値が高いことなど、

正倉院に関する基礎知識を説明し、東大寺写経所が残し

た正倉院文書（給料の請求書、欠勤届他）や平城宮跡出

土木簡などに書かれた漢文を現代語訳しながら、当時の

役人や写経生の仕事内容や仕事ぶりを解説。また、漢字

の「怠（おこたる）」を取り上げて当時の人々の生きた言

語生活を紹介した。 

6）奈良産業大学公開講座・王寺町りーべるカレッジ

講師 「正倉院文書・木簡からわかる古代日本語」 

平成 26

年 10月  

正倉院の宝物と正倉院文書について１千年以上も保管さ

れた要因とその文化財的価値について説明した。また、

正倉院文書は造東大寺司の下に置かれた写経所の残した

文書群であることを説明し、そこで仕事をしていた写経

生たちの提出した休暇願・欠勤届や同時代の木簡を読み

解きながら、古代の人々の言語生活の一端を明らかにし、

平仮名がまだなかった時代に、漢字や漢語の用法を借り

ながら、古代の人々がどのようにして言葉の世界を拓い

ていったのかということを解説した。  

7）第 5回奈良学園公開文化講座講師・志賀直哉旧居 

「正倉院文書と古代の役人」 

平成 28

年 10月

18日 

第 68回正倉院展に合わせ、出展が予想される正倉院古文

書・正集五 第 1紙〜8紙を取り上げ、その内容を読み解

いた。 

天平宝字 5年（761）頃の近江・石山寺の増築をめぐって、

造石山寺所や管轄する造東大寺所とのやりとりを解説

し、役人が現場の窮状を訴え、米や銭の支給を取り付け

る過程を分析した。 

また写経所の経師が、3日に 1度の飲酒や月に 5日の休

暇などを求める内容を記した待遇改善の草稿も紹介し、

その背景の解説を行った。 

8)三宅町歴史学習推進講座 第 1回「正倉院宝物と

正倉院文書」

平成 29

年 6月

20日 

正倉院宝物の成り立ちとその国際的背景について、具体

的な宝物を通して解説を行った。更に、正倉院文書を残

した東大寺写経所での、写経生達の勤務実態について、

具体的な資料を取りあげて説明を行い、彼らが提出した

欠勤届や休暇願から、当時の病の治療の一端を紹介した。  
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9)三宅町歴史学習推進講座 第２回「第 69回正倉院

展から」

平成 29

年 9月

19日 

第 69回正倉院展に出陳される宝物 10点について、その

特徴や来歴、東大寺献物帳との照合に関する研究につい

て解説を行った。また正倉院文書と聖語蔵経巻との関係

及び写経所文書の最新の研究についても、解説を行った。  

10)三宅町歴史学習推進講座 第３回「正倉院文書と

木簡」

平成 29

年 12月

19日 

第 1回、第 2回で取りあげた正倉院文書と同時代資料で

ある木簡の様々な用途について紹介した。更に、平城宮

の大極殿が、遷都の 710年にはできあがっていなかった

事が木簡の発見によって明らかになった事について解説

を行った。  

11)三宅町歴史学習推進講座 第４回「古代官人の仕

事ぶり」

平成 29

年 2月

20日 

正倉院文書の中に残されている古代造営史料のうち、近

江石山寺の造営史料の中から、実務を担当した下級官人

である下道主の書いた書類と手紙を取りあげてこれを読

み解いた。そして、どのようにして下道主が上位機関を

動かしたかということを分析した。  

12）奈良学園秋季公開文化講座講師・志賀直哉旧居

「正倉院文書を読み解く」

平成 30

年 11月

17日 

２０１８年度の正倉院展に出陳された「月借銭解」を読

み解き、そこから分かる奈良時代の下級官人達の人間関

係や住まいの実態を紹介した。また、新羅との交易の様

子が具体的に分かる正倉院宝物やそれにまつわる文書を

読み解き、八世紀の平城が如何に国際的な都市であった

のかということを考察した。また、極めて貴重な八世紀

の新羅の文書が正倉院に残されている事実についても紹

介した。

５ その他 

1）学位（博士）論文指導実績 平成 24

年 10月

～12月 

愛知県立大学大学院国際文化研究科日本文化専攻に所属

する大学院生の博士論文について 3人の審査員のうちの

副査として審査を担当。指導テーマは「古代東アジアに

おける漢字文化の研究」である。その内容は、中国・韓

国日本の第一次資料を用いて、古代東アジア諸国の異体

字研究を通して、漢字がどのように受容・定着したかと

いうことを明らかにする研究である。  

2）京都光華女子大学における教育実績 平成 4

年 4月

～平成

24年 3

月 

京都光華女子大学生活学科の非常勤講師（平成 4年 4月

から平成 24年 3月まで）として以下の科目を担当した。      

「国語表現」（平成 4年～平成 17年度）

「言葉の理解」（平成 18年～平成 22年度）

「言葉と表現」（平成 18年～平成 23年度）

いずれも 1回生対象の一般教養科目（半期 2単位）であ

る。「国語表現」は、平成 18度から名称変更によって、

「言葉の理解」（前期 2単位）・「言葉と表現」（後期

2単位）となった。 

「言葉の理解」（平成 18年～平成 22年度） 

日本語の特徴を学び、日本語話者の文化的背景を学ぶと

共に、実践的な日本語の運用能力を養うことを目指し、

基本的な語彙の習得をさせた。更に、正しい敬語表現を

身につけるための実践練習を行った。これらの実践練習

によって、社会人として適切な日本語の運用能力を習得

させることができた。  

「言葉と表現」（平成 18年～平成 23年度） 

日本語の表現のうち、書き言葉の表現技術の向上を目指

して実践練習を行った。様々な文章を書く練習を行い、

大学におけるレポート作成・小論文作成の能力を身につ

けることができた。  
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「文学と人生」（平成 13年～平成 14年度）

『万葉集』の中から、特に古代史を彩った様々な人物の

歌を取り上げ、歌の背後にある古代史の出来事を解説し、

古代の人々の人生を考える授業を行った。言語芸術であ

る文学作品から何が読み取れるのかということを考えさ

せた。本講義によって、文学を鑑賞する力をつけること

ができた。  

3）奈良産業大学（現奈良学園大学）における教育実

績 

平成 22

年 4月

～現在

に至る 

奈良産業大学情報学部情報学科及び奈良学園大学人間教

育学部人間教育学科の専任教員（平成 22年から現在に至

るまで）として以下の科目を担当した。 

「日本語コミュニケーションⅠ」（平成 22年～24年度）                       

「日本語コミュニケーションⅡ」（平成 22年～24年度） 

１年次配当の共通教育基礎科目（半期 2単位）である。

「日本語コミュニケーション」Ⅰでは、話し言葉を中心

に実践的な日本語の運用能力を習得させることができ

た。時に敬語の背景にある日本語話者の文化的背景につ

いても理解を深めることができた。「日本語コミュニケ

ーション」Ⅱでは、書き言葉を中心に学習し、レポート

作成・小論文作成のための実践的能力を養うことができ

た。  

「奈良の文学と風土」（平成 22年から 24年）

共通教育科目（半期 2単位）である。万葉集の歌と正倉

院文書から明らかになる古代の人々の生きた姿を講義形

式で紹介した。できるかぎり現存する文書の写真や木簡

の写真を使って、古代言語生活を具体的に学んだ。加え

て正倉院に伝世した宝物を通して東西文化の交流を学ん

だ。本講義を通して、奈良という地域の特性を正しく具

体的に理解することができた。 

「詩歌の発生と展開」（平成 22年～23年度）

共通教育科目（半期 2単位）である。日本文学の中で重

要な位置を占める詩歌について、万葉集・記紀歌謡・古

今和歌集の歌を講義形式で解説した。特に、万葉集では

漢字だけで以下に日本語を表現する工夫をしたのかとい

うことも学んだ。本講義を通して、平仮名の発生や詩歌

に対する知識を養うことができた。   

「日本の文学」（平成 24年～25年度）

共通教育科目（半期 2単位）である。古事記・万葉集の

韻文を中心に講義形式で行った。古事記を題材として、

神話に語られた自然現象、韻文の始まりを語った物語な

どを紹介し、また、万葉集の歌を通して、人間の心のあ

り方を、喜びや悲しみをいかにして表現したのかという

ことを学んだ。本講義を通して文学先品を鑑賞する能力

を養うことができた。  
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「日本語 上級作文Ⅰ」（平成 22年～平成 26年度）  

「日本語 上級作文Ⅱ」（平成 22年～平成 26年度） 

平成 22年度は「日本語 文章表現」の名称での講義であ

ったが、23年度から「日本語 上級作文」に名称変更さ

れた。留学生の 2年次生を対象にした共通教育科目（半

期 2単位）である。「日本語上級作文Ⅰ」では、基礎段

階として、単文の作成を中心に実践的授業を行い、基本

的な日本語文の作成能力を習得することができた。「日

本語 上級作文Ⅱ」では、応用のレベルとして専門的な

内容を含む長文の読解を行い、加えてテーマを設定して

レポート作成を行った。この実践的授業を通して、レポ

ート作成の知識と技術を身につけることができた。

「奈良学」（平成 25年～現在） 

共通教育科目（半期 2単位）である。奈良は古代都市が

生まれ歴史の中心舞台となった地域である。国際色豊か

な文化芸術が発展し、仏教の興隆によって多くの文化財

が創出された。それらを凝縮したものを長く守り伝えた

のが正倉院「正倉」である。また、その正倉院に伝わる

宝物や文字資料は、歴史書とは異なる生きた歴史資料で

ある。これらを通じて国際都市としての奈良とそこに開

花した文化を学ぶ。本講義を通して、歴史に学ぶという

能力を涵養することができた。  
職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1） 中学校教諭一種免許状 昭和 54

年 3月 

中学校教諭一種免許 国語

昭和 53中一種第 880号（奈良県教育委員会） 

2）高等学校教諭専修免許状 昭和 56

年 3月 

高等学校教諭専修免許 国語

昭和 55高専修 56号（奈良県教育委員会） 

3）文学修士 昭和 56

年 3月 

奈良女子大学 204号

論文題目「正倉院文書に於ける上代特殊仮名遣」 

4）博士（文学） 平成 16

年 12月 

奈良女子大学第 124号

論文題目「正倉院文書の国語学的研究」 

２ 特許等 

特記事項なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1）科研基盤研究（ｃ）「正倉院文書訓読による古代

言語生活の解明」（研究課題番号 1920396）の報告書

3冊を刊行。 

平成 22

年 3月

30日 

3冊は以下の通り。報告書Ⅰ『正倉院文書の訓読と注釈

―造石山所寺解移牒符案（一）―』（研究代表者桑原祐

子執筆）・報告書Ⅱ『正倉院文書の訓読と注釈―啓・書

状―』（研究分担者黒田洋子執筆）・報告書Ⅲ『正倉院

文書からたどる言葉の世界（一）』（連携研究者中川ゆ

かり執筆）。以上の報告書の企画・編集を行い、報告書

Ⅰの執筆を行った。  

2）学術振興会 科学研究費補助金（基盤研究（ｃ））

を申請。課題は「正倉院文書訓読における日本語表

記成立過程の研究」。 

平成 22

年 4月 

平成 22年 4月に採択された（研究課題番号 22520467）。

研究代表者。本研究の目的は、正倉院文書に代表される

実用の言語生活の中に、後世の日本語表記システム(漢字

仮名交じり文)が成立していく契機があることを、具体的

な事例に基づいて実証的に解明することである。そのた

め、正倉院文書の中に散見する下級官人や在野の技術

者・非官人に光を当て、彼らの言語生活を明らかにする

ことである。  
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3)「科研費申請」          

 韓国研究財団 土台基礎研究「日本正倉院文書と

韓国文字資料の物品名の研究―物品の用度、単位、

書体のＤＢ構築」（共同） 

平成 23

年 8月 

釜山大学日本研究所の研究チームが中心になって申請し

た研究プログラムである。日本の正倉院文書と韓国古代

文字資料に見える物品名の用例を分析し、物品の用度・

単位・書体をＤＢに構築し、古代日韓両国の文字文化と

言語生活及び生活様式を再解釈できる基礎をつくり、後

続研究の土台の提供を目的とする。日本側の一般協同研

究員として参加した。  

［研究分担］ 

4）科学研究費助成事業（基盤研究Ｃ） 

「正倉院文書の読解を通した上代文学の表現の生成

に関する研究」研究分担 

課題番号：26370220 代表：中川ゆかり 

平成 26

年 4月

～28年

3月 

奈良時代の下級官人達が書き表した膨大な文書の集積で

ある正倉院文書を読み解くことによって、当時の官人達

の書く文章の実態・人間関係のあり方・信仰の様相を明

らかにした。又、『古事記』や『日本書紀』・『風土記』

には見えない言葉を発掘し、上代語の知見を広め、さら

に、正倉院文書の文章とそれらを比較することによって、

それぞれの作品の文章の性格を浮き彫りにし得た。以上

の研究に分担者として参加した。  
5）科学研究費助成事業（基盤研究Ｂ） 

「海外敦煌書儀・六朝尺牘文献の古代日本への受容

実態の解明」研究分担 

課題番号：15Ｈ05151 代表：西一夫 

平成 27

年 4月

～令和

元年 3

月 

本研究課題は、現在日本・中国・台湾・イギリス・フラ

ンス・ロシア等に散在する敦煌文献、なかでも書儀・尺

牘断片を中心に据えた実見調査を通して新たな資料を発

掘し、日本への受容や伝搬の実態を把握し、マクロ的に

統合することを第１の目的とする。その上で正倉院蔵『杜

家立成雑書要略』に焦点を絞り、当該書の注釈作業を通

して、わが国における敦煌書儀・六朝尺牘の受容をミク

ロ的にも研究することで、表記・語法・歴史環境分野の

さらなる研究推進をはかるものである。この研究に分担

者として参加している 

  
6）科学研究費助成事業（基盤研究Ｃ） 

「敦煌書儀による書記言語生活解明のための基礎的

研究」研究分担 

課題番号：16Ｋ02587 代表：楊莉 

 

平成 28

年～令

和 2年 3

月 

 

本研究の目的は、敦煌文献資料の一つである敦煌書儀に

ついて、各々の書儀に注釈を加え、実用生活における書

記言語資料としての位置づけを行うことである。そのた

め、具体的な作業として、日本語による「敦煌書儀注釈」

を作成し、研究成果として、それを刊行することを目指

している。この研究に研究分担者として参加している。 

 

7）科学研究費助成事業（基盤研究Ｂ） 

「海外敦煌書儀・六朝尺牘文献の古代日本への受容

実態の展開」研究分担 

課題番号：19H01230 代表：西一夫 

 

  

令和元

年 4月

～現在

に至る 

  

現在日本・中国・台湾等の東アジアに散在する敦煌文献、

なかでも書儀・尺牘を中心に据えた実見調査を通して新

たな資料の発掘・紹介を行い、日本への受容や伝搬の実

態を解明し、その上で正倉院蔵『杜家立成雑書要略』に

焦点を絞り、当該書の注釈作業を通して、わが国におけ

る敦煌書儀・六朝尺牘の受容をミクロ的にも研究・解明

することで、表現・表記・語法・歴史環境分野のさらな

る研究推進をはかる。  

［共同研究］ 

8）人間文化研究機構国立歴史民俗博物館共同研究員 

産学連携研究「清潔と洗浄をめぐる総合的歴史文化

研究」研究代表：関沢まゆみ 

平成 29

年～現

在に至

る 

日本列島における「清潔」と「洗浄」について、通史的

に概観するとともに、歴史資料から、詳細にその実態を

問い直すための端緒を拓くことを目的とする。「清潔」

をめぐる文化や政策を概観する研究は 2000 年前後まで

さかんに行われてきたが、それ以降、全体像を大きく見

ることを目指しての事例は少ない。本共同研究は、この

状況から新たな一歩を進めるため、論点整理を行う。長

期的に「清潔」という文化全体を見ることを目指し、そ

の最初の共同研究として、とくに「清潔（感覚）」と「洗

浄（行為）」の歴史に注目する。特に、共同研究者とし

て日本古代の「清潔」「洗浄」に関する国語学的分析を

行う。この研究に研究分担者として参加している。  
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４ その他   

1）大阪市立大学日本史学会『市大日本史』第 14号 

 「栄原ゼミと私」執筆「再掲」 

平成 23

年 5月 

日本古代史学界の中で正倉院文書研究を牽引してきた栄

原永遠男先生の退任を記念して特集が組まれた。その中

の一編として、最新の正倉院文書研究の場である「栄原

ゼミ」の存在意義について国語学の立場から述べたもの

である。栄原ゼミで 10年間研究をしてきた経験に基づ

き、ゼミが有意義な存在であることを述べた。  

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1)『上代写経識語注釈』 共著 平成 27年 2

月 

勉誠出版 日本には、飛鳥・奈良時代（７世紀～８

世紀）に書き写された経典が現存してい

る。これらの経典には経典を写した人

物・年月日・写経に込めた願いを書き込

んだ写経識語がある。この制作動機など

を記している識語を手がかりにして、当

時の人々の思考や社会背景、仏教語の受

容の実態、仏教思想や仏教語の文学に与

えた影響などを目指す研究である。上代

文献を読む会において、平成 18 年 10月

から約 6 年を費やして輪読を行い、編集

委員会を設け、さらなる検討を重ね、現

存する写経識語の訓読・現代語訳・注釈

を施した。さらに写経識語に関する論考

４本と索引を加えた。本書は、平成２７

年度日本学術振興会科学研究費補助金

「研究成果公開促進費」の交付を受けた。

全 684頁 

 

 2）『正倉院文書の歴史学・

国語学的研究―解移牒符案を

読み解く―』 

共著 平成 28年 6月 和泉書院  古代の一次資料である正倉院文書を歴

史学と・国語国文学のそれぞれの立場か

ら精緻に読み込み、分析検討を行う輪読

会を９間に亘って続けてきた。この輪読

会に参加した１０名の研究者による研究

論集である。その研究内容は、帳簿論、

写経論、上代の日本語の語法・語彙の研

究、文字表記の研究など、多岐に亘る。

特に国語国文学の分野における正倉院文

書研究の指針となる論集である。 

全 370頁、pp.111～156  

 

3）『犬飼隆編『古代の文

字文化』（『古代文学と隣

接諸学』④） 

共著 平成 29 年 7

月 

竹林舎 Ⅱ正倉院文書が語る 8 世紀の文字世界の

章において「日本語史料としての正倉院

文書―「運漕」の場合―」を執筆した。 

8 世紀の下級官人が仕事を遂行するため

に書き記した一次資料である正倉院文書

を資料として、8 世紀の日本における実

務官人の漢字の独自用法について考察を

行った。一見して具体的な意義が了解で

きる視覚情報としての漢字の特性を自由

闊達に使用し、「船舶による輸送」を表

す漢語「運漕」を、状況に応じて「水陸

両方を含む輸送」をも表す言葉としても

している実態を明らかにした。その用法

の背景とその用法がもたらす効用にも言

及した。さらに、この独特の用法が 10

世紀の「延喜式」にも見られることも指

摘した。 

全 557頁、pp.221～257 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）        

1）正倉院文書の「笶」と

「箟」 

 平成 23 年 6

月 

釜山大学校日本研究

所 

「日本研究」12輯 

P.7～P.31 

正倉院文書の造営資料や木簡等の一次資

料、律令公文・延喜式などの歴史史料、

万葉集などの文学資料、及び古辞書に見

える「笶」と「箟」の使用実態を調査し、

「笶」を、ヤダケを意味する和語「の」

とよませる漢字用法は、漢字本来の意義

から逸脱する日本的用法（国訓）である

ことを明らかにし、日本的漢字用法が、

どのような人々によってどのような理由

で生じるのか、その要因をさぐった。 

 

2）上代写経識語注釈（そ

の九）十輪経（五月一日経） 

(査読付） 

単著 平成 23 年 8

月 

続日本紀研究会誌 

「続日本紀研究」 

第 394号 

P.33～P.44 

日本には、飛鳥・奈良時代（７世紀～８

世紀）に書き写された経典が現存してい

る。これらの経典には経典を写した人

物・年月日・写経に込めた願いを書き込

んだ写経識語がある。この制作動機など

を記している識語を手がかりにして、当

時の人々の思考や社会背景、仏教語の受

容の実態、仏教思想や仏教語の文学に与

えた影響などを目指す研究シリーズの第

9 である。特に本稿で取り上げた五月一

日経（一切経）は、その写経の過程を知

る文書・帳簿が正倉院文書に多量に残存

し、経典そのものも大量に残存する世界

的にも希有な資料群である。 

 

3）上代写経識語注釈（そ

の十）千手千眼陀羅尼経

（玄昉願経） 

(査読付） 

単著 平成 23 年 8

月 

続日本紀研究会誌 

「続日本紀研究」 

第 393号 

P.36～P.49 

日本には、飛鳥・奈良時代（７世紀～８

世紀）に書き写された経典が現存してい

る。これらの経典には経典を写した人

物・年月日・写経に込めた願いを書き込

んだ写経識語がある。この制作動機など

を記している識語を手がかりにして、当

時の人々の思考や社会背景、仏教語の受

容の実態、仏教思想や仏教語の文学に与

えた影響などを目指す研究シリーズの第

10 である。本稿で取り上げた玄昉願経

は、正倉院文書によってその写経の過程

を知ることのできる写経経典の一つであ

り、この識語の分析によって、東大寺創

建・国分寺建立にも深く関わる内容であ

ることを指摘した。 

 

4）正倉院文書の「堪」と

「勘」―古代下級官人 爪

工 家 麻 呂 の 学 習 ―      

（査読付） 

単著 平成 24 年 9

月 

萬 葉 語 文 研 究 会    

『萬葉語文研究』第８

集 

和 泉 書 院     

p.121～p.147 

8 世紀の原本が残る正倉院文書の分析を

通じて、当時の下級官人の言語生活を記

述した研究である。同一人物の作成した

文書・帳簿を写経事業毎に選別し、特定

の人物の置かれた状況・仕事内容を明ら

かにして上で、役人としての基本的な語

彙をどのようにして習得したのかという

ことを明らかにした。つまり、外国語で

ある漢字・漢文を、日本語を母語とする

人々がいかにして習得したかということ

を明らかにすることは、異文化を享受し

ながら独自の文字システムを構築してき

た日本語のあり方を知ることに繋がる。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

5)正倉院文書の「早速」―

和製漢語のうまれる場面

― （査読付） 

単著 平成 25 年 3

月 

奈良女子大学文学部

国文学会誌「叙説」第

40号  p.33～p.57  

漢籍に例を見ない「早速」が和製漢語で

あることを正倉院文書・木簡の悉皆調査

によって明らかにした。類義の副詞「早・

速・急・火急」と比較対照させることに

よって、奈良時代の人々が、どのような

場面で、誰に対して、どのような事情が

ある時に「早速」を使用するのかという

ことを分析した。合わせて文学資料にお

ける使用実態も調査し、和製漢語がどの

ような場面で生まれるのかという、言葉

の発生のプロセスを明らかにした。『史

学雑誌』（東京大学 史学会）の回顧と

展望において取り上げられた。 

 

6) 道豊足の人事―あいま

いな表現の背景―（査読

付） 

単著 平成 25 年 10

月 

正倉院文書研究会会

誌『正倉院文書研究』

13 

石山寺造営関係資料の中には、人員の派

遣に関する様々な文書や、勤務実態を明

らかにする文書・帳簿が多く残存してい

る。本稿では、道豊足の派遣を要請する

文書の日付や要請理由、派遣を許諾した

文書のあいまいな表現に注目し、文書間

の整合性を保つために周到な準備をして

いたことを確認した。さらに、道豊足の

勤務実態と要請理由との間に生じた矛盾

が、許諾文書のあいまいな表現の要因に

なったということを明らかにした。『史

学雑誌』（東京大学 史学会）の回顧と

展望において取り上げられた。 

 

 
7)「正倉院文書注釈―造石

山寺所解移牒符案（三の

１）―」（査読付） 

単著 平成 28 年 3

月 

奈良女子大学古代学

学術研究センター『古

代学』第８号 p.42～

p.59頁 

二冊の科研報告書『正倉院文書の訓読と

注釈―造石山寺所解移牒符案（一）― 』

『同（二）』の発展的続編である。日本

最古の寺院造営資料のうち、造石山寺所

と他機関との文書のやり取りを記録した

解移牒符案の写真・釈文を提示し、訓読

文・現代語訳と注釈を施した。一部補注

も加え、注目すべき語法について考察を

行った。正倉院文書を国語国文研究の研

究資料として用いるときの基礎的研究と

なるものである。 

 

8）「写経生・実務担当者

の選択――「啓」という書

式を選ぶ時―」 

単著 平成 29 年 3

月 

奈良女子大学古代学

学術研究センター『漢

字文化の受容―東ア

ジア文化圏からみる

手紙の表現と形式―』

報告集、pp66～83 

造石山寺解移牒符案の中にある一通の

「啓」について、「解」でなく書状の「啓」

で発信された要因を、文書の内容と返信

文書の分析から特定した。加えて、「解」

で発信されることが定められていた休

暇・欠勤の申請を「啓」や書状形式で発

信している 8 通について、発信された時

の状況と発信後の文書の処理過程を解明

し、「啓」や書状形式で発信した要因を

も明らかにした。これらの検討によって、

古代の律令文書行政の世界での「啓・書

状」の位置づけの一端を示した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

9）正倉院文書の休暇願に

みる実務官人の言語生活

―待遇改善要求草稿と請

暇解― 

単著 令和 2 年 11

月 28日 

佛教大学国語国文学

会『京都語文』第 28

号、pp29～44 

正倉院文書に残る「待遇改善要求草稿」

に休暇に関する要望がある。月に 1 回 5

日間のまとまった休暇を取得したいとい

う要望である。この要望がその後、叶え

られたのかどうかということを、休暇

願・欠勤届の分析を通じて明らかにした。

これが休暇の規程として認められていた

ことを背景に、官人たちが表現に様々な

工夫を凝らして、できるだけ長期の休暇

を獲得しようとした実態を明らかにし

た。このことは、8 世紀の日常普段の日

本語を解明することに資する研究であ

る。 

［報告書］     

1）「正倉院文書訓読によ

る日本語表記成立過程の

解明」  

共著 平成 26 年 3

月 

平成 22年度～25年度

科学研究費補助金基

盤研究（Ｃ）（課題番

号 22520467）研究成果

報告書      

研究代表：桑原祐子 

平成 22年～25年度科学研究費補助金 

基盤研究（Ｃ）（課題番号 22520467）の

4カ年の研究報告書である。以下の２冊

からなる。 

Ⅰ 正倉院文書の訓読と注釈―造石山寺

所解移牒符案（二）―              

注釈篇は、日本最古の寺院造営資料のう

ち、造石山寺所と他機関との文書のやり

取りを記録した解移牒符案の写真・釈文

を提示し、訓読文・現代語訳と注釈を施

した。一部補注も加え、注目すべき語法

について考察を行った。正倉院文書を国

語国文研究の研究資料として用いるとき

の基礎的研究となるものである。論考篇

には、これらの資料に関わる４編の論考

を収録した。             

（執筆 桑原祐子）Ａ4版 179頁 

Ⅱ 正倉院文書からたどる言葉の世界

（二）       

正倉院文書の中から、5通の文書を取り

あげ、写真・釈文・訓読文・現代語訳を

施し、その文書の背景を解説し、国語国

文学研究の観点から注目すべき語の考察

を行った。更に、正倉院文書と日本古代

の文献や漢籍との比較研究に関わる論考

2編を収録した。           

（執筆 中川ゆかり）Ａ4版 142頁 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

2）「正倉院文書の読解を

通した上代文学の表現の

生成に関する研究」 

 

 共著 

 

 

平成 29年 3

月 

 

 

平成 26年度～28年度

科学研究費補助金基

盤研究（Ｃ）（課題番

号：26370220、代表

者：中川ゆかり）研究

報告書 

 

『正倉院文書注釈―造石山寺所解移牒符

案（三）――』 

 日本最古の寺院造営資料のうち、造石

山寺所と他機関との文書のやり取りを記

録した解移牒符案の写真・釈文を提示し、

訓読文と注釈を施した。一部補説も加え

た。正倉院文書を国語国文研究の研究資

料として用いるときの基礎的研究となる

ものである。             

（執筆 桑原祐子）Ａ4版 82頁 

 

3）「杜友晋『吉凶書儀（伯

3442）の注釈と研究 

共著 令和 2年 3月 平成 28年度～令和元

年度科学研究費補助

金基盤研究（ｃ）（課

題番号：16ｋ02587、

研究代表：楊莉）研究

報告書 

本研究の目的は、敦煌文献資料の一つで

ある敦煌書儀について、各々の書儀に注

釈を加え、実用生活における書記言語資

料としての位置づけを行うことである。

そのため、具体的な研究成果として、日

本語による「敦煌書儀注釈」を作成し、

刊行した。分担者として、日本上代文献

に関する調査及び補注を担当した。 

 

〔その他〕 

栄原ゼミと私 

 

単著 

 

平成 23年 5

月 

 

大阪市立大学日本史

学会 『市大日本史』

第 14号 

 

日本古代史学界の中で正倉院文書研究を

牽引してきた栄原永遠男先生の退任を記

念して特集が組まれた。その中の一編と

して、最新の正倉院文書研究の場である

「栄原ゼミ」の存在意義について国語学

の立場から述べたものである。栄原ゼミ

で 10年間研究をしてきた経験に基づき、

ゼミが有意義な存在であることを述べ

た。 

 

〔学会発表〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1）正倉院文書の「早速」

―和製漢語の生まれる場

面― 

－ 平成 23年 12

月 

国語語彙史研究会 

第 99回大会 

（大阪大学） 

漢籍に例を見ない「早速」が和製漢語で

あることを正倉院文書・木簡の悉皆調査

によって明らかにした。類義の副詞「早・

速・急・火急」と比較対象させることに

よって、奈良時代の人々が、どのような

場面で、誰に対して、どのような事情が

ある時に「早速」を使用するのかという

ことを分析した。合わせて文学資料にお

ける使用実態も調査し、和製漢語がどの

ような場面で生まれるのかという、言葉

の発生のプロセスを明らかにした。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

2）正倉院文書の「運」と

「漕」 

－ 平成 26年 11

月 

奈良女子大学古代学

学術研究センター研

究会                               

「正倉院文書研究の

新たな試み」 

文字を書くことが仕事であった古代の下

級官人たちは、本来の漢語用法から逸脱

しながらも、実務の現場にふさわしい漢

字の使い方をしている。しかし、それは、

彼らが漢語本来の用法を認識していなか

った結果ではない。漢字の持つ機能を充

分に理解したうえでの様々な工夫がそこ

にはあったと考えられる。そのような実

態の一端を「運」と「漕」という言葉を

通して明らかにし、日本的な漢字用法が

生み出される背景を考えた。現代では

「漕」は「コグ」とよまれるが、古代で

は水運による移動「ハコブ」を表してい

た。そこで、正倉院文書中の「運」と「漕」

に着目し、その運用実態を調査し、加え

て、漢字熟語「運漕」について、正倉院

文書や延喜式には独自の用法があること

を明らかにした。 

 
3)「写経生・実務担当者の

選択――「啓」という書式

を選ぶ時―」 

－ 平成 28 年 8

月 22日 

第 12 回若手研究者支

援プログラム「漢字文

化の受容―東アジア

文化圏からみる手紙

の表現と形式―」 

造石山寺解移牒符案の中にある一通の

「啓」について、「解」でなく書状の「啓」

で発信された要因を、文書の内容と返信

文書の分析から特定した。加えて、「解」

で発信されることが定められていた休

暇・欠勤の申請を「啓」や書状形式で発

信している 8 通について、発信された時

の状況と発信後の文書の処理過程を解明

し、「啓」や書状形式で発信した要因を

も明らかにした。これらの検討によって、

古代の律令文書行政の世界での「啓・書

状」の位置づけの一端を示した。 

 

4）帙了（筆）暇の実態と

表現 

－ 平成 30 年 3

月 11日 

第 2回正倉院文書の研

究会（大阪市立大学） 

東大寺写経所（官営写経所）の教師が提

出した 240 通余の請暇解・不参解の中か

ら、仕事の切れ目である「帙了暇」の実

態について分析を行った。上帙が提出さ

れたタイミングで提出された請暇解を取

りあげ、その実態と表現の分析を行い、

彼らが認識していた休暇の許容範囲を明

らかにした。加えて、定型からはずれた

表現の背後にある表現者の意図を読み解

いた。 

 

5）清潔と洗浄――日本古

代資料「正倉院文書」の事

例―― 

 

 

 

 

 

 

 

単独 平成 31 年 1

月 23日 
国立歴史民俗博物館 

産学共同研究「清潔と

洗浄をめぐる総合的

歴史文化研究」 

第 4 回研究会 
 

 

 

 

 

 

「清潔と洗浄をめぐる総合的歴史文化研

究」の 1 部門として、日本古代における

清潔と洗浄に関する分析検討を行うの

が、歴博共同研究員として課せられた課

題である。その分析検討の一つとして、

古代の一次資料である正倉院文書に見ら

れる清潔・清浄及び洗浄に関する具体的

な行為とその背景にある写経所のシステ

ムについての考察を行った。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

〔招待講演〕 

1）古代言語資料としての

正倉院文書 

 

 

 

単独 

 

 

 

平成 23 年 3

月 

 

 

釜山大学日本研究所

主催     

（於釜山大学） 

 

 

漢籍に例を見ない漢字熟語が正倉院文書

の中には、しばしば見られる。このよう

な漢字熟語について、誰がどのような場

面で、誰に向かって使用したかというこ

とを分析していくと、使用者の心情や心

理が明らかになり、和製漢語が生じる背

景を考察することが可能になるというこ

とについて報告を行った。 

 

2）正倉院文書の休暇願に

みる下級官人の言語生活 

単独 令和元年 11

月 30日（土） 

佛教大学 2019 年度

国語国文学会 

正倉院文書に残る写経生の「待遇改善要

求」の草案の内容が、実現されたのかど

うかということを、245 通の休暇願・欠

勤届の内容・表現・言葉遣いなどから解

明し、写経生（下級官人）等の言語生活

の実態を明らかにした。 
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教 育 研  究  業  績  書 

令和３年３月３１日   

  氏名 住本 克彦 

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

心理学、教育学 
心理学、教育学、道徳指導、生徒指導、教育相談、学校カウンセ

リング、進路指導、いのちの教育 等

教  育  上  の  能  力  に  関  す る  事  項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

環太平洋大学における授業実践 

新見公立大学における授業実践 

奈良学園大学における授業実践 

平成 23 年度 

～平成 27 年

度 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

令和２年度 

～現在に至る 

映像機器活用による教育プログラムの実践や、構成

的グループ・エンカウンター等のグループ活動の導

入を図り、学生の理解力が向上するように工夫し

た。また、参加型・体験型の授業展開を中心とし、

また毎時間、具体的な事例を通して考えさせる学習

形態を取り入れることで、学生の実践力を高め、理

解力を深めることができるように工夫した。さら

に、毎時間学生に授業の感想を含む、小テストを実

施し、学生全員にコメントをフィードバックし、学

生一人一人に適した双方向での個別指導も実践し

た。 

ＩＣＴ機器活用による教育プログラムの実践や、筆

者が専門である（「構成的グループ・エンカウンタ

ー公認リーダー」の有資格者）構成的グループ・エ

ンカウンターのグループ活動を活用し、学生の理解

力やコミュニケーション能力が向上するように工夫

を重ねた。このような参加型・体験型の授業展開を

中心とする学習形態を取り入れることや具体的事例

を基に考えさせる実践的授業展開を心がけること

で、学生の実践力や理解力を深めることができた。

さらに、毎時間学生に授業の感想を含む、小テスト

やレポートを実施し、次の週には学生全員に教師の

コメントをフィードバックすることで、学生一人一

人に適した双方向での個別指導も重ねた。 

ＩＣＴ機器活用による教育プログラムの実践（オン

ライン授業と対面式授業の併用）や、構成的グルー

プ・エンカウンターのグループ活動を活用し、学生

の理解力等が深まるように工夫を重ねた。コロナ禍

ではあったが、可能な限り参加型・体験型の授業展
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開を中心とする学習形態を取り入れることや具体的

事例を基に考えさせる実践的授業展開を心がけるこ

とで、学生の実践力・理解力を深めることができ

た。さらに、今まで継続してきた、毎時間学生に授

業の感想を含む、小テストやレポートを実施し、次

の週には学生全員に教師のコメント等の評価をフィ

ードバックすることで、学生一人一人に適した双方

向での個別指導も重ねている。 

 

２ 作成した教科書、教材 

「次世代の教職入門」（大学教育出版） 

  【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

「次世代の教育原理」（大学教育出版 ）【再掲】 

 

 

 

「教育原理 事始め」（大学教育出版 ）【再掲】 

 

 

 

「新しい視点から見た教職入門」（大学教育出

版 ） 

  【再掲】 

 

 

 

 

 

 

「プロフェッショナルをめざす保育者論」（教育情

報出版 ）【再掲】 

 

 

「エンカウンターでいじめ対応が変わる・教育相

談と生徒指導のさらなる充実をめざして」（図書文

化社）【再掲】 

 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

 

 

 

「教職入門」の教科書を作成し、第 7 章「教員の不

祥事」(pp.157-175)を執筆し、環太平洋大学次世代

教育学部授業「次世代保育・教育学総論」「次世代

教育学総論」「教育実習・事前事後指導」において

環太平洋大学教育経営学科で使用した。令和元年度

からは、奈良学園大学において、「教職入門Ａ（初

等）」、「教職入門Ｂ（中等）」の科目で使用してい

る。 

 

環太平洋大学教育経営学科の授業、「教育相談の理

解」「生徒指導・進路指導論」等で使用し、実践的

内容で、わかりやすいと大変好評であった。 

 

新見公立大学看護学科の授業、「教育相談の理解」

「生徒指導・進路指導論」等で使用予定である。 

 

 

「教職入門」の教科書を作成し、第 1 部第 6 章「教

育制度の改革」(pp.125-134)、「アクティブ・ラー

ニング」(pp.135-136)、第 2第 6 章「教員採用試

験」(pp.267-280)を執筆し、新見公立大学授業「教

育学総論」「教育実習・事前事後指導」において使

用した。奈良学園大学においても、「教職入門Ａ

（初等）」、「教職入門Ｂ（中等）」の科目で使用して

いる。 

 

新見公立大学健康保育学科の授業、「保育者論」等

で使用し、実践的な内容で、理解しやすいと大変好

評であった。 

 

新見公立大学健康保育学科「教育学総論」・看護学

科「教育相談」「生徒指導論」でテキストとして作

成した。いじめ予防保育・教育展開の実践的著書で

ある。住本は編著者である。序章１・２(pp.10-

21)、第 1 章第 3 項(pp.38-41)、同第４項(pp.42-

47)、同コラム 2(pp.56-57)、第２章第１項(pp.70-
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「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 921 号『相手も自分も大切にする話し方ってな

に？』」（健学社）【再掲】 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 922 号『声のかけ方、注意の仕方で伝わり方が

変わる！』」（健学社）【再掲】 

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 923 号『自分に合ったストレス解消法を見つけ

よう』」（健学社）【再掲】  

 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材 通巻

第 933 号『自尊心を高めるってどういうこと？』」

（健学社）【再掲】 

 

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 934 号『自尊心を育てよう！』」（健学社）【再

掲】  

 

「健康不思議発見ニュース・ビジュアル教材通巻

第 935 号『リフレーミングをやってみよう！』」

（健学社）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

75)、同第２項(pp.76-79)、同第４項(pp.84-113)、

同コラム 4(pp.114-115)、第３章第１項(pp.118-

123)も執筆。実践的内容のため、全国の教育現場か

らの問い合わせも多数ある。「学校園等で教育相談

を充実させる手立て」「生徒指導実践におけるいじ

め予防の実際」「いじめを起こさないクラスづくり

の実際」等を詳述した。また、組織的対応の重要

性、早期発見・早期対応のシステム作りの留意点に

ついても具体的に解説した。奈良学園大学において

も、「生徒指導・進路指導論Ａ（初等）」、「生徒指

導・進路指導論Ｂ（中等）」の科目で使用してい

る。 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・トレー

ニングの具体例（思いやりを持ったコミュニケーシ

ョンの取り方）をビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環として

活用されている。（Ｂ２判） 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・トレー

ニングの具体例（自他を大切にしたコミュニケーシ

ョンの取り方）をビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環として

活用されている。（Ｂ２判） 

 

開発的カウンセリング技法のストレス・マネジメン

ト教育の具体例（リラクゼーション法の実践）をビ

ジュアル教材として示した。保健室（保健センタ

ー）等で、健康教育の一環として活用されている。

（Ｂ２判） 

 

自尊感情を実感することの大切さ、それを育てるポ

イントについて、ビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環として

活用されている。（Ｂ２判） 

 

自尊感情を育てるための実践例をビジュアル教材と

して示した。保健室（保健センター）等で、健康教

育の一環として活用されている。（Ｂ２判） 

 

短所を長所に読み替えるリフレーミング技法につい

て、ビジュアル教材として示した。保健室（保健セ

ンター）等で、健康教育の一環として活用されてい

る。（Ｂ２判） 
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『新しい視点からの教育社会学』大学教育出版：

令和 4 年 3 月発刊（予定）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『コンパス教育相談』建帛社：令和 4 年 3 月発刊

（予定）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

環太平洋大学における学生による授業評価アンケ

ート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月

発刊（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 3 月

発刊（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度中の執筆と編集を終える〈テキストとし

ての活用予定・Ａ5 判・200 頁〉第 1 章: 教育社会

学のアプローチ 第 2 章: 教育社会学から見たカリ

キュラム  第 3 章: キャリア教育と教育社会学  

第 4 章: 現代社会における高等教育  第 5 章: 福

祉の視点から見た教育社会学  第 6 章: 多様化す

る家族のあり方  第 7 章: 不登校・いじめ問題  

第 8 章: 子どもとメディア利用  第 9 章: 特別支

援教育  第 10 章: マイノリティーとジェンダー  

第 11 章: 自殺予防の視点から  第 12 章: 教育社

会学の課題と展望 以上の 12章立てで、住本は、7

章･12 章執筆担当予定。 

 

 

 

 

令和 3 年度中の執筆と編集を終える〈テキストとし

ての活用予定・Ｂ5 判・200 頁〉第 1 章:教育相談の

意義 第 2 章: カウンセリングの理論と実際  第

3 章: 子どもの発達と教育相談  第 4 章: 教育相

談におけるアセスメント  第 5 章: 子どもの問題

行動と教育相談（事例から考える）  第 6 章: 開

発的カウンセリング技法の活用  第 7 章: 保護者

支援と教育相談  第 8 章: 校内システムと教育相

談  第 9 章: 医学と教育の連携  第 10 章: 学校

の危機対応  第 11 章: 教師のメンタルヘルスと教

育相談  第 12 章: 専門機関との連携と教育相談 

以上の 12 章立てで、住本は、1 章･4 章･6 章執筆担

当予定。 

 

 

 

 

 

双方向授業や、事例を通して学ぶ学習形態、参加

型・体験型学習形態等を取り入れ、全担当科目で９

５点以上の得点を上げ、学生の満足度が非常に高い

（『平成 25 年度 大学最優秀教員賞』受賞。『平成

26 年度 学生による授業評価「受講生 100 人以上

の講義部門」最優秀教員賞』受賞）。 
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環太平洋大学採用時等における学長からの評価 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学における次世代教育学部 教育経営

学科長としての学長からの評価 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学理事長からの評価 

 

 

 

 

 

 

 

公立大学法人 新見公立大学 新見公立短期大学 

理事長・学長からの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 

～平成 27 年

度 

 

 

 

 

 

平成 26 年 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理士としての実務経験も豊富であり、兵庫県教育

委員会の指導主事としての研修指導もあり、小学校

教師としての具体的な学級経営力も高く、小学校教

員を養成する学級経営学科の教員としては、教育力

が高く、その活躍が期待できる。 

 

 

教育経営学科長として、学科をまとめ、主に教員を

目指す学生のために、「人間力」「教育力」「国際

力」を高め、資質の高い教員を育成した。平成 25

年度 公立学校教員採用試験に 30 名を合格させるチ

ーム力も備えている。 

 

 

 

教職センターを中心として、次世代教育学部をまと

め教員採用のための準備カリキュラム実施し、平成

26 年度教員採用試験の 1 次試験の採用者を、延べ

人数で 100 人以上出した。リメディアル教育を構築

してきた組織力を評価する。 

 

 

 

前任校からの学科長経験を生かし、幼児教育学科長

として、学科運営で手腕を発揮している。平成 31

年度からの短大の４年制への移行でも本学組織の中

核となって事業を進めた。兵庫県教育委員会の主任

指導主事としての研修指導経験（行政・事務経験も

豊富）もあり、公立学校教師としての学級経営力・

生徒指導力・教育相談力も高く、保育教諭を養成す

る幼児教育学科長・健康保育学科長（両学科長兼

務）として、当該教員採用以降の平成 28 年度～平

成 30 年度も進路決定率 100%を達成した（例年ほぼ

100％が保育者採用）。組織運営力の高さはもちろん

のこと、学生からの信頼も厚く、授業力も高く、本

人担当の授業教科では、学生授業アンケートでは常

に、80％以上が大変満足しており、平成 30 年度の

「保育者論」では、「本授業内容については大変満

足している」の回答 100％を達成している。平成三

一年度、短期大学を四大化する中核となっての功績

も評価したい。さらなる活躍が期待できる。 
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奈良学園大学における学生による授業評価アンケ

ート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園理事長からの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学学長からの評価 

令和２年度 

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

～現在に至る 

 

対面式とオンライン授業の併用の中においても事例

から学ぶ学習形態や参加型・体験型学習形態、学生

全員にコメントを書く双方向授業等を取り入れ、全

担当科目で平均点以上の授業評価結果[5 点満点

で、4.6 点以上の満足度得点。直近の令和元年度後

期 15 時間学生授業アンケート結果：82 人受講科目

は、「4.66（「総合的に満足している」項目：5 段階

評価）」]で学生の満足度も非常に高い。 

 

 

 

生徒指導、教育相談等の専門性を活かし「2020 年

度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」講師等も担

当、奈良文化高等学校、奈良学園中学校・高等学

校、奈良学園小学校、奈良学園幼稚園、奈良学園登

美ヶ丘中高等、学園全体の教育実践の充実に寄与で

きる得がたい人材である。 

 

 

 

今までの専門職・役員等の経験（公立大学学科長・

新見市教育委員等）を活かし、大学中期計画策定委

員会 等において自主的に建設的意見を述べ、学部

運営はもとより大学運営を支援している。人間教育

学部人間教育学科員〈小学校専修のリーダー〉とし

て、「人を支える人づくり」運営に全力で協力して

いる。 
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４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

兵庫教育大学 非常勤講師として以下科目担当：

「キャリア実践プログラムの開発」（４ｈ）・「教育

相談の理論と技能開発」（４ｈ）・「学校における心

の教育の実践研究」（６ｈ） 

 

兵庫県教育委員会 初任者研修に係る全県校外研

修「学級作りの視点について」（平成 23 年度初任

者 750 名対象）「講師」 

 

小野地区青少年健全育成会主催講演会「子ども達

の悩みから見えてくるもの」（関係者 80 名対象）

「講師」 

 

文部科学省研究指定「社会人基礎力育成カリキュ

ラム開事業」に伴う運営指導委員会外部委員の委

嘱及び研修会「社会人基礎力の育成」「講師」 

 

国立高等専門学校機構 明石工業高等専門学校主

催 『心の教育・授業』「学校生活で豊かな友人関

係を育むために－携帯・ネット活用のマナーにつ

いて－」（１学年学生 170 名対象）「講師」 

 

鳥取県教育センター主催「鳥取県教育センタース

ーパーバイザーによる学校教育支援事業（鳥取市

立河原中学校区内保育所・幼稚園・小学校・中学

校連携事業：各会場・河原町総合支所）」「講師」 

 

 

富山第一高等学校主催 校内教育相談研修会「保

護者との連携の在り方を探る」（職員 90 名対象）

「講師」 

 

岡山県立津山東高等学校主催教職員研修会「カウ

ンセリング技法を生かしたクラスづくり」「講師」 

 

 

 

兵庫県立西脇北高等学校主催教職員研修会「内面

理解を基盤とした生徒指導の展開について」「講

師」 

 

兵庫県三田市立三田小学校主催平成 23 年度生徒指

導校内研修会「Ｑ－Ｕ研修会：Ｑ－Ｕ理解と分

析・対応（事例研究）」「講師」 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

平成 23年 6

月 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

 

 

平成 23年 6

月 

 

 

平成 23年 7

月 

 

 

 

平成 23年 7

月 

 

 

平成 23年 7

月 

 

 

 

キャリア教育実践プログラムの開発への講師として

プログラム開発のポイントや留意点を示したり、

小・中・高校の各校種毎のキャリア教育実践校の例

の紹介をしたり、これからの具体的課題を示した。 

 

初任者を対象に、「学級作りの視点について」の題

で講演をした。道徳教育・特別活動での「心の教

育」「命の教育」を礎にした学級づくりを話した。 

 

人権教育の視点から子どもに接する際のポイントや

声のかけ方等、留意点が具体的でわかりやすい話だ

ったと、受講者から高い評価を得た。 

 

兵庫県立上郡高等学校より委嘱を受け、定期、不定

期に研修の講師を務めた。中高大連携も含め、一人

前の社会人として育てる実践的な指導を行った。 

 

「学校生活で豊かな友人関係を育むために－携帯・

ネット活用のマナーについて－」のテーマで、携帯

やネット、スマホを使う場合のマナーについて、道

徳と関連付け、双方向で講演を行った。 

 

鳥取市立河原中学校区内保育所・幼稚園・小学校・

中学校、各会場を回り、特別支援教育を中心にし

て、学校間「連携」をテーマに講演をした。大変具

体的な話で、実践的手立てが学べたと、高評価を得

た。 

 

「ねぎらい技法」「I メッセージ」等、カウンセリ

ング技法を活用した保護者との連携の実際について

話した。実践的な内容で活用したいと好評だった。 

 

道徳教育とカウンセリングを核にしたクラスづくり

のポイント、留意点が実践者の視点に立ったもの

で、具体的でわかりやすかったと、高い評価を得

た。 

 

生徒の内面理解のポイント、留意点が実践的でわか

りやすく、その活用方法についても話した。 

 

 

生徒指導校内研修会の講師を務めた。各クラスの事

例をと基に、指導助言を重ねた。特に人間信頼関係

や道徳性を学力と結びつけた助言との評価を得た。 
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明石市教育研究所主催「スーパーバイザー派遣事

業」：松が丘小「アサーション・トレーニング」：

和坂小「学校カウンセリングについて：いじめ・

不登校事例」：中崎小「幼小中の連携を意識した人

間関係づくり」「講師」 

 

鳥取県教育センター主催「鳥取県教育センター教

育相談基礎研修（会場・倉吉未来中心セミナー室

3：小・中・高等・特別支援学校・島根県 119 名参

加）」「講師」 

 

姫路市教育委員会主催「パワーアップ研修講座

『学級経営』」講師（姫路市立総合教育センター2

Ｆ大会議室） 

 

 

鳥取県教育センター主催「鳥取県教育センタース

ーパーバイザー事業：河原中学校区職員研修（会

場・鳥取県教育センター・鳥取市立散岐小学校）」

「講師」 

 

岡山市教育委員会主催「岡山市スクールカウンセ

ラーおよび不登校児童生徒支援員研修会」「講師」

（会場：岡山ふれあいセンター） 

 

兵庫県三田市立小野小学校主催人権教育校内研修

会「人権教育をベースにした学級づくり」「講師」 

 

鹿児島県中学校特別活動研究協議会主催「鹿児島

県中学校特別活動夏季公開研修会（会場・ホテル

ウェルビューかごしま：100 名参加）」「講師」 

 

 

明石市教育委員会「スーパーバイザー派遣事業」

明石市立大久保北中学校主催「講師」 

 

岡山市総合教育センター主催「岡山市教職員研修

講座：教育相談実践研修講座 3・幼稚園 10 年経験

者研修講座 現代の教育課題に関する研修・10 年経

験者研修講座 生徒指導等選択研修「講師」 

 

兵庫県加古川市立中部中学校主催研修会「Q－U を

活用した学級経営の在り方について」「講師」 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

 

 

平成 23年 7

月 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

 

平成 23年 8

月 

 

 

 

平成 23 年度 

 

 

 

平成 23年 8

月 

 

平成 23年 8

月 

 

 

 

平成 23年 8

月 

 

平成 23年 8

月 

 

 

 

平成 23年 8

月 

 

 

 

各校各テーマで講演を重ねた。講師の話が、生徒指

導上の理論だけでなく、個々の事例に対応した実践

的指導内容も含み、技法だけでなく心を耕す道徳と

結びつき、明日からでも活用できる内容だったと、

受講者からの評価は非常に高いものであった。 

 

教育相談基礎研修（①学校における教育相談の考え

方・②児童生徒理解と話し方・聴き方の基本）講師

を務めた。参加型・体験型の研修会で、カウンセリ

ングの意義や技能が向上したと感想が出た。 

 

道徳教育を核として生徒の内面を理解し、相互の信

頼関係に基づいた学級経営のポイント、留意点が具

体的でわかりやすいと、受講者から高い評価を得

た。 

 

『中学校区連携に関する指導助言』と『研究のとり

まとめに関する協議』の指導講師を務めた。事前に

打ち合わせや教育現場を詳細に観察して助言した。 

 

 

岡山県・市が不登校出現率ワースト１になったこと

からの依頼であったが、受講者からの評価は、実践

的内容であったと、非常に高いものであった。 

 

道徳教育を核にした学級づくりのポイントや留意点

が人権教育の視点で語った。 

 

Q-U の活用と分析・K-13 法・構成的グループ・エン

カウンターの効果的活用法を演習を通して学び、学

級づくりのポイントや留意点が理解できたと、受講

者から高評価を得た。 

 

新学習指導要領の学力向上についてのポイントや実

践する際の留意点を、生徒理解の立場で話した・ 

 

『クレーム対応』についてのポイントや実践する際

の留意点が具体的でわかりやすかったと、受講者か

ら高評価を得た。保護者のクレームは生徒指導上の

問題で発することが多く、対応の重要性も述べた。 

 

Q－U を活用した学級経営の在り方についてのポイ

ントが具体的でわかりやすく、体験を通して学ぶこ

とができたと、受講者から高い評価を得た。 
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兵庫県尼崎市立教育総合センター主催 

「教育相談研究部会」「講師」 

 

 

岡山市教育委員会、岡山市中学校副校長会・教頭

会主催「岡山市中学校副校長会・教頭会研修会：

「学校に対する苦情対応について」「講師」 

 

岡山県総合教育センター主催「学級経営（ＨＲ経

営）研修講座：学級集団の理解と対応」「講師」

（会場：岡山県総合教育センター：吉備中央町） 

 

兵庫県西脇市立西脇小学校主催「ＰＴＡ講演会：

子どもをかしこく育てる十か条」（西脇市立西脇小

学校）「講師」 

 

岡山市立岡輝中学校主催「『命の教育』（みどりの

林檎）：体験、いのちの教育：全校生 322 名対象授

業」（岡山市立岡輝中学校体育館）「講師」 

 

岡山県高等学校教育研究会教育相談部会・岡山県

学校教育相談研究会高等学校部会主催「岡山高教

研教育相談部会秋季研修会（岡山県立津山東高等

学校）「講師」 

 

福山暁の星女子中学・高等学校主催「ハイパーＱ

－Ｕ学習会」「講師」 

 

 

兵庫県立こどもの館主催「家庭教育相談員パワー

アップ講座：子どもの自尊感情を高めるカウンセ

リング技法」「講師」 

 

兵庫県加古川市教育研究所主催「加古川市教育研

究所研究員会：学級満足度尺度 Q-U による指導方

法と論文へのまとめ方について」「講師」 

 

鳥取県高等学校保健連絡協議会主催「学校保健連

絡協議会研修会（会場・新日本海新聞社中部本社

ホール）」「講師」 

 

鳥取県教育センター主催「鳥取県教育センタース

ーパーバイザー事業：教育セミナーに関する協議

及び河原中学校区特別支援教育研修会への助言」

（鳥取県教育センター・鳥取市立河原中学校）「講

師」 

平成 23年 8

月 

 

 

平成 23年 10

月 

 

 

平成 23年 10

月 

 

 

平成 23年 10

月 

 

 

平成 23年 10

月 

 

 

平成 23年 11

月 

 

 

 

平成 23年 11

月 

 

 

平成 23年 11

月 

 

 

平成 23年 11

月 

 

 

平成 23年 12

月 

 

 

平成 23年 12

月 

 

 

 

教育総合センター研究員を対象に、指導助言、講演

をした。教育相談の意義、及び仕方、相談業務の報

告のまとめ方のポイントを論じた。 

 

苦情の陰に隠れた保護者の願いや対応のポイントを

実践に話した。学校に対する苦情処理は組織的に対

応することの重要性を述べた。 

 

学級集団の理解と対応についてのポイントや実践す

る際の留意点が実践的で大変わかりやすかったと、

受講者から高評価を得た。 

 

子どもをかしこく育てるポイントや実践する際の留

意点が具体的でわかりやすかったと、ＰＴＡ受講者

から信頼を得た。 

 

全校生を対象に、「体験、いのちの教育」のテーマ

で、参加型・体験型の道徳の授業を実践した。思春

期生徒から。命の大切さを実感したと意見が出た。 

 

カウンセリング技法を活かした集団づくりのポイン

トや実践する際の留意点が具体的でわかりやすかっ

たと、受講者から高評価を得た。 

 

 

Q-U の活用と分析・K-13 法・構成的グループ・エン

カウンターの効果的活用法を体験を通して学ぶこと

ができたと、受講者から高評価を得た。 

 

子どもの自尊感情を高めるカウンセリング技法とし

ての構成的グループ・エンカウンターの効果的活用

法について体験を通して指導することができた。 

 

Q-U の活用と分析・構成的グループ・エンカウンタ

ーの活用法を実習を通して学ぶことができたと、受

講者から高評価を得た。 

 

「学校における『心の教育』の進め方」で、「心の

教育」は各教科と道徳や総合的な学習等を合科的に

扱い、体験的に学ぶことを話した。 

 

教育セミナーに関する協議及び河原中学校区特別支

援教育研修会への指導助言、講演会講師を務めた。

事前打ち合わせを重ね、教育実践現場を詳細に観察

し、学校の状況を理解して講話した。 
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尼崎市立教育総合センター主催「教育相談研究部

会」「講師」 

 

PO 日本教育カウンセラー協会主管・愛知県教育カ

ウンセラー協会主催「Ⅰ『心の教育と学級経営』：

Ⅱ『保護者対応の心理学』：70 名」「講師」（名古屋

国際会議場） 

 

全国情緒障害教育研究会・兵庫県情緒障害教育研

究会主催 第３８回 兵庫県情緒障害教育研究会 

明石大会「講師」 

 

鳥取県国公立幼稚園長会・鳥取県国公立幼稚園教

育研究会主催「第４０回 鳥取県国公立幼稚園教育

研究大会」全体講演会「講師」（会場：午前；鳥取

市立河原あゆっこ園 午後；河原町中央公民館） 

 

NPO 日本教育カウンセラー協会主管・富山県教育カ

ウンセラー協会主催「教育カウンセラー養成講

座：『基礎講座；個人面接の基礎技法』 『グレー

ドアップ講座；事例研究・スーパービジョンの基

礎知識』」「講師」（会場：サンシップ富山） 

 

兵庫県立高等学校長協会・生徒指導委員会主催研

修会（兵庫県立洲本高等学校）「講師」 

 

 

兵庫県小野市立来住小学校・市場小学校・小野南

中学校主催「小中連携不登校対策会議」「講師」 

 

 

兵庫県教育委員会・丹波教育事務所主催「初任者

研修（丹波地区第７回校外研修）」「講師」 

 

 

 

兵庫教育大学「不登校児童生徒支援に関するネッ

トワーク会議」支援活動評価委員会委員出席 

 

岡山市立山門小学校主催「石井地区育成協議会・

山門学区地域教育懇談会：『子どもの心見えていま

すか－子どもの悩みから見えてくるもの－』」「講

師」 

 

 

 

平成 23年 12

月 

 

平成 23 年度 

 

 

 

 

平成 23年 8

月 

 

 

平成 24年 10

月 

 

 

 

平成 24 年度 

 

 

 

 

 

平成 24年 1

月 

 

 

平成 24年 1

月 

 

 

平成 24年 1

月 

 

 

 

平成 24年 2

月 

 

平成 24年 2

月 

 

 

 

 

 

センター研究員を対象に、指導助言を重ねた。報告

書のまとめ方のポイントがわかりやすく指導した。 

 

教育カウンセラー養成講座の講師を務めた。参加者

からは「自己理解を深め、受講者同士が関係をつく

りながら、ねらいに迫れた」等の意見がでた。 

 

 

「教育的ニーズに応じた指導と支援の在り方－自閉

症・ＬＤ・ＡＤＨＤ・不登校等の情緒的な課題のあ

る子ども達の理解と支援－」について話した。 

 

保育実践を参観した後、研究協議会を行った。

『今、子ども達にコミュニケーション能力の育成を

－身近な人との関わりを通して－』」全体講演会の

講師と助言者を務めた。 

 

教育カウンセラー養成講座の「講師」を務めた。参

加者からは「カウンセリング・マインドの重要性を

体験的に学べた」「参加型・体験型の研修で、受講

者同士が関係を形成しながら、ねらいに迫ることが

できた」等の意見が多く、高評価を得た。 

 

「高等学校における学級経営を基盤として生徒指導

の推進の在り方を探る」をテーマに、「心の教育」

を柱とした生徒指導の留意点を指導した。 

 

小・中の不登校支援の違いや支援の実際や保護者と

の連携について道徳教育と関連付け実践的に学ぶこ

とができたと、受講者から高評価を得た。 

 

初任者を対象に、「学級づくりのポイントについ

て」のテーマで講演をした。「心の教育」「命の教

育」をベースに道徳教育を核とした学級づくりを論

じた。 

 

兵庫県のネットワーク構築の意義と現状及び今後の

課題等を発表し、県の 24 年度事業の評価とした。 

 

子どもの心身の健全な育成の手立てについて、実践

的に子ども理解を学ぶことができたと、受講者から

高評価を得た。 
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兵庫県立上郡高等学校主催講演会及び協議会「講

師」2 回 

 

鳥取県教育センター主催「スーパーバイザー事

業：研究発表；特別支援教育の視点に立った中学

校区の連携の在り方～つながる、かかわる 10 年特

別支援教育を目指して～」指導助言・「講義・演

習：よりよい支援会議を目指して」（倉吉体育文化

会館）「講師」 

 

岡山市立中央小学校主催「校内生徒指導研修会」

「講師」 

 

 

兵庫県尼崎市立園田小学校主催「尼崎市立園田小

学校校内研修会：学級経営について」「講師」 

 

尼崎市立教育総合センター主催「教育総合センタ

ー研究発表会」「講師」 

 

兵庫教育大学「ＮＡＮＡっくす事業」支援活動評

価委員会「委員」 

 

 

岡山グリーンライオンズクラブ主催「教育講演

会：子育て事情－今、親子に必要なものは･･･－」

（山陽新聞社ビル ９Ｆ大会議室 受講者 500

名）「講師」 

 

兵庫県社会福祉法人・児童養護施設二葉園主催

「児童養護施設二葉園講演会：子どもの自尊感情

を高めるカウンセリング技法」「講師」 

 

 

岡山市教育委員会主催「岡山市教育相談室・適応

指導教室職員研修会」「講師」（会場：岡山市適応

指導教室ラポート牧山：岡山市北区中牧 457） 

 

岡山市教育委員会主催「共に成長し合う学級集団

づくり推進事業：研究モデル校 岡山市立竜操中

学校及び同中学校区における市立小学校 3 校」「講

師」 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業『思春期サ

ポート事業』講師（スクールカウンセラー）：年間

12 回 

平成 24年 2

月 

 

平成 24年 2

月 

 

 

 

 

 

平成 24年 2

月 

 

 

平成 24年 2

月 

 

平成 24年 2

月 

 

平成 24年 2

月 

 

 

平成 24年 2

月 

 

 

 

平成 24年 2

月 

 

 

 

平成 24年 3

月 

 

 

平成 24 年度 

 

 

 

 

平成 24 年度 

 

 

①『社会人基礎Ⅰ』研究授業・研究協議会②『社会

人基礎力育成』講演会」を行った。 

 

研究発表；特別支援教育の視点に立った中学校区の

連携の在り方～つながる、かかわる 10 年特別支援

教育を目指して～」への指導助言をし、「講義・演

習：よりよい支援会議を目指して」で講演をした。 

 

 

 

「保護者の苦情への対応」で講演した。生徒指導事

件が多い学校の保護者との連携の在り方で苦慮して

いる教育現場に参考になると評価された。 

 

道徳を核にした学級経営のポイントについて実践的

に学ぶことができたと、受講者から高評価を得た。 

 

尼崎市立教育総合センターのアドバイザーとして、

発表者の教育相談事例発表への指導助言をした。 

 

「支援活動評価委員」として出席し、学生支援の有

効性について発表し、本年度の本事業の評価とし

た。 

 

道徳性が軽視された現在社会の子育ての現状と課題

について、具体的でわかりやすく話してもらった

と、主催者側、受講者に高い評価を得た。 

 

 

虐待を受けたりして家庭で過ごすことができない子

どもの自尊感情を高めるカウンセリング技法につい

て、体験を通して学べたと受講者から高評価を得

た。 

 

不登校児童生徒が、自ら立ち上がるための支援とし

て、子どもとのコミュニケーションをとる技法につ

いて、体験を通して学べたと評価を得た。 

 

研究モデル校 岡山市立竜操中学校及び同中学校区

における市立小学校 3 校で年間 40 回にわたって、

中学校区の生徒指導、教育相談の指導助言者として

学校現場をサポートした。 

 

『思春期サポート事業』として、高校のキャンパス

カウンセラーを務めた。不登校生を 100 パーセント

再登校へ支援できて、教育現場から高評価を得た。 
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兵庫県稲美町教育委員会主催事業「稲美町生きる

力を育む小・中連携推進委員」『副委員長』 

 

兵庫教育大学「ＮＡＮＡっくす事業」支援活動評

価委員会「委員」 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』にお

ける運営指導委員会」外部委員・講演会「講師」 

 

尼崎市立教育総合センター主催「教育相談研究部

会」「講師」 

 

兵庫県姫路市立英賀保小学校主催「姫路市立英賀

保小学校校内研修会：学級経営に活かすカウンセ

リング技法」「講師」 

 

岡山県立備前緑陽高等学校主催「人権・教育相談

講演会：体験『命の教育』」「講師」（対象：生徒・

保護者・教職員 500 名  会場：備前市西片上 91-

1 岡山県立備前緑陽高等学校体育館） 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催事業「第 2 回稲美町

人権啓発講座『ほっとホットセミナー』「講師」 

 

明石市教育委員会「スーパーバイザー派遣事業」

明石市立藤江幼稚園主催「園内研修会 子ども理

解と実践への手立て」「講師」 

 

福山市教育委員会主催研修会「学校教育相談Ⅰ：

人間関係づくりを促進する集団への支援」「講師」 

 

島根県高等学校生徒指導協議会主催「島根県高等

学校教育研究大会（生徒指導部門）研修会「講

師」（益田市立市民学習センター） 

 

兵庫県立但馬やまびこの郷主催「不登校に関する

研修会：エンカウンターで不登校対応が変わる」

講師（会場：兵庫県立但馬やまびこの郷） 

 

日本生徒指導学会・関西地区研究会主催 「日本

生徒指導学会・関西地区研究会 第 5 回大会 第 2

分科会「講師」（会場：大阪府私学教育文化会館） 

 

 

 

平成 24 年度 

 

 

平成 24 年度 

 

 

平成 24 年度 

 

 

 

平成 24年 6

月 

 

平成 24年 6

月 

 

 

平成 24年 6

月 

 

 

 

平成 24年 7

月 

 

平成 24年 7

月 

 

 

平成 24年 7

月 

 

平成 24年 8

月 

 

 

平成 24年 8

月 

 

 

平成 24年 8

月 

 

 

 

 

『副委員長』として、各学校園の実情を調査し、生

徒指導をサポートした。 

 

「委員」として、事業の充実に貢献し、兵庫教育大

学副学長より、感謝状と記念品を頂戴した。 

 

外部委員・講演会講師を務め、専門委員の立場から

カリキュラム開発を進めた。 

 

 

尼崎市立教育総合センタースーパーバイザーとして

本年度の研究の方向性を示した。 

 

道徳教育を核にした学級経営に活かすカウンセリン

グ技法について、参加型・体験型研修で行った。 

 

 

「命の授業：『いのち』について考える」で「講

師」を務め、「絵本から命の大切さを学べた」「自分

のいのちは、自分一人の者ではない」等の意見が多

く、高評価を得た。 

 

「いじめの現状を踏まえた子どもの人権について」

のテーマで講演をした。 

 

子ども理解と実践への手立てについて、参加型・体

験型研修のため、道徳教育との関連について実践的

に学べたと、受講者から高い評価を得た。 

 

人間関係づくりを促進する生徒指導への支援につい

て実践的に学べたと、受講者から高い評価を得た。 

 

「高等学校におけるよりよい集団づくりをめざし

て」のテーマで、人間関係づくりを促進する生徒指

導支援と進路支援との関係を指導した。 

 

人間関係づくりを促進する集団づくり技法の活用で

生徒指導上の課題である不登校防止の具体的支援法

について、道徳との関連を通し実践的に話した。 

 

「規範意識の育成に向けて：京都市子どもの規範意

識を育むプロジェクトチーム；生徒指導実践部会の

取組を通して」道徳教育と結びついた生徒の問題行

動の予防的取組の助言をした。 
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三田市教育委員会・三田市立上野台中学校主催

「平成 24 年度 校内研修会」「講師」 

 

 

兵庫県三田市立小野小学校主催『人権教育校内研

修会』「講師」 

 

 

与謝野町教育委員会・教育研究会・与謝野町学力

向上対策会議合同研修会主催「与謝野町教育研究

会・与謝野町学力向上対策会議合同研修会：講師

（与謝野町勤労者福祉センター：教職員 200 名） 

 

岡山市教育研究研修センター主催「学級集団アセ

スメント研修講座」講師（会場：岡山市教育研究

研修センター：対象；岡山市立小・中・高等学校

教諭） 

 

兵庫県三田市立三田小学校主催「校内研修会：Ｑ

－Ｕを活用した児童理解」「講師」 

 

稲美町教育委員会・加古郡稲美町立稲美中学校主

催「兵庫県道徳教育推進校指定研修会：Ｑ－Ｕ・

ＳＧＥを活かした学級作り」「講師」 

 

鳥取県教育センター主催「『中学校・高等学校学級

経営 人間関係づくりを大切にした学級経営』」

「講師」（会場：鳥取県教育センタ－） 

 

岡山県立林野高等学校主催「カウンセリング技法

を活用した学級づくり－開発的カウンセリングの

理論と実際－」「講師」 

 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科「（共通基礎

科目）教育相談の理論と技能開発」「学校教育研究

科「(教育実践高度化専攻：心の教育実践コース専

門科目)キャリア教育実践プログラムの開発」「非

常勤講師」 

 

鳥取市立面影小学校主催「鳥取市立面影小学校校

内研修会：個の良さを活かして意欲的に取り組む

子どもの育成」「講師」 

 

創志学園高等学校主催「創志学園高等学校教職員

研修会：ワークショップ形式を活用した教職員研

平成 24年 8

月 

 

 

平成 24年 8

月 

 

 

平成 24年 8

月 

 

 

 

平成 24年 8

月 

 

 

 

平成 24年 8

月 

 

平成 24年 8

月 

 

 

平成 24年 9

月 

 

 

平成 24年 10

月 

 

 

 

平成 24 年度 

 

 

 

 

 

平成 24年 11

月 

 

 

平成 24年 12

月 

学級経営のポイントについて、特別活動と道徳と関

連し実践的に学べたと、受講者から高い評価を得

た。 

 

人権教育の視点に立った学級づくりのポイントにつ

いて、実践的に学べたと、受講者から高評価を得

た。 

 

Ｑ－Ｕを活用した学級づくり－理論と実際－のテー

マで、児童生徒の問題行動への予防的取組の実践へ

の適切な助言や講演内容は、受講者から高い評価を

得た。 

 

学級集団アセスメントの手法、学級経営のポイント

について、特別活動との関連で具体例をあげて、実

践的に学べたと、受講者から好評であった。 

 

 

学級集団アセスメントの手法、Ｑ－Ｕを活用した児

童理解、学級経営のポイントについて指導した。 

 

学級集団アセスメントの手法、Ｑ－Ｕを活用した児

童理解、ＳＧＥを活かした道徳を核とした学級作り

のポイントについて学べたと好評であった。 

 

中学校前期の思春期と高校の青年期の過程の独特の

人間関係づくりを大切にした学級経営の手法ににつ

いて、特別活動や道徳と関連付けて指導した。 

 

学級集団アセスメントの手法、カウンセリング技法

を生かした学級経営のポイントについて、道徳と関

連付け体験的に学べたと、受講者から高評価を得

た。 

 

教育相談の理論と技能開発やキャリア教育実践プロ

グラムの開発において、開発的カウンセリング技法

を生かしたプログラム開発について実践と理論を連

動させて指導した。わかりやすく実践的に学べた

と、受講者から高い評価を得た。 

 

カウンセリング技法を生かした学級経営のポイント

について、具体的なステップを体験的に学び、子ど

もの自己評価を高める適切な指導助言をした 

 

ワークショップ形式を活用した教職員研修会とし

て、当該高校の現状、課題、生徒指導の手立て、°
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修会」「講師」（創志学園高等学校） 

 

岡山中学校・岡山高等学校主催「岡山中学校・岡

山高等学校校内研修会：Ｑ－Ｕテスト研修会」「講

師」（岡山中学校） 

 

兵庫県姫路市立安室東小学校主催校内研修・授業

研究会「カウンセリング技法を活かした学級作り

Ⅱ－理論と実際－」「講師」 

 

兵庫県稲美町教職員研修会主催「稲美町教職員研

修会：Ｑ－Ｕを活用した学級づくり」「講師」（稲

美町役場コミセンホール）：対象：町内幼稚園及び

小中学校教職員 160 名 

 

兵庫県立こどもの館（兵庫県知事部局）主催「カ

ウンセリング研修 出張講座「講師」（会場：明石

市生涯学習センター） 

 

兵庫県明石市立大観小学校主催「明石市立大観小

学校 校内研修会「講師」（明石市立大観小学校） 

 

 

兵庫県明石市立大久保小学校主催「学校保健委員

会 「講師」（明石市立大久保小学校） 

 

 

兵庫県立こどもの館主催「カウンセリング研修 出

張講座：子どもの自尊感情を高めるカウンセリン

グ技法－構成的グループ・エンカウンター－」「講

師」（会場：尼崎市立すこやかプラザ） 

 

尼崎市立教育総合センター主催「尼崎市立教育総

合センター研究発表会」「講師」 

 

 

兵庫教育大学「不登校児童生徒支援に関するネッ

トワーク会議」『ＮＡＮＡっくす事業』支援活動評

価委員会」「委員」 

 

 

文部科学省研究指定「社会人基礎力育成カリキュ

ラム開事業」に係る Q-U 結果分析・各担任面談」

「講師」 

 

 

 

 

平成 24年 12

月 

 

 

平成 24年 12

月 

 

 

平成 24年 12

月 

 

 

 

平成 25年 1

月 

 

 

平成 25年 1

月 

 

 

平成 25年 2

月 

 

 

平成 25年 2

月 

 

 

 

平成 25年 2

月 

 

 

平成 25年 2

月 

 

 

 

平成 25年 2

月 

 

 

  

徳教育の在り方等について、体験的に指導した。 

 

学級集団アセスメントの手法、Ｑ－Ｕを活用した生

徒理解と指導、そのためのカウンセリング技法を活

かした学級作りのポイントを論じた。 

 

カウンセリング技法を生かした学級経営のポイント

について、わかりやすく体験的に学べたと学級担任

を中心に、受講者から高評価を得た。 

 

Ｑ－Ｕを活用した小・中と連携した児童生徒理解、

ＳＧＥ、ＳＳＴ等のカウンセリング技法を活かした

学級作りのポイントについて、わかりやすく実践的

に学べたと、受講者から好評であった。 

 

「子どもの自尊感情を高めるカウンセリング技法－ 

構成的グループ・エンカウンター－」について実践

的に学べたと、80 名受講者から高評価を得た。 

 

教職員 50 名を対象に「構成的グループ・エンカウ

ンターの理論に基づく学級づくり」について指導し

た。 

 

『体験、ストレス・マネジメント（児童向け授

業）』、と『体験、心の教育・ストレス・マネジメン

ト教育の実際（保護者向け）』」の講演会を行った。 

 

兵庫県では、それほど高くない子どもの自尊感情を

高めるためのカウンセリング研修である、構成的グ

ループ・エンカウンターを体験的に学ぶ内容であっ

た。75 名の受講者から高い評価を得た。 

 

アドバイザーとして、研究発表者の教育相談事例発

表への指導助言を担当した。継続的に担当してい

る。 

 

「委員」として出席し、本事業の本年度の総括をし

た。数年間継続して委員を務めて評価しているの

で、兵庫県の生徒指導の課題や成果を的確に指摘し

た。 

 

各担任からは、検査結果をどのように読み取ればい

いか、それを次年度の活かせるような適切なコメン

トをもらったと高評価を得た。 
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岡山市教育委員会主催「共に成長し合う学級集団

づくり推進事業：研究モデル校 岡山市立竜操中

学校及び同中学校区における市立小学校 3 校」「講

師」 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業『思春期サ

ポート事業』講師（スクールカウンセラー）：年間

12 回 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催事業「稲美町生きる

力を育む小・中連携推進委員」『副委員長』 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』にお

ける運営指導委員会」「外部委員・講演会講師」 

 

兵庫県立こどもの館主催「カウンセリング研修 出

張講座「講師」（会場：兵庫県立但馬長寿の郷（対

象は、教員、保育士、保健師、児童福祉施設、教

育相談施設の相談員 等） 

 

兵庫県稲美町立加古小学校主催「稲美町立加古小

学校校内研修会「自尊感情を高めるための発達段

階に応じた指導上の留意点について」「講師」（稲

美町立加古小学校） 

 

兵庫県教育委員会・播磨西教育事務所主催「播磨

西（中播磨地区）生徒指導研修協議会「講師」（会

場：姫路市勤労市民会館） 

 

広島県立教育センター主催「 専門研修講座『学級

（ホームルーム）経営【そこが知りたい！つなが

る学級（ホームルーム）づくり】講座：児童生徒

理解に基づいた学級（ホームルーム）経営と保護

者との信頼関係づくり』」「講師」（広島県立教育セ

ンター） 

 

福崎町立福崎東中学校主催「生徒指導校内研修

会：生徒理解とアイチェックの活用についてⅠ」

「講師」（福崎町立福崎東中学校） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発：非常勤講師（[ストレート対象授業（1 限

目）、現職院生対象授業（2 限目）夜間コース対象

授業（7 限目）（サテライト）]担当 

平成 25 年度 

 

                              

  

                                                                                                                            

平成 25 年度 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

平成 25 年度 

 

 

 

平成 25年 5

月 

 

 

 

平成 25年 5

月 

 

 

 

平成 25年 6

月 

 

 

平成 25年 6

月 

 

 

 

 

 

平成 25年 6

月 

 

 

平成 25年 7

月 

 

 

 

生徒指導上課題の山積している中学校区の生徒指

導、教育相談への指導助言者として、学校現場、特

に道徳教育を核として学級経営に関して話した。 

 

 

『思春期サポート事業』として、継続的に学校に入

り「キャンパスカウンセラー」を務めた。特に不登

校生徒の面談においては、100％再登校できた。 

 

稲美町の各学校園の生徒指導・教育相談をサポート

した。 

 

日常的な指導だけでなく、長期的なカリキュラム開

発を中心になって進めた。 

 

 

人間関係力を高めるカウンセリング技法－構成的グ

ループ・エンカウンターの活用－について、具体的

実践的に学べたと、70 名の受講者の高評価を得

た。 

 

自尊感情を高めるための小学校の発達段階に応じた

指導上の留意点について、すぐに実践できる、具体

的な研修内容であった。特に小学校高学年の児童理

解が自尊感情に大きな影響を与えると指導した。 

 

小・中・高・特別支援学校教職員 110 名を対象に、

『いじめの未然防止、早期発見、早期対応について

-積極的な生徒指導の推進-』で講師を務めた。 

 

小・中・高・特別支援学校教職員 80 名を対象に、

『児童生徒理解に基づいた学級（ホームルーム）経

営と保護者との信頼関係づくり』のテーマで講師を

務めた。保護者にも具体的でわかりやすい内容で、

学校ですぐに実践したいと、受講者から好評であっ

た。 

 

福崎町立福崎東中学校教職員 50 名を対象に、『生徒

理解とアイチェックの活用について』の講師を務

め、分析結果、今後の手立ての指導助言を重ねた。 

 

キャリア教育実践プログラムの開発『エンカウンタ

ーによるキャリア教育』」のテーマで「講師」を務

めた。キャリア教育を進める際、エンカウンター技

法を活用することで、児童生徒の自己理解が進み、

教師自身のコミュニケーション力も高めると論じ
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明石市教育研究所主催「事務職員初任者等研修講

座：「講師」（明石市教育研究所） 

 

兵庫県内教育研究所連盟 第１回教育相談研究協

議会「講師」（会場：尼崎市立教育総合センター）

対象：兵庫県内教育研究所長 

 

兵庫県西宮市教育委員会主催「『学級経営研修』

「講師」（会場：西宮市立総合教育センター） 

 

 

明石市教育研究所・明石市立藤江幼稚園主催「教

職員研修会」「講師」 

 

姫路市市立安室東小学校主催「不登校防止校内研

修会」「講師」（姫路市市立安室東小学校） 

 

・前半：倉敷市立児島中学校主催「校内研修会」

「講師」（会場：倉敷市立児島中学校）・後半：岡

山市立灘崎小学校主催「校内研修会」「講師」（会

場：岡山市立灘崎小学校）] 

 

兵庫県相生市立若狭野小学校主催「教職員研修

会」「講師」（相生市立若狭野小学校） 

 

 

西脇市教育委員会主催「夏季集中円熟期教職員研

修会」「講師」（生涯学習まちづくりセンター大ホ

ール） 

 

赤磐市教育委員会主催「 赤磐市立高陽中学校ブロ

ック研修会」「講師」（会場：赤磐市立中央図書

館：赤磐市立山陽小学校・山陽西小学校・高陽中

学校：教職員 100 名） 

 

鳥取県教育委員会主催「hyper-QU 活用研修会」「講

師」 （会場：伯耆しあわせの郷） 

 

 

鳥取県教育委員会主催「『子どもたちの社会性を育

む事業』地区別研修会」「講師」（講義・指導助

言）（会場：①鳥取市立稲葉山小学校 ②鳥取市立

中ノ郷中学校） 

 

 

 

平成 25年 7

月 

 

平成 25年 7

月 

 

 

平成 25年 7

月 

 

 

平成 25年 7

月 

 

平成 25年 7

月 

 

平成 25年 8

月 

 

 

 

平成 25年 8

月 

 

 

平成 25年 8

月 

 

 

平成 25年 8

月 

 

 

 

平成 25年 8

月 

 

 

平成 25年 8

月 

 

 

 

 

た。 

『コミュニケーション能力を高めるために』のテー

マで講師を務めた。 

 

「教育相談からみたいじめ問題とその対応」の研究

協議会の講師を務めた。教育相談と道徳教育からの

アプローチが好評だった。 

 

カウンセリング技法と道徳教育を活用した学級づく

り－開発的カウンセリング技法や心理テストの実践

的活用法を学ぶ－」の指導をした。 

 

「教員の資質向上について」の講演を務めた。絵本

の紹介など体験を通して指導した 

 

「未然防止と初期対応・事例研究会」の講演を務め

た。不登校防止を道徳教育と関連付けて話した 

 

岡山県からの依頼で、前半は『 総合質問紙調査

「アイチェック」を活用した学級づくり 』を指導

し、後半は『 総合質問紙調査「アイチェック」を

活用した学級づくり 』研修会」の指導をした。 

 

「自他の肯定感を高め、仲間と共に伸びる児童の育

成-カウンセリング技法を活用して」を講演した。

自他の肯定感を高め参加者が親密になった。 

 

『ストレス・マネジメント－学校におけるストレ

ス・マネジメント教育の実際－』」の講師を務め

た。実践的内容でよかったと好評であった。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図る」の講

師を務めた。生徒指導の困難な中学校区であり、喫

緊の課題が山積しているが、自己肯定感アップを生

徒指導の一環として捉えたいと意見が出た。 

 

「いじめ問題の解消につながる hyper-QU の活用の

仕方」の講演をした。学級のアセスメント法の実際

を学べる内容だった。 

 

いじめ問題「『子どもたちの社会性を育む事業』地

区別研修会：①子どもの居場所を確かなものにする

学級経営－hyper-QU の活用を通して－②心の教育

を通した集団づくり－ハイパーQU を活かして－」

の講師を務めた。学級のアセスメント法、hyper-QU

の実際を学ぶ研修会だった。 
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岡山市教育研究研修センター主催「 岡山市教職員

研修講座」「講師」会場：岡山市教育研究研修セン

ター・対象：岡山市小・中・高等学校教職員 50 名

対象 

 

尼崎市立教育総合センター主催「 道徳教育研修講

座（１）：「講師」（尼崎市立教育総合センター） 

 

山梨県立都留高等学校主催「高校生への授業・講

演」「講師」（対象者：全校生 710 名）] 

 

 

千葉県立幕張総合高等学校主催研修会「講師」（会

場：千葉県幕張高等学校・対象者：教職員 70 名） 

 

岡山県立倉敷南高等学校主催「教育相談・人権教

育教職員研修会」「講師」（会場：岡山県立倉敷南

高等学校） 

 

広島県立教育センター主催「専門研修講座『学校

経営【組織の活性化に向けた学校づくり】講座」

「講師」（広島県立教育センター） 

 

明石市人権教育協議会・就学前教育部会主催「平

成講演会 人権教育を基盤にした『命の教育』の推

進」「講師」 

 

兵庫県伊和高等学校主催「『高校生心のサポートシ

ステム実践・研究発表会」「講師」（会場：兵庫県

伊和高等学校） 

 

赤磐市教育委員会主催「赤磐市子育て講座立高陽

中学校ブロック研修会」「講師」（会場：赤磐市立

山陽小学校） 

 

 

兵庫県立こどもの館主催「家庭教育相談員パワー

アップ講座『カウンセリング研修会』」「講師」（会

場：兵庫県立こどもの館） 

 

 

 

兵庫県三木市教育委員会主催「同和教育 伝承講

座」「講師」（会場：三木市立教育センター）対

象：三木市小・中学校教職員 70 名 

 

平成 25年 8

月 

 

 

 

平成 25年 8

月 

 

平成 25年 8

月 

 

 

平成 25年 9

月 

 

平成 25年 10

月 

 

 

平成 25年 10

月 

 

 

平成 25年 10

月 

 

 

平成 25年 10

月 

 

 

平成 25年 10

月 

 

 

 

平成 25年 10

月 

 

 

 

 

平成 25年 11

月 

 

 

「学級集団アセスメント研修講座」において講師を

務めた。学級集団アセスメントの実際について、演

習を通じて理解することができた、教育現場へ持ち

帰り広げたい等、受講者に大変好評であった。 

 

『命の大切さ』を実感させる道徳指導の在り方につ

いて考える－」において講師を務めた。 

 

「体験を通して学ぶ『命の教育』－『アイチェッ

ク』を通して考える互いを認め、高め合う人間関係

の構築について－」において講師を務めた。 

 

「アイチェック」を活用した学級づくり－「心の教

育」をベースにして－」において講師を務めた。 

 

『人権教育をベースにした教育相談の進め方－カウ

ンセリング技法を活用して－』」において講師を務

めた。カウンセリング技法の実際を学ぶ研修だった 

 

「一人一人のやる気と能力を引き出すために」をテ

ーマに講師を務めた。組織を活性化させるための具

体的手立てについて、講演した。 

 

幼稚園でのお誕生会が命の教育であり、道徳性の芽

生えに繋がると再確認した講演である。命にかかわ

る絵本の読み聞かせの継続の意義を論じた。 

 

「不登校支援の在り方を考える－学級づくりをテー

マとして－」ついて講演し、不登校生徒への支援の

実際を理解することができたと好評であった。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図る」にお

いて講師を務めた。ＰＴＡ等職員 70 名が対象であ

ったが、認める子育て法が実感できた等、高い評価

を得た。 

 

「構成的グループ・エンカウンターの理論と実際」

について講師を務めた。「温かい人間関係の中で、

自己理解や信頼関係を進め、深めることができた」

等、受講者自身がカウンセリングの効果を納得でき

た。 

 

「人権教育をベースにしたいじめ・不登校の未然防

止について」について講演した。いじめ・不登校の

未然防止を道徳教育と関連付けながら説明した。 
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福崎町立福崎東中学校主催「生徒指導校内研修

会」「講師」（福崎町立福崎東中学校）対象：教職

員 50 名 

 

 

兵庫県丹波市立神楽小学校主催「丹波市立神楽小

学校校内研修会『支援を要する児童の支援につい

て』」「講師」 

 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』に係

るインターンシップ成果報告会・講評会及び研究

協議（第 3 回運営指導委員会分科会）」「講師」 

 

科学研究費基盤研究（Ｂ）（平成 24 年度～平成 26

年度）「いのちの教育カリキュラムの開発研究」 

 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 25 年度石川県教育センター担当者研修講座（講

義・演習）「講師」３回（会場：県内 3 か所、対

象：小・中・高・特別支援学校教職員 900 名] 

 

NPO 日本教育カウンセラー協会主管・愛媛県教育カ

ウンセラー協会主催「教育カウンセラー養成講座  

基礎コース：『公開講座：ひとりひとりを大切にす

る集団づくり－対話のある授業、不登校・いじ

め・虐待などの諸問題に対応するために－」「講

師」（会場：松山市総合コミュニティセンター） 

 

兵庫県情緒障害教育研究会主催「兵庫県情緒障害

教育研究大会 尼崎大会「講師」（会場：あましん

アルカイックホール・尼崎市立成良中学校） 

 

日本教育新聞社主催「『教育セミナー関西 2013 -

教師が変われば、子ども・学校・地域が変わる-』

●分科会=特別支援・カウンセリング、支援すると

いうことを問う ●総括シンポジウム「姫路の教

育から日本の教育を考える-学校間連携の在り方を

探る-」「講師」（会場：姫路市市民会館） 

 

明石市教育委員会主催事業「平成２６年度 教科

用図書明石地区協議会」「委員」 

 

 

平成 25年 12

月 

 

 

 

平成 25年 12

月 

 

 

 

平成 25年 12

月 

 

 

 

平成 24 年度

～平成 26 年

度 

 

平成 25 年度 

 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

 

平成 25 年度 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

『生徒理解とアイチェックの活用についてⅡ』のテ

ーマで講師を務めた。各担任へ個別に①１学期との

比較 ②２学期の分析結果 ③今後の指導の方向性

等、指導助言を行った。 

 

教職員を対象に『支援を要する児童の支援につい

て』のテーマで、事例研究会の講師を務めた。「参

加者が元気になる事例研究会だった」等の評価を得

た。 

 

年度を追うごとに参加の生徒は、社会人として働く

意味が理解できてきており、教職員からは「適切な

指導助言により、昨年度より効果の上がったインタ

ーンシップができる」等の意見が出た。 

 

研究分担者として、「『いのちも教育』予備調査から

見えてきたもの―児童・生徒のいのちに対する意識

の実態―」を調査分析した（代表：梶田叡一） 

 

『いじめ問題対策チーム対応力向上講座』：いじめ

の未然防止と初期対応」での講師を務めたが、受講

生からは質問が活発に出、高い評価を得た。 

 

 

教育カウンセラー養成講座の講師を務めた。９０名

の参加者からは、「体験を通して自己発見すること

が多く、自己理解が進んだ」「参加型・体験型の研

修で、受講者が互いにリレーションを形成しなが

ら、めあてに迫ることができた」等の意見が多く、

高評価を得た。 

 

「不登校傾向のある子供の理解と支援」で、助言と

講師を務め、「心を耕す道徳との関連した具体的な

実践例を紹介してもらった」等の感想が多く出た。 

 

分科会=特別支援・カウンセリング、支援するとい

うことを問う 総括シンポジウム「姫路の教育から

日本の教育を考える-学校間連携の在り方を探る-」

において講師を務めた。「特別支援教育において実

践できそうな手立てを紹介してもらい大変参考にな

った」等の感想が多く、高評価を得た。 

 

「委員」として、教科用図書の採択を進めた。適正

かつ公正な採択の確保ができたと高評価を得た。 
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岡山県立東岡山工業高等学校主催「いじめ対策委

員会」「学識経験者・委員」：対象：岡山県立東岡

山工業高等学校教職員 

 

 

公益財団法人 私立大学通信教育協会 平成 26 年

度運営委員会「運営委員」 

 

 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』に係

る職員研修会」「講師」 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『開発したプログラムの発表・指導助言』」

非常勤講師 [①現職院生対象授業、②夜間コース

対象授業（サテライト）]担当 

 

鳥取県教育委員会主催「『子どもたちの社会性を育

む事業』地区別研修会」に係る「講師」（会場：①

鳥取市立桜ヶ丘中学校～②鳥取市立若葉台小学校

～③鳥取市立津ノ井小学校～④鳥取市立米里小学

校～白兎会館） 

 

兵庫県加東市連合 PTA・加東市教育委員会主催

「PTA PTCA 活動支援事業実践発表大会：私たちの

子供は私たちの手で！－家庭・地域・学校のコミ

ュニケーションで見守り育む－」「講師」（会場：

兵庫県加東市滝野文化会館 対象：教職員、保護

者等 300 名） 

 

兵庫県立上郡高等学校主催「文部科学省研究指定

『社会人基礎力育成カリキュラム開発事業』に係

る研究発表会及び学習成果発表会」「講師」 

 

 

兵庫県加東市立滝野南小学校主催「『学級集団アセ

スメント』事業に係る研修会：学級集団づくり QU

テストの活用について」「講師」 

 

尼崎市立教育総合センター主催「平成 25 年度 教

育研究部会」「講師」 

 

 

平成 26 年度 

～平成 31 年

度 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

 

平成 26年 1

月 

 

 

平成 26年 1

月 

 

 

 

 

平成 26年 1

月 

 

 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

「学識経験者・委員」として、生徒指導事例に対し

て助言・指導した。「道徳教育と関連した予防的な

取り組みを理解した」等の感想が多くあった。 

 

 

テーマ「授業・試験並びに成績」を中心にして、計

12 大学の企画・運営・進行・助言・報告書を作成

した。特に住本は、専門領域から、クレームの対応

事例への助言を行った。 

 

高校生活で適切な進路を選択できる社会人基礎力を

つけるための、実現可能なカリキュラム開発を中心

になって進めた。 

 

キャリア教育実践プログラムの開発を実践した院生

に対して、指導助言をした。キャリア教育を就職指

導と狭くとらえがちな院生からは、「最新の研究成

果を盛り込んだわかりやすい助言だった」と、大変

好評であった。 

 

各校を視察・授業観察後、それを踏まえ、講演会場 

（白兎会館）で、心理テストＱ－Ｕを活用した学級

づくり・学校づくりについての講演をし、「児童生

徒の実態を的確に把握し、具体的な手立ても明示さ

れた」と受講者から、高評価を得ることができた。 

 

PTA、PTCA 活動の実践発表「私達の子供は私たちの

手で！－家庭・地域・学校のコミュニケーションで

見守り育む－」について助言をし、家庭・地域・学

校、三者の連携の取り方のポイント、留意点につい

て話し、受講者からは「三者の立場に立ち、共感を

キーワードに助言をもらった」と好評であった。 

 

生徒の研究発表会及び学習成果発表会の講師として

助言、講演をした。生徒からは「研究を評価され、

次のステップも明示され、参考になった」と、好評

で、その内容は、報告書にまとめた。 

 

年間 2 回実施した心理テストの分析と解説をした。

「次年度の学級づくりに生かせる内容の講演だっ

た」と、受講した教職員から高い評価を得た。 

 

教育総合センターのアドバイザーとして、研究発表

者の教育相談事例発表への指導助言を担当した。 
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兵庫県稲美町教育委員会主催「稲美町生きる力を

育むための小・中連絡推進委員会」「講師：副委員

長」（会場：兵庫県稲美町いきがい創造センター） 

 

兵庫県立但馬やまびこの郷主催「不登校推進に係

る研修員の研修成果発表会」に係る「指導助言講

師」 

 

兵庫県加古川市立加古川北公民館主催「『山手寿大

学（高齢者大学）』：カウンセリング技法を活用し

た人間関係づくり」「講師」（対象 200 名） 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業「『思春期サ

ポート事業』」講師 年間 12回 

 

兵庫県加東市立滝野中学校主催「『学級集団アセス

メント』事業に係る研修会：学級集団づくり QU テ

ストの活用について」「講師」 

 

 

ＴＶ朝日「ナニコレ珍百景『割れない？生タマ

ゴ』」【珍百景 No.1912】※心理学の立場から解説 

 

 

 

 

 

稲美町教育委員会主催「第１回稲美町生きる力を

育むための小・中連絡推進委員会：「小中学校にお

ける問題行動の状況」「講師（副委員長）」（会場：

兵庫県稲美町役場コミュニティセンター） 

 

ＪＣＩ龍野青年会議所主催講演会：「講師」「演

題：子どもの心みつめていますか」（会場：兵庫県

揖保郡太子町あすかホール 対象は学校関係者

等、約 250 名） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『エンカウンターによるキャリア教育』」非

常勤講師 ①[ストレート対象授業（1 限目） ②現

職院生対象授業（2 限目） 夜間コース対象授業（7

限目）（サテライト）]担当 

 

 

 

平成 26年 2

月 

 

 

平成 26年 3

月 

 

 

平成 26年 5

月 

 

 

平成 26 年度 

 

 

平成 26年 5

月 

 

 

 

平成 26年 6

月 

 

 

 

 

 

平成 26年 6

月 

 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

 

平成 26年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

各校の校長、生徒指導担当者より 1 年間の取組の発

表に対して、助言した。参加者からは「各事例に対

して的確な助言と感想があった。 

 

不登校推進に係る研修員の研修成果発表に対して、

指導助言講師を務めた。 

 

 

「高齢者大学」で講演。「カウンセリング技法を活

用することで、人間関係が好転することを指導し

た。受講した高齢者からの評価が高かった。 

 

「キャンパスカウンセラー」を務めた。不登校生の

面談では 100％再登校へと支援することができた 

 

5 月に実施した心理テストの分析と解説をした。受

講者からは「明日からの学級づくりに生かせる」

と、受講した教職員から高い評価を得ることができ

た。 

 

「人間にはある行動がどのような結果を生み出すか

を予期・予見する予期機能があり、タマゴを強く握

ると割れてしまうかもということを想像して無意識

のうちに割れないようにブレーキをかけているた

め、タマゴが割れにくくなる」と論じた（ＴＶ朝日

ＨＰより） 

 

問題行動の状況について中学校区ごとによる話し合

いがあり、講師（副委員長）として助言した。各校

の校長、生徒指導担当者から、今後の指導に生かせ

る等、高評価を得た。 

 

演題は、「子どもの心みつめていますか」で、対象

は主に学校関係者であったが、講演後、多くの保護

者が残られ、それぞれの相談に応じた。受講者から

は専門家による講演会を継続の要望が出た。 

 

キャリア教育実践プログラムの開発において、開発

的カウンセリング技法を生かしたプログラム開発に

ついて研修を行った。「とてもわかりやすく、実践

的に学べた」と、現職教諭の受講者からも高評価を

得た。 
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兵庫県立上郡高等学校主催事業「心のサポート事

業研究開発校『コミュニケーションの在り方実践

研究』：i-check データからみるクラス経営」「講

師」 

 

明石市教育研究所主催事業「明石市教育委員会ス

ーパーバイザー派遣事業」「講師」（場所：明石市

教育研究所、対象：明石市立中崎小学校教職員） 

 

 

兵庫県西宮市教育委員会主催「学級経営研修」「講

師」（会場：兵庫県西宮市立総合教育センター） 

 

倉敷市立福田中学校主催「研修会」「講師」（会

場：ライフパーク倉敷） 

 

鳥取市小学校長会主催事業「鳥取市小学校長会第 1

回自主研修会」「講師」（場所：白兔会館、対象：

鳥取市立小学校校長 45 名） 

 

伊丹市立総合教育センター主催事業「生徒指導研

修：積極的な生徒指導の推進―いじめ、不登校

等、児童生徒の問題行動の未然防止のために―」

「講師」 

 

岡山市教育研究研修センター主催「 岡山市教職員

研修講座」「講師」（場所：岡山市教育研究研修セ

ンター）（対象：岡山市立小中高等学校 教職員 50

名） 

 

「赤磐市 高陽中学校ブロック研修会」「講師」（場

所；赤磐市立中央図書館・対象：高揚中学校区教

職員 150 名） 

 

日本生徒指導学会主催「日本生徒指導学会関西地

区研究会第７回大会」「講師」（場所：京都教育大

学） 

 

鳥取県教育委員会主催事業研究会「講師」（場所：

倉吉体育文化会館、対象：県内高等学校教職員 40

名） 

 

 

兵庫県宝塚市光ガ丘中学校主催事業「校内研修

会」「講師」 

 

平成 26年 7

月 

 

 

 

平成 26年 7

月 

 

 

 

平成 26年 7

月 

 

平成 26年 7

月 

 

平成 26年 8

月 

 

 

平成 26年 8

月 

 

 

 

平成 26年 8

月 

 

 

 

平成 26年 8

月 

 

 

平成 26年 8

月 

 

 

平成 26年 8

月 

 

 

 

平成 26年 8

月 

 

『コミュニケーションの在り方実践研究』の一環

で、各クラスの i-check データを分析し、担任へ助

言した。「実際の学級指導に生かせる」と高い評価

を得た。 

 

スーパーバイザーとして、「子どもの人間関係を円

滑にする取組の理論と実際」のテーマで講演。「双

方向形式で楽しく学べた」と、受講者から高評価を

得た。 

 

「カウンセリング技法を活用した学級づくり」研修

会の講師を務めた。 

 

「『総合質問紙調査「アイチェック」を活用した学

級づくり 』研修会の講師を務めた。 

 

「教員の授業力・学級経営力向上をめざす校長の役

割」の研修会で講師を務めた。「とても実践的な内

容で参考になった」と、受講者から高評価を得た。 

 

生徒指導研修：積極的な生徒指導の推進―いじめ、

不登校等、児童生徒の問題行動の未然防止のために

―」研修会の講師を務めた。「参加型・体験型の形

式の研修だった。 

 

「学級集団アセスメント研修講座」の講師を務め

た。「とても実践的な内容で、昨年度同様、大変参

考になった」と、受講者から高い評価を得た。 

 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図る－役

割・期待・承認－2 年目研究の進め方・成果と課

題」で講師を務めた。研究の振り返りを指導した。 

 

分科会『学級経営』」の講師を務めた。生徒指導の

新たな在り方を、一般的に理解されない等の悩み等

が率直に出され、助言を行った。 

 

「hyper-QU 活用研修会：hyper-QU を活用した学級

づくり」の講師を務めた。「とても実践的な内容

で、昨年度に引き続き参考になった」と、高い評価

を得た。 

 

「校内研修会（学級づくり）：開発的カウンセリン

グ技法を活用した学級づくり」の講師を務めた。 
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鳥取県岩美町立岩美南小学校主催事業「鳥取県教

育委員会・岩美町立岩美南小学校：学校外部評

価・指導講評・研修」「外部評価委員」「講師」（場

所：岩美町立岩美南小学校 対象：教職員 50 名） 

 

尼崎市立武庫小学校主催事業「『こころの教育推進

事業：体験、〈いのちの教育〉』「講師」（場所：尼

崎市立武庫小学校、対象：小学５、６年児童 140

名と保護者） 

 

赤磐市立高陽中学校主催「高陽中ブロック授業研

究会：授業参観と指導助言」「講師」（場所；赤磐

市立高揚中学校・対象：高揚中学校区教職員 100

名） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：非常勤講師（兵庫教育大学） 

 

鳥取県教育委員会主催「hyper-QU 活用研修会」「講

師」対象：鳥取県立高等学校学校長、生徒指導主

事等 40 名：会場；鳥取県立倉吉総合産業高等学校 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：「キャリア教育実践プログラム

の開発」非常勤講師※昼間クラス：夜間クラス）

担当 

 

赤磐市立山陽小学校主催「赤磐市立山陽小学校校

内研修会」「講師」：対象：高陽中学校区教職員 

 

明石市教育委員会「スーパーバイザー派遣事業」・

明石市立鳥羽小学校主催「明石市立鳥羽小学校校

内研修会」講師：対象：明石市立鳥羽小学校教職

員 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「稲美町生きる力を

育むための小・中連携推進委員会：問題行動の状

況、小中連携等」「講師」対象：稲美町教育委員会

職員・町内小中校長、生徒指導担当者 

 

鳥取市教育委員会・鳥取市公立学校教頭会主催

「管理職としての『いじめ未然防止・早期発見・

早期対応』」「講師」 

 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

 

平成 26年 10

月 

 

 

 

平成 26年 11

月 

 

平成 26年 12

月 

 

 

平成 27年 1

月 

 

 

 

平成 27年 1

月 

 

平成 27年 1

月 

 

 

 

平成 27年 1

月 

 

 

 

平成 27年 2

月 

 

 

 

 

「カウンセリング技法を活用した学級づくり」の外

部評価委員・講師を務めた。校長から「教職員を元

気づける外部評価であり、実践的な内容の研修あり

次年度も依頼したい」と、評価を得た。 

 

体験、〈いのちの教育〉の道徳授業で生命尊重項目

を担当した。授業を受けた高学年児童は「命は一つ

だから大切にしたいと強く思った」、保護者は「親

子や家族の絆について考える」等の感想を述べた。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図るための

効果的な取組について：授業参観と指導助言」を行

った。 

 

 

学校における『心の教育』と道徳指導の実践研究」

の講師を務めた。 

 

「学級づくりにおいて生徒指導の果たす役割やその

推進の実践的な内容で、第 1回に引き続き、大変参

考になった」と、受講者から高い評価を得た。 

 

「キャリア教育実践プログラムの開発」の講師を務

めた。「キャリア教育の専門家の貴重な助言をいた

だき、大変参考になった」と、受講者から評価を得

た。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図る―役

割・期待・承認―」で講師を務めた。 

 

明石市教育委員会主催の研修会「講師」を務めた。

学級経営と学力向上について、参加型・体験型研修

のため実践的に学べたと受講者から評価を得た。 

 

 

委員会の副委員長として講話を行った。各校の小中

校長、生徒指導担当者より 1年間の取組の事例発表

に対して、助言をした。参加者からは「次年度から

の指導に生かせる」等の感想を得た。 

 

「管理職としての『いじめ未然防止・早期発見・早

期対応』」において学校づくりと生徒指導教員育成

の視点で講師を務めた。 
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伊丹市立伊丹高等学校主催 「教員研修会：生徒

が主体的に活動する学級経営について」「講師」対

象：教職員 56 名 

 

兵庫県立上郡高等学校主催事業「心のサポート事

業研究開発校『コミュニケーションの在り方実践

研究』：i-check データからみるクラス経営」「講

師」 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業『思春期サ

ポート事業』」講師（スクールカウンセラー）年間

12 回 

 

東広島市いじめ問題調査委員会参加 

 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「第１回稲美町生き

る力を育むための小・中連絡推進委員会：問題行

動の状況」「講師（副委員長）」（会場：稲美町役場

コミュニティセンターホール） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『エンカウンターによるキャリア教育』」非

常勤講師 ①[ストレート対象授業（1 限目） 、②

現職院生対象授業（2 限目）、夜間コース対象授業

（8 限目）（サテライト）]担当 

 

岡山市教育委員会主催「適応指導教室 職員研修

会」「講師」（会場：岡山市適応指導教室 対象：

岡山市適応指導教室職員） 

 

 

赤磐市立高陽中学校主催「赤磐市立高陽中学校校

内研修会：自己肯定感の育成をもとに学力向上を

図る―役割・期待・承認―：i-check データからみ

る研究推進効果」講師：対象：高陽中学校区教職

員 

 

岡山県教育委員会主催「明るい学校づくり支援事

業における活用力向上（指導者派遣）：心理検査の

分析活用による学級集団の実態把握、課題の明確

化、いじめ、暴力行為、不登校等の未然防止等に

よる学校づくり指導助言」「指導者」：津山市立津

 

平成 27年 2

月 

 

 

平成 27年 3

月 

 

 

 

平成 27 年度 

 

 

 

平成 27 年度 

 

 

 

平成 27年 5

月 

 

 

 

平成 27年 6

月 

 

 

 

 

 

平成 27 年度 

 

 

 

 

平成 27年 7

月 

 

 

 

 

平成 27 年度 

 

 

 

 

 

受講者からは「高校生独特の事例についての紹介も

多く、大変分かりやすく、とても実践的な内容であ

った」と、高評価を得た。  

 

前回に引き続き、各クラスの i-check データを分析

し、担任へ助言した。1 学期との比較が受講者に好

評だった。 

 

 

「キャンパスカウンセラー」を務めた。不登校生の

面談では、昨年度に引き続き、100％再登校へと支

援することができた。 

 

いじめ問題調査委員会設置条例に基づき、教育委員

会から、「学識経験者」として委嘱され、会議等で

は、専門的知見から、助言等し実効を上げている。 

 

平成 26 年度の小・中学校における問題行動の状況

について、中学校区ごとに、話し合いがあり、講師

（副委員長）として助言をした。 

 

 

キャリア教育実践プログラムの開発において、開発

的カウンセリング技法（構成的グループエンカウン

ター）を生かしたプログラム開発について研修を進

めた。「キャリア教育の要は、人間関係づくりであ

ると確信できたし、たくさん実践のヒントを得た」

と、受講者からも高評価であった。 

 

不登校児童生徒の支援にとって、心的エネルギーを

いかに高めるか、その手立てについて研修を進め

た。研修後も市内から、たくさん問い合わせがあっ

た。 

 

「自己肯定感の育成をもとに学力向上を図るための

効果的な取組について：授業参観と指導助言」で講

師を務めた。受講者からは「エビデンスが明確で、

実践がスムーズにできる」と意見が出た。 

 

 

心理検査を活用し、暴力行為等、特に問題行動が多

発している県下中学校を年間複数回訪問し、指導助

言をする事業の指導者を担当。「具体的でわかりや

すい研修内容であった」「教師自身が、一息つける

研修内容であった」等の、研修後の声が多く、各校
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山西中学校②笠岡市立笠岡東中学校③津山市立勝

北中学校 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「不登校支援

の在り方を考える －「学級づくり」をテーマとし

て－」対象：小中高等学校生徒指導・教育相談担

当教員 500 名 

 

鳥取県教育委員会主催 「hyper-QU 活用研修会」

「講師」（場所：倉吉体育文化会館、対象：県内高

等学校教職員 70 名） 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員（学識

経験者）」（会場：滋賀県庁） 

 

三木市教育センター専門研修講座「『カウンセリン

グで高める教師力』－カウンセリング技法を活用

した学級づくり－』「講師」（対象：小中教職員 30

名 会場：三木市教育センター） 

 

兵庫県多可町立加美中学校主催「専門研修会：Q-U

を活用した学級づくり」「講師」（対象：多可町教

職員 50 名 会場：加美中学校体育館） 

 

明石市教育委員会「スーパーバイザー派遣事業」・

明石市立貴崎小学校主催「校内研修会：学級経営

をベースにした学力向上について」講師 

 

鳥取県教育委員会主催「認め合い、高め合う豊か

な学級集団づくり」研修：カウンセリング技法を

活用した学級づくり」「講師」（会場：琴浦町生涯

学習センター 対象：小中教職員 50 名） 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「初

任者研修「生徒理解Ⅳ」：いじめ・非行等問題行動

とその対応や未然防止」「講師」（会場：石川県教

育センター 対象：中学校 52名、高等学校 68

名） 

 

明石市教育委員会２７年度「スーパーバイザー派

遣事業」・明石市立王子校主催「明石市教育委員

会・明石市立王子小学校校内研修会：認め合い、

高め合う豊かな学級集団づくり」研修 ①カウン

セリング技法を活用した学級づくり  ②ユニバー

サルデザインの視点からの学級づくり」講師 

 

 

 

 

平成 27年 8

月 

 

 

 

平成 27年 8

月 

 

 

平成 27年 8

月 

 

平成 27年 8

月 

 

 

 

平成 27年 8

月 

 

 

平成 27年 9

月 

 

 

平成 27年 9

月 

 

 

 

平成 27年 9

月 

 

 

 

 

平成 27年 9

月 

 

 

 

 

 

２学期以降も助言することになった。 

 

 

不登校児童支援の具体的手立てについて研修を進め

た。「不登校を予防する学級づくりこそ大切だと実

感した」「事例についても相談したい」と、研修後

も問い合わせが多かった。 

 

「hyper-QU 活用研修会：hyper-QU を活用した学級

づくり」の講師を務めた。「実践的な内容で、本年

度はさらに深まった」と、高い評価を得た。 

 

いじめ問題調査委員会条例に基づき、教育委員会か

ら、「学識経験者」として委嘱された。 

 

「教師力」を高めるため、カウンセリングの技法を

研修してもらうことを目的とした研修の講師を務め

た。「２学期から早速活用したい」「学級経営に即生

かせる内容だった」と、評価も高かった。 

 

生徒指導には教師の観察だけでは、不十分で、それ

に加え、心理検査が必要であるとの趣旨から、研修

会が開催された。 

 

明石市立貴崎小学校教職員を対象に講師を務めた。

「学級経営と学力向上について、実習形式で、実践

的に学べた」と、受講者から高い評価を得た。 

 

学級づくりのポイントとして、①児童生徒理解の工

夫 ②カウンセリング技法の活用 以上２点を中心

に、参加型・体験型での研修を進めた。心を育てる

道徳教育を基本にすることが重要と強調した。 

 

①学級経営をベースにした取組②学級づくりの中心

には道徳教育や特別活動を活用した「心の教育」

「命の教育」を据える③カウンセリング技法の活

用、以上３点を中心に参加型体験型での研修を進め

た。 

 

「認め合い、高め合う豊かな学級集団づくり」のテ

ーマで研修を進めた。特に，「ユニバーサルデザイ

ンの視点からの学級づくり」では，質疑応答が活発

であった。 
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鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成２７年度 鳥取県教育委員会・岩美町立

岩美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校 対象：教職員 30

名） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：学校における『心の教育』の

実践研究」非常勤講師（兵庫教育大学神戸サテラ

イト） 

 

滋賀県教育委員会主催「平成 27 年度 生徒指導上

の課題解決に係る管理職等研修会：いじめ・不登

校問題への対応－『いのちの教育』の実践より

－」「講師」14:50～16:10 会場：栗東芸術文化会

館さきら 大ホール 対象：滋賀県教育委員会管

轄 管理職 300 名） 

 

岡山県教育委員会「明るい学校づくり支援事業に

おける活用力向上「指導者」（H27.3.23 付委嘱）。 

 

 

東広島市教育委員会 「東広島市いじめ問題調査委

員会」「委員」（H27.3.24 付委嘱）。 

 

 

滋賀県教育委員会「滋賀県立学校いじめ問題調査

委員会」「委員（学識経験者）」（H27.3.24 付委嘱） 

 

 

岡山県いじめ問題対策連絡協議会「会長」 

 

 

 

「大学コンソーシアム岡山」運営委員会「運営委

員」 

 

 

岡山県保育士養成協議会「理事」（平成２９年３月

まで） 

 

新見市子ども・子育て支援事業「新見市子ども・

子育て支援会議」「委員長」 

 

 

 

平成 27年 10

月 

 

 

 

 

平成 27年 10

月 

 

 

 

平成 27年 11

月 

 

 

 

 

 

平成 27 年度 

 

 

 

平成 27 年度 

～平成 29 年

度 

 

平成 27 年度

～現在に至る 

 

 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

平成 28 年度 

 

 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

 

外部評価委員として，学校評価を実施した。改善点

を具体的に話した上で，教職員研修も実施し，学級

経営，学年・学校運営のポイントを示したので，次

回も派遣依頼を受けた。 

 

 

「『心の教育』の実践事例」について、特に不登校

対策支援の手立てについて講義を進めた。「不登校

支援の様々な実践方法を学べた」と、受講者からも

高い評価であった。 

 

管理職を対象にした研修で、管理職の立場で，どう

生徒の問題行動と向き合うかについて研修を進め

た。「事例についても直接相談したい」と、研修後

も問い合わせが多くあった。 

 

 

 

岡山県教育委員会より「道徳を視点に置いた学級集

団の課題等を明確にして対応や指導等を検討し、望

ましい学級集団育成」専門家の委嘱を受けた。 

 

日本教育カウンセラー協会事務局の推薦により「東

広島市いじめ問題調査委員会」「委員（学識経験

者）」として委嘱された。 

 

日本生徒指導学会の推薦により「滋賀県立学校いじ

め問題調査委員会」「委員（学識経験者）」として委

嘱された。 

 

岡山県教育委員会より「岡山県いじめ問題対策連絡

協議会」「会長」として委嘱された。 

 

 

「大学コンソーシアム岡山」運営委員会「運営委

員」として委嘱された。 

 

 

岡山県保育士養成協議会「理事」として委嘱され

た。 

 

新見市より，新見市子ども・子育て支援事業「新見

市子ども・子育て支援会議」「委員長」として委嘱

された。 
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新見市教育委員会「教育委員」（平成３２年３月ま

で） 

 

 

岡山県教育カウンセラー協会主催（NPO 日本教育カ

ウンセラー協会主管・岡山県教育委員会後援･岡山

市教育委員会後援・倉敷市教育委員会後援・岡山

いのちの電話協会後援）、2016 年教育カウンセラー

養成講座（岡山会場）「構成的グループ・エンカウ

ンター」「講師」（会場：岡山国際交流センター）3

時間 対象：保育所･幼稚園･小･中･高等学校教職

員･カウンセラー･福祉･保健･医療･教育関係者･学

生等 80 名 

 

NPO 日本教育カウンセラー協会主管・愛媛県教育カ

ウンセラー協会主催「教育カウンセラー養成講座  

基礎コース「対話あのある授業－『いのちを育て

る関わり方』指導者の必要なカウンセリング能力

とは－」「講師」（会場：松山市総合コミュニティ

センター） 

 

NPO 日本教育カウンセラー協会主管・富山県教育カ

ウンセラー協会主催「教育カウンセラー養成講座

（富山会場）「基礎講座：保護者対応の心理学－信

頼される教師であるために－」「講師」（会場：サ

ンシップ富山）・「グレードアップ講座：事例研

究・スーパービジョン－事例研究の方法と進め方

－」「講師」（会場：サンシップ富山） 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 27 年度 カウンセラー教員養成研修（講義・演

習）児童生徒の心の理解と問題行動の未然防止の

ために－いじめ・不登校防止，『いのちの教育』の

教育実践より－」「講師」（会場：石川県教育セン

ター 対象：全県 高等学校教員・特別支援学校

教員 250 名） 

 

鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成２７年度 鳥取県教育委員会・岩美町立

岩美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校） 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高等学校主催事

業「平成２７年度 心のサポート事業研究開発校

『コミュニケーションの在り方実践研究』：i-

check データからみるクラス経営」「講師」 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

平成 28 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 2

月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 2

月 

 

 

 

平成 28年 3

月 

 

 

新見市教育委員会「教育委員」として委嘱された。 

 

 

 

対象が、保育所･幼稚園･小･中･高等学校教職員･カ

ウンセラー･福祉･保健･医療･教育関係者･学生等

で、計 100 名の受講者であった。受講者からは、

「実践的な内容で、すぐに現場で、子ども支援、保

護者支援に活用したい」「専門性はもちろん、自分

自身の実践や生き方を見つめ直すことができ、自身

の人間性を高めることができる講座内容であった」

等の意見が多く、好評であった。 

 

 

教育カウンセラー養成講座の講師を務めた。幼稚園

教諭、保育士、小中高特別支援学校教員等、９５名

の参加者からは、「参加型・体験型研修で、深い学

びができた」「双方向で、交流しながら、めあてに

迫ることができた」等の意見が多く、高い評価を得

た。 

 

対象が、保育所･幼稚園･小･中･高等学校教職員･カ

ウンセラー･福祉･保健･医療･教育関係者･学生等

で、各講座、50 名ずつ、計 100 名の受講者であっ

た。受講者からは、「実践的な内容で、すぐ子ども

支援、保護者支援に活用したい」「専門性、人間性

を高めることができる講座内容であった」等の意見

が多く、好評であった。 

 

「児童生徒の心の理解と問題行動の未然防止」につ

いて、特に、いじめ・不登校対策の手立てについて

講義を進めた。「いじめ、不登校対策の様々な実践

方法を学べた」と、受講者からも高い評価であっ

た。 

 

 

 

「学校外部評価・指導講評」の「講師」を務めた。

「次年度に活かせる、具体的な話だった」と、教育

委員会、小学校管理職、教職員からも好評であっ

た。 

 

心のサポート事業研究開発校で、「コミュニケーシ

ョンの在り方実践研究－i-check データからみるク

ラス経営－」のテーマで、講演をした。「個への向

き合い、集団への向き合いのバランスを意識しよう
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兵庫県東播磨カウンセリング研究会主催 平成 28

年度研修会「『いのちの教育』をどう進めるか－悩

み相談やアンケート結果から見えてきたもの－」

「講師」 

 

赤磐市教育委員会 赤磐市立山陽東小学校ＰＴ

Ａ・青少年育成協議会 主催 研修会「多様な子

ども達に自信や意欲を持たせる関わり方－自己肯

定感を高める関わりを持つために－」「講師」（会

場：赤磐市立山陽東小学校） 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立智頭農林高等学校主

催 職員研修会「開発的カウンセリング技法を活

用した学級づくり－グループアプローチをクラス

づくりに生かす際のポイント－」「講師」（会場：

鳥取県立智頭農林高等学校） 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「平成２８年度 『思春期サポート事

業』」講師（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

明石市教育委員会・明石市教育研究所主催事業

「平成２８年度 明石市教育委員会スーパーバイ

ザー派遣事業：道徳教育から考える子どもの人間

関係づくり」「講師」（場所：明石市教育研究所、

対象：明石市立鳥羽小学校教職員） 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立相生産業高等学校主

催事業「平成２８年度 心のサポート事業研究開

発校アサーションで人間関係づくり－カウンセリ

ング技法を活用したコミュニケーション力の育成

－」「講師」 

 

神港学園神港高等学校主催「平成 28 年度 神港学

園神港高等学校 校内研修会： hyper-QU を活用し

た学級づくり」「講師」（対象：神港学園神港高等

学校 教職員 50 名 会場：神港学園神港高等学

校） 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実践

コース専門科目：キャリア教育実践プログラムの開

発『エンカウンターによるキャリア教育』」「講師」  

 

 

 

平成 28年 4

月 

 

 

 

平成 28年 5

月 

 

 

 

 

平成 28年 5

月 

 

 

 

 

平成 28 年度 

 

 

 

平成 28年 6

月 

 

 

 

 

平成 28年 6

月 

 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

と思った。有益であった」等の意見が多く、高い評

価を得た。 

 

「実践的な内容で、すぐに活用できるものばかりだ

った」などの感想が多く、好評だった。 

 

 

 

「大人が変われば子どもも変わる、を実感できる講

演内容であった」などの感想が多く、研修終了後も

問い合わせが多数あり、好評であった。 

 

 

 

「明日から早速、実践したい」「この技法を活用し

て学級経営に取り組みたい」等の意見が多くあり、

受講の教職員から高い評価を得た。 

 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校主

催事業「平成２８年度 『思春期サポート事業』」

講師（スクールカウンセラー）を委嘱された。 

 

「大変実践的な内容で、明日からでも活用できるも

のばかりだった」などの感想が多く、高評価だっ

た。 

 

 

 

心のサポート事業研究開発校で、「アサーションで

人間関係づくり－カウンセリング技法を活用したコ

ミュニケーション力の育成－」のテーマで、講演を

した。「実践的な内容と、的確なアドバイスに感激

した」等の意見が多く、好評だった。 

 

「hyper-QU を活用した学級づくりの手法について

具体的に理解できた」などの感想が多く、教職員か

ら高い評価だった。 

 

 

 

「キャリア教育実践に活かせる技法を教えてもらい

すぐ活用したい」「実践的内容でよかった」などの

感想が多く、高評価だった。 
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兵庫県教育委員会・兵庫県立但馬やまびこの郷主

催「平成 28 年度不登校に関する研修会：不登校の

未然防止・課題対処型のＳＧＥ－構成的グルー

プ・エンカウンターの理論と実際－」「講師」（会

場：兵庫県立但馬やまびこの郷 対象：兵庫県下

小中学校教職員 70 名） 

 

鳥取県教育委員会主催 「平成 28 年度第１回 

hyper-QU 活用研修会」「講師」（対象：鳥取県立

高等学校、生徒指導主事等 40名：会場；鳥取県倉

吉体育文化会館） 

 

兵庫県明石市教育委員会・明石市教育研究所主催

「平成 28 年度 事務職員研修会：自他を大切にし

た自己表現－カウンセリング技法を活用したコミ

ュニケーション力の育成－」「講師」（会場：明石

市教育研究所） 

 

新見公立大学 看護学部 教員研修「大学におけ

るアクティブ・ラーニングを取り入れた授業展開

の試み」「講師」 

 

新見市教育委員会主催 「平成 28 年度 新見市全

教職員研修会：幼小中の連携をふまえて進める

『心の教育』の実際」「講師」（会場：新見市哲多

総合センター 対象：保・幼・認定こども園・

小・中学校教職員 250 名） 

 

明石市教育委員会平成２８年度「スーパーバイザ

ー派遣事業」・明石市立朝霧中学校主催「明石市教

育委員会・明石市立朝霧中学校校内研修会：今、

求められるコミュニケーションスキル－ストレ

ス・マネジメント教育の実際－」「講師」（対象：

明石市教育委員会・明石市立朝霧中学校教職員 

会場：明石市立朝霧中学校） 

 

明石市魚住東地区人権教育研究協議会・魚住東地

区青少年愛護協議会共催「平成 28 年度 夏季リー

ダー研修会：今、求められるコミュニケーション

スキル －自分も相手も大切にした自己表現－」

「講師」 

 

 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

 

 

平成 28年 7

月 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に「不登校児童生徒の未然防止・課題解決型手立

て」について講演をした。「不登校対策の様々な未

然防止法などを学べた」「大変実践的に学べた」

と、受講者からも高い評価であった。 

 

 

 

「hyper-QU についてはもちろん、これを活用した

学級づくりの手立てについて具体的に理解すること

ができた」などの感想が多く、教職員から高い評価

だった。 

 

「カウンセリング技法を活用したコミュニケーショ

ン力の育成がいかに大切か、演習を通して具体的に

理解できた」などの感想が多く、研修終了後も問い

合わせがあり、好評であった。 

 

 

「わかりやすい内容なので、次回もお願いしたい」

「アクティブ・ラーニング型授業についてよくわか

った」と、受講者からも高い評価であった。 

 

「幼小中の連携をふまえて進める『心の教育』の大

切さ、その実践の仕方が、よく理解できた」などの

感想が多く、研修が終了して後も、多くの問い合わ

せがあり好評であった。 

 

 

「自他を大切にしたコミュニケーション力の育成が

どれほど大切かよくわかった」「実習を通して具体

的に理解できた」などの感想が多く、大変好評であ

った。 

 

 

 

 

「自分も他者も大切にしたコミュニケーション力を

育成することが、いかに大切かが、実習を通して具

体的に理解できた」等の意見が多く寄せられた。 
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岡山県国公立幼稚園・こども園教育研究会 道徳

教育部会 研修会「幼児期にこそ育てる子どもた

ちの『心の根っこ』－「心の教育」「いのちの教

育」の実践を通して－」「講師」（対象：部会関係

園長・保育教諭 90 名 会場：ライフパーク倉敷） 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催「平成２８年度 

高校生対象学習会 部活動夏季学習会：バレーボ

ール部・野球部員７０名対象 ストレス・マネジ

メント学習会：体験、ストレス・マネジメント教

育の実際」「講師」（会場：岡山県立東岡山工業高

等学校） 

 

兵庫県西宮市教育委員会主催「平成２８年度 学

級経営研修：カウンセリング技法を活用した学級

づくり： ―構成的グループ・エンカウンターの理

論と実際―」「講師」（10:00～12:00 対象：西宮

市教職員 80 名 会場：兵庫県西宮市立総合教育セ

ンター） 

 

岡山県国公立幼稚園・こども園研究会備北支部研

修会「幼児期にこそ求められる『心の教育』『いの

ちの教育』の実践－幼児期における『心の教育』

『いのちの教育』の進め方－」（対象：岡山県備北

地区 国公立幼稚園こども園長・保育教諭 70 名 

会場：新見公立大学 学術交流センター） 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

 

「幼児期にこそ育てる子どもたちの『心の根っこ』

－「心の教育」「いのちの教育」の実践を通して

－」のテーマで講演をした。「次はぜひ、私の所属

する園で講演を依頼したい」などの感想が多く、大

変好評であった。 

 

高校生を対象に授業をした。「ぜひ日常に取り入れ

たい」「部活動に活かしたい」などの意見が多く、

次年度も依頼を受けた。 

 

 

 

 

ほとんどが初任者での研修であった。「ぜひ学級づ

くりに活かしたい」などの感想が多く、センター課

長からは次年度も依頼を受けた 

 

 

 

 

「幼児期にこそ求められる『心の教育』『いのちの

教育』の実践－幼児期における『心の教育』『いの

ちの教育』の進め方－」のテーマで講演を進めた。

「次はぜひ、私の所属する幼稚園で講演をお願いし

たい」などの感想が多く、大変好評であった。 

 

 

明石市教育委員会平成２８年度「スーパーバイザ

ー派遣事業」・明石市立花園幼稚園主催「明石市教

育委員会・明石市立花園幼稚園園内研修会：個の

育ちを支える援助を考える－幼児期のおける「心

の教育」「いのちの教育」の進め方－」「講師」（対

象：明石市教育委員会・明石市立花園幼稚園教職

員 会場：明石市立花園幼稚園） 

 

高大連携授業実践・岡山県立新見高等学校「体・

いのちの教育」 1 年生・2 年生 45 名対象（会

場：岡山県立新見高等学校） 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「初

任者研修「生徒理解Ⅳ」：いじめ・非行等問題行動

とその対応や未然防止」「講師」（会場：石川県教

育センター 対象：中学校６０名、高等学校７０

名 合計１３０名） 

 

 

平成 28年 9

月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 9

月 

 

 

平成 28年 9

月 

 

 

 

 

 

「個の育ちを支える援助を考える－幼児期のおける

「心の教育」「いのちの教育」の進め方－」のテー

マで講演を進めた。子どもが死にどう向き合ったら

いいか、等の事例についての質問もあり、大変深ま

った研修であった。 

 

 

 

「体験・いのちの教育」のテーマで講演を進めた。

「実践的内容で、進路の具体的なイメージもできてよ

かった」などの感想が多く、大変好評であった。 

 

「いじめ・非行等問題行動とその対応や未然防止」の

テーマで初任者に講演した。「教師としての心構えを

しっかりと持てた」などの感想が大半を占め、質疑応

答も多かった。 
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岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催いじめ対策会議「ＳＮＳ・プロフによるいじ

めの予防と対応」「講師」対象：教職員７０名 

 

 

平成 28年 9

月 

 

 

事例についての内容が多く、とてもわかりやすかっ

た」「生徒指導実践に役立てたい」等の意見が多

く、好評であった。 

鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成２８年度 鳥取県教育委員会・岩美町立

岩美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校 対象：教職員 30

名） 

 

岡山県高等学校教育研究会教育相談部会・岡山県

学校教育相談研究会高等学校部会主催「平成２８

年度 岡山高教研教育相談部会秋季研修会：カウ

ンセリング技法を生かしたクラスづくり－構成的

グループ・エンカウンターの理論と実際－」「講

師」会場：岡山県立津山東高等学校 対象：教職

員 70 名） 

 

吉備中央町立津賀幼稚園主催 「すこやかセミナ

ー：『生き抜く力』を育てる子育て十カ条」 対

象：教職員２０名・保護者２０名） 

 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：「教育相談の理論と技能開発」

(教育実践高度化専攻：心の教育実践コース専門科

目)「非常勤講師」３限 13:10～14:40 社会棟

526 号室 対象：大学院生 20名 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：「教育相談の理論と技能開発」

(教育実践高度化専攻：心の教育実践コース専門科

目)「非常勤講師」現職院生対象授業（7 限目）夜

間コース院生 5 名対象授業 18:30～20:00 神戸

ハーバーランド・キャンパス（サテライト）] 

 

平成 28 年度にいみ子育てカレッジ「子育て支援者

に対する専門研修」「幼児教育におけるいのちの教

育の理論と実践Ⅰ」・「幼児教育におけるいのちの

教育の理論と実践Ⅱ」・「幼児教育におけるいのち

の教育の理論と実践Ⅲ」「講師」 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

 

平成 28 年度

（10 月・11

月・12 月） 

 

 

 

「教職員が元気になる指導講評であった」「PDCA サ

イクルに則った評価で、学校組織がチームとして次に

生かせる内容であった」などの感想が多く、大変好評

であった。 

 

 

「カウンセリング技法を生かしたクラスづくり」の

テーマで講演を進めた。「実践的内容でよかった」「質

疑応答においても、具体的手立てのアドバイスもあ

り、参加してよかった」などの感想が複数あり、参加

者から高い評価を得た。 

 

 

 

「子どもにいかに『生き抜く力』を育てるか」のテー

マで保育者や、保護者に講演した。「教師として、こ

どもへの関わり方の留意点やヒントをたくさんもらっ

た」などの感想が大半を占め、質疑応答も多かった。 

 

「教育相談や生徒指導、さらにはキャリア教育実践

に活かせる技法を教えてもらいすぐ活用したい」

「開発的カウンセリング技法の実践法が理解でき

た」などの感想が多く、高評価だった。 

 

 

「心の教育の実践について具体的に学ぶことができ

た」「管理職としての心構えの参考になった」「カウ

ンセリング技法の実践的な方法が理解できた」など

の感想が多く、高い評価を得ることができた。 

 

 

 

「保育者・教育者としてどう子どもの心を育て、子ど

もの命に向き合うか、その方向性が見えた」「いのち

に関わる絵本を紹介してもらったのがよかった」「次

年度も楽しみにしたい」などの感想が多かった。 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立相生産業高等学校主

催事業「平成２８年度 心のサポート事業研究開

発校『アサーションで人間関係づくりⅡ－カウン

平成 28年 11

月 

 

「生徒指導・教育相談、進路指導に活かせる技法を

教えてもらった。すぐ活用したい」「開発的カウン

セリング技法の実践法（アサーショントレーニング
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セリング技法を活用したコミュニケーション力の

育成－：定時制」「講師」対象：県立高校教職員 

８０名 

 

石川県教育委員会 教職員課主催「平成 28 年度 

子どもの心を育てる教師のコミュニケーション力

向上研修：子どもの心を育てる教師のコミュニケ

ーション能力の育成－教師自身が自他を大切にし

た自己表現を！－」9:30～12:00 会場：石川県地

場産業振興センター 対象：石川県内教職員 300

名                               

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員（学識

経験者）」（会場：滋賀県庁）                      

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高等学校主催事

業「平成２８年度 心のサポート事業研究開発校

①『授業：アサーション・トレーニング、小中学

生にアサーションを伝えるためのプログラム作

り』の課題と成果，②『「i-check」を活用した学

級づくり』「講師」13:00～17:00 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 11

月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 11

月 

 

平成 28年 11

月 

技法）が理解できた」などの感想が多く、高評価だ

った。 

 

 

「子どもの心を育てる教師のコミュニケーション能

力の育成－教師自身が自他を大切にした自己表現

を！－」のテーマで初任者に講演した。「教師として

の初心に返ることができた」「教職にある者としての

心構えを再確認できた」などの感想が大半を占め、質

疑応答も多かった。 

 

 

いじめ問題調査委員会条例に基づき、教育委員会か

ら、「学識経験者」として委嘱された。 

 

「①『授業：アサーション・トレーニング、小中学

生にアサーションを伝えるためのプログラム作り』

の課題と成果，②『「i-check」を活用した学級づく

り』」のテーマで講演をした。「教育相談や生徒指導

の教育実践に活かせる内容で、すぐに活用したい」

「開発的カウンセリング技法の実践方法が理解でき

てよかった」などの感想が多く、高評価だった。 

 

吉備中央町教育委員会主催・吉備中央町教育研修

所幼稚園部 全体研修会「幼児期にこそ『心の教

育』『いのちの教育』をベースにした実践を！」

（対象：吉備中央町内、保育所、幼稚園、小学校

等、教職員。会場：吉備中央町立津賀幼稚園） 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立日野高等学校主催 

「学級経営に活かす hyper-QU研修会」「講師」

13:00～17:00 

 

平成 28年 12

月 

 

 

 

 

平成 28年 12

月 

「幼児期にこそ『心の教育』『いのちの教育』をベ

ースにした実践を！」のテーマで保育者や、保護者

に講演した。「教師として、こどもへ関わる際のポイ

ントをたくさん教えてもらった」などの感想が大半を

占め、質疑応答も多く、高い評価を得た。 

 

「学級経営に活かす hyper-QU研修会」のテーマで

講演をした。「教師自身が元気になる内容であった」

「次年度もお願いしたい」などの感想が多かった。 

兵庫県教育委員会・兵庫県立姫路別所高等学校主

催事業 「学級経営に活かす hyper-QU 研修会」「講

師」13:00～17:00 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催「いじめ対策会議：ＳＮＳ・プロフによるい

じめの予防と対応」「講師」（会場：岡山県立東岡

山工業高等学校 対象：高等学校教職員５０名） 

 

 

 

 

平成 29年 1

月 

 

 

 

平成 29年 1

月 

 

 

 

 

 

 

「学級経営に活かす hyper-QU研修会」の演題で教

職員に講演した。「クラスづくりの手立てについて具

体的に理解できた」等の感想が多く、質疑応答も活発

であった。 

 

「いじめ対策会議：ＳＮＳ・プロフによるいじめの

予防と対応」のテーマで当該高校教職員に講演し

た。「ＳＮＳ・プロフによるいじめ予防の大切さが

実感できた」等の感想が多く、質疑応答も活発であ

った。 
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岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 ラポート牧山 対

象：適応指導教室 ラポート牧山 職員）13:00～

15:00 

 

平成 29年 1

月 

 

 

 

 

「不登校事例への具体的手立てが明確につかめた」

「当該事例への介入法が具体的に理解できた」等の感

想が多く、高評価であった。 

 

 

鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成２８年度 鳥取県教育委員会・岩美町立

岩美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校） 

 

吉備中央町・にこにこふたば保育園主催「平成 28

年度 にこにこふたば保育園講演会『生き抜く

力』を育てる子育て十ヵ条－子どもの悩みから見

えてくるもの－」13:00～15:00 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成２８年度第２

回稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委

員会：本年度小中学校における問題行動の状況・

振り返り」「講師（副委員長）」（会場：兵庫県稲美

町役場コミュニティセンターホール） 

 

 

平成 29年 2

月 

 

 

 

平成 29年 2

月 

 

 

 

平成 29年 2

月 

 

 

 

「前回同様、教職員や保護者、ひいては子ども達が

元気になる指導講評であった」「学校組織がチーム

として次年度に生かせる内容であった」などの感想

が多く、大変好評であった。 

 

「保育者としてどう子どもの『生き抜く力』を育

て、子どもの命に向き合うかの方向性が見えた」

「いのちに関わる絵本を紹介を紹介してもらったの

がうれしかった」などの感想が多かった。 

 

平成 28 年度の小・中学校における問題行動の状況

について、中学校区ごとにグループディスカッショ

ンがあり、講師（副委員長）として助言をした。 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 すまいる瀬戸

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 すまいる瀬戸 対

象：適応指導教室 すまいる瀬戸 職員）14:00～

15:00 

 

岡山県教育委員会主催「平成 28 年度 第２回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（10:00～

12:00 会場：岡山県庁分庁舎） 

 

岡山県教育委員会・岡山県立岡山東商業高等学校

主催「平成 29 年度 高大接続研修：i-check デー

タからみるクラス経営」「講師」 

 

平成 28 年度 第 1 回「新見市総合教育会議」（教

育委員出席・発表「新見公立大学・短大と連携し

た教育によるまちづくり」） 

 

 

平成 29 年度教科用図書（小学校道徳）新見市・高

梁市選定委員会「委員」 

 

 

平成 29年 3

月 

 

 

 

 

平成 29年 3

月 

 

 

平成 29年 3

月 

 

 

平成 29年 3

月 16 日 

 

 

 

平成 29 年度 

 

 

 

「今回検討した不登校事例への具体的な手立てが明確

につかめてよかった」「各事例への介入法が具体的に

理解できた」等の感想が多く、高評価であった。 

 

 

 

岡山県教育委員会からの委嘱を受け、岡山県いじめ

問題対策連絡協議会会長として、組織を企画運営し

た。 

 

「クラスの実態が明確に把握でき、明日からどう取

り組めばいいかのヒントももらえた」などの感想が

多く、大変好評であった。 

 

住本は、新見市教育委員として出席し、新見公立大

学健康保育学科長・教授の立場からも「新見公立大

学・短大と連携した教育によるまちづくり」のテー

マで提案した。 

 

「委員」として、教科用図書の採択を進めた。適正

かつ公正な採択の確保ができたと高い評価を得た。 
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兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフグルー

プ主催「平成 29 年度小野市いじめ防止市民会議」

「有識者・委員」 

 

 

兵庫県明石市教育委員会「平成 29 年度 教科用図

書明石地区選定委員会」「会長」 

 

平成 29 年度

～平成 31 年

度 

 

 

平成 29 年度 

 

 

「平成 29 年度小野市いじめ防止市民会議」「有識

者・委員」（平成 31 年度まで）として、小野市長よ

り委嘱された。 

 

 

「会長」として、教科用図書の採択を進めた。適正

かつ公正な採択の確保ができたと高評価を得た。 

 

学校法人美作学園美作高等学校（学校長 早瀬 

直紀氏）「平成 29 年度 進路ガイダンス・模擬授

業」2 年生・3 年生 15 名参加「講師」 

 

 

岡山市立岡山後楽館高校工大接続事業「模擬授

業」（3 年生 45 名対象） 

 

 

 

平成 29年 4

月 

 

 

 

平成 29年 4

月 

 

「体験・いのちの教育」のテーマで模擬授業を進め

た。「とてもわかりやすく、実践的内容で、進路の具

体的なイメージもできてよかった」などの感想が多

く、大変好評であった。 

 

「とてもわかりやすい内容で、自身の進路についての

具体的なイメージもできてよかった」などの感想が多

く、大変好評であった。 

兵庫県加古川市平岡公民館主催事業「平成 29 年度 

平岡シニアカレッジ：仲間作りワークショップ」

「講師」（加古川市平岡公民館 9:00～12:00、対

象カレッジ生 80 名） 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「平成 29 年度 『思春期サポート事

業』」講師（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

岡山県作陽高等学校（学校長：野村雅之氏）主催

事業「平成 29 年度 高大接続研修 ：i-check デ

ータからみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立相生産業高等学校主

催『高大接続事業』「平成 29年度 心のサポート

事業研究開発校『アサーションで人間関係づくり

Ⅰ－カウンセリング技法を活用したコミュニケー

ション力の育成－』」「講師」 

 

平成 29年 5

月 

 

 

 

平成 29 年度 

 

 

 

平成 29年 5

月 

 

 

 

平成 29年 6

月 

 

「他者とのふれあいの素晴らしさが実感できた」

「絆づくりの手法を体験を通して学べた」などの感

想が多く、高評価だった。 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校主

催事業「平成 29 年度 『思春期サポート事業』」講

師（スクールカウンセラー）を委嘱された。 

 

「自分のクラスの実態が明確に把握でき、担任とし

て明日からの生徒指導にどう取り組めばいいかのヒ

ントももらえた」などの感想が多く、大変好評であ

った。 

 

「教育相談や生徒指導、学級経営の教育実践に活か

せる内容で、明日からでもすぐに活用したい」「開

発的カウンセリング技法の実践方法が理解できてよ

かった」などの感想が多く、高評価だった。 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立姫路別所高等学校主

催「平成 29 年度 高大接続事業：hyper-QU を活用

したクラス経営」「講師」 

 

神戸星城高等学校 「進路ガイダンス・模擬授

業」「講師」高校 3 年生 7 名（男 1・女 6）=看護希

望 1・地福希望 1・幼児教育希望 5 

 

平成 29年 7

月 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

「学級の実態が的確に把握でき、明日からの生徒指

導にどう取り組めばいいかのヒントももらえた」な

どの感想が多く、大変好評であった。 

 

「模擬授業がわかりやすい内容で、自分の進路につい

ての具体的なイメージもでき、よかった」などの感想

が多く、好評であった。 
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岡山県立備前緑陽高等学校（学校長：萩原康正

氏）主催事業「平成 29 年度 高大接続研修 ：i-

check データからみるクラス経営の在り方」「講

師」 

 

兵庫教育大学大学院「学校教育研究科心の教育実

践コース専門科目：キャリア教育実践プログラム

の開発『エンカウンターによるキャリア教育』」非

常勤講師 ①[ストレート対象授業（1 限目） 9:00

～10:30 B（ストレート学生 47 名）、共通講義棟

204、②現職院生対象授業（2限目） 10:40～12:10 

A（現職教員学生 22 名）共通講義棟 204、 ③夜間

コース対象授業（7 限目）20:10～21:40 夜間学生

1 名 神戸ハーバーランド・キャンパス（サテライ

ト）講義室２] 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 29 年度第１回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員（学識

経験者）」（会場：滋賀県庁） 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立米子白鴎高等学校主

催『高大接続事業』「クラス作りに生かす hyper-qu

研修会」「講師」10:00～12:00 

 

 

岡山県教育委員会主催「平成 29 年度 第 1 回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（13:30～

16:00 会場：岡山県立図書館） 

 

鳥取県教育委員会主催 「平成 29 年度第１回 

hyper-QU 活用研修会」「講師」（対象：鳥取県立

高等学校、生徒指導主事等 40名：会場；鳥取県倉

吉体育文化会館） 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

平成 29年 7

月 

 

 

 

平成 29年 7

月 

 

 

平成 29年 7

月 

 

「担任として自分のクラスの実態が明確に把握で

き、明日からの生徒指導にどう取り組めばいいかの

ヒントももらえた」などの感想が多く、大変好評で

あった。 

 

「心の教育（キャリア教育）の実践について具体的

に学ぶことができた」「教職に就く前に興味深い実

践法を学べてよかった」「管理職としての心構えの

参考になった」「カウンセリング技法（エンカウン

ター）の実践的な方法が理解できた」「体験を通し

て学ぶことができた」などの感想が多く、高い評価

を得ることができた。 

 

 

 

 

平成 29 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（前半）、中学校区ごとにグループディス

カッションがあり、講師（副委員長）として助言を

した。 

 

 

 

県立学校におけるいじめ問題について、委員（学識

経験者）として議論した。 

 

「クラス作りに生かす hyper-qu 研修会」の演題で

教職員に講演した。「クラスづくりの手立てについ

て具体的に理解できた」等の感想が多く、質疑応答

も活発であった。 

 

岡山県いじめ問題対策連絡協議会会長として、いじ

め問題への対策について協議し、県の方針をまとめ

た。 

 

「クラス作りに生かす hyper-qu 研修会」の演題で

鳥取県内教職員に講演した。「クラスづくりの手立

てについて具体的に理解できた」「本校の研修講師

をお願いしたい」等の感想が多く、質疑応答も活発

であった。 

 

平成 29 年度西日本公立保育士養成所長会議 担当

校 企画・運営・会議進行・報告書作成 

 

 

 

平成 29年 8

月 

 

 

 

「平成 29 年度西日本公立保育士養成所長会議」の

担当校として（幼児教育学科長）、企画・運営・会

議進行・報告書作成を担当した。 
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岡山県総社市教育委員会 小学校研究部会研修会

「学級作りに生かすカウンセリング技法」「講師」

対象：総社私立小学校校長会校長・教育相談担当

者・生徒指導担当者 50 名 9:30～12:00 

 

 

明石市教育委員会平成２９年度「スーパーバイザ

ー派遣事業」・明石市立松が丘幼稚園主催「明石市

教育委員会・明石市立松が丘幼稚園園内研修会：

カウンセリング・マインドを大切にした保護者と

の関わりについて」「講師」（対象：明石市教育委

員会・明石市立花松が丘稚園教職員 会場：明石

市立松が丘幼稚園） 

 

平成 29年 8

月 

 

 

 

 

平成 29年 8

月 

 

 

 

 

 

 

「学級作りに生かすカウンセリング技法」の演題で

総社市教育委員会 小学校研究部会教職員を対象に

講演をした。「学級作りに生かすカウンセリング技

法について具体的に理解できた」等の感想が多く、

高評価であった。 

 

「カウンセリング・マインドを大切にした保護者と

の関わりについて」のテーマで明石市立松が丘稚園

教職員を対象に講演をした。「効果的な保護者との

連携の仕方について具体的に理解できた」等の感想

が多く、高い評価を得た。 

 

 

 

鳥取県教育委員会・岩美町立岩美南小学校主催事

業「平成 29 年度 鳥取県教育委員会・岩美町立岩

美南小学校：学校外部評価・指導講評」「講師」

（場所：岩美町立岩美南小学校 対象：教職員 30

名） 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立但馬やまびこの郷主

催研修会「講義・演習：クラスの中での人間関係

づくり－構成的グループエンカウンター（SGE）の

演習を取り入れて－」「講師」丹波の森公苑 

10:00～15:00 兵庫県下教職員 100 名 

 

岡山県立新見高等学校高大接続模擬授業・進路ガ

イダンス「講師」①進路ガイダンス・模擬授業 

13:30～14:40 岡山県立新見高校生 1 年生 15 名 

2 年生 15 名 計 30 名（幼児教育学科志望者） ②

【内容】ガイダンス 学科の特色 入試に概略等 

生徒の希望による模擬授業実施 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 29 年度 初任者研修（講義）『いじめ・非行等

問題行動とその対応や未然防止－いじめ・不登校

防止【いのちの教育】の教育実践より－」「講師」

（会場：石川県教員総合研修センター 対象：平

成 29 年度 初任小・中・高・特別支援学校 教員 

300 名 9:30～12:15） 

 

平成 29年 9

月 

 

 

 

 

平成 29年 9

月 

 

 

 

 

平成 29年 9

月 

 

 

 

 

 

平成 29年 9

月 

 

 

 

 

 

 

「毎回講評にしてもらうと、課題が明確に把握でき

る」「課題解決法まで指導してもらえるため次につ

ながる評価である」「指導講評は学校組織がチーム

として次に生かせる内容であった」などの感想が多

く、大変好評であった。 

 

「講義・演習：クラスの中での人間関係づくり－構

成的グループエンカウンター（SGE）の演習を取り

入れて－」のテーマで兵庫県教育委員会教職員を対

象に講演をした。「実践的な内容を体験を通して学

べた」等の感想が多く、高評価を得た。 

 

「アクティブ・ラーニング型授業風景動画の視聴

（住本担当授業）や模擬授業を受けて、幼児教育学

科の特色がよくわかった」「大学の授業が、具体的

にイメージできた」「針路のデザインが具体的に描

けた」等の感想が多く、高い評価を得ることができ

た。 

 

「いじめ・非行等問題行動とその対応や未然防止－

いじめ・不登校防止【いのちの教育】の教育実践よ

り－」のテーマで石川県教育委員会初任者に講演し

た。「『教師』としての心構えをしっかりと持てた」

「保護者との連携の仕方や生徒指導の具体的方法の

理解が深まった」などの感想が大半を占め、質疑応

答も多く高評価であった。 

 

第 14 回新見千屋温泉いぶきの里経営諮問委員会

（千屋温泉いぶきの里）「諮問委員」 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

 

「新見千屋温泉いぶきの里経営諮問委員会（千屋温

泉いぶきの里）」「諮問委員」として地方創生に関す

る協議を深めた。 
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新見市教育委員会・新見市小学校校長会主催「平

成 29 年度 第 2 回 小学校校長会議 研修会：

『新見市における保幼小中連携：保・幼・小連携

に関する一考察－接続プログラムの開発を通して

－』9:30～11:00 新見市阿新教育会館 対象；新

見市小学校校長 17 名 

 

岡山県教育委員会主催「平成 29 年度 第 2 回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（9:00～

12:00 会場：岡山県庁分庁舎） 

 

岡山県教育委員会生徒指導室長からの依頼を受け

ての助言「学校における危機対応・心のケア」（生

徒の交通事故死 高校生 3 名） 

 

平成 29 年度にいみ子育てカレッジ「子どもの『い

のち』を育む保育経営の実際⑴－保・幼・小連携

の視点から－」・「子どもの『いのち』を育む保育

経営の実際⑵－保・幼・小連携の視点から－」新

見公立大学 学術交流センター 18:30～19:30

「講師」 

 

岡山県・岡山吉備高原学園高等学校主催 講演会

「体験、いのちの教育」「講師」 

会場：吉備高原学園高等学校  

対象：生徒 300 名、保護者・教職員 100 名 計 400

名 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

平成 29年 10

月 

 

 

平成 29 年度

（10 月・11

月） 

 

 

 

 

平成 29年 10

月 

 

「新見市における保幼小中連携：保・幼・小連携に

関する一考察－接続プログラムの開発を通して－」

の演題で新見市小学校校長を対象に講演をした。

「実践的な内容について体験を通して学べた」等の

感想が多く、高い評価を得た。 

 

 

岡山県いじめ問題対策連絡協議会会長として、いじ

め問題への対策について協議し、県の年間報告書に

まとめた。 

 

教職員、関係生徒（クラス、部活動等）、遺族等へ

の心のケアの体制づくりを、中心になって企画し、

実施した。 

 

「保育者や教育者として、どう子どもの心を育て、

子ども達のいのちに向き合うかの方向性が見えた」

「いのちに関わる絵本を紹介してもらったのがよか

った」「次回も楽しみである」などの感想が多かっ

た。 

 

 

「体験・いのちの教育」のテーマで、生徒 300 名、

保護者・教職員 100 名 計 400 名を対象に講演をし

た。「とてもわかりやすく、プラス思考で今後生活

したい」「我が子の良さを見つめ直したい」「これか

らよりカウンセリング・マインドを持って子ども達

に向き合いたい」などの感想が多く、大変好評であ

った。 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」 

 

 

 

平成 29年 11

月 

 

 

 

「事例提供した不登校事例への具体的な手立てが明

確につかめてよかった」「スタッフとしての各事例

への介入法が具体的に理解できた」等の感想が多

く、高評価であった。 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 ラポート牧山 対

象：適応指導教室 ラポート牧山 職員）13:00～

15:00 

 

岡山県立備前緑陽高等学校（学校長：萩原康正

氏）主催事業「平成 29 年度 高大接続研修 ：i-

check データから分析するクラス経営の在り方」

「講師」14:00～17:00 

 

平成 29年 12

月 

 

 

 

 

平成 29年 12

月 

 

 

 

「今回検討した事例への手立てが明確に理解できよか

った」「事例への介入方法が具体的に理解できた」「講

師には専門家として定期的に指導してほしい」等の感

想が多く、高評価であった。 

 

 

「クラス担任として、自分のクラスの実態が明確に把

握でき、明日からの生徒指導にどう取り組めばいいか

についてのヒントももらえた」などの感想が多く、大

変好評であった。 
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岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催「いじめ対策会議：SNS によるいじめの予防と

対応」「講師」対象：高等学校教職員 50 名 

 

 

 

新見市教育委員会「プログラミング教育 小・中

学生実践発表会」「審査委員長」13:30～17:00 新

見市役所南庁舎 

 

 

 

 

平成 29年 12

月 

 

 

 

 

平成 29年 12

月 

 

 

 

 

 

事例についての内容、その手立てについての話が多

く、とてもわかりやすかった」「生徒指導や教育相

談実践に役立てたい」等の意見が多く、好評であっ

た。 

 

 

新見市教育委員会主催の「プログラミング教育 

小・中学生実践発表会」の「審査委員長」として各

発表にコメントをし、発表した生徒からは「意欲を

持てるコメントを受け、一層頑張りたい」等の感想

が多く、次年度以降も「審査委員長」の依頼を受け

た。 

 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 30 年度 カウンセラー教員養成研修（講義・演

習）絆づくり－教育カウンセリングの視点から

－」「講師」（会場：石川県教員総合研修センター 

対象：全県 教職員 9:30～16:00） 

 

岡山県立備前緑陽高等学校（学校長：萩原康正

氏）主催事業「平成 30 年度 高大接続研修：i-

check データから分析するクラス経営の在り方」

「講師」14:00～17:00 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立千種高等学校主催

『高大接続事業』・高校生心のサポートシステム事

業「講師」場所：兵庫県立千種高等学校 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 すまいる瀬戸

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

対象：岡山市不登校児童・生徒・支援スタッフ 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「平成 30 年度 『思春期サポート事

業』」講師（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

新見市教育委員会「学校における危機対応・心の

ケア」緊急支援チーム・学識経験者 新見市内小

学生・保護者・教職員対象 

 

平成 30年 1

月 

 

 

 

 

平成 30年 1

月 

 

 

 

平成 30年 1

月 

 

 

平成 30年 1

月 

 

 

 

平成 30 年度 

 

 

 

平成 30 年度 

「（講義・演習）絆づくり－教育カウンセリングの

視点から－」について、特に、いじめ・不登校対策

の手立てについて講義を進めた。「教育カウンセリ

ングの理論や技法について、体験的に学べた」と、

受講者からも高い評価であった。 

 

「担任としてクラスの実態が的確に把握でき、明日

からの教育相談や生徒指導に生かせる」などの感想

が多く、好評であった。研修後には複数の教員から

の質問があった。 

 

「開発的カウンセリング技法のアサーション・トレ

ーニングについて理解を深めることができよかっ

た」等の意見が多く、好評であった。 

 

「事例への介入方法が具体的に理解できた」「検討し

た事例への手立てが明確に理解できよかった」「今後

も講師には定期的に指導してほしい」等の感想が多

く、高評価であった。 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校主

催事業「平成 30 年度 『思春期サポート事業』」講

師（スクールカウンセラー）を委嘱された。 

 

市内で起きた児童の交通事故死に対して、「心のケ

ア」学識経験者として、助言。 

 

第 29 回新見公立大学「鳴滝塾」『看護と保育と福

祉の統合』 シンポジウム「シンポジスト」会

場：新見市学術交流センター 

 

平成 30年 5

月 

 

 

健康保育学科長として、本学が四大化し、1 学部 3

学科体制をとり、その一つの健康保育学科の特性に

ついて概略を説明した。 
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兵庫県朝来市「保育士等キャリアアップ研修会」

「講師」 会場：朝来市ジュピターホール

（2018.5.12） 

 

 

平成 30年 5

月 

 

「【乳児保育の環境】保育所・幼稚園・認定こども

園における子どもを座標軸にした環境構成－「心の

教育」「いのちの教育」の実践を通して－」のテー

マで研修講師を務めた。 

岡山県作陽高等学校主催事業「平成 30 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方」「講師」 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立瀬戸高等学校主催事

業「平成 30 年度 高大接続研修：i-check データ

からみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

岡山県教育委員会・岡山県立邑久高等学校主催事

業「平成 30 年度 高大接続研修：i-check データ

からみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

岡山県美作高等学校主催事業「平成 30 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方⑴」「講師」 

 

岡山市教育委員会・倉敷市立倉敷委翔南高等学校

主催事業「平成 30 年度 高大接続研修：i-check

データからみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

岡山県教育委員会・岡山県立新見高等学校（南校

地）主催事業「平成 30 年度 高大接続研修：i-

check データからみるクラス経営の在り方」「講

師」 

 

岡山県美作高等学校主催事業「平成 30 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方⑵」「講師」 

 

 

平成 30年 6

月 

 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

平成 30年 6 

月 

 

 

 

平成 30年 6 

月 

「個別指導の参考になった」「担任としてクラスの

実態が的確に把握でき、明日からの教育相談や生徒

指導に生かせる」などの感想が多く、好評であっ

た。 

 

「担任として全体指導はもちろん、個別指導の参考

になった」「今後の学級経営に役立つ」などの感想

が多く、高評価を得た。 

 

「生徒一人一人の背景がよく分かり個別指導の参考

になった」「クラスの実態が正確に把握できた」な

どの感想が多く、好評であった。 

 

「学級づくりの参考になった」「２学期も是非お願

いしたい」等の感想が多く、研修後も複数の教員か

らの質問があった。 

 

「講師のコメントは、担任として全体指導や個別指

導の参考になった」「今後の学級経営に役立つ」な

どの感想が多く、高い評価を得た。 

 

「個別指導の参考になった」「担任としてクラスの

実態が把握でき、明日からの学級づくりに生かせ

る」などの感想が多く、好評であった。 

 

 

「２回に分けてもらうとより詳細な助言がもらえう

れしい」「２学期か３学期も、是非同じ講師にお願

いしたい」等の感想が多く、研修後も複数の教員か

らの質問があった。 

 

岡山県教育委員会・岡山県立岡山城東高等学校主

催事業「平成 30 年度 高大接続研修：i-check デ

ータからみるクラス経営の在り方」「講師」 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立岡山東商業高等学校

主催「平成 30 年度 高大接続研修：i-check デー

タからみるクラス経営」「講師」 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

県内有数の進学校であったが「学級づくりの参考に

なった」「講師の助言は、生徒指導の参考になっ

た」等の感想が多く、研修後も多数の質問もあっ

た。 

 

「生徒一人一人への個別指導の参考になった」「担

任としてクラスの実態が把握でき、すぐに学級づく

りに生かせる」などの感想が多く好評であった。 
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兵庫教育大学大学院客員教員 授業講師「構成的

グループ・エンカウンターの理論と実際」（会場：

兵庫教育大学・神戸サテライト） 

 

 

 

鳥取県教育委員会主催 「平成 30 年度 hyper-QU 活

用研修会（2018.7.30）会場：鳥取県県中部総合事

務所 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 30 年度第１回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

岡山県・岡山商科大学附属高等学校主催事業「平

成 30 年度 高大接続研修：i-check データからみ

るクラス経営の在り方⑴」「講師」 

 

 

鳥取県教育委員会 平成 30 年度 hyper-QU 活用

研修会「講師」会場：倉吉体育文化会館 大研修

室 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

 

 

 

平成 30年 7 

月 

「構成的グループ・エンカウンターの理論と実際」

のテーマで講師を務めた。「学級づくりの人間関係

づくりの参考になった」「実践的な内容でよかっ

た」等の感想が多く、高い評価を得た。 

 

 

「クラス作りに生かす hyper-qu 研修会」のテーマ

で鳥取県内の教職員に講演した。「クラスづくりの

手立てについて具体的に理解できた」等の感想が多

く、質疑応答も活発であった。 

 

平成 30 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（前半）、中学校区ごとにグループで協議

した。住本は、講師（副委員長）として助言をし

た。 

 

 

 

「子ども一人一人への個別指導の参考になった（全

体指導は勿論）」「担任としてクラスの実態が把握で

き、すぐに学級づくりに生かせる」などの感想が多

く大変好評であった。 

 

「学級づくりに生かす hyper-qu 研修会」のテーマ

で鳥取県内の教職員（対象：全県悉皆研修：鳥取県

立高等学校，管理職・生徒指導主事等 40 名）に講

演した。「クラスづくりの手立てについて具体的に

理解できた」等の感想が多く、質疑応答も活発であ

った。 

 

岡山県立 健康の森学園 支援学校 平成 30 年度

夏季研修会「不登校の理解と支援について」「講

師」（2018.8.7）（会場：岡山県立 健康の森学園 

支援学校） 

 

 

岡山県いじめ問題対策連絡協議会「会長」 

 

 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催「平成３０年度 

部活動夏季学習」ストレス・マネジメント－体

験、ストレス・マネジメント教育の実際－ 対

象：部活動生徒 50 名（2018.8.17 会場：岡山県

立東岡山工業高等学校）                  

 

平成 30年 8 

月 

 

 

 

 

平成 30年 8 

月 

 

 

平成 30年 8 

月 

 

 

 

 

「不登校の理解と支援について」のテーマで講師を

務めた。「不登校の理解と支援方法についてわかり

やすく理解できた」「エンカウンターについてもっ

と学びたいと思った」「実践的な内容でよかった」

等の感想が多く、高評価であった。 

 

岡山県教育委員会からの委嘱を受け、岡山県いじめ

問題対策連絡協議会会長として、組織を企画運営し

た。 

 

「すぐに実践してみたい」「体験しながら学べたの

でよかった」「試合で実践してみたい」などの感想

が多く大変好評であった。 
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兵庫県加東市立滝野中学校「hyper-QU を活用した

学級づくり-要支援群の生徒へのかかわりを中心に

して-」「講師」 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立玉野高等学校主催

「平成 30 年度 高大接続研修：i-check データか

らみるクラス経営」「講師」 

 

平成 30年 8 

月 

 

 

 

平成 30年 8 

月 

「学級づくりの参考になった」「次回も是非お願い

したい」等の感想が多く、研修後も複数の教員から

の質問があった。 

 

 

「生徒への個別指導の参考になった」「担任として

学級の実態が把握でき、すぐに学級づくりに生かせ

る」などの感想が多く大変好評であった。 

 

子育てカレッジ「平成 30 年度 専門研修「子ども

の『いのち』を育む保育経営の実際－ストレス・

マネジメント教育の実際を体験から学ぶ－」「講

師」18:30～19:30 

 

岡山県教育委員会・岡山県立備前緑陽高等学校主

催「平成 30 年度 人権・教育相談講演会：『いの

ちの教育』－今、あらためて『命の大切さ』につ

いて考える－」講師（対象：生徒・保護者・教職

員 500 名 会場：岡山県立備前緑陽高等学校体育

館） 

 

平成 30 年度 第 1 回「新見市総合教育会議」（教

育委員出席・発表「地域資源・人材を活かした新

見らしい教育について－『塩から子』という人づ

くりについて－」16:00～17:00 新見市役所南庁

舎 1F 1C 会議室 

 

平成 31 年度高梁・新見地区教科用図書（小学校：

国語・書写・社会・地図・算数・理科・生活・音

楽・図画工作・家庭・保健・英語・道徳）採択市

教育委員会協議会「委員」・「役員：監事」 

 

 

平成 30年 10 

月 

 

 

 

平成 30年 10 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 10

月 16 日 

 

 

 

 

平成 30 年度 

 

「保育者や教育者として、どう子どもの心を育て、

子ども達のストレスと向き合うかの方向性が見え

た」「次回も楽しみにしたい」などの感想が多かっ

た。 

 

「『いのちの教育』－今、あらためて『命の大切

さ』について考える－」のテーマで、生徒・保護

者・教職員 500 名を対象に講演をした。「『プラス思

考』で今後は生活したい」「我が子の長所や頑張り

を見つめ直したい」などの感想が多く、大変好評で

あった。 

 

住本は、新見市教育委員として出席し、新見公立大

学健康保育学科長・教授の立場からも「地域資源・

人材を活かした新見らしい教育について－『塩から

子』という人づくりについて－』」のテーマで提案

した。 

 

「委員」・「役員：監事」として、教科用図書の採択

を進めた。適正かつ公正な採択の確保ができたと高

評価を得た。 

 

岡山県作陽高等学校主催事業「平成 30 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方」「講師」 

 

 

新見市教育委員会「プログラミング教育 小・中

学生実践発表会」「審査委員・全体講評」13:30～

17:00 新見市役所南庁舎 

 

 

 

 

 

平成 30年 11 

月 

 

 

 

平成 30年 11 

月 

 

 

 

 

 

 

「講師からの実践的助言は、とても参考になりうれ

しい」「次年度も、是非同じ講師にお願いしたい」

等の感想が多く、研修後も複数の教員からの質問が

あった。 

 

昨年度に引き続き、新見市教育委員会主催の「プロ

グラミング教育 小・中学生実践発表会」の「審査

委員長」として各発表にコメントをし、発表した生

徒からは「意欲を持てる助言をもらって、さらに頑

張りたい」等の感想が多く、教育長から次年度以降

も「審査委員長」の依頼を受けた。 
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赤磐市立ひかり幼稚園 PTA 講演会「心を育む子育

て 10 ヶ条」10:00～11:30 

 

 

 

平成 30 年度 新見市婦人連合協議会・新見市民運

動推進協議会大会「『折れない心』のつくり方」－

「いのちの教育」「心の教育」の視点から－」

2018.1202※婦人会講演会  「講師」 会場：新見

まなび広場 大ホール 対象：新見市会員他一般

市民 500 名 

 

 

 

石川県教員総合研修センター 平成 30 年度 初任

者研修（中・高）(講義・演習)「いじめ・非行等

の理解－いじめ・不登校防止等，『いのちの教育』

の教育実践より－」2018.12.6 9:30～16:30 会

場：石川県教員総合研修センター 

 

 

 

 

岡山県立高松農業高等学校主催事業「平成 30 年度 

高大接続研修：i-check データからみるクラス経営

の在り方」「講師」 

 

鳥取県私立学校 「平成 30 年度 hyper-QU 活用研修

会」講師 

 

 

 

平成 30年 11 

月 

 

 

 

平成 30年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 12 

月 

 

 

平成 30年 12 

月 

「保育者や教育者として、どう子どもの心を育て、

子ども達の心やいのちと向き合うかについて、その

方向性が見えた」「また次回も楽しみにしたい」な

どの感想が多く、好評であった。 

 

「『折れない心』のつくり方」－「いのちの教育」

「心の教育」の視点から－」のテーマで講演をし

た。新見市長はじめ、多数の来賓をお迎えしての講

演であったが、講演後は「大切なテーマで、しかも

わかりやすい内容で聞いてよかった」「すぐ実践で

きる内容で参考になった」等の感想が多く好評であ

った。なお、講演の様子はケーブルＴＶで放映され

た。 

 

(講義・演習)「いじめ・非行等の理解－いじめ・不

登校防止等，『いのちの教育』の教育実践より－」

のテーマで石川県教育委員会初任者に研修を進め

た。「『教師』として子どもに向き合う心構えをしっ

かりと持つことができた」「保護者との連携の仕方

や生徒指導・教育相談の具体的な手法の理解を深め

ることができた」などの感想が多くを占め、質疑応

答も多数あり、高い評価を得た。 

 

「講師からの助言は、とても参考になった」「次回

も是非同じ講師にお願いしたい」等の感想が多く、

研修後も教員からの質問が多かった。 

 

「クラス作りに生かす hyper-qu 研修会」のテーマ

で鳥取県内の私立学校の教職員に講演をした。「学

級づくりの手立てについて具体的に理解できた」等

の感想が多く、質疑応答も活発であった。 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 30 年度第 2 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「平

成 30 年度 カウンセラー教員養成研修（講義・演

習）絆づくり－教育カウンセリングの視点から

－」「講師」（会場：石川県教員総合研修センター 

対象：全県 教職員 9:30～16:00） 

 

 

平成 31年 1 

月 

 

 

 

 

 

平成 31年 1 

月 

 

 

 

 

平成 30 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（年間）、中学校区ごとにグループで協議

した。住本は、講師（副委員長）として助言をした

（年度総括・助言）。 

 

 

 

（講義・演習）絆づくり－教育カウンセリングの視

点から－」について、特に、いじめ・不登校対策の

手立てについて講義を進めた。「教育カウンセラー

として、その理論や技法について、体験的に学べ

た」と、受講者からも高評価であった。 
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児童虐待対応専門アドバイザー事業による研修会

「不登校児童・生徒への支援の在り方を考える－

子どもの悩みから見えてくるもの－」「講師」平成

31 年 3 月 4 日（月）午後 2 時 00 分～午後 4 時 00

分 やぶ保健センター 

 

 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 ラポート牧山 対

象：適応指導教室 ラポート牧山 職員）14:00～

15:30 

 

平成 31年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 3 

月 

「不登校児童・生徒への支援の在り方を考える－子

どもの悩みから見えてくるもの－」について、不登

校事例が複数出され、事例検討を進めた。「具体的

な手立てについての助言があり、とても参考になっ

た」と、受講者からも高い評価であった。 

 

 

 

「検討した事例への手立てが明確に理解できよかっ

た」「事例への介入法が具体的に理解できた」「今後も

講師には定期的に指導してほしい」等の感想が多く、

高い評価であった。 

 

兵庫県教育委員会 兵庫県立夢前高等学校主催   

特別授業「望ましい人間関係づくり」 

－「心の教育」「いのちの教育」の視点から－」

「講師」（兵庫県教育委員会「特別非常勤講師」）

10:50～12:40 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「平成 31 年度 『思春期サポート事

業』」講師（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

令和 1 年 5 月 

 

 

 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

兵庫県教育委員会「特別非常勤講師」として「望ま

しい人間関係づくり－「心の教育」「いのちの教

育」の視点から－」のテーマで授業を担当した。 

 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校主

催事業「平成 31 年度 『思春期サポート事業』」講

師（スクールカウンセラー）を委嘱された。 

 

岡山県作陽高等学校主催事業「平成 31 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方」「講師」13:30～17:30 

 

 

令和 1 年 6 月 

 

「全体指導は勿論、子ども一人一人への個別指導の

参考になった」「担任としてクラスの実態が把握で

き、すぐに学級づくりに生かせる」などの感想が多

く大変好評であった。 

 

岡山県立備前緑陽高等学校主催事業「平成 31 年度

高大接続研修：i-check データからみるクラス経営

の在り方」「講師」14:00～17:30 

 

岡山県立美作高等学校主催事業「平成 31 年度 高

大接続研修：i-check データからみるクラス経営の

在り方⑴」「講師」14:00～17:30 

 

宝塚医療大学「非常勤講師」「教育相談」授業「構

成的グループ・エンカウンターの理論と実際」

2019.7.6（会場：宝塚医療大学）1 限･2 限 9:00

～10:30 10:40～12:10  50名 

 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 31 年度第１回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

「担任として、学級の実態や生徒一人一人の状況が

正確に把握でき、すぐに学級づくりに生かせる」な

どの感想が多く好評であった。 

 

「クラス担任として学級の実態が的確に把握でき、

すぐに学級づくりや生徒指導に生かせる」などの感

想が多かった。 

 

宝塚医療大学の「教育相談」授業の「非常勤講師」

を委嘱され、「構成的グループ・エンカウンターの

理論と実際」のテーマで授業を担当した。学生によ

る授業評価では、8 割以上が「大変満足している」

の評価であった。 

 

平成 30 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（前半）、中学校区ごとにグループで協議

した。住本は、講師（副委員長）として助言をし

人間教育学部 人間教育学科

93



学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催事業「平成 31 年

度 高大接続研修：i-check データからみるクラス

経営の在り方」「講師」14:00～17:30 

 

岡山県立美作高等学校主催事業「平成 31 年度 高

大接続研修：i-check データからみるクラス経営の

在り方⑵」「講師」14:00～17:30 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会（会場：滋賀

県庁） 

 

兵庫県立上郡高等学校主催事業「平成 31 年度 高

大接続研修：i-check データからみるクラス経営の

在り方⑵」「講師」13:45～17:30 1/2 年生 

 

岡山県立岡山東商業高等学校主催事業「平成 31 年

度 高大接続研修：i-check データからみるクラス

経営の在り方⑵」「講師」13:00～17:30 

 

 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立日野高等学校主催 

「学級経営に活かす hyper-QU研修会」「講師」

13:00～17:00 

 

岡山県教育委員会主催「平成 31 年度 第 1 回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（14:00～

16:30 会場：岡山県庁） 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

 

令和 1 年 7 月 

 

 

た。 

 

 

 

「クラス担任として学級の実態が的確に把握でき、

すぐに学級づくりや教育相談に生かせる」などの感

想が多かった。 

 

「担任として学級の実態がしっかり把握でき、すぐ

に教育相談・生徒指導に生かせる」などの感想が多

く、好評であった。 

 

県立学校におけるいじめ問題について、委員（学識

経験者）として議論した。 

 

「講師からの助言は、とても参考になった」「次回

も是非講師をお願いしたい」等の感想が多く、研修

後も教員からの質問が多かった。 

 

「コメントにより担任として学級の実態がしっかり

把握できた。すぐに教育相談や生徒指導に生かした

い」「具体的な手立てについての助言はいつもあり

がたいと実感している」などの感想が多く、大変好

評であった。 

 

「講師の助言により、学級の実態が的確に把握でき

た。すぐに生徒指導、教育相談、学級経営に活用し

たい」などの感想が多く、好評であった。 

 

岡山県教育委員会からの委嘱を受け、岡山県いじめ

問題対策連絡協議会会長として、組織を企画運営し

た。 

新見市教育委員会養護教諭部会主催夏季研修会

「『折れない心』のつくり方－「いのちの教育」

「心の教育」の視点から－」「講師」2019.8.2 

10:00～12:00 新見市正田ふれあいセンター 

 

岡山県立東岡山工業高等学校主催「令和元年度 部

活動夏季学習」「講師」「ストレス・マネジメント

－体験、ストレス・マネジメント教育の実際－」

（2019.8.16 10:00～12:00 岡山県立東岡山工業

高等学校 運動部活部員 70 名） 

 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

 

 

 

新見市内の小・中学校の養護教諭が一堂に会した研

修会。「『折れない心』のつくり方－「いのちの教

育」「心の教育」の視点から－」のテーマで研修を

進めた。 

 

「体験しながら学べたのでわかりやすかった」「す

ぐに実践してみたい」「試合で緊張したときに今日

学んだことを実践してみたい」などの感想が多く大

変好評であった。 
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新見市教育委員会生徒指導部会主催夏季研修会

「『いのちの教育』の視点からみた人権教育の推進

についてーいじめ問題を中心にしてー」「講師」日

時： 2019.8.20 10:00～11:40   会場：阿新教育

会館 

 

兵庫県東条中学校主催 「学級経営に活かす hyper-

QU 研修会」「講師」13:30～16:00 

 

 

平成 31 年度 新見千屋温泉いぶきの里第 16 回経

営諮問委員会「講師」「カウンセラー、転んで学ん

だ『子育て十か条』－子どもの悩みから見えてく

るもの－」2019.8.29 16:00～19：00 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

令和 1 年 8 月 

 

 

 

 

新見市内の小・中学校の生徒指導担当者が集まった

研修で、「『いのちの教育』の視点からみた人権教育

の推進についてーいじめ問題を中心にしてー」のテ

ーマで研修会講師を務めた。 

 

 

「講師からの助言は、大変参考になった」「次回も

是非講師をお願いしたい」等の感想が多く、研修後

も教員からの質問が多かった。 

 

「カウンセラー、転んで学んだ『子育て十か条』－

子どもの悩みから見えてくるもの－」のテーマで講

師を務めた。 

 

岡山市教育委員会・適応指導教室 ラポート牧山

主催「適応指導教室 不登校生支援授業」「講師」

（会場：岡山市適応指導教室 ラポート牧山 対

象：適応指導教室 ラポート牧山 職員）13:00～

16:00 

 

岡山県立新見高等学校 高大接続模擬授業・進路

ガイダンス「講師」①進路ガイダンス・模擬授業 

13:55～14:40 岡山県立新見高校生 1 年生 15 名 

2 年生 25 名 計 40 名（健康保育学科志望者）②

【内容】ガイダンス 学科の特色 入試の概略等 

生徒の希望による模擬授業実施、アクティブ・ラ

ーニング型授業風景動画の視聴 

 

岡山県教育委員会主催「令和元年度心理検査活用

リーダー研修講座」（岡山県立学校人権教育サポー

ト事業）『i-check』の活用について  

－『i-check』の活用のポイントと 具体的な手立

てについて－「講師」2019.9.27 13:45～15:45 

会場：岡山県生涯学習センター 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

「事例への手立てが明確に理解できよかった」「事例

への介入法が具体的に理解できた」「同じ講師で定期

的に指導をお願いしたい」等の感想が多く、高い評価

であった。 

 

 

【生徒の感想】「学科の特色がよくわかっ

た」「大学の授業が、具体的にイメージでき

た」「進路についてのイメージがより明確に

なった」等、大学にとっても、地元高校への

広報活動の場として大変よい機会であった。 

 

 

 

岡山県下に i-check を活用する学校が増加してお

り、この度岡山県教育委員会主催による研修会がも

たれ、講師を務めた。 

 

岡山県教育委員会・岡山県立備前緑陽高等学校主

催「いじめ対策会議：いじめの予防と対応」「講

師」（会場：岡山県立備前緑陽高等学校 対象：高

等学校教職員５０名）14:00～17:00 

 

岡山県作陽高等学校主催事業「平成 31 年度 高大

接続研修：i-check データからみるクラス経営の在

り方」「講師」10:30～13:30 

 

 

令和 1 年 10

月 

 

 

 

令和 1 年 10

月 

 

 

 

いじめの事例について検討した。「的確な助言をも

らって方向性が見えた」「これからも定期的に指導

助言をお願いしたい」等の意見が出、好評であっ

た。 

 

「講師からの助言が参考になった」「次回も是非講

師をお願いしたい」等の感想が多く、研修後も教員

からの質問が多かった。 
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平成 31 年度にいみ子育てカレッジ「子育て支援者

に対する専門研修」「保育カウンセリング技法の実

際」「講師」 

 

 

岡山県教育庁 福利課 公立学校共済組合 岡山

支部主催「テーマ：職場の健康づくり研修会支援

事業『学校園現場における健康増進の推進につい

て』」「講師」15:00～16:30 会場：美作市民セン

ター 対象：公立学校共済岡山支部内 養護教諭  

50 名 

 

兵庫県明石市教育委員会スーパーバイザー事業

「講師」明石市立松ケ丘幼稚園 「子どもの自己肯

定感を育てる保育実践の在り方を探る－子どもや

保護者の心に寄り添った教育実践のために－」

2019.11.1 9:00～12:00 保育参観 13:00～16:00

講演･指導・助言（2020.1.17、2020.2.4、

2020.3.9） 

令和 1 年 10

月 

 

 

 

令和 1 年 10

月 

 

 

 

 

 

平成 31 年度 

「保育者や教育者として、どう保護者とつながり子

どもの心を育てていくか、その方向性が見えた」

「次年度も楽しみにしたい」などの感想が多かっ

た。 

 

公立学校共済岡山支部内 養護教諭  50 名を対象

に、具体的事例を中心に指導助言をしながら進め

た。「具体的でわかりやすかった」「実践的な内容で

よかった」等の感想が多く、大変好評であった。 

 

 

 

「子どもの自己肯定感を育てる保育実践の在り方を

探る－子どもや保護者の心に寄り添った教育実践の

ために－」のテーマで講師を務めた。次年度 11 月

の研究発表予定である。 

新見市教育委員会「プログラミング教育 小・中

学生実践発表会」「審査委員長」13:30～17:00 新

見市役所南庁舎 

 

 

 

 

神戸新聞取材（2019.11.15）「神戸市立東須磨小学

校 教師によるいじめ・暴力事案へのコメント」 

 

岡山県立岡山東商業高等学校主催事業「平成 31 年

度 高大接続研修 ：i-check データからみるクラ

ス経営の在り方」「講師」15:55～17:30 

 

令和 1 年 11

月 

 

 

 

 

 

令和 1 年 11

月 

 

令和 1 年 11

月 

 

一昨年度、昨年度に引き続き、新見市教育委員会主

催の「プログラミング教育 小・中学生実践発表

会」の「審査委員長」として各発表にコメントを

し、発表した生徒からは「意欲を持てる助言をもら

って、一層努力を重ねたい」等の感想が大半を占め

た。 

 

2019 年 12 月 17 日兵庫県全域判 掲載「リレーシ

リーズ：先生はいま」。 

 

「講師からの助言が参考になった」「次年度も是非

講師をお願いしたい」等の感想が多く、研修後も教

員からの個別の質問が多かった。 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会（会場：滋賀

県庁）13:00～16:30 

 

岡山県立美作高等学校主催事業「平成 31 年度 高

大接続研修：i-check データからみるクラス経営の

在り方⑵」「講師」14:00～17:30 

 

兵庫県教育委員会 兵庫県立夢前高等学校主催   

特別授業兵庫県立夢前高等学校主催講演会「講

師」2019.12.16「『折れない心』を持って見つめる

私の『将来の夢』－「心の教育」「いのちの教育」

の視点から－」10:50～12:40 

 

令和 1 年 12

月 

 

令和 1 年 12

月 

 

 

令和 1 年 12

月 

 

県立学校におけるいじめ問題について、委員（学識

経験者）として議論した。 

 

「講師からの助言が参考になった」「講師が認めて

くれるので意欲的に取り組める」等の感想が多く、

研修後も教員からの質問が重なった。 

 

兵庫県教育委員会「特別非常勤講師」として「『折

れない心』を持って見つめる私の『将来の夢』－

「心の教育」「いのちの教育」の視点から－」のテ

ーマで授業を担当した。 
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岡山県教育委員会・岡山県立東岡山工業高等学校

主催事業「令和元年度 『思春期サポート事業』」

講師（スクールカウンセラー）15:00～18:00 岡山

県立東岡山工業高等学校 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：明石市教育委

員会・2019/2020 年度 明石市立松が丘幼稚園研究

への助言・「スーパーバイザー」 11:00～16:30 明

石市立松が丘幼稚園【「令和元年度・令和２年度 

兵庫県明石市教育委員会指定 幼稚園教育研究実

践 『幼児期における〔自尊感情〕育成の方途を

探る』」】 

 

 

兵庫県小野市市民安全部ヒューマンライフグルー

プ主催「小野市いじめ防止市民会議」「有識者・委

員」 

 

石川県教育委員会・石川県教育センター主催「令

和元年度 カウンセラー教員養成研修（講義・演

習）児童生徒の心の理解と問題行動の未然防止の

ために－いじめ・不登校防止，『いのちの教育』の

教育実践より－」「講師」（会場：石川県教育セン

ター、対象：全県 高等学校教員・特別支援学校

教員 9::30～16:30 石川県教育センター 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「平成 30 年度第 2 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：昨年度小中学校における問題行動の状況・中

学校区ごとによる話し合い」「講師（副委員長）」

（会場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンター

ホール） 

 

岡山県教育委員会主催「令和 2 年度 第 2 回 岡

山県いじめ問題対策連絡協議会」「会長」（14:30～

16:30 会場：岡山県庁） 

 

滋賀県立学校いじめ問題調査委員会「委員」（学識

経験者：日本生徒指導学会 推薦）15:00～17:30 

滋賀県庁 

 

令和元年度 新見市子ども・子育て会議 「会長」

14:00～16:00 新見市南庁舎 

 

 

令和 2 年 1 月 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 

 

 

 

令和 2 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 2 月 

 

 

 

令和 2 年 2 月 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

スクールカウンセラーとして、スクールソーシャル

ワーカーとも連携しながら、不登校事例等を支援

し、好転に導くことができた。また、教職員へのコ

ンサルテーションの重要性が増してきたように感じ

る。 

 

2 年間の研究で、研究テーマは『幼児期における

〔自尊感情〕育成の方途を探る』であった。幼児教

育実践に臨床の視点を持つ等の取組が効果を上げる

ことが確認され、報告書にまとめ、発表会も盛会で

あった。 

 

 

 

 

小野市のいじめ等防止に関連した有識者としての助

言を重ねた。 

 

 

（講義・演習）児童生徒の心の理解と問題行動の未

然防止のために－いじめ・不登校防止，『いのちの

教育』の教育実践より－」のテーマで講師を務め

た。受講者からは、「理論と実践療法の学びを深め

ることができた」「明日からすぐに活用したい」等

の意見が多く、高評価を得た。 

 

 

平成 31 年度の小・中学校における問題行動の状況

について（年間）、中学校区ごとにグループで協議

した。住本は、講師（副委員長）として助言をした

（年度総括・助言）。 

 

 

 

令和元年度の岡山県いじめ問題への取組について総

括をした。 

 

 

教育学の立場から、いじめ問題についての意見を述

べ、令和元年度の総括をした。 

 

 

令和元年度の新見市子ども・子育て会議の取組につ

いて総括をした。 
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令和 2 年度 高梁・新見地区教科用図書採択市教

育委員会協議会委員（新見市教育委員会委員・監

事）新見市南庁舎（中学校全教科）15:30～17:30 

 

新見公立大学 非常勤講師 健康科学部 健康保

育学科 2 年生 47 名『教育学総論』（幼稚園教諭養

成課程履修生必修科目・保育士養成課程履修生必

修科目）2 限～4 限・2 限～5限・2 限 

 

 

 

新見公立大学 非常勤講師 健康科学部 健康保

育学科 1 年生 57 名『保育者論』（幼稚園教諭養成

課程履修生必修科目・保育士養成課程履修生必修

科目）2 限～3 限・2 限～4 限・3 限～4 限集中講義 

授業担当 

 

 

「2020 年度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」

「講師」※奈良文化高等学校(奈良県大和高田市東

中 127）：7/27（月）13:30～15:00 

 

岡山県新見市立新見保育所「ロボホンと園児のふ

れあい活動」の平成 31 年度の活動の振り返り[管

理職への聞き取り調査] 

※新見公立大学学長配分研究採択 300,000 円 

【日時】2020/8/1 17:00～17:30（ロボホン・ク

ラブ部員同席） 

【場所】：新見市立新見保育所（新見市哲多町蚊家

4296－1・新見市教育委員会管轄） 

【対象】：新見保育所園児 3･4･5 歳児 25 名 

 

 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：明石市教育委

員会・2019/2020 年度 明石市立松が丘幼稚園研究

への助言・「スーパーバイザー」 10:00～17:00 明

石市立松が丘幼稚園【「令和元年度・令和２年度 

兵庫県明石市教育委員会指定 幼稚園教育研究 

 

奈良学園大学 人間教育学部 オープンキャンパ

ス模擬授業担当「体験『いのちの教育』の実際」

高校生・保護者計 30 名参加 

 

 

令和 2 年 4 月 

 

 

 

令和 2 年 6 月

6 日・6月 20

日・8 月 1 日 

 

 

 

 

令和 2 年 6 月

27 日・7 月

11 日 

 

 

 

 

令和 2 年 7 月

27 日 

 

 

令和 2 年 8 月

1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 8 月

4 日 

 

 

 

 

令和 2 年 8 月

8 日 

 

 

 

当該委員として、高梁・新見地区教科用図書採択に

ついて協議した。 

 

 

非常勤講師として授業を担当した。アクティブ・ラ

ーニング型の授業展開により、学生の理解度は高か

った（評価高得点）。 

 

 

 

 

非常勤講師として授業を担当した。参加型・体験

型、ＩＣＴ教育活用等の授業展開により、学生の理

解度は高かった（評価高得点）。特に、グループワ

ークを通して、目指す保育者像を探る体験が印象深

かったようで、当該活動で、科目目標に迫ることが

できたと感じた。 

 

「いじめ防止」「初期対応」「早期発見」等のテーマ

について講演をした。研修内容については、大学紀

要にまとめた。 

 

ア）ロボホンの動き：挨拶・歌唱・ダンス。イ）園

児の反応：挨拶⇒挨拶で返事 95％（満面の笑顔

60％・笑顔 40％）・歌唱⇒ロボホンと一緒に歌う

（満面の笑顔）・ダンス⇒ハミングしながら一緒に

踊る 25％・ロボホンの周りに笑顔で見守る 73％・

その他 2％ ウ）保育者より：ロボホンの愛らし

さ、人に近い動き（大きさ・表情・しぐさ・二足歩

行・音楽が流れる点 等）に親近感を高め、ほとん

ど、園児がロボホンの側を離れていなかった。子ど

もの表情が皆朗らかでうれしそうだった。コミュニ

ケーションが普段とれない園児が興味を示してい

た。新見公立大学年報にて報告。 

 

研究テーマは、『幼児期における〔自尊感情〕育成

の方途を探る』。参観後、教師の質問に対してケー

スカンファレンスで助言をした。参加者は特に、エ

ビデンス・ベースド・エデュケーションの大切さを

再確認することができた。 

 

オープンキャンパス模擬授業を担当した。模擬授業

のタイトルは「体験『いのちの教育』の実際」で、

高校生・保護者計 30 名が参加した。 
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兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高等学校主催

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学

級づくり研修会」「講師」14:00～18:00 兵庫県立上

郡高等学校 

 

「2020 年度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」

「講師」※奈良学園中学校・高等学校（奈良県大

和郡山市山田町 430）：8/27（木）15:40～17:10 

 

 

「2020 年度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」

「講師」※奈良学園小学校、奈良学園幼稚園（奈

良県奈良市中登美ヶ丘 3-15-1）：9/7（月）15:50～

17:20 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和 2 年度第 1 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：本年度小中学校における問題行動の状況」「講

師（副委員長）」（会場：兵庫県稲美町役場コミュ

ニティセンターホール） 

 

「2020 年度 奈良学園 いじめ問題対応教員研修」

「講師」※奈良学園登美ヶ丘中高（奈良県奈良市

中登美ヶ丘 3-15-1）：9/10（木）16:00～17:30 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：明石市教育委

員会・2019/2020 年度 明石市立松が丘幼稚園研究

への助言・「スーパーバイザー」 9:00～16:30 明

石市立松が丘幼稚園【「令和元年度・令和２年度 

兵庫県明石市教育委員会指定 幼稚園教育研究実

践 『幼児期における〔自尊感情〕育成の方途を

探る』」】 

 

岡山県教育委員会・岡山県立津山高等学校主催

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学

級づくり研修会」「講師」15:30～18:00 岡山県立津

山高等学校 

 

岡山県教育委員会主催「令和２年度心理検査活用

リーダー研修講座（岡山県 県立学校人権教育サ

ポート事業）『ｉ－ｃｈｅｃｋ』の活用について－

『ｉ－ｃｈｅｃｋ』の活用のポイントと具体的な

手立てについて－」「講師」13:45～17:00 岡山県総

合教育センター対象：岡山県立学校生徒指導・教

育相談担当者 20 名 

令和 2 年 8 月 

 

 

 

 

令和 2 年 8 月

27 日 

 

 

 

令和 2 年 9 月

7 日 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

 

 

 

 

令和 2 年 9 月

10 日 

 

 

 

令和 2 年 9 月

15 日 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学級

づくり研修会」の研修テーマで講師を務めた。全担

任と面談を進めた。 

 

 

「ネット上のいじめ」「いじめ防止」「初期対応」

「早期発見」等のテーマについて講演をした。研修

内容については、大学紀要に掲載した。 

 

 

「ネット上のいじめ」「いじめ防止」「初期対応」

「早期発見」等のテーマについて講演をした。重大

事態の案件事例についても説明した。研修内容につ

いては、大学紀要に掲載。 

 

兵庫県稲美町における小中学生の問題行動の現況に

ついて事務局から報告があり、専門家の立場から助

言をした。 

 

 

 

「いのちの教育」をベースにしたいじめ防止教育プ

ログラムの実践等について講演をした。研修内容に

ついては、大学紀要にまとめて報告をした。 

 

 

研究テーマは、『幼児期における〔自尊感情〕育成

の方途を探る』。参観後、教師の個別の質問に対し

てケースカンファレンスで助言を重ねた。回を重ね

る度に、参加者の質問に深まりを感じる。特に、事

例から学ぶ教師としての姿勢や事実からの子供の内

面の動きの読み取りが深くなってきていた。 

 

 

「総合質問紙調査『アイチェック』を活用した学級

づくり研修会」の研修テーマで講師を務めた。全員

のホームルーム担任と面談をっし、手立て等につい

て助言をした。 

 

昨年度に引き続き、『ｉ－ｃｈｅｃｋ』の活用のポ

イントと具体的な手立てについて」講師を務めた。

ほぼ全員の参加者より質問があり、実践例を紹介し

ながら応答した。 
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兵庫県明石市「スーパーバイザー」：明石市教育委

員会・2019/2020 年度 明石市立松が丘幼稚園研究

への助言・「スーパーバイザー」 13:30～16:30 明

石市立松が丘幼稚園【「令和元年度・令和２年度 

兵庫県明石市教育委員会指定 幼稚園教育研究実

践 『幼児期における〔自尊感情〕育成の方途を

探る』」】 

 

 

新見公立大学 非常勤講師 健康科学部 健康保

育学科 2 年生 47 名『教育相談』（幼稚園教諭養成

課程履修生必修科目・保育士養成課程履修生必修

科目）・1 限～3 限・1 限～4 限・1 限～4 限・1 限～

4 限集中講義 授業担当集中講義 授業担当 

 

 

新見市教育委員会・新見市教育研究部会 養護教諭

部会研究打合会 15:30～17:30 新見公立大学 

 

 

大阪府立狭山高等学校 2 年生 16 名への校内ガイダ

ンス・模擬授業「〈教育学〉体験『いのちの教育』

の実際」「講師」 教育学志望生徒 16 名にガイダ

ンス・模擬授業実施。 

 

 

 

 

 

 

兵庫県明石市「スーパーバイザー」：「令和元年

度・令和２年度 兵庫県明石市教育委員会指定 

幼稚園教育研究実践研究発表会 『幼児期におけ

る〔自尊感情〕育成の方途を探る』」全体講演「講

師」11:00～16:30 明石市立松が丘幼稚園 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県但馬地区県立高等学校 PTA 連合会 PTCA 研究

大会「発達から見た高校生の心理とかかわり方－

高校生との親子関係について考える－」「講師」 

 

令和 2 年 10

月 6 日・10

月 27 日 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 10

月 31 日・12

月 12 日・令

和 3 年 1 月

23 日・2 月

13 日 

 

令和 2 年 12

月 

 

 

令和 2 年 11

月 5 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 28 日 

 

 

2 年間の研究で、研究テーマは『幼児期における

〔自尊感情〕育成の方途を探る』であった。教師自

身が自尊感情を高めておくことの大切さ等が確認さ

れ、報告書にまとめ、発表会も盛会であった。 

 

 

 

 

 

非常勤講師として授業を担当した。参加型・体験型

の双方向授業展開により、学生の理解度は高かった

「事例についての話しが多かったので具体的に学ぶ

ことができた」「カウンセリング・マインドを持っ

た保育者を目指そうと強く思った」等の感想も多か

った（評価高得点）。 

 

総合質問紙を活用した教育実践のテーマで助言をし

た。 

 

 

熱心に取り組み、2 年生であったが、本学に大変興

味を持ってもらった。（男子 3・女子 13）グループ

ワーク・発表形式の授業実施。13:00～15:10 大阪

府立狭山高等学校。「命の大切さについて深く考え

ることができた」「大学の授業がイメージできて良

かった」「命や人生について考える機会を持てて良

かった」等の意見が多く好評であった。 

 

 

 

2 年間の研究の集大成となる研究発表会であった。

『幼児期における〔自尊感情〕育成の方途を探る』

の演題で、全体講演の講師を務めた。研究会出席者

の感想からも、高評価であった（コロナ禍により、

参加者数を限定せざるを得なかったが、出席者は、

「得るものが多かった」「事例を取り上げていただ

いたので、とても具体的で理解しやすかった」等の

意見が多かった）。研究成果は研究紀要にまとめ

た。 

 

 

 

兵庫県但馬地区県立高等学校 PTA 連合会 PTCA 研究

大会の全体会講師を務めた。コロナ禍の影響で 500

名参加のところを 200 名に絞られていたが、参加者
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13:00～14:30 豊岡赤穂当学校和魂百年館 対

象：但馬地区県立高等学校 PTA 連合会会員 200 名 

 

 

 

鳥取県教育委員会・鳥取県立日野高等学校主催

2020 年度教職員研修会「hyperQU を活用した学級

経営の在り方」「講師」13:00～15:30 

 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会・兵庫県立夢前高等学校主催 特

別授業（対象：高校 1 年生 74人）「兵庫県立夢前

高等学校主催講演会 2020.12.1510:50～12:40 兵庫

県立夢前高等学校 

 

 

岡山県教育カウンセラー協会研修会「コロナ禍に

おける『心のケア』について考える―『心の教

育』『いのちの教育』の視点から―」「講師」 

 

 

 

 

岡山県新見市立新見保育所「ロボホンと園児のふ

れあい活動」の平成 31 年度の活動の振り返りと本

年度の総括[管理職への聞き取り調査Ⅱ] 

※新見公立大学学長配分研究採択 300,000 円 

【日時】2021/2/12 15:30～16:00（ロボホン・ク

ラブ部員同席） 

【場所】：新見市立新見保育所（新見市哲多町蚊家

4296－1・新見市教育委員会管轄） 

【対象】：新見保育所園児 3･4･5 歳児 25 名 

 

兵庫県稲美町教育委員会主催「令和 2 年度第 2 回

稲美町生きる力を育むための小・中連絡推進委員

会：本年度小中学校における問題行動の状況」「講

師（副委員長）」『講演：ネット上のいじめ対応と

自殺予防教育プログラムについて』「講師」（会

場：兵庫県稲美町役場コミュニティセンターホー

ル） 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 12

月 15 日 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月

7 日 

 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月

12 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月

15 日 

からは「子供の立場で考えることの大切さを再確認

できた」「発達を踏まえて子供と向き合うことが大

切だと実感した」等の感想が多くあった。 

 

 

昨年度に引き続き「hyperQUを活用した学級経営の

在り方」のテーマで質問紙調査の分析依頼と手立て

についての助言を求められた。 

 

 

 

 

 

 

昨年度に引き続き『折れない心』を持って見つめる

私の『将来の夢』－『心の教育』『いのちの教育』

の視点から－」のテーマで高校生を対象に授業の講

師を務めた。「はじめて命について真剣に考える場

になった」等の意見が多く好評であった。 

 

岡山県教育カウンセラー協会研修会「コロナ禍にお

ける『心のケア』について考える―『心の教育』

『いのちの教育』の視点から―」のテーマで、講師

を務めた。オンラインでの講演であったが、本学の

学生も 8 名参加し、受講者の方は熱心に参加され

た。 

 

所長より、「保育者のかかわりでは反応しない園児

が、ロボホンには反応していた」「人型ロボットペ

ッパーに対しては、威圧感から、恐怖を感じた園児

が複数名いたが、ロボホンに対しては、ほとんどの

園児が親近感を高めていた。それは笑顔の多さから

推測できた」「特別支援保育の可能性を強く感じ

た」等の聴取を総括とし、新見公立大学年報で報告

した。 

 

 

コロナ禍の状況から、「本年度小中学校における問

題行動の状況」については、書面での報告がなされ

た。その後、『講演：ネット上のいじめ対応と自殺

予防教育プログラムについて』の講師を務めた。参

加の先生方からは、「ネット上のいじめ対応の具体

的手立てがわかりやすかった」等の意見や「自殺へ

の初動対応の実際が理解できてよかった」等の感想

が多かった。 
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５ その他 

  特になし 

  

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 

中学校教諭１級免許状（社会） 

 

高校教諭２級免許状（社会） 

 

小学校教諭 2 級免許状 

 

小学校教諭１級免許状 

 

「社会教育主事」免許取得 

 

「学校心理士」資格取得 

 

「上級教育カウンセラー」資格取得 

 

「学校カウンセラー」資格取得 

 

「心理検査士」資格取得 

 

「認定カウンセラー」資格取得 

 

「認定スーパーバイザー」資格取得 

 

 

「SＧＥ（構成的グループ・エンカウンター）公認

リーダー」資格取得  

 

「ガイダンスカウンセラー」資格取得 

 

 

昭和53年3月 

 

昭和53年3月 

 

昭和54年3月 

 

昭和55年3月 

 

昭和60年3月 

 

平成10年4月 

 

平成11年4月 

 

平成12年4月 

 

平成12年4月 

 

平成16年4月 

 

平成 19年 4

月 

 

平成20年4月 

 

 

平成21年4月 

 

昭 52中 1 普第 2995 号（大阪府教育委員会） 

 

昭 52 高２普第 3298 号（大阪府教育委員会） 

 

昭 53小 2 普第 2201 号（京都府教育委員会） 

 

昭 54小 1 普第 614 号（京都府教育委員会） 

 

神戸大学 H1.9.25 ：No.27 

 

No.98227（日本教育心理学会認定） 

 

No.3023012（日本教育カウンセラー協会認定） 

 

No.545 号（日本学校教育相談学会認定） 

 

No.353（日本教育評価研究会） 

 

No.753（日本カウンセリング学会認定） 

 

SV-0065 号（日本カウンセリング学会） 

 

 

第 3 期認定（NPO 法人日本教育カウンセラー協会認定） 

 

 

No.11040021（一般社団法人スクールカウンセリング

推進協議会認定） 

２ 特許等 
特になし 

  

３ 実務の経験を有する者について特記事項 

環太平洋大学における活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度 

～平成 27 年

度 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学 次世代教育学部 学級経営学科 教

授として、「ＦＤ実施推進委員」「教務委員会委員」「図

書館運営委員会委員」「図書館長」「図書館運営委員長」

「教務部長」「教務委員長」「学生相談室長」「学生相談

委員会委員長」「生活支援センター長」「自己点検評価

委員」「次世代教育学部 教育経営学科長」「大学認証

評価『リエゾン・オフィサー』（平成 25 年度）」「入試

委員会委員」「危機管理委員会委員」「大学推薦選考委
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新見公立大学における活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学における活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

～平成 31 年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度～

現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員会」「大学個人評価委員会」「キャリアセンター・セ

ンター長補佐」「衛生委員会委員」 

「学術倫理委員会委員」等を務めた。 

また、その間、兵庫教育大学非常勤講師として、「大学

院学校教育研究科：教育実践高度化専攻：心の教育実

践コース：『キャリア教育実践プログラムの開発』、「大

学院学校教育研究科：共通基礎科目：『教育相談の理論

と技能開発』、『学校における心の教育の実践研究』等

の科目を担当した。 

 

 

新見公立短期大学幼児教育学科・健康保育学科 教授

として、「幼児教育学科長」「健康保育学科長（幼児教

育学科長・兼務）」「評価・将来構想委員会委員」「人権

委員会委員」「ＦＤ委員会委員」「ハラスメント委員会・

調査委員」「学生等選抜委員会委員」「入試委員会委員」

「入試課題検討委員会委員」「公立大学法人 新見公

立大学 教育研究審議会委員」「公立大学法人 新見

公立大学 個人情報保護委員会委員」等を務めてい

る。また、その間、兵庫教育大学非常勤講師として、

「大学院学校教育研究科：教育実践高度化専攻：心の

教育実践コース：『キャリア教育実践プログラムの開

発』、「大学院学校教育研究科：共通基礎科目：『教育相

談の理論と技能開発』、『学校における心の教育の実践

研究』等の科目を担当した。 

 

 

人間教育学部人間教育学科員〈小学校専修委員〉とし

て、「人を支える人づくり」運営に取り組み、基礎ゼミ

ナールⅡにおいても 2 年学生 22 名を担任し、学部内

「基礎ゼミⅡ・個人プロジェクト」研究発表会におい

て、担当ゼミより「最優秀賞」「優秀賞」（各 1 名入賞

枠）に、それぞれ入賞者を出した。また、「教職・保育

課程委員会」委員として、企画・運営に尽力し、「奈良

学園大学 教育実習の手引き」改訂版の作成に取り組

んだ。さらに、「中期計画策定委員会」委員として、そ

の企画にかかわった。また、その間、新見公立大学非

常勤講師として、『保育者論』（健康保育学科 1 年）『教

育学総論』（健康保育学科 2 年）『教育相談（幼）』（健

康保育学科 2 年）等の科目を担当した。 
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４ その他 

「平成２３年度教員免許状更新講習－生徒指導・

学級経営に活かす体験活動－『子どもの現状と課

題』」「講師」 

 

環太平洋大学「平成２３年度 教員免許状更新講

習「講師」 

 

 

「平成２４年度教員免許状更新講習－生徒指導・

学級経営に活かす体験活動－『子どもの現状と課

題』」「講師」 

 

環太平洋大学「平成２５年度 教員免許状更新講

習」（2013.8.21  10:00～11:30）「講師」 

 

環太平洋大学「平成２６年度 教員免許状更新講

習」「講師」 

 

環太平洋大学「平成２７年度 教員免許状更新講

習」「講師」 

 

日本カウンセリング学会第 48回大会研修会「研

修プログラム：グループアプローチの実際『グル

ープアプローチをクラスづくりに生かす際のポイ

ント』」「講師」（会場：環太平洋大学） 

 

岡山県教育委員会「『思春期サポート事業』」講師

（スクールカウンセラー）（年間 12 回） 

 

 

甲南大学教職教育センター「平成 28 年度教員免

許状 更新講習」「講師」 

 

 

 

 

岡山県警察本部 警務部 県民応接課 主催 岡

山県警察学校授業「『心のケア』の理論と実際－

学校カウンセリングの立場から－」「講師」

14:10-15:30 会場：岡山県警察学校 

 

奈良県私立高等学校第三者委員会「評価委員」 

 

 

 

 

平成 23年 8

月 

 

 

平成 23年 8

月 

 

 

平成 24年 8

月 

 

 

平成 25年 8

月 

 

平成 26年 8

月 

 

平成 27年 8

月 

 

平成 27年 8

月 28 日 

 

 

 

平成 27 年度

～現在に至る 

 

 

平成 28年 8

月 

 

 

 

 

平成 28年 11

月 

 

 

 

平成 30 年度

～現在に至る 

 

 

 

「平成２３年度教員免許状更新講習」「講師」「履修

認定試験問題作成」。受講者の満足度、理解度共に高

いものであった。 

 

今、求められる教師像－子どもの現状と課題：子ど

もをとりまく現状から現在の教員に期待されている

こと―」の講習を行った。 

 

「講師」「履修認定試験問題作成」。受講者の満足度

も高く、評価結果でも受講者の理解度も高かった。 

 

 

「今、求められる小学校教育(2)―子どもの現状と課

題を踏まえて―」講義をした。 

 

「今、求められる小学校教育(2)―①子どもの現状と

課題 ②教育相談の充実」の講義をした。 

 

子どもの現状と課題 と教育相談の充実について講

義を行った。 

 

教師の立場、またカウンセラー（主として、スクー

ルカウンセラー）の立場で、グループアプローチを

クラスづくりに生かす際のポイントについて実習を

とおして研修を進めた。 

 

岡山県教育委員会「平成 27 年度 『思春期サポート

事業』」講師（スクールカウンセラー）を委嘱され

た。 

 

「教育の最新事情 道徳教育における『いのちの教

育』をどう進めるか－「『命の大切さ』を実感させる

教育プログラム」の展開・小学生・中学生・高校生

の「いのち」に対する意識の実態調査結果をとおし

て－」の講義をした。 

 

岡山県警察本部の依頼で「『心のケア』の理論と実際

－学校カウンセリングの立場から－」のテーマで講

師を務めた。 

 

 

奈良県私立高等学校第三者委員会「評価委員」を委

嘱された。 

 

 

人間教育学部 人間教育学科

104



兵庫県教育委員会・県立高等学校「特別非常勤講

師」 

 

岡山県教育委員会・岡山県総合教育センター主催 

初任者研修（小・中・高・特 悉皆研修）「学級

経営における指導技術向上（人間関係づくり）

「カウンセリング技法を活用した学級づくり－

「心の教育」「いのちの教育」の視点から－」「講

師」 

 

岡山県教育委員会・岡山県総合教育センター主催 

中堅教諭等資質向上研修 共通研修Ⅰ「カウンセ

リング技法を活用した学級づくり－「心の教育」

「いのちの教育」の視点から－」「講師」対象：

県内中堅教員（小・中・高・特・幼・こども園・

養護・栄教・学栄）450 名 

 

平成 31 年度 

 

 

平成 31 年度 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年度 

兵庫県教育委員会・県立高等学校「特別非常勤講

師」を委嘱された。 

 

岡山県教育委員会・岡山県総合教育センター主催 

初任者研修（小・中・高・特 悉皆研修）の講師を

務めた。日時：2019.5.16 13:15～14:45（90 分）会

場：岡山県総合教育センター 

 

 

 

岡山県教育委員会・岡山県総合教育センター主催 

中堅教諭等資質向上研修 共通研修Ⅰの講師を務め

た。日時：2019.5.28 14:00～15:30（90 分）会場：

岡山県総合教育センター  

 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・
共著の
別 

発行又は発表
の年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

1．次世代の教職入門 

【再掲】 

共著 平成 23年 5

月 

 

大学教育出版  教職を目指す学生が教職課程で最初に学ぶ

「教職入門」のテキスト。 

Ａ５判 全頁数３０８， 

編著：中田正浩  

執筆者：中田正浩・松田智子 住本克彦 他

５名） 

【本人担当部分】(pp.157-175 を単著)第 7

章「『教員の不祥事』と『指導が不適切な教

員』」として、「教員の不祥事」と「指導が不

適切な教員」について、教師の「人間力」を

採り上げ、教師自身の道徳性の涵養の必要性

や、さらなる使命遂行の資質向上への方途を

探った。平成 21 年から導入された教員免許

更新制度や検討を重ねている教員評価システ

ムも含め、さまざまな施策が効率よく機能し

合いながら、教員の資質向上が一層図られる

道筋を明確に示したものである。 

 

 

2．やる気を育てる・や

る気を引き出す 

 

 

共著 

 

 

 

平成 24年 7

月 

 

 

金子書房 

 

 

 

各教科や領域で子どものやる気を育てるため

の方策を示したものである。 

Ａ５判 全頁数１８０， 

編著者：，梶田叡一  
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執筆者：梶田叡一 加藤明 松田智子 善野

八千子 勝野健史 住本克彦 他６名 

【本人担当部分】(pp.91-104を単著) 

「やる気を失っている子の臨床心理」とし

て、回想法による質問紙法を大学生に実施し

た（被験者：環太平洋大学学生２年次生【平

均年齢 19.6 歳】114 名への質問紙調査

2012）。その結果、教師と子どものリレーシ

ョン（信頼関係）の形成をベースにした言葉

かけは、子どものやる気を喚起、育成するこ

とを示唆するものであった。そこで、この調

査を基に、「児童生徒の『やる気』を育てる

臨床心理」年間計画を作成した。なお、ここ

では、子どもたちへの教師による関わり行動

のポイントとして、梶田の言う「自己内対

話」の場面設定がポイントであった。さら

に、子どもが「やる気」を失った状況として

不登校事例を取り上げた。ここでは、河合

（1983）よりスーパーバイズを受けた不登校

事例を取り上げた。①支援者は、クライエン

トが自ら立ち上がる力を信じて向き合うこと

が大切であること ②支援者が、子どもの心

のドラマの内面に真正面から向き合うことが

重要であること 等が示唆された。 

 

 

 

 

3．子どもたちが輝くク

ラスづくりのための総合

質問紙調査「i-check 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 7

月～現在に至

る 

※毎年度改訂

版を発刊 

※令和 3 年度

版からは、住

本克彦が監修

者・編著者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級の児童生徒の実態を正確に測り、学級経

営の方途を探る実践的総合質問紙の説明書 

監修者：梶田叡一  

編著者：住本克彦  

※令和 3 年度版からは、住本克彦が監修者・

編著者 

小学校 1・2 年生判 pp.1-8，小学校 3・4 年

生判 小学校 pp.1-12，小学校 5・6 年生判  

pp.1-12，中学校判 pp.1-12，高等学校判 

pp.1-12）（1・2 年生判  Ａ４判 全 47

問 全８頁）（小学校 3・4 年生判  Ａ４判 

全 73 問 全 12 頁）（小学校 5・6 年生判  

Ａ４判 全 94 問 全 12 頁）（中学校判  Ａ

４判 全 94 問 全 12 頁）（高等学校判  Ａ

４判 全 110 問 全 12 頁） 

【本人担当部分】本質問紙全体の企画、構

成、編集 質問紙項目・解説書執筆を担当し

た。 
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4．次世代の教育原理 

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学教育出版  

「自己肯定感」「規範意識」等、１３の視点

で、子どもの個性や今の心の有り様を立体的

に描き出し、 第１カテゴリーとして４つの

項目－≪自己認識≫≪社会性≫≪学級環境≫

≪生活・学習習慣≫を立て、その下位に第２

カテゴリーとして、１３の質問群を設定し、

多面的に児童生徒の今の状況を測る。例え

ば、「いじめのサイン」の項目では、肉体

的、精神的いじめの有無とその兆候を、子ど

もたちの心に負担をかけずに実態を把握する

こともできる。 さらには、児童生徒の生活

習慣や態度，意欲，教科学力などに影響を及

ぼすと思われる、あらゆる因子（カテゴリ

ー）を，同時に測ることで、子どもたちの行

動の背景にある要因を，多面的に解釈するこ

とを可能にした調査でもある。 

 

 

 

 

教員を目指す大学生を対象に、教育原理の理

論と実践を解説したもの。 

Ａ５判 全頁数 １５９， 

編著者：中田正浩・松田智子  

執筆者：中田正浩・松田智子 住本克彦 他

４名） 

【本人担当部分】(pp.157-175 を単著) 

「生徒指導と教育相談―教育相談を生かした

生徒指導の展開―」の章を執筆した。児童生

徒の問題行動の予防のため、教師が開発的カ

ウンセリング技法に精通することを提案し、

教育相談を生かした道徳教育と関連付けた生

徒指導の在り方を実践例とともに紹介した。

また、カウンセリングの精神は特別活動や道

徳教育にも活用連携しながら、総合的に指導

すると効果的なことも実際の事例を挙げなが

ら述べた。 
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5．教育原理事始め 

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．新しい視点から見た

教職入門 

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 4

月 

 

 

 

 

 

 

大学教育出版  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学教育出版  

 

 

 

 

 

 

 

教員を目指す大学生を対象に、教育原理の理

論と実践を解説したもの。 

Ａ５判  

全頁数 ２０１， 

編著者：中田正浩 執筆者：中田正浩 住本

克彦 他４名） 

【本人担当部分】 

(pp.101-118 を単著)第 6 章「生徒指導と教

育相談」を執筆。 

生徒指導と教育相談の関係や学校組織の中で

の企画運営の仕方について詳述した。 

 

 

教職を目指す学生が教職課程で最初に学ぶ

「教職入門」のテキスト。 

Ａ５判 全頁数２８２， 

編著：中田正浩  

執筆者：中田正浩 住本克彦 他７名） 

【本人担当部分】第 1 部理論編 第 5 章

「『教育制度改革』の現況把握」(pp.125-134

を単著) 、「アクティブ・ラーニング」

(pp.135-136 を単著)。第 2 部実践編 第 6

章「教員採用試験」(pp.267-280 を単著) を

執筆。 

『教育制度改革』の現況について詳述し、教

員採用試験の実際や対策等についても詳述し

た。 

 

7．エンカウンターでい

じめ対応が変わる-教育

相談と生徒指導のさらな

る充実をめざして- 

【再掲】 

 

単著

（編

著） 

平成 31年 6

月 

図書文化社 従来の不登校対策と異なったエンカウンター

を用いたいじめ防止・早期対応等の具体的な

手立てを示し、教育相談・生徒指導の理論や

実際も示した著書 

Ｂ5 判  全頁数１9０， 

監修 國分康孝・國分久子 

編集 住本克彦 

執筆者：住本克彦・國分康孝・國分久子・新

井浩一・石原義行 他 26 名） 

【本人担当部分】 

単著部分(pp.10-13，pp.14-21，pp.56-57，

pp.70-75，pp.76-79，pp.84-113)・共著部分

（pp.38-41・pp.114-115）（共著者：住本克

彦、仁八潔）・（pp.42-47）（共著者：住本克

彦、梅本剛雄）・（pp.118-123）（共著者：住

本克彦、植田律子・小藤信子・森本章代・山

本眞由美） 

エンカウンターを生かしたいじめ問題への対
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応の仕方等、今まで実践報告がほとんどなか

った領域において、幼児教育段階からの取組

や精神科医の論述等を編集し、対処法の具体

例を挙げながら論述した。 

住本が編著者として、序章：教師としてのい

じめへ取り組む心構え、第１章：いじめ対応

の基本姿勢、第２章：いじめ対応に活かすエ

ンカウンター、第３章：エンカウンターを活

かしたいじめ対応の実際、第４章：さまざま

な場におけるいじめ対応の取り組み、保育・

教育現場の教師はもちろん、将来、保育者や

教師をめざす学生にとっても、教育相談や生

徒指導についての理論や実際についても学べ

る教育実践書である。 

 

 

 

 

 

8. 『新しい視点からの

教育社会学』【再掲】 

 

単著

（編

著） 

令和 4 年 3 月

発刊（予定） 

大学教育出版 教員を目指す大学生を対象に、教育社会学の

理論と実践を解説したもの。 

Ａ５判 全頁数 ２００， 

編著者：住本克彦  

執筆者：住本克彦 他２０名） 

【本人担当部分】(7 章･12 章を単著) 

第 1 章: 教育社会学のアプローチ 第 2 章: 

教育社会学から見たカリキュラム  第 3 章: 

キャリア教育と教育社会学  第 4 章: 現代

社会における高等教育  第 5章: 福祉の視

点から見た教育社会学  第 6章: 多様化す

る家族のあり方  第 7 章: 不登校・いじめ

問題  第 8 章: 子どもとメディア利用  第

9 章: 特別支援教育  第 10章: マイノリテ

ィーとジェンダー  第 11 章: 自殺予防の視

点から  第 12 章: 教育社会学の課題と展望 

以上の 12 章立てで、住本は、7 章･12 章執筆

担当予定。 
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9. 『コンパス教育相

談』 

単著

（編

著） 

令和 4 年 3 月

発刊（予定） 

建帛社 教員を目指す大学生を対象に、教育相談の理

論と実践を解説したもの。 

Ａ５判 全頁数 ２００， 

編著者：住本克彦  

執筆者：住本克彦 他１５名） 

【本人担当部分】(1 章･4 章･6 章を単著) 

令和 3 年度中の執筆と編集を終える〈テキス

トとしての活用予定〉第 1 章:教育相談の意

義 第 1 章:  第 2 章: カウンセリングの理

論と実際  第 3 章: 子どもの発達と教育相

談  第 4 章: 教育相談におけるアセスメン

ト  第 5 章: 子どもの問題行動と教育相談

（事例から考える）  第 6 章: 開発的カウ

ンセリング技法の活用  第 7章: 保護者支

援と教育相談  第 8 章: 校内システムと教

育相談  第 9 章: 医学と教育の連携  第

10 章: 学校の危機対応  第 11 章: 教師の

メンタルヘルスと教育相談  第 12 章: 専門

機関との連携と教育相談 以上の 12 章立て

で、住本は、1 章･4 章･6 章執筆担当予定。 

 

（学術論文） 

10．大学における「ワー

クショップ型研修方式」

導入による教職員研修の

在り方に関する一考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀

要第 6 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学における「ワークショップ型研修方式」

導入による教職員研修の成果と課題について

質問紙法によって検討した。その結果、組織

成員の親和度を高めること、教員と事務局職

員の活発な議論が確認されたこと等が成果

で、研修内容の事前の周知徹底、事前研修打

ち合わせ・当日研修の十分な時間確保等が課

題として確認された。本人(住本)は、本研究

の企画、構成、プログラム検証 論文執筆を

担当した。(Ａ4 判 pp.117-126)（共著者：住

本克彦、大橋英夫、北﨑 潤、中村高維、高

木悠哉、鳥越厚樹、古田康生、嘉戸 洋） 

 

11．「『いのちも教育』予

備調査から見えてきたも

の―児童・生徒のいのち

に対する意識の実態―」 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 2

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いのちの教育実践交

流会 第 4 回シンポ

ジウム in 兵庫 記録

集 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究費基盤研究（Ｂ）課題番号

24330254（平成 24 年度～平成 26 年度）「い

のちの教育カリキュラムの開発研究」研究分

担者として、初年度は「『いのちも教育』予

備調査から見えてきたもの―児童・生徒のい

のちに対 

する意識の実態―」と題して、「いのちの教

育実践交流会 第 4 回シンポジウム in 兵

庫」（2013.2.10）で、自尊感情を報告を育成

することや未来志向性を持たせることの大切

さ等がいのちの教育を進める際のポイントに
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12．「自律神経活動から

見たカウンセリングの 

有効性」－新設大学にお

ける学生相談システムの

構築－ 

（査読有） 

※特別研究費 300,000 

円獲得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀

要第 7 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なることなどが示唆された。教え込みや叱責

の道徳教育では、真の生命尊重は指導できな

いことも今後の課題である。生命尊重の小学

校道徳資料の分析結果も紹介した。 

（pp.13－30 を単著）（Ａ４判 全頁数７

６，代表：梶田叡一 執筆者：近藤靖宏、古

川治、梶田叡一、住本克彦、麻生川教、諏訪

清二、大河内祥晴、渡邉満、松田智子、杉田

郁代） 

 

多様化する学生相談内容に有効なカウンセリ

ング技法について、詳細に検討することで、

相談活動システムの構築・整備に活かした

い。また、生理学的アプローチにより、科学

的根拠を持って検証した。その結果、カウン

セリング場面での終末の直面化において、Ｃ

ｌ．の心拍数の上昇が確認された。つまり、

カウンセリング場面における直面化は、自律

神経活動を活性化させ、精神的興奮状態に陥

っていることが認められた。このことは、カ

ウンセリング場面における直面化と自律神経

系の高揚が連動していることが確認されたこ

とを示しており、今後、Ｃｌ．のカウンセリ

ング場面における自律神経活動の経時的把握

と検証が、カウンセリングの効果の検証資料

となりうることが示唆された。本人(住本)

は、本研究の企画、構成、カウンセリング実

施・分析 論文執筆を担当した。 (pp.161-

164 Ａ４判)（共著者：住本克彦、安田従

生） 

13. 「いじめ防止教育プ

ログラム」の開発研Ⅰ」

―総合質問紙『i-check』

を活用した「いじめ防止

教育プログラム」― 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀

要第 8 号 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ被害、加害の実態を把握する目的で実

施した「いじめに関するアンケート」から、

いじめ被害体験者は、小学校で約 54％いる

こと。中学校で約 60％いること。高等学校

で約 43％いることがわかった。小・中・高

校でのいじめ被害の内容は、①「冷やかしや

からかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言

う」 ②「仲間外れ、集団による無視をす

る」などが上位を占め、いじめに関する相談

については，「学級担任に相談」か、「誰にも

相談していない」（相談しない理由上位 2 項

目：どうせ解決しない。よりエスカレートす

るから。）が多い。また、「いじめをなくした

り，減らしたりするにはどうすればいい

か。」の質問へは、アンケート実施やいじめ

防止教育の実践等いじめの予防教育の期待が
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14.小学生・中学生・高 

校生の「いのち」に対す 

る意識の実態―「いのち 

の教育」に関する質問紙 

調査結果をとおして― 

（科学研究費助成事業 

･基盤研究（B）課題番号 

24330254 研究課題名 

「いのちの教育カリキ 

ュラムモデルの開発的 

研究」(2012～2014) 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

15．中学校新入生の内的 

作業モデルと中学校入 

学後の学校適応感との 

関係 The Relationship 

 between the Internal 

 Working Model and the 

Freshmen’sadjustment 

 to the Junior High 

 School : A school 

 psychological study 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 

11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀 

要第 9 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年度 学校心理 

士会年報 第 7 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きかった。 

これらを踏まえ、「いじめ防止教育プログラ

ム」として，①児童生徒の実態把握（標準化

された質問紙実施と教職員の観察）②児童生

徒の人間関係づくりを意識した道徳教育実践

③さらに，これら①②を含めた教職員研修の

教職員自身の道徳性の涵養の重要性が示唆さ

れた。本人(住本)は、本研究の企画、構成、

アンケート調査・分析プログラム検証 論文

執筆を担当した。(pp.100-113 Ａ４判)（共

著者：住本克彦、安田従生、中本忠彦、仁八

潔、粟生山貴子、山﨑一志、入江多喜夫、浅

田栄里子、松﨑和則、柴田仁） 

 

本研究は、科学研究費助成業･基盤研究

（B）課題番号 24330254 研究課題名「いの

ちの教育カリキュラムモデルの開発的研究」

(2012～2014)に基づき進めたものである。

小学生・中学生・高校生の「いのちに対する

意識の実態を把握する目的で，質問紙を作成

し予備調査，本調査を実施した。その結果よ

り教育現場で実践可能で，効果的な「いのち

の教育」カリキュラム開発の要諦を明示し

た。①自分自身に良いところがあると実感で

きる子は，いのちの大切さを実感できる。②

周りの人に支えられていると実感できる子

は，いのちの大切さを実感できる③得意なこ

とがあると思える子は，いのちの大切さを実

感できる。④努力すれば報われると認識して

いる子は，いのちの大切さを実感できる。⑤

新しいことに挑戦し，自分の可能性を広げた

いと考えられる子は，いのちの大切さを実感

できる。(pp.10-19 Ａ４判) 

 

本研究の目的は，中学校新入生の内的作業モ 

デル（Internal Working Model：以下 IWM） 

を測定する尺度を再構成しその特徴をとら 

えることと，IWM と中学校新入生の学校適応 

感や学校生活への適応との関係を検討する 

ことであった。IWM は内的作業モデル尺度 

（詫摩･戸田，1998）に５項目が追加された 

23 項目によって，また，学校適応感は学校 

生活適応感尺度（浅川・尾﨑・古川，2003） 

によって測定された。 

研究協力者は，中学１年生 265 名（男子 143 
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16. 「『いのち』を実感 

的にとらえる道徳教育の 

在り方に関する一考察 

（査読有） 

 

 

17.特別支援教育の視点 

に立った中学校区の連携 

の在り方に関する一考察 

―保育所・幼稚園・小学 

校・中学校を 10 年間連 

携させた教育実践モデル 

の提案― 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

18. 大学におけるアクテ 

ィブ・ラーニングを取り 

入れた授業展開への試み 

－『保育原理』の授業実 

践を通して進める「主体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 

月 

 

 

 

 

平成 28年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀 

要第 10 号 

 

 

 

 

環太平洋大学研究紀 

要第 10 号 
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第 37 巻 

 

 

 

名，女子 122 名）で，調査は４月と６月の２ 

回にわたり実施された。主な結果と考察は以 

下の通りである。(1)分散分析の結果，「安定 

性」タイプでは学校生活適応感尺度のすべて 

の下位領域で L 群よりも H 群の得点が高く, 

「安定性」の特性にみられるポジティブな認 

知や行動の選択は，友人関係や自らの進路に 

対する意識の高さにつながっていた。(2)家 

族との関係」得点は４月では男子群より女子 

群の方が高かったが，６月ではその差はなく 

なっており，アンカーポイントは家族から友 

人や教師へと移っていることが示唆された。 

以上の点から，IWM のタイプと学校適応感と 

の関係が明らかとなり，IWMの面から中学生 

に対する支援をとらえることの重要性が示 

唆された。本人(住本)は、本研究の企画、構 

成、論文執筆を担当した。(pp.13-19)南 雅 

則・住本克彦・古川雅文・三木澄代 

 

自分とのかかわりで道徳的価値がとらえられ 

ることが大切である。そうでなければ、自分 

の命は大切にできても、他者の命は大切にで 

きない。そのために、「『いのち』を実感的に 

とらえる道徳教育の在り方に考察した。 

 

保・幼・小・中学校 10 年間の子どもたちの

情報共有と個別支援の在り方を正しく理解

し、一人一人の教育的ニーズに応じた適切な

支援をすれば、子どもたちは様々な関わりを

通して安心して園・学校生活を送り自己実現

を図れるであろうとする仮説は立証された。 

特に、仮説具現化のための研究視点である①

「つなげる」視点：特別支援教育の共通理

解・情報共有・支援接続の強化・連携組織作

り ②「かかわる」視点：園児・自動・生

徒・教職員の体験交流事業の充実 以上二つ

の視点で、仮説を立証できた。(pp.107-116 

Ａ４判)  （共著者：住本克彦、田村仁志） 

 

本研究では，アクティブ・ラーニングに関す 

るエキスパート（「ＳＧＥ<Structured  

GroupEncounter>公認リーダー」）による 

「アクティブ・ラーニングを取り入れた授 

業」の準備・展開・事後指導の実践内容，特 
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的・対話的で深い学び」 

－（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19. 生徒指導・教育相談 

における“S-７step 法” 

活用の有効性の検討－ 

（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 12 

月 
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第 38 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に学生の授業後の感想の分析から，その授業 

モデルを提案した。当該授業の受講者の感想 

を分析することで，①グループワークが苦手 

な学生への支援の在り方，②主体的能動的学 

習を充実させる学習環境の整備（一層のＩＣ 

Ｔ活用の充実等），③教職員の研修参加によ 

る教育実践力向上，④学級経営と主体的能動 

的学習の推進との関連性の研究，⑤体制づく 

り等の課題が確認された。(pp.7-13 Ａ４ 

判)  

 

本稿では，アクティブ・ラーニングに関する 

エキスパート 

が講師を務めた 

『大学における学習過程の質的改善への手立 

て探る－アクティブ・ラーニングの導入で 

主体的・対話的で深い学びの実現をめざし 

て』－の参加者の研修後のアンケート調査 

（自由記述）結果の分析から，“S-７step 

法”の活用の有効性を検討した。その結果、 

以下の点での効果・可能性が確認された。① 

参加者間の親和度を高めるのに有効であるこ 

と ②参加者、それぞれの立場の壁を越えた 

活発な議論が可能であったこと ③講師（リ 

ーダー）と研修参加者が双方向で研修を進め 

られたこと ④今後の方向性（実践・手立 

て）が明確化したこと ⑥個人の発言機会が 

増えたこと ⑦多面的な視点にふれることが 

できたこと ⑧新しい教育プログラムを、体 

験を通して学べたこと ⑨日頃の自他の実践 

を振り返る良い機会となったこと ⑩本プロ 

グラムの活用可能性を実感したこと等、ほぼ 

全ての点で“S-７step 法”の事例検討会等 

への活用の可能性が確認された。 

(pp.65-70 Ａ４判)  

20.生徒指導・教育相談 

における実践課題に関す 

る一考察－『保・幼・小 

連携』に焦点を合わせて 

－（査読有） 

単著 

 

平成 30年 2 

月 

新見公立大学紀要 

第 38 巻第 2 号 

 

教育現場，特に生徒指導・教育相談の領域に

おいて，『保・幼・小連携』による「小 1 プ

ロブレム」解消が喫緊の課題の一つに挙げら

れている。本稿では，この「小 1 プロブレ

ム」解消について検討した。さらに，「小 1

プロブレム」の有無にかかわらず，児童の安

心感を醸成するためにも有効で，文部科学省

も「幼稚園・保育所・認定こども園の教育課

程と小学校教育課程との関係を明確にし，そ
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れを踏まえた教育方法を実践する必要があ

る。」（「幼児期の教育と小学校教育の接続

について」）とする，「保幼小連携プログラ

ム」のポイントに焦点を当て検討した。特に

この点では筆者が講師として，当該テーマで

研究・研修を進めた「Ａ市小学校校長会議」

での実践内容を基に考察を加えた。その結

果，10 項目の申し送り表の活用等の重要性

が示唆された。(pp.71-76 Ａ４判) 

 

 

21. 『保育原理』『教育 

原理』で，「急激に変化 

する社会を『生き抜く 

力』の育成」をどう教え 

るか－「第 3 期教育振興 

基本計画の策定に向けた 

基本的な考え方」を基本 

視座にして－（査読有） 

単著 

 

平成 30年 2 

月 

新見公立大学紀要 

第 38 巻第 2 号 

 

文部科学省は，「第 3 期教育振興基本計画の 

策定に向けた基本的な考え方」（2017）にお 

いて，2030 年以降の社会の変化を見据えた 

課題解決に向けた教育政策の基本的な方針を 

示している。言うまでもなく，保育・教育の 

施策の現況と課題について取り扱う大学教職 

課程科目は『保育原理』『教育原理』であ 

る。本稿では，「第 3 期教育振興基本計画の 

策定に向けた基本的な考え方」を基本視座 

に，大学教職課程『保育原理』『教育原理』 

で，「急激に変化する社会を『生き抜く力』 

の育成」（「第 3 期教育振興基本計画の策定に 

向けた基本的な考え方」における中核目標） 

をどう教えるかについて概観した。 

 

 

22. いじめ問題にどう立 

ち向かうか（岡山県教育 

委員会 教育時報 巻頭 

論文） 

 

単著 平成 30年 3 

月 

岡山県教育委員会 

教育時報 巻頭論文 

平成 30年 4 月号 

いじめ防止教育プログラム実践の際の留意点 

等、教育現場における具体的実践方法につい 

て（①いじめ問題に立ち向かう学級・学校づ 

くりのポイント ②「いじめ防止教育プログ 

ラム」実践時の留意点 ③開発的カウンセリ 

ング技法の活用による「いじめ防止教育プロ 

グラム」の実際）詳述した。岡山県全県小・ 

中・高・特別支援学校等 学校園関係施設 

に配布された。(pp.4-7 Ａ４判) 

（2018.3.発刊） 

 

 

23.今，なぜ「学校カウ 

ンセリング」かⅠ-「教 

育相談」を活かした「生 

徒指導」の展開を- 

単著 平成 30年 3 

月 

平成 29 年度 研究紀 

要（新見公立短期大 

学） 

問題行動が低年齢化、多様化、複雑化する 

中、開発的カウンセリング技法の実践による 

教育効果について強調し、その具体的実践方 

法についても詳述した。特に、構成的グルー 

プ・エンカウンターについては、住本は、公 

認リーダーの資格を有しており、國分エンカ 
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ウンターのけ継承者として、その理念にまで 

触れている。Ａ４判全頁 p.34編集・執筆担 

当。（2018.3.発刊） 

 

 

24. 体験活動を通した 

「『生き抜く力』育成教 

育プログラム」開発に関 

する一考察－「にいみ塩 

から子育成事業」での実 

践をとおして－ 

（査読有） 

共著 

 

平成 30年 12 

月 

新見公立大学紀要 

第 39 巻 

 

文部科学省（2017)は，「第 3期教育振興基本

計画の策定に向けた基本的な考え方」におい

て，2030 年以降の社会の変化を見据えた課

題解決に向けた教育政策の基本的な方針を示

している。そこでの目指すものとして「社会

を生き抜く力の養成－多様で変化の激しい社

会の中で個人の自立と協働を図るための主体

的•能動的な力－」を育むこととしている。

本稿では，新見市が主催する体験活動を中核

に据え，たくましく生き抜く力を育成するこ

とを目的とする「にいみ塩から子育成事業」

の成果と課題から，「急激に変化する社会を

『生き抜く力』の育成」（「第 3 期教育振興基

本計画の策定に向けた基本的な考え方」にお

ける中核目標）教育プログラム開発の方途を

探った。 (pp.71-78 Ａ４判) （共著者：住

本克彦、城井田二郎、竹元 渉） 

 

 

25. 「命の教育」の一環 

としての「いじめ防止教 

育プログラム」開発に関 

する一考察－文部科学省 

のいじめ防止対策事業を 

踏まえて－（査読有） 

単著 

 

平成 30年 12 

月 

新見公立大学紀要 

第 39 巻 

 

2013 年，「いじめ防止対策推進法」が制定•

施行された。これをもって，各学校において

「学校いじめ防止基本方針」を制定すること

が義務付けられた。その後 5年が経過した

が，今なお，いじめ問題は教育現場において

大きな課題の一つである。本稿においては，

文部科学省のいじめ防止対策の現況を概観

し，「命の教育」の一環としての「いじめ防

止教育プログラム」開発こそ，いじめ防止対

策の中核に据えることが重要であることの方

途を示したい。(pp.79-84 Ａ４判) 

 

 

26.今，なぜ「学校カウ 

ンセリング」かⅡ-「教 

育相談」を活かした「生 

徒指導」の一層の展開を 

- 

単著 平成 30年 3 

月 

平成 30 年度 研究紀 

要（新見公立大学） 

第 1 章：生徒指導と教育相談の関係  第 2 

章：求められる予防的・開発的な教育活動 

  第 3 章：開発的カウンセリング技法の活 

用  第 4 章：今後の学校カウンセリング実 

践のために の構成から成り、問題行動が低 

年齢化、多様化、複雑化する昨今、開発的カ 

ウンセリング技法（構成的グループ・エンカ 
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ウンター）の実践による教育効果について強 

調し、その具体的実践方法や留意点について 

も詳述した。 

Ａ４判全頁 p.32 編集・執筆担当。（2019.3. 

発刊） 

 

 

27.『折れない心』の育 

成についての一考察－ 

「いのちの教育」「心の 

教育」の視点から－ 

（査読有） 

単著 

 

令和 2 年 3 月 

 

新見公立大学紀要 

第 40 巻 

住本は，公立学校教諭，県教育委員会指導主 

事，大学教員を歴任する中で，長く（42 年 

間）生徒指導，教育相談にかかわってきた。 

その間に「いのちの教育」や「心の教育」に 

関する研究も重ねてきた。そんな中で，『折 

れない心』の育成には，いくつかの要素が大 

きく影響していると実感しており， Ａ県内 

県立高等学校教育相談担当者部会，Ｂ市内公 

立学校養護教諭研究部会の協力を得て，次の 

10 項目に集約することができた。➀揺るぎ 

ない自信を持たせること。 ②揺るぎない自 

信を持っている人をイメージさせること。  

③勝ち負けにこだわり過ぎないようにさせる 

こと。 ④プラス思考で物事をとらえること 

ができるようにさせること。 ➄今の自分が 

好き（自尊感情）であると実感させること。 

 ⑥感情のコントロールができるようにさせ 

ること。 ⑦受け止めてくれる人を持つよう 

にさせること。 ⑧中立を保たせ，自己防衛 

ができるようにさせること。 ➈完璧を目指 

し過ぎないようにさせること。 ⑩好きなこ 

と（趣味）・没頭できるものを持たせるこ 

と。(pp.79-84 Ａ４判) 

 

 

 

28. 保育現場における人 

型ロボットの活用可能性 

に関する研究（査読有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新見公立大学紀要 

第 40 巻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育現場での課題（保育士多忙化の解消）に

対し，人型ロボット（ロボット型携帯電話）

の活用による当該課題解消への可能性を探る

ことを目的に，幼稚園・認定こども園の管理

職への半構造化面接を実施〈10 園・園長：保

育現場における人型ロボット（ロボット型携

帯電話）の活用可能性について〉し，その内

容を整理・検討したところ，保育現場におけ

る人型ロボット（ロボット型携帯電話）の活

用可能性として，以下の 10 点が確認された。

➀挨拶指導（顔認証機能による登園・降園管
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29.「いじめ防止・対応 

教職員研修プログラム」 

の開発に関する一考察－ 

学校法人奈良学園での実 

践を通して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学紀要 

第 13 集 

理） ➁緊急対応の連絡 ③行事の説明（「七

夕の由来」，「餅つきの由来」等） ④窒息防

止の機能（午睡時等の心拍数の把握） ➄園

児の写真撮影（カメラ搭載・動画録画） ⑥

「園便り」メール配信 ⑦園児との遊び（ダ

ンス・歌・クイズ・絵本の読み聞かせ） ⑧

健康指導：歯磨き指導・検温等 ➈コミュニ

ケーションツールとしての話し相手 ⑩保育

に生かせるアプリによる機能の拡大期待 

 (pp.71-78 Ａ４判) （共著者：住本克彦、

加藤由美、金山時恵、岡 京子） 

 

 

「いじめ防止・対応教職員研修プログラム」 

を実践し、研修会終了後、聞き取り調査を実 

施した（対象：高校 3 校 190名・中学 2 校 

190 名・小学校 1 校 47 名・幼稚園 2 園 39 

名：計 361 名）。その結果、①「いのちの教 

育」からの教育実践 ②海発的カウンセリン 

グ技法 ③教師の観察力・感性向上と総合質 

問紙調査（アイチェックなど）等の活用 ④ 

チーム支援・関係機関との連携 ⑤情報モラ 

ル教育・保護者との連携 ⑥いじめ対応研修 

会や事例研修会等の定期的実施 等が要素で 

ある点がその有効性として確認された。 

(pp.157-175 Ａ４判) 

 

 

30. 進路指導の理論と 

実際－『生徒指導』との 

関連を中心にして－ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年度研究紀要 

第 3 号（新見公立大 

学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本論文では、 

① 法律から見た進路指 

導とは ②進路指導の変遷 ③進路指導とキ

ャリア教育（ア：キャリア教育とは イ：キ

ャリア教育の意義 ウ：キャリア教育の理

論）④キャリア教育の実際（生徒指導との関

連を中心に） ⑤在り方生き方を問う進路指

導の展開を の内容で、人としての在り方・

生き方をベースとして子どもに向き合う生徒

指導、進路指導の在り方について明示した。

（pp.3-8）（Ａ４判 全頁数２６） 

  

 

 

 

 

人間教育学部 人間教育学科

118



31.道徳教育の現況と課 

題に関する一考察－『特 

別の教科 道徳』で『考 

え、議論する道徳』をど 

う進めるか－」 

    

 

 

32.共生社会の実現のた 

めのインクルーシブ教育 

システム構築をめざして 

－新見市における取組を 

中心にして－ 

    

 

 

33.「幼児期における 

〔自尊感情〕育成の方途 

を探る－子どもや保護者 

の心に寄り添った保育・ 

教育実践のために－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.「幼児教育に求められ 

る人間関係に関する一考 

察－保育における基本と 

領域『人間関係』との関 

連に注目して－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年度研究紀要 

第 3 号（新見公立大 

学） 

 

 

 

 

 

平成元年度研究紀要 

第 3 号（新見公立大 

学） 

 

 

 

 

 

2019 年度・2020 年度 

明石市教育委員会指 

定・幼稚園研究実践 

研究報告書・奈良学 

園大学研究紀要別冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 研究紀要 

 第１巻（奈良学園大 

学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本論文では、①『特別の教科 道徳』でめざ

すもの ②問題解決型の道徳授業 ③『考え、

議論する道徳授業』の進め方 の内容で、『特

別の教科 道徳』で『考え、議論する道徳』

をどう進めるかについて、開発的カウンセリ

ング技法の活用を提唱した。（pp.8-13）（Ａ４

判 全頁数２６） 

 

本論文では、①『特別の教科 道徳』でめざ

すもの ②問題解決型の道徳授業 ③『考え、

議論する道徳授業』の進め方 の内容で、新

見市における取組を中心に、共生社会の実現

のためのインクルーシブ教育システム構築に

ついて検討した。住本克彦・城井田二郎・光

島由忠（pp.14-25）（Ａ４判 全頁数２６）    

 

2 年間の研究の総括として、幼児期における 

「自尊感情」育成のポイントとして、①「臨 

床の視点」「脳科学の視点」を持つことの大 

切さ ②保護者との連携を図ることの大切さ 

② 認めるタイミングを逃さないこと ④ 

「チーム学校」組織対応の大切さ ⑤エビデ 

ンス・ベースド・エデュケーション実践の大 

切さ ⑥「個」と「集団」の成長を共に進め 

ること ⑦保育者・教育者自身の資質を伸ば 

すこと ⑧「4 歳の壁」を理解すること ⑨ 

研究としての継続・広がりを考えること ⑩ 

追跡調査を継続すること等が確認された。 

(pp.56-61 Ａ４判)  

 

保育における指導の中核にある『人間関係』 

領域において、子ども同士の人と関わる力、 

その他様々な人と関わる力形成の大きな要素 

として、教師と子どもの『人間関係』が大き 

く影響していることについて論述し、教師 

が、子ども達の『人間関係』を支え、広げ深 

める手立てとしても、家庭支援や子育て支 

援、さらには地域支援も視野に入れた取組が 

重要である事を示唆した。(pp.3-6 Ａ４判) 

※科学研究費助成事業･基盤研究（C）課題番 

号 18K03163 研究課題名「人間関係力を育む 

保育者養成教育のあり方に関する実践的研 

究」研究代表者：加藤由美 研究分担者：住 

本克彦 他 

人間教育学部 人間教育学科

119



35.「『ネット上のいじ 

め』対策についての一考 

察Ⅱ－『正しい情報メデ 

ィアの使い方』をどう教 

えるか－」   

 

 

 

36.「心理検査活用リー 

ダー研修プログラムの開 

発の試みⅡ－県立学 

校教職員対象心理検 

査活用リーダー研修講 

座（『i-check』の活用」 

実施を踏まえて－」 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

令和 2 年度 研究紀要 

 第１巻（奈良学園大 

学） 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 研究紀要 

 第１巻（奈良学園大 

学） 

「ネット上のいじめ」の定義、「ネット上の 

いじめ」の事例と対策（小・中・高等学校の 

各事例と対策）、「ネット上のいじめ」対応の 

一層の充実のための方策（情報モラル教育の 

推進等）等の構成で、「ネット上のいじめ」 

対策のポイントを明示した。(pp.7-16 Ａ４ 

判) 

 

2019 年度より継続の研究実践報告である。 

その構成は、①アイテェックのコンセプトに 

ついて ②カテゴリー構成とここの質問内容 

について ③結果帳票の種類とその見方につ 

いて ④実際の分析例 個の 4 点である。実 

施後の質問紙調査（4 件法）の結果受講者全 

てが満足しており、自由記述では「学年団や 

生徒指導部会、教育相談部会等での検討する 

際の共通の資料になる」「生徒や保護者の話 

す際のエビデンスになる」等の当該検査の有 

効性等が報告された。(pp.17-23 Ａ４判) 

 

（その他） 

「辞典、事典、ハンドブ 

ック」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

「調査研究報告書」 

1.学校における教育相 

談活動の充実を目指して 

 

 

 

 

 

 

2.平成 23 年度（第 1 年 

次）文部科学省指定研究 

開発社会人基礎力育成プ 

ログラム開発Ⅰ―１年次 

「社会人基礎Ⅰ」の取組 

― 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尼崎市立教育総合セ 

ンター「研究紀要第 

４８号 平成２２年度 

研究報告書 

 

 

 

 

友野印刷（株）：兵庫 

県教育委員会・兵庫 

県立上郡高等学校  

環太平洋大学 住本 

克彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度の尼崎市立教育総合センター教 

育相談部会研究員へのスーパーバイザーとし 

て、「学校における教育相談活動の充実を目 

指して」の指導助言を通してまとめた研究報 

告である。 

本人担当部分は各助言であり抽出不可である 

（Ａ４判 全頁数２８０） 

 

「『平成 23 年度（第 1 年次）文部科学省指 

定研究開発社会人基礎力育成プログラム開発 

Ⅰ―１年次<社会人基礎Ⅰ>の取組―』の報 

告書である。 

本人の担当は「全体の研究を振り返って」の 

部分をを執筆するとともに報告書作成の指導 

である。本研究は、高校生に自立と共生の能 

力を兼ね備えた社会人の基礎を培うことを目 

標に、実践研究を進めてきた。①カリキュラ 

ムへの「心理教育」の導入 ②カリキュラム 

への「自己評価」の導入 この 2 点をポイ 
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3. 学校における教育相 

談活動の充実を目指して 

―開発的カウンセリング 

技法を活かして― 

 

 

 

 

 

4. 学校における教育相 

談活動、特別支援教育の 

さらなる充実を目指して 

 

 

 

 

 

5.子どもたちが輝くクラ 

スづくりのためのアイチ 

ェック実践事例集Ⅰ 

（小・中学校判 ） 

 

 

 

 

 

6.平成 24 年度（第 2 年 

次）文部科学省指定研究 

開発社会人基礎力育成プ 

ログラム開発Ⅱ―１・２ 

年次「社会人基礎Ⅰ・ 

Ⅱ」の取組― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尼崎市立教育総合セ 

ンター「研究紀要第 

４９号 平成２３年度 

研究報告書 

 

 

 

 

 

尼崎市立教育総合セ 

ンター「研究紀要第 

５０号 平成２４年度 

研究報告書 

 

 

 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

友野印刷（株）：兵庫 

県教育委員会・兵庫 

県立上郡高等学校  

環太平洋大学 住本 

克彦 

 

ントとして実践研究を進めた。生徒の自己評 

価力も高まり、これに加えて、Ｑ-Ｕ（河 

村）、「アイチェック」（梶田・住本）も活用 

した。カリキュラムには、心理教育や道徳教 

育を生徒の発達に応じて配置し、包括的なプ 

ログラムを開発するよう進めた。 (pp49～ 

54 を単著) （Ａ４判 全頁数５４，編著： 

兵庫県教育委員会 兵庫県立上郡高等学校・ 

環太平洋大学 住本克彦 執筆者：住本克 

彦、兵庫県教育委員会・兵庫県立上郡高 

等学校） 

 

平成２３年度の尼崎市立教育総合センター教 

育相談部会研究員へのスーパーバイザーとし 

て、「学校における教育相談活動の充実を目 

指して―開発的カウンセリング技法を活かし 

て―」の指導助言を通してまとめ、研究報 

告をした。 

本人の担当部分は指導助言であり、抽出不 

可。（Ａ４判 全頁数２９１） 

 

平成２２年度の尼崎市立教育総合センター教 

育相談部会研究員へのスーパーバイザーとし 

て、「学校における教育相談活動、特別支援 

教育のさらなる充実を目指して」の指導助言 

を通してまとめた研究報告である。 

本人の担当部分は指導助言であり、抽出不 

可。（Ａ４判 全頁数２８０） 

 

子どもたちの心の声に寄り添った教育実践を 

紹介したものである。 

本人担当は「アイチェックを活用した学級づ 

くりの提案」のテーマで、実践した小中学校 

の６事例の編集である。さらに「アイチェッ 

クを活用した学級づくり」の進め方について 

巻頭言として執筆した。（p.1）（Ａ４判 全 

頁数３６，執筆者：住本克彦、他６名） 

 

『「生き方教育」をベースにしたインターン 

シップの推進－2 年間の研究開発（文部科学 

省指定研究開発「社会人基礎力育成プログラ 

ム開発：高校生に自立と共生の能力を兼ね備 

えた社会人の基礎を培うための教育課程開発 

に関する研究」）から見えてきたもの』を執 
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7.平成 25 年度（第 3 年 

次）文部科学省指定研究 

開発社会人基礎力育成プ 

ログラム開発Ⅲ―１・ 

２・３年次「社会人基礎 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の取組― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友野印刷（株）：兵庫 

県教育委員会・兵庫 

県立上郡高等学校  

環太平洋大学 住本 

克彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆したものである。本研究は、高校生に自立 

と共生の能力を兼ね備えた社会人の基礎を培 

うことを目標に、実践研究を進めてきた。1 

年生で「アサーション・トレーニング」、2 

年生で「インターンシップ」を中心にプログ 

ラム開発をした。効果測定としては、Ｑ-Ｕ 

（河村）、「アイチェック」（梶田・住本）を 

活用し、1 年生：「自己理解・自己管理能 

力」、2 年生：「キャリアプランニング能 

力」、3 年生「課題対応能力」に焦点化し、 

心理教育や道徳教育を適切に配置し、包括的 

なプログラムを開発した。  

本人担当部分は、研究のまとめと編集であ 

る。(pp77～79 を単著) （Ａ４判全頁数７ 

９，編著：兵庫県教育委員会 兵庫県立上郡 

高等学校・環太平洋大学 住本克彦  執筆 

者：住本克彦、兵庫県教育委員会・兵庫県立 

上郡高等学校） 

 

『３年間の研究開発（文部科学省指定研究開 

発「社会人基礎力育成プログラム開発：高校 

生に自立と共生の能力を兼ね備えた社会人の 

基礎を培うための教育課程開発に関する研 

究」）から見えてきたもの』を執筆。本研究 

は、高校生に自立と共生の能力を兼ね備えた 

社会人の基礎を培うことを目標に、実践研究 

を進めてきた。1 年生で「アサーション・ト 

レーニング」、2 年生で「インターンシッ 

プ」、3 年生で「すーく上高」を中心にプロ 

グラム開発をした。効果測定としては、Ｑ- 

Ｕ（河村）、「アイチェック」（梶田・住本）、 

自尊感情尺度、規範意識調査等を活用し、1 

年生：「自己理解・自己管理能力」、2 年生： 

「キャリアプランニング能力」、3 年生「課 

題対応能力」に焦点化し、「心理教育」や 

「道徳教育」等を適切に配置し、包括的なプ 

ログラムを開発し、その結果は報告書として 

文部科学省へも報告した。 

本人担当部分は報告書の編集と本研究のまと 

めである。 (pp114～115 を単著) （Ａ４判 

 全頁数１１５，編著者：兵庫県教育委員会 

 兵庫県立上郡高等学校・環太平洋大学 住 

本克彦  執筆者：住本克彦、兵庫県教育委 

員会・兵庫県立上郡高等学校） 
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8.子どもたちが輝くクラ 

スづくりのためのアイチ 

ェック実践事例集Ⅱ 

（小・中学校判 ） 

 

 

 

 

 

 

9.「いのちの教育」カリ 

キュラム開発への取組 

―小・中・高校生を対象 

にした「いのちの教育」 

に関する質問紙調査結果 

をとおして― 

科学研究費助成事業･基 

盤研究（B）課題番号 

24330254 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 「いのちの教育」カ 

リキュラムモデル の開 

発的研究 ―小・中・高 

校生を対象にした「いの 

ちの教育」に関する質問 

紙調査結果をとおして― 

科学研究費助成事業･基 

盤研究（B）課題番号 

24330254 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 5 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 1 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 2 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究費助成事業･ 

基盤研究（B）課題番 

号 24330254 研究課題 

名「いのちの教育カ 

リキュラムモデルの 

開発的研究」研究成 

果報告書『いのちの 

教育カリキュラムモ 

デルの開発と実践』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度～平成 26 

年度科学研究費補助 

金(基盤研究(B))課題 

番号 24330254 「いの 

ちの教育カリキュラ 

ムモデルの開発的研 

究」研究成果報告書 

 別冊 

 

 

 

 

 

 

「『質問紙調査』『カウンセリング技法』を活 

用した学級経営を―アイチェックを活用した 

学級づくりの事例集である。 

本人担当部分は子ども達の生きる力を高める 

―」のテーマで、実践した小・中学校の１０ 

事例の編集である。そして「アイチェックを 

活用した学級づくり」の進め方について巻頭 

言として執筆した。（p.1）（Ａ４判 全頁数 

３８，執筆者：住本克彦、他６名） 

 

本研究は，小学生・中学生・高校生の「いの 

ち」に対する意識の実態を把握する目的で、 

「いのちの教育」に関する質問紙を作成し、 

予備調査、本調査を実施した結果を踏まえた 

提言（「小学生・中学生・高校生の『いの 

ち』に対する意識の実態―『いのちの教育』 

に関する質問紙調査結果をとおして―」 

住本,2014；The actual situation of the 

consciousness for the life with an  

elementary and junior and senior high 

school students as a target, through  

questionnaire survey in relation to 

“Education of the life”, 環太平洋大学研 

究紀要 No.9）と，先進校聞き取り調査から 

得られた効果的実践例を基に作成した『いの 

ちの教育』のカリキュラム（2014，住本克 

彦，五百住満，三木澄代，瀧明知恵子，原 

 実男，岡山心理学会第 62 回大会論文集） 

の両稿に加筆したものである。 

 

本研究は，科学研究費助成事業･基盤研究 

（B）課題番号 24330254 研究課題名「いの 

ちの教育カリキュラムモデルの開発的研究」 

(研究代表者：梶田叡一)に基づき進めたもの 

であり，本稿は，小学生・中学生・高校生の 

「いのち」に対する意識の実態を把握する目 

的で、「いのちの教育」に関する質問紙を作 

成し、予備調査、本調査を実施した結果を踏 

まえた提言（「小学生・中学生・高校生の 

『いのち』に対する意識の実態―『いのちの 

教育』に関する質問紙調査結果をとおして 

―」住本,2014 と，先進校聞き取り調査から 

得られた効果的実践例を基に作成した『いの 
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11.公益財団法人 私立

大学通信教育協会「平成

26 年度 大学通信教育職

員研修会報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.高陽中ブロック授業

研究『自己肯定感の育成

をもとに学力向上を図る

効果的取組』Ⅰ―児童・

生徒に「役割」「期待」

「承認」を― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 私立

大学通信教育協会 

平成 26 年度運営委員

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友野印刷（株）：赤磐

市教育委員会環太平

洋大学 住本克彦 

 

 

 

ちの教育』のカリキュラム（2014，住本， 

五百住，三木，瀧明，原，岡山心理学会第 

62 回大会論文集），さらに道徳をはじめとす 

る各教科における「いのちの教育カリキュラ 

ム開発への取組」（2015，梶田叡一 いのち 

の教育カリキュラムモデルの開発と実践）の 

原稿に加筆したものである。「ヒヤリハット 

マップづくり」や「いじめ防止」のためのロ 

ールプレイなど、いのちの教育：カリキュラ 

ムⅡ（自他のいのちを守る）<小学校低学年 

>～<高等学校>の具体的実践例を明示した。 

本人担当部分は第 1 部：「いのちの教育」カ 

リキュラムモデルの開発的研究―小・中・高 

校生を対象にした「いのちの教育」に関する 

質問紙調査結果をとおして―住本克彦 

（pp.3-25），第 2 部：資料編「心に関するア 

ンケート」調査結果 住本克彦（pp.27- 

40）。本人(住本)は、本別冊の企画、構成、 

編集 論文執筆（カリキュラム開発）を担当 

した。（pp.27-40）（Ａ４判 全 40 頁） 

 

平成 26 年度 大学通信教育職員研修会に参

加し、報告書をまとめた。 

本人担当は、本研修会役員として、研修会の

企画、報告書の編集 執筆である。第２グル

ープの「運営委員」として、テーマ「授業・

試験並びに成績」を中心にして、日本大学、

慶應義塾大学、東洋大学、帝京平成大学、東

京未来大学、神戸親和大学はじめ、計 12 大

学の企画・運営・進行・助言・報告書を作成

した。特に住本は、専門領域から、クレーム

の対応事例への助言において、参加者から

「大変参考になった」各委員からも高評価を

得、レポート・試験、スクーリング、インタ

ーネット授業、成績票・試験答案等の運用管

理方法などの領域で、報告書にまとめた。 

（pp.39-42）（Ａ４判 全頁数５８，共著

者：住本克彦、梶 一夫、計１２名） 

 

赤磐市教育委員会との共同研究で、自己肯定

感を高めれば、学力は向上する、という仮説

を検証している。2 年目の報告書である。 

本人担当は、本報告書の編著者で、「『自己

肯定感の育成をもとに学力向上を図る効果的

取組』その教育効果の検証」、「『自己肯定感
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13.「2016 年度新見公立

大学学長配分研究費採択

研究報告書」幼児教育に

おける『いのちの教育』

カリキュラムモデルの開

発的研究－N 市における

幼児教育の実態を踏まえ

て－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 「総合質問紙調査

『i-check』 (アイチェ

ック) ハンドブック

Ⅲ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監修・

編著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二鶴堂：住本克彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京書籍株式会社 

の育成をもとに学力向上を図る効果的取組』

その成果と課題」を執筆。 

研究テーマは，『自己肯定感の育成をもと

に学力向上を図る効果的取組―児童・生徒に

「役割」「期待」「承認」を―』で，自己肯定

感を基盤にして「学ぶ意欲」を高めていけ

ば，児童・生徒に「確かな学力」が身に付く

と考え，本研究主題を設定し，研究を進めて

いった。(pp11～12)（Ａ４判 全頁数１２，

編著：岡山県赤磐市教育委員会・環太平洋大

学 住本克彦  執筆者：住本克彦、赤磐市

教育委員会） 

 

本研究では，「いのちの教育」実践園を調査

した結果を参考にして，教育現場で実践可能

で効果的な「いのちの教育」カリキュラム開

発の要諦を提案した。研究 1 では、「いのち

の教育」の領域が以下の 7 点あることが確認

された。①動植物飼育・栽培活動の直接体験

活動の実践（兎飼育・一人一鉢栽培 等）。

②防災教育（避難訓練・災害時の引き渡し訓

練・保護者との連携 等）。③自己肯定感の

育成（称揚・成功体験 等）。④被害に遭わ

ない・いのちを守る指導（交通安全指導 

等）。⑤人権教育の推進（思いやり・共感性

の育成 等）。⑥絵本の活用（「いのち」にか

かわる絵本の読み聞かせ 等）。⑦食育（感

謝の気持ちの育成 等）。研究 2 では、先進

校視察により、①小学校低学年：自然を活か

した「いのちの教育」の実践活動 ②小学校

中学年：小高連携による梨栽培の実践活動 

③小学校高学年：赤ちゃんとの交流等を通し

た「いのちの教育」の実践活動 等の実践の

効果を確認できた。（Ａ４判 全頁数 23，編

著：住本克彦  執筆者：住本克彦・斎藤健

司・加藤由美） 

 

「総合質問紙調査『i-check』 (アイチェッ

ク)の改訂版（小・中・高等学校各版）を発

刊した。それに伴い、ハンドブックも改訂

し、巻頭言を執筆し、当該検査の学級経営へ

の活かし方のポイント等を示した。(p.1 Ａ

４判) 
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（その他）「口頭・ポス

ター発表」 

1．今、教育現場に求め 

られる『学校カウンセリ 

ング』とは」 

 

 

 

 

2.研究発表（発表番号

22）「小･中･高等学校意

識調査結果を踏まえた

『いのちの教育』のカリ

キュラム開発への取組 

科学研究費女性事業･基

盤研究（B）課題番号

24330254 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.研究発表（発表番号

26）「小学校社会科教育

におけるキャリア教育に

ついての一考察Ⅰ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 11

月 

 

 

 

 

 

平成 26年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国公立学校教頭会

「学校運営」第 628

号 

 

 

 

 

岡山心理学会第６２

回大会論文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山心理学会第６２

回大会論文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の問題行動の予防的取り組みとし

て、開発的生徒指導、開発的教育相談の実

践・研究、効果的な道徳授業の在り方を提唱

し標準化された質問紙の活用による実態調査

から、開発的教育相談の進め方等、具体的な

実践例を明示した。(pp.4-7) 

 

本研究は、科学研究費助成事業･基盤研究

（B）課題番号 24330254 研究課題名「いのち

の教育カリキュラムモデルの開発的研究」

(研究代表者：梶田叡一)に基づき進めた。小

学生・中学生・高校生の「いのちに対する意

識の実態を把握する目的で、「いのちの教

育」に関する質問紙を作成し、予備調査、本

調査を実施（環太平洋大学研究紀要 No.９

「小学生・中学生・高校生の『いのち』に対

する意識の実態―『いのちの教育』に関する

質問紙調査結果をとおして―」住本，2014；

The actual situation of the consciousness for the 

life with an elementary and junior and senior 

high school students as a target,through 

questionnaire survey in relation to“Education of 

the life”sumimoto,2014）。その結果と先進校聞

き取り調査から得られた提言を基に作成した

『いのちの教育』の道徳を中心とした各教科

のカリキュラムを提案した。（p.12） 

（共著者：住本克彦、五百住 満、三木澄

代、瀧明知恵子、原 実男） 

 

小学校社会科における主要目標である公民的

資質の育成と、キャリア教育の重要な目標

の、いずれにおいても、「社会」にいかに関

わることができるかということが根底にあ

る。すなわち、社会科の教育目標もキャリア

教育の目標も「社会」をキーワードし、社会

といかに関わり、その形成に参画していくか

という社会形成能力の育成が共通の目標の一

つと言える。このように考えると、社会科教

育の役割は、キャリア教育にも重要な役割を

果たして言える。本研究では、小学校社会科

教育におけるキャリア教育の位置付けについ

て検討した。（p.14） 

（共著者：八木達也、住本克彦） 
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4. 日本カウンセリング

学会大会準備委員会企画

シンポジウム（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 保育現場における人

型ロボット『Pepper』の

活用可能性に関する一考

察 

 

6. 幼児教育における

『いのちの教育』の課題

に関する研究－A 市にお

ける幼児教育の実態を踏

まえて－ 

 

 

 

 

 

7. 幼稚園における遊具

を通してはぐくむ『生き

る力』に関する一考察－

A 市における幼児教育の

実態を踏まえて－ 

 

8. 幼児教育における特

別支援教育に関する一考

察－A 市における幼児教

育の実態を踏まえて－ 

 

 

9.幼児期における『命の

教育』カリキュラムモデ

ルの開発的研究－A 市に

おける幼児教育実践から

－            

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

平成 27年 8

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 12

月 

 

 

 

平成 28年 12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 12

月 

 

 

 

 

平成 28年 12

月 

 

 

 

 

平成 29年 9

月 

 

 

 

日本カウンセリング

学会第４８回大会論

文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山心理学会第 64 回 

大会論文集 

 

 

 

岡山心理学会第 64 回 

大会論文集 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山心理学会第 64 回 

大会論文集 

 

 

 

 

岡山心理学会第 64 回 

大会論文集 

 

 

 

 

日本カウンセリング

学会第 50 回記念大会 

論文集 

 

 

「いじめ・自殺と向き合うカウンセリング」

のテーマで、いじめ防止や自殺予防につい

て、子どもたちとの心と向き合うカウンセリ

ングや学校教育に何が求められているのかを

探るため本シンポジウムを企画した。不登校

支援のポイント、子どもの自尊感情を高める

ヒント、教師が学級づくりで気をつけるべき

ポイント、道徳での自殺予防の指導ポイン

ト、学校教育での自殺予防教育の実践例等が

提案された。本人（住本）は、企画と司会、

執筆を務めた（p.27）（共著者：新井肇、住

本克彦、相馬誠一、伊藤美奈子、秋光恵子、

阪中順子） 

 

人型ロボットの性能や、保育・教育の特性と

の関連性を鑑み、その保育・教育現場での今

後の活用可能性について検討した。（p.11） 

 

 

本研究では，「いのちの教育」実践園を調査

した結果を参考にして，「いのちの教育」の

課題として、①動植物飼育・栽培活動の直接

体験活動の実践 ②防災教育 ③自己肯定感

の育成（称揚・成功体験 等）。 ④被害に

遭わない・いのちを守る指導 ⑤人権教育の

推進 ⑥絵本の活用 ⑦食育 以上が確認で

きた。（p.14） 

（共著者：西岡日向・光成汐里・住本克彦） 

 

本研究では，園で使用される遊具の安全活用

のための留意点について検討し、定期点検や

遊具の安全使用の指導の重要性等を明確に示

した。（p.16）（共著者：大原早貴・大車苑

花・住本克彦） 

 

本研究では，園における特別支援教育の重要

性と具体的システムづくりの緊急性、保育

者・教育者の特別支援教育に関する専門性を

いかに高めるかについて検討した。（p.21）

（共著者：角南周・住本克彦） 

 

幼児期における『命の教育』カリキュラムモ

デルの開発的研究のテーマで、保育現場での

発達に応じた「命に関わる絵本」を集約し

た。（p.131）（跡見学園女子大学） 
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10.保育現場における人

型ロボット（ロボット型

携帯電話）の活用可能性

に関する研究 

 

 

11.生徒指導・教育相談

における実践課題に関す

る一考察－『保・幼・小

連携』に焦点を合わせて

－ 

 

共著 

 

 

 

 

 

単著 

 

平成 30年 12

月 

 

 

 

 

平成 30年 12

月 

 

 

 

 

岡山心理学会第 66 回 

大会論文集 

 

 

 

 

岡山心理学会第 66 回 

大会論文集 

 

 

 

人型ロボット（ロボホン）の性能や、保育・

教育の特性との関連性を鑑み、その保育・教

育現場での今後の活用可能性について検討し

た。（pp. 12-13）（共著者：中川悠斗・上田

実奈・住本克彦） 

 

教育相談を活かした生徒指導の展開をこそ目

指すべきで、『保・幼・小連携』においても

その点を踏まえた実践こそ重要であることを

明示した。（pp. 14-15） 

「その他」 

１.「授業における社会

人基礎力の育成・評価の

取組事例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．「学校における心の危

機対応ワークブック」 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

平成 24年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 3

月 

 

 

 

 

環太平洋大学「学士

力」－就職力強化事

業実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子書房 

 

 

 

 

 

大学での授業における社会人基礎力の育成・

評価のモデルとなる取組事例を紹介したもの

である。この中で、本人（住本）は、第 2 節

「授業における社会人基礎力の育成・評価の

取組事例」として、７点の実践ポイントを明

記した。①事例に関する内容を取り入れた。 

②学会や研修会等の参加で得た情報や知識を

授業内容に取り入れた。 ③参加型・体験型

の授業を取り入れた。 ④事例研究方式を取

り入れた。 ⑤情報機器を導入した。 ⑥毎

回レポートを書かせ、授業でわかったこと、

授業の感想を書かせ、教師がコメントを書く

ようにした。 ⑦ＮＩＥを取り入れた。以上

の７点も活用しながらも、教師、学生が常に

「社会人基礎力」の育成の視点を意識するよ

うに心掛けて実践し、成果としては、①「社

会人基礎力」の育成の視点を明確に持つこと

によって、学生に「何のための学びか」「誰

のための学びか」が浸透し、主体的な学びが

展開できた。②教師自身もこの視点を持つこ

とにより、授業内容の精選につながった。③

ポートフォリオの活用で自己評価力を高め

た。課題としては、①採点等のさらなる効率

化。②学生の「自己評価」の活用の仕方の工

夫。等が明らかになった。(pp.27-37 を単

著)（Ａ４判 全頁数２１９，執筆者：中原

忠男、住本克彦 他４名） 

 

危機事態の各事例の展開を通して、その対応

を具体的に想定できるよう、ワークをしなが

ら学ぶ実践的な手立てを明記した。本人（住

本）は、「学級崩壊への構成的グループ・エ

ンカウンターによる介入について」として、
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3．「エンカウンターで不

登校対応が変わる(1)」 

 

 

 

 

4．「エンカウンターで不

登校対応が変わる(2)」 

 

 

 

 

5.「コミュニケーション

能力を高めるために ―

カウンセリング技法を活

用して―」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 8

月 

 

 

 

 

 

平成 25年 3

月 

 

 

 

 

 

平成 25年 11 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会・

兵庫県立但馬やまび

この郷『虹の架け

橋』第 34 号 

 

 

 

兵庫県教育委員会・

兵庫県立但馬やまび

この郷『虹の架け

橋』第 35 号 

 

 

 

兵庫県明石市教育研

究所所報「あかしの

教育」平成 25 年度判  

 

 

 

 

「学級崩壊」対応のポイントを以下の 5 点を

挙げ、学級崩壊対処の手立てを明確に示し

た。①構成的グループ・エンカウンター活用

の効果が大きい。②授業導入時、めあてとル

ールの確認をさせ、後に必ず振り返らせる。

③「授業のめあて」は、簡潔に子どもに提示

し、「ルール確認」も 3 つ以内にする。④教

師の「自己開示」がポイントである。⑤事例

研究会の実施により、組織対応のスタンスを

確認する。つまり、組織としての道徳を基盤

としたが級づくりが求められる。 

また、効果的なエクササイズとして、①「サ

イコロ・トーク」と②「共同絵画」を挙げ、

具体的な実践方法を明示した。(p.66 を単

著) （Ｂ５判 全頁数１９２ 編著者 小林

宏 執筆者 小林宏 住本克彦 他９名） 

 

開発的カウンセリング技法である構成的グル

ープ・エンカウンターを不登校対策支援に活

用するポイントや留意点を明示した。教職員

対象の実践的内容で、不登校の段階に応じた

支援の仕方を示した。(pp.2-3) （Ａ４判 

全頁数１０） 

 

開発的カウンセリング技法である構成的グル

ープ・エンカウンターを不登校対策支援に活

用するポイントや留意点を、前号である第

34 号に続いて明示した。不登校予防にも役

立つ教職員対象の実践的内容である。 

(pp.2-3) （Ａ４判 全頁数１０） 

 

今日的教育課題としての「コミュニケーショ

ン能力を高める手段」について、「自分も、

相手も大切にした話し方であるアサーショ

ン・トレーニングの実際等の具体的にその方

途を示した。(pp.2-3)（Ａ４判 全頁数１

０） 

 

6.保育所・幼稚園・小学

校・中学校を 10 年間連

携させた教育実践モデル

の提案 

 

 

 

           

単著 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 8 

月 

 

 

 

 

 

 

全国保育士養成協議

会第 55 回研究大会研

究発表論文集 

 

 

 

 

 

子どもを 10 年間のスパンでその心身の成長

を見守る教育プログラムを提案した。そこで

は、連携する場の設定、保護者との連携の重

要性、教職員の多忙感を極力抑えること（現

状の研修をいかに精選するか等）、専門家の

研修会への招聘等が明示された。 
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7.いのちの教育『いのち

の教育』のカリキュラム

開発のポイントを探る 

 

 

 

 

8.いのちの教育『折れな

い心』の育成―「いのち

の教育」「心の教育」の

視点から― 

 

 

 

 

 

9.健康ふしぎ発見ニュー

ス（全学年用）「折れな

い心ってなに？」 

 

 

 

 

10.健康ふしぎ発見ニュ

ース（全学年用）「折れ

ない心はどうすれば育つ

の？」 

 

 

 

11.健康ふしぎ発見ニュ

ース（全学年用）「見方

を変えれば短所も長所」 

 

 

 

 

12. プロとしての保育

者、魅力的な保育者 

【再掲】 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

平成 30年 3 

月 

 

 

 

 

 

平成 31年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 第 22 巻 第

3 号 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 第 23 巻 第

3 号 

 

 

 

 

 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見三月号ニ

ュース 第 27 巻第 3

号 通巻 892 号・壁

新聞⑴ 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見三月号ニ

ュース 第 27 巻第 3

号 通巻 892 号・壁

新聞⑵ 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見三月号ニ

ュース 第 27 巻第 3

号 通巻 893 号・壁

新聞⑶ 

 

教育情報出版  

 

 

 

 

 

 

 

 

今こそ、幼児期から命のかけがえのなさ、命

のつながりなどに気づかせ、生きることの素

晴らしさや生きる喜びを実感させることが大

切だとして、『いのちの教育』のカリキュラ

ム開発のポイントについて詳述した。(pp. 

76-82)（2018.3.発刊） 

 

『折れない心』を育成するためのポイントに

ついて、①揺るぎない自信を持たせる指導 

②揺るぎない自信を持った人をイメージさせ

る指導 ③勝ち負けにこだわらない指導 ④

プラ市施行で物事を捉える指導 ⑤自尊感情

を育てる指導 等 10 項目について、その具

体的育成法を詳述した。(pp. 81-85)

（2019.3.発刊） 

 

「折れない心」について、クイズ形式で、わ

かりやすくイラストで表示した。（Ｂ２判  

解説 8 頁も単著） 

 

 

 

 

「折れない心」の育成について、ソーシャル

サポートの重要性等、わかりやすくイラスト

で表示した。（Ｂ２判  解説 8 頁も単著） 

 

 

 

 

「リフレーミング技法」（短所を長所に読み

替え）について、わかりやすくイラストで表

示した。（Ｂ２判  解説 8 頁も単著） 

 

 

 

 

プロフェッショナルとしての保育者の資質と

して、「人間性」「指導力」「専門性」の重要

性について具体的事例を挙げ、詳述した。新

見公立大学健康保育学科の授業、「保育者

論」等で使用し、実践的な内容で、理解しや

すいと大変好評であった。（上中修 編著） 

【本人単著部分】第 1 部・第 3 章・第 4 項

「プロとしての保育者、魅力的な保育者」

（pp.44-48）（Ｂ５判 全頁数 190） 
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13.私の提言（巻頭論

文）「いじめ防止」は

「いのちの教育」の視点

から向き合う       

  

 

 

 

 

14 健康ふしぎ発見ニュー

ス（全学年用）「悩んで

いることがあれば、どう

すればいいの？」 

 

 

 

15.健康ふしぎ発見ニュ

ース（全学年用）「心の

声は聞こえにくい。だか

ら勇気を持って言葉にし

よう！」 

 

 

16.健康ふしぎ発見ニュ

ース（全学年用）「こん

なときどうしたらいい？

本音を話す勇気を持と

う！」 

 

 

 

17.子どもの保健と安全  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 12 

月 

 

 

 

 

 

平成 31年 12 

月 

 

 

 

 

 

平成 31年 12 

月 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 第 23 巻 第

12 号 

 

 

 

 

 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見十二月号

ニュース 第 27 巻第

12 号 通巻 918 号・

壁新聞⑴ 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見十二月号

ニュース 第 27 巻第

12 号 通巻 919 号・

壁新聞⑵ 

 

健学社学校保健教育

研究会（監修）健康

ふしぎ発見十二月号

ニュース 第 27 巻第

12 号 通巻 920 号・

壁新聞⑶ 

 

 

教育情報出版  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師がいじめ問題と向き合う視点を以下の３

点挙げた。①教師は、いじめは人として決し

て許されない行為であるとの強い認識を持つ   

②教師は、いじめ被害者を徹底して守り

抜く姿勢を持つ  ③教師は、「いのちの教

育」の一環としての、いじめ問題への向き合

う姿勢を持つ 各内容については、ポイント

を明示した。(p.9)（2019.12.発刊） 

 

「相談する力」の育成をめざして、クイズ形

式で、わかりやすくイラストで表示した。

（Ｂ２判 解説 8 頁も単著） 

 

 

 

 

「相談する力」の育成をめざして、クイズ形

式で、わかりやすくイラストで表示した。回

答編では、一人で抱え込まず、誰かに相談す

ることを勧めている。（Ｂ２判  解説 8 頁

も単著） 

 

 

「相談する力」の育成をめざして、クイズ形

式で、わかりやすくイラストで表示した。

「信頼できる友だちの見つけ方」では、回答

として「自分からあいさつをすること」「共

通の話題を見つけること」「私メッセージを

送ること」を明示した。（Ｂ２判 解説 8 頁

も単著） 

 

第 1 章・第 4 節：「地域における保健活動と

子ども虐待防止」について執筆。虐待をいか

に防止し、早期に適切な対応をしていくかに

ついて、そのシステム構築の重要性について

詳述した。また、第 9 章・第 7 節：「子ども

と悪性腫瘍」についても執筆。保育者・教育

者が、子どもの病気についての知識を持つこ

との重要性について強調。がん教育の推進に

ついても提唱した。（高内正子編著） 

【本人担当部分】第 1 章・第 4 節（pp.34-40

を単著）・第 9 章・第 7 節（pp.111-117 を単

著）（Ｂ５判 全１９２頁） 
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18. 「総合質問紙調査

『i-check』 (アイチェ

ック)令和 3 年度（改訂

版） 

 

 

19. 『新型コロナウイ

ルスの影響から考え

る心の健康』 

 

 

 

 

 

 

 

 

20. 『コロナ禍における

児童虐待防止』 

 

 

 

21. 『コロナ禍で考える

〈心のケア〉〈児童虐

待〉』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.『相手も自分も大切

にする話し方ってな

に？』【再掲】 

 

 

 

 

 

23.『声のかけ方、注意

の仕方で伝わり方が変わ

る！』【再掲】 

 

監修・

編著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

令和 2 年 7 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 10

月 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

東京書籍株式会社 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 7 月号通巻

第 269 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 10 月号通巻

第 272 号 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 11 月号通巻

第 273 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健学社 「健康不思

議発見ニュース・ビ

ジュアル教材 通巻第

921 号 

 

 

 

 

健学社 「健康不思

議発見ニュース・ビ

ジュアル教材 通巻第

 

「総合質問紙調査『i-check』 (アイチェッ

ク)の改訂版（小・中・高等学校各版Ａ４

判）を発刊した。 

 

 

 

コロナ禍における子供の「心のケア」の重要

性を説き、具体的対処として、①子供のイラ

イラは自然の反応であると捉えることの大切

さ ②子供の睡眠・食事・遊びに注目するこ

との大切さ ③日常的な運動量の確保の大切

さ ④独りにさせないためのソーシャルサポ

ートを実感させること 等についてわかりや

すく詳述した。(pp.17-23 Ａ４判) 

コロナ禍における 

 

 

児童虐待防止の課題とその手立てについて論

述した。「2020 焦点 No.10 子どもの心」

(p.9 Ａ４判)   

 

 

コロナ禍における「対面式授業」「オンライ

ン授業」それぞれのメリット、デメリットを

質問紙調査により明らかにした。その上で双

方の利点を活かし、各課題を補い合う方途を

明示した。また、潜在化する児童虐待への対

応の具体例をその防止チェックシート（①子

供の体や身なり ②保護者とのかかわり方 

③友達とのかかわり方 ④保護者の子供との

接触の仕方 等の特徴）を示しながら防止法

を探った。 (pp.23-31 Ａ４判)  

 

 

開発的カウンセリング技法のアサーション・

トレーニングの具体例（思いやりを持ったコ

ミュニケーションの取り方）をビジュアル教

材として示した。保健室（保健センター）等

で、健康教育の一環として活用されている。

（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウセリング技法のアサーション・ト

レーニングの具体例（自他を大切にしたコミ

ュニケーションの取り方）をビジュアル教材
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24.『自分に合ったスト

レス解消法を見つけよ

う』【再掲】 

 

 

 

 

25.『自殺予防と命の教

育の重要性』 

 

 

 

 

 

 

 

26.『自尊心を高めるっ

てどういうこと？』【再

掲】 

 

 

 

 

27.『自尊心を育てよ

う！』【再掲】『リフ 

 

 

 

 

28.リレーミングをやっ

てみよう！』【再掲】 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11

月 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 

 

 

922 号 

 

 

 

 

健学社 「健康不思

議発見ニュース・ビ

ジュアル教材 通巻第

923 号 

 

 

 

健学社 心とからだ

の健康 11 月号通巻

第 273 号 

 

 

 

 

 

 

健学社 「健康不思

議発見ニュース・ビ

ジュアル教材 通巻第

933 号 

 

 

 

健学社 「健康不思

議発見ニュース・ビ

ジュアル教材 通巻第

934 号 

 

 

健学社 「健康不思

議発見ニュース・ビ

ジュアル教材 通巻第

935 号 

 

として示した。保健室（保健センター）等

で、健康教育の一環として活用されている。

（Ｂ２判） 

 

 

開発的カウンセリング技法のストレス・マネ

ジメント教育の具体例（リラクゼーション法

の実践）をビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環

として活用されている。（Ｂ２判） 

 

 

自殺予防教育プログラム（①自尊感情を育む 

②体験活動の充実 ③情報社会の影の部分へ

の対応 ④命を守る知恵と態度の育成 ⑤教

師自身が命の意味を問いかける）と自殺発生

時の対応マニュアル（事実確認の仕方や事実

を児童生徒や教職員へ伝える際の留意点等）

を明示した。(pp.16-26 Ａ４判) 

 

 

自尊感情を実感することの大切さ、それを育

てるポイントについて、ビジュアル教材とし

て示した。保健室（保健センター）等で、健

康教育の一環として活用されている。（Ｂ２

判） 

 

 

自尊感情を育てるための実践例をビジュアル

教材として示した。保健室（保健センター）

等で、健康教育の一環として活用されてい

る。（Ｂ２判） 

 

 

短所を長所に読み替えるリフレーミング技法

について、ビジュアル教材として示した。保

健室（保健センター）等で、健康教育の一環

として活用されている。（Ｂ２判） 
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教 育 研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31日   

氏名 善野 八千子  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

教育学 学校間接続、生活科、教員の力量形成 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事 項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

・リフレクションカードを活用した学習の定着及び
グループディスカッションの実施

平成 20年 4月
～現在に至る 

奈良教育大学兼任講師として担当の「初等教科教
育法（生活）」（3回生）（教職科目、３年次配当、
半期、必修 2単位）、奈良学園大学 教授として担
当の「人間教育開発力実践演習ⅠⅡ」（１～2回生）
（専門科目、１～2年次配当、通年、選択 1単位）、
において、実践した。 
学習定着を目的として、毎時限の最後にリフレク

ションカードによるフィードバックを実施。毎回、
学生が記述したリフレクションカードに、コメント
評価を記載。次回に返却し、導入時に前回の復習と
して活用。1枚のカードで当該科目のシラバス全体
の振り返りとなり、学生自身が毎回の自己の学修成
果と課題を明確にできた。
グループディスカッションについては、初回は、

ペアワークとし、徐々に 5～6人グループで行った。
テーマに応じた協同的な学びの姿が見られ、話し合
い後に発表することから、プレゼンテーション力が
高まった。授業アンケート結果からも「自分と違う
意見や考えによって理解が深まった」等の学生の満
足度がきわめて高かった。
上記と同様に、奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科教授として担当の「教育行政学（初等）A」
（2回生）（教職科目、２年次前期配当、半期、選
択必修 2単位）、「生活科指導法」（2回生）（教職科
目、２年次後期配当、半期、必修 2単位）、「生活の
理解」１年次後期配当、半期、必修 2単位）、「人間
教育実践力開発演習Ⅳ」（Ⅳ回生）（専門科目、４年
次配当、通年、選択 1単位）、において実践した。 

平成 22年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「教育学概論」（1回生）（専門科目、1年次
配当、半期、必修 2単位）、「教育制度論」（専門科
目、1年次配当、半期、必修 2単位）、「教職実践演
習」（専門科目、2年次配当、半期、必修 1単位）
において、実践した。 
毎時限の最後に、学習の定着のためにリフレクシ

ョンカードによるフィードバックを実施した。毎
回、学生が記述して提出したリフレクションカード
に、コメント及び A評価を記載。次回に返却し、導
入時に前回の復習として活用した。承認や賞賛の体
験が乏しい学生にとって意欲の高まりが顕著に見
られた。1枚のカードで当該科目のシラバス全体の
振り返りとなることから、学生自身が自己の学習成
果と課題を明確にすることができた。グループディ
スカッションについては、少人数から徐々に 5～6
人グループで行った。話し合い後に発表することか
ら、プレゼンテーション力が高まった。授業アンケ
ート結果から「授業満足度は、全クラス 97％以上
であった。
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・毎回の復習テストを活用した学習の定着の工夫 平成 22年 4月 
～現在に至る 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の専門科目、「教育制度論」（専門科目、1年次
配当、半期、必修 2単位）において、学習の定着を
図るために、毎回の講義導入において復習ミニテス
トを実施した。
上記と同様に、奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科教授として担当の「教育行政学（初等）A」（2 回
生）（教職科目、２年次前期配当、半期、選択必修 2 単
位）、「生活科指導法」（2回生）（教職科目、２年次
後期配当、半期、必修 2単位）、科目ごとの目標に
対応した復習ミニテストを実践した。 
履修者の相当数において、当該科目の履修の前後

を比較すると、復習の習慣化と学習の定着度が向上
した。 

・予習レポートの活用と授業設計 平成 23年 4月 
～現在に至る 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の専門科目、「教育学概論」（1回生）（専門科
目、1年次配当、半期、必修 2単位）において、予
習習慣の定着のために毎回の予習レポート「子ども
情報カード」を実施した。学生は、シラバスに関連
した子どもに関するニュース及び自己の考えを記
述してくる。毎回の講義の冒頭で発表させること
で、学生同士の関心意欲が喚起できる。また、教員
は学生の実態を把握し、配慮した授業設計を行うこ
とができる。履修者の相当数において、予習の習慣
化と学習課題に対する関心意欲の向上が見られた。 
上記と同様に、奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科教授として担当の「教育行政学（初等）A」（2 回
生）（教職科目、２年次前期配当、半期、選択必修 2 単
位）、「生活科指導法」（2回生）（教職科目、２年次
後期配当、半期、必修 2単位）、「生活の理解」１年
次後期配当、半期、必修 2単位）において、科目ご
との目標に対応した予習課題を設定して実践した。 

２ 作成した教科書、教材 

・「学校評価を活かした学校改善の秘策」（再掲） 平成 17年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「教育原理（平成 20年 3月まで）、教育学概
論（平成 20年 4月から科目名変更）」（専門科目、1
年次配当、半期、必修２単位）、において使用。 
教員の資質向上のための学校改善の方策につい

て、評価の運用及び実践事例の内容を示した。学生
は、毎回の講義で 10分間読解し、本時の目標に関
わる章について、気づき及び疑問を発表し、教育の
現状及びこれからの教育課題について意欲的な対
話が可能になった。 

・学校力・教師力を高める学校評価（再掲） 平成 22年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「教育制度論」（専門科目、2年次配当、半
期、必修２単位）において、使用した。教育制度に
おける全容から、とりわけ学校評価の目的及び信頼
構築の有様と実践事例の内容を教育制度の視点か
ら示した。学生は、理解の困難な制度についても、
公教育における制度のや現代的課題に関心を深め
た。また、具体的な学校現場の事例を通して理解し
た。 

・小学校教科用図書「あたらしいせいかつ」 平成 23年 4月
～令和元年 3
月まで 

平成 23年度用、平成 27年度用小学校生活科 教
科用図書 採択された市町村立小学校及び私立小
学校の第 1学年・第 2学年に於いて、使用されてい
る。また、奈良学園大学人間教育学部人間教育学科

人間教育学部 人間教育学科

135



教授として担当の「生活科指導法」（教職科目、２
年次配当、後期、必修２単位）において、使用した。
学生は毎時間の模擬授業の際に活用し、学校現場で
の実践力強化として指導案作成のプロセスと低学
年における児童理解が深まった。また、予習学修の
定着と共に、指導法の課題が明確になった。 

・キャリア教育読本「コドモタチへの想い」
（再掲）

平成 23年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「キャリアデザイン演習」（専門科目、1年
次配当、半期、選択１単位）において、使用した。
就業力向上のために、仕事内容ややりがい等の具体
的事例について示した。学生は、保育・教育の今を
知り、教育現場の実際や課題を検討することが可能
となった。 

・幼児期と児童期の接続カリキュラムの開発（再掲） 平成 23年 4月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「教職実践演習」（専門科目、２年次配当、
半期、必修１単位）において、使用した。幼児期か
ら児童期に関わる教員の資質向上のために特に就
学前後の課題や生活科の具体的事例について示し
た。学生は、これからの保育・教育の課題を検討し
実践力向上につなげた。 

・子どもの育ちと学びをつなぐー幼小連携のあり方
と接続カリキュラムの作成ー（再掲）

平成 24年 9月
～平成 26年 3
月まで 

奈良文化女子短期大学幼児教育学科教授として
担当の「キャリアデザイン演習Ⅱ」（専門科目、１
年次配当、半期、選択１単位）において、使用した。
保育者・教員の資質向上のための幼小接続カリキュ
ラム開発及び実践例について示した。学生は、幼児
期のカリキュラムと生活科に位置付いたカリキュ
ラム作成のプロセスの理解が深まった。また、教育
保育現場の実際を知り、就業力向上へもつなげた。 

・子どもの育ちと学びをつなぐー幼小連携のあり方
と接続カリキュラムの作成ー（再掲）

平成 27年 9月
～現在まで 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科教授と
して担当の「生活科指導法」（教職科目、２年次配
当、後期、必修２単位）において、使用した。保育
者・教員の資質向上のための幼小接続カリキュラム
開発及び実践例について示した。学生は、幼児期の
カリキュラムと生活科に位置付いたカリキュラム
作成のプロセスの理解が深まった。また、予習学修
の定着と共に、指導法の課題が明確になった。

・教科力 生活 平成 28年 9月
～現在まで 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科教授と
して担当の「生活の理解」（教職科目、１年次配当、
後期、必修２単位）において、使用。保育者・教員
の資質向上のための小学校生活の理論をもとに、歴
史や評価の実践例についても提示。学生は、生活科
の科目の特性に位置付いたカリキュラム作成と指
導理論のプロセスの理解が深まった。また、予習学
修の定着と共に、子ども理解の課題が明確になっ
た。 

・奈良学園大学「教職実践演習」＜教職組＞の取組
～学士課程教育の質の保証～
編集代表者・著者：善野八千子 著者：太田雄久、
荻布優子、西江なお子、森一弘（令和 2年 7月 ERP） 

令和 2年 9月
～現在まで 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科教授と
して担当の「教職実践演習」（教職科目、4年次配
当、後期、必修２単位）において使用。教員の資質
向上のための小学校教育現場の実践例等について
も提示。学生は、教育公務員の特性に位置付いた指
導案作成と指導理論のプロセスの理解が深まった。
また、予習学修の定着と共に、子どもと保護者理解
の課題が明確になった。 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 
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姫路市異校種連携研修会(於：姫路市立勤労市民会
館） 

平成 23年 5月
13日 

よりよい保幼小連携の進め方～子どもの育ちと学
びをつなぐ～について講演した。 

平成 23年度第１回 奈良市 30人学級指導法検討委
員会(於：奈良市庁舎) 

平成 23年 6月
2日 

「30人学級」を活かした指導の改善について講演
した。 

兵庫県私立小学校学級経営研究会(於：甲南小学校) 平成 23年 6月
3日 

子どもと保護者と教師が育ち合う学級経営につい
て講演した。 

第 19回岐阜授業実践フォーラム(於：岐阜羽島文化
会館 

平成 23年 6月
4日 

学校づくり部会指導助言 

奈良市解放保育研究会(於：奈良市庁舎) 平成 23年 7月
12日 

元気な保育園づくりのために 
～これからの保育者に求められる資質～について
講演した。 

平成 23年度第２回奈良市 30人学級指導法検討委員
会(於：奈良市庁舎) 

平成 23年 7月
26日 

「30人学級」を活かした指導の改善について講演
した。 

岡山県国公立幼稚園教育研究会 備前支部研修会
(於：岡山県加賀郡吉備中央町農業振興センター) 

平成 23年 7月
29日 

元気の出る学校評価 
～マネジメントツールを生かして～について講演
した。 

福井県鯖江市小中学校学級経営研修講座(於：鯖江
市文化の館) 

平成 23年 8月
2日 

子どもと保護者と教師が育ち合う学級づくりにつ
いて講演した。 

八尾市幼保小合同研修会(於：中河内府民センター) 平成 23年 8月
5日 

子どもの育ちと学びをつなぐ 
～幼保小連携による教育・保育を通して～について
講演した。 

兵庫県公立学校女性管理職研修会(於：ウェスティ
ンホテル淡路)

平成 23年 8月
8日 

兵庫県公立学校女性管理職を対象に、「学校力・教
師力を高める学校づくり」について講演した。 

芦屋フォーラム学校づくり部会(於：兵庫県芦屋市
立宮川小学校) 

平成 23年 8月
12日 

育ちと学びをつなぐ学校づくり 
～ 知・徳・体を育てる ～について講演した。 

第３回 滋賀県 10年経験者研修会(於：滋賀県総合
教育センター) 

平成 23年 8月
23日 

「園における望ましい連携の在り方」 
～子どもの育ちと学びをつなぐために～について
講演した。 

愛知県豊川市 授業力向上研修会(於：愛知県豊川
市 音羽文化ホール) 

平成 23年 8月
25日 

これからの教師に求められる資質 
～授業力向上をめざして～について講演した。 

兵庫県篠山市 主幹教諭研修会(於：兵庫県篠山市 
市役所庁舎) 

平成 23年 8月
29日 

元気な学校づくり～学校評価を活かして～につい
て講演した。 

岡山県園長等運営管理協議会(於：ピュアリティま
きび) 

平成 23年 9月
30日 

幼稚園における学校評価～マネジメントツール、コ
ミュニケーションツールとしての活用～について
講演した。

西宮市幼年教育研修(於：西宮市子育て総合センタ
ー) 

平成 23年 10
月 25日 

幼・保・小連携～育ちと学びをつなぐカリキュラム
の創造～について講演した。 

敦賀フォーラム(於：プラザ萬象 大ホール) 平成 23年 11
月 3日 

「学校・家庭・地域でつなぐ教育・共育・協育 ～
敦賀の誇りと教育力を高める」～として、敦賀市教
育委員会主催討論会登壇した。 

奈良学園幼稚園園内研修会(於：奈良学園幼稚園) 平成 23年 11
月 8日 

幼児期と小学校以降の教育 
～育ちと学びをつなぐカリキュラムの創造～につ
いて講演した。 

平成 23年度第４回 奈良市 30人学級指導法検討委
員会(於：奈良市庁舎) 

平成 23年 11
月 14日 

「30人学級」を活かした指導の改善 
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幼稚園経営研修講座(於：奈良県立教育研究所) 平成 23年 11
月 29日 

教育課程編成の工夫と教職員の共通理解 
～育ちと学びをつなぐ園づくりのために～につい
て講演した。 

広島県三次市小中学校 校長研修会(於：みよしま
ちづくりセンター) 

平成 23年 12
月 6日 

育ちと学びをつなぐ学校づくり～マネジメントツ
ールとしての学校評価を活かして～について講演
した。 

伊賀市教頭会研修(於：伊賀市教育研究センター) 平成 23年 12
月 9日 

元気の出る学校づくり 
～学校評価を活かして～について講演した。 

大阪府私立幼稚園連盟 免許更新講習(於：大阪府
私学教育文化会館) 

平成 23年 12
月 21日 

幼稚園をめぐる最新事情「幼稚園の信頼構築と改善
に生かす学校評価と幼小連携」について講演した 
。 

西宮市幼小連携研修・実践報告会(於：西宮市子育
て総合センター) 

平成 24年 1月
13日 

保幼小連携～実践への提言・助言～について講演し
た。 

奈良文化女子短期大学付属幼稚園教員研修会(於：
奈良文化女子短期大学付属幼稚園) 

平成 24年 1月
17日 

幼稚園の信頼構築と改善に生かす 学校評価につい
て講演した。 

八尾市研究指定事業研修会(於：八尾市立東山本幼
稚園) 

平成 24年 1月
31日 

 八尾市研究指定校園の教諭・指導主事等を対象に
「つたえあい・ひびきあい・まなびあう ～幼小が
つながって～」について講演した。 

泉北３市１町幼稚園管理職研修(於：忠岡町シビッ
クセンター（忠岡町役場）

平成 24年 2月
7日 

泉北３市１町（和泉市・泉大津市・高石市・忠岡
町）幼稚園管理職を対象に「元気の出る幼稚園づく
り」～幼稚園管理職のマネジメント力と年度末の検
証～について講演した。 

平成 23年度第５回 奈良市 30人学級指導法検討委
員会(於：奈良市庁舎) 

平成 24年 2月
13日 

奈良市内幼稚園・小学校教諭等を対象に「30人
学級」を活かした指導の改善について講演した。 

猪名川町教頭・副主幹合同研修会(於：兵庫県猪名
川町教育委員会室) 

平成 24年 2月
16日 

猪名川町教頭・副主幹を対象に「元気の出る学校
づくり～学校評価を活かして～」について講演 

久米田看護専門学校における特別講義(於：久米田
看護専門学校) 

平成 24年 3月
1日 

看護学生（１・２・３年生）を対象に、「評価を
活かして自分を変える～活き活きスキルアップ、シ
ェイプアップ、メイクアップ～」について講演 

門真市私立幼稚園・保育園合同研修会(於：門真市
仙亭会議室) 

平成 24年 3月
1日 

門真市私立幼稚園・保育園の理事長・園長等を対
象に、幼小連携～育ちと学びをつなぐ学校園づくり
～について講演 

北葛城郡広陵町幼稚園教員の資質向上にかかる講
演の講師(於：北葛城郡広陵町総合福祉会館「さわ
やかホール」) 

平成 24年 5月
2日 

北葛城郡幼稚園教育研究会会員を対象に「幼児期
と小学校以降の教育～育ちと学びをつなぐカリキ
ュラムの創造」について講演 

敦賀っ子教育審議会にかかる「学び育み委員会」「子
どもサポート委員会」合同開催 委員として講話
(於：敦賀市立図書館 研修室) 

平成 24年 5月
15日 

敦賀っ子教育審議会にかかる「子どもサポート委
員会」委員を対象に「学びの基礎力」をもとに今後
の方向性を提案 

桜井市「第 2回 子育てセミナー」講師(於：桜井
市立中央公民館) 

平成 24年 5月
25日 

桜井市就学前の幼児とその保護者対象に「第 2回 
子育てセミナー」 において「遊びから学びへ～幼
児教育と小学校教育の接続」について講演 

平成 24年度 西日本私立小学校教員研修会 講師     
(於：追手門学院小学校) 

平成 24年 5月
25日 

西日本私立小学校教員を対象として「学級経営分
科会」において、「子どもと保護者と教師が育つ学
級経営」について講演 

兵庫県私立小学校連合会研修会講師 
モラル教育の公開授業 指導講演(於：甲南小学校)

平成 24年 6月
1日 

兵庫県私立小学校学級経営部会教員を対象とし
て「モラル・マナー・ルールを通して、公開授業指
導講演 
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第 20回授業実践フォーラム 教育課題講座の講師      
(於：岐阜県羽島市文化センター） 

平成 24年 6月
2日 

初任者から経験者まで全国から参加の学級担任
及び管理職等を対象に「学級づくりの諸課題～子ど
もと保護者と教師が育つ学級経営～」について講演 

三田市教育委員会主催  
三田市立保幼小・中・連携推進にかかる研修会 講
師(於：有馬富士自然学習センター） 

平成 24年 6月
19日 

三田市内の小・中校長または教頭、保育所長・私
立幼稚園長又は教諭 50名を対象に「子どもの育
ちと学びをつなぐ保幼小・中・連携」について講演 

第 1回宝塚市立小・中・特別支援学校 校長研修会 
講師(於：宝塚市立教育総合センター） 

平成 24年 6月
22日 

宝塚市立小・中・特別支援学校 校長等 30人を
対象に、「人材育成へのマネジメント～ 学校改善
へのリ－ダ－シップ ～」について講演 

天理市教育委員会主催 天理市内保・幼・小・中の
連携推進にかかる研修会 講師(於：天理市教育総
合センター） 

平成 24年 6月
29日 

天理市内保・幼・小・中の校園所長２５名を対象
に「子どもの育ちと学びをつなぐ保・幼・小連携」
について講演  

特例社団法人日本精神看護技術協会主催 教育方
法研修会 講師（於：京都研修センター） 

平成 24年 7月
3日 

看護実習指導者を目指している者(80名)を対象
に、効果的な実習指導ができるよう、また、学生の
特性を理解し、教育的配慮ができるように必要な知
識・技術を修得させることを目的として「授業の形
態」について講義 

特例社団法人日本精神看護技術協会主催 教育方
法研修会 講師（於：京都研修センター） 

平成 24年 7月
4日 

看護実習指導者を目指している者(80名)を対象
に、効果的な実習指導ができるよう、また、学生の
特性を理解し、教育的配慮ができるように必要な知
識・技術を修得させることを目的として「授業の方
法」について講義 

全国幼児教育研究協会 主催 中国地区岡山支部研
修会 講師（於：岡山衛生会館 三木記念ホール） 

平成 24年 7月
7日 

中国地区岡山県の幼稚園長・教諭・保育所長・保
育士・大学関係者など 300名を対象に「元気の出る
幼稚園づくり～学校評価を活かして～」の講演 

鳴門教育大学大学院 特別講義(於：鳴門教育大学) 平成 24年 7月
13日 

鳴門教育大学大学院授業科目「学習指導と学習評
価」及び学部授業科目「教育評価論」における特別
講義 

平成 24年度奈良市「30人学級」指導者研修会 講
師 （於：奈良市庁舎 中央棟６階 正庁）  

平成 24年 7月
24日 

奈良市立幼稚園・小学校教員を対象に『奈良市
小・中学校学力・学習調査の結果から見えてくる「30
人学級」での効果的指導法』について講演  

福井県丹生郡学校教育研究会主催 丹生郡教育講
演会 講師（於：越前陶芸村文化交流会館） 

平成 24年 7月
26日 

福井県丹生郡内小中学校教職員 150名を対象に
「育ちと学びをつなぐ学校づくり 授業づくり」に
ついて講演した。 

第 3回門真市一貫教育課程研修会 講師（於：門真
市教育センター）

平成 24年 7月
27日 

門真市立幼小中学校教員を対象に、「就学前と義
務教育の連携を深めるために」について講演した。 

敦賀市教育委員会主催 敦賀市ミドルリーダー研
修会講師（於：敦賀市立図書館）

平成 24年 8月
7日 

敦賀市ミドルリーダー40名を対象に、「教員の質
の向上～信頼構築のためのスキルアップ、ブラッシ
ュアップ、メイクアップ～」と題して講演 

伊賀市教育センター主催 平成 24年度伊賀市教育
センター研修講座（於：伊賀市教育センター）

平成 24年 8月
10日 

伊賀市小中学校及び幼稚園教員４０名を対象と
して、「元気の出る学校づくり～学校評価を活かし
て～」と題して講演  

和歌山県福祉保健部主催 平成 24年度幼稚園・保
育所関係職員合同研修会 講師 (於：和歌山北コ
ミュニティセンター）

平成 24年 8月
20日 

公・私立幼稚園の園長及び教員、公・私立保育所
の所長及び保育士、認定子ども園の園長及び職員、
公・私立小学校の校長及び教員、各市町村教育委員
会指導主事、各市町村保育行政担当者 240人対象に
「幼児期と小学校以降の教育～育ちと学びをつな
ぐために～」講演  

社団法人 大阪府私立幼稚園連盟主催 免許更新
更新講習講師 (於：大阪私学教育文化会館）  

平成 24年 8月
22日 

大阪府私立幼稚園教員 120名を対象に、免許更新
更新【必修】講習を担当。「チーム保育に学校評価
を取り入れ、小学校につないでいくために」につい
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て講義 

名古屋市教育委員会指定校事業において、名古屋市
立大高南小学校研修会 講師  

平成 24年 8月
27日 

名古屋市立大高南小学校教員を対象に、「ポジテ
ィブプロパガンダを創り出す学校評価」について講
演・演習  

岡山県教育委員会主催の園長等運営管理協議会 
講師（於：ピュアリティまきび） 

平成 24年 9月
24日 

国公立私立幼稚園長を対象に、「幼稚園における
学校評価」について講演  

奈良市教育委員会主催の 30人学級指導法検討委員
会において、指導助言（於：奈良市庁舎） 

平成 24年 10
月 2日 

奈良市幼小教員を対象に、「第 2回 30人学級指導
法検討委員会」に委員長として指導助言 

三田市教育委員会主催の校園長会及び教育委員等
研修会 講師（於：三田市消防本部会議室） 

平成 24年 10
月 3日 

三田市立幼小中校園長、教育委員、指導主事希望
する市内私立幼稚園長または公私立保育所長等 50
名を対象に、「子どもの育ちと学びをつなぐ保幼・
小・中連携」について、講演  

大阪私立幼稚園連盟青年振興部主催の研修会 講
師（於：大阪私学教育文化会館） 

平成 24年 10
月 9日 

大阪私立幼稚園青年振興部教職員を対象に「学校
評価と幼小連携」について講演 

長岡京市教育委員会主催の保幼・小・中連携会議研
修会 講師（於：長岡京市立図書館大会議室） 

平成 24年 10
月 26日 

長岡京市内保育園・保育所・幼稚園・小学校の教
職員等 70名を対象に、「発達と学びの連続性を踏ま
えた幼児期と児童期の接続カリキュラムづくりに
ついて」、講演 

岡山県保育協議会主催 保育研究会 講師
（於：JA岡山７階ホール） 

平成 24年 10
月 30日 

県内保育所関係者・職員等 240名を対象に、「元
気の出る保育園づくり～保育の質を高める自己評
価を活かして～」について講演 

八尾市教育委員会主催の研究指定園 園内研修会 
講師（於：八尾市立東山本幼稚園(研究指定園） 

平成 24年 11
月 5日 

八尾市幼稚園園長・教諭及び小学校校長・教員並
びに指導主事を対象に、「園内保育」について指導
助言 

福井市教育委員会主催の平成 24年度福井市公立幼
稚園保育研究会 講師（於：福井東郷公民館） 

平成 24年 11
月 10日 

福井市内公立幼稚園 40名小学校教職員及び保育
士を対象に、「幼児教育と小学校教育の連携・接続
に向けて」について講演 

第 7回全国高等学校保育教育研究大会 講師（於：
千里阪急ホテル） 

平成 24年 11
月 16日 

 全国高等学校保育コース担当者等 150名を対象
に、「生きる力を培う保育者の育成～育ちと学びを
つなぐために～」と題して基調講演 

生駒市立教育委員会研究発表会 講師（於：生駒市
立壱分幼稚園） 

平成 24年 11
月 20日 

幼稚園教諭参加者 82名、保育園 3名、小学校教
諭５名（壱分小 1年担任）中学校教諭,高等学校教
諭を対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ～小学
校、中学校、高等学校との交流から～」について記
念講演。 

日本保育協会主催の大阪支部女性部研修会講師
（於：薬業年金会館） 

平成 24年 11
月 26日 

日本保育協会大阪支部の保育士 90名を対象に、
「幼児期と小学校以降の教育～育ちと学びをつな
ぐ～」について講演 

大阪保育部会北大阪ブロック会主催の年末研修会 
講師。 （於：ホテル・アゴーラ大阪守口  ） 

平成 24年 12
月 3日 

会員園の管理職 80名を対象に「育ちと学びをつ
なぐ保小連携」について講演

有田市教育委員会主催の「実効性の高い学校評価・
情報提供の充実・改善に向けた取組」にかかる研修
会 講師。 （於：有田市橘家） 

平成 24年 12
月 4日 

有田市立小中学校教員等 80名を対象に「学校改
善につながる学校評価にするために」について講演 

紀の川市教育委員会主催の「豊かな学びと育ちをつ
なぐ保幼小合同研修会」講師。 
（於：紀の川市立安楽川保育所） 

平成 25年 1月
22日 

紀の川市立保育所、私立幼稚園、紀の川市立小学
校 園長・校長・教頭・教職員等 約 70名を対象
に、「遊びから学びへ 育ちをつなぐ生活科」につ
いて講演 

宝塚市教育委員会主催の「宝塚市立学校教頭研修
会」講師（於：宝塚市立教育総合センター） 

平成 25年 1月
29日 

宝塚市立学校教頭 24名をを対象に、「学校力改善
の秘策～元気の出る学校づくりのために」について
講話と演習 
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奈良市教育委員会主催の平成 24年度奈良市 30人学
級指導法検討委員会に委員長として出席。（於：奈
良市庁舎） 

平成 25年 2月
8日 

奈良市 30人学級指導法検討委員を対象に最終報
告及び「30人学級」での期待できる効果について
の集計結果検討などについて指導助言をした。 

奈良文化女子短期大学幼小接続フォーラムの企画
及び総括講演（於：奈良文化女子短期大学） 

平成 25年 2月
24日 

幼小接続フォーラムの参加者（保育士・幼稚園教
諭、小学校教諭及び管理職、教育委員会、教育関連
企業等 139名を対象に「幼児教育と小学校以降の育
ちと学びをつなぐ」について講演 

敦賀市研究指定学校 敦賀南小学校校内研修会の
講師。（於：敦賀南小学校） 

平成 25年 2月
26日 

敦賀市研究指定学校 敦賀南小学校教職員 25名
を対象に、「元気の出る学校づくり～家庭・学校・
地域をつないで～」について講演 

阪南市教頭会主催の小中学校教頭会の講師（於：阪
南市商工会館） 

平成 25年 2月
28日 

阪南市立小中学校の教頭等 16名を対象に、「元気
の出る学校づくり～学校評価を活かして～」につい
て講演 

社会福祉法人成光苑主催の７ヶ園合同研修会の講
師（於：ホテル阪急エキスポパーク） 

平成 25年 3月
26日 

社会福祉法人成光苑の理事、園長、保育者等 120
名を対象に「幼保小の連携」について講演 

大阪府私立幼稚園連盟主催の免許更新講習会【必
修】の講師（於：エル・おおさか（大阪府立労働セ
ンター））

平成 25年 8月
6日 

大阪府私立幼稚園免許状更新講習者を対象に免
許更新講習【必修】を担当。 

京都府教育委員会主催の平成 25年度「保育技術専
門講座Ⅰ」及び「新規採用者研修『幼稚園教諭２』
講座」の講師（於：京都府教育センター）

平成 25年 8月
8日 

教諭（幼稚園及び特別支援学校の幼稚部 国立・
私立を含む）90名を対象に「幼児期の教育と小学
校教育の円滑な接続」について、講演及び演習。 

奈良市教育委員会主催の平成 25年度第 1回「30人
学級」指導者実践交流会の講師（於：奈良市教育セ
ンター）

平成 25年 8月
12日 

奈良市内幼稚園教諭及び小学校教員等を対象に
指導助言及び講演。 

安堵町教育委員会主催の夏季職員研修の講師（於：
安堵町立中学校会議室）

平成 25年 8月
13日 

安堵町中学校小学校教職員を対象に「子どもの育
ちと学びをつなぐ～よりよい連携・接続のあり方
～」について講演。 

丹波市教育委員会主催の丹波市小学校長会研修会
の講師（於：丹波市山南住民センター） 

平成 25年 8月
27日 

丹波市小学校校長 25名を対象に「元気の出る学
校づくり」について講演。 

第 2回高校と大学の連携フォーラム in大阪のパ
ネルディスカッション、コーディネータ （於：内
田洋行セミナールール）

平成 25年 8月
31日 

大阪府及び奈良県内高等学校関係者、教育関係者
120名を対象に「日本の教師を育てる～教育三都物
語～」について、パネルディスカッションにおいて、
コーディネータ

愛知県教職員組合主催の第 63次教育研究愛知研修
会記念講演の講師。（於：愛知県産業労働センター
（ウインクあいち））

平成 25年 10
月 19日 

市町村教育長・愛知県小中学校長役員・PTA代表・
教員代表等 450 名を対象に「子どもたちの健やかな
成長をめざして～力と夢を育てる地域ぐるみの学
校づくり～」をテーマに記念講演。 

鳥取県中部委員会主催の平成 25年度鳥取県中部地
区幼稚園教員・保育士等の合同研修会の講師（於：
倉吉未来中心センター） 

平成 25年 10
月 30日 

鳥取県中部地区幼稚園教員・保育士名を対象に、
「元気の出る園づくり～園評価を活かして」をテー
マに記念講演。

愛知県知多郡武豊町教育委員会主催の教育講演会
の講師（於：武豊町立武豊中学校体育館） 

平成 25年 11
月 22日 

武豊町６小中学校教職員を対象に「力と夢を育て
る学校づくり」をテーマに講演 

大阪市私立幼稚園連合会主催の研修会の講師（於：
もと大阪市幼児教育センター） 

平成 25年 11
月 29日 

大阪市私立幼稚園連合会、幼稚園教諭を対象に
「幼小連携」をテーマに講演 

久米田看護専門学校主催の講師会の講師（於：社会
医療法人 生長会 府中病院 セミナーホール） 

平成 25年 11
月 30日 

実習指導者、専任教員、非常勤講師他 60名を対
象として、「学生・教員・学校が輝く教育評価」を
テーマに講演

尾張地区女性役職会主催の研修会の講師（於：名古
屋国際会議場） 

平成 25年 12
月 15日 

尾張地区女性役職会研修会参加者 450名を対象
として、「力と夢を育てる学校づくり」をテーマに
講演 
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日本初等理科教育研究会堺大会発表校 堺市立浜
寺石津小学校研修会の講師（於：堺市立浜寺石津小
学校） 

平成 26年 2月
7日 

日本初等理科教育研究会堺大会発表校 堺市立
浜寺石津小学校教職員を対象に、第三者評価をふま
えた総括会として、「未来を切り拓く子どもを育て
るー日本初等理科教育研究会堺大会での成果と課
題ー」と題して講演 

東海市立教員研修センターTEC21主催の東海市立教
員研修の講師（於：東海市立文化センター） 

平成 26年 2月
7日 

東海市立小中学校教員 60名を対象として、「元気
の出る学校づくり」をテーマに講演。 

奈良文化女子短期大学第 2回幼小接続フォーラムの
総括講演（於：奈良文化女子短期大学） 

平成 26年 3月
2日 

保幼小教職員・教育関係者等 120名を対象とし
て、「子どもの育ちと学びをつなぐ」をテーマに総
括講演。 

鳥取県東部地区幼稚園等の教員及び保育士の合同
研修会 講師（於：鳥取県立福祉人材研修センター） 

平成 26年 5月
14日 

保幼小教職員・教育関係者等 200名を対象とし
て、「子どもの育ちと学びをつなぐ」をテーマに講
演。 

大阪府立高等学校第７ブロックＰＴＡ連絡協議会
の講師（於：大阪府立大塚高等学校） 

平成 26年 6月
14日 

大阪府立高等学校第７ブロックＰＴＡ連絡協議
会主催のＰＴＡ総会講演会において、保護者・校
長・教頭・教員 150名を対象に「高校生活をどう過
ごさせるか」をテーマに講演 

人間教育学会「学校間接続分科会」の講師（於：奈
良学園大学） 

平成 26年 8月
4日 

人間教育学会「学校間接続分科会」において、講
演 

三河教育研究会主催の総合的な学習部会夏季研修
会の講師（於：愛知県岡崎市民会館 甲山会館） 

平成 26年 8月
5日 

三河教育研究会主催の総合的な学習部会夏季研
修会において、小中教員 250名を対象に「力と夢を
育てる学校づくり・授業づくり～総合的な学習を通
して」をテーマに講演。 

阿久比町小中学校主催の教職員夏季研修会の講師
（於：阿久比町勤労福祉センター・エスペランス丸
山）） 

平成 26年 8月
6日 

阿久比町小中学校主催の教職員夏季研修会「教育
講演会」において、小中教職員 200名を対象に「子
どもの育ちと学びをつなぐ」をテーマに講演。 

日本私立小学校連合会主催の全国教員夏季研修会
の講師（於：ホテルモントレ ラ・スール） 

平成 26年 8月
21日 

日本私立小学校連合会主催の全国教員夏季研修
会において、小学校教員 80名を対象に「元気の出
る学級づくり～子どもと保護者と教師の育ち合い
を通して」をテーマに講演。 

豊中市教育委員会主催の幼保小連絡協議会夏期研
修会の講師（於：アクア文化ホール） 

平成 26年 8月
28日 

豊中市教育委員会主催の幼保小連絡協議会夏期
研修会において、公私立小学校、幼稚園、公立・民
間保育園、児童発達支援センター、認定こども園、
所属長及び教職員 180名を対象に「子どもの育ちと
学びをつなぐ～よりよい幼保小連携・接続のあり方
～」をテーマに講演。 

和泉市立北池田小学校主催の夏季研修会の講師
（於：和泉市立北池田小学校） 

平成 26年 8月
29日 

和泉市立北池田小学校主催の夏季研修会におい
て、教職員 30名を対象に「元気な学校づくり～子
どもと保護者と教師の育ち合いを通して～」をテー
マに講演

寝屋川市教育委員会主催の研修会の講師（於：寝屋
川市立北幼稚園） 

平成 26年 9月
17日 

寝屋川市教育委員会主催の研修会において、小学
校教員、公私立幼稚園教諭・保育士 100名を対象に
「子どもの育ちと学びをつなぐ～就学前後の接続
を中心に～」をテーマに講演。 

日本精神看護協会主催の看護実習指導者の資格取
得の講師（於：日精看 京都研修センター） 

平成 26年 10
月 21・22日 

看護実習指導者の資格取得を目指すもの 80名を
対象に、教育方法研修会における講師 

神戸市立幼稚園長会・私立幼稚園連盟主催の教育連
絡会研修会の講師（於：神戸市総合教育センター） 

平成 26年 11
月 10日 

神戸市立幼稚園長会・私立幼稚園連盟主催の教育
連絡会研修会において、公私立幼稚園教諭 150名を
対象に「元気の出る園づくり～子どもの育ちと学び
をつなぐ～」をテーマに講演。 
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沖縄県庁主催の平成 26年度宮古地区幼稚園教育課
程研究協議会の講師（於：神戸市総合教育センター） 

平成 26年 11
月 17日 

沖縄県庁主催の平成 26年度宮古地区幼稚園教育
課程研究協議会において、公立、公私立幼稚園長、
教諭・市村教育委員会指導主事、宮古島市教育研究
所指導主事を対象に「元気の出る幼稚園づくり～学
校評価を活かした保育改善を通して～」をテーマに
講演。 

大阪市私立幼稚園連盟主催の研修会の講師（於：も
と大阪市幼児教育センター） 

平成 26年 12
月 3日 

大阪市私立幼稚園連盟主催の研修会において、私
立幼稚園教諭 80名を対象に「元気の出る園づくり
～どもの育ちと学びをつな～」をテーマに講演。 

大東市主催の保幼小研修会の講師（於：大東市民会
館） 

平成 27年 1月
27日 

大東市主催の保幼小研修会において保育士、幼稚
園教諭、小学校教諭、園長、行政等 300名対象とし
て、「育ちと学びをつなぐ保幼小連携」をテーマに
講演。 

第 58回大阪府私立幼稚園教育研究大会(免許更新講
習) の講師（於：大阪国際会議場（グランキューブ
大阪） 

平成 27年 3月
26日 

大阪府私立幼稚園連盟主催の免許更新講習にお
いて、大阪府私立幼稚園・園長・教職員,近畿地区
私立幼稚園教諭 100 名を対象に「幼稚園の信頼構
築と改善～学校評価と幼小接続・連携をもとに～」
について、講義を担当。 

大阪市私立幼稚園連合会研修会の講師（於：もと大
阪市幼児教育センター） 

平成 27年 5月
13日 

大阪市私立幼稚園連合会主催の研修会において、
幼稚園教諭 40名を対象に「幼小接続」をテーマに
講演。 

羽衣学園中学・高等学校の父母教育懇談会の講師 
（於：羽衣学園中学・高等学校） 

平成 27年 5月
16日 

羽衣学園中学・高等学校の父母教育懇談会におい
て、保護者及び教職員 200名を対象に「親として、
中・高時代をどう過ごさせるか」をテーマに講演。 

近畿ブロック都市福祉事務所長連絡協議会主催の
第 9回通常総会における講師（於：大和高田市さざ
んかホール） 

平成 27年 5月
22日 

近畿ブロック都市福祉事務所長連絡協議会主催
の第 9回通常総会において、福祉事務所長 80名を
対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ町づくり・人
づくり～子ども・子育て新制度をふまえて」をテー
マに講演。

神戸市総合教育センター主催の職務研修講座にお
ける講師（於：神戸市総合教育センター） 

平成 27年 6月
12日 

神戸市総合教育センター主催の職務研修講座に
おいて、公立幼稚園主任 30名を対象に「幼小接続」
をテーマに講演。 

日本私学教育研究所主催の平成 27年度私立学校初
任者研修小学校（西日本地区）の講師（於：大阪ガ
ーデンパレス） 

平成 27年 7月
30日 

日本私学教育研究所主催の平成 27年度私立学校
初任者研修小学校（西日本地区）において、小学校
教員 40名を対象に「子どもに力をつける教員の力
量形成～教師力を学校力につなげる～」をテーマに
講演。 

古座川町保小中一貫教育研修会の講師（於：古座川
町中央公民館） 

平成 27年 8月
2日 

古座川町保小中一貫教育研修会において、保小中
教職員・保護者 60名を対象に「保幼接続・小中一
貫」をテーマに講演。 

姫路市教育委員会主催の園長研修の講師（於：姫路
市立総合教育センター） 

平成 27年 8月
4日 

姫路市教育委員会主催の園長研修において、幼稚
園長 30名を対象に「幼小接続」をテーマに講演。 

宝塚市保幼小中特別支援学校合同研修会の講師
（於：宝塚市立安倉小学校ランチルーム） 

平成 27年 8月
6日 

宝塚市保幼小中特別支援学校合同研修会におい
て、市立保育所長・園長・小中学校教職員・学校長
60名を対象に、「子どもたちの育ちや学びをつなぐ
保幼小連携の在り方]をテーマに講演。 

教育セミナー関西 2015の講師（於：京都ノートル
ダム女子大学） 

平成 27年 8月
8日 

教育セミナー関西 2015において、参加者 20名を
対象に「ワークショップ－子どもたちの育ちや学び
をつなぐ]をテーマに講演。 
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堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27年 8月
12日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム①」をテーマに講演 

中丹地域保育所(園)・幼稚園・小学校連携推進研修
会の講師（於：綾部市保健福祉センター） 

平成 27年 8月
17日 

中丹地域保育所(園)・幼稚園・小学校連携推進研
修会の講師 

教員免許更新講習の講師（於：奈良学園大学幼小接
続室） 

平成 27年 8月
19日 

教員免許更新講習として、幼稚園教諭・小学校教
諭 30名を対象に「これからの生活科～子どもの育
ちと学びの連続をふまえて～」をテーマに講師とし
て全 6時間の講習を担当。 

岡山市教職員研修の講師（於：岡山ふれあいセンタ
ー） 

平成 27年 8月
24日 

岡山市教職員研修こども園・保育園・幼稚園（年
長担任もしくは連携担当者）、小学校（１年生担任
もしくは生活科担当者）250名を対象に「子どもの
「育ち」と「学び」をつなぐ保育，授業づくり～保
幼小接続におけるこれからの言語活動～」をテーマ
に講演。 

あま市小中学校教職員会研修会における講師（於：
あま市美和文化会館） 

平成 27年 8月
25日 

あま市小中学校教職員会研修会において、あま市
小中学校教職員３５０名を対象に「力と夢を育てる
学校づくり～学校間接続と学校評価を活かして」を
テーマに講演。

第 10回教師力向上研究会における講師（於：箕面
自由学園小学校） 

平成 27年 8月
29日 

第 10回教師力向上研究会において、参加者 30名
を対象に「子どもの「育ち」と「学び」をつなぐ授
業づくり」をテーマに講演。 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27年 9月
8日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム②」をテーマに講演 

鳥取県教育委員会事務局鳥取県教育センター主催
の【研修名】【幼児教育④】の講師（於：鳥取県教
育センター） 

平成 27年 9月
15日 

鳥取県教育委員会事務局 鳥取県教育センター
主催の【研修名】【幼児教育④】信頼される魅力あ
る園づくり～園評価を活かして～」において、 鳥
取県内の幼稚園長・保育所（園）長・認定こども園
長の 21名を対象として、「信頼される魅力ある園づ
くりをめざしテーマに講義・演習を担当。受講者園
長 20名及び聴講(教育委員会幼児教育担当 6名） 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27年 10
月 21日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム③」をテーマに講演 

平成 27年度和歌山県那賀地方 PTA指導者研修会講
演会の講師（於：岩出市民俗資料館 

平成 27年 11
月 14日 

平成 27年度和歌山県那賀地方 PTA指導者研修会
において、保護者及び教員 65 名を対象として、「親
として、中学時代をどう過ごさせるか～これからの
コミュニケーションと学びの力～」をテーマに講
演。

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27年 11
月 25日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム④」をテーマに講演 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研修
の講師（於：堺市産業振興センター） 

平成 27年 12
月 9日 

堺市教育委員会委託のさかい保育教諭・保育士研
修において、認定こども園・保育士・民間保育園（所）
50名を対象に、中級講座「幼児期から学童期へ接
続カリキュラム⑤」をテーマに講演 
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看護実習指導者を目指すものを対象とした「教育方
法研修会」①の講師（於：京都研修センター） 

平成 27年 12
月 16日 

日本精神看護協会 京都研修センター主催の「教
育方法研修会」において、看護実習指導者の資格取
得を目指す者 38名を対象に「授業の形態」をテー
マとして、講義・演習

看護実習指導者を目指すものを対象とした「教育方
法研修会」②の講師（於：京都研修センター） 

平成 27年 12
月 18日 

日本精神看護協会 京都研修センター主催の「教
育方法研修会」において、看護実習指導者の資格取
得を目指す者 38名を対象に「授業の方法」をテー
マとして、講義・演習

宝塚市子ども未来部主催の所内研修会の講師（於：
宝塚市立安倉中保育所ホール） 

平成 28年 1月
13日 

宝塚市子ども未来部主催の所内研修会において、
所長・職員・保育教諭 20名を対象に「子どもの育
ちと学びをつなぐ保幼小接続・連携」をテーマとし
て、講演。 

大阪市私立幼稚園連合会研修会の講師（於：もと大
阪市幼児教育センター） 

平成 28年 5月
24日 

大阪市私立幼稚園連合会主催の研修会において、
幼稚園教諭 40名を対象に「子どもの育ちや学びを
つなぐ ～幼児教育と小学校以降の教育の連携・接
続～」をテーマとして、講演。 

三宅町幼児園園外研修会（於：奈良学園大学幼小接
続室） 

平成 28年 6月
1日 

三宅町主催の研修会において、27名（町長・健
康子ども部部長・職員５名、保護者 18名、評議員
１名、その他１名）を対象に「子どもの育ちや学び
をつなぐ ～幼児教育と小学校以降の教育の連携・
接続～」をテーマとして、講演。 

愛知県一宮市西成東小学校 PTA講演会（於：一宮市
西成東小学校講堂） 

平成 28年 6月
12日 

愛知県一宮市西成東小学校主催の PTA講演会に
おいて、管理職及び保護者 50名を対象として、「親
として、小学時代をどう過ごさせるか～これからの
コミュニケーションと学びの力～」をテーマに講
演。

ゆめナビ講義ライブ（於：インテックス大阪） 平成 28年 6月
18日 

ゆめナビライブにおいて、高校生 80名を対象と
して、「保育士も教師も！～育ちと学びをつなぐ教
育のスペシャリストになる～」をテーマに講義。全
国の大学 250講義の中で 1万人参加の高校生アンケ
ートにより「もう一度聴きたい講義」の第一位に選
出された。 

鳥取県中部教育局園経営研修（於：伯耆しあわせの
郷） 

平成 28年 6月
28日 

鳥取県中部教育局主催の【幼児教育④】園経営研
修において、鳥取県内の幼稚園長・保育所（園）長・
認定こども園長、園経営にかかわる副園（所）長、
部長等の５０名を対象として、「園を活性化するた
めの組織マネジメントのあり方 ～信頼される特色
ある園づくりをめざして～ 」をテーマに講義・演
習。 

精神科認定看護資格取得研修会（於：京都研修セン
ター）

平成 28年 7月
22日 

日本精神看護協会主催の精神科認定看護資格取
得を目指すもの 86名対象とした「組織内における
活動、教育論Ⅰ」において、「教育に必要な理論・
教育プログラムの展開に必要な教育技法」をテーマ
に講義。 

西宮市幼保小第 2回「つながり」研修（於：西宮市
立子育て総合センター） 

平成 28年 7月
26日 

西宮市立子育て総合センター主催の第 2回「つな
がり」研修（幼保小）において、保育所保育士、幼
稚園・小学校・特別支援学校教員等 110名を対象に
「生活科を窓口としたッスタートカリキュラムと
アプローチカリキュラム」と題して講演。

岸和田市「平成 28年度 管理職（校長）研修（於：
波切りホール） 

平成 28年 8月
1日 

岸和田市教育委員会主催の「平成 28年度 管理
職（校長）研修」において、市内幼小中学校校長
40名を対象に「力と夢を育てる元気な学校づくり
～学校評価を活かして～」をテーマに講演。 
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きのくに共育コミュニティ研修会（於：和歌山ビッ
グ愛） 

平成 28年 8月
3日 

和歌山県教育庁主催のきのくに共育コミュニテ
ィ研修会において、参加者１１００名（学校関係者
８０名、社会教育関係者（行政・公民館関係者・コ
ーディネ ーター等３０名）を対象に、「子どもの育
ちと学びをつなぐ～学校・家庭・地域がつながる共
育～」をテーマに講演。 

福井県平 28年度組織づくり研修講座（於：嶺南教
育事務所） 

平成 28年 9月
7日 

福井県教育庁主催の平成 28年度組織づくり研修
講座において、福井県嶺南地区小中学校・高等学校
教職員 20名を対象に、「力と夢を育てる学校づく
り」をテーマに講演。 

三郷町立幼稚園 新規採用教員研修及び園内研修
会（於：三郷町立南畑幼稚園） 

平成 28年 10
月 14日 

三郷町教育委員会主催の「幼稚園新規採用教員研
修」及び園内研修において、町教委職員及び園長並
びに職員を対象に講演。 

大阪府立高等学校第 3ブロックＰＴＡ協議会研修会
（於：大阪府立市岡高等学校） 

平成 28年 11
月 8日 

大阪府立高等学校第 3ブロックＰＴＡ協議会研
修会において、保護者、校長、教員等 55名を対象
に「親子のコミュニケーション」をテーマに、講演。 

柏原市「市教研研修会」（於：柏原市立玉手幼稚園） 平成 28年 11
月 11日 

柏原市教育委員会主催の「柏原市教育研究会幼稚
園部会」において、公立私立幼稚園及び小学校教職
員 50名を対象に、「子どもの育ちと学びをつなぐ～
幼小接続カリキュラムのあり方～」について、講演。 

日本精神看護協会「教育方法研修会」（於：京都研
修センター） 

平成 28年 12
月 21日 

日本精神看護協会 京都研修センター主催の「教
育方法研修会」において、看護実習指導者の資格取
得を目指す者 36名を対象に「授業の形態・方法」
をテーマとして、講義・演習。 

和歌山県社会教育関係職員等研修会（第２回）・訪
問型家庭教育支援事業シンポジウム（於：紀南文化
会館小ホール） 

平成 29年１
月 16日 

和歌山県生涯教育局主催の「平成 28年度和歌山
県社会教育関係職員等研修会（第 2回）・訪問型家
庭教育支援事業シンポジウム」において、社会教育
関係職員・家庭教育関係職員・福祉関係職員・学校
関係教職員、子育て中の保護者、子育て支援活動を
している方、家庭教育支援チーム員等 100名を対象
としたパネルディスカッション「つながろう！家
庭・学校・地域・行政・福祉切れ目のない支援のた
めに」をテーマにコーディネータとして担当。 

西宮市幼保小第３回「つながり」研修（於：西宮市
立子育て総合センター） 

平成 29年１
月 20日 

西宮市立子育て総合センター主催の第 3回「つな
がり」研修（幼保小）において、保育所保育士、幼
稚園・小学校・特別支援学校教員等 88名を対象に
『幼保小接続を考える「とまどいマトリクス」を通
して』と題して講演及びワークショップを実施し
た。 

鳥取県「幼保小連携推進研修会」（於：鳥取県福祉
人材研修センター） 

平成 29年 2月
27日 

鳥取県教育委員会主催の「幼保小連携推進研修
会」において、幼保・認定子ども園棟等の管理職及
び教諭、保育士、保育教諭、小学校、特別支援学校
の管理職及び連携担当者、1年生の担任、市町村教
育委員会担当者などの 200名を対象に幼保小の円
滑な接続をめざして ～幼児教育と小学校をつなぐ
～をテーマに講演・演習、指導講評を担当 

岡山市保育協議会研修（於：岡山市役所 保健福祉
局勤労者福祉センター） 

平成 29年 6月
5日 

岡山市保育協議会主催の研修会において、保育
園・こども園の園長・保育士 135 名を対象として、
子どもの育ちと学びをつなぐ ～就学前までに育て
たい力、つけたい力～ 」をテーマに講演。

大阪市私立幼稚園連合会講演（於：） 平成 29年 6月
20日 

大阪市私立幼稚園連合会主催の研修会において、
幼稚園教諭 50 名を対象に「子どもの育ちや学びを
つなぐ ～幼児教育と小学校以降の教育の連携・接
続～」をテーマとして、講演。合わせて、事務局を
通じて、本学の案内と共に、学生の実習の際の受入
等についてもお願いした。
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奈良県就学前教育振興プログラム策定会議（於：） 平成 29年 6月
28日 

奈良県教委が京都大学に委嘱した事業「就学前教
育プログラム策定」委員として出席し、2017年度
取り組みを検討した。とりわけ、保育・教育現場へ
の評価規準や指標の示し方の提示など、新たな知見
が情報交換された。 

大和高田市まち・ひと・しごと創生会議（於：大和
高田市役所） 

平成 29年 7月
4日 

大和高田市主催の大和高田市まち・ひと・しごと
創生会議において議長として、協議会を進行。議案
の２「地方創生加速化交付金に係る事業の実施結
果」及び議案の３「地方創生推進交付金に係る事業
の実施状況」について検証。 

平成 29年度第 1回大阪府教育行政評価審議会 
（於：大阪府庁） 

平成 29年 7月
18日 

副会長として出席し、前年度教育行政について、
府の点検及び評価結果の妥当性について審議した。
後日、大阪府ＨＰにて公開。 

平成 29年度第 2回大阪府教育行政評価審議会（於：
大阪府庁） 

平成 29年 7月
19日 

副会長として出席し、前年度教育行政について、
府の点検及び評価結果の妥当性について審議した。
後日、大阪府ＨＰにて公開。 

西宮市教育委員会主催「つながり研修②」（於：西
宮市職員会館） 

平成 29年 7月
24日 

西宮市教育委員会主催の「つながり研修」におい
て、幼稚園・保育所・小学校、特別支援教育の教職
員 100名を対象として、『育った力を学びの力につ
なぐⅠ「とまどいマトリクス」の活用を通して』①
をテーマに講演。 

大和高田市人権研究会 市人教 課題別研修会 平成 29年 7月
29日 

大和高田市人権教育研究会主催の平成２９年度
大和高田市人権教育研究会 課題別研修会におい
て、市人教会員（保幼こ小中高の教職員）120人を
対象に、「子どもの育ちと学びをつなぐ ～幼児期と
小学校教育の連携・接続～ 」をテーマに講演。 

平成 29年度第 3回大阪府教育行政評価審議会（於：
大阪府庁） 

平成 29年 7月
31日 

副会長として出席し、前年度教育行政について、
府の点検及び評価結果の妥当性について審議した。
後日、大阪府ＨＰにて公開。 

平成 29年度保育士の専門性を高める連続研修会
（於：TKP心斎橋駅前カンファレンスセンター） 

平成 29年 8月
1日 

大阪府社会福祉協議会主催の平成 29年度保育士
の専門性を高める連続研修会において、府内の民間
保育園・認定こども園に所属する施設長、リーダー、
主任保育士に準ずる者 200名を対象に「子どもの育
ちと学びをつなぐ～就学前までに育てたい力～ 」
をテーマに講演。今後の実習のお願いもした。 

平成 29年度和歌山県訪問型家庭教育支援事業第１
回協議会（於：和歌山県庁） 

平成 29年 8月
2日 

議長として、協議会を進行した。平成 29年度の
方向性として、以下の２点に特化して協議した。 
①事業の成果や効果を図るための成果指標の効果
的な活用について ②円滑な支援に向けたシステ
ムの構築について。①について、成果目標のもと、
経年比較を行い事業評価報告で指標を示し、成果の
客観性を図るよう指示した。

教員免許更新講習（於：奈良学園大学） 平成 29年 8月
9日 

奈良教育大学委嘱の教員免許更新講習を担当し
た。奈良学園大学「幼小接続室」を会場として、現
職教員小学校及び幼稚園教諭 38名に対して、生活
科及び幼小接続カリキュラムについての理解を深
め、認定評価した。 

平成 29年度第 4回大阪府教育行政評価審議会（於：
大阪府庁） 

平成 29年 8月
30日 

副会長として出席し、前年度教育行政について、
府の点検及び評価結果の妥当性について審議した。
後日、大阪府ＨＰにて公開。 

平成 29年度海南市公民館大会（於：海南市民会館） 平成 29年 9月
3日 

海南市教育委員会主催の「海南市公民館大会」に
おいて、海南市公民館館長教育関係 200名を対象に
「未来を拓く学びをつなぐ公民館～ 学校・家庭・
地域がつながるためにできること～ 」をテーマに
講演。和歌山県における本学の周知活動と共にお礼
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と次年度以降の実習等のお願いもした。 

鳥取県倉吉市「幼保小連携推進研修会」（於：鳥取
県立倉吉体育文化会館） 

平成 29年 9月
5日 

倉吉市教育委員会主催の幼保合同研修会におい
て、倉吉市内保育園・認定こども園の教職員、小学
校教職員 50名を対象に「子どもの育ちと学びをつ
なぐ～幼児期と小学校の連携・接続～」をテーマに
講演。鳥取県における本学の周知活動と共に、実習
先の校長及び教員の参加もあり、お礼と次年度以降
のお願いもした。 

沖縄県宮古地区園長等運営管理協議会（於：宮古教
育事務所） 

平成 29年 9月
11日 

沖縄県宮古教育事務所主催の宮古地区園長等運
営管理協議会において、宮古管内幼保教職員、小学
校教職員・校長 120名を対象に「子どもの育ちと学
びをつなぐ～幼児期と小学校の連携・接続～」をテ
ーマに講演。沖縄県における本学の周知活動と共
に、お礼と次年度以降の実習等のお願いもした。 

奈良県就学前教育振興プログラム策定会議 
実地訪問指導（於：田原本町立南幼稚園） 

平成 29年 9月
19日 

H29奈良県就学前教育調査研究事業に係る、訪問
調査へ委員として出席。奈良県教育委員会企画部及
び教育委員会幼小担当指導主事、京都大学大学院
生、田原本南幼稚園園長、教員に評価について指導
助言及び今後の評価シート作成に当たってのイン
タビューを進めた。

奈良県就学前教育振興プログラム策定会議（於：奈
良県立教育研究所） 

平成 29年 9月
29日 

第 2回奈良県就学前教育振興研究会へ委員とし
て出席。訪問指導の報告と他の実践に対する分析を
行った。 

和歌山県訪問型家庭支援事業第 2回協議会（於：和
歌山県庁） 

平成 29年 10
月 16日 

議長として、協議会を進行した。平成 29年度の
方向性として、以下の２点に特化して協議した。        
①事業の成果や効果を図るための成果指標の効果
的な活用について ②円滑な支援に向けたシステ
ムの構築について。①について、成果目標のもと、
経年比較を行い事業評価報告で指標から、成果の客
観性を確認した。

宇陀市平成 29年度宇陀市教育センター研修「幼小
連携・接続講座」（於：宇陀市役所） 

平成 29年 11
月 20日 

宇陀市教育委員会主催の「平成 29年度宇陀市教
育センター研修」幼小連携・接続の講座において、
幼稚園・保育所・こども園小学校の教職員 40名を
対象に、「子どもの育ちと学びをつなぐ～幼児期と
小学校の連携・接続」をテーマに講演。本学の周知
活動と共に、実習のお礼と次年度以降のお願いもし
た。 

和歌山県訪問型家庭支援事業第 3回協議会（於：和
歌山県庁） 

平成 29年 12
月 4日 

議長として、協議会を進行した。平成２９年度各
市町の取組成果とシンポジウムの方向性の２点に
ついて協議した。
①事業の成果や効果を図るための成果指標の確認
②シンポジウムの企画と進行の原案検討

日本精神看護協会主催「教育方法研修会」（於：京
都研修所） 

平成 29年 12
月 13日 

日本精神看護協会京都研修センター主催の「教育
方法研修会」において、看護実習指導者の資格取得
を目指す者 46名を対象に「授業の形態・方法」を
テーマとして、講義・演習を担当した。

大阪府私立学校審議会（於：大阪府庁） 平成 29年 12
月 21日 

「大阪府私立学校審議会」の委員による平成 29
年度 12月定例会に出席。議事は、8号議案の申請
概要を審議した。また、報告事項 2点に基づいて意
見交換された。 

奈良市教職員研修講座（於：奈良市教育センター） 平成 29年 12
月 26日 

奈良市教育センター主催の平成 29年度教職員指
導力向上研修講座において、受講者 103名（小学校
43各担当者、市立こども園 12、幼稚園 23保育園
12、幼児教育アドバイザー等）を対象に「幼児教育
と小学校教育の育ちと学び連続性」について、講演。
また、教育実習及び学校園支援ボランティアのお礼
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と今後のご指導のお願いの場とした。 

大阪府教育庁主催「第 3回地域教育コーディネータ
研修」（於：大阪府庁） 

平成 30年 1月
24日 

大阪府教育庁主催の「第 3回地域教育コーディネ
ータ研修」において、「家庭教育支援員」「親学習リ
ーダー」を含む地域教育コーディネータ・学校教職
員・行政関係者 200名を対象に「つながろう！家
庭・学校・地域・行政・福祉～切れ目のない支援の
ために～」をテーマに講演した。また、教育実習及
び学校園支援ボランティアのお礼と今後のご指導
のお願いの場とした。 

和歌山県訪問型家庭教育支援事業シンポジウム講
演及び第 4回協議会（於：紀南文化会館） 

平成 30年 1月
29日 

和歌山県生涯教育局主催の「平成 29 年度和歌山
県社会教育関係職員研究会・訪問型家庭教育支援事
業シンポジウム」において、「家庭教育支援員」「親
学習リーダー」を含む地域教育コーディネータ・学
校教職員・行政関係者９０名を対象に「つながろ
う！家庭・福祉・教育!!ひろげよう！家庭教育支援!!
切れ目のない支援に向けて～」をテーマに講演し
た。また、教育実習のお礼と今後のご指導のお願い
の場とした。さらに、「第 4 回協議会」で座長とし
て、議事進行と総括をした。

西宮市教育委員会主催「つながり研修②」（於：西
宮市立芦之湯会館） 

平成 30年 2月
1日 

西宮市教育委員会主催の「つながり研修②」にお
いて、・小学校 27名、特別支援教育 5名、幼稚園
32名・保育所 46名の教職員 105名を対象として、
『育った力を学びの力につなぐ「とまどいマトリク
ス」の活用を通して』Ⅱをテーマに講演及びワーク
ショップを実施した。
実習校の教員の参加もあり、お礼と次年度のお願

いもした。 

奈良県教育委員会主催奈良県就学前教育センター
「明日の保育をつくる人材育成フォーラム」（於：
奈良県社会福祉総合センター大ホール） 

平成 30年 2月
19日 

奈良県教育委員会主催の奈良県就学前教育セン
ター「明日の保育をつくる人材育成フォーラム」に
おいて、公私立幼児教育関係教職員及び行政関係者
120名を対象として、「奈良県就学前教育プログラ
ムで育む子どもの姿」のパネルディスカッションに
おけるコ－ディネーターを務めた。続いて「子ども
の育ちと学びをつなぐ～幼児教育と小学校の連
携・接続～」をテーマに講演した。
実習校の教員の参加もあり、お礼と次年度のお願

いもした。 

大阪府人権施策推進審議会（於：大阪府庁） 平成 30年 2月
28日 

第 32回大阪府人権施策推進審議会に委員として
出席。会長代理に任命された。審議内容は、以下の
4点であった。 （1）会長及び会長代理の選任につ
いて、（２）平成 28（2016）年度人権施策の状況に
ついて、（３）性的マイノリティの人権問題につい
ての理解増進に向けた取組について、（４）その他
について審議した。 

大阪府私立学校審議会（於：大阪府庁） 平成 30年 3月
19日 

「大阪府私立学校審議会」平成 30年度 3月定例
会を開催し、委員として出席。議事は、21議案の
申請概要を審議し、報告事項 2点に基づいて意見交
換がなされた。 

阪急学園教職員研修会（於：阪急学園） 平成 30年 3月
26日 

阪急学園教職員研修会において、幼稚園教諭、保
育園保育士計８０名を対象として、「子どもの育ち
と学びをつなぐ」をテーマに講演を実施した。8園
の法人は、理事長を中心に強固な研修体制を推進さ
れており、学内の幼保コースへの就職情報としても
提供したい。 
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和歌山県訪問型家庭支援事業第１回協議会（於：和
歌山県民文化会館） 

平成 30年 6月
26日 

訪問型家庭支援事業第 1回協議会に会長として
出席。昨年度の課題整理をふまえて今年度の方向性
を協議。年度内計画を策定した。 

大和高田市まち・ひと・しごと創生会議（於：大和
高田市役所） 

平成 30年 7月
3日 

大和高田市長依頼の「大和高田市まち・ひと・し
ごと創生会議」において、会長として選出され、進
行した。大和高田市まち・ひと・しごと創生戦略に
おける実施状況報告と地方創生関連交付金にかか
る実施状況の報告と意見交換をした。 

日本精神看護協会「教育方法研修会」（於：京都研
修センター） 

平成 30年 7月
4日 

日本精神看護協会主催の研修会において、精神科
認定看護師資格取得を目指す看護師 60名を対象に
「組織内における活動 教育論１」をテーマに講義
演習を実施した。 

岡山市保育協議会研修（於：岡山市役所 保健福祉
局勤労者福祉センター） 

平成 30年 7月
10日 

岡山市保育協議会主催の「保幼小連携研修会」に
おいて、岡山市公私立認可保育園・認定こども園保
育士 130姪を対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ
～就学前までに育てたい力、つけたい力～」をテー
マに講演。

西宮市教育委員会主催「つながり研修」（於：青空
幼稚園） 

平成 30年 7月
24日 

西宮市教育委員会主催の「つながり」研修におい
て、保育所保育士、幼稚園等・小学校・特別支援学
校教員等 100名を対象に『幼保小連携・接続のため
になすべきこと、できること ～「とまどいマトリ
クス」の活用を通して～』をテーマに講演。

奈良市教頭講座⓶（於：奈良市教育センター） 平成 30年 7月
25日 

奈良市教育センター主催の「教頭研修講座②」に
おいて、小学校、中学校、高等学校の教頭 68名を
対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ校種間連携の
在り方」をテーマに講演。 

島本町夏季セミナー（於：島本町立第二小学校） 平成 30年 7月
31日 

大阪府島本町教育委員会主催の夏季セミナー健
康教育分科会において、教職員 50名を対象（２中
学校、４小学校、２幼稚園、保）に保幼小連携推進
協議会の活動報告とグループ討議の後に「保育所・
幼稚園から小学校へ～よりよい接続のために～」に
ついて指導助言。 

湯浅町 PTA講演会（於：湯浅町立湯浅小学校） 平成 30年 9月
28日 

和歌山県湯浅町教育長及び学校長と共に、全学級
を授業参観後、湯浅小学校において、教職員 40名
及び保護者 85名をを対象に「PTA子育て講演会」
講師を担当。近隣の県立耐久高等学校からの入学者
もある本学の紹介も含めて「2030年に生きる力を
輝かせる～育ちと学びの連続をふまえて～」をテー
マに講演。

王寺町子育て「どんぐり」in奈良学園大学（於：奈
良学園大学） 

平成 30年 11
月 24日 

王寺町子育て「どんぐり」in奈良学園大学にお
いて、保護者 30名を対象に「変わる子育て、変わ
らない子育て-2030年の社会と子どもの未来を見す
えて」をテーマに講演。 

「就学前教育振興プログラム」研修会（於：天理市
立嘉幡保育所） 

平成 30年 12
月 10日 

奈良県教育振興課主催の「就学前教育振興プログ
ラム」研修会において、県内市町村指導主事、教育
研究所長期研究員、保育所長・保育士等 16名を対
象に「幼小接続期における育ちと学びの連続 『ハ
イスコープ就学前教育プログラム』の活用と言葉の
力」をテーマに参観後の講演。

大阪府人権教育審議会（於：國民会館） 平成 30年 12
月 19日 

第 33回大阪府人権施策推進審議会に副会長とし
て出席。（1）大阪府人権推進計画の点検について、
（２）行政文書における性別記載の点検・見直しに
ついて審議した。 
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訪問型家庭支援事業シンポジウム（於：和歌山県勤
労福祉会館プラザホール） 

平成 31年 1月
21日 

和歌山県教育長主催の「訪問型家庭支援事業シン
ポジウム」において、家庭教育支援関係者・社会教
育関係職員・学校関係職員・福祉関係職員・子育て
サークル関係者・SSW/SSC/等の参加者 160名を対象
にコーディネータ－及び講師として「つながろう家
庭・福祉・教育！ひろげよう 家庭教育支援！！切
れ目のない支援に向けて～地域で家庭をささえる
ために～」をテーマに講演。

訪問型家庭支援事業第 3回協議会（於：和歌山県勤
労福祉会館プラザホール） 

平成 31年 1月
21日 

訪問型家庭支援事業第 1回協議会に会長として
出席。課題整理をふまえて実施項目及びシンポジウ
ム評価を策定した。

西宮市教育委員会主催「つながり研修②」（於：西
宮市職員会館） 

平成 31年 1月
28日 

西宮市教育委員会主催の第２回「つながり」研
修において、市内小学校教諭・幼稚園教諭等 110
名を対象に「子どもの育ちと学びをつなぐ言葉の
力を育むために ～2030 年の社会と子どもの未来
を見すえて～」をテーマに講演。 

第 34回 大阪府人権施策推進審議会（於：大阪府男
女共同参画センター） 

平成 31年 2月
15日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
34回大阪府人権施策推進審議会」に副会長として
出席。（1）ヘイトスピーチの解消及び性的マイノリ
ティに対する差別の解消に向けた条例整備につい
て（諮問）審議した。

第 35回 大阪府人権施策推進審議会（於：大阪府男
女共同参画センター） 

平成 31年 3月
22日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
35回大阪府人権施策推進審議会」に副会長として
出席。(1)大阪府人権尊重の社会づくり条例におけ
る府民及び事業者の責務について（論点整理）(2)
人種又は民族を理由とする不当な差別的言動の解
消に向けた規定について（論点整理）(3)性的マイ
ノリティに関する当事者及び有識者の主な意見に
ついて(4)その他報告事項。審議した。

第 36回 大阪府人権施策推進審議会（於：大阪府男
女共同参画センター） 

平成 31年 4月
26日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
36回大阪府人権施策推進審議会」に副会長として
出席。(1)大阪府人権尊重の社会づくり条例におけ
る府民及び事業者の責務について（論点整理）(2)
人種又は民族を理由とする不当な差別的言動の解
消に向けた規定について（論点整理）(3)性的マイ
ノリティに関する当事者及び有識者の主な意見に
ついて(4)その他報告事項を審議した。

第 37回 大阪府人権施策推進審議会（於：プリムロ
ーズ大阪） 

令和元年 5月
24日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
37回大阪府人権施策推進審議会」に副会長として
出席。審議内容は、次の 3点であった。 （1）ヘ
イトスピーチの解消に向けた規定について (2)答
申のとりまとめについて(3)その他報告事項。

西宮市第１回 専門課題研修（於：西宮市総合教
育センター） 

令和元年 5月
28日 

西宮市教育委員会主催の「西宮市第１回 専門
課題研修」において、保育所・幼稚園・認定こど
も園・小学校・特別支援学校教職員 約 60 名を対
象に、「幼小接続期における「主体的・対話的で
深い学び」のために～「さんぽ」から「町探検」
を事例に～」をテーマに講演した。 

奈良県立西の京高校模擬授業（於：奈良県立西の京
高等学校） 

令和元年 6月
10日 

「2030年のあなたが保育・教育に関わる仕事で
輝くために～自ら意欲スイッチを押す魔法のしか
けとは？～」をテーマに、高校 2年生 40名を対象
に講義。あと 10年で「消える職業」「なくなる仕事」
（「雇用の未来」オックスフォード大学マイケル・
A・オズボーン博士）の論文をもとに、これからの
時代を生きるために「学ぶ意欲のしくみ」を知り、
意欲スイッチを押す魔法のしかけについて考え、自
らの意欲向上と共に、「保育や教育」のスペシャリ
ストになるストーリーについて、論議させた。
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奈良県王寺町立王寺幼稚園園内研修会（於：王寺町
立王寺幼稚園） 

令和元年 6月
18日 

王寺町立王寺幼稚園園内研修会において、園長及
び幼稚園教諭 10名を対象に、午前の公開保育を通
した指導助言及び「小学校を見通した幼児期の学び
の在り方と『幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿』について」をテ－マに講演した。 

奈良市小中学校校長研修会（於：奈良市保健所・教
育総合センター 
） 

令和元年 6月
24日 

奈良市教育センター主催の奈良市教職員兼推移
講座「校長のリーダーシップ研修」において、奈良
市立学校校長 62名を対象に「校種間連携の今後の
あり方～子どもの育ちと学びの連続をふまえて～」
をテーマに講演。 

鳥取県東部教育局主催「子育て・家庭教育支援講座」 
（於：鳥取県東部庁舎） 

令和元年 7月
1日 

鳥取県東部教育局主催の「子育て・家庭支援講座
（第２回）」において、小学校・幼保職員・社会教
育関係者 40名を対象に「教育と福祉の連携・協働
体制構築に向けて ～切れ目のない支援を地域で家
庭を支えるために～ 」をテーマに講演。 

奈良県国公立幼稚園・子ども園研究協議会（於：平
和地区公民館） 

令和元年 8月
5日 

奈良県国公立幼稚園・子ども園研究協議会主催
の研修会において、園長 121 名を対象に「園長の
リーダーシップの在り方 ～就学前後をつなぐマ
ネジメントを通して～」をテーマに講演。

和歌山県湯浅町保幼小研修会（於：湯浅町役場） 令和元年 8月
21日 

湯浅町教育委員会主催の保幼小研修会において、
保育所長、小学校関係職員、教育委員会職員を対象
に「湯浅町の未来を創る～こどもの育ちと学びをつ
なぐために～ 」をテーマに講演。 

橋本市訪問型家庭支援員研修会（於：橋本市教育文
化会館） 

令和元年 9月
4日 

和歌山県橋本市教育委員会主催の家庭教育支援
員研修会において、ヘスティアチーム 30名を対象
に「就学時健診の際に保護者対象のグループワーク
の在り方について」をテーマに講演 

令和元年度和歌山県訪問型家庭支援事業第１回協
議会(於：和歌山県民文化会館) 

令和元年 9月
30日 

和歌山県生涯学習局主催の内閣府指定「訪問型家
庭支援事業」第一回協議会に座長として出席した。
和歌山県内４市町の取組の成果と課題をふまえ、県
内の実施拡大と質向上に効果のある今年度シンポ
ジウムの在り方について協議を深めた。 

京都府立南陽高校模擬授業（於：京都府立南陽高校） 令和元年 10
月 24日 

「2030年のあなたが保育・教育に関わる仕事で
輝くために～自ら意欲スイッチを押す魔法のしか
けとは？～」をテーマに、高校 2年生 40名を対象
に講義。あと 10年で「消える職業」「なくなる仕事」
（「雇用の未来」オックスフォード大学マイケル・
A・オズボーン博士）の論文をもとに、これからの
時代を生きるために「学ぶ意欲のしくみ」を知り、
意欲スイッチを押す魔法のしかけについて考え、自
らの意欲向上と共に、「保育や教育」のスペシャリ
ストになるストーリーについて、論議させた。

令和元年度和歌山県訪問型家庭支援事業第２回協
議会(於：和歌山県民文化会館) 

令和元年 11
月 25日 

和歌山県生涯学習局主催の内閣府指定「訪問型家
庭支援事業」第二回協議会に座長として出席した。
和歌山県内４市町の取組の成果と課題をふまえ、成
果指標の検討及び県内の実施拡大と質向上に効果
のある今年度シンポジウムの在り方について、コン
テンツや役割等もふまえ協議を深めた。

大和高田市第一回こども・子育て会議（於：大和高
田市役所） 

令和元年 12
月 26日 

大和高田市こども・子育て会議の会長として選出
され、KPIに基づいて議論を進めた。 

第 3回和歌山県訪問型家庭支援事業シンポジウム及
び協議会（於：紀南文化ホール） 

令和 2年 1月
27日 

和歌山県障害教育局主催の訪問型家庭支援事業
シンポジウムにおいて、参加者約 70名（家庭教育
支援関係者、園・学校教育関係職員、ＰＴＡ、福祉
関係職員、社会教育関係職員、ＳＳＷ）を対象に
コ－ディネータ－を努めた。また、第 3回協議会

において、座長を務め進行し、今年度の総括をした。 

横浜市 桐蔭学園幼稚部・キッズフォーレ保育所研
修会 

令和 2年 2月
17日・18日 

登園から視察の上、指導助言。できているところ、
問題点を指摘。今後の研修改善に生かすためのハイ
スコープ評価及び園評価について資料提供した。
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第２回大和高田市こども・子育て会議（於：大和高
田市総合福祉会館（ゆうゆうセンター）） 

令和 2年 3月
3日 

第２回大和高田市子ども子育て会議の議長とし
て、第二期子ども・子育て支援事業計画（素案）に
ついて、委員の意見を取りまとめた。 

令和 2年度訪問型家庭教育支援推進事業協議会（第

１回）＠和歌山県自治会館

令和 2年 6月
29日 

和歌山県生涯学習局主催の内閣府指定「訪問型家
庭教育支援事業」第一回協議会に座長として出席し
た。和歌山県内４市町の取組の成果と課題をふま
え、県内の実施拡大と質向上に効果のある今年度シ
ンポジウムの在り方について協議を深めた。

第 38回大阪府人権施策審議会 online 令和 2年 7月
20日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
38回大阪府人権施策推進審議会」に会長として出
席。審議内容は、大阪府 HPに掲載。 

神戸市子育て研修会（第２回）＠ 新長田勤労市民
センター別館ピフレホール

令和 2年 7月
27日 

神戸市子ども家庭局主催の「神戸市子育て研修会
（第２回）  」において、神戸市立保育所・神戸市
私立保育園（所）・認定こども園・小規模保育事業
所・家庭的保育事業所に勤務する保育士及び保育教
諭、教育委員会指導主事、保育行政担当者等 200名
を対象に幼稚園･保育所（３歳以上）･認定こども園
の教育・保育課程の編成や実施に伴う指導上の諸課
題、今後の幼児教育・保育の充実と保育者の資質向
上に資する事を目的として、「子どもの育ちと学び
をつなぐ～小学校教育以降との接続 ～」をテーマ
に講演。 

令和 2年度和歌山県教育課程・保育実践研究協議会 
＠和歌山県自治会館大会議室  

令和 2年 8月
3日 

文部科学省・和歌山県教育委員会主催の「教育課
程・保育実践研究協議会」において、公･私立幼稚
園の教員、公･私立保育所の保育士、公･私立認定こ
ども園の保育教諭、認可外保育施設関係者、各市町
村教育委員会指導主事、各市町村保育行政担当者等
85名を対象に幼稚園･保育所（３歳以上）･認定こ
ども園の教育・保育課程の編成や実施に伴う指導上
の諸課題について、各園・所における日々の実践を
交流し合い、今後の幼児教育・保育の充実と保育者
の資質向上に資する事を目的として、「子どもの育
ちと学びをつなぐ～ 幼小接続におけるカリキュラ
ム・マネジメントを通して～」をテーマに講演。

和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 2年度第
２回協議会＠和歌山県民文化会館 

令和 2年 8月
31日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 2
年度第２回協議会」において、会長として司会進行
を務めた。 

第３回訪問型家庭教育支援推進協議会 

和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業シンポジウ
ム＠和歌山県民文化会館

令和 2年 8月
31日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 2
年度第３回協議会」において、会長として司会進行
を務めた。 
「シンポジウム」では、参加者 200名（市町村関

係職員・学校運営協議会委員・教職員・PTA関係者、
幼・保・こども園職員、福祉関係者等）を対象にパ
ネルディスカッションコーディネーター及び総括
講演「切れ目のない支援を充実させるために」をテ
ーマに総括講演した。その後 TV和歌山の取材を受
けインタビューに答えた。

第 39回大阪府人権施策推進審議会（＠マイドーム
おおさか） 

令和 2年 11月
9日 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
39回大阪府人権施策推進審議会」に会長として出
席。審議内容は、HPに掲載。 

桐蔭学園研修会（第 1回）online 令和 2年 12月
7日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「」をテーマに講演)。 

桐蔭学園研修会（第 2回）online 令和 3年 1月
25日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「」をテーマに講演。 
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第４回訪問型家庭教育支援推進協議会＠和歌山県
民文化会館 

令和 3年 2月
15日 

「和歌山県訪問型家庭教育支援推進事業令和 2
年度第４回協議会」において、会長として司会進行
を務めた。 

桐蔭学園研修会（第 3回）online 令和 3年 2月
22日 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「」をテーマに講演。 

第 40回大阪府人権施策推進審議会（＠マイドーム
おおさか） 

令和 3年 3月
24日（予定） 

大阪府府民文化部人権局長より通知のあった「第
40回大阪府人権施策推進審議会」に会長として出
席。審議内容は、HPに掲載。 

桐蔭学園研修会（第 4回）online 令和 3年 3月
25日（予定） 

桐蔭学園主催の研修会において、小学校及び幼
稚園管理職と教員を対象に「」をテーマに講演 

５ その他 

・国立教育政策研究所教育課程研究センター関係指
定校事業企画委員 

平成 21年 5月 
～平成 23年 7
月まで 

総合的学習と生活科の関連を中心に、指定校に対
して、指導助言をした。 

・大阪府私立学校審議会委員 平成 22年 7月
～平成 29 年
３月まで 

大阪府内私立学校にかかる審議事項を検討した。 

・大阪府子ども施策審議会委員 平成 25年 6月
～平成 28年 3
月まで 

大阪府子ども施策にかかる審議事項を会長代理
として検討した。 

・大阪府教育行政評価審議委員 平成 26年 6月
～平成 28年 3
月まで 

大阪府教育施策にかかる審議事項を委員として
検討した。 

・大和高田市ひとまちしごと創生会議委員長 平成 27年 6月
～令和元年 9
月まで 

大和高田市地方創世にかかる意見交換会におい
て委員長として検討した。 

・三郷町産官学連携常任委員 平成 28年 6月 
～現在に至る 

三郷町産官学連携会議において常任委員として
検討した。 

・三宅町評議員 平成 28年 6月 
～平成 29年 3
月まで 

三宅町評議員として検討した。 

・和歌山県訪問型家庭教育支援事業委員長 平成 28年 6月 
～現在に至る 

文部科学省指定事業「和歌山県家庭教育支援事
業」委員として検討した。 

・奈良県就学前教育プログラム策定委員 平成 28年 6月 
～平成 30年 3
月まで 

奈良県就学前教育プログラム策定委員として、検
討した。 

・大和高田市子ども・子育て会議委員長 平成 29年 7月
～令和元年９
月 

第 1期大和高田市子ども・子育てにかかる意見交
換会において委員長として検討した。 

・大阪府人権施策推進審議会委員 平成 29 年 10
月～令和 4 年
1月まで 

大阪府人権施策推進審議会会長代理として、検討
した。 
大阪府人権施策推進審議会会長として、検討し

た。 

・大和高田市子ども・子育て会議委員長 令和元年 10
月～現在に至
る 

第 2期大和高田市子ども・子育てにかかる意見交
換会において委員長として検討した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
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事 項 年月日 概 要 

１ 資格、免許 
(1) 小学校教諭 2級普通免許状 昭和 50年 3月 大阪府教育委員会 昭４９小２普第１６０１号 

(2) 小学校教諭 1級普通免許状 平成 3年 11月 大阪府教育委員会 平３小１普第５０７号 

(3) 修士（学術） 平成 16年 3月 大阪教育大学大学院 第３５０６号 
論文題目「学校教育自己診断」を活かした学校改善
の研究

２ 特許等 
なし 

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
(1) 堺市立南八下小学校 教頭 平成９年４月

～平成 12年 3
月 

教頭として、校内研究推進及び学校の活性化並び
に地域との連携に取り組んだ。教頭会研修委員とし
て「学校のリスクマネジメント」にかかる研究を堺
市教頭研修会において発表した。 

(2）堺市立美木多小学校 教頭 平成 12年 4月 
～平成 13年 3
月 

教頭として、生活科・「総合的な学習の時間」に
かかる堺市教育委員会指定事業を推進させた。 
堺市立美木多中学校区の「公立・私立、保育園・

幼稚園・小学校連絡協議会」において、保幼小の研
究推進に取り組んだ。上記 2点の取組を「地域と学
校の特色を生かした実践とその評価」（2001文溪堂）
P.18～P.30 で論じた。また、教員の実践例 P.39～
P.46、P.63～P.70、P.79～P.86 について、監修指
導した。（再掲）

(3)大阪府教育センター 学校経営研究室主任指導
主事、企画室主任指導主事

平成 13年 4月 
～平成 17年 1
月 

主任指導主事として、４年間、全国教育研究所連
盟、近畿地区教育研究所連盟、大阪府教育研究所連
盟、近畿所長会の事務局長として、研究会の企画及
び研究推進に努めた。また、大阪府内の新任校長研
修会・新任教頭研修会、指導主事研修会等の企画運
営及び講師の任にあたった。「大阪府教育センタ－
フォ－ラム」の企画及び分科会の講師・コ－ディネ
－タを担当した。大阪教育大学との連携において、
スク－ルリ－ダ－フォ－ラムの講師、シンポジスト
等を担当した。
研究主担として、３年間、「大阪府学校教育自己

診断」の調査研究を推進し、「学校改善への道筋」
をまとめた。 

４ その他 
なし 

研  究  業  績  等  に 関  す  る  事  項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の

名称 

概   要 

（著書） 

1．幼児期と児童期の接

続カリキュラムの開発

～子どもの育ちと学び

をつなぐ～

共著 平成 23年 4月 MJ-Book 幼児期と児童期の接続カリキュラムにつ
いて、その課題を明らかにした。、特に、就
学後の生活科を中心とした汎用性のあるカ
リキュラムを開発。
子どもの育ちと学びの「連続性・一貫性」

のためには、どのような組織開発が必要とさ
れ、実現可能か、またいつまでにだれが何を
どのようにしていくことが重要化について
解説。 
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A5版 全 136頁 
共著者： 善野八千子、前田洋一 
本人担当部分：第 1章必要なことは、「連続
性・一貫性」5～17頁、第 3章接続カリキュ
ラム作成のための組織開発 31～34頁、第 5
章～10章入学後接続カリキュラムの実践 61
～128頁を単著。
現職の教員と保育者をつなぎ、資質向上に

も寄与する研究成果をまとめた。具体的なカ
リキュラム作成の手順として、生活科を中心
とした小学校入学後の目標設定や活動内容
について汎用性の実際のカリキュラム作成
のプロセスについてもフォーマットを提案
した。適応指導を中心に入学前の３週間 18
日分の日案を提示し、入学後はじめての７つ
の課題を検討した。学習自立・生活自立・精
神自立の 3つの自立に分類し、生活科のの自
立の基礎をはぐくむ方法と内容に整理した。
さらに学校園として接続カリキュラムに取
り組むための組織開発についても示した。

2．教育フォーラム 48

国際教育の課題と展望

教育フォーラム 48国際

教育の課題と展望 

共著 平成 23年 8月 金子書房 日本の学校教育の喫緊の課題である国際
教育・グローバル教育は。子どもたちの生活
自体は国際色豊かなものとなり、学校や地域
でも積極的な取り組みが行われている。しか
し、具体的に教育においてどのように国際性
をとらえ、育てていけばよいのかは理解が深
まっていないのが実情に言及した。
A5版 全 176頁 
編者：人間教育研究協議会 
共著者：梶田叡一、見上一幸、松田智子、松
田公平、鎌田首治朗、前田洋一、川﨑由花、
古川治、善野八千子、筒井愛知、山本美紀、
加藤明、河上隆一、湯峯裕、汐海治美、渡部
久美子 

本人担当部分：第９章「幼小接続期におけ
る国際教育」81～90頁をを単著。 
幼小接続期における国際教育について、自

らの国の伝統・文化に根ざした自己の確立の
ためには何が必要であるかを論じた。学習指
導要領改訂では「幼稚園教育要領、小・中学
校学習指導要領等の改訂のポイント」の教育
内容の主な改善事項の一つとして「伝統や文
化に関する教育の充実」が掲げられたことか
ら、新しい学習指導要領のめざすものの具体
例を示した。また、幼小接続期における国際
教育の必要性とその体験を経験化する方法
を示した。 
教育的な願いとねらいをはっきりと持ち、

それを実現する活動を準備し、子ども一人ひ
とりの国際体験・異文化体験を教育的な意味
で経験化するために様々な視点から考察、問
題提起した。 

3．学校管理職の経営課

題 5 学校をエンパワ

ーメントする評価 

共著 平成 23年 10月 ぎょうせい 学校評価を経営改善に生かす視点を探っ
た。学校経営のビジョン、カリキュラム経営、
組織マネジメントから学校評価に至るまで、
学校経営に必要な重要トピックスを詳解。 
A5版 全頁数 194頁 
編者：天笠茂、大脇康弘 
共著者大脇康弘、加藤崇英、相澤良明、善野
八千子、小島宏、八尾坂修、根津朋美、白井
達夫、猪股亮文、京都市教育委員会 
本人担当部分：第４章「マネジメントのツ

ールとしての学校評価」56～76頁を単著。 
学校評価のこれまでの経緯を解説し、課題

と改善のためのシステムを示した。第三者評
価とは何か、また第三者評価を活かして学校
のポジティブプロパガンダをいかに創るか
をフロチャートで提示した。学校をエンパワ
ーする評価のあり方、マネジメントツールと
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しての学校評価のうち、自己評価の手法、学
校関係者評価、第三者評価を中心に整理し
た。加えて、学力を育てる学習評価と授業評
価及び教師力を育てる教員評価、カリキュラ
ム・アセスメントについて論考した。

4．子どもの育ちと学び

をつなぐⅡ～幼小連携

ＷＧの取組を通して～ 

共著 平成 24年 3月 奈良学園キャリア
開発センター 

奈良文化女子短期大学幼小連携ＷＧ合同
研究会の平成 23年度の取組をまとめた。幼
小接続カリキュラム（就学前）を開発を試み
るとともに、入学前の 3週間を再検討した。 
全頁数 185頁 
共著者：善野八千子、前田洋一、筒井通子、
阪本さゆり、南尚美、前田嘉余子、大山夏生、
定豊子、田村豊、荒井恵子、角田道代、 

本人担当部分：第 1章「幼小連携 WG合同
研究会の取り組みと意義」6-11頁、第 4章「と
まどい」を解決する幼小接続カリキュラム
52-82頁、を単著。
幼小連携 WG合同研究会の取り組みと意義

について、これまで生活科移行期において、
カリキュラム作成の経験からの方法論と組
織開発につながる発展性を価値づけた。ま
た、指導者が困っている入学直後の状況から
でなく、学習者の側からみた就学後の子ども
のとまどい要因 6点を提示した。
学びの基礎力とのマトリクス作成により、

ワークショップで活用し、幼児教育と小学校
教育者による合同の教育課程の理解及び検
討の方策についての具体的な道筋を示した。

5．教育フォーラム 50＜

やる気＞を引き出す・＜

やる気＞を育てる 

共著 平成 24年 8月 金子書房 教師が子どもの＜やる気＞を引き出し、育
てるための方策を、教科のかかわり、教材・
校内研究、学習塾の取り組みなども参考に考
察、提案した。 
A5版 全頁数 179頁 
編者：人間教育研究協議会 
共著者：梶田叡一、加藤 明、松田智子、金
山憲正、善野八千子、勝見健史、久田 孝、
錦織 彰、住本克彦、野田健司、中田正浩、 
前田洋一、中村 哲、瀧明知惠子、浅田 匡 
本人担当部分：第 9章「子どもの＜やる気

＞をつなぐ幼小接続」34～46頁を単著。 
子どもの＜やる気＞をつなぐこと、育ちと学
びをつなぐことの共通の問題から論述した。
意欲・モチベーション、＜やる気＞に関する
データ及び諸説を考察・整理した。幼小接続 
に必要な 3要素及び脳が＜やる気＞を出して
くれる４つの条件などの知見を示した。幼少
期の子どもの意欲については、その正体と環
境について、幼小接続期における＜やる気＞
を引き出す実践事例について、考察した。 

6．子どもの育ちと学び

をつなぐ－幼小連携の

あり方と接続カリキュ

ラムの作成－

共著 平成 24年 9月 MJ-Book 幼児期と児童期の接続カリキュラムにつ
いて、生活科移行期から取り組んできた経緯
を考察した。就学前後を接続する汎用性のあ
るカリキュラムを改善する視点を明確にし
た。 
A5版 全 131頁 
共著者：善野八千子、前田洋一、定豊子、阪
本さゆり、南尚美、大山夏生、前田嘉余子、
田村豊 
本人担当部分：第 1章幼小接続のためにな

すべきこと、できること 8-17頁、第 4章「と
まどい」を解決する幼小接続カリキュラム
58-87頁、第 5章育った力を学ぶ力へ 88-99
頁を単著。

教員の資質向上にも寄与する実践研究に
ついて、考察した。「とまどいマトリクス」
を開発し、研修で活用できるように試みた。
ワークショップ研修の方法や活用について
も示した。また、「一日体験入学の」活動事
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例について、紹介し今後の発展課題を明示し
た。 

７．夢と力を育てる新し

い学校づくり 

共著 平成 25年 4月 教育出版 未来に向かう力をつけることのできる学
校経営の在り方の提案として、新たな知見と
実例をふまえ、未来志向型の学校づくりの提
案。 
A5版 全 136頁 
共著者：善野八千子、前田洋一 

本人担当部分：第 1章忙しい木こりの物語
(1-4頁)、第 2章こんな学校が日本の教育を
変える(5－14頁)、第 7章「一石五鳥プラン」
と「仕事のＡＢＣ」 (84－106頁)、第 8章幼
稚園における学校評価(107－116頁)、第 9章
さらなる外部評価アンケートの改善 (117－
136頁)を単著。 
教員の資質向上が子どもの学校文化を創

る力になることを論考した。学校訪問記や評
価を改善に生かした事例等のフィールドリ
サーチや分析から考察。学校づくりの発信転
換の必要性を説き、学校教育関係者、学生等
と共に熟考し、行動変容を可能にする知見を
示した。

８．教育フォーラム 54

『各教科等の学習を支

える言語活動』 

共著 平成 26年 8月 金子書房 言葉の力を育てるため単元目標構造図や
年間指導計画の活用などを考えながら、各教
科特有の言語活動について、教師がどのよう
な点に留意した指導を行えばよいのか、具体
的な実践を踏まえて考察した。 
A5版 全頁数 140頁 
編者：人間教育研究協議会 
共著者：梶田叡一、加藤 明、金澤孝夫、櫻
本明美、金山憲正、中田正浩、川俣徹、松田
智子、善野八千子、蔵あすか、オチャンテ村
井ロサメルセデス 
本人担当部分：第 10章「幼小接続におけ

るこれからの言語活動」98～109頁を単著。 
幼小接続期の対話と姿勢について、育ちと

学びをつなぐ課題から論述した。 

９．教科力 生活 共著 平成 28年 2月 玉川大学出版 学習指導要領平成 20 年に対応。教員
の力量形成において重要な生活科の内
容構成の理解を目的として、生活科の
ための実践力の自学自習テキスト。  
A5版 全頁数 182頁 
編者：寺本潔 
共著者：寺本潔、綿貫健治、森山賢一、神永
典郎、善野八千子、 
本人担当部分：第 11章「スタートカリキ

ュラムの重要性と指導内容」114～124頁、第
12章「交流を通した人間関係作りの指導内
容」125～135頁、第 14章「自己成長に気付
かせる内容」146～156頁、おわりに「生活科
創設の内容や最新の教育界の動向」176～182
頁を単著。 

10．教育フォーラム 59

『対話的な学び-アクテ

ィブ・ラーニングの１つ

のキーポイント-』 

共著 平成 29年 2月 金子書房 主体的・対話的な深い学び、すなわちアク
ティブ・ラーニングを実現するには実際の指
導場面で役立つ工夫、具体的な提案をした。
A5版 全頁数 176頁
編者：日本人間教育学会
共著者：梶田叡一、湯峯裕、鎌田首治朗、伊
崎一夫、金山憲正、菅井啓之、北俊夫、赤堀
博之、善野八千子、牧田秀昭、五百住満、中
村豊、石森広美、オチャンテ村井ロサメルセ
デス、井上信子
本人担当部分：「幼小接続期の対話的学び

の力」91～101頁を単著。 
幼児期から小学校接続の対話的学びの力

として、一次的ことばと二次的ことばの接点
に立つ教師の役割から考察した。 
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11．教育フォーラム 60

『深い学びのために-ア

クティブ・ラーニングの

目指すもの-』

共著 平成 29年 8月 金子書房 主体的・対話的な深い学び、すなわちアク
ティブ・ラーニングを実現するには実際の指
導場面で役立つ工夫、具体的な提案をした。
A5版 全頁数 176頁
編者：日本人間教育学会
共著者：梶田叡一、古川治、鎌田首治朗、伊
崎一夫、湯峰裕、大畑健美、菅井啓之、金山
憲正、石森広美、善野八千子、瀧明智恵子、
岡村季光、松井典夫
本人担当部分：「幼小接続期の深い学び－

地域と未来につなぐ生活科の事例から－」
103～113頁を単著。 
幼児期から小学校接続の「深い学びの力」

について論考し、生活科事例から考察した。

12．教育フォーラム 61

『各学習領域における

基本的な見方・考え方－

アクティブ・ラーニング

で鍛えられるもの-』

共著 平成 30年 2月 金子書房 
主体的・対話的な深い学び、すなわちアク

ティブ・ラーニングを実現するには実際の指
導場面で役立つ工夫、具体的な提案をした。
A5版 全頁数 147頁
編者：日本人間教育学会
共著者：梶田叡一、鎌田首治朗、湯峰裕、金
山憲正、角屋重樹、中村哲、越智貢、大畑昌
己、善野八千子、高木悠哉、杉浦健、渡邉規
矩郎
本人担当部分：「小学校低学年における＜

基本的な見方・考え方＞」91～101頁を単著。 
低学年における見方考え方について、生活

科を基軸に授業改善に散り組むための考察
をした。 

13．奈良学園大学「教職

実践演習」＜教職組＞の

取組～学士課程教育の

質の保証～ 

共著 令和 2年 7月 ERP 教員免許制度の改正と大学再編について、
教育職員免許法及び同法施行規則改正の施
行に伴い、新たに履修内容の充実が求めら
れ、本学の実践力育成の取組を論述した。
A5版 全頁数 120頁 
編者：善野八千子 
共著者：太田雄久、荻布優子、善野八千子、
西江なお子、森一弘 
本人担当部分：はじめに、第２章教員とし

ての使命感・責任感～「話すこと、聴くこと、
書くこと」で築く信頼構築を通して～、第４
章 保護者対応～不安・不満・不信から安
心・満足・信頼へ～、第６章  地域との連携
～実は、地域を一番知らないのは、教師です
～91～101頁を単著。
ISBN-13 : 978-4907104696 

（学術論文） 

１．幼小接続期における

カリキュラムの開発Ⅱ

共著 平成 23年 11月 奈良文化女子短期

大学研究紀要 

第 42号 p.49～p.67 

幼児教育と小学校以降の教育に関わる双

方による教育課程の理解を中心にした「育ち

と学びの連続性」及び子どもの成長保障と学

力保障の両全を目的として、幼小両者の教職

員の連携活動を推進するカリキュラム開発

及び組織開発のあり方を探った継続研究を

まとめた。今回は、「汎用性のある幼小接続

期のカリキュラム作成」の中で、とりわけ就

学後の就学直後の課題を探り、就学前のカリ

キュラム改善のためのフォーマットを作成

し、活用方法を提示した。

本人担当部分：就学直後の課題を探り、就

学前のカリキュラム改善のためのフォーマ

ットを作成した。このことにより、幼小連携

を一層推進し、生活科の授業改善につなげる

方策を示した。 

共著者：善野八千子、前田洋一
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２．幼稚園の学校評価に

おける外部アンケート

項目作成の試み 

（査読付） 

共著 平成 24年 7月 日本学校教育学会

「学校教育研究」

NO.27p.93～p.105 

幼稚園における保護者の満足度に関する研

究を 3カ年にわたり継続し、幼稚園の経営実

態から適切に把握できる評価項目を策定し

た。質問項目の作成を目的とする調査 A、質

問項目の精選を目的とする調査 Bから、信頼

の決定要因を究明した。また、幼稚園の経営

実態から適切に把握できる評価項目を策定

した。10園を現地訪問調査し、改善事例から

分析し、その活用の有効性について検討し

た。作成された簡便な質問紙は経営状況を弁

別しうることを検証した。 

本人担当部分：質問項目の作成を目的とす

る調査 A、質問項目の精選を目的とする調査

Bを実施し、信頼の決定要因を検討した。ま

た、対象幼稚園全園を訪問指導し、経営実態

から適切に把握できる評価項目を策定した。

10園を現地訪問調査し、改善事例から分析

し、その活用の有効性について検討した。 

共著者：前田洋一、善野八千子 

３．幼小接続期における

カリキュラムの開発Ⅲ

～入学後の子どもの戸

惑いに着目して～

単著 平成 24年 11月 奈良文化女子短期

大学研究紀要 

第 43号 p.49～p.67 

「育ちと学びの連続性」及び子どもの成長

保障と学力保障の両全を目的として、幼小両

者の教職員の連携活動を推進するカリキュ

ラム開発及び組織開発のあり方を探った継

続研究である。指導者が困っている状況から

ではなく、学習者である子どもが「入学後に

戸惑っている状況」に着目し、とりわけ就学

直後の課題を「とまどい」の視点から調査し

た。それらを解決する「生活科」カリキュラ

ム開発または改善の手がかりとなるツール

を提示した。とまどい要因を幼児教育と小学

校教育の双方で解決することによって、「子

どもの育ちと学びをつなぐカリキュラム」を

作成及び改善の手立てとして、研修会でも活

用できることを示唆した。

４．「人間教育」の典型

― 幼小連携・接続教育

の価値 ― 

（査読付） 

単著 平成 26年 3月 日本人間教育学会 

学会誌 Vol.1 

p.67～p.78

教育の連携性と教育の一貫性をふまえ、幼

小連携・接続,の価値について述べた。また、

これまでの研究の知見から幼小接続期にお

けるカリキュラム開発の方法について提示

した。さらに、幼児期の教育と小学校におけ

る,生活科との連続性について論述した生活

科成長単元において,学習者の自己成長への

気づきを促す過程を分析し,活動の活性化及

び指導者の関わり方の必然性について,考察

を行った。 

５．人間教育に資する

「これからの幼小接続

教育」の展開(1) 

－自己成長への気づき

を促す生活科の実現に

向けて－（査読付） 

単著 平成 27年 3月 日本人間教育学会 

学会誌 Vol.2 

p.93～p.105

「これからの幼小接続の基軸となる生活

科教育」の工夫改善となる３つの要件を導出

した。さらに,これら３つの要件。生活科成

長単元において,学習者の自己成長への気づ

きを促す過程を分析し,活動の活性化及び指

導者の関わり方の必然性について,考察を行

った。これら３つの要件を充足する実践事例

「生活科成長単元第 2学年自分たんけん」の

分析による検証を行い,その有効性について

解明した。 
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６．人間教育に資する

「幼小接続期カリキュ

ラム」のあり方－「とま

どいマトリクス」を活用

した接続カリキュラム

の改善－（査読付） 

単著 平成 28年 3月 日本人間教育学会 

学会誌 Vol.3 

p.39～p.50

就学前後の子どものとまどい要因を幼児

教育と小学校教育の双方で解決することに

よって、「子どもの育ちと学びをつなぐカリ

キュラム」を作成できることを示唆した。ま

た、それらを活かした「一日体験学習」の実

践幼稚園の訪問調査結果から 4段階の変容を

分析した。

とまどい要因を幼児教育と小学校教育の

双方で解決することによって、「子どもの育

ちと学びをつなぐカリキュラム」改善の手立

てとして、活用できることを幼児教育の実践

事例を分析し検証した。

７．人間教育に資する

「幼小接続期カリキュ

ラム」のあり方（２）－

カリキュラム・マネジメ

ントから考察する「とま

どいマトリクス」の活用

－（査読付） 

単著 平成 29年 3月 日本人間教育学会 

学会誌 Vol.4 

p.43～p.56

就学前後の「子どもの育ちと学びをつな

ぐ」ためにスタートカリキュラムを作成する

ために必要なこと、またそのカリキュラム・

マネジメントのあり方についてを示唆した。

３つの実践小学校に関わった管理職の聴き

取り調査結果から 4 段階の変容を分析した。 
とまどいマトリクス活用によって、「子ど

もの育ちと学びをつなぐカリキュラム」改善

の手立てとして、活用できることを小学校入

門期の教育実践事例を分析し検証した。

８. 生き抜く力を育む

人間教育−小学校におけ

る教科指導と現代的課

題に着目して− 

共著 平成 29年 12月 人 間 教 育 学 研 究 

第 1号 p.39～p.54 

生き抜く力を育む人間教育をめざして、

「特別の教科道徳」における「夢や希望を育

む」指導と「算数科」を軸にした「学力不振

による不登校の未然防止」の指導を検討し

た。指導案例を提示することで、改善の方向

性を示した。特別の教科道徳の中で、自己の

生き方を考える時間の保障をすることや算

数科指導の中に、生徒指導の 3 機能を生かし

た指導の改善などの視点を明確にした。

共著者：善野八千子・金山昴資・重安勝星・

内藤翔一・早坂虹穂・松田彩加 

９. 「生き抜く力を育

む人間教育(2)− 小学校

における学習指導と非

認知能力に関する現代

的課題に着目して」 

共著 平成 31年３月 人 間 教 育 学 研 究 

第 2号 p.25～p.46 

未来を築く子供たちに生き抜く力を育む

人間教育をめざして、「生活科」及び「特別

活動」における「幼小接続期の給食指導」と

「家庭と生活」を軸にした指導法ついて検討

した。具体的に指導案例を提示することで、

改善の方向性を示した。また、それらの学校

教育の取組について、社会に開かれた教育課

程の一役を担う学校ＨＰについても検討し

た。

共著者：善野八千子・中菜摘・中西貴大・

織谷百江・村田一輝 

10．教育行政における幼

小接続期への政策形成

についての考察 

単著 令和元年 9月 奈良学園大学紀要

第11集p.99～p.112 

教育行政における幼児教育と小学校教育

の接続期の政策動向について、1989 年の生

活科の創設以降から今日に至る幼小接続に

関するカリキュラム（以下、幼小接続カリキ

ュラム）をめぐる教育政策の概要を時系列に

沿って整理した。第１に「生きる力」におけ

る「学習の基盤」をめざす段階、第２に「小

１プロブレム」の予防・解消をめざす段階、

第３に安全で安心な学校生活をスタートさ

せる段階、第４に学びに向かう子どもを育て
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る段階に分類して検討した。

11. 生き抜く力を育む

人間教育(4) 

−小学校における教科等

横断的指導に着目して− 

共著 令和２年３月 人 間 教 育 学 研 究 

第 3号 p.43～p.56 

生き抜く力を育む人間教育における「資

質・能力を育む」ため、小学校の学習を教科

等横断的な視点で成立させる課題解決をめ

ざした。特別の教科道徳と国語科、生活科、

社会科、総合的な学習の時間の教科等横断的

指導について考察した。具体的に既存の指導

案例を検討して改善の方向性を示した。 

共著者：善野八千子・関本和也・谷野萌・

森本大貴 

（その他） 

「研究報告書」 

１．奈良県就学前教育研

究調査事業最終報告書 

共著 平成 29年 3月 京都大学地域連携

教育研究推進ユニ

ット 

奈良県委嘱研究（奈良県就学前教育研究調

査事業）A４版 全 175頁研究代表 高見茂 

本人担当部分：1.小学校との連携と親関与

「就学前教育振興のために-小学校との連携

推進及び家庭教育の支援を促進する取り組

みに焦点を当てて-」2～21頁を単著。 

２．奈良県就学前教育研

究調査事業最終報告書 

共著 平成 29年 12月 京都大学地域連携

教育研究推進ユニ

ット 

奈良県委嘱研究（奈良県就学前教育研究調

査事業）A４版 全 159頁研究代表 高見茂 

本人担当部分：3.プログラム実践状況の分

析「就学前教育振興のために-参観訪問園及

び他１園の実施の現状を踏まえた分析と評

価・総体について-」104～116頁を単著。 

「収録集」 

１．平成 25年度研究・

研修収録第 44号 

単著 平成 26年 3月 大阪市私立幼稚園

連合会 

平成 25年度研究・研修収録「専門教養研

修」として、執筆。 

本人担当部分：幼小連携「子供の育ちと学

びをつなぐ」69～72頁を単著。 

２．平成 26年度研究・

研修収録第 45号 

単著 平成 27年 3月 大阪市私立幼稚園

連合会 

平成 26年度研究・研修収録「専門教養研

修」として、執筆。 

本人担当部分：幼小連携(2)「子供の育ち

と学びをつなぐこれからの言語活動」85～89

頁を単著。 

３．平成 27年度研究・

研修収録第 46号 

単著 平成 28年 3月 大阪市私立幼稚園

連合会 

平成 27年度研究・研修収録「専門教養研

修」として、執筆。 

本人担当部分：幼小連携「幼小接続カリキ

ュラムの作成と改善＜とまどいマトリクス

＞を活用して」78～80頁を単著。 

４．平成 28年度研究・

研修収録第 47号 

単著 平成 29年 3月 大阪市私立幼稚園
連合会 

平成 28年度研究・研修収録「テーマ研修」

として、執筆。 

本人担当部分：子どもの育ちと学びをつな

ぐ幼小接続期の対話的学びの力 35～38頁を

単著。 

５・平成 29年度研究・

研修収録第 48号 

単著 平成 30年 3月 大阪市私立幼稚園
連合会 

平成 29年度研究・研修収録「テーマ研修」

として、執筆。 

本人担当部分：子どもの育ちと学びをつな

ぐ幼小接続期の「深い学び」21～25頁を単著。 

人間教育学部 人間教育学科

162



「依頼原稿」 

１．子どもの育ちと学び

をつなぐ～明日からで

きる幼小接続カリキュ

ラム①

単著 平成 24年 5月 日本教育綜合研究

所週刊教育 PRO 

第 42巻第 11号 

異校種の保育・教育現場をつなぎながら、

子どもの育ちをつなぐ研究と実践の往還を

実現していく装置としての組織開発につい

て、示唆した。これまで、2009年から着手し

た継続研究を整理し、課題と展望を示した。 

また、幼児教育と小学校教育をつなぐ「幼

小接続カリキュラム（就学前）（就学後）」の

カリキュラムを作成するプロセスを示唆。

本人担当部分：32～37頁を単著。

２．子どもの育ちと学び

をつなぐ～明日からで

きる幼小接続カリキュ

ラム④

単著 平成 24年 7月 日本教育綜合研究

所週刊教育 PRO 

第 42巻第 15号 

新幼稚園教育要領の基本理念である、「生

きる力」の基礎をはぐくむことから、幼児教

育終了段階で身に付けたい「知・徳・体」、

学びの基礎力の基本事項を解説。幼小接続カ

リキュラム（就学前）の作成にあたり、目標

を示した。さらに、生活科につながるカリキ

ュラム作成のための視点を「時間、空間、人

間、もの、技能、心情」の 6項目であると示

し、縦軸に、「知・徳・体」、横軸に、「時間、

空間、人間、もの、技能、心情」のマトリク

スを考案。また、「学校ごっこ」と就学後の

子どもの体験と遊びの重要性についてまと

めた。

本人担当部分：33～37頁を単著。

３．子どもの育ちと学び

をつなぐ～明日からで

きる幼小接続カリキュ

ラム⑤

単著 平成 24年 7月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 42巻第 16号 

入学前の「一日体験入学から、学校ごっこ

へ」について、幼児教育と生活科の接続につ

いて、考察した。入学前後のとまどい要因は、

6点あることを示した。時間・空間・人間・

もののちがいについて、小学校入学時点との

相違点について、解説。「より意義のある一

日体験入学」の活動について、幼児教育のね

らいと小学校生活科のねらいを併記して、目

標に対応した活動としての評価を検討した。

活動名「もうすぐいちねんせい」、単元名「あ

たらしい 1年生をしょうたいしよう」に関連

して提示した。 

本人担当部分：34～37頁を単著。 

４．子どもの育ちと学び

をつなぐ～明日からで

きる幼小接続カリキュ

ラム⑥

単著 平成 24年 8月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 42巻第 17号 

筆者の提案を元に「幼小接続カリキュラ

ム」を実施した八尾市立東山本幼稚園からの

聞き取りと記録を通して、実践例を示し考察

した。また、学校園の組織として連携を継続

するために幼小接続は、管理職の問題意識や

役割が非常に大きいことから、保育所から小

学校に連携を申し出る手続きは、子どもの入

学先や可能な相手校を選択して、主体的に働

き掛けていくことの必要性を提言した。公私

立の園と小学校の交流限定などの制約実態

や子どもの交流の前に、まず教職員の交流か

ら始める方策を示した。

本人担当部分：34～37頁を単著。

５．「にこやかなハイタ

ッチでつなぐ」 

単著 平成 25年 3月 全国公立小・中学校

女性校長会本部だ

第 63回全国公立小・中学校女性校長会全

国研究協議大会（奈良県開催）における女性
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より 管理職のマネジメントのあり方を検討し、内

閣府が行った『男女共同参画社会に関する世

論調査』（平成 24年）等のデータなどを根拠

として、ロールモデルとしての人材育成のあ

り方を提示した。 

本人担当部分：１頁（表紙）を担当。 

６．生活科における「深

い学び」を実現するため

の理論と授業づくりの

ポイント 

単著 平成 30年 1月 学校教育 NO.1205 

広島大学付属小学

校 学校教育研究

会 

新学習指導要領の改訂（平成 29年 3月告

示）の特徴である、「学びの質に着目した授

業改善の取組の活性化を目指した構造の変

更」から論じた。「深い学び」を実現するた

めの生活科の課題と深い学びのための連続

発展する４観点(1)幼児教育とつなぐ(2)次

の活動につなぐ(3)家庭・地域とつなぐ(4)中

学年の各教科へつなぐをふまえて、実践事例

を元に論考した。 

本人担当部分：14～21頁を担当。 

７．未来を創る子どもに

染み込む「価値」 

単著 平成 30年 8月 阪急学園教育広報

誌 8 月号 
未来を創る子どもに染み込む「価値」につ

いて、1点目は全国弁論大会の体験から、2

点目は、体験的学習の価値「親子でクッキン

グ」の中で、「料理は科学」「料理は美学」「料

理は五感力」「料理は段取り力」という講話

の例から、3点目は本学の学生育成の核につ

いて論じた。 

本人担当部分：１頁（表紙）を担当。 

８.学びをつなぐ①「育

ちのバトン貯金箱」をス

ケルトンで創る

単著 平成 31年 3月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49巻第７号 

本人担当部分：「育ちのバトン貯金箱」を

スケルトンで創る 35頁を担当。

９.学びをつなぐ②だれ

もが「ふるさと大使」に

なるために

単著 令和元年 5月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49巻第 11号 

本人担当部分：だれもが「ふるさと大使」

になるために 35頁を担当。

10.学びをつなぐ③「人

生 100年時代の国際人

を育てるために」

単著 令和元年 7月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49巻第 15号 

本人担当部分：「人生 100年時代の国際人

を育てるために」35頁を担当。

11.学びをつなぐ④「自

立し生活を豊かにする

資質・能力を育てる」

単著 令和元年 10月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49巻第 22号 

本人担当部分：「自立し生活を豊かにする

資質・能力を育てる」35頁を担当。

12.学びをつなぐ⑤「ボ

－ルをつなぐラグビー

と学びをつなぐ非認知

能力」

単著 令和元年 12月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 49巻第 27号 

本人担当部分：「ボ－ルをつなぐラグビー

と学びをつなぐ非認知能力」35頁を担当。

13.学びをつなぐ⑥「評

価のカベをとる」～幼小

接続期の非認知能力～

単著 令和 2年 2月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

第 50巻第 3号 

本人担当部分：「評価のカベをとる」～幼

小接続期の非認知能力～21頁を担当。 
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14.学びをつなぐ⑦「ウ

ィルスとの闘いと自制

心」

単著 令和 2年 5月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

本人担当部分：「ウィルスとの闘いと自制

心」27頁を担当。 

15.学びをつなぐ⑧「ア

タッチメントと遊び」

単著 令和 2年７月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

本人担当部分：「アタッチメントと遊び」

17頁を担当。 

16.学びをつなぐ⑨「夏

休み自由研究と情動知

性（EQ）」

単著 令和 2年 10月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

本人担当部分：「夏休み自由研究と情動知

性（EQ）」17頁を担当。 

17.学びをつなぐ⑩「ポ

ストコロナ時代、次年度

への準備」

単著 令和 3年 2月 日本教育綜合研究

所 

週刊教育 PRO 

本人担当部分：「ポストコロナ時代、次年

度への準備」26～27頁を担当。 

「学会発表」 

１．子どもの育ちと学び

をつなぐ幼小接続期に

おけるカリキュラムの

開発～「幼小接続７週間

モデル案（第２次）」作

成を通して～

個人 平成 23年 6月 日本生活科・総合的

学習教育学会第 20

回大会（於:岐阜聖

徳大学） 

幼小連携にかかる子ども観・評価観の違いを

整理した。また、教育課程の理解を中心に推

進することの意義及び子どもの育ちと学び

の連続保証を目的とするとして、「汎用性の

ある幼小接続期のカリキュラム幼小接続７

週間モデル案（第２次）」作成した。作成の

手順及びこれまでのカリキュラム改善の視

点について知見を述べた。具体的には、就学

後の 18日案、第 1週～5週までの生活科を基

軸とした実践事例を提示した。適応指導のみ

の考えでない幼児教育の育ちをつなぐため

の新たなスタートカリキュラムの考えを提

案した。 

２．子どもの育ちと学び

をつなぐ幼小接続期に

おけるカリキュラムの

開発Ⅲ～「入学後の子ど

ものとまどい」に着目し

て～ 

個人 平成 24年 6月 日本生活科・総合的

学習教育学会第 21

回大会（於:徳島大

学） 

子どもの育ちと学びの連続保証を目的と

して、「幼小接続カリキュラム（就学前）」を

作成。指導者が困っている状況からではな

く、学習者である子どもが「入学後に戸惑っ

ている状況」に着目し、「とまどい」マトリ

クスを提示した。とまどい要因を幼児教育と

小学校教育の双方で解決することによって、

「子どもの育ちと学びをつなぐカリキュラ

ム」を作成及び改善手立てとして、幼児教育

と小学校教育に関わる教員の混合グループ

ワークショップにおいて、研修会でも活用で

きることを示唆した。

３．子どもの育ちと学び

をつなぐ幼小接続カリ

キュラムの開発（Ⅳ）

～「入学後の子どもの戸

惑い」を見通した一日体

験入学～ 

個人 平成 25年 6月 日本生活科・総合的

学習教育学会第 22

回大会（於: 神戸大

学附属小学校・附属

明石小学校） 

継続研究の４年目において、「とまどいマト

リクス」を活用した「幼小接続カリキュラム」

の作成プロセス及びその一例として「一日体

験入学」の活動案を提示した。とりわけ、「と

まどいマトリクス」活用の有効性を実践検証

した。

４．「子どもの育ちと学

びをつなぐ―幼小中の

接続－」 

個人 平成 26年 8月 日本人間教育学会

「学校間接続分科

会」（於:奈良学園大

幼・小・中学校にかかる子ども観・評価観

の違いを整理した。また、教育課程の理解を

中心に接続を推進することの意義及び子ど
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学） もの育ちと学びの連続保証を目的に考察し、

「汎用性」のある接続期のカリキュラムモデ

ル作成の手順及びこれまでのカリキュラム

改善の視点について、新たな知見を述べた。

５．子どもの育ちと学び

をつなぐ幼小接続カリ

キュラムの開発（Ⅴ）

～「とまどいマトリク

ス」を活用した「一日体

験入学」の改善

共同 平成 28年 6月 日本生活科・総合的

学習教育学会第 24

回大会（於:宮城学

院女子大学） 

継続研究の 5年目において、「とまどいマ

トリクス」を活用した「幼小接続カリキュラ

ム」を活用した合同研修事例を提示し「一日

体験入学」の改善案を考察した。とりわけ、

岐阜県山県市立小学校における「とまどいマ

トリクス」活用の有効性を実践検証した。

６．幼小接続期における

育ちと学びの連続 

「ハイスコープ就学前

教育プログラム」を手が

かりに  

共同 平成 30年 12月 日本人間教育学会

第 4 回大会（於:桃

山学院教育大学） 

幼小接続期の非認知能力の向上のため「ハ

イスコープ就学前教育プログラム」を導入し

発達レベルの評価基準や幼児の能力を高め

る指導戦略に生かした。また、教育視点の可

視化と共に、幼児教育における基準や評価に

ついて教員の保育観の交流を進めた。評価ス

ケール作成により、取組の成果と課題のエビ

デンスをもって卒園児の保護者及び小学校

に伝える契機となった。
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年  3 月 31 日 

氏名  高岡 昌子   

          

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

保育心理学 発達心理学 教育心理学  

幼児教育・保育 
 幼児教育・保育 心理 発達 支援 環境 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例  

 

 

 

 

  

 

 

 

（１）相愛大学において小学校教諭養成課程と保

育者養成課程の教員としての実践（模擬保育・教

育実践訓練・グループディスカッション、視覚教

材の活用とフィードバック、小テストの実施など） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部にお

いて保育者養成課程の教員としての実践（模擬保

育・教育実践訓練・グループディスカッション、

視覚教材の活用、小テストの実施、学内・学外で

の実践体験、独自のリフレクションシートの活用

など） 
 
 
 
 
 
 
 
（３）奈良学園大学において保育者養成課程の教

員としての実践（模擬保育・学内・学外での実践

体験、独自のリフレクションシートの活用など） 

平成 20
年 4 月
～平成
26 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 26
年 4月 
～平成

31 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31

年 4 月

～現在 

相愛大学で約 8年間にわたり（「教育実習（幼稚園）」

「教育実習の指導（幼稚園）」「保育原理」「保育内容

C（人間関係）」「インタ－ンシップ実習 A」「子ども学

基礎演習」「卒業研究」など）で指導した。特に「教

育実習（幼稚園）」では、実習準備段階から幼稚園採

用試験にかかわる指導まで行ってきた。授業の中で

は、指導案の指導から、模擬保育の指導も行った。

学生の模擬保育をビデオに撮ってフィードバック

し、アクティブラーニングする中で、学生自身が省

察し自ら気づくことができるように指導した。 
 

 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部で約５年間に

わたり「保育原理」「保育内容演習（人間関係）」「保

育の心理Ⅰ」「乳幼児心理学」「子ども学ゼミ」など

で、保育者養成課程の教員としての実践教育（模擬

保育、学内・学外での実践体験、独自のリフレクシ

ョンシートの活用等々）を行い、学生の意欲向上と

望ましい保育者養成をめざして指導することで、ほ

ぼ全員の就職が決まり、多くの卒業生を保育者とし

て送りだしてきた。また実習担当として、「実習の手

引き～保育所・幼稚園・施設～」を作成し、円滑な

実習指導が実現するように工夫した。 
 
 
奈良学園大学で「保育原理」「保育の心理学」「子ど

もと人間関係」「保育実践演習」「教職実践演習」

「教育実習事前事後指導（幼）」「保育所実習指導Ⅰ」

「人間教育学ゼミナール」などで、保育者養成課程

の教員として実践教育を行っている。 

２ 作成した教科書，教材 

 

  

「子育ち・子育て支援学 －保護者支援と子育て支援
の理論と実際－」保育出版社 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23

年4月 

 
 

 

 

 

 

 

「子育て支援とは何か」について説明して、保育者

による支援の在り方等について解説した本である。

B5判 174 頁［編著者］寺見陽子［著者］高岡昌子・

他 47名（担当：第６章 第１節 「子どもの発達障

害の理解」（pp:80～81）子どもの発達障害や適切な

関わり方について説明している。） 
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保育の心理学Ⅰ」一藝社 

 
平成24

年4月 

 

 
 

 

保育者になるために必要な心理学の基礎的な内容に

ついて解説した学問書である。A5判 216頁［監修］

林邦雄・谷田貝公昭［編著者］西方毅・谷口明子［

著者］高岡昌子・他 13名（担当：第 15章 地域の中

での子ども支援（pp:193～207） 地域の中での子ど

も支援について述べた。） 

「実習の手引き～保育所・幼稚園・施設～」奈良学園

大学奈良文化女子短期大学部発行 
 

平成 27

年 3月 

 

 

 

 

B5判 254 頁［本人単独担当部分］第 3章「幼稚園実

習」（P.128～186） 

「教育心理学―保育・学校現場をよりよくするために
―」嵯峨野書院 
 

平成 28

年 4月 

 

 

 

 

A5判 137 頁［本人単独担当部分］第 7章 適応支援と

心理アセスメント １．適応のしくみ ２．心理ア

セスメント ３．不適応支援と心理療法（P.60～68） 

「子どもと保育者でつくる人間関係 ―「わたし」か
ら「わたしたち」へ―」保育出版社 
 

平成 29

年 4月 

 

 

 

 

B5判 180 頁［本人単独担当部分］第 11章 1 節「協力

して「わたしたち」でやりとげようとする 6 歳児」

（P.133～136）第 12章 3節 「小学校への円滑な接

続とは？」（P.152～155）   

「コンパクト版_保育内容シリーズ『保育の心理学Ⅰ』」

一藝社 
 

平成 30

年 3月 

 

 

 

A5判 145 頁［本人単独担当部分］ 第 15章 地域社

会における子ども支援（P.121～P.128） 1．家庭・

地域との連携  2．子育て支援  3．これからの

子ども支援 

「コンパクト版_保育内容シリーズ『保育の心理学Ⅱ』」

一藝社 
 
 
「生活事例からはじめる―保育内容— 人間関係」
青踏社 
 
 
「保育の心理学」一藝社 

 

 

「子ども家庭支援の心理学」一藝社 

 

 

「子どもの理解と援助」一藝社 
 

 

平成 30

年 3月 

 

 

平成 30

年 3月 

 

 

令和 2

年 3月 

 

令和 2

年 3月 

 

令和 2

年 3月 

 

 

A5判 145 頁［本人単独担当部分］第８章 遊びの中に

おける学び（P.65～P.72） 1．自発的な遊びに基づ

いた保育 2．遊びと発達 3．現代の子どもの遊びを

めぐる問題 

 

B5判 214 頁［本人単独担当部分］第６章「やさしさ

を育てる保育」（P.77～84） 

 

 

A5判［本人単独担当部分］第 14章「乳幼児期の学び

の過程と特性」 

 

A5判［本人単独担当部分］ 第 6章 子育てを取り巻

く社会的状況  

 

A5判［本人単独担当部分］第８章 気になる子ども理

解と援助 

 

 
３ 教育上の能力に関する大学等の評価  

 
 

（１）相愛大学における授業評価 平成 20
年4月～
平成 26
年3月 
 
 
 

授業評価結果は、毎年すべての授業評価を行った授業に

おいて常に学内平均以上であった。「2013年度《学生に

よる授業評価アンケート》結果報告書」においても、「こ

の授業に満足している」という項目で、ほぼ 100パーセ

ントの学生が満足していた。 

（２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における
授業評価 
 

 

 

 

 

 

平成26

年4月～

現在に

至る 

 

 

 

授業評価結果は、毎年すべての授業評価を行った授業に

おいて常に学内平均以上であった。平成 28年度後期の授

業評価においては、4点満点中、2Cクラスで 3.81、2D

クラスで 3.91と全体的に高く、レベル評価は、「知識・

理解」、「技能・表現」、「思考・判断」、「関心・意欲・態

度」のすべてにおいて目標値のレベル２以上の達成がで

きたとする学生は 100％であった。 
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４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

  

   

   ５ その他 

 

  

  
 
 
 
 
 

 
 

 

 

（１）相愛中学校新入生フォローアップ講演 
 
 
 
 
（２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部公開講座 
 
 
 
（３）幼稚園、小学校、特別支援学校（幼稚部・

小学部）の教職員対象の奈良学園大学奈良文化女

子短期大学部幼児教育講座 

平成24

年3月 

 

 

平成26

年9月 

 

 
平成 27

年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度中学一年生の保護者 80名程を対象にして新入

生フォローアップ講演『思春期のこどもと向き合う』

を相愛中学校講堂にて行った。 

 

地域の幼児と親を対象にして『英語で遊ぼう』と題

して、公開講座を行った。 

 

 

地域の幼稚園、小学校、特別支援学校（幼稚部・小

学部）の教職員を対象にして、『保育者・教育者の

ネガティブな言動について考えよう！～子どもの各

発達の時期によって～』という題目で公開講座を行

った。 

 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

１） 小学校教諭 1種免許   

  

 

 

２） 中学校教諭 1種免許（国語） 

  

 

 

３） 修士（文学）    

 

 

 

４） 博士（学術）     

 

 

 

５） 学校心理士    

 

 

 

６） 臨床発達心理士  

    

 

平成 4

年 3月 

 

平成 4

年 3月 

 

平成 7

年 3月 

 

 

平成 13

年 3月 

 

 

平成 16

年 1月 

 

 

 

平成 16

年 4月 

 

平三小一め第 238 号(京都府教育委員会)  

 

 

平三中一め第 569 号（京都府教育委員会）  

 

 

神戸大学大学院文学研究科社会学（心理学）専攻（修

士課程）修了（修士（文学）修第 467号「印象形成

過程の分析」） 

  

奈良女子大学大学院人間文化研究科比較文化学専攻

（博士課程）修了（博士（学術）博課第 135 号「人

物情報の記憶における認知的要因の研究」） 

  

第 72362号（日本学校心理士会 学校心理士認定運

営機構）  

 

 

第 00865号（日本臨床発達心理士会 臨床発達心理

士認定運営機構）  

 

 
２ 特許等   

なし   

   ３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

なし   
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４ その他   

   

１）研究費     

平成 15年度文部科学省私立大学教育研究高度化推進

特別補助学術研究推進特別経費 

 

 

 

 

２）研究費     

平成 20年度科学研究費助成事業特別推進研究基盤研

究（Ｂ）20330149 

 

 

 

 

３）研究費     

平成 24年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金

助成金）挑戦的萌芽研究                      

 

 

   

４）研究費                                                                                                                                                           

平成 24年度相愛大学学内研究申請個人割研究費                            

 

     

 

 

５）研究費                                                                                                                                                           

平成 29年度奈良学園大学奈良文化女子短期大学部学

内共同研究申請共同研究費                            

 

 

 

 

５）研究費                                                                                                                                                           

平成 30年度奈良学園大学奈良文化女子短期大学部学

内共同研究申請共同研究費                            

 

 

 

６）相愛大学における学内業務 

 

 

 

 

７）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

学内業務 

 

 

 

 

 

 

平成15年

4月～平

成16年3

月 

 

 

 

 

平成20年

4月～平

成23年3

月 

 

 

 

 

平成24年

4月～平

成28年3

月 

 

 

 

平成24年

4月～平

成24年3

月 

 

 

 

平成29年

4月～平

成30年3

月 

 

 

 

平成30年

4月～平

成31年3

月 

 

 

平成18

年4月                                                        

～平成

25年3月 

 

 

平成26

年4月                                                        

～平成

31年3月 

 

 

 

 

「地域の子育て環境づくりに向けての保育者養成にお

ける可能性と将来展望に関する学際的基礎研究」（前迫

ゆり・智原江美・高岡昌子・石田慎二・中田奈月・福田

公教） 

 

 

 

「運動視に関する大脳視覚野の構造と機能の研究」（蘆

田宏・上崎麻衣子・北岡明佳・村上郁也・久方瑠美・栗

木一郎・ANDREW T, Smith・MATT, Wall・ANGELIKA, 

Lingnau・KRISH, Singh （助成金額合計 17,160,000円））

の連携研究者 高岡昌子 

 

 

「子どもにおける３次元映像視聴に関する研究」（総額

2,990,000円） 

 

 

 

 

「子どもの発達を支える研究について」（230,000円） 

 

 

 

 

 

「高等教育機関における女性のキャリア継続に必要な

課題―保育者養成校としての短期大学の役割―」

（600,000円）（高岡昌子・林悠子・高橋千香子・岩本

健一） 

 

 

 

「高等教育機関における保育者としてのキャリア継続

に関わる課題―保育者養成校としての役割―」

（200,000円）（高岡昌子・林悠子・高橋千香子・岩本

健一） 

 

 

 

実習担当，ホームページ委員，人権委員，教務委員，全

学教務委員，人事委員，美化委員顧問，クラス担任業務 

 

 

 

入試広報委員(～平成 28年度)，募集強化学内対策委員

（オープンキャンパス委員）(～平成 28年度)，学生就

職委員会(平成 29年度～)カリキュラム委員，研究推進

委員，紀要編集委員，IR委員，実習担当，クラス AGH

担任 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

     

1)「新・保育原理  

－すばらしき保育の世界

へ－」［第 2版］      

共著 
平成 24年 4

月  
株式会社みらい 

第２版：B5判 239頁                                                                                                                                                                                                                                                                 

［本人単独担当部分］第 10章  保育者

に求められる子育て家庭支援（P.171～

183） 

 

2)「新・保育原理  

－すばらしき保育の世界

へ－」［第 3版］         

共著 
平成 28年 4

月 
株式会社みらい 

第３版：B5判 245頁   

［本人単独担当部分］第 10章 保育者

に求められる子育て家庭支援（P.166～

P.178） 

 

3)「新・保育原理  

－すばらしき保育の世界

へ－」［第 4版］ 

共著 
平成 30年 4

月 
株式会社みらい 

第４版：B5判 239頁   

［本人単独担当部分］第９章 保育者に

求められる子育て支援（P.178～P.193） 

 

4)「子育ち・子育て支援学 

－保護者支援と子育て支

援の理論と実際－」 

共著 
平成 23年 4

月 
保育出版社 

B5判 174頁［本人単独担当部分］ 第６

章 第１節 子どもの発達障害の理解 

（P.80～P.81） 

 

5)「保育の心理学Ⅰ」 共著 
平成 24年 4

月 
一藝社 

A5判 216頁［本人単独担当部分］ 第

15章 地域の中での子ども支援（P.193

～P.207） 1．家庭・地域との連携  2．

子育て支援  3．これからの子ども支

援  

 

6)「保育の心理学Ⅱ」 共著 
平成 24年 4

月 
一藝社 

A5判 208頁［本人単独担当部分］第 9 章 

子どもの遊びと学び、現代社会の子ども

の遊び、その特性と問題 （P.113～

P.124） 1．子どもの遊びと、保育的意

義 2．現代社会特有の子どもの遊び 3．

現代の子どもの遊びとその問題、保育に

おける対応 

 

7)「実習の手引き～保育

所・幼稚園・施設～」 
共著 

平成 27年 3

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部発

行 

B5判 254頁［本人単独担当部分］第 3章

「幼稚園実習」（P.128～186） 

 

8)「実習の手引き～保育

所・幼稚園・施設～」 
共著 

平成 27年 3

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部発

行 

B5判 254頁［本人単独担当部分］第 3章

「幼稚園実習」（P.128～186） 

9)「教育心理学 ―保育・

学校現場をよりよくする

ために―」 

 

共著 
平成 28年 4

月 
嵯峨野書院 

A5判 137頁［本人単独担当部分］第 7章 

適応支援と心理アセスメント １．適応

のしくみ ２．心理アセスメント ３．

不適応支援と心理療法（P.60～68） 

                              

10)「子どもと保育者でつ

くる人間関係 ―「わた

し」から「わたしたち」へ

―」 

共著 
平成 29年 4

月 
保育出版社 

B5判 180頁［本人単独担当部分］第 11

章 1節「協力して「わたしたち」でやり

とげようとする 6歳児」（P.133～136） 

第 12章 3節 「小学校への円滑な接続

とは？」（P.152～155）                                                                           

 

 
11)「生活事例からはじめ

る―保育内容— 人間関係」 
共著 

平成 30年 3

月 
青鞜社 

B5判 214頁［本人単独担当部分］第６章

「やさしさを育てる保育」（P.77～84） 

 

人間教育学部 人間教育学科

171



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

12)「コンパクト版_保育内

容シリーズ『保育の心理学

Ⅰ』」 

共著 
平成 30年 3

月 
一藝社 

A5判 145頁［本人単独担当部分］ 第

15章 地域社会における子ども支援

（P.121～P.128） 1．家庭・地域との

連携  2．子育て支援  3．これから

の子ども支援  

 

13)「コンパクト版_保育内

容シリーズ『保育の心理学

Ⅱ』」 

共著 
平成 30年 3

月 
一藝社 

A5判 145頁［本人単独担当部分］第８章 

遊びの中における学び（P.65～P.72） 1．

自発的な遊びに基づいた保育 2．遊びと

発達 3．現代の子どもの遊びをめぐる問

題 

 

14)「保育の心理学」 共著 令和 2年 3月 一藝社 

A5判［本人単独担当部分］第 14章「乳

幼児期の学びの過程と特性」 

 

15)「子ども家庭支援の心

理学」 
共著 令和 2年 3月 一藝社 

A5判［本人単独担当部分］ 第 6章 子

育てを取り巻く社会的状況  

 

16)「子どもの理解と援助」 共著 令和 2年 3月 一藝社 

A5判［本人単独担当部分］第８章 気に

なる子ども理解と援助 

 

（学術論文）     

1)実習指導の効果を高め

る教育方法の研究（その

３）―幼稚園、保育所での

実習における学生の自己

評価と現場評価の比較検

討から― 

 

共著 
平成 24年 3

月 

相愛大学研究論集 第

28巻 

幼稚園実習や保育所実習のための指導

の効果を高める教育方法の研究を行っ

た。特に幼稚園、保育所での実習におけ

る学生の自己評価と現場評価の比較検

討から検討した。（P.167～P.180［共著

者名］中西利恵、大森雅人、曲田映世、

高岡昌子、山口美智子） 

2)研究報告 変化の時代に

おける保育者養成教育の

あり方－特に学外実習の

おける効果的な教育方法

の検討－  

 

共著 
平成 25年 3

月 

相愛大学研究論集 第

29巻 

変化の時代における保育者養成教育の

あり方について研究した。特に学外実習

のおける効果的な教育方法の検討を行

った。（p.73～p.79 ［共著者名］中西

利恵、曲田映世、藤本麻子、山口美智子、

岩口摂子、木村久男、細川速見、山本和

明、渡部美穂子、川中美津子、高岡昌子） 

3)携帯型ゲーム機のグラ

スレス３D映像視聴による

影響 ［査読付き］ 

 

単著 

平成 26年 11

月 

 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学 紀

要  第 45巻 

子ども達に身近な携帯型ゲーム機のグ

ラスレス３D映像視聴による影響につい

て研究した。（P.63～P.70（本研究は JSPS

科研費 24653187 の助成を受けた研究である。）） 

4)幼少期におけるゲーム

経験とゲーム体験による

疲労感との関係                           

［査読付き］ 

 

単著 
平成 27年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化 女 子 短 期 大 学 部 

紀要  第 46巻 

幼少期におけるゲーム経験とゲーム体

験による疲労感との関係について研究

した。幼少期にゲーム体験をしているほ

うが、ゲームで疲れにくい傾向があっ

た。（P.27～P.32（本研究は JSPS 科研費 24653187

の助成を受けた研究である。）） 

5)各発達の時期における

「先生」のネガティブな言

動について 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化 女 子 短 期 大 学 部 

紀要  第 47巻  

幼稚園から大学までの各発達の時期に

おける「先生」のネガティブな言動につ

いて研究した。よりよい人間関係と人間

関係力の向上に効果的な指導のため知

るべき発達的変化について検討した。

（P.31～P.40 ［共著者名］高岡昌子、

高橋千香子、林悠子、岩本健一） 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

6)保育者養成に求められ

る保育者の資質について

（２）―就職先へのアンケ

ート調査の前回調査との

比較から―［査読付き］ 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化 女 子 短 期 大 学 部 

紀要  第 47巻  

幼稚園や保育所等の学生の就職先への

アンケート調査の前回調査との比較か

ら、保育者養成に求められる保育者の資

質について検討した。特に人間関係の重

要性についても検討した。（P.71～P.80

［共著者名］林悠子、高橋千香子、高岡

 
7)保育者養成校の学生の

性格特性および進路状況

との関連について［査読付

き］ 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化 女 子 短 期 大 学 部 

紀要  第 47巻  

保育者養成校の学生の性格特性および

進路状況との関連について研究した。

（P.41～P.48［共著者名］高橋千香子、 

高岡昌子、林悠子、岩本健一） 

8)新人保育者に必要な資

質について―新人保育者

に対する総合的な評価に

つながる具体的な資質―

［査読付き］ 

共著 
平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化 女 子 短 期 大 学 部 

紀要  第 48巻  

幼稚園や保育所等に協力いただき、新人

保育者に必要な資質について検討した。

特に新人保育者に対する総合的な評価

につながる具体的な資質について研究

した。（P.41～P.49［共著者名］高岡昌

子、林悠子、高橋千香子、岩本健一） 

9)施設実習における学生

の不安を軽減する事前学

習についての研究 ［査読

付き］ 

共著 
平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化 女 子 短 期 大 学 部 

紀要  第 48巻 

保育者になるために必要な施設実習に

おける学生の不安を軽減する事前学習

についての研究を行った。（P.31～P.40

［共著者名］岩本健一、 高岡昌子、 高

橋千香子、 林悠子） 

10)新人保育者に対する評

価 ～前年度との比較を

通し 

て～［査読付き］ 

共著 
平成 30年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化 女 子 短 期 大 学 部 

紀要  第 49号 

幼稚園や保育所等に協力いただき行っ

た質問紙調査の前年度の結果との比較

を通して、新人保育者に対する評価につ

いて検討した。（P.49～P.59［共著者名］

高岡昌子、飯田惠美子、岩本健一、小川

純子、高橋千香子、林悠子） 

11)教学報告 共著 
平成 31年 3

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部 

奈良学園大学奈良文化短期大学におけ

る幼児教育科の教育について一冊の本

にまとめて報告した。（磯辺ゆう、恒岡

宗司、中田章子、高岡昌子、飯田惠美子、

岩本健一、小川純子、高橋千香子、林悠

子、吉田明史） 

12)「教育課程」と「全体

的な計画」についての一考

察 ―幼稚園教育要領，保

育所保育指針，幼保連携型

認定こども園教育・保育要

領から― 

共著 
令和元年 10

月 

人間教育 第 2巻 第

9号  

幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保

連携型認定こども園教育・保育要領から

「教育課程」と「全体的な計画」につい

ての一考察を行った。（P.221～P.229 

［共著者名］中田章子、高岡昌子、矢野

正、加奥満紀子） 

13)新人保育者に対する評

価～前々年度と前年度と

の比較を通して～ 

 

共著 令和 2年 3月 
奈 良 学 園 大 学 紀 要 

第 12巻 

幼稚園や保育所等にご協力いただき行

った質問紙調査の前年度の結果との比

較を通して、新人保育者に対する評価に

ついて検討した。特に「子ども学ゼミナ

ール」という少人数で行う授業の成績と

職場での評価に相関がみられたことに

ついて論じている。（P.51～P.60［共著

者名］高岡昌子、岩本健一、高橋千香子、

林悠子） 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（その他）     

【国際学会発表】     

1)Assessment of 

Glassless 3D Viewing on a 

Portable Game Machine                             

共同 
平成 24年 9

月 

ECVP2012 European 

Conference on Visual 

Perception （ Alghero, 

Sardinia, Italy ）

Perception 2012 41, P.72 

子ども達に身近な携帯型ゲーム機のグ

ラスレス３Ｄ映像視聴による影響につ

いて研究した。（本研究は JSPS 科研費 24653187

の助成を受けた研究である。） 

2)The effect of video 

game experience in 

earlier childhood on 

fatigue with a portable 

3D game machine.                                                    

共同 
平成 26年 8

月 

ECVP2014 European 

Conference on Visual 

Perception （ Belgrade, 

Serbia）Perception 2014 43, 

P.160                                   

幼少期におけるゲーム経験とゲーム体

験による疲労感との関係について研究

した。（本研究は JSPS 科研費 24653187 の助成を

受けた研究である。） 

3)How does Video Game 

Experience in Early 

Childhood Affect 

Attitude and Fatigue 

Related to Portable 3D 

Game Machines?  

共同 
平成 28年 7

月 

International Congress of 

Psychology 2016 (ICP2016), 

(PACIFICO Yokohama in 

Yokohama, Japan)  

幼少期におけるゲーム経験があるほう

が、ゲーム体験による疲労感が少ない傾

向があることを報告し、その原因につい

て検討した。（本研究は JSPS 科研費 24653187

の助成を受けた研究である。） 

4)Possible 

mislocalisation of a 

moving flickering 

target. 

共同 
平成 29年 8

月 

ECVP2017 European 

Conference on Visual 

Perception

（ Berlin,Germany ）

Perception 2017 P.243 

近年子どもたちが乗る自転車に用いら

れている点滅するライトに注目し、点滅

しながら動く刺激ターゲットの位置判

断が正確かどうかについて検討した。 

5)変化の時代における保

育者養成教育のあり方

（１）―特に学外実習指導

において「協働」をキーワ

ードに教育方法の工夫― 

共同 
平成 24年 9

月 

真宗保育学会 第 19回

大会（大阪府・相愛大

学） 

変化の時代における保育者養成教育の

あり方について研究した。特に学外実習

指導において「協働」をキーワードに教

育方法の工夫について考察した。 

6)変化の時代における保

育者養成教育のあり方

（２）―保育実習における

効果的な個別事後指導実

施の検討― 

共同 
平成 24年 9

月 

真宗保育学会 第 19回

大会（大阪府・相愛大

学） 

変化の時代における保育者養成教育の

あり方について研究した。特に、保育実

習における効果的な個別事後指導実施

の検討を行った。 

7)携帯型ゲーム機のグラ

スレス３Ｄ映像視聴によ

る影響 

共同 
平成 25年 7

月 

日本視覚学会 2013 年

夏季大会(北海道・札

幌市立大学） 学会誌

『VISION』25巻 3号，

P.149-P.150 

子ども達に身近な携帯型ゲーム機のグ

ラスレス３Ｄ映像視聴による影響につ

いて研究した。 

8)幼少期におけるゲーム

経験とゲーム体験による

疲労感との関係 

単独 
平成 26年 3

月 

日本発達心理学会 第

25回大会  

幼少期におけるゲーム経験とゲーム体

験による疲労感との関係について研究

した。 

9)幼稚園児の保護者に対

する児童虐待についての

意識調査 

共同 令和 2年 3月 
日本保育者養成教育

学会第４回研究大会 

幼稚園児の保護者に対する児童虐待に

ついての意識調査を行い、その傾向につ

いて報告した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31 日 

氏名  中島 栄之介 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

特別支援教育 
教育課程、合理的配慮、病弱教育、重症心身障害教育、知的障害

教育、肢体不自由教育、発達障害、ICT 教育 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

教育課程の特色ある編成 

(1)特別支援学校（病弱・身体虚弱）での教育課程の

編成
(1)特別支援学校（病弱・身体虚弱）での教育課程の
編成 

平成 19
年 4 月
～22 年
3月 

病弱教育における準ずる指導、合わせた指導、自立活動
中心の指導の教育課程の編成を行うとともに、訪問教育
等による肢体不自由、重度・重複障害の教育課程の編成
もあわせて行い、学校全体の調整も行った。（兵庫県立
上野ヶ原特別支援学校での実践） 

(2)特別支援学校（知的障害）での教育課程の編成 平成 22
年 4 月
～平成
31 年 3
月 

知的障害教育（普通科）における、合わせた指導、自立
活動中心の課程、訪問教育の教育課程及び併せ有する肢
体不自由、重度・重複障害の教育課程の編成。知的障害
教育（高等部職業科）における教科中心の教育課程、専
門学科の教育課程の編成。 
（兵庫県立阪神昆陽特別支援学校、芦屋特別支援学校で
の実践） 

２ 作成した教科書，教材 

(1)教育実習

・教育実習の手引き（単著）
発行：兵庫県立芦屋特別支援学校 

平成 23
年 7月 

特別支援学校教育実習生の手引き。実習の日程と内容、
障害、教育課程、授業研究、特別支援教育の歴史、特別
支援教育と人権についてなど教育実習全般についてま
とめ平成 30年まで使用した。 

・教育実習の心得（単著）
発行：兵庫県立阪神昆陽特別支援学校 

平成 24
年 5月 

特別支援教育実習生の手引き。実習の日程と内容、交流
及び共同学習、専門学科（職業科）の教育課程の特色、
授業研究について教育実習全般についてまとめ平成 30
年まで実習生対象に使用。 

(2)介護等体験
・介護等体験の手引き（単著）
・介護等体験講話資料（単著）

平成 20
年 4 月
～25 年
4月 

兵庫県立上野ヶ原特別支援学校、兵庫県立芦屋特別支援
学校、兵庫県立阪神昆陽特別支援学校で作成し、平成 30
年まで実習生対象に使用中。 

(3)医療関係者体験実習
・特別支援教育とは（単著）

平成 25

年 4月

～平成

31年 3

月 

宝塚大学看護学部、神戸大学医学部、兵庫医科大学医学
部の学生に対して、障害児と人権、特別支援学校の教育
課程、合理的配慮と基礎的環境整備、ICF と ICIDH、発
達障害の臨床所見等、医師看護師になった際に必要な知
識の指導冊子。 

(4)研修会等の資料冊子
・新任特別支援学級担当教員等研修病弱学級担当（単
著） 

平成 21
年 8 月
～22 年
8月（連
続 3回） 

病弱特別支援学級を初めて担当する教員対象の県教育

委員会主催「病弱学級新任担当」講座の資料冊子。病弱

教育の教育課程、病弱教育の変遷、病院との連携、病弱

教育の指導と特色、病弱児の心理等をまとめた。 

(5)特別支援教育総論（共著）
【再掲】 

平成 31

年 

入門者に対して特別支援教育の概要について、特別支援

教育の理念、制度、歴史に加えて視覚、聴覚、知的、肢

体不自由、病弱、発達障害、学習障害等について心理と

生理、病理、教育課程と指導法等全般について記述した。

また、特別支援教育について（理念と制度、歴史、自立

活動と個別の教育支援計画及び個別の指導計画）、指導

の実際（特別支援学校と特別支援学級等）、理解と指導

（発達障害、学習障害、自閉症スペクトラム等）、課題

と展望（センター的機能とコーディネーター、授業のユ

ニバーサルデザイン化、ITC の活用、交流及び共同学習、

インクルーシブ教育、障害の多様化と重度・重複化、医
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療的ケア、危機管理、地域や関連機関との連携、キャリ

ア教育）など、現場に即した内容とした。 

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

(1)奈良教育大学ゲスト講師 学生アンケート評価 平成 23
年 12月 
 

病弱教育について教育課程、歴史と現状、病弱児の心理、
病弱教育の指導論、病弱教育の変遷、病弱教育の特色を
講義し 3.5 と好評（4点満点）。 

(2)奈良学園大学人間教育学部の学生アンケート 
 

平成 30
年 6月 
 

「人間教育学」の講義で特別支援教育概論、知的障害特

別支援学校の実際、知的障害特別支援学校の教育課程、

知的障害特別支援学校の指導の実際を話した。満足度は

4点満点で 3.7 であった。 

(3)奈良学園大学人間教育学部の学生アンケート 平成 31

年 6月 

「現代教育課題 B(特別支援)」において、講義内容に関

するアンケートを行った。受講者 13人全員より回答が

あり、講義内容については概ね理解できるなど、高評価

であった。 

 令和 2

年 

「現代教育課題 B（特別支援）」において、講義内容に

関するアンケートを行った。受講者 54人中 44 人より回

答があり、講義内容については概ね理解できるなど、高

評価であった。 

現代教育課題 B(特別支援) 中島 栄之介 54 44 81.4 の

回収率で 1項目以外は 5点満点中 4.5以上であった。残

り 1 項目は講義が難しかったかという質問で 3．9 であ

った。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項  研修講師として教員への指導、教育実習等大学生への指
導、教育委員会関係者・大学関係者への視察での教育課
程等の説明等を行ってきた。 
 (1)特別支援教育における情報教育（ICT）の構築 

 
平成 6
年 4 月
～現在
に至る 
 

兵庫県阪神地区学校で特別支援教育情報教育担当者を

務める。平成 17年～18年は兵庫県教育委員会情報教育

専門推進員。令和元年度は兵庫県立芦屋特別支援学校と

共同でマイクロソフト社の支援を得て特別支援学校に

おけるプログラミング教育の在り方について検討して

きた。 
(2)障害別の教育課程の編成 
 

平成 19
年 4 月
～平成
31 年 3
月 

特別支援教育における準じた指導、合わせた指導、自立
活動中心の指導、訪問教育など教育課程の編成を行って
きた（知的障害、肢体不自由、病弱、重度・重複） 

(3)特別支援学校における教育実習生の指導 
 

平成 19
年 4 月
～平成
31 年 3
月 

毎年実習生を受け入れた。実習の日程と内容、障害、教
育課程、授業研究、特別支援教育の歴史など教育実習全
般について指導。 

(4)特別支援学校における介護等体験の指導 
 

平成 19

年 4月

～平成

31年 3

月 

介護等体験の学生を毎年約 30 大学より 250 名程度受け
入れた。特別支援教育の意味について実践的に指導を行
った。 
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(5)新任特別支援病弱学級担当教員等研修講師（兵庫
県教育委員会主催） 

 

平成 24
年 4 月
～28 年
3月 
 

阪神昆陽特別支援学校（新設校で高等学校との交流及び
共同学習、職業科という特色を持つ）の視察者を対象教
育課程の特色、交流及び共同学習について講話を行っ
た。海外、大学（大学生大学院生含む）関係、教育委員
会関係など 16 団体に対応。他に特別支援学校関係、研
修関係などを加えると述べ約 150件に実施。 

(7)医療関係者体験実習等講師 
 

平成 19

年 4月

～平成

31年 3

月 

宝塚大学看護学部、神戸大学医学部、兵庫医科大学医学

部の 3大学延べ 60 人の学生に対して、障害児と人権、

特別支援教育概論、発達障害の臨床所見等について指導 

(8)兵庫県立芦屋特別支援学校主催、阪神間特別支援

学校研修会講師 

令和元

年 8月 

兵庫県立芦屋特別支援学校職員を対象として、高等部で

の共同研究の様子を紹介しながら、特別支援学校におけ

るプログラミング教育の進め方について講演した。次年

度より開始されるプログラミング教育の進め方につい

て、参考になったと好評であった。 

(9)奈良県次世代教員養成塾第 2回講座 講師 令和元

年 11月 

奈良県下の小学校教員を目指す高校 2年生約 40 人に授

業を行った。道徳を中心に、伝えることの難しさをコミ

ュニケーションについてグループで討議したり、障害の

ある子どもたちについて考えたりしながら行った。奈良

県教育委員会のメールマガジンなどにも取り上げられ

るなど非常に好評であった。 

(10)兵庫県言語聴覚士会小児委員会 学習会講師 令和元

年 12月 

障害のある子どもたちの就学先について、兵庫県下の小

児を対象としている言語聴覚士に対して講演した。卒業

後の生活等も含めた講演を行い好評であった。 

(11)兵庫県立こやの里特別支援学校校内研修会講師 令和元

年 12月 

プログラミング教育の推進に関する取組について〜芦

屋特別支援学校職業班の取組〜と題して、特別支援学校

におけるプログラミング教育の進め方について講演し

た。他校での共同研究の事例など具体的な内容を入れた

ので非常に分かりやすかったと言う評価を受けた。 

(12)兵庫県特別支援教育諸学校長会 研修会講師 令和 2

年 1月 

特別支援学校における ICT 教育−プログラミング教育を

始める決意−と題して兵庫県下の特別支援学校の校長先

生方に講演を行った。次年度以降小学部で始まるプログ

ラミング教育について背景となる考え方、取り組みの進

め方などを講演した。講演後も質問が続くなど高評価で

あった。 

(13) 兵庫県特別支援学校知的障害教育研究協議会 

研修会講師 

令和 2

年 11 月 

兵庫県下の知的障害教育特別支援学校教員等約120人を

対象として、合理的配慮と交流及び共同学習について、

阪神昆陽特別支援学校の初期の実践を踏まえて、講演、

指導助言を行った。同校には開設準備室より勤務したこ

ともあり参加者より好評であった。 

 

  

 

 

 

５ その他   

(1)兵庫県立芦屋特別支援学校 学校評議員 令和元

年 6月

〜現在

に至る 

兵庫県立芦屋特別支援学校の学校評議員として、評議員

会に出席し、意見を述べた。 

令和 2 年度は書面による開催であった。 

(2)兵庫県言語聴覚士会小児委員会 委員 平成 29

年度 6

月〜現

在に至

る 

兵庫県言語聴覚士会小児委員会委員として、県内小児領

域担当の言語聴覚士の研修を計画、運営している 

令和 2年度は新型コロナウイルスの流行により令和 3年

4月に入ってから全体会の研修を実施し運営に携わっ

た。 
   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   
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(1)養護学校教諭 1級普通免許状 昭和 59
年 3月 

免許状番号：昭５８養学１普第８０号（大阪府教育委員
会） 

(2)小学校教諭 1級普通免許状 昭和 59
年 3月 
 

免許状番号：昭５８小１普第１４８０号（大阪府教育委
員会） 
 

(3)幼稚園教諭 2級普通免許状 
 

昭和 59
年 3月 
 

免許状番号：昭５８幼２普第４５３１号（大阪府教育委
員会） 
 

(4)修士（学校教育学） 平成 8
年 3月 
 

兵庫教育大学大学院 

論題「重症心身障害児・者のコミュニケーション手段の

獲得についての研究－シンプルテクノロジーとパーソ

ナルコンピューターを用いて－」 

(5)養護学校教諭専修免許状 
 

平成 8
年 3月 
 

免許状番号：平８養学専第１号（兵庫県教育委員会） 

(6)小学校教諭専修免許状 
 

平成 8
年 3月 
 

免許状番号：平８小専第２１号（兵庫県教育委員会） 
 (7)言語聴覚士 平成 16

年 3月 

登録番号第５５４９号 

   

２ 特許等   

・特になし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項  県立特別支援学校で病弱、知的障害、肢体不自由、重度
重複障害の児童生徒の指導に当たる 
 (1)兵庫県立上野ヶ原特別支援学校教諭として 

 
平成 21
年 4 月
～22 年
3月 
 

病弱教育学級（肢体不自由・知的障害との重複クラス）
担任をする。教務部副部長として、すべての教育課程編
成を担当した。教科学習グループ長、病棟訪問（重症心
身障害グループ）を担当。 

(2)兵庫県立芦屋特別支援学校教諭として 
 

平成 22
年 4 月
～23 年
12 月 
 

知的障害学級担任、情報図書部長、教務部長 教育課程
委員長を務め、教育課程の点検を行った。特別支援教育
における準じた指導、合わせた指導、自立活動中心の指
導、訪問教育など教育課程の編成を実践。 

(3)兵庫県立阪神昆陽特別支援学校教諭として 平成 24
年 1 月
～26 年
3月 
 

総務部長、教育課程編成の担当・入学選考を担当した。
ただし平成24年1月新設校開講のため1～3月は開校準
備室を兼務した。 

(4)兵庫県立阪神昆陽高等学校教諭兼務として 
 

平成 29
年 4 月
～28 年
3月 

多部制単位制高等学校の兵庫県立阪神昆陽高等学校教
諭を兼務し、特別支援学校との連絡調整を行った。 

(5)兵庫県立阪神昆陽特別支援学校主幹教諭として 
 

平成 26
年 4月
～28年
3月 

総務部長、教育課程の編成、入学選考業務、高等学校と
の連絡調整、情報教育、人権教育、PTAの設立、初任者
研修等行った。 

(6)兵庫県立こやの里特別支援学校主幹教諭として 
 

平成 28
年 4月
～29年
3月 

教務部長、教育課程の編成、入学選考業務、人権教育、
情報教育、初任者研修、教育実習等を担当 

(7)兵庫県立芦屋特別支援学校教頭として 
 

平成 29
年 4 月
～平成
31 年 3
月 

県立特別支援学校管理職としての業務（高等部、総務部、
生徒指導部他）兵庫県立特別支援学校教頭会役員を務め
る。 

(8)地域公開講座講師 
 

平成 30
年７月 
 

教諭 30 人を対象に、特別支援教育における ICT の活用
「教育課程と発達段階と ICT の関係を再考する」をテー
マに講話。 
 

(9) 兵庫県特別支援学校知的障害教育研究協議会 
研修会講師 

令和 2
年 11 月 

前掲 

 

 

  

 ４ その他   

兵庫県言語聴覚士会小児委員会委員 平成 30

年 4月

～現在

に至る 

兵庫県言語聴覚士会小児委員会が主催する年4回の主と

して小児領域の言語聴覚士を対象とした研修会の開催。

主としてえ学校と言語聴覚士の情報交換の連絡担当。 
  令和 2 年度、研修会は重症心身障害者とのコミュニケー

ションをテーマに実施 

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

概        要 

（著書）     

人間教育学部 人間教育学科

178



1 特別支援教育総論 
 

共著 
 

平成 31 年 3
月 
 

ERP 出版 
 

入門者に対して特別支援教育の概要に
ついて、特別支援教育の理念、制度、歴
史に加えて視覚、聴覚、知的、肢体不自
由、病弱、発達障害、学習障害等につい
て心理と生理、病理、教育課程と指導法
等全般について記述した。また、特別支
援教育について（理念と制度、歴史、自
立活動と個別の教育支援計画及び個別
の指導計画）、指導の実際（特別支援学
校と特別支援学級等）、理解と指導（発
達障害、学習障害、自閉症スペクトラム
等）、課題と展望（センター的機能とコ
ーディネーター、授業のユニバーサルデ
ザイン化、ITC の活用、交流及び共同学
習、インクルーシブ教育、障害の多様化
と重度・重複化、医療的ケア、危機管理、
地域や関連機関との連携、キャリア教
育）など、現場に即した内容とした。 
著者：中島栄之介、岡野由美子 
執筆部分：知的障害部分以外全てを単著 

     

（学術論文）     

1. ．特別支援教育におけ
る人権教育 
－障害者差別を題材とす

るまで－ 

単著 
 

平成 30 年 9
月 
 

奈良学園大学ジャー
ナル「人間教育」第 1
巻第 7号 pp 211 - 219 
 
 

兵庫県立Ａ特別支援学校での実践例を
検討。特別支援学校では在籍生徒が差別
を受けると同時に差別をする側にもな
るという人権教育の特徴がある。生徒に
とり障害者差別を認識することは過去
に受けた差別と向き合うことであり、自
身の障害と向き合うこと、さらに今後の
差別、そして、自らの持つ差別性と向き
合うことでもあると論じた。 

2. 特別支援教育の視点を

生かした授業改善（１） 

発達障害の視点から見た

ユニバーサルデザイン化

による授業の改善 

 

単著 
 

平成 30 年 9

月 

 

教育 PRO pp.14-15 特別支援教育の視点を生かした授業改善について述

べた。障害特性（とくに発達障害）について、介護

等体験に実習に来た学生への説明をもとに支援の方

向性の確認を行った。障害特性に配慮した授業を行

うことや教室環境などに支援などの手立てを行うこ

とはそのまま誰にとってもわかりやすいユニバーサ

ルデザイン化の授業となり授業改善につながること

に言及した。 

3．特別支援教育における

インクルーシブ教育シス

テム構築について 

－インクルーシブ教育シ

ステム構築と合理的配慮

の実際－ 

 

単著 
 

平成 30 年 10

月 

 

奈良学園大学研究紀

要 9集 pp.111～118 

 

 

特別支援教育において、インクルーシブ教育システ

ムの構築や交流及び共同学習の推進、合理的配慮の

提供は次期学習指導要領でも中心の課題である。兵

庫県内に平成24 年に同一敷地内に開校した高等部

単独設置の特別支援学校と多部制単位制の高等学校

は、設立準備段階より交流及び共同学習を念頭に置

いて計画されており、次期学習指導要領の内容を先

進的に取り組んできたといえる。今回、両校の開校

当初に行われた発達障害の特性に着目した工夫を重

ねることで授業改善や生徒理解につながってきた実

践を検討し提案した。 

4．特別支援教育の視点を

生かした授業改善（２） 

合理的配慮と基礎的環境

整備の方向と授業の改善 

 

単著 
 

平成 30 年 10

月 

教育 PRO pp.14-15 特別支援学校における合理的配慮と基礎的環境整備

の方向性と具体例について述べた。障害特性（時間、

音声言語、ルール・場の空気）をもとにしての対応

事例（授業で使うスライド、卒業式で使うスライド、

教室環境の整備）より子どもたちは何に困りどのよ

うに配慮すればよいかを検討した。障害特性を踏ま

えることですべての子どもにとって学びやすい授業

や環境となることに言及した。 
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5.特別支援学校における

感染性胃腸炎の集団発生

の要因とその拡大予防に

関する検討 

 

共著 
 

平成 30 年 10

月 

 

奈良学園大学研究紀要 

第9集 PP119 - 126 

特別支援学校において感染性胃腸炎の集団発生から

終息までの欠席・学級閉鎖の状況、対応策等の記録

を分析し、感染ルート、感染拡大の原因、対応策等

について検討した。感染経路の特定できない広がり

もあり、学校医の助言を受け消毒等を行った。一般

的対応だけでは著効なく、全クラスが時期をずらし

て学級閉鎖となるほど感染拡大、保護者への感染が

あった。拡大の背景として、感染力の強さに加え、

施設設備、児童生徒数の増大による過密化、種々 の

集団の形成など特別支援学校特有の要因が示唆され

た。また、保護者への情報提供は感染拡大にも有効

であったと考えられた。 

共著者：中島 栄之介、 森一弘 

担当部分：全文執筆  

6．肢体不自由者教育にお
ける対象の変遷と教育的
対応上の課題(1) －脳性
麻痺に着目して－ 
 

共著 
 

平成 31 年 1
月 
 

奈良学園大学ジャー

ナル「人間教育」第 2

巻第 1号 pp11-16 
 
 

肢体不自由児への記載の変遷と肢体不自由の一因と

なる脳性麻痺について整理することを目的とした。

近年の学習指導要領の改訂によって，脳性疾患に起

因すると考えられる認知・行動上の特徴の考慮の必

要性が協調されるに至った。今日の障害の重度重複

化といった要因により，個々 人の状態像や教育上の

ニーズの把握は簡単ではなくなっている。それが個

のニーズに応じた指導計画作成の障壁となってい

る。 

共著者： 松﨑泰・中島栄之介・荻布優子・川﨑聡

大 

担当部分：肢体不自由教育について学校現場の教育

課程と指導の部分 、重度・重複障害の部分 

7．肢体不自由者教育における対象

の変遷と教育的対応上の課題(2)  

－重度・重複障害に着目して－ 

共著 
 

平成31年1月 奈良学園大学ジャーナル「人

間教育」第 2 巻第 1 号

PP.17-27 

肢体不自由者教育における対象の変遷と教育的対応

上の課題を「重度・重複障害」という言葉に着目し

て定義とその変遷、学習指導要領上の位置づけを中

心に教育課程や指導法を検討した。いわゆる「重度・

重複障害」を有する子どもたちの教育は、戦後すで

に問題になっており制度改革や学習指導要領の改訂

にごとに課題なった。また、新学習指導要領の開始

以降では「発達障害」が「重度・重複障害」を考え

る上でポイントになる。 

共著者： 中島栄之介・松﨑泰 
担当部分：全文執筆  
 

8．特別支援教育と不登校
について 
－「学業」「居場所」に対
する特別支援教育の視点
からの検討－ 
 

単著 
 

平成 31 年 3
月 
 

奈良学園大学研究紀
要第 10集 PP109 - 112 
 

特別支援教育の視点から不登校につい
て分析し、不登校の要因として考えられ
る発達障害、学習障害を視点に考察し
た。発達障害に関しては子どもたちの帰
属する集団の少なさ、学習障害について
は学力の問題につながると考えられた。
特別支援の視点を入れた、集団作り、学
習への合理的配慮が必要とされた。 
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9．肢体不自由者及び重度・重複障

害者教育における教育課程と指導 

－発達段階とICT機器の活用に着

目して－ 

単著 
 

平成31年3月 奈良学園大学ジャーナル「人

間教育」第2巻第2号 

PP.61 - 65 

 

肢体不自由者教育及び重度・重複障害者教育におけ

る教育課程と指導について発達段階とICT機器の活

用に着目して学習指導要領、ICT機器の発展及び発

達段階を中心に検討した。肢体不自由者教育での電

動タイプライターや専用のコミュニケーション機器

などに始まったICTの導入は、近年のタブレット端

末や視線入力などのICT機器の発達により重度・重

複障害を有する子どもたちにも積極的に活用される

ようになってきた。そこで、ICT機器の導入につい

て学習指導要領、子どもたちの発達の段階や障害の

程度と教育課程と機器の活用について着目して考察

した。その結果、ICT機器以外にもシンプルテクノ

ロジーと言われる方法を取り入れるほかコミュニケ

ーションや自尊感情などとの関連性を検討すること

が肢体不自由者及び重度・重複障害者教育における

教育課程と指導についてポイントになると考えられ

た。 

 
10．病弱教育における教育課程と

指導 
－対象疾患の変遷と病弱教育特別

支援学校及び病弱教育特別支援学

級に着目して－ 

単著 
 

平成31年3月 奈良学園大学ジャーナル「人

間教育」第2巻第2号 

PP.67 - 74 

 

病弱者教育における教育課程と指導について、対象

疾患の変遷による病弱教育特別支援学校及び病弱虚

弱特別支援学級における教育課程と指導の在り方の

変化について検討した。病弱教育では医療の進歩等

により①対象疾患が変化したことによる入院期間の

多様化と②高等部卒業後も続くフォローアップとい

う変化が現れた。このため、病弱教育特別支援学校

に在籍する生徒の減少、病弱教育特別支援学級の増

加、さらに病弱教育特別支援学校では複数障害種の

受け入れなど学校の在り方にまで変化が見られた。

しかし、このような変化は病弱教育を行う学校現場

に教員の専門性の確保や教育課程の在り方をはじめ

とする新たな課題をもたらしていることが示唆され

た。共著者：中島栄之介、松田智子 

担当部分：全文執筆 

11．特別支援学校におけるプログ

ラミング教育の在り方を考える－

高等部職業パソコン班によるプロ

グラミングによるモノづくり、販

売会を目指しての実践より－ 

 

 

単著 
 

令和2年12月 奈良学園大学紀要,13,27-35 

(2020-12-21) 

 

2020（令和２）年度より特別支援学校小学部でもプ

ログラミング教育が始まった。高等部の職業科でプ

ログラミング教育を利用した販売会の取り組みを行

った。その結果、ゲーム、BGM等の作成を行い、名

刺などの製品を販売することができた。生徒には、

集中して授業に取り組むことができた他、学習に対

して意欲的に取り組むなどの変化や、メモなど文字

による指示が有効であることがわかったことで生活

面の変化もみられた。プログラミングを利用したモ

ノづくりでは、複製による利点が見られた他、授業

形態にも一斉授業ではなく個人で調べプログラミン

グに取り組み教師に必要なことを質問するという変

化が見られた。また、職員には研修会も行った。今

後は、カリキュラムマネジメントにより学校全体と

してプログラム教育への取り組みを教育課程上に位

置付けることが課題であると考えられる。 
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12．リハビリテーションにおける

相互の認識理解と主体的な行動促

進の重要性－特別支援教育におけ

る自立活動との比較から－ 

 

 

共著 令和2年12月 奈良学園大学紀要,13,49-56 

(2020-12-21) 

 

医療現場やリハビリテーションにおいて、患者教育

が重要視されてきた。かつては専門家からの知識提

供を主とした一方向の「指導型」であった教育の在

り方が、今では対象者の十分な理解を図ったうえで、

自己決定、自己管理の行動へとつながるよう促す「学

習援助型」の教育へとパラダイムシフトしている。

医療者と患者間でニーズや認識の違い、ギャップが

存在している。一方、学校教育の現場では、さまざ

まな疾病や心身の障害などを抱える幼児児童生徒に

対しての教育が、時代とともに工夫され変遷してき

た。患者教育、学校教育のいずれにおいても、対象

者との双方向のやり取りを十分行い目標ありきの指

導法となって両者間でギャップを生じないよう、対

象の主体的な行動を促進する工夫が重要であると考

える。 

共著者：中島栄之介、林真太郎 

担当部分：Ⅳ．特別支援教育における自立活動につ

いて(PP.52−55)担当 

 

     

（その他）     

1(教育実践記録等) 
1.ＩＣＴを活用した授業
実践例（Web版） 
 

単著 
 

平成 22 年 8
月 
 

兵庫県教育委員会教
育企画課 Web版（A4版
5枚） 
 
 

平成22年度に兵庫県教育委員会よりICT
活用した特別支援学校の授業実践例に
ついて記載。現在も公開中。芦屋特別支
援学校の事例を提供した。特別支援学校
での卒業式における ICT の活用事例（視
覚支援、スケジュールの提示、式辞等の
シンボル利用等）部分を単著。 
 

2．IT機器を活用した授業

づくり－タブレット端末

の活用－ 

単著 
 

平成 27 年 8
月 
 

兵庫県立芦屋特別支
援学校 A4版 20ページ 
 

「専門性向上指導者講習会」指導冊子。
初心者向けに障害基礎論、発達障害と学
習障害の特性、AAC と AT、アプリケーシ
ョンソフトの導入と実習、実践例の紹介
をした。アプリの使用だけではなく、障
害の特性、考え方、支援の方向性を研修
し単なる機器やアプリの紹介でなく活
用ができる冊子とした。 
 

3．新任病弱学級担任研修

冊子 

単著 
 

平成 20 年 21
年、22 年 8月 
（３年使用） 

兵庫県教育委員会 A4

判 

10頁 

兵庫県教育委員会が主催する「新任特別
支援学級担当教員等研修病弱学級担当」
講座の 3年間の冊子。病弱教育の教育課
程、病弱教育の変遷、病弱教育の指導法、
病院との連携、病弱教育の指導と特色、
病弱児の心理等をまとめた。 
 

     

2(研究ノート)     

1.教員養成における肢体

不自由教育の心理・生理・

病理について−自立活動と

の関係に着目して− 

単著 
 

令和元年9月 奈良学園大学紀要第

11集 PP.193−198 

教員養成における肢体不自由教育の心
理・生理・病理について自立活動との関
係に着目して教員養成におけるあり方
を考察した。肢体不自由教育における自
立活動は体の動きの改善、合理的配慮に
よる効果的な（学習）活動、交流や進路
などへの参加が中心となる。そのため、
医療機関などからの情報を自立活動等
の教育課程の編成に生かす必要がある。
近年、遺伝子検査の発展などによる診断
技術の進歩等によって診断名や情報は
多様化複雑化するなどの実態がある。し
かし、検査を中心とした心理、体の動き
の改善や予後を考えた教育課程の編成
のために生理・病理の基本的な知識を生
かすという基本的なことを生かすこと
があらためて必要であると考えられた。 
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2.特別支援学校における

プログラミング教育の開

始に当たって 

－学習指導要領の位置づ

けと条件整備を中心に－ 

 

単著 
 

令和 2年 3月 奈良学園大学紀要第

12集 PP.151−157 

来年度より、小学校でプログラミング教
育が始まる。特別支援学校小学部でも同
様である。そこで、小学校学習指導要領
と特別支援学校学習指導要領における
プログラミング教育及び情報機器の取
扱いについて整理した。特別支援学校学
習指導要領では、支援技術の観点よりコ
ンピュータ等の情報機器の取扱いにつ
いて積極的に使用することが示されて
いる。しかし、知的障害者である児童生
徒に対する教育を行う特別支援学校の
教育課程においては、プログラミング教
育を行う教科等の具体的な例示がない
ため積極的にプログラミング教育を行
うカリキュラムマネジメントによらな
ければいけないことが示唆された。ま
た、プログラミング成立のための情報機
器や通信ネットワークなどの環境、情報
機器の基本的操作の習得など課題は大
きいと考えらえた。 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 ３年  ３月 ３１日 

氏名 根岸  章        

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 数学、情報学、経済学  作用素論、量子ウォーク、グラフ理論、垂直軸風車、ジニ係数 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

（１）数学用ソフトウェアを用いた数学教育 

平成 19

年 9 月

～ 

平成 29

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専門科目「情

報数学Ⅱ」において、KNOPPIX/Mathの CDを配布し、フ

リーの数式処理ソフトウェア Maxima を用いた数学の学

習活動を行った。これによって、関数のグラフをパラメ

ータを使って動的に動かしたりが容易になり、関数の係

数の意味を把握した理が容易になるなどの教育効果が

あった。 

平成 22年度からは、学内のパソコンが CDから起動でき

なくなり、Windows版の wxMaximaを利用するように変更

した。 

平成 25年度からは新規科目「ゲーム数理」においても、

3 次元曲線のパラメータ表示などの視覚化に役立て、平

成 26 年度からは、新課程科目「情報数学Ⅱ」でも、他

変数関数の微積分の学習で活用するようになった。 

 

（２）「基礎数学」の科目設置 

平成 23

年 4 月

～ 

平成 28

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）の全学共通の導入基礎

科目「基礎数学Ⅰ」「基礎数学Ⅱ」を設置し、4月入学

時に全学的に数学についてのプレースメントテストを

行い「基礎数学Ⅰ」から履修、「基礎数学Ⅱ」から履修、

「履修免除」にわけ、それぞれの科目を各学部で複数ク

ラス開講して少人数教育にした。それによって、大部分

の学生は数学力の向上が見られるなど教育効果があっ

た。 

（３）講義科目「情報数学 I」と演習科目「情報数学

演習 I」の同時受講 

 

平成 24

年 4 月

～ 

平成 28

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の平成 23 年

度のカリキュラム改革で、主要科目において講義科目と

演習科目を併設して同時受講させるようにした。平成 24

年度から 2年次配当科目として「情報数学Ⅰ」と「情報

数学演習Ⅱ」を同時受講させ、両科目を連携させること

によって数学的内容の理解とともに計算力をつけさせ

るように工夫した。 

 

（４）講義科目「解析学基礎」における問題作成演

習 

 

平成 30

年 4 月

～ 

現 在に

至る 

奈良学園大学人間教育学部の講義科目「解析学基礎」に

おいて、中学・高等学校数学を範囲とした問題作成を行

わせた。問題作成と同時に対象学年や難易度、解答と解

説も行わせ、将来中学校や高等学校の数学教員になる際

に必要とされる知識や考え方を学ばせた。 

（５）「数学道場」における学び合いの実践 

 

平成 30

年 4 月

～ 

現 在に

至る 

奈良学園大学人間教育学部中等（数学・音楽）専攻数学

専修の学生に対し、相互の学び合いを基本とする学習の

場「数学道場」を開き、学生同士の学び合いを推進して

いる。 

 

（６）オンラインによる授業の実践 

 

令和 2

年 4 月

～ 

現在に

至る 

奈良学園大学人間教育学部の講義科目、ゼミナール等に

おいて、オンラインによるリアルタイムの講義を行うな

どを実践した。 
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２ 作成した教科書，教材   

（１）「統計学入門」 

平成 19

年 4 月

～ 

平成 24

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）ビジネス学部で兼坦し

た「統計学入門」（学部共通基礎科目、１年次配当、半

期２単位）で使用したテキスト。 

記述統計について平均や分散、相関係数などまでを扱

う。平成 20 年度からは留学生対応としてルビをふるよ

うにした。なるべく数式を使わずに統計学の概念の理解

をさせるように工夫し、それによって、数学が苦手な学

生でも統計の基礎的な概念が理解できる教育効果があ

った。A４全 29ページである。 

 

（２）「経済統計入門」 

 

平成 19

年 4 月

～ 

平成 24

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）ビジネス学部で兼坦し

た「経済統計入門」（学部共通基礎科目、１年次配当、

半期２単位）で使用したテキスト。 

インターネットで入手できる経済統計のデータについ

て、マクロ経済学の諸概念との関連を強調しながら入手

方法や意味を扱う。実際のデータを入手したり、それを

加工さるような課題を課すことによって、経済データの

分析手法を学ばせる教育効果があった。経済統計のデー

タの更新や統計調査の名称変更などはプリントで補っ

た。A4全 28ページである。 

（３）「情報数学Ⅰ」 

 

平成 24

年 4 月

～ 

平成 24

年 9月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専任教員と

して、平成 23 年度から改革されたカリキュラムの「情

報数学Ⅰ」（専門科目、２年次配当、半期、２単位）で

配布したプリント。平成 23 年度のカリキュラム改革で

設置された「基礎数学Ⅱ」を修得した学生を対象とした

科目内容に改めた。授業中のプレゼンテーションではカ

ラー化したものを用意し、より興味をひきやすいように

するとともに、配布プリントはモノ黒を基調として読み

やすい物にしている。全 95シートである。 

 

（４）「情報数学Ⅱ」 

平成 25

年 4 月

～ 

平成 29

年 9月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専任教員と

して、平成 23 年度から改革されたカリキュラムの「情

報数学Ⅱ」（専門科目、３年次配当、半期、２単位）で

配布したプリント。2 変数関数の微積分を中心として、

変数変換や近似計算も扱っている。Maxima の利用によ

り、微積分の具体的な計算よりその意味を考えることに

集中でき、また、2 変数関数のグラフなどが視覚化され

わかりやすくなるなどの教育効果があった。A4 判全 28

頁。 

 

（５）「ゲーム数理」 

平成 25

年 10月

～ 

平成 29

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専任教員と

して、平成 23 年度から改革されたカリキュラムの「ゲ

ーム数理」（専門科目、３年次配当、半期、２単位）で

配布したプリント。平成 23 年度のカリキュラム改革で

設置されたゲーム制作で現れる数学のうち、CGの変換の

基礎となる数学事項に特化した内容を扱っている。授業

中のプレゼンテーションではカラー化したものを用意

し、より興味をひきやすいようにするとともに、配布プ

リントはモノ黒を基調として読みやすい物にしている。

全 111シートである。 

（６）「数学の世界」 

平成 27

年 4 月

～ 

平成 30

年 9月 

奈良学園大学において平成 26 年度から設置された「数

学の世界」（共通教育科目、1年次配当、半期、２単位）

で配布したプリント。幾何、代数、解析の 3分野を中心

に、「数の世界」、「量の世界」、「形の世界」、「計

算の世界」、「変化の世界」と題して数学の諸分野の内

容を紹介する。整数の集合など簡単な材料を用いること

によって、高校までの数学ではでてこない比較的新しい

数学の概念や考え方を、興味をもって学習できるように

工夫した。全 99シート。 
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（７）「日常に数学を－文理をつなぐ数学教室から

－」 

平成 27

年 4 月

～ 

平成 30

年 9月 

同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として担当の「数

学入門」（専門科目、１年次配当、半期、２単位）で使

用していた教科書。日常生活に近い場面での数学の活用

例を中心に、関数、数列、行列の基礎知識と学びながら

応用方法も学んでいく。 

物体の動きと微分や、金利と数列、人数の変化と行列な

どを結び付け、学習者の興味を引き出しながら学んでい

けるように工夫している。大田靖氏（岡山理科大学総合

情報学部准教授）との共著で A５全 169ページで学術図

書出版より発行された（ISBN978-4-7806-0464-1）。根

岸の担当分は第 2部 101ページである。 

（８）「情報数学演習Ⅱ」 

平成 27

年 9 月

～ 

平成 28

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部の専任教員と

して、平成 23 年度から改革されたカリキュラムの「情

報数学演習Ⅱ」（専門科目、３年次配当、半期、１単位）

で配布したプリント。平成 23 年度のカリキュラム改革

で設置された情報系で必要とされる数学内容のうち、グ

ラフ理論を扱っている。演習中心に展開しつつ、グラフ

理論の基礎用語の説明や、さまざまな定理の証明を実例

を交えつつ行い、より興味をひきやすいようにするとと

もに、配布プリントはモノ黒を基調として読みやすい物

にしている。全 84シートである。 

（９）「解析学基礎」 

 

平成 30

年 4 月

～ 

現 在に

至る 

奈良学園大学人間教育学部の講義科目「解析学基礎」で

配布したプリント。集合論の基礎から微分のロピタルの

定理までをほぼすべてに詳しい証明をつけて述べた。高

校数学では単なる計算で終わりがちな微分を、実数の基

礎から確認していくことを目的としている。A4 で 38ペ

ージである。 

（10）「数学入門 第４版」 
令和 2

年 4月 

同志社大学文化情報学部の非常勤嘱託として担当の「数

学入門」（専門科目、１年次配当、半期、２単位）で使

用中の教科書。数の集合の拡張とそれぞれの関係から始

め、初等的な方程式の解法や１変数関数の初歩的事項か

ら、微積分、テーラー展開や数値積分までを扱っている。

第２版では集合や命題と論理を付録として追加した。第

３版では、数値積分を削り、複素数の扱いと数列を追加

した。 

自然数から有理数を導出する考え方と、指数が自然数の

ベキから小数のベキへの導出を対比させるなどして、い

ろいろな事項をなるべく関連させながら学習していく

ように工夫し、それによって、学生に１変数の解析を学

習しやすくする教育効果があった。 

A5 全 145 ページで学術図書出版より発行された。

（ISBN978-4-7806-0788-8） 

 
   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

（１）学生の授業評価アンケートの結果 

平成 27

年度前

期 

最高点 4.00で、「数学の世界」の総合的満足度は 2.85

であり、全体平均の 3.29よりだいぶ低い値となってい

た。講義内容・方法についての項目の科目平均は 2.31

～3.92となり、全体平均と比べ低い項目も高い項目もあ

った。低かったのは、授業時間外の指導等で、高かった

のは、授業中の私語対策などであった。その他の担当科

目については受講生が 10名未満だったため、アンケー

トの対象外だった。 

 

平成 27

年度後

期 

「生活の中の数学」の総合的満足度は 3.33であり、全

体平均の 3.24より若干高い値となっていた。講義内容・

方法についての項目の科目平均も 3.33～3.56となり、

どの項目も全体平均より高い値となっていた。その他の

担当科目については受講生が 10名未満だったため、ア

ンケートの対象外だった。 
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令和 2

年度前

期 

授業アンケートを行った 3科目中、総合満足度が最もよ

かったのが「確率・統計応用」の 4.23であり、この科

目はすべての項目が 4以上だった。逆に最も悪かったの

は「解析学Ａ（テーラー展開）」の 3.53であり、資料

のわかりやすさ等の項目も3点台後半と若干低めであっ

た。 

 

令和 2

年度後

期 

授業アンケートを行った 2科目中、総合満足度が最もよ

かったのが「解析学基礎」の 4.11であり、この科目は

すべての項目が4以上だった。逆に最も悪かったのは「解

析学Ｂ（複素関数）」の 3.39であり、5項目で 3点代前

半、5項目で 3点台後半とあまり良い評価が得られなか

った。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

（１）「Excel VBAの活用」 
平成 23

年 8月 

奈良産業大学で行われた「奈良産業大学教職員のための

公開講座 2011」において標記のテーマで講師を務めた。

MS-Excel の使い方の実例として、マクロの利用方法と

VBA の使い方を講演した。マクロの利用方法としては、

一つ一つの点の記号が異なる散布図の作り方を扱い、

VBA の使い方としてはまた、出席簿をカテゴリー別の表

に帰るユーザー定義関数の例やFORループを利用したプ

ログラミングやセルの内容を基にしたセルごとの操作

についてを講演した。 

（受講者は大阪、奈良の中高の先生を中心に 20名程度） 

（２）「情報の数理」 
平成 24

年 6月 

奈良県立大和中央高等学校で行われた「進路相談会」で

標記のテーマで模擬講義の講師を務めた。情報量とは何

かを主題に、対数の定義やその性質を述べ、そこから情

報量の定義を与えた。また、ファイルの可逆圧縮と非可

逆圧縮の違いを、情報量の観点から述べ、実演を行った。 

（受講者は大和中央高校の生徒 15名） 

（３）「Excel関数自由自在」 
平成 24

年 8月 

奈良産業大学で行われた「奈良産業大学教職員のための

公開講座 2012」において標記のテーマで講師を務めた。

MS-Excelの使い方の実例として、条件によって変化する

関数を主題に講演した。IF関連関数や他の関数との組み

合わせ利用、配列数式の利用法補などを扱い、それぞれ

の違いを講演した。 

（受講者は大阪、奈良の中高の先生を中心に 20名程度） 

（４）「Wordと Excelをリンクした文書作成」 
平成 24

年 8月 

三郷町立三郷北小学校で行われた「教員研修会」におい

て標記のテーマで講師を務めた。Wordと Excelをリンク

した文書作成を主題に、Word のグラフ作成において、

Excel とリンクさせない場合とさせた場合の違いや、差

し込み印刷の使い方などを講演した。 

（参加者は三郷北小の教員 20名程度） 

（５）「こども ICT講座」 
平成 29

年 2月 

三郷町文化振興財団と奈良学園大学が共催した三郷町

の小学生を対象にしたカルチャーサロン「こども ICT講

座」において、プログラミング言語「スクラッチ」を用

いたプログラミングの教室の講師を務めた。 

（参加者は三郷町の小学 4年生から 6年生 16名） 
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（６）「子ども ICT講座」 
平成 30

年 2月 

三郷町文化振興財団と奈良学園大学が共催した三郷町

の小学生を対象にしたカルチャーサロン「子ども ICT講

座」において、プログラミング言語「スクラッチ」を用

いたプログラミングの教室の講師を務めた。 

（参加者は三郷町の小学 1年生から 5年生 14名） 

（７）「たつたクラブ」 

平成 30

年 3 月

～ 

現在に

至る 

三郷町において、3 月より月１回行われている小中学生

向けのプログラミング教室にサポーターとして参加し

ている。8月から 12月までは月 2回のロボットプログラ

ミング教室、および平成 31 年 1 月に行われた、競技会

に主催者の一員として参加した。以降は、月 1回のプロ

グラミング教室を中心に活動し、令和 2年 2 月には、第

2回の競技会を開催した。 

（８）「AIと囲碁」 

 

平成 30

年 6月 

奈良県王寺町りーべる王寺において、王寺町と奈良学園

大学の主催で行われた「第 27 回大学と地域をつなぐ公

開講座『り～べるカレッジ』」において標記のテーマで

講師を務めた。AIとその発展史を概観し、近年のキーワ

ードとしてディープラーニングを取り上げた。合わせ

て、囲碁 AI の開発史を概観し、モンテカルロ法とディ

ープラーニングにより、急速に強さが増していったこと

を見た。その後、Excel 上で簡単なニューラルネットワ

ークモデルを作成し、ソルバー機能を用いて最適化を行

うディープラーニングの実例を取り上げた。 

（聴衆は地域の高齢者の方を中心に 15名程度） 

（９）「数式処理ソフトの使い方」 
平成 30

年 10月 

奈良県立高取国際等学校で行われた進路相談会の模擬

講義において、標記のテーマで講師を務めた。導入とし

て AI の発達による各種の職業の将来性について、野村

総合研究所の発表をもとに解説した。その後、高校 1、2

年の数学の内容を数式処理ソフト Maxima を使いながら

概観し、数式処理ソフトを使った授業法について述べ

た。 

（受講者は高取国際高校の 2年生 8名） 

（10）2019年春期 奈良学園公開文化講座 

「第 31回 《小学生と学ぶロボットプログラミン

グ》」 

令 和元

年 6月 

志賀直哉旧居（奈良学園セミナーハウス）で行われてい

る奈良学園公開文化講座の一環として行った講座。 

2020年度の小学校の「プログラミング」必修化に向け、

その経緯と在り方やプログラミングとは何かを概説し、

ビジュアルプログラミング言語であるScratchの使い方

や、ロボットプログラミングを説明し、参加者とともに

ロボットの作成、プログラミングを行った。 

（受講者は地域の小学生やその保護者を中心に 17名） 

   

５ その他   

特記事項なし   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

高等学校教諭第一種免許（数学） 

平成 2

年 3月

31日 

平成高一め第四三六三号（京都府教育委員会） 

   

２ 特許等   

特記事項なし   
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３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

（１）インターンシップ科目検討ワーキンググルー

プ 

平成 23

年 8 月

～ 

平成 27

年 2月 

インターンシップ実習の単位化にあたり、科目の内容、

実施方法の検討を行った。その後、平成 25年度は 2年

次生配当科目「インターンシップⅠ」を、平成 26年度

は 3年次生配当科目「インターンシップⅡ」を担当した。 

（２）情報学部評議員 

平成 24

年 4 月

～ 

平成 26

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部情報学科の評

議員を務めた。 

（３）情報学部長 

平成 27

年 4 月

～ 

平成 29

年 3月 

奈良産業大学（現奈良学園大学）情報学部情報学科の学

部長を務めた。 

（４）情報センター長 

平成 29

年 4 月

～ 

平成 30

年 3月 

奈良学園大学情報センター長を務めた。 

（５）人間教育学部評議員 

平成 30

年 4 月

～ 

現 在に

至る 

奈良学園大学人間教育学部の評議員を務めた。 

（６）自己点検・評価委員会委員長 

平成 30

年 4 月

～ 

現 在に

至る 

奈良学園大学自己点検・評価委員会の委員長を務めた。 

（７）三郷町文化振興財団理事 

平成 30

年 6 月

～ 

現 在に

至る 

三郷町文化振興財団の理事を務めた。 

（８）三郷町 ICT学び推進協議会委員 

平成 30

年 7 月

～ 

現 在に

至る 

三郷町 ICT学び推進協議会の委員を務めた。 

（９）大学機関別認証評価 評価員候補者 

令和 2

年 4 月

～ 

現 在に

至る 

公益財団法人日本高等教育評価機構の評価員候補者と

して登録された。 

（10）奈良学園大学学長補佐 

令和 3

年 2 月

～ 

現 在に

至る 

奈良学園大学学長補佐に任命された。 
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４ その他   

特記事項なし   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1日常に数学を－文理をつ

なぐ数学教室から－ 
共著 

平成 27年 3

月 
学術図書出版社 （再掲のため略） 

2数学入門（第 4版） 単著 令和 2年 4月 学術図書出版社 （再掲のため略） 

     

（学術論文）     

1ジニ係数の数理的性質と

実証研究例 
単著 

平成 23年 12

月 

奈良産業大学紀要第

27集 pp.79-94 

複数の集団のそれぞれのジニ係数と、そ

れを合わせた全体の集団のジニ係数の

関係を考察した。ジニ係数の定義を拡張

し、新たな定義に対し必要となる性質を

定理として得た。この結果、元の 2集団

の要素数の比率と全体の集団のジニ係

数は無関係であることを一般的に示し

た。また、「国民生活基礎調査」の公開

データをもとに、日本の高齢化がジニ係

数の増加に与える要因分析を行った。 

2有限グラフ上の量子ウォ

ークについてⅠ：定義と条

件 

単著 
平成 25年 2

月 

奈良産業大学情報学

フォーラム紀要第 8集 

pp.99-108 

有限グラフ上の量子ウォークについて、

まず、グラフに無関係な一般のヒルベル

ト空間上のユニタリ写像を置き、その中

で、グラフと結びつけるうえでのいくつ

かの仮定の下、グラフの頂点と関係する

部分空間の次元を導出した。 

3有限グラフ上の量子ウォ

ークについて II：例と性質 
単著 

平成 25年 12

月 

奈良産業大学紀要第

30集 pp.57-63 

有限グラフ上の量子ウォークについて、

2部グラフでの解析において、半分の次

数の行列を用いれば十分であることを

示した。 

4有限グラフ上の量子ウォ

ークについて III：

Propagator Setの次元 

単著 
平成 29年 9

月 

奈良学園大学紀要第 7

集 pp.91-96 

有限グラフ上の量子ウォークについて、

量子ウォークの Propagator Set の定義

を与え、実パラメータの自由度を次元と

して Propagator Setの次元を与える定

理を示した。また、瀬川、鈴木両氏の

"Generator of an abstract quantum 

walk."における定義と根岸の定義の違

いについて考察した。 

（その他）     

1 奈良産業大学（現奈良学

園大学）インターンシップ

第 2期実施報告 

:研究ノート 

共著 
平成 27年 9

月 

奈良学園大学紀要第 3

集 pp.209-227 

平成 24年度から奈良産業大学で実施さ

れた単位化された科目としてのインタ

ーンシップについて、その導入の経緯か

ら実習後の教育効果までを記述した研

究ノート。山本英司氏（現金沢星稜大学

経済学部教授）との共著で、根岸は主に

データの解析とその分析結果の記述を

担当した。 
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2奈良産業大学「基礎数学」

の報告と分析 

:研究ノート 

単著 
平成 28年 9

月 

奈良学園大学紀要第 5

集 pp.197-211 

奈良産業大学（現奈良学園大学）で平成

23年度から平成 27年度にかけて実施し

た数学の導入教育について、科目の到達

目標の設定段階の状況報告から実施後

の学生の成績に基づく分析までをまと

めた。 

3 解析学における高大連携

の私論（その１） 

:論考 

単著 
平成 27年 11

月 

教育 PRO第 45巻 25号

p.16-17 

数学の高大連携において、解析学に重点

を置くことの意味を示し、いくつかの数

学用語についての高校と大学での違い

を述べた。 

4 解析学における高大連

携の私論（その２） 

:論考 

単著 
平成 27年 12

月 

教育 PRO第 45巻 27号

p.16-17 

数学の高大連携において、微分と積分に

おいて、高校段階で注意すべき点をいく

つか示し、それらが大学でどのような意

味を持つかを述べた。 

5 有限グラフ上の量子ウォ

ークについて 

:口頭発表 

 
平成 22年 9

月 

2010 年夏の作用素論

シンポジウム 於：松

本市中央公民館 

有限グラフ上での量子ウォークの一般

的な定義を与え、いくつかの簡単な例に

ついて、漸近挙動の分布の様子の数値計

算例を紹介した。 

6辺から見た量子ウォーク 

:口頭発表 
 

平成 23年 9

月 

2011 年夏の作用素論

シンポジウム 於：熊

本市国際交流会館 

有限グラフ上での量子ウォークを双対

グラフ上で考察することによって設定

を単純化できることを示した。 

7 Some examples of 

quantum walk on finite 

graphs. 

（有限グラフ上の量子ウ

ォークのいくつかの例） 

:口頭発表 

 
平成 24年 9

月 

2012 年夏の作用素論

シンポジウム 於：新

潟大学駅南キャンパ

ス ときめいと 

量子ウォークの漸近挙動について、グラ

フが星形グラフ、直線、サイクルの場合

について考察した。 

8 有限グラフ上の量子ウォ

ークについて 

:口頭発表 

 
平成 25年 9

月 

2013 年夏の作用素論

シンポジウム 於：広

島大学東千田キャン

パス 

有限グラフ上での量子ウォークについ

て、ユニタリ性の見地からのより一般的

な定義を与えた。また、この考えの応用

例として、二部グラフにおける量子ウォ

ークの固有関数についての定理を与え

た。 

9 トルク差を利用した垂

直軸風車について 

:口頭発表 

 
平成 26年 9

月 

2014 年夏の作用素論

シンポジウム 於：セ

ミナー・カルチャーセ

ンター臨湖 

垂直軸風車において、羽の両面の形状の

違いによるトルク差を利用するアイデ

アを提唱し、その数値計算例を与えた。 

10 垂直軸風車の周速比の

計算例 

:口頭発表 

 
平成 27年 9

月 

2015 年夏の作用素論

シンポジウム 於：福

井県フェニックスプ

ラザ 

トルク差を利用した垂直軸風車につい

て、周速比の計算例を与えた。 

11 量子ウォークの時間発

展の次元について 

:口頭発表 

 
平成 28年 9

月 

2016 年夏の作用素論

シンポジウム 於：米

子コンベンションセ

ンター BiG SHiP 

U(2n)に属するユニタリ行列の中で、辺

数 nの有限グラフ上の量子ウォークの時

間発展となりうる行列の集合の幾何学

的次元とその条件を与えた。 
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12 量 子 ウ ォ ー ク の

Propagator Setの次元につ

いて 

:口頭発表 

 
平成 29年 7

月 

2017 年夏の作用素論

シンポジウム 於：伊

勢市観光文化会館 

量子ウォークの Propagator Set の定義

を与え、U(2n)に属するユニタリ行列の

中で、辺数 nの有限グラフ上の量子ウォ

ークの Propagator Setの幾何学的次元

に関する定理を示した。 

13 羽根と質点の衝突から

導出される方程式 

:口頭発表 

 
平成 30年 9

月 

2018 年夏の作用素論

シンポジウム 於：徳

島市シビックセンタ

ー 

空気分子が風車の羽根に与える角運動

量とエネルギーの保存則から風車の羽

根の形状の運動方程式を導出した。 

14 Introduction to Open 

Quantum Walks 

:口頭発表 

 令和元年 9月 

2019 年夏の作用素論

シンポジウム 於：和

歌山ビッグ愛 

2000年代初期からの Unitary Quantum 

Walksの様々な定義を紹介し、その後

Open Quantum Walks の定義を述べ UQWと

の違いを述べた。 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和  ３年   ３月  ３１日 

  氏名  松井 典夫            

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 学校安全・安全教育・教師教育・カリキュラム論  学校安全・子どもの安全・カリキュラムポリティクス 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

「安全安心様相図」(日本セーフティプロモーション
学会誌 第 3 巻 1 号 p62-66 松井）を用いた安全教
育 
 

平成 21
年 度～
現 在に
至る 
 

安全教育で目指すべきところは、「安全で安心」である
Ａのカテゴリーである。しかし、このカテゴリーに児童
の状態がいれば、安全教育の役割が達成されたかと言え
ばそうではない。「安全・安心」の状態や児童の変容を
客観的に測るマトリクスとして、「安全安心様相図」を
考案した。 
 

地震災害被災地の小学校における教育実践演習 

平成 29
年 〜現
在 に至
る 
 

平成２９年４月に発生した熊本地震では、多くの学校も

被災し、また避難所となった。避難所となった学校に訪

問し、登校時の安全指導ボランティアや、授業補助の演

習を行うことを目的として、奈良学園大学の教職志望の

学生１０名を引率し、熊本県益城町立広安西小学校を訪

れ、実践的演習を行った。また、毎年 1月 17日には阪

神淡路大震災「1.17の集い」に学生を引率して参加し、

教員としての資質形成の目的とした学修を実践してい

る。 

２ 作成した教科書，教材   

授業プレゼンテーション及びワークシート 
 

平成 26

年４月

〜現在

に至る 

その理論に伴った実際の児童の姿や授業の内容につい
て、具体的に想起しながら学ぶことができるように、プ
レゼンテーションを作成して授業を行っている。また、
その内容を復習しながら習熟していくことができるよ
うに、ワークシートに記入させ、１５回の講義後にワー
クシートを綴じ、テキストとして使用することができる
ようにしている。 
 

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

大阪教育大学附属池田小学校 学校教育診断 
 

平成 17
年 度～
平成 25
年度 
 

大阪教育大学附属池田小学校においては、毎年４回にわ
たって、児童対象と保護者対象に分けて、学校教育診断
を実施している。およそ３０項目の質問事項に対して、
マークシート式で回答し、その他の要望等を記述式で回
答する。結果はホームページにおいて公開され、授業参
観時に全保護者が閲覧できるように冊子化もされる。そ
の結果において、児童、保護者ともに、毎年度高い評価
を得た。 
 

奈良学園大学における学生の授業評価 

平成 27

年度〜

現在に

至る 

授業担当科目において、求められる教師の姿や学校の組

織としての姿、組織力に関して具体的に学ぶことができ

たと、高評価を得た。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

宮崎県教育庁：宮崎県学校安全研修会講師 
 

平成 23
年 5月 
 

「学校安全と安全教育」というタイトルで、９０分の講
演を行った。ここでは、大阪教育大学附属池田小学校で
行っている、教職員対象不審者対応訓練の映像を資料と
して使用し、訓練による二次的な効果としての、教職員
の安全意識の向上について話した。本研修には、宮崎県
下の安全担当教職員役２００名が参加した。また、本講
演には関西テレビが同行取材を行い、後日、一部が放映
された。 
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竜王町教育委員会：教職員夏期研修会講師 
平成 23
年 8月 
 

滋賀県の竜王町教育委員会が主催する、教職員夏期研修
会において、安全研修の講師を務めた。竜王町の教職員、
約５０名が集まった。「学校安全と安全教育」というタ
イトルで講演を行い、火災・地震災害・交通安全・水難
災害・防犯の各カテゴリーにおける安全教育の実践例を
紹介し、安全教育が及ぼす児童への影響について話し
た。 
 

守口市教育委員会：安全指導者講習会講師 
平成 23
年８月 
 

守口市教育委員会主催の安全指導者研修会の講師は、平
成２１年度から続く、３年目になる。年度ごとに各校の
安全担当者が変わっており、毎年研修会を開くことの必
要性を実感した研修会でもあった。本研修会では、例年、
大阪教育大学附属池田小学校の教職員対象不審者対応
訓練のビデオを題材として使用し、訓練の必要性と２次
的な効果（教職員の安全意識の向上）について述べるよ
うにしている。 
 

竜王町教育委員会：竜王町校長教頭会講師 
 

平成 23

年８月 

本研修会は、竜王町の校長、教頭会であるため、学校安
全にかかわる際の管理職の役割について内容を構成し
た。「学校安全のリーダー性について～管理職の役割～」
というタイトルで講演を行った。従って、これまで講演
した内容を管理職向けに再構成し、不審者対応時の管理
職の役割や、IDカードを徹底することの必要性、教職員
の安全意識を向上させていくことの必要性と方法につ
いて提案した。 
 

大阪教育大学メンタルサポートセンター：講演 
 

平成 24
年 2月 
 

大阪教育大学附属池田小学校事件後に、児童のメンタル
ケアを目的として設置された、大阪教育大学メンタルサ
ポートセンターが開催した学校安全フォーラムにおい
て、大阪教育大学附属池田小学校の「安全科」に関する
紹介と、安全教育の実践内容の紹介、学校安全に関する
講演を行った。全国から約２００名の参加者があった。 
 

豊中市教育委員会：管理職研修会講師 
平成 24
年 2月 
 

豊中市教育委員会が主催する管理職研修会で、平成２４
年度においては学校安全に関する研修会を計画され、実
施されたものである。管理職が対象ということで、これ
までの講演内容を管理職対象のものに再構成した。ま
た、主催者側の要望もあり、ワークショップも取り入れ
た。ワークショップでは、不審者対応時にどのように教
職員を動かすか、どのようなリーダーシップを発揮する
かという内容で行った。 
 

宮崎県教育庁：宮崎県学校安全研修会講師 
 

平成 24
年 5月 
 

平成２３年度に引き続き、２年目の宮崎県での講演とな
った。前年度は、内容については講演者に一任されたが、
当年度の講演は、地震災害についてのもという要請があ
った。東日本大震災をうけてのものと思われる。「釜石
の奇跡に学ぶ～避難訓練についての再考～」と題し、休
み時間に避難訓練をすることなどの重要性について話
した。 
 

大阪教育大学：「学校安全の日」事業講師 
平成 24
年６月 
 

大阪教育大学柏原キャンパスにおいて、学部生、及び大
学院生、２００名を対象に、「安全な学校を作る教師に
なるために」というタイトルで講演を行った。将来、教
師になったときの、子供たちを守る方法と意味について
話した。この講演は、朝日、読売、毎日新聞の取材を受
け、後日各紙に掲載された。 
 

守口市教育委員会：幼稚園長研修会講師 
 

平成 24
年 7月 
 

守口市の幼稚園長を対象に、「子どもたちの命を守るた
めに」というタイトルで９０分の講演を行った。ここで
は、交通安全を題材として取り上げ、幼稚園から小学校
に上がった時の交通事故の増加に関する資料を示し、幼
稚園児に対する安全教育の必要性と方法について話し
た。 
 

岡山県備前市立三石小学校：ＰＴＡ人権教育小中合
同研修会講師 
 
 

平成 25
年 6月 
 

備前市立三石小学校において、午前の人権教育参観で第
４学年において、「溺れかけた兄妹」という、作家の自
伝的作品を題材にした安全教育（水難災害）の授業を行
い、午後からＰＴＡ人権教育小中合同研修会で、「命を
大切にする教育」と題し、安全教育と学校安全に関して、
教員・保護者を対象に９０分の講演を行った。 
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守口市教育研究会 生活・総合部会：指導助言 
平成 25
年 12月 
 

守口市教育研究会生活・総合部会において、当研究会の
担当者による地震災害の安全教育の授業を参観し、その
指導助言を行うとともに、「これからの学校安全と安全
教育」と題し、６０分の講演を行った。ここでは、担当
者の授業実践の内容を絡め、教科教育と安全教育の類似
点と相違点について話し,児童にとって有効な安全教育
の必要性について話した。 
 

寝屋川市立第７中学校区「いのちの教育」研修会：
講演 
 

平成 26
年８月 
 

寝屋川市の第７中学校校区である、第７中学校、南小学
校、堀溝小学校の３校合同で開催された、「いのちの教
育」研修会で、１２０分の講演を行った。「いのちの教
育としての安全教育～“Smile School “の提案～」と
題し、大阪教育大学附属池田小学校において実践した研
究授業「Smile School～『いじめと命』未来に向けて考
えよう～」の実践内容と、授業実践時の児童の反応を中
心として、いじめについて子供たちが向き合う方法につ
いて話した。 
 

三郷町ひまわりセミナー：講師 
平成 26
年 11月 
 

奈良県生駒郡三郷町における、一般向けのセミナーで９
０分の講演を行った。当日は、三郷町の町長、教育長、
地域の小学校校長、市民ボランティア団体、一般の町民
等、様々な人が参加した。「子供たちの命を守る「安全・
安心」～町と大人の役割～」と題し、事件や事故、災害
の実例を挙げながら、どのようにして子供たちの命を守
るのかという、地域の大人の役割について話した。 
 

王寺町リーベルカレッジ：講演 
 

平成 27
年 8月 
 
 

奈良学園大学社会連携センターと王寺町の共同による
取り組み、王寺町リーベルカレッジにおいて、地域住民
や子を持つ保護者を対象に、「子どもの安全を考える 
～大人と地域の役割～」と題した講演を行った。神戸市
小 1女児の連れ去り事件などを例に挙げ、地域の大人の
目の大切さについて話した。 
 

全国地域安全運動 泉大津・忠岡安全大会：講演 
平成 27
年 10月 
 

忠岡町シビックセンターにおいて、泉大津・忠岡町の合

同安全研修会で講演を行った。地域住民が２００名ほど

集まり、「子どもの安全を考える ～大人と地域の役割

～」として、2004年の奈良小 1女児殺害事件や、この年

の夏に発生した奈良県香芝市の小６女児監禁事件を例

に挙げ、「３つの死角」（場・地域住民・学校教育）につ

いて提案した 

 

２０１５ なら講座：講演 
平成 27
年 12月 
 

例年開催されているなら講座での講演。奈良県立医科大
学で行われ、地域住民を対象に、「地域防犯の視点から」
と題して講演を行った。地域の登下校見守り隊などのボ
ランティア活動は高齢者頼みになっている実態を提示
し、行政と地域が協同し、見守りなどの活動を活性化す
る必要性を提案した。 
 

教職員自主研修事業 大学・専修学校等オープン講
座 講演 
 

平成 28
年 7月 
 

「事件・事故・災害の教訓から考えるこれからの学校安
全と安全教育」と題し、９０分間の講演を行った。とく
に連れ去り事件に焦点を置き、安全教育を実践する際の
視点の置き方について話した。また、年代別防犯の方法
について、幼・小学校低学年、小学校中学年、そして小
学校高学年・中学生と、年代別にわけて提案した。 
 

免許更新講習 講師 
平成 28
年８月 
 

保・幼稚園教諭を対象とする免許更新講習で、90分の講
義を担当した。「子どもの育ちを踏まえた保育内容の充
実を考える」というテーマで行い、「表現領域（美術）」
を担当した。図画工作科教室において、保育内容を充実
させる授業内容をグループで考案し、ポスターセッショ
ンを行って実践例を共有する活動を行った。 
 

熊本県益城町立広安西小学校 PTA 対象 講演 

平成29

年4月 

 

熊本地震が発生した平成28年4月14日（前震）の前日で

ある4月13日の放課後に、甚大な被害を被った益城町の

小学校ＰＴＡを対象に、「子どもの命を守る大人の役割

」と題した講演を行った。 
 
 
 

大阪市 資質向上研究会 講師 
平成 29
年 7月 

「事件・災害の教訓に学ぶ学校安全と安全教育」として、
大阪市の教員、管理職で構成される資質向上研究会で 3
時間の講演を行った。 
学校で発生した児童が被害に遭う事件を教訓に、学校安
全の方法、管理職の役割について話し、またそれらを教
材にした安全教育の授業題材や授業方法、教授法につい
て話した。 
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教員免許更新講習 講師 
平成 29
年 8月 
 

「子どもの育ちを踏まえた保育内容の充実を考える 

－幼児期における造形表現活動の意義と役割―」 
 保育、幼稚園教諭の教員免許更新講習の講師として、

40名を対象に講義を行った。アクティブ・ラーニングと

して、グループで造形活動実践の計画、ポスター作成、

ポスターセッションを行った。 
 

生駒地区小中学校管理職・事務職員研修会 講師 
平成 29
年 9月 
 

「学校での事故・災害など、緊急事態に対する対応と予

防」について、生駒地区の小中学校の管理職と事務職員

に講演した。これまでの学校での事故や災害を例に挙げ

、発生いたとき、あるいは予防方法について、教師の役

割、管理職の役割について話した 
 

第 67次兵庫県教育研究集会（ひょうご教育フェステ

ィバル） 指導助言 

平成 29
年 11月 
 

西宮市で開催された本研究会で、「生きる力を育む教育

」分科会の指導助言に行った。当分科会では、主に震災

に関連した発表が多くあり、震災関連教育については、

今後、児童生徒の生きる力としての「レジリエンス」の

重要性について話した。 
 

北海道の子育て、教育を支援する会 講演 
平成 30
年 7月 
 

北海道の子育て、教育を支援する会が主催する講演会、

ワークショップにおいて、講師を務めた。午前の部は講

座１として、「どうすれば子どもたちの命は守れるのか

」と題し、９０分の講演を行った。そこでは、過去にお

ける事件、事故、災害を教訓として、学校安全、安全教

育の生かす必要性と、その実践方法について講演した。

午後は講座２として、実際に安全教育のプログラムをグ

ループで考案し、ポスターセッションで交流した。 
 

大阪市中堅教員研修 講師 
平成 30
年 9月 
 

大阪市の中堅教員研修の講師として、３回（延べ６００
人）を対象に学校安全、安全教育に関する講演を行った。
「事件、事故、災害の教訓に学ぶ学校安全と安全教育」
について、実際の事件や災害の実例を紹介しながら、ど
うすれば防げたのか、学校ではどのような対応が必要だ
ったか、という、中堅教員がこれから出会うであろう課
題を想定して講演した。 
 

カンボジア王国 王立プノンペン大学 招待講演 
平成 30
年 9月 
 

カンボジアの日本人会による企画において招へいを受
け、王立プノンペン大学において９０分の講演を行っ
た。「日本における学校の安全と安全教育」と題し、お
よそ３０名のプノンペン大学生および教員に、日本の学
校安全について話した。講演の中では質疑応答が活発に
行われ、カンボジアと日本の文化、災害事情の相違など
による対策の方法の違いなどが確認され、双方において
新たな知見が共有された。 
 

奈良市「子ども安全の日の集い」講演 
平成 30
年 11月 

2004 年 11月に、奈良市内で発生した小１女児殺害事件
に関して、奈良市が毎年開催している「子ども安全の日
の集い」において、およそ３００人の教員、PTA、地域
住民を対象に講演した。「子どもたちを守るために～危
険個所を見える化するための一つの方策～」と出し、文
部科学省の「登下校防犯プラン」に基づいて、集団下校
の方法や見守り隊の役割について話した。 
 

大阪市幼稚園主任者研修 講師 
平成 30
年 12月 

大阪市の幼稚園主任者研修において、およそ４０名の幼

稚園主任教諭を対象に、「子どもの安全のために必要な

もの」と題して９０分の講演を行った。とくに、近年の

略取誘拐事件の実態について、統計を例に挙げて話し、

大人（教員）は事前にどのような対策をとればよいのか

について提案した。 
 
 

奈良学園小学校 保護者対象講演会 講演 
令和 1
年 6月 
 

奈良学園小学校の保護者を対象に、とくに入学後低学年

段階における防犯意識の重要性と、家庭、学校における

防犯教育の内容、方法について講演した。 
 

奈良市教育委員会 少年指導員委嘱式 講演 
令 和１
年 6月 
 

奈良市では、2004年11月に発生した小１女児連れ去り

事件以後、教員、地域ボランティア、保護者を対象に毎

年300人程度の「指導員」を委嘱し、児童生徒の安全対

策を依頼している。その委嘱式において、300人を対象

に学校安全について講演した。 
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大阪市教育委員会 中堅教員研修 講演 
令 和１
年 7月 
 

大阪市の中堅教員研修の講師として、３回（延べ６００
人）を対象に学校安全、安全教育に関する講演を行った。
「事件、事故、災害の教訓に学ぶ学校安全と安全教育」
について、実際の事件や災害の実例を紹介しながら、ど
うすれば防げたのか、学校ではどのような対応が必要だ
ったか、という、中堅教員がこれから出会うであろう課
題を想定して講演した。 
 
 
 

宝塚市教育委員会 現職教員研修会 講演 
令 和１
年 8月 
 

宝塚市の現職教員研修会において、学校安全と安全教育

について講演した。参加者が幼稚園教諭、小学校教諭、

及び管理職と多岐に渡ったため、それぞれの発達段階に

合わせた内容で講演した。 
 

令和元年度教員免許更新講習（保育士・幼稚園教員
対象）講師 
 
 

令 和１
年 8月 
 
 

「子どもの育ちを踏まえた保育内容の充実を考える 

－幼児期における造形表現活動の意義と役割―」 
 保育、幼稚園教諭の教員免許更新講習の講師として、

40名を対象に講義を行った。保育内容の5領域と「表現

」領域の関連性について講義を行い、その後、アクティ

ブ・ラーニングとして、グループで造形活動実践の計画

、ポスター作成、ポスターセッションを行った。 
 

吹田市教育委員会 校長会研修 講師 

令 和１
年 10月 
 
 

吹田市の校長会の研修で講演を行った。校長ということ
もあり、学校安全における学校長としてのリーダーシッ
プと役割について、熊本地震における実践例などを取り
上げて講演した。 
 

奈良市教育委員会 「子ども安全の日の集い」講演 
 
 

令 和１
年 11月 
 

２００４年１１月に、奈良市内で発生した小１女児殺害
事件に関して、奈良市が毎年開催している「子ども安全
の日の集い」において、およそ３００人の教員、PTA、
地域住民を対象に講演した。「子どもたちを守るために
～危険個所を見える化するための一つの方策～」と出
し、文部科学省の「登下校防犯プラン」に基づいて、集
団下校の方法や見守り隊の役割について話した。 
 

奈良市教育委員会 「ストップいじめ なら子ども
サミット」講師 
 
 

令 和２
年 2月 

奈良市が取り組んでいる「ストップいじめ なら子ども

サミット」において、２１校の中学校の代表生徒が3回
集まり、デスカッションを行う上でコーディネーターを

務め、2月のサミットで最終公演を行った。 
 

宝塚市教育委員会 現職教員研修会 講演 
令和 2

年 10月 

宝塚市教育委員会主催の現職教員研修会で「子供たちの

命を守るための防災教育」として講演した。幼稚園教員

から高校教員まで幅広い参加者だったため、それぞれの

校種に合わせて内容を構成した。 

 

奈良市教育委員会 「子ども安全の日の集い」講演 
 

令和 2

年 11月 

2004 年 11月に、奈良市内で発生した小１女児殺害事件
に関して、奈良市が毎年開催している「子ども安全の日
の集い」において講演した。コロナ禍のため、例年の 300
人の参加を 100 人に縮小して行われた。「子供の安心・
安全を守る学校と地域のあり方」として、３者協働の安
全対策について話した。 
 
    

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

小学校教諭一種免許状 
平８小一第２３７８号 

 

平成９

年３月 

大阪府教育委員会 
 

   

２ 特許等   

特記事項なし   

   

人間教育学部 人間教育学科

197



３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

大阪教育大学附属池田小学校教諭 
・図画工作科主任 
 
 
 
・第６学年主任 
 
・第４学年主任 
 
・第２学年主任 
 
・学校安全主任 
 
・学校安全主任 
 

 
 
平成 17
年 度～
平成 21
年度 
平成 21
年度 
平成 22
年度 
平成 23
年度 
平 成２
２年度 
平 成２
３年度 
 

大阪教育大学附属池田小学校における、主たる校務分掌
を記した。着任後すぐに、５年間図画工作科主任になり、
教科論を記した。また、その後４年間学年主任の業務に
おいては、新任指導も含め、円滑な学年経営に努め、成
果を残してきた。学校安全主任は、当該校の要とも言え
る。その任に就き、学校安全の推進、保持、発信、また、
安全教育の推進と、責務を果たしてきた。 
 

   

４ その他   

［外部資金の獲得状況］   

   

１．下中科学研究助成（研究代表者） 
『安全教育の実効性とその客観的効果の測定に関す
る研究』 
 

平成 24
年 4 月
～ 平成
23 年 3
月 
 

安全意識調査を行ったとき、安全学習を実施したクラス
の児童と実施していないクラスの児童では、回答結果に
差異が生じる様相が見られた。この差異は、感覚的には
感じてはいても、実証的に研究された事例はない。本研
究においては、１年生から６年生までの児童の安全学習
履歴と安全意識、けがや事故の状況を調査することによ
り、その差異を明らかにすることによって、安全教育の
必要性と価値に実証性を持たせることを目的とした研
究。 
 
 

２．科学研究費補助金 奨励研究（研究代表者） 
 独立行政法人日本学術振興会  
『児童の発達段階に応じた安全教育プログラムの開
発に関する実証的研究』 
（研究課題番号２２９０８００５） 
 

平成 25
年 4 月
～ 平成
26 年 3
月 
 

安全教育における、発達段階についての研究はまだ未開
発である。しかし、発達段階を考慮しなければ、真に効
果的な安全教育はなされない。本研究では、公立小学校
の協力校等で授業実践を行い、そのデータをもとに、発
達段階を考慮した安全教育カリキュラムを作成するこ
とを目的とする。 
 
 

３．日本教育弘済会教育論文 奨励賞受賞 
『安全教育のレリバンスに関する研究』 
 

平成 25
年 3月 
 

大阪教育弘済会の教育論文に応募したところ、個人部門
で上部団体の主催する日本教育弘済会の教育賞に推薦
され、奨励賞を受賞した。 
１つの授業を低、中、高学年で実施し、安全教育と 
児童の発達段階の妥当性を検証した論文である。 
 
 

４．科学研究費補助金 奨励研究（研究代表者） 
独立行政法人日本学術振興会 

『安全教育のレリバンスに関する実証的研究』 
（研究課題番号２６９０８０４０） 

 
 

平成 26
年 4 月
～ 平成
27 年 3
月 
 

これまでの安全教育の現状と課題として、小学校６か年
というスパンにおける、児童の学齢の差異を考慮した安
全教育プログラムの開発がされてこなかった。また、日
常の山積する課題対応に追われる多くの公立学校にお
いて、年間で実施可能で、かつ有効な安全教育プログラ
ムの開発がされてこなかった。そこで本研究課題では、
安全教育内容の有効性の検証と開発、児童の学齢による
安全教育内容の有効性の検証、年間で実施する安全教育
プログラムの開発を目指した。 
 

５．ＪＲ西日本あんしん社会財団研究助成（研究代
表者） 
「児童の発達段階を考慮した『有効な』安全教育プ
ログラムの構築に関する実証的研究」 
 

平成 27
年 4 月
～ 平成
28 年 3
月 
 
 

これまでの研究の中で、申請者が考案した「安全安心様
相図」(日本セーフティプロモーション学会誌（第３巻
第１号）P62-66 2010 松井)を用いて実践、検証した
結果、学年に応じた有効な安全教育内容が明らかになっ
てきた。そこで本研究課題においては、安全教育内容の
有効性の検証と開発・複数小学校を対象にした児童の学
齢による安全教育内容の有効性の検証・児童、教職員、
学校に応じた安全教育プログラムの開発を行う。 
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６．科学研究費補助金 基盤研究Ｃ（研究代表者） 
独立行政法人日本学術振興会 

『小学生の学年に応じた安全教育プログラムの開
発』 
（研究課題番号１６ｋ０４７９１の研究代表者とし
て、研究分担者１名体制で研究を率いた） 
 

平成 28
年 度～
平成 30
年度 
 

本研究は、小学校６ヵ年というスパンにおける小学生の
学年を考慮し、低・中・高学年それぞれにおいて、その
学年に妥当で有効な安全教育プログラムを開発するこ
とを目的とするものである。本研究課題では、これまで
の事件や災害で失われた幼い命が残した教訓を生かし
た教材開発を行い、その妥当性と有効性を調査、検証し、
全国の学校において実施可能な、有効で汎用性の高い安
全教育プログラムを開発する。本研究は、安全で安心な
社会の構築の一助となることはもとより、児童の命を守
るための研究である。 
 
 

７．科学研究費補助金 基盤研究Ｃ（研究代表者） 
独立行政法人日本学術振興会 

『「有効性」と「持続性」を持つ包括的な学校安全プ
ログラムの開発』 
（研究課題番号 19K02694の研究代表者として、研究
分担者１名体制で研究を率いている） 
 
 

令 和１
年度 
〜 
 

これまでの学校安全に関する取組や研究は、事件や事
故、災害が発生し、社会的な要求が高まった時期に進め
られてきた 。内容に関しても、社会的な関心や要求に
呼応して取組まれてきており、包括的な学校安全に関し
て継続的に取組まれていないという課題がある。 要因
として、これまでの学校安全に関する取組や研究が、学
校や児童生徒の安全にとって「有効性」を持っていたの
かという検証がされてこず 、成果の曖昧さから「持続
性」を持って取組まれてこなかった。そこで本研究課題
は、学校や児童生徒の安全において「有効性」を持ち、
「持続性」を持って取り組まれる、「包括的な学校安全
プログラム」を開発することを目的とする。 
 

８．JR西日本あんしん社会財団研究助成（研究代表

者） 

「事件・災害の未体験教員による語り継ぎのジレン

マ研究」 

令和 2

年度 

本研究課題では、学校教育現場で関連のある事件を知ら

ない、あるいは被災体験のない教員が、児童や学校内外

において「語り継ぎ」の責務を背負った時、そこに生じ

る可能性のあるジレンマについて、モデルとなる教員へ

のインタビューと「環状島」をモデルに研究する。そし

て教員が、ジレンマを乗り越えて行う「語り継ぎ」は、

その対象（児童や教員）に対してどのような有効性を持

つのかを明らかにすることを目的とする。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

１ 「学校安全 ３６のナ

ラティブ」 
共著 

平成 26年 3

月 
教育出版 

子供たちの命を守り、安全で安心でき

る生活のために、学校は何ができ、また、

何をすべきかという命題のもとに、学校

安全に関わる著者陣が原稿を寄せてで

きた本。この安全・安心に関する問いか

けに対しては、すでに多くの解説書や教

材集、マニュアル本等が刊行されてい

る。しかしそれらは、ともすれば上から

の押し付けのような論が多い。そこで本

書では、各著者が「私はこう考えている」

「私はこんな体験をした」という、お話

風の「語り（ナラティブ）」として編集

された。 

Ｂ５版 全１５７頁 

編者：長尾彰夫 

共著者：小林忠三・浜條信彦・松井典

夫・若狭孝太郎・神田英幸・前馬晋策・

丸山涼子・植木美佳・砂田信夫・中井尚

人・佃繁・松田智子・伊原正俊・藤田大

輔・諏訪清二・村川雅弘・立田慶裕 

 

本人担当部分： 

「スリッパとＩＤカード」（pp14-15） 

「 安 全 な 公 園 は 危 険 な 公 園 ？ 」

（pp18-19） 

「わるい人とはどんな人？」（pp25－27） 

「いかのおすしとおはしも」（pp48－49） 

「休み時間に地震が起きたらどうしよ

う」（pp54－57） 

「いろいろな不審者対応訓練」（pp62－

65） 

「火災現場に戻らない、は正解か」（pp74

－77） 

「命のバイスタンダーの授業から」

（pp82－87） 

「溺れかけた兄妹を教材にして」（pp108

－111） 

 

 

２「教育フォーラム５６ 

アクティブ・ラーニングと

は何か」 

共著 
平成 27年 8

月 
金子書房 

本書は、アクティブ・ラーニングのため

に必要な、課題意識の喚起のさせ方、多

様な発想・アプローチへの目の開かせ

方、粘り強い課題取り組みへの支援、課

題解決の結論の検討や再吟味の促しと

いった、さまざまな働きかけ、指導の実

際を具体的に提示したものである。 

Ａ５判 全１６９ページ 

共著者（執筆順）：溝上慎一、加藤明、

伊崎一夫、鎌田首治朗、前田洋一、岸周

吾、芝池宗克、米川雅士、武谷嘉之、松

井典夫、瀧明知恵子、井上信子、梶田叡

一 

 

本人担当部分：「児童にとって『有効な』

安全教育プログラムに関する一考察」

（pp.105-114） 
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３「どうすれば子どもたち

のいのちは守れるのか 

－事件・災害の教訓に学ぶ

学校安全と安全教育」 

 

単著 
平成 29年 2

月 

ミネルヴァ書房 
 

本書は，著者が、大阪教育大学附属池田

小学校において、同僚とともに実践して

きた不審者対応訓練や ID カード等によ

る学校安全対策，様々な「いのちの教育」

の授業の事例などを通じて，これまで当

たり前とされてきた「安全」についての

考え方や方法を根本的に見直し，これか

らの学校安全と安全教育のあ 

り方をさぐることを目的とした書であ

る。その中で、学校の安全を担う教師の

役割、職責、使命感、資質能力について

記述した。 

Ａ５判 全２１６ページ 

 

４ 教育フォーラム 

  ６０ 

「深い学びのために －

アクティブ・ラーニングの

目指すもの」 

 

共著 
平成 29年 8

月 
金子書房 

アクティブ・ラーニングの中で提唱され

る「深い学び」については、一定の教授・

学習活動のパターンに関わるものでは

ない。本書では、どのようにすれば「深

い学び」になり、実現できるのかを、具

体的、かつ実践的な提案で記している。 

Ａ５判 全１４５ページ 

共著者（執筆順）：梶田叡一、古川治、

鎌田首治朗、伊崎一夫、湯峯裕、大畑健

美、菅井啓之、後藤紗貴、金山憲正、石

森広美、善野八千子、瀧明知恵子、岡村

季光、松井典夫 

 

本人担当部分：「震災における教師の役

割を考える」（pp.125-134）を共著（岡

村季光、松井典夫） 

 

５「教師のための教育法

規・教育行政入門」 

 

 

共著 
平成 30年 3

月 
ミネルヴァ書房 
 

本書は教職入門、教職概論、教職行政論、

教員採用試験対策のテキストを目的と

して著述された。初学者にむけて学校教

育のしくみを法的に理解できるよう、事

例などをまじえ具体的に解説している。

また、巻末に「主な教育法規」を収録し

た。 

Ａ５判 全２１０ページ 

共著者：古川治、五百住満、八木眞由美、

今西幸蔵、松井典夫、藤本裕人、藤田敏

和、冨江英俊、中村豊、岡邑衛 

本人担当部分： 

「教育職員免許法」（pp14-15） 

「校務分掌」（pp38-39）を単著 

「校長と教諭の職務」（pp40-41） 

「司書教諭の職務」（pp42-43） 

「教員免許の更新制」（pp108-109） 

「学校保健・安全と法規」（pp152-153） 

「学校保健安全法」（pp154-155） 

「安全点検と安全教育」（pp156-157） 

「災害安全・防災教育」（pp158-159） 

「養護教諭の職務」（pp160-161） 

「学校事故と国家賠償法」（pp162-163） 

「食育基本法」（pp164-165） 

「学校給食法」（pp166-167） 
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６「３年目教師 勝負の図

工授業づくり」 
編著 令和 1年 7月 明治図書 

本書は図工科指導法のテキストを目的

として、また、新任から 3年目の教師を

ターゲットに、図工における有効な実践

と、教師力向上を目的として著述され

た。改訂学習指導要領とも対応させ、カ

リキュラムマネジメント、ICT の活用、

チームとしての学校等を関連させて授

業実践ができるように構成した。 

Ａ５判 全 127ページ 

編著者：松井典夫 

共著者：松井典夫、森治健太 

本人担当部分： 

「はじめに」（p3） 

「第１章とびら」（pp8-9） 

「第１章−1 授業に役立つ学習指導要領

の読み方」（pp10-11） 

「第１章−2 材料との対話が授業を決め

る」（pp12-13） 

「第１章−3 用具は『創造的な技能』へ

の架け橋」（pp14-15） 

「第 1章-4 題材による柔軟で効果的な

場の設定」（pp16-17） 

「第 1章-5 鑑賞活動と技能の融合」

（pp18-19） 

「第 1章-8 「『安全』は信頼への架け

橋」（pp24-25） 

「第 1章-10 活動過程を評価する」

（pp28-29） 

「第 2章とびら」（pp30-31） 

「第 2章-1 学級開きでクラス旗づく

り」（pp32-33） 

「第 2章-2 けがのない彫刻刀の授業で

一致団結」（pp34-35） 

「第 2章-3 サイレント美術館でルール

を守れるクラスに」（pp36-37） 

「第 2章-5 図工の時間のあいさつとル

ールで集中力」（pp40-41） 

「第 2章-6 個を高める指導で自尊感情

の高いクラスに」（pp42-43） 

「第 2章-7 教室に遠足を再現しよう」

（pp44-45） 

「第 2章-10 全校図工で 1年生歓迎会

を作ろう」（pp50-51） 

「第 2章-13 6年国語科 『やまなし』

で場面を想像しよう」（pp56-57） 

「第2章-14 4年算数科 立方体を考え

て作ろう」（pp58-59） 

「第2章-15 6年理科 月と太陽で宇宙

を作ろう」（pp60-61） 

「第2章-16 4年社会科 地形図模型を

作って国土の理解」（pp62-63） 

「第2章-17 6年外国語活動 世界の名

産を調べて作ってギャラリートーク」

（pp64-65） 

「第2章-18 5年道徳科 資料に自己投

影絵画」（pp66-67） 

「第 2章-19 地域の人材を生かしてチ

ーム学校」（pp68-69） 

「第 2章-20 地域の伝統文化を図画工

作で」（pp70-71） 

「第 2章-21 異学年交流で共同制作」

（pp72-73） 

「第 2章-22 教師の専門性を生かして

チーム図工」（pp74-75） 
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「第 2章-24 小中と美術館連携でアー

トカフェを開こう」（pp78-79） 

「第 2章-25 災害時のメンタルケア 

アートプロジェクトの実践」（pp80-81） 

「第 2章-26 校内の安全標識を作ろう」

（pp82-83） 

「第 2章-27 看板で防犯対策」

（pp84-85） 

「第 2章-28 立体安全マップを作ろう」

（pp86-87）  

「第 2章−29 災害の教訓を絵本で伝えよ

う」（pp88-89） 

「第 2章−30 『安全かるた』で知識と意

識を高めよう」（pp90-91） 

「第 2章−37 ブラックライトと蛍光塗料

でルミナリエ」（pp104-105） 

「第 2章−38 アルミ板でミラーワール

ド」（pp106-107） 

「第 2章−39 技能を集結して食品サンプ

ルづくり」（pp108-109） 

「第 2章−40 紙テープの変身」

（pp110-111） 

「第 2章−41 砂でサンドアート」

（pp112-113） 

「第 2章−42 名画が「わたしだけの名画」

に」（pp114-115） 

「第 3章 とびら」（pp116-117） 

「第 3章−1 ワークシートは『夢への扉』」

（pp118-119） 

「第 3章−3 即時評価と情報共有の画用

紙」（pp122-123） 

「第 3章−4 身の回りのグッズの『第２

利用』」（pp124-125） 

「第 3章−5 『想いの履歴』で児童把握

と適切なアドバイス」（pp126-127） 

 

 

７ 「2019年改訂 新学習

指導要領 記入文例集」 
共著 令和 2年 2月 文溪堂 

監修：梶田叡一、編著：古川治、南山晃
生、共著者：今宮信吾、盛田恭平、長
野純子、松井典夫、栫井大輔、五十川
昌宏、龍神美和、西江なお子、瀧本哲
弘 全 159頁 

本人担当部分： 
低学年 各教科の学習に関する所見 
図画工作、18頁－19頁 

中学年 各教科の学習に関する所見 
図画工作、60頁－61頁 
高学年 各教科の学習に関する所見 

図画工作、112頁－113頁 

     

（学術論文）     

1 「大阪教育大学附属池田

小学校『安全科』のカリキ

ュラムに関する一考察 −

『安全安心様相図』を用い

て–」  

Human education and The 

dynamic of Art 

－ Art experience and 

education at schools －   

（査読論文） 

 

 

単著 
平成 26年 3

月 

大阪教育大学大学院 

学校教育専攻 教育

学コース 修士論文 

大阪教育大学附属池田小学校におい
ては、「安全科」を設置し、安全教育の
研究と推進に努めてきた。しかしなが
ら、その系統的な安全教育も十分ではな
い点がある。特に附小「安全科」におい
ては、カリキュラムを作成する際に、１
つの授業をどの学年に配当するかは、実
証的な根拠が十分あってのことではな
かったことが挙げられる。そこで本研究
においては、児童の安全に対するレリバ
ンスRelevance（知識・技能・行動・情
緒面における妥当性）を検証し、そのこ
とで児童の学年を考慮した系統的な安
全教育カリキュラム編成に関して考察
した。 
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2 「人間教育と美術の力
－美術体験と学校教育－ 
Human education and The
 dynamic of Art 
－Art experience and ed
ucation at schools －」
   （査読論文） 
 

単著 
平成 26年 4

月 

人間教育学会誌 
「人間教育学研究」 
創刊号ｐｐ８９－９
５ 
 

図画工作・美術教育において、学習指
導要領などに随所に現れる「自由」「創
造的」「個性的」「喜び」という用語か
ら教科としての特性と課題が見える。そ
れらの用語は，図画工作・美術の他教科
にはない特性を表すと同時に，捉えよう
によると教科としての「ゆるみ」に繋が
りかねない。そこで本稿では、図画工
作・美術教育の課題を歴史的背景から紐
解くと同時に、図画工作・美術科が持つ
教科としての特性を、鑑賞教育を中心と
した特徴的な実践から論じた。 
 

3 「小学校美術教育の方法
と技術に関する実践研究
Ⅰ ～ＩＣＴを活用した
絵画教育の可能性～ 
Practical Research of 
Methods and  
Techniques of 
Elementary School Art   
Education –Possibility 
of Painting Education 
Using ICT-」 
 

単著 

 

平成 26年 9

月 

奈良学園大学研究紀
要 
第１集  
ｐｐ１０９－１１５ 
 

戦後の美術教育史の中で、絵画教育が敬
遠され、衰退してきた感は否めない。そ
の理由として、絵画教育は、「上手」「下
手」と2局的に、即時的に、そして結果
的に評価されるため、授業者にとっても
児童にとっても、それぞれの理由で積極
的に取り組む関心・意欲・態度を逸して
きたのだと考えられる。 
そこで本稿では、新たな絵画教育の方法
として、ＩＣＴ機器を活用した動画によ
る鑑賞活動を取り入れた授業実践を紹
介し、その授業の方法から、新たな絵画
教育の方法や、美術教育の価値について
論じた。 
 

4 「小学校美術教育の方法
と技術に関する実践研究
Ⅱ －小中連携教育の意
義と課題－ 
Practical Research of M
ethods and Techniques o
f Elementary School Art
 Education 
― Significance and Pr
oblems of elementary an
d junior high education
 cooperation ―」 
（査読論文） 
 

単著 

平成 26年 12

月 

 

人間教育学会誌 
「人間教育学研究」 
第２号 
ｐｐ１２１－１２９ 
 

小学校と中学校の義務教育期におけ
る教育の役割は、人間教育の観点での土
台を築くものである。その重要性から、
学校教育活動は小学校と中学校の連携
を念頭に置き、共に理解し、共に手を携
えた教育を実践する試みが多くなされ
ている。 
 本稿においては、大阪教育大学附属池
田地区合同研究会における具体的な取
り組みから、小中連携の課題と意義につ
いて考察した。 
 
 

5 「学校安全・安全教育」 単著 
平成 27年 1

月 

平成２４年度～平成
２６年度科学研究費
補助金（基盤研究(Ｂ)
課題番号24330254「い
のちの教育カリキュ
ラムモデルの開発的
研究」研究成果報告書
「いのちの教育カリ
キュラムモデルの開
発と実践」 
ＰＰ７７－９５ 
 

本稿は、平成２４年度～平成２６年度
科学研究費補助金「いのちの教育カリキ
ュラムモデルの開発的研究」の研究成果
報告書「いのちの教育－カリキュラムモ
デルの開発と実践－」の中の、第４章 
学校安全・防災部会の報告、第１節学校
安全（PP77-81）と第２節安全教育（PP8
2-95）の部分を単著したものである。主
に大阪教育大学附属池田小学校におけ
る学校安全の取り組みや、「安全科」に
おいて取り組んだ安全教育の方法と実
践内容について述べた。 
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6「児童の発達段階を考慮

した安全教育プログラム

の開発に関する研究 －

「児童の安全意識尺度

（SASC）」の開発に関する

基礎的研究－ 

A study on the 

development of safety 

education program in 

consideration of the 

developmental stage of 

the children 

-Basic research on the 

development of “Safety 

Awareness Scale of 

Children (SASC)”-」（査

読論文） 

 

単著 
平成 27年 12

月 

人間教育学会 

「人間教育学研究」 

第３号 

ｐｐ９７－１０６ 

 

本研究においては、より汎用性の高い

安全教育プログラムの開発を念頭に、児

童の発達段階を考慮した安全教育プロ

グラムの開発に関する研究における、

「児童の安全意識尺度（SASC）」の開発

に関する基礎的研究を行うことを目的

とした。調査結果を質問内容に着目した

考察と、授業時の児童の様子に着目した

考察を行った。その結果、本研究で取り

上げた実践例である「知らない人にはつ

いていってはいけません」という教えを

題材とした安全教育内容は、低学年が最

もその妥当性が高いと見なすことが可

能となった。 

 

7「学校安全の課題と展望

に関する一論考 ～教訓

と教材と教師について～」 

単著 
平成 28年 2

月 

大阪教育大学附属池田小

学校研究紀要・雑誌 

「とごころ」 

pp。56-60 

 

平成２７年７月に、奈良県香芝市で小学

校６年の女児が誘拐された事件は世間

を震撼させた。2004年の奈良小１女児殺

害事件や 2014年に発生した神戸女児遺

体遺棄事件、2015年の和歌山小５殺害事

件など、これらの連れ去り事件では、未

来のある小学生の児童が命を失うとい

う、最悪の結末を迎えている。防犯に関

して、具体的な事件を想起しながら、教

訓と教材と教師、という３つの視点で記

述した。 

 

8「事件 ・事故・災害時に
おける学校対応と児童の
安全・安心に関する研究 
A Study of school`s res
ponse to incidents ,acc
idents , disasters , an
d safety  and security 
of children.」 
（査読論文） 
 

共著 
平成 29年 12

月 

奈良学園大学人間教
育学研究会 
「人間教育研究」 
第1号（創刊号） 
PP.55－71 
 

これまで、児童生徒が被害に遭った事
件・事故・災害において、その犯罪機会
や動機、あるいは自己の発生原因や災害
による被災状況については多く語られ、
研究されてきた。本研究では、それら事
件・事故・災害において、学校はどのよ
うに対応し、その対応は適切だったのか
について、過去の事例研究をもとに論考
した。 
著者／松井典夫・古田浩大・竹中遙一
郎・中本将馬・池上紗耶・森高千晶・戸
川理夏 
 本人(松井)は、本研究の企画、構成、
授業実践、論文執筆を担当した。 
 

9「被災地小学校での絵画
によるケアの実践 
－熊本地震復興アートプ
ロジェクトの児童と教師
たち－ 
Practice of care by pai
nting at elementary sch
ool in disaster area 
－Kumamoto earthquake r
econstruction art proje
ct and children and tea
chers –」 
 

単著 
平成 30年 3

月 

奈良学園大学紀要 
第８集 
PP.87-95 
 

本研究は、災害時における学校、教師、
児童生徒に関連して２つの課題を見出
した。一つは、災害時における「教師」
を主体として見たとき、その多忙感を超
えた使命感で避難所を運営する教師の
姿は当たり前なのではないという認識
の必要性である。もう1点は、防災教育
のありかたとして、それは次に来たる災
害への準備、対応のための教育という意
義は認められるものの、その視点を災害
後の心のケアに着目した教育に置き、そ
の方法を構築していく必要性があると
いうことである。 
 これら課題の着眼から、本研究では熊
本地震において、学校再開直後に実践さ
れた復興アートプロジェクトに注目し
た。そして、「心の復興」を目的とする
教育活動の有効性を、児童、教師、教材
の３つの視点から検証した。 
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10「教師教育の視座におけ

る国際理解教育の必要性

への考察 －教職志望学

生の開発途上国研修にお

けるテキストマイニング

から－ 

A study on the necessity 

of international 

understanding education 

in the viewpoint of 

teacher education. 

-From text mining in 

developing country 

training for teacher 

aspiring students-」 

 

単著 
平成 30年 9

月 

奈良学園大学紀要 
第９集 
PP.137-146 
 

近年我が国において、日系人を含む外国
人の滞日が増加している。それに伴い、
ニューカマーの児童生徒への教育や対
応、社会的問題として、経済的危機（貧
困）、学校不適応、母国への郷愁、それ
らが複合的に混在した結果によるいじ
め等など、多くの問題が指摘されてい
る。本研究では、それらニューカマーへ
の教育をはじめ、国際理解は教師にとっ
て重要な資質能力であるにもかかわら
ず、教師教育の視座において、その認識
や対応が進んでいないことを課題とし
た。ターゲットとした開発途上国研修
は、教職志望学生の国際理解を進め、有
効であることは明確となったが、グロー
バルパースペクティブや教員の資質能
力向上に関しては、さらなる研究が必要
であることが示唆された。 
 
 

11 「災害時における教師

の職業的役割 －「使命

感」と「多忙感」に着目し

て－ 

Occupational role of 

teacher in case of 

disaster  

-Focusing on “sense of 

mission” and “busy 

feeling”-」 

（査読論文） 

 

共著 
平成 30年 9

月 

日本教師学学会誌 
「教師学研究」 
第 21巻 第 2号 
PP.13－21 
 

本研究では，災害時において，その教師
の「職業的使命感」は統制の効かない状
況における「多忙感」を凌駕するのでは
ないかという仮説を立てた。そこで熊本
地震において被災した学校に勤務する
教員，非災害地域として，民間主催の研
究会に参加した小学校教員，及び関西圏
の小学校教員との比較アンケート調査
と熊本群の小学校教師６名に非構造化
インタビューを実施した。その結果，使
命感に関しては，被災の有無にかかわら
ず高い使命感を有している反面，被災を
経験した教員において，多忙感や内的統
制感の高さが，自らの存在価値や意欲の
高まりにつながっていない実態が明ら
かになった。 
著者／松井典夫・岡村季光 
 本人(松井)は、本研究の企画、構成、
調査、論文執筆を担当した。 
論文については、１．本研究の背景 ４．
まとめと考察を担当した。 
 
 

12「教職志望学生が危機管

理意識の国際的な相違を

認識することの有効性に

関する考察 

－『学校安全』における留

学生と日本人学生の学び

の比較から－」 

 

単著 
平成 31年 3

月 

奈良学園大学紀要 
第１０集 
pp.113－122 
 

本研究では、北海道地震における訪日外

国人が直面した課題がこれからの時代

において看過できない課題であり、ま

た、昨今の学校教育における外国籍児童

生徒の増加に伴い、これから教職を志す

学生が「何を学ぶのか」という視点に立

ったとき、諸外国の危機管理意識やその

方法について学ぶことの必要性につい

て考察した。「学校安全」の授業におけ

る中国人留学生と日本人学生の学びに

ついて比較検討した。テキストマイニン

グによって分析を行った結果、危機管理

において「命」というものに最大の重き

を置き、「人の命も大切であり、できれ

ば救いたい」という感覚においても中国

人留学生と日本人学生は同様の質を示

すことが示唆された。 

13「教員による「語り継ぎ」

のジレンマに関する研究

－事件・事故・災害の未体

験教員と『環状島』をモデ

ルとして－」 

単著 令和 1年 9月 

奈良学園大学紀要 
第１１集 
pp.135－142 
 

本研究では、被災体験のない、あるいは

学校教育現場に関連した事件について、

「事件を知らない」教員が「語り継ぎ」

の責務を負った時、そのジレンマについ

て明らかにすることを目的としてきた。

その中で、「語り継ぎ」のジレンマは、

環状島（宮地,2007）のポイントとイン

タビューによって明らかになった。ま

た、それぞれのモデルがそのジレンマを

乗り越えるきっかけとして、立場の変化

や他者からの評価が強く働いたことが

わかった。 
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14 「教職志望学生の『学

校安全』に関する体験的学

修の有効性」 
 

単著 令和 2年１月 

全国私立大学教職課
程協会 「教師教育研
究」 
第３２号 
pp.63－74 
 

本研究では、教員の資質能力としての学
校安全の必要性の認識と実行力は、教員
になる前の段階、教職志望学生の学修の
中で育まれることが有効なのではない
かという仮説を立てた。そのような中、
2017年、教職課程コアカリキュラムにお
いて、「学校安全への対応」が必修項目
とされた。これまでの課題の経緯を踏ま
え、教職志望学生がいかに「学校安全」
を学び、それが教職への資質能力へとど
のように結びつけることができるのか、
計画と実践、評価と検証が必要になって
くる。 
 本研究においては、教職志望学生が学
校安全を学ぶひとつのモデルとして、体
験的学修が、教員の資質能力としての学
校安全への意識にどのように結びつく
のか、実践と学生の反応から検証した。 
 
 

15 「学校教育における事

件・災害の伝承に関する一

考察 －非体験教員によ

る伝承の実態－」 

単著 

 
令和 2年 4月 

大阪教育大学学校危

機メンタルサポート

センター「学校危機と

メンタルケア」第 12
巻 pp.1-13 

本研究は、「非体験教員」による事件・
災害の伝承に着目した。学校教育現場に
おいて、あるいは就学児童が命を失った
災害や事件について、その当該校は教訓
の伝承、あるいは再発防止の責務を否応
なく背負ってきた経過がある。しかし、
その事件や災害からの時間の経過は、
「体験」教員の減少、あるいは不在によ
り「非体験」教員へと伝承の責務は移行
していく。その中では少なからず、「体
験していないのに何が語れるのか」「体
験者と同じ温度や強さで語れない」とい
うジレンマの存在がある。 
そこで本研究では、伝承の責務を担う事
件・災害の「非体験」教員を対象にイン
タビューを実施し、環状島をモデルとし
て検証を試みた。そこでは、「非体験教
員」が伝承する上で、「伝承のジレンマ」
「非体験教員が感じる壁」「伝承してい
く上での温度差」の存在が示唆される結
果が得られた。 
 

16「総合学習における地域
教材の目的・課題の質的検
討 
A qualitative 
examination of the 
purpose and problem of 
teaching materials with a 
regional theme in 
integrated learning」 
 

単著 令和 2年 7月 
人間教育 第 3 巻第 7
号 pp.137-146 
 

総合学習における学習課題として、地域
教材は重要な意味を持つことは周知で
あろう。しかし、地域教材から「何を」
学ぶのか、という総合学習の目的、ある
いは成立要件の要素として、19本のリポ
ートから課題を見出した。本研究では、
総合学習における地域教材に込められ
たふるさとへの愛着や誇りが、子供たち
の資質・能力をどのように形成するのか
という、地域教材のレリバンスを質的に
検討することを目的とした。 
 

17「総合的な学習の時間に
おける 
『探究型防犯学習』のカリ
キュラム研究 
Curriculum research of 
“inquiry-type crime 
prevention leaning” in 
the Integrated Studies」 
 

単著 令和 2年 9月 
人間教育 第 3 巻第 9
号 pp.185-192 

本研究では、「子供の視点（必要性）を
出発点とした探究型防犯学習」のカリキ
ュラムデザインについて提案すること
を目的とする。探究的な学習が実現され
る要素として、「課題設定」の段階が重
要であるということであった。体験的な
学習や、情報収集し、分析したことを表
現する総合学習は、これまでも多様な実
践が試みられ、成果を上げてきた。しか
し本研究からは、探究的な学習のカリキ
ュラムが、改めて学習者から見出される
ことの重要性が示唆されたのである。 
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18 「カリキュラム・ポリ
ティクスの視座における 
『社会に開かれた教育課
程』の論考 
From the perspective of 
Curriculum Politics 
Discussion of 
"Curriculum open to 
society"」 
 

単著 
令和 2年 10

月 

人間教育 第 3巻 
第 10号 pp.241-247 
 

本研究は、カリキュラムをポリティカル
な視座で解釈しつつ、「社会に開かれた
教育課程」について論考した。子供たち
が出会う学び（カリキュラム）とは、一
人ひとりの子供が主体となって社会で、
世界で生きていく資質・能力を身につけ
るものであり、その学びの内容、プロセ
スの総体がカリキュラムであるという
視点を明確にすることを目的としてき
た。カリキュラムとは、子供の生きる意
味という視点で哲学的な生や死の意味
をも含むものであり、社会的要請にこた
えるためのものではないということを
論じた。 
 
 

19 「カリキュラム・マネ
ジメントの今日的課題と
成立要件の考察 
−M. Skilbeck の SBCD 理論
を基点に− 
Consideration of today's 
issues and requirements 
for curriculum 
management 
 - Based on SBCD theory by 
M. Skilbeck -」 
 

単著 令和 3年 2月 
人間教育 第 4巻 
第 2号 pp.15-21 

本研究は、M.スキルベックによる SBCD
理論を基点に、カリキュラム・マネジメ
ントの今日的課題について言及し、その
成立要件について考察することを目的
とする。本研究ではその課題設定とし
て、カリキュラム・マネジメントの主体
は学校（教師）であることの認識はどれ
ほどなされているのか、という課題意識
が発端となっている。そこで本研究で
は、スキルベックの SBCD 理論、2017・
2018年改訂学習指導要領、その改訂の経
過で発せられた論点整理をつぶさに比
較、分析することによって、カリキュラ
ム・マネジメントの成立要件について考
察した。 
 

(教育誌等) 

 

    

1 「学校安全の現状と課題

「災害はひとごと」という

意識を超えて」 

単著 
平成 23年 10

月 

日本教育新聞社「教育

資」№1180 pp.18-19 

 

８人の子どもの命を失った、大阪教育大
学附属池田小学校の、悔恨と痛恨から生
み出されてきた学校安全の取り組みに、
１人でも多くの人が耳を傾け、安全で安
心な学校生活と、人を傷つけない、傷つ
けられない子どもたちが育つことを願
い、稿を起こした。 
 

2 「学校安全管理と教職員

の安全意識」 
単著 

平成 23年 10

月 

日本教育新聞社「教育

資」№1181 pp.24-25 

 

お金がかからない安全管理は多くある。
それらの安全管理は、学校に「見えない
防壁」を作る。しかし、一般的に、多く
の学校園には見えない壁はなく、侵入は
容易であり、事を起こし、逃げることも
容易である。教職員全員が、明日からス
リッパをやめて、いざという時に動くこ
とができる履物に変えるなど、お金のか
からない安全管理について述べた。 
 

3 「不審者対応訓練につい

て ～『訓練』の失敗から

次の課題を見出す～」 

単著 
平成 23年 10

月 

日本教育新聞社「教育

資」№1182 pp.18-19 

 

大阪教育大学附属池田小学校では、年間
５回の教職員対象不審者対応訓練を行
っている。平成２２年度の当校の安全研
修会で、「公開不審者対応訓練」を実施
した。そこから、教職員対象の不審者対
応訓練の在り方や方法、その価値につい
て述べた。 
 

4 「有効な安全教育とは何

か？ ～体験と実感で子

ども自身の判断を育む～」 
単著 

平成 23年 10

月 

日本教育新聞社「教育

資」№1183 pp.24-25 

 

安全教育とは、命の教育である。誰もが、
「命は大切なものだ」と潜在的にはわか
っている。しかし、命にはその実体がな
いだけに、実感することは容易ではな
い。その大切さに対する実感は，大人は
もちろん、ましてや児童が容易に持ち得
るものではない。したがって、実体のな
い命に対する実感は、家庭はもちろんの
こと、教育活動の中で育んでいくべきも
のである。その安全教育の実践例をもと
に、方法について論じた。 
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5 「これからの学校安全に

向けて ～安全に「絶対」

はなく不断の努力が必要

～」 

単著 
平成 23年 11

月 

日本教育新聞社「教育

資」№1184 pp.18-19 

 

今現在、すべての学校園が「安全管理マ
ニュアル」を作成し、校内に携えている
はずである。それを少なくとも年に一
度、できれば不定期に改訂し、より実践
的、現実的なマニュアルにしていくこと
が必要である。そして大切なことは、教
育者は、学校安全の既存する考えや概念
を問い続け、研究し続け、前に進み続け
なければならないということである。学
校安全に対する柔軟な思考と、教師の役
割について述べた。 
 

6「美術における『鑑賞教

育』のあり方 ～小学校図

画工作に焦点を当てて～」 

単著 
平成 25年 2

月 

「教育PRO」 第45巻 
第17号 通巻1716号、E
RP、pp.6-10 
 

本稿では、小学校図画工作科における鑑
賞教育のあり方について再考し、提案し
た。児童が新たな課題や素材に出会った
時、そこから何を生み出そうとしている
かという、「個の認識」の萌芽が見られ
る。それはまだ、イメージが具象化して
いない段階であり、自由闊達なものであ
る。そして造形表現活動を始めた時、そ
のイメージは次第に具象化し、題材の具
現化が始まる。この時、「個の認識」は
いったん完結したように感じられるが、
それは自己中心的なものであり、高次の
自己認識とは言い難い。そこで鑑賞活動
を取り入れることの有効性について述
べた。 
 

7 「これからの学校安全に

ついて考える ～第 1回 

事件の教訓から学校安全

の実態を見る～」 

単著 
平成 27年 8

月 

「教育PRO」第45巻 第
17号 通巻1786号、ER
P、pp.26-27 
 
 

例えば、児童が何者かに連れ去られそう
になったとき、大声を出した（いかの
「お」すし）結果、その大声を最悪の方
法で犯人が止めようとする場面を想像
する。だが、「大声を出す」と教えたの
は、現在の学校での安全教育の王道なの
である。その教えを頑なに守ろうとした
結果、不安全を招く可能性があることを
認識しなければならない。ここでは、岡
山県での安全教育実践を例に挙げ、安全
標語に頼らない、「有効な」安全教育に
ついて述べた。 
 

8 「これからの学校安全に

ついて考える ～第２回 

子どもの命を守る『有効

な』安全教育とは～」 

単著 
平成 27年 8

月 

「教育PRO」第45巻 第
18号 通巻1787号、ER
P、pp.26-27 
 
 

警察庁のまとめによると、子供の連れ去
り（略取・誘拐）事件のうち、発生時間
帯として最も多かったのが、午後４時か
ら午後6時の時間帯とされている。この
時間帯は、言わば下校時間帯にあたる。
奈良小１女児殺害事件以降、この時間帯
は「魔の時間帯」とされ、子供たちの安
全を守ろうと、地域住民による見守り隊
など、児童の下校を見守る大人の姿が多
く見られるようになった。地域住民が努
力しても、なぜ犯罪は減らないのか。事
件の教訓を視点に学校安全の実態につ
いて述べた。 
 
 

9 「これからの学校安全に

ついて考える ～第３回 

学校安全と教訓～」 

単著 
平成 27年 9

月 

「教育PRO」第45巻 第
20号 通巻1789号、ER
P、pp.26-27 
 
 

2001年6月に発生し、世間を震撼させた
大阪教育大学附属池田小学校児童殺傷
事件では、「学校安全神話の崩壊」と言
われた。しかし、学校がなぜ安全だと思
い込まれていたのだろう。その思い込み
が、８名の児童の大切な命を失う結果と
なったのである。今もなお、学校安全に
対する思い込みはないだろうか。本稿で
は、「これまでの」学校安全に対する思
い込みを検証し、考え直し、認識を改め
ていく必要性を述べてきた。最終回とな
る本稿では、学校安全を支える教訓につ
いて述べた。 
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10「教育実習の課題と展望 

第 1回 教育実習の意義～

その必要性と質～」 

単著 
平成 27年 12

月 

「教育PRO」第45巻 第
28号 通巻1797号、ER
P、pp.14-15 
 

教師たちは今、対応すべき問題や課題は
多様化し増大している。大切なことは、
「では、この流れゆく社会の中で求めら
れる教師像に対応する資質・能力を、教
員養成系大学や学校現場で、どのように
育むのか」という現実的に必要な視点で
ある。本稿ではその中でも特に、教員に
なる上で必修である教育実習について、
そのあり方や価値、抱える課題について
論考し、教育実習のこれからの展望を捉
えていくことを目的として記述した。 
 

11「教育実習の課題と展望 

第２回 教育実習の実態

～実施する大学と受け入

れる学校～」 

単著 
平成 28年 1

月 

「教育PRO」第46巻 第
1号 通巻1798号、ER
P、pp.26-27 
 

いわゆる母校実習については、“大学側
の対応や評価の客観性の確保等の点で
課題も指摘されることから、できるだけ
避ける方向で、見直しを行うことが適当
である”とあるように、公立学校にとっ
ては、いつ何時、どのような、どこの学
生を受け入れるのかという点において、
不確定なのである。本稿では、受け入れ
る学校側の実態について記述した。 
 

12「教育実習の課題と展望 

第３回 教育実習の役割

～教職の道標～」 

単著 
平成 28年 1

月 

「教育PRO」第46巻 第
2号 通巻1799号、ER
P、pp.24-25 
 

教育実習の前、大学における 3回生にな
るまでのカリキュラムの中で、介護等体
験や学校支援ボランティアなど、教育と
いう社会の一部に経験はあっても、そこ
にある「子どもたちに対する責任」の荷
重はさほど大きくはない。しかし、教育
実習は違う。おのずと「子どもたちに対
する責任」の荷重は大きくなる。教育実
習生は「学生」でありながら「先生」で
あるという、重層的立場（ Student 
Teacher）を持つことになる。本稿では、
教育実習生そのものに焦点をあて、教育
実習現場での実際の学びと、その学びの
有用性や効果について論考した。 
 

13「教育実習の課題と展望 

第４回 これからの教育

実習～質と夢の保証～」 

単著 
平成 28年 2

月 

「教育PRO」第46巻 第
4号 通巻1801号、ER
P、pp.16-17 
 

平成２７年１月に文部科学省から発信
された「高大接続改革実行プラン」は、
センター試験の廃止や記述式試験の導
入などがセンセーショナルにクローズ
アップされた。高大接続改革とは、高等
学校教育、大学教育、大学入学者選抜の
三者一体的改革であるという捉え方を
するべきである。それは、高校での「学
力の3要素」の育成と、それを受けた大
学教育の質的変換、そして、高大の接続
を担う大学入試制度が三位一体となっ
た改革である。この構造を、教員養成に
関わる一連の過程の中に求めるという
視点で記述した。 
 
 

14 「これからの教員養成
における質的転換」 
第１回 教師の資質能力
の変化と転換 
 

単著 
平成 28年 8

月 

「教育PRO」第46巻  
第18号 通巻1815号、
ERP、pp.12-13 
 

社会の進歩や変化のスピードは、体感で
きるほど早まっている感がある中で、教
育の世界においてもその時流は確かに
訪れてはいる。 しかしその一方で、教
育そのものを担う教師の存在（意義）や
資質能力、また、それらの礎となる教員
養成の変化と進歩に大きな胎動は見ら
れない。そこで本稿では、社会の変化や
進歩に対応する教員養成の質的転換に
ついて、教師の資質能力、教育実習、教
員採用をキーワードにして論考した。 
 

15「これからの教員養成に
おける質的転換」 
第２回 教員の「多忙感」
と教職の実像 
 

 

単著 
平成 28年 9

月 

「教育PRO」第46巻 第
20号 通巻1817号、ER
P、pp.14-15 
 
 

次期指導要領案によると、小学校では英
語教育の強化により、年間140時間の授
業時数が増加する。また、プログラミン
グ教育の導入など、その改定は、平成10
年度改定のゆとり教育前への「回復」で
あると謳われている。このことから推測
されるのは、教員の「多忙感」の増大で
ある。第２回目となる本稿では、教員の
「多忙感」に注目し、これからの教員養
成について論考した。 
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16「これからの教員養成に
おける質的転換」 
第３回 揺るぎない「教職
の体幹」とは 
 

単著 
平成 28年 9

月 

「教育PRO」第46巻 第
21号 通巻1818号、ER
P、pp.16-17 
 
 

教員に求められる資質能力に関しては、
これまでに幾度も答申等で整理されて
きた。しかしながら、答申における「教
員の資質能力」観から見て取れるのは、
時代や社会の要請に応じて、その資質能
力や教師像を変容させようとしながら、
揺れ動いている様子である。第3回目と
なる本稿では、教員の資質能力について
整理することによって、揺るぎない「教
職の体幹」について論じた。 
 
 

17「これからの教員養成に
おける質的転換」 
第４回 「教職の体幹」を
育成するカリキュラムデ
ザイン 
 

単著 
平成 28年 10

月 

「教育PRO」第46巻 第
22号 通巻1819号、ER
P、pp.16-17 
 
 

大切なのは、その教師は何を持っている
のか、それはどのようにして身につけた
のかという点である。それは先天的なも
のや外見なのではなく、後天的に養成さ
れるべきものである。本稿では、「子ど
もに好かれる資質」を後天的に養成する
カリキュラムデザインについて論考し
た。 
 
 

18『災害時における教師た
ちのノブレス・オブリージ
ュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第1回 震災をめぐる教師
の「使命感」と「多忙感」
への着目 
 

単著 
平成 29年 6

月 

「教育PRO」第47巻  
第14号 通巻1839号、
ERP、 
pp.２８－２９ 
 
 

災害時はまさしく、自己のコントロール
（統制）が効かない特殊な状況下といえ
る。本研究では、災害時において、教師
の「職業的使命感」は統制の効かない状
況における「多忙感」を凌駕するのでは
ないかという仮説を立てた。そして、熊
本地震において教員が果たした役割を
モデルとし、災害時における教師の“ノ
ブレス・オブリージュ”の実態を明らか
にすることを目的とした。 
 

19『災害時における教師た
ちのノブレス・オブリージ
ュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第２回 「災害支援者」と
しての教師の役割 
 

単著 
平成 29年 7

月 

「教育PRO」第47巻  
第15号 通巻1840号、
ERP、 
pp.６－７ 
 

「災害対策基本法」は、東日本大震災後、
2回の改正を繰り返した。2013年6月の改
正における「被災者保護対策の改善」で、
「緊急避難場所」と「避難所」が明確に
区別されることとなった。避難所となっ
た学校において、教師たちは「役割分担
が決められていない」状況の中、「災害
時に救援する職業」として、目の前の災
害に救援する役割を担うことになる。災
害時の救援対策訓練を受けた「職業的災
害救援者」ではなく、教師としての「使
命感」で救援に従事する教師の実態につ
いて述べた。 
 

20『災害時における教師た
ちのノブレス・オブリージ
ュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第３回 災害時における
教師の職業的有能性 
 

単著 
平成 29年 7

月 

「教育PRO」第47巻  
第16号 通巻1841号、
ERP、 
pp.１０－１１ 
 

本稿は、熊本地震で主体的に避難所を運
営した一人の教師をモデルに、教師の災
害時における職能について論考した。教
師の使命感からくる災害時の職業的有
能性を、明確な災害支援対策として位置
づけ、分担し、だからこそ教師は災害支
援者なのであるという認識を明確にし
ていくことは、今後における災害時の有
効な避難所運営の模索においても、ある
いは教師の、災害時における職業的役割
の明確化においても、必要となる。 
 

21『災害時における教師た
ちのノブレス・オブリージ
ュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第５回 避難訓練に対す
る被災地からのメッセー
ジ 
 

単著 
平成 29年 8

月 

「教育PRO」第47巻  
第18号 通巻1843号、
ERP、 
pp.１０－１１ 
 
 

熊本市内の南部に位置する熊本市立小
学校で、管理職に取材を行った結果、被
災地における子どもの様子や学校運営
上の実情から、避難訓練の在り方に対す
る重要な示唆を得ることができた。避難
訓練の在りようについて再考し、再確認
することの必要性を示唆する、まさしく
被災地からの大切なメッセージについ
て論述した。 
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22『災害時における教師た
ちのノブレス・オブリージ
ュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第６回 福島県の「今」が
伝える、地域における学校
の価値 
 

単著 
平成 29年 9

月 

「教育PRO」第47巻  
第20号 通巻1845号、
ERP、 
pp.８－９ 
 
 

2011年3月11日に発生した東日本大震災
では、地震による津波災害という、2次
的な災害によって大きな被害を被った。
その中、地震動と津波による3次的災害
が発生した。それが福島第一原子力発電
所事故である。本稿では、原発事故から
6年半経った福島県において、避難指示
が解除されて再開した学校に着目し、学
校が地域に果たす役割について記述し
た。 
 

23『災害時における教師た
ちのノブレス・オブリージ
ュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第７回 子どもたちのい
のちを守るのは「だれ」な
のか 
 

単著 
平成 29年 9

月 

「教育PRO」第47巻  
第21号 通巻1846号、
ERP、 
pp.１２－１３ 
 
 

災害に関して、その被災地域を世界に目
を向けたとき、被災者数などその被害の
大きさに関心が向けられるが、それらは
どのように教訓とされ、発信されてきた
のか。そこから見えてくるものの価値は
大きい。本稿では、ベトナム社会主義共
和国において、災害や事件などに対し
て、子どもを「保護」する親の姿勢を、
日本の近年の実態と比較した。 
 

24『災害時における教師た
ちのノブレス・オブリージ
ュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第９回 教訓を生かした
避難所開設・運営に 
 

単著 
平成 29年 10

月 

「教育PRO」第47巻  
第23号 通巻1848号、
ERP、 
pp.８－９ 
 
 

災害時における避難所を運営する主体
に目を向けたとき、「避難所運営ガイド
ライン」には、教員、あるいは教職員が
割当てられている役割は見当たらない。
現実には、学校が避難所となる場合、そ
こを開錠して避難所を開設し、初動段階
で被災者を受け入れ、運営を進めるのは
教師であることが予想される。本稿で
は、避難所開設、運営時における教師の
役割について述べた。 
 
 

25『災害時における教師た
ちのノブレス・オブリージ
ュ ～そこにある「使命
感」と「多忙感」～ 
第１０回 災害に関する
教師へのインタビューか
ら見えてきた課題 
 

単著 
平成 29年 11

月 

「教育PRO」第47巻  
第24号 通巻1849号、
ERP、 
pp.８－９ 

本研究では各小中学校の管理職を対象
としてインタビューを行ってきた。それ
らは非構造化インタビューであり、明確
な問いに対して明確な回答を求めてき
たのではなく、筆者らが震災のことを、
そしてそこに関わる教師たちの内面的
なものを知りたかったというのが率直
なところである。本稿では、その後に実
施した半構造化インタビューの結果を
考察し、災害に関連して、教員にかかっ
ている過重なストレスについて検討し
た。 

     

（その他）（学会発表）     

1「児童の発達段階におけ
る安全教育の有効性に関
する実証的研究」 

単 
平成 23年 11

月 

日本セーフティープ
ロモーション学会 
第５回学術大会（於 
大阪教育大学） 
 
 

本研究においては、一つの実践を低・
中・高学年で行い、その相違を明らかに
し、発達段階ごとの安全教育カリキュラ
ムの作成につなげることを目的とした
ものである。「安全安心様相図」を用い
て実態を調査するとともに、同授業を3
学年で行い、児童の授業時における記述
などをもとに調査を行った。 
 

2「安全教育のレリバンス
に関する研究～大阪教育
大学附属池田小学校『安全
科』の実践から～」 

単 
平成 24年 7

月 

日本カリキュラム学
会 
第２３回大会（於 中
部大学） 
 
 

本研究では、「安全安心様相図」（日本
セーフティプロモーション学会2011松
井）を用いて、大阪教育大学附属池田小
学校「安全科」の授業実践による児童の
変容を客観的に実証することにより、安
全教育内容と児童の発達段階の妥当性
を検証しようとしたものである。本研究
で、安全教育と児童の発達段階の妥当性
を実証することにより、有効な安全教育
プログラムを作成していくことを目標
とした。 
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3「安全教育のレリバンス
に関する研究」 

単 
平成 24年 11

月 

日本安全教育学会第
１３回大阪大会（於 
大阪教育大学） 
 
 

本研究においては、「効果的な安全教
育」であるために、安全教育のレリバン
スに着目した。今後、教科化するにおい
ても、また、安全教育を推進していく上
でも、そのカリキュラムの構築におい
て、児童の安全に対するレリバンスRele
vance（知識・技能・行動・情緒面にお
いて）を考慮することが肝要である。そ
こで、本研究においては、実践例をもと
に児童の安全に対するレリバンスを検
証した。 
 

4「安全教育カリキュラム
のレリバンスに関する研
究～大阪教育大学附属池
田小学校『安全科』の実践
から～」 
 

単 
平成 25年 9

月 

第６回アジア地域セ
ーフコミュニティ会
議 
 

本研究においては、大阪教育大学附属
池田小学校「安全科」の実践例をもとに
児童の安全に対するレリバンスを検証
し、発達段階を考慮した安全教育カリキ
ュラムの構築の礎とすることを目的と
した。「安全安心様相図」を用いた調査
から、同授業を年代別で実施した結果、
年代による相違が明らかとなった。 
 
 

 

5「児童の発達段階と安全
教育内容の妥当性に関す
る実証的研究」 

単 
平成 27年 10

月 

日本安全教育学会 
第16回東京大会（於 
東京女子体育大学） 

本研究の前段階として、「「安全安心様
相図」を用いて児童の安全に対するレリ
バンスRelevance（知識・技能・行動・
情緒面における妥当性）を検証し、発達
段階を考慮した安全教育カリキュラム
の構築の礎とすることを目的とした研
究を行ってきた。本研究においては、よ
り汎用性の高い安全教育プログラムの
開発を念頭に、「児童の安全意識尺度（S
ASC）」の開発に関する基礎的研究を行
い、SASCの信頼性を高めながら、児童の
発達段階を考慮した安全教育プログラ
ムの開発に関する研究を行った。 
 

6「災害時における教員の
職業的役割 
―『使命感』と『多忙感』

に着目して―」 

単 
平成 29年 3

月 

日本教師学学会 第1
8回大会 
（於 早稲田大学） 
 

現代の学校教育に関連する諸課題に
対する教育現場への期待や責任の増大
に伴い、教員の「多忙化」が指摘されて
いる。その一方で、地震災害時に教師は、
「多忙感」の一要因である残業の多寡に
関わらず、避難所運営に携わるなどの例
がある。 
そこで本研究では、教員の「使命感」

と「多忙感」の相関性について、熊本地
震において教員が果たした役割をモデ
ルとして、教員への意識調査をもとに検
討した。 
 

 

7「事件の教訓から学ぶ教
師と学校安全 －池田小
学校事件からの発信を視
点として－」 

単 
平成 29年 9

月 

日本教師教育学会 
第２７回奈良大会 
（於、奈良教育大学） 
 

児童が生命を脅かされ、あるいは失う

事件、事故、事案は後を絶たない。そこ

で、過去の事件や災害の教訓は生かされ

ているのかという問いが生じる。またそ

こに付随して、教訓とは何か、教訓を生

かす方法とは何か、教訓を生かすのはだ

れかという問いについて議論を重ね、体

系的に整理し、児童の命に結びつき生か

される教訓にしていくことが急がれる。

そこで本稿では、今一度、池田小学校事

件に立ち戻り、事件が残した教訓と、そ

の後、附池小が発信した学校安全の取り

組みを視点として、とくに教師が、それ

ら教訓をどのように学校安全に生かし

ていくのかについて発表した。 
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8「災害時における教員の
職業的役割」 

単 
平成 29年 9

月 

日本安全教育学会 
第18回岡山大会（於、
岡山大学津島キャン
パス） 
 

教員の「多忙化」が指摘される中、災

害という統制できない状況のとき、その

「多忙」の多寡にかかわらず、教員が避

難所運営に主体的に、あるいはリーダー

シップを発揮して携わるなどの例があ

る。 

本研究では、教員の「使命感」と「多忙

感」に着目し、その関連性について、熊

本地震において教員が果たした役割を

モデルとして、教員への意識調査をもと

に検討した 

 

9「被災地におけるアート
プロジェクトが児童・教師
に及ぼした影響について」 
 

単 
平成 30年 3

月 

日本教師学学会 
第１９回大会 
（於、甲南大学平生記
念セミナーハウス） 
 

1995年に発生した阪神・淡路大震災以

降、被災者の心のケアの重要性が広く認

識されるようになった。学校教育におい

ては被災した児童生徒のためのストレ

ス対処法や、災害後の心の傷を予防する

ためのストレスマネジメント教育の必

要性が指摘されており、新たな防災教育

が求められている。本研究は、熊本地震

において被災し、避難所となった小学校

において実践されたアートプロジェク

トの報告から、防災教育の新たな方向性

を見出そうとすることを目的とした。 

 

10「教職志望学生の『学校
安全』に関する体験的学修
の有効性」 

単 
平成 30年 9

月 

日本安全教育学会 
第１９回横浜大会 
（於、國學院大學） 
 

教員免許法が改正され、教職課程の授業

の改善や、教職課程全体についてのデザ

インのさらなる検討が、各大学に求めら

れるようになった。教職課程コアカリキ

ュラムにおいては「学校安全」への対応

が求められる。そこで本研究では、教職

志望学生が「学校安全」を体験的に学修

することによる教職への意識の変容、あ

るいは資質能力の形成における有効性

について検討した。 

 

 

11「教職志望学生の『学校
安全』に関する学修の有効
性」 
 

単 
平成 31年 3

月 

日本教師学学会 
第２０回大会 
（於、上智大学） 

教職課程コアカリキュラムにおいて、

「学校安全への対応」が必修項目とされ

た。これまでの課題の経緯を踏まえ、教

職志望学生がいかに「学校安全」を学び、

それが教職への資質能力へとどのよう

に結びつけることができるのか、計画と

実践、評価と検証が必要になってくる。

本研究においては、教職志望学生が学校

安全を学ぶひとつのモデルとして、体験

的学修が教職への意識、資質能力にどの

ように結びつくのか、実践と学生の反応

から検証した。 

 

12「教員による『語り継ぎ』
のジレンマと有効性」 

単 令和 1年 9月 
日本安全教育学会第2
0回山形大会 
（於、山形大学） 

本研究では、被災体験のない、あるい
は学校教育現場に関連した事件につい
て、「事件を知らない」教員が「語り継
ぎ」の責務を負った時、そのジレンマに
ついて明らかにすることを目的とする。
また、教員がそのジレンマを乗り越えて
行う「語り継ぎ」は、その対象（児童や
他の教員）にどのような有効性を持つの
かを明らかにすることを目的とした。 
そしてある教員は、聞き取りの中で「語

り継ぎ」のジレンマを乗り越えたきっか

けとして、他者からの「理解」と「評価」

を挙げた。しかし、事件を対象としたイ

ンフォーマントの語りや環状島のポイ

ントの様相は、熊本地震のモデルの様相

とは違う結果が生じていることが示唆

された。 
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13「事件・災害の未体験教
員による『語り継ぎ』の研
究 

単 令和 2年 3月 
日本教師学学会第21
回大会 
（於 関西医科大学） 

阪神・淡路大震災から 25年が経つ。そ

の年月は、災害等の「未体験」教員が語

り継いでいくことを意味する。本研究で

は、被災体験のない、あるいは学校教育

現場に関連した事件について、「事件を

知らない」教員が「語り継ぎ」の責務を

負った時、そのジレンマについて明らか

にすることを目的とした。本研究のモデ

ルとなった教員は、そのインタビューの

中で一様に、ジレンマを乗り越える「使

命感」を表出した。 

 

14「登下校の見守り調査に
よる安全対策の限界点に
ついて」 
 

単 
令和 2年 10

月 

日本安全教育学会 
第21回静岡大会（於 
常葉大学静岡草薙キ
ャンパス、オンライン
開催） 

警察庁の統計による分析（平成 25年）

では、全被害件数に占める子供の被害件

数の割合の高い罪種について「24年中は

略取・誘拐が 50.8%（95件）、強制わい

せつが 14.5%（1054件）、強姦が 6.1%（76

件）であった」と報告されている。その

後、全体の犯罪件数における略取・誘拐

事件の比率は上昇を続ける。これらのこ

とから、子供が巻き込まれる事件の被害

について、略取・誘拐事件、いわゆる連

れ去りについて注視していく必要性を、

統計が示唆しているといえる。そこで本

研究では、2004年の連れ去り事件を経験

した学校（以下、T小学校）、地域の取り

組みをモデルに、「空白地帯」の存在と、

見守りボランティアの役割、そして安全

対策のあり方について研究することを

目的とする。 
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教  育  研  究  業  績  書 

                                          令 3年 3月 31日    

   氏名  森 一弘     

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

体育科教育の実践に関する実務 

総合的な学習の指導法に関する実務 
体育科指導法・自主的な学び・総合的な学習 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例   
○アクションリサーチを活用した授業の改善 
 ・単元における課題の持たせ方 
 ・子どもの聞き合う場づくり 
 ・子どもと子どもの関係性 
 ・子どもと教師の関係性 
 ・子どもの理解度と授業の有効性 
 
 
 
 
○社会性を育む体育の授業づくり 
 ・チームプレイが重要だという認識の持たせ方 
 ・チームが勝つための自分の役割に気付かす 
 
 
 
 
 
○フラッグフットボールの教育的価値について授業
実践からの検討 

 

 

 

平成 16年 4月～ 
平成 24年 7月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16 年 4 月～平成
24年 7月 
 
 
 
 
 
 
平成 27 年 4 月〜令和
2年 

○授業をビデオで撮影し，子どもの実態をもと
に授業改善の方策を探る。教師の授業における
出場として，発問・切り返し・課題の再設定など
に対して，子どもたちが実際にどのような姿を
しめしたのか分析するとともに個と個の関係，
個と教材との関係，個と集団との関係，個と教師
の関係，集団と教師の関係など協働的な学びを
もとに，授業の改善を明らかにしてきた。 
（神戸大学附属住吉小学校） 
 
○フラッグフットボールを教材にして，子ども
たちの社会性を育む授業デザインを行う。「わか
る・できる」を一体的に扱い，ゲームに勝つため
の，自分の役割を意識し，作戦を進めていくこと
を通して，相手への思いやり，ゲーム進行でのル
ールの順守，マナーの向上が見られた。 
（神戸大学附属住吉小学校） 
 
○フラッグフットボールの授業においてイーブ
ンナンバーゲームを用いて授業展開しても、戦
術的な学習課題へ焦点化でき、プレーにおいて
子どもたちの役割の明確化とともに積極的なプ
レーへの参加を促す可能性があることを明らか
にした。（奈良学園小学校） 
 

２ 作成した教科書、教材   
総合学習「普天間問題を考える」 
 
 
 
 
 
 
 
 
フラッグフットボール指導テキスト 

平成 23年 5月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 21〜24年 7月 

○普天間基地を考えるための沖縄の歴史をまと
めた冊子 15ページ（教材） 
沖縄が本土によって，とられた政策を知ること
で，沖縄の人々の思いを感じ，戦後になってもア
メリカ軍の多くの施設が沖縄に駐留する現実を
知らせる資料を作成した。 
（神戸大学附属住吉小学校の総合的な学習の時
間に参考資料として使用） 
 
○日本フラッグフットボール協会から出版した
指導者のためのテキスト 36ページ（教科書） 
高橋建夫先生が監修した，学校体育で活用でき
るフラッグフットボール練習方法などを示し
た。 
オフェンス時の作戦づくりをしていくために，2
対 1，4 対 3，5 対 3，（オフェンスチームの人数
を多くする）でパスコース・ランコースを考えて
いくモデルとなる動きを示した。また，オフェン
ス時にも相手チームをブロックする動きを示
し，フラッグフットボールのオフェンス時の作
戦をスモールステップで学べるように工夫し
た。（神戸大学附属住吉小学校の体育の指導参考
資料として使用） 
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３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
勤務評定 

 
 

 
 

・神戸大学附属住吉小学校の校長からの評価 
 
 
 
 
 
 
・芦屋市立山手小学校の校長からの評価 
 

平成 16 年度から平成
25年度 
 
 
 
 
 
平成 26 年度から現在
に至る 

副教頭として校務全般を取り仕切り，学校のか
なめとして，各教員らの信頼も厚く，また，PTA
との関係を密にして保護者からの信頼も厚いも
のがある。なくてはならない人材として高い評
価を得ている。 
 
 
研究主任・６年学年主任として学校全体の教育
課程の編成、授業実践、若手教員の指導などの業
務に精通し学校運営の一翼を担っていたという
評価を得ている。 
 
 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
○教育実習に対する指導 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 4年 4月から現在
まで 
 
 
 
 
 
 
 

 
○これまで毎年教育実習生を受け入れて、担任
や管理職の立場で行った講話内容 
 ・学校運営，児童理解，生徒指導と学習指導 
 ・単元の作り方と 1時間の授業の作り方 
 ・学習評価の考え方の実際の評価の仕方 
 ・体育の授業の作り方  
・担任と養護教諭・カンセラーの連携 
・特別活動 等 

 
 

   

５ その他  なし 
 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 
教員免許 

 
昭和 57年 3月 31日 
 
 
昭和 57年 3月 31日 

 

小学校教諭1級普通免許状 

昭56小普第5892号 （埼玉県教育委員会） 

 

中学校教諭 2級普通免許状（社会） 

昭 56中普第 5629号  （埼玉県教育委員会） 

 

２ 特許等 
特になし 
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３ 実務の経験を有する者について特記事項   
○授業づくりセミナー講師 
 
 

平成 23年 8月 
 
 

○神戸大学附属住吉小学校が主催した「授業づ
くりセミナー」において授業を公開し，その後
のセミナーにて講演を行った。具体的には，小
学校 2年生を対象にした鬼遊びの授業を公開し
た。この中では，指導要領の改定時期と重なっ
ていたため，改定の趣旨について解説し，改定
後の内容に沿った授業づくりのポイントを示
した。 
・既習内容や体験を基に，課題を明らかにさせ 
 る。 
・新しい内容を知り，これまでにしたことがな
い動きや作戦の考え方などを見つける。 

・子どもが運営するゲーム大会を開催する。 
 
 

   

４ その他 
「社会貢献」 

 
 

 
 

芦屋市教育委員会 
「社会科副読本作成アドバイザー」 
 
 
 
 
 
全国大学体育連合主催  
大学体育指導者全国研修会講師 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 21〜23年度 
 
 
 
 
 
 
平成 24年 8月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芦屋市社会科部会作成の社会科副読本のアド
バザーとして企画・編集・校正に取り組む。指
導内容として，3・4年生の社会科の指導内容を
押さえ内容にするとともに，芦屋市の特色を取
り入れるようにアドバイスを行った。 
 
 
大学体育連合会の研修会にて大学教員へ「フラ
ッグフットボール」の実技講習を行った。大学
での体育授業に取り入れるための研修会とし
て初心者への指導の具体を示した。この研修で
は、基本的な動きからゲーム（戦術）まで網羅
的に体験することができました。研修を通し
て、フラッグフットボールの魅力を体感し、そ
の特性を生かした授業について、実践的な知見
を学ぶことができるプログラムを紹介した。 
 
 

「指導助言関係」   
・芦屋市立朝日ヶ丘小学校講師 
 
 
・三田市立武庫小学校講師 
 
 
・三田市教育委員会主催研修会講師 

平成 16年度～23年度 
 
 
平成 21〜23年度 
 
 
平成 21〜23年度 

校内授業研究会での指導助言 
及び研究発表会時の指導助言 
 
校内授業研究会での指導助言 
及び研究発表会講師 
 
研究主任対象の「学校研究の進め方」講師 
校内授業研究会での指導助言 
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・川西市市立久代小学校指導助言 
 
・芦屋市教育文化センター講師 
 
 
・芦屋市山手小学校研究会講師 
 
 
・西日本私学連盟体育部会実技研修講師 
 
 
 
 
・奈良県三宅町立三宅小学校運動能力向上の 
 ための指導講師 
 
 
・奈良県三宅町立三宅小学校ボール運動授業 
 実技講習指導 
 
 
・尼崎市立大島小学校講師 
 
 
・芦屋市教育文化センター講師 
 
 
・奈良県三宅町健康づくり推進協議会座長 

 
 
・奈良県三宅町教育委員会授業評価委員 
 
 
 
・芦屋市授業改善部会講師 
 
 
 
・芦屋市新任教員研修講師 
 
 
 
 
 
 

平成 23．24年度 
 
平成 27年 5月 
 
 
平成 27年 8月 
 
 
平成 28年 5月 
 
 
 
 
平成 28年 5月 
 
 
 
平成 28年 8月 
 
 
 
平成 28年 8月 
 
 
平成 28年 8月 
 
 
平成 29年 3月 

 

平成 29 年 2 月〜令和

3年 3月 

 

平成 29 年〜令和 2 年

度 

 

平成 30年 8月 

 

 

 

 

校内授業研究会での指導助言 
 
若手教員が今やるべきこと「授業実践を通し
て」講演 
 
授業研究の進め方「学び合いのある活動につい
て」講演 
 
「フラッグフットボール授業の進め方」実技研
修において、小学校高学年におけるゴール型ボ
ールゲームの考え方及びフラッグフッットボ
ールの授業展開の仕方 講師 
 
小学生 1年生から 6年生を対象に、投動作の指
導を実施しボール投げの技能向上を目指した
指導を行った 
 
フラッグフットボールを中心にボールゲーム
の授業構想について２日間に渡り実践指導を
行った。 
 
学級づくりのポイントを示し、子供が主人公の
学校づくりの必要性を指導した。 
 
2 年次から 5 年次までの若手教員を対象に、学
級づくり・授業づくりを指導した。 
 
三宅町における健康増進計画・食育推進計画を
審議し、計画書を作成した。 
 
三宅町教育委員会の企画事業を第三者の立場
で評価した。 
 
 
新学習指導要領による授業改善の具体を指導
する。３つの柱にした授業の具体とその評価に
ついて講話等を行なった。 
 
芦屋市新規採用者を対象に、授業のつくりかた
を中心に、新任として必要な教師の脂質と能力
を講話した。 
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研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名
称 

単著・
共著の
別 

発行又は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

（著書）     

    

 

 

（学術論文） 
1 グローバル社会を生
きる「社会の更新」を実
現していく子どもの育
成 
～「活用」を視点にした
授業づくり～ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
平成 22年 2月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
神戸大学附属住吉小
学校研究紀要 2009 
P6～P22 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
授業を通して子どもが新しい知識を生み出

したり取り入れたりすることを知の更新とし，
更新していくための有効な手立てについて提
案した紀要である。この基礎編に対して，研究
内容の論の進め方，その具体，成果と課題が整
合しているかを読み取り，研究部へ伝達した。
伝達内容は，活用型授業には，内容面で知の更
新が必要であり，内容の深化として「新たな知」
が授業展開に位置づけられることが必要であ
るといものである。 
～「活用」を視点にした授業づくり～ 

 単元目標に向けた一時間として本時までの
知を，各教科等の視点からとらえ直して，活用
できる形にする。活用できる形にするとは，前
時までの学びをもとにして，本時の課題解決を
していく際に，どのような視点を持てばよいの
かを明確にするということである。また，「新た
な知」を生み出させるために個々の考えをつな
ぎ合わせることも必要であるということを明
らかにした。 
本人担当場所：研究の基礎編部分を担当 
共著者：高橋正，福原雅生，小林秀平，森一弘 
（他 19 名） 

2 グローバル社会に生
きるひびき合う学びを
創造する子ども 
～確かな理解を生む相
互作用の場をデザイン
する～ 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23年 2月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神戸大学附属住吉小
学校研究紀要 2010 
P6～P16 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業の中で，友だちとの関係性を核にして互
いに納得し，新しい知識や技能を身につけてい
くことを提案した紀要である。 

この紀要の基礎編に対して，研究内容の論の
進め方，その具体，成果と課題が整合している
かを読み取り，研究部へ伝達した。伝達内容は，
授業において他者との交流による活動を内容
面の違い，同意，視点の違いなどから授業を構
想する必要性を明らかにすることである。 
～確かな理解を生む相互作用の場をデザイン
する～ 
 相互作用の質の向上のためには，教科等の知
をどのような活動を通して子どもに出合わせ
るのか，その場面や支援の具体について教材研
究をしておく必要がある。一つは，多様な見方
や考え方を表出する場において，何が他者と違
うのか明確に言語化させることが必要である。
二つ目は，新たな知を創出する場において，自
己の変容を言語化して自覚化を図る必要性が
あることを明らかにした。 
本人担当場所：研究の基礎編部分を担当 
共著者：柳田泰義，福原雅生，神山真一，森一
弘（他 19 名） 
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著書、学術論文等の名
称 

単著・
共著の
別 

発行又は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

3「共創」を実現してい
く子ども 
～相互作用の質に着目
して～ 

共著 
 

平成 24年 2月 
 

神戸大学附属住吉小
学校研究紀要 2011 

授業の中で，友だちとの関係性を核にしその
関係性をつないでいくための方策を提案した
紀要である。 
この紀要の研究基礎編に対して，研究内容の

論の進め方，その具体，成果と課題が整合して
いるかを読み取り，研究部へ伝達した。伝達内
容は，授業化の視点を具体として授業の中に位
置づける時，課題の認識では，比較や資料から
の読み取りなど諸能力の必要性を指摘し，修正
していかせた。 
～相互作用の質に着目して～ 
 互いの思いや考え尊重しながら影響を与え
あう相互作用を生むために，「援助の授受」に着
目し，相互作用の質を規定する要素として位置
づけた。授業において「援助の授受」を伴う相
互作用を通して新たな価値を生むために，問題
解決の過程に二つの「授業化の視点」を設定し，
その有効性を明らかにした。 
授業化の視点１：葛藤を顕在化し，共通の課題

を認識させる。 
授業化の視点 2：各自の理解深度のプロセスや

理解の結果をもとに思考を
深化させる。 

本人担当場所：研究の基礎編部分を担当 
共著者：柳田泰義，福原雅生，佐古賢一， 

森一弘，（その他 16 名） 

4「協働社会」を実現し
ていく子ども 
～つながりが生まれる
場をデザインする～ 

共著 平成 25年 2月 
 

神戸大学附属住吉小
学校研究紀要 2012 
掲載 p6～p18 

「協働社会」を実現していくために，協働的な
学びの中で，互いの観方や考え方を調整しなが
ら，よりよい問題解決の道筋を探り解決を図る
子どもとおいた。具体的に授業を構想する手立
を示した。その内容は「聴きたくなる状況を生
む」「相互了解を生む」「自分の考えの見つめ直
しを生む」という 3 つの瀬点を設け授業構想を
考え，実践をし結果から検証していくようにと
いうものである。 
～つながりが生まれる場をデザインする～ 
 3 つの視点を持って実践した結果，次のよう
なことが明らかになった。 
対象に対する自分の考えを明確にし，他者と

考えとの共通点や相違点に気付かせ，解決を図
る手立てが必要である。 
 互いが納得できる見方や考え方について表
現させる手立てが必要である。 
 自分見方や考え方の変容の過程をふりかえ
り，学習内容に対する理解を深めたり，意味づ
けを豊かにしたりする手立てが必要である。 
 このような 3 つのことが明らかになった。 
本人担当場所：研究の基礎編部分を担当 
共著者：柳田泰義，福原雅生，小河内直樹， 

森一弘，（その他 13 名） 
 

5 新しい体育授業の創
造をめざして 
～ライフスキルの育成
を視野に入れた体育学
習～ 
 
 
 

単著 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25年 3月 
 
 
 
 
 
 
 

教育 PRO 3月号 

株式会社 ERP 

掲載 p6～p9 
 
 
 
 
 

「成就性」「承認性」「親和性」の三つの要素を 
おき、体育授業を実践していくことは、子ども 
が運動好きになることでもある。「精一杯動い 
た楽しさ」「できるようになった喜び」「仲間と 
協力できたよさの実感」「新しい発見」がある 
授業である。この結果として、身体的エフィカ 
シ―が高まり，セルフエスティームの獲得がみ 
られるという主張を行った。 
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著書、学術論文等の名
称 

単著・
共著の
別 

発行又は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

6 人間教育を支えるも
の〜自尊感情に焦点を
当てる体育科の授業構
想〜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 単著 
 

平成 26年 12月 人間教育学研究  
第 2号「人間教育学」
の可能性—理論の展開
と実践− p89〜p100 
 

体育科の授業構想において次の３点がポイン
トとなることを明らかにした。①この多様性
を授業に関わる全員が受け入れる。②仲間と
の関わりで生成される思考や技能を表現す
る。③仲間との関わりの中で差異を明らかに
し認め合う。 
このポイントを授業に位置付けることで、体
育科の特性としての資質も高めることができ
る可能性がある。○自由に操れる体・身体的
エフィカシー、○精神的・肉体的な粘り強
さ、ストレス対処スキル、○批判的思考、社
会性、コミュニケーション、自律心などの資
質を高めることができ、この資質が生涯スポ
ーツへつながっていく大事な要素であること
を示した。 
 

7 共に学びを創り会う
子どもをめざして 
〜言葉を生かし知識や 
 技能を更新する〜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 平成 27年 2月 芦屋市立山手小学校
研究紀要 2014  
掲載 p33〜p39 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
掲載 
 p120〜p126 
 

授業研究基礎編  
授業研究において最も大事にしたことは，各
研究同人の主体的な取り組みである。研究同
人である教師一人ひとりは，授業の質を高め
ることを目指し，授業研究に取り組んでき
た。授業の質について秋田は，『一人ひとり
の子どもが授業中どれだけ「安心・安定
（well-being）しているか」という居場所感
と，学びの対象に対してどれだけ深くまたよ
り長く「没頭・夢中(involvement)関わり考え
ることができるか」』という集中の 2点を挙
げている。この 2点を踏まえ，子どもたちが
教師との信頼関係，仲間に受け入れられてい
るという受容感，よくわからない，迷った
り，困ったりしていることを自己開示できる
安心感，自分の考えや言葉に共感しそれを豊
かにすることから生まれる一体感を授業の中
でみていくという主張を行った。 
 
授業実践編 

生き物の 3つの特徴である、 

◇「外の世界とつながり」事例１ 

◇「一つの個体としてつながり」事例２ 

◇「長い時間の中で過去の生き物たちとつながり」事例 3

をなぜ筆者は、この順で示し、特徴として挙

げたのかということを考える時間である。

（批判的思考の活用）この特徴をこの順で示

した理由は、目に見える身近なつながりから

目には見えないつながりを挙げ、つながりが

だんだんと長くな 

っていき、事例 3のつながりは永遠につなが

っていくという時間的空間の深まりを意味し

ている。このような筆者の工夫を共同的な学

びで発見させ、読みの楽しさを実感させるこ

とを明らかにした。 

共著者：中村整七、西尾節子、森一弘 

              （その他 32名） 
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著書、学術論文等の名
称 

単著・
共著の
別 

発行又は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

8 フラッグフットボー
ルにおける戦術アプロ
ーチによる簡易化され
たゲームの有効性と課 
題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 

 

平成 27年９月 奈良学園大学紀要 
掲載 p135〜p141 
 
 

フラッグフットボールは、アメリカンフット
ボールを簡易化したゲームである。簡易化さ
れた要素は、タックルの危険性を回避するた
めに腰につけたフラッグをとることで、身体
接触を禁止した。また、人数は５人対５人と
した。用具であるボールは、小さく柔らかい
ものとしている。指導要領に示されている簡
易化する要素を取り入れながら、授業を展開
している。この中で、戦術アプローチの考え
を持ち込み、アントナンバーのゲームであっ
たり、パスに限定した動きをさせたりする
が、これらの学習では、子どもたちの作戦を
つくりだすという思考・判断させる活動が弱
化させていることを指摘し、イーブンナンバ
ーでのゲーム、ボールをゴールに運び込む手
立てを提案した。 
 

9 新聞を活用した総合
的な学習の時間−アク
ティブ・ラーニングを
意識した授業− 
 
 
 
 

 単著 平成 27年 12月 人間教育学研究  
第 3号「人間教育学」
の視座—新しい「教育
改革」への提言−  
p107〜p114 
 

新聞を活用し、子供たちが自らの興味関心に
もとづき、課題を設定し、課題を解決するた
めに情報を集め、課題解決のための方策を考
え、まとめていく授業実践を提言した。この
中で、新聞活用のポイントとして、「琴線に
触れる言葉を探させる」「これからの自分の
生き方について示唆している記事を探させ
る」という２点が重要であることを明らかに
した。 
 

10 経験による「教師の
成長」について考察す
る 

 単著 平成 28年 3月 大阪教育大学実践学
校教育講座 実践教
育学論集 2015 
−現代の教育問題を考
える 20− 
p58〜p61 
 

「教える」という営みは、子どもたちの活動
と結果として起こる事柄の詳細な関連を見い
だし、反省していく熟慮的な「経験」だとと
らえることができないだろうか。ここでいう
「経験」は、常に他者や自分自身の未来に開
かれ、また新しいものを絶えず受け入れてい
こうとする。このような「経験」の繰り返し
が、教師の成長を確かなものにし「教える」
プロとして変容をもたらせてくれる。日々の
授業の中で一人ひとりの子どもや個々の教材
と向き合い熟慮する。また、日々、教師は自
分の行動をふりかえり、反省的に教材内容の
本質や子どもの思いに気づいていくことを、
教員志望の学生に指導する必要性を提言し
た。 
 

11修士論文 
小学校体育におけるフ
ラッグフットボールゲ
ームの授業実践研究  
−イーブンナンバーゲ
ームの有効性− 
 
 
 
 
 
 
 

 単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 29年 1月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪教育大学大学院
教育研究科 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本研究の目的は、フラッグフットボールゲーム
を公式ルールである 5人対 5人（クラスの人数
によっては、4 人対 4 人）のイーブンナンバー
ゲームで実施しても戦術学習が成り立つこと
を明らかにすることであった。結果として、ゲ
ームパフォーマンスが向上する。以上のことか
ら、フラッグフットボールの授業においてイー
ブンナンバーゲームを用いて授業展開しても、
戦術的な学習課題へ焦点化でき、プレーにおい
て子どもたちの役割の明確化とともに積極的
なプレーへの参加を促す可能性があることを
明らかにした。 
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著書、学術論文等の名
称 

単著・
共著の
別 

発行又は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

12 新しい視点から見た
教職入門（第２版） 
 

単著 令和２年 4月 大学教育出版 
第 4章 教員のメン
タルヘルス p89〜
p105 
第 5章 教育実習・
教育実習事前事後指
導・教職実践演習 
p251〜p265 
 
ミニ教育用語事典
「主体的・対話的で
深い学びの実現に向
けて」p256 

教員のメンタルエルスに関する現状と課題を
明らかにし、予防的取り組みについて述べた。  
教育実習の意義及び実習に関わる組織の役割、
実習のための具体を示した。また、有意義な実
習になるための必要な条件について述べた。 
共著者：中田正浩、住本克彦、森一弘、長井勘
治、その他 6 名 
 

13 特別支援学校にお

ける感染性胃腸炎ンポ

集団発生の要因とその

拡大予防に関する検討 

 

共著 平成 30年 10月 奈良学園大学研究紀
要第９集 

特別支援学校において感染性胃腸炎の集団発
生から終息までの欠席。学級閉鎖の状況対応策
の記録を分析し、感染ルート、感染拡大の原因、
対応策について検討した。病原菌の感染力に強
さに加え、児童生徒の過密、授業等における集
団の形成が感染の原因である可能性が示唆さ
れた。共著者：中島栄之介、森一弘 
 

（その他）     

1 芦屋市立朝日ヶ丘小

学校指導助言時の冊子 

 

単著 平成 16 年度～23

年度 

神戸大学附属住吉小学校 

森 

4ページ 

＊全員の先生方の授業を参加しての感想および助言を文章

にまとめ配布した。 

・教室の空間：たおやかな空間を 

       静かな空間を 

       整理整頓された空間を 

       教師が最大の言語環境である 

・活動亜ありきで内容なしの授業にはしない工夫 

・子どもとの関係づくり：つなぐ，もどす，きく 

            子どもを体に入れる              

子どもと面を作る 

・同僚性の発揮 

・私のいい授業の創造 

・指示命令のない学校づくり 
・縦割り集団の意義   
 

2 三田市教育委員会主

催研修会講演時の冊子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21〜23年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

神戸大学附属住吉小学校 

森 

2ページ 

 

 

 

 

2ページ 

 

 

 

 

研究の進め方 

＊研究の進め方～研究テーマの設定の仕方～ 

・児童の実態，教育界の課題，教師の思いを織り交ぜてテー

マを設定 

・学級を開くという意味 

・授業化の視点を創り出す 

・同僚性の発揮が必要 

＊学習評価の在り方 

・絶対評価と相対評価の違い 

・評価規準と評価基準 

・単元目標と本時目標の関係と自己評価の指導 

 

3 芦屋市教育委員会 
「社会科副読本作成ア
ドバイザー」 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21〜23年度 
 
 
 
 
 
 
 
 

芦屋市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋市社会科部会作成の社会科副読本のアド
バザーとして企画・編集・校正に取り組む。指
導内容として，3・4年生の社会科の指導内容を
押さえ内容にするとともに，芦屋市の特色を教
材化し，問題解決型の副読本づくりをサポート
した。 
編者：芦屋市教育委員会、 

共著者：伊田義信，金川秀人，俵原正仁， 

森一弘（他 9名） 
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著書、学術論文等の名
称 

単著・
共著の
別 

発行又は発表の
年月 

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称 
概      要 

5 川西市市立久代小学

校指導助言時の冊子 

 

 

 

単著 

 

 

平成 23．24年度 

 

 
 

神戸大学附属住吉小学校 

森 

2ページ 

 

体育授業の進め方 サッカーゲームの単元構想 

 ・ドリルゲーム，タスクゲームの位置づけ方 

 ・スペースの利用 

 ・課題の持たせ方⇔振り返りの活用 

 ・思考力の育成をめざして 
 

6 全国大学体育連合主
催  

大学体育指導者全国研

修会「大学体育 100号」 

 単著 平成 24年 12 
月 
 

全国大学体育連合 

掲載 p55～p57 

大学での体育授業に取り入れるための研修会

として初心者への指導の具体を示した。 

フラッグフットボールの研修では、基本的な動
きからゲーム（戦術）まで網羅的に体験するこ
とができました。研修を通して、フラッグフッ
トボールの魅力を体感し、その特性を生かした
授業について、実践的な知見を学ぶことができ
るプログラムを紹介した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和３年 ３ 月３１日 

氏名 吉 田  明 史   

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 数学教育 中高におけるわかる授業，高大接続，評価，保育者の数学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

   

   

２ 作成した教科書，教材   

平成 27年度検定中学校数学教科書著者（啓林館） H27.12 奈良女子大学理学部数物科学科の教職認定科目「中等 

  教科教育法数学Ⅱ、B」の講義において活用した。 

令和元年度検定中学校数学教科書著者（啓林館）  令和 3年度から講義にて使用予定。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

授業アンケートにおいて学生から高評価を得た。 H25 「情報リテラシーⅠ」「同Ⅱ」において，約 80％の学

 

 
  から説明がわかりやすいとの評価を得た。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1) 研究会講演講師 H23.10 
北海道数学教育研究会（旭川大会）にて高等学校部会講

師を務めた。 

2) 研究授業の指導助言 H23.11 

奈良県天理市教育委員会主催「学習意欲を高める言語活

動の充実」をテーマにしている教員の授業について指導

助言した（天理市立南中学校） 

 
3) 文部科学省 SSH企画評価委員 H24.4 

SSHの運営企画に関わり，現状と課題，今後の方向性に 

ついての議論に関わる（継続中） 

4) 近畿数学教育研究発表奈良大会実行委員長 H24.4 
本県で行われる研究発表大会の実行委員長を務め，大会

の準備運営を担当した（1年 9ヶ月）。 

5) 研修会講師 H24.6 
奈良県数学教育会「高等学校数学科における評価」と題

して高等学校教員に対して講演した。 

6) 研修会講師 H25.10 

青森県教育委員会主催「高等学校の学習指導と学習評価

の工夫」と題して，高等学校教員に対して講演と演習を

行った。 

7) 研修会講師 H27.2 

奈良県宇陀市教育委員会主催の研修会にて，市内の幼稚

園教員 30名程度に対して，幼稚園教育の現状と課題を

踏まえ，保育者に必要な数学力について講義を行った。 

8) 教育実践演習講師 H27.9 
龍谷大学学生（3，4回生）に対して，「期待される教

師像」と題して，講義を行った。 

9) 研修会講師 H28.8 

日本数学教育学会主催の講習会（岐阜県）にて「中学校

との接続を意識した指導と評価」について講義を行っ

た。 

10）研修会講師 H28.8 

奈良県教育委員会主催 10年経験者研修にて，「特色あ

る学校づくりとリーダーの役割について」の講義を行っ

た。 

11) 研修会講師 H31.6 

東大阪市教育センター主催中学校数学研修講座講師 

「思考力・判断力・表現力を育む算数・数学の授業づく

り① 

12) 研修会講師 H32.1. 

東大阪市教育センター主催中学校数学研修講座講師 

「思考力・判断力・表現力を育む算数・数学の授業づく

り② 

13) 近畿数学教育研究発表奈良大会実行委員長 R2.4 次年度奈良県で行われる大会の責任者（継続中）。 
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14) 文部科学省：理科教育等設備基準改訂のための

検討会委員 
R2.12 

理科教育等設備基準改訂のための検討会及び理科教育

等設備基準改訂に係る検討に必要な専門的作業（継続

中） 

15) 文部科学省：高等学校数学評価改善資料作成協

力者 
R2.9 

高等学校数学科の評価規準及び評価の具体例を作成す

る（継続中） 

５ その他   

1) 奈良文化女子短期大学 副学長 H25.4 副学長として学長を補佐した（1年間）。 

2) 奈良学園大学 副学長 H26.4 学長を補佐し，登美ヶ丘キャンパスを統括した（4年間） 

3) 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 学長 H26.4 短期大学部の学長として教育経営に関わった（5年間） 

4) 学校法人奈良学園 常勤理事 H26.4 

 
法人全体の経営に関わった（4年間）。 

5) 学校法人高野山学園 監事 H27.4 法人全体の業務を監査している（継続中）。 

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1) 中学校教諭 一級普通免許状 S50.3 昭 49中一普第 975号（広島県教育委員会） 

2) 高等学校教諭 二級普通免許状 S50.3 昭 49高二普第 1318号（広島県教育委員会） 

3) 高等学校教諭 専修免許状 H2.7 平 2高専修第 21号（奈良県教育委員会） 

２ 特許等   

  特記事項なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1) 学会講師及びシンポジスト H23.8 日本数学教育学会主催，第 7回 算数・数学教育を考え 

  る会にて，「指導と評価のあり方」について高等学校 

  部会で講演するとともに，「新教育課程における指導 

  と評価のあり方」をテーマにしたシンポジウムでシン 

  ポジストを務めた。 

４ その他 

 
  

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）        

1.フィンランドの算数・数

学教育 

共著 平成 25年 9月 明石書店 

フィンランドの算数・数学教育に関して，カ

リキュラム，教科書，授業，教員養成の各視

点から論述した。共著者：熊倉啓之、國宗進、

近藤裕、柗元新一郎、吉田明史 

担当部分：４章１節 p.110～p.114、p.118～

p.122、小学校の算数の現状について、授業

観察記録を本に分析・論述した。Ａ5判 219

頁 

2.中学校数学科指導書執

筆 
共著 平成 26年 9月 啓林館 

平成 28年度版中学校数学指導書通論、著者：

岡本和夫，森杉馨，佐々木武，根本博，吉田

明史他 13名，担当頁；第Ⅱ章－４ 「数学

の有用性の実感（４頁）」、第Ⅲ章－２「課題

学習（４頁）」、中学校数学において数学学習

が有用であることをどのように実感させる

のかについて論述した。さらに，数学的な見

方や考え方を育成するための課題学習の在

り方について論述した。B5判 

3.主体的能動的な学習 共著 平成 28年 8月 金子書房 

主体的能動的な学習について、数学教育の観

点から論述。共著者梶田叡一、鎌田首治朗、

伊崎一夫、角屋重樹、原田智仁、直山木綿子、

担当部分：P34～p44、A5判 143頁 

4.保育者が身につけてお

きたい数学―「数・量・形

の感覚を養う保育」と「事

務」に生かすために 

共著 平成 29年 6月 萌文書林 

保育者が身に付けておきたい数学について、

具体的な事例を用いて解説した。編集担当吉

田明史、田宮縁、共著者 

5.アクティブ・ラーニング

を位置付けた高校数学の

授業プラン 

共著 平成 29年 8月 明治図書 

高校数学におけるアクティブ・ラーニングに

ついて、数学的活動との関連から整理し、そ

の評価の在り方について言及した。編集担当

吉田明史、共著者酒井淳平、熊倉啓之ほか 13

名、担当部分：P1～12、p92～97、p124～p132、

A4判 132頁 
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6.平成 30年版 学習指導

要領改訂のポイント 高

等学校 数学 

共著 平成 31年 3月 明治図書 

新学習指導要領改訂のポイントを、具体的な

教材とその展開例を示して解説した。編集担

当吉田明史、共著者 

(学術論文) 

1.フィンランドの算数教

育：フィンランドの教育制

度 

共著 平成 23年 8月 
日本数学教育学会会誌

93(8)、P.20～P.23 

共著者：熊倉啓之、國宗進、吉田明史、相馬

一彦、松元新一郎、松島充 

共同編集のため担当部分抽出不可。 

2.フィンランドの算数教

育：フィンランドの算数授

業 

共著 
平成 23年 10

月 
日本数学教育学会会誌 

93(10)、P.18～P.23 

 

共著者：熊倉啓之、國宗進、吉田明史、相馬

一彦、松元新一郎、松島充 

共同編集のため担当部分抽出不可。 

3．フィンランドの算数教

育：フィンランドの教員養

成 

共著 
平成 23年 12

月 
日本数学教育学会会誌 

93(12)、P.19～P.21 

共著者：熊倉啓之、國宗進、吉田明史、相馬

一彦、松元新一郎、松島充 

共同編集のため担当部分抽出不可。 

4．高等学校における評価

の改善と工夫（数学科） 
単著 平成 25年 5月 学事出版 

中等教育資料6月号N0.925 p.48～p.53 中

等教育資料（文部科学省編集）、高等学校数

学科における評価の在り方について、評価の

意味の一つに指導改善があること、４つの観

点の意味、数学的な表現・処理が数学的な技

能に変わったことの意味、事前評価、事中評

価、事後評価の意味などを解説するととも

に、評価を通して指導を見直すことを具体的

な事例で論述。 

5．保育者に必要な数学力

についての基礎的研究(1)

（査読付） 

単著 
平成 25年 11

月 
奈良文化女子短期大学紀

要第 44号 p.121～p.136 

全国の保育者養成短期大学への調査を通し

て、学生が身につけなければならない数学力

について論説した。 

6．保育者に必要な数学力

についての基礎的研究（2） 
単著 

平成 27年 11

月 

奈良学園大学奈良文化女

子短期大学部紀要第 46

号 p129～p149 

保育者が身に付けてほしい「数学力」につい

て文献調査やアンケートを通して考察し、

「数学の基礎知識」と「環境を構成する力」

がその柱であるとした。科研費補助金課題番

号 263812299による研究 

7．幼児の活動を数学的に

豊かにする方略（査読付） 
単著 

平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文化女

子短期大学部紀要第 47

号 p81～p93 

幼稚園の活動を観察した 6つの事例から、幼

児の活動を数学的に豊かにする方略として

「教材開発能力」と「実践上の能力」の観点

から整理した。 

8．保育者に必要な「数学

力」 

―「数学の基礎知識」と「環

境を構成する力（査読付） 

単著 
平成 28年 10

月 

日本数学教育学会．第 49 

回秋期研究大会発表収録

（口頭発表）pp.513～

516． 

保育者に必要な数学力を、二つの柱で規定

し、その身について論じた。 

9. 保育者に必要な「数学

力」とその養成（査読付） 
単著 平成 29年 6月 

日本数学教育学会第５回

春期研究大会論文集「創

成型課題研究の部」 

保育者が身に付けてほしい数学力を 3つの柱

に整理し、それぞれの具体的な内容について

説明した。 

10. 幼児の活動を数学的

な活動にする環境構成（査

読付） 

単著 
平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文化女

子短期大学部紀要第 48

号､p97～109 

保育の中に見られる幼児の活動が、保育者の

「環境を構成する力」により数学的に深まっ

ていく状況をエピソード事例として整理し、

保育者が数学的な観点を意図して保育計画

を立てることの重要性を示唆した。 

11. 保育者の養成段階に

おける数学力の育成（査読

付） 

共著 平成 30年 2月 
静岡大学教育実践総合セ

ンター紀要第 28巻， 

p11～ 18 

保育者に必要な数学力を身につけさせるた

めに行った授業（白銀比，黄金比等）につい

て考察するとともに，数学力育成の課題につ

いて論述した．著者：吉田明史，田宮縁，國

宗進，共同編集のため担当部分抽出不可。 

12. 保育者に必要な「数学

力」とその育成に関する研

究 

共著 平成 30年 5月 
日本保育学会（仙台）に

おいてポスター発表 

保育者に必要な数学力についての研究の目

的，方法，内容について報告するとともに，

保育者養成のテキストについて紹介した． 

13. 就学前算数教育実現

のための保育者の養成・研

修と専門的職能成長に関

する考察 

共著 平成 30年 6月 
日本数学教育学会第 6 回

春期研究大会にて発表 

千葉大学松尾七重をオーガナイザーとして 5

名が発表のうち、「保育者養成における「数

学力」の指導の現状」について口頭発表、論

文集 6頁執筆 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31日 

氏名  安東 雅訓 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

表現論的組合せ論 整数の分割, ヤング図形, 母関数 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

(1) 学習支援システム上への演習問題の公開 平成 24 稚内北星学園大学において, 講義で扱った演習問題 

年 4月 を学習支援システム上に上げている. 在学生の他にも 

～平成 高校で教員をしている卒業生もたびたび確認しており, 

30年 3 授業の参考や自学に活用している. 

月 

(2) 就職試験対策講座における, 数的推理・判断推 平成 25 数的推理・判断推理分野の問題は初等的な数学を用い 

理分野の推理による解法の実践 年 6月 時間をかけて丁寧に解けば答えの出せるものが殆どだ 

～平成 が, その方法で正解率・回答速度を上げようとすれば慣 

29年 8 れるより他なく, それなりの時間を要す. そこでこの 

月 分野は「数学」ではなく「推理」であるとしての, ベ 

イズ確率等のテクニックにより選択肢を推理する方法

を紹介している. 実際に公務員試験等で使い, 有効だ

ったとの評価を得ている.

２ 作成した教科書，教材 

(1) 数学科目演習問題 平成 24 稚内北星学園大学において, 担当数学科目（数学基礎 

年 4月 I, II, 線形代数学 I, II演習, 代数学 I, II, 幾何学 

～平成 II, 集合論入門）で扱った演習問題を LMS（ラーニング 

30年 3 マネジメントシステム）上にアップしたもの. 教科書

月 の演習問題としてはあまり見ない類の問題も多く載せ

ている.

(2) 就職試験対策講座における演習問題 平成 25 稚内北星学園大学における就職試験対策講座におい 

年 6月 て, 教材として使用したもの. 定着のために扱う問題 

～平成 の種類を絞り類似の問題を多くそろえており, それら 

29年 8 の問題を不得意とする学生には好評であった. 

月 

(3）数理パズル集 平成 26 稚内北星学園大学まちなかメディアラボのプレオー 

年 12月 プンにおいて特集した数理パズル集. 小学校低学年レ 

ベルの問題から高校生レベルまでを揃えている. 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

(1) 稚内北星学園大学採用時の学部長の評価 平成 24 数学についての深い知識だけでなく, 教育に対して 

年 2月 の情熱と使命感を備えており, 数学教育だけでなく教 

員養成にもその力を発揮すると期待する. 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

(1) 北海道教育大学大学院生への指導 平成 26 北海道教育大学の大学院生 2名に対し, 大学数学と 

年 9月 高校数学の関連, 教員採用試験過去問の解説, 中高生 

向けの数学トピック紹介等の指導を行った. 

平成 27 北海道教育大学の大学院生 2名に対し, Latex のイン 

年 10月 ストールと使用方法, 教員採用試験過去問の解説, 大

学入試問題の指導方法等の指導を行った.

５ その他 

特記事項無し 
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

   

   

２ 特許等   

   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

４ その他   

   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1     

2     

3     

:     

（学術論文）     

（査読有）     

1 Combinatorics for 

graded Cartan matrices of 

the Iwahori-Hecke 

algebra of type A. 

共著 2013 

Annals of 

Combinatorics , 

17(3)427-442. 

 熊本大学山田裕史教授, 岡山大学鈴

木武史准教授との共同研究である. オ

イラーの奇・相違分割等式の証明に用い

られるグレイシャー対応の各ステップ

にウエイトを付け, そのウエイトを用

いて A型岩堀-ヘッケ環の次数付きカル

タン行列の行列式を記述している.  

共著：山田裕史, 鈴木武史, 安東雅訓 

2 A combinatorial proof 

of an identity for the 

divisor function. 

単著 2013 

Electronic Journal 

of Combinatorics, 

20(2)12pp. 

 内村型 q-恒等式と呼ばれる, 約数関

数と関連した q級数の等式について, 組

合せ論による翻訳と, 写像を用いての

全単射証明を与えている. 

3 Products of parts in 

class regular 

partitions. 

共著 2017 

Hiroshima 

Mathematical 

Journal, 47(1) 

15-18. 

 熊本大学山田裕史教授との共同研究

である. r-類正則分割から定まる盤上に

2種のウエイトを定義し, それらの積が

階数を定める毎に一致することを示し

ている. 0階以降の積は岩堀-ヘッケ環の

次数付きカルタン行列の行列式に一致

する.  

著者：山田裕史, 安東雅訓 

4 Inferior Regular 

Partitions and Glaisher 

Correspondence. 

単著 2020 

Hokkaido Mathmatical 

Journal, 

49(3)391-398. 

 整数の分割に劣正則という制限を導

入し, その母関数がグレイシャー対応

における操作回数の母関数と一致する

ことを示した. それにより, 水川-山田

の X-Yの定理を再証明し, またその自然

な一般化も行っている.  

（査読なし）     

5 グレイシャー対応とヘ

ッケ環の次数付きカルタ

ン行列 

共著 2011 
京都大学数理解析研

究所, 1738, 83-91. 

 整数の分割の各成分の個数について, 

p-進法での桁数を考えるという式と, 

その背景にある A型次数付きカルタン行

列の行列式を説明している. この結果

は宇野-山田のカルタン行列に関する結

果の次数付き版となっている. 著者：山

田裕史, 鈴木武史, 安東雅訓 

人間教育学部 人間教育学科

230



6  次数付きカルタン行列

に関する組合せ論 
共著 2011 

代数群と量子群の表

現論研究集会報告集

12-20. 

 オイラーの奇・相違分割の等式の全単

射証明法の１つにグレイシャー対応と

呼ばれるものがある. このグレイシャ

―対応の各ステップにウエイトを付け

たものを複数考え, これらの積が次数

付きカルタン行列の行列式に一致する

ことを示している. 

著者：山田裕史, 鈴木武史, 安東雅訓 

7  約数関数に関する q-方

程式 
単著 2013 

北海道大学数学講究

録, 157, 209-212. 

 約数関数に関係する内村型 q-恒等式

と呼ばれる式について, 組合せ論的な

意味づけと精密化を行っている. 

8  内村型 q-恒等式の組合

せ論的理解と一般化 
単著 2013 

室蘭工業大学数理科

学談話会報告集, Web

掲載 

 内村型q-恒等式と呼ばれるq級数の等

式について, 式変形・超幾何関数の特殊

化と色々な証明が知られているが, 組

合せ論の話として証明している. 

9 制限分割の数え上げ 単著 2017 数学セミナー2月号 

 雑誌「数学セミナー」の整数の分割特

集において, 制限分割の数え上げにつ

いての記事を担当した 

     

:     

（その他）     

講演・学会発表     

1ヤング図形のフック長の

積 
 2010年 3月 日本数学会年会  

2 グレイシャー対応と次

数付きカルタン行列 
 2010年 9月 

日本数学会秋季総合

分科会 
 

3 グレイシャーウエイト

と次数付きカルタン行列 
 2010年 10月 

RIMS 研究集会組合せ

論的表現論とその応

用 

 

4 次数付きカルタン行列

における組合せ論 
 2011年 6月 

代数群と量子群の表

現論研究集会 
 

5 相異分割のヤング図形

と約数関数 
 2012年 3月 日本数学会年会  

6 内村型 q-恒等式の組合

せ論的理解と一般化 
 2013年 2月 

室蘭工業大学数理科

学談話会 
 

7 約数関数に関する q-方

程式 
 2013年 2月 

数学総合若手研究集

会 
 

8 内村型 q-恒等式の組合

せ論的理解と一般化 
 2013年 6月 

東海大学数学科談話

会 
 

9 内村型 q-恒等式とヤン

グ図形 
 2013年 10月 

RIMS 研究集会組合せ

論的表現論の展望 
 

10 4-正則分割について  2014年 1月 
岡山大学理学部数学

科談話会 CORE 
 

11 分割のフック長の積に

関する公式 
 2014年 3月 

第 1 回岡山-広島代数

学シンポジウム 
 

12 分割と相異分割の母関

数における相似性の理解

とその応用 

 2014年 9月 
日本数学会秋季総合

分科会 
 

13 約数関数と相異分割  2014年 11月 
東京無限可積分セミ

ナー 
 

14 奇数と台形数  2015年 3月 日本数学会年会  
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15 奇数と台形数  2015年 3月 
第 2 回岡山-広島代数

学シンポジウム 
 

16 ヤング図形のフックの

超対称性について 
 2015年 11月 

室蘭工業大学数理科

学談話会 
 

17 長方形型と階段型のヤ

ング図形 
 2016年 3月 

第 3 回岡山-広島代数

学シンポジウム 
 

18 劣正則分割とグレイシ

ャー対応 
 2016年 8月 

稚内表現論小研究集

会 
 

19 ヤング図形におけるフ

ックの超対称性について

の組合せ論的証明 

 2017年 8月 
弘前表現論小研究集

会 
 

20 整数の分割と母関数  2018年 8月 
岡山大学オープンキ

ャンパス 
 

21 カタラン数の表示につ

いての 3つの証明 
 2018年 8月 

福井表現論小研究集

会 
 

22 劣正則分割とグレイシ

ャー対応 
 2018年 9月 

日本数学会秋季総合

分科会 
 

23 劣正則分割とグレイシ

ャー対応 
 2018年 9月 

岡山大学理学部数学

科談話会 CORE 
 

24 周期性を持つ r-正則分

割 
 2019年 9月 

岡山大学理学部数学

科談話会 CORE 
 

25 原田の予想についての

対称群における証明 
 2019年 10月 

奈良学園大数学セミ

ナー 
 

26 ボードゲーム「カタン」

がスマホ ARになって数学

者の僕が考えたこと 

 2019年 11月 現代ビジネス記事  

27 数学者が「ピザ」のケ

ンカしない分け方につい

て本気で考えてみた 

共著 2021年 1月 現代ビジネス記事  

:     
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 3 年 3月 31日 

氏名 岩 本 健 一             

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 社会福祉学  社会的養護・児童自立支援施設・施設保育士養成 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

①体験学習と知識の習得を関連付けた指導の開発 

 

平成 22年

4月   

～平成 31

年 3月 

 

美作大学短期大学部幼児教育学科「総合演習」鳥取短

期大学幼児教育保育学科「特別研究」奈良学園大学奈良

文化女子短期大学幼児教育学科「子ども学ゼミ」 

 ゼミ形式で行う専門性を探求する授業において、小中

学生に指導することを前提に、自然遊びや伝承遊びを学

生に体験させた。コマの手乗せ、もみぎり式火起こし、

川魚すくい、アケビや木の実採集、陶芸のコップ作り、

竹トンボ作り、たき火でパン作り、などを行う。これら

のことから、保育学生が乳幼児に興味の対象が向きがち

であるにもかかわらず、小中学生を対象とした遊びに興

味を持ち、社会的養護への関心が高めていることが成果

である。 

②施設実習指導における事前・事後指導の連携によ

る学生の実習に対する動機付けを確保する指導の

開発 

 

平成 22年

4月   

～現在に

至る 

 

美作大学短期大学部幼児教育学科「相談援助」鳥取短

期大学幼児教育保育学科「保育実習指導Ⅲ」奈良学園大

学人間教育学部「施設実習指導」 

 1年生の「保育実習指導Ⅰ（施設）」の授業において書

き出した実習に対する不安を、すでに施設実習を経験し

ている2年生がその「不安」をグルーピングし、解決方法

を提示し、1年生に発表する。具体的な実習状況やこぼれ

話に基づいてまとめることによって、1年生が施設実習

に対するイメージを具体化させ、不安を軽減できること

が成果である。 

 
③社会的養護をテーマにしたシナリオの作成と発表

を用いた授業の開発 

 

平成 22年

4月     

～現在に

至る 

 

美作大学短期大学部幼児教育学科「相談援助」鳥取短

期大学幼児教育保育学科「保育実習指導Ⅲ」奈良学園大

学奈良文化女子短期大学幼児教育学科「相談援助」奈良

学園大学人間教育学部「相談援助」 

4コマ分を1クールとして、社会的養護の関わるテーマ

について4～5名を1グループとし、グループごとに話し

合ってオリジナルなシナリオを作成する。それに基づい

て、配役を決め、発表する。そのストーリーをもとに、

他グループのメンバーが相談援助の方法を考えるとい

う授業を展開した。このような、ロールプレイを行うこ

とによって、ストーリー作成のために積極的に調査を行

い、それをもとに自分たちの意見をまとめることが出来

ることが成果である。また、役割を演じることの楽しさ

を味わうことが出来、人前での緊張を達成感に変えるこ

とができるのも成果である。 
 

④NIE（新聞教材活用）による授業展開の開発 

 

平成 22年

4月   

～現在に

至る 

 

美作大学短期大学部幼児教育学科「社会福祉」「児童

家庭福祉」「社会的養護」鳥取短期大学幼児教育保育学

科「社会福祉」「児童家庭福祉」「社会的養護」奈良学

園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科「社会的養

護」奈良学園大学人間教育学部「社会福祉」「児童家庭

福祉」「社会的養護」 

 児童を取り巻く現状を理解する一助として、新聞記

事を活用している。児童家庭福祉の分野では、法律や制

度の改正が毎年のように行われ、教科書だけでは現状に

対応することが出来ない。そこで「社会福祉」では、国

際的な児童問題や社会保障について、「児童家庭福祉」 
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  では里親や法・制度の改正について、「社会的養護」で

は児童虐待の記事を中心に提供し、学生は記事に対する

意見をレポートにまとめている。学生が、新聞記事から

タイムリーな話題を得て、子どもを取り巻く状況を身近

なものとして捉えることができるという成果を得てい

る。 

 

⑤児童福祉事業の訪問調査による授業展開の開発 

 

平成 22年

9月     

～平成 25

年 3月 

 

美作大学短期大学部幼児教育学科「1年次セミナー」鳥

取短期大学幼児教育保育学科「特別研究」 

 学生のグループを「地域子育て支援センター」「フ

ァミリーサポートセンター」「児童館」「放課後児童ク

ラブ」について事前学習させたうえで訪問させ、聴取し

た話を中心にまとめ、発表させる。学生の主体性と、保

育所以外の施設への興味の涵養を目的としている。この

ことから、学生の施設実習への興味の増大と不安の減少

という成果を得た。 

 

⑥パワーポイントとリフレクションシートを用いた

授業展開の開発 

 

平成 22年

4月   

～現在に

至る 

 

美作大学短期大学部幼児教育学科「社会福祉」「児童

家庭福祉」「社会的養護」鳥取短期大学幼児教育保育学

科「社会福祉」「児童家庭福祉」「社会的養護」奈良学

園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科「社会福

祉」「社会的養護」奈良学園大学人間教育学部「社会福

祉」「児童家庭福祉」「社会的養護」 

パワーポイントとリフレクションシートを用いて、ア

クティブな学びを得るよう授業を行っている。スライド

と配布する資料は、いわゆる「虫食い」状態に空欄を設

けて、必要事項の書き込みにより理解を図る。さらに、

写真やイラストを多用して、具体的なイメージを得るよ

うにしている。また、ニュース動画など短い動画を適宜

放映し、時事問題の解説を図っている。授業の最後には、

当回の学びに応じた振り返りのリフレクションシート

を課している。そのことから、理解が定着し、施設養護

への興味が増加しているのが成果である。 

 
⑦保育実習（施設）における実習施設の開拓 

 

平成 31年

4月 

～現在に

至る 

現任校は人間教育学部として教職課程を設置したのが

4年前であり、保育士養成課程を設置したのは2年前から

である。そのため、施設実習を行う児童養護施設等の児

童福祉施設が少なく、今後の保育士養成課程の定員増大

に合わせて、実習施設を確保する必要があった。そのた

め、奔走し、45名分の実習施設を確保した。とりわけ、

奈良県立の施設である、登美学園と児童相談所一時保護

所を新しく実習施設として加えられたことは大きな成

果である。 

 

２ 作成した教科書，教材   

（1）『社会的養護の理念と実践』  

（株）みらい  編者 中野菜穂子・水田和江 

（著書欄に再掲）  

 

平成 24年

5月 

 

編者 中野菜穂子・水田和江 

分担執筆 岩本健一・大迫秀樹・河野淳子・川原富紀枝・

倉光晃子・近藤鉄浩・重橋史朗・高橋稔・中典子・中山

智哉・東俊一 

保育士課程における「社会的養護」と「社会的養護内容」

の教科書として編纂された。 

担当部分「第 2 部第 1 章 6 項 非行行為のある子ども

と支援の実際」134～143頁。 

 A君の事例から、児童自立支援施設に入所するまでの

経緯と施設での生活を説明している。対象となる「不良

行為をなす」児童を具体的な人物像として描き、施設で

の支援を通じて変容する様子を分かりやすく伝えてい

る。自立支援計画の策定にあたって職員が心掛けてい

る、支援に対する考え方が理解できるように解説してい

る。中学校卒業後の進路選択について疑問を投げかけ、

読者に検討を求める形となっている。学生にイメージし

にくい児童自立支援施設であるが、実際の事例をアレン

ジした構成になっている本文は読みやすく、援助の問題

点も明確に出来ると学生に好評である。 
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  （株）みらいの担当者は、「本来の原稿はさらに分かり

やすく読みやすい文章であったのに、他の著者との整合

性で文章を手直ししたことが申し訳ない」と言ってい

る。全 183頁。 

 
（2）『社会的養護の理念と実践』第 2版  

（株）みらい  

（著書欄に再掲） 

平成 29年

4月 

編者 中野菜穂子・東俊一・大迫秀樹 

分担執筆 岩本健一・占部尊士・河野淳子・川原富紀枝・

倉光晃子・重橋史朗・菅田理一・友川礼・中典子・中山

智哉・平尾太亮・槙尾真佐枝・松田真正・水田和江・村

田恵子 

保育士課程における「社会的養護」と「社会的養護内

容」の教科書として編纂された第 1版の改訂版。 

 担当部分「第 2部第 2章 2－6項 非行行為のある子

どもと支援の実際」152～159頁。 

 A君の事例から、児童自立支援施設に入所するまでの

経緯と施設での生活を説明している。施設の支援を解説

するように改めた。全 215頁。 

 
3）『社会福祉』青鞜社  

（著書欄に再掲） 

令和 2年 3

月 

編者 新川泰弘・宮野安治 

分担執筆 中村紀之・花岡貴史・室谷雅美・岩本健一・

本田和隆・古川督・藪一裕・榎本祐子・松木宏史・潮谷

光人・山本展明・原悦子・関谷みのぶ 

保育士養成課程における「社会福祉」の教科書として

編纂された。担当部分「第 6章 社会福祉の実施機関と

施設 47～54頁」 

要保護児童を発見した場合の通告先をテーマに順に

機関と施設を紹介している。 

編者の新川先生には、「文章を全く手直しする必要が

なく大変ありがたい。また、他社の教科書を作成する予

定があるので、ぜひ著者に加わってほしい」と依頼され

ている。全 124頁。 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

（1）美作大学短期大学部採用時の学長の評価 平成 22

年 4月 

前任者の定年退職の後任として採用される。前任者

が、障害者福祉の現場出身者であったため、学生の社会

的養護への理解が弱かったとの反省から、当職の児童相

談所や児童自立支援施設での勤務経験を重視され採用

された。さらに、著書「児童自立支援施設の実践理論」

が読み応えのある内容であり、現場実践を理論にまで昇

華させたことが評価された。また、関西学院大学と同志

社大学と、関西の社会福祉分野で実績のある大学の出身

であることも評価された。  

（2）(学)美作学園 美作大学短期大学部 幼児教育

学科における学生による授業評価アンケート 

平成 25

年 10月 

幼児教育学科「社会福祉」授業アンケート結果 学生

による授業評価において高い評価を得た。「授業内容は

良かったと思うか」という問いに対して、「そう思う」

「まあそう思う」と回答した学生が 93.2%を占めた。学

年平均は 77.8%であった。 

（3）鳥取短期大学採用時の学長の評価 

 

平成 26

年 3月 

前任の授業担当者は山田修平学長である。学長業務に

専念するため、授業担当を退くことになった。当職の選

任の理由は、現場経験が豊富であり、措置側の児童相談

所と、被措置側の施設ともに経験していること。児童自

立支援施設で困難な児童の支援に携わっていたことか

ら、本学での学生支援に期待できること。著書などから、

現場経験を体系的に理論化する能力があること、などが 

評価された。さらに、鳥取県出身の滋賀県で活躍した糸

賀一雄について、滋賀県職だった立場から研究を進めて

ほしいとのことだった。 
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（4）(学)藤田学院 鳥取短期大学 

  幼児教育保育学科、食物栄養学科 における学

生による授業評価アンケート 

平成 27

年 12月 

前期「社会的養護」（講義科目）の授業では、回答者

は全部で 48 名。意欲については「意欲的でない」と答

えた学生が 0名、｢かなり意欲的｣が 29名（60％）、｢あ

る程度意欲的｣が 19 名（40％）と、100％の学生が意欲

的に取り組んでいる。難易度については 45 名(94％)の

学生が「適切」と答えたものの 3 名(6％)の学生が「難

しい」と答えている。分量については、「適切」と答え

た学生が 43 名(90％)であるが「多い」と答えた学生が

5名(10％)いた。また、パワーポイントや資料について

｢読みやすい｣と答えた学生が 40 名(83％)、「読み取れ

る」が 8名(17％)であった。 

このことから、パワーポイントを使った授業方法が、多

くの学生に適切と認識されていることが分かった。 

(5) 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 幼児教

育学科

平成 30

年 12月 

「相談援助」（演習科目）の授業では、グループワーク

を、毎回メンバーをくじで決め、発表者を事前に決めず

メンバー全員で発表原稿を作成するという形で行った。

学生のアンケートには、「自分で考えてまとめてそれを

グループで話し合い活動することが多くグループでの

取り組み方やクラスの様々な人と話せてよかった。他の

人の意見も取り入れながら自分で考える大切さを学ん

だ気がする。」などの評価を受けた。

(6) 奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 令和元

年 11月 

「社会的養護内容」（演習科目）の授業改善シートにお

ける学生のコメントでは、「学生との信頼関係ができて

おり、安定したかかわりができていると思う。」「実践

的な授業内容なので、意欲を持って参加できる。」など

の評価を得ている。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

（1）公開講座

1 教職員のための夏の公開講座・第 49回幼児教育

講座 「社会的養護をつかむ」

奈良学園大学奈良文化女子短期大学

平成 28

年 8月 

奈良県内の幼稚園・学校教員を対象とした講座。家庭

に恵まれない子どもたちが暮らす施設の現状とこれか

らについて解説した。 

５ その他 

表彰 

永年勤続表彰 

会長表彰 

平成 20

年 7月 

令和 3

年 2月 

全国児童自立支援施設協議会 

（社）全国保育士養成協議会 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

（1）小学校教諭二種免許状 平成 4

年 3月 

(平三小二め第 10185号)京都府教育委員会 

（2）社会福祉士 平成 21

年 4月 

（第 115618号） 厚生労働大臣 

（3）社会福祉士実習・演習担当教員講習会修了 平成 24

年 9月 

（社）日本社会福祉士養成校協会 

２ 特許等 なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

４ その他 なし 

人間教育学部 人間教育学科

236



研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

3『社会的養護の理念と実

践』 

（再掲） 

共著 平成 24年 5

月 

（株）みらい 編者 中野菜穂子・水田和江 

分担執筆 岩本健一・大迫秀樹・河野淳

子・川原富紀枝・倉光晃子・近藤鉄浩・

重橋史朗・高橋稔・中典子・中山智哉・

東俊一 

保育士課程における「社会的養護」と「社

会的養護内容」の教科書として編纂され

た。  

担当部分「第 2部第 1章 6項 非行行為

のある子どもと支援の実際」134～143

頁。 

A 君の事例から、児童自立支援施設に

入所するまでの経緯と施設での生活を

説明している。対象となる「不良行為を

なす」児童を具体的な人物像として描

き、施設での支援を通じて変容する様子

を分かりやすく伝えている。自立支援計

画の策定にあたって職員が心掛けてい

る、支援に対する考え方が理解できるよ

うに解説している。中学校卒業後の進路

選択について疑問を投げかけ、読者に検

討を求める形となっている。学生にイメ

ージしにくい児童自立支援施設である

が、実際の事例をアレンジした構成にな

っている本文は読みやすく、援助の問題

点も明確に出来ると学生に好評である。

（株）みらいの担当者は、「本来の原稿

はさらに分かりやすく読みやすい文章

であったのに、他の著者との整合性で文

章を手直ししたことが申し訳ない」と言

っている。全 183頁。 

4『社会的養護の理念と実

践』第 2版 

（再掲） 

共著 平成 29年 4

月 

（株）みらい 編者 中野菜穂子・東俊一・大迫秀樹 

分担執筆 岩本健一・占部尊士・河野淳

子・川原富紀枝・倉光晃子・重橋史朗・

菅田理一・友川礼・中典子・中山智哉・

平尾太亮・槙尾真佐枝・松田真正・水田

和江・村田恵子 

保育士課程における「社会的養護」と

「社会的養護内容」の教科書として編纂

された第 1版の改訂版。 

担当部分「第 2 部第 2 章 2－6 項 非

行行為のある子どもと支援の実際」152

～159頁。 

A 君の事例から、児童自立支援施設に

入所するまでの経緯と施設での生活を

説明している。施設の支援を解説するよ

うに改めた。全 215頁。 

5『社会福祉』 

（再掲） 

共著 令和 2年 3

月 

青鞜社 編者 新川泰弘・宮野安治 

分担執筆 中村紀之・花岡貴史・室谷雅

美・岩本健一・本田和隆・古川督・藪一

裕・榎本祐子・松木宏史・潮谷光人・山

本展明・原悦子・関谷みのぶ 

保育士養成課程における「社会福祉」

の教科書として編纂された。担当部分

「第6章 社会福祉の実施機関と施設47

～54頁」 

要保護児童を発見した場合の通告先

をテーマに順に機関と施設を紹介して

いる。 
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編者の新川先生には、「文章を全く手直

しする必要がなく大変ありがたい。ま

た、他社の教科書を作成する予定がある

ので、ぜひ著者に加わってほしい」と依

頼されている。全 124頁。 

（学術論文） 

1「遊びの分類および遊び

環境と遊び方法の関係に

ついての研究」 

（査読あり） 

共著 平成 26年 3

月 

沖縄大学人文学部紀

要第 16号 

〇岩本健一、久保隆志 

遊びの「おもしろさ」を明らかにするた

め、遊びを「行為の動詞」に変換した。

分析から、遊びは「探す」「感じる」「作

る」「競う」の 4つのカテゴリの「おも

しろさを求める行為」に分類できた。遊

びの分類はカイヨワが試みた分類が有

名であるが、カイヨワの分類はすべてを

網羅できた分類とはいいがたい。本論文

で示すことができた分類はすべての遊

びを網羅することのできる画期的な分

類であるといえる。分類をもとに、遊び

環境と遊び方法の関係について分析し

た。遊び方法は遊び環境に影響を受け

る。したがって、子どもが「おもしろさ」

を満足するためには、自然物を取り入れ

た遊び環境と、寄り添う大人が必要であ

ると主張している。 

共著者：久保隆志（前沖縄大学人文学部

助教）本論文は、岩本が単独で著作した

ものを、学内での研究ではないとのこと

で鳥取短期大学紀要への掲載を拒否さ

れたため、沖縄大学紀要への掲載を久保

氏に依頼したところ、執筆者欄に久保氏

の名前が筆頭に記載されてしまったと

いういきさつを持つ論文である。 

2「施設実習における実習

日誌の指導コメントの数

量的分析と考察」 

（査読あり 

単著 平成 27年 3

月 

保育士養成研究第 32

号 1～10頁 

本論文は、施設実習において実習日誌

に回答された指導職員のコメントに対

し数量的な分析を行ったものである。学

生 60名の 10日分の実習日誌を分析した

結果、指導職員のコメントは、内容の特

質から 3つのカテゴリに分類することが

できた。行為を伝える「方法」カテゴリ

で使用されたすべての動詞を分類し、指

導職員が学生に求める行為を系統立て

た「気づきマップ」を作成した。研究の

結果、指導職員のコメントは、学生の行

為を変容する「リフレクション」をもた

らすことが明らかになった。 

3「保育者養成校の学生の

性格特性および進路状況

との関連について」 

（査読あり） 

共著 平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部紀

要 第 47号 

41～48頁。 

〇高橋千香子、高岡昌子、林悠子、岩本

健一 

下記、全国保育士養成協議会第 55 回

研究大会 研究発表を論文としてまと

めたものである。 

160 名の学生に行った YG 性格検査で

は、B 型（不安定積極型）が 30％、E 型

（不安定消極型）が 24％、D型（安定積

極型）19％、A型（平均型）18％、C型（安

定消極型）9％の結果となった。進路状況

で保育職に就いた者の割合は、A 型と C

型が高く、D型が低かった。D型は保育以

外の職業に適性を見出しやすい性格特

性と考えられる。非正規及び就職しなか 
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った者は E型が最も多かった。なかなか

進路を決めきれない結果としての進路

選択は日ごろの様子からも頷けるもの

である。 

4「保育者養成に求められ

る保育者の資質について

―就職先へのアンケート

調査より―」 

（査読あり） 

共著 平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部紀

要 第 47 号 71～80

頁。 

○林悠子、高岡昌子、高橋千香子、岩本

健一

下記、全国保育士養成協議会第 55 回

研究大会 研究発表を論文としてまと

めたものである。 

卒業生の就職先の保育所・幼稚園・施

設へのアンケート調査の回答 76 名分か

ら、求められる資質を抽出した。結果、

即戦力に役立つ実践力とともに、社会人

基礎力とされる、チームで働くうえで重

要視されるさまざまな能力がもとられ

ていることが分かった。 

5「各発達の時期における

『先生』のネガティブな言

動について」 

（査読あり） 

共著 平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部紀

要 第 47号 

31～40頁 

○高岡昌子、高橋千香子、林悠子、岩本

健一

保育所や学校における「先生」のネガ

ティブな言動について調査研究を行っ

た結果、「先生」の言動でネガティブと

捉えられる言動は、それらを受け止める

子どもの発達の時期によって量的にも

質的にも異なっていることが分かった。

6「施設実習における学生

の不安を軽減する事前学

習についての研究」 

（査読あり） 

共著 平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部紀

要 第 48 号 31～40

頁。 

〇岩本健一、高岡昌子、高橋千香子、 林

悠子 

施設実習に行く前の学生のほとんど

は不安と否定的な気持ちを持っている。

しかし、実習が終わると良いイメージに

変化する。良いイメージへの変換は子ど

もとのコミュニケーションを通して行

われることが分かった。度のためには、

子どもに対して自ら働きかけることの

できる、気持ちの持ち方を含めた事前学

習が必要である。そこで、実習を終了し

た学生が実習において不足していたと

考える要素を分析し、6 つのカテゴリか

らなるチェック表を作成した。 

7「新人保育者に必要な資

質について―新人保育者

に対する総合的な評価に

つながる具体的な資質－」 

（査読あり） 

共著 平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部紀

要 第 48 号 41～49

頁。 

〇高岡昌子、林悠子、高橋千香子、 

岩本健一 

本学の卒業生が就職先において新人保

育者としてどのような評価をされてい

るのかについて調べ、各評価項目と総

合的な評価との関係について検討し

た。そこから、新人保育士にとっては

高い技術よりも、まずは立場をわきま

えて、礼儀正しく、日々の行身に意欲

的に取り組み、前向きに学ばせていた

だくという姿勢が必要であることが分

かった。 

8「施設実習におけるコミ

ュニケーション力の必要

性について」 

（査読あり） 

共著 平成 30年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部紀

要 第 49 号 41～50

頁。 

〇岩本健一、高岡昌子、高橋千香子、 林

悠子 

施設実習を終えた学生にアンケート

をとったところ、学生が施設で働くこと

に好意的かそうでないかの回答には、実

習で子どもと関わることができるか否

かに関係していた。「はい」と答えた学

生は苦労しながらも一生懸命子どもと

関わり生き生きと実習をしていた。「い

いえ」と答えた学生は、子どもとの関係 

人間教育学部 人間教育学科

239



が築けないことを原因として消極的な

実習態度をとることが多かった。そのこ

とと関連して、共起ネットワーク分析か

ら「はい」の場合は能動的な行動語群が

ネットワークとなり、「いいえ」の場合

は客観的な考察語群がチェーンとなっ

ていることを読み取ることができた。こ

のことから、学生のコミュニケーション

力の向上を図るための事前指導が必要

であることが分かった。

9「新人保育者に対する評

価～前年度との比較を通

して～」 

（査読あり） 

共著 平成 30年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部紀

要 第 49 号 49～60

頁。 

〇高岡昌子、飯田惠美子、岩本健一、 小

川純子、高橋千香子、林悠子 

本研究では、平成 28 年度の本学の短

期大学卒業生が就職先において新人保

育者としてどのような評価をされてい

るのかについて調べ、各評価項目と総合

的な評価（現況での満足度や将来性があ

ると感じること）との関係について検討

したものである。 

10「実習指導内容と評価 

２施設実習」 

（査読なし） 

単著 平成 30年 12

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部教

学報告 134～138頁。 

当該短大が閉学するにあたり、教学の

内容をまとめたものである。その中で、

施設実習についての概要を記した。実習

施設が、成人施設に頼らず、児童施設だ

けで行っていることの希少性を他短大

との比較から解説している。 

11.「新人保育者に対する

評価～前々年度と前年度

との比較を通して～」

（査読あり）

共著 令和 2年 3

月 

奈 良 学 園 大 学 紀 要 

第 12集 51～60頁。 

○高岡昌子, 岩本健一, 高橋千香子,

林悠子 

12．「奈良学園大学人間

教育学部幼稚園専修『実

習の手引き』作成の試

み」（資料） 

共著 令和 2年 9

月 

人間教育第 3巻第 9号 ○矢野 正,高岡昌子,加奥満紀子,岩

本健一,前田綾子 

て本学幼稚園専修における「実習に関

する手引き（試案）」を教員や学生の利

益・共益のために， 整理して作成するこ

とを試みることとした。これにより，教

員側は実習指導にあたっていつでも立

ち止まって，指導 のプロセスを振り返

り確認することができ，学生も学外での

実習等への不安を払しょくすることが

可能となるものと 考える。 

（その他） 

（学会発表） 

1保育者養成校の学生の性

格特性および進路状況と

の関連について 

発表者 

○高橋

千香子

高岡昌

子

林悠子

岩本健

一 

平成 28年 8

月 

全国保育士養成協議

会第 55 回研究大会 

研究発表 

160 名の学生に行った YG 性格検査で

は、B 型（不安定積極型）が 30％、E 型

（不安定消極型）が 24％、D型（安定積

極型）19％、A型（平均型）18％、C型（安

定消極型）9％の結果となった。進路状況

で保育職に就いた者の割合は、A 型と C

型が高く、D型が低かった。D型は保育以

外の職業に適性を見出しやすい性格特

性と考えられる。非正規及び就職しなか

った者は E型が最も多かった。なかなか

進路を決めきれない結果としての進路

選択は日ごろの様子からも頷けるもの

である。 
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2保育者養成に求められる

保育者の資質について―

就職先へのアンケート調

査より― 

発表者 

○林悠

子

高岡昌

子

高橋千

香子

岩本健

一 

平成 28年 8

月 

全国保育士養成協議

会第 55 回研究大会 

研究発表 

卒業生の就職先の保育所・幼稚園・施

設へのアンケート調査の回答 76名分か

ら、求められる資質を抽出した。結

果、即戦力に役立つ実践力とともに、

社会人基礎力とされる、チームで働く

うえで重要視されるさまざまな能力が

もとられていることが分かった。 

3幼稚園児の保護者に対す

る児童虐待についての意

識調査 

発表者

〇岩本

健一    

高岡昌

子

林悠子    

高橋千

香子 

令和 2年 3

月 1日 

日本保育者養成教育

学会第 4 回研究大会 

研究発表 

児童虐待防止法の制定以降、虐待の範

囲が拡大している。2004年には「同居人

の暴力の黙認」がネグレクトに、2013年

には「虐待の被害児童のきょうだい」が

心理的虐待に含まれることになった。最

近では、受験のため子どもを過度に追い

詰めてしまう保護者の様子などをメデ

ィアは「教育虐待」と呼称している。こ

のように、今後、想定しうる何らかの行

為が児童虐待に含まれる可能性がある

かどうかを、当事者である幼稚園児の保

護者に意識調査をした。その結果、保護

者の属性により、何を児童虐待と捉える

かという意識が変容することが分かっ

た。 
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教 育 研 究 業 績 書

令和 3年 3月 31日   

氏名  岡野 聡子 

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

幼児教育、キャリア教育、地域福祉 子どもと環境、キャリア教育、子育て支援、地域福祉 

教  育  上  の  能  力  に  関  す る  事  項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 
(1)メールアドレスの使用による学生相談 平成 20年 4月～ 

平成 23年 3月 
京都光華女子大学短期大学部こども保育学科にて、保

育学生のキャリア支援を担当した。学生のキャリア発達
を促すためには、自分の話を親身に聞いてくれる人が必
要となる。そのため研究室のメールアドレスを学生に周
知し、いつでも質問に応じられる体制を整備した。学生
の疑問に対して即時対応が可能であり、そのことによっ
て学生は指導者を身近に感じるだけでなく、研究室に来
訪する回数も増え、進路決定に対する意欲が高まった。 

(2)学内掲示板を利用した学生の質問への回答 平成 20 年 6 月～
平成 23年 3月 

京都光華女子大学短期大学部こども保育学科にて、キ
ャリア支援の一環として、１年生の 4月から 2年生の 3
月まで合計 5回の進路希望調査を実施した。その中に自
由記述欄を設け、進路相談を含め、日常生活の中での悩
みや疑問を匿名式で書かせた。回を重ねるごとに自由記
述への書き込みが増え、それらの質問に対する回答を 3
日以内に学内の掲示板に貼り出した。掲示板での回答方
式により、学生同士の情報共有化を推進しただけでな
く、自分の抱えている悩みが他の人も抱えている悩みで
あったということを知るきっかけとなり、学生内の安堵
感を作り出すことができた。 

(3)視聴覚教材の活用 平成 24年 4月～ 
平成 24年 7月 

環太平洋大学次世代教育学部こども発達学科の講師
として、「子どもと環境」を担当した。保育を専攻する
学生は、子どもと接する経験が豊富であるとはいえず、
また教科書の記述や講義だけでは、学生は子どもに対す
るイメージがわきにくいため、ビデオ教材を適宜使用し
た。映像を通して子どもの実像を実感し、理解を深める
ように工夫している。また、ビデオ教材は学生が受身的
に観て終わりということになりやすいので、ビデオ視聴
前に課題を与え、問題意識を持ってビデオ教材を視聴さ
せるようにしている。なお、その課題に対する解答へは、
採点をして返却をしている。それらの過程により、学生
の子どもに対するイメージが豊富になり、教育効果が上
がっているといえる。 

(4)体験学習を取り入れた授業 平成 24年 4月～ 
平成 24年 7月 

環太平洋大学次世代教育学部こども発達学科の講師
として、「子どもと環境」を担当した。授業内において
幼稚園や保育所にて実際に活用できる教材研究を体験
的に行わせる工夫をした。その結果、学生アンケートに
おいても就職後にすぐに使用できるものであると好評
を得た。 

(5)LINEアプリを活用したキャリア支援の実施 平成 28年 6月～ 
現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科の講師とし
て、キャリア形成科目（キャリアデザインⅠ・Ⅱ、キャ
リアディベロップメントⅠ・Ⅱ、キャリアスキルアップ
Ⅰ・Ⅱ、インターンシップ）を担当した。奈良学園大学
のキャリア教育は、1～3 年まで実施し、就職活動が本
格化する 4 年次は、学生と教員の実質的支援がなくな
る。そのため、これまでのキャリア教育で培った力が発
揮されるよう、LINE アプリを用いてキャリア支援を実
施した。任意登録としたが、2017 年 5 月現在で全学生
100 名中、52 名が参加をし、一般企業志望者である 38
名は全て加入している。なお、LINEアプリを通して、教
員と情報交換をすることで、5 月 22 日時点における一
般企業就職内定者は、64.1％という成果を上げることが
できた。
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(6)授業に関するホームページの立ち上げ・運営 平成 30年 4月～ 
令和 3年 12月 

「子どもと環境」および「キャリアスキルアップⅠ」
にて活用する授業補助教材を提示したホームページを
立ち上げた。学生のレポートを添削し、その結果をホー
ムページ上で公開しており、サイトを見た学生が他者の
優れたレポートを閲覧することができるため、具体的に
どのように文章構成をすればよいかがわかったとの声
を学生から多くもらった。また、教育実習中の学生も授
業内容を知ることができるため、授業についていけなか
ったらどうしようといった不安が軽減されたとの声も
あった。

(7)キャリア形成科目におけるＰＢＬ（課題解決
型授業）を取り入れた授業実践

平成 31年 4月～ 
現在に至る 

1～3 年生のキャリア形成科目において、ＰＢＬ課題
解決型授業を取り組んだ。㈱マイナビが運営する
MyFutureCampusの教材を取り入れ、「ＡＩをもちいて社
会課題を解決する（グーグル合同会社）」や「千葉県長
南町の廃校を活用した地域創生案を提案せよ（㈱マイナ
ビ）」といったテーマを学生に与え、4 人 1 チームで実
施した。ＰＢＬの教育効果について、キャリア教育ラボ
か ら の 取 材 も 受 け た 。 https://career-ed-
lab.mycampus.jp/interview/1578/

２ 作成した教科書、教材 
(1)平成 23年度キャリアデザイン「一般企業就職

希望者へのキャリア支援教材」（教材）
平成 24年 5月 平成 23 年 9 月 26 日～平成 24 年 1 月 31 日までに講

義をした内容を「一般企業就職を目指す学生のための支
援教材」としてまとめ、作成した。一般企業就職希望者
（3年生 106名）を対象として、企業研究の方法やエン
トリーシート・ＳＰＩ試験対策などの教育課程外にあた
るキャリア支援の提供も手厚く行った。キャリア教育の
本来的目的である就労意欲の向上を実現するために外
部講師の充実も図った。
（作成者）岡野聡子
（発行元）環太平洋大学キャリアセンター
（総頁数）186ページ
（所属）環太平洋大学キャリアセンター、
（使用した科目名）キャリアデザイン

(2)仏教保育行事「まことの保育」～学校法人
安居院 あぐい幼稚園の実践事例から～（教材） 

平成 24年 6月  私立園は、園独自の保育方針や保育カリキュラムを持
っている。その中で、保育に仏教思想を取り入れている
園は数多くみられる。特に仏教保育を展開している私立
園に就職を希望している学生のために、仏教保育とは何
か、生活の中での仏教保育の取り入れ方、仏教三大行事
（降誕会・成道会・涅槃会）、行事で使用する楽譜集等
も含め、一つの冊子としてまとめた。仏教系私立保育園
を目指す学生に貸出をし、好評を得ている。 
（作成者）岡野聡子 
（発行元）環太平洋大学こども発達学科 
（総頁数）37ページ 
（所属）環太平洋大学次世代教育学部こども発達 学科 
（使用した科目名）子どもと環境 

(3)「キャリアデザイン サブノート」（教材） 平成 24年 9月 本学の後期に開講される「キャリアデザイン」は、４
つの分室（教職支援室、幼保施設分室、公務員支援室、
企業等就職支援室）に分かれて指導を行っている。前年
度まで、各分室で行ってきた授業内容は会議で共有され
るものの、教育の効果や評価に対する議論が不足してい
た。 
そのため、学生の学びを可視化し、適切な評価をそれ

ぞれの教員ができるようにサブノートの作成を行った。 
（作成者）小野憲一、岡野聡子、大野光二、 

三木澄代、久田孝 
（発行元）環太平洋大学 
（出版社）ふくろう出版 
（総頁数）64ページ 
（所属）環太平洋大学次世代教育学部こども発達 学科 
（使用した科目名）キャリアデザイン 

(4）『子どもと環境～身近な環境とのかかわりを

深めるために～』（教科書）（再掲） 

平成 25年 2月 乳幼児期は、学校の一斉授業のように知識や技能を一

方的に教えられて身に付けていく時期ではなく、自分の

興味や欲求に基づいた直接的・具体的な体験を通して、
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人格形成の基礎となる土台を作る時期である。この時期

は、子ども自身が生活の中から、好奇心や探究心をもっ

て環境にかかわることで遊びを展開し、充実感や満足感

を味わうことが大切である。子どもが自発的に環境とか

かわり、さまざまな体験から生きる喜びや充実感が味わ

うためには、子どもの遊びの質を高められるような保育

者の意図的なかかわりが必要となる。本書では、子ども

と自然環境、物的環境、社会環境のかかわりについて実

践事例を用いて解説した。 

（単著・共著）単著 

（判型）Ａ5判 

（総頁数）71ページ 

（出版社）ＥＲＰブックレット 

（所属）環太平洋大学次世代教育学部こども発達 学科 

（使用した科目名）子どもと環境 

（5）『子どもの生活理解と環境づくり～幼児教育

領域「環境」と小学校教育「生活科」から考え

る～』（教科書）（再掲） 

平成 25年 3月 2005 年の中央教育審議会答申では、幼児期教育の意

義と役割を「学校教育の始まりとして幼児教育をとらえ

れば、幼児教育は、知識や技能に加え、思考力・判断力・

表現力の基礎を育成する役割を担っている」とした。そ

のことによって、幼児教育のあり方が、学校教育をより

意識したものに変化してきていることがわかる。本書で

は、幼稚園や保育所で行われる幼児教育と小学校教育の

連携をいかに図っていくかについて、幼稚園教育要領や

保育所保育指針の領域「環境」と小学校教育課程の「生

活科」を 

を軸として、自然環境・物的環境・社会環境の３つの視

点を用いて事例を取り上げながら解説を行った。 

（単著・共著）共著 

（判型）Ａ5判 

（総頁数）166ページ 

（出版社）ふくろう出版 

（担当頁）pp.1-12、pp.134-137、pp.140-142、pp.137-140（翻訳

担当） 

（担当部分）第1章第1節、第5章第3節1、2-2・3 

 第5章第3節2-1の翻訳 

（編著者）岡野聡子・筒井愛知 

（分担執筆者）松田智子・吉村啓子・辻野孝・大野鈴子・金光文代・

平松茂・馬場浩一郎・中道美鶴・岡田美紀・土谷長

子・アンソニー・ウォルシュ 

（所属）環太平洋大学次世代教育学部こども発達 学科 

（使用した科目名）子どもと環境 

(6)「キャリアデザインサブノート～改訂版～」

（教材） 

平成 25年 4月 前年度に作成したキャリアデザインサブノートに、自
己理解や業界研究、社会の理解の開設、就職活動の資料
を新たに加えて作成した。前年度まで、各分室で行って
きた授業内容は会議で共有されるものの、教育の効果や
評価に対する議論が不足していた。そのため、学生の学
びを可視化し、適切な評価をそれぞれの教員ができるよ
うにサブノートの作成を行った。
（編集・著者）岡野聡子
（共著者）小野憲一、石渡嶺司、三木澄代、

大野光二 
（発行元）環太平洋大学 
（出版社）ふくろう出版 
（総頁数）90ページ 
(担当頁)pp.2-9、pp.34-45、pp.51-86 

（所属）環太平洋大学次世代教育学部教育経営学科 

（使用した科目名）キャリアデザイン 

(7)「教職表現力演習ノート」（教材） 平成 27年 4月  前年度に実施した教職表現力演習の授業内容を精査
し、教材を作成した。授業目的は、新聞記事や評論文を
用いて、他者に物事をわかりやすく説明する力の育成を
図り、アカデミックスキルの基礎を涵養することにあ
る。作成した教材の構成は、①読んでまとめる、②言葉
を学ぶ、③聴いてまとめるから成り立ち、それぞれの項
目を段階的に学べるようにしている。 
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（編集・著者）西辻正副、山本美紀 
（共著者）岡村季光、岡野聡子、高木悠哉、 

松井典夫 
（発行元）奈良学園大学 
（出版社）株式会社廣済堂 
（総頁数）152ページ 
(担当頁) pp.114-115 

（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 

（使用した科目名）教職表現力演習Ⅰ 

(8)「キャリアデザインⅡ
～職業研究ワークブック～」（教材） 

平成 27年 9月 キャリアデザインⅡでは、職業研究「働くこととは」
をテーマとして、さまざまな業界から各分野において活
躍している・してきた外部講師を招聘し、仕事に対する
考え方や進め方を研究することを授業目的としている。
本ワークブックでは、聞いたことをメモにまとめる要約
力と、まとめた情報を簡潔に示す構造力を身に付けられ
るように構成した。 
（作成者）岡野聡子 
（発行元）奈良学園大学 
（総頁数）30ページ 
（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 

（使用した科目名）キャリアデザインⅡ 

(9)「キャリアディベロップメントⅡ
～職業研究 2ワークブック～」（教材） 

平成 27年 9月 キャリアディベロップメントⅡでは、①自己理解の深
化、②職業への理解を深める、③インターンシップの 3
部構成としており、１年次で学んだことを活かす内容と
なる。本ワークブックのねらいは、課業分析等を通して、
仕事内容への理解を深めると同時に、多様な職種の情報
を収集し、学生自身が具体的な職業像を獲得できること
である。 
（作成者）岡野聡子 
（発行元）奈良学園大学 
（総頁数）30ページ 
（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 

（使用した科目名）キャリアディベロップメントⅡ 

(10)「2016年度版 教職表現力演習ノート」
（教材） 

平成 28年 4月 前年度に活用した「教職表現力演習ノート」を精査し、
改訂版として教材を作成した。授業目的は、新聞記事や
評論文を用いて、他者に物事をわかりやすく説明する力
の育成を図り、アカデミックスキルの基礎を涵養するこ
とにある。作成した教材の構成は、①読んでまとめる、
②言葉を学ぶ、③聴いてまとめるから成り立ち、それぞ
れの項目を段階的に学べるようにしている。
（編集）西辻正副、岡村季光
（共著者）岡村季光、岡野聡子、桑原祐子、

高木悠哉、山本美紀 
（発行元）奈良学園大学 
（出版社）株式会社廣済堂 
（総頁数）109ページ 
(担当頁) pp.52-53 
（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 

（使用した科目名）教職表現力演習Ⅰ 

(11)「キャリアスキルアップⅠ
～就活準備ワークブック①」（教材） 

平成 29年 4月 キャリアスキルアップⅠでは、3年生全員が履修をす
る科目である。1年後に控えた教員採用試験や一般企業
就職活動、公務員採用試験の準備をするにあたり、①就
職活動の流れ、②インターンシップの概要、➂履歴書の
書き方、④ＳＰＩ試験の概要、個人・集団面接、グルー
プディスカッション、集団討議の概要をまとめたもので
ある。学びの積み重ねが可視化できるようにしたワーク
ブックである。 
（作成者）岡野聡子 
（総頁数）48ページ 
（所属）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科 
（使用した科目名）キャリアスキルアップⅠ 

(12) 『子どもの生活理解と環境づくり[改訂版]

～就学前教育領域「環境」と小学校教育「生活

科」から考える～』（教科書）（再掲）

平成 31年 3月 2017 年に学習指導要領が改訂され、資質・能力の三

つの柱と幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の

姿）が明示された他、保幼小連携の強化が取り上げられ

た。本書では、学習指導要領改訂にともない、領域「環

境」にて設置された新項目も含め、就学前教育と小学校
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教育の教育内容の接続に言及し、自然環境・物的環境・

社会環境の３つの視点を用いて事例を取り上げながら

解説を行った。 

（単著・共著）共著 

（判型）Ａ5判 

（総頁数）206ページ 

（出版社）ふくろう出版 

（担当頁）pp.1-20、pp.81-83、pp.103-104、pp.106-108、pp.146-147 

（担当部分）第1章第1節、第3章第2節1-2、1-3、第4章 第１

節1、1-2、第5章第１節1-3 

（編著者）岡野聡子 

（分担執筆者）松田智子・大野鈴子・吉村啓子・筒井愛知・村田眞

理子・薮田弘美・辻野孝・伊崎一夫・中道美鶴・岡田

美紀・田中卓也・前川豊子・平野知見 

（所属）奈良学園大学人間教育学部 

（使用した科目名）子どもと環境、 
保育内容Ⅱ「環境」 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
(1)京都光華女子大学短期大学部こども保育学科
学科長による評価

平成 20年 3月～ 
平成 23年 3月 

こども保育学科共同研究室実習・就職支援室にて、実
習・就職支援室の主担当として、保育職を志す学生の実
習支援と就職支援を行った。こうした学生支援だけにと
どまらず、研究助手として幼稚園や保育所への実施調査
に携わったことや幼稚園現場の実情を講義内で講演し
たこと、全国保育士養成協議会等にて研究発表を行って
いたことで、幼児教育における教育的・研究的な能力を
有していると毎年評価をされた。 

(2)環太平洋大学学長補佐/キャリアセンター長/
教育経営学科長による教員評価

平成 24年 7月 5年間の幼稚園教諭の経験を活かして、理論と実践を
結びつけ「子どもと環境」の科目を担当していることを
評価された。内容としては、授業にて理論と体験的な活
動を取り入れて保育指導方法を示す工夫をしているこ
とや、毎回のレポートや課題を学生に課し、それに対す
る学生へのフィードバック等、実務経験や授業改善への
姿勢が、科目を担当するための教育的な能力を有してい
ると評価された。 

(3)平成 24年度授業評価アンケートの実施
科目名：子どもと環境
大学名：環太平洋大学

平成 24年 7月 「子どもと環境」の授業評価に関するアンケート調査
を実施した。5 点尺度（不必要である（1 点）から必要
である（5点）まで）にて回答を求めた。回答結果は、
①教科書の用語の確認:4.028（SD=0.839）、②授業内の
本 読 み :3.676(SD=0.868) 、 ③ 授 業 内 の 配 布 資
料:4.408(SD=0.761)、④映像学習:4.535(SD=0.646)⑤体
験 活 動 :4.676(SD=0.708) 、 ⑥ 室 外 授 業
4.338(SD=0.918)、⑦グループワーク:4.436(SD=0.8)、
⑧授業後の発展学習:3.859(SD=0.997)、⑨提出課題のフ
ィードバック:3.944(SD=0.918)であった。体験活動に対
する評価が最も高く、また、96％の学生が本講義を受け
て自分のためになったと答えた。

(4) 平成 25年度授業評価アンケートの実施
科目名：生活の理解
大学名：環太平洋大学

平成 25年 7月 FD活動の一環として、「生活の理解」学生による授業
評価アンケートを実施した。履修者数は 209名、回答者
数は 172名（有効回答率：82.2％）であった。質問紙は
15項目から成り立ち、①学生自身の取り組みについて、
②担当教員や指導方法等について 4点尺度で実施した。
評価結果の平均評定は 3.419 であり、総合的満足度は
3.445であった。また、教材研究の授業内容を多く取り
入れたこともあり、「授業への参加意欲が促されるよう
な工夫がされていましたか」について 3.47 の評価をも
らうことができた。

(5) 平成 26年度授業評価アンケートの実施
科目名：キャリアデザインⅠ
科目名：キャリアデザインⅡ
科目名：生活の理解
大学名：奈良学園大学

平成 26年 4月 
～平成 27年 3月 

平成 26 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。総合的満足度は、
4点尺度で実施した。 
・キャリアデザインⅠ：3.37
・キャリアデザインⅡ：3.43
・生活の理解：3.65
いずれの授業においても、学生の質問に回答する時間

を必ず取り入れ、授業終了後には振り返りシートを書か
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せて授業の理解度を確認した。そのことが、学生による
授業の高評価へとつながった。 

(6)平成 27年度授業評価アンケートの実施
科目名：子どもと環境（前期）
科目名：生活の理解（後期）
科目名：キャリアデザインⅠ（前期）
科目名：キャリアデザインⅡ（後期）
科目名：キャリアディベロップメントⅠ（前期） 
科目名：キャリアディベロップメントⅡ（後期） 
大学名：奈良学園大学

平成 27年 4月～ 
平成 28年 3月 

 平成 27 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。総合的満足度は、
4点尺度で実施した。 
・子どもと環境：3.68
・生活の理解：3.06
・キャリアデザインⅠ：3.51
・キャリアデザインⅡ：3.44
・キャリアディベロップメントⅠ：3.4
・キャリアディベロップメントⅡ：3.37
いずれの授業においても、学生の質問に回答する時間

を必ず取り入れ、授業終了後には振り返りシートを書か
せて授業の理解度を確認した。そのことが、学生による
授業の高評価へとつながった。 

(7)平成 28年度授業評価アンケートの実施
科目名：子どもと環境（前期）
科目名：キャリアデザインⅠ（前期）
科目名：キャリアデザインⅡ（後期）
科目名：キャリアディベロップメントⅠ（前期） 
科目名：キャリアディベロップメントⅡ（後期） 
科目名：キャリアスキルアップⅠ（前期）
科目名：キャリアスキルアップⅡ（後期）
大学名：奈良学園大学

平成 28年 4月～ 
平成 29年 3月 

 平成 28 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。総合的満足度は、
4点尺度で実施した。 
・子どもと環境：3.45
・キャリアデザインⅠ：3.55
・キャリアデザインⅡ：3.59
・キャリアディベロップメントⅠ：3.46
・キャリアディベロップメントⅡ：3.09
・キャリアスキルアップⅠ：3.55
・キャリアスキルアップⅡ：2.95
いずれの授業においても、学生の質問に回答する時間

を必ず取り入れ、授業終了後には振り返りシートを書か
せて授業の理解度を確認した。そのことが、学生による
授業の高評価へとつながった。 

(8)平成 28年度授業評価アンケートの実施
科目名：キャリアデザイン
大学名：奈良教育大学

平成 28年 10月～
平成 29年 3月 

 平成 28 年度の学生による授業評価アンケートの結果
は、以下の通りである。アンケートは、4点尺度であり、
回収率は 90.9％（履修者数：55人、解答者数：50人）
である。 
・学習効果を上げるための工夫・準備：3.36

（全体平均：3.28） 
・担当教員の話し方が明瞭かどうか：3.66

（全体平均：3.31） 
・学生の理解や反応を見ながら授業していたか：

3.38（全体平均：3.29） 
・授業の満足度：3.30（全体平均：3.32）
・新しい知識・考え方・教育実践力が得られたか：

3.44（全体平均：3.36） 
・到達目標がどの程度、身に付いたか：3.20

（全体平均：3.27） 

(9)平成 29年度授業評価アンケートの実施
科目名：キャリアデザイン
大学名：奈良教育大学

平成 29年 10月～
平成 30年 3月 

平成 29 年度の学生による授業評価アンケートの結果
は、以下の通りである。アンケートは、4点尺度であり、
回収率は 88.9％（履修者数：54人、解答者数：48人）
である。 
・学習効果を上げるための工夫・準備：3.35

（全体平均：3.33） 
・担当教員は学生が主体的かつ意欲的に学べるような
授業づくりを行っていたか：3.38

（全体平均：3.31） 
・新しい知識・考え方が得られたか：3.48

（全体平均：3.49） 
・教育実践力やそれにつながる力を得られたか：

3.23（全体平均：3.33） 
・到達目標がどの程度、身に付いたか：2.96

（全体平均：3.21） 
・授業の満足度：3.27（全体平均：3.38）

(10)平成 29年度授業評価アンケートの実施
科目名：キャリアデザインⅠ（前期）
科目名：キャリアデザインⅡ（後期）
科目名：キャリアディベロップメントⅠ（前期） 
科目名：キャリアディベロップメントⅡ（後期） 
科目名：キャリアスキルアップⅠ（前期）

平成 29年 4月～ 
平成 30年 3月 

 平成 29 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。総合的満足度は、
4点尺度で実施した。 
・キャリアデザインⅠ：3.05（全体：3.38）
・キャリアデザインⅡ：3.44（全体：3.41）
・キャリアディベロップメントⅠ：3.54（全体：3.38） 
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科目名：キャリアスキルアップⅡ（後期） 
大学名：奈良学園大学 

・キャリアディベロップメントⅡ：3.52（全体：3.41） 
・キャリアスキルアップⅠ：3.35（全体：3.38）
・キャリアスキルアップⅡ：3.47（全体：3.41）
いずれの授業においても、学生の質問に回答する時間

を必ず取り入れ、授業終了後には振り返りシートを書か
せて授業の理解度を確認した。そのことが、学生による
授業の高評価へとつながった。 

(11)平成 30年度授業評価アンケートの実施
科目名：キャリアデザイン
大学名：奈良教育大学

平成 30年 10月～
平成 31年 3月 

平成 30 年度の学生による授業評価アンケートの結果
は、以下の通りである。アンケートは、4点尺度であり、
回収率は 67.3％（履修者数：98人、解答者数：66人）
である。 
・学習効果を上げるための準備・工夫：3.62

（全体平均：3.33） 
・担当教員は学生が主体的かつ意欲的に学べるような
授業づくりを行っていたか：3.67

（全体平均：3.32） 
・新しい知識・考え方が得られたか：3.65

（全体平均：3.47） 
・教育実践力やそれにつながる力を得られたか：

3.47（全体平均：3.33） 
・到達目標がどの程度、身に付いたか：3.30

（全体平均：3.22） 
・授業の満足度：3.68（全体平均：3.38）

(11)令和 2年度授業評価アンケートの実施
科目名：子どもと環境（前期）
大学名：奈良学園大学

令和 2 年 4 月～ 
令和 2年 7月 

令和 2 年度の学生による授業評価アンケートの総合
的満足度の結果は、以下の通りである。5点尺度で実施
し、本アンケート総数は 36人である。 
・子どもと環境：4.75（全体平均：4.32）

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
(1)兵庫県芦屋市立西山幼稚園・園内研究会講師 平成 24年 1月 兵庫県芦屋市立西山幼稚園にて園内研究会の指導助

言として携わる。研究テーマは、「幼児同士の育ち合い
学び合いを育む」である。年長 2クラス・年少 2クラス
の公開保育（劇遊び）を参観した。日常生活の中で取り
上げた絵本への興味関心を深めるために、絵本を題材と
した劇遊びを保育に取り入れた。幼児の発達に合わせた
ふさわしい活動を展開するためには、教員がどのような
環境構成をする必要があるかについて，教員 8人を対象
に指導助言を行った。 

(2)兵庫県芦屋市立朝日ケ丘幼稚園・園内研究会
講師

平成 24年 5月 兵庫県芦屋市立朝日ケ丘幼稚園にて園内研究会の指
導助言として携わる。研究テーマは、「新学期の保育の
指導計画や教師の援助の在り方について学び、教師の資
質向上を図る」である。年長 1クラス・年中 2クラスの
保育を参観した。異年齢児の活動において、遊びを工夫
して創りだすことや他の幼児の考えにふれ、新しい考え
を生み出す喜びや楽しさを味わえるような援助につい
て、教員 6人を対象に指導助言を行った。 

(3)亀岡市議会「緑風会」会派視察における講師 平成 24年 10月 特定非営利団体岡山市子どもセンターは、岡山市内に
ある岡山国際児童年記念公園こどもの森の敷地を 2008
年から借りて、「冒険遊び場：おかやまプレーパーク」
という子どものための遊びの広場の運営をしている。
「おかやまプレーパーク」の運営および取り組みについ
て、①子どもの遊び場を確保する必要性、②ＮＰＯの取
り組みと現状（ボランティアマネジメント）という２つ
の視点を用いて講演をした。おかやまプレーパークの運
営は、市民ボランティアが中心となって活動を行ってお
り、ボランティアマネジメントの重要性を言及した。 

(4)兵庫県芦屋市立朝日ケ丘幼稚園・園内研究会
講師

平成 24年 11月 兵庫県芦屋市立朝日ケ丘幼稚園にて園内研究会の助
言指導として携わる。研究テーマは、「2 学期の幼児の
発達に合った援助のあり方について学び、教師の資質向
上を図る」である。年長 1クラス・年中 2クラスの保育
を参観した。運動会を終え、クラスとしての集団のまと
まりがより一層感じられた。日常の保育における集団遊
びについて、体験をより確かなものにするために振り返 

りの時間を設けること、集団遊びをイベントのように取
り扱うのではなく、継続的・組織的に行い、積み上げて
いくことの重要性について、教員 6人を対象に指導助言
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を行った。 

(5)岡山市子どもセンター・研究協力者 平成 24 年 4 月～
平成 26年 3月 

岡山市子どもセンターは、平成 24年 4月～平成 26年
3月まで、岡山市庭園都市推進課主催のＥＳＤプロジェ
クトから助成金（年間 200万円）を獲得し、都市公園で
の遊び空間の創造をテーマとして、子どもの遊びの広場
を展開した。筆者は、研究協力者として、公園を活用し
てできる遊びを提案したり、保護者アンケートを通して
満足度を測定し、報告書にまとめる役割をになった。平
成 24 年度は、5 ヶ所でプロジェクトを実施し、平成 25
年度は、6ヶ所で行った。

(6)岡山市中央中学校・出張講義講師 平成 25年 3月 岡山市立岡山中央中学校の１年生に対して総合的な
学習の時間を用いて、出長講義の講師として携わる。講
演テーマは、「将来を考える３つのポイント」である。
中学１年生は、普通学級 88名、特別支援学級 10名を対
象として行った。何のために働くのかについて考察した
後、20問表や価値観シートを用いて自己理解を深めた。
また、生徒による職業調べから、それらの職業に就くに
は、具体的にどのような学習をする必要があるかを解説
した。最後に、学校卒業後の職業生活におけるライフイ
ベント（結婚、出産、年収、転職等）の平均値をもとに
解説した。 

(7)一般社団法人 gid.jp日本性同一性障害と
共に生きる人々の会・出張講義講師

平成 26年 8月 gid.jp関西交流会において、「就職に関する「ストレ
ス」を考える～ストレスチェックを通して、自分のスト
レス耐性を知ろう～」をテーマとし、90 分間の講義を
行った。講義では、ストレス耐性チェックを通して、自
分が持つストレスを客観視し、ストレス解消法ではなく
ストレスと上手に付き合う方法の提案をした。また、性
同一性障害の方が持つ就職活動・職場の人間関係での悩
みについて事例を取り上げ、自己開示を含めたグループ
ワークも実施した。実施場所は、大淀コミュニティセン
ター（大阪）で行い、受講生は 18名であった。

(8)特定非営利活動法人男女共同参画ネット尼崎
（尼崎市女性・勤労婦人センター）・出張講義
講師

平成 27年 3月 2015 あまがさき女性フェスティバル記念講演会にお
いて、「カナダのコミュニティハウスに学ぶ 支えあい
のまちづくり」をテーマとし、90分間の講演を行った。
多文化共生の国カナダには、子どもから高齢者まで、さ
まざまな人々が利用するコミュニティハウスがある。そ
のコミュニティハウスの成り立ちとそこで実施されて
いるサービスとプログラムについて紹介した。また、カ
ナダのコミュニティハウスから学べることとして、コミ
ュニティオーガニゼーションの概念を「人、もの、こと、
ところ」、そして「時間の共有」という具体的内容に置
き換えて述べた。社会保障の制度化が進む中で、福祉行
政の専門分化が起こる過程についても解説した。実施場
所は、尼崎市女性センター・トレピエで行い、受講者は
40名であった。受講者満足度は 100％であった。2014年
度尼崎市立女性・勤労婦人センター事業報告書：p.26

(9)一般社団法人 gid.jp日本性同一性障害と
共に生きる人々の会・出張講義講師

平成 27年 6月 gid.jp関西交流会において、「自分自身について知る
～自己概念の揺らぎを体験しよう～」をテーマとし、90
分間の講義を行った。講義では Twenty statements 
test=T.S.T/Who am I 法の心理検査も用いて、自己概念
とは何かを解説した。また、「私の価値観を知ろう」を
テーマとし、価値観の書かれた 15 枚のカードを、自分
が大切にしたいと思う順番に並べてもらい、ペアワーク
を実施した。価値観カードのワークから、自己概念（自
己が持つ自分のイメージ）がいかに揺らぎやすいか体験
をしてもらった。実施場所はパシフィックマークス西梅
田 14Ｆガクトホール（大阪）で行い、受講生は 20名で
あった。

(10)2015 年度奈良学園大学公開講座「王寺町り
～べるカレッジ」・出張講義講師

平成 27年 7月 奈良学園大学公開講座において、「子どもに求められ
る職業教育とは―キャリア教育の視点から―」をテーマ
とし、90分間の講演を行った。講演では、キャリア教育
が生まれた背景を解説し、キャリア教育が開発すべき社
会生活を営む上で必要となる能力や態度について述べ
た。また、小学校から高等学校までのキャリア教育の取
り組み事例を紹介し、能力開発を行う上で、最も重視す
べき事項として、自己肯定感を育む必要性についても述
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べた。質疑応答の時間も 20 分程度取り、対話形式で講
演を行い、大変好評であった。受講生は 18名であった。 

(11)平成 27 年度三郷町子ども人権学習支援事
業・指導者

平成 28年 1月 三郷町子ども人権学習支援事業において、三郷北小学
校「つながり学級」の小学生（32名）と保護者（33名）
65 名を対象として、科学遊び・学びの広場プロジェク
ト「ピンホールカメラ作り～小さな穴から見える不思議
な世界～」を実施した。ピンホールカメラ作りを通して、
光の仕組みについて解説をした。低学年児童には解説は
難しかったが、ピンホールカメラを覗くと、映し出され
る映像が逆転しているということに対し、不思議さと驚
きを感じ、その仕組みがどのようになっているのか関心
が高まった。実施後の保護者向けアンケートでは、満足
度は 100％であり、次回も参加をしたいとの高評価を受
けた。 

(12) 登美ヶ丘北中学校区地域教育協議会第３
回スクールコーディネーター研修・出張講義
講師

平成 28年 9月 「海外の地域コミュニティにおける活動～カナダ・バ
ンクーバー市ネイバーフッドハウスの事例～～」をテー
マとして、2015～2016 年度の科学技術研究費（若手研
究Ｂ）の成果報告を兼ねて実施した。参加者は 7名であ
り、現在、地域活性化事業を行っている者を対象として
行った。カナダにおける移民支援組織の成り立ちやセツ
ルメント運動における生活を包括的に支援する仕組み、
ボランティアコーディネートの手法、コミュニティディ
ベロップメントの概念についての解説を行った。多数の
質問を受け、日本とカナダの文化的背景の差異はあるも
のの、地域における福祉活動の統合化には聴講者が共感
し、高評価をいただいた。

(13)平成 28 年度三郷町立西部保育園第 3 回新任
保育士研修会・出張講義講師

平成 28年 12月 三郷町立西部保育園にて新任保育士研修の講師とし
て携わる。「環境を通した教育・保育のあり方を学ぶ～
保育の「質」を考える～」をテーマとし、①保育の質、
質の高い保育とは、②保育環境評価スケールの使用方法
の解説および実践を実施した。昨今、教育経済学の視点
から、幼児教育の経済学や学力の経済学という書籍が発
刊され、就学前教育の充実が強力な公共投資となりうる
ことに注目が集まっている。幼児教育がもたらす効果
（自己統制力、向社会的行動、等）について、海外の調
査研究の結果を事例として取り上げ、解説した。また、
保育環境評価スケールを実践し、保育環境の見直しや保
育活動の振り返りを行った。受講生は 3名であった。 

(14) 平成 28 年度三郷町子ども人権学習支援事
業・指導者

平成 29年 1月 三郷町子ども人権学習支援事業において、三郷北小学
校「つながり学級」の小学生（28名）と保護者（30名）
58 名を対象として、科学遊び・学びの広場プロジェク
ト「色が変わる、まほうの水で描く世界」を実施した。
レモン水（酸性）、せっけん水（弱アルカリ性）、石灰水
（アルカリ性）を用意し、紫キャベツで染めた紙（リト
マス紙）に模様を描き、化学反応によって紙の色が変わ
る様子を、酸性・アルカリ性の解説をした。学生主導で
実施を行い、実施後の保護者向けアンケートでは、満足
度は 100％であり、次回も参加をしたいとの高評価を受
けた。また、こうしたプロジェクトの実施により、学生
の事業運営能力・スキルも格段に上がったと言える。

(15)平成 28 年度三郷町立西部保育園第 4 回新任
保育士研修会・出張講義講師

平成 29年 3月 三郷町立西部保育園にて新任保育士研修の講師とし
て携わる。「保育環境評価スケールの活用を振り返って」
をテーマとし、3、4、5歳児のクラス担任に保育環境評
価スケールの結果を提示しながら、担任（保育経験 10
年以上）と副担任（保育経験 1年）の結果を共有した。
結果の共有では、保育経験 10 年以上の保育者は、自身
の保育活動について個別具体的に思い出しながら、保育
内容の質に関する発言が多くみられた。一方で、保育経
験 1年の新任保育者は、クラス全体を考えると概ね環境
が整っていると回答し、全体的に高い評価をつけること
がわかった。これらの結果を話し合うことで、10 年以
上の保育経験を有する保育者は、新任保育者の視点を学
ぶことができ、今後の指導に役立てることができると述
べていた。新任保育者は、10 年以上の保育経験を有す
る保育者の発言を通して、保育の質について、より深く
考えることができたと発言をした。園長からは、評価ス
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ケールを用いながら、具体的に保育者同士がコミュニケ
ーションを図ることで、保育の質の向上につながると述
べていた。受講生は 6名であった。 

(16)第 14 回「産学連携のための経営者セミナ
ー」・ 出張講義講師 

平成 29年 3月 奈良県大学連合が主催する産学連携のための経営者
セミナーにおいて、「学生の主体性を育むキャリア教育
の在り方とは」をテーマとして講演を行った。大学生活
で身に付けておきたい能力（学士力、社会人基礎力、ジ
ェネリックスキル、21世紀型スキル）の解説をした後、
本学のキャリア教育・キャリア支援を紹介した。また、
2名の学生から、インターンシップ成果報告会の発表も
してもらい、場内からは、学生が堂々と発表する姿勢を
大変評価していただいた。受講生は 23名であった。 

(17)広陵町幼稚園保育園職員研修会・出張講義講
師 

平成 29年 3月 広陵町幼稚園・保育園職員研修会の講師として、「保
育の質を考える～保育環境評価スケールの活用を通し
て～」をテーマとして講演を行った。保育の質の定義を
考えると共に、保育環境評価スケールを用いて、客観的
に自身の保育活動を振り返る必要性について述べた。聴
講者の中で、保育環境評価スケールの活用をしたことが
ある者は 1名（大学時代に実施した）であり、初めて活
用した者ばかりであった。新任保育者よりも保育経験が
10 年を超える者は、他園見学や研修の機会を積んでき
ていることもあり、他園と自園を比較して評価を付ける
ことから、自己評価が厳しくなる傾向があると伝える
と、納得できると聴講生からの感想があった。また、適
宜、客観的な評価指標を用いて保育活動を点検する機会
を設けることには意義があるとの感想をいただいた。受
講生は、45名であった。 

(18) 平成 29 年度北葛城郡内幼稚園教育研究会
（総会）・出張講義講師 

平成 29年 4月 北葛城郡幼稚園教育研究会の講師として、「保育の質
を考える」をテーマとして講演を行った。保育の質を考
えるために、幼児期における教育活動が、向社会行動や
非認知能力の向上に影響を及ぼすという諸外国の研究
結果を事例として取り上げた。 
また、幼稚園内の保育・教育環境を評価するためのツー
ルとして、保育環境評価スケールを紹介し、先生方に保
育・教育環境のチェックおよび振り返りをしていただい
た。聴講生からは、「幼児教育の重要性を改めて認識す
ることができ、仕事へのやりがいを更に感じることがで
きた」や「客観的指標を用いて自身の保育・教育を確認
したことがなかったので、良い機会となった」と感想を
いただいた。受講者は、90名であった。 

(19) 平成 29 年度第 1 回北葛城郡幼稚園教育研
究会・園内研究会講師 

平成 29年 5月 第 1 回北葛城郡幼稚園教育研究会の園内研究会講師
として、①幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て、②特別な支援を必要とする幼児の状態等に応じた計
画的、組織的な指導の在り方についてをテーマとし、指
導助言を行った。まず、各園の取り組みについて、実践
報告をしていただいた。次に、講話者から、カリキュラ
ム・マネジメントの概念について整理し、特別な支援を
要する幼児の実態を把握するためのチェックリスト解
説を行った。出席者は、12名であった。（11園の参加） 

(20) 第 1回吉野青年会議所事業合同会議・講師 平成 29年 5月 第 1 回吉野青年会議所事業合同会議の講師として、
「学生を主体とした事業運営方法について～他者理解
を深める技法とは～」をテーマとし、講義を行った。吉
野青年会議所事業は、吉野広域に住む小学生を対象とし
た課外活動を実施し、青少年健全育成に取り組んでい
る。大学生が主体となって事業を実施するため、事業目
的を共有し、事業立案方法を提示した。また、参加者が
コミュニケーションを円滑に行えるようにするために、
他者理解を深める 2つのワークショップを開催した。今
回は、奈良学園大学の学生 17 名、奈良女子大学の学生
2名、吉野青年会議所から 5名が参加をした。 
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(21) 平成 29 年度三郷町立西部保育園第 1 回新
任保育士研修会・出張講義講師 

平成 29年 5月 三郷町立西部保育園第 1 回新任保育士研修会の講師
として、「社会人に求められるコミュニケーションスキ
ルとは」をテーマとして、講義を行った。研修では、第
一印象の重要性、気持ちの良い挨拶の方法、身だしなみ、
言葉遣いの 4 点を重点指導項目として、実施した。ま
た、3月まで学生であった新任保育士の方々に、学生と
社会人の違いについて考えてもらい、社会人としての自
覚を再認識していただいた。受講生からは、「姿勢等、
指摘されるまで意識していなかった」や「保護者様の対
応に役立てます」といった声をいただいた。受講生は、
5名であった。 

(22) 平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校
附属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29年 5月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。ＫＪ法を用い、①子どもの様子、②環境構成、
➂教師の援助の 3つの観点から、各クラスの担当教員に
本日の保育活動を振り返っていただいた。結果として、
自然環境に関する項目の出現が見られなかったため、自
然環境における環境構成の再点検と栽培活動に関わる
子どもの様子を取り上げる必要性が明らかとなった。ま
た、本園に関する重点項目として、①異年齢児交流、②
遊び空間の改善・集中できる遊び作りの工夫、➂遊び内
容の充実、④教材の確認が取り上げられた。教員からは、
「自然環境の項目がないことに対し、当たり前のこと
で、見過ごしていたと思う」や遊び空間の改善に関する
意見があった。今回は、教員 9名の参加であった。 

(23) 平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校
附属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29年 9月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。今回は、平成 29 年度幼稚園教育要領における
資質・能力の 3本柱に基づいた教師の援助について、指
導計画書の書き方を指導した。教員 9 名の参加であっ
た。 

(24) 平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校
附属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29年 10月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。今回は、平成 29 年度幼稚園教育要領における
資質・能力の 3本柱に基づいた教師の援助について、指
導計画書の書き方を指導した。教員 9 名の参加であっ
た。 

(25) 平成 29 年度第 2 回北葛城郡幼稚園教育研
究会・園内研究会講師 

平成 29年 10月 北葛城郡幼稚園の園内研修会講師として、指導助言を
行った。9：00-11：30まで指導計画に則った保育活動を
見せていただき、13：00-16：30まで、指導を行った。
本園では、今年度の研究テーマとして、「幼稚園教育要
領の理念を実現するための、各幼稚園における教育課程
の編成、実現、評価、改善の一連のカリキュラム・マネ
ジメントの適切な実施について」を掲げており、そのこ
とを念頭におきながら、指導をした。今回は、平成 29年
度幼稚園教育要領における資質・能力の 3本柱に基づい
た教師の援助について、指導計画書の書き方を指導し
た。教員 9名の参加であった。 
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(26) 平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校
附属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29年 11月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。今回は、平成 29 年度幼稚園教育要領における
資質・能力の 3本柱に基づいた教師の援助について、指
導計画書の書き方を指導した。教員 9 名の参加であっ
た。 

(27) 平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校
附属幼稚園園内研修会・園内研修会講師 

平成 29年 11月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、指導助言を行った。9：00-11：30まで指
導計画に則った保育活動を見せていただき、13：00-16：
30まで、指導を行った。本園では、今年度の研究テーマ
として、「幼稚園教育要領の理念を実現するための、各
幼稚園における教育課程の編成、実現、評価、改善の一
連のカリキュラム・マネジメントの適切な実施につい
て」を掲げており、そのことを念頭におきながら、指導
をした。今回は、平成 29 年度幼稚園教育要領における
資質・能力の 3本柱に基づいた教師の援助について、指
導計画書の書き方を指導した。教員 9 名の参加であっ
た。 

(28) 平成 29 年度広陵町立真美ヶ丘第一小学校
附属幼稚園園内研修会・園長研修会講師 

平成 30年 1月 広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園にて、広陵町
の幼稚園 5ヶ園の園長先生を対象とし、幼児期における
カリキュラム・マネジメントの進め方について指導助言
を行った。また、園内目標の立て方についてワークショ
ップを実施した。園長 5名、教員 5名の参加であった。 

(29) 平成 29 年度三郷町立西部保育園・保育士
園内研修会講師 

平成 30年 2月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「幼
児期におけるカリキュラム・マネジメントの捉え方」を
テーマとし、広陵町立真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園で
実施した 1年間のカリキュラム・マネジメントの実践を
交えながら、講義をした。講義後、西部保育園のＰＤＣ
Ａサイクルの構築について、参加保育士と園長先生を交
え、話し合った。保育士 8名の参加であった。 

(30) 平成 29 年度三郷町立西部保育園・保育士
園内研修会講師 

平成 30年 3月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育環境評価スケールの活用を振り返って」をテーマに指
導助言を行った。12 月に実施した保育環境評価スケー
ルの結果をもとに、3~5歳のクラスの担任と副担任に示
し、評価結果の差について、話し合った。評価スケール
を用いながら、具体的に保育者同士がコミュニケーショ
ンを図ることで、保育の質の向上につながる。保育士 6
名の参加であった。 

(31) 平成 30 年度三郷町立西部保育園・保育士
園内研修会講師 

平成 30年 5月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育士として求められるコミュニケーションスキルとは」
をテーマに講演を行った。新任保育士を対象としてお
り、社会人としてのマナーや保育園ならではのトラブル
事例などをもとに相手に伝わるコミュニケーションの
取り方について講義をした。計 10名の参加であった。 

(32) 平成 30 年度広陵町立真美ケ丘第一小学校
附属幼稚園・園内研修会 

平成 30年 6月 広陵町立真美ケ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、「保育指導助言および特別支援教育につ
いて」をテーマに、指導助言を行った。特別支援につい
ては、加配職員向けに具体的事例を取り上げながら、指
導方法について助言を行った。教員 8 名の参加であっ
た。 

(33) 平成 30 年度三郷町立西部保育園・保育士
園内研修会講師 

平成 30年 7月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「チ
ームビルディング研修」をテーマに講演を行った。全教
職員 20 名を対象とし、ＮＡＳＡゲームを用いて、合意
形成の手法を講義した。また、話し合いが有益であるこ
とを数値化して示したことにより、参加者の納得感を得
られた。 

(34) 平成 30 年度広陵町立真美ケ丘第一小学校
附属幼稚園・園内研修会 

平成 30年 10月 広陵町立真美ケ丘第一小学校附属幼稚園の園内研修
会講師として、「保育指導助言および特別支援教育につ
いて」をテーマに、指導助言を行った。指導案の書き方
について指導をした他、特別支援については、加配職員
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向けに具体的事例を取り上げながら、指導方法について
助言を行った。教員 8名の参加であった。 

(35) 平成 30 年度三郷町立西部保育園・保育士
園内研修会講師 

平成 30年 12月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育のプロセスの質評価スケールの活用について」をテー
マに指導助言を行った。0~5歳のクラスの担任と副担任
を対象とし、評価スケールを用いて、各保育士に自身の
日々の保育活動を振り返ってもらった。保育士 15 名の
参加であった。 

(36) 平成 30 年度三郷町立西部保育園・保育士
園内研修会講師 

平成 31年 3月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育のプロセスの質評価スケールの結果を振り返って」を
テーマに指導助言を行った。12 月に実施した保育環境
評価スケールの結果をもとに、3~5歳のクラスの担任と
副担任に示し、評価結果の差について、話し合った。評
価スケールを用いながら、具体的に保育者同士がコミュ
ニケーションを図ることで、保育の質の向上につなが
る。保育士 15名の参加であった。 

(37) 令和元年度三郷町立西部保育園・保育士園
内研修会講師 

令和元年 5月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「保
育記録の種類と書き方～記録を書くための視点とは～」
をテーマに指導助言を行った。週案をもとにした記録や
エピソード記録、個人票記録、子どものつぶやき、ヒヤ
リハット記録等の記録の種類と目的を提示した他、記録
を書くための 5つの視点について講義をした。実際に今
日の午前中の保育活動におけるエピソード記録を保育
士に書いてもらい、指導をした。保育士 7名の参加であ
った。 

(38) 令和元年度三郷町立西部保育園・保育士園
内研修会講師 

令和元年 11月 三郷町立西部保育園の保育士研修会講師として、「ビ
デオカンファレンス①子どもの遊びの意味を考える」を
テーマに指導助言を行った。午前中に子どもの遊ぶ様子
や保育活動を撮影し、午後から映像をもとに、保育活動
や環境構成の改善について考察した。保育士 7名の参加
であった。 

(39) 令和元年度三郷町子ども人権学習支援  
事業・指導者 

令和 2年 2月 三郷町子ども人権学習支援事業において、三郷北小学
校「つながり学級」の小学生（28名）と保護者（21名）
49 名を対象として、科学遊び・学びの広場プロジェク
ト「地層のふしぎを探ってみよう-たからさがし」を実
施した。京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻地
質学鉱物学教室技術職員の高屋真樹先生を招聘し、鉱物
標本等の解説をしていただいた。実施後の保護者向けア
ンケートでは、満足度は 100％であり、次回も参加をし
たいとの高評価を受けた。また、プロジェクトの継続実
施により、学生の事業運営能力・スキルも格段に上がっ
たと言える。 

５ その他 
(1)NPO法人ウエルス会報誌 2012年 夏号 
「園庭の芝生化事業の推進と幼少期における 
身体機能の形成について」 

 
平成 24年 6月 

 
教育現場における園庭・校庭の芝生化事業は、1970年

頃から始まり、現在では、研究機関や自治体、ＮＰＯ法
人等による芝生化の実践や調査がされている。本会報誌
では、調査研究の概要や園庭や校庭の芝生化が子ども達
にもたらす 4 つの教育効果（外遊びの増加、情操の安
定、芝生の弾力性がスポーツ活動に安全性と多様性をも
たらすこと、環境教育の生きた教材として活用できるこ
と）を言及した。 
（科目担当実績）子どもと環境 
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 
(1)幼稚園教諭二種免許状取得 

 
平成 11年 3月 

 
免許状番号 平 10 幼二め 第 804 号（京都府教育委員
会） 

(2)プロジェクトワイルドエデュケーター資格 
取得   

平成 18年 7月 財団法人公園緑地管理財団：資格番号なし  
 

(3)保育：子育てアドバイザー（初級） 平成 21年 4月 特定非営利法人保育：子育てアドバイザー協会： 
認定番号 第 10001024号 

(4)修士（都市政策） 平成 23年 3月 大阪市立大学大学院創造都市研究科都市政策専攻（都市

政策修士 第 730号）「修士論文題名：現代的セツルメント「ネ

イバーフッドハウス」の社会的意義～ゴードンネイバーフッドハウスの

取り組みを めぐって～」 

(5)小学校教諭二種免許状取得 平成 23年 7月 免許状番号 平二三小二第六号（京都府教育委員会） 

(6)生涯学習コーディネーター資格取得 平成 23年 10月 財団法人社会通信教育協会：第 31110009号 
 

(7)生涯学習 1級インストラクター資格取得 平成 23年 10月 財団法人社会通信教育協会：第 11110009号 
 

(8)メンタルケアカウンセラー資格取得 平成 25年 7月 財団法人生涯学習開発財団/メンタルケア学術学会：資
格第 134014563号 

(9)キャリアカウンセラー資格取得 平成 25年 9月 日本キャリア教育学会：認定登録第 214号 
有効期限：2027年 9月 13日（2020年 9月更新） 

(10)メンタルケア心理士資格取得 平成 25年 10月 財団法人生涯学習開発財団/メンタルケア学術学会：資
格第 134014563号 

(11)准ケアストレスカウンセラー資格取得 平成 25年 11月 財団法人職業技能振興会：ＪＣ-080018 

(12)ガイダンスカウンセラー資格取得 平成 26年 12月 スクールカウンセリング推進協議会 
認定番号：第 14030010号 

(13)修士（学校教育学） 平成 28年 3月 兵庫教育大学大学院学校教育研究科人間発達教育専攻
（学校教育学修士 第 8401 号）「修士論文題目：多世代
交流としての子育て支援に関する研究―カナダ・ネイバ
ーフッドハウスの事例から―」 

(14)プロジェクトワイルドシニアエデュケー 
ター資格取得 

令和 2年 1月 一般財団法人公園財団：資格番号なし 

(15)カラーセラピスト資格取得 令和 2年 10月 一般社団法人日本色彩環境福祉協会：資格番号なし 

(16)アンガーマネジメントファシリテーター 令和 2年 11月 一般社団法人日本アンガーマネジメント協会 
JAMA管理番号：104345 

(17)NAMA Certified Anger Management 
Specialist-Ⅰ 

令和 2年 11月 National Anger Management Association：資格番号な
し 

２ 特許等 
特記事項なし 

  

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
(1)京都光華女子大学短期大学部こども保育学科 

こども保育学科共同研究室内実習・就職支援
室担当 

 
平成 18年 3月～ 
平成 23年 3月 

（5年間） 

 
実習・就職支援室の主担当として、保育職を志す学生

の実習支援と就職支援に携わる。実習支援では、教育実
習事前事後指導の教員補助として園内における環境構
成の指導や指導案の指導の他、実習園との連携協力を構
築して実習後の学生へのフィードバック体制を確立し
た。就職支援では、京都市内の園を中心として毎年 2月
に 30～40 園を訪問し、保育現場が求める人物像の聞き
取り調査を実施した。その調査結果を活かして、就職支
援プログラムの構築に役立てた。 

(2)特定非営利法人岡山市子どもセンター 
おかやまプレーパーク運営委員 

平成 24 年 3 月～
平成 27年 3月 

特定非営利法人岡山市子どもセンター（岡山市北区久
米 348）の事業の一つである「おかやまプレーパーク」
の運営委員に着任し、月に 2度、岡山国際児童年記念公
園こどもの森へ出向いて活動を行なっている。『自分の
責任で自由に遊ぶ』ということをモットーとし、子ども
がのびのびと思いっきり遊べるように敷地内の禁止事
項（例えば、木登り禁止等）をなくし、やりたい遊びを
実現できる遊び場の確保に力を注いでいる。年間事業計
画の見直しや助成金の申請、行政と交渉をする際の助言
役を務めている。 
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(3)特定非営利活動法人ウエルス 理事 平成 24 年 5 月～
平成 27年 3月 

特定非営利法人ウエルス（京都府亀岡市）の顧問に着
任し、幼稚園や保育所における自然環境としての園庭の
芝生緑地化推進活動の助言を行っている。園庭の芝生化
により、子ども達の遊び方の変化や外遊びの増加、それ
に伴う健全な肉体形成等、芝生化によってどのような教
育的効果があるか、共同研究 
を行った。（住所：法人事務所:〒621-0805 京都府亀岡
市安町大池 11 日進ビル 101） 

(4)陶芸ギャラリー吾子 代表  平成 25年 10月～
令和 3年 1月 

 京都市東山区泉涌寺地区は、陶芸職人の町として知ら
れているが、職人の高齢化が深刻な問題となっており、
その地に根付いた文化が途絶えようとしている。そのた
め、地域振興の一環として、平成 25年 10月よりギャラ
リーの開催している。展示作品は、陶器に関わらず絵画
なども展示している。地域のお祭りがある際には、無料
で開放し、音楽会なども行っている。（京都市東山区泉
涌寺東林町 17-29） 

(5)広陵町まち・ひと・しごと創生総合戦略   
審議会・ひと部門 部会長 

平成 27年 7月～ 
平成 28年 3月 

本審議会は、まち・ひと・しごと創生法に基づく国の
長期ビジョン及び総合戦略を勘案し、内閣府地方創生推
進室が示す「地方人口ビジョン策定のための手引き」及
び「地方版総合戦略策定の手引き」に基づき実施した。
また、国の総合戦略が定める 4つの政策分野（①地方に
おける安定した雇用を創出する、②地方への新しい人の
流れをつくる、③若い世代の結婚、出産、子育ての希望
をかなえる、④時代に合った地域を創り、安心なくらし
を守るとともに、地域と地域を連携する）に則り、まち
部門、ひと部門、しごと部門の作業チームに分け、筆者
はひと部門の部会長の任命を受け、総合戦略策定に向け
た審議を実施した。 

(6)広陵町幼保一体化推進会議 副会長 平成 27年 8月～ 
平成 28年 7月 

本会議では、「町立幼稚園・保育園における幼児教育・
保育のあり方等について」を主題とし、5回にわたって
審議を行った。審議事項は、①幼稚園・保育園における
より良い教育・保育の提供、②現在策定中の幼保一体化
総合計画に基づいた町立幼稚園・保育園の施設整備の促
進、③就学前の子どもたちへの子育て支援の充実であ
り、それらを答申としてまとめ、報告した。 

(7)広陵北幼保連携型認定こども園設計業務公募
型プロポーザル選定委員会 委員 

平成 28年 3月～ 
平成 28年 6月 

本プロポーザルは、広陵町における幼保の一体化を進
めるため、広陵北幼稚園と広陵北保育園を統合し、広陵
町で初めての幼保連携型認定こども園の設計業務の委
託先を選定するものである。9社から応募があり、一次
審査において 5社を選定、2次審査において業務委託先
を決定した。平成 30 年 4 月 1 日に開園予定であり、災
害時の乳幼児を対象とした福祉避難所としての機能も
有する施設となる。 

(8)広陵町総合戦略等検証委員会 委員 平成 28年 7月～ 
平成 29年 3月 

 平成 27 年 7 月～平成 28 年 3 月までに実施した広陵
町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会において策定
した事業のうち、先行で実施している 8事業に対して、
その実施状況および事業の有効性に関する審議を行っ
た。 

(9)出会いウィーク2017実行委員会 委員 平成 28年 10月～
平成 29年 3月 

 本事業は、奈良ＮＰＯセンターが主体となり、奈良県

下にて活動を実施するＮＰＯおよびボランティア団体

の広報活動の一環として実施したものである。奈良学園

大学ボランティアサークルも参加をし、「科学遊び・学

びの広場プロジェクト事業」のＰＲを行った。実施日は

、平成29年2月18日（土）～19日（日）であり、当日の

参加団体は36団体であった。2日間の参加者総数は、800

名程度であった。 

(10)広陵町総合戦略等検証委員会 委員 平成 29年 8月～ 
現在に至る 

 平成 27 年 7 月～平成 28 年 3 月までに実施した広陵
町まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会において策定
した事業の実施状況および事業の有効性に関する審議
を行っている。（平成 33年 3月 31日まで） 

(11)広陵町教育委員会 教育委員 令和元年 10月～ 
現在に至る 

 広陵町教育委員会にて教育委員に任命された。定例教
育委員会への参加の他、幼稚園から中学校まで学校教育
の運営に関わる各種審議を行っている。 
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(12)西校区認定こども園整備基本計画事業手法
等検討業務委託指名型プロポーザル審査委員
会 委員 

令和元年 10月～ 
現在に至る 

本プロポーザルは、広陵町における西校区認定こども
園設置のための設計業務の委託先を選定するものであ
る。業者は 1社であり、選定作業を行った。 

(13)日本地域福祉学会 第 12期地方委員 令和 2年 7月～ 
現在に至る 

2020年度第 2回（第 152回）理事会にて、第 12期地
方委員に任命された。また、2020年度（12/19）近畿地
域福祉学会の実行委員長を任命され、学会運営をした。 

(14)広陵町公私連携法人指定審査委員会 副委
員長 

令和 2 年 7 月～ 
令和 3年 1月 

本プロポーザルは、広陵町における西校区認定こども
園運営のため委託先を選定するものである。選定事業者
1社であり、選定作業を行った。なお、任期は、西校区
認定こども園整備運営に係る協定が締結された日の翌
日までである。 

４ その他 
(1)環太平洋大学キャリアセンター運営委員会 
委員 

 
平成 24年 4月～ 
平成 26年 3月 

 
環太平洋大学キャリアセンターは４つの分室（教職支

援室・幼保施設分室・公務員就職支援室・企業等就職支
援室）に分かれて進路支援をしている。月に 1度キャリ
アセンター運営委員会を開催し、各分室との連携を図っ
ている。また、環太平洋大学の場合、体育会に力を入れ
ている学生も多く、4年生の前期が終わるまで進路決定
を引き延ばす学生の姿が見られ、そうした学生に対し
て、ゼミ担当教員も含めて支援を実施した。 

(2)環太平洋大学教職課程委員会 委員 平成 24年 4月～ 
平成 25年 3月 

 学生の介護等体験実習が円滑に運営できるように、実
習の事前事後指導およびオリエンテーション、個別指導
に携わる。集団指導では、介護等体験実習を終えた学生
を招いてパネルディスカッションを行うと共に、実習簿
やお礼状の書き方の指導を担当した。個別指導では、特
別支援施設での実習生 8 名、社会福祉法人での実習生
10名を担当した。 

(3)環太平洋大学幼児教育言語力育成研究会     
代表 

平成 24年 4月～ 
平成 27年 3月 

2008年に改訂された学習指導要領では、「言語活動の
充実」が育成すべき重要項目の第一として取り上げられ
た。そのことを受け、現場における言語活動の充実を特
に幼児を対象として調査することを目的として岡山市
立大野幼稚園や岡山市立江西幼稚園の園長先生ととも
に研究会を立ち上げた。幼稚園の教育現場と大学組織が
協同して、幼児期における言語活動の充実に関する調査
を実施している。 

(4)環太平洋大学ハラスメント委員会 委員 平成 25年 4月～ 
平成 26年 3月 

本学では、アカデミック・ハラスメントやジェンダー・
ハラスメント、パワーハラスメント等を総合的に取り扱
う部としてハラスメント委員を設置している。今年度
は、ハラスメントのない教育研究環境づくりの一環とし
て、オープンスペースを利用して学生相談を行うこと
や、学生が研究室内にいる場合は、ドアを開けておくな
ど、誤解やトラブルを未然に防ぐ対策をとった。 

(5)奈良学園大学キャリアセンター運営委員会  
委員 

平成 26年 4月～ 
現在に至る 

奈良産業大学から名称変更された奈良学園大学は、2
学部 2学科（人間教育学部・保健医療学部）が新設され
た。それに伴い、大学組織も改変され、平成 26 年 4 月
に就職支援課からキャリアセンターへと名称変更およ
び業務内容の変更や統合がなされた。新体制のもと、学
生のキャリア形成支援体制の確立にむけた会議を重ね
ているところである。また、人間教育学部では、教員採
用試験支援室として教職センターを設置し、運営を行っ
ている。平成 30 年 4 月から、キャリアセンター内に教
職支援室、企業・公務員支援室と分室をつくり、キャリ
ア支援体制の強化を図った。平成 30 年 4 月から、キャ
リアセンター副センター長に任命され、現在に至る。 

(6)奈良学園大学ボランティアサークル 顧問 平成 26年 4月～ 
現在に至る 

 奈良学園大学において、ボランティアサークルの顧問
となり、学生指導をしている。平成 27・28 年度に吉野
青年会議所とボランティアサークルに所属する大学生
と協働で吉野広域において「小学生を対象としたキャン
プ事業」を実施した。平成 27年度から現在に至るまで、
三郷町内の小学生を対象とした「科学遊び・学びの広場
プロジェクト」を実施している。年間 100～150 名が参
加し、三郷町からも高く評価していただいた。（平成 27
年度には、奈良県庁主催の財団法人奈良県青少年会館か
らの寄付金を活用した「青少年の健全育成事業」に奈良
学園大学ボランティアサークルで応募し、20 万円の採
択を受けた。）その他、第 14回大和川七夕まつり（平成
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29 年度）において燈花会事業を実施し、参加した学生
が大和郡山市ロータリークラブから感謝状を授与され
た。 

(7)奈良学園大学サッカー部 顧問 平成 29年 4月～ 
現在に至る 

奈良学園大学において、サッカー部の顧問となり、学生
支援をしている。平成 29年 4月から現在に至る。 

(8)奈良学園大学評議会 評議員 平成 30年 4月～ 
現在に至る 

 平成 30 年 4 月から、奈良学園大学評議会評議員に任
命された。キャリアセンター報告を中心として、取り纏
めをしている。平成 30年 4月から、現在に至る。 

8)奈良学園大学自己点検評価委員会 委員 令和 2年 4月～ 
現在に至る 

 令和 2年 4月から、奈良学園大学自己点検評価委員会
委員に任命された。キャリアセンター運営関連資料の取
りまとめを担当した。 
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研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は 

発表の年月 
発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

（著書） 

１『次世代の教育原理』 

 

共著 

 

平成24年10月 

 

大学教育出版 

 

2011 年から小学校・中学校・高等学校と順次

完全実施される新学習指導要領の意図を汲み取

りながら、教職を目指す学生に教育の基礎・基本

的な知識と教養を身に付けさせるための入門書

である。 
Ａ5判 全 159ページ 

編著者：中田正浩・松田智子 

共著者：中田浩司・鎌田首治朗・住本克彦・ 

岡野聡子・久田孝 

本人担当部分：第 7 章「キャリア教育とは」

(pp.102-117)を単著 

本人担当部分の概要： 

キャリアの語源やキャリア教育が導入された

背景などを概観しながら、キャリア教育で育成

すべき能力を取り上げ、小学校・中学校・高等学

校で取り組むべきキャリア教育の目標と内容に

ついて解説した。キャリア教育とは特別な教育

活動ではなく、日常の教育活動を通して、子ども

達の学ぶ態度や意欲を育てながら、児童・生徒が

社会とのつながりを見出していくための教育で

あることを学生にわかりやすく解説している。 

２『子どもと環境～身近な

環境とのかかわりを深め

るために～』 

単著 平成25年2月 ERPブックレット 乳幼児期は、学校の一斉授業のように知識や

技能を一方的に教えられて身に付けていく時期

ではなく、自分の興味や欲求に基づいた直接的・

具体的な体験を通して、人格形成の基礎となる

土台を作る時期である。この時期は、子ども自身

が生活の中から、好奇心や探究心をもって環境

にかかわることで遊びを展開し、充実感や満足

感を味わうことが大切である。子どもが自発的

に環境とかかわり、さまざまな体験から生きる

喜びや充実感が味わうためには、子どもの遊び

の質を高められるような保育者の意図的なかか

わりが必要となる。本書では、子どもと自然環

境、物的環境、社会環境のかかわりについて実践

事例を用いて解説した。 

Ａ5判 全 71ページ 

３『子どもの生活理解と環

境づくり～幼児教育領域

「環境」と小学校教育「生

活科」から考える～』 

共著 平成25年3月 ふくろう出版 幼稚園や保育所で行われる幼児教育と小学校

教育の連携をいかに図っていくかについて、幼

稚園教育要領や保育所保育指針の領域「環境」と

小学校教育課程の「生活科」を軸として、自然環

境・物的環境・社会環境の３つの視点を用いて事

例を取り上げながら解説した。 

Ａ5判 全 166ページ 

編著者：岡野聡子・筒井愛知 

共著者：松田智子・吉村啓子・辻野孝・     

大野鈴子・金光文代・平松茂・馬場浩

一郎・中道美鶴・岡田美紀・土谷長子・

アンソニー・ウォルシュ 

本人担当部分： 

第 1 章「幼児教育から小学校教育へ」第 1 節

「幼児教育と領域「環境」」（pp.1-12）を単著、

第 5章「社会環境とのかかわり」第 3節「異文化

を理解することとは」「1.異文化理解と異文化交

流」（pp.135-137）、「2-2）文化の獲得」（pp.140-

141）、「2-3 持続発展教育の考え方」（pp. 141-

143）を翻訳。 

本人担当部分の概要： 

 第１章第１節では、幼児教育とは何かを解説 
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著書、学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は 

発表の年月 
発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

    した上で、領域「環境」と小学校教育課程の「生 

活科」にて取り上げられるねらいと内容の中身 

について解説した。第 5章部分は、翻訳を担当し 

た。 

４『保育者・小学校教師の

ための道しるべ』 

共著 平成29年10月 学文社 本書は、保育士、幼稚園教諭、小学校教諭をめ

ざす短大生、大学生、専門学校生に向けて、就職

する前に身に付けてほしい保育者・教師に求め

られる基礎知識、専門知識、技術をまとめたもの

である。 

B5判 全 140ページ 

編著者：田中卓也・松村齋・小島千恵子・    

志濃原亜美・木本有香 

共著者：黒田政広・秀真一郎・五十嵐淳子・   

中田尚美・岡野聡子・岩治まとか・雲津

英子・谷原舞・橋爪けい子・光井恵子・

今村民子・佐々木由美子 

本人担当部分： 

第 8章「保育実習・幼稚園教育実習・小学校教

育実習で実力を発揮しよう」（1）保育実習とはど

のような実習なのか（pp.58-60）、（2）幼稚園教

育実習とはどのような実習なのか(pp.60-62)、

（6）実習日誌、指導案とはどのようなものなの

か(pp.68-72)を単著。カフェタイム(コラム)②

ちょっと知っておきたい保育室の飾り付け

（p.23）を単著。 

本人担当部分の概要： 

 保育所実習と幼稚園実習について、観察実習、

見学実習、部分実習、一日実習をまとめ、それぞ

れに修得すべき事柄を解説した。また、実習日誌

や指導案では、実際に活用されている書類を事

例として取り上げ、書き方のポイントを解説し

た。カフェタイムでは、保育室内の飾りの意味に

ついて取り上げた。 

５『MINERUVAはじめて学ぶ

保育 12子育て支援』 

共著 平成30年3月 ミネルヴァ書房 本書は、子ども・子育て支援新制度、保育教諭

など最新の動向を盛り込みつつ、保育の基本を

解説したものである。 

B5判 全 220ページ 

監修：大方美香・名須川知子 

編著者：伊藤篤（12巻担当） 

共著者：岡野聡子・大方美香・大西晶子・寺村ゆ

かの・植木信一・山岡テイ・高畑芳美・

吉岡洋子 

本人担当部分： 

第１章 子育て支援の必要性と制度(レッスン

1 子育て支援が求められる社会背景①子育てを

めぐる社会環境の変化、②少子化という社会現

象、③子育てをめぐる諸課題（pp.2-15）、レッス

ン 2 子育て支援に関する制度・施策の展開①わ

が国における子育て支援の制度・施策の歩み、②

少子化の進行と子育て支援(pp.16-29))、第 4章 

海外に学ぶ子育て支援（レッスン 13北米におけ

る子育て支援①多文化主義国家であるカナダ、

②カナダにおける子育て家庭支援の展開、③カ

ナダにおける子育ての現状、④子育て家庭支援

の取り組み－ファミリーリソースセンター、⑤

子育て家庭支援の取り組み－ネイバーフッドハ

ウス、⑥子育て家庭支援の取り組み－ノーバデ

ィズパーフェクトプログラム(pp.156-171)）を

単著。 

本人担当部分の概要： 

第１章では、子育て支援が求められる社会的 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月 
発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

    背景について、我が国における子育てをめぐ

る社会環境の変化や少子化についてデータを提

示し、子育てをめぐる諸課題について解説した。

また、我が国におけるこれまでの子育て支援に

関する制度や施策の歩みを表にしてまとめ、そ

の成果についても言及した。第４章では、カナダ

における子育て支援について、ファミリーリソ

ースセンター、ネイバーフッドハウスの取り組

みを紹介した。子育て家庭支援の取り組みでは、

ノーバディズパーフェクトプログラムについて

解説した。 

６『子どもの生活理解と

環境づくり（改訂版）～就

学前教育領域「環境」と小

学校教育「生活科」から考

える～』 

共著 平成31年3月 ふくろう出版 2017 年に学習指導要領が改訂され、資質・能

力の三つの柱と幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿（10 の姿）が明示された他、保幼小連携

の強化が取り上げられた。本書では、学習指導要

領改訂にともない、領域「環境」にて設置された

新項目も含め、就学前教育と小学校教育の教育

内容の接続に言及し、自然環境・物的環境・社会

環境の３つの視点を用いて事例を取り上げなが

ら解説を行った。 

Ａ5判 全 206ページ 

編著者：岡野聡子 
共著者：松田智子・大野鈴子・吉村啓子・筒井  

愛知・村田眞理子・薮田弘美・辻野孝・

伊崎一夫・中道美鶴・岡田美紀・田中卓

也・前川豊子・平野知見 
本人担当部分： 
第 1 章「就学前教育から小学校教育へ」第 1 節

「就学全教育と領域「環境」」（pp.1-20）、第 3 章

「自然環境とのかかわり」第 2 節 1-2）栽培植物

の選定条件とは、1-3）自然環境マップづくり

（pp.81-83）、第 4 章「物的環境とのかかわり」

第１節 1.ものの性質や仕組みを知る（pp.103-
104）、1-2）ものの仕組みを理解する（pp.106-
108）、第 5 章「社会環境とのかかわり」第１節

1-3）生活科における「行事」のとらえ方（pp.146-
147） 
本人担当部分の概要： 

第１章では、就学全教育と領域「環境」の概要

を述べ、2017 年度の学習指導要領改訂にて取り

入れられた資質・能力の三つの柱と幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）、これから

求められる幼児教育の在り方について解説し

た。また、保幼小連携の重要性から、領域「環境」

と「生活科」の教育内容の接続について解説し

た。第３章では、自然環境のかかわりにて、園内

にある栽培植物の選定条件を解説し、自然佳境

マップづくりを紹介した。第４章では、物的環境

とのかかわりにて、子どもがものの性質や仕組

みを理解する過程について解説した。第５章で

は、社会環境とのかかわりにて、2017 年度の要

領改訂において領域「環境」に示された行事の役

割が、小学校教育「生活科」にどのように教育内

容が接続されているか解説した。 

７『基礎から学べる保育

内容（人間関係）ワークブ

ック』 

共著 令和2年2月 あいり出版 本書は、幼稚園教諭・保育士を目指す者を対象

とし、保育内容（人間関係）の基礎を解説したも

のである。 

Ａ4判 全 86ページ 

編著者：田中卓也・宮内洋・藤井伊津子・ 

中澤幸子 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月 
発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

    共著者：伊藤恵里子・秀真一郎・木本有香・小久保

圭一郎・川村高弘・橋場早苗・佐藤寛子・

岡野聡子・佐々木由美子・増田吹子・内田

祥子・郷家史芸・香曽我部琢・五十嵐淳子・

浅見優哉 

本人担当部分： 

第 5章「人間関係を通して育む「道徳性・規範

意識の芽生え」とは」（1.乳幼児期における「道

徳性・規範意識の芽生え」、2.道徳性の芽生えと

は、3.規範意識の芽生えとは）（pp.33-41） 

本人担当部分の概要： 

 現在の日本社会における子どもの育ちに関す

る問題点や問題が生じた社会的背景について言

及するとともに、2017 年に改訂された幼稚園教

育要領・保育所保育指針の「道徳性・規範意識の

芽生え」に関する項目のねらいと内容、内容の取

扱いについて解説した。学生の理解が深まるよ

うに、道徳性や規範意識の芽生えについて、具体

的事例を提示しながら解説した。また、学生がテ

キストに書き込めるワーク欄も作り、活用でき

るテキスト作りに勤めた。 
８『保育者になる人のた

めの実習ガイドブック A 

to Z ―実践できる！ 保

育所・施設・幼稚園・認定

こども園実習テキスト

―』 

共著 令和2年3月 萌文書林 保育所や施設、幼稚園、認定こども園での保育

実習・教育実習について、実習の事前・事後で学

ぶべき内容を 15章に整理し、まとめている。コ

ラムでは、実習の期間中だけでなく、現場の保育

者になってからも役立つ内容としている。巻末

付録には、実習の持ち物チェックリストと保育

実習・教育実習で学び、現場で実際に働いている

若手の保育者からのメッセージも収録した。 

Ａ4判 全 178ページ 

監修：名須川知子 

編著者：田中卓也・松村齋・小島千恵子・    

岡野聡子・中澤幸子 

共著者：佐藤寛子・関容子・増田吹子・山本美紀・

植田恵理子・赤塚めぐみ・日隈美代子・

橋爪けい子・田中路・鈴木和正・中島眞

吾・橋場早苗・島田直哉・山梨有子・安

氏洋子・里見達也・加藤緑・八幡眞由美 
本人担当部分： 
第 8 章「幼稚園教育実習とは」（1.幼稚園教育

実習の目的と心構え、2.幼稚園における園生活の

流れと実習の実際、3.年齢別のクラスの特徴と実

習のポイント）（pp.80-93） 
本人担当部分の概要： 
 幼稚園教育実習の目的や実習に出向く際の心

構えについて解説した。また、幼稚園の園生活の

流れを例示し、実習のポイントについて述べた

他、3～5 歳児の年齢別の実習のポイントを解説

した。 
９『基礎から学ぶ子育て

支援の実際』 

共著 令和2年6月 大学図書出版 本書は、子育て家庭の現状に合わせた支援方

法や関係機関との連携体制の構築等、事例やワ

ークを用いながら解説している。2019 年に改訂

された保育士養成課程の教授内容に基づいて章

立ての構成をしている。 

Ｂ5判 全 175ページ 

編著者：太田恵子・檜垣昌也 

共著者：市東賢二・小川和代・城野敦子・田中 

    卓也・桶田ゆかり・小原貴恵子・齋藤 

    惠子・相樂真樹子・野田敦史・岡野聡子・ 

    大熊信成・志村浩二・山城久弥 

本人担当部分： 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

    第 12講「特別な配慮を要する子どもと家庭へ

の支援～発達障害児」（1.発達障害のある子ども

と保護者の状況、2.発達障害の子どもと家庭へ

の支援、3.特別な配慮を要する子どもや家庭へ

の支援の実際、4.演習課題）（pp.122-139） 

本人担当部分の概要： 

 代表的な発達障害である自閉症スペクトラ

ム、注意欠如・多動症、限局性学習障害の 3つの

事例を取り上げ、子どもの様子や家庭支援のあ

り方について解説した。また、子どもと家庭支援

の方法や制度、留意事項、保育現場における発達

障害の子どもへの支援も事例を取り入れ解説し

た。 

１０『子どもとともに未

来をデザインする保育者

論・教育者論』 

共著 令和2年10月 わかば社  本書は、保育士資格、幼稚園教諭免許状取得を

目指す学生を対象とし、保育学・教育学の基礎を

学ぶために、理論面・実践面から事例を通して解

説した書籍である。 

版 全 155ページ 

編著者：田中卓也・松村齋・小島千恵子 

共著者：小川知晶・日隈美代子・中塚健一・   

加藤緑・小宮山道夫・鈴木和正・島田直

哉・関容子・志濃原亜美・中澤幸子・北

澤明子・安氏洋子・佐藤寛子・西田明史・

垣添忠厚・大橋淳子・五十嵐淳子・坪井

瞳・岡野聡子・加藤英夫・橋爪けい子・

酒井範子・加藤裕希 

本人担当部分： 

 第 13章「保育者・教育者に必要な研修」（1.保

育者としての専門性の向上とキャリア形成、2.

研修の種類と内容、3.研修の成果を現場でいか

してみよう）（pp.124-133） 

本人担当部分の概要： 

 長年に渡って保育者として働くために求めら

れる専門性や、20～50 歳代までの保育者として

のキャリア形成について解説した。また、園内・

園外研修の具体的事例、保育士のキャリアアッ

プ制度、免許状更新講習を取り上げた。最後に、

研修での学びをどのように現場で活かす方法に

ついて解説した。 

「学術論文」 

１ 現代的セツルメント

「ネイバーフッドハウ

ス」の社会的意義～ゴー

ドンネイバーフッドハウ

スの取り組みをめぐって

～（修士論文） 

 

 

単著 

 

平成23年3月 

 

大阪市立大学大学院 

 

ブリティッシュ・コロンビア州にあるネイバ

ーフッドハウス協会は、「人々の交流」を目的と

し、そこで取り組まれるサービスやプログラム

は、個人と個人を結びつける「ハブ」のような役

割を担っている。イギリスを発祥とするセツル

メント文化を受け継ぐ現在のネイバーフッドハ

ウスの取り組みや、１つの施設において人間の

ライフサイクルを見越した複合的なサービス展

開をしている場作りに着目し、日本の行政サー

ビスとの違いを論じた。A4判 全 48ページ 

２ 保育士養成校におけ

る就職活動の特徴と課題

～就職支援の実践から見

えるもの～ 

共著 平成23年12

月 

京都光華女子大学短期

大学部研究紀要  

第 49集(pp.1-6) 

保育者を目指して本学に来た者は、目的意識

をはっきりと持って入学してくる者が多く、保

育職内定率も 100％である。しかし、授業や実習

指導を受ける中で、保育職への不安が学生の間

で広まるため、1年生の 4月からキャリア支援プ

ログラムを実践した。その実践から、卒業後の支

援（特に早期離職者への対応）にも言及した。 

代表者：吉村啓子 

共著者：岡野聡子 

本人担当部分： 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月 
発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

    1年生の 4月から実施したキャリア支援プロ

グラムの企画および実施、評価を担当した。 

３ 非営利団体における

社会サービスの提供に関

する一考察～カナダのバ

ンクーバー市におけるゴ

ードンネイバーフッドハ

ウスの取り組み～ 

単著 平成24年3月 環太平洋大学研究紀要 

第 5号(pp.31-39) 

 

社会事業の専門分化が進むにつれ、需要と供

給をスムーズに行うために子ども・高齢者・障害

者といった分野ごとの支援体制が確立されてき

た。 

本稿で取り上げたカナダのバンクーバーにお

けるゴードンネイバーフッドハウスは、専門的

な福祉ニーズの提供を事業の主軸にするのでは

なく、地域に住む人々を結びつける基盤（コミュ

ニティ・ベースド）としての「交流の場」から醸

成される相互扶助関係の構築に注目をした事業

を展開している。その在り様をミッションステ

イメント・サービスとプログラム内容・運営資

金・ボランティアスタッフの４つの観点から考

察した。 

４ 環太平洋大学におけ

るキャリア支援体制の確

立にむけて（Ⅰ） 

共著 平成24年3月 環太平洋大学研究紀要 

第 5号（pp.61-68） 

大学のキャリア教育をめぐる昨今の動向をみ

ると、就職に至るまでの支援過程の議論が活発

であり、「キャリア形成支援」という言葉で表現

されている。今後の課題は、キャリアセンターで

の支援において、学生一人ひとりのキャリア形

成を図ることを意識して支援を行う必要がある

ことが明らかとなった。 

代表者：岡野聡子 

共著者：杉田郁代 

本人担当部分： 

本学キャリアセンターのキャリア支援プログ

ラムの企画および実施を行い、評価をした。 

５ 幼児期における「言

語活動の充実」に関する

研究～岡山市公立幼稚園

教諭を対象としたアンケ

ート調査から～ 

共著 平成24年12月 環太平洋大学研究紀要 

第 6号（pp.1-8） 

言語活動の充実に関する研究は、小学校教育

における事例研究が多く、幼児期における研究

は管見するあたり少ない。本研究では、幼児期に

おける言語活動とは何かを概観し、幼稚園の教

育現場において言語活動の充実がどの程度意識

され保育実践として取り組まれているか、岡山

市公立幼稚園教諭を対象としてアンケート調査

から考察を試みた。調査結果（有効回収率：

38.7％）から、伝達力や思考力を意識した保育を

行っていると回答した者の割合は 6割を超えた。

伝達力、思考力を意識した保育実践では、伝達力

よりも思考力を意識した保育実践のあり方に戸

惑いが見られた。言葉にかかわるカリキュラム

を園内で作成しているケースは 32.5％、小学校

「国語科」との連携を図っている園が 43.2％で

あった。第 4章では、言語活動の充実をめぐる保

育現場の戸惑い等の課題も含めて評価を行っ

た。 

代表者：岡野聡子 

共著者：大野鈴子 

本人担当部分： 

質問紙作成、結果の分析と考察を行った。 

６ 幼児期における科学

的思考を育む環境づくり

に関する一考察 

共著 平成25年3月 環太平洋大学研究紀要 

第 7号（pp.97-105） 

本研究は、5 歳児を対象として、池田・戸北

（2004）の科学の基礎的発言の分析手続を用い

て、日常生活では出会わないゾウリムシを観察

させることによって、幼児期における科学的萌

芽および知的好奇心を育む教育環境の整備につ

いて検討した。 

第 1章では、科学的思考の萌芽に関する先行 

研究を取り上げ、この研究が小学校教育課程

の生活科や理科教育の分野で実施されてきたこ

とを述べ、幼児を対象とした科学的思考の萌芽 
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    に関する研究の少なさについて言及した。第 2章

では、池田・戸北（2004）や加藤（2007.2008.2009）

の科学的思考の萌芽の分析手法を概観し、本稿

で扱う分析手法を解説した。第 4章では、実践の

分析結果を考察し、科学の基礎的な発言へと移

行する可能性がある一時的な表現の発言や対象

物を身体で表現しようとする姿が目立ったこと

や、対象者の 1 名のみが科学の基礎的な発言を

したことに対し、対象物が身近でなかったこと、

そうした物事に触れる体験が少なかったことに

起因するのではないかと考えられた。今後の課

題として、幼児の「知的な気付き」の発言を促す

環境づくりについて、教師の態度に着目をして

検討を要することが明らかとなった。 

代表者：筒井愛知 

共著者：岡野聡子、平松茂 

本人担当部分：分析手法の検討を行った。 

７ 体験活動と授業後の

発展学習を重視した保育

内容「環境」の授業展開―

大学 2 年生前期授業にお

ける実践事例から― 

単著 平成25年3月 環太平洋大学研究紀要 

第 7号（pp.29-36） 

領域「環境」における授業展開では、「身近な

環境とかかわる力の育成」を学生に具体的に理

解させるため、講義形式の授業だけではなく、体

験活動を取り入れている事例も多く見られる。

本稿では、体験活動の他に授業後の発展学習課

題を学生に与えることによって、領域「環境」へ

の理解や幼児教育に関する学習意欲の向上が見

られるかについて、授業評価アンケートや授業

後の感想文から分析を行った。アンケート結果

からは、本授業が「役立った」と回答した者は、

95.8％であった。体験活動では、実際に自然や素

材と触れ合うことで、具体的に授業の趣旨を理

解することができたという感想が多くみられ

た。発展学習では、提出された課題をまとめて授

業中に配布をするなど、他者の考えに触れるこ

とができるフィードバックについて高く評価し

ていた。授業後の感想からは、「子どもの様子や

どのような遊びを取り入れるべきか自分で考え

ることができた」とあり、子どもの理解に対して

一定の学習効果が見られた。学生自身の体験を

通して、子どもが主体的に環境にかかわりたく

なるような環境構成の工夫や仕組み作りのあり

方を学べた点が大きかったといえる。その一方

で、授業後の発展学習の交流（フィードバック）

の方法が今後の課題であると思われた。 

８ 幼児期における「言

語活動の充実」の測定と

評価に向けてー「聞く力」

を量的に捉える試みー 

 

 共著 平成26年3月 環太平洋大学研究紀要 

第 8号（pp.115-122） 

 子どもの育ちを可視化し、教育実践が効果的

に行われたかを教員が振り返るためには、教育

効果の測定と評価が必要である。しかし、幼児教

育は、小学校以降の教科の学習と異なり、遊びを

通して総合的に学習されるため、「見えない教

育」と言われ、その教育効果を量的に測定したも

のは管見するあたり数が少ない。本調査では、京

大ＮＸ5-8を用いて、内容の理解度といった観点

から、幼児の「聞く力」の測定を試みた。 

 調査対象者は、言葉の教育に特に力を入れ

ているＡ園と言葉の教育以外に力を入れている

Ｂ園の園児を対象とした。結果は、課題ごとに素

点を出し、換算表に従って偏差値に変換した。言

語性という項目を設け、2要因分散分析を行った

結果、Ａ園とＢ園には違いがなく、課題の主効果

（F(3,42)=4.481,p<.01）のみ有意であった。本

調査の取組から、園の取組の違いを結果に反映

しにくいなど、測定の難しさが浮き彫りになっ

た。また今後は、聞く力だけでなく、話す力、 
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    伝え合う力の測定について考える必要がある。 

代表者：岡野聡子 

共著者：吉村啓子、大野鈴子 

本人担当部分：第 1、2、3、5章部分 

第 1 章では、言語活動における教育効果の測

定の評価の必要性と測定方法における先行研究

を提示した。第 2章では、調査対象園の概要をま

とめ、第 3章では、調査概要および研究手法、研

究分析手法について提示した。第 5章では、検査

結果の提示および今後の課題として、聞く力だ

けでなく、話す力、伝え合う力の量的測定に対し

て言及した。 

９ NIE を取り入れた教

育実践研究―大学 2 年生

を対象とした時事教養Ⅰ

の授業実践を通して― 

共著 平成26年3月 環太平洋大学研究紀要 

第 8号(pp. 147-154） 

学生の基礎学力の向上は、本学にとっても大

きな課題であり、この課題解決の一つとして、新

聞の利用による教育の導入を平成 25年 4月から

はじめた。授業は学部単位で行い、420名が履修

をした。授業内容は、山陽新聞社による講義と現

在注目されている新聞記事を題材（出生前診断

やユニクロ世界同一賃金、アベノミクス等）を使

用した講義を実施した。また、講義内に 3回の試

験を行い、講義後には学生アンケートを実施し

た。試験は、難易度が同程度の試験問題を使用し

が。試験結果を分析すると、分散値にそれぞれ有

意差は出ていないが、1回目と 2回目、2回目と

3回目、3回目と 1回目の平均点の間に有意差が

見られ、点数が上昇していることから、基礎学力

（ここでは言語力）と教養が身に付いたという

ことが言えると思われる。また、学生アンケート

からは、これまで新聞を読まなかった学生も新

聞に関心を持てるようになったことが明らかと

なった。 

代表者：渡邉規矩郎 

共著者：仲田輝康、木戸和彦、三木澄代、 

岡野聡子、正木友則 

本人担当部分：第 2章部分 

第 2 章では、日本における NIE の導入の変遷

にふれ、どのように大学教育において実践がさ

れてきたか、先行研究を提示した。 

１０ 都市公園における

子どもの遊び場環境づく

りの可能性―ＮＰＯと行

政の協働による「緑の遊

び場（ESD）プロジェクト」

を通して― 

単著 平成26年10月 奈良学園大学研究紀要

第 1集(pp.11-23) 

本研究は、子どもの遊び場環境の変化にふれ

ながら、おかやまプレーパークの積み上げてき

た実践と今回のプロジェクトの事業評価・考察

を行うことを目的としている。筆者は、2013年 3

月から NPO 法人岡山市子どもセンターのプレー

パーク運営委員となり、都市公園における子ど

もの遊び場環境作りに携わってきた。2012 年 4

月から NPO 法人岡山市子どもセンターは、岡山

市庭園都市推進課と協働して「緑の遊び場（ESD）

プロジェクト」を実施する運びとなり、筆者は、

プロジェクトに参加をし、2年間に渡って記録を

取りまとめてきた。実践記録を用いて、「遊び場

の設定と専門性の有無のマトリクス」を作成し、

遊び場の設定と遊びの種類がどのような人員配

置によって運営がされていたかを分析した。今

回の分析結果として、緑の遊び場（ESD）プロジ

ェクトの目的である「子どもが岡山市における

中心市街地の公園の魅力を、遊びを通して発見

し、原風景として子どもの記憶にとどめてもら

いたいという願い」には来場者アンケートの回

答も含め、十分応えられているものの、「公園内

との緑とのかかわりを深めるための遊び場づく

りを目的とした」では、合計 53種類の遊びの 
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    うち 8 種類の設定であり、15％の実施率であっ

たことが浮き彫りとなった。今後の改善点とし

て取り上げるべき項目が明らかとなった。 

１１ キャリア教育とキ

ャリア支援の相互展開に

よる実践と課題について 

―キャリア教育・キャリ

ア支援における教職員連

携の取り組みから― 

（査読有） 

単著 平成26年12月 人間教育学研究第 2号 

（pp.131-138） 

大学におけるキャリア教育やキャリア支援

は、1997 年以降から本格的に推進されたインタ

ーンシップを皮切りとして、職業意識の形成を

企図したキャリア関連科目の設置や学生のキャ

リア発達を促すプログラムの開発など、個々の

大学の特色を活かして進められてきた。 

キャリア教育は、社会的及び職業的自立を図

るために必要な能力の育成を目指して、教員主

導のもとにカリキュラムの構成・授業の実施が

されてきた。一方のキャリア支援は、従来の就職

課で実施してきた就職活動に直結する学生支援

を職員が担っている。昨今では、こうしたキャリ

ア教育とキャリア支援を全学的・体系的に見直

す動きがある。すなわち、教職員が職務分掌の枠

を超えて連携するということである。本稿では、

Ｋ大学を事例とし、キャリア教育とキャリア支

援の連携について、その実態と課題を明らかに

することを目的としている。 

まず、Ｋ大学が育成する人物像について述べ

た後、キャリア教育とキャリア支援の全体図を

提示し、その実態を俯瞰した。次に、キャリア形

成科目において、キャリア支援にあたっている

職員のヒアリングで得た情報等をもとに、キャ

リア形成科目のカリキュラムの見直しおよび改

善結果を提示した。そのことで、キャリア教育内

で把握できなかった個々の学生のニーズを把握

することができ、キャリア支援につなぐ体制を

整備することが可能となった。今後の課題は、就

職活動準備は 3 年生の後期から本格的にはじま

るのだが、学習意欲の低下が見られる 1,2 年生

に対し、早期のポジティブ・アクションが 3年生

以降の進路を決める上で重要となると思われ

る。 

１２ 子育て支援の多様

化に関する一考察―子育

て支援施策の揺らぎを越

え、「チルドレン・ファー

スト」の舞台へ― 

共著 平成27年3月 幼年児童教育研究第 27

号兵庫教育大学幼年教

育コース（pp.115-126） 

本研究は、子育て支援の変遷について国の施

策を概観しつつ、その中で、子育て支援の対象者

や実施運営主体が多様化していく様子を整理

し、子育て支援の今後の課題について検討する

ことを目的としている。「子育て支援」という言

葉が行政の諸文書に登場してから 25年目を迎え

るが、その間、子育て支援の実施主体の多様化か

ら、子育て支援が誰によって、どのように実施さ

れているのかが見えにくい状況が生じていると

いう課題があり、本稿において子育て支援の類

型化を試みた。類型化では、横軸に支援の実施主

体として公的主体、民間主体を取り上げ、縦軸に

支援のニーズとして個別的ニーズ、社会的ニー

ズを取り上げて分類した。その分類に従って、 

子育て支援の具体的事例を取り上げ、今ある子

育て支援の現場が持つ課題について論じた。子

育て支援の変遷や事例の考察から、子育て支援

は多様な実施主体の活動によって量的拡大をし

てきたが、今後は子育て支援の質的保障の検討

や点の支援を面の支援へとつなげ、子育て支援

のネットワーク体制を確立することが求められ

ると同時に、子どもの最善の利益を考えた「子ど

もの育ち」における議論の深まりの必要性が明

らかとなった。 

代表者：岡野聡子 
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    共著者：佐伯岳春、吉富裕子、馬場陽子 

本人担当部分：第 1、2、3-（1）、4章 

第１章では、多様化した子育て支援を類型化

し、その事例を提示することによって、今後の子

育て支援の課題について考察する必要性につい

て提示し、第 2章では、日本における子育て支援

の変遷を公文書や先行研究を用いて論じた。第 3

章（1）において、子育て支援の類型化を試みた。

第 4 章では、子育て支援の量的拡大から質的保

障への転換へといかにつなげるべきかを論じ

た。 

１３ カナダ・ネイバー

フッドハウスにおける世

代間交流の研究 : フロ

ッグホロウネイバーフッ

ドハウスにおける世代間

交流プロジェクトの事例

から 

単著 平成27年9月 奈良学園大学研究紀要

第 3集(pp.9-27) 

本研究は、カナダのフロッグホロウネイバー

フッドハウスで 2011 年 4 月から 2014 年 3 月ま

でに取り組まれた世代間交流プロジェクトの実

態を明らかにすることを目的としている。 

ネイバーフッドハウスには、日常生活に必要

なサービスやプログラムが多岐に渡って展開さ

れ、多世代が集う場が形成されている。本プロジ

ェクトは、若者と高齢者の交流の質に目を向け、

異世代間の相互理解を深めるプログラムを 3 年

間に渡って実施したことに意義がある。研究方

法は、まず、フロッグホロウネイバーフッドハウ

スが発行している世代間交流プロジェクトの報

告書“Generation Citizenship Seniors + Youth 

Toolkit”とフロッグホロウネイバーフッドハウ

スのホームページに掲載されている情報を手掛

かりとして、世代間交流プロジェクトの概要を

把握した後、ユースサービスコーディネーターA

氏と運営責任者である B 氏、参加者である高齢

者の C 氏、若者の D 氏に対してインタビュー調

査を実施した。 

プロジェクトの主要メンバーは、18 名の若者

（30歳以下）と 6名の高齢者（50歳以上）の計

24名であった。2011年～2012年度は、主要メン

バーを対象として、①コミュニケーションスキ

ルの獲得、②エイジズムへの理解を深める、 

➂アセットマップの作成、④メンターリーダ

ーシップ研修を実施し、2013 年度に 9 つの世代

間交流プロジェクトが実施された。主要メンバ

ーをフォーカスグループとして 2 年間という時

間をかけて育成していることは、他の世代間交

流プログラムには見られないことである。また、

補助金終了後も 9 つのプロジェクトのうち 6 つ

が現在も継続して実施されている。インタビュ

ー結果からは、若者が高齢者との関わりの中で、

他者理解を深め、高齢者の持つ生活体験の知に

尊敬の念を抱く様子があり、高齢者は、若者と関

わりにおいて目の前にいる若者だけとの関係性

を構築しようとするのではなく、常に全体に対

して配慮や気配りをする姿勢が見られた。 

１４ カナダ・ネイバー

フッドハウス研究Ⅰ―利

用者とボランティアスタ

ッフの双方向的関係性に

着目して― （査読有） 

単著 平成27年12月 日本人間教育学研究第

3号（pp.181-197） 

本研究は、セツルメント運動を源流とするカ

ナダ・ネイバーフッドハウスを研究対象とし、地

域コミュニティにおける住民参画型の施設運営

の在り方を考察することを目的としている。 

研究方法は、参与観察および聞き取り調査であ

る。調査対象施設は、ゴードンネイバーフッドハ

ウスであり、調査日時は、2010年 3月 1日～3月

15 日、2010 年 8 月 13 日～9 月 11 日、調査日時

協力者は 23名である。調査結果から、23名中、

サービス・プログラムを利用し、ボランティア経

験を有する者は 11名（47.80％）であり、そのう 
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    ちカナダ出身以外の者は 10名（90.9％）であっ

た。利用者からボランティアスタッフへ、ボラン

ティアスタッフから利用者へとなる様子を、事

例を通して検討した結果、利用者からボランテ

ィアスタッフとして活動を行う過程には、彼ら

にとって明確な活動動機があったわけではな

く、そこでの活動が日常生活の一部として行わ

れていることであり、「手助け」として捉えられ

ていた。そして、ボランティアスタッフから利用

者になる過程には、自己のニーズ充足だけでな

く、利用者とのかかわりを通して、ボランティア

スタッフとしての役割意識から解放される様子

があることが示された。ネイバーフッドハウス

には、数字として出てこない「手助け」が数多く

存在し、また、それが期待されているのであり、

活動を支える大きな柱となっているといえる。 

１５ 多世代交流として

の子育て支援に関する研

究―カナダ・ネイバーフ

ッドハウスの事例から―

（修士論文） 

単著 平成28年3月 兵庫教育大学大学院 本研究は、カナダ・ネイバーフッドハウスを事

例として、地域コミュニティを基盤とした日常

生活を包括的に支援する体制や、多様な世代が

集い合う場に着目し、子育て世代にとって、ネイ

バーフッドハウスがどのような意義と役割を果

たしているかインタビュー調査から検討するこ

とを目的としている。調査結果からは、親世代に

おける異世代との関わりは基本的にないと示さ

れたが、親の視点から見た子ども世代における

異世代との関わりにおける利点が取り上げられ

た。また、親世代の利用者が参画者として子育て

支援の活動に携わる様子があり、支援を受けて

いるという感覚ではなく、主体的に子育てに関

わるという姿勢が見られる。日本の子育て支援

の現場においても、利用者自身が子育て支援の

活動に参画できるような場や枠組みを作り、利

用者―ボランティア―子育て支援員の皆が水平

目線でつながり合えるパートナーとしての立ち

位置を手に入れることが重要なのではないかと

考えられた。 

１６ 大学におけるキャ

リア教育の構造と展―本

学におけるキャリア形成

科目を事例として―（査

読有） 

単著 平成29年12月 人間教育研究誌創刊号 

（pp.17-38） 

本稿は、キャリア教育の変遷および大学にお

けるキャリア教育の構造を概観し、奈良学園大

学人間教育学部におけるキャリア形成科目（共

通教育科目群）の展開および培う能力について

論じることを目的としている。本学の場合、学生

の実態から、「基礎的・汎用的能力」の育成を重

視し、キャリア形成科目の構造および培う能力

指標の提示をした。また、今後の方向性として、

専門科目群との連携におけるキャリア教育の授

業展開の可能性について論じた。 

１７ アサーションスキ

ル獲得のための教材開発

―学生が作成した事例を 

単著 平成30年1月 人間教育ジャーナル第

1巻（1）（pp.25-44） 

本教材は、平成 29年度奈良学園大学人間教育学

部 4年次後期開講科目「教職実践演習」（必修・

2単位）にて活用したものである。本教材を作成

した理由は、2点ある。1点目は、新規学卒者の

就職率は年々上昇しているが、大卒者の離職率

は 5 年続けて 30％を推移しており、若年者の離

職理由の上位には「人間関係がよくなかった」が

挙げられていることに着目したこと、2点目は、

筆者自身が学生とのかかわりを通して、学生が、

自分の気持ちを口頭にて表現することに抵抗を

感じていると思うことがある点である。アサー

ションスキルの講義を 2回に分けて実践したが、

自分達が考えた事例を読んだ学生から、「私も、

アルバイトにて、店長からシフトに入ってと 
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は発表学会等の名称 
概      要 

通して―（研究ノート）    何度も言われ、困った経験がある」等、各々の葛

藤する場面に対し、共感する態度が見られた。葛

藤場面に対し、どう対応するかを学生達が改め

て問うたことにより、①自分の感情への気付き

と表現方法、②他者の発言や行動の背景への気

付きについて、考えるきっかけになったと思わ

れる。 

１８ 幼児期におけるカ

リキュラム・マネジメン

トの実践研究 1－Ａ公立

幼稚園における園内研修

を手掛かりとして－（研

究ノート） 

単著 平成30年3月 奈良学園大学研究紀要

第 8集(pp.127-141) 

本稿は、筆者が平成 29年 4月から平成 30年 1

月まで、「幼児期におけるカリキュラム・マネジ

メントの適切な運営に向けて」をテーマとし、Ｋ

町立Ａ幼稚園にて行った園内研修での取り組み

の内容とその成果を提示することを目的として

いる。取り組み内容は、①園の教育目標の明確

化、②指導計画書の検討・改善、③保育・教育実

践の記録の検討・改善である。全 10回の園内研

修の実践から、幼児期におけるカリキュラム・マ

ネジメントを実施する際、何から着手するか、ど

の項目から進めるかに戸惑いがあるという担任

教諭からの意見が多数存在した。そのため、現時

点において、カリキュラム・マネジメントに必要

となる項目の抽出を試みた。項目数は、12 項目

である。また、A 園における PDCA サイクルの思

考を確立することは、次年度以降の課題となっ

たが、カリキュラム・マネジメントに取り組むこ

とにより、現場教員の保育実践に対する意欲が

高まったという意見があった。 

１９ 大学における教学

支援体制の運営に関する

一考察―キャリア教育と

キャリア支援の連携に着

目してー 

共著 平成30年7月 人間教育ジャーナル第

1号（5）（pp.123-141） 

本稿は、大学における教学支援体制の運営に

ついて、特にキャリア教育とキャリア支援の教

学支援の連携がどのように行われているかに着

目し、3大学（学習院大学、文教大学、昭和女子

大学）の視察を手掛かりとして考察することを

目的としている。結果として、学習院大学では、

教学部門と支援部門の連携体制の確立はされて

いなかったが、大学の教育理念や方針を取り入

れたキャリアセンター事業計画があり、また、就

職活動に関し、OB・OG による在学生支援体制が

確立されていることが特徴であった。文教大学

では、中期経営計画を立て、教学部門と経営部門

がビジョンを共有し、計画→実行→評価→改善

の PDCAサイクルの確立が行われていた。昭和女

子大学ではキャリアデザイン委員会を設置し、

全学横断型組織を確立し、教学部門と支援部門

の有機的連携が確立されていた。 

代表者：岡野聡子 

共著者：岡村季光・ｵﾁｬﾝﾃ村井ﾛｻﾒﾙｾﾃﾞｽ 

本人担当部分：第 1章、第 2章、第 3章（3）、 

      第 4章 

第 1 章では、教学支援体制の先行研究を取り

上げ、第 2 章では 3 校の視察先の概要をまとめ

た。第 3章（3）では、昭和女子大学の視察報告

を行った。第 4章では、3校の視察から、大学運

営の一環として育成したい学生像のマネジメン

トが行われており、組織として運営されている

ことが、教学支援が成功している要因であると

言及した。 

２０ 育成したい「学生

像」の明確化、能力指標構

築の試みー奈良学園大学

人間教育学部を事例とし

てー 

共著 平成30年9月 人間教育ジャーナル第

1号（7）（pp.185-198） 

本研究は、我が国における「これから求められ

る力」に関する能力概念の整理をした上で、奈良

学園大学人間教育学部を事例として、「育成した

い学生像」の能力指標を提示することを目的と

している。新学習指導要領の完全実施や大学入 
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発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

    学共通テストの導入などにより、2020 年に向

けた教育改革が粛々と進行する中、大学教育に

も大きな影響があると予想される。本稿では、第

１に、社会から求められる能力概念の整理と学

部特性を整理し、第２に AP、CP、DPから育成し

たい学生像の能力項目の抽出を行い、第３に能

力指標を提示した。能力指標作成にあたっては、

①測定される側の発達水準を考慮すること、②

人間教育のあり方や目指す方向性を能力指標に

反映させること、③能力の「芽生え」（ショプラ

ー；2007）に注目するという観点を提示した。 

代表者：岡野聡子 

共著者：岡村季光・伊崎一夫 

本人担当部分：第 1章、第 4章、第 5章 

第１章では、諸外国の教育改革における資質・

能力目標をまとめたほか、人間教育学の価値に

ついて言及した。第４章では、奈良学園大学人間

教育学部を事例とし、アドミッションポリシー、

カキュラムポリシー、ディプロマポリシーの３

つのポリシーから、育成したい学生像の能力指

標案を作成した。第 5章では、能力指標の運営に

ついて言及した。 

２１ ゼミナール活動に

おける地域をテーマとし

た学習モデルの作成－三

郷町・龍田古道を事例と

して－ 

単著 令和元年9月 奈良学園大学研究紀要

第 11集(pp.1-15) 

本研究は、筆者が 2016 年 10 月からはじめた

地域をテーマとしたゼミナール活動を報告し、

その教育実践の学習モデルの作成を目的として

いる。本稿では、2016～2017 年度のゼミナール

活動を事例として取り上げ、学生の学びの成果

に言及し、本実践から学生が身に付けられると

期待する資質・能力（技術）を提示した。学生の

アンケート調査および教育実践を整理した結

果、身に付けると期待する資質・能力（技術）と

してあげられたものは、地域理解、主体性の涵

養、働きかけ力、課題発見力、傾聴力、情報収集

力、情報編集力、情報発信力、研究手法の獲得で

あった。また、教員の教育力向上にも言及した。 

２２ まちを映像保存化

する意義と価値－三郷

町・龍田古道を事例とし

て－ 

共著 令和2年3月 人間教育研究第 3 号

(pp.33-47) 

 本研究は、映像保存のデジタル化の歩みをふ

まえ、三郷町にある龍田古道を事例とし、デジタ

ルでまちを映像保存化することの意義と価値を

問うことを目的としている。データ化の意義と

価値は、データが劣化しないこと、一定の情報を

多くの人に配付でき、広く流通できるという利

点がある。今回、龍田古道のマップをもとにし、

撮影から編集までの作業を学生が行った。取得

したデジタルデータを VR編集し、解説インタビ

ューや祭りの風景などの静止画を挿入した。 

代表者：富樫泰芽 

共著者：田中咲希・藤田勝利・斎藤光明・ 

桝井陽康・岡野聡子 

本人担当部分：第 3章 

 龍田古道の概要と事前調査および準備につい

てまとめた。 
２３ PBL（Problem-Based 

Learning）の授業研究

（１）―奈良学園大学に

おけるキャリア教育の授

業実践を事例として― 

共著 令和3年1月 人間教育ジャーナル 

第 4巻（1）（pp.1-14） 

本研究は、本学におけるキャリア形成科目に

て実施した「PBL（Problem-Based Learning）
課題解決型」の授業実践を通して、受講学生が何

を学び得たかを明らかにすることを目的として

いる。今回の授業にて、特に ４．結果と考察（2）
改善点からは、学生がさまざまな葛藤場面を味

わったことがうかがえる。チームで活動させる 
ことにより、主体的に行う者・そうでない者の間

の葛藤（フリーライダー問題をどう取り扱う

か）、時間確保の難しさ、課題の精度への疑問、 
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    役割意識の重要性といった事柄を認識させるこ

とができた。これらは、実社会で味わう葛 藤で

あるといえ、大学時代にこうした他者との関係

性の葛藤経験を積んでおくことで、社会生活に

おける人間関係の 葛藤を乗り越える力につな

がると考えられる。 

代表者：岡野聡子 

共著者：降幡仁美 

本人担当部分： 

 第１章、第４章を担当した。 

「資料」 

１  Neibourhood House 

Story in Canada – a 

case of Collingwood 

Neibourhood House in 

Vancouver - 

 

単著 

 

令和2年12月 

 

奈良学園大学紀要第 13

集（pp.27-35） 

 

本資料は、カナダ・バンクーバー市に位置する

Colingwood Neibourhood Houseにおいて、移民

者がネイバーフッドハウスと出会い、自分自身

の居場所を見つけながら地域社会とどのように

関わり、生活を営んできたか、また、地域活動を

通して、自己能力をどのように高め、発揮してき

たかについて、インタビュー調査から明らかに

した資料である。 

「書評」 

１ 公益財団法人とよな

か国際交流協会（編集）牧

里毎治（監修）『外国人と

共生する地域づくり：大

阪・豊中の実践から見え

てきたもの』 

 

単著 

 

令和2年3月 

 

日本地域福祉学会「日

本の地域福祉」第 33巻

（pp.53-55） 

 

本書は、とよなか国際交流協会の実践活動を

通して、地域に住む外国人の実態や外国人問題

を社会化する過程における外国人の「公」をどの

ように地域に創出していくかについて言及され

ている。多文化共生と地域福祉がクロスオーバ

ーする点を洗い出しながら、外国人が地域社会

の構成員として共に生きていける地域づくり

（多文化共生の地域社会づくり）について示唆

を与える良著であると書評した。 
（その他） 

「学会発表」 

１ カナダにおけるネイ

バーフッドハウスの調査

から学ぶもの ～日本に

おける「子育て支援」の

特徴を通して～ 

－ 平成22年7月 

 

大阪市立大学大学院創

造都市研究科教員・院

生共同研究シンポジウ

ム（大阪市立大学大学

院梅田サテライトキャ

ンパス） 

ブリティッシュ・コロンビア州バンクーバー

市で行われている地域の子育て支援のフィール

ド調査結果も含め、日本における子育て支援の

現状と課題を述べた。ネイバーフッドハウスに

おける子育て支援が親の支援をより強化した内

容になっており、専門の労働相談員の常駐や雇

用プログラムの開催、誰もが共用で利用できる

コミュニティキッチンなどの物的サービスの環

境がホリスティック（包摂的）に整えられている

特徴について言及した。 

２ 現場が求める人材像

～聞き取り調査をふまえ

て～ 

－ 平成22年9月 全国保育士養成協議会

第 49 回研究大会,研究

発表論文集（pp.174-

175）（甲府冨士屋ホテ

ル） 

社会に通用する人材を育成するには、学生の

就職先が求めている人材像を正確に把握し、そ

れを踏まえた教育内容を構築することが必要で

ある。そのため、保育現場への聞き取り調査およ

び学生アンケート調査を実施した。保育現場が

求める人物像の結果では、主体性やコミュニケ

ーション能力を重視するといった語彙が上位に

並び、ピアノや絵画制作等の保育技術に関する

項目よりも多かった。学生アンケートの結果か

らは、ピアノや絵画制作といった保育技術の習

得に重きを置いていることが確認された。今後

もキャリア支援の一貫として、社会人基礎力 

に示されている「人間性の育成を重視した教

育」をより一層行う必要が明らかとなった。 

代表者：吉村啓子 

共同者：梅岡さと江、辻野孝、松井祐子、土谷 

    長子、智原江美、高橋孝輔、下口美帆、   

岡野聡子 

本人担当部分： 

聞き取り調査の実施および分析を担当した。 
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３ 学生の進路決定を支

援する～実習・就職支援

室の活動報告～ 

－ 平成22年9月 全国保育士養成協議会

第 49 回研究大会,研究

発表論文集（pp.176-

177）（甲府冨士屋ホテ

ル） 

幼稚園・保育士養成施設として、早期のキャリ

ア支援の重要性について言及した。具体的には、

保育現場が求める人物像の調査や保育技術の指

導、年 3 回の進路調査を踏まえた個人指導など

である。2年間という短い学生生活の中で、就職

活動に費やす時間を有効活用するためにも、早

期のキャリア支援プログラムの構築は必要であ

ることが確認された。 

代表者：岡野聡子 

共同者：吉村啓子 

本人担当部分： 

キャリア支援プログラムの構築を担当した。 

４ 幼児期における言語

力育成と保育者の役割 

－ 平成24年3月 日本教師学学会第 13回

研究大会,発表要旨集

(pp.24-25)（早稲田大

学早稲田キャンパス 8

号館） 

幼児教育において人的環境としての保育者の

役割について提案した。環境に働きかける体験

を，保育者がどのように捉え，幼児に言葉がけ

として返していくかは保育の中では重要であ

る。特に絵本や遊びを繰り返す中で幼児は多く

に力を獲得していく。細切れの知識ではなくそ

れぞれの繋がりの中で，体験の繋がりや意味に

気付いていく。この経験の積み重なりが，幼児

自身の自信となり，自分を取り巻く環境政界に

対しての信頼となる。そのためには，幼稚園と

してどのようなカリキュラムが必要かについ

て，4歳児と 5歳児の具体てきな教育課程を示

しながら提案した。備考：日本教育新聞社の平

成 24年 4月 16日付第 12面にて取り挙げられ

た。 

５ 領域「環境」におけ

る授業研究～体験活動と

授業後の発展学習を重視

した授業の展開～ 

－ 平成24年9月 全国保育士養成協議会

第 51 回研究大会,研究

発表論文集（pp.268-

269）（京都文教大学・京

都文教短期大学） 

領域「環境」の授業では、身近な環境とかかわ

る力の育成を学生自身に具体的に理解させるた

め、講義形式の授業と体験活動を取り入れてい

る事例が多くみられる。本講義では、体験活動を

取り入れつつ、授業内で取り扱った内容への理

解を深めるための発展課題を授業後に学生に与

えた。授業アンケートから、学生自身が体験を通

して子どもが主体的に環境にかかわりたくなる

ような環境構成の工夫や仕組み作りを学べた点

は大きかったと言える一方で、授業後の発展学

習の交流の在り方の工夫が今後の課題である。 

代表者：岡野聡子 

共同者：松田智子 

本人担当部分： 

授業実践を評価し、発展課題を考察した。 

６ 大学生のキャリア意

識とキャリア支援体制の

確立に関する研究-環太

平洋大学 3 年生を対象と

したアンケート調査を踏

まえて- 

－ 平成24年10月 日本キャリア教育学会

第 34 回研究大会,研究

発表論文集（pp.86-87） 

（滋賀大学大津キャン

パス） 

大学時代は、学生から職業社会への移行期に

あたり、自分の将来や人生を考え計画できる力

を身につけることがキャリア教育の目的とな

る。本学では、教育課程内外に捕らわれず、教職

員が一丸となってキャリア支援体制を確立しよ

うとしている。そこで、学生のキャリア意識に関

する実態を把握するとともにキャリア教育の効

果測定も含め、「大学生の職業観に関するアンケ

ート調査」を 3 年生のキャリアデザイン履修者

346名（回収数 264名、回収率 78.6％）に実施し

た。調査結果では、職業・仕事に関する情報源に

おいて、学校での授業が 84.1％と最も多く、次

に先生との会話が 81.5％を占めるなど、就職先

の情報源としての役割を教職員が十分に果たし

ていることがわかった。しかしながら、大学卒業

後の進路では就職希望者が 84.5％であるにもか

かわらず、将来就きたい職業の具体名の記述を

求めると、未回答が 43.2％との結果であった。

このことから、大学は就職を考えるための情報 
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    は与えているが、各職業の具体的なイメージ形

成という点では学生に対して十分な手助けがで

きていないのではないかと考察できる。今後は、

各職業の具体像を提示することが重要であるこ

とが明らかとなった。 

代表者：岡野聡子 

共同者：小野憲一 

本人担当部分： 

調査結果の分析および考察を担当した。 

７ 幼児期における言語

活動の充実とは～岡山市

公立幼稚園教諭を対象と

したアンケート調査から

～ 

－ 平成25年3月 日本教師学学会第 14

回大会発表要旨集

（pp.60-61）（秋田大

学手形キャンパス） 

幼稚園の教育現場において言語活動の充実が

どの程度意識され、また保育実践としてどのよ

うに取り組まれているのか、伝達力や思考力の

育成に関する具体的な実践事例にも着目をしな

がら岡山市内の公立幼稚園教諭を対象としたア

ンケート調査を通して考察することを目的とし

ている。岡山市内にある公立幼稚園合計 68ヶ園

の 459名の教諭（常勤・非常勤問わず）を対象、

調査時期は、2012 年 9 月 11 日～9 月 22 日の 12

日間である。質問紙の有効回答数は 178票、有効

回収率は 38.7%であった。「言葉」にかかわるカ

リキュムを年間指導計画・月案・週案に含めて作

成をしている園や、言葉のカリキュラムを園独

自で作成している園もあるなど、幼児期におけ

る言語活動の充実は着実に進んでいるともいえ

る。今後は、幼児教育が学校教育のはじまりとし

て意識される中で、小学校の教育内容との連携・

接続を考えた保育実践のあり方をより一層模索

する必要があるだろう。 

８ 生活科への興味関心

を深めるための授業研究

（Ⅰ）～大学 2年生時の

開講科目「生活の理解」

のアンケート調査から～ 

－ 平成25年6月 日本生活科・総合的学

習教育学会第 22回全

国大会兵庫大会～生

活・総合の新たなる枠

組みの提案 ふるさと

子午線の地から世界標

準を～（p.262）（兵庫

県立明石高等学校） 

本学では、生活科を学ぶにあたって、教材への

理解や生活科の内容を学ぶために「生活の理解」

を 2 年生の前期に開講し、生活科の指導法につ

いては、3年生の後期に開講をしている「生活科

教育法」を受講することになる。生活科を学び始

めたばかりの学生にとって、生活科に対するイ

メージがどのようなものであり、また、授業を受

講する中で、生活科への理解がどの程度深まる

かについて、量的・質的調査の両面から明らかに

することを目的としている。 

第一回目のアンケート調査では、「生活科」と

いう科目を聞いたことがあるかという問いに

て、58％が「ある」と答え、42％が「ない」と答

えた。また、小学校時代に「生活科」を学んだこ

とがありますかという問いでは、61％が「ある」

と答え、12％が「ない」、27％が「忘れた」と回

答した。「生活の理解」に対するイメージを自由

記述にて回答を求めたところ、「生活の中におけ

る必要なこと（知識・技能）を学ぶ」と 43％の学

生が回答しており、生活科のキーワードともい

える「気付き」や「体験活動」といった言葉は現

段階において見られなかった。また、学生の中に

は「生活」という言葉を聞いて、衣食住をイメー

ジする者も多く、「家庭科との違いは？」と質問

をする学生もいた。今後も調査を続け、全 15回

の授業終了後に学生の生活科に対するイメージ

がどのように変容したか明らかにしたい。 

９ キャリア形成科目に

おける授業改善と評価―

「キャリアデザイン」に

おける新たな取り組みの

授業実践報告― 

－ 平成25年10月 日本キャリア教育学会

第 35回研究大会，研究

発表論文集（pp. 64-

65 ）（名古屋大学東山

キャンパス） 

本学の 3 年次に開講している「キャリアデザ

イン」（2単位・卒業必修科目）では、進路選択に

必要な知識を身に付けるためだけでなく、自己

理解を深める中で自己表現力を高めることを目

的としている。本発表では、平成 24年度の授業

内容本学学生を対象としたキャリア意識調査か 
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    らキャリア教育における授業の在り方を再検討

し、平成 25年度の授業実践に活かしたことの事

例発表を行った。 

１０ 幼児期における

「言語活動の充実」の測

定と評価を考える（Ⅰ）―

幼児期の「聞く力」を量的

に捉える試み― 

－ 平成26年3月 日本教師学学会第 15回

大 会 発 表 要 旨 集

（pp.80-81）（環太平洋

大学） 

幼児期における「言語活動の充実」の測定と評

価について、京大ＮＸ5-8を用いて内容の理解度

といった観点から、幼児の「聞く力」の内的要素

を量的に捉える試みを発表した。今回の調査結

果からは、各課題において、言葉の教育に特に力

を入れているＡ園と言葉以外の教育に特に力を

入れているＢ園に有意な差を見ることができな

かった。今後は、言語活動の充実において、「聞

く力」の測定だけでなく、「話す力」、「伝え合う

力」の測定方法および評価方法についても検討

する必要があると考えている。 

代表者：岡野聡子 

共同者：吉村啓子 

本人担当部分： 

調査実施、結果の考察を担当した。 

１１ 幼児期における

「言語活動の充実」に関

する研究Ⅱ～岡山型一貫

教育の中における岡山市

立大野幼稚園の取り組み

～ 

－ 平成26年5月 日本保育学会第 67 回

（近畿ブロック）発表

要旨集（p.542）（大阪総

合保育大学） 

岡山市における言語活動の充実を軸とした幼

小中連携教育の実践を取り上げ、その中におけ

る岡山市公立幼稚園の言語活動の充実あるいは

言葉の教育の保育実践の取り組みにおける考察

を発表した。岡山市は、平成 14年から岡山市地

域協働学校施策を始め、その中で家庭・学校園・

地域社会の三者協働による教育システムの構築

や幼小連携および小中一貫教育を推進してき

た。また、岡山型一貫教育と名付けた教育活動

は、幼児期からの学びの連続性に着目し、幼小中

連携教育の実践を行ってきたことが特徴である

と言える。岡山市立大野幼稚園は、平成 23～25

年度まで、『園生活を楽しむための力の育成』を

主題とし、副題に大野幼稚園の指導の重点であ

る「言葉のキャッチボール（話す・聞く・伝え合

う）を楽しむ幼児をめざして」を掲げ、実践研究

に取り組んできた。指導上の工夫では、指導案に

「話す・聞く・伝え合う」の項目を設け、教師が

日々の教育・保育活動で意識できるよう配慮し

た。設定保育の工夫として、降園前の一日の振り

返りにおいて、話し方の指導および聞き方の指

導、特に話し手の内容を理解して聞いているか

を確認しながら聞く力の育成を行っている。ま

た、全教員が研究協議会に参加し、情報共有化に

努めている。教師は、日々の教育・保育実践を行

う中で、日々の活動が子どもの育ちにどのよう

につながっていくかといった「見通しのもてる

教育活動」は、教師の教育活動へのやる気や意欲

を向上させる意義を含んでいる。「見通しのもて

る教育活動」を実践するには、幼小中の教師が集

うことのできる研究協議会等を整備することが

重要である。 

１２ プレーパークと行

政の協働による「緑の遊

び場（ESD）プロジェクト」

の実践報告～岡山市街地

の公園を利用した子ども

の遊び場づくり～ 

－ 平成26年9月 こども環境学会合同セ

ミナー研究発表・活動

報 告 梗 概 集 第 3 号

（pp.46-47）（名古屋工

業大学） 

本発表は、ＮＰＯ法人岡山市子どもセンター

と岡山市庭園都市推進課が協働で実施した「緑

の遊び場（ESD）プロジェクト 2012、2013」の活

動内容および事業評価について振り返り、都市

公園を利用した子どもの遊び場環境づくりの実

践報告を行った。2012年度は 5箇所の公園にて 

子どもの遊び場を設定し、2013 年度は 7 箇所

に増設した。「子どもが遊ぶ」という視点から見

た各公園が持つ課題を提示し、その課題をどの

ように解決したか本プロジェクトの実施写真を

用いて解説した。本プロジェクトの参加者は、 
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    年間 2000名に上っており、保護者アンケートか

らは、「今後も是非参加したい・参加したい」と

95.2％が回答している。 

１３ 多世代間交流を可

能とする場作り～カナダ

におけるゴードンネイバ

ーフッドハウスの事例を

通して～ 

－ 平成26年10月 日本世代間交流学会第

５回全国大会要旨集

（p.72）（姫路商工会議

所） 

本発表は、自主企画シンポジウム 1-Ａにおけ

る「子育て支援をめぐる世代間交流―高齢者の

参加を中心に―」の話題提供者として登壇した。

カナダ・バンクーバー市ウエストエンド地区に

位置するゴードンネイバーフッドハウスの取り

組みを紹介し、多世代間交流を可能とする場作

りについて考察した。ゴードンネイバーフッド

ハウスでは、子育て支援や高齢者支援、雇用支援

等、約 30種類のサービスやプログラムの大半を

一時滞在者の留学生から現地の大学生、そして

ウエストエンド地区に住むゴードンネイバーフ

ッドハウスの利用者がボランティアスタッフと

なって提供している。一つの施設内に多様なサ

ービス提供の場を配し、ここを訪れる全ての人

が「与え与えられる」といった互恵性を醸成する

場の可能性について述べた。 

１４ 奈良学園大学にお

けるキャリア教育の取り

組み（Ⅰ）―大学１年生を

対象とした「キャリアデ

ザインⅠ」を通して― 

－ 平成26年11月 日本キャリア教育学会

第 36回研究大会・研究

発表論文集（pp.73-74） 

（琉球大学） 

奈良学園大学は、奈良産業大学から名称変更

をし、従来の学部学科を一新する形で人間教育

学部と保健医療学部を設置した新設大学であ

る。筆者は、人間教育学部に属し、キャリア形成

科目を中心に担当をしている。本発表では、人間

教育学部における 1 年次のキャリア教育の授業

実践を報告することを目的とした。人間教育学

部は「教育の三つのポリシー」を掲げると同時

に、人間教育学部が目指す教育者像である「社会

の中で一人の人間として生き抜く力となる豊か

な「人間力」を基盤とする、柔軟な「教育力」と

高度な「実践力」を備えた教育者」である。これ

らのポリシーに適う人材育成をするために、１

年次では、①自己を知る、②社会を知る、③人生

設計の 3 つのユニットに分けて実施した。履修

者は 110 人いるため、学部教員に協力をしても

らい、10 グループに分けて活動を行った。グル

ープ学習での学びの成果は、スピーチコンテス

トという形で確認をした。 

1年次の学びでは、各ユニットを通して、まず

自己を振り返る活動と他者を知る活動であった

と言える。また、5月に進路希望調査を実施した

ところ、教師のみを志望している者が 53 名

（51.5％）であり、なんとなく教職を志望した学

生像が浮き彫りになる結果が見えた。 

１５ 大学のキャリア教

育における NIE 活用の展

望～大学２年生を対象と

した「時事教養Ⅰ・Ⅱ」の

授業実践～ 

－ 平成26年12月 日本 NIE学会第 11回仙

台大会・発表要集録

（p.40）（東北福祉大

学） 

大学におけるキャリア教育は、1997 年以降か

ら本格的に推進されたインターンシップを皮切

りとして、職業意識の形成を企図したキャリア

関連科目の設置や学生のキャリア発達を促すた

めのプログラムの開発など、個々の大学の特色

を活かして進められてきた。環太平洋大学では、

1年次から「社会人基礎力の育成」をテーマとし

てキャリア教育に取り組んでいる。「時事教養

Ⅰ・Ⅱ」は、キャリア教育の充実を目的とし、授

業において試験的にＮＩＥを導入することとし

た。本発表では、その実践内容と成果について報

告することを目的としている。ＮＩＥにて取り

扱うテーマ設定および内容を構築するに際し、

職業観や勤労観にふれられる内容を盛り込ん

だ。実践の成果では、①新聞活用を通して社会情

勢に関心を持て、読書量が増えたこと（学生アン 
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    ケートから）、②基礎学力の向上（内容確認テス

トの有意差から）、③意見の質の向上（振り返り

シートから）が見られた。 

代表者：岡野聡子 

共同者：仲田輝康 

本人担当部分： 

授業実践および実践結果の考察を担当した。 

備考：本発表内容は、平成 26年 12月 24日の 

山陽新聞に掲載された。 

１６ 大学のキャリア教

育におけるＮＩＥ活用～

事例紹介～ 

－ 平成26年12月 第１回大学ＮＩＥ研究

会（キャンパスプラザ

京都 6F第 2講習室・京

都文教大学サテライト

教室） 

今回の発表では、基礎学力向上の課題を解決

すること、キャリア教育を充実させることを目

的として設置された時事教養Ⅰ・Ⅱの科目をめ

ぐって、ＮＩＥ活用の在り方や教材の作成方法

について述べた。授業実践では、実際に授業で使

用した「第８回若者の離職を考える」を取り上

げ、教材作成方法や受講生の感想、実施後の教員

側の感想について述べた。授業実践を振り返る

中で、学生に教材を与え、無理やり読ませ、考え

させ、書かせ、対話することにこだわるよりも、

ある程度一方的に知識として教える場面を増や

し、考える力の土台作りをするというのも一つ

の選択肢であると提案した。 

１７ カナダ・フロッグ

ホロウネイバーフッドハ

ウスにおける世代間交流

プロジェクトの取り組み
～Generating Citizenship 

Seniors+Youthの実践から 

－ 平成27年10月 日本世代間交流学会 

第６回全国大会（p.51）

（追手門大学大阪城ス

クエア） 

現在では、国内外問わず、世代間交流プログラ

ムの開発が多様な形で展開されている。本研究

では、カナダのイーストバンクーバー地区に位

置するフロッグホロウネイバーフッドハウスで

実施された世代間交流プロジェクト（2011.4～

2014.3）を対象として、その概要や取り組みを明

らかにすることを目的としている。本世代間交

流プロジェクトの目的は、①世代間のつながり

を創ること、②世代間のつながりを創るための

スキルを向上させること、③コミュニティが抱

えるニーズを確認するスキルを養うこと、④コ

ミュニティに変化を与えるプログラムを開発す

ることの 4 点である。ネイバーフッドハウスに

は、日常生活に必要なサービスやプログラムが

多岐に渡って提供され、日々、さまざまな人、さ

まざまな世代が施設を訪問する。その中で、多様

な世代がそこで出会い、雑談を交わし合う光景

を見かけることができるのだが、今回、施設側が

世代間交流プロジェクトを実施するにあたっ

て、「交流の質」に着目した点は大変意義深いも

のであったと思われる。プロジェクト参加者か

らは、「私たちは何年間かお互いのことを知って

いたけれども、互いの人生について知ることは

なかった」との意見もあり、他者理解を深めるこ

とができた結果も得られた。 

１８ 大学のキャリア教

育における NIE 活用の展

望（2）～大学 2年生を対

象とした「キャリアディ

ベロップメントⅠ」の授

業実践～ 

－ 平成27年12月 日本 NIE学会第 12回奈

良大会（p.37）（奈良教

育大学） 

本発表は、平成 25年度から実施しているキャ

リア教育における NIE 活用の授業実践を報告す

ることを目的としている。受講生は奈良学園大

学人間教育学部 2年生（100名）を対象としてい

る。本授業は、NIE実践を通して、社会人として

の幅広い教養を身に付け、伝達力、思考力を磨く

ことを目的として実施した。授業内容は、①メデ

ィアリテラシーへの理解、②課題発見（NIE 実

践）、③私から発信する現代的課題の３つのユニ

ットから成り立っている。受講前後のアンケー

ト結果では、新聞を読むことによって、どのよう

な能力が高まると思うかでは、受講後は、「課題

発見力」が身に付くとの回答が上位に出現した。

新聞を読むことを通して、論点を整理すること 
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    の必要性を学生が感じたという結果を得ること

ができた。 

１９ 保育内容「環境」の

教授内容におけるシラバ

ス 分 析 の 試 み ～ SPSS 

Text Analytics for 

Surveysを活用して～ 

－ 平成29年3月 日本教師学学会第 18回

大会（pp.54-55）(早稲

田大学所沢キャンパス

101号館) 

保育士および幼稚園教諭を養成する大学教育

機関を対象として、保育内容「環境」の教授内容

の現状を、各大学のシラバスから分析・考察する

ことを目的としている。授業概要やシラバスの

内容の問題点や課題を探ることで、現代社会の

諸課題に対応した保育者となる者が学ぶべき事

項を研究することには意義があると考えられ

る。まず、7大学のシラバスを web上から取得し、

その傾向を分析した後、近畿圏内の 47大学のシ

ラバス分析を SPSS Text Analytics for Surveys

を活用して試みた。授業計画の分析結果からは、

自然環境に関する項目の頻度が 45％と最も多

く、社会環境に関する項目の頻度が 8％と最も少

なく出現した。SPSS Text Analytics for Survey

を活用したシラバス分析は、これまでの研究に

おいて見られず、初めての試みであった。本研究

において、活用の有用性についても示すことが

できたと思われる。  

２０ 領域「環境」におけ

る授業内容の検討―大学

における領域「環境」のシ

ラバス分析を通して― 

－ 平成29年5月 日本保育学会第 70回大

会（川崎医療福祉大学） 

本発表では、大学における領域「環境」の授業

内容を検討することを目的としている。平成 30

年度の幼稚園教育要領改訂に向けた文部科学省

中央教育審議会幼児教育部会が取りまとめた

「現行幼稚園教育要領等の成果と課題」を見る

と、「（2）幼児教育において育みたい資質・能力

の整理と、小学校の各教科等との接続の在り方」

の中で 10項目（①健康な心と体、②自立心、➂

協同性、④道徳性・規範意識の芽生え、⑤社会生

活との関わり、⑥思考力の芽生え、⑦自然との関

わり・生命尊重、⑧数量・図形、文字等への関心・

感覚、⑨言葉による伝え合い、⑩豊かな感性と表

現）の指導内容が取り上げられている。その中

で、領域「環境」と深く関連がある項目は、4項

目（下線部⑤⑥⑦⑧）に及ぶ。この審議内容は、

今後の教授内容の在り方を左右するものである

と考えられ、領域「環境」の授業内容の一層の充

実が求められていると言える。本学の場合、環境

構成の視点から園内を見学するという授業で

は、学生の関心を高めることができ、大きな成果

が見られた。改善点としては、栽培・飼育活動を

継続的に行う工夫および社会生活との関わりに

関する内容の充実が求められると言える。 

２１ カナダにおける住

民参加型地域福祉の推進

のための方策とその工夫

～”Everything Present 

in the Seed の資料分析

から～ 

－ 平成29年6月 日本地域福祉学会第 31

回大会（p.168）（松山大

学） 

本発表は、地域福祉活動に従事するスタッフ

やボランティアスタッフを対象としたリーダー

シップトレーニングの指南書として、カナダ・キ

ャピラノ大学が 2013 年に発刊した（ 1）

Everything Present in the Seed Community 

leadership Training と（2）Facilitator’s 

GUIDEを概観し、どのような要素や内容が取り上

げられているか、考察することを目的としてい

る。研究の手法は、資料分析である。まず、（1）

の資料は、13項目から成り立っており、121頁で

ある。1～4 章までが地域福祉活動の概要とその

必要性、所属している組織がある者はその活動

の紹介、インターネットの有効活用について書

かれており、5～13章までは、リーダーシップと

は何か、コミュニケーションスキルの獲得、プロ

ジェクトの立案方法やファシリテーション、企

画書の書き方といった実践的な内容になってい

る。（2）の資料は、（1）の資料を活用する者の 
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    ための副読本となっており、67 頁である。本資

料の特徴は、①本資料の読み手・扱い手を「スタ

ッフ」として想定しているだけでなく、英語があ

まり得意でない移民者が読むことができ、扱え

る内容になっている点である。リーダーシップ

トレーニングが幅広い対象者に拓かれ、実践さ

れることは、ボランティア主導で地域福祉活動

を実施する上で重要なことだと言える。また、本

資料は、各章が 7～9ページの構成となっており、

解説部分が 2～3ページ、残りが実践的な内容と

なっているため、必要な場面に応じて必要な部

分を提示できる工夫がある。今後は、本資料の利

用者の意見を集め、どのような利点・難点がある

のか考察したい。 

２２ 多世代交流の子育

て支援をめぐる取り組み

～カナダ・ネイバーフッ

ドハウスを事例として～ 

－ 平成29年10月 日本世代間交流学会合

8 回大会（p.33）（熊本

学園大学） 

本研究は、セツルメント運動を源流とするカ

ナダＢＣ州バンクーバー市のネイバーフッドハ

ウスを事例として、多世代交流の子育て支援の

在り方を考察すると共に、実現に向けた方策に

ついて検討することを目的としている。本研究

で は 、 Frog Hollow Neighourhood House、

Kitslano Neighbourhood House 、 Gordon 

Neighbourhood Houseの 3団体を調査した。多世

代 が 集 え る 工 夫 と し て 、 Frog Hollow 

Neighourhood Houseでは、高齢者向けサービス

（ヨガや太極拳等の健康増進）や中・高・大学生

のボランティアリーダー研修を受講している者

を子育て広場（Family Drop in Program）の手伝

い・ワークショップ講師として参加をさせなが

ら、子ども・親・若者・高齢者が集う場作りをし

ていた。Kitslano Neighbourhood House では、

定期的に学齢期の子ども・親と高齢者が食事会

を 持 つ 場 作 り が な さ れ て い た 。 Gordon 

Neighbourhood Houseでは、高齢者向けのランチ

提供サービスにて、親子ランチ提供サービスを

実施していたのだが、高齢者と子どもの食事の

ペースや食後に子ども達が走り回る等のことが

あり、現在では多世代としての交流活動がなさ

れていなかった。2団体が多世代交流の子育て支

援を現在も実施できている背景には、①それぞ

れの発達段階に応じた居場所があること、②ス

タッフの介入があることが示唆された。 

２３ 吉野青年会議所と

大学生の協働による小学

生を対象としたキャンプ

事業の実践報告～地域福

祉活動への示唆～ 

－ 平成29年12月 近畿地域福祉学会平成

29 年度大会（こうべ市

民福祉交流センター） 

本発表は、一社）吉野青年会議所よしのびと創

造委員会と奈良県下の大学生（ボランティアと

して参加）が協働し、小学生を対象としたキャン

プ事業の実践活動報告をすることを目的として

いる。一社）吉野青年会議所と大学生は、事業当

日までに計 6 回の合同会議を行い、事業目的の

共有化や企画案の話し合い・発表を行った。事業

実施後の振り返りでは、①社会人と大学生が協

働によって得られたメリットや課題、②小学生

にとっての本体験活動の意義、➂小学生、大学

生、社会人の異世代交流がもたらす価値、④地域

資源の発掘と活用方法等が取り上げられ、社会

人と大学生による事業は、多面的価値を生み出

せる可能性が具体的に示唆された。 

２４ 社会的経済におけ

る新たな資金の動き「カ

ナダ・ネイバーフッドハ

ウスの取り組み」 

－ 平成30年12月 第 33回研究大会国際公

共経済学会（兵庫大学） 

カナダ・ネイバーフッドハウスを事例とし、ネ

イバーフッドハウスの組織運営体制やサービ

ス・プログラムの概要を取り上げ、ボランティア

が行うファンドレイジングの取り組みや資金調

達の仕組みについて言及した。ネイバーフッド

ハウスには、人々の日常生活を支える 30種類の 
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    サービス・プログラムが存在しており、住民から

寄付された食器や衣類、家具等をリサイクルス

トアとして販売し、得られた資金をシングルマ

ザーの支援のために使用されていることなど、

施設内の資金作りの手法について紹介した。 

２５ 保育者養成校にお

ける子育て支援の取り組

みと課題および展望 

－ 令和2年5月 日本保育学会第 73回大

会（奈良教育大学にて

開催予定であったが、

新型コロナウイルスの

影響により学会は中止

となった。発表は承認

となった。）（演題ＩＤ：

28） 

本発表は、4つの保育者養成校（清和大学短期

大学部・西九州大学短期大学部・長野県立大学・

奈良文化女子短期大学（現：奈良学園大学）の子

育て支援の取り組みを紹介し、養成校における

子育て支援の特徴や課題を検討することであ

る。筆者は、奈良文化女子短期大学（現：奈良学

園大学）の子育て支援について、①子育て広場

「ちびっこ広場」、②親と子の相談室「ひまわ

り」、③奈良市つどいの広場「ぶんタン」、④公開

講座「なら子育て大学」の取り組みを紹介した。

保育者養成校が実施する子育て支援の良点は、

学生にとって学内にいながら保育の現場経験を

重ねることができることを取り上げた。 

２６ カナダ・コミュニ

ティディベロッパーの職

務 と 役 割 － カ ナ ダ ・
Collingwood Neibourhood 

Houseの取り組みを事例と

して－ 

－ 令和2年6月 日本地域福祉学会第 34

回大会（武庫川女子大

学にて開催予定であっ

たが、新型コロナウイ

ルスの影響により学会

は中止となった。発表

は承認となった。）

（p.182） 

本研究は、カナダ・バンクーバー市に位置する

Collingwood Neibourhood House（以下、CNH）の

取り組みを事例とし、地域福祉を推進するコミ

ュニティ・ディベロッパーの職務と役割を考察

することを目的としている。CNHにおけるコミュ

ニティ・ディベロッパーの職務は、アート部門、

フード部門、リーダーシップ開発部門の 3 つに

分かれており、「アート」や「フード」といった

誰もが参加できるテーマを掲げたプロジェクト

を考案し、地域住民がコミュニティ活動に参画

できる機会を提供している。プロジェクトの目

標設定の際には、「私たちと子どもたちの人生の

未来を想像した時、皆にとって幸せで健康で価

値あるものか」といった理想が追求され、平等性

や中立性が議論される。リーダーシップ開発部

門では、「アート」や「フード」部門で実施する

プロジェクトへの参加を呼びかけ、役割をもっ

て働く機会の提供（ボランティアの機会）と自分

の学びを活かす場の提供（ファシリテーターの

育成）を行っている。また、コミュニティ・ディ

ベロッパーの役割とは、地域のニーズを解決す

ること（欠乏欲求を満たす）ではなく、コミュニ

ティに住む個々人の能力を引き出し、彼らが活

躍できる「場づくり」を行うこと（成長欲求を満

たす）ことが特徴であると言える。 

２７ 小学校教育におけ

るデジタル教材の開発－

まちを映像保存化する取

り組みを通して 

－ 令和2年8月 教育の質的転換を目指

す ICT利用 ICT利用に

よる教育改善研究発表

会（東京理科大学にて

開催予定であったが、

新型コロナウイルスの

影響により、発表はオ

ンラインで行った）

（pp.50-53） 

本研究は、令和 2 年に「日本遺産」に指定され

た奈良県三郷町を通る日本最古の国道である龍

田古道の映像データベース化の活動を通して、

学生が映像機材の活用および情報の共有方法を

学び、撮影や編集作業の過程から知識・技能の定

着・活用、思考力・判断力・表現力の多角的向上

を図ることを目的としている。対象学生は、小学

校教員養成課程に所属しており、「まちたんけん

マップ」や「安全マップ」といった教材の紙面制

作経験を有する。本実践を通して、対象学生が、

紙媒体によるレポートやマップ作成を超え、次

世代映像技術を駆使した自己表現方法を獲得

し、デジタル教材づくりの素地を身に付けるこ

とができたと考えられる。 

２８ カナダの地域福祉

から学ぶ地域共生社会へ

の示唆 ― カナダ・バン

クーバーにおける  

－ 令和2年9月 日本カナダ学会第 45回

年次研究大会（対面・オ

ンライン併用開催；会

場は東京都八王子・大 

本報告の目的は、カナダの地域福祉から学ぶ

地域共生社会への示唆として、バンクーバーに

位置する Collingwood Neibourhood House の 

取り組みを事例とし、コミュニティサービスの 
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Collingwood 

Neighbourhood House の

取り組みを事例として― 

  学セミナーハウス） 
（pp.7-8） 

提供方法の仕組みや施設運営の手法について発

表することである。事例として取り上げるコリ

ングウッド・ネイバーフッドハウスは、全世代を

対象としたコミュニティサービスが展開されて

いることが特徴である。預かり保育、学童保育、

子育て支援（家庭支援）、就労支援、シニアサー

ビス等の他、特筆すべきは、ホームレス支援も同

施設内で実施している。日本の場合、ホームレス

支援を行う事業所に子ども・子育て支援を行う

ことはない。ネイバーフッドハウスの「対象者を

限定しない」という理念が貫かれていることが

わかる。他にも、セツルメントサービスや地域住

民による地域活性化のための助成金事業、さま

ざまなイベントを通して、移民の社会統合や子

ども・若者・高齢者の世代間交流を実現してい

る。 

２９ PBL(Problem-Based 

Learning)の教育効果に

関する研究－協同作業認

識尺度を用いた検討－ 

－ 令和2年10月 日本キャリア教育学会

第 42回研究大会（筑波

大学にて開催予定であ

ったが、新型コロナウ

イルスの影響により発

表はオンラインで行っ

た）（pp.142-143） 

本研究は、PBL（Problem-Based Learning）の

教育効果について、協同作業認識尺度を用いて

検討することを目的とする。PBLに関する先行研

究では、三重大学高等教育創造開発センター

（2007）では、PBLの実践マニュアルを作成し、

授業効果測定（中川、2019）や多分野的な PBLの

研究と実践に対する研究（杉山・松下、2018）等

があり、PBL の教育効果について論じられてい

る。本研究では、PBLをチームで取り組むことに

より、協同作業認識に変化が生じるか否かを検

証する。結果、協同作業認識尺度得点から、PBL

実践にて仲間と共に作業することの有効性の認

識が高まったと思われる。 

３０ カナダにおける多

世代交流を通した子育て

家庭支援の取り組み－

FrogHollow 
Neibourhood House を

事例として(自主シンポジ

ウム 1「地域社会と子育

て支援」) 

－ 令和2年11月 日本乳幼児教育学会第

30 回大会（オンライン

開催）（pp.2-3） 

本発表では、カナダ・バンクーバーに位置する

FrogHollow Neighbourhood Houseを事例とし、

多世代交流を通した子育て家庭支援の取り組み

について考察することを目的としている。なお、

カナダでは、子育て支援のことを「ファミリーサ

ポート」と呼んでおり、子育てをする家庭に対し

て、生活全般を支える取り組みが実施されてい

るため、「子育て家庭支援」という言葉を使用し

ている。多世代が集う場では、乳幼児や小・中・

高校生が一つの場において活動を共にしている

ことから、年長者が年少者にとっての成長のロ

ールモデルの役割を果たすと同時に、親が中高

生の施設内で行っているボランティア活動の様

子を日頃から見ているため、わが子の将来の成

長に対し、具体的な願いを持つことができると

いう効果がある。また、施設側が企画した異文化

交流会に、親自身が出し物を自分達で考え、用意

し、取り組むことを通して、子育て家庭支援のサ

ービスを受ける側から提供する側へとまわるこ

ともできる。ネイバーフッドハウスでは、親自身

が自発的に地域社会と関わることのできる仕組

みがあり、地域社会の一員という意識を育むこ

とを可能にしていると考えられる。 

「研究報告書、等」 

１ 幼児期における「言

語活動の充実」とは～岡

山市公立幼稚園教諭を対

象としたアンケート調査

から～ 

 

共著 

 

平成25年2月 

 

発行：環太平洋大学 

幼稚園教育要領改訂（2008）にて取り上げられ

た「言語活動の充実」が、実際の保育現場におい

てどのように実施されているのか岡山市内の公

立幼稚園に勤務をしている教諭を対象としてア

ンケート調査を実施した。本報告書では、特に伝

達力・思考力を育成するための保育実践につい

て、自由記述からの考察を行った。自由記述で

は、伝達力を意識した保育実践を意識して行っ

ていると回答した者は 68.4％、思考力を意識し 
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    た保育実践を意識して行っていると回答した者 

が 60％であった。また、自由記述による伝達力

を意識した保育実践に関する具体的な取り組み

への回答が 146、思考力では 137であった。その

内容からは、思考力への取り組みに対する保育

者の戸惑いがみられるものが多くあるという結

果であった。 

A4判 全 37ページ 

代表者：岡野聡子 

共同者：大野鈴子 

本人担当部分： 

アンケート質問紙票の作成および分析、考察

を担当した。 

２ 緑の遊び場（ESD）プ

ロジェクト 2012～岡山市

における中心市街地の公

園の利活用について～ 

共著 平成25年3月 岡山市庭園都市推進課

「緑の遊び場（ESD）プ

ロジェクト 2012」 

私たちを取り巻く社会環境は、都市化や情報

化の進行によって急激な変化を遂げてきた。そ

うした社会環境の変化は、子どもの育ちにも影

響を与えていると言われている。緑の遊び場プ

ロジェクトでは、子どもを中心とした公園の利

活用を目的とし、子どものための移動式の遊び

場の提供を行った。５つの公園を会場として、約

2000 人が利用した。プロジェクトでは、自然物

（木の実や葉っぱ）を用いたコラージュ製作や

木工作、公園内に生えている樹木の名前などを

当てるクイズや探検マップの製作など、遊びな

がら公園に親しみをもてる仕組みを提案・実践

をした。本プロジェクトは、岡山市庭園都市推進

課からＮＰＯ法人岡山子どもセンターが 200 万

円の助成金を受け取り、実施した。 

A4判 全 55ページ 

発行者：特定非営利法人岡山市子どもセンター 

発行責任者：美咲美佐子 

編著・執筆者：岡野聡子・道仙八代己 

実行委員：美咲美佐子、藤本富多美、 

絹川利恵子、窪田昌子、道仙八代己、 

松田秀太郎、筒井愛知、岡野聡子 

運営実施者：松田秀太郎（プレーリーダー）、 

特定非営利法人岡山市子どもセンター 

３ 言葉の保育カリキュ

ラム～幼児期における

「言語活動の充実」の工

夫～ 

単著 平成25年7月 公益財団法人福武教育

文化振興財団（学校・地

域における学力向上等

の研究や実践活動への

助成）平成 24年度教育

研究助成成果報告書 

幼稚園と大学が連携をして、幼児期における

言語活動の充実を図るため、岡山市にある大野

幼稚園と江西幼稚園と環太平洋大学が連携をし

て、言語活動の充実に関するアンケート調査を

実施した。そのアンケート結果をもとに、伝達

力・思考力の育成に着目をして、言語活動におけ

る指導方法や環境構成等のあり方について報告

書としてまとめた。 

A4判 全 2ページ 

本人担当部分：pp.10-11 

４ 緑の遊び場（ESD）プ

ロジェクト 2013～子ども

の自由な遊び場を目指し

て～ 

共著 平成26年3月 岡山市庭園都市推進課

「緑の遊び場（ESD）プ

ロジェクト 2013」 

2013 年度は、5 つの公園から 7 つの公園に規

模を拡大して「緑の遊び場（ESD）プロジェクト」

を実施した。また、前年度の活動に加え、大人が

集える場作りの工夫も施した。たとえば、七輪カ

フェを設けたり、机やベンチを設けて、保護者の

方や地域の高齢者の方など、多世代が集える場

作りである。子どもを中心としたプロジェクト

を通して、多様な立場の人々が出会える空間と

しての都市公園の利活用方法についても報告書

の中で紹介をしている。なお、本報告書を用い

て、こども環境学会第 3回合同セミナー（2014.9）

にて活動の発表を行い、奈良学園大学研究紀要

（2014.10）では、事業の総合評価も行った。 
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    A4判 全 51ページ 

発行者：特定非営利法人岡山市子どもセンター 

発行責任者：美咲美佐子 

編著・執筆者：岡野聡子・道仙八代己 

実行委員：美咲美佐子、藤本富多美、絹川利恵子、

窪田昌子、道仙八代己、松田秀太郎、

筒井愛知、岡野聡子 

運営実施者：松田秀太郎（プレーリーダー）、 

特定非営利法人岡山市子どもセンター 

５ 伝達力・思考力を育

む言葉の保育カリキュラ

ムの開発～幼児期におけ

る「言語活動の充実」の測

定と評価にむけて～ 

 

単著 平成26年7月 公益財団法人福武教育

文化振興財団（学校・

地域における学力向上

等の研究や実践活動へ

の助成）平成 25年度

教育研究助成成果報告

書 

本研究は、平成 24年度の本助成金を利用して

得たアンケート調査結果をもとに、幼稚園と大

学が連携を取って幼児期の教育現場における言

葉の保育カリキュラムの作成の検討および開発

をすることをねらいとしている。当初の計画で

は、言葉の保育カリキュラムの作成まで行う予

定であったが、現場での多様な実践の一つ一つ

が幼児の教育効果を高めているのかについて量

的に捉える必要があるため、今回の研究では、伝

達力・思考力を育む上でも重要となる「聞く力」

についての教育効果測定を試みた。結果として、

園の取り組みの違いを結果に反映しにくいこと

などから、測定の難しさが浮き彫りになったこ

とを報告書としてまとめた。 

A4判 全 2ページ 

本人担当部分：pp.8-9 

６ 2015 年度吉野青年会

議所事業報告書「大学生

と遊ぼう！学ぼう！吉野

体験ツアー」 

共著 平成28年1月 発行：奈良学園大学 吉野広域（3町 5村）の高齢化率は 35％に達し

ている中で、次世代を担う子ども達が吉野に愛

着を感じ、また大人になってからも吉野で働き、

生活したいと思えるような環境作りをすること

が喫緊の課題となっている。今回、吉野青年会議

所と本学ボランティアサークルの学生 10名が連

携し、吉野広域の小学 3年生～6年生を対象とし

たキャンプイベント実施した。実施日は、平成 27

年 10 月 31 日～11 月 1 日である。小学生の参加

者総数は、16 名であった。大学生企画では、①

アイスブレイク、②吉野スタンプラリービンゴ

ゲーム、③ものづくり、④自由創作の 4 つを立

案・運営した。主に学生による企画立案から運営

実施までの過程を報告書としてまとめている。 

A4判 全 84ページ 

報告書監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：一般社団法人吉野青年会議所、 

奈良学園大学ボランティアサークル 

大学生企画指導：岡野聡子 

７ 2015 年度 ふしぎ☆

いっぱい！小学生を対象

とした科学遊び・学びの

広場プロジェクト報告書 

共著 平成28年3月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、財団

法人奈良県青少年会館からの寄付金を活用した

「青少年の健全育成事業」の助成金（20 万円）

を取得し、三郷町の小学生を対象とした科学遊

び・学びの広場プロジェクトを実施した。全 3回

の事業を行い、それらを報告書としてまとめた。 

第 1回：しゃぼん玉づくり名人になろう 

   実施日：平成 27年 11月 21日（土） 

   参加者数：58名（子ども 38名） 

第 2回：くるくるアニメーションづくり 

   実施日：平成 27年 12月 19日（土） 

   参加者数：27名（子ども 12名） 

第 3回：ピンホールカメラを作ろう 

   実施日：平成 28年 1月 23日（土） 

   参加者数：65名（子ども 33名） 

A4判 全 35ページ 

監修・編集：岡野聡子 
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    事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

８ 2016 年度吉野青年会

議所事業報告書「大学生

と天川村でキャンプ！は

じめましてから広がる吉

野の“わ”」 

共著 平成28年9月 発行：奈良学園大学 昨年度に引き続き、吉野青年会議所と共に奈

良学園大学ボランティアサークルと協働で小学

生を対象としたキャンプ事業を実施した。今年

度は、奈良教育大学、畿央大学の学生と共に、

大学生企画として①アイスブレイク、②フィー

ルドビンゴゲーム、➂天体観測、④ものづくり

の企画立案・運営を行った。奈良学園大学ボラ

ンティアサークルの学生は 19名が参加し、小

学生の参加者総数は 23名であった。実施日

は、平成 28年 8月 20日～21日である。学生に

よる企画立案から運営実施までの過程を報告書

としてまとめている。今年度は、「大学生と社

会人とのより良い協働関係を結ぶために」をテ

ーマとして、事業実施後にアンケート調査を実

施し、その内容も報告書に含めた。 

A4判 全 90ページ 

報告書監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：一般社団法人吉野青年会議所、 

奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

大学生企画指導：岡野聡子 

９ 2016 年度 見えない

ものを見る力 小学生を

対象とした科学遊び・学

びの広場プロジェクト報

告書 

共著 平成29年3月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、前年

度の「科学遊び・学びの広場プロジェクト事業」

の活動実績から、本プロジェクトが学長指定プ

ロジェクトに採択（26 万円）され、三郷町の小

学生を対象とした科学遊び・学びの広場プロジ

ェクトを実施した。全 3回の事業を行い、それら

を報告書としてまとめた。 

第 1回：小さな宇宙 

～万華鏡の世界を探検しよう～ 

   実施日：平成 28年 11月 26日（土） 

   参加者数：42名（子ども 25名） 

第 2回：空気砲を作ろう～目で見る空気の力～ 

   実施日：平成 28年 12月 17日（土） 

   参加者数：62名（子ども 38名） 

第 3回：色が変わる、まほうの水で描く世界 

   実施日：平成 29年 1月 21日（土） 

   参加者数：58名（子ども 28名） 

A4判 全 35ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

１０ 2017 年度吉野青年

会議所事業報告書「ドキ

ドキワクワク川上村で大

冒険！～大学生といっし

ょに自然を学び・あそび

つくそう！～」 

共著 平成29年11月 発行：奈良学園大学 吉野広域（3町 5村）の高齢化率は 35％に達し

ている中で、次世代を担う子ども達が吉野に愛

着を感じ、また大人になってからも吉野で働き、

生活したいと思えるような環境作りをすること

が喫緊の課題となっている。今回、吉野青年会議

所と本学ボランティアサークルの学生 22名、他

大学生が連携し、吉野広域の小学 3年生～6年生

を対象としたキャンプイベント実施した。実施

日は、平成 27年 10月 14日である。小学生の参

加者総数は、30 名であった。大学生企画では、

①アイスブレイク午前の部、②自然体験活動（魚

つかみ、魚釣り）、③昼食づくり、④アイスブレ

イク午後の部、⑤ものづくりの 4つを立案・運営

した。主に学生による企画立案から運営実施ま

での過程を報告書としてまとめている。 

A4判 全 80ページ 

報告書監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：一般社団法人吉野青年会議所、 
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奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

大学生企画指導：岡野聡子 

１１ 2017 年度 見えな

いものを見る力 小学生

を対象とした科学遊び・

学びの広場プロジェクト

報告書 

共著 平成30年2月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、前年

度の「科学遊び・学びの広場プロジェクト事業」

の活動実績から、本プロジェクトが学長指定プ

ロジェクトに採択（8万円）され、三郷町の小学

生を対象とした科学遊び・学びの広場プロジェ

クトを実施した。2017 年度は、１回の事業を行

い、報告書としてまとめた。 

第 1回：声コプターをつくろう 

～音のふしぎを目で見て体験してみよう～ 

実施日：平成 30年 1月 20日（土） 

参加者数：49名（子ども 28名） 

A4判 全 20ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

１２ 三郷町の原風景 共著 平成30年2月 発行：奈良学園大学 平成 28年度から「三郷町まちづくり講座」に

参加をし、本学学生、行政職員、町民の方々と共

に三郷町の地域資源について学びを深めた。①

龍田古道プロジェクト事業、②信貴山における

竹プロジェクト事業、③三郷町民へのインタビ

ュー調査を実施し、その内容を報告書としてま

とめた。 

A4判 全 102ページ 

報告書監修・編集：岡野聡子 

１３ 2018 年度 見えな

いものを見る力 小学生

を対象とした科学遊び・

学びの広場プロジェクト

報告書 

共著 平成31年3月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、前年

度の「科学遊び・学びの広場プロジェクト事業」

の活動実績から、本プロジェクトが学長指定プ

ロジェクトに採択（20 万円）され、三郷町の小

学生を対象とした科学遊び・学びの広場プロジ

ェクトを実施した。2018年度は、3回の事業を行

い、報告書としてまとめた。 

第 1回：「ひかり」のひみつをさぐってみよう！ 

   実施日：平成 30年 11月 3日（土） 

   参加者数：27名（子ども 11名） 

第 2回：「おと」のひみつをさぐってみよう！ 

    実施日：平成 30年 12月 15日（土） 

    参加者数：21名（子ども 14名） 

第 3回：「ひかり」と「おと」コレはホンモノ？ 

    実施日：平成 31年 2月 2日（土） 

    参加者数：48名（子ども 27名） 

A4判 全 41ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

１４ 2018 年度 見えな

いものを見る力 小学生

を対象とした科学遊び・

学びの広場プロジェクト

報告書 

共著 令和2年3月 発行：奈良学園大学 奈良学園大学ボランティアサークルは、前年

度の「科学遊び・学びの広場プロジェクト事業」

の活動実績から、本プロジェクトが学長指定プ

ロジェクトに採択（30 万円）され、三郷町の小

学生を対象とした科学遊び・学びの広場プロジ

ェクトを実施した。2019年度は、3回の事業を行

い、報告書としてまとめた。 

第 1回：天気のふしぎを探ってみよう！ 

   実施日：令和元年 11月 9日（土） 

   参加者数：83名（子ども 43名） 

第 2回：夜空から宇宙を学んでみよう！ 

    実施日：令和元年 12月 7日（土） 

    参加者数：54名（子ども 29名） 

第 3回：地層の不思議を探ってみよう！ 

    実施日：令和 2年 2月 8日（土） 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

        参加者数：49名（子ども 28名） 

A4判 全 43ページ 

監修・編集：岡野聡子 

事業実施者：奈良学園大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ 

運営指導：岡野聡子 

「その他」 

１ 生活科への興味関心

を深めるための授業研究

（Ⅱ）～大学 2 年生前期

開講科目「生活の理解」受

講後アンケート調査から

～ 

 

- 

 

平成26年6月 

 

日本生活科・総合的学

習教育学会第 23回全国

大会埼玉大会～生活・

総合の新たなる枠組み

の提案 ふるさと子午

線の地から世界標準を

～（p.216）（埼玉大学教

育学部附属小学校） 

 

平成 25 年度の 4 月 10 日の第１回「生活の理

解」を開講した際、本科目で何を学ぶのかイメー

ジを問うたところ、43％の学生が「生活の中にお

ける必要なこと（知識・技能）を学ぶ」と答え、

家庭科のイメージが強いと回答する学生もい

た。全 15回の受講を通して、生活の理解に対す

る学生のイメージがどのように変容し、また前

期で得た学びが、どの程度定着しているのかを

明らかにするため、質問紙法を用いて追跡調査

を実施した。受講半年後の平成 26 年 1 月 21 日

の調査結果（有効回答率：65.9％）から、授業で

一番印象に残っている内容として、身近なもの

への興味関心を高める活動が 47％、自然体験活

動に関するものが 39％、その他が 4％、無回答は

14％であった。最も多かった活動内容に関する

記述は、グミづくりであり、その印象に残ってい

る理由とて、「美味しくなかった」や「（普段食べ

ているグミに）砂糖がどれだけ入っているのか

知った」とあり、自身にとっての予想外や発見

が、半年経過した後も記憶に残っていることが

示された。また、他科目との関連性では、科目名

を取り上げた者が 57％おり、無回答は 37％であ

った。最も多かった記述は、「子どもと環境」で

あった。（※学会発表予定であったが、体調不良

のため辞退し、発表内容は要旨集に掲載されて

いる） 

 

人間教育学部 人間教育学科

286



教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月31日 

氏名  岡野 由美子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

特別支援教育 
発達障害の教育課程と指導法に関する研究 

通級による指導の効果的な指導方法に関する研究 

発達性読み書き障害に関する指導法についての研究 
教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 
・児童の行動の背景を理解し、支援につなげる工夫 平成 19

年 4月 
〜27 年
3月 

特別支援教育コーディネーターとして、各学級の観察や
情報共有、校内研修を通して、児童の行動理解を図り、
教職員の特別支援教育についての理解を深め、資質の向
上に努める工夫 
（兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校での実践） 

・児童の行動の背景を理解し、支援につなげる工夫 平成 19
年 4月 
〜27 年
3月 

特別支援教育コーディネーターとして、各学級の観察や
情報共有、校内研修を通して、児童の行動理解を図り、
教職員の特別支援教育についての理解を深め、資質の向
上に努める工夫 
（兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校での実践） 

・小学校における特別支援学級新設にかかる理解啓
発の工夫 

平成 23
年 4月 
〜25 年
3月 

特別支援学級について、全校の児童が通常の学級と同様
にその存在を知り、認め、ともに生きることを理解する
ための、啓発や理解についての工夫 
（兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校での実践） 

・読み書きにつまずきのある児童への配慮の工夫 平成 26
年４月
〜27 年
３月 

通常の学級に在籍する学習障害のある児童への配慮事
項について、保護者との合理的配慮の提供にかかる合意
形成の図り方、通常の学級の他の児童への理解啓発の授
業実践の工夫 
（兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校での実践） 

・社会で出会う、発達障害のある人についての理解

と適切な関わりのあり方についての実践方法 

平成 31
年４月
〜現在
に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科4年次生の学生
に対し、発達障害のある人について、その基本的な障害
特性の理解や合理的配慮の提供について、また適切なか
かわり方について、事例を下に考え、理解を図るための
工夫について指導を行った。擬似体験や話し合いを行
い、障害についての理解を図り、卒業後の実践的な力と
なるような内容とし、より良いかかわり方や多様性を認
める社会のあり方など、基本的な理解が出来るようにな
った。 
（奈良学園大学人間教育学部での実践） 

２ 作成した教科書，教材 

(1)特別支援教育概論（共著）

発行：ERP 出版 

【再掲】 

平成 31

年３月 

小中学校の特別支援の各障害についての特徴の説明。障

害の応じた教育課程編成とその指導法について記した。

人間教育学ゼミナールⅠにおいて使用し、障害特性の理

解の資料として使用した。 

(2)特別支援教育校内研修資料（単著）
  発行：兵庫県佐用郡佐用町立小学校 
【再掲】 

平成 23
年 7月 

知的障害、肢体不自由障害、自閉症のある児童の基本的
な状態の理解と実態把握の方法、指導・支援の工夫につ
いて自閉症の３つ組の障害と言われる特性の理解と具
体的支援の例について、校内での支援のあり方について 
兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校の校内研修資料とし
て使用した。特別支援学級在籍の児童が、交流学級で過
ごすときの支援の方法や、関わり方の基礎的な内容につ
いて、具体的に理解できたと感想を得た。 

(3)教育実習の手引き（単著）
【再掲】 
発行：佐用町立上月小学校 

平成 23
年 8月 

教育実習生が特別支援学級で何日か実習する。その実習
生を対象に、「特別支援教育とは何か」「発達障害とは何
か」「知的障害とは何か」「肢体不自由障害とは何か」に
ついて指導する教材として作成した。 
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３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

(1)奈良学園大学ゲスト講師 学生の授業評価アン

ケート 

平成 31

年１月 
奈良学園大学人間教育学部で特別支援の必要な児童生
徒の教育課程と学校行事への参加の指導方法について
特別講義をした。児童生徒の個別の対応の重要性を理解
したという意見が多かった。4点満点で４の評価だった。 
 

(2)奈良学園大学人間教育学部 学生アンケート 令和２

年７月 
「現代教育課題 A（不登校・いじめ）」において、講義内
容に関するアンケートを実施した。受講者 32 名全員よ
り回答、学校における諸問題とその対応について、概ね
理解ができたなど高評価を得た。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
(1）校内適正就学指導研修会助言者 
「一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援につ
いての検討」 

 
平成 19
年 4 月
〜平成
27 年 3
月 
合計 23
回実施 

 
兵庫県内の様々な学校において校内の各学級の担任か
ら、気になる児童についての情報を集め、その状態から
考えられる要因と指導・支援について、個別検討を行っ
た。 
 

(2)特別支援教育についての教育実習生の指導 
 
 

平 成
23・ 24
年 
10月 
 

2 年間にわたり、上月小学校の教育実習生数名に対し特
別支援教育についての講義、研修を行った。指導した内
容は、特別支援教育について、各障害の特性と指導方法、
発達障害とは何か、将来教員となり、通常の学級を担任
する可能性がある実習生に、必ず知っておいて欲しい内
容を講義指導した。 
 

(3)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「特別支援学級設置にあたる配慮」 

  対象：上月小学校教員等 13名 
  場所：上月小学校 
 

平成 23
月 4月 
 
 

自閉症・情緒障害特別支援学級の新設にあたり、全職員
の共通理解と、全児童に対する理解、啓発の方法につい
て、具体的に事例を提示しながら示した。 
 

(4)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師「子ど
もの行動を理解するために」 
  対象：上月小学校教員等 13名 
  場所：上月小学校 
 

平成 23
年 8月 

各学級に在籍する、学習や生活につまずきのある児童に
ついての基本的な理解の仕方や、より良い行動への導き
方について、応用行動分析の方法を用いた指導方法の講
義を行った。 

(5)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「ASD（自閉症スペクトラム障害）について」 
 A児の特性の理解と適切な関わり方について 
  対象：上月小学校教員等 14名 
  場所：上月小学校 
 

平成 23
年 9月 

自閉症・情緒障害学級に在籍する A児、B児について、
一学期の指導と二学期以降の指導目標についての共通
理解を図り、交流学級や学校行事などで関わる全職員が
一貫した指導体制が取れるよう講義を行った。 

(6)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「見る」力を通して理解する児童の行動、学習につ
いて 
  対象：上月小学校教員等 13名 
  場所：上月小学校 
 

平成 24
年 3月 

児童の「見る」力のアセスメントについての基本的な内
容を踏まえ、実際の絵やノートなどの成果物から、児童
の実態を把握し、支援方法を探った１年間の状況を振り
返り、次年度への引き継ぎたい事項の整理を行った。 
 

(7)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「自閉症スペクトラム障害」の障害の特性について」 
  対象：上月小学校教員等 14名 
  場所：上月小学校 
 

平成 25
年 5月 

自閉症スペクトラム障害のある児童の感覚の特異性に
ついて、事例をもとに研修を行った。大きな声や破裂音
が苦手でありながら、当該児童が大声を出したり声を荒
げている行動の要因を考えられる感覚の特異性につい
て、教職員の理解を深め、適切な関わり方について、検
討を行った。 
 

(8)長崎県南島原市社会福祉法人コスモス 
 児童発達支援センター 研修会 講師 
「行動の理由をもとに」 
  対象：たすかる早崎利用者、職員 20 名 
  場所：たすかる早崎 たすかるサロン 
 

平成 24
年８月 

自閉症・情緒障害特別支援学級における、自閉症スペク
トラムの児童の自立活動などの事例をもとに、障害特性
に応じた支援のポイントやアセスメントについて資料
を用意して講義を行った。 

(9)兵庫県加古川市 親の会 ひだまりの会 
 公開研修会 講師 
「教室で、家でできるビジョントレーニング」 
  対象：加古川市広汎性発達障がい児親の会 
     会員、一般参加者 50 名 
  場所・加古川市総合福祉会館 
 

平成 25
年１月 

校内支援体制のあり方、校内における理解啓発と実際に
学校で取り組んだビジョントレーニングとその効果に
ついてと、放課後を利用した児童支援について資料を作
成して講義を行った。 
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(10)兵庫県加古川市 親の会「ひだまりの会」 
 公開研修会 講師 
 「通常の学級における発達障害のある 

児童への支援の実際」 
  対象：加古川市広汎性発達障がい児親の会 
     会員、一般参加者 60 名 
  場所：加古川市総合福祉会館 
 

平成 25
年１月 

通常学級における発達に躓きのある児童の、読み書きの
向上を図るために取り組んだ、アセスメントとビジョン
トレーニング、支援の方法などの事例を紹介し、読み書
きにつまずく児童への支援のあり方について、資料を作
成して講義を行った。 

(11)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「子どもの行動には理由があります」 
  対象：上月小学校教員等 14名 
  場所：上月小学校 
 

平成 26
年 4月 

知的特別支援学級が新設されるにあたり、知的障害の基
礎的な理解と、自閉症を併せ有する児童の実態から、教
職員の関わり方や全児童への理解や啓発の方法につい
て、講義を行った。 
 

(12)奈良県大和郡山市特別支援教育研修会講師 
「特別な支援を要する児童生徒の理解と支援に 

ついて」 
 対象：奈良県教諭 30 名 
 場所：大和郡山市役所 
 

平成 26
年 7月 
 

通常の学級に在籍する発達障害のある児童生徒の基本
的理解とその具体的な指導・支援の方法について 
読み書きの躓きの要因について、事例をもとにした指導
とその効果について資料を準備し講演した。 
 

(13)兵庫県佐用郡佐用町立上月小学校研修講師 
「ディスレクシア（発達性読み書き障害）について
ーC 児の特性の理解と配慮事項について 
ー」 
   対象：上月小学校教員等 14名 
   場所：上月小学校 
 

平成 26
年 8月 

通常学級に在籍し、LD（学習障害）の診断のある C児に
ついて、その障害特性についてと、ルビふりや教科書の
拡大コピーなど、授業における配慮事項について、全職
員の共通理解を図った。 
 

(14)佐用町特別支援教育コーディネーター研修会 
「特別支援教育にかかる教員長期研修派遣報告」 
 対象：佐用町立小中学校管理職及び特別支援教育

コーディネーター20 名 
 場所：佐用町立久崎小学校 
 

平成 26
年 8月 
 

平成 25 年度、1年間大阪教育大学特別支援教育特別専攻
科において、取り組んだ研究、研修についての報告会。
佐用町から、本事業に参加した教員はこれまでにはいな
かったため、この事業の概要の説明と、学んだ授業の具
体的なシラバスや、研究内容について報告を行った。 
 

(15)沖縄県那覇市 一般社団法人ゆうありてぃ研修
会 講師 
 「「見る」アセスメントから支援を考える」 
 対象：一般社団法人ゆうありてぃ職員、利用者、

保護者等  60 名 
 場所：沖縄県総合福祉センター 
 

平成 26
年８月 

発達につまずきのある児童の「見る」力に焦点を絞り、
そのアセスメントの意味と方法、解釈についてと、指導
事例について、資料を作成し、講義を行った。 

(16)播磨発達支援研究会 講師 
 「発達障害のある児童の「見る」アセスメントか
ら支援を考える」 
 対象：播磨発達支援研究会会員 12名 
 場所：相生市生きがい交流センター 
 

平成 27
年６月 

「見る」ことから「読む」ことへの一連の情報処理過程
のメカニズムとそのつまずきについて、アセスメントの
方法や解釈についてと、実際の指導例を提示し、資料を
元に講義を行った。 

(17)佐用町特別支援教育研修会講師 
「特別な支援を要する児童生徒の指導」～自立活動
のあり方～」 
 対象：兵庫県管理職及び教諭 20 名 
 場所：佐用町南光文化会館 

平成 27
年 7月 
 

特別支援学級の教育課程の法的根拠と、教育課程の組み
方、知的障害のある児童生徒の教育課程の構造について
と、自立活動の区分、項目の詳細の説明と具体的な指導
内容の事例を挙げて、資料準備して助言を行った。 
 

(18)天理市立井戸堂小学校校内研修会講師 
「発達障害のある子どもの理解と支援～子どもの
「見る」力のアセスメント～ 

 対象：天理市管理職及び教諭 12名 
 場所：天理市立井戸堂小学校 

平成 27
年 8月 
 

読み書きに躓きのある児童生徒の指導・支援について
「読む」ために必要な視知覚、認知能力、情報処理過程
の理解と、「見る」力のアセスメントの方法について、
また、その具体的な支援についての理解について資料を
用意して論じた。 
 

(19)姫路市通級担当者研修会講師 
「視知覚関連のアセスメントについて 
～WAVESの結果の解釈～」 
 対象：兵庫県立特別支援学校教諭及び特別支援担

当教諭 14名 
 場所：姫路市総合教育センター 

平成 28
年６月 
 

「見る」力や「読み書き」につまずきのある児童生徒の
実態を把握するためのアセスメント「WAVES」 
の内容と、基本的な解釈についての講義を行った。また、
その結果についての評価、解釈と事例検討も資料を準備
し行った。 
 

(20)臨時的任用教員研修会特別支援教育講師 
「合理的配慮の提供とユニバーサルデザインによる
授業について」 
 対象：兵庫県臨時講師 60 名 
 場所：兵庫県姫路総合庁舎 
 

平成 27
年 7月 
 

通常の学級に在籍する学習や生活につまずきのある児
童生徒の理解と、その指導・支援についてユニバーサル
デザインの考え方に基づく学級づくり、学習指導の方法
の工夫と、個別に配慮の必要な児童生徒の行動、学習面
の困難さの理解を深めるために資料を準備して指導し
た。 
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(21)たつの市特別支援教育研修会講師 
「特別な支援を要する児童生徒の自立活動のあり
方」 
 対象：たつの市立小中学校特別支援学級担任 30 名 
 場所：たつの市教育委員会 
 

平成 28
年 8月 
 

特別支援学級の教育課程の法的根拠と、教育課程の組み
方、知的障害及び肢体不自由のある児童生徒の教育課程
の構造について「合わせた指導」の具体的内容について
「自立活動」の区分、項目の詳細の説明と具体的な指導
内容の事例を挙げて、資料を準備し講演した。 

(22)神河町全教職員研修会講師 
「発達障害のある児童生徒の理解と学級づく 
り」 
  対象：神河町小中学校全教職員、教育委員、教

育委員会担当者約８０名 
  場所：神河町立神河中学校 

平成 28
年 8月 
 

通常の学級の担任に必要な特別支援児童生徒理解のあ
り方やアセスメントについて 児童生徒の問題行動の
背景にある原因についての理解と、その上にたった指
導・支援のあり方について資料を基に講話した。 
 
 

(23)西播磨地区学校生活支援教員等研修会講師 
「通級指導のあり方～教育課程と自立活動のあ 
り方～」第 1回 
 対象：西播磨地区小中学校生活支援教員及び特別

支援学校教員 
 場所：兵庫県立西はりま特別支援学校 

平成 28
年 9月 
 

通級による指導について、その目的、対象となる児童生
徒、指導時間等の法的根拠に基づいた制度の理解、目標
と評価について指導した。さらに対象となる児童生徒の
実態把握の方法と、自立活動の具体的な内容について指
導例を準備して講演した。 
 
 

(24)揖龍地区特別支援コーディネーター研修会講師 
「通級指導教室と通常学級の連携の意義とその方法
について」 
 対象：特別支援教育コーディネーター４０名 
 場所：たつの市立小宅小学校 
 

平成 29
年 1月 

特別支援に係る児童生徒の自立と社会参加のための連
携の必要性について 通級指導の開始と終了、目標の設
定と評価などの意味や意義について、学校内の理解啓発
の方法について、資料を準備し講演した。 
 

(25)教職経験者（２年次）研修全体研修講師 
「保護者との連携」 

 対象：兵庫県特別支援学校教員２年次研修対象者 
70 名 

 場所：兵庫県立特別支援教育センター 

平成 29
年５月 

障害のある子どもの保護者の心理的側面の理解と、より
よい協働のあり方について、事例検討を取り入れた資料
を作成し、講義を行った。 

(26)兵庫県立但馬農業高等学校講師 
「授業のユニバーサルデザイン化とは」 

 対象：兵庫県立但馬農業高等学校教職員 40 名 
 会場：兵庫県立但馬農業高等学校 
 

平成 29
年 6月 

発達障害のある生徒の基本的理解と、どの生徒にもわか
りやすい授業という視点での授業改善の工夫について、
ユニバーサルデザインの考え方の理解について資料を
準備し講演した。 
 

(27)通級指導担当教員研修講座講師 
「教育課程と自立活動」 
 対象：兵庫県小中学校通級担当教員 73名 
 会場：兵庫県福祉センター 

平成 29
年６月 

通級による指導の制度、目標、指導内容について学び、
自立活動について、区分、項目ごとの具体的指導内容に
ついて、資料を作成し講義を行った。 

(28)猪名川町スクールアシスタント研修講師 
「特別な支援を要する児童・生徒の理解と支援 
〜スクールアシスタントとしての支援 Vol.1〜」 
 対象：猪名川町 スクールアシスタント 15名 
 会場：猪名川町役場 
 

平成 29
年８月 

通常学級に在籍する発達障害のある児童生徒について
の理解・支援のあり方についてと、学級担任との連携の
あり方や大切さについて、資料を作成して講義を行っ
た。 

(29)猪名川町初任者研修講師 
「特別な支援を要する児童・生徒の指導、支援」 
 対象：猪名川町小中学校初任者 11名 
 会場：猪名川町役場 

平成 29
年８月 

LD 等の心理的疑似体験を通して、書けない、読めないな
どの困難さのある児童生徒の心理状態を理解するとと
もに、児童生徒の行動からその原因を探る方法につい
て、演習を行った。 

(30)教職経験者（２年次）研修全体研修講師 
「特別支援学校の学級経営と児童生徒理解」 
 対象：兵庫県特別支援学校教員２年次研修対象者

70 名 
 場所：兵庫県立特別支援教育センター 
 

平成 29
年８月 

特別支援学校の学級担任として、個別の指導、支援のあ
り方と学級集団の指導について、また、児童生徒の理解
のあり方について、資料を作成し、講義を行った。 

(31)兵庫県播磨西地区サポートネット会議研修会講
師 
「兵庫県の通級指導の現状と課題」 
対象：播磨西地区サポートネット会議会員 60 名 

 会場：姫路総合庁舎 
 

平成 29
年８月 

通級による指導に関する現状と、通級による指導が児童
生徒の自立と社会参加に対してどのような役割を担っ
ているのか、ということを、学習指導要領や文部科学省
の調査結果等を用いて資料を作成し、講義を行った。 

(32)兵庫県播磨西地区学級経営（特別支援教育）研
修会講師 
「新学習指導要領と個別の指導計画」 
 対象：播磨西地区小中学校特別支援学級担任およ
び通級指導教室担当者 約 170 名 
 会場：あいめっせホール 
 

平成 29
年８月 

特別支援学級の教育課程の編成のポイントや、自立活動
の区分と項目の整理、特に知的障害のある児童生徒の教
育課程の構造について、資料を作成し、講義を行った。 
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(33)姫路市通級担当者研修会講師 
「視知覚関連のアセスメントについて〜WAVEWS の結
果の解釈」 
 対象：兵庫県立特別支援学校コーディネーター及

び姫路市通級指導教室担当者 18 名 
 

平成 29
年９月 

「見る」力と「読み書き」に躓きのある児童生徒の実態
を把握するためのアセスメント「WAVES」の内容と基本
的な解釈についての講義を行った。 
また、その結果についての評価、解釈と事例検討につい
て、資料を作成し、講義を行った。 

(34)佐用町コーディネーター研修会講師 
「特別な支援を要する児童生徒の指導・支援に 
ついて」 
 対象：佐用町特別支援教育ネットワーク会議会員 

35名 
 会場：佐用町教育委員会 
 

平成 29
年９月 

学習指導要領の改訂のポイントについてと、コーディネ
ーターとしての校内支援のあり方、関係機関との連携の
あり方等について、資料を作成し、講義を行った。 

(35)篠山市・丹波市通級指導教員研修会講師 
「通級による指導に期待されること〜自立活動 
の具体的指導方法〜」 
 対象：丹波市、篠山市通級指導教室担当者 
 教育委員会指導主事、特別支援学校教諭 25名 
 場所：柏原住民センター 
 

平成 29
年 12月 

通級による指導における、現場や高等学校における通級
による指導の兵庫県における動向についてと、児童生徒
の実態把握を元にした自立活動の選定や指導について、
資料を作成し、講義を行った。 

(36)特別支援教育士長崎支部会員研修会講師 
「やってみよう事例検討 〜アセスメントから 
指導計画へ〜」 
 対象：特別支援教育士(S.E.N.S)長崎支部会員 70

名 
 会場：長崎大学 

平成 29
年 12月 

学習や生活に困難を示す児童生徒のアセスメントから、
指導計画を作り出すための、ケース検討をした。 
WISC-Ⅳ、DTVP2 などのフォーマルアセスメントと、児童
生徒や担任、保護者等からの聞き取り、観察を総合的に
アセスメントし、通級指導教室、通常学級、保護者それ
ぞれについて、指導目標を考える方法等について資料を
準備し講演した。 
 

(37)猪名川町スクールアシスタント研修講師 
「特別な支援を要する児童・生徒の理解と支援 
〜スクールアシスタントとしての支援〜Vol.2」 
 対象：猪名川町 スクールアシスタント 15名 
 会場：猪名川町役場 
 

平成 29
年 12月 

LD 等の心理的疑似体験を通して、書けない、読めない困
難さのある児童生徒の心理状態を理解するとともに、２
学期を終えた時点での振り返りと３学期に向けての目
標の設定について考えた。また、行動の理由を見るポイ
ントについて、資料を作成し、講義を行った。 

(38)兵庫県淡路教育事務所特別支援学級教育課程研
修会講師 
「特別支援学級の教育課程の編成や年間計画に 
ついて」 
 対象：淡路地区小学校、中学校特別支援学級担任、
特別支援教育コーディネーター50 名 

 会場：淡路市役所 
 

平成 30
年１月 

特別支援学級の教育課程の構造についてと、自立活動の
目標と内容、指導について、学習指導要領の海底のポイ
ントについて、資料を作成して講義を行った。 

(39)上郡町立山野里小学校校内研修講師 
「特別な支援を要する児童の、特別の教科道徳 
の指導について」 
 対象：上郡町立山野里小学校教職員 24名 
 会場：上郡町立山野里小学校 

平成 30
年２月 

特別支援学級在籍児童の、交流学級における特別の教科 
道徳について、特別支援学級担任の支援についてや、交
流学級担任との連携のあり方などについて、資料を作成
し、講義を行った。 

(40)通級指導担当教員研修講座講師 
「教育課程と自立活動」 
 対象：兵庫県小中学校通級担当教員 73名 
 会場：兵庫県福祉センター 

平成 30
年６月 

通級による指導の制度、目標、指導内容について学び、
自立活動について、区分、項目ごとの具体的指導内容に
ついて、資料を作成し講義を行った。 

(41)新任特別支援学級担当教員研修講座講師 
「障害に応じた教育課程の編成と自立活動の指 

導」 
 対象：兵庫県小中学校特別支援学級担当教員 
                 500 名 
 会場：兵庫県福祉センター 
    神戸市勤労市民センター 
 

平成 30
年６月 

初めて特別支援学級の担当をする教員対象に、特別支援
学級の教育課程の編成について、障害特性の理解と、実
態把握、自立活動の指導について、資料を作成し、講義
を行った。 

(42)兵庫県立東播工業高等学校カウンセリングマイ
ンド研修講師 
「障害特性の理解と支援のあり方について」 
 対象：県立東播工業高等学校教職員 24名 
 会場：県立東播工場高等学校 
 

平成 30
年６月 

発達障害の基礎的な理解と疑似体験を通じて生徒の心
理状態を理解するとともに、効果的な指導、支援のあり
方について、資料を作成し講義を行った。 

(43)兵庫県播磨西地区学級経営（特別支援教育）研
修会講師 
「新学習指導要領移行期のポイントと個別の指導計
画」 
対象：播磨西地区小中学校特別支援学級担任及び

通級指導教室担当者 170 名 
場所：姫路市民会館大ホール 
 

平成 30
年 7月 

特別支援教育に関する、学習指導要領改訂のポイント
と、自立活動における個別の指導計画の作成について、
資料を作成し講演した。 
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(44)赤穂市立赤穂中学校校内研修講師 
「特別支援生徒の進路についての合理的配慮とは」 
 対象：赤穂中学校教員及び管理職 30 名 
 場所：赤穂市立赤穂中学校 
 

平成 30
年 8月 

中学校の通常学級に在籍する発達障害のある生徒につ
いての理解・啓発を他の生徒に行う方法、進学に向けて
の合理的配慮の提供に関する考え方について、資料をも
とに講演した。 

(45)佐用町教育研究所研修会講師 
「特別支援教育の具体的な進め方」 
 対象：佐用町教育研究所所員、小学校・中学校教

職員 30 名 
 場所：佐用町教育委員会 
 

平成 30
年 8月 

学習指導要領の海底のポイントと、各教科等の指導にお
ける配慮事項などの工夫や、指導・支援の工夫について、
疑似体験や、スリットの作成など、事例や実技などを取
り入れながら理解を深めるように資料を作成して講義
を行った。 

(46)高等学校における通級による指導実践研究事業

校内研修会講師 

「発達障害のある子を理解するには」 

 対象：兵庫県立西脇北高等学校教員 40 名 

 場所：兵庫県立西脇北高等学校 

令和元

年６月 

高等学校における通級による指導が開始され、二年目と

なる。発達障害のある生徒の他にも、自傷行為、非行行

為等様々な課題のある生徒指導面での対応とともに、発

達障害を理解し、その指導について理解できるよう、疑

似体験を取り入れるなどして講義を行った。 

 

(47)相生市特別支援教育研修講座 

「通常の学級における指導・支援〜通級による指導

との効果的な連携〜」 

 対象：相生市学校園教職員 45名 

 場所：相生市文化会館 なぎさホール 

令和元

年 7月 

通常の学級に在籍する児童生徒の行動面のつまずきに

ついて、応用行動分析の考え方をもとに、行動の原因や

その結果についての観察の方法や行動変容につながる

指導について、資料をもとに講義を行った。通級による

指導についても、位置付けや通常学級との連携について

理解を図った。 

 
(48)姫路市立中学校特別支援教育コーディネーター

研修会 

「特別支援教育コーディネーターの役割」 

 対象：姫路市内中学校教員、特別支援学校教員 

     70 名 

 場所：姫路市立書写養護学校 

令和元

年 7月 

特別支援教育コーディネーターは学内人事であり、担当

者が固定されているわけでは無い。そのため、その業務

の引き継ぎが十分でない、仕事が円滑に進められないな

ど様々な課題があり、それが校内の特別支援教育の推進

において弊害となっているケースもある。どのように円

滑に業務を進めていけるか、実習を入れ、講義を行った。 

 
(49)明石市特別支援研修講座 

「WISC-Ⅳ等発達検査について詳しく知ろう」 

対象：あかし市教育研修所特別支援教育希望者 12

名 

場所：明石市立明石養護学校 

令和元

年 8月 

特別な支援を要する児童生徒が、その発達の凹凸やつま

ずきの要因を探るために医療機関等で実施される各種

の検査結果の報告について、どのように読み取り支援に

生かすかということについて、資料をもとに講義を行っ

た。支援に生かす方法について理解を深めることができ

た。 

 
(50)神崎郡小中学校特別支援教育研修会 

「LD、ADHDの児童生徒に対する支援等について」 

 対象：神崎郡小中学校特別支援教育担当者等 ４

０名 

 場所：神河町大河内保健福祉センター 

令和元

年 8月 

発達障害のある児童生徒の指導、支援の具体的なあり方

について、資料をもとに講義を行った。 

障害特性の理解と、ユニバーサルデザインの授業の基本

的な考え方等について理解啓発を図った。 

(51)佐用町教育研修所特別支援教育研修講座 

「特別な支援を要する子どもたちを「理解する」と

は・・」 

 対象：佐用町小中学校教員 １７名 

 場所：佐用町役場 

令和元

年 8月 

特別な支援を要する児童生徒の発達検査等の所見をも

とに、その困難さの理解と具体的な支援方法について、

講義を行った。障害理解を考えるために疑似体験等を取

り入れ、正しく理解することの大切さについて資料をも

とに講義をした。 

 
(52)太子町教職員研修 

「すべての教職員のための特別支援教育をふまえた

授業作り」 

 対象：太子町立幼小中学校教職員 240 名 

 場所：太子町文化会館  

令和元

年 8月 

通常の学級に在籍する学習や生活に困難を示す児童生

徒について、どのように観察し、つまずきの原因を探る

かということや、通常学級の授業作りについて、事例を

もとに実践的な内容として、資料をもとに講義を行っ

た。 

(53)高等学校における通級による指導実践研究事業

校内研修会 

「高等学校における通級指導について」 

 対象：兵庫県立宝塚西高等学校教職員、保護者 40

名 

 場所：兵庫県立宝塚西高等学校 

 

令和元

年 8月 

高等学校における通級による指導が始まり、対象校でも

二年目を迎えているが、その指導のあり方について校内

で共通理解を深めるため、概要について講義を行った。

自立活動や個別の指導計画に基づいた指導のあり方に

ついて、資料を作成し、講義した。 
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(54)あかし教育センター「特別支援教育研修講座」 

 「WISC-Ⅳ等、発達検査の結果から具体的支援につ

なげるために」 

 対象：明石市小中学校教職員 ５０名 

 場所：あかし教育研修センター 

令和元

年 10月 

発達検査の所見は、特別な支援を要する児童生徒の保護

者から情報提供として受け取り、見ることが多くなった

現在の学校現場であるが、それを読み解き、支援につな

げることができなければ活用できたとは言い難い。本講

義において、その基本的な解釈の仕方や、その支援方法

について事例をもとに講義を行った。 

(55)但馬地域特別支援連携協議会 指導助言 

「早期からの教育相談・支援体制の充実に向けて」 

 対象：但馬地域特別支援連携協議会 委員 26名 

 場所：兵庫県豊岡総合庁舎 

令和元

年 11月 

早期からの教育相談や支援体制について、各関係機関か

ら委嘱された委員により、情報共有がなされた。就学前

の段階で、どれくらい保護者に情報を発信し、より適切

な支援を受けられる関係機関と連携をとるかという課

題について大切さについて特別支援学校との連携など

リソースの活用について等、助言を行った。 

 
(56)特別支援教育士資格認定協会第１３回 S.E.N.S

養成セミナー指導実習 

 対象：特別支援教育士養成セミナー参加者 70 名 

 場所：スペースアルファ神戸 

 

令和元

年 12月 

特別支援教育士資格取得のための、２泊３日の研修講座

の担当講師として運営、講義等を行った。 

グループ内でのアセスメント解釈や個別の指導計画作

成に関し、適宜助言を行った。また、最終試験に向けて

の個々の課題についての助言等を行った。 

(57)西播磨地区高等学校における通級による指導合

同研究会 

「発達段階に応じた通級の指導」 

 対象：兵庫県西播磨地区小中高等学校教職員、福

祉関係担当者等  ７８名 

 場所：兵庫県立太子高等学校 

令和 2

年 1月 

各学校種別ごとに、通級による指導が行われている。そ

れぞれの発達段階を理解し、今在籍している学校の先に

どんな教育が展開されるのか、将来の社会参加に向けて

どんな力が必要となるのかなどについて、資料をもとに

講義を行った。 

 

(58)兵庫県高等学校生徒指導協議会阪神支部協議会 

「特別な支援が必要な生徒への対応について」 

 対象：阪神地区生徒指導担当教員 60 名 

 場所：兵庫県立宝塚西高等学校 

令和 2

年 2月 

問題行動等、生徒指導上課題となる生徒の行動の原因と

なっていることがある発達障害について、どのように理

解し、対応すればよいかといことについて、資料をもと

に講義を行った。 

 
(59)高等学校における通級による指導校内研修会 

「インクルーシブ教育と合理的配慮」 

対象：兵庫県立西脇北高等学校教職員 40 名 

場所：兵庫県立西脇北高等学校 

令和元

年 2月 

年度内の校内研修の 2回目である。通級による指導の対

象となる生徒の理解について、応用行動分析の考え方を

もとに、事象に対して注意や叱責をするのではない関わ

り方について資料をもとに講義を行った。 

 
(60)神崎郡中学校特別支援教育研修会 

「通級指導教室と通常学級の効果的な連携につい

て」 

 対象：神崎郡中学校通級指導担当者等 20 名 

 場所：兵庫県福崎町立福崎西中学校 

 

令和 2

年 2月 

中学校における通級による指導のあり方について、ま

た、通常学級との連携についてその意義や具体的指導に

ついて、資料をもとに講義を行った。 

(61)第 4回特別支援教育西播磨地域連携研修会指導

助言 

 対象：兵庫県西播磨地域通級指導担当教員、特別

支援学校教員 30 名 

 場所：兵庫県立西はりま特別支援学校 

令和 2

年 2月 

通級による指導の実践報告が小学校、中学校の担当教員

からなされた。将来の自立に向けた視点を持つことの重

要性、通級指導が通級指導だけで実施するのではなく、

通常学級との連携が不可欠となることなどについて、助

言を行った。 

(62)兵庫県立上郡高等学校カウンセリングマインド

職員研修会講師「発達障害のある生徒に対するカウ

ンセリングマインド」 

 対象：兵庫県立上郡高等学校教員、50 名 

 場所：兵庫県立上郡高等学校 

令和 2

年 8月 

発達障害の診断はないものの、中学時代から問題行動が

あったり、不登校や留年などの課題の多い生徒につい

て、どう理解し、支援していけば良いか、資料に基づき

講義を行った。 

(63)兵庫県立西神戸高等特別支援学校校内研修講師

「研修・研究とは」 

 対象：兵庫県立西神戸高等特別支援学校教員 53

名 

 場所：兵庫県立西神戸高等特別支援学校 

令和 2

年 7月 

新設４年目を迎え、特別支援教育の校内の充実を図るた

め、研修体制を構築し、全職員で同じテーマに向けたそ

れぞれの研修の深め方、進め方について、講義を行った。 
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(64)高等学校における通級による指導実践研究事業

指導助言 

 対象：兵庫県立西脇北高等学校教員 10 名 

 場所：兵庫県立西脇北高等学校 

令和 2

年８月 

高等学校における通級による指導の実施校における、通

常の学級の授業の方法、支援の工夫などのあり方につい

て、授業参観をした後に指導助言を行なった。 

(65)兵庫県立特別支援教育センター研修講座 通級

指導教室担当教員研修 講師 

 対象：兵庫県内通級指導担当教員 194名 

 場所：神戸市教育会館、兵庫県民会館 

令和 2

年 10月 

通級による指導を担当する、兵庫県内の全教員に対し、

発達障害のある児童の障害特性の理解と、的確なアセス

メントによる目標設定や自律活動の指導・支援の充実に

ついて、資料を用いて講義と演習を行った。 

(66)但馬地域特別支援連携協議会 指導助言 

「幼児児童生徒の就労、進学等を見据えた支援の在

り方について」 

 対象：但馬地域特別支援連携協議会 委員 26名 

 場所：兵庫県豊岡総合庁舎 

令和 2

年 11 月 

特別支援学校の支援部、ハローワークからの現状の報告

があった。就労についての難しさと先を見据えた支援の

大切さ、福祉関係の支援について、幼小中学校との連携

について、助言を行った。 

(67)ひょうご専門家チーム派遣事業 

 対象：尼崎市立尼崎北小学校教員３名 

 場所：尼崎市立尼崎北小学校 

令和 2

年 11 月 

通級指導担当教員による、通級の指導の実際を参観し、

対象児童の支援のあり方について、ケース検討を実施し

た。自立活動の内容や目標の設定、教師の関わり方につ

いて、評価するとともに、今後の目標について助言を行

なった。 

(68)ひょうご専門家チーム派遣事業 

 対象：神戸バイリンガルスクール教員８名 

 場所：神戸バイリンガルスクール 

令和２

年 12月 

バイリンガルスクールに通う、小学校１年生女児のケー

スについて、授業の様子の参観のあと、指導支援の方法

や体制の整え方などについて助言を行なった。 

(69)あかし教育研修センター講師派遣「特別支援教

育研修会」講師 

 対象：明石市立大蔵中学校 教員 35名 

 場所：明石市立大蔵中学校 

令和 3

年２月 

中学校における特別支援教育、ユニバーサルデザインの

授業について、資料を元に講義を行った。 

(70)特別支援学級カリキュラム検討委員会講師 

 対象：神崎郡市川町立市川中学校教員５名 

    市川町立甘地小学校教員１名 

 場所：神崎郡市川町立市川中学校 

令和 3

年 3月 

特別支援学級の教育課程のあり方や、その設定方法、自

律活動の授業の内容など、各学校の抱えている課題につ

いて、ケースを元に検討を行った。 

５ その他   

(1)日本 LD学会広報委員会 副委員長 平成 31

年５月

〜現在

に至る 

日本 LD 学会広報委員会副委員長として、学会広報誌の

発行、ホームページの UD 化、国際化についての検討な

ど、計画し、推進している。 

(2)但馬地域特別支援連携協議会 学識経験者 令和元

年 11月

〜現在

に至る 

LD、ADHD、高機能自閉症等を含めた特別な教育的支援を

必要とする幼児児童生徒への総合的支援体制の整備を

図るため、それぞれの期間の役割を明確にするととも

に、地域支援のネットワークの構築を図るための協議に

参加し総括助言を行なっている。 

(3)あかし教育研修センター スーパーバイザー 平成 31

年４月

〜現在

に至る 

明石市の市立学校園における教育課題解決及び校内研

修推進に資するため、派遣申請に応じ、講師として派遣

されている。 
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格、免許 
小学校教諭１種免許状 
 
幼稚園教諭２種免許状 
 
特別支援学校１種免許状（知・肢・病） 
 
特別支援教育士スーパーバイザー 
 
公認心理師 
 
修士（学校教育学） 

 
平成 5
年 3月 
平成５
年 3月 
平成 26
年 3月 
平成 30
年 4月 
令和３ 
年２月 
令和 3
年 3月 

 
平４小一第１５３７号（大阪府教育委員会） 
 
平４幼二第４７５１号（大阪府教育委員会） 
 
平２５特支第１８３号（大阪府教育委員会） 
 
SV１８－０１０（一般財団法人 特別支援教育士資格認
定協会） 
第３５７０１号 
 

兵庫教育大学大学院学校教育研究科（修第 9389号）論

題「フォントの読みやすさが読解に及ぼす影響に関する

研究〜UDフォントの学校現場における有効的活用につ

いて〜」 
２ 特許等  なし 

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
（1）兵庫県教育委員会 特別支援教育特別コーディ

ネーターとしての業務  
 

 
平成 19
年 4 月
～27 年
3月 
 

 
特別支援教育特別コーディネーターとして講演会の講
師を毎年年間３回務めた。また保育園、中学校訪問、療
育機関訪問など、各関係機関との連携を図ったり、PTA
研修会の立案、実施なども行った。特別支援学級の新設
にあたり、書類の作成、保護者との面談、保育所との協
議、学級の備品等の購入申請等の業務を担当した。 
年間３回、定期的に校内適正就学指導委員会を開催し、
校内の特別な支援を要する児童についての共通理解と
特別支援教育についての啓発を行った。また、事案によ
っては、随時開催し、当面の対処についてや関係機関と
の連絡調整、校内の体制の整備などを行った。 
 
 （2）特別支援学級の担任としての業務 平成 23

年４月
〜平成
26 年３
月 
 

自閉症・情緒障害特別支援学級が新設にあたり、新１年
生入学前から準備をし、担任となった。教育実習生を受
け入れ、特別支援の基礎の講義を行った。就学前から保
護者や該当児と面談をし、特別支援学級とはどんな学級
なのかを全児童に理解・啓発するための全職員の共通理
解を図るなど、担任として円滑に学級運営ができるよ
う、工夫した。 
担任となってからは、在籍児童についての接し方や指
導・支援についての職員研修を実施し、交流及び共同学
習を積極的に行い、数年後の目標を見据えた学級運営を
行った。また、教育実習生を受け入れ、特別支援の基礎
的事項を指導した。 
 
 （3）特別支援教育にかかる教員長期研修派遣事業に

おける長期派遣研修参加 
 

平成 25
年 4 月
〜26 年
3月 
 

兵庫県教育委員会から大阪教育大学特別支援教育特別
専攻科に派遣される。特別支援学校教諭１種免許状
（知・肢・病）を取得した。特別支援教育概論、知的障
害教育、肢体不自由教育、病弱教育、視覚障害教育、聴
覚障害教育、言語障害教育をはじめ、読み書きに関する
視覚機能についての研究、また、実地研修として、特別
支援学校での教育実習、大阪府内の特別支援学校訪問、
通級指導教室訪問、大阪医科大学 LD センター研究協力
として読みに関するアセスメント、心理検査の実施など
を行った。 
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（4）兵庫県教育委員会事務局播磨西教育事務所 
教育振興課主任指導主事特別支援教育担当とし
ての業務 

 

平成 27
年 4 月
～ 
29 年 3
月 
 

◎特別支援教育担当 
・兵庫県県内各地の特別支援教育に関する指導研修講座

の講師を務める 
・西播磨教育事務所管内の特別支援教育に関する研修講
座講師開催及び運営 

・特別支援学級編成及び教育課程編成に係る指導と事務     
・特別支援学級編成の実態調査及び聞き取り 
・特別支援学級設置校、学校生活教員配置校訪問調査と

指導 
・特別支援教育体制整備状況調査の実施と指導 
・播磨西地区（学級経営）研究会の実施と指導 
◎初任者研修担当  
・地区別初任者研修、一般研修の実施 
・初任者研修にかかる非常勤嘱託員の委嘱事務、派 
 遣 
◎小中一貫教育（義務教育学校）担当 
・小中一貫教育地区別研修会の開催 
◎小学校外国語教育担当 
・英語教育地区別研修会の実施 
◎幼児教育担当（特別支援教育の幼児を含） 
・幼児教育研修会の実施 
・幼児教育研究事業にかかる実践研究 
・幼児教育理解推進研修会の実施 
・幼稚園教諭初任者研修の実施 
 

（5）兵庫県立特別支援教育センター 
主任指導主事としての業務 

 

平成 29
年 4 月
～ 
平成 31
年 3月 
 
 

◎特別支援教育に関する研修に係る業務 
・特別支援学校２年次研修会講師 
・新任特別支援学級担当教員等研修講師 
・通級指導教室担当教員等研修講師 
・講師派遣研修講師 
◎特別支援教育に関する教育相談 
・ＬＤ，ＡＤＨＤ等発達につまずきのある幼児・児童・
生徒の保護者、本人の教育相談 
◎特別支援教育に関する委託研究員 
 「通常学級の教員に対する、障害のある子どもの教育
的支援についての理解・啓発」に関する研究 

（独立行政法人国立特別支援教育研究所地域実践研究） 
◎小中学校の先生のための特別支援教育ハンドブック
作成 

 
(6)ひょうご学習障害相談室専門相談員としての業

務 

平成 31

年 4 月

〜現在

に至る 

兵庫県の LD、ADHD 等に関する専門的な知識や技能を有

する相談員が、本人、保護者、教育関係者に相談支援を

行い、LD、ADHD 等に関する適切な情報を提供する。室長

１名、専門相談員９名で構成されている。幼児児童生徒

に関する相談業務を個別に行っている。場合によって、

継続的に相談にあたることがある。 

(7)但馬地域特別支援教育連携協議会委員としての

業務 

令和元

年 10月

〜現在

に至る 

兵庫県但馬地域の特別支援教育連携協議会の学識経験

者、委員長を務める。委員は、地域内の各市町教育委員

会、学校関係者、福祉関係者、県民局関係者、関係機関

担当者、事務局で構成され、テーマに基づいて協議が行

われる。関係機関と学校との円滑な連携や情報の共有の

貴重な機会であり、課題のある事柄について、適宜助言

を行った。 

 
４ その他 

 

 

 

 なし 

(1)日本 LD学会広報委員会 副委員長 平成 31

年５月

〜現在

に至る 

日本 LD 学会の広報委員会の委員会に参加、年 4 回の広

報誌の発行、各記事の執筆者の依頼等 
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(2)奈良学園大学三郷キャンパスにおける学生相談

室担当カウンセラー 

平成 31

年４月

〜現在

に至る 

三郷キャンパスの人間教育学部の学生を対象とした学

生相談室カウンセラーとして、定期的な相談のほか、事

前予約なしの訪問時間を設定し、学生の支援に当たって

いる。登美ヶ丘キャンパスの学生相談担当の高橋千香子

准教授と情報交換や共有をしながら対応している。 

(3)兵庫県立特別支援学校スクールカウンセラーと

しての業務 

令和２

年 4 月

〜現在

に至る 

兵庫県立特別支援学校へのスクールカウンセラー等外

部専門家配置事業として、兵庫県立神戸特別支援学校に

派遣され、児童生徒、保護者へのカウンセリング、教職

員へのコンサルテーション、カウンセリングマインド研

修講師などを行なっている。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

１ 自前イラストでちょこっと

SST 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治図書出版 第１５４号 

 

「特別支援教育の実践情報

6-7月号」 

 

 

 

 

特別支援教育についての実践を掲載した著書 

Ｂ５判  全73頁 

共著者：太田篤志、高山恵子、安藤隆男、岡野由美

子、 

    他３３名  

担当部分：（ｐ４０～ｐ４１）視覚障害児支援を行い

ながら、SSTに取り組んだ実践である。自閉症のあ

る児童が、通常の学級における交流学習や休み時間

を過ごす中でいろいろなトラブルや困難に出会う経

験を積むことが多いが、様々 な場面を想定したソー

シャルスキルトレーニングを行った具体的な支援を

述べた。 

 ２ 間違い探しイラストをつかっ

て～たのしくおはなしコミュニケ

ーション～ 

 

共著 平成27年７月 明治図書出版 第１６８号 

 

「特別支援教育の実践情報

10-11月号」 

特別支援教育についての具体的指導方法実践を掲載

した著書 

B５版  全72頁 

共著者：大塚 晃、樋口一宗、河村 久 、岡野由

美子 

    他３１名 

・担当部分：（p４７）人とのかかわりについて、順

序性のあるイラストを使って会話やコミュニケーシ

ョンを高める実践について４枚のイラストを用い

て、その順序を考える中で、自閉症スペクトラムの

ある児童が、物事の事象の前後を考えることや、並

べ方について説明をするなどの会話と通して、コミ

ュニケーションの向上を目指した実践について述べ

た。 

 
３ 小中学校の先生のた
めの特別支援教育ハンド
ブック 

共著 平成30年12月 兵庫県立特別支援教

育センター 

小中学校の先生のための、特別支援教育

に関する基本的な内容をまとめた教師

向きの著書である。特別支援教育に関す

る国の動向や法的な事項、特別支援学級

担任のための、種別ごとの障害特性とそ

の指導・支援、教科書選定、教育課程の

組み方、通級による指導の制度、教育課

程の編成と指導方法、自立活動のあり

方、個別の教育支援計画、個別の指導計

画の立て方などを指導主事としてまと

めた。 

A４判 全 96頁 

共著者：沖汐守彦、松本武、堀井美佐、

藤原しをり、浅野 尚佳、岡野由美

子  

担当部分：P11〜 26,P45 〜 50,P73 〜

78,P83〜88,P90〜91について共著、抽出

不可 
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４ 特別支援教育総論 共著 平成31年3月 

 

ERP 出版株式会社 

全 70頁 

小中学校の特別支援の各障害について

の特徴の説明。障害の応じた教育課程編

成とその指導法について論じた。 

A6判 全  頁 

共著者：中島栄之介 

担当部分：   抽出不可 

（学術論文）     

１．読み書きにつまずきのある児

童への多感覚活用の視点からの支

援～触覚教材を用いて～ 

 

 

単著 平成25年3月 大阪教育大学特別支援教育

特別専攻科修了論文集 

Ａ4判26頁 

読み書きにつまずきのある児童の視覚認知を助ける

ために、触覚を生かした文字指導について、考察し

た。通常の読み教材と、読みのまとまりごとに区切

りのある下線をつけたものと、その下線にふくらみ

をもたせたものの３種類を用意し、それぞれの読み

速度を計測し、触覚教材の有効性について検討した。 

 
2．発達障害の可能性のある

児童への読み書きのつまず

きに対する 

多感覚活用の視点からの支

援に関する一考察 

 

単著 平成30年８月 人間教育第１巻第７号

（ P199〜210） 

通常学級に在籍する発達障害の可能性の

ある児童の、読み書きのつまずきに対する

支援方法について考察した。視覚入力を

補助する手段として、触覚教材を用いて読

みの困難さを軽減することができ、触覚教

材は、読みの速度を遅くする傾向がある

が、読みやすさを感じさせる傾向もあり、注

意を持続しながら読むことで読み誤りが減

り、学習効率に影響を及ぼす可能性が示

唆された。 

 3. 知的障害のある児童生

徒の教育課程と指導法につ

いて 

― 新学習指導要領の改訂

に視点を当てて ―  

 

単著 平成30年9月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」 

第１巻第８号 

（ p249〜260） 

教育課程の編成について、特別支援教育

を巡る学習指導要領の動向を、確認し、教

育課程編成の基本的な理念、編成の手順

について具体的に論じる。本稿は特別支

援の知的障害についての教育課程につい

て、具体的な指導方法における配慮事項

にも言及する。その中でも、自立活動の支

援と評価について、具体的な事例を挙げ

て、筆者が多くの学校を参観し、教育課程

と指導法を表裏一体として指導をしてきた、

新たな視点を加味し論じた。 

 
4. 学習障害や注意欠陥多

動性障害の可能性のある

児童の読み支援への一考

察〜注意、集中力へのアプ

ローチに視点をあてて〜 

単著 平成30年10月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」 

第１巻第９号 

（ p281〜287） 

読みに躓きのある児童の中には、注意欠

陥・多動性障害などの注意・集中に課題

のある場合がある。触覚教材によって、

読み教材に集中をしながら読むことで、

内容の理解が進む可能性があることを

実験により考察した。 

5. 特別支援教育の視点か

ら見た学習指導要領の改

訂のポイント① 

〜インクルーシブ教育シ

ステム構築のために〜 
 

共著 平成30年10月 ERP 出版株式会社 

ｐ14～p15 

改訂が行われた小学校・中学校学習指導

要領における、特別支援教育に関する内

容について整理し、その上で今後取り組

むべき課題と重要事項について論じた。 

6.特別支援教育の視点か

ら見た小中学校学習指導

要領の改訂のポイント② 

〜教育課程と自立活動〜 
 

共著 平成30年11月 ERP 出版株式会社 

P14～15 

新学習指導要領における、特別支援学

級、通級による指導の中で、必要に応じ

て指導することとなっている「自立活

動」について、具体的な改訂内容を指

導・支援に生かすための効果的なな考え

方や指導方法について論じた。 

7. アセスメントに基づい

た特別の教育課程設定に

ついての一考察〜特別支

援学級における、個別の指

導計画を生かす日々の教

育活動〜 

単著 平成30年11月 奈良学園大学人間教

育学部ジャーナル「人

間教育」第１巻第１０

号(p299〜308) 

新学習指導要領においては、特別支援学

級の教育課程の編成について、その手順

や指導すべき内容などが規定された。そ

の実態把握、個別の指導計画、そして特

別の教育課程を密接に関連させた事例

を提示し、そのあり方について論じた。 
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8. 特別支援学級担任への研修体

制に関する一考察 

〜特別支援教育センター研修講座

の充実について〜 

単著 平成30年12月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」第２

巻第１号(p1〜10) 

特別支援学級の担任特別支援学級担当

教員等研修講座の充実に向けた取り組

みの現状と今後の課題について考察し

た。新任特別支援学級担当教員に対する

研修内容を充実するために、教職員のニ

ーズについてアンケートを実施し、講座

の内容を充実に反映した実践例や研修

のあり方についても論じた。 

9. 知的障害のある児童生徒の教

科等を合わせた指導に関する一考

察―障害特性の強みを生かした指

導の在り方― 

単著 平成31年1月 奈良学園大学研究紀要第１

０集 

知的障害のある児童生徒に対する、効果

的な教科等を合わせた指導のあり方に

ついて、具体的な指導内容や、効果的な

指導のあり方とはどのようなものか、具

体的指導事例を挙げ、論じた。 

10.障害特性に応じた指導方法の

工夫〜自閉スペクトラム症のある

児童生徒の自立活動について〜 

共著 平成31年1月 奈良学園大学研究紀要第１

０集 

障害特性に応じた指導方法の工夫とし

て、自閉スペクトラム症のある児童生徒

への自立活動について、具体的指導事例

を挙げ、特別支援学級および通級による

指導における、実態把握や目標の設定、

自立活動の指導内容の選定について論

じた。 

共著者：松田智子 

11.通常の学級における日常活動

としてのビジョントレーニング 

〜「見る」力の高まりから、読み

書き能力の向上へ〜 

共著 平成30年12月 日本LD学会第２回研究集会 

抄録p 3〜4 

通常学級におけるビジョントレーニン
グの取り組みの効果について、様々なア
セスメントから検証した。学級集団とし
ての取り組みが学級全体に及ぼす効果
と、個の変容について、データから分析
を行い、考察したことについて発表し
た。 
共著者：奥村智人 増本利信 

12.特別支援教育におけるICT 活

用に関する一考察 

〜障害のある児童生徒の支援ツー

ルとしてのICT〜 

単著 平成31年６月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」第２

巻第５号(p135〜143) 

特別支援教育における ICT活用の有効性

があることから、法改正や学習指導要領

の改訂においてどのように転換が行わ

れているか、また、効果的な ICT活用に

ついて実践例をあげて論じた。 

13.通常の学級における、障害理解

教育に関する授業実践〜発達障害

のある児童生徒理解を図る授業実

践事例を通して〜 

単著 令和元年7月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」第２

巻第6号（p145〜153） 

通常の学級において、発達障害のある児

童生徒についての障害者理解教育の実

践を行った事例を挙げ、その実践方法や

成果、課題、発達障害についての障害理

解教育の重要性について論じた。 

14.知的発達がグレーゾーンに位

置し、自閉スペクトラム症も示唆

される、入室渋り児童に対する、

般性強化刺激を活用した支援の実

践 

共著 令和元年8月 奈良学園大学人間教育学部

ジャーナル「人間教育」第２

巻第7号（p165〜173） 

在籍教室への入室渋りを見せる4年生男

児に、通級指導教室において教室復帰の

ための支援を行い、目標を設定し、トー

クンエコノミーシステムを実施し、行動

改善が図れた事例について、検討を行っ

た。 

共著者：増本利信 

15.特別支援学級におけるキャリ

ア教育に関する一考察〜地域の特

色を生かした日々 の教育活動から

〜 

単著 令和元年7月 奈良学園大学研究紀要第１

１集 

小学校の特別支援学級に在籍する知的

障害のある児童のキャリア教育の実践

について、実際の生活単元学習、自立活

動の指導事例をもとにその推進方法に

ついて論じた。 

16.通級による指導担当教員の研

修体制に関する一考察〜特別支援

教育センターの研修講座の実践か

ら〜 

単著 令和2年3月 奈良学園大学研究紀要第１

２集 

通級による指導の担当教員のスキル向

上を担う担当教員悉皆研修の実践につ

いて、受講者のアンケートをもとにその

ニーズや課題について検討し、講座の内

容に反映した研修のあり方について論

じた。 
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（その他）     

「教材作成」 

１ 特別支援教育校内研修

資料 

 

 

 

単著 

 

平成23年７月 

 

兵庫県佐用郡佐用町立上月

小学校 

A4判10頁 

 
知的障害、肢体不自由、自閉症のある児
童の基本的な状態の理解と実態把握の
方法、指導・支援の工夫について指導し
た。自閉症の３つ組の障害と言われる特
性の理解と具体的支援の例について、校
内での支援のあり方について指導した。
特別支援学級在籍の児童が、交流学級で
過ごすときの支援の方法や、関わり方の
基礎的な内容について論じた。 

 

2 教育実習の手引き 

 

 

 

単著 平成 23年 8

月 

兵庫県立佐用郡上月小学校 

特別支援教育部会 

A4判10頁 

教育実習生が特別支援学級で何日か実
習する。その実習生を対象に、「特別支
援教育とは何か」「知的障害の教育課程
と指導法」「肢体不自由児の教育課程と
指導法」「発達障害とは何か」について
指導した教材資料。 
 

「指導助言・講話資料」 

1 行動の理由をもとに 

 

単著 

 

平成24年８月 

 

長崎県南島原市社会福祉法

人コスモス 

A4判15頁 

 
長崎県の児童発達支援センター職員と
保護者を対象に、自閉症スペクトラムな
どの障害のある子どもたちの支援のポ
イントやアセスメントについて、解説し
た。 
 

2 教室で、家でできるビジョント

レーニング 

単著 平成25年１月 加古川市広汎性発達障がい

親の会 

A4判16頁 

校内における、ビジョントレーニングの
方法とその効果について、放課後の支援
事例について子どもの姿で解説した。 
 

3 通常学級における発達障害の

ある児童への支援の実態 

単著 平成25年８月 加古川市広汎性発達障がい

親の会 

A4判9頁 

通常学級における、発達に躓きのある児
童の、読み書きの向上を図るために取り
組んだ、アセスメントとビジョントレー
ニング、支援の方法について指導と評価
を関連付けて論じた。 
 

4 特別な支援を要する児童生徒の

理解と支援について 

単著 平成26年７月 大和郡山市教育委員会 

A4判10頁 

奈良県の教諭 30 名を対象に、通常の学
級に在籍する発達障害のある児童生徒
の基本的理解とその具体的な指導・支援
の方法について読み書きの躓きの要因
について、事例をもとにした指導とその
効果について分析し方向性を提示した。 
 

5 「見る」アセスメントから支援

を考える 

単著 平成26年８月 一般社団法人ゆうありてぃ 

A4判15頁 

発達につまずきのある児童の「見る」力
についてのアセスメントの意味と方法、
解釈について具体例を示してまとめた。 
 

6 発達障害のある児童の「見る」

アセスメントから支援を考える。 

単著 平成27年６月 播磨発達支援研究会 

A4判12頁 

「見る」ことから「読む」ことへの一連
のメカニズムとそのつまずきについて、
アセスメントの方法とその支援について
など、具体的な例を示し、工夫してまと
めた。 
 

7 特別な支援を要する児童
生徒の指導」～自立活動の
あり方～」 

 

単著 平成 27 年 7
月 
 

兵庫県佐用町特別支
援教育研修会 
A4判8頁 

兵庫県管理職及び教諭 20 名を対象に特
別支援学級の教育課程の法的根拠と、教
育課程の編成理念、知的障害及び肢体不
自由のある児童生徒の教育課程の構造
と指導方法について述べた。自立活動の
区分、項目の詳細の説明と具体的な指導
内容の事例を挙げて、資料準備して助言
を行った。 
 

8 発達障害のある子どもの理解

と支援〜子どもの「見る」力のア

セスメント〜 

 

単著 平成27年８月 天理市教育委員会 

A4判10頁 
 

天理市立井戸堂小学校管理職及び教諭
12名を対象に、「見る」力や「読み書き」
につまずきのある学習障害の児童生徒
の実態を把握するためのアセスメント
「WAVES」の内容と、基本的な解釈の方
法をまとめた。 
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9 視知覚関連のアセスメントに

ついて〜WAVESの結果の解釈〜 

 

単著 平成27年６月 姫路市教育委員会 

A4判10頁 

兵庫県立特別支援学校教諭及び特別支
援担当教諭 14名を対象に、読み書きに躓
きのある児童生徒の指導・支援について
「読む」ために必要な視知覚、認知能力、
情報処理過程の理解と、「見る」力のアセ
スメントの方法について、また、その具
体的な支援について、まとめた。 
 

10 合理的配慮の提供とユ

ニバーサルデザインによ

る授業について 

 

単著 平成 27 年 7
月 
 
 

兵庫県教育委員会 
特別支援課 
A4判10頁 
 

兵庫県臨時的任用教員 60 名を対象に、
通常の学級に在籍する学習や生活につ
まずきのある児童生徒の理解と、その指
導・支援方法についてユニバーサルデザ
インの考え方に基づく学級づくり、学習
指導の方法の工夫と、個別に配慮の必要
な児童生徒の行動、学習面の困難さの理
解を深めるために資料を準備して指導
した。 
 

11 特別な支援を要する児

童生徒の自立活動のあり

方 

 

単著 平成28年８月 兵庫県たつの市教育委

員会 

A4判16頁 

兵庫県たつの市立小中学校特別支援学
級担任 30 名を対象に特別支援学級の教
育課程の法的根拠と、教育課程の組み方、
知的障害及び肢体不自由のある児童生徒
の教育課程の構造と指導法について述べ
た。「合わせた指導」の具体的内容につい
て「自立活動」の区分、項目の詳細の説
明と具体的な指導内容の事例を挙げてま
とめた。 
 

12 発達障害のある児童生

徒の理解と学級づくり 

単著 平成28年８月 兵庫県神河町教育委員

会 

A4判23頁 

神河町小中学校全教職員、教育委員、教
育委員会担当者約８０名を対象に、通常
の学級の担任に必要な特別支援児童生
徒理解のあり方やアセスメントについ
て論じた。児童生徒の問題行動の背景に
ある原因についての理解と、その上にた
った指導法・支援のあり方についてまと
めた。 
 
 13 通級指導のあり方～教

育課程と自立活動のあり

方～ 

単著 平成 28年 9 月 
 
 
   

兵庫県西播磨地区教
育事務所 
A4判23頁 

兵庫県西播磨地区小中学校生活支援教
員及び特別支援学校教員を対象に、通級
による指導について、その目的、対象と
なる児童生徒、指導時間等の法的根拠に
基づいた制度の理解、目標と評価につい
て指導した。さらに対象となる児童生徒
の実態把握の方法と、自立活動の具体的
な内容について指導例を準備して講演
した。 
 

14 通級指導教室と通常学

級の連携の意義とその方

法について 

 

単著 平成29年１月 兵庫県揖龍地区教育

委員会 

A4判17頁 

特別支援教育コーディネーター40 名を
対象に 
通級による指導について、その目的、対
象となる児童生徒、指導時間等の法的根
拠に基づいた制度の理解、目標と評価に
ついて指導した。さらに対象となる児童
生徒の実態把握の方法と、自立活動の具
体的な内容について指導例をあげてま
とめた。 
 

15  保護者との連携 単著 平成29年６月 兵庫県立特別支援教

育センター 

パワーポイント 15枚 

特別支援学校教職経験２年目の教員 70
名を対象に、障害のある子どもの保護者
の心理的側面の理解と、よりよい協働の
あり方について、事例をあげ、保護者と
の連携が教育に及ぼす役割を論じた。 
 

16 授業のユニバーサルデザイン

化 

 

単著 平成29年６月 兵庫県立但馬農業高

等学校 

A4判8頁 

兵庫県立但馬農業高等学校の教員等約
40 名を対象に、発達障害のある生徒の基
本的理解と、どの生徒にもわかりやすい
授業という視点での授業改善の工夫に
ついて、ユニバーサルデザインの考え方
について具体的に論じた。 
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17 教育課程と自立活動 単著 平成 29 年 6

月 

兵庫県立特別支援教

育センター 

A4判 11頁 

通級による指導の制度、目標、指導内容
について学び、自立活動について、区分、
項目ごとの具体的指導内容について、資
料を作成し講義を行った。 
 

18 特別な支援を要する児
童・生徒の理解と支援〜ス
クールアシスタントとし
ての支援 Vol.1〜 
  

単著 平成 29 年８

月 

猪名川町教育委員会 

A4判 12頁 

猪名川町スクールアシスタント 15 名を
対象に、通常学級に在籍する発達障害の
ある児童生徒についての理解・支援のあ
り方についてと、学級担任との連携のあ
り方や大切さについて、資料にまとめ
た。 
 
 19 特別な支援を要する児

童・生徒の指導、支援 
  
 

単著 平成 29 年８

月 

猪名川町教育委員会 

A4判 13頁 

猪名川町小中学校初任教員を対象に、LD
等の心理的疑似体験を通して、書けな
い、読めないなどの困難さのある児童生
徒の心理状態を理解するとともに、児童
生徒の行動からその原因を探る方法に
ついて、演習を行った。 
 

20 特別支援学校の学級経
営と児童生徒理解 
  
 

単著 平成 29 年８

月 

兵庫県立特別支援教

育センター 

A4判 11頁 

特別支援学校教職経験２年目の教員 70
名を対象に、特別支援学校の学級担任と
して、個別の指導、支援のあり方と学級
集団の指導について、また、児童生徒の
理解のあり方について、資料を作成し
た。 
 

21 兵庫県の通級指導の現
状と課題 

単著 平成 29 年８

月 

播磨西地区サポート

ネット会議 

A4判 15頁 

播磨西地区の特別支援学校、高等学校、
小中学校の管理職、特別支援教育コーデ
ィネーター等サポートネット会議の会
員を対象に通級による指導に関する現
状と、通級による指導が児童生徒の自立
と社会参加に対してどのような役割を
担っているのか、ということを、学習指
導要領や文部科学省の調査結果等を示
した。 
 

22 新学習指導要領と個別
の指導計画 
 

単著 平成 29 年８

月 

兵庫県教育委員会播

磨西教育事務所 

A4判 15頁 

播磨西地区の特別支援学級担当教員、通
級指導教室担当教員 170 名を対象に、特
別支援学級の教育課程の編成のポイン
トや、自立活動の区分と項目の整理、特
に知的障害のある児童生徒の教育課程
の構造について、資料を作成した。 
 

23 視知覚関連のアセスメ
ントについて 
〜WAVEWSの結果の解釈 
 

単著 平成 29 年９

月 

姫路市教育委員会 

A4判 24頁 

兵庫県立特別支援学校のコーディネー
ター、姫路市立の小中学校の通級担当者
18 名を対象に、「見る」力と「読み書き」
に躓きのある児童生徒の実態を把握す
るためのアセスメント「WAVES」の内容
と基本的な解釈についての講義を行っ
た。また、その結果についての評価、解
釈と事例検討について、資料を作成し、
講義を行った。 
 

24 特別な支援を要する児
童生徒の指導・支援につい
て 

単著 平成 29 年９

月 

佐用町教育委員会 

A4判 17頁 

兵庫県佐用町の小中学校特別支援教育
コーディネーター、教育委員会、福祉関
係等各関係機関の 35 名を対象に、学習
指導要領の改訂のポイントについてと、
コーディネーターとしての校内支援の
あり方、関係機関との連携のあり方等に
ついて、資料にまとめた。 
 

25 通級による指導に期待
されること〜自立活動の
具体的指導方法〜 
 

単著 平成 29 年 12

月 

丹波市教育委員会・篠

山市教育委員会 

A4判 21頁 

篠山市、丹波市の通級指導教室担当者、
教育委員会指導主事、特別支援学校コー
ディネーター25名を対象に、通級による
指導における、現場や高等学校における
通級による指導の兵庫県における動向
についてと、児童生徒の実態把握を元に
した自立活動の選定や指導について、資
料を作成した。 
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26 やってみよう事例検討 
〜アセスメントから指導
計画へ〜 
 

単著 平成 29 年 12

月 

特別支援教育士長崎

支部会 

A4判 11頁 

特別支援教育士長崎支部会員 70 名を対
象に、学習や生活に困難を示す児童生徒
のアセスメントから、指導計画を作り出
すための、ケース検討、 
WISC-Ⅳ、DTVP2 などのフォーマルアセス
メントと、児童生徒や担任、保護者等か
らの聞き取り、観察を総合的にアセスメ
ントし、通級指導教室、通常学級、保護
者それぞれについて、指導目標を考える
方法等について資料を作成した。 
 

27 特別な支援を要する児
童・生徒の理解と支援〜ス
クールアシスタントとし
ての支援〜Vol.2  
 

単著 平成 29 年 12

月 

猪名川町教育委員会 
A4判 10頁 

猪名川町スクールアシスタント 15 名を
対象に、LD 等の心理的疑似体験を通し
て、書けない、読めない困難さのある児
童生徒の心理状態を理解するとともに、
２学期を終えた時点での振り返りと３
学期に向けての目標の設定について考
えた。また、行動の理由を見るポイント
について、資料を作成した。 
 

28 特別支援学級の教育課
程の編成や年間計画につ
いて 
 

単著 平成 30 年１

月 

兵庫県教育委員会事
務局淡路教育事務所 
A4判 15頁 

淡路地区小中学校特別支援学級担任、特
別支援教育コーディネーター50 名を対
象に、特別支援学級の教育課程の構造に
ついてと、自立活動の目標と内容、指導
について、学習指導要領の海底のポイン
トについて、資料を作成した。 
 

29 特別な支援を要する児
童の、特別の教科 道徳の
指導について 
 

単著 平成 30 年２

月 

兵庫県赤穂郡上郡町
立山野里小学校 
A4判 11頁 

上郡町立山野里小学校の教職員 24 名を
対象に、特別支援学級在籍児童の、交流
学級における「特別の教科 道徳」につ
いて、特別支援学級担任の支援について
や、交流学級担任との連携のあり方など
について、資料にまとめた。 
 

30教育課程と自立活動 
 

単著 平成 30 年６

月 

兵庫県立特別支援教
育センター 
A4判 11頁 

兵庫県内の小中学校通級指導教室担当
教員 73 名を対象に、通級による指導の
制度、目標、指導内容について学び、自
立活動について、区分、項目ごとの具体
的指導内容について、資料を作成した。 
 

31 障害に応じた教育課程
の編成と自立活動の指導 
 

単著 平成 30 年６

月 

兵庫県立特別支援教
育センター 
A4判 15頁 

兵庫県内の小中学校で、初めて特別支援
学級の担当をする教員 500 名を対象に、
特別支援学級の教育課程の編成につい
て、障害特性の理解と、実態把握、自立
活動の指導について、資料を作成し教育
課程への理解を深めた。 
 

32 障害特性の理解と支援
のあり方について 
 

単著 平成 30 年６

月 

兵庫県立東播工業高
等学校 
A4判 15頁 

兵庫県立東播工業高等学校の教職員 24
名を対象に、発達障害の基礎的な理解と
疑似体験を通じて生徒の心理状態を理
解するとともに、効果的な指導、支援の
あり方について、資料を作成し演習も交
えた講義を行った。 
 

33 学習指導要領移行期のポイン

トと個別の指導計画 

 

単著 平成30年7月 
 

兵庫県教育委員会播
磨西教育事務所 

パワーポイント 20枚 
A4判 10頁 

兵庫県西播磨地区小中学校特別支援学
級担任及び通級指導教室担当者170名を
対象に特別支援教育に関する、学習指導
要領改訂に沿った教育課程編成のポイ
ントと、自立活動における個別の指導計
画の作成について、資料を作成し実際の
教育課程を比較分析し講演した。 
 

34 進路についての合理的

配慮 

 

 

 

単著 平成30年８月 赤穂市立赤穂中学校 

A4判 10頁 

赤穂中学校教員及び管理職 30 名を対象
に、中学校の通常学級に在籍する発達障
害のある生徒についての理解・啓発を他
の生徒に行う方法、進学に向けての合理
的配慮の提供に関する適切な考え方に
ついてまとめた。 
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35 特別支援教育の具体的

な進め方 

単著 平成 30年 8 

月 

佐用町教育委員会 

A4判 16頁 

佐用町教育研究所所員、小学校・中学校
教職員 30 名を対象に、学習指導要領の
改訂のポイントと、各教科等の指導にお
ける配慮事項などの工夫や、指導・支援
の工夫について、疑似体験や、スリット
の作成など、事例や実技などを取り入れ
ながら理解を深めるように資料を作成
して講義を行った。 
 

36 高等学校における発達

障害のある子の理解 

  

 

単著 令和元年６

月 
兵庫県立西脇北高等

学校 

A4判 19頁 

兵庫県立西脇北高等学校教員約 40 名を

対象に兵庫県教育委員会事業の一貫で

ある「高等学校における通級による指導

実践研究事業」の校内研修会で資料を基

に、発達障害のある生徒の他、自傷行為、

非行行為等様々な課題のある生徒指導

面での対応とともに、発達障害を理解

し、その指導について理解できるよう、

疑似体験を取り入れるなどして講義を

行った。 

 
37 通常の学級における指

導・支援について〜通級に

よる指導との効果的な連

携〜 

  

単著 令和元年7月 相生市特別支援教育

研修講座(相生市民会

館) 

A4判 24頁 

相生市学校園教職員 45名を対象に、 

通常の学級に在籍する児童生徒の行動

面のつまずきについて、応用行動分析の

考え方をもとに行動の原因やその結果

についての観察の方法、行動変容につな

がる指導について、資料をもとに講義を

行った。通級による指導についても、位

置付けや通常学級との連携について理

解を図った。 

 
38 特別支援教育コーディ

ネーターの役割とは 

  

単著 令和元年7月 姫路市立中学校特別

支援教育コーディネ

ーター研修会 

A4判 19頁 

姫路市内中学校教員、特別支援学校教員

70 名に、資料を配布して特別支援教育コ

ーディネーターの業務の引き継ぎが十

分でない、仕事が円滑に進められないな

ど様々な課題について論じた。校内の特

別支援教育の推進においては、その引き

継ぎの不十分さが弊害となっているケ

ースもある。どのように円滑に業務を進

めていけば良いか、実習を入れ、講義を

行った。 

 

 39 WISC-Ⅳ等発達検査につ

いて詳しく知ろう 

 

単著 令和元年 8月 明石市特別支援研修

講座 

A4判 19頁 

あかし市教育研修所特別支援教育受講

者 12名に、特別な支援を要する児童生

徒が、その発達の凹凸やつまずきの要因

を探るために医療機関等で実施される

各種の検査結果の報告について、どのよ

うに読み取り支援に生かすかというこ

とについて、資料をもとに講義を行っ

た。支援に生かす方法について理解を深

めることができた。 

 

40  LD、ADHDの児童生徒に

対する支援等について 

  

単著 令和元年 8月 神崎郡小中学校特別

支援教育研修会 

A4判 25頁 

神崎郡小中学校特別支援教育担当者等 

40 名を対象に、発達障害のある児童生徒

の指導、支援の具体的なあり方につい

て、資料をもとに講義を行った。 

障害特性の理解と、ユニバーサルデザイ

ンの授業の基本的な考え方等について

理解啓発を図った。 
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41 特別な支援を要する子

どもたちを「理解する」と

は 

単著 令和元年 8月 佐用町教育研修所特

別支援教育研修講座 

A4判 20頁 

佐用町小中学校教員 17名に対し、特別

な支援を要する児童生徒の発達検査等

の所見をもとに、その困難さの理解と具

体的な支援方法について、資料を作成

し、講義を行った。障害理解を考えるた

めに疑似体験等を取り入れ、正しく理解

することの大切さについて資料をもと

に講義をした。 

42 すべての教職員のため

の特別支援教育をふまえ

た授業作り 

単著 令和元年 8月 太子町教職員研修 

A4判 19頁 

太子町立幼小中学校教職員240名を対象

に、通常の学級に在籍する学習や生活に

困難を示す児童生徒について、どのよう

に観察し、つまずきの原因を探るかとい

うことや、通常学級の授業作りについ

て、事例をもとに実践的な内容として、

資料をもとに論じた。 

43 高等学校における通級

指導について 
単著 令和元年 8月 高等学校における通

級による指導実践研

究事業校内研修会 

（兵庫県立宝塚西高

等学校） 

A4判 19頁 

兵庫県立宝塚西高等学校教職員、保護者 

40 名に、２年目を迎えた高等学校におけ

る通級による指導の、その指導のあり方

について校内で共通理解を深めるため、

概要について講義を行った。自立活動や

個別の指導計画に基づいた指導のあり

方について、資料を作成し説明した。高

等学校の特色により、課題は異なるもの

の、どこでも同様に発達障害のある生徒

の存在や対応の重要性があることにつ

いて指摘した。 

44 WISC-Ⅳ等、発達検査の

結果から具体的支援につ

なげるために 

単著 令和元年 10

月 
あかし教育センター

特別支援教育研修講

座 

A4判 18頁 

明石市小中学校教職員約 50名を対象に、 

発達検査の理解についての講義を行っ

た。検査の所見は、特別な支援を要する

児童生徒の保護者から情報提供として

受け取り、目にする機会が多くなった現

在の学校現場であるが、それを読み解

き、支援につなげることができなければ

活用できたとは言い難い。その基本的な

解釈の仕方や、その支援方法について事

例をもとに説明した。 

45 早期からの教育相談・

支援体制の充実に向けて 
単著 令和元年 11

月 

但馬地域特別支援連

携協議会 指導助言 

A4判 2頁 

但馬地域特別支援連携協議会委員 26名

で、早期からの教育相談や支援体制につ

いて、各関係機関から委嘱された委員に

より、情報共有がなされた。就学前の段

階で、どれくらい保護者に情報を発信

し、より適切な支援を受けられる関係機

関と連携をとるかという課題と、連携先

として、特別支援学校などのリソースの

活用について等、助言を行った。 

46 発達段階に応じた通級

の指導 
単著 令和 2年 1月 西播磨地区高等学校

における通級による

指導合同研究会（兵庫

県立太子高等学校） 

A4判 19頁 

兵庫県西播磨地区小中高等学校教職員、

福祉関係担当者等 78 名に対し、発達段

階に応じた通級指導のあり方について

説明した。各学校種別ごとに、通級によ

る指導が行われている。それぞれの発達

段階を理解し、今在籍している学校の先

にどんな教育が展開されるのか、将来の

社会参加に向けてどんな力が必要とな

るのかなどについて、資料を作成して論

じた。 
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47 特別な支援が必要な生

徒への対応について 

  

単著 令和 2年 2月 兵庫県高等学校生徒

指導協議会阪神支部

協議会（兵庫県立宝塚

西高等学校） 

A4判 19頁 

阪神地区生徒指導担当教員 60 名を対象

に、問題行動等、生徒指導上課題となる

生徒の行動の原因となっていることが

ある発達障害について、どのように理解

し、対応すればよいかといことについ

て、資料をもとに論じた。 

 

48 インクルーシブ教育と

合理的配慮 

 

単著 令和元年2月 高等学校における通

級による指導実践事

業 校内研修会（兵庫

県立西脇北高等学校） 

A4判 13頁 

 

兵庫県立西脇北高等学校教職員40名に、 

年度内の校内研修の 2回目を実施した。

通級による指導の対象となる生徒の理

解について、応用行動分析の考え方をも

とに、事象に対して注意や叱責をするの

ではない関わり方について資料をもと

に講義を行った。 

 
49 通級指導教室と通常学

級の効果的な連携につい

て 

  

単著 令和 2年 2月 神崎郡中学校特別支

援教育研修会 

A4判 15頁 

神崎郡中学校通級指導担当者等約 20 名

を対象に、中学校における通級による指

導のあり方について講義を行った。ま

た、通常学級との連携についてその意義

や具体的指導について、自立活動の考え

方や将来の自立と社会参加でのつなぎ、

高等学校における通級による指導の説

明など、資料をもとに行った。 

 

50発達障害のある生徒に

対するカウンセリングマ

インド  

 

単著 令和 2年 8月 兵庫県立上郡高等学

校カウンセリングマ

インド職員研修会講

師 

A４判 15頁 

兵庫県立上郡高等学校の教員約 50 名を
対象に、発達障害の診断はないものの、
中学時代から問題行動があったり、不登
校や留年などの課題の多い生徒につい
て、どう理解し、支援していけば良いか、
資料に基づき講義を行った。 

51 研修・研究とは 

  

 

単著 令和 2年 7月 兵庫県立西神戸高等

特別支援学校校内研

修会 

A４判 7頁 

兵庫県立西神戸高等特別支援学校の教
員 53 名を対象に校内研修を行い、新設
４年目を迎え、特別支援教育の校内の充
実を図るため、研修体制を構築し、全職
員で同じテーマに向けたそれぞれの研
修の深め方、進め方について、講義を行
った。 

52 アセスメントと支援 

  

 

単著 令和 2 年 10

月 
兵庫県立特別支援教

育センター研修会 

A４判 18頁 

兵庫県立特別支援教育センター研修講

座の通級指導教室担当教員研修を実施

し、通級による指導を担当する、兵庫県

内の全教員 194名に対し、発達障害のあ

る児童の障害特性の理解と、的確なアセ

スメントによる目標設定や自律活動の

指導・支援の充実について、資料を用い

て講義と演習を行った。 

53 特別な支援が必要な生

徒への対応について 

  

  

単著 令和 3年２月 明石市立大蔵中学校

校内研修会 

A４判 18頁 

あかし教育研修センター講師派遣事業
として、明石市立大蔵中学校教員 35 名
に講演を行った。中学校における特別支
援教育、ユニバーサルデザインの授業に
ついて、資料を元に講義を行った。 
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「学会発表等」 
１「通常学級で取り組んだ
児童の「見る力」へのアプ
ローチ～日常活動として
取り組んだビジョン・トレ
ーニングとアセスメント
～」 

― 平成 23 年 10
月 

日本 LD学会第 20回大
会 
跡見学園女子大学 
ポスター発表 

抄録p268-269 

毎朝約５分間のビジョントレーニング
を数ヶ月行った通常学級の児童の眼球
運動の向上の有無を検証約２ヶ月間、ビ
ジョントレーニングを行ったトレーニ
ング実施群と、トレーニング非実施群に
ついて、眼球運動に関わるアセスメント
をトレーニングの前後で行い、その効果
について提案した。 

 ２「通常学級で取り組んだ
児童の「見る力」へのアプ
ローチ２～日常活動とし
て取り組んだビジョン・ト
レーニングとアセスメン
ト～」 

― 平成 24 年 10
月 

日本 LD学会第 21回大

会 

（宮城教育大学） 

ポスター発表 

抄録p432-433 

前年度の児童の眼球運動の向上の有無
を検証研究結果を基に、さらに細かいア
セスメントを行い、ビジョントレーニン
グの効果について検証を行った。５年生
と６年生において、実施群と非実施群に
おいて、約５ヶ月のビジョントレーニン
グを行い、その効果と仮説について新た
な提案をした。 
  

３「通常学級で取り組んだ

児童の「見る力」へのアプ

ローチ３～日常活動とし

て取り組んだビジョン・ト

レーニングとアセスメン

ト～」 
 

― 平成 25 年 11
月 

日本 LD学会第 22回大
会（パシフィコ横浜） 
ポスター発表 
抄録 p474-475 

前年度から継続して約１年間、児童の眼
球運動の向上の有無を検証トレーニン
グをした結果の分析と検証した。取り組
みの結果、遠見視写検査について、有意
差が認められ、トレーニングの有用性が
見られたことを提案した。 

4「読み書きにつまずきの

ある児童のアセスメント

と指導～オプトメトリス

ト、通級、通常学級３者の

立場から～ 

― 平成 28年 11
月 

日本 LD学会第 25回大
会 

（パシフィコ横浜） 

自主シンポジウム 

JE１ 
WEB 論文集のため冊子
資料なし 

読み書きに躓きのある児童生徒のアセ
スメントと指導について、通常の学級の
教員の立場から発表した。毎朝のビジョ
ントレーニングの結果と、通常の学級で
できる指導について、通級による指導と
の連携について、提言を行った。 
シンポジスト： 岩永竜一郎、奥村智人、
増本利信、岡野由美子 

５ 「特別支援教育におけ

る読解力向上の試み～読

み書き困難から視覚障害、

聴覚障害に至るまで〜 

― 平成 30年 10
月 

日本特殊教育学会 56
回大会自主シンポジ
ウム 
（グランキューブ大
阪） 
冊子資料ｐ44 

 読み書きに躓きのある児童へのアセ
スメントと指導について、実践発表。発
達段階を踏まえた、個々の児童への指
導・支援のあり方についてまとめた。 
シンポジスト：川崎聡大、加藤哲則、奥
村智人、安藤明伸、深谷圭助、樋口一宗、
荻布優子、松崎泰 

６「通級指導教室のこれま

でとこれから」 
～小学校、中学校、高等学
校の LD通級担当者による、
現場からの提言～ 

― 平成 30年 11
月 

日本 LD学会第 27回大
会自主シンポジウム
（新潟コンベンショ
ンセンター） 
冊子資料ｐ59－60 

高等学校における通級による指導が、平
成 30 年度から始まったことを踏まえ、
通級による指導の担う役割と効果的な
指導についての提言。ある程度軌道に乗
った小中学校の通級による指導、モデル
校として数年取り組んだ高等学校の通
級指導教室担当者から、現場における実
情や課題を提案し、総括する。 
シンポジスト：上野一彦、増本利信、高
橋範充、桂志保、岡野由美子 

７「通級指導教室のこれま

でとこれから第２弾」〜小

学校、中学校、高等学校の

LD通級担当者による、現場

からの提言〜 

− 平成 31 年 11
月 

日本 LD学会第 28回大
会自主シンポジウム
（パシフィコ横浜） 
冊子資料 p67-68 

通級による指導の制度が小学校から高

等学校まで整った。これにより、発達段

階を踏まえた通級による指導の重要性

が増している。それぞれの通級指導教室

担当者から、現在の課題や今後の在り方

について提言をし、総括する。 

シンポジスト：岩永竜一郎、増本利信、

高橋範充、荒木弘行、岡野由美子 

８「高等学校の個別の指導

計画・教育支援計画につい

て考える」 

― 令和 2 年 10 

月 

日本 LD学会第 29回大
会自主シンポジウム
（WEB 開催） 
冊子資料 p59-60 

高等教育における個別の指導計画・支援

計画の作成や活用の実際、中学校との連

携、アメリカの高校での I E P の例を紹

介し、今後の高校の個別の指導計画・教

育支援計画の在り方について提案し、協

議した。 

シンポジスト：岩永竜一郎、南波聡、Todd 

Sanders、増本利信、岡野由美子 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 3 年 3月 31 日 

氏名  岡 村 季 光  

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

心理学 青年心理学，教育心理学，居場所，対人関係，自己 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1.キャリア教育の実践 平成 16

年 ４月

～ 平成

26 年３

月 

奈良保育学院にて進路指導を継続的に行うため，常勤教

員全員がオムニバスに担当する「課題研究」を開講した。

授業では，学生の基礎能力向上のため履歴書作成（含．

自己ＰＲ，志望動機），業者添削による小論文指導，漢

字の学習を主に担当した。１回生後期～２回生前期に至

る開講を行い，学生の進路への意識づけを喚起すること

ができた。 

2.障がいへの理解及びＩＴ技能向上への実践 平成 23

年 ４月

～ 平成

26 年３

月 

奈良保育学院の学生を対象に障がいへの理解及びＩＴ

技能向上を目的として「情報処理法」担当教員と連携し，

「精神保健」並びに「保育・教職実践演習」授業内で継

続的にＰＣ並びに Word，Webメール，PowerPointを使用

させた。具体的には課題として発達障がいに関する書籍

を自らで探して少なくとも３冊以上読み，その内容及び

コメントを所定様式の Word で入力し，ファイルを Web

メールにて添付し送付するように求めた。さらに同種の

書籍を読んだ者同士ペアを組ませ，PowerPointを作成・

発表を求めた。知的障がい児・者施設実習の前後に当該

実践を行った結果，学生の障がいに対する理解が進み，

さらにＰＣを用いたレポート及びメールの作成スキル，

プレゼンテーションスキルが向上した。 

 

3.ピアヘルパー対策講座の担当 平成 23

年 10月

～ 平成

26 年３

月 

奈良保育学院にて平成 23 年度後期より３年間ピアヘル

パー資格取得志望者の募集並びに対策講座の担当を行

い，カウンセリング概論・カウンセリングスキル・青年

期の課題とピアヘルパーの留意点について授業を行っ

た。その結果，３年間で志願者 83名中 66名の合格者，

合格率約 80％の実績を出した。 

 

4.初歩の心理統計学を用いたデータ分析処理の実践 平成 28

年 4 月

～ 現在

に至る 

奈良学園大学にて平成 28 年度より開講した「人間教育

学ゼミナールⅠ（基礎）」において，高校の数学Ⅰの知

識を利用した初歩の心理統計学を用い，調査や実験を通

して取得したデータを分析することで，心理学研究法を

学んだ。その結果，心理学研究論文に記載されているデ

ータの意味を理解し，卒業研究に必要な文献購読の初歩

的スキルが向上した。 

 

5.調査及び統計解析に基づく卒業論文の指導 平成 29

年 4 月

～ 現在

に至る 

奈良学園大学にて平成 29 年度より開講した「人間教育

学ゼミナールⅡ（応用）」「卒業研究」において，文献に

よる先行研究の概観，仮説に基づく調査や実験の実施，

統計解析における実証的検討及び考察を通して卒業論

文の執筆指導を行った。その結果，平成 29年度は 4名，

平成 30年度は 3 名，平成 31（令和元）年度は 1名の学

生が卒業論文を完成し，いずれの学生もデータに基づき

現象の把握及び考察を行うアカデミックスキルの育成

を行うことができた。 
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２ 作成した教科書，教材   

1.教育心理学テキスト共同執筆 

『改訂版 教育心理学入門－心理学による教育方法

の充実－』（再掲） 

平成 21

年 10月

～ 平成

28 年９

月 

『改訂版 教育心理学入門－心理学による教育方法の充

実－』を共同執筆した。帝塚山大学で担当する「教育心

理学」（教職科目，２年次配当，半期，必修２単位）に

て当該教科書を使用した。 

2.発達心理学テキスト共同執筆 

『やさしく学ぶ発達心理学－出逢いと別れの心理学

－』（再掲） 

平成 23

年 10月

～ 平成

26 年３

月 

『やさしく学ぶ発達心理学－出逢いと別れの心理学－』

を共同執筆した。奈良保育学院で担当する「保育の心理

学Ⅰ」（専門科目，１年次配当，半期，必修２単位）に

て当該教科書を使用した。 

3.教育心理学テキスト共同執筆 

『よくわかる！教職エクササイズ 教育心理学』（再

掲） 

平成 30

年４月 

『よくわかる！教職エクササイズ 教育心理学』を共同

執筆した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

1.奈良学園大学における授業満足度アンケート結果 平成 29

年度 

前期は講義内容・方法に関して全体平均 3.25 に比し当

該教員の平均は 3.38～3.41 であり，満足度に関して全

体平均 3.38に比し 3.39～3.55であった。 

前期は講義内容・方法に関して全体平均 3.30 に比し当

該教員の平均は 3.35～3.58 であり，満足度に関して全

体平均 3.41に比し 3.38～3.80であった。 

 

2.帝塚山大学における授業満足度アンケート結果 平成 31

（ 令和

元 ）年

度 

教員の授業運営についての項目（７項目，４件法）は，

前期において教員全体の平均 3.29 に比し当該教員の平

均は 3.34 であり，10 項目全てが教員全体の平均より

0.01～0.22ポイント上回った。 

後期において教員全体の平均 3.33 に比し当該教員の平

均は 3.63 であり，10 項目全てが教員全体の平均より

0.19～0.43ポイント上回った。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1.奈良保育学院における教育相談業務 平成 13

年 ４月

～ 平成

26 年３

月 

奈良保育学院にて学業成績不振者本人及び保護者を呼

び出し，学校心理学の見地に基づく学業指導を行った。

また，学校不適応を訴える学生の相談業務を随時行い，

同時に予防的教育相談業務として遅刻・欠席が目立つ学

生等，いわゆる“気になる”学生の把握及び対応を常勤

教職員同士で連携を図りながら行っている。 

 

2.奈良女子高等学校への出講 平成 21

年 ４月

～ 平成

26 年３

月 

学校法人白藤学園の系列である奈良女子高等学校保育

コースにて「保育演習」の授業を各学年に週に１時間担

当することを拝命した。１・２年生には発達心理学及び

教育心理学の基礎的内容を教授し，３年生には教育実習

及び福祉を専門とする教員と連携し，各自の専門性に応

じた授業の展開を企画・実践している。 

 

3.奈良学園大学における学生支援センターのケース

会議に参加 

平成 26

年 ４月

～ 平成

31 年３

月 

奈良学園大学で、高校からの環境の激変や発達障害等に

よる学生問題行動事象に対して、医療機関と連携して、

学生のカウンセリングを継続的定期的に担当した。また

該当学生にかかわる教員全員に対し「学生指導上の配慮

の手紙」を発行するなどして、カウンセリング効果を組

織的に実効あるものにするよう指導的役割を果たした。

また、関係者が集まり該当学生につき論議するケース会

議を月に 1回の割合で定期的に主催した。 
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５ その他   

1.奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科における

教育実績 

平成 12

年 ４月

～ 平成

26 年３

月 

  

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科にて（平成 12

年４月～非常勤講師，平成 13年４月～平成 26年３月教

育職員として），以下の科目を担当した。 

 

  「発達心理学（現．保育の心理学Ⅰ）」（平成 12 年４月

～平成 26年３月。平成 23年 10月～科目名変更） 

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「発達心理学

（現．保育の心理学Ⅰ）」（専門科目，１年次配当，半期，

必修２単位）において人間の様々な諸側面の生涯発達に

関する内容の授業を行い，それによって，学生に人間の

ライフサイクルや発達段階及び発達課題について理解

させる教育効果があった。 

 
    「教育心理学」（平成 12年 10月～平成 26年３月） 

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「教育心理

学」（専門科目，１年次配当，半期，必修２単位）にお

いて教育・保育現場で起こる出来事を心理学の視点から

解説・捉え直しをする基礎的な内容の授業を行い，それ

によって，学生に教育・保育における心理学の位置づけ

について理解させる教育効果があった。 

 

    「保育臨床心理学Ⅰ（現．保育の心理学Ⅱ）」（平成 13

年４月～平成 26年３月。平成 23年４月～科目名変更） 

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「保育臨床心

理学Ⅰ（現．保育の心理学Ⅱ）」（専門科目，１年次配当，

半期，必修１単位）において幼児の心的理解の方法に関

する内容の授業を行い，それによって，学生に子どもの

発達や知的能力，性格に関するアセスメント及び保育へ

の貢献について理解させる教育効果があった。 

 
    「精神保健」（平成 13年４月～平成 23年９月） 

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「精神保健」

（専門科目，２年次配当，半期，必修２単位）において

子どものメンタルヘルスに関する授業を行い，それによ

って，学生に発達障がいについて理解させる教育効果が

あった。 

 

    「保育臨床心理学Ⅱ（現．カウンセリング概論）」（平成

13年 10月～平成 26年３月。平成 24年 10月～科目名変

更予定） 

奈良保育学院 教育保育専門課程 保育科の「保育臨床心

理学Ⅱ（現．カウンセリング概論）（専門科目，２年次

配当，半期，必修１単位）においてカウンセリングの理

論及び実践に関する内容の授業を行い，それによって，

学生にカウンセリング・マインドを育成する教育効果が

あった。 

 

2.帝塚山大学経営情報学部経営情報学科における教

育実績 

平成 17

年 10月

～ 平成

24 年３

月まで 

  

帝塚山大学 経営情報学部経営情報学科の非常勤講師と

して，以下の科目を担当した。 

  「教育心理学」（平成 17年 10月～平成 24年３月まで） 

帝塚山大学 経営情報学部の「教育心理学」（教職科目，

２年次配当，半期，必修２単位）において教育現場で起

こる出来事を心理学の視点から解説・捉え直しをする基

礎的な内容の授業を行い，それによって，学生に教育に

おける心理学の位置づけについて理解させる教育効果

があった。 
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 帝塚山大学経営情報学部経営情報学科における教

育実績（続き） 
  「生徒・進路指導論」（旧．教育心理学Ⅱ）（平成 18 年

４月～平成 23年９月まで） 

帝塚山大学 経営情報学部の「生徒・進路指導論」（旧．

教育心理学Ⅱ）（教職科目，３年次配当，半期，必修２

単位）において教育現場における生徒・進路指導の理論

と実際の現場の様子を紹介する授業を行い，それによっ

て，学生に教育における生徒・進路指導のあり方につい

て理解させる教育効果があった。 

 

    「教育相談」（平成 18年 10月～平成 24年３月まで） 

帝塚山大学 経営情報学部経営情報学科の「教育相談」

（教職科目，３年次配当，半期，必修２単位）において

教育相談に関する理論及び実践に関する内容の授業を

行い，それによって，学生に教育相談の意義とカウンセ

リング・マインドの必要性について理解させる教育効果

があった。 

 

3.帝塚山大学現代生活学部居住空間デザイン学科に

おける教育実績 

平成 22

年 ４月

～ 現在

に至る 

「教育心理学」（平成 22年４月～現在に至る） 

帝塚山大学 現代生活学部居住空間デザイン学科の「教

育心理学」（教職科目，２年次配当，半期，必修２単位）

において教育現場で起こる出来事を心理学の視点から

解説・捉え直しをする基礎的な内容の授業を行い，それ

によって，学生に教育における心理学の位置づけについ

て理解させる教育効果があった。 

 

    「教育相談」（平成 22年 10月～現在に至る） 

帝塚山大学 現代生活学部居住空間デザイン学科の「教

育相談」（教職科目，３年次配当，半期，必修２単位）

において教育相談に関する理論及び実践に関する内容

の授業を行い，それによって，学生に教育相談の意義と

カウンセリング・マインドの必要性について理解させる

教育効果があった。 

 

4.奈良学園大学人間教育学部人間教育学科における

教育実績 

平成 26

年 ４月

～ 現在

に至る 

「教職表現力演習Ⅰ」（平成 26 年４月～平成 29 年３月

まで） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教職表現

力演習Ⅰ」（専門科目，１年次配当，通年，必修２単位）

において，新聞記事や評論文等を参照する，あるいは講

話を聴き文章を作成する授業を展開した。それによっ

て，学生に言語活動の聴く・読む・話す・書く能力のう

ち特に「書く力」である「文章表現力」の基礎を身につ

ける教育効果があった。 

 

   「教職表現力演習Ⅱ」（平成 27 年４月～平成 29 年３月

まで） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教職表現

力演習Ⅱ」（専門科目，２年次配当，通年，必修２単位）

において，アカデミックな文章を読み，書くためのトレ

ーニングを行った。具体的には，文章の論理性の理解，

データの読み方，書籍輪読，内容発表およびディスカッ

ションである。それらの取り組みによって，学生に言語

活動の聴く・読む・話す・書く能力が養われ，特に「書

く力」である「文章表現力」を身につける教育効果があ

った。 
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 奈良学園大学人間教育学部人間教育学科における

教育実績（続き） 
  「教育心理学Ａ（初等）」（平成 27年４月～現在に至る） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教育心理

学Ａ（初等）」（専門科目，２年次配当，半期，必修２単

位）において，就学前・初等教育現場で起こる出来事を

心理学の視点から解説・捉え直しをする基礎的な内容の

授業を行い，それによって，学生に就学前・初等教育に

おける心理学の位置づけについて理解させる教育効果

があった。 

 

    「教育心理学Ｂ（中等）」（平成 27年４月～現在に至る） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教育心理

学Ｂ（中等）」（専門科目，２年次配当，半期，選択２単

位）において，中等教育現場で起こる出来事を心理学の

視点から解説・捉え直しをする基礎的な内容の授業を行

い，それによって，学生に中等教育における心理学の位

置づけについて理解させる教育効果があった。 

 

    「人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）」（平成 28 年４月～

現在に至る） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間教育

学ゼミナールⅠ（基礎）」（専門科目，３年次配当，通年，

選択４単位）において，ライフステージにおいて特に重

要視されている青年期を中心とした発達の理論を学習

するとともに，青年期の諸側面について心理学の視点か

ら理解を深めるた。また，卒業論文を視野に入れ，パソ

コン操作技能及び統計の基礎的知識習得にも取り組ん

だ。その結果，心理学研究論文に記載されているデータ

の意味を理解し，卒業研究に必要な文献購読の初歩的ス

キルが向上した。 

 

    「教育相談の理論と方法Ａ（初等）」（平成 28年 10月～

現在に至る） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教育相談

の理論と方法Ａ（初等）」（専門科目，３年次配当，半期，

必修２単位）において，初等教育現場における教育相談

の活動並びにカウンセリングに関する基礎的な知識を

学んだ。それによって，学生に初等教育における教育相

談の理論と方法について理解させる教育効果があった。 

 
   「教育相談の理論と方法Ｂ（中等）」（平成 28年 10月～

現在に至る） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「教育相談

の理論と方法Ｂ（中等）」（専門科目，３年次配当，半期，

選択２単位）において，中等教育現場における教育相談

の活動並びにカウンセリング及び心理教育に関する基

礎的な知識を学んだ。それによって，学生に中等教育に

おける教育相談の理論と方法について理解させる教育

効果があった。 

 

   「保育相談支援」（平成 28年 10月～平成 31年３月） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育相談

支援」（専門科目，３年次配当，半期，選択２単位）に

おいて，幼児教育現場における保育相談の活動並びにカ

ウンセリングに関する基礎的な知識を学んだ。それによ

って，学生に初等教育における保育相談の理論と方法に

ついて理解させる教育効果があった。 
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 奈良学園大学人間教育学部人間教育学科における

教育実績（続き） 

  「人間教育学ゼミナールⅡ（応用）」（平成 29 年４月～

現在に至る） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間教育

学ゼミナールⅡ（応用）」（専門科目，４年次配当，通年，

選択４単位）において，卒業論文執筆に向けた先行研究

の渉猟及び文献の読解に取り組んだ。その結果，卒業論

文執筆に必要な序論構成を組み立てる力を養う教育効

果があった。 

 

   「卒業研究」（平成 29年 10月～現在に至る） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間教育

学ゼミナールⅡ（応用）」（専門科目，４年次配当，通年，

選択４単位）において，仮説に基づく調査や実験の実施，

統計解析における実証的検討及び考察を通して卒業論

文の執筆指導を行った。平成 29年度は 4名，平成 30年

度は 3名，平成 31（令和元）年度は 1名の学生が卒業論

文を完成し，いずれの学生もデータに基づき現象の把握

及び考察を行うアカデミックスキルの育成を行うこと

ができた。 

 

  「基礎ゼミナールⅠ」「基礎ゼミナールⅡ」（平成 29 年

４月～平成 31年３月） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「基礎ゼミ

ナールⅠ」「基礎ゼミナールⅡ」（いずれも専門科目，１

～２年次配当，通年，必修２単位）において，大学生と

して、高度な専門知識と確かな学士力を身につけるため

のアカデミックスキルを身につけることを目指し，上述

のスキルの基礎となる文献研究の方法やレポート作成

法などを教授し，スキル育成の教育効果があった。 

 

  「人間教育実践力開発演習Ⅰ」（平成 30年４月～平成 31

年３月） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間教育

実践力開発演習Ⅰ」（専門科目，１年次配当，通年，選

択２単位）において，教育・保育実践力を高めるために，

地域園・学校へのボランティアに参加するための事前学

習や行事参加を通して，幼児教育・保育における今日的

課題について理解を深め，ボランティアに参加するまで

の課題を各自が明確にすることができた。 

 

  「人間教育実践力開発演習Ⅱ」（平成 30年４月～平成 31

年３月） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「人間教育

実践力開発演習Ⅱ」（専門科目，２年次配当，通年，選

択１単位）において，教育・保育実践力を高めるために，

地域園・学校へのボランティアに週１回継続的に参加す

ることで，幼児教育・保育における今日的課題について

理解を深め，教育・保育実習に向けた課題を各自が明確

にすることができた。 

 

  「保育の心理学Ⅰ」（平成 30年４月～平成 30年９月） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育の心

理学Ⅰ」（専門科目，３年次配当，半期，保育士資格必

修２単位）において人間の様々な諸側面の生涯発達に関

する内容の授業を行い，それによって，学生に人間のラ

イフサイクルや発達段階及び発達課題について理解さ

せる教育効果があった。 
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 奈良学園大学人間教育学部人間教育学科における

教育実績（続き） 

 「保育の心理学Ⅱ」（平成 30年 10月～平成 31年３月） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育の心

理学Ⅱ」（専門科目，３年次配当，半期，保育士資格必

修１単位）において幼児の心的理解の方法に関する内容

の授業を行い，それによって，学生に子どもの発達や知

的能力，性格に関するアセスメント及び保育への貢献に

ついて理解させる教育効果があった。 

 

  「保育相談」（令和元年 10月～令和２年３月） 

奈良学園大学 人間教育学部人間教育学科の「保育相談」

（専門科目，４年次配当，後期，選択１単位）において，

現場における保育相談の活動並びに子育て支援に関す

る基礎的な知識及び実践を学んだ。それによって，学生

に保育相談の理論と方法について理解させる教育効果

があった。 

 

5.平成 26年度奈良学園大学公開講座の登壇 平成 26

年７月 

12日 

平成 26 年度奈良学園大学公開講座に登壇し，講演を行

った。 

本講演の内容は，1)様々な学際領域から「居場所」をど

のように捉えられているのか，2)実証的研究から見えて

くる「居場所」とは何なのか，3)「居場所」づくりには

どのような視点が重要なのか，の３点であった。 

 

6.奈良女子大学文学部人間科学科における教育実績 平成 27

年 10月

～ 平成

28 年３

月 

「青年心理学特殊研究」（平成 27年 10月～平成 28年３

月） 

奈良女子大学文学部の「青年心理学特殊研究」（専門科

目，２年次配当，半期，選択２単位）において，生涯発

達に関する理論を理解し，青年期のライフスタイルなら

びにアイデンティティの発達に重きをおいた諸側面に

ついて授業を行い，それによって，学生に自らのライフ

を振り返り展望しながら論理的に思考する教育効果が

あった。 

 

7.大和高田市立看護専門学校看護学科における教育

実績 

平成 28

年 ４月

～ 現在

に至る 

「人間の心・精神」（平成 28年４月～現在に至る） 

大和高田市立看護専門学校看護学科の「人間の心・精神」

（１年次配当，半期，１単位）において，多岐にわたる

心理学の領域，研究及び歴史についての基礎的知識を学

んだ。本講義によって，心の働きやシステムについて理

解を深め，心理学の歴史や研究における知識を得られる

教育効果があった。 

 

8.三郷町立西部保育園の新任研修講師 平成 28

年 10月 

３日 

三郷町立西部保育園の新任研修講師として，「子ども理

解を深める」という演題で講義を行った。具体的には，

「神戸少年の街版 コモンセンス・ペアレンティング」

を紹介し，大人が子どもにどのようにかかわるのが適切

な方法か，ロールプレーも交えた実践的な演習課題に取

り組んだ。本講義によって，子どもへの適切なかかわり

方の方法論を獲得する教育効果がみられた。 

 

9.一般社団法人日本精神科看護協会品川研修センタ

ーにて教育理論研修会（講義内容：「教育心理－青年

心理－」）の講師 

平成 28

年 11月 

15日 

一般社団法人日本精神科看護協会品川研修センターに

て教育理論研修会「教育心理－青年心理－」の講師を務

めた。内容は，青年期のライフスタイルならびにアイデ

ンティティの発達に重きをおいた諸側面について理解

を深めた。本講義によって，青年期の諸側面について深

い知識を得られる教育効果があった。 
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10.奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心理」の

講師 

平成 29

年９月 

５日 

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心理」の講

師を務めた。内容は，青年期を中心とした生涯発達理論，

認知発達過程，学習理論，学習意欲と動機づけ，カウン

セリング概論及び演習であった。本講義によって，指導

対象となる看護学生の年代である青年期の諸側面につ

いて深い知識を得られる教育効果があった。 

 

11.一般社団法人日本精神科看護協会京都研修セン

ターにて教育理論研修会（講義内容：「教育心理－青

年心理－」）の講師 

平成 29

年９月 

25日 

一般社団法人日本精神科看護協会京都研修センターに

て教育理論研修会「教育心理－青年心理－」の講師を務

めた。内容は，青年期のライフスタイルならびにアイデ

ンティティの発達に重きをおいた諸側面について理解

を深めた。本講義によって，青年期の諸側面について深

い知識を得られる教育効果があった。 

 

12.三郷町立西部保育園の新任研修講師 平成 29

年 10月 

３日 

三郷町立西部保育園の新任研修講師として，「子ども理

解を深める」という演題で講義を行った。具体的には，

「神戸少年の街版 コモンセンス・ペアレンティング」

を紹介し，大人が子どもにどのようにかかわるのが適切

な方法か，ロールプレーも交えた実践的な演習課題に取

り組んだ。本講義によって，子どもへの適切なかかわり

方の方法論を獲得する教育効果がみられた。 

 

13.教員免許更新講習（選択領域）講師 平成 30

年８月 

16日 

奈良学園大学にて幼稚園教諭対象の教員免許更新講習

において，「環境を踏まえた子どもの育ちと保育内容の

充実」の小テーマとして，幼稚園の終わりまでに育って

ほしい「10の姿」と児童期以降のつながりについて，発

達心理学の観点から講義を行った。園児に現在どのよう

な力が育ち，今後伸びていくのかを「10の姿」から考え

るワークを行い，乳幼児期の学びが児童期以降の発達に

つながることを理解するという教育効果がみられた。 

 

14.奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心理」の

講師 

平成 30

年９月 

３日 

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心理」の講

師を務めた。内容は，青年期を中心とした生涯発達理論，

認知発達過程，学習理論，学習意欲と動機づけ，カウン

セリング概論及び演習であった。本講義によって，指導

対象となる看護学生の年代である青年期の諸側面につ

いて深い知識を得られる教育効果があった。 

 

15.三郷町立西部保育園の新任研修講師 平成 30

年 10月 

４日 

三郷町立西部保育園の新任研修講師として，「子ども理

解を深める」という演題で講義を行った。具体的には，

「神戸少年の街版 コモンセンス・ペアレンティング」

を紹介し，大人が子どもにどのようにかかわるのが適切

な方法か，ロールプレーも交えた実践的な演習課題に取

り組んだ。本講義によって，子どもへの適切なかかわり

方の方法論を獲得する教育効果がみられた。 

16.教員免許更新講習（選択領域）講師 令 和元

年８月 

16日 

奈良学園大学にて幼稚園教諭対象の教員免許更新講習

において，「環境を踏まえた子どもの育ちと保育内容の

充実」の小テーマとして，幼稚園の終わりまでに育って

ほしい「10の姿」と児童期以降のつながりについて，発

達心理学の観点から講義を行った。園児に現在どのよう

な力が育ち，今後伸びていくのかを「10の姿」から考え

るワークを行い，乳幼児期の学びが児童期以降の発達に

つながることを理解するという教育効果がみられた。 

 

17.奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心理」の

講師 

令 和元

年９月 

２日 

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心理」の講

師を務めた。内容は，青年期を中心とした生涯発達理論，

認知発達過程，学習理論，学習意欲と動機づけ，カウン

セリング概論及び演習であった。本講義によって，指導

対象となる看護学生の年代である青年期の諸側面につ

いて深い知識を得られる教育効果があった。 
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18.一般社団法人日本精神科看護協会京都研修セン

ターにて教育理論研修会（講義内容：「教育心理－青

年心理－」）の講師 

令 和元

年９月 

30日 

一般社団法人日本精神科看護協会京都研修センターに

て教育理論研修会「教育心理－青年心理－」の講師を務

めた。内容は，青年期のライフスタイルならびにアイデ

ンティティの発達に重きをおいた諸側面について理解

を深めた。本講義によって，青年期の諸側面について深

い知識を得られる教育効果があった。 

 

19.三郷町立西部保育園の新任研修講師 令 和元

年 10月 

３日 

三郷町立西部保育園の新任研修講師として，「特別支援

における保護者対応について」という演題で講義を行っ

た。具体的には，「（発達）障害の理解」「発達障害の対

応」「保護者を「支える」ということ」という流れに沿

って講義を行った。本講義によって，特別支援における

子どもへの見方，適切なかかわり方の方法論を獲得する

教育効果がみられた。 

 

20.奈良県看護協会実習指導者講習会「教育心理」の

講師 

令 和２

年８月 

24日 

奈良県看護協会にて実習指導者講習会「教育心理」の講

師を務めた。内容は，青年期を中心とした生涯発達理論，

認知発達過程，学習理論，学習意欲と動機づけ，カウン

セリング概論及び演習であった。本講義によって，指導

対象となる看護学生の年代である青年期の諸側面につ

いて深い知識を得られる教育効果があった。 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

修士（教育学） 平成 13

年３月 

奈良教育大学 第 817号 

「修士論文題名：自己及び他者との関係における『居場

所』の個人差」 

教員免許 平成 13

年３月 

中学校教諭専修免許状（社会）取得（学校心理学付記）

（平 12中専修第 20号，奈良県教育委員会） 

学校心理士 平成 16

年 11月 

第 82689号 

（令和元年 12月更新，令和 6年 12月まで有効） 

２ 特許等   （な し） 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項     
1.教務全般の企画・運営 平成 13

年 ４月
～ 平成
26 年３
月 

奈良保育学院にて教務係としてカリキュラム・時間割・

年間行事の編成，成績管理，入試業務，奨学金業務，紀

要編集委員その他関連する事務処理を主任の立場で活

動した。 

2.学年担当（担任） 平成 13
年 ４月
～ 平成
26 年３
月 ，平
成 29年
４ 月～
現 在に
至る 

奈良保育学院（平成 13年４月～平成 26年３月）及び奈

良学園大学（平成 29 年４月～現在に至る）において学

年担当（担任または副担任）を受け持ち，学生の日常に

おける生活指導，学校心理学の見地に基づく成績不振者

への学業指導及び学校不適応を訴える学生及びその保

護者の相談等を受け持った。 

3.学生自治会顧問 平成 14
年 ４月
～ 平成
26 年３
月 

奈良保育学院学生自治会の顧問として学生主催の新入

生歓迎会，学院祭（体育祭・文化祭），送別会等の企画

運営を監督した。 

4.進路指導 平成 16
年 ４月
～ 平成
26 年３
月 

奈良保育学院の進路担当教員と連携して進路指導の科

目（「課題研究」）を立ち上げ，１回生から２回生にかけ

て継続的に進路活動を行う体制を築いた。 
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5.広報・募集活動 平成 20
年 ４月
～ 平成
26 年３
月 

奈良保育学院の募集活動の一環として業者と連携して

パンフレット・ポスター・ホームページ作成にかかわり，

他教員と分担して近隣の高等学校へ訪問し広報活動を

行った。 

6.広報委員会における活動 平成 26
年 ４月
～ 平成
27 年３
月 

奈良学園大学にて広報委員会に所属し，委員として大学

案内の内容，オープンキャンパスの内容企画，今後の広

報活動及び戦略について検討を行った。 

7.教務委員会における活動 平成 26
年 ４月
～ 平成
30 年３
月 ，平
成 31年
４ 月～
令 和２
年３月 

奈良学園大学にて教務委員会に所属し，委員としてＧＰ

Ａ基準，試験要領の検討，追・再試験に関する取り扱い，

入学前他大学等既修得単位の認定，保育士資格取得に関

する整備，卒業論文にかかる諸規定の整備について体制

を築いた。 

8.教職・保育課程委員会における活動 平成 30
年 ４月
～ 平成
31 年３
月 

奈良学園大学にて教職・保育課程委員会に所属し，委員

として介護等体験の指導，教育実習の訪問指導を行っ

た。 

9.入学試験委員会における活動 令 和２
年 ４月
～ 現在
に至る 

奈良学園大学にて入学試験委員会に所属し，委員として

入試要項の改訂並びに入試日の検討を行った。また，入

学試験日当日には試験監督や面接官を務めた。 

４ その他   

1.平成 24年度全国保育士養成セミナー及び全国保育

士養成協議会第 51回研究大会活動 

平成 23

年 ６月

～ 平成

24 年９

月まで 

平成 24 年度全国保育士養成セミナー及び全国保育士養

成協議会第 51 回研究大会委員に任命され，シンポジウ

ム分科会の運営補助に携わった。 

2.関西心理学会事務局及び常任委員会活動 平成 25

年 ４月

～ 現在

に至る 

関西心理学会事務局及び常任委員に任命され，平成 29

年３月まで学会事務局及び常任委員会の運営に携わっ

た。また，平成 27年４月より幹事に就任し，平成 29年

３月まで事務局の取りまとめを行った。また，平成 29

年４月より監事に就任し，会計監査に携わっている。 

3.奈良文化高等学校第三者評価委員会活動 令 和２

年 ４月

～ 現在

に至る 

奈良文化高等学校にて第三者評価委員会委員に任命さ

れ，当該校の本科課程及び専攻科課程の学校経営計画，

学校自己評価及び学校関係者評価報告書を受理した。上

述の報告書に対し，それぞれの課程に高等学校相当とし

て十分認められる旨評価を行うととともに，所見として

評価の概要について意見を述べた。 

4.奈良県生駒郡三郷町子ども・子育て会議活動 令 和３

年 １月

28 日～

現 在に

至る 

奈良県生駒郡三郷町子ども・子育て会議にて議長に任命

され，三郷町子どもの実態調査実施に向けて項目選定に

携わった。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1.やさしく学ぶ発達心理学－

出逢いと別れの心理学－ 

共著 平成 23年３月 ナカニシヤ出版 胎児期から老年期まで生涯発達の段階ごと

に，各章で発達のとらえかた，発達心理学の

基礎的な内容を解説し，人生の節目に出逢い

と別れを繰り返しながら対人関係が成長して

いく過程が紹介されている。 

Ａ５判 全 237頁 

編 者：浜崎隆司・田村隆宏 

共著者：荒木美代子・岡村季光・岡本かおり・

加藤孝士・澤田友希・田村隆宏・朴 信永・

浜崎隆司・丸山（山本）愛子・森田泰介・森

野美央・八島美菜子・湯澤美紀（50音順） 

 

本人担当部分：「第３章第２節 拡がる子ども

の世界」（pp.67-79.）の部分を単著。 

第１にことばの発達において，ことばを話し

始める前に乳児が他者に意思疎通を図ろうと

する具体例，初語が出てからの発語量とこと

ばの理解度の関係，２語文の習得を始めとし

た文法の習得，文字の読み書きを習得しこと

ばを楽しむ幼児の様子を紹介した。第２に遊

びの発達において，乳幼児における遊びの重

要性，乳児自身の体を用いた遊び，表象機能

の発達に伴う見立て・ふり遊びとその具体例，

ひとり遊びから集団遊びへの移行と特徴を紹

介した。 

 

2.教育フォーラム第 55号「実

践的思考力・課題解決力を鍛

える：PISA 型学力をどう育て

るか」 

共著 平成 27年２月 金子書房 実践的な諸課題に向けての解決をどう図って

いくのか，そのために必要となる思考力や問

題解決力をどのような形で鍛えていくか，実

りある着実な学習活動の展開を具体的に提案

している。 

Ａ５判 全 160頁 

編 者：梶田叡一 

共著者：伊﨑一夫・井上信子・大内善一・岡

村季光・梶田叡一・加藤 明・金澤孝夫・鎌

田首治朗・蔵あすか・萩原憲二・藤井幸一・

藤田英治・宮岸 洋（50音順） 

 

本人担当部分：「一人ひとりの「居場所」をど

うつくるか」（pp.111-121）の部分を単著。 

これまでの先行研究から居場所を「個人性－

社会性」「主観性－客観性」の軸で捉えること

が可能であることを示した。また，実証的研

究の知見から「居場所がない」と感じる者に

精神的な安定・安心を感じるような経験を提

供すること，居場所感を毎日感じられる経験

を積み重ねること，大人や仲間の支えにより

成長・自立を図ることが重要であることを示

唆した。 

 

人間教育学部 人間教育学科

318



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

3.教育フォーラム第 60号「深

い学びのために：アクティ

ブ・ラーニングの目指すもの」 

共著 平成 29年８月 金子書房 学習指導要領にある「深い学び」は、いまだ

焦点が拡散している印象がある。実践的な指

導を提案しながら、基本ポイントを押さえ明

確にしている。 

Ａ５判 全 148頁 

編 者：梶田叡一 

共著者：伊﨑一夫・石森広美・大畑健実・岡

村季光・梶田叡一・鎌田首治朗・金山憲正・

後藤紗貴・菅井啓之・善野八千子・瀧明知惠

子・古川 治・松井典夫・湯峯 裕（50音順） 

 

本人担当部分：「震災における教員の役割を考

える」（pp.125-134）の部分を執筆。 

本稿では避難所と学校の関係，避難所に携わ

る教員に焦点をあて，考察を行った。具体的

には，震災時における避難所で教員は責任感

や使命感をもって活動している一方，自らを

省みず活動することによる教員自身の心身不

調の問題を指摘した。また，熊本地震におい

て被災した学校に勤務する教員と非災害地域

の教員を比較した調査を実施した。その結果，

熊本の教員が一連の熊本地震に対する長期の

ストレス状況にあり，エネルギーの枯渇に伴

う意欲低下，自らの存在価値を見出せない教

員が少なからずいることを指摘した。最後に，

提言として，1)学校が平時より地域と連携す

ることの重要性，2)避難所における教員のリ

ーダーシップの発揮と自治組織への移譲，3)

教員のメンタルヘルスへの支援を挙げた。 

4.よくわかる！教職エクササ

イズ 教育心理学 

共著 平成 30年４月 ミネルヴァ書房 簡潔な解説で，教育心理学の基礎理論からそ

の教育実践への応用まで学べる。授業で使い

やすいよう，ディスカッション課題やワーク

などの演習課題，資料図版を豊富に掲載。ノ

ートページには書き込みの課題を提示してお

り，学生が自ら考え，つくりあげることがで

きる。各講の最後は教員採用試験を掲載して

いる。 

Ｂ５判 全 216頁 

編 者：田爪宏二  

共著者：今林俊一・梅本貴豊・岡村季光・下

木戸隆司・滝口圭子・立元 真・原口 恵・増

田優子・森田健宏（50音順） 

 

本人担当部分：「第４講 心身の発達③青年期

以降」（pp.50-60.）部分を単著。青年期にお

ける身体発達，対人関係の発達，発達主題（ア

イデンティティの統合）についてそれぞれ説

明を行った後，成人期以降の発達について紹

介した。また，「青年期」の誕生についても，

歴史的背景を中心に説明を行った。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

1.青年期における『居場所』

の射程 

単著 平成 22年 12月 奈良保育学院研究紀要第

14号 

pp.29-38. 

本論文では居場所における字義的定義から一

般的に居場所がどう捉えられているのかを概

観し，「居場所がない」という表現と関連が深

いとされる不登校の問題を考察した。さらに

居場所研究における実証的研究から，今後居

場所を理解するための枠組みと可能性につい

て展望した。具体的には近年注目されている

「ひとりで過ごす居場所」や愛着（アタッチ

メント）との関連が考えられる。 

 

2.保育士養成校における身体

表現作品に関する一研究 ―

鑑賞者の反応に関する検討― 

共著 平成 22年 12月 奈良保育学院研究紀要第

14号 

pp.7-14. 

身体表現作品を発表した後に学生にふりかえ

りを行う中で，鑑賞者の反応に関する検討を

３か年度にわたり行った。その結果，1)おお

よそ７割の学生が子どもの反応を見ていた，

2)反応は想定内の反応と想定外の反応があっ

たが，いずれも積極的な意味で捉えていた，

3)幼稚園・保育園児は素直な反応を出してい

るのに対し，中学生は自意識を感じ素直な反

応が乏しいなど，年齢により反応の出し方に

差異があることを感じていたが，学生側は発

達段階による反応の差異を受け入れているこ

とが伺えた。 

共著者：岡村季光・増原喜代 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

 

3.平成 19年度熊本市内の保・

幼・小・中学校保護者を対象

とした児童虐待防止における

意識に関する調査研究 ―就

労有無との関係― 

共著 平成 22年 12月 奈良保育学院研究紀要第

14号 

pp.15-22. 

第１筆者が平成 19年度に熊本市内の保・幼・

小・中学校保護者を対象とした児童虐待に関

する保護者の意識調査を実施。第２筆者が保

護者の意識傾向について分析した。その結果，

1)育児疲れ・孤独感・相談相手の有無と子ど

もへの虐待懸念の間に関連がみられた。2)就

労有無と子どもへの虐待懸念の間に関連がみ

られた。上述の結果から，社会とのつながり

が希薄になっている保護者へのサポートの必

要性が示唆された。 

共著者：谷口 卓・岡村季光 

本人担当部分：データ分析・結果・考察部分

を担当 

 

4.中学校の職場体験が現在の

進路決定に及ぼす影響 ―保

育学生と一般学生の比較から

― 

単著 平成 24年 12月 奈良保育学院研究紀要第

15号 

pp.65-69. 

中学校時のキャリア形成を探索的に研究する

ため，近年さかんに行われている中学校時に

おける職場体験の有無・内容が現在の進路決

定に及ぼした影響を保育を専攻する学生（保

育学生）と他を専攻する学生（一般学生）で

比較検討した。その結果，現在の専攻を考え

た時期は一般学生より保育学生の方が早い傾

向にあり，保育学生の方が一般学生と比して，

現在考えている進路内容に中学校時の職場体

験の影響があると自覚する者が多いことを見

いだした。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

5.保育士養成校における身体

表現作品に関する一研究 ―

学年間における相互評価に関

する検討― 

共著 平成 24年 12月 奈良保育学院研究紀要第

15号 

pp.51-55. 

２回生が授業で創作した身体表現作品（以下，

作品）を発表した後に下級学年・当該学年の

各学生が作品をどのように捉えているのか比

較検討した。その結果，両回生共通して「動

き」が印象に残る項目の上位に位置づけられ

ていた。また，２回生の方が経験を積み重ね

ている分，作品に対する客観的な視点が養わ

れていることがうかがえた。 

共著者：岡村季光・増原喜代 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

 
6.「居場所」（安心できる人）

とひとりで過ごす感情・評価

の関係 

単著 平成 26年９月 奈良学園大学研究紀要第

１号 

pp.191-197. 

安心できる人の評定とひとりで過ごすことに

関する感情・評価の関係を検討した。その結

果，“自分ひとり”の安心感を高く評定するも

のは，ひとりで過ごすことに肯定的な捉え方

をしていることが示唆され，ひとりで過ごす

感情・評価との関係が明らかになった。これ

はひとりで過ごすことに必ずしもネガティブ

な感情を抱いていないことを示唆するもので

あった。 

7.保育学生におけるコラージ

ュ作品の形式分析及び作品印

象に関する基礎的研究 

共著 平成 26年 12月 奈良保育学院研究紀要第

16号 

pp.103-110. 

本研究の目的は，コラージュ作品の表現特徴

を多方面にわたり分析し，さらに作品印象に

関してテキストマイニングを用いて定量的に

検討することであった。保育専門学校に所属

していた１回生 367 名を対象に検討した結

果，先行研究とほぼ合致する結果が得られ，

コラージュ療法における表現特徴が，心理臨

床のアセスメントに有益な指標をもたらすで

あろうことが示唆された。 

共著者：岡村季光・吉野さやか 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

8.コラージュ作品と性格特性

の関係：表現特徴とエゴグラ

ムパターンの検討 

（査読付） 

共著 平成 26年 12月 人間教育学研究第２号 

pp.157-162. 

本研究の目的は，性格特性とコラージュ作品

の関連を検討することであり，387 名の専門

学校生にエゴグラム（TEGII）及びコラージュ

作品制作を実施した。その結果，エゴグラム

パターンにより切片数，余白，作品の満足度

に違いがみられることが明らかになった。す

なわち，1)切片数が多い者は心的エネルギー

が高い性格特徴である可能性が，2)余白が多

い者は心的エネルギーが低く，依存的で気

分・感情の不安定さを伴う性格特徴である可

能性が，3)満足度が低い者は自己否定の構え

を持っている可能性が，それぞれ示唆された。 

共著者：岡村季光・吉野さやか 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

9.青年期後期における新旧の

同性友人への安心感と学校適

応感の関連 

単著 平成 27年９月 奈良学園大学研究紀要第

３号 

pp.229-233. 

本研究の目的は友人関係機能の「安定化機能」

に着目し，一緒にいて「安心できる」という

本人の主観的感情を手がかりにして友人を想

起させ，新旧の同性友人の選択有無と現在の

学校適応感との関連を検討することであっ

た。新旧の同性友人の選択有無により群分け

を行い，学校適応感との関連を検討した結果，

新友人を選択した者が，旧友人のみを選択し

た者あるいはいずれも選択しなかった者に比

して，現在の学校適応感は高かった。本研究

結果は新旧友人関係が学校適応感に影響を及

ぼす可能性を示唆するもので，今後の学校適

応を考える上で意義のあるものと考えられ

た。 

10.「居場所」（安心できる人）

を規定する要因 ―成人愛着

スタイルによる検討― 

（査読付） 

共著 平成 27年 12月 人間教育学研究第３号 

pp.175-180. 

本研究は対人関係の表象として挙げられる愛

着スタイルに着目し，安心できる人の程度の

評定に与える影響を検討した結果，男子にお

いて安定型とアンビバレント型が，女子にお

いてアンビバレント型と回避型が予測変数と

して有意であることが明らかとなった。本研

究の結果は，居場所によって愛着スタイルが

安心できる程度に及ぼす効果が異なることを

示している。それ故，安心できる程度を適応

の指標とした場合には，愛着スタイルが適応

に及ぼす効果に対して，居場所が調整変数と

して機能したことが示唆された。 

共著者：岡村季光・豊田弘司 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

11.「居場所」（安心できる人）

を規定する要因  ―ひとり

で過ごす感情・評価及び成人

愛着スタイルによる検討― 

共著 平成 28年 11月 奈良教育大学紀要第 65

巻１号（人文・社会） 

pp.27-34. 

本研究は，対人関係の表象として挙げられる

アタッチメントのパターンである愛着スタイ

ルに着目し，「居場所」における安心できる程

度の評定値，ひとりで過ごすことに関する感

情・評価及び成人愛着スタイルの関連を検討

した。その結果，安心できる人を規定する要

因として，男女ともに“自分ひとり”は“孤

独・不安”，“母親”は“見捨てられ不安”が

それぞれ予測変数として有意であった。また，

“現学校以降の友人”は男子が“親密性の回

避”，女子は“見捨てられ不安” がそれぞれ

予測変数として有意であった。 

共著者：岡村季光・豊田弘司 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

12.保育者の子育てに関する

一考察 ―わが子の子育ての

悩みに注目して― 

共著 平成 29年３月 奈良学園大学研究紀要第

６号 

pp.115-124. 

本研究では，第１に，現代の保育者がどのよ

うな子育ての悩みがあるのかを明らかにする

こと，第２に，保育者の子育てに関する悩み

と，保育者としてのアイデンティティ形成，

パーソナリティ，職務についての認識，職業

観との要因との関連について検討した。その

結果，各変数は年齢及び保育者歴による影響

が考えられたため，両者の要因を統制した偏

相関係数を子の有無別で算出し検討した。子

のいない者は，子育ての経験のなさが自信の

なさにつながっている可能性がある一方，保

育者として誇りを持っている者は，他者から

認められることが支えになっていることが考

えられた。また，子のいる者は，子育て経験

が自らの子育て経験が保育者としての誇り等

とつながっていることが考えられる一方，保

育者であることに迷いや戸惑いを感じている

者は，アイデンティティの揺らぎを感じてい

ることがうかがえた。 

共著者：岡村季光・間井谷容代・谷本一榮 

本人担当部分：データ分析・結果・考察部分

を担当 

13.対人関係が「居場所」（安

心できる人）に及ぼす影響 

―友人関係及び家族関係によ

る検討― 

共著 平成 29年３月 奈良教育大学次世代教員

養成センター紀要第３号 

pp.83-87. 

家族並びに友人への親和欲求が，居場所（安

心できる人）評定に及ぼす影響を検討した。

その結果，1)男女ともに，“父親”，“母親”及

び“きょうだい”と家族との親密性は中程度

の正の相関であった。2)男子において，“現学

校以前の友人”“現学校以降の友人”と家族と

の親密性，“父親”“きょうだい”及び“現学

校以前の友人”と友人との親密性はいずれも

中程度の正の相関であった。一方，友人との

親密性において，男子は“現学校以前の友人”

と中程度の正の相関であったのに対し，女子

は“現学校以降の友人”と中程度の正の相関

であった。3)“父親”，“母親”及び“きょう

だい”は男女ともに，家族との親密性が予測

変数として有意であった。友人においては， 

“現学校以前の友人”において，男女ともに

友人との親密性が予測変数として有意であっ

た。一方，“現学校以降の友人”においては，

女子のみ有意であった。 

共著者：岡村季光・豊田弘司・多根井重晴 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

人間教育学部 人間教育学科

323
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単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

14.英語スピーキングに対す

る不安尺度作成－小学校英語

の教科化に向けて－ 

共著 平成 29年９月 奈良学園大学研究紀要第

７号 

pp.67-74. 

大学生を対象とした英語スピーキング不安の

尺度作成を行った。教職課程生の英語力でも

特に必要とされているのがスピーキング力だ

と考えられるからである。Horwitzetal（1986）

の FLCAS（the Foreign Language Classroom  

Anxiety Scale）からスピーキング不安に関係

する項目を抜粋し、情動的反応などの日本人

の特性を踏まえた項目を筆者らが付け加え

た。結果として、現在のスピーキング不安で

は 13項目が、将来の小学校教員としてのスピ

ーキング不安では 15項目が、信頼性と妥当性

を得た尺度として残された。また、英語スピ

ーキング不安尺度の妥当性を検討する段階に

おいて、英語学習者が英語スピーキング時の

「情動的反応性」を克服し、英語スピーキン

グに対する「自信」をつける英語授業の必要

性が示唆された。 

共著者：熊田岐子・岡村季光 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

15.学生の外的要因と内的要

因に着目する「外国語の理解」

「外国語指導法」に関する一

考察 

共著 平成 30年３月 奈良学園大学研究紀要第

８号 

pp.115-124. 

本研究は、小学校に「外国語活動」・「外国語」

が導入されることを見据え、学生の外的要因

（英語運用力・授業力）だけでなく、内的要

因（自尊感情の低さ・他者理解の必要性・情

動的反応性の克服）にも着目した研究である。

本稿では、熊田・岡村（2017）において示唆

された英語スピーキング不安と自尊感情の関

連について検討を行った。結果として、対人

不安傾向尺度の下位尺度である「情動的反応

性」が現在の英語スピーキング不安に有意に

影響を及ぼしていることが明らかになった。

また、将来の英語スピーキング不安得点につ

いては「情動的反応性」に加え、「自尊感情」

も有意に影響を及ぼしていることが明らかに

なった。さらに、「自尊感情」と将来の英語ス

ピーキング不安には「情動的反応性」が媒介

する間接効果も見出された。上述の事象を克

服するために、近藤（2010）の「基本的自尊

感情を育む共有体験」に着目すること、大学

カリキュラムマネジメントにより他教科と連

携することを提案した。 

共著者：熊田岐子・岡村季光 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

16.「居場所」(安心できる人）

を規定する媒介要因の検討

－”自分ひとり”ですごす居

場所に注目して－ 

単著 平成 30年３月 奈良学園大学研究紀要第

８号 

pp.115-124. 

本研究の目的は、居場所（安心できる人）の

評定とひとりで過ごすことに関する感情・評

価を測定し、安心できる人を規定する要因に

媒介要因が介在している可能性を検討するこ

とであった。大学生 260 名に調査を行った結

果、自分ひとりの居場所を志向する要因は、

ひとりで過ごすことによる充実感や満足感に

よって規定されており、さらに両者の関係に

はひとりで過ごすことへの孤独感や不安感の

なさが媒介していることが明らかになった。  
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発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

17.大学における教学支援体

制の運営に関する一考察―キ

ャリア教育とキャリア支援の

連携に着目して― 

共著 平成 30年７月 人間教育第 1巻第 5号 

pp.123-141. 

本稿では、大学における教学支援体制の運営

について、特にキャリア教育とキャリア支援

の教学支援の連携がどのように行われている

かに着目し、3大学（学習院大学、文教大学、

昭和女子大学）の視察を手掛かりとして考察

することを目的としている。結果として、学

習院大学では、教学部門と支援部門の連携体

制の確立はされていなかったが、大学の教育

理念や方針を取り入れたキャリアセンター事

業計画があり、また、就職活動に関し、OB・

OGによる在学生支援体制が確立されているこ

とが特徴であった。文教大学では、中期経営

計画を立て、教学部門と経営部門がビジョン

を共有し、計画→実行→評価→改善の PDCAサ

イクルの確立が行われていた。昭和女子大学

ではキャリアデザイン委員会を設置し、全学

横断型組織を確立し、教学部門と支援部門の

有機的連携が確立されていた。 

共著者：岡野聡子・岡村季光・オチャンテ 村

井 ロサ メルセデス 

本人担当部分：上述の内，文教大学に関する

部分（pp.127-132）を担当 

18.育成したい「学生像」の明

確化、能力指標構築の試み―

奈良学園大学人間教育学部を

事例として― 

共著 平成 30年９月 人間教育第 1巻第 7号 

pp.185-198. 

本稿では、我が国における「これから求めら

れる力」に関する能力概念の整理をした上で、

奈良学園大学人間教育学部を事例として、「育

成したい学生像」の能力指標を提示すること

を目的としている。新学習指導要領の完全実

施や大学入学共通テストの導入などにより、

2020 年に向けた教育改革が粛々と進行する

中、大学教育にも大きな影響があると予想さ

れる。本稿では、第１に、社会から求められ

る能力概念の整理と学部特性を整理し、第２

に AP、CP、DPから育成したい学生像の能力項

目の抽出を行い、第３に能力指標を提示した。

能力指標作成にあたっては、①測定される側

の発達水準を考慮すること、②人間教育のあ

り方や目指す方向性を能力指標に反映させる

こと、③能力の「芽生え」（ショプラー；2007）

に注目するという観点を提示した。 

共著者：岡野聡子・岡村季光・伊﨑一夫 

本人担当部分：上述の内「奈良学園大学人間

教育学部における「育成したい学生像」の能

力指標の構築」に関する部分（pp.192-196）

を担当 
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概        要 

19.災害時における教師の職

業的役割―「使命感」と「多

忙感」に着目して― 

（査読付） 

共著 平成 30年９月 教師学研究第 21巻第 2号 

pp.13-21. 

本研究では，災害時において，その教師の「職

業的使命感」は統制の効かない状況における

「多忙感」を凌駕するのではないかという仮

説を立てた。そして，熊本地震において教員

が果たした役割をモデルとし，非災害地域の

教員の「使命感」「多忙感」との比較調査を行

うことによって，災害時における教師の職業

的使命感の実態を明らかにすることを目的と

した。そこで本研究では，熊本地震において

被災した学校に勤務する教員 26名と，非災害

地域として，関西圏の小学校教員 47 名の計

73名との比較アンケート調査を実施した。そ

の結果，使命感に関しては，被災の有無にか

かわらず高い使命感を有している反面，被災

を経験した教員において，多忙感や内的統制

感の高さが，自らの存在価値や意欲の高まり

につながっていない実態が明らかになった。 

共著者：松井典夫・岡村季光 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

20.ドリンク剤パッケージに

おける色イメージに関する探

索的研究―健康不安及び体調

の差異による検討― 

共著 平成 31年３月 人間教育第 2巻第 2号 

pp.45-50. 

本研究では，健康不安及び体調の差異による

ドリンク剤パッケージの色イメージについて

検討を行うことを目的であった。大学生及び

登録販売者を対象に調査を行った結果，以下

の点が明らかになった。すなわち，1)健康不

安に関する調査では，大学生と登録販売者間

に回答の差異は見いだせなかったが，直近 1

か月の体調に関する調査では，総じて大学生

の方が登録販売者と比して体調不良を示す得

点が高かった。2)ドリンク剤色イメージ評定

において，目を引く色は青色，滋養強壮は金

色，美容及び食物繊維は黄色において有意な

差を見いだし，いずれも健康不安のない群が

ある群と比して選択率が高かった。3)直近 1

か月の体調を独立変数，各項目における色選

択を従属変数とする判別分析を行った結果，

大学生において，眠気覚ましは体調不安，体

調の悩み，ストレス，疲れの変数が黒色の選

択に，登録販売者において，美容は体調不安，

体調の悩み，ストレス，疲れの変数が青色の

選択に，それぞれ有意な影響を及ぼしていた。 

共著者：岡村季光・多根井重晴・増田善昭 

本人担当部分：データ分析・結果・考察部分

を担当 
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21.英会話授業における「自尊

感情を高める共有体験」に関

する調査－学生の内的要因に

着目して－ 

共著 平成 31年３月 奈良学園大学研究紀要第

10号 

pp.55-61. 

本稿では、熊田・岡村（2018）で着目した「基

本的自尊感情を育む共有体験」（近藤、2010）

を応用し、英語スピーキングの共有体験に関

する調査を行った。「自尊感情を育む共有体

験」として、英語スピーキングを場面と定め、

他者とのコミュニケーションにおける英語ス

ピーキング不安を検証した。具体的には、ペ

アワーク、グループワーク、クラス発表を場

面として設定した。考案した項目を因子分析

した結果、ペアワーク、グループワークにお

いては「肯定承認」、「安心」、「忌避」、クラス

発表においては「肯定承認」、「不得意」の構

造を見いだした。さらに、英語スピーキング

不安、対人不安傾向、自尊感情、自己受容、

他者受容との関連を検討し、他者からのフィ

ードバックが得られるグループワークが有効

である可能性が示唆された。今後の展望とし

て、他者からのフィードバックとして、信頼

する人、すなわち教師がすべきフィードバッ

クについて検討することが課題として残され

た。 

共著者：熊田岐子・岡村季光 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

22.居場所（安心できる人）の

評定と自己－他者認識：協同

作業認識との関連 

単著 平成 31年３月 奈良学園大学研究紀要第

10号 

pp.55-61. 

居場所（安心できる人）の評定とひとりで過

ごす感情・評価、友人との関係の取り方及び

協同作業認識との関連を検討した。「居場所」

における安心できる程度の評定をクラスター

分析によって自分群、全体高群、全体低群の

３群に分け、安心できる人の評定による群ご

とに、ひとりで過ごすことに関する感情・評

価尺度、友人関係尺度と協同作業認識尺度の

各尺度得点の相関係数を算出し検討を行っ

た。その結果、１）安心できる人の評定が全

体的に低い者は、協同作業への肯定的な認識

が低く、他者と一緒にいることに苦痛を感じ

回避する者は、協同作業の必要性を低く感じ

ている傾向にあった。２）相関係数の同等性

の検定において、友人関係尺度における“傷

つけることの回避”と協同作業認識尺度の“協

同効用因子”及び“互恵懸念因子”に有意差

がみられた。Ryan 法による多重比較の結果、

“協同効用因子”において全体高群と比して

全体低群の方が“傷つけることの回避”との

正の相関が強く、“互恵懸念因子”において全

体高群と比して全体低群及び自分群の方が負

の相関が強かった。 
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23.居場所（安心できる人）の

評定と貢献感の関連 

単著 令和元年９月 奈良学園大学研究紀要第

11号 

pp.29-34. 

本研究の目的は，居場所（安心できる人）の

評定と自身の存在が他者のウェル・ビーイン

グに役に立っている（貢献している）感覚と

の関連を検討することであった。安心できる

程度の評定に男女差がみられたことから，評

定を男女別に Z 得点に変換後，クラスター分

析によって全体高群，全体低群，平均群の３

群に分けた。安心できる人の評定による群ご

とに，貢献感との関連を検討した結果，全体

低群が他の群と比して貢献感得点が低かっ

た。最後に，「貢献感」をめぐる言説について，

Adler（1932）のそれとの異同について，議論

を行った。 

24.特集「職業としての心理

学」 

共著 平成 31年３月 追手門学院大学心理学論

集第 27号 

pp.35-64. 

｢心理学総合科目－職業としての心理学」は，

追手門学院大学卒業生による「職業人講話」

を中心に展開される「心理学総合科目」であ

り，心理学部の特色ある教育の一つとして位

置づけられてきた科目である。本稿では，12

名の卒業生によって提供される 12の「職業人

講話」が展開された。 

共著者：三川俊樹・天野宏美・東 摩耶・藤田

裕一・萩原マリコ・橋本尚子・板橋裕子・木

村泰子・好田史尚・森迫宏幸・長井裕司・西

川晶・岡村季光 

本人担当部分：上述の内「大学教員になるま

でに出会った“人との縁”」の項目（pp.62-64）

を担当 

25.居場所（安心できる人）の

評定と貢献感の関連 

単著 令和元年９月 奈良学園大学研究紀要第

11号 

pp.29-34. 

本研究の目的は，居場所（安心できる人）の

評定と自身の存在が他者のウェル・ビーイン

グに役に立っている（貢献している）感覚と

の関連を検討することであった。安心できる

程度の評定に男女差がみられたことから，評

定を男女別に Z 得点に変換後，クラスター分

析によって全体高群，全体低群，平均群の３

群に分けた。安心できる人の評定による群ご

とに，貢献感との関連を検討した結果，全体

低群が他の群と比して貢献感得点が低かっ

た。最後に，「貢献感」をめぐる言説について，

Adler（1932）のそれとの異同について，議論

を行った。 

26.青年期後期の SNSアカウン

ト保有数と自己隠蔽傾向の関

連 

共著 令和２年３月 奈良学園大学研究紀要第

12号 

pp.23-28. 

本研究は、各 SNS におけるアカウント保有数

に着目し、自己隠蔽傾向との関連を検討する

ことを目的とした。SNS におけるアカウント

保有数について、Twitter は約 40％の者が複

数アカウントを保有していることが明らかと

なった。各 SNS アカウント保有数と自己隠蔽

傾向の関連を検討した結果、Twitter と自己

隠蔽は有意傾向の正の相関、Facebookとは有

意の正の相関が認められた。青年期の SNS の

利用において、アカウントを複数所持する者

ほど、アカウントを使い分けながら、本当の

自分は見せないようにふるまっている可能性

が示唆された。 

共著者：岡村季光・多根井重晴 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

27.Country and Gender 

Differences in the Color 

Association with Energy 

Drinks: A Survey in 

Taiwanese and Japanese 

Students 

（国及び性別エナジードリン

クと色の連想の差異：台湾及

び日本の大学生対象調査よ

り） 

（査読付） 

共著 令和２年 11月 Foods Vol.9 No.11, 

1670. 

（全 11ページ） 

本研究では，異なる文化である台湾及び日本

の大学生におけるエナジードリンクと色の連

想の差異について検討した。その結果，国を

問わず黄色は滋養強壮及びビタミン，黒色は

眠気覚まし，緑色は食物繊維，赤は鉄分補給

とそれぞれ関連していた。一方，台湾のみ白

と美容（コラーゲンなど）の関連がみられた。

本研究結果から，エナジードリンクの機能に

関する情報を伝えるには，消費者の環境や文

化的背景を考慮した色の選択が重要であるこ

とが示唆された。 

共著者：Shigeharu TANEI, Wen-Tseng CHU, 

Toshimitsu OKAMURA, Fu-Shih CHEN  

and Yukinori NAGAKURA 

本人担当部分：データ収集・分析・結果部分

を担当。 

28.食品の色彩に対する許容

度と嗜好性に関する探索的検

討―青色の水餃子を事例に― 

共著 令和３年３月 人間教育第 4巻第 3号 

pp.23-32. 

本研究は，食品の色彩に対する許容度や嗜好

性の程度を探索的に検討した。具体的には，

近年増加しつつある「青色に着色した食品」

に着目した。実験では，試料として水餃子を

採用し，試料の青色着色有無及び提供順序を

操作することにより試料の許容度や嗜好性等

の程度を試料摂取の前後で比較検討した。そ

の結果，試料摂取前は青色着色の試料にネガ

ティブな印象評定がなされたが，摂取後はネ

ガティブな印象が緩和されたことが明らかに

なった。 

共著者：大淵裕美・岡村季光 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（その他）     

「学会抄録」     
1.「居場所」（安心できる人）

の評定と対人態度の検討 ―

ひとりで過ごすことに関する

感情・評価及び成人愛着スタ

イルとの関連から― 

単著 平成 24年３月 日本発達心理学会第 23

回大会発表論文集 

p.655. 

（名古屋国際会議場） 

「居場所」における安心できる程度の評定，

ひとりで過ごすことに関する感情・評価及び

成人愛着スタイルの関連を検討した。その結

果“自分ひとり”の評定と各尺度間に関連が

見いだされた。 

 

2.本学院における表現活動発

表会への取り組み（２）－オ

ペレッタ（身体表現作品創作）

に注目して－ 

共著 平成 24年９月 全国保育士養成協議会第

51回研究大会研究発表論

文集 

pp.494-495. 

（京都文教大学，京都文

教短期大学） 

２回生が授業で創作した身体表現作品（以下，

作品）を発表した後に下級学年・当該学年の

各学生が作品をどのように捉えているのか比

較検討した。その結果，両回生共通して「動

き」が印象に残る項目の上位に位置づけられ

ていた。また，２回生の方が経験を積み重ね

ている分，作品に対する客観的な視点が養わ

れていることがうかがえた。 

共同発表者：岡村季光・増原喜代 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

 

3.青年期後期における危機的

場面の対人志向 

―成人愛着スタイルとの関連

― 

単著 平成 24年 11月 日本教育心理学会第 54

回総会発表論文集 

p.610. 

（琉球大学千原キャンパ

ス） 

危機的場面における対人志向評定及び成人愛

着スタイルの関連を検討した。その結果，危

機的場面において男女とも“自分ひとり”の

評定が低くなったことを見いだし，状況によ

り「安心できる人」が変わる可能性が示唆さ

れた。また，“自分ひとり”の評定と「親密

性の回避」は弱い正の相関，他者への対人志

向評定と「親密性の回避」はいずれも弱い負

の相関であった。 

 

4.青年期女子における「居場

所」（安心できる人）の評定

－抑うつに耐える力との関連

－ 

単著 平成 26年 11月 日本教育心理学会第 56

回総会発表論文集 

p.486. 

（神戸国際会議場） 

「居場所」（安心できる人）における危機的

場面の安心できる程度の評定と抑うつに耐え

る力の関連を検討した。その結果，“自分ひ

とり”の評定を高くつけた者は“孤独に耐え

る力”が高く，“現学校以前の友人”“現学

校以降の友人”の評定を高くつけた者は“不

安に向き合う力”が高かった。ひとりの時間

を志向しつつ，友人に安心感を持つことで自

身の問題を直視し不安に向き合うことが示唆

された。 

 

5.中年期・老年期における「居

場所」（安心できる人）の基

礎的研究―ひとりで過ごす感

情・評価の関係から― 

単著 平成 27年３月 日本発達心理学会第 26

回大会発表論文集 

P5-045. 

（東京大学） 

中年期・老年期における「居場所」（安心で

きる人）の評定とひとりで過ごすことに関す

る感情・評価の関係を検討した。その結果，

平常時において“自分ひとり”，“子ども”，

“孫”といる場面において評定を高くつけた

者は，“孤独・不安”において，得点が高か

った。また，危機的状況においては“自分ひ

とり”でいる場面で評定を高くつけた者のみ

“孤独・不安”得点が高かった。特に中年期

以降においては，“自分ひとり”のみならず，

“子ども”“孫”の存在が「居場所」に影響

を及ぼす可能性が示唆された。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

6.「自分ひとりの居場所」の

志向に関する検討 ―「安心

できる人」評定，ひとりで過

ごす感情・評価及び協同作業

認識尺度の関係から― 

単著 平成 27年８月 日本教育心理学会第 57

回総会発表論文集 

p.683. 

（朱鷺メッセ（新潟コン

ベンションセンター）） 

居場所（安心できる人）の評定，ひとりで過

ごすことに関する感情・評価及び協同作業認

識との関連を検討した。その結果，ひとり感

情・評価尺度の“孤絶願望”と協同作業認識

尺度の“協同効用因子”に弱い負の相関関係

がみられた。また，安心できる人の評定が全

体的に低い者は他者との協同作業への肯定的

な認識が低く，他者と一緒にいることに苦痛

を感じ回避する者は協同作業の必要性を低く

感じている傾向にあることを見いだした。 

7.Relationship between 

Ibasho “ Person who eases 

your mind”  and sense of 

contribution in 

late adolescence 

（青年期後期における居場所

（「安心できる人」）と貢献

感の関係） 

単著 平成 28年７月 Poster presented at 

31st International 

Congress of Psychology, 

Yokohama, Japan 

（パシフィコ横浜） 

大学生に「安心できる人」の評定をクラスタ

ー分析により検討した結果，安心できる評定

の高低により４群に分類できることを見いだ

した。さらに，安心できる人の評定が低い群

は所属している集団への貢献感が他の群と比

べて有意に低かった。 

8.The effects of power and 

grit on satisfaction and 

apathy in academic settings 

（影響力，grit 及びアパシー

が大学生活に与える影響） 

共著 平成 28年７月 Poster presented at 

31st International 

Congress of Psychology, 

Yokohama, Japan 

（パシフィコ横浜） 

本研究は，影響力，grit及びアパシーが大学

生活にどのような影響を与えているのかを検

討した。将来展望を明確に持っているか否か

で群分けを行い，重回帰分析を行った結果，

将来展望を明確に持っている者において影響

力，grit及びアパシーが大学生活に影響を与

えていることが明らかとなった。 

共同発表者：高木悠哉・赤間健一・岡村季光 

本人担当部分：データ分析結果・考察部分を

担当 

9.「居場所」（安心できる人）

を規定する媒介要因の検討 

―“自分ひとり”の居場所に

注目して― 

単著 平成 28年 10月 日本教育心理学会第 58

回総会発表論文集 

p.451. 

（サンポートホール高

松・かがわ国際会議場） 

本研究は，安心できる人を規定する要因に媒

介要因が介在している可能性を検討すること

を目的とした。自分ひとりの居場所を志向す

る要因は，ひとりで過ごすことによる充実感

や満足感によって規定されており，さらに両

者の関係にはひとりで過ごすことへの孤独感

や不安感のなさが媒介していることを明らか

にした。 

10.居場所（安心できる人）の

評定と貢献感の関連 

単著 平成 30年３月 日本発達心理学会第 29

回大会発表論文集 

p.655. 

（東北大学川内北キャン

パス） 

大学生に「安心できる人」の評定をクラスタ

ー分析により検討した結果，安心できる評定

の高低により３群に分類できることを見いだ

した。さらに，安心できる人の評定が低い群

は所属している集団への貢献感が他の群と比

べて有意に低かった。本研究における「安心

できる人」分類において，特に家族に関する

クラスター得点差は他と比して顕著であった

ことから，家族に対する安心できる感覚の差

が貢献感の得点差に影響を及ぼしている可能

性が考えられた。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

11.保育者の子育てに関する

探索的研究 

共著 平成 30年５月 日本保育学会第第 71 回

大会発表要旨集 

p.659. 

（宮城学院女子大学） 

本研究では，保育者の子育てについて自由記

述により探索的に検討することを目的とし

た。子育てをしながら仕事をすることについ

て，「大変」「ポジティブ」「時間」「協力」

の出現頻度が高く，保育者と子育ての両立が

大変である一方，ポジティブに受けとめてい

ることがうかがえた。また，他者の協力によ

り，子育てと仕事の両立が維持されているこ

とが推察された。子の担任やママ友に自身が

保育者である旨を積極的に告知することはな

いという回答が多く，条件付で告知をする姿

勢がうかがえた。 

共同発表者：岡村季光・間井谷容代 

本人担当部分：データ分析・結果・考察部分

を担当 

12.居場所と「個」及び「関係

性」の観点にもとづくアイデ

ンティティの関連 

単著 平成 31年３月 日本発達心理学会第 30

回大会発表論文集 

p.305. 

（早稲田大学戸山キャン

パス） 

本研究では，居場所と「個」及び「関係性」

の観点にもとづくアイデンティティとの関連

を検討することを目的とした。その結果，全

般的には「個」のアイデンティティよりも「関

係性」のそれの方が居場所尺度との関連は強

い傾向であった。また，男女間で相関係数の

差の検定を行った結果，社会的居場所のうち，

誰かから承認されている感覚が，「関係性」

のアイデンティティ形成につながることが示

唆されたが，その傾向は特に男子において顕

著であった。 

13. 青年期後期の SNS アカウ

ント保有数と自己隠蔽傾向の

関連 

共著 令和元年９月 日本心理学会第 62 回総

会発表論文集 

p.3D-007. 

（立命館大学大阪いばら

きキャンパス（OIC）） 

本研究は，各 SNS におけるアカウント保有数

に着目し，自己隠蔽傾向に着目し検討するこ

とを目的とした。その結果，複数のアカウン

トを所有している者が多かった Twitter と自

己隠蔽傾向には弱い正の相関がみられ，アカ

ウントを複数保有する者は，アカウントを使

い分けることで本来の自分を隠蔽するように

振る舞っていることがうかがえた。また，各

SNS のアカウント保有率，複数アカウント保

有率，重要度に統計的に有意な差異を見いだ

し，1)世代による影響，2)複数アカ保有諾否

という仕様上の問題，3)インフラとしてのSNS

ニーズ有無，などがあることが推察された。 

共同発表者：岡村季光・多根井重晴 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

14. 座席位置とエゴグラム及

び情動知能の関係 

共著 令和元年９月 日本教育心理学会第 62

回総会発表論文集 

p.637. 

（日本大学文理学部３号

館） 

本研究では，同じ仮想場面における座席選択

とエゴグラム及び情動知能の関係を検討する

ことを目的とした，その結果，エゴグラム AC

において，仮想場面で座席数が多い方を選択

した者の座席数が少ない方を選択した者のそ

れよりも得点が高かった。リーダーシップに

関する研究（Hare & Bales，1963）より，リ

ーダーとフォロアーの関係が順応的自我状態

に反映していると解釈された。なお，情動知

能尺度（J-WLEIS）と座席選択との関連は見い

だせなかった。 

共同発表者：多根井重晴・岡村季光・豊田弘

司・陳 福士・安西和紀 

本人担当部分：データ収集・考察部分を担当 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

15.居場所（安心できる人）と

貢献感，特性的自己効力感及

び生活満足感の関係 

共著 令和２年３月 日本発達心理学会第 31

回大会発表論文集 

p.291. 

（大阪国際会議場（グラ

ンキューブ大阪））で開

催の予定だったが，参集

しての開催は行われなか

った） 

本研究では，居場所（安心できる人）と貢献

感，特性的自己効力感及び生活満足感の関係

を検討することを目的とした。その結果，特

に女子の方が各尺度間得点に中程度の正の相

関があった。また，安心できる人評定群のう

ち，いずれも他者低群が全体高群，他者高群，

全体低群と比して貢献感，特性的自己効力感

及び生活満足感の得点が低かった。他者への

安心感の低さが，貢献感，対人関係における

満足感の低さにつながっていることが明らか

となった。 

共同発表者：岡村季光・多根井重晴 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

16.社会不安及び生活満足感

が居場所（安心できる人）の

評定に及ぼす効果 

単著 令和２年９月 日本教育心理学会第 62

回総会発表論文集 

p.315. 

（アクトシティ浜松で開

催の予定だったが，参集

しての開催は行われなか

った） 

本研究では，自他への安心感の評定と社会不

安(FNE) 及び生活満足感の関連について検討

することを目的とした。安心できる人評定，

FNE 及び生活満足感の関連を検討した結果，

自分ひとりの評定及び全般的生活満足感と

FNE は有意な負の相関であった。また，性，

FNE 短縮版及び生活満足感を予測変数，安心

できる人評定を目的変数とする重回帰分析を

安心できる人ごとに行った結果，安心できる

人評定の対象が自分または他者により影響を

及ぼす変数が異なることが明らかとなった。 

17.薬学生の学習習得度と自

己評価式モラルシンキング尺

度の関係 

共著 令和２年９月 日本教育心理学会第 62

回総会発表論文集 

p.167. 

（アクトシティ浜松で開

催の予定だったが，参集

しての開催は行われなか

った） 

薬学教育では，6 年制課程を修了した者を対

象とした新薬剤師国家試験制度の導入にとも

ない，薬学部生には膨大な専門知識及び技能

の習得が必須とされ，効率的な学習が求めら

れるようになった。一方，池田ら（2018），

文部科学省中央教育審議会（2011）の指摘を

踏まえ，薬学生の学習習得度と自己評価式モ

ラルシンキング尺度の関係を検討した。その

結果，キャリア尺度得点と演習試験との間に

正の相関を認めた。 

共同発表者：多根井重晴・岡村季光・豊田弘

司 

本人担当部分：データ分析・考察部分を担当 

18.薬学生におけるキャリア

基礎力支援のあり方に関する

基礎的研究 

共著 令和２年９月

～11月 

日本心理学会第 84 回総

会発表論文集 

p.3D-007. 

（東洋大学白山キャンパ

スで開催の予定だった

が，Webサイト内 

（https://www.jpa2020 

toyo.com/）で開催され

た） 

本研究は，多根井ら（2020）続報として，キ

ャリア基礎力をより詳細に検討するため，薬

学部４年生を対象に，キャリア基礎力と正の

関連が予想される批判的思考（クリティカル

シンキング，CT），薬学に携わる者としての

倫理観（モラルシンキング，MT），自他の情

動理解（J-WLEIS）及び負の関連が予想される

セルフハンディキャッピング（SH）との関連

を検討した。その結果，キャリア基礎力尺度

と CT間，MT間は全て正の相関，J-WLEIS間は

他者の情動評価や情動の利用・調節で正の相

関，SH間は「やれない因子(can't) 」で全て

負の相関であった。キャリア基礎力育成には，

自他理解や自己有用感に関わる支援を行う必

要性が示唆された。 

共同発表者：岡村季光・多根井重晴 

本人担当部分：データ分析・結果・考察部分

を担当 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

「学会発表」        

1.居場所と適応に関する研究

と教育への貢献：居場所と愛

着の関係（会員企画 ラウンド

テーブル RT5-1 話題提供） 

－ 平成 24年３月 日本発達心理学会第 23

回大会発表論文集 

p.63. 

（名古屋国際会議場） 

本ラウンドテーブルでは，居場所の研究者が

個々の課題を出し合い，定義や方法論につい

て練り合うとともに，教育への貢献できる研

究への方向性を探る意図で企画された。第３

話題提供者は“安心できる人”の選択または

評定と心理的距離及び成人アタッチメントス

タイルとの関連に関する研究報告を行った。

その後，居場所感の要因検討並びに居場所感

を感じられる教育のあり方について討議が行

われた。 

企画：豊田弘司 

話題提供者：豊田弘司・石本雄真・岡村季光・

則定百合子 

2.青年期女子における「居場

所」（安心できる人）の評定―

ひとりで過ごす感情・評価及

び関係的自己の可変性との関

係から― 

－ 平成 25年 11月 関西心理学会第 125 回大

会発表論文集 

p.82. 

（和歌山大学） 

「居場所」における安心できる程度の評定，

ひとりで過ごすことに関する感情・評価及び

関係的自己の可変性との関係を検討した。そ

の結果，友人への安心感評定が低いと自己が

変化することに対して怖い，嫌だ，うまくで

きないという思いがやや高まる傾向を見いだ

した。また，自分への安心感評定が高いと自

己が変化することに必要性を感じる等，変化

に対して肯定的に捉えていた。 

3.「自分ひとりの居場所」を

志向する要因の検討―「安心

できる人」の評定とひとりで

過ごす感情・評価及び満たさ

れない自己との関係から― 

－ 平成 26年 11月 関西心理学会第 126 回大

会発表論文集 

p.36. 

（大阪市立大学） 

「居場所」における安心できる程度の評定を

クラスター分析によって３群に分け，ひとり

で過ごすことに関する感情・評価及び満たさ

れない自己との関係を検討した。その結果，

“自分ひとり”に安心できる評定を高くつけ

た者の中にも，他者への評定を比較的低くつ

けている者は対人関係に苦痛を感じ，対人交

渉の逃避をしていることが示唆された。また，

自分だけ，または一部の者のみに安心感の評

定を高くつけた者は自他共に安心感の評定が

高い者と比して日常生活においての目標に喪

失感や停滞感を感じていた。 

共同発表者：岡村季光・高木悠哉 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 

4.心理学を学び，研究し，実

践する－ライフステージとキ

ャリアパス－ 

（シンポジウム話題提供） 

－ 平成 27年 11月 関西心理学会第 127 回大

会発表論文集 

p.9. 

（関西学院大学） 

本シンポジウムでは，心理学関連の大学教員

として勤めている話題提供者が，これまでに

どのようなキャリアパスを経てきたのか，ま

た，自らのライフステージにおいて，どのよ

うな歩みがあったのかをそれぞれ発表した。

その後，心理学のキャリアパスとライフステ

ージとの兼ね合いについて率直な意見が交わ

された。 

話題提供者：大竹恵子・岡村季光・杉若弘子・

土肥伊都子 

指定討論：小椋たみ子・荘厳舜哉 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

5.「居場所（安心できる人）

の評定と他者認識 

―友人との関係の取り方と共

同作業認識の関連から― 

－ 平成 27年 11月 関西心理学会第 127 回大

会発表論文集 

p.42. 

（関西学院大学） 

居場所（安心できる人）の評定，友人との関

係の取り方及び協同作業認識との関連を検討

した。「居場所」における安心できる程度の評

定をクラスター分析によって自分群，全体高

群，全体低群の３群に分け，安心できる人の

評定による群ごとに，友人関係尺度と協同作

業認識尺度の各尺度得点の相関係数を算出し

た。相関係数の同等性の検定を行った結果，

友人関係尺度における“傷つけることの回避”

と協同作業認識尺度の“協同効用因子”及び

“互恵懸念因子”に有意差がみられた。Ryan

法による多重比較の結果，“協同効用因子”に

おいて全体高群よりも全体低群の方が“傷つ

けることの回避”との正の相関が強く，“互恵

懸念因子”において全体高群よりも全体低群

及び自分群の方が負の相関が強かった。 

6.「自分ひとりの居場所」の

志向に関する検討 ―「安心

できる人」評定，ひとりで過

ごす感情・評価及び孤独感と

の関連― 

－ 平成 28年 11月 関西心理学会第 128 回大

会発表論文集 

p.35. 

（京都大学） 

本研究では，居場所（安心できる人）の評定，

ひとりで過ごすことに関する感情・評価及び

他者とのつながりが感じられているか否かを

測定するために孤独感を測定し，三者の関連

を検討した。「居場所」における安心できる程

度の評定をクラスター分析によって全体高

群，親群，恋人群，他者低群の４群に分け，

さらに，ひとり感情・評価尺度の“孤独・不

安”得点をもとに，得点の中央値を上回った

群を高群，中央値以下を低群に分類した。孤

独感尺度得点について，４（居場所）×２（ひ

とり感情・評価尺度“孤独・不安”得点高群・

低群）の分散分析を行った結果，ひとり感情・

評価尺度の“孤独・不安”得点低群において，

“他者低群”が他の群に比して孤独感得点が

高かった。 

7.災害時における教員の職業

的役割 ―「使命感」と「多

忙感」」に着目して― 

－ 平成 29年３月 日本教師学学会第 18 回

大会発表要旨集 

pp.30-31. 

（早稲田大学所沢キャン

パス） 

現代の学校教育に関連する諸課題に対する教

育現場への期待や責任の増大に伴い，教員の

「多忙化」が指摘されている。その一方で，

地震災害時に教師は，「多忙感」の一要因であ

る残業の多寡に関わらず，避難所運営に携わ

るなどの例がある。そこで本研究では，教員

の「使命感」と「多忙感」の相関性について，

熊本地震において教員が果たした役割をモデ

ルとして，教員への意識調査をもとに検討し

た。その結果，他群の教員は多忙感や内的統

制感が高まることで自らの存在価値や意欲の

高まりがみられるのに対し，熊本自身で被災

した教員群にそれらがみられないことから，

一連の熊本地震に対する対応の疲労感が高ま

っていることが背景因子として懸念された。 

共著者：松井典夫・岡村季光 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

8.居場所（安心できる人）の

評定と社会不安及び生活満足

感の関連 

－ 平成 29年 11月 関西心理学会第 129 回大

会発表論文集 

p.52. 

（京都橘大学） 

本研究では，居場所（安心できる人）の評定，

他者からの否定的な評価による不安及び生活

満足感を測定し，三者の関連を検討すること

を目的とした。各場面における「安心できる

人」評定得点を用いて，クラスター分析を行

った結果，各評定の高低により４群に分類す

ることができた。さらに，FNE短縮版得点（社

会的不安得点）をもとに，平均値を上回った

群を高群，平均値以下を低群に分類し，4（居

場所）×2（社会的不安得点高・低）の分散分

析を行った結果，社会的不安得点低群におい

て“全体高群”及び“家族高群”が他群に比

して全般的生活満足感得点が高かった。特に，

家族への安心感と他者への否定的評価への不

安のなさが全般的生活満足感の高さにつなが

ったと言え，アタッチメントの影響が示唆さ

れた。 

9.ありのままの自分を求め

て：グローバル社会と「居場

所」（日本心理学会第 82 回公

募シンポジウム SS-082） 

－ 平成 30年９月 日本心理学会第 82 回大

会発表論文集 

p.220. 

（仙台国際センター） 

「居場所（Ibasho）」は日本固有の概念である

が、さまざまな心理学的概念と密接に関係し

ていると考えられる。たとえば、アイデンテ

ィティ（Erikson, 1950）は「居場所」との関

係性が示唆される。多様な人々が生活する複

雑な現代社会において、ありのままの自分を

表現でき、ありのままの自分でいられる「居

場所」を我々はどのように見つけ出していけ

るのだろうか。また、アイデンティティと「居

場所」はどのような関係にあるのだろうか。

本シンポジウムでは、多文化環境のなかで生

育・生活する人々を中心に、ありのままでい

られる「居場所」をめぐって、（文化的）アイ

デンティティや「居場所」について議論を行

った。 

話題提供者：鈴木一代・岡村季光・植松晃子・

石橋道子 

指定討論：佐野秀樹 

10.新旧友人関係及び学校へ

の認知が現在の居場所感に及

ぼす影響―コミュニティ・ア

イデンティティ及びトポフィ

リアの視点から― 

－ 平成 30年 10月 関西心理学会第 130 回大

会発表論文集 

p.59. 

（甲南大学） 

本研究の目的として，新旧友人関係及び学校

への認知が現在の居場所感に及ぼす影響につ

いて検討を行った。特に，学校への認知はコ

ミュニティ・アイデンティティ（CI）（野波・

加藤, 2009）及びトポフィリア（TP）（Tuan，

1974）に着目して検討を行った。その結果，

高等学校までの友人が“親友”として認知さ

れやすい傾向にあり，過去に所属していた CI

及び TPを重視する傾向がみられた。特に現在

の“承認的居場所”の感覚は，新旧友人及び

過去・現在 CIが規定因として認められ，過去

とのつながりが居場所を感じる要因として重

要であることが考えられた。 
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発行又は 
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概        要 

11.自己－他者関係及び特性

的自己効力感が現在の居場所

感に及ぼす影響―自分ひと

り，新旧友人関係への安心感

を手がかりに― 

－ 令和元年 11月 関西心理学会第 131 回大

会発表論文集 

p.35. 

（大阪教育大学天王寺キ

ャンパス） 

本研究の目的は，自分ひとり，あるいは新旧

友人と過ごす安心感及び特性的自己効力感が

現在の居場所感に及ぼす影響について検討す

ることであった。社会的居場所及び個人的居

場所を目的変数，自分ひとり・新旧友人への

各安心感評定，特性的自己効力感を予測変数

とする重回帰分析を男女別に行った結果，男

女とも特性的自己効力感が社会的居場所・個

人的居場所，新友人の安心感が社会的居場所

を予測することが認められた。 

12.大学生における居場所（安

心できる人）の日台比較 

－ 令和３年３月 日本発達心理学会第 32

回大会発表論文集 

p.99. 

（Webサイト内 

（http://www.jsdp.jp/ 

jsdp2021/）で開催され

た） 

本研究では，居場所（安心できる人）の日台

比較及び男女差を検討することを目的とし

た。日本在住の大学生 134 名と台湾在住の大

学生 92 名を対象に検討した結果，自分ひと

り，父親，きょうだいにおける安心感はいず

れも日本に比して台湾の得点が高かった。父

親やきょうだいへの安心できる評定は，文化

の違いが反映されたものであることがうかが

えた。 

共同発表者：岡村季光・林伯修・朱文增・陳

福士・多根井重晴 

本人担当部分：データ収集・分析・結果・考

察部分を担当 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

「その他」         

1.災害時における教師たちの

ノブレス・オブリージュ～そ

こにある「使命感」と「多忙

感」～ 

第４回 実証的研究からみえ

る教師の災害時における「使

命感」と「多忙感」の関連 

－ 平成 29年８月 教育 PRO 第 47巻第 17号 

通巻 1842号 

pp.8-9. 

教員の「使命感」と「多忙感」の相関性につ

いて，熊本地震において教員が果たした役割

をモデルとして，教員への意識調査をもとに

検討した。その結果，他群の教員は多忙感や

内的統制感が高まることで自らの存在価値や

意欲の高まりがみられるのに対し，熊本自身

で被災した教員群にそれらがみられないこと

から，一連の熊本地震への対応の長期のスト

レス状況にあることが推察された。一方，教

員からの聞き取り調査では，教員は自らより

も児童生徒を優先して心のケアに努める利他

行動が認められた。 

2.災害時における教師たちの

ノブレス・オブリージュ～そ

こにある「使命感」と「多忙

感」～ 

第８回 ベトナムにおける

「保護」の根底にあるもの 

－ 平成 29年 10月 教育 PRO 第 47巻第 22号 

通巻 1847号 

pp.8-9. 

ベトナムは様々な天災に見舞われているもの

の，災害の大きさに比して，被害が思いのほ

か小さい。そこには，災害等非常時における

「保護」の主体が関連しているという示唆を

得られた。本稿では，その「保護」意識の根

底について考察した。その結果，ベトナムに

おいては，近年の経済成長における都市化現

象が核家族化を進展させたものの，家族を重

要視するという観点も根強く残っている一

方，知らない人への警戒心は非常に強いこと

が伺えた。上述の「警戒心の強さ」は「保護」

意識の規定因である可能性が示唆された。 

3.災害時における教師たちの

ノブレス・オブリージュ～そ

こにある「使命感」と「多忙

感」～ 

第 12回 取り戻す日常と薄れ

ゆく震災の記憶 

～防災教育が持つ価値の提言

～ 

－ 平成 29年 12月 教育 PRO 第 47巻第 27号 

通巻 1852号 

pp.6-7. 

本稿では，日常を取り戻そうとする「復興の

ベクトル」と，震災の記憶のうち「想起のベ

クトル」が減少していくという相反する状況

の中で，防災教育が果たす役割について考察

を行った。古くから「津波てんでんこ」など

の教訓として後世に伝えられてきた事象を検

討した結果，防災教育の根幹は，残された「教

訓」の活性であることを見出した。 

共著者：松井典夫・岡村季光 

本人担当部分：先行研究収集・考察部分を担

当 
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教  育  研  究  業  績  書 

                                 令和 3 年 3 月 31 日 

                                       氏名 辻井 直幸  

 

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

教育学 音楽科教育法、合奏、声楽、合唱、実習指導、作編曲 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事     項 年 月 日 概     要 

１．教育方法の実践例 

(1) 新指導要領の効果的な展開への取り組み 

 

 

 

 

 

平成 13 年 7 月

～16 年 / 平

成 17 年 7 月～

平成 24 年 

 

 

 

指導要領が改訂されるたびに教科書も新しくな

り、教える事柄も変化する。そこで、効果的に

学習活動が行えるよう愛知県海部地域独自の年

間計画表を編成し直し、これを基に実際の指導

案づくりをすることにより地域の音楽科共通理

解を向上させた。 

(2) 生徒が意欲的に歌うことができる「簡易伴

奏」の開発 

 

 

 

 

 

 

 

平成 14 年 4 月 

～平成 24 年 

3 月 

 

 

 

 

 

 

教科書指導書には、歌唱の「本伴奏」と「簡易

伴奏」は掲載され、何れも歌声が完成してから

効果が上がるものが多い。初期段階では、メロ

ディをしっかりと提示し、更にビート感を前面

に打ち出した方が生徒に興味を持たせる指導で

きる。歌詞を覚えるために毎回歌うことが必至

であるが、飽きない伴奏は即興的に毎回変化が

必要である。独自の簡易伴奏（作編曲）法を確

立した。(蟹江町立蟹江中学校での実践) 

(3) より深く理解させるための鑑賞指導の在り

方。－表現と鑑賞の一体化を目指して― 

 

 

 

平成 17 年 7 月

～平成 24年 3月 

 

 

 

 

作品を正しく理解するためには、その曲の背景

にある文化の理解が必要である。さらに楽曲を

聴くだけでなく、実際に演奏をすることによ

り、より深くその曲を理解する方法を研究し

た。鑑賞後の感想等を言語活動と結び付け、よ

り深い鑑賞教育の在り方を追求した(蟹江町立蟹

江中学校での実践) 

 

(4) 質の高い合唱曲の発掘と新しい合唱曲集の

開発― ChorusAlbum「AmaSong」編集― 

 

 

平成 22年 1月 

 

よりよい教材を発掘し、愛知県海部・津島地区

の音楽教師で構成される「海部津島音楽教育連

盟」代表として、授業で活用するための合唱曲

集「AmaSong」を編集し、副教材にして授業の効

率化を図った。(蟹江町立蟹江中学校での実践) 

 

(5) 変声期を伴う時期の発声指導の在り方 

－ベルカント唱とファルセットの効果的な練

習方法－の開発 

 

 

 

 

 

平成 25 年 10 月

～27 年 3 月 

 

 

 

 

音楽の楽曲(歌唱曲)は、声楽的な発声で歌うこ

とを前提である。複数人で教室単位の授業を行

なう上で、合唱が一番有効な音楽形態である。

声が溶け合う必要性があり、地声では困難であ

る。この意味を生徒に理解させ、楽曲によって

声の質を変化させ、曲に合った歌い方ができる

発声練習方法を開発し教材を準備した。(蟹江町

立蟹江中学校での実践) 
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(6) 合唱指揮法のための指揮棒を使用した生徒

の理解しやすい独自の合唱指揮の開発 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 2 月

～27 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 

音楽的に完成された合唱を目指すには前に立つ

指揮者の役割が大きい。合唱指揮は声楽の特質

上、表現を重視するため横の動きが多く、指揮

棒なしで演奏されることが多い。その反面テン

ポやリズムの縦の線が甘くなる。指導の段階で

は指揮棒を使用し明確に打点を示す必要があ

る。生徒に指揮指導の際も「はりぼて指揮者」

ならない仕方を示した。(蟹江町立蟹江中学校で

の実践) 

 

(7)和楽器に興味をもって意欲的にとりくめる 

   説明とテキストの作成   

 

 

 

 

平成 28年～ 

現在に至る 

生田流師範を招き「お琴教室」を開催した。そ

のための授業時間の設定や使用する筝の奏法を

研究し、ゲストティーチャーの専門的な知識を

生徒用に解説した。授業用テキストを考案し、

新しい筝曲のアレンジに取り組んだ。(津島市立

藤浪中学校での実践) 

 

(8)言葉(歌詞)を生かした合唱指導の取り組み‐

楽語の本当の意味を感じた合唱指導― 

    

平成 28年～ 

現在に至る 

合唱曲は歌詞の内容を音楽であらわしていると

言える。優れた合唱曲は歌詞の意味と音楽が一

致している。その歌詞を音楽的に大切にし、楽

譜に書かれている記号の本当の意味を理解し、

機械的な演奏に陥らない合唱指導の在り方を追

求した。(津島市立藤浪中学校での実践) 

 

(9)裏拍を感じた合唱指導の開発 

-ハンドクラップを使った合唱指導- 

    

平成 28年～ 

現在に至る 

フレーズの歌い方は低学年の指導ではオンビー

ト(表拍)を感じるだけでよいが、音楽レベルが

上がるほど、裏拍が必要である。しかし「裏拍

を意識して歌う」を理解するのは困難で、８分

音符を基準にして「ハンドクラップ」を使って

行う「リズム唱」を考案し活用した。(津島市立

藤浪中学校での実践) 

 

２ 作成した教科書，教材 

(1) 合唱曲集「AmaSong」を編集・監修・執筆し

副教材とする。  共著 

 海部津島音楽教育連盟発行 【再掲】 

 

平成 22 年改訂

第 1 刷 

平成 24年第 2刷 

 

 

中学校での歌唱指導は変声期の影響もあり、難

しい問題が多い。特に中学生が好む音楽はテレ

ビラジオの影響もあり、教科書離れが著しい。

そのため質の高い合唱曲の発掘が必要である。

そこで海部地区独自の合唱曲集(AmaSong)を発行

し地区の全部の中学校で使用した。 

 

(2) 合唱指揮のための生徒に分かりやすい指揮

図の作成 

平成 23 年 10 月 

 

指揮の基本図形を示し、さらにそれらが実際の

楽曲のどの部分で使用するのかを、楽譜上に分

かりやすい図形(〇、△、□)で表記させ、より

実践的な指揮が行えるような、特別楽譜を準備

した。 

（蟹江町立蟹江中学校で使用） 

 

(3) ベルカントとファルセットを練習するため

の模範 DVD の編集 

 

平成 25 年 5 月 

 

声楽的な正しい発声法は、中学生にとって、と

ても難しいものである。そこで、分かりやすい

発声の仕方を馴染み深い楽曲から精選し、DVD

を編集して生徒に掲示した。 

（津島市立藤浪中学校で使用） 

 

(4) 教育実習要項の作成(実習の手引き) 

 

平成 25 年 8 月 

 

 

津島市立藤浪中学校での教育実習生受け入れの

「手引き」をまとめた。特に音楽の実習生に特

化したものなので、他の中学校にも活用され

た。 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   
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学生による自己評価委員会アンケート 

奈良学園大学「器楽演習Ⅳ」の学生アンケート 

 

令和元年 10月 

 

 

 

「器楽演習Ⅳ」本来はパーカッションのみの演習

であるが、曲により他の楽器との調整が必要にな

る場合の具体的な配慮を指導した。そのため自由

参加で履修学生以外の参加も認め合同での指導

を行った。 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

(1) 津島市立藤浪中学校縦割りブロ合唱祭の合

唱指導(選曲や伴奏者確定のためのオーディショ

ンも含む)を行う。 

 

 

 

 

 

平成 24 年～令

和元年 

 

 

 

 

特別活動と音楽科を合科的に進めるため、合唱コ

ンクールを縦割り活動にして、上級生がリーダー

となって練習を担い、良い声の見本を下級生に示

した。途中段階ではブロックごとに指導を行い、

当日は絶対評価で審査した。良好な人間関係を構

築した。 

(2)愛知県海部津島地区教育研究集会音楽部会の

助言者 

(愛知県海部地方現職教育委員会主催) 

 

平成 27 年 10 月 

 

 

 

新学習指導要領「共通事項」の研究助言を行った。

海部津島地区の音楽教師全員が集まる中で、この

地域の音楽教師のスキルアップに貢献した。 

 

(3）愛知県海部津島地区教育研究集会音楽部会助

言者(愛知県海部地方現職教育委員会主催) 

 

平成 28 年 10 月 

 

「響き合える子」のテーマの基、「ICT を活用し

た音楽授業の在り方」について助言を行った。次

期学習指導要領で扱われる「主体的な学び」につ

いて、目標が大切と、指導・助言した。 

 

(4)教育研究集会音楽教育部会の共同研究の助言

者(愛知県海部地方現職教育委員会主催) 

 

平成 29 年 10 月 

 

継続テーマの「響き合える子」について助言を行

った。サブテーマの「思いが伝わる音楽活動」に

ついては、特に合唱曲の選定と楽曲について「何

を教えたいのか」というねらいをしっかりと持つ

ことが大切であると指導・助言した。 

 

(5)教育研究集会音楽教育部会の共同研究の各校

別発表者(愛知県海部地方現職教育委員会主

催) 

 

平成 30 年 10 月 

 

あま市立甚目寺東小学校で開催された、教育研究

会でテーマ「響き合える子」－思いが伝わる音楽

活動－についての共同研究において、津島市立藤

浪中学校での実践「走る川」を DVD に録画し「歌

詞の意味と音楽は一致する」ことを証明し発表し

た。 

 

(6)教育研究集会音楽教育部会の共同研究の各校

別発表者(愛知県海部地方現職教育委員会主

催) 

 

令和元年 10 月 

 

愛西市立市江小学校で開催された、教育研究会で

テーマ「響き合える子」－思いが伝わる音楽活動

－についての共同研究において、津島市立藤浪中

学校での実践「君に届け」で「歌詞を大切にする

ことが音楽的理解に大きく繋がり、より良い合唱

になること」を DVD 録画により証明し発表をし

た。 

 

５ その他   

(1)地域ジュニアバンドの指揮・指導を通して 

  地域青少年教育活動指導 

   

 

平成 11 年～ 

平成 23 年 

社会福祉課協力の下「海部地区のジュニアバン

ド」を組織しこの地域に住む小中学生が休日に自

由に吹奏楽活動に参加できる場を提供した。発表

は三重県にある「志摩スペイン村」や、愛知県テ

ーマパーク「ラグナシア」に参加。特に愛知万博

『愛・地球博』会場では、来場者が全国に及び、

吹奏楽の普及に寄与した。また東京ディズニーリ

ゾートのオーディションに合格し、吹奏楽演奏を

行った。 

 

(2)マーチングの魅力の啓発のためトップ校で 

編成する「メモリアルバンド」の教育活動 

平成 21 年～令

和元年 

マーチング全国大会小編成の部で何度もグラン

プリを獲得した名古屋女子高等学校を中心に約

150 名でバンドを編成し「名古屋まつり」の吹奏
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楽連盟の行事等に積極的に参加した。特に愛知県

吹奏楽連盟の主催する「動くコンサート」は、「名

古屋ドーム」で行われ大規模である。また、名古

屋駅地区振興会開催「ナゴヤ・エキトピアまつり」

は平成 21 年から毎年参加し指揮・指導をした。

延べ 10 万人観客にマーチングの魅力を広報する

ことができた。 

 

(3)指揮者としての教育活動 平成 22 年～令

和元年 

名古屋市の文化振興会企画、日本マーチングバン

ド協会東海支部と愛知県吹奏楽連盟が共催する

「ナゴヤマーチング＆バトンウェーブ」では、

2010 年より毎年、高校と合同バンドを組織し、

その指揮・指導を行った。世界的なトランペッタ

ー「エリック・ミヤシロ」や「Blast」のドラマ

ー石川直とトランペッターの米所大夢氏、「米米

CLUB」のサキソフォン奏者織田浩司氏、等の有名

奏者と約 3000 人観客の前で共演。その後、市民

吹奏楽団等や高校定期演奏会など、多くの団体か

ら客演指揮の依頼がある。 

 

(4)教職員の音楽教育活動の指導支援 平成 24 年～令

和元年 

教員で編成する「海部ディレクターズバンド」が

毎年、海部津島現職教育委員会の主催する「教育

講演会」等のアトラクション演奏を依頼された。 

 

(5)ピアニストとしての地域貢献教育活動 

 

平成 25 年～令

和元年 

地域ボランティア活動を、毎年ピアニストとして

行っている。全てのジャンルの曲を瞬時にピアノ

簡易伴奏に変換し初見演奏する独自の演奏法を

身に着けている。その場の雰囲気やリクエストに

応え楽しく演奏し老若男女問わず好評を博して

いる。特に津島市の「六寿園」は、毎年訪問を続

け、約 100 名の入園者に好評を得る。 

 

(6) 吹奏楽・マーチング大会審査員としての教 

育活動 

平成 25 年～令

和元年 

全日本吹奏楽連盟と朝日新聞社が共催する「全日

本マーチングコンテスト」の三重県大会や愛媛県

大会、また四国支部大会。また日本マーチング協

会関西支部が主催する「マーチングバンド関西大

会」など、全国大会への代表を決めるための審査

員を務めた。 

 

(7)吹奏楽・マーチングの指導者養成教育 平成 28 年～令

和元年 

愛知県吹奏楽連盟主催のマーチング MM 講習会や

コンテ講習会、海部地区小中学校吹奏楽連盟主催

のバンドクリニックなどで指導講師を数多く務

めた。 

 

(8) マーチング技能検定員としての指導者教育 平成 30 年 6 月 

令和元年８月 

2 年間、一般社団法人「日本マーチングバンド協

会」の認定する 3 級・4 級の技能検定を愛西市佐

織総合体育館で行い、150 名の試験官を担当し

た。 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事     項 年 月 日 概     要 

１ 資格、免許 

・中学校教諭一級普通免許（音楽） 

・高等学校教諭二級普通免許（音楽） 

・日本マーチングバンド協会 公認指導員 

 

・日本マーチングバンド協会技能検定講師資

格 

 

 

昭和 57 年 3 月 

昭和 57 年 3 月 

平成 29 年 1 月 

 

平成 29 年 1 月 

 

平成 29 年 2 月 

 

昭五六中一普第4682号（愛知県教育委員会） 

昭五六高二普第5417号（愛知県教育委員会） 

公認証M第207号（一般社団法人日本マーチングバ

ンド協会任命） 

技能検定の講師資格 No.02155 MM講師 

（一般社団法人「日本マーチングバンド協会」） 

技能検定員資格 No.02155 MM技能 
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・日本マーチングバンド協会技能検定員 

 

・日本マーチングバンド協会ライセンス検定

員 

 

平成 31 年 2 月 

（一般社団法人「日本マーチングバンド協会」） 

2020年指導ライセンスの検定員資格 No.02155 

MM検定（一般社団法人「日本マーチングバンド協

会」） 
２ 特許等     

なし 
 

  

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
 
(1)音楽科主任 
 

 
 
昭和 58 年～令和
元年 

 

37 年間、音楽科主任を務めた。教科の目標と指導

計画を綿密に立て、平素の授業や各行事などでは

音楽科の特色を生かした企画・立案をした。日常

生活の音楽、給食準備の音楽、清掃活動時の音楽、

下校放送などの楽曲の選定や運用を行い、学校全

体に音楽を活用した。学習指導要領に求められる

目標に向かって、生徒の実態をつかみ、より良い

指導の方策を企て授業にあたった。評定だけでな

く、過程の活動の評価を大切にした。その評価は、

自己の指導の振り返りとし、何よりも、「楽しい

授業」を念頭におき、高度な技能を習得させるこ

とよりも生涯にわたり音楽を愛好する心情を培

うことを主眼に置いた。 

 
(2) 学級担任 
 
 

昭和 58 年～平成
11 年 /  
平成 14 年～23 年
まで 
 

30 年間、学級担任を務めた。基本的生活習慣の

定着、その上で学習を大切にさせ、集団を生かし

た学習活動の展開を図った。特に、クラスの協力

や団結力を高め、リーダーづくりにも力を入れ

た。そのために、それぞれの役割を考え、理解さ

せて、生徒の主体的な活動を推進していった。 

 
(3) 教育実習生指導教官 
 

昭和 60 年～ 
令和元年 

各大学から数十名に及ぶ教育実習生を受け入れ

た。そこでは実習の心構え、音楽授業の実際を指

導した。生徒理解、目標とそれを達成するため指

導案作成と評価を指導した。最終の研究授業で

は、目標の達成度を計り、授業研究協議会でまと

めをした。 

 

(4) 学年主任 

 
 

平成 11 年～平成
13 年 /  平成 24
年～平成 30 年 
 

 

10 年間、学年主任として、学年全体の方向性を

決定した。問題行動の解決や保護者への協力要請

などを率先して行なった。学年集会は定期的に行

うものと、時々に応じて必要な内容でタイムリー

に開催するものなど、メリハリをつけて生徒への

学年目標の定着を図った。 

 
(5) 音楽科における特別支援教育の推進 
 
 
 
 

平成 24 年～令和
元年 
 

生徒の個別支援計画を立て授業を担当した。自閉

傾向にある生徒には、「こだわり」のある部分は

尊重しながらも、なるべく幅広く興味・関心が持

てる授業になるよう工夫した。 

 

(6) 部活動顧問の指導 
 

  

〇蟹江町立蟹江中学校での吹奏楽部顧問 平成 14 年～平成
23 年 

全日本吹奏楽コンクール「東海大会」にドビュッ

シー作曲「弦楽四重奏曲」で愛知県代表として参

加し、銀賞を受賞。また中部日本吹奏連盟主催第

46 回中部日本大会にフランク作曲交響曲３番

「オルガン付」で愛知県代表として参加し、優秀

賞を受賞。日本マーチングバンド協会全国大会に

は延べ７回参加。全日本吹奏楽連盟・朝日新聞社

主催「全日本マーチングコンテスト全国大会」に、

延べ４回参加する。 
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  他にも、ディズニーランド等の招待演奏や愛知万

博『愛・地球博』に参加。バレーボール国際大会

「ワールドグランドチャンピオンズカップ」のハ

ーフタイムでの応援演奏を依頼され、人気アイド

ルグループ「KAT-TUN」と共演。また京都で開催

された「第 26 回国民文化祭・京都 2011」で招待

演奏を披露する。 

 
〇津島市立藤浪中学校での吹奏楽部顧問  
 

平成 24 年～令和
元年 

津島市開催の平和祈念事業「平和の集い」で依頼

演奏をする。「第 42 回マーチングバンド全国大

会」出場し「手古奈の伝説」をテーマに自作曲「月

夜見の笛」で銀賞を受賞する。 

 

４ その他 

〇中部日本吹奏楽連盟 優秀指導者賞 

 

〇愛知県津島市教育委員会表彰 

 

平成 16 年 3 月 

 

平成 31 年 4 月 

 

蟹江中学校吹奏楽部を中部日本大会出場に導い

た指導への功績 

多年にわたり津島市の音楽教育の振興に貢献し

た功績 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書、学術論文等の名称 
単著・

共著の
別 

発行又は発表
の年月 

発行所、発表

雑誌等又は発
表学会等の名

称 

概      要 

（著書） 
(1) 合唱曲集「AmaSong」 

 
共 

 
平成 22 年改訂
第 1 刷 
 
平成 24 年第 2
刷 
 

 
海部津島音楽
教育連盟発行 

中学校での歌唱指導は、変声期の影響もあり、難しい問題が

多い。特に中学生が好む音楽はテレビラジオの影響もあり、

学校の教科書離れが著しい。そのため質の高い合唱曲の発掘

が必要である。そこで海部地区独自の合唱曲集(AmaSong)を

発行し地区の全部の学校で使用した。 

Ａ4版 ｐｐ1―ｐｐ240 

共著者：加藤利彦 （選曲担当）他5名 

本人担当部分：全体構成と20曲の解説執筆pp30－pp50 

(2) 次世代の音楽科指導－

音楽教師に求められる資

質・能力－ 

(印刷中) 
 

単 令和元年 12 月 ＥＲＰ出版 小学校から高等学校までの音楽科教育の目標・

内容についての基本をおさえ、指導計画および

指導案の作成・さらに評価を生かした授業づく

りについて、実例を示して述べている。指導法

では、発達段階に対応した指導・支援方法のポ

イントについて述べ、特に器楽演奏と合唱（日

本の伝統的な歌唱法を含む）を中心として、共

通教材にポイントを当てて述べている。最後に

音楽科教育実習ならではの心得を掲載した。 

Ｂ5 版 pp１－pp80 

 

(学術論文等) 

 

(1) 演奏の妨げとなる過緊

張（あがり）の軽減につ

いて 

 

 

 

 共 

 

 

平成 31 年 3 月 

 

 

奈良学園大学

紀要第 10 集 

（10 頁） 

 

 
 

優れた技能があるが、本番で実力を発揮できな

い生徒に配慮した指導法を論じた。過度の「あ

がり」のメカニズムを研究し、生徒アンケート

を基に指導方法を示した。過去の失敗のイメー

ジに向き合う、成功体験の積み重ね、あがって

も演奏可能なメンタルの養成、集団演奏のメリ

ットなどを提案した。実際に実践して、生徒の

変化の過程と指導の効果を検証した。 

本人担当部分：メカニズム研究と実践と検証部

分を単著 pp99～pp108 

共著者：辻井直幸、大西雅博、 
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(2) 義務教育（中学校）に

おける合唱指導の困難さ

とその打開 
 

 共 平成 31 年 3 月 奈良学園大学

「人間教育」

第 2 巻第 2 号 

 
 

歌唱指導について、音楽を巡る社会的背景と特

に成長期の抱える問題点を明確にし、効果的な

指導を論じた。特に日本人的発声から伝統的な

西洋のベルカント唱法への移行指導、変声期の

指導について具体的に論じた。発声指導とファ

ルセット、楽曲に応じた歌い方、性別による指

導などを中心に、実際の授業で楽曲を選定し、

段階的に「良い声」を出せるように指導検証を

行った。 

 

本人担当部分：全本執筆、pp51～pp60 

共著者：辻井直幸、大西雅博 
 
 

(3) 音楽科における合唱

のための発声練習法－

短期間で効果的な指導

法に視点を当てて－ 
 

共 令和元年 9 月 奈良学園大学

「人間教育」

第 2 巻第 8 号 

 
 

生徒は日常的に、音楽的な発声を行う機会がな

いから声楽的発声は難しい。本稿では、まず生

徒が「流行歌」と言われる曲を好む理由を考え、

さらに NHK 合唱コンクールの歴史に触れ、その

曲の活用を論じる。合唱に向けての発声の短期

間でも可能な効果的な指導方法（音階練習をす

る。美しく響く音を聴き取る。響きを記憶させ

て歌う。高い音の練習に入る。サイレンの練習。

オクターブ上で歌う。）を提案する。これをセッ

トで繰り返すと有効であることを実践的に論

じた。 

本人担当部分：全文執筆、pp183－pp192 

共著者：大西雅博、辻井直幸 

 

(4) 音楽教育で使用する

「音」の理解 
－「楽典」の理解を効果的
に支援する音楽指導法
－ 

単 令和元年 9 月 奈良学園大学

「人間教育」

第 2 巻 8 号 
 

音楽は目に見えない音を、誰にでも見えるようにす

る試みである。器楽演奏にも合唱においても、楽

譜の意味は大きく、最も音楽を形に表したもの

であるといえる。本稿では、楽譜に焦点を当て、

その歴史的な成立の過程を記した。また生徒

が、より興味を持って取り組む音楽指導の、特

に楽典の指導方法を提案した。世界や日本の伝

統的楽譜の歴史的な成り立ち、楽譜の見方（音

の３要素、音の分類）、その他の日常音、「音」

の表し方を、順を追って論じるたうえで、具体

的な指導方法に導入して検証結果を述べた。 

pp211～220 

 

(5) 新しい時代に向かう

鑑賞教育 
 

 共 令和元年 9 月 奈良学園大学

紀要第 11 集 
 

従来の鑑賞教育と言えば、鑑賞後に感想を書か

せるだけのものが多かった。しかし、学習指導

要領の変遷に沿って、その曲の背景となる地域

や文化を研究させ、自分の言葉で根拠を持って

説明できる鑑賞能力の育成を目指す必要性を

論じた。新学習指導要領に求められる、言語教

育やメディアと結びついた方向を示した。ま

た、教科書に載っているという理由だけの鑑賞

曲選曲にとどまらず、指導者の深い楽曲理解を

伴う、新しい時代に合った作曲家の作品の選択

視点を示し、鑑賞教育の在り方を具体的に例示

をして論じた。 

本人担当部分：全文執筆 pp113－123 

共著者：大西雅博、辻井直幸 
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(6) 教職の専門性と教育

実習の意義 

 共 令和元年 9 月 奈良学園大学

「人間教育」

第２巻第 8 号 

 

教職の専門性と教育実習の意義について、音楽

科の立場から論じた。専門性を２つに分類し、

批判的合理主義、職の特質の視点から、専門性

を述べた。教育実習の意義は、教育現場の体験、

教育理論と指導技術の獲得、自己の人間性の自

覚にあるとした。教育実習生に求める資質は、

学びへの意欲と謙虚さの両面、自分磨きの向上

心であると示した。また、学校は社会の縮図と

気づくことの大切さを記した。さらに音楽の教

師独自に求められる資質能力と、そのために求

められる指導法も論じた。 

執筆担当部分：教育実習の意義、教育実習生に

求める資質と指導法の部分を単著 pp193－

pp200 

著者：辻井直幸、松田智子 

 

(7) 成長し続ける教師と

なるために 

―「使命感」と「職務遂行

力」と「自己統制力」に視

点をあてて― 
 

共 令和元年 10 月 
 

奈良学園大学

「人間教育」

第 2 巻第 9 号 
 

教師の成長とは何かを、「使命感」と「職務遂行

力」と「自己統制力」に視点を当てて論じた。

使命感は、師範学校の「教育学教科書」を参考

に、「職務遂行力」については、まず教育実践力

に焦点を当てて、教育課程編成、授業の展開に

おける具体的配慮等について論じた。最後に、

現在の「快楽原則」の価値環境において、自己

統制力の必要性を述べ、教師として、自己の精

神的内面をいかに自己統制するかが成長につ

ながることを提案した。 

執筆担当部分：教師の成長段階「守」「破」「離」

の部分と自己統制力とまとめの部分単著  

pp234―241 

共著者：辻井直幸、松田智子 

 

(8) 「教育における守・破・

離」－日本伝統音楽の修

得を参考にして－  Ⅰ

（印刷中） 

単 令和元年 11 月 

 

教育プロ 
第 49 巻 
第 25 号 

教師の成長を日本の伝統文化の習得を参考に

して、「守・破・離」の学び方、時期になぞらえ

て、論じた。特に箏の習得の段階を詳細に説明

して例示し、「守・破・離」の時期の意味すると

ころを具体的に記した。この 3 段階はホップ・

ステップ・ジャンプのような次々と階段状に上

るものでなく螺旋状に向上するものであると

記した。2 頁 

 

(教育実践記録等) 

(1) 音楽実習ノート 

 

 
 
単 

 
 
平成 24 年 5 月 

 

津島市立藤浪

中学校音楽科 

 

 

毎年教育実習生を指導し、その際使用した冊子

をまとめた。教育実習生の心得、公務員として

守るべき法律、学級担任としての仕事内容と校

務分掌、教材研究と指導案作成の実際、生徒理

解と授業の展開、研究授業への目標と評価等に

ついて具体的に記載して事前に学習すること

を指示した。 

A4 版 10 頁冊子 

 

(2) ジュニアバンドと劇

場の在り方 

 

単 平成 25 年 3 月 「世界劇場会 
議 国際フォ 
ーラム 2011」 
の報告・論文 
集 

愛知県ジュニアバンド指導者の代表としてパ

ネラーを務めた報告集である。「劇場の役割と

進む道」－すべての人々に喜びを！－というテ

ーマで劇場と演奏の在り方について論じた。

Session-4 でパネラーとして討論に参加した様

子と、日頃のジュニアバンドでの合奏指導と研

究活動について報告した。ｐ245～ｐ262 
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(3) 教育実習要項作成 
(音楽科実習の手引き) 

 

単 平成 25 年 8 月 津島市立藤浪

中学校音楽科 

 

津島市立藤浪中学校での教育実習生受け入れ

の「実習ノート」を再度見直してまとめたも

の。特に音楽科の実習生に特化したものを作

製し、市内の他の中学校でも活用された。 

A4 版 10 頁冊子 

 

(4)基本を大切にした合唱
指導 

単 平成 26年 10月 海部地方現職 

教育研究会発

行 

藤浪中学校の実践（今咲き誇る花たち）を DVD

を使い、基本的な技術指導を大切にしながら

も、意欲が音の支えに繋がる合唱の在り方を

追求し論じた。 

A4 版 4 頁冊子と DVD 

 
(5)歌詞の意味と音楽の一

致について 
単 平成 30年 10月 海部地方現職 

教育研究会発
行 

[響き合える子～思いが伝わる音楽活動～につ

いての共同研究を藤浪中学校の実践（「走る

川」）を DVD を使い、歌詞の意味と音楽は一致

することを証明し発表した。 

A4 版 4 頁冊子と DVD 

 
(6)歌詞を大切にした音楽

理解の深化 
単 令和元年 10 月 海部地方現職 

教育研究会発
行 

響き合える子～思いが伝わる音楽活動～につ

いての共同研究を藤浪中学校の実践（「君に届

け」）を DVD を使い、歌詞を大切にすることが

音楽的理解に大きく繋がり、より良い合唱に

なることを実践発表した。 

A4 版 4 頁冊子と DVD 

 
(その他・音楽作品等)     

(1)吹奏楽アレンジンジ 20

選  

 

単 平成 24 年 9 月 WinDo（web 出

版） 

 Music office Onishi よりペンネーム「斎宮八

千代」としてロシアの大作曲家達の名曲を中心

に吹奏楽用のアレンジ 20 曲（1 曲 3 分）を出版

する。（スコア 300 頁） 

 

(2)「ソアレコンサート」用

アンサンブル曲アレ

ンジ 12 種  

 

単 平成 25 年 4 月 MAESTRO（web

公開） 

「翼をください」をテーマとして、多様なアン

サンブル形態で演奏できるようアレンジし 12

曲（１曲３分の 12 ヶ月分）を「ソアレコンサー

ト」のためにボランティア提供をした。（スコア

24 頁） 

(3)Simple is Perfect ！ 
による究極のバンド指
導 

単 平成 27 年 9 月 ジャパンライ

ム株式会社 

 

吹奏楽とマーチングのための指導用に DVD3 枚 

組 180 分を出版しそれぞれに指導のための解 

説をした。新任顧問やバンド指導初心者でも即 

実践できるように、実写映像と解説を一体化し 

ている。 
(4)実践ドラムメジャー 共 平成 28 年 6 月 愛知県吹奏楽

連盟発行 

 

ドラムメジャー（指揮杖のテクニック）のため

の指導 DVD3 枚組 90 分を作成し出版した。内容

は、パレードコンテストに初めて参加するバン

ドやドラムメジャーの指導に苦慮する吹奏楽

部の実態に合わせて、見ればすぐ使えるような

実践的指導 DVD となっている。 

本人担当部分：監修者として、制作のための全

体の台本全てを執筆した。 

共著者：佐藤祐季（実技指導）、東邦高校マーチ

ングバンド部（演技） 

 

(5)「ラプソディインブル

ー」Ｇ.ガーシュイン作

曲、辻井直幸 編曲  

 

単 平成 29 年 6 月 WinDo（web 発

行） 

 

兵庫県双星高校吹奏楽部の依頼により有名な

オーケストラ曲「ラプソディインブルー」のマ

ーチングバンドで演奏できるようにアレンジ

し指導を行った。ジャズとロック、ポップスの

ティストをふんだんに使った豪華なアレンジ

で好評を得た。（バンドスコア 40 頁） 
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(6)「バッハロックブル

ー」 J.S.バッハ作曲 

辻井直幸 編曲   

 

単 平成 30 年 7 月 WinDo（web

発行） 

 

愛知県春日井西高校吹奏楽部の依頼により有

名なバッハの名曲を５曲織り交ぜ、マーチング

バンドで演奏できるようにアレンジし指導を

行った。バロック音楽の新たな可能性に聴くも

のを虜にする秀作。（バンドスコア 40 頁） 

(7)「Canon」パッヘルベル

作曲、辻井直幸 編曲  

 

単 平成 30 年 7 月 WinDo（web 発

行） 

 

～和と洋が奏でる響き～「箏とピアノによるラ

ンチタイムコンサート」でパッヘルベル作曲の

「カノン」（5 分）を 筝とピアノで演奏できる

ようにアレンジし演奏指導も行い、和楽器演奏

の新しい可能性にチャレンジした。（スコア 5

頁） 

(8)「春の海」宮城道夫作

曲、 

辻井直幸 編曲   

 

単 平成 30 年 9 月 WinDo（web

発行） 

 

第 21 回ミッドランドスクエア音楽祭（名古屋

駅前）が開催され 宮城道夫作曲の「春の海」を

筝とピアノで演奏できるようアレンジした。8

分の演奏指導も行い、全く違う「和と洋」の新

しい音楽の融合を実現した。（スコア 5 頁） 

(9)「ラストタンゴインブ

ルー」Ａ．ピアソラ 作

曲       

辻井直幸 編曲 

 

単 平成 31 年 2 月 WinDo（web

発行） 

 

愛知県東邦高校マーチングバンド部の依頼に

より有名なピアソラの名曲を４曲織り交ぜ、マ

ーチングバンドで演奏できるようにアレンジ

し指導を行った。タンゴの強烈なリズムとアコ

ーディオンの音色を意識した他に類を見ない、

エキゾティックな仕上がりとなっている。（バ

ンドスコア 40 頁） 

 

(10)「ホワイトロード」   

パットメセニー、他作曲 

辻井直幸 編曲   

 

単 令和元年 6 月 WinDo（web

発行） 

 

愛知県の一般マーチングバンド「インペリアル

サウンズ・ドラムアンドビューグルコー」から

の依頼によりゲーム音楽とポップスの融合し

た新たなマーチングバンドの可能性を追求す

る作品。使用曲は「Altal」「残月」「シングルア

ゲイン」「ミヌアノ」の４曲となっている。（バ

ンドスコア 50 頁） 

 

(11)「童歌幻想」 

 辻井直幸 作曲   

 

単 令和元年 7 月 WinDo（web

発行） 

 

愛知県東邦高校マーチングバンド部の依頼に

より、日本の童歌を題材に完全オリジナルで作

曲した。有名な童歌を彷彿とさせる独自の作風

は、マーチングバンドで演奏することにより、

和と洋の斬新なコラボレーションを実現した。

（バンドスコア 50 頁） 

 

(12)「To Be Vivid 

Stars」 

 八木澤教司 作曲 

辻井直幸 編曲    

 

単 令和 2 年 10 月 WinDo（web

発行） 

 

静岡県浜松市立高校吹奏楽部の依頼により、八

木澤教司作曲の吹奏楽曲をマーチングバンド

用にアレンジし指導を行った。中間部分にテー

マをポップス調にアレンジしコラージュした

が原曲の作者（八木澤氏）より好評価をいただ

いた。（バンドスコア 40 頁） 

 

(13)「天空のフーガ」 

 J.S.バッハ作曲 

辻井直幸 編曲    

 

単 令和 3 年 1 月 WinDo（web

発行） 

 

愛知県春日井西高校吹奏楽部の依頼により、前

回に引き続き、バッハの名曲を６曲織り交ぜ、

マーチングバンドで演奏できるようにアレン

ジし指導を行った。コロナ禍のため大会（令和

２年度）は開催されなかったが、名古屋マーチ

ングバトンウェーブで初演し好評を博す。（バ

ンドスコア 40 頁） 
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教 育 研  究  業  績  書 

令和３年３月３１ 日 

氏名 西江なお子   

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

教育学 家庭科教育、食育、授業づくりの方法技術  

教  育  上  の  能  力  に  関  す る  事  項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 
(1)児童の授業後の振り返りを、フィード
バックさせることで形成的な評価を活用
する実践

平成 16 年 4 月
～21 年 3 月 

全ての授業後に児童の振り返りを、次時の
初めに学級全体にフィードバックさせ、個々
の学びの内容の違いと共通点を認識させ、ど
のような学び方が重要であるかを、児童に自
覚さえる取り組みを行った。授業の知識量と
しての差は、他のクラスと比べて顕著には現
れなかったが、児童の学習に対する意欲が高
まり、クラスへの所属意識までも高まりを見
せた。 
（大阪府池田市立石橋南小学校での実践）  

(2)高光源特殊ライトを用いた快適な住ま
いの指導法の実践

平成 23 年 2 月 特別活動と総合的な学習の授業として、日
常の清掃活動への取り組みの問題点を振り返
らせ、清掃の意義を実感させるための手段と
して、「見える化」をはかって授業を行った。
一見汚れがないと思われる場所を、高光源特
殊ライトを用いて照らし、拭いきれていない
ごみや汚れを見せ、自分たちの清掃態度を根
底から考えさせる実践研究である。この活動
により、清掃の必要性を実感した児童はその
後の清掃活動への取り組みが大きく変容する
と同時に、家庭での実践へとつながった。  
（大阪教育大学附属池田小学校の実践） 

(3)節電の効果とその意義を、実感を伴っ
た理解へと導く「見える化」を図る実践

平成 25 年 2 月 家庭科と総合的な学習の実践である。東日
本大震災後、節電という言葉を聞くが、継続す
るのは難しい。節電の意義を理解し実践する
児童を育てることは重要である。そこで、課題
を見出し、節電の方策を考え、自分にできるこ
とをする力を養う授業を行った。労力と電気
の関係を実感するため、自転車発電機で実際
に発電させる。また待機電力を測定し、その電
力を年間に換算してどれほどの節電に繋がる
のかをデータ化する。こうした実際に体を動
かしたり数値化したりするなど様々な「見え
る化」のアプローチを経て、節電を実感させ
た。児童は校内の無駄な電気の消灯などに積
極的になった。 

(大阪教育大学附属池田小学校の実践 ) 

(4)住環境の汚れに対し、意識下から意識
化へと児童を変容させる指導法の実践

平成 26 年 2 月 家庭科の実践である。ドアノブや電気スイ
ッチなど不特定多数の人が触れる場所や、一
見きれいに見える壁や机まわりなどにも、拭
いきれていない汚れが付着していることを光
線の特殊なブラックライトを用いて照射し
「見える化」する。そしてそれが人体に与える
影響を考え、「きれいなはず」という意識を覆
しどうすれば見えない汚れを取り除き、  
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気持ちの良い環境づくりが実現するかを考え
させた。実際に自分の身近な物を雑巾等で拭
い汚れを実感させることで、その後の清掃態
度が激変すると同時に家庭でも同じような報
告を保護者から受け、家庭での実践に繋がっ
た。 
(大阪教育大学附属池田小学校の実践 ) 

(5)生活実践力向上を目指した小学校家庭
科指導法の実践

平成 26 年 5 月
～平成 27 年 3
月 

小学校第５、６学年生を対象に、児童・教員の
最も関心の低い分野である清掃学習におい
て、本授業モデルによる実践を通して生活実
践力がいかに高まるかを検証・考察した。その
際、授業モデルの有効性を検証する目的で診
断的評価・総括的評価を行い、児童の意識、態
度の変容を調査した。また、家庭科の教科目標
に対する評価も行った。教科の目標に対する
評価においては４観点全てにおいて４段階評
価の上位４、３が 85％以上を占め、概ね達成
している結果となった。授業のまとめとして
授業対象学年以外の児童に清掃の必要性のプ
レゼンを 5・6 年生が行い、学校全体で清掃の
取り組みが活発となり活動が定着し成果を得
ることができた。
（池田市立石橋南小学校の実践） 

(6)大学生の衣食住の知識・技能の向上を
目指した講義の実践

平成 28 年 4 月
現在に至る 

大学生を対象に、衣食住の知識・技能のレディ

ネステストを行い、実態を把握した。結果、個

人差が大きく小学生からの家庭科の学びが定

着していない学生が多く見られた。この実態

を受け、毎時に知識・技能の小テストを行い、

課題解決に向けての具体的な対策を考えさせ

た。学びの定着と実践の日常化を図るために、

家庭科新聞の作成及び家庭での取り組みシー

トを継続的に書かせることで、学生自身に知

識・技能の定着の成果を実感させることが出

来、結果として成績が上昇する学生が増加し、

ある一定の成果を得ることが出来た。

（奈良学園人間教育学部「衣食住の理解」での

実践）

(7)大学における学生主体とした指導法の
実践発表

平成 29 年７月 大学における学生主体の講義の在り方につい
ての実践発表を、本学教員行った。使用教材・
教具の選定、グループ活動方法、学修ノートの
記録の取らせ方、また 90 分の時間配分や課題
の出し方など、学生が積極的に講義に参加し、
学修するための様々な手立てを具体的に発表
した。学生たちを能動的に講義に参加させる
方法であり、取り入れてみたいという教員の
声を聞くことが出来、ある一定の成果を得る
ことが出来た。 
（奈良学園大学人間教育学部「衣食住の理解」
「家庭科指導法」での実践） 
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(8) 家庭科を基盤とした教科横断的な
「いのちの教育」の実践 

平成 30 年 10
月～平成 31 年
3 月 

 家庭科を基盤とした教科横断的な「いのち
の教育」を、動物愛護の視点を取り入れること
による有効性の実証に向けて実践した。児童
の身近な存在としてペット（特に犬・猫）のい
のちに注目し、「犬に名前を付ける日」の映画
監督である山田あかね氏、動物保護に携わる
NPO 法人「犬猫みなしご救援隊」代表中谷百合
氏を招き、児童、保護者、地域住民を対象とし
た「いのちの教育」を実施した。朝日新聞社及
び大阪北摂地域のマスメディアの取材を受
け、いのちの教育の取り組みを広く発信する
ことが出来た。本実践研究により、いのちにつ
いて大人と子どもが語り合うと共に、児童の
いのちにたいする意識が大きく変容し、教育
効果があった。 
（池田市立石橋南小学校の実践）  

 

 
(9) 家庭科における「防災教育」の実践  

 
平成 30 年 4 月
～平成 31 年 3
月 
 

 
家庭科を基盤とした教科横断的な「防災教

育」の可能性を探り、その有効性の実証に向け
て実践した。児童の防災意識と行動の不整合
の検証を通して、防災意識の向上に加え具体
的な防災の在り方についての知識・技能の習
得の必要性を明らかにした。そこで、地域住民
に対し、防災の取り組みや避難時等に抱く不
安について聞き取り調査を実施し、小学生が
地域の防災リーダーとして実践可能な事項に
ついて検討した。加えて、学習発表会において
は、「釜石の奇蹟」を題材に演じ、震災時の様
子を調べ、災害を自分事として捉え、下級生は
じめ地域住民など多くの人に防災の必要性に
ついて発信した。これら一連の取り組みによ
り、実践前と比較した際、児童の防災意識はも
とより、各家庭での防災の取り組みの質・量と
もに向上し、本実践の有効性が示された。  
（池田市立石橋南小学校の実践）  
 

 

２ 作成した教科書・教材  

(1)学級通信の役割と留意点 
（大阪教育大学池田附属小学校家庭科

部会発行） 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
平成 21 年 4 月 

 
学級通信を出す意義と、掲載する内容につ

いて述べた。児童の状況を知らせるだけでな
く、学習の狙いや学級担任の方針を保護者等
に伝え、地域や家庭と連携して児童を育成す
る懸け橋となる、教育的な効果を狙うもので
あることを記載した。そして読み手の視点や
挿絵の効果的な使用方法とか、技術的な面に
ついても示唆した。大阪教育大学から受け入
れた実習生を対象に学級運営について指導す
る際に使用し、具体的であると好評であった。 
Ａ4 判 8 頁 
 

 
(2)教育実習生指導のてびき 
 （大阪教育大学附属池田小学校発行）  
  【再掲】  

 
平成 22 年 4 月 

 
大阪教育大学の学生向けに教育実習時に必

要な教員としての資質能力や授業づくりのポ
イント、指導案の書き方などを家庭科の視点
から具体的に示した。特に家庭科の指導案作
成の際に注意すべき点として、家庭科で求め
られている児童に育ませたい力とは何かを具
体的事象を交えて提示するとともに、児童の
実態把握の仕方や体験活動の効果的な取り入
れ方、児童の興味・関心の向上を図り学習意欲
を喚起する手立ての在り方を解説した。大阪
教育大学の学生からは、指導案の書き方は元
より実習への心構えとして把握しておくべき
重要点が網羅されており、活用しやすいと好
評を得ている。 
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(3)小学生夏休みの家庭学習用教材編集

（文溪堂） 

  【再掲】 

平成 22 年 4 月 事前に児童の実態調査を行い、長期休暇に
行うべき学習課題を明確化し、各教科ごとの
重要項目を簡潔にまとめ、児童のつまずきや
すい内容を吟味し、問題作成し教材会社文渓
堂に提示した。小学校 1 年～6 年までの全学年
の学習用教材の企画と編集に関わった。全国
の小学校で、使用されて使いやすいと好評を
得ている。 
Ａ4 判 26 頁 
 

 
(4)消費者教育のてびき 
（大阪教育大学附属池田小学校家庭科

部会発行）  

 
平成 22 年 5 月 

 
消費者教育の授業を、生活科・社会科・家庭

科の視点から分析し、それぞれの特徴と学校
現場で実際に行われている学習内容を記載し
た。各教科間で学習内容が重複する部分や児
童につけたい力を整理することにより、発達
段階に応じた消費者教育の在り方を具体的に
示した。大阪教育大学から受け入れた実習生
を対象に家庭科における消費者教育について
指導する際に使用し、具体的であると好評で
あった。 
Ａ4 判 8 頁 
 

 
(5)家庭科で行う清掃のてびき 
（大阪教育大学附属池田小学校家庭科

部会発行） 

 
平成 23 年 6 月 

 
家庭科の清掃の授業において、児童自らが

清掃の意義や具体的な清掃方法について学び
考え、意見交流を行った概要をまとめた。大阪
教育大学から受け入れた実習生を対象に家庭
科で行う清掃学習の意義を指導する際に使用
し、具体的であると好評であった。  

Ａ4 判 2 頁 
 

 
(6)家庭科指導法における指導案作成の手
引き 
（奈良学園大学  人間教育学部発行）  

 
 

 
平成 28 年 11
月 

 
家庭科指導法の受講生を対象に、家庭科指

導案作成における重要点を明確に提示した。
題材設定の理由や指導上の留意点の書き方な
どを、実際の指導案を示し具体性を重視した。
学生からは、指導案の書き方が明確になり、重
要点が示されているため書き漏れや書き損じ
を防ぐことができ好評であった。  
Ａ4 判 2 頁 
 

 
(7)衣食住の理解における技能向上のため
の手引き 
 

 
平成 29 年 6 月 

 
衣食住の理解の受講生を対象に、技能向上

を目的としてその重要点を明確に提示した。
ミシンの操作方法、安全な扱い方、児童への適
切な指導法といった小学校教員として必要な
技能を、基礎から応用までを詳細に記し、安心
して児童に指導できるようにまとめた。児童  
への指導ポイントが分かりやすいと好評であ
った。 
 Ａ4 判 2 頁 
 

 
３ 教育上の能力に関する大学等の評価  
(1)奈良学園大学学長からの「家庭科教育
法」「衣食住の理解」を担当する非常勤講
師として採用時の評価 

 
平成 25 年 4 月 

 
奈良学園大学人間教育学部人間教育学科に

おいて、非常勤講師として採用時の評価は以
下の通りである。 

『該当教員は、大阪教育大学池田附属小学
校に家庭科主任として 4 年間勤務し、毎年全
国発表会を行い具体的な教材開発や指導方法
などを熟知している。また、毎年多くの家庭科
教師を志望する大学生を実習生として受け入
れ、大学生に対しての指導の経験も豊かであ
る。実践だけでなく研究紀要や、現職教員対象
の「教員免許更新」の教科書を作成するなど、
研究に対する意欲も高い。学会での活動も開  
始し、豊かな実践だけでなく、理論面でも

大学教員としての資格を備えていると判断す
る。 
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(2)奈良学園大学「衣食住の理解」授業終
了時における学生アンケートによる評価 平成 27 年 8 月 

授業改善のために設定した 5 項目と自由記
述による学生アンケートを行った。授業内容
を実生活に活用できる項目の満足度は 4 点満
点中 3.8 と高評価であり、多くの割合の学生
が満足のいく授業となった。 

(3)奈良学園大学「家庭科指導法」授業終
了時における学生アンケートによる評価

平成 29 年 3 月 授業改善のために設定した 5 項目と自由記
述による学生アンケートを行った。第１回目
の講義においては家庭科に対する興味関心が
低い傾向が事前調査で分かったが、学生が能
動的に講義に参加し学びが深まるよう、アク
ティブラーニングを取り入れ、小学校現場で
即活用できる力を身に付けさせた。講義の満
足度は 4 点満点中 3.8 という高評価であり、
学生に深い学びを保証することが出来た。

(4) 奈良学園大学「衣食住の理解」授業
終了時における学生アンケートによる評
価

平成 30 年 3 月 全 15回授業終了時におけるアンケートによ
る授業評価は、「授業時間の有効な使い方」は
4 点満点中 3.83、「授業に対する熱意や意欲」
は 3.78、「説明のわかりやすさ」は 3.7 といず
れも高評価であった。授業において、小学校家
庭科教育の目標及び内容について実感を伴っ
て理解できるよう、アクティブラーニングを
取り入れ、リフレクションを図りながら学生
の理解を確認し、適宜フィードバックして授
業を進めることを心掛けた。その結果、学生の
深い学びを保証し、満足度の高い授業とあり、
先の評価を得ることが出来た。  

４ 実務の経験を有する者についての特
記事項 
(1)池田市立石橋南小学校食育担当

平成 19、20 年
度 

池田市立石橋南小学校食育担当として、学
校代表として食育カリキュラム作成を行っ
た。また食育の在り方について教職員の共通
理解を図るとともに、池田市内の食育のパイ
ロット校の役割を果たした。

(2)大阪教育大学附属池田小学校における
学年主任としての学年教員指導と調整

平成 21 年 4 月
～平成 26 年 3
月 

5 年間学年主任として、管理職や他学年との
連絡調整を綿密に行い、児童の教育に尽力し
た。年間学習カリキュラムを作成し、学年の目
標到達に向けて各教員と話し合いを密に行
い、児童の教育にあたった。また、各学級の児
童の実態把握に努め、個別対応を要する児童
についての会議を定期的に行い、学年全体で
情報を共有し児童の指導を行い、安定した学
年経営が実現し、保護者からの高い評価も得
た。 

(3)大阪教育大学附属池田小学校における
家庭科主任として教育実習生の指導

平成 21 年 4 月
～平成 26 年 3
月 

平成 21 年から家庭科の主任を 5 年間担当
し、毎年教育実習生を、年 2 回受け入れ、家
庭科教員希望者を複数名実習指導した。実習
指導の内容は、家庭科の学習指導要領に基づ
く教材内容の解釈、年間指導計画の立案、学習
指導案の作成、効果的な実技指導の方法、安全
な実習のための留意点、高学年児童の理解等
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におよんだ。さらに実際の授業をさせて、課題
を指摘して、再挑戦させることで、実践力をつ
けさせ、学生からは課題が明確となる的確な
指導であるとの評価を得た。 
 
 

 
(4)近畿附属小学校連合会家庭科支部役員
としての教育研究 

 
平成 21 年 4 月
～平成 26 年 3
月 

 
役員として家庭科教育に関しての成果と課

題を毎年分析し、他の附属校との意見交流を
図る中で、 PDCA サイクルを積極的に行い、研
究会の成功に尽力した。 
 

 
(5)大阪府家庭科教育研究会家庭科部会役
員としての教育研究 

 
平成 21 年 4 月
～平成 26 年 3
月 

 
平成 21 年から家庭科部会役員として、毎年

実施される研究会の開催に向けて会長の指示
のもと連絡調整を綿密に行い、教員の希望ア
ンケートを集約し講師の選出など研究会の成
功へと尽力した。 
 

(6)大阪府家庭科研究会役員 
 

平成 21 年 4 月
～平成 26 年 3
月 

役員として研究会開催に向けて関係機関と
研究目的について検討し、会の成功に尽力し
た。また、日ごろの家庭科学習の取り組みを他
市と情報交換する会を行い、池田市の家庭科
教育の発展に尽力している。 
 

 
(7)池田市家庭科教科書採択委員 

 

 

 
平成 26 年度 

 
池田市教育委員会からの委嘱により、平成

27 年度からの使用となる家庭科教科書採択委
員として、教科書の採択を行った。各社の教科
書の特徴を分析し、特に児童の実態を鑑みて
採択することができた。 
 

 
(8)池田市家庭科研究協議会指導助言者  

 
平成 28 年度～
29 年度 

 
池田市家庭科研究協議会指導助言者とし

て、池田市の家庭科教育担当者に授業づくり
のポイントや教材について助言した。特に 27
年 10月に大阪府家庭科教育研究会において池
田市から授業代表者を選出し授業提案した際
は、消費者教育の授業の在り方について助言
し、池田市の家庭科教育の発展に尽力した。研
究会所属教員並びに授業代表者所属長から、
的確な指導により提案性のある授業が出来た
との評価を得た。 
 

 

(9) 奈良学園大学人間教育学部人間教育

学科「基礎ゼミナールⅠ」におけるアド

バイザーとして学生支援 

 
平成 28 年度 

 
1 回生のアドバイザーとして、年 3 回の面談

および適宜個別指導を実施し、大学生活に順
応できるよう支援し、学生の主体的な学びの
実現に向けて尽力した。 
 

 

(10) 「奈良学GT担当者」として、 1期生

教職志望学生の学生支援 

 
平成 28～29 年
度 

 
1 期生教職志望学生を対象とした「奈良学

GT」担当者として、担当者間で連携を図りなが
ら学習会の計画・運営、面談等を実施し、学生
支援を行ってきた。各学生の実態把握と適切
な指導を心掛けるとともに、各自治体の動向
を分析し、個々に応じた教採対策計画の相談
に応じるなど、全体と個別指導を適宜行って
きた。 
 

 

(11)奈良学園大学人間教育学部人間教育

学科「基礎ゼミナールⅡ」におけるアド

バイザーとして学生支援 

 
平成 29 年度 

 
2 回生のアドバイザーとして、年 3 回の面談

および適宜個別指導を実施し、単位履修や学
修計画、生活指導など、大学生活全般に関わる
指導を行い、学生の主体的な学びの実現に向
けて尽力した。 
 

(12)奈良学園大学人間教育学部人間教育

学科中国人留学生指導 

平成 29 年度 平成 29 年度入学の中国人留学生指導担当と
して、日本と中国の食に関する比較から、地理
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的、文化的背景による食の相違点を見出し、分
析・考察し、論文作成までの指導を行った。論
文発表会において会場からは、食について多
角的に研究を進めているとの評価を得ること
が出来た。当該学生は、本研究を通して中国と
日本の食に対する知見を深めることが出来た
とともに、更なる研究を目指して今後中国で
の大学院進学を視野に入れており、研究への
意欲喚起を図ることが出来た。  
 

 

(13)「人間教育力開発演習Ⅲ」において

教職志望学生を対象に指導 

 
平成 29 年度～
現在に至る 

 
教職志望者を対象に教員に必要な資質・能

力の育成を図ることを目的に、教育課題や教
育指針等法規に基づいた取り組みの現状など
を提示するとともに、学生個々が設定した課
題の解決に向けて講義を進めた。学生からは、
本講義受講により、教職志望の意思が確固た
るものとなったことに加え、教員に必要な資
質・能力を深く理解することができたとの評
価を得ることが出来た。 

 

 

(14) 兵庫教育文化研究所協力研究所員  

 
平成 29 年度～
現在に至る 

 
兵庫教育文化研究所協力研究所員として、

家庭科・技術家庭科部会における、家庭科教育
の授業構築に関するアドバイザー業務に従事
した。 
 

 

(15)「奈良学GT主担当者」として、 3期生

教職志望学生の学生支援 

 
平成 29 年度～
現在に至る 

 
3 期生教職志望学生を対象とした「奈良学

GT」主担当者として、キャリアセンターと連携
を図りながら学習会の計画・運営、面談、業者
との打ち合わせ等を実施し、学生支援を行っ
てきた。各学生の実態把握と適切な指導を心
掛けるとともに、個々に応じた教採対策計画
の相談に応じるなど、全体と個別指導を適宜
行ってきた。このことから、学生の学修意欲向
上を図ることができ、模試等において成果が
表れており、学生自身が課題に向き合い、取り
組む力を育てる教育効果を上げることが出来
た。 
 

 
(16) 奈良学園大学人間教育学部人間教育
学科「基礎ゼミナールⅡ」におけるアド
バイザーとして学生支援 

 
平成 30 年度 

 
2 回生のアドバイザーとして、年 3 回の面談

および適宜個別指導を実施し、単位履修や学
修計画、生活指導など、大学生活全般に関わる
指導を行い、学生の主体的な学びの実現に向
けて尽力した。 
 

 
(17)三宅町フードフェスティバル実行委
員 

 
平成 30 年度～
現在に至る 

 
三宅町主催のフードフェスティバルの実行

委員として、会の企画・運営について助言を行
いアドバイザー業務に従事した。  
 

 
(18)関西大学文学部における教育実績  

 
平成 30 年度～
現在に至る 

 
関西大学文学部における家庭科教育法とし

て、小学校における主体的・対話的で深い学び
を実現するための家庭科指導の在り方につい
て授業を行った。家庭科教育における指導計
画の作成及び内容の取扱いについて、学習指
導要領に則り学生の理解度を随時把握しなが
ら進めることを心掛けた。また、毎時リフレク
ションシートに体得した学びと課題、疑問点
等を記入させ、全学生が指導者としての知識・
技能を身に付けられるようにし、自身の授業
評価と改善を行った。その結果、学生からは、
小学校家庭科教育の目的と教育方法が明確と
なったと高評価を得ることが出来た。 

５ その他 

特記事項なし 
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１．免許・資格 
(1)小学校教諭一種免許 
(2)幼稚園教諭一種免許 
(3)食育インストラクター2 級 
(4)応急手当普及員 
(5)小学校教諭専修免許   

 
平成 7 年 3 月 
平成 7 年 3 月 
平成 22 年 9 月 
平成 22 年 8 月 
平成 28 年 3 月 
 
 

 
平６小一第 794 号（兵庫県教育委員会） 
平６幼一第 368 号（兵庫県教育委員会） 
DP-0900856 
第 F4056006 
平 28 小専第 16 号（大阪府教育委員会） 

２ 特許等 
特記事項なし 

 
 

 

３ 実務の経験を有する者について特記
事項 

 
 

 
 

(1)「食育研修会及び公開授業」研修会の
指導助言 
 会場：池田市立石橋南小学校 
 対象：池田市栄養士・調理師・教職員
15 人 
 

平成 20 年 8 月 平成 18 年度に作成した食育カリキュラムに
基づき栄養士と担任が共同で、公開授業を行
った。授業内容は栄養の 3 要素を具体的な給
食の献立の中で、確認するものだった。何気な
く食べている給食を、食育の観点で意識化さ
せる必要性を助言した。 
 

 
(2)協同出版教員採用試験対策講座講師
【1 回目】 
  
会場：大阪府社会福祉会館 
対象：平成 22 年度採用試験受験者 50 人 

 
平成 21 年 8 月 
 

 
小学校教員採用試験に臨む受講生を対象

に、教員採用試験合格を目的に対策講座の講
師として講義した。特に教育基本法に述べら
れている、教職の意義や、それにふさわしい教
員の姿について、実際の面接場面を想定して
指導を行った。具体的な指導だと好評だった。 
 

 
(3)「今求められている食育」 

ＰＴＡ主宰における保護者対象教育講
演会講師 
会場：大阪教育大学附属池田小学校  
対象；保護者、教職員 150 人 

 
平成 22 年 6 月 

 
大阪教育大学附属池田小学校の児童の食の実
態調査結果をもとに、今求められている食育
についての概要を全校保護者に向け講演を行
った。レジメを用意し話した。講演会後のアン
ケートでは、児童の好き嫌いが減ったと感想
が出て、児童の食生活の改善を図ることが出
来た。 
 

 
(4)協同出版教員採用試験対策講座講師  
 
会場：大阪府社会福祉会館 
対象：平成 22 年度採用試験受験者 50 人 

 
平成 22 年 8 月 

 
小学校教員採用試験に臨む受講生を対象

に、教員採用試験合格を目的に対策講座の講
師として講義した。模擬授業やロールプレー
に対応できるように、学校現場で起きている
実際の事例や、模擬授業における授業規律の
必要性なども指導した。模擬授業の指導は、具
体的だと好評だった。 
 

 
(5)大阪府池田市教育委員会主催 

ふくまる教志塾  講師  

 

会場：池田市教育センター  

対象：教員採用試験受験希望者  

 

 

 
平成 24 年 7 月 
 

 
池田市教育委員会主催の平成 25年度教員採用
試験突破を目指す大学生等を対象の講習講師
を行った。採用試験に向けての学習法はじめ、
家庭科など各教科授業づくりのポイント、保
護者・児童への対応の仕方などを講義した。講
習後のアンケートには、実際の小学校教員の
生の声の影響は大きく、教職に対しての職務
遂行能力の理解を促した。 

 

 
(6)家庭科教育学会関西支部役員としての
貢献 

 
平成 24 年 8 月 

 
日本家庭科教育学会第 43回近畿地区会 大会
を役員として成功させた。さらに西江本人も、
実践・研究発表デザートのプレゼンを通して、
望ましい消費者生活を提示した。  
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(7)大阪府豊能地区家庭科新任教員研修講
師  

 

会場：池田市立石橋南小学校  

対象：平成 24 年度豊能地区新規採用教
員  

 

 

平成 24 年 8 月 平成 24 年度新規採用教員が対象の家庭科教
育についての研修講師を行った。レジメを用
い、家庭科の目的や、生涯学習での位置づけな
どの学習指導要領の説明をした。また、 45 分
の授業の組み立て方を例示し、師範授業も行
った。発問・板書・ノート指導・教材選定など
を例示した。研修後のアンケートでは、教師の
目線はじめ、言葉かけ、授業の組み立て方など
参考にする要素が多いと評価を得た。  
 

 
(8)「食卓を囲むことから始まる食育」  

ＰＴＡ主宰における保護者対象教育講
演会講師 

 
会場：池田市立石橋南小学校 
対象：池田市立石橋南小学校保護者 20 人 
 
 

 
平成 26 年 10 月 

 
孤食が取りざたされている現状を踏まえ、

各家庭で会話をしながら食事をすることの意
義と、身近にできる台所菜園についての講演
を全校保護者向けにレジメを用意し行った。
そして、今求められている食育についての概
要を伝え、食を通しての人間形成について話
をした。講演会後のアンケートでは、家族と食
卓を囲むことの重要さに気付いたと感想が出
て、保護者の食への関心を高めることができ
一定の成果を生むことができた。  
 

 
(9)池田市家庭科研究会指導助言 
 
会場：池田市立五月丘小学校 
対象：池田市立小学校家庭科部会会員 20
名 

 
平成 28 年 5 月 

 
池田市家庭科教育研究会において、 10 月に

開催される大阪府家庭科研究会大会にむけて
の授業検討会の指導助言として、小学生対象
の消費者教育をどのように進めていく必要が
あるのかを講師として指導助言を行った。具
体的な指導だと好評だった。 
 

 
(10)池田市家庭科研究協議会指導助言  
 
会場：池田市立五月丘小学校 
対象：池田市立小学校家庭科部会会員 20
名 

 
平成 28 年 6 月 

 
池田市家庭科教育研究会において、 10 月に

開催される大阪府家庭科研究会大会にむけて
の授業検討会の指導助言として、指導案の作
成及び発問や板書計画について具体的な指導
を行った。消費者教育についての資料なども
多種用意し、具体的な指導だと好評だった。  
 

 
(11)池田市家庭科研究協議会指導助言  
 
会場：池田市立五月丘小学校 
対象：池田市立小学校家庭科部会会員 20
名 

 
平成 28 年 7 月 

 
池田市家庭科教育研究会において、 10 月に

開催される大阪府家庭科研究会大会にむけて
の授業検討会の指導助言として、指導案の作
成及び発問や板書計画について具体的な指導
を行った。 
 

 
(12)池田市家庭科研究協議会指導助言  
 
会場：池田市立五月丘小学校 
対象：池田市立小学校家庭科部会会員 20
名 

 
平成 28 年 8 月 

 
池田市家庭科教育研究会において、 10 月に

開催される大阪府家庭科研究会大会にむけて
の授業検討会の指導助言として、指導案の作
成の最終調整を行うと共に、 7 月に行われた
授業のビデオ視聴による授業検討を行った。  
 

 
(13)奈良学園大学オープンキャンパス模
擬授業 
 
会場：奈良学園大学 
対象：オープンキャンパス参加高校生・
保護者 
30 名 
 

 
平成 28 年 8 月
21 日 
 

 
大学の講義を体験するオープンキャンパス

において、高校生・保護者を対象に節電を考
える家庭科教育を行った。実感を伴った理解
を図るため体験活動を取り入れた講義は、大
学の講義に興味・関心を持つ一助となったと
の感想が聞かれた。 
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(14)池田市家庭科研究協議会指導助言  
 
会場：豊中市立東丘小学校 
対象：池田市立小学校家庭科部会会員 20
名 

平成 28 年 10
月 
 

大阪府家庭科研究会大会において、 5 月か
ら行われてきた授業検討をもとに、小学校家
庭科における消費者教育の授業実践を行った
教員の指導助言を行った。 
 

 
(15)食育講座 
 
会場：三宅町立三宅小学校 
対象：三宅町立三宅小学校保護者・教員
25 名 
・三宅町食育指導 
 

 
平成 28 年 12
月 

 
「小学生の体力向上に向けた食事のあり

方」と題して、小学生に必要な栄養素を中心
に、その適切な摂取方法や調理例を挙げ、保
護者が家庭で行える食事のあり方について指
導助言を行った。調理例や好き嫌いのある児
童への対処の仕方など、無理なく行える食育
として参会者に好評であった。  

４ その他 
特記事項なし 

  
 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書､学術論文等の名称 
単著・
共著の

別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑
誌等又は発表学

会等の名称 
概      要 

（著書） 
１．「とごころ」創刊号 

 
共著 

 
平成 23 年 2
月 

 
大 阪 教 育 大 学 附
属池田小学校 

 
大阪教育大学附属小学校の保護者や市
民を対象にして、学校の方針を説明す
るために発行されたものである。  
B5 判 全89頁 
編者：大阪教育大学池田附属小学校教
育研究部 
共著者：松井典夫、岩井陽介、能川正
人、原田朋哉、垣内幸太、西村恭美、土
師尚美、西江なお子、坂下剛 他７名 
本人担当部分：「実感を伴った理解へと
つないでいくための手立て」（ p58～62）
を単著 
小学校理科教育を例に挙げ、実感を伴
った理解へと児童を導く授業法の研究
をまとめた。 
１．自然に親しませる。 
２．言語活動を充実させる。 
３．実験観察の仕方を工夫する。  
４．機器を活用する。 
以上、児童に真の学びの場を用意し、
実感を伴った理解へと導くための授業
の在り方を研究実践として提案した。  
 

 
２．「とごころ」第 3 号 

 
共著 

 
平成 24 年 2
月 

 
大 阪 教 育 大 学 附
属池田小学校 

 
大阪教育大学附属小学校の保護者や

市民を対象にして、学校の方針を説明
するために発行されたものである。  
B5 版 63 頁 
編者：大阪教育大学池田附属小学校教
育研究部 
共著者：佐々木靖、岩井陽介、垣内幸
太、坂下剛、小林秀訓、升村誠志、井上
伸一、樋口万太郎、荒川真一、西江な
お子、 他 9 名 
本人担当部分：「家庭科における言語活
動」の実践（p44～45）を単著 
家庭科における体験的な活動を通して
言語活動を充実させる授業法の研究を
まとめた。 
１．児童の実態把握。 
２．グループワークでの学習。  
３．異学年交流。 
４．振り返り活動。  
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    以上、体験的な活動を学習に効果的に
組み込むことを通して、言語活動の充
実が図れていくことを教育実践として
提案した。 
 

 
３．「とごころ」第 4 号 

 
共著 

 
平成 24 年 10
月 
 
 

 
大 阪 教 育 大 学 附
属池田小学校 

 
大阪教育大学附属小学校の保護者や

市民を対象にして、学校の方針を説明
するために発行されたものである。  
B5 判 全 63 頁 
編者：大阪教育大学池田附属小学校教
育研究部 
共著者：松井典夫、岩井陽介、佐々木
靖、加藤いつき、西江なお子、平野憲、
津田一司、西田まなみ、孕石泰孝、井
上伸一 他７名  

本人担当部分：『「家でもやってみたい」
と思える授業づくりを目指して』（ｐ 50
～53）を単著 
家庭科での学びがその場だけではな

く、家庭での実践へとつながるための
授業法の研究をまとめた。 
１．学ぶ楽しさを感じる授業展開の

工夫。 
２．児童の実態に適した教材選択の

必要性。 
３．意識化するためのアプローチと

しての「見える化」の提案。 
４．客観的思考での課題に迫る授業

のアプローチ法。 
５．データ分析による事実把握。  
６．学びを家庭実践へと生かす方法。 
以上、学びが児童の意識に根を強く

おろし、家庭での実践へと継続してい
く研究実践として提案した。また、家
庭科教育が児童の自立の過程における
役割についても論じた。 
 

 
４．「教師も子どもも“楽
しい”と思える授業づく
り教職実践演習テキス
ト」 
 

 
共著 

 
平成 25 年 3
月 

 
大阪教育大学 

 
大阪教育大学における家庭科教育法

の授業における教職実践演習に使用す
るテキストとして、執筆されたもので
ある。 
Ａ5 判 全 52 頁 
編者：大本久美子 
共著者：瀧野聡平、川口綾、昒那啓子、
西江なお子   
本人担当部分：   
１．「授業づくり・子どもとのかかわ

りのヒント」高学年児童との関わり方
はじめ、家庭科授業の組み立て方の工
夫や板書計画、教材研究方法、教室環
境整備のポイントなど、教師を目指す
学生の指針となるよう項目だてし、理
論と実践をまとめた。 
２．「魅力的な家庭科の授業例」実際

の教材を２つ提示して、学校で家庭科
の授業で使いやすいようにポイントを
述べた。 
①「かしこい消費者になろう  ～家

族の一員として、わたしにできること
～」と題し、買い手と売り手の双方を
経験しながら消費者としてのあるべき
姿を学ぶ授業展開を述べた。 
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    ②「快適な住まい方  ～今の私にでき
ること～」と題し、自分のまわりの  
環境に興味・関心を持ち、そこから課
題を見つけ、快適という概念を自分な
りに模索しよりよい環境を作り出すに
はどうすればよいか考え、実行すると
いう住環境を考える住環境について学
ぶ授業展開を論じた。（ｐ 18～24、ｐ40
～45）を単著 

 
５．「家庭科におけるア
クティブ・ラーニング
への試み」 

 
単著 

 
平成 27 年
12 月 

 
株式会社 EPR 教
育プロ 
第 45 巻 第 27 号 
通巻 1796 号  

 
最新の教育情報や斬新な実践等をま

とめ、教育関係者並びに児童・生徒の
保護者を対象に広く告知するために執
筆されたものである。 
本人担当部分：「家庭科におけるアクテ
ィブ・ラーニング」（ｐ 18～19）を単著 
①清掃意識の実態把握。 
②見える化の体験による概念砕き。  
③言語活動による意識化と共有化。  
④メタ認知を行う。 
⑤学びを深化する。 
以上、小学校家庭科教育において住

まいの授業をアクティブ・ラーニング
の方法で行うことにより、児童が自分
の課題と向き合い、家族の一員として
の自覚を持って生活し、主体的に生活
する力が育成されると仮説を立て、研
究実践として提案した。 
 

 
６．3 年目教師 勝負の
学級づくり  －マンネ
リの毎日を脱却する極
め付きの指導技術 56－ 

 
共著 

 
平成 29 年 9
月 

 
明 治 図 書  授 業
力 ＆ 学 級 づ く り
研究会 
 

 
小学校 3 年目までの教員を対象に、

学級経営や授業づくりの基礎・基本を
明確に解説した。 
Ａ5 判 全 126 頁 
共著者：垣内幸太、樋口万太郎、日野
英之、小林秀訓、西江なお子、他 20 名 
本人担当部分：   

１．「給食準備・後片付け」と題し、
低学年でも安全で早く準備ができるよ
そい方や、おかわりの仕方について明
確な数値で児童に指導することの重要
性を解説した。 
２．「給食指導の裏にある３つのねら

い」では、安全・衛生面、社会性の構  
    築、食文化への関心向上の 3 点の重要

事項について解説した。 
給食を単に昼食として捉えるのでは

なく、食育という指導の一つとしての
位置づけについて述べ、教員の食への
意識向上について論じた。（ｐ 20～23）
を単著 
 

 
7.「とごころ」第 9 号 

 
単著 

 
平成 30 年 2
月 

 
大 阪 教 育 大 学 附
属池田小学校 

 
大阪教育大学附属小学校の保護者や

市民を対象にして、学校の方針を説明
するために発行されたものである。  
B5 判 全 62 頁 
編者：大阪教育大学池田附属小学校教
育研究部 
共著者：樋口綾香、佐野洋平、吉田崇
之、渡辺貴裕、西江なお子  他 13 名  

本人担当部分：『「生活実践力」育成を目
指した家庭科授業デザイン』（ｐ 56～
59）を単著 
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    「主体的・対話的で深い学びを」の実
現に向けて、家庭科における授業デザ
インについて「生活実践力」育成に着
目し授業法を述べた。次期学習指導要
領解説家庭科編によると、家庭科教育
の課題の一つは、家庭での実践に繋が
っていないことであると挙げられてい
る。そこで清掃学習における体験活動・
交流活動・評価活動の往還により課題
解決を図る生活実践力育成をめざした
授業デザインを構築した。この学習を
通して、実践前後における児童の取り
組みと意識に変容が見られた。このこ
とから、生活実践力育成における一つ
の取り組みとして体験・交流・評価活
動の往還は有効であることが明らかと
なった。 
 

 
8.新指導要領準拠  小
学校家庭科教育の基礎
基本 

 
単著 

 
平成 30 年 9
月 

 
株式会社 ERP 

  
平成 31 年度実施の新学習指導要領に
準拠し、小学校家庭科教育の変遷並び
に指導計画の作成及び内容の取扱い、
また、授業づくりについて、小学校教
員を目指す学生や家庭科を初めて指導
する教員を対象に作成したブックレッ
トである。授業づくりの項目において
は、児童を取り巻く状況を具体のデー
タを提示、分析し、必要な支援の在り
方や授業構成について詳細に述べてい
る。加えて、授業実践も適宜掲載し、
授業づくりの在り方を解説した。本著
は、奈良学園大学人間教育学部人間教
育学科「家庭科指導法」、関西大学文学
部「家庭科教育法」において使用して
いるが、学生からは小学校家庭科の課
題や児童の実態、及び指導案の書き方
などが明確に分かると高評価を得てい
る。 
 

 
9.指導要録記入文例集 

 
共著 

 
令和 2 年 1月 

 
株式会社文渓堂 

 
学習指導要領改訂に伴い、通知表作成
にも使用可能な学習指導要録の記入文
例集として発行されたものである 
A4 判 全 160 頁 
編者：株式会社文溪堂 
共著者：今宮信吾、盛田恭平、長野順
子、西江なお子  他 8 名  

本人担当部分：「児童の特徴・特技、学
校内外に関する諸事項等（低学年）」（ｐ
42～45）を単著、「児童の特徴・特技、
学校内外に関する諸事項等（中学年）」
（ｐ95～98）を単著、「家庭 第 5・6 学
年」（ｐ114～ 115）を単著、「児童の特
徴・特技、学校内外に関する諸事項等
（高学年）」（ｐ 150～153）を単著 
 
2017 年、学習指導要領が改訂され、育
成すべき資質・能力の 3 つの柱が「知
識及び技能」、「思考力、判断力、表現
力」、「学びに向かう力、人間性等」と
され、それに伴い指導要録もこの資質・
能力の達成状況を看取る観点として、
「知識・技能」「思考・判断・表現」、
「主体的に学習に取り組む態度」の 3
巻点に整理された。これを受け、通知
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表にも活用できるよう「家庭」での記
入例を具体的に示した。 

 
10. 家庭科授業の理論
と実践  持続可能な生活
をつくる 

 
共著 

 
令和 2 年 2月 

 
あいり出版 

 
学習指導要領改訂に伴い、「主体的・対
話的で深い学び」の実現に向けた家庭
科の授業の理論と実践をまとめ、授業
に活用できるよう発行されたものであ
る 
A5 判 全 286 頁 
編者：株式会社あいり出版 
共著者：大本久美子、野田文子、鈴木
真由子、加賀恵子、森田晋太朗、西江
なお子 他 7 名  

本人担当部分：「家庭での実践につなげる授
業の工夫 -数値化、視覚化して実感を伴わせる
-」（ｐ160～166）を単著、「『特別の教科
道徳』との教科横断的な『いのちの教
育」～家庭科の可能性を探る～」（ｐ242
～249）を単著、 
 家庭科の課題の一つとして、家庭での実践に
繋がらないという点が挙げられる。そこで、実感
を伴った理解を促し実践へと結び付けるための
手立てとして、電力を視覚化し節電行動につな
げる教材を開発、授業提案を記した。また、特別
の教科道徳との教科横断的な学習として動物の
いのちに着目し、家庭科におけるいのちの教育
の教材開発、授業提案を記した。 

 
（学術論文等） 
１．消費者教育における
効果的な授業方法に関
する研究 
 
 

 
 
単著 

 
 
平成 22 年 8
月 
 
 

 
 
大 阪 教 育 大 学 附
属 池 田 小 学 校 教
育振興会  第 16
号 
p83～86 
 

 
 
食の安全が問われる現状を踏まえ、

食品表示を見て商品を購入することの
意義と必要性を考え、実践力へとつな
げていく教材研究と授業法の検証の研
究のまとめである。教材は、広告を考
え、売り手側の心理に迫り、宣伝広告
と食品表示の違いを知ることから、商
品の本質を知ることの意義を考えさせ
る。そして、家族の一員として自分に
出来ることを考え、実践へとつないで
いく。成果として、売り手の立場で商
品を見ることにより、商品をより深く
観察することが出来ると同時に、今ま
での自身の商品選択の視点に気付き、
これからの自分を意識することが出来
るようになったことである。本研究を
通して、児童が家庭で家族の安心・安
全を守るために食材選定のポイントを
提案したり、実際に買い物場面で学び
を生かした発言をしたりしたという保
護者の報告を受け、一定の成果を得る
ことが出来た。この実践を本著により、
消費者教育における効果的な授業方法
に関する研究として発信した。    
 

 
２．快適な住まい方 
～今の私にできること
～ 
 

 
単著 

 
平成 24 年 2
月 
 
 

 
大 阪 教 育 大 学 附
属池田小学校 
研究紀要 
p101,102 
 

 
まわりを取り巻く環境に興味・関心

を抱き、課題点を見出し、改善するた
めの方策を考え、自分に出来ることを
みつけ実践する力を養うことをねらい
とした授業実践と理論の記録である。
授業では「快適」の定義を児童個々に
イメージさせ定義づけし、めざす快適
像を確立させる。そしてそれにむかう
ためにどのようなアプローチを踏めば
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実現可能となるのかを検証させ、実践
へとつないだ。この学びを生かして冬
場の教室内における空気の循環を効率
よく行うよう窓の開け方を工夫した
り、臭いや色彩といったものに着目し
たりしてより快適な環境づくりに励
み、家庭でも実践したことを保護者か
ら報告を受けた。住生活における「快
適」の定義を理解し、その環境を創造
するための研究である。 
 

 
３．私は我が家の節電大
臣 
～今の私にできること
～ 

 
単著 

 
平成 24 年 11
月 
 

 
大 阪 教 育 大 学 附
属池田小学校研究
紀要 

p50～53 

 

 
節電という言葉をメディア等で目に

するものの、何をどれだけ行えばよい
かが分からないままでは、継続した節
電は難しい。しかし、節電は現在の日
本の重要課題と言っても過言ではな
く、その意義を知り意識して取り組む
ことが出来る児童を育てることが必要
である。そこで、節電の今ある課題を  

    見出し、節電に繋がる様々な方策を考
え、自分にできることを見つけ、実践
する力を養うことをねらいとして授業
を実践したまとめである。 
労力と電気の関係を実感するため、

自転車発電機で実際に発電させる。ま
た待機電力を測定し、その電力を年間  
に換算してどれほどの節電に繋がるの
かをデータ化する。こうした実際に体
を動かしたり数値化したりするなど
様々な「見える化」のアプローチを経
て、節電を実感させた。この学びから
児童は校内の待機電力を省き、無駄な
電気の消灯などに積極的に取り組むと
ともに、家庭でも実践を続け、一定の
成果を得ることができた。 
 

 

４．私は我が家のコーデ
ィネーター  ～「見える
化」をめざした家庭科の
授業～  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

単著  

 
平成 25 年 2
月 
 

 
大 阪 教 育 大 学 附
属 池 田 小 学 校 研
究紀要 
p50～51 
 

 
「汚れが見えていない＝清潔」とい

う既成概念を覆し、清掃の在り方を見
直し、清掃の意義を考え実践につない
でいく授業の理論と実践のまとめであ
る。ドアノブや電気スイッチなど不特
定多数の人が触れる場所や、一見きれ
いに見える壁や机まわりなどにも、拭
いきれていない汚れが付着しているこ
とを光線の特殊なブラックライトを用
いて照射し「見える化」する。それが
人体に与える影響を考え、「きれいなは
ず」という意識を覆し、見えない汚れ
を取り除き、気持ちの良い環境づくり
が実現する方策を考えさえる授業記録
である。実際に自分の身近な物を雑巾
等で拭い汚れを実感させることで、そ
の後の清掃態度が激変すると同時に家
庭でも掃除機での掃除のみならず、拭
き掃除も取り入れたという報告を保護
者から受け、学びが家庭での実践に繋
がり一定の成果を得ることができた。   
住環境の汚れに対し、意識下から意

識化へと児童を変容させる適切な指導
法の研究を発信した。  
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５．ビブリオバトル～読
んで聞いて話して～ 

 

 
単著 

 
平成 27 年 2
月 

 

 
池 田 市 立 石 橋 南
小 学 校 研 究 紀 要  
p19～20 

 
国語科でビブリオバトルというゲー

ムの要素を持つ書評を行い、読む力・
話す力・聞く力を身につけさせる指導
法の在り方を研究した。初めは本の概
要を説明する際、下書きをして読む練
習を重ねていた児童も、回を重ねるう
ちに原稿を読むことなく与えられた時
間内で、要点をつかみ聞き手に分かり
やすく話すことができるようになっ
た。また、聞く側も何を質問すればよ
いのか視点を絞りながらメモを取るこ
とができるまでの力をつけることがで
きた。この活動を通して聞く力と話す
力、読む力を育てることができ、他の
様々な場面でもその力を活用すること
ができるようになり、成果を得ること
ができた。 
 

 
６． 内面に働きかける
小学校家庭科教育  
―意味ある体験活動を
通して― 
【査読付き】 
 

 
単著 

 
平成 27 年 12
月 

 
人間教育学会  
人 間 教 育 学 研 究
第 3 号 
p123～132 

 
体験活動を積極的に取り入れること

により、児童が自分の課題と向き合い、
家族の一員としての自覚を持って生活
し、主体的に生活する力が育成される
と仮説を立てて、家庭科教育の授業実
践を行ったまとめである。 
実践１：品質表示に注目する意義を

体験活動を通して児童に意味づけし、
家庭生活で実践することにより主体的
な生活者の育成を目的として行った。  
実践２：身近な活動であるにも関わ

らず、児童の興味・関心が低く積極的
な取り組みが継続されにくい清掃活動
の学習において、快適な環境とはどの
ようなものかを実感させ、家庭での実
践へとつないでいくことを目的として
行った。見える化の活動や、消費者と
売り手の両者の視点を経験させ、実感
を伴った理解へと導く活動など、いず
れも体験活動を通して児童の概念砕き
を行った結果、児童の学習意欲の喚起
につながり、自ら調査・分析したり、
新たな課題を見つけそれを解決する方
法を模索したりするなど、まさに学び
の過程である「感覚→思考→実践」を
一連の学習の中で行い、学びを深化さ
せていくことができる、適切な指導法
の研究を発信した。 
 

 
７．他社との出会いによ
る自己変成 

 
単著 

 
平成 28 年 3
月 

 
大 阪 教 育 大 学 
実 践 学 校 教 育 講
座  実 践 教 育 学
論集 2015 ―現
代 の 教 育 問 題 を
考える 20―  
特集：  ◇私を変
容に導いた受的 
「経験」 
p42～45 
 
 
 
 
 
 

 
自分自身を変容へと導いた受苦的経

験を高橋橋勝の理論に基づいてメタモ
ルフォーゼする過程とその要因につい
て分析した。本分析をもとに、教員の
在り方について考察した。 
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８．生活実践力の育成を
目指した小学校家庭科
モデル開発に関する研
究  ―実感を伴った理
解へと導く体験活動を
通して― 
 
 

 
 
単著 

 
平成 28 年 12
月 
 

 
奈 良 学 園 大 学 研
究紀要 
第 4 号 
p133～139 

 
小学校家庭科教育における課題の一

つとして、学習した知識や技術などが
実生活で十分に活かされていないこと
が挙げられる。そこで、学びを生活の
中で継続して実行し、生活をよりよく
しようとする態度や技能を「生活実践
力」と定義づけ、授業での学びを生活
実践力に結び付けていくモデル開発を
行い、体験活動による動機づけの教育
的な効果について論じた。 
 

 
９． 「生活実践力の育成
による人間教育  ―家
庭科授業モデルの構築
―」 
【査読付き】 

 
単著 

 
平成 28 年 12
月 
 

 
人間教育学会 
人 間 教 育 学 研 究
第 4 号 
p107～114 

 
小学校家庭科において、生活実践力

を図るうえで重要な要素である体験、
交流、評価についてそれぞれ検証し、
その意義をまとめると共に、それら三
つの往還による生活実践力向上を図る
授業モデルを開発し、その有効性を検
証した。 
 

 
１０． 「生活実践力を高
める小学校家庭科のプ
ログラム開発  ―「体
験・交流・評価」の往還
を手がかりにして―」 
（修士論文） 
 

 
単著 

 
平成 29 年 2
月 
 

 
大阪教育大学大
学院 実践教学
校教育専攻 
修士論文 
 
 

 
「実践力を高める小学校家庭科教育

のモデル開発  ～家庭での実習を組み
込んだ『ふり返り活動』の実践を手掛
かりにして～」という研究テーマに沿
って、家庭科教育の課題の一つである
「実践力」を育成するための手立てを
実践研究したまとめである。清掃学習
に振り返り活動と家庭での学習を移動
計画に組み込むことにより、継続した
実践が行われた結果を分析し、実践力
を高める授業モデルを開発、提案する。 
Ａ4 判 142 頁 
 

 
１１．「家庭科における
可視化を通した実践力
育成に関する一考察」 
 
 

 
単著 

 
平成 29 年 9
月 

 
奈良学園大学研
究紀要 
第６号 
ｐ83～89 

 
小学校家庭科において、可視化を授

業に取り入れることにより実践力向上
を図ることができるという仮説を立
て、実践研究を行い、その成果と課題
をまとめた。サーモグラフィーで体内
の熱分布を、ルームランナーで電気を
可視化し、節電の意義と必然性を実感
を伴って理解させ、節電について考え
させた。本実践を通して節電が児童の
生活で日常化する成果が見られ、可視
化の有効性を検証することが出来た。  
 

 
１２．「家庭科における見
えない汚れを可視化す
る掃除学習の有効性」 
 
 
 
 

 
単著 

 
平成 30 年 6
月 

 
奈良学園大学学
術雑誌論文  

1 巻第 4 号  

P113~121 

 
家庭科の目標の一つは実践力を身に

付けることであるが、掃除学習は定着
に困難が見られる。そこで、定着を図
ることを目的に、見えない汚れの可視
化を図ることにより、日常の住まい方
への関心を高め、住まい方に関する基
礎的・基本的な知識及び技能を身に付
け、快適な住まい方を考え工夫する能
力を育成することができるという仮説
を立て、授業モデルを作成し、その有
効性を検証した。その結果、実践後一
定期間経過後も緩やかな現象はあるも
のの、家庭において継続して掃除を実
施する児童が確認できた。以上より、
掃除学習に可視化を取り入れること
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は、児童の実践力向上に有効であるこ
とが明らかとなった。 

 
１３．「動物介在・愛護を
通して考える「いのちの
教育」に関する文献研
究」 
 
 

 
単著 

 
平成 30 年 9
月 

 
奈良学園大学研
究紀要 
第 9 号 
P127～136 

 

家庭科におけるいのちの教育の研究
及び実践事例を調査すると共に、学校
現場や学校現場外における動物介在教
育や動物愛護教育についての研究及び
実践事例を概観することを目的とし
た。関連する文献を検索したところ 20

件が抽出され、内容を整理した。家庭
科におけるいのちの教育は保育領域や
食と関連付けているものが多いことが
明らかとなった。また、動物介在教育
は学校において実践する際には、十分
な知見や教員間の共通理解と共に、専
門家の助言を取り入れる必要があるこ
と、また動物愛護教育の実践事例及び
研究は数少なく、行政が中心となって
取り組んでいることが明らかとなっ
た。  

 

 
１４.「家庭科を基盤とした教
科横断的な防災教育の検討―
家庭科における防災教育に関
する文献研究を通して―」【査
読付き】  

 
単著 

 

平成 32 年 3

月 

 
日本人間教育学会 
人間教育学研究第6
号 

 

本研究は、小・中・高等学校の家庭科
における防災教育の取り組みの実態を
文献調査した。すると、小学校では「食
分野」での防災食が見られた他は見当
たらず、中学校では「食分野」に加え
「住分野」が、高等学校では環境教育
と関連付けた実践が見られた。以上か
ら、家庭科における防災教育内容には
偏りがあることが明らかとなった。し
かし、防災・減災は衣食住に直結して
おり、家庭科教育を基盤として防災教
育の目標である「日常生活の様々な場
面で発生する災害の危険を理解し、安
全な行動ができるようにするととも
に、 他の人々の安全にも気配りできる
児童の育成を目指す」ことが出来ると
仮説を立て授業モデルを立案すること
が、今後の課題とした。 

 

 
１５.「家庭科を基盤とした教
科横断的な防災教育の研究 
児童の防災意識調査」 

 
単著 

 

平成 32 年 4

月 

 

 
奈良学園大学研
究紀要オンライ
ンジャーナル人
間教育 第 2 巻
第 2 号 
P83～92 

 
防災への意識向上を図るには、教育が  
大きな使命を担っており、特に地域の
コミュニティーとしての役割が強い小
学校において防災教育を実施すること
は、地域内連携促進において有効であ
ると仮説を立てた。その際、防災教育
の目的を考慮すると、家族と家庭生活
が学習の対象であり衣食住や消費、環
境を学習内容とする家庭科に防災教育
を取り入れる意義は大きいと考えた。
そこで、児童を対象に防災に関する意
識調査を行った結果、「正しく恐れて正
しく備える」ことの必要性を児童に気
付かせることが防災教育の課題の一つ
であり、そのためには地域住民との連
携や教科横断的学習、防災科学技術の
コンテンツの有効活用等を防災教育に
位置づけ、児童の防災意識向上を図る
必要があることが明らかとなった。  

 
１６.「小学校における教科横
断的な「いのちの教育」－ 動
物のいのちを軸に据えた教材
の開発 －」【査読付き】 

 
単著 

 
令和 2 年 3
月 

 
日本家庭科教育学会
近畿地区50周年記念
誌 

 

 総合的な学習の時間、家庭科の教科横断的

な授業を開発し、「いのちの教育」が、1）

児童のいのちに対する意識にどのよう影響
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を与えるか、2）自分自身を大切に思う意識

や、誰かの役に立っているという意識を児童

に育ませることができるか、の 2点を検証し

た。授業では、児童の身近な動物のいのちに

ついて学び、様々な体験活動を積み重ねるこ

とによっていのちを実感し、いのちを自分事

として捉えさせた。その結果、家族とのいの

ちについての会話の増加、いのちが唯一無二

であることの理解、自分を大切な存在だと思

う意識の向上、いのちに関して自分にできる 

ことを考え実行する実践力の育成、の 4点 

が成果として得られた。 

 

(その他) 
「依頼原稿等」 

 
 

 
 

 
 

 
 

１．小学生夏休みの家庭
学習用教材編集 

単著 平成 22 年 4
月～平成 24
年 4 月 

(株)文溪堂 事前に児童の実態調査を行い、長期
休暇に行うべき学習課題を明確化し、
各教科ごとの重要項目を簡潔にまと
め、児童のつまづきやすい内容を吟味
し、問題作成し教材作成会社文渓堂に
提示した。小学校 1 年～6 年までの全
学年の学習用教材の企画と編集に関わ
った。執筆者は池田附属小学校の各教
科の教師である。西江は教材全体の構
成と、各教科等のバランスを調整校正
を担当した。 
Ａ4 判 p14～18 
 

 
２．保護者対象教育講演
会資料冊子 
「今求められている

食育」 
 

 
単著 

 
平成 22 年 6
月 

 
大阪教育大学池
田附属小学校
PTA 主催 
 
 

 
大阪教育大学池田附属小学校 PTA を対象

に、孤食が取りざたされている現状を
踏まえ、各家庭で会話をしながら食事
をすることの意義と、身近にできる台
所菜園についての講演を全校保護者向
け行った際の資料であり、今求められ
ている食育についてアンケート結果を
盛り込みながらまとめた。 
Ａ4 判 6 頁 
 

 
３．大阪府豊能地区新規
採用家庭科教員研修会 
資料冊子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
単著 

 
平成 24 年 8
月 

 
豊能地区教育委
員会 
大阪教育大学附
属池田小学校家
庭科教育部会 
 

 
平成 24 年度新規採用教員が対象の

家庭科教育についての研修講師を行っ
た。その際、家庭科教育の目的や生涯
学習での位置づけなどの学習指導要領
の説明を行う際の小冊子を作成し、そ
れをもとに講義を行った。また、45 分
の授業の組み立て方を例示し、師範授
業も行い、発問・板書・ノート指導・教
材選定の仕方などを例示した。  
Ａ4 判 6 頁 

 
 

 
４．「第八回シンポジウ
ム 『アクティブラーニ
ングを通して考える道
徳をどうすすめるか』」 

 
単著 

 
平成 29 年 2
月 

 
株式会社 EPR 教
育プロ 
第 47 巻 第 4 号 
通巻 1829 号 

 
平成 29 年 1 月 22 日開催の「いのち

の教育研究会 第 8 回シンポジウム」
におけるリポートを執筆した。アクティ
ブラーニングを通して考える道徳をど
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うすすめるかをテーマに、基調提案・
講演が行われ、それを受けて「子ども
が命の大切さを実感するには」をテー
マとして、グループ討議を行われたが、
そこでの参会者の声やアンケート結果
をもとに、いのちの教育についてまと
めた。P8～9 
 

著書､学術論文等の名称 
単著・
共著の

別 

発行又は発
表の年月 

発行所、発表雑
誌等又は発表学

会等の名称 
概      要 

「学会発表等」 
１．デザートのプレゼンを通
して、望ましい消費者生活を
考えた 授業実践 
 

 
― 

 
平成 24 年 8
月 

 
平成 24 年度日本
家庭科教育学会
第 43 回近畿地区
会 実践・研究
発表抄録(ｐ4） 
(大阪府、兵庫教育
大学大学院連合
学校教育学研究
科大阪サテライト) 

 
類似品が数多く並ぶ中、商品に記載

されている多種多様な情報を見極め、
必要とする商品を購入する力は、食品
の安全がとりざたされている昨今、児
童にとっても必要不可欠な力である。
食品表示は食品の重要な情報であり、
これを見て購入する習慣をつけること
は、自分や家族の健康を守る上で大切
なことである。本題材は、意識的に商
品を見る姿勢を児童に芽生えさせ情報
を取捨選択する力をつけさせることを
目的として行い、この実践と支える理
論を学会で発表した。 
Ａ4 判 p４ 
 

 
２．生活実践力の向上を
図る小学校家庭科教育
のプログラム 

 
― 

 
平成 29 年 3
月 

 
日本教師学学会
第 18 回大会 
実践研究発表 
 

 
小学校家庭科教育の課題として、学

習内容が定着しておらず実生活で活か
されていないことが挙げられる。そこ
で、実践力を体験活動・評価活動・交
流活動の往還によって育成することが
出来るという仮説を立て、実践モデル
を開発し、その成果と課題を発表した。 

Ａ4 判 p8 
 

３．小学校家庭科におけ
る生活実践力育成の授
業モデル構想 

― 平成 29 年 8
月 

日本家庭科教育
学会近畿地区会
研究発表 

 小学校家庭科における課題の一つと
して学習した知識や技術などが実生活
で十分生かされていないことを文部科
学省は指摘している。この現状を受け、
児童の生活実践力の育成を図る授業モ
デルを構想し、研究実践を行い成果と
課題を発表した。 
 Ａ4 判 p9 
 

（取材） 
 
１．家庭科における「い
のちの教育」の取り組み
について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．家庭科における「い
のちの教育」の取り組み
について 
 

  
 
平成 30 年
11 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 30 年
11 月 
 
 

 
 
朝日新聞社 
（北摂 13 版） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ケーブルテレビ
（大阪北摂版） 
 
 

 
 
 家庭科を基盤とした教科横断的な
「いのちの教育」の可能性を探り、そ
の有効性の実証に向けの実践が、朝日
新聞社に取材を受け発信された。本研
究により、動物のいのちについて考え
ることにより、児童のいのちに対する
意識が大きく変容することが明らかと
なった。また、保護者、地域住民、児童
が一堂に会し、いのちについて考え、
語ることの意義も見出すことができ、
その有効性を新聞により広く告知され
た。（池田市立石橋南小学校） 
 

家庭科を基盤とした教科横断的な
「いのちの教育」の可能性を探り、そ
の有効性の実証に向けの実践が、ケー
ブルテレビ（大阪北摂版）に取材を受
け発信された。会場には地域住民、保
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護者、児童計約 200 名が集まり、映画
「犬に名前をつける日」を鑑賞、その
後、NPO 法人「犬猫みなしご救援隊」代
表中谷百合氏、映画監督山田あかね氏
の講演を聞き、いのちについて考えた。 
授業後、本研究の趣旨並びに授業につ
いての取材を受け、いのちの教育につ
いての取り組み、児童の変容を語った。
以上から、いのちの教育への関心の高
さと必要性を実感するとともに、本研
究の有効性を検証することが出来た。  

（池田市立石橋南小学校） 
 
 
 

３．保護者と歩む情報
誌 Partner 
 

 平成 30 年
12 月 

ブンブンどりむ 家庭における「お手伝い」の意義
と、児童の「お手伝い」への意識改革
について取材を受けた。小学校におけ
る今までの実践事例をもとに、主体
的・能動的な活動へと導く工夫とし
て、汚れの視覚化やゲーム性の導入、
フィードバックと称賛など、家庭で実
践可能な取り組みを多く紹介した。加
えて、小学校教員志望学生への、家庭
科指導法における「家庭の仕事」の分
野の授業法についても触れ、家庭と学
校の連携の必要性も述べた。以上よ
り、情報誌作成者からは、具体的で明
確な事例であり、実践可能であると高
評価を得ることが出来た。  
 

 
４．「いのちの教育」の
取り組みについて 
 

  
令和元年 8
月 15 日 

 
朝日新聞社 
（北摂 14 版） 
 

 
犬や猫の殺処分問題を取り上げ、い

のちについて学ぶ教育について研究し
ている。その一環として、募金活動を
課外活動に位置付け、その様子につい
て取材を受けた。募金活動の趣旨や児
童の取り組み等について触れるととも
に、いのちについて児童が真摯に向き
合い学ぶ姿勢について述べ、「いのち
の教育」の重要性を伝えた。 

（池田市立石橋南小学校） 
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教 育 研  究  業  績  書 

令和３年３月３１日   

氏名 長谷川栄子   

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

教育学 国語科教育法、図書館教育、教員養成 

教  育 上  の  能 力  に  関  す る  事  項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

（１）学校図書館を活用した国語科教育 平成元年～ 

現在に至る 

主体的に本を手に取り、作品や自分、他者と対話しながら読む読書

行為ができるよう国語科の授業実践を検討した。各教科・領域にお

ける読書指導などとの関連を考慮した年間指導計画の作成教材と

関連する資料を学校図書館に置くのか検討して図書館改革に取り

組んだ。 

（芦屋市立朝日ヶ丘小学校・芦屋市立潮見小学校における国語科の

実践、奈良学園大学における講義） 

（2）詩から言葉を頼りにイメージを広げる指導 平成 10 年～現在

に至る 

主体的・対話的に他者や自分、詩と対話しながら学ぶことができる

よう工藤直子の詩の作品集を丸ごと味わう読書行為を行った。作品

集を丸ごと味わう読書行為は、効果的な詩の指導方法であると考え

られると仮定し実践した。 

（芦屋市立潮見小学校の国語科の実践） 

（3）主体的・対話的な国語科学習に児童を誘う発問研究 平成 10 年～現在

に至る 

内容を尋ねるのではない発問の在り方を実践した。発問づくりにお

いては、①子どもたちを主体的な学習者として捉えること、②読書

プロセスに応じた単元全体で捉えること、③説明様式に応じること

などに留意して行った。 

（芦屋市立潮見小学校の国語科の実践、奈良学園大

学における教育実習事前指導） 

２ 作成した教科書・教材 

①『ブックワーム芦屋っ子 本が大好き 読み

たいな読書ノート』低学年版及び高学年版

  (共著)芦屋市教育委員会 

平成 23年 3月 ブックワーム芦屋っ子が市民から好評であったの

で、さらに児童生徒の発達年齢に応じた詳細な読書

案内の冊子を作成し、芦屋市の公立小・中学校へ配

布し、国語科の読書活動に活用できるようにした。 

②教育実習の手引き（単著）

芦屋市立朝日ケ丘小学校発行

③教育実習のための講話事例（単著）

芦屋市立潮見小学校発行

平成 23年 4月 

平成 29年 4月 

芦屋市立朝日ヶ丘小学校の教頭として、教育実習の

手引きを作成した。教師としての使命、公務員とし

て守るべき法律、子ども理解の視点等について書い

た。校務分掌や学校の一員として働く心得等も論じ

た。教育実習生への最初の講話教材として使用した。

A4判 10頁 

芦屋市立潮見小学校の校長として教育実習生に分か

りやすく話すための手引きを作成した。実習生の各

担当教員が必ず指導しなければいけないことを講話
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というかたちでまとめ、実習を指導する教員に配布

し使用した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

①奈良学園大学学生アンケート

②奈良学園大学学生授業アンケート

令和元年 12月 

令和 2年 7月 

令和 3月 1月 

「子どもと言葉」の指導（ゲストティチャー） 

担当科目 

担当科目 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

①教頭として指導助言等 平成 23 年 4 月～

28年 3月 

・朝日ヶ丘小学校の教頭として毎年実施する自主的

全国研究会の企画運営を行い、学校目標に基づい

た各教員の研究テーマについて助言

・朝日ケ丘小学校教頭として、教育実習生の手引き

を修正作成

・浜風小学校教頭として兵庫県公立学校・教育委員

会女性管理職研修会において発表

テーマ「実践的指導力のある教職員の育成」

②校長としての指導助言等 平成 29年 4月～ 

令和元年 3月 

・兵庫県小学校長会研究大会で研究発表

テーマ「震災の教訓を生かし、防災体制を充実する

学校づくり」 

・潮見小学校校長として教育実習生のための講話集

を編集し教職員で共通確認を行った 

５ その他 

文部科学省から委嘱委員（国語科） 平成 15年 4月 

平成 18年 4月 

平成 18年 4月 

文部科学省特定の課題小学校国語問題作成 委員 

文部科学省平成 19年度全国学力・学習状況調査小学

校国語問題作成 委員 

文部科学省平成 19年度全国学力・学習状況調査小学

校国語解説資料作成 委員 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格、免許 

・小学校教諭 1級普通免許状

・幼稚園教諭 1級普通免許状

・小学校教諭専修免許状

・幼稚園教諭専修免許状

昭和 57年 3月 

昭和 57年 3月 

平成 15年 3月 

平成 15年 3月 

（昭 56小一普第 710号）兵庫県教育委員会 

（昭 56幼一普第 606号）兵庫県教育委員会 

（平 14小専第 59号）兵庫県教育委員会 

（平 14幼専第 22号）兵庫県教育委員会 

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者について特記事項 

①教頭として 平成 23 年 4 月～

28年 3月 

・兵庫県芦屋市立朝日ケ丘小学校教頭として小学校

国語科教育担当として研修会を実施

・兵庫県芦屋市立浜風小学校・潮見小学校教頭とし

て小学校教頭会理科教育担当として研修会を実施

②校長として 平成 29年 4月～ 

令和元年 3月 

・芦屋市小学校校長会国語科教育、特別支援教育、

学習評価担当校長として部会を開催し、研修会を

実施、特に新学習指導要領の評価を巡り、研修会
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等何度も開催した。 

・芦屋市学力向上支援プラン研究校指定となり、新

学習指要領の 3つの柱について研究

・芦屋市外国人に対するきめ細かな日本語指導研究

校指定（～令和２年 3 月）外国籍の児童が多い学

校なので、ユニバーサルの視点での国語科日本語

の授業の試案を提案した

・芦屋市学力向上支援プラン研究校指定（～令和 2

年 3月）

・芦屋市小学校校長会国語科教育、家庭科教育、特

別支援教育、学習評価担当（～令和 2年 3月）

・芦屋市学力向上支援プラン指定授業研究発表会

・兵庫県日本語初期指導研究校指定

・芦屋市学力向上支援プラン指定授業研究発表会

４ その他 

管理職としての役職 平成 28年 4月 

平成 29年 4月 

平成 29年 8月 

平成 30年 4月 

平成 31年 4月 

兵庫県芦屋市女性管理職等研修会会長 

芦屋市特別支援教育教育支援委員会 副委員長 

芦屋市特別支援教育教科用図書・一般図書採択 委

員長 

兵庫県阪神地区女性校長会副会長 

兵庫県阪神地区女性学校運営研修会企画・運営 

兵庫県阪神地区女性校長会会長 

兵庫県阪神地区女性校長会幹事 

研  究 業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・

共著の別 

発行又は

発表の年月 

発行所、発表雑誌

等又は発表学会等

の名称 

概 要 

（著書） 

１．読解力を育てる！小学校国

語 定番教材の発問モデル

説明文編 アクティブ・ラー

ニング型授業づくりのヒン

ト 

２．小学校国語「汎用的能力」

を高める！アクティブ・ラー

ニングサポートワーク 

共 

  共 

平成27年7月 

平成27年12月 

明治図書 

明治図書 

学習者の主体性を尊重し、多様性を考慮し、相互に協働する学習

になるよう国語科単元において発問を構想し、提案した著書であ

る。 

A4版 124頁 

井上一郎編著、執筆者：長谷川栄子、上月敏子、古川元視 他合

計24名 

本人担当部分：第2学年の説明的文章を活用して、箇条書きやＱ

＆Ａによる言語活動を行い、説明力を育成することをねらい、発

問を提案した。書き言葉から話し言葉に転用させて、コミュニケ

ーション能力や説明力の向上をねらった。pp44-pp45 

言語認識力、言語操作力、自己表現力、言語生活力などの汎用的

能力を身に付けるためのサポートワークを考案した著書である。 

A4判 174頁 

井上一郎編著、執筆者：長谷川栄子、上月敏子、尾崎靖二 他合

計33名 

担当部分：国語力を高めることによって、人間関係力も高めるこ

とをねらった。第1学年において物語の構造を捉えること、第3

学年において説明的文章の語彙構造を捉えること、第4学年にお

いて調査事項を新聞記事に書くことを執筆した。子どもたちが、
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３．学校図書館を活用した国語

科授業の創造 

―主体的・対話的な学びを目指

してー 

４．国語科教育の基礎・基本 

教え方・学び方ポイントシート 

２「話すこと・聞くこと」「書

くこと」編 

単 

共 

令和元年12月 

令和3年1月 

ERP出版株式会社 

明治図書 

主体的に学習に取り組めるようワークシートを工夫した。 

pp30-pp31 

国語科における、説明的文章に関わる思考語彙の指導について、

詩の指導の在り方について、主体的対話的な国語科学習を成立さ

せるための教師の発問について、新学習指導要領の求める資質能

力を踏まえて、国語科教育を論じた。また、国語科教育に図書館

教育を活用することの意義と、その方法を具体的に例示した。さ

らにコンピュータを活用した図書館教育を通して、児童の相互理

解を深める具体的な例示をして指導を論じた。まとめとして、今

後の図書館教育と国語科教育の在り方について提案した。 

B5判 80頁 

国語科の基礎・基本を解説するとともに、「話すこと・聞くこと」

「書くこと」の領域における教材及びポイントシートを若手教員

向けに構成した著書である。 

A4版 117頁 

井上一郎編著、執筆者：長谷川栄子、小木曽笑子、南理香他合計 

40名 

担当部分：中学年の児童を対象に単元「不思議な出来事の物語－

ファンタジーを書こう」を設定した。主人公が、不思議な世界に

行って帰ってくるファンタジーを書くことを取り上げ、プロセス

を3つの柱にしてまとめた。物語の組み立てに沿って内容を考え

られるようにしたり、物語の冒頭部分を提示したりしてポイント

シートを工夫した。pp92-pp93 

（学術論文） 

１．学校図書館を活用した国語

科授業の創造―ファンタ

ジー作品を中心に― 

共 令和元年５月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第４号 

主体的に本を手に取り、作品や自分、他者と対話しながら読む読

書行為ができるよう国語科の授業実践を検討した。このような授

業では、①必要な図書を再読する、②自分の体験と重ねながら、

作品や作家、仲間と対話して読む、③音声言語による表現へ意欲

を高める、というような児童の変容が見られた。各教科・領域に

おける読書指導などとの関連を考慮した年間指導計画の作成教材

と関連する資料をどの程度蔵書として学校図書館に置くのかが、

課題となると論じた。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp113-pp124 

２．工藤直子作品から広がる詩

の指導―作品集を読むと

いう読書行為を通して― 

共 令和元年６月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第5号 

従来の指導方法からより多様な指導方法への視点を得て、主体

的・対話的に他者や自分、詩と対話しながら学ぶことができるよ

う工藤直子の詩の作品集を丸ごと味わう読書行為を行った。子ど

もたちは、①作品世界に浸り、詩人について思いを馳せるように

なる、②多様な音声表現や多様な作品集の創作を楽しむ、③自己

を見つめる契機となるなどのこどもたちの姿が見て取れ、作品集

を丸ごと味わう読書行為は、効果的な詩の指導方法であると考え

られると提案した。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp125-pp134 

３．主体的・対話的な国語科学

習に誘う発問とは―説明

共 令和元年8月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第7号 

説明的な文章を読むことの学習過程において、内容主義に陥らな

いためには、一体どのような発問が考えられるだろうか。 
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的な文章を読むことに関

して― 

そこで、学習過程に沿って主体的・対話的な学習になるよう発問

モデルを試作した。発問づくりにおいては、①子どもたちを主体

的な学習者として捉えること、②読書プロセスに応じた単元全体

で捉えること、③説明様式に応じることなどに留意することが重

要である。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp155-164 

４．説明的文章に関わる思考語

彙の指導 

共 令和元年9月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第8号 

小・中学校国語科で取り扱われる「情報の扱い方に関する事項」

と思考語彙の指導、及び思考力を育成の関連を探った。 

思考操作を授業に取り入れ、言葉と操作を一致させる思考語彙の

指導が思考力育成の上で重要となる。「情報の扱い方に関する事

項」の内容により一層焦点化させ、系統化を図られた。学習基本

語彙から思考語彙を選択し、語彙と操作レベルを一体化させて思

考力を育成することが重要である。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp201-pp210 

５．公立図書館と連携した小学

校における学校図書館教育 

共 令和元年9月 奈良学園大学紀要第 11

集 

学校図書館教育を充実させ、子どもたちの読書推進を図るには、

公立図書館と連携した取組が効果的だ。そこで、学びの場を広げ、

公立図書館と連携した読書推進活動や学習指導を構想し、学校図

書館教育の充実を図ろうと試みた。①子どもたち同士が交流でき

る学びの場を設定すること、②公立図書館と連携した学習単元を

構想すること、③司書教諭や学校司書の力を引き出し、読書推進

の活性化を図ることが重要である。以上のことを提案した。 

共著者：長谷川栄子、松田智子 

本人担当部分：全文執筆 pp125-pp134 

６．小学校と大学が連携して教

育実習生を育成しよう１ 

単 令和元年10月 教育プロ 

第４９巻２３号 

教員志望の学生が減少している中で、教員を志望する学生に対し

て小学校と大学が連携して人材を育成する視点が必要だ。現職の

後輩を育てようとする意欲や自己研鑽意欲に支えられて行われる

教育実習である。今後求められる教員の資質・能力は何かを考え

て指導に当たることが肝要だ。教育実習の準備や大学教員の巡回

指導における留意点を記述した。 

pp14-pp15 

７．小学校と大学が連携して教

育実習生を育成しよう２ 

単 令和元年11月 教育プロ 

第４９巻２４号 

教育実習生を指導するにあたっての留意点として、児童理解の方

法について、また特別な配慮を要する子どもから何を学ぶかを論

じた。また授業の方法として主体的対話的な学びを生かす指導方

法とは何かを具体的に示した。さらにこれら学校現場の要望に合

わせた大学の講義の在り方の改革への提言を行った。 

pp14-pp15 

８．コンピュータを活用し、児

童の相互交流が生まれる

学校図書館をめざして 

単 令和元年11月 奈良学園大学「人間教

育」第2巻第10号 

学校図書館は、読書センター、学習センター、情報センターとし

ての役割がある。学習指導要領が新しくなり、外国語が加わった。

メディア構成も新しくなる。図書資料として英語のＣＤ、ＤＶＤ

なども加わることから、どのようにそれらを閲覧できるように環

境を整備するのかが、課題となる。課題の解決の一つの方法とし

て、コンピュータをはじめとするメディアを配置することが考え

られる。それによって、子どもたちの相互交流で作り上げる検索

システムを整備することができる。子どもたちが、主体的に読み
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たい本を閲覧できるようにコンピュータを活用したい。 

pp243-pp252 

（その他） 
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教 育 研 究 業 績 書

令和 3年 3月 31 日

氏名 林 悠子

研 究 分 野 研究内容のキーワード

健康・スポーツ科学、スポーツ心理学、身体表現学 スポーツ心理、体育、運動イメージ、発育発達、表現

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要

１ 教育方法の実践例

発達段階に応じた子ども向けダンスのグループ

制作、保育者と園児役とに分かれて行う表現遊

びの指導実践、サーキット遊びやボール遊びの

創作と指導実践を行う。

平成23

年～現

在に至

る

奈良学園大学人間教育学部「健康・運動の理解」「子

どもと表現（体育）」、奈良学園大学奈良文化女子

短期大学部「体育の基礎Ⅰ・Ⅱ」「身体表現」にお

いて、乳幼児から小学生の発達段階を理解し、音

楽リズムダンスの振り付けやリズム遊びの実践、

「子どもに身につけさせたい基礎的な動き」を取

り入れた遊びの創作を行った。

２ 作成した教科書，教材

ダンスの振付用紙や運動あそび・音楽に合わせ

た身体表現遊びの指導案の作成とオペレッタの

オリジナル台本の作成。

平成23

年～現

在に至

る

奈良学園大学人間教育学部「健康・運動の理解」「子
どもと表現（体育）」、奈良学園大学奈良文化女子
短期大学部「体育の基礎Ⅰ・Ⅱ」「身体表現」にお
いて、ダンスの振付用紙や音楽にあわせたリズム
遊び・身体表現遊びの指導案を作成した。「子ども
学ゼミ」においては音楽科目担当者と共同でオペ
レッタの製作を行いこれまでに計10本のオリジナ
ル台本を作成した。

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

奈良学園大学人間教育学部授業科目に対する学
生評価

「運動健康の理解」（Ⅰ回生後期講義）
令和 2

年

奈良学園大学人間教育学部「運動・健康の理解」
は後期において小学校専修 2 クラスと小学校免許
取得者の1クラス計3クラスで講義を行っている。
満足度は 3.85、4.0．4.17 ポイント、わかりやす
さや聞きやすさも4.0ポイントから4.57ポイント
といずれも高い評価であった（2020 年度後期授業
評価アンケートより）。

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

(1) 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部主催
講座講師
①（社）奈良県シルバー人材センター協議会委
託子育て支援講習
②子育て支援事業「ちびっこ広場」
③公開講座「親子で楽しむシリーズ」
(2)三郷町立西部保育園園内研修講師

(1)
①平成
23 年 2
月
②平成
23年～
平成30
年
③平成
23年～
平成29
年
(2) 令
和元年

(1)①（社）奈良県シルバー人材センター協議会の
委託を受けて行われた子育て支援講習において、
「子どもと楽しむ運動遊び」として、表現遊びや
発育発達についての講義と演習を行った。
②地域の子育て支援事業「ちびっこ広場」内にお
いて、保護者に向けて青年期の発達を見据えた、
子どもとの音楽リズム遊びの実践を行った。
③公開講座では、親子向けの保育表現や音楽表現
「親子シリーズ」のうち、運動遊びやリズム遊び
やダンスを行う身体表現の講師を担当した。
(2)三郷町立西部保育園にて、現職保育者に対して
運動あそびの指導を行った。

５ その他

特記事項なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要

１ 資格，免許

特記事項なし

２ 特許等

特記事項なし

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

磯城郡保育士研修会講師 磯城郡保育士研修会の講師を務めた。

４ その他

特記事項なし
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

（著書）

（学術論文）

１.保育実習における身体

活動と学生の気づきにつ

いて

単著
平成 23 年 11

月

奈良文化女子短期大

学紀要 42 号：97-106

本研究では、２回生地元保育所実習に

おいて、保育所内でどのような身体活動

（体育・運動遊び・リズム遊びなど）が

行われていたのか、またそれらの活動を

観察する中で学生自身がどのような気

づきをしたのかについて、実習後のアン

ケートにより調査を行った。その結果、

学生らは月齢による運動発達の違いや

社会的発達の違いなどに気づき、また体

育・表現の分野での実習中に必要な課題

について明らかにすることができた。

２.保育者養成校に求めら

れる学生の資質について

－保育現場へのアンケー

ト調査より－

単著
平成 24 年 11

月

奈良文化女子短期大

学 紀 要 第 43 巻 ：

127-134

本研究では、過去 6 年間の卒業生の勤
務実態についてのアンケート調査の自
由記述から、園長・施設長らが保育者養
成校に望むこと、また就職した本学卒業
生が評価されていることを分析した。そ
の結果、保育現場ではまず保育者として
の「技術や知識」、「資質」が、そして社
会人としての力や保育者として働く意
識が求められること、卒業生らは個々の
資質や人柄、働く姿勢は評価されている
が「保育技術」に対する評価は十分では
ないことが明らかとなった。

３.子育て支援広場に参加

している乳幼児の運動状

況について

〔査読有り〕

単著
平成 25 年 11

月

奈良文化女子短期大

学紀要第 44 巻：91-99

本研究では、親子が集えるスペースに参

加している未就園児親子を対象に、子ど

もの発育発達状況や日々の遊びなどの

活動状況、また母親の運動歴や運動実施

状況等についてアンケート調査を行っ

た。その結果、子どもたちはおおむね活

発に運動を行っており、遊びは室内遊び

が多く、保護者（母親）の運動実施が少

ないことなどが明らかとなった。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

４.新人保育者の早期離職

に関する実態調査

〔査読有り〕

共著
平成 25 年 11

月

奈良文化女子短期大

学 紀 要 第 44 巻 ：

101-109

本研究では、保育者の早期離職問題に着

目し、現場へのアンケート調査と早期離

職者へのインタビュー調査を実施した。

その結果、保育者は女性のライフサイク

ルの影響が強い職種であること、早期離

職者の退職理由は、「進路変更」や「体

調不良」が多いが、その根本的な原因は、

職場での人間関係にあることが明らか

になった。

５.保育者養成校に求めら

れる学生の保育実践能力

と資質について

〔査読有り〕

単著
平成 26 年 11

月

奈良文化女子短期大

学 紀 要 第 45 巻 ：

123-130

本研究では、本学における保育者養成の

在り方についての示唆を得ることを目

的に、近畿一円の幼稚園、保育所（園）

の管理職者または新人教育担当者に対

してアンケート調査を実施した。「現場

で求められている能力と新入職者の能

力とのギャップ」に焦点を絞り、教育課

程による差を探求したところ、保育者と

して求められる資質については教職課

程に差がないものの、4年制大学と短期

大学卒業生では保育実践能力において

差があることが明らかになった。

６.保育者としての資質と

保育実践能力に対する学

生の意識について

〔査読有り〕

単著
平成 27 年 11

月

奈良文化女子短期大

学 紀 要 第 46 巻 ：

121-128

本研究では、本学学生が保育者としての

資質や能力についてどのように考え、ど

の程度それらの力を身につけていると

考えているのかを明らかにした。保育者

としての専門能力も資質も、それを重視

するかという自身の考えについてはほ

とんどの項目で 1 回生の方が高く、いま

自分がどれくらい実践できるか（身につ

けているか）という自己評価について、

保育者としての実践的専門能力は 1 回

生の方が高く、保育者の資質は 2・3 回

生の方が高かった。

７.保育者養成に求められ

る保育者の資質について

（２）－就職先へのアンケ

ート調査の前回調査との

比較から－

〔査読有り〕

単著
平成 28 年 11

月

奈良文化女子短期大

学紀要第 47 巻：71-80

本研究では、平成 23 年度から平成 26 年

度の本学卒業生の就職先に対して行っ

た勤務実態についてのアンケート調査

のうち、自由記述から園長らが保育者養

成校に望むこと、また就職した本学卒業

生が評価されていることを分析した。前

回調査と比較した結果、保育現場では即

戦力として役立つ保育の実践力は当然

ながら、保育者の資質や社会人としての

態度や覚悟、特に「社会人基礎力」とさ

れる、チームで働く上で重要視される

様々な能力が求められていることが示

唆された。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

８.各発達の時期における

「先生」のネガティブな言

動について

〔査読有り〕

共著
平成 28 年 11

月

奈良文化女子短期大

学紀要第 47 巻：31-40

本研究では、養成課程の学生が子どもの

立場を理解し不適切でネガティブな言

動をしないため、教師のネガティブな言

動とは何かについて整理を行うため調

査を行った。その結果、幼児期において

は教員のネガティブな言動は少ないが、

小学校高学年から中学生の時期におい

ては、教員の言動でネガティブとして捉

えられた言動が多くなっており、高校生

になると減っていた。この変化は思春期

と関係していると考えられ、教員の言動

でネガティブと捉えられる言動は、それ

らを受け止める子どもの発達の時期に

よって量的にも質的にも異なっていた。

９.保育者養成校の学生の

性格特性および進路状況

との関連について

〔査読有り〕

共著
平成 28 年 11

月

奈良文化女子短期大

学紀要第 47 巻：41-48

本研究では、保育者養成短期大学生 160

名のＹＧ性格検査の判定結果をもとに、

その性格特性の傾向について明らかに

するとともに、卒業時の進路状況（進路

選択）との関連について調べることを目

的とした。学生の半数近くにみられた性

格特性は「情緒の不安定さ」であった。

進路状況との関連では、職種に関わらず

非正規として就職あるいは就職をしな

い選択をした学生と、性格因子尺度の

「劣等感」「非協調性」が高い傾向にあ

る学生とのあいだに関連があることが

示唆された。

10.女子大学生における運

動能力の現状について-運

動適正テストと運動不振

尺度から－

〔査読有り〕

単著
平成 29 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 48 巻：87-96

本研究では、運動適正テストの実施と運

動不振尺度の調査から、女子大学生の運

動能力の実態について検討を行った。そ

の結果、学生の半数以上で運動能力水準

が低いこと、運動不振には技能的な側面

とともに体力面での不振が関与するこ

とが示唆された。

11.施設実習における学生

の不安を軽減する事前学

習についての研究

〔査読有り〕

共著
平成 29 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 48 巻：31-40

本研究では、施設実習に参加した学生に

対して行った実習事後指導における振

り返りレポートを分析し、実習に参加す

る前の実習に対するイメージや不安感

や疑問などを分類することで、実習に臨

む学生にとっての必要な事前学習とは

何かを明らかにした。また、実習におい

て自身の不足していた点について分析

を行ったことで、実習の取り組み点検チ

ェック表を作成することができた。

12.新人保育者に必要な資

質について－新人保育者

に対する総合的な評価に

つながる具体的な資質－

〔査読有り〕

共著
平成 29 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 48 巻：41-49

本研究では、本学卒業生の勤務実態につ

いてのアンケート調査から、どのような

新人保育者が評価されるのかについて

分析した。その結果、高い技術や知識よ

りもまずは新人という立場をわきまえ

ながら礼儀正しく責任を持って一つ一

つのことに意欲的に取り組む姿勢が必

要であることが明らかになった。
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13.身体表現科目における

表現遊びの指導実践内容

と学生の気づき

〔査読有り〕

単著
平成 30 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 49 巻：105-115

本研究では、身体表現遊びの指導実践の

内容と有用性について分析した。その結

果、指導内容は 5歳児を対象とした遊び

が半数を占め、運動遊び要素の強い遊

び、既知の遊びを展開する傾向が伺わ

れ、発達段階の広い理解と遊びのレパー

トリーを増やす努力が必要であると考

えられた。

14.新人保育者に対する評

価～前年度との比較を通

して～

〔査読有り〕

共著
平成 30 年 11

月

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学紀要

第 49 巻：49-59

本研究では、短期大学卒業生の勤務実態

についてのアンケート調査から、どのよ

うな新人保育者が評価されるのかにつ

いて、前年度と比較分析した。その結果、

満足度や将来性への期待が向上してい

る傾向が伺われた。

15．新人保育者に求められ

る資質, 新人保育者とし

ての評価, 保育者養成校

における課題, GPA ・各教

科の成績と職場での評価

との関係

共著 令和2年 3月

奈良学園大学紀要第

12巻：51−60

本研究では、短期大学卒業生の就職先に

おける評価についての研究の継続であ

る。その結果、平成 27 年度からの３か

年で全体的に保育現場での卒業生の評

価は明らかに上がっていた。一方、卒業

後における新人保育者としての総合的

な評価得点・各項目における評価得点と

在学中の累積GPAの値との相関はみられ

なかった。

16．女子大学生における運

動不振の現状について－

運動不振尺度を用いて－
単著 令和2年 3月

奈良学園大学紀要第

12巻：103−108

本研究では、幼児教育学科に在籍する女

子大学生の運動不振の実態について、大

学生版運動不振尺度を用いて検討を行

った。調査の結果、およそ 3割の学生で

身体操作力とボール操作力の何らかの

運動不振があること、小中学校時よりも

大学生である今現在において運動不振

の状況が進んでいること、ボール操作力

に比べて身体操作力の方が不振である

ことが明らかになった。

（その他）

1. 連載 遊びの世界 27

「大和地方のうた遊

び」

単著 平成 27 年 10

月

子 ど も と 発 育 発

達.13-3：195-198

学会誌連載「遊びの世界」において、「大

和地方のうた遊び」と題し、奈良県にち

なんだ伝承遊びについて執筆した。

（学会発表）

1. 安静体験イメージによ

る精神生理学的変化につ

いて

－
平成 24 年 6

月

日本バイオフィード

バック学会第 40 回大

会発表（立命館大学）

大会予稿集 P30.

くつろいだ姿勢を取った「安静体験」と、

その体験の再現イメージを行った場合

の生理的変化について、①安静時の自分

の筋感覚②自分の生理反応③自分の周

りの様子、の 3つのイメージを課題とし

脳波・心拍数・呼吸数を指標として比較

検討を行った。その結果、生理反応的イ

メージ課題ではβ波含有率の減少がみ

られたことから、課題により安静状態が

促されたと推測された。

2.子育て支援広場に参加

する乳幼児の発育発達状

況について

－
平成 24 年 8

月

日本体育学会第 63 回

大会発表（東海大学）

本研究では、短期大学における地域貢

献・子育て支援事業である親子が集える

スペースに参加している未就園児親子

を対象に、子どもの発育発達状況や日々

の遊びなどの活動状況、また母親の運動

歴や運動実施状況などについてアンケ

ート調査を行った。その結果、子どもの

遊びは室内遊びが多く、保護者（母親）

の運動実施が少ないことなどが明らか

となった。
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3.保育士養成校に求めら

れる学生の資質について
－

平成 24 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 51 回研究大会発

表（京都文教大学・京

都文教短期大学）

大会予稿集 p530-531.

本研究では、卒業生の就職先に対する卒

業生の勤務実態についてのアンケート

調査から、現場で保育者養成校に望むこ

と、また本学卒業生がどのように評価さ

れているか分析した。その結果、第一に

保育者としての「技術や知識」、「資質」

が求められ、次に社会人としての力や保

育者として働く意識が求められること、

卒業生らは個々の資質や人柄、働く姿勢

は評価されているが、「保育技術」に対

する評価は十分ではないことが明らか

となった。
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4.安静体験イメージによ

る精神生理学的変化につ

いて

－
平成 25 年 6

月

日本バイオフィード

バック学会第 41 回大

会発表（鎌倉女子大

学）

大会予稿集 P29.

くつろいだ姿勢を取った「安静体験」と、

その体験の再現イメージを行った場合

の精神生理学的変化について、①安静時

の自分の筋感覚②自分の生理反応③自

分の周りの様子、の 3つのイメージを課

題とし、脳波とイメージ想起に対する自

己評価の高低との関連について比較検

討を行った。その結果、自己評価の高い

群は低い群に比べてイメージ時の大脳

活動がより活発であったことが示され

た。

5.幼児の体格と体力・運動

能力の発達特徴について

（1）

－

平成 25 年 8

月

日本体育学会第 64 回

大会発表（立命館大

学）

大会予稿集 P138.

本研究では、和歌山県私立 W幼稚園にお

ける体格・体力測定データから、幼児の

体格における発育発達の特徴について

検討を行った。H11 年・ H16 年・ H21 年

の園児の、身長・体重・胸囲・座高の 4

つの身体測定データを分析対象とした。

6.幼児の体格と体力・運動

能力の発達特徴について

（2）

－和歌山県私立W幼稚園に

おける体力・運動能力測定

データから－

－
平成 25 年 8

月

日本体育学会第 64 回

大会発表（立命館大

学）

大会予稿集 P138.

本研究では、和歌山県私立 W幼稚園にお

ける体格・体力測定データから、幼児の

体力における発育発達の特徴について

検討を行った。H11 年・ H16 年・ H21 年

の 25ｍ走、立ち幅跳び、ボール投げ、両

足連続跳び越しの4つの運動能力測定デ

ータを分析対象とした。その結果、性差

は年中児の跳び越しくぐりにのみみら

れ、「ボール投げ」や「立ち幅跳び」で

はあまり年代の差が見られなかったの

に対し、「25m 走」「跳び越しくぐり」

では年代による差が見られた。

7. 保育現場が保育士養成

に望むこと
－

平成 25 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 52 回研究大会発

表（高松）

大会予稿集 p332-333.

本研究では、本学における保育者養成の

在り方についての示唆を得ることを目

的に、近畿一円の幼稚園、保育所（園）

の管理職者または新人教育担当者に対

し、保育現場で働く新入職者の現状と保

育者養成に望むことについてアンケー

ト調査を実施した。その結果、4年制大

学化や保育士の国家資格化を望む声は

少ないが、資質や基礎学力においては 4

年制大学卒が優れているという指摘も

あり、養成校における保育者資質の向上

が望まれることが明らかとなった。

8. 幼児の体格と体力・運

動能力の発達特徴につい

て（3）

－和歌山県私立W幼稚園に

おける体力・運動能力測定

データから－

－
平成 26 年 3

月

日本発育発達学会第

12回大会発表（大阪成

蹊大学）

大会予稿集 P83.

本研究では、和歌山県私立 W幼稚園にお

ける体格・体力測定データから、幼児の

体力における発育発達の特徴について

検討を行った。3～5歳の園児の H11 年・

H16 年・ H21 年の 25ｍ走、立ち幅跳び、

ボール投げ、両足連続跳び越しの 4つの

運動能力測定データおよび身長・体重・

胸囲の体格データを分析対象とした。そ

の結果、「25m 走」「跳び越しくぐり」

では年代による差が見られ、ボール投げ

では体格との正の相関がみられた。
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9. Psychophysiological

changes in the movement

imagery -Preliminary

study-身体動作イメージ

における精神生理学的変

化について―予備的調査

より―

－
平成 26 年 8

月

7th Asian-South

Pacific Association

of Sport Psychology

International

Congress,Tokyo

大会予稿集 P33.

本研究では内的な身体動作イメージと

外的な身体動作イメージにおける脳波

含有率の変化を分析した。その結果、α

1波含有率は内的イメージ時には頭頂・

中心領域での減少、外的イメージ時には

後頭領域での減少がみられた。

10.Team Building

Intervention for High

School Volleyball Team

高校バレーボールチーム

に対するチームビルディ

ングの介入効果について

－
平成 26 年 8

月

7th Asian-South

Pacific Association

of Sport Psychology

International

Congress,Tokyo

大会予稿集 P32.

本研究では、高校バレーボールチームに

対して、チャンピオンシップの最終出場

資格を失った後にチームの結合を回復

するため、その精神的な準備に対してス

ポーツ心理学がどのような働きを持っ

たかについて調査を行った。

11. 幼児の体格と体力・運

動能力の発達特徴につい

て（4）

－和歌山県私立W幼稚園に

おける体力・運動能力測定

データから－

－
平成 26 年 8

月

日本体育学会第 65 回

大会発表（岩手大学）

大会予稿集 P129.

これまで和歌山県私立W幼稚園における

体格・体力測定データから、幼児の体力

における発育発達の特徴について検討

を行ってきたが、本研究では運動能力測

定データを分析対象とし、きょうだい構

成の違いによる幼児の運動能力ならび

に体格の発達特徴について検討を行っ

た。 H11 年・H16 年・H21 年の 25ｍ走、

立ち幅跳び、ボール投げ、両足連続跳び

越しの4つの運動能力測定データを分析

対象とした。いずれの運動能力において

も、ほぼすべての年代・年齢において第

１子に比べて第２子以降の運動能力が

高く、特に「跳び越しくぐり」において

顕著であった。

12.幼児の体格と体力・運

動能力の発達特徴につい

て（5）

－和歌山県私立W幼稚園に

おける体力・運動能力測定

データから－

－
平成 26 年 8

月

日本体育学会第 65 回

大会発表（岩手大学）

大会予稿集 P116.

これまで和歌山県私立W幼稚園における

体格・体力測定データから、幼児の体力

における発育発達の特徴について検討

を行ってきたが、本研究では H11 年・H16

年・ H21 年の身長・体重・胸囲の 3つの

身体測定データを分析対象とし、きょう

だい構成の違いによる幼児の体格の発

達的特徴について、運動能力との関連に

ついて分析した。

13. 現場が求める保育実

践能力と卒業時に獲得し

ている能力の教育課程別

比較

－
平成 26 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 53 回研究大会発

表（博多）

大会予稿集 P36.

本研究では、本学における保育者養成の

在り方についての示唆を得ることを目

的に、近畿一円の幼稚園、保育所（園）

の管理職者または新人教育担当者に対

してアンケート調査を実施した。「現場

で求められている能力と新入職者の能

力とのギャップ」に焦点を絞り、教育課

程による差を探求したところ、保育者と

して求められる資質については教職課

程に差がないものの、4年制大学と短期

大学卒業生では保育実践能力において

差があることが明らかになった。
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14.視点の異なる運動イメ

ージに対する精神生理学

的反応について

－
平成 27 年 7

月

日本バイオフィード

バック学会第 43 回大

会発表（筑波大学）

大会予稿集 P32.

本研究では、内的視点からなる体験イメ

ージ（internal imagery）と外的視点

からなる観察イメージ（external

imagery）による単純な身体動作を課題

とし、それらを想起した際の大脳活動の

違いを比較することによって身体運動

イメージの精神生理学的特徴を明らか

にした。イメージ課題は 3つの身体動作

（脚を屈曲する・前屈する・腕を上げる）

とし、体験イメージと観察イメージを行

った。

15. 脳波からみた運動学

習における運動イメージ

の効果について

－
平成 27 年 8

月

日本体育学会第 66 回

大会発表（国士舘大

学）

大会予稿集 P132.

本研究では、提示された他者の動きに対

して、内的または外的視点から想起した

自己像を意識しながら、動作の模倣を行

うことを課題とし、脳波を用いて運動学

習における運動イメージの効果を検討

した。動作は、両手を置いた状態から手

首を屈曲させて右手または左手を上げ

る単純動作であった。課題中は、頭皮上

の 13 部位から脳波の記録を行った。反

応時間、正答率および脳波に関して、経

時変化の検討および内的視点－外的視

点イメージ間の比較を行った。

16. 保育者としての資質

と保育実践能力に対する

学生の意識について

－
平成 27 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 54 回研究大会発

表（札幌）

大会予稿集 P35.

本研究では、本学における保育者養成の

在り方についての示唆を得ることを目

的に、「保育者としての保育実践能力」

と「保育者としての資質」についてどの

程度重視し、どの程度自分の身について

いると思うか、本学学生に対してアンケ

ート調査を実施した。その結果、1回生

と 2・3回生とでは重視する能力や自己

評価について差が見られた。

17. 本学における子育て

支援事業の5年間の取り組

みと評価

－
平成 27 年 9

月

全国保育士養成協議

会第 54 回研究大会発

表（札幌）

大会予稿集 P179.

本学における子育て支援事業「ちびっこ

広場」「つどいの広場」について、これ

までの利用者アンケートや利用者数デ

ータなどから、5年間の取り組み内容と

その評価をまとめた。

18. Effects of motor

imagery perspectives on

motor learning based on

EEG

EEG をベースとした運動学

習におけるイメージの視

点の効果につい

－
平成 28 年 6

月

2016 NASPSPA

Conference

(Montreal)

北米スポーツ心理学

会

大会プログラム P22.

本研究では、提示された他者の動きに対

して、内的または外的視点から想起した

自己像を意識しながら単純動作の模倣

を行う運動学習課題における運動イメ

ージの効果を検討した。その結果、他者

の動作を模倣する際には、刺激と反応が

一致する条件で反応が速かった。反応の

速さと運動イメージの達成度・鮮明度・

コントロール度とも対応関係が見られ

た。すなわち、運動学習において運動イ

メージの視点の違いが脳波に反映され、

パフォーマンスとも関連することが示

唆された。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称
概 要

19.女子大学生の運動イメ

ージ想起能力について
－

平成 28年 8

月

日本体育学会第 67回

大会発表（大阪体育大

学）

大会予稿集.

本研究では、運動部に所属する健康な女

子大学生 56 名を対象に、運動イメージ

質問紙 JMIQ-R を用いて、イメージ想起

の際の体験イメージ（すなわち内的視点

イメージ）と観察イメージ（すなわち外

的視点イメージ）のタイプを調査した。

総合得点はバスケットボール部とソフ

トボール部で所属部間に差は見られな

かったが、さらに、モーズレイ性格検査

（MPI）による個人の性格特性やこれま

での運動経験等から、運動イメージ想起

能力としてのイメージの視点について

特徴を分析した。

20. 保育者養成に求めら

れる保育者の資質につい

て―就職先へのアンケー

ト調査より―

－
平成 28年 8

月

全国保育士養成協議

会第 55回研究大会発

表（盛岡）

大会予稿集 P57.

本研究では、平成 23年度から平成 26 年

度の本学卒業生の就職先に対して行っ

た勤務実態についてのアンケート調査

のうち、自由記述から園長らが保育者養

成校に望むこと、また就職した本学卒業

生が評価されていることを分析した。前

回調査と比較した結果、保育現場では即

戦力として役立つ保育の実践力は当然

ながら、保育者の資質や社会人としての

態度や覚悟、特に「社会人基礎力」とさ

れる、チームで働く上で重要視される

様々な能力が求められていることが示

唆された。

21.運動イメージタイプと

性格特性からみた女子大

学生の運動イメージ想起

能力について

－
平成 28年 11

月

日本スポーツ心理学

会第43回大会発表（北

星学園大学）大会予稿

集 pp154-155.

本研究では，バスケットボール部とソフ

トボール部に所属する女子大学生を対

象に、イメージ能力に関係するとされる

性格特性との関わりや個人特性を分析

することで，運動イメージ想起能力とし

てのイメージの視点についての特徴を

明らかにした．それぞれの部においてポ

ジションごとの比較をしたところ，ソフ

トボール部においては差がみられなか

ったが，バスケットボール部においてフ

ォワードに比べてセンターの内的得点

が高い傾向がみられるなど、所属部とポ

ジションすなわち運動特性と役割にお

けるイメージ能力の違いが示唆された．

22.The relationship

between the ability of

motor imagery and the

clumsiness in exercise in

university students.

大学生における運動不振

と運動イメージ能力の関

係について．

平成 29年 7

月

ISSP(International

Society of Sport

Psychology ) 14th

World

Congress(Sevilla)

国際スポーツ心理学

会 14回大会（セビリ

ア、スペイン））

（p.105）

本研究では、大学生の運動不振の実態につい

て運動イメージの視点から精神生理学的に分

析した。運動不振尺度質問紙により「身体操

作力」と「ボール操作力」に関する運動不振

の状態を判定し、運動イメージ質問紙 JMIQ-R

（Movement Imagery Questionnaire-Revised

日本語版）により、イメージ想起の際に視覚

的運動イメージ（外的視点イメージ）と筋感

覚的運動イメージ（内的視点イメージ）のい

ずれが得意であるかというイメージタイプ分

けを行った。参加者は、課題として一連のス

ポーツ場面と動作のイメージを行い、背景脳

波と心的時間の測定から運動イメージの正確

性を分析した結果、イメージ時の大脳活動の

変化から、運動不振と運動イメージ能力との

関連が示唆された。
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 3 年 3月 31 日 

 氏名  原口 忠之   

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

Algebraic Topology, Diffeology   Diffeological space, Homotopy theory, smooth CW complex 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1. E-Learningを用いた数学の基礎学力の定着と管理

運営を実施した。 

平成24年4月～平成

25年 3月 

環太平洋大学の学生支援係に所属してお

り、大学 1 年生に、国語、数学、英語の基

礎学力の定着を促すため、E-Learningを導

入し、主に数学を担当した。また、導入し

た年度であったため、管理運営も担当し、1

年生の全学生に対して、国語、数学、英語

のノルマを達成させ、最後の確認試験では、

全員が合格点を取得した。 

2. 大志会の夜の勉強会 平成24年4月～平成

25年 3月 

環太平洋大学の教員採用試験合格を目標に

している学生が集まる大志会という組織に

所属し、毎週 1 回から 2 回、採用試験に向

けた数学の授業を 17時～21時まで実施し、

学生の採用試験合格に貢献した。 

3. 数学道場 平成30年4月～現在

に至る 

教員採用試験合格を目指し、数学検定準 1

級合格を目指し、週に 3 回実施している。

その他にも学生のレベルに合わせた補修計

画をたてている。 

   

２ 作成した教科書，教材   

1. 環太平洋大学通信教育課程中等教育数学専攻設

置において、単位認定のレポート作成 

平成 24年 6月 数学基礎 I，数学基礎 II，集合・位相 I，集

合・位相 II，幾何学 I，幾何学 II，幾何学

IIIの設置審査にむけて、各教科に対してレ

ポートを 2 部作成し、全ての教科において

審査を通過した。 

2．環太平洋大学通信教育課程中等教育数学専攻単位

認定試験の作成 

平成 25年 1月 数学基礎 I，数学基礎 II，集合・位相 I，集

合・位相 II，幾何学 I，幾何学 II，幾何学

III の試験問題を各教科につき複数部作成

した。 

    

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

「採用時における評価」   

1. 環太平洋大学次世代教育学部助教の採用にあた

っての学長評価 

平成 24年 3月 高等学校の現場での教育経験を生かして、

環太平洋大学のリメディアル教育，および

通信教育課程の立ち上げへの期待があり採

用された。 

2. 大分工業高等専門学校一般科理系講師の採用に

あたっての校長評価 

平成 26年 3月 私立大学・高等学校での教育経験を生かし

て、高専における数学教育を期待され採用

された。とくに面接時の模擬授業は、過去

最高の内容と評価された。 

3. 奈良学園大学人間教育学部講師の採用にあたっ

ての学長評価 

平成 30年 3月 私立大学・高専・高等学校での様々な数学

教育の経験があり、また環太平洋大学所属

時に通信教育課程の数学を管理運営した経

験を期待され採用された。 

「授業評価アンケート」   

1. 環太平洋大学教務課による学生授業評価アンケ

ート 

平成 25年 2月  平成24年度の授業評価アンケートの平均

が 4段階中で 3.29であった。  
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2. 大分工業高等専門学校教務主事室による学生授

業評価アンケート（通年科目） 

平成 27年 2月 大分高専において平成 26年度は授業を 4

クラス担当し、5段階で平均が 4.23であっ

た。また、情報工学科 1 年の基礎数学 I で

は 4.44、電気電子工学科 2年の線形代数で

は 4.21であり、それぞれのクラスの全ての

授業の中で、一番よい成績であった。 

※通年科目のみ担当 

 
3. 大分工業高等専門学校教務主事室による学生授

業評価アンケート（通年科目） 

平成 28年 2月  大分高専において平成 27年度は授業を 4

クラス担当し、5段階で平均が 4.29であっ

た。機会工学科 1年の基礎数学 Iでは 4.65、

情報工学科 2年の微分積分 Iでは 4.02、都

市環境工学科 3年の微分積分 IIでは 3.98、

電気電子工学科 3年の微分方程式は 4.51で

あった。 

※通年科目のみ担当 

 
4. 大分工業高等専門学校教務主事室による学生授

業評価アンケート（通年科目） 

平成 29年 2月  大分高専において平成 28年度は授業を 4

クラス担当し、5段階で平均が 4.35であっ

た。情報工学科 1年の基礎数学 Iは 4.4、機

会工学科 2年の微分積分 Iは 4.24、情報工

学科 3年の微分積分 IIは 4.53、電気電子工

学科 3年の微分方程式は 4.23であった。 

※通年科目のみ担当 

 
   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1. 公開授業（岡山県立岡山朝日高等学校） 平成 22年 10月 岡山県立朝日高等学校にて、県内の中学

校・高等学校を対象に公開授業を実施した。 

2．公開授業（岡山県立岡山朝日高等学校） 平成 23年 10月 岡山県立朝日高等学校にて、県内の中学

校・高等学校を対象に公開授業を実施した。 

3. 特別公開授業（環太平洋大学） 平成 24年 11月 岡山県内の高等学校をはじめ、環太平洋大

学の教員を対象とした「数の理解」の研究

授業を発表し、検討会を実施した。 

4. 科研費獲得へ向けた講演の世話人 平成 25年 9月 環太平洋大学において、科研費獲得に向け

た講演を文科省を通じて依頼し、当日に向

けた準備、講演会での司会を担当した。 

 
5. 岡山大学オープンキャンパス体験講義の特別講

師 

平成 28年 8月 岡山大学のオープンキャンパスの理学部数

学科において，特別講師として，「オイラ

ー標数の幾何学」というタイトルで体験授

業を実施した。 

6. 奈良学園大学オープンキャンパス ミニ講義 平成 30年 6月 「代数方程式～3次方程式の解の公式」とい

うタイトルでミニ講義を実施した。 

7. 奈良学園大学オープンキャンパス ミニ講義 平成 30年 8月 「オイラー標数～正多面体の個数」という

タイトルでミニ講義を実施した。 

8．奈良学園大学オープンキャンパス ミニ講義 令和 1年 6月 「ピタゴラス数の性質」というタイトルで

見講義を実施した。 

５ その他   

1. 該当なし   

   

職 務 上 の 実 績 に 関  

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1. 高等学校教諭一種免許状（数学）取得 平成 19年 3月 23日 岡山県教育委員会，平 18高一第 965号 

2. 高等学校教諭専修免許状（数学）取得 平成 21年 3月 23日

 

岡山県教育委員会，平 20高専第 67号 

   

２ 特許等   

1．該当なし   
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３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1. 環太平洋大学大志会 平成24年4月～平成

26年 3月 

 環太平洋大学の教員を目指す学生に対し

て、教員採用試験用の数学の指導だけでな

く、夜の勉強会の監督や、学生の相談に対

応した。 

2. 環太平洋大学学習支援室 平成24年4月～平成

26年 3月 

 環太平洋大学で主に低学年の基礎学力の

定着を図る組織として学習支援室があり、

E-Learningの管理運営だけでなく、新入生

300人に対するオリエンテーションの企画、

段取り等の運営に積極的に取り組んだ。ま

た、就活生に対して、SPIの指導も実施した。 

3. 環太平洋大学次世代教育学部クラス担任 平成24年4月～平成

25年 3月 

 学生 30名のクラス担任を担当した。 

 

 

4. 環太平洋大学次世代教育学部クラス担任 平成25年4月～平成

26年 3月 

 学生 30名のクラス担任を担当した。 

 

 

5. 環太平洋大学 FD委員 平成25年4月～平成

26年 3月 

 環太平洋大学の教員の授業力向上や学生

指導方法のワークショップの企画・運営を

行った。 

 

 6. 環太平洋大学紀要編集委員 平成25年4月～平成

26年 3月 

 環太平洋大学研究紀要に掲載するにあた

り研究内容が論文、研究ノート等に適切か

どうかを判断し編集、とりまとめを行った。 

 
7. 大分高専図書館運営委員 平成26年4月～平成

28年 3月 

 明野通信の作成、学生の図書館の利用の

管理を行った。 

 

8. 大分高専弓道部 平成26年4月～平成

28年 3月 

 2年間担当し、管理運営をした。 

 

9. 大分高専囲碁将棋部顧問 平成26年4月～平成

30年 3月 

 10年ほど趣味にしている将棋の経験を生

かして、4年間担当した。、平成 26年度は大

分県高校選手権大会で団体戦・個人戦で準

優勝する実績をあげ、個人戦は全国高校将

棋選手権大会に出場した。また、平成 27年

度は全国高専大会でベスト 4に入賞した。 

 

10. 大分高専奨学資金等委員 平成27年4月～平成

28年 3月 

 学生の奨学金の申請を審議する。 

 

 
11. 大分高専学生部委員会 平成27年4月～平成

28年 3月 

 学生の処分に関することを協議・決議す

る。 

 

12. 大分高専オープンキャンパス副委員長 平成27年4月～平成

28年 3月 

 大分高専のオープンキャンパス副委員長

として、段取りの精査や当日の司会進行等

を務めた。 

13. 大分高専広報委員会 平成27年4月～平成

29年 3月 

 大分高専のＨＰの掲示内容、広報活動に

ついて計画する。 

 

14. 大分高専学生主事補 平成27年4月～平成

29年 3月 

 平成 27年度は、学生の車両通学に関する

指導が主な業務であり、本年度は特に学生

の車両に関する管理を担当し、大分自動車

学校における安全講習会の段取り、大分中

央警察署と連携をとり安全講習の講演会を

企画した。 

 平成 28年度は、新入生オリエンテーショ

ン、高専祭等のイベントを運営し、学生会

の予算案の作成を担当する等、学生会の運

営管理を主な仕事とした。 
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15. 大分高専教務部委員 平成28年4月～平成

30年 3月 

 教員の授業カリキュラムの構成、年間行

事を管理するだけでなく、中学校訪問を企

画、実施する。また、Webシラバスを大分高

専に導入する際に、学科を代表して取りま

とめる業務を担当した。 

16. 大分高専ソフトテニス部顧問 平成28年4月～平成

30年 3月 

 ソフトテニスの経験が10年ほどあったこ

とを生かして、強化に努めた。とくに九州・

沖縄地区高専大会では36年ぶりに個人戦優

勝、全国高専大会では開学以来、初めてと

なる団体戦・個人戦ともにベスト４の実績

をあげた。また、高校総体でも新人戦で大

分県ベスト８に入るなど九州大会の出場権

を得た。 

17. 大分高専機械工学科 1年クラス担任 平成29年4月～平成

30年 3月 

 43名のクラスの担任を 1年間務めた。学

力が低いため 11月からは、時間の都合がつ

く限り放課後に数学の補修を実施するなど

して、基礎学力の向上に貢献した。  

 
18. 人間教育学部人間教育学科数学専修コース 1 年

②のクラス担任（17名） 

平成30年4月～平成

31年 3月 

 学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

う。また、数学の学力の向上を図るため、

補修等を実施している。 

 

19. 人間教育学部人間教育学科企業公務員①のクラ

ス担任（24名） 

平成30年4月～平成

31年 3月 

 学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

いながら、クラス運営を実施している。 

 

20．人間教育学部人間教育学科広報委員 平成30年4月～現在

に至る 

 奈良学園大学オープンキャンパスにおい

て、学生のプレゼン指導等をはじめ広報委

員会全体の運営に携わっている。 

21. 奈良学園大学人間教育学研究会運営委員 平成30年4月～平成

31年 3月 

 「卒業生から聞こう、教わろう」、「学生

シンポジウム」、「卒業研究発表」の運営 

会報・研究会誌の審査等をし、発行の準備

をする。 

22．人間教育学部人間教育学科数学専修コース 1 年

のクラス担任（20名） 

令和 1年 4月～令和

2年 3月 

学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

いながら、クラス運営を実施している。 

 

23．人間教育学部人間教育学科数学専修コース 2 年

のクラス担任（15人） 

令和 1年 4月～令和

2年 3月 

 学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

いながら、クラス運営を実施している。 

 

24. 奈良学園大学人間教育学研究会運営委員 令和 1年 4月～令和

2年 3月 

 会報・研究会誌の審査等をし、発行の準

備をする。 

 

25．人間教育学部人間教育学科数学専修コース 2 年

のクラス担任（19名）と 2年のとりまとめ 

令和 2年 4月～令和

3年 3月 

 コロナウイルスの影響でリモート授業の

中で、クラス運営と学年の運営を実施して

いる。 

26．人権教育研究推進委員 令和 2年 4月～令和

3年 3月 

人権に関する委員会の一員である。 

27. 人間教育学部人間教育学科数学専修コース 1年 

のクラス担任（12名） 

 

令和 3年 4月～現在

に至る 

学生の出席状況の確認・面談等を適宜行

いながら、クラス運営を実施している。 

28. NGU-NET運営委員会 令和 3年 4月～現在

に至る 

大学のネット環境について管理する。 

   

 

 

  

４ その他   

1．該当なし   
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

 

著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
（著書）     

1 該当なし     

     

（学術論文）     

1 微分空間と位相空間

（修士論文，査読無） 

単著 平成 21 年 3

月 

岡山大学大学院修士

論 文 （ 数 学 ）

pp.148-163 

 微分空間と位相空間の関係について

まとめた論文である。とくに、位相空間

の可微分多様体を一般化した空間が微

分空間になっているため、微分空間と位

相空間は似た性質を持つことが予測で

きる。例えば、部分空間や直積、直和、

商空間といったものは位相空間で定義

できる。同様に微分空間でも定義でき

る。さらに写像空間も定義でき、何の制

限もなしに微分空間の圏はデカルト閉

圏になっていることが証明があること

が知られている。これらの事についてま

とめた。（16項） 

 

2 位相空間と微分空間の

ホモトピー群について（査

読無） 

単著 平成 24 年 10

月 

環太平洋大学研究紀

要第 6号, pp.77-80 

 位相空間 Xに対して、ユークリッド空

間の開集合から Xへの連続写像をプロッ

トとすることで自然に微分空間 DX を誘

導する。圏 Top と圏 Diff とするとき関

手 D：Top→Diff を定義することができ

る。このとき関手 D：Top→Diff はホモ

トピーを保つことを証明している。つま

り、位相空間 Xから誘導される n次元ホ

モトピー群と微分空間から誘導される n

次元ホモトピー群は同型であることを

証明した。この結果はホモトピー論を展

開する上で重要な結果となる。（4項） 

 
3 A hommotopy theory of 

diffeological and 

numerical generated 

spaces（学位論文，査読な

し） 

単著 平成 25 年 3

月 

岡山大学学術成果リ

ポジトリ 

 位相空間の圏をTopで表すとき、圏Top

は有限生成モデル構造をもつことが知

られている。本論文では微分空間の圏を

Diff で表すとき、圏 Diff は有限生成モ

デル構造を持つことを証明する。さらに

数値的生成空間からなる圏 Topの充満部

分圏を NGで表すとき、圏 NGは有限生成

モデル構造をもつことを証明し、圏 Top

と圏 NG は Quillen 同値であることを証

明し、圏 Diff から圏 Top、圏 NG への

Quillen 随伴関手が存在することを証

明し、これらの結果をまとめた。（54項） 
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著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
4 A model structure on 

the category of 

diffeological spaces（査

読無） 

共著 平成 25 年 11

月 

arXiv:1311.5668  位相空間の圏 Topには有限生成モデル

構造を持つことが知られている。この導

入方法をもとに、微分空間の圏 Diff に

有限生成モデル構造を導入することに

成功した。関手 T：Diff→Top と D：Top

→Diffが存在し、Tは Dの左随伴関手で

ある。これらの関手を用いて、圏 Diff

と圏 Top の性質を比較することができ

る。とくに、(T,D):Diff→Topは Quillen

同値を誘導することが証明できた。この

結果により圏 Diff と圏 Top で展開され

るホモトピー論は一致することが分か

った。（30項） 

（担当部分） 

第 2 章「Diffeological spaces」～第 5

章「Model category of diffeological 

spaces」P.2～P.20 

〔共著者〕 

島川和久 

5 Long Exact Sequences 

for De Rham Cohomology of 

Diffeological Spaces（査

読付） 

単著 平成 26 年 9

月 

Kyushu Journal of 

Mathematics. Vol. 

68(2014) No. 2, 

pp.333-345. 

 微分空間にコンパクトサポートが備

わった微分形式を定義し、この微分形式

を用いてコンパクトサポートが備わっ

たド・ラム・コホモロジーを定義した。

また、ド・ラム・コホモロジーの完全系

列が存在する微分空間についての条件

を言及し、具体的な例として、１の分割

が存在する diffeological subcartesian 

space を定義した。これにより、既存の

ド・ラム・コホモロジー理論の拡張に繋

がるだけでなくホモトピー論とコホモ

ロジー理論の融合に繋がる結果を得た。

（13項） 

 
6 On model structure for 

coreflective 

subcategories of a model 

category（査読付） 

単著 平成 27 年 1

月 

Mathematical Journal 

of Okayama 

University, 57 

(2015), pp.79-84. 

有限生成モデル圏の部分圏に有限生成

モデル構造を導入する手法を構成し、条

件を制約することによりもとの圏のモ

デル構造と Quillen同値になることを証

明した。この定理の具体的な例として、

数値的生成空間からなる位相空間の圏

Topの充満部分圏 NG、コンパクト生成空

間からなる圏 Top の充満部分圏 CG に対

して圏 Top の有限生成モデル構造を圏

NG、圏 CG にそれぞれ導入し、さらに、

圏 Top、圏 NG、圏 CG のモデル圏構造は

Quillen 同値であることを証明した。（6

項） 

 
7 オイラー標数を用いた

初等幾何へのアプローチ

について（査読無） 

単著 平成 30 年 7

月 

人間教育第 1 巻第 5

号, pp.157-161 

 初等幾何の代表的な問題として知ら

れる``正多面体が 5 つしかない"という

性質を、大学で学ぶ抽象的な概念の 1つ

のオイラー標数を利用して、中学生が理

解できるように指導方法をまとめた。こ

の手法を用いることにより、中学生でも

大学で学ぶような抽象的な数学的概念

に触れることができ、数学への興味関心

を深めることが期待できる。（5項） 
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著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
8  Homology and 

cohomology via enriched 

bifunctors（査読付） 

共著 平成 30 年 8

月 

Kyushu Journal of 

Mathematics. Vol. 

72(2018) No. 2, 

pp.239-252 

 圏 Diff の圏 Top の間にある関手 T：

Diff→Topと D：Top→Diffにおいて Tは

D の左随伴関手である。TDX と X が同相

になるような位相空間を数値的生成空

間とよぶ。数値的生成空間からなる圏

Top の充満部分圏を NG とするとき、圏

NGは極限、余極限に関して閉じており、

デカルト閉圏であることを証明した。さ

らに、スマッシュ積に関してモノイドで

あることを示した。とくに原口は圏 NG

がデカルト閉圏となることを証明する

ことを担当した。（14項） 

（担当部分） 

第 2章「Nmerically generated spaces」

～第 3 章「Exponentials in NG」P.2～

P.6 

〔共著者〕 

島川和久、吉田耕平 

 

9 微分空間 I（査読無） 単著 平成 30 年 10

月 

人間教育第 1 巻第 8

号，pp.261-266 

 Zemmour の著書``Diffeology"を参考に

して、diffeological space（微分空間）

の解説を試みた論文である。微分空間の

公理を導入し、例としてユークリッド空

間の具体的な微分構造を紹介した。ま

た、微分空間の間の射（滑らかな写像）

を定めた。この性質を利用して、微分構

造を写像によって引き戻すことで、集合

に微分構造を導入する inductive性を紹

介した。この性質を利用することで，微

分空間の部分集合に自然に微分構造を

導入することができることも紹介して

いる。（6項） 

10 微分空間 II（査読無） 単著 平成 30 年 10

月 

人間教育第 1 巻第 8

号，pp.267-272 

 Zemmour の著書``Diffeology"を参考

にして、diffeological space（微分空

間）の基本的な性質について、微分空間

I の継続として解説を試みた論文であ

る。本稿では、微分空間の微分構造を、

写像を利用して，押し出すことによっ

て、集合に微分構造を与えることを紹介

した。この性質を利用して、微分空間の

直和空間・直積空間・商空間を定義する。

これらのことから、微分空間の圏は極

限・余極限に関して閉じていることを紹

介した。（6項） 

11 Homotopy structures 

of smooth CW complexes（査

読無） 

単著 平成 30 年 11

月 

arXiv:1811.06175  微分空間の圏 Diff 上において、滑ら

かな CW 複体を構成し、その性質を調べ

た。Tame性の概念を導入することでホモ

トピー拡張性質を滑らかな CW 複体上で

利用することができる。この条件をりよ

うすることで、胞体近似定理、ホモトピ

ー同値に関する Whiteheadの定理を証明

することができた。また、2 つの滑らか

な CW複体の直積は CW複体であり、位相

空間の圏 Top 上の CW 複体よりも扱いや

すい面もあることを発見した。（19項） 
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著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
12 On homotopy types of 

diffeological cell 

complexes 

共著 令和 1 年 12

月 

arXiv:1912.05359 

 

 微分空間の圏 Diff上の滑らかな CW複

体の性質を調べた論文で、特に、これら

の複体の間の連続写像は、微分空間の意

味で滑らかな写像とホモトピックにな

ることを証明している。また、これらの

複体は１の分割をもつことも紹介して

いる。連続写像と滑らかな写像の間の複

雑さをホモトピーという概念で近似で

きることに成功した。 

13 A model structure on 

the category of 

diffeological spaces, I 

共著 令和 2 年 11

月 

arXiv:2011.12842 微分空間の圏 Diff に Quillen モデル構

造を導入した。 

14 The Baumkuchen Theorem 共著 令和 2 年 12

月 

Arxiv:2012.10938 バームクーヘンの定理を初等幾何の性

質のみを利用して証明を与えた。またこ

れを利用すると、既存のピザの定理を証

明することができることも紹介してい

る。 

     

（その他）     

「報告書」         

1 微分空間と位相空間 単著 平成 21 年 9

月 

空間の代数的・幾何的

モ デ ル と そ の 周 辺

2009報告集，pp.82-91 

 微分空間は近年、注目を浴びだした分

野であり可微分多様体を一般化した空

間として知られており、微分空間の間の

写像は無限回微分可能となる構造をも

つ。そのため、位相空間では取り扱えな

い理論を構成することが期待できる。本

講演では、この微分空間が価値のある研

究であることを、具体的な例をあげなが

ら紹介する。とくに、微分空間は直積、

部分空間、直和、商空間が定義すること

ができ、デカルト閉圏であることを報告

集にまとめた。（10項） 

2  微分空間と位相空間 単著 平成 24 年 3

月 

日本数学会 2012 年度

年会総合分科会総合

分科会トポロジー分

科会アブストラクト 

 可微分多様体を一般化した概念とし

て知られる diffeological space が導入

された。近年、この空間が注目され始め

た。この diffeological space の基本的

な性質を紹介している。とくに微分構造

をもつ写像であるにも関わらず、直和や

商空間の概念を導入することができ、極

限・余極限に関して閉じている。また写

像空間の概念も導入でき、これがデカル

ト閉圏であることも紹介している。（2

項） 

3  Model structure of 

numerically generated 

spaces 

単著 平成 24 年 9

月 

日本数学会 2012 年度

秋季総合分科会総合

分科会トポロジー分

科会アブストラクト 

 位相空間の特殊な空間として数値的

生成空間の性質を紹介する。数値的生成

空間は、任意のユークリッド空間の開集

合から集合 Xへの写像が連続な写像にな

るような最も弱い位相が導入されてい

る。この数値的生成空間の圏は極限・余

極限に閉じており、デカルト閉圏であ

る。さらに、モデル構造を導入でき、位

相空間の圏 Top のモデル構造と Quillen

同値であることを紹介している。（2項） 
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著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
4  Long exact sequences 

for de Rham cohomology of 

diffeological spaces 

単著 平成 25 年 3

月 

日本数学会 2013 年度

年会総合分科会トポ

ロジー分科会アブス

トラクト 

 任意の微分空間には de Rhamコホモロ

ジー群を定義できることが知られてい

る。このコホモロジー群を計算するため

の有用な道具として完全系列を利用で

きる条件を紹介している。（2項） 

 

5 微分空間の性質とその

応用について 

単著 平成 26 年 3

月 

第 10 回数学総合若手

研究集会～多分野間

の交流による発展・発

見を目指して～北海

道大学数学講究録 , 

pp.181-184 

 任意の微分空間 Xは Xのプロットを用

いることで微分形式を定義することが

可能であり、この微分形式を用いてド・

ラム・コホモロジーを構成できることが

可能であり、ホモトピー不変であること

が知られている。この理論の発展とし

て、コンパクトサポートが備わった微分

形式を構成し、これを用いてコンパクト

サポートが備わったド・ラム・コホモロ

ジーを構成することに成功した。これら

の理論を整備するにあたり微分空間か

ら誘導される位相空間の性質について

調べた。（4項） 

 
6  数値的生成空間の圏へ

のモデル構造の導入とそ

の一般化について 

単著 平成 26 年 3

月 

日本数学会 2014 年度

年会総合分科会トポ

ロジー分科会アブス

トラクト 

 圏 D を圏 C の充満部分圏とする。圏 C

が有限生成モデル構造をもち、圏 Dから

圏 C への包含関手 i:D→C がある条件を

満たすときに圏 Cのモデル構造を圏 Dに

導入することができる。その具体的な例

として、次のことを紹介している。位相

空間の圏 Topは有限生成モデル構造をも

つ。数値的生成空間からなる圏 Topの充

満部分圏を NG とする。このとき、包含

関手 i:NG→Topによって圏 Topのモデル

構造を圏 NG に導入することができる。

また、これらのモデル構造は Quillen同

値であることも紹介している。（2項） 

 

7 微分空間のホモトピー

論とその周辺について 

単著 平成 26 年 7

月 

第 61 回トポロジーシ

ン ポ ジ ウ ム 講 演 集

pp.37-46 

 微分空間における n 次元球体、n 次元

球面の微分構造を境界上では微分係数

が常に 0になるような微分構造を入れな

おすことで、滑らかな道の端点を無限回

微分可能でつなぐことを可能にした。こ

の条件を使うことで、位相空間で展開さ

れるホモトピー論と同じような理論を

構成できることに成功した。これらの概

念を用いて、ファイブレーション、胞体

複体、ホモトピー群を構成し、これらを

利用することで圏 Diff に有限生成モデ

ル構造を導入することに成功した。（10

項） 
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著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

 

概        要 

 
8  微分空間のモデル構造

について 

単著 平成 28 年 9

月 

日本数学会 2016 年度

秋季総合分科会 

 微分空間の圏 Diff 上にモデル構造を

導入する手法の一つを紹介している。と

くに、ファイブレーション、コファイブ

レーション、弱同値の定義に触れる。ま

た位相空間の圏 Top との間には関手 T：

Diff→Top、D：Top→Diff が存在し、随

伴関係である。この性質を利用して圏

Diffの圏 Topのモデル構造が Quillen同

値であることを紹介する。（2項） 

 
9 滑らかな CW複体のホモ

トピー構造 

単著 平成 30 年 9

月 

日本数学会 2018 年度

秋季総合分科会トポ

ロジー分科会アブス

トラクト pp.75-76 

滑らかな CW 複体を構成する上で必要と

なる概念を紹介した。とくに微分空間の

公理、微分空間の間の滑らかな写像を紹

介した。また、可微分構造を用いてホモ

トピー論を展開する上で重要となる性

質の tame 性を与えている。この性質を

利用することで基本的なホモトピー拡

張性質が成り立つことを紹介している。

（2項） 

 
「学会発表等」         

1 微分空間と位相空間 単 独 発

表 

平成 21 年 9

月 

空間の代数的・幾何的

モ デ ル と そ の 周 辺

2009, 信州大学理学

部講義棟 1番講義室 

 微分空間は近年、注目を浴びだした分

野であり可微分多様体を一般化した空

間として知られており、微分空間の間の

写像は無限回微分可能となる構造をも

つ。そのため、位相空間では取り扱えな

い理論を構成することが期待できる。本

講演では、この微分空間が価値のある研

究であることを、具体的な例をあげなが

ら紹介する。とくに、微分空間は直積、

部分空間、直和、商空間が定義すること

ができ、デカルト閉圏であることを証明

した。 

 
2 微分空間のモデル圏構

造について 

単 独 発

表 

平成 24 年 1

月 

福岡ホモトピー論セ

ミナー，福岡大学セミ

ナーハウス セミナー

室Ａ 

 微分空間は可微分多様体を一般化し

た空間として知られており、微分空間の

間の写像は滑らかな構造を保つように

定義される。微分空間の圏 Diffは極限・

余極限に関して閉じており、デカルト閉

圏であることが知られており、都合のよ

い圏である。しかし、圏 Diff はモデル

構造をもつかどうかは知られていれて

いない。本講演では、圏 Topに導入され

ているモデル構造の手法をベースに圏

Diff にモデル構造を導入する方法につ

いて紹介する。 
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3  Diffeological space 

and Topological space 

単 独 発

表 

平成 24 年 1

月 

平成 23 年度日本数学

会中国・四国支部例

会，岡山大学環境理工

学部 104教室 

 位相空間の圏 Topの射は連続写像で定

義され、微分空間の圏 Diff の射は滑ら

かな構造を保つ写像で定義される。とく

に微分空間は可微分多様体を一般化し

た空間として知られていることからも、

圏 Top と圏 Diff の間には深い関係性が

ある。本講演では圏 Top と圏 Diff の性

質を確認すると同時に異なる点に焦点

をあてる。具体的には微分空間において

もホモトピー群を定義できる。関手 D：

Top→Diff はホモトピーを保つが関手

T：Diff→Top は保たない等の紹介をす

る。 

 
4 微分空間と位相空間 単 独 発

表 

平成 24 年 3

月 

日本数学会 2012 年度

年会，東京理科大神楽

坂キャンパス 

 微分空間の圏を Diff、位相空間の圏を

Top とするときこれらの圏の間には関手

T：Diff→Topと D：Top→Diffが存在し、

T は D の左随伴関手であることを証明し

ており、微分空間と位相空間の間には深

い関係性があることが分かる。とくに本

講演では、この２つの関手を用いて、微

分空間と位相空間の性質の違いを比較

すると同時に、これらの関手 Tと Dが保

存する性質について紹介する。とくに T

は商空間、直和空間を保ち、D は直積空

間、部分空間を保つことについて触れ

る。 

 
5  Model structure of 

numerically generated 

spaces 

単 独 発

表 

平成 24 年 9

月 

日本数学会 2012 年度

秋季総合分科会，九州

大学伊都キャンパス 

 ある特殊な条件を満たす位相空間を

構成し、これを数値的生成空間とよぶ。

数値的生成空間からなる位相空間の圏

Topの充満部分圏を NGで表す。本講演で

は、この圏 NG に有限生成モデル構造を

導入する方法として、圏 Top から圏 NG

に自然に存在する関手 F：Top→NG を用

いて、圏 Topの有限生成モデル構造を写

す方法で証明できることを紹介する。さ

らに、包含関手 i：NG→Top は Quillen

同値を誘導することを証明した。これに

より、圏論上でホモトピー論を一般化す

ることが可能となった。 

 
6 Long exact sequences 

for de Rham cohomology of 

diffeological spaces 

単 独 発

表 

平成 25 年 3

月 

日本数学会 2013 年度

年会，京都大学吉田キ

ャンパス 

 任意の微分空間に対して、微分形式が

定義できド・ラム・コホモロジーが存在

して、ホモトピー不変であることが

Zemmour によって証明されている。本講

演ではこのド・ラム・コホモロジーに対

して、マイヤー・ビエトリス完全系列が

存在する条件について言及する。とくに

１の分割が存在する微分空間に関して

は存在することが分かった。具体的な例

の空間として１の分割が存在する

diffeological subcartesian spaceを構

成した。これにより、コホモロジー理論

のさらなる応用が期待できる。 
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7 de Rham cohomology of 

diffeological spaces 

単 独 発

表 

平成 25 年 5

月 

トポロジー金曜セミ

ナー，九州大学伊都キ

ャンパス伊都図書館

3F中セミナー室 1 

 任意の微分空間には微分形式が定義

可能であり、ド・ラム・コホモロジーを

構成することが可能であり、ホモトピー

不変であることが知られている。本講演

ではこの理論の拡張として、コンパク

ト・サポートが備わった微分形式を定義

し、この概念を用いてコンパクト・サポ

ートが備わったド・ラム・コホモロジー

を構成することに成功したことを紹介

した。さらに、ホモトピー不変であるこ

とも証明し、コホモロジー理論の発展に

貢献した。 

 

8 微分空間におけるコン

パクト性とド・ラム・コホ

モロジーについて 

単 独 発

表 

平成 25 年 6

月 

信州トポロジーセミ

ナー，信州大学数理攻

究室（理学部 A棟 427） 

 １の分割が存在するような空間で可

微 分 多 様 体 よ り も 弱 い 条 件 で

subcartesian spaceが知られている。本

講 演 で は 微 分 空 間 に お け る

diffeological subcartesian spaceを紹

介し、この空間を用いることで、多様体

よりも多くの空間を de Rham cohomology

の概念を用いて代数的な計算が可能で

あり、既存の理論の拡張に繋がることを

紹介した。また D-Topology において、

コンパクト性・局所コンパクト・パラコ

ンパクト、ハウスドルフ性を構成し、コ

ンパクト・サポートが備わった de Rham 

cohomology を構成できることを紹介し

た。 

 

9  De Rham cohomology 

with compact support in 

respect to diffeological 

spaces 

単 独 発

表 

平成 25 年 11

月 

2013 年度ホモトピー

論シンポジウム，岡山

大学創立五十周年記

念館 2階大会議室・小

会議室 

 微分空間から誘導される位相に対し

て、分離公理、コンパクト性を構成する

ことに成功した。さらに、これらの概念

を 用 い て 、 １ の 分 割 が 存 在 す る

diffeological subcartesian spaceを定

義した。この空間は多様体よりも条件が

弱い空間である。また 1の分割が存在す

るような微分空間に対してはド・ラム・

コホモロジーにおいて、マイヤー・ビエ

トリス完全系列が存在することについ

て言及した。これらの結果から多様体よ

り条件の弱い空間においても計算可能

となり理論の拡張に成功した。 

 

10 微分空間における微

分形式とその周辺につい

て 

単 独 発

表 

平成 25 年 12

月 

Diffeology in 

Karatsu，唐津市民交

流プラザ 

 微分空間から誘導される位相は特殊

であり、この位相を用いて、分離公理や

コンパクト性を定義することに成功し

た。この性質を用いることで、任意の微

分空間に対して、コンパクト・サポート

が備わった微分形式を定義することに

成功した。またこの概念を用いてハウス

ドルフをもつ微分空間に対して、コンパ

クト・サポートが備わったド・ラム・コ

ホモロジーを構成することができた。さ

らにマイヤービエトリス完全系列の存

在性について言及した。 
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11 モデル構造を持つ圏

の部分圏へのモデル構造

の導入方法と，その例につ

いて 

単 独 発

表 

平成 26 年 1

月 

平成 25 年度日本数学

会中国・四国支部例

会，島根大学総合理工

学部 1 号館 2 階 21 教

室 

 有限生成モデル構造を持つ圏 Dの部分

圏 Cに対して、包含関手 i：C→Dとある

関手 G：D→Cが存在し iは Gの左随伴関

手であるとき、ある条件を満たすとき D

の有限生成モデル構造を関手 Gで写すこ

とで部分圏 Cに有限生成モデル構造を導

入することができる。さらに、条件に制

約を加えると圏 Dと圏 Cのモデル構造は

Quillen 同値になることを紹介した。ま

た、この具体的な例として数値的生成空

間の圏 NG とコンパクト生成空間の圏 CG

を紹介した。 

 
12 微分空間の性質とそ

の応用について 

単 独 発

表 

平成 26 年 3

月 

第 10 回数学総合若手

研究集会～多分野間

の交流による発展・発

見を目指して～，北海

道大学学術交流会館 

 任意の微分空間 Xは Xのプロットを用

いることで微分形式を定義することが

可能であり、この微分形式を用いてド・

ラム・コホモロジーを構成できることが

可能であり、ホモトピー不変であること

が知られている。この理論の発展とし

て、コンパクトサポートが備わった微分

形式を構成し、これを用いてコンパクト

サポートが備わったド・ラム・コホモロ

ジーを構成することに成功した。これら

の理論を整備するにあたり微分空間か

ら誘導される位相空間の性質について

調べた。 

 
13 数値的生成空間の圏

へのモデル構造の導入と

その一般化について（研究

発表） 

単 独 発

表 

平成 26 年 3

月 

日本数学会 2014 年度

年会，学習院大学 

 圏 Diffと圏 Topの間には関手 T：Diff

→Topと D：Top→Diffが存在して、Tは

D の左随伴関手になることが知られてい

る。TDX と X が同相になる位相空間 X を

数値的生成空間とよぶ。また数値的生成

空間からなる圏 Top の充満部分圏を NG

とするとき、圏 NGは CW複体を含み、極

限・余極限に関して閉じており、さらに

有限生成モデル構造を導入可能であり、

圏 Topのモデル構造と Quillen同値であ

ることを紹介した。さらに、これらの理

論を圏論上で一般化可能であることを

示した。 

 
14 微分空間のホモトピ

ー論とその周辺について 

単 独 発

表 

平成 26 年 7

月 

第 61 回トポロジーシ

ンポジウム，東北大学

片平キャンパスさく

らホール 

 微分空間における n 次元球体、n 次元

球面の微分構造を境界上では微分係数

が常に 0になるような微分構造を入れな

おすことで、滑らかな道の端点を無限回

微分可能でつなぐことを可能にした。こ

の条件を使うことで、位相空間で展開さ

れるホモトピー論と同じような理論を

構成できることに成功した。これらの概

念を用いて、ファイブレーション、胞体

複体、ホモトピー群を構成し、これらを

利用することで圏 Diff に有限生成モデ

ル構造を導入することに成功した。 
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15 微分空間のホモトピ

ー論について 

単 独 発

表 

平成 27 年 11

月 

ホモトピー論シンポ

ジウム姫路・西はりま

地場産業センター（じ

ばさんびる）6 階 601

会議室 

 微分空間の圏 Diff にモデル構造を導

入する上で、新たな手法を発見した。と

くに tame-写像の概念を導入し、この概

念を用いて胞体複体、コファイブレーシ

ョン、ファイブレーションを構成する。

これらの 3つの条件を使って、有限生成

モデル構造とは異なるが似た性質をも

つモデル構造を導入することに成功し

た。圏 Topは有限生成モデル構造をもつ

ことが知られている。このとき、圏 Diff

と圏 Topのモデル構造は Quillen同値で

あることを証明した。 

 
16 微分空間のモデル構

造について 

単 独 発

表 

平成 28 年 9

月 

日本数学会 2016 年度

秋季総合分科会，関西

大学千里山キャンパ

ス第 4学舎 3号館 4階

3401 

 微分空間の圏において，ホモトピー論

を展開するために，ファイブレーショ

ン，コファイブレーション，ホモトピー

グンを導入し，これらが相互に関係する

性質を調べた．この結果を利用して，微

分空間の圏 Diff にモデル構造を導入す

る事に成功した。また、位相空間の圏 Top

のモデル構造とを比較する方法を発見

した。この手法を用いて、圏 Diff と圏

Top のモデル構造は Quillen 同値になる

ことを示した。これらの結果から、位相

空間と微分空間において、ホモトピー論

を同様に展開する事が可能となった。 

 
17 微分空間のモデル構

造とその周辺について 

単 独 発

表 

平成 28 年 10

月 

 第 135 回日本数学会

九州支部例会, 長崎

大学工学部１号館５

番教室（文教キャンパ

ス) 

 微分空間の圏 Diff にホモトピー論を

展開する上で必要となる胞体複体の性

質について調べた。とくに微分空間にお

けるＣＷ複体は、微分空間、位相空間に

おいてそれぞれで定義されるホモトピ

ー群が同型になることを証明すること

に成功した。これは、可微分多様体でし

ら れ る 「 Whitney Aproximation 

property」の一般化と捉えることができ

る。そのため、微分構造をもつ空間にお

いても連続的な扱いをすることが可能

となる。 

 
18 微分空間のホモトピ

ー論に関すること 

単 独 発

表 

平成 28 年 12

月 

群作用と位相，城崎健

康福祉センター 

 位相空間と微分空間のホモトピー論

を比較するための方法を構成した。とく

に、n 次単位区間 I^n からＣＷ複体への

連続写像は、ある滑らかな写像とホモト

ピックになるという性質を証明した。こ

の結果を利用する事で微分空間と位相

空間で展開されるホモトピー論は一致

することがわかる。また、微分空間の圏

Diff においてモデル構造を導入する手

法に改良を加え議論をスムーズに構成

する事に成功した。 

 

19 微分空間の CW 複体の

構成とその性質について 

単 独 発

表 

平成 29 年 3

月 

小研究集会「安定ホモ

ト ピ ー 論 と そ の 周

辺」，岡山大学理学部 2 

号館 3 階「数学合同演

習室」 

 微分空間における CW 複体の構成方法

を紹介した。とくに、構成するにあたり、

weak diffeology の概念を導入し、直積

空間と相性が良いことを示した。これ

は、位相空間の CW 複体よりも扱いやす

い性質をもっている。また、Whitney 

approximation propertyが成り立つこと

を紹介した。 
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20 Whitney approximation 

property on smooth cell 

complexes of 

diffeological spaces 

単 独 発

表 

平成 29 年 10

月 

第 15 回北九州数理科

学セミナー，北九州工

業高等専門学校 1号館

3階大講義室 

 可微分多様体の間の任意の連続写像

は、ある無限回微分可能写像とホモトピ

ックの関係で近似できることが、

Whitney の近似定理として知られる．可

微分多様体を一般化した概念の微分空

間にこの性質を導入する。その 1つの例

として、滑らかな CW複体上では、Whitney

の近似定理が成り立つことを証明し、こ

の定理を CW 複体上に拡張することに成

功した。 

 
21 微分空間上における

滑らかな CW 複体上のホモ

トピー構造について 

単 独 発

表 

平成 30 年 9

月 

日本数学会 2018 年度

秋季総合分科会，岡山

大学津島キャンパス 

 微分空間の対象のクラスとして、滑ら

かな CW 複体を構成する。そして、この

CW 複体上で基本的なホモトピー論を展

開する。その重要な性質として、ホモト

ピー拡張性質、胞体近似定理、ホワイト

ヘッドの定理等を紹介する。 

 
22 Homotopy properties 

of smooth cubical cell 

complexes 

単 独 発

表 

平成 30 年 11

月 

京都大学代数トポロ

ジーセミナー，京都大

学理学部 6号館 609 

 微分空間の圏上で、滑らかな CW 複体

を定義する。そして、この滑らかな CW

複体上でホモトピー論を展開するため

に必要となる性質を紹介し、具体的な方

法について紹介した。とくにホモトピー

拡張性質の導入方法について触れ、N 連

結や N同値についての性質を紹介した。 

 
23 A homotopy theory of 

diffeological spaces 

単 独 発

表 

令和 1年 9月 ホモトピー沖縄 2019，

てんぶす那覇 

微分空間の圏上で、滑らかな CW 複体を

紹介し、ホモトピー論で基本的な性質を

説明するとともに、簡単な証明を与え

た。とくに連続写像と滑らかなな写像の

間にはホモトピックで近似できること

を紹介した。 

「国際学会等の講演」         

1 A homotopy structure 

of diffeological spaces 

単 独 発

表 

平成 31 年 3

月 

Building-up 

Differential 

Homotopy Theory, 

D-413 IMI Auditorium 

West 1 Bld., Kyushu 

University 

 微分空間の圏上でホモトピー論を展

開する際に必要と考えられる``tame"性

という概念を導入し、この性質を利用し

たホモトピー論を紹介した。また、この

tame性と相性の良い対象として、滑らか

なＣＷ複体を紹介し、ホモトピー構造を

調べた。最後にこれらの性質を利用し

て、微分空間の圏上のモデル構造を導入

する方法を紹介し、証明のアウトライン

を解説した。 

 

 「世話人を務めた研究集

 

        

1 小研究集会「安定ホモ

トピー論とその周辺」 

共同 平成 29 年 3

月 

岡山大学理学部 2 号

館 3 階「数学合同演習

室」 

本研究集会を世話人として、講演者を募

集し当日の運営を行った。 

「その他の世話人」 

鳥居猛、奥山慎吾、吉田耕平 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 3年 3 月 31 日 

氏名 正木 友則 

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

教育学、教科教育学 国語科教育法、学習方法、発達 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

教育・学習活動支援センター窓口における学習相談

（創価大学） 

平成 24

年 4 月

～ 

平成 25

年 3月 

 相談窓口において、学習と部活や通学、アルバイト等

との両立や「学習・読書の方法」「ノートの取り方」と

いった学習方法についてのコーチングを中心とした支

援を行った。とりわけ初年次の学生は高校とのギャップ

に戸惑うことが多く、初年次の早い段階で解消すること

が重要であるため、「学習方法」「生活」「ライティン

グ」に関するセミナーを昼休みと授業後の時間帯に開講

した。「大学での学び」が充実するように願い、学生支

援に携わった。(創価大学教育・学習活動支援センター

(CETL)においての実践) 

 

２ 作成した教科書，教材   

（1）『物語の「脇役」から迫る全員が考えたくなる

しかける発問 36』（平成 28年、東洋館出版社）（再掲） 

 

 

 

 

 

（2）『「判断のしかけ」を取り入れた小学校国語科

の学習課題 48』（平成 28年、明治図書）（再掲） 

平成 28

年度 

平成 29

年度 

 

 

 

平成 29

年度 

帝京平成大学「児童文学」で使用 

 

創価大学「国語科教育」で使用 

 従来とは異なり「脇役」に焦点を当て、心情を直接問

わない「しかける」発問により、文学教材の新たな学習

指導の可能性を示した。 

 

創価大学「国語科教育」で使用 

 判断で仕掛ける学習課題によって、主体的・対話的で

深い学びを促す方法や考え方を、文学・説明文教材を用

い、具体的に提示した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

（1）環太平洋大学採用時の学部長評価 

 

 

 

（2）学生による授業評価アンケート 

 （環太平洋大学：平成 25年度） 

 

 

 

 

（3）帝京平成大学採用時の学科長及び学部長評価 

 

 

 

 

 

（4）学生による授業評価アンケート 

 （創価大学：平成 27年度） 

 

 

（5）奈良学園大学採用時の学部長評価 
 

平成 25

年度 

 

 

平成 25

年度 

 

 

 

 

平成 27

年度 

 

 

 

 

平成 27

年度 

 

 

平成 30

年度 

創価大学教育・学習活動支援センターにて初年次教育に

携わっていることと教科教育法（国語）の業績を有して

いることを評価され採用。 

 

環太平洋大学における授業評価 

「日本語表現Ⅱ」×3クラス 

学生満足度平均評定（3.7／4 段階評価） 

「言葉の理解」×2クラス 

学生満足度平均評定（3.6／4 段階評価） 

 

創価大学教育・学習活動支援センターにて初年次教育に

携わったこと、環太平洋大学にて教員採用試験対策に携

わっていること、教科教育法（国語）と幼稚園教育要領

（言葉）に関する科目を担当できる業績を有しているこ

との三点を特に評価され採用。 

 

創価大学文学部（非常勤講師）における授業評価 

「国語科教育法Ⅰ」 

学生による学習能動性平均評定（4.92／5 段階評価） 

 

学校現場に立脚した実践および理論研究の業績を有し

ていること、教科教育法（国語）を担当する能力を有す

ることの二点を特に評価され採用。 
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（6）奈良学園大学における教育実績 平成 30

年度 

「国語科教育法Ⅰ〜Ⅳ」「教育実習Ⅰ」「教育実習事前

事後指導」「教職実践演習」「教育方法・技術論（初等）」

「教育方法・技術論（中等）」「ことばとコミュニケー

ション」の担当については、平成 31 年 3 月に教職課程

認定審査に合格。「子どもと言葉」の担当については、

平成 31年 3月に指定保育士養成施設教員審査に合格。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

（1）ライティング支援（創価大学） 

 

平成 24

年 4月 

～ 

平成 25

年 3月 

 学生の大半は、文章を書くことが苦手である。そのた

め、学生が自主的に補習できるよう、「レポートの書き

方」に関するセミナーを昼休みと授業後に開講し、さら

に、「レポート診断」と呼ばれるサービスを行った。 

 教員が添削するのではなく、学生が「なぜそこを修正

すべきか」を考える機会を提供した。さらに、初年次の

学生の「書く力」の実態を見極めるテストを開発し、結

果分析することで、新たな支援の戦略を練った。 

 

５ その他  

 

 

 

（1）教職課程認定大学実地調査 

 （文科省による授業見学） 

 

（2）東京国語教育探究の会 第 6回国語教育実践研

究大会 ワークショップ（説明文）講師 

 

 

（3）国語教育探究の会・中国支部 第 19回国語教育

実践研究大会 ワークショップ（説明文）講師 

 

 

 

（3）名古屋国語教育探究の会発起人会 講師 

 

 

 

 

（4）九州国語教育探究の会 第 6回国語教育実践研

究大会 

 

 

 

（5）第 1回文学・説明文のチャレンジセミナー ワ

ークショップ（説明文）講師 

 

 

 

（6）第 2回文学・説明文のチャレンジセミナー ワ

ークショップ（説明文）講師 

 

 

（7）東京国語教育探究の会 第 9回国語教育実践研

究大会 ワークショップ（説明文）講師 

 

 

（8）第 3回文学・説明文のチャレンジセミナー 

 

 

 

 

平成 25

年 7月 

 

平成 25

年8月1

日 

 

平成 26

年8月3

日 

 

 

平成 27

年 6月

20日 

 

 

平成 27

年 8月

19 日 

 

 

平成 27

年 8月

23 日 

 

 

平成 27

年 12月

23 日 

 

平成 27

年 12月

27日 

 

平成 28

年3月16

日 

教職課程認定大学実地調査において、「国語科教育法」

の第 15回目の授業の見学指定を受けた。 

 

「説明文教材を意欲的に読む学習の実際―『筆者を読

む』学習の具体を通して―」を主題として、説明的文章

の授業づくりについてワークショップを行った。 

 

「説明文学習が好きになる！―主体的に思考・表現する

『自然のかくし絵』（東書 3年）の授業―」を主題とし

て、説明的文章の授業づくりについてワークショップを

行った。 

 

「説明文教材で、学習者に「判断」をうながす「しかけ」

のバリエーション―『どうぶつ園のじゅうい』（M社 2

年）を通して―」を主題として、発問のバリエーション

について提案を行った。 

 

「『思考をゆさぶる』三つの『ゆさぶり』！―説明文教

材『千年の釘にいどむ』を例に―」を主題に説明的文章

のゆさぶり発問の意義についてワークショップを行っ

た。 

 

「『ゆさぶり』で仕掛ける説明文の学習指導―小学 3年

『こまを楽しむ』の実践を通して―」を主題として、説

明的文章の授業づくりについてワークショップを行っ

た。 

 

「『シンプル』に扱い、思考を『深める』説明的文章の

学習」を主題として、説明的文章の授業づくりについて

ワークショップを行った。 

 

「説明文の学びをぐっと深める発問づくり」を主題に、

発問づくりについて体験的な学びをめざし、ワークショ

ップを行った。 

 

「３つの『力』を意識する説明文学習の具体―『宇宙時

代を生きる』を通して―」を主題に、特に説明的文章の

授業で育成したい力についての捉え直しを試み、ワーク

ショップを行った。 
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（9）小学校における校内研修指導助言（東京都八王

子市立松枝小学校） 

 

 

 

（10）小学校における校内授業研究指導助言（埼玉

県鶴ヶ島市立藤小学校） 

 

 

（11）中国・国語教育探究の会 第 22回国語教育実

践研究大会 説明文分科会指導助言 

 

 

（12）名古屋・国語教育探究の会 第 2回国語教育実

践研究大会 ワークショップ（説明文）講師 

 

 

（13）八王子市パワーアップ研修講師（東京都八王

子市立松枝小学校） 

 

 

（14）小学校における校内研修講師（神奈川県小田

原市立下曽我小学校） 

 

 

（15）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都八王子市立上川口小学校） 

 

 

（16）小学校における校内授業研究指導助言（埼玉

県鶴ヶ島市立藤小学校） 

 

 

（17）小学校における校内授業研究指導助言（埼玉

県鶴ヶ島市立藤小学校） 

 

 

（18）東京・国語教育探究の会 第 10 回国語教育実

践研究大会 説明文分科会指導助言 

 

 

（19）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都八王子市立松枝小学校） 

 

 

（20）国語科授業上達セミナー ワークショップ（説

明文）講師 

 

 

（21）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都八王子市立松枝小学校） 

 

 

（22）生駒郡教育研究会 国語部会（中学校の部）講

師 

 

 

 

（23）大阪・国語教育探究の会 第 25回国語教育実

践研究大会 説明文分科会指導助言 

平成 29

年 4月

27日 

 

 

平成 29

年6月8

日 

 

平成 29

年 7月

29日 

 

平成 29

年8月9

日 

 

平成 29

年 8月

28 日 

 

平成 29

年 8月

30日 

 

平成 29

年 10月

5日 

 

平成 29

年 11月

16 日 

 

平成 29

年 12月

7日 

 

平成 29

年 12月

27日 

 

平成 30

年 1月

18 日 

 

平成 30

年3月3

日 

 

平成 30

年 6月

27日 

 

平成 30

年 7月

30日 

 

 

平成 30

年8月8

日 

「読み取る力をつける『説明文の指導』アクティブラー

ニングの指導―3 年教材「すがたをかえる大豆」等を通

して―」と題し、校内研究を進めるための理論について

ワークショップ形式で提案した。 

 

主体的・対話的で深い学びを実現する学習指導の具体―

『お手紙』を例に―」と題し、校内研究を進めるための

理論についてワークショップ形式で提案した。 

 

説明的文章教材「こまを楽しむ」の分科会提案において

指導助言者を務めた。 

 

 

「主体的・対話的で深い学びを実現する説明文学習―小

学校低学年教材の場合―」を主題として、説明的文章の

授業づくりについてワークショップを行った。 

 

読み取る力をつける「説明文の指導」アクティブラーニ

ングの指導―2 年教材「ビーバーの大工事」を例に― 

 

 

実践にいかせる指導法〜学び合い、高め合うために〜文

学教材「お手紙」を例に 

 

 

文学的文章教材「くじらぐも」の授業研究において、指

導助言者を務めた。 

 

 

文学的文章教材「ごんぎつね」の授業研究において、指

導助言者を務めた。 

 

 

説明的文章教材「しかけカードの作り方」の授業研究に

おいて、指導助言者を務めた。 

 

 

説明的文章教材「おにごっこ」の分科会提案において指

導助言者を務めた。 

 

 

文学的文章教材「海の命」の授業研究において、指導助

言者を務めた。 

 

 

「言語生活に開く、説明的文章の授業づくり」を主題と

して、説明的文章の授業づくりについてワークショップ

を行った。 

 

説明的文章教材「時計の時間と心の時間」の授業研究に

おいて、指導助言者を務めた。 

 

 

「主体的・対話的で深い学びをめざす授業づくりのポイ

ント―中学校・文学教材『走れメロス』を例に―」を主

題に、中学校の文学的文章教材の授業づくりについてワ

ークショップを行った。 

 

説明的文章教材「時計の時間と心の時間」の分科会提案

において指導助言者を務めた。 
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（24）九州・国語教育探究の会 第 9回国語教育実践

研究大会 実践提案指導助言 

 

 

（25）小学校における校内研修講師（神奈川県小田

原市立下曽我小学校） 

 

 

 

（26）八王子市パワーアップ研修講師（東京都八王

子市立松枝小学校） 

 

 

 

（27）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都八王子市立松枝小学校） 

 

 

（28）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都八王子市立松枝小学校） 

 

 

 

（29）小学校における校内授業研究指導助言（奈良

県大和郡山市立矢田小学校） 

 

 

（30）平成 29・30年度八王子市研究指定校研究発表

会 講演講師 

 

 

 

（31）小学校における校内授業研究指導助言（奈良

県大和郡山市立矢田小学校） 

 

 

（32）小学校における校内研修講師（奈良県大和郡

山市立矢田小学校） 

 

 

 

 

（33）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都町田市立鶴間小学校） 

 

 

（34）小学校における校内研修講師（奈良県大和郡

山市立矢田小学校） 

 

 

 

 

（35）小学校における校内研修講師（奈良県大和郡

山市立矢田小学校） 

 

 

 

（36）中国・国語教育探究の会 第 24回国語教育実

践研究大会 実践提案指導助言 

 

 

（37）名古屋・国語教育探究の会 第 4回国語教育実

践研究大会 ワークショップ（説明文）講師 

 

 

 

 

平成 30

年 8月

10日 

 

平成 30

年 8月

23 日 

 

 

平成 30

年 8月

24 日 

 

 

平成 30

年 9月

13 日 

 

平成 30

年 10月

26日 

 

 

平成 30

年 11月

14 日 

 

平成 31

年 1月

25 日 

 

 

平成 31

年 1月

30日 

 

平成 31

年3月6

日 

 

 

 

令和元

年 5月

29 日 

 

令和元

年 6月

26 日 

 

 

 

令和元

年 7月

10日 

 

 

令和元

年 7月

27日 

 

令和元

年8月2

日 

中学校における実践提案「深い学びの実現をめざした国

語科の授業〜『読むこと』の実践を中心に〜」の指導助

言者を務めた。 

 

「『みんなで学ぶ・みんなで創る』深い学びをめざす授

業づくり―小学２年『ビーバーの大工事』を例に―」を

主題として、説明的文章の授業づくりについてワークシ

ョップを行った。 

 

「『物語』の本質に迫る！深い学びをめざす授業づくり

―小学 4年『ごんぎつね』を例に―」を主題として、文

学的文章の授業づくりについてワークショップを行っ

た。 

 

説明的文章教材「うみのかくれんぼ」の授業研究におい

て、指導助言者を務めた。 

 

 

文学的文章教材「ごんぎつね」の授業研究において、指

導助言者を務めた。 

 

 

 

「グラフや表を引用して書こう」の授業研究において、

指導助言者を務めた。 

 

 

「深い学びを促すゆさぶり発問の工夫」を演題として、

これからめざすべき「深い学び」を促すために、ゆさぶ

り発問の開発が重要であることを、ワークショップ形式

で提案した。 

 

「クラブ活動リーフレットを作ろう」の授業研究におい

て、指導助言者を務めた。 

 

 

「確かな学力を身に付け、主体的に学ぶ子どもの育成 

〜言語力の向上を図り、表現する楽しさを味わえる指導

の在り方〜」という研究主題に基づき、説明的文章にお

ける「読み」と「書き」の接続について、ワークショッ

プ形式で提案した。 

 

説明的文章教材「笑うから楽しい」の授業研究において、

指導助言者を務め、説明的文章教材の読むことの授業づ

くりにおいて求められることについて提案した。 

 

「確かな学力を身に付け、主体的に学ぶ子どもの育成 

〜言語力の向上を図り、表現する楽しさを味わえる指導

の在り方〜」という研究主題に基づき、文学的文章教材

「お手紙」における「読み」と「書き」の接続について

提案した。 

 

「確かな学力を身に付け、主体的に学ぶ子どもの育成 

〜言語力の向上を図り、表現する楽しさを味わえる指導

の在り方〜」という研究主題に基づき、文学的文章教材

「ごんぎつね」における「読み」と「書き」の接続につ

いて提案した。 

 

小学校における実践提案「子どもの主体を生み出す、必

要感と思考ツールの活用」の指導助言者を務めた。 

 

 

「説明文の探究的読みへ―読みの反応とゆさぶり発問

―」を題として、説明的文章の授業づくりについてワー

クショップを行った。 

 

人間教育学部 人間教育学科

404



（38）大阪・国語教育探究の会 第 26回国語教育実

践研究大会 説明文分科会指導助言およびワークシ

ョップ（文学）講師 

 

 

（39）九州・国語教育探究の会 第 10 回国語教育実

践研究大会 分科会指導助言 

 

 

（40）小学校における校内研修講師（神奈川県小田

原市立下府中小学校） 

 

 

（41）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都町田市立鶴間小学校） 

 

 

（42）国語教育探究の会 合同研究合宿 講演（広島

県広島市 神田山荘） 

 

 

（43）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都町田市立鶴間小学校） 

 

 

（44）大和郡山市指定研究発表会記念講演 

 

 

 

 

（45）小学校における校内授業研究指導助言（東京

都町田市立鶴間小学校） 

 

 

（46）東京・国語教育探究の会 第 12回国語教育実

践研究大会 説明文分科会 指導助言 

 

 

 

（47）東大阪市小学校国語科教育研究会学習会講師 

 

 

 

 

 

（48）小学校における校内授業研究指導助言（大和

郡山市立矢田小学校） 

 

 

（49）小学校における校内授業研究指導助言（大和

郡山市立矢田小学校） 

 

 

（50）小学校における校内授業研究指導助言（八尾

市立久宝寺小学校） 

 

 

（51）小学校における校内授業研究指導助言（八尾

市立久宝寺小学校） 

 

 

（52）小学校における校内授業研究指導助言（大和

郡山市立矢田小学校） 

令和元

年8月5

日 

 

 

令和元

年8月9

日 

 

令和元

年 8月

28 日 

 

令和元

年 9月

27日 

 

令和元

年 10月

6日 

 

令和元

年 10月

24日 

 

令和元

年 11月

8日 

 

 

令和元

年 11月

15 日 

 

令和元

年 12月

27日 

 

 

令和 2

年 8月

21 日 

 

 

 

令和 2

年 10月

14日 

 

令和 2

年 10月

28日 

 

令和 2

年 11 月

11 日 

 

令和 2

年 11 月

18 日 

 

令和 2

年 11 月

25 日 

説明的文章教材「あなのやくわり」の分科会提案につい

ての指導助言を行った。また、「読解から探究的な学び

へ―ゆさぶりを核として―」を題として、文学的文章の

授業づくりについてワークショップを行った。 

 

中学校における実践提案「生徒が動き、生徒同士で思考

する授業づくり」の指導助言者を務めた。 

 

 

「主体的に学ぶ子の育成〜ともに学び合う国語科の授

業を通して〜」を主題として、説明的文章の授業づくり

についてワークショップを行った。 

 

説明的文章教材「どうぶつ園のじゅうい」の授業研究に

おいて、指導助言者を務め、説明的文章教材の読むこと

の授業力形成のための研修を行った。 

 

博士論文の概要と、その知見から導かれた「探究的な学

び」への展開の手がかりになる「遊び」と「学び」の連

携についての理論的な検討を行った。 

 

説明的文章教材「ウナギのなぞを追って」の授業研究に

おいて、指導助言者を務め、説明的文章教材の読むこと

の授業力形成のための研修を行った。 

 

「学びを深めるためのゆさぶり発問と探究」を演題とし

て、これからめざすべき「深い学び」すなわち「探究的

な学び」を促すために、ゆさぶり発問の開発が重要であ

ることを中心に講演した。 

 

説明的文章教材「天気を予想する」の授業研究において、

指導助言者を務め、説明的文章教材の読むことの授業力

形成のための研修を行った。 

 

説明的文章教材「はたらくじどう車」の分科会提案につ

いての指導助言を行った。 

 

 

 

「ことばと向き合い、学ぶ楽しさを実感する授業づくり

〜ことばによる見方・考え方をはたらかせて〜」という

テーマで、説明的文章教材「ビーバーの大工事」を用い

ながら、授業づくりで大切にしたいことについて講演し

た。 

 

説明的文章教材「すがたを変える大豆」の授業研究にお

いて、指導助言者を務め、説明的文章教材の読むことの

授業力形成のための研修を行った。 

 

初任者教員による文学的文章教材「プラタナスの木」の

授業研究において、指導助言者を務め、文学的文章教材

の読むことの授業力形成のための研修を行った。 

 

説明的文章教材「世界にほこる和紙」の授業研究におい

て、指導助言者を務め、説明的文章教材の読むことの授

業力形成のための研修を行った。 

 

説明的文章教材「じどう車くらべ」の授業研究において、

指導助言者を務め、説明的文章教材の読むことの授業力

形成のための研修を行った。 

 

文学的文章教材「やまなし」の授業研究において、指導

助言者を務め、文学的文章教材の読むことの授業力形成

のための研修を行った。 
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（53）東大阪市小学校国語科教育研究会学習会講師 

 

 

 

 

（54）東大阪市小学校国語科教育研究会学習会講師 

 

 

 

（55）小学校における校内授業研究指導助言（八尾

市立久宝寺小学校） 

令和 2

年 12 月

9日 

 

 

令和 3

年 1月

27日 

 

令和 3

年 3月

10日 

高学年の説明的文章教材「『弱いロボット』だからでき

ること」の授業研究において、指導助言者を務め、説明

的文章教材の読むことの授業力形成のための研修を行

った。 

 

低学年の文学的文章教材「スイミー」の授業研究におい

て、指導助言者を務め、文学的文章教材の読むことの授

業力形成のための研修を行った。 

 

高学年の説明的文章教材「想像力のスイッチを入れよ

う」の授業研究において、指導助言者を務め、説明的文

章教材の読むことの授業力形成のための研修を行った。 
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

（1）小学校教諭一種免許状 

 

 

（2）修士（教育学） 

 

 

（3）博士（教育学） 

平成 22

年 3月 

 

平成 24

年 3月 

 

平成 31

年 3月 

東京都教育委員会平二一小一第一七〇〇号 

 

 

「説明的文章指導における筆者概念の整理と検討―筆

者概念の萌芽期を中心に―」（創価大学 修第二〇二号） 

 

「『筆者』概念に着目した説明的文章の学習指導に関す

る研究」（広島大学 第 7816号） 

２ 特許等   

なし   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

（1）教職センターの運営業務 

（帝京平成大学） 
平成 28

年 4月 

〜 
平成 30

年 3月 

 「教職センター」において、実習先への依頼・実習中

での巡回指導・実習後の謝礼手続きといった実習事務

や、保育士・幼稚園教諭志望者への公務員試験対策講座

（小論文）、大学内外に向けて発信する「教職センター

ニュース」（年 2回発刊）の編集責任者としての取材・

編集活動を行った。 

 また、大学内における教職課程委員会の委員、また、

文部科学省から設置要請のある「教職センター」のあり

方ワーキング・グループ委員を務めた。 

 
（2）教員採用試験対策講座の運営 

 （環太平洋大学） 

平成 25

年 4月 

～ 

平成 27

年 3月 

 2 年生以上で選抜試験を通過した学生は、教員採用試

験突破を目的にした「大志会」と呼ばれる組織で、特に

一般・教職教養を中心とした学習に取り組む。その学習

支援を行った。また、東京都教育委員会主催の説明会に

参加する「東京都バスツアー」の企画・運営も行った。 

 さらに、教員採用試験の模擬授業対策を見据えた「青

年教師塾」と呼ばれる 2年生以上の選抜組織で、国語科

の教材研究・授業構想・指導技術力の育成のため、企画・

運営に携わった。 

 
（3）初年次教育部の運営 

（環太平洋大学） 

平成 26

年 4月 

〜 

平成 27

年 3月 

 初年次学生が抱える基礎学力の問題を解決する初年

次教育部という組織において、きめ細やかな学習支援を

行った。国語担当として、学力の把握、問題集の作成、

毎週 2 コマ開かれる学習会の運営に携わった。 

 また、スポーツ推薦や AO入試で合格した受験生に対

し、入学前に学生同士の親睦を深めること、大学の教育

指針を理解すること、現在の自分の学力状況を理解する

ことを目的とした「入学前研修会」（1泊 2 日）の企画・

準備・運営を行った。 

 
４ その他   

なし   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     
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（1）「さけが大きくなる

まで」（教育出版・小学 2

年・説明文教材） 

共著 平成 24 年 4

月 

長崎伸仁・石丸憲一・

大石正廣編著『思考

力・判断力・表現力を

育てる文学・説明文の

授業展開 低学年編』

学事出版 pp.126-127 

 「思考力・判断力・表現力」を育てる

ための、説明文教材「さけが大きくなる

まで」（小学 2年）の授業展開例の提案

である。 

 授業の要点は、「さけが『大変だな』

『すごいな』と思うところはどのような

ところか」という問いを軸に、学習者が

「さけ」と同化し、さけの一生（産卵→

誕生→成長→産卵…）をイメージ豊かに

捉えるため、学習者が「さけ」と「イン

タビュアー」と分かれての対話活動を構

想した。豊かな表現活動が期待される。

松本佳子・正木友則（p.126 の単元構想

を担当） 

 
（2）「黄色いバケツ」（光

村図書・小学 2年・文学教

材） 

共著 平成 24 年 4

月 

 

長崎伸仁・石丸憲一・

大石正廣編著『思考

力・判断力・表現力を

育てる文学・説明文の

授業展開 低学年版』

学事出版 pp.80-81 

 

 小学 2年文学教材「黄色いバケツ」の

授業展開である。キツネの期待感と不安

感は、学習者が同化して読むことに適し

ている。そこで、登場人物（キツネ）の

心情を直接問わず、自分の言葉で「思い」

や「考え」を表現することで学習活動―

他者の音読をどう聴いたかを交流する

「読み声交流」とキツネの「絵日記」を

書く―を設定した。キツネの行動に表れ

る心情への同化を促し「思考力・判断

力・表現力」を楽しく育むことを目指し

ている。吉岡奈緒・正木友則（p.80の単

元構想を担当） 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（3）「ないた赤おに」（教

育出版・小学 2年・文学教

材） 

 

 

共著 平成 24 年 4

月 

 

長崎伸仁・石丸憲一・

大石正廣編著『思考

力・判断力・表現力を

育てる文学・説明文の

授業展開 低学年版』

学事出版 pp.104-105 

 

 小学 2年文学教材「ないた赤おに」の

授業展開である。教材を横断的に捉える

工夫として、「願いがかなったのに赤鬼

はどうして泣いたのか」と問う。 

 そして、その「願いがかなったのに」

という点をクローズアップさせるため

に、赤鬼の「願い」に寄り添う形で、「こ

の先、物語がどうなってほしいか」とい

う学習者自身の「願い」にも似た「考え」

を持ち、先を予想しながら読むことで、

「思考力・判断力・表現力」の育成を意

図している。吉岡奈緒・正木友則（p.104

の単元構想を担当） 

 
（4）「こわれた千の楽器」

（東京書籍・小学 4年・文

学教材） 

 

共著 平成 24 年 4

月 

 

長崎伸仁・石丸憲一・

大石正廣編著『思考

力・判断力・表現力を

育てる文学・説明文の

授業展開 中学年版』

学事出版 pp.78-79 

 

 小学4年文学教材「こわれた千の楽器」

の授業展開である。登場人物や会話文が

多い特性から「他者の音読を自分はどの

ように聴くか」という「読み声交流」を

行う。物語の行間や空白を補うための

「挿話」を作る学習活動―①物語が始ま

る前の空白部分を考えて書くこと、②楽

器たちが練習し、音楽を奏でるまでの空

白を考えて書くことである。他者との交

流や物語に「ひたる」ことを通して「思

考力・判断力・表現力」の育成が期待さ

れる。鯨井文代・正木友則（p.78 の単元

構想を担当） 
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（5）「説明的文章指導で

『読解』と『表現』をつな

ぐ手立て―『筆者を読む』

学習を中心に―」 

 

単著 平成 25 年 3

月 

長崎伸仁・吉川芳則・

石丸憲一編著『読解と

表現をつなぐ文学・説

明文の授業』学事出版

pp.98-101 

 小・中学校・高校段階までの説明的文

章指導を視野に入れ、「読解」と「表現」

をつなぐ手立てとして、「筆者を読む」

学習活動に着目し、歴史的考察を加えた

上で、「筆者を読む」学習指導を三つに

類型化し、「読解」と「表現」がうまく

連動するための諸要素を三点（ア：「『表

現力』の育成までを見据える」イ：「筆

者に対する「自分の考え」を持つ過程を

設定する」、ウ：「『読解』過程の中で

『表現』する場を設定する」）提起した。 

 
（6）「『新たな学び』を

支える『授業研究』のあり

方を考える」 

共著 平成 25 年 

5 月 

中洌正堯監修、吉川芳

則・長崎伸仁・尾川佳

己編著『新たな学びを

支える国語の授業 下

巻―思考力・判断力・

表現力の育成を目ざ

して―』三省堂 

pp.122-127 

 

 授業研究において「『何を』『いかに』

教えるか」「どう学んだか」の三者が機

能するため、「教育方法・技術論」とい

う視点から「学習指導論」「授業力（教

材研究力・指導技術・板書・ノート指導・

人間性等）」「学習方法論（学習内容・

学習方法）」「単元の目標・本時の目標

（学習指導案作成）」「学習者研究」と、

授業研究の要素を構造化し、教員養成で

「授業を『つくる』こと」と「授業を『ふ

りかえる』こと」の重要性を示した。 

長崎伸仁・正木友則（pp.123-125 の第 2

節を担当） 
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（7）「『鳥獣戯画』を読

む」（光村図書 6年） 

 

共著 平成 28 年 

6 月 

長崎伸仁監修、石丸憲

一・神部秀一・鯨井文

代編著『アクティブ・

ラーニングを取り入

れた国語授業』東洋館

出版社 pp.114-121 

 

 「アクティブ・ラーニング」を説明的

文章教材で実践化した記録である。教材

「『鳥獣戯画』を読む」の特性を、筆者

である高畑勲の述べ方や主張に見出し、

いかに学習者が筆者に対して、意欲的・

主体的に自分の考えを表現できること

を重視した。絵に対する学習者の解釈を

作った上で、筆者の解釈を学習者に出合

わせ、学習者の解釈と筆者の解釈とを比

較させるという学習活動を設定するこ

とで意欲的・主体的に学習を進めること

ができた。 

高橋達哉・正木友則（pp.114-115 の教材

解釈とアクティブ・ラーニングへのポイ

ントを担当） 

 
（8）「おおきなかぶ」 

 

共著 平成 28 年 

8 月 

長崎伸仁編著、長崎ゼ

ミナール著『物語の

「脇役」から迫る全員

が考えたくなるしか

ける発問３６』東洋館

出版社 pp.42-49 

 

 「おおきなかぶ」では、「なぜまごは、

犬を呼びに行ったのでしょうか？」と直

接問うのではなく、「『ねことねずみ』

はこのお話をどうおもしろくしたので

しょう？」と問う、また「引っ張る人は、

どういう順番で変わっていったのでし

ょうか？」と直接問うのではなく、「も

しねずみの時でもかぶが抜けなかった

ら、ねずみは誰を呼んできたと思います

か？」という、絵本の読み聞かせや学習

指導における問いかけおよび発問の開

発を試みた。 

下村柚・宮西紀子・正木友則（pp.43-44

の教材解釈部分を担当） 

 
（9）『「判断のしかけ」

を取り入れた小学校国語

科の学習課題４８』 

 

 

共編著 平成 28 年 12

月 

明治図書  次期、学習指導要領の柱となる「アク

ティブラーニング」を機能させ、深い学

びを実現するのか、という問いに対し

て、「良質な学習課題」をもって答えよ

うとするのが本書の主眼である。小学校

1年生から 6年生まで、文学・説明文教

材を網羅し、「判断」の仕掛けを取り入

れた学習課題と、単元計画および授業内

の教師と学習者のやりとりを示しなが

ら、アクティブラーニング型授業を成功

させるための具体的方法を理論ととも

に提案した。 

 
（10）「説明文教材の学習

課題とアクティブ・ラーニ

ング」 

 

単著 平成 28 年 

12 月 

中洌正堯監修、長崎伸

仁・三津村正和・正木

友則編著『「判断のし

かけ」を取り入れた小

学校国語科の学習課

題４８』明治図書

pp.72-77 

 松下佳代（2015）が「『外化のない内

化』がうまく機能しないのと同じよう

に、『内化のない外化』もうまく機能し

ない」（p.9）と指摘することから、教

科の領域（とりわけ説明文の学習指導）

固有の「内化」や「外化」のあり方が検

討される必要がある。 

 そこで、説明文の学習指導における

「筆者」概念と「判断の仕掛け」を視座

として「主体的・対話的で深い学び」を

実現するための学習課題の要件と類型

を示し、実践事例について検討した。 
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（11）「読むことの授業過

程における二つの『ゆさぶ

り発問』―『広げる』ゆさ

ぶり発問と『深める』ゆさ

ぶり発問―」 

共著 平成 30年 10

月 

桂聖編著・N5 国語授

業力研究会著『「めあ

て」と「まとめ」の授

業が変わる 「Which
型課題」の国語授業』

東洋館出版社

pp.112-120 

 近年では、「ゆさぶり発問」の「ゆさ

ぶり性」ないし「否定性」を踏まえつつ

も、授業者が学習者の読み・解釈や認

識・思考を「否定」する「ゆさぶり発問」

のタイプではなく、新たなタイプの「ゆ

さぶり発問」が開発されるようになっ

た。本稿では、新たな「ゆさぶり発問」

のタイプに着目し、具体的な読むことの

授業過程において、学習者の読みや思考

を広げて、深めるための二つの「ゆさぶ

り発問」についての考え方を示した。 
（学術論文）     

（1）「あまん作品の教材・

学習材としての価値に迫

る」 

 

単著 平成 22 年 8

月 

 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 23号

pp.80-83 

 あまんきみこ氏の作品（「ちいちゃん

のかげおくり」「おにたのぼうし」「白

いぼうし」）の教材・学習材としての価

値を、あまん氏の生い立ちや原体験を基

にしながら「作家論」的に考察した。 

 あまん作品の教材・学習材としての価

値は、①「読者に言葉のイメージや広が

りを実感させる」②「多様な読みを保障

し、他者との交流を促進する」要素が豊

かなところにある。学習指導では言葉か

ら広がる解釈やイメージを促すことが

求められる。 

（2）「表現力育成を見据

えた説明的文章の教材研

究試論―『筆者を読む』か

ら表現活動へ―」 

 

 

 

単著 平成 23 年 8

月 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 24号

pp.58-65 

 中学校・高校の説明文指導を見据え、

表現力を育成するためには、「教材の特

性」を生かしつつ、①表現する場を設定

する、②表現する「内容」として学習者

が「自分の考えをもつ」過程が必要にな

る。ここでは、中学校教材「モアイは語

る―地球の未来」への接続を意識し「イ

ースター島にはなぜ森林がないのか」

（小 6）を例に、「筆者を読む」学習を

仕掛けとして、表現活動へ連動するため

の教材研究の視点と学習活動の類型を

提示した。 

（3）「説明的文章指導に

おける筆者概念の整理と

検討―児童言語研究会・小

松善之助の場合―」 

 

 

 

共著 平成 24 年 3

月 

創価大学教育学部『教

育学論集』第 63号

pp.77-97 

 

 小松は、説明的文章指導研究が本格的

に始まったとされる 1960年代から、説

明的文章が持つとされている客観性を

否定し、説明的文章は「筆者の認識過程」

という主観性が入るものとした。小松の

論は、小学校から高校段階までの批判的

読みの学習指導理論の礎となるもので

ある。 

 1960年代に、「筆者概念」に着目して

「批判的読み」を提唱した点は評価でき

るが、批判の範囲を「筆者の認識」に拡

大すると恣意的な想定になることに課

題があった。長崎伸仁・正木友則 

（pp.77-94までの主な考察を担当） 
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（4）「説明的文章指導に

おける筆者概念の整理と

検討―秋田喜三郎の場合

―」 

 

 

単著 平成 24 年 3

月 

創価大学教育学会『創

大教育研究』第 21号

pp.1-27 

 説明的文章指導における「筆者を読

む」学習の淵源は、大正期の秋田喜三郎

が提唱した「創作的読方教授」にあるこ

とを示した。 

 小・中学校、高校段階の国語の教材文

の作者は、学習者に近い生活環境、背景

を持つ人間であるという意識を学習者

にもたせ、その教材文を「書き手」の立

場から吟味させることで、読方と綴方と

の関連指導を意図している。読解と表現

の接続のために「作者」という概念が大

正期に出ていることを示すものである。 

（5）「教育学研究と教科

教育学研究の接点―国語

科教育学と構成主義に立

つ学習論を視座として―」 

 

単著 平成 24 年 8

月 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 25号

pp.76-83 

 

 教育学と教科教育学との接点はどう

あるべきかについて教育原論的に考察

し教育方法やその指導技術について述

べた。教育学では、構成主義的なアプロ

ーチから、学習者や学習の捉え直しが始

まり、教科教育学においても、教育学の

流れを汲み取り、構成主義に立つ学習論

を導入しようという動きも見られる。教

科教育学は「善くなろうとする学習者」

という観点から、「授業」を中心に学問

領域が相互に往還し合う関係が望まし

いことを指摘した。 

（6）「『教えること』と

『学ぶこと』に関する検討

―村井実の教育学を視座

として―」 

 

単著 平成 24 年 12

月 

創価大学大学院紀要編

集委員会『創価大学大

学院紀要』 

第 34集 pp.223-242 

 教育という営みを、「善くなろうとす

る人間をより善くしようとすること」と

捉え、二項対立的に用いられる「教える

こと」や「学ぶこと（教えることの否定）」

の統合の可能性を探るため、「教えて考

えさせる授業」を提案する市川伸一と

「学びの共同体」を提案する佐藤学の論

考を比較、考察した。 

 結果、教育方法・技術論といった「授

業」を構成する要素は、あくまでも「授

業」という場を介して、教育学の各領域

が統合される必要性を提案した。 

（7）「説明的文章指導に

おける筆者概念の整理と

検討―『筆者想定法』論に

見られる筆者概念を中心

に―」 

 

 

共著 平成 25 年 3

月 

創価大学教育学部『教

育学論集』 

第 64号 pp.31-52 

 

 1970年代に倉澤栄吉を中心に実践研

究を進めた青国研と香国研が提唱した

「筆者想定法」論に見られる「筆者概念」

を考察した。「筆者想定法」は、主に中

学校から高校段階での評論文や随想的

文章で主に扱われ、学習効果が見出され

る実践理論といえる。 

 倉澤栄吉が提示した理論と青国研の

メンバーによる実践との関係や、青国研

と香国研の「筆者想定法」論やその具体

の関係、また「筆者想定法」論が提起し

た有効性と問題点について論じた。 

長崎伸仁・正木友則（pp.31-48 の主な考

察を担当） 
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（8）「森田信義の『評価

読み』に見られる筆者概念

の検討」 

 

単著 平成 25 年 3

月 

創価大学教育学会『創

大教育研究』第 22号

pp.15-33 

 説明的文章指導研究において、森田信

義は、1980年代から「筆者概念」に着目

し、説明的文章の「内容」や「形式」に

偏るのではなく、また、文章の内容を確

認する読みだけでなく、「筆者の工夫を

『評価』する「評価読み」を提唱した。

批判的読みが重視される小学校から高

校までの説明的文章指導研究では避け

ては通れないものとなっている「評価読

み」に見られる「筆者概念」の変容（1984

年から 2011 年まで）とその意義につい

て考察を行った。 

（9）「説明的文章指導に

おける『筆者を読む』学習

指導論の検討―1990年以

降の論考を中心に―」 

 

 

 

単著 平成 25 年 8

月 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 26号

pp.50-57 

 

 小・中学校、高校段階における説明的

文章の「筆者を読む」学習指導の端緒は、

主に 1980年代とすることができ、その

後 1990年代から実に多様な実践が展開

され、「筆者概念」に関する議論も多く

行われるようになった。その 1990年以

降に提起された実践理論に関する論述

―森田信義、長崎伸仁、河野順子、阿部

昇、吉川芳則の五氏―を中心に、「筆者

を読む」学習指導論という視点から、そ

れぞれの立場や目標、考え方を四点から

整理・考察し、教材研究や具体的な学習

方法として類型化した。 

 
（10）「NIE を取り入れた

教育実践研究―大学2年生

を対象にした時事教養Ⅰ

の授業実践を通して―」 

 

 

共著 平成 26 年 3

月 

『平成 25年度環太平

洋大学研究紀要』第 8

号 pp.147-154 

 NIE を大学教育の場で行った教育方

法・技術の実践報告である。「本実践の

研究的な位置づけ」を担当し、愛知教育

大、実践女子大などでの実践を踏まえ、

NIE 実践の仮説的な類型―「教材／学習

材」セクション―①時事問題②新聞記事

③新聞社との連携・協働―を縦軸に、NIE

が行われる校種セクション―①小・中・

高②大学教育（教職、一般教養、その他）

③現職教育―を提示しつつ、一般教養か

ら教育実践方法へと移行すべきである

と論じた。渡邉規矩郎・仲田輝康・三木

澄代・木戸和彦・岡野聡子・正木友則

（pp.151-152 の第 3章第 2節を担当し

た） 

 （11）「説明的文章の学習

指導の『系統性』と『教材

の特性』との結節点―中学

校説明的文章教材を例に

―」 

 

 

単著 平成 26 年 8

月 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 27号

pp.26-33 

 国語科教育の課題として、教科内容の

系統性を見出しにくい点をあげること

ができる。そこで、教科内容に関して、

系統化することの意義と危険性を踏ま

えつつ、「教えたいことのリスト化」に

つながりやすい「結果としての系統」で

はなく、教師によって付加・修正・更新

可能な「過程像としての系統」を提案し

た。その上で、中学校段階の説明的文章

教材を例にして、「教材の特性」が、ど

のように系統化できるのか、その試案を

提起した。 
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（12）「説明的文章の教材

研究に関する原理的考察

―『教材の特性』に着目し

て―」 

 

単著 平成 27年 8

月 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 28号

pp.42-49 

 

 1990年代に提起された説明的文章の

批判的読みを支える「教材研究」論を原

理的に解明するために「教材の特性」と

いう概念に着目した。「教材の特性」と

いう概念は、小学校から高校段階におけ

る批判的読みを実現するための教材研

究の基礎として位置づけることができ

る。長崎（1997）、吉川（2002、2013）、

香月（2006）らを踏まえ、「教材の特性」

の概念を明らかにしつつ、「教材の特性」

を捉え、学習指導に生かすための要件と

観点をまとめた。 

 
（13）「説明的文章におけ

る学習指導の類型化―学

習者による価値判断を中

心に―」 

 

単著 平成 27年 12

月 

 

創価大学大学院紀要

編集委員会『創価大学

大学院紀要』第 37集 

pp.111-128 

 

 学習者に「認知的コンフリクト」を起

こすための発問研究や、「限定・比較・

否定」といった形の「ゆさぶり発問」研

究は、教授学においても長く議論されて

きたことを踏まえ、学習者の思考の契機

とされる「発問」の具体として「選択式

発問」と「ゆさぶり発問」に着目した。

「ゆさぶり発問」の機能を発展的に、説

明的文章指導の文脈で、「学習者による

価値判断」と捉え直し、学習者の「価値

判断」を軸とした学習指導の類型化を試

みた。 

 
（14）「説明的文章におけ

る『筆者』概念に関する考

察―『筆者』概念を捉える

ための仮説的枠組みの提

示を通して― 

 

単著 平成 28 年 8

月 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 29号

pp.34-41 

 

 説明的文章の学習指導論における「筆

者」概念論の課題は、「『筆者』概念の

定義の曖昧さ」「読者論的議論との接続

性の薄さ」「学習指導理論や実践におけ

る『筆者』概念の位置づけの不明確さ」

の三点にある。 

 これら三点の課題を解決するため、ま

た、「筆者」概念の理論的枠組みの構築

の端緒とするため、まず、「『筆者』概

念」という術語の意味範囲を規定する

「仮設的枠組み」をエーコに見られる文

学理論の知見を援用し、構築した。 

 
（15）「説明的文章の批判

的読促す授業構想の工夫

―『「鳥獣戯画」を読む』

（小学６年）の実践を通し

て―」 

 

 

共著 平成 28 年 8

月 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 29号

pp.58-67 

 「『鳥獣戯画』を読む」の実践を、説

明的文章の批判的読みの学習指導論や

「筆者」概念論の理論的枠組みから考察

した。批判的読みにおいては、筆者と学

習者では知識や経験の量にギャップが

見られる。このギャップを考慮しないで

批判的読みを実現しようとしても、学習

者の方が立場は弱く、「批判」が単なる

揚げ足取りに陥ることがある。そこで、

学習活動の順序の工夫や、「筆者」概念

の導入の仕方について検討した。高橋達

哉・正木友則（pp.58-60の第 1節・2節

を担当） 
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（16）「絵本の教材性に関

する一考察―アーノル

ド・ローベル『おてがみ』

を中心に―」 

 

単著 平成 29 年 3

月 

『帝京平成大学児童学

科研究論集 第 7号別

冊』pp.61-68 

 近年、重要視されている読解力は義務

教育段階だけでなく、就学以前の家庭や

幼児教育の「問いかけ」から始まるもの

である。 

 本稿では、小学校就学以前における読

解力育成の基盤づくりとして、絵本の読

み聞かせに着目し、幼稚園から小学校に

おける連携を視野に入れ、絵本として刊

行され、かつ、教科書教材に採録されて

いるアーノルド・ローベル［著］三木卓

［訳］「おてがみ」（『ふたりはともだ

ち』所収）の教材性について考察した。 

 

（17）「説明的文章の学習

指導における『筆者』概念

の検討―『想定のパラドク

ス』を中心に―」 

〔査読付〕 

 

 

単著 平成 29 年 6

月 

解釈学会『解釈』第 63

巻 5・6月号 pp.2-10 

 「筆者」という存在は、特に、中学校

から高校段階において重点的に学習指

導に取り入れられることになる。「筆者」

概念に関する議論には、学習者による

「筆者」の「想定」を開放的に認めれば、

学習者の「想定」は、恣意的で拡散的に

なる一方、学習者による「想定」の正し

さを閉鎖的に「筆者」に求めれば、「筆

者」からの意味の受容へと逆戻りする―

学習者の主体性を保障しない―「想定の

パラドクス」という問題を見出し、検討

した。 

（18）「特別支援学級にお

いて物語を意欲的に読む

ための学習指導の工夫」 

 

共著 平成 29 年 8

月 

国語教育探究の会『国

語教育探究』第 30号 

pp.112-119 

 特別支援学級における知的障害を抱

える学習者にとって、読みを深めること

ができ、楽しく意欲的に学ぶことはどう

可能となるのかという問題意識を基に

して、「ごんぎつね」の実践研究を行っ

た。障害の特性上、他者との交流や登場

人物の変容を文章全体から捉えること

が難しい。そこで、具体的場面を描き出

し、ごんや兵十の表情を描き出す活動を

丁寧に進めることで、登場人物への同化

を促し、イメージ豊かな読みの形成が可

能となった。 

正木翔子・正木友則（p112.の問題設定、

p.119 の考察部分を担当） 

（19）「国語科・教授=学

習過程における『ゆさぶり

発問』の検討―説明的文章

の学習指導への展開を見

据えて―」 

〔査読付〕 

 

単著 平成 29 年 9

月 

全国大学国語教育学会

『国語科教育』第 82

集 pp.33-41 

 多様化・高次化した国語科学力や学習

指導内容を学習者に獲得させるため、教

育方法学にて歴史的にも研究されてき

た「ゆさぶり発問」に着目し、説明的文

章の学習指導の場における展開につい

て検討した。特に、説明的文章の批判的

読みでは、教材(文章)を介した「学習者

(読者)」と「筆者」との相互作用を機能

させるため、主要発問や授業内における

即時的応答といった授業者の教授行為

(指導＝「ゆさぶり発問」)の重要性を示

した。 
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（20）「『探究』としての

古典教材の学習指導に関

する一考察―書き手との

対話に着目して―」 

共著 平成 30年 3

月 

奈良学園大学編『奈良

学園大学紀要』第 8集
pp.79-85 

 本稿は、言語生活力の向上を見据えた

「探究」を観点に、古典教材の学習指導

についての考察を目的とする。「探究」

活動へと有機的に連関させる授業論を

構築する上で、村井実や中洌正堯の論を

踏まえつつ、古典教材の特質・特性とし

て、竹村信治による言述論で示される

「書き手」や〈発話主体〉の問題領域に

対する「対話」という発想について、ま

た、古典教材を「探究」することに開い

た具体的実践について考察した。 

正木友則・渡邉規矩郎（問題設定と考察

の全般を担当） 

（その他）学会発表     

（1）「説明的文章指導に

おける筆者概念の検討―

秋田喜三郎の場合―」 

 

 

単独 平成 22 年 10

月 31日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 119回鳴門大会研究

発表要旨集』

pp.160-163 

 

 説明的文章指導における「筆者を読

む」学習の源流を、大正期、秋田喜三郎

が提唱した「創作的読方教授」に見出し

た。秋田は、「作者想定法」と「表現法・

構想の吟味」という二つの学習活動を基

に、「仮想の作者」を想定し、文章をイ

メージ豊かに読むことを目指した。特に

「作者想定法」は、1970年代に倉澤栄吉

が提唱した「筆者想定法」の源流でもあ

り、読解指導の中で、「作者」をいかに

扱うのかという問題を提示した点で評

価できる。 

 

（2）「説明的文章指導に

おける筆者概念の検討―

小松善之助の場合―」 

 

 

単独 平成 23 年 5

月 29 日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 120回京都大会研究

発表要旨集』

pp.227-230 

 

 児童言語研究会の小松善之助の論考

に見られる「筆者」概念を考察した。小

松の「筆者」概念には時期ごとに少しず

つ変化が見られるために、その論を四期

に分け整理した。中でも、Ⅱ期にあたる

1969 年の「データ吟味の読み」の提唱は、

「評価読み」を提唱した森田信義をはじ

め、小・中学校、高校段階の説明的文章

の批判的読みを構想する上で多く引用

されるなど、その後の教材研究や指導方

法の研究に大きな影響を与えた実践理

論といえる。 

 

（3）「説明的文章指導に

おける筆者概念の整理と

検討―倉澤栄吉の場合―」 

 

単独 平成 23 年 10

月 29日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 121回高知大会研究

発表要旨集』pp.33-36 

 

 倉澤栄吉が提唱した実践理論「筆者想

定法」に見られる「筆者概念」を考察し

た。倉澤の用いる「筆者」という用語法

には、実際に文章を書いた①「現実の筆

者」と、読み手が想定した（読み手の数

だけ存在する）②「想定される筆者」が

混在している。 

 中学校において自伝的随想を用いた

実際の授業記録からは、「現実の筆者」

から学ぶ姿勢が強く、理論と実践との乖

離がみられる。倉澤の論考から提示され

る「筆者概念」の課題を指摘した。 
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（4）「説明的文章指導に

おける筆者概念の整理と

検討―筆者概念の萌芽期

を中心に―」 

 

 

単独 平成 24 年 5

月 26 日 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 122回筑波大会研究

発表要旨集』pp.67-70 

 

 説明的文章指導において、1980年代か

ら「筆者」に着目されるようになった背

景を、①「指導の画一化・硬直化」②「学

習者の尊重」と捉えた。また、 1970年

までの「筆者」に関わる論考を時期的に、

「筆者概念の萌芽期」に提出されたもの

と位置づけ、成果と課題を示した。 

 萌芽期の成果は、①「筆者観の転換」

が起こった点、②「筆者の位相」が分け

られた点である。一方、①「筆者の位相」

の曖昧さや②「想定する筆者」の範囲に

課題がある。 

（5）「説明的文章指導に

おける筆者概念の整理と

検討―1980年代を中心に

―」 

 

 

単独 平成 24 年 10

月 27日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 123回富山大会発表

要旨集』pp.85-88 

 

 「筆者概念」論に関わる多くの論考が

提起された1980年代を中心に取り上げ、

筆者概念の輪郭を描き、歴史的に価値づ

けを行った。1980年代は、説明的文章指

導の転換を推進した実践理論が提出さ

れた時期であり、「筆者概念」論は、そ

の転換を支えた要素であることを示し

た。小・中学校、高校段階の説明的文章

指導を見据えた際に「筆者概念」を用い

る課題は、「表現活動へ連動しない」「自

分の考えを持つ過程がない」ことにある

と指摘した。 

（6）「説明的文章指導に

おける筆者概念の整理と

検討―学習過程の類型化

を中心に―」 

 

 

 

 

単独 平成 25 年 5

月 18 日 

全国大学国語教育学会

『国語科教育研究 第

124回弘前大会発表要

旨集』pp.45-48 

 大正期から 1990年代までの「筆者概

念」論をおさえ、「筆者」の位相として、

①「現実に文章を書いた筆者」、②「読

み手が文章から想定・推論・推察する筆

者」、③「学習活動の『仕掛け』として

の筆者」という三つを提起した。 

 特に、③「「学習活動の『仕掛け』と

しての筆者」は、「筆者を読む」学習過

程に大きく関わる。1990年代の実践記録

から「仕掛け」となる「筆者の役割」を

抽出し、実践理論に関する論述とあわせ

て類型化を行った。 

（7）「説明的文章指導に

おける筆者概念の整理と

検討―学習過程での連動

性に着目して―」 

 

 

 

単独 平成 25 年 10

月 26日 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 125回広島大会発表

要旨集』pp.145-148 

 

 小・中学校、高校段階の説明的文章指

導（特に、批判的読み）における学習過

程に関わる「筆者概念」について、学習

方法論を観点に、次の二点について示し

た。第一は「筆者の位相」を議論する場

を、テクスト論上の議論と教授学上との

議論に分けて整理した点である。第二

は、「学習過程内での連動性」について、

「学習者の反応」にある「筆者の位相」

の種類と「批判的読み」の際に対象とな

る「筆者」の範囲について考察した点で

ある。 
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（9）「説明的文章の教材

研究に関する検討―『教材

の特性』を『生かす』とい

う観点から―」 

 

 

 

 

 

単独 平成 26 年 5

月 18 日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 126回名古屋大会発

表要旨集』pp.221-224 

 

 教職課程在籍の学生が授業づくりで

悩むことの多くは、説明的文章の教材研

究で、どの観点で読めばよいのか分から

ず、学習指導要領記載の指導事項（順序、

段落、要旨等）を観点に授業づくりを行

った結果、画一的で硬直化した指導にな

りやすいことである。この課題を解決す

るために、「教材の特性」を「生かす」

ことの原理的考察を行った。その上で、

具体的教材を用いて、「教材の特性」を

捉えるための観点を「問い」の形で提示

した。 

（10）「説明的文章の教材

研究に関する検討―教材

の特性と学習指導の諸要

素との関わりから―」 

 

 

 

単独 平成 26 年 11

月 8日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 127回筑波大会研究

発表要旨集』pp.65-68 

 

 教育実習の事前・事中・事後での教材

研究や指導案作成に関する学生のつま

ずきは、「どの観点で教材研究を行えば、

発問や学習活動、指導案を作ることがで

きるかよく分からない」あるいは、教材

の特性を捉えることの重要性は理解し

つつも、「『教材の特性を捉え、生かす

こと』と『目標やつけたい力など』との

つながりが見えにくい」といったことで

ある。そこで本発表では、教材の特性と

学習指導の諸要素との関わりについて

検討した。 

（11）「説明文教材で、学

習者に『判断』をうながす

『仕掛け』のバリエーショ

ン」 

 

 

共同 平成 27年 5

月 30日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 128回兵庫大会研究

発表要旨集』pp.75-78 

 

 思考力・判断力・表現力を育成する学

習指導の具体を提示するため、授業づく

りにおいて重要な要素となる「発問（学

習課題）」について検討した。 

 方法論として「判断」で仕掛けること

と「発問」との関係を明らかにした上で、

「『判断』で仕掛ける」という切り口か

ら、「教材の特性を生かす」ための教材

研究のあり方を示した。また、具体的な

説明文教材を用いて、系統性を踏まえつ

つ、学習者に「判断」を促す仕掛けの類

型を提示した。長崎伸仁・正木友則（p.75

の問題設定部分を担当） 

 （12）「説明的文章指導に

おける『ゆさぶり』発問 

の整理と検討」 

 

 

 

 

単独 平成 27年 10

月 24日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 129回西東京大会研

究発表要旨集』

pp.23-26 

 

 特に「ゆさぶり発問」は、「授業の理

論と実践にとって重要なもの」とされ、

教授学研究や教科教育学研究における

必須のテーマとされる。しかし、深澤

（2014）は「教材解釈」「発問（発問研

究）」「ゆさぶり」といった「これらの

『用語』が後退している」と捉え、問題

提起した。この提起を受け、本発表では、

これまで歴史的に蓄積されてきた「ゆさ

ぶり発問」に関する議論の整理・検討か

ら、深澤発言に対する仮説的回答の提出

を試みた。 
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（13）「解決志向アプロー

チ（SFA）を取り入れた説

明文の発問研究」 

 

 

共同 平成 28 年 10

月 16日 

 

全国大学国語教育学

会『国語科教育研究 

第 131回東京大会研究

発表要旨集』

pp.301-304 

 

 国語科教育の読むことの分野におい

て、考えさせたい内容は研究者によって

提案され、確立されつつあり、学習者の

実態を捉え「どのような発問をするか」

という研究も進んでいる。しかし、「考

えさせたい内容」と「問い」との関係性

の研究はあまり進んでいるとは言えな

い。本発表では、双方の関係性に迫るた

め、森俊夫が実践した解決志向アプロー

チ(Solution Focused Approach:SFA)と

いう心理療法を援用し、説明文指導での

発問研究に新たな地平を開こうとした。

（p.301 の問題設定部分を担当） 

増田英夫・長崎伸仁・正木友則 

（その他）雑誌論文     

（1）「登場人物を書く―

基本の指導と応用ワザ―」 

 

 

単著 平成 26 年 9

月 

 

『教育科学国語教育

第 777号』9月号明治

図書 p.24 

 

 一般的に、「登場人物を書く」活動は、

文学教材における登場人物の心情のみ

に焦点が当たりやすい。そこで、文学教

材の場合は、登場人物の心情、心情の変

化、人物像の三種類があり、教材「やま

なし」を用いて、心情の変化を文章全体

から考えることの重要性を示した。ま

た、教育方法論を見据えた応用として、

説明的文章教材「千年の釘にいどむ」を

用い、登場人物の「白鷹さん」の台詞に

込められた思いを表現する学習活動を

提案した。 

 
（2）「説明文指導に必要

な『学習用語』と活用のポ

イント」 

 

 

 

 

単著 平成 27年 2

月 

 

『教育科学国語教育

第 783号』3月号明治

図書 pp.28-29 

 

 「学習用語」の獲得は、「学習用語」

をただ覚えさせるのではなく、その「学

習用語」が意味する概念を具体的な説明

文教材の学習と関係づけ、実感的に理解

させることによって可能となる。そのポ

イントは、学習者が文章全体を視野に入

れ、「思考・判断・表現する場」をいか

に設定するかにある。そこで説明文学習

における「題名」「問い―答え」「事例」

「段落」「要旨・要約」といった 16の

学習用語を具体的な実践事例として提

示した。 

（3）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（4

月・小 6）」 

 

 

 

共著 平成 29 年 3

月 

『教育科学国語教育第

808号』4月号明治図書

pp.102-103 

 「『ぼく』は子どもか、大人か？」と

いう刺激的な課題は、白黒つけ難い「思

春期」がキーとなる。そのため、そのま

ま問うと学習者の思考が滞りかねない。

そこで、問い方を工夫し、五段階のスケ

ーリングを用いることで、学習者に「ど

ちらかと言えば…」や「◯◯寄りで…」

といった判断を促す。スケーリングは

「①と②」や「④と⑤」といった微妙な

違いまで可視化できる。学びを深める学

習課題かどうかが、問い方で変わる事例

である。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

人間教育学部 人間教育学科
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（4）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（5

月・小 6）」 

 

 

共著 平成 29 年 4

月 

『教育科学国語教育第

809号』5月号明治図書

pp.102-103 

 従来の説明文学習は内容や形式への

偏重が多く見られた。学習者の「情」を

切り口にすることで、内容・形式の偏重

を避け、主体的・意欲的に学習できる特

長をもつ。 

 深い学びは☆印で表す主張への納得

度や共感する事例について、学習者の

「実感」に根ざした「判断」を「根拠」

「理由づけ」と共に交流することで実現

する。学習者の「実感」と「事例と主張

の関係」とをつなぐ「判断を促す問い」

と学習者の判断の「可視化」が重要であ

る。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（5）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（6

月・小 6）」 

 

 

共著 平成 29 年 5

月 

『教育科学国語教育第

810号』6月号明治図書

pp.102-103 

 「初めて知ったことのランキング」づ

けは、学習者に「読者としての実感」の

自覚化や集団としての合意形成を促す。

「自分の考え」を交流し、「集団の考え」

へと高めた上で、筆者による「題名と内

容」との論理的整合性を中心に評価へと

移る。学習者の「読者としての実感」を

「筆者への評価」に生かすための工夫と

いえる。教材を基にしながら、「読者と

筆者」相互の視点からの交流を通して、

ダイナミックで深い評価活動が期待で

きる。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（6）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（7

月・小 6）」 

 

 

共著 平成 29 年 6

月 

『教育科学国語教育第

811号』7月号明治図書

pp.102-103 

 「ゆさぶり」は教師が「本当にそうい

えるか？」と問うことや学習者の思考に

対立・葛藤を促す「ＡかＢか」という学

習課題にも見出せる。他者との交流を通

して、読みは多様であることを学習者が

実感し、描写と心情との関わりに着目し

た読み方を獲得できる。そのためには

「Ａ・Ｂ」複数の読みの成立が必要とな

り、叙述の空白や描写・心情の関わりに

着目し、学習者が思わず考えたくなる学

習課題へつなげる教材研究の鋭さが重

要となる。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（7）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（8

月・小 6）」 

 

 

共著 平成 29 年 7

月 

『教育科学国語教育第

812号』8月号明治図書

pp.102-103 

 「せんねん まんねん」という題目か

ら意外と思われる「みじかい」をあえて

空白にすることで、学習者は詩全体を視

野に入れ、文脈を読むことになる。ここ

で、一年という時間を、授業時間（四十

五分）何時間分に相当するか計算する活

動を入れることで、学習者は「せんねん 

まんねん」の「ながさ」について、より

実感的に理解できるだろう。作者の表現

を問う場面では「長い」と「永い」の違

いなど、国語辞典を用いる学びへと展開

できる。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

人間教育学部 人間教育学科
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（8）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（9

月・小 6）」 

 

 

共著 平成 29 年 8

月 

『教育科学国語教育第

813号』9月号明治図書

pp.102-103 

 教材の特性を生かし、「ぼく」の「語

り」に着目する。物語世界における場面

や登場人物の心情に関する学習課題と

は異なり、「ぼく」という視点から「よ

い思い出か・嫌な思い出か・その他」と

いう判断を促すことで、「ぼく」の心情

や行為に関する解釈に加え、「きつねの

窓」という物語を「『ぼく』の語りによ

る物語」と捉え直すことができる。 

 「語り」に着目する読み方を、学習者

に獲得させ、他の物語に応用することが

重要といえる。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（9）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（10

月・小 6）」 

共著 平成 29 年 9

月 

『教育科学国語教育第

814号』10月号明治図

書 pp.102-103 

 学習者は「五月」と「十二月」との「比

較」と、続きの物語があるとの「仮定」

を通して、作品構造全体を視野に入れる

ことができる。作品構造や叙述の言葉か

ら「クラムボンの自分なりの解釈」「疑

問や不思議」といった「ひとりの読者」

としての考えの形成を経て、作品世界に

浸ることで「自分の主題」を自分の言葉

で紡ぎ出すことにつながる。「かにの兄

弟には何が見える・聞こえる？」といっ

た暗黙知を援用した手立てにも注目で

ある。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（10）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（11

月・小 6）」 

共著 平成 29 年 10

月 

『教育科学国語教育第

815号』11月号明治図

書 pp.102-103 

 一般的に、アニメは「見る」もので、

マンガは「読む」ものといえる。筆者は

鳥獣戯画を「アニメの祖」と捉えること

から、「鳥獣戯画を『見る』」と言えな

いか、という題名読みによって教材・筆

者に対する吟味・評価が始まる。本実践

での順序は後者である。筆者が著名なア

ニメ作家という特性に応じた工夫であ

り、そのことで単元全体を通して自分の

考えを形成し、表現・交流する過程の保

障が実現できている。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（11）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（12

月・小 6）」 

共著 平成 29 年 11

月 

『教育科学国語教育第

816号』12月号明治図

書 pp.102-103 

 中学校段階を見据えて配列される小

学校高学年の論説文教材で、学習者が要

旨や筆者の主張を捉えることは容易で

はない。そこで、高橋実践では「筆者の

言いたいことは何か」という内容を選択

肢形式で問い、学習者がそれぞれの選択

肢を「比較・否定」することで、より深

い思考を促す。筆者への共感度や「それ

なりに」の割合といった具体化・可視化

する学習活動も工夫されている。いかに

学習者の頭の中をスッキリできるかが

鍵といえる。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

人間教育学部 人間教育学科
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（12）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（1

月・小 3）」 

共著 平成 29 年 12

月 

『教育科学国語教育第

817号』1月号明治図書

pp.96-97 

 「分かったつもり」を打破する実践で

ある。実は、教材にある「おしりのとこ

ろから、とくべつのえきを出すこと」と、

そのえきは「においのある、じょうはつ

しやすい」ものと明らかになっただけで

は、「ありの行列のできるわけ」がわか

ったとは言い切れない。小学生の読者に

は分かりにくい箇所であるため、筆者に

よる説明が付加されている。土居実践の

中核は「論の進め方」と「結論」のあり

方の吟味にある点が特長といえる。 

土居正博・正木友則（p.97の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（13）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（1

月・小 4）」 

共著 平成 29 年 12

月 

『教育科学国語教育第

817号』1月号明治図書

pp.98-99 

 第一次の「新聞記事」を用いた活動は、

説明的文章教材に書かれている世界と、

実際に私たちが生活する世界とをリン

クさせようとする意図がある。読者の立

場から「一番すごい考え（推理）はどれ

か」という判断を促している。実際の「新

聞記事」を用いた活動や読者の立場から

の判断は、後に行う新聞記者と筆者にな

りきってのインタビュー活動や新聞に

まとめる活動へと展開される。第一次か

ら第三次まで、活動が見事に接続してい

る事例といえる。 

土方大輔・正木友則（p.99 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（14）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（1

月・小 6）」 

共著 平成 29 年 12

月 

『教育科学国語教育第

817号』1月号明治図書

pp.102-103 

 説明的文章の学習指導研究では、「分

かりやすさ」や「納得度」など、学習者

の内面にある価値基準をもとに評価す

る学習が提唱されるようになった。高橋

実践では、「理解できたかどうか」と「賛

同できるかどうか」という二段階の評価

活動である。筆者の意見が理解できなけ

れば、評価は難しい。抽象的になりやす

い評価活動を、ポジショニングマップを

用いて可視化している。「評価」という

学習用語の獲得を促すところにも注目

である。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（15）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（2

月・小 3）」 

共著 平成 30年 1

月 

『教育科学国語教育第

818号』2月号明治図書

pp.96-97 

 まず教師の発表を聴き「なるほど」と

いう実感を含んだ「よさ」を学習者から

あげさせるところから学習指導がスタ

ートする。教師が最初から話し方を提示

しないところにポイントがある。その上

で、相手が「面白そうだな」「なるほど」

と思うことを話す内容とするよさに気

づかせる。「話し方」や「話す内容」の

どちらかに傾斜せず、話し手が相手意識

を持ち、話す「内容」と「タイミング」

を学習内容とするところも特長である。 

土居正博・正木友則（p.97の「AL のポ

イント」欄を担当） 

人間教育学部 人間教育学科
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（16）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（2

月・小 4）」 

共著 平成 30年 1

月 

『教育科学国語教育第

817号』1月号明治図書

pp.98-99 

 学習者の生活経験や既有知識を学習

指導に活用することは重要である。それ

は、生活と説明的文章の世界とを結びつ

けながら「読む」ためだけでなく、生活

の見方や考え方といった世界観を更新

することにもつながるためである。「便

利」であることは「「誰にとって良いの

か」という筆者の問いを学習者が実感的

に認識することが重要である。そこで授

業者は「ゆさぶり」をかけることで、新

たな（筆者の）見方・考え方の実感を促

す。「ＡかＢか」という対立型の学習課

題から、新たな「Ｃ・Ｄ…」といった考

えや気づきを促し、学びを深めたい。 

神野佳子・正木友則（p.99 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（17）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（2

月・小 6）」 

共著 平成 30年 1

月 

『教育科学国語教育第

818号』2月号明治図書

pp.102-103 

 読者（学習者）の立場や登場人物（太

一）の立場から、登場人物の心情や人物

像、関係性、また全体の作品構造を考え

る学習活動のバリエーションに富む単

元である。心情を「直接問う」ことを避

け、これまで学習指導で正面から扱われ

ることのなかった「脇役」にまで焦点に

当てることで、読者による作品の解釈を

豊かにしようとする意図が見られる。授

業者がもつ学習指導論や教材研究、そこ

から構想される学習課題が、学習者が参

加でき、他者の考えに刺激を受け、交流

する中で学びを深める目的のためにす

べて連動していることがわかる。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（18）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（3

月・小 3）」 

共著 平成 30年 2

月 

『教育科学国語教育第

819号』3月号明治図書

pp.96-97 

 読者は「おくびょう」でない豆太を目

の当たりにするものの、「弱虫でもやさ

しけりゃ」という小見出しと最後の三行

によって、「おくびょうのままか」「豆

太は変わったのか」という問いが生まれ

る。「必要か・必要でないか」という学

習課題は、説明的文章教材において「段

落相互の関係性」を考える際に活用され

ることもあるが、本実践では、読者が生

活経験やこれまでの学習で獲得した知

識を基に「自分の考え」を表現するため

に用いられる。 

土居正博・正木友則（p.97の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（19）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（3

月・小 4）」 

共著 平成 30年 2

月 

『教育科学国語教育第

819号』3月号明治図書

pp.98-99 

 学習指導要領記載の「思考力・判断

力・表現力等」の「等」には、イメージ

豊かに読むための「想像力」も含まれる

であろう。物語の授業において、叙述か

ら離れ、空想の読みを避けることと、イ

メージを広げる可能性を捨てることは

同じではない。「がんばれ、がんばれ」

という台詞について、正答の存在を前提

とする学習課題ではなく、「誰の、どの

ような声で音読したいか」という、「読

者として」の思いや願いを重視する点に

特徴がある。 

土方大輔・正木友則（p.99 の「AL のポ

イント」欄を担当） 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（20）「アクティブ・ラー

ニングを支える今月の学

習課題と授業づくり（3

月・小 6）」 

共著 平成 30年 2

月 

『教育科学国語教育第

819号』3月号明治図書

pp.102-103 

 学習者の主体的な学びを促すために、

学習者自らが「問い（学習課題）」をつ

くることは、青木幹勇氏「問題を持ちな

がら読む」実践理論が代表的である。高

橋氏の意図は、これまでに積み上げてき

た学習者自身の学びを「振り返る」とこ

ろにある。「確認」にあたる学習課題が

多くなりがちであるため、いかに、これ

まで獲得した知識を想起させ、「何が、

どのように」の「確認」から「評価」ま

で、学習者が意識化できるかが重要であ

る。 

髙橋達哉・正木友則（p.103 の「AL のポ

イント」欄を担当） 

（21）「『ゆさぶり発問』

を意識的に」 
単著 

平成 30年 6

月 

「教師のチカラ」編集

委員会編『子どもを

「育てる」教師のチカ

ラ』季刊 34号日本標

準 p.44 

 発問には、「『何』について『どう』

考え、表現し、『何のため』に『どこに』

もっていくか」が含まれる。学習者は

「『何』について『どう』考え、表現す

るのか」を教師の言葉によって応答を試

み、教師は、授業の目的に沿い、学習者

の発言を整理し、方向づける。こうした

発問の連鎖的な構造をおさえた上で、文

学教材における具体例を交えながら、思

考をゆさぶることで、心情を直接問う時

とは異なる発言を引き出す方法を示し

た。 

 

(22）「説明的文章の学習

指導におけるゆさぶり発

問―集団思考の深化・拡充

を図る現代的展開―」 

単著 
平成 30年 6

月 

日本授業 UD 学会編集

委員会編『授業 UD 研

究』第 5号 pp.16-19 

近年、授業者ではなく、学習者による「否

定」を促す実践や具体案が提出されるよ

うになった。そこで、説明的文章教材の

「事例の順序性」に焦点を当てた実践記

録を基に、「ゆさぶり発問」の現代的展

開について検討した。佐藤実践では、学

習者が授業者の提案を「否定」する方法

が採られたが、髙橋実践では、小学校 3

年生という学習者の発達段階を踏まえ

て、「筆者」が「授業者」の提案を「否

定」するという仮想的な学習活動を設定

したと結論付けた。 

 

（23）「『深い学び』を導

く説明的文章の教材研究

と発問づくり―読解から

探究を核とした学びの転

換を―」 

単著 令和元年8月 

『教育科学国語教育

第 836号』8 月号明治

図書 pp.8-11 

 主体的・対話的で、かつ「深い学び」

を視野に入れた時、読解指導の枠内に留

まるのではなく、探究を核とした深い学

びへと転換する必要がある。そこで、「探

究」を、読解後に行われる補助的な調べ

学習や、まとめとしての表現活動とは異

なり、言語生活の向上を見据えた学びの

過程として、説明的文章教材を用いて、

学習者が問い、葛藤し、他者と交流し、

様々な他者との関わりのなかで問い続

け、新たな世界を開くための具体例を示

した。 
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（24）「特集 授業の質を

上げる『学習課題』大研究

―ゆさぶられた体験や対

話体験の意識化を―」 

単著 令和 2年 7月 

『教育科学国語教育

第 847号』7月号明治

図書、pp.8-11 

対話を活発にする学習課題のポイント

について述べた。とくに国語科が対象と

する言語活動(読む・書く・聞く・話す)

はすべての学びに関わるものである。言

語活動に見出される対話の「よさ／価

値」を示し、子どもの対話をよくする学

習課題を設定するためには、まず私たち

の対話や、他者との出会いによって情的

／知的にゆさぶられた体験を振り返り、

「対話とは何か」「なぜ対話が必要か」

「対話で何が得られるか」と問うことの

重要性を強調した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 3 年 3 月 31 日 

氏名  松岡 克典  

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 算数科教育指導法 

算数科指導内容に関する研究 

算数科指導方法に関する研究 

算数科授業デザイン開発の研究 

  
教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1．近畿大学附属小学校での研修部長としての

活動 

平成 21 年 4

月～ 

平成 26 年 3

月 

近畿大学附属小学校には，「児童の算数の学力向上を達

成させること」と「教員の資質を向上させること」が主

たる使命での赴任であった。まず，教員研修の充実と共

に研究・教員組織の改革を提起し，大改革を実施した。

具体的な改革の内容は，「高学年への教科担任制の導入」

「第2学年から第6学年までの算数科はチームティーチ

ングでの指導体制の導入」「教員全員が自分の専門教科

を定めその教科の研修を深める研究体制の導入」などで

ある。特に，教え込み教育から脱却し，問題解決型の授

業へと質の転換を図ってきた。結果，全国学力状況調査

では，国語・算数のＡ・Ｂ問題とも全国平均を 10 ポイ

ント以上上まわった。 

教職経験 10 年未満の教員に対しては，別に「若手研修」

と名付けて，「学級経営のあり方」「保護者との対応の

あり方」「事故の対処の方法」「学級内で起きたトラブ

ルへの対応法」など，具体的な事例を想定して考えさせ

るなどの研修を行った。 

2．算数科の教育内容の背景や関連内容に関す

る基礎・基本の理解を深めて、小学校算数科

指導のための教材分析が的確に行えること

をねらった実践 

令和 2年 4 月

～ 

現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科1年次生の学生

約 120 名に対して、算数・数学教育の教材研究の基盤を

育成することをねらった「数の理解」の講義において、

実践を基に指導を行った。算数のよさを知り、数学的な

思考力や判断力、表現力を養う授業づくりのための教材

研究の手がかりが得られるように、具体的な活動を入れ

ながら考察することが出来た。 

（奈良学園大学「数の理解」の実践） 

3．アクティブラーニングの形態を通して、問

題解決型の授業の在り方を追求することを

ねらった実践 

 

令和 2年 4 月

～ 

現在に至る 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科2年次生の学生

約 120 名に対して、主体的な問題解決学習を行うための

授業づくりと指導方法について、学生自身が問題意識を

持って取り組む「算数科指導法」の授業を実践した。実

践事例を紹介したり、授業風景を視聴したりして、現場

の算数科の授業を感じ取らせるようにした。指導案を作

成して模擬授業の実施とそれに対する評価を行い、改善

案について学生間で討議できるようになった。 

（奈良学園大学「算数科指導法」の実践） 

２ 作成した教科書，教材   

1．みんなと学ぶ 小学校算数  

学校図書 教師用指導書 第一部実践編 

4 年・5 年・6 年 

平成 23 年 4

月 

実践編・解説編・テスト編に分かれ，各学年の解説を中

心とするものである。教科書を使用する上で，このペー

ジで何をするのか，教科書の意図，使い方が分かるよう

にした。その時間の学習の流れを一目で分かるようにす

ると共に，適宜，発問や留意点，児童の活動，板書例を

掲げて，現場の教師が使いやすいように工夫した。 
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2．みんなと学ぶ 小学校算数  

学校図書 教師用指導書 

第一部解説編 4 年・5 年・6年 

平成 23 年 4

月 

教科書の構成，教師用指導書の構成，小学校算数の目標，

算数科標準授業時数，教科書の編集方針，指導内容学年

配当表，各学年の指導内容，各学年の指導計画表を掲げ

た。単元の解説では，単元の目標と評価規準，関連事項，

指導・評価計画案，指導の要点，参考，展開例を掲げた。

また，板書例やノート指導例も掲げた。 

3．ねんおしプリント  

みんなと学ぶ 小学校算数  

学校図書 2 年・5 年・6 年 

平成 23 年 4

月 

教科書に準拠し，教科書の延長として使用したり教科書

補充として使用したり操作学習として使用したり，ゆと

り指導として使用したりするなど，ページによって目的

が色々あり，授業の進歩状況に合わせて，利用する習熟，

自学用ドリルである。ダウンロードして必要部数をコピ

ーして使用できるようにした。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

1．近畿大学学長による評価 
平成 25 年 3

月 

近畿大学附属小学校研修部長として独自の附属小学校

の授業観及び授業スタイルの見直し，基礎・基本の学力

を育成するための指導をめざした教育改革を行った。ま

た，習熟度別学習指導，チームティーチングによる指導，

個に応じた指導のあり方などについての現職教育を行

った。その結果，全国学力実態調査においても子どもの

学力が著しく伸びたことから他の教育関係者や保護者

からも高い評価を得るとともに，人事評価においても

「Ａ」評価を受けた。 

2．奈良学園大学人間教育学部令和 2 年度前期

学生による授業評価 
令和 2年 7 月 

2 年次生に対する「算数科指導法」の講義について実施

した学生の授業評価アンケートの結果、アクティブラー

ニングを活用して講義内容を振り返ることができる講

義に対して、「受講意識は高かった」「受講マナーを守

っていた」「授業時間外の学修を行っていた」「提示さ

れた資料はわかりやすかった」「話し方は聞き取りやす

かった」「集中して取り組むことができた」「教員の熱

意や意欲が感じられた」「授業時間を有効につかってい

た」が 9 割を超え、充実感があった授業と判断できる評

価を得ている。 

3．奈良学園大学人間教育学部令和 2 年度後期

学生による授業評価 
令和 3年 3 月 

1 年次生に対する「数の理解」の講義について実施した

学生の授業評価アンケートの結果、実践を踏まえた講義

に対して、「受講マナーを守っていた」「話し方はわか

りやすかった」「集中して取り組むことができた」「教

員の熱意や意欲が感じられた」「授業時間を有効につか

っていた」が 9 割を超えており、充実感があった授業と

判断できる評価を得ている。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1. 豊中市立泉ヶ丘小学校研修会講師 

平成 23 年 7

月 28 日 

平成 24 年 8

月 27 日 

校内研究授業を参観し，討議会の指導助言を行った。さ

らに，校内研修会の講師を務めた。算数科における問題

解決学習とはどういうもので，どのように進めるのか，

実践事例を通し指導した 

2．授業改善推進モデル校 

（高槻市立西大冠小学校）の講師 

平成 21 年 7

月   ～ 

平成 25 年 10

月 

研究指定校の指導・助言役を担い，テーマに沿った研究

について示唆を与えた。また，校内研究授業を参観し，

討議会の指導助言を行った。また，事前の指導案検討会

や校内研修会の講師を務めた。算数科における活用力に

ついて実践事例を通し講義した。5 年間にわたり，継続

指導すると共に，モデル校としての発表の一端を担っ

た。 

3．茨木市立東小学校研修会講師 

平成 24 年 8

月 22 日、11

月 5 日、11 月

28 日、平成

25 年 1 月 30

日 

算数科における問題解決学習とはどういうもので，どの

ように進めるのか，実践事例を通し指導した。また，授

業作りを提案し，校内研究授業を進めると共に，授業を

参観し，討議会の指導助言を行った。さらに，校内研修

会の講師を務めた。 
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4．茨木市立天王小学校研修会講師 

平成 25 年 9

月 11 日、11

月 5 日 

校内研究授業を参観し，討議会の指導助言を行った。さ

らに，校内研修会の講師を務めた。算数科における基

礎・基本について実践事例を通し指導を行った。 

5．茨木市立山手台小学校研修会講師 

平成 26 年 6

月 3 日、7 月

28 日、 

11 月 28 日、

平成 27 年 6

月 23 日 

校内研究授業を参観し，討議会の指導助言を行った。ま

た，校内研修会の講師を務めた。さらに，算数科におけ

る基礎・基本について指導を行い，自らのビデオ授業を

通して，授業のねらいや指導のポイントについての講義

を行った。 

子供達の個人差が大きくある中で，どの子も楽しく理解

させていくにはどのような指導をすべきか論じた。 

6．西日本私学算数研修会講師 
平成 26 年 6

月 27 日 

西日本の私立小学校の教員を対象に，算数科における問

題解決の授業について講義を行うと共に，指導のポイン

トや実践事例を通しての解説を行った。 

7．第 29 回 人間教育実践交流会  

フォーラム in 奈良  

分科会コーディネーター 

平成 26 年 8

月 4 日 

奈良学園大学人間教育学部開設記念をして開催された

研究会の算数分科会でコーディネーターを務め，算数科

の学習を支える言語活動について解説をすると共に，質

疑応答を通して指導を行い，研究会の趣旨に貢献した。 

8．第 58 回 日私小連全国教員夏季研修会  

研究協議会コーディネーター 

平成 26 年 8

月 20 日 

全国の私学教員が参集する日本私立小学校連合会が開

催する研修会において，算数部会のコーディネーターを

務め，研究授業について協議を行うと共に，研究テーマ

に沿った論議を行った。 

9．第 13 回 教師力向上研究会 模擬授業 
平成 28 年 8

月 18 日 

明日から役立つ教師力をテーマにして，算数の授業づく

りと子供理解について模擬授業をしながら，講話した。

現役の国立･公立・私立教員及び大学教員や学生を対象

に，分数の指導の在り方について説明した。 

10．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
平成 29 年 2

月 1 日 

算数部の提案する授業について指導し，研究授業を参観

し，討議会の指導助言を行った。「わかる」「楽しむ」

「学び合う」算数学習の創造をテーマに，考え，伝え，

つながる算数学習について講演を行った。次期学習指導

要領の内容について説明し，来年度の三島大会の研究の

方向性について示唆した。 

11．高槻市立第 2 中学校区合同授業研究会講師 
平成 29 年 11

月 1 日 

全員参加の中で子供達の学ぶ意欲を高める算数の授業

づくりをテーマにして，①問題解決の個人差をどのよう

にすればよいか②どのようなグルーピングが良いのか

③学ぶ意欲を高めるための授業形態を含め，授業づくり

について実践授業を基に論じた。 

12．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
平成 29 年 12

月 13 日 

高槻市小学校教員を対象に「新学習指導要領導入をふま

えた授業実践例の紹介」の講演を行い，新学習指導要領

の背景とそれに対する授業の在り方について説明した。 

13．「算数教科書活用セミナー」第 1 回講師 
平成 30 年 7

月 28 日 

算数教科書の使い方について現職の教師の悩みを解決

する研究会を発足し，教科書を活用した算数授業の模擬

授業を行った。また，教科書をもとに算数科の本質を解

き明かし，単元作り・授業づくりのポイントを示唆した。 

14．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
平成 30 年 11

月 14 日 

高槻市小学校教員を対象に新学習指導要領の「C 変化と

関係」領域の授業の在り方について実践を交えながら講

演した。第 4 学年から第 6 学年の比例に関する内容を取

り上げ，教科書での取り扱いと行間から読み取る指導法

について論じた。 

15．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
令和元年 11

月 13 日 

高槻市小学校教員を対象に新学習指導要領の「簡単な場

合についての割合」の授業の在り方について実践を交え

ながら講演した。関連する事項としての割合についての

指導方法や授業の在り方について論じた。 

16．高槻市教育研究会算数部研修会講師 
令和元年 12

月 11 日 

高槻市小学校教員を対象に「かけ算」の授業の在り方に

ついて実践を交えながら講演した。かけ算の指導方法や

授業の在り方について論じた。 

17．八尾市キャリア教育研修会講師 
令和 2 年 12

月 11 日 

八尾市立北山本小学校にて，第 3 学年の模擬授業を行っ

た。授業の進め方や授業構想の在り方，良い発問の仕方

について論じた。 
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５ その他   

特記事項なし   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1）小学校教諭 1 種免許  

2）中学校教諭 1 種免許 

3）高等学校教諭第 2 種免許 

4）小学校教諭専修免許 

昭和 63 年 3

月昭和63年3

月昭和63年3

月平成10年3

月 

昭 62 小 1第 1196 号 大阪府教育委員会 

昭 62 中 1第 4759 号 大阪府教育委員会 

昭 62 高 2第 5508 号 大阪府教育委員会 

平 10 小専第 5 号 大阪府教育委員会 

２ 特許等   

特記事項なし   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1）日本数学教育学会 全国大会最優秀研究賞

受賞 

平成 29 年 8

月 

日本数学教育学会主催の全国算数・数学教育研究（岐阜）

大会において，発表した実践研究論文の中から継続的な

実践活動を伴い，所属校及び地域の算数・数学教育実践

への貢献が認められた。 

研究題目「学び合い活動における分数のわり算の指導－

繁分数を活用した事例を通して－」 

2）Apple Teacher 令和 2年 1 月 Apple Teacher に認定された。 

４ その他   

「研究助成」   

1)科学研究費補助金 研究活動スタート支援 

 独立行政法人日本学術振興会 

 「理論依存型の算数科授業モデルの開発」 

 （研究課題番号 2 0 K 2 2 2 5 6） 

令和 2年度～ 

算数での問題解決では、論理的に考えることを重視して

いるが、帰納的に考える方法が主であ 

る。一方、数学では、証明問題の論証などは、演繹的に

考える方法が主である。この指導方法の 

乖離が「中 1 ギャップ」を生じさせている要因にもなっ

ているのではないだろうか。そこで、2 つ 

の指導方法の橋渡しができないか考えることにした。本

研究では、算数科に問題解決を基盤とし 

た「理論依存型の授業」を取り入れ、演繹的に考える授

業モデルを開発することを目的とする。 

それにより、児童に論理的な見方や考え方が身に付き、

数学での証明問題の論証に繋がる演繹的 

に考える力を身に付けさせることができる。従来見られ

なかった算数科授業モデルを開発し、指 

導方法の組み合わせ方や有効性を検討し、授業計画を構

想し、研究授業の実践と授業記録に基づ 

く事例分析の蓄積を通して、妥当性や適応性の高い授業

モデルとして洗練させる。それにより、 

旧来から行われている算数の問題解決の指導方法を刷

新する可能性が期待できる。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の

名称 

単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1．研究紀要 子ど

もが学ぶ喜び，

わかる喜びを味

わえる授業 -

「心が動く学

び」の在り方- 

共著 
平成23年

4 月 
近畿大学附属小学校 

子どもが実感を伴って味わうことのできる「学ぶ喜び」

「わかる喜び」とは，どのようなものであろうか。学

習活動を楽しむことができた喜び，学ぶことを通して

得られる達成感・充実感・満足感等の喜びを，「学ぶ

喜び」と捉えることにして研究に取り組んだた。 

A4 版 全 206 頁 編集：近畿大学附属小学校研修部共

著者：木原晴夫，金山憲正，河内睦明，植村徳治，宮

地正裕，松岡克典，他 44 名 本人担当分：「総論」（p.3

～p.11）「算数科教科論」（p.50～p.83） 

算数科では，「見通しをもち筋道を立てて考え，表現

する力を育む授業」とはどのようなもので，それによ

って算数科で目指す「力」が確かに身に付くのか検証

することにする。その中でも「表現する力」に着目し

て研究を進めることにする。本研究では，「基礎的・

基本的な知識・技能」の活用のさせ方を工夫すること

によって，「表現する力」の育成をめざす問題解決型

の授業の在り方を探ることにする。 
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2．新しい算数研究 

（2012 3 月号） 
共著 

平成24年

3 月 
東洋館出版社 

年間テーマ「算数をつくる子どもを育てよう」に基づ

いて，「数量や図形についての感覚を豊かにする授業」

の特集である。数量や図形についての多様な見方，と

らえ方，適切に事柄を見積もったときに働く力として

考察している。 

A4 版 全 220 頁 

編集：新算数教育研究会 

共著者：岩田耕司，磯部年晃，浅田真一，加藤幸男，

杉森雅之，種市芳丈，布川和彦，加藤賢一，堀江弘二，

松岡克典，他 17 名 

本人担当分：「6 年 級数，無限・極限（尋常小學算

術）」（p.98～p.100） 

 数学へと結びつける橋渡しとなるような教材とし

て「尋常小學算術」（緑表紙）で扱われた内容を取り

上げ，新たな単元を設定した。スパイラルを重視した

算数的活動を紹介し，意欲的に数理を探究する様子を

伝えている。ここでは，様々な考えを伝え合ったり，

事象にみられる数理を数学的に表現したりして，数学

をつくり出そうとしている実践例である。 

3．新しい算数研究

（2014 3 月号） 
共著 

平成26年

3 月 
東洋館出版社 

第 38 回新算数教育研究会セミナー集録「第 5 分科会：

言語活動」 数学的に考える力を育てる授業改善をテ

ーマに，算数教育の今日的課題について理解を深め，

改善の在り方を探ることをめざした内容について集

録している。 A4 版 全 224 頁  

編集：新算数教育研究会  

共著者：古藤怜，佐藤満，長谷豊，伊藤説朗，松岡克

典，他 20 名  

本人担当分：「論理的思考力を育む分数のわり算の指

導-逆数・繁分数を活用した事例を通して-」（p.208

～p.213） 言語活動を充実することで，日常の事象

を数理的にとらえ，見通しをもち筋道を立てて考え表

現したり，表現したことから考えを進めたりすること

ができると考えた。そして，論理的思考力を伸ばすこ

とをねらった指導法について考察することにした。 

算数科における「論理的思考力」を「結果や解決方法

の見通しをもち，演繹，帰納，類推による推論に基づ

いて，筋道を立てて考えていく力」と捉えた発表の内

容と研究協議会の集録である。 

4．みんなと学ぶ 

小学校 算数 
共著 

平成26年

2 月 
学校図書 

新学習指導要領に基づいた文部科学省検定済教科書

である。編集のポイントは以下の 12 点である。①「考

える力」を育む，丁寧な単元展開 ②学力を確かなも

のにする「力をつける問題」 ③基礎・基本の重視 ④

一人一人の理解を助ける，「サポート」ページ ⑤学

力向上への取り組み（全国学力学習状況調査結果の反

映） ⑥「学び方」の重視と，自学自習への対応 ⑦

小・中学校連携への対応 ⑧系統的な図の指導 ⑨ノ

ート指導の重視 ⑩「倍の計算」シリーズ ⑪「算数

探検隊」のページ ⑫授業で役立つ巻末付録  

A4 判 1 年～6 年 代表：一松信，岡田褘雄  

監修：赤井利行，池田敏和，黒澤俊二，他 5 名  

共著者：青山尚司，石井英真，井上正人，植田敦三，

植村哲郎，大石英助，大澤弘典，松岡克典，他 31 名 

5．資質や能力を育

成する問題解決

学習の在り方  

－学び合いに着

目してー 

共著 
平成26年

12 月 
ERP 

資質や能力を育成するために，集団の相互作用に注目

すると共に，「学び合い」に着目した問題解決の在り

方について考察した。第 5 学年「図形の面積」の授業

を通して，集団場面における「相互誘発」「相互葛藤」

「相互補足」について分析した。学級集団で話し合う

形態を主とし，自力解決で獲得した認識をもとに集団

で他者と学び合うことで，多様な考えを統合して自分

の考えを深めていくことができると考えた。  

教育 PRO 第 44 巻 第 28 号 p.26～p.29 
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6．みんなと学ぶ 

小学校 算数 
共著 

平成31年

2 月 
学校図書 

新学習指導要領に即し，これからの社会の中で生きて

いくために，問題を見つけて解決するために，汎用的

な力を身に付けるために役立てるように構成した。算

数で育てたい３つの学びの力を紹介し，これらの学び

が身に付くような構成になっている。「見方・考え方」

を９つに分類し，キャラクターで表示し，楽しみなが

ら身に付けるようにした。  

A4 判 1 年～6 年 代表：一松信，岡田褘雄  

監修：赤井利行，池田敏和，黒澤俊二，他 3 名  

共著者：青山尚司，石井英真，井上正人，植田敦三，

植村哲郎，大石英助，大澤弘典，松岡克典，他 43 名 

7．読解力を養う 共著 
令和 3 年 

3 月 
ERP 

2021 年度大学入学共通テストの出題傾向から，単なる

数値を求める問題から読解力を求める問題へと変わ

ってきていることを捉え，なぜ，数学に読解力が必要

なのかを論じた。 

算数・数学教育に読解力が求められる背景や，算数・

数学教育における読解力の育成について述べ，読解力

の必要性について読者に問いかけた。  

教育 PRO  第 51 巻 第 4 号 p．10～11 

（学術論文）     

1．「21 世紀型能力」

を育成する『学

び合い』の在り

方 

(査読付き) 

単著 
平成28年

11 月 

近畿大学研究論叢 

第 28 巻第 1 号 

p.19～p.36 

「学び合い」を通して学ぶことで，資質･能力を身に

付ける構造を検証したものである。集団思考の「相互

誘発・相互葛藤・相互補足」に則って考察することで，

「学び合い」によって練り上げられた思考力・判断

力・表現力が，メタ認知を促し自己にフィードバック

され，どのように深化していくのかをひし形の求積方

法を三角形に変形させる事例から検討した。 

2．学び合い活動に

おける分数のわ

り算の指導－繁

分数を活用した

事例を通して－ 

(査読付き) 

単著 
平成28年

12 月 

人間教育学研究  

第 4 号，p.73～p.85 

分数の除法の計算の仕方をつくる過程を重視するこ

とにより，数学的な見方・考え方を高めるだけでなく，

学び合い活動を通して，「再構成する力」を育むこと

ができるか検証した。その結果，「再構成する力」は。

自ら考えを持ち，表現し，伝え合い，振り返るといっ

た一連の学びの過程を経て，自らの手で創り出したと

いう実感を味わわせることが大切であることが分か

った。 

3．これからの算数

教育の在り方－

意味生成学習を

用いて－ 

 (査読付き) 

単著 
平成30年

3 月 

人間教育学研究  

第 5 号，p.65～p.78 

「意味生成学習」を取り入れることで，数学的な見

方・考え方を育成することが出来るかを考察した。き

まりについて考える場を授業の中に設定し，考えるた

めの根拠となる既習事項や知識を活用して思考し，表

現する理論依存型の授業を取り入れることにした。そ

の結果，子供が既習事項を活用して思考し，自らの考

えを導き出すことが出来たり，記述内容が既習事項を

根拠にしたものになったりするなどの変容が見られ

た。 

4．21 世紀型能力を

育む意味生成学

習の在り方 

 (査読付き) 

単著 
平成31年

3 月 

人間教育学研究  

第 6 号， 

p.147～p.161 

算数教育における問題解決学習に「意味生成学習」を

取り入れることで，どのような学び合いの過程を通し

て，「21 世紀型能力」を育成することが出来るかを考

察したものである。授業において，学び合いに重点を

おくことで，他者と協働して新しい考えを導き出す過

程を探り，どのような新しい知識を構築していくの

か，そのプロセスを検証することにした。その結果，

学び合いを通して，子供が既習事項を活用して思考

し，自らの考えを導き出すことが出来たり，記述内容

が既習事項を根拠にしたものになったりするなどの

変容が見られた。 
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5．プログラミング

的思考を育む算

数指導の在り方

－作問学習支援

システムを活用

して－ 

単著 
令和 2 年 

12 月 

奈良学園大学紀要 

第 13 集  

p.71～p.83 

単文統合型作問支援環境「モンサクン」は、算数文章

題を学ぶ子供たちを対象とした学習支援アプリであ

り、「問題を解くのではなく、問題を作る」学習を行

う。このアプリでは、子供たちは、問題がどのような

要素から構成されているのかを考える必要あり、問題

を作る過程において、問題のもつ「構造」を意識しな

ければならない。この演習を繰り返すことで子供たち

は「構造」で問題をとらえることができるようになり、

「構造を理解する力」を養うことが可能となる。算数

文章題の問題構造の理解を深めることで、プログラミ

ング的思考の育成に繋がると考え、取り組んだ。 

「学会発表」     

1. 論理的思考力

を育む分数のわ

り算の指導 

－逆数・繁分数

を活用した事例

を通して－ 

 
平成25年 

8 月 4 日 

日本数学教育学会第

95 回総会全国算数・

数学教育研究(山梨)

大会 

（分数）÷（分数）の計算方法を形式化する際には，

式を変形させていく過程で，分母と分子をそれぞれど

のようにすればよいかに目を向けさせ，（分数）÷（分

数）の計算は，わる数を分母と分子を入れかえてかけ

ればよいことを，『逆数を用いた考え』と『繁分数を

用いた考え』と結びつけ，ことばでまとめさせるよう

にした。そして，文字を使って一般化させ，一般化し

た式を使って，形式的に計算の処理ができるようにし

た。 

2. 論理的思考力

を育む分数のわ

り算の指導 

 
平成25年 

12月27日 

第３８回 新算研セ

ミナー  

第５分科会「言語活

動」 

言語活動を充実することで，日常の事象を数理的にと

らえ，見通しをもち筋道を立てて考え表現したり，表

現したことから考えを進めたりすることができると

考えた。そして，論理的思考力を伸ばすことをねらっ

た指導法について考察することにした。算数科におけ

る「論理的思考力」を「結果や解決方法の見通しをも

ち，演繹，帰納，類推による推論に基づいて，筋道を

立てて考えていく力」と捉えた。 

3. 資質・能力を育

成する問題解決

学習の在り方 

－学び合いに着

目して－ 

 
平成27年 

8 月 7 日 

日本数学教育学会第

97 回総会全国算数・

数学教育研究(北海

道)大会 

問題解決学習での集団の相互作用に注目し，「学び合

い」を自己との対話や他者理解を通じて，自他共に高

まり合っていく活動と捉えた。「自分自身との学び合

い」「他者との学び合い」「指導者の働きかけ」がど

のように関与しているのか，子供同士が学び合いを通

して考えた解決方法を共有することで知識や技能を

獲得し，多様な考えを統合して自分の考えを深めてい

く過程について考察した。 

4．学び合い活動に

おける分数のわ

り算の指導 

－繁分数を活用

した事例を通し

て－ 

 
平成28年 

8 月 6 日 

日本数学教育学会第

98 回総会全国算数・

数学教育研究(岐阜)

大会 

分数の除法の計算の仕方をつくる過程を重視するこ

とにより，数学的な見方・考え方を高めるだけでなく，

学び合い活動を通して，自らの手で形式化したという

成就感をもたせるようにした授業の在り方について

考察した。算数教育における学習過程に「意味生成学

習」を取り入れることで，数学的な見方・考え方を育

成することが出来るかを考察したものである。 

5．算数教育におけ

る意味生成学習

の在り方 

 
平成29年 

8 月 8 日 

日本数学教育学会第

99 回総会全国算数・

数学教育研究(和歌

山)大会 

算数教育における学習過程に「意味生成学習」を取り

入れることで，数学的な見方・考え方を育成すること

が出来るかを考察したものである。その結果，子供が

既習事項を活用して思考し，自らの考えを導き出すこ

とが出来たり，記述内容が既習事項を根拠にしたもの

になったりするなどの変容が見られた。「意味生成学

習」は，数学的な見方・考え方を育成することに有効

であることが明らかになった。 

人間教育学部 人間教育学科

432



6．算数教育におけ

る意味生成学習

の在り方Ⅱ 

 
平成30年 

8 月 3 日 

日本数学教育学会第

100 回総会全国算

数・数学教育研究(東

京)大会 

昨年度の継続研究で事例を増やし，授業分析を行い，

理論依存型の授業を取り入れることで，知識・技能面

の定着だけでなくした。数学的な見方・考え方が育成

されることをデータをもとに分析することにした。そ

の結果，「意味生成学習」は，知識・技能面の確かな

定着を図ることが可能であり，数学的な見方・考え方

を育成することに有効であることが明らかになった。 

7．プログラミング

的思考を育む作

問学習支援シス

テムの活用の在

り方 

 
令和元年 

8 月 8 日 

日本数学教育学会第

101 回総会全国算

数・数学教育研究(沖

縄)大会 

単文統合型作問支援環境「モンサクン」を活用し，「問

題を解くのではなく，問題を作る」学習を行う．その

ことで，「構造を理解する力」を養い，プログラミン

グ的思考に繋げようと考え，取り組んだ。その結果。

演習を繰り返すことで子供はキーワードではなく，構

造で問題をとらえることができるようになり，論理的

思考力の向上にも繋がった。 

8．数学に開花する

指導の在り方 

－尋常小學算術

（緑表紙教科書）  

を活用して－ 

 
令和 2 年 

8 月 6 日 

日本数学教育学会第

102 回総会全国算

数・数学教育研究(茨

城)大会 

数学では，抽象的なものを使って「なぜそうなるのか」

を理解し，表すことが求められる。そこで，答えを導

くまでの過程を重要視し，論理的な思考力や数学の神

秘性に気付かせる授業展開を考えた。緑表紙教科書

（編集責任者 塩野直道）の「数理思想」が目指す理

念が新学習指導要領及び新学習指導要 領解説（算数

編）にどのように繋がり，数学に結びつくのかを実践

を通して考察することにした。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名  山田 明広 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

哲学、文学、文化人類学 漢文学、中国哲学、中国文学、文化人類学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

（１）問題解決能力を養わせるための授業の実践

（２）画像・映像資料を活用した分かりやすい授業

の実践

（３）リアクションペーパー使用による授業改善の

工夫

平成 22年 4 月

1 日～平成 24

年 3 月 31 日 

平成20年4月1日 

～平成 24年 3

月 31 日・平成

26 年 4 月 1 日

～平成 30年 3

月 31 日 

平成26年4月1日 

～平成 30年 3

月 31 日 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として平

成22年4月～平成24年3月に担当した「中国学演習」（専

門教育科目、３年次配当、通年、必修２単位）におい

て、先に基礎的な知識を講義し、その上で大まかなテ

ーマを与えて受講生に順番に発表させ、そして、全体

で討論させることにより、受講生に自ら問題を発見し

て考え、調査し、解決するという能力を養わせた。 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

平成 20年 4 月～平成 23 年 9月に担当した「東洋

比較文化論」（専門教育科目、１年次以降配当、

春学期、選択２単位）、平成 22 年 4 月～平成 24

年 3 月に担当した「中国学演習」（専門教育科

目、３年次配当、通年、必修２単位）、平成 26 年

4 月～平成 28 年 3 月に担当した「現代アジアと日

本 1」（専門教育科目、２年次以降配当、春学期、

選択２単位）および「現代アジアと日本 2」（専門

教育科目、２年次以降配当、秋学期、選択２単

位）、平成 28 年 4 月～平成 30年 3 月に担当した

「アジアの伝統文化と現代Ⅰ」（専門教育科目、２

年次以降配当、春学期、選択２単位）および「ア

ジアの伝統文化と現代Ⅱ」（専門教育科目、２年

次以降配当、秋学期、選択２単位）において、ま

た、奈良県立医科大学医学部教養教育部門の非常

勤講師として平成 28年 4 月～平成 28年 9 月に担

当した「アジア文化論」（講義科目、１年次配

当、前期、必修１単位）において、本人が現地で

撮影した写真および映像を用いて中国・台湾の宗

教事象を中心とする諸文化を解説することによ

り、学生が授業内容について理解しやすくなって

いるとともに、興味を持つようになった。 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

平成 26年 4 月～平成 28 年 3月に担当した「現代

アジアと日本 1」（専門教育科目、２年次以降配

当、春学期、選択２単位）および「現代アジアと

日本 2」（専門教育科目、２年次以降配当、秋学

期、選択２単位）、平成 28年 4 月～平成 30年 3

月にかけて担当した「アジアの伝統文化と現代

Ⅰ」（専門教育科目、２年次以降配当、春学期、

選択２単位）および「アジアの伝統文化と現代

Ⅱ」（専門教育科目、２年次以降配当、秋学期、

選択２単位）において、花園大学文学部文学部日

本文学科の非常勤講師として平成 26年 4 月～平成

30 年 3 月にかけて担当した「中国文学史Ⅰ」（講義

科目、１年次以降配当、前期、選択２単位、中高

１種国語科教員免許取得のための科目）および

「中国文学史Ⅱ」（講義科目、１年次以降配当、

後期、選択２単位、中高１種国語科教員免許取得

のための科目）において、また、奈良県立医科大
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（４）効果的な漢文教育法の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）パワーポイントの効果的活用による分かりや

すい授業の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）フィールドワークを取り入れた効果的な授業

の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年4月1日 

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年11月27

日・平成27年11

月30日・平成28

年4月～平成30

年3月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月1日

～現在に至る 

 

学医学部教養教育部門の非常勤講師として平成 28

年 4 月～平成 28年 9 月に担当した「アジア文化

論」（講義科目、１年次配当、前期、必修１単

位）において、適宜リアクションペーパーを使用

して受講生から授業に対する感想・要望・質問を

聞き、授業改善に生かした。また、寄せられた質

問については、後の授業にて可能な限り回答する

など、学生との意思疎通を図った。 

 

花園大学文学部文学部日本文学科の非常勤講師とし

て平成26年4月～平成30年3月20日に担当した「漢文学

Ⅰ」（講義科目、１年次以降配当、前期、選択２単位、

中高１種国語科教員免許取得のための科目）および

「漢文学Ⅱ」（講義科目、１年次以降配当、後期、選

択２単位、中高１種国語科教員免許取得のための科

目）において、また、奈良学園大学人間教育学部人間

教育学科非常勤講師、同大学同学部同学科の特任講

師、同大学同学部同学科の専任講師および同大学同学

部同学科の准教授として平成28年4月～現在まで担当

している「漢文学入門」（専門科目、２年次以降配当、

前期、選択２単位、中高１種国語科教員免許取得のた

めの科目）および「漢文学Ⅰ」（専門科目、２年次以

降配当、後期、選択２単位、中高１種国語科教員免許

取得のための科目）において、漢文法および漢文句法

を受講生に一通り網羅的に解説し演習問題を解かせ

て理解・定着させた上で漢文の文章読解を行わせるこ

とにより、受講生が比較的正確で安定的に漢文を読解

することが可能となった。 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

平成 26年 4 月～平成 28 年 3月に担当した「現代

アジアと日本 2」（専門教育科目、２年次以降配

当、秋学期、選択２単位）において、平成 28年 9

月～平成 30年 3 月に担当した「アジアの伝統文化

と現代Ⅱ」（専門教育科目、２年次以降配当、秋

学期、選択２単位）の全講義において、また、奈

良県立医科大学医学部教養教育部門の非常勤講師

として平成 28年 4 月～平成 28 年 9 月に担当した

「アジア文化論」（講義科目、１年次配当、前

期、必修１単位）の全講義において、パワーポイ

ントで作成したスライドを全面的に活用すること

により、学生にとって視覚的に見やすくまた理解

しやすい授業を実践している。その結果、奈良県

立医科大学の講義において実施したリアクション

ペーパーにおいては、見やすく分かりやすいとい

った類の意見が多数寄せられた。 

 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科専任講師

および同大学同学部同学科准教授として平成 30 年

４月～現在まで担当している「人間教育学ゼミナ

ールⅠ（基礎）」（専門科目、３年次配当、通年、

必修４単位）のうち、「中華圏の祭祀文化」に関す

る授業において、先に中華圏の廟と祭神、祭祀に

関して講義を行い、その後、神戸および横浜の関

帝廟の訪問や横浜中華街の関帝誕という祭りの見

学を行うなど現地調査を行うなど実際に中華圏の

廟や祭りの様子を目にすることで、学生の授業内

容に対する理解度が大幅に高まった。 
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２ 作成した教科書，教材 

（１）オリジナルプリント教材の作成 平成20年4月1日 

～現在に至る 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

平成 20年 4 月～平成 23 年 9月に担当した「東洋

比較文化論」（専門教育科目、１年次以降配当、

春学期、選択２単位）、平成 20 年 4 月～平成 22

年 3 月に担当した「中国学講義 a」（専門教育科

目、２年次以降配当、春学期、選択２単位）およ

び「中国学講義 b」（専門教育科目、２年次以降配

当、春学期、選択２単位）、平成 22年 4 月～平成

23 年 3 月に担当した「アジア文化研究 1」（専門

教育科目、２年次以降配当、春学期、選択２単

位）および「アジア文化研究 2」（専門教育科目、

２年次以降配当、秋学期、選択２単位）、平成 23

年 4 月～現在まで担当している「中国思想文化論

1」（専門教育科目、２年次以降配当、春学期、選

択２単位）および「中国思想文化論 2」（専門教育

科目、２年次以降配当、秋学期、選択２単位）、

平成 24年 4 月～平成 25 年 9月に担当した「漢

字・漢文論１」（専門教育科目、２年次以降配当、

春学期、選択２単位）、平成 26 年 4 月～平成 28

年 3 月に担当した「現代アジアと日本 1」（専門教

育科目、２年次以降配当、春学期、選択２単位）

および「現代アジアと日本 2」（専門教育科目、２

年次以降配当、秋学期、選択２単位）、平成 28 年

4 月～平成 30 年 3 月に担当した「アジアの伝統文

化と現代Ⅰ」（専門教育科目、２年次以降配当、

春学期、選択２単位）および「アジアの伝統文化

と現代Ⅱ」（専門教育科目、２年次以降配当、秋

学期、選択２単位）において、花園大学文学部文

学部日本文学科の非常勤講師として平成 26年 4 月

～平成 30年 3 月に担当した「中国文学史Ⅰ」（講

義科目、１年次以降配当、前期、選択２単位、中

高１種国語科教員免許取得のための科目）および

「中国文学史Ⅱ」（講義科目、１年次以降配当、

後期、選択２単位、中高１種国語科教員免許取得

のための科目）において、また、奈良県立医科大

学医学部教養教育部門の非常勤講師として平成 28

年 4 月～平成 28年 9 月に担当した「アジア文化

論」（講義科目、１年次配当、前期、必修１単

位）において、毎時間、事前に要点をまとめたオ

リジナルのプリントを作成し、そのプリントを使

用して講義することで、学生の理解に資してい

る。

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

（１）近畿大学経済学部国際経済学科平成24年度後期

における学生による授業評価アンケート 

（２）関西大学文学部総合人文学科平成26年度春学期

における学生による授業評価アンケート 

平成 25年 3 月 

平成 26年 9 月 

「中国語コミュニケーション 2」および「基礎中国

語Ⅱ」について受講学生による授業評価アンケー

トを実施し、いずれの科目においても「授業内容

に満足」ないし「ほぼ満足」と答えた学生が８割

以上を占めていたほか、学生から「説明が丁寧で

分かりやすい」などといったコメントが多数寄せ

られるなど、高い評価が得られた。

「中国思想文化論 1」および「現代アジアと日本

1」について受講学生による授業評価アンケートを

実施し、いずれの科目もほとんどの項目において

評価平均が 4.0（満点 5.0）以上であった。特に、

「総合的に判断してこの授業は意義のあるもので

あった」という項目については、「中国思想文化

論 1」では評価平均が 4.1 に、「現代アジアと日本

2」では評価平均が 4.1 となり、いずれも全学の平

均である 4.0 を超えることができた。 
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（３）関西大学文学部総合人文学科平成26年度秋学期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（４）関西大学文学部総合人文学科平成27年度春学期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（５）関西大学文学部総合人文学科平成27年度秋学期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（６）近畿大学法学部平成27年度後期における学生に

よる授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（７）花園大学文学部日本文学科平成27年度後期にお

ける学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

（８）奈良県立医科大学医学部看護学科平成27年度に

おける学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

（９）奈良教育大学教育学部教育学科平成28年度前期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

（10）奈良県立医科大学医学部看護学科平成28年度に

おける学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 3 月 

 

 

 

 

 

平成 28年 9 月 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

「中国思想文化論 2」および「現代アジアと日本

2」について受講学生による授業評価アンケートを

実施し、「総合的に判断してこの授業は意義のある

ものであった」という項目についての評価平均が

「中国思想文化論 2」では 4.1 に、「現代アジアと

日本 2」では 4.2 となり、いずれの科目においても

全学の平均 4.0 を超えることができた。 

 

「中国思想文化論 1」について受講学生による授業

評価アンケートを実施し、多くの項目においてそ

の評価平均が全学平均および文学部平均を超え

た。特に、「総合的に判断してこの授業は意義のあ

るものであった」という項目については、評価平

均が 4.2 となり、全学平均 4.0 および文学部平均

4.1 を超えることができた。 

 

「中国思想文化論 2」について受講学生による授業

評価アンケートを実施し、ほとんどの項目におい

てその評価平均が全学平均および文学部平均を超

えていた。特に、「総合的に判断してこの授業は意

義のあるものであった」という項目については、

評価平均が 4.2 となり、全学平均 4.0 および文学

部平均 4.1 を超えることができた。 

 

「中国語総合 2」について受講学生による授業評価

アンケートを実施し、「この教員の授業を 10 点法

で評価して下さい」という項目についての平均値

が 8.6 となり、全科目平均の 8.3 を超えることが

できた。また、「とても分かりやすかった」や

「説明が丁寧であった」といった類のコメントが

多数寄せられるなど、高い評価が得られた。 

 

「漢文学Ⅱ」および「中国文学史Ⅱ」について受

講学生による授業評価アンケートを実施し、いず

れの科目もほとんどの項目において学生による評

価の平均値が全学平均を超えることができた。特

に、「先生の授業に対する取り組みに熱意や情熱を

感じられますか」という項目については、前者が

4.0（満点 5.0）、後者が 4.28 といずれも比較的高

い評価が得られた。 

 

「中国語」について受講学生による授業評価アン

ケートを実施し、「総合的に満足できる授業であっ

た」という項目についての平均値が 4.57（満点

5.0）となり、全体平均 4.1 を大きく超えるなど、

高い評価が得られた。 

 
「中国語」および「漢文学特論」について受講学

生による授業評価アンケートを実施し、両科目と

もほとんどの項目において学生による評価の平均

値が全学平均を超えることができた。また「わか

りやすい授業であった」といった類のコメントが

多数寄せられるなど、高い評価が得られた。 

 

「アジア文化論」について受講学生による授業評

価アンケートを実施し、ほとんどの項目において

学生による評価の平均値が全学平均を超えること

ができた。特に、「授業を受けることでテーマに

ついてより興味・関心を持てた」および「総合的

に満足できる授業であった」という項目の平均値

がともに 4.0 近くなるなど比較的高い評価が得ら

れた。 
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（11）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科平成29

年度における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）関西学院大学社会学部平成 29 年度春学期にお

ける学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（13）奈良教育大学教育学部教育学科平成30年度後期

における学生による授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

（14）奈良学園大学令和2年度前期における学生によ

る授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

（15）関西大学文学部総合人文学科令和2年度秋学期

における学生による授業評価アンケート 

平成 29年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 
平成 30年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 2 月 

「漢文学入門」について受講学生による授業評価

アンケートを実施し、ほとんどの項目において当

該科目の平均値が全体の平均値を超えることがで

きた。特に、「授業に対する熱意や意欲」および

「有効な時間の使い方」の項目について、4 段階中

3.6 という高い評価が得られ、全体平均を大きく上

回った。そして、その結果、総合評価でも 4 段階

中 3.5 という全体平均を大きく上回る高評価が得

られた。 

 

「中国語Ⅰ」および「中国語Ⅲ」について受講学

生による授業評価アンケートを実施し、ほとんど

の項目においてその評価平均が全学平均および学

部平均を超えていた。特に、「あなたは、全体と

してこの授業に満足していますか」という項目に

ついては、前者が 4.6、後者が 4.9（いずれも満点

5.0）といずれもかなり高い評価が得られた。 

 

「漢文学特論」について受講学生による授業評価

アンケートを実施し、ほとんどの項目において学

生による評価の平均値が全学平均を超えることが

できた。特に、「あなたはこの授業での学びにど

の程度満足しましたか」という項目については、4

段階中 3.61 という高い評価が得られ、全体平均を

大きく上回った。 

 

「漢文学入門」および「漢文学特論」について受

講学生による授業評価アンケートを実施し、ほと

んどの項目において学生による評価の平均値が 5

段階中 4.5 を超えていた。特に、「この授業の先

生の説明は分かりやすかった」および「この授業

は総合的にみて満足のいくものだった」について

学生による評価の平均値が 5段階中 4.5 を超えて

いたなど、かなり高い評価が得られた。 

 

「中国思想文化論 2」について受講学生による授業

評価アンケートを実施し、多くの項目において学

生による評価の平均が全学平均を超えていた。特

に、「総合的に判断してこの授業は意義のあるも

のであった」という項目については、評価平均が

4.4 となり、全学平均 4.2 を超えていたなど、かな

り高い評価が得られた。 
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４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

〔社会人対象の講演〕 

（１）台湾の道教の現状と道教儀礼について 

 

 

 

 

 

 

（２）奈良学園大学公開講座「王寺町りーべるカレッ

ジ」2019年度第3回における講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔展覧会の解説の翻訳〕 

（１）「道教信仰文化特展」の解説の日本語訳 

 

 

 

 

 

〔海外研修の企画〕 

（１）「台湾研修」プログラムの提案企画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ＦＤ研修会における報告〕 

（１）奈良学園大学人間教育学部ＦＤ研修会におけ

る報告 

 

 

 

 

 

平成27年9月11

日 

 

 

 

 

 

令和元年6月29

日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年11月5

日～平成29年2

月19日 

 

 

 

 

令和元年5月29

日～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年8月3日 

 

 

大阪日中友好協会の支援の下で設立された「くらし

の智恵：道教に親しむ会」の第3回会合において、当

会の要請により一般向けに行った講演。まず、中国

道教の歴史について触れることで道教とはいかな

る宗教か紹介した後、台湾では現在いかなる道教信

仰が行われているか儀礼を中心に説明した。 

 

奈良学園大学が王寺町と提携して毎年行っている

公開講座「王寺町りーべるカレッジ」の 2019 年度

第 3 回において講師を務め、「台湾の疫病払いの

祭り 」というテーマにて主として台湾南部で疫病

を払うために行われる王醮という祭りについての

講演を行った。まず、祭りが行われる廟について

説明し、廟で行われ種々の活動について説明した

後、王醮とはいかなる祭りであり、その中心とな

る王爺という神はどのような神で、どのような道

教および民間信仰の儀礼や活動が行われるのか、

写真や映像を用いて解説した。 

 

 

台南市文化局主催により台湾台南市鄭成功文物館に

て「道法萬象─道教信仰文化特展」が行われ、そこで

使用された李豊楙教授による中国語の解説文をすべ

て日本語に翻訳し、その結果、日本語による解説文

として使用された。 

 

 

奈良学園大学の学生向けの「台湾研修」を同大学学

長に提案したところ、学長の支持を得、目下、学長

支援の下、松井典夫教授と共同でプログラム案を企

画している。本研修は、語学（中国語）習得に重き

を置くのではなく、教師として必要な資質を身に着

けるという点に重きを置いており、従来の海外研修

とは内容が大きくことなるものにする予定である。

すでに受け入れ先候補であり、同大学の提携校であ

る屏東科技大学を訪問してこの点について伝えて

おり、了承を得ておいる。現在、同大学の支援も得

ながら、プログラムを企画している。 

 

 

奈良学園大学人間教育学部平成30年度第2回ＦＤ研

修会において、完全講義型の授業とアクティブラー

ニング型の授業とでは学生の授業内容理解にどの

ような相違が見られるかについて、松井典夫および

岡村季光と共同で報告を行った。岡村季光が両タイ

プの授業を実際に実施し、各授業の最後に行った授

業内容を問う小テストの結果を比較するという方

法で調査し、その結果を報告した。調査の結果、完

全講義型の授業とアクティブラーニング型の授業

とでは学生の理解度に大差は見られないという結

論に達するとともに、アクティブラーニングを効果

的に行うには、ある程度の知識の習得が必要である

と提言した。 
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〔留学生の指導〕 

（１）奈良学園大学人間教育学部人間教育学科特別 

聴講生の課題研究指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年6月 

～平成31年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度は蘇州科技大学から来た特別聴講生１

名の「日本怪談文化について―『夢十夜』を中心に

―」というテーマの課題研究の作成、および東方技

術学院から来た特別聴講生１名の「京極夏彦作品か

ら中日両国のミステリー小説の発展を窺い見る」と

いうテーマの課題研究の作成を指導した。また、平

成30年度には、蘇州科技大学から来た特別聴講生１

名の「中日禅宗寺院の比較」というテーマの課題研

究の作成を指導した。 

 

５ その他 

〔科目担当実績〕 

（１）関西大学における中国思想史に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）関西大学における現代の東アジアの宗教文化

に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）近畿大学における初級中国語に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20年4月1日

～平成23年9月 

20日・平成26年4

月1日～平成30

年3月20日 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年4月1日

～平成28年9月 

15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として、

平成20年4月～平成22年3月に「中国学講義a,b」を、

平成22年4月～平成23年3月に「アジア文化研究1,2」

を、平成23年4月～現在まで「中国思想文化論1,2」を

担当し、中国思想史に関する講義を行っている。いず

れの科目においても、先秦から明代までの中国思想・

宗教について儒教・仏教・道教の三教を基軸に通史的

に講義しているが、思想・宗教のみならずその背景に

ある社会的文化的事象についても説明するなどして、

受講生が理解しやすくなるよう工夫している。 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として、平

成20年4月～平成23年9月に「東洋比較文化論」（春学

期のみ開講科目）を、平成26年4月～平成28年3月に「現

代アジアと日本1,2」を、平成28年4月～平成30年3月

に「アジアの伝統文化と現代Ⅰ,Ⅱ」を担当し、主とし

て現代の東アジアの宗教文化に関する講義を行った。

本人が現地調査を行って収集した画像・映像資料を用

いたり講義のテーマに関わる映画を見せたりして、受

講生の興味を喚起できるよう工夫した。授業において

行うリアクションペーパーには、画像・映像資料が用

いられていて分かりやすいとの反響が多数見られた。 

 

近畿大学経済学部国際経済学科の非常勤講師とし

て専門科目「基礎中国語Ⅰ,Ⅱ」（平成21年4月～平成）

を、経営学部・法学部・理工学部教養・基礎教育部門

非常勤講師として外国語科目「中国語総合1,2」（経営

学部：平成22年4月～平成23年3月、法学部：平成24年

4月～現在、理工学部：平成28年4月～現在）を担当し、

大学1年次生に対して初級中国語を講義した。聞く・話

す・読む・書くといった能力をバランスよく身に付け

られるよう、教科書のみならずリスニング教材を用い

たり、対話をさせたりするなど授業の進め方を工夫し

た。 
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（４）関西大学における中国学専修3年次生に対する

演習科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）近畿大学における中級中国語に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）近畿大学における中国語会話に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）関西大学における漢字論・漢文講読に関する

講義 

 

 

 

 

 

 

（８）奈良県立医科大学における初級中国語の講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年4月1日

～平成24年9月 

20日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年4月1日

～平成28年3月 

31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年4月1日

～平成28年9月 

15日 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年4月1日

～平成26年3月3

1日 

 

 

 

 

 

平成24年4月1日

～平成28年3月 

31日 

 

 

 

 

 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として、

平成22年4月～平成24年3月に「中国学演習」（通年）

を、平成24年4月～平成24年9月に「中国学専修ゼミ3」

（春学期のみ担当）を担当し、中国学専修3年次の学生

に対して卒論執筆に必要な情報・知識を教えるととも

に、必要な能力を養わせた。文献検索の仕方、辞書の

引き方、中国思想・宗教に関する基礎知識を講義して

卒論執筆に必要な知識を身に付けさせ、その後、漢文

読解を行って卒論執筆に必要な文献読解力を養わせ、

最後に論文の書き方について講義してから受講生の

関心あるテーマについて発表させ、全体で討論させる

ことで問題意識を喚起させた。 

 

近畿大学生物理工学部教養・基礎教育部門非常勤講

師として平成22年4月～平成23年3月に「中国語応用

Ⅰ,Ⅱ」を、理工学部教養・基礎教育部門非常勤講師と

して平成23年4月～平成24年3月に「中国語総合3,4」

を、文芸学部基礎教育部門非常勤講師として平成23年

4月～平成28年3月に「中国語総合C,D」を担当し、2年

次以上の学生に対して中級中国語を講義した。生物理

工学部には中国語会話に関する授業がないため、「中

国語応用Ⅰ,Ⅱ」では聞く・話す・読む・書くといった

能力をバランスよく身に付けられるよう、教科書のみ

ならずリスニング教材を用いたり、対話をさせたりす

るといった授業を行ったが、他の学部には別に「中国

語コミュニケーション」という中国語会話に関する授

業が存在するため、「中国語総合3,4」および「中国語

総合C,D」では、読む・書くといった能力の向上に焦点

を絞り、教科書と演習問題を中心とした授業を行っ

た。 

 

近畿大学経済学部国際経済学科の非常勤講師とし

て外国語科目「中国語コミュニケーション1,2」を担

当し、中国語会話に関する講義を行った。中国語の

基本文法の確認を行ってから、その文法事項を会話

の上でどのように用いるか講義するなど、種々の表

現が可能となるような授業を行っている。また、教

科書のみならずリスニング教材を用いるなど、「話す」

だけでなく「聞く」という方面の能力も身に付くよう

工夫した。 

 

関西大学文学部総合人文学科の非常勤講師として

「漢字・漢文論1,2」を担当し、前半は漢文を構成す

る漢字の歴史や変遷について講義し、後半は漢文の作

品の講読を行った。漢文作品の講読では、訓点付きの

漢文の読解から始めて次第に訓点のない漢文の読解

へと移行するなど、無理なく高度な漢文の読解ができ

るよう工夫した。 

 

奈良県立医科大学医学部看護学科非常勤講師として

「中国語」を担当し、大学1年次生に対して初級中国語

を講義した。聞く・話す・読む・書くといった能力を

バランスよく身に付けられるよう、教科書のみならず

リスニング教材を用いたり、対話をさせたりするなど

授業の進め方を工夫した。 
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（９）奈良教育大学における初級中国語の講義 

 

 

 

 

 

 

（１０）花園大学における漢文学に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）花園大学における中国文学史に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）奈良学園大学における漢文学に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年4月1日

～平成28年9月 

30日 

 

 

 

 

平成26年4月1日

～平成30年3月 

20日 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年4月1日

～平成30年3月 

20日 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良教育大学教育学部教育学科非常勤講師として

「中国語」を担当し、大学1年次生に対して初級中国

語を講義した。聞く・話す・読む・書くといった能力

をバランスよく身に付けられるよう、教科書のみなら

ずリスニング教材を用いたり、対話をさせたりするな

ど授業の進め方を工夫した。 

 

花園大学文学部日本文学科非常勤講師として、平成

26年4月～現在にかけて「漢文学Ⅰ,Ⅱ」を、平成26

年9月～平成27年3月に「漢文学基礎」（後期のみ開

講科目）を担当し、漢文読解に関する講義を行った。

前者においては、漢文法・語法を網羅的に解説して後、

訓点付きの漢文の作品の講読を行った。後者において

は、訓点付きの漢文の作品の読解から開始し、次第に

訓点のない漢文の作品の読解へと移っていくなど、読

解中心の授業を行った。 

 

花園大学文学部日本文学科非常勤講師として「中国

文学史Ⅰ,Ⅱ」を担当し、中国文学史に関する講義を

行った。先秦から明代までの中国文学の歴史につい

て、毎回テーマを定めできる限り作品にも触れつつ

通史的に概観した。毎回、ただテーマについて説明

を行うだけではなく、その背後にある歴史的・社会

的・文化的事象についても触れ、その作品や事象が

起こった原因と結果についても考えていくよう工

夫した。 

 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科非常勤講

師（平成28年4月～8月）、同大学同学部同学科特任講

師（平成28年9月～平成30年3月）、同大学同学部同学

科専任講師（平成30年度4月～令和2年3月）および同

大学同学部同学科准教授（令和2年4月～現在）とし

て、前期に「漢文学入門」、「漢文学Ⅱ」および「漢

文学特論」を、後期に「漢文学Ⅰ」および「語学・

文学総合演習Ⅲ（漢文学）」を担当している。前期

の「漢文学入門」においては、訓点付きの漢文を独力

で読むための基礎学力を養生することを目標とし

て、漢文の基礎事項・文法を講義し、「漢文学Ⅱ」に

おいては、「漢文学Ⅰ」から一歩進めて抽象的・思想

的内容を含んだ文章でも主体的に読み進めること

ができることを目標に、難易度の高い散文作品をそ

の背景なども説明しつつ読解し、また、「漢文学特

論」においては、教員採用試験に向けて、分量が多

く難解な文章を送り仮名なしで読解することに挑

戦している。後期の「漢文学Ⅰ」においては、比較的

平易な訓点付きの漢文の作品の講読し、「語学・文学

総合演習Ⅲ（漢文学）」においては、「漢文学Ⅱ」よ

りもさらに進めて、返り点のない文章の読解を試み

ている。いずれの科目も教員免許取得のための科目

であるため、いかに漢文を教えるべきかといった漢

文教育という視点からの講義も行った。 
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（１３）奈良県立医科大学におけるアジアの文化に関

する講義 

 

 

 

 

 

 

 

（１４）奈良教育大学における中国文学史に関する講

義 

 

 

 

 

 

 

 

（１５）奈良学園大学における教職者として必要な表

現力に関する講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１６）関西学院大学における初級中国語に関する

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１７）関西学院大学における中級中国語に関する

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年4月1日

～平成28年9月 

20日 

 

 

 

 

 

 

平成28年4月1日

～平成28年9月 

30日・平成30年 

10月1日～平成 

31年3月31日 

 

 

 

 

平成28年9月20

日～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年4月1日

～現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県立医科大学医学部教養教育部門非常勤講師と

して「アジア文化論」（リレー講義、前期のみ開講）

を担当し、本人は中華文化圏の諸文化について講義し

ている。中華文化圏の地理と言語・飲食・年中行事・

祭祀・喪葬のそれぞれをテーマとする５回に渡る授業

を３クラスにおいて講義している。本人が現地調査を

行って収集した画像・映像資料を用いるなど受講生が

少しでも興味を持てるよう工夫した。 

 

奈良教育大学教育学部教育学科非常勤講師として

「漢文学特講」（集中講義）を担当し、中国文学史

に関する講義を行った。先秦から現代までの中国文

学および芸能の歴史について、可能な限り作品にも

触れつつ通史的に概観したが、特に中国の芸能の歴

史については、画像・映像資料を用いるなどして、受

講生にとって分かりやすく興味を持ちやすい授業と

なるよう工夫した。 

 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科非常勤講師

（平成28年4月～8月）、同大学同学部同学科特任講師

（平成28年9月～平成30年3月）、同大学同学部同学科

専任講師（平成30年度4月～令和2年3月）および同大学

同学部同学科准教授（令和2年4月～現在）として、「教

職表現力演習Ⅰ」（平成28年9月～平成31年3月）およ

び「教職表現力演習Ⅱ」（平成28年9月～令和3年３月）

を担当した。「教職表現力演習Ⅰ」は主として1年生

を対象とした、「教職表現力演習Ⅱ」は主として2年

生を対象とした科目で、いずれも、教職者としてふ

さわしい「文章表現力」を身につけることに主眼を

おく。テキストのみならず、毎回小テストを行うなど、

現代日本語の知識と運用能力の向上を目指すべく工

夫した授業を行った。 

 

関西学院大学社会学部の非常勤講師として外国語

科目「中国語Ⅰ,Ⅱ」を担当し、主に中国語未習の大

学1年生に対して初歩的な中国語を講義している。

中国語を母語とする教員とペアで１つのクラス授

業を担当し、1週間に各１コマずつ、合計２コマ授業

を行っている。申請者は、主として、教科書各課に

おける新出の文法・語法について説明するというこ

とを担当しており、日本人が中国語を学ぶ上では何

が問題となるのかというポイントを捕らえた、日本

人だからこそできる授業を展開している。 

 

関西学院大学社会学部の非常勤講師として外国語科

目「中国語Ⅲ,Ⅳ」を担当し、すでに1年間中国語を学

んだことのある２年次以上の学生に対して、中級中国

語を講義している。中国語を母語とする教員とペアで

１つのクラス授業を担当し、1週間に各１コマずつ、合

計２コマ授業を行っている。申請者は、主として、教

科書各課における新出の文法・語法について説明する

ということを担当しており、日本人が中国語を学ぶ上

では何が問題となるのかというポイントを捕らえた、

日本人だからこそできる授業を展開している。 
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（１８）奈良学園大学におけるゼミナール形式の演

習科目 

平成30年4月1日

～現在に至る 

平成30年度4月～令和2年3月までは奈良学園大学人

間教育学部人間教育学科専任講師として、令和2年4

月～現在までは奈良学園大学人間教育学部人間教

育学科准教授として、「基礎ゼミナールⅠ」（平成

30年4月～平成31年3月、令和２年４月～現在）、「基

礎ゼミナールⅡ」（平成31年4月～令和２年３月）、

「人間教育学ゼミナールⅠ（基礎）」（平成30年4月

～現在）、「人間教育学ゼミナールⅡ（応用）」（平

成31年4月～現在）を担当している。「基礎ゼミナー

ルⅠ」では、１年次生に対してアカデミックスキル

習得を目指した内容の授業を行い、「基礎ゼミナー

ルⅡ」では、翌年以降の「人間教育学ゼミナール」や

卒業研究、卒業論文につながるようにすべく、より高

度なアカデミックスキルの活用と向上を目指した内

容の授業を行っている。「人間教育学ゼミナールⅠ

（基礎）」では、「国際理解に向けての中華文化研

究」というテーマの下、３年次生に対して、前期は

知識を得るべく中華圏の文化についての講義を行

い、後期は学生個人が個別にテーマを設定して調

べ、まとめて、発表するということを行っている。

また、「人間教育学ゼミナールⅡ（応用）」では、

学生個人が個別に設定したテーマについて引き続

き調べさせ発表させるとともに、就職試験や面接に

関する指導も行っている。 
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要  

１ 資格，免許 

（１）修士（文学） 

 

 

（２）博士（文学） 

 

 

平成14年3月31

日 

 

平成20年3月31

日 

 

 

関西大学文修第1555号、論文題目「古道教斎戒儀礼

考―塗炭斎を中心として―」 

 

関西大学文博第110号、論文題目「道教斎儀の研究」 

 

 

２ 特許等 

なし 

 

  

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

〔共同研究実績〕 

（１）文部科学省科学研究費補助金・基盤研究（A）

「東アジアにおける伝統教養の形成と展開に関する

学際的研究：書院・私塾教育を中心に」に参加 

 

 

 

平成21年4月～ 

平成25年3月 

 

 

関西大学・吾妻重二教授を研究代表者として平成

21 年 4 月～平成 25 年 3 月にかけて行われた文部科

学省科学研究費補助金・基盤研究（A）「東アジア

における伝統教養の形成と展開に関する学際的研 

究：書院・私塾教育を中心に」に研究協力書とし

て参加し、主として『朱子語類』巻 89・礼六・喪

の訳注の作成に従事するとともに、定期的に開催

された研究会に参加し、各メンバーが作成した訳

注の検討を行った。本研究課題に関わる研究業績

として、研究報告書 3 冊（いずれも共著）があ

る。 

 

（２）慶應義塾大学東アジア研究所における高橋産業

経済研究財団支援学術プロジェクト「日本・中国・韓

国からみた海域文化の生成と変容－『東方地中海』を

めぐる基層文化の比較研究」に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）関西大学東西学術研究所「東アジアにおける規

範と学芸研究班」に参加 

 

 

 

 

 

 

（４）関西大学東西学術研究所「東アジア宗教儀礼研

究班」に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年4月～ 

平成26年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年4月～ 

平成25年3月 

 

 

 

 

 

 

平成25年4月～ 

平成28年8月・平

成29年4月～平

成31年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慶應義塾大学東アジア研究所において慶應義塾大

学・野村伸一教授を研究代表者として進められた

高橋産業経済研究財団支援学術プロジェクト「日

本・中国・韓国からみた海域文化の生成と変容－

『東方地中海』をめぐる基層文化の比較研究」に

研究協力者として参画し、主として中国および台

湾の道教・民間信仰の調査・研究に従事するとと

もに、不定期的に開催された研究会に参加し、日

本・中国・韓国の基層文化に関する研究報告を聞

き、討論した。本研究課題に関わる研究業績とし

て、共著 1 冊がある。 

 

関西大学・二階堂善弘教授を主幹とする関西大学

東西学術研究所「東アジアにおける規範と学芸研

究班」に非常勤研究員として参加し、主として中

華文化圏と日本の喪葬儀礼の比較研究に従事する

とともに、研究例会に参加して報告・討論を行っ

た。本研究班参加に関わる研究業績として、論文 1

本がある。 

 

関西大学・原田正俊教授を主幹とする関西大学東

西学術研究所「東アジア宗教儀礼研究班」に平成

25 年 4 月～平成 28 年 8 月にかけては非常勤研究員

として、平成 29年 4 月～は客員研究員として参加

し、主として中華文化圏の道教の死者救済儀礼に

ついての調査・研究に従事するとともに、研究例

会に参加して報告・討論を行っている。本研究班

参加に関わる研究業績として、論文 1 本がある。 
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（５）慶應義塾大学東アジア研究所における高橋産業

経済研究財団支援学術プロジェクト「慰霊供養と神格

化から見る台湾人の歴史認識―民衆史学の構築をめ

ざして」に参加 

 

 

 

 

 

 

 

（６）関西大学東西学術研究所「東アジアの思想と

芸術の文化交渉研究班」に参加 

 

 

 

 

 

〔競争的資金の獲得状況〕 

（１）大畠記念宗教史学研究助成基金 

「台湾南部道教の祈安醮に見られる地域的差異の研

究」 

 

（２）文部科学省科学研究費補助金 若手研究（Ｂ）

「台湾中部地域の烏頭道士の道教儀礼の調査・研究」

（課題番号 25870933） 

 

（３）文部科学省科学研究費補助金 研究成果公開促

進費（学術図書） 

「台湾道教における斎儀―その源流と展開―」 

（課題番号 265009） 

 

（４）文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ） 

「台湾北部地域の烏頭道士の道教儀礼の調査・研究」 

（課題番号 17K02210） 

 

（５）高橋産業経済研究財団支援学術プロジェクト 

「慰霊供養と神格化から見る台湾人の歴史認識―民

衆史学の構築をめざして」 

 

 

（６）文部科学省科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ） 

「台湾北部地域の烏頭道士の道教儀礼の比較的研究」 

（課題番号 20K00065） 

 

平成30年4月～ 

令和2年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年4月～ 

令和3年3月 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年4月 

～平成25年3月 

 

平成23年度 

～平成25年度 

 

 

平成26年度 

 

 

 

 

平成29年度 

～令和元年度 

 

 

平成30年度 

～令和元年度 

 

 

 

令和2年度 

～現在 

 

 

慶應義塾大学東アジア研究所において慶應義塾大

学・三尾裕子教授を研究代表者として進められて

いる高橋産業経済研究財団支援学術プロジェクト

「慰霊供養と神格化から見る台湾人の歴史認識―

民衆史学の構築をめざして」に慶應義塾大学東ア

ジア研究所研究員（非常勤）として参画し、主と

して台湾で祀られている日本人神に対する道教式

の儀礼について、中華系の神に対する道教式の儀

礼との相違という観点から調査・研究に従事し

た。 

 

関西大学・中谷伸生教授を主幹とする関西大学東

西学術研究所「東アジアの思想と芸術の文化交渉

研究班」に客員研究員として参加し、主として中

華圏の道教の死者救済儀礼についての調査・研究

に従事するとともに、研究例会に参加して報告・

討論を行った。 

 

 

 

研究代表者 

助成金額：300,000 円 

 

研究代表者 

助成金額：2,600,000 円 

 

 

研究代表者 

助成金額：1,100,000 円 

 

 

 

研究代表者 

助成金額：3,510,000 円 

 

 

研究分担者 

獲得金額：個人 700,000 円、全体 3,000,000 円 

研究代表者：三尾裕子（慶應義塾大学文学部教

授） 

 

研究代表者 

助成金額：3,120,000 円 

 

４ その他 

〔論文の引用実績〕 

（１）「淡水靈寶道壇的功德儀式：以混玄壇為核心的

探討」が「道教斎儀の研究」を引用。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「練形與鍊度：六朝道教經典當中的死後修練與

亡者救度」が「道教斎儀の研究」を引用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年年9月 

 

 

  

 

 

 

 

 

平成24年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蕭進銘「淡水靈寶道壇的功德儀式：以混玄壇為核心的

探討」（財團法人施合鄭民俗文化基金會『民俗曲藝』

173号、2011年）、239頁～240頁の本文および注16にお

いて、博士論文「道教斎儀の研究」が引用され、本人

の台湾南部霊宝派抜度儀式に関する研究について、日

本の数名の先学の研究を引き継いでいるが、功徳儀礼

中の専門的テーマについてより深く検討していると

評されている。 

 

謝世維「練形與鍊度：六朝道教經典當中的死後修練與

亡者救度」（中央研究院歴史語言研究所『中央研究院

歴史語言研究所集刊』第83本第４期、2012年）、741頁

の本文において、本人の現代の道教式功徳儀礼に関す

る研究は台南地域と高雄・屏東地域の儀礼の次第を比

較することで異なる道壇による功徳儀礼の相違を考

察したものであると紹介され、同注12で博士論文「道

教斎儀の研究」が引用されている。 
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（３）「塗炭齋之後：道教民俗中首過儀式的扮犯表

演」が「塗炭齋考―陸修靜の三元塗炭齋を軸として

―」および「道教斎における自虐的行為の効能およ

びその衰退について――塗炭斎を中心として」を引

用。 

 

 

 

 

 

 

（４）『臺南傳統道壇研究』が「塗炭齋考―陸修靜の

三元塗炭齋を軸として―」および「道教斎儀の研究」

を引用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）「援法入道：南宋靈寶傳度科儀研究」が「臺灣

道教合符童子科儀之形成的初步探討」を引用。 

 

 

 

 

 

 

（６）「産難の予防、禳除と抜度：台湾南部と泉州地

区に見られる道教科法を主として」が「台湾道教の縊

死者に関する儀礼とその地域的差異―高雄・屏東地域

と台南地域の比較を中心に―」および「台湾道教の縊

死者に関する儀礼とその地域的差異―高雄・屏東地域

と台南地域の比較を中心に―」を引用。 

平成25年5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年12月 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 3 月 

 

李豊楙「塗炭齋之後：道教民俗中首過儀式的扮犯表

演」（李豊楙、廖肇亨編『沉淪、懺悔與救度：中國

文化的懺悔書寫論集』、中央研究院文哲所、2013年）、

81頁の本文において、塗炭斎が次第に衰退した原因

はすべてその自虐的行為に帰せられていると述べ

られており、同頁注16において、そのことを明確に

述べた文献として、学術論文「塗炭齋考―陸修靜の

三元塗炭齋を軸として―」および「道教斎における

自虐的行為の効能およびその衰退について――塗

炭斎を中心として」が引用されている。 

 

洪瑩発、林長正『臺南傳統道壇研究』（臺南市政府

文化局、2013年）、16頁の注10において、南朝劉宋

の道士・陸修静が整備した斎儀礼が現在の台南地域

の功徳儀礼にもある程度の影響を与えていること

を述べた文献として、学術論文「塗炭齋考―陸修靜

の三元塗炭齋を軸として―」および博士論文「道教

斎儀の研究」が引用されている。また、19頁において、

博士論文「道教斎儀の研究」、8頁掲載の表「台湾道教

各教派の淵源および台湾における分布」が引用されて

いる。 

 

張超然「援法入道：南宋靈寶傳度科儀研究」（謝世

維主編『經典道教與地方宗教』、政大出版社、2014

年）、132頁の注１において、台湾の道教儀礼に関す

る研究の中でも異なる時代の文献を比較すること

で儀礼の変遷をたどった研究の一つとして、学術論

文「臺灣道教合符童子科儀之形成的初步探討」が引用

されている。 

 

謝聡輝著、山田明広訳「産難の予防、禳除と抜

度：台湾南部と泉州地区に見られる道教科法を主

として」（野村伸一編著『東アジア海域文化の生成

と展開―〈東方地中海〉としての理解―』、風響

社、2015 年）、355 頁注 28 において、台湾道教の

異常死者救済に関する参考文献として、学術論文

「台湾道教の縊死者に関する儀礼とその地域的差

異―高雄・屏東地域と台南地域の比較を中心に

―」および「台湾道教の縊死者に関する儀礼とそ

の地域的差異―高雄・屏東地域と台南地域の比較

を中心に―」が引用されている。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月 
発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概      要 

（著書） 
1.日本古代中世の仏教と
東アジア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.台湾道教における斎儀
―その源流と展開― 
 
 

 
共著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 
 
 
 

 
2014年 
平成26年3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2015年 
平成27年2
月 
 
 

 
関西大学出版部 
全345頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大河書房 
 
 
 
 

 
関西大学東西学術研究所の日本仏教研究班の

研究成果報告論文集。東アジアにおける仏教史
の総合的な様相を提示する書。 
（A5 判・全 345 頁） 
編者 原田正俊 
共著者 原田正俊・西本昌弘・長谷洋一・山田
明広・上川通夫・ほか 6 名 
 
本人担当部分 第二部第四章「現代台湾の鬼月
における無縁死者救済儀礼について―道教の普
度法会と仏教の盂蘭盆会の比較―」（207 頁～
240 頁） 
台湾の鬼月において無縁仏救済のために行わ

れる「普度法会」および「盂蘭盆会」という祭
祀・儀礼について、まず、現地調査により得た
事例を用いてその現状を紹介し、その上で、仏
教儀礼および道教儀礼関連の漢文資料を読解す
ることを通じて、「中元」、「盂蘭盆」、「施餓
鬼」（放焔口）という関連する事項の原義を示
し、さらに、これらの事項の歴史的変遷を追う
ことで、「普度法会」および「盂蘭盆会」の成
立と展開を明らかにした。 
 
漢文文献の読解と現地調査を有機的に組み合

わせた研究方法を用いて、過去の道教儀礼と現
在の台湾の道教儀礼の両方について分析するこ
とにより、道教の斎儀が現在に至るまでにいか
に変容したのか、また反対に今なお古い斎儀の
伝統がどれほど保存されているのか示そうとし
た書。三部七章より成る。本書を著すことによ
り、現在台湾で見られる道教儀礼の中には、歴
史的意味での斎儀と現在的意味での斎儀の両方
が並存しているということを明らかにした。 
（A5 判・全 260 頁） 
平成 26 年度科学研究費補助金研究成果公開促
進費助成図書（交付額 1,100,000 円） 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

3.東アジア海域文化の生
成と展開―〈東方地中
海〉としての理解― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2015年 
平成 27年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風響社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶應義塾大学東アジア研究所の研究プロジェ
クト「日本・中国・韓国からみた海域文化の生
成と変容」（2011 年度～2012年度）の研究報告 
論文集。 
（A5 判・全 750 頁） 
編者 野村伸一 
共著者 野村伸一・葉明生・謝聡輝・山田明
広・鈴木正崇・ほか 7 名 
 
本人担当部分 第二部第四章「福建泉州地域の
寺廟・宗祠調査報告：王爺および観音信仰を中
心に」（359 頁～393 頁）を藤野陽平と共著 
2011 年 12 月 27 日～2012年 1月 2 日に福建

泉州地域の寺廟や宗祠などを現地調査し見聞し
たものについて報告するとともに現地で見られ
た 
王爺信仰と観音信仰の特徴について考察したも
の。福建泉州地域のいくつかの村落では観音信
仰と王爺信仰が結合しているかと思われる祭祀
が行われていること、および台湾では今なお行
われている送王船の伝統が多くの廟において断
絶してしまっていることを指摘した。本人は報
告部分のおよそ７割（担当部分抽出不可能）お
よび考察部分の全般（384 頁～390 頁）を担当
した。 
 
本人担当部分 第二部第五章第六節 6「鹿港天
后宮における普度法会次第」（435 頁～445
頁） 
2013 年 8 月 21 日（旧暦 7 月 15 日）に台湾彰

化県の鹿港天后宮において施宣熹道長率いる保
真壇により実施された道教の普度法会（無縁死
者救済儀礼）の調査報告。本人が行った現地調
査およびこれまでの先行研究に依拠しつつ主に
法会の次第について解説した。また、本法会が
一方で死者救済儀礼であるとともに、一方で生
者救済儀礼でもあるということを示した。 
 

（学術論文）     

1.台湾道教の縊死者に関
する儀礼とその地域的差
異―高雄・屏東地域と台
南地域の比較を中心に― 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.台湾道教の水死者救済
儀礼とその文書 
 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 
 

2011 年 
平成23年4
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2012 年 
平成24年4
月 
 
 

東西学術研究所紀要
（関西大学東西学術研
究所）第 44 輯、109 頁
～119 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
東西学術研究所紀要
（関西大学東西学術研
究所）第 45 輯、253 頁
～277 頁 
 
 
 

現在、台湾の高雄・屏東地域と台南地域にお
いて見られる道教の縊死者に関する儀礼、すな
わち抽楹放索科儀と絞台放索科儀の台湾におけ
る地域的差異について考察した論文。本人がそ
れぞれの地域において現地調査を行い入手した
漢文体による文字資料と画像・映像資料を用い
てそれぞれの儀礼の儀礼構造や内容、目的、意
義などを詳細に描写し、さらに、両者を相互に
比較して、両者の間にはいかなる相違性や共通
性が見られ、それらはいかなる意味を有するの
か検討した。 
 
台湾道教の水死者救済儀礼である転水藏科儀

について、まず、本人が台南地域と高雄・屏東
地域で現地調査を行い入手した漢文体による文
字資料と画像・映像資料を用いて各地域の転水
藏科儀の構造や内容、目的、意義を解明してか
ら両者を比較し、さらに、使用される文書につ
いても、いかなるものが存在し、いかなる効能
を有するか、地域ごとに考察してから相互に比
較することで、転水藏科儀とその文書はいかな
るものであり、それらにはいかなる地域差が見
られるか考察した。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

3.道教血湖儀礼の初歩的
考察―台湾南部地区を例
として― 
（査読付） 
 
 
 
 
 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2014 年 
平成26年3
月 
 
 
 
 
 
 

関西大学中国文学会紀
要（関西大学中国文学
会）第 35 号、113 頁～
137 頁 
 
 
 
 
 

道教において女性が難産死した場合に行われ
る「血湖」と呼ばれる特殊な死者救済儀礼につ
いて、まず、その淵源および歴史的変遷を道教
儀礼関連の漢文文献を読解することによって検
討し、その後、台湾で現地調査を行って収集し
た台湾南部地域の道教血湖儀礼に関する画像・
映像資料および漢文体による文字資料を用い
て、その儀礼構成や内容など具体的様相を明ら
かにするとともに、さらに、地域的差異、通常
死の場合に行われる功徳儀礼との間の差異、歴
史的位置づけなどを考察した論文。 
 

4.台湾道教の異常死者救
済儀礼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.台湾鹿港地域の道教式
功徳儀礼について 
（査読付） 
 
 

 

 
 
 
 
 
6.道教実践者としての李
白―李白の詩を通しての
考察― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7.学での漢文教育におけ
る問題点（１）―学生側
の問題点：何が学生の漢
文読解の妨げになってい
るか― 
 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 

2015 年 
平成27年8
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016 年 
平成28年3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016年 
平成28年3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016年 
平成28年5月 
 

アジア遊学（勉誠出
版）第 187 号「怪異を
媒介するもの」、249 頁
～258 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
関西大学中国文学会紀
要（関西大学中国文学
会）第 37 号、297 頁～
317 頁 
 
 
 
 
 
 
 
奈良教育大学 国文 研
究と教育（奈良教育大
学国文学会）第 39
号、19頁～31頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育ＰＲＯ（株式会社
ＥＲＰ）第 46巻 10
号、14 頁～15 頁 
 
 

台湾道教で、縊死、溺死、難産死などの異常
と認められる死因により人が亡くなった場合に
行われる「抽楹放索」、「転水藏」、「血湖」など
といった特殊な儀礼について、本人が台湾で現
地調査を行い入手した漢文体による文字資料と
画像・映像資料にもとづき考察した論文。最初
に、通常死の場合に行われる死者救済儀礼はい
かなるものか検討した後、異常死者救済儀礼の
うち「抽楹放索」、「転水藏」を取り上げ、そ
の実施法を具体的に描写することで、その意義
や効能について考察した。 
 
本人が 2013年 9月 6 日に台湾彰化県鹿港鎮

にて道教式功徳儀礼を調査したその報告論文。
まず、調査した功徳儀礼の基本データおよび儀
礼のプログラムを提示し、その後、提示したプ
ログラムの順に従って功徳儀礼を構成する各科
儀についてその実施方法や効果、意義、使用さ
れた文書などを叙述し、最後に、ここまでの考
察および本人のこれまでの経験を踏まえて台湾
中部地域の道教式功徳儀礼の特徴であると言え
そうなことを提示した。 
 
盛唐の詩の大家・李白が道教信者としていか

なる道教的実践を行い、それは彼の漢詩の中で
はどのように表現されているのか、李白の漢詩
を分析することにより考察した論文。まず、李
白の事績について述べ、それから、李白の漢詩
の分析を通じて李白が授籙、煉丹服餌、存思と
いった道教的実践を行っていたことを提示し、
最後に、これまでの考察を踏まえて、李白が天
宝三年に長安の宮廷から放逐されたという挫折
経験は、彼の道教信仰の上で、また詩作および
人生の上で、大きなターニングポイントとなる
出来事であったと結論付けた。 
 
大学の授業で学生が漢文学を学習するに当た

って、何が学生の理解の妨げになっているか、
本人のこれまでの大学における漢文教育経験を
踏まえて述べた論文。考察の対象を訓点付きの
漢文を読解する場合のみに絞り、その場合、書
き下し文から現代語へと翻訳するのが学生にと
って最も困難であるとし、その上で、その原因
は①漢文の読みと字義に対する知識の不足、②
漢文の文法に対する理解の不足、③日本語の古
典文法に対する理解の不足の三点にあるとし
て、各点について詳細に論じた。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

8.学での漢文教育におけ
る問題点（２）―教員側
の問題点：いかにして学
生に漢文読解力を身に付
けさせるべきか― 
 

単著 
 
 
 
 
 
 

 
 

2016年 
平成28年5月 
 
 

教育ＰＲＯ（株式会社
ＥＲＰ）第 46巻 11
号、14 頁～15 頁 
 

学生が漢文学を学習するに当たって困難を覚
える原因として①漢文の読みと字義に対する知
識の不足、②漢文の文法に対する理解の不足、
③日本語の古典文法に対する理解の不足の三要
素が考えられるとした上で、教員はこれらの問
題を解決して学生に漢文読解力を身に付けさせ
るために授業ではどのように取り組むべきか、
また、学生に漢文に興味を持たせ継続的に学習
させるにはどうすべきか、本人のこれまでの大
学における漢文教育経験を踏まえて述べた論
文。 
 

10.台湾道教打城科儀に
ついての初歩的考察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11.台湾道教的救济异常
死者的仪式――以台南地
区的对缢死者及溺水死者
等的仪式为主 
（査読付き） 

 

単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 

2017年 
平成29年9月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018年 
平成30年6月 

奈良学園大学紀要（奈
良学園大学）、第7
集、97～109頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『道教学刊』（社会科
学文献出版社）第 2
期、274～291頁 

台湾道教の死者救済儀礼を構成する儀式の一
つで、亡魂を地獄より直接的に救い出すことを
目的として行われる「打城」という儀式につい
て、本人が台湾で現地調査を行い入手した漢文体
による文字資料と画像・映像資料にもとづき考察
した論文。台湾道教の「打城科儀」の実施される
条件や使用される糊紙製の地獄の城、科儀の内
容、構成といった基礎的事項について考察を加
え、さらに台南地域のものと高雄・屏東地域のも
のとを相互に比較することで地域的差異という
点についても検討を加えた。 
 
台湾道教の異常死者救済儀礼について、縊死

者救済儀礼と溺水死者救済儀礼を例として考察
した論文。まず、何が異常死に当たるか定義づけ
した後、筆者が台南地域で調査した縊死者救済
儀礼と溺水死者救済儀礼の事例を用いて、それ
ぞれの儀礼の実施方法や特徴などを確認し、そ
の後、なぜこれらの儀礼は各死者が生じた現場
で行わなければならないのかということについ
て、儀礼を行った道士たちに対する聞き取りや
彼らが持っている漢文により書かれた科儀書お
よび漢文体の筆記小説の読解などによって検討
した。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

（その他） 
〔国際会議等発表〕 
1.臺灣道教血湖儀式之初
歩探討 
 
 

 
 

― 
 
 
 
 
 

 
 
2011 年 
平成 23年 6
月 
 
 

 
 
第 7 届国際道教学術研
討会 
（於中国・湖南省衡山
神龍寿岳国際大酒店） 
 
 
 
 

 
 
道教において女性が難産死した場合に行われ

るとされる「血湖」と呼ばれる特殊な死者救済
儀礼について、現在の台湾ではそれがいかなる
条件のもとで行われ、具体的にいかなるもので
あるのか、本人が台湾で行ってきた現地調査の
経験にもとづいて述べ、さらに、通常死の場合
に行われる功徳儀礼と比べるといかなる差異が
見られるのか、また、歴史的にはどのように位
置づけられるか考察した研究発表。発表時間 10
分。討論なし。 
 

2.台湾道教の難産死者救
済儀礼とその地域的差異
―台湾道教の伝承系統考
察の手がかりとして― 
 
 
 
 
 
 
3.道教血湖儀礼の現状に
ついて―台湾南部地域の
血湖の功徳を例として― 
 
 
 
 
 
 
 
4.道敎血湖科儀的初步探
討─以臺灣南部地區爲例
─ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
5.台灣道教的救濟異常死
者的儀式――以台南地區
的對縊死者及溺水死者的
儀式為主 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

2011 年 
平成 23年 9
月 
 
 
 
 
 
 
 
2013 年 
平成 24年 5
月 
 
 
 
 
 
 
 
2013 年 
平成 24年 7
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016 年 
平成 28年 7
月 
 

渋沢栄一記念財団寄
付・次世代国際フォー
ラム「世界の中の東ア
ジア―多元文化交渉の
諸相」 
（於関西大学） 
 
 
 
 
東アジア文化交渉学会
第 5 回年次大会「描か
れる新しい世界：東ア
ジアの歴史・文化と未
来」 
（於香港城市大学） 
 
 
 
 
經典道教與地方宗教國
際研討會 
（於台湾・国立政治大
学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
中国人民大学-羅格斯
大学首届国際道教文化
前沿論壇 
（於中国・湖南省陽光
大酒店） 
 

台湾において行われる道教の異常死者救済儀
礼のうち、難産死の場合に行われる「血湖」と
呼ばれる功徳について、それがいかなる条件の
もとで行われ、具体的にいかなるものであるの
か、台南地域と高雄・屏東地域との間の地域的
差異という観点から検討し、さらに、なぜこの
ような異常死者救済儀礼を特別に行わなければ
ならないのか考察した研究発表。発表時間 15
分、討論時間 10 分。 
 
道教において女性が難産死した場合に行われる
とされる「血湖」と呼ばれる特殊な死者救済儀
礼について、まず、その淵源について道教儀礼
関連の漢文文献を用いて検討した後、本人が台
湾で行ってきた現地調査の経験にもとづき、台
湾南部地域の道教血湖儀礼を例として、その具
体的様相、地域的差異、通常死の場合に行われ
る儀礼との間の差異などについて考察した研究
発表。発表時間 15 分、討論時間 10 分。 
 
台湾道教において主として女性が難産死した場
合に行われる血湖功徳について考察した中国語
による研究発表。まず、道教儀礼関連の漢文文
献を用いて難産死者が堕ちるとされる血湖地獄
とはいかなるものか確認し、その後、現在の台
湾で行われている「血湖功徳」について、本人
が台湾南部地域で現地調査を行い得た漢文体の
よる文字資料および画像・映像資料にもとづき
つつその実施方法や一般の功徳儀礼との差異、
使用される文書などについて検討した。発表時
間 20 分、討論時間 30 分 
 
台湾道教の異常死者救済儀礼について、縊死

者救済儀礼と溺水死者救済儀礼を例として考察
した中国語による研究発表。まず、何が異常死
に当たるか定義づけした後、筆者が台南地域で
調査した縊死者救済儀礼と溺水死者救済儀礼の
事例を用いて、それぞれの儀礼の実施方法や特
徴などを確認し、その後、なぜこれらの儀礼は
各死者が生じた現場で行わなければならないの
かということについて、儀礼を行った道士たち
に対する聞き取りや彼らが持っている科儀書、
筆記小説などによって検討した。発表時間20
分、討論時間10分。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

 
6.福建晉江地區的王爺信
仰之初步探討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7.臺灣道教打城科儀之地
方性差異——以臺南地區與
高雄‧屏東地區為例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8.“Are There Any 

Differences in the Rites 

due to the Difference of 

the Spirits Origins of 

temples?: Comparison of 

the Rituals between 

Temples of Japanese 

Spirits and Temples of 

Chinese Spirits in 

Taiwan” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.臺灣南部道教打城科儀
之初步探討——以臺南地區
與高雄‧屏東地區為例 
 

 
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

 
2017 年 
平成 29 年
10 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018年 
平成30年10
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2019年 
令和元年7月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2019 年 
令和元年 9
月 
 

 
2017臺灣王爺信仰文化
國際學術研討會 
（於台湾文化部文化資
產局文化資産保存研究
中心） 
 
 
 
 
 
 
 
 
道教与地方文化国際学
術研討会 
（於中国・浙江大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
The 2nd Annual 
Conference of the 
EASSSR（East Asian 
Society for the 
Scientific Study of 
Religion：東アジア宗
教社会学会） 
（於北海道大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
老子道文化学術研討会 
（於中国・安徽省渦陽
県） 
 

 
2011年12月27日～2012年1月2日に福建泉州地

域の寺廟や宗祠などについて現地調査を行った
が、その際に調査したもののうち王爺廟および
王爺信仰に関するものを抽出し考察を加えるこ
とで、当該地域の王爺信仰の特徴を描き出そう
とした中国語による研究発表。福建泉州地域の
いくつかの村落では観音信仰と王爺信仰が結合
しているかと思われる祭祀が行われているこ
と、および台湾では今なお行われている送王船
の伝統が多くの廟において断絶してしまってい
ることを指摘した。発表時間20分、討論時間20
分。 
 
台湾道教の死者救済儀礼を構成する儀式の一

つで、亡魂を地獄より直接的に救い出すことを
目的として行われる「打城」という儀式につい
て、本人が台湾で現地調査を行い入手した漢文
体による文字資料と画像・映像資料にもとづき
考察した中国語による研究発表。台湾道教の
「打城科儀」の実施される条件や使用される糊
紙製の地獄の城、科儀の内容、構成といった基
礎的事項について考察を加え、さらに台南地域
のものと高雄・屏東地域のものとを相互に比較
することで地域的差異という点についても検討
を加えた。発表時間20分、討論時間30分。 
 
台湾の日本人神を祀る廟で行われる道教儀礼

と中華系の神を祀る廟で行われる道教儀礼との
間に見られる差異について、本人がこれまで行
ってきたフィールドワークにもとづきつつ考察
した英語による研究発表。日本人神を祀る廟で
行われる道教儀礼の事例として 2018年 8 月に
屏東県枋寮東龍宮にて調査した普度法会の事例
を取り上げ、これと一般的な普度法会を比較す
ることで、道教儀礼は日本人神を祀る廟で行わ
れようと、中華系の神を祀る廟で行われよう
と、いずれにおいても変わらないが、東龍宮は
宮主が道士であるなど特殊であるため、いくら
か相違が生じたという結論に達した。慶應義塾
大学東アジア研究所における高橋産業経済研究
財団支援学術プロジェクト「慰霊供養と神格化
から見る台湾人の歴史認識―民衆史学の構築を
めざして」による研究成果の一部であり、本プ
ロジェクトの中間報告と位置付け得るものであ
る。発表時間 20 分、討論時間 30 分 
 
台湾道教の死者救済儀礼を構成する儀式の一

つで、亡魂を地獄より直接的に救い出すことを

目的として行われる「打城」という儀式につい

て、本人が台湾で現地調査を行い入手した漢文

体による文字資料と画像・映像資料にもとづき

考察した中国語による研究発表。まず、「打城

科儀」の実施される条件や使用される糊紙製の

地獄の城といった基礎的事項について検討し、

次に、台南地域と高雄・屏東地域それぞれの地

域の打城科儀の内容および構成を分析し、最後

に両者を相互に比較することで、打城科儀の地

域的差異について考察した。発表時間 20 分、

討論時間 30 分。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

〔国内学会発表〕 
1.道教では縊死者をいか
にして救済するのか―台
湾南部地域を例として― 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.伝統や文化に関する教
育から国際理解へ―漢
字・漢文教育を例として
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.台湾道教打城科儀につ
いての初歩的考察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.伝統や文化に関する教
育から中華圏に対する理
解へ―国語科・社会科を
中心に― 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.道教の血湖地獄とその
救済儀礼 
 
 
 
 

 
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
2014 年 
平成 26年 3 
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017 年 
平成29年2月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017年 
平成29年7月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017年 
平成29年9月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017 年 
平成 29 年
12 月 
 

 
東アジア恠異学会第90
回例会 
（於園田学園女子大
学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本人間教育学会第2
回大会 
（於奈良学園大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関西大学東西学術研究
所第８回研究例会 
（於関西大学） 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
第 25 回日本グローバ
ル教育学会全国研究大
会 
（於国際医療福祉大学・小田
原キャンパス） 
 
 
 
 
 
 
 
東アジア恠異学会第
114 回定例研究会 
（於園田学園女子大
学） 
 
 
 
 

 
台湾道教の異常死者救済儀礼のうち、人が縊

死した場合に行われる特殊な儀礼について考察 
した研究発表。台南地域の縊死者救済儀礼であ
る「抽楹放索」と高雄・屏東地域の縊死者救済
儀礼である「絞台放索」を取り上げ、両者を相
互に比較して両者の間に見られる相違について 
検討することで、「絞台放索」には死者を地獄
から救済するという効能があるが、「抽楹放
索」にはそのような効能はなくむしろ、縊死の
原因である悪煞を祓うことに重点が置かれてい
るという見解を示した。発表時間 60 分、討論
時間 60 分。 
 
教育によって、日本人の中華文化圏の人々に

対する理解を増進させるべきことを主張した研
究発表。まず、伝統や文化に関する教育と国際
理解教育の現状および相互の関係性について振
り返り、その上で、中華文化圏から非常に多く
の観光客が日本へと来ているにも関わらず、日
本人の中華文化圏の人々に対する理解が足りな
いため、彼らに対する対応に不適切な点がある
といった問題点を指摘した。そして、旧字体や
漢文といった伝統や文化に関する教育に力を入
れることで、中華文化圏の人々に対する理解増
大につながるのではないかと提言した。発表時
間 20 分、討論時間 10 分。 
 
台湾道教の死者救済儀礼を構成する儀式の一

つで、亡魂を地獄より直接的に救い出すことを
目的として行われる「打城」という儀式につい
て、本人が台湾で現地調査を行い入手した漢文
体による文字資料と画像・映像資料にもとづき
考察した研究発表。台湾道教の「打城科儀」の
実施される条件や使用される糊紙製の地獄の
城、科儀の内容、構成といった基礎的事項につ
いて考察を加え、さらに台南地域のものと高
雄・屏東地域のものとを相互に比較することで
地域的差異という点についても検討を加えた。
発表時間 20 分、討論時間 10分。 
 
学校教育の場で中華圏に対する理解を促進さ

せる教育を行うべきことを主張した研究発表。
まず、中華圏から非常に多くの観光客が日本へ
と来ているにも関わらず、日本人の中華文化圏
に対する理解が足りないため、対応に不適切な
点があるといった問題点を指摘し、その上で、
伝統や文化に関する教育の一環として旧字体や
台湾人・香港人アイデンティティーの問題につ
いて国語科や社会科の時間に教え、中華圏に対
する正しい理解へとつなげるべきことを主張し
た。発表時間 20 分、討論 10分。 
 
道教の数ある地獄の中でも、主としてお産に

より亡くなった女性の亡魂が囚禁されると考え
られている「血湖」とその救済儀礼について考
察した研究発表。まず、道教の血湖地獄がいか
なるものであるのか、仏教の血盆地獄と比較し
つつ概観し、その後、主として現在の台湾で行
われているものを例として、そこから救済する
ための儀礼はいかなるものであり、通常死の場
合の儀礼とはいかなる違いが見られるのか、ま
た地域によりいかなる違いが見られるのかとい
ったことについて考察した。 
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単著・ 
共著の別 

発行又は 
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概      要 

〔翻訳〕 
1.書院―近世中国におけ
る教育の中心 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.異議の意義―東アジア
の反理学思潮を論ず― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.朝鮮・丁若鏞と日本古
学派 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.佐久間象山と張之洞 
 
 

 
共訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単訳 
 

 
2011 年 
平成 23 年
10 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2012年 
平成24年3月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2012年 
平成24年3月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2012年 
平成24年3月 
 
 

 
泊園記念会創立 50 周
年 記念論文集（関西
大学出版部）、53 頁～
71 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朱子学と近世・近代の東アジ
ア（臺大出版中心）、236頁～
288頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朱子学と近世・近代の東アジ
ア（臺大出版中心）、379頁～
414頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朱子学と近世・近代の東アジ
ア（臺大出版中心）、415頁～
446頁 
 
 
 

 
原著者 李弘祺 
原題 「書院：近世中國教育的中心」 
 台湾国立交通大学教授・李弘祺氏が 2010 年
10 
月 23 日に行われた平成二十二年度（第 50 回）
泊園記念講座国際シンポジウム「東アジアの伝
統教育と泊園書院」において基調報告を行うた
めに著した中国語による論文「書院：近世中國
教育的中心」を日本語に翻訳したもの。 
共著者 山田明広・吾妻重二 
 
本人担当部分 全文の下訳を分担したため抽

出不可能 
 
原著者 楊儒賓 
原題 「異議的意義――論東亞的反理學思潮」 
 台湾国立精華大学教授・楊儒賓氏が2010年9
月10日に行われた朱子生誕880年記念国際シン
ポジウム「朱子学と近世・近代の東アジア―テ
キストをふまえたアプローチ―」において基調
報告を行うために著した中国語の論文「異議的
意義――論東亞的反理學思潮」を日本語に翻訳
し、漢文文献からの引用文については書き下し
文に改めたもの。荻生徂徠・丁若鏞・阮元など
といった東アジアの反理学を主張する儒者の観
点およびその理念について考察されている。 
 
原著者 蔡振豐 
原題 「朝鮮丁若鏞與日本古學派」 
国立台湾大学教授・蔡振豊氏が2010年9月10日
に行われた朱子生誕880年記念国際シンポジウ
ム「朱子学と近世・近代の東アジア―テキスト
をふまえたアプローチ―」において報告を行う
ために著した中国語の論文「朝鮮丁若鏞與日本
古學派」を日本語に翻訳し、漢文文献からの引
用文については書き下し文に改めたもの。朝鮮
実学の集大成者・丁若鏞の著作を通じて、朝鮮
の学者が日本との長年に渡る儒学交流の後、日
本古学に対していかなる評価を下したのか考察
されている。 
 
原著者 張崑將 
原題 「佐久間象山與張之洞」 
国立台湾師範大学教授・張崑將氏が2010年9月
10日に行われた朱子生誕880年記念国際シンポ
ジウム「朱子学と近世・近代の東アジア―テキ
ストをふまえたアプローチ―」において報告を
行うために著した中国語の論文「佐久間象山與
張之洞」を日本語に翻訳し、漢文文献からの引
用文については書き下し文に改めたもの。日本
幕末の朱子学者・佐久間象山の思想と中国清末
の政治家・張之洞の思想を比較することによ
り、中国と日本との間の西洋の学問を受け入れ
るに当たっての認知の差異について考察されて
いる。 
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発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

5.朱熹『白鹿洞書院掲
示』の日本における流伝
およびその影響 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.産難の予防、禳除と抜
度―台湾南部と泉州地区
に見られる道教科法を主
として― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7.現代上海道教の宮觀お
よび道士についての簡單
な紹介 
 

単訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単訳 
 

2012 年 
平成 24年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2015 年 
平成 27年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2015 年 
平成 27年 6
月 

朱子学と近世・近代の
東アジア（臺大出版中
心）、518 頁～536 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東アジア海域文化の生
成と展開―〈東方地中
海〉としての理解―
（風響社）、299 頁～
357 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東方宗教（日本道教学
会）第 125 号、127 頁
～132 頁 
 
 

原著者 張品端 
原題 「朱熹《白鹿洞书院揭示》在日本的流传
及其影响」 
 国福建省武夷学院・中国社会科学院哲学研究
所宋明理学研究センター秘書長・張品端氏が
2010 年 9 月 10 日に行われた朱子生誕 880 年記
念国際シンポジウム「朱子学と近世・近代の東
アジア―テキストをふまえたアプローチ―」に
おいてポスターセッションを行うために著した
中国語の論文「朱熹《白鹿洞书院揭示》在日本
的流传及其影响」を日本語に翻訳し、漢文文献
からの引用文については書き下し文に改めたも
の。朱子が再建し経営した白鹿洞書院の精神を
記した『白鹿洞書院掲示』がいかに日本に流伝
し、そして影響したかといったことが考察され
ている。 
 
原著者 謝聰輝 
原題 「產難的預防、禳除與拔度：以南臺灣與
泉州地區所見道教科法為主」 
 台湾師範大学教授・謝聰輝氏が著した中国語
の論文を日本語に翻訳し、漢文文献や漢文体に
よる儀礼書からの引用文については書き下し文
に改めたもの。中国や台湾に伝わる女性の難産
予防に関わる種々の儀礼やまじない、宗教医療
について、主として文献を用いて詳細に分析す
るとともに、併せて、現今なお実施されている
「血湖」と呼ばれる難産関連の道教儀礼につい
て、台湾南部と泉州地区における現地調査を踏
まえて仔細に論じている。 
 
原著者 姚树良 
原題 「当代上海道教宫观、道士现状简介」 
  2014 年 11 月 8 日に開催された日本道教学会
第 65 回大会において、上海市道教教会副会
長・姚樹良氏により行われた中国語による講演
の原稿を日本語に翻訳したもの。最初に文化大
革命以降の中国道教の状況について紹介すると
とともに、中国道教の教派について説明し、そ
の上で、上海の道教の現況について、宮観、儀
礼、道士の養成方法、宮観と民衆とのかかわ
り、布教などといった側面から紹介されてい
る。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

〔研究報告〕 
1. 『朱子語類』礼関係
部分訳注２ 
 
 
 

 
共著 

 
 

 
2013 年 
平成 25年 5
月 
 
 

 
科学研究費基盤研究
（A）（一般）「東ア
ジアにおける伝統教養
の形成と展開に関する
学際的研究：書院・私
塾教育を中心に」（研
究代表者・吾妻重二） 
 
 

 
科学研究費基盤研究（A）（一般）「東アジア

における伝統教養の形成と展開に関する学際的
研究：書院・私塾教育を中心に」（研究課題番
号 21242001）の平成 21 年度の研究成果報告
書。『朱子語類』（南宋・黎靖徳編、王星賢点校
標点本、理学叢書、北京・中華書局、1986 年）
を底本とし、その他テキストと校訂した上で、
古典中国語による本文を現代語訳し、さらに詳
細な訳者注を付けている。 
編者 『朱子語類』研究会 
共著者 吾妻重二・井澤耕一・白井順・山田明
広・ほか 4 名 
 
本人担当部分 巻 89・礼六・喪、第 7 条（96
頁～100 頁） 
 

2.『朱子語類』礼関係部
分訳注３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.『朱子語類』礼関係部
分訳注４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.台湾道教の縊死者およ
び溺死者救済儀礼に関す
る二、三の考察―台南地
域を例として― 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単著 
 

2011 年 
平成 23年 1
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2012 年 
平成 24年 1
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016 年 
平成 28年 9
月 

科学研究費基盤研究
（A）（一般）「東アジ
アにおける伝統教養の
形成と展開に関する学
際的研究：書院・私塾
教育を中心に」研究代
表者・吾妻重二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
科学研究費基盤研究
（A）（一般）「東アジ
アにおける伝統教養の
形成と展開に関する学
際的研究：書院・私塾
教育を中心に」研究代
表者・吾妻重二 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奈良学園大学紀要（奈
良学園大学）第 5 集、 
213 頁～219 頁 
 
 
 
 
 

科学研究費基盤研究（A）（一般）「東アジ
アにおける伝統教養の形成と展開に関する学際
的研究：書院・私塾教育を中心に」（研究課題
番号 21242001）の平成 22 年度の研究成果報告
書。『朱子語類』（南宋・黎靖徳編、王星賢点
校標点本、理学叢書、北京・中華書局、1986
年）を底本とし、その他テキストと校訂した上
で、古典中国語による本文を現代語訳し、さら
に詳細な訳者注を付けている。 
編者 『朱子語類』研究会 
共著者 吾妻重二・井澤耕一・白井順・山田明
広・ほか 6 名 
 
本人担当部分 巻 89・礼六・喪、第 8 条～第 9
条（89 頁～92 頁） 
 
科学研究費基盤研究（A）（一般）「東アジ

アにおける伝統教養の形成と展開に関する学際
的研究：書院・私塾教育を中心に」（研究課題
番号 21242001）の平成 23 年度の研究成果報告
書。『朱子語類』（南宋・黎靖徳編、王星賢点
校標点本、理学叢書、北京・中華書局、1986
年）を底本とし、その他テキストと校訂した上
で、古典中国語による本文を現代語訳し、さら
に詳細な訳者注を付けている。 
編者 『朱子語類』研究会 
共著者 吾妻重二・井澤耕一・白井順・山田明
広・ほか 6 名 
 
本人担当部分 巻 89・礼六・喪、第 10 条～第
19 条（77 頁～85 頁） 
 
台湾道教の異常死者救済儀礼について、縊死

者救済儀礼と溺水死者救済儀礼を例として考察

した研究報告。まず、何が異常死に当たるか定

義づけした後、筆者が台南地域で調査した縊死

者救済儀礼と溺水死者救済儀礼の事例を用い

て、それぞれの儀礼の実施方法や特徴などを確

認し、その後、なぜこれらの儀礼は各死者が生

じた現場で行わなければならないのかというこ

とについて、儀礼を行った道士たちに対する聞

き取りや彼らが持っている科儀書、筆記小説な

どによって検討した。 
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著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又
は発表学会等の名称 

概      要 

5.伝統や文化に関する教
育から中華圏に対する理
解へ―国語科・社会科を
中心に― 
 

単著 
 

2018 年 
平成 30年 3
月 
 

奈良学園大学紀要（奈
良学園大学）第 8 集、
149 頁～154 頁 
 

学校教育の場で中華圏に対する理解を促進さ
せる教育を行うべきことを主張した研究報告。
まず、中華圏から非常に多くの観光客が日本へ
と来ているにも関わらず、日本人の中華文化圏
に対する理解が足りないため、対応に不適切な
点があるといった問題点を指摘し、その上で、
伝統や文化に関する教育の一環として旧字体や
台湾人・香港人アイデンティティーの問題につ
いて国語科や社会科の時間に教え、中華圏に対
する正しい理解へとつなげるべきことを主張し
た。 
 

〔書評〕     
1.志賀市子著『〈神〉と
〈鬼〉の閒―中國東南部
における無緣死者の埋葬
と祭祀』 
 
 

単著 
 

2013 年 
平成 25年 5
月 
 

東方宗教（日本道教学
会） 
第 121 号、93 頁～99
頁 
 

茨城キリスト教大学教授・志賀市子氏の著書
『〈神〉と〈鬼〉の閒―中國東南部における無
緣死者の埋葬と祭祀』（風響社、2012 年）に対
する書評。中国東南部、特に広東省東部沿海の
潮汕および海陸豊地域における無縁死者の埋葬
と祭祀を主な研究対象とし、その諸相および歴
史的変遷を明らかすることを目的として書した
本書について、その内容を簡単に紹介した上
で、その研究方法および内容について評し、さ
らに問題点を指摘した。 
 

〔辞書〕 
1.岩波世界人名事典 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2013 年 
平成 25 年
12 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩波書店 
全 3586 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全世界の国・地域について、神話・伝説上の
人物から現存者までを網羅した総合的な人名辞
典。 
編者 岩波書店辞典編集部 
共著者 山田明広・吾妻重二・二階堂善弘・酒
井規史・三浦國雄他 550 名 
 
本人担当部分 中国の道教および民間信仰の
神・神仙に関する項目のうち以下の 11 項目。 
安期生（145 頁）、王爺（484頁）、玉皇大帝
（734 頁）、元始天尊（924 頁）、黄初平（950
頁）、三茅真君（1126 頁）、東華帝君（1839
頁）、保生大帝（2641 頁）、媽祖（2743 頁） 
 

〔解説・総説・雑記等〕 
1.屏東の林徳勝道長との
出会いと交流―台湾道教
のあり方を学ぶ― 
 
 

 
共著 

 
2014 年 
平成 26年 9
月 

 
日本台湾学会ニューズ
レター（日本台湾学
会）第 26 号、13 頁～
14 頁 

 
日本台湾学会のニューズレターにおける特集

「記憶の中の台湾―思い出の場所、思い出の人
―」に寄せた文章。本人が台湾留学中に知り合
い、道教儀礼を調査させていただいたほか多く
の資料を提供していただくなど非常にお世話に
なった台湾屏東県在住の道士・林徳勝道長との
出会いとこれまでの交流、および林道長の道教
儀礼や信仰に対する態度についてエッセー形式
で紹介するという内容のもの。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和３年３月３１日    

氏名 太田 雄久 

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

教育学 教育方法(理科)・教科教育（理科）・学級経営 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事項 年月日 概           要 

１ 教育方法の実践例 
(１)小学校理科レポート作成による科学的な思考

力・表現力の育成 

 
平成 23年 4月
～平成 26年 3
月 
 

 
小学校理科の学習指導要領改訂の改善の具体的事項
で示されている「児童の科学的な見方や考え方が一
層深まるように，観察・実験の結果を整理し考察し
表現する学習活動」の充実として，子どもに各単元
の終末でのレポート作成に取り組ませた。その結果，
観察・実験の結果をグラフに整理したり，予想や仮
説と関連づけて考察したりしたことを言語活動とし
て表現する必要性を子どもに理解させることができ
るとともに，日々の授業での言語活動も充実するこ
とができ，相互に影響を与えつつ科学的な思考力や
表現力を育成することができた。 
（大阪教育大学附属天王寺小学校での実践） 
 

 
(２) 「Ａエネルギー・粒子」領域における見えな

いものを見えるようにする理科の教材開発 
 
 

 
平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 
 

 
「Ａエネルギー・粒子」領域における見えないもの
をする可視化する教材開発を３年生理科の単元で行
った。具体的には，「磁石の性質」の単元において，
見えない磁石の力の働き方を可視化するために，棒
磁石を同極同士長く連結したものと異極同士を長く
連結したものを作った。それらにつく鉄でできた物
のつき方の違いから，子どもは同極同士および異極
同士近づけたときの磁石の力の働き方の違いをとら
えることができた。また，「同極同士を近づけると退
け合い，異極同士を近づけると引き合う」という現
象について，子どもは見えない磁石の力の働き方に
触れながら，自分なりの表現で説明することができ
るようになった。これらの姿は，３年生の「エネル
ギー」についての見方や考え方が育っていると評価
できるものである。また，小学校３年生での「エネ
ルギー」についての評価規準として，提案性のある
ものとなった。 
（大阪教育大学附属天王寺小学校での実践） 
 

 
(３) 汎用測定装置「ＳＰＡＲＫ」を用いた小学校

理科の授業開発 
 

 
平成 23年 4月
～平成 24年 3
月 
 
 
 
 
 
 

 
大阪教育大学のイノベーション人材育成に向けたカ
リキュラムや教材・教授方法の開発とその実証を先
導的に教育研究に取り組む「科学教育プロジェクト
（通称）」において，小学校理科の目標の重点として
挙げられている「児童が観察，実験などの結果を整
理し，考察，表現する活動を行い，学びを生活との
かかわりの中で見直し，自然の事物・現象について
の実感を伴った理解を図る活動」を具体化した授業
開発として，５年生「電磁石のはたらき」の単元で，
汎用測定装置を使った授業開発を行った。その結果，
電流の強さやコイルの巻き数の変化などによる電磁
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石のもつ磁力の変化を定量的に認識し，電磁石の磁
力の強さを変化させる条件を理解させた。 
（大阪教育大学付属天王寺小学校での実践） 
 

 
(４) 子どもの感性を働かせ科学的な見方や考え方

を育む理科の授業指導方法開発 

 
平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 

 
理科の目標にある「科学的な見方や考え方」を育む
ために，３年生理科の授業で，子どもの感性を働か
せるような授業開発を，年間を通じて行った。例え
ば，３年生はじめの「植物の体のつくり」の単元で
は，子どもの観察の視点（視線の向き，数，色，変
化など）の意味付け，価値付けを指導者が行うこと
で，自然の事物・現象を見る際の視点を増やした。
その結果，子どもの植物の観察の視点が増え，観察
の質が向上した。また，以降の単元においても，初
期事象の出会いや観察・実験の際に多様な気付きが
生まれるようになり，子どもが主体的な問題解決を
通して，科学的な見方や考え方を身に付けることが
できた。 
（大阪教育大学附属天王寺小学校での実践） 
 

２ 作成した教科書，教材 
(１)育実習生パンフレット 
  大阪教育大学附属小学校理科部 

 
平成 24年 4月 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
教育実習生の理科の授業づくりと指導の能力の向上
を目的として作成した。具体的な内容は，理科室お
よび理科準備室の環境整備，安全と危機管理，教材
開発の仕方，板書の方法，教材や実験器具の特性，
理科の目標，子どもの学習活動と指導者の支援，学
習指導案の書き方などを述べた。さらに理科の授業
づくり指導に関わる内容について，具体例や写真を
多用し，教育実習生にとってわかりやすく理解でき
るように述べた。 
Ａ４版 8 ページ 
（平成 24 年度，25 年度大阪教育大学附属天王寺小
学校の実習生指導で使用） 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
(１)大阪教育大学非常勤講師としての学生による

授業評価アンケート結果 
 
 
 

 
平成 24年 9月 
 
 
 

 
大阪教育大学非常勤講師として学生による授業アン
ケートによると，本人が担当の「初等理科授業研究」
は，総合評価で３．８点（４点満点中）高い評価を
得ている。特に具体的な話で分かりやすい点で，学
生の満足度が高い。また，授業の準備や工夫した教
材の提示なども学生から好評であった。 
 

 
 
 
 
 
 

平成 25年 9月 
 
 
 
 

前年度に引き続き大阪教育大学非常勤講師としての
学生アンケート評価は総合評価で３．９点（４点満
点中）であり，学生の出席率の高さ，教員の例示の
分かりやすさ，学生の内容の理解度の３つの項目で
特に高い評価を得た。 
 

 
(２)大阪教育大学附属天王寺小学校の副校長から

の評価 

 
平成 26年 2月 

 
理科部では，科学教育プロジェクトの中心として大
阪教育大学との連携を密にし，プロジェクト推進に
寄与した。また，理科教育部の中心として新学習指
導要領に基づいた研究を進めることにも貢献した。
さらに，理科主任として，研究会議の場でも積極的
に提案し，意欲的に新たな教材を開発し，研究推進
に貢献した。学校および学年運営では，第３学年主
任を務め，ミドルリーダーの役割を果たした。学年
担任団をまとめ，児童への指導や保護者との連携を
充実させ，学校を組織として機能させた。教育実習
部では，教育実習主任を補佐し，教育基本実習，第
２部４回生実習，１日教育実習，教育実習オリエン
テーションなどの実習関連業務を滞りなく運営し
た。 
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(３)科研費獲得のための研究補助 

 
平成 26年 3月 

 
大阪教育大学附属天王寺小学校教諭として，平成 25
年度科研費（奨励研究）に応募した。（研究協力者は，
大阪教育大学科学教育センター特任准教授 仲矢史
雄氏である。）テーマは「現場教員による一貫指導と
授業収録システムによる教育実習生指導方法の開
発」である。科研費としては不採用であったが，大
阪教育大学の学内選考会より，科研費獲得に向けて
継続的に研究を進める価値があるテーマであるとの
評価を受けた。科研費獲得の研究補助（平成２６年
度）として１０万円の研究補助費を獲得した。 
 

 
(４)奈良学園大学人間教育学部採用に当たっての

学長からの評価 

 
平成 26年 7月 

 
大阪教育大学附属天王寺小学校で理科教育を８年間
担当し教育方法技術も豊かである。また大阪府下の
小学校教員への指導歴も多く，理科が苦手な教員へ
実験等の指導にも優れている。また，附属小学校で
多くの教育実習生の指導経験もあり，本大学の教育
実習指導にも力を発揮できると期待する。さらに，
非常勤講師として大阪教育大学で理科教育において
学生指導を担当した経験もあり，すでに非常勤であ
るが大学教員としての授業の経験がある。附属では
担任や学年主任の経験もあり，学生指導においても
その経験を発揮できると考える。奈良学園大学の今
後を支える若手研究者として期待できる。 
 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
(１)大阪教育大学の教育実習生指導担当 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 23年 4月
～平成 26年 3
月 
毎年 9 月 
（昼間部） 
 
 
 

 
毎年，大阪教育大学附属天王寺小学校に勤務した８
年間，大阪教育大学教育学部の昼間部の学生を９月
の１ヶ月間を指導した。教育実習部としては，当該
年度の全ての実習生を指導した。大阪教育大学附属
天王寺小学校は毎年度１００名程度の教育実習生を
受け入れている。指導の内容は以下の通りである。 
 
・理科の授業づくりおよび指導案作成の指導（理

科専科時） 
・音楽科，図画工作科を除く，小学校全科および領
域の授業づくりおよび指導案作成の指導，実習記
録の仕方などの実習事務に関わる指導，学級経営
などの学級担任としての心構えについての指導
（学級担任時） 

・教育実習生としての心構え，子どもとの関わり方，
災害時などの教員の役割，守秘義務等学校教員と
しての規律などについての指導 

（教育実習部担当時） 
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 平成 23年 4月
～平成 26年 3
月 
毎年 11 月 
（夜間部） 
 

大阪教育大学附属天王寺小学校に勤務した８年間，
毎年，大阪教育大学教育学部の夜間部の学生約 40
名を 11 月に２週間指導した。教育実習部としては，
当該年度の全ての実習生を指導した。指導の内容は
以下の通りである。夜間部の学生はすでに小学校 2
種や他校種等の免許を取得している学生が多いの
で，一定の教職に対する知識を備えている。そのた
め特に以下の点について指導した。 
 
・指導案作成における観点別評価の規準の設定と実
際の評価の方法について（理科専科時） 

・学級づくりにおいて，特別に支援を要する児童へ
の関わり方や，そのために組織として対応する必
要性について（学級担任時） 

・保護者や地域と連携し，児童を育てるための，教
師としての心得や，保護者の苦情などを学級や学
校づくりに生かす方法について 
（教育実習部担当時） 

（２)大阪府下の小学校教員の指導力向上のための
研修の指導助言 

平成 23年 8月 
【3 回目】 

大阪教育大学の学長特別プロジェクト事業（地域貢
献部門）の一環として，連続講座 3 回目を実施した。
目的は，大阪府下の教員の指導力向上である。 
「初心者向け 観察・実験基礎講座」「子どもの科学
的な見方や考え方を深める授業づくり」の指導を行
った。「初心者向け 観察・実験基礎講座」は，安全
面に視点を置いた研修である。具体的には，観察・
実験における留意点や基本的な実験器具の使い方， 
理科室および理科準備室の環境整備，教科書に載っ
ていない効果的な実験方法を指導し，参加教員の理
科授業での観察・実験の充実を目的としている。「子 
どもの科学的な見方や考え方を深める授業づくり」
は，子どもの目の付け所に着目した理科の授業づく
りの研修である。具体的には，理科の内容で，子ど
もがつい注目するところを分析すること及び教材の
特質を分析することの重要性を，授業実践を例にし
ながら指導した。研修参加者にとって，明日からの
授業にとって有意義な研修となった。 
（対象者：大阪府下小学校教諭２０名） 
 

 平成 24年 8月 
【4 回目】 

大阪教育大学の学長特別プロジェクト事業（地域貢
献部門）の一環として，連続講座 4 回目を実施した。
目的は，大阪府下の教員の指導力向上である。 
「科学的な見方や考え方を深める授業づくり」をテ
ーマに研究を行った。子どもの自然の事物・現象に
対する見方や考え方を科学的なものに変容させるた
めの授業づくりの考え方や授業実践例を紹介するこ
とで，理科の授業力向上を目的としている。「子ども
が主体的な問題解決を行う理科の授業づくりには，
児童分析と教材分析が必要不可欠であることを実感
したこと」「単元および本時の授業後の子どもの姿を
設定したうえで授業づくりを行うことの重要性」を
論じた。結果，深い教材分析と的確な児童理解の重
要性を受講生は理解することができた。 
（対象者：大阪府下小学校教員約２０名） 
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(３)大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」  
  実地講師としての授業を担当 
 
 

平成 23年 4月
～平成 24年 3
月 
【１年目】 
 
 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「高学年の理科指導」をテーマとして，授業づ
くり，児童分析，教材分析についての講義，授業実
践の紹介，模擬授業を行った。具体的には，６年生
の「水溶液の性質」の授業実践例を，子どもの具体
のノート記録を例に挙げながら，具体的な教材分析
の仕方やノートの評価の仕方についても触れながら
紹介した。６年生「もののもえ方」の単元で，見え
ない空気の流れに子どもが注目する導入時のアイデ
アを紹介した。具体例を多く取り入れたため，理科
の授業に対する見方が変わった学生が多かった 
（受講者：大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 

 平成 24年 4月
～平成 25年 3
月 
【2 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「高学年の理科指導」をテーマとして指導した。
まず高学年児童の発達段階と学習の特徴を説明し
た。さらに，授業づくり，児童分析，教材分析，及
び目標と評価の観点についての講義を行った。授業
実践の紹介とともに，模範授業も行った。具体的に
は，６年生の「もののもえ方」の授業実践例につい
て，子どもの具体のノート記録を例に挙げながら，
教材分析の仕方やノートを評価する方法や視点につ
いて紹介した。５年生「メダカのたんじょう」の単
元では，子どもが「メダカを観察したい。」という願
いをもつ導入時の授業を紹介した。授業実践例や模
範授業を多く取り入れ，子どものノート記録も多数
紹介したため，教育実習前の学生にとり，小学校現
場での理科の授業や子どもの反応やその評価につい
てのイメージを持つことができ，有益な講義となっ
た。 
（受講者：大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
【3 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「高学年の理科指導」をテーマとして，授業づ
くり，児童分析，教材分析及び評価の観点とその手
立てについての講義を行った。高学年児童の発達と
学習傾向について説明した。さらに授業実践の紹介，
模擬授業(単元はメダカ，豆電球)を行った。「知って
いるのにメダカが描けない」，「リード線付きソケッ
トがなくなっただけで，豆電球に明かりをつけるこ
とができない」この事実に気付かせたりする事例を
紹介した。学生からは，「従来のメダカの見方が変わ
った。」「教材として豆電球の教育的な価値が分かっ
た。」といった声が聞かれた。これにより深く幅の広
い教材分析や事前の予備実験の重要性を十分に理解
した学生が多数であった。 
（対象者：大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
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 平成 26年 4月
～平成 27年 3
月 
【4 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「小学校理科授業の実際」をテーマとして，模
擬授業や実践事例の紹介を通して，児童分析，教材
分析，評価の観点とその方法について講義を行った。
模擬授業では，リード線付きソケットを使わずに豆
電球に明かりを付けることから，「見えない部分も含
めて一続きの回路になっている」ことを理解させる
こと，実践事例の紹介では，子どもの目線を動かす
ような課題設定や支援によって子どもの学びは深ま
ることを指導した。学生からは，「目線が変わるだけ
で，ものの見方が変わることがわかった。」「自分た
ちが活動することで，学びがこれほど違うのかと驚
きました。」などといった感想を得た。これらから，
児童理解と教材分析をもとにした授業づくりの重要
性を理解した学生が多数であったと言える。 
（対象者：大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
 

平成 27年 4月
～平成 28年 3
月 
【5 年目】 
 
 
 
 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「小学校理科授業の実際」をテーマとして，模
擬授業や実践事例の紹介を通して，児童分析，教材
分析，評価の観点とその方法について講義を行った。
模擬授業では，何も見ずにメダカを描かせることか
ら，「知っているつもりを自覚させることが主体的な
問題解決につながる」ことを理解させた。実践事例
の紹介では，ゴムの働きの学習における子どもの目
線の変化を根拠に，児童分析と評価の方法について
言及した。学生からは，「教師の教材研究や児童理解
がどれほど重要かを再確認できた。」「子どもに新し
い視点を，教師がいかに与えるかが大切だと思っ
た。」などの感想を得た。これらから，児童分析，教
材分析，評価についての理解を深めた学生が多数で
あったと言える。 
（対象者：大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
 

 平成 28年 4月
～平成 29年 3
月 
【6 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「小学校理科授業の実際」をテーマとして，模
擬授業や実践事例の紹介を通して，児童分析，教材
分析，評価の観点とその方法について講義を行った。
模擬授業では，何も見ずにメダカを描かせることか
ら，「知っているつもりを自覚させることが主体的な
問題解決につながる」ことを理解させた。実践事例
の紹介では，子どもに観察をさせる時の指導内容を
紹介し，その後子どもがかいた観察記録を紹介した。
また，数名の子どもの観察記録の変容から，観察時
に必要な指導方法について言及した。学生からは，
「子どもの記録の何を評価するかで，子どもの記録
のかきぶりがこれほど変わるのかと驚いた。」「つい，
何も指導をせずに観察記録をかきなさいと伝えてし
まいがちになるが，教師の指導によって子どもの学
びがこれほど深まるのかと感心した。」などの感想を
得た。これらから，児童分析，教材分析，評価につ
いての理解を深めた学生が多数であったと言える。 
（対象者 大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
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平成 29年 4月
～平成 30年 3
月 
【7 年目】 

大阪教育大学教育学部（第二部）「理科教育法」にお
いて，「小学校理科授業の実際」をテーマとして，模
擬授業や実践事例の紹介を通して，児童分析，教材
分析，評価の観点とその方法について講義を行った。
模擬授業では，何も見ずにメダカを描かせることか
ら，「知っているつもりを自覚させることが主体的な
問題解決につながる」ことを理解させた。実践事例
の紹介では，子どもに観察をさせる時の指導内容を
紹介し，その後子どもがかいた観察記録を紹介した。
また，数名の子どもの観察記録の変容から，観察時
に必要な指導方法について言及した。学生からは，
「体験授業を通して自分の記録の書きぶりが変わっ
たことから，子どもの記録のかきぶりも変わること
に納得した。」「どの単元でも指導者の綿密な指導計
画や準備があるからこそ，子どもの学びにつながる
ことを理解した。」などの感想を得た。これらから，
児童分析，教材分析，評価についての理解を深めた
学生が多数であったと言える。 
（対象者 大阪教育大学３回生および４回生を中心
に約６０名） 
 

(４)伊丹市立有岡小学校での指導講師 
 

平成 24年 4月
～平成 25年 3
月 
【1 年目】 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～問題解決学
習における言語活動の系統性を考える～」という研
究テーマのもとで，理科，生活科の教科研究および
提案授業についての指導を行った。計画的継続的に
年間５回（提案授業の指導講評３回，夏期研修会で
の内容および２学期以降の授業指導案の指導１回，
年度末の研究の成果と課題についての指導講評１
回）の指導を行った。当時の有岡小学校の教員は「言
語活動＝話し合い活動もしくはワークシートへの記
録」と言語活動を間違って認識している傾向が強か
ったが，「体験活動の充実がなければ言語活動の充実
はあり得ないこと」「言語活動は単元や本時の授業の
目標ではなく，思考のツールである」ことを指導し
た。体験活動と言語活動の双方向的な学習効果につ
いて指導し，授業での言語活動が，価値ある体験活
動に裏付けられたもの変わっていった。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 

 平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
【2 年目】 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～体験活動を
通した問題解決学習における言語活動の系統性を考
える～」理科，生活科の教科研究および提案授業に
ついての指導を行った。年間７回（提案授業の指導
講評３回，年度初めの研究の方向性についての指導
１回，夏期研修会での研究の内容および２学期以降
の授業指導案の指導１回，伊丹市教育委員会指定の
研究発表会での指導講評１回，年度末の研究の成果
と課題についての指導講評１回）の指導を行った。
指導の内容としては，子どもの思考が働くきっかけ
である体験活動の充実の必要性，授業後の具体の子
どもの姿（発言，ノート記録など）を具体化してか
らその姿に変容させるための手立てを考えることの
２点である。指導の結果として，「子どもの思考を働
かせるきっかけとなる体験活動の充実を意識した授
業提案が大幅に増えたこと」「形式的な言語活動が授
業場面で減少したこと」「単元や本時の授業の目標を
具体化して授業案を立てられる教員が増えたこと」
が挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
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 平成 26年 4月
～平成 27年 3
月 
【3 年目】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～自分の考え
を持つための問題解決学習のあり方を考える～」と
いう研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提
案授業の指導講評３回，夏期研修会での研究の内容
および２学期以降の授業指導案の指導１回，年度末
の研究の成果と課題についての指導講評１回）の指
導を行った。今年度の指導の内容は，「子ども一人一
人の生活経験や学習経験によって，子どもの自然の
事物・現象を見る目は決まっていること」「その決ま
っている目線をずらすことで，子どもの問題意識は
生まれること」「思考の多様な表現方法の意味付けや
価値付けを指導者が的確に行うことで，子どもの学
習に対する意欲はさらに高まり，子どもが主体的な
問題解決に取り組むことができるようになること」
の３点である。指導の結果として，「児童の実態を詳
細に記録した学習指導案が多くなったこと」「授業時
の子どもの姿やノート記録をもとにした討議を行う
ことが定着したこと」「子どもの意見や疑問をもとに
授業を進める場面が研究授業において多く見られる
ようになったこと」が挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 

 平成 27年 4月
～平成 28年 3
月 
【4 年目】 
 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，
深め合う問題解決学習のあり方を考える～」という
研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提案
授業の指導講評３回，夏期研修会での研究の内容お
よび２学期以降の授業指導案の指導１回，年度末の
研究の成果と課題についての指導講評１回）の指導
を行った。今年度の指導の内容は「子どもに伝え合
い深め合わせるためには，『ホンネの問題意識』を持
たせる必要があること」「子どもの意見や考えを授業
のゴールに向かうように，指導者が意味付けたり価
値付けたりする必要があること」の２点である。指
導の結果として，「『ホンネの問題意識』を持たせる
ような事象の出会わせ方の工夫が多数見られたこ
と」「その工夫により子どもが自然と自らの伝え合う
ことができるようになったこと」が挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 

 平成 28年 4月
～平成 29年 3
月 
【5 年目】 
 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，
深め合う問題解決学習のあり方を考える～」という
研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提案
授業の指導講評３回，夏期研修会での研究の内容お
よび２学期以降の授業指導案の指導１回，年度末の
研究発表会での指導講評１回）の指導を行った。今
年度の指導は，「子どもに伝え合い深め合わせるため
には，『ホンネの問題意識』を持たせる必要があるこ
と」「子どもの意見や考えを授業のゴールに向かうよ
うに，指導者が意味付けたり価値付けたりする必要
があること」「その意味付けや価値付けを板書などで
どのように可視化するかということ」「伝え合い深め
合えるツールの活用法」の４点である。指導の成果
として，年度末の研究発表会で，板書やホワイトボ
ードを思考の可視化のためのツールとして活用した
生活科の授業，「ホンネの問題意識」を誘発する理科
の授業，各グループの実験データを根拠に深め合う
理科の授業を公開することができたことが挙げられ
る。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
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 平成 29年 4月
～平成 30年 3
月 
【6 年目】 

「自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，
深め合う問題解決学習のあり方を考える～」という
研究テーマのもとで指導を行った。年間５回（提案
授業の指導講評５回）の指導を行った。今年度の指
導は，「子どもが主体的に伝え合い深め合えるような
環境構成の仕方」「子どもの意見や考えを授業のゴー
ルに向かうように，指導者が意味付けたり価値付け
たりする必要があること」の２点である。指導の成
果として，内容の系統性をふまえた「学習マップ」
を作成できたことや，発達段階や学習内容に応じた
グループ学習を実践できたことが挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 

 平成 30年 4月
～平成 31年 3
月 
【7 年目】 

自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，深
め合う問題解決学習のあり方を考える～」という研
究テーマのもとで指導を行った。年間６回（提案授
業の指導講評６回）の指導を行った。今年度の指導
は，「子どもが主体的に問題解決や課題解決を行うこ
とができる授業デザインのあり方」「子どもが自ら問
題解決や課題解決に向かえる教師の形成的評価のあ
り方」の２点である。指導の成果としては，昨年度
の成果として挙げられた学習マップを子どもの学び
の自覚化を促進させるものに改編できたこと，子ど
もの気付きや考えをつなぐ教師の発言のあり方につ
いて教職員全員で学び合えたことが挙げられる。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
 

平成 31年 4月
～令和 2 年 3
月 
【8 年目】 

自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，深
め合う問題解決学習のあり方を考える～」という研
究テーマのもとで指導を行った。年間７回（提案授
業の指導講評６回，夏季研修会での講演１回）の指
導を行った。今年度の指導は，「有岡小学校での過去
の理科・生活科での研究成果を活かした授業デザイ
ン」である。指導の成果としては，これまでの研究
の成果と課題を分析することで，有岡小学校が目指
す「主体的・対話的で深い学びによる授業改善」の
視点を教職員全員で共通理解できたことが挙げられ
る。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 

令和 2 年 4 月
～令和 3 年 3
月 
【9 年目】 

自ら考え意欲的に学ぶ子をめざして～伝え合い，深
め合う問題解決学習のあり方を考える～」という研
究テーマのもとで指導を行った。コロナ禍というこ
ともあり、本年度は研究授業の指導案の指導という
形態となった。年間を通じて 6本の指導案の指導を、
主としてメールで行った。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教員約４０名） 
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(５)大阪府下の小学校教員の自由研究指導力向上
のための研修の指導助言 

 

平成 25年 6月 
【1 年目】 
 

大阪府教育センター主催の「自由研究指導力向上研
修」で講話を行った。講話の内容は「自由研究の指
導につながる理科の授業づくり」である。講話の目
的は，日々の理科と自由研究を別物と考えるのでは
なく，日々の理科の授業を充実させることで，子ど
もが質の高い自由研究を行うことができるようにす
ることである。研修の結果として，「日々の授業で問
題解決の道筋を子どもにたどらせることを繰り返す
ことが自由研究の質の向上につながることを参会者
が実感したこと」が挙げられる。 
（対象者：大阪府下小学校教員約３０名） 
 

 平成 26年 6月 
【2 年目】 

大阪府教育センター主催の「自由研究指導力向上研
修」で講話を行った。講話の内容は「自由研究の指
導につながる理科の授業づくり」である。講話の目
的は，日々の理科の授業内容を充実させることで，
子どもが質の高い自由研究を行うことを論じた。研
修後「子どもの素朴な見方や考え方の分析の重要性」
「日々の授業で問題解決の道筋を子どもにたどらせ
ることを繰り返すことが自由研究の質の向上につな
がること」の２つを参会者が実感した。 
（対象者：大阪府下小学校教員約３０名） 
 

(６)大阪教育大学ＣＳＴ養成プログラム 
実地講師 

 
 

平成 25年 8月 
【1 回目】 

大阪教育大学科学教育センターが主催するＣＳＴ
（コアサイエンスティーチャー）養成プログラムの
学生プログラムである「理科教育法Ⅱ」で講義を行
った。「子どもの科学的な見方や考え方を育む授業」
をテーマとし，中学年の授業づくり，児童分析，教
材分析についての講義，授業実践の紹介，模擬授業
を行った。結果，理科に関わる知識だけでなく，具
体の子どもの姿をイメージできるようになったと好
評であった。 
（対象者：ＣＳＴ養成プログラム受講学生約１０名） 
 

平成 26年 3月 
【2 回目】 

大阪教育大学科学教育センターが主催するＣＳＴ
（コアサイエンスティーチャー）養成プログラムの
学生プログラムである「理科教育法Ⅱ」で講義を行
った。「子どもの科学的な見方や考え方を育む授業」
をテーマとし，高学年の授業づくり，児童分析，教
材分析についての講義，授業実践の紹介，模擬授業
を行った。結果，理科内容に対する深い理解のみな
らず，学習者の姿をイメージし教え込みではない理 
科の授業の魅力を感じることができたりした学生が
大勢であった。 
（対象者：ＣＳＴ養成プログラム受講学生約１０名） 
 

（７）大阪教育大学教育学部「教職入門」実地講師 
 

平成 26年 7月 
 

大阪教育大学教育学部「教職入門」において，「理科
を教える教師としての資質」をテーマとして，理科
教師として学ぶこと，教育実習生を指導して感じた
ことを話した。さらに理科の目標内容とそのための
授業づくりおよび実践事例についての講義を行っ
た。特に，授業づくりおよび実践例では，小学校理
科で取り扱う教材を学生一人一人に使用させ模擬授
業を体験させた。その体験をもとに，実際の授業で
の子どもの様子を写真で紹介したり，ノート記録を
もとに評価基準や評価方法を紹介したりした。指導
の結果，「現場経験のある先生の授業は参考になる」
「もっと実際の授業を受けて学びたい」「子どもの思
考を姿やノート記録から教師が的確に見取り評価す
ることがどれだけ重要かを実感した」などの声が多
数挙がった。 
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（受講者：大阪教育大学１回生約６０名） 
 

（８）教育課題研修指導者海外派遣プログラム 
事前研修 

 

平成 26年 8月 
 

和泉市立国府小学校教諭として，独立行政法人教員
研修センター主催の平成２６年度教育課題研修指導
者海外派遣プログラム事前研修に参加した。研修派
遣先は，フィンランドである。派遣団の研究テーマ
は「ＰＩＳＡ型学力の育成について」である。その
中でも「科学的リテラシーを育成するための理科授
業のデザイン」の研修を進める班に所属することと
なった。本事前研修では，フィンランドの教育シス
テムや現在の課題のみならず，日本の教育システム
と比較しつつ視察するべき理科教育の項目をまとめ
た。さらに，研修報告書のまとめ方などの講義を受
けた。 
 

（９）教育課題研修指導者海外派遣プログラム 
海外研修参加 

（独立行政法人教員研修センター主催） 

平成 26 年 10
月 

平成２６年１０月１４～２５日の間，和泉市立国府
小学校教諭として，「ＰＩＳＡ型学力の育成につい
て」をテーマに，フィンランドでの海外研修に参加
した。現地での主な研修先は，国家教育局，ユバス
キュラ大学附属学校園，ヘルシンキ大学附属学校園
および教員養成実習校など，計１２カ所の機関およ
び学校園である。研修先では，主に理科の授業見学
と授業担当教員へのインタビューを行った。本研修
で明らかになったことは，日本の学習指導要領は世
界でも誇れるすばらしい物であること，フィンラン
ドでのＩＣＴ活用の授業のレベルが高いこと，ＩＣ
Ｔに頼りすぎて本来授業で大切にすべき教材分析や
板書，支援が十分に行われていないことなどが明ら
かになった。 
 

（10）伊丹市立有岡小学校初任者研修講師 平成 27年 9月 伊丹市立有岡小学校において，「理科室の環境整備と
授業づくりの基本」というテーマで，平成 27 年度に
採用された初任者に対して，理科室の環境整備，安
全面の指導，授業づくりについて指導した。特に，
安全面の指導では，中村重太の「自作 hazards 
drawing による児童・生徒の加熱実験操作に関する
安全意識調査」で使用された図を用いて，安全指導
が必要な部分を指摘させた。また，授業づくりの基
本では，リード線付きのソケットを使用せずに豆電
球に明かりを付ける活動から，絶縁体の価値，リー
ド線付きソケットの構造と豆電球の構造の関連性に
ついて講義した。結果，「指導者として見えていない
ものへの安全意識も持つことが大切であることがわ
かった」「指導者が教材について深く理解することが
子どもを引きつける授業に繋がることがわかった」 
などの感想を得られた。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校新任教員４名） 
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（11）「保幼小接続期モデルカリキュラム（第２期）」
検証のための幼稚園公開保育の指導講師 

平成 28年 2月 
 
 

伊丹市立こうのいけ幼稚園において行われた「保幼
小接続期モデルカリキュラム（第２期）」アプローチ
カリキュラムに基づいた公開保育及び研究討議にお
ける指導講話を行った。指導の内容としては，「子ど
もの多様な気付きを誘発したり，思いや願いに向け
て子どもがすぐに働きかけたりすることができる環
境構成の重要性」「子どもの行動や発言他者とつなげ
る支援の重要性」の２点である。これらを公開保育
で見られた具体的な事例を根拠として述べた。指導
の結果として，「生活科の学びは保育園や幼稚園のそ
れと繋がっており，保育から学んでいかなければな
らないと実感した小学校教員が増えたこと」「小学校
での学びを見据えた保育が必要であると考えた保育
園や幼稚園の教員が多数見られた」ことが挙げられ
る。 
（対象者：伊丹市内の小学校教員，公立および私立
幼稚園教職員，保育所職員，こども園職員 約７０
名） 
 

（12）八尾市立八尾小学校での指導講師 平成 28年 4月
～平成 29年 3
月【1 年目】 

「アクティブ・ラーニングの実現に向けて」という
テーマをもとに指導を行った。年間５回（夏季研修
での指導講話１回，研究授業の事前指導及び事後指
導を３回，年度末の研究の成果と課題についての指
導講話１回）の指導を，理科と算数科を中心に行っ
た。指導の内容としては，子どもの思考が働くきっ
かけである課題設定の重要性，課題設定のための教
師の教材分析と内容の系統性の分析の２点である。
指導の結果として，「教材の特性や内容の系統性を踏
まえた課題設定を授業のきっかけとして提示する授
業が増加したこと」「展開部分での子どもへの形成的
評価の必要性に気付く教員が出てきたこと」が挙げ
られる。 
（対象者：八尾市立八尾小学校教員約４０名） 
 

 平成 29年 4月
～平成 30年 3
月【2 年目】 

「アクティブ・ラーニングの実現に向けて」という
テーマをもとに指導を行った。年間７回（年度初め
の指導講話１回，各学年の研究授業の指導講話６回）
の指導を，理科と算数科を中心に行った。指導の内
容としては，子どもの思考をつなぎ拡げる指導者の
役割，子どもの思考が表出するノートやワークシー
トの活用法の２点である。指導の結果として，「内容
ではなく学び方を教える重要性」や「ノート記録の
形成的評価やそれを考察部分で活用することの重要
性」に気付く教員が出てきたことが挙げられる。 
（対象者：八尾市立八尾小学校教員約４０名） 
 

平成 30年 4月
～平成 31年 3
月【3 年目】 

「子どもたちの考えをつなぎ・深める授業のあり方
～自己の学びを見通し，振りかえることを大切にし
て～」というテーマをもとに指導を行った。年間６
回（各学年の研究授業の指導講話６回）の指導を行
った。指導の内容としては，子どもの主体的な学び
を保証する授業デザインについて，子どもの思考を
つなげる形成的評価のあり方の２つである。指導の
結果として，本時レベルだけでなく単元レベルでの
授業分析が授業等議会で多く発言されたこと，教師
のつなぐ発言や子どもに繰り返し発言を求める教師
の姿が授業内で多く見られたことが挙げられる。 
（対象者：八尾市立八尾小学校教員約４０名） 
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（13）第４９回全国小学校理科研究大会大阪大会分
科会指導講師 

 

平成 28 年 11
月 

堺市立浜寺石津小学校で行われた，第４９回全国小
学校理科研究大会大阪大会の代４学年分科会におい
て，研究授業３本と実践報告２本の指導講評を行っ
た。指導の内容としては，季節による動植物のくら
しでは，季節ごとの気温や日照時間の変化と動植物
のくらしを関連付ける指導の在り方について述べ
た。また，空気や温度変化など目に見えないものを
扱う単元では，それらをイメージ図等で可視化しな
がら学習を進めていくことの重要性について述べ
た。参会者からは，グラフ化やサーモグラフィ画像
など，可視化することの効果を感じられる実践発表
や指導であったので，大変勉強になった。」「地域ご
とによる夏の気温の上がり方の違いもあり，大阪府
内と他の地域での学習のさせ方の違いを知ることが
でき，今後の指導の参考になった。」などという意見
が多数挙がった。 
（対象者 第４９回全国小学校理科研究大会大阪大
会 第４学年分科会 参会者 約４０名） 
 

（14）公私立幼稚園・こども園・保育所（園）共同
研究会講師 

平成 29年 1月 
【1 年目】 

伊丹市立中央公民館で行われた第４回公私立幼稚
園・こども園・保育所（園）共同研究会において，
「次期学習指導要領に向けた就学前教育と小学校教
育の滑らかな接続について」という演題で講演を行
った。講演の内容として，伊丹市立有岡小学校で行
われた生活科の授業をビデオで流し，対象授業を根
拠として，子どもの学びの環境構成のあり方につい 
て講義をした。また，参会者にもグループ討議を行
ってもらい，所属する校園の違いによる環境構成の
考え方の違いから，保幼小の３校園の接続を念頭に
置いた環境構成のあり方について考えてもらった。
講演の成果として，「幼稚園や保育園の保育の実態を
踏まえた生活科の授業づくりの重要性を実感した。」
「小学校への接続や生活科と保育の系統性について
改めて考えるいい機会となった。」という保育士や幼
小教員の振り返りから，保幼小の接続期において，
それぞれの校園での連携の重要性について気付いた
保育士や教員が多数いたことが挙げられる。 
（対象者：伊丹市内の小学校教員，公立および私立
幼稚園教職員，保育所職員，こども園職員 約７０
名） 
 

 平成 30年 2月 
【2 年目】 

伊丹市立中央公民館で行われた第５回公私立幼稚
園・こども園・保育所（園）共同研究会において，
「就学前教育と小学校教育の滑らかな接続について
～幼児期の終わりまでに育ってほしい姿～」という
演題で講演を行った。講演の内容として，伊丹市立
有岡小学校で行われた理科や生活科の授業実践から
小学校教育での環境構成の有効性を論じると共に，
保幼小の教育を滑らかに接続するために必要な条件
や取り組みについて講義をした。また，参会者にも
グループ討議を行ってもらい，所属する校園の違い
による環境構成の考え方の違いから，保幼小の３校
園の接続を念頭に置いた環境構成のあり方について
考えてもらった。「時間の無い中でも幼保の保育につ
いて学んで行かねばならないと感じた。」「幼稚園で
行っている環境構成が小学校でも効果的であること
を知って，さらに充実した実践を行っていこうと思
うことができた。」という保育士や幼小教員の振り返
りから，参会した保育士や教員によって学びのある
会になったことが伺える。 
（対象者：伊丹市内の小学校教員，公立および私立
幼稚園教職員，保育所職員，こども園職員 約７０
名） 
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（15）伊丹市立有岡小学校研究発表会講演講師 
 

平成 29年 2月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊丹市教育委員会指定 平成 28 年度伊丹市立有岡小
学校研究発表会において，「次期学習指導要領で求め
られる小学校理科・生活科の授業～有岡小学校の授
業研究と「アクティブ・ラーニング」の視点から～」
という演題で講演を行った。講演の内容として，平
成 28 年 12 月の中央教育審議会「幼稚園，小学校，
中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善及び必要な方策等について（答申）」の内容
と登壇者の過去の授業実践を根拠に，次期学習指導
要領で求められる小学校理科・生活科の授業像，お
よびその授業に必要な教師の指導の在り方について
言及した。参会者のアンケートから「次期学習指導
要領で求められる授業の具体が分かった。」「新学習
指導要領が実施する前から授業の改善に取り組む必
要性を十分に感じた。」といったアンケートの内容か
ら，参会者の次期学習指導要領改訂に向けての学び
が充実していたことが明らかとなった。 
（対象者：伊丹市立有岡小学校教職員，伊丹市内の
学校教職員，伊丹市外の学校教職員，約２００名） 
 

（16）伊丹市立ありおか幼稚園園内研究会指導講師 平成 29年 3月 「育ちと学びをなめらかにつなげる幼小接続～自然
科学の分野に視点をあてて，遊びの中で学びを深め
ていくための環境構成を探る～」という研究テーマ
のもとで指導を行った。指導の内容としては，「保育
の学びと生活科・理科の学びの関連」「生活科・理科
の環境構成から見る保育の環境構成の意義」の２点
である。指導の結果として，「保育と小学校教育の関
連に気付いた教員が出てきたこと」「教員が現在行っ
ている保育実践の意味や価値に気付けたこと」が挙
げられる。 
（対象者：伊丹市立ありおか幼稚園教員６名） 
 

（１７）八尾市立亀井小学校での指導講師 平成 30 年 11
月 

八尾市立亀井小学校において，理科の研究指導を行
った。研究授業の指導講評の他，子どもの「ホンネ
の問題意識を生み出す授業デザイン」をテーマとし
て講演を行った。 
（対象者：八尾市立亀井小学校教職員約 40 名） 

平成 31年 4月
～令和 3 年 3
月 

八尾市立亀井小学校において，指導講師として授業
研究の指導に携わった。研究テーマは「子どもの『か
く力』『伝える力』の育成」である。年間６回（各学
年の研究授業の指導講話６回）の指導を行った。指
導の内容としては，子どもの対話の質を上げる手立
てのあり方と、子どものノート記録の評価の在り方
の２点である。指導の結果として，子どもの学びの
記録の多様性を認めたり、対話の質を高める協働的
な学びの在り方について学校全体で研究を行ったり
することができるようになった。 
（対象者：八尾市立亀井小学校教員約４０名） 

（１８）第 27 回大阪府小学校生活科・総合的な学
習教育研究協議会研究大会中河内大会の
事前の研究指導講師 

平成 30年 9月
～（継続中） 

平成 31年 10月 31日に八尾市立高安小学校で実施さ
れる第 27 回大阪府小学校生活科・総合的な学習教育
研究協議大会中河内大会の総論，および授業研究の
指導を行っている。平成 30 年度は「主体的・対話的
で深い学びを目指す授業づくり」についての講演を
2 回，総論の内容指導を 2 回，研究授業の指導講評
を 1 回行った。平成 31 年度も継続的に指導を行う予
定である。 
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５ その他 
(１)大阪教育大学教育学部における非常勤講師と
しての教育実績 

「初等理科授業研究」担当 

 
平成 24年 4月
～平成 25年 3
月 

 
大阪教育大学教育学部の非常勤講師として担当の
「初等理科授業研究」（専門科目，３年次配当，半期，
選択２単位）において，小学校学習指導要領解説理
科編の目標および内容についての講義，学習指導案
の書き方についての講義，理科の教材研究と授業づ
くりの講義および実践事例の紹介，学生による模擬
授業の指導案検討および授業討議会の実施とその指
導を行い，それによって，教育実習を控えた学生に
学習指導案の書き方，理科の授業づくり（児童分析，
教材分析も含む）および授業分析の仕方を理解させ
る教育効果があった。 
 

 平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 

大阪教育大学教育学部の非常勤講師として担当の
「初等理科授業研究」（専門科目，３年次配当，半期，
選択２単位）において，理科の教材研究と授業づく
りの講義および実習，学生による模擬授業の実施及
び授業討議会での指導を行った。具体的には，授業 
で使用する教材を実際に作り，それを使った模擬授
業をさせることで，教材の課題，板書や発問，支援
などの課題を討議によって明らかにさせた。このよ
うな講義を通して，学生は教材分析の重要性や子ど
もに合った支援を行うことの重要性を理解すること
ができた。 
 

(２)畿央大学教育学部における非常勤講師として
の教育実績 

平成 31年 4月
～令和 3 年 3
月 

畿央大学現教育学部の非常勤講師として、「教育実習
指導」（専門科目、３年次配当、通年、必修２単位）
を担当した。主に、教育実習前の模擬授業の指導を
担当した。教育実習を控えた学生に授業づくりの考
え方や学習指導案の書き方，板書計画の立て方など
教育実習に臨むにあたって必要な資質・能力の向上
に寄与した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概        要 

１ 資格，免許 
(１)小学校教諭１種免許状 
(２)中学校教諭１種免許状家庭 
(３)高等学校教諭１種免許状家庭 
(４)小学校教諭専修免許状 

 
平成 14年 3月 
平成 14年 3月 
平成 14年 3月 
平成 29年 3月 

 
平１３小１第２３６７号（大阪府教育委員会） 
平１３中１第２４７４号（大阪府教育委員会） 
平１３高１第２６３３号（大阪府教育委員会） 
平２８小専第１３号（大阪府教育委員会） 
 

２ 特許等  
特記事項なし 

  

３ 実務の経験を有する者について特記事項 
（１）大阪教育大学 科学教育プロジェクト  

 実施委員 
 
 

 

 
平成 23年 4月
～平成 24年 3
月 
 
 
 

 
大阪教育大学附属天王寺小学校のプロジェクト実施
委員として，理科室および理科準備室の実験器具の
充実や環境整備，二次元バーコードによる理科のノ
ートデータの集積等に携わった。具体的には，理科
室および理科準備室の充実や環境整備として，授業
収録システムの導入，超音波洗浄機，大型乾燥機（実
験器具用）の導入に携わった。また，子ども一人一
人の二次元バーコードを作成し，それを専用スキャ
ナーで読み取ることで，子ども全員の全てのノート
データを専用サーバーに蓄積することができた。 
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 平成 24年 4月
～平成 25年 3
月 
 
 

大阪教育大学附属天王寺小学校のプロジェクト実施
委員として，理科室および理科準備室の実験器具の
充実や環境整備に携わった。実験器具の充実では，
高さ１．５ｍのアクリルパイプを１０本用意し，食
塩の結晶１粒がどのように水に溶けるかを観察でき
るようにしたり，重い石と軽い砂の沈み具合の違い
や地層のでき方を観察できるようにしたりした。環
境整備としては，理科室への書画カメラ，スマート
ボードの導入およびその管理，子ども用いすの新調
などに携わった。 
 

（２）大阪教育大学附属天王寺小学校 理科主任 
 

平成 24年 4月
～平成 25年 3
月 
 

大阪教育大学附属天王寺小学校の理科主任として，
理科教材の開発を行った。また授業でイメージを使
った思考の場を取り入れて子どもの思考の可視化を
図り，それをもとにした教師の支援や形成的評価を
充実させることで，子どもの科学的な見方や考え方
を育む授業研究および実践に取り組んだ。その結果，
理科部全体で，単元の学習を通して育みたい子ども
の見方や考え方を設定した上での授業計画や実践を
行うことができるようになり，授業時の板書や支援
が子どもの実態に即したものが増えた。子どもの理
科学習に対する興味・関心を高めたり，科学的な思
考・表現を深めたりすることができた。理科主任と
して低学年生活科の気づきと 3 年生からの理科の科
学的思考や知識理解の接続についてまとめることに
貢献した。 
 

 平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 

大阪教育大学附属天王寺小学校の理科主任として，
理科部の若手教員の育成に取り組んだ。具体的には，
週１回の教科論に関わる文献の輪読会の開催，月１
回の若手教員が行う授業見学とその事後指導を，年
間を通じて行った。その結果，若手教員の文献を読
む力がつくとともに，主任と部員が同じ方向性を持 
って日々の授業研究および実践を行うことができる
ようになった。学年の異なる理科担当者同士で学習
指導要領を学び，目標や内容の系統性を確認し合っ
た。さらには，本年度の研究発表会では，「いい提案
授業であった。」「こんな理科の授業を見せてもらえ
るなら来年もぜひ来たい。」といった高い評価を受け
た。 
 

（３）大阪教育大学附属天王寺小学校  
第３学年主任 
 
 
 
 

 

平成 25年 4月
～平成 26年 3
月 
 

学年の主任として，学年全員に「規律」「素直」「努
力」の３つのキーワードを示して，学年全体経営，
授業改善および生活指導にも取り組んだ。定期的に
学年教材研究日を設ける等，教師としての資質を高
める指導を行った。その結果，学年全体の子どもは
落ち着いて授業を受けられるようになるとともに，
保護者からの学校および学年教員団への信頼も大き
くなった。 
 

４ その他 
  特記事項なし 
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研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書，学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は

発表の年月 
発行所，発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概      要 

（著書） 
１．天王寺教育ノート 

第１３６号 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23年 7
月 
 
 
 
 
 
 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 
 
 
 
 
 

平成２３年２月実施の大阪教育大学附属天王
寺小学校研究発表会の授業実践分析集であ
る。 
Ｂ５判 全８７頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：岩﨑由紀夫，八木義仁，山手隆文，
藤倉憲一，稲葉正治，森保，太田雄久，鈴木
武司，多田和彦，小林佐知子，髙井大輔，森
元貴子，康貴利，吉門妙子，他８名 
本人担当部分  
６年「発電と電気の利用」（p３２－ｐ３５）
の部分単著 
平成２３年２月に行われた大阪教育大学附属
天王寺小学校研究発表会での授業についての
実践報告および分析，考察を行った。本授業 
で明らかになったことは，子どもが主体的な
問題解決に取り組むためには，子どもが「何
とかして知りたい。」「絶対にこの課題の答え
を知りたい。」というような気持ちをもつため
に，導入時の指導者の課題設定や発問が重要
であると言うことである。 
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２．天王寺教育ノート 
  第１３７号 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23 年
10 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習指導要領完全実施による，子どもの変容
とどのように変えようとしているのかを各教
科等で述べた。 
Ｂ５判 全８１頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：早草寛，山田良則，服部敬一，三島
公徳，八木義仁，山手隆文，森保，太田雄久，
鈴木武司，多田和彦，康貴利，森元貴子，風
間寛，竹上由希子，粟生義紀，他 13 名 
本人担当部分  
「子どもが変わる，子どもを変える『科学的
な表現力に着目して』」（p１４－ｐ１５）の部
分を単著 
新学習指導要領で，理科で子どもをどのよう
に変えるのか，また子どもの変容の過程を，
授業実践を通して分析および考察を行った。
評価の観点である「表現」が「科学的思考・
表現」になったことで，子どもの思考を表現
活動によって可視化することが授業で多く取
り入れられるようになったこと，また子ども
が思考の可視化によって，自分と他者の考え
の比較を容易に行えるようになったことを述
べた。 
 

３．天王寺教育ノート 
  第１３９号 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24年 7
月 
 
 
 
 
 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 
 
 
 
 

平成２４年２月実施の大阪教育大学附属天王
寺小学校研究発表会の授業実践の分析集であ
る。 
Ｂ５判 全７８頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：上東章，前田三男，八木義仁，大仲
政憲，石川聡子，森保，太田雄久，鈴木武司，
小林佐知子，多田和彦，松山雅子，髙井大輔，
森元貴子，手取義宏，吉門妙子，柳本朋子，
竹上由希子，石川聡子，小島律子，他１8 名 
本人担当部分  
「創造性を育成する理科の授業 ５年『もの
のとけ方』の部分（ｐ２６，p３１－ｐ３２）
を単著 
大阪教育大学附属天王寺小学校研究発表会で
の授業についての理科教科論と授業実践報告
および分析，考察を行った。明らかになった
ことは，授業で子どもにイメージ図をかかせ
る活動を取り入れることで，子どもの感性の
働きを指導者が適切に見取ることができるよ
うになったことである。イメージ図の教育的
効果を明らかにした。 
 

４．天王寺教育ノート 
  第１４０号 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24 年
10 月 
 
 
 
 
 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 
 
 
 
 

各教科・領域の視点から，言語活動の充実に
ついて述べた。 
Ｂ５判 全８１頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：八木義仁，山手隆文，森保，太田雄
久，鈴木武司，小林佐知子，吉門妙子，森元
貴子，川上康之，粟生義紀，松浦宏，木下清
司，竹上由希子，三浦聡子，他 11 名 
本人担当部分  
「言語活動の充実『体験活動の充実が言語活
動の充実につながる』」（p１０－ｐ１１）の部
分を単著 
理科で行われている言語活動のとらえ方とそ
の充実の指導方法にいて，授業実践をもとに 
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    述べた，具体的には，言語活動とは子どもの
思考が可視化されたものであること，言語活
動は子どもの思考が働いてこそ行われるこ
と，子どもの思考を働かせるためには体験活
動の充実が必須であることを述べた。 
 

５．天王寺教育ノート 
第１４１号 

 
 
 
 

共著 
 
 
 

平成 25年 2
月 
 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 

各教科・領域の視点から，言語活動の充実に
ついて述べた。 
Ｂ５判 全６８頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：八木義仁，安井義和，山手隆文，森
保，太田雄久，鈴木武司，牧郁子，小林佐知
子，吉門妙子，森元貴子，川上康之，栫井大
輔，髙井大輔，粟生義紀，三浦聡子，竹上由
希子，他９名 
本人担当部分  
「教材・教具の話『豆電球』」（p２６-ｐ２７）
の部分を単著 
３年生等で取り扱う豆電球についての教材分
析および授業実践例を紹介した。具体的には，
なぜ３年生の電気の学習では豆電球を取り扱
うのかということを，小学校理科の内容の系
統性を具体的に示して述べた。そして豆電球 
の内側の導線のつながりを理解させることは
小学校理科で電気の学習を進める導入段階と
しては重要であることを論じた。 

６．天王寺教育ノート 
  第１４２号 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25年 7
月 
 
 
 
 
 
 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 
 
 
 
 
 

平成２４年２月実施の大阪教育大学附属天王
寺小学校研究発表会の授業実践分析集であ
る。 
Ｂ５判 全７６頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：萩原武士，大仲政憲，石川聡子，田
中建司，山手隆文，森保，太田雄久，吉門妙
子，髙井大輔，粟生義紀，松山雅子，手取義
宏，柳本朋子，竹上由希子，三浦聡子，小島
律子，佐藤賢司，入口豊，金光靖樹，山本岳
大，他９名 
本人担当部分  
「子どもの科学的な見方や考え方を育む授業 
３年『ものと重さ』」（p１８－ｐ２０）部分を
単著 
大阪教育大学附属天王寺小学校研究発表会で
の授業についての理科教科論と授業実践報告
および分析，考察を行った。明らかになった
ことは，体験活動を充実させることで子ども 
が言語活動の必要性を感じることである。子
どもの素朴概念と授業の目標をもとに体験活
動も言語活動も「何を」「どのように」の２つ
の視点を明らかにして設定することが大切で
あると述べた。体験に支えられた言語活動の
重要性を論じた。 
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７．天王寺教育ノート 
第１４３号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25 年
12 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校教育後援会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思考力・表現力判断力の育成には，何を大切
にし，どのように取り組むかを，各教科・領
域の視点で述べた。 
Ｂ５判 全６７頁 
編者：大阪教育大学附属天王寺小学校 
共著者：矢谷健一，山手隆文，太田雄久，吉
門妙子，髙井大輔，竹上由希子，井上由香里，
田村真由子，山本岳大，吉森久展，栫井大輔，
浜田美和，武智康文，角田浩太郎，清水貴之，
他７名 
本人担当部分  
「思考力・表現力・判断力の育成とその評価
『観察での思考力・表現力の育成とその評
価』」（p８－ｐ９）の部分を単著 
理科での思考力・表現力の育成について，観
察という授業場面に焦点をあてて考察した。
明らかになったことは，体験活動の充実と言
語活動での指導者の目標に合わせた適切な意
味付け，価値付けが思考力・表現力の育成に
つながるとことを論じた。 
 

８．科学的な見方や考え
方を育む理科授業 
 
 
 

単著 
 
 
 
 

平成 26 年
12 月 

株式会社ＥＲＰ 
 
 
 

小学校理科の目標である「科学的な見方や考
え方を育む」ための理科授業づくりについて
述べた。具体的な授業づくりの視点として，
「児童理解」「教材分析」「単元目標の具体化」
の３つをキーワードとして取り上げた。「児童
理解」については，子どもの先行経験と内容
の系統性をもとに，子どもが「知っているこ
と」「知っているつもりになっていること」「全
く知らないこと」の分析を行う「診断的評価」
の重要性を述べた。「教材分析」は，教材がも
つ単元目標に迫ることのできることのできる
特質や価値を分析する目を養うことを述べ
た。さらに指導計画のなかに「形成的評価」
をいかし，児童のつまずきを発見しそれを指 
導の改善に活かすことを主張した。「目標の具
体化」については，「統合的な評価」を行うた
めに目標達成に至った子どもの発言やノート
記録を具体化することを述べた。３つのキー
ワードをもとにした小学校３年生「電気の通
り道」，５年生「天気の変化」など６年生まで
の授業実践例を述べた。 
Ａ５判 全５５頁 
 

９．人間教育を視点にし
た教職入門 
 
 

共著 
 

平成 26 年
12 月 
 
 
 
 
 
 

大学教育出版 
  
 

人間教育に視点を当てて，教師を目指す学生
に教育学の第一歩として，教育の目的や内容
や学校組織について論じたものである。 
Ｂ５判 ２８０頁 
編者：中田正浩 
共著者：中田正浩，鎌田首治朗，松田智子，
中田律子，金山憲正，瀧明知恵子，長居勘治， 
本人担当部分（１０頁） 
第６章第２節「小学校の学級経営」（p.１７２
～p.１８０）の部分を単著 
小学校は６歳から１２歳までと，担当する児
童の成長及び発達の幅が広い。その発達に応
じた特徴を把握し，段階に応じた学級指導に
ついて，１年から６年まで具体的に述べた。
また，小学校学級担任の一日の仕事とその経
営ポイントについて具体的に述べた。さらに，
学校教育目標から学級教育目標を立てる手立 

人間教育学部 人間教育学科

478



著書，学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は

発表の年月 
発行所，発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概      要 

    てについて説明し，そのモデルとし６年生の
例を示した。最後に PDCA サイクルで実践する
学級経営の評価の重要性を論じた 
本人担当部分（１０頁） 
第７章第１節「小学校の生徒指導」（ｐ．２１
２～ｐ．２２２）部分を単著 
小学校という児童の発達年齢上，生徒指導は
保護者及び地域の人々との連携なくしては，
達成できない。また思春期の早期発達により，
小学校高学年への対応は思春期初期の独特の
プライドや自尊感情を傷つけないようにしつ
つも，毅然とした対応する必要性を述べた。
小学校低学年・中学年・高学年の生徒指導の
ポイントを述べた。生徒指導の体罰・不登校・
いじめなどが小学校でどのように解決するか
方策を示唆した。また小１プロブレムや中１
ギャップへ等への対応には接続する幼稚園・
中学校との連携が，重要であることも述べた。 
 

１０．シリーズ新時代の
学びを創る５ 
理科 指導の理論と実
践 

共著 平成 29年 8
月 

あいり出版 新学習指導要領で求められる理科の指導や授
業の在り方について，大学生や現役教員に向
けて，理論と実践から論じたものである。 
Ａ５判 ２９８頁 
編者：石川聡子 
共著者：石川聡子，秋吉博之，畦浩二，平田
豊城，太田雄久，仲矢史雄，川上雅之他１４
名 
本人担当部分（１０頁） 
第９章「小学校の実践事例」第２節「３年生
『ゴムの働き』」（ｐ．１６４～ｐ．１７２）
の部分を単著 
３年生「ゴムの働き」の実践事例をもとに，
新学習指導要領で求められる理科の授業づく
りの在り方について言及した。具体的には，
これまでの小学校理科教育で求められる不易
の部分にあたる児童理解，教材研究などは，
これまで通り大切にすべきであることを述べ
た。それと同時に，子どもが学ぶ内容以上に，
学習に使うツールや環境構成など，子どもの
学び方をどのように構造化するかという流行
にあたる部分についても事例を通して述べ
た。 
 

(学術論文)     

１．創造性を育成する理
科の授業 
 
 
 

 
単著 

 

 
平成 24年 2
月 
 

 
大阪教育大学附属天王
寺小学校『研究紀要第３
３巻』 
ｐ８１～ｐ８４ 
 
 
 
 

 
子どもの素朴な見方や考え方を「創造性が育
成された姿」に変容させるために，イメージ
図などを使って自分の考えを表現する場，新
しい科学概念を転用する場を設定する授業を
提案した。「診断的評価」により児童の分析を
行い，教師の教材分析その２つのズレをもと
予想や仮説を立て，問題解決毎に子ども自身
に結果を省察させた。そして，問題解決で明
らかになったことが，生活化社会化され，別
の現象を解釈する際にも有効であることに気
付かせ子どもの見方や考え方を妥当性の高い
ものに変容することを明らかにした。本論を
通して，子どもがイメージ図を使って自分の
思考を可視化する言語活動を設定すること
で，指導者が的確な形成的評価が行えること
を論じた。 
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２．子どもの科学的な見
方や考え方を育む授業 
 
 
 
 
 
 

単著 
 

平成 25年 2
月 
 

大阪教育大学附属天王
寺小学校『研究紀要第３
４巻』 
ｐ７１～ｐ７６ 
 
 

授業において，子どもの経験が再構成された
り，子どもの感性が働いたりするような，挑
戦的もしくは発見的な課題の設定について述
べた。さらにそのために必要な体験活動と言
語活動の充実という手立てを論じた。具体的
には子ども自身に自分の立てた予想や仮説と
結果を考察させ比べさせ，問題解決について
の省察を行わせるとともに，他の児童の考え
方にも触れさせることで，新たな気付きに導
くことができる実践を述べた。適切な児童分
析と教材分析をもとに行った挑戦的もしくは
発見的な課題の設定により，子どもの問題意
識は生まれること，それにより子どもの感性
は問題解決に向けて適切に働くようになるこ
とを明らかにした。また適切な感性が働くこ
とで，子どもが体験活動をもとに進んで考察
や省察に取り組むようになることも述べた。 
 

３．多面的に観察させる
ことで，子どもの科学的
な見方や考え方を育む 
 
 

単著 平成 26 年
10 月 

株式会社ＥＲＰ 
ｐ２４～ｐ２７ 
 
 
 

理科学習においては，子どものこれまでの先
行経験によって，子どもの自然の事物・現象
についての見方は一面的になる傾向が強い。
そのためには単元導入前に「診断的評価」を
行う必要がある。この子どもの見方は無意識
的なものであるため，一面的な見方を変容す
るには，指導者の指導および支援が必要にな
る。また，その変容や指導の成果を確認する
ために，指導の全体計画に「形成的評価」を
適宜設定しなければいけない。３年生の「植
物の体のつくり」「昆虫の体のつくり」での子
どもの観察記録の変容を例に挙げ，このよう
な変容に至った指導者の指導や支援及び目標
と評価について述べた。さらには，観察記録
の変容を指導者が的確に価値付けたり意味付
けたりすることで子どもにフィールドバック
するなど，「指導と評価の一体化」を図ること
により，子どもの観察する視点を多面的・科
学的なものに変容させることができることを
述べた。さらに，評価を教師の指導改善に役
立てる重要性についても論じた。 
 

４．理科教育と人間教育
－自然の事物・現象につ
いての視点を変えるこ
とを通して－ 
 
 

単著 平成 26 年
12 月 

人間教育学研究第２号 
（人間教育学会） 
ｐ８１～ｐ８８  
 

人間教育とは，子ども一人ひとりが個性的で
主体的な存在として成長していくことを援助
する教育である。この教育のための授業づく
りの視点として，子どもの内面世界に注目し，
授業実践を行うことである。理科教育で求め
られることは①主体的な問題解決を重視する
ことである。特に小学校では子どもの発達段
階を考慮して身近な自然現象を対象とし子ど
もが自ら問題を発見し，見通しをもった観
察・実験などを通して心を動かしながら問題
解決の能力を育てることである。②言語力を
重視することである。観察やレポートを作成
する際に，視点を明確にして事象の差異や共
通点を捉えて報告することは，人間としての
基本的思考力育成となる。さらに比較や分類
あるいは関連付けて思考すると言った「生き
る力」の基本となる考え方を理科教育は育て
る。③自然体験・科学体験の充実である。子
どものこれらの体験不足が，人間としての成
長に少なからず影響を与えている。体験を通
し科学的知識の定着を図るだけでなく，学習 
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    を基に自己の日常生活を振り返り，生活に活
用することができれば学習の意義は深まる。
上記の視点で，理科という教科を学ぶ意義と
人間教育について，具体的な単元をあげなが
ら目標や内容，そして評価について実践事例
をもとにして論じた。具体的には，６年生「水
溶液の性質」で「粒子の結合の変化」をとら
えさせるために，単元を通して自分の考えを
図化して学習を進めさせた。考察の際に，図
と比べさせ考察させることで，目には見えな
い「粒子の結合の変化」とらえることができ
るようにした。３年生「ゴムの働き」では，
ゴムの伸びによって変化するゴムが持つエネ
ルギーをとらえさせるため，決められた場所
に車を止めるゲームを設定し，ゴムの伸びと
車の進む距離の関係をドットシールでグラフ
用紙に記録させた。完成した１次関数のグラ
フから「ゴムの伸びと車の進む距離にはきま
りがある」ことに気付かせた。 
 

５．子どもの目の付けど
ころをもとにした小学
校理科の授業づくりに
関する一考察 
 
 

単著 平成 27年 9
月 

奈良学園大学紀要 
第３集 
ｐ１６９～ｐ１７６ 

見る人が自然の事物・現象の何を見るかによ
って，その捉え方は変わる。また，同じ部分
を異なる向きから見るかによっても，そのと
らえ方は変わる。小学校理科の学習において，
子どもの目の付け所を変えるような手立てを
行うことは，自然の事物・現象を理解させた
り見方を深めたりすることに非常に有効であ
ると考えられる。このような想定の下で，小
学３年生の「植物育ちとつくり」の実践事例
をもとにして小学校理科の授業において子ど
もの目の付け所を変える手立てを行った。そ
の手立てが子どもの自然の事物・現象の理解
の深まりや見方の変容に効果的であったか
を，子どものノート記録を根拠として論じた。
授業実践を通して，指導者が観察の仕方を綿
密に根気強く指導し続ける必要があると同時
に，子どもの観察記録をもとに，その目の付
け所を的確に意味付けたり価値付けたりする
必要があることが明らかになった。また，こ
のような指導を継続的に行うことで，子ども
は自身の学び方のよさに気付くとともに，達
成感を感じ，理科の学習に対しての自信を持
つようになることが明らかになった。 
 

６．小学校理科教材「メ
ダカ」の価値とその学習
で獲得させたい「生命」
についての見方や概念 
 

単著 平成 27 年
12 月 

人間教育学研究第３号 
（人間教育学会） 
ｐ１１５～ｐ１２１ 
 

前の指導要領の改訂によって，小学校理科の
内容のうち，「動物の誕生」が選択から必修に
変更された。その前の改訂時に選択になった
のにもかかわらず，すぐに必修に戻されたこ
とは，本内容には子どもに「生命」について
の見方や考え方を養うための価値があると考
えられる。このような考えのもとで，過去の
教科書と現行の教科書の記述を分析すること
によって，「動物の誕生」の内容が持つ教育的
な価値について論じた。教科書の分析から，
子どもに獲得させたい「生命」についての見
方や考え方は，メダカの雌雄によるひれの形
の違いの持つ意味を理解し，受精卵の育ちを
観察し，さらにはメダカを継続的に何世代に
もわたって飼育するという体験を通して獲得 
される「生命の連続性」とであることが明ら
かとなった。また，「動物の誕生」の内容が持 
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    つ価値は，雌雄のひれの形の違いや受精卵の
育ちという内容そのものが「生命の連続性」
を意味していることであることが明らかとな
った。 
 

７．子どもの感性を育て
る小学校理科授業の実
践とその効果―小学校
第５学年「電流の働き」
の学習より― 

単著 平成 29年 3
月 

平成 28 年度大阪教育大
学大学院教育学研究科
実践学校教育専攻 
修士論文 全３３頁 

これまでの日本の理科教育では，子どもが自
然に働きかけたり自然から感じ取ったりする
ことは重要視されてきた。その根拠として，
日置（2005）が論じている，我が国の理科教
育のねらいは「子どもが素朴に自然を見つめ
て，自然に働きかけて，そこから得られた情
報と自らの経験をもとにして，自分の考えを
つくっていくこと」であること，「子ども独自
の素朴な考え方をとりわけ重視しているの
で，理科の基盤には，子どもが自分で感じた
ことや考えたことが存在している」ことの２
点を挙げることができる。また，平成 28 年 12
月の次期学習指導要領の改訂にむけての答申
においても，育てたい子どもの姿として，子
どもが豊かな感性を働かせながら新たな価値
を創り出すことが明記されている。これらの
ことから，小学校理科で子どもの感性を育む
授業を構想，実践することで，その効果を検
証した。子どもの感性を育む授業を構想する
前に，授業実践を行う子どものこれまでの自
然体験と遊びの経験について，質問紙による
調査を行った。その結果，授業実践を行う単
元「電流の働き」の内容に関わる「乾電池を
使ったおもちゃで遊んだことがある」「じ石を
使ったおもちゃで遊んだことがある」の項目
では，50%以上の子どもが「わりと経験がある」
「かなり経験がある」ということが明らかと
なった。一方で，「全く経験が無い」「あまり
経験がない」子どもが，それぞれ 3.2%，9.7%
いることも明らかとなった。質問紙調査の結
果を受け，これまでの遊びの経験の差を埋め
るために，導入部分で全員が電磁石で鉄を引
きつけるという場を設定した。そして，その
後の一連の問題解決において，森本（2013）
による「対話的な授業を進めるための教師が
取っている行動」により，指導者が子どもの
表出させた感性を意味付けたり価値付けたり
することを繰り返し行うという授業を構想
し，実践した。授業プロトコルの分析から，
指導者が子どもの感性を意味付けたり価値付
けたりすることを繰り返し行うことで，子ど
もは問題解決への見通しを持つことができる
ようになったり，実感を伴った理解へ至るこ
とができるようになったりすることが明らか
となった。 
この結果から，指導者が子どもの感性を意味
付けたり価値付けたりすることで，子どもが
「実感を伴った理解」に至るととともに，こ
のような指導を繰り返し行うことで子どもの
感性を育むことができるという知見が得られ
た。 
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８．理科の見方・考え方
を働かせる小学校理科
の授業づくりの一考察 

単著 平成 29年 9
月 

奈良学園大学紀要 
第 7 集 
ｐ１５～ｐ２２ 

平成 29年 3 月に，新しい『小学校学習指導要
領』が，同年 6 月に新しい『小学校学習指導
要領解説理科編』が文部科学省より公示され
た。今回の改訂により，理科の目標が大きく
変化した。これまで養う対象であった「見方
や考え方」が，働かせる対象である「見方・
考え方」となり，実際の授業実践に少なから
ず影響を与えるものと思われる。そこで，本
稿では，現行の指導要領下で実践された授業
を，新しい指導要領の考え方で分析し直し，
新しい指導要領下での小学校理科の授業づく
りについて分析を行った。その結果，これま
での実践の全てを変える必要はなく，子ども
が「理科の見方・考え方」を働かせられるよ
うな教材や状況を，どのように作るかが重要
であることが示唆された。 
 

９．子どもの感性を育て
る小学校理科授業の実
践とその効果の検証－
小学校第５学年「電流の
働き」の実践より－ 

共著 平成 30年 7
月 

理科教育学研究第 59 号
1 巻（日本理科教育学
会）ｐ１～ｐ１０ 

研究の目的は，児童の感性を育てる小学校理
科の授業を構想・実践し，その効果を検証す
ることである。研究の方法として，これまで
の児童の実態を把握し，授業実践を行った。
質問紙調査から，児童の自然体験と遊びの経
験が明らかとなった。特に，本研究の授業実
践の対象である「電流の働き」の内容に関わ
る「乾電池を使ったおもちゃで遊んだことが
ある」「じ石を使ったおもちゃで遊んだことが
ある」の項目では，50%以上の児童が「わりと
経験がある」「かなり経験がある」と回答した。
その一方で，「全く経験が無い」「あまり経験
がない」と回答した児童は，それぞれ 3.2%，
9.7%であった。この児童の実態を踏まえて，
児童の感性を育てる理科授業を構想した。そ
の特徴として，次の２点が挙げられる。１つ
目は，これまでの遊びの経験の差を埋めるた
めに，導入部分で全員が電磁石で鉄を引きつ
けるという場を設定することである。2 つ目
は，その後の問題解決の過程において，指導
者が児童の感性を意味付けたり価値付けたり
することを繰り返し行うことである。実践し
た授業のプロトコルの分析から，指導者が児
童の感性を意味付けたり価値付けたりする支
援を繰り返し行うことで，児童は問題解決へ
の見通しを持つことができたり，「実感を伴っ
た理解」へ至ったりすることが明らかとなっ
た。本授業実践を通して，指導者の児童の感
性に対する意味付けや価値付けを繰り返し行
うことで，児童の感性を育てることができる
という知見が得られた。 
※平成 28年度大阪教育大学大学院教育学研究
科実践学校教育専攻修士論文を『理科教育
学研究』への投稿用に一部を改編した。 

共著者：太田雄久，粟生義紀，秋吉博之 
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１０．子どもの感性を育
てる小学校理科授業の
提案 

共著 平成 31年 2
月 

理科の教育 2019 年 2 月
号（東洋館出版社） 

『理科教育学研究』第 59号 1巻に掲載された
「子どもの感性を育てる小学校理科授業の実
践とその効果の検証－小学校第５学年「電流
の働き」の実践より－」で取り上げた「対話
的な授業を進めるための教師が取っている行
動」（森本，2013）が子どもの感性を育てる効
果があることを具体の実践事例を根拠に論じ
た。また，このような実践事例が新学習指導
要領で求められている主体的・対話的で深い
学びの授業提案であることも合わせて論じ
た。 
共著者：太田雄久，粟生義紀，秋吉博之 
 

１１．理科の見方を働か
せる小学校理科授業の
提案－時間的な視点で
捉える状況を作る－ 

単著 平成 31年 3
月 

奈良学園大学紀要 
第 10 集 
ｐ１～ｐ８ 

本論文の目的は，「時間的な視点で捉える」と
いう「理科の見方」を子どもが働かせる状況
を指導者が作り出す授業を構想，実践し，そ
の授業で表出した子どものノート記録を分析
することで，実践した授業において子どもが
「時間的な視点で捉える」という「理科の見
方」を働かせることができたかを検証するこ
とである。指導の手立てとして「4 コマ漫画の
枠」を使った授業を実践し子どものノート記
録を分析した結果，「4 コマ漫画の枠」を使う
ことで，「時間的な視点で捉える」という「理
科の見方」を働かせる状況を作ることができ
ることが明らかとなった。その一方で，自然
の事物・現象についてより細かな時間枠で捉
えるミクロ的な視点を働かせる必要性や効果
的に「4 コマ漫画の枠」を使った学習ができる
単元が他にもあるのかを検証する必要がある
ことも示唆された。 
 

１２．小学校教育で求め
られる授業実践につい
ての一考察－生活科と
幼稚園教育の比較から
－ 

単著 令和 2 年 3
月 

奈良学園大学紀要 
第 12 集 
ｐ１４５～ｐ１５０ 

本論文の目的は，小学校での生活科の授業実
践を取り上げ，その実践と幼稚園の教育との
共通点を示すことで，新学習指導要領で求め
られる小学校教育での学校段階等間の接続を
踏まえた授業実践のポイントを考察すること
である。小学校生活科の授業実践 1 つと幼稚
園での保育実践 1 つの比較から，①掲示物を
活用して，子ども自身が学びを自覚化できる
ようにするとともに，子ども同士の学びの共
有化を図ること，②掲示物は，子ども全員の
目に入るところに効果的に配置すること，③
教師は教えるのではなく，子ども自らが学び
を創ったり進めたりすることができるように
形成的評価を繰り返し行うことの 3 点が，小
学校の教師と幼稚園の教師の共通の行為であ
ることが明らかとなった。また，これらの行
為は，新しい小学校学習指導要領で求められ
る授業実践におけるポイントになることも示
唆された。 
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（学会発表）     

１．附属学校における科
学教育研究実践の効果
とその評価 
 
 
 
 
 

－ 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23年 8
月 
 
 
 
 
 
 

日本理科教育学会第６
１回全国大会 
（於：島根大学） 
 
 
 
 
 

ＰＩＳＡ２００６調査に採択されたアンケー
トをもとに，小学校４年生から高等学校２年
生までの，科学に対する認識や興味関心を分
析するとともに，附属学校の科学教育の取り
組みがどのような影響をおよぼしているかを
明らかにすることを目的とした研究である。
明らかになったことは，学年が進むにつれて
科学に対する認識や興味関心は低下するこ
と，高等学校のＳＳＨカリキュラムによって
高校生の科学への関心が高い傾向にあること 

２．子どもの感性を働か
せる理科の授業 

－ 平成 24年 6
月 

「ＮＥＷ ＥＤＵＣＡ
ＴＩＯＮ ＥＸＰＯ」 
（大阪マーチャンダイ
ズマート） 
 

新しい理科教育の考え方と独自の授業実践事
例」をテーマに開催された。子どもが主体的
な問題解決の中で，感性を適切に働かせるこ
とで，子どもの科学的な見方や考え方を育む
ための授業実践を発表した。 
実践は，３年生の「風やゴムのはたらき」と
６年生の「ものの燃え方」の単元を取り上げ
た。発表での重点は，見えない風やゴムの持 
つエネルギー，燃えたときの空気の成分の変
化に子どもの目が向くような事象との出会わ
せ方，見えないものについての子どもの思考
の可視化の方法，その思考の意味付けや価値
付けの３つである。 
担当部分：具体的な指導事例の提示 
共同発表者 村山哲哉 

３．汎用測定装置を用い
た小学校理科の授業開
発 
 
 

－ 
 

平成 24年 8
月 

日本理科教育学会第６
２回全国大会 
（於：鹿児島大学） 

汎用測定装置を取り入れた小学校理科の授業
が，科学的リテラシーの高い人材育成と実感
を伴った理解につながるかを明らかにするこ
とを目的とした。明らかになったことは，汎
用測定装置は子どもの目には見えないエネル
ギーの働き 
方を数値の変化という視点で理解させること
には有効であること，一方で，汎用測定装置
を強調しすぎると小学校理科で大切な目の前
の現象を観察したり関わったりすることに対
して希薄になることである。 
発表抄録：p.２９６ 

４．子どもの目のつけど
ころを意識した理科
の授業 

－ 平成 25年 6
月 

「ＮＥＷ ＥＤＵＣＡ
ＴＩＯＮ ＥＸＰＯ」 
（大阪マーチャンダイ
ズマート） 
 

「小学校の理科教育に求められること」をテ
ーマに開催された。個々の生活経験や学習経
験によって，子どもの自然の事物・現象を見
る目は決まっており，その目線をずらすこと
で，問題意識は生まれることについて授業実
践をもとに述べた。実践例は，３年生「植物
の体のつくり」である。発表では，チューリ
ップの絵を描かせたときに，ほとんどの子ど
もは横向きに書くことを例に挙げ，観察する
子どもの視線の向きを植物の上から，葉の裏
側から，土の中へと変える手立てが，植物の
体のつくりやその工夫についての実感を伴っ
て理解につながることを述べた。 
担当部分：具体的な指導事例の提示 
共同発表者 村山哲哉 
 

５．子どもの思考力を育
成する理科の授業～子
どもの目のつけ所を意
識して～ 
 
 
 

－ 平成 25年 8
月 

第３回村山理科教育セ
ミナー 
（大阪市立苗代小学校） 
 

大阪市，堺市，大阪教育大学附属小学校教員
を中心にした理科教育の研究会である。発表
内容は子どもの生活経験や学習経験の違いに
よって，子ども一人一人の自然の事物・現象
への見方や感じ方が異なること、仮設設定や
考察時にこの違いを指導者が適切に意味づけ
たり価値づけたりしながら対話的に授業を進
めることで，科学的な思考力を育成するとい
う考え方のもとで実践した具体例を述べた。 
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６．理科教育と命の教育 
 

－ 平成 26年 8
月 

第 1 回人間教育学会 
 (奈良学園大学） 

理科の「Ｂ生命」の内容を学習することを通
して，小学校道徳の目標の解説にある「自他
の生命の尊さ」を自覚できるきっかけを作る
ことを目的として実践した。実践した単元は，
５年生「植物の発芽と成長」ある。明らかに
なったことは，理科の授業を通して「自然を
愛する心情を育てる」こと，「実感を伴った理
解を図る」ことができれば，「自他の生命の尊
さ」を自覚できるきっかけを作ることができ，
理科と道徳教育連携を図る授業の一案として
の提案である。 

７．理科教育と和文化 
 

－ 平成 26 年
11 月 

第 11 回 和文化教育学
会 
（東京都武蔵村山市） 

天気の言い伝えである観天望気を，５年生「天
気の変化」の単元で詳しく学習することを通
して，天気を決定づける要因について実感を
伴って理解させることを目的として実践した
内容を発表した。具体的な内容としては，単
元の終末に，教科書で紹介されている観天望
気を調べる活動を設定し，観天望気を成立さ
せる要因を探る活動，さらには，オリジナル
観天望気を作り，その信頼性を調べる活動を
設定した。そして，その活動を設定すること
で，子どもの天気の変化についての見方や考
え方を科学的なものにしようとした授業実践
の一案として提案した。 
 

８．子どもの視点の分析
をもとにした小学校理
科の授業開発とその実
践 
 

－ 平成 28年 3
月 

日本教師学学会第 17 回
大会 
（奈良学園大学） 

小学校理科授業において，この視点を動かす
ことで，子どもは「ホンネの問題意識」を持
つことができ，主体的に問題解決の活動に取
り組むようになると考え，授業実践を行った。
実践の分析から，子どもの視点を動かす手立
てを行うことは，子どもが実感を伴って理解
すること，科学的な見方や考え方に変容する
ことにつながることが明らかとなった。 
 

９．子どもの感性を育む
支援のあり方～子ども
の自然体験や遊びの経
験をふまえて～ 
 
 

－ 平成 28年 8
月 
 

日本理科教育学会第 66
回全国大会 
（信州大学） 

子どもの自然体験や遊びの経験の違いによ
り，子どもの自然に対する感じ方や目の付け
所に違いが出るという前提のもと，子ども一
人一人の感じ方や目の付け所を効果的に価値
付けたり意味付けたりして，子どもの感性を
育もうとする授業を実践して，その効果を検
証した。授業実践を通した検証から，ども一
人一人の感じ方や目の付け所を効果的に価値
付けたり意味付けたりすることで，子どもの
感性が育むことにつながるという知見が得ら
れた。 
担当部分：研究代表者として発表を行う。 
共同発表者 秋吉博之，粟生義紀 
発表抄録：p.２５６ 

１０．子どもの感性を活
用した小学校理科授業
の実践とその効果～小
学校第５学年「電流の働
き」の学習より～ 

－ 平成 28 年
11 月 

平成 28 年度日本理科教
育学会近畿支部大会大
阪大会 
（大阪教育大学） 

文部科学省（2011）は，感性に関する指導を
行う際に「豊かな表現，より論理的で的確な
表現を通して互いに交流する」ことに留意す
ることを示している。そこで，対話的な学び
の場で指導者が子どもの感性を指導に活用す
る授業を構想，実践し，その効果を検証した。
授業実践による検証から，指導者が子どもの
感性を活用することで，子どもは「実感を伴
った理解」へ至ることが明らかとなった。 
担当部分：研究代表者として発表を行う。 
共同発表者 秋吉博之，粟生義紀 
発表抄録：p.３７ 
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著書，学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は

発表の年月 
発行所，発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概      要 

１１．子どもの感性を育
てる小学校理科授業の
実践とその効果～小学
校第５学年「電流の働
き」の学習より～ 
 

－ 平成 29年 8
月 

日本理科教育学会第 67
回全国大会 
（福岡教育大学） 

これまでの日本の理科教育では，子どもが自
然に働きかけたり自然から感じ取ったりする
ことは重要視されてきた。その根拠として，
日置（2005）が論じている，我が国の理科教
育のねらいは「子どもが素朴に自然を見つめ
て，自然に働きかけて，そこから得られた情
報と自らの経験をもとにして，自分の考えを 
つくっていくこと」であること，「子ども独自
の素朴な考え方をとりわけ重視しているの
で，理科の基盤には，子どもが自分で感じた
ことや考えたことが存在している」ことの２
点を挙げることができる。また，平成 28 年 12
月の次期学習指導要領の改訂にむけての答申
においても，育てたい子どもの姿として，子
どもが豊かな感性を働かせながら新たな価値
を創り出すことが明記されている。これらの
ことから，小学校理科で子どもの感性を育む
授業を構想，実践することで，その効果を検
証した。授業実践の検証から，森本（2013）
による「対話的な授業を進めるための教師が
取っている行動」により，指導者が子どもの
表出させた感性を意味付けたり価値付けたり
することを繰り返し行うことで，子どもの感
性を育てることができるという知見が得られ
た。 
担当部分：研究代表者として発表を行う。 
共同発表者 秋吉博之，粟生義紀 
発表抄録：p.３８５ 
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教育研究業績書 
 令和 ３年 ３月 31 日 

氏名 岡 本 恵 太  

認定を受けようとする課程における担当授業科目 

教科（養護、栄養に係る教
育）に関する科目 

教科（養護、栄養に係る教
育）又は教職に関する科目 

教職に関する科目 
特別支援に関する

科目 

・国語科指導法（単独）
・教育社会学Ａ（初等）
・教育社会学Ｂ（中東）
・教育実習Ⅰ（小）（複数）
・教育実習Ⅱ（小）（複数）

・人間教育実践開発演習Ⅲ

教育上の能力に関する事項 

事項 年 月 概要 

１ 教育方法の実践例 

(1) 「つけたい力を明らかにし

て思考力を育てる授業～見通し

と振り返りを位置づけて」

平成 26年 4月

～平成 28年 3

月 

三田市教育委員会の委嘱を受けた「三田市教育研究グループ」と

して、教師と学習者がともに、学習を通して「つけたい力」を明

確にして思考力を高める授業の筋道を研究した。また、研究の成

果を「三田市教育研究グループ研究集録」の国語部会の章（各年

度 4 頁分，本人担当分平成 27 年度４p 分）として発表するとと

もに、国語部会として独自に『実践事例集』（平成 26年度は総頁

数 48p本人担当 8p分・平成 27年度は総頁数 54p本人担当分 10p・

平成 28年度は総頁数 48p本人担当分 8p）を編集、発行し、若い

教員が日々の実践に取り組む際の手がかりとなるようにした。 

研究における「言語活動」については、「学習者の願いや目的を

言語を用いて具現化するプロセス」としてとらえている。ここに

おける「願い」には達成したい活動の成果物とともに、学習者自

身が「つけたい力」も含まれる。こうした「言語活動」を「学習

者の願いや目的」に向けて導く資質・能力となる「論理的思考力」

を育てるための言語活動の工夫改善に関する研究を継続してい

る。 

「論理的思考力」を育てるための、授業における具体的な手立て

としては、第一に「めあて」と「ふりかえり」を位置づけること

である。第二に、思考の過程をワークシートなどを通して具現化

することが有効である。第三に、児童が自らの「PDCAサイクル」

を意識して学習に取り組むことである。これは、児童がプランを

たて、実行し、その過程を評価して、計画を修正する一連のプロ

セスを指す。この際、教師は学習資料・ワークシート・教室掲示

などを通して「言語活動のゴール」「言語活動を通してつけたい

力」「言語活動の方法」を目に見える形で提示する。児童は、こ

うした支援を手がかりに、主体的・協働的に自分の言語活動をよ

りよくしていくことができる。具体的な言語活動としては「ラン

キングノート」「フイッシュボーンシート」など思考ツールを活

用した授業実践の提案を継続して行っている。

(2) 「ともに学び合い高め合う子

に～伝え合う場の設定～」

平成 27年 4月

～現在に至る 

現任校において、国語科における思考力や伝え合う力を育てるた

めに全校で取り組んでいる実践研究である。学習者一人ひとりが

主体的に課題を持って探求し、協同でその課題に挑戦しながら高

め合っていく資質・能力を身につけた児童を育成することを主題

に掲げている。各年度２月に公開研究発表会を実施するととも

に、研究紀要を発行している。研究授業として、平成 27 年度は

「世界で一番美しいぼくの村（東京書籍）・４年生」、平成 28 年

度は「町の幸福論-コミュニティデザインを考える-（東京書籍）・

６年生」、平成 29 年度は「木龍うるし（東京書籍）・４年生」を

公開し、その成果については、研究紀要にまとめている。 

「言語活動の充実」を中心とした実践研究においては、様々な言

語活動に含まれる言語能力を抽出し、分類整理を行った。 
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さらに、経験年数の浅い教員も実施することができる「共に学び

合い高め合う」ことを具現化するための言語活動に関するモデル

プランを提案し続けている。成果として「ランキングノート」が

挙げられる。これは学習者が「自分の読み取りたい項目」につい

て柱をたて、ランキング形式で特徴的な叙述を取り出し、自分の

解釈を書く活動である。「ランキング」という形式をとることで、

学習者の選択・判断・吟味という思考がはたらくとともに、「自

分の読み取りたいこと」を簡潔に表すことができるようになって

いる。この活動は、主に中学年で取り組まれている。また、従来

から取り組まれてきた「人物紹介」を書くことを通して人物像と

特徴的な叙述を結びつけた実践も、低学年から中学年で実施され

るようになってきた。 

２ 作成した教科書・教材 

(1) 『ひとり学びへの手引き』 平成 29年 4月 三田市教育委員会が市内の高学年児童に向けて発行している「ひ

とり学びへの手引き」の国語科に関する章のうち「パネル討論を

しよう」「新聞記事を書こう」の項目を分担執筆した。 

 「ひとり学びへの手引き」は市内の児童が自分自身で問題を持

ち、解決する力を育てることを目指した学習資料である。国語・

社会・理科・算数・情報のそれぞれの分野ごとに、家庭学習の手

法や児童が自ら調べ方・表現の仕方を解説している。 

 「パネル討論をしよう」では〈論点をどのように探すか〉〈ど

のような視点で議論を組み立てればいいか〉について児童が一人

で学習が進められるよう記述した。これは、〈述べようとする事

柄〉について「メリット」「デメリット」および「デメリットの

解決方法」の三点から情報の整理や意味づけを行うことである。

具体的な手法として「メリット」「デメリット」「デメリットの解

決方法」を表にまとめることを提案した。 

「新聞記事を書こう」では、まず新聞記事の特徴が「情報を客観

的にとらえるための文章」であることを説明し、さらにその書き

方について解説した。例えば、委員会の活動について「新聞記事」

としてまとめるにあたっては、客観的な「記者の目」で書く必要

がある。そのためには、正確な日付や数量表現、主語や文末など

の文体上の工夫が必要になる。具体的な文例を提示しながら、高

学年児童が学校行事などを題材にして、一人で新聞記事を書くこ

とができるように記述した。 

（総頁数９２頁、本人担当分４頁） 

３ 教育上の能力に関する大
学等の評価 

(1) 兵庫教育大学大学院「小学校

英語活動プログラム（小学校英

語活動指導者ユニット）」履修

平成 26年 3月 兵庫教育大学大学院において小学校英語活動の指導者育成を目

的としたプログラムを履修した。プログラムの一環として現任校

（当時：志手原小学校）における研究授業「オリジナルカレンダ

ーを作ろう」を実施した。ここで目指したことは、「動きを通し

て〈考える〉英語活動」である。これは、英語活動で取り組まれ

るアクティビティの中に、選択・判断・吟味といった思考の要素

を導入しようとするものである。「動きを通して〈考える〉英語

活動」を具現化するために、即興演劇の手法を活用した「プレゼ

ントゲーム」や、友だちに英語でインタビューする時の手順を絵

（ピクトグラム）で目に見える形にしたワークシートを開発し

た。

４ 実務の経験を有する者に
ついての特記事項 

(1) 三田市教育研究グループ研

究員（国語）

平成 26 年 4 月

～現在に至る 

三田市教育委員会の委嘱を受けて、国語科における思考力の育成

を軸に実践研究を行った。各年度の 3月、各教科・領域の研究グ

ループ交流会でその成果を発表するとともに、『活動報告』の冊

子をまとめている。また、三田市の児童に自分自身の力で学ぶ力

人間教育学部 人間教育学科

489



を育成することを目指して『一人学びへの手引き』（平成 29年 4
月発行）の国語の項目の執筆も分担した。 
本グループが一貫して研究主題に掲げているのは「つけたい力を
明らかにして思考力を育てる授業-見通しと振り返りを位置づけ
て-」である。ここでいう「つけたい力」には、「教師にとっての
子どもにつけさせたい力」という側面と「子どもにとっての、自
ら身につけたい力」の二つがある。両者を授業の中で統合してい
くことが研究主題を具現化するために必要である。そのために
は、言語活動に取り組むにあたって、学習者自身が「活動のゴー
ル（何を実現したいか）」「活動の意味（何ができるようになるか）」
「活動の方法（どうすればいいか）」の三つを具体的にとらえる
必要がある。 
 グループ員で、実践を集積し、整理した結果、現在次のような
手立ての有効性が立証されつつある。第一に、学校行事や他教科
と連携し、学習者にとって「必要性」「やりがい」が実感できる
場の設定である。第二に、これまでの学習をもとに「目のつけど
ころ」や「方法」を取り出し、次に生かすようにすることである。
第三に、思考の筋道を目に見える形にすることである。例えば思
考ツールの活用や操作活動の導入が考えられる。第四に、自己評
価や相互評価、あるいは地域に人や保護者など具体的な他者の評
価を生かすことである。また、こうした手立てが有効に働くため
には、年間計画に位置づけた指導が必要である。 

(2) 『柿の実詩集』編集委員 平成 27年度 『柿の実詩集』は、三田市教育委員会が毎年発行している児童詩
集である。市内の各校から作品を募り、代表作をまとめて刊行し
ている。（平成 27年度は 3に月発行）編集委員として原稿の集約・
審査、および編集作業に従事した。 

５ その他 

特記事項なし 

職務上の実績に関する事項 

事項 年 月 概要 

１ 資格，免許 

(1)小学校教諭１級普通免許

(2)中学校教諭１級普通免許

（社会） 

(3)高等学校教諭２級普通免

許（社会） 

(4)小学校教諭専修免許

(5)中学校教諭専修免許（社

会） 

昭和 61年 3月 

昭和 61年 3月 

昭和 61年 3月 

平成 26年 4月 

平成 26年 4月 

平成 26年 4月 

昭 60 小１普第 1028 号（大阪府教育委員会） 

昭 60 中１普第 4361 号（大阪府教育委員会） 

昭 60 高２普第 5063 号（大阪府教育委員会） 

平二六小専修第 11 号（兵庫県教育委員会） 

平二六中専修第 10 号（兵庫県教育委員会） 

２ 学校現場等での実務経験 昭和 61 年４

月～平成 30

年３月 

公立小学校教員（兵庫県三田市） 

３ 実務の経験を有する者に

ついての特記事項 

略 

４ その他 特記事項なし 

担当授業科目に関する研究業績等 

担当授業 

科目 

著書、学術論文

等の名称 

単著

共著 

発行 

年月 

出版社又は

発行雑誌等

の名称 

執筆ページ数 

(総ページ数) 
概 要 
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国語科指導

法 

（著書） 

1. 『ケースから

学ぶ 言葉によ

る見方・考え方を

育てる授業づく

り』

単 平成 30年

2月 

株式会社 

ERP ブック

レット 

60ページ 新学習指導要領の鍵概念である「言葉に

よる見方・考え方」について基本的なと

らえ方について小中９年間を見通して

述べるとともに、その育成のための手立

てを具体的な事例をもとに解説した単

著。教師が、国語科の授業において、実

際に出会うことが想定される場面を「ケ

ース」として設定し、その背景にある〈言

葉による見方・考え方〉について解説す

るとともに具体的な手立てを示してい 

る。新学習指導要領の方向性をふまえ、

「読むこと」「書くこと」「話すこと・聞

くこと」のそれぞれの領域に共通して働

く「言葉による見方・考え方」について

〈効果〉〈正しさ〉〈整合性〉の三つの項

目に整理した。 

最終章では、「言葉による見方・考え方」

を育成するための手立てが、〈ゴールの

明確化〉〈方法・筋道の可視化〉〈他者と

の伝え合いによる言語活動の吟味〉にあ

ることを指摘した上で、「主体的・対話

的で深い学び」を具体化することの重要

性とその視座を総括的に提示している。

A５判 

２. 『「見方・考

え方」を鍛える小

学校国語科の「思

考スキル」』 

共 平成 30年

２月３日 

東洋館出版

社 

192ページ 平成 29 年に告示された学習指導要領の
柱の一つである「思考力・判断力・表現
力等」について「思考スキル」の観点か
ら解説した共著。 
具体的な実践事例をもとに、「思考スキ
ル」の分類と、その育成の筋道について
解説している。
編著者：伊崎一夫
共著者：岡本恵太 遠藤陽子 小玉直人
中島朱美 羽渕みな子 濱村憲二
細見博友 峯山 淳 山口 映
本人担当分：第Ⅱ章「思考スキル」の分
類（pp23-42）
「思考スキル」について、比較・順序・
理由・要約・定義・類別・課題解決・推
論・評価の九つに分類し、それぞれにつ
いて、基本的な考え方と、育成に向けて
の筋道を解説した。
「問題解決のあらすじを書くためには」
（pp.80-83）
物語「はりねずみと金貨（東書 3 年）」
について、あらすじを整理し、人物の気
持ちの変化についてまとめるための実
践を提案した。
「知識を本物にするには」（pp.96-99）
説明文「夢のロボットを作る（東書 4年）」
について、思考ツールを活用して読み取
る実践を提案した。

（学術論文等） 

１.「新学習指導

要領における『言

葉による見方・考

え方』の三側面-

小中９年間を見

共 平成 29年

9月 

『奈良学園

大学紀要』 

14ページ 平成 29 年に出された学習指導要領の鍵
概念である「言葉による見方・考え方」
の要素と構成およびその育成の筋道に
ついて述べた論文。 
全 13 頁Ⅵ章構成(Ⅳ､Ⅴ､Ⅵ章を分担執
筆) 
共著者：伊﨑一夫・岡本恵太 
本研究では「言葉による見方・考え方」
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通す学習指導の

方向性-」 

を三つの側面に分類している。すなわち
〈言葉と主体〉の関係に着目する「語用
論的側面」、〈言葉と世界〉の関係に着目
する「意味論的側面」、および〈言葉と
言葉〉の関係に着目する「統辞論的側面」
である。こうした三側面に基づいて新学
習指導要領の指導事項を整理し、小中 9
年間を貫く系統性を明らかにした。 

２. 「小学校国語

科における「わざ

言語」を活用した

思考力の育成  :

授業の談話分析

からのアプロー

チ」

単 平成 31年 

３月 

『奈良学園

大学紀要』 

10ページ 本研究は「わざ言語」を、子どもたちの
具体的な言葉として表れた、思考力や
「言葉によるものの見方・考え方」とし
てとらえる。「わざ言語」の思考力育成
への寄与を探ることが本研究の目的で
ある。事例として３年生の物語教材「ゆ
うすげ村の小さな旅館」の授業を取りあ
げ、談話分析を行った。その結果「見出
し先行型」発言を「わざ言語」として取
り出した。この発言の型は、感想の提示、
問題の提示、問題の解決、教師への提案
という機能を持つものであり、Task（課
題活動）と Achievement（達成状態）の
橋渡しをするものであった。実践に向け
て、Task（課題活動）レベルにおける話
型の導入、および橋渡し段階における先
行学習の再構成への促し、そして
Achievement（達成状態）を子どもたち
自身が整理・体系化することの必要性を
示した。 

３.「児童-教師間

の共演としての

IRE 連鎖 

―対話的な学び

の具現化に向け

て－」 

単 令和２年 

３月 

『奈良学園

大学紀要』 

10ページ 教師の“Initiation（開始）”―児童生
徒による“Replay（応答）”―教師の
“Evaluation（評価）”の連鎖から成る
会話構造である IRE連鎖は，授業成立を
支える「文法」ともいえるものである。
本研究は，IRE 連鎖に焦点をあてて，授
業の談話記録を分析した。これは，IRE
連鎖が，対話的な学びの促進要因となる
条件を探るためである。分析の結果，IRE
連鎖において，児童による積極的な参加
が不可欠な要素であることが明らかに
なった。すなわち，第一に，教師ととも
に一定のリズムを生み出すこと。第二に
教師に合わせて発言の形式を調整する
こと。第三に，教師とともに補い合いな
がら言葉を生み出していくことである。
こうした三つの要素は，児童-教師間の
「共演」と呼ぶことができるものであ
る。対話的な学びを具現化するために
は，教師と児童の「共演」を成立させて
いくことが必要である。 

教育社会学 A

（初等） 

教育社会学 B 

(中等) 

（学術論文等） 

1.「学校における

児童の新たな行

動様式はどのよ

うに成立するか

―教師の意図か

ら外れた場面の

談話分析－」 

単 平成 27年

11月 

日 本 教 育

社 会 学 会

編『教育社

会 学 研 究

第 97集 

』 

20ページ 「言葉による見方・考え方」の育成を促

進する談話の構造を「新たな行動様式を

生み出す『共演』の場」としてとらえた

論考。 

本研究では、小学校１年生の入学後一ヶ

月後に実施された「ひらがな学習」にお

ける教室談話の分析を行っている。この

「ひらがな学習」の授業において、児童

は教師の書いた「ひらがな」の「まちが

い」を指摘し、授業のねらいとははずれ

た部分にこだわっている事例に着目し、

児童が新たな行動様式による学習行為

を創出する過程とその価値について論

じた。 
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教室談話を分析してみると、この教室で

は、教師にとって予想外の出来事をも包

み込む談話構造が見られた。すなわち、

教師の意図から外れているような場面

において、教師と児童の間の「共演」と

いえる関係が成立していたのである。す

なわち、児童たちが教師の「まちがい」

を指摘しようとしたのは「先生の模倣」

であり、教師もまたこうした「模倣」を

促進する働きかけをしていた。こうした

「共演」の中で、児童たちは一定の「ル

ール」を創り出していったのである。 

これは、ヴィゴツキーが「遊び」につい

ての研究で明らかにした、演じることに

よる「ルール」の成立と重なる事態であ

る。国語教室に強制に依らない秩序を生

み出すものは、教師と児童がその時々の

状況を共に演じることだと言える。 

「言葉による見方・考え方」の育成を促

進する談話構造の形成は、小中 9年間は

もちろん高等学校においても必要であ

ること、さらなる事例の収集と談話の分

析を通して明らかにすべき課題につい

て指摘した。 

２. 「児童-教師

間の共演として

の IRE連鎖 

―対話的な学び

の具現化に向け

て－」 

単 令和２年

３月 

『 奈 良 学

園 大 学 紀

要』 

10ページ （再掲のため、略） 

３.「教育社会学

的な見方・考え方

とは何か

―「置き勉」問題

を手掛かりに－」 

単 令和２年

２月 

オンライ
ンジャー
ナル「人
間教育」
第3巻第1
号

７ ペ ー

ジ 

本研究の目的は、教育社会学的なものの
見方・考え方を明らかにすることにあ
る。そのための手がかりとして「置き勉」
問題を取り上げる。「置き勉」とは、教
科書等の学習用具を教室に置いたまま
にしておくことであり、身体的な負担軽
減のために容認する動きが広がりつつ
ある。この問題について以下の二つの見
方・考え方を適用する。第一が、教育事
象における「あたりまえ」をとらえ直す
「価値自由」であり、これにより従来の
「置き勉」禁止が価値判断を暗黙の前提
とすることが明らかになる。第二が「モ
デル化」を通して事象の仕組みを探求す
る「理念型」である。「置き勉」問題に
「規範モデル」「解釈モデル」という二
つのモデルを適用し、この問題の解決に
向けては、規則の強化よりも児童・生徒
による「規則についての解釈」を生かす
ことが有効だと示される。 
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４.『「ゆる」概念

からさぐる地域

コミュニティ再

構築への取り組

み―加東市の事

例をもとに―』

共 平成 25年

9月 

兵庫教育
大学研究
紀要第 43
巻 
（全 9頁） 

9 ペ ー

ジ 

本人担当部分：「１.問題意識」「２.総合
考察」 
内容：「１.問題意識」では「平成の大合
併」以後のコミュニティ作りの問題点に
ついて論述した。「２.総合考察」では「地
域で子どもを育てる」ことがこれからの
コミュニティづくりの柱となることを
論じた。 
「ゆるキャラ」事業は、その未完成さゆ
えに地域住民の自由な参加を促すもの
である。地域コミュニティ作りにおいて
は「わかもの」「よそもの」が参加する
ことの重要性が認められている。つま
り、同事業は多様な住民の多様な参加を
可能にしたため効果的だったのである。
地域における「子ども」という存在も、
その未完成さゆえに、多様な参加を引き
出しうることを指摘した。 
コミュニティの中における学校の位置
づけを考える事は、新学習指導要領の鍵
概念である「社会に開かれた教育課程」
とも重なり合うものである。 

･教育実習
Ⅰ(小) 

･教育実習

Ⅱ(小) 

（著書） 

1. 『ケースから
学ぶ 言葉によ
る見方・考え方を
育てる授業づく
り』

単 平成 30年
2月 

株式会社 
ERP ブック
レット 

60 ペー

ジ 

（再掲のため、略） 

２. 『「見方・考
え方」を鍛える小
学校国語科の「思
考スキル」』

共 平成 30年
２月３日 

東洋館出
版 

192ページ 
（本人執筆
分 28 ペー
ジ） 

（再掲のため、略） 

（学術論文等）

1.「学校における

児童の新たな行

動様式はどのよ

うに成立するか

―教師の意図か

ら外れた場面の

談話分析－」

単 平成 27年

11月 

日本教育

社会学会

編『教育

社会学研

究第 97集 

』 

20 ペー

ジ 

（再掲のため、略） 

2.「新学習指導要

領における『言葉

による見方・考え

方』の三側面-小

中９年間を見通

す学習指導の方

向性-」 

共 平成 29年

9月 

『奈良学
園大学紀
要』 

14 ペー

ジ 

（再掲のため、略） 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 ３年 ３月 ３１日 

氏名 荻布 優子  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

発達障害、障害児心理学 
発達性読み書き障害の背景要因・指導、読み書き能力と語彙や学力の関係、 

社会性および言語発達の関係 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

・被支援者の立場にたつ演習形式の授業実

践

平成 31 年 4 月〜

令和 1 年 8 月 

・宮城教育大学教育学部の非常勤講師として担当した小

児保健において、保育士や幼稚園教諭を目指す学生に

対して心理検査を受ける立場を経験させ保護者や幼

児の立場について具体的に想像させるための演習形

式の授業を行った。 

・仙台医健・こども＆スポーツ専門学校こどもの保育学

科の非常勤講師として担当した教育課程論において、

２ 作成した教科書，教材 

・奈良学園大学「教職実践演習」＜教職組

＞の取組～学士課程教育の質の保証～ 分

担執筆

令和 2 年 9 月 ・奈良学園大学における教育実践演習の取り組みをまと

めたテキストのうち、特別支援教育に関する内容につい

て分担執筆した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 平成 30年 5 月 ・東北大学教育ネットワークセンターコンサルテーショ

ン事業における学習障害児支援事業において、発達障

害児へ知能検査（WISC-4）を実施する大学院生に対し、

検査場面に同席し検査の実施方法の指導演習を行っ

た。同時に検査場面での行動観察の視点についても指

導した。具体的な指導に満足度が高かった。

４ 実務の経験を有する者についての特記

事項  特記事項なし 

５ その他 

・仙台医健・スポーツ＆こども専門学校に

おける教育実績

平成 31年 4 月〜

令和 1 年 8 月 

・教育課程論を非常勤講師として担当。

こども保育学科 1 年次を対象に、幼児教育の教育課程

や子どものアセスメント、障害児の保育についての講

義を行った。

・東北文化学園大学における教育実績 平成 31年 4 月〜

令和 1 年 8 月 

・神経心理学を非常勤講師として担当（オムニバス）。

医療福祉学部保健福祉学科 3 年次を対象に、発達障害

に関わる神経心理学の概論について講義を行った。

・宮城教育大学における教育実績 平成 31年 4 月〜

令和 1 年 8 月 

・障害児保育を非常勤講師として担当（オムニバス）。

教育学部初等教育教員養成課程幼児教育コース2年次

を対象に、各種障害についての概説およびその保育に

ついて講義をした。

・小児保健を非常勤講師として担当（オムニバス）。

教育学部初等教育教員養成課程幼児教育コース2年次

を対象に、各自治体で実施される乳幼児検診や精密検

診で行われる心理検査についての講義を行った。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

博士（教育学） 令和 2 年 3 月 東北大学 教博第 212 号 

題目：児童期における漢字書字正確性に関する神経心理

学的検討―学力や視覚情報処理能力との関係性の観
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教員免許 平成 24年 3 月 
平成 24年 3 月 
平成 24年 3 月 

小学校教諭一種免許状（平二三小一第十四号） 

幼稚園教諭一種免許状（平二三幼一第六号） 

特別支援学校教諭一種免許状（平二三特支一第六号） 

公認心理師 平成 31年 2 月 第 19263 号 

２ 特許等 

特記事項なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記 

事項 

・横浜市西部地域療育センターにおいて 平成 26年 4 月〜

平成 31年 3 月 

平成 27年 9 月 

平成 27年 12 月，

平成 28年 3 月，

平成 28年 10 月，

平成 29年 6 月，

平成 30年 9 月 

平成 28年 7 月(2

回)，平成 29 年 5

月(2 回)． 

平成 28年 6 月 

平成 27年 11 月 

・心理士として幼児及び学齢児の心理評価およびフィー

ドバックを年間 200 件程度行い、同時に保護者に対し

て心理教育に従事。幼稚園、保育園、小学校とのコン

サルテーションを実施した。

・保護者向け講座講師。

ダウン症や脳性まひなどの病理型の知的障害を伴う

児の保護者を対象に、障害種別の心理発達の特徴と心

理評価について講義を行った。

発達障害児の保護者向けに、幼児期の発達段階および

自閉スペクトラム症や注意欠如多動症の認知特性を

テーマにした講義を行った。

知的障害児の保護者を対象に、知的発達と心理検査

（心理査定方法）のについて講義を行った。 

・心理士対象講座講師

幼児期の認知発達・心理評価方法（田中ビネー知能検

査及び新版 K 式発達検査 2001）について講義を行っ

た。

新版 K 式発達検査 2001 の歴史・検査の構成と実施方

法、評価される能力・近年の研究動向についての講義

を行った。

・奈良県スクールカウンセラー

・兵庫県スクールカウンセラー

令和2年4月～現

在に至る 

令和2年4月～現

在に至る 

・奈良県スクールカウンセラーとして、公立小学校にお

いて児童や保護者のカウンセリング、コンサルテーシ

ョン、研修講師等を行っている。

・兵庫県スクールカウンセラーとして、県立特別支援学

校において保護者のカウンセリングやコンサルテー

ション、研修講師を行っている。

４ その他 

第 46回コミュニケーション障害学会学術講

演会準備委員 

第 8 回宮古島神経科学カンファレンス・第

10回NU-Brainシンポジウム合同学術集会実

行委員 

第 20回日本ストレスマネジメント学会準備

委員 

バイオメディカル・ファジイ・システム学

会第 34 回年次大会大会組織委員 

平成 31年 2 月〜

令和 2 年 5 月 

令和 2 年 10 月～

12 月 

令和 2 年 10 月～

現在に至る 

令和 2 年 10 月～

現在に至る 

・令和 2 年 5 月 30-31 日に開催（Web）された第 46 回学

術講演会の準備委員を務めた。

・令和 2 年 12月 19 日に開催（於沖縄・Web のハイブリ

ット形式）された学術集会の実行委員を務めた。

・令和 3 年 9 月開催予定（於東北大学・Web のハイブリ

ット形式）の第 20 回学会学術大会の準備委員を務め

ている。

・令和 3 年 11 月開催予定（於奈良学園大学・Web のハイ

ブリット形式）の第 34 回年次大会の大会組織委員を

務めている。
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の

別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1．CEAKS 研究叢書「交響す

るアジア」③社会的弱者と

の真の共生を目指してー

医療・福祉・教育の連携と

提言ー 

共 平成 25年 3 月 富山大学『東アジア

「共生」学創成の学際

的融合研究』 

資料編にて「誤信念課題の通過に関与す

る言語機能およびその領域に関する研

究」を執筆。自閉スペクトラム症（ASD）

の障害特性から通過が遅れるとされて

いる心の理論課題（TOM）は時折 ASD の

アセスメントの一つとして用いられて

いるが、TOM 通過と言語機能との関係を

検討し TOM通過には統語機能の獲得には

共通の要因が存在することを示唆した。

著者：荻布優子、川﨑聡大

（学術論文） 

1．学習到達度に影響を及ぼす学習

モダリティーや言語ドメインの検

討：学力を目的変数とし学習モダ

リティーを説明変数として行った

重回帰分析の結果から 

共 平成24年5月 とやま発達福祉学年報３，

p21-24 

小学生243名を対象に、学力に対して書字力・語彙

力・視写力・注意・非言語性知能が及ぼす影響につ

いて検討した。発達障害のうち特にLD児に多い書く

ことの苦手さや、黒板を写し書きすることとの苦手

さが学力を低下させる危険性が高いことが示され

た。 

著者：川崎聡大、奥村智人、荻布優子，北村満 

2.流暢性の向上を目指し

た発達性 dyslexia 児一例

のひらがな書字指導経過

（査読あり）

共 平成 24年 11 月 言語聴覚研究９（３），

p150-158 

ひらがな書字の正確性に比して流暢性

の低下を呈した LD 児に対し、認知神経

心理学評価を行い、書字困難の背景を考

慮した書字指導を実施した。その結果、

ひらがな書字の流暢性は改善した。 

著者：水野奈緒美、川崎聡大、後藤多可

志、荻布優子、他 

3.学齢期における遠見視

写力の発達過程および語

彙力・書字正確性への関与

（査読あり）

共 平成 26年 4 月 コミュニケーション

障害学 31(1)，p1-7

LD 児が苦手とする「黒板を写す力＝遠見

視写力」の定量的な評価方法を開発し、

基礎的なデータを収集した。視写力は経

年的に発達することが明らかとなった。

また一般小学生では視写力の低下によ

り、書字正確性と語彙力の低下が引き起

こされる。知的障害児や肢体不自由児の

学習場面においても、板書量の調整が必

要であることが示唆された。 

著者：北村満、川崎聡大、荻布優子 

4. 基礎的学習スキルと学

力の関連―学力に影響を

及ぼす因子の検討：第一報

―（査読あり）

共 平成 29年 3 月 教育情報研究 32(3)，

p41-46 

学習障害の支援を構築するため、既存の

評価ツール読み書きの困難さの検出力

を明らかにし、学力との関係を検討し

た。漢字の書字正確性の低下よりも、ひ

らがな音読流暢性の低下が学力低下の

リスク因子となりうることが明らかと

なった。

著者：荻布優子、川﨑聡大

5．発達障害の病理的背景

―限局性学習症の診断評

価の観点から― 

共 平成 30年 9 月 奈 良 学 園 大 学 紀 要

9,p23-29 

教育界で定義される LD の大部分をしめ

る限局性学習症（SLD）の医学的な診断

基準の変遷と、その生理・病理的背景に

ついて概説した。いわゆる「LD」と総括

されていた症候が DSM-5において SLDと

して概念が整理された。SLDの障害背景

にある音韻情報処理・視覚情報処理・音

韻の自動化能力と本邦で用いられてい

るそれぞれの評価方法について論じた。 

著者：荻布優子、川崎聡大 

人間教育学部 人間教育学科
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6. 自閉症スペクトラム障

害における感覚過敏の生

理・病理学的背景-聴覚情

報処理に着目して-

共 平成 30年 9 月 奈 良 学 園 大 学 紀 要

9,p59-63 

DSM-5 定義の改定とともに自閉スペクト

ラム症の診断基準に明記された感覚過

敏について、特に最も頻度の高い聴覚過

敏をとりあげてレビューした。またその

機序を生理学・病理学的観点から検討を

したところ、症候の程度や予後は知的障

害の程度の影響を受けることを示唆し

た。

著者：川﨑聡大、荻布優子

7.特に漢字読み書きに困

難さを示したボーダーラ

インの知的発達の児に対

する漢字読み指導―漢字

の音読力と語彙力の関係

に注目して―

共 平成 30年 12 月 東北大学大学院教育

学 研 究 科 研 究 年 報

67(1),p135-143 

知的発達がボーダーラインで読み書き

困難を呈した児に対して漢字の読み指

導を行った。認知神経心理学的アセスメ

ントをもとに限局性学習症とも共通す

る障害機序を想定し、教育アセスメント

により語彙力に配慮した目標設定を行

った。その結果、漢字の音読が可能とな

り、合わせて語彙力が向上した。対象児

の知的発達水準と、障害機序に応じた指

導目標の設定により、効率的に指導効果

が得られたと推測される。

著者：荻布優子、川﨑聡大

8． 肢体不自由児における

対象の変遷と教育対応上

の課題（１）―脳性麻痺に

注目して― 

共 平成 31年 1 月 奈良学園大学ジャー

ナ ル 「 人 間 教 育 」

2(1),p11-15

学習指導要領において肢体不自由児へ

の記載の変遷と肢体不自由の一因とな

る脳性麻痺について整理した。脳性麻痺

の原因として多く指摘される脳室周辺

白質軟化症をはじめ，認知上の問題が指

摘されて久しい。しかし個々人の状態像

や教育上のニーズの把握は簡単ではな

く、個のニーズに応じた教育のための障

壁となっていることが示唆された。 

著者：松崎泰、中島栄之助、荻布優子、

川崎聡大 

9. 発達初期の運動機能の

障害が認知の発達に及ぼ

す影響

単 平成 31年 1 月 奈 良 学 園 大 学 紀 要

10,p49-54 

肢体不自由教育の対象になる障害及び

疾病の歴史的変遷を概説した。現在は、

脳性麻痺だけではなく筋ジストロフィ

ーや医学の進歩により低出生体重児や

医療的ケア児が増加し、状態象が多岐に

わたる。肢体不自由児は、運動発達に伴

って認知発達にも遅れが生じたり、乖離

が生じることがある。また情緒面や親子

関係、コミュニケーションの発達も特有

の経過をたどる。これらの多角的な視点

から、肢体不自由児の心理アセスメント

及び支援は計画的に行われる必要があ

ることを述べた。 

10. 根拠に基づいたディ

スレクシアの実態理解 :

言語障害臨床の到達点と

課題

共 令和 1 年 6 月 東北大学大学院教育

学 研 究 科 研 究 年 報 

67(2),p63-75 

ディスレクシアの実態と課題について

①疫学②障害機序③評価方法について

論じると共に，発達心理学的観点からデ

ィスレクシアの評価について再考し，診

断評価の中核である神経心理学的検査

の課題と言語障害臨床の領域で看過さ

れてきた第一種ならびに第二種の過誤，

支援や介入のための教育評価の現状と

課題についても論じた。

著者：川﨑聡大、松﨑泰、荻布優子

人間教育学部 人間教育学科
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11.児童期における

Rey-Osterrieth Complex

Figure Test の発達経過と

その尺度構成の検討．バイ

オメディカル・ファジィ・

システム学会和文誌（査読

あり）

共 令和 1 年 5 月 バイオメディカル・フ

ァジィ・システム学会

和文誌 21(1)，69-77

頁 

神経心理学的検査の一つであり近年、発

達障害への臨床応用が進む Ray-Osterri

eth Complex Figure Test（ROCFT）の妥

当性検証と児童期の特徴や発達経過を

明らかにした。主成分分析の結果、採用

された項目での ROCFT得点の一次元構造

が確認され、特に 3 分後再生と 30 分後

再生で採用された項目は全く同一であ

った。改善を加えた上での ROCFT 総得点

は児童期の視覚情報処理過程の総合指

標としての妥当性を有していると判断

した。 

著者：荻布優子、川﨑聡大、奥村智人、

中西誠 

12. 児童期における

Rey-Osterrieth Complex

Figure Test 成績と書字正

確性の関係に関する探索

的研究

共 令和 1 年 9 月 奈 良 学 園 大 学 紀 要

11,p33-47 

児童期におけるRey-Osterrieth Complex 

Figure Test（ROCFT）と書字正確性との

関係を探索的に広く検討した。視覚情報

処理過程と書字正確性の間には一定の

関与が示唆された。ROCFT 成績から書字

正確性を十分に予測することは難しか

ったが、3 年生および 5 年生では ROCFT

の低下の有無が書字正確性の低下に関

与することが明らかとなった。ただし

ROCFT の低下は書字低下の絶対条件では

なく、同様に書字正確性の低下した児童

が必ずしも ROCFTにも低下を認めるとも

限らない。書字正確性の指標の信頼性お

よび妥当性の検証が必要であり、そのう

えでの発達心理学的観点から書字正確

性と視覚情報処理過程の検討が必要で

あると考えらえた。 

著者：荻布優子，川崎聡大 

13. 児童を対象とした漢

字読み書き正確性に関す

る新たな評価指標作成の

試み

共 
令和 1 年 12 月 

東北大学大学院教育

学 研 究 科 研 究 年 報 

68(1),p205-217 

児童の読み書き正確性に関する課題を

新規作成すること，及び新規課題と学力

との関係を検討することの 2点を目的と

した。学年配当を統制した 30単語で構

成された課題を読み書きそれぞれで作

成し 1 〜 6年生 1869名を対象に実施し

た。2 ～ 6 年生 137 名については新規課

題と学力（NRT 国語 ･ 算数）の関係を

検討したところ、NRT 各課題を従属変数

とした場合，低学年では読み課題・書き

課題の双方が独立変数として有効であ

り，高学年では書き課題が独立変数とし

て有効であった。学力に対する読み書き

能力の影響は，学年進行に伴って変化す

る可能性が示唆された。 

著者；荻布優子、川崎聡大、松﨑泰、奥

村智人 

人間教育学部 人間教育学科
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（その他） 

報告書 

1 コミュニケーションスキ

ルに及ぼす統語指導の意

義 統語機能が TOMや質問

応答関係検査結果に及ぼ

す影響

2 学習障害検出におけるひ

らがな読み流暢性課題の

意義 正確性に依存した

読み書き困難検出の検証 

3 遠見視写力が学習到達度

に及ぼす影響 学齢期に

おける縦断研究 

共 

共 

共 

平成 23年 12 月 

平成 24年 12 月 

平成 25年 12 月 

コミュニケーション

障害学 28(3)，p216

コミュニケーション

障害学 29(3)，p224

コミュニケーション

障害学 30(3)，204

知的障害を伴う自閉症児を対象に統語

指導を行った。その結果、心の理論課題

や質問応答関係検査の成績が改善し、コ

ミュニケーションスキルが向上した。

著者：川崎聡大、荻布優子、菓子井佐江

子、北村満、後藤多可士

出版されおり誰でも用いることが可能

で、LD 児の検出に用いられている読み流

暢性と書き正確性の検査を小学生 322名

に実施した。LD 児は書字正確を用いて検

出することがすることが主流であるが、

読み流暢検査が学習障害の傾向を検出

するうえで最も有効である。従来「書き

障害」とされた字の 40％にも読み流暢性

の低下を認めた。しかし読み流暢性の発

達は環境因子の影響を反映する可能性

が高く、現行の基準値は再検討が必要と

考えられた。 

著者：川崎聡大、奥村智人、荻布優子、

石野絵美子、若宮英司 

視写行為は LD の評価の指標の一つであ

る。新たに幾何図形を用いた集団式簡易

視写検査を作成し、小学生 243 名に実施

した。学齢期を通じた遠見視写の発達経

過を明らかにした。遠見視写＝黒板を写

す力と学力は密接に関係することが示

唆された。著者：北村満、川崎聡大、荻

布優子、奥村智人4 漢字単語音読指導経過と

相応して語彙力に伸びを

認めた発達性読み書き障

害児 1 例 

5 読み書きの正確性、流暢

性、視覚性能力や音韻処理

能力が学習到達度に及ぼ

す影響 

6 児童の Rey 複雑図形テス

トの尺度構成の検討と書

字との関連 主成分分析

結果に基づいた新たな採

点法の検討

共 

共 

共 

平成 25年 12 月 

平成 25年 12 月 

平成 26年 12 月 

コミュニケーション

障害学 30(3)，p188

コミュニケーション

障害学 30(3)，p204

コミュニケーション

障害学 31(3)，p193

認知神経心理学的アセスメントをもと

に、LD 児に対して漢字の読み指導を行っ

た。その結果、漢字の音読が可能となり、

合わせて語彙力の向上を認めた。 

著者：荻布優子、川崎聡大、北村満 

要素的な認知機能・語彙力・書字正確

性・音読流暢性といった学習スキルが①

その年度の学力②１年後の学力にどの

ように影響を与えているのかを定量的

に検討した。その結果、読み流暢性がそ

の年の学力を、書字正確性がその年と一

年後の学力双方を説明した。また、学校

現場での「見て、書いて、覚える」とい

う学習スタイルに必要な認知能力が学

力に反映されていた。つまり「見て、書

いて、覚える」学習スタイルが苦手な LD

児は学力低下を引き起こす可能性が示

された。 

著者：川崎聡大、奥村智人、荻布優子、

北村満、若宮英司 

LD 児の読み書きの苦手さの背景要因と

して、視覚情報処理過程の障害が想定さ

れている。視覚情報処理能力を簡便に評

価することが可能であり、広く臨床応用

されている Rey複雑図形テストの内容的

妥当性と書字正確性との関係を検討し

た。また主成分分析を行い、Rey 複雑図

形テストのより簡便に実施可能な採点

方法を提案した 

著者：荻布優子、川崎聡大 

人間教育学部 人間教育学科

500



7 社会的判断が求められる

コミュニケーション場面

において言語機能の果た

す役割：心の理論課題を用

いて

8 全ての児童生徒にとって

自己実現に役立ち主体的

に楽しむ「読み書き」や「学

習」とは ―学習困難への

関りを再考する― 

9 全ての児童生徒にとって

自己実現に役立ち主体的

に楽しむ「読み書き」や「学

習」とは② 「学習不振」

を引き起こす様々な要因

から 

10 全ての児童生徒にとっ

て自己実現に役立ち主体

的に楽しむ「読み書き」や

「学習」とは③ ―読み書

き困難と評価・学習意欲や

ストレスの関係―

共 

共 

共 

共 

平成 27年 12 月 

平成 28年 2 月 

平成 29年 2 月 

平成 30年 2 月 

コミュニケーション

障害学 32(3)，p253

特 殊 教 育 学 研 究

53(5)，p451 

特 殊 教 育 学 研 究

54(5)，p410 

特殊教育学研究 55

（5），p330-331 

自閉症児で通過が遅れるとされる心の

理論課題（TOM）について、小学生を対

象とした場合の TOM通過に対する言語機

能が関与するモデルを作成し、共分散分

析を行った。その結果モデルが成立し、

非 ASDにおいても TOM通過に一定以上の

言語能力が必要であることが明らかに

なった。また複数存在する TOM 課題ごと

によっても、関与する言語機能に違いが

あることが明らかとなった。 

著者：荻布優子、川崎聡大 

キャリア教育の観点に立ち本人が実感

できる「幸せ」を目標とした場合に個別

支援がどのように寄与できるか、検討し

た。特性に応じた学習指導や合理的配慮

は欠かすことはできない。また障害種を

問わず小学生の読み能力と学力の向上

は、子供たちの将来の選択肢を広げるた

めの一つの重要な課題であることが改

めて示唆された。

著者：川崎聡大、加藤哲則、荻布優子、

奥村智人、中島栄之介，樋口一宗

教育や療育の枠組みの中での学習障害

の支援、合理的配慮の在り方を検討し

た。支援方針は、発達心理学の観点にた

ち未来への人生設計をもとにしてトッ

プダウンで考えられる必要がある。また

個別の支援方法の決定や困難さの掘り

下げは集団を形成する個・個を取り巻く

環境に対する評価が同じ重みづけのな

かで行われることが望ましいと考えら

れる。 

著者：川崎聡大、加藤哲則、荻布優子、

奥村智人、中島栄之介、多田智絵、樋口

一宗 

学齢期だけではなく大人に至るまでの

人生の様々なステージの中で、生活や学

習を直接良い方向に変えることができ

る読み書き支援の方法とは何かを検討

した。とくに学習レベルが高い高校生や

大学生は、読み書き困難があってもそれ

を何らかの方略で自分で乗り越えてき

ていると考えられる。青年期において

は、読み書きそれ自体の能力と、読み書

きに関わる不安傾向・苦手意識を指標と

した評価の可能性が示された。また汎用

性のある対応のために心理学的な知見

をさらに積み重ねることの重要性が示

唆された。 

著者：川崎聡大、加藤哲則、荻布優子、

松崎泰、鈴木真人、高橋知音、樋口一宗
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31日 

氏名 オチャンテ 村井 カルロス マヌエル

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

人文社会学，外国語教育 外国語教育，第二言語習得，バイリンガル教育，異文化教育 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 
（1）少人数を生かした意欲的な英
語活動の指導法開発 

（2）ICT を生かした「英会話、英
語Ⅰ、英語 II、時事英語」の実
践 

（3）問題・課題解決型授業の展開
「Introduction to Digital 
Media (英語), 時事英語、異文化
コミュニケーション論」

（4）振り返りを伴った小テストの
実施「英会話、英語Ｉ、英語Ｉ
Ｉ、」 

（5）e ラーニングを活かした授業
の展開（時事英語）

（6）4 技能を活かした小学校英語
強化クラス編成

(7) 小学校外国語指導の主体的・対
話的授業づくり

(8) 小学校外国語活動の指導法に
おける授業導入の工夫

平成 15年 9月
～17年 3月 

平成 23年 4月
～29年 3 

平成 23年 4月
～29年 3月 

平成 23年 4月
～29年 3月 

平成 25年 4月
～29年 3月 

平成 30年 4月
～平成 31年 3
月まで 

令和元年 4 月
～現在に至る 

令和元年 9 月
～現在に至る 

少人数グループで英語での読み聞かせや、英語を用いた言語活動を
指導した。全員が参加できるプログラムを開発した。（京都市立宕陰
小学校・総合的な学習の時間、国際理解教育の英語活動） 

主に TPR 指導法や ICT 教育（電子黒板、タブレット）を生かして
英語への関心を高めた。留学生と日本人の共通科目のため混在クラ
スで、多国籍の特性を生かす活動を実践した。（環太平洋大学・英会
話、英語 I 英語 II、時事英語）

英語をツール用いて与えられた課題（プロジェクト、議論）学生同
士で取り組む授業の展開。学生同士で積極的に英語を使って、プレ
ゼンテーション能力や議論（ディスカッション）能力を身に着く授
業を目指した。 

学習強化を目指すため、「ウォーミングアップ」活動として小テスト
を用いた。語学においての習得したボキャブラリーや文法の確認を
行い、教科のこまめな評価、学生の成績はもとより、振り返りで意
欲の向上につながった。 

・「※Google for Education」を用いて授業内の教材の配布、課題の
作成、出題や回収を行った。グーグルアプリケーションの連帯性を
活用し学生と教材やデータを共有した。 
・「※Socrative」というアプリケーションを使い、授業でオンライン
クイズやオンラインアンケートを取った。学生が自分のスマートフ
ォンを使用し授業のまとめをオンラインで共有し参加型学習が実践
され、よりインタラクティブな学習環境が可能になった。
（環太平洋大学・時事英語、異文化コミュニケーション論 ）
※Google for Education 
https://edu.google.com/intl/ja/?modal_active=none 

※Socrative  https://www.socrative.com/ 

奈良学園大学人間教育学部の小学校教職課程対象学生へ英語 4 技能
を活かしたエクステンションクラス担当。次期学習指導要領で必要
とされる主体的な学びや会話中心活動をもとに小学校英語科指導授
業を展開。 

奈良学園大学人間教育学部の小学校教職課程対象学生へ英語運用力
としてクラスルームイングリッシュやフォニックスなどを扱い，「聞
くこと・話すこと〈やり取り・発表〉・読むこと・書くこと」に関す
る知識を指導し，理論的，実践的なアウトプットができるように配
慮した主体的・対話的な授業を展開。 

小学校英語科の役割と意義、学習指導要領で求められている内容・
発音・リズム・クラスルームイングリッシュなどの英語力を向上さ
せ、指導案作成，授業の導入部分で意欲付をするアイデアを身につ
ける。 

２ 作成した教科書・教材 
（1）Google Apps for
Education での教材作成

平成 26年 4月
～29年 3月 

「Google for education」を用いて、インターネットでクラスマネ
ジメント（課題配布・提出や評価など）を行った。授業のオンライ
ンアンケートを行い授業のフィードバックを図った。
・教材や宿題の文書作成に「Google Docs」用いた。
・授業で扱った映像などのデータを「Google Classroom」で共有す
ることによって復習や欠席者の学習に役立った。
・授業内容のリフレクションペーパーなどのレポートやアンケート
作成に「Google Forms」を用いた。
・授業の内容を「Google Slides」で表示し、データを「Google
Classroom」で共有した。
（環太平洋大学次世代教育学部国際教育学科「時事英語」、「異文化
コミュニケーション論」、「国際教育基礎」、で使用）
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３ 教育上の能力に関する大学等
の評価 
（1）環太平洋大学学生授業評価ア
ンケート「英会話Ⅰ．Ⅱ」 

 
 
平成 28 年７
月 

 
 
「総合的に授業は満足でき、受講を後輩に進めたい」の項目では
90％以上の肯定的な評価を得た。 
 

４ 実務の経験を有する者につい
ての特記事項 
 
 
１「外国人児童生徒教育ネットワ
ーク会議」研修会講師 
 
２「社会教育主事研修会」講師 
 
 
３「在日外国人青年シンポジウム
～マイノリティーとともに考える
多文化共生」 
 
４「伊賀の方言講座」第１回講 
 
 
５「多文化共生推進セミナー」研
修会講師 
 
 
６「岡山市立香和中学校人権教育
研修」講演 
 
 
7「マイノリティとキャリア」講演 
  
 
 
 
8「そうなん？！世界のいろんな物
語」言語活動講師 
 
 
 
 
9「SIFA Multi-cultural Festival」 
講師 
 
 
10「地球村ぷらすペルー」講師 
 
 
 
11 「日本で働く南米の人々の思
い」講師 
 
12 「SIFA 子ども国際理解プログ
ラム」 
 
13 「外国人児童生徒教育講座」
講師 
 
14 「外国人児童母語継承支援活
動」講師 

 
 
 
 
平成 21 年 6
月 
 
平成 21 年 8
月 10 日 
 
平成 22 年 2
月 21 日 
 
 
平成 24 年 10
月 
 
平成 26 年 3
月 
 
 
平成 27 年 9
月 25 日 
 
 
平成 28 年 12
月 22 日 
 
 
 
平成 29 年 8
月 27 日 
 
 
 
 
平成 30 年 6
月 24 日 
 
 
平成 30 年 7
月 8 日 
 
 
平成 30 年 7
月 26 日 
 
平成 30 年 12
月 23 日 
 
平成 30 年 12
月 25 日 
 
平成 31 年 1
月 26 日 

 
 
 
 
松阪市の教員を対象に、三重県のニューカマーの現状と教育課題（異
文化理解と英語と日本語言語の獲得）についての講演。 
 
ニューカマーの現状と多文化共生の小・中学校課題について講義 
 
 
多文化共生の理解を内容に在日外国人の視点について講演を実施し
た。ＮＧＯ「在日コリアン青年連合」（ＫＥＹ、大阪市）の主催 
 
 
「様々な人々が暮らす国際都市伊賀市」のテーマで講演した。ニュ
ーカマーの言語教育（英語と日本語）と異文化教育を話した。 
 
日本在住外国人の実態にふれ、英語及び日本語獲得の現状を含め、
多文化共生においての課題をまとめて話した。（伊賀市主催） 
 
 
テーマは「日本人とは何かを問いかけ自己文化と海外の文化を見つ
めなおす」 
 
 
日本における在日外国人の進学問題や就職・進路選択の課題につい
ての講演。 
（京都外国語大学・ピカ☆イチ Project 採択団体主催） 
 
 
小学生３０名を対象に日本語・英語でペルー民族に関連した物語の
絵本の読み聞かせを行いました。 
 
 
 
 
小学生を対象に日本語・英語によるペルー民族紹介を担当。 
主催：（公益財団法人吹田市国際交流協会（sifa) 
 
 
国際理解の一環として吹田市国際交流協会にて、ペルーの文化と日
系の歴史について講演を実施。 
主催：（公益財団法人吹田市国際交流協会（sifa)） 
 
日本における外国人労働者の実態と子どもの教育についての講演。
奈良県第５７回県外教学習会。 
 
小学校生を対象に外国語活動を使った国際理解活動の実施。公益財
団法人吹田市国際交流協会（SIFA)。 
 
外国にルーツのある子どもの教育と言語習得の実態についての講
演。三重県伊賀市教育研究センター。 
 
外国にルーツのある児童の母語継承を支援する言語活動の講師。（公
財）箕面市国際交流協会（MAFGA） 

５ その他 
（1）東海社会学会優秀修士論文表
彰 

 
平成 20年 7月 

 
東海社会学会による修士論文表彰、テーマ「学校をドロップアウト
した日系南米人の子どもたち」 ―インタビュー調査とアンケート調
査をもとに―」 

職務上の実績に関する事項 

事項 年 月 概要 

１ 資格，免許 
（1）中学校教諭一種免許状 
（2）高等学校教諭一種免許状 
（3）中学校教諭一種免許状 
（4）高等学校教諭一種免許状 

 
平成 18年 3月 
平成 18年 3月 
平成 20年 3月 
平成 20年 3月 

 
外国語（イスパニア語）京都府教育委員会（平 17中一第 1275号）  
外国語（イスパニア語）京都府教育委員会（平 17高一第 1987号）  
外国語（英語）三重県教育委員会（平 19中一第 323号） 
外国語（英語）三重県教育委員会（平 19高一第 583号） 

２ 特許等 
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３ 実務の経験を有する者につい
ての特記事項 

 
（1）大学オープンキャンパスの英
語公開授業 

 
（2）環太平洋大学開催の外国語活
動イベント「イングリッシュ・
キッズ」の講師 

 
（3）留学生による初等・中等学校
支援事業への参加：支援モデル
の構築（学術研究助成金事業、
挑戦的萌芽研究） 

 
 
 
（4）環太平洋大学開催の英語村
（イングリッシュ・キャンプ）イ  
ベントの指導 
（5）キャンパス内のイングリッシ
ュ・ゾンの設営及び運営 

 
（6）環太平洋大学 ICT 研修会 
 
 
（7）奈良学園大学 ICT 研修会 
 

 
 
 
平成 25 年〜
27年 
 
平成 26 年〜
29年（年 2回） 
 
 
平成 26 年～
29年 3月 
 
 
 
 
 
平成 26年〜
29年（年２回） 
 
平成 26年 4月
〜29年 3月 
 
平成 28年７
月 
 
令和 3年 2月
10日 

 
 
 
環太平洋大学のオープンキャンパスにて、「英語コミュニケーショ
ン」についての公開授業を行った。 
 
幼児・小学校生対象の英語を用いた体を動かすゲームや歌の講師。
楽しく活動しつつ、英語に親しみ発音や単語や語順に慣れ親しむゲ
ームを紹介した。 
 
公立小中学校における言語支援活動（英語）を担当。環太平洋大学
に留学中のアジア諸国の学生を地域（岡山県の岡山市、赤岩市、瀬
戸内市）の公立学校で英語を使った言語支援の活動や国際理解支援
の活動を行った。研究代表者：江原智子、共同研究者 
井上聡、アンソニー・ウォルシュ、長野真澄、小嶋隆宏、オチャン
テ・カルロス 
 
児童・生徒を対象に英語活動（ゲームやワークショップ）の講師を
務めた。学生スタッフの研修企画及び英語活動の指導を担当。 
 
オール・イングリッシュで学生同士をスタッフが交流できる、英語
を活かせる空間・場の設営、運営を担当。（環太平洋大学） 
 
学内における英語教育指導方法と Google apps for education を活
用する研修を担当。（語学講師対象） 
 
オンライン授業における ICT 教育の運用などの実態をセミナー、ワ
ークショップを実施。 

４ その他 
 
（1）国際交流センター員 
 
 
（2）英語スピーチコンテスト審査

員 
 
（3）教職課程委員会員 
 
 
（4）学術研究支援委員会における
英語チェック修正 

 
（5）FD 委員会員 
 
 
（6）大学 HP の英語版の校正。 
 
 
（7）奈良学園大学社会・国際連携
センター員 

 
 
平成 23 年～4
月～29年 3月 
 
平成 24年 2月 
 
 
平成 24年 4月
～26年 3月 
 
平成 25年 4月
～29年 3月 
 
平成 27年 4月
～28年 3月 
 
平成 27年 9月 
 
 
令和１年４月
〜現在に至る 

 
 
学内の国際交流イベント企画、海外研修、留学学生の事前研修担当。
TOEIC テスト監督。 
 
大学で、高校生対象の英語スピーチコンテストを行い、その審査員
を担当して、受賞者を決定し助言を行った。 
 
英語免許取得学生の介護等体験や教育実習への事前説明担当、教育
実習事前事後指導や実習学校訪問の企画を行う。 
 
大学紀要における論文の英語タイトル、概要の英語チェックを担当
し、修正を指導した。 
 
学内の FD では特に英語科指導授業を公開して研修を行った。 
 
 
大学の英語版ホームページのチェックと校正 
（http://www.ipu-japan.ac.jp/global/spanish/index.html） 
 
「国際交流記録文集 2020」の編集員を勤め、発行した。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書、学術論文等の名称 単著 
共著 
の別 

発行年
月 

出版社又は発行雑誌
等の名称 

 
概 要 
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１日系南米の親子が語る、中学校生活 

２三重県における日系南米人

のドロップアウト問題 

３岡山県におけるニューカマ

ーの子どもの教育実態－総社

市の調査を元に－ 

共著 

単著 

単著 

平成 18

年 2 月 

平成 22

年 3 月 

平成 24

年 3 月 

「三重の文化と社会」

研究報告書 

pp.30-68 

pp.95-124 

平和研究セミナー論

文集 2010 年 

pp.95-124 

環 太 平 洋 大 学紀 要

2013 年第 7 号 

pp.205-211 

三重県鈴鹿市に住む日系ブラジル人、ペ

ルー人を対象に学校生活に対する意識

調査を実施。日本語教育における課題や

進学の難しいさが明らかになる一方、親

の教育意識が高いことも上げられる。 

共著者：大川ちふね 

三重県の公立学校またブラジル人学校

に通った日系南米人で学校をドロップ

アウトした 9 人の少年にインタビュー

し、彼らの家庭、学校環境を考察するこ

とによって、ドロップアウトするプロセ

スを明らかにしたものである。

岡山県のニューカマー数が著しい総社

市を調査の対象にし、小学校と中学校に

通う日系のブラジル人やペルー人の教

育実態を調べた。調査では日本語の習得

問題が存在し、日本語力が十分に身につ

いていない子供が少なくないことが分

かった。 

人間教育学部 人間教育学科

505



4 外国語活動による小学生の
コミュニケーションに対する
動機づけの変化

5 外国人高校生を応援する仕

組みづくりへの挑戦 

共著 

共著 

平成 24
年 3 月 

平成 25

年 2 月 

環太平洋大学紀要第 6
号（pp183–190） 

ボランティア学研究 

Vol.14 

（12 頁 

（pp:45～56） 

小学生を対象に異文化活動を通した外
国語活動を実施した内容。コミュニケー
ションに対する動機づけを高める英語
活動の内容と指導方法について論じた。 
共著者：川崎由花、オチャンテ・カルロ
ス
担当部分：実践的な異文化体験は小学校
外国語活動においてどのような役割を
果たすのかを量的調査を得て、分析し、
執筆 pp185－188 

本論は外国にルーツをもつ若者が設立

した NPO の活動実践 から後輩を応援す

ることの意義を考察しながら、同じ境遇

で育った先輩が後輩を応援する仕組み

づくりのあり方を提案した。未だ外国人

が置かれた教育環境が改善されず進学

や進路で悩む外国人高校生が多い現状

において、後輩との対話の場や難を乗り

越える数々のヒントを先輩として提供

した。 

著者：渡辺 マルセロ、オチャンテ 村井 
ロサメルセデス、オチャンテ 村井 カル
ロス、小島 祥美 2014

6 英語課外クラスにおける活
動事例報告 ― EFL 環境にお
いて英語学習への気づきを高
める試み ― 

共著 平成 26
年 3 月 

環太平洋大学研究紀
要 第 8 号
（pp.203-210） 

TOEIC の英語内容を分析し、効果的な
対策指導法を論じた。英語多読教材や
ICT を用いて効率化と向上を図った実
践的な研究を提案。英語科の課外活動に
おいて効果があり、ICT 活用と英語科の
内容と ICT 活用を関連付けて論じた。 
共著者：オチャンテ・カルロス、小嶋隆
宏、江原智子、 
担当部分：英語指導内容に、ICT 教育を
活かした事例を考察し、どのような学習
内容が成果として出現したかを論じ執
筆。pp208－210 

7 ESL クラスにおける T.A.プ
ログラム導入の必要性―環太
平洋大学の調査を基に―

共著 平成 26
年 3 月 

環太平洋大学紀要第 8
号（pp：193-200） 

ESL（第二言語としての英語）科目で
T.A.を活用し、会話中心の英語内容の効
率化及び英語力向上との関連を調査。量
的調査において T.A.の役割が授業内容
の円滑な理解につながることが見られ
た。 
共著者：オチャンテ・カルロス、アンソ
ニー・ウォルシュ
担当部分：第二言語としての英語指導に
ティーチャー補助者（T.A.）が英語学習
者にどのような支援が可能であり、学習
者からの内容的アプローチについても
論じ執筆。pp194－198 
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8 ESL クラスにおける E-ラ
ーニングの取り組みに関する
報告書 ― 環太平洋大学でウ
ェブ 2.0 導入の取り組み―を
基に ― 

共著 平成 27
年 3 月 

環太平洋大学研究紀
要 第 9 号
（pp.207-213） 

ICT・メディアリテラシーの導入実践例
を分析。「Google for Education」を活用
しメディアリテラシーの向上と英語実
践内容として文書作成や課題発表をデ
ジタルな方法で行った。英語をツールと
して情報リテラシー指導を行うとクロ
スカリキュラムな効果が見られた。
共著者：オチャンテ・カルロス、グジョ
ン・ルック
担当部分：第二言語としての英語におい
てメディアリテラシーを扱った英語活
動の実践例をあげ、どのような学習効果
が得られるかについて執筆。pp207－
209 

9 言語学習におけるラーニン
グ・スペースの重要性 －日本
と香港の事例を基に－ 

共著 平成 27
年 3 月 

環太平洋大学紀要第 9
号（pp.135-140) 

英語の4領域すべてにおける効果的な学
修への ICT・メディアリテラシーの導入
実践例を日本とアジアで比較分析した。
「Google for Education」を活用した英
語学習において主体的な学びが実践で
きるラーニング・スペースの重要性を考
察した。 
共著者：オチャンテ・カルロス、グジョ
ン・ルック
担当部分：英語における主体的な学びに
おけるラーニングスペースの役割につ
いて、具体例を挙げながら指導と効果に
ついて執筆。pp135－137

10 留学生による学校支援ボ
ランティアの取り組み
― 小学校における国際交流
と言語少数派児童に対する学
習支援 ―

共著 平成 30
年 3 月 

環太平洋大紀要第 12
号（301‐306） 

留学生に学校支援ボランティアへの参
加を促し，留学生が地域社会と関わる機
会の拡大を図っている。その主な活動内
容は，小学校における国際交流活動と，
言語少数派児童に対する学習支援であ
り，活動目的は，（１）留学生が自らの
持つ知識や能力を活かして地域社会に
貢献すること，（２）留学生自身の成長
の機会とすること，の２点である。活動
においては，大学が窓口となって，地域
の教育委員会及び各学校と，留学生を繋
ぐ役割を果たすとともに，留学生が円滑
に活動できるように後方からの支援を
行った。 
共著者：長野 真澄、江原 智子､ウォル
シュ アンソニー
担当部分：小学校における国際交流活動
について考察を執筆。pp302-303

11 公立学校における英語活
動と異文化交流の取り組み 

共著 平成 30
年 6 月 

奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第
１ 巻 第 4 号
（pp.105-112) 

中学校の教科英語に大学の留学生が言
語支援活動を行い、動機づけの変化を調
べた研究。英語力が高いアジアの留学生
は、自国の文化を生かした活動を取り入
れることで、中学生に英語を通した異文
化理解が実現させた。 
共著者：オチャンテ・カルロス、アンソ
ニー・ウォルシュ
担当部分： 言語支援の公立中学校の対
象英語クラスに指導法と評価について
のアンケート調査を行い、その英語レベ
ル情報の回収、分析と考察を執筆。
pp108-pp111 
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12 実践的な英語を扱うカリ
キュラムへの取り組み  －
大学生のためのデジタル・メ
デイア入門－ 

共著 平成 28
年 3 月 

環太平洋大学紀要第
10 集（pp.151-157) 

メディアリテラシーとプロジェクト学
習を扱った英語教育の成果をまとめた。 
メディアを発信する方法としてブログ
の作成やポッドキャスト作成などのプ
ロジェクト型学習法を論じた。
共著者：オチャンテ・カルロス、グジョ
ン・ルック
担当部分：情報リテラシーと英語教育を
取り組んだクロスカリキュラム的で教
科横断的な指導法の成果の質的調査に
よって考察し執筆。pp151－155 

13 留学経験者クラスの運営
に関する考察  －学生およ
び教職員に対する調査結果－ 

14「カトリック教会における
多言語・多文化環境の実態 
－三重県伊賀市の事例－」 

共著 

共著 

平成 29
年 3 月 

平成 29

年 9 月 

環太平洋大学紀要第
11 号（pp.133-137) 

奈良学園大学紀要第 7

集 pp.167-177 

海外への語学留学で獲得した英語能力
を維持するための英語指導法をまとめ
た。英語の 4 技能を活かした英語活動を
通して、小学校高学年の学習発達段階に
応じた適切な指導法を考察した。 
共著者：村上一三、オチャンテ・カルロ
ス、グジョン・ルック、ウォルシュ・ア
ンソニー
担当部分：留学帰国者の語学能力維持の
ための小学校英語指導実践例とクラス
のレベル分けのマネジメントについて
執筆。pp135－136 

日本のカトリック教会にニューカマー

がやってきてからどのように変化した

のかを論じる。ニューカマーの増加によ

って多民族化した教会ではミサなどの

行事が多言語で行われるなど様々な対

応と支援が行われている。本論文で対象

にした伊賀市カトリック教会はこれま

で多文化共生を課題に発展したケース

であり、成功例でもある。 

著者： オチャンテ 村井 ロサメルセデ

ス 

15 アンケートと授業見学を
基にした小学校の英語教科化
に向けた現状―大学での指導
法の授業のために― 

共著 平成 30
年 7 月 

奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第
１ 巻 第 5 号
（pp.141-146) 

小学校 3・4 年生の「外国語活動」、5・6
年生の「外国語」の移行期間の実態を踏
まえ、次期学習指導要領までに、学校で
準備する課題が何であるかを論じた。 
共著者：オチャンテ・カルロス、熊田岐
子 
担当部分：小学校「外国語活動」の実態
を調査実施。また公立中学校において英
語に対する意識調査を実施。アンケート
の回収、分析及び考察した。pp143-146 

16 小学校英語教科における
問題解決的な学習法 

単著 平成 30
年 9 月 

奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第
１ 巻 第 ７ 号
（pp.239-245) 

大学英語学習で行った問題解決型の授
業「Project Based Learning」を紹介し、
小学校の英語指導法に応用を試みた。
５・６年生が扱う英語の学習に問題解決
と ICT 教育の活用により「主体的な学
び」が実現できると仮定した授業指導案
とその評価方法について提案した。 
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17 小学校英語教科における
ＩＣＴを活かした指導法 

18 小学校英語教科指導法に
おける絵本の読み聞かせの有
効性 

19 小学校における外国語指
導法の取り組み I 

20 英会話授業における「自尊
感情を高める共有体験」に関
する調査 

（その他） 

教員免許更新講座講師２コマ
担当 
英語指導法資料 

共著 

単著 

単著 

共著 

単独 

平成 30
年 9 月 

平成 30
年12月 

平成 31
年 2 月 

平成 31
年 3 月 

平成 24
年～ 29
年毎年
実施 

奈良学園大学紀要第
９集（pp.193-199) 

奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第 2
巻第 1 号（pp.27-33) 

奈良学園大学人間教
育学部ジャーナル第 2
巻第 2 号（pp.75-82） 

奈良学園大学紀要第
10 集（pp.1-7) 

環太平洋大学 
A4 判 10 頁 

小学校英語科指導法の充実化を図るた
めの方策を具体的に提案した。まず指導
と評価の一体化を図る指導案の在り方
ついて論じた。また新学習指導要領で育
てる資質能力について論じた。さらに小
学校の ICT の実情把握視察を行い、教員
のメディアリテラシー能力によって英
語指導における ICT 運用が異なること
が分かった。 
共著者：オチャンテ・カルロス、グジョ
ン・ルック
担当部分：新学習指導要領で求められる
資質能力について、公立小学校の外国語
活動においての ICT 運用の実態と成果
について執筆。
pp193－196

小学校英語科における児童文学と絵本
の読み聞かせの有効性を調べ、大学の英
語エクステンションクラスで模擬授業
の指導を行った。対象学生に質的な調査
を行った結果、児童文学教材と教科書の
連帯を用いた授業作りが有効的な英語
活動につながることが分かった。リーデ
ィング指導及び指導案作成のプロセス
は本稿で考察した。pp.27-33 

英語専科教員と外国語指導助手（ALT）
の協力を得て著者とともに指導や授業
作りなどの提案に関わった。本稿ではそ
の取り組みを述べ、専科教員と外国語指
導助手の役割を挙げ、将来的に英語指導
にあたる学級担任の移行期間において
の英語準備も述べる。本稿では、小学校
英語授業の具体的な実際を分析し、その
目標と指導と評価を一体として捉え、そ
の振り返りである評価に視点を当てて、
小学校での英語科指導法の充実化を図
ることを目的とする。 

本稿では、英語スピーキングと定め、他

者とのコミュニケーションにおける英

語スピーキング不安を検証した。考案し

た項目を因子分析した結果、ペアワー

ク、グループワークにおいては「肯定承

認」、「安心」、「忌避クラス発表において

は「肯定承認」，「不得意」の構造を見い

だした。さらに，英語スピーキング不安，

対人不安傾向，自尊感情，自己受容，他

者受容との関連を検討し，他者からのフ

ィードバックが得られるグループワー

クが有効である可能性が示唆された。

著者：熊田岐子，岡村季光，オチャンテ・
カルロス

英語科指導法に異文化理解や ICT 教育
の導入を扱ったテーマを中心に講座を
実施した。毎年 40 人が受講した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 高橋 千香子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

心理学 臨床心理学、精神分析学、教育心理学、社会福祉学（児童福祉） 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

１）各単元終了時に小テストの実施

平成 26

年 4 月

～平成

31 年 3

月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科に

おける「保育の心理学」「保育の心理学Ⅱ」「教育心理

学」において、主として子どもの心理発達に関する知識

を定着させるため、各単元が終了する毎に小テストを実

施している。 

２）毎回の授業の振り返りを活用した授業実践

平成 26

年 4 月

～令和

3年 3月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科に

おける「心理学」「保育の心理学」「保育の心理学Ⅱ」

「保育相談支援」「教育心理学」、奈良学園大学人間教

育学部における「保育相談支援」「保育の心理学Ⅱ」の

授業において、毎回授業の最後に振り返りを記入させ、

コメントを入れて次の授業時に返却している。内容が良

かったものについては次の授業の開始時に紹介するこ

とで、前回の振り返りと学習内容への理解を深められる

よう工夫している。

３）事例をもとにしたグループディスカッションお

よび発表の実践

平成 26

年 4 月

～令和

3年 3月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科お

よび奈良学園大学人間教育学部における「保育の心理学

Ⅱ」「保育相談支援」の授業において、「保育の心理学

Ⅱ」では子どもの生活や対人関係の場面、「保育相談支

援」では保護者や親子関係への対応場面についての具体

的な事例を多用している。1 人で考える時間を設けた後、

隣同士あるいは小グループに分かれてディスカッショ

ンさせ、発表させることで、思考力や対応力を養うこと

を目的としている。

４）ロールプレイの実践

平成 26

年 4 月

～令和

3年 3月 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部幼児教育学科お

よび奈良学園大学人間教育学部の「保育相談支援」の授

業において、基本となるカウンセリングの基礎知識を学

ぶため、カウンセリング演習の手法を用いたロールプレ

イを導入している。具体的には２人一組になり、話す役

と聞く役に分かれて「聴く姿勢、聴かない姿勢」を相互

に体験させ、「傾聴の基本」を学んだ後、それぞれの技

術をロールプレイさせている。実施後、それぞれの役割

を演じて具体的に振り返り、さらにディスカッションさ

せることで、メタ認知を賦活させ、理解を深めさせてい

る。

２ 作成した教科書，教材 

１）コンパクト版保育者養成シリーズ 新版 保育

の心理学Ⅱ

平成 30

年 3 月 

保育士養成の必須科目である「保育の心理学Ⅱ」に対応

したテキストであり、平成 29年告示の要領および指針

の改訂を反映した内容になっている。 

監修者：谷田貝公昭、石橋哲成 編著者：福田真奈、西

方毅 A5 版、145 頁 

共著者：伊藤亮、小原倫子、川口めぐみ、小池はるか、

佐々木真吾、高岡昌子、高橋千香子、谷真弓、西方毅、

長谷川直子、菱田博之、福田真奈、山口昌澄 

本人担当部分：第４章 子ども集団と保育者の援助（P33

～40）子ども集団の特性、集団生活への発達援助、集団

に入れない子どもの支援についてまとめている。特に集

団生活において培われる協同性や道徳性、規範意識に対

する保育者の望ましい援助のあり方について重点的に

述べた。 

人間教育学部 人間教育学科

510



２）シリーズ知のゆりかご 保育の心理学 
平成 31

年 4 月 

保育士養成課程「保育の心理学」、幼稚園教諭養成課程

「幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程」に

対応したテキストである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、192 頁 

共著者：青木紀久代、石井正子、大國ゆきの、片山伸子、

加藤邦子、金子恵美子、金丸智美、高橋千香子、富田貴

代子、中村涼、平沼晶子、細野美幸、三好力、矢野由佳

子 

本人担当部分：第 11 章 乳幼児の学びを支える保育

（P172～185） 第 1 節で「養護と教育が一体的に展開

する保育」について説明し、第 2 節で学びの芽生えを支

える保育について事例を用いながら説明した。最後の第

3 節では保護者への支援について述べ、保護者との連携

や協力の必要性について論じた。 

 

３）シリーズ知のゆりかご 子ども家庭支援の心理

学 

令和元

年 8 月 

保育士養成課程の新しい必修科目「子ども家庭支援の心

理学」に対応したテキストである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、192 頁 

共著者：青木紀久代、石井正子、大國ゆきの、小嶋玲子、

片山伸子、加藤邦子、金子恵美子、古志めぐみ、菅野幸

恵、高橋千香子、武田（六角）洋子、細野美幸、三好力、

矢野由佳子 

本人担当部分：コラム②「保育所は貧困問題の最前線」

（P113） 日本の子どもの貧困率の高さについて説明

し、保育所が担う役割について述べた。 

 

４）子ども家庭福祉専門職のための子育て支援入門 
令和元

年 5 月 

保育士養成課程の新しい必修科目「子育て支援」「子ど

も家庭支援論」「子ども家庭福祉」に対応したテキスト

である。 

編著者：才村純、芝野松次郎、新川泰弘、宮野安治 B5

版、176 頁 

共著者：大倉得史、山本智也、関谷みのぶ、才村純、本

田和隆、室谷雅美、宮野安治、新川泰弘、安田誠人、小

山顕、渡邊慶一、山本由紀子、吉弘淳一、藤井裕子、寺

田恭子、磯部美良、高橋千香子、川口めぐみ、久保木亮

子、西井典子、芝野松次郎、塚本利幸、大谷由紀子、榎

本祐子、飯島仁美、別所崇、山本展明、栗山直子 

本人担当部分：第 17 章 個人面談、懇談会における子

育て支援（P133～138） 保育士の行う個人面談の種類、

基本事項、留意点について、事例を引用しつつ解説した。 

 

５)保育士を育てる③子どもの理解と援助 
令和 2

年 3 月 

保育士養成課程の新しい必修科目「子どもの理解と援

助」に対応したテキストである。 

編著者：大沢裕、藤田久美 A5 版、148 頁 

共著者：綾野鈴子、伊藤亮、大賀恵子、大沢裕、加納史

章、熊谷賢、佐藤牧子、高岡昌子、高橋千香子、谷真弓、

當銘美菜、根津知佳子、野末晃秀、藤田久美、古橋真紀

子、村山久美、山本陽子 

本人担当部分：第 11 章 子育て支援・家庭支援と子ど

も理解（P89～96） 近年の子育て家庭への支援の重要

性の高まりと、子育て家庭支援にける子ども理解と援助

のあり方について、事例を引用しつつ解説した。 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

１）奈良文化女子短期大学に採用される際の学長評

価 

平成 25

年 3 月 

学長より、18 年という長きにわたり児童心理相談の実践

経験を積んでいることは、「保育の心理学」「保育相談

支援」などの科目において、現場の求める保育者を育成

するのにふさわしい人材であること、短期大学部の地域

貢献事業の一つである子育て支援事業への貢献も期待

できること、臨床心理士資格を有し、他大学の学生相談

室カウンセラーの経験も有することから、短期大学部の

学生支援においても貢献が期待できると評価された。 
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２）学生による授業評価の結果① 

平成 26

年 4 月

～平成

31 年 3

月 

奈良文化女子短期大学部の学生による授業評価アンケ

ートの結果、平成 30 年度の学生による授業評価（満点

4.0）は、「保育の心理学Ⅱ」3.79、「教育心理学」3.56

であった。自由記述には「保育の心理学Ⅱ」では「子ど

もの成長には心の状態が大きく関係していることを知

った」、「教育心理学」では「自分を振り返り、人と関

わる上で必要なことをたくさん学べた」などの記述があ

り、どちらも「とても分かりやすかった」「ためになる

話が多かった」等の評価を得ることができた。 

 

 

 

 

３）学生による授業評価の結果② 

 

 

 

令和 2

年 4 月

～令和

3年 3月 

奈良学園大学の学生による授業評価アンケート（14 項

目、満点 4.0）の結果、人間教育学部の専門科目の「保

育相談支援」は 3.87～4.73、「保育の心理学Ⅱ」は 3.75

～4.92、保健医療学部リハビリテーション専門科目の

「臨床心理」は 3.73～4.64 と、いずれも高評価を得る

ことができた。 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

１）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

幼児教育講座の講師 

平成 25

年 8月 7

日 

平成 26

年 8月 7

日 

 

 

 

奈良文化女子短期大学部主催の幼稚園、保育所、こども

園、小学校教諭、特別支援担当教員らを対象とした幼児

教育講座において、平成 25 年度は「気になる子」、平

成 26 年度は「気になる子②－子どもの心と親子関係－」

というテーマで講師を担当した。 

 

 

 

 

２）関西女子短期大学教員免許更新講習における講

師 

平成 26

年 8月 8

日 

平成 27

年 8 月

11 日 

平成 28

年 8 月

10 日 

平成 30

年 8 月

24 日 

 

関西女子短期大学主催の幼稚園教諭を対象とした教員

免許更新講習において、同短期大学保育学科の津田尚子

准教授と協同し、4 年間、「子どもを守り育てる家庭支

援」と題した講座を担当した。その年に起こった児童虐

待死事件にも触れつつ、現場の保育者が日々直面するで

あろう諸問題や、家庭支援のあり方について、講義やグ

ループワークを実施し、考える視点を提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）葛城市保育士研修会における講師 

平成 26

年 11月

29 日 

 

葛城市保育士会からの依頼により、同市内の公立・民間

保育園に勤務する保育士対象に、「保護者理解と関係づ

くり」というテーマで研修を行った。 

 

 

４）寝屋川市保育所・幼稚園職員研修会における講

師 

平成 27

年 2 月

27 日 

 

寝屋川市保健福祉部からの依頼により、同市内の保育

士、幼稚園教諭、児童福祉関係者等を対象に「保護者へ

の伝え方、子どもへの関わり方」というテーマで研修を

行った。 
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５）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部内のつど

いの広場「ぶんタン」ミニ講座講師 

平成 26

年 11月

7 日 

平成 27

年 9 月

30 日 

平成 28

年 10月

28 日 

平成 29

年 11月

6 日 

平成 30

年 10月

26 日 

 

奈良文化女子短期大学部におけるつどいの広場「ぶんタ

ン」において、「発達について」、「臨床心理士さんに

聞いてみよう」「育児ストレスについて話そう」等のテ

ーマでミニ講座を担当した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）奈良いのちの電話協会講座講師 

平成 27

年 10月

31 日 

平成 27

年 11月

7 日 

 

第 39 期電話相談員養成講座の中の「カウンセリング演

習講座」において、4 回シリーズのうちの後半 2 回を担

当した。 

 

 

 

 

７）寝屋川市家庭教育講座講師 

平成 29

年 1 月

14 日 

寝屋川市立点野小学校において保護者や教育関係者を

対象として「思春期の心理について」というテーマで講

演を行った。 

 

 

８）登美ヶ丘公民館「子育て講座」講師 

平成 29

年 9 月

29 日 

平成 30

年 10月

5 日 

 

登美ヶ丘公民館における子育て講座において、奈良文化

女子短期大学部の中田章子講師と共同で、29 年度は「頑

張りすぎない私らしい育児」、30 年度は「みんなどうし

てる？子どもへの関わり方」というテーマで講座を担当

した。 

 

 

 

 

９）奈良県臨床心理士会第 77回相互研修会シンポジ

スト 

平成 31

年 2 月

17 日 

 

奈良県に在住もしくは勤務している臨床心理士を対象

としている相互研修会において、「私の臨床を語る」を

テーマに３名のシンポジストの内の１名として講話お

よびシンポジストを務めた。 

 

５ その他   

無 

 
  

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

１）中学校教諭一種免許（社会） 
平成 4

年 3 月 
平三 中一種 第 2287 号  京都府教育委員会発行 

２）高等学校教諭一種免許（社会） 
平成 4

年 3 月 
平三 高一種 第 2541 号  京都府教育委員会発行 

３）小学校教諭二種免許 
平成 4

年 3 月 
平三 小二種 第 10119 号  京都府教育委員会発行 

４）財団法人日本臨床心理士資格認定協会認定 臨

床心理士 

平成 9

年 4 月 

登録番号 6651 
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５）公認心理師 
平成 31

年 2 月 

登録番号 13797 

 

２ 特許等   

無   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

１）大阪府寝屋川市保健福祉部こども室家庭児童相

談室において家庭相談員として勤務 

平成 7

年 4 月

～平成

25 年 3

月 

0 歳から 18 歳までの子どもに関する育児、発達、生活、

学校生活（不登校等）、その他の精神的問題、家族関係

の問題等について、子どもへのカウンセリング、遊戯療

法、心理発達検査、親カウンセリング、地域援助（家庭

訪問、他機関との連携）等の心理相談支援を中心に行っ

てきた。その他、育児不安を抱える母親のためのグルー

プの実施や、平成 18 年度の児童虐待防止法の改正にと

もなう要保護児童対策地域協議会の立ち上げ、運営等に

携わり、年々増加する児童虐待ケースに対して係と連携

して取り組んだ。 

 

２）大阪国際大学守口キャンパス学生相談室におい

てカウンセラーとして勤務 

平成 12

年 4 月

～平成

26 年 3

月 

入職当初は学生相談室の体制、枠組みづくりに関与し、

その後は相談を希望する学生に対するカウンセリン

グ・心理検査等の実施、教職員へのコンサルテーション

を行った。また、学内の担当教員と協力し、新入生への

メンタルヘルスチェックの実施、啓発活動、連絡会議へ

の参加等を通じて、学内全体のメンタルヘルスの向上を

視野に入れて活動した。 

 

３）財団法人関西カウンセリングセンターにおける

実習室スーパーバイザー、連続実習講師、資格審査

委員の経験 

平成 18

年 4 月

～平成

25 年 3

月 

財団法人関西カウンセリングセンターにおいて、実習室

に在籍する約 12 名を担当し、月に 2 回のグループスー

パービジョン、希望者への個人スーパービジョン（月平

均 20 件）、適任証審査論文の指導を行った（～平成 20

年 3 月）。その後、カリキュラム改編に伴い、「グルー

プによるカウンセリング連続実習」の講師として、半期

10 時間、年 20 時間、ロールプレイを中心としたカウン

セリングの基本的態度を学ぶ講座を担当した。希望者に

は引き続き、個人スーパービジョンを行った（～平成 25

年 3 月）。また毎年実施されるカウンセラー適任証その

他の資格審査にも携わった。 

 

４）奈良県臨床心理士会子育て支援部会長 

平成 24

年 6 月

～平成

26 年 5

月（任

期 2年） 

 

奈良県臨床心理士会内に設置されている７部会のひと

つである子育て支援部会の長として、部会内の連絡およ

び、月 1 回開催している子育て支援部会研修の企画・運

営を行った。 

 

 

 

５）寝屋川市立保育所民営化に係る事業者選定委員

会に選定委員として参加 

平成 25

年 10月

～平成

26 年 2

月 

 

寝屋川市立ひなぎく保育所の民営化に係る事業者選定

委員会に委員として参加した。 

 

 

 

 

６）奈良文化幼稚園における発達の気になる子の行

動観察および助言指導 

平成 26

年 6 月

～（現

在に至

る） 

 

奈良文化幼稚園に年に 3 回（学期に 1 回）訪問し、各ク

ラス担任からあらかじめ依頼された発達の気になる子

どもの行動観察を行い、その後、子どもの見立てや今後

の支援のあり方についてのカンファレンスを行ってい

る。 

 

７）奈良県臨床心理士会研修委員長 

平成 26

年 6 月

～平成

28 年 5

月（任

期 2年） 

 

奈良県臨床心理士会の研修委員会の長として、年に 3 回

実施される相互研修会の企画・運営を担当した。委員会

の招集、連絡調整、講師との交渉、事前準備、当日の進

行など、他の委員と協働して行い、無事に任期を終える

ことができた。 
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８）社会福祉法人宝山寺福祉事業団児童養護施設愛

染寮にて心理相談員（パート）として勤務 

平成 29

年 4 月

～現在

に至る 

 

本学学生の施設実習や就職等でつながりのある児童養

護施設愛染寮において、入所児童の心理的ケア（プレイ

セラピー）を担当する臨床心理士として、週１日 5 時間

勤務している。 

 

４ その他   

１）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

子育て支援事業、奈良学園大学社会・国際連携セン

ター事業「親と子の相談室ひまわり」の担当カウン

セラー 

平成 26

年 4 月

～現在

に至る 

短期大学部の地域貢献事業のひとつとして一般の市民

向けに開設された相談室であり、火曜日の午後に行って

きた。子どもへのカウンセリングや遊戯療法、発達検査、

保護者へのカウンセリングなどを行っている。令和 2 年

度からは奈良学園大学社会・国際連携センターの事業と

して、毎週水曜日の午後に実施している。 

 

２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

人権教育推進・セクシャルハラスメント相談委員会

の委員長 

平成 27

年 4 月

～平成

31 年 3

月 

平成 25 年度より委員として活動し、平成 27 年 4 月から

は委員長として、定期的に委員会を開催し、学生を対象

とした人権アンケートの実施と分析、人権講演会の企画

と開催、大人協研修への参加などを行った。 

 

３）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部における

学生相談の主担当 

平成 26

年 4 月

～平成

31 年 3

月 

学科の学生相談員として、学生からのさまざまな相談に

応じたり、心理的問題を抱える学生への対応について、

他の教職員のサポートを行った。平成 27 年度から主担

当となり、同年より本学に配置されている非常勤カウン

セラーとも連携し、学内の学生相談体制の整備を目指し

た。 

 

４）奈良学園大学登美ヶ丘キャンパスにおける学生

相談室担当カウンセラー 

平成 31

年 4 月

～現在

に至る 

 

登美ヶ丘キャンパスの保健医療学部の学生を対象とし

た学生相談室カウンセラーとして、毎週水曜日の午後、

相談室に勤務している。三郷キャンパスの学生相談担当

の岡野由美子准教授と情報交換や共有をしながら対応

している。令和 2 年度からは学生支援センターの構成委

員となり、同キャンパスを担当している 

 

５）奈良学園大学入試委員会の委員 

平成 31

年 4 月

～現在

に至る 

 

人間教育学部の入試委員会の委員として委員会に出席

し、入試日程や入試科目、選考方法等について検討して

いる。入試日には本部要員としての努めを担っている。 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     
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１）学び、考え、実践力を

つける家庭支援論 
共著 

平成 26年 3

月（第 1 版） 

平成 28 年７

月（第 2 版） 

平成 30年 9

月（第 3 版） 

令和 2年 9月

1 日（第 1 版） 

保育出版社（P91、142

～143） 

令和 2年度版より教育

情報出版 

保育士養成課程における必修科目であ

る「家庭支援論」に対応し、基礎理論お

よび具体的な実践事例を含み、読者自身

が専門知識を習得した上で実践力をつ

けられる内容構成となっている。 

編者：木村志保、津田尚子編著、B5 判、

190 頁。 

共著者：飯塚恭一郎、木村敦、太田顕子、

大石美佳、長尾和美、佐伯知子、高橋美

枝、菊地真理、吉田祐一郎、前嶋元、井

土睦雄、原子純、松井圭三、森合真一、

田中卓也、田中謙、平本譲、戸田竜也、

高橋千香子、加藤博仁、津田尚子、池田

幸代、阪木啓二、植木是、矢野裕子、矢

幡眞由美、伊尻正一、隣谷正範、児玉龍

治、緒倉珠巳、木村志保 

本人担当部分：①第 8 章「どうやって子

育て家庭を支援すればいいの？－子育

て家庭支援の方法・やり方」の「現場の

声」欄（P91）：章の導入部分であり、

子育て家庭の多様化がすすむ中、不適切

な養育が行われている家庭の支援では、

子どもの命と安全を守るために園の役

割が大変重要になっている現状につい

て説明した。 ②第 12 章「支援の実際

を考えてみよう－子育て家庭支援の事

例学習」の第 1 節「子育てに悩む親」①

事例「孤独感から子育てへの不安が高ま

っている母」②「問題を考えるポイント」

③「解説・留意点」④ステップアップ問

題（P142～143）：事例学習の章であり、

冒頭に事例を示した後、事例を考えるポ

イントをいくつか記し、学ぶ人が自ら考

え記入できるスペースを設けている。そ

の後に、事例の解説および留意点につい

て述べ、最後にステップアップ問題を記

載している。 

 

 

 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

２）コンパクト版保育者養

成シリーズ 新版 保育

の心理学Ⅱ 

共著 
平成 30年 3

月 
一藝社（P33～40） 

保育士養成の必須科目である「保育の心

理学Ⅱ」に対応したテキストであり、平

成 29 年告示の要領および指針の改訂を

反映した内容になっている。 

監修者：谷田貝公昭、石橋哲成 編著

者：福田真奈、西方毅 A5 版、145 頁 

共著者：伊藤亮、小原倫子、川口めぐみ、

小池はるか、佐々木真吾、高岡昌子、高

橋千香子、谷真弓、西方毅、長谷川直子、

菱田博之、福田真奈、山口昌澄 

本人担当部分：第４章 子ども集団と保

育者の援助（P33～40）子ども集団の特

性、集団生活への発達援助、集団に入れ

ない子どもの支援についてまとめてい

る。特に集団生活において培われる協同

性や道徳性、規範意識に対する保育者の

望ましい援助のあり方について重点的

に述べた。 
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３）シリーズ知のゆりかご 

保育の心理学 
共著 

平成 31年 4

月 
みらい（P172～185） 

保育士養成課程「保育の心理学」、幼稚

園教諭養成課程「幼児、児童及び生徒の

心身の発達及び学習の過程」に対応した

テキストである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、192 頁 

共著者：青木紀久代、石井正子、大國ゆ

きの、片山伸子、加藤邦子、金子恵美子、

金丸智美、高橋千香子、富田貴代子、中

村涼、平沼晶子、細野美幸、三好力、矢

野由佳子 

本人担当部分：第 11 章 乳幼児の学び

を支える保育（P172～185） 第 1 節で

「養護と教育が一体的に展開する保育」

について説明し、第 2 節で学びの芽生え

を支える保育について事例を用いなが

ら説明した。最後の第 3 節では保護者へ

の支援について述べ、保護者との連携や

協力の必要性について論じた。 

 

４）シリーズ知のゆりかご 

子ども家庭支援の心理学  
共著 令和元年 8月 みらい（P113） 

保育士養成課程の新しい必修科目「子ど

も家庭支援の心理学」に対応したテキス

トである。 

編著者：青木紀久代 B5 版、192 頁 

共著者：青木紀久代、石井正子、大國ゆ

きの、小嶋玲子、片山伸子、加藤邦子、

金子恵美子、古志めぐみ、菅野幸恵、高

橋千香子、武田（六角）洋子、細野美幸、

三好力、矢野由佳子 

本人担当部分：コラム②「保育所は貧困

問題の最前線」（P113） 日本の子ども

の貧困率の高さについて説明し、保育所

が担う役割について述べた。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

５）子ども家庭福祉専門職

のための子育て支援入門 
共著 令和元年 5月 

ミネルヴァ書房（P133

～138） 

保育士養成課程の新しい必修科目「子育

て支援」「子ども家庭支援論」「子ども

家庭福祉」に対応したテキストである。 

編著者：才村純、芝野松次郎、新川泰弘、

宮野安治 B5 版、176 頁 

共著者：大倉得史、山本智也、関谷みの

ぶ、才村純、本田和隆、室谷雅美、宮野

安治、新川泰弘、安田誠人、小山顕、渡

邊慶一、山本由紀子、吉弘淳一、藤井裕

子、寺田恭子、磯部美良、高橋千香子、

川口めぐみ、久保木亮子、西井典子、芝

野松次郎、塚本利幸、大谷由紀子、榎本

祐子、飯島仁美、別所崇、山本展明、栗

山直子 

本人担当部分：第 17 章 個人面談、懇

談会における子育て支援（P133～138） 

保育士の行う個人面談の種類、基本事

項、留意点について、事例を引用しつつ

解説した。 

 

６)保育士を育てる③子ど

もの理解と援助 
共著 令和 2年 3月 一藝社（P89～96） 

保育士養成課程の新しい必修科目「子ど

もの理解と援助」に対応したテキストで

ある。 

編著者：大沢裕、藤田久美 A5 版、148

頁 

共著者：綾野鈴子、伊藤亮、大賀恵子、

大沢裕、加納史章、熊谷賢、佐藤牧子、

高岡昌子、高橋千香子、谷真弓、當銘美

菜、根津知佳子、野末晃秀、藤田久美、

古橋真紀子、村山久美、山本陽子 

本人担当部分：第 11 章 子育て支援・

家庭支援と子ども理解（P89～96） 近

年の子育て家庭への支援の重要性の高

まりと、子育て家庭支援にける子ども理

解と援助のあり方について、事例を引用

しつつ解説した。 

 
（学術論文）     

1）ことばの表出が遅れて

いた５才男児の遊戯療法

過程 

単著 
平成 25年 11

月 

奈良文化女子短期大

学研究紀要第 44 号

（P45～56） 

遊戯療法とは子どもを対象としたカウ

ンセリング技法のひとつである。本論で

はことばの遅れを主訴に相談室を訪れ

た５才児が、筆者との遊戯療法を通じて

引きこもっていた心的状態から脱し、内

的世界を豊かに表現して葛藤状況を乗

り越えていった過程を３期に分けて報

告し、その展開のありようについて考察

を加えた。最後に遊戯療法についての筆

者の若干の考えを述べた。 

 

２）生活困窮家庭における

不登校生徒への訪問によ

る心理面接 

単著 
平成 26年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 45 号（P71～

82） 

近年、日本の子どもの貧困問題が浮き彫

りになり、その対策が急がれている。本

論では、生活困窮家庭の不登校生徒に対

して実施した約２年間の心理訪問面接

について報告し、当該生徒の心理的背景

と課題、訪問面接の経過について検討す

るとともに、訪問面接の有用性と留意点

について考察した。そして最後に、生活

困窮家庭の子どもへの心理的支援の意

義について、若干の考察を加えた。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

３）保育者としての資質と

保育実践能力に対する学

生の意識について 

共著 
平成 27年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 46 号（P91～

99） 

前研究より、保育現場ではまず保育者と

しての資質が重要視され、現場が必要と

する実践能力として文章・言語現力が強

く必要であることが分かった。そこで本

研究では、本学学生にアンケート調査を

行い、現場で必要とされる保育者として

の専門的実践能力や資質についてどの

ように考え、自身がどれくらい身につけ

ていると感じているのかを明らかにし

た。 

本人担当部分は、学生へのアンケートの

実施、および分析と考察を共同で行っ

た。 

共著者：林悠子、森本美佐、東村知子、

高橋千香子 

 

４）本学の子育て支援活動

と学生教育との接続 
共著 

平成 27年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 46 号（P121

～128） 

最近の学生の傾向として、コミュケーシ

ョン能力の低さや親子世代の触れ合う

経験の不足が挙げられる。このような学

生たちを保育者として養成していくに

あたり、いくつかの授業内において、本

学で実施している子育て広場に早期に

参加させる取り組みを始めている。その

効果と課題を明らかにすることを目的

として、学生へのアンケート調査および

レポート結果を考察し、分析を加えた。

本人担当部分は、子育て支援との連絡調

整、学生へのアンケートの実施を担当

し、アンケートの分析および考察につい

て共同で行った。 

共著者：森本美佐、小川純子、高橋千香

子 

 

５）各発達の時期における

「先生」のネガティブな言

動について 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 47 号（P31～

40） 

保育者養成課程の学生を対象にして、保

育所・幼稚園・小学校低学年・小学校高

学年・中学校・高等学校の各時期の「先

生」の不快な言動で特に記憶に残ってい

る内容について調査研究を行い結果を

報告し論じた。幼児期に受けた保育者の

不快な言動を記憶している者は非常に

少なく、むしろ良かった言動を覚えてい

る場合が多いことが分かった。保育者に

なる者は、自身の言動が子どもに及ぼす

影響を十分に理解することが大切であ

ると結論づけた。 

共著者：高岡昌子、高橋千香子、林悠子、

岩本健一 

 

 

 

 

 

６）保育者養成校の学生の

性格特性および進路状況

との関連について 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 47 号（P41～

48） 

本学学生（卒業生を含む）160 名のＹＧ

性格検査の判定結果をもとに、保育者養

成校の学生の性格傾向および卒業時の

進路状況（進路選択）との関連について

調べた。その結果、学生の半数近くで「情

緒の不安定さ」がみられ、保育者の資質

とも関連の深い特性であると考えられ

た。進路状況との関連では、保育職選択

と性格特性には関連は見出されなかっ

たが非正規あるいは非就職を選択した

学生は、「劣等感」「非協調性」が高い

傾向にある学生の割合が高いことが分

かった。 

共著者：高橋千香子、高岡昌子、林悠子、

岩本健一 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

７）保育者養成に求められ

る保育者の資質について

（２）―就職先へのアンケ

ート調査の前回調査との

比較から― 

共著 
平成 28年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 47 号（P71～

80） 

平成 23年度から 26年度の本学学生の就

職先に対して行ってきた勤務実態アン

ケート調査の自由記述のうち、園長らが

保育者養成に望むこと、また就職した卒

業生が評価されていることについての

分析を行った。その結果、就職先の園長

らは即戦力よりも社会人としての態度

や覚悟、チームで働く上で必要な能力の

養成を求めていることが明らかになっ

た。保育士不足や早期離職が問題化する

中、この点をふまえた保育者教育を行っ

ていくことが急務であると結論づけた。 

共著者：林悠子、高岡昌子、岩本健一、

高橋千香子 

 

８）ある不登校の少女の精

神分析的遊戯療法過程 
単著 

平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 48 号（P71～

81） 

不登校状態にあった小学生女児の精神

分析的アプローチによる遊戯療法過程

について報告し、考察した。女児の不登

校の背景には両親が離婚するかもしれ

ない不安が強くあったが、さらに遡り、

幼少期から母親との情緒的葛藤を抱え

ていたことが遊戯療法を通じて明らか

になった。精神分析的遊戯療法では言語

によるやりとりも重要な役割を果たす

が、その経過についても詳述した。 

 

９）施設実習における学生

の不安を軽減する事前学

習についての研究 

共著 
平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 48 号（P31～

40） 

施設実習に行く前後で学生の実習への

イメージが大きく変化することに着目

し、その要因について調査した。変化に

つながるきっかけは子どもとのコミュ

ニケーションにあることが分かり、学生

が自ら子どもに働きかけられる力を事

前指導においていかに習得させるかが

ポイントであることが明らかになった。

また、学生が自ら実習前に不足していた

と考えた要素を分析し、６つのカテゴリ

からなるチェック表を作成した。 

共著者：岩本健一、高岡昌子、林悠子、

高橋千香子 

 

10）新人保育者に必要な資

質について―新人保育者

に対する総合的な評価に

つながる具体的な資質― 

共著 
平成 29年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 48 号（P41～

49） 

本学の卒業生が就職先において新人保

育者としてどのような評価を受けてい

るのかを調べ、各評価項目と総合的な評

価との関係について検討した。その結

果、新人保育者は、高い技術や知識より

も、立場をわきまえた礼儀正しさ、業務

に意欲的に取り組む前向きな姿勢が、総

合評価の高さにつながっていることが

明らかになった。これらと在学中の GPA

とは相関はないことも明らかになった。 

共著者：高岡昌子、高橋千香子、林悠子、

岩本健一 

 

11）地域子育て支援におけ

る心理相談室の役割―「親

と子の相談室ひまわり」の

報告から― 

単著 
平成 30年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 49 号（P61～

68） 

本学において平成 21 年度から開設して

いる「親と子の相談室ひまわり」の報告

を通して、地域子育て支援における心理

相談室の意義および役割について考察

した。また筆者が５年間に担当した相談

事例の統計報告をもとに、最近の親子の

置かれている状況についても考察し、今

後の相談室のあり方について検討した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

12）新人保育者に対する評

価～前年度との比較を通

して～ 

共著 
平成 30年 11

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部研

究紀要第 49 号（P49～

59） 

昨年度に引き続いて、本学の卒業生が就

職先において新人保育者としてどのよ

うな評価を受けているのかを調べ、各評

価項目と総合的な評価との関係につい

て検討した。就職先の学生に対する満足

度は昨年度に比べて上昇していたが、将

来性への評価はほぼ同じであった。また

在学中の GPAと就職先の総合的評価得点

との間にも相関は見られなかった。 

共著者：高岡昌子、飯田恵美子、岩本健

一、小川純子、高橋千香子、林悠子 

 

13）新人保育者に対する評

価～前々年度と前年度と

の比較を通して～ 

共著 令和 2年 3月 
奈良学園大学紀要第

12 集（P51～60） 

短期大学部の最後の卒業生（平成 29 年

度卒）が就職先において新人保育者とし

てどのような評価を受けているのかを

調べ、各評価項目と総合的な評価との関

係について検討した。平成 27年度から

平成 29 年度の 3 か年では、保育現場に

おける評価、満足度、将来性について明

らかに上がっていた。一方、在学中の GPA

と就職先の総合的評価得点との間には、

今回も相関は見られなかったが、各教科

の成績との関連をみると、「子ども学ゼ

ミ」だけにおいて職場からの満足度との

相関（r=0.6）が見られた。 

共著者：高岡昌子、岩本健一、高橋千香

子、林悠子 

 

（その他）「学会等発表」     

１）みどり精神分析研究会

における事例発表 
－ 

平成 16年 5

月～現在に

至る 

みどり精神分析研究

会（大阪市） 

臨床心理技術の維持・向上のため、定期

的に研究会に参加している。みどり精神

分析研究会は、日本精神分析学会の認定

グループのひとつであり、年 10 回開催

されている。本研究会において、自験例

の事例発表を、毎年 1～2 回行っている。 

 

２）奈良県臨床心理士会子

育て支援部会研修会にお

ける事例発表 

－ 

平成 23年 7

月 2 日 

 

奈良県臨床心理士会

子育て支援部会研修

会（奈良市西部公民

館） 

子育て支援部会研修における事例検討

会において、「「子どもを連れて死にた

い」と訴える母親の支援」の事例を報告

した。要保護児童ケースとして長年にわ

たってケースワーク的に関わっている

事例であり、同じ福祉の現場で活動して

いる臨床心理士より貴重なコメントを

受けた。また、他機関とのネットワーク

の重要性や、その構築の方法についても

議論された。 

 

３）本学における子育て支

援事業の 5年間の取り組み

と評価 

－ 

 

平成 27年 9

月 

 

全国保育士養成協議

会第 54回研究大会（札

幌市）ポスター発表

（論文集 P179） 

地域における子育て支援の充実が求め

られるようになり、現在、保育所・幼稚

園だけでなく様々な場において取り組

みが行われている。本研究では、本学に

おける過去 5年間の子育て支援事業であ

る「つどいの広場」「ちびっこ広場」の

取り組みの経過と内容を振り返り、利用

者アンケートの結果をもとに総括およ

び今後の課題についてまとめた。 

共同発表者：高橋千香子、森本美佐、林

悠子 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

４）保育者としての資質と

保育実践能力に対する学

生の意識について 

－ 

 

平成 27年 9

月 

 

全国保育士養成協議

会第 54回研究大会（札

幌市）ポスター発表

（論文集 P35） 

前研究より、保育現場ではまず保育者と

しての資質が重要視され、現場が必要と

する実践能力として文章・言語現力が強

く必要であることが分かった。そこで本

研究では、本学学生にアンケート調査を

行い、現場で必要とされる保育者として

の専門的実践能力や資質についてどの

ように考え、自身がどれくらい身につけ

ていると感じているのかを明らかにし

た。 

共同発表者：林悠子、東村知子、森本美

佐、高橋千香子 

 

５）保育者養成校の学生の

性格特性および進路状況

との関連について 

－ 

 

平成 28年 8

月 

 

全国保育士養成協議

会第 55回研究大会（盛

岡市）ポスター発表

（論文集 P42） 

本学学生（卒業生を含む）160 名のＹＧ

性格検査の判定結果をもとに、保育者養

成校の学生の性格傾向および卒業時の

進路状況（進路選択）との関連について

調べた。その結果、学生の半数近くで「情

緒の不安定さ」がみられ、保育者の資質

とも関連の深い特性であると考えられ

た。進路状況との関連では、保育職選択

と性格特性には関連は見出されなかっ

たが非正規あるいは非就職を選択した

学生は、「劣等感」「非協調性」が高い

傾向にある学生の割合が高いことが分

かった。 

共同発表者：高橋千香子、高岡昌子、林

悠子、岩本健一 

 

６）保育者養成に求められ

る保育者の資質について

―就職先へのアンケート

調査より― 

－ 

 

平成 28年 8

月 

全国保育士養成協議

会第 55回研究大会（盛

岡市）ポスター発表

（論文集 P57） 

平成 23年度から 26年度の本学学生の就

職先に対して行ってきた勤務実態アン

ケート調査の自由記述のうち、園長らが

保育者養成に望むこと、また就職した卒

業生が評価されていることについての

分析を行った。その結果、就職先の園長

らは即戦力よりも社会人としての態度

や覚悟、チームで働く上で必要な能力の

養成を求めていることが明らかになっ

た。保育士不足や早期離職が問題化する

中、この点をふまえた保育者教育を行っ

ていくことが急務であると結論づけた。 

共同発表者：林悠子、高橋千香子、高岡

昌子、岩本健一 

 

７）幼稚園児の保護者に対

する児童虐待についての

意識調査 

－ 

 
令和 2年 3月 

日本保育者養成教育

学会第 4 回研究大会

（福山市）口頭発表

（抄録集 P49） 

ある幼稚園に通園する児童 147名の保護

者を対象に、①児童虐待問題への関心度 

②自身が虐待をしてしまうかもしれな

い可能性 ③７つの行為について虐待

と思うか否か 以上の３つについて質

問紙法によるアンケート調査を実施し

た。その結果、③については、保護者の

年代やこどもの数によって、虐待と捉え

る行為が変化する可能性があることが

示唆された。 

共同研究者：岩本健一、高岡昌子、林悠

子、高橋千香子 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（その他）「報告書」     

１）2013 子どもの育ちと学

びをつなぐⅣ～奈良文化

女子短期大学 幼小接続

ＷＧ合同研究会の取り組

みを通して～ 

共著 
平成 26年 3

月 

奈良文化女子短期大

学 幼 小 接 続 Ｗ Ｇ 編

（P43～48） 

奈良文化女子短期大学にて平成 20 年度

から開催されている「幼小接続 WG 合同

研究会」における、平成 25 年度の講演

資料や概要、参加者の感想等をまとめた

冊子である。 

本人担当部分：第１部第１章＜１月例会

＞ 講演テーマ「幼小接続に関わる保護

者の不安～就学前後の相談から～」の内

容をもとに、幼小接続期に保護者が抱く

不安と、それらを安心に変えるための取

り組みの例についてまとめた。 

執筆者：秋田喜代美、前田洋一、善野八

千子、恒岡宗司、石田秀朗、高橋千香子 

A5 版 全 129 頁 

 

２）奈良学園大学奈良文化

女子短期大学部 教学報

告 

共著 
平成 30年 12

月 

奈良学園大学奈良文

化女子短期大学部幼

児教育学科 

奈良文化女子短期大学部の閉校にあた

り、過去数年間において、特に教職員一

丸となって行った教学上の特色のある

取り組みや成果をまとめた記録である。 

本人担当部分：7.3 本学における学生支

援（P78～83）、8.8 心理学領域の科目に

おける授業の工夫についてｰグループ活

動を中心に(P121～122） 

執筆者：青山雅哉、飯田惠美子、礒辺ゆ

う、岩本健一、小川純子、高岡昌子、高

橋千香子、筒井道子、恒岡宗司、中田章

子、林悠子、森本美佐、吉田明史 

A4 版 全 188 頁 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 ３ 年  ３ 月 ３１ 日 

   氏名 西川 弘展        

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 J.M.ケインズを主軸としたマクロ経済学、貨幣理

論、国際金融論、金融政策論、確率論・科学哲学に

関する経済学史的、理論経済学的研究 

 J.M.ケインズ；貨幣理論、国際金融論、金融政策論、マクロ経済学、

経済政策論／確率論（科学論） 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例 

 

１）「初年次演習」の教育実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17〜21年

度 

 

 

 

 

 

平成 19〜28年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良産業大学経済学部で「導入演習」・基礎演習」を

担当：他の担当者と連携の上、学生生活、大学での学

習法（アカデミック・スキルズ）、社会見学、社会見

学の報告書作成・発表、レポート作成、レポート発表

会を実施した。 

 

 

奈良産業大学ビジネス学部で「導入演習」・「基礎演

習」（旧カリキュラムおよび新カリキュラム）を担当：

他の担当者と連携の上、学生生活、大学での学習法（ア

カデミック・スキルズ）、社会見学、社会見学の報告

書作成・発表、レポート作成、全クラス合同でのレポ

ート発表会を実施した。社会見学先（実績）として、

大阪造幣局、日本銀行大阪支店、くすりの道修町資料

館、津波・高潮ステーションがあり、これらの見学先

と社会見学受け入れの交渉と事前打ち合わせも行な

った。 

２）「初年次教育」の教育実践 

 

平成 19〜22年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年〜28

年度 

 

 

 

 

奈良産業大学ビジネス学部の初年次教育の一環とし

て、「ベーシック数理 I」・「ベーシック数理 II」（旧

カリキュラム）を担当した。授業は、他の担当者と連

携しつつ、ビジネス学部での学習を進める最低限の前

提として、中学数学までの内容ではあったが、高次の

視点に立ち、演習と解説による授業を行なった。なお、

実施した授業は、作成した共通テキスト（２００７年

度版および２００８年度版の作成を担当）をもとに実

施し、毎回練習問題のワークシートと回答と解説を配

布し、受講者に到達点を自覚させつつ、授業効果の促

進につとめた。同一科目の担当者間の連携も随時行っ

た。 

 

奈良産業大学ビジネス学部の初年次教育の一環とし

て、「ベーシック数理 I」・「ベーシック数理 II」（新

カリキュラム）を担当した。 

 

 

２０１１年度からは、ビジネス学部の「ベーシック数

理 I・II」が、全学共通科目の「基礎数学 I・II」に

再編され、情報学部・ビジネス学部で同一内容の授業

が展開された。「基礎数学 I・II」では、複数の担当

者が同一の到達目標のもと連携して授業が実施され

た。具体的には入学時に実施されるクラス分けのため

のプレースメントテスト、プレースメントテストによ

るクラス編成、成績評価のための期末試験を統一させ

る形式で授業が展開され、その中でビジネス学部での

とりまとめ代表を務めた。授業内容、クラス分けの基

準、成績評価を厳格に統一させることで、より客観的

な形で成果を上げることができた。 
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３）「専門科目」の教育実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17年〜21

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19年〜25

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年〜28

年度 

 

奈良産業大学経済学部で、「基礎経済学」、「マクロ

経済学」、「公共経済学」、「経済学史」の授業を担

当した。 

 

「基礎経済学」ではケインズの経済学と経済思想、社

会的選択理論について資料を配布して行った。「マク

ロ経済学」は、理論科目であり、教科書を指定し、配

付資料を作成し、段階的に学習できるように行った。 

 

「公共経済学」は、ミクロ経済学の応用分野に重点を

当てて、教科書を指定し、配付資料を作成して行った。

経済学史は、理論・歴史分野であり、年表も含めた配

付資料を作成して、行った。 

 

いずれの科目も、授業内での提出課題を課しながら、

学生自身で到達点の把握と学習課題の自覚がなされ

るように工夫した。また平成１８年頃から学生による

授業アンケートを実施し、アンケートの結果を時期の

授業へ反映させた。 

 

奈良産業大学ビジネス学部で、「現代社会トピックス」

「マクロ経済学」、「公共経済学」（いずれの旧カリ

キュラム）の授業を担当した。「現代社会トピックス」

は、ビジネス学部の専門基礎科目として、戦後日本経

済の展開を５つの時期に区分して、解説しながら、経

済学の基礎知識を学習させるように授業を展開した。 

「マクロ経済学」は、理論科目であり、教科書を指定

し、配付資料を作成し、段階的に学習できるように行

った。なお、ビジネス学部のマクロ経済学は、高等学

校公民科教職課程の教科に関する科目であり、教員免

許取得者の多くは、マクロ経済学を履修していた。「公

共経済学」は、ミクロ経済学の応用分野に重点を当て

て、教科書を指定し、配付資料を作成して行った。い

ずれの授業でも学生による授業アンケートを実施し

て、学生にフィードバックを行うとともに、授業の改

善に活用した。 

 

奈良産業大学ビジネス学部で、「マクロ経済学 I」、

「マクロ経済学 II」（いずれの新カリキュラム）の授

業を担当した。マクロ経済学は、理論科目であり、教

科書を指定し、配付資料を作成し、段階的に学習でき

るように行った。なお、ビジネス学部の「マクロ経済

学 I」・「マクロ経済学 II」は、高等学校公民科教職

課程の教科に関する科目であり、教員免許取得者の多

くは、マクロ経済学を履修していた。いずれの授業で

も学生による授業アンケートを実施して、学生にフィ

ードバックを行うとともに、授業の改善に活用した。 
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４）「演習科目」（初年次演習科目を除く）の教育

実践 

平成 17年〜21

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19〜25年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23〜28年

度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良産業大学経済学部で、「専門演習 I」「専門演習

II」、「卒業論文」を担当した。「専門演習 I」では、

視聴覚教材や新聞記事、雑誌記事、統計データを用い

ながら、感想を述べる、内容の要約を述べるなどの演

習での発言の練習を行い、知識を活用してコメントす

るなどの実践的な能力の育成を図り、参加者相互で発

言者の内容と意図を理解した上で、自分の考えを述

べ、議論する練習を行った。「専門演習 II」では、共

通の文献を指定し、担当者を決めてレジュメを作成さ

せ、レジュメに基づいて報告を行わせるとともに、「専

門演習 I」の成果を生かしながら議論を行った。「卒

業論文」では、受講者の関心に応じて、テーマを見つ

け、資料を探して、論文のアウトラインを作成させつ

つ、論文を完成させる指導を行った。 

 

奈良産業大学ビジネス学部で、「総合演習」、「専門

演習 I」、「専門演習 II」（いずれも旧カリキュラム）

を担当した。「総合演習」では、テーマ（社会問題へ

の経済学の利用、経済学の基礎を学ぶ、日本の経済思

想家たち、明治期日本の経済思想家たちなど）を決め

て、担当者が指定した教科書、関連資料、『東洋経済

新報』や『エコノミスト』など経済誌、日本経済新聞

などを、報告者を決めて、輪読しながら、ディスカッ

ションとレポートの作成を指導した。「専門演習 I」

および「専門演習 II」では経済学史・経済思想史、経

済政策論、マクロ経済学の概説書、『東洋経済新報』

や『エコノミスト』など経済誌、日本経済新聞などを、

報告者を決めて、輪読しながら、ディスカッションと

レポートの作成を指導し、最終的に受講者のテーマに

沿った卒業論文の作成を指導した。 

 

奈良産業大学ビジネス学部で、「総合演習」「プレ・

プロジェクト演習」（いずれも新カリキュラム）を担

当した。いずれにおいても、テーマ（社会問題への経

済学の利用、経済学の基礎を学ぶ、日本の経済思想家

たち、明治期日本の経済思想家たちなど）を決めて、

担当者が指定した教科書、関連資料、『東洋経済新報』

や『エコノミスト』など経済誌、日本経済新聞などを、

報告者を決めて、輪読しながら、ディスカッションと

レポートの作成を指導した。なお「プレ・プロジェク

ト演習」では、事前に学習用の素材を配布の上で自習

を求めて、受講者が能動的に学ぶアクティブラーニン

グの要素を強くした。 

 

 

５）「共通教育科目」の教育実践 平成 26〜令和

2年度 

 

 

 

奈良学園大学人間教育学部・保健医療学部で、「社会

科学の基礎」を担当した。経済学を基本とする内容と

し、授業を実施した。理論的内容に偏重することなく、

事例や具体例、歴史的側面を重視しながら授業を展開

した。 

 

６）留学生論文指導 平成 24〜28年

度 

課程外では奈良産業大学国際交流センターが受け入

れている特別聴講生(短期留学生)の自由研究による

論文作成指導を継続的に担当した。 
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７）他大学における教育実践 平成 25〜令和

3年度 

他大学において、非常勤講師等として下記の授業を担

当し、学生による授業評価を受けている。 

 

１）天理大学：経済学概論１、経済学概論２、基礎か

らわかる現代世界、国際経済論（平成 25〜令和３年度） 

 

２）大阪市立大学：基礎演習、イノベーティブ・ワー

クショップ（平成 30年〜令和３年度） 

 

３）大阪府立大学：社会システムとサステイナビリテ

ィ、エンジニアのための経済学 II（令和元年〜令和３

年度） 

 

４）龍谷大学：入門演習、基礎演習１、経済思想史（平

成 31年〜令和２年度） 

 

２ 作成した教材 

平成 19年度用 
奈良産業大学ビジネス学部『ベーシック数理 II』（旧

カリキュラム用教科書）の執筆 

平成 20年度以

降用 

奈良産業大学ビジネス学部『ベーシック数理 I・II』

（旧カリキュラム用教科書）の部分的執筆 

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価  

奈良産業大学において授業評価アンケートを継続的

に実施し、そのフィードバックについても継続して行

ってきた。 

   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

５ その他   

   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

   

   

２ 特許等   

   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 平成 20年 6月 

[職務上の実績・公開講座講師]①石橋湛山の言論活動

について：奈良産業大学が一般市民を対象に実施して

いた公開講座「奈良駅前大学」2013 年度第 2 回の講

師を担当した。物価上昇率目標を掲げる金融政策の基

本的アイデアについて解説しつつ、この物価上昇率目

標を設定する金融政策が経済学の歴史においてどの

ような意味を持つかについて講演した。 
 

 平成 25年 9月 

［職務上の実績・公開講座講師］⑮経済学の歴史から

現代を考える−物価上昇率目標政策について−：奈良産

業大学が一般市民を対象に実施していた公開講座「奈

良駅前大学」2013 年度第 2 回の講師を担当した。物

価上昇率目標を掲げる金融政策の基本的アイデアに

ついて解説しつつ、この物価上昇率目標を設定する金

融政策が経済学の歴史においてどのような意味を持

つかについて講演した。 
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４ その他   

   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

     

     

     

     

（学術論文）     

1 ケインズ「流動性選好理

論」のもうひとつの起源―

1920 年代英国「貨幣数量理

論」の再発見 

単 
平成 14 年 12
月 

『経済学雑誌』第 103

巻第 3 号、大阪市立大

学経済学会、77～101

頁、計 25 頁 
 

『貨幣改革論』のケインズは貨幣数量説

（貨幣数量理論）の唱道者として知られて

いるが、同著の貨幣供給増加率≠物価上昇

率の命題（弾力性 1 の否定命題）が、『貨

幣論』における金融的流通などの認識の深

化を経て『一般理論』でヨリ一般化される

流動性選好理論の理論的源泉になってい

るという解釈を提示することを通じ『貨幣

改革論』およびこれと同時代の貨幣理論と

ケインズ革命とを断絶的に捉える通説へ

の疑問を提起した。 

2『貨幣改革論』の内生的

貨幣供給の着想－E.キャ

ナンと J.M.ケインズの論

争 

単 

平成 24 年 12

月 
 

『奈良産業大学地域公

共学総合研究所年報』

第 3 集、奈良産業大学

地域公共学総合研究

所、57～68 頁、計 12

頁 

 
 

ケインズにおける内生的貨幣供給の着想

は『貨幣論』において本格化していること

は周知されているが『貨幣改革論』におい

てもその着想の一端が示され、この論点を

めぐり E.キャナンと論争されていること

はあまり知られていない。本論では、キャ

ナンをリカード的系譜に、ケインズをソー

ントン的系譜に位置付ける試みをしなが

ら、『貨幣改革論』における内生的貨幣供

給の着想を紹介し、ケインズの経済学を再

解釈する際の視点を示した。 

3ケインズ『貨幣論』の銀

行貨幣分割の含意−貨幣数

量説からの離脱過程の一

局面 

 

 

単 
平成 26年 3

月 

『社会科学雑誌』第9

巻、奈良産業大学社会

科学学会、165～194

頁、 

計 30 頁 
 

ユルグ・ニーハンスに依拠し代表的基本モ

デルを踏襲しつつ、なおかつ『貨幣論』に

内在しながら『貨幣論』における金融的流

通に関連する貨幣量（M3）の把握が貨幣数

量説から派生する、頑強な命題、全貨幣数

量（M1＋M2＋M3）の変化率＝物価の変化率

を頑強に否定することを確認し、これまで

あまり具体化されてこなかったケインズ

理論の貨幣数量説からの離脱過程の様相

の一齣を形式論理的に明らかにした。 

 

     

（その他）     

1［研究ノート］①F.P.ラム

ゼー『貯蓄の数学的理論』

－その試訳、注釈および解

題（2） 
 

単 
平成 15年 11

月 

『大阪市大論集』第108

号、大阪市立大学大学

院経済・経営研究会、

29～62 頁、計 34 頁 

 

研究業績[翻訳]⑦の注釈として［研究ノー

ト］的に公表した。現代マクロ経済学の教

科書的文献に頻繁に挙げられるラムゼー

の『貯蓄の数学的理論』につき、数学的展

開の詳細をその図形的説明などを行うこ

とで、すべての段落に対して解説と読んで

いく上での注意事項を付した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

     

2［研究ノート］②ケイン

ズ『貨幣改革論』の基本視

角に関する覚書（上） 

単 

平成 21 年 9
月 
 

『産業と経済』第 24
巻第 1・2 号、奈良産業

大学経済・経営学会、

41～68、計 28 頁 
 

ケインズ革命を引き起こした『雇用、利子

および貨幣の一般理論』については同著の

重要性から論点を明確化し先行研究の不

備を補う形で組織的・体系的に研究がなさ

れ、研究が蓄積されている。その一方で『貨

幣改革論』については世界的に見ても国内

的に見ても、それを主題とする研究もわず

かであり、組織的・体系的に研究されてい

ない。そこで、資料整理的研究として、訳

書についても最新の注意を払いつつ、日本

国内の諸研究の特徴を年代順に整理し、解

釈の変遷を追った。（未完） 

３[研究ノート]③石橋湛

山の言論思想についての

覚書−東洋経済新報社運営

の側面から− 

単 

平成 21 年 12
月 
 

『奈良産業大学紀要』

第 25 集、奈良産業大

学、79～106 頁、計 28

頁 

明治創刊の『東京経済雑誌』についてはそ

の先駆的性格、古典的な経済自由主義とい

う原理的性格から研究が積み重ねられて

きている。一方で明治期に創刊され現代ま

で引き継がれている『東洋経済新報』につ

いてはその全貌が明らかでない。また『東

洋経済新報』の中興の祖ともいうべき石橋

湛山についてもその全集が古くから完結

しているにもかかわらず、政治思想的研究

に比べ経済学的研究は比較的手薄である。

ここでは、『東洋経済新報社 百年史』を

手がかりに『石橋湛山 全集』にもあたり、

東洋経済新報社の創設からの歴史的流れ

を追うことで、同社の経営方針にあらわれ

る石橋湛山の経済思想を、ジャーナリズム

の持続性重視の姿勢、特定の理論命題に過

度に依拠した原理というよりは柔軟で折

衷的なプラグマティズムの姿勢、専門的経

済学重視というよりは教養的色彩の強い

経済学重視の姿勢などとしてあきらかに

した。 

４［翻訳］①F.P．ラムゼ

ー『貯蓄の数学的理論』－

その試訳、注釈および解題

（1） 

 

単 平成 13 年 9 月 

『大阪市大論集』101

号、大阪市立大学大学

院経済・経営研究会、

136～162 頁、計 27 頁 

現代マクロ経済学において動学的最適化

は標準的な考え方である。F.P.Ramsey の

1928 年 Economic Journal 論文、 A 
Mathematical Theory of Saving は、変分

法を用いて動学的最適化のアイデアを厳

密に展開した最初の研究として知られ、現

代マクロ経済学の教科書的文献において

必ずといってよいほど挙げられているが、

実際に読まれることは少なく、彼独特の時

間選好率の位置づけなどはあまり知られ

ておらず、試訳として訳出し、公表した。 
 
 

５ ［ 翻 訳 ] ② Roger 

Backhouse「なぜケインズ

が重要なのか、イギリスの

政 

策形成の視点からの検討」

（所収書籍の第 I 部第 3

章） 

単 平成 26 年 2 月 

『ケインズは、《今》、な

ぜ必要か？：グローバル

な視点からの現在的意

義』ケインズ学会編集、

平井俊顕監修、作品社、

42～52 頁、計 11 頁 

経済理論史の世界的研究者の Roger 
Backhouse が所収書籍のために書き下ろ

された論文の翻訳の担当。世界的に政府赤

字の累積と財政規律の引締めの実行が前

面に取りざたされる中においても、従来の

ケインズ的財政拡張政策の有効性が失わ

れていないことを示唆することが当該論

文の主要な論点である。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

６ [ 翻 訳 ] ③ Bradley W. 

Bateman,Toshiaki Hirai, 

Maria Cristina Marcuzzo 

eds,The Return to Keynes, 

The Belknap Press of 

Harvard University Press

（所収の第 9章の論文を「ケ

インズの経済学の形成過

程」として翻訳） 

 

単 
平成２６年

９月 

平井俊顕監訳『リター

ン・トゥ・ケインズ』

東京大学出版会、（第 9

章に「ケインズの経済

学の形成過程」として

所収）225～248 頁、計

24 頁 

ケンブリッジ学派の２つの潮流（（１）マ

ーシャル的理論＝マーシャル、ピグー、ラ

ヴィントンの理論と（２）ヴィクセルタイ

プの理論＝ロバートソン、ホートリーの理

論）の理論的特徴を明らかにしながら、ケ

インズの経済学の形成過程とケインズの

経済学の独自性をケインズ全集・ケインズ

ペーパーズといった一次資料を基に体系

的に解明した論文である。 

７[学会発表]①ケインズの

インフレーション論の学説

史的意義―『貨幣改革論』

の分析を中心として 

 

単 
平成１１年 5

月 

経済学史学会関西部会

第 136 回例会（於 甲

南大学） 

ケインズ的なマクロ経済政策の目標は完

全雇用の実現であり、これはときとしてイ

ンフレーションを伴う。実際『一般理論』

で不完全雇用から完全雇用への移行にお

いてで「半インフレーション」の状態が出

現することを指摘している。ところが『貨

幣改革論』ではデフレーションだけでなく

徹底してインフレーションにも反対して

おり、ケインズにおけるこの『貨幣改革論』

時の反インフレーション主義の側面が彼

のマクロ経済政策の形成史的側面を理解

する上で重要であることを確認した。 
 

８[学会発表]②ケインズ流

動性選好理論のひとつの

起源―1920 年代英国貨幣

数量理論の特徴 

 

単 

平成１４年

１０月 
経済学史学会第 66 回

全国大会（於 新潟大

学） 

 

研究業績[論文]①の内容の一部を大会報

告集所収の原稿に基づいて発表した。発表

においては、とくに貨幣理論が不換紙幣乱

発という歴史的背景の影響を強く受けた

1920 年代の英国の貨幣理論の相互関連

（マーシャルを起源とし、それを踏襲した

キャナン、レーフェルト、『貨幣改革論』

のケインズの貨幣理論の類似性）を強調し

た。 
 

９[学会討論者]①セッショ

ン：ピグー厚生経済学の再

検討（『富と厚生』出版百

周年）山本崇史氏（北海道

大学）「関税改革論争にお

けるピグーの外国貿易

論：「貿易論への「厚生」

概念の本格的な適用に関

して」へのコメント 

 

単 

平成２４年

５月 

経済学史学会第 76 回

全国大会（於 小樽商科

大学） 

山本崇史による自由貿易論と厚生経済学

に関連したピグー研究に関する報告の前

提となった論文を参考に、山本報告の意義

と位置づけを確認し、いくつかの疑問点を

提起した。疑問点については、学会セッシ

ョン終了後直ちに山本氏により返答を改

めていただいている。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

１０［学会司会］①ケイン

ズ学会 公開シンポジウ

ム 多様性の宝庫として

のケンブリッジ学派 平

井俊顕「ケインズの対米借

款交渉―「金融ダンケル

ク」に直面して」、小峯敦

「ビッグデータ時代のケ

インズ『確率論』」 

 

 

平成３１年

３月 

ケインズ学会 公開シン

ポジウム「多様性の宝庫

としてのケンブリッジ学

派」（於 大阪府立大学

I-site なんば） 

左記２つの学会報告の司会を務めた。 

１１［学会司会］②経済学

史学会 第８３回大会、第

１日目 吉田雅明「ホート

リー・コネクション再考」 

 

 
令和元年６

月 

経済学史学会第８３回

全国大会（於 福岡大

学） 

左記の学会報告の司会を務めた。 

 

１２［学会司会］③ケイン

ズ学会、関西部会、木村雄

一、木村雄一著『カルドア 

技術革新と分配の経済学』

（名古屋大学出版会）をめ

ぐって 

 

 
令和３年６

月 

ケインズ学会、関西部

会、Zoomによるオンラ

イン開催 

左記の学会報告の司会を務めた。 

１３［研究会討論者］①只

腰親和・佐々木憲介編『経

済学方法論の多元性』蒼天

社出版の合評会、 

中澤信彦氏（関西大学経済

学部教授）「政府の『なす

べきこと』と『なすべから

ざること』―ケインズはム

ーアとバークから何を学

んだのか」について 

 

単 
令和元年１

２月 

２０１９年度冬季近代

経済学史研究会（於 

大阪経済大学） 

左記の論文（『経済学方法論の多元性』第

１０章）について、コメントを行い、執筆

者よりリプライを受けた。 
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教  育  研  究  業  績  書 
令和 3 年 3月 31日  

氏名 前田 綾子  

研   究   分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

幼児教育・保育方法 ・保育者論 ・子ども理解 ・探究心を育む保育 ・

教  育  上  の  能  力  に  関  す る  事  項 

事項 年月日 概   要 

１ 教育方法の実践例 
・ 尼崎市モデル保育所実践報告会

・ 保育内容研究会保育公開

・ 保育内容研究会実践発表会

・ 保育内容研究会保育公開

・ 保育内容研究会実践発表会

平成27年3月 
平成29年2月 

平成 29 年 11
月 
平成30年2月 

尼崎市中央公民館 40名参加 
尼崎市立大庄保育所 35名参加 

尼崎市中央公民館 50名参加 
尼崎市立大庄保育所 35名参加 

尼崎市中央公民館 50名参加 

２ 作成した教科書・教材

(1）保育実習の手引き 平成 2７年 6
月 

 保育実習に臨むにあたって保育所とはどういうと
ころなのか、生活の流れなどを事前に理解してもら
うと共に安全に対する配慮事項や、心構え、挨拶な
どや持ち物、保育所におけるルールなどについて具
体的に記した冊子を作成。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
関西保育福祉専門学校のゲストティチャーとして
90分の講義をする。 

令和元年 6月 関西保育福祉専門学校 80名 
 学生達に周りにいる学生と不安に思っていること
をグループワークをして意見を出してもらい、不安
を軽減することと、積極的に実習に望むこと、学校
の授業で習った子どもの発達を意識しながら子ども
に関わること。職員も子ども達を実習生を快く受け
入れることなどを伝え、学生も初めは緊張していた
が後半は笑顔が多くなり、挙手をして質問をするな
ど積極的な姿が見られた。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
・ 尼崎市保育士専門研修講師

「尼崎の保育」の活用

・ 尼崎市フォローアップ研修講師

平成 29 年 12
月 

平成 30 年 12
月 

青少年センター  25 人 
 保育指導課からの依頼により、保育士歴５年目か
ら１５年目の公立保育所の保育士を対象に「尼崎市
の保育」（冊子）の活用について研修をした。「尼崎
の保育」には普段の保育に使える様々な資料が含ま
れており、どのような活用方法があるのかや、ミド
ルリーダーとしての自覚を持つことの大切さを伝え
る。

青少年センター  80 人 
 保育指導課からの依頼により、公立保育所、法人
保育園、小規模保育園の１、2 年目保育士を対象に
「ふれあい遊び」の実技研修を担当する。 
 なぜふれあい遊びが子どもにとって大切なのかを
保育所保育指針に基づき講義をし、１歳児から３歳
児を対象としたふれあい遊びの実技講習をし、たく
さんのふれあい遊びを知らなくても、１つの遊びを
アレンジすることで１歳から５歳まで楽しめたりバ
リエーションが増えることを伝える。

・ 尼崎市保育士専門研修講師
「リーダーシップ研修」

保育指導課の依頼により、20年目以上の保育士を対
象に若い職員が増えていっている中で人材育成の手
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・ 西武保育園職場研修講師 

 
 
 
 
令和２年 9 月
11月 
令和３年 1月 

法として「コーチング」について講義をし、グルー
プワークでリーダーとして苦労していることや今後
どのように人材育成に取り組んで行きたいのかを話
し合う。 
 西部保育園職員を対象に「担当制保育」の理論の
研修及び、保育参観をした上で保育方法についての
考察、助言をする。 

５ その他 
なし 

  
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格、免許 
保母資格 
保育士資格登録 

 
昭和57年3月 
平成16年2月 

 
龍谷大学短期大学部学長 二葉憲香 第 747号 
兵庫県知事 井戸 敏三 兵庫県-011161 
 
 

２ 特許等 
   なし 

  
 

３ 実務の経験を有する者について特記事項   

・主任保育士としての特記事項 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24 年 25
年 

・ 子育て支援推進委員会に所属し、今後の子育てセ
ンターの機能や公立保育所のあり方などについて
話し合う 
・ 遊びの実践委員会として０歳児から５歳児の 
 一人一人の遊びの発達を把握するために遊びのチ
ェック表を作成（３歳児担当） 

・所長としての特記事項 
 
 

平成 26-27 年
度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 28-29 年
度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 29-31 年
度 
 
 
平成 30-31 年
度 

・ 所長会の中の保育内容研究会、保育の質の向上
推進部会、給食委員会を担当。 

・ 保育内容研究会担当として毎回の研究会の司会、
進行、記録の確認をし、指定保育所が阪同教で発表
した時（平成 27 年 7 月西宮市深津中学校）就学前
部会で司会をする。 
・ 保育の質向上推進部会では２年間で保育所の自
己評価と保護者アンケートを作成し、の実施の詳
細を決定。各保育所で実施し、その結果の検討の
システムを決める。とともに防災マニュアルの作
成をする。 

・給食委員会は所長の代表として２年間、調理師の
代表、チーフ主任 2 名、管理栄養士をメンバーと
して毎月の給食、おやつの反省と次々月の献立の
検討をする。 

・ 保育内容研究会担当 
 自保育所が指定保育所になったことから「環境に
よる知的好奇心を育む自然との関わり」に関して２
年間職場研修を実施し、理論と実際の保育を結びつ
け保育所職員が一体となって取り組むようにする。 
指定保育所として研究会実施前には決裁を作成。 
担当職員と一緒にパワーポイントや読み原稿の執
筆をする。平成 29年度は改訂保育所保育指針の研 

修をしながら保育内容研究会の子どもの姿の読み取
りに３つの資質能力や１０の姿を取り入れるように
しながら進めてきた。 
・ オールあまっこ連絡協議会平成 29年度大庄、平
成 30-31 年度武庫地区代表として法人園地区代表所
長とともに公立、法人園の年長児交流会を企画、実
施する。 
・ 保育内容研究会担当所長として、研究会の運営、
司会、書記の確認等をする。 
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４ その他 
なし 
 

  
 
 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・

共著の別 
発行又は

発表の年月 
発行所、発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概      要 

（著書） 

「保育総論」 

 

 

共 

 

令和３年中の

予定 

 

   みらい 

第８章「１、２歳児の保育内容」 

1,2 歳児の発達の特徴、生活や遊びの展開、保

育者の関わりについて執筆 

（学術論文） 

１修士論文 

A市における「環境による知的

好奇心を育む自然との関わり」

の実践研究 

―保育者の援助と環境構成の

視点からー 

 

 

 

 

単 

 

 

 

令和元年2月 

 

 

 

大阪総合保育大学 

 

A 市の「環境による知的好奇心を育む自然との関わり」と

いう研究課題に対して寄せられた５歳児の20 事例を基礎

資料として俯瞰的、総合的な観点から整理することにより

改めて「保育者の援助と環境構成」の視点から、A 市の保

育者は子どもの知的好奇心を育むためにどのような援助を

していたのかを明らかにする。 

２子どもの言葉の獲得のプロ

セスと発語の時期に関する

研究 

 

 

単 令和元年12月 人間教育第2巻第11号 子どもの言葉の発達を豊かに育てていくことを目的とした

研究論文である。保育所に長年勤務し、近年、特に気なっ

てきている言葉の発達や諸語についての考察やまとめを詳

細に記述した。現代の家庭・家族生活の変化により、周囲

の大人からの温かい言葉かけや応答的なかかわりが必要で

あることを論じ，警鐘を鳴らしている。（pp.263-268） 

 

 

３．先導的な乳幼児教育の実践

に関する一考察：先駆的な幼稚

園や保育所の視察を通して 

 

 

 

 

４．発達に遅れがみられる1

歳児クラスA児の事例研究：母

子の愛着関係に着目して 

 

 

 

 

 

 

5. １歳児のごっこ遊びに関す

る一考察―保育士との関係と

模倣に着目してー 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

単 

令和元年12月 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年12月 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月 

人間教育第2巻第11号 

 

 

 

 

 

 

 

人間教育第2巻第11号 

 

 

 

 

 

 

 

人間教育第3巻第7号 

保育界の先導を行く園を訪問し、よりよい保育の在り方を

考究した論文である。2017年に幼保の3法令の改訂を受け

ても、保育の指導法は何ら変わりがないことを追究した。

子どもの遊びや生活という2本柱で指導法を検討していく

ことが必要であることが示唆された。 

共著者：矢野正・前田綾子（pp.285-290） 

 

 

1歳4か月で入所してきたA児について、発達支援の観点

から検討を行ったものである。保育者との愛着関係作りか

ら始め、運動発達を促す関わり、保護者支援、関係機関と

の連携などをスモールステップで計画し保育を行った。愛

情のある用語が子どもの発達に強い影響を及ぼすことが示

唆された事例である。 

共著者：前田綾子・矢野正（pp.291-296） 

 

１歳児のごっこ遊びについて論考する。それは模倣の面白

さにあると考えられる。１歳児は、保育士が思っている以

上に探索活動を通して様々 なものに出会い、好奇心をもっ

て環境に関わっていこうとする。そのベースには、保育士

と子どもの愛着関係、信頼関係が存在する。そして1歳児

は保育士のすることをよく見ている。保育士は、子どもに

どんな模倣をして欲しいのか、ねらいや願いをもって子ど

もに関わる必要がある。子どもは自分の模倣が保育士に伝

わることを喜び、イメージを共有して遊ぶ楽しさからごっ

こ遊びに発展していく。（pp131-135） 

（その他） 
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【学会発表等】 

１「知的好奇心を育む（１） 

 ―NKYW のサイクルに注目

―」 

 

  

 

 

単 

 

令和元年5月 

 

日本保育学会（大妻女子大） 

 

・概要２ページ 

 ポスターB４サイズ８枚 

子どもが心動く環境に出会い「何だろう」「何でだろう」

という知的好奇心を抱いた時からその知的好奇心が満たさ

れるまでの過程に着目し、何だろう（N）考えよう（K） 

やってみよう（Y）わかった（W）という４つ場面がサイク

ルとして回っていくことが知的好奇心の深まりや広がりに

繋がる。 

 

２「知的好奇心を育む（２） 

―保育者の援助の視点でー」 

 

 

 

単 

 

令和2年5月 

 

 

日本保育学会（奈良教育大学） 

開催中止 

 

・概要２ページ 

 子どもが環境に出会い知的好奇心をもちそれを子ども自

身の力で満たしていく過程において保育者はどのような援

助をしたのかを事例研究した。その結果保育者は子どもの

内的活動に働きかける言葉かけの援助を多くしていること

がわかった。 

３「幼児の探究心を支える保育

者の役割 

―保育者が「問いかける」こと

の意味― 

 

 

単 令和３年」5月 日本保育学会（zoom開催） ・概要2ページ 

 PP8枚 

前年度の事例を保育者の問いかけに着目し、再分析検討を

行った。保育者は子どもが知りたいと思い問いかけて来た

ことに対して答えを教えるのではなく、「なんだろうね？」

「どうしたらいいのかな？」など保育者も「問いかける」

言葉かけを行うことで子ども自身が、考えたり、試したり

して答えにたどり着く援助をしていることがわかった。ま

た、問いかけを分析することで保育者の問いかけは子ども

の思考に働きかける役割を果たしており、それが、幼児の

探究心を支える保育者の役割であると考える。 
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教 育 研  究  業  績  書 

令和３年  ３月  31 日  

氏名 森瀬 智子  

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

芸術学・教育学 教科教育(音楽)、声楽、合唱、協同学習、初年次教育 

教  育  上  の  能  力  に  関  す る  事  項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

(1)生徒個々人の発達段階を踏まえたキャリア教

育の指導法の開発 

平成 24年 11月 中３の学年主任として、従来のインターンシップのよ

うに近隣の施設の就労経験ではなく、キャリア教育の

一環として、自己の興味関心に応じた研究所や企業先

等に主体的に関わる仕組みを構築した。これにより、2

年後の探究活動に対し、研究所や企業協力を得て課題

解決に取り組むことができた。 

（神戸大学附属中学校の実践） 

⑵ICT を活用した授業方法

学生の音楽科指導案作成時における ICT を活

用した指導案の検討

平成 25～ 28

年度毎年 

学生に対して音楽科指導案の作成等、模擬授業のため

に ICT を活用した事前・事後指導を行った。事前の指

導案のチェックも双方向で見直し、指導案が充実し模

擬授業に学生が自信をもって取り組み質が高まった。 

（神戸大学発達科学部教育実習事前事後の実践） 

(3)授業内容の公開

新学習指導要領に基づく協同学習を用いた邦

楽『箏』演奏と鑑賞教材歌舞伎『勧進帳』の

指導

神戸市教育委員会の依頼事業

平成 30 年 6 月

～ 

優れた教育方法の実践として、授業の様子が神戸市教

育情報ネットワークの学校イントラネットで配信され

た。内容は、神戸市立住吉中学校において、協同学習

の手法の一つである、役割分担をすることで、技能の

獲得と鑑賞の知覚に出現する変化の可視化に焦点をあ

てたものである。この授業が、音楽科教員に協同学習

の手法に興味を持たせる一助となった。 

２ 作成した教科書、教材 

(1)教育実習の手引き(音楽科用) 【再掲】

  神戸大学付属住吉中学校音楽部発行 

平成 25年 6月 

従来から学校としての実習の手引きは存在したが、音

楽科に特化した実習の手引きを新たに作成した。教育

実習の意義と実習生として守るべき心得、音楽科指導

案の作成事例、授業評価の方法、生徒理解の方法等に

ついて具体的に説明した冊子。 

(2)「保育内容指導法(表現)」の教材作成

頌栄短期大学発行(単著) 

『保育内容指導法(表現)』の授業で使用 

平成 30 年 5 月 主体的に協働させ問題解決的に音楽表現の豊かさを育

むために、課題を単元ごとに作成した。学生が前向き

に取り組めるように、考えが深まる問いを工夫し、徐々

に問いの難易度を上げる実践を提言した。学習形態と

して協同学習を取り入れ、単元ごとの課題を示すこと

で、音楽表現の豊かさが現れることが確認された。 

(3) 協同学習の手法を用いた

「子どもの歌と音楽遊び」の教材作成

頌栄短期大学発行(単著)

『子どもの歌と音楽遊び』の授業で使用

平成 30 年 9 月 季節の歌・わらべ歌・器楽授業において、協同学習の

手法を用いて子どもへのアプローチをグループで工夫

する教材を作成した。幼稚園や小学校のわらべ歌を取

り上げ、幼小連携を意識し、幼稚園と小学校の発達年

齢に合わせた選曲の特徴に気づき、「実習で活用でき

た」と学生から好評を得た。 
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３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

⑴ 教育実践演習(中学・高校音楽)における神戸

大学発達科学部の教員からの授業評価 

平成 28 年 1 月 模擬授業後の助言が分かりやすく、また協同学習を用

いた授業について、「新規性のある音楽表現の授業であ

り、楽しく深い思考ができる授業である」「自信をもっ 

て模擬授業に挑める」と高い評価を受けた。 

⑵ 頌栄短期大学における教員評価

「音楽表現」の授業評価

平成 30 年 7 月 頌栄短期大学で音楽表現の授業を公開した。弾き歌い

の技能の正確さと表現力がある点、また学生指導の的

確さという点で高い評価を受けた。 

⑶ 頌栄短期大学における教員評価

「音楽Ⅰ・Ⅱ」（声楽・合唱）授業

平成 30年 7月 「理論に基づいた呼吸法から始まる合唱の授業は、豊

かな学生の声を引き出している」また「常に弾き歌い

で教員が学生の声を導くため、学生がよく聴き、音楽

表現ものびやかである」という評価を受けた。 

(4) 頌栄短期大学における評価

学生授業アンケート

「子どものうたと音楽遊び」(後期)授業 

平成 30 年 10 月 「子どものうたと音楽遊び」において実践的な授業で、

保育実習でも大変役立ち、また教材プリントも勤務し

た時にも役立つと、高い評価を受けた。 

平均値 3.9 に対して 4.6 の評価を得た。 

(5）頌栄短期大学における評価

学生授業アンケート

「音楽Ⅰ・Ⅱ」(声楽・合唱)の(通年)授業 

平成 31 年 2 月 呼吸法から子どもの歌の子どもへ伝わる歌い方まで楽

しく学べ、技能も身についたという感想も見られた。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

(1) 大学等の実習生指導 平成３年～平

成 29 年 

神戸市立中学校（毎年 1 名）と神戸大学附属中学校（毎

年計 5 名）の音楽科の教育実習生の指導をした。事前

打ち合わせで、授業の進度と回数、内容を提示、その

際、評価の視点をもって指導案作成を伝え、近年では

メールを用いての指導案の指導も行った。実習開始後

は、授業のふり返りと次の授業の助言を行った。学生

の意思を尊重し、学生の状況を考慮し主体的に学ぶ指

導を行った。

(2) 地域公開講座(頌栄短期大学乳幼児研究所)

第 16 回グローリーオープンカレッジ講師

場所：頌栄短期大学 

参加人数：50 名限定で 50 名 

令和元年 6 月 「声のひびきを楽しみましょう」の講師を務めた。対

象は、保育者、小・中学校教員、一般(地域の)である。

①幼・小・中の縦のつながりを考えた声と歌唱指導に

ついて、6 月に行われた二つの幼稚園部会の表現の研

究授業(保育)の紹介と、小学校音楽の歌唱カリキュラ

ムの現状等の説明。②指導者の声の充実のための呼吸

法と発声法③コードを用いたアンサンブルの実践、と

した。幼・小・中の全ての先生方からの参加があり、

幼・小・中連携の一助を担った。

(3) 大学公開講座(頌栄短期大学)

創立 130 周年記念行事講師

場所：姫路キャスパホール 

参加人数：130 名 

令和元年 8 月 「歌の響きを楽しみましょう」講師を務めた。対象は、

保育者、小・中・高学校教員、一般である。①目指す

声に向けた発声法と呼吸法の実践と解説②歌のお姉さ

んの表現と声を紹介③高校生をモデルとして声の可能

性について紹介④実践した発声法を使い参加者全員で

の「虹」の二部合唱である。これはサンテレビ「仕事

人」で放映され、ネット配信もされた。好評で、次年

度以降も他団体より、講師の依頼を受けている。 

５ その他 

(1) 神戸教員合唱団常任指揮者並びに指導者

団員約 30 名 

平成 14 年～

現在に至る 

兵庫県の幼稚園から大学までの教員の音楽研修の場と

して発足した合唱団。指揮者並びに指導者として、毎

年 2 回、震災遺児・孤児対象のチャリティーコンサー

トや児童養護施設訪問を行っている。研修では、弾き

歌いや伴奏法への応用力の身に付け方、音楽教員の指
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導力向上と技術の修得のための方法を研究している。 

(2)全日本音楽教育研究部会全国大会兵庫県

大会

音楽部研究アドヴァイザー

平成 22 年 6 月

～25 年 6 月 

神戸市の幼・小・中・高音楽研究部研究内容の連携の

ためのアドヴァイザーを 3 年間務めた。違う校種の発

達段階での音楽教育に対する考え方のすり合わせと、

共通理解を図るための指導助言等を行った。 

(3)宝塚市音楽研究部会講演と実践

(宝塚市立中山五月台中学校)

対象：中学生 38 名、教師 23名

平成 23 年 1 月 「歌唱指導と協同学習について」模擬授業と講演を行

った。模擬授業では、生徒に呼吸法から発声法、曲の

仕上げのレクチャーを行った。講演では、協同学習に

おいて生徒のやる気を引き出す方法について、神戸大

学附属校の授業ビデオを使用し、歌唱における協同学

習の有用性について述べた。 

(4)三田市音楽研究部会講演と実践

(三田市長坂中学校)

対象：三田市音楽教員 8 名

平成 23 年 2 月 「歌唱指導と発声指導について」模擬授業を行い、教

員に発声指導、歌唱指導のポイントについて講演を行

った。「旅立ちの日」の曲を用い、歌唱の現状を調査後、

楽曲分析を生徒と質問形式で行った。その後、一緒に

歌うことを通し、声の出し方や表現の仕方を体感させ、

生徒と一緒に曲を仕上げる手法を紹介した。 

(5) 社会教育講座における講師

明石市主催合唱祭における講評・講演

場所：明石市西部市民会館 

観客数：505 名 

平成 23 年 3 月 全出場合唱団体の演奏を聴き、30 団体余りの全ての各

団について講評を行った。また、生涯教育としての『―

歌うという事、合唱について―』で講演を行った。そ

の後、少年少女からシルバーまでの参加者全員に「大

地讃頌」を用いて、合唱を成立させるための技能や気

持ちについての指導を行った。 

(6)和歌山市音楽研究部会講師

(和歌山市立日進中学校)

対象：和歌山市音楽教員 15 名

平成 23 年 8 月 「協同学習と教材の組み立て方と評価について」パワ

ーポイントを用いて音楽の授業の単元の組み立て方と

協同学習、評価について説明した。協同学習を通し音

楽科として中学３年間を通してどんな力をつけるの

か、単元・教材でそれぞれどのように授業を組み立て

るのか等と評価について説明した。 

(7)奈良県音楽研究部会講師

(神戸大学附属中等教育学校)

対象：奈良県吉野郡などの音楽教員 6 名

平成 24 年 2 月 「効果的な歌唱指導について」を協同学習の手法を用

いて講演を行った。参会者は附属の授業を参観後、コ

ーラス部員と一緒に活動し、呼吸法から発声法へと日

頃の生徒の活動を実際に体験し学びを深めた。 

(8)和歌山市音楽研究部講師

(神戸大学附属中等教育学校)

対象：和歌山市音楽教員 4 名

平成 24 年 5 月 「協同学習を組み込んだ歌唱指導について」をテーマ

に講演を行った。実際の授業を参観し、授業の仕組み

について説明を行った。全日音研の近畿大会で和歌山

として、協同学習の手法を取り入れた歌唱の授業を提

案するため、そのポイントを助言した。 

(9)神戸市音楽研究部会講師、指導助言者

（神戸市立鷹匠中学校)

対象：神戸市音楽教員 24 名

平成 24 年 8 月 協同学習を用いた「夏の思い出」の歌唱授業の作り方

について講演と指導助言を行った。参会者は 4 人グル

ープで「夏の思い出」で重視する音楽の要素を挙げ、

生徒に伝えるためのアプローチ方法を考えた。「新しい

手法が新鮮で、音楽科教員同士コミュニケーションも

とることができた」と好評であった。 

(10)全日本音楽研究大会全国大会兵庫に向けて

授業研究会講師(神戸市立福田中学校)

対象：生徒 70 名、教師 10 名

平成 25 年 2 月 歌唱の実践授業を行った。歌の呼吸の方法と発声を指

導し、歌う時にどのようなこと注意して歌うべきなの

か、実践を交えて参観した教員に講習をおこなった。

研究会の提案者の授業を参観し、指導助言を行った。 
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(11)少年少女合唱団(幼児・児童)の 7 団体を指

揮・指導、  兵庫県合唱祭で発表

神戸文化ホール大ホール   観客：2100名

平成 25年 6月 幼児～児童の合唱団 7 団体に対して体を使って声を出

す方法と楽曲指導を行った。『崖の上のポニョ』など計

2 曲を総勢 200 名の合唱の指揮を行い、文化ホールで

披露した。練習では、幼児の好きな律動で楽しく体を

徐々に動かすことで、声が出るよう、情意面から声に

アプローチしていった。合唱なのでお互いに聴き合い

ハーモニーも楽しめるように指導した。

(12)全日本音楽研究大会全国大会兵庫での研究

演奏とレクチャー（西宮芸術文化センター） 

対象：音楽科教員 1200 名、参加児童・生徒

500 名、保護者 300 名 

平成 25 年 6 月 全日本音楽研究大会で県の代表として、コーラス部演

奏を披露し、その際指揮を務めた。また、舞台上でど

のような発声法をすることで、豊かな響きになるのか

を、コーラス部生徒が実践講習を行い曲を披露した。 

(13)名古屋市音楽研究部指導助言

(神戸大学附属中等教育学校)

平成 26 年 7 月 名古屋市の中学校音楽研究部会の歌唱表現の指導案に

ついて、指導助言と協同学習についての講習を行った。

名古屋では、グループワークは行っているが、協同学

習という概念はまだあまり音楽科では認知されていな

い為、協同学習の考え方から説明を行った。 

(14)全日本合唱連盟主催『おかあさん大会』

兵庫県大会審査員(伊丹文化ホール)

対象：兵庫県おかあさんコーラス 60 団体

約 1800 名 

平成 27 年 6 月 選考委員として、全国大会の出場団体を選出した。全

団体にコメントを書き、今後の技能アップの示唆を与

えた。また、選に漏れた団体に対して選考委員として、

今後の一層の活躍を期待して、それぞれの審査員が、

自分の名前を冠した賞を贈った。 

(15)兵庫県合唱祭で実行委員長

場所：伊丹ホール

2 日間で延べ 8000 名が参加

平成 28 年 6 月 兵庫県の合唱祭で実行委員長を務めた。2 日間にわた

る合唱祭の企画運営、指揮を執った。1 日目「おかあ

さん大会」では、全国大会に出場する 3 団体を選考し

た。2 日目は少年少女合唱団から小学校、中学校、高

等学校、一般、シルバーまで、あらゆるカテゴリーの

団体が参加し、各団の演奏と、合同合唱を披露した。 

(16)神戸市小学校音楽研究部会研修会講師

(神戸市立本山第二小学校)

対象：神戸市小学校音楽教員 50 名

平成 28 年 8 月 コードを用いて楽しく歌い合わせることで音感を育む

方法を紹介し実演した。大循環コードを用いて単旋律

でカノンすることから始まり、次にコードを用いてハ

ーモニーを感じさせ、最後に音価の使える幅を広げ作

曲するというものである。音楽科専科でない教員も参

加できるように、4 人それぞれが選んだ音で 4 小節歌

い、各グループが異なる作曲でするしくみを用いた。

(17)教育実績に対する表彰 平成 29 年 3 月 神戸大学より、長年附属校への「音楽教育指導」の充

実に貢献したとして、学長表彰を受ける。 

(18)神戸市教員採用試験音楽実技試験

(ピアノ・歌)採点委員担当

平成 29 年度 神戸市教員採用試験音楽問題(幼稚園、小学校、中学校、

高等学校)作成委員の依頼を受け、実技試験採点委員は

平成 29 年度の他平成 15 年度～17 年度 にも務めた。 

(19)小学校音楽部合唱部指導

(神戸市立なぎさ小学校)

対象：児童 65 名 音楽教員 3 名

平成 30 年 7 月

～10 月 

合唱指導と発声指導を行う。呼吸法では、身体の仕組

みを理解させ、体に支えられた美しい声を出す方法を

指導する。また発声では、小学生らしい明るい響きを

実感するため、暗い声と明るい声を対比して聴かせ、

息の流し方と声の出し方を理解させた。 

(20)神戸市立小学校音楽会指導

(神戸市立宮本小学校)

対象：児童 314 名 宮本小学校教員 13 名

平成 30 年 10 月

～令和元年 

幼小中連携の表現指導の立場から、音楽会(1 年生～6

年生)の指導と教員に対して子どもから音楽表現を引

き出すための指導を継続的に行う。2 年目では、中央

区の音楽会でよく声も響かせ、高い評価を得た。 
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(21)神戸大学附属中等教育学校

合唱コンクール審査員

対象：生徒 660 名、市民等 400 名

平成 30 年 11

月 

令和元年11月 

中学 1 年生から高校 2 年生にあたる 5 学年の合唱コン

クールの審査員として、審査を行った後、全クラスに

対して演奏についての講評を全体の場で行い、今後の

為に改善ポイント等を講習した。

(22)兵庫県下小学校・中学校・高等学校合唱指導

・神戸大学附属中等教育学校高等部

・神戸大学附属中等教育学校中等部

・神戸市立鷹匠中学校

・姫路市立広陵中学校

・明石市立二見中学校

・神戸市立なぎさ小学校

平成 31 年 4 月

～現在に至る 

左記の 6 団体に対して、合唱指導を行っている。呼吸

法、発声指導、曲紹介、コンクール曲指導など、実践

的に指導しレベルアップを図った。合唱コンクールで

は全団体、予選⇒本選、本選⇒近畿大会、全国大会に

進む等成果を得た。また、初の女声⇒混声での新しい

試みでの挑戦等でも賞を得るなど、一定の効果が見ら

れ、兵庫県の混声の底上げも図った。 

(23)神戸大学附属中等教育学校における

新任音楽教員の研修担当

対象：新任音楽教員１名 

平成 31 年 4 月～ 

令和 2 年 3 月 

神戸大学附属学校部の依頼により、音楽教員採用にア

ドヴァイザーとして関与。また、音楽新任教員研修担

当として指導を行う。授業を参観しアドヴァイスを与

え、次の授業の示唆を与えた。次の授業の指導案を添

削し、新任教員の力量アップを図った。 

(24)幼稚園における園児に対する表現(歌唱)

指導

対象：幼稚園児 90 名

令和元年 6 月

～令和 2 年 3

月 

短期大学併設幼稚園の園歌や讃美歌の指導を園児に行

った。音の高さを手で表現し、幼児と一緒に手を動か

しながら音を表現することで、音の高さと出し方の違

いを体感させる方法を用いた。また、子どもが親しみ

をもっているものになぞらえて指導することで、徐々

に理解が深まった。高い音については、幼児自ら手を

頭の上に挙げ頭声を意識する姿が見られた。 

(25) 全日本合唱連盟主催『おかあさん大会』

兵庫県大会審査員(伊丹文化ホール)

対象：兵庫県おかあさんコーラス 60 団体

観客：約 1800 名 

令和元年 6 月 全日本合唱連盟主催の全日本合唱コンクールおかあさ

ん大会の選考委員として審査し、全国大会に出場する

団体を選出した。その際、全団体にコメントを書き、

今後の技能アップの示唆を与えた。また、惜しくも選

に漏れた団体に対して選考委員として、今後の一層の

活躍を期待して、それぞれの審査員が、自分の名前を

冠した賞を贈った。令和 3 年度も審査委員としても投

票で選ばれ選考委員として関わることが決まってい

る。 

(26)徳島県教育委員会主催、ＮＨＫ学校音楽

コンクール小学校の部・中学校の部・高等

学校の部課題曲講習会 講師

(徳島県とくぎんプラザ) 

  対象：小・中・高等学校教員と 

児童・生徒 300 名 

令和元年 8 月 

～毎年継続で 

依頼を受けて

いる。 

ＮＨＫ学校音楽コンクール小・中・高等学校の部門の

課題曲の講習を行う。部門別に課題曲の分析をレクチ

ャーし、それぞれの部門ごとに実践指導を行った。呼

吸法、発声法から曲に対するアプローチの仕方と、場

面に合った声について助言した。好評につき継続依頼

を受けている。 

(27)神戸市教科・教科外研修講座

「音楽科研究部(合唱)講習会」講師

(神戸市総合教育センターホール)

対象：神戸市教員 150 名

令和元年 9 月 教科・教科外研修講座 音楽科研究部講習会において

合唱についての指導講師を務める。①合唱の子どもに

与える教育的効果と、生涯教育としての合唱について

②効果的な呼吸法と発声法の実践③合唱曲の指導法④

合唱の実践を指導した。

(28)神戸市立御影中学校合唱コンクール

(学年合唱指導)講師

(神戸市立御影中学校)

対象：中学生 600 名

令和元年 9 月 地域貢献として近隣中学校で 2 回に渡って 1 年生～3

年生の学年合唱の指導をした。それぞれの学年の課題

曲を 1 年～3 年 600 名余りに呼吸法・発声法・曲の理

解について指導を行った。 
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(29)神戸市立押部谷中学校合唱コンクール

(学年合唱指導)講師

対象：中学生 160 名

令和元年10月 中学 2 年生の学年合唱曲「時の旅人」の指導を行う。

また、生徒を指導するだけでなく、学級担任としての

合唱コンクールの関わり方と曲の内容、生徒への声掛

けについても講演を行った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事 項 年月日 概 要 

１ 資格、免許 

・中学校教諭 1 級普通免許状（音楽）

・高等学校教諭 2 級普通免許状（音楽）

・中学校教諭専修免許状（音楽）

・高等学校教諭専修免許状（音楽）

昭和 63 年 3 月 

昭和 63 年 3 月 

平成 30 年 2 月 

平成 30 年 2 月 

昭 62中 1 普め第 1438（京都府教育委員会） 

昭 62高 2 普め第 1466 号（京都府教育委員会） 

平 29 中専修第 157 号（兵庫県教育委員会） 

平 29 高専修第 214 号（兵庫県教育委員会） 

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者について特記事項 

(1)音楽科主任として

神戸大学発達科学部附属住吉校舎 

神戸大学附属住吉中学校 

神戸大学附属中学校(住吉校舎) 

神戸大学附属中等教育学校 

平成 18 年 4 月

～ 

平成 29 年 3 月 

音楽教員として、毎年全国に向けて音楽科の研究授業

の発信を行った。50 名以上の参会者を対象に音楽科の

研究会の活性化を図った。また、校内においても、歌

声の溢れる学校になるよう、生徒が主体的に取り組め

る合唱練習のスタイルを構築した。 

(2)コーラス部顧問・吹奏楽部顧問として

(指揮者兼指導者)

神戸大学発達科学部附属住吉校舎

神戸大学附属住吉中学校

神戸大学附属中学校(住吉校舎)

神戸大学附属中等教育学校

平成 18 年 4 月

～ 

平成 29年 3月 

平成 18 年度から 3 年間吹奏楽部の顧問を務め、神戸市

吹奏楽コンクール金賞受賞、県大会銀賞受賞。近隣の

催し物にも招待され、地域貢献につながった。 

平成 19 年から 10 年間コーラス部の顧問を務めた。 

コーラス部の受賞歴（平成 20年以降）

・ＮＨＫ全国学校音楽コンクール全国大会中学校部門

優良賞・金賞・銀賞受賞（合唱指揮・指導）計 11 回

・ＮＨＫ全国学校音楽コンクール近畿大会中学校部門

銀賞受賞（合唱指揮・指導）計 6 回

・全日本合唱コンクール 全国大会中学校・高校部門・

銀賞・金賞・最優秀賞受賞(合唱指揮・指導)計 3 回 

・兵庫県ボーカルアンサンブルコンテスト青少年の部

最優秀賞、兵庫県教育委員会賞・兵庫県知事賞

神戸市教育長賞・金賞受賞(アンサンブル指揮・指導)

計４回

・神戸ユース賞受賞(コーラス部)（合唱指揮・指導）

計 5 回

・ＭＢＳコンクール西日本大会最優秀賞全国大会選出

(合唱指揮・指導)

・全日本合唱コンクール関西大会高校部門 金賞受賞

（合唱指導）計 2 回

・声楽アンサンブルコンテスト全国大会中学・高校部

門優良賞受賞、中学校部門金賞受賞(合唱指揮・指導)

計 2 回

(3)学年主任として

神戸大学附属中等教育学校

神戸市立住吉中学校

平成 23 年 4 月

～ 

平成 30 年 3 月 

附属学校では、2 期生の学年主任、5 期生の副主任(新

しく高校から来られた先生を支えるため)、8 期生の主

任を務めた。その後転勤した神戸市立中学校でもすぐ

に 1 年生の主任を務めた。チーム学校の一員として学

年をまとめ運営を行った。また、月 1 回の学年保護者

会では必ず現状と今後の展望を伝え、授業参観や子ど

も観察の時間を設定した。その他、毎週学年便りを出

し続け、保護者と連携を図った。 
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(4)神戸市音楽研究部研究委員として 平成 29 年度 平成 31 年度の近畿音楽研究大会発表に向けて、音楽の

共通教材の研究を行った。小学校からつながる主体的

な表現を生み出し、深い学びにつながる歌唱教材の指

導法の提案をした。時数やカリキュラムの関係もあり、

季節関係なく指導されている歌唱教材の扱いにも言及

し、それが子どもの曲に対する思いにどの様な影響を

与えるのかということも含め提案を行った。 

(5) 頌栄短期大学 教務部委員として 平成 30 年 4 月

～令和 2 年 3

月 

新しく学部の 3 ポリシーを考え、決定した。また評価

の可視化を目指し、ルーブリック等を提案した。教務

ワーキンググループに所属し、短大生が主体的な研究

活動ができる初年次教育のシラバスを作成した。また

入学前課題と初年次教育の充実に向けて新しいカリキ

ュラムを考案した。

(6) 頌栄短期大学 入試広報室委員として 平成 30 年 4 月

～令和 2 年 3

月 

オープンキャンパスの計画を含めた入試業務全般を行

うと同時に、入試問題の問作も行った。また、入試の

形態も来年度に向けて情報を集め学校の特色を生かし

たものを考えた。

(7) 頌栄短期大学入試課題検討委員会ワーキン

ググループメンバーとして

平成 31 年 4 月

～令和 2 年 3

月 

学長任命による学部長を含む 5 人のメンバーの中の一

人として、新しい入試制度に向けて、オープンキャン

パスの在り方、学生募集の方法、教育内容の充実につ

いて意見を述べた。 

(8) 頌栄短期大学ＳＤ委員会副委員長として 平成 31 年 4 月

～令和 2 年 3

月 

昨年度は年に 2 回しか行われなかった教職協働のＳＤ

会議を月 1 回行うように企画、実践した。毎月それぞ

れの部署ごとでテーマを決め報告することを通し、お

互いの仕事内容を知ることができ、より意思の疎通が

図れるようになった。 

(9)奈良学園大学広報課課員として 令和 2 年 4 月

～現在に至る 

人間教育学部における大学案内パンフレットの作成が

滞りなく行われるように機能的に配置するなどの工夫

を行い仕上げまで関わった。また、オープンキャンパ

ス等も協働できるような仕組みを提案するなど積極的

に広報活動に取り組んだ。

４．その他（声楽家・指揮者としての活動） 

(1)兵庫教育大学演奏会ソプラノ独唱で出演

宝塚ベガホール

観客 350 人

平成 26年 1月 演奏会出演学内オーデションを経て、ソプラノ独唱で

日本歌曲とイタリア歌曲を宝塚ベガホールで披露し

た。曲目①秘めごと(トスティー作曲)②4 月(トスティ

ー作曲)③『沙羅より』北秋の(信時潔作曲・清水重道

作詞) 3 曲とも愛を歌った曲。①は秘めたる愛、②は

愛の季節と呼びかける明るい愛、③は北国の秋の険し

い山道の野辺に咲く名もない白い小さい花を、好きな

相手になぞらえて呼ぶ歌である。 

(2)頌栄短期大学 チャペルコンサート

ソプラノ独唱  観客 230 人 

平成 30 年 11

月・令和元年

11 月 

音楽礼拝としてソプラノ独唱を行った。作曲者の違う

アベマリア 4 曲①カッチー二②マスカー二③バッハ/

グノー④シューベルト、1 曲ずつ歌詞の解説や曲の特

徴について述べ歌った。

(3)関西合唱連盟主催レーデイースコーラスフェスィバル指揮 

  西宮芸術文化会館 観客 2500 人 

平成 31年 2月 指導している団の指揮者として出演。曲目：①女声合唱組曲「悲しみ

の意味」星野富弘作詩、なかにしあかね作曲   ②「はなみずき」マシ

コタツロウ作詞、一青窈作曲を披露した。 

(4)兵庫県合唱祭 一般女声コーラスグループ指揮 

  伊丹ホール 観客1800人 

令和元年 6 月 兵庫県合唱連盟主催の兵庫県合唱祭において、一般部門のコーラスグ

ループの指揮者として出演。①さくら 御木白日作詞、大熊崇子作曲 
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②さくらさくら 日本古謡を披露した。 

(5)盲導犬チャリティーコンサート

 女声コーラス指揮   ピフレホール 

  観客 350 人 

令和 2 年 1 月 チャリーティーコンサートに出演し、女声合唱の指揮

をし、優秀賞受賞。曲目①『いのちの歌』MIYABI 作詞、

松村崇継作曲②『Ave Maria』G.Caccini 作曲、江上孝

則編曲を披露した。

(6)関西レディ―スコーラス 女声合唱団指揮

池田市アゼリア大ホール 観客 300 人

令和 2 年 2 月 関西の女声合唱団が集う合唱祭で合唱団を指揮。 

①『You Raise Me Up』Brendan Joseph Graham 作

詞、Rolf Lovland 作曲②『The Rose』Amanda McBroom

作詞作曲を披露した。

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名

称 

単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月 

発行所、発表雑誌

等又は発表学会

等の名称 

概 要 

（著書） 

(1)令和3年度中学校の音楽教

科書指導書 

共著 平成3年4月 教育芸術社 

1年 

2・3年上 

2・3年下 

の合唱曲の指導案と

解説合計 12 頁執筆担

当 

(全体概要)新しい指導要領を受けて、令和3年度の中学校の音楽

の教科書の曲より、教員が指導しやすいように学習指導案やポイ

ントを解説。 

(担当部分概要) 全12頁 

平成29年度告示の指導要領を受けての初の中学校の教科書の指導

書である。新しい3観点に沿って解説をいれ、合唱曲4曲の指導

案と解説を作成した。 

曲目：1年『Let̀ s Search For Tomorrow』  

     『君をのせて』 

2・3年上『メッセージ』 

2・3年下『きみとともに』 

（学術論文等） 

(1)自分らしい表現によって

聴き手に想いを伝えようと

する生徒の育成 

単著 平成24年3月 神戸大学附属中等教

育学校住吉校舎 2011

年度研究紀要 

pp.125-135. 

多様な音楽への関わりを持つ学習として、明治時代に作曲された

「荒城の月」と平成23年度に作られたＪ－ｐｏｐの合唱曲「証」

の2曲を扱うことで、日本伝統的な歌は言葉の抑揚と旋律の結び

付きがあることや、言葉のまとまりとフレージングの一致が特徴

であることなどに気付かせ、生徒が日本語を大切に、情緒を味わ

いながら歌唱表現させることで。音楽科における自国の伝統文化

の学習の意義と指導方法を述べた。 

(2)音楽と生活の関わりに関

心をもち、生涯に渡り多様

な音楽に親しむことのでき

る生徒の育成 

  単著 平成25年3月 神戸大学附属中等教

育学校住吉校舎 2012

年度 研究紀要 

pp.76-82. 

「指揮から合唱の表現へ」をテーマに合唱・指揮・音楽の諸要素

に対する興味・関心の調査と協同学習に対する生徒の興味・関心

の調査を載せた。また、小集団で役割分担し拍子・速度・強弱・

テクスチュアの観点でアナリーゼを行い、意図をもって表現する

ことと各声部の役割に着目し、意図を持った身体表現と歌声での

表現活動を行い、音楽の諸要素と観点に基づいて根拠を述べて各

班の発表の評価を行い、小グループ活動を活用した音楽科教育法

の方法を提示した。 

(3)生涯に渡り多様な音楽に

親しむことのできる音楽力

の育成 

  単著 平成26年3月 神戸大学附属中等教

育学校住吉校舎 2013

年度 研究紀要 

pp.94-105. 

ベートーヴェンの交響曲第9番の背景や仕組みを理解した上で、

比較鑑賞から協同学習の手法を用いて合唱表現を工夫する試みの

音楽科指導法を論じた。混声四部合唱に対する関心・意欲と協同

学習に関する質問紙調査、合唱表現に対する質問紙調査、相互視

聴による技能評価を行い分析した。視点は①観点別役割分担を用

いた協同学習による聴く力と表現力の変容②協同学習を用いた比

較視聴による知覚・感受の結び付きの深まりとした。結果、実験

群において聴き方・歌い方について明らかな有意差が見られた。 

(4)音楽科 

『歌声で表現しよう』 

単著 平成27年2月 神戸大学附属中等教

育学校授業研究会 

2014年度 研究紀要 

小・中の連携を考え、中学1年生でカノンと大循環コードを用い

てミニキーボードを使って創作をし、声で歌い合わせる単元を提

案した。カノンは小学校で既に学習しているが、コードについて
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pp.53-58. は学習していない。自分の既習の知識と新しく得る知識を組み合

わせる創作活動は、音楽科教育における小・中の連続性を意識す

ることにつながること、またカノンと循環コードを扱うことで聴

くことに注意が集まり、音価・音高の聴く力の高まりが見られる

ことを論じた。 

(5)生涯に渡り多様な音楽に

した親しむことのできる音

感の育成 

―創作アンサンブルにおける

読譜力の高まりについて― 

単著 平成27年4月 神戸大学附属中等教

育学校住吉校舎 2014

年度 研究紀要 

pp.77-84. 

単元「カノンと大循環コードを使って創作」において，グループ

でコードを用いた創作活動に協同学習の手法を取り入れることに

より生徒の読譜力を効果的に高めることを明らかにした。分析結

果より、本実践による①創作アンサンブルにおける読譜力につい

ては、事前事後のアンケートにより高まりがみられ、創作ワーク

シートから音符の理解が深まったことが明確になった。 

(6)協同学習を用いた中学生

の読譜力の育成に関する研

究 

－カノンの創作活動への応用

を通して－    (修士論文) 

単著 平成28年3月 兵庫教育大学 

A4版 全105頁 

グループでキーボードを用いてコードを用いた創作活動に取り組

むことにより、中学生の読譜力を効果的に高めることをねらいと

した。読譜力の高まりを見るために，事前事後の読譜力調査の検

定を通して分析した。幼児期の音楽経験の有無や歌遊び等の音楽

経験が、その後児童生徒の音楽を愛好する情意面に影響するのか

分析を行った結果、関連性が見えてきた。この調査結果を基盤に

して、音楽科の指導方法に工夫を加えた。 

(7)カリキュラム開発と 

評価研究の方法 

―汎用的能力論と新学習指導

要領の方向性を踏まえてー 

単著 平成29年2月 神戸大学附属中等教

育学校平成 28 年度授

業研究会紀要 

pp.39-43. 

小学校との共同研究より、小学校から中等教育学校まで子どもた

ちに大切にしてほしい音楽教科に関わる汎用的能力論について述

べた。また中等においては、基礎期（1・2年）、充実期（３・４年）

とし、それぞれの区分で音楽の４領域で学ぶことを述べた。小学

校から中学校までの音楽家の教育目標や内容について整理した。 

(8)生涯に渡り多様な音楽に

親しむことができる音感の

育成 ―コミュニケーショ

ンを通して－（音楽科） 

単著 平成29年4月 神戸大学附属中等教

育学校2017年度紀要 

pp.103-115. 

協同学習の利点を活用して生徒の読譜力を高めることを試みた。

単元「カノンと大循環コードを使って創作」の実践でグループで

コードを用いた創作活動に取り組ｎだ。事前の聴き取り調査を基

に、グループの力が均等になるようにした。協同学習においては

グループ分けが授業内容に大きく左右すると明らかになった。 

(9)「保育内容(表現)」におけ

る音楽表現を用いたアクテ

ィブ・ラーニングの取り組

み 

単著 平成30年3月 頌栄短期大学論叢1号 

pp.65-75. 

「表現」を真摯に実行する授業方法としてアクティブ・ラーニン

グを取り入れた授業の試案である。音楽表現の詳細な場面設定か

ら幼児の表現過程での喜びや工夫を気付かせる方法を、意見を交

流させながら思考し，判断し，意思決定する授業を行った。主体

的に学ぶコミュニケーション活動を重視した教育により，実際の

保育現場においても同僚性を活かし課題解決することができる。 

(10)「保育内容(表現)」 

における協同学習を用い

た音楽表現 

単著 平成30年8月 頌栄短期大学論叢2号 

pp.1-13. 

アクティブ・ラーニングを取り入れた授業を実施した。幼児が表

現できるための環境設定を協同学習のしくみを考え，話し合い，

判断し，意思決定する授業を行う。このような主体的に学ぶ力を

育てるためにコミュニケーション活動を重視した方法をとった，

お互いが表現しやすい雰囲気が生まれた。そのことが より深く幼

児の音楽表現を理解することに繋がったことを論じた。 

(11)「保育者論」における 

協同学習によるアクティ

ブ・ラーニングの実践 

単著 平成31年3月 頌栄短期大学論叢3号 

pp.22-31. 

「保育者論」の授業で，協同学習の手法を用いた授業を展開しな

がら，保育者の資質と技能を明らかにした。保育者として身につ

けるべき力を理解し，現在の力を自身で分析する。また、目指す

保育者像に近づくために学生自ら、課題解決法を考え，計画を立

て，そのための行動計画を他者の前で発表することで，学生の「対

人関係能力」「他者と協働する力」「主体的に課題を発見し，解決

に導く力」を育むことを目指した。 
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(12)音楽表現につながる読譜

力育成に関する研究 

  ～協同学習を用いたカノン

の創作活動への応用を通

して～ 

単著 平成31年3月 頌栄短期大学紀要第

43巻 

pp.59-72. 

協同学習の利点を活用して，コードを用いた創作活動に取り組む

ことで中学生の読譜力を効果的に高めると論じた。読譜力の高ま

りを評価するため，事前事後の読譜力調査を検定を通して分析を

試みた。調査内容は，音価・音高・コード・長短和音の4項目と

した。いずれの項目も能力の伸長は見られ，特にコードにおいて

事前と事後の調査で有意差がでた。音価の方が音高よりもより早

く獲得できることも明らかになった。 

(13)保育者・教員養成校にお

ける初年次教育の取り組み

～基礎演習におけるレポー

ト課題とその実践と評価に

ついて～ 

単著 令和元年8月 頌栄短期大学論叢4号 

pp.1-13. 

1年生の基礎演習の1年間の取り組みについて述べた。2年後を見

据えて学内のポリシーに沿って、短期大学卒業時をイメージして、

入学前課題の取り組みから1年生前期までで学生につけたい力を

考え、可視化した。学生92名に対して、アクティブ・ラーニング

で協同学習の手法を用いたゼミ形式も、教員14名全員で担当し、

きめ細かな指導方法で臨んだ。 

(14)初等科音楽と中等科音楽

の学習内容の連携に関する

考察 

―新学習指導要領における

教材「カノン」の活用― 

単著 令和2年1月 奈良学園大学 

人間教育、３(1) 

pp.17-26 

幼稚園・小学校・中学校の３つの学習指導要領の総則から見える

連続性について、新指導要領の方向性と汎用的能力について現行

指導要領との比較から論じた。その上で、小学校中学校別の新学

習指導要領音楽の教科目標の整理、3つの柱別の学年目標項目によ

る学年別の整理、領域の観点別による小学校と中学校の内容の整

理を通して、小学校と中学校における連携の必要性と学習内容の

連続性について、題材「カノン」の指導内容から提案した。 

(15) 音楽教育における合唱

指導の変遷―発声指導に着

目して―

単著 令和2年12月 奈良学園大学 紀要 

第13集 

11頁 

唱歌の始まりである明治期と現在の学校音楽教育までを、学習指

導要領における歌唱技能の発声と合唱の変遷を辿った上で、学校

教育における現在の合唱活動について考察したものである。また

一番合唱活動が盛んであった頃1955年に出版された品川三郎の 

『児童発声』を『日本声楽発声学会関西支部学会誌』（2015年度）

に基づき発声法の根幹をなす歌唱（合唱）呼吸について妥当性を

検討した。 

(16)小学校・中学校音楽科の

歌唱(合唱)授業の一考察 

－歌唱技能に関する意識と実

態－ 

単著 令和3年5月発刊 全国大学音楽教育学

会 関西地区学会誌

≪第2号≫ 

掲載予定 

コロナ前後における歌唱指導の変化についてのアンケート調査よ

り、小学校・中学校音楽教員がコロナ前まで子どもの発達段階を

考えて、どのように歌唱に関する指導を行っていたのか、またコ

ロナ禍での現行の指導がコロナ前に比べてどのように変化してい

るのかを明らかにした。また現在の中学生が小学校、中学校でど

のような歌唱指導を受けてきているのかも明らかになった。これ

らから、まず腹式呼吸法の会得と指導ができることや発達段階に

合わせた歌唱指導のための声掛けのバリエーションを多く持つこ

とを含めた変声期における歌唱指導の重要性が明らかになった。 

その他（教材作成） 

（１）教育実習の手引き 単著 平成25年6月 神戸大学附属住吉中

学校音楽科発行 

従来から学校としての実習の手引きは存在したが、音楽科に特化

した実習の手引きを、音楽家の主任として新たに作成した。教育

実習の意義と、実習生として守るべき心得、音楽家指導案の作成

事例と授業評価の方法について説明した。さらに学級担任として、

生徒理解の方法等について具体的に説明した冊子。 

その他（依頼原稿） 

(1)特集1 クラスで学ぼう声

のしくみ「楽しく発声導入」 

単著 平成23年3月 『教育音楽』4月号 

(音楽之友社) 

pp.38-40. 

音楽科の授業の導入に使える、発声練習方法を紹介した。ただ声

を出すのではなく、イメージをもって体を使っての声の出し方を、

実際の写真も載せて、体を動かす様子を説明した。また、音楽授

業なので、声を出すことに苦手意識をもっている児童・生徒もい

るため、その場合に行う声掛けやアプローチが、個人だけでなく

全体にとってプラスになると述べた。 

(2)特集 合唱部パーフェク

トガイド 

単著 平成23年5月 『教育音楽』6月号 

(音楽之友社) 

pp.30-33. 

部員が集まり、楽しく、また技能も兼ね備えた合唱団になるため

の活動について、神戸市立長峰中学校と、神戸大学附属住吉中学

校の2校で、0から合唱部を創り、全国大会常連校になった指導過

人間教育学部 人間教育学科

545



程を説明した。また、教員が楽しく真剣に活動できる合唱団に育

てたいと思えるように、自己の様々 な過去の音楽指導の失敗事例、

や成功事例共にも紹介した。まずは、歌を好きにさせる、部員を

入れる第一歩から説明をした。 

(3)「タリススコラーズ」 単著 平成23年7月 『教育音楽』8月号 

(音楽之友社) 

pp.20 

西宮芸術文化センターで演奏会を行ったイギリスの合唱団「タリ

ススコラーズ」の演奏会を取材。その発声と音の確かさと、その

音色はどの様なところから生まれるのか、聴いていない人もタリ

ススコラーズの歌声とその響きがイメージできるように楽曲と声

についての関係を述べ、その良さを伝えた。また、その曲の背景

や歴史、音楽的構造をふくめた楽曲分析を行い。日本でも、言語

は違うが、歌いたいと思えるように分かりやすい解説をした。 

(4)特集 すぐに使える！合

唱指導アイデア集「表現を

伸ばすことばかけ」 

単著 平成24年5月 『教育音楽』6月号 

(音楽之友社) 

pp.33-45. 

音楽に有効な言葉かけを、著者の今までの合唱指導の経験の中か

ら特によい反応があり、現在も使い続けている言葉と、その声を

掛けるべき状態を示した。また逆に、一般に使用される表現を委

縮させる言葉にも言及し、言葉かけをする際の配慮を述べた。 

(5)「スーパーキッズ」 単著 平成24年10月 『教育音楽』11月号 

(音楽之友社)   

pp.21 

指揮者の佐渡氏の育てている楽団「スパーキッズオーケストラ」

小学生～高校生までのオーデションで選ばれた弦楽器集団が、兵

庫県芸術文化センターで行った演奏会を取材。幼少期から音楽、

楽器に触れ、協同で演奏することがどのような力に結びつくのか、

幼児からの音楽教育の可能性の広がりについて述べた。また、実

際演奏を聴いて、演奏会の内容とスーパーキッズの現在と今後の

活動についても取材記事としてまとめた。 

(6)特集 いい声になる！譜

例でわかる発声練習「発音

を意識する発声練習」  

単著 平成24年11月 『教育音楽』12月号 

(音楽之友社) 

pp.42-43. 

日本語をいかに声にのせるのか、譜例を使い、日々 の発声練習を

紹介した。ＶＩなどイ母音を使うことで、息のあたる場所が自分

で自覚しやすくなること。またこのイ母音からエ・ア・オ・ウの

順に響きを変えずに歌うことで言葉の音色も整うようになるこ

と。また、この発声はビブラートがかからず歌えるので幼児と一

緒に歌う、保育者にとっても理想的な発声であることを示した。 

(7)特集 1時間でできる中学

生１年の合唱「『翼を広げ

て』を1時間で合唱する」 

単著 平成25年3月 『教育音楽』4月号 

(音楽之友社) 

pp.26-27. 

『翼を広げて』を題材にして１時間で1曲が大体歌えるようにな

る合唱指導の実践を紹介した。まず、メロディーラインをみんな

で確認し、そこから自分の音はどのような役割をしているのかを

知ること。その後、ユニゾンの部分をみんなで歌い、分かれてい

る部分の伴奏を聞きながら、どの音に着目して歌えばよいのかを

知ること。そして分かれている部分を伴奏と共に歌う。という授

業の流れを説明した。 

(8)「Ｗｅ love ミュージッ

ク！」神戸大学附属中等教

育学校住吉校舎コーラス部

＆森瀬智子教諭 全日本音

楽研究大会全国大会より 

単著 平成25年8月 『教育音楽』9月号 

(音楽之友社)  

pp.14-17. 

全日本音楽研究大会全国大会(兵庫県大会)研究演奏についての附

属校における呼吸法から始まる声作りを含めた楽曲への取り組み

の紹介と最大14声部に分かれる「会津磐梯山」の女声合唱の演奏

について記述した。また、実際研究大会で会場の皆さんと一緒に

声を出しながら行った呼吸法・発声法についても具体的に述べて

いる。また、日々 や年間の活動についても報告した。 

(9)特集 授業の始めの5分で

できる発声練習ウォーミン

グアップ呼吸法 呼吸が良

い声への鍵を握る 

単著 平成26年5月 『教育音楽』6月号 

(音楽之友社) 

pp.32-33. 

授業の最初に短時間でしかも継続できる呼吸法と発声指導の紹介

した。呼吸は、実際写真によって、どの様な動きで、腹横筋や腹

直筋、肋間筋などどこの筋肉をいかに使えばよいのか、またその

効果的なトレーニング方法。そして理論を知って実践する大切さ

も述べた。見えない身体の中を映像の動画で可視化することで、

一つひとつの動きに敏感になり、短時間でも成果が上がることを

解説した。 

(10)特集 生徒の歌声を聴く

力「聴く力をレベルアッ 

単著 平成27年4月 『教育音楽』5月号 

(音楽之友社) 

特集 増やそう！歌唱指導で使える言葉 本当に使える言葉かけ

「楽しい気分になる～夢の国の住人を使って～」において、歌唱
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 プするために」 pp.32-33. 指導の際にどのような言葉を使うと子どもの声が変化するのかを

について事例紹介と説明を行った。また、体の使い方を知ること

で、自然な声で歌えることについても言及。どのような言葉、音

色で声をかけると良いのか、またその継続の必要性についても音

感を育てる視点に立って解説した。 

(11)特集 校内合唱コンクー

ルに向けてパート練習をレ

ベルアップ 

「理想的なパート練習とは」 

単著 平成27年8月 『教育音楽』9月号 

(音楽之友社) 

pp.29-36. 

混声合唱練習において、主体的に学生・生徒・児童を対象とした

協同学習を用いたパート練習の具体的手法を紹介した。ピアノを

弾ける者がいない場合も言及。そしてその方法を解説。また、主

体的に取り組むことで汎用的能力としてのどのような力がつくの

か、そしてどのような表現力が向上するのかについて述べた。生

徒をやる気にさせる教師の言葉かけ等、すぐ授業で使える方法を

述べた。 

(12)特集 表現力アップ！ 

合唱曲アナリーゼ大作戦 

「指導に生かすアナリーゼ」 

単著 平成27年12月 『教育音楽』1月号 

(音楽之友社)  

pp.36-38. 

小・中学校の生徒に、そして先生方に人気曲である『時を越えて』

栂野知子作詞・作曲の合唱曲分析方法を紹介。まず、曲の構造を

知ること。曲の鍵は伴奏にあり、伴奏を見ると、和音なのか、分

散和音なのか、どの音符が多いかで分析し、その音楽を歌に生か

すことで表現力が豊かになる例を紹介。伴奏の弾き方も言及した。 

(13)特集「困った時の発声指 

導」について 

単著 平成28年4月 『教育音楽』5月号 

(音楽之友社) 

pp.27 

困った時の発声指導の解決策として、うたう声が小さい時のア

プローチや指導について解説。また、子どもの声のために指導者

が配慮すべきこと。幼児から児童生徒までを対象に教える側の理

解について述べた。その知っておくべきことを使ってできる、授

業ですぐに使える発声指導方法も紹介し、すぐできる指導を考え

て述べた。 

(14)短時間で上達する 

合唱指導 

単著 平成28年9月 『教育音楽』10月号 

(音楽之友社) 

pp.29-30. 

限られた短い時間で合唱のパート練習を紹介した。パートリーダ

ーを育てること、パートり―ダ―が先生となって相談しながら自

分たちの音楽を創っていくこと。音楽を楽しく表現する上で、子

どもが主体的に表現できる方法や小中高等学校におけるクラスで

の合唱指導の上で大切なパートリーダーの育成方法について述べ

た。 

(15)特集 卒業の歌を磨く

「今からでも間に合う！

卒業ソングの攻略法」 

単著 平成29年1月 『教育音楽』２月号 

(音楽之友社) 

pp.40-43. 

小学校や中学校で使える合唱曲『奇跡』若松歓作詞・作曲『前へ！』

ruriko作詞・作曲の2曲の紹介と楽曲分析。指導ポイントを解説。

また、ピアノで伴奏する際に気を付けるべきこと、やどのように

伴奏にアプローチすればよいのかなど、伴奏から曲を読み解き、

表現する方法を解説し、注意すべき点についても言及した。 

(16)とっておき！私のお役立

ちソフト   

単著 平成29年8月 『教育音楽』９月号 

(音楽之友社) 

pp.74 

「レッツパー練４」ＣＤを紹介。ポップスを編曲した合唱曲など、

小学校・中学校で実際ＣＤを用いて聞きながら練習をし、即歌う

ことができるＣＤを紹介。子どもから大人までが幅広く使えるレ

パートリー曲が集められており、パートの音取りだけに活用する

のではない、パート別ＣＤの活用法の可能性についても解説して

いる。小学校・中学校・高等学校の音楽会等でも活用できるもの

であることを述べている。 

(学会発表等) 

(1)「旋律の特徴を感

じ取り，表現しよう」 

授業・提案

― 平成 23年 12月 神戸大学附属中等教

育学校教育研究協

議会 

共通教材「旋律の特徴を感じ取り，表現しよう」山

田耕筰と滝廉太郎の『荒城の月』の違い(原曲と編

曲)から自分ならどのような音楽にしたいかを音楽

の諸要素から根拠につなげて考え、小集団としての

音楽を提案する活動を行った。授業の実際と分析の

視点は「協同学習における歌唱表現の創意工夫」「協

同学習による集団の力を高める評価」とした。 

(2)「君も名コンダクタ

ーⅡ(指揮から歌の

― 平成 24年 11月 神戸大学附属中等教

育学校教育研究協

混声四部合唱「君も名コンダクターⅡ(指揮から歌

の表現へ)」『走る川』の歌詞の一部分を取り出し、
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表現へ)」授業・提案 議会 言葉のリズム・強弱・テクスチュア・テンポ・強弱

についてアナリーゼし、エネルギー図・音楽構造図

でそれを表現し、意図を持った指揮と歌声で曲を表

現させ、生徒の表現力を高める実践。 

(3)「第 9 に迫る」

授業・提案

― 平成 26 年 2 月 神戸大学附属中等教

育学校教育研究協

議会 

生涯にわたり多様な音楽に親しむ人間力の育成を

目指し、音楽史・鑑賞・合唱を組み合わせた単元「第

9 に迫る」を作った。第九の背景とベートーヴェン

と時代について協同学習で学んだ後、第九の比較鑑

賞を通して様々な曲の表現方法を理解した。最後に

原語で第九の部分合唱を行った。比較鑑賞を通して

生徒の表現力が高まることが分かった。 

(4)「古から今へ、歌人

になろう」 

授業・提案 

― 平成 27 年 2 月 神戸大学附属中等教

育学校 

神戸市研究部会

創作領域研究協

議会 

5 音音階を使って箏を用いて小集団で作曲を行う。

生徒が作った短歌に歌をつける活動として、①日本

音階の中で沖縄音階・律音階・都音階・民謡音階の

どれかを選択②曲の形態、長唄風、歌唱独唱風、ア

カペラ合唱風、ポップス風の中からそれぞれ選択し

て班の短歌に合った曲を箏を使って創作する活動

の提案授業。筝の譜面を用いたため、楽譜に苦手意

識のある生徒も取り組むことができた。

(5)「カノンと大循環コ

ードを用いた創作

Ⅰ」授業・提案 

― 平成 27 年 2 月 神戸大学附属中等教

育学校 

中等教育学校1年生の生徒の読譜力を育成する研究

授業と実践発表を行った。その中で協同学習を用い

た創作アンサンブルにおける読譜力の高まりおよ

び情意面の変容を分析した。また、高校 3 年の生徒

に対して音感力をつけるために継続的にこの単元

に取り組ませたところ、音程感、リズム感の向上が

ともに見られた。 

(6)「カノンと大循環コ

ードを使って創作

Ⅱ」授業・提案 

― 平成 29 年 2 月 神戸大学附属中等教

育学校 

1 年生の創作単元研究 3 年目の発表である。大循環

コードとカノンを用いるが、経過音を入れても良

い、という課題の条件を増やした。このことによっ

て、より多様な旋律を創作することが可能になり、

前回よりも生徒の取り組みも活発になった。このよ

うな課題の条件の内容が生徒の音選びの力をつけ

ることになることの提案を行った。

(7)「子どもの主体性を

育む協同学習につい

て」 提案 

― 平成 29年 10月 神戸市立住吉中学校 

人権教育東灘ブ

ロック研修会

神戸市教育委員

会主催

幼・小・中・高の教員対象に実践報告とワークショ

ップを行った。中学 1 年生に 7 か月様々な授業で協

同学習の手法を用いたことによる生徒の変容と活

動内容について報告した。結果、自己肯定感が高ま

り、活動的、協働的になったが、それはどのような

仕組みを用いることで力がついてきたのか、パワー

ポイントで実際の映像を用いて説明を行った。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3月 31 日 

  氏名  加奥 満紀子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

幼児教育 幼児理解・保育者論・保育内容総論 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

・学校評価を生かした保育内容の改善

平成元

年 4 月

～現在

に至る 

毎年年度末に、教育評価を保護者や教員で行い、

保育課程や具体的な保育内容が適正であったかを

評価した。評価に基づいて、次年度の保育課程と

保育内容を見直して、改善を重ねて行った。

（大和郡山市立郡山西・片桐西・郡山北・矢田南

幼稚園での実践）

・子ども理解から始まるスタートカリキュラムの編成

平成 10
年 4 月

～現在

に至る 

スタートカリキュラムの編成には地域の小学校や

就学前組織の実態の違いや子どもの実態を理解し

可能な方法で編成する必要がある。制度や子ども

理解の違いを理解し、無理なく実践していった。

（大和郡山市立郡山西・矢田南・郡山北幼稚園で

の実践）

２ 作成した教科書，教材 

・教育実習の手引き

大和郡山市立矢田南幼稚園発行

（共著） 【再掲】

平成 21
年 4 月 

年大学と短期大学から教育実習生を 5 名以上受け

入れ、実習の手引き冊子を準備し実習生に幼稚園

教育の目標と幼稚園教育要領に基づいた保育内容

の具体的な姿と、幼児を理解する視点について指

導した。さらに週案や保育案の作成の方法や、保

育後に振り返り幼児の実態に合わせて保育改善す

る意味も指導した。

（大和郡山市立矢田南幼稚園教育実習生指導に使

用） 

・教育実習の手引き

大和郡山市立郡山西幼稚園発行

（共著） 【再掲】

平成 26
年 4 月

毎年大学と短期大学から教育実習生を 5 名以上受

け入れ、実習の手引き冊子を準備し実習生に幼稚

園教育の目標と幼稚園教育要領に基づいた保育内

容の具体的な姿と、幼児を理解する視点について

指導した。さらに週案や保育案の作成の方法や、

保育後に振り返り幼児の実態に合わせて保育改善

する意味も指導した。

（大和郡山市立矢田南幼稚園教育実習生指導に使

用） 

・教育実習の手引き

大和郡山市立郡山西幼稚園発行

（共著） 【再掲】

平成 26
年 4 月

大学と短期大学から教育実習生を 5 名以上受け入

れ、冊子を作成し実習生に幼稚園教育の意義と幼

稚園教育要領に基づいた保育内容の 5 領域につい

て具体的に指導した。さらに週案や保育案の作成

の方法も狙いを明確にして指導した。幼児の状況

を把握する視点を指導するとともに。幼児の実態

に合わせて保育案を作成する意味についても指導

をした。

（大和郡山市立郡山西幼稚園教育実習生の指導に

 ３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

・奈良学園大学学生による授業評価

アンケートにおける評価

平成 30
年 1 月 

奈良学園大学人間教育学部人間教育学科の専門ゼ

ミナールで、幼稚園に就職する学生に対し、幼稚

園教員に求められる資質と能力について講話し

た。幼稚園に就職する学生は、実際の課題等につ

いて満足度が高く、4 点満点 3.8 で非常に高い評

価であった  

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

・幼稚園での教頭経験

大和郡山市立郡山北幼稚園

大和郡山市立矢田南幼稚園

平成 17
年 4 月

～25 年

3 月

8 年間公立幼稚園の教頭を務めた。園長を補佐し、

教育実習生の毎年約 10 人受け入れ、その実習の

企画運営を行った。保育の各期の意味月案、週案、

当日案などの作成園内研修を年 3 回実施した。
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・幼稚園の園長経験 
大和郡山市立矢田南幼稚園 
大和郡山市立郡山西幼稚園 
 
 
 

平成 25
年 4 月

～現在

にいた

る 
 

3 年間園長を務め、幼稚園教育要領等の改訂を受

け、スタートカリキュラムの本格実施に尽力した。

教育実習生を毎年数人受け入れ、保育課程と保育

内容の関連、児童理解、教育公務員の法的遵守に

ついて講話と指導を行った。 
 

５ その他   

・奈良県健康教育研究会安全部会幼稚園部会における指導

助言 
対象：幼小中教諭、養護教諭  
約 50 名 
 
 

平成 28
年 12 月 
（ 奈 良

県立 
教育研

究所） 
 

幼稚園の雨の日の登降園の方法や、安全に行動し

ようとする防犯訓練や避難訓練の際の教師の役割

にについて指導助言をした。さらに固定遊具の使

い方を園児が話しあい安全に使用する支援につい

て幼児理解の視点で指導助言した。 
 

・奈良県幼稚園等新規採用研修講 
座及び公立幼保連携型認定こど 
も園新規採用保育教諭研修講座 
講師 
対象：新規採用保育教諭約８０名 

平成 29
年 5 月 
（ 奈 良

県立 
教育研

究所） 
 

幼稚園教育の目標から始まり、幼稚園教育要領の

5 領域と、その具体的な保育内容の様子と関連付

けて子どもの写真等を通して具体的に語った。さ

らに幼稚園教員として子どもを理解する上で大切

にしたい子ども理解の視点や、幼稚園で働く上で

求められる資質や能力について 5 点を話した。 
 

・大和郡山市立郡山南幼稚園園内研究会の講師 
平成 30
年 10 月

24 日 

研究主題「主体性を育む」－子どもの「したい」

「やってみたい」をみつめて－のもと、三歳児の

研究保育を参観し、三歳児の遊びにおける主体性

について協議し、研修を深めた。 
 

・大和郡山市立郡山西幼稚園園内研究会の講師 
平成 30
年 11 月

6 日 

研究主題「心弾ませ主体的に生活する子どもをめ

ざして～心と体をほぐしながら～」の研究主題の

もと、５歳児の研究保育を参観し、表現活動にお

いて主体的に活動している姿について協議し、研

修を深めた。 
 

・大和郡山市立矢田南幼稚園教育講演会講師及び保育カン

ファレンス 

平成 31
年 1 月

30 日 

保護者対象に演題「子育てで大切なこと」につい

て講演した。子どもを取り巻く社会の変化の中で

の子どもの様子から、親として何が大切かについ

て約 30 人の保護者の方に提案した。午後より、

各クラスの生活発表会に向けての保育で大切にし

たいことを提案し、研修を深めた。 
 

・三郷町立西部保育園園内研修の講師 
平成 31
年 2月 6
日 

各クラスの保育を参観し、「教育的環境」について

子どもの実態から話し合い、研修を深めた。 
 

・大和郡山市立郡山南幼稚園園内研究会の講師 
令 和 元

年 6 月

11 日 

研究主題「主体性を育む」－子どもの「したい」

「やってみたい」をみつめて－のもと、五歳児の

研究保育を参観し、五歳児の粘土遊びにおける保

育者の援助等について協議し、研修を深めた。 
  

・三郷町立西部保育園園内研修の講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元

年 8 月

９日 

 

各クラスの保育を参観し、運動遊びに必要な「教

育的環境」について子どもの実態から話し合い、

研修を深めた。 
 

・令和元年度幼稚園中堅教諭等資質向上：研修講座保育専

門研修の講師 
対象：中堅教諭等約 30 名 

令和元

年８月

23 日

（奈良

県立教

育研究

所 

中核的な役割を果たすために必要とされる資質の

向上のために、「保育における学校評価」「マネジ

メント力の向上」についてパワーポイントを通し

て講和し、研究協議で学びを深めた。 

 
 
 
・大和郡山市立矢田南幼稚園園内研究会の講師 
 

 

 

 

 

 

 

令和元

年 11 月

5 日 

研究主題「いきいきと遊ぶ子どもをめざして～子

どもの“やってみよう”を高めるために」のもと、

三歳児の研究保育を参観し、三歳児の表現遊びに

ついて協議し、研修を深めた。 
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・大和郡山市立郡山西幼稚園園内研究会の講師 

令和元

年 11 月

12 日 

研究主題「主体的に生活する子どもをめざして～

子どもの内面をよみとる～」の研究主題のもと、

３歳児の研究保育を参観し、秋の保育の表現活動

において主体的に活動している姿について協議

し、研修を深めた。 
 

・令和元年度 奈良市家庭教育講座の講師 
対象：奈良市内幼稚園・こども園・保育園及び小学校に

在籍する幼児児童の保護者 

令和元

年 12 月

6 日（奈

良市生

涯学習

センタ

ー） 

日々の子育てやこれからの子どもの教育に不安を

感じておられる保護者は少なくない。その不安を

和らげ、自信をもって日々の子育てを楽しんでい

ただけるように、「楽しく子育て」～心と心を通わ

せて～演題で講和する。 
 

・三郷町立西部保育園園内研修の講師 

 

令和元

年 12 月

13 日 

３歳児の保育を参観し、「運動遊び」について子ど

もの実態から話し合い、研修を深めた。 
 

 

・令和２年度幼稚園中堅教諭等資質向上：研修講座保育専

門研修の講師 
対象：中堅教諭等約 30 名 

 

 

令和２
年８月
12 日
（奈良
県立教
育研究
所 

 

コロナ禍のため、リモートで講義をする。中核的

な役割を果たすために必要とされる資質の向上の

ために、「保育における学校評価」「マネジメント

力の向上」についてパワーポイントを通して講和

し、学びを深めた。 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

・幼稚園１種普通免許状 
 

昭和 55
年 3 月 
 

大阪府教育委員会（昭 54 幼一普第 296 号） 
 

・小学校１種普通免許状 
昭和 55
年 3 月 

大阪府教育委員会（昭 54 小一普第 335 号） 

２ 特許等   

なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

・奈良県公国立幼稚園・こども園園長会副会長 

平成 28
年 4 月

～29 年

3 月 

副会長として会長を補佐し、新たな幼稚園教育要

領の保育内容についての追加事項の徹底に努め

た。新規採用教員の研修会の見直しを行い時代に

対応した児童理解の方法を提案した。 
 

・奈良県公国立幼稚園・こども園園長会会長 

平成 29
年 4 月

～現在

に至る 

会長として就学前 3 施設が入学までに求められる

10 の力を反映し、小学校に送付する指導抄録の在

り方を提案した。 
 
 

４ その他   

・全国幼児教育研究大会奈良大会を副委員長として運営 

平成 28
年７月 
（なら

100 年会

館） 

「幼児教育の新と真－夢中になって遊ぶ力を引き

出す保育力－」のテーマで全国から 1356 人の参

加者で開催した。未来をたくましく生きる子ども

を育てるために絆が深められた。 
 

・関西幼稚園・こども園連合会研究大会奈良大会を実行委

員長として企画実行 

平成 29
年 11 月 
（やまと

郡山城ホ

ール） 
 

「未来に向かって育ちをつなぐ幼児教育」のテー

マで関西２府４県から 622人の参加を得て開催し

た。平成 30 年度全面実施に向けての幼稚園教育

要領等について、更に研修を深めた。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

     

（学術論文）     

１．大和郡山市教育委員会

指定研究会紀要 
テーマ 
「幼児期に言葉の力を育

む援助の在 
り方」 

共 
平成 22 年 10
月 

大和郡山市立矢田南

幼稚園発行 
A４ 
（全 8 頁） 

聴く、語る、伝え合う内容を保育全体の

中にどう位置づけるかを、５領域の幼児

の姿で明確にした。レディネス調査を行

い、幼児の発達理解に基づいて取り組ん

だ。発達に応じた指導の在り方も系統的

に示した。幼児観察の方法、個と集団の

関係の捉え方、保護者との連携の重要性

も論じた。 

共著者：蔵田準子、加奥満紀子、植田ゆ

かり、田平知子、他５名 

担当部分：共同研究につき抽出不可、研

究の全体構成、幼児の発達によるレディ

ネス調査の分析、研究を振り返ってのま

とめと成果部分を執筆 

 

２大和郡山市教育委員会

指定研究園研究紀要 
テーマ「「コミュニケーシ

ョンの力を育む」 

共 
平成 26 年 11
月 

大和郡山市立西幼稚

園発行 
A４版 
(全 50 頁） 

平成 25、26 年の 2 年間に及ぶ保育内容

と幼児の変容の実践記録。コミュニケー

ションは、園での生活＝遊び総体の中で

育成すること、そのため感情体験の 2面

性を捉えた保育者の視点が重要である

こと、教員の事例分析視点を、幼児の発

達に応じて養う必要があることを論じ

た。 

共著者：加奥満紀子、内野和寿乃、安井

典子、上田良美、他７名 

担当部分：p１－p6 研究主題の意味と方

法、p9－10「3 歳児・幼稚園大好き・先

生大好き・友達大好き」p21－p22「4 歳

児、自分を思い出して友達や先生と一緒

に」p35‐36「5歳児、自信をもって」す

べての頁で幼児の活動体験とその意味

付け、発達を踏まえつつ解説した。 

 

３奈良県健康教育研究会

研究紀要 
 

共 平成 29 年 3
月 

奈良県健康教育研究

会編集発行 
（全 70 頁） 
 

学校保健、学校安全、学校給食の関係者

が一堂に会した健康増進の研究会紀要。 

編集者：奈良県健康教育研究会 

共著者：門口和興、三好智子、境美穂 

加奥満紀子、他 8 名 
本人担当部分（p38－p39 の安全部会の

幼稚園の研究協議の指導助言記録「一人

一人が安全な生活 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

４ 保育内容の意義及び

今後の課題と展望 

―奈良県の幼稚園の実践

を通し 

て－ 

 

共 
 

平成 30 年 2
月 
 

奈良学園大学人間教

育学部 
「人間教育」第１巻２

号 
(p65〜76） 
 

保育課程の歴史と保育内容の意味と保

育内容の歴史を述べた。その後、具体的

な 5領域の狙いと内容とともに。その全

体構造が保育内容にどのように反映し

ているか、幼児の具体的姿と理論を連携

させて論じた。幼稚園や保育園の保育内

容は環境を通して 5領域を横断的・総合

的に扱い、一人一人の良さや過程を評価

することを指導の留意点と共に示した。

さらに、就学前までに育成したい 10 の

力と小学校教育とのつながりを提案し

た。更に、指導案の中で、5 領域のどの

力を育んでいるか教師自身が意識的に

構想することの重要性を論じた。 

共著者：加奥満紀子、土谷長子 

担当部分：ｐ70～76奈良県の実践部分分

析と各年齢児の発達と保育内容と保育

内容の今後の課題と展望部分を単著 

 

５ 幼児理解に基づく教

師の関わりについて 
共 

平成 30 年 2
月 
 

奈良学園大学人間教

育学部「人間教育」第

１巻２号 
(p53〜65） 
 
 

幼児教育３施設が明確に位置づき、それ

らの教育・保育の基本が就学前教育とし

て一致したことを踏まえ、幼児理解を深

め、環境を通して行う教育であることを

確認した。奈良県の幼稚園の実践事例を

取り上げ、幼児理解に基づく、教師の関

わりと幼児の主体的な活動について具

体的に例示した。日常の幼稚園生活での

取組が行事を中心に、幼児主体の活動が

展開されていることを確認した。その上

で、幼児期に育みたい資質・能力と、５

歳後半までに育ってほしい姿について、

幼児理解に基づいた評価と連動させて

考察を加えた。 

著者：加奥満紀子、土谷長子 

担当部分：pp54～60奈良県の幼稚園の実

践と幼児理解を深めるエピソードとそ

れについての省察部分を単著 

 

６ 子育て支援について 単 令和元年７

月 

奈良県教育振興会編

集発行 
（ｐ2－5） 

自分自身の３８年間の幼稚園教師生活

を経験し、現場から離れ、幼児期にこそ

感性を豊かに働かせることの必要性を

改めて考え、そのためには家庭教育・幼

児教育の役割を痛感した。そこで、「子

育てで大切にしたいこと」－幼稚園での

３８年を通して考える―を題目に生活

を経験することの大切さ、子どもの力を

伸ばすためにどうすればよいかを論じ

た。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（その他）     

 
１．教育実習の手引き 
   

 
共 
 

 
平成 21 年 4
月 
 
 

 
大和郡山市立矢田南

幼稚園発行 
（全 8 頁） 
 

 
幼稚園教育に必要な資質や能力を具体

的に示した。実習生に幼稚園教育の目標

と幼稚園教育要領に基づいた 5領域に意

味と全体構想と保育内容の具体的な姿

を示した。幼児を理解する視点、週案や

保育案の作成の方法や、保育後の評価の

方法も指導した。評価後に、幼児の実態

に合わせて保育改善する意味も指導し

た。 
共著者：加奥満紀子、中島道代、植田ゆ

かり他、２名 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

２教育実習の手引き 
  
 

 共 平成 26 年 4
月 

大和郡山市立郡山西

幼稚園発行 
（全 10 頁） 
 

求められる幼稚園教員、幼稚園教育の意

義と幼稚園教育要領に基づいた保育内

容の 5 領域について示した。さらに週案

や日案の作成方法も狙いを明確にして

指導した。幼児理解の視点を指導し、幼

児の実態に合わせて保育案を作成する

意味も指導をし、さらに評価方法とその

活用も示した。 
共著者：加奥満紀子、内野加寿乃、安井

典 
子、上田良美、他３名 
 

 
３たのしい幼稚園－子ど

もが初めて出会う学校

それは幼稚園－ 
 

 
 単 

 
平成 29 年 5
月 

 
奈良県幼稚園長会研

究部作成 
A4 版 15 頁 

 
奈良県幼稚園等新規採用研修講座及び

公立幼保 
連携型認定こども園新規採用保育教諭

研修講座 
の指導資料として冊子。幼稚園教育の目

標と、幼 
稚園教育要領の説明を 5領域ごとにその

意義と 
総合的に指導する必要性を論じた。さら

に育む資 
質・能力の 3 つの柱を、5 領域と関連付

けて論じ 
就学前までに育てたい 10 の力について

説明した。そのために教員の子ども理解

力と評価力と保育内容の改善の必要が

あることを論じた。 
 

４これからの幼稚園教員

に求められる資質・能力と

は 
 

 単 平成 30 年 1
月 

奈良学園大学教育学

部 
A4 版 8 頁 

幼稚園教員志望者 20 人に講話した資料

冊子。環境を通して教育する意味、教師

は最大で意味ある環境であること、幼児

理解の能力を付けるための方策、それに

基づいて保育内容を改善する評価力な

どを論じた。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31日 

                                                          氏名    阪元 勇輝 

研  究  分  野 研究内容のキーワード 

環境学、プロセス工学 
環境影響評価・環境政策、環境技術・環境材料、化学物質影響科学、

反応工学・プロセスシステム、エネルギー学 

教  育  上  の  能  力  に  関  す  る  事  項 

事     項 年 月 日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

マルチメディア機器を利用した講義等 平成 17 年 4 月

～現在に至る 

奈良学園の高等教育において、学生に対して、より環

境問題や関連する実験等の重要性の理解を深めるた

め、視覚効果（画像･映像）を利用して、学習効果を

高めた。摘要科目としては、「生活と環境」、「環境

科学」や「実験で学ぶ科学」、他において、DVD 映

像や PC 上での食物連鎖のシミュレーション等。 

 

２ 作成した教科書，教材   

1) 環境関連講義用教科書 平成 17 年 4 月

～現在に至る 

奈良学園の高等教育および他大学において、環境関連

の講義用教科書を作成した。環境関連の教科書は一般

的に専門性が高いため、より平易な教科書を各関係テ

ーマに応じて作成し、学習効果を高めた。摘要科目：

環境科学、環境論、環境政策論、地域環境論、他 

 

2) 環境関連講義用補助教材 平成 17 年 4 月

～現在に至る 

奈良学園の高等教育および他大学において、環境関連

の補助教材を作成した。特に環境問題に関して、視覚

効果（環境破壊の画像・ビデオ等）を利用し、より学

習効果を高めるための補助教材を作成し、学習効果を

高めた。摘要科目：環境科学、環境論、生活と環境、

他 

 

３ 当該教員の教育上の能力に関する大学等の評価   

特記事項無し   

４ 実務家教員についての特記事項   

1) 事業者、団体および地方行政職員・議員に対する

環境関連のセミナーおよび講演 

平成 11 年 4 月

～現在に至る 

多くの環境関連のセミナーおよび講演を行っている。

詳細は、（公的招待講演会・セミナー発表等）を参照。 

 

2) 関西大学客員研究員（先端科学技術推進機構） 平成 12 年 4 月

～平成 16 年 3

月 

客員研究員として左記大学において、学生の卒業研究

および修士研究の研究指導・補助に従事し、卒業論文

および修士論文の作成に寄与した。 

 

職  務  上  の  実  績  に  関  す  る  事  項 

事     項 年 月 日 概         要 

１ 資格，免許   

1) 工学修士  昭和 59 年 3 月

31 日 授与 

固体系アンモニア化物を用いた蓄熱装置に関して、そ

れらの反応特性および熱力学的物性に関して纏めた。 

 

2) エネルギー管理士（経済産業省） 平成 6 年 5 月 エネルギーシステム全てにおいて管理が可能あるこ

とを認められている。 

 

3) 環境カウンセラー：事業者・市民両部門（環境省） 平成 11 年 4 月 環境全般に関して、事業者および市民に対してカウン

セリング可能あることを認められている。 
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4) 国際環境アドバイザー（経済産業省） 平成 11 年 10

月 

国際的に環境に関するアドバイスが可能であること

を認められている。 

 

5) 新エネルギー有識者（NEDO:新エネルギー・産業

技術総合開発機構） 

平成 12 年 3 月 新エネルギーに関する知見を有していることを公式

的に認められている。 

 

6) 博士（工学）  平成 12 年 9 月

21 日 授与 

ライフサイクルアナリシスによる省エネルギーおよ

び炭酸ガス削減技術の評価に関して論文として纏め

た。 

 

7) 環境マネジメントシステム・エコアクション 21

（EA21）審査人（環境省） 

平成 16 年 4 月 環境省の環境マネジメントシステム EA21 の審査する

ことが環境省より公式的に認められている。 

 

8) 環境社会検定（eco 検定）（東京商工会議所） 平成 19 年 12

月 

様々な環境問題に関して幅広い知識を有しているこ

とを認定されている。 

 

他、多数）危険物取扱者（甲種）、毒物劇物取扱責

任者、他 

 左記のように多様な環境関連の資格を有している。 

２ 特許等   

 磁気記録媒体に関する特許複数出願・所有 平成 2 年～ 阪元 勇輝（筆頭）、他：現在存続期限終了 

 

３ 実務家教員についての特記事項   

1) 日立マクセル株式会社 研究開発部 昭和 59 年 4 月

～平成 9 年 3

月 

主として、磁気メディアの研究開発に従事し、高密度

磁気記録媒体としてデジタルオーディオおよびビデ

オテープの研究開発を行った。（主任研究員） 

 

2)  

・財団法人地球環境産業技術研究機構（RITE）：地

球環境システム研究室 LCA 研究員、化学的 CO2

固定化プロジェクト研究員、生分解性プラスチック

プロジェクト研究員等 兼務 

・通商産業省「地球環境産業技術開発」招聘プロジ

ェクト研究員 兼務 

 

平成7年9月～

平成 11 年 12

月 

通産省の環境プロジェクトに招聘研究員として参加

し、主として、複数の国家プロジェクトの環境保全技

術の研究開発およびその技術評価に従事し、ライフサ

イクルアセスメント（LCA）による評価手法の開発や

それらを用いた環境技術の評価を行った。 

 

3) 関西大学 先端科学技術推進機構 客員研究員 平成 12 年 4 月

～平成 16 年 3

月 

客員研究員として自らの環境に関する研究を行うと

ともに卒業研究および修士研究に従事し、卒業論文お

よび修士論文の作成に寄与した。 

 

4) 奈良県庁 技術アドバイザー 平成 12 年 12

月～平成 24 年

3 月 

奈良県商工労働部の技術アドバイザーとして奈良県

内の企業に対して、新しい技術の導入の推進を目的に

アドバイスを行った。 

 

5) 大阪市役所 （財）大阪市産業創造館 環境プロ

ジェクト アドバイザー 

平成 13 年 2 月

～平成 16 年 3

月 

大阪市において、環境保全を推進するとともに新しく

環境ビジネスを創業するあるいは現在の環境ビジネ

スをさらに発展させる企業に対してのアドバイスや

評価を行った。 

 

6) NPO 法人奈良県環境カウンセラー協会 理事 平成 13 年 3 月

～現在に至る 

環境省環境カウンセラーの奈良県の協会を設立し、設

立時より理事として現在まで運営に従事している。 

 

7) 奈良県庁 環境アドバイザー 平成 13 年 3 月

～現在に至る 

奈良県環境政策課の環境アドバイザーとして奈良県

内の企業に対して環境保全技術、省エネルギー技術お

よび新エネルギー技術の指導を行っている。 

 

8) （社）省エネルギーセンター エネルギー使用合

理化専門員 

平成 15 年 10

月～現在に至

る 

様々な規模および業種の企業に対して、省エネルギー

を推進するために評価および指導を行っている。 

 

9) （社）産業環境管理協会（現（一社）サステナブ

ル経営推進機構）エコリーフ環境ラベル制度 検証

評価委員 

平成 18 年 4 月

～平成 24 年 4

月 

国際規格にも準拠している日本のタイプ III 環境ラベ

ル制度であり、当該制度において、事業者の環境ラベ

ルを第三者の評価委員として認定を行っている。 
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10) 経済産業省（他 3 省合同：環境省、農林水産省

および国土交通省）カーボンフットプリント試行制

度評価パネル委員 

平成 21 年 4 月

～平成 24 年 3

月 

4省合同の国家プロジェクトである我が国のCO2削減

プロジェクトの検証制度の評価員として制度の枠組

みおよび評価基準の策定に努めた。 

 

11) 奈良県庁  節電協議会委員 平成 23 年 7 月

～現在に至る 

奈良県全体の節電を推進するために学識経験者とし

て県の節電政策の策定や普及に努めている。 

 

13) 奈良県庁  エネルギー利活用研究会委員 平成 23 年 12

月～現在に至

る 

奈良県のエネルギー利活用を目的とし、学識経験者と

して、特に再生可能エネルギー導入の推進策を研究し

策定に努めている。 

 

14) （社）産業環境管理協会（現（一社）サステナ

ブル経営推進機構）環境ラベルプログラム制度 評

価委員 

平成 24 年 4 月

～現在に至る 

国家プロジェクト制度が終了し、制度が民間移行とな

るに伴い当該制度の評価委員として制度の策定およ

び検証評価委員を務めている。 

 

15) 奈良県庁 奈良県事業者向けエコ経営促進モデ

ル事業 評価委員 

平成 24 年 4 月

～平成 27 年 3

月 

奈良県の事業者を対象に、電力供給不足による事業継

続リスクを回避するための先駆的な省エネ設備のモ

デル的な導入の応募者に対し、その導入事業の先駆性

や効果の評価を行い、補助対象の可否の選考を行っ

た。 

 

16) 奈良県庁 エネルギービジョン推進協議会 委

員  

平成 25 年 8 月

～現在に至る 

奈良県のエネルギー政策に関しての方向性、計画策定

およびその成果の評価を目的とし、学識経験者とし

て、奈良県全体のエネルギー政策の推進に努めてい

る。 

 

17) 奈良県庁 エネルギービジョン策定委員会 委

員  

平成 26 年 4 月

～現在に至る 

奈良県のエネルギービジョンの策定を目的とし、学識

経験者として、奈良県全体のエネルギービジョンの策

定に努めている。 

 

18) 環境省 再生可能エネルギー等導入地方公共団

体支援基金 選考委員 

平成 26 年 9 月

～平成 29 年 3

月 

環境省の左記事業において、奈良県内の地方行政（市

町村）を対象とした災害に強い自立・分散型のエネル

ギーシステムの導入し環境先進地域（エコタウン）を

構築する事業に対して、各市町村から提案された構築

事業に関して、その事業の評価を行い、補助対象の可

否の選考を行った。 

 

19) 奈良県庁  環境審議会委員：環境総合計画策定

委員 

平成 27 年 4 月

～現在に至る 

奈良県の環境保全および保護を目的とし、環境学識経

験者として、奈良県の環境基本計画の策定において特

にエネルギー政策の策定に努めている。 

 

20) 奈良県庁 奈良県再生可能エネルギー アドバ

イザー 

平成 28 年 4 月

～現在に至

る 

奈良県の再生可能エネルギー導入推進を目的とし、奈

良県下の地方行政、市民および事業者に対して、再生

可能エネルギーに関する導入可能性、採算性および導

入方法についてアドバイスを行っている。 

 

21) 三郷町 三郷町まちづくり総合戦略策定有識者

会議 委員  

平成 27 年 10

月～平成 28 年

3 月 

三郷町のまちづくり総合戦略策定にあたり、今後の 5

ヶ年の目標と具体的な施策に関して、有識者として、

三郷町の環境・エネルギー政策の策定に努めた。 

 

22) 経済産業省 「地域中核企業創出・支援事業」

審査委員会 委員 

平成28年4月～

平成29年3月 

経済産業省の左記事業において、近畿地方にて環境お

よびエネルギービジネスの中核となる企業から提案

された事業に関して、その事業の評価を行い、補助対

象の可否の選考を行った。 

 

23) 奈良県庁  「きれいに暮らす奈良県スタイル」

推進協議会 委員 

平成28年12月

～現在に至

る 

奈良ならではの美しい景観や持続可能な社会を構築

することを目的として、学識経験者として、奈良県全

体の環境に関する実践活動を誘発・促進するための計

画策定の推進に努めている。 
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24) 関西広域連合会 環境・エネルギー分科会 委

員 

平成29年9月～

現在に至る 

当該連合会の環境・エネルギー分科会において、奈良

県代表委員として関西広域および奈良県の環境政策

およびエネルギー政策に関しての方向性や計画の策

定に従事する予定。 

 

１）競争的資金獲得状況   

1. 経済産業省所管 一般社団法人新エネルギー導

入促進協議会 地産地消型再生可能エネルギー面的

利用等推進事業 

「奈良県立医科大学新キャンパスおよび付属病院周

辺における再生可能エネルギー面的利用構想」  

平成 27 年 9 月

～平成 28 年 3

月 

奈良県庁、富士通総研、関西電力との共同で、奈良県

の都市計画の一環として、奈良県橿原市にある奈良県

立医科大学の新キャンパスおよび付属病院周辺にお

ける再生可能エネルギーの面的利用構想を推進し、そ

の事業性検討を行う。 

獲得予算：5,111,231 円 

 

2. 経済産業省所管 一般社団法人新エネルギー導

入促進協議会 地産地消型再生可能エネルギー面的

利用等推進事業 

「県と市町村の連携によるエネルギー版「奈良モデ

ル」構想事業」  

平成 27 年 9 月

～平成 28 年 3

月 

奈良県庁、大阪ガスとの共同で、奈良県の都市計画の

一環として、奈良県庁周辺の世界遺産地域における再

生可能エネルギーの導入も含めたエネルギーインフ

ラのあり方および県下市町村のエネルギーマネジメ

ントとの連携を推進し、その事業性検討を行う。 

獲得予算：9,978,300 円 

 

研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概         要 

（著書）     

1. 奈良の節電スタイ

ル：家庭部門：～楽に、

楽しく、快適に、有意義

な節電をしてみませんか

～ 

編集・監修 平成 25 年 4

月 

奈良県庁：地域振興

部：エネルギー政策

課：省エネ環境係, 奈良

県庁, pp.12 

 奈良県内の家庭を対象とし、奈良県節電協

議会より発行・配布することを目的に、左記

の様な家庭でできる様々な節電の取り組み

方法おび実例を奈良県節電協議会委員とし

て、編集・監修し発行した。 

 

 

2. 奈良の節電スタイ

ル：事業部門・産業部門：

～電力を効率的に消費す

るスタイルの普及へ～  

 

（以上、著書） 

編集・監修 平成 25 年 4

月 

奈良県庁：地域振興

部：エネルギー政策

課：省エネ環境係, 奈良

県庁, pp8 

 奈良県内の事業者を対象とし、奈良県節電

協議会より発行・配布することを目的に、左

記の様な様々な事業所における効果的な節

電の取り組み方法おび実例を奈良県節電協

議会委員として、編集・監修し発行した。 

 

 

（学術論文）     

1. Measurement of 

Thermophysical Properties 

of Thermal Storage System  

- Effect of Heat Transfer 

Media - 

単 著 平成 23 年 12

月 

The Bulletin of Nara 

Sangyo University, 

Vol.26, pp.73-78 

 CaCl2-NH3 System を用いた蓄熱システム

に関して、熱媒体を添加した際の熱物性値

（有効熱伝導度、熱拡散係数）の変化につい

て測定を行った。その結果、熱媒体を添加し

た場合、その熱物性値は向上することが明ら

かとなり、また充填密度が大きく影響してい

る事が分かった。 

 

 

2. Life Cycle Assessment 

of Biodegradable Plastics  

（査読有） 

単 著 平成 23 年 11

月 

The Tenth International 

Conference on 

Ecomaterials (ICEM10), 

pp.193-196  

 生分解性プラスチックを利用して製造さ

れた食品トレイと石油を原料として製造さ

れた食品トレイにおいて、その環境負荷とし

て CO2 排出量およびエネルギー消費原単位

をライフサイクルアセスメント評価法を利

用して評価した。その結果、バイオマス由来

で製造された食品トレイが石油を原料とし

て製造された食品トレイよりも優位である

ことが明らかとなった。 
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3. Feasibility Study of a 

Biomass Utilization in 

Local Village - Cost 

Simulation of Extraction 

System of Wood Oil from 

Wood Thinnings - 

単 著 平成 24 年 3

月 

Annual Report of the 

Research Institute of 

Public Affairs Nara 

Sangyo University, 

Vol.2, pp.79-84  

 奈良県の地方行政において、間伐材（廃棄

物）の有効利用を目的に、あるリサイクルシ

ステムを提案し、その費用対効果の検討を行

った。その結果、有効成分の抽出量にも依存

するが、平均的な収量が得られれば、およそ

約 10 年投資に対して回収できることが明ら

かとなった。 

 

 

4. Life Cycle Assessment 

of Biodegradable Plastics 

（査読有） 

単 著 平成 24 年 6

月 

Journal of Shanghai 

Jiaotong University. 

(Science),  17(3): 

pp.327-329 

 生分解性プラスチック（化学合成法、多糖

誘導法および微生物合成法）を利用して製造

された食品トレイと石油を原料として製造

された食品トレイにおいて、その環境負荷と

して CO2 排出量およびエネルギー消費原単

位をライフサイクルアセスメント評価法を

利用して評価した。その結果、バイオマス由

来で製造された食品トレイが石油を原料と

して製造された食品トレイよりも総じて優

位であり、特に CO2 排出量に関して微生物合

成法が、エネルギー消費原単位に関しては多

糖誘導法が優れていることが明らかとなっ

た。 

 

 

5. Carbon Footprint of 

Recycling Service in Waste 

Treatment 

（査読有）(筆頭論文) 

共 著 平成 24 年 11

月 

The Tenth International 

Conference on 

EcoBalance (EcoBalance 

2012), p121 

 廃棄物処理サービス業の空き缶（アルミ

缶、スチール缶および 18L スチール缶）のリ

サイクル処理（ベール化金属）に関して、実

測値を基にカーボンフットプリント（CFP）

をプロセスごとに推算した。その結果、各ベ

ール化金属とも収集・運搬プロセスに係る関

わる CFP が最も大きいことが明らかとなっ

た。また、次に大きい CFP は、各金属とも資

本財であることが明らかとなった。 

本人担当部分：シミュレーション結果の推算

値において、ライフサイクルアセスメント

（LCA）の見地から評価し、推算および全文

記述を行った。 

共著者： Y.Sakamoto,  Z.Ishii, S.Sato and 

E.Yoshida  

 

 

6. Current state and Issue of 

Environmental NPO in 

Japan  

- "Common but 

Differentiated 

Responsibility" –  

(筆頭論文) 

共 著 

(第 1 著者) 

平成 24 年 12

月 

The Bulletin of Nara 

Sangyo University, 

Vol.27, pp.59-64 

 現在の社会において非営利組織（NPO・

NGO）の活動は必要不可欠であり、我が国の

政府もその活動を推進している。本論文で

は、日本における環境 NPO 法人の現状と課

題に関して、アースサミットで言及されてい

る「共通だが差異のある責任」と言う観点で、

各主体（行政、企業および市民）との関係か

ら検討を行った。その結果、特に行政および

企業と環境 NPO 法人とのお互いの要求の差

が大きな問題点であることが明らかになり、

特に支援体制に関しての差が大きいことが

分かった。 

本人担当部分：主として環境に関する国際施

策と日本の環境 NPO の状況を調査し、現状

の問題点の抽出を行い、全文記述を行った。 

共著者：Y.Sakamoto and M.Yoshida   

 

 

保健医療学部看護学科

560



 

7. Strategic Management of 

a Small Sized 

Environmental NPO in 

Japan  

- Linkage with 

Environmental Strategy of 

Government -  

単 著 平成 24 年 12

月 

Annual Report of the 

Research Institute of 

Public Affairs Nara 

Sangyo University, 

Vol.2, pp.9-15 

 現在、我が国において多く非営利組織

（NPO・NGO）が活動を行っているが、その

マネジメントは困難であることが多い。本論

文では、日本における小規模の環境 NPO 法

人の戦略的マネジメントに関して、国および

地方行政の環境政策・施策とのリンケージを

図る戦略を立案し実行した。その戦略方法

（分析方法）、経緯や実行結果をまとめた。

その結果、戦略として、当該 NPO の特性を

活かし、また国の施策および地方行政とのリ

ンケージにより独自の市場と地域戦略を推

進することにより、より良いマネジメントを

行うことが可能となった。 

 

 

8．  Utilization of Forest 

Thinning Residue as 

Biomass Resource 

（査読付） 

単 著 平成 25 年 11

月 

The Eleventh 

International Conference 

on Ecomaterials 

(ICEM11), pp.130-133  

 地方の森林山村において、隣地残材となっ

ている森林間伐材の有効利用および廃棄物

処理を目的とし、間伐材をバイオマス資源と

してエッセンシャルオイルを抽出し、その抽

出残渣をさらにバイオ燃料とするシステム

を提案し、パイロットスケールにて実験を行

い、そのフュージビリティスタディ（事業採

算性）を行った。その結果、採算性は間伐材

のコストに大きく依存することが明らかと

なり、また間伐材のコストによっては、採算

性が大きく見込める可能性があることが明

らかとなった。 

 

 

9. Performance of Thermal 

Energy Storage Unit Using 

Solid Ammoniated Salt 

(CaCl2-NH3 System) 

（査読付）(筆頭論文) 

共 著 

(第 1 著者) 

平成 26 年 5

月 

Natural Resources, Vol.5, 

pp.337-342 

 水素キャリアーであり、かつエネルギー貯

蔵システムである CaCl2-NH3 System を用い

たエネルギーシステムに関して、プロトタイ

プの蓄熱装置を試作し、また熱媒体を利用し

た際の反応特性に関しての研究を行った。そ

の結果、熱媒体を利用すると反応特性が向上

することが明らかとなり、また熱媒体の重量

別の効果が明かとなった。 

本人担当部分：蓄熱装置のプロトタイプの設

計から実験までかつ全文記述を行った。 

共著者：Y.Sakamoto and H.Yamamoto  

 

 

10. Measurement of 

Thermophysical Property 

of Energy Storage System 

(CaCl2･NH3 System) 

（査読付）(筆頭論文) 

共 著 

(第 1 著者) 

平成 26 年 8

月 

Natural Resources, Vol.5, 

pp.687-697 

 水素キャリアーであり、かつエネルギー貯

蔵システムである CaCl2-NH3 System を用い

たエネルギーシステムに関して、このシステ

ムの熱力学的物性値（熱伝導度、熱拡散係数

および熱容量）を測定するために任意加熱法

を用いた耐圧・耐腐食性測定装置を設計・開

発し、その評価を行った。その結果、測定装

置として実用化できることが明らかとなり、

上記の熱力学的物性値を測定でき、測定（実

用）温度範囲内において熱伝導度および熱拡

散係数は、ほぼ一定であることが明らかとな

った。 

本人担当部分：耐圧・耐腐食性測定装置を設

計・開発から測定までかつ全文記述を行っ

た。 

共著者：Y.Sakamoto and H.Yamamoto  
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11. Carbon Footprint of 

Essential Oil from Forest 

Thinning Residue 

（査読付） 

 

 

 

 

 

単 著 平成 27 年 11

月 

 

The Twelfth International 

Conference on 

Ecomaterials (ICEM12), 

D005, (5 pages) 

 バイオマス資源の有効利用システムとし

て、間伐材用から抽出された有用成分である

エッセンシャルオイル（アロマティック、防

臭および防虫効果）のカーボンフットプリン

トを推算した。その結果、その環境負荷とし

て CO2 排出量は、エッセンシャルオイル抽出

プロセスが最も大きく、次いでオイルの輸

送・販売プロセス、間伐材の収集・運搬プロ

セスの順に大きいことが明らかとなった。 

 

 

12. Sustainable Urban 

Energy Planning of a Local 

City in Japan  

（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以上、研究論文） 

単 著 平成 29 年 11

月 

 

The Thirteenth 

International Conference 

on Ecomaterials 

(ICEM13), P-GP-01, (6 

pages) 

 ある地方都市の医科大学の移転に伴い、そ

の都市の再開発計画の一環として、再生可能

エネルギーや未利用エネルギーを利用した

まちづくりの可能性を検討した。その結果、

新医科大学には、太陽光発電の導入および帯

水層の地下水が利用できることが明らかと

なり、また、高齢者向け住宅には、ソーラー

ヒーティングシステムおよび下水熱が利用

できることが明らかとなり、これらのエネル

ギーは、地域にも供給でき、新しいまちづく

りの基本設計を提案できた。 

 

 

（国際学会）     

1. Life Cycle Assessment 

of Biodegradable Plastics 

単 平成 23 年 11

月 

Proceeding of Tenth 

International Conference 

on Ecomaterials 

(ICEM10),Nov.21-25, 

Shanghai, China 

 生分解性プラスチックを利用して製造さ

れた食品トレイと石油を原料として製造さ

れた食品トレイにおいて、その環境負荷とし

て CO2 排出量およびエネルギー消費原単位

をライフサイクルアセスメント評価法を利

用して評価した。その結果、バイオマス由来

で製造された食品トレイが石油を原料とし

て製造された食品トレイよりも優位である

ことが明らかとなった。 

 

 

2. Carbon Footprint of 

Recycling Service in Waste 

Treatment（発表者本人） 

共 同 平成 24 年 11

月 

Proceeding of The Tenth 

International Conference 

on EcoBalance 

(EcoBalance 

2012),Nov.20-23, 

Yokohama, Japan 

 廃棄物処理サービス業の空き缶（アルミ

缶、スチール缶および 18L スチール缶）のリ

サイクル処理（ベール化金属）に関して、実

測値を基にカーボンフットプリント（CFP）

をプロセスごとに推算した。その結果、各ベ

ール化金属とも収集・運搬プロセスに係る関

わる CFP が最も大きいことが明らかとなっ

た。また、次に大きい CFP は、各金属とも資

本財であることが明らかとなった。 

本人担当部分：シミュレーション結果の推算

値おいて、ライフサイクルアセスメント

（LCA）の見地から評価し、推算および全文

記述を行った。 

共著者： Y.Sakamoto,  Z.Ishii, S.Sato and 

E.Yoshida  

 

 

3. Utilization of Forest 

Thinning Residue as 

Biomass Resource 

 

単 平成 25 年 11

月 

Proceeding of Eleventh 

International Conference 

on Ecomaterials 

(ICEM11),Nov.11-13, 

Hanoi, Vietnam 

 日本の地方の森林山村において、隣地残材

となっている森林間伐材の有効利用および

廃棄物処理を目的とし、間伐材をバイオマス

資源としてエッセンシャルオイルを抽出し、

その抽出残渣をさらにバイオ燃料とするシ

ステムを提案し、そのフュージビリティスタ

ディを行った。その結果、採算性は間伐材の

コストに依存し、また間伐材のコストによっ

ては、採算性が見込める可能性があることが

明らかとなった。 
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4. Carbon Footprint of 

Essential Oil from Forest 

Thinning Residue 

- Biomass Utilization 

System for Forest Thinning 

Residue – 

 

 

 

 

単 平成 27 年 11

月 

Proceeding of Twelfth 

International Conference 

on Ecomaterials 

(ICEM12),Nov.8-12, 

Tainan, Taiwan 

バイオマス資源の有効利用システムとし

て、間伐材用から抽出された有用成分である

エッセンシャルオイル（アロマティック、防

臭および防虫効果）のカーボンフットプリン

トを推算した。その結果、その環境負荷とし

て CO2 排出量は、エッセンシャルオイル抽出

プロセスが最も大きく、次いでオイルの輸

送・販売プロセス、間伐材の収集・運搬プロ

セスの順に大きいことが明らかとなった。 

 

 

5. Sustainable Urban 

Energy Planning of a Local 

City in Japan  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以上、国際学会） 

単 平成 29 年 11

月 

Proceeding of Thirteenth 

International Conference 

on Ecomaterials 

(ICEM13),Nov.19-23, 

Bangkok, Thailand 

ある地方都市の医科大学の移転に伴い、そ

の都市の再開発計画の一環として、再生可能

エネルギーや未利用エネルギーを利用した

まちづくりの可能性を検討した。その結果、

新医科大学には、太陽光発電の導入および帯

水層の地下水が利用できることが明らかと

なり、また、高齢者向け住宅には、ソーラー

ヒーティングシステムおよび下水熱が利用

できることが明らかとなり、これらのエネル

ギーは、地域にも供給でき、新しいまちづく

りの基本設計を提案できた。 

 

 

（公的研究報告書）     

1. 奈良県立医科大学新

キャンパスおよび付属病

院周辺における再生可能

エネルギー面的利用構想 

共 著 平成28年2月 一般社団法人新エネル

ギー導入促進協議会 

地産地消型再生可能エ

ネルギー面的利用等推

進事業 成果報告書, 

pp. 133, (2016) 

 

奈良県庁、富士通総研、関西電力との共同で、

奈良県の都市計画の一環として、奈良県橿原

市にある奈良県立医科大学の新キャンパス

および付属病院周辺における再生可能エネ

ルギーの面的利用構想を検討した。その結

果、太陽光発電、太陽熱利用、下水熱が利用

できることが明らかとなった。 

 

 

2. 県と市町村の連携に

よるエネルギー版「奈良

モデル」構想事業  

共 著 平成28年2月 一般社団法人新エネル

ギー導入促進協議会 

地産地消型再生可能エ

ネルギー面的利用等推

進事業 成果報告書, 

pp.125, (2016) 

 

奈良県庁、大阪ガスとの共同で、奈良県の都

市計画の一環として、奈良県庁周辺の世界遺

産地域における再生可能エネルギーの導入

も含めたエネルギーインフラのあり方およ

び県下市町村のエネルギーマネジメントと

の連携の可能性を検討した。その結果、廃棄

物焼却炉を新設する計画に伴い、廃棄物発電

が可能であり、また発電した電力を売電する

ことが可能であり、余った熱を近隣の農家に

供給することも可能であることが明らかと

なった。 

 

 

3. 三郷町 まちづくり

総合戦略 

 

 

 

 

 

 

 

（以上、公的報告書） 

共 著 平成28年3月 三郷町 まちづくり総

合戦略策定委員会 報

告書, pp. 50, (2016) 

 

三郷町の産業振興（施設見学による新たな

観光資源）や雇用創出（自治体PPS）として

の観点から、再生可能エネルギーによる「エ

ネルギーの地産地消」を目的とし検討を行

った。その結果、町独自の再生可能エネル

ギーの導入についての検討を行うことと

し、その導入可能性調査を計画することを

提案し、現在その計画が進行中である。 
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（公的招待講演会・テレビ報

道・新聞報道・セミナー発表

等） 

    

1．地球温暖化問題 - 地球温

暖化と省エネルギー -  

単 平成23年7

月 

奈良県 , 王寺町主催 , 

奈良産業大学共催 , 

「平成 23 年度りーべ

るカレッジ」第Ⅱシリ

ーズ「生活を科学す

る」, 王寺町地域交流

センター, 王寺町, （7

月 16 日） 

 

 

  昨今の大規模な気候変動は、化石燃料の

大量消費による「地球温暖化」に少なから

ず起因していることが明らかとなってきて

いつ。地球温暖化の状況と地球温暖化を少

しでも抑制するための身近な省エネルギー

について概説した。 

 

2. 3E のトリレンマ -「3 つの

E」は、これからどうなるの

でしょう -  

単 平成 23 年

11 月 

奈良産業大学主催, 王

寺町共催, 2011 奈良産

業大学シンポジウム

「これからのエネル

ギーと私達の暮らし」

パネルディスカッシ

ョン, 王寺町地域交流

センター , 王寺町 , 

（11 月 26 日） 

 

 

 我が国の 3 つの E（環境・エネルギー・

経済）の現状について概説し、この 3 つの E

のトリレンマの状態にあること、また、今

後の我が国のこの 3 つの E のあり方や方向

性について討議した。 

 

3. 「我が国の持続可能な発展

とは？」 -「3E のトリレンマ」

- 

単 平成24年4

月 

NPO 法人 奈良環境

カウンセラー協会主

催, 公開講座, なら環

境市民大学, 舟橋フロ

ムワン , 奈良市 ,  (4

月 21 日) 

 我が国の持続可能な発展に関して、3 つの

E（環境・エネルギー・経済）の観点から、

その現状と今後の見通しについて概説し、

この 3 つの E のトリレンマの状態をその様

にバランスさせるか等を考察し、また、今

後の我が国のこの 3 つの E に関する政策や

方向性について概説した。 

 

 

4. 「電気料金値上げを前に」 単 平成25年4

月 

NHK 奈良放送局, な

らナビ

（18:30-19:00）,NHK

奈良放送局, 奈良市,  

(4 月 22 日) 

 関西電力管内において大幅な電気料金値

上げが実施される予定である。その料金値

上げ対策として、「電気料金値上げを前に」

と題して、月額の電気料金の実際の値上げ

巾やその対策としての節電方法を解説し

た。  

 

 

5. エクセルギーとは何か？ 

- エネルギーのものさしと

夏の節電 –  

単 平成25年6

月 

「平成25年度 王子町

り〜べるカレッジ」 

第Ⅱシリーズ「自分を

取り巻く環境につい

て学ぶ」第 1 回, 王寺

町地域交流センター, 

王寺町, （6 月 29 日） 

 

 近年、関西圏において特に夏期の電力不

足が続いているため、エネルギーの価値と

して用いられているエクセルギーと言う指

標を解説し、エネルギーの有効利用という

観点から、効果的な節電方法の実例を挙げ

て解説した。 

 

6. 「家庭でできる夏の節電」 単 平成25年7

月 

奈良県庁, 奈良くらし

手帳, 奈良県民だより

7 月号,奈良県, (7 月 1

日発行) 

 関西電力管内において、電力不足および

大幅な電気料金値上げが実施された。それ

らの対策として、「家庭でできる夏の節電」

と題して、家庭の電化製品で電力消費量の

大きい物を紹介し、それらの電化製品に対

して、簡単で効果の大きい節電策を解説し

た。 

  

 

7. 「奈良で育む 新しいエネ

ルギーのかたち」 

単 平成25年7

月 

奈良テレビ放送局, 奈

良！そこが知りたい

（21:00-21:30）, 奈良

テレビ放送局 , 奈良

市,  (7 月 20 日) 

 我が国のエネルギー政策として、原発停

止以降、電力不足が大きな問題となってお

り、その対策としてのエネルギー政策につ

いて解説するとともに奈良県独自のエネル

ギー政策の策定とその実例を紹介した。 
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8. 公共施設のエネルギーマ

ネジメント - 省エネルギー

対策およびその事例 -  

単 平成26年2

月 

橿原市役所主催, 平成

25 年度研修会, 橿原

市役所  北館別館 

大会議室, 橿原市, （2

月 12 日）  

 公共施設のエネルギーマネジメントに関

して、特に近年災害時等における公共施設

の役割が増大しているため、電力に大きく

依存しないような公共施設の省エネルギー

化やマネジメントが急務とされており、そ

の対策として、効果的な省エネルギーの方

法および再生可能エネルギー導入の事例を

解説した。 

 

 

9. 「夏季の省エネルギー               

対策について」 - 事業所に

おける節電対策 - 

単 平成27年7

月 

奈良県中小企業団体

中央会 , 春日ホテル, 

奈良市, （7 月 29 日）  

 様々な事業所の省エネルギーに関して、

直近の温室効果ガス排出量の増加にともな

い、我が国の政策として今後の温室効果ガ

ス排出量削減の対策として、我が国の電源

構成の目標が定められ、その目標に対して

様々な事業所で特に夏季の省エネルギーと

して節電を行うことが早急な課題とされ、

その取り組みとして、効果的な節電の方法

に関して解説した。 

 

 

10. 「奈良市の事業系廃棄物

について」 

単 平成28年3

月 

奈良市役所主催, 平成

27年度事業者 3R講習

会 

, 奈良市役所 中央棟

6 階, 奈良市, （3 月 16

日）  

 奈良市の事業系一般廃棄物に関して、奈

良市は大きな削減目標を設定し推進してい

るが、削減が困難な状況にある廃棄物もあ

る。多くの事業者に対して、奈良市の削減

推進政策を認識してもらうととともに削減

困難な廃棄物に対する削減方法に関して、

その対策として、奈良市の施策の推進策の

内容および具体的な削減方法について解説

した。 

 

 

11. 市民のための省エネ・節

電セミナー「電力自由化制度

について」- その制度の概要 

- 

単 平成28年6

月 

市民節電所ネットワ

ーク主催,奈良市ボラ

ンティアインフォメ

ーションセンター会

議室 1-1, 奈良市, （6

月 11 日） 

太陽光発電等を導入し、市民発電所を営

んでいる組織や個人の方に対して、本年 4

月からエネルギー自由化として電力自由化

制度が始まり、その具体的な制度について

解説した。特に新規電力ビジネスに参入し

た新電力会社の状況や契約時の注意事項等

について、Q&A を交えて解説した。 

 

 

12. 「夏の省エネ・節電対策」 単 平成28年7

月 

奈良県中小企業団体

中央会 , 春日ホテル, 

奈良市, （7 月 8 日）  

 本年 4 月からエネルギー自由化の第一弾

として、電力自由化を迎え、事業所（企業）

の夏季における省エネルギーに関して、特

に今まで見落とされていたような節電方法

について、その省エネルギーの方法や具体

的な事例、また、新電力を含む電力会社の

効果的な選択方法を解説した。 

 

 

13. バイオマスの有効利用

方法について 

単 平成28年8

月 

奈良県 再生可能エネ

ルギー アドバイザ

ー事業, 宇陀市,（8月

30日） 

 奈良県中部の酪農地域の酪農家に対し

て、現在は主として廃棄されている家畜糞

尿を有効利用するために、堆肥化処理、バ

イオマス燃料処理およびその燃料による

発電の可能性について、各地の実例を解説

するとともに、各処理の採算性について解

説した。 
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14. 「電力・ガス自由化制度

の概要」- エネルギーシステ

ムの一体改革 – 

 

 

 

単 平成29年2

月 

奈良県環境県民フィ

ーラム, 奈良県文化

会館 第１会議室, 

奈良市, （2月23日） 

 本年4月よりエネルギー自由化として昨

年の電力自由化に続きガス自由化制度が

始まる、その具体的な制度について電力自

由化制度との比較を解説した。特にガス自

由化に新規に参入するガス会社の状況や

契約（電力とガスのセット等の考え方）の

メリット・デメリットや注意事項等につい

て解説した。 

 

 

15. 「まちづくりとSDGs」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以上、公的招待講演会・テ

レビ報道・新聞報道・セミナ

ー発表等） 

単 令和元年5

月 

NPO法人 奈良環境

カウンセラー協会主

催, 公開講座, なら環

境市民大学, 舟橋フ

ロムワン, 奈良市,  

（5月26日） 

 我が国では地方創成と言う取り組みが

推進されているが、地方都市・市町村レベ

ルでは、まちづくりに対するその具体的な

取り組みの状況が明確ではない。他方、国

連では、現在SDGsが提唱され、我が国で

もその独自の取り組みが推進されている。

本公演では、環境問題やエネルギー問題の

観点から、SDGsを概説し、また我が国の

SDGsの政策を基に、まちづくりと言う観

点から解説した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和3年3月31日 

氏名 嶋田理博 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

天文学、科学教育 
光学赤外線天文学、恒星物理学 

自然科学教育（理科、地学、情報） 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

学士（理学） 平成元年３月 
論文題目「Monte Carlo法による Be星輝線プロ

ファイルの計算」

修士（理学） 平成３年３月 
論文題目「Ｂ型主系列星の線輻射圧と質量放出現

象」

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

４ その他 

けいはんな科学コミュニケーション推進ネットワー

ク サイエンス・サポーター

平成 26年 9月

〜現在 

けいはんな学研都市で実施する科学イベントや

科学体験プログラムについて企画・参加・支援し

ている。（宇宙分野担当） 

けいはんな科学共育デザインラボ 会員 
平成 29年 4月

～現在 

けいはんな地域の子どもたちの科学に対する興

味・関心・意欲を高め、科学的探究心の育成に重

点をおいた教育ブログラムの開発・運営及び科学

イベントの企画・運営を行っている。（宇宙分野

担当）

奈良県産業廃棄物排出抑制等事業費補助金審査委員

会委員 

平成 30年 4月

～現在 

産業廃棄物の排出抑制、リサイクル等の推進のた

め、奈良県産業廃棄物排出抑制等事業費補助金に

係る事業についての審査を行なっている。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 

2 

3 

: 
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（学術論文） 

1)The Anisotropy of

Cosmic Ray Pursued with

Chaos Analysis

共著 平成 23年 

8月 

Proceeding of 

International Cosmic 

Ray Conference, 

Beijing, 2011, 

Vol.1, 70. 

エアシャワーサイズ時系列のカオス解析に

おいて、カオス性に寄与する宇宙線を選別

し、その到来方向の分布を求めた。その結

果、Crab，Mrk421，Cyg-Xなど、特定の活動

銀河が高エネルギーガンマ線宇宙線源であ

る可能性を示すことができた。

2)Searching for cosmic

ray nuclei above the KNEE

energies through the

Gerasimova-Zatsepin

effect with the LAAS

experiments

共著 平成 23年 

8月 

Proceeding of 

International Cosmic 

Ray Conference, 

Beijing, 2011, 

Vol.1, 170. 

Gerasimova-Zatsepin効果による原子核宇

宙線の崩壊過程を考慮して、大広域エアシ

ャワーデータを解析し、Knee領域以上の宇

宙線について考察した。

3)情報学部プロジェクト

演習における「フィジカル

コンピューティング」教育

の実践

単著 平成 25年

2月 

奈良産業大学 

情報学フォーラム紀要， 

8，131-140. 

2009年度から 2012年度の４年間、情報学部

「ラジコン製作プロジェクト」において、

「フィジカルコンピューティング」教育を

実践した。教材として Sun SPOTまたは

Arduinoを主に用い、合計７つのシステムを

製作し、各年度の学園祭に出展した。自ら

ハードウェアとソフトウェアの設計を行

い、部品の選定・購入から始めてシステム

を完成させる体験は、学生にとって有意義

な学修であったと考える。

4)太陽系外惑星発見と情

報学

単著 平成 25年

2月 

奈良産業大学 

情報学フォーラム紀要， 

8，159-164. 

1995年に初めて発見されて以降、700個以

上発見されている太陽系外の惑星につい

て、それらを発見する観測手段や、見つか

った惑星の特徴、地球に似た星が存在する

可能性について論じた。これらの成果には、

ＣＣＤなどの受光素子の技術革新による性

能向上や、コンピュータによる自動観測、

画像の自動解析など、情報技術の進展によ

る寄与が大きい。

5)奈良県 公共図書館・大

学図書館横断検索システ

ムの構築

共著 平成 25年

3月 

奈良産業大学紀要， 

29，69-75. 

平成 20年度、奈良県図書館協会大学・専門

図書館部会の依頼を受け、奈良県内の公共

図書館および大学・研究所図書館の蔵書を

検索できるシステムを開発し、インターネ

ット上に公開した。従来の検索システムと

異なり、地図上で図書館の位置が確認でき

ることと、専門図書館を含めた大学図書館

と公共図書館を一括して検索できるのが特

徴である。

6)地域における地学教育

の実践と課題

共著 平成 25年

3月 

奈良産業大学紀要， 

29，185-191. 

現在、地域に根差した理科教育として、サ

イエンスカフェや実験教室が各地で実施さ

れている。本学でも地元住民向けの公開講

座や小学生を対象とした科学教室を実施

し、学外においても積極的に理科教育の振

興に取り組んできた。こうした取り組みへ

の参加者は常に一定数を見込むことができ

るが、その多くはもともと科学に興味・関

心を抱いていたリピーターであり、理科に

関心をもたない住民の目を向けさせる工夫

が必要である。

7)少年宇宙教室 −宇宙を

調べるモノづくり−

共著 平成 26年

9月 

奈良学園大学紀要， 

1，173-179. 

平成 25年度に奈良産業大学（現・奈良学園

大学）情報学部が主催した公開講座「少年

宇宙教室 〜宇宙を調べるモノづくり〜」の

報告である。宇宙を探査・観測する機器・

装置をテーマに、計３回の講座を開催し、

参加者数は小学生児童とその保護者を中心

に 153名を数えた。参加者の感想はおおむ

ね好評で、地域における科学コミュニケー

ション活動に一定の役割を果たせたと考え

る。

8)グループ方式によるア

ンケート分析演習の実践

と課題

共著 平成 27年

12月 

神戸山手短期大学紀要, 

58, 41-56  

神戸山手短期大学で2015年度から開講した

「アンケート演習」はアンケート分析を主

目的とした必修科目である。開講初年度を
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終えて、本科目の教育方法や成果を検討す

ると同時に、本科目で採用されたグループ

方式によるアンケートの計画・実施・分析・

発表の利点と問題点を考察した。 

9) 学生向けポータルサイ

トにおける個人認証シス

テムの構築

単著 平成 30年

10月 

奈良学園大学紀要， 

9，93-97. 

奈良学園大学保健医療学部ポータルサイト

上で、学生個人ごとのコンテンツやサービ

スを提供するため、個人認証システムを構

築した。構築したシステムは、パスワード

の平文を扱わずに認証を行えるダイジェス

ト認証と、パスワードのオンライン自動発

行機能から構成されている。システムは約

２年間稼働しており、その間にのべ約 400

名のユーザが利用し、約 1,000個のパスワ

ードを発行した。

（その他） 

「学会発表」 

1)小学生向け体験型天文

教室「少年宇宙教室」の報

告２：「宇宙を調べる」

共同 平成 22年

9月 

日本天文学会 

2010年秋季年会 

2009 年度には科学技術振興機構の支援を

得て開催した体験型講座「少年宇宙教室」

について報告した。「宇宙を調べる」をテ

ーマとした全４回の講座は、望遠鏡の製作

とそれを使っての月・木星の観測を行い、

観測の楽しさや宇宙に対する興味を感じて

もらえるなど、参加者の満足度の高いもの

だったと考える。 

2)小学生向け科学教室「少

年宇宙教室」の活動

共同 平成 22年

11月 

第 54回 宇宙科学技術

連合講演会 

2008年度から地域の小学生を対象として開

催している科学教室「少年宇宙教室」につ

いて報告した。子ども達が楽しみながら学

べるよう、講義ではなく、工作や実験など

の体験を中心とした内容は、科学や宇宙に

関心のある参加者に対してはもちろん、初

参加の子供や、関心のなかった保護者に対

しても興味を引き出すことに成功している

と言える。 

3)The Anisotropy of

Cosmic Ray Pursued with

Chaos Analysis

共同 平成 23年

8月 

32nd International 

Cosmic Ray Conference 

宇宙線時系列データについて、観測粒子密

度分布より一次宇宙線エネルギーを算出

し、エネルギー時系列データ約５万イベン

トのカオス解析を行った。エネルギー範囲

に対応するカオスの出現頻度の解析から、

5.0×10^15～7.5×10^15eVの範囲のエネル

ギーをもった一次宇宙線が、300イベント連

続する時系列データのカオス性の出現にも

っとも寄与していることが見出された。

4)看護教育 IT化の一考

察：教える側教わる側の思

いとサービスデザイン

共同 平成 27年

7月 

情報処理学会 第 47回

ユビキタスコンピュー

ティングシステム・

第 2回高齢社会デザイ

ン合同研究発表会

看護教育における教材の電子化において

は、単純に教科書を電子書籍や補助教材で

置き換えるのではなく、教える側と教わる

側の双方の要望に応える形で教材とサービ

スをデザインすることが重要である。筆者

らは看護知識と技術を教育するためのタブ

レット型ツールを新設の看護学科に導入

し、設立準備期間を含めて約 2年間運用し

てきた。本発表では、その過程で得られた

知見を報告した。

5)奈良産業大学／奈良学

園大学での子ども向け天

文普及活動の 10年

単独 平成 30年

6月 

天文教育普及研究会 

平成 29年度近畿支部会 

2008年から、奈良産業大学／奈良学園大学

において、子ども向けの天文普及活動に取

り組んでおり、活動期間はちょうど 10年と

なる。10年間の天文教室開催回数は 34回、

のべ参加者数は約 1,600名である。我々の

取り組んできた子ども向けの体験型天文教

室「少年宇宙教室」および「けいはんな子

ども天文クラブ」の活動について報告した。 

6)ペーパークラフト展開

図作成アプリによる惑星

儀、天球儀の製作

単独 平成 31年 

11月 

天文教育普及研究会 

平成 31年度近畿支部会 

ペーパークラフト展開図作成アプリ

「PazuCraft」を用いると、任意の全球画像

または全天画像を用いてペーパークラフト

展開図を作成し、教材とすることができる。
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「PazuCraft」を用いた、地球儀、月球儀、

惑星儀、天球儀の製作について紹介した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31日 

氏名  西薗 貞子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護教育 継続教育 IBL アクティブ・ラーニング トランザクション 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1.IBLを活用した教育設計 2010年～ 

多くの授業で実施 

主体的な学習によって、対象者が抱える

様々な問題に対して、推論―論証の思考で

問題解決につなぐ能力の育成を目標として

いる。6名程度のグループに編成し、多くの

学生が学習に意欲的に取り組めるよう、事

例の工夫を重ねながら進めている。また、

ロールプレイと連動させ，よりリアルな問

題発見問題解決に繋ぐ思考力強化に取り組

んでいる。

2.シミュレーションを活用した演習 2013.4～ 事例を通した看護学演習において，より具

体的な学びを深められるよう工夫を行って

いる。 

領域別実習前段階と位置付ける本単元で

は，事例患者の問題をよりリアルに具体的

に捉え，解決策も実践レベルで具体的に対

応できるよう工夫を行っている。 

２ 作成した教科書，教材 

1.アメリカの FD理論の施設研修報告書 2008.3 奈良女子大学大学院、平成 19年度「魅力あ

る大学院教育」イニシアティブ 文部科学省

採択教育プログラム「生活環境の課題発

見・解決型女性研究者養成」教育プログラ

ムとして、ミルズ大学・スタンフォード大

学・オレゴン州立大学・オレゴン大学・ワ

シントン大学・ポートランド州立大学・

UCLA・Microsoft シアトル本社・Muslim

Education Trust を視察し、実践的な具体例

からアメリカの FD理論を考え、実践から学

ぶものなど今後の大学運営の活用手引きと

して研修成果を冊子にまとめた。

2. 「看護人材の能力指標の開発と教育モデルの

確立」研究報告書

2019.3 文部科学省基盤研究（B）代表として、看護

プロフェッショナル指標の開発に取り組ん

だ。 

能力（コンピテンシー）の構成要素を明確

に示し、自分の能力を客観的に確認できる、

簡単に実施可能な看護師の能力評価方法を

開発し、開発のプロセスと評価指標につい

て、解説冊子を作成した。併せて、看護師

に求められる課題発見･解決能力育成法

（IBL）についても概説を行っている。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1.京都府看護協会主催教育講習会 講師 2010.3 京都府看護協会主催による看護教員を対象

とした看護教育講習会の講師を担当 

2.日本看護学教育学会第 20回学術集会実行委員 2010.7 日本看護学教育学会第 20回学術集会の実行

委員として、学会運営を手伝った。 
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3.日本精神科看護技術協会 研修会講師 201.11 教育の意義と目的、学習理論、看護教育制

度、看護教育の方法と評価、精神科看護の

教育などについて教育講演。 

4.日本精神科看護技術協会 臨床指導者講習研修

会講師 

2011.8 臨床指導者を対象として教育講演.「小児看

護学」の教育を中心として、規定と教育内

容、具体的実践方法 

5.日本精神科看護技術協会 研修会講師 2011.11 新人看護師研修において、看護教育制度、

看護教育の方法と評価、精神科看護に関す

る教育講演 

6.園田学園女子大学 演習 講師 2012.6 人間健康科学学部の演習授業支援。BLを用

いた教育講演 

7.日本精神科看護技術協会 臨床指導者講習研修

会講師 

2012.8 臨床指導者を対象として教育の意義と目

的、学習理論、看護教育制度、看護教育の

方法と評価に関する講演 

8.日本移植・再生医療看護研究学会 第８回学術

集会 一般演題座長 

2012.10 移植・再生医療における看護の課題や役割

などに関する研究発表の座長を務めた。 

9. 関西教育学会第 22回学術集会 一般演題座長 2012.11 生涯学習、キャリア教育に関するセッショ

ンで座長 

10.京都府看護協会主催 平成 24 年度京都市看護

職能力向上・定着確保研修 講師 

2012.11 京都府看護協会主催による看護師および看

護教員を対象として、主体的学習を育み伸

ばす看護教育として講演 

11.第 18回ＦＤフォーラム シンポジスト 2013.2 京都コンソーシアム主催第 18 回ＦＤフォ

ーラムで「学生間の協同的学習を促す授業

方法」をテーマに講演 

12.奈良県立医科大学 FD研修会 講師 2014.3 「IBL(Inquiry Based Learning)で看護アセ

スメント能力をはぐくむ」をテーマで講演。 

13.京都府後援保育士免許取得特例講座 講師 2014.8 「子どもの健康状態の把握と主な疾病の特

徴及び予防と適切な対応」「子どもの生活環

境と精神保健・子どもの心の健康とその課

題」について講演。 

14.第 10回日本医療教授システム学会総会 

シンポジウム「看護領域の臨床推論」  

2018.3 看護に必要な推論―論証能力と IBL 学習

法の活用  

を演題にして講演 

15.週刊医学界新聞 対談掲載 2019.4 

 

「心からアクティブになるアクティブラー

ニング」と題して、溝上慎一氏との対談を

行った。 

16.メディカ出版「ナーシングビジネス」12 月号

対談掲載 

2020.12 

 

「これからの次世代管理者育成に求められ

ること」と題して、河野秀一氏、箕浦洋子

氏と対談した。 

Ⅰ：学会・学術団体の活動への貢献 

・ 日本看護学教育学会第 20回学術集会 実行委員 /2010年 7月 31日から 8月 1日 

・ 日本移植・再生医療看護研究学会 第８回学術集会（実行準備事務局） /2011年 10月 1日から 2013年 3月 31日 

・ 日本移植・再生医療看護研究学会 選挙管理委員 /2012年 3月 1日から 10月 12日 

・ 日本看護科学学会第 33回学術集会 企画委員 /2012年 7月 1日から 2014年 3月 31日 

・ 日本移植・再生医療看護研究学会 評議員 /2012年 11月から 2015年 10月 31日 

・ 日本看護研究学会近畿・北陸地方会 ニュースレター担当委員 /2012年４月 1日から現在 

・ 日本看護科学学会第 32回学術集会 実行委員 /2012年 11月 30日から 12月 1日 

・ 日本移植・再生医療看護研究学会 第 10回学術集会 企画委員 /2013年 10月 1日から 2014年 12月 31日 

・ 日本移植・再生医療看護研究学会 査読委員 /2016年 4月から現在 

・ 関西教育学会 理事 /2021 年 4月から 
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Ⅱ：関連・専門領域での社会貢献 

2)研修・研究活動への貢献 

・ 日本精神科看護技術協会 研修会「看護教育課程研修会」講師/2010年 

・ 日本精神科看護技術協会 研修会「院内教育担当者・実地指導者研修会（新人看護師の現状と教育）」講師/2011年 

・ 日本精神科看護技術協会 研修会「看護教育課程研修会」講師/2012年 8月 9日 

・ 日本移植・再生医療看護研究学会 第８回学術集会 一般演題座長/2012年 10月 13日 

・ 京都府看護協会 「京都市看護職能力向上・定着確保研修会」講師/2012年 10月 23日 

・ 関西教育学会 第 22回学術集会 一般演題座長/2012年 11月 10日 

・ 第 18回ＦＤフォーラム シンポジスト/2013年 2月 23日・24日 

・ 奈良県立医科大学 FD研修会 講師/2014年 3月 20日 

・ 兵庫県立尼崎総合医療センター 教育研修 人材育成支援 講師/2016年 3月～現在                 

・ 大坂医科大学附属病院 看護師研修 講師 

・ 奈良県立医科大学附属病院 教育評価で協働 

 

５ その他     

1.2007 年度「魅力ある大学院教育」イニシアティ

ブ 文部科学省採択教育プログラム 

「生活環境の課題発見・解決型女性研究者養成」

教育プログラム」奈良女子大学国際交流センター

共催 

「国際的 FD視察・交流・研修」参加メンバー 

2007.10-11 「国際的 FD視察・交流・研修」教育プログ

ラムとして、ミルズ大学・スタンフォード

大学・オレゴン州立大学・オレゴン大学・

ワシントン大学・ポートランド州立大学・

UCLA・Microsoft シアトル本社・Muslim 

Education Trust を視察し、実践的な具体例

からアメリカの FD理論を考え、実践から学

ぶものなど今後の大学運営についての示唆

を得るための情報提供として、研修成果報

告会を開催した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

１ 資格，免許     

看護師免許   

   

２ 特許等     

    特になし 

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項     

1．ベルリン・ドイツ心臓病センターでの臓器移植

医療に関する研修を実施 

2008年 10月 新しい医療機器を用いた移植手術が積極的

に展開されている欧州で有名な心臓病セン

ターである。病院長でフンボルト大学の教

授も兼ねるローランド・ヘッツァー教授に

よる移植術の実際を見学すると共に、世界

で唯一の小児が長期間にわたって使える人

工心臓など先進機器の実際について情報を

得た。移植待機患者の状況やレシピエント

およびドナーコーディネートの実際、医療

と社会保障制度、看護教育制度などの教育

研修を受けた。 

2．米国における看護研修 

・臓器移植医療の現状についての視察研修 

・メイヨ・クリニックにおける臨床現任教育に関

する視察研修 

・米国看護学部の教育プログラムに関する視察研

修 

 

2010年 10月 米国メイヨ・クリニックにて、臓器移植医

療の現状について視察研修を行った。病院

から退院後の生活をつなぐ継続支援の在り

方について情報を得た。 

さらに、臨床看護実践および現任教育の実

際について教育研修を受けた。 

ミネソタ大学看護学部、ウィノナ州立大学

看護学部において、看護継続教育プログラ

ム，ならびに教育資材開発の現状など教育

環境状況について視察研修を行った。実践

的な具体例から今後の大学教育の在り方に

ついて多くの示唆を得た。 

４ その他     
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補助金  過去 10年以内を記載      

1.文部科学省挑戦的萌芽研究 

（3,180千円 (直接経費 : 3,000 千円、 

間接経費 : 180千円) 

(分担者） 

2009年 4～ 2012年 3 代表：赤澤千春「続発性リンパ浮腫改善の

ための継続可能なセルフの徒手リンパマッ

サージ手技の開発｣。続発リンパ浮腫患者の

セルフケア継続には自己効力感を高める必

要があることが分かった。 

2.医学教育開発研究センター特別経費研究 

(2,000 千円） 

(分担者） 

2011年 4～ 2014年 3 代表：小川哲次「医科－歯科連携口腔衛生

管理のための多職種連携教育者養成プログ

ラムの開発」。外来・入院・在宅の患者並び

に施設入所者の連携口腔衛生管理にかかわ

る医療関係者（医師、薬剤師、看護師、言

語聴覚士、理学療法士、作業療法士、放射

線検査技師、管理栄養士など）、介護関係者

並びに歯科医療者（歯科医師、歯科衛生士、

歯科技工士）を対象とする多職種連携教育

（IPE-IPW）養成プログラムを行った。 

3.文部科学省挑戦的萌芽研究 

（4,160千円 (直接経費 : 3,200 千円、 

間接経費 : 960千円) 

(分担者） 

2012年 4～ 2016年 3 代表：赤澤千春「生体肝臓移植を受けたレ

シピエントの退院後の自己管理支援プログ

ラムソフトの開発」の継続中 

生体肝臓移植を受けたレシピエントの退院

後の自己管理支援プログラムを作成してい

る 

4.文部科学省基盤研究（c）(代表） 

（4,940千円 (直接経費 : 3,800 千円、 

間接経費 : 1,140千円) 

2013年 4～ 2016年 3 代表：西薗貞子「IBL 方 式を用いた看護ア

セスメント能力向上教育プログラムの開

発」。 

社会の要請に応えられる資質の高い専門職

として役割を果たすことが出来る人材育成

を目指し，実践行動の質を保証する情報の

分析力(アセスメント力)を克服課題とし，

学 士 教 育 か ら 卒 後 教 育 に 活 用 す る

IBL(Inquiry Based Learning)学習法による

問題発見力，アセスメント能力向上教育プ

ログラムの開発を行った。 

5.文部科学省基盤研究（c） 

(分担者） 

2015年 4～ 2018年 3 代表：大西弘高「看護領域における臨床推

論教育の概念整理と改善された教育プログ

ラムの開発」において，看護師の推論を構

造化し教育プログラムの改善に取り組ん

だ。 

6.文部科学省基盤研究（B）(代表） 

（15,600千円 (直接経費 : 12,000 千円、 

間接経費 : 3,600千円) 

2016年 4～ 2019年 3 代表：西薗貞子「看護基盤能力の評価指標

開発と IBL の進化によるプロフェッショナ

ル教育モデルの確立」 

看護学教育において，①看護師に求められ

る基盤能力である「看護プロフェッショナ

ルコンピテンシー（以下、「看護ﾌﾟﾛｺﾝﾋﾟﾃﾝｼ

ｰ」という。）」を解明し，②その到達度確認

ための評価指標（アセスメントテスト）を

開発すること，③問題発見・解決能力を育

成する IBL（Inquiry Based Learning）教育

において，個人別の看護ﾌﾟﾛｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰの到達

度を可視化・フィードバックすることによ

り，看護ﾌﾟﾛｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰの獲得を実現する看護

教育モデルの進化・確立に取り組んだ。 

7.文部科学省基盤研究（C） 

（分担者) 

2017年 4～ 2022年 3 代表：青山美智代「看護リテラシー教育と

しての看護過程を活性化する IBL 教育プロ

グラム開発」の研究に取り組んでいる。 

8.文部科学省基盤研究（C） 

（分担者) 

2018年 4～ 2022年 3 代表：泊祐子「学生の思考力強化を図る小

児看護学実習の課題構造の明確化と教育方

略の開発」に関する研に取り組んでいる。 

保健医療学部看護学科

574



9.文部科学省基盤研究（C） 

（分担者) 

2019年 4～ 2023年 3 代表:江川隆子「看護実践能力の評価指標を

基盤とした看護学実習カリキュラムの開

発」に取り組んでいる。 

10. 文部科学省基盤研究（C） 

（分担者) 

2021年４～ 2024年 3 代表：小林由里 

   

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1『アクティブ･ラーニング

IBL で進める成人看護学演

習法』 

共著 20210年 金芳堂 IBL(Inquiry-based Learning)は，学生自身

が与えられた事例に疑問をもち，調べ考え

る中で，知識を身につけていく少人数のグ

ループ学習である。自分が興味を持って努

力して得た知識は蓄積されて残るものであ

り，また、学生同士が意見を活発に交わし、

グループで学習することも効果的なアクテ

ィブ・ラーニングとなる。本書では、成人

看護学の演習を例にあげて授業の進め方や

評価方法を紹介し IBL を用いた講義演習方

法を詳しく解説した。 

全 189頁（本人担当部分:第 2章 アクティ

ブ・ラーニングと IBL 学習法、第 3 章 成

人看護学演習の実際 、第 4章 IBL事例） 

共著者：赤澤千春、西薗貞子 

2.  共著 20211年 金芳堂 リンパ浮腫の改善に大切なのは、リンパド

レナージ、圧迫療法、運動療法、スキンケ

アといった複合的理学療法を日々継続する

ことである。本書では、複雑でわかりにく

いリンパドレナージや圧迫療法の手法を

200点以上のイラストを用いてわかりやす

く解説した。付録として、療養費の支給申

請のための“弾性着衣等 装着指示書”の

説明と“セルフケアのための記録用紙”を

つけ即実践で活用しやすいように工夫を行

なっている。（本人担当部分：5章 スキン

ケア、6章 日常生活の注意点） 

赤澤千春、西薗貞子、山本昌恵、福田里砂 

 

 （学術論文）     

1.「IBLプログラム構造論～

質問紙調査法による実証的

研究～」（査読付き） 

単著 2010年 3月 人間形成と文化 現在実践している IBL 学習法が、学習者の

能動的な学習力を高めているものであるの

かどうか、また、学習者の能動的な学習要

因にどのように働きかけるものであるのか

について検討を行った。米国で最も多く使

用されている自己学習教育評価尺度

SDRLS(Self-Directed Learning Readiness 

Scale)日本語版を用いて、IBL学習の構造を

検討した。 

2.「続発性リンパ浮腫改善

のための継続可能なセルフ

の徒手リンパマッサージ手

技の開発」：研究課題番号：

21659509 

 

（査読付き） 

共著 2011 科学研究費補助金 

挑戦的萌芽研究 

徒手リンパマッサージのセルフケアの指導

を受けた患者を対象とし、継続実施状況と,

その効果についてアンケートをした。その

結果、継続される項目と,継続されにくい項

目が明らかになった。継続困難項目の改善

によって、セルフケア率が上昇し、症状の

改善効果も明らかになった。（本人担当部

分：共同研究につき本人担当部分抽出不可

能）澤千春,西薗貞子,荒川千登世他 
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3.「看護師の問題解決能力

を向上させるためのプログ

ラム開発」（査読付き） 

共著 2011年 3月 大阪医科大学看護学

部看護実践研究セン

ター年報 55-59 

問題解決能力が求められる状況を踏まえ、

その基盤能力して、クリティカルシンキン

グの重要性に着目し、クリティカルシンキ

ングの志向性尺度を用いて看護師および看

護学生を対象に調査をおこなった。志向性

の 3 つの構成因子における看護師と学生と

の比較において客観性や偏りのない思考・

他者の尊重は経験のある看護師の得点が高

く、探究心は、看護学生の方が高かったこ

とから、年齢や経験によって、客観性など

が培われていくことが考えられたが、今後

のさらなる検討の必要性があった。  

原明子、西薗貞子、道重文子 

4. 「 日 本 語 版

SDLRS(Self-Directed 

Learning Readiness Scale)

の因子の検討（査読あり） 

共著 2012年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本医学教育学会誌 

第 43巻 6号 

自己主導型学習評価尺度である日本語版

SDLRSの構成因子検討を行った。 

学習に対する思いや行動に関係する因子は

8つに分類されるが、対象者によってその構

成項目が変化する。項目の変化が行動を引

き起こす要因の変化、つまり自己主導の学

習の変化となっていることが示唆された。   

（本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分抽出不可能） 

西薗貞子、松浦和代 

5.「看護大学生の自己学習

力獲得状況の検討」（査読付

き） 

単著 2012年 12月 人間文化研究科年報

第 28 巻 P107-120 

2013 

大学教育における課題として、生涯にわた

り自らの意思で学習継続を図る自己学習

力、新しい問題に対して探求的に取り組み

課題解決を図る自己教育力の育成が重要で

あることが掲示され、多くの大学で学習者

を主体とした少人数制のテュートリアル教

育や体験学習の導入など教育の工夫が行わ

れている。講義や演習で変化する学習者の

自己学習力の特性を検討した。 

6.「看護大学生における自

己学習力構成因子の変化の

検討」（査読付き） 

単著 2013年 1月 大阪医科大学看護研

究雑誌第 3巻 P90-99 

2013  

縦断的な調査の実施によって、看護大学生

の自己学習力獲得状況の変化を捉えた。看

護学専攻の学生を対象にし、日本語版 SDLRS

から学習継続による自己学習力の獲得状況

の変化を検討した。その結果、看護学専攻

学生は、【学習への愛着】【学習における主

導権と独立】【学習に対する責任の受容】が、

入学当初から自己学習力として備わってい

ることを示した。一方、学習内容によって、

【学習の機会の開拓】が上下し、【学習にお

ける主導権と独立】を有意に低下させるこ

とも示唆された。また、【創造性】について

は、短時間では変動しにくいことも示唆さ

れた。 

7.「看護師のクリティカル

シンキング志向性と看護実

践能力との関係」（査読付

き） 

共著 2013年 1月 大阪医科大学看護研

究雑誌第 3巻 p58-68 

2013 

看護師のクリティカルシンキング志向性と

看護実践能力との関係を明らかにすること

を目的として、病院で勤務する看護師 330

名を対象として，クリティカルシンキング

志向性尺度と看護実践能力自己評価尺度に

よる調査を行った。「実施の頻度」では【ヘ

ルスプロモーション】【ケアコーディネーシ

ョン】【質の改善】を除くコンピテンスとの

間に，「達成の程度」では【ヘルスプロモー

ション】を除くコンピテンスとの間に正の

相関がみられた。 

共著者：原明子、西薗貞子、道重文子 

（本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分抽出不可能） 
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8.Investigation of  an 
actual daily lifestyle 
leading  to  continuous 
self-management  after 
living-donor  liver 
transplantation: More 
than 5 years living with 
living donor liver 
transplantation and 
emotions of recipients（査
読付き） 

共著 2013年 6月 The Japan Journal 

of Nursing Science 

Vol.10(1)79-88 

生体肝臓移植を受けて 5 年以上生存してい

る患者に、移植後の自己管理を含む暮らし

について聞き取り調査をおこなった。その

結果、退院してからの患者は 3 つのパター

ンに分かれることが分かった。それは価値

観の変容やサポート体制が影響していた。 

本人担当部分：研究計画作成、データ収集、

分析、論文作成を行った。 

共著者：Akazawa C, Nishizono T, Yamamoto 

M, Teraguchi S, Hayashi Y（本人担当部

分：共同研究につき本人担当部分抽出不可

能） 

9.「肝移植レシピエントの

退院後の生活を支えるサポ

ートの実態－1 事例の分析

を通して－（査読付き） 

共著 2014年 3月 大阪医科大学看護研

究雑誌，第 4 巻，

50-59，2014 

肝移植を受けたレシピエントの退院後の生

活を支えるサポートの実態を明らかにする

ことを目的とした。40 歳代の女性１名に，

移植後の生活の変化や困難な出来事，サポ

ートについて面接調査を行い，質的統合法

（KJ 法）で分析し、6 つのサポートが明ら

かになった。レシピエント本人のサポート，

移植治療に向けたサポート，職場復帰に向

けたサポート、病棟のサポート，職場のサ

ポート，家族のサポートの状況を明らかに

した。 

共著者：谷水名美，西薗貞子，赤澤千春，

林 優子 

10.゛ Self-Management of 
Infection Control 
Behavior of Adult 
Recipients of 
Living-Donor Liver 
Transplantation Within 5 
Years After 
Transplantation”（査読付） 

共著 2013年 6月 Transplantation 

Proceedings ， 46, 

P838–840，2014. 

生体肝臓移植を受けて 5 年以内の患者に、

移植後の感染制御の自己管理の現状につい

て聞き取り調査を行った。予防行動は【基

本的な予防行動】【アプリケーション予防行

動】【能動的予防行動】【体調による予防行

動の変化】【予防行動の確立】の 5つに分類

された。共著者：C. Arakawa，T. Nishizono，  

11. 学生の発想力を引き出

す効果的な事例の作成につ

いて考える IBL 学習にお

ける事例作成と効果の検証

の取り組み 

  2013年 8月 日本看護学教育学会

誌 23 巻学術集会講

演 集 ( 査 読

有) ,141(2013) 

IBL 学習を効果的に展開するカギになるの

が、事例である。習熟度に応じた事例作成

について検討をおこなった。西薗 貞子, 赤

澤 千春, 森本 喜代美, 

12.「看護基礎教育における

臨床判断力育成をめざした

周手術期看護のシナリオ型

シミュレーション演習の効

果の検討」（査読付き） 

共著 2015年 2月 大阪医科大学看護研

究 雑 誌 第 5 巻 

76-86，2015 

看護基礎教育の学生を対象に周手術期看護

に関するシナリオ型シミュレーション演習

を実施し，演習による効果を明らかにする

ことを目的とした。調査項目は 6 因子に分

類され，第 4 因子『術前看護に関する臨床

判断力の習得』（p<.01），第 1因子『自己学

習行動へのつながり』と第 6 因子『術後疼

痛に関する看護の実践力の習得』（p<.05）

において演習後と実習後得点に有意な上昇

があった。山内栄子，西薗貞子，林優子 

13.「小児看護学実習におけ

る看護実践と理論を結びつ

けるための指導方法の検

討」4.  

共著 2016年 7月 日本看護学教育学会

誌 Journal of Japan 

Academy of Nursing 

Education 26(1), 

79-88, 2016 

学習者が「実践」と「ある種の理論」を統

合するために、教員がどのような事柄や場

面を教材化し、どのような指導を行ってい

るのかを明らかにすることを目的として，

小児看護学実習において学生が経験する

様々な状況の指導場面から、看護実践と理

論を結びつけるための指導とはどのような

指導であったのかを明らかにした。実習に

おける実践と理論を統合するための指導方

法を検討する基礎的資料となりうると考え

られる。  増尾美帆，泊祐子，竹村淳子， 

西薗貞子。岩間恵 
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14.「IBL学習による看護実

践基盤能力（リテラシー，

コンピテンシー）獲得の特

徴」（査読付き） 

単著 2016年 11月 日本キャリア教育学

会第 39 回研究大会

論文集 

88-89，2016  

IBL(Inquiry Based Learning)学習法を取り

入れている。患者の不確定情報に適応し，

根拠に基づく計画的な実践へと展開する課

題発見・課題解決への推論‐論証力，問題

解決に必要な知識の獲得意欲を高め，自己

学習能力を高めることは，卒業後のキャリ

ア開発にも資する。今回の研究では，IBL

学習による看護実践基盤能力の獲得の特徴

をリテラシー，コンピテンシーの評価尺度

による測定結果から検討した。 

15.CHARACTERISTICS OF 

NURSING PRACTICAL 

FUNDAMENTAL CAPABILITIES 

(LITERACY AND COMPETENCY) 

BY FUNDAMENTAL EDUCATION 

AND ACQUIRED 

QUALIFICATION OF NURSES  

単著 2018年 3月 INTED2018 

Proceedings  

6576-6581,2018 

看護師の実践基盤能力の獲得をリテラシ

ー，コンピテンシーの側面から捉え、基盤

教育，取得資格の観点から特徴を明らかに

にすることを目的として、総合病院で勤務

する看護師 50名を対象とし，社会人基礎力

測定テスト（PROG）を実施した。このテス

トによって「リテラシー（思考力）」と「コ

ンピテンシー（汎用的能力）」の２側面から

分析を行い、基盤教育別の特徴を検討した。 

16.超高齢社会の医療を担

う看護師・看護学生の「看

護実践力」に関する検討 

共著 2018年 4月 関西看護医療大学紀

要 10(1), 58-61, 

2018 

看護学専攻の学生の社会人基礎力につい

て，横断ならびに縦断調査を行い，その結

果をまとめた。 

江川隆子，西薗貞子，赤澤千春，その他 5

名 

17. IBL(Inquiry Based 

Learning)が高める思考・論

証能力の多面的評価 

共著 2018年 4月 奈良県立医科大学医

学部看護学科紀要

Vol.14，75-82，2018 

変化する状況の中で，主体的に課題を掴み，

課題解決へ繋ぐ能力の育成を目指すIBLは，

実際にどのような能力を獲得するのか，ｼﾞｪ

ﾈﾘｯｸ･ｽｷﾙと自己教育力の視点からの評価尺

度を用いて，その効果の検討を図った。 

西薗貞子，青山美智代 

18. 看護アセスメント教育

における Inquiry Based 

Learningの学習効果 

共著 2018年 4月 奈良県立医科大学医

学部看護学科紀要

Vol.14，67-74，2018 

1年生配置科目「看護過程論」において，看

護アセスメント力の向上を目指して IBL 学

習を取り入れ，学習によって獲得する能力

の状況を思考過程の変遷から分析し効果を

具体的に示した。 

青山美智代，西薗貞子 

19. 看護過程展開はどう展

開されているか（１） 

―看護大学シラバス分析― 

共著 2019年 6月 奈良県立医科大学医

学部看護学科紀要

Vol.15，2019 

WEB公開された大学シラバスから、専門分野

Ⅰ（基礎看護学）において、導入科目とし

ての看護過程の展開に関する科目の科目

名・単位数・時間数・配当学年のデータを

収集し、全体的な傾向の確認を図った。 

青山美智代，西薗貞子、勝井伸子 

20. 看護の高等教育化への

歩みとアクティブラーニン

グ展開の要請 

共著 2019年 7月 日本医療教授システ

ム学会 

看護教育の歴史を振り返り、高等教育への

歩みを社会背景と共に振り返り、アクティ

ブラーニングの展開の要請について言及し

た。 

西薗貞子、大西弘高 

22. 小児看護学実習におい

て「実践と理論の統合」を

必要とする学習課題の構造 

共著 2020年 日本看護科学会誌 40 

巻 p. 474-483 

小児看護学実習において，実践と理論の統

合を必要とする学習課題とその構造を明ら

かにした。学習課題の構造は，その基盤と

して初学者が陥りやすい思考スタイルを背

景とした実践的理解に関する課題群を有

し、その基盤の上に，病気の子どもの理解

と対応に関する課題群が積みあがり，その

両課題群が相互に関連していた．泊 祐子, 

大西 文子, 西薗 貞子, 竹村 淳子,川島 

美保 
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23. 看護過程の授業はどう

展開されているか(2) : 看

護大学シラバス分析 

共著 2021年 梅花女子大学看護保

健学部紀要 11:1-10 

看護教育で教授する看護過程の現状把握の

ために255 大学のWEB 公開シラバスの記述

内容を分析した。専門職の養成教育に必要

な技術として、科学的･系統的･具体的な思

考を教育する科目と位置付け、学習方法は

事例を使うという共通性が伺えたが、科学

的思考の具体的な意味は記述されていなか

った。青山美智代、勝井伸子、西薗貞子 

24.  看護教育における知

識の構築―IBL の思想的基

盤（１） 

Construction of Knowledge 

in Nursing Education: 

Theoretical Foundation of 

Inquiry-Based Learning 

共著 2021年 5月 奈良県立医科大学看

護研究ジャーナル

vol.1 

学習者中心教育がなぜ看護教育では必要な

のかを、その思想的基盤から考察をおこな

った。勝井伸子、西薗貞子 

25.看護教育の高等教育化

への歩みと課題としてのア

クティブラーニング 

 

 

共著 2021年 5月 奈良県立医科大学看

護研究ジャーナル

vol.1 

これまでの日本の看護教育を、女子教育と

キリスト教の視点、家父長制と従順、軍国

主義と従属などの視点で振り返り、高等教

育化から未来を見据えた教育として、アク

ティブラーニングが要請される意義をまと

めた。 

西薗貞子、勝井伸子 

その他 ＜学会発表＞         

1.「アクティブ・ラーニン

グ の 効 果 を 測 る

SDLRS(Self-Directed 

Learning Readiness Scale)

の構造因子」  

単著 2010年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

日本看護教育学会 能動的な学習方法の活用の拡大に伴い、合

わせてこれらの学習方法の効果についての

評価が必要となる。自己教育力の志向性の

評価として世界で多く活用されている

SDLRS(Self-Directed Learning Readiness 

Scale)に注目をして、その構造因子につい

て検討を行った。 

2.「自己主導型学習におけ

る学習者の学習-認知の変

容内容の検討 

 ～ SDRLS(Self-Directed 

Learning Readiness Scale)

による実証的研究～」 

単著 2010年 8月 日本看護研究学会 自ら課題を見つけ、課題解決を測る力お育

成を目指し自己主導型学習である IBL 学習

を実施し学習者の学習に関する認知の変化

を検討した。自己主導型学習活動は、目標

設定、フィードバック、動機づけといった

循環する力に関連づくことが示唆され、学

習プロセスにおいて生成される学習目標設

定と計画立案は、実践的学習体験に基づく

文脈上の状況とフィードバックにかかわる

偶発的なものであることを気づく機会とな

っていた。 

3.‟AN INVESTIGATION INTO 
THE COMPONENTS DIFFERING 
THE WAY OF 
SELF-MANAGEMENT AFTER 
TRANSPLANT ： REMINDED  
EXOERIENCE IN HOSPITAL” 

共著 2010年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

ITNS 2010 This study aims to clarify the detailed 

components differing the ways of 

self-care by conducting the further 

analysis of the three patterns of 

day-to-day life styles shown in the 

previous study. It is suggestive to 

provide the more effective support for 

self-care.  

（本人担当部分：文献検討、企画、データ

収集・分析） 

Teiko NISHIZONO, Chiharu AKASAWA,  
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4．‟Research on the cases 
that the recipients 
cannot manage to continue 
abstinence from alcohol 
more than five years after 
transportation” 

共著 2010年 10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ITNS 2010 The purpose of research is to clarify the 

background conditions of the failure of 

abstinence from the interviews to the 

adults recipients who could not manage 

it. The five cases participated the 

interviews could not manage abstinence 

more than five years after 

transportation. They are 4 males and 1 

female, the average age was 49.0 and the 

average survival years was 7.2. The text 

data analysis application Word miner was 

used in the analysis of the verbatim 

record.20 categories were extracted from 

5 cases and they were aggregated into 5 

categories.  （本人担当部分：文献検討,

企画,データ収集･分析） 

Chiharu AKASAWA, Teiko NISHIZONO,  

5. ‟ IBL 学 習 法 の
SDLRS(Self-Directed 
Learning Readiness Scale)
からの評価” 

共著 2011年７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本医学教育学会 IBL を取り入れた看護学演習でその効果を

SDLRS(Self-Directed Learning Readiness 

Scale)を用いて検討した。その結果、IBL

学習法は、自己主導能力の育成で必要とさ

れる「学習意欲」「学習方法の活用能力」「達

成感」の３要素を主軸に構成され、これら

の 3 要素獲得に効果をもたらすことが示唆

された。また、見通しのつかないことの存

在が学習動機へと変化していることが明ら

かになった共著者：西薗貞子,赤澤千春 

6．‟Investigation of the 
daily life of adult 
recipients 5 years after 
they underwent living 
liver transplantation ―
factor analysis of 
insufficient 
self-management to drink 
by using qualitative 
intergrand method (the KJ 
method)－,” 

共著 2011年 9月 the 20th Annual 

ITNS Symposium and 

General Assembly, 

スウェーデン イエ

テボリ） 

生体肝臓移植後で退院後５年以上経過した

レシピエントのアルコールの自己管理に関

する要因分析を質的研究で行った。結果は

早期に自己管理行動が患者の勝手な解釈に

よって変更されることによるものと、飲酒

を継続しても体調の変化がないことが影響

していた。 

本人担当部分：研究デザイン、データ収集・

分析、論文作成した。 

共 同 発 表 者 ： Chiharu AKAZAWA, Teiko 

NISHIZONO ,Sayoko TERAGUCHI ,Yuko 

HAYASHI, Satoshi NISHIGAKI; 

7．‟A support of the PSC 
standby patient who waits 
for a brain death liver 
transplantation for a 
re-transplant”（査読付） 

共著 2011年 9月 the 20th Annual 

ITNS Symposium and 

General Assembly, 

スウェーデン イエ

テボリ） 

肝臓移植の再移植を脳死で登録しているレ

シピエントを支えているものが何であるか

を検討した。結果は家族、中でも娘の存在

と声楽がの趣味によって社会とのつながり

があることが大きかった。患者の家族のサ

ポート力と、身体状況がまずは安定する事

が必要で，そのうえで患者の視線は内向き

から外向きになることができ，患者自身の

前向きな姿勢が維持でき、脳死肝移植の待

機期間を支えていることが明らかになっ

た。本人担当部分：共同研究に追記不能 

共同発表者： Masae  YAMAMOTO, Chiharu  

AKAZAWA, Teiko  NISHIZONO,Satoshi  

NISHIGAKI 
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8. ‟ Investigation of the 
daily life of Young Adult 
Recipient Underwent 
Living Liver 
Transplantation- Factor 
Analysis of 
Self-Management by Using 
Qualitative Intergrated 
Method (The KJ Method)”
（査読付） 

共著 2011年 9月 the 20th Annual 

ITNS Symposium and 

General Assembly, 

スウェーデン イエ

テボリ） 

30 代の働き盛りの患者の退院後における順

調な日常生活の継続を支える自己管理の在

りかたポイントをあきらかにすることを目

的とした。他者の状況を客観的に捉えられ

る機会を通して自己の実情認識を深める。

さらに、実情認識によって自己管理方法の

尺度を形成する。そのようにして、日常生

活の継続の平衡バランスを巧みにとるすべ

を獲得し、順調な日常生活を送るコツとな

っていることが示唆された。 

本人担当部分：共同研究に追記不能 

共 同 発 表 者 :Nishizono T, Akazawa C,  

Teraguchi S, Hayashi Y, Nishigaki S 

9.「クリニカルラダーへの

関心と看護実践能力の自己

評価との関係」 

共著 2012年 3月 看護研究学会地方会 看護職のクリニカルラダーへの関心と看護

実践能力の自己評価との関係を検討した。 

原明子 西薗貞子 道重文子 

10.「看護学教育における初

学習者の自己学習力の志向

性の検討」 

共著 2012年 7月 看護研究学会 教育介入による効果を検討するには、学習

者の自己学習力の獲得状況を多様な視点か

ら検討する必要がある。今回は、自己学習

力に対するレディネス測定尺度とキャリ

ア・レディネス尺度を用いて初学年の自己

学習力の獲得状況を検討した。 

共著者：西薗貞子、原明子、道重文子 

11.看護師の看護実践能力

とクリティカルシンキング

志向性との関係 

共著 2012年 7月 看護研究学会 看護職の看護実践能力とクリティカルシン

キングとの関係について検討した。 

共著者：原明子、西薗貞子、道重文子 

（本人担当部分：文献検討、データ分析） 

12. ‟ The relationship 
between quality of life 
and efficacy in self-care 
in patients with 
secondary lymphedema of 
the lower extremities” 

共著 2012年 8月 the 12th 

International 

Congress of 

Behavioral 

Medicine (ICBM)  

Budapest 

 (ハンガリー) 

続発性下肢リンパ浮腫患者のセルフケアの

自己効力感と QOL の関係を探索した。本研

究では,自己効力感はQOLが低下した方が高

くなり，その結果，自己管理の継続につな

がることが考えられる。 

本人担当部分：データ収集・分析 

共 同 発 表 者 ： C. Akazawa ,R. Fukuda, 

T.Nishizono, C. Arakawa ,  

13．‟Consideration on the 
effect of IBL learning 
method using a nursing 
student Version Factor 
Structure of Japanese 
Version SDLRS” 

共著 2013年 7月 24th International 

Nursing Research 

Congress（チェコ） 

We conducted an IBL learning method on the 

sophomores in two universities of A and 

B from October 2009 to February 

2011.Consider the effect of IBL 

(Inquiry-based Learning) conducted with 

the anticipation of acquiring 

self-learning ability by a nursing 

student version factor analysis of 

Japanese version SDLRS.It was revealed 

that undetermined existences transformed 

into learning motivation. It was 

indicated that IBL learning became a 

learning method to get a pleasure of 

learning new things. 

Teiko NISHIZONO，Chiharu AKAZAWA(査読有

り) 
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14.「学生の発想力を引き出

す効果的な事例の作成につ

いて考える 

IBL 学習における事例作成

と効果の検証の取り組みか

ら」 

共著 

交 流 集

会 

2013年 8月 日本看護学教育学会 

第 23回学術集会（仙

台） 

私たちが改良を重ねている IBL（inquiry 

based learning）学習法では、事例を活用

し、「自分から進んで、問題を発見する」力

の育成を目指している。この中で、この問

題発見力の効果は、事例のあり方が大きく

影響していることに気付いている。 

事例は教員が作成することが多く、教員主

体になりかねない課題が潜んでいる。学生

の思考力を育てる事例作りについて、取組

事例を紹介しながらディスカッションを重

ねた。西薗貞子、赤澤千春、森本喜代美 

15. ‟ Fadts on dietary 
self-management adult 
recipients for less than 5 
years after they underwe 
nt living donor liver 
transplantasion” 

共著 2013年 9月 The 13th Congress 

of the Asian Socity 

of Transplantation 

(Kyoto) 

While dietary self-management behavior 

was divided into compliance to warnings 

and selfdetermined behavior, foods of 

concern consisted of particular food 

items.Also, it was suggested that 

appetite, dietary intake, dietary 

constituents, and weight changes serve as 

barometers for physical recovery and 

provide information for making decisions 

in dietary self-management. Moreover, it 

was clarified that efforts are made for 

new challenges including glycemic 

control associated with increased 

appetite. 

Nishizono T, Akazawa C, Two other 

16. ‟ Investigation of 
self-management adult 
recipients for less than 5 
years after they 
underwent living donor 
liver transplantasion” 

共著 2013年 9月 The 13th Congress 

of the Asian Socity 

of Transplantation 

(Kyoto) 

This research explores the 

self-management behavior of medication 

of recipients after living donorliver 

transplantation. 

Cluster analysis was conducted, further 

classifying the sentences into four 

categories: <medication observance 

action>, <taking another 

disease>, <side effects>, and 

<medication expense>.  

Akazawa C, Nishizono T, Two other 

17. ‟ The state of 
consciousness with regard 
to work of adult 
recipients of living 
donor liver 
transplantation five 
years after the 
operation” 

共著 2013年 9月 The 13th Congress 

of the Asian Socity 

of Transplantation 

(Kyoto) 

生体肝移植手術を受けたレシピエントの退

院後の自己管理行動を仕事に着目して検討

した。調査結果は次の４つのカテゴリーク

ラスターに分類された。カテゴリークラス

ター１「無理をせず自分のペースで仕事を

する」２「仕事がない」３「仕事が気にな

る」４「働くまでの自信がない」であった。

Teraguchi,S, Akazawa C, Nishizono T, 

Two other 

18.「主体性を引き出す能動

的学習法の構造について考

える－」 

共著 

交 流 集

会 

2013年 12月 第 33 回日本看護科

学 学 会 学 術 集 会  

（大阪） 

「自分から進んで問題を発見する」IBL学習

方法の仕組みと仕掛けと題して実施した。 

能動学習法として導入されてきた多くの学

習方法は、手法が先行し、その学習法の理

論や仕組みを十分に理解されていないのが

現状であることを課題にし、今までの実践

内容を例示しながら、能動的学習を高める

仕組みと仕掛けについて IBL 学習法による

分析を試みた。能動的学習法はどのような

構造をもっているのかについて検討を行

い、より効果的な学習方法の展開について

意見交流を行った。 

西薗貞子，森本喜代美，赤澤千春 
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19.「生体肝移植を受けて 5

年未満のレシピエントの自

己管理行動に対する思い」 

共著 2013年 12月 第 33 回日本看護科

学 学 会 学 術 集 会  

（大阪） 

生体肝移植を受けてから 5 年未満のレシピ

エントの自己管理行動に対する思いを明ら

かにすることを目的とした。自己管理行動

に対する思いは、移植手術を受けたことで

生じた《人生観の変容》が要となっていた。

すべてのものに“感謝の念”を感じており、

《家族からのサポート》《医療者からのサポ

ート》《社会からのサポート》を受けること

で、さらにその“感謝の念”は強くなって

いく。“感謝の念”を持つことで、今の状況

と折り合いをつけながら《自己管理行動が

継続できるためのコツ》をつかんでいって

いる、という過程が示唆された。 

西薗貞子、赤澤千春、山本昌枝 

 

 

20. ‟ Study of 
self-management behavior 
of the recipients 
surviving for five years 
after liver transplan” 

単著 2014年 8月  The 13th 

International 

Congress of 

Behavioral 

Medicine

（ Groningen） 

生体肝臓移植後 5 年以上が経過するレシピ

エントの日常生活における自己管理行動を

調査した。行動は、「定期的な受診行動」と

「継続的な服薬管理」「身体変化をバロメー

ターとし検査データを利用して調節する行

動」「移植の経験を通じて獲得した信念によ

る行動」「対人関係を構築し、他の人からの

サポートを利用した行動」「飲酒習慣を変え

る行動」そして「社会的役割を獲得し独立

しようとする行動意識」に分類でき、特徴

が明らかになった。 

Teiko Nishizono, Chiharu Akazawa, Sayoko 

Teraguchi 

 

 

21.‟The Current Situation 
of Self-Management of 
Recipients who Received 
Transplants More   than 
Five Years Ago‟ 

共著 2015年 8月 The 14th Congress 

of the Asian 

Society of 

Transplantation 

(Singapore) 

This research focuses on the taking of 

immunodeficiency drugs and foods that 

must be approached with caution, and 

reports on the current situation of 

post-discharge self-management 

regarding < continued taking of medicines 

> and < changed their drinking habits > 

among living donor liver transplant 

recipients.  

 Also, abstinence self-management action 

is the one regulated by the understanding 

of risks of drinking. 

Teiko Nishizono, Chiharu Akazawa, Sayoko 

Teraguchi 

22. ‟ How Living － Donor 
Liver  Transplant  
Recipient ’ s 
Self-management Behavior 
is Affected by  Number of 
Years Since 
Transplantation‟(査読有） 

共著 2015年 8月 The 14th Congress 

of the Asian 

Society of 

Transplantation 

(Singapore) 

 Objectives: The purpose of this study 

was to examine whether number of years 

since transplantation has any impact on 

self-management behavior. The results 

showed that after the fifth year 

following their LDLT, many of the 

recipients found employment and became 

lax in their self-management behavior 

concerning medicine taking and 

infection.  

 Chiharu Akazawa, Teiko Nishizono ，

Sayoko Teraguchi 
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23.Years-Since-Transplan
t and Quality of Life for 
Living-Donor Liver 
Transplant Recipients ”
(査読有） 

共著 2015年 8月 The 14th Congress 

of the Asian 

Society of 

Transplantation 

(Singapore) 

This study surveyed a cohort of LDLT 

recipients to study changes in their 

quality of life (QOL) in the years after 

transplant. When five years passed for 

recipients of liver transplants, QOL 

indicators of activity and role/social 

dimensions trended higher. However, 

after 10 years passed, along with the 

improvement in activity and in the 

role/social dimension, a downward trend 

in the QOL of mental health was seen, 

suggesting that these respondents may 

have been dealing with new issues.  

Sayoko Teraguchi , Teiko Nishizono 

24. ‟ University Students 
Majoring in Nursing and 
the Relationship between 
Occupational Career 
Readiness and 
Self-Directed Learning 
Readiness through 
Progression into Higher 
Grade-Levels‟(査読有） 

単著 2015年 9月 The 2015 IAEVG 

International 

Conference(Tsukuba

) 

To consider the relationship between, 

university students that made a future 

career choice upon enrollment and 

transformation in occupational career 

readiness in relation to progression of 

their   grade levels, and the 

acquisition of the ability to conduct 

self-directed learning, which is the 

theme of bachelor education.   

25.「IBL学習活用による課

題発見・課題解決への推論

‐論証の特徴」 

共著 2016年 8月 日本看護研究学会 

第 42回学術集会（つ

くば） 

患者の状況に合わせて対応できる看護実践

能力，行動の質を保証する情報の分析力（ア

セスメント力）の育成方策として，

IBL(Inquiry Based Learning)学習法を取り

入れ，患者の不確定情報に適応し，根拠に

基づく計画的な実践へと展開する課題発

見・課題解決への推論‐論証状況を明らか

にした。西薗貞子，青山美智代 

26.「看護学士課程の探究型

学習（IBL）による不確定情

報の下での対象理解の特

徴」 

共著 2016年 8月 日本看護学教育学会 

第 26 回学術集会(東

京） 

学生が臨床で経験する患者の不確定情報に

適応し、看護 アセスメントの能力を高める

探求型学習 IBL(inquiry based learning)

による対象理解の特徴を検討した。学生が、

「事実」と「仮説」の間、または「仮説」

と 「仮説」の間の飛躍が小さくなるように、

「必要な情報」 「調べる項目」を用いて論

証することは、多面的なアセ スメントを活

かす力になることが推察できた。 

青山美智代，西薗貞子 

27.T.Examination of 
effects of acquisition of 
basic career skills 
resulting from IBL 

単著 2017年 3月 The 20th EAFONS

（ Hong Kong ）

2017.3.9-10 

At this time, the features of abilities 

acquired through IBL are going to be 

examined from the aspects of the worker 

generic skills and self-directed 

learning. The changes in their responses 

to the Progress Report on Generic Skills 

(PROG) and the Self-Directed Learning 

Readiness Scale (SDLRS) were observed. 

28.ハイリスク児を持つ父

親の役割認識と父親支援の

在り方の検討 

共著 2017年 3月 第 27 回日本医学看

護学教育学会学術学

会(和歌山)  

ハイリスク児をもつ父親の役割認識を明ら

かにし、NICU/GCU における父親支援の在り

方を検討した。子どもの将来を支える父親

としての役割認識によって、将来見通しを

もって課題予測を高め、具体的な予防策の

構築に取り組んでいることが示唆された。 

宮谷健太郎，西薗貞子 
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29.救急部門に所属する看

護師（CN,CNS,RN）の行動特

性と役割認識 

共著 2017年 3月 第 7 回日本看護評価

学会学術集会(東京) 

救急部門に所属する看護師（CN,CNS ,RN）

の行動特性と役割認識の特徴を，資格や経

験年数の視点から検討した。三者が日常に

捉える救命部門の役割や重要視する課題の

在り方に視点に差がみられた。 

30.小児看護学実習におけ

る学生が陥りやすい問題状

況の構造の分析とその指導

方略 

共著 

交 流 集

会 

2017/8 

沖縄 

教育学会（沖縄） 小児看護学実習において、教員が「理論（知

識）と実践の統合」を図ったと感じた指導

場面を集めました。集めた 59指導場面を検

討し、それらの場面から学生が陥っている

問題状況の本質は何であったのか、どうい

う命題が潜んでいるのかを分析し、結果の

検討と共有を図った。 

泊祐子，大西文子，西薗貞子，他 

31.看護基盤能力の評価指

標開発に向けて 

～看護管理者が育成したい

看護師像とは～ 

共著 

交 流 集

会 

 

2017/8 

横浜 

第 21 回日本看護管

理学会学術集会（横

浜）  

“一人前の看護師に求められる看護師像

（あるべき姿）”を看護管理者にインタビュ

ーし、看護プロコンピテンシーとして何が

求められているかを検討し、その結果をも

とに意見交換をしながら一人前の看護師に

求められる看護師像（あるべき姿）”を、更

に明確にした。 

32.看護に必要な推論―論

証能力と IBL学習法の活用 

シ ン ポ

ジスト 

2018/3.1-3 

東京 

第 10 回 日本医療教

授システム学会総会 

シンポジウム   「看

護領域の臨床推論」   

現在，IBLの活用は大学生だけでなく卒後の

継続教育にも導入しています。IBL によっ

て，それぞれの学習者がどのような思考過

程を辿っているのかをご紹介し、今後の課

題について言及した。 

33.  Characteristics of 

Nursing Practical 

Fundamental Capabilities 

(Literacy and Competency) 

by Fundamental Education 

and Acquired 

Qualification of Nurses 

共著 2018/3月5日

―7日  

INTED2018 

Conference 5th-7th 

March 2018, 

Valencia, Spain 

総合病院で勤務する看護師 50 名を対象と

し，社会人基礎力を測る PROGテストを実施

し、調査分類結果を示した 

T.Nishizono, Y.Minoura, C.Akazawa 

34.中堅看護師（ラダーⅢ）

の PROG(社会人基礎力測定

尺度）評価から 継続教育の

課題を考える 

共著） 2018年 8月 第 22 回日本看護管

理学会学術集会（神

戸）  

交流集会 

(インフォメーショ

ンエクスチェンジ 

前年度の調査で“一人前の看護師に求めら

れる看護師像（あるべき姿）”について，「状

況を把握し創造的に課題解決に繋げる力」

など看護師に限らず全ての社会人に求めら

れる能力が明らかになった。この調査結果

を踏まえて，各施設で一人前の看護師（ラ

ダーⅢ）として活躍している看護師を対象

に、社会人基礎力評価指標＝PROG 調査を行

い，“求められる看護師像”を検討した。求

める能力と獲得している能力の特徴が明ら

かになり、継続教育の課題について検討し

た。 

西薗貞子，箕浦洋子，赤澤千春，日隈ふみ

子，江川隆子，青山美智代 

35.大学における基盤教育

と卒後継続教育の連携促進

を目指した能力評価の共有 

 ～汎用性の高い「社会人基

礎力評価」調査結果からの

意見交換～ 

  

共著 

 

2018年 8月 第 28 回日本看護学

教育学会学術集会

（横浜） 

交流集会 

基盤教育と卒後教育における能力評価の連

動を目指し，社会人基礎力評価指標＝PROG

を用いた調査を行ってきた。その調査結果

≪看護系大学生～看護師資格を有するスペ

シャリストの能力獲得の状況≫を報告し，

能力の特性を示す「到達度評価指標」につ

いて，新たな知見について学びを深めた。 

西薗貞子，江川隆子，箕浦洋子，赤澤千春，

日隈ふみ子，青山美智代 

保健医療学部看護学科

585



36.Competency 

characteristics acquired 

by mid-level nurses 

単著 2019.3. The ACEID2019 

Conference ，

Tokyo，March 27, 

2019 

全国 2000 人の看護師を対象にした調整に

よって、中堅看護師が獲得している実践能

力（看護師コンピテンシー）の特徴を明ら

かにした。 西薗貞子 

37.看護学実習後における

社会人基礎力（看護実践能

力）の特徴 

共著 2019.7 第51回日本医学教

育学会大会 

看護学教育の中で大きな比重を占める看護

学実習を通して社会人基礎力がどのように

獲得するかその特徴を検討した。看護学部

に在籍する 3 回生を対象とし、領域別看護

実習後の能力を PROG（Progress Report on 

Generic Skills）で評価した。西薗貞子、

江川隆子、赤澤千春 

38. 看護学実習前後での看

護実践能力テストのコンピ

テンシー数値が大きく変化

した学生のインタビュー調

査 ～対課題基礎力～ 

共著 2019.8 第45回日本看護研

究学会学術集会 

２つの大学の看護学部生に入学 3 ヶ月後の

実習開始前と全看護学実習終了時に PROG 

テストを行い，対課題基礎能力数値が変化

した学生が影響を受けた実習体験をインタ

ビュー調査から明らかにした。赤澤千春、

江川隆子、西薗貞子、箕浦洋子 

39. 看護学実習前後に変化

する社会人基礎力（看護実

践能力）の特徴 

共著 2019.8 第45回日本看護研

究学会学術集会 

Vol.42 No.3 

大学の看護学部に在籍する学生を対象と

し，実習開始前（1・2年生時）と全看護学

実習終了の 3 月時（3 年生時）に、社会人

基礎力 PROG（Progress Report on Generic 

Skills）を実施し、縦断的に比較によって、

看護学実習を中心とする看護学教育で社会

人基礎力がどのように変化するかその特徴

を検討した。 

西薗貞子、江川隆子、赤澤千春、箕浦洋子 

40. 主体的な学びの好循環

を生み出す教育の仕掛け―

基盤教育と卒後教育におけ

る IBL 教育プログラムでの

展開― 

共著 

交 流 集

会 

2019.8 第45回日本看護研

究学会学術集会 

交流集会 

不確実で複雑な情報、状況に対して、課題

を発見し、解決方法を見出す力の育成を目

指して、IBL（Inquiry Based Learning）に

よる教育プログラムを看護系大学や卒後の

教育に導入してきた。展開してきた結果を、

「看護プロフェッショナルコンピテンシ

ー」評価指標を用いて説明するとともに、

能力育成を目指した仕掛けについて情報を

共有し、看護の質向上に繋ぐための基盤教

育と卒後教育について，新たな知見や考え

を深めた。 

西薗貞子、箕浦洋子、吉見絵美子 

41. Characteristics of 

the abilities of nurses 

and general members of 

society in the evaluation 

of basic skills in 

society. 

共著 2020.3 The 6th 

International 

Nursing Research 

Conference of 

World Academy of 

Nursing Science  

Comparing the general skills necessary 

for members of society with the model 

members of society (junior members of 

society that use their skills within 

Japan), the differences and skills that 

nurses and general members of society 

have in common are made clear. 

Teiko Nishizono, Takako Egawa 、Yoko 

Minoura  

42. Capabilities required 
of nurses as viewed by 

nurse managers 

共著 2020.3 The 6th 

International 

Nursing Research 

Conference of 

World Academy of 

Nursing Science  

The aims of the present study were to 

elucidate what qualities of human 

resources are desired by nurse managers 

and the characteristics of capabilities 

required of nurses.  

Teiko Nishizono, Yoko Minoura 
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43. 看護学実習前後で看護

実践能力のコンピテンシー

数値が大きく変化した学生

の経験の聞き取り調査  

～対人基礎力に着目して～ 

共著 2020.8 第46回日本看護研

究学会学術集会 

 

実習での経験で獲得する力を対人基礎力に

着目して検討した。対人基礎力の構成概念

「親和力」「協働力」「統率力」から、コミ

ュニケーション力を調べ、対人基礎力の内

容分析をおこなった。 

赤澤千春，青山美智代，西薗貞子，江川隆

子，箕浦洋子 

44. 看護学実習によって獲

得する対自己基礎力 

～ PROG テストの前後比較

からコンピテンシーが変化

した学生の経験分析～ 

共著 2020.8 第46回日本看護研

究学会学術集会 

 

実習で獲得する力を、 PROG（ Progress 

Report on Generic Skills）の対自己基礎

力に着目して分析を行った。対人基礎力を

構成する「感情制御力」「自信創出力」「行

動持続力」の 3 つの力の結果から、数値が

大きく変化した学生へのインタビューを通

して、実習での経験と獲得する能力を対自

己基礎力の観点から明らかにした。 

西薗貞子，江川隆子，赤澤千春，青山美智

代，箕浦洋子 

45. 小児看護学実習におい

て教員が捉えた学習課題の

構造 

共著 2020.8 日本看護学教育学

学会第30回学術集

会 

交流集会 

小児看護学実習における指導場面を通し

て，実習で学び深める思考力に着目して学

習課題の検討を重ねている。今回は，指導

教員が教育介入を必要と捉えた問題を広範

囲から検討し、小児看護学実習における学

習課題とその構造を明らかにした。 

泊祐子 、岡田摩理、西薗貞子 大西文子、 

46. Fundamental 

Competencies for 

Professional Nurses ：

Qualitative Analysis of 

Interviews with Nursing 

Directors 

単著 2020.11 ICERI2020  13th 

annual 

International 

Conference of 

Education, 

Research and 

Innovation 

This study conducted an interview survey 

on directors of nursing and other 

managers concerning the fundamental 

skills required in a nurse in real 

nursing situations – or in other words, 

what they should be able to do in what 

situations. 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 服部 律子  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

(1) 産後の母子の看護過程学習におけるアクティブ

ラーニングの導入

(2) 周産期の看護過程学習におけるロールプレイ

形式での演習の導入

(3) クリッカーの活用

(4) 母性看護技術演習における反転授業の導入

(5) 観察に基づく理論の学習の試み

平成 25

年 4月

～平成

28年 3

月 

平成 26

年 4月

～平成

27年 7

月 

平成 26

年 4月

～平成

28年 2

月 

平成 27

年 4月

～平成

27年 7

月 

平成 27

年 9月

～令和

元年 7

月 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母

性）」（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、

産後の母子の看護過程の授業でアクティブラーニング

を導入している。臨床場面で経験する状況に沿って事例

を提示し、看護過程の段階ごとにグループワークと発

表、解説等を相互に繰り返しながら展開している。この

ことにより、学生たちからは実践的思考と看護過程の展

開の流れが理解できるようになったと評価が得られて

いる。 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母

性）」（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、

実践的な技術の習得を目的に、ロールプレイ形式での実

践的な技術の演習を導入している。 

設定に基づいて教員が妊婦・褥婦を演じ、学生は看護

師として臨床場面に即した観察を行う。このことによ

り、学生はコミュニケーション技術とフィジカルアセス

メント技術を統合させ、看護行為としての観察技術が学

習できるようになったと評価を得ている。

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護学概論」（２年

次配当、半期、必修科目、２単位）において、授業内で

クリッカーを活用し、学生の意見をきいたり、授業への

導入の小テストを行った。

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母

性）」（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、

母性看護技術部分を反転授業で実施した。事前にＶＴＲ

で事前学習した技術を、授業では“声掛け”やその時に

観察すべきこと、留意点などと統合して「看護行為」と

して組み立てることができ、学生は、実習場面でも一連

の行為としてスムーズに実施できるようになった。 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次

配当、半期、必修科目、２単位）において、母性看護学

の基本となる理論の理解を促すため、日常生活場面で母

子の観察結果をグループで理論に基づいて分析しなが

ら理論の理解と看護場面への理論の活用方法の理解を

促す取り組みを行った。実際に自分が観察してきた具体

的な場面と理論が結びつくことにより理解が深まって

いた。 
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(6) ジグソー法やペアワーク、グループワークの導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 課題評価へのルーブリックの導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8)配布シラバスの活用 

平成 29

年 9月

～令和

元年 7

月 

 

 

 

 

 

 

平成 29

年 9月

～令和

２年 3

月 

 

 

 

 

 

 

平成 30

年 9月

〜令和

２年７

月 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次

配当、半期、必修科目、２単位）の各回の授業において、

学生たちの能動的な学習を促し、学習内容の理解を深め

たり、多様な考えに触れ多角的な理解を促すことを目的

として、ジグソー法やシンク・ペア・シェア、ペアワー

クやグループワーク等アクティブラーニングの手法を

取り入れた。 

学生たちは次第にいろいろな学生ともワークに取り組

みディスカッションできるようになり、私語もほとんど

なく積極的に学習に取り組むようになっていった。 

 

 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次

配当、半期、必修科目、２単位）の課題評価にルーブリ

ックを導入した。作成したルーブリックを課題提示時か

ら学生と共有することにより、学生自身が取り組むべき

課題を具体的に理解すると共に、求められている水準も

理解できたことで低い評価のレポートが減少した。 

「母性看護学実習」（３年次配当、半期、必修科目、２

単位）の評価にルーブリックを導入した。複数の教員で

評価するため、ルーブリックでより評価基準を具体化す

ることで教員間での評価の違いが少なくなり、調整が容

易になった。 

 

 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次

配当、半期、必修科目、２単位）で 15回の授業計画、

各授業の事前・事後課題、評価方法、レポート課題の詳

細と採点基準（ルーブリック）、受講生へのメッセージ

などを記載した配布用シラバスを導入した。学生たちか

らは全体像を示されたことで計画的に準備ができたな

どの反応があり、主体的に取り組めるようになってい

た。 

２ 作成した教科書，教材   

(1) 母性看護技術のＶＴＲ 

 

平成 27

年 4 月

～平成

27 年 7

月 

 

反転授業用に、授業内容に沿った技術のＶＴＲを作成し

た。要点はキャプチャーを入れるなど、授業と連動する

内容とした。学生からは「眠くならない」「実習前の復

習にも使え思い出しやすい」などの評価を得た。 

 

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

(1) 学生による授業評価 

 

平成 25

年 7月 

平成 27

年 7月 

 

平成 25 年度に椙山女学園大学で実施された授業アンケ

ートでは、看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母性）」

ABCD クラス、EFGH クラスにおいて、総合的にみて満足

であった学生は、「その通りである」が 86.5～77.1％「ど

ちらかと言えばそのとおりである」20.8～13.5％という

結果であった。授業の理解のしやすさは「その通り」が

73.1～77.1％、「どちらかといえばその通り」が 22.9～

26.9％となっていた。平成 27 年の授業評価でもほぼ同

様の結果で、満足度の高い授業と評価された。 
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(2) 授業の教員の相互評価 

 

平成 27

年 12月 

 

椙山女学園大学での教員の授業相互評価において授業

デザインの明確さとグループワークのファシリテート

で学生の主体的取り組みと学びが整理されていると評

価された。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

特記すべき事項なし   

   

５ その他   

(1) 修士論文指導 

 

平成 30

年 4 月

〜令和

２年 3

月 

奈良学園大学大学院看護学研究科修士課程において、主

指導教員として修士論文の指導を行った。 

[修士論文] 

「肯定的な出産体験を構成する要因の解明」 

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

(1) 看護師免許 昭和 63

年 6 月

15日 

登録番号第 642045号（添付 1） 

 

(2) 助産師免許 

 

平成元

年 4 月

28日 

 

登録番号第 91302号 （添付 2） 

 

２ 特許等   

該当なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

(1) 思春期の健康教育講師等 

 

平成 15

年 4 月

〜現在

に至る 

愛知県立小坂井高等学校（3年間）、ノートルダム女学院

中学校（13年間）、北名古屋市立師勝中学校（2年間）、

奈良県葛城市立北新庄小学校などにおいて、男女のから

だのしくみや妊娠・出産のしくみ、性行動と性感染症な

ど、性と生殖に関する内容を中心に、思春期の健康教育

の講師を務めている。 

(2)思春期ピアカウンセラーの養成と活動 平成 22

年 7 月

〜平成

29 年 2

月 

平成 22 年度より、栃木県における思春期ピアカウンセ

ラー養成に携わっている。平成 25 年度からは椙山女学

園大学において、主になって思春期ピアカウンセラー養

成と活動支援を行っている 

(3)病院での看護研究指導 平成 12

年 1 月

～現在

に至る 

 

愛知県厚生連海南病院（平成 27 年まで）及び稲沢厚生

病院(継続中)において、院内看護研修の一環として行わ

れている看護研究の研修会（クリニカルラダー・レベル

2 並びに 3）の講師を務めクリニカルラダー看護研究指

導を行うと共に、院内で実施されている看護研究の指導

を行っている。 

(4)女性やセクシュアリティへの健康支援活動 平成 24

年 4 月

～現在

に至る 

平成 24 年度から週末に愛知県助産師会女性の健康なん

でも相談、思春期電話相談の相談員としての活動を行っ

ている。平成 28 年 1 月からは SANE（性暴力被害者支援

看護師）の認定を取得し、名古屋第二赤十字病院性暴力

救援センターで被害者支援の臨床活動に携わっている。 

   

４ その他   

保健医療学部看護学科

590



(1)県看護協会における理事・委員会活動 

 

平成 24

年 4 月

～ 

 平成

30 年 6

月 

平成 24 年度から愛知県看護協会において教育委員、平

成 26年度からは教育委員長、平成 28年 6月から教育委

員長・理事として、主に県内の看護職を対象とした教育

計画の立案、研修会の企画・運営を行った。 

理事としては県看護協会の運営に参画し、主に、クリニ

カルラダーに沿った卒後教育の整備に携わった。 

(2) 奈良県看護学教育協議会（仮称）設立準備 令和元

年 4 月

〜現在

に至る 

平成 30 年 4 月から会長を務める奈良県看護師等学校教

務主任協議会(大学、短期大学、専門学校の全ての学校

種が加盟)において看護教育機関と行政機関や看護関連

団体が連携して看護教育を行うための「奈良県看護学教

育協議会（仮称）」の設立準備に携わっている。 

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1 周産期ナーシング改訂第

2版 

共著 平成 23 年 3

月 

ヌーヴェルヒロカワ 「ハイリスク妊娠」の章を担当し、妊娠

中に起こりやすい異常の病態と看護の基

本を解説し、事例を示して看護につい説

明した。B5版全 428頁本人担当部分：総

頁数 428頁中 32頁を担当（パートⅢ－Ⅳ

章）村本淳子,高橋真理編集,石原昌,今田

葉子,大関信子,大森智美,上澤悦子,岸田

佐智,崎山貴代,塩野悦子,島袋香子,清水

清美,常磐洋子,鳥越郁代,服部律子,永山

くに子,野澤美江子,春名めぐみ,福井ト

シ子,古田祐子,村本淳子，和智志げみ 

2 主体的な生き方を支える

ピア・カウンセリング実践

マニュアル改訂新版 

共著 

 

平成 27年 4

月 

 

小学館 

 

「ピア活動の有効性」の章を担当し、先

行研究と筆者らの研究結果を踏まえて、

中高生とピアカウンセラー自身へのピア

活動の有効性について解説した。 

B5版全 143頁 

本人担当部分：総頁数 143頁中 19頁を担

当(4-1,4-2) 

高村寿子編集，高村寿子,江角伸吾,堀内

成子,前田ひとみ,渡辺純一,安達久美子,

沼尾歩,小川正美,岩間薫,遠藤明希,高田

昌代,川崎由紀子,井戸修一,堀井千華子,

渡辺恵美子,船橋悠希,渡邉至,篠澤俔子,

佐々木明子,池田悦子,服部律子 
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3 セクシュアリティがわか

る本 
共著 

 

平成 27 年 7

月 

 

一般社団法人日本家

族計画協会 

 

避妊法、性感染症、ネゴシエーション、

トピックス(月経痛、マスターベーショ

ン、性的犯罪、レイプ、リベンジポルノ、

カレシ・カノジョより友達？)を担当し、

解説した。 

B5版全 57頁 

本人担当部分：総頁数 57頁中 26頁を担

当(５章～７章) 

高村寿子編著、安達久美子、服部律子 

4.看護教育実践シリーズ

３ 授業方法の基礎 

共著 

 

平成 29 年 7

月 

 

医学書院 

 

看護学教育において、１回の授業をどう

組み立てるかやアクティブラーニングを

導入した授業の方法などについて解説し

た本である。第 11章「授業時間外の学習

を促す」を共著し、授業時間外の学習の

重要性や課題の出し方などについて解説

した。 

A5版全 184頁 

本人担当部分：総頁数 143頁中 12頁（11

章）を共著者と共に担当 

中井俊樹・小林忠資編、中井俊樹、小林

忠資、清水栄子、内藤佐知子、根岸千悠、

根本淳子、服部律子、森千鶴 

5.看護教育実践シリーズ

２授業設計と教育評価 

 

共著 

 

平成 30年 3

月 

 

医学書院 

 

看護教育における授業設計から、評価、

授業の改善方法までを解説した本であ

る。全体に編者として関わり、10章「評

価基準を可視化する」を担当して執筆し

た。担当部分では、評価基準を可視化し

学生と共有することの必要性やルーブリ

ックなどの評価指標の作成について解説

した。A5版全 184頁本人担当部分：編集・

総ページ数 184頁中 13頁（10章）中井

俊樹・服部律子編、中井俊樹、服部律子、

岡田聡志、加地真弥、小林忠資、嶋﨑和

代、高植幸子、中島英博、肥田武 

:     

（学術論文）     
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1 愛知県助産師会による電

話相談事業 10 年間のまと

め 

（査読付き論文） 

共著 

 

平成 23年 12

月 

 

愛知母性衛生学会誌

第 29号 

 

愛知県助産師会が実施している女性の健

康に関する電話相談事業について、過去

10年間の相談内容と相談者の傾向とそ

の推移について分析した。電話相談では

精神的問題や思春期の悩みの相談が多

く、次いで妊娠中の各種症状、母乳、育

児、月経に関することとなっていた。妊

娠や育児に関する相談では出産年齢の高

齢化に伴い相談者の年齢も高くなってい

た。また、少数ではあるが虐待に関する

相談も認められ、他機関とどのように連

携するかが今後の課題であることが明ら

かとなった。 

論文掲載：pp37～44 

本人担当部分：研究計画を立案し、分析

とまとめを主になって行った。 

共同執筆者：石川真奈美，服部律子，若

山正代，岩田勝子 

 

2 小規模病院、有床診療所

に勤務する助産師の学習

ニーズ 

（査読付き論文 

共著 

 

平成 25年 1

月 

 

愛知母性衛生学会誌

第 30号 

 

わが国の出産の約半数を担う小規模病院

および有床診療所で勤務する助産師の学

習ニーズの特徴を明らかにするため、愛

知県内の分娩を取り扱っている小規模病

院および有床診療所で勤務する助産師を

対象に自己記入式質問紙調査を実施し、

記述内容を質的に分析した。その結果、

これらの施設で勤務する助産師の約７割

が学習希望を有しており、助産実践の中

で困ったり不安を感じた経験のある助産

師のほうがその割合が有意に高かった。

学習ニーズはステップアップへの欲求か

ら生じており、スキルアップと知識のブ

ラッシュアップのニーズがあることが明

らかとなった。 

論文掲載：pp72～77 

本人担当部分：研究計画の立案から分析

とまとめまでを主になって行った。 

共同執筆者：服部律子，石川真奈美，若

山正代，鈴木明日香 
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3 分娩を取り扱う小規模病

院、有床診療所に勤務する

看護師の学習ニーズ 

（査読付き論文） 

共著 平成 26 年 1

月 

愛知母性衛生学会誌

第 31号 
分娩を取り扱う小規模病院や有床診療所

では助産師よりも看護師の勤務者数のほ

うが多く、看護師が周産期の様々なケア

に携わっている現状を踏まえ、これらの

施設に勤務する看護師を対象に自己記入

式質問紙調査を実施し、記述内容を質的

に分析した。その結果、調査対象者の約

半数が学習希望を有しており、仕事の中

で困難感や不安感を抱いた経験のある者

のほうが希望する割合が多かった。これ

は、「仕事上不足している知識の補充」や、

「知識や技術の発展」「自己実現への欲

求」からくるものであることが明らかと

なった。 

論文掲載：pp52～60 

本人担当部分：研究計画の立案から分析

とまとめまでを主になって行った。 

共同執筆者：服部律子，中嶋文子,奥川ゆ

かり，水信真美子，石川真奈美，鈴木明

日香，若山正代 

 4 青年期女子のライフデザ

インと親準備性 
共著 

 

平成 27 年 3

月 

 

椙山女学園大学看護

学研究 7巻 

 

女性を対象としたライフデザイン教育の

あり方を検討するための基礎資料を得る

ことを目的に、Ａ大学１年生 510人を対

象に青年期女子のライフデザインや親準

備性について明らかにした。結果、約６

割の学生は将来の職業を決めて１年次か

ら準備をしており、約８割の者が将来結

婚を、約７割の者が出産を考えており、

その予定平均年齢はそれぞれ、26.3歳、

27.7歳であった。また離職のタイミング

としては第２子出産時が最多であった。 

論文掲載：pp41～49 

本人担当部分：研究計画の立案から分析

とまとめまでを主になって 

行った。 

共同執筆者：服部律子，後藤宗理 
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5 高校生の対人関係への

認識と性に関連する悩み 

（査読付き論文） 

共著 平成 30 年 9

月 

日本性感染症学会誌 

29巻 1号 

高校生の日常生活での対人関係への認識

と性に関連する悩み、及び性交経験者と

未経験者の認識の違いを明らかにし、思

春期の母性保健の向上に効果的な保健指

導・性教育のありかたを検討することを

目的に、無記名式自記式質問紙調査を実

施し、7,739名を分析対象とした。その

結果、約 7割が「友達の数は多い」「今幸

せ」と認識し、9割が「今の家族の中で

育って良かった」と認識していた。性交

経験者は 5.3%であり、未経験者に比べて

「今幸せ」「今の家族の中で育って良かっ

た」と回答した者が有意に多い一方で、

「一人ぼっちと感じる」と回答した者も

有意に多かった。思春期は自立し社会に

巣立つ準備期であり、自己肯定感を高め

つつ、他人との関係性・コミュニケーシ

ョン能力を高める教育が必要である。 

論文掲載：pp43-52 

本人担当部分：研究計画立案、調査票作

成、調査の実施、結果の考察を担当した。 

5 Estimation of Pregnant 

Women Possibly Left 

Behind Tsunami 

Predicted Areas of Nagoya 

City 

A Simulation for Rescue 

Planning  

（査読付論文） 

 

共著 令和 2年 3月 Disaster Medicine and 

Public Health 

Preparedness 

(online, 16, Mar, 2020) 

機械学習と GIS(Graphic information 

system)を用いて愛知県名古屋市におけ

る東南海地震発生時の津波浸水域の妊婦

数を算出し、河川情報なども含めて避難

可能な方向性から避難した妊婦の集中す

る地域を推定し、医療体制整備を提案し

た。 

論 文 掲 載 ：

https://doi.org/10.1017/dmp.2019.164 

本人担当部分：機械学習のための分析モ

デルの検討、考察、論文執筆 

共同執筆者：服部律子,宮川祥子,服部兼

敏 

:     

（その他）     
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-報告書- 

1 より効果的な妊娠出産包

括支援事業としての産後

ケアのあり方に関する研

究 

 

共著 
平成 28年 3

月 

 

公益社団法人日本助

産師会 

平成 27 年度子ども・

子育て支援推進調査

研究事業報告書 

 

厚生労働省の補助金を得て産後ケアの実

態について調査し、今後のあり方につい

て提言した。 

論文掲載：pp59～90 

本人担当部分：「有床助産所ならびに病

院・診療所で行っている産後ケアならび

に産後ケア事業に係わる実地調査」を分

担研究し、その結果を主になってまとめ

た。 

共著者：島田真理恵,佐藤香,安達久美子,

稲田千晴,服部律子,葛西圭子,相良有紀,

市川香織,國分真佐代 

 

2 本学看護学部におけるク

リッカー導入の評価 

共著 平成 28年 3

月 

 

椙山女学園大学看護

学研究 8巻 

 

アクティブラーニングの一貫として新た

に導入したクリッカーの効果について、

学生の質問紙調査とグループインタビュ

ーの結果から分析した。その結果クリッ

カーの使用による「ライブ感」が学生の

授業への積極的参加を促している、他学

生との類似点や相違点を見出したことが

学習への動機づけとなっているという効

果が明らかとなった。 

論文掲載：pp47～55本人担当部分：評価

の計画、データ収集、分析、まとめの全

般を主になって実施した。共著者：服部

律子,和田貴子,佐原弘子,竹井留美,又吉

忍,後藤宗理 
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3健やか親子 21(第 2次)を

推進するための思春期の

母性保健の向上を目的と

した効果的な保健指導の

あり方についての調査研

究 

共著 平成 29年 3

月 

 

厚生労働省平成 28 年

度子ども・子育て支援

推進調査研究事業報

告書 

 

厚生労働省の補助金を得て、思春期の母

性保健の向上を目的とした効果的な保健

指導のあり方について提言し、研究結果

に基づき保健指導媒体として

「Asolescence わからないことがここに

ある」を作成した。 

本人担当部分：研究計画、調査用紙の作

成、４校におけるデータ収集、考察を共

に担当し、「性の自己受容(多様性)・

gender identiyu に対する保健指導」に

ついて文献レビューを行った(pp127-129

に掲載)。保健指導媒体では、「からだの

性、こころの性 ～これって変？～(p18)

を執筆した。 

共著者：永光信一郎、安達久美子、石井

隆大、内山有子、岡明、岡永真由美、葛

西圭子、片岡弥恵子、川名敬、熊谷智子、

小林順子、小柳憲司、齋藤伸治、鴇田夏

子、永山美千子、二宮啓子、野々山未希

子、服部律子、松岡美智子、松嵜くみ子、

三牧正和、村上佳津美 

-講演-     

1.母と子のメンタルヘル

スのために助産師ができ

ること、助産師がすべきこ

と 

 

 平成 28年 5

月 

 

第 2回母と子のメンタ

ルヘルスフォーラム

(於名古屋市) 

 

青年期の親準備性形成に関する研究成果

と、前年度に取り組んだ「より効果的な

妊娠出産包括支援事業としての産後ケア

のあり方に関する研究」の結果から、そ

して現代の若者の特徴などから、親とな

る人々の特性を理解し、妊娠中から子育

て期までを包括したケアのあり方ににつ

いて概観し発表した。 

2.母と子のメンタルヘル

スのために助産師ができ

ること、助産師がすべきこ

と 

 

 平成 28年 10

月 

 

第 57 回日本母性衛生

学会総会・学術集会教

育講演 

（於東京） 

 

平成 27年度子ども・子育て支援推進調査

研究事業「より効果的な妊娠出産包括支

援事業としての産後ケアのあり方に関す

る研究」成果を基に、産後の母親の特徴

を解説するとともに、親準備性研究の成

果に基づいて妊娠前から子育て期までの

継続的で包括した支援の必要性について

講演した。 
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3.子育て支援と社会資源

の活用 

平成 28年 11

月 

平成 28 年度奈良県ア

ウトリーチ型子育て

支援モデル事業子育

て支援者研修会 

親準備性研究や産後ケアのあり方に関す

る研究での結果を踏まえ、子育て支援の

対象の特性について解説し、子育て支援

者に求められる姿勢などについて講演し

た。 

4.妊娠期からの包括支援

に向けて～対象を理解す

る～ 

平成 30 年 2

月 

平成 29 年度葛城地区

保健衛生担当課長会

保健師部会全体研修

会 

子ども虐待防止に向け、妊娠期からのリ

スクの早期発見や予防のための寄り添い

や支援のあり方について講演した。 

5.子どもたちの生きる力

を支える性教育 

令和元年 10

月 

京都府私立中学高等

学校教育研究大会 

厚生労働省平成 28年度子ども・子育て支

援推進調査研究事業の調査で明らかにな

った結果、近年の若者の特性などを踏ま

え、エンパワーメントやライフスキル教

育の視点から中高生への性教育のあり方

について講演した。 

―学会発表― 

1 青年期の親準備性とそ

の関連要因 

平成 22年 11

月 

第 51 回日本母性衛生

学会学術集会(於金沢

市) 

青年期の親準備性とそれに関連する要因

を明らかにすることを目的に青年期の男

女 867名を対象に質問紙調査を実施し、

519名から回答を得た。その結果、青年

期の親準備性には、基本的信頼や自律性

などアイデンティティ確立の基礎となる

部分と、親との信頼感、家庭への満足度、

子どもへの関心や好感情、子どもと接し

た経験が影響していることが明らかとな

った。 

本人担当部分：研究全体に関わり、中心

になって研究を実施した。共同発表者：

服部律子，後藤宗理，石川真奈美，西富

代 
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2思春期ピアカウンセラー

養成の現状と課題 

平成 25年 8

月 

第 32 回日本思春期学

会学術集会 

（於和歌山市） 

日本ピアカウンセリング・ピアエデュケ

ーション研究会認定プログラムを用いた

過去 6年間の思春期ピアカウンセラー養

成数の推移や受講者の受講後の感想等か

ら実態を分析した。その結果、若者気質

の変化により友人に相談できなくなって

いることなどから思春期ピアカウンセラ

ーへのニーズは高まっているものの、同

じ若者気質の変化により自らが思春期ピ

アカウンセラーになろうという若者は減

少しているという課題が存在しているこ

とが明らかとなった。本人担当部分：研

究全体に関わり、特にデータの分析とま

とめを主になって行った。 

共同発表者：服部律子，高村寿子，石田

登喜子，渡辺純一 

3 助産所・病院・診療所で

行われている産後ケアの

実態 

平成 28年 10

月 

第 75 回日本公衆衛生

学会総会 

（於大阪市） 

わが国における産後ケアのあり方を検討

するための基礎資料として、助産所、病

院、診療所計 9施設において、インタビ

ュー調査を行った。結果、母親が育児技

術を獲得し、自信をもって家庭生活への

スタートが切れるよう支援することが求

められていた。また、産後ケア施設を提

供するためには経済面、感染対策と癒し

の空間の確保など施設面での課題がある

ことが明らかとなった。 

共同発表者：市川香織，服部律子，國分

真佐代，稲田千晴，相良有紀，島田真理

恵 
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4 Baseline survey with 

the purpose of 

developing adolescent 

peer activities 

related to 

reconstruction 

support in the wake of 

the Great East Japan 

Earthquake: For 

developing peer 

activities designed to 

support the ability to 

lead active lives in 

affected areas 

 平成 29年 8

月 

The  21st 

International 

Epidemiological 

Association 

（大宮市） 

 

南相馬市における中学生へのピアサ

ポートの実施に向けた中学生対象の

ベースライン調査の結果を報告し

た。将来の夢をもっていない群はも

っている群に比べて自尊感情が低

く、自分自身の心身への関心が低い

ことが明らかとなり、自尊感情を高

める取り組みであるピアサポート活

動の必要性が示唆された。 

共同研究者：Hattori R, Takamura H, 

Nakamura 

5 Prevalence and 

prediction of suicide 

ideation in Japanese 

adolescents: result 

from a 

population-based 

questionnaire survey 

 平成 29年 1

月 

American Academy 

of Child and 

Adolescent 

Psychiatry 

(Washington DC, 

USA) 

 

全国の各地方に在住する中高生を対

象に心身の健康状態について調査し

た結果から、希死念慮を抱く割合と

自殺率を中心に精神健康状態に焦点

をあてて報告した。 

共同研究者:Nagamitsu S, Mimaki M, 

Koyanagi K, Tokita N, Kobayashi Y, 

Hattori R, Yamashita Y, Yamagata 

Z, Igarashi T 

5 健やか親子 21（第 2

次）：思春期の保健課題

の克服―中高生２万人

のアンケート調査から 

 平成 29年 8

月 

日本思春期学会第

36 回学術集会 

 

全国の各地方に在住する中高生を対

象に健やか親子 21(第 2次)に盛り込

まれている思春期の保健課題を中心

に調査した結果の概要を報告した。 

共同研究者：永光信一郎、三牧正和、

服部律子、小柳憲司、鴇田夏子、小

林順子、五十嵐隆 

−その他−     
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1 外来通院糖尿病患者の

治療行動に影響を及ぼす

要因 

共著 

 

平成 25年 11

月 

 

へるす出版 

月刊「臨床看護」 

 

外来で通院治療を受けている、研究への

協力に同意の得られた糖尿病患者 19人

に対して半構造化面接を実施し、保健行

動理論に基づいて質的に分析した。結果、

治療行動には病気の悪化への危機感や治

療行動による効果の自覚、知識が影響し

ていることが明らかとなった。また、糖

尿病患者は治療行動の必要性の認識と同

時に逃避欲求も抱いて逃避するための理

由を探していることが明らかとなった。

今後は、自己効力感にも着目し、今回明

らかとなった要因との関連性を明らかに

する必要がある。 

論文掲載：pp1941～1947（「投稿」の中の

１編） 

本人担当部分：専門としている健康行動

の観点から、研究の各プロセスと論文執

筆について指導を行い、専門とする保健

行動の観点から結果の分析、考察を共に

行った。 

共同執筆者：吉田和恵、服部律子、伏屋

小夜子、牧田久仁子 

 

2 新・青年心理学ハンドブ

ック 

共著 

 

平成 26年 1

月 

 

福村出版 

 

青年心理学に関する事項を広く解説した

ハンドブックである。この中で、トピッ

ク「青年期の親準備性」を担当した。 

B5変形(27cm)版全 714頁 

本人担当部分：総頁数 714頁中 1頁

(Topic32)を担当。 

後藤宗理,二宮克美,高木秀明,大野久,白

井利明,平石賢二,佐藤有耕,若松養亮編

著,ほか 114名著。Topic32服部律子。 

3 周産期のメンタルヘル

スの動向と助産師に求め

られるかかわり 

単著 

 

平成 29年 4

月 

 

医学書院 

「助産雑誌」 

 

周産期のメンタルヘルスケアについて、

施策の動向、筆者が取り組んできた今ま

での研究から明らかとなった親になる

人々の特性、若者研究の成果などを踏ま

えて、対象の理解を中心に助産師に求め

られる関わりについて概説した。 

論文掲載：pp262～267（特集 「周産期

のメンタルヘルスのために助産師ができ

ること、すべきこと」の中の１編） 

 

文部科学省科学研究費お

よびその他の研究助成 
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1 青年期女子の親準備性

とキャリアデザイン、ライ

フデザインの関連性

平成 25年 6

月 

椙山女学園大学学園

研究費助成(B) 

妊娠に伴い身体的変化を来す女性を対象

とした、妊孕性や家庭形性、妊娠・出産・

子育てと仕事の両立なども含めた女性な

らではのライフデザイン、キャリアデザ

インへの支援のあり方を検討するため、

青年期女子に対する女子大学生 510人を

対象に、親準備性と現在描いているライ

フデザインについて実態について研究し

た。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31 日 

氏名 堀内美由紀 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護学 
国際保健，災害看護，防止・減災，人材育成，教材開発，e ラーニング， 

Instructional Design 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

Instructional Design（ID：教授設計)の理論に基づ

いた教授設計と評価-Moodleを LMS として用いた e ラ

ーニング学習コンテンツなどの活用 

現在 

自己主導型学習に導けるよう，「ARCS モデル」，「メ―ガー

の３つの質問」に代表される学修目標の明確化，「マイクロ

フォーマット」による授業展開，評価としての「ルーブリッ

ク」，「e ポートフォリオ」の活用など教育工学の理論を用

いたアプローチを積極的に取り込んでいる。

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

・看護師国家資格 1986 年  第 579034 号 

・助産師国家資格 1987 年  第 88260 号 

・保健師国家資格 2002 年  第 108155 号 

２ 学会活動/社会活動 

・日本国際保健医療学会 会員 2005.5 継続中 

・日本助産学会 会員 2008.10 継続中 

・日本災害看護学会 会員 2010.1 継続中 

・日本看護研究学会 会員 2010.6 継続中 

・日本国際看護学会 会員 2018.9 継続中 

・日本医療教授システム学会 会員 2018.10 継続中 

・市民公開講座フェスタ 2011 講師 2011.7 －災害から大切な人を守るために－ 

・日本災害看護学会 ネットワーク活動 調査調整部 2012.4 平成 26年 3 月まで 

・広陵町防災会議委員 2015.4 平成 31年 3 月まで 

・奈良県看護協会 臨床指導者講習会「災害看護」講 2015.9 

・熊本地震 被災地支援（熊本県益城町） 2016.4 

・奈良県防災会議委員 2017.4 継続中 

・西日本豪雨 被災地支援（岡山県 真備町） 2018.7 災害時要配慮者の避難所の立ち上げを担った 

・奈良 市民メディカルラリー 運営委員 理事 2018.11 地域の防災啓もうに関する教育活動 

・奈良県災害支援ナースフォローアップ研修講師 2020.2 心のケアの研修会 

・奈良県看護協会 セカンドレベル研修会」講師 2020.11 「病院管理-災害-」 

３ 賞罰 

・ネパール国看護協会 感謝状 2000.1 災害支援看護師/養護教諭向け 教材開発に関する支援 

・優秀ポスター賞 2019.3 第 11 回日本医療教授システム学会学術集会 
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４ 文部省科学研究費およびその他の研究助成金   

・『大学生の“素朴な”心のケアの実践者になるため

のプログラム開発とその評価：キャンプの実践を通じ

て』 

2012 

キャンプが心のケア実践者になるプログラムとして成立す

る条件に付いて検討をした。境界人といわれる青年期である

ことが，大人では築けない子どもたちの距離を作り，素朴な

ケアの実践が可能であることが示された。 

ＪＲ西日本あんしん財団 

研究代表者：堀内美由紀（故良原誠崇），共同研究者：瓜谷

大輔，清水佐知子，井村修，助成金 200 万円 

・『災害初動における臨床看護師のコンピテンシー開

発及びオンライン学修支援環境の構築』  

平成 29

年 4 月

～ 

平成 32

年 3 月 

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ17K12198） BCP

の視点から，地震災害時の初動における臨床看護師のコンピ

テンシーの開発とオンライン学修支援環境の構築を目的と

した研究， 

研究代表者：堀内美由紀,  

研究分担者：松葉龍一，宮崎 誠，長岡 千香子   

助成金額：4,550 千円 

・『臨床看護師のための災害看護コンピテンシー獲得

を目的とした学修支援ツールの開発』 

令和 2

年 4 月

～ 

令和 5

年 3 月 

文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ 20K11147） 臨

床看護師に求められる災害看護コンピテンシーの獲得を支

援するラーニングマネージメントシステム開発を目的とし

た研究 

研究代表者：堀内美由紀,  

研究分担者：清水佐知子，松葉龍一，宮崎 誠， 

 研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

≪著書≫     

1 実践看護・医療系デー

タ分析のための基本統

計ハンドブック 

共著 平成 24 年 8月 ピラールプレス 

  

看護・医療系データ分析のための基本統計ハ

ンドブックの改訂版，事例をより実用的に変

更した。 

B5 判 全 157 頁 

福森貢監修，堀内美由紀編 

担当部分：編集及び事例（演習の例題の作成） 

2 改定 健康管理論 共著 平成 26 年 3月 建帛社 

  

健康及び健康管理、健康づくり施策について

詳説した。複雑・多様化する保健ニーズに対

応できる知識・技術を体系的に編集するよう

再構成した改訂版 

B5 判 全 158 頁 

苫米地孝之助監修，宮城重二編著           

本人担当分（部分執筆）：第 2 章 4「死亡の状

況」pp.24-36,第 2章 5「健康状態・受療状況」

pp.36-40, 第 6 章 7「国際保健」pp.137-140 

3 国際保健・看護ワー

クブック 
共著 平成 28 年 3月 ピラールプレス 

  

グローバルな視点の学際的なトピックスを入

れ,新たな持続可能な開発目標に向かって協

働できる看護職のために,地球規模の視点で

健康を捉え・共有し,チームで持続可能な開発

目標達成のため協働を志向できる学びにつな

がるようまとめた.Let's discuss(話し合お

う)では,各 Chapter のテーマに関連するエピ

ソードを紹介した. 

B5 判 全 264 頁 

田代順子監修，堀内美由紀・岩佐真也編集 

本人担当分（部分執筆）：ChapterⅠpp9-28，

ChapterⅢ５「環境」pp.229-246 

≪学術論文≫     

1 Factors Affecting 

the Compliance of 

Malarial 

Chemoprophylaxis 

during Pregnancy in 

Solomon Islands 

共著  

6th International 

Conference of Health 

Behavioral Science，

Proceeding 

P195～P201，2011 

ソロモン諸島における妊婦のマラリア予防内

服へのコンプライアンスに関する要因をヘル

スビリーフモデルを用いて説明した。妊婦健

診へのコンプライアンス，重大性のリスクに

関する認識と副作用や継続内服の面倒さ，り

患の可能性に対する軽視が関連要因として挙

げられたことを報告した。 

Miyuki Horiuchi, Naoki Nakazono, Verzylin 

Isom 
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2 在宅療養支援の充実

に向けた基礎調査‐看

護師が認知する医療福

祉制度の周知度とその

背景に関する分析‐（原

著論文 査読付) 

共著 平成 24年 3

月 

日本看護学会論文集 

地域看護 42 号 

pp.205-pp.208 

入院期間の短縮により地域への引継ぎや在宅

療養に必要な準備を含む退院時調整は臨床看

護師の重要な役割となった。そうした中，介

護保険の導入をはじめ医療福祉制度の知識や

その知識の必要性に関する理解の現状につい

て実施した調査の報告                                   

共著者：菊池容子，十河陽子，谷口有樹子，

堀内美由紀，飯田雅子                                               

3 台風 12 号による奈良

県南部の水害初動調査

報告 

（報告 査読付） 

共著 平成 24年 5

月 

日本災害看護学会誌

13(3)  

pp.31-pp.32 

紀伊半島大水害と称される台風 12号の被害の

うち奈良県南部の被害状況について整理する

と共に保健医療従事者から聞き取り調査を行

い，その課題について報告した。 

共著者：堀内美由紀,荒尾修平,松清由美子 

4 台風 12 号による奈良

県南部水害における継

続調査報告 

（報告 査読付） 

共著 平成 25年 12

月 

日本災害看護学会誌

15(2) 

pp.91-pp.93 

紀伊半島大水害からの復興状況や 1 年を振り

返る中で整理された課題と対策について，現

地の保健医療従事者を交えた検討内容を報告

した。 

共著者：堀内美由紀，松清由美子 

5 HCU におけるチューブ

類の事故抜去・事故抜管

が発生する要因の検討 

（原著論文 査読付) 

共著 平成 26年 5

月 

日本看護学会論文集 

成人看護 I 44 号 

pp.35-pp.38 

集中治療室で最も多いインシデント報告のチ

ューブ類の事故抜管の要因について検討した

報告                                       

共著者：遊免大輔, 南優, 近藤梨恵, 岩本和

子, 堀内美由紀 

6 Arthritis 

Self-Efficacy Scale 

日本語 8 項目版（ASES-

８J)の作成と変形性膝

関節症患者における有

用性の検討 

共著 令和 2年 1月 The Japanese Journal 

of Rehabilitation 

Medicine 57(1), 

pp.79-85, 2020-01  

既存の Arthritis Self-Efficacy Scale から

日本語版の尺度を開発しその有用性を検証し

た。  代表者 瓜谷大輔 

共著者：今北英高，福本貴彦，堀内美由紀，

清水 佐知子 

≪学会発表≫     

1 ソロモン諸島におけ

る妊婦健診の質と妊婦

の受診状況の関係に関

する検討  

単 平成 23年 11

月 

第 26 回国際保健医療

学会 

ソロモン諸島におけるマラリア予防内服の実

施率を妨げる要因として，妊婦健診の初診が

遅いことが挙げられたことを受け，妊婦健診

の現状と妊婦の声と双方について調査を行っ

た。妊婦健診を提唱しているクリニックのサ

ービスに対する不満と受診率には相関関係が

確認された。 

2 被災者の力になりた

い学生を支援する事業

報告（再掲） 

共著 平成 24年 7

月 

第 14 回日本災害看護

学会年次大会  

日本看護系大学協議会から助成を受けて実施

したプロジェクトの報告。東日本大震災復興

支援ボランティア活動に参加した学生たち

が，大学へ期待する支援の内容は「機会の提

示」であった。ボランティアとは自発的に行

われるべきものではあるが，発災間もない大

規模災害の場合，情報が錯綜しており大きな

不安があることがアンケートおよびインタビ

ュー結果の分析から示された。 

研究代表者：堀内美由紀， 

共同研究者：石田めぐみ 

3 被災者に寄り添うと

いう意味について学生

が考えたこと   

単 平成 24年 7

月 

第 14 回日本災害看護

学会年次大会 

東日本大震災の被災地となった福島の子ども

たちとのキャンプを通して，参加した大学生

が考えた「寄り添う」意味は，辛かった出来

事を理解することではなく，「今，この時」

例えば，子どもたちと同じレベルで「そり遊

びが楽しい」と感じられるその現象であると

結論付けていたことを「ケアの本質」から説

明，報告した。 

4 災害時の「連携」を

考える 台風水害・新燃

岳噴火・東日本大震災被

災者からの提言 

共 平成 24年 7

月 

第 14 回日本災害看護

学会年次大会 

調査調整部委員として自由集会を企画運営し

た。被災地の医療機関からスピーカーを招き，

連携について意見交換を行った。台風被害で

は，奈良県南部水害を報告した。 
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5 ネットワーク活動の

積み重ねからみえたこ

と 

共著 平成 26年 8

月 

第 16 回日本災害看護

学会年次大会 学会企

画ネットワーク活動

委員会 シンポジウ

ム  

災害看護学会調査調整部のネットワーク活動

から得た知見と課題，災害支援の在り方につ

いて考察されたことを報告した。 

共同研究者：酒井明子，西上あゆみ，瀬戸口

親史，堀内美由紀，松清由美子 他 

6 災害に強い大和の町

づくりネットワークの

活動報告 

共 平成 26年 8

月 

第 16 回日本災害看護

学会年次大会 

平成 24年に立ち上げた地域でのネットワーク

活動の内容，課題，今後の展望について報告

した。 

共同研究者：松清由美子，堀内美由紀 

7 紀伊半島大水害によ

る仮設住宅入居高齢者

の身体機能特性につい

て 

共 平成 27年 1

月 

第 1回日本地域理学療

法学会学術集会 

  

紀伊半島大水害で被災した奈良県南部の山村

に暮らす住民に対し身体機能検査を実施し，

仮設住宅での生活を強いられた住民と他の住

民との比較を行った。肥満傾向にある割合お

よび骨密度において有意に低値を示した。 

研究代表者：高取克彦, 

共同研究者：堀内美由紀，松本大輔，乾富士

男，井筒由佳理 

8 STUDY ON THE 

FACTORS OF BARRIERS 

AND INCENTIVES FOR 

DECISION MAKING 

REGARDING TAKING 

ACTION FOR NCD 

PREVENTION IN POHNPEI，  

F.S.M.， 

（ミクロネシア連邦ポ

ンペイ州における NCD

予防行動の障害及び促

進因子に関する研究） 

単 平成 27 年８

月 

The 6th 

International 

Conference on 

Community Health 

Nursing Research.in 

Seoul， KOREA，2015 

ミクロネシアにおいて健康被害の主たる原因

となっている生活習慣病予防について 6 つの

自治区で身体機能測定及び質問紙を用いたイ

ンタビュー調査を実施した結果，運動に対す

る重要性は理解しているが，運動習慣がある

と判断される割合は低く，栄養バランスや摂

取カロリーに問題がある人が多いことを報告

した。 

M.horiuchi 

9 Literature study 

regarding the effect 

of the introduction of 

cluster approach to a 

large-scale disaster.  

（大規模災害に対する

クラスターアプローチ

導入の効果に関する文

献研究） 

共 平成 28年 11

月 

The 13th Asia Pacific 

Conference on 

Disaster Medicine in 

Thailand, 2016 第 13

回アジア太平洋災害

医学会  

途上国で用いられているクラスターアプロー

チの日本での応用に関する文献検討研究 

研究代表者 T.Minamida， 

共同研究者：M.Horiuchi 

10 看護災害初動にお

ける臨床看護師のオン

ライン学修支援システ

ム構築に向けたニーズ

分析 

共 平成 29年 8

月 

日本災害学会学術集

会，鳥取県倉吉市 

2017 

看護災害初動における臨床看護師のオンライ

ン学修支援システム構築を目的として，臨床

看護師が必要と考えている災害看護のコンピ

テンシーと WHO を提示しているコンピテンシ

ーを比較した結果，多くは重なっており，必

要とされているコンピテンシーは認識されて

いることが示唆された。 

研究代表者：堀内美由紀， 

共同研究者：松葉龍一，宮崎誠 

11 Literature review 

of actual conditions 

of manual 

preparation,and 

evaluation of a 

disaster exercise 

using BCP.  

（BCPの視点を用いた病

院防災マニュアルに文

献検討研究） 

共 平成 28年 11

月 

The 13th Asia Pacific 

Conference on 

Disaster Medicine in 

Thailand, 2016 第 13

回アジア太平洋災害

医学会   

BCP がどの程度病院に浸透しているのかを文

献検索を行った報告，進まない課題も提示し

た。 

研究代表者：K.Kamikokuryou， 

共同研究者：M.Horiuchi 
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12 Development of an 

online learning 

environment for the 

initial action of 

clinical nurses at the 

time of disasters. 

（臨床看護師のための

災害初動を学ぶオンラ

イン学修環境の構築） 

共 平成 29年 4

月 

 World Association 

for Disaster and 

Emergency Medicine 

Congress，Toronto 

Canada 2017 

災害初動に焦点をあてた臨床看護師の学修支

援に関する学習設計を提案した。 

研究代表者：M.Horiuchi， 

共同研究者：R.Matsuba，M.Miyazaki 

13 A Study on Factors 

Related to Declining  

Collaborative 

Performance at 

Assumption of Disaster 

共 平成 30年 10

月 

the 14th Asia Pacific 

Conference on 

Disaster Medicine in 

Kobe 第 14回アジア太

平洋災害医学会  

災害支援調整における協働力に関連する要因

についてＡ県職員を対象として実施したデー

タを用いて分析した報告 

研究代表者 T.Minamida， 

共同研究者：M.Horiuchi 

14 学習目標の明確化を

目的とした災害初動に

おける臨床看護師に求

められるコンピテンシ

ーに関する一考察 

共 平成 31年 3

月 

第 11 回日本医療教授

システム学会学術集

会，札幌 

臨床看護師に求められる災害看護のコンピテ

ンシーの同定を試みた。その方法に関して報

告した。 

研究代表者：堀内美由紀， 

共同研究者：松葉龍一，宮崎誠 

14 Required 

Competencies for 

Clinical Nurses during 

Initial Phase of 

Disaster Emergence 

共 平成 31年 5

月 

 World Association 

for Disaster and 

Emergency Medicine 

Congress，

Brisbane,Australia 

2019 

臨床看護師の災害看護コンピテンシーの獲得

状況に関する調査結果を ibstpi®コンピテン

シー開発モデルを用い役割り別に同定し，役

職を有する看護師のコンピテンシー得点が有

意に高いことを明らかにした。 

研究代表者：堀内美由紀， 

共同研究者：松葉龍一，宮崎誠 

16 医療機関に勤務する

看護師の災害看護コン

ピテンシーに基づく学

修支援方略に関する検

討 

共 平成 31年 9

月 

第 21回 日本災害学会

学術集会，札幌 2019 

災害看護実践に必要な学習内容の多くは「言

語情報」であり，多くの医療機関が用いてい

る集合研修の非効率性について教育工学的視

点より説明し，オンラインによる災害看護学

修支援案について提案した。 

研究代表者：堀内美由紀， 

共同研究者：松葉龍一，宮崎誠 

17 ICN 災害看護コンピ

テンシーVer.2を用いた 

災害初動看護コンピテ

ンシー評価項目の検証 

共 令和 3年 3月 第 13 回日本医療教授

システム学会学術集

会，那覇 

2019年 12月に発表された ICN災害看護コンピ

テンシーver.2 とこれまでチームで開発した

災害初動における臨床看護師に求められるコ

ンピテンシーの整合性を統計学的手法を用い

て検証した。 

研究代表者：堀内美由紀， 

共同研究者：清水佐知子，松葉龍一，宮崎誠 
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教育研究業績書 

令和 3 年 3月 31日 

氏名   三浦 康代 

研究分野 研究内容のキーワード 

看護学、健康・スポーツ科学 地域看護学、公衆衛生看護学、在宅看護、健康教育 

教育上の能力に関する事項 

事項 年月日 概要 

１ 教育方法の実践例 

1.丹波マンガン記念館の見学

2.乳幼児健診の演習で実際の乳幼児の身体計測、発達検査を実

施 

平成 26 年 

10 月 

平成 28年 5月 

故日吉町保健婦吉田氏が結核のマッピングをしたこと 

から鉱山で働く人のじん肺をみつけるまでの実話を聴

き、マンガン鉱山の坑道を見学することを通して、労

働や生活から地域の人々の健康問題や産業保健の課題

について考えることができた。 

乳幼児健診の演習で実際の 4 か月児、1 歳 6 か月児、3

歳児の母子に協力していただき、65 名を 3 つのグルー

プに分けて身体計測、発達検査の演習を実施し、3人を

比較しやすく、育児の悩み等も聞くことができ、発達

には個人差が大きいことを学ぶこともできた。 

２ 作成した教科書，教材 

1.乳児健診、「小児保健」「健康教育論」「地域看護活動論」

「公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）」の授業で 4人分の本物の乳

歯を貼ったポスターを展示 

2.「子どもの保健」「公衆衛生看護活動論」「疫学」「公衆衛

生看護学概論」等で穴埋め式の配付資料を作成し、毎講義ごと

に前回講義内容についての確認テストを実施 

3.「公衆衛生看護活動論」で地区把握の資料作成時における情

報収集項目についてパワポで画面を示しながらスマートフォン

で検索体験 

平成 3 年 1 月

～令和 1 年 10

月 

平成 23年 4月

～現在 

平成 26年 4月

～平成 27年 8

月 

自分の子ども 4人分の本物の乳歯合計 80本を貼ったポ

スターを作成展示することで、保護者や学生に齲蝕予

防について強いインパクトで啓発することができた。 

穴埋めをするためには教科書に目を通し、毎回の講義

をきちんと聴く必要がある。また、穴埋め部は重要ポ

イントということが学生にわかる。

地区把握の情報収集の際に、インターネットを使用し

た場合の検索先を具体的にパワポで示し、スマートフ

ォンで検索させた結果、情報を把握しやすくなった。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1.授業アンケート

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1.奈良県健康生きがいづくりアドバイザー協議会主催「いきい

き塾」で講演「おいしい話」「減塩食のメニューづくり」

2.橿原市みみなし地域学級にて講義「健康づくりの話」「栄養

の話」 

3、高校の校内進路ガイダンスにて血圧測定の体験と減塩のメニ

ューづくりの授業 

4.大学オープンキャンパスにおいて参加者（高校生や保護者、

高校の進路指導担当者）にリラクセーション体験講座実施 

5．奈良県健康生きがい協議会主催認知症予防講座にて年 2回講

平成 26年 8月

～ 

平成 27年 8月 

平成 24年 3月

～ 

平成 27年 3月 

平成 27年 3月 

平成 24年 8月 

～ 

平成 26年 8月 

平成 26年 8月 

長続きする減塩のコツについて具体的に指導 

中高齢者に「そのまんま料理カード」を使用してグル

ープで 1日のメニューづくりをし、総カロリーと塩分

量を算出し、減塩への動機づけを行った。 

高校生に「そのまんま料理カード」を利用した減塩食

メニューづくりを実施し、若年から薄味に慣れるよう

促し、ふだんの食事の塩分量に興味をもってもらった。 

参加者にリラクセーション体験をしていただいたとこ

ろ、眠ってしまう方もおられ、リラックスできた様子 

認知症予防のための食生活についての最新情報の提供
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演「認知症予防のための食生活」 

6．明治国際医療大学看護学部リカレント学習講座 看護研究の

基礎において講演「文献検索の実際」 

7．南丹市地域連携事業として「ロコモティブシンドロームの予

防と対策」のうち「食生活」について出前講座年 5回 

8．広陵町、奈良市、下北山村等の各自治会にて講演「認知症予

防のための食生活」 

9．奈良県共済組合主催「認知症予防講座」にて講演「認知症予

防のための食生活」 

10.一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主催「健康生

きがいづくりアドバイザー養成講座」にて講義「健康づくりの

ための食生活」 

11.NPO法人認知症サポートネット主催「頭の体操」にて講演（於

尼崎市立福祉センター和楽園） 

12.奈良県共済組合主催「認知症予防講座」にて講演「認知症予

防のための食生活」（於橿原公苑） 

13.一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主催「健康生

きがいづくりアドバイザー養成講座」にて講義「中高年と健康

（食生活）」（於奈良女子大） 

14.一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主催「健康生

きがいづくりアドバイザー養成講座」にて講義「中高年と健康

（健康寿命と生活習慣病）」 

15. 一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主催「百歳

塾」(於大和高田市民交流センター) 

16. 一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主催「笑っ

て学ぶ頭と体のほっこり講座」（於河合町まほろばホール内コ

ミュニティーカフェつどい）

17.一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主催「百歳

塾」 

～ 

平成 28年 8月 

平成 25 年～

平成 28 年 

平成 27年 8月 

平成 27年 8月 

平成 28年 3月 

平成 28年 3月 

平成 28年 8月 

平成 28年 8月 

平成 29年 7月 

平成 29年 7月 

平成 29年 9月 

12 月 

平成 30 年９

月 12 月 

平成 29 年 10

月 

平成 30年 7月

～平成 31 年

12 月 

と、楽しく継続できる方法について考えていただいた。 

現場の看護師を対象とした研修において、医中誌等の

文献検索をしながら、研究の枠組みについても考えて

いただいた。 

日吉、美山地区に出向き、地域の高齢者を対象にロコ

モティブシンドロームの予防と対策について指導。

認知症予防のための食生活について、奈良県下の各地

域に出向いて認知症予防ゲームもまじえて講演 

奈良県職員とその家族を対象に認知症予防のための楽

しく継続できる食生活について提案した。 

アドバイザーになる予定者を対象に、高齢社会の課題

の動向から、自分の健康は食生活の改善からという動

機づけをした。 

地域の高齢者 20名を対象になつかしい虫食いソングを

15曲準備し、グループごとに歌詞の穴埋めがおわった

ら黒板に記入し、みんなでキーボードの生演奏で歌う。 

前回好評だったため、南部でも開催。奈良県職員とそ

の家族を対象に認知症予防のための楽しく継続できる

食生活について提案した。 

アドバイザーになる予定者を対象に、認知症予防やロ

コモティブシンドローム、サルコペニア予防のための

食生活のポイントについて動機づけをした。 

アドバイザーになる予定者を対象に、生活習慣病の基

礎知識と健康寿命の延伸のための生活習慣の見直しに

ついての動機づけをした。 

大和高田市民を対象に、健康寿命の延伸を目的として

百歳塾を開始し、「脳トレゲー」「いきいき百歳体操

（徳島版）」「マイノートを書いてみよう」「誰でも

できるラフターヨガ」を指導した。 

河合町民を対象に、認知症予防を目的としてコグニサ

イズと虫食いソングを指導した。

大和高田市市民交流センターにて、一般市民を対象に 3

回月に 1 回の百歳塾開催した。（百歳体操、ラフター

ヨガ、認知症予防等）

５ その他 

1.全国保健師教育機関協議会主催秋季教員研修第２分科会にお

いて情報提供 

「看護師教育課程における地域看護学教育の取り組み」 

平成 28 年 10

月 

天理医療大学での看護師教育課程における地域看護学

教育の取り組みは、保健・医療・福祉の包括的視点で

看護実践できることを目標においており、画期的な科

目立てとなっている。 

職務上の実績に関する事項 

事項 年月日 概要 

１ 資格，免許 

1.看護師

2.保健師

昭和 49年 4月 

平成 2年 6月 

免許証番号 251658号取得 

免許証番号 66248号取得 
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3.産業保健指導者

4.第 1種衛生管理者

5.健康生きがいづくりアドバイザー

6.心理相談員

7.いのちの電話相談員

8.介護支援専門員

9.学士（教養）の学位

10.地球温暖化防止活動推進員

11.学士（看護学）の学位

12.健康運動実践指導者

13.保育士

14.修士（学術）の学位

15.リラクセーション看護講座修了認定

16.ラフターヨガリーダー

17.ラフターヨガアンバサダ―

18.おむつなし育児アドバーザー

平成 2年 11月 

平成 2年 12月

平成 5 年 9 月

平成 5年 3月 

平成 7年 5月 

平成 12年 3月 

平成 14年 3月 

平成 15年 4月 

平成 18年 2月 

平成 18年 9月 

平成 22年 1月

平成 25年 3月 

平成 26年 3月 

平成 30年 9月 

令和元年 7 月 

令和 2 年 8 月 

中央労働災害防止協会認定 

奈良労働基準局免許証番号第 29000022271号取得 

一般財団法人健康生きがい開発財団認定 

中央労働災害防止協会認定 S293－0318号 

社会福祉法人奈良いのちの電話協会任用書第 668号 

奈良県第 1497号取得 

放送大学学位記 第 19941号取得 

奈良県生活環境部認定 奈良県知事委嘱 

独立行政法人大学評価・学位授与機構第 17551号取得 

財団法人健康・体力づくり事業財団台帳登録番号第

40662014 号取得 

保育士証登録番号 奈良県-014151 取得 

放送大学大学院学位記  第 003590 号取得 

リラクセーション看護講座（レベル 1,2,3）認定証

第 034号取得 

ラフターヨガ養成講座

ラフターヨガインターナショナルユニバーシティー

おむつなし育児研究所京都サロン認定 

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1.大和高田市地域新エネルギー・省エネルギービジョン策定委

員会委員 

2.大和高田市男女共同参画審議会委員

3.東日本大震災支援活動

4.橿原市情報公開・個人情報保護制度運営審議会委員

平成 20 年～

平成 23 年 

平成 22年 4月

～現在 

平成 23年 3月

～平成 23年 4

月 

平成 28年 7月

～現在 

大和高田市内の事業所等における省エネ対策について

検討し、太陽光発電の推進状況について調査 

大和高田市の行政や事業所を中心とした男女共同参画

の進捗状況を審議、進言している。 

東日本大震災後、岩手県県央保健所の要請を受け保健

師のボランティアとして県央保健所スタッフとともに

山田町の避難所や家庭を巡回 

橿原市の情報公開・個人情報保護について審議し、中

立公平なパブリックコメントを進言している。 

４ その他 

奈良県看護功労者知事表彰受賞 令和 2年 5月 

研究業績等に関する事項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概要 

（著書） 

1.「認知症予防に役立つ脳

エクササイズのしおり」

社会福祉法人社会福祉研

究開発基金の「認知症予防

のための脳エクササイズ実

施事業」助成金による 

共著 平成 27年

10月 

NPO 法人認知症サポー

トネット

福田章 三浦康代 上田綾子 上田桂子 黒

崎輝美 小池玲子 小西忠勝 田中旬子 土

林由美子 寺田郁子 東田昌子 平田和美 

松原緋紗子 村上誠二 森山宣子 山本真由

美 竹村健一 

地域でいつでもどこでもだれでもが認知症予

防のための音楽や体操やゲームに取り組める

ように編集。第 1章：脳はつらつゲーム 第 2

章：身体を使って脳を元気に 第 3章：手指体

操で脳はイキイキ 第 4章：音楽で脳が若返る

（1）1字抜き歌（2）早口言葉（3）棒と三角体

操（4）交互唱・同時唱（5）虫喰いソング（6）

音の聴き分けゲーム（7）リズムウォーキング

（8）リズムパーカッション 第 5章：懐かし

い思い出で脳が元気に～回想法～ 第 6章：お

口の体操 第 7章：何でもアート 第 4章担当 
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2．八幡校区敬老会（尚齒會）

「100 回の歩みと人々の暮

らし」 

監修 

共著 

平成 30年 

7月 

八幡地区連合自治会

（姫路市地域資源保存

継承助成事業による） 

三浦康代 伊賀﨑香木 八幡校区敬老会 100回

記念誌編集委員会 

敬老会発祥の地である姫路市の八幡地区の敬

老会 100回の活動の歩みを年表や写真とともに

作成し、今後の地域活動の課題にもふれてい

る。 

3.2019年小児看護学・健康

支援と社会福祉制度 問題

集 

共著 令和 2年 

3月 

株式会社ピラールプレ

ス 

守本とも子 山口求 三浦康代 芝田ゆかり 

吉水清 佐藤郁代 斎藤英夫 松井典子 井

上昌子 

最新の国家試験問題を取り入れて解説してい

る国家試験対策用問題集 

4．出題傾向がみえる看護の

統合と実践 2021 年―出題

基準平成 30 年版準拠 （中

項目にみた要点と解説付） 

共著 令和 2年 5

月 

株式会社ピラールプレ

ス 

守本とも子 三浦康代 井上葉子 佐藤郁代 

看護師国家試験対策の参考書として看護の統

合と実践について、最新の情報を解説してい

る。 

5．出題傾向がみえる健康支

援と社会保障制度 2021 年

―出題基準平成 30 年版準

拠 （中項目にみた要点と解

説付） 

共著 令和2年10

月 

株式会社ピラールプレ

ス 

守本とも子 三浦康代 井上葉子 佐藤郁代 

看護師国家試験対策の参考書として健康支援

と社会保障制度について、最新の情報や問題を

解説している。 

6．解いて、わかる！覚えて

合格！看護の統合と実践／

健康支援と社会保障制度問

題集 看護師国家試験対策 

2021年 

共著 令和2年12

月 

株式会社ピラールプレ

ス 

守本とも子 三浦康代 芝田ゆかり 井上葉

子 佐藤郁代 松村あゆみ 斎藤英夫 

看護師国家試験対策用の問題集として法や制

度の最新情報を盛り込んで問題を精選し解説

している。 

7．動画「笑って健康 ラフ

ターヨガ」

共著 令和2年12

月 

奈良学園大学（保健医

療学部助成金による） 

安藤和子 井上葉子 三浦康代 山﨑睦代 

大野寿美子 

ラフターヨガの効果、注意事項、セッションを

わかりやすく文字盤、音声で説明しながら、ラ

フターヨガの方法を 5 人で実演している。

8．看護師国家試験“直前”

社会福祉学領域要点ノート 

共著 令和 3年 3

月 

金芳堂 守本とも子 富永堯史 井上昌子 井上葉子 

小林由里 齋藤英夫 佐藤郁代 芝田ゆかり

高橋寿奈 田場真理 中馬成子 辻下守弘 

西出順子 西本美和 野口寿美子 松居典子 

松浦純平 三浦康代 美甘祥子 吉水清  

𠮷村雅世 

社会福祉学について看護師国家試験対策用に

看護師がわかりやすく解説している。 

（学術論文） 

1.「看護学生が描く卒業前

のキャリアデザイン」（査

読付） 

単著 平成24年3

月 

白鳳女子短期大学紀要

第 6巻 25－34 

卒業前の看護系女子短大生を対象にキャリア

マップの記載を含む質問紙調査を実施したと

ころ、対象者は多様なキャリアデザインを描い

ていた。就職しない者は皆無で、7 割強が仕事

継続型、2割が中断再開型を予定し、全体の 75％

の者が最"終の退職予定年齢を 60歳以上として

いた。看護職が仕事を継続するために必要とし

ている支援として育児支援や再雇用教育の充

実、将来展望を計画的に描くというキャリアデ

ザイン教育の充実が求められている。 
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2.「薬害 HIV 感染被害者の

二次感染の予防状況と性生

活満足度およびそれらの関

連要因の検討」～「2010年

HIV・HCV重複感染血友病患

者の長期療養に関する患者

参加型研究」による「生活

実態と新たな問題に関する

調査」データの分析を通じ

て～（査読付）（修士論文） 

単著 平成 25年 

3月 

放送大学大学院修士論

文集 

2010年にはばたき福祉事業団が薬害HIV感染被

害者を対象に実施した質問紙調査の二次分析

を行った結果、薬害 HIV 感染被害者では、「セ

ーファーセックス群」は、「アンセーファーセ

ックス群」や「性交渉なし群」より、有意に性

生活満足度が高く、精神的状況を良好に保って

いた。HIV 感染症であるために今も性生活を抑

えている者や、挙児に関する情報を希望する者

が多いことより、性生活や挙児についての情報

提供をはじめとするセクシュアル支援のアプ

ローチが必要であると考えられた。

3．「子育て支援ボランティ

ア活動の実態と世代間交流

について」（査読付） 

共著 平成 26年 

7月 

日本健康医学会雑誌 23

巻 2 号 136－141(ISSN 

1343-0025) 

◎小石真子 佐藤裕見子 三浦康代

子育てボランティアは支援を提供するだけで

なく、自分のためのサポート提供があった。ま

た、地域で子ども世代・親世代・祖母世代の人々

をつなぐ活動であった。 

4.「釜ヶ崎における高齢者

特別清掃事業就労者及びシ

ェルター利用者を対象とし

た結核に関する聞き取り調

査の報告」原著（査読付） 

共著 平成 27年 

1月 

社会医学研究 32巻 1号

39-47(ISSN 0910-9919)

◎三浦康代 井戸 武實 田中義則 上田裕子

山本 繁 高鳥毛敏雄 

原著である。釜ヶ崎の結核罹患率を効率よく減

少させる手立てとして、シェルター利用者への

結核健診受診の義務化、特掃登録更新時におけ

る結核健診の強化、HEPA フィルター付循環式の

空調設備完備のシェルターの建設、地域の人が

集まる施設内における禁煙・分煙も含めた換気

の重要性についての啓発が求められた。 

5．「高齢者に対するロコモ

ティブシンドローム予防の

ための取り組みー介護予

防・生きがい支援通所事業

における健康教育を実施し

てー」（査読付） 

共著 平成28年6

月 

第 46回（平成 27年度）

日本看護学会論文集 

ヘルスプロモーション

2016 年 136－139 

(ISSN 1347-8184) 

◎小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 村上久

惠 高田美子 河原照子 

地域の高齢者にロコモティブシンドロームの

予防のための運動や栄養の講義や実践をした

ところ、理解できた方が多かった。今後、生き

がい活動支援通所事業の中での継続をするこ

とにより、ロコモの予防につながるだろう。 

6.「女子大学生のアイメイ

クの実態～アイメイクの使

用状況と症状出現状況につ

いて～」（査読付） 

共著 平成29年3

月 

明治国際医療大学誌第

第 16号 27-37 

◎三浦康代 片岡美穂 揚本裕貴

アイメイクは、女子大学生に心理的にポジティ

ブな影響を与えていることが多く、女子大学生

にとって日常的に欠かせないものとなってい

た。アイメイクを続けていくには、正しいアイ

メイク法を見直し、症状が現れた時には早期の

眼科受診をして悪化を防止することや、安全な

化粧品・化粧方法を選択するという認識を持つ

ことが必要であるといえる。 

7．「認知症予防地域ボラン

ティアが関わった認知症予

防講座受講者の運動と食生

活習慣についての行動変

容」（査読付） 

共著 平成29年5 

月 

日本認知症予防学会誌 

Vol.6 No.1, 2017 

39-44(ISSN 2187-3798)

◎三浦康代 福田章 上田裕子

認知症予防地域ボランティアが関わった認知

症予防講座受講後の運動習慣と食生活習慣に

ついての行動変容は、「変化なし」が最も多く、

食生活習慣については、「改善」が「悪化」よ

り多く，運動習慣については「悪化」が「改善」

より多かった。受講後に新たな生活習慣に取り

くもうとしていた者の割合は、食生活習慣につ

いては 2割、運動習慣においては 1割であった。

今後、地域において認知症予防地域ボランティ

アが活動の中心となって、特に運動習慣に関す

る継続した取り組みが望ましいと考えられた。 

保健医療学部看護学科

612



8.「過疎地域における生き

がい支援通所事業について

の一考察」（査読付） 

共著 平成29年6

月 

大阪青山大学看護学ジ

ャーナル 2017,Vol.1, 

55-58

◎小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 村上久

惠 河原照子 松岡みどり 高田美子 

過疎地域の生きがい支援通所事業に従事する

援助員に対して活動実態と互助実態を把握し

た結果、過疎地域では。地域の課題・地域福祉

について住民に認識させ、主体的に行動させる

ことや、地域に拠点をつくり民生委員やボラン

ティアおよび近隣とのつながりを綿密につく

ることが必要であり、専門的な研修やきめ細か

い支援体制が求められていることが示唆され

た。 

9.「中高年者における身長

短縮と肥満度の関連につい

ての検討」（査読付） 

共著 平成30年1

月 

社会医学研究 35巻 1号

129-135

(ISSN 0910-9919) 

◎三浦康代 志野泰子

身長短縮は呼吸機能や消化器機能の低下およ

び，腰痛等の諸症状を起こし，QOL の低下につ

ながることに着目し、50 歳以上の健常な男女

972名を対象に，身長短縮割合と肥満度との関 

係を検討した結果，女性では肥満群が正常群よ

り有意に身長短縮割合が大きいことが明らか

になり，肥満は身長短縮の重要な因子となるこ

とが示唆された。身長短縮を予防改善し，予測

するための最も簡便にできる方法として，肥満

度測定は意義があると考えられた。 

10.A Report on 22nd East

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019 （Ⅰ） 

～ Association among the 

factors in conjunction 

with Height Loss of 

females by the literature 

review～ 

2019 第 22 回東アジア看護

学研究者フォーラムの報告

（Ⅰ）～文献検討による女

性の身長短縮に関連する因

子および因子間の関連～ 

（査読付） 

共著 令和元年 9

月 

奈良学園大学紀要第 11

集 211－215 

（ISSN 2188‐918X） 

◎三浦康代 芝田ゆかり 吉水清  井上葉子

2019 第 22 回東アジア看護学研究者フォーラ

ムの報告として、女性の加齢による身長短縮に

関する因子、及び因子間の関連について検討

し、加齢による身長短縮を予防するための基礎

資料とするために、文献レビューの結果、女性

の加齢による身長短縮は「脊柱変形（椎体骨折

含む）」「低骨密度」「筋量減少」「肥満」の

4 因子と関連することが明らかになった。これ

らの要因を予防することは、加齢による身長短

縮を予防するための基礎資料となり得ること

が示唆された。今後は、同一人物についての骨

密度・筋量・肥満度・体脂肪率・運動状況・身

長短縮状況について検討する必要があること

を述べた。 

11. A Report on 22nd East

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019 （Ⅱ）―

Study of literature on 

life skills that focus on 

eating habits of patients 

with inflammatory bowel 

disease― 

2019 第 22 回東アジア看護

学研究者フォーラムの報告

（Ⅱ）―炎症性腸疾患患者

の食生活に焦点をあてたラ

イフスキルに関する文献検

討― 

（査読付） 

共著 令和元年 9

月 

奈良学園大学紀要第 11

集 207－210 

（ISSN 2188‐918X） 

◎井上葉子 芝田ゆかり 吉水清 三浦康代

2019 第 22 回東アジア看護学研究者フォーラ

ムの報告として、炎症性腸炎疾患患者の食生活

に焦点を当てたライフスキルの研究動向をコ

ンテンツ分析を通じて分類することで、ライフ

スキルに関連する食習慣の難しさと問題を明

らかにし、サポートの方法を検討する基本デー

タを提案したことを述べた。
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12.「健診項目に身長短縮の

追加を」 

単著 令和 2 年 3

月 

大阪公衆衛生第 91号 

20－22 

身長短縮割合を算出し、認識することは、より

早期に骨密度や筋量、標準体重の維持のための

運動や食生活習慣の見直しにつながり、特に女

性の健康寿命の延伸につながる。そのため、特

定健診の問診項目に「以前の最高の身長」を追

加することを提案する。 

13.「新あいりんシェルター

居場所棟利用者を対象とし

た結核に関する聞き取り調

査の報告」 

（査読付） 

共著 令和 3 年 1

月 

社会医学研究 38巻 1号

54－67 

(ISSN 0910-9919) 

◎三浦康代 下内昭 井戸武實 田中義

あいりん地域の結核患者は、健診で発見される

割合が高く，ホームレス及び生活保護受給者に

多いことが特徴であるが、大阪市の総合的結核

対策が功を奏し、結核罹患率は著しく低下中で

ある。さらなる低下を目指して、新あいりんシ

ェルター居場所棟の利用者を対象に、2019 年

11月に結核に関する聞き取り調査（回答数 211）

を行い、分析した結果、今後の結核対策として、

１．施設利用者の結核健診受診義務化，２．施

設利用者への結核に関する情報提供の 2点があ

げられた。 

14.「大学衛生委員会が作成

した新型コロナウイルス感

染拡大防止のための『出席

停止期間早見表』と『出勤

不可期間早見表』」 

（査読付） 

共著 令和 3 年 4

月 

保健師ジャーナル 77

（4）308－316

(ISSN 1348－8333) 

◎三浦康代 井上葉子 松村あゆみ 上栫佳

代子 阿波 邦彦 森村佳史 島本卓也 

奈良学園大学衛生委員会は，2020年 6月に，衛

生管理者 3名，養護教諭、理学療法士，社会福

祉士，産業医等を含む計 11 名で活動を開始し

た。教職員の健康を守るためには，学内での新

型コロナウイルスのクラスターの発生を防止

しなければならないという共通認識のもとに，

「新型コロナウイルス感染拡大防止のための

具体的実践方法」，「学生用出席停止期間早見

表」，「教職員用出勤不可期間早見表」を作成

し，学生支援センターが中心となって，学内の

関係者が連携をとりながら運用した 9か月間の

活動報告である。 

（その他） 

報告書 

1.「はーとふる」

日本学術振興会科学研究費

補助金研究事業（課題番号

22614010）「ホームレス者

の健康支援を通じた社会的

包摂の推進に関する研究」

平成 22年度研究報告書 

共著 平成 23年 

3月 

研究代表者 逢坂隆子 ◎逢坂隆子 高鳥毛敏雄 嵯峨嘉子 中田信

昭 福原宏幸 黒田研二 加美嘉文 鍛冶葉

子 小椋芳子 山本繁 井戸武實 大宮陽子 

三浦康代 北尾千沙 

（P63～P67,P78～P83） 

あいりん地域で野宿者や高齢要介護者を支援

する 16 民間支援団体に対する聞き取り調査を

実施。うち野宿者ネットワークと陽だまりⅡに

ついて担当。① 活動の理念 ②活動の対象 

③活動の内容 ④活動従事者 ⑤その支援が

健康づくりや命や健康を守ることにつながる

可能性 ⑥活動が仲間づくりにつながる可能

性 ⑦活動の成功事例と失敗事例についてま

とめた。 
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2.「はーとふるⅡ」

日本学術振興会科学研究費

補助金研究事業（課題番号

22614010）「ホームレス者

の健康支援を通じた社会的

包摂の推進に関する研究」

平成 22・23・24年度研究報

告書 

共著 平成 25年 

3月 

研究代表者 逢坂隆子 ◎逢坂隆子 高鳥毛敏雄 嵯峨嘉子 中田信

昭 黒田研二 加美嘉文 福原宏幸 鍛冶葉

子 三浦康代 小椋芳子 山本繁 井戸武實 

大宮陽子 小林由美子 難波邦子 高田佐土

子 梅田道子 

（P34～P49） 

第 1部：あいりん地域で野宿者や高齢要介護者

を支援する民間支援団体やボランティア計 6団

体に対する聞き取り調査の結果をまとめたも

のである。うち、こどもの里と西成市民館につ

いてインタビューを担当しまとめた。支援団体

が支援した成功例からの聞き取りをもとにし

て、都市貧困高齢者に対する住居と生活、生き

がいの支援に関する検討を行った報告である。 

学会発表 

1.「ホームレス者の健康支

援を通じた社会的包摂の推

進に関する研究（その 2）

ー釜ヶ崎における 19 支援

団体の聞き取り調査から」 

共著 平成 23年 

7月 

第 52回日本社会医学会

講演集 社会医学研究

特別号 104‐105(ISSN 

0910-9919) 

於富山 

◎大宮陽子 松田光恵 山本繁 井戸武實

逢坂隆子 高鳥毛敏雄 黒田研二 鍛冶葉子 

嵯峨嘉子 村岡茉莉子 北尾千沙 清水多實

子 三浦康代 

1960 年代は日雇い労働者の労働問題、1970 年

代は失業問題が大きくなり暴動が起こり、一方

で野宿者への襲撃など新たな問題への対応が

必要になった。1990年代は高齢者問題と不況に

よる就労者支援問題が混在し高齢者特別清掃

事業などの制度ができた。そして釜ヶ崎のまち

づくりの視点が入り、2000年からは健康、子ど

も、文化も視点に入れた、全人的支援と人間性

回復の取り組みが大きくなり、釜ヶ崎が大きく

変貌しようとしている姿が見える。 

2.「釜ヶ崎における支援団

体の聞き取り調査」 

共著 平成 23年 

10月 

日本公衆衛生雑誌 第

70 回日本公衆衛生学会

総会抄録 58巻 10号 

P349 （ISSN 0546-1766） 

於秋田 

◎北尾千沙 逢坂隆子 高鳥毛敏雄 黒田研

二 鍛冶葉子 井戸武實 三浦康代 

釜ヶ崎で聞き取り調査を行った３つのサポー

ティブハウスの主たる支援内容は日常生活支

援、健康支援、福祉支援、地域生活支援であっ

た。サポーティブハウスでは、生活支援を通し

てスタッフとの信頼関係を構築し、行動の範囲

を広げ地域で落ち着いて安心した生活を維持

するための支援を提供していた。 

3.「釜ケ崎の支援団体から

紹介された元野宿者への聞

き取り調査 

～社会的包摂の支援とは

～」 

日本学術振興会科研事業

「ホームレス者の健康支援

を通じた社会的包摂の推進

に関する研究」（課題番号

22624010・研究代表者・逢

坂隆子）の一部として実施 

共著 平成 24年 

12月 

日本公衆衛生雑誌 第

71 回日本公衆衛生学会

総会抄録 59 巻 10 号

P410 （ISSN 0546-1766） 

於山口 

◎三浦康代 逢坂隆子 高鳥毛敏雄 黒田研

二 鍛冶葉子 井戸武實 

釜ヶ崎で活動している 7民間支援団体より「う

まくいった事例」として紹介された 13 名の元

野宿者に聞き取り調査を実施した。現在の安全

で安心できる生活に至った要因として、「定住

と金銭管理」3名、「生きがいと居場所づくり」

7名「心を動かす言動」3名で、釜ヶ崎で安心・

安全に生活している被支援者は、支援団体との

信頼関係のもとに、そのセルフケア力に応じ

た、多様で日常的、包摂的な支援を受け、人間

性を取り戻していた。 
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4.「ピアエジュケーション

としての看護学生の HIV 予

防行動への意識変容」 

共著 平成 25年 

11月 

日本公衆衛生雑誌 第

72 回日本公衆衛生学会

総会抄録 60 巻 10 号

P553（ISSN 0546-1766） 

於三重 

◎佐藤裕見子 三浦康代 小石真子 細野幸

代 HIV/エイズ普及啓発活動においてピアエジ

ュケーションを体験した学生と体験しなかっ

た学生の 2 群間で、HIV 予防行動への意識変化

を比較した結果、知識・行動ともに介入群のほ

うが有意に改善していたという結果を得、ピア

エジュケーションは有効であると考えられた。

5.「釜ヶ崎における高齢者

特別清掃事業就労者及びシ

ェルター利用者を対象とし

た結核に関する聞き取り調

査の報告」 

共著 平成 26年 

7月 

社会医学研究第 55回日

本社会医学会総会講演

集 171‐172 (ISSN 

0910-9919) 

於名古屋 

◎三浦康代 井戸 武實 田中義則 上田裕子

山本 繁 高鳥毛敏雄 

釜ヶ崎の結核罹患率を効率よく減少させる手

立てとして、シェルター利用者への結核健診受

診の義務化、特掃登録更新時における結核健診

の強化、HEPAフィルター付循環式の空調設備完

備のシェルターの建設、地域の人が集まる施設

内における禁煙・分煙も含めた換気の重要性に

ついての啓発が求められた。 

6.「認知症予防啓発劇の効

果の分析」 

共著 平成 26年 

9月 

第 4 回日本認知症予防

学会学術集会プログラ

ム抄録 127‐128

(ISSN 2187-3798) 

於東京 

◎三浦康代 福田章

素人の劇団が 2 府県 7 会場で公演した 45 分間

の劇「ぼけたらあかん」の観劇者を対象に、質

問紙調査を行った結果、回収数 228で、認知症

予防啓発劇は観劇者の認知症予防行動の動機

づけと、また認知症を地域で支援するという意

識の向上に有効であった。 

7.「認知症予防啓発劇の効

果の分析～観劇者と演劇者

の比較～」 

単著 平成 26年 

11月 

日本公衆衛生雑誌 第

73 回日本公衆衛生学会

総会抄録集 61 巻 10 号

P453（ISSN 0546-1766） 

於宇都宮 

素人の劇団が 2 府県 7 会場で公演した 45 分間

の劇「ぼけたらあかん」の観劇者 228名と演劇

者 7名を対象に、質問紙調査を行った結果、演

劇者は観劇者より、認知症についてよく知って

おり、「人との交流」を希望していた。認知症

予防啓発劇の演劇と観劇はともに地域での認

知症予防や認知症支援に有効であった。 

8.「釜ヶ崎で暮らす現野宿

者および元野宿者の現在歯

数の状況」 

単著 平成 27年 

7月 

社会医学研究第 56回日

本社会医学会総会講演

集 P119(ISSN 

0910-9919) 

於久留米大学 

釜ヶ崎の現野宿者および元野宿者計 38 名の平

均現在歯数は 40歳代 26.0本、50歳代 16.6本、

60 歳代 8.4 本、70～80 歳 4.8 本であり、全国

男性平均より 50 歳代で全国の 6 割、60 歳代で

4割、70歳代で 3割の本数しかなく、入れ歯を

装着している者も皆無であったことより、対象

者の口腔機能の低下が著しいと推測された。今

後、専門家による口腔指導の必要性が示唆され

た。 

9.「『認知症予防に熱心な

町づくり』をめざした『認

知症予防地域ボランティア

養成講座』受講後のボラン

ティア認定状況」

共著 平成 27年 

9月 

第 5 回日本認知症予防

学会学術集会プログラ

ム抄録集 P149 (ISSN

2187-3798) 

於神戸国際会議場 

◎三浦康代 福田章

認知症予防に熱心な街づくりをめざした大阪

市住吉区における「認知症予防地域ボランティ

ア養成講座」受講後のボランティア希望や認定

状況を分析した結果、受講後にボランティアを

希望した群は地元住民であり、「認知症予防ボ

ランティア/認知症や認知症予防に関心があ

る」「頼まれた」というきっかけが多かった。

地域で目的を共有できる人材を育成するには、

広報段階から区民の主体性を活かし、参加の輪

を広げることが有効である。 

保健医療学部看護学科

616



10.「高齢者に対するロコモ

ティブシンドローム予防の

ための取り組みー介護予

防・生きがい支援通所事業

における健康教育を実施し

てー」 

共著 平成 27年 

11月 

第 46 回日本看護学会

―ヘルスプロモーショ

ン―学術集会 抄録集

(2015)P274 

(ISSN 1347-8184) 

於富山 

◎小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 村上久

惠 高田美子 河原照子 

地域の高齢者にロコモティブシンドロームの

予防のための運動や栄養の講義や実践をした

ところ、理解できた方が多かった。今後、生き

がい活動支援通所事業の中での継続をするこ

とにより、ロコモの予防につながるだろう。 

11.「認知症予防地域ボラ

ンティアが関わった認知症

予防講座受講者の受講後の

行動変容」 

共著 平成 28年 

9月 

第 6 回日本認知症予防

学会学術集会プログラ

ム 抄 録 集 P131(ISSN

2187-3798) 

於東北大学 

◎三浦康代 福田章 上田裕子

NPO 法人と住吉区社協の協働により新たにグル

ープとして活動することになった認知症予防

地域ボランティアがお手伝いした「認知症予防

講座」の受講者の受講前後における各種生活習

慣の行動変容について検討した結果、運動習慣

を変容させることは困難であるが、食生活習

慣・趣味や生きがいづくり・地域での活動・ス

トレス等については、受講がきっかけとなって

改善する余地があった。今後、地域においてボ

ランティアが活動の中心となって、参加体験型

の、特に運動習慣に関する継続した取り組みが

望ましいと考えられた。

12. 「地域住民の睡眠障害

と生活リズム健康法の関

連」 

共著 平成 28年 

10月 

日本公衆衛生雑誌 第

75 回日本公衆衛生学会

総会抄録集 63 巻 10 号

P384（ISSN 0546-1766） 

於大阪グランフロント 

◎佐藤裕見子 三浦康代 小石真子 村上久

恵 

特定健診受診者から睡眠障害の疑いのある者

をスクリーニングして快眠講座を実施し、基礎

講座受講者とリラクセーション受講者を講座

前後において質問紙調査とアクティブグラフ

を実施した結果、睡眠障害の改善には、生活リ

ズム健康法と組み合わせたリラクセーション

は有効であることが示唆された。 

13.「防災に対する住民の

意識と地域づくり～総合防

災訓練の参加者の調査結果

～」

共著 平成 28年 

10月 

日本公衆衛生雑誌 第

75 回日本公衆衛生学会

総会抄録集 63 巻 10 号

P572（ISSN 0546-1766） 

於大阪グランフロント 

◎小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 村上久

惠 

防災訓練参加者の防災意識や家庭での防災対

策の実態を把握した結果、災害時の備えは意識

しているが、実行に移していないことがわかっ

た。そのため適宜確認をしながら行動につなが

る支援が必要である。 

14.「看護師教育課程におけ

る地域看護学教育の取り組

み」 

共著 平成 28年 

10月 

平成 28年度第 5回全国

保健師教育協議会秋季

研修会 P83－P90（於大

阪大学中之島センタ

ー） 

◎三浦康代 志野泰子

保健師コースの設置されていない T大学での看

護師教育課程における地域看護学教育の取り

組みは、保健・医療・福祉の包括的視点で看護

実践できることを目標においており、画期的な

科目立てとなっていたことについて情報提供

を行った。 

15.「身長短縮を予防するた

めの中高年における運動方

法についての考察」 

共著 平成 30年 

7月 

社会医学研究第 59回日

本社会医学会総会講演

P94(ISSN 0910-9919) 

於獨協医科大学 

◎三浦康代 志野泰子

文献レビューの結果、身長の短縮を予防するた

めには、姿勢を保つ骨格筋量と骨量の双方の維

持、及び関節の変形を防ぐための肥満の予防が

必要と考えられ、中高年の運動方法としては、

低強度の筋力トレーニングを含む有酸素運動

の継続が重要であることが示唆された。 
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16. Association among the

factors in conjunction 

with Height Loss of 

females by the literature 

review． 

First author 2019.1 22nd East Asian Forum 

of Nursing Scholars 

(EAFONS) Conference．

(Furama-Riverfront 

Hotel in Singapore) 

◎ Yasuyo Miura， Yukari Shibata， Kiyoshi

Yoshimizu，Yohko Inouye  

As a result of the literature review, it was 

revealed that the "Height Loss" was related 

to the four factors of "Spinal deformation 

(including vertebral fracture)", "Bone 

density loss", "Muscle Mass loss", and 

"obesity". It was suggested that prevention 

of factors in these categories could be used 

as a basic material to prevent height loss 

by aging. In the future, it is necessary to 

examine the bone density, muscle mass, body 

mass index, body fat percentage, exercise 

situation, and degree of height loss of the 

same person. 

17．Study of literature on 

life skills that focus on 

eating habits of patients 

with inflammatory bowel 

disease 

Research 

collaborator 

2019.1 22nd East Asian Forum 

of Nursing Scholars 

(EAFONS) Conference．

(Furama-Riverfront 

Hotel in Singapore) 

◎ Yohko Inouye， Yukari Shibata， Kiyoshi

Yoshimizu，Yasuyo Miura 

The difficulty in eating habits related to 

life skills and the 

problems were clarified on classifying the 

research trends on life skills focusing on 

the eating habits of the IBD patients 

through content analysis and basic data 

reviewing ways of support were suggested. 

18．姫路市八幡校区敬老会

（尚齒會
しょうしかい

）100 回の歩みと

今後の課題 

共著 令和元年 

5月 

第 58回近畿公衆衛生学

会口演・示説要旨集 P33 

於堺市産業振興センタ

ー 

◎三浦康代 伊賀﨑香木

敬老会 100回の歩みを尚齒會
しょうしかい

(現敬老会)記録等

より分析し、今後の敬老会開催の課題をさぐる

ことを目的として、該当年齢、該当者数、参加

者数、世話人、財源、収支報告、弁当等につい

ては、尚齒會(しょうしかい)（現敬老会）記録

より、校区高齢化率、婦人会役員からの聞き取

り調査の結果、人生の先輩を敬う気持ちを受け

継ぎながら敬老会を今後も継続されるには、地

元住民の熱意だけでは支えられなくなってき

ている現状があり、設備や制度面での改善が求

められると考えられた。 

19. 「健康で長生きするた

めの実践講座」受講者の食

生活と運動状況 

共著 令 和 元 年

10月 

第 9 回日本認知症予防

学会学術集会プログラ

ム抄録集 P221 (ISSN

2187-3798)

◎三浦康代 福田章 相馬妹子 松原緋紗子

平田和美 

NPO が養成した健康寿命を延ばすボランティ

アが関わった「健康で長生きするための実践講

座」受講者の生活状況を把握し、地域で生活す

る高齢者の健康寿命を延ばすための課題をさ

ぐるために、2017～2018 年度に独立行政法人福

祉医療機構助成を受けた地域連携活動支援事

業の講座（西宮市内 18 か所 58回）の受講者延

べ 725名を対象に食生活や運動状況について記

名式質問紙調査と握力測定を実施した。60歳以

上の 305名（男 54・女 251）について分析した

結果、野菜の摂取状況は、3 割の者が 1 日小鉢

2 皿以下で、1 日 350ℊ（小鉢約 5 皿）以上の目

安とはかけ離れており、80歳以上の男性で歩行

時間の減少や握力評価の低下、体力の不安、口

腔保健の認識の低さが明らかとなった。地域で

のボランティアの取り組みが求められる。 
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20.「おむつなし育児アドバ

イザーの意識調査結果」

共著 令和 2年 

5月 

第 59回近畿公衆衛生学

会要旨集 P18（中止とな

り紙面発表） 

◎三浦康代 和田智代 西山由紀

おむつなし育児アドバイザー230 名を対象に調

査した結果、おつなし育児をした自身の子の昼

間のおむつが外れた時期は平均 1 歳 10 か月で

あったことより、おむつなし育児は、排泄コン

トロール能力が自然に育つと考えられた。ま

た、育児者が児の様子に注目することによっ

て、排泄のみならず、児の心身の状態がよくわ

かるようになり、そのことが、乳幼児期に重要

な、育児者と児とのコミュニケーションや信頼

関係形成にもつながっていることが示唆され

た。 

21.「おむつなし育児のメリ

ット ～おむつなし育児ア

ドバイザー意識調査より

～」 

単著 令和 3年 

3月 

第 34回近畿・北陸地方

会学術集会抄録集 P26

（中止となり紙面発

表） 

おむつなし育児アドバイザーの意識調査に回

答した 166名の、おむつなし育児のメリットに

ついての回答を分析した結果、おむつなし育児

は、排泄の早期自立とおむつかぶれの改善、児

の様子がよくわかり、育児に対して大らかにな

れるというメリットがあり、健康的で気持ちの

良い排泄ケアであることが示唆された。 

22.「子育て世代を対象にし

たラフターヨガ体験による

心身の変化に関する研究」 

共著 令和 3年 

3月 

第 34回近畿・北陸地方

会学術集会抄録集 P30

（中止となり紙面発

表） 

◎山﨑陸世 井上葉子 三浦康代

笑いの健康効果に着目し、子育て世代を対象と

したラフターヨガ体験による心身の変化を明

らかにするために、子育て世代の 30 代～40 代

男女 6名ラフターヨガ体験と安静の２群に分け

て 50分実施し、1週間の間隔を空けてクロスオ

ーバー試験を行った結果、ラフターヨガ中の、

HF(副交感神経活動の指標)は 3.14±6.78×

10-2から 10.48±22.65×10-2、 LF/HF(交感神

経活動の指標)は 1.50±0.96 から 2.79±1.62

と、ともに基準値より数値が上昇したことよ

り、ラフターヨガは疲労感・抑うつ感・不安感

の低減効果の可能性がある。 

23.「新型コロナウイルス感

染症に関する新しい生活様

式における子どもの保護者

のタバコに関する意識と喫

煙状況―男女別での比較

―」 

共著 令和 3年 

3月 

第 34回近畿・北陸地方

会学術集会抄録集 P34

（中止となり紙面発

表） 

◎井上葉子 関谷まり 松村あゆみ 守本と

も子 三浦康代 

子どもの保護者 500名に喫煙状況、ニコチン依

存度、分煙の理解、受動喫煙リスクの認識につ

いてインターネット調査を行った結果、女性喫

煙経験者は男性喫煙経験者よりニコチン依存

度高く、分煙効果について過大評価する傾向が

見られた。また、男性喫煙経験者は女性喫煙経

験者より受動喫煙状況過小評価する傾向が見

られた。喫煙経験のある保護者を対象とした禁

煙支援と受動喫煙の健康被害に関する情報発

信を強化していく必要がある。 
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年月日

平成20年4月～
平成25年3月

平成26年10月
すぴか書房
全140頁

平成26年11月
ピラールプレス
全163頁

平成27年4月
みらい
全211頁

教 育 研 究 業 績 書

令和　3　　年　3　　月　31　　日

氏名 守本とも子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

看護学 在宅脳卒中患者，在宅酸素療法患者，介護者，QOL

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方+10:21法の実践例

２　作成した教科書，教材

―教科書―

１）視聴覚教材のための資料作成 　関西学院大学人間福祉学部人間福祉研究科の非常勤講師
として視聴覚教材のための資料を作成した。具体的には人
体解剖・人体機能，疾病や加齢について，難解な用語の解
説や重要事項のまとめなどを資料として作成し，各授業ご
とに資料の配布を行った。

１）高齢者のせん妄
安心をとどけるケアと介護の心得（再掲）

第3章「せん妄を起こしやすい状況-こわれやすい心へのお
もいやり」P45-72
本章では，せん妄を起こしやすい状況を紹介している。
高齢者の心は壊れやすく，とても脆くなってきている。高
齢者に対しては身体的な援助とともに心のケアが重要な課
題となる。高齢者ケアにかかわる人にとって，せん妄の知
識は必須だと言える。
単著

第4章「せん妄が起きてしまったら」P73-86
せん妄の症状は特定の病気のあらわれではなく，さまざま
な要因によって引き起こされた異常な状態である。意識障
害であることを理解し，症状への適切な対応を学ぶ。
単著

編者：守本とも子

２）これからの国際看護学
国境を越えた看護実践のために（再掲）

第3節「国際協力機関の取り組み」P22-28
国際協力のいくつかの方法について知り，世界中のすべて
の人々がより良く生きられる未来を目指す。
単著

監著：守本とも子

３）看護職をめざす人の社会保障と社会福祉
（再掲）

本書は看護職（看護師・保健師・助産師）をめざす読者が
社会保障・社会福祉について学ぶテキストである。また，
すでに医療現場で看護職やコメディカルとして活躍してい
る方々の学びのふりかえり等にも十分対応できる内容であ
る。

編者：守本とも子
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平成27年12月
あいり出版
全151頁

平成29年1月
医学書院
全520頁

平成29年3月
ピラールプレス
全180頁

４）シリーズ　看護・介護・福祉のための「教
育学」
教育心理をふまえた患者教育指導実践の手引き1
看護のための『教育学』（再掲）

第2章　3「教授理論」P22-25
第2章　4「現代の教授理論」P25-28
 教授理論とは教授者が学習者に知識・技能をさずけるため
に有用な理論である。具体的な教授理論を学ぶ前に，教授
（指導）するためのよりどころとする原理について述べた
のち（第2章 3），主要な教授理論について説明する（第2
章 4）。
単著

第2章　5「人格」P28-P29
 教育はたんに知識や技術を習得させるためのものではな
く，全人的形成が目標となる。したがって教育は人格形成
過程の一環として行われなければならない。
単著

第2章　6「教育心理学と患者指導」P29
 本章で学んだ内容が患者指導に生かされることを目的に構
成しているが，教育心理学がどのように患者指導に有用
か，例をあげて考える。
単著

編者：守本とも子

５）系統看護学講座　専門分野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」第17版
（再掲）

第2部 第1章 B「病床環境の調整」P.10-P.24
　本章では外部環境を病床環境に限定し，「病床環境の調
整」と「ベットメーキング」「リネン交換」についての技
術を習得する。病床環境の調整には，病床の温度と湿度。
光と音，病室の色彩，空気の清浄性とにおい，人的環境の
調整のほか，ベットのマットレスやまくらなどの寝具も含
まれる。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

第2部 第5章 C「病床での衣生活の援助」P.153-P.211
　本章では本章では人間生活の基盤となる三大要素の一つ
である衣生活への援助について述べる。衣生活には生理的
意義，社会的意義，心理的意義があることを理解する。ま
た，対象に応じた衣生活をアセスメントし，適切な援助が
できるための方法を習得する。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

29）痛みのケア 第1版
（再掲）

第9章　「高齢者の慢性的な痛みの治療と看護」　P.36－
P.49

慢性的な高齢者の痛みについて，痛みと動作について説
明し，痛みに関する観察の力を養う。そして高齢者の痛み
の主訴の特徴を述べ，痛みの原因となる疾患または治療に
ついて述べる。また，痛みのアセスメントツールを紹介し
看護者が利用できる一般的な痛みのアセスメントスケール
を学ぶ。代表的な痛みのツールはVisual Analogue Scales 
(VAS)である。さらに本書では痛みの有無に焦点をしぼる
pain VASを紹介し，看護ケアの実践として痛みの治療とケ
アプランについて述べる。
単著

編者：守本とも子
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平成30年2月
医学書院
全520頁

令和2年2月
医学書院
全520頁

令和3年1月
医学書院
全498頁

平成26年10月
ミネルヴァ書房
全829頁

―事典―

1）介護福祉学事典（再掲） 「障害児に対する介護福祉」
 障害児の定義・概念・考え方について述べ，障害児に関す
る介護，福祉の実践や制度の現状を明らかにした。また，
障害児に対する介護について，近現代史から，ノーマライ
ゼーションの浸透までの背景や経過を説明し，障害のある
子どもも社会の中で他の人々と同じように生活でき，活動
することができるための展望と課題について考察した。

P546-547

分担執筆

30）系統看護学講座　専門分野Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ　基礎看護学③　第17版　第2刷
（再掲）

第1章 A「環境調整技術」P.10-P.24
　本章では療養生活の環境を構成する要素を理解し，病
室・病床のアセスメントと調整について学ぶ。また，ベッ
ト周囲と病床の選択，温度や湿度，光や音などの病室の環
境整備，ベットメーキング，リネン交換の実際について学
ぶ。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

第6章 B「病床での衣生活の援助」P.202—211
　本章では人間生活の基盤となる三大要素の一つである衣
生活への援助について述べる。衣生活には生理的意義，社
会的意義，心理的意義があることを理解する。また，対象
に応じた衣生活をアセスメントし，適切な援助ができるた
めの方法を習得する。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

31）系統看護学講座　専門分野Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ　基礎看護学③　第17版　第4刷
（再掲）

第1章 「環境調整技術」P.10-P.24
　本章では療養生活の環境を構成する要素を理解し，病
室・病床のアセスメントと調整について学ぶ。また，ベッ
ト周囲と病床の選択，温度や湿度，光や音などの病室の環
境整備，ベットメーキング，リネン交換の実際について学
ぶ。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

第6章 B「病床での衣生活の援助」P.202—211
　本章では人間生活の基盤となる三大要素の一つである衣
生活への援助について述べる。衣生活には生理的意義，社
会的意義，心理的意義があることを理解する。また，対象
に応じた衣生活をアセスメントし，適切な援助ができるた
めの方法を習得する。病衣の選び方や病衣・寝衣の交換の
基準,実施前の評価などを学ぶ。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

32）系統看護学講座　専門分野Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ　基礎看護学③　第18版　第1刷
（再掲）

第1章 「環境調整技術」P.10-P.26
　本章では療養生活の環境を構成する要素を理解し，病
室・病床のアセスメントと調整について学ぶ。また，ベッ
ト周囲と病床の選択，温度や湿度，光や音などの病室の環
境整備，ベットメーキング，リネン交換の実際について学
ぶ。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

第6章 B「病床での衣生活の援助」P.202—211
　本章では人間生活の基盤となる三大要素の一つである衣
生活への援助について述べる。衣生活には生理的意義，社
会的意義，心理的意義があることを理解する。また，対象
に応じた衣生活をアセスメントし，適切な援助ができるた
めの方法を習得する。病衣の選び方や病衣・寝衣の交換の
基準,実施前の評価などを学ぶ。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

３　教育上の能力に関する大学等の評価

なし

保健医療学部看護学科

622



平成26年6月28日

平成28年5月

令和3年3月

平成26年8月

令和2年8月

平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

４　実務の経験を有する者についての特記事項

―講演―

３）一般社団法人日本看護研究学会　第34回近
畿・北陸地方会学術集会　会長公演

　近畿・北陸地方会学術集会　第34回大会で会長を務め、
会長公演「看護の原点回帰　高齢者福祉の旅－北欧におけ
る現状と課題—」

対象：学会員約400名
会場：奈良学園大学登美ヶ丘キャンパス(奈良県奈良市)

―講習会―

１）奈良学園大学　公開講座
講師

　奈良学園大学　公開講座で講師を務め，「高齢者のう
つ」と題した講演を90分行った。　

対象：地域住民60名　

会場：りーべる王寺西友（奈良県北葛城郡王寺町）

２）日本サーモロジー学会　第33回大会　講師 　日本サーモロジー学会　第33回大会で講師を務め，「が
ん看護と体温」について招待講演を行った。

対象：200名
会場：奈良学園大学登美ヶ丘キャンパス（奈良県奈良市）

１）社団法人奈良県看護協会
実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会におい
て，「看護師教育課程」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：6時間

２）社団法人奈良県看護協会
実習指導者講習会　講師

　社団法人奈良県看護協会主催の実習指導者講習会におい
て，「看護師教育課程」の講義を行った。

会場：奈良県看護研修センター(奈良県橿原市)
時間：6時間

５　その他

―担当教科―

１）「保健医療学概論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に「保
健医療学概論」を担当した。「保健医療学概論」は必修科
目で1単位15時間の半期科目である。講義内容は， 全人的
ケアに主眼をおいた保健医療学について，その背景や基本
的な考え方，諸外国及び日本における現状と実践例，クオ
リティ・オブ･ライフ（QOL）の視点を含む医療と看護の原
点などについて幅広く学び，その後の主体的な学習の礎と
する。

２）「看護理論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に「看
護理論」を担当した。「看護理論」は必修科目で1単位15時
間の半期科目である。講義内容は，代表的な理論家の理論
がどのような医療環境や社会背景のもとに構築されてきた
かを知る。また，それらの理論が看護実践の根拠となるこ
とを理解し，看護過程の展開に有効に活用する方法を学
ぶ。
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平成26年4月～
現在に至る

平成26年4月～
現在に至る

平成26年6月～
平成26年9月

平成26年10月～
平成27年3月

平成26年10月～
平成27年3月

平成26年4月～

平成26年4月
～令和3年3月

平成26年4月～

６）「ターミナルケア論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「ターミナルケア論」を担当した。「ターミナルケア論」
は必修科目で1単位（2時間×15回）の半期科目である。講
義内容は，ターミナルケアの意味を理解し，看護者自身の
生死観が確立できる基礎を養う。また，ターミナルケアを
実践するうえでの知識と技術を学ぶ。

７）「国際看護論」の担当 　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象に
「国際看護論」を担当した。「国際看護論」は必修科目で1
単位（2時間×15回）の半期科目である。講義内容は，国際
社会の動向を知り，グローバルな視点で活動できる教養を
養うことを目標とする。それぞれの国の分化，資源，環境
など，多角的な視点について考え，異文化を持つ人々への
看護の在り方に対する理解を深めていく。

８）「ターミナルケア論」の担当 奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に「ター
ミナルケア論」を担当した。選択科目1単位の科目である。
現代人における死の概念について学び、文化や国民性にお
いて死の概念や認識に相違点があることを理解する。ま
た、現代におけるターミナルケアの考え方と現況を理解す
ることを目標とする。（現在に至る）

３）「チーム医療論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に
「チーム医療論」を担当した。「チーム医療論」は必修科
目で1単位15時間の半期科目である。講義内容は，チーム医
療の重要性，看護領域におけるチーム医療の変遷について
学ぶ。そして現在のチーム医療のなかでの看護師の位置づ
けおよび看護師が果たす役割について理解する。また，
チーム医療における看護の在り方および今後の課題につい
て考察する。

４）「成人看護学概論」の担当 　奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に「成
人看護学概論」を担当した。「成人看護学概論」は必修科
目で2単位30時間の半期科目である。講義内容は，人間の成
長発達課題における成人期の特質について，身体的・精神
的・社会的側面から理解する。また，成人期にある人々の
様々な健康障害の原因や要因を学び，健康の回復，あるい
は健康の保持増進に向けての看護援助の方法について学
ぶ。

５）「社会福祉」の担当 　大和高田市立看護専門学校の学生を対象に「社会福祉」
を担当した。「社会福祉」は必修科目で１単位（2時間×15
回）の半期科目である。講義内容は，社会保障・社会福祉
の理念や原理及び障害者・高齢者の生活問題の現状を把握
し，それに対する社会福祉制度と最近の政策動向について
学ぶ。

９）「保健医療学概論」の担当 奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に「保健
医療学概論」を担当した。必修科目1単位の科目である。人
的ケアに主眼をおいた保健医療学に関連し、医療と看護の
原点について「生命現象と死」「看護とはなにか」の視点
から考察する。

10）「在宅看護学概論」の担当 奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に「在宅
看護学概論」を担当した。必修科目1単位の科目である。在
宅看護が必要とされる社会背景、超高齢少子社会と要介護
者の増加、家族構成の変化、疾病構造の変化、在宅医療の
進歩について学ぶことが目的である。(現在に至る）
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平成26年4月～

平成30年4月～

平成30年4月～

平成30年4月～

平成30年4月～

平成30年4月～

平成30年4月～

～大学院～

12）「国際医療特論」の担当 奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「国際医
療特論」を担当した。必修科目２単位の科目である。タイ
王国における、ケア・サービスを受ける受け手の視点に
立った医療制度と看護の優れていることと課題について学
び、世界を視野に入れた看護の現場を知る。(現在に至る)

13）「国際看護特論」の担当 奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「国際看
護特論」を担当した。選択科目２単位の科目である。国際
協力機関の役割、国際協力機関と世界のつながりについて
学び、グローバルな健康課題に対して、看護の視点から解
決策を検討できることを目的とする。(現在に至る)

11）「看護理論」の担当 奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に「在宅
看護学概論」を担当した。必修科目1単位の科目である。在
宅看護が必要とされる社会背景、超高齢少子社会と要介護
者の増加、家族構成の変化、疾病構造の変化、在宅医療の
進歩について学ぶことが目的である。(現在に至る）

16）「在宅看護学特論Ⅱ(慢性期)」の担当 奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「在宅看
護学特論Ⅱ」を担当した。選択科目2単位の科目である。成
人期・老年期の医療の主要な疾患の慢性期における高度な
全人的看護が実施できる能力を育成し、在宅における慢性
期看護の今日的課題を考察・研究を行い看護を開発する基
盤を習得する。(現在に至る)

14）「看護倫理特論」の担当 奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「看護倫
理特論」を担当した。必修科目２単位の科目である。看護
倫理を理解するうえで基盤となる生命倫理の歴史的経緯を
概観する。また看護における倫理的課題を理解し現場にお
ける倫理的な問題・葛藤について調整することを学ぶ。(現
在に至る)

15）「看護理論特論」の担当 奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「看護理
論特論」を担当した。選択科目２単位の科目である。人
間・環境・健康・看護の４つのパラダイムに係る国内外の
諸理論について概観し、看護理論を通して看護実践のエビ
デンスを明確にし、主な看護理論の比較検討を行い実践に
応用できることを目的とする。(現在に至る)

16）「在宅看護学特論Ⅰ(在宅医療学)」の担当 奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「在宅看
護学特論Ⅰ」を担当した。選択科目２単位の科目である。
在宅の生活の様々なライフステージにおける人々のQOL向上
を目指し、健康維持・増進と疾病治療に関する援助につい
ての現状の課題について考える。また、在宅医療において
高度な医療技術を必要とする医療の中でのリーダーシップ
について考える。(現在に至る)
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平成30年4月～

平成30年4月～

平成30年4月～

平成31年4月～
令和2年3月

平成31年4月～
令和2年3月

18）「在宅看護学特論Ⅳ(地域包括支援)」の担
当

奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「在宅看
護学特論ⅳ」を担当した。選択科目２単位の科目である。
急速に進行する地域の高齢化を理解し、地域包括支援シス
テムを推進する中での看護職が果たす役割・課題・問題点
について理解するとともに、地域の特性を生かした地域包
括支援について概説する。また、専門分野における研究を
考察し自らの研究計画に役立てることができる。(現在に至
る)

19）「在宅看護学特論演習」の担当 奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「在宅看
護学演習」を担当した。選択科目２単位の科目である。慢
性疾患・障害の予防に向けて、望ましい生活習慣の形成と
慢性疾患・障害を持ち在宅で生活する人とその家族につい
て、支援ビューやディスカッションを行い、対象の多様な
ニーズに対応した援助方法や看護職の役割について追及す
る。また、そのディスカッションのなかでリーダーシップ
が取れることを目的とする。(現在に至る)

20）「特別研究」の担当 奈良学園大学大学院看護学研究科の学生を対象に「特別研
究」を担当した。選択科目８単位(1～2年次を通して実施さ
れる)の科目である。精神看護学・在宅看護学・育成看護学
の３分野にかかわり、学生が作成した研究計画を基に具体
的な研究へと導き、論文を完成させるための指導を行う。
その際、科学的・論理的思考に基づいて活動を行い、確か
な倫理観に裏付けられた研究的態度を身に着けることを目
的とする。(現在に至る)

―学位論文指導―

１）学位論文指導
（修士論文指導）

修士論文　主指導
2．テーマ「レスパイトケアを継続利用する在宅重症心身障
害児（者）の母親の心理プロセス
The Psychological Process of Mothers with Profound 
Intellectual and
Multiple Disability Family Living at Home 
Continuously Using Respite
Care.」
　学位審査会：主査

修士論文　主指導
3.テーマ「オストメイトの余暇活動に関する促進要因と阻
害要因の検討
Promoting Factors and Inhibiting Factors on Leisure
Activities Among
Ostomates」
　学位審査会：主査
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平成31年4月～
令和2年3月

令和元年4月～
令和3年3月

令和元年4月～
令和3年3月

修士論文　主指導
4.テーマ「在宅にて脳血管障害者である妻を支える男性介
護者が感じる介護負担について―要因とその支援策の検討
―
A feel of care giver burden perceived by male care r
s who wife with
cerebrovascular disorder at home －Factors and its
support measures-」
　学位審査会：主査

修士論文　主指導
5.テーマ「助産師の災害実践能力としての準備力に関する
調査研究
Research on midwives readiness as disaster practice
ability」
　学位審査会：主査

修士論文　主指導
6.テーマ「訪問看護ステーションにおけるプリセプターの
ストレスとその要因の研究
Research on Stress and Factors of Preceptor at
Visiting Nursing Station」
 学位審査会：主査

　以上、奈良学園大学大学院看護学研究科の3年次5名につ
いて，研究計画から論文作成全般についての指導をおこ
なった。
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年月日

昭和53年3月31日

昭和53年3月21日

昭和61年5月14日

昭和63年9月25日

平成3年11月29日

平成9年3月25日

平成15年10月15日

昭和61年4月～
昭和63年3月

昭和63年4月～
平成3年2月

平成3年3月～
平成3年3月

平成29年4月～
平成30年3月

平成29年4月～
平成30年3月

令和元年7月～
令和2年3月

令和2年5月～
令和3年3月

１）幼稚園教諭2級普通免許 昭52幼2普第3230号

４）養護学校教諭1級普通免許 昭63養学1普め第10号

５）看護教員資格 第946号
平成3年度厚生省認定による看護教員養成講習会

６）修士（学術） 大阪教育大学第2090号

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

２）保母資格 第保755

３）看護婦免許 第568532号

７）博士（社会福祉学） 関西学院大学（甲社第十四号）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

―看護師―

１）奈良県立医科大学付属病院看護師 看護師として精神科，小児科，神経内科に勤務

２）奈良県立心身障害者リハビリテーション
センター看護師

看護師として精神内科，整形外科に勤務

２　特許等

　　特記事項なし

３）小坂病院看護師 看護師として精神科に勤務

４　その他

学校法人奈良学園高等教育整備拡充委員会において委員を
務めた。

２) 奈良学園大学
国際交流センター　センター長

大学の委員会組織において、国際交流センター長に就任
し、友好協定締結校から特別聴講留学生を受け入れるた
め、協定校との交流を行った。また短期留学生の海外研修
に取り組んだ。看護学生のマハサラカム大学への研修に向
けての調整に取り組んだ。

３) 奈良学園大学大学院入試試験問題検討小委
員会委員

奈良学園大学大学院入学試験問題検討小委員会において委
員を務めた。

４) 奈良学園大学大学入学試験問題検討小委員
会委員

奈良学園大学大学入学試験問題検討小委員会において委員
を務めた。

１）学校法人奈良学園高等教育　整備拡充委員
会委員
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の

別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

１. 高齢者のせん妄
安心をとどけるケアと介
護の心得

共著 平成26年10月 　本書のテーマは「高齢者の」せん妄である。治療
者の視点ではなく生活援助者の視点で，「安心をと
どける」ためにどうすべきかを述べた。

A5判　全140頁
編者：守本とも子
共著者：守本とも子，野中浩幸，酒井千知，奥百合
子，川口ちづる，大谷須美子，川田美和，鎗内希美
子，大西恵，横嶋清美，山田ゆきこ，亀山紀代美
本人担当部分：
第3章「せん妄を起こしやすい状況-こわれやすい心
へのおもいやり」P45-72を単著。　本章では，せん
妄を起こしやすい状況を紹介している。高齢者の心
は壊れやすく，とても脆くなってきている。高齢者
に対しては身体的な援助とともに心のケアが重要な
課題となる。高齢者ケアにかかわる人にとって，せ
ん妄の知識は必須だと言える。
第4章「せん妄が起きてしまったら」P73-86を単
著。
　せん妄の症状は特定の病気のあらわれではなく，
さまざまな要因によって引き起こされた異常な状態
である。意識障害であることを理解し，症状への適
切な対応を学ぶ。

２. これからの国際看護
学
国境を越えた看護実践の
ために

共著 平成26年11月 　本書では，発展途上国の現状，リプロダクティブ
ヘルスと母子保健のほか，我が国に滞在する外国人
への看護についても取り上げている。また，学生が
将来勤務地として希望するであろう発展途上国，お
よび先進国への就業のほか，欧米諸国への就職につ
いても紹介している。

B4判　全163頁
監著：守本とも子
編著：田中和奈
共著者：城戸口友香，高嶋愛里，高橋里沙，田中和
奈，長谷川恵介，溝尾朗，守本とも子，龍現寺素子

本人担当部分：
第3節「国際協力機関の取り組み」P22-28を単著。
　国際協力のいくつかの方法について知り，世界中
のすべての人々がより良く生きられる未来を目指
す。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

すぴか書房
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３. 看護職をめざす人の
社会保障と社会福祉

共著 平成27年4月 　本書は看護職（看護師・保健師・助産師）をめざ
す読者が社会保障・社会福祉について学ぶテキスト
である。また，すでに医療現場で看護職やコメディ
カルとして活躍している方々の学びのふりかえり等
にも十分対応できる内容である。
B4判　全211頁
編者：守本とも子
共著者：虎杖真智子，井上深雪，小澤香，鍵本由起
子，黒野伸子，新谷奈苗，鈴木久美子，高林新，玉
井純子，土屋昭雄，富永堯史，松浦信，真鍋顕久，
三宅美恵子，村山くみ，森田隆夫，守本幸次，山口
佳子

本人担当部分：編集

４. シリーズ　看護・介
護・福祉のための「教育
学」
教育心理をふまえた患者
教育指導実践の手引き1
看護のための『教育学』

共著 平成27年12月 　本書では看護専門職者が患者への健康面での教育
指導を実践するにあたって，学ぶべき教育原理・教
育心理学を踏まえた患者教育指導のノウハウを読者
に伝え，日常の看護実践のスキルアップに繋げてい
きたい。
B4判　全151頁
編者：守本とも子
共著者：守本とも子，松田智子，虎杖真智子，鎌田
首治朗，松浦純平，中尾友美，武富由美子，山口曜
子，佐々木千恵，新谷奈苗，東中須恵子，岡本響子
本人担当部分：
第2章　3「教授理論」P22-25を単著。
第2章　4「現代の教授理論」P25-28を単著。
 教授理論とは教授者が学習者に知識・技能をさず
けるために有用な理論である。具体的な教授理論を
学ぶ前に，教授（指導）するためのよりどころとす
る原理について述べたのち（第2章　3），主要な教
授理論について説明する（第2章　4）。第2章　5
「人格」P28-P29を単著。
 教育はたんに知識や技術を習得させるためのもの
ではなく，全人的形成が目標となる。したがって教
育は人格形成過程の一環として行われなければなら
ない。
第2章　6「教育心理学と患者指導」P29を単著。
 本章で学んだ内容が患者指導に生かされることを
目的に構成しているが，教育心理学がどのように患
者指導に有用か，例をあげて考える。

みらい

あいり出版
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５. 系統看護学講座　専
門分野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看
護学[3]」
第17版

共著 平成29年1月 　本書は，多くの写真やイラストによって看護技術
の手順をわかりやすく解説した。また，主な看護技
術の手順については，動画で見られるように工夫
し，動画の活用によって技術習得が容易となり，よ
り効率的・効果的に技術レベルが向上することが期
待される。

B5判，全520頁
共著者：有田清子，有田秀子，井川順子，今井宏
美，尾崎章子，後藤奈津美，小林優子，坂下貴子，
茂野香おる，立野淳子，田中靖代，辻守栄，内藤知
佐子，任和子，林静子，比田井理恵，平松八重子，
三富陽子，守本とも子，屋宜譜美子，山勢博彰，𠮷
村雅世

本人担当部分：
第1章 A 「環境調整技術」P.10-P.24を共著。
主に療養生活の環境（病室，人的環境など）のアセ
スメントと調整及びベットメーキングについて述べ
た。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世
第6章 B 「清潔・衣生活援助」P.153-P.211を共
著。
主に衣類を用いることの意義，衣生活に関するニー
ズのアセスメント，病衣の選び方，病衣交換の方法
について述べた。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

医学書院

　本書は看護職が患者への最善の痛みケアを提供で
きるよう，第Ⅰ部で「痛みと人間」をテーマに「痛
みと性」，「痛みの意味」，「痛みと倫理」「痛み
と医療」について述べ，人間と痛みの関係を理解す
る。そして第Ⅱ部5章～８章で「痛み理論」を紹介
し，痛みに関する理論をもとに痛みについての理解
を深める・第Ⅲ部では「痛みと看護」をテーマに
「高齢者の慢性的な痛みの治療と看護」，「検査に
伴う痛みの看護」，「治療に伴う痛みの看護」
「ターミナルケアと緩和医療」といった臨床の場面
を想定した痛みのケアを学ぶ。そして，第Ⅳ部では
「痛みケアにおける看護実践例」として，術後疼
痛，癌性疼痛，急性・慢性疼痛，出産に関連した痛
みの看護，小児に関連した痛みの看護といった主な
疾患や状況における痛みケアの展開事例を紹介す
る。

B5判　全180頁
編者：守本とも子
共著者：守本とも子，池辺寧，辻下守弘，
前田吉樹，篠原百合子，棚橋千弥子，田中登美，梶
村郁子，　立川茂樹，新谷奈苗，小池恵理子，澤田
京子，横山美菜，室津史子，高垣麻衣

本人担当部分：
「第9章　高齢者の慢性的な痛みの治療と看護」　
P36－P49を単著
　慢性的な高齢者の痛みについて，痛みと動作につ
いて説明し，痛みに関する観察の力を養う。そして
高齢者の痛みの主訴の特徴を述べ，痛みの原因とな
る疾患または治療について述べる。また，痛みのア
セスメントツールを紹介し看護者が利用できる一般
的な痛みのアセスメントスケールを学ぶ。代表的な
痛みのツールはVisual Analogue Scales (VAS)であ
る。さらに本書では痛みの有無に焦点をしぼるpain
VASを紹介し，看護ケアの実践として痛みの治療と
ケアプランについて述べる。
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７. 2018年看護師国家試
験対策　要点がわかる
出題傾向がみえる老年看
護学

監修 平成29年9月 　平成30年度から看護師国家試験の出題基準が改正
されたことをうけ，本書は老年看護領域の「さまざ
まな健康状態・受療状況・生活の場に応じた高齢者
への看護，高齢者に特有な症状・疾患・障害への看
護について体系的に問うことができる」よう項目を
整理・調整している。

B5判　全109頁
監修：守本とも子
編著：吉村雅世
著：田中和奈，高橋寿奈

８. 新・はじめて学ぶ社
会福祉5　保健医療サー
ビス

共著 平成29年11月 　本書は，これから社会福祉を学ぼうとしている人
たちを意識して，わかりやすく社会福祉のエッセン
スを伝え，その基礎をしっかりと身につけてもらう
ことを目標として編集した。しかし，その一方で保
育士，社会福祉士，精神保健福祉士のシラバスで示
されている項目を忠実にたどるだけでなく，それを
一歩も二歩も超える形で社会福祉を学んでほしいと
いう願いも込めて編集を行った。

A4判　全229頁
監修：杉本敏夫
編著：中島裕，坂本雅敏
著：吉田初恵，渡鍋宏史，福岡功二，守本とも子，
岡松千代，村上信，竹中麻由美，片岡靖子，大野ま
どか，馬場保子，和田光徳，中島誠司，小方裕子，
島影俊英

本人担当部分：
第3章「保健医療サービス」P46-63を単著。
　本章では，わが国の保健医療サービスの意義と，
それがどのように発展してきたか，特に国民皆保険
制度と介護保険制度に焦点をあてて解説した。ま
た，現在の保健医療サービスにおける現状と課題，
そしてその対応策について述べるとともに，マンパ
ワーとしての保健医療サービスを担う専門職につい
ても概説する。

ピラール・プレス

ミネルヴァ書房

　本書は看護職が患者への最善の痛みケアを提供で
きるよう，第Ⅰ部で「痛みと人間」をテーマに「痛
みと性」，「痛みの意味」，「痛みと倫理」「痛み
と医療」について述べ，人間と痛みの関係を理解す
る。そして第Ⅱ部5章～８章で「痛み理論」を紹介
し，痛みに関する理論をもとに痛みについての理解
を深める・第Ⅲ部では「痛みと看護」をテーマに
「高齢者の慢性的な痛みの治療と看護」，「検査に
伴う痛みの看護」，「治療に伴う痛みの看護」
「ターミナルケアと緩和医療」といった臨床の場面
を想定した痛みのケアを学ぶ。そして，第Ⅳ部では
「痛みケアにおける看護実践例」として，術後疼
痛，癌性疼痛，急性・慢性疼痛，出産に関連した痛
みの看護，小児に関連した痛みの看護といった主な
疾患や状況における痛みケアの展開事例を紹介す
る。

B5判 全180頁
編者：守本とも子
共著者：守本とも子，池辺寧，辻下守弘，
前田吉樹，篠原百合子，棚橋千弥子，田中登美，梶
村郁子，　立川茂樹，新谷奈苗，小池恵理子，澤田
京子，横山美菜，室津史子，高垣麻衣

本人担当部分：
「第9章 高齢者の慢性的な痛みの治療と看護」
P36－P49を単著
　慢性的な高齢者の痛みについて，痛みと動作につ
いて説明し，痛みに関する観察の力を養う。そして
高齢者の痛みの主訴の特徴を述べ，痛みの原因とな
る疾患または治療について述べる。また，痛みのア
セスメントツールを紹介し看護者が利用できる一般
的な痛みのアセスメントスケールを学ぶ。代表的な
痛みのツールはVisual Analogue Scales (VAS)であ
る。さらに本書では痛みの有無に焦点をしぼるpain
VASを紹介し，看護ケアの実践として痛みの治療と
ケアプランについて述べる。
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９. 2018年看護師国家試
験対策　要点がわかる
出題傾向がみえる基礎看
護学

監修 平成29年11月 　本書は，「保健師助産師看護師国家試験出題基準
平成30年度版」の改定に沿って，複数科目の知識を
統合する能力を問う出題や，多重課題や集団へのア
プローチに必要な広い知識を統合する能力を問う出
題に対応できるように解説している。
　健康課題を持つ人々を生活者としてとらえ，身体
的・精神的・社会的に統合された存在として幅広く
理解した上で，個人や家族及び療養の場の多様化に
併せて，必要な看護サービスを提供するための知識
や能力が習得されるように構築されている。

B5判　全143頁
監修：守本とも子
編著：中馬成子
著：北島洋子，丸上輝剛，瀬山由美子，澤田京子，
平野加代子

10. 2018年看護師国家試
験対策　要点がわかる
出題傾向がみえる小児看
護学

監修 平成29年11月 　本書は，新たな出題基準の目的の大項目，中項目
ごとに過去10年間で出題された国家試験問題の要点
をまとめて、短期間で学ぶ学生にも解説している。　

B5判　全139頁
監修：守本とも子
編著：芝田ゆかり
著：田場真理，瀬山由美子

11. 2018年看護師国家試
験対策　要点がわかる
出題傾向がみえる成人看
護学　上

監修 平成29年12月 　本書「出題傾向がみえる成人看護学　上」は，看
護師国家試験出題基準の中項目に基づき要点編と過
去問編の2部構成になっている。前半部分の要点編
は看護師国家試験に頻出される重要な内容・用語に
ついて分かりやすく詳細に解説をしている。後半部
分の過去問編は，過去に実際に看護師国家試験に出
題された過去問題集を収録している。

B5判　全139頁
監修：守本とも子
編著：松浦純平
著：明神一浩

12. 2018年看護師国家試
験対策　要点がわかる
出題傾向がみえる成人看
護学　下

監修 平成29年12月 　本書「出題傾向がみえる成人看護学　下」は，
「出題傾向がみえる成人看護学　上」の続編で，看
護師国家試験出題基準の中項目に基づき要点編と過
去問編の2部構成になっている。前半部分の要点編
は看護師国家試験に頻出される重要な内容・用語に
ついて分かりやすく詳細に解説をしている。後半部
分の過去問編は，過去に実際に看護師国家試験に出
題された過去問題集を収録している。

B5判　全146頁
監修：守本とも子
編著：松浦純平
著：大山末美，梶村郁子，田場真理
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13. 2018年看護師国家試
験対策　要点がわかる
出題傾向がみえる在宅看
護論

監修 平成29年12月 　2017年4月，「新出題基準」の提言から「在宅看
護論」の改正にそって特徴的な状況にある在宅療養
者，及び医療管理を必要とする在宅療養者への看護
について，体系的に問うことができるよう，項目を
整理・追加した。また地域包括ケアシステムについ
ても重点的に解説している。

B5判　全111頁
監修：守本とも子
編著：安藤邑惠
著：川口ちづる，井上葉子

14. 2018年看護師国家試
験対策　要点がわかる
出題傾向がみえる必修問
題

監修 平成30年1月 　本書は，平成30年の新出題基準に基づき，「必修
問題」は，まずは他科目との整合性を踏まえて具体
的な用語を見直したほか，基本的な臨床検査値の評
価，輸液・輸血管理の基本などについて項目を追加
し，災害看護を項目を削除している。過去の国家試
験問題はできるだけ新しい問題を選定し，さらに中
項目ごとに，回答するために必要な関連する知識に
ついて，要点を絞り解説している。

B5判　全201頁
監修：守本とも子
編著：新谷奈苗
著：井上智栄子，金城夏樹，今野理恵，佐佐木智
絵，佐藤郁代，津田智子，土井一浩，中尾美幸，日
野徳子，本庄美香，室津史子，山口扶弥，吉水清

15.系統看護学講座　専
門分野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看
護学[3]」
第17版　2刷

共著 平成30年2月 　本書には最も基本となる看護の方法について記述
している。本書は，多くの写真やイラストによって
看護技術の手順をわかりやすく解説しているだけで
なく，おもな看護技術の手順については，動画で見
られるように工夫してある。今回の改定でさらに動
画コンテンツを充実させている。

B5判，全520頁
共著者：有田清子，有田秀子，井川順子，今井宏
美，尾﨑章子，後藤奈津美,小林優子，坂下貴子，
茂野香おる，立野淳子，田戸朝美，田中靖代，辻守
栄，内藤知佐子，任和子，林静子，比田井理恵，平
松八重子，三富陽子，守本とも子，屋宜譜美子，山
勢博彰，𠮷村雅世

本人担当部分：
第1章 A 「環境調整技術」P.10-P.22を共著。
主に療養生活の環境（病室，人的環境など）のアセ
スメントと調整及びベットメーキングについて述べ
た。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世
第6章 B 「病床での衣生活の援助」P.202-P.209を
共著。
主に衣類を用いることの意義，衣生活に関するニー
ズのアセスメント，病衣の選び方，病衣交換の方法
について述べた。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世
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16. 看護師国家試験
2019年　出題傾向がみえ
る精神看護学

監修 平成30年5月 　本書は，看護師国家試験の中項目に基づき2部構
成になっている。前半部分は看護師国家試験に頻出
される重要な内容・用語について分かりやすく詳細
に解説し，後半部分は実際に看護師国家試験に出題
された過去問題に解説をつけて集録している。

B5判　全123頁
監修：守本とも子
編著：松浦純平，明神一浩
著：五十嵐愛子，岡本響子，後藤満津子，久保正
子，木村幸代，下野義弘，仙田志津代，田中光子，
田中里奈

17. 看護師国家試験
2019年　出題傾向がみえ
る看護の統合と実践

監修 平成30年6月 　本書では，過去の国家試験問題はできるだけ新し
い問題を選定し，さらに中項目ごとに，解答するた
めに必要な関連する知識・要点を絞り解説してい
る。平成30年版の新出題基準では，「看護の統合と
実践」については,既存の出題基準項目の「看護に
おけるマネジメント」以外に複数科目の知識を統合
する能力を問うような出題や,多重課題や集団への
アプローチに必要な，広い知識を統合する能力を問
うような出題基準が明示された。また,災害と看護
及び国際化と看護について,小項目が新たに作成さ
れ,看護におけるマネジメントについては,保健・医
療・福祉の機能分化と連携や人材育成・活用などの
項目が追加された。

B5判　全88頁
監修：守本とも子
著：井上智栄子，梶村郁子，洲崎好香，佐藤郁代，
新谷奈苗，立川茂樹，丸山輝剛，吉水清

18. 看護師国家試験
2019年　出題傾向がみえ
る健康支援と社会保障制
度

監修 平成30年6月 　本書は，平成30年版の新出題基準にそって，少子
化，晩婚化，晩産化，マイナンバー制度，地域包括
ケアシステムなどについて重点的に解説している。
本書では，過去の国家試験問題はできるだけ新しい
問題を選定し，さらに中項目ごとに，解答するため
に必要な関連する知識を絞り解説している。

B5判　全195頁
監修：守本とも子
著：井上智栄子，大浜恵美子，梶村郁子，金城夏
樹，志野泰子，芝田ゆかり，新谷奈苗，洲崎好香，
土居一浩，立川茂樹，丸山輝剛，森山浩司，吉水清

19. 看護師国家試験
2019年　出題傾向がみえ
る成人看護学　上

監修 平成30年7月 　本書では，平成30年度版看護師国家試験出題基準
にそって，「周手術期」と「慢性疾患」「リハビリ
テーション」についての項目が拡大したことをふま
え，それらを重点的に解説している．

B5判　全207頁
監修：守本とも子
編著：松浦純平
著：明神一浩
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20. 看護師国家試験
2019年　出題傾向がみえ
る成人看護学　下

監修 平成30年11月 　本書では，看護師国家試験出題基準の中項目に基
づき要点編と過去問編の2部構成になっている．前
半部分の要点編は看護師国家試験に頻出される重要
な内容・用語について分かりやすく詳細に解説して
いる．後半部分の過去問編は，過去に実際に看護師
国家試験に出題された過去問題集を収録している．

B5判　全189頁
監修：守本とも子
編著：松浦純平　明神一浩

21. 看護師国家試験
2019年　出題傾向がみえ
る必修問題

監修 平成30年12月 　本書では，看護師国家試験出題基準の中項目に基
づき要点編と過去問編の2部構成になっている．前
半部分の要点編は看護師国家試験に頻出される重要
な内容・用語について分かりやすく詳細に解説して
いる．後半部分の過去問編は，過去に実際に看護師
国家試験に出題された過去問題集を収録している．

B5判　全189頁
監修：守本とも子
編著：松浦純平

22. 看護師国家試験
2020年　解いて、わか
る！覚えて合格！必修問
題 問題集

監修 令和元年10月 　本書では，看護師国家試験出題基準の中項目に基
づき分かりやすく詳細に解説をしている．必修問題
の出題傾向は、一般的によく知られている知識，過
去の国家試験問題に出題されたことがあるも，実習
で頻繁に遭遇するような基礎的な内容である．

A5判　全170頁
監修：守本とも子
編著：松浦純平

23.系統看護学講座　専
門分野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看
護学[3]」
第17版　4刷

共著 令和2年2月 　本書には最も基本となる看護の方法について記述
している。本書は，多くの写真やイラストによって
看護技術の手順をわかりやすく解説しているだけで
なく，おもな看護技術の手順については，動画で見
られるように工夫してある。今回の改定でさらに動
画コンテンツを充実させている。

B5判，全520頁
共著者：有田清子，有田秀子，井川順子，今井宏
美，尾﨑章子，後藤奈津美,小林優子，坂下貴子，
茂野香おる，立野淳子，田戸朝美，田中靖代，辻守
栄，内藤知佐子，任和子，林静子，比田井理恵，平
松八重子，三富陽子，守本とも子，屋宜譜美子，山
勢博彰，𠮷村雅世

本人担当部分：
第1章 「環境調整技術」P.10-P.24を共著。
主に療養生活の環境（病室，人的環境など）のアセ
スメントと調整及びベットメーキングについて述べ
た。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世
第6章 B 「病床での衣生活の援助」P.202-P.211を
共著。
主に衣類を用いることの意義，衣生活に関するニー
ズのアセスメント，病衣の選び方，病衣・寝衣の交
換方法について述べた。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世
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24. 看護師国家試験
2020年　解いて、わか
る！覚えて合格！小児看
護学[看護の統合と実践]
問題集

監修 令和2年3月 　本書は看護師国家試験の小児看護学の問題の解説
と、その理解を深めるための書としてまとめられて
いる。最近の国家試験問題は、丸暗記だけでは通用
しなくなり、知識を生かして思考しなければならな
い出題傾向になりつつある。第108回の看護師国家
試験問題は、単一的な知識の獲得のみでは違えやす
い内容であった。

A5判　全96頁
監修：守本とも子
編著：山口求

25. 看護職をめざす人の
社会保障と社会福祉

監修 令和2年4月 　わが国の現況のなかで，看護職が多職種と連携を
図り，対象者の生活を視野に置き，QOLの向上にむ
けて多角的に援助したり、対象者のニーズに応える
ためには，社会保障・社会福祉の理解とそれらの知
識を持つことが不可欠となる．そこで本書では，看
護職養成校ではじめて社会保障・社会福祉を学ぶ読
者が，その仕組みを学び，対象者のQOL向上を図る
ための知識を体系的に理解できるように構成してい
る．

B5判　全215頁
編著：守本とも子

26. 看護師国家試験対策
2021年　解いて、わか
る！覚えて合格！必修問
題　問題集

監修 令和2年4月 　本書では、看護師国家試験出題基準の中項目分類
別に過去に実際に出題された過去問題集の回答につ
いて詳しく解説している。必修問題は看護師免許を
有するにふさわしいかどうか最低限度の知識を理解
しているかどうかを試される問題が50問出題され
る。このうちの80％以上を取らないと、たとえ一般
問題と状況設定問題が満点だったとしてもその時点
で不合格となる。

A5判　全189頁
監修：守本とも子
編著：松浦純平

27.看護師国家試験対策
2021年　解いて、わか
る！覚えて合格！小児看
護学　問題集

監修 令和2年5月 　本書は看護師国家試験の小児看護学の問題の解説
と、その理解を深めるための書としてまとめられて
いる。最近の国家試験問題は、丸暗記だけでは通用
しなくなり、知識を生かして思考しなければならな
い出題傾向になりつつある。第109回の看護師国家
試験問題では、単一的な知識の獲得のみでは違えや
すい内容であった。

A5判　全80頁
監修：守本とも子
編著：井上昌子

28.2021年　出題傾向が
みえる　看護の統合と実
践

監修 令和2年8月 　本書では、1,看護におけるマネジメント、2,災害
と看護、3,国際化と看護の視点から、概念理解にと
どまらず、その意味内容が何かを解説している。併
せて過去10年間の問題と解説も加えている。「看護
の統合と実践」では、複数科目の知識を統合する能
力や、多重課題や集団へのアプローチに必要な広い
知識を統合する能力が求められる。

B5判　全91頁
監修：守本とも子
編著：三浦康代
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29.2021年　出題傾向が
みえる　健康支援と社会
保障制度

監修 令和2年10月 　本書では、新出題基準に準拠し、「健康支援と社
会保障制度」において、社会背景や看護を取り巻く
状況と課題について、近年の状況を踏まえて具体的
な項目を追加するとともに、社会保障および社会福
祉に関する法や施策と制度、公衆衛生や健康支援に
係る項目について体系的に整理されている。併せ
て、過去10年間の問題と解説も加えている。

B5判　全193頁
監修：守本とも子
編著：三浦康代

31.看護師国家試験　直
前　社会福祉学領域
ファイナルチェック

編著 令和3年3月 本書は、看護職をめざす読者が社会福祉について学
ぶためのテキストである。また同時にすでに看護職
として活躍されている方々にも現代における社会福
祉についての理解を深め、看護実践における社会資
源の活用に向けて、重要な示唆を与えてくれる書籍
でもある。そこで、本書では社会福祉の仕組みを学
び、対象者の生活を基盤としたQOLの質の向上に向
けた社会福祉の知識を体系的に理解できるように構
成している。

A5判　全170頁
編著：守本とも子,富永堯史
監修：星野政明

金芳堂

　本書には最も基本となる看護の方法について記述
している。本書は，多くの写真やイラストによって
看護技術の手順をわかりやすく解説しているだけで
なく，おもな看護技術の手順については，動画で見
られるように工夫してある。今回の改定でさらに動
画コンテンツを充実させている。また、今回の改定
では、「感染防止の技術」と「安全確保の技術」を
『統計看護学講座　基礎看護技術Ⅰ』に移行した。
そこでは、これに加えて「コミュニケーション」
「ヘルスアセスメント」「看護過程展開の技術」
「学習支援」といった看護技術の土台をなす技術に
ついて解説している。

B5判，全498頁
共著者：有田清子，有田秀子，今井宏美，尾﨑章
子，後藤奈津美,小林優子，坂下貴子，茂野香お
る，立野淳子，田戸朝美，田中靖代，辻守栄，内藤
知佐子，任和子，林静子，比田井理恵，平松八重
子，三富陽子，守本とも子，屋宜譜美子，山勢博
彰，𠮷村雅世

本人担当部分：
第1章 A 「環境調整技術」P.10-P.26を共著。
主に療養生活の環境（病室，人的環境など）のアセ
スメントと調整及びベットメーキングについて述べ
た。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世
第6章 B 「病床での衣生活の援助」P.224-P.232を
共著。
主に衣類を用いることの意義，衣生活に関するニー
ズのアセスメント，病衣の選び方，病衣交換の方法
について述べた。
共著者：守本とも子，𠮷村雅世

医学書院令和3年1月共著30.系統看護学講座　専
門分野1
「基礎看護技術Ⅱ基礎看
護学[3]」
第18版　1刷
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32.新・はじめて学ぶ社
会福祉⑤　保健医療サー
ビス

執筆 令和3年3月 本書は、これから社会福祉を学ぼうとしている人た
ちを意識して、わかりやすく社会福祉のエッセンス
を伝え、その基礎をしっかりと身に着けてもらうこ
とを目標とし、またその一方で保育士,社会福祉士,
精神保健福祉士のシラバスで示されている項目を忠
実に辿るだけでなく、それを一歩も二歩も超える形
で社会福祉を学んでほしいという願いを込めて作ら
れている。

A5判　全229頁
監修：杉本敏夫
執筆：中島裕,吉田初恵,渡鍋宏二,福岡功二,守本と
も子,松岡千代,坂本雅俊,村上信,竹中麻由美,片岡
靖子,大野まどか,馬場保子,和田光徳,中島誠司、小
方優子,島影俊英

（学術論文）

１. The Factors that
Inhibit the Health
Behaviors of Adulthood
Women
（成人女性の保健行動を
抑制する因子について）
（査読付）

共著 平成27年3月  本研究では，初発の乳がん患者で，手術療法の後
に化学療法の2回目を終了した以降の患者から，仕
事を継続している患者を対象とし，「仕事を継続し
てく上での困難」について個別に半構造的インタ
ビューを行った。　
　この結果，7つのカテゴリー，「治療の副作用か
らくる身体的苦痛」「仕事に穴をあけることに対す
る申し訳なさ」「再発への不安から仕事をセーブす
る」「職場の配慮不足」「受診のしにくさ」「治療
の副作用から仕事の能力が落ちているのではないか
という不安」「病名告知により同僚に気を遣われる
辛さ」で構成されていた。

本人の担当：研究の総括を行った。
共著者：新谷奈苗，小池恵理子，守本とも子

２. 身体拘束一時的中
断に関する看護師のアセ
スメントの視点について
の考察
（査読付）

共著 平成27年3月 　本研究の目的は，精神科病棟で身体拘束中患者の
ケアに携わる看護師が，日常生活援助場面におい
て，拘束一時中断が可能かどうかのアセスメントを
どのような視点で行っているかを明らかにすること
である。
　その結果，≪疎通が図れる≫≪約束が出来る≫≪
興奮・大声がない≫≪暴力がない≫≪緊張がない≫
≪穏やかである≫≪食事が食べられる≫≪夜間睡眠
がとれる≫≪自傷がない（うつ状態の患者）≫の9
つのカテゴリーが見出された。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。

共著者:上山千恵子，守本とも子

ミネルヴァ書房

医療福祉情報行動科学研
究　第3号
2015　P.13-P.19

医療福祉情報行動科学研
究　第3号
2015　P.1-P.8
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３. 認知症高齢者を介
護する娘介護者の体験
－介護生活の中で体験す
る困難と，介護生活の支
えとなるもの－
（査読付）

共著 平成28年10月 　在宅認知症高齢者の介護者（娘）が体験する困難
と，介護者の介護生活での支えとなっている要因に
ついて明らかにした。調査対象は在宅娘介護者15名
で半構成的面接調査をおこなった。その結果，介護
者が体験する困難として「親の現状を受け止める難
しさ」「役割の両立から生じる困難」　「自分がや
らなければ」「介護協力者との間に生じるずれ」な
どの7カテゴリーが，生活の支えとなっているもの
として「変わっていく親を共有できる存在」「介護
を分担してくれる家族」「介護効果の実感」などの
4つのカテゴリーが抽出された。このような娘介護
者特有の状況を理解したうえでの支援が重要である
ことが示唆された。

本人担当部分：調査と研究の総括をおこなった。

共著者:上山千恵子，田場真理，守本とも子

４. Influence of Job
Stressor on Coping
Behavior
（仕事ストレッサーが対
処行動に与える影響）
（査読付）

共著 平成29年2月 　食品製造業者に勤務する従業員168人を対象と
し，仕事ストレッサー因子が対処行動にどのように
結びついているかを検証した。重回帰分析の結果，
計画的対処行動と要求度，裁量度，技能活用に有意
な関連性があり，自己管理能力が高く，目標達成ま
で自分なりに計画を立て行動する傾向にある者が計
画的対処を採用する傾向にあることがわかった。ま
た，積極的協力依頼行動と，サポート・技能活との
間に有意な関連性があり，周囲とコミュニケーショ
ンが良好でサポーティブな状況が背景にあり，また
課題を整理し他者に伝えられる知識や技術のある者
が，積極的協力依頼を採用する傾向にあることがわ
かった。計画的対処，積極的協力依頼といったポジ
ティブな対処を実行するためには，本人の知識や技
術を活用できる仕事に就かせることや，普段からの
サポーティブな組織作りが大事であると考えられ
る。

本人担当部分：研究の総括をおこなった。。

共著者: Nanae Shintani, Hiroyasu Nagaoka, 
Tomoko Morimoto

５. 地域在住高齢者を
対象とした運動教室の効
果検証
-遠隔フィットネスシス
テムを使用して-
（査読付）

共著 平成30年2月 　本研究は，地域在住高齢者を対象として遠隔
フィットネスシステムを使用した運動教室の効果を
明らかにすることを目的とする．自宅で生活する65
歳以上の高齢者10名に対して，特別養護老人ホーム
1施設に遠隔フィットネスシステムを設置し，遠隔
フィットネスシステムを使用した運動教室を週1回
1ヶ月間実施した．その結果，地域在住高齢者は，
運動教室に参加することで身体機能や生活満足度，
運動に対する意識の改善に効果を感じていた．ま
た，日常の動作や食生活にも気をつけるようになる
などの変化もみられた．

本人担当部分：研究計画の策定と分析をおこなっ
た．

共同発表者：田中 和奈, 吉村 雅世, 東中須 惠子, 
守本 とも子 

奈良学園大学紀要第5集
p. 67-79

Journal of Information 
and Behavioral Science 
for Health and Welfare
医療福祉情報行動科学研
究
Vol 4. 2017
p. 51-60.

Journal of Information 
and Behavioral Science 
for Health and Welfare
医療福祉情報行動科学研
究
vol.5 2018
P.53-P.58+D280
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６．Support for 
Decision-making 
Regarding Continuing 
or Suspending 
Terminal-Stage 
Dialysis 

（終末期透析の継続また
は見合わせに関する意思
決定支援についての検
討）
（査読付）

共著 平成31年3月 　終末期透析についての話し合い・事前指示等作成
の現状とともに終末期透析の意思決定について検討
することを目的とした。透析患者948人を対象に
行った質問紙調査の回答（有効回答率 38.8%）を，
Pearsonのχ2検定・Fisherの正確確立検定と質的分
析を合わせたミックスメソッド・リサーチを用い分
析した。看護としての終末期透析の意思決定支援と
しては，透析導入後一定期間が経過し終末期透析に
ついて関心のある患者とその家族については、患
者・家族の健康状態，そして置かれている状況を確
認しながら，必要な情報提供を行い，終末期透析に
ついてしっかり話し合いができるよう調整していく
ことが重要となることが示唆された。

本人担当部分：調査と研究の統括をおこなった。

共著者：田場真理，守本とも子

７．A　Discussion for 
Providing Livelihood 
Support Method for the 
Elderly with Dimentia 
and Their Caregivers -
Analyzing Ceregiver's 
Concerning Behavers-
（認知症高齢者と家族の
生活支援への検討－認知
症高齢者の気になる行動
の分析より－）
（査読付）

共著 平成31年3月 　本研究の目的は「認知症高齢者の気になる行動」
を中心に，生活者としての認知症高齢者と家族の抱
える問題を分析し，認知症高齢者と介護者の生活支
援の方法を検討することである。インタビューから
得られたデータを抜粋し，KJ法により分析した結
果，8つのカテゴリーに分類された。これらの問題
行動は認知症という疾患が原因となるものであり，
疾患を理解することで介護者の精神的な負担は軽減
することが先行研究や本研究からも推察される。介
護者は認知症高齢者の奇異な行動にも意味があるこ
との理解をすることが，介護者の精神的な介護負担
軽減に有用であると考えられた。これらの結果よ
り，介護者への認知症高齢者の疾患の理解を促す支
援が重要であることが示唆された。

本人担当部分：調査と研究の統括を行った。

共著者：守本とも子，田場真理，川口ちづる，辻下
守弘，新谷奈苗，永岡裕康

８．Evaluation of the 
effects of skin care 
using suger scrub for 
pruritus cutaneous 
senilios
（「老人性皮膚搔痒症」
のシュガー・スクラブに
よるスキンケアの効果の
検証）
（査読付）

共著 平成31年3月 　本研究は老人性掻痒症のスキンケアに皮脂量の増
加に効果があるシュガー・スクラブを用いたケア群
と清拭による統制群の前後の皮膚の水分と皮脂の比
較から効果を検証することを目的とした。研究方法
は，温タオルによる全身清拭の統計群とシュガー・
スクラブを使用するケア群に分け，ｔ検定を行っ
た。結論として，老人性掻痒症に対してシュガー・
スクラブを用いることにより皮脂量の増加とそのバ
リア機能の促進によって水分保持能力が上昇し，ス
キンケアとして効果的であることを示唆されるもの
であるといえる。

本人担当部分：調査と研究の統括を行った。

共著者：高橋寿奈，斎藤英夫，山口求，吉村雅世，
佐藤郁代，野口寿美子，井上昌子，守本とも子

Journal of Informetion 
and Behavioral Science 
for Health and Welfare 
医療福祉情報行動科学研
究
Vol.6．2019
p.13-19

Journal of Informetion 
and Behavioral Science 
for Health and Welfare 
医療福祉情報行動科学研
究
Vol.6．2019
p.55-62

Journal of Informetion 
and Behavioral Science 
for Health and Welfare 
医療福祉情報行動科学研
究
Vol.6．2019
p.65-71
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９．Influence of Peer 
Suppport on Depression 
in Homedialysis 
Patients
（透析患者の抑うつにピ
アサポートが与える影
響）
（査読付）

共著 令和2年3月 　本研究では，透析患者の抑うつにピアサポートが
与える影響について明らかにし，効果的なピアサ
ポートの活用のための示唆を得ることを目的とし
た。透析患者1000人を対象とした。結果として，透
析患者の抑うつにピアサポートが影響を与えること
は示されなかった。理由としては，透析患者が抑う
つにとなる最大の要因が，患者自身の自覚する身体
症状であるためであり，心理的安定を通して抑うつ
への効果が期待されるピアサポートでは，この身体
的な問題を解決できないからであることが考えられ
た。透析患者の抑うつに対してピアサポートを効果
的に活用しようとするならば，まずは患者の身体症
状を改善することが医療者の役割として重要である
ことが示唆された。

本人担当部分：調査と研究の統括を行った。

共著者：田場真理，守本とも子

10．“Support of 
doctor" influence on 
hemodialtysis 
patients' depression: 
Cooperation with 
doctors from a nursing 
perspective
（透析患者の抑うつに医
師のサポートが与える影
響－看護の立場から医師
との連携を考える－）
（査読付）

共著 令和2年3月  透析患者の抑うつ改善のための効果的な医師との
連携の在り方を看護の立場から検討するため、医師
のサポートについて調査・分析した.結果, 透析患
者の抑うつに直接的に影響を与えているものは患者
自身の自覚する身体症状であり、医師のサポートは
間接的に影響を与えるものであることが明らかと
なった。このことからは医師の治療による身体症状
の改善が行われれば,抑うつ状態も軽快へと向かう
可能性があることが示唆された。看護師は身体症状
に対する治療効果を高めるために医師と連携するこ
とが、抑うつ改善のための効果的な医師との連携で
あろうことが示唆された。

本人担当部分：調査と研究の統括を行った。

共著者：田場真理，守本とも子

11．A study on the 
stress related to 
provition of skincare 
as a form of hygiene 
assistance to children 
with sevece motor and 
intellectual 
disabilities(重度心身
障害児(社)の清潔援助と
してスキンケアの提供に
よるストレスに関する研
究)
（査読付）

共著 令和2年3月 　本研究の目的は、清潔援助であるスキンケアは重
心児に快感情を提供できるケアであり、それがスト
レス軽減につながるかを検証することである。研究
方法は温タオルで清拭する統制群と「カラダキレ
イ」を使用して清拭するスキンケア群(ケア群)にラ
ンダムに振り分けて行った。結論として、水分値・
油分値ともにケア群が有意に上昇と、心拍数の低下
からカラダキレイによるスキンケアの効果は、スト
レスの軽減にもつながると考える。唾液アミラーゼ
は、両群ともに非常に高く、重心児はストレス状態
にあることが示された。

本人担当部分：調査と研究の統括を行った。

共著者：山口 求，佐藤 郁代，斎藤 英夫，野口 寿
美子，松居 典子，木野田 利枝，門脇 志保，村井 
久美子，谷口 奈美，守本 とも子

Journal of Informetion 
and Behavioral Science 
for Health and Welfare 
医療福祉情報行動科学研
究
Vol.7 2020
p.45—53

Journal of Informetion 
and Behavioral Science 
for Health and Welfare 
医療福祉情報行動科学研
究
Vol.7 2020　
p.17—24

Journal of Informetion 
and Behavioral Science 
for Health and Welfare 
医療福祉情報行動科学研
究
Vol.7 2020　

p.73—80
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（その他 )

―事典―

1.介護福祉学事典 共著 平成26年10月 　本書は「介護福祉学」の構築のためのエビデンス
を確立することを主たる目的としている。隣接領域
の学問を学びつつ介護福祉学特有の学問体系を構築
することが重要である。
「介護福祉学事典」は介護の社会的ニーズに対し
て，専門的な知識を持って対応できる人材の育成と
サービスの向上に寄与するため，教育の根拠となる
「介護福祉学」に関する知識・技術の共通理解の
ツールとして活用できる内容とした。

B5判　全829頁
共・編者：日本介護福祉学会事典編纂委員会 

本人担当部分：P546-547を単著。
「障害児に対する介護福祉」
障害児の定義・概念・考え方について述べ，障害児
に関する介護，福祉の実践や制度の現状を明らかに
した。また，障害児に対する介護について，近現代
史から，ノーマライゼーションの浸透までの背景や
経過を説明し，障害のある子どもも社会の中で他の
人々と同じように生活でき，活動することができる
ための展望と課題について考察した。

―研究報告書―

１．高齢者の「老人性皮
膚掻痒症」のシュガー・
スクラブによるスキンケ
アの検証

共著 平成31年3月 　本研究は，シュガー・スクラブを用いたスキンケ
ア群と，清拭による統制群との比較から，「老人性
掻痒症」におけるスキンケアとしてシュガー・スク
ラブの効果的を検証することを目的とした。本研究
結果では，ケア群において，シュガー・スクラブの
使用により皮膚水分量・脂分量ともに有意に上昇
し，保湿効果によるバリア機能となり，「老人性皮
膚掻痒症」のスキンケアに効果的であることが示唆
された。

本人担当部分：統計解析および研究の総括をおこ
なった。

共著者：山口求，守本とも子，吉村雅世，佐藤郁
代，斎藤英夫，高橋寿奈，井上昌子，野口寿美子

２．重度心身障害児(者)
の清潔援助としてスキン
ケアの提供によるストレ
スに関する研究

共著 令和2年3月 　本研究は，重心児の清潔援助であるスキンケア
は，重心児に快感情を提供できるケアであり，スト
レス軽減につながるかを検証することを目的とし
た。本研究結果より，心拍数においては，ケア群に
低下傾向がみられ，ストレス軽減につながることが
示唆された。また，重心児の唾液アミラーゼの結果
からストレスを受けやすいと状態にあることが分か
り，看護者や介護者に求められる技術の高さと快援
助の提供が重要と考えられた。

本人担当部分：統計解析および研究の総括をおこ
なった。

共著者：山口求，佐藤郁代，斎藤英夫，野口寿美
子，松居典子，守本とも子，木野田利枝，門脇志
保，村井久美子，谷口奈美

ミネルヴァ書房

アビサル・ジャパン委託
研究報告書

A4判，全10頁

アビサル・ジャパンKK委
託研究報告書

A4判，全9頁

保健医療学部看護学科

643



―総説―

１.終末期透析について
の意識と実態調査報告書

共著 平成28年3月 　終末期医療についての関心の高まりとともに終末
期腎不全医療のありかたについての議論も高まりを
みせている。透析患者の終末期の意思決定を支える
医療・ケアは転換期を迎え，今まさにその実現に向
けて大きく動きはじめている。しかし，透析患者は
生きるため，命を繋ぐために透析を選択しているの
であって，終末期のことを主体的に考えることは，
健康な人がそれについて考えるほど容易なものでは
ない。
　そこで，平成27年8月下旬～9月下旬にかけて奈良
県腎友会事務所の協力を得て，会員の皆様を対象に
「終末期透析についての意識と実態調査」を実施
し，その結果をまとめた。

本人担当部分:統計解析及び研究の総括をおこなっ
た。

共著者:守本とも子，田場真理

２.地域で生活する高齢
者の災害時非難状況に関
する文献検討

共著 平成29年2月 　世界各地で自然災害が増加している。高齢者人口
の割合が世界で比較的高い国々での自然災害が増加
しているという現状がある。このような状況にあり
ながら近年,わが国の高齢化は加速しており,高齢者
人口の割合は世界で最も高い。東日本大震災では死
者うち60歳以上の比率はおよそ6割であった。そこ
で,2006年から2016年までの文献を検討することで,
高齢者の防災の実態を分析し,今後の課題を明らか
にすることを目的とした。その結果,現在,国などの
関係機関が防災対策に多く取り組んでおり,高齢者
の防災意識も高い一方で,実際の防災行動が十分に
取れていないといった結果が得られた。災害が続発
する中,早急に防災行動が迅速かつ適切に行えるた
めの対策を検討する必要があることが示唆された。

共著：丸上 輝剛, 新谷 奈苗, 守本 とも子. 
本人担当部分：研究の総括をおこなった。

３.タイ王国の周産期看
護-チェンマイ大学看護
学部の視察を通して-
Perinatal Nursing in
Thailand -Through a
Visit with the school
of Nursing at Chiang
Mai University-

共著 平成29年9月 タイ王国北部にあるチェンマイ大学を視察し、タ
イ王国における周産期看護の現状についての現状把
握を行った。共働きの家庭が多いタイ王国では、仕
事を持つ母親たちの多くが授乳のための環境が整っ
ていないために母乳で育児を行うことは困難であ
り、母乳育児率の低下が問題視されている。こう
いった社会的背景から、母乳育児の重要性について
の啓発活動と環境を改善するための王室によるプロ
ジェクトが発足し、企業の事業所内の授乳コーナー
設置や無料での母乳輸送サービスの提供などが現在
では行われている。日本においても母乳育児の利点
については知られてはいるものの、タイ王国のよう
なサービスの整備にまでは至っていない状況にあ
る。そのため、タイ王国の周産期看護についての現
状を把握することは、日本の周産期看護の質改善の
ための示唆を得ることにつながると考える。

共著：田中和奈,  守本 とも子，辻下守弘 
本人担当部分：研究の総括をおこなった。

ばんび
NPO法人奈良県腎友会
2016年　春号　No.87
P.3-P.12

医療福祉情報行動科学研
究
vol.4 P.11-P.17

奈良学園大学紀要第7集
P.179-P.185
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―国際会議発表―

１. Remote Fitness System
Advantages with Exercise
Classes for Community-
dwelling Older People
(地域在住高齢者の運動教
室に遠隔フィットネスシステ
ムを使用する利点)

― 平成29年4月 　自宅で生活する地域在住高齢者を対象とした運動
教室に遠隔フィットネスシステムを用いることの可
能性を明らかにすることを本研究の目的とした．
　奈良県内の特別養護老人ホーム1施設に遠隔
フィットネスシステムを設置し，遠隔フィットネス
システムを使用した運動教室を週1回30分間自宅で
生活する65歳以上の地域高齢者10名に対して1ヶ月
間開催した．その結果，対象者の属性は女性9名，
男性1名．平均年齢は81.5歳（SD=5.8）であった．
　分析の結果，遠隔フィットネスシステムを使用し
た運動に参加して悪かったことについての訴えはな
く，利点についての意見のみであった．
　遠隔フィットネスシステムの利点として，32コー
ド，8サブカテゴリー，4カテゴリーが抽出された．
地域高齢者は運動内容を覚えていることができない
ため，自宅にて一人で運動を行うのは難しいと感じ
ていたが，遠隔フィットネスシステムを使用すれば
運動指導者の動きを実際に見ることができ，指導者
からの指示をその場で受けながら運動を行えるた
め，真剣に運動に取り組むことができ，効果的な運
動の実施につながっていると感じていたことが明ら
かとなった．これらのことから，遠隔フィットネス
システムを使用すれば，認知症など記憶障害がある
高齢者に対しても効果的な運動指導が行える可能性
が示唆された．

本人担当部分：研究計画書の立案と調査結果の分析
をおこなった．

共同研究者：田中和奈，吉村雅世，吉村昌子，東中
須恵子，守本とも子

２．A Verification of the 
Skincare Benefits of Suger 
Scrubs for Elderly People 
with Senile Pruritus
(高齢者の「老人性皮膚掻
痒症」に「カラダキレイ」によ
るスキンケアの効果の検証)

― 令和2年1月 　本研究の目的は，スキンケアが，皮膚の保湿を高
め，掻痒感を軽減することを検証する。75歳以上の
高齢者を対象（17人）にして，温タオルで清拭をす
る統制群と，「カラダキレイ」を用いるスキンケア
群とにランダムに振り分けて、両群ともに水分値と
油分値を清拭前後に測定した。比較にｔ検定を用い
た。本研究結果より，スキンケア群が有意に水分
値・油分値ともに上昇し，「老人性皮膚掻痒症」の
皮膚の乾燥を防ぎ掻痒感を軽減することが示唆され
た。

共同研究者：Tomoko Morimoto，Motomu Yamaguchi,
Hisana Takahashi, Hideo Saito, Ikuyo Sato, 
Sumiko Noguchi, Masayo Inoue, Masayo Yoshimura

３，Perceptions towards 
Diet and Exercise Amang 
Type2 Diabetes Patients in 
Nara Prefecture
（奈良県在住2型糖尿病患
者の食生活と運動に関する
認識）

― 令和2年1月 　本研究は，奈良県在住の2型糖尿病患者の食事と
運動に関する認識を探ることを目的とした。奈良県
在住の2型糖尿病患者20名を対象に，半構造的面接
調査を行った。本研究の結果，奈良県在住の2型糖
尿病患者の健康行動に対する社会生態学的影響が明
らかになった。また，奈良県在住の2型糖尿病患者
に対しては，健康管理の計画，実施，評価において
個人と家族，職場の特性を考慮して糖尿病治療の介
入を行う必要性が示唆された。

共同研究者：Haruna Tanaka, Tomoko Morimoto, 
Ikuyo Sato, Sumiko Noguchi

EAFONS2020 23rd EAST 
ASIAN FORUM OF NURSING 
SCFOLARS
Chiang Mai University 
Faculty of Nursing 
Chaining Mai,Thailand

EAFONS2020 23rd EAST 
ASIAN FORUM OF NURSING 
SCFOLARS
Chiang Mai University 
Faculty of Nursing 
Chaining Mai,Thailand

32nd International 
Conference of 
Alzheimer's Disease 
International, Kyoto, 
Japan
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４ ．Analysis of nursing 
research on CPR in gender 
: a 10-year study in the 
world
(世界におけるジェンダーの
視点からCPR実施時に関す
る看護研究の分析)

― 令和2年2月 　本研究の目的は，世界におけるCPR実施時の性に
関する研究の分析と課題を明らかにすることであ
る。研究方法は，検索データベースはPabMedと
Cochrane Libraryを使用した。検索キーワードは
Nursing，CPR，genderで検索した。遡及期間は2009
年から2019年の10年間とした。36編の論文の研究目
的について，テキストマインニングソフトKhcoder
にて階層的クラスター分析と共起関係ネットワーク
分類にて分析した。階層的クラスターの結果から学
生のCPR教育の中で性差に囚われずに確実なCPRの実
施，振り返り，実施後の報告会(Debriefing)が重要
であることが明らかになった。

共同研究者：Jumpei Matsuura，Michiru 
Mizoguchi，Yuri Kogayashi，Mari Taba，
Tomoko Morimoto

―国内学会発表―

１. 高齢者を対象とす
る調査研究の評価につい
て
　－介護老人福祉施設で
アクティビティケアとし
て遠隔フィットネスシス
テムを用いる研究からー

— 平成29年6月 　本研究の目的は特別養護老人ホームに入所する高
齢者に対し遠隔地フィットネスシステムを用いた運
動療法の実施から，要介護高齢者を対象とする調査
研究の方法について示唆を得ることである．対象は
介護老人福祉施設入所の高齢者９名(女性1名，男性
8名)．調査期間は平成28年5月～6月．平均年齢86.6
歳，要介護度1～４(平均2.4）であった。フィット
ネス運動は1回30分，週に1回火曜日の13:00～13:30
の時間で計4回実施した．実施の初回と終了後，健
康感と生活の満足感をVASスケールで評価した．終
了後グループフォーカスインタビューにより感想を
聴取した．インタビュー内容の分析を行い，VASス
ケールは統計的処理を行った．その結果，実施前後
で健康感が数値的に低下していた。このことは「思
うように動かない身体を実感する」ことになり健康
感に影響するものであったと考えられる．高齢者の
感想からは，ただ運動するだけでなく個別な対応を
受けることを心地よく感じていると考えられた。介
護に関わる職員の言動は効果があったと判断できる
ものであった．

本人担当部分：研究計画の策定と分析をおこなっ
た。（P.67）

共同発表者：吉村雅世，田中和奈，守本とも子，東
中須恵子，吉村昌子

The 6th International 
Research Conference of 
World Academy of 
Nursing Science
Osaka，Japan

第32回日本保健医療行動
科学会学術大会

日本保健医療行動科学会
雑誌　第32巻　特別号
（千葉県鴨川市）
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57. 地域在住高齢者を
対象とした遠隔フィット
ネスシステムを使用した
運動教室の効果検証

— 平成29年12月 　本研究の目的は、特別養護老人ホームに入所する
高齢者に対し遠隔地フィットネスシステムを用いた
運動療法の実施から，要介護高齢者を対象とする調
査研究の方法について示唆を得ることである．対象
は介護老人福祉施設入所の高齢者９名(女性1名，男
性8名)．調査期間は平成28年5月～6月．平均年齢
86.6歳，要介護度1～４(平均2.4）であった。
フィットネス運動は1回30分，週に1回火曜日の
13:00～13:30の時間で計4回実施した．実施の初回
と終了後，健康感と生活の満足感をVASスケールで
評価した．終了後グループフォーカスインタビュー
により感想を聴取した．インタビュー内容の分析を
行い，VASスケールは統計的処理を行った．その結
果，実施前後で健康感が数値的に低下していた。こ
のことは「思うように動かない身体を実感する」こ
とになり健康感に影響するものであったと考えられ
る．高齢者の感想からは，ただ運動するだけでなく
個別な対応を受けることを心地よく感じていると考
えられた。介護に関わる職員の言動は効果があった
と判断できるものであった．

本人担当部分：研究計画の策定と分析をおこなっ
た．

共同発表者：田中 和奈, 吉村 雅世, 東中須 恵子, 
守本 とも子 

２，テキストマインニン
グによる一次救命処置に
関する看護の研究に関す
る動向と課題

― 平成31年3月 　本研究の目的は，国内における一次救命処置に関
する研究の動向と課題を明らかにすることである。
遡及期間は1983年から2018年の35年間とした。分析
方法は論文タイトルを軽量テキスト分析ソフト NH 
Coderを使用し多変量解析を実施した。本研究結果
より技術習得は反復学習とシミュレーションとデブ
リーフィングが極めて重要であることが示唆され
た。

本人担当部分：調査研究と考察を行った

共同研究者：松浦純平，守本とも子，上野栄一

３.レスパイトケアを継
続利用する在宅重症心身
障害児(者)の母親の心理
プロセス

― 令和2年8月 　本研究では、レスパイトケア利用を継続すること
で，母親の休息時間の確保だけでなく，緊急時や将
来の生活 の場として「安心して子どもを預けられ
る場所」が出来ていた。同じ苦痛や罪悪感に悩んで
きたピアサポートによる共感的な支援や、ソーシャ
ルサポートの中でも情緒的サポーが罪悪感」や事績
の念を抱いていた母親にとって有効かつ重要である
ことが明らかとなった。

本人担当部分：調査研究と考察を行った

共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも子

第37回日本看護科学学会
学術集会　学術誌
(宮城県　仙台市）

第32回日本看護研究会近
畿・北陸地方会学術集会
プログラム・抄録集
ｐ40．2019

第46回日本看護研究
学会学術集会
講演集p261
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４.テキストマイニング
を用いたせん妄とPICSに
関する研究動向の分析

― 令和2年8月 　研究目的は、せん妄とPICS(集中治療後症候群)に
関する研究の動向について、テキストマイニングを
用いて分析し、今後のせん妄看護を検討することで
ある。調査方法は医学中央雑誌Web版にて、検索
ワードは「せん妄」「PICS」とした。絞り込み条件
は原著論文と看護文献とした。調査対象は検索結果
から抽出した23文献の研究目的である。結果、総抽
出語数は822、異なる語数は314であった。共起ネッ
トワーク分類の結果、「介入」と「効果」間に最も
強い相関関係がみられた。次いで「ICU」と「患
者」間で高い相関関係がみられた。階層的クラス
ター分析の結果、「ICU入室患者」「ケアの介入効
果の検証」「術後症状」「発症要因と予防への介
入」の4つのカテゴリーに分類された。階層的クラ
スター分析の結果、看護師のみであった。この結果
から今後看護師と他職種連携の必要性が示唆され
た。

本人担当部分：調査研究と考察を行った

共著者：松浦純平，溝口みちる，植木奈美枝，守本
とも子，上野栄一.

５.在宅にて脳血管障が
い者である妻を支える男
性介護者が感じる介護負
担について
－セブンクロス(7×7)法
の分析より－

― 令和2年8月 　研究目的は在宅にて脳血管障がい者である妻を支
える男性介護者が感じる介護負担感を優先順位別に
明らかにすることである。研究対象者は、要介護3
以上の在宅療養中である脳血管障がい者の妻を介護
している65歳以上の男性介護者10名に半構造化面接
を実施した。面接調査時に得られたデータを対象者
自身に順位付けしてもらいセブンクロス法(7×7)法
より逐語録を作成した。
　結果，研究対象者10名の平均年齢は78.12±4.12
歳であった。逐語録より介護負担感について負担を
感じる上位より【精神的負担】【身体的負担】【社
会的負担】と、3つの【カテゴリー】を生成した。
これら3つのカテゴリーは、WHOの提唱する健康の定
義である（身体的、精神的、社会的）の3側面と合
致した。

本人担当部分：調査研究と考察を行った

共著者：植木奈美枝，松浦純平，守本とも子

６.レスパイトケアを利
用する母親の在宅重症心
身障害児(者)のきょうだ
いに対する思い

― 令和2年12月 　本研究では母親は, レスパイトケアを利用するこ
とでずっと我慢を強いているきょうだいへの申し訳
なさや罪悪感から解放され、愛情が満たされる喜び
を感じていたことが明らかとなった。レスパイトケ
アは、きょうだいの負の感情を発散することがで
き、母子間の情緒的欲求が満たされることで、安定
した親子関係の構築につながることが示唆された。

本人担当部分：調査研究と考察を行った

共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも子

日本看護研究学会第43回
学術集会プログラム抄録
集,P25.2020.

日本看護研究学会第43回
学術集会プログラム抄録
集
P38.2020.

第40回日本看護科学学会
学術集会
一般公演集ｐ155
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７.テキストマイニング
を用いた看護系大学生が
考えるCPR実施上の困難
感(第1報)

― 令和2年12月 　研究目的は看護系大学生が考える一次救命処置実
施上の困難感を明らかにすることである。A看護系
大学1～4年生320名にCPRを実施する上で一番困るこ
とをWebにて質問紙調査を実施した。有効回答者53
名の自由記載を分析対象とした。形態素解析の結
果、総抽出語数は411語、146種類であった。分類の
結果、5つのクラスターに分類された。相関関係で
は「モデルと胸」「モデルと心配」間にやや強い相
関関係がみられた。
　階層的クラスター解析の結果、「胸骨圧迫時の周
囲の視線」「女性を対象にしたCPR実施時の羞恥
心」「異性の身体へ触ることへの抵抗感」「人工呼
吸実施の抵抗感」など5つのクラスターに分類さ
れ、また、実施阻害要因の1つとして不安が明らか
になった。

本人担当部分：調査研究と考察を行った

共著者：松浦純平，田場真理，溝口みちる，守本と
も子，上野栄一

８.テキストマイニング
を用いた看護系大学生が
考えるCPR実施を阻害す
る理由(第2報)

― 令和2年12月 　本研究の目的は、看護系大学生が考えるCPR実施
を阻害要因の具体的内容を明らかにし、今後の教育
への示唆を得ることである。A看護系大学1～4年生
320名へCPR実施時の阻害要因は何かをWebにて質問
紙調査を実施し、有効回答が得られた53名の自由記
載を分析対象とした。形態素解析の結果、総抽出語
数は213語、88種類であった。分類の結果、4つのク
ラスターに分類された。相関関係では「目と周り」
「服と脱ぐ」「実施と困る」間にやや弱い相関関係
がみられた。階層的クラスター解析の結果、「女性
のAED使用のための脱衣」「周囲の視線」「人工呼
吸実施」「胸骨圧迫実施」の4つのクラスターに分
類された。CPR実施を阻害する要因としては、人工
呼吸実施への抵抗が強いことが明らかになった。

本人担当部分：調査研究と考察を行った

共著者：田場真理，松浦純平，溝口みちる，守本と
も子，上野栄一

９.重症心身障害児(者)
の母親のレスパイトケア
利用時の困難さと感情

― 令和3年3月 　本研究では、母親はレスパイトケア利用時に、子
を預ける罪悪感や、移動の負担感、サービスや看護
師に対する様々な困難さを経験していることが明ら
かとなった。母親の葛藤や気掛かりに対する心理的
支援を行い、子を安心して預けられるように長期的
な関わりが必要であった。

本人担当部分：調査研究と考察を行った

共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも子

―シンポジウム―

１. 第27回　日本保健
医療行動科学会　学術大
会

— 平成24年6月 基調講演：「医療系大学におけるチーム医療教育の
実際―医療のパラダイムシフトに向けて―」
講師

２. 第9回　日本フット
ケア学会　岐阜セミナー

— 平成24年9月 一般講演：「フットケアのための足の解剖とケアそ
して歩行」
座長

日本看護科学学会
第40回学術集会プログラ
ム抄録集
ｐ92.2020

日本看護科学学会
第40回学術集会プログラ
ム抄録集
ｐ137.2020

日本看護研究学会
第34回近畿北陸地方会学
術集会
抄録集ｐ34

主催：日本保健医療行動
科学会
岐阜県岐阜市
じゅうろくプラザ

主催：日本フットケア学
会
岐阜県岐阜市
じゅうろくプラザ
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３. 日本サーモロジー
学会
第33回大会

— 平成28年5月 招待講演：「がん看護と体温」
講師

４. 2018年春期　奈良
学園公開文化講座

- 平成30年4月 演題：「高齢者の鬱と認知症」

文部省科学研究費およびその他の研究助成金

１.　文部科学省科学研
究費補助金　基盤研究C

- 平成23年～
平成25年

研究題名：乳がん患者のワーク・トリートメントバ
ランスを支える患者支援プログラムの開発
研究助成金：4,200千円
研究代表者：新谷奈苗
分担者：守本とも子

２. 文部科学省科学研
究費補助金　基盤研究C

- 平成26年～
平成28年

研究題名：乳がん患者の就労を支える Job 
recovery path の開発
研究助成金：4,550千円
研究代表者：新谷奈苗
分担者：守本とも子

３. 奈良学園大学保健
医療学部共同研究費

- 平成28年 研究題名：看護学生と進める健康づくり支援キャラ
バン隊ー奈良県内過疎地域を対象にー【2015年度継
続課題】
研究助成金：500千円
研究代表者：東中須惠子
分担者：守本とも子

４. 奈良学園大学保健
医療学部共同研究費

- 平成28年 研究題名：照度アップ窓のブライトケアの可能性の
研究ー認知症高齢者の睡眠支援ー
研究助成金：400千円
研究代表者：吉村雅世
分担者：守本とも子

主催：日本サーモロジー
学会
奈良県奈良市
奈良学園大学登美ヶ丘
キャンパス

主催：学校法人奈良学
園，奈良学園セミナーハ
ウス志賀直哉旧居
奈良県奈良市
志賀直哉旧居（奈良学園
セミナーハウス）

文部科学省

文部科学省

奈良学園大学

奈良学園大学
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年月日

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

老年看護学の目的、対象、実践方法など、前任校
（奈良県立医科大学医学部看護学科）で実施して
いた方法・内容に、東海地方という地域性を工夫
し教授した。

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

教 育 研 究 業 績 書

　　令和 3   年  　3  月  31   日

氏名　 𠮷𠮷村雅世

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

看護学 高齢者、老年看護学、QOL、物語、人間行動科学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

　―講義―

１．岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科

1）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
「老年看護学概論」

(2年次後期　2単位30時間　80名)

①シラバスの活用 ①授業概要、評価方法、教科書・参考図書を示し
た。学生の授業評価は、「シラバスに沿った授業
である」という評価が高かった。

②プロジェクターを用いたスライドの活用 ②教科書の中で重要事項はパワーポイントを用い
てスライドにして示した。スライドは資料として
印刷し配付した。学生の授業評価は「資料の量は
適当であった」という評価が高かった。

③教科書以外に講義用資料を作成し活用 ③最新の統計や教科書にない情報、最新の情報な
どはその都度、別資料を作成し配布して活用し
た。　学生の授業評価は「資料の量は適当であっ
た」という評価が高かった。

④「出席表」によるミニレポートの活用 ④学生の理解した内容・程度、授業の感想を知る
ために活用した。同時に、学生自身が記述するこ
とで自己の学びを確認・強化することを支援する
方法として活用した。

　毎回、出席表として、学び・感想、時にはテー
マを示し、学生のコメントを書かせた。学生は熱
心に記入していた。学生の記述から学習の程度や
状況を確認できた。また、次の時間に一部を紹介
したり、補足したり、質問に答えたりすることで
フィードバックを行うことができた。その1つに、
初講の時に高齢者のイメージを色にたとえて記述
してもらい、次の講義で学生が何色を示している
か傾向を統計でフィードバックする方法を活用し
ている。学生は次の出席表の感想で、自分たちが
高齢者をどの色でイメージしているか、他の学生
はどのようにイメージしているかを知ることがで
きたと感想をのべている この方法は 援助の対
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

⑧学生が、自ら課題を持って高齢者理解に取り組
むことの支援として活用した。また、45時間の学
習時間を効果的に使う方法として活用した。

　約3000字程度で、老年看護で特に学びを期待し
たい点をテーマにした。（例：貴方の高齢者イ
メージ、老年看護の特徴等）レポートから学生は
個々に高齢者の特徴を掴んでいると判断でき、高
齢者について記述する機会を作ることは教育的効
果があると評価できた。

⑤看護過程ペーパーシュミレーションのための事
例の活用

⑤疾患を抱える高齢者理解を深める、また、看護
過程をリアリティに考える能力を高める学習方法
として活用した。

　高齢者に特徴的な疾患の事例を多用し、看護過
程の展開をグループで行い、その後1人でペーパー
シュミレーションする演習に活用した。演習で
は、グループで立案した看護計画を実演・発表
し、クラスでの共通理解を図った。事例は、脳梗
塞、大腿骨頸部骨折、肺炎、パーキンソン病、認
知症、COPDといった高齢者に特徴的な疾患を持つ
事例とした。また状況設定として、転倒・骨折の
発症から、搬送、入院、治療、リハビリ、施設入
所、在宅へと一連の経過を持つ事例を作成した。

学生は各健康レベルに取り組み、看護過程の展開
をペーパーシュミレーションしていった。⑦のグ
ループワーク・発表を併用した。

⑥講義用教科書の作成と授業への活用
一部執筆（再掲）

⑥授業する内容を１冊のまとめた教科書を共著で
作成し活用した。
　著書の項目を参照。B5版で、国家試験の老年の
領域に関する問題に対応している。疾患を抱える
高齢患者看護の知識・事前学習として活用できる
ものである。特に、事例の演習や実習で活用でき
る図書である。

⑦グループワークと発表を活用 ⑦自己の学びを表出する場、他者の意見を聞く場
として活用した。

　他者の考えや力を借りて自己の考えを発展させ
ることを目的とした。毎回10分程度3～4人の学生
同士で話し合い、発表する時間を作った。特に、
学生が対話し意見を交換することで、人の話が聞
ける、自己の思考を外在化する、他者の意見を取
り入れる、自己の学びを発展させる、学びを共有
する、といった学習効果をねらった。実施後のレ
ポート・感想より学生は他の学生の意見が聞け
た、自分と同じ意見の人がいることで自己を肯定
できた、自分とは違う意見が参考になった、看護
について考えを発展できたといった感想があり、
短時間のグループワークは効果があると評価でき
た。

⑧課題レポートの活用
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

⑨高齢者体験用具の活用
市販の高齢者・障害者体験装具の活用　
教材としてOHPシートを使用し白内障眼鏡を
作成した。

⑨学生が経験したことのない運動機能・視聴覚機
能の低下した高齢者を理解することの支援として
活用した。

　高齢者体験装具、白内障眼鏡を活用し、学生に
とって、加齢による視聴覚機能と運動機能の障害
という未知の世界を体験することで、高齢者に対
する看護の必要性を理解し、看護の方法を検討し
実施する創意工夫と行動力が養われることをねら
いとしている。
　体験内容は視力、聴力、皮膚の触覚、四肢の関
節拘縮等である。生活体験を取り入れることで、
生活機能のアセスメントにも役立っている。体験
レポートには看護学生として体験した加齢に対す
る驚きや看護の必要性が記述されていた。学生は
体験を高齢者理解に役立て、老年看護の目的を理
解することで実践に向けて創意工夫がなされると
評価している。

⑩ビデオ・DVD映像の活用 ⑩高齢者をイメージしにくい環境に暮らす学生
に、よりアクチュアリティな高齢者理解を支援す
るため活用した。高齢者の実際や加齢による身体
機能の低下を動画（ビデオ・DVD）で視聴すること
により現実的な高齢者理解を図ろうとした。
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

⑬ナラティブアプローチの視点を取り入れ
たグループワーク

⑬前述の「⑦グループワーク」をより効果的に実
施できる方法として、学生の姿勢を明確にするた
めに「ナラティヴ」論を活用した。

テーマについて語り合い、語られたものを発表
する機会を「ナラティヴ」の考え方で指導した。
全体で10～15分のナラティヴ・アプローチといえ
るもので、「学生は発表しなければ」という気持
ちから「自分の意見を語る」という気分の転換が
あると考えている。感想では、「グループ内での
語り合いは、他の学生の意見や思いを知ることが
でき、考えを広げることができた」「全体での発
表も様々な考えがあることがわかった」と好評で
あった。

⑭アセスメントツーツの冊子の作成・活用 ⑮看護過程を展開する際、多様で個別的なの高齢
者の情報収集とアセスメントを助けるツールとな
ることを目的に作成した冊子である。　領域責任
者と共同で作成し活用した。（片面印刷32頁）

　高齢者の「日常生活行動」、「感覚器」、「栄
養」、「認知機能」をアセスメントすることを助
けるもので、観察とアセスメントの視点を示し、
実際に記述できるシートを綴った。改良長谷川式
認知症簡易スケールや褥瘡のスケール、転倒ス
ケール等も使用した。その後の、「老年看護学実
習」で実際に活用し、高齢者理解を深め高齢者の
多様性と個別性の理解に役立てることができてい
たと評価している。

⑪ビデオ・DVD映像の活字化
資料作成、活用

⑪DVD・ビデオの内容を文字化して資料とし、高齢
者理解の学習支援として活用した。視聴中は映像
に集中し、後で資料を確認することで学びを深め
ることを期待した。

　授業評価で映像は効果的に使われていたと言う
評価であった。また、出席表の感想でも映像の資
料がよかったという記述があった。

⑫アクティビティケアの企画・実践を演習
として実施する。

⑫レクリエーション実践方法・技術を獲得するこ
とで、アクティビティケアの能力を高めることを
目的とした。グループでレクリエーションを企画
し学生同士で実践・演習を行う。

　演習では、企画書を作成し、目的・目標、方
法、注意事項を明らかにしておく。実施後は目標
の達成状況をまとめ次回の課題まで検討する。ア
クティビティケアは介護老人保健施設での実習で
活用できる援助技術の能力を高める。また、企画
書を用いた実践は、問題解決思考の訓練であり、
看護過程の実践練習も意図している。学生には企
画・アイデア・発想の力があり、アクティビティ
ケアを企画し実践することを通して、看護の企画
力・行動力の向上を図れると考えた。学生は自分
たち学生が相手であるが、できるだけ高齢者をイ
メージしようと高齢者体験装具を活用するなど積
極性と行動力が見られた。次年度の老年看護実習
（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設）で実
際の入所者に対して実践するときその成果が発揮
できていると自己評価している。
　また、看護過程の展開を指導する歳、学生が教
室で経験した出来事も実在性を持つ経験として学
びを助けていると考え、学生の体験・経験の機会
を作る工夫をしている。
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

平成24年12月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

ナーシンググラフィカ全34冊の電子教科書を活用
している。特に「高齢者の健康と障害」「高齢者
看護の実践」を講義中では、図表や映像をスライ
ドとして活用している。

⑯デジタル教科書の活用

1）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
「老年看護学概論」の①～⑱を工夫･活用してい
る。

⑮「昭和を生きた高齢者」をテーマにグル
ープワーク、スライドで成果発表の活用。

⑰自分たちとは違う世代の高齢者の理解を深める
こと、また、積極的な高齢者理解を行うことを目
的に「昭和を生きた高齢者」というテーマで6～7
名のグループワーク・発表を課題として計画し
た。

　各グループで食事、生活、道具、音楽、娯楽、
ファッション、流行、医療、戦争といったテーマ
を決め、グループワークをおこなった。グループ
ワークの概要は初講時に示し、発表は終講時に
行った。成果はパワーポイントでスライドを作成
し発表した。発表内容は学生達が体験したことの
ない、今まで直接関わったことのない、高齢者
（後期）の生きてきた社会についてであった。ス
ライドは発表資料として冊子にした。学生に配布
するとともに、実習施設へも学生のレディネスと
して配布した。レポートでは高齢者の活きた時代
に近づけたという感想があった。これらの活動・
学びは、次の年の各論実習に生かされ、高齢者の
視点で生活を考えることができていると自己評価
している。学生の発表内容は一部学生達の同意を
得て、オープンキャンパスで掲示している。参加
している学生より付き添いの父母から「懐かし
い」と好評である。

2）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
「老年臨床看護」

(3年次前期　2単位60時間　80名)
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

2単位を医療機関、2単位を介護保険施設での実習
として、計画・調整を行った。施設の協力を得
て、学生は学習目標の達成に至っていた。病院、
老健、特養、デイケア、グループホーム等、体
験、または、相互学習により高齢者の療養と生活
の場といった様々な老年看護の場を学習できる機
会を作ることを工夫した。

平成23年4月
～平成26年3月

医療施設、介護老人保健施設の2種類の施設を準備
し、高齢者を対象とした中で統合看護の学修がで
きるように工夫した。

平成23年4月
～平成26年3月

高齢者に関係するテーマで、研究計画書の作成ま
でを担当した。

平成23年4月
～平成26年3月

4年間の学修を統合する科目である。オムニバス形
式で　老年看護学領域を1コマ担当した。

平成24年4月
～平成26年3月

＜1）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
「老年看護学概論」＞の①～⑪を工夫･活用してい
る。

同じ医療者として、高齢化社会の現状と高齢者と
のかかわり方について教授した。高齢者を何色で
イメージするかについて、初回講義で調査・集計
した。看護学生との傾向に違いは見られなかっ
た平成26年4月

～現在に至る

平成27年10月
～現在に至る　

ipadで学生が視聴できる動画を作成した。約10分
高齢者体験用装具の装着、歩行や階段昇降、見え
方、巧緻作業の困難等を順を追って経験できるよ
うに工夫した。学生は個々にipadから実際の映像
で予習をして、演習に望むことを期待している。

2.奈良学園大学保健医療学部看護学科

6）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
「統合看護学演習」
（4年次　後期　2単位　80名)

授業計画を作成し、授業計画に沿って講義を行っ
た。
前述　岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科の
授業内容と同様に①～⑪、⑫～⑯を一部変更し継
続した。

②でのスライドは毎回16枚とし、A4版に4枚配置を
固定することで、ファイルを容易にする工夫し
た。④の毎回の小レポートでは、必要時フィード
バックし共有している。学生が誤った理解してい
る場合の対応、学生の質問に答える機会にもなっ
ている。授業初日の小レポートには「高齢者のイ
メージを色で示すことを促す」。毎年ではあるが
灰色、茶色、オレンジが多い。これは介護学生
も、放射線科の学生も同じ傾向にある。

⑥作成
に関わった教科書は使用せず、学科の方針によ
り、主に、医学書院シリーズ及びWEB版を活用し
た。ナーシンググラフィカシリーズ(メディカ出
版）も参考図書として活用した。⑨高齢者体験装
具は部分的装着型の「老いたろう」からスーツタ
イプに変更した。高齢者体験めがねの材料を透明
クリアホルダと黄色セロファンに変更した。⑮ア
セスメントツールは規模を縮小して活用してい
る。

平成26年4月
　～平成30年3月まで

⑰ 動画作成と活用
・高齢者体験の方法
・呼吸器検査の看護

3）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
「老年看護学実習」
（3年次後期　4単位80名)

4）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
「統合看護学実習」
　（4年次前期　2単位　約20名)

5）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
「卒業研究」
（4年次　通年　2単位　毎年4～5名名)

7）岐阜医療科学大学保健医療学部放射線学科、臨
床検査学科　２・3年生　選択制約80名
「老年看護学概論」2単位30時間

2）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「老年看護学援助論」

(3年次前期　2単位60時間　80名)

１）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「老年看護学概論」

(2年次後期　2単位30時間　80名)
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年月日事項 概 要

平成28年4月
～現在に至る

⑳授業の中で大学の所在地の地域包括支援セン
ターに依頼し、学生を対象に認知症サポーター口
座を開催した。既習の認知症ケアの認知症サポー
ターではあるが認知症患者と関わる動機付けが期
待した。学生はサポーターという役割に興味を
持っていた。主に、老年看護学概論と援助論で活
用している。

大学立地地域の、地域包括ケア組織とのつながり
や、認知症と生活・在宅の視点から学生の認知症
ケアの学修を深めている。学習の進行から対象学
生は２年次、3年次と変更る津ことがあり、学生の
学修度に沿った講座内容となっている。

平成27年4月
～平成28年3月

基礎看護学技術演習の内、排泄の援助・食事の援
助を担当した。
排泄の援助では導尿　浣腸　摘便の講義を実施
し、演習を計画し実施した。
食事の援助では、基礎的食事の援助、通常の食事
の援助、経管栄養を受ける患者の援助、輸液を受
ける患者の援助の講義を実施し演習を計画した。
実際の演習を統括し、教員指導と学生の学習支援
を行った。

平成30年4月～令和元
年3月迄

看護研究方法論として卒業研究の方法論について
教授した。研究計画書の作成まで行った。1コマを
使い「国会図書館の関西館」での文献検索の演習
を経過し実施した。

平成30年4月～現在に
至る

学生を４～5名担当し、研究・論文作成の指導を
行った。学部生の研究として研究倫理審査の体制
はないため、研究方法は文献研究に限られるが、
国会図書館関西館が近隣にあり、文献検索の環境
が整っていた。

平成30年4月～現在に
至る

老年看護の特徴としてのターミナルケアついて教
授した。
授業方法は、前述①～⑱を活用・工夫した。

平成30年4月～現在に
至る

老年看護の特徴としての感染看護について教授し
た。
授業方法は、前述①～⑱を活用・工夫した。

6）奈良学園大学保健医療学部看護学科

「老年看護援助論演習」
　　（3年次前期　1単位30時間　80名

4）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「老年看護学概論」

(2年次前期　1単位15時間　80名)

5）奈良学園大学保健医療学部看護学科

「老年看護援助論」
(2年次後期　1単位30時間　80名)

カリキュラム再編成で科目名の変更
老年看護学概論2単位（30時間）は「老年看護学概
論（1単位：15時間）」「疾病治療論Ⅵ（老年医
学）（1単位：30時間）」に変更。
老年看護学援助論（2単位:30時間）は「老年看護
援助論（1単位：30時間」、「老年看護論援助論演
習（1単位30時間）に変更

前述の授業内容と同様に①～⑪、⑫～⑱を一部変
更し継続した。

「疾病治療論Ⅵ（老年医学）」は、老年看護概論
の身体の加齢変化に、老年症候群の徴候・症状の
治療も含め学修する内容として、担当を医学の専
門家とした。

平成30年4月
～現在に至る

7）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「卒業研究Ⅰ」
　　（4年次前期　1単位15時間　80名
　　4コマ/8コマ中　担当した。
　　2年交代で担当している。

8）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「卒業研究Ⅱ」
　　（4年次通年　1単位30時間　４～5名

9）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「ターミナルケア論」2コマ/8回

　　4年次前期　単位15時間　選択約50名

10）奈良学園大学保健医療学部看護学科

「感染看護｝　　　1コマ/8回
　　4年次前期　単位15時間　選択約50名

3）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技術演習」
2年次　後期　80名

⑳認知症サポーター養成講座　1コマを使い認知症
とケアの理解を深める。認知症サポーターとして
認知症患者と関わる動機付けも期待している。
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年月日事項 概 要

令和2年4月
～令和3年3月

主にフィジカルアセスメントを中心に、ヘルスア
セスメントについて教授した。コロナ禍の授業に
より、方法論と実践論を区別し、シュミレーター
モデル「フィジコ」を活用した演習では、少人数
での観察技術の演習を計画し実施した。

令和30年4月
～現在に至る

令和30年4月
～現在に至る

オムニバス形式で4コマ/15担当している
在宅看護で行われている医療について　国際性
多職種、リーダーシップをキーワードに文献や事
例から現状を分析し課題を考察することを目標と
している。新しい文献を提示できるようにしてい
る。ディスカッションで考えをまとめ意見として
言える授業に取り組んでいる。呼吸器の医療と転
倒・転落予防、褥瘡経管栄養と在宅医療幅広く担
当している。高齢者を対象としている。

令和30年4月
～現在に至る

オムニバス形式で2コマ/15回を担当している。
在宅医療の理論と概念や患者の問題点の探索から
全人的看護を探求する、看護を開発する基盤を修
得する、といった目標をもち、プレゼンテーショ
ンとディスカッションを取り入れ、目標達成に至
る授業を展開している。担当は糖尿病を患う患者
についてである。

令和30年4月
～現在に至る

オムニバス形式で4コマ/15回を担当している。慢
性疾患、障害の予防について、望ましい生活習慣
の形成と慢性疾患・障害を持ち在宅で療養する人
とその家族への支援について、文献レビューや
ディスカッションを行い対象の多様なニーズに対
応した援助方法や看護の役割を探求することを目
標にしている。授業展開はテーマに対し最近の文
献や学生の興味のある切り口で、ディスカッショ
ンし看護の役割を考察できる思考力を高めること
を目標にしている。　テーマは筋骨格系障害によ
り活動に支障をきたす患者と家族、糖尿病を患う
患者と家族のかんごにおけるｍ課題と解決策であ
る。

令和30年4月
～現在に至る

オムニバス形式で4コマ/15回を担当している。内
容は質的研究についてである。

令和30年4月
～現在に至る

オムニバス形式で1コマ/15回を担当している。内
容は引見を脅かされる高齢者の状況の早期発見と
解決策を考えることである。事例、一般的解決策
を示し、学生の経験した事例から解決策を考えて
いく。

令和30年4月
～現在に至る

研究の実際の方法と論文作成の指導を行ってい
る。

11）奈良学園大学保健医療学部看護学科

「ヘルスアセスメント　1単位30時間　2年前期

３）在宅看護学特論演習

４）看護研究特論

５）看護倫理特論

６）特別研究

１）在宅看護学特論Ⅰ

２）在宅看護学特論Ⅱ

3.奈良学園大学大学院看護学研究科
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科

１）岐阜医療科学大学保健医療学部看護学科
老年看護学実習Ⅰ（3年次、2単位90時間　80名）
老年看護学実習Ⅱ（3年次　2単位90時間　80名）

老年看護学実習Ⅰ：介護老人保険施設
老年看護学実習Ⅱ：医療機関：病院　

18グループのうち、実際に1～2グループを担当
と、助手・非常勤実習担当教員の指導と共に、全
体的な実習施設のラウンドを行った。

③実習マニュアル（要項）の作成、活用 ③学生が実習に望む際に可能な限り不安や心配を
取り除き、実習目標を理解し、実習行動が取れる
ことを意図して作成した。実習要項は、実習の目
的、到達すべき目標、具体的な実習方法、注意事
項を内容とし「要項を読めば口頭説明は不要」と
いうスタンスで作成した。

②看護過程の展開を中心に老年看護の学修を支援
する。

⑤学生の実習目標を達成できる環境を作ることを
目的に実習計画ワークシートは作成した。指導教
員、臨地指導者用の記録である。ワークシートに
より担当する学生の行動を把握すると共に、実習
指導者との連携や、他のスタッフとの調整に役立
てた。

⑦実習前の技術確認・練習の場を設ける
の技術チェックを行う

⑦実習に際しての技術確認、基本的看護技術の自
己学習の場を設けた。

⑥実習において毎日カンファレンスをおこ
なう

⑥1日をまとめ、明日の計画を立案する機会を設け
る環境として、毎日、カンファレンスを実施し
た。

⑤教員用の実習計画ワークシートの作成、活用

④実習記録用紙の作成、活用 ④学生が実習目標を達成できる方法と手順とし
て、項目を吟味して実習記録用紙を作成した。
データーベースはゴードンの健康ﾊﾟﾀｰﾝの11項目を
をべースして作成した。記録用紙の項目に沿って
記述すれば実習目標が達成できることをねらい作
成した。

　―実習―

②看護過程を展開ができることを目的に、実習方
法は１人の患者を受持つ方法を用いた。

実習指導　実習調整、学生への実習指導を実施し
た。指導の内容は、実践の見守り、実習環境の整
備・調整、相談、学習支援、看護モデル、安全確
保、カンファレンス等である。臨地実習において
学生が自己の実習目標を達成できる環境を作る為
に、教材や方法に工夫した。

老年看護の学習の視点として生活機能のアセスメ
ントに注目することがもとめられている。従来の
系統的アセスメントでは学生に生活や心理面のア
セスメントにとまどいが見られていた。そこで、
ゴードンの11項目を用いて、身体・心理・社会の3
側面から高齢者を捉える方法に変更した。学内演
習で事例を用いて十分ペーパーシュミレーション
を行い、実習で活用している。「病院実習」「施
設施設」とも同じ方法で看護過程の展開を実践で
きるように工夫した。
看護過程の展開ではデータベースを身体の系統的
分類（循環器、呼吸器等）から、ゴードンの11項
目の分類を活用した。
前任校の　奈良県立医科大学医学部看護学科での
実習スタンス以下①～⑪を継続した。

①学生が必要とするときに必要な指導を行う。 ①学生の実習中は共に病棟で過ごし、常時指導で
きる体制をとった。
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～平成26年3月

⑨実習指導に際し、ナラティヴ・アプロー
チを活用。

⑨実習指導の個別面接の方法としてナラティヴ・
アプローチを活用した。

「聴く」機会を設け、語られた「実習の物語」
から、学生が自己を振り返り看護の学びを深めて
いくことをねらい、実習記録を見ながらナラティ
ヴアプローチによる指導（聴き取り）を実践し
た。学生の物語では、自分の看護の力たらず、知
識の未熟さ、看護への思い、コミュニケーション
の困難さ、自分の対応に対する患者の反応でうれ
しかったこと等が語られていた。また、自分の学
習不足やどのように学んでいこうかという気持ち
の表出もあり、学生のさまざまな思いを看護の指
導に活かしていった。同時に、学生には受け持ち
患者の「病の物語」を聞くことの効果や活用する
ことの有効性を指導している。実際に体験するこ
とで「語ること」「聞くこと」の効果を実感する
学生もいた。

⑩介護老人保健施設でアクティビティケアの実施 ⑩アクティビティケアは、高齢者の健康を守る、
QOLを高める、認知症高齢者へのアプローチ、と
いった高齢者支援の方法を学習することを目的に
実習方法に加えた。

　方法は、学生は実習グループで受け持ち高齢者
を含む入所者の集団にレクリエーションを実施す
ることを企画し実践することとした。目的、目
標、方法、注意点をまとめた企画書を作成する事
から始め、準備し、施設のスタッフの協力を仰ぎ
ながら実施した。看護過程の展開でも、アクティ
ビティケアを積極的に取り入れ、高齢者とのコ
ミュニケーションや人間関係の醸成につなげ、施
設における高齢者看護の能力を修得していると評
価できた。実施後の反省会で、目標とした利用者
の活発な参加や、自発的行動、積極性や笑顔が見
られた、できないと思っていた人があんなに体を
動かせることがわかった、といった意見が上が
り、実施したケアの効果を実感することで、学び
につながったと評価できる。

⑪高齢者のアセスメントツールの冊子制作
と活用。

⑪アセスメントツールは、「―講義―」の項で述
べたとおり領域責任者と共同開発した。学内の演
習で使用し、実習では生活機能のアセスメントの
ための道具として用いた。
学生の実習に対する授業評価は全体で平均3.5（5
点満点）であった。教員の自己評価としては、疾
患と加齢による身体機能の低下の両方から生活機
能をアセスメントすることに活用できていると評
価している。

⑧実習施設における学生の出迎え ⑧実習初日は、学生が病棟で受け入れられる存在
であることを感じることを期待して、病棟で学生
を出迎えるようにした。

　学生にとって、その実習場所で自分たちが尊重
して受け入れられているか否かで実習成果に影響
を及ぼすと考える。実習指導者と協力しながら、
共に学生を待ち受ける姿勢を示す工夫をした。学
生は病院実習、スタッフへの緊張感を和らげ、持
てる力を発揮できたと評価している。
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年月日事項 概 要

平成26年4月
～平成28年3月

担当者の一人として実習計画を把握し、オリエン
テーションに参加している。実習進行上の教員の
相談にのる、あるいは、教員を支援して臨地で実
習指導を行った。
　平成28年度は学生4名を担当し、実習指導、実習
環境調整、評価等を行った。
実習の基本的スタンスは　前任校岐阜医療科学大
学保健医療学部看護学科の①～⑨を継続した。

平成26年4月
～平成28年3月

担当者の一人として実習計画を把握し、オリエン
テーションに参加している。実習進行上の教員の
相談にのる、あるいは、教員を支援して臨地で実
習指導を行った。

平成28年9月
～現在に至る

介護老人保健施設における臨地実習を計画した。
６施設で１クール６～２グループが実習を行う。　

全体の統括　各教
員の指導　実習調整を主なぎゅむとするが、学生
を担当し実習指導も行う。　　　　　　　　28年
度は2施設で計25名の学生を担当し実際に指導し評
価単位認定に関わった。残りの学生も含む全体の
単位認定に関わった。前述の①～⑨を実施、活用
した。⑩は規模を縮小し必要時活用した。

平成28年9月
～現在に至る

医療機関における臨地実習を計画した。　
全５施設で１クール４グループが実習を行う。　
全体の統括　各教員の指導　実習調整、全学生の
単位認定に関わる。前述の①～⑨⑫を実施、活用
した。⑪⑫は規模を縮小し必要時活用した。

平成29年
～現在に至る

成人、老年、母性、小児、在宅の各看護学領域を
学生が選択し、統合実習を履修する。選択は第3希
望まで、ほぼ全員が第3希望までに実習領域を決定
で来ている。

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～現在に至る月

11）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「統合看護学実習」

4年次　前期　20～24名

8）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技実習Ⅰ」
1年次後期　80名

２　作成した教科書・教材

10）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「老年看護学実習Ⅱ」病院実習

3年次　後期　80名

9）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「老年看護学実習Ⅰ」
介護老人保健視閲　デイケア等
3年次　後期　80名

２）事例教材 　加齢に起因する疾患と看護、成人期から抱える
慢性病と加齢が及ぼす生活機能の障害と看護等が
学習できる事例を考案した。

① 脳梗塞に罹患し介護老人保健施設に入所する高
齢者
② パーキンソン病を抱える高齢者の看護
③ 慢性閉塞性呼吸器疾患を抱える高齢者の看護
④ 生活者としての高齢女性の転倒・骨折救急搬
送、周手術期、回復期、慢性期、在宅復帰までの
健康障害のレベルを追った看護

奈良県立医科大学医学部看護学科「老年看護学援
助論」で作成し、現在に至る。毎年見直しなが
ら、学生の特性に応じて修正して使用している。

　―その他―

　4年間のすべての実習における、実習マニュアル
として作成した。岐阜医療科学大学保健科学部看
護学科実習委員会委員長として編集を行った。

１）岐阜医療科学大学保健科学部看護学科実習
要項（実習の手引き）編集総括

７）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技実習Ⅱ」
2年次前期　80名
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

平成23年4月
～現在に至る

平成24年4月
～平成24年9月

平成24年4月
～平成24年9月

　「睡眠と援助」の執筆を担当した。看護学生も
学ぶ内容になるように工夫した。

　関西学院大学人間福祉学部「介護概論」で使用
した。

３）老年看護学アセスメント・ツールとしての
マニュアル教材（冊子）

　高齢者の身体・精神機能を評価するツールとし
てアセスメントマニュアルを共同で作成した。高
齢者の感覚機能、栄養状態、認知状態、日常生活
機能を評価する方法として、既存の尺度を用いた
冊子である。
前任校奈良県立医科医学部看護学科「老年看護学
援助論」で作成したものを基本に、岐阜医療科学
大学保健科学部看護学科「老年臨床看護」におい
て、高齢者を総合的に評価する視点から改正し
た。

４）授業毎のスライド
（パワーポイントを用いる）

　担当する講義の要点をスライドにまとめ講義の
教材とした。制度の変更や新しい視点、知見等、
変更しながら作成し、活用している。

　岐阜医療科学大学保健科学部看護学科「老年看
護概論」「老年臨床看護」において、作成し活用
した。
　岐阜医療科学大学保健科学部放射線学科・臨床
検査学科「看護概論」において、作成し活用し
た。
　関西学院大学社会学部社会福祉学科「介護概
論」において活用した。
　関西学院大学人間福祉学部「介護概論」「介護
技術」において作成し活用した。
奈良学園大学保健医療学部看護学科において作成
し活用した。「老年看護学概論」「老年看護援助
論」「老年看護援助論演習」「ターミナルケア
論」「感染看護」「基礎看護技術演習」
奈良学園大学大学院看護学研究科において「在宅
看護学特論」「在宅看護学特論Ⅱ」「在宅看護学
特論演習」「看護研究特論」「看護倫理特論」に
おいて作成し活用した

５）「生活支援技術・介護過程」教科書、一部
執筆（再掲）

　介護福祉士養成を目的にした教科書であるが、
老年看護では介護施設も看護の場である。老年看
護として看護学生が学ぶ内容になるように工夫し
た。

　「介護者の倫理」の執筆を担当した。高齢者ケ
アに携わる職種の倫理としてまとめたもので、看
護職にもあてはまるものである。特に、個人情
報、電子情報、実習学生の守秘義務など、近年の
社会情勢を考慮した内容を工夫した。

　関西学院大学人間福祉学部「介護概論」「介護
技術」で使用した。

６）「介護の基本　コミュニケーション技術」
教科書　一部執筆（再掲）
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年月日事項 概 要

平成26年5月
～現在に至る

開学申請時に作成した実習要綱を再確認した。新
たに追加が必要な内容を挿入した。
（例）気象警報発令時の対応区域、個人情報保護
について

平成27年4月
～平成28年3月

演習計画書は　便器・尿器の取り扱い方　寝たま
までの便・尿器の介助、寝たままでのオムツ交換　
モデルを用いた導尿（男女）、モデル人形による
浣腸・摘便、からなる。

よりリアリティな演
習になるよう、模擬便を作成しオムツ交換の演習
を計画した。絵具、洗濯用化学のり、ケイ砂によ

平成27年4月
～現在に至る

演習計画は　形態の違う食物の摂取と介助、食事
摂取を支援する自助具・介助具の実際、モデル人
形を用いた経管栄養法からなる。

平成27年9月
～現在に至る

身体の加齢変化を説明するＤＶＤのナレーション
を筆記し活字としてＡ４用紙にＤＶＤ資料を作成
した。全６ページ。文章中、特に学んでほしい単
語には白地で隠し、学生が映像を見ながら記入で
きるように工夫した。学生は全部埋めることが出
いていないことがわかり、次回の授業初めに正解
を口頭で説明した。

平成27年9月
～現在に至る

スパイロメーターを用い、肺活量、１秒量から肺
年齢を測定した。全員は体験できなかったが、一
部の学生が実施できた。時間的制約で全員が体験
できない現状から、後にＤＶＤ作成に至った。

平成27年9月
～現在に至る

透明でない曇りのあるクリアフォルダーを高齢者
の眼球の水晶体に見立て、白内障の体験とした。　
クリアフォルダーに、黄色セロハンをはさみ、水
晶体が変性した高齢者の見え方を体験できるよう
にした。クリアフォルダーは学生各１枚を配布し
た。黄色のセロファンは、10×3センチほどにカッ
トしたものを学生に配布した。

平成27年9月
～現在に至る

講義資料は1コマスライド16枚とし、Ａ３用紙に裏
表で印刷するようにし、半分に折るとＡ4冊子とし
てファイルできるよう工夫した。高齢者の加齢変
化では、スライド中の重要語句を白字で書くし、
学生と一緒に回答しながら、進めた。国家試験の
老年看護領域で問われやすい問題であることを印
象付けたかった。　　中間期授業評価で、スライ
ド、資料で見にくいという意見はなかった。「ス
ライドに対応する教科書のページを入れてほし
い」といった希望など 学習上必要と思われる希

平成28年3月
～現在に至る

学内演習用に、高齢者体験についての動画を制作
し、授業に活用している。動画は奈良学園大学の
ipadを使った学習支援の一環のなかで、専用のア
プリを用いて閲覧できる。シナリオ作成、撮影監
督　編集に関わった。村雅世、田中和奈

・奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技術演習Ⅱ」2年次　前期　80名
排泄の援助　演習計画書の作成
演習評価表の作成　模擬便の作成

・奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技術演習Ⅱ」
2年次　前期　80名
食事の援助　演習計画書の作成　演習評価表の作
成

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
実習要綱の作成

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
老年看護学概論
講義教材：高齢者の身体的加齢変化
ＤＶＤ学習資料の作成

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
老年看護学概論
講義教材：高齢者の身体的加齢変化
呼吸機能の変化　体験

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
老年看護学概論
講義教材：高齢者の身体的加齢変化
見え方の変化体験グッズ作成

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
老年看護学概論

講義資料作成
１講義スライド16枚　Ａ3用紙

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
老年看護学概論

演習用動画制作　高齢者体験

保健医療学部看護学科
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年月日事項 概 要

平成28年3月
～現在に至る

高齢者の呼吸器系のアセスメントとして、呼吸器
検査を受ける高齢者の看護の動画を作成した。シ
ナリオ作成、撮影監督　編集に関わった。村雅
世、田中和奈

平成28年5月
～現在に至る

老年看護学領域の他2名の教員と共に作成した。実
習の目的、方法、注意事項等、「本冊子を読むこ
とで、学生は実習の行動目標が立てられる」とい
う目的を持って作成した。実習記録は、学生が容
易にコピーできないようにあらかじめ必要な枚数
を綴じた冊子を作成した。毎年評価を行い、改定
しながら作成している。

平成28年４月
～現在に至る

グループワークの成果として学生が作成したスラ
イドを発表用資料として冊子を作製した。平成2年
度はコロナ禍のオンライン授業で発表会を開催で
きなかった。

平成19年3月 関西学院大学社会学部社会福祉学科非常勤講師　
「介護概論」で授業評価を行った 学内ＬＡＮを

「老年看護学概論」の評価は平均4.0であった。良
かった点では教材がわかりやすかったといったコ
メントがあった。改善点ではマイクを使っている
が聞き取りにくかったと言ったコメントがあっ
た。

「老年臨床看護」の評価は平均4.15であった。良
かった点と改善点では資料が見やすかった。もっ
とパワーポインタを使ってほしいと言ったコメン
トがあった。

老年看護学実習では平均4.25であった。丁寧に教
えてもらった、もう少し関わってほしかったと
いったコメントがあった。

岐阜医療科学大学保健科学部放射線学科、臨床検
査学科　「看護学概論」の学生評価を行った。平
均4.77であった。

平成24年度 岐阜医療科学大学保健医療学科期末評価　前年度
と比べ評価に変化はなかった。

平成25年度 岐阜医療科学大学保健医療学科期末評価　前年度
と比べ評価に変化はなかった。

平成27年10月 奈良学園大学保健医療学部
「老年看護学概論」

授業4回目で中間評価を行った。大
きな改善の必要な項目はなく平均と考えられた。
学生には結果と改善するところを伝えた。改善の
必要なところ　スライドに対応する教科書のペー
ジを追加する

・学生の授業評価アンケート結果

大学業務評価

大学業務評価

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）学生の授業評価アンケート結果

平成24年3月 岐阜医療科学大学保健科学部看護学科　「老年看
護学概論」「老年臨床看護」「老年看護学実習」
学生評価を行った。

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
老年看護学概論

演習用動画制作 呼吸器検査の看護

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
老年看護学概論

授業教材　グループワーク資料

・奈良学園大学　保健医療学部看護学科
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
実習要項、記録用紙の作成

保健医療学部看護学科
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年月日事項 概 要

平成28年2月 奈良学園大学保健医療学部
「老年看護学概論」

学生評価　授業終了時

資料、内容　シラバスとの整合性など　特に意見
はなかった。

平成28年10月 奈良学園大学保健医療学部
「老年看護学概論」

授業4回目で中間評価を行った。大
きな改善の必要な項目はなく平均と考えられた。
学生には次の授業で、評価の結果と改善するとこ
ろを伝えた。　　　　　　　　　　　　改善の必
要な項目では、資料についてで、資料の内容に教

４．実務の経験を有する者についての特記事項

・学生の授業評価アンケート結果

・学生の授業評価アンケート結果

保健医療学部看護学科
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年月日事項 概 要

平成26年10月

平成28年8月 オープンキャンパスミニ講義　2回　　高齢者の身
体的加齢について

２）研修会講師 平成24年3月

平成24年9月

平成25年～現在に至
る

奈良県看護協会臨地実習指導者会講師　
老年看護学実習　4時間　
以下の目的目標で内容を計画し講義を行った。

平成25年8月 第10回日本質的心理学会　一般企画シンポジウム
「今あらためて質を問う」にて、話題を提供し
た。テーマは「高齢者の語り場面の「質感」の記
述　―看護場面の会話から到達する看護師の「聴
く」こと－である。

コーディネーター：森岡
正芳　　　　　　　　　　　　　　　　　質的
データを量的データに変換し分析する傾向にある
質的研究をについて、現場の質をもう一度考え直
そうとするを趣旨で企画された。心理学、社会福
祉学、教育学の立場から話題提供される中で、看
護学の立場から現場を質感豊かに描き出すかてい
を紹介した。平成24年3月の博士論文（奈良女子大
学）の一部を加筆修正した。

平成28年11月20日 フェスタに出展者として参加した。
テーマ：「年を取ると見え方聞こえ方動きはど

うなるの」　高齢者体験をメインに体感イベント
とした。約300名の一般の参加者（子供から成人ま
で）の入場があり、約50名ほどが高齢者体験に参
加した。　　　　　場所　グランフロント大阪北
館ナレッジキャピタル

平成28年12月1日 超高齢社会における生活支援にむけら地域産業創
出を考える研究会

テーマ：高齢者看護・介護とアクティビ
ティケア　　-- 高齢者の気分転換活動の不足に対
するケアや付き合い方-　高齢者ケアの現状と活性
化の支援の必要性を老年看護学教育の中から経験
したことを踏まえ講演とした。

１）高校生に対する講義「看護学」 奈良文化女子高等学校学校見学におけるミニ講義　
　高齢者の身体的加齢について

平成24年「養成期間と医療機関の連携」事業研修
会　講師　「実習指導に望むこと」

平成24年中濃地区特別養護老人ホーム看護職能研
修会　講師　「高齢者体験から理解する高齢者」

７）研究会　講師 シーズ紹介講演
超高齢社会における生活支援にむけら地

域産業創出を考える研究会

５　その他

５）会員企画シンポジウム　講師

６）フェスタ出典
けいはんな体感フェア2016

「来て・見て・感じて学研都市のテクノ
ロジー」　　　-光の不思議や生命の神秘・・・等
最先端の研究内容を体験してみよう！-

保健医療学部看護学科
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～平成26年3月

平成24年4月
～平成24年9月

平成23年4月
～平成26年3月まで

実習部会長として、実習全体の統括を行った。医
療機関との連携や実習調整を行っている。

平成26年７月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の実習を担当した。「早期体験演習」（1年次、1
単位　専門必修）複数の実習場所をラウンドし、
実習の進行を支援した。時に指導の必要な学生の
実習指導を行った。

平成27年2月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の実習を担当した。「基礎看護学実習Ⅰ（1年次、
後期　　2単位　専門必修）複数の実習場所をラウ
ンドし、学生や教員を支援した。時に指導の必要
な学生の実習指導を担当した

平成27年4月
～平成27年7月（前
期）

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の授業を行った。「基礎看護技術演習Ⅱ」（2年
次、2単位専門必修）

平成27年4月
～現在に至る

平成27年9月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の授業を行った。「老年看護学概論」（2年次　後
期　2単位　専門必修）「老年看護学援助論」年
次、2単位専門必修）

平成28年4月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の演習を行った。「老年看護学援助論」3年次、2
単位　専門必修）3名の教員と共同した。

平成28年9月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の実習を担当した。「基礎看護学実習Ⅱ（2年次、
前期　　2単位　専門必修）　学生1グループを担
当し、実習指導を行った。

５）関西学院大学人間福祉学部おける教育実績

　関西学院大学人間福祉学部社会福祉学科非常勤
講師として「介護概論」（1～4年次春期　選択2単
位）、「介護技術」（1～4年次春期　選択2単位）
において社会福祉士国家試験内容に基づき介護の
目的論、対象論、実践論について授業を行った。
文学部、法学部の学生も若干選択していた。学生
それぞれが学ぶ目的を持ち、様々な感想を持って
学習を深めていた。

３）岐阜医療科学大学　保健科学部看護学科に
おける教育実績

４）岐阜医療科学大学　保健科学部看護学科実習
調整の実績

　実習部会長として、実習全体の統括を行った。
医療機関との連携や実習調整を行っている。

１）公立学校法人奈良県立医科大学医学部後看
護学科における教育実践

２）関西学院大学社会学部社会福祉学科におけ
る教育実績

９）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
教育実績

１０）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

奈良学園大学保健医療学部看護学科教授として以
下の科目の企画・実施に関わった。「基礎看護技
術演習Ⅱ」「基礎看護技術演習Ⅲ」「基礎看護実
習Ⅰ」「早期体験演習」

６）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
実習調整の実績

７）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
教育実績

８）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
教育実績

保健医療学部看護学科

667



年月日事項 概 要

平成28年9月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の実習を担当した。「老年看護学実習Ⅰ（施
設）」（3年生　後期　2単位）　「老年看護学実
習Ⅱ（病院）」3年生後期　2単位　専門必修）　
実習の企画、臨地調整、学生オリエンテーショ
ン 実習指導を行った 領域教員の実習指導能力

年月日

昭和55年4月

平成15年3月

平成24年3月

平成24年6月
～平成25年12月

日本保健医療行動科学会雑誌の拡大編集委員とし
て、依頼論文の原稿の編集を行った。2013Vol28　
№1～№2　　執筆者の意向を確認しながら、原稿
に図表を配置し、雑誌用の原稿を作り上げた。

平成25年11月
～平成28年6月

日本保健医療行動科学会雑誌の拡大編集委員とし
て、論文査読を行った。雑誌は年2回発行され1刊
に2編ほど査読を行った。投稿論文を担当し、学会
誌の質を保証できる研究論文になるように査読を
行った。研究方法の整合性や論文としての論旨に
疑問がある場合には掲載不可の判定もやむなしの
場合もあった。通常の査読者は２名であり他の査
読者と査読の判定が大きく異なることはなかっ
た。2014～2017年前期まで年2冊　計7冊にの雑誌

査読を行 た

職務上の実績に関する事項

１３）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

１４）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

学会誌の編集
　日本保健医療行動科学会　学会誌

拡大編集委員

学会誌の査読
　　日本保健医療行動科学会　学会誌

拡大編集委員

１１）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

１２）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

事項

１　資格、免許

1）看護師免許

2）修士（看護学）

3）博士（学術）

２　特許等

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

概 要

第389473号

国立学校法人香川医科大学大学院医学系研究科看
護学専攻了
修士（看護学）(香修第十九号）
国立学校法人奈良女子大学大学院人間文化研究科
博士課程
社会生活環境学専攻　人間行動科学講座
博士（学術）（博課第501号）
博士論文題目：看護における「聴き取り」の生態
－ナラティヴ・アプローチの可能性と限界

保健医療学部看護学科
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年月日事項 概 要

平成26年10月
～現在に至る

臨床看護実践ナラティヴ研究会メンバーとして、
臨床看護の場において、ナラティヴ・アプローチ
を実践することの意味、実際の実践について、研
究・勉強会を行っている。自己の研究の報告、メ
ンバーの研究についての意見交換、海外の研究者
の論文についての意見交換を行っている。月1回の
定期的な研究会である。輪番で話題を提供し討議
する。ブルーナの意味論、ベイトソンの学習理
論、リクールの物語と時間などを担当した。　成
果の一部は　商業雑誌の特集に組み込まれた。
「『病の語り』　会話の産物と現実　看護実践と
社会構成主義」：Ｎ：ナラティヴとケア.第7号.看
護実践 ヴ 紙 　 村直平成28年4月 平成28年度　奈良学園大学保健医療学部看護学科
研究助成制度において以下のタイトルで助成金を
獲得した「照度アップ窓のブライトケアの可能性
の研究―認知症高齢者の睡眠支援―」

平成28年７月
～現在に至る

―学内委員会活動―

平成16年4月
～平成20年3月

学生生活について関わった。健康診断、保健室管
理、1年生研修旅行等を担当した。

平成20年4月
～平成23年3月

実習に関して関わった。各論実習の実習配置表の
作成、学生のグループ分け、統合実習の計画、そ
の他、メンバーで実習に関する問題対応の情報交
換、協議していった。

平成23年4月
～平成27年3月

1年生から4年生までの実習を統括する。
実習施設からの相談の窓口となり対応する。

平成23年4月
～平成27年3月

各論実習の統括を行う。特に、実習病院・施設へ
の実習依頼や計画配置の相談等、領域をとりまと
めて実習施設との窓口となる。

平成23年4月
～平成27年3月

学内教員の研究の倫理審査にあたる。

平成23年4月
～平成27年3月

学内教員の研究活動を支援する。学内で定める研
究推進費について審査を行う。教員の学内研究発
表や講演等を企画・運営する。

平成23年4月
～平成27年3月

　委員会活動として、年6回ほど地域のイベントで
地域住民に健康教育を実施している。

シンポジウムやセミナー
等を同窓会と協力して企画・運営し卒業生を対象
に研究発表の場を設ける活動をしている(25年度か
ら）

学会誌の査読編集
　　日本保健医療行動科学会　　理事

学会誌　編集委員　　査読と編集

７）岐阜医療科学大学保健科学部
生涯教育委員会副委員長

４　その他

日本保健医療行動科学会　理事、編集委員に就任
し、学会雑誌の編集を行っている。

研究会への参加・運営
臨床看護実践ナラティヴ研究会

研究助成金の獲得

１）奈良県立医科大学医学部看護学科
学生生活部会員

２）奈良県立医科大学医学部看護学科
実習部会委員

３）岐阜医療科学大学保健科学部看護学科

実習部会長

４）岐阜医療科学大学保健科学部看護学科
領域実習ワーキング長

５）岐阜医療科学大学保健科学部

６）岐阜医療科学大学保健科学部　

保健医療学部看護学科
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年月日事項 概 要

平成26年4月
～令和2年3月まで

実習全体の統括
　　年間の実習計画の枠組み　企画　各実習施設
への依頼　実習協議会の企画・開催　など　月１
回定例会議を主催し、実習に関する協議を行う。
基礎実習　領域実習　統合実習　課程選択実習に
関する報告をまとめ調整する。実習場での感染症
対策や事故などの危機管理等も行う。

平成26年4月
～令和2年3月まで

3年生領域実習に関する、企画調整　　月１回定例
会議を企画し討議を行う。成人　老年など各領域
実習からの報告をまとめ、協議し実習部会に上申
する。

平成26年4月
～令和2年3月まで

奈良学園全体の、学生生活に関する協議を行って
いる。主に学生の奨学金　表彰等について協議し
た。

平成26年4月
～平成29年3月まで

学生の健康診断、学校祭について協議した。

平成26年4月
～平成29年3月

学生生活について協議した。学生の健康管理を担
当した。

平静26年9月
～平成29年3月

４月に行われる１年生宿泊研修を企画し実施し
た。

平成27年4月
～平成19年

４月に行われる１年生宿泊研修を企画し実施し
た。企画実行の責任者として運営していった。

平成27年4月～現在に
至る

主に実習での単位修得や実習履修の要件について
担当している。

令和2年4月
～現在に至る 教務関連の統括

平成30年4月
～令和2年3月まで

大学執行部の一員として運営にかかわる

平成30年4月
～現在に至る

大学執行部の主要メンバーとして運営にかかわる

令和2年4月
～現在に至る

看護学科の統括

令和2年4月
～現在に至る

大学執行部の主要メンバーとして運営にかかわる

令和2年3月
～現在に至る

大学執行部の中心メンバーとしてコロナ禍の危機
対策に関わる

令和2年3月
～現在に至る

大学の自己点検評価を行うメンバーとして白書作
成にかかわる。

令和30年4月
～現在に至る

大学院　教務・学生関係の運営にかかわる

令和2年3月
～現在に至る

大学院入学試験に関わる奈良学園大学　大学院入学試験小委員会　委員

奈良学園大学保健医療学部看護学科　学科長

奈良学園大学　企画運営委員会委員

奈良学園大学　評議員

奈良学園大学　評議会　委員

奈良学園大学　危機対策本部会議　委員

奈良学園大学大学院看護研究科委員会　委員

奈良学園大学自己点検評価委員会　委員

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
教務ワーキング長　　教務部会長

奈良学園大学保健医療学部新入生宿泊研修の企画
担当

奈良学園大学保健医療学部新入生宿泊研修の企画
責任者

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
教務ワーキングメンバー

奈良学園大学における教員組織活動
学生生活委員会メンバー

奈良学園大学における教員組織活動
学生支援センター委員会メンバー

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
学生生活ワーキングメンバー

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
実習部会長

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
領域実習ワーキング長

保健医療学部看護学科

670



著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

1.系統看護学講座
専門分野Ⅰ

　　基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学３

共著 平成24年6月　
第16版

医学書院 基礎看護技術の教科書。
A4版　全490頁　
編集：藤崎郁　任和子
執筆者：岡本啓子、守本とも子、村雅世（執筆
者全20名）
改定の為、内容の見直し文言の変更を行った。
本人担当部分：以下の章を共同で執筆した。
第2部16領域の看護技術
第1章「環境調整技術B：病床環境の調節」P.22-
P.32
第5章「清潔・衣生活援助技術C：病床での衣生活
の援助P.185-P.192
看護の基礎教育を受ける学生が臨床で応用できる
看護技術の教科書となるように工夫した。（共同
執筆の為分担の境界不明。共同で構想し、資料、
写真、イラスト、文章を作成した。）
病床環境の調整では現在臨床で実際に行われてい
る内容を伝えようとした。ベッド・床頭台といっ
た病室環境の備品、ICUベッドや高齢者ベッド等、
健康障害のレベルに応じたベッドや、その選び方
等、資料収集・イラストの作成をおこなった。
病床での衣生活援助では点滴を行っている人の寝
衣交換を、モデル人形を用いて写真撮影し文章を
作成した。基本を前提にしながらも臨床での安全
で安楽な寝衣交換の工夫を盛り込んだ。

2.系統看護学講座
専門分野Ⅰ
基礎看護技術Ⅱ
　基礎看護学３

共著 平成29年1月　
第17版第1刷

令和2年3月
第17版第3刷

医学書院 基礎看護技術の教科書。
大幅な改定が行われた。写真・図票の充実と動画
の追加が大きな改定内容。
A4版　全505頁　
編集：任和子
執筆者：守本とも子、村雅世（執筆者全21名）
16版を改正した。内容の洗練化、イラストを写真
に変更、動画を追加等の改正を行った。ページ数
も増えた。
本人担当部分：以下の章を共同で執筆した。
第2部16領域の看護技術
第1章「環境調整技術B：病床環境の調節」P.22-
P.32　第5章「清潔・衣生活援助技術C：病床での
衣生活の援助P.185-P.192
今回の改定では、ページ数が増えたこと、今まで
のイラストを写真、あるいは動画として追加し
た。
看護の基礎教育を受ける学生が臨床で応用できる
看護技術の教科書となるように工夫した。（共同
執筆の為分担の境界不明。共同で構想し、資料、
写真、イラスト、文章を作成した。第17版では、
新たにイラストを映像に変更、動画を制作した）
病床環境の調整では現在臨床で実際に行われてい
る内容を伝えようとした。ベッド・床頭台といっ
た病室環境の備品、ICUベッドや高齢者ベッド等、
健康障害のレベルに応じたベッドや、その選び方
等、資料収集・イラストの作成をおこなった。新
たに、療養にふさわしくない病室環境の写真を追
加し、療養にふさわしい環境調整の根拠を強化し
た。
病床での衣生活援助では点滴を行っている人の寝
衣交換を、イラストから実写の写真に変更し、文
章も見直した。動画も追加した。基本を前提にし
ながらも臨床での安全で安楽な寝衣交換の工夫を

3.「2018年　看護師国家
試験対策　要点がわかる
出題傾向が見える老年看
護学」

共著 平成29年10月 PILAR　PRESS 過去4年間の看護師国家試験の内容で、老年看護学
に関する問題について解説した。担当は国家試験
出題基準の目標Ⅰと目標Ⅲについて担当した。

守本とも子監修　吉村雅世　田中和奈　高橋寿奈

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

4.看護師国家試験、直
前、社会福祉学領域，
ファイナルチェック

共著 令和3年3月 Kinnpodo 星野正明監修、守本とも子、富永堯史編著　
吉村雅世　高橋寿奈　井上昌子　他21名。
介護保険制度、介護保険制度の経緯について担
当・執筆した。49-51P
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）

1.高齢者の語り場面の
「質感」の記述　―看護
場面の会話から到達する
看護師の「聴く」こと
（査読付）

単著 平成25年12月 質的心理学フォーラ
ム，2013 Vol.5 P24-
31

平成25年9月に開催された、第10回質的心理学会シ
ンポジウム「今あらためて質を問う」の内容が加
筆修正され特集として編集されたもの。前23の博
士論文研究を一部、加筆した論文である。ここで
は、「特集　現場の質感をどう記述するか」とい
う大きなテーマのもと、言葉と思考が相互に絡み
合い新しい物語が生成される会話の場面から、看
護師の「聴く」ことを分析するために、会話場面
を質感豊かに描き出す過程を紹介した。看護の質
的研究でも、看護場面を質感豊かに記述し可視化
し分析することの必要性を述べた。

2.病院実習における高齢
者に対する個別アクティ
ビティケアの効果に関す
る看護学生への調査

共著 平成25年3月 岐阜医療科学大学紀要　
　第8号75-85

高齢者介護の場である施設で実施されることが多
いアクティビティケアを、医療が行われている病
院で看護師が実施することの可能性を明らかにし
ようとした。今回は、対象を看護学生とし、実習
におけるケアをアクティビティの視点から調査研
究した。講義科目講義、実習指導と実習後のデー
タ収集、論文作成を分担して行った。　藤吉恵
美、和田裕子、村雅世

3．通所サービスを利用し
ている要介護高齢者の健
康づくりのための対処行
動

共著 平成26年3月 岐阜医療科学大学紀要　
　第9号33-39

通所サービスを受ける高齢者の健康観を調査し
た。介護を受ける高齢者であっても骨折や転倒予
防が健康に対する認識であった。研究計画書の作
成、データ収集を担当した。藤吉恵美、和田裕
子、田中和奈良、村雅世

4.「病の語り」会話の産
物と現実　-看護実践と社
会構成主義-　（査読付）

単著 平成28年1月 Ｎ：ナラティヴとケア
第7号47-53

「看護実践におけるナラティヴ」というタイトル
の特集の中の「進化、これからどうしていきたい
か」をテーマにした章の中で看護実践と社会構成
主義について論じたものである。実際の看護場面
の患者との会話を例に挙げることで看護の場は社
会構成主義の実践で場であることを論じた。

5.地域包括ケアにおける
要介護高齢者とのコミュ
ニケーション　ｰ加齢変化
から考える尊厳を守る会
話のスキルｰ

単著 平成29年6月 日本保健医療行動学会
雑誌　2017．Vol.32　
№１p.1-6

「地域包括ケアと行動科学」という特集で執筆し
た。地域包括ケアの対象はほとんどが要介護高齢
者であり、超高齢社会の現在、介護する家族も65
歳以上の高齢者の域にある人たちである。視覚・
聴覚・神経系の変化は、聞く、考える、言葉にす
ることに影響する。加齢変化がコミュニケーショ
ンに与える影響と、ケア提供者の会話のスキルに
ついて、聴く、考える、語ることから述べ、地域
包括ケアでの支援者のコミュニケーションの姿勢
について述べた。

6．地域在宅高齢者を対象
とした運動教室の効果の
検証　ｰ遠隔フィットネス
システムを使用してｰ（査
読付）

共著 平成30年2月 医療福祉情報行動科学
研究　第5巻，P53-58

要介護高齢者及び生き生き高齢者を対象に遠隔
フィットネスシステムを用いて、体操に参加して
もらい、遠隔から運動アクティビティを実施する
ことの可能性を検証した。施設との調整、調査の
実施、データー分析、論文作成に参加した。田中
和奈、吉村雅世、東中須恵子、守本とも子．
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

7.高齢者の「老人皮膚掻痒
症」のシュガー・スクラブに
よるスキンケアの効果の検証

共著 平成31年3月 アビサル・ジャパン
委託研究報告書

研究助成報告書
老人ホーム入所の高齢者を対象に，シュガースクラヴの
効果を検証した。毎日の入浴と清拭の後にシュガースク
ラブを使用した群と，使用しない群とに分け，入浴・清
拭後の唾液アミラーゼ値，油分，水分を測定した．その
結果，シュガースクラヴを使用することで水分値が上昇
することがわかった。
分担は：老年看護学領域の専門知識で調査責任者として
施設での協力者・職員との対応，調査の進行調整，協力
者の唾液採集・聞き取りのデータ収集と、一部正拭ケア
を行った。
山口求，守本とも子，吉村雅世，佐藤郁代，高橋寿奈，
斎藤英夫，井上昌子，野口寿美子

8.「老人性皮膚掻痒症」の
シュガー・スクラブによるス
キンケアの効果の検証（査読

付）

共著 平成31年3月 医療福祉情報行動科学
研究　第6巻，P65-77

上記　12を　論文として学会誌に公表した。
老人ホーム入所の高齢者を対象に，シュガースクラヴの
効果を検証した。毎日の入浴と清拭の後にシュガースク
ラブを使用した群と，使用しない群とに分け，入浴・清
拭後の唾液アミラーゼ値，油分，水分を測定した．その
結果，シュガースクラヴを使用することで水分値が上昇
することがわかった。
分担は：老年看護学領域の専門知識で調査責任者として
施設での協力者・職員との対応，調査の進行調整，協力
者の唾液採集・聞き取りのデータ収集と、一部正拭ケア
を行った。
高橋寿奈、斎藤英夫　山口求、吉村雅世　佐藤郁代
野口寿美子　井上昌子　守本とも子

9.認知症高齢者と行動科学
-介護者の自己物語から探る

「書くこと」の力-

単著 令和元年6月 日本保健医療行動学会
雑誌　2019．Vol.34　
P41-48

行動科学でクローズアップされる「書くこと」に注目
し、超高齢化により対策が必要とされる認知症ケアとし
ても行動科学の可能性を考察した。くしくも認知症の父
を抱える筆者が介護の自己物語を記述し、「書くこと」
の効果を描き出した。認知症の親を介護することの心理
面の苦悩表出や回復への変容に「書くこと」の効果を描
き出した。

10.介護老人保健施設の明
るさの研究　居室の照度
調査から認知症高齢者の
睡眠改善のためのブライ
トケアにつて検討する

共著 令和3年3月 一般社団法人日本看護
研究学会　第34回近
畿・北陸地方が記述集
会　抄録集28P

認知症高齢者の睡眠改善のブライトケアの予備調
査として、最近の施設の明るさの状況を明らかに
することを目的とした。研究計画、データ収集、
論文まとめを担当した。
高橋寿奈　𠮷𠮷村雅世
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その他
―国内発表―

1．地域に住む高齢者の為
のエクササイズ教室を
使った遠隔フィットネス
システムの長所

共著 平成29年4月 第32回国際アルツハイ
マー病協会国際会議

地域で生活する高齢者のエクササイズ教室で遠隔
フィットネスシステムを使用し、その効果を検証
し長所を検討した。東京と奈良をネット回線で繋
ぎ、インストラクターと特別養護老人ホームに入
所あるいは通所者する高齢者が相互にディスプレ
イ上に映し出される映像を見ながら指導・運動を
行う。音声を共有し会話もしながら実施する様子
を奈良県側から調査した。
主に、研究計画　施設調整、データ取集、論文ま
とめを担当した。
田中和奈　吉村雅世　守本とも子　吉村昌子

2.高齢者を対象とする調
査研究の評価について
－介護老人福祉施設でア
クティビティケアとして
遠隔フィットネスシステ
ムを用いる研究から－

共著 平成29年6月 第32回日本保健医療行
動科学会学術大会　

高齢者に対するケアの有用性を調査する研究で、
高齢者の反応を測定する方法を検討した。　高齢
者の言葉による感想やVASスケールを用いて直接高
齢者から評価を得る方法よりも、実際に介護する
する施設職員からの情報のほうがより妥当な評価
が得られると考えた。
本人担当部分：計画・立案・データ収集を分担し
て行った。
共同発表者：吉村雅世、田中和奈、守本とも子、
東中須恵子、吉村昌子

3.Effects of skin
care with Karada
Kirei on senile
cutaneous pruritus
in older adults

共著 2020.1
令和2年1月

EAFONS2020
タイ、チェンマイ
p775

Objective: Ａimed to investigate whether skin care 
with Karada Kirei, a product made with natural 
ingredients,improves skin moisturization and 
alleviates itching. Methods: The subjects (n=17, 
aged ≥75 years) were randomly assigned to either a 
control or skin care group and received bed bath 
with a warm towel or Karada Kirei, respectively. 
Skin moisture and oil levels were measured before 
and after bathing in both groups and compared using 
a t test.Results:The moisture level increased 
significantly in the control group from 46.2 before 
bathing to 58.1 after bathing (p&lt;.01) and in the 
care group from 43.9 before bathing to 84.2 after 
skin care (p&lt;.001). The oil level decreased from 
3.47 before bathing to 1.70 after bathing, 
resulting in a deficiency, in the control group and 
increased from 1.2 before skin care to 6.1 after 
skin care in the in the skin care group (p&lt;.05), 
demonstrating a significant increase due to the 
skin care provided.
Tomoko Morimoto,Motomu Yamaguchi,HisanaTakahashi 
Hideo Saito,Ikuyo Sato,Sumiko Noguchi,Masako 
Inoue,Masayo Yoshimura

4.介護老人保健施設の明
るさの研究　居室の照度
調査から認知症高齢者の
睡眠改善のためのブライ
トケアにつて検討する

共著 令和3年3月 一般社団法人日本看護
研究学会　第34回近
畿・北陸地方が記述集
会

認知症高齢者の睡眠改善のブライトケアの予備調
査として、最近の施設の明るさの状況を明らかに
することを目的とした。研究計画、データ収集、
論文まとめを担当した。
高橋寿奈　𠮷𠮷村雅世
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 梶間敦子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事 項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

助産学概論

助産の歴史の授業方法 2011～2014 

学生と共に奈良県内外在住の助産師（70 歳代、80 歳代）

にインタビューをし、今日の助産師に求められることは

何かを考察する授業展開を行った 

地域母子保健 母親参加型の授業展開 
2011～2014 

子育て中の母親の協力を得て、ディスカッション、ワー

クショップをし、サービスを受ける側の女性と家族の理

解に勤める。助産師としてのモチベーションを高める授

業の工夫 

地域母子保健 国際看護の授業方法 
2011～2014 

異文化圏における助産ケアの配慮について、海外での出

産経験者を招いて、体験談や出産・子育て用品の紹介等

を通して、異文化における出産・育児について理解を深

める授業を行った。徐々に在日外国人女性の協力も得る

ことができた。

助産診断・技術学

外国人研修生との交流授業 2011 

ケニアからの研修生受け入れ、現在日本では使用しない

教材を使用しての診断技術の指導、異文化における助産

に必要な技・態度についてのディスカッションを日本人

学生とともに実施した 

プリセプターシップを導入した基礎実習の指導 
2011～2014 

助産基礎実習にプリセプターシップを導入。指導者、学

生が共に学びながら、以降の実習でのコミュニケーショ

ンの向上にもつながった

２ 作成した教科書，教材 

手作り教材 性教育用教材の作成 
2011～2014 

性教育、マザークラス用教材、乳幼児用衣類、未熟児用

衣類等の作成。助産師学生及び地域の住民の協力を得な

がら作成。子どもたちや受講者が興味を示し、手作りの

ぬくもりから、生命尊重の心を養う態度の育成にもつな

がっている 

性教育対象者に応じた教材の考案、作成 
2016～2021 

人形、パネルシアター、ペープサートなど、看護・助産

学生、保育士、教員、地域の女性や子どもたちの発想を

取り入れて共に作成、考案を重ねている 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

保健医療学部看護学科

676



５ その他 

平成 29 年度 天理市女性教育推進連絡協議会「いのちをどう

伝えるか」 

（天理市） 

2017.05.27 

平成 29 年度天理市 男女共同参画プラザ事業、天理市

女性教育推進連絡協議会総会、記念講演 

青少年の自立を支える奈良の会 

こころと命をつなぐ 

「助産師による『いのち』のおはなし」

（奈良市） 

2017.09.18 

青少年の自立を支える奈良の会、青少年の性に関するチ

ャレンジ事業において、ワークと講座、体験的性教育の

提案として、助産師による体験授業の紹介を行った 

平成30年度 近畿特別支援学校知的障害教育研究協議会健康

安全部会研修会「助産師による『いのち』のおはなし」

－体験授業が心を生かす‐ 

（大和郡山市） 

2018.08.10 

近畿特別支援学校知的障害教育の養護教諭を対象に、助

産師が考えるいのち、性教育のあり方、教材活用の実際

等について、演習を中心に講演を実施した 

平成 30 年度 奈良県看護協会保健師職能研修会 

「其々の力を発揮できる子育てネットワークを考える」 

～専門職それぞれの強み。弱みをふまえた支援の在り方～ 

（橿原市） 

2018.09.29 

妊娠期から子育て期の各ステージのニーズに応じた支

援を行うために、出産や育児にかかわるそれぞれの専門

職の持つ強みや弱みを共有し、その力を発揮すること

で、切れ目ない支援を目指すことを目標にした講演 

韓国日本文化学会総合国際学術大会 

討論者

（韓国 全南大学校） 

2018.12.22 

日本文化における妊娠・出産・育児や出産習俗における

女性と子どもの身体等の発表に続き、現代の日本の助産

師としての見解を述べた 

奈良県医師会看護専門学校

「今あなたにできる体づくり、心づくり」

～生命の源を見つめて～ （橿原市）

2019.12.11 

身体と心の神秘を見つめ直し、現代の生き方が自然とは

ほど遠い事例を紹介。発展途上国や、日本の昔の母子の

生活をにおける心の豊かさ等の紹介、時代・文化的背景

等の違いがあっても、身体の働きや出産の過程は同じで

ある。そこから、今できる体づくり、心づくりの大切さ

を気づいて欲しい。

第 908 回日本民俗学会談話会・第 321 回京都民俗学会談話会              

「思いがけないお産の民族」コメンテーター

助産師の立場から （京都市） 

2019.12.14 

「思いがけないお産の民俗」の発表を受け、助産師歴 40

数年を振り返り、事例を紹介。「思いがけないお産」は、

様々な様々な形で引き起こされる。それは、個人のでき

ごとではなく、また、親子・家族、次世代にも繋がるこ

とである 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1）看護師 昭和 51年 5月

19 日

第 296880 号 

2）助産師 昭和 52年 5月

16 日

第 74567 号 

3) 受胎調節実地指導員 昭和 51年 3月

10 日

第 885 号 

 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

４ その他 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 出産の民俗学・文化人類学 共著 2014.5 勉誠出版 助産師として 40 年の雑感 

2 日本民俗学 303 共著 2020.8 
一般社団法人日本民

俗学会 

「思いがけないお産の民俗」の発表を受

け、事例を紹介。「思いがけないお産」

は個人のできごとではなく、また親子・

家族・次世代にも繋がることである 

（学術論文） 

1里帰り分娩を経験した母親の育児不

安について－産後１ヶ月健診後－ 
共著 2011.7 

第 26回 奈良県母性衛

生会         （奈良） 

里帰りすることも、産後の生活にもたら

す問題が多い 

2ケニア共和国母子保健の現状報告第

一報

-マタニティセンターを視察して-

共著 2012.5.1 

第 26回 日本助産学会

学術集会  （札

幌） 

マタニティーセンターと、村での生活を

視察し、ケニアの母子保健の現状把握

3ケニア共和国母子保健の現状報告第

二報 
共著 2012.5.1 

第 26回 日本助産学会

学術集会  （札

幌） 

ケニアの医療スタッフへ、出産準備教育

の紹介

4在日外国人母子への出産前後のサポ

ート体制に関する一考察

-A 県での聞き取り調査より-

単著 2012.7.14 
第 27回 奈良県母性衛

生会        （奈良） 

在日外国人の出産・育児の困難さとサポ

ートの重要性 

5 国際助産を身近に学ぶ授業の工夫                                       

－海外で出産した日本人の体験談か

ら学ぶ- 

単著 2013.5.2 
第 27回 日本助産学会

学術集会     （石川） 

国際看護を、身近かなことと捕える授業

の工夫を紹介 

6 助産師が行う性教育のあり方

～思春期におけるピアエディケーシ

ョンでの助産師の介入～ 

共著 2014.7 
第 29回 奈良県母性衛

生学会       (奈良） 

ピアエデュケーション有効性について

検討 

7出生前診断を受検する妊婦と家族へ

のケア －文献検索による研

究－ 

共著 2014.7 
第 29回 奈良県母性衛

生学会       (奈良） 

出生前診断を受ける妊婦と家族の意思

決定について文献レビュー 

8外国人の日本での出産における問題

点とその関わり 
共著 2014.7 

第 29回 奈良県母性衛

生学会       (奈良） 

日本で出産する外国人女性の不安や問

題点を明確にし、今後の関わりに活かす 

9 奈良県助産師活動の 90 年（中間報

告） 共著 2015.7 
第 30回 奈良県母性衛

生学会       (奈良） 

助産師会 90 年の歴史を聞き取り調査、

先輩助産師の心と技を次代に伝えたい 

（その他） 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3月 31日 

氏名  播金 ヤスミ 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

基礎看護学、母性看護学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

  なし 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

看護師 

昭和 53

年 5 月

23日 

第 344379号 

助産師 

昭和 54

年 12月

20日 

第 77915号 

日本周産期・新生児医学会 

新生児蘇生法「専門コース」（Aコース） 修了 

平成 27

年 11月

1日 

認定番号 A-15 42181 

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

４ その他 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

1. 1看護系の大学及び専門

学校で用いられている基

礎看護学実習評価表の内

容分析による構成概念の

抽出とルーブリック形式

の評価表の作成 

 

単著 

 

平成 25年 3

月 

 

畿央大学 修士論文 

 
 

2. 看護学生の載石位体験

前後の産婦人科診察台に

対するイメージと差恥心

の変化 

 

共著 

 

平成 27年 

 

畿央大学紀要 第 12

巻、第 1号、Pl5-30 

 

仲居由美子、小笠原知枝、播金ヤスミ、

他 

 

3.基礎看護学実習評価項

目の内容分析によるパフ

ォーマンス評価のための

ルーブリックの作成 

 

共著 

 

平成 30年 2

月 

 

医療福祉情報行動科

学 研 究  第 5 巻  

2018年 2月 

 

播金ヤスミ、小笠原知枝、中居由美子、

河合まゆみ、、小林由里、對中百合、新

井祐恵、大田容子、伊藤明子 

 

４．新人看護師のクリティ

カルシンキング能力と情

報活用能力の特徴とその

関連性 

 

共著 

 

平成 31年 3

月 

 

医療福祉情報行動科

学 研 究  第 ６ 巻  

2019年 3月 

 

小林由里、小笠原知枝、河合まゆみ、中

居由美子、播金ヤスミ、他 

 

（その他）     

（学会発表） 

 

    

看護職員離職経験者の離

職要因に関する実態調査

一離職時の状況と現在の

心境からみた働き続ける

ための職場環境一 

 

 
平成 25年 

 

第 42 回日本看護学会

論文集（看護管理）

P187-190 

 

飯尾美和、土井理久實、田岡眞由美、播

金ヤスミ、他 

 

Image of gynecological 

examination in young 

women.（若い女性の産婦人

科診察台イメージ） 

 

 
平成 25年 

 

WANS（世界看護科学学

会）ポスター発表 

 

YumikoNakai, Jong·SeongMoon, 

YasumiHarikane他 

 

学生カンファレンスの現

状と今後の指導課題 

 

 
平成 26年 

 

第 45 四日本看護学会

（看護教育）学術集

会、P37 ポスタ一発

表 

 

城使紀子、播金ヤスミ、丸野由美 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

基礎看護学実習評価項目

の内容分析による実習評

価の構成概念 

 

 
平成 26年 

 

第 24 回日本看護学教

育学会学術集会（口

演） 

 

播金ヤスミ、小林由里、中居由美子、他 

 

新人看護師のクリテイカ

ルシンキング能カと情報

活用能力の関連性とその

特徴 

 

 
平成 26年 

 

第 24 回日本看護学教

育学会学術集会（口

演） 

 

小林由里、河合まゆみ、播金ヤスミ、他 

 

看護専門学校における高

校新卒学生と社会人経験

学生の学習意欲に関する

要因 

 

 
平成 27年 

 

第 25 回日本看護学教

育学会学術集会（口

演） 

 

河合まゆみ、小笠原知枝、中居由美子、

播金ヤスミ他 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 芝田 ゆかり 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

公衆衛生看護学,地域看護学 保健・医療・福祉・教育の連携 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1) 看護学生のための初年次教育の教育方法作成

2) 地域基盤型ボランティア教育方法の作成

平成 24年 12月

～26 年 4 月 

平成 27年 4 月

～28 年 3 月 

飯田女子短期大学看護学科の教授就任前から看護学

生のための初年次教育の教育方法を｢キャリアデザ

イン｣として新講義を作成した.具体的には,就任前

本学科は留年する過年度生が多いため,看護師にな

るための動機づけを先駆けて行い,｢聴く」｢読む｣｢調

べる｣「書く」ための教育方法を新たに作成・実施し

た.

朝日大学保健医療学部看護学科准教授として,地域

基盤型ヘルスボランティア教育方法を作成した.具

体的には多世代交流を目的とした利他的行動の体験

型学習であり,岐阜県瑞穂市地域包括支援センタ

ー・介護予防サポーターと連携し,地域基盤型のボラ

ンティア教育方法を考案・実施した.

3）リフレクション（振り返り）シートの活用 平成 22年 4 月

～現在に至る. 

学生の理解について振り返りを促すため,独自に作

成したシートを活用する工夫を行っている. 

学生自身が目標達成度は何％かを評価し,100％にな

るために学生自身がどうしたらよいかを考えて記入

したものを毎回回収して,学生の理解度を確認して

いる.理解が乏しい内容は,次回に補足説明を行って

いる. 

２ 作成した教科書，教材 

特記なし 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1) 文部科学省による大学設置審議会の教員組織審

査において,朝日大学保健医療学部看護学科専任

准教授：適格と認定

平成 25年 8 月 科目名：｢公衆衛生看護学概論｣｢公衆衛生看護活動論

Ⅰ｣｢公衆衛生看護活動論Ⅱ｣｢公衆衛生看護活動論

Ⅲ｣｢公衆衛生看護学実習｣｢看護研究演習Ⅰ｣｢看護研

究演習Ⅱ｣「基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ」担当可と判定 

2) 学位授与機構・文部科学省「大学設置審議会教員

審査」において,飯田女子短期大学専攻科養護教育専

攻（養護教諭養成課程） 兼担教授：適格と認定 

平成 25年 12月 科目名：「看護学特論」担当可と認定 

3）文部科学省による AC 教員審査において,奈良学

園大学保健医療学部看護学科専任准教授：適格と認

定

平成 29年 2 月 

科目名：｢公衆衛生看護学概論｣｢公衆衛生看護学Ⅰ 

（地域活動）｣｢公衆衛生看護方法論Ⅰ｣｢公衆衛生看 

護方法論Ⅱ｣｢公衆衛生看護学実習｣｢看護研究Ⅱ｣「公

衆衛生看護診断演習」「在宅看護学実習」「基 

礎看護学実習Ⅰ」「基礎看護学実習Ⅱ」「統合実 

習」担当可と判定 

4）文部科学省による大学院設置の教員組織審査にお

いて,奈良学園大学保健医療学部看護学科准教授：適

格と認定 

平成 29年 8 月 

科目名：「在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学）」担当

可と判定 
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４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1) NPO 法人大阪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教育研究所 理事 
平成 17年 1 月

～現在に至る 

NPO 法人大阪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教育研究所の前身である大阪

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教育研究会の時より,障がい児教育に関わっ

ており,地域住民を巻き込んだボランティア教育活

動を行っている. 

 

 

 2) 東大阪大学 委員会（保健センター）業務担当 
平成 21年 4 月

～22 年 3 月 

養護教諭・看護師・保健師・健康運動実践指導者・

精神保健福祉士業務を担当した. 

3) 精神障害者ﾋﾟｱﾍﾙﾊﾟｰ等養成研修事業(在宅看護

の基礎知識Ⅰ) 講師 
平成 22年 12月 

精神障害者ﾋﾟｱﾍﾙﾊﾟｰ等養成研修事業受講者を対象

に,在宅看護の基礎知識Ⅰの講義を担当した. 

4) 加古川市国民健康保険運営協議会 委員 
平成 23年 2 月

～24 年 3 月 

加古川市より保健師教育に関わる教員として,加古

川市国民健康保険運営協議会の委員を委嘱された. 

 

5) 兵庫大学にて教務主任（保健師科目）として 

カリキュラム作成 

平成 23年 4 月

～24 年 3 月 

平成 24 年度入学生より保健師選択制を兵庫大学で

実施するにあたり,教務主任として保健師教育のカ

リキュラムと実習計画を作成した. 

5) 飯田女子短期大学 公開講座 

 
平成 25年 9 月 

「こころとからだの元気づくり」をテーマに,継続的

に取り組むことが必要であることを理解することを

目標に公開講座の講師を担当した.自分自身のから

だのことを知り,生活機能を低下させない方法を実

際に体験する機会とした. 

 

５ その他   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許 

1）外国語(ﾌﾗﾝｽ語)中学校教諭 1 級教諭普通免許 

2）外国語{ﾌﾗﾝｽ語}高等学校教諭 2 級教諭普通免許 

高等学校教諭 2 級（兵庫県昭 56 高 2 普第 625 号） 

 

 

 

 

 

昭和 57年 3 月 

昭和 57年 3 月 

 

 

3）養護学校教諭 1 級普通免許 

4）国語科中学校教諭 1 種普通免許 

5）国語科高等学校教諭 1 種普通免許 

6) 看護婦免許 

7) 保健婦免許 

8) 養護教諭 2 種免許 

9) 第 1 種衛生管理者免許 

10) 介護支援専門員 

11) 精神保健福祉士免許 

12) 健康運動実践指導者 

平成元年 3 月 

平成 3 年 3 月 

平成 3 年 3 月 

平成 9 年 4 月 

平成 11年 5 月 

平成 11年 10月 

平成 11年 10月 

平成 12年 2 月 

平成 15年 6 月 

平成 15年 10月 

 

 

 

 

 

   
２ 特許等   

  特記なし   

   
３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1) 文部科学省による大学設置審議会の教員組織審

査において,朝日大学保健医療学部看護学科専任准

教授：適格と認定 

 

平成 25年 8 月 

 

 

 

 

科目名：｢公衆衛生看護学概論｣｢公衆衛生看護活動論

Ⅰ｣｢公衆衛生看護活動論Ⅱ｣｢公衆衛生看護活動論

Ⅲ｣｢公衆衛生看護学実習｣｢看護研究演習Ⅰ｣｢看護研

究演習Ⅱ｣「基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ」担当可と判定 

2) 学位授与機構・文部科学省「大学設置審議会教員

審査」において,飯田女子短期大学専攻科養護教育専

攻 兼担教授：適格と認定 

平成 25年 12月 
専攻科養護教育専攻（養護教諭養成課程） 

科目名：「看護学特論」担当可と認定 
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3）文部科学省による AC 教員審査において,奈良学 

園大学保健医療学部看護学科専任准教授：適格と認

定 

平成 29年 2 月 

 

科目名：｢公衆衛生看護学概論｣｢公衆衛生看護学Ⅰ 

（地域活動）｣｢公衆衛生看護方法論Ⅰ｣｢公衆衛生看  

護方法論Ⅱ｣｢公衆衛生看護学実習｣｢看護研究Ⅱ｣「公

衆衛生看護診断演習」「在宅看護学実習」「基 

礎看護学実習Ⅰ」「基礎看護学実習Ⅱ」「統合看護

実習」担当可と判定 

4） 文部科学省による大学院設置の教員組織審査に

おいて,奈良学園大学大学院看護学研究科看護学専

攻准教授：適格と認定 

平成 29年 8 月 

 

科目名：「在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学）」担当

可と判定 

 

 

 

４ その他   

 1)東大阪市まちづくり助成金 

3)2015(平成 27)年度教育改革推進事業助成金 

平成 21～22 年 

平成 27年 4 月

～28 年 3 月 

東大阪大学,東大阪短期大学 研究共同分担 

 2)2015(平成 27)年度教育改革推進事業助成金 平成 27～28 年 朝日大学 2015 年度教育改革推進事業 研究代表者 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書） 

1  2018 年要点がわかる

出題傾向がみえる小児 

看護学 (看護師国家試験

対策) 

 

共著 平成 29年 11月 PILAR PRESS 

「看護師国家試験出題基準（平成 30 年

版）」準拠.中項目別にみた要点と過去

問題集を作成した.第 97回～第 106回看

護師国家試験問題収録. 

守本とも子（監修） 

芝田ゆかり,田場真理, 瀬山由美子（編

著） 

 

 

 
2 2019年出題傾向がみえ

る健康支援と社会保障 

制度 (看護師国家試験対

策) 

共著 

 

平成 30年 5 月 

 

PILAR PRESS 

「看護師国家試験出題基準（平成 30 年

版）」準拠.中項目別にみた要点と過去

問題集を作成した.第 91回～第 107回看

護師国家試験問題収録.  

守本とも子（監修） 

新谷奈苗,芝田ゆかり,森山浩司他 

3 2020 年解いて,わか

る！覚えて合格！小児看

護学/看護の統合と実践 

 

 

共著 令和 2 年 3 月 PILAR PRESS 

「看護師国家試験出題基準（平成 30 年

版）」準拠.看護の統合と実践,中項目別

の過去問題集を作成した.第 87 回～第

108 回看護師国家試験問題収録.  

守本とも子（監修）,山口求（編著） 

三浦康代,芝田ゆかり,吉水清,佐藤郁

代,井上葉子,斎藤英夫他 

4 2021年出題傾向がみえ

る健康支援と社会保障制

度 中項目にみた要点と

解説付過去問題集 2020. 

共著 令和 2 年 10 月 PILAR PRESS 

「看護師国家試験出題基準（平成 30 年

版）」準拠.中項目別にみた要点と過去

問題集を作成した.第 97回～第 109回看

護師国家試験問題収録.  

守本とも子（監修） 

三浦康代,芝田ゆかり,井上葉子他 

5 看護師国家試験直前社

会福祉領域ファイナルチ

ェック 2021. 

共著 令和 3 年 3 月 株式会社 金芳堂 

「看護師国家試験出題基準（平成 30 年

版）」に沿って、現代社会の背景や動向

を踏まえ、厚生労働省が社会福祉につい

て重要な内容である。看護実践における

社会資源の活用に向けての示唆を与え

た。 

星野政明（監修） 

守本とも子,三浦康代,芝田ゆかり,井上

葉子,𠮷村雅世他 
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（学術論文）  

 

   

1 市町村合併後の集団

健康教育（運動）プログ

ラムの評価―総合型地域

スポーツクラブにアウト

ソーシングした事例の検

討― 

単著 
平成 21年 12

月 

東大阪大学教育研究紀要

第 7 号;25-30 

市町村合併前後の集団健康教育（運

動）プログラム評価への示唆を得ること

を目的に,総合型地域スポーツクラブに

アウトソーシングした事例を検討した.

その結果,集団健康教育の実施において

｢運動の機会や時間がない者や参加者の

性別・年齢に応じたアプローチとその評

価システムが必要であることが示唆さ

れた. 

2 総合型地域スポーツ

クラブを活用した運動啓

発事業の評価 

単著 
平成 22年 3

月 

日本福祉大学大学院社会

福祉学研究科「社会福祉学

研究」，第 5 号，55－63 

中高年者の運動不足といった課題か

ら経年・長期的に継続した運動啓発事業

を実施するために,総合型地域スポーツ

クラブを活用した事業の多面的な評価

を検証した.その結果運動啓発事業の評

価において,参加実人数を用いて評価を

行うことで,実施回数が増えても,男性

や運動を継続する実参加人数が増える

とは限らないことが明らかになった. 

3「保健師に求められる実

践能力と卒業時の到達

度」における学生の自己

評価 : 実習形態の違い

による到達度の比較 

共著 
平成 26年 3

月 

大阪市立大学看護学雑誌,

（10）1-10 

行政 3 週間実習(行政実習),行政 1 週

間と産業 2 週間の計 3 週間実習(産業実

習),行政 1週間と学校 2週間の計 3週間

実習(学校実習)という実習形態で学生

の到達度に違いがあるか否かを検討し

た. 2012-2013 年度に地域看護学実習を

履修した計 124 名に調査票を配布,104 

名(回収率: 83.9%) から回答を得た.調

査は「保健師に求められる実践能力と卒

業時の到達目標と到達度」(厚生労働省， 

2010) の項目を用いた.実習という臨地

の特性により経験しにくい項目につい

ては,実習運営のさらなる工夫が必要で

あることを考察した. 

担当分:調査，統計解析 

著者：林知里,横山美江,藤村一美,村

井智郁子,芝田ゆかり 

4 看護基礎教育におけ

る保健師教育 
単著 

平成 27年 3

月 

朝日大学保健医療学部看

護学科紀要,(1)44-52 

看護基礎教育における保健師教育に

ついて,①学士課程（大学 4 年間）の看

護基礎教育における保健師教育の変遷,

②朝日大学保健医療学部看護学科の保

健師教育の考え方,③今日の社会に求め

られる保健師の役割を概観した. 
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5 2015 年度教育改革推

進事業：介護予防プロジ

ェクト報告ー地域と大学

が連携した地域基盤型の

ボランティア教育システ

ムー 

共著 
平成 29年 3

月 

朝日大学保健医療学部看

護学科紀要,(3)59-66 

2015 年度教育改革推進事

業助成金報告書 

現在の日本における看護学教育にお

いて，介護予防における地域包括システ

ムを目指した地域基盤型のボランティ

ア教育の取り組みは少ない．そこで我々

は，2015 年度教育改革推進事業：介護予

防体操作成プロジェクトに取り組み，本

事業の目的達成を目指した．地域連携協

定を結ぶ A 市をはじめ，A 市社会福祉協

議会・A 市地域包括支援センター・みず

ほ生き活きサポーター等関係機関の協

力のもと，「介護予防体操作成プロジェ

クト：地域と大学が協働したボランティ

ア教育システム」を実施した内容を報告

した. 

本人担当部分：研究代表者･統計解析，

結果,考察,総括 

著者：芝田ゆかり,高橋直美,名和めぐ

み,北端惠子 

2019 第 22 回東アジア看

護学研究者フォーラムの

報告（Ⅰ）～文献検討に

よる女性の身長短縮に関

連する因子および因子間

の関連～ 

共著 令和元年 9 月 
奈良学園大学紀要,（11） 

211-215.2019. 

A Report on 22nd East Asian Forum of 

Nursing Scholars (EAFONS) Conference 

2019（Ⅰ）～ Association among the 

factors in conjunction with Height 

Loss of females by the literature 

review～ 

Yasuyo MIURA，Yukari SHIBATA 

Kiyoshi YOSHIMIZU，Yohko INOUYE 

2019 第 22 回東アジア看

護学研究者フォーラムの

報告（Ⅱ）－炎症性腸疾

患患者の食生活に焦点を

あてたライフスキルに関

する文献検討－ 

共著 令和元年 9 月 

奈良学園大学紀要,（11） 

207-210.2019. 

 

A Report on 22nd East Asian Forum of 

Nursing Scholars (EAFONS) Conference 

2019 Part 2－Study of literature on 

life skills that focus on eating 

habits of patients with inflammatory 

bowel disease－ 

Yohko INOUYE, Yukari SHIBATA, 

Kiyoshi YOSHIMIZU， Yasuyo MIURA 

（学会発表）     

1 学生による「保健師に

求められる実践能力と卒

業時の到達目標と到達

度」の自己評価－行政保

健実習・学校保健実習・

産業保健実習による比

較・検討－ 

共著 
平成 25年 1

月 

第１回日本公衆衛生看護 

学会（首都大学東京）, 

2013.1.14-15,第１回日本

公衆衛生看護学会講演集,

第 1 号,75 

2012 年度４年制大学の保健師課程学

生への調査から,保健師に求められる実

践能力と卒業時の到達目標と到達度を

明らかにし,行政・学校・産業実習によ

る自己評価の比較・検討を行った.              

担当分:調査,統計解析，結果              

著者：藤村一美,芝田ゆかり,横山美江 
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2 Effect of 

Caregiver's Smile for 

Comfortable in Older 

Adult with 

Alzheiheimer's Disease 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同発

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The 10th International 

Association of 

Gerontology and 

Geriatrics-Asia/Oceania 

2015 Congress 

19-22 October 2015 

Chiang Mai,Thailand  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

In patients with advanced Alzheimer's 

disease, showing various expressions, 

such as "surprise face" photo "smile", 

"crying", see how it feels this 

person? " I heard. Then see the 

surprise face"so not recognize 

the"angry face",  "smile"could 

recognize most people. Slow dementia, 

and the ability to feel from people's 

facial expressions. But smile, that 

capability to read or see someone 

happy, or happier not learned unabated 

to the end. This time, evaluate 

effects caregiver’s smile in a saliva 

test for older Alzheiheimer diseases 

objective. 

本人担当部分抽出不可能 

共著：大塚静香,濱畑章子,芝田ゆかり,

小松美砂 

3 児童・生徒等における

う蝕有病状況の年齢特性

比較―学校保健統計調査

結果からの検証― 

 

単著 
平成 27年 1

月 

第 3 回日本公衆衛生看護

学会(神戸)第１回日本公

衆衛生看護学会講集,P205 

学校保健統計調査結果を用いてう蝕

有病状況について,経年的に年齢特性の

傾向を明らかにした. 

4 Collaboration 

between University and 

Community Volunteers in 

a Nursing-Care 

Prevention Exercise 

Project 

共同発

表 

平成 28年 6

月 

The 3rd Korea-Japan 

Joint Conference on 

Community Health Nursing 

(KJJCCHN)July 

1-3,2016Busan,South 

Korea 

2015 年度教育改革推進事

業助成金 

This study develops an education 

program with community participation 

as part of a new project that utilizes 

a regional partnership between the 

university and community volunteers 

through intergenerational exchange 

and allows volunteers to participate 

with residents and government 

officials.The subjects were nine 

students who applied to participate in 

the nursing-care prevention exercise 

project and were recruited from the 87 

students in the university's two-year 

nursing program. The subjects were 

studied for six months (June–December 

2015).In Workshop and two gatherings 

of elderly people who live in the 

community, it was content analysis of 

Reflection and impressions of the 

student.By content analysis, we were 

able to extract the concept of 

individual and collective.本人担当部

分：研究の総括,統計解析，結果,考察 

共著：芝田ゆかり,北端惠子,高橋直美 
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5 地域と大学が連携し

た地域基盤型のボランテ

ィア教育プログラムの展

開ー2015 年度教育改革推

進事業：介護予防体操作

成プロジェクトー 

 
平成 28年 8

月 

日本地域看護学会第 19 回

学術集会(栃木)講演集, 

(19)111 

2015 年度教育改革推進事

業助成金 

本研究の目的は,住民や行政等関係者

と共にボランティアとして参加する機

会を利用した世代間交流を通して,地域

と大学との地域連携協定を活用した介

護予防体操作成プロジェクトへ参加す

る地域基盤型のボランティア教育プロ

グラムを展開することである.学生は①

高齢者やボランティア・関係機関の専門

職とコミュニケーションを持ち,世代間

交流を図り,他者を理解することの必要

性を学び,②介護予防体操を作成・披露

することでの達成感や喜び等を得たこ

とを報告した.また地域の人々からも今

後の学生ボランティア活動の継続希望

の声が聞かれ,大学としての地域貢献へ

の一歩となり,地域基盤型のボランティ

ア教育プログラムを展開することがで

きた. 

本人担当部分：研究の総括,統計解析，

結果,考察 

共著：芝田ゆかり,北端惠子,名和めぐ

み,高橋直美 
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6  地域基盤型のヘルス

ボランティア教育プログ

ラムに参加した学生のリ

フレクション・プロセス 

 

 

 

 

7 介護予防体操作成ボ

ランティアの活動が学生

に与えたもの-高齢者と

の関わりで学んだ人権擁

護について- 

 

 

 

 

 

8  国内におけるソーシ

ャルサポート受領につい

てのベネフィット・ファ

インディングに関する文

献研究 

 

 

 

 

9  Study of literature 

on life skills that 

focus on eating habits 

of patients with 

inflammatory bowel 

disease 

 

 

 

 

 

10 Association among 

the factors in 

conjunction with Height 

Loss of females by the 

literature review 

 

 

 

 

 

11 不登校中学生の心身の

健康状態への支緩におけ

る文献検討-学校適応行

動を採択するまでの過程

- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共同発

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同発

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同発

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 1

月 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 5

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 1

月 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回日本公衆衛生看護

学会学術集会(仙台)，

2017. 

 

 

 

 

日本看護倫理学会第 10 回

年次大会（大分）2017. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 回日本公衆衛生看護

学会（大阪），2018. 

 

 

 

 

 

 

22nd East Asian Forum of 

Nursing Scholars 

2019EAFONS 東アジア看護

学研究者フォーラム シン

ガポール大会,2019. 

 

 

 

 

 

22nd East Asian Forum of 

Nursing Scholars 

2019EAFONS 東アジア看護

学研究者フォーラム シン

ガポール大会,2019. 

 

 

 

 

日本地域看護学会学術集

会講演集 （横浜） 

 22nd,P87,2019． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域基盤型のヘルスボランティア教育

プログラムに参加した学生のリフレク

ション・プロセスを質的研究で明らか 

にした. 

 

 

今回介護予防体操作成のボランティア

の活動を 2 年生 9 名の学生と実施した.

学生は介護予防体操を行ううちに,高齢

者にとって意味のある内容や,コミュニ

ケーションの取り方を学び,体操作成自

体の過程が学びになっていること等多

くの学びを得ていた.高齢者の立場であ

ればどうかと考えることや,人間として

の共感に近づく大切さを考えさせられ

ていた. 

本人担当部分：統計解析，結果,考察

共著：北端惠子,芝田ゆかり,高橋直美 

 

国内におけるソーシャルサポート受領

についてのベネフィット・ファインディ

ングに関する文献研究を行った. 

 

 

 

We will clarify the trend of research 

on life skills focusing on the diet of 

patients with IBD and use our results 

as the basic data to consider 

supporting methods.  

本人担当部分：統計解析，結果,考察 

共著：井上葉子,芝田ゆかり他 

 

 

 

We examined the several factors 

related to the height loss of female 

and relations among those factors to 

provide basic resources to prevent 

height loss. 

本人担当部分：統計解析，結果,考察 

共著：三浦康代,芝田ゆかり他 

 

 

 

中学生が学校適応行動を採択するまで

の過程を明らかにすることを目的に,従

来の不登校中学生の心身の健康状態を

支援した関連論文等を基礎に,文献検討

を行った.その結果,TTM は行動変容段階

である＜無関心期＞＜関心期＞＜準備

期＞＜継続期＞に大別された.そして

TTM により中学生が学校適応行動を採択

するまでの過程が明らかになり,学校適

応のためのプログラム開発に用いる理

論・モデルの選定に役立つ可能性につい

て展望できた. 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 ３年 ３月３１日 

氏名 小林 由里 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護師の育成、現任教育 クリティカルシンキング、臨床判断力

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

医療事故事例のシミュレーション体験を用いた授業

方法 
平成 15

年 12月

～平成

29年 10

月 

「医療安全」の講義において学生の自己モニタリングや

リスクアセスメントを高め、事故防止行動がとれること

を目的にシミュレーション教育を実施した。学生一人ず

つ誤薬のシミュレーション体験とリフレクションを実

施した。体験後レポートの記述から、学生はどのような

状況で事故につながるのかや、自分の行動特性について

理解できたという結果が得られた。また、実習において

も事故防止の意識につながった。

多重課題を用いたリスクアセスメント力と判断力の

育成演習 

平成 28

年 1月 

統合分野「看護の統合と実践」の科目として、卒業前に

多重課題を用いたリスクアセスメント力と判断力、対応

力を育成することを目的に演習を実施した。病室に呼吸

不全の患者、転倒リスクのある患者、嚥下困難のある患

者などを設定し、学生は、グループでディスカッション

して患者への援助計画を立案しておく。教員が患者役を

演じ、ロールプレイを行い、患者の状況に対応しながら、

リスクアセスメントや優先度の判断を行う体験学習と

した。このメリットとして、学生は、臨場感のある患者

の反応にどう対応しようかと思考し判断する機会とな

った。

看護管理の考え方を学ぶ事例を用いたグループ討議 

平成 28

年 4月

～平成

29年 6

月 

統合分野「看護の統合と実践」の科目である、看護管理

では、看護管理の定義やマネジメントプロセス、病院・

看護部の組織体制などについて教授した。また、倫理的

問題のある事例を用いて、自らがミドルマネージャーと

してどのように倫理的判断を行うかのディスカッショ

ンや、複数の様々な状況にある患者のケアが必要な事例

に対し、チームでケアを実施する際のリーダーシップの

あり方についてのディスカッションを取り入れた。

成人看護援助論Ⅱ、成人看護援助論演習の講義・演

習 

平成 30

年 4月

～令和

2年 7月 

慢性疾患を持つ患者のセルフマネジメントを支援する

ための看護について、学生がイメージしながら学べるよ

う、事例を用いて、段階的に思考プロセスをたどってい

けるような講義の組み立てを行った。セルフマネジメン

トの患者教育では、模擬患者（教員）に対してパンフレ

ットを用いて学生が指導する課題とした。患者役の様々

な反応に対して思考し、対応するという内容とした。学

生は不足する知識や患者教育の技術など課題を明確に

することができた。医療事故防止のリスクアセスメント

力を高めるためのシミュレーションを取り入れた。

看護管理学特論の講義 

平成 31

年 9月

～現在

に至る 

大学院の看護管理学特論では、臨床で現在も勤務する学

生であるため、生きた教材を活用するべく、各自の管理

的疑問や問題を提起しあい、ディスカッションを行っ

た。 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

神経内科病棟管理（２年間）、教育担当（5年間）お

よび臨床実習指導 

平成 19

年 4月

～平成

24年 3

月 

神経内科病棟看護師長として病棟の看護管理を担当し

た。この間、年間を通して、様々な看護師養成所の 1年

生の基礎看護学実習や、成人、老年看護学実習、小児看

護学実習を受け入れた。受け入れに対して以下の点に留

意した。 
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・実習指導者を育成するために実習指導者会の内容を検

討した。（例えば実習記録の学習会などの実施、実習指

導案の作成など） 

・実習受け入れ態勢を整えるため、実習期間中の実習指

導者の勤務調整、看護計画や看護記録の充実を図る。

・実習オリエンテーション内容を検討し、学生の実習へ

の導入を助けるものとした。

・担当教員との連携に留意し、受け持ち患者選定や実習

指導の方向性を調整するようにした。

・スタッフの実習指導の資質向上を目指し、研修会への

参加を促し動機づけを行った。

・実習指導者とともにカンファレンスに出席し、学生の

実習目標到達度の評価および実習指導の評価を行い、次

の指導に活かすようにした。

教育担当（5年間）として看護師の看護実践力向上の

ための現任教育の企画・運営 

平成 19

年 4月

～平成

24年 3

月 

院内看護職（看護師、療養介助員、看護助手）の育成を

図るため、経年別、役割別研修の企画・運営を担当した。

毎年、新人看護師は毎月 1回、2年目、3年目、4,5年目

は 2か月に 1回程度、6年目以上は半年に 1回程度、実

習指導に関すること、褥瘡予防、摂食嚥下などの専門分

野の研修などを実施した。経年別研修は、OJTを重視し、

それぞれの経験年数での課題をOJTにより達成できるよ

う取り組み、集合研修ではその補填となるよう位置付け

た。その結果、各部署で実践を通して、看護職員同士で

お互いを育てあう意識ができた。新人看護職の研修テー

マは主に看護技術や看護倫理に関すること、2年目はケ

ーススタディ、3年目は組織におけるリーダーシップ・

メンバーシップ、4年目以上は業務改善など組織におけ

る管理とし、業務改善につなげた。

教員に対する指導・教育、教員の教育実践力向上の

ための研修の企画・運営 

平成 25

年～平

成 30年

3月 

看護専門学校の教育主事として看護学校管理を担当し

た。近畿内国立病院機構附属看護学校の 1，2年目教員

を対象とし、教育実践力向上を目的とした研修や、中堅

看護教員を対象とし、学校運営・管理の視点の育成を目

的とした研修を実施した。 

国立病院機構近畿グループ主催実習指導者講習会講

師、施設内実習指導者 

平成 26

年 6月

～平成

29年 6

月 

国立病院機構近畿グループ主催実習指導者講習会にて

「基礎看護学」や「実習評価」について担当し講義を行

った。また、国立病院機構舞鶴医療センター附属看護学

校、京都医療センター附属看護助産学校、敦賀医療セン

ターでの実習指導者研修において、教育課程、実習指導

の意義、実習評価、実習指導案の作成などについて講義

を実施した。

５ その他 

国立病院機構舞鶴医療センター附属看護学校におけ

る教育実績 

平成 25

年 4月

～平成

28年 3

月 

「看護学概論」「老年看護学概論」「医療安全」などの

講義を担当した。また、「基礎看護学実習」「小児看護

学実習」「成人看護学実習」「在宅看護論実習」の実習

指導を行った。効果的な実習となるよう、実習施設への

実習依頼や調整を行った。院外講師へは学生の講義評価

結果をフィードバックし、講義依頼を行った。また、看

護教員の指導、実習施設の実習指導者対象研修の講師な

どを行った。 

国立病院機構京都医療センター附属京都看護助産学

校 看護学科における教育実績 

平成 28

年 4月

～平成

30年 3

月 

「看護管理」「医療安全」の講義を担当した。また、「基

礎看護学実習」「小児看護学実習」などの実習指導を行

った。効果的な実習となるよう、実習施設への実習依頼

や調整を行った。院外講師へは学生の講義評価結果をフ

ィードバックし、講義依頼を行った。また、看護教員の

指導や実習施設の実習指導者対象研修の講師などを行

った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 
平成元

年 4月 
看護婦免許 

２ 特許等 
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３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

国立病院機構奈良医療センター看護師長 

平成 19

年 4月

～平成

21年 3

月 

神経内科病棟看護師長として病棟管理を行った。神経・

筋難病患者の薬物療法、リハビリテーション看護、レス

パイト入院の受け入れを実施した 

国立病院機構奈良医療センター教育担当看護師長 

平成 21

年 4月

～平成

24年 3

月 

教育担当として看護職の現任教育の企画・実施を行っ

た。また、医療安全管理係長とともに全職員対象の研修

を実施した。人材確保対策事業として、看護職募集活動、

復職支援研修や中途採用者研修の企画・運営を実施し

た。また実習受け入れ態勢整備等の役割を果たした。 

４ その他 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 看護師国家試験 直前 

社会福祉学領域ファイナ

ルチェック

共著 2021年 03月 金芳堂 

社会福祉の仕組みを学び、対象者の生活

を基盤とした QOLの質の向上に向けた社

会福祉の知識を体系的に理解できるも

のである。3-2）障害者の日常生活及び

社会生活を総合的に支援するための法

律（障害者総合支援法）を担当した。 

（学術論文） 

1.新人看護師のクリティ

カルシンキング能力と情

報活用能力の関連性とそ

の特徴

（修士論文）

単著 
平成 25年 3

月 

畿央大学 

新人看護師のクリティカルシンキング

能力と情報活用能力の特徴とその関連

性を明らかにすることを目的とした。看

護師 712名に質問紙調査を実施した。質

問紙は属性，批判的思考態度尺度(常盤

ら,2010)，情報活用の実践力尺度(高比

良ら,1999)で構成した。分析方法は記述

統計，Spearmanの相関係数，重回帰分析

を用いた。結果、クリティカルシンキン

グ能力は，協同的態度が高く，看護師と

の比較では，探求心が高く，論理的思考

への自信が低かった。情報活用能力で

は，収集力，発信・伝達力が高く，看護

師との比較では表現力が高かった。新人

看護師および看護師のクリティカルシ

ンキング能力と情報活用能力の関連性

は、双方とも有意な正の相関が認められ

(r= .449,p< 0.1)、両能力は有意に関連

していることがわかった。両能力に影響

を与える諸要因では、新人看護師は看護

基礎教育課程がクリティカルシンキン

グ能力に影響していた。クリティカルシ

ンキング能力を高めるには情報活用能

力の判断力，創造力，処理力を育成する

必要性が示唆された。

Ａ４判 全 64頁

2.看護学生の砕石位体位

前後の産婦人科診察台に

対するイメージと羞恥心

の変化

（査読付）

共著 
平成 27年 6

月 

畿央大学紀要 p19～

P30 

看護学生が産婦人科診察台で砕石位を

体験することで、体験前後の診察台のイ

メージや羞恥心の変化を検討すること

を目的とした。先行分権やアンケートか

らキーワードを抽出し 15項目の産婦人

科診察台イメージ尺度を作成した。羞恥

心は樋口の状態羞恥心感情測定尺度で

砕石位体験前後に調査した。参加者は 80

名。産婦人科イメージは、因子分析の結

果「情動イメージ」「体感イメージ」「緊

張的イメージ」「見た目イメージ」の 4

因子が抽出された。体験前は 13項目が

マイナスイメージであったが、体験後 5

項目がプラスに有意に変化した。体験後

の羞恥心尺度の高値群は、診察台イメー
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ジの「高く」「嫌な」の項目でマイナス

に有意に変化した。以上から産婦人科診

察台に対してマイナスイメージが強い

場合、羞恥心が強くなることが示唆され

た。 

本人担当部分：データの分析、結果の考

察を行った。 

共著者：◎中居由美子,小笠原知枝,播金

ヤスミ,小林由里,河合まゆみ,文鐘聲

3.基礎看護学実習評価項

目の内容分析によるパフ

ォーマンス評価のための

ルーブリックの作成

（査読付）

共著 
平成 30年 2

月 

医療福祉情報行動科

学研究第5巻P43～P51 

基礎看護学実習の評価に用いられた項

目から、パフォーマンス評価のためのル

ーブリックを作成することを目的とし

た。10校の基礎看護学実習評価表の評価

項目を基礎データとし、Berelson の内容

分析を参考にカテゴリー化した。445記

録単位数をコード化し、110サブカテゴ

リ―、25カテゴリー、6コアカテゴリー

を抽出した。6コアカテゴリーは、看護

過程展開力、クライエント理解力、自己

学習力、チーム医療における看護師役割

の認識力、倫理的態度に基づく実践力、

コミュニケーション力と命名し、基礎看

護学実習の実践力とした。これに基づ

き、縦軸に 25カテゴリーの評価規準、

100サブカテゴリ―の評価基準から構成

され、かつ 4段階尺度で評価できる評価

表を作成した。教員は客観的で効率的な

パフォーマンス評価ができる、学生にと

っては学生自身の自己評価を容易にし、

基礎看護学実習の行動目標を立てる手

段として活用が期待できる。

本人担当部分：データの分析、結果の考

察を行った。

共著者：◎播金ヤスミ，小笠原知枝,中

居由美子,河合まゆみ,小林由里,對中百

合,新井祐恵，太田容子，伊藤明子

4.新人看護師のクリティ

カルシンキング能力と情

報活用能力の特徴とその

関連性

（査読付）

共著 
平成 31年 2

月 

医療福祉情報行動科

学研究第 6巻 P3～P11 

新人看護師のクリティカルシンキング

能力と情報活用能力の特徴とその関連

性を明らかにすることを目的とした。看

護師 712名に質問紙調査を実施した。質

問紙は属性、批判的思考態度尺度(常盤

ら、2010)、情報活用の実践力尺度(高比

良ら、1999)で構成した。 

分析方法は記述統計、Spearmanの相関係

数、重回帰分析を用いた。結果、クリテ

ィカルシンキング能力は、協同的態度が

高く、看護師との比較では、探求心が高

く、論理的思考への自信が低かった。情

報活用能力では、収集力、発信・伝達力

が高く、看護師との比較では表現力が高

かった。新人看護師および看護師のクリ

ティカルシンキング能力と情報活用能

力の関連性は、双方とも有意な正の相関

が認められたが、新人看護師は看護師よ

り関連性が低かった。両能力に影響を与

える諸要因では、新人看護師は看護基礎

教育課程がクリティカルシンキング能

力に影響していた。今回の調査結果か

ら、クリティカルシンキングには、懐疑

的態度、探求心、論理的思考への自信が

重要であり、その能力と関連している情

報活用能力の、処理力や創造力、判断力、

発信・伝達力を高める教育が必要であ

る。その教育方法として、文章の批判的

読解、事例分析、映像視聴によるメディ
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アの解読、レポートや論文などにより分

析的思考や創造性を高めることができ

る教育についてさらに明らかにするこ

とが課題である。

（修士論文をもとに作成）

本人担当部分：質問紙の作成と調査及び

統計解析、研究の総括を行った。

共著者：◎小林由里、小笠原知枝、河合

まゆみ、中居由美子、播金ヤスミ、

（その他） 

１.アセスメント能力向上

に向けての継続的関わり

による研修者の変化

－ 
平成 23年 2

月 

日本医療マネージメ

ント学会奈良支部会

卒後 2年目看護師 19名を対象とし、ア

セスメント能力の向上に向けて継続的

に関わったことにより、変化した研修者

の意識と行動を明確にした。アセスメン

トの集合研修を実施し、1か月後、3か

月後にアセスメントに関する症例カン

ファレンスを OJTで実施。6か月後にア

ンケート調査した。調査表は鎌田ら 1)

の「看護過程の構造」を参考に、「Ⅰ.

問題意識」「Ⅱ.情報収集」「Ⅲ.アセス

メント」Ⅳ.自分の分析の確認」「Ⅴ.根

拠にもとづく看護判断」の 5項目につい

て研修後の意識と行動の変化を問う 14

の小項目で構成し 4段階で評価する独自

の調査票を作成した。結果、患者の病態

や実施されている治療に対して疑問を

感じ、情報の解釈や分析、判断について

自分で考え、先輩看護師に指導を受け理

解していた。アセスメント研修は、事前

課題の内容をグループで共有しあい、ま

た、模擬患者が次々に提示する訴えやデ

ータについてアセスメントできていた。

6か月間、意図的に継続的に関わったこ

とにより卒後２年目看護師は、①問題意

識を持ったアセスメントを意識するよ

うになった②客観的な情報収集の必要

性を感じ、五感を使って観察するように

なった③自己のアセスメントや判断の

不十分さを自覚し、信頼性を高めるため

に先輩に確認・相談するようになった。

今後こうした確認の積み重ねにより、情

報収集能力やアセスメント能力の向上

が期待できると考える。

3．長期療養型病院におけ

る中堅以上の看護師に必

要な教育内容の検討 

－ 
平成 23年 6

月 

日本医療マネージメ

ント学会

長期療養型Ａ病院における中堅以上の

看護師の看護技術修得状況調査から、今

後の教育内容を明らかにすることを目

的とした。対象は A病院看護師１２６名

（看護師長を除く）とし、国立病院機構

看護職員能力開発プログラム「看護実践

における技術的側面」の大項目８項目、

小項目７６項目について５段階評価の

自記式質問紙により調査した。看護必要

度、超重症児（者）・準超重症児（者）

評価結果と対比し、教育内容を抽出し

た。結果、看護必要度評価では、「呼吸

ケア」が必要な患者が全体の４３％を占

めている。技術修得状況調査結果では

「根拠に基づき一人で実施」の修得度が

低かったのは「救命救急処置技術」「創

傷管理技術」であり、具体的には「人工

呼吸器装着中患者の観察と管理」「ドレ

ナージの管理」など「呼吸管理技術」に

関するものが低く、中堅以上の看護師に

必要な教育内容は「呼吸管理技術」「救

命救急処置技術」である。
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4.A Study of Young

Women’s  Images of the

Gynecological

Examination

－ 
平成 25年 10

月 

International 

Nursing Conference & 

World Academy of 

Nursing Science 

若い女性が婦人科診察台に対して、どの

ようなイメージをしているのか判明す

ることを目的とした。婦人科診察台のイ

メージの 15項目のスケールを作成した。

８０人の女子大学生に婦人科診察台で

診察を受けるポーズをとってもらった。

結果、診察ポーズ前の婦人科診察台のイ

メージは、「緊張する」67.0％、「恥ず

かしい」58．0％、「親しみにくい」50％

「こわい」43.3％、「嫌い」32.7％であ

った。診察ポーズ後の婦人科診察台のイ

メージは,「高い」61.7％、「嫌い」45.3％、

「緊張｣42.7％,「こわい」28.0％,「恥

ずかしい」27.7％に変化した。

  診察ポーズ後 50名の学生が婦人科診

察台のイメージはマイナスイメージか

らプラスイメージに変化した。このこと

から若い女性は診察前は婦人科診察台

に対してマイナスイメージをもってい

るが体験後プラスイメージに変化した。

子宮がん検診率を上げるために、ヘルス

ケア・プロバイダーは、若い女性の婦人

科診察台の否定的なイメージを減少さ

せることが必要である。

本人担当部分：データの分析、結果の考

察を行った。

共同発表者：Yumiko Nakai, Jong-Seong

Moon, Yasumi Harikane, Yuri

Kobayashi, Mayumi Kawai, Midori

Takagi, Akiko Ito

5.新人看護師のクリティ

カルシンキング能力と情

報活用能力の関連性とそ

の特徴

－ 
平成 26年 8

月 

日本看護学教育学会

第 24回学術集会 

看護師 1,075名を対象に自記式質問紙法

による調査を行った。質問紙は高比良ら

(1999)による情報活用の実践力尺度、常

盤ら(2010)による批判的思考態度尺度

を使用。分析対象者は新人看護師 158名、

看護師 583名。新人看護師と看護師のク

リティカルシンキング能力および情報

活用能力の平均値の比較では、｢協同的

態度｣と｢探究心｣が新人看護師が高く、

｢懐疑的態度｣と｢論理的思考への自信」

は低かった。情報活用能力では<表現力>

のみが有意に高かった。3) 新人看護師

および看護師の ｢クリティカルシンキ

ング能力｣と<情報活用能力>の関連性

は、双方とも有意な正の相関が認められ

た。本研究から、新人看護師の両能力は

関連していることが示唆された。クリテ

ィカルシンキング能力では「懐疑的態

度」や「論理的思考への自信」、情報活

用能力では<判断力>や<処理力>などの

能力を高める教育が必要であると考え

る。（修士論文の一部を発表）

小林由里，河合まゆみ，播金ヤスミ，中

居由美子，伊藤明子，小笠原知枝

本人担当部分：質問紙の作成と調査及び

統計解析、研究の総括を行った。

共同発表者：小林由里，河合まゆみ，播

金ヤスミ，中居由美子，伊藤明子

５.看護専門学校における

高校新卒学生と社会人経

験学生の学習意欲に関与

する要因

- 
平成 27年 8

月 

日本看護学教育学会

第 25回学術集会 

専門学校における高校新卒学生と社会

人経験学生の学習意欲に関与する要因

を明らかにすることを目的とした。看護

専門学校 3年課程（4校）の 1～3年生

445名を対象に、自記式質問紙調査を実

施。質問紙は永嶋らの学習意欲尺度、斎

藤らの志望動機尺度、菅原らの自意識尺
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度と学習活動で困った場面・学校生活で

の人間関係・相談の気兼ねなど 6項目と

した。結果は、社会人が学習意欲全体で

有意に高く、学習意欲に関与する要因と

した高校卒は「志望動機」のみであった

が、社会人は「志望動機」「自意識」「学

校生活の相談」が関与していることが示

唆された。さらに高校卒は看護職への憧

れと自分に適性があると感じているほ

ど演習・実習に期待が大きいことが推察

された。 

本人担当部分：データの分析、結果の考

察を行った。 

共同発表者：河合まゆみ，小笠原知枝,

中居由美子，小林由里，播金ヤスミ 
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年月日

平成21年5月

～

平成25年3月

平成23年4月

～

平成24年2月

平成25年4月

～

平成26年2月

平成25年5月

～

現在に至る

平成25年5月

～

現在に至る

奈良県立医科大学医学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」、近大姫路大学看護学部
看護学科にて、科目名「治療看護技術論」のス
トーマ造設術を受ける患者の看護の講義を担当し
た。講義後の学生アンケートでは、ストーマの写
真を初めて見て非常に勉強になった。講義内容が
分かりやすくて良かったなどの感想が書かれてい
た。講義後の演習にて、学生へ模擬ストーマを装
着させて半日過ごすことでストーマ造設患者の体
験をさせた。演習後の評価として、ほぼ全員の学
生からストーマ造設患者の心理状況がよく理解で
きたとの感想が聞かれた。

2）卒業研究にて1名の学生の卒業研究を指導した。

1）ストーマ造設術を受ける患者の看護」講義・
演習に模擬ストーマを装着させて患者体験を実施
した。

5）看護過程の展開を学習するために成人期の術
後患者の事例を作成してグループ演習を行った。

奈良県立医科大学医学部看護学科にて、科目名
「看護研究」にて４年生1名の卒業研究を指導し
た。研究テーマは「臨床看護師が考えるレジリエ
ンスについて」であった。

3）卒業研究にて4名の学生の卒業研究を指導した。 近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「看
護研究」にて４年生４名の卒業研究を指導した。
研究テーマは「術後せん妄に関する文献検討」、
「術後の足浴実施のリラクセーション効果につい
て」、「術後せん妄発症の要因と対策に関する文
献検討」、「乳がん患者の手術を受ける意思決定
に関する文献検討」であった。

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の毎講
義の残り5～10分間で、講義内容に見合った過去に
看護師国家試験に出題された問題を提示し、解答
させた。解答後、解説を行った。学生からは、講
義の内容をふまえて実際の国家試験問題を解答す
ることができて良かったとの感想が聞かれた。

研 究 分 野

成人看護学

教 育 研 究 業 績 書

氏名

令和3年3月31日

　　松浦　純平

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

急性期看護、周手術期看護、術後せん妄、テキストマイニング

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の演習
の中で後期からの臨地実習に向けて、胃がん患者
と大腸がん患者の事例を作成して、グループワー
クにて紙上での看護過程の展開を行った。学生か
らは実習に向けて看護過程が良く理解できたとの
感想が多く聞かれた。

4）講義内容の知識の定着を確認する目的にて、
担当講義中に講義内容に合った看護師国家試験の
過去問題を提示し解答させた。解答後、解説をし
た。
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平成25年6月

～

現在に至る

平成25年6月

～

現在に至る

平成25年10月

～

現在に至る

平成25年10月

～

現在に至る

平成26年4月

～

平成27年2月

平成27年4月

～

平成28年2月

平成28年6月

～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて、科目名
「ヘルスアセスメント」の講義後の演習にて生体
シュミレーターモデルを使用して、異常呼吸音と
異常心音の聴取の演習に取り組んだ。学生から
は、異常呼吸音と異常心音の聴き分けができるよ
うになり、実習前の不安が軽減したとの感想が数
多く聞かれた。

12）生体シミュレーターモデル「フィジコ」を使
用して異常呼吸音および異常心音の聴取の演習を
行った。

10）卒業研究にて6名の学生の卒業研究を指導し
た。

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「看
護研究」にて４年生６名の卒業研究を指導した。
研究テーマは「術後せん妄予防のための音楽療法
の効果について」、「せん妄の発症と予防に関す
る文献検討」、「術後患者に対する音楽療法の効
果について」、「足浴実施によるリラクセーショ
ン効果の検証」、「術後せん妄発症の要因に関す
る文献検討過去５年間の文献より」、「乳がん患
者の治療方法決定に関する自己決定に関する文献
検討」であった。

11）卒業研究にて3名の学生の卒業研究を指導し
た。

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「看
護研究」にて４年生３名の卒業研究を指導した。
研究テーマは「術後の音楽療法の効果に関する文
献検討」、「看護師の考える感情労働に関する現
状と課題」、「看護系大学生の考える性教育に関
する現状と課題」であった。

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の救命
処置の講義後の翌週に心肺蘇生法練習用人形とAED
を使用して一次救命処置を実際に行う演習を行っ
た。学生からは救命処置の実際を経験できて学び
が深まったとの感想が聞かれた。

8）術前呼吸訓練として「トリフロー」と「トラ
イボール」を使用して体験する演習を行った。

7）心肺蘇生法練習用人形モデルとAEDを使用して
一次救命処置（BLS）の実際の演習を行った。

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の中の
術前呼吸訓練の講義後の演習として、トリフロー
とトライボールの2種類の器具を使用して演習を
行った。学生からは術前呼吸訓練の実際を経験す
ることができて勉強になったとの感想が聞かれ
た。

9）周手術期の講義中に、イメージがつきやすい
ように挿管時に使用する気管チューブ、喉頭鏡な
どの器具を実際に手に取り見せて説明した。

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の周手
術期の講義の中で挿管時に使用する気管チュー
ブ、スタイレット、喉頭鏡の実物を手に取り見せ
て説明した。学生からは実物を見ることができて
挿管時のイメージが理解できたとの感想が聞かれ
た。

6）生体シミュレーターモデル「シムマン」を使
用して異常呼吸音および異常心音の聴取の演習を
行った。

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の演習
の中で後期からの臨地実習に向けて、生体シュミ
レーターモデルを使用して、異常呼吸音と異常心
音の聴取の演習に取り組んだ。学生からは、異常
呼吸音と異常心音の聴き分けができるようにな
り、実習前の不安が軽減したとの感想が数多く聞
かれた。
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平成28年12月

～

現在に至る

平成28年12月

～

現在に至る

平成28年12月

～

現在に至る

平成21年5月

～

平成25年3月

平成25年5月

～

現在に至る

平成25年5月

～

現在に至る

2）成人看護学知識確認資料 近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の毎講
義の残り5～10分間で、講義内容に見合った過去に
看護師国家試験に出題された問題を提示し、解答
させた。解答後、解説を行った。学生からは、講
義の内容をふまえて実際の国家試験問題を解答す
ることができて良かったとの感想が聞かれた。

3）看護過程アセスメントサブマニュアル（ゴー
ドンの枠組み）開発

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の演習
の中で後期からの臨地実習に向けて、胃がん患者
と大腸がん患者の事例を作成して、グループワー
クにて紙上での看護過程の展開を行った。アセス
メント実施時の分類のための資料を作成し活用し
た。学生からは実習に向けて看護過程が良く理解
できたとの感想が多く聞かれた。

奈良県立医科大学医学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」、近大姫路大学看護学部
看護学科にて、科目名「治療看護技術論」の講義
後の演習にてストーマサイトマーキングの部位が
分かるような資料を作成した。演習後、学生から
はストーマ造設時の位置決めが分かりやすかった
との意見が聞かれた。

13）術前呼吸訓練の講義後にインセンティブスパ
イロメトリーを使用した術前呼吸訓練の演習を実
施した。

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」の術前呼吸訓練の講義後
にインセンティブスパイロメトリーを演習にて実
際に使用して術前呼吸訓練を実施した。学生から
は実際に実施したことで難しさがよく理解できた
との感想が数多く聞かれた。

14）一次救命処置の講義後に演習にて救命蘇生用
トレーニング人形とAEDを使用して一次救命処置
の練習を実施した。

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」の一次救命処置の講義後
に演習にて救命蘇生用トレーニング人形とAEDを使
用して一次救命処置の練習を実施した。演習後、
学生からは講義で学んだだけでは大変さが分から
なかったが、実際に演習で実施することで胸骨圧
迫の深さや難しさが理解できたとの声が多く聞か
れた。

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」の術後離床の講義後に演
習にて点滴チューブ、ドレーン、尿道留置カテー
テル等を付けて術後離床時の看護援助の演習を実
施した。実施後、学生からは術後の患者の具体的
な状況や心理が分かったやまた看護師がいかに安
全・安楽に離床を進める必要があるか理解が深
まったとの意見が多く聞かれた。

15）術後離床の講義後に演習にて点滴チューブ、
ドレーン、尿道留置カテーテル等を付けて術後離
床時の看護援助の演習を実施した。

２　作成した教科書，教材

1）成人看護学演習サブテキスト開発（ストーマ
サイトマーキング）
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平成25年6月

～

現在に至る

平成25年6月

～

現在に至る

平成25年6月

～

現在に至る

平成27年2月

平成28年2月

平成29年2月

平成19年

4月1日

～

平成20年

3月31日

1）三重大学医学部附属病院にてプリセプターと
して１年目の看護師の教育指導した。

三重大学医学部附属病院耳鼻咽喉頭頸部外科病棟
にて、1年間1年目の新卒看護師の教育指導をし
た。1年間指導することで新人看護師と共に私自身
の成長にもつながった。

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の中の
術前呼吸訓練の講義後の演習として、トリフロー
とトライボールの2種類の器具を使用して演習を
行った。学生からは術前呼吸訓練の実際を経験す
ることができて勉強になったとの感想が聞かれ
た。

1）近大姫路大学看護学部学生授業評価 私が担当した「症状マネジメント論」「看護援助
論Ⅱ」講義後の学生からの感想として、「とても
理解しやすかった。国試に出やすいと先生が言う
と集中して覚えようとします。」、「分かりやす
かったです。」などの感想が多く記載されてい
た。

奈良学園大学保健医療学部看護学科専任講師「早
期体験演習」「ヘルスアセスメント」「基礎看護
学実習Ⅰ・Ⅱ」「成人看護学援助論Ⅰ（急性期・
周手術期）」「成人看護学実習Ⅰ（急性期・周手
術期）」「成人看護学実習Ⅱ（慢性期・回復期・
終末期）」「統合看護学実習」「卒業研究Ⅱ」可
と判定。

奈良学園大学保健医療学部看護学科准教授「早期
体験演習」「ヘルスアセスメント」「基礎看護学
実習Ⅰ・Ⅱ」「成人看護学援助論Ⅰ（急性期・周
手術期）」「成人看護学実習Ⅰ（急性期・周手術
期）」「成人看護学実習Ⅱ（慢性期・回復期・終
末期）」「統合看護学実習」「卒業研究Ⅱ」可と
判定。

2）大学設置・学校法人審議会教員組織審査

近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の救命
処置の講義後の翌週に心肺蘇生法練習用人形とAED
を使用して一次救命処置を実際に行う演習を行っ
た。演習時に胸骨圧迫の部位、速さ、深さなどを
書いた資料を見ながら演習に取り組んだ学生から
は救命処置の実際を経験できて学びが深まったと
の感想が聞かれた。

5）一次救命処置（BLS）サブマニュアル資料開発

3）大学設置・学校法人審議会教員組織審査

4）異常呼吸音および異常心音サブテキスト開発 近大姫路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の演習
の中で後期からの臨地実習に向けて、生体シュミ
レーターモデルを使用して、異常呼吸音と異常心
音の聴取の演習に取り組んだ。学生からは、異常
呼吸音と異常心音の聴き分けができるようにな
り、実習前の不安が軽減したとの感想が数多く聞
かれた。

6）術前呼吸訓練サブマニュアル開発

３　教育上の能力に関する大学等の評価

４　実務の経験を有する者についての特記事項
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平成19年

4月1日

～

平成21年

3月31日

平成20年

4月1日

～

平成21年

3月31日

平成21年9月

～

平成25年2月

平成23年12月

平成24年8月

平成25年1月

平成25年9月

～

平成28年2月

平成28年9月

～

平成29年2月

平成21年4月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

平成28年3月

1）奈良県立医科大学医学部看護学科助教として
講義担当

「ヘルスアセスメント」「フィジカルアセスメン
ト」「看護援助論Ⅰ」「看護援助論Ⅱ」「成人看
護学実習Ⅰ（急性期）」「成人看護学実習Ⅱ（慢
性期）」「看護研究特論」「看護研究」

2）近大姫路大学看護学部看護学科専任講師とし
て講義担当

「看護対象論Ⅰ」「症状マネジメント論」「看護
援助論Ⅱ」「治療看護技術論」「看護展開実習Ⅰ
（急性期）」「看護展開実習Ⅱ（慢性期）」「統
合看護学実習」「看護課題ゼミ」「補完代替療法
と看護」

5）国立病院機構敦賀医療センター主催「2012年
度院内看護研究発表会」へ招聘

6）2013年度福井大学医学部看護学科公開セミ
ナー「質的研究と量的研究のコラボレーション」
招聘講演

福井大学医学部看護学科公開セミナーにて「質的
研究と量的研究のコラボレーション」をテーマと
してテキストマイニング手法に関する講演を行っ
た。

7）第6回Project AKI全国集会「テキストマイニ
ングの紹介」招聘講演

Project AKI全国集会にて「テキストマイニングの
紹介」に関する講演を行った。

8）近大姫路大学看護学部看護学科「成人看護学
実習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」実習指導

近大姫路大学看護学部看護学科3年生を対象に「成
人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」臨地実
習指導を担当した。

9）奈良学園大学保健医療学部看護学科「成人看
護学実習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」実習指導

奈良学園大学保健医療学部看護学科3年生を対象に
「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」臨
地実習指導を担当した。

2）三重大学医学部附属病院にて院内BLS（一次救
命）講習を受けBLSインストラクターとして指導
に関わった。

院内の一次救命処置の講習を受講し、BLSインスト
ラクターとして他の看護師の指導に関わった。院
内の急変時にも冷静に対応することができた。

3）三重大学医学部附属病院にて院内看護研究の
代表者として他3名の看護師と看護研究に取り組
んだ。

院内看護研究として、喉頭がん患者の喉頭摘出手
術を受ける意思決定の過程に関する研究に取り組
み院内看護研究発表会で発表した。

院内看護研究発表会にて総評を述べた。

4）奈良県立医科大学医学部看護学科「成人看護
学実習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」実習指導

奈良県立医科大学医学部看護学科3年生を対象に
「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」臨
地実習指導を担当した。

５　その他
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平成28年4月

～

平成29年3月

平成29年4月

～

現在に至る

平成30年4月

～

現在に至る

年月日

平成16年4月

平成27年3月

平成16年

4月1日

～

平成20年

平成3月31日
2）三重大学医学部附属病 　　　　～

平成21年12月

2）修士号（看護学）

（四日市看護医療大学大学院第22号）

四日市看護医療大学大学院看護学研究科看護学専
攻修士課程を修了した。「修士論文題名：術後せ
ん妄の発現を予測するスクリーニングツール開発
のための基礎的研究」

1）三重大学医学部附属病院にて感染予防リンク
ナースとして活動した。

三重大学医学部附属病院耳鼻咽喉頭頸部外科病棟
および第１外科病棟（肝胆膵外科）にて、感染予
防リンクナースとして病棟内の感染予防対策に取
り組んだ。

三重大学医学部附属病院主催の就職希望者向けの
病院説明会にて、男性看護師としての院内での業
務および活動を紹介した。参加者から分かりやす
く是非三重大学医学部附属病院で働きたいとの声
が聞かれた。

3）ACLS（二次救命処置）プロバイダー免許（日
本ACLS協会0392-5404-2329-2177）

平成30年8月 アメリカ心臓協会（AHA）主催のアメリカをはじめ
世界各国で開催されている医療専門家・救命のプ
ロフェッショナルのための世界最高水準の二次救
命処置（ACLS：Advanced Cardiovascular Life
Support）教育訓練プログラムを修了。

3）BLS（一次救命処置）ヘルスケアプロバイダー
免許（日本ACLS協会0392-5404-2329-2177）

平成30年6月 アメリカ心臓協会（AHA）主催のアメリカをはじめ
世界各国で開催されている医療専門家・救命のプ
ロフェッショナルのための世界最高水準の一次救
命処置（BLS：Basic Life Support）教育訓練プロ
グラムを修了。

4）奈良学園大学保健医療学部看護学科准教授と
して講義担当

「基礎演習Ⅰ」「ヘルスアセスメント」「成人看
護学援助論Ⅰ」「感染症看護論」「成人看護学実
習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」「卒業研究Ⅱ」「統
合看護学実習」

3）奈良学園大学保健医療学部看護学科専任講師
として講義担当

「ヘルスアセスメント」「成人看護学援助論Ⅰ」
「成人看護学実習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」

1）看護師国家資格

事項 概 要

１　資格，免許

（第1272430号）

5）奈良学園大学大学院看護学研究科准教授とし
て講義担当

「看護研究特論」「病態生理学」「フィジカルア
セスメント」「臨床薬理学」「在宅看護学特論Ⅰ
（在宅看護学）」「在宅看護学特論Ⅱ（慢性
期）」「在宅看護学特論演習」「特別研究」

なし

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項
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平成21年5月

～

平成22年3月

平成22年5月

～

平成25年3月

平成24年5月

～

平成27年3月

平成25年5月

～

平成26年3月

平成25年

4月1日

～

平成26年

3月31日

本研究は、手術後の高齢者に高確率で発症する術
後せん妄の発症前駆症状に関して、臨床経験豊富
な看護師の経験知に基づく術後せん妄発症を早期
に発見するための術後せん妄アセスメントツール
開発につなげるための基盤とすることである。研
究方法は質問紙調査とし、対象は全国20病院に勤
務する臨床看護経験年数5年以上を有し外科病棟で
の臨床経験3年以上の看護師300名を対象とした。
回収数は71通、有効回答数は66通であった。記述
統計分析の結果、行動、混乱、陰性症状、睡眠、
妄想、排泄の6つのカテゴリーが抽出された。
研究代表者：松浦純平
研究題目：高齢患者の術後せん妄発症を早期に発
見するための術後せん妄アセスメントスケールの
信頼性に関する予備的検討

1）助成団体名：ダイワハウス工業株式会社病室
環境研究助成

2）助成団体名：日本学術振興会科学研究費助成
事業（基盤研究C）

3）助成団体名：日本学術振興会科学研究費助成
事業（若手研究B）

本研究は、がん患者サロンに関する認識と現在の
利用状況を明らかにすることを目的として研究に
取り組んだ。対象はA県がん患者会会員430名を対
象とした。 研究方法は、質問紙調査法とした。回
収率は158名、有効回答数は148名であった。本研
究結果からサロンのニーズは非常に高いこと、立
地場所としては公共交通機関から近いことサロン
利用者は臨床心理士の配置を希望していることが
明らかになった。
研究代表者氏名：松浦純平
研究題目：がん患者が求める『患者サロン』活用
への支援の検討患者サロンに関する認識と活用の
実際

本研究の目的は看護学生の話し手としての看護学
生のコミュニケーション技法が聞き手の自律神経
系に与える影響を明らかにすることを目的とし
た。研究方法は3つの看護系大学の看護学生710名
を対象とし有効回答372名を分析対象とした。看護
学生のコミュニケーション技報はポジティブな内
容は副交換神経に優位に働き、ネガティブな内容
は交感神経に優位に働いていたことが明らかに
なった。
研究代表者氏名：上野栄一
研究題目：話し手としての看護学生のコミュニ
ケーション技法が聞き手の自律神経系に与える影
響

本研究の目的は術後せん妄アセスメントスケール
を開発することである．本研究は，文献検討，面
接調査，質問紙調査,質問紙調査に基づく術後せん
妄前駆症状の抽出の順に実施した．全国国立大学
医学部附属病院19病院に勤務する外科経験年数3年
以上看護師725名を対象とした．相関分析，I-T相
関分析，天井・床効果の検討，尖度と歪度の検
証，因子分析を実施した．結果10因子40項目から
なるアセスメントツールを開発した．
研究代表者：松浦純平
研究題目：我が国史上初の術後せん妄を早期発見
するためのアセスメントスケールの開発

5）近大姫路大学臨地実習委員会委員

４　その他

臨地実習委員会メンバーとして、実習病院との日
程および受け入れ可能人数等の調整、実習病院の
新規開拓などに取り組んだ。

4）助成団体名：大阪ガスグループ福祉財団
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平成25年

4月1日

～

平成27年

3月31日

平成25年

4月1日

～

平成27年

3月31日

平成25年

4月1日

～

平成26年

3月31日

平成27年10月

～

平成28年10月

平成28年

4月1日

～

平成29年

3月31日

平成28年

4月1日

～

平成29年

3月31日

平成28年

4月1日

～

現在に至る

平成28年

4月1日

～

平成29年

3月31日

平成29年

4月1日

～

現在に至る

研究倫理審査員会のメンバーとして、毎月1回開催
された研究倫理審査に携わった。

7）近大姫路大学地域貢献活動委員会委員

入試委員会メンバーとして、本学および地方会場
（高知・豊岡・岡山・大阪）の入学試験の準備お
よび試験監督として入試業務に携わった。また
オープンキャンパスの企画、運営に取り組んだ。

スポーツ振興委員会メンバーとして、毎月1回開催
されている委員会会議に出席して、スポーツ振興
活動に関する協議に携わった。

6）近大姫路大学入試委員会委員

本研究の目的は、頭部外傷によるQOL低下をもたら
す嗅覚障害に対する嗅覚神経再生に関する因子は
何かを明らかにすることである。マウスを使用し
た実験の結果,受傷早期にIgGを投与することによ
り嗅覚障害が改善される可能性が示唆された。
研究代表者：松浦純平.
研究題目：頭部外傷によるQOL低下をもたらす嗅覚
障害に対する嗅覚神経再生に関する研究

研究倫理審査員会のメンバーとして、毎月1回開催
されている研究倫理審査に携わった。

10）奈良学園大学倫理審査委員会委員

11）奈良学園大学学生生活委員会委員

9）助成団体名：三重大学新研究プロジェクト

地域貢献活動員会メンバーとして、年2回大学周囲
の清掃美化に取り組んだ。また9月にエイズ予防
キャンペーンを学生と共に企画運営しJR姫路駅前
にて開催した。

12）奈良学園大学FD委員会委員

生活委員会メンバーとして、毎月1回開催されてい
る会議にて保護者会、3者面談等の計画、運営に携
わった。

実習部会委員会メンバーとして、毎月1回開催され
ている委員会会議に出席して、実習に関する協議
に携わっている。

FD委員会メンバーとして、毎月1回開催されている
会議に出席して、年2回開催のFD講演会の企画、運
営等に携わっている。

8）近大姫路大学倫理審査委員会委員

14）奈良学園大学実習部会委員会委員

13）奈良学園大学スポーツ振興委員会委員
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平成28年

4月1日

～

平成31年

3月31日

平成30年

平成30年

本研究の目的は、頭部外傷によるQOL低下をもたら
す嗅覚障害に対する嗅覚神経再生に関する因子は
何かを明らかにすることである。マウスを使用し
た実験の結果,受傷早期にIL-6を投与することによ
り嗅覚障害が改善される可能性が示唆された。
研究代表者：松浦純平
研究題目：外傷性嗅覚障害患者のQOL向上を目指し
た嗅神経の再生に関する基礎的研究

学内広報委員会メンバーとして、オープンキャン
パス、高校出前講義、大学案内パンフレット、シ
ンポジウム等の企画、準備、運営に携わってい
る。

学内広報委員会副委員長として、オープンキャン
パス、高校出前講義、大学案内パンフレット、シ
ンポジウム等の企画、準備、運営に携わってい
る。

4月1日～
同年9月2日

9月3日～
現在に至る

17）奈良学園大学学内広報委員会副委員長

16）奈良学園大学学内広報委員会委員

15）助成団体名：岡三加藤文化振興財団
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
共著 平成23年2月

共著 平成24年3月

共著 平成27年10月

共著 平成29年3月

共著 平成29年12月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

4.看護職・看護学生のための
「痛みケア」

株式会社ピラールプレス 看護職と看護学生を対象に痛みについてのケアの
概要と実際の事例を紹介した。B5判全175ページ
編著:守本とも子,共著者：池辺寧,沖本克子,梶村
郁子,片山康予,小池恵理子,澤田京子,篠原百合
子,新谷奈苗,高垣麻衣,立川茂樹,田中登美,棚橋
千弥子,辻下守弘,西上智彦,前田吉樹,松浦純平,
室津史子,守本とも子,横山美菜.本人担当部門：
第15章「慢性疼痛のある患者の看護」p134-148を
共著。

3.看護のための『教育学』 株式会社あいり出版
（看護・介護・福祉のた
めの「教育学」第１巻）

患者教育指導において看護者に必要な視点を、心
理学・教育学の成果を生かして主要な疾患につい
ての概要と実際の事例を紹介した。B5判　全158
ページ（看護・介護・福祉のための「教育学」第
１巻）編者:守本とも子,共著者：松田智子,虎杖
真智子,鎌田首治朗,松浦純平,中尾友美,武富由美
子,山口曜子,佐々木千恵,新谷奈苗,東中須恵子,
岡本響子．本人担当部門：第４章「糖尿病」p43-
58を単著。生活習慣病（糖尿病）患者の主に薬物
療法と運動療法を中心とした健康維持・増進・回
復に向けた援助方法について解説した。具体的に
は、服薬自己管理に向けたアドヒアランス獲得を
目的とした教育原理・教育心理を踏まえた患者の
服薬指導実践の展開事例と在宅での薬物療法を継
続できるように援助および薬物治療時の低血糖出
現時や有害事象出現時の対処方法について、教育
理論を用いて具体的な事例を2例提示して図・表
を入れて解説した。

1.身体拘束の適切な考え方と
看護記録

株式会社日総研出版
（看護きろくと看護過程
2・3月号）

ケアの根拠が見える記録を効率よく書けるように
なることを目的とする。A4変型判　全104ページ
編者：岸田良平共著者：一ノ山隆司, 松浦純平,
舟崎起代子, 上野栄一, 滝内香里, 山本美千代,
高野悦子．本人担当部門：p52-61を単著。認知症
高齢者に対する適切な身体拘束、倫理に即した看
護記録の記載方法について事例を通して検討し
た。身体拘束は必要な医療と患者の安全のために
やむを得ず行動制限を行う場合がある。その場合
は倫理的配慮を行い家族の理解と協力を得て必要
最低限に留めチームとして治療計画を再検討する
必要性を解説した。

2.看護師が遭遇する倫理的ジ
レンマとは

株式会社日総研出版
（主任＆中堅+こころサ
ポート3・4月号）

管理・教育・業務の実践とスキルを強化すること
を目的とする。B5変型判　全120ページ編者：岸
田良平,共著者：一ノ山隆司, 舟崎起代子, 松浦
純平, 上野栄一．本人担当部門：p48-52を単著。
看護師が臨床で遭遇する倫理的ジレンマについて
原因と対応について具体的な場面を想定して検討
した。その結果、看護師が倫理問題に冷静に向き
合う姿勢が大切であることを解説した。

5.2018年看護師国家試験対策
要点がわかる出題傾向がみえ
る成人看護学 上

株式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に成人
看護学分野の要点編と過去問編の2部構成で看護
師国家試験勉強に必要なポイントついて紹介し
た。B5判全139ページ 監修:守本とも子,編著：松
浦純平,著：明神一浩.本人担当部門：p10-
52,p104-127を単著。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年12月

共著 平成29年12月

共著 平成30年5月

共著 平成30年7月9.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる成人
看護学 上

10.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる基礎
看護学

共著 平成30年12月 株式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に必修
問題の要点編と解説付過去問編の2部構成で看護
師国家試験勉強に必要なポイントついて紹介し
た。B5判全189ページ 監修:守本とも子, 編著：
松浦純平, 著：井上昌子、斉藤英夫、溝口みち
る、明神一浩.

6.2018年看護師国家試験対策
要点がわかる出題傾向がみえ
る成人看護学 下

株式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に成人
看護学分野の要点編と過去問編の2部構成で看護
師国家試験勉強に必要なポイントついて紹介し
た。B5判全146ページ 監修:守本とも子,編著：松
浦純平,著:大山末美,梶村郁子,田場真理.本人担
当部門：p10-146を単編著。

7.2018年看護師国家試験対策
要点がわかる出題傾向がみえ
る精神看護学

株式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に精神
看護学分野の要点編と過去問編の2部構成で看護
師国家試験勉強に必要なポイントついて紹介し
た。B5判全110ページ 監修:守本とも子,編著：松
浦純平,明神一浩.

看護師国家試験対策として看護学生を対象に基礎
看護学分野の要点編と解説付過去問編の2部構成
で看護師国家試験勉強に必要なポイントついて紹
介した。B5判全179ページ 監修:守本とも子, 編
者：松浦純平, 著：北島洋子,澤田京子,瀬山由美
子,平野加代子,中馬成子,丸上輝剛.

株式会社ピラールプレス平成30年8月共著

看護師国家試験対策として看護学生を対象に成人
看護学分野の要点編と解説付過去問編の2部構成
で看護師国家試験勉強に必要なポイントついて紹
介した。B5判全189ページ 監修:守本とも子, 編
著：松浦純平, 著：明神一浩.

株式会社ピラールプレス

8.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる精神
看護学

株式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に精神
看護学分野の要点編と解説付過去問編の2部構成
で看護師国家試験勉強に必要なポイントついて紹
介した。B5判全123ページ 監修:守本とも子,編
著：松浦純平,明神一浩.

看護師国家試験対策として看護学生を対象に成人
看護学分野の要点編と解説付過去問編の2部構成
で看護師国家試験勉強に必要なポイントついて紹
介した。B5判全207ページ 監修:守本とも子, 編
著：松浦純平, 著：明神一浩.

11.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる成人
看護学 下

共著 平成30年11月 株式会社ピラールプレス

12.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる必修
問題
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）
共著 平成22年4月

単著 平成23年11月

共著 平成24年2月

2.外科領域における術後せん
妄発症予測要因
（査読付）

医学生物学155巻11号．
P825-829．2011．

経験豊富な看護師が直観的に感じる術後せん妄発
症の前駆症状は何かを明らかにする目的で，2病
院外科病棟に勤務する看護師20名へ半構成的面接
を実施した．逐語録を分析し，カテゴリ化した．
せん妄予測項目の名詞78個を分類した結果，【時
間感覚】，【置かれた環境】，【対象者】，【認
識】，【情意】，【対象物】，【表情】，【コ
ミュニケーション】，【患者の反応】など12カテ
ゴリが生成された．経験豊富な看護師は，表情，
失見当識，看護師の説明に対する認識，反応等か
ら術後せん妄発症予測し，前駆症状として捉えて
いた．これらの観察視点は，経験の浅い新人看護
師が気付きにくい観察項目である．今後，この重
要観察項目の共通理解を深めることで術後せん妄
の早期発見・早期対応につながることが示唆され
た．

3.がん患者サロンに対する患
者会会員の認識と課題（査読
付）

日本地域連携精神看護学
研究誌第3巻p82-88．
2012．

本研究の目的は、Ａ県内のがん患者会会員が考え
るサロンにおけるメンタルヘルスに関する認識お
よび現状を明らかにすることである．研究対象は
Ａ県がん患者会会員400名．調査方法は，対象者
に本研究の主旨と自記式無記名質問紙調査を同封
し郵送した．調査項目は，基本的属性，サロンの
認識，サロン立地条件，サロン利用者，サロンに
必要と考える医療従事者，サロンへの期待の6項
目．分析方法は，PASW Statistics18.0を用いて
単純集計を行った．結果、以下の3点が明らかと
なった．1．地域に暮らす患者にとってサロンの
ニーズ・期待度は，非常に高い．しかし，実際に
サロンを利用している人は少ない．2．サロン設
置場所として通いやすい立地条件であることを望
んでいた．3．サロン内にメンタル面のフォロー
ができる専門職の配置を望んでいた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，上野栄一．

1.わが国のせん妄に関する看
護研究の動向と課題　―文献
検討を通して―
（査読付）

日本看護学会論文集看護
管理第40号．p264-266．
2010．

本研究の目的は、我が国における看護分野でのせ
ん妄に関する研究について、文献検討により研究
の動向と課題を明らかにし、患者のケアへの示唆
を得ることである。研究方法は医学中央雑誌を用
いキーワードはせん妄と看護とした。その結果、
178編の文献の中から31編の文献を抽出し分析対
象とした。結果、研究の動向としては2004年を除
き年間20編程度の研究がなされていた。研究デザ
イン別では量的研究が91編、質的研究は14編、事
例研究は15編であった。研究対象者は患者である
ものが105編であった。筆頭研究者は臨床看護師
が94件、看護系大学教員は17編、両者の共同研究
が9編であった。フィールド別では整形外科17
編、外科病棟12編、ICU5編、CCU4編、一般外科4
編であった。せん妄発症要因について研究された
のは31編であった。せん妄評価尺度は日本語版
ニーチャム混乱・錯乱状態スケールが11編であっ
た。本研究結果から予防に関する研究が少なかっ
たため、今後はせん妄発症予防ケアの充実を図る
ための研究が期待されることが明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，上平悦子．
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成24年3月

共著 平成24年3月

共著 平成25年3月6.異なる血圧測定技術教育方
法による技術習得状況の違い
（査読付）

本研究は血圧測定の教育方法として、測定手技の
手順を教授する方法と主に測定手技の根拠を教授
する方法のどちらが血圧測定技術の習得状況によ
い影響をもたらすのかを検討した。結果、測定手
技の根拠を教授した方が患者役に対して測定に伴
う苦痛を減少させることや正しく測定できること
が明らかになった。
（調査実施、データ分析、考察の論文執筆を担当
した。）
共著者：吉岡一実, 一ノ山隆司, 石井秀美, 大川
智恵子, 菊地淳, 有馬義貴, 松浦純平, 吉岡多美
子．

4.テキストマイニングによる
看護師の考える術後せん妄発
症予測について　―経験豊富
な看護師へのインタビューの
分析―
（査読付）

日本看護学会論文集成人
Ⅰ第42号p62-65．2012．

研究の目的は外科病棟に勤務する看護師が考える
術後せん妄発症予測につながる前駆症状を明らか
にすることである．調査対象者は病院外科病棟に
勤務する看護師20名である。研究方法は術後せん
妄発症前の段階でアセスメントをどのような視点
で実施しているかについて半構成的面接を実施し
た．分析方法はインタビューより得られた逐語録
について形態素解析，コロケーション解析を実施
した．データ解析ソフトは，WinCha，KWIC
Finderを使用した．結果、せん妄発症アセスメン
ト項目は「行動」「コミュニケーション」「行動
対象」「表情」「睡眠」「訴え」など9カテゴリ
が生成された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 喜田加奈子, 福田弘子, 上野
栄一, 水野正延．

5.頭頸部外科領域における術
後せん妄発症要因の検討　―
内容分析，セブン・クロス
（7×7）法の分析より―（査
読付）

富山大学看護学会学会誌
11巻1号p9-18．2012．

本研究の目的は，頭頸部外科病棟に勤務する経験
豊富な看護師が考える術後せん妄発症要因は何か
を明らかにすることである．対象は，A病院頭頸
部外科病棟に勤務する看護師5名．術後せん妄発
症要因について半構成的面接を実施，結果は
Krippendorffの内容分析手法およびセブン・クロ
ス法にて分析した．内容分析の結果から【性格特
性】，【理解力不足】，【長期安静】，【高
齢】，【不眠】，【男性】，【独居】の7つのカ
テゴリーが生成された．セブン・クロス法の結果
から優先順位が高い順に【不眠】，【性格特
性】，【高齢】，【長時間手術】，【術中出血
量】，【眠剤の影響】，【術前不安】の 7つのカ
テゴリーが生成された．内容分析とセブン・クロ
ス法の両方に含まれていたのは【高齢】，【不
眠】，【個人特性】の3カテゴリーであった．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，喜田加奈子，上野栄一．
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発行所，発表雑誌等
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共著 平成25年4月

共著 平成25年5月

共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

8.血圧測定時における前頭葉
の賦活の様相―看護学生と看
護師との比較検討―（査読
付）

医学生物学157巻5号
p565-568．2013．

本研究は血圧測定時における測定者の前頭葉の賦
活状況を、近赤外分光法を用いて看護学生と看護
師とで比較検討した。その結果、前頭葉の21部分
で賦活状況を比較したところ、両手技とも手技前
に比べて看護学生は看護師の2倍の部位で有意に
酸素化ヘモグロビン濃度が上昇していた。このこ
とは血圧測定技術の習得度と前頭葉の賦活状況が
反比例していることを示しており、初学者は前頭
葉をより賦活化させて測定していることが明らか
になった。
（データ分析、考察の論文執筆を担当した。）
共著者：吉岡一実, 菊地淳, 平野大輔, 入江裕
子, 一ノ山隆司, 松浦純平, 有馬義貴, 石井秀
美, 大川智恵子, 吉岡多美子．

9.看護師が実践している術後
せん妄発症予防について―テ
キストマイニングを利用した
分析―
（査読付）

医学生物学157巻6号
p1372-1376．2013．

医学と生物学157巻4号
p450-454．2013．

医学生物学157巻6号
p1377-1381．2013．

7.患者情報から看護問題を抽
出する際の脳活動に関する研
究-近赤外分光法による看護
学生の前頭葉賦活状況につい
て-
（査読付）

本研究は、患者情報から看護問題を抽出する際の
前頭葉の賦活状況を、学年のことなる看護学生計
2名を対象に比較検討したものである。患者情報
を5枚のスライドで提示したあとに、看護問題を
抽出する課題を与えた。前頭葉の賦活状況は近赤
外分光法を用いて測定し、22か所で酸素化ヘモグ
ロビン濃度により評価した。測定終了後には、そ
れぞれのスライド提示時にどのようなことを考え
たのかを質問紙で調査した。その結果、前頭葉の
賦活状況には被験者間で差がみられ、これが看護
問題を抽出する際の思考の違いであると示唆され
た。
（データ分析、考察の論文執筆を担当した。）
共著者：吉岡一実, 菊地淳, 平野大輔, 入江裕
子, 一ノ山隆司, 石井秀美, 大川智恵子, 松浦純
平, 有馬義貴, 吉岡多美子．

本研究は術後せん妄発症予防のために看護師が取
り組んでいる看護実践を明らかにすることであ
る。2施設の外科病棟に勤務する看護師20名を対
象に半構成的面接調査を実施した。分析は形態素
解析にて分析した。その結果，頻出名詞はせん
妄，患者，説明などが多かった。説明に関するコ
ロケーション解析の結果「見当識障害予防を意識
した説明をすること」や「本人・家族へ術後はせ
ん妄発症の可能性があることを説明する」などで
あった。「予防」に関する結果から「昼夜逆転予
防を意識した早期離床の援助の実施。」などの文
脈が抽出された。本研究結果から以下の4点が明
らかになった。術前より患者本人へ術後の状況に
ついて説明を実施していた。術後はサーカディア
ンリズムを整えるために積極的な早期離床を行
なっていた。見当識障害予防のため日時を伝える
などを実施していた。術後疼痛緩和の援助を実施
していた。
（本研究の代表者として研究に取り組んだ。）共
著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 吉岡一実

10.臨床看護師が実践してい
る術後せん妄発症予防の取り
組み
（査読付）

本研究は、臨床看護師の術後せん妄発症予防に対
する取り組みを明らかにすることである。テキス
トマイニング手法の共起関係ネットワーク分類の
結果から、次の4点が明らかになった。1点目は、
術後の生活リズムの再構築を意識した積極的な早
期離床を実施していること。2点目は、体位変換
に生じる身体的苦痛の除去に努めていること。3
点目は、手術前には具体的な説明を実施している
こと。4点目は、環境整備の実施や術後疼痛の緩
和に対する援助に取り組んでいることであった。
（データ分析、考察の論文執筆を担当した。）
共著者：一ノ山隆司, 松浦純平, 吉岡一実
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共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

共著 平成26年12月13.FACTORS RELATED TO THE
USE OF HOME CARE SERVICES
BY STROKE PATIENTS UNDER
JAPAN’S LONGTERM CARE
INSURANCE SYSTEM
（日本における長期間の介護
保険システム下の脳卒中患者
による在宅ケアサービス使用
要因）
（査読付）

International Journal
of Medical Research &
Health Sciences 4（1）
p103-109．2014．

本研究の目的は、在宅で精神障がい者と生活する
家族の負担要因を明らかにし、今後の家族支援へ
の示唆を得ることである。A県内の11の地域家族
会に所属している精神障がい者と同居する家族
236人の「日頃から気になること」への記述を分
析データとした。データ分析は、内容分析の手法
を参考に形態素解析、コロケーション解析を行っ
た。結果、【病気に関する不安】、【家族自身の
体調の心配】、【将来の生活に対する焦り】、
【社会や周囲および身内からの理解不足に関する
苛立ち】、【責任を持ってケアする重圧】、【同
居することで生じる束縛感】、【地域の施設が整
わないことへの不満感】の7つのカテゴリーを生
成し、家族が精神障がい者のケアの担い手であっ
ても、家族はケアの対象者である観点から地域連
携の精神看護に反映させていく有効な知見が示唆
された。
（データ分析、考察の論文執筆を担当した。）
共著者：一ノ山隆司，松浦純平

12.精神科臨床経験3年未満の
看護師が抱く陰性感情の特徴
（査読付）

医学生物学157巻6号
p1387-1392．2013．

本研究は、精神科病棟に勤務する精神科臨床経験
3年未満の看護師3人対象として、彼らが抱く陰性
感情の特徴を把握することが目的である。半構成
的面接法により陰性感情に関する調査を行った結
果、陰性感情として8カテゴリー生成することが
できた。患者に対しては否定的な捉え方によって
生じる【不安感】、患者から被害を受けるといっ
た【恐怖心】、患者との対応における未熟さから
生じる【困惑】、どこにもぶつけることができな
い感情から生じる【怒り】、患者に自分の思いが
受け入れてもらえないことによる【苛立ち】、患
者とのかかわりから生じていく落胆から引き起こ
される【疲弊感】、患者の対応を他の看護師と比
べることによって生じる【劣等感】、患者との関
係性や対応を振り返ることから生じる【自責感】
であった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 菊地淳, 吉岡一
実

脳卒中患者は、在宅ケア看護サービスを利用者数
の中では最も多い。本研究の目的は、日本の介護
保険システムの下で在宅ケア・サービスの使用状
況との利用者の関係を決定するために脳卒中患者
の鍵となる要因と主な介護者の関係を明らかにす
ることである。研究方法は東海と近畿地域で14の
主題と彼らの介護者を対象とした。質問紙調査票
が主な介護者のために使用した、データ分析方法
は、一変量分析により分析した。結果、バルテル
Index（BI）得点より高い脳機能障害が、長期の
介護保険の使用率と関連があることが明らかに
なった。またBI得点低下と在宅ケア率は増加し
た。結論：脳卒中患者の2つの特徴が長期の介護
保険の使用率に関連することが明らかになった。
（質問紙票作成、データ入力、データ分析、考察
の論文執筆を担当した。）
共著者：Kazuya Ikenishi,Jumpei Matsuura
2015年度インパクトファクター：0.18

医学と生物学157巻6号
p1382-1386．2013．

11.在宅で精神障がい者と生
活する家族の負担に関する研
究
（査読付）
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発行又は

発表の年月
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発行所，発表雑誌等
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単著 平成27年3月

単著 平成27年4月

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月17.The needs of post-
operative delirium
assessment tool for
clinical nuese
（臨床看護師の考える術後せ
ん妄スクリーニングツールの
必要性に関する研究）
（査読付）

RA Journal of Applied
Research.1(6)p219-
226.2015.

本研究の目的は、臨床看護師が考える術後せん妄
アセスメントツールについてのニーズを明らかに
することである。
対象は全国の大学病院19病院の外科系病棟に勤務
する看護師725人である。
アセスメントツールの必要性について「必要であ
る」、「やや必要である」と回答した対象者の割
合は全体の85.5％であった。このことからアセス
メントツールの必要性について、非常に受容があ
ることが明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura, Eiichi Ueno
2015年度インパクトファクター：3.62

15.Early detection and
treatment : an examination
of prodromal symtoms of
post operative delirium in
elderly patients
（早期発見と処置：高齢患者
の術後せん妄の前駆症状につ
いて）
（査読付）

International Journal
of Clinical and
Biomedical Research. 1
（2）p1-6.2015.

研究目的は，臨床経験豊富な看護師の経験知に基
づく術後せん妄発症を早期に発見するための術後
せん妄アセスメントスケール開発のための基盤と
することである。対象は看護師300名とした。結
果，看護師が術後せん妄前駆症状として考えてい
る症状は「看護師へ遠慮して何も言わない」「自
分で寝返りを打たない」であった。術後せん妄前
駆症状を症状別に類似するカテゴリー別に分類し
た。その結果「行動」「混乱」「陰性症状」「睡
眠」など6カテゴリーに分類された。

2015年度インパクトファクター：3.3

16.Initial development of
a screening tool for
postoperative delirium
prodrome
（術後せん妄スクリーニング
ツールの開発）
（査読付）

International Journal
of Current Advanced
Research.4(7)p165-
167.2015.

本研究の目的は、術後せん妄発症を早期に発見す
るためのアセスメントツールを開発することであ
る。全国の国立大学医学部附属病院の看護師725
名を対象に質問紙調査を実施した。結果、10因子
38項目からなる術後せん妄アセスメントツールを
開発した。（本研究の代表者として、中心となり
研究に取り組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura, Eiichi Ueno
2015年度インパクトファクター：5.438

本研究の目的は経験年数を問わず臨床看護師が簡
便に使用できる術後せん妄スクリーニングツール
開発に向けての予備的研究として術後せん妄発症
前駆症状の構成因子を明らかにすることである．
本研究は，調査Ⅰの文献検討，調査Ⅱの面接調
査，調査Ⅲの質問紙調査,質問紙調査に基づく術
後せん妄前駆症状の抽出の順に実施した．調査Ⅲ
は全国国立大学医学部附属病院19病院に勤務する
外科経験年数3年以上看護師725名を対象とした．
相関分析，I-T相関分析，天井・床効果の検討，
尖度と歪度の検証，因子分析を実施した．PASW
18を使用した．因子分析の結果【妄想支配による
精神的訴え】，【活動意欲の減退】，【意味のな
い行動】，【認識機能の低下】，【外見的興
奮】，【理解力の違和感】，【恐怖・心配の訴
え】，【失見当識】，【排尿に関する愁訴】，
【睡眠覚醒サイクルの障害】10因子40項目を抽出
した．本研究で明らかになった新しい知見は【外
見的興奮】，【理解力の違和感】の2因子であっ
た．

14.術後せん妄の発現を予測
するスクリーニングツール開
発のための基礎的研究（修士
論文）

四日市看護医療大学大学
院看護学専攻修士課程
p1-36.2015.A4版 総頁数
36
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年7月

共著 平成27年12月

共著 平成28年5月20.テキストマイニングを用
いたうつ病患者へのカウンセ
リング時の会話分析
（査読付）

精神看護におけるディス
コース分析研究会誌第4
巻p67-74.2016.

本研究の目的はうつ病患者へのカウンセリング場
面の会話分析からセラピストの援助の特徴を明ら
かにすることである。対象はうつ病患者へのカウ
ンセリングを実施したセラピストとクライエント
の発語とした。分析はセラピストとクライエント
別に記述統計，階層的クラスター分析，多次元尺
度法，共起ネットワーク分類を行った。セラピス
トの発語内容を多次元尺度法にて分析した結果，
同調や促しの「うん」以外は，非常にバランスが
取れた発語であったことが明らかになった。共起
ネットワーク分類にて分析した結果，「調整」と
「気分」と「楽観」の3つに関する話題に分類さ
れた。
クライエントの発語内容を多次元尺度法にて分析
した結果，A氏、先生に関する発言が多いことが
明らかになった。　共起ネットワーク分類にて分
析した結果，「A氏と先生との会話」と「雇用に
関する将来の不安」と「休職したことの自責の
念」の3つに関する話題に分類された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,川野雅資

19.テキストマイニングを用
いたセラピストとクライエン
トの会話分析
（査読付）

精神看護におけるディス
コース分析研究会誌第3
巻p87-94.2015.

本研究の目的は，うつ病患者へのカウンセリング
場面を会話分析にてカウンセラーの援助の特徴を
明らかにして今後のうつ病患者へのカウンセリン
グに活用することである．カウンセラーが話した
「思う」についてコロケーション解析を実施した
結果，ポジティブな発言内容は10回中6回であっ
た．ネガティブな発言内容は10回中1回であっ
た．このカウンセラーのクライエントへの関わり
方は意図的にクライエントの積極的な発語を引き
出す重要な手法であるのではないかと推察する．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,川野雅資

18.The Relationship
Between Work-Life Balance
And Nwi-R Score Among
Unmarried Nurses Working
For Less Than Two Years In
Hospital.
(病院の勤務年数2年以下の未
婚看護師におけるワークライ
フバランスとNwi-R得点との
関連）
（査読付）

International Journal
Of Medical Science And
Clinical Invention.
2(7)p1120-1125.2015.

近年、ワークライフバランスに関する研究が増加
している。本研究の目的は経験年数が2年以下の
看護師についてワークライフバランス（WLB）と
NWI-R得点の関連を明らかにすることである。
調査対象者は東海地区と関東地区の病院に勤務す
る看護師とした。収集したデータは年齢、性別、
経験年数、ワークライフバランス、NWI-Rとし
た。回答者は117人だった。経験年数が１年未満
の看護師は61人、1年以上2年以下は56人だった。
WLBでは、満足と回答したのは37人、不満足は36
人、どちらとも言えないは44人だった。クラスカ
ルウォリス検定の結果、この3群間ではNWI-R得点
に有意差を認めた(p=0.0013)。結果、育児や家事
以外の私生活に関する時間を有効に活用できるよ
うに職場の改善が必要なことが示唆された。
（質問紙票作成、データ入力、データ分析、考察
の論文執筆を担当した。）
共著者：Kazuya Ikenishi,Jumpei Matsuura
2015年度インパクトファクター：3.301
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年9月

（その他）
「研究費助成報告書」

共著 平成21年3月

単著 平成25年5月

1.がん患者が求める「患者サ
ロン」活用への支援の　検討
―「患者サロン」に関する認
識と活用の実際―

平成21年度病室環境研究
成果報告集奈良県立医科
大学住居医学大和ハウス
寄付講座．p17-23.2009.

本研究は、がん患者サロンに関する認識と現在の
利用状況を明らかにすることを目的として研究に
取り組んだ。対象はA県がん患者会会員430名を対
象とした。 研究方法は、質問紙調査法とした。
回収率は158名、有効回答数は148名であった。本
研究結果からサロンのニーズは非常に高いこと、
立地場所としては公共交通機関から近いことサロ
ン利用者は臨床心理士の配置を希望していること
が明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，瀬川睦子
全ページ104ページ

2.高齢患者の術後せん妄発症
を早期に発見するための術後
せん妄アセスメントスケール
の信頼性に関する予備的検討

大阪ガスグループ福祉財
団研究報告書26号.p111-
116.2013.

本研究は、手術後の高齢者に高確率で発症する術
後せん妄の発症前駆症状に関して、臨床経験豊富
な看護師の経験知に基づく術後せん妄発症を早期
に発見するための術後せん妄アセスメントツール
開発につなげるための基盤とすることである。研
究方法は質問紙調査とし、対象は全国20病院に勤
務する臨床看護経験年数5年以上を有し外科病棟
での臨床経験3年以上の看護師300名を対象とし
た。回収数は71通、有効回答数は66通であった。
記述統計分析の結果、行動、混乱、陰性症状、睡
眠、妄想、排泄の6つのカテゴリーが抽出され
た。
全146ページ

21.スライディングシート導
入後の現状と課題 －トラウ
マインフォームドケア
（TIC）の観点より－
（査読付）

第1回臨床精神看護学研
究会誌2016年.p77-
79.2016.

本研究の目的は，TICの観点に基づき対象者と医
療スタッフのそれぞれの立場から移送用スライ
ディングシートの導入後の現状と課題は何かを明
らかにすることである。対象は，X病棟に入院中
の対象者5名と同病棟にて勤務する医療スタッフ5
名。データ収集方法は研究者がスライディング
シートの導入前と導入後の使用後の感想をそれぞ
れに直接聞き取り調査を実施した。対象者の肯定
的意見は，「抱えられるよりは全然怖くない
ね。」，「安心感があるよ。」などの意見が聞か
れた。否定的意見は「ゆっくりとしないと勢いよ
くすると滑り過ぎる時があるね。」との意見が聞
かれた。医療スタッフの肯定的意見は「腰への負
担が少なくなった。」，「僅かな力でも簡単に
シートがよく滑るから使いやすい。」などであっ
た。ノーリフトの基本理念は，対象者を抱えずに
滑らせて移動する方法である。TICの基本的な考
え方は，対象者にいかにトラウマ体験をさせない
かである。スライディングシート導入後，対象者
と医療スタッフからは肯定的意見が多く聞かれ
た。このことからスライディングシート導入によ
る患者へ恐怖心を与えない看護の提供が出来たこ
とで看護の質の向上など一定の効果はあったので
はないかと考える。
（データ収集、データ分析、結果、考察の論文執
筆を担当した。）
共著者：西木一美，香田美帆，松浦純平
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著 平成26年8月

「国際学会発表抄録」

― 平成23年1月

― 平成23年6月

1.Examination of nurse's
communication skills in
role playing.
（看護師のコミュニケーショ
ンスキル向上を目指したロー
ルプレイングの効果の検証）

The 3rd Korea-China-
Japan Nursing
Conference,p239.2011.

本研究は統合失調症患者との対話場面におけるコ
ミュニケーションスキルアップにつながる示唆を
得ることを目的とした。対象はα県内精神病院に
勤務中の看護師5名である。面接内容は同意が得
られた場合のみICレコーダーにて録音し，逐語録
を作成した。分析方法はインタビューより得られ
た逐語録について形態素解析，コロケーション解
析を実施した．データ解析ソフトは，WinCha，
KWIC Finderを使用した．結果、統合失調症患者
との対話場面においての看護師が患者に対して話
した発語項目の中から名詞のみを対象とした。そ
の結果688個の構成要素を抽出した。コミュニ
ケーション（120） 沈黙（114）相手（110）時間
（74）などの6カテゴリが生成された．本研究か
ら統合失調症患者との対話場面におけるコミュニ
ケーションスキルアップにつながる要因として看
護師の配慮がスキルアップにつながる可能性が示
唆された。
（逐語録作成、データ分析、考察の論文執筆を担
当した。）
共著者：Ryuji Ichinoyama,Kiyoko
Funasaki,Jumpei Matsuura

2.The characteristis of
nursing literature on the
family nursing during 15
years past．
（過去15年間の世界における
家族看護に関する研究の特
徴）

The 10th International
Family Nursing
Conference,p243.2011.

3.我が国史上初の術後せん妄
を早期発見するためのアセス
メントスケールの開発

日本学術振興会科学研究
費助成事業若手B研究報
告書.2014.

本研究の目的は術後せん妄アセスメントスケール
を開発することである．本研究は，文献検討，面
接調査，質問紙調査,質問紙調査に基づく術後せ
ん妄前駆症状の抽出の順に実施した．全国国立大
学医学部附属病院19病院に勤務する外科経験年数
3年以上看護師725名を対象とした．相関分析，I-
T相関分析，天井・床効果の検討，尖度と歪度の
検証，因子分析を実施した．結果10因子40項目か
らなるアセスメントツールを開発した．
全6ページ

本研究の目的は，世界における家族看護に関する
研究の特徴を明らかにすることである．文献検索
は，PubMedを用い，キーワードは
「characteristis」「Family」「 Care」
「Nursing」で検索した．遡及期間は1995年～
2010年の過去15年間とした．対象は抽出された文
献126件を分析対象とした．方法は126件の文献に
含まれるキーワードに注目して類似するキーワー
ドからカテゴリ化を行い，記述統計を実施した．
結果,6個のカテゴリと26個の項目を導き出した．
カテゴリは，それぞれ家族，ケア，関係など6種
類であった．項目では，家族，患者，父親，高齢
者,老人，母など26個であった．対象は，家族が
一番多い結果であった．傾向は，分野別では，在
宅ケア，高齢者などが多い結果であった．システ
ム理論を発展させ更に家族療法を組み合わせた考
え方の家族システム看護の視点から分析するとコ
ミュニケーションについて伝達内容だけでなく家
族の関係性も重要であることが明らかになった。
また家族成員の変化が発生した場合は家族メン
バー間で認知変化を注意して観察していく必要が
あると考える．
（データ収集、データ分析、考察の一部執筆を担
当した。）
共著者：Eiichi Ueno, Jumpei Matsuura
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発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成23年6月

― 平成24年3月

― 平成24年3月

本研究は，外科病棟における術後せん妄発症予防
のために病棟看護師が実践しているケアリングに
ついてを明らかにすること．対象者は病院外科病
棟に勤務する看護師の看護師7名について半構成
的面接を実施した.分析方法は逐語録を文脈内容
から意味のある内容を単一記録として区切り帰納
的分類を実施してカテゴリ化を実施した.10個項
目と41個のカテゴリを導き出した．項目は時間，
コミュニケーションなどであった．カテゴリは現
在，時間などであった.分析結果から術後せん妄
発症予防に関して，看護師は，術後患者に対して
「認知」，「睡眠」に関するケアを特に注意して
実施している事が明らかになった.ケアリングの
概念の中の「関わり」「交流」をベースとして
「支持的態度」「コミュニケーション」「情報提
供」「患者へ安楽の提供」に当てはまると推察す
る．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura,Eiichi Ueno

5.The desired nursing
students’ability of
communication from the
caring standpoint.
（ケアリングの見地から見た
看護学生のコミュニケーショ
ン能力）

International Hirosima
Conference on caring
and Peace, p263.2012.

本研究の目的はケアリングの視点から見た看護学
生のコミュニケーション能力について明らかにす
ることである。対象A大学看護学部学生120名とし
た。段階別コミュニケーション能力評価尺度を用
いて学年別に評価した実施した。ケアリングの視
点としては相手への思いやりである。結果、相手
が話すまで待つや相手が話すことを真剣に聞くな
どが多項目よりも高い結果であった。これらの視
点はケアリングの考えに基づくコミュニケーショ
ンであると推察する。今後はこの部分を更に伸ば
すような指導を授業、演習、実習を通して行って
いく必要性が示唆された。
（データ入力、データ分析、考察の論文執筆を担
当した。）
共著者：Eiichi Ueno, Jumpei Matsuura

3.Trend and problem of
research on family nursing
in the world from the
review of the literature
for past 15 years．
（世界における家族看護に関
する研究の現状と課題　過去
15年間の文献検討）

The 10th International
Family Nursing
Conference,p251.2011.

本研究の目的は，世界における家族看護に関する
研究の動向と課題を明らかにすることで今後の家
族看護に対する研究の方向性の示唆を得ることで
ある．文献検索は，文献検索オンラインデータ
ベースPubMedを用い，キーワードは「Family」,
「 Care」, 「Nursing」で検索した．遡及期間は
1995年～2010年の過去15年間とした．対象は抽出
された文献106件を分析対象とした．方法は106件
の文献に含まれるキーワードに注目して類似する
キーワードからカテゴリ化を行い，記述統計を実
施した．結果,8個のカテゴリと33個の項目を導き
出した．カテゴリは，それぞれ対象，関係，分野
など8種類であった．項目では，家族，患者，親
族，年配，子供新生児，老人，母，看病など33個
であった．対象は，家族が一番多い結果であっ
た．傾向は，新生児・子供から高齢者まで多岐に
渡り幅広かった．分野別では，集中，救命が多い
結果であった．種類では，看護，医療，介護，研
究，教育の順で幅広い結果であった．家族看護学
には，看護とシステム理論と家族療法を組み合わ
せた考え方の家族システム看護という考え方があ
る．このことから，変化が起こった場合には，家
族間での知覚の変化を注意して観察していくこと
が必要ではないかと考える．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura,Eiichi Ueno

4.The caring concerns of
the reducing the incidence
of postoperative deliria
in the field of head and
neck.
（ケアリングの視点に基づく
外科病棟における術後せん妄
発症率を減らすための方略）

International Hirosima
Conference on caring
and Peace, p196.2012.
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「国内学会発表抄録」

― 平成21年5月1.わが国のせん妄に関する看
護研究の動向と課題　―文献
検討を通して―

本研究の目的は我が国における看護分野でのせん
妄に関する研究について、文献検討により研究の
動向と課題を明らかにし、患者のケアへの示唆を
得ることである。研究方法は医学中央雑誌を用い
キーワードはせん妄と看護とした。結果、31編の
文献を対象とした。研究デザイン別では量的研究
が91編、質的研究は14編、事例研究は15編。研究
対象者は患者105編。筆頭研究者は臨床看護師94
編、看護系大学教員17編、共同研究9編。フィー
ルド別では整形外科17編、外科病棟12編、ICU5
編、CCU4編。せん妄発症要因については31編。せ
ん妄評価尺度はニーチャム混乱・錯乱状態スケー
ル11編。本研究結果から予防に関する研究が少な
かったため、今後はせん妄発症予防ケアの充実を
図るための研究が期待されることが明らかになっ
た。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上平悦子

第40回日本看護学会学術
集会看護管理抄録
集.p119.2009.

6.The present conditions
and problem about
professionalism and the
stress on the nurse in the
world
（世界における看護師のプロ
フェッショナリズムとストレ
スに関する現状と課題）

The 6th Asian Congress
of Health
Psychology2016

本研究の目的は、世界の看護師のプロフェッショ
ナリズムとストレスに関する研究の現状と課題を
明らかにすることである。PubMedを使用してキー
ワードは「professionalism」、「nursing」、
「stress」とした。結果、抽出された17編の論文
の中から内容を精査した結果15編の論文を対象に
した。国別に分類した結果、USA 3編、Swedish 2
編、Germany 2編、Australia 2編、Taiwan 2編、
France1編、Canada1編、UK 1編、Spanish 1編で
あった。研究デザイン別は，質的研究6編、量的
研究7編、報告1編、文献研究1編であった。研究
目的別は、成人のがん病棟の患者と看護師間の相
互作用のユーモアの使用について、プロ意識と
チームワークの関係についてなどであった。研究
対象者別分類は、臨床看護師10編と最多であっ
た。研究フィールド別分類は、臨床8編で最多で
あった。日本では取り組みがなされていないかっ
たため今後取り組む必要性が示唆された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura, Eiichi Ueno

7. The characteristicon
the past paper
concerns of mental health
caused when
a disaster strikes
(災害発生時における精神衛
生に関する文献研究)

The 6th Asian Congress
of Health
Psychology2016

本研究の目的は、災害発生時の精神衛生に関する
動向と課題を明らかにすることである。対象は
PubMedを使用した1973年から2015年の894論文で
ある。
分析方法は内容分析である。ソフトはKH Coderを
使用した。結果、ハリケーンのような多くの災害
地震と津波について研究されていた。災害は、個
人とコミュニティにおいて精神衛生で最も重要で
あり優先度が高い問題である。今後はプログラム
開発など多くの種類の災害への適切な支えとなる
方法を提供する必要性がある。
（テキストマイニングソフトを使用しての分析、
考察の執筆、スライドの一部作成を担当した。）
共著者：Eiichi Ueno, Nobuaki Maegawa, Jumpei
Matsuura, Sanae Naruse
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3.術後せん妄発症要因と予防
に関する文献検討　―過去5
年間の国内文献より―

2.看護学生のコミュニケー
ション能力からみたカリキュ
ラムの開発

第23回日本看護研究学会
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集.p49.2010.

本研究の目的は看護学生の段階別コミュニケー
ション能力評価尺度を用いて、効果的な授業プロ
グラムを開発することを目的とした。研究方法は
3つの看護系大学の看護学生710名を対象とし有効
回答372名を分析対象とした。看護学生の段階別
コミュニケーション能力評価制度を用いた学生の
コミュニケーション能力を測定した。結果、４学
年が多くの項目で高得点を示したが2学年になる
とコミュニケーション能力が低下する傾向であっ
た。今後は看護学生のコミュニケーション能力を
向上させるために各学年別に客観的指標を基に重
点項目を教授することが大切である。そのために
は各学年にコミュニケーションを教授する科目を
効果的に配置するカリキュラムが必要である。
（データ入力、データ分析、スライド作成の一部
を担当した。）
共著者：上野栄一,明神一浩,松浦純平

第23回日本看護研究学会
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集.p51.2010.

本研究の目的は文献検討から国内におけるせん妄
発症要因と予防について明らかにすることであ
る。研究方法は医学中央雑誌を用いキーワードは
せん妄と術後と要因と予防とした。その結果、
202編の文献の中から31編の文献を抽出し分析対
象とした。結果、要因に関する論文は18編、予防
に関する論文は10編であった。要因としては認知
症、65歳以上などが多い結果であった。予防目的
の取り組みとしてはビデオメッセージ、リアルオ
リエンテーションなどがあった。本研究から以下
の2点が明らかになった。1点目は発症要因として
は「消化器外科病棟」、「認知症」「65歳以上」
が多い結果であった。予防については「環境の変
化」「睡眠障害」など誘発因子への介入が発症予
防に効果があることが分かった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，上野栄一

4.患者の暴力に対する看護師
の予測マネージメントの研究

第23回日本看護研究学会
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集.p55.2010.

本研究の目的は精神科病棟におけるベテラン看護
師の危険予測について語りを振り返り臨床現場で
の実践に示唆を得ることを目的とした。研究方法
はα県内の精神科病院に勤務する精神科臨床経験
10年以上の看護師6名を対象とした。 研究方法は
半構成的面接法より得られたデータを質的帰納的
に分析した。結果、患者の暴力に対する予測過程
を抽出した。結果、「患者の行動パターンの把
握」、「過去に起こった場面の想起」、「患者の
話す内容の整合性」の3つのカテゴリーが生成さ
れた。今後は精神病患者の暴力を予測するための
客観的評価についても更に量的・質的に検証する
ため必要がある。
（逐語録作成、データ分析、スライド作成の一部
を担当した。）
共著者：明神一浩,上野栄一,松浦純平
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5.高齢男性介護者の介護に対
する自己の構え

日本看護研究学会学術集
会プログラム・抄録
集.p113.2010.

本研究の目的は高齢男性介護者の介護に関わる介
護者の構えについて明らかにすることである。対
象は高齢男性介護者の介護に関わる介護者4名を
対象とした。対象者へ半構成的面接を実施した。
結果、「喜び」「孝行」「負担」「責任」の4カ
テゴリが抽出された。今後は男性介護者の気持ち
を大事にして関わっていく必要性が示唆された。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：上平悦子, 松浦純平, 船瀬孝子, 明神一
浩, 上野栄一

6.看護師のコミュニケーショ
ンスキルをレベルアップする
ための方略

第17回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演抄
録集. p60.2010.

本研究の目的は、看護師のコミュニケーションス
キルをレベルアップする要因を明らかにすること
である。看護系大学α大学の看護学生１学年～４
学年まで各学年70名、合計280名を対象に調査を
実施した。方法は「看護師における患者とのコ
ミュニケーションスキル測定尺度」を中心にそれ
ぞれの技法の場面設定の質問紙を作成し5段階評
定で、それぞれのコミュニケーション場面で、そ
の時の感情について評価した。分析は対応のある
t-test、一元配置分散分析を実施した。看護学生
236名の回答があった学年別のコミュニケーショ
ン技法の平均値は2.88±0.28であった(p＜
0.0001)。得点の高かったコミュニケーション技
法は情報提供4.31 ±0.82、協同提言4.26±0.91
であった。治療的技法の場面で非治療的技法の場
面よりも快度は有意に高い結果であった。これら
の結果を今後のコミュニケーションに活用してい
くことでスキルアップにつながることが示唆され
た。（データ入力、データ分析、スライド作成の
一部を担当した。）
共著者：明神一浩, 上野栄一, 松浦純平, 一ノ山
隆司

7.がん患者サロンに対する患
者会会員の認識と課題

第3回日本地域連携精神
看護学研究学術集会会
誌，p4.2010.

本研究の目的は、Ａ県内のがん患者会会員が考え
るサロンにおけるメンタルヘルスに関する認識お
よび現状を明らかにすることである．研究対象は
Ａ県がん患者会会員400名．調査方法は，対象者
に本研究の主旨と自記式無記名質問紙調査を同封
し郵送した．調査項目は，基本的属性，サロンの
認識，サロン立地条件，サロン利用者，サロンに
必要と考える医療従事者，サロンへの期待の6項
目．分析方法は，PASW Statistics18.0を用いて
単純集計を行った．結果、以下の3点が明らかと
なった．1．地域に暮らす患者にとってサロンの
ニーズ・期待度は，非常に高い．しかし，実際に
サロンを利用している人は少ない．2．サロン設
置場所として通いやすい立地条件であることを望
んでいた．3．サロン内にメンタル面のフォロー
ができる専門職の配置を望んでいた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，上野栄一
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8.福島第一原発事故に起因す
る食品と安全と消費行動に対
する実態調査

第70回日本公衆衛生学会
総会抄録集,p418.2011.

本研究の目的は福島第一原発事故に起因する食品
と安全と消費行動を明らかにすることである。対
象はインターネットで研究参加に同意をした成人
男女450名を対象とした。設問項目は食品産地を
見て買うかどうか。福島第一原発事故の前後で食
品産地を見てから購入するかどうか。結果、原発
事故の前後では事故後が生産地を見てから買うよ
うになった項目で有意差がみられた。このことは
報道が消費行動に影響を与えている可能性が示唆
された。
（データ入力、データ分析を担当した。）
共著者：御輿久美子, 守田貴子, 水野静枝, 松浦
純平, 濱田美来, 尾花尚弥, 今村知明

9.看護師の就労継続をエンパ
ワメントする因子についての
研究

第70回日本公衆衛生学会
総会抄録集，p492.2011.

本研究の目的は、看護師の就労継続をエンパワメ
ントする因子を明らかにすることである。調査対
象はα・β県内の病院施設の看護師であり，研究
参加への同意が得られた250名。記述データは自
記式質問紙の自由記載項目とした。データ分析方
法は文脈の意味内容を精読し，その内容の類似性
に基づき分類し，カテゴリー化した。スーパーバ
イザーに指導を受けてカテゴリー化した。分析の
結果【看護職としてのやりがい】【家族を支える
ために必要な経済的資源】【看護職への誇り】
【帰属意識の高さ】の4カテゴリリーが生成され
た。看護師不足である現状の中継続して就労して
いる看護師が継続している要因は様々なである
が、患者家族からの感謝の気持ちの表明、家族の
支援などが就労継続に影響している結果となっ
た。今後、この結果を基に看護師の就労継続の可
能性が示唆された。
（逐語録作成、分析を担当した。）
共著者：加藤礼識, 伊藤雪絵, 水野静枝, 松浦純
平, 御輿久美子, 今村知明

10.看護体制の違いによる職
務満足の検討

第42回日本看護学会精神
看護抄録集,p49．2011.

本研究は統合失調症患者との対話場面におけるコ
ミュニケーションスキルアップに向けて示唆を得
ることを目的に取り組んだ。対象はα県内精神病
院に勤務中の看護師5名。面接内容から逐語録を
作成。分析方法はインタビューより得られた逐語
録について形態素解析，コロケーション解析を実
施した．データ解析ソフトは，WinCha，KWIC
Finderを使用した．結果、統合失調症患者との対
話場面においての発語項目に該当する名詞に着目
し，718個の構成要素を抽出した。コミュニケー
ション行動（130）] [行動（123）][対象
（120）][陰性症状（76）]などの8カテゴリが生
成された．形態素解析で最頻度名詞の『気遣い』
25個に着目しコロケーション解析した結果，「活
動量増加（19）」「体動増加（12）」などであっ
た．本研究から統合失調症患者との対話場面にお
けるコミュニケーションスキルアップにつながる
要因としてなど看護師の配慮がスキルアップにつ
ながる可能性が示唆された。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：明神一浩,上野栄一,松浦純平
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11.統合失調症患者との対話
場面におけるコミュニケー
ションスキルに関する研究

本研究は統合失調症患者との対話場面におけるコ
ミュニケーションスキルアップに向けて示唆を得
ることを目的に取り組んだ。対象はα県内精神病
院に勤務中の看護師5名。面接内容から逐語録を
作成。分析方法はインタビューより得られた逐語
録について形態素解析，コロケーション解析を実
施した．データ解析ソフトは，WinCha，KWIC
Finderを使用した．結果、統合失調症患者との対
話場面においての発語項目に該当する名詞に着目
し，718個の構成要素を抽出した。コミュニケー
ション行動（130）] [行動（123）][対象
（120）][陰性症状（76）]などの8カテゴリが生
成された．形態素解析で最頻度名詞の『気遣い』
25個に着目しコロケーション解析した結果，「活
動量増加（19）」「体動増加（12）」などであっ
た．本研究から統合失調症患者との対話場面にお
けるコミュニケーションスキルアップにつながる
要因としてなど看護師の配慮がスキルアップにつ
ながる可能性が示唆された。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：明神一浩,上野栄一,松浦純平

第42回日本看護学会精神
看護抄録集,p49．2011.

12.頭頸部外科領域における
術後せん妄発症要因に関する
看護師の視点について

第10回富山大学看護学会
学術集会会誌 10（1），
p30.2011.

本研究の目的は，頭頸部外科病棟に勤務する経験
豊富な看護師が考える術後せん妄発症要因は何か
を明らかにして，臨床での術後せん妄発症患者に
対する看護実践への示唆を得ることである．対象
は，A大学医学部附属病院頭頸部外科病棟に勤務
する看護師5名．術後せん妄発症要因について半
構成的面接を実施，結果内容分析手法およびセブ
ンクロス法にて分析した．内容分析の結果から
【性格特性】【理解力不足】【長期安静】【高
齢】【不眠】【男性】【独居】の7つのカテゴ
リーが生成された．セブンクロス法の結果から，
優先順位が高い順に【不眠】【性格特性】【高
齢】【長時間手術】【術中出血量】【眠剤の影
響】【術前不安】の 7つのカテゴリーが生成され
た．内容分析とセブン・クロス法の両方に含まれ
ていたのは，【高齢】【不眠】【個人特性】の3
つのカテゴリーであった．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 喜田加奈子, 上野栄一+F59

13.一般外科領域における術
後せん妄発症予測要因の検討
―経験豊富な看護師へのイン
タビューより―

第37回日本看護研究学会
学術集会抄録集，p178．
2011.

本研究の目的は一般外科病棟に勤務する経験豊富
な看護師が直観的に判断している術後せん妄の発
症予測につながる患者の前駆症状を明らかにする
ことである．対象者は病院外科病棟に勤務する看
護師20名とした．半構成的面接を実施した．逐語
録を形態素解析分析し，抽出した名詞を類似性に
基づき分類し，意味内容の共通性に基づきカテゴ
リ化した．類似性により分類した結果【表情】
【認識】【患者の反応】【置かれた環境】【コ
ミュニケーション】【時間感覚】【失見当識】
【行動】，【対象者】【対象物】【情意】【直
観】，【患者特性】【不安】【睡眠】の15のカテ
ゴリが生成された．本研究結果から経験豊富な看
護師の術後せん妄発症予測につながる前駆症状の
観察視点としては，患者の眼に代表される表情，
失見当識，看護師の説明に対する認識とその反応
等から術後せん妄の発症を予測していた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 福田弘子, 上野栄一.
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― 平成23年8月

本研究では過去1年間の診療報酬に焦点を当てて
その特徴を明らかにすることを目的とした。過去
1年間の診療報酬の看護に関する記事を抽出して
カテゴリー化した。結果、1236件の記事が検索さ
れた。記事内容を分類した結果、120種類のカテ
ゴリーに分類された。最も多かったのは診療報酬
（222）介護保健（192）DPC（68）などであっ
た。これらのことから診療報酬についてDPC制度
導入、診療報酬改正などを視野に入れて取り組み
がなされていた。今後も診療報酬改定に注目して
動向を注視していくことが重要であると考える。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：上野栄一, 一ノ山隆司, 明神一浩, 松浦
純平, 上平悦子.

本研究では介護保険適応施設の従事者が認知症高
齢者およびその家族を地域で支えていく困難性を
どのように捉えているのかを把握することを目的
とした。対象は介護保険施設の従事者27人。記述
データは自記式質問紙の自由記載項目。データ分
析方法は内容の類似性に基づきカテゴリ化した。
結果，【認知症に対する理解不足と偏見】【支え
るために必要な経済的資源の欠如】【職種間の連
携と情報不足】【行動心理症状の理解と対応困
難】4カテゴリを抽出した。認知症高齢者に対し
て家族や地域住民，介護保険適応施設の従事者
が，認知症の種類や中核症状・行動心理症状に関
して理解不足が偏見を助長し，さらに理解不足が
対応の困難性を高める原因になっており，職種間
の連携にも影響を及ぼしていたことが明らかに
なった。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：京谷和哉, 一ノ山隆司, 舟崎起代子, 松
浦純平.

16.データマイニングによる
看護師の考える術後せん妄発
症予測について　―経験豊富
な看護師へのインタビューの
分析―

第42回日本看護学会学術
集会成人Ⅰ抄録
集,p60.2011．

本研究目的は外科病棟に勤務する経験豊富な看護
師が考える術後せん妄発症予測につながる前駆症
状を明らかにすることである．調査対象者は病院
外科病棟に勤務する看護師20名。研究方法は術後
せん妄発症前の段階でアセスメントをどのような
視点で実施しているかについて半構成的面接を実
施した．分析方法は逐語録について形態素解析，
コロケーション解析を実施した．データ解析ソフ
トはWinCha，KWIC Finderを使用した．結果、718
個の構成要素を抽出。［行動][コミュニケーショ
ン][行動対象][表情][睡眠][訴え][時間][幻
覚][認知]の9カテゴリが生成された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 喜田加奈子, 福田弘子, 上野
栄一, 水野正延．

14.内容分析による最近の診
療報酬の特徴

第37回日本看護研究学会
学術集会抄録集，
p227.2011.

15.認知症高齢者および家族
の地域生活を阻害する困難要
因

第37回日本看護研究学会
学術集会抄録集，
p339.2011.
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― 平成23年9月

― 平成23年9月

― 平成23年11月 本研究では過去1年間の医療政策の中で、看護の
政策に焦点を当ててその特徴を明らかにすること
を目的とした。過去1年間の医療政策の中の看護
に関する記事を抽出してカテゴリー化した。結
果、2291件の記事が検索された。記事内容を分類
した結果、225種類のカテゴリーに分類された。
最も多かったのは診療報酬（302）介護保健
（292）インフルエンザ（222）などであった。看
護に注目すると「看護教育」「外国人看護師」
「人材養成」「訪問看護」などのカテゴリーが抽
出された。これらのことから看護政策においては
看護教育、カリキュラム改正、特定看護師に関す
るものが多くまた外国人看護師への支援策も具現
化されていた。多くの施策が提示される中、今後
看護教育、看護サービスを充実させるために看護
施策の情報をいかに取り入れ教育施設、各病院で
の取り組みを考えることが重要であると考える。
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：上野栄一, 一ノ山隆司, 明神一浩, 松浦
純平, 上平悦子, 八塚美樹.

17.看護理論にみるカウンセ
リング技法の特徴

第18回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演抄
録集,p48.2011.

本研究では、カウンセリング技術にはどのような
ものがるかを明らかにし、さらにカウンセリング
理論との関係について明らかにすることを目的と
した。ナイチンゲールは、優れた看護師の能力と
して、患者にどのようなことを感じているか読み
取れ、患者の顔に現れる変化についての意味を理
解できると確信が持てる研究をすべきと明言して
いる。ヘンダーソンは、完全で成熟した優れた看
護師とは患者に同情を寄せ、かつ敏感に反応する
能力、自分の情緒的な反応と技術的な対応を活用
する機会をもつと述べている。 看護理論にはコ
ミュニケーション技術、カウンセリング技術に関
する独自の看護論が存在していた。それらは、治
療的コミュニケーション技術をベースに傾聴、受
容、共感的理解、自己決定へと看護過程を展開す
る中で展開していることが明らかとなった。
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：上野栄一,松浦純平, 明神一浩.

18.看護学生のコミュニケー
ション技法と感情との関係

第24回健康心理学会抄録
集,p89.2011.

本研究の目的は看護学生の学年別コミュニケー
ションの技法がどのように感情に影響を与えてい
るかについて明らかにする。対象は看護系大学α
大学の看護学生１学年～４学年280名。方法は看
護師における患者とのコミュニケーションスキル
測定尺度を使用し技法の場面設定の質問紙を作成
し５段階評定でコミュニケーション場面で、その
時の感情（快―不快）について評価した。分析
は、対応のあるt-test、一元配置分散分析を実施
した。看護学生236名の回答があった１学年58
名、２学年60名、３学年55名、４学年63であっ
た。治療的技法の平均値は2.88±0.28、非治療的
技法の平均値は2.5±9.43であった(p＜0.0001)。
治療的技法で快得点の高かったコミュニケーショ
ン技法は情報提供4.31 ±0.82、協同の提言4.26
±0.91であった。平均治療的技法の得点と非治療
的得点の学年別にみた比較を一元配置分散分析し
た結果、平均治療的技法（F=4.35; p<0.05）では
平均治療的技法得点は１学年2.95±0.28 ２学年
2.92±0.28３学年2.83±0.27４学年2.80±0.25で
あり１学年と４学年（p<0.05）１学年と３学年
（p<0.1）２学年と４学年（p<0.1）との間に有意
な差を認めた。
（データ収集・入力、データ分析を担当した。）
共著者：上野栄一,松浦純平.

19.医療政策の中での看護の
動向

日本看護研究学会第24回
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集,p29.2011.
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― 平成23年11月

― 平成23年11月

― 平成23年11月 日本看護研究学会第24回
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集,p57.2011.

20.頭頸部外科領域における
術後せん妄発症予測要因の検
討　―経験豊富な看護師への
インタビューより―

日本看護研究学会第24回
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集,p34.2011.

21.過去10年間の職務満足の
研究タイトルの分析による研
究動向の検討

日本看護研究学会第24回
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集,p48.2011.

本研究の目的は看護師の職務満足度に関する研究
について形態素解析を行うことにより職務満足に
関する研究の動向を明らかにし今後の研究に示唆
を得ることである。対象は医学中央雑誌で過去10
年間に発表された研究タイトル895件を分析対象
とした。解析方法は内容分析法を使用した。結
果、新人看護師、中堅看護師、職員定着、キャリ
ア、看護体制、自律性などが抽出された。看護体
制が職務満足度にどのように影響をしているのか
をみた研究が増加傾向である。新人看護師の離職
予防について職場に愛着を持たせるような帰属意
識も重要であることが本研究から示唆された。
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：明神一浩, 前川哲弥, 森下憂一, 松浦純
平, 上平悦子, 上野栄一.

22.わが国における術後せん
妄発症予測に関する研究の動
向　―過去27年間の文献検討
より―

研究目的は，看護分野におけるせん妄発症予測に
関して患者ケアに示唆を得ることである．文献検
索は，医学中央雑誌を用い，キーワードは「せん
妄」，絞込み検索は「看護」，「原著論文」とし
た．遡及範囲：1983年～2010年の27年間とした.
対象は12件の文献とした．分析方法はデータの示
す傾向や性質を把握ため，12件の文献を各フィー
ルド別，予測項目別に記述統計の手法で分析し
た．結果,予測項目のカテゴリ別分類では，「認
知力障害」20件，「ルート類」19件，「環境の変
化」15件，「患者属性」11件，「活動抑制」・
「性格」・「薬剤」10件，「身体症状」・「周手
術期」9件であった.看護師の術後せん妄発症予測
項目には，同じことを何度も聞く，指示動作困難
等，点滴刺入部，心電図電極を不必要に触る，
緊急入院，個室への移動，70歳以上，身体拘束，
几帳面な性格，麻薬・精神薬服用中，脱水，疼
痛，5時間以上の手術等があり，術後せん妄発症
予測を行っていることが明らかとなった．今後，
上記の項目を重視して術後の患者のケアに活かし
ていく必要性が示唆された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一, 一ノ山隆司, 明神
一浩, 福田弘子.

本研究の目的は、外科病棟に勤務する経験豊富な
看護師が直観的に感じている術後せん妄発生予測
につながる前駆症状は何かを明らかにすることで
ある。調査対象者は外科病棟に勤務する看護師7
名を対象とした。看護師へ、外科領域における認
知症を併発していない術後せん妄患者への関わり
を想起してもらい，外科領域における術後せん妄
発症予測についてのアセスメントをどのような視
点で実施しているかについて，半構成的面接を実
施し，逐語録を作成した。術後せん妄発症予測ア
セスメント項目に該当する名詞に着目した結果
718個の構成要素を抽出した。意味内容の類似性
に基づき分類した結果，9カテゴリーが生成され
た。結果から得られた観察ポイントは，経験豊富
な看護師の長年の経験に基づく熟練の技に該当す
る部分だと考える。経験の少ない新人看護師が気
付きにくい観察項目であると考えるため，この部
分に注目し，共通理解を深めることでせん妄の早
期発見・早期介入が可能となるため重要なポイン
トだと推察した。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一, 一ノ山隆司, 明神
一浩, 福田弘子.
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23.臨床看護師が考える術後
せん妄発症予防に関する看護
実践について ―KH Coderを
利用した分析―

第11回富山大学看護学会
学術集会抄録集 11
（1），p38．2011.

本研究目的は，外科病棟に勤務する看護師が術後
せん妄発症予防のために取り組んでいる看護実践
は何かを明らかにすることである．対象は病院外
科病棟に勤務する看護師20名．調査方法は半構成
的面接法を実施した．分析は記述統計，対応分
析，階層的クラスター分析，共起ネットワーク分
類を実施した．術後せん妄発症予防についての取
り組みは「説明」「術前」「自分」「家族」など
であった．階層的クラスター分析結果から，疼痛
除去，十分な睡眠の確保，積極的離床に基づく生
活リズムの再構築等など8つのクラスターに分類
された．抽出名詞の出現パターンの類似性を線で
結んだ共起ネットワーク分類の結果から，看護師
は術前に患者家族へ十分な説明の実施，術後にお
ける十分な睡眠確保などの看護実践に取り組んで
いた．本研究結果から看護師は術前の段階より患
者家族へ術後の環境および状況の変化について十
分な説明を実施し理解を促す様に努めていたこと
が明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一, 一ノ山隆司, 京谷
和哉, 上平悦子, 梅林かおり．

24.経験豊富な看護師が考え
る術後せん妄発症予測要因の
検討　―データマイニングを
用いたインタビューの分析―

第31回日本看護科学学会
学術集会講演集
,p393.2011.

本研究の目的は，外科病棟での臨床経験豊富な看
護師が考える術後せん妄の発症予測につながる前
駆症状とは何かを明らかにすることである．対象
者は2病院の外科病棟に勤務する経験豊富な看護
師21名である.調査者対象者へ認知症の併発がな
く術後にせん妄を発症した患者を想起してもら
い，術後せん妄発症予測に関するアセスメント内
容について半構成的面接を実施し逐語録を作成し
た．分析方法は逐語録の言語すべてについて形態
素解析分析を行い，記述統計および抽出した名詞
について形態素間の共起関係を検証するため対応
分析を実施した.術後せん妄発症前駆症状に関す
る発言を形態素解析した結果，総単語数33,447個
より2,249個1,806種類±27.08（mean±SD）の名
詞を抽出．結果，70歳以上の高齢であることを前
提とした上で眼に代表される【表情】言語・非言
語的コミュニケーションを含む【コミュニケー
ション】家族のことを気にする，家族への面会要
求等の理由により【安静保持不能】尿意，術後創
部痛があるが対処できていないことによる【不快
感】ガーゼ・ルート・ドレーン類が気になる等の
【術後処置に伴う影響】の5つのカテゴリが生成
された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 上野栄一
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本研究の目的は新しい看護学生の授業における
3eAnalyzerを用いての看護学生の授業における
3eAnalyzerによる学習の効果を明らかにすること
である。研究方法はα大学の授業で3eAnalyzerを
用いて学生60名に調査を実施した。3eAnalyzerで
答えることのできる質問を10項目設定した。分析
方法はテキストマイニングによる単語解析、こと
ばのネットワーク分析、対応分析を実施した。結
果、回収は49名、有効回答は44名であった。頻出
単語は良い、楽しい、面白いなどの肯定的表現が
上位を占めた。ことばのネットワークでは楽し
い、良いという単語に参加できる、凄いといった
単語と連動していた。対応分析では「楽しい、参
加できる」と「良い、授業、刺激」が抽出され
た。3eAnalyzerの使用した授業の感想について自
由記載を分析したところすべてが肯定的な回答で
あった。3eAnalyzerの特徴である教員と学生が双
方向でリアルタイムで回答表示でき学生への
フィードバックが即時にできることが学生の学習
意欲を上げて高い肯定的評価を得た。
（データ収集・入力、データ分析を担当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平, 上平悦子.

26.テキストマイニングによ
る看護管理の研究の動向　－
過去 10年間の文献より－

日本看護研究学会　第25
回近畿・北陸地方会学術
集会プログラム・抄録
集,p47.2012.

本研究の目的はテキストマイニングを用いて看護
管に関する国内文献の研究タイトルの分析から看
護管理に関する研究の動向と今後のの示唆を明ら
かにすることである.調査対象は検索結果から抽
出した368文献の研究タイトルとした.分析方法は
形態素解析，記述統計とコロケーション解析を
行った.結果,368文献の研究タイトルを形態素解
析した結果，総抽出語数は4250語，2226種類で
あった．高頻度に出現した単語に着目した結果，
管理（22）管理者（18）看護部（10）新人看護師
（6）研修（5）などが抽出された.早期離職予防
に関する研究が多い結果であった．管理の単語に
注目し，管理の先行と後続文脈（前後文脈）を抽
出するため，コロケーション解析した結果，新人
看護師を対象にした研修の研究,離職予防に関す
る研究が実施されていた．研修の前後文脈からは
ラダー制度や能力別研修などの文脈が得られた．
本研究結果から今後，新人看護師の早期離職予防
のための研修内容の充実を図りその後の評価を検
証していく必要性が示唆された．
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平, 上平悦子, 安東則
子, 八塚美樹, 神保浩子.

25.看護学生の授業における
3e-Analyzer による学習効果

日本看護研究学会　第25
回近畿・北陸地方会学術
集会プログラム・抄録
集,p37.2012.

27.過去10年間の医療機関に
おける暴力に関する研究の動
向

日本看護研究学会　第25
回近畿・北陸地方会学術
集会プログラム・抄録
集,p55.2012.

本研究の目的は過去10年間におよぶ暴力に関する
文献の特徴を明らかにして今後の暴力に対する看
護への示唆を得ることである。対象は医学中央雑
誌で過去10年間に発表された研究タイトル1700件
を分析対象とした。分析方法は内容分析法を使用
した。結果、暴力に関する研究は1508タイトルで
あった。対象をクラスター解析結果から「暴力の
実態」「暴力予防」「暴力場面」「暴力防止」
「DV被害」「暴力認知」「暴力の危機介入」の7
つのクラスターを抽出した。暴力の実態を明らか
にした研究や事例を通じて暴力行為に至る過程や
せん妄による暴力を認知できない患者による暴力
が問題になっていることが明らかになった。
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：明神一浩, 上野栄一,松浦純平, 上平悦
子.
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28.テキストマイニングを用
いた術後せん妄に関する研究
論文タイトルの分析

日本看護研究学会　第25
回近畿・北陸地方会学術
集会プログラム・抄録
集,p57.2012.

本研究の目的は，我が国における術後せん妄に関
する研究論文タイトルから研究の動向と課題を明
らかにすることである。調査方法は医学中央雑誌
を使用してキーワードは「術後せん妄」，絞り込
みは看護と原著論文として，期間は1982年以前～
2011年とした。調査対象は検索結果より抽出した
129文献とした。分析方法は計量テキスト分析ソ
フトKH Coderを使用した。記述統計，階層的クラ
スター解析，共起ネットワーク分類にて分析し
た。結果129本の論文タイトルを分析可能な意味
をなす最小単位である形態素に解析した結果，総
抽出語数は2,043語，420種類であった。そのうち
抽出された名詞774個の中から高頻度に出現した
名詞に着目した結果発症（44）要因（33）検討
（30）予防（28）術前（16）分析（15）などで
あった。階層的クラスター解析の結果「関連分
析」「リスク評価」，「実態調査」「予防効果の
検討」の5個のクラスターに分類された。共起
ネットワーク分類にて分析した結果，せん妄発症
予防を重視した研究，患者の状態を日本語版
NEECHAM混乱・錯乱スケールを用いて分析した研
究に取り組んでいることが明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 梅林かおり, 植木健康, 安東
則子, 八塚美樹, 上野栄一.

29.臨床看護師が考える術後
せん妄アセスメントツールに
関する分析

第38回日本看護研究学会
学術集会抄録集，
p127.2012.

本研究の目的は,術後せん妄アセスメントツール
に関するニーズについて明らかにすることであ
る。対象者は全国の19病院の外科病棟勤務の看護
師725人。看護経験年数別に5群に分け,アセスメ
ントツールの必要性,使用希望,項目数,所要時間
を一元配置分散分析にて分析した。ツールが必要
と回答した割合は85.5％,使用希望割合は82.5％,
全体のアセスメントツール項目平均数は10.4項
目,経験年数20年以上の群が平均21項目であっ
た。経験年数別のアセスメントツール必要性,使
用希望,所要時間に関する5群間の多重比較では有
意差がなく,項目数の群間比較において,経験年数
20年以上の群が他4群の全てと比較して有意な差
が生じた。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 梅林かおり, 石澤美保子, 京
谷和哉, 一ノ山隆司, 上野栄一.
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本研究の目的はテキストマイニング手法を用いて
我が国における周手術期における皮膚トラブルに
関する研究の動向と課題を論文タイトルから明ら
かにすることである。調査方法はWeb版医学中央
雑誌を使用。検索キーワードは「手術室」「手術
体位」とした。調査期間は1982年以前～2011年と
した。調査対象は検索結果より抽出した93編。分
析方法は計量テキスト分析ソフト「KH Coder」を
使用した。93編の論文タイトルについて形態素解
析を実施し記述統計，階層的クラスラー解析，共
起ネットワーク分類を行った。形態素解析より総
抽出語数1465語253種類を抽出した。抽出された
名詞575語の名詞に関して記述統計の結果頻度順
に手術（36）使用（24）体位（20）検討（13）な
どが抽出された。階層的クラスター分析より「発
赤予防のための物品の工夫」「仰臥位時の皮膚調
査」「褥瘡発生予防」「術中体位の工夫」「術中
体位固定についての効果の検討」の5カテゴリー
に分類された。周手術期看護において，褥瘡発生
に代表される皮膚障害が問題視されている。本研
究の分析結果から，術中同一体位による褥瘡発生
予防に関して，物品を用いて様々な工夫を行い研
究に取り組んでいた。
（文献収集、データ分析、考察の一部、スライド
作成の一部を担当した。）
共著者：西山和成, 松浦純平, 上野栄一.

31.話し手の治療的コミュニ
ケーション技法と非治療的コ
ミュニケーション技法が聞き
手の感情に与える影響―ＰＯ
ＭＳを用いた調査から―

第19回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演抄
録集,p33.2012.

話し手のコミュニケーション技術が聞き手の感情
にどのような影響を与えているかPOMSを用いて感
情の変化を調べた。調査期間は平成23年10月。対
象はα看護系大学学生20名に実施。方法は聞き手
が治療的技法群と非治療的技法群に分けて実施し
た。質問は半構成的面接を用いた。治療的技法を
用いた群は、非治療的技法を持ちいた群に比較し
て、D（抑うつ－落込み）、A-H（怒り－敵意）、
F（疲労）、C（混乱）の得点は有意に下がり、V
（活気）の得点は逆に有意に上昇した
（p<0.05）。受容的態度をとる治療的コミュニ
ケーション技術は、話し手の内容を聞き手が認め
ることを意味する。聞き手にとり自分の話す内容
を話し手が受けとめてくれることは自分を理解し
てくれているという気も落ちが生じ心に快の状態
を作り出すと考えられる。
（文献収集、データ分析、考察およびスライド作
成の一部を担当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平.

30.テキストマイニングを用
いた周手術期における皮膚ト
ラブルに関する 研究の動向
と課題－過去29年間の論文タ
イトルの分析－ 

第38回日本看護研究学会
学術集会抄録
集,p141.2012.
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― 平成24年8月33.EBNに基づいた会話分析と
は何か

第19回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演抄
録集,p52.2012.

本研究では、会話分析の方法について研究者らが
用いている方法についてその特徴を明らかにする
ことを目的とした。会話分析の種類について、こ
れまでの方法について、会話を分析するという視
座にたち、その特徴を明らかにし、ＥＢＮに基づ
いた会話分析について示唆を得ることとした。テ
キストマイニングソフトを用いると、言葉とこと
ばの関係性が一目瞭然にビジュアル化できる。た
とえば「看護師はである」「看護師は優しい」と
いった会話例を分析すると次のようなスキ―マに
表わすことができる。これは共起分析とも呼ば
れ、言葉のネットワークとして図式化できるので
会話を可視化することができるので会話の構造を
調べるのに適していると考える。最近は、コン
ピュータを利用したテキストマイニングのソフト
が開発されている。電子化テキストの最小構成単
位としての 文字について、 文字連鎖の出現頻
度、あるいは文字の次に生起する文字の確率が算
出できる。 また、クラスター解析が可能とな
る。従来の質的研究と併用することにより信頼性
のある精度の高い分析が可能になると期待され
る。
（文献収集、考察およびスライド作成の一部を担
当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平.

32.コミュニケーションにお
ける話し手と聞き手の発話量
の比較

第19回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演抄
録集,p51.2012.

本研究では、コミュニケーションにおける話し手
と聞き手の発話量の比較をし、特徴を明らかにす
ることを目的とした。調査期間は平成23年８月。
対象は看護系大学の学生10名に実施した。方法は
聞き手が治療的技法を用いる群と非治療的技法を
用いる群に分けて実施した。2人の間の相互交渉
内容を分析した。会話の内容について逐語禄を作
成後、両者の文字数をカウントして会話量とし、
両者の会話量をMann-Whitney U-testにて分析し
た。治療的技法で話を聞いた聞き手は、非治療的
技法を用いた聞き手よりも有意に高い発語量の変
化を示した。また、非治療的技法では、話し手の
治療的技法を用いた発話量に比べて少ない発話量
の変化であった。話し手が治療的技法を用いた場
合は、聞き手は、受容的な接し方に共感的理解が
深まり、自分から話すモチベーションが高まった
と考えられる。逆に話し手が非治療的技法を用い
た場合は、聞き手は自分の意見を拒否されるため
不快な感情が生じ話す気にはなれない気持になっ
たと推察する。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一.
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35.テキストマイニングによ
る術後せん妄アセスメント
ツールのニーズに関する自由
記述の分析

第32回日本看護科学学会
学術集会講演集
p288.2012.

本研究の目的は、話し手のコミュニケーション技
術が聞き手の感情にどのような影響を与えている
か自律神経測定装置を用いて感情の変化を明らか
にすることである。対象はα看護系大学学生20名
に実施。方法は聞き手が治療的技法群と非治療的
技法群に分けて実施した。質問票はPOMSで「気分
の状態」を6尺度で測定治療的技法を用いた群
は、非治療的技法を持ちいた群に比較して、D
（抑うつ－落込み）、A-H（怒り－敵意）、F（疲
労）、C（混乱）の得点は有意に下がり、V（活
気）の得点は逆に有意に上昇した（p<0.05）。受
容的態度をとる治療的コミュニケーション技術
は、話し手の内容を聞き手が認めることを意味す
る。聞き手にとり自分の話す内容を話し手が受け
とめてくれることは自分を理解してくれていると
いう気も落ちが生じ心に快の状態を作り出すと考
えられる。
（文献収集、データ入力、データ分析、考察およ
びスライド作成の一部を担当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平.

本研究の目的は、臨床看護師が考える術後せん妄
アセスメントツールのニーズに関する自由記述内
容をテキストマイニング手法から明らかにするこ
とである。対象は全国の19病院の外科病棟に勤務
する看護師725人。データ分析方法は記述内容を
形態素解析，記述統計，コロケーション解析，ク
ラスター分析，共起ネットワーク分類した。分析
対象は、自由記述回答数51部。記述統計結果の頻
出名詞は、せん妄、術後、アセスメントツール、
使用、発見、対応、判断、必要、早期発見であっ
た。アセスメントツールの前後文脈の意味内容を
読み取る解析から「活用したい」「便利である」
「リスク管理としても効果的」「術前から使用可
能」などの文脈を得た。クラスター分析では「発
症の早期発見」「予防」「臨床での活用」など5
個のクラスターを抽出し共起ネットワーク分類か
ら「予防効果」「リスクアセスメント」など7カ
テゴリーに分類された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 上野栄一．

36.テキストマイニング分析
について

大阪府内に勤務する臨床看護師を対象にした研修
会にて新しい研究手法であるテキストマイニング
法について事例に基づき説明した。具体的には、
日本看護研究学会で口演発表したスライドを使用
し具体的なポイントを示しながら実施した。結
果、参加者から具体的な質問が出て本研究手法の
興味の高さが明らかになった。
（本研究の代表者として研究に取り組んだ。）著
者：松浦純平．

34.話し手としての看護学生
のコミュニケーション技法が
聞き手の自律神経系と感情に
与える影響

第32回日本看護科学学会
学術集会講演
集,p206.2012.

第6回Project AKI全国集
会p2.2013.
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37.スピリチュアルケアに関
する研究の動向

日本がん看護学会誌 27
（l）, p269.2013.

本研究の目的はテキストマイニングを用いてスピ
リチュアルケアに関する国内文献の研究タイトル
の分析からスピリチュアルケアに関する研究の動
向と今後の示唆を明らかにすることである.調査
対象は検索結果から抽出した457文献の研究タイ
トルとした.分析方法は形態素解析，記述統計と
コロケーション解析を行った.結果,457文献の研
究タイトルを形態素解析した結果，総抽出語数は
4250語，2226種類であった．高頻度に出現した単
語に着目した結果，スピリチュアルケア（42）看
護（18）がん（10）ターミナル（6）看護（5）な
どが抽出された.スピリチュアルケアの精神面に
関する研究が多い結果であった．スピリチュアル
ケアの単語に注目し，先行と後続文脈（前後文
脈）を抽出するため，コロケーション解析した結
果，スピリチュアルケアを対象にした研修の研
究,スピリチュアルケアの実践に関する研究が実
施されていた．本研究結果から今後，スピリチュ
アルケアのための研修内容の充実を図りその後の
評価を検証していく必要性が示唆された．
（逐語録作成、データ分析、考察の一部、スライ
ド作成の一部を担当した。）
共著者：上野栄一, 長光代, 松浦純平.

38.テキストマイニングを用
いたせん妄とメラトニンに関
する研究の分析

第39回日本看護研究学会
学術集会抄録
集,p267.2013.

本研究目的はせん妄とメラトニンに関する英語文
献の研究タイトルの分析から研究の動向と今後の
せん妄看護への示唆を明らかにすることであ
る.PubMedを使用しDelirium,Melatoninのキー
ワードとした.対象は検索結果から抽出した42文
献の研究タイトルである.分析方法は研究タイト
ルをKH Coderを使用し形態素解析,記述統計,コロ
ケーション解析を行った．結果,せん妄とメラト
ニンに関する研究は，1969年の1件から2004年の2
件で増加傾向であった.42文献の研究タイトルを
形態素解析した結果，総抽出語数は870語，226種
類であった．高頻度に出現した単語はDelirium
（22）Melatonin（18）Postoperative（10）
Patients（10）Sleep（6）など.Melatoninの単語
に注目しMelatoninの先行，および後続文脈を抽
出するためコロケーション解析した結果術前，術
後におけるメラトニン分泌量の研究，サーカディ
アンリズムとメラトニン分泌量に関する研究が実
施されていた周手術期におけるMelatoninの使用
についてサーカディアンリズムとMelatonin分泌
についての研究やMelatoninの分泌を促すことで
患者を落ち着かせることができたなどの文脈が得
られた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 吉岡一実.
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― 平成26年7月

― 平成26年8月 テキストマイニング手法の紹介をした。本研究の
目的は，うつ病患者へのカウンセリング場面の会
話分析からうつ病患者へのカウンセラーの援助の
特徴を明らかにすることである．研究対象はカウ
ンセリング対象であるうつ病患者へのカウンセリ
ングを実施したカウンセラーの発語．方法はカウ
ンセラーのカウンセリング時の会話内容を録音し
録音内容から逐語録を作成した．分析は計量テキ
スト分析ソフト「KH Coder」を使用した．具体的
方法は記述統計，共起関係ネットワーク分類，コ
ロケーション解析を実施した．結果はカウンセ
ラーの発語総数は520種類，2,583語であった．カ
ウンセリング中に高頻度に発語されていた単語に
着目した結果，「うん」（50），「そう」
（43），などが抽出された．関連の強い語同士を
視覚的に表した共起関係ネットワーク分類の結
果，会話中にカウンセラーは「うん」，「そ
う」，「ああ」という特徴的な相槌を多用してい
た．カウンセラーが話した「思う」という動詞に
ついてコロケーション解析を実施した結果，ポジ
ティブな発言内容は「心配ないと思う」，「それ
だけでも十分だと思う」，「そういう能力は落ち
てないと思う」など10回中6回であった．ネガ
ティブな発言内容は「いらないと思います」の10
回中1回であった．
（本研究の代表者として研究に取り組んだ。）
共著者：松浦純平，川野雅資.

39.NANDA-Ⅰ看護診断におけ
る「急性混乱」の変遷および
その特徴について

第20回日本看護診断学会
学術大会抄録集,p112-
113.2014.

本研究の目的は、NANDA-Iの急性混乱の定義およ
び診断指標・関連因子の各項目の記載内容を分析
することでせん妄の早期発見につながる観察の視
点やケアへの示唆を得ることである。対象は
NANDA-Ⅰ看護診断名の急性混乱とした。対象期間
は1997-1998から2012-2014までとし、年度区分別
に定義・診断指標・関連因子の各項目についてま
とめた。結果、急性混乱の定義の変遷は、1997-
1998から2012-2014までの間に3回変更されてい
た。1回目は1997-1998の「障害のクラスターの突
然の発生」から1999-2000には「障害がひとかた
まりになった」へ変更された。2回目は2005-2006
の「注意，認知，精神運動性活動，意識レベル，
そして／または睡眠／覚醒周期の包括的で一過性
の変化および障害がひとかたまりになった突然の
発生」から2007-2008「短時間で発達する，意
識・注意・認知および知覚の可逆的な混乱の突然
の発生」へ変更された。3回目は2009-2011「短時
間で発達する，意識・注意・認知および知覚の可
逆的な混乱の突然の発生」から2012-2014「短時
間に進行する，可逆的な障害が意識・注意・認
知・知覚に突然発症した状態」へ変更された。本
研究では、看護診断を使用する看護師が共通認識
の元で使用しやすいように定期的に見直しされて
おり年々完成度が高まっていることが明らかに
なった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一.

40.Text miningを用いたディ
スコース分析

第40回日本看護研究学会
学術集会抄録
集,p118.2014.
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― 平成26年8月

― 平成26年8月 第40回日本看護研究学会
学術集会抄録
集,p303.2014.

41.テキストマイニングを用
いたうつ病患者へのカウンセ
リング場面の会話分析

第40回日本看護研究学会
学術集会抄録
集,p302.2014.

本研究の目的は，うつ病患者へのカウンセリング
場面の会話分析からうつ病患者へのカウンセラー
の援助の特徴を明らかにすることである．
研究対象はカウンセリング対象であるうつ病患者
へのカウンセリングを実施したカウンセラーの発
語．方法はカウンセラーのカウンセリング時の会
話内容を録音し録音内容から逐語録を作成した．
分析は計量テキスト分析ソフト「KH Coder」を使
用した．具体的方法は記述統計，共起関係ネット
ワーク分類，コロケーション解析を実施した．結
果はカウンセラーの発語総数は520種類，2,583語
であった．カウンセリング中に高頻度に発語され
ていた単語に着目した結果，「うん」（50），
「そう」（43），などが抽出された．関連の強い
語同士を視覚的に表した共起関係ネットワーク分
類の結果，会話中にカウンセラーは「うん」，
「そう」，「ああ」という特徴的な相槌を多用し
ていた．カウンセラーが話した「思う」という動
詞についてコロケーション解析を実施した結果，
ポジティブな発言内容は「心配ないと思う」，
「それだけでも十分だと思う」，「そういう能力
は落ちてないと思う」など10回中6回であった．
ネガティブな発言内容は「いらないと思います」
の10回中1回であった．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 川野雅資, 上野栄一.

42.テキストマイニングによ
る休職した看護師の復職に対
する支援の実際

メンタルヘルス不調によって休職した病院看護師
の復職支援に関する実際を明らかにすることを目
的とした．研究対象はA圏内の200床以上の総合病
院102施設の看護管理とした．データ収集方法は
質問紙調査票の自由記載項目である「看護師のメ
ンタルヘルス不調者の復職において，どのような
援助を行っているのか」に記述された内容であ
る．データ分析方法は記述内容をKH Codeを使用
して，形態素解析後，共起関係ネットワーク分析
を実施した．記載内容を形態素解析した結果，総
抽出語数は3,168語，675種類に分類された．共起
関係ネットワーク分析の結果，[復職，本人，プ
ログラム，支援，業務，職場]，[看護，勤務，調
整]，[体制，サポート，休職，姿勢、相談，面
談]，[専門，面接，必要，メンタル，不調]の語
句の結びつきなどが明らかになった。そして，
「職場復職支援プログラム」，「面談・相談」，
「勤務調整」，「専門職によるフォロー」の4因
子に分類された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 大津聡美, 遠藤
加奈子.
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― 平成26年8月

― 平成26年12月 本研究の目的は，うつ病患者へのカウンセリング
場面の会話分析からうつ病患者へのカウンセラー
の援助の特徴を明らかにすることである．対象は
カウンセリング対象であるうつ病患者へのカウン
セリングを実施したカウンセラーの発語。方法は
カウンセラーのカウンセリング時の会話内容を録
音し録音内容から逐語録を作成した．分析は計量
テキスト分析ソフト「KH Coder」を使用した．具
体的方法は記述統計，共起関係ネットワーク分
類，コロケーション解析を実施した．結果カウン
セラーの発語総数は520種類，2,583語であった．
「思う」という動詞についてコロケーション解析
を実施した結果，ポジティブな発言内容は「心配
ないと思う」，「それだけでも十分だと思う」，
「そういう能力は落ちてないと思う」など10回中
6回であった．ネガティブな発言内容は「いらな
いと思います」の10回中1回であった．本研究の
結果よりうつ病患者へのカウンセラーの援助の特
徴として以下の2点が明らかになった。1点目はカ
ウンセラーのカウンセリング時のコミュニケー
ション技法としては効果的な相槌を打っていた．
2点目は意図的にクライエントへポジティブな発
言を投げ掛けることで承認をしていた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,上野栄一,川野雅資.

第3回ディスコース分析
研究会抄録集,p28.2014.

44.テキストマイニングを用
いたうつ病患者へのカウンセ
リング場面におけるカウンセ
ラーの会話分析

43.メンタルヘルス不調に
よって休職した看護師への復
職支援

第40回日本看護研究学会
学術集会抄録
集,p328.2014.

本研究の目的はメンタルヘルス不調によって休職
した看護師の復職に関して看護管理者がどのよう
な援助を行なっているのかを明らかにすることで
ある.研究対象は某地方の精神科病院を除く200床
以上の総合病院350病院とし，全体的に看護職員
のことを把握している看護部長および管理職とし
た．データ収集方法は質問紙調査票の一部の自由
記載文であり，「看護職のメンタルヘルス不調に
よる休職後の復職に関してどのような援助を実施
しているのか」についてである．データ分析方法
は回答が得られた102件の記述内容をKH Codeにて
分析した．記述内容を形態素解析した結果，総抽
出語数は3,168語，675種類に分類された．高頻度
に出現した単語に着目し記述統計を実施した結
果，頻出順に「復職」(27)，「サポート体制」
(25)，「本人」(23)，「休職」(19)，「プログラ
ム」(16)，「メンタルヘルス」(16)等が抽出され
た．階層的クラスター分析では，5つのクラス
ターに分類され，看護管理者の復職支援に対する
傾向が明らかになった。
（逐語録作成、データ分析、考察の一部、スライ
ド作成の一部を担当した。）
共著者：一ノ山隆司, 松浦純平, 大津聡美, 遠藤
加奈子.
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45.看護政策に関わる研究の
動向について

本研究の目的は、過去の看護政策に関連する文献
を分析し、その特徴を明らかにすることである。
医学中央雑誌（Web版）にてキーワードとして看
護政策も含む「医療政策」（1976～2014）（原著
論文）とし検索した1030件の研究タイトルを対象
とした。抽出された研究タイトル名を抽出し、テ
キストマイニングStudioにて、単語頻度分析、係
り受け分析、共起分析、対応バブル分析をした。
解析文章は、延べ単語数6593件であった。1)単語
解析では、頻度順に、日本80、研究66、現状62、
検討61と続いた。係り受け頻度解析では、頻度順
に18年度-診療報酬改定12、診療報酬改定-影響7
と続いた。共起分析では、影響と診療報酬、「介
護政策」「医療」が「実証的検証」と連動してい
た。「医療政策」と「転機」、「日本」と「米
国」、「日本食品標準成分表」などが連動してい
た。対応バブル分析では、「医療政策、診療報酬
改定、食事栄養基準」と「取り組む」、「検
討」、「展望」の４つに分類された。
（データ分析、考察、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：上野栄一, 成瀬早苗, 増田安代, 松浦純
平, 内田真紀, 山本勝也.

46.テキストマイニングを用
いた看護診断に関する研究の
分析

第21回日本看護診断学会
学術大会抄録集, p102-
103.2015.

本研究目的は，国内における看護診断に関する研
究についてどのような視点で取り組まれているの
かを明らかにすることである。検索データベース
医学中央雑誌Web版Ver.5を使用し，遡及期間は
1976年以前から2015年とした。対象は看護論文，
原著論文のみとした。検索キーワードは「看護診
断」とした。検索結果から抽出した1,022文献の
研究タイトルを対象とした。分析方法は研究タイ
トルを計量テキスト分析ソフトKH Coderを使用
し，形態素解析，記述統計，出現パターンの類似
性を解析する目的にて，階層的クラスター分析と
共起関係ネットワーク分類を実施した。1,022文
献の研究タイトルを形態素解析した結果，高頻度
に出現した単語とし看護診断（792），看護
（724），患者（280），などが抽出された。階層
的クラスター分析の結果，「標準計画ケア」，
「看護診断」，「実習における看護診断」，「ア
セスメントの診断パターン」，「実態調査」の5
つのクラスターに分類された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,上野栄一.

第28回日本看護研究学会
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集,P21.2015.
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― 平成27年8月

― 平成28年11月

― 平成28年12月

本研究の目的は，先制医療に基づいた災害時の日
本における透析看護に関する研究の動向と課題を
明らかにすることである．対象は75文献とした．
75文献を計量テキスト分析ソフトKH Coderを使用
し，形態素解析，記述統計，コロケーション解
析，階層的クラスター分析，共起関係ネットワー
ク分類にて分析した．結果「透析患者の災害発生
時の具体的対策」，「災害発生時の対策に関する
意識調査」の2つのカテゴリーに分類された．
（文献収集、テキストマイニングでの分析、考察
およびスライド作成の一部を担当した。）
共著者：足日和美,松浦純平．

47.テキストマイニングによ
る「先制医療」の視点からみ
たせん妄発症予防の実際

第41回日本看護研究学会
学術集会抄録
集,p239.2015.

本研究目的は，先制医療に基づいたせん妄に関す
る国内文献の研究タイトルを分析することで研究
の動向と今後のせん妄看護への示唆を明らかにす
ることである.調査方法医学中央雑誌Web版Ver.5
を使用し，原著論文を対象にした．キーワードは
「先制医療」，「せん妄」とした．調査対象は検
索結果から抽出した196文献の研究タイトル．分
析方法は研究タイトルを計量テキスト分析ソフト
KH Coderを使用し，形態素解析，記述統計，コロ
ケーション解析，階層的クラスター分析，共起関
係ネットワーク分類にて分析した．結果，196文
献の研究タイトルを形態素解析した結果，総抽出
語数は3682語，648種類であった．記述統計の結
果，高頻度に出現した単語として，予防（90），
看護（86），検討（32），要因（27）などが抽出
された．「ケア」と「取り組み」の単語に注目し
てコロケーション解析を行った結果，「ケア」に
ついては24編中9編が予防ケアに特化した関わり
であった．「取り組み」については18編中10編が
予防に関する取り組みであった．階層的クラス
ター分析の結果，6つのグループに分類された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者:松浦純平,足日和美,中上昌代,上野栄一.

49.世界における嗅覚障害看
護の現状と展望　－テキスト
マイニングによる定量的分析
－

第36回日本看護科学学会
学術集会プログラム
集,p91.2016.

48.テキストマイニングによ
る日本国内における災害時の
透析看護に関する研究の動向
と課題

第35回 日本看護科学学
会学術集会講演
集,p521.2015.

世界における嗅覚障害に関する看護論文の分析よ
り本研究の目的は,嗅覚障害看護の現状と展望を
明らかにすることである.対象は検索データベー
スPubMed。を使用し,キーワード検索はNursing，
Olfactory Dysfunctionとした.調査対象は看護分
野以外の論文11編を除いた25編とした.領域別分
類では，老年15編，小児4編，母性3編，精神2
編，成人1編であった。研究者の国別では，U.S.A
6編，JAPAN 4編，ITALY 3編，FRANCE 2編，
AUSTRALIA 2編，CANADA 2編であった.テキストマ
イニングにて形態素解析の結果，総抽出語数
1,449語，404種類,平均出現回数1.76回，標準偏
差3.54であった.高頻度出現した単語は，Disease
〈7〉，Older〈6〉，Parkinson〈6〉，Factors
〈4〉などであった．疾患別ではパーキンソン病
が5編と最多であった．語の関係性を可視化する
共起関係ネットワーク分類の結果，Disease，
Older，Factorsがキーワードとして抽出された．
抽出語を類似した語句に分類したクラスター解析
の結果，4クラスターに分類された．看護の視点
での介入についてはケアリングの観点に基づく看
護に関する研究が1編であった.このことから今後
は，有効的かつ具体的な看護援助に関する研究に
取り組む必要性がある．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,上野栄一.
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本研究の目的は国内における一次救命処置に関す
る研究の動向と課題を明らかにすること。検索
データベースは医中誌Webを使用。検索キーワー
ドは「一次救命処置」，「看護」とした。絞り込
み条件は「看護文献」，「原著論文」とした。遡
及期間は1983年から2018年の35年間とした。対象
は結果から得られた一次救命処置に関する論文
261編のタイトルとした。分析方法は論文タイト
ルを計量テキスト分析ソフトKH Coderを使用し多
変量解析を実施した。総抽出語数63,775であっ
た。異なり語数4,814であった。品詞別出現頻度
は，「看護」（出現数1,177），「看護師」
（400），「教育」（389），「救急」（349），
「心肺蘇生」（307），「BLS」（258），「救命
処置」（152），「AED」（120）などの順番で
あった。クラスター分析の結果，「急変対応」，
「BLS受講」，「学生演習」など6つのクラスター
に分類された。共起関係ネットワーク分類の結
果，知識と技術，対象と実施と結果，看護師と調
査，調査と意識，心肺蘇生と教育と救急と質問お
よび評価の関係性が強い結果となった。自己組織
化マップ分類の結果，「患者・家族への急変対
応」，「心肺蘇生の教育と評価」など8つのクラ
スターに分類された。一次救命処置に関する研究
は，臨床看護師を対象とした研究と教育機関での
教育として学生を対象とした研究に大別された。
医療現場において救命処置が必要な場面に遭遇す
る確率は高い。救急処置の技術習得は，非常に重
要である。アメリカ心臓協会は，医療従事者につ
いて一次救命処置の研修は2年に1回必ず受講する
ように提言している。技術習得は反復学習とシ
ミュレーションとデブリーフィングが極めて重要
であることが示唆された。共著者：松浦純平,守
本とも子,上野栄一.（本研究の代表者として、中
心となり研究に取り組んだ。）

第32回日本看護研究学会
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集,P40.2019.

平成31年3月50.テキストマイニングによ
る一次救命処置に関する看護
の研究に関する動向と課題

―

51.テキストマイニングを用
いた災害看護における教育に
関する研究の動向と課題

第32回日本看護研究学会
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集,P44.2019.

【目的】国内における災害看護教育に関する研究
の動向と課題を明らかにすることである。
【方法】検索データベースは医中誌Webを使用し
た。検索キーワードは「災害看護」，「教育」と
した。絞り込み条件は「看護文献」，「原著論
文」とした。遡及期間は1983年から2018年までの
35年間。対象は結果から得られた災害看護学に関
する論文289編のタイトルとした。分析方法は論
文タイトルを計量テキスト分析ソフトKH Coderに
て解析した。倫理的配慮として，本研究で対象と
した論文について，個人名等が全て匿名化されて
いることを確認して研究に取り組んだ。COIは該
当なし。
【結果】総抽出語数18,848であった。異なり語数
7,537であった。品詞別出現頻度は，「看護」
（出現数648），「看護師」（400），「教育」
（389），「救急」（349），「心肺蘇生」
（307），「BLS」（258），「救命処置」
（152），「AED」（120）などの順番であった。
クラスター分析の結果，「比較研究」，「学生対
象の防災訓練」，「災害の教育と調査」など4つ
のクラスターに分類された。共起関係ネットワー
ク分類の結果，知識と技術，対象と実施と結果，
看護師と調査，調査と意識，心肺蘇生と教育と救
急と質問および評価の関係性が強い結果となっ
た。自己組織化マップ分類の結果，「患者・家族
への急変対応」，「心肺蘇生の教育と評価」など
8つのクラスターに分類された。一次救命処置に
関する研究は，臨床看護師を対象とした研究と教
育機関での教育として学生を対象とした研究に大
別された。
【考察・結論】医療現場において救命処置が必要
な場面に遭遇する確率は高い。救急処置の技術習
得は，非常に重要である。アメリカ心臓協会は，
医療従事者について一次救命処置の研修は2年に1
回必ず受講するように提言している。技術習得は
反復学習とシミュレーションとデブリーフィング
が極めて重要であることが示唆された。
共著者：溝口みちる,松浦純平.

― 平成31年3月

保健医療学部看護学科

737



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

52.トラウマに関する研究の
特徴ーテキストマイニングの
分析からー

― 第32回日本看護研究学会
近畿・北陸地方会学術集
会プログラム・抄録
集,P44.2019.

平成31年3月 本研究の目的はトラウマに関する研究の特徴を明
らかにすることである。医中誌Web版にて1998年
～2018年の文献について「トラウマ」「ケア」を
キーワードに検索した。テキストマイニングを用
い過去の143文献の抄録について単語解析、共起
ネットワークにて分析した。単語頻度解析の名詞
ではケア110、精神108、被害104、症状102、対象
102、トラウマ89、心理89、ストレス85、家族
80、災害73、子ども71、患者70、職場51、目的
50、外傷47尺度44、要因41、障害40、職員40、保
健40、暴力39事故35、心身34、長期32、リスク
31、遺族31、医療31、傾向31、状態31、地域31と
続いた。
サ変名詞では、調査138、支援126、影響112、研
究95、実施76、体験73、関係70、関連67、被災
63、看護62、検討61、治療59、活動51、示唆47、
行動46、報告46、経験45、生活44、援助
42、養育42、介入38、質問36、経過35、自殺32、
分析32、評価31と続いた。共起ネットワークにつ
いて、【実態調査と対象者への影響と健康への支
援】
［ケア、支援、調査を中心に、精神、対象、精
神、健康、実施、必要、目的など］、【トラウマ
体験とその症状】［ケアは、心理、トラウマ、
PTSD、症
状、結果、体験、外傷、症状、PTSDなど］、【子
供の養育と虐待】［子ども、虐待、養育が結びつ
いていた]、【地域保健活動】［地域、保健、活
動]が結びついていた。本結果からは、トラウマ
に対する実態調査が進められ、その特徴として
は、子供の虐待に関する研究、トラウマの影響と
しての症状、外傷、そして地域保健活動の取り組
みが特徴となっており、トラウマとなっている対
象者の理解と支援、また地域ぐるみの支援が必要
であることが示唆された。
共著者：上野栄一,藤本ひとみ,松浦純平.
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31日 

氏名  井上 葉子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護学 公衆衛生看護学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

基礎看護技術演習Ⅰ 関西学研医療福祉学院 

（専任教員） 

平成23年

4月～ 

平成24年

8月 

学校法人青丹学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護技術演習Ⅰ」（1 年次配当、1 単

位、40人クラス）において実践した。看護技術は人間

関係の成立が第１要件であるといっても過言ではな

い。このことをふまえて、基礎看護技術演習Ⅰでは、

簡単な事例を設定して、ロールプレイの演習を取り入

れ、コミュニケーション技術および日常生活援助を中

心とする看護技術の習得に努めた。 

看護研究指導 関西学研医療福祉学院看護学科 

（専任教員） 

平成23年

4月～ 

平成24年

8月 

探求心をもって研究に取り組み自己研鑚に努めるこ

とは専門職業人として必要なことである。このことを

ふまえ、学校法人青丹学園関西学研医療福祉学院看護

学科３年生が取り組んだ、実習で担当した患者につい

てのケーススタディの指導を担当した。学生は研究目

的・方法の設定、データの収集・分析の一連の過程を

体験し、研究的態度および論理的思考についての学習

を深めることができた。 

基礎看護技術演習Ⅱ 関西学研医療福祉学院 

（専任教員） 

平成23年

4月～ 

平成24年

8月 

学校法人青丹学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護技術演習Ⅱ」（1 年次配当、1 単

位、40人クラス）において実践した。看護技術は人間

関係の成立が第１要件であるといっても過言ではな

い。このことをふまえて、基礎看護技術演習Ⅰでは、

簡単な事例を設定して、ロールプレイの演習を取り入

れ、コミュニケーション技術および診療の補助に関す

る援助を中心とする看護技術の習得に努めた。 

基礎看護学実習Ⅰ 関西学研医療福祉学院 

（専任教員） 

平成23年

4月～ 

平成24年

8月 

学校法人青丹学園関西学研医療福祉学院看護学科で

の臨地実習「基礎看護学実習Ⅰ」（２年次配当）の科

目責任者として実習の全てを担当した。 

基礎看護学実習Ⅱ 関西学研医療福祉学院 

（専任教員） 

平成23年

4月～ 

平成24年

8月 

学校法人青丹学園関西学研医療福祉学院看護学科で

の臨地実習「基礎看護学実習Ⅱ」（２年次配当）の科

目責任者として全てを担当した。 

在宅看護論実習 宝塚大学 

（非常勤講師） 

平成25年

4 月～平

成 26 年 3

月 

科目責任者である教授とともに実習施設との調整、実

習前オリエンテーション、実習後の評価資料の作成と

施設への報告、次年度の実習依頼を行った。 

地域看護学Ⅴ 宝塚大学 

（非常勤講師） 

平成25年

4 月～平

成 26 年 3

月 

科目責任者である教授とともに、地域診断演習時の指

導、地区踏査の指導を行った。 

地域看護学実習 宝塚大学 

（非常勤講師） 

平成25年

4月～ 

平成26年

3月 

科目責任者である教授とともに実習施設との調整、実

習前オリエンテーション、実習後の評価資料の作成と

施設への報告を行った。 

在宅看護概論 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

科目責任者として全てを担当した。 
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成 27 年 3

月 

在宅看護論 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

科目責任者として全てを担当した。 

在宅看護論演習 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

科目責任者として全てを担当した。 

家族看護論 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

科目責任者として全てを担当した。 

基礎看護学実習Ⅰ 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。既習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、日

常生活援助技術の練習を行い実習に臨ませた。実習に

おいては、学生が患者との援助的人間関係をスムーズ

に結ぶことができるように、また看護援助は根拠をも

って実践することに留意しながら指導を行った。 

基礎看護学実習Ⅱ 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。既習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。また看護過程については、苦手

意識を克服できるよう個々の学習進度を理解した上

で指導するように配慮した。 

在宅看護論実習 白鳳女子短期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4月～ 

平成27年

3月 

科目責任者として実習施設との調整、実習前オリエン

テーション、実習後の評価資料の作成と施設への報

告、次年度の実習依頼を行った。実習においては、小

児から高齢者を対象とする在宅看護を行う中で、対象

の年齢や疾患、障害による身体の変化、対象をとりま

く環境、社会資源の活用、他職種との連携における看

護職の役割について同時に考えられるように指導を

行った。対象の心に寄り添う看護が行えるよう、人の

命を預かる責任の重い仕事であることを実感できる

よう重点的に指導を行った。具体的には、対象と関わ

ることから看護を考え、振り返る機会を多くした。学
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内では学生とともに患児の状態を考え必要な看護を

考える機会を多く持つようにした。 

公衆衛生看護学Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4月～ 

平成28年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 1コマを担当し、職業性疾病の原因と予防・

看護（アスベスト、振動障害、感音性難聴、VDT 症候

群）について講義した。 

公衆衛生看護学Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4月～ 

平成28年

9月 

科目責任者である非常勤講師と教授と講師とともに

講義を担当した。井上は 1コマを担当し、学校環境衛

生について講義した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4月～ 

平成28年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 3コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、乳幼児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4月～ 

平成28年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。 

基礎看護学実習Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9月～ 

平成28年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。既習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。 

小児看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9月～ 

平成28年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、重症心身障害児を対象とする看護を行う中

で、障害による身体の変化と成長発達の順序性、他者

との愛着形成、遊びの意義と必要性について同時に考

えられるように指導を行った。また、障がい児をとり

まく環境、他職種との連携における看護職の役割につ

いても指導した。患児の心に寄り添う看護が行えるよ

う、人の命を預かる責任の重い仕事であることを実感

できるよう重点的に指導を行った。具体的には、患児

と関わることから看護を考え、振り返る機会を多くし

た。学内では学生とともに患児の状態を考え必要な看

護を考える機会を多く持つようにした。 
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老年看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9月～ 

平成28年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、高齢者を対象とする看護を行う中で、加齢

による身体の変化と家族関係と社会的な役割の変化、

介護保険制度、福祉サービル利用について同時に考え

られるように指導を行った。また、高齢者をとりまく

環境、他職種との連携における看護職の役割について

も指導した。また人の命を預かる責任の重い仕事であ

ることを実感できるよう重点的に指導を行った。具体

的には、高齢者と関わることから看護を考え、振り返

る機会を多くした。学内では学生とともに患者の状態

を考え必要な看護を考える機会を多く持つようにし

た。 

成人看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

1月～ 

平成29年

2月 

単位認定者の講師とともに実習指導を行った。実習に

おいては、成人の急性期、周手術期看護を行う中で、

手術侵襲による身体の変化とや手術に対する不安、就

労生活、家庭生活の中断による家族や生活状況の変化

における看護の役割について同時に考えられるよう

に指導を行った。また、人の命を預かる責任の重い仕

事であることを実感できるよう重点的に指導を行っ

た。具体的には、患者と関わることから看護を考え、

振り返る機会を多くした。学内では学生とともに患者

の状態を考え必要な看護を考える機会を多く持つよ

うにした。 

統合看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

4月～ 

平成29年

6月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、急性期にある複数の患者に対して、援助の

優先順位を考え、病棟のケア計画に則った援助計画を

立案し、チームの一員として援助を行うよう留意して

指導を行った。また、師長やチームリーダー、メンバ

ーのシャドーイングを通して、リーダーシップ、メン

バーシップと看護管理の実際を学ぶとともに専門外

来の見学を通して他職種との連携の実際と医療チー

ムにおける看護の役割を学ばせた。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤助教） 

  

  

平成29年

4月～ 

平成29年

10月 

担当学生の論文作成の全てにおいて担当した。2 名の

学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学的研

究であった。学生が興味をもったテーマについて先行

研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結果、

考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれてい

るかについて指導を強化した。 
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成人看護学援助論Ⅰ（急性期・周手術期） 

 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

10月～ 

平成30年

3月 

科目責任者である准教授とともに、看護過程演習の指

導を担当した。 

成人看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

4月～ 

平成30年

3月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告、来年度の実習調

整を行った。実習においては、成人の急性期、周手術

期看護を行う中で、手術侵襲による身体の変化とや手

術に対する不安、就労生活、家庭生活の中断による家

族や生活状況の変化における看護の役割について同

時に考えられるように指導を行った。また、人の命を

預かる責任の重い仕事であることを実感できるよう

重点的に指導を行った。具体的には、患者と関わるこ

とから看護を考え、振り返る機会を多くした。学内で

は学生とともに患者の状態を考え必要な看護を考え

る機会を多く持つようにした。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 4コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、乳幼児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに学校

（中学校・高等学校）における実習を担当し、実習指

導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。 

公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

10月～ 

平成31年

3月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 2コマを担当し、成人保健の動向、成

人期の保健活動・保健師動の内容について教授した。 
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卒業研究 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4月～ 

平成30年

11月 

担当学生の論文作成指導の全てにおいて担当した。2

名の学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学

的研究であった。学生が興味をもったテーマについて

先行研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結

果、考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれ

ているかについて指導を強化した。 

基礎看護学実習Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

9月～ 

平成30年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。既習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 4コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、乳幼児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公衆衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。 

公衆衛生看護学診断演習 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

担当した。井上は 2コマを担当し、保健師が行う家庭

訪問について講義した。 

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに学校

（中学校・高等学校）における実習を担当し、実習指

導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

9月 

 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。 
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基礎看護学実習Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

9月～ 

令和元年

12月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成を行った。実習においては、学生

が看護師や患者とのコミュニケーションをスムーズ

に結ぶことができるように、また看護援助を根拠につ

なげることに留意しながら指導を行った。 

公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

10月～ 

令和 2 年

3月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 2コマを担当し、成人保健の動向、成

人期の保健活動・保健師動の内容について教授した。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4月～ 

令和元年

11月 

担当学生の論文作成指導の全てにおいて担当した。2

名の学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学

的研究であった。学生が興味をもったテーマについて

先行研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結

果、考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれ

ているかについて指導を強化した。 

基礎看護学実習Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

12月～ 

令和 2 年

2月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成を行った。既習の看護技術が患者

の個別性を尊重し展開できるよう、事前に看護過程の

復習、日常生活援助技術の練習を行い実習に臨ませ

た。実習においては、学生が患者との援助的人間関係

をスムーズに結ぶことができるように、また看護援助

は根拠をもって実践することに留意しながら指導を

行った。 

公衆衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

9月 

科目責任者として講義のすべてを担当した。母子保健

活動、難病保健活動、感染症保健活動、健康危機管理、

地域診断について講義した。講義はすべてオンライン

（Zoomと google classroom）で行った。 

公衆衛生看護学診断演習 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに実習グ

ループごとの学生指導を担当した。 

公衆衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

9月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに学校

（中学校・高等学校）における実習（オンライン実習）

を担当し、健康観察についての講義、実習指導から評

価までを行った。 

公衆衛生看護学実習Ⅲ（産業保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

科目責任者である教授、准教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。 
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9月 

公衆衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

10月～ 

令和 3 年

3月 

科目責任者である教授と准教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 3コマを担当し、健康危機管理、災害

サイクルと保健活動、感染症集団発生時の保健活動の

内容について教授した。講義はすべてオンライン

（Zoomと google classroom）で行った。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和 2 年

4月～ 

令和 2 年

11月 

担当学生の論文作成指導の全てにおいて担当した。3

名の学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学

的研究であった。学生が興味をもったテーマについて

先行研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結

果、考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれ

ているかについて指導を強化した。 

在宅看護学特論Ⅳ（地域包括支援） 奈良学園大学

大学院看護学研究科 

（常勤講師 兼担教員） 

令和 2 年

10月～ 

令和 3 年

3月 

科目責任者である教授とともに講義を進めた。井上は

2 コマを担当し、医療連携と地域包括支援システム、

譫妄、認知症、脳卒中後遺症患者の地域包括ケア連携

の内容について教授した。 

2 作成した教科書，教材     

平成 23年度基礎看護学実習Ⅰ実習要項 平成23年

5月 

学校法人青丹学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護学実習Ⅰ」（２年次配当）で、学

生が実習目的、実習目標に到達するための具体的な学

習内容と方法、記録の書き方、実習心得などについて

まとめた冊子を作成した。 

平成 23年度基礎看護学実習Ⅱ実習要項 平成23年

10月 

学校法人青丹学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護学実習Ⅱ」（２年次配当）で学生

が実習目的、実習目標に到達するための具体的な学習

内容と方法、記録の書き方、実習心得などについてま

とめた冊子を作成した。 

平成 24年度基礎看護学実習Ⅰ実習要項 平成24年

5月 

学校法人青丹学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護学実習Ⅰ」（２年次配当）で、学

生が実習目的、実習目標に到達するための具体的な学

習内容と方法、記録の書き方、実習心得などについて

まとめた冊子を作成した。 

在宅看護論実習の手引き 平成25年

8月 

宝塚大学看護学部の「在宅看護論実習」（３年次配当）

において、学生が実習目的、実習目標に到達するため

の具体的な学習内容と方法、思考過程、記録をする際

の留意点、実習心得などについてまとめた冊子を作成

した。 

在宅看護論実習の手引 平成26年

4月 

白鳳女子短期大学看護学専攻「在宅看護論実習」（3

年次配当）において、学生が実習目的、実習目標に到

達するための具体的な学習内容と方法、思考過程、記

録をする際の留意点、実習心得などについてまとめた

冊子を作成した。 
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成人看護実習Ⅰ（急性期・周手術期）実習記録用紙

ガイドライン 

平成29年

4月 

成人看護学Ⅰ（急性期・周手術期）において、学生が

実習目的、実習目標に到達するための具体的な学習内

容と方法、思考過程、記録をする際の留意点などにつ

いてまとめた冊子を作成した。 

成人看護学のデジタル教材：「一次救命（病室編）」、

「一次救命（廊下編）」、「段階的離床」 

平成29年

11月 

成人看護学の学内演習・臨地実習時のイメージがつく

ように、心肺蘇生法、AED の使用方法、緊急時の協力

要請、手術後の段階的離床についてのデジタル教材を

作成した。 

健康保育学演習（家庭看護実習含む）ワークシート 令和 2 年

3月 31日 

大阪教育大学で開講している健康保育学演習（家庭看

護実習を含む）において、人間の健康の概念をふまえ

子どもの成長発達と生活を理解し、家庭と集団保育の

場で必要な知識と技術について具体的な学習内容に

ついてまとめた冊子を共同で作成した。 

著者名：関谷まり・井上葉子 

健康教育のデジタル教材：「笑って健康に ラフタ

ーヨガ」 

令和 2 年

12月 

保健師の保健活動の一つである健康教育用のデジタ

ル教材として、「ラフター（笑い）ヨガ」の楽しみ方、

注意事項、始まりと終わり、セッション例をわかりや

すく伝達できるよう工夫して作成した。 

2021 年度公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）実習要

項 

令和 3 年

3月 

専門科目「公衆衛生看護学実習Ⅱ（学校保健）」（4

年次配当）で、科目責任者として実習目的、実習目標、

具体的な学習内容と方法などについてまとめた冊子

を作成した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

白鳳女子短期大学 FD委員会 平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

講義最終回において大学が作成した授業アンケート

を実施したところ、話の分かりやすさ、授業の内容の

わかりやすさ、板書や資料のみやすさ等すべてにおい

てわかりやすかったという結果であった。単独での講

義実施だったため、自信につながった。 

奈良学園大学 FD・SD委員会 令和 2 年

4 月～令

和 3 年 3

月 

2020年度授業アンケートでは、話の聞き取りやすさ、

説明の分かりやすさ、資料の分かりやすさ、学生の理

解度を確認しながら授業を進める、授業時間の有効活

用、授業の満足等において「そう思う」「ややそう思

う」との回答であった。単独での講義実施だったため、

自信につながった。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

奈良学園大学 

平成 28年度課程選択履修者選抜問題作成委員 

平成27年 

10月 

保健医療学部看護学科看護師・保健師課程選択履修者

選抜問題作成を担当し、作問、作問審議等の任を担っ

た。 

奈良学園大学 

平成 28年度課程選択履修者選考資料作成委員 

平成27年 

10月 

保健医療学部看護学科看護師・保健師課程選択履修者

選抜試験における採点、採点結果一覧表等の資料作

成、選考会議に向けた原案作成等の任を担った。 
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奈良県看護協会 保健師職能委員会 

平成 28年度研修会 

平成28年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による平成

28年度研修会「乳幼児の運動発達の観察のポイントと

支援」開催において委員として、研修の企画、運営を

担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 28年度交流会 

平成28年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による平成

28年度交流会「思春期保健対策～若年妊婦へのアプロ

ーチを考える～」開催において委員として、研修の企

画、運営を担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 29年度研修会 

平成29年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による平成

29年度研修会「妊産婦のメンタルケアの重要性～チー

ムでの育児支援～」開催において委員として、研修の

企画、運営を担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 29年度交流会 

平成30年

2月 

日本看護協会による平成 29 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティング開催にあたって、委員として、奈

良県保健予防課、保健所、保健センターと協力し、企

画、運営を担当した。 

日本看護協会平成 29年度保健指導支援事業 奈良県

看護協会「保健指導ミーティング」事例検討会 

ファシリテーター 

平成30年

2月 

日本看護協会による平成 29 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティングにおいて、事例検討会のファシリ

テーター役として、保健指導ミーティング（事例検討

会）参加者の新人保健師の意見が活発にでるように雰

囲気作りやきっかけ作りに努め、とても勉強になった

との参加者の感想が聞かれた。 

奈良学園大学 

平成 30年度課程選択履修者選考資料作成委員 

平成30年 

3月 

保健医療学部看護学科 看護師・保健師課程選択履修

者選抜試験における採点、採点結果一覧表等の資料作

成、選考会議に向けた原案作成等の任を担った。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 30年度研修会 

平成30年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による平成

30年度研修会「各々の力を発揮できる子育てネットワ

ークを考える～専門職それぞれの強み・弱みをふまえ

た支援の在り方～」開催において委員として、研修内

容の企画、講師との調整、運営を担当した。 

参加者からは、看護職それぞれの支援の方向性や取り

組みが聞けてよかった等の感想が聞かれた。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

平成 30年度交流会 

平成30年

11月 

日本看護協会による平成 30 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティング開催にあたって、委員として、奈

良県保健予防課、保健所、保健センターと協力し、企

画、運営を担当した。 

奈良学園大学 

2019年度看護師・保健師課程選択者選抜試験問題 

作成委員 

平成30年 

12月 

保健医療学部看護学科 2019年度看護師・保健師課程

選択者選抜試験の選抜問題作成を担当し、作問、作問

審議等の任を担った。 
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奈良学園大学 

2019年度看護師・保健師課程選択者選抜試験 

実施委員 

平成30年 

12月 

保健医療学部看護学科 2019年度看護師・保健師課程

選択者選抜試験の実施及び選考資料作成の任を担い、

作問における採点、採点結果一覧表等の資料作成等を

行った。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

令和元年度研修会 

令和元年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による令和

元年度研修会「育てにくさを抱えた親子への包括的支

援～ダウン症児の赤ちゃん体操を通して考える療育

支援～」開催において委員として、研修内容の企画、

講師との調整、運営を担当した。 

参加者からは、親と子への支援の在り方や実際の取り

組みが聞けてよかった等の感想が聞かれた。 

奈良県健康推進課主催 

令和元年度保健指導ミーティング 

令和元年

11月 

令和元年 11 月奈良県が現任保健師の研修として開催

した保健指導ミーティングにおいてファシリテータ

役を務め、保健師のアセスメント力向上に向けた関り

を行った。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会  

令和元年度交流会 

令和元年

12月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主催による令和

元年度交流会「私の保健師ぢから～保健師の楽しさ再

発見～」開催にあたって企画、講師依頼、運営を担当 

  し、行政、産業等職域を越えたネットワークづくりを

目指して活動した。 

奈良学園大学 

2020年度看護師・保健師課程選択者選考委員 

令和 1年 

12月 

保健医療学部看護学科 2020年度看護師・保健師課程

選択者選考の任を担い、選考、作問、作問審議、採点、

採点結果一覧表等の資料作成等を行った。 

奈良学園大学 

令和 3年度看護師・保健師課程選択者選考委員 

令和 2年 

11月 

保健医療学部看護学科 2021年度看護師・保健師課程

選択者選考の任を担い、選考、作問、作問審議、採点、

採点結果一覧表等の資料作成等を行った。 

奈良県看護協会 奈良県看護学会委員会 

令和 2年度奈良県看護学会 

令和 2 年

12月 8日 

奈良県看護協会主催の「令和 2年度奈良県看護学会」

開催にあたり、奈良県看護学会委員会の副委員長とし

て、企画から運営までを担当した。また学会当日は座

長を担い、演題発表の円滑な進行と活発なディスカッ

ションに努めた。 

５ その他   

なし   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1）看護師免許 平成 4 年

5月 13日 
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2）養護教諭一種免許 平成 6 年

3月 31日 

  

3）保健師免許 平成 6 年

5月 19日 

  

4）第一種衛生管理者免許 平成 6 年

8月 10日 

  

5）受胎調節実地指導員免許 平成 8 年

2月 24日 

  

  

6）Laughter Yoga Leader 平成 29 年

6月 11日 

  

  

7）日本心理学会 認定心理士 平成 30 年

4月 21日 

  

  

8）Laughter ambassador 令和元年 7

月 5日 

  

  

２ 特許等   

 特記事項無し   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

奈良県立医科大学附属病院  

常勤看護師 

平成 4 年

4月～ 

平成 5 年

3月 

結核病棟に勤務。感染症看護を中心とする看護に従事

した。旧結核予防法による入院患者に対し、確実な服

薬管理の方法、食事・休養を中心とした生活習慣改善

指導に携わった。また、継続看護の取り組みとして保

健所保健師との連携を図ることに努めた。 

斑鳩町役場保健センター  

常勤保健師 

平成 6 年

4月～ 

平成 7 年

6月 

奈良県内にある人口 2万５千人程度の町の保健センタ

ー保健師として勤務。老人保健法に基づく機能訓練

「リハビリ教室」では、企画・実施に携わり、病気を

きっかけとして自宅に閉じこもりがちな高齢者が外

出し、気分転換、他者との交流をはかることを目的と

した活動を行った。また、「子宮がん検診」の主担当

者として事業の企画・実施・評価といった一連の業務

に従事するとともに、「胃がん検診」、「乳がん検診」、

「肺がん・結核検診」についても主担当保健師と協力

して実施を行った。また、母子保健法に基づく各種の

健診、保健指導の業務に従事するとともに、特に妊婦

を対象とした「母親教室」の主担当者として、妊娠・

出産・育児の時期を安心して過ごせるよう、情報提供、

啓発活動に取り組んだ。また必要に応じて担当地区の

住民に対して家庭訪問を行い、個別対応での問題解決

に努めた。さらに、住民が安全に安心して健やかに過

ごせるような町づくりを目指し、食生活改善推進員養

成講座の実施、観光課主催の町民マラソンへの救護員

としての協力、社会福祉協議会と共催の「斑鳩町健康

まつり」の企画・運営にも携わった。また、寝たきり

保健医療学部看護学科

750



状態で歯科受診できない住民に対して、「訪問歯科診

療」事業の実施にも携わり、町歯科医師会と協働での

訪問歯科診療を行った。 

くさち耳鼻科  

非常勤看護師 

平成 8 年

2月～ 

平成 8 年

8月 

奈良県内にある耳鼻科の診療所の非常勤看護師とし

て勤務。耳鼻科外来における診療の補助を中心とした

看護活動を行った。 

奈良県国民健康保険団体連合会生駒総合病院 

健康管理センター  

常勤保健師 

平成 8 年

8月～ 

平成14年

3月 

人間ドックや各種健康診断の業務の担当者として従

事した。また、患者指導として「糖尿病教室」、「高

脂血症教室」、「高尿酸血症教室」の企画・運営・評

価に携わった。特に糖尿病教室では、教室受講者を中

心とした糖尿病患者会「虹の会」を立ち上げ、医師、

薬剤師、管理栄養士と協力しながら療養者の生活の質

の向上に努めた。そのほか、小児科外来での予防接種

業務や育児相談、総合案内所における健康相談にも携

わった。 

三宅町立三宅小学校 

非常勤講師 

平成16年

5 月～平

成 17 年 2

月 

不登校・長期欠席児童が増加しつつある小学校におい

て、教職員よりも身近な相談窓口となる「親と子の相

談員」として、保護者および児童に対する相談業務に

従事した。育児に悩む保護者の相談やコミュニケーシ

ョンが困難な児童に対しては遊びを中心とした関わ

りを行い相談に応じた。 

シリンクス株式会社 

非常勤看護師 

平成20年

4 月～平

成 20 年 5

月 

国際電気通信基礎技術研究所において行われていた

看護師の業務に関する調査研究のデータ収集・分析作

業に研究補助員として従事した。 

奈良県 医療政策部 保健予防課 母子・保健対策

係 石綿ばく露健康リスク調査担当 

非常勤保健師 

平成24年

10 月～平

成 25 年 6

月 

環境省からの委託で行っている奈良県内の住民に対

する石綿ばく露健康リスク調査担当の非常勤保健師

として従事し、問診から結果通知、データ管理などの

一連の業務を担った。問診では生後から現在までの数

十年におよぶ住環境、生活状況、石綿ばく露の状況を

本人より聴き取る必要がある。そのため、年代ごとの

写真やイラストを用いた媒体を作成し過去の状況を

思い起こせるように工夫をし問診を行った。また石綿

の製品、石綿ばく露の危険がある状況について写真や

イラストを用いた媒体を作成し石綿ばく露健康リス

ク調査の意義や目的について住民の方に理解してい

ただけるように努めた。 

保健医療学部看護学科

751



奈良県難病相談支援センター 難病専門相談員 

（非常勤保健師） 

平成27年

4 月～平

成 28 年 3

月 

奈良県難病相談支援センターの難病相談専門員とし

て、難病患者・家族等の療養生活上の相談業務に従事

した。特に、難病患者の就労支援のための相談体制づ

くりとして、就労相談票の作成、相談内容のデータベ

ースのフォーマット作成、ハローワークの難病患者就

職サポーターとの定期的な打ち合わせを行った。ま

た、難病専門医による医療相談の実施、難病患者患者

会活動への支援、難病に関する講演会の企画や準備、

難病相談支援センターの広報誌の作成にも関わった。

さらに、全国難病センター研究会に出席し、奈良県難

病相談センターの現状を伝えると共に、他府県の先進

的な取り組みについて情報収集し、担当者同士のつな

がりを作ることに努めた。 

奈良県職員研修 

  

  

平成27年

5月 

情報セキュリティ研修 受講 

一般社団法人日本家族計画協会 研修会 平成27年

12月 

第 17 回自己効力感（セルフエフィカシー）を高め主

体的な行動変容を支える健康教育セミナー 受講 

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成28年

8月 

第 31 回全国保健師教育機関協議会夏季教員研修会受

講 

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成28年

10月 

第 5回全国保健師教育機関協議会秋季教員研修会受講 

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成28年

10月 

平成全国保健師教育機関協議会東海・北陸・近畿ブロ

ック研修会受講 

奈良県保健師ネットワーク会議 平成28年

11月 

平成 28 年度第 4 回なんとかせんと保健師ぢから（保

健師ネットワーク会議）：講演「地域ケアからみる保

健師の役割」、パネルディスカッション「災害支援に

おける保健師の役割～熊本地震の経験を通して～」参

加 

日本保健師連絡協議会 研修会 平成29年

3月 

平成 28 年度活動報告・集会：報告「母子保健におけ

る虐待予防の基軸～寄り添う支援としての健康診査

～」への参加 

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成30年

8月 

第 33回全国保健師教育機関協議会夏季教員研修会 

-公衆衛生看護の躍進- 受講 

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成30年

10月 

平成 30 年度全国保健師教育機関協議会東海・近畿北

ブロック、北陸・近畿南ブロック合同研修会受講 

全国保健師教育機関協議会 研修会 令和元年

12月 

令和元年度全国保健師教育機関協議会第 2回東海・近

畿北ブロック、北陸・近畿南ブロック合同研修会受講 

奈良県保健師ネットワー会議 令和 2 年

1月 

令和元年度第 7回なんとかせんと保健師ぢから（保健

師ネットワーク会議）：講演「地域診断と保健事業へ

の反映」、「データヘルス計画策定による地域診断と

事業展開」の受講 
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４ その他   

特記事項無し   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書） 

1 看護師国家試験直前社

会福祉学領域ファイナル

チェック 

 

共著 

 

令和 3年

年 3月 10

日 

 

株式会社金芳堂 

 

看護師国家試験科目の「社会福祉学」領

域について、看護師国家試験出題基準に

沿った内容構成で、看護師国家試験合格

のための学力向上の支援が図れるもの

となっている。 

 担 当 部 分 ： 社 会保 障 制度 の 動 向 

p14-p16、民生委員・児童委員とは

p30-p31 

星野政明監修、守本とも子・富永尭史編

著、執筆：井上昌子、井上葉子、小林由

里、齋藤英夫、佐藤郁代、芝田ゆかり、

高橋寿奈、田場真理、中馬成子、辻下守

弘、富永尭史、西出順子、西本美和、野

口寿美子、松居典子、松浦純平、三浦康

代、美甘祥子、守本とも子、吉水清、吉

村雅世 

2 解いて、わかる!覚えて

合格!看護の統合と実践/

健康支援と社会保障制度

問題集 2021 年 看護師国

家試験対策 第 97回～109

回看護師国家試験 

共著 令和 2 年

12月 24日 

株式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「看護の実践と統

合」「健康支援と社会保障制度」につい

て、看護師国家試験出題基準の中項目に

基づく過去問題の要点の学びから知識

を広げたり深めたりしながら、看護師国

家試験合格のための学力向上の支援が

図れるものとなっている。 

執筆：三浦康代、芝田ゆかり、井上葉子、

佐藤郁代、松村あゆみ、齋藤英夫 

担当部分：災害と看護、公衆衛生におけ

る感染症と対策、母子保健、難病保健、

生活者の健康増進 

3 出題基準平成 30 年版

準拠 2021年出題傾向がみ

える健康支援と社会保障

制度 

中項目別にみた要点と解

説付過去問題集 予想問

題・第 97回～第 109回看

護師国家試験問題収録 

共著 令和 2 年

10月 25日 

株式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「健康支援と社会

保障制度」について、看護師国家試験出

題基準の中項目に基づいた要点編と過

去問題編の２部構成とし、過去問の要点

の学びから知識を広げたり深めたりし

ながら、看護師国家試験合格のための学

力向上の支援が図れるものとなってい

る。 

担当部分：⑧公衆衛生における感染症
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p76-91,p161-162、 

⑩母子保健 p90-92,p168-169、難病保健

p101-102,p175-176、 

⑪生活者の健康増進 p103-112,p177-182 

監修：守本とも子、編著：三浦康代 

執筆：三浦康代、芝田ゆかり、井上葉子、

佐藤郁代、松村あゆみ、齋藤英夫 

4 出題基準平成 30 年版

準拠 2021年出題傾向がみ

える看護の統合と実践 

中項目別にみた要点と解

説付過去問題集 予想問

題・第 98回～第 109回看

護師国家試験問題収録 

共著 令和 2年 

8月 13日 

株式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「看護の統合と実

践」について、看護師国家試験出題基準

の中項目に基づいた過去問題と過去問

の要点の学びから知識を広げたり深め

たりしながら、看護師国家試験合格のた

めの学力向上の支援が図れるものとな

っている。 

担当部分：②災害と看護 p35-41,p75-80、 

監修：守本とも子、編著：三浦康代 

執筆：三浦康代、井上葉子、佐藤郁代 

5 健康保育学演習（課程

看護実習含む）ワークシー

ト 

共著 令和 2年 3

月 

大阪青山大学  

健康科学部 

大阪教育大学で開講している健康保育

学演習（家庭看護実習を含む）で使用す

るテキストを共同で作成した。人間の健

康の概念をふまえ子どもの成長発達と

生活を理解し、家庭と集団保育の場で必

要な知識と技術について具体的な学習

内容についてまとめた。 

担当部分：子どもの歯の発達とケア

p15-p18 

関谷まり編著 

著者：関谷まり・井上葉子 

 

6 2018 年看護師国家試

験対策要点がわかる出題

傾向がみえる在宅看護論 

共著 平成 29 年

12月 

株式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「在宅看護論」に

ついて、看護師国家試験出題基準の中項

目に基づいた要点編と過去問題編 

の２部構成とし、過去問の要点の学びか

ら知識を広げたり深めたりしながら、看

護師国家試験合格のための学力向上の

支援が図れるものとなっている。 

 担当部分：目標Ⅰ 在宅における安全と

健康危機管理 p22-p24、目標Ⅱ4 在宅療

養生活を支える看護（食事・栄養、排泄、

清潔、移動）p35-p37、目標Ⅲ6在宅療養

において特徴的な疾病がある療養者へ

の看護（小児、難病）p42,p45、7在宅に
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おける医療管理を必要とする人と看護

（ 膀 胱 留 置 カ テ ー テ ル 、 褥 瘡 管

理)p48,p51-p52 

守本とも子監修、安藤邑惠編著、川口ち

づる、井上葉子 

 

（学術論文）     

１.生活経験からみた看護

専門学校学生の看護技術

力に関する研究 

共著 平成 26 年

３月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」 

著者名：井上葉子・碓田智子 

担当の箇所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

３年課程の看護専門学校４校の１年生

147 名に生活経験に関する質問紙調査を

実施し、生活経験の自己評価結果と１年

で学習する４つの基礎看護技術の実技

調査結果との対応関係を検討した。第 51

巻，P33-41 

２．在宅看護論における生

活経験の重要性を再認識

す る た め の 授 業 実 践    

―ワークショップを用い

た教育プログラムの検討

― (査読付) 

単著 平成 27 年

２月 

白鳳女子短期大学研究

紀要 

短期大学看護学専攻学生２年生 122名を

対象に、生活経験を再認識するための講

義とワークショップを組み合わせた授

業実践を行い、学生の認識の変化と教育

的効果について検討した。第９巻， 

ｐ47-54 

３．避難生活体験とポスタ

ーセッションを取り入れ

た学内演習の実践と評価   

―生活環境を主体的に理

解することを目指した在

宅看護論の授業展開― 

共著 平成 28 年

１月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」 

著者名：関谷まり・井上葉子・碓田智子 

担当の箇所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

短期大学看護学専攻学生２年生 122名を

対象にした、在宅看護論の学内演習での

避難生活環境の体験演習の学習効果と、

体験演習の学習のまとめとしてポスタ

ーセッションを活用したことによる共

同学習の効果と課題を検討した。第 53

巻，P57-67  

                

４．訪問看護ステーション

実習での看護計画立案に

よる学習効果について―

実習目標の到達度の比較

からの分析―（査読付） 

共著 平成 28 年

４月 

第 46回日本看護学会論

文集 看護教育 

著者名：西村和子・田村和子・井上葉子・

松村あゆみ・北畠昭弥・北出千春３年課

程の看護専門学校３年生 36名を対象に、

訪問看護ステーション実習において、看

護計画立案の有無によって学習効果に

違いがあるかどうかを質問紙調査の結

果から比較検討した。P23-26 
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５．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 1

報】 ―授業振り返りシー

トの分析から― （査読付） 

共著 平成 30 年

2月 

第 48回日本看護学会論

文集 看護教育 

在宅看護論において実践したモデル授

業「難病患者の職業生活を支援する看

護」について、授業振り返りシートの記

載内容を分析し難病患者の就労支援の

内容を看護基礎教育に組み入れたこと

による学習の効果を検討した。論文集 

P.3～P.6   

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に至るまで全てにおいて

関わった。 

共著者：西村和子・井上葉子・松村あゆ

み               

６．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 2

報】―クローン病の事例を

用いたワークシートの分

析から― （査読付） 

共著 平成 30 年

2月 

第 48回日本看護学会論

文集 看護教育 

看護専門学校 2年生の学生を対象に在宅

看護論の授業で『職業生活を支援する看

護』のモデル授業での難病患者のクロー

ン病患者の事例ワークシートの分析か

ら学生が難病患者の生活について就労

を含めた視点で理解することについて

の学習効果について検討した。 論文集 

P.7～P.10  

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に至るまで全てにおいて

関わった。  

共著者：松村あゆみ・井上葉子・西村和

子               

７．臨地実習における看護

学生のストレスと レジリ

エンスについての実態 

（査読付） 

共著 平成 30 年

2月 

第 48回日本看護学会論

文集 看護教育 

 看護専門学校学生２年生を対象に時期

の異なる 2 つの臨地実習前後で調査し

た、気分プロ フィール検査（POMS2）と

ストレス自己統制評定尺度（SSI）の 2

つの調査結果を基に、学生個別のストレ

ス反応とレジリエンスの状態の変化を

把握し、学生個々への適切な介入方法 

の必要性について検討した。研究の方

法、分析、論文作成についての助言・指

導を行った。  

論文集 P.75～P.78  

担当部分：分析、論文の作成、論文投稿

指導に関わった。  

共著者：山﨑陸世・平山亜矢子・井上葉

子・丸田裕子・髙原 恵・ 後藤 恵・岡

田和江・葦原佐衣・加納由紀子 
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８．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 3

報】―闘病記の感想文の分

析から― 

共著 平成 30 年

３月 

奈良学園大学紀要第８

集 

在宅看護論において実践したモデル授

業「難病患者の職業生活を支援する看

護」の課題としての、難病患者による就

労についての闘病記を読んでの感想文

の分析から教材として闘病記を用いた

ことによる学習の効果を検討した。  

P.13～P.19  

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に至るまで全てにおいて

行った。 

共著者：井上葉子・西村和子・松村あゆ

み・奥西志穂・駒井由美子・大谷未来 

９.ラフターヨガ（笑いヨ

ガ）の実際と今後の可能性 

共著 平成 30 年

12月 

日本保健医療行動科学

会雑誌（33）№2 

ラフターヨガの実践結果から身体面と

精神面への効果について検討した。共著

者：井上葉子・安藤和子 P.46-48 

10．臨地実習における看護

学生のレジリエンス育成

に関する文献研究 （査読

付） 

共著 平成 31 年

2月 

第 49回日本看護学会論

文集 看護教育 

 臨地実習における学生のレジリエンス

育成に関する文献検討を行い、個別支援

のあり方について検討した。研究の方

法、分析、論文作成についての助言・指

導を行った。  

論文集 P.75～P.78  

担当部分：分析、論文の作成、論文投稿

指導に関わった。  

共著者：山﨑陸世・井上葉子・平山亜矢

子・葦原佐衣・後藤 恵 

11.2019 第 22 回東アジア

看護学研究者フォーラム

の報告（Ⅱ）－炎症性腸疾

患患者の食生活に焦点を

あてたライフスキルに関

する文献検討－ 

A Report on 22nd East 

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019 Part 2

－Study of literature on 

life skills that focus on 

eating habits of 

patients with 

inflammatory bowel 

disease－ 

共著 令和元年

9月 

奈良学園大学紀要第 11

集 

炎症性腸疾患患者の食生活に焦点をあ

てたライフスキルに関する研究の動向

を明らかにし,支援方法のあり方につい

て検討した。炎症性腸疾患患者の食生活

に焦点をあてたライフスキルに関する

研究の動向を明らかにし,支援方法のあ

り方について検討した。 

共著者：井上 葉子 , 芝田 ゆかり , 吉

水 清 , 三浦 康代 

p207-210 
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12.2019 第 22 回東アジア

看護学研究者フォーラム

の報告（Ⅰ）～文献検討に

よる女性の身長短縮に関

連する因子および因子間

の関連～ 

A Report on 22nd East 

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019（Ⅰ）～

Association among the 

factors in conjunction 

with Height Loss of 

females by the 

literature review～ 

共著 令和元年

9月 

奈良学園大学紀要第 11

集 

身長短縮を予防するための身長短縮に

関連する因子とその因子間の関連につ

いて検討した。身長短縮を予防するため

の身長短縮に関連する因子とその因子

間の関連について検討した。 

共著者：三浦 康代 , 芝田 ゆかり , 吉

水 清 , 井上 葉子 

p211-215 

13．療養者の生活への視点

をもった技術習得のため

の看護技術教育の実践と

評価―ベッドメーキング

技術に着目して― 

共著 令和 2年 3

月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」 

著者名：関谷まり・井上葉子・碓田智子 

担当の箇所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

A大学看護学科 1年生 91名を対象にした

ベッドメーキングの看護技術試験での

評価に関してげ学生の自己評価と教員

評価の比較から技術習得を左右する要

因について検討した。第 57巻，P1-10                 

14．要介護者が暮らす住環

境を理解することを目指

した住居の見取り図作成

による学習効果の検討 

（査読付） 

共著 令和 2年 3

月 

医療福祉情報行動科学

研究 vol.7 

著者名：井上葉子・西村和子・松村あゆ

み 

担当の箇所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

短期大学看護学専攻学生２年生 115名を

対象にした、在宅看護論の学内演習での

要介護者が暮らす住居の見取り図の作

成と見取り図を用いたポスターセッシ

ョンを活用したことによる学習効果と

課題を検討した。 

第 7巻，P11-16                

15.看護教員の難病患者の

就労支援に対する意識調

査に関する研究（査読付） 

共著 令和 3年 3

月 

日本保健医療行動科学

会雑誌 第 35 巻 第 2

号 

著者名：井上葉子・松村あゆみ・内田勇

人 

看護教員 129名を対象にした質問紙調査

から、難病患者の就労支援についての教

育の実情を明らかにし、難病患者の就労

支援を教育に取り入れる上での課題に

ついて検討した。 

P23-29 
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（その他）        

１.看護専門学校学生の生

活経験からみた看護技術

力 に 関 す る 研 究       

―療養上の世話に関する

看護技術に着目して―  

（修士論文） 

単著 平成 25 年

１月 

大阪教育大学大学院 ３年課程の看護専門学校４校の１年生

147 名に生活経験に関する質問紙調査を

実施しその傾向をまとめた。また、看護

専門学校１校の１年生を対象に４つの

基礎看護技術の習得状況と生活経験の

程度についての関係性を検討した。さら

に、３年課程の看護専門学校１年生を対

象に、生活経験を補完するためのワーク

ショップを用いた授業を試行し、その教

育効果についても論じた。 

A4判 全 102貢 

2 大学衛生委員会が作成

した新型コロナウィルス

感染拡大防止のための 

「出席停止期間早見表」と

「出勤不可期間早見表」 

共著 令和 3年 3

月 

保健師ジャーナル 2021

年 4月号 医学書院 

大学衛生委員会が作成した教職員と学

生を対象とする新型コロナウィルス感

染拡大防止のための「出席停止期間早見

表」と「出勤不可期間早見表」の作成過

程と運用状況についての活動報告を行

った。 

共同発表者：三浦康代・井上葉子・松村

あゆみ・上栫佳代子・阿波邦彦・森村佳

史・島本卓也 

P308-316 

（その他）     

（学会発表）         

1.看護学生の生活経験と

看護技術力の対応関係 

- 平成 24 年

9月 

第 43回日本看護学会―

看 護 教 育 ―        

（於 岩手県盛岡市） 

３年課程の看護専門学校４校の１年生

147 名に生活経験に関する質問紙調査を

実施し、１年で学習する４つの基礎看護

技術の習得状況との関係性を検討した。 

共同発表者：碓田智子・井上葉子 

抄録集 P36 

2.基礎看護学実習におけ

るフィジカルアセスメン

ト技術の活用の実態 

- 平成 24 年

9月 

第 43回日本看護学会―

看 護 教 育 ―       

（於 岩手県盛岡市） 

３年課程の看護専門学校４校の学生 196

名を対象に基礎看護学実習でのフィジ

カルアセスメント技術に関する質問紙

調査を実施し、講義と実習との連動を強

化した教育プログラムのあり方につい

て検討した。 

共同発表者：山﨑陸世・中川利子・田畑

典子・中嶌雅子・丸野由美・村川まゆみ・

井上葉子 

抄録集 P85 
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3.看護学生による災害看

護演習の評価に関する考

察 ―避難生活の看護活

動を考える演習について

― 

- 平成 27 年

8月 

第 17回日本災害看護学

会（於 宮城県仙台市）  

短期大学看護学専攻学生２年生 122名を

対象にした、在宅看護論における避難生

活体験を題材とした演習の方法と学習

効果についてを検討した。 

共同発表者：関谷まり・井上葉子 

抄録集 P.160 

4.ポスターセッションを

活用した在宅看護論演習

の学習展開―「避難生活支

援演習」の実践事例― 

- 平成 27 年

8月 

第 46回日本看護学会―

看護教育―        

（於 奈良県） 

短期大学看護学専攻学生２年生 122名を

対象にした、在宅看護論の学内演習での

避難生活環境の体験演習の学習効果と、

体験演習の学習のまとめとしてポスタ

ーセッションを活用したことの効果と

課題を検討した。 

共同発表者：関谷まり・井上葉子 

抄録集 P.107 

5.訪問看護ステーション

実習での看護計画立案に

よる学習効果について―

実習目標の到達度の比較

からの分析― 

- 平成 27 年

8月 

第 47回日本看護学会―

看護教育―        

（於 奈良県） 

３年課程の看護専門学校３年生 36 名を

対象に、訪問看護ステーション実習にお

いて、看護計画立案の有無によって学習

効果に違いがあるかどうかを質問紙調

査の結果から比較検討した。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・田

村和子・北畠昭弥・北出千春・井上葉子 

抄録集 P.85 

6．看護基礎教育における

難病患者の就労支援に関

する教員の認識 

- 平成 28 年

10月 

第 75回日本公衆衛生学

会総会          

（於 大阪府） 

看護専門学校教員 129名を対象にした質

問紙調査から、難病患者の就労支援につ

いての認識を明らかにし、難病患者の就

労支援を教育に取り入れる上での課題

について検討した。 

共同発表者：西村和子 松村あゆみ 内

田勇人 

抄録集 P.539 

7.看護基礎教育における

難病看護に関する教育の

実態 

- 平成 28 年

12月 

第 37回奈良県公衆衛生

学会           

（於 奈良県） 

看護専門学校教員 129名を対象にした質

問紙調査から、難病患者の就労支援につ

いての教育の実情を明らかにし、難病患

者の就労支援を教育に取り入れる上で

の課題について検討した。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・奥

西志穂・早味妙・駒井由美子・井上葉子 

抄録集 P.7 
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8．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る授業効果【第 1報】―学

生による授業振り返りシ

ートの分析から― 

- 平成 29 年

8月 

第 48回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 77 名

を対象に「難病患者の就労支援」を題材

として行った授業実践の教育効果と課

題について、授業後の学生による「授業

振り返りシート」の内容から分析と検討

をした。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・井

上葉子 

抄録集 P.148 

9．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る授業効果【第 2報】―事

例ワークシートからみた

学習内容の分析― 

- 平成 29 年

8月 

第 48回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 77 名

を対象に「難病患者の就労支援」を題材

として行った授業実践の教育効果と課

題について授業内で用いた教材「事例ワ

ークシート」の内容から分析と検討をし

た。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・井

上葉子 

抄録集 P.149 

10.臨地実習における看護

学生のストレスとレジリ

エンスについての実態 

- 平成 29 年

8月 

第 48回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 42 名

を対象に時期の異なる２つの臨地実習

の実習前後で、学生のストレス反応とレ

ジリエンスの状態を調査し、その結果か

らストレス反応とレジリエンスには個

別性があり学生の特性を理解した支援

の必要性を示した。 

共同発表者：山﨑陸世・平山亜矢子・丸

田裕子・高原恵・佐藤則子・定政美香・

井上葉子 

抄録集 P.114 

11．要介護者が暮らす住環

境を理解することを目指

した在宅看護論の授業展

開ー住居の提案とポスタ

ーセッションを取り入れ

た演習の実践と評価ー 

- 平成 30 年

8月 

第 49回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 広島県） 

看護短大２年生 122名を対象に、在宅看

護論演習において要介護者が暮らす住

居の見取り図の作成を行い、授業の学習

効果について授業後の学生の学びと感

想の内容から分析を行った。学生が積極

的な関心を持ち、能動的に学習する上で

一定の効果があることが明らかとなっ

た。 

共同発表者：井上葉子・西村和子・松村

あゆみ・奥西志穂・大谷未来・駒井由美

子 

抄録集 P.86 
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12.看護学生のレジリエン

スに関する文献研究 

- 平成 30 年

8月 

第 49回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 広島県） 

看護基礎教育における臨地実習での学

生のストレスへの対応を方法を検討す

るため、学生を対象としたレジリエンス

の介入方法に関する研究の動向を検討

した。 

共同発表者：山﨑陸世・井上葉子・平山

亜矢子・芦原佐衣・丸田裕子 

抄録集 P.205 

13.在宅看護論実習におけ

る事例を用いたグループ

ワークによる学生の学び

ー使える社会資源を調べ

るグループワークを実施

してー 

- 平成 30 年

8月 

第 49回日本看護学会―

看護教育―学術集会          

（於 広島県） 

３年課程看護専門学校学生 42 名を対象

に在宅看護論実習の最終日に、事例の社

会資源を調べる学習を行い、その学習効

果を検討した。 

共同発表者：西村和子・北出千春・井上

葉子 

抄録集 P.206 

14.Study of literature 

on life skills that focus 

on eating habits of 

patients with 

inflammatory bowel 

disease 

⁻ 2019 年 2

月 

 the 22nd East Asian 

Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS). 

（in Singapore） 

炎症性腸疾患患者の食生活に焦点をあ

てたライフスキルに関する研究の動向

を明らかにし,支援方法のあり方につい

て検討した。 

共同研究者：Inouye Y,Shibata Y, 

Miura Y,Yoshimizu Ｋ 

Abstract No:ABS2427 

15.Review of the 

literatures on factors 

related to height loss 

and relationship among 

the factors 

⁻ 2019 年 2

月 

 the 22nd East Asian 

Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS). 

 （in Singapore） 

身長短縮を予防するための身長短縮に

関連する因子とその因子間の関連につ

いて検討した。 

共同研究者：Miura Y,Shibata Y, 

Yoshimizu Ｋ,Inouye Y 

Abstract No: ABS2253 

16.テキストマイニングを

用いた精神看護学実習に

おける学生の学びの分析 

- 平成 31 年

3月 

日本看護研究学会第 32

回近畿・北陸地方会学

術集会（於 福井県） 

３年課程看護専門学校学生 42 名を対象

に精神看護学実習の最終日に提出した

レポート「精神看護学実習を終えて」の

内容分析を行い実習における学びの内

容を検討した。 

共同発表者：山﨑陸世・溝口みちる・井

上葉子 

抄録集 P.43 

17.新型コロナウィルス感

染症に関する新しい生活

様式における子どもの保

護者のたばこに関する意

識と喫煙状況 

―男女別での比較＝ 

- 令和 3年 3

月 

日本看護研究学会第 34

回近畿・北陸地方会学

術集会（於 奈良県） 

関東圏と関西圏の子どもの保護者 500名

と対象にした調査を行い、新型コロナ感

染症流行による新しい生活様式での喫

煙状況とたばこに関する意識の状況か

ら今後の喫煙対策の必要性について検

討した。 
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共同発表者：井上葉子・関谷まり・松村

あゆみ・守本とも子・三浦康代 

抄録集 P.34 

18.子育て世代を対象にし

たラフターヨガ体験によ

る心身の変化に関する研

究 

- 令和 3年 3

月 

日本看護研究学会第 34

回近畿・北陸地方会学

術集会（於 奈良県） 

子育て世代の 30 歳～40 歳代男女 6 名を

対象に 50 分間のラフターヨガ体験によ

る心身の変化について検討し、ラフター

ヨガの効果について検討した。 

共同発表者：山﨑陸世・井上葉子・三浦

康代 

抄録集 P.30 

19.看護基礎教育における

精神看護学教育の研究の

動向について―テキスト

マイニングを用いた論文

タイトルの分析から― 

- 令和 3年 3

月 

日本看護研究学会第 34

回近畿・北陸地方会学

術集会（於 奈良県） 

テキストマイニングを用いて「精神看護

学」「臨地実習」「看護基礎教育を」キー

ワードにした論文タイトル 268件の論文

タイトルを分析し、看護基礎教育におけ

る精神看護学教育の研究の動向につい

て検討した。 

共同発表者：葦原佐衣・井上葉子・山﨑

陸世 

抄録集 P.24 

20. 大学衛生委員会が作

成した新型コロナウィル

ス感染拡大防止のための 

「出席停止期間早見表」と

「出勤不可期間早見表」 

- 令和 3年 3

月 

第 61回日本社会医学会

総会（於 大阪府） 

大学衛生委員会が作成した教職員と学

生を対象とする新型コロナウィルス感

染拡大防止のための「出席停止期間早見

表」と「出勤不可期間早見表」の作成過

程と運用状況についての実践報告を行

った。 

共同発表者：三浦康代・井上葉子・松村

あゆみ 

（学会等への貢献 ）         

1.日本サーモロジー学会

学術集会 第 33回大会 

実行委員 

      平成 28 年 6 月 奈良市で行われた第 33

回学術集会の実行委員を担った。 

2.第 33回日本保健医療行

動科学学会学術集会 

実行委員 

      平成 30 年 6 月 沖縄県那覇市での第 33

回日本保健医療行動科学学会学術集会

の実行委員として準備等の運営に携わ

った。 

3.第 33回日本保健医療行

動科学学会学術集会 

体験学習ワークショップ

講師 

      平成 30 年 6 月 沖縄県那覇市での第 33

回日本保健医療行動科学学会学術集会

での体験学習ワークショップの講師と

して「ラフターヨガ（笑いヨガ）」の講

演と実施を担った。 
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4.日本看護研究学会第 45

回学術集会 実行委員 

     令和元年 8月 大阪市で開催された日本

看護研究学会第 45 回学術集会の実行委

員として開催準備等に携わった。 

5.日本看護研究学会第 34

回近畿北陸地方会 実行

委員 

     令和 3年 3月 奈良市で開催される日本

看護研究学会第 34 回近畿北陸地方会の

実行委員として開催準備等に携わった。 

6.第 27回日本看護診断学

会学術大会 企画委員 

     令和 3年 7月 奈良市市で開催される第

27 回日本看護研究学会学術大会の企画

委員として開催準備等に携わっている。 

7.令和 2 年度奈良県看護

学会 座長 

   令和 2 年 12 月 8 日開催の令和 2 年度奈

良県看護学会の第 1群の演題発表時の座

長役を担った。 

（公的貢献 ）         

1.奈良県看護協会 ナー

スセンター事業推進委員 

  平成 28 年

4 月～平

成 29 年 3

月 

  

  

奈良県看護協会ナースセンター推進委

員として看護職の復職支援、看護学校ガ

イダンス、看護職の PR活動に従事した。 

2.奈良県看護協会 保健

師職能委員会 

委員 

  平成 28 年

4 月～現

在に至る 

  

  

奈良県看護協会保健師職能委員として

研修会の企画、保健師職のネットワーク

作りに活動している。 

3.生駒市立生駒北小中学

校育友会 副会長 

  平成 29 年

4 月～令

和元年 6

月 

  生駒市内にある小中一貫校の小学部の

PTA役員として、教育活動の充実、学校、

地域、保護者との連携に向けて活動し

た。 

4.生駒市 PTA協議会  

理事 

  平成 29 年

4 月～令

和元年 6

月 

  理事として生駒市内の教育について他

の理事や役員とともに話し合い、よりよ

い教育を目指し活動した。 

5.生駒市立生駒北小中学

校育友会 保護者交流会

の講師  

  令和元年

6月 

  小中学校の PTA活動の一環として保護者

を対象にした文化交流活動「ラフターヨ

ガ教室」の講師役を担い、笑いと健康づ

くりの講話とラフターヨガの実践を行

った。 

6.令和元年度保健指導ミ

ーティング（奈良県）の 

ファシリテーター 

  令和元年

11月 

  

  

令和元年 11 月奈良県が現任保健師の研

修として開催した保健指導ミーティン

グにおいてファシリテータ役を務め、保

健師のアセスメント力向上に向けた関

りを行った。 
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7.奈良県看護協会 奈良

県看護学会委員会 副委

員長 

 令和 2年 6

月～現在

に至る 

 奈良県看護協会 常任委員会 教育研究

委員会の下部組織である奈良県看護学

会委員会の副委員長として学会の運営

活動に携わっている。 
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年月日

2005年1月1日
～
2010年9月20日

2010年10月1日
～
2011年8月31日

2012年4月1日
～
2013年3月31日

2013年4月1日
～2015年12月
30日

2016年1月1日
～現在に至る

なし

2017年3月1日

2013年1月30日

看護学 看護技術、看護教育学、在宅看護、産業看護

太成学院大学において、、カルペニートの看護診
断において、診断名のつけ方や関連図の書き方の
理解が及ばない学生に対して、放課後の支援を
行った。これによって、学生は臨地実習へとつな
げることができた。

(2) レポート課題の添削

４　実務の経験を有する者についての特記事項

(5) 事例の作成 宝塚大学および奈良学園大学保健医療学部看護学
科において実施した。事例の作成にあたっては、
学生が親近感をもって取り組めるよう、絵や写真
を多く用い、また、患者の心理を丁寧に記載し
た。これによって「患者さんのことがよくわか
る」といった意見が多く聞かれ、関心を抱いて授
業に取り組むことができていた。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例
(1) グループダイナミクスを活用した技術習得の
支援

岸和田市医師会看護専門学校において4名のグルー
プを構成し、グループ全員がお互いの技術が確認
できるように授業を構成した。全員が患者役を体
験することによって、患者の思いを推察できるよ
うにした。また、技術を分解し、1つ1つを修得し
たうえで一連の看護技術へとつなげた。このこと
によって、学生は技術の習得が容易となり、ま
た、1つ1つの動作が丁寧なものとなった。

(3) マルチメディア機器の利用 藍野大学短期大学において、授業前に看護技術方
法をVTRおよび写真を撮影した。授業中にそれを使
用して教授するとともに、授業後はいつでも視聴
できるようなシステムを構築した。このことによ
り、ほぼ全員の学生が根拠も基づいた技術を習得
することができた。

(1) 好文学園女子高等学校
高等学校における進路選択の一環として、模擬授
業「効果的な手洗いと感染予防」を行った。何気
なく行っている手洗いにも根拠があることがわか
り、楽しい授業であったとの感想があった。

(4) 放課後演習時間の活用による教育効果の向上 近大姫路大学看護学において学年を2つにわけ、授
業後の自主的な技術演習の時間を確保した。ま
た、技術演習時は実習室に赴き、技術のポイント
をモデルとなって提示した。これによって学生の
意欲が向上した。

２　作成した教科書，教材

３　教育上の能力に関する大学等の評価

(1) 学生による授業評価（宝塚大学）

教 育 研 究 業 績 書

令和3年3月31日

氏名　佐藤　郁代

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

宝塚大学において、全教員を対象に授業科目ごと
に学生による授業評価を行った。全体の80％が理
解できると回答した。自由記載では、話し方が優
しい、事例を話してくれるので理解しやすい、早
く実習に行きたくなった、などであった。
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2012年4月1日
～
2013年3月31日

2014年4月1日
～2015年3月31
日

2017年4月1日
～
2018年3月31日

年月日

1988年6月2日

2011年3月31日

2018年7月

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
出題傾向がみえる健康支援と
社会保障制度

共著 2020年10月
介護保険制度についてまとめ、過去問題を抽出
し、解説を記載した。

出題傾向がみえる看護の統合
と実践

共著 2018年6月
統合看護学問題にまとめ、新たに作問し、解説を
記載した。

出題傾向がみえる必修問題 共著 2018年1月 ピラールプレス

基礎看護学問題についてまとめ、過去問題を抽出
し、解説を記載した。

紀要に投稿された論文を査読者へ依頼すること
や、内容を精読し、紀要論文として適しているか
の確認を行った。

看護学修士

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許 看護師免許（第674230号）

(3) 紀要編集委員会副委員長

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

ピラールプレス

ピラールプレス

４　その他

(1) 国家試験対策委員会副委員長 学生が苦手とする分野を分析し、放課後を活用し
た講義を行った。少人数グループを作成し、学生
間で質問を作成し解説するスタイルを築いた。各
グループに担当の教員を配置し、綿密に学生の成
績状況を把握できるように調整した。

学生の大学生活の支援をするとともに、朝の挨拶
運動や環境整備、学園祭への協力を行った。ま
た、休退学学生について、保護者や本人を交えた
面談を行い、よりよい学生生活が送れるように支
援した。

(2) 学生生活委員会副委員長

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

(1) 日本サーモロジー学会第35回大会シンポジス
ト 看護におけるサーモグラフィの活用について、現

在までの研究結果を踏まえて解説した。

２　特許等 なし
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（学術論文）
1「緩和ケア病棟の看護師長
の支持的スーパービジョン」
（査読有）

共著 2012年4月 緩和ケア病棟における看護師長の援助行為のなか
で、看護師の悩み・苦しみに対する援助行為を質
的に分析した結果、7つのスーパービジョン【看
護師の悩み・苦しみに対する傾聴と肯定的受容】
【看護師の能力の尊重】【看護師相互間の人間関
係づくり】【看護介入の援助】【看護師のストレ
ス軽減とその管理】【実践した緩和ケアに対する
振り返り】【病院組織上の管理】が示唆された。
特に、患者・家族との相互作用における看護師の
悩み・苦しみに対する支持的スーパービジョンと
して、【看護師の悩み・苦しみに対する傾聴と肯
定的受容】と【看護師の能力の尊重】が示唆され
た。
多治見佳代子、中村真理子、佐藤郁代、都甲裕
美、山本晃代、樫原理恵、小笠原知枝

2「看護学生及び看護師の看
護師イメージに関する調査」
（査読有）

単著 2015年4月 看護学生が思い描いている看護師イメージを把握
し、新卒看護師の看護師イメージと比較すること
により、いわゆるリアリティ・ショックを防ぐこ
とができ、新卒看護師の離職予防の一端を担うと
考えた。1年生は看護師イメージを「体力が必要
な」「観察力を要す」「忙しい」「専門的」「白
衣」「コミュニケーションが上手」「技術の鍛
錬」「テキパキ」「やりがいのある」「責任感の
ある」「信頼できる」「やさしい」「清潔な」と
捉え、4年生は看護師イメージを「忙しい」「体
力が必要な」「観察力を要す」「専門的」と捉
え。、新卒看護師は看護師イメージを「忙しい」
「体力が必要な」「観察力を要す」「専門的」
「やりがいのある」「白衣」と捉えていた。

3「准看護師要請に携わる看
護教員の職務満足感、准看護
師制度の捉え方及び個人属性
から分析したバーンアウトの
要因」（査読有）

共著 2016年6月 准看護師養成に携わる看護教員の職務満足感や准
看護師制度の捉え方の現状を分析し、またバーン
アウトに関与する要因を、職務満足感と准看護師
制度の捉え方及び個人属性から明らかにすること
を目的とし、准看護師養成所64校の248名の看護
教員の対し質問紙調査を行った。その結果、看護
教員は准看護師制度について「見直しが必要」
「准看護師と看護師の秒無内容が明確でない」と
捉えていること、離職意思のある看護教員は離職
意思のない看護教員と比較し、職務満足感が低く
バーンアウト得点が高いこと、看護教員のバーン
アウトに影響する要因として「職務満足感」「離
職意思」「年齢」「准看護師と看護師の教育内容
の違いが曖昧であると思う」が抽出されること、
が明らかになった。
中村真理子、小笠原知枝、樫原理恵、吉岡さお
り、多治見佳代子、佐藤郁代

日本看護学会論文集看護
管理．42．Pp345-348

近大姫路大学看護学部紀
要．7．Pp25-30

日本ヒューマンヘルスケ
ア学会誌，1(1)，Pp11-
19
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4「Investigation of
evaluation methods of bed-
bath technics in Nursing
Freshmen Education」（査読
有）

共著 2016年5月 The purpose of this study is to reveal each
item’s effect one another, and get a policy
of the way of evaluations on educations in
the future through the item analysis of bed-
bath technics evaluation on the lecture of
technics of bed-bath and clothing. We found
that 1) Grooming, scored the highest in the
mean value, showed a significant positive
correlation between confirmation of the act,
description and consent, secure the work
area, how to use towels, favorite wipe
pressure, communication. It suggested that
the motivation and attitude that prepare
grooming is involved in technics. 2)
Favorite wipe pressure, scored low in the
mean value, showed a significant positive
correlation between how to wipe eyes.
Moreover the item of how to wipe eye showed
a significant positive correlation between
confirmation of the act, description and
consent, environmental adjustment.
Therefore, to get technics of clear
description and agreement is not only
important itself. It also leads technical
provision which students desire. We must
teach students these technics in various
technical exercises.
Ikuyo Sato、Nanae Shintani、Shigeki
Tatsukawa

5「看護におけるハンドマッ
サージの実践構成要素の抽出
とその効果」（査読有）

単著 2017年3月 看護師の実施する身体マッサージにおいて、根拠
に基づいた看護を提供する能力として構成されて
いる要素をつ輸出し、今後の教育内容の構成に反
映することを目的とし、文献レビューを行った。
研究対象は医学中央雑誌Web版（2016）を用い、
看護に関連したハンドマッサージをキーワードに
検索された中から、条件を満たした15件を分析対
象とした。調査内容は、研究目的・研究対象者・
介入方法・評価方法・結果及び効果とした。研究
目的はリラクセーション効果および身体的・心理
的反応の検証、研究対象者や健常者、終末期患
者、高齢者、認知症患者、精神疾患患者、介入方
法は手・指・手関節・前腕を「もむ・回す・包み
込む」という手技を1回5～20分間実施、評価方法
は心理的指標・心電図・脳波・疼痛スケール、感
情・心理・リラックス度検査など、効果は副交感
神経優位の生理的変化を示し、リラックス効果を
示した。研究対象の多くが健常人であること、対
象数が少ないこと、他の身体部位との比較検討、
実施時間とその効果、手技・方法の多面性、評価
方法の複雑化・心身への侵襲など、教育の内容構
成には多くの課題が示唆された。

宝塚大学紀要．No.30．
187-198

Journal of Modern
Education
Revie,6(5),Pp351-356
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6「老人性皮膚搔痒症のシュ
ガー・スクラブによるスキン
ケア効果の検証」（査読有）

共著 2019年3月 皮脂量の低下によっておこる老人性皮膚搔痒症に
対して、スキンケアに効果があるシュガー・スク
ラブを用いた清拭を5日間行い、その効果を検証
した。その結果、シュガー・スクラブを用いた群
では皮膚水分量・皮脂量ともに有意に増加するこ
とが確認された。シュガー・スクラブを用いた清
拭は皮脂量を増加させ、皮膚のバリア機能を促進
させることが示唆された。
高橋寿奈、斎藤英夫、山口求、吉村雅世、佐藤郁
代、野口寿美子、井上昌子、守本とも子

7「重度心身障害児（者）の
清潔援助としてスキンケアの
提供によるストレスに関する
研究」（査読有）

共著 2020年3月 重度心身障害児は同一姿勢保持を余儀なくされる
ことも多く、圧迫部位などの皮膚は湿疹や痒みな
どとなり、ストレス誘因の一つともなる。本研究
では、「カラダキレイ」を用いた清拭を行い、そ
の効果を検証した。その結果、水分値・油分値と
もに介入による上昇を確認した。皮膚が脆弱な重
度心身障害児においては、皮膚トラブルの予防に
つながることが示唆された。唾液アミラーゼ値に
介入前後の有意差を確認できなかったが、非常に
高い値を示しており、高いストレス状態にあるこ
とが示唆された。
山口求、佐藤郁代、斎藤英夫、野口寿美子、松居
典子、木野田利枝、門脇志保、村井久美子、谷口
奈美、守本とも子

（学会発表）
1「Verification of the
effect of hand massage on
autonomic nervous system」

共著 2019年1月 ハンドマッサージが自律神経に与える効果につい
て、健常成人20名を対象として検証した。ハンド
マッサージによりSDNNが有意に低下し、Total
Powerが増加することにより、ハンドマッサージ
がストレス対処能力を向上することが示唆され
た。自覚症状でも怒り、疲労などネガティブな気
分が低下することにより、情緒を安定させ、不安
を緩和し、リラクセーション効果をもたらす効果
があることが示唆された。
Ikuyo Sato、Yukiko Minegishi、Nanae
Shintani、Mariko　Nakamura

医療福祉情報行動科学研
究,第6号,65-71．

EAFONS2019

医療福祉情報行動科学研
究,第7号,73-80．
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2「Perceptions towards
Diet and Exercise among
Type 2 Diabetes
Patients in Nara
Prefecture」

共著 2020年1月 EAFONS2020 The purpose of this study was to explore the
perceptions of residents in Nara Prefecture
with Type 2 diabetes related to diet and
exercise.Subjects included eleven male and
ten females. The average age was 70.4 years
old (SD = 7.6). The families, environment,
local events, and the characteristics of
workplaces in Nara Prefecture greatly
affected the dietary and physical activities
of the participants. Psychosocial themes
related to diet included depression and lack
of self-control.
Haruna Tanaka, Ikuyo Sato, Sumiko Noguchi,
Namie Ueki, Jillian Inouye, Tomoko Morimoto

3「緩和ケア病棟の看護師の
悩み・苦しみに対する看護師
長の援助行為」

共著 2011年9月 終末期のがん患者との関わりにおいて、看護師が
体験する苦悩に対して支援することが緩和ケア病
棟看護師長の役割について考えた。緩和ケア病棟
で患者との対人援助の中で看護師長が看護師を支
えるために看護師の支援の重要性は報告されてい
るが、援助行動は追及されていない現状である。
緩和ケア病棟看護師長6 名に半構造面接を用いた
1 対1 での面接調査を行い、得られた記述的デー
タを質的、帰納的に分析した。結果、看護師の悩
み・苦しみに対する看護師長の援助行為の要素が
抽出された。緩和ケア病棟における看護師長の援
助行為は、看護師と患者との関わりの中で生ずる
様々な悩み・苦しみに対する援助行為は【看護師
の悩み・苦しみに対する傾聴と肯定的な受容】
【看護師の能力の尊重】、【看護師相互間の人間
関係づくり】【看護介入の援助】【看護師のスト
レス軽減とその管理】【実践した緩和ケアに対す
る振り返り】【病院組織上の管理】などの7 カテ
ゴリーを含んでいた。p.235
多治見佳代子、中村真理子、佐藤郁代、樫原理
恵、小笠原知枝

4「基礎看護学実習の学生仲
間集団のケアリング行動に関
与する要因分析」

共著 2013年8月 基礎看護学実習の実習グループ間における看護学
生間のケアリング行動を明らかにし、ケアリング
行動に関与する諸要因を明らかにするため、看護
学生285名を対象とした質問紙調査を実施した。
その結果、実習グループ間においては、心の支え
となる友だちを見出すなどのケアリング行動が高
かった。ケアリング行動は共感性と有意な相関が
あるが、看護学生は共有経験のみが高い同情型の
「共有型」が多く、自己と他者を分離し客観的に
自己を見つめなおすことでケアリング行動が向上
することが示唆された。共有経験と共有不全経験
が共に高い「両高型」であること、患者・家族と
の関係性、臨地実習指導者の関わりなどがケアリ
ング行動に関与する要因であることが示唆され
た。p.147
佐藤郁代、中村真理子、多治見佳代子、樫原理
恵、小笠原知枝

日本看護教育学会学術集
会

日赤医学．63(1)．
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5「ハンドマッサージによる
皮膚表面温度の変化」

共著 2017年7月 ハンドマッサージがもたらすリラクセーション効
果の持続を検討するため、健康成人5名を対象に
15分間のハンドマッサージを実施した。実施前・
直後・5分後・15分後にサーモカメラを用いて、
鼻尖部の皮膚表面温度を測定した。ハンドマッ
サージにより、鼻尖部の皮膚表面温度が上昇し、
15分後も持続して上昇していることがわかった。
このことより、ハンドマッサージによるリラク
セーション効果は最低15分間持続すると考えられ
る。今後、対象数を増やし、検証を続ける。P.17
佐藤郁代、立川茂樹、中村真理子、新谷奈苗

6「訪問看護師の働く環境と
思いーケアマネジメント業務
についてー」

共著 2018年10月 今後、訪問看護師が本来の訪問看護業務に加え、
ケアマネジメントを行っていくべきか否かの思い
をまとめ、今後の課題解決への基礎資料とするこ
とを目的とし、奈良県内の73カ所の訪問看護ス
テーションに勤務する訪問看護師の経験が3年以
上の看護師54名を対象として質問紙調査を行っ
た。医療保険制度の種類や介護支援専門員の有無
にかかわらず、訪問看護師はケアマネジメントを
行っており、それを自身の役割であると考えてい
たが、オーバーワークとなっていることが考えら
れ、介護支援専門員との業務分担や連携の必要性
が示唆された。 介護支援専門員との連携が困難
な場面や訪問看護ケアマネジメント加算報酬の必
要性は設置母体で有意に差があり、今後も検討を
重ねる必要性が示唆された。p.29-30
佐藤郁代、新谷奈苗、吉水清、丸上輝剛、日高佑
都

7「ハンドマッサージによる
リラクセーション効果の検
証ー高齢者を対象としてー」

共著 2019年9月 ハンドマッサージによるリラクセーション効果に
ついて、地域在住高齢者7名を対象として検証し
た。ハンドマッサージにより主観的な心地よさを
感じ、鼻尖部皮膚表面温度が上昇したことより、
リラクセーション効果をもたらすことが示唆され
た。しかし、心拍変動周波数成分に変化がみられ
なかったことより、インパルスの減少によって神
経伝導速度や脳内情報処理が遅延したことが一因
であると考えられた。高齢者を対象とする場合
は、マッサージ時間や大勢について検討すること
の示唆を得た。P.18-19
佐藤郁代、涌井忠昭、新谷奈苗、永岡裕康

日本サーモロジー学会第
36回大会

第34回日本サーモロジー
学会

産業保健人間工学会第23
回大会
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8「看護学生の生活の送り方
と健康状態およびストレス状
況の関連」

共著 2019年10月 看護大学3年生74名に対し、ストレスに対処する
力を向上する要因のひとつには、規則正しい生活
習慣があることを、先行研究を引用し説明した。
その後、自分の心身の状況を知る目的で、一週間
の健康観察カードの記録と、生活の送り方と心身
の健康状態のアセスメントを依頼した。その記述
結果から5名の研究者により、学生の「気づき」
に着目し、内容分析を行った。その結果、スマー
トフォン使用時間の長さが睡眠時間を圧迫してい
ることが認識できていないことが明らかになっ
た。また朝食を摂取した日は、体調の良さや温か
く感じるといった感覚を新鮮に感じていたことか
ら、朝食摂取と体調との関連が認識できていない
ことが明らかになった。記録することと、自分の
生活や心身の健康状態に着目したことで、心身の
変化を認識することができたことが明らかになっ
た。p.121
新谷奈苗、佐藤郁代、永岡裕康、丸上輝剛

9「健康的な生活習慣による
ストレス対処能力の向上への
取り組み～大学生の生活習慣
に焦点を当てて～」

共著 2019年10月 大学生のストレスならびにストレス対処能力と生
活習慣および生活の質の関連を明らかにすること
を目的とし、領域実習に臨む前の看護大学3年生
74名を対象として調査を行った。ストレス値は
「朝食」「外出と休養」「身体機能」と弱い負の
相関がみられた。SOCは「手軽な運動」「歩く」
と弱い正の相関が、「活力」と強い正の相関がみ
られた。SOC下位尺度の把握可能感は「心の健
康」と弱い正の相関が、「活力」と弱い負の相関
がみられた。有意味感は「活力」「社会生活機
能」「手軽な運動」「歩く」と強い正の相関が、
「全体的健康観」「日常役割機能（精神）」「ス
トレスためない」と弱い正の相関がみられた。
SOCの高い群は低い群に比較し「活力」が有意に
高かった。p.112
佐藤郁代、新谷奈苗

10「大学生のストレス対処能
力と生活習慣ーストレス対処
能力を向上させるための生活
習慣教育ー」

共著 2019年10月 日常生活体験が不足した看護学生に清拭を教授す
るにあたり、本校では夏の体験学習をはじめ、分
習法を用いていた。その効果について実験研究を
行った。その結果、「タオルの絞り方・巻き方」
「湯の温度管理」「各部位の拭き方」など、分け
て教授したほうがその後のテストの結果も有意に
高いことがわかった。p.25-27
佐藤郁代、新谷奈苗、守本とも子

11「働き方改革状況の内部評価に関係する個人要因」共著 2019年10月 労働者の性格や行動特性が、働き方改革に対する
評価にどのように関係するかを明確にするため
に、「働き方改革進展」「勤務制度充実」「福利
厚生充実」「福利厚生使いやすさ」それぞれを目
的変数とし、SOC、性格特性、対処行動特性を説
明変数とした重回帰分析を行った。その結果、
SOCと計画的対処が働き方改革進展の評価を促進
することが明らかになった。計画的対処は勤務制
度充実、福利厚生使いやすさの説明変数にも選択
されており、潜在的特権意識は、勤務制度充実、
福利厚生充実、福利厚生使いやすさの全てにおい
て、抑制的に作用していた。これらのことから、
働き方改革の進展状況を従業員に内部評価させる
場合は、SOC、計画的対処、潜在的特権意識の高
低により評価結果が異なるか否かを、分散分析等
によって確認することが有効であると示唆され
た。p.22-23
永岡裕康、新谷奈苗、新谷昌也、丸上輝剛、佐藤
郁代

産業保健人間工学会第24
回大会

日本産業看護学会第8回
学術集会

日本産業看護学会第8回
学術集会

産業保健人間工学会第24
回大会
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年月日

2014年4月～
現在

2) 母性看護学演習

2014年4月～
　現在

・助産学
1）助産診断技術学

2015年4月～
　現在

2015年4月～
　現在

2015年2月

2017年4月

2018年5月

母子メンタルヘルス、脳神経メカニズ、グローバルヘルス

１　教育方法の実践例

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

・母性看護学
1) 母性看護学Ⅰ概論

母性看護学Ⅱ各論
母性看護学Ⅲ（看護技術）
母性看護学Ⅳ（看護過程）

グループワークや討論を取り入れ、学生同士の意見交換
が効果的となるような配慮を実施した。母性看護学概論
では、生きることの意味を考え、命と向き合っていく専
門職であることを考える機会を作る工夫をおこなってい
る。授業の最後には振り返りを行い、各自の目標達成、
課題を明確にしていく取り組みをしている。

講義で学んだ内容を技術演習を通して、行動実践できる
ようにした。さらに実習へとつなげていけるような工夫
をしている。自主的に自己学習できるような教材を作成
している。

教 育 研 究 業 績 書

令和3年3月31日

     氏名　　 高田勝子

2)母性看護学実習指導要綱作成 2）効果的な実習が出来るように、従来の指導要綱の全
体見直しと記録の変更を実施。

看護学・医学

事項 概 要

２　作成した教科書，教材

少人数グループワークを授業の中に取り組み、他者と学
習することで1つの実践を生み出せるプロセスを取り入
れている。また、知識を活用・応用できるように具体的
な事例を取り上げ、分析し、実践できるような設定の工
夫をしている。

シナリオを作成し、提示し、学生はそのなかから課題を
見つけ、実践することをおこなっている。また、学生が
調べたことをプレゼンテーションし、自らの学習成果を
他の学生と共有し、新たな学習課題を見つけ出すという
展開を取り入れている。

2）助産診断技術学演習

1)分娩介助技術手順法 1)分娩直接介助と分娩間接介助の手順本を作成。

3）新生児沐浴と新生児フジィカルアセスメントの
チェックリスト作成

3）演習、自己学習で活用でき、実践できるレベルにな
るように手順書を作成した。
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2016年12月

2017年・2020年
2017年10月

年月日

1998年

2003年

2010年

2007年
2008年
2008年
2015年

アドバンス助産師 CLoCMiPレベルⅢ認証

１　資格，免許

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

４　実務の経験を有する者についての特記事項

多言語プレゼンテーション国際コンテスト出場
国際シンポジウムのシンポジストとして招聘

入賞
早稲田大学大学院

看護師免許

介護支援専門員

助産師免許

ベビーマッサージインストラクター資格
ヘッドスパ・エステインストラクター資格
リフレクソロジーインストラクター資格
新生児蘇生法Jインストラクター資格

概 要

３　教育上の能力に関する大学等の評価

事項

４　その他

保健医療学部看護学科
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

運動は脳を介して食意欲・行
動にどう影響を与えるか

共著 2016年

担当部分：「運動が食欲に与える影響
食・動・脳関連」
共著者：高田勝子、吉川貴仁

未来のノーベル賞はここにあ
る！イチオシ研究発掘メディ
ア

共著 2018年

担当部分：「食べる意欲や我慢は無意識
に働く脳活動と関係するか」
共著者：高田勝子、吉川貴仁

（学術論文）

助産師を志す看護専攻３年生
の進学意識と教員の関わり

単著 2015年

助産師を志す学生の進学動機からの進学
意識の詳細とモチベーションの高さ、そ
れに関わる教員の関わりについての質的
研究。

死産ケア教育のとりくみ 共著 2016年

死産ケア教育は学生にとって誕生と死の
両方の命をケアしていくことの大切さに
気付き、看護対象へのより細やかな配慮
と判断、柔軟な対応が求められることを
新たに認識した
共著者：高田勝子、吉川貴仁

The brain science of
exercise-eating linkage
for improvements of modern
human health. 共著 2017年

単回運動や継続的運動習慣が、食
意欲・食行動を制御する脳神経の
仕組みにどのように働きかけるの
かを解説した。
共著者：吉川貴仁、上田真也、
石井聡、高田勝子

Neural activity induced by
visual food stimuli
presented out of
awareness:a preliminary
magnetoencephalography
study

共著 2018年

食刺激による神経活動に関連する
無意識下の脳活動の役割を、脳磁
図を使用して解明した。
共著者：高田勝子、吉川貴仁、
石井聡、松尾貴司、中村千華

Relationship between
Stress Response and Stress
Tolerance Characteristics
for Midwife Students

単著 2019年

唾液コルチゾールとハーディネスとの関
係を調べ助産師学生のストレス反応とス
トレス耐性特性との関係について調査分
析し考察した。

Neural effects of hand-
grip-activity induced
fatigue sensation on
appetite:a
magnetoencephalography
study

共著 2019年

急性の運動負荷による疲労感が食欲に与
える影響に関して脳活動の役割を、脳磁
図を使用して解明した。
共著者：松尾貴司、石井聡、 高
田勝子、中村千華、吉川貴仁

Neural effects of acute
stress on appetite:a
magnetoencephalography
study

共著 2020年

将来の出来事を予期することによって生
じる心理的ストレスが食欲に与える影響
に関する脳活動の役割を、脳磁図を使用
して解明した。
共著者：中村千華、松尾貴司、石井聡高
田勝子、吉川貴仁

 (その他)

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

日本未病システム学会雑誌
Vol.22 No3

白鳳短期大学研究紀要第11号
P169-178

白鳳短期大学研究紀要
第10号　P49-58

Journal of Physical Fitness
and Sports Medicine.
2017;6(5):295-300.

Scientific Reports,Article
number:3119

Academist Journal

Scientific Reports,Article
number:9:11044

PLoS ONE 15(1):e0228039.

奈良学園大学紀要第10集p63-73

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

7

保健医療学部看護学科

776



 

 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名  田場 真理 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

臨床看護学(透析看護） 

看護教育（AL，GW） 

  血液透析  終末期  抑うつ  意思決定 

アクティブラーニング  グループワーク オンライン 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事

項

1) 認定・日本重症心身障害看護師研修会

看護研究アシスタント講師

H29 年 7 月 

～ 

H30 年 9 月 

近畿地区日本重症心身障害心身障害福祉協会の依

頼により認定研修の看護研究アシスタント講師と

して研究指導を行った 

2）西奈良中央病院研究指導講師

R2 年 4 月 

  ～ 

R3 年 3 月 

依頼により、西奈良中央病院院内看護研究の指導

を行った。 

５ その他 

1) 「基礎看護技術Ⅱ・Ⅲ」教育実績

H25 年 4 月

～ 

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、基

礎看護技術Ⅱ（栄養、排泄、活動・休息、創傷、

BLS・ALS、エンゼルケア等）についての講義・演

習を担当した。講義ではグループワーク、ロール

プレイングを取り入れ、学生が主体的に学べる機

会を作る一方で、定期的に小テストも行い、学生

自ら基礎知識の確認ができるよう工夫した。演習

では、DVD の視聴や教員自らデモンストレーション

を行いながらも、日常生活援助技術に関しては、

学生のこれまでの生活体験を活かしよりよい援助

の方法を考え実施できるよう工夫した。 

2) 「小児看護学援助論」教育実績

H26 年 4 月

～ 

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、小

児看護学援助論についての講義（全 15 コマ 30 時

間）・演習（全 7 コマ 14 時間）を担当した。講義・

演習では、グループワークやロールプレイングを

とりいれた。その際、子どもの発達段階の理解と

ともに、子どもの最善の利益を守る事の重要性を

伝えつつ、子どもと家族に必要な看護について学

生自ら考えられるよう指導を行った。 

3) 「基礎・成人・老年・小児看護学実習」教

育実績

H25 年 4 月

～ 

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院看護専任教員として、基

礎・成人・老年・小児実習指導を行った。実習前

には事前学習を課し実習での学びの準備を整え

た。臨地では指導者と協力しながら、学生がより

多くの気付き（学び）ができるよう関わった。 
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4）「統合看護学実習」教育実績 
H25 年 4 月  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、統

合看護学実習指導を行った。実習前には事前学習

を課し実習での学びの準備を整えた。統合実習で

は領域実習では体験できない管理実習や夜勤帯で

の実習も取り入れより深い学びが得られるようか

かわった。 

 

5） 看護研究指導 

H25 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、看

護研究（ケーススタディ）指導にあたった。実習

中の自身の看護をふりかえり 

 
6) 「小児看護学概論・小児看護学援助論」教

育実践 

H28 年 4 月

～  

H29 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、講義・演習の補助的

指導を行った。  

 

7）「小児看護学実習」教育実績  

H28 年 4 月

～  

H29 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、小児看護学実習指導

を行った。 

 

8) 「基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」教育実績 

H29 年 4 月

～  

H30 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、主に看護技術演習の

指導を行った。  

 

9）「基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ」教育実績 
H29 年 4 月 

H31 年 3 月 

奈良学園大学にて基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ実習指導

を行った。 

 

10）「ヘルスアセスメント」教育実績 

H30 年 4 月

～  

H31 年 3 月 

奈良学園大学にてヘルスアセスメント全15コマの

うち呼吸循・環機のアセスメント 4 コマを担当し

た。 

 

11）「基礎演習Ⅰラーニングスキルズ」 

  教育実績 

H30 年 4 月

～  

R2 年 3 月 

奈良学園大学にて、1 年次生配当の基礎演習Ⅰラー

ニングスキルズ、全 15 コマのうちのうち、11 コマ

を担当した。（4 回は統合実習のため交代） 

 

12）「成人看護学援助論Ⅱ」教育実績 

H30 年 4 月

～  

R3 年 3 月 

奈良学園大学にて、成人看護学援助論Ⅱ、全 15 コ

マのうち 7 コマを担当した。 

 

13）「成人看護学援助論Ⅱ」教育実績 

R2 年 4 月 

  ～ 

R3 年 3 月 

奈良学園大学にて、成人看護学援助論Ⅱ、全 30 コ

マのうち 15 コマを担当した。 

 

14）「卒業研究」教育実績 

H30 年 6 月

～  

R3 年 3 月 

奈良学園大学にて卒業研究Ⅱの研究指導を行っ

た。 

 

15）「成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ」教育業績 

H30 年 4 月

～  

R3 年 3 月 

奈良学園大学にて、成人看護学実習（Ⅰ・Ⅱ）指

導を行った。 

 

16）「統合看護学実習（成人）」教育実績 

H30 年 4 月

～  

R3 年 3 月 

奈良学園大学にて、統合看護学実習指導を行った。 

 

17）「基礎看護学実習Ⅱ」教育実績 

H30 年 5 月

～  

H31 年 3 月 

奈良学園大学にて、基礎看護学実習指導を行った。 

 職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

 事項 年月日 概         要 

 １ 資格，免許   

 看護師免許（第 1396705 号）   H19 年 4 月  
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修士（学術） H29 年 3 月 

放送大学文化科学研究科生活健康プログラム 

修士論文名：透析患者の抑うつにソーシャルサポ

ートが与える影響と支援の在り方―医師、看護師、

ピアサポートに関する考察― 

 ２ 特許等   

    

    

 ３ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

 

1)  国家試験対策 WG メンバーとしての活動 

H27 年 4 月 

 ～ 

H29 年 3 月 

奈良学園大学保健医療学部国試対策WGメンバーと

して確認試験の問題作成、模試の試験監督などを

行った 

 

2) FD 委員としての活動 

H28 年 4 月 

 ～ 

H30 年 3 月 

H31 年 4 月 

 ～ 

R2 年 3 月 

奈良学園大学保健医療学部 FD 委員として、定期的

な研修の企画運営などを行った 

 

3) 学生生活 WG メンバーとしての活動 

H30年 4月 

～H31年 3月 

R2年 4月 

～R3年 3月 

学生生活部会メンバー（3 年次生担任）として保護

者懇談会、卒業式、新入生宿泊研修などに関する

活動を行った。 

R2 年度はホームカミングデーをタスクフォースグ

ループとして中心的になり実施した。 

 

4）キャリア委員としての活動 

H29 年 4 月 

 ～ 

H31 年 3 月 

キャリア委員として、就職説明会、就職ガイダン

ス、卒業生に対するウェルカムデーなどの企画運

営をおこなった。 

 

5）学内広報委員としての活動 

H31 年 4 月 

  ～ 

R2 年 3 月 

広報委員として、パンフレット作製、オープンキ

ャンパスの企画運営を行った 

 

6）実習 WG メンバーとしての活動 

R2 年 7 月 

  ～ 

R3 年 3 月 

実習WGのメンバーとして大学全体として実習に関

する調整・管理を行った。 

 ４ その他   

  

 
  

 
 

   

 
   

 研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
 単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）      

1  2018 年看護師国家試験 

対策 要点がわかる 

出題傾向がみえる小

児看護学 

 

共著 H29 年 11 月 ピラールプレス  

看護師国家試験科目の「小児看護学」に

ついて、過去問を読み解くための要点を

まとめた。 

共著者：守本とも子（監修）、芝田ゆか

り、田場真理、瀬山由美子（編著） 

本人担当部分：目標Ⅰ「子どもと家族を

取り巻く環境」「子どもの成長・発達」

「小児各期における健康増進のための

子どもと家族への看護」の部分の執筆を

担当した。 
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2  2018 年看護師国家試験

対策 要点がわかる 

出題傾向がみえる成人

看護学（下） 

 

共著 H29 年 11 月 ピラールプレス  

看護師国家試験科目の「成人看護学」に

ついて、過去問を読み解くための要点を

まとめた。 

共著者：守本とも子（監修）、松浦純平

（編著）、大山末美、梶村郁子、田場真

理（著） 

本人担当部分：「内部環境調節機能障害

のある患者の看護」「排尿機能障害のあ

る患者の看護」の部分の執筆を担当し

た。 

3 看護師国家試験 直前 

社会福祉学領域ファイ

ナルチェック 

 

共著 R3 年 3 月 金芳堂 

看護師国家試験の出題範囲・出題傾向を

基準とし、社会福祉学に関連する法律的

な解決や理論、あるいは看護実践との関

わりについてまとめた。 

共著者：守本とも子、富永堯史（編著）、

星野政明（監修）、田場真理（著） 

本人担当部分：第 6 章 所得保障（公的

年金・社会手当・雇用保険・労働者災害

補償保険） 

 

 

    

（学術論文）      

1  認知症高齢者を介護す

る娘介護者の体験ー介

護生活の中で体験する

困難と、介護生活の支

えとなるものー 

 

共著 H28 年 9 月 
奈良学園大学紀要 5： 

67-79,2016.  

認知症高齢者である親の介護経験を有

する娘介護者を対象に、介護の中で体験

する困難と介護生活の支えとなってい

るものについて半構成的面接を行った。

その結果、娘介護者が体験する困難とし

て《親の現状を受け止める難しさ》など

７つのカテゴリーが、介護生活を続ける

中で支えになるものとして《変わってゆ

く親を共有できる存在》など４つのカテ

ゴリーが見いだされた。                  

共著者：上山智恵子、田場真理、守本と

も子  

本人担当部分：半構成的面接によるデー

タ収集および、コーディング、カテゴリ

ー化を行った。 

2 外来透析患者の服薬コ

ンプライアンス不良に

至る因子の検討 （査読

付）  

" 

 

単著 H29 年 3 月 

日本医療福祉情報行

動学研究 4:25-30, 

2017.  

外来透析患者の服薬コンプライアンス

不良に至る因子について、薬物に関する

知識や理解度のほか、視力障害や指先の

動きなど身体的側面の影響、ストレスな

ど心理・精神的側面の影響、そして薬物

管理に関する家族のサポート状況など

社会的側面の影響など軽 11 項目につい

て検討した。その結果、服薬コンプライ

アンス不良に至る因子としては、患者の

服薬に対する意識の低さが最も影響す

ることが明らかとなった。 
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3  透析患者の抑うつにソ

ーシャルサポートが与

える影響と支援の在り

方―医師、看護師、ピ

アサポートに関する考

察―（修士論文） 

 

単著 H29 年 3 月 放送大学修士論文 

透析患者の抑うつに対する効果的な援

助について示唆を得るため、ソーシャル

サポートとしての医師・看護師・（患者

仲間）ピアの援助について検討した。そ

の結果、透析患者の抑うつを軽減させる

ために効果がある援助とは、身体症状を

改善させるための看護師からの保健情

報の提供であることが明らかとなった。 

4  看護師のサポートが透

析患者の抑うつに与え

る影響（査読付） 

 

共著 H30 年 8 月 
日本腎不全学会誌 20

（2）,74-84,2018. 

看護師のサポートが透析患者の抑うつ

に与える影響について明らかにし、透析

患者の抑うつに効果的な看護師のサポ

ートについて検討した。結果は、透析患

者が抑うつになる最大の原因は身体症

状の悪さであり、それを自己管理により

軽減させるための看護師の保健情報提

供的サポートが、身体症状を改善させる

ことで精神面である抑うつを軽減する

効果があることが示唆された。 

共著者：田場真理、井出訓        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 

5 Support for Decision 

-making Regarding 

Continuing or Sus- 

pending Terminal- 

Stage Dialysis.  
（査読付） 

 

共著

  
H31 年 3 月 

Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare, 6,13-19, 

2019. 

透析患者の終末期透析の意思決定支援

について示唆を得るため終末期透析に

対する透析患者の思いを質的量的に分

析した。量的データからは、透析患者の

多くは自らの死について考えたり、医療

者や家族と話合いをしていないことが

明らかとなった。また質的データから

は、透析患者には生への希望がある一方

で家族への遠慮により延命への諦めが

あることが明らかとなった。しかしなが

ら、尊厳死への願いは共通しており、最

期まで自分がどのように生きたいかを

医療者・家族としっかり話合いの場を持

てるよう調整することが重要であるこ

とが示唆された。 

共著者：田場真理、守本とも子        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 
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6 認知症⾼齢者と家族の

生活支援への検討 ―

認知症高齢者の気にな

る行動の分析より― 

  （査読付）  

 

 

共著 H31 年 3 月 

医療福祉情報行動科

学研究,6,55-63, 

2019. 

認知症高齢者家族の支援を検討するた

め、認知症高齢者の気になる行動を中心

に、認知症高齢者と家族の抱える問題を

インタビューより明らかにし、KJ 法に

より分類した。その結果、認知症高齢者

と家族の抱える問題は「もの忘れ」「怒

りっぽい」「排泄の問題」など 8 つの問

題に分類された。これらの問題はいずれ

も生活問題としてそれなりに重要では

あるが、なかでも「弄弁」は家族が抱え

る最も困難な事象であることが明らか

となった。また、これらの問題はいずれ

も認知症という疾患に起因するもので

あることから、介護者の精神的負担を軽

減するためには、認知症という疾患の理

解を促すことが重要であることが示唆

された。 

共著者：守本とも子、田場真理、川口ち

づる、新谷奈苗、永岡裕康 

本人担当部分：実施・分析・一部論文作

成を行った 

7 透析患者の抑うつにピ

アサポートが与える影

響（査読付） 

 

共著

  
令和 2年 3月 

医療福祉情報行動科

学研究 vol.7 

pp44-53, 2020.  

透析患者の抑うつにピアサポートが与

える影響について明らかにし、効果的な

ピアサポートの活用のための示唆を得

ることを目的とした。2 変量解析・多変

量解析の結果、透析患者の抑うつにピア

サポートが影響を与えることは示され

なかった。理由は透析患者が抑うつとな

る最大の要因が患者自身の自覚する身

体症状であるためであることが示され

分析から示され、透析患者の抑うつに対

してピアサポートを効果的に活用しよ

うとするならば，まずは患者の身体症状

を改善することが医療者の役割として

重要であることが示唆された。 

共著者：田場真理、守本とも子 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 

8 “Support of doctor” 

influence on 

hemodialysis 

patients’ 

depression: 

Cooperation with 

doctors from a 

nursing perspective. 

（透析患者の抑うつに医

師のサポートが与える

影響－看護の立場から

医師との連携を考える

－）（査読付） 

 

共著 令和 2年 3月 

Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare: vol.7 

pp17-24, 2020.  

透析患者の抑うつ改善のための効果的

な医師との連携の在り方を看護の立場

から検討するため、医師のサポートにつ

いて調査・分析した.結果, 透析患者の

抑うつに直接的に影響を与えているも

のは患者自身の自覚する身体症状であ

り、医師のサポートは間接的に影響を与

えるものであることが明らかとなった。

このことからは医師の治療による身体

症状の改善が行われれば,抑うつ状態も

軽快へと向かう可能性があることが示

唆された。看護師は身体症状に対する治

療効果を高めるために医師と連携する

ことが、抑うつ改善のための効果的な医

師との連携であろうことが示唆された。 

共著者：田場真理、守本とも子  

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 
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9 透析患者の抑うつに対

する看護の実態（査読

付） 

 

共著 令和 2年 3月 

医療福祉情報行動科

学研究 vol.7 

pp55-62, 2020.  

透析患者の抑うつに対する看護の実態

として，抑うつ症状等の観察の頻度およ

び情報提供の状況を明らかにし，課題に

ついて検討することを目的とした．その

結果，対象者は経験豊富な看護師が多く

含まれる集団であったといえるが，抑う

つ症状の観察を常日頃行っている看護

師は 3 割程度、情報提供を行っている看

護師は 1 割にも満たないことが明らか

となった．また分析の結果、看護師経験

年数，透析看護経験年数が長い人であっ

ても，抑うつ症状等の観察ができている

わけではないことも明らかとなった． 

共著者：田場真理、石垣恭子        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・投稿を行った 

10  A Discussion of 

Social Support for 

Dementia Elderly 

People and Family 

Carers（認知症高齢者

と家族介護者における

ソーシャルサポートの

考察）（査読付） 

 

共著 令和 3年 3月 

Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare: vol.8 pp, 

2021.  

認知症高齢者と家族介護者の生活とソ

ーシャルサポートの実態について明ら

かにし、在宅での介護継続、QOL 向上に

必要な支援について検討した。その結

果、医療・福祉が提供するソーシャルサ

ポートの中で、在宅介護に関する相談や

支援など手段的サポートや、介護につい

ての情報提供といった情報的サポート

に課題があることが明らかとなった。 

共著者：守本とも子、田場真理、新谷奈

苗、辻下守弘 

本人担当部分：実施・分析・一部論文作

成を行った 

11  An Analysis of 

Related Factors of 

Subjective Health and 

Life Satisfaction 

among Caregivers of 

Dementia Elderly 

People（認知症高齢者

の介護者における主観

的健康感、生活満足度

の関連要因の分析）（査

読付） 

 

共著 令和 3年 3月 

Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare: vol.8 pp, 

2021.  

認知症高齢者の介護者の QOL と主観的

健康感、生活満足度との関連を明らかに

し、必要な支援について検討した。その

結果、主観的健康感と生活満足度の間に

高い相関が認められ、介護者の主観的健

康感を高めることが生活満足度を高め

ることになることが示唆された。また、

生活満足度は家計とも高い相関が認め

られ、福祉サービスの利用増加に伴い、

介護者の経済的な負担も考慮しケース

に応じた適切な社会資源の活用を生か

した支援策を講じる必要が考えられた。 

共著者：守本とも子、田場真理、新谷奈

苗、辻下守弘 

本人担当部分：実施・分析・一部論文作

成を行った 
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国際学会発表      

1  Analysis and problem 

of research on 

dialysis nursing at 

disaster time in the 

world（世界における災

害時における透析看護

に関する研究の分析と

課題） 

 

共著 令和 2年 2月 

The 6th 

International 

Research Conference 

of World Academy of 

Nursing Science（6th 

WANS) 

文献検討により世界における災害時に

おける透析看護に関する研究の分析と

課題を明らかにすることを目的とした。

テキストマイニングによる分析の結果、

災害時の透析患者の健康を優先的に考

え、素早い対応ができるプログラムの開

発と医療職種チームが連携することが

重要であること、病院の医療職チームが

実際に行動（アクション）を起こすこと、

透析患者の健康を優先的に考えること

が重要であることが示された。今後の課

題は、地域により地震やハリケーンなど

多様な災害があるため、今後も多種多様

な研究の増加が望まれる。 

共同発表者：松浦純平、田場真理、小林

由里、溝口みちる、守本とも子 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 

2  A systematic review 

of research on 

postoperative 

delirium onset 

prevention from the 

viewpoint of 

circadian rhythm in 

the world（世界におけ

るサーカディアンリズ

ムの観点からみた術後

せん妄発症予防に関す

る研究のシステマティ

ックレビュー） 

 

共著 令和 2年 2月 

The 6th 

International 

Research Conference 

of World Academy of 

Nursing Science（6th 

WANS) 

文献検討により、世界における先行研究

からサーカディアンリズムとせん妄発

症の関連性からせん妄発症予防につい

て分析することを目的とした。4 編の論

文を精読し，サーカディアンリズムとせ

ん妄発症の関連性についてテキストマ

イニングにより分析した結果、4 編の論

文中 3 編の論文から明らかになったこ

とは，メラトニン産生がサーカディアン

リズムを調節し、術後せん妄発症を予防

する可能性が示された。今後は無作為ラ

ンダム試験による研究が進むことが期

待される。 

共同発表者：松浦純平、小林由里、田場

真理、溝口みちる、守本とも子 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 

3 Analysis of nursing 

research on CPR in 

gender: a 10-year 

study in the world  

（世界におけるジェン

ダーの視点からの CPR

実施時に関する看護研

究の分析） 

 

共著 令和 2年 2月 

The 6th 

International 

Research Conference 

of World Academy of 

Nursing Science（6th 

WANS) 

文献検討により、世界における CPR 実施

時の性に関する研究の分析と課題をテ

キストマイニングにより明らかにする

ことを目的とした。階層的クラスターの

結果から学生の CPR 教育の中で性差に

囚われずに確実な CPR の実施、振り返

り、実施後のデブリーフィングが重要で

あることが明らかになった。男子女子学

生という枠組みに入れ込まずに CPR 教

育時における確実な CPR の手技とデブ

リーフィングが必要であることが示唆

された。地域、国別の独自の文化的、宗

教的背景があるため、性差による CPR 実

施時の影響について取り組んだ研究は

少数であった。性差に囚われずに確実な

手技の習得につながる教育の必要性に

ついては共通していた。 

共同発表者：松浦純平、溝口みちる、小

林由里、田場真理、守本とも子 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 
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4 Factors Related to 

the Perception of 

Nursing Students for 

Group Work in Online 

Classes(オンライン上

グループワークにおけ

る看護学生の認知に影

響を及ぼす要因)（国際

学会発表） 

 

共著 令和 2年 11月 

11th Biennial 

Conference of the 

Asia-Pacific 

Association for 

Medical Informatics 

(APAMI2020) 

オンライン上で実施するグループワー

クにおける看護学生の認知に影響を及

ぼす要因について明らかにし、効果的な

オンライン上グループワークを行うた

めの示唆を得ることを目的とした。分析

の結果、オンライン上グループワークに

おいて看護学生がグループワークの良

さを認知するためには、学生自身がグル

ープワークにやりがいを感じているこ

と、グループ内の心理的安全性が確保さ

れていること、自室など集中できる場所

で授業に参加できること、ストレスマネ

ジメントスキルがあることが影響を及

ぼす要因であることが示された。一方、

グループワークへの貢献を認知するた

めには、心理的安全性が確保されていな

い状況において学生がスキルを発揮す

ること、自室など集中できる場所で授業

に参加できることが影響を及ぼす要因

であることが示された。これらを考慮し

た授業設計が重要となることが示唆さ

れた。 

発表者：田場真理、石垣恭子       

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

 

 

    

（国内学会発表）      

1.  透析室における患者

満足度調査―患者の

声から現状の問題点

と課題について考え

る―  

 

 

 H24 年 2 月 

奈良県医師会透析部

会（奈良県医師会透析

部会誌 18:1,92.）  

外来透析患者に対し、既存の透析患者用

満足度尺度を用いて看護師に対する満

足度を測定した。その結果、態度に関す

る満足度は高かったが、患者自身が疼痛

を伴う穿刺技術に関する満足度は低い

ものであることが明らかとなった。共同

発表者：田場真理、米澤麻理、森村美保       

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

2. 透析患者の抑うつに対

する看護の実態 

 

共著 H31 年 3 月 

日本看護研究学会 

第 32 回近畿・北陸地

方会学術集会（於 福

井） 

透析室で勤務する看護師が、日常的に患

者の抑うつ症状についてどの程度観察

を行っているか、その実態について明ら

かにした。結果は、経験豊富な看護師で

さえも、ほとんど観察できていないこと

が明らかとなった。 

発表者：田場真理、石垣恭子       

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 
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3．看護師の看護管理のコ

ンピテンシーに関する

研究の特徴ーテキスト

マイニングによる分析

からー 

 

 

共著 令和 2年 3月 

日本看護研究学会 

第 33 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

看護師の看護管理のコンピテンシーに

関する研究の特徴を明らかにすること

を目的に KHCoder にて先行研究の文章

解析を行った。その結果、看護師の看護

管理のコンピテンシーに関する研究は

人材育成、能力評価、支援・指導体制、

キャリア開発、隣地実践能力などの特徴

があった。今後、病院や地域での看護師

の臨床実践能力が求められていること

が示唆された。 

共同発表者：上野栄一、松浦純平、溝口

みちる、田場真理、杉島優子 

本人担当分：文献収集、分析を行った 

4. 看護における AI（人工

知能）に関する研究の

現状と展望ーテキスト

マイニングを用いた分

析ー 

 

共著 令和 2年 3月 

日本看護研究学会 

第 33 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

看護における AI に関する研究の現状と

展望を明らかにする目的で対象文献を

KHCoder を用いて分析した。結果、看護

分野における AI 活用の現状は、介護支

援ロボットスーツ HAL や手術支援ロボ

ット da Vinci などロボットに関する研

究とその効果について研究が多いこと

が明らかとなった。今後は患者の心に寄

り添い、AI が導き出した以上の看護実

践に取り組み効果を検証していく必要

性が考えられた。 

共同発表者：松浦純平、溝口みちる、田

場真理、上野栄一 

本人担当分：文献収集、分析を行った。 

5．テキストマイニングを

用いた看護系大学生が

考える CPR 実施上の困

難感（第 1 報） 

 

共著 令和 2年 12月 
第 40 回日本看護科学

学会学術集会 

看護系大学生が考える一次救命処置実

施上の困難感を明らかにし教育に示唆

を得ることを目的とした。CPR で大事な

ことは、確実な手技のもと胸骨圧迫の継

続である。結果より実施阻害要因の 1 つ

として不安が明らかになった。不安の内

容は確実な胸骨圧迫の実施ができるか

と周囲の目がある中で CPRの2つの不安

が明らかになった。CPR 教育では論理を

理解した上で反復行動にて達成経験を

得ること、他者からの承認を与えるこ

と、様々な状況を想定して想像的体験に

て自己効力感を高め、自分もできるとい

う自信を持たせることを意識した教育

が必要と考えられた。 

共同発表者：松浦純平、田場真理、溝口

みちる、守本とも子、上野栄一 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 
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6. テキストマイニングに

よる看護系大学生が考

える CPR 実施を阻害す

る理由（第 2 報）－要

因の具体的内容－ 

 

共著 令和 2年 12月 
第 40 回日本看護科学

学会学術集会 

看護系大学生が考える CPR 実施を阻害

要因の具体的内容を明らかにし、教育へ

の示唆を得ることを目的とした。CPR 実

施を阻害する要因としては、人工呼吸実

施への抵抗が強いことが明らかになっ

た。CPR では無理して人工呼吸を実施す

るよりも確実な胸骨圧迫の継続が重要

である。正しく優先順位を理解した上で

の確実な CPR は救命率上昇につながる。

女性への AED 電極パッド貼付に対して

プライバシーや羞恥心を感じることも

阻害要因として明らかになった。対策と

しては、衣服の完全脱衣ではなく衣服の

下からのパッド貼付などを普段から想

定した教育・演習の必要性が示唆され

た。 

共同発表者：田場真理、松浦純平、溝口

みちる、守本とも子、上野栄一 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

7．オンライン上グループ

ワーク型授業における

看護学生の態度に影響

を及ぼす要因 

 

共著 令和 3年 3月 

日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

オンライン上グループワーク型授業に

おける看護学生の態度に影響を及ぼす

要因について明らかにすることを目的

とした。グループワークにおける態度と

して、スキルには、①心理的安全性（β

＝0.46）、②事前学習（β＝0.25）が（R2

＝0.30）、やりがいには、①心理的安全

性（β＝0.41）、②事前学習（β＝0.26）

が影響を及ぼしていることが示された

（R2＝0.25）。今回仮定した因子の中で

リーダーシップに有意に影響を及ぼす

ものはなかった。 

共同発表者：田場真理、松浦純平、溝口

みちる 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

8．看護過程におけるアセ

スメントに関する研究 

 

共著 令和 3年 3月 

日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

看護過程におけるアセスメント能力に

関する研究の特徴をテキストマイニン

グによる解析で明らかにした。共起分析

の結果、看護とアセスメントと能力、今

後と課題等がグループを形成した。対応

分析の結果、[学生と実習と指導]、[支

援と活動]、などの特徴が示された。ア

セスメントのコロケーション解析では、

【アセスメント能力】【アセスメントシ

ートの活用】【アセスメント能力の概念】

【アセスメントの方法】【症状別アセス

メント】【焦点を当てたアセスメント】

【EBM に基づいたアセスメント】の 7 カ

テゴリーが生成された。 

共同発表者：上野栄一、松浦純平、田場

真理、溝口みちる、守本とも子 

本人担当部分：文献収集、分析を行った  
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9．A 看護系大学生の CPR

（心肺蘇生法）教育に

関する意識調査 

 

共著 令和 3年 3月 

日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

看護系大学生の CPR 教育に関する意識

の実態を Tukye 法による多重比較によ

り明らかにした。BLS 実施の自信につい

て学年比較した結果、1 年と 3 年、1 年

と 4年の 2群間について有意差（p<.005）

がみられた。BLS 実施時の困難感は「胸

骨圧迫」、「人工呼吸」、「呼吸の確認」

の順番であった。死戦期呼吸の認知度は

42 名（82.3％）が知っていると回答し

た。認知度について、学年間で群間比較

した結果、有意差はみられなかった。学

年間で群間比較した結果、有意差はみら

れなかった。BLS 講義・演習を受講済で

あるため学生はやればできるという自

信につながっているのではないかと推

察する。今後は講義・演習での要指導強

化内容は、確実な胸骨圧迫の手技の理解

と技術修得、死戦期呼吸の見極め、プラ

イバシーへの配慮を考える教育が必要

であることが示唆された。 

共同発表者：松浦純平、田場真理、溝口

みちる、守本とも子、上野栄一 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 

10．テキストマイニングに

よる ICU における術後

せん妄に関する研究の

現状と展望 

 

共著 令和 3年 3月 

日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会抄録集 

本研究では、ICU における術後せん妄に

関する研究の現状と展望をテキストマ

イニングにより明らかにすることを目

的とした。形態素解析の結果、総抽出語

数は 1,268 語、354 種類であった。頻出

上位品詞は、せん妄（45）、術後（42）、

患者（20）、ICU（15）、検討（15）、

術前（13）、訪問（11）、要因（10）な

どであった。共起ネットワーク分類の結

果、術後せん妄発症予防的介入の効果、

看護ケアの実際、対象患者側の視点、ア

セスメントシート作成の 4 つのクラス

ターに分類された。相関関係ではアセス

メントシートと作成（0.5）、術前と訪

問（0.45）、患者と手術（0.42）間に相

関関係がみられた。階層的クラスター解

析の結果、5 つのクラスターに分類され

た。ICU における術後せん妄に関する研

究の傾向としては、術前 ICU 訪問（11

編）を中心とした発症の予防的視点から

の研究（15 編）、せん妄発症要因探索

に関する研究（12 編）、アセスメント

シート作成・効果検証（6 編）、実態調

査（4 編）、患者の思いを実際に語って

もらい聞き取るなどの患者側の視点か

らの研究（2 編）の 5 つの側面からの研

究に取り組まれていることが明らかに

なった。 

共同発表者：溝口みちる、松浦純平、田

場真理、 

本人担当部分：研究実施、・分析を行っ

た 
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（その他雑誌） 
 

    

1  終末期透析についての

意識と実態調査報告書   

 

 

共著 H28 年 3 月 

NPO 法人奈良県腎友会

発行雑誌ばんび春号. 

3-12,2016   

外来透析患者とその家族を対象に、終末

期透析についての意識と実態を調査し

た。その結果、意思決定能力のあるうち

に、自身の終末期医療について書面で提

示 しておきたいと考える患者が約半

数、そうしてもらいたいと考える家族は

半数いることがわかった。しかしなが

ら、医療者とそういった話し合いの場

は、ほとんどもたれていない現状が明ら

かとなった。        

共著者：田場真理、守本とも子        

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、投稿を行った 

（講演）      

1 奈良県腎友会女性部会

での講演 

 

 H28 年 7 月  

腎臓病患者会である NPO 法人奈良県腎

友会より依頼があり、終末期の維持透析

と事前指示書に関する講演を行った。

（於 桃谷楼）  

2 奈良県腎友会北和地域

健腎会での講演  

 

 H30 年 2 月  

NPO法人奈良県腎友会（北和地域腎友会）

より依頼があり、「豊かな人生の総仕上

げのために－自らの人生の先に思いを

馳せて語り合おう－」のテーマで新年の

つどいの講演を行った。（於 生駒市南

コミュニティセンターせせらぎ） 

3 奈良県腎友会北和地域

健腎会での講演  

 

 H31 年 2 月  

NPO法人奈良県腎友会（北和地域腎友会）

より依頼があり、「寝たきりにならない

ための日常生活で気をつけること」のテ

ーマで新年のつどいの講演を行った。

（於 生駒市福祉センター）  

      

（学会等への貢献） 
 

    

1 日本サーモロジー学会

学術集会第 33 回大会 

 

 H28 年 6 月  

奈良市（奈良学園大学）で開催された第

33 回日本サーモロジー学会学術集会の

実行委員を担った。 

2 奈良県腎不全看護研究

会世話人 

 

 

H30 年 4 月 

  ～ 

 現在 

 

日本腎不全看護学会の下部組織である

奈良県看護研究会の世話人として、研究

会の管理運営（年 2 回の研究会）を行っ

ている。 

3 日本看護研究学会学術

集会第 45 回大会 

 

 R 元年 8 月  

大阪国際会議場（グランキューブ）で開

催された第 45 回日本看護研究学会学術

集会の実行委員を担った 
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4 第 34 回近畿北陸地方

会学術集会 
R3 年 3 月 

奈良市（奈良学園大学）で開催予定の第

34 回日本看護研究学会近畿北陸地方会

学術集会の実行委員（会計）を担った。

ただし、新型コロナウィルス感染症の影

響によりオンサイト開催は中止となり、

抄録集の発行のみとなった。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3年 3月 31日 

氏名 西出 順子  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護学、臨床心理学 
自己心理学、共感、 患者ー看護師関係、相互作用、調整 

トラウマ・インフォームド・ケア

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

１）通信制教育でのレポート添削における工夫

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の講師
として担当の「精神援助論」（専門分野Ⅱ、必修 2単位）
「精神看護学演習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）におい
て、通信制システムを通して、複数の課題項目に従った
レポートが送られてくる。学生の理解力に応じたコメン
トの工夫として、理論の簡略的な解説やレポートの書き
方や考え方の筋道、具体例等、学生のレポートにワード
の校閲機能を用い、学生の記述の文脈の中でコメントを
返すように心がけた。学生からの感想として、「躓いて
いるところ等のポイントでコメントをもらい、わかりや
すかった」等の評価を得た。

２）課題・レポートの活用

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「精神看護学概論」（専門分野、１年次配当、半期、
必修１単位）「精神看護特性論」（専門分野、２年次配
当、半期、必修１単位）「精神援助論」（専門分野、３
年次配当、半期、必修２単位）において、次回の講義内
容の予習として、他の科目で習得した内容が講義内容と
関連する場合、レポートにまとめたうえで受講する形を
とっている。例えば、講義内容が「向精神病薬の副作用
に対する援助」であれば、解剖学・生理学等で既習した
錐体外路や副交感神経の作用について、有害反応の根拠
となる基本をレポートにまとめ、授業に挑むようにして
いる。「精神看護学概論」や「精神看護特性論」は、「精
神援助論」につながる基本をおさえているので、既習し
た内容が「精神援助論」の授業内容に関連する場合、既
習の知識をレポートとしてまとめた上での受講として
いる。定期試験において、レポートと関連させた内容の
ところは正答率がやや高い結果となっている。学生の意
欲の差はあるが、既習得の授業内容とリンクさせ学生に
まとめさせることによって、授業に向かう動機付け及び
順序立てた理解につながると考えられる。  

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学 保健科学部 看護学科において、1年次
配当「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配当、半期、
必修 1単位）では、予習としてポイント個所をまとめ授
業前に発表する形をとっている。3年次配当「精神看護
学援助論」（専門科目、3年次配当、半期、必修 2単位）
においては、授業後にポイントをノートにまとめ、授業
最終日に提出するようにしている。これらにより、単位
習得試験以外において、最低限、授業内容についてまと
め考える機会を設けることになっている。 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学大学院看護学研究所 CNSコースの精神
看護学特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門科
目、半期、各 2単位）において、授業テーマに応じて、
自ら検索し考察も含めて発表してもらった。臨床体験が
ある上での探索と考察は自己の思考と理解を促進させ
る機会となっている。 
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令和 2
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学 保健科学部 看護学科において、2年次配
当「精神看護学概論」（専門科目、2年次配当、クオータ
ー（7.5回）必修 1単位）「精神援助論」（専門科目、2
年次配当、半期、必修 2単位）ともに、Google Classroom
を活用し、レポート課題とノートの提出を行っている。
レポート課題については、提出内容に応じたコメントを
つけ、リアルタイムで返却を行い、学生によってはコメ
ントに対する感想や気づきをクラスルームの応答機能
を使って返信あり、双方向のやり取りを行っている。授
業ノートについては、授業毎に学生が個々に着目した内
容と考察をまとめ、途中で 1回と最終に提出し、コメン
トを返すようにしている。学生からすると追加するべき
着目ポイントがわかることになり、教員からすると、学
生の理解度や理解の仕方が把握できる。 

３）演習・実習の効果的な活用 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

神戸常盤短期大学神戸常盤大学短期大学部看護学科通
信制課程 専任講師の講師「精神看護学実習」（専門分
野Ⅱ、必修１単位）において、帰納的学習法をとってい
る。2日間の見学実習の後、3日間のスクーリング授業
を行う。見学した内容をスクーリングで援助の根拠づけ
を行い、さらに内容を深化させていく帰納的学習法を実
施している。スクーリングでは講義やグループワーク、
個別指導等の方法をとる。グループワークでは見学した
ことについて、対象理解や援助方法、治療的環境という
観点で話し合い理解を深めていく。また、学んだことを
統括するために、看護過程をイメージできる事例（発症
から入院～退院後の経過を追った事例）を選択し、精神
状態のアセスメントをしながら患者の内的体験のイメ
ージを膨らませ、精神看護の基本的な姿勢を患者の自我
を支えるという視点でおさえる。また、2日間の病院実
習ではなかなか機会が得られない退院支援については、
DVDや新聞の切抜きなどを活用し、そのつど学生に問い
かけながら理解を求める。授業終了後のアンケートで
は、レポート学習から見学したことまで、すべてがつな
がる内容だったと評価を得ている。      

 

平成 21
年 4月
～平成
27年 3
月 

兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科 非常勤講師「ヘル
スカウンセリング」（2年生 45人クラス）において、
行動の変容をはかるということとカウンセリングの関
係性についての概説。心理学の視点から人の心について
理解したうで、傾聴の基本姿勢、関係性から生じる厄介
な問題（転移・逆転移）、医療現場でのコミュニケーシ
ョンの流れについて説明する。授業開始前に臨地実習で
実際の患者とのコミュニケーション場面のプロセスレ
コードを課題とし提出、その中からいくつかの場面を抜
粋し、患者の話す言葉の意味や対応を考える。グループ
ワークで事例検討を行い、対象理解とコミュニケーショ
ン方法について考え、ロールプレイを行う。授業後の感
想で、学生の実際の実習場面でのプロセスレコードを教
材として用いるため、学生の関心が高まったという内容
が多く聞かれた。 

 

平成 23
年 4月
～平成
27年 3
月 
 

 神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科の専門科目 
「こころと歯科衛生ケアプロセス」（2年生 約 90名そ
れぞれ ABクラスに分けて行った）において、演習形式
で行った。人を理解するための理論と、様々な対象者と
関係を築くための基本的な知識を学習し、医療現場に適
したコミュニケーションを実践できる能力を身につけ
る。対象者の心を様々な角度から理解する意味について
解説。演習として、話をきく基本姿勢について学生同士、
意識をしてロールプレイをする。好ましい態度と好まし
くない態度。歯科衛生士と患者の関係性の中で生じる厄
介な問題について事例を用いて解説。人を理解するため
の心理学の理論や障害のある患者の概説。演習で歯周疾
患患者（成人）と高齢者の患者の 2事例で、対象理解と
コミュニケーション方法についてグループワークをし、
考える場を設けた。 
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平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 
 

 神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「精神援助論」（専門分野、３年次配当、半期、必修
２単位）において、IBL(inquiry-based learning)方式
のアクティブラーニングとロールプレイングを導入し
ている。IBLは、①目的に沿った事例を作成 （統合失調
症、うつ病性障害等）②事例から数行の情報が入ったパ
ートを３から４作成。パートごとに＜事実＞＜仮説＞＜
必要な情報＞＜調べる項目＞に分けて進行していく。＜
調べる項目＞では学生が次回の授業までに分担して調
べる。③②に続くグループワークでは、①で作成した事
例を学生に提示し、病院実習で用いる記録用紙に情報を
記入、治療薬について調べ、精神のアセスメント、セル
フケア項目順に沿ってのアセスメント、全体図、看護計
画を作成していく。④③で作成した看護計画をロールプ
レイングで実施する。また、ロールプレイングでは他に
「かかわりを拒絶する患者」や「幻覚のある患者」等、
病院実習でよく遭遇する場面を設定し行っている。IBL
方式の少しずつの情報提供は、病院実習での情報のとり
方を想定し、少しずつイメージを膨らませ、患者に問い
かけられるようにと言う意図も含み行っている。学生か
らは、この方式に馴染めない者もいるが、情報から、考
えを進めていく筋道がわかるとの評価ももらっている。
ロールプレイングでは、患者像のイメージを掴むのが難
しく、双方向のコミュニケーション効果までは望めない
が、「このような場面に遭遇した時はどうすればいいの
か」と意識することにはなっていると思われる。 
 

 

平成 30
年 4月
～令和
元年 3
月 
 

奈良学園大学保健医療学部看護学科において 3年次配
当、「精神看護学援助論」（専門科目、3年次配当、半期、
必修 1単位）では、ペーパーペイシェントを用い、情報
の収集の仕方、収集した情報の記録の仕方、アセスメン
ト方法と看護援助の導き方について、順次一緒に記録用
紙に書き込みながら解説し、そのうえで、別事例（ペー
パーペイシェント）で情報の収集からアセスメント、援
助の方向性までグループで検討しながら展開をはかる。
自分で思考したうえにグループで検討しあうことは、思
考過程を広げ深めていくことができると考える。 
令和 2年から「精神看護援助論」は講義形式に(専門科
目、2年時後期配当、必修 1単位)、演習は「精神看護援
助論演習」（専門科目、3年次前期配当、必修 1単位）が
3年次前期に加わった。 
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令和 2
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学 保健科学部 看護学科において、３年次
配当「精神看護援助論演習」（専門科目、3年次前期配当、
必修１単位）では、コロナ感染症対策で、事例演習を Zoom
でおこなった。グループワークはブレイクアウトルーム
を活用した。主体的に質問をするグループもあったが、
教員も順にルームを回りながら一通り助言はできた。発
表も Zoomでパワーポイントを使い看護過程の発表まで
行え、演習としては一通り看護過程の展開は行えた。 
 3 年次後期に配当の精神看護学実習（専門科目、3 年
次後期配当、必修 2単位）では、コロナ渦で実習場が次々
と閉鎖になる中、臨地での実習を優先に、その都度実習
場やスケジュールの変更と調整を行った。臨地での実習
日数は病院実習 0 日、1 日、4～5 日、6 日～8 日派に分
かれ、病院での実習が不可になり訪問看護同伴実習 3 日
に切り替えた。臨地での実習はばらつきがあるが、実習
内容を補うためリモートで CNS(精神専門看護師)や実
習病院指導者のご協力をいただいた。CNS からは事例
提供やアセスメントと看護計画に対する助言や実際の
看護実践を紹介していただき、また、実習病院看護師か
らは受け持ち患者の情報の補足や指導者に患者役をお
願いし、看護計画の実践と評価を行い、実習内容を補っ
た。以上のように様々な形態で実習を行ったが、個別性
を踏まえ、対象のストレングスと課題を見出し寄り添い
支援していくことを、実践を通して実感し理解すること
ができたと評価する。今回、初めて訪問看護の実習をく
みいれたことで、対象の背景に関する情報が十分でなく
ても、現在の状況から理論を駆使してイメージ像を広
げ、生活の場での個別的な看護の根拠を考えていくこと
でさらに柔軟に思考を発展させていけることを実感し
た。今後、病院と在宅 2 つの場を組み入れた実習を考え
る。 

 
 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 
 

奈良学園大学大学院看護学研究科 CNSコースの精 
神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門科目、半期、各 2単位）にお
いて、授業内容に応じたテーマで日頃の看護実践場面を
まとめたものを持参してもらい、授業素材とし、実践に
応じた助言を行っており、臨床体験から新たな気づきを
得る場となっている。アセスメント実習・役割ケア実
習・直接ケア実習・上級ケア実習と段階を踏んで、対象
理解と主にコミュニケーションを介した治療的ケア、他
家族やコメディカル、医師との連携まで幅広く視野に入
れたケアが実践されている。対象に応じて無理なく、ベ
ストなケアが提供できるように、以下の理論をコアにお
き助言を行っている。エリクソンの発達理論、マーラー
発達段階、甘え、愛着理論、間主観的理論、ビービート
ラックマンの相互交流の理論、リヒテンバーグの動機付
け理論、ブリーフセラピー、MI、カール・ロジャーズ、
トラウマ・インフォームド・ケア他。直接ケア実習と上
級ケア実習については課題研究とリンクさせ、研究テー
マを視点に展開している。 
 

 

４）視聴覚教育技術その他教材（ゲストスピーカー
など）の活用 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「精神看護学概論」（専門分野、１年次配当、半期、
必修１単位）「精神看護特性論」（専門分野、２年次配
当、半期、必修１単位）「精神援助論」（専門分野、３
年次配当、半期、必修２単位）において、精神障がい者
の生きづらさや苦悩について、理解をはかるためにドキ
ュメンタリーの DVDを活用している。「精神看護学概論」
では、映画「精神」から統合失調症の女性のヒストリー
を語る場面を視聴、後に解説をすることで、成育歴や生
活環境が患者の精神状態や心理にいかに影響を及ぼす
のかについて理解を図る。「精神看護特性論」では、自
閉症の患者の DVDを用い、障害の特性や苦悩の理解を図
る。「精神看護特性論」と「精神援助論」では、COMHBO
地域精神保健福祉機構の作成する DVDを用い、SSTや訪
問看護、心理教育など地域で暮らす障がい者の様々な治
療やサポートについて患者の心理の描写とともに理解
を図る。後の感想・評価からは、いずれも精神障がい者
に対して、共感的にイメージ化が図れている一助となっ
ていることがわかる。 
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平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて「精神看護学
援助論」（専門科目、3年次配当、半期、必修 2単位）
で、抗精神病薬の有害反応や、閉鎖病棟のイメージ化を
図るためにドキュメンタリーの映像を活用している。ま
た、妄想や幻覚などの病的体験のイメージを広げ共感的
理解の促進を図ることを目的に、当事者グループが作成
した妄想幻聴かるたを活用し、様々な心理状態と幻聴内
容との関連を考察している。ゲストスピーカーに地域活
動支援センターに所属する精神障がい者当事者の方々
をお招きし、成育する中での様々な体験談について語っ
ていただいている。学生は語りを聴く中で、当事者の型
の生きづらさや苦悩に対し、驚きや共感的な理解を促進
させている。令和 2年度より「精神看護学援助論」は講
義形式で 2年次後期の配置となる（専門科目、必修 1単
位）。 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学大学院看護学研究科 精神看護学特論
Ⅳ・精神看護学演習Ⅱ（専門科目、1年次配当、後期、
各 2単位）で SSTの実践について、流れやポイントを理
解するために DVDを活用し概要の把握に役立てている。
概要を把握したうえで、効果や欠点などの考察討議へと
発展させている。 

５）双方向授業の実践 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

神戸常盤短期大学神戸常盤大学短期大学部看護学科
通信制課程 専任講師の講師「精神看護学実習」（専門
分野Ⅱ、必修１単位）では、2日間の見学実習の後、3
日間のスクーリング授業を実施する。スクーリングでは
講義やグループワーク、個別指導等の方法をとる。グル
ープワークでは見学したことについて、対象理解や援助
方法、治療的環境という観点で話し合い、話し合ったこ
とを発表する形ですすめている。グループワークに適度
に入り、質問や助言を行うことや、その後の発表では各
グループの発表直後に質問や助言をしている。その後の
レポートから、その場その時のやりとりは、学生に理解
の深まりや広がりにつながっていることが読み取れる。 

 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「精神看護学概論」「精神看護特性論」「精神援助論」
において、講義形式をとる場合、適宜発問をし、周囲の
学生と２分ほど話し合い、意見を発言してもらう。これ
らを 1回の授業で 4回～5回設けることで、学生の注意
を喚起し、居眠りが減る傾向にある。 

  

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「健康支援実習Ⅲ（精神）」（専門分野、３年次配当、
半期、必修２単位）では、8日間の病院実習と半日の学
内実習を行っている。病院での実習と学内実習では、学
生に付き添い、対象者の背景から読み取る理解やコミュ
ニケーションを通しての理解、精神状態や心理状態の把
握、コミュニケーションの取り方や実施した援助につい
てなど、その場その時に応じた質問や助言を行ってい
る。実習学生から返ってくる内容や感想、提出物の内容
の充実さから効果が認められる。 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学保健医療学部看護学科において担当の 1
年次配当「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配当、
半期、必修 1単位）では、ゼミ形式にて、常時問いかけ
と発言を繰り返し行っており、学生が自分の考えを発言
する機会を多く持つようにしている。3年次配当「精神
看護学援助論」（専門科目、3年次配当、半期、必修 2
単位）においては、講義形式の際は発問を取り入れ、演
習の際には、巡回し、質問ができる環境を整えている。
令和 2年から遠隔授業で Zoomと Google classroomを活
用している。Zoomによる授業は発問やチャット機能も活
用し、学生の理解度の確認やビビッドに感想を聞くこと
でその都度授業方法に役立てている。 

保健医療学部看護学科

795



 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学大学院看護学研究科 精神看護学特論
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門科目、1
年次配当、半期、各 2単位）では、理論や知識の解説の
合間に臨床経験を有する学生の考えや体験などを話し
てもらいながら関連付けて授業を進めている。 

７）ディスカッションの導入 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

神戸常盤短期大学神戸常盤大学短期大学部看護学科
通信制課程 専任講師の講師「精神看護学実習」では、
3日間のスクーリングは主にグループワークのディスカ
ッションですすめられていく。学生の年齢層が 20代後
半から 60歳代まで幅広く、人生経験も豊かなため、デ
ィスカッションも活発である。ただし、個性も豊かで、
他者の発言を聞き入れなかったり、内容に偏りが見られ
ることもあり、適宜介入が必要である。 

 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「精神看護特性論」「精神援助論」において、隔離・
拘束について“人権を守る”ということはどういうこと
なのかについてディスカッションをしている。ディスカ
ッションをすることで精神障がい者の人権を守る意義
について意識化を図る。また、精神状態やセルフケアの
アセスメントをする際、まずグループで事例を用いて討
議することからはじめ、個人作業に移行させている。グ
ループによっては、討議までにはなかなか至れず、発言
する者にグループが引っ張られる傾向も見られるが、学
生同士が質問し教え合う場にはなっている。 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学保健医療学部看護学科において 1年次配
当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配当、半期、
必修 1単位）では、少人数の中でさらにグループに分け、
テーマに応じてディスカッションする時間を複数設け
ている。その時の約束事として、相手の意見を積極的に
聞く・否定しない・話の腰を折らないなどを設け、自分
の考えを発言し、他者に受け入れてもらえる体験を強化
している。3年次配当「精神看護学援助論」（専門科目、
3年次配当、半期、必修 2単位）においては、幻聴妄想
かるたをグループで行った後、患者の気持ちの推測や、
似たような体験、どう関わると安心できるかについて討
議し、理解を深める機会としている。また、ペーパーペ
イシェントの演習を通して、根拠を相手に伝えながら、
グループで一つのものをまとめていくことを狙いとし
ている。自分の意見も主張しつつ、他者の考えも受け入
れる態度を学習する機会としている。令和 2 年から「精
神援助論」（専門科目、2年次後期配当、必修 1単位） 
は 2年次後期の講義形式となり、演習は 3年次前期の「精
神援助論演習」（専門科目、3年次前期配当、必修 1単
位）で行われることになった。講義形式の授業でも、学
生が退屈しないように発問とショートディスカッショ
ンをまじえながら授業をすすめた。令和 2年度は遠隔授
業となり、おもに Zoomを活用したが、ブレイクアウト
ルームを最大限活用し、学生間の討議に教員も適宜参加
しながら討議を行った。 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

 奈良学園大学大学院看護学研究科 精神看護学特論
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門科目、1
年次配当、半期、各 2単位）では、社会で自立し仕事を
している者同士のディスカッションを通して、さらに建
設的な学びになるように時には、教員はファシリエータ
の役割を担いながら、ディスカッションを促進する。 

８）プレゼンテーションの導入 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「精神看護特性論」において、他の授業で既に授業を
受けた発達課題についてグループでまとめ、発達段階ご
とにプレゼンテーションを行う。また評価は、各グルー
プの成員同士が互いのグループワークの参加度につい
て５段階で評価し、平常点として加算することにしてい
る。ほとんどの学生が４～５の評価をしており、グルー
プワークの参加に対する意欲が高いと考える。 
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平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「健康支援実習Ⅲ（精神）」において、実習の最終日
に各実習病棟（1クール：１０～１８名、１病棟３～６
人、実習病棟は２～４病棟）に各病棟の紹介と実習で看
護展開をした 2事例を取り上げ、援助の流れと学び・感
想を模造紙にまとめて発表している。プレゼンテーショ
ンを通して、他病棟での実習内容を共有することで学び
の巾を広げている。実習最終日でもあり、様々な思いを
抱く中、プレゼンテーションに対する内容の質疑・応答、
感想などの発言も比較的活発であり、主体的な参加が認
められる。 

 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「課題別総合実習」（専門分野、４年次配当、半期、
必修４単位）において、実習を終えた後、実習病院で全
実習病棟の看護部長・師長・指導者・かかわりのあった
看護師に向けて、パワーポイントを用い、実習の成果を
発表し、評価を受ける。自己の成果について実習病院で
発表し評価を得ることは、学生にとって緊張度も高い
が、また達成感も大きく、その後の自信につながってい
くと考えられる。 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学保健医療学部看護学科において 1年次配
当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配当、半期、
必修 1単位）では、グループで話し合った内容を模造紙
やパワーポイントを活用して、プレゼンテーションを行
っている。学生は、初めて体験するものも多いが、グル
ープで要点をまとめ、分担しながら行っている。3年次
配当「精神看護学援助論」（専門科目、3年次配当、半
期、必修 2単位）においては、グループワークの成果で
ある看護過程の経過と援助の方向性について、決められ
たパワーポーンとの枚数内と制限時間内で発表をして
いる。制限のある中で、メンバーが協力し合い、おのお
ののマンパワーを生かしつつ成果を発表する場は、学生
にとって達成感を得、自信を得る機会となっている。令
和 2年から看護過程演習は 3年次前期配当の「精神看護
学演習」（専門科目、必修 1単位）に変更となった。看
護過程演習以外でも、精神看護特有の技法についてグル
ープで一つ調べ、実演を交えながらプレゼンテーション
を行うようにしている。 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学大学院看護学研究科 精神看護学特論
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（専門科目、半期、各 2単位）において、授
業内容について、あらかじめ各自で調べプレゼンテーシ
ョンを行うことで、主体的な授業参加、学習となってい
る。 

９）小テストの活用 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当
の「精神看護学概論」「精神看護特性論」「精神援助論」
において、軸となる理論については、小テストを実施し、
理解の定着を図っている。小テストの項目としては自我
防衛機制、エリクソンの発達論、精神の症状、薬の有害
反応、ぺブロウとトラベルビーの関係性の進度等があ
る。これらの知識を臨地実習において活用していること
から、繰り返しの学習効果によるものと考えられる。 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

 奈良学園大学保健医療学部看護学科において 3年次配
当「精神看護学援助論」（専門科目、3年次配当、半期、
必修 2単位）においては、精神看護学の重要な内容の授
業が続く、内容は多岐にわたり、その都度の予習復習が
求められるが、この時期、他科目も同じように進行して
いるため、学生は学ぶことが多く、能力を超えるものも
多い。小テストをこまめにすることで、要所要所でいや
おうでも、振り返り学習機会を持つことで、ポイントは
おさえられると考える。令和 2年度「精神援助論」は 2
年次後期配当（専門科目、必修 1単位）の講義形式の授
業に変更となったが、同様に小テストの活用は行ってい
る。令和 2年度の遠隔授業でも Google Classroomのテ
スト機能を活用し実施した。 
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２ 作成した教科書，教材   

１）各授業、レジュメを作成し配布する。 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

神戸常盤短期大学神戸常盤大学短期大学部看護学科
通信制課程の講師として担当の「精神看護学概論」（専
門分野Ⅱ、必修１単位）「精神看護学実習」のスクーリ
ングにおいて、講義の要点の理解と、復習に活用するた
めに、授業のアウトライン及びポイントを 1回ごとに作
成し、そのプリントを毎回の授業で配布している。内容
は、複数のテキストから一部抜粋しまとめたものや、ま
た対象を理解するための理論については、精神分析関連
（フロイト・コフート等）の本の一部をまとめたもの、
傾聴や共感の意味などについては、教員の様々な経験を
統合し、文章化したものを使用。実習スクーリングでは、
社会福祉に関する文献や新聞の切り抜き等を活用し、実
際の場面に近い形の内容になるように心がけた。授業後
には、ポイントがわかりやすいなどの感想を得ている。 

 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当の
「精神看護学概論」「精神看護特性論」「精神援助論」
において、講義の要点の理解と、復習に活用するために、
授業のアウトライン及びポイントを 1回ごとに作成し、
そのプリントを毎回の授業で配布している。「精神看護
特性論」「精神援助論」では、精神状態のアセスメント
については他の授業で馴染みがなくイメージしにくい
ことを受け、DVDで視聴した事例について、学生が考え
た後に、教員が精神状態をアセスメントしたプリントを
配布し、比較し考えるようにしている。 

 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

 奈良学園大学保健医療学部看護学科において 1年次配
当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配当、半期、
必修 1単位）では、レポートの書き方、要約の仕方のと
ころで、朝日新聞の天声人語を学生が興味を持ちやすい
と思われるテーマを 8つほど選び教材を作成した。その
中からさらに、学生が選び、グループで内容の精読や要
約を行っている。2年次配当「精神看護学概論」（専門
科目、クオークオーター({7.7回）、必修 1単位}におい
ては、精神の機能の説明について『友達と食事に行き、
スパゲッティと注目し、運ばれてきて食べる』という一
連の流れを通してレジュメを作成した。3年次配当「精
神看護学援助論」（専門科目、3年次配当、半期、必修
2単位）においては、毎回講義内容のポイントをまとめ
配布している。そして看護過程の展開の素材として、精
神科病棟に入院している対象事例を作成し、各種アセス
メントと看護計画の立案に活用している。令和 2年から
演習は「精神看護援助論」から「精神援助論演習」（専
門科目、3年次前期配当、必修 1単位）に変更となる。 

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

１）神戸常盤大学学生による授業評価  

 神戸常盤大学において平成２７年度に実施された学
生による授業評価によると、「精神看護学概論」では、
授業内容 4.2, 授業方法 4.3, 学習成果 4.2,  総合評
価 4.5 
「精神看護特性論」では、授業内容 3.4, 授業方法 3.4, 
学習成果 3.5,  総合評価 3.3 
「精神援助論」では、授業内容 3.6, 授業方法 3.5, 学
習成果 3.8,  総合評価 3.7であり、2年・3年次の授業
においては満足度が高いとは言えない。 

２）奈良学園大学保健医療学部看護学科における学
生による授業評価 

 

授業評価では、「説明はわかりやすい」が 4.2ポイン
トであり、さらに授業の見直しや工夫が必要である。「授
業以外の理解するための学修や課題」については、4.8
～5ポイントと、時間外の課題による学修とこまめな成
果物（レポートや授業ノート）、成果物に対する個別コ
メントの返却にて学修は補えたと考える。 
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４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

 なし   

   

５ その他   

１） 神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程
における教育実績 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の専任教
員（講師）として、以下のような科目を担当した。 

 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

「精神看護学概論」（平成 19年 4月～平成 27年 3月）        
神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の講師と
して担当の「精神看護学概論」（専門分野Ⅱ、必修１単
位）において、精神の健康の基本的概念と精神看護の目
的、精神の機能、パーソナリティの発達と阻害要因、精
神障害の概説、援助の方法論、ストレスと対処行動、精
神医療と看護の歴史的動向や精神看護の役割と課題に
ついての概要の内容の授業を行った。対象理解のために
精神力動的視点で心理を推察することや精神状態をア
セスメントしていく方法と、精神援助として傾聴・共感
がどうして重要になってくるのか等、ドキュメント映画
「精神」の DVD を視聴し、関連付けながら解説すること
で、精神看護の概要を理解させる効果があった。 

 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

「精神援助論」（平成 19年 4月～平成 27年 3月）        
神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の講師と
して担当の「精神援助論」（専門分野Ⅱ、必修１単位）
では、様々な精神障害の学習に加えて、精神障害を有す
る人の精神機能上の問題やセルフケアに及ぼす影響に
ついて理解し、患者の苦悩を理解したうえで、基本的な
援助のありかたを理解することを目的とした。テキスト
学習でおさえるべきポイントを“学習の要点”として提
示、テキスト学習をしたうえでレポート課題に取り組
む。レポートの設題は、統合失調症・感情障害（鬱）、
施設症の患者の理解（疾患・治療・心理）と看護援助に
関する内容を設定した。添削のポイントとして、テキス
トを丸写しにするのではなく、基本をおさえたうえで、
障害の理解や解釈、看護上の問題、障害からひきおこる
患者の心理状態等を推察したうえでの援助等、学生自身
の考察等を含むことを求めた。添削と再提出を複数回繰
り返すことによって、個人に合わせた進度で理解が図れ
た。 

 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

「精神看護学演習」（平成 19年 4月～平成 27年 3月）       
神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の講師と
して担当の「精神看護学演習」（専門分野Ⅱ、必修１単
位）では、対象を総合的に理解し、効果的な看護実践が
できることをねらいとし、レポート添削による指導をお
こなった。＜統合失調症急性期＞＜感情障害（鬱）＞＜
アルコール依存症＞の事例から設題を提示し、テキスト
や文献を活用し、対象理解をすすめ、状況に合わせた根
拠のある援助を考えさせた。添削と再提出を複数回くり
かえし、学生に応じた理解をはかった。 

 

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月 

「精神看護学実習」（平成 19年 4月～平成 27年 3月）           
神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の講師と
して担当の「精神看護学実習」（専門分野Ⅱ、必修１単
位）では、2日間の見学実習の後、3日間のスクーリン
グ授業を行った。見学した内容を、スクーリングで援助
の根拠づけを行い理解させていく帰納的学習法を実施
した。講義やグループワーク、個別指導等の方法をとっ
た。主にグループワークで見学したことについて、対象
理解や援助方法、治療的環境という観点で話し合った。
これらを通して、精神の病からひきおこる様々な生きづ
らさを抱える患者の理解と援助、精神科病棟の特殊性
等、精神看護についての理解を深化させた。 

２）神戸常盤大学保健科学部看護学科における教育
実績 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学保健科学部看護学科の専任教員（講師）と
して、以下のような科目を担当している。 
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平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

「精神看護学概論」（平成 27年 4月～平成 30年 3月） 
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当の
「精神看護学概論」（専門分野、１年次配当、半期、必
修１単位）において、精神の機能と精神の健康・不健康
に関する基本概念、および様々な成長・発達段階にある
人の精神・心理状態を理解するための基礎的な理論の概
要、精神看護実践に活用する理論の基礎的知識の内容の
授業を行い、精神看護を支える基本的な知識の修得をは
かっている。 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

「精神看護特性論」（平成 27年 4月～平成 30年 3月） 
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当の
「精神看護特性論」（専門分野、２年次配当、半期、必
修１単位）においては、ライフサイクルにおける危機と
心と精神の問題、精神障害を有する人の精神機能上の問
題や苦悩、セルフケアに及ぼす影響、各種療法と看護援
助に関する基礎的な知識、精神保健福祉施策の変遷や精
神障がい者に向けられる偏見の問題等を理解する内容
となっており、グループワークや演習等を行い、医療・
福祉・看護における現状の理解と課題を意識化させてい
る。 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

「精神援助論」（平成 27年 4月～平成 30年 3月）      
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当の
「精神援助論」（専門分野、３年次配当、半期、必修２
単位）においては、精神ならびに身体の病をもつ人を総
合的に理解し、適切な看護援助を組み立てる基礎的能力
を培うことを狙いとした内容となっている。講義・グル
ープワーク・IBL(inquiry-based learning)方式のアク
ティブラーニングとロールプレイング等の演習を通し
て、代表的な精神の病と生活への影響、精神の病をもつ
人に対する看護展開の基礎、精神の病をもつ人と家族へ
の看護援助の基礎、適切な社会資源の活用を理解させて
いる。また、リエゾン精神看護の役割及び機能や精神看
護における倫理についての理解も図っている。

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

「健康支援実習Ⅲ（精神）」（平成 27年 4月～平成 30
年 3月）
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当の
「健康支援実習Ⅲ（精神）」（専門分野、３年次配当、
半期、必修２単位）では、一学生につき 8日間の精神科
病院での実習と半日の学内実習を行っている。精神の病
をもつ人を生物学的・心理的・社会的側面から総合的に
理解するとともに、良好な治療的関係を構築し、セルフ
ケアニードとストレングス視点に基づく看護実践能力
の基礎を培うことを目的とした実習内容になっている。
その場その時に応じた指導内容によって、精神看護の統
合を図る効果がある。計 14週/年の精神科病院（急性期・
回復期・慢性期）において学生指導を行う。

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

「課題別総合実習」（平成 27年 4月～平成 30年 3月） 
神戸常盤大学の講師として担当の「課題別総合実習」（専
門分野、４年次配当、半期、必修４単位）では、自己の
課題を明らかにし、課題を達成するために精神科病院で
の実習を希望する学生が対象となる。学生自身が実習計
画を立て実習を行うことで、総合的な実践能力を高め、
自己の将来の看護展開能力へとつなげる実習となって
いる。13日間の病院実習と 2日間の学内実習から成り、
病院実習最終日に成果を発表することでさらなる学習
効果を得ている。 

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

「看護研究」（平成 27年 4月～平成 30年 3月）
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当の
「看護研究」（専門分野、４年次配当、通年、必修２単
位）では、研究方法の基礎力と研究的態度を身につける
ことを目標としている。精神看護学に関連する研究課題
を選択した学生を対象に、一緒に研究過程をたどること
を通して論文をまとめ上げ、目標を達成している。 
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平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 

「看護活動基礎実習」（平成 27年 4月～平成 30年 3月）   
神戸常盤大学保健科学部看護学科の講師として担当の
「看護活動基礎実習」（専門分野、1年次配当、半期、
必修 1単位）では、看護専門職の実際の活動場面の見学
実習を通して、看護の対象と機能・役割について学ぶ内
容となっている。実習形態の学習に不慣れな学生のフォ
ローと、実習場面でのポイントをその場その時におさえ
ながら実習を進めることで成果を得ている。

３）神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科における
教育実績

神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科の兼担講師とし
て、以下の科目を担当した。 

平成 23
年 4月
～平成
26年 9
月 

「こころと歯科衛生ケアプロセス」（平成 23年 4月～
平成 26年 9月）
神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科の兼担講師とし
て担当の「こころと歯科衛生ケアプロセス」（専門分野、
2年次配当、半期、必修 1単位）においては、人を理解
するための理論と、様々な対象者と関係を築くための基
本的な知識を学習し、医療現場に適したコミュニケーシ
ョンを実践できる能力を身につける内容となっている。
演習形式の授業を通して、心のメカニズムを理解し、歯
科衛生ケアプロセスの場面に応じた対応能力を身につ
け、それを基礎に対象者、あるいはその支援者への対応
ができる基本が習得できた。 

４）兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科における教
育実績

平成 18
年 4月
～平成
30年 3
月 

兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科の非常勤講師とし
て以下の科目を担当している。 

平成 21
年 4月
～平成
28年 3
月 

「ヘルスカウンセリング」 
兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科の非常勤講師とし
て担当の「ヘルスカウンセリング」（2年次、14時間）
においては、臨地実習前に行動変容とカウンセリング技
術の関係性、心の理論、相互作用に関する理論、医療現
場でのコミュニケーション技術についての内容の授業
を行い、実習後に学生が実習でとってきたプロセスレコ
ードを素材に、演習を行う。これらのことを通して、人
の心の成り立ちと関係性についての理論的な観点をお
さえた上で、実習で体験したケースから、関わり方の基
本と応用を習得した。 

平成 28
年 4月
～平成
30年 3
月 

「健康心理学」 
兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科の非常勤講師とし
て担当の「健康心理学」（2年次、4時間）においては、
オムニバスで演習部分を担当した。臨地実習後に学生が
実習中にとってきたプロセスレコードを素材に、対象者
の思いに寄り添ったコミュニケーションの理解を図っ
た。

５）奈良学園大学保健医療学部看護学科における教
育実績

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学保健医療学部看護学科の専任教員として、
以下のような科目を担当している。 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「基礎演習Ⅰ」（ラーニングスキルズ）
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担当
の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年次前期配当、必
修 1単位）においては、1年生が大学の学習に慣れ、4
年間の大学生活を有意義に送るための基礎を習得する
ことを目的としている。講義ノートのとり方、文献資料
の検索、学術的な文章の読み方、グループワークの進め
方などについてゼミ形式の演習を通じて学習する。慣れ
たグループの中で、自分の意見を発言し他者に受け入れ
られる体験を通して、自己発信する基礎的な力を培って
いる。 
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平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護学援助論」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担当
の「精神看護学援助論」（専門科目、3年次前期配当、
必修 2単位）においては、他教員と分担・協力して授業
を展開している。様々な精神疾患や精神障がい者を理解
し、精神看護学の基礎的知識と看護を学ぶことを目標と
している。例えば、治療的な患者ー看護師関係を成立さ
せる方法、精神障がい者の観察の方法と治療について、
精神科医療現場における身体合併症の看護について、精
神症状や問題行動とその援助について、精神科リハビリ
テーション及び地域におけるサポートシステムの現
状・課題について習得する。
令和 2年度より（2年次後期配当、必修 1単位）講義形
式に変更。精神障害の理解から様々な治療方法、精神保
健福祉法、精神疾患と苦渋の症状と看護のポイントにつ
いて修得する。

令和 2
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護援助論演習」 
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担当
の「精神看護援助論演習」（専門科目、3年次前期配当、
必修１単位）においては、ペーパーペイシェントで看護
過程の展開について一通り解説後、グループワークでペ
ーパーペイシェントで情報の分類とアセスメント、看護
計画立案と実施、評価まで行い、精神看護に必要な技術
を修得する。他、精神看護特有のケア技法に関して、グ
ループで調べデモンストレーションも含めてプレゼン
テーションを行う。

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護学実習」
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担当
の「精神看護学実習」（専門科目、3年次後期配当、必
修 2単位）においては、精神の健康上の問題を有する人
とその家族について、身体的・精神的・社会的側面から
総合的に理解するとともに、治療的な関係を築き、精神
看護における看護実践能力の基礎を培うことを目的に
精神科病院にて実習を行う。実習時間中は実習場にて、
その場その時に応じて助言を行う。令和 2年度は病院実
習がかなわなくなったことを期に、訪問看護ステーショ
ンでの実習を行ったところ生活者としての対象をどの
ように支えていくかということの意識を強めることが
できた。令和 3年度から病院実習と訪問看護ステーショ
ン両方の場で実習をすすめていく。

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「統合看護学実習」 
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担当
の「統合看護学実習」（専門科目、4年次後期配当、必
修 2単位）においては、看護過程の展開はもとより多重
課題や看護マネジメント、多職種連携、地域連携などを
視野に入れた実習を行っている。 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「卒業研究Ⅱ」 
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担当
の「卒業研究Ⅱ」（専門科目、4年次前後期配当、必修
1単位）においては、学生の興味関心のあるテーマを文
献検討し、論文を作成する。少人数グループ（2～4名）
でゼミ形式で進めている。 

６）奈良学園大学大学院看護研究科における教育実
績

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学保健医療学部看護学科の専任教員として、
以下のような科目を担当している。 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護学特論Ⅰ（歴史・法制度）」 （専門科目、
半期、2単位） 奈良学園大学大学院看護学研究科の講
師として主にノーラマイゼーションの概念と実際につ
いてと、地域で生活する対象と家族へのサポートの言所
と課題についてを担当し、ゼミ形式で各々の経験や調べ
てきたことを交えながら建設的に話し合いをする中で
進め、担当以外はメンバーとしてゼミに参加する。 
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平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護学特論Ⅱ（精神・身体状態の評価）」 （専
門科目、半期、2単位）
奈良学園大学大学院看護学研究科講師として主に心理
機能評価・身体機能評価、発達段階を踏まえたアセスメ
ントを担当し、ゼミ形式で各々の経験や調べてきたこと
を交えながら建設的に話し合いをする中で進め、担当以
外はメンバーとしてゼミに参加する。

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法）」（専門科目、
半期、2単位）
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として主に治
療技法（精神療法）の自己心理学を活用したセラピーや
来談者中心療法について担当し、ゼミ形式で各々の経験
や調べてきたことを交えながら建設的に話し合いをす
る中で進め、担当以外はメンバーとしてゼミに参加す
る。 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護学特論Ⅳ（精神看護理論、援助技法）」（専
門科目、半期、2単位）
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として主に SST
について担当し、ゼミ形式で各々の経験や調べてきたこ
とを交えながら建設的に話し合いをする中で進め、担当
以外はメンバーとしてゼミに参加する。 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法）」 （専門科目、
半期、2単位）
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として主にカ
ウンセリングの基本技法、ブリーフセラピーや来談者中
心療法について担当し、各々の実践による経験による検
討や模擬演習をしながらすすめる。

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「精神看護学演習Ⅱ」（精神看護理論、援助技術）（専
門科目、半期、2単位）
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として主に SST
について担当し、計画立案と模擬演習を行う。 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「特別研究」（専門科目、1・2年通年、8単位） 
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として、学生の
研究テーマから研究計画、倫理申請、データ収集、結果、
論文の作成まで助言を行った。 

平成 30
年 4月
～現在
に至る 

「課題研究」（専門科目、2年通年、４単位） 
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として、学生の
研究テーマ、研究計画、倫理申請、データ収集、結果、
論文の作成まで助言を行った。データ収集においては、
直接ケア実習、上級ケア実習の実践内容から抽出するた
め、実習の進行の最中においてもテーマに焦点を当てた
助言を行った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

１）看護師免許証

昭和 60

年 5月 9
日 

第 532000号 

２）修士（人間文化学）
平成 15
年 3月 

甲子園大学大学院人間文化学研究科人間文化学専攻
修了 人間文化学 修人第 9号 論文題目「看護師の共
感性に関する認識と特徴」

３）臨床心理士資格認定 平成 16

年3月20
日 

第 11561号 

４）公認心理師登録
平成 31
年 2月 5
日 

第 14522号 

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 
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１）公立学校共済組合近畿中央病院看護師

昭和 60
年 4月
～平成
4年 3月 

循環器・内科一般病棟に勤務。癌を告知された終末期
の患者と家族に対し、カウンセリング手法を用い死の受
容過程を意識した援助を行う。心疾患・腎疾患・肝硬変・
糖尿病に罹患した患者とその家族に対し、ケアリングを
行い、病とともに生活していくためにセルフコントロー
ル力を強化するために心身のケアを行った。

平成 4
年 4月
～平成
9年 3月 

外科病棟に勤務。消化器・肺・乳腺等の癌患者・家族
に対して病期（その時の心身の状態）に応じ、ケアリン
グ理論を用いて関わった。患者・家族がそれぞれの不安
をコントロールし、その人らしく生活が送れるように支
援した。また、肝・胆・膵逆行造影検査後に状態が悪化
した患者と家族に危機理論を活用し心理状態を把握し
ながら心身のケアを行った。 

平成 7
年 4月
～平成
9年 3月 

外科病棟主任看護師として勤務。病棟の年間目標と月間
目標を師長とともに立て、目標に向けての具体案を考え
実施した。病棟看護スタッフの教育として学習会の計画
と運営、他部門との連携、看護スタッフ間のチームワー
クの向上など意識して働きかけた。

２）伊丹市立養護学校に非常勤看護師として勤務

平成 12
年 10月
～平成
16年 3
月 
 

重症心身障碍児のケアにあたる家族や教員に対し、カ
ウンセリング手法を用いて話を聴き、日々生じる不安や
葛藤等の対処について必要に応じコンサルテーション
を行った。

３）大阪市児童通所ルーム・パル指導員

平成 13
年 4月
～平成
15年 3
月まで 

不登校児童（中学生対象）の通う通所施設。不登校児
童に対し精神分析的心理療法、箱庭療法などの個人心理
療法を行った。関係性の中で抱える思いや感情を表出
し、環境や自身に生じていることを認識したうえで、対
処方法について一緒に考えた。また、集団療法として SST
（社会技能訓練）、レクリエーション療法、作業療法等
を通し、児童が社会や他者との関係の中で生きぬいてい
くための支援を行った。児童の中には発達障害や境界性
人格障害、のちに統合失調症を発症した者も含まれ、関
係性の中で個人の状況に合わせつつ強みに焦点を当て
た援助を行った。 

４）甲子園大学大学院人間文化学研究科に在籍（修

士～研究生） 

平成 13
年 4月
～平成
16年 3
月まで 

大学の発達・心理臨床センターにおいて情緒障害児
（幼児）を対象に 1回 1時間の枠組みで、プレイルーム
において継続的にプレイセラピーを行った。守られた空
間で、セラピストとの関係性の中で自由に表現し、相互
作用の中で自己観を形成しつつ情動を調節する術や関
係性のとり方を成熟させていった。また、生きづらさを
抱えた成人を対象に 1回 1時間の枠組みで心理療法を行
った。 

５）大北耳鼻咽喉科 非常勤心理士

平成 15
年 6月
～平成
16年 3
月まで 

心身症（喉がつまる、めまい、耳鳴等）と医師が判断
した患者でカウンセリングを希望する対象者に 1回/ 1
～2週間 1時間の枠組みで精神分析的心理療法を行っ
た。関係性の中で、感情の自覚と表出を促し、自己の抱
える葛藤や問題についての対処を一緒に考え、振り返り
を行った。 

６）医療法人朗源会おおくまリハビリテーション病

院（常勤 3年間、非常勤 5年間） 

平成 16
年 4月
～平成
25年 3
月 

脳梗塞・脳出血発症後、ギランバレー症候群等の回復
期で後遺症（四肢麻痺や失語等）から抑うつ状態、否認、
強い悲嘆反応等の心理的問題を持つ患者と家族に対し、
ベッドサイドやデイルームで対話やコラージュを用い
た心理療法を行い、障害を受容していく過程に寄り添っ
た。JR福知山線で電車事故に巻き込まれリハビリを要す
る患者の心的外傷に対して心理療法を行った。他には多
系統萎縮症（難病指定）で極度の起立性低血圧や全身の
筋力低下が著しく進行し悲嘆にくれる患者に対し、対話
で心理療法を行い生きる意味を模索した。外科病棟で医
師・看護師から依頼のある癌末期で抑うつ状態の患者に
対して心理療法を行った。医療スタッフ（看護師・理学
療法士・作業療法士・言語聴覚士・医療ソーシャルワー
カー・医師）に対し、心理的問題を持つ患者の精神・心
理状態についての情報提供や関わり方のコンサルテー
ションを行った。職場に馴染めない新人スタッフや職
場・家庭内で問題を抱えるスタッフに対しカウンセリン
グを行った。

４ その他 
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１）科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）
基盤研究 C（課題番号：24593282） 
研究代表者 武ユカリ
研究題目「在宅看護における対応困難事例、暴言、
暴力の現状と対策に関する研究」 

平成 24
年度～
平成 27
年度 

在宅看護の臨床現場に特化した暴言、暴力に関する調査
はまだ少なく、現状も明らかになっていない。本研究で
は在宅看護における暴言、暴力の発生状況、対応の現状
と、それらの発生する背景や要因や対応困難事例につい
て、明らかにした。困難事例、暴言・暴力についての訪
問看護師への個別面接調査や訪問看護ステーションに
対する郵送質問紙調査、グループ対話による困難事例の
困難に関する検討を行った。在宅看護におけるリスクマ
ネジメントや、療養者と家族に対する支援の在り方につ
いて検討した。

２）常盤大学テーマ別研究助成金
研究代表者 西出順子
研究題目「在宅で生活する精神障がい者と家族のス
トレングスに焦点を当てた支援方法の検討― 訪問
看護師のストレングスへの着目点とケアの成果 ―」

平成 28
年 5月
～平成
29年 2
月 

訪問看護師が在宅で生活する精神障がい者と家族（以
下、対象者とする）に対して行っているストレングス に
着目した支援方法とその成果を明らかにした。対象者を
訪問する看護師に半構造化面接を行い、得られた結果か
ら意識化されず実施されているストレングスに着目し
た支援内容をカテゴリ化にて明らかにし、成果について
検討した。 

３）FD委員会 委員

平成 19
年 4月
～平成
27年 3
月
平成 28
年 4月
～平成
30年 4
月 

神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程在籍中
と神戸常盤大学保健科学部看護学科において、FD委員と
して活動を行っている。大学教職員の能力開発を目標と
し、平成 19年度から全教員に向けて年２回の研修を行
っている。平成 28年度は 
１．教育改革を進めようとする当大学の教職員の理解を
進めるために最近の教育改革の動向を文科省の大学改
革官から聞く機会を企画する。 
２．主体的かつ深く志向する学生を育成するための教育
技能を学ぶためにディープアクティブラーニングのワ
ークショップを開催する。 
３．学科内の FD活動を計画的に進める 
４．公開授業を促進し、教員相互の教育技法を向上させ
るを目標に進めている。学科内 FDでは、全体のディー
プアクティブラーニングのワークショップの前に、学科
内で活発にアクティブラーニングを行っている教員に
依頼し、模擬授業を実施、そのあとグループワークを行
い、アクティブラーニングの効果的な方法について検討
を行った。 

４）国家試験対策委員会 委員

平成 19
年 4月
～平成
26年 3
月
平成 28
年 4月
～平成
30年 3
月 

神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程在籍中
と神戸常盤大学保健科学部看護学科において国家試験
対策委員をしている。看護師国家試験対策として、学科
教員の講座や業者の模擬試験や講座を組み入れたプロ
グラム作り、模擬試験成績の振るわない学生へのフォロ
ー、学生主体の学習会のサポート等を行っている。平成
27年度生の看護師国家試験の合格率は95.1％であった。 

５）第三者評価委員会 委員

平成 24
年 4月
～平成
26年 3
月 

神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制課程の自己
点検・評価報告書の作成に携わった。 

６）入試委員会 委員

平成 26
年 4月
～27年
3月 

兵庫県、京都府、滋賀県、関東地域等で入試広報を行
った。また、受験生の書類審査、合否判定の資料作成等
を行った。神戸常盤大学短期大学部看護学科通信制過程
において、学習から遠ざかっていた学生が入学後すぐに
テキスト学習にとりくめることを目的に入学前教育を
行った。内容はテキストの活用の仕方、レポートの書き
方、また、模擬のレポート設題を設け、テキストを活用
しレポートをまとめていく過程について解説を行った。
参加は任意であったが、地方からも参加があり、参加率
は 70％と学生の意欲の高さがうかがわれた。

７）入学試験の出題 看護学 委員

平成 27
年 4月
～平成
30年 3
月 
 

神戸常盤大学 保健科学部 看護学科 編入試験の
精神看護学に関する問題を作成した。 

８）公立学校共済組合近畿中央病院においてラダー
Ⅲ研修の講師として「カウンセリング」の研修会を
行った。

平成 20
年 6月
～12月 

公立学校共済組合近畿中央病院の看護師教育ラダー
Ⅲ研修において、対象理解のための理論と臨床において
の対人援助技術の基本についての講義を行った。次に参
加者に対応困難事例を用意してもらい、患者ー看護師関
係の視点で事例検討し、スーパーバイズを行った。 
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９）朗源会大隈病院にて全職員対象の研修会の講師
として「クレーム対応」についての研修会を行った。 

平成 24
年 1月 

朗源会大隈病院にて全職員対象の院内研修会の講師
として「クレーム対応」を行った。患者・家族の心理と
クレーム対応の基本知識について講義を行い、あらかじ
め外来対応で困った事例を準備していただき、患者と職
員関係間で生じていることを解説し、望ましい対応につ
いて説明を行った。

１０）一般社団法人 日本精神分析的自己心理学協
会の運営する精神分析的心理療法家養成のための訓
練研究所による通年の研修を受講
「現代自己心理学Ⅰ」「現代自己心理学Ⅱ」
「フロイトの著作」

平成 24
年 4月
～26年
3月 

自己心理学はコフートが生み出した理論であり、自己
愛に問題を抱え（自己観の問題を抱え）生活の中での生
きづらさを体験する患者への精神分析的アプローチの
一つ。「現代自己心理学Ⅰ・Ⅱ」では、自己心理学・間
主観性理論・関係性理論の考え方と臨床の中で活用する
方法を学んだ。クライエントとセラピストとの治療的な
関係性の中で、その場その時に生じている事象を捉え、
目指す方向性を定める指針となる理論について学ぶと
ともに各自の臨床事例を持ち寄り、グループスーパービ
ジョンを受けた。この理論は患者―看護師関係において
も、関係性の鍵概念・アセスメントと治療的なアプロー
チにおいて十分に活用できる理論である。
「フロイトの著作」では、神経症水準（不安障害・恐怖
症等）の患者の捉え方、治療的な関りについて古典を理
解し、自己心理学と比較しながら差異を理解する内容と
なっていた。フロイトは一者心理学であり、自己心理学
は二者心理学といわれるが、その差異を理解することが
できた。

１１）イギリス研修旅行（トラウマ・インフォーム
ドケア研修）に参加

平成 28
年 9月
18日～
9月 25
日 

医療法人寿栄会有馬高原病院主催の研修旅行に参加。
イギリスを訪問し、認知症の方が利用する施設・病院の
視察を行い、またスウォンジー大学で研修を受けた。認
知症を患った方が利用する施設や病院を見学し、トラウ
マ・インフォームド・ケアの観点から日本との差異を認
識し、よりよいケアのありかたについて考える機会を得
た。患者―看護師関係は平等であり、患者の意思と尊厳
が最大限に守られる理念のもと物理的・人的環境が作ら
れていた。スウォンジー大学では当事者（てんかん）か
ら治療による有害反応から生活障害を引き起こした体
験や、治療の弊害を訴え発言する場を確保する活動につ
いて話を聴いた。また、研究者からはメンタルヘルスシ
ステムが細分化されすぎ、ケアの評価が患者個人の思い
や願いが重視されず、数値のみに頼る弊害を明らかにし
たうえで見直すための研究や、患者目線からみたケアの
評価の検討等の研究について聞く機会を得た。

１２）第 2回 臨床精神看護学研究会 準備事務局
員

平成 29
年 1月
～5月 

平成 29年 5月 20日 有馬高原病院で開催予定。発表
会の運営と準備に関する役割を担う。 

１３）FD委員会 委員

平成 30
年 4月
～平成
31年 3
月 

奈良学園大学において『教育力をあげるような FD活動』
をテーマに 2回/年の研修会を企画運営に携わった。8
月日頃の指導の中での困難さや課題を出し合い次回 FD
プログラム作成につなげるためのワーク、3月コーチン
グ 

１４）人権教育研究推進委員会

平成 30
年 4月
～令和
3年 3月 

奈良学園大学において、奈良県大学人権教育研究協議会
の企画する研修会に参加するとともに、1回/年の研修会
を企画運営する。30年度は「ハラスメントを防止するた
めに」の企画運営に携わった。 

１５）実習ワーキング

平成 31
年 4月
～令和
2年 3月 

奈良学園大学において、3年次各領域の臨地実習枠の作
成、4年次統合実習の実習枠の作成、実習場の開拓、実
習方法の見直し、実習要綱の見直し、コロナ渦において
の臨地実習方法などについて検討した。また、実習にお
ける学生の進捗状況やケア方法なども検討し共有しあ
った。 

１６）カリキュラムワーキング

令和 2
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学において、新カリキュラムに向けて、アド
ミッションポリシー・カリキュラムポリシー・ディブロ
マポリシーを新たに定め、カリキュラムの立案に携わっ
ている。

１７）教務ワーキング

令和 2
年 4月
～現在
に至る 

奈良学園大学において、時間割や単位修得に関する判定
方法と各種日程・期間、履修の手引き、入学前試験、新
入生ガイダンスや新年度ガイダンスに関する内容検討
と実施に携わった。その他、学習・授業に関する問題な
ど適宜検討した。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 
共著の別 

発行又は 
発表の年月     

発行所，発表雑誌等 
又は発表学会等の名称 

概 要 

（著書） 

1.会話でわかる看護師の
コミュニケーション技術

共著 
平成 30年 9

月 
中央法規 

第 6章 様々な分析からわかる看護師の
コミュニケーション技術の中の「共感の
視点を分析してわかるコミュニケーシ
ョン技術」のテーマで自己心理学を用い
共感に着目し会話を分析した。（p.98～
107）

2.改訂版 エビデンスに基
づく精神科看護ケア関連
図関連図

共著 
令和 2年 1月
（改訂版発
行日） 

中央法規 

ワンポイントラーニンング 身体合併
症を担当する。生活習慣病、生活習慣病
から生命にかかわる疾患へ、衛生面から
の問題、ロコモティブ症候群など、精神
障がい者と関連の深い合併症について
解説した。（p.149）

: 

（学術論文） 

1.入学前授業終了時調査
からみる入学前の不安と
年代別特性 資料（査読
付）

共著 
平成 25年 3
月 

神戸常盤大学・神戸常
盤 短 期 大 学 部 紀 要 
第 6号 p.57～p.66 

看護学科 2 年課程（通信制）の入学予
定者の特性から年代別の不安について
調べ、効果的な教育支援の在り方を検討
するため、平成 24 年度の入学前授業後
に参加者 124 人に対し自記式質問紙調
査を実施した。その結果から以下のこと
が明らかになった。30 歳代は学習時間の
確保とプライベートな時間の確保に関
して不安が大きい傾向がある。40 歳代は
仕事や家庭の役割が大きいため学習時
間の確保に関する不安が大きい傾向が
ある。50 歳代は仕事に対する責任感が増
し、学習能力や気力に対する自信の低さ
等がうかがえた。以上のことから現在の
サポート体制も含め、年齢的特性を考慮
した支援内容を検討することの必要性
が示唆された。
本人担当部分：入学前授業のプログラム
の立案と実施、質問紙の作成と集計、結
果分析、論文執筆を行った。
共著者：西出順子、金川治美、武ユカリ、
小坂素子

2.２年課程（通信制）看護
学科における入学前教育
の実施と検討－ 授業終了
時調査の自由記述からみ
た学生の特性－
（査読付） 

共著 
平成 25年 3
月 

日本看護学会論文集
看護教育 43巻（号） 
p.90～p.93

通信制課程の入学生対象にした入学前
授業（プレカレッジ）終了後、質問紙調
査を実施した。「気になること」や「授
業後の感想」について自由記述欄を設
け、内容について分析検討した。8 つの
カテゴリ【学習課題に関する懸念と不
安】【レポート課題への認識変化】【レポ
ート課題に対する苦手・不安】【学習へ
の前向きな心理・姿勢】【成人期にある
学生の役割に関わる不安と懸念】【授業
の感想】【学習課題に関する理解促進】
【学習への後ろ向きな心境】が形成さ
れ、学習することに多くの制約がある中
で、学習に対する意欲の高さ、大学に対
する期待を膨らませている様子、入学後
の学習内容に高い関心が向いているな
どの入学前の学生の特性が明らかにな
った。
本人担当部分：入学前授業のプログラム
の立案と実施、質問紙の作成、集計と結
果分析（文脈からのコード化とネーミン
グ）、論文構成と内容の検討を行った。
担当部分：研究の構想、デザイン、デー
タの取得、分析、解釈、論文作成に関与
共著者：金川治美、西出順子、武ユカリ、
小坂素子
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3.精神科病院におけるト
ラウマインフォームドケ
アの有用性について 資
料（査読なし）

単著 
平成 28年 3
月 

甲子園大学 発達・臨
床心理センター紀要
10.11 号 合 併 号
p.30～33

トラウマインフォームドケアは、アメ
リカの精神科医療におけるコア戦略の
中でも核となる概念の一つであり、トラ
ウマインフォームドケアを導入するこ
とで入院中の再トラウマ体験を防止し、
速やかに回復を図ることが狙いとされ、
精神科病院においてこの考え方が浸透
している。日本では、2015年に川野がア
ドバイザーとして所属する特定医療法
人寿栄会有馬高原病院で病院をあげて
トラウマインフォームドケアの理解を
深め、臨床の中で実践を試みている。ト
ラウマインフォームドケアについて、以
下二点考察を行った。一つは自己心理学
を用い個別的なケアの有用性について、
もう一つは組織における管理的な側面
からの取り組みの必要性について考察
を行った。

4.看護のケアリング機能
―共感の意味についての
一考察ー  研究報告（査
読付） 

単著 
平成 29年 12
月 

日本サイコセラピー
学会雑誌第 18 巻第 1
号  p.87～95

急性骨髄性白血病(AML)で化学療法を
受けた 50歳男性の看護援助の経過につ
いて報告し、看護師の患者に対する共感
的理解と看護師のニードに焦点を当て
て考察を行う。 
生活のほとんどが受け身的にならざ

るを得ない患者にとって、過酷な入院生
活で生じる感情こそが自己の存在を確
認するものとなる。しかし、時には患者
から発せられる感情は、看護師のニード
に反することもある。看護師は共感を通
して患者の気持ちに寄り添いながらも、
時としてアンビバレントな感情を抱え、
関係性の中でその瞬間に浮かび上がっ
てくる言語・非言語の表現を返し、それ
を受けて患者は反応し看護師に投げか
ける。この絶え間ないやりとりがケアリ
ングであり、危うくなる患者の自己存在
感を支えることとなる。

5.訪問看護師にとっての
対応困難事例の困難要素
について：テキストマイニ
ングソフトを用いた個別
面接調査の分析より 原
著（査読付）

共著 
平成 29年 12
月 

日本在宅医学会雑誌
第 19 巻第 1 号 p.11
～18 

困難事例について多職種連携チームで
の対応を促進するため,訪問看護師の困
難要素を明確にすることを目的とした.
訪問看護師 12名に対する半構造面接法
による個別面接調査,横断研究で,テキ
ストマイニングソフトを用い解析し,困
難要素の分類を行った.【体制・マネジ
メント】【職務】【疾患・障害】【現状認
識】【治療・ケアに対する反応】【利用者・
家族の不服】【人間関係】【療養環境】の
8カテゴリの困難要素を特定し,「利用
者・家族の感情」「訪問看護師の職務意
識」「地域体制の整備と訪問看護ステー
ションのチームマネジメント」ついて考
察した.    分担部分：構想・デザ
イン・データの取得・分析・解釈に関与
共著者：武ユカリ、小坂素子、西出順子、
安斎三枝子、金川治美
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6..20歳代女性のカウンセ
リング場面の分析～自己
心理学の観点から治療的
かかわりについて焦点を
当てて（査読付）

単著 
平成 30年 3
月 

精神看護におけるデ
ィスコース分析研究
会誌第 5巻 p.25～32 

カウンセリングの一場面を取り上げ、会
話分析を行った。セラピストは６０代の
男性。患者は２０歳代の女性であり、職
場でのハラスメントをきっかけにパニ
ックになり、認知行動療法をベースに定
期的にカウンセリングを受けていた。定
期的に行われている面接場面を患者の
同意を得て録音・録画し、そのうちの１
セッションの逐語録を作成した。本稿で
は、セラピストが患者のいつもと違う様
子を察知し、手法を切り替えた１セッシ
ョンを取り上げ、治療的関りについて自
己心理学の主要概念である「自己対象ニ
ード」「自己対象体験」「共感」「相互的
調制」に焦点を当て分析を行った。セラ
ピストとの安定した自己対象体験は、患
者の傷ついた自己対象（男性像）を修復
し、成果に通じる可能性を大きく持つと
考える。

7.相互作用を振り返るた
めの概念枠組みーポスト
自己心理学の臨床活用（査
読付）

単著 令和 2年 3月 
第３回 臨床精神看
護学研究会（奈良） 
p48～52 

患者看護師関係のプロセスを振り返る
ツールとして、自己心理学派のリヒテン
バーグの動機付けシステム理論をとり
上げる。リヒテンバーグの言う動機付け
とは、シンプルには「何がその人を動か
すのか、その人は何を求め、何を避ける
のか」を指しており、これを関係性の中
で湧く「欲求」と捉え、以下 7つの欲求・
動機付けシステムを挙げている。①生理
的要請に対する心理的調節②個人への
愛着③集団への親和性④養育⑤探求と
好みや能力の主張⑥身体感覚的快と性
的興奮⑦引きこもりや敵意を用いた嫌
悪的反応、これらの欲求には感情が伴
い、その先には意図や目的がある。これ
ら 7つのシステムが相対的に「今ここで」
あるいは「その時そこで」重要あるいは
優勢かということは刻一刻と変化する
事柄といえる。この動きを相互作用とし
て丁寧に捉えることが、その場その時の
関係性をアセスメントすることにつな
がると考える。今回は、事例を用いて理
論の概要を紹介する。

8. 精神障害を有する患者
の理解を促進する授業方
法の工夫―『幻聴妄想かる
た』を教材にした学生の体
験と学びー(査読なし)

単著 
令和 2年 12
月 

奈良学園大学紀要第
13集 p.177～188 

〔目的〕『幻聴妄想かるた』を取り入れ
た演習が、学生にどのように体験されて
いるかを把握し、学習への影響や体験の
中で生じている現象について考察し、さ
らに効果的な授業方法を検討する 
〔研究方法〕『幻聴妄想かるた』を用い
た演習後、任意によるアンケート調査を
行った。 
〔結果〕『かるた』を行っている時の感
想は【学生の感情体験】【現象・対象理
解】【作品の印象】に、精神障がい者に
対する理解では【精神障がい者に対する
理解】【グループメンバーの視点の差異】
【関わりの姿勢】に、幻覚妄想を有する
精神障がい者に対する援助では＜聞く
＞＜寄り添う＞＜受けとめる＞＜共感
する＞＜否定も肯定もせず、幻聴を深め
ることは言わない＞＜幻覚・妄想の対応
へのとまどい＞ 
〔考察〕『幻聴妄想かるた』を用いた演
習は、自由な雰囲気の中で楽しみながら
も、幻聴妄想体験の不思議さや、わから
なさが探究の動機付けに適切だったこ
と、そして、学生同士安心で楽しめる場
を作り、そこでの討議がイメージの拡充
や理解の促進に効果的だったことが示
唆された。課題として、共感的な支援に
つなげるために、学生自身が当事者に近
しい体験ができるような工夫が必要で
あることが明らかになった。 
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（その他） 

[実践報告] 

1.看護学科通信制課程初
めてのプレカレッジ（入学
前教育）

共著 
平成 23年 10
月 

神戸常盤大学緑葉第 7
号 （p.5～p.16）     

平成 23年 3月、初めての入学前教育
を実施した。実施方法と内容の報告をお
こなった。実施目標を「通信制課程での
学習のプロセスがわかる」「レポート作
成の学習ポイントがわかる」「CCN操作が
スムーズに出来る」とした。授業タイト
ルは「学び直しの看護学」とし、Part1
「学習を進める留意点」Part2「“トイレ
の神様”を題材に書くレポート」Part3
「CCNの使い方」で構成した。入学予定
者は准看護学生であった時期から 10年
以上を経ていることもあり、Part2では
学生の馴染みやすい教材として、ヒット
曲“トイレの神様”の歌詞をレポートの
題材に選び、レポート設題からレポート
を作成していく方法について解説を行
った。
本人担当部分：入学前授業のプログラム
の立案と実施、全体の流れを踏まえて執
筆を行った。
共著者：西出順子、武ユカリ、小坂素子、
安齋三枝子

2.患者を支えるための概
念枠組みー自己心理学の
臨床活用

単著 
平成 29年 11
月 

第 2 回 臨床精神看護
学研究会誌 2017 年 
p.2～5

筆者は看護師の経験を持ちながら大
学・大学院で心理学を学習する機会を得
た。多くの理論を学び、臨床心理士とし
てリハビリテーション病院に入職し、患
者と自己の理解、関係性の把握に活用し
てきたが、精神分析系の理論を治療的な
関りに用いようとすると、病院臨床では
使うことが難しい現状に行き当たった。
その理由として、治療の枠組みが厳密で
あること、患者自身が自己を分析し、把
握していくためのモチベーションを必
要とすること等が考えられた。模索する
中で、患者の言動と筆者の心理がちょう
どマッチした自己心理学に出会った。本
稿では筆者の臨床での経験を通して、こ
れら理論の活用の概要を紹介する。 

[学会発表] 

1.年課程（通信制）看護学
科における入学前教育の
実施と検討（1）－授業終
了時質問紙調査から－

共著 
平成 23年 9
月 

第 42回 日本看護学会 
看護総合学術集会 
（千葉）抄録 p.121 

本課程への入学者は准看護学生であ
った時期から 10年以上を経ており、入
学後も准看護師として働き、育児や介護
などの役割を担いながら学ぶ背景があ
る。そのため学習を円滑に進めるには、
入学前に通信制課程の学習システムを
知り、学習計画や方法、レポート作成等
についての理解を促す機会が必要であ
ると考え、入学予定者（希望者）に対し
て入学前教育を実施た。終了時の調査か
ら、今後の教育内容、方法、学習支援の
在り方を検討した。
本人担当部分：入学前授業のプログラム
の立案と実施、質問紙の作成、分担デー
タの入力および結果分析、発表とポスタ
ーの内容検討を行った。
共同発表者：金川治美、安齋三枝子、西
出順子、武ユカリ
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2.2年課程（通信制）看護
学科における入学前教育
の実施と検討（2） －授
業終了時調査の自由記述
からみた学生の特性 

- 
平成 24年 9
月 

第 43回日本看護学会 
看護教育学術集会(岩
手県盛岡市) 
抄録 p. 24 

通信制課程の入学生対象にした入学
前授業（プレカレッジ）終了後、質問紙
調査を実施し、不安に関する質問 9項目
と自由記述について分析検討した。8つ
のカテゴリ【学習課題に関する懸念と不
安】【レポート課題への認識変化】【レポ
ート課題に対する苦手・不安】【学習へ
の前向きな心理・姿勢】【成人期にある
学生の役割に関わる不安と懸念】【授業
の感想】【学習課題に関する理解促進】
【学習への後ろ向きな心境】が形成さ
れ、学習することに多くの制約がある中
で、学習に対する意欲の高さ、大学に対
する期待を膨らませている様子、入学後
の学習内容に高い関心が向いているな
どの入学前の学生の特性が明らかにな
った。
本人担当部分：入学前授業のプログラム
の立案と実施、質問紙の作成、分担のデ
ータ入力および結果分析（文脈からのコ
ード化とネーミングの検討）、発表とス
ライドの内容検討を行った。
共同発表者：金川治美、西出順子、武ユ
カリ、小坂素子

3.在宅ケア領域における
困難な事例に関する文献
学的考察

- 
平成 25年 3
月 

第 17 回日本在宅ケア
学会（茨城県水戸市） 

医中誌 Webを用い 2012年 4月 9日に
実施した。検索キーワードは＃1（対応
困難、困難事例等）と＃2（訪問看護、
在宅看護等）で、＃3（退院困難等）を
除いた。検索結果 54件の 28件を対象と
し、マトリックス方式で整理した。学術
分野は社会福祉 14、看護 10、社会福祉
と看護混合 4であった。困難な事例に関
する文献数は多いとはいえず、困難事例
について現状では社会的認知度が低い。
また看護領域での報告が少なく、学術的
には困難事例の検討はあまり行われて
ない現状があった。
本人担当部分：文献内容検討（分担した
文献を読み、テーマにあった内容のもの
を選別）、選別した文献においてデータ
表を作成、データ集計、結果分析、発表
と発表原稿・抄録の内容検討を行った。 
共同発表者：武ユカリ、金川治美、西出
順子、小坂素子、安齋三枝子 

4. 訪問看護の困難事例に
ついての哲学的グループ
対話を用いた検討

- 
平成 26年 7
月 

第 22 回日本ホスピ
ス・在宅ケア研究会全
国大会（兵庫県神戸
市） 

2012年 2月～2013年 8月哲学的対話
手法（Neo-Socratic Dialog:以下 NSD）
を用いて、異なる背景の参加者（訪問看
護師、その他の医療介護職、一般人、倫
理等専門家、メディア関係者等）による
対話から困難事例の「困難」とは何かに
ついて検討し、結果を報告した。第 1回
討論から「療養者の意思を尊重しなが
ら、医療ニーズに応えるため、訪問看護
師の判断をもとに、関係者（医師、療養
者、介護者等）との高度な連携が求めら
れること」、第 2回討論から「療養者の
生活の多様な価値観のなかで、看護職が
重視する価値の実現のため専門的援助
を行うこと」、第 3回討論から「療養者
の生活上の問題に直面しても、ときに訪
問看護師 1人では援助手段を見出し難い
こと」が導かれた。
本人担当部分：NSDに参加、結果分析を
行った。 
共同発表者：會澤久仁子、武ユカリ、金
川治美、西出順子、小坂素子、安齋三枝
子 
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5. 訪問看護師の対応困難
事例における困難要素の
検討－全国質問紙郵送調
査の結果より－

- 
平成 28年 7
月 

第 18 回日本在宅医学
学会（東京） 

 8カテゴリ28分類に整理した個別面接
調査の分析結果と文献検討、グループ対
話で得らえた結果を含め、岩間の分類を
参考に質問項目を作成した。回答数 588
（回収率 29.4％）、うち 505（有効回答
25.3％）を分析対象とした。65項目につ
いて最終的に全40項目、4因子を抽出し、
以下の通り命名した。ⅰ「家族・利用者
の抑制のバランスが保てていない態
度」、ⅱ「訪問看護師の能力レベルと組
織の協力体制」、ⅲ「利用者・家族の疾
患と状態に起因する生活能力の低下」、
ⅳ「家族が円滑にケアすることを阻む状
況」全体のクロンバックα係数は 0.96
であり、各因子のクロンバックα係数は
0.89～0.92で内的整合性は高い結果が
得られた。
本人担当部分：質問紙の作成（訪問看護
師への個別面接調査と語りの内容から
カテゴリーの作成とネーミング、文献や
グループ対話で得られた結果から質問
項目を考えた）、結果分析（因子分析過
程においてのデータの絞り込みとネー
ミング）、発表内容の検討を行った.
共同発表者：武ユカリ、金川治美、小坂
素子、西出順子

6. 訪問看護師が感じる困
難要素の検討―インタビ
ューによる質的分析と質
問紙による量的分析の統
合―

- 
平成 28年 8
月 

第 2 回 日本混合研究
法学会(東京) 

訪問看護師は療養者と家族を対象に
個別性の高い多様な援助ニーズに対応
しなければならず、対応困難事例に遭遇
することが多い。文献研究ではこれまで
対応困難事例に関する訪問看護領域の
研究は少なく、何が困難の要素となって
いるかについて検討されていなかった。
また哲学的対話手法（ＮＳＤ）による調
査では、訪問看護の対応困難事例には非
常に複雑な困難要素があるが、それらに
はいくつかの抽象的な枠組みがあるこ
とが示唆された。そこで本研究では対応
策の検討につなげるため、訪問看護師の
感じる困難要素の構造を明らかにする
こととした。研究方法は、質的研究の結
果から訪問看護における困難要素を抽
出し、その結果得られた知見をもとに、
仮説検証のための量的研究につなげ統
合した探索的順次的デザインを用いた。
混合研究法を用いることで、より実態に
沿った調査を行い、困難要素の構造を明
らかにした。
本人担当部分：発表内容に関連する研究
への関与と発表内容の構成と内容検討。      
共同発表者：武ユカリ、小坂素子、西出
順子、會澤久仁子、金川治美 
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7.在宅で生活する精神障
がい者の支援方法の検討
～訪問看護師のストレン
グスに着目したケアの一
考察～

― 
平成 30年 7
月 

第 49 回日本看護学会
ー在宅看護ー学術集
会（佐賀） 

【目的】訪問看護師が精神障害を有する
療養者に対して、独自の方法で行ってい
るストレングスに着目した支援方法を
明らかにする【方法】[研究対象]A県下
の訪問看護ステーション 6施設、各施設
管理者に推薦された看護師 10名[研究期
間]平成 28年 9月～平成 29年 2月[研究
デザイン]質的記述的研究[分析方法]質
的統合法（KJ法）【結果】元ラベル 74
枚から①困りごとは強みに通じるゲー
ト②身体をいたわる③好きなことは現
実感覚強化の糸口④自信は新たな希望
のエネルギー源⑤望みや願いを第 1に守
るの５要素を抽出した。【結論】訪問看
護師は日々の関りの中で自ずとストレ
ングスに着目しながら支援をしている。
時に、利用者の願いや望みが過剰に作用
し体調を崩すことにもなるが、あきらめ
ずに将来に希望を持ち共存していく手
立てを一緒に探ることが、地域での生活
を支えていく上で重要であることがわ
かった。
本人担当部分：研究計画、文献検討、イ
ンタビューガイドの作成とインタビュ
ー、結果分析、考察、発表
発表者：西出順子、木村聡子、鵜飼知鶴、
畑吉節未
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教 育 研 究 業 績 書
令和3年 3月 31日 

氏名 林  文子 

研 究 分 野 研  究  内  容  の  キ  ー  ワ  ー  ド 

看護学 小児看護 小児救急 家庭療養支援 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月

日 

概 要 

１ 教育方法の実践例 
１）清恵会医療専門学院

・小児看護学実習指導

・基礎看護学実習指導

・精神看護学実習指導

・事例研究指導

・クラス担任

・オープンキャンパス担当

・国家試験対策実施

平成23
年～平
成24年 

清恵会医療専門学院看護科3年生約50名に小児看護学実習を
担当し指導にあたった。小児病棟では川崎病、ネフローゼ、
気管支喘息、肺炎などに罹患した各発達段階の小児とその家
族の看護について指導した。保育所では健康な乳幼児の生活
と発達に応じた保育の指導にあたった。「事例研究」では小
児看護学領域の研究に臨む学生の指導を行った。クラス担任
として2年生約40名を受け持ち、学校生活における学生の管
理（成績管理、健康管理、必要時面談など）をとクラス運営
を行った。 

2)宝塚大学看護学部
・小児看護学Ⅳ（演習）

「小児のバイタルサインズ測定」

「離乳期の児の食事」

「児の抱き方・着衣」

・小児看護学実習 実習指導 

・基礎看護学実習Ⅰ.Ⅱ 実習指導

・総合実習 実習指導 

・看護の探求 研究指導（補助） 

・成人看護学実習（慢性期）実習指導

・チューター制度における学生支援

・国家試験対策補講（小児看護学）
・オープンキャンパスにて看護ミニ体験講座
実施小児看護学【子どもの食事】

平成24
年～平
成29年 

宝塚大学看護学部３年次生約100～130名のを担当し、小児看
護学Ⅳ（演習）「バイタルサインズ測定」「離乳期の児の食
事」「児の抱き方・着衣」についての技術演習を担当した。 

小児看護学実習では小児病棟および小児外来にて1 クール2
週間の実習を、10～13グループに分け指導にあたった。小児
病棟では、川崎病、ネフローゼ、気管支喘息などに罹患した
各発達段階の小児とその家族の看護について指導した。実習
最終日には各学生が、「看護上の問題」と「患者の全体像」
を発表し、その講評や指導にあたった。 

総合実習では小児看護学ゼミ受講学生の小児関連福祉施設や
教育機関等での実習の指導にあたった。看護の探求では学生
がこれまでの看護の学びから選択し設定したテーマに合わ
せ、看護研究の指導にあたった。 
基礎看護学実習Ⅰ.Ⅱの各期の実習で1年次、2年次生に対し
指導にあたった。 

成人看護学実習では、1クール3週間の実習を毎年2 グループ

担当し、慢性期疾患を持つ患者とその家族への看護の指導に

あたった。                  2年次生のチューターを担当

し、修学状況や就職および健康面の相談など学生生活のサポ

ートにあたった。また必要時 保護者を含めた面談を行うな

ど問題を抱えた学生に対してチューター主任や学生委員 

会と連携し指導や支援を行った。 

3）大阪僥倖高等学校看護科・看護専攻科

・基礎看護学実習Ⅱ実習指導

・老年看護学実習

・成人看護学実習

平成26
年～平
成27年 

大阪僥倖高校の看護科および看護専攻科の学生約30 名に、基
礎看護学実習Ⅱ、老年看護学実習、成人看護学実習の各領域
実習を担当し、担当する学生の臨地での指導と学内演習の実
技指導にあたった。 

4）太成学院大学

・小児看護学実践実習

平成28年
～平成29
年

太成学院大学看護学部の学生に対して小児看護学実践実習の
指導にあたった。病棟では主にウイルス感染による呼吸困難
や消化器症状のある児への看護を展開した。またレスパイト
入院を利用する児の管理と家族への対応に触れる機会もあ
り、児を中心とした家族看護について考える機会となった。
小児外来では、見学実習を展開した。疾患に罹患した児とそ
の家族への家庭療養への支援、小児の発達・発育を支える役
割・機能について学習できた。 

5) 奈良学園大学保健医療学部看護学科

・基礎看護技術演習Ⅰ

「活動を支える援助技術」

「睡眠と休息を支える援助技術」

・基礎看護技術演習Ⅱ・Ⅲ

「栄養と食生活を支える援助技術」

「総合演習」

平成30年

～
奈良学園大学保健医療学部看護学科１年次生約90名に対し、
基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ「活動と運動」「睡眠・休息」「食事と
栄養」「総合演習」を担当し講義・演習を行った。また2年
次生約90名に対して基礎看護技術Ⅱの「食生活を支える技
術」を担当した。各単元の講義では療養生活を支える必要な
援助に関する基礎的知識と概念について教授し、演習では学
生間で模擬患者と看護師となり、安全・安楽に基づいた技術
を展開し習得できるよう指導にあたった。 
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・基礎看護学実習Ⅰ 

 

 

 

 

・基礎看護学実習Ⅱ 
 
 

 

 

 

・卒業研究Ⅱ 
 
 
・基礎演習Ⅰラーニングスキルズ 

 
基礎看護学実習Ⅰでは、一年次生が実習病院施設をとおして
医療と看護の組織および役割について学習した。対象者の治
療・看護の提供場面を見学し、ケアの一部実施およびコミュ
ニケーションを経験することで、対象者の生理的・精神的・
社会的側面の理解を深めることができた。 
 
基礎看護学実習Ⅱでは、2年次生が看護過程演習で学修した
看護過程を用いて、対象者に必要とされる援助を計画し、実
施、評価を行った。また既習の看護技術の知識を活用し、対
象者の安全・安楽・自立に基づいた技術の実践を行った。学
生の対象者との関わりを通して基本的な援助的関係について
も養うことができた。 
卒業研究の指導では、学生が自らテーマを設定し問題提起し
たことについて関連する既存の研究論文を用いて分析する過
程を指導した。学生の主体性で調査・思考することによって
論理的な思考方法を身に付けることができた。 

 

基礎演習Ⅰでは、1年次生７～８名の小グループ演習を行っ

た。個々の学生が助言・指導のもとに興味関心のあるテーマ

を設定し、各自で文献検索を行い調査したことについてグル

ープディスカッションを行いテーマと課題について深めた。 
 
・小児看護学実習 
・小児看護援助論 
・小児看護援助論演習 

  

２ 作成した教科書，教材 

1)宝塚大学看護学部 

・小児看護学実習要項 

・実習オリエンテーション資料 

・講義資料（国家試験対策用問題） 

・オープンキャンパス【体験講座】資料 

「子どものバイタルサインズ測定」 

 宝塚大学看護学部小児看護学実習要項（平成25年度以降）の
作成にあたり、実習目標の検討やスケ 

ジュールの設定および記録類を作成した。また、東大阪市立

医療センター小児病棟実習の導入にあたり、臨床との打ち合

わせや事前研修を行い、各種資料およびオリエンテーション

資料を作成し、学生の指導に用いた。その他、市立池田病

院、北野病院においても同様に資料を作成し、臨地での実習

の進行および学生指導を行った。小児看護学の講義に使用す

る資料の一部として国家試験問題の作成を担当した。オープ

ンキャンパスでは「子どものバイタルサインズ測定」を参加

者が体験するための資料を作成した。 
３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

 

 
 

なし 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

 なし 

５ その他  

1)宝塚大学看護学部 

・小児看護学実習施設の開拓 

平成26年

10月 
宝塚大学看護学部小児看護学における臨地実習病院として、

市立堺病院・大阪労災病院を実習病院として新たに開拓し、

実習を行った。 
職務上の実績に関する事項 

事

項 
年月日 概 要 

１ 資格，免許     
看護師免許看護師免許取得（第８５７６６５号） 看護師資格取得   

２ 特許等   
なし 

３ 実務の経験を有する者

についての特記事項 

  
なし 
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４ その他 

１）宝塚

大学看

護学部

活動 

・FD委員会 

・キャリア委員 

 

２）奈良学園大

学保健医療学

委員員会活動 

・学生部会（平成31年3月

まで） 

・自己点検・評価委員 

（平成30年～令和2年3

月） 

・国家試験対策委員 

（平成31年～令和2年3

月） 
 
３）地域貢献活動 

・厚生労働省小児救急電

話相談（♯8000） 大阪

府小児救急電話相談相

談員 

・NPO法人小児救急サポー

トネットワーク 

認定員 

・大阪府小児救急電話相

談マニュアル 改訂 

・病院における電話対

応スキルアップ研修会

ファシリテーター 

・お父さんに役立つ育児セ

ミナー           “子ど

もの病気やケガの対処

―♯8000での相談 

 
平成25

年～平

成28年 
 
 
 
 

平成30

年～現

在に至

る 

平成19

年～現

在に至

る 

 
宝塚大学看護学部にてFD委員会、キャリア委員会に所属し

た。FD委員会では教員の研修企画や開催にあたった。キャ

リア委員会では、卒業生にシャトル研修を開催し「若手看

護師のためのキャリアアップ研修」を実施するなどの活動

を行った。 
 
 
奈良学園大学において、学生部会に所属し、部会の活動を

行った。自己点検・評価委員に所属し、白書の見直し点検

や作成作業に携わっている。国家試験対策委員に所属し、

部会の活動を行っている。 
 

厚生労働省小児救急電話相談事業（♯8000） 

大阪府小児救急電話相談の相談員として、子どもに起きる

突発的な病気やケガについて家庭での療養方法や対処につ

いて相談を受けている。保護者の子どもの症状の緊急性に

ついての判断支援となっており、全国的に利用件数は毎年

増加している。 

子どもの救急電話相談に携わる相談員の対応マニュアルの

改訂について携わった。 

「病院における電話対応スキルアップ研修会」にて、患者

や家族への医療従事者の対応力向上のための講座にてファ

シリテーターを務めた。 

「お父さんに役立つ育児セミナー」にて、子どもに起きる

病気や突発的なケガの対象方法、また♯8000 の活用法方法

などを紹介した内容の講演を行った。 

研

 究 業

 績 等 

に 関 す 

る 事 項 

著書，学術論文等の名称 単著・

共著の別 

発行又は

発表の年

月 

発行所，発表雑

誌等又は発表学

会等の名称 

概 要 

（著書） 

1なし 

2 

3 

: 

    

     

学術論文 

1、小児救急電話相談（♯ 

8000）における電話相談員

の職務満足に関連する因子

の探索 

（修士論文） 

 

 

 
共著 

 

 

 

 

 

 

 
平成29年3月 

 

 

 

 

 

 

 
和歌山県立医科大

学 

 

 

 

 

 

 
子どもの急病時などに家庭での対処を保護者に

支援する、小児救急電話相談（♯8000）の相談

員370名を対象に、相談対応の向上を図るために 

質問紙調査を行った。まず質問紙作成のため相

談員に予備調査を行い、データから電話相談の

職務満足概念を質的分析し抽出した。その内容

から54問の質問項目を作成し、コミュニケー 
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2、卒業して8か月目及び2年 

目の看護師に対するキャリ 

アアップ支援の試み－ア 

サーティブネス研修を実施 

して－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,健康な高齢者におけるケリ

ーパッドを用いた安楽な洗髪

姿勢時の股関節・膝関節の屈

曲角度、及びそれら角度と基

本属性の関連（原著論文） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝塚大学要ARTES 

No30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本健康医学会雑

誌 

ション・スキル尺度および自己肯定感尺度を使 

用し調査を行った。回収した質問紙よりデータ 

の因子分析を行ったところ、電話相談員の職務 

満足は【肯定的感情】【労働環境】【自律性】 

からなる23項目の尺度で構成された。また【肯 

定的感情】には自己効力感やコミュニケーショ 

ン・スキルおよび相談に必要な電話対応スキル 

など電話相談の実践そのものと関連しており、 

電話相談対応の向上には職務満足が有用である 

ことが明らかとなった。そのため相談員が従事 

する環境を調整することや、それに向けた支援 

の重要性が示唆された。 

共同研究者：林  文子、内海みよ子 

 

A大学卒業生のキャリアアップ支援として、組織 

人としての役割を考えることを目的に、卒業し 

て8か月目及び2年目の卒業生を対象とした合同 

研修を行った。研修参加者のアンケートより、 

アサーティブネスという概念から、他者の権利 

を守りながら自分の権利を守り、自分の意見を 

伝えることの大切さを学んだ。卒後8か月目の参 

加者は、先輩と話をし、1年後の姿を予測でき 

た。卒後2年目の参加者は、1年前の自分を振り 

返り、自分の成長を実感するとともに、職場の 

後輩への接し方を考えていた。それぞれの立場 

で重要と感じる点や考える視点は異なるが、お 

互いの考えを知ることで、職場におけるチーム 

ワークへの理解が深まった。研修の意義を実感 

し、今後も継続する必要があると考えられた。 

共同研究者：美王真紀、岩下真由美、岡和美、 

江口秀子、合田友美、寺田准子、大和志麻、福 

島美幸、上田裕子、林文子、人見啓江、西絵里 

担当部分：データ分析 

 

 

健康な高齢者において、ケリーパッドを用いた 

仰臥位での洗髪援助時に、安楽だと感じる股関 

節及び膝関節の関節屈曲角度を明らかにし、そ 

れら角度と対象者の基本属性との関連について 

検討した。 対象者は 51 名の高齢者で、バイタ 

ルサイン、基本属性、関節角度に関するデータ 

を収集した。 

1）人が安楽だと感じる股関節の平均屈曲角度は 

34.7±9.6 度、膝関節の平均屈曲角度は 73.2± 

20.1 度である、2）人が安楽だと感じる股関節 

と膝関節の屈曲角度のバランスは、股関節の屈 曲

角 度に対し膝関節の屈曲角度が平均 2.1± 

0.3 倍である、3）股関節・膝関節の屈曲角度 

は、性別や年齢、体 格（身長、体重、BMI、体脂

肪率、大腿長、下腿長）を含む基本属性と相 

関関係を認めない、4）大腿長の   長さからみて 

高値群と低値群では股関節の屈曲角度に差があ 

り、高値群のほうが低値群より有意に値が小さ 

い（p＜0.05）、ということが明らかとなった。 

以上から、今後実際にケリーパッドを用いた仰 

臥位での洗髪援助時に股関節や膝関節の屈曲角 

度を決定する際には、本研究結果を活用される 

ことが望まれる。木村静   澤田京子、上山直美、 

葉山有香 、林文子、中馬成子 

担当部分：データ分析 
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(学会発表) 

１、慢性疾患児との対応経 

験と担任の対応の分析 

（査読あり） 

 

共著 

 

平成26年 

8月30日 

 

日本育療学会第18

回学術 

集会（於新潟県） 

 

慢性疾患児に関わる教育機関関係職種の役割を 

明確にし，連携を円滑に進めるために質問紙調 

査と面接調査を行った。慢性疾患児と身近に関 

わっている担任の対応を分析し，学内体制とし 

ての担任への支援の方法を検討したところ、各 

担任は児に対する配慮や対応策など情報共有の 

工夫をしていた。そのため、管理職の統率力に 

より連絡調整の方法や連携プログラムが明確な 

ことなどが学内体制の充実につながることが明 

らかになった。 

共同研究者：河合洋子、中塚志麻、大見サキ 

エ、横田雅史、津田聡子、林  文子、江村多加 

子 

担当部分：データ分析 

  

  
   

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

2、健康な女性高齢者におけ

る床上仰臥位での洗髪時の

膝関節屈曲の有無が対象者

の感覚に及ぼす影響の違い 

 
科学研究費助成事業(若手研

究Ｂ、15Ｋ21536)分担 

共著 平成30

年12月

15日 

日本看護科学学会

第38回学術集会

（於愛媛県） 

健康な女性高齢者に対し仰臥位でケリーパッド

を用いた洗髪援助における膝関節の屈曲の有無

が対象者の感覚に及ぼす影響の違いについて調

査した。対象者（12名）の年齢は70.5（±1.8） 

歳（平均値±SD）であった。感覚データでは大

腿・下腿の筋の緊張感において伸展群は34.9 

（±10.5）点、屈曲群は5.1（±2.1）点で、屈

曲群のほうが伸展群より筋の緊張感が低く、有

意差を認めた。（p=0.021）姿勢の安心感では、 

伸展群は58.7（±11.1）点、屈曲群は94.5（± 

1.9）点で、屈曲群のほうが伸展群より安心感が 

高く、有意差があった。（p=0.021）したがって 

仰臥位での洗髪時に膝を伸展するよる屈曲した

ほうが、足にかかる筋の緊張感が有意に少な 

く、安心感が得られることが科学的に明らかと な

った。今後は対象者数を増やすことや身体的 な影

響も含めて総合的に検討すること、さらに 実際に

ベッド上で洗髪援助を受けている高齢者 を研究対

象者として研究を進めていくことが課 題として

考えられる。 

共同研究者：木村静、澤田京子、大江真人、上 

山直美、葉山有香、平野加代子、林文子 担当部

分：データ分析 
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３．女性高齢者における仰

臥位で洗髪援助を受けると

きの股関節と膝関節の屈曲

の有無が、血圧と脈拍に及

ぼす影響についての検討 

科学研究費助成事業(若手研

究Ｂ、15Ｋ21536)分担 

共著 平成31

年3月9

日 

日本看護研究学会

第32回近畿北陸地

方会学術集会 

健康な女性高齢者に対し仰臥位でケリーパッド を

用いた洗髪援助における膝関節の屈曲の有無 が対

象者の血圧と脈拍に及ぼす影響について調 査し

た。屈曲群→伸展群の順で実施した者が6 名、

伸展群→屈曲群で実施した者が6名であった。洗

髪前後の比較は、血圧では有意差がな かった

が、脈拍では屈曲群において前81.3（± 11.6）回

/分が、後69．1（±9.8）回/分に、伸 展群にお

いて前82.0（±10.6）回/分が後71.0 

（±10.4）回/分、２群ともに洗髪前後で有意差 

があった（p=0.001、p=0.000）各側手項目の変

化率における2群の比較では全て有意差は認めな 

かった。したがって女性高齢者では仰臥位で洗

髪援助を受ける際、洗髪前より洗髪後に脈拍が

有意に減少するが、膝関節の屈曲の有無によっ

て脈拍の減少における有意な違いは認めないこ

とが明らかとなった。今後は対象者数を増やす

ことや心理的な影響も含めて総合的に検討する

こと、さらに実際にベッド上で洗髪援助を受け

ている高齢者や療養患者を研究対象者として研

究を進めていくことが課題として考えられる。

共同研究者：木村静、澤田京子、大江真人、上

山直美、葉山有香、平野加代子、林文子  担当

部分：データ分析 

４、ベッド上仰臥位での洗

髪時における安楽な膝関節

および股関節の屈曲角度と

基本属性との関係 

科学研究費助成事業(若手研

究Ｂ、15Ｋ21536)分担 

共著 令和元

年8月20

日 

日本看護研究学会

第45学術集会

（於大阪） 

健康な高齢者がベッド上仰臥位で洗髪援助を 

受ける際に安楽だと感じる体位における 股関節と

膝関節の屈曲角度と、それら角度と基本属性と

の関係について調査した。対象者は女性高齢者 

12 名であった。対象者が安楽であると感じる関

節の屈曲角度は、正規分布を辿ると仮定され、

股関節では 42.3±7.9 度、膝関節では 

88.4±20.4 度であった。また、股関節と膝関節の 

屈曲角度はともに BMI と体脂肪率と負の相関関

係が認められた(γ＝－0.60～0.67、p＜ 

0.05)。 以上から、仰臥位での洗髪援助時に 

は、上記、安楽な股関節や膝関節の屈曲角度に

調整す ることを目安とし、BMI や体脂肪率の値が

高いほど関節屈曲角度は低くなることが示唆さ

れた。共同研究者：木村静、澤田京子、大江真

人、上山直美、葉山有香、平野加代子、林文子 

担当部分：データ分析 

5.A県で小児救急電話相談

（＃8000）に携わる相談員

の様相

共著 令和２年 

3月21日 

日本看護研究学会

第33回 

A県の小児救急電話相談に携る看護師を対象に電 

話相談の職務状況、経験上の思いや考えを質問 

し、電話相談の職務の様相を調査した。アン 

ケート内容を質的記述的に分析しカテゴリー分

類した。＜子どもの救命・救急医療に貢献して

いる＞＜保護者の対処行動が向上される＞＜保

護者の思いに応える＞＜保護者の不安や問題が

解消・軽減される＞＜現代の子育て環境に対応

する＞＜対応力を向上したい＞＜管理やサポー

ト環境が重要＞＜救急医療と電話相談のあり方

＞の８つのカテゴリーが抽出された。Ａ県の相

談員の職務は、様々な育児環境にある保護者の

ニーズの把握と救急医療情勢を相互させ、保護

者に適切な相談ができるよう駆使していた。電

話相談員が保護者のニーズに応え、力の発揮が

できるよう支援する必要性が示唆された。共同

研究者：林文子、木村静香

近畿・北陸地方学

術集会 

6.仰臥位での洗髪援助につ

いての文献レビュー

共著 令和２年 

3月21日 

日本看護研究学会

第33回 

仰臥位での洗髪援助における研究の動向を調査 

した。健康な者を対象とした研究が9件、患者を 

対象とした研究が8件（心疾患と切迫流早産が各 

3件、貧血が2件）であり、対象者数では5～80名 

の範囲であった。洗髪の方法では、洗髪台を使 

近畿・北陸地方学

術集会 
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用した研究が6件、ケリーパッドを使用した研究 

が5件であった。「洗髪車を利用」「ベッド上」 

「膝の下や頸部に枕を使用」など具体的な記載 

もみられた。また、血圧、脈拍、呼吸数などの 

客観的指標や、苦痛、爽快感、疲労感などの主 

観的指標が測定されていた。さらに、「腹部の 

張り」「筋の緊張」「血圧や心拍数への変動」 

が生じたという研究もあったが、仰臥位での洗 

髪援助の安全性や安楽性が確認できたという研 

究結果が多かった。 

仰臥位での洗髪援助の先行研究では、臨床研究 

は全体の半数程度であり洗髪台やケリーパッド 

での検討が多い。対象者の負担を主観及び客観 

的指標から検討している。洗髪の安全、安楽を 

確認する研究結果が多いことが明らかとなっ 

た。研究者：木村静、葉山有香、林文子、上山 

直美、澤田京子  担当部分：データ分析 

Literature review on the 

psychological effects of 

hair-washing support on 

subjects

令和2年2月 The 6th 

Internathional 

Narsing 

Reserch 

Conference of 

Nursing Science,

(Purpose) TTo examine the research trends in 

Japan on the psychological effects of hair-washing 

supporton subjects.(Methods) Using Ichushi-Web 

without restrictions regarding the year of publishing 

(but excluding conference proceedings, meeting 

minutes, review articles, and commentaries), we 

performed searcheswith the keywords “hair 

washing” and “body position or posture.” Next, we 

narrowed the results to16 papers that dealt with the 

psychological effects on subjects who underwent 

hair washing (search date: February 6, 2019). 

Thereafter, the trends in these previous studies 

were observed (Results) Eight studies targeted 

healthy persons and eight studies targeted patients 

with disease (including three cases of threatened 

premature delivery). The number of subjects ranged 

from 5 to 80. Body positions examined included the 

supine position, sitting position, Fowler’s position, 

lateral 

position, and prone position; of these, the supine 

position was most common, with 11 hits. Subjects’ 

emotions such as distress, fatigue, exhilaration, 

postural stability, etc. were measured. The supine 

position and Fowler’s position were associated with 

many positive emotions, such as relaxed, easy, and 

“no oppressive” feelings, while the sitting position 

was associated more often with more negative 

emotions, such as tiredness, fatigue, and pain 

.(Discussion) Examination of extant research on 

various hair-washing positions and psychological 

evaluation indicators grouped according to the 

subjects’ condition revealed that each position 

waschosen to maximize the comfort of subjects. 

However, due to the limited number of references 

andcases, further research may be necessary for 

generalization. 

8.小児救急電話相談

（#8000）における電話相談

員の職務満足を構成する

概念の検討

共著 2020年11月

6日 

第67回小児保健協

会学術 

集会 

小児救急電話相談（#8000）に携わる相談員の職務満 

足を構成する概念を明らか職務環境の在り方および向 

上への示唆を得る。調査は平成 28 年 4 月から 5 月 

で、参加者は小児救急電話相談に５年～10 年携わって

いる看護師の資格を有する相談員 13 名であった。参 

加者にはアンケート用紙を用いて、電話相談の職務につ 

いて、やりがいや満足感あるいは使命感や誇りを感じたこ 

と、環境について改善して欲しいことなどを質問し、自由 

記述による回答を得た。【結果】相談員の職務満足の 

概念は、仕事に対するやりがいや誇り、使命感などから 

なる〈仕事に対する肯定的感情〉〈仕事の成果の確認〉 

〈＃8000 の在り方・存在意義〉と、専門性の発揮や良い 
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相談を行うことに関する〈相談員としての自律〉〈充実して 

仕事ができる環境〉の５つのカテゴリーで構成された。【考 

察】参加者は、子どもの病状に対する保護者の不安や 

疑問が電話相談によって解消されたことで〈仕事の成果 

の確認〉がなされ、保護者から得られる良い反応に対し 

てやりがいや満足感を得ることができ〈仕事に対する肯定 

的感情〉を抱いていた。さらに子育てをする保護者への支 

援として〈＃8000   の在り方・存在意義〉の高さを認識 

し、良い相談が行えるよう自己の課題や目標を見出し 

〈相談員としての自律〉の意識が、仕事を向上させる努 

力として発揮されていた。そして同僚や管理者による周 

囲からのサポートは〈充実して仕事ができる環境〉として 

相談員を支えていた。電話相談の専門的知識や相談の 

スキルが発揮され、相手から得られる反応によって良い

相談ができたことを認識し、肯定定な感情を抱くとともに

相談員という専門的な職務の意識を高めていた。それが

相談員の満足につながっていることが考えられた。【結

論】相談員が力を発揮し質の高い相談を行うためには、

職務満足の検討が有用である

ことが示唆された。林 文子、内海みよ子、 桧山恵美

子、宮下佳代子、木村 静

9.大阪府小児救急電話相

談（#8000）に寄せられる新

生

児についての相談内容

共著 2020年11月

6日 

第67回日本小児

保健協会 

2018度大阪府＃8000には58,694件（1日平均160.8 

件）の相談が寄せられ、新生児に関する相談は772件 

（4.6％）である。新生児期の相談は育児相談に分類さ 

れる内容が主で、相談件数は2017年度81件、2018年 

度155件と倍増している。そこで新生児についての相談 

内容を分析し、保護者の不安の要因を明らかにした。 

2018年度大阪府小児救急電話相談＃8000への新生 

児の育児相談の内容について音声データ（148件）を週 

数別に分析した。生後1週までの新生児の相談内容は 

「37.5度前後の体温」「呼吸が変ではないか」、生後2週 

では「首を反らして抱っこしてしまった」「ずっと寝ている」「ミ 

ルクの量」、生後3週では「ミルクを噴水状に吐いた」、生

後4週では「おなかが張っている」との相談が多かった。相

談員は夜間救急への受診の可否の判断について返答

することが多いが、新生児の相談の場合は帯下など新

生児期特有の知識が必要とされる。また保護者も相談

内容をどのように伝えたらよいのか迷い言葉が明確でない

場合がみうけられた。近年、産後入院期間の短縮や個

室入院が多くなり、新生児を養育する保護者は、日々

変化する子どもの様子に異常ではないかと戸惑いながら

自身の育児に不安をもち＃8000へ相談している。＃

8000事業の認知が広がり活用に繋がっていることは、育

児不安から情緒不安定や育児放棄(虐待)に陥る保護

者を援助する手立てとなりうる。しかし＃8000事業を利

用する保護者のニーズは、適切な受診の判断と育児支

援と幅広く、新生児期の子どもをもつ保護者の困りごと

や不安に十分に寄り添い対応するには専門的な知識が

必要である今後、＃8000事業は出産した産院・地域の

保険センター・助産師会・産婦人科医会とも連携し新

学術集会 

生児期の育児相談に対応できるような体制となることが

望ましい。宮下佳代子、的場仁美 、林文子、阿部榮

子、福井聖子

10.小児救急電話相談（＃

8000）への発熱に関する相談

の分析～子どもの状態と相談

に至る背景～

共著 2021年3月

21日 

第34回日本看護

研究学会 

近畿・北陸地方会

学術集会 

＃8000への発熱の相談内容と子どもの状態を分析し保 

護者のニーズと有用な電話相談対応を検討する。2018 

年度A県＃8000への5歳以下の子どもの発熱の相談 

で、〈熱の高さ、;機嫌、食事水分、摂取量、睡眠状況、

排尿状況の全身状態に関する5項目を聞き取った3284 

件を分析対象とした。分析は、全身状態5項目と〔相談 

目的〕、症状の〔開始時期〕、受診や家庭療養など保 

護者への勧奨を〔対応〕としたカテゴリーごとに集計し、χ 

2 検定を用いて検証した（p＜0.05）。【結果】発熱に関 

する保護者の〔相談目的〕は“受診について”2732件 
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（83.9%）が多く、摂取、睡眠状況、排尿状況;に差を認 

めた(ｐ＜0.00～0.05）。 

症状の〔開始時期〕では“今起こった”が1290件（39.5%） 

と最も多く、熱の高さ摂取量、機嫌に差を認めた(ｐ＜ 

0.00～0.05)。〔対応〕は“これから受診”となる事例が311 

件（9.6%）あり、〈摂取量〉;排尿状況;に差を認めた(ｐ＜ 

0.00）。子どもの全身状態の詳細は、体温“38.5℃以 

上”での相談が2640件（80.4%）と最も多く、[機嫌]は“普 

段通り/少し元気がない”   が1291件(39.3%)、〈摂取量〉 

は〝普段通り” 929件 

（28.3%）、 [睡眠状況]〝眠れる“が941件（28.7%）であっ 

た。【考察】5歳以下の子どもの発熱では38.5℃以上で 

の相談が多く熱の高さに不安を抱き電話相談の利用に 

至るが 

、症状の開始時期や機嫌・摂取量など保護者が相談に 

至った経緯にはばらつきがあり、発熱に伴う全身状態の 

悪化や受診を勧奨する事例は少ない。【結論】5歳以下 

の子どもの発熱に関する相談は、子どもの全身状態を 

保護者と一緒に丁寧に確認し、保護者の相談目的と不 

安の詳細を把握し、子どもへの有効なケアにつなげる必 

要がある。宮下佳代子、林文子（データ分析） 

11.健康な男性高齢者の仰

臥位での洗髪姿勢時におけ

る安楽な股・膝関節屈曲角度

と下肢長、下肢周囲径との関

係についての検討

共著 2021年3月

21日 

第34回日本看護

研究会 

近畿・北陸地方会

学術集会 

健康な男性高齢者が仰臥位での洗髪姿勢時に安楽だ 

と感じる股・膝関節の屈曲角度,下肢長,下肢周囲径の 

関係を明らかにする。データ収集期間は2019年11～12 

月であった。対象者はA市シルバー人材センターに登録

のある男性高齢者27名であった。測定項目は年齢,バイ タ

ルサイン(以下VS),下肢長(大腿長,下腿長),下肢周囲

径(大腿周囲径,下腿周囲径),左右の股・膝関節の屈

曲角度であった。測定手順は,まず下肢長,下肢周囲径

を測定した。次にベッドに仰臥位にて臥床後,頭部にケ

リーパッドを挿入し,対象者の最も安楽な体位における

股・膝関節の関節屈曲角度をデジタル角度計(シンワ測

定社製)で測定した。分析方法は,測定項目間で相関

関係をみた(Pearsonの相関係数)。統計学的分析は

SPSSを使用し,有意水準はp＜.05とした。

【結果】年齢は73.3±4.4(平均値±SD,以下同様)歳

で,VSに問題はなかった。股関節は53.5±5.9度,膝関節

は107.7±10.3度,大腿長は37.5±2.6cm,下腿長は38.1

±2.5cm,大腿周囲径は43.4±2.7cm,下腿周囲径は

35.1±2.7cmであった。関節角度と下肢長や周囲径との

間には相関関係がなかったが、股関節と膝関節の屈曲

角度では正の相関関係があった（γ＝0.91,p=0.000）。

【考察・結論】安楽な洗髪体位における股・膝関節の屈

曲角度は対象の下肢長や周囲径とは関連がないことが

わかった。また、股関節の屈曲角度が大きくなれば膝関

節の屈曲角度も大きくなり、両者は関連性を持ちながら

安楽な体位を保持することが示された。今後は、下肢以

外の体格や身体組成も含めた詳細な検討が望まれる。

本研究は同志社女子大学学術研究奨励費による助

成を受けた。

木村静、和泉美枝、葉山有香、眞鍋えみ子、林文子、

假谷ゆかり、澤田京子

12.小児救急電話相談（＃

8000）の実践とコミュニケーショ

ンスキル、自己効力感との関連

共著 2021年3月

21日 

第34回日本看護

研究学会近畿・北

陸地方会学術集会 

小児救急電話相談（#8000）に携わる看護師の電話相 

談の実践に関連する要因を明らかにする。【方法】＃ 

8000事業に属する看護師211名を対象に質問紙調査 

を実施した。調査期間は2016年7月～8月であった。調査

は➀電話相談実践状況（7項目）②特性自己効力 

感（23項目）③コミュニケーションスキル（6下位因子、24 

項目）、看護師の背景要因には実践年数、小児看護 

経験の有無、研修参加状況、マニュアルや地域医療情 

報の充実感を質問した。分析は、背景要因との関連に 

Mann-WhitneyのU検定、一元配置分散分析を行った。 

➀②③の各合計得点を算出し、Spearmanの順位相関

分析を実施した。➀との関連を認めた変数の重回帰分
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析（Stepwise法）を行った。統計学的分析はSPSS (Ⅴ 

er．26.0)を使用した（p＜0.05）。【結果】電話相談の実 

践「子どもをとらえる適切なトリアージ」「保護者の不安や 

相談の趣旨の理解」「家族を含め子どもの症状をとらえ 

る」「相手が理解し納得できる話し方」「状況に応じた家 

庭内療法の提供」「地域医療を考慮した臨機応変なア 

ドバイス」の6項目に、③の総得点、下位因子「解読力」 

「他者受容」「関係調整」との相関を認めた（r=0.33～ 

0.44）。また背景要因「地域医療情報の充実感」に有意 

な差を認めた（ｐ＜0.00～0.04）。自己効力感との相関 

は認めなかった。➀を従属変数とした重回帰分析では、 

③下位因子「解読力」が特に影響していた（β＝0.013

～0.386、p<0.001）。【考察】看護師の電話相談の実践

には、子どもの看護の専門知識と保護者の声を理解し

対話によって進めるコミュニケーションを活用し、家庭状況

やニーズの把握、地域医療の情報提供を充実して行うこ

とが重要と考えられた。【結論】電話相談の実践は、看

護師のコミュニケーションスキルと地域医療情報提供の充

実に関連し、電話相談の促進には、これらの向上が必

要と示唆された。
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3月 31日 

氏名 本庄 美香 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

生涯発達看護学 子育て支援，PBLS 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概要 

１ 教育方法の実践例 

1)小児看護援助論における一次救命処置（ＢＬＳ）演習の工

夫について  (園田学

園女子大学 看護学科） 

2011年 4月  

～2013年 3月 

「小児看護学援助論」の学内演習において，子ども

の一次救急処置演習を実施した．子どものＢＬＳは，

大人と異なる点がいくつかある為，それら大人のＢ

ＬＳの知識と子どものＢＬＳの知識を演習室で学

び，その後，簡易型ＣＰＲトレーニング人形を用い

て全員参加型で実施した．実施する際は，AEDトレー

ナーの指示に合わせ，救急車が到着するまでの平均

時間を実際さながらに行った．実際に近い状況で行

うことで，生命に関わる仕事への意識を高められた． 

2)保育士教育における保育所安全教育について：保育所での

健康障害発生時のシミュレーション教育

（園田学園女子大学 児童教育学部 児童教育学科） 

2013年 9月   

～ 2014年 3月 

「子どもの保健Ⅱ」を担当し，実際の事例（発熱の

ある子・下痢のある子・腹痛のある子）を提示しフ

ローチャートを用いて，子どもの急変時の対応など

具体的な対処方法を教授した．また，同時に今の子

ども達の健康問題をグループワークし，グループ毎

に発表，デイスカッションを行った．また，子ども

の一次救命救急処置はシミュレーション演習を行

い，近年増加傾向にある，保育園での子どもの死亡

事故へ対応できるよう実践で使える技術・知識を念

頭に実施した． 

3)小児看護援助論における授業工夫について （関西

国際大学 保健医療学部 看護学科） 

2014年 4月 

～2015年 3月 

2年次の専門課程科目である「小児看護援助論」は，

健康障害のある子どもと家族への看護を中心に，実

践的な演習を交えながら進めている．講師の実際の

体験が，学生の未体験なことをイメージし易くなる

事から，具体と抽象の繰り返しを行い，実際は，同

じ現象の説明であっても聴く側には新しい事に感じ

させるような方法を行っている．さらに，事例展開

をグループワークで実施し，その後発表を行った．

繰り返すことで，知識の定着が可能となり，グルー

プワークにより協調性を養い，発表することでプレ

ゼンテーション能力を身に着けることにより，直接

的な看護力だけでなく，人間力全体を養うことに力

を入れた． 
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4)病床での遊びの工夫を実践するためのアクティブラーニ

ングについて                 （関西国

際大学 保健医療学部 看護学科）                 

(奈良学園大学 保健医療学部 看護学科） 

2014年 4月        

～2015年 3月       

2016年 5月     

～2020年 3月 

入院中の子どもにとって遊びは，気晴らしだけでな

く，健やかな成長発達を促し，闘病意欲の向上や症

状改善の為に重要な役割がある．また，小児看護の

実践者にとっては，入院中の子どもに適切な遊びを

提供できることは，良質な看護を提供できているこ

とに繋がる．そこで，事例を想定した手作りおもち

ゃを学生に作成させ，そのおもちゃにに対する意見

を他者にもらい，課題を完成するというアクティブ

ラーニングを実施した．小児看護概論で子どもの発

達を学び，疾病論で子どもの疾病と治療を学び，小

児看護学援助論でそれらを統合するという援助論の

目的が達成しやすい演習となった． 

 

 

    

 

 

 
 

5)臨地実習及び国家試験に向けての事例演習            

(奈良学園大学 保健医療学部 看護学科） 

2019年 4月     

～2020年 3月 

近年，急性期小児病棟の平均在院日数は約 3.5日と

なっており，学生が患児の情報を収集し患者把握を

行い看護上の問題点を抽出することは実習時間内に

できない．その一方で，看護師国家試験問題は，状

況設定問題など，実習で看護展開していなくても理

解できることを要求される．その差を埋めるため，

すべての学生に 5事例の事例展開を小児看護援助論

で実施した．課題量は多くなったが，評価表を各事

例毎に課すことにより，評価の質や平等性を確保し，

事例演習 5事例分の評価を科目の評価 25％とするこ

とで，事例を読み込む事の重要性や，患児の状況を

想起する想像力を学生は得られた．   

 

   

 

 
 

6)小児事例集（科目：小児看護学援助論） 2019年 4月        

～2020年 3月 

事例演習を行う際の事例集を自作した．各事例には，

学修目標（事例把握のための道しるべ），家族背景，

入院までの経過，入院時の状況，入院から退院まで

の経過，検査データ等，多くの情報をまとめ，学生

はそれらの情報のどの部分が必要な情報かを判断で

きるように導いた．さらに，自己の知識がどの時点

で習得できていないかを認知できるよう，今後も事
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例の提示の仕方を工夫していく必要がある． 

7）演習終了後の課題内容【基本的医学知識・振り返り】の

工夫（梅花女子大学 心理子ども学部 子ども教育学科 子

どもの健康と安全） 

2020年 9月    

～2021年 3月 

現在，1・2歳児の 2人に 1人は，日中保育施設で集

団生活をしており，これら乳児保育の需要増加傾向

は，家族形態の変化から今後も見込まれる事が予想

される．年少であればある程、子どもは窒息事故を

起こしやすい特性があるため，保育士の小児救命処

置技術演習は，体験的に実践すべき演習の一つと考

える．しかし、保育士養成課程のカリキュラムには，

「からだの構造としくみ」に関する知識を持たない

状況で，小児救命処置技術演習を実施しなければな

らない．これらを踏まえ，演習後の課題を基本的医

学知識と実践内容を振り返りを結びつけることがで

きるよう工夫した． 

8）基礎演習 1における，授業毎 到達目標の設定 2021年 4月～ 大学入学直後の履修科目である基礎演習において，

授業毎に到達目標を学生に明示することにより，段

階的に学びを積み重ねる事が出来るよう取り組んで

いる． 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価     

・学生による授業評価               （小

児看護学援助論・関西国際大学） 

2014年 4月    

～2016年 3月 

5ポイント満点中，平均ポイント 4.52．臨地実習に

繋げるよう実践的な演習とグループワークによる学

生の主体的学びを引き出すような授業展開を行っ

た． 

・学生による授業評価               （子

どもの健康と安全・梅花女子大学） 

2021年 10月   

～2022年 3月 

5ポイント満点中，4.4～4.8ポイントを獲得する（自

己学習に対する自己評価の質問を除く）．コロナ禍で

はあったが、オンデマンド学習と分散での演習を実

施することにより，学びの質を担保できるよう努力

した． 

４  実務の経験を有する者についての特記事項 1993年 6月     

～2005年 1月 

常勤及び非常勤合わせて約 6年の臨床経験があり，

そのうち 2年弱は，精神科慢性病棟での臨床経験が

ある． 

 ５ その他     

  

 

 
 

    

職務上の実績に関する事項 

事項 年月日 概要 
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１ 資格，免許 

保健師 1993年 4月 23日 登録番号：第 71347号 

看護師 1993年 4月 23日 登録番号：第 783352号 

BLS Provider 2020年 5月更新 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1）藤田保健衛生大学病院（小児内科），虎の門病院（子ども

病棟），愛育病院母子保健センター（保健指導業務），宝塚三

田病院（精神科病棟）の積算約 5年の臨床経験がある． 

大学病院の小児科病棟から病院での母子の保健指導

業務において，子どもの健康障害及び母子の健康支

援に携わった． 

2)小学校でのＢＬＳ演習について 2011年 4月 

～2013年 3月 

子どもへの「命の教育」を主目的に，小学生に対す

るＢＬＳ演習を実施した．演習時は，希望学生（学

生ボランティア）に補助を依頼し，実習病院の指導

者にも参加して頂いた．演習は，簡易型ＣＰＲモデ

ルを用い，救急車が到着するまでの 8分間を，子ど

もに体験してもらった．また，聴診器を用いて自分

の心拍の聴診や自分の身を守ることの大切さも伝え

ながら，BLS演習を通じて命の大切さを伝える事が出

来た． 

3)「まちの保健室」の出張事業としての地域への健康教育活

動 

2011年 4月 

～2013年 3月 

大学近隣の高齢者が集まる施設やイベント等に出張

し，健康教育，健康相談を実施した． 

４ その他 
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研究業績等に関する事項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概要 

（学術論文）         

1．Self-Regulationの発達と

子育て支援について 

単著 2020年 3月 奈良学園大学紀要．第

12集．Ｐ109－113 

「健やか健康 21」で重点課題としてい

る取り組んでいる「妊娠期からの児童

虐待防止対策」，「育てにくさを感じる

親に寄り添う支援」について

Self-Regulationの発達と関連付けて

概観し，最近の知見を分析，考察を加

え，これからの子育て支援のあり方に

ついて述べている．子どもの

Self-Regulationの発達は，reacive（反

応的） な過程と effortful（努力を要

する）な過程の２つの側面をもつ発達

課題である．reacive（反応的）な過程

は，胎児期から乳児期にかけて獲得し，

母親のストレスが大きく影響を及ぼす

と考えられている．effortful（努力を

要する）な過程は，幼児期に獲得し，

親や周囲の大人の肯定的な子育てや首

尾一貫性のある行動が，子どものソー

シャルスキルとより高い effortful 

control が獲得される． 

2. 混合病棟で小児に関わる

看護師のプレパレーションに

対する認識と実践の状況 

共著 2015年 3月 日本看護倫理学会

vol.7 No.1 2015 

混合病棟で小児にかかわる看護師のプレパ

レーションの認識と実施状況を明らかにす

ることを目的にとして調査した．結果，プ

レパレーションの意味，効果，必要性に関

する認識が 9割あるにも関わらず，実施状

況は 6割弱に過ぎなかった．プレパレーシ

ョンを段階別にみると，“処置中のディスト

ラクション（気晴らし）”の実施状況が 8割

を満たなかった．プレパレーションを実施

するために「時間の確保」が必要と回答し

た看護師が 7割以上，実施できない理由で

あった．論文全体を担当する．          

担当部分：全体的な分析，査読後の修正，

共同研究につき本人担当部分抽出不可能                  

共著者：宮内環，寺内弘，本庄美香 
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3. 産後うつ病の効果的なス

クリーニング及び支援方法に

ついての文献的検討 

共著 2014年 10月 大阪信愛女学院短期大

学院紀要 48号 p13-22 

2014 

文献の検討を行うことにより，産後う

つ病の効果的なスクリーニング方法お

よび支援方法について検討した．産後

うつ病は，厚生労働省の発表では，近

年減少傾向にあるとされているが①う

つ傾向を呈する時期が経過の中で異な

る②エジンバラ産後うつ病質問票の使

用方法の不統一によるバイアス，等の

りゆうから，減少傾向にあるとは言え

ず，簡易なスクリーニング開発の必要

性がある．乳児家庭全戸訪問事業など，

看護専門職者の家庭訪問拒否の母親ら

に対する，母親が気持ちを表出し易い

評価方法が必要である．考察（6－1，6

－2）を分担する．                  

共著者：木村聡子，本庄美香 

 

 

4. 高齢者と子どもの日常交

流に関する現状とあり方 

共著 2012年 1月 園田学園女子大学論文

集(第 46号),p69-87頁 

2012 

高齢者と子どもの日常交流に関する文

献を収集・分析し，高齢者と子どもの

交流についての現状を明らかにした．

結果，高齢者と子どもの日常交流を促

進するための課題は，地域においては，

交流プロ グラムへの配慮 ，高齢者と

子どもの交流における継続性 ，及びサ

ポート・ネットワークの 充実が必要と

考える．施設においては，疾患・障害

をもつ高齢者の理解，子どもの理解，

高齢者と子どもへの配慮，職員の負担，

及び職員の専門性を生かした連携と協

働 が必要であると考える．高齢者と子 

供の日常交流がさ かんに行われるた

めには，施設間や他職種間の連携が必 

要不可欠となるため，コミュニケー シ

ョン能力や調整能力を兼ね備えたコー

ディネーター的な役割の職種が必要で

あることが明らかとなった．結果 3，

結果４，考察 2を分担する． 

共著者:林谷啓美，本庄美香 
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5. 高齢者と子どもの交流促

進に向けての課題と方策に関

する研究動向 

共著 2011年 12月 医学と生物学 Vol15

（12)，ｐ892-898 

施設における高齢者と子どもの交流促

進に向けての課題と方策に関する文献

の研究の動向と内容を明らかにするこ

とを目的とした．交流促進に向けて，

１．高齢者や子どもの特徴に合わせた

プログラムの構築，２．コーディネー

ター育成の充実が示唆された．                        

担当部分：子どもの発達に関する分析，

共同研究につき，本人担当部分抽出不

可能．  共著者：林谷啓美，本庄美

香 

6. 再接近期にある子どもを

持つ母親の育児困難感への介

入 

単著 2003年 3月 神戸市看護大学看護学

研究科 小児看護学専

攻 

修士論文 

再接近期の子どもを持つ母親に対し，

保健所，保健センターや病院などで，

育児困難感のスケールを用いて質問紙

調査を行い，回答が得られた母親の中

から，育児困難感が強いと示した母親

にインタビュー形式による介入を行

い，介入前後の母親の言動とスケール

から，介入の有効性を評価・考察した．

スケールによる客観的な評価と母親の

言動を分析することにより質的分析を

行うことにより，スケールだけでは得

られない，実質的な介入結果が得られ

た． 

（その他） 
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1.周産期における母親の午睡

についての実態調査‐メンタ

ルヘルスケアへの手がかり 

共著 2019年 9月 日本看護学会（ヘルス

プロモーション）学術

集会 

周産期における母親の午睡につい

て，実態調査を行った．その結果，睡

眠と心身の健康の関連はあるが，午睡

の有無が心身の不調や抑うつと直接結

びついているわけではないことが明ら

かとなった． 

2. 2018年要点がわかる出題傾

向がみえる必修問題 (看護師

国家試験対策)  

共著 2017年 12月 ピラールプレス 看護師国家試験出題基準の中項目に基

づき 2部構成（要点と過去問題）とな

っている．その一部を分担した． 

3.混合病棟で小児に関わる看

護師のプレパレーションに対

する認識と実施状況－第 1報 

共著 2015年 6月 第 8回 日本看護倫理

学会学術集会 

混合病棟の看護師の人員配置は，小児

患者と成人患者が同じ単位で捉えられ

る．その為，小児に関わる看護師の認

識と実施状況をプレパレーションの階

的に検討した．                 

共著者：宮内環，本庄美香，寺内考弘 

4.混合病棟で小児に関わる看

護師のプレパレーションに対

する認識と実施状況－第 2報 

共著 2015年 6月 第 8回 日本看護倫理

学会学術集会 

プレパレーションの段階的実施状況を

困難と思う医療行為で比較した．               

共著者：本庄美香，宮内環，寺内考弘 

5.混合病棟で小児に関わる看

護師のプレパレーションに対

する認識と実施状況－第 3報 

共著 2015年 6月 第 8回 日本看護倫理

学会学術集会 

混合病棟で勤務する看護者の認識と段

階別実施状況との関連を比較した．             

共著者：本庄美香，宮内環，寺内考弘 

6.睡眠に関する質問と産後う

つ自己評価票（ＥＰＤＳ）と

の関連性の検証 第 1報 

共著 2014年 9月 第 55回 日本母性衛生

学会 

産後の睡眠障害に関する質問と EPDS

の抑うつ傾向との関連性を検証するす

る為に，Ａ県下の母乳相談室で協力の

得られた母親 57名を対象に，EPDSお

よび自作の睡眠調査票を用い，無記名

自記式調査を実施した．午睡困難と

EPDS高得点との間には関連性が認めら

れた． 

共著者：木村聡子，本庄美香 

7.BLS体験によって育まれる

「いのち」の実感的理解～小

学 5年生への「いのちの授業」

の実践報告～ 

共著 2013年 9月 第 60回小児保健協会学

術集会 第 72巻 講演

集 02-088  

小学 5年生が，蘇生人形を用いて，胸

骨圧迫を体験するという「いのちの授

業」を実施し，子どもたちが「いのち」

をどのように理解しているかを明らか

にした．結果，子どもたちは，「いのち」

を実際に体験することで実感的に理解

していることが明らかとなった．                   

共著者：本庄美香，藤澤盛樹，宮内環 
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8.民生委員児童委員がもつ子

どもの虐待についての認識 

共著 2013年 12月 第 32回日本看護科学学

会学術集会 

民生委員が持つ子どもの虐待について

の認識を明らかにして地域支援活動に

おける民生委員児童委員と看護職の連

携の在り方を検討した．結果，民生委

員は虐待であると判断する際，迷いが

ある．専門家の存在が重要です事が明

らかとなった．

共著者：林谷啓美，本庄美香，森本喜

代美 

9.A survey of academic

research on programs and 

challenges in the promotion 

of interaction between the 

elderly and childrenin 

institutional environments 

共著 2011年 11月 15th  

East Asian Forum of 

Nursing Scholars , 

2012 

This study sought to collect and 

analyze documentary sources 

concerning interaction between the 

elderly and children in  

institutional settings, and shed 

light on the substance and direction 

of research on challenges and 

initiatives for furthering such 

interaction.  

担当部分：全体的な助言 

共著者：Hiromihayashitani,Mika 

honjyo 

保健医療学部看護学科

832



教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3月 31 日 

氏名   松村 あゆみ  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護学 老年看護学 在宅看護論  訪問看護  健康増進 難病支援 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

平成 11

年 4 月

～ 

平成 30

年 3月 

ハートランドしぎさん看護専門学校において平成 11年

～平成 30年までの 19年間において、専任教員として看

護基礎教育を実践してきた。主な看護学の専門領域は老

年看護学、在宅看護学であり、講義や演習及び実習指導

をおこなってきた。また実習指導者、教務副主任として

教育課程や臨地実習計画の立案や各看護学の実習指導

を実した。約 760名の看護師養成に関わった

２ 作成した教科書，教材 

平成 27

年 4月 

～ 

基礎看護学実習における事例教材の作成を行った。（ク

モ膜下出血・肺炎・腰椎圧迫骨折）

平成 29

年 3月 

ハートランドしぎさん・ハートランドしぎさん看護専門

学校の合同指導者会にて学習するための精神看護学実

習（統合失調症）の教材事例を作成した。

令和 2

年 4月 

出題傾向がみえる健康支援と社会保障制度 出題基準

平成 30年版準拠中項目にみた要点と解説付 2021年，

PILAR PRESSピラールプレス 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1）看護教員講習会

平成 25

年

9月～

11月 

厚生労働省認定の看護教員養成講習会（奈良県）におい

て看護教員講習生に対して老年看護学の講義、実習指導

を担当し実施した。老年看護学の講義に関しては「高齢

者の食生活を支える看護」についての講義計画や教授方

法の指導を実施した。また臨地実習指導に関しては、健

康障害をもつ高齢者の看護過程の展開に関しての指導

を行った。 

2）環太平洋大学 看護教員養成コース
平成 27

年 10月 

環太平洋大学主催の看護教員養成コースにおいて看護

教員講習生に老年看護学の実習指導を担当し実施した。

認知症をもつ高齢者の看護過程展開に関しての指導を

実施し、老年看護学実習の指導計画立案に関しての指導

を行った。 

３）日本看護研究学会 学会企画委員

４）日本看護診断学会 学会企画委員

令和 2

～3年 3

月 

学会企画委員として学会の企画、運営に携わった 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

看護師免許 
昭和 63

年 8月 
登録番号：644196 
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保健師免許  

  

 

 

第一種衛生管理者免許   

   

平成 11

年 5月 

 

平成 10

年 6月 

登録番号：62585  

 

登録番号：29000085891  

   

２ 特許等   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1）ホームヘルパー養成講習会（2級）   

平成 19

年 5月    

～平成

23年 5

月 

ホームヘルパー養成講習会の受講生対して、ホームヘル

パサービス概論の講義を担当した。講義の内容としてホ

ームヘルプサービスの社会的役割や制度、変遷について

講義を実施した。また生活の質を高める在宅ケアや継続

支援についてのグループワークや認知症利用者の介護

事例を通じ対応の基本について講義を行った。この講義

受講後、受講生はホームヘルパー2級の資格習得ができ

た。  

４ その他   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

                        

1 在宅看護実習まとめの

方法に関する検討 

－ラベルワーク技法の絵

による表現の学習効果－                   

（査読付）" 

                         

 

共著 

 

平成 21年 

8月 

第 40 回日本看護学会

看 護 教 育 発 表        

（開催場所：岡山県）            

第 40 回日本看護学会

論文集 看護教育 

  

"在宅看護論実習の訪問看護ステーショ

ンにおいて学びの内容をラベルワーク

の技法を用いて「絵」を用いて表現し、

学生に実施したアンケート調査から学

習効果を考察した。その結果、ラベルワ

ークで自分たちが創ったオリジナリテ

ィにあふれた「絵」により達成感や充実

感を得ており、イメージ化しやすことの

示唆を得た。また、学生自身が楽しく参

加できグループ間の結束もうまれ、思考

が整理される効果が得られた。 

担当部分：ラベルワーク終了後の学生ア

ンケートの集計やアンケート自由記載

内容の分析の集計とカテゴリー化の分

類を実施した。カテゴリー化については

意味内容の妥当性を研究者間で協議を

行った。（p263－265） 

共著者：西村和子，早味妙，松村あゆみ

" 

2． 在宅看護論におけるエ

ンゼルメイク演習の効果          

（査読付） 

共著 
平成 22年 

8月 

第 41 回日本看護学会

看 護 教 育 発 表         

（開催場所：長崎県）        

第 41 回日本看護学会

論文集 看護教育  

"在宅看護論は看護の統合と実践に位置

し、教育内容の充実が求められており演

習の強化とともに訪問看護実習や終末

期看護の実施も望まれているなか、終末

期看護の実践在宅看護の現場では困難

な状況にある。そのため、終末期看護の

技術としてのエンゼルメイク演習を実

施しその学習内容を質問紙調査で把握

しその効果を明らかにした。その結果、

この演習は学生に今後に役立ち、死後も

生きた人間とする人格の尊重やスピリ

チュアルケアとして捉える機会になっ

た。また、遺された家族へのグリーフケ

アに繋がる重要性に気づけ、その人らし

さの表現するケアであることの理解が

深まった。 
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3.訪問看護実習で居宅で学生

が困難と感じた内容 

－実習後のアンケートから―

（査読付） 

 

共著 
平成 23年 

8月 

第４２回日本看護学

会看護教育発表 

（開催場所）：愛媛県

  

"訪問看護ステーションの実習では一人

の患者を受け持つ病院実習とは違い複

数患者と接する。また、訪問する時間や

回数が制限されるため、患者と学生の関

係性は脆弱であり、また技術レベルから

も看護過程を用いて看護を実践する目

標は困難な状況にある。この研究では在

宅関論実習において訪問看護ステーシ

ョンでの実習において看護計画立案の

有無の違いによって実習効果に差があ

るか質問紙調査から比較検討を行った。

その結果、訪問看護ステーションでの実

習において看護計画を立案した方が実

習目標を到達するために有効であると

示唆を得た。 

 

担当部分：在宅看護論実習の終了後に看

護計画立案に関するアンケートの分析

を担当した。（P23-26) 

共著者：西村和子，田村和子，井上葉子，

松村あゆみ，北畠昭弥，北出千春" 

4. 訪問看護実習の居宅で

困難と感じる内容の分析           

－指導者と学生のアンケ

ート調査結果を比較して

―          

（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5在宅看護実習の訪問看護

ステーションでの看護計

画立案による学習効果に

ついて         

（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 

9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 45 回日本看護学会

看 護 教 育 発 表       

（開催場所：新潟県）

第 45 回日本看護学会

論文集 看護教育  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"第 46回日本看護学会

看護教育発表 

（開催場所）：奈良県 

第 46 回 日本看護学

会論文集 看護教育                            

"  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

  

"訪問看護実習の特徴は訪問看護師と学

生で居宅に出向きケアを見学、あるいは

指導者と共にケアに参加しながら在宅

看護の特徴を学ぶ。そのため教員が居宅

で学生の支援は難しい現状にある。ま

た、現場での学生の行動は把握しにくい

傾向にある。そこで、この研究では居宅

において学生の困難な内容、指導者が感

じる学生に対して困難な内容を比較分

析することで、実習調整の方法や学習内

容を明確する目的とした。その結果、半

数以上の指導者や学生は実習で困難と

感じず実習を行っていることが明確に

なった。また学生は指導者へのコミュケ

ーションや看護技術についての困難が、

指導者は学生の看護技術の未熟さや訪

問時のマナー等に困難を感じているこ

とが分かった。（P102-105) 

共著者：西村和子，田村和子，松村あゆ

み，大西貴子" 

 

 

訪問看護ステーションの実習では一人

の患者を受け持つ病院実習とは違い複

数患者と接する。また、訪問する時間や

回数が制限されるため、患者と学生の関

係性は脆弱であり、また技術レベルから

も看護過程を用いて看護を実践する目

標は困難な状況にある。この研究では在

宅関論実習において訪問看護ステーシ

ョンでの実習において看護計画立案の

有無の違いによって実習効果に差があ

るか質問紙調査から比較検討を行った。

その結果、訪問看護ステーションでの実

習において看護計画を立案した方が実

習目標を到達するために有効であると

示唆を得た。（P23-26) 

共著者：西村和子，田村和子，井上葉子，

松村あゆみ，北畠昭弥，北出千春" 
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6 看護学生のヘルスリテ

ラシーと生活習慣に関す

る研究（修士論文） 

 

共著 
平成 29年 3

月 

大阪教育大学大学院

教育学研究科  

"本研究は将来人々の健康増進や健康管

理の仕事につく看護学生のヘルスリテ

ラシーについて分析し、生活習慣との関

連について検討を行い、看護学生のヘル

スリテラシー向上のための教育的支援

の基礎資料を得ることを目的とした。 

分析のための測定用具は須賀が開発し

た「日本語版 HLS⁻14」を用いて測定した。

また、生活習慣は徳永らが作成した「健

康度」12項目、「生活習慣行動」9項目、

「運動条件」4項目、「食生活状況」11

項目、「休養状況」4項目、「睡眠状況」

5項質問項目を用いて測定した。 

その結果、伝達的 HL低群の割合は、「健

康度」「食生活状況」「休養状況」「睡

眠状況」の非良好群で有意に高かった。

批判的 HL低群の割合は「健康度」「生

活習慣行動」「食生活状況」の非良好群

で有意に高かった。この結果からヘルス

リテラシーを向上させることで、生活習

慣の良好群が増えることにつながると

示唆を得た。" 

7 在宅看護論おける難病

患者の就労支援に関する

学習効果 

第１報 

－学生による授業振り返

りシートの分析からー 

（査読付）" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 在宅看護論おける難病

患者の就労支援に関する

学習効果 

第２報 

－クローン病の事例を用

いたワークシートの分析

から―          

（査読付）" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４８回日本看護学

会看護教育発表 

（開催場所）：香川県 

第 48 回日本看護学会

論文集 看護教育  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"第４８回日本看護学

会看護教育発表 

（開催場所）：香川県 

第 48 回日本看護学会

論文集 看護教育"  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

  

在宅看護論の授業で「職業生活を支援す

る看護」のモデル授業を実践し、その授

業構成の教育効果について検討した。そ

の結果、働くことの意味、就労生活が生

活の質を高める事につながる理解は社

会人経験の有無に関係なく良く理解で

きていた。 

また、難病と就労を結びつけて考えさせ

るこの授業は、完治しない継続な治療が

必要な患者であっても環境調整や支援

によって就労が可能になる事を意識づ

けた。さらに 

家族や職場の人などにも目を向け、対象

を広げた看護を学ぶ機会になった。 

 

担当部分：難病患者の就労支援のモデル

授業を在宅看護論の中で実施し、実施後

アンケートの分析と考察部分を担当し

た。（P3-6) 

共著者：西村和子，井上葉子，松村あゆ

み 

 

"在宅看護論の授業で「職業生活を支援

する看護」のモデル授業を実践し、難病

患者の事例ワークシートから学生の学

びを分析し難病患者の就労支援の内容

を看護教育に組み入れることによる学

習効果を検討した。その結果、事例ワー

クシートの活用が難病患者の生活視点

につながり、学生は難病患者の身体面の

不都合が精神面や社会面に影響してい

るこのイメージができた。またその人に

とってどんな条件が整えば就労できる

のかの ICFの概念の理解や就労のための

生活環境や社会環境の調整の必要性の

理解でき、学習効果の示唆を得た。 

担当部分：難病患者の就労支援のモデル

授業で使用したクローン病患者の事例

で学生が学んだことの内容分析と考察、

まとめを担当した。（P7-10) 

共著者：松村あゆみ，井上葉子，西村和

子" 
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9． 在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る授業の授業効果               

ー闘病記の感想文の分析

ー 

 

共著 
平成 30年 3

月 

奈良学園大学紀要第 8

集  

3年課程の看護専門学校 2校 2年生 80名

を対象に在宅看護論において「職業生活

を支援する看護」の授業を行い、授業後

に「難病患者の就労に関する闘病記」を

読んでの感想を課題として提示した。テ

キストマイニングにて感想文の内容を

確認したところ、難病に苦しんでいる人

の役に立ちたいという看護師の目標を

見つける機会となり、一定の教育効果が

みられた。        （P13 -19) 

担当部分：難病患者の就労の闘病記をテ

キストマイングで内容分析を考察を行

った。 

共著者：井上葉子，西村和子，松村あゆ

み，奥西志穂，駒井由美子，大谷未来" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．要介護者が暮らす住環

境を理解することを目指

した住居見取り図作成に

よる学習効果の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．看護教員の難病患者の

就労支援に対する意識に

関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．大学衛生委員会が作成

した新型コロナウイルス

感染症拡大防止のための

「出席停止期間早見表」と

「出勤不可期間早見表」 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 6月

7日月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療福祉情報行動科

学研究  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本保健医療行動科

学会雑誌 35（2）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

                            

  

 

 

 

在宅看護論演習におけて療養者の生活

という視点を育み、居宅における環境調

整の意味と意義を理解することについ

て要介護者が暮らす住居の見取り図作

成とポスターセッションの学習効果を

考察した。その結果見取り図を用いたポ

スターセッションでは、双方の意見交換

により学習内容を深化させることにつ

ながり、他者に明確に内容を伝えるスキ

ルを考える機会になった。（P11 -16 ) 

共著者：井上葉子，松村あゆみ，西村和

子" 

 

 

 

 

 

看護教員の難病患者の就労支援に関す

る意識調査と教育内容や教育上の課題

を明らかにすることを目的とした。看護

職勤務期間、相談支援経験の程度、難病

看護の教授経験の有無に関して 2群に分

け Mann-WhitneyU検定を用いて比較し

た。その結果、治療の状況を踏まえ就

労・休職・復職にむけての情報提供、仕

事内容や職場条件を踏まえた体調管理、

病気や障害によって仕事ができない時

の相談先に関する情報提供の項目の平

均値が有意に高かった。（P23－29） 

共著者：井上葉子，松村あゆみ，内田勇

人 

 

 

奈良学園大学における衛生委員会で新

型コロナ感染症拡大防止のための具体

的実践方法のマニュアルを作成し、出

席、出勤停止早見表を作成活用すること

で、感染拡大を防止することができた。 

（P308－316) 

共著者：三浦康代，井上葉子，松村あゆ

み，上栫佳代子，阿波邦彦，森村佳史，

島本卓也" 
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学会発表 

1. 効果的な老年看護技術

「清潔・身だしなみを保持

する」演習技術の検討 

 

共著 

 

 

 

 

 

平成 17 年 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県看護教員研究

会で発表：奈良県  

老年看護学実習における「清潔・身だし

なみを保持する」ための技術の実施に関

しての実態調査では眼、耳、鼻の清潔ケ

アや手浴、肘浴の実施率が低い結果とな

った。そこで「清潔・身だしなみ」を保

持する」講義と演習計画の作成に取り組

み、演習に使用する教材選択や演習方法

の検討を行った。演習の教材として看護

教員が模擬患者として演習に参加する

ことで、学生に高齢者への対象理解が図

れ、効果的な看護技術演習に繋がること

の示唆を得た。           

共著者：山下陽子，今川文子，松村あゆ

み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．効果的な老年看護技術

「清潔・身だしなみを保持

する」演習の実施・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．老年看護学概論におけ

るインタビューを取り入

れた授業案の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．看護学生のヘルスリテ

ラシーと生活習慣に関す

る研究（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18年 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19年 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県看護教員研究

会で発表：奈良県  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県看護教員研究

会で発表：奈良県  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７５回日本公衆衛

生学会発表 

（開催場所）：大阪府

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老年看護学技術演習における「清潔・身

だしなみを保持する」技術の演習計画を

立案し、実施を行った。演習の事例とし

て 85歳女性、脳梗塞発症後 14日とし、

演習前後の指導内容と学生の学習内容

を抽出した。演習後は授業評価スケール

を用いて下位尺度（時間配分ちお内容の

難易度・目的の伝達と指導・教材の活

用・学生間の交流・学生の態度）毎にデ

ータの分析を行った。その結果、下位尺

度の学生間の交流、学生の態度の項目が

高い結果となった。このことから効   

果的な演習には事例に提示に終わらず、

教材を工夫し学生間に交流を深めるこ

とや学生が質問しやすい環境を調整し

ていくことは効果的である。           

共著者：山下陽子，松村あゆみ，早味 

妙，西崎久子 

 

高齢者との語らいの効果として、高齢者

観に肯定的な効果をもたらすという研

究データもあり、老年看看護学概論の授

業に関して高齢者へのインタビューを

取り入れた授業案を作成した。インタビ

ュー内容は「一日の過ごし方」「生活習

慣」「現在の楽しみ」「昔の仕事」「戦

争体験」であり、学生はインタビューを

通じて高齢者と触れ合うことで高齢者

の理解につながることが明らかになっ

た。                    

共著者：松村あゆみ，山下 陽子，西崎 

久子，早味 妙，駒 妙 

 

本研究は将来人々の健康増進や健康管

理の仕事につく看護学生のヘルスリテ

ラシーについて分析し、生活習慣との関

連について検討を行い、看護学生のヘル

スリテラシー向上のための教育的支援

の基礎資料を得ることを目的とした。 

分析のための測定用具は須賀が開発し

た「日本語版 HLS⁻14」を用いて測定した。

また、生活習慣は徳永らが作成した「健

康度」12項目、「生活習慣行動」9項目、

「運動条件」4項目、「食生活状況」11

項目、「休養状況」4項目、「睡眠状況」

5項質問項目を用いて測定した。 

その結果、伝達的 HL低群の割合は、「健

康度」「食生活状況」「休養状況」「睡

眠状況」の非良好群で有意に高かった。

批判的 低群 割合 「健康度 「生 
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5．看護基礎教育における

難病患者の就労支援に関

する教員の認識（査読付） 

共著 平成 28年 12

月 

第３７回奈良県公衆

衛生学会発表（開催場

所） 

：奈良県 平成 29年 

本研究は看護師養成を担う教員を対象

とした質問紙調査を実施し、難病患者の

就労支援についての教員の認識と教授

状況を明らかにし、難病患者の就労支援

の内容を看護基礎教育に取り入れるこ

との課題を見出すこと目的にした。その

結果、看護専門学校の教員の 9割以上が

難病患者の具体的な就労支援や制度に

ついて教授している教員はほどんどな

かった。また、難病患者への看護につい

ては、成人看護学、小児看護学、在宅看

護学などの多領域で教授していたが、教

授経験のある教員は全体の 25％であっ

た。 抄録 P539 

共著者：井上葉子，西村和子，松村あゆ

内 勇人

6．看護基礎教育における

難病看護に関する教育の

実態 

―就労支援に焦点をあて

て―（査読付）" 

7． 看護専門学校における

難病患者の就労支援に関

する授業の学習効果ー難

病患者の就労支援体験談

からの学生の学びの分析

ー 

8．テキストマイングを用

いたヘルスリテラシーに

関する研究動向の分析 

共著 

共著 

共著 

平成 29年 11

月 

平成 29年 11

月 

令和 2年 

11月 

第３７回奈良県公衆

衛生学会発表 

（開催場所）：奈良県

" 

平成 29 年度 NTT 数理

データシステム学生

奨励賞 

日本看護研究学会第

34 回近畿北陸地方会

学術集会 

上記の結果から、難病患者が必要として

いる社会資源に関する情報を十分に提

供するには患者にとって身近な医療従

事者である看護師が、その情報を持つこ

とが必要であり、教育の場で教員が学生

にそれをどう教授していくのかの課題

が明確になった。 抄録 P7

共著者：井上葉子，西村和子，松村あゆ

み，奥西志保，早味 妙，駒井由美子    

難病患者の就労支援の内容を授業に組

む入れることの必要性についての看護

専門学校教員の認識は 9割以上であった

が、難病患者の具体的な就労支援や制度

については約半数近くの教員が理解し

ておらず、授業で教授しているか看護専

門学校教員はほとんどいなかった。そこ

で難病患者の就労支援に関する学習効

果について検討し、難病患者が就労する

上での環境整備が看護師の役割である

ことを気付けるような教材が今後必要

になるとの示唆を得た。 

担当部分：難病患者の就労支援における

モデル授業で学生が記述した内容分析

を担当した。

共著者：井上葉子，西村和子，松村あゆ

み，奥西志穂，駒井由美子，大谷未来"

ヘルスリリテラシーの研究動向につい

て、文献検索を行いてテテキストマイニ

ングを用いて分析を行った。その結果、

ヘルスリテラシーと健康関連を検討す

ることに相関関係があり、その検討を重

ねることでヘルスリテラシーを向上で

きる介入方法が明らかになることの示

唆を得た。共著者：松村あゆみ，松浦純

平
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3月 3 1日 

氏名 井上 昌子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

在宅看護学 小児 在宅 重症心身障害児 レスパイト 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1）老年看護学援助論授業補助を行った。 平成 30年 4月～ 奈良学園大学保健医療学部の助手として、老年看護学援 

7月 助論の授業・演習のサポートや出欠確認を行った。演習 

では学生のロールプレイ、看護過程の評価を行った。 

2）統合看護学臨地実習指導を担当した。 平成 30年 5月 奈良学園大学保健医療学部の助手として、実習施設との

調整、実習前オリエンテーションを行い、実習では学生 

自身の目標が達成できるようチーム医療の一員として

看護師が果たす役割や、複数の受け持ちの中での優先 

順位を考え行動することを指導した。単位認定者の教授

とともに実習後の評価を行った。 

3）基礎・老年・成人・在宅看護実習におい 平成 30年 9月～ 実習施設との調整、実習前オリエンテーション、 実習

て臨地実習指導を担当した。 令和元年 1月 に必要な日常生活援助技術の練習を行い、学生が実習に

取り組めるようにした。実習では、情報収集、アセスメ 

ント、看護過程の展開を通して患者に何が必要な看護か

を考えるよう指導した。また学生に自分の看護を振り返

り、学びを深められるよう支援できた。単位認定者の教

授とともに、実習後の評価を行った。 

4）基礎看護実習Ⅱ臨地実習指導を担当し 令和元年 2月 実習施設において、情報収集、コミュニケーション、 

た。 アセスメントを通して必要な看護や患者の思いを考え

られるように指導した。

5）統合看護学実習臨地実習指導を担当し 令和元年 5月 奈良学園大学保健医療学部の助手として、実習施設との

た。 調整、実習前オリエンテーションを行い、実習では学生 

自身の目標が達成できるようチーム医療の一員として

看護師が果たす役割や、複数の受け持ちの中での優先 

順位を考え行動することを指導した。単位認定者の教授

とともに実習後の評価を行った。 

6）老年看護学援助論、疾病治療論Ⅵ授業補 令和元年 4月～ 奈良学園大学保健医療学部の助手として、老年看護学援 

助を行った。 9月 助論の授業・演習の準備やサポート、出欠確認を行った。 

演習では、学生のロールプレイ・看護過程についての評

価を行った。 

7）老年領域実習Ⅰ・Ⅱにおいて臨地実習指 令和元年 9月～ 実習施設との調整、実習前オリエンテーション、 実習

導を行った。 令和 2年 1月 に必要な日常生活援助技術の練習を行い、学生が実習に

取り組めるようにした。実習では、情報収集、アセスメ 

ント、看護過程の展開を通して患者に何が必要な看護か

を考えるよう指導した。また学生に自分の看護を振り返

り、学びを深められるよう支援できた。単位認定者の教

授とともに、実習後の評価を行った。 

8）基礎看護学実習Ⅱにおいて臨地実習指導 令和 2年 2月 実習施設において、学生が情報収集やコミュニケーショ

を行った。 ン、アセスメントを通して必要な看護や患者の思いを考

えられるよう取り組んだ。 
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9）老年看護学援助論演習において授業を 令和 2年 4月～ 奈良学園大学保健医療学部の助教として、3年次生を対 

担当した。 令和 2年 8月 象とした授業の一部を担当し、清潔、皮膚、陰部洗浄、 

  歩行介助の講義を行った。授業の後に確認テストを Web 

  上で行い、解説を配布することで学生に分かりや易く 

  説明した。試験問題を作成し、領域教員と評価を行った。 

   

10）基礎演習Ⅰ（ラーニングスキルズ）を 令和 2年 4月～ 1年次生を対象とした授業の一部を担当し、大学での学 

担当した。 令和 2年 7月 習方法、レポートの書き方、プレゼンテーション方法、 

  査読について指導を行った。学生にはテーマを与えて 

  プレゼンテーションとレポートを提出させ、それぞれの 

  レポートを査読させ、評価をフィードバックした。 

   

11）卒業研究Ⅱを担当した。 令和 2年 4月～ 4年次生学生 2名に対して、テーマ決定、文献検討から 

 令和 3年 2月 分析において指導をした。 

   

12）老年領域統合実習において実習指導を 令和 2年 6月 新型コロナウイルスの感染拡大のため実習施設との遠 

行った。  遠実習の調整、実習の到達目標、記録用紙、事例作成 

  を領域教員と共同で作成した。他職種連携の中での看護 

  師の役割、看護管理、複数患者受け持ちや病状急変につ 

  いて、映像資料を活用し、指導を行った。実習室で、援 

  助方法や声掛けを実践し、振り返ることで自己の課題を 

  見付けられるよう指導した。領域教員と評価を行った。 

   

13）老年領域実習Ⅰ・Ⅱにおいて臨地実習 令和 2年 8月～ 施設との実習期間の調整、遠隔での実習環境調整、講義 

指導を行った。 令和 3年 1月 依頼、物品管理を行い、実習開始後は学生の健康管理を 

  行い、できるだけ臨地実習が出来るように努めた。学生 

  には、看護過程の展開を通して看護計画立案・実施を 

  指導した。領域教員と評価を行った。 

   

14）在宅看護学援助論演習において講義を 令和 3年 4月～ 講義の一部を担当し、看護計画立案について講義を行っ 

行った。 令和 3年 7月 た。学生が事例の患者の看護課題を理解できるように 

  務めた。授業の出欠確認、Zoomのチャット機能を用いた 

  学生の質問への対応を行った。 

   

15）在宅看護学概論にて授業補助を行う。 令和 3年 4月～ 授業の出欠確認、Zoomのチャット機能を用いた学生の質 

 令和 3年 7月 問への対応を行った。 

   

16）卒業研究Ⅱを担当する。 令和 3年 4月～ 4年次生の学生 2名に対して、統合実習での学びと卒業 

 令和 4年 3月 研究テーマを関連して学習できるように努めた。テーマ 

  に沿って、文献検討、分析、論文作成について指導した。 

   

   

   

２ 作成した教科書，教材   

なし   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

 なし   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記   

 なし   

   

５ その他   

 なし   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1）看護師免許 平成 27年 4月  

2）修士（看護学） 令和2年3月修了 奈良学園大学大学院看護学研究科在宅看護学分野 
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２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記

なし 

４ その他 

1）教務 WG、卒業研究 WG委員 令和元年 4月～ 書記を担当し議事録作成した。 

令和 2年 3月 

2）学生生活 WG 令和 2年 4月～ 書記を担当し議事録作成した。保護者懇談会の司会・ 

令和 3年 3月 受付・誘導、希望学生の保護者との三者懇談を行った。 

3）国家試験対策 WG、FD研修 WG 令和 3年 4月～ 書記を担当し議事録作成した。模試試験監督、講座の 

現在に至る 見守りを行い、学生の学習環境を整えた。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1.2019年出題傾向がみえ 共著 平成 30年 12 株式会社ピラールプ 2019年の看護師国家試験対策問題集と 

る必修問題 月 レス して、近年出題された問題と要点がまと 

Ｂ5判 全 189項 められている。 

共著者：守本とも子（監修）、松浦純平 

（編著）、井上昌子、斎藤英夫、溝口み 

ちる、明神一浩（著） 

本人担当箇所は、要点編「健康に影響す 

る要因」「人間のライフサイクル各期の 

特徴と生活」「主な看護活動の場と看護 

の機能」「人体の構造と機能」「疾患と 

徴候」「診療に伴う看護技術」の一部を 

担当した。 

2.2020年解いて、わかる！ 共著 令和元年 11 株式会社ピラールプ 2020年の看護師国家試験対策として必

覚えて合格！必修問題 月 レス 必修問題の過去問と要点の解説してい

問題集 Ｂ5判 全 172項 る。過去問の解説を一部担当した。 

共著者：守本とも子（監修）、松浦純平 

(編著) 

本人担当箇所：P14～15、P24、P32～33 

3.2020年解いて、わかる！ 共著 令和 2年 3月 株式会社ピラールプ 2021年の看護師国家試験対策として小 

覚えて合格！小児看護学/ レス 児領域の過去問と解説している。 

看護の統合と実践 問題 B5判 全 98頁 共著者：守本とも子 (監修), 山口 求 

集 （編）、井上昌子 

4. 2021年解いて、わかる! 共著 令和 2年 5月 株式会社ピラールプ 2021年の看護師国家試験対策として小 

覚えて合格！小児看護学 レス 児領域の過去問と解説している。 

問題集 B5判 全 80頁 本人担当箇所は、過去問編全般の解説 

を担当した。 

共著者：守本とも子（監修）井上昌子 

（編著） 

5. 2021年出題傾向がみえ 共著 令和 2年 7月 株式会社ピラールプ 出題基準平成 30年版に基づき中項目に 

る小児看護学(中項目にみ レス 見た要点編と解説付き過去問題集で、国 

た要点と 176問過去問題 B5判 全 148頁 家試験に頻出される重要な内容につい 

集） て分かりやすく解説した。 

共著者：守本とも子（編著者）、山口求 

（著）、井上昌子 

6. 看護師国家試験 直前 共著 令和 3年 3月 金芳堂 2021年の看護師国家試験対策として社 
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前 社会福祉学領域ファ   A5判・170頁 会福祉についてまとめられている。 

イナルチェック    本人は、第 5章「介護保険制度」2.介護 

    保険制度の仕組みを執筆担当した。 

    監修：星野政明、編著：守本智子、富永 

    堯史、執筆：井上昌子他 20名 

     

     

（学術論文）     

1）「老人性皮膚搔痒症」

 
共著 令和元年 3月 日本医療福祉情報行

 

シュガー・スクラブを用いたスキンケア

 シュガー・スクラブによる   動科学会 の効果をケア群と統制群に分けて検証 

スキンケアの効果の検証    した。 

    共著者：高橋寿奈、斎藤英夫、山口求、

     吉村雅世、佐藤郁代、野口寿美子、井上

     昌子、守本とも子 

    本人担当部分：研究準備、研究遂行、 

    データ入力を行った。 

     

「レスパイトケアを継続

 
共著 令和 2年 9月 第 46回日本看護研究 レスパイトケア利用を継続することで， 

利用する在宅重症心身障

 
 28～11月8日 学会学術集会 母親の休息時間の確保だけでなく，緊急 

害児（者）の母親の心理   講演集 p261. 時や将来の生活 の場として「安心して 

プロセス」    子どもを預けられる場所」が出来てい 

    た。同じ苦痛や罪悪感に悩んできたピア 

    サポートによる共感的な支援や、ソー 

    シャルサポートの中でも情緒的サポー 

    が罪悪感」や事績の念を抱いていた母親 

    にとって有効かつ重要であることが明 

    らかとなった。 

    共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも 

    子 

     

「レスパイトケアを利用 共著 令和 2年 12 第 40回日本看護科学 母親は, レスパイトケアを利用するこ 

する母親の在宅重症心身  月 12～13日 学会学術集会 とでずっと我慢を強いているきょうだ 

障害児（者）のきょうだい   一般講演集 p155 いへの申し訳なさや罪悪感から解放さ 

に対する思い」    れ、愛情が満たされる喜びを感じていた 

    ことが明らかとなった。レスパイトケア 

    は、きょうだいの負の感情を発散するこ 

    とができ、母子間の情緒的欲求が満たさ 

    れることで、安定した親子関係の構築に 

    つながることが示唆された。 

    共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも 

    子 

     

「重症心身障害児（者）の 共著 令和 3年 3月 日本看護研究学会 母親はレスパイトケア利用時に、子を預 

母親のレスパイトケア利  20日 第 34回近畿北陸地方 ける罪悪感や、移動の負担感、サービス 

用時の困難さと感情」   会学術集会 や看護師に対する様々な困難さを経験 

   抄録集 P34 していることが明らかとなった。母親の 

    葛藤や気掛かりに対する心理的支援を 

    行い、子を安心して預けられるように長 

    期的な関わりが必要であった。 

    共著者：井上昌子、中馬成子、守本とも 

    子 

     

     

     

（その他）     

第 39回日本看護研究学会  令和元年 8月  学術集会において、学会運営に携わっ 

学術集会実行委員  20～21日  た。 

     

日本看護研究学会第 34回  令和 3年 3月  学術集会において、学会運営に携わっ 

近畿・北陸地方会学術集会  20日  た。 
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実行委員 

第 27回日本看護診断学会 令和 3年 7月 学術集会において、学会運営に携わっ 

学術大会企画運営委員会 17～31日 た。 
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教   育   研   究   業   績   書 

令和 3 年 3月 31日 

氏 名 関谷 まり 

研 究 分   野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

基礎看護学 災害看護 自律神経 基礎看護技術,災害看護,女性の冷え 

教   育   上   の   能   力   に   関   す   る   事   項 

事 項 年 月 日 概 要 

1 教育方法の実践例 

基礎看護援助論(移動・清拭)の講義・演習 

・課題レポートの活用 

・体験型学習の導入 

老年看護学概論・老年看護学援助論の講義演習 

・課題レポートの活用 

平成 19 年～

平成 25年 

平成 19 年～

平成 25年 

愛仁会看護助産専門学校の専門分野の科目「基礎援助技

術」の単元の一部として(1 年生 40 名クラス)において実

践した. 

移動の単元は,活動,休息の援助技術であり,解剖生理学の

筋,骨格系を理解して習得することが重要で,関節の可動

域,上肢・下肢・体幹の主要な筋肉と骨の名称を予習レポ

ートとして提出させる.事前レポートの評価は2段階とし,

講義の冒頭で返却し学生は自己レポートとテキストを参

考に講義をうけることで学習の想起ができる.人体の模型

を使用しながら,体位や体位変換,移動・移送の原理原則を

指導し,演習につなげる.演習は１グループ4人でベッドを

使用し,教員がロールモデルを演習前に行ってから,グル

ープごとに体位の工夫・体位変換・車いすの移動・スト

レッチャーの移動の演習を実施した. 

清拭は専門分野の科目「基礎援助技術」の清潔の科目の

一部として講義・演習を実施した.皮膚の解剖生理の仕組

みを事前レポートとして学習させ,2 段階評価とした.洗浄

剤の作用から,入浴等動作に伴う呼吸・循環器の影響をふ

まえ手浴・足浴についても講義で指導した.講義の続きと

して全身清拭の演習とした.モデル人形を使用し,教員が

ロールモデルを示し実施方法を指導した.また,演習の2週

間後には 20 項目を習得する技術のチェックを行った全

項目が習得できるように促し,技術の習得につなげた. 

愛仁会看護助産専門学校の専門分野の科目「老年看護学

概論」1 単位 30 時間(1 年生 80 名で 2クラス)において実

践した. 

レポート課題として高齢者の模擬体験のためにシニアポ

ーズを装着し,学校内を探索後に身体・精神・社会的側面

から高齢者理解につながる内容を提出させた.評価は 3 段

階とした.また,1 コマのみ校外で授業を大阪くらしの今昔

館で高齢者ボランティアと交流をもち,博識のある健康な

高齢者とコミュニケーションをとり高齢者理解につなげ

た.これらのメリットとして以下のことがあげられる. 

・高齢者体験において視力・聴力・関節の可動域の状態

などの不自由さや生活者となって考えることができる.

・統計的な高齢社会の輪郭は国民衛生の動向などを参考

にデーター提示を授業でするが,健康な生活を暮らす高齢

者と関わることが少ないため,高齢者ボランティアの方と

コミュニケーションを図ることで健康な高齢者の住まい,

就業,社会活動のイメージができた.

「老年看護学援助論」1単位 30 時間(2 年次 40 名)におい
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看護形態機能学の講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害看護学の講義 

・体験型学習の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎看護援助論Ⅰ(排泄)講義・演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎看護援助論Ⅱ(感染防止・安全)講義・演習 

・体験型学習の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22 年～

平成 25年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年～

平成 25年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年～

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年～

現在 

 

 

 

て実施した. 

本講義は加齢に伴うアセスメントの重要性と必要とされ

る援助を目的とした.疾病を伴う高齢者の日常生活を支え

る基本動作と看護ケアの理解度を把握には,看護過程の展

開をポートフォリオを使って評価し,導き出された援助に

ついてグループディスカッションを実施した. 

演習ではおむつ交換と陰部洗浄の項目を実施し,模擬便を

作成して,モデル人形に排泄後のシミュレーションを想定

して実施した.このことで臨地実習に近い状況で演習がで

きた. 

 

愛仁会看護助産専門学校の専門分野の科目で1単位30時

間において 20 時間を担当した.日常生活行動からみた人

間の機能の理解を目的とした.以下の項目を講義内容とし

た 

・生体を構成する物質について,恒常性維持のための調節

機構 

・発達と筋骨格系からつなげるヒトが動くしくみ 

・消化・吸収について食べる・排泄する 

・呼吸のメカニズムから考える息をする 

・コミュニケーションツールの聞く・見る 

・ホルモンのバランスと体内時計を考えた眠る 

・発生から子どもをうむ仕組み 

これらの内容は,人体部分模型や VTR の画像,手作り模型

を取り入れ,指導することで学生の理解度や満足度が高ま

った. 

 

愛仁会看護助産専門学校の専門分野の科目統合分野科目

(1単位15時間)3年次40名において実践した.本校議では

災害の基本と災害サイクルに応じた看護支援活動と看護

師の役割の理解を重視した.災害のトリアージは,机上ト

リアージ訓練を実施し,避難所を想定した学内で,搬送や

避難所空間体験を実施した.学生の理解度の把握のために

オフィスアワーの活用をし,希望者は時間外にディスカッ

ションを行い問題意識や理解度を把握し,補足説明や質問

の対応をおこなった.この結果,学習の習得につながった. 

 

大阪青山大学看護学科助教として担当の「排泄」(専門分

野Ⅰ 1 年次配当 半期 1 単位)90 名の講義では解剖・

生理学的な排泄のメカニズム,機能をふまえたのち,排泄

物の性状や観察点,自然な排泄を促すための看護技術を講

義したのち,演習では尿器・便器の挿入,おむつの種類,ポー

タブルトイレの使用方法,陰部洗浄を導入している.尿

器・便器の挿入ではまず教員がデモンストレーションを

実施したのち,学生を１グループ 4 人ごとに分けて便器・

尿器の挿入はチェックリストを用いて実施するように促

した.教員が学生とチェックリストを共有し正しい尿器・

便器の挿入方法を習得した.また,おむつの当て方,ポータ

ブルトイレの仕組み,陰部洗浄の方法についてデモンスト

レーションを用いて実際の使用方法の理解を深めた. 

 

大阪青山大学看護学科助教として担当の「感染防止・安

全」(専門分野Ⅰ 1 年次配当 半期 1 単位)90 名の講義

では,病原微生物についてと感染法についてふまえたの

ち,完成防止対策と医療の現場の取り組みを説明し,感染

防止対策の演習を実施した.1グループ8名～10名で衛生

学的手洗いの基本技術,ガウン,マスクの装着方法,滅菌物
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基礎看護援助論Ⅲ「呼吸循環を整える援助」基礎

知識と援助の実際の講義・演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎看護援助論Ⅱ(食事援助技術)講義・演習 

・課題レポート活用と,協同学習の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪教育大学 家庭看護実習の講義・演習 

・体験型学習の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪教育大学 家庭看護実習の講義・演習 

・体験型学習の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年～

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年～ 

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年～ 

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年～ 

平成 29年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の取り扱い,医療機器の清潔操作を一人ずつ実施できるよ

うに設定した.各ブースで正しい技術を説明.模範したの

ち学生に実施させ技術が習得できた. 

 

「呼吸循環を整える援助」では酸素吸入法,吸引,排痰ケア,

吸入の講義の内容は呼吸器の解剖生理学や人間のガス交

換のメカニズムを踏まえたのち,呼吸器疾患も患者を想定

しつつ,酸素療法,吸入,吸引,排痰ケアの意義と方法の説明

をした.あらかじめ事前学習を課題として提示していたの

で,講義の途中,小グループでバズセッションを取り入れ,

課題の理解と学習内容を確認した.演習では事前学習を基

にペアで技術の内容をバズセッションさせたのち,ラウン

ドロビン形式で酸素吸入,吸引の技術の確認を実施した

後,グループ単位で正しい技術の方法を確認した.授業,演

習は小グループの共同学習方法で学習の効果が得られた. 

 

大阪青山大学看護学科助教として担当の「情報収集の技

術」(専門分野Ⅰ 1 年次配当 半期 1 単位)86 名の演習

では,フィジカルイグザミネーションを理解した上で,問

診時の環境と準備が実施でき,胸,腹部の打診,触診,聴診が

正確に実施できることを目的とした.演習では,問診,視診,

打診,聴診,触診の基本的な技術を説明した後,1グループ3

名ごとに分かれ,問診から始まるフィジカルイグザミネー

ションのチェックリストを用いて実施するように促した.

演習の途中では,胸腹部の打診,聴診の手順の違いや音の

違いについて DVD 教材を用いて強調して説明した.教員

からの説明や体験を通して学習効果が得られた 

 

大阪青山大学看護学科助教として担当の「情報収集の技

術」(専門分野Ⅰ 1 年次配当 半期 1 単位)86 名の演習

では,フィジカルイグザミネーションを理解した上で,問

診時の環境と準備が実施でき,胸,腹部の打診,触診,聴診が

正確に実施できることを目的とした.演習では,問診,視診,

打診,聴診,触診の基本的な技術を説明した後,1グループ3

名ごとに分かれ,問診から始まるフィジカルイグザミネー

ションのチェックリストを用いて実施するように促した.

演習の途中では,胸腹部の打診,聴診の手順の違いや音の

違いについて DVD 教材を用いて強調して説明した.教員

からの説明や体験を通して学習効果が得られた 

 

大阪教育大学の非常勤講師として担当の「家庭看護実習」

(講義・演習 1 年次配当 後期 選択科目 １単位)7 名

の講義では,看護の基本となる知識・技術を理解し,日常生

活の看護技術を実施できるよう演習を行った.「ベッドメ

ーキング」では快適な環境を知識でふまえたのち,2 人 1

組で行うベッドメーキングの方法についてチェックリス

トを用いながら実施した.成人の血圧の知識を教授した

後,家庭で測定がしやすいアネロイド血圧計を用い,7 人グ

ループになりそれぞれの血圧,体温,脈拍を測定し結果を

グラフ化しアセスメントした.日常生活と看護について

は,成人期のモデル人形を使っての着替えの演習や,ベビ

ー人形を使っての沐浴,おむつ交換,抱っこ,着替えの演習

を行い,技術習得の確認のため,チェックリストを用いて

技術試験を行った.一人ずつ実施できるまで実施し技術の

習得ができた. 

 

大阪教育大学は教員養成の機能強化及び教育学習支援人
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国立大学法人 大阪教育大学 文科省学習指導

要領に協力 

 

 

 

 

 

大阪教育大学 健康保育学演習(家庭看護実習を

含む)の講義・演習 

・予習レポートによる共同学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護研究の基礎Ⅱ 演習 

・インフォーマルミーティングの活用 

 

 

 

 

 

 

老年看護学概論 講義 

オンライン・ICTを活用した授業 

 

 

 

老年看護学援助論 講義 

オンライン・ICTを活用した授業 

 

 

老年看護学援助論演習 

オンライン・ICTを活用した授業と演習 

 

 

 

 

平成 28年 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年～

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年～ 

令和元年 

 

 

 

 

 

 

令和 2年～ 

現在 

 

 

 

令和 2年～ 

現在 

 

 

令和 2年～ 

現在 

材の養成の為,教育学部改組の認可を文部科学省に申請し

た.2016年8月24日,申請が認められ,2017年4月から「初

等教育教員養成課程」「教育協働学科」を設置した.学習指

導要領によって教育協働学科の健康安全科学コースのシ

ラバス改良作成に協力した. 

 

大阪教育大学の非常勤講師として担当の「健康保育学演

習(家庭看護実習を含む)」(講義・演習 通年配当 集中 

選択科目 １単位)12 名の講義では,健康と保育を学ぶに

あたって,学生が健康な子どもの発達段階について,子ど

もの行動観察や交流から理解を深めることが重要である.

乳幼児の成長発達への学生の理解を深めるため,発達段階

を示す観図を用いて正常な子どもの発達曲線の理解につ

いて予習レポートの提示をし,レポート作成から,発達に

応じた保育に必要な健康教育の視点で手洗い方法,歯磨き

指導,絵本の読み語りの指導案作成といった具体的な予習

レポートにつなげた.子どもの発達段階に応じた日常生活

の補助,養育環境などを指導した.予習レポートの指導案

を基に学生一人一人にロールプレイを行い保育の実践例

につながる学習効果が全員に共有できた. 

 

 

大阪青山大学看護学科助教として担当の「看護研究の基

礎Ⅱ」 (専門科目 4 年次配当 通年 2 単位)２名の演習

において実践した.研究の基礎理解することを目的とし,

学生の理解度の把握に努め,折に触れて実験研究とは,脈

波測定について学生とインフォーマルミーティングの機

会を設け,ディスカッションよって研究に取り組む学生の

理解度や,実験プロトコールの不足点が明確となり,学習

目標の評価レベルに到達した. 

奈良学園大学で老年看護学概論の(専門科目 ２年次配当 

前期 １単位)80 名 1 コマを担当.介護保険制度について

授業を行う 

遠隔授業での ZOOMを用いて行った. 

 

奈良学園大学で老年看護学援助論の(専門科目 ２年次配

当 後期 １単位)80 名３コマを担当.高齢者の日常生活

援助の基本について遠隔授業での ZOOM を用いて行っ

た. 

奈良学園大学で老年看護学援助論の(専門科目 ２年次配

当 前期 １単位)80 名４コマを担当.老年看護学での看

護過程の展開について,事例を作成し,個人ワークとグル

ープワークを併用した遠隔授業での ZOOM を用いて行

った. 

2 作成した教科書,教材 

演習用技術習得の補助教材 

(清拭の技術習得のチェックリスト) 

 

 

 

 

講義・演習用補助教材 

(災害看護の避難所を想定した空間の設計) 

 

平成 19 年～

平成 25年 

 

 

 

 

平成 23 年～

平成 25年 

 

愛仁会看護助産専門学校の専門分野の科目「基礎援助技

術」の単元の一部で使用した清拭の技術チェックリスト

を作成した.これを学生が使用することで技術の構成がわ

かり,習得する技術のチェック項目を理解したうえで演習

に臨め,技術練習が主体的に取り組めた 

 

愛仁会看護助産専門学校の統合分野科目(1 単位 15 時間)

で担当として,災害の発災から中・長期的な避難所をシミ

ュレーションした空間と被災グッズが体験的に学べるよ

うになった. 
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3 教育上の能力に関する大学等の評価 

「平成 29 年度後期 学生による授業評価 

(授業アンケート)」 

 

 

 

「平成 30 年度前期 学生による授業評価」 

(授業アンケート)」 

 

平成 29年 

 

 

 

 

平成 30年 

 

大阪教育大学 教育協働学科科目「健康保育学演習」の

学生による授業評価アンケートから,「授業全体の意義や

目的が理解できるように示されていた」の回答が,ほぼ満

足と答えた学生が 70％以上を占めた 

 

大阪青山大学 看護学科専門科目「基礎看護援助論Ⅰ」

の学生による授業評価アンケートから,「新しい知識や物

事の見方が得られた (講義・演習科目受講者のみ)」の回

答がそう思うと答えた学生が 79％を占めた. 

 

4 実務の経験を有する者についての特記事項 

臨床実習指導 

 

 

 

 

実習指導実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 12 年 4

月～平成 18

年 3 月 

 

 

平成 19 年～

平成 25年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年～

現在 

 

近畿厚生局の実習指導者講習会の講習を受けたのち,高槻

病院内科病棟看護師として愛仁会看護助産専門学校の看

護学生の臨床実習指導を担当した.年間 20 名学生の実習

指導を担当した. 

 

大阪府受託研修である看護協会の教員養成研修受講後,愛

仁会看護助産専門学校において 

基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ 1 年次・2 年次 各 5名 

２単位 90 時間年間 17 日間 

成人看護学実習(終末期) 3 年次 4 名 2 単位 90 時間 

年間 12日間 

老年看護学実習(介護老人保健施設・回復期リハビリテー

ション病棟)Ⅰ・Ⅱ 

1 年次・2 年次 各 5名 2単位 90 時間 年間 24 日間 

小児看護学実習(保育所)Ⅰ,3 年次 15 名 2 単位 45 時間年

間 4 日間 

 

大阪青山大学において基礎看護学 (回復期リハビリテー

ション病棟,慢性期病棟) Ⅰ,1 年次の学生 10 名 2 単位 45

時間 14日間 

大阪青山大学において基礎看護学 (急性期病棟) Ⅱ,2 年

次の学生 10 名 2 単位 45 時間 14 日間 

大阪青山大学において統合実習(回復期リハビリテーショ

ン病棟,慢性期病棟)4 年次,学生３名 2 単位 45 時間 14 日

間 

5 その他 

なし 

 

 

 

 

職   務   上   の   実   績   に   関   す   る   事   項 

事       項 年 月 日 概       要 

1 資格,免許 

准看護師免許 

 

看護師免許 

 

学術修士 

 

平成 2年 3月 

 

平成 5 年 5 月

21 日 

平成 25 年 3

月 

 

第 44409 号 兵庫県 

 

第 806612 号 厚生労働省 

 

第 119711 号 大阪教育大学 

2 特許等 

なし 

 

 

 

 

 

3 実務の経験を有する者についての特記事項 

回生病院看護師 

 

 

 

 

平成 2年 4月 

～平成 5 年 3

月 

 

 

手術室・中央材料室勤務 

消化器疾患・婦人科系疾患・眼科・耳鼻科・泌尿器科・

皮膚科・口腔外科の手術の直接介助・間接介助を行い手

術室看護にあたった. 
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高槻病院看護師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛仁会 看護助産専門学校専任教員  

 

 

 

愛仁会 千船病院 看護部長室 主任臨床教員 

 

 

 

 

 

平成 5 年 4 月

～平成 8 年２

月 

 

 

平成 8 年 3 月

～平成18年4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 3

月～平成 19

年 3 月 

 

平成 19 年 3

月～平成 26

年 3 月 

 

平成 26 年 4

月～平成 27

年 3 月 

 

消化器内科・内分泌内科病棟に勤務 

消化器内科で内視鏡治療や血管塞栓術などの受ける患者

の看護,がんの終末期看護,疼痛緩和の看護,糖尿病教育入

院の担当にあたった. 

 

内分泌内科・透析科・婦人科疾患・神経科混合病棟に勤

務 

糖尿病教育入院で慢性的に血糖のコントロールし食事・

薬物・運動療法の必要となった看護に関わり,フットケア

や爪の手入れが必要となった指導を行った.腎不全となり

血液透析導入や腹膜透析を受ける(CAPD/APD 導入の)看

護にあたった.また,婦人科疾患で手術療法や化学療法・終

末期の看護を行った.神経科疾患は主にうつ病・拒食症の

看護が中心で,認知行動療法や薬物療法,日常生活の調整

を中心に取り組んだ.主任看護師として師長の病棟の看護

管理の代行も関わった. 

 

外科病棟看護師 

乳腺外来から外科の手術を受ける看護を担当し,乳がんの

術後の生活に関する看護を行った. 

 

「 形 態 機 能 学 」「 基 礎 看 護 技 術 演 習 」             

「 基 礎 看 護 学 実 習 」「 小 児 看 護 学 実 習 」             

「災害看護学」「在宅看護論実習」の担当であった 

 

「愛仁会看護助産専門学校」「一般社団法人淀川区医師会

看護専門学校」「園田学園女子大学」臨地実習指導の担当

であった 

4 その他 

なし 

 

 

 

 

 

研   究   業   績   等   に   関   す   る   事   項 

著書,学術論文の名称 

単著･

共著の

別 

発行又は 

発表の年月 

発行所,発表雑誌等 

又は発表学会等の名

称 

概     要 

（著書） 

1 【看護教員養成とは何

か】看護教員養成の実際 

大阪府の取り組み 看護の

魅力を学生に伝えることが

できる教員を育てる(解説/

特集) 

 

 

 

共著 

 

2007 

 

医学書院 

看護教育 48 巻 11 号 

Page975-980 

 

大阪府看護協会で行われた看護師教員養成

講習会の概要について特集された.企画者と

共に参加した学生の代表として学校経営,授

業構築,演習案を取り組んだ内容を執筆し

た.A４版全４ページ 山田 静子, 五十川 

美智子, 岩田 将恵, 大石 有香, 島本 良子, 

関谷 まり, 徳島 多恵, 檜 晋輔, 渡邊 千

賀子 

（学術論文） 

1 褥瘡のカテキン洗浄が

MRSA除菌に有効であった

1 例（査読付き） 

 

 

 

共著 

2005.3 愛仁会医学研究誌 

VOL.36pp55～56 

褥瘡の創部から MRSA が検出した事例で

創部の洗浄液にカテキンを使用し洗浄効果

を検証し症例報告した.洗浄経過記録を担当

した.A４判全２ページ 共著者：竹ノ上理

恵,井上幸恵,関谷まり,濱田美雪 

2 看護学生向けクリティ

カルシンキング志向性尺度

活用による志向性の把握

(第一報)（査読付き） 

共著 2012.3 愛仁会医学研究誌 

VOL.43pp153～156 

基礎看護教育では,クリティカルシンキング

の重要性が注目されている.そこで,3年課程

の看護学生を対象に問題解決思考の能力の

特性をクリティカルシンキング志向性尺度
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を用いて調査した.そこで,1年生からは他者

の立場を尊重した思考態度が見られたが,3

学年全体の特性としては知的好奇心,客観性

の視点において更なる能力開発の必要性が

判明した.共同研究につき担当部分抽出不可

能. 

A４判 全 4 項 

共著者：関谷まり 桑原三枝子 台野悦子 

 

3 看護学生の全身清拭の

技術習得過程における指導

強化項目の 1考察 

(査読付き) 

 

 

共著 2013.3 愛仁会医学研究誌

誌,VOL.44pp233～235 

全身清拭は技術習得に時間を要する技術で

あるため,全身清拭の技術習得の過程で習得

度が低く,学生が技術習得を困難と感じてい

ることを技術チェックリストから項目を抽

出した.準備の段階の作業領域の確保や,湯

の管理が平均得点より低い結果となった.学

生理解において,習得度の下位であった項目

を把握して学生の演習の実施をする必要性

があげられた. 

この研究の学生のチェックリスト作成と,そ

の結果の統計と検定を担当した. 

A４判 全 4 項 

共著者：小林理絵 関谷まり  

 

4 看護専門学校における

災害看護の授業実態と教員

の災害看護教育への考え

方 : 看護教員を対象とし

たアンケート調査から(査

読付き論文) 

 

 

単著 

 

2015.5 

 

日本災害看護学会誌 

16 巻 3 号 pp.32～42 

 

看護専門学校教員を対象に行ったアンケー

ト調査から,「災害看護」の授業実態と教員

の演習に対する認識を明らかにし,さらに被

災者の中長期的な生活を考慮した「災害看

護」演習の可能性を検討した.看護専門学校

教員を対象に， 2011 年 3 月～4 月に「災

害看護」の授業実態と,課題に関するアンケ

ート調査を実施した.避難所や仮設住宅の生

活を想定した演習を取り入れることは,回答

者の学校で可能であるかを尋ねた.結果,避

難所を想定した演習は｢少し難しいと思う｣

が全体の 50.0％を占め,次いで「かなり難し

いと思う」が 26.3％となった.その理由に

は，「災害看護」の授業経験がある教員は「授

業時間がとれないから」授業経験がない教

員は「教員に知識が不足しているから｣とな

っていた. 

 

5 災害看護の避難所での

被災生活を想定した演習プ

ログラムの実践と評価 

 

 

単著 2015.11 インターナショナル

Nursing Care 

Research 

第14巻 第4号pp.91

～97 

被災した家族を想定し,避難所での被災生活

を看護学生が体験的に学べる演習プログラ

ムを実践した. 

家族単位で被災後,避難所で実践する看護を

展開した授業評価から学習効果と課題を検

討した.結果演習後は自己評価シートで評価

した.すべての指標で回答率が上昇した.特

に 80％以上回答率が上昇したのは,「避難所

の生活で寝起きする場合の床の硬さがわか

る」,「避難所の 1 家族の使う広さの空間が

わかる」であった.一方,演習前後の変化が

10％未満ととどまった項目は「避難所の家

族スペースを訪問する訪問マナーがわか

る」であった. 
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6 避難生活体験とポスタ

ーセッションを取り入れた

学内演習の実践と評価 

－生活環境を」主体的に理

解することを目指した在宅

看護論の授業展開－(査読

付き論文) 

 

 

共著 2016.1 大阪教育大学家政学

研究会 

生活文化研究第 53 巻 

pp.57～67 

学内演習で学生の生活体験や価値を生かし,

家族構成を組み立て,避難生活環境の体験演

習を行った.演習の学びの効果を図るため,

学習のまとめとしてポスターセッションに

よる共同学習を実践した.本研究では,これ

らの演習展開についての効果と課題を明確

にした.演習のプログラムの自己評価シート

では平均的に中程度の理解を示した.執筆担

当部分は共同研究により抽出不可能. 

共著者：◎関谷まり 井上葉子 碓田智子 

 

7 .看護大学生のストレス

とソーシャルサポートネッ

トワークと精神的健康度と

の関連 

共著 2016.1 インターナショナル

Nursing Care 

Research 

第 15 巻 第 3号 

pp.1～11 

看護大学生がどのような日常ストレスを感

じているか,家族・友人から受けるサポート

源とサポート内容を明らかにし,ストレスと

精神的健康の関連性を検討した.看護大学生

の精神的健康度に最も影響を及ぼしている

のは大学・学業のストレスであり,サポート

ネットワークでは最も親しい同性の友人

(親友)を心理的サポート,問題解決志向的サ

ポート娯楽関連的サポートの得点が高く親

友という存在が大学生にとって最も重要な

サポート源であった.執筆担当部分は共同研

究により抽出不可能. 

共著者：道廣睦子  関谷まり 阿部真幸 

 

8 Change in surface 

temperature in the hands 

of young 

women after cold water 

immersion 

共著 2019.10 Clinical 

Neurophysiology 130 

(2019) e173–e225 

This study compared hand temperature 

in young women before 

and after cold-water immersion. 

Thirty-six subjects were divided 

into cold-sensitive and non-cold-sensitive 

groups. Two mildly cold 

water immersions were performed to 

compare hand temperature 

before and after cold exposure. The 

temperature was measured at 

the interphalangeal joint, 

metacarpophalangeal joint, and 

car pometacarpal joint. The temperature 

difference was determined 

before and after mildly cold water 

immersion. The temperature in 

the cold-sensitive group at the 

interphalangeal joint was signifi cantly 

lower than the temperature at the 

interphalangeal joint in 

the non-cold-sensitive group. After a 

10-min second immersion, 

the surface temperature showed a 

significantly lower value. A signif icantly 

lower value at the interphalangeal joint 

was observed in the 

cold-sensitive group after the second 

mildly cold water immersion, 

compared to that before immersion. 

◎ Mari Sekiya , Shohei Kobayashi , 

Steven M.A.Carpels, Hideaki Mtsukuma, 
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Tomofumi Ozaki, Yuko 

Mizuno-Matsumoto. 

9．若年女性における経穴刺

激セルフケアの冷え改善効

果の自律神経機能評価 

共著 2021.5 日本福祉工学会 

「掲載可」 

2021．5 発刊予定 

冷水負荷後の皮膚表面温度と脈波振幅の経

時変化に基づいて,若い女性における鍼治療

の冷え性改善効果を調査した. 冷水負荷後

の被験者の手でこれらのパラメータを測定

しました. 被験者は,鍼治療を受けたセルフ

ケアグループと受けなかった対照グループ

に分けられました. その後,2 つのグループ

間で測定された温度と振幅を比較しました. 

皮膚表面温度は,冷水負荷の2分後のセルフ

ケアグループで高かった. 脈波の振幅は,セ

ルフケアグループで最初のラウンドの 1 分

後と 2 分後,および 2 回目の冷水負荷の

6,8,10 分後に高かった. 冷水負荷試験によ

り,セルフケアグループの自律神経機能の安

定化が明らかになりました.執筆担当部分は

共同研究により抽出不可能. 

共著者；◎関谷まり,松熊秀明, 尾崎朋文, 

山本祐輔,水野(松本)由子 

（学会発表） 

1 .看護専門学校におけるオ

ープンキャンパスの参加者

の認識 

単著 2014.8 日本看護学教育学会 

第 24 回学術集会 

講演集 pp.164 

看護専門学校のオープンキャンパスの参加

者に対し独自の質問紙を作成し,企画内容に

関しての認識を明らかにした.参加者720名

に配布し,523 名からの回収を得た.参加の

理由として進学を考えている者は 87.5％で

説明会の内容で関心を示したものは「在校

生の学生生活」が 64％を占め,次いで「実習

施設と病院現場の実習体制」は 60％以上を

占めた.参加者の高校3年生と社会人の2群

では「本校の概念としての教育理念」に関

心を示したものには違いがあり,高校3年生

にもわかりやすい内容で企画していくこと

の課題が明確となった. 

 

2 看護学生による災害看護

演習の評価に関する考察 

～避難所生活の看護活動を

考える演習について～ 

単著 2015.8 日本災害看護学会 

第 17 回年次大会 

看護基礎教育において,基礎看護学領域を基

盤に在宅看護論の避難所生活を考える看護

活動や体験が演習を通してどのような学び

を得たのかを明らかにした.122 名の参加者

に対し111名の回収を得た.学生を対象に災

害看護演習の中で演習評価スケールを使用

し,学生の演習の習得度を評価した.高得点

を示したものは「学生間で協力しながらす

すめられた」であった.被災体験のない学生

たちに事前学習は不可欠であり,体験を通し

て学べた演習となった. 

 

3 新設看護大学 1 年目にお

ける学生のストレスとソー

シャルサポートネットワー

クと精神的健康度との関連 

共著 2016.8 日本看護科学学会 

第 36 回学術講演会 

新設看護大学の学生がどのような日常スト

レスを感じているか,家族・友人から受ける

サポート源とサポート内容を明らかにし,ス

トレスと精神的健康の関連性を検討するこ

とを目的に実施した.学生は大学の学業スト

レスの得点が最も高く精神的健康に影響し

ていたことが明確になった.そして学業スト

レッサ―に対するサポートは誰からも得ら

れなかった. 

共著者：道廣睦子 阿部真幸 関谷まり 
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4.健常女性における経穴の

押圧刺激による冷水負荷後

の手指表面温度の変化 

共著 2018.11 日本臨床神経生理学

会 第 48 回学術大会 

赤外線サーモグラフィーによる熱画像解析

を用いて,健常者の冷水負荷後の押圧刺激に

よる冷えの改善効果を調べることを目的と

した.対象は,健常成人女性36名とした.刺激

群は,左上肢の曲池,手三里,合谷の経穴の押

圧刺激を,被験者が自分で 1 ヶ月間,1 日 15

分実施した.対照群は,押圧刺激を実施しな

かった.椅坐位で,左手指を冷水負荷しその

後２分毎に左手指の遠位,近位指節間関節部

分の皮膚温度を測定した.結果,刺激群は対

照群と比べて,手指温度変化が冷水負荷2分

後に有意に高値を示し,冷水負荷直後と６分

後に高値となる傾向がみられた.経穴の押圧

刺激により末梢血管が拡張し,血流が増加し

たと考えられ,押圧刺激は冷えの局所循環の

改善に有用である可能性が示唆された. 

共著者：関谷まり 松熊秀明 尾崎朋文 

小林昌平,カーペルス スティーブンエムエ

ー,水野(松本)由子 

5.RESEARCH ON THE 

RELATIONSHIP 

BETWEEN COLD 

AWARENESS AND 

HAND TEMPERATURE 

OF HEALTHY YOUNG 

WOMEN 

共著 2019.8 ICMLC & ICWAPR 

2019 in Kobe 

 

the International 

Conference on 

Machine Learning 

and Cybernetics 

(ICMLC)  

the International 

Conference on 

Wavelet Analysis and 

Pattern Recognition 

(ICWAPR) 

The purpose of this study was to clarify 

the relationship between cold awareness 

of healthy young women and skin surface 

temperature of the fingertips. The 

subjects were classified into a cold 

sensitivity group and non-cold sensitivity 

group based on the perception of coldness, 

determined using the cold-water 

immersion test, and hand temperature 

before and after the test was compared. 

The interphalangeal (IP) joint 

temperature was significantly lower in 

subjects who reported a cold feeling (cold 

sensitivity group) than in those who did 

not (non-cold sensitivity group). In the 

cold sensitivity group, infrared 

thermography revealed lower 

temperature differences in the IP joints 

after the cold-water challenge. 

Mari Sekiya, Yuko Mizuno-Matsumoto 

 

6 女子大学生における経穴

押圧刺激による冷水負荷後

の脈波の変化 

共著 2020.10.24,25 看護理工学会 

第 8 回学術学会 

オンライン開催 

 

指尖容積脈波を用いて,女子大学生の冷水負

荷後の押圧刺激の冷えの改善効果を調べる

ことを目的とした.方法は,対象を女子大学

生 18 名とした.刺激群は左上肢の曲池,手三

里,合谷の経穴の押圧刺激を 15 分実施した.

冷えを感じやすい冷え群 9 名と冷えを感じ

にくい非冷え群9名の２群に分けた.椅坐位

で利き手とは反対の手指を1分間20℃の冷

水負荷後,水分を十分ふき取り,第二指にプ

ローブを装着し,脈波振幅と脈波長について

冷水負荷後の 15 分間測定をした.結果は,冷

え群は非冷え群と比べて脈波振幅の相対値

は有意に高値を示し,脈波長の相対値は有意

に低値を示した.考察としては,経穴の押圧

刺激により,冷え群は交感神経が抑制された

ため,末梢血管が拡張し脈波振幅が増加し,
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心拍数が減少したため脈波長は低値を示し

た.押圧刺激は冷えの局所循環の改善の可能

性が示唆された. 

共著者：関谷 まり 松熊 秀明 尾﨑 朋文 

山本 祐輔 水野（松本） 由子 

7 新型コロナウイルス感染

症に関する新しい生活様式

における子供の保護者のた

ばこに関する意識と喫煙状

況 

共著 2021.3.20 日本看護研究学会 

第 34 回近畿・北陸地

方会学術集会 

目的は子どもを持つ保護者の受動喫煙に関

する意識について明らかにする.対象は関西

圏と関東圏の子どもの保護者500人,調査期

間は,2020 年 7 月 22 日～7 月 27 日で調査

会社に委託しインターネットによる調査を

実施した.調査項目は,年齢,性別,喫煙状況,

加濃式社会的ニコチン依存度調査票（Kano 

Test for Social Nicotine Dependence;以下

KTSND）,分煙の理解と必要性の認識,分煙

効果の認識,受動喫煙リスクの認識等を選択

した.【結果】アンケート回答者 500 人中,

男性 250 人,女性 250 人で,40 歳代が最も多

かった.子どもの学齢区分別の喫煙率は,小

学生以下の子どもの保護者は男性 34.4％,

女性 20.8％,中学生以上の子ども保護者は

男性 34.4％,女性 15.0％であった.KTSND

合計得点,分煙の理解と必要性の認識,分煙

効果の認識,受動喫煙リスクの認識を従属変

数とし,上の子どもの学齢区分（小学生以下,

中学生以上）と喫煙状況（喫煙者・前喫煙

者,非喫煙者）を独立変数として,4 群に分け

Kruskal Wallis検定で比較したところ,各項

目で有意な差がみられた（p＜.05）.男女と

も子どもの保護者が一般国民と比べて保護

者の方が高かった.分煙効果について過大評

価する傾向があり,受動喫煙状況を過少評価

する傾向がみられた. 

共著者：井上葉子,関谷まり,松村あゆみ.,守

本とも子,,三浦康代 
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年月日

平成26年5月
～
平成29年3月

平成28年2月

平成29年4月
～3月

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

　　令和　３年　　３　月　　３１　日

氏名　高橋　寿奈

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

　老年看護学　教育学
看護教育学　老年看護学　エイジズム
アドバンス・ケア・プランニング

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１）講義と演習授業　白鳳短期大学　非常勤講師
「基礎看護概論」
「基礎看護方法論Ⅰ」
「基礎看護方法論Ⅱ」
「基礎看護方法論Ⅳ」
「基礎看護方法論Ⅴ」

①ＰＰＰを使用したデジタル教材の作成
②演習時に患者の想定がしやすいように、

ボディイメージ資料作成使用
③演習時の研究課題資料の作成使用

白鳳短期大学の非常勤講師として「基礎看護学概
論」の授業の一部を担当した。主に看護の変遷と
して日本の看護や関係法規の歴史変遷、世界の看
護の歴史についての授業とテスト作成をした。近
代看護の基礎となる事柄や今後の看護の方向性な
どを写真や経験、ドラマを使って、親しみやすい
内容にし、学生が習得しやすいように努めた。（1
年次配当、1単位、学生150名）
「基礎看護方法論Ⅰ」の授業を担当した。活動と
休息・感染予防・滅菌物品の無菌操作・食と排
泄・移動と移乗・効率的な動きの講義を行い、人
間が健康に向かうための看護援助の在り方のつい
て指導を行った。それぞれの授業で、実際に実技
で学生に体験させることにより、よりイメージし
やすいように、感染の仕方のモデルや重心変化の
仕方の教具の作成を行い、学生に実施させ、わか
りやすく習得できるように努めた。
「基礎看護学方法論Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ」（1年次配当各1
単位）の演習授業全般について実施し、フィジカ
アセスメント・看護イグザミネーション技術・点
滴・投薬・採血・排泄管理包帯法・ポジショニン
グ・創傷管理・罨法の技術について、指導と実技
テスト教官を行った。学生がイメージしやすいよ
うに研究課題を与え、その課題に沿って資料と実
技を行った。

２）学内研究発表会指導 白鳳短期大学の基礎実習Ⅱでの実習指導教員とし
て担当学生の学内研究発表の指導を行った.
主に、日常生活援助での関わり方による対象高齢
者の言動の変化についての気付きについて自信を
もって発表できるように指導した。

３）演習授業（学内） 「老年看護学」の学内授業、演習授業のサポート
を行っている。老年期の看護展開では、学生の個
別指導も行い看護展開成果物の採点も行った。
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年月日事項 概 要

平成26年5月
～
平成29年3月

平成30年4月
～

4）実習指導（非常勤講師）
「基礎看護実習学Ⅰ」「基礎看護学実習Ⅱ」
「成人看護学1」「成人看護学Ⅱ」
「統合看護学」
「精神看護学」
「老年看護学」

白鳳短期大学非常勤講師としての実習指導を行っ
た。
統合看護学実習では、要項説明と実習オリエン
テーション、実習調整を行った。[基礎看護学」で
は、看護の仕事の実際や病院施設の概要について
疑問点などを起こさないように指導した。また学
生が達成感が持てるようにそれぞれの学生が苦手
とするところの克服できるように配慮しながら
行った。根拠をもって看護し、患者に寄り添い、
生活者として視点も忘れず、看護の先にあるもの
についても意識して指導した。
「成人看護学」では急性期・慢性期での成人の療
養上における問題について看護性について指導し
た。学生が、急性期の看護展開のスピードについ
ていけるように、事前課題を確認し不足するとこ
ろの指導を行った。周手術期の指導では、疾患の
理解・術後侵襲・生活や社会人としての患者の役
割・精神的な不安なども指導した。
「統合看護学実習」では、要項説明と事前の実習
調整も行った。タイムスケジュールを学生が出来
るようにあ、学生同士でのカンファレンスを多く
持ち、チームで看護を行うことを重視いた指導を
した。病院の組織の在り方や他職種連携の重要性
や実際についてより多くの経験が出来るように調
整配慮した。

5）講義と演習授業 　奈良学園大学　専任教員
　「老年看護学援助論」
　「卒業研究Ⅱ」
　「基礎演習Ⅱ」
　「演習実技指導」

①ＰＰＰを使用したデジタル教材作成
②高齢者の介助時の注意点資料作成
③演習時の研究課題作成と添削
④各授業開始時に前回授業の課題総括と

説明・資料作成

「老年看護学援助論」の基本的な高齢者への援
助、活動・休息・食事・排泄などの技術全般につ
いての講義と演習を担当した。演習時には作成ボ
ディイメージと看護をつなぐ資料を作成し、与え
た研究課題の元授業を行った。その振り返りで
は、学生自身でグループワークを行い、検討内容
を板書説明することで内容の定着に努めた。臨地
実習前には、学生を個別に基本的な技術指導を
行った。
高齢者体験・オムツの容量の研究演習・片麻痺体
験の演習では、学生に体験させることにより、高
齢所イメージがしやすいようにし、看護に必要な
内容を考えさせる機会とし、看護の視点の指導定
着を図った。
　「卒業研究Ⅱ」では、卒業延期性には個別にさ
らに時間を作り指導を行った。
　「基礎演習Ⅱ」では、基本的な大学生活での学
習方法や時間・単位制について指導した。グルー
プワークで、基本的なレポートの書き方、グルー
プワークについて指導し、レポートはその都度添
削した。また図書の有効利用。インターネットを
津科tt亜情報リテラシーの方法なども学生に理解
の程度に合わせて具体的な指導を行い、学生が大
学での学習方法について積極的に行えるように指
導した。
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年月日事項 概 要

平成30年4月
～現在

平成30年4月
～令和2年3月

平成30年4月
～令和2年3月

平成30年4月
～現在

令和2年4月〜
令和3年3月

令和2年８月
〜令和3年3月

６）老年看護学実習指導（奈良学園大学）専任教
員

事前に、実習先の全施設と実習説明内容のために
訪問調整し、学生の実習目的・目標・スケジュー
ルなど詳しい説明を行った。実習開始からは、
「老年看護学Ⅰ.Ⅱ」（3年次配当　4単位）で、学
生が老年看護の基本的な考え方に基づいて看護展
開の方法の実際を個別に指導し、実技指導と評価
指導を行った。また、緊張緩和に努め実習で対象
者の個別性に合う実習内容になるように一緒に考
えアドバイスし、指導した。すべての実習に同行
し、精神的配慮として個別の面談を交え学内では
学習などの指導も行った。

作成した教材等

1）老年看護学実習要項・記録用紙 学校奈良学園大学保健医療学部看護学科の専門科
目「老年看護学Ⅰ.Ⅱ」（3年次配当　4単位）で、
学生が実習目的、実習目標に到達するための具体
的な学習方法と内容、実習の進め方、実習の心
得、健康管理の方法などについてまとめた冊子を
作成した。

２）統合看護学実習要項（老年領域）・記録用紙 学校奈良学園大学保健医療学部看護学科の専門科
目「統合実習」（4年次配当　1単位）で、学生が
実習目的、実習目標に到達するための具体的な学
習方法と内容、実習の進め方、実習の心得、健康
管理の方法、領域実習で実習できなかった経験技
術の実習の仕方についてまとめた冊子を作成し
た。

３）老年看護学援助論
課題プリント：パーキンソン病の疾病と看護
排泄障害と看護　介護保険制度　転倒・排泄用具
使用選択・バイタリティー・うつ傾向チェック・
排尿障害についてのアセスメント資料

老年看護学援助論において実習棟で使用でき、的
確に対象患者のことを把握する方法として実際の
資料や臨地で使用している実際と照らし合わせた
りできるよう作成した。

4）領域実習　学内実習用事例
腰椎圧迫骨折　脳梗塞片麻痺リハビリ期　大腿骨
頚部骨折術後　大腿骨頚部骨折術後リハビリ期
脊椎管狭窄症　廃用性症候群認知症併発　脳梗塞
後肺炎　腫瘍終末期　認知症と膝関節症併発　糖
尿病と足関節骨折保存的療法　認知症と足関節骨
折ギプス固定など

臨地実習が感染対策の為受け入れ不可となる場所
があり、臨地実習にいけない学生には一人1例事例
を準備し毎日カルテ更新し、事例展開とともに看
護の実施を行った。臨地での実習にできる限り近
づけるようにした。

4）統合実習学内用計画　事例
認知症患者の動画選択提示
グループワーク用アクシデント課題
統合実習自己学習課題

統合実習が感染対策の為受け入れ不可となる場所
となり、それに合わせて、動画や事例グループ
ワーク資料などを作成し、臨地実習とでき理だけ
同じような学びができるようにした。
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年月日事項 概 要

平成30年4月
～平成31年3
月

令和2年4月〜
令和3年3月

平成29年～令
和2年3月

平成30年４月
～平成31年３
月

令和1年4月～
令和2年3月

平成10年5月
～　平成23年
9月

年月日

平成2年5月

平成27年3月

平成27年3月

１）奈良学園大学法人広報委員会 学外広報誌作成の参画と調整、広報誌の内容の修
正　オープンキャンパス参画運営と教員への周知
徹底、内容や物品の調整を行った。　リハビリ
テーション学科開設の伴う広報活動として、外部
向けシンポジウム運営調整を行った。当日はオー
ブンキャンパスとの同時開催があり、教員と学生
に対し企画説明・役割や時間調整等を行い運営し
た。また、学外広報としての高校への派遣授業の
教員への意見聴取ととりまとめを行い教員派遣の
調整をした。広報活動企画報告書の作成を行っ
た。
オープンキャンパスでは、高校生向けのミニ講座
「看護師の仕事とは」のを行った。他の時には司
会進行、受付会場整理などを行った。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

１）看護師免許　第684127号

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

２）実習部会　実習協議会担当 老年領域実習担当として会議と学生配置調整　実
習協議会参画運営　実習協議会用の前年度の実習
評価の振り返り等の作成を行い、老年領域の企画
運営を主として行った。

３）学外宿泊研修担当 学外宿泊研修で新一年生の大学生活が順調にス
タート開始できるように、プログラムの参画から
参加した。当日の宿泊では、市内散策では事故防
止のために学生のグループ誘導や点呼、体調不良
者のチェックなどを行い、学生と一緒に宿泊も
行った。

５）学生生活部会担当　3年生担任 学生生活について注意すべき内容の情報共有を
行った。特に、薬物乱用についての注意喚起を行
い、警察署職員にも来学いただき各学年ごとに指
導依頼を行った。今年度から、学内宿泊研修もこ
の部会に割り当てられることとなりないようにつ
いて参画している。

４実務の経験を有する者についての特記事項
１）四天王寺病院・東大阪病院　臨地実習指導者
大阪府保健師助産師看護師実習指導者講習会修了

２つの病院にわたって、臨地実習指導を行った。
平成19年頃から2年間は、学生の実習指導ととも
に、新人の臨地実習指導者の指導を行った。
平成22年8月に実習指導講習会（長期）も修了し、
院内での活用計画を作成実施した。

２）厚生労働省専任教員養成課程修了

３）次世代教育学　学士

事項 概 要

１　資格，免許
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年月日事項 概 要

平成29年3月

３）

２）

２　特許等

４) 学術修士

保健医療学部看護学科

860



教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日

氏名  野口 寿美子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード

看護学教育 臨地実習・看護教育

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事 項 年月日 概  要

１ 教育方法の実績例 

(1)共同学習による講義・演習

平成 24年 4 月 

～平成 26年 3

月 

令和元年 4 月 

～令和 2 年 8

月 

白鳳女子短期大学の准教授として成人看護学の

「感染症」「脳神経」「免疫疾患・アレルギー」

「看護過程」の単元を担当し、病態の理解と症

状とその看護援助を理解できるよう画像資料

や、授業資料を作成し授業を行った。成人看護

学看護過程演習においては、20 人の小グループ

における演習を担当し、共同学習によってグル

ープ間での相互教授によって理解を図るように

工夫した。 

奈良学園大学の助教として 1年次前期科目「基

礎演習Ⅰ（ラーニングスキルズ）」において新

入生 7 名を担当し、１年次生が大学の学習に慣

れ、４年間の大学生活を有意義に送るための基

礎的な学習姿勢の習得を目的に講義ノートの取

り方、文献資料の検索、学術的な文章の読み

方、グループワークの進め方などについて、ゼ

ミ形式の演習を通じて、楽しみながら学べる土

壌の醸成を目的に学習を支援した。

(2)個別学習と協同学習を併用した国家試験対策講座 平成 24年 4 月 

～平成 26年 3

月 

白鳳女子短期大学の准教授として７名の学生を

担当し、毎月個別面談によって学習進度を確認

し、個々に模擬問題を作成して苦手科目対策の

強化を図った。看護師国家試験直前には、適宜

グループワークを併用しモチベーションを保っ

て取り組めるようサポートし合格への支援を行

った。 

(3)クリッカーを用いた看護師国家試験対策授業 令和 2 年 1 月 奈良学園大学の助教として４年次生の看護師国

家試験直前対策講座の基礎看護学領域を２コマ

担当した。基礎看護学の出題基準を網羅し、理

解度をイマキクで確認しながら振り返りを行っ

た。学生からは、「不確かな知識を再確認でき

た」「弱点をもう一度確認することができてよ

かった。復習にもなった。」とのコメントを得

た 

(3)卒業研究Ⅱにおける卒業論文個別指導 令和元年 4 月 

～現在に至る 

奈良学園大学の助教として 2名の学生を担当

し、個別のテーマから学生個々の課題について

文献収集から論文執筆までをサポートした。 

(4)視覚教材を用いた授業と事前学習レポートによる

知識の確認による演習科目の効果的な活用

平成 28年 4 月 

～平成 30年 3

月 

平成 30年 4 月 

～平成 31年 3

月 

奈良学園大学の非常勤講師として「基礎看護学

技術演習Ⅰ」「基礎看護技術演習Ⅱ」の授業・

演習の補助を行った。学内演習では、座学で学

んだことを理解できているかフィードバック

し、学生自身が根拠を持って演習できるよう指

導した。

奈良学園大学の助手として「在宅看護学援助

論」の「在宅における清潔援助」として家庭用

品で簡易洗髪器を作成し洗髪する演習を企画し

担当した。学生が家庭にある物品を用いて創意
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工夫するよう促し、演習後のグループワークで

の成果を発表する機会を設け、学びの共有を図

った。次に、エンゼルケア演習において、亡く

なった人のできなくなったセルフケアを代理と

して、家族のそれぞれの立場を演習を通して理

解し考察する機会とした。実施後のグループワ

ークの場面でリフレクションし、共同学習場面

を通して学びを深められるように意図した。 
第 15 回目にはゲストスピーカーとして在宅療

養者を講師として招聘し、領域実習開始前の学

生が在宅看護のイメージをより具体的に理解で

きるよう場の設定を行った。また、「在宅看護

学概論」の「第 8 回在宅看護を支える医療福祉

制度➁医療保険制度」の講義を教授の指導の下

で担当し、公的医療保険制度の変遷から現在の

在りようを理解するため、視聴覚教材を使用し

理解を深めるよう促した。「第 12 回在宅におけ

る安全管理」についても教授の指導の下に担当

し、具体的で分かりやすかったとのコメントを

得た。 

 
奈良学園大学の助教として令和元年には基礎看

護学の 1 年次前期科目「基礎看護技術演習Ⅰ」

において「全身清拭」、後期科目「基礎看護技

術演習Ⅱ」の「一時的導尿」及び「総合演

習」、「セルフトレーニング」を担当し、それぞ

れの単元において事前学習課題の設定、演習の

具体的な計画書の作成、事後課題レポートを通

して、技術習得に向けての学びを支援した。 
 
奈良学園大学助教として令和 2 年は、1 年次前

期科目がコロナ禍において通年科目に変更とな

り「基礎看護技術演習Ⅰ」の「感染予防」・「排

泄」・「バイタルサイン」の講義を行い、後期に

日延べとなった演習では制約のある演習環境下

で効果的な学びを得られるよう 20 人の小グル

ープを作成し、4 回に分けて演習を行うなどし

て感染対策を講じた。また、血圧計を貸し出し

てセルフトレーニングが実施できない状況を補

完するなど例年とは異なる対応を考え実施し

た。さらに技術試験で技術習得の状況を評価

し、従来の技術教育の質が低下しないよう様々

な工夫を行った。 
 

2 作成した教科書、教材 

急性期看護学実習 実習前ワークブック   

 

 

平成 25年 5 月 

 

 

 

 
白鳳女子短期大学准教授として成人看護学実習

における実習前ワークブックを作成し導入し

た。特に周手術期の生体反応を捉えた実習前学

習の資料として、周手術期の理解を深めて実習

展開の早い急性期実習に活用した。 
 

3 教育上の能力に関する大学等の評価 

 

 

平成 25年 12

月 

白鳳女子短期大学において、授業アンケート調

査における年間優秀教員として教務委員会から

発表された。 
 

4 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

 

  

5 その他 

 

 

  

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
事   項 年月日 概         要 
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1 資格、免許 

看護師免許 

心理相談員 

介護支援専門員 

昭和 59年 6 月 

平成 7 年 3 月  

平成 11年 5 月 

修士（教育学） 平成 30 年 星槎大学大学院教育学研究科 

2 特許等 

3 実務の経験を有する者についての特記事項 

（１）臨地実習指導 平成 23年 12

月～平成 24 年

3 月 

平成 24年 4 月 

～平成 26年 3

月 

平成 27年 5 月 

～平成 27 年

12 月 

平成 28年 1 月

～3 月 

平成 28年 4 月 

～平成 30年 3

月 

白鳳女子短期大学非常勤講師として基礎看護学

実習Ⅰ、老年看護学実習、成人看護学実習Ⅱに

おいて実習指導を行った。基礎看護学実習は学

生にとって初めての実習であるため、病院およ

び療養環境、患者との適切なコミュニケーショ

ン、日常生活援助が行えるように指導した。

老年看護学実習及び成人看護学実習Ⅱでは、再

履修学生５名の実習を担当し、実習展開が円滑

に運べるよう学生及び実習環境の調整を行い、

病棟環境・患者背景・疾病理解・生活歴の理解

を促し、老年期及び成人期の理解から情報収

集・計画立案・実践・評価の看護過程を辿りな

がら看護実践できるように指導し、5 名とも最

後まで実習を完遂した。

白鳳女子短期大学准教授として成人看護学実習

Ⅰ・Ⅱ、基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ、精神看護学実

習の指導を行った。慢性期実習では、慢性期特

有の生活習慣や生活歴から個別性のある看護展

開及び看護実践を指導。急性期実習では全身麻

酔下の生体反応を捉えた看護実践及び退院を見

据えた生活指導につながるよう学生カンファレ

ンスでの共同学習の機会を意図的に設けた。精

神看護学実習においては、病棟環境及び患者、

患者を取り巻く社会、家族、看護実践の理解か

ら患者との相互交流を深め、プロセスレコード

を用いて自己の振り返りと自己の特性理解とつ

ながるよう指導した。小児看護学実習では、小

児の発達段階と成長発達を捉えて母子関係、遊

びを通した看護実践を指導した。

白鳳短期大学非常勤講師として成人看護学実習

Ⅰ、成人看護学実習Ⅱ、基礎看護学実習Ⅰ・

Ⅱ、小児看護学実習、精神看護学実習の実習指

導を行った。 

宝塚大学非常勤講師として老年看護学実習を担

当した。回復期リハビリテーション病棟にて、

脳神経疾患の生活リハビリテーション看護とし

て高次脳機能障害への看護実践や日常生活支援

を指導した。 

奈良学園大学非常勤講師として早期体験演習、

成人看護学実習Ⅰ、成人看護学実習Ⅱ、在宅看

護学実習、基礎看護学実習Ⅰ、基礎看護学実習

Ⅱを担当した。早期体験演習においては入学間

もない学生たちが早期に医療現場の実際を見学

する機会から、実際の看護を見学を通して学ぶ

中で、看護学生として望ましい学ぶ姿勢、立ち

振る舞いなど接遇面に始まり、具体的な看護師

像のイメージを捉えられるよう働きかけを行っ

た。 
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平成 30年 4 月 

～平成 31年 3

月 

令和元年 4 月

～令和 2 年 3

月 

令和 2 年 4 月 

～令和 3 年 3

月 

奈良学園大学助手として基礎看護学実習Ⅰ、基

礎看護学実習Ⅱ、在宅看護学実習、成人看護学

実習Ⅰ、成人看護学実習Ⅱの実習指導を行っ

た。 

奈良学園大学助教として基礎看護学実習Ⅰは高

の原中央病院の病院リーダー、基礎看護学実習

Ⅱは市立東大阪医療センターの病院リーダーと

して実習指導を行った。また、基礎看護学実習

Ⅰの学生配置案を作成し、それぞれの実習病院

との実習調整および要項説明を行った。 

奈良学園大学助教として基礎看護学実習Ⅰ、基

礎看護学実習Ⅱにおいてコロナ禍での臨地実習

における感染対策の徹底を図り、臨地での学び

を支援した。 

(3)奈良学園大学「卒業研究ＷＧ」としての活動 平成 30年 4 月 

～平成 31年 3

月 

令和 2 年 4 月 

～現在に至る 

奈良学園大学助手として教務部会の卒業研究 WG

の委員会活動において書記を行った。 

奈良学園大学助教として教務部会の卒業研究 WG

の委員会活動において業務に携わり抄録作成～

製本まで携わった 

(4)奈良学園大学「学生生活部会」としての活動 令和元年 4 月 

～令和 2 年 3

月 

奈良学園大学助教として学生生活部会の委員会

活動において 1 年生の学年担任および新入生宿

泊研修のコアワーキングメンバーとして宿泊研

修の企画に携わった 。 

4 その他 令和 2 年 4 月 

～令和 3 年 3

月 

奈良学園大学助教として新入生ユニフォーム担

当としてコロナ禍の下、感染防止対策の徹底を

図り、複数回の採寸日の設定など、業者・学生

との調整を複数回にわたり実施し取りまとめ

た。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

著書，学術論文等の名称
単著・ 

共著の別

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称
概 要

1．病院から「家に帰りた

い」という人のために

共著 平成 20 年

11 月初版 

財団法人在宅医療助成 

勇美記念財団 

手を結ぼうプロジェクトチームの一員

として継続看護促進のために、在宅看

護支援のための小冊子を作成。全国の

訪問看護ステーション及び在宅関連施

設に無償配布。（全 23 頁、共著者：

湯沢八江、甲州優、中村祐子、町屋千

鶴子、若林和枝、大澤紀子、佐藤正

子、野口寿美子、村松静子） 

2.「看護師国家試験直前社

会福祉学領域ファイナルチ

ェック」

共著 令和 3 年 3

月 

株式会社金芳堂 看護師国家試験対策の社会福祉につい

てまとめたテキスト㈱金芳堂「看護師

国家試験直前社会福祉学領域ファイナ

ルチェック」2021 年 3 月 10 日発刊の

第 4 章医療保障において医療保険の概

要から医療保険制度、高齢者医療制度

について pp37～48 を執筆した。（全

163 頁、監修；星野政明、執筆；井上

昌子、井上葉子、小林由里、齋藤英

夫、佐藤郁代、芝田ゆかり、高橋奈、

田場真理、中馬成子、辻下守弘、富永

堯史、西出順子、西本美和、野口寿美

子、松居典子、松浦純平、三浦康代、

美甘祥子、守本とも子、吉水清、吉村

雅代）
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3. 

（学術論文） 

単著 

共著 

共著 

共著 

共著 

共著 

平成 30 年

3 月 

平成 31 年

3 月 

平成 31 年

3 月 

平成 31 年

3 月 

令和 2 年 3

月 

令和 2 年 3

月 

星槎大学大学院教育学

研究科 

医療福祉情報行動科学

研究 Vol.6,March,2019 

医療福祉情報行動科学

研究 Vol.6,March,2019 

アビサル・ジャパン委

託研究報告書

医療福祉情報行動科学

研究 vol.7,March,2020 

アビサル・ジャパン KK

受託研究報告書

本研究は、見学実習にとどまってしま

う臨地実習の現状とその教育内容を検

討する重要性から、日本の看護学教育

の変遷をまとめ、次に、実習教育の現

状を整理し、米国のコンピテンシーに

基づく看護教育を比較検討した。次

に、同じ医学である医学教育について

の先行研究からも、これまでの看護学

研究の上に、科学的知見に基づいた心

理学や教育学の学習理論に基づいた教

育の重要性が明らかとなった。 

（全 52 頁、野口寿美子、本人担当部

分：研究計画、研究遂行、論文執筆） 

看護学教育におけるコンピテンシー成

果修得のための教育方略をメタ認知と

リフレクションに焦点を当て文献研究

を行い、心理学や教育学で得られた有

用な知見に基づいた教育内容を取り入

れることの有用性が示唆された。

（全頁数 10 頁、野口寿美子、伊藤一

美）本人担当部分：研究計画、研究遂

行、論文執筆

老人性皮膚掻痒症のスキンケアに皮脂

量の増加に効果があるシュガー・スク

ラブを用いたケア群と清拭による統制

群の前後の皮膚の水分と皮脂の比較か

ら効果を検証し有用性が示唆された。

全頁数 8 頁（本人担当部分：研究準

備、論文整理、研究遂行。共著者：高

橋寿奈、斉藤英夫、山口求、吉村雅

代、佐藤郁代、野口寿美子、井上昌

子、守本とも子）

老人ホーム入所者を対象に皮脂量・水

分量不足による老人性皮膚搔痒症に対

してシュガー・スクラブの効果を検証

した。清拭・入浴後の皮膚バリア機能

（油分量・水分量）とストレス指標と

なる唾液のクロモグラニン Aの検体を

採取してデータを比較分析した結果、

シュガー・スクラブ使用群は皮脂量・

水分量に有意な差が見られた。全頁数

10 頁（本人担当部分：研究準備、論文

整理、研究遂行。共著者：山口求、守

本とも子、吉村雅代、佐藤郁代、斉藤

英夫、高橋寿奈、井上昌子、野口寿美

子）

重度心身障害児（以下重心児）に快感

情を提供できるスキンケアについてカ

ラダキレイがストレス軽減につながる

かを検証した。 臨床看護師に依頼し

て温タオルで清拭する統制群と「カラ

ダキレイ」を使用して清拭するスキン

ケア群（ケア群）をランダムに振り分

けてもらい清拭は臨床看護師が担当

し、 データ収集は（水分値・油分

値・心拍数・唾液アミラーゼの採取）

1.看護系大学の臨地実習カ

リキュラムのあり方の検討

ー認知心理学の援用からの

一考察ー（査読付）

2.看護学教育におけるコン

ピテンシー獲得に向けた教

育方略検討の試みーメタ認

知とリフレクションからの

考察ー（査読付）

3.「老人性皮膚搔痒症」の

シュガー・スクラブによる

スキンケア効果の検証(査

読付）

4.高齢者の「老人性皮膚搔

痒症」のシュガー・スクラ

ブによるスキンケア効果の

検証－アビサル・ジャパン

委託研究報告書

5.重度心身障害児(者)の清

潔援助としてスキンケアの

提供によるストレスに関す

る研究（査読付）

6.重度心身障害児(者)の清

潔援助としてスキンケアの

提供によるストレスに関す

る研究－アビサル・ジャパ

ン KK 受託研究報告書
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研究者が行った。結果、水分値はケア

群 38.8(7.25)が 57.0(7.82)と有意に

上昇した(ρ<.10)。 

両群とも唾液アミラーゼは高値を示し

前後に有意差は認められなかった。 

スキンケアの結果、 水分値・油分

値水分値・油分値ともにケア群が有意

に上昇と、 心拍数の低下からカラダ

キレイによるスキンケアの効果は、

ストレスの軽減にもつながると考えら

れた。唾液アミラーゼは、 両群とも

に非常に高く、 重心児はストレス状

態にあることが示された。

全 9 頁（本人担当部分：研究準備、論

文整理、研究遂行。共著者：山口求、

佐藤郁代、斉藤英夫、野口寿美子、松

居典子、守本とも子、木野田利枝、門

脇志保、村井久美子、谷口奈美）

（学会発表） 

1.大学における看護基礎教

育課程の日米の比較

2. Perceptions towards
Diet and Exercise among
Type 2 Diabetes Patients
in Nara Prefecture
（奈良県在住 2 型糖尿病患

者の食生活と運動に関する

認識） 

3. A Verification of the
Skincare Benefits of
Sugar Scrubs for Elderly
People with Senile
Pruritus
（老人性皮膚掻痒症のある

高齢者のためのシュガー・

スクラブのスキンケアの利

点の検証）

単独

ポスター

発表

ポスター

発表

平成 30 年

9 月 

令和 2 年 1
月

令和 2 年 1
月

第 54 回日本教育方法学

会（和歌山県立大学）

EAFONS2020 
（タイ・チェンマイ）

EAFONS2020 
（タイ・チェンマイ）

2017 年最優秀大学看護学校ランキング

で全米 1 位となった米国のデューク大

学看護学部とオレゴン州看護教育コン

ソーシアムの共通カリキュラムと日本

の看護学教育の比較検討を行った。看

護学教育におけるカリキュラムは、講

義・実習・演習を同時に進行させ、学

生が複合的に学ぶことができるよう学

習活動を促進することが重要であるこ

と、認知心理学や教育学などの理論を

共有し、知識の理解よりもどこまでス

キルが高くなったのかという教育方法

や評価法の開発によって、自立的な主

体性のある学習者の育成に向かうこと

が示唆された。（発表者：野口寿美

子）

日本の糖尿病が強く疑われる者は約

1,000 万人と推計され、平成 9 年以降

増加している。糖尿病患者の食事と運

動に関する認識を探ることを目的に奈

良県在住の 2 型糖尿病患者 20名を対

象に、半構造的面接調査を行った。本

研究によって、奈良県在住の 2 型糖尿

病患者の健康行動に対する社会生態学

的影響が明らかとなり、患者に対して

は、健康管理の計画、実施、評価にお

いて個人と家族、職場の特性を考慮し

て糖尿病治療の介入を行う必要性が示

唆された。（Haruna Tanaka, Ikuyo 
Sato, Sumiko Noguchi, Namie Ueki, 
Jilian Inouye, Tomoko Morimoto）

老人性掻痒症は主に皮脂欠乏によって

引き起こされ、痛みを伴うかゆみを引

き起こされ、弱い皮膚の引っかき傷、

および感染症にかかるリスクが増加す

る。この研究は老人性掻痒のある高齢

者のためのシュガー・スクラブのスキ

ンケア効果を評価することを目的に、

75 歳の合計 17 人の高齢者施設に入試

する高齢者を研究対象都市、シュガ

ー・スクラブを用いたケア群と統制群

にランダムに割り当て、ケア前後の水
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分とオイル値を測定した。その結果、

ケア群では水分値は、大幅に増加し、

皮脂の量も大幅に増加した。対照群で

は、水分値のみが有意に増加（その他

の有意差は認められなかった。シュガ

ー・スクラブを使用したスキンケアで

は水分と皮脂を効果的に増加させ、そ

れによりバリア機能を果たし、痒みを

緩和することが分かった。（T.Morimot
o, M.Yamaguchi, H.Takahashi, H.S
aito,I.Sato,S.Noguchi, M.Inoue,and 
M.Yoshimura）

（その他） 

1 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名    堀井 有紗  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

母性看護学・助産学 産婦の肯定的な出産体験 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1）助産診断・技術学実習 奈良学園大学

（非常勤講師）

平成 29年 6月～ 

平成 30年 10月 

主体的に楽しく実習できるよう、褒めることを

意識し、根拠を持って助産診断やケアを実施で

きるよう、問題を提起し、共に考える姿勢を意

識して学生と関わった。 

分娩の進行によっては長時間の実習となる為、

学生の体調や精神面に特に注意し、適時、臨床

指導者と調整を行った。 

2）母性看護学実習 奈良学園大学

（非常勤講師）

平成 29年 9月～ 

平成 31年 3月 

母性看護の楽しさを実感し、意欲的に実習でき

るよう、褒めることを意識して関わり、根拠を

持って看護診断やケアを実施できるよう、問題

を提起し、共に考える姿勢を意識して学生と関

わった。 

3）助産診断・技術学演習 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 4月～ 

現在 

オムニバス形式で 4コマを担当した。分娩介助

に必要な実技について、根拠と共に理解して実

践できるよう意識して演習を行った。

4）地域母子保健 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 4月～ 

令和 2年 8月 

オムニバス形式で 1.5コマを担当した。新生児

訪問指導の方法について、根拠と共に理解して

実践できるよう意識して演習を行った。

5）助産診断・技術学演習Ⅰ 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 4月～ 

現在 

オムニバス形式で 8コマを担当した。妊娠期の

助産診断の視点や助産ケア、妊娠期の保健指導

について、根拠と共に理解して助産診断や保健

指導案の作成ができるよう意識して授業を行っ

た。

6）母性看護援助論演習 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 4月～ 

現在 

オムニバス形式で 4コマを担当した。妊婦と新

生児に対するフィジカルアセスメント技術やケ

ア技術について、原理と方法を理解して技術を

習得できるよう意識して演習を行った。

7）助産診断・技術学Ⅱ 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 9月～ 

現在 

オムニバス形式で 1コマを担当した。分娩期の

産痛緩和の原理と具体的なケア方法について、

知識を深めて実践に活かすことができることを

意識して授業を行った。

8）助産診断・技術学演習Ⅰ 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 9月～ 

現在 

オムニバス形式で 6コマを担当した。分娩介助

に必要な実技と、根拠と共に理解して実践でき

るよう意識して演習を行った。会陰縫合や多量

出血時のケアなど正常逸脱時の対応について

は、疑似素材や模擬事例を用いて実践できるよ

う工夫した。

9）母性看護援助論 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 9月～ 

現在 

オムニバス形式で 2コマを担当した。新生児期

のアセスメントや看護について、根拠と共に理

解し、実践に活かせる知識を身に付けることを

意識して授業を行った。

保健医療学部看護学科

868



10）卒業研究Ⅱ 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 5月～ 

現在 

担当学生 2名の研究指導を行った。文献検討の

テーマの絞り込みから論文作成まで、学生の理

解度を確認しながら進め、学生自身の考えを記

載できることや学生自身の言葉で表現できるこ

とを意識して関わった。

11）助産診断・技術学実習Ⅰ～Ⅳ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

令和 2年 6月～ 

現在 

臨地実習では、学生の理解度や助産ケアの根拠

を確認しながら学習を支援した。学習に対する

意欲を高められるよう褒めることを意識して関

わった。学内実習では、事例の作成、産婦役・

臨床指導者役を演じ、実際の出産場面に限りな

く近づけるよう工夫した。 

12）母性看護学実習 奈良学園大学

（常勤助教）

令和 2年 9月～ 

現在 

臨地実習では、学生の理解度や実践能力に合わ

せて学習やケアを支援した。学習に対する意欲

を高められるよう褒めること意識し、効果的に

発問することで、より学びを深められるように

関わった。 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1）天理よろづ相談所病院 臨床指導者 平成 15年 4月～ 

平成 28年 3月 

臨床指導者として、母性看護学実習・助産学実

習に関わった。指導においては、対象者と学生

の安全の確保に努めると共に、学生が根拠を持

って分娩期のケアや妊娠期の保健指導等を実施

できるよう、問題を提起し共に考える姿勢を意

識して関わった。 

2）芽愛助産院 臨床指導者 平成 28年 4月～ 

令和 2年 3月 

臨床指導者として、母性看護学実習・助産学実

習に関わった。指導においては、助産所の特徴

や助産師業務などを理解できることを意識して

関わった。 

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

看護師免許 平成 12年 5月 1日 

助産師免許 平成 13年 4月 25

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 平成 27年 12月 24 日本助産評価機構 CLoCMiP®レベルⅢ認証 

（アドバンス助産師）

４ その他 

1）奈良県看護協会 助産師職能委員会活動 平成 24年 6月～ 

平成 26年 5月 

奈良県看護協会 助産師職能委員として職能集

会開催、講演会・勉強会を企画・運営、新生児・

乳児相談、思春期相談を行った。 

2）天理よろづ相談所病院 キャリアサポート委員

会活動 

平成 26年 4月～ 

平成 28年 3月 

天理よろづ相談所病院 キャリアサポート委員

会メンバーとして、助産師の卒後教育に関与し

た。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 

: 

（学術論文） 

1 
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: 

（その他） 

〈学会発表〉 

1 日本看護協会の活動方

針に関連した奈良県看

護協会助産師職能の意

識 

共著 平成 25年 

7月 31日 

日本看護管理学会 

（東京） 

奈良県看護協会に在籍している助産師

に、助産師職能としての意識についてア

ンケート調査を行った。80人の調査結果

から、助産実践能力強化ために助産師出

向システム利用希望や、助産師偏在是正

のために助産師出向システム受け入れ

希望があることが分かった。また、知識

や技術の向上のため、出血時の対応、乳

房管理などの研修会を希望しているこ

とが明らかになった。

アンケート調査の計画立案、作成、配布、

結果集計、考察に関わった。

西幸江、竹本愛子、堀井有紗、他

2 助産師キャリアサポー

ト委員会の立ち上げの

成果と今後の課題

共著 平成 28年 

3月 20日 

日本助産学会 

（京都） 

病院内の助産師に、助産師キャリアサポ

ート委員会を立ち上げ、教育計画を立

案、実施したことによる影響をアンケー

ト調査した。28人の調査結果から、助産

実践能力とモチベーションの向上、個人

の課題の明確化につながったという成

果が明らかになった。

アンケート調査の計画立案、作成、結果

集計、考察に関わった。

井岡洋子、堀井有紗、谷村千鶴、他

3 産婦の肯定的な出産体

験を構成する要素 

（ポスター発表） 

共著 令和 3年 3月

20～21日 

日本助産学会 

（オンライン開催）

産婦の肯定的な出産体験を構成する要

素を明らかにするため、出産後 48時間

から 1週間の褥婦 12名に半構造化面接

を実施した。その結果、産婦の肯定的な

出産体験は、基本的欲求が満たされたこ

とによる満足感、出産へのコントロール

感を持てたことによる出産体験の受容、

自身の行動を肯定的に自己評価したこ

とによってもたらされた自尊感情の高

まり、元気なわが子が誕生したことによ

る喜びという要素で構成されているこ

とが明らかとなった。 

研究計画書の立案から分析までを主に

なって行った。 

堀井有紗、美甘祥子、服部律子 

: 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 松居 典子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

母親の育児不安，育児困難，多胎育児 育児不安，育児困難，多胎，育児支援 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1「母性看護学方法論」（藍野大学短期大学部） H28,29～ 妊娠期，分娩期，産褥期，新生児期の演習を指導する 

産褥期の経過とアセスメント、看護について講義する 

2「研究Ⅱ」（藍野大学短期大学部） H28～ 卒業研究を指導する 

3「ゼミナール」（藍野大学短期大学部） H28～ 8～9 名でのグループ研究を指導する 

4「母性看護学実習」（藍野大学短期大学部） H27～ 臨地実習を指導する 

5「母性看護援助論」（奈良学園大学） R2～ 産褥期の経過と看護について講義する 

6「母性看護援助論演習」（奈良学園大学） H31～ 妊娠期，分娩期，産褥期，新生児期の演習を指導する 

7「母性看護学実習」（奈良学園大学） R1～ 臨地実習で実際の対象に応じた看護について指導する 

8「ウィメンズヘルス学」（奈良学園大学） R2～ 女性のライフサークル各期の健康課題と健康支援につ 

いて講義する 

9「助産診断技術学Ⅲ」（奈良学園大学） 

「助産診断・技術学演習

R2～ 産褥期の助産診断、助産ケアについて講義やグループ

よる  ワークによる指導を行う 

10「助産診断技術学演習Ⅰ」（奈良学園大学） 

ウィメンズヘルス額 

H31～ 分娩期のケアを演習指導する 

11「助産診断技術学演習Ⅱ」（奈良学園大学） H31～ 妊娠期，産褥期，新生児期のケアを演習指導する 

12「助産診断技術学実習」（奈良学園大学） R1～ 臨地実習で実際の対象に応じた助産ケアを指導する 

13「ラーニングスキルズ」（奈良学園大学） R2～ １年生に文献資料の検索や論文作成などゼミ形式で指 

導する 

14「卒業研究Ⅱ」（奈良学園大学） H31～ 卒業研究を指導する 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 H29～ 学生による授業評価アンケートにおいて評価を得る 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1 藍野大学 短期大学部 助手 H27,8～ 

H31,3 

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1 看護師免許 

助産師免許取得
H10,4 

2 助産師免許 H11,4 

3 受胎調節実地指導員 H11,4 

4 藍野大学 看護学研究科 看護学修士 H31,3 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

４ その他 

1 滋賀県大津市新生児訪問 H27～30 新生児訪問を実施 計測，指導，相談など 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 

2 

3 

（学術論文） 

1 定頸までの双子の育児

体 

単著 H31,3 藍野大学看護学研究 双子を育児中の母親 8名へのインタビュ

ー 験から生まれた母親の技 科看護学専攻修士論 を行い、定頸までの育児体験から生まれ
文 た、双子育児ならではの育児方法や、観 

察方法、児への関わり方などの育児の工 

夫を検討し、母親の創意工夫から生まれ 

た双子育児の方法を育児支援に役立て 

る 

2 重症心身障害児（者）の 共著 R2,2 日本医療福祉情報行 入院中の重症心身障害児（者）をケア群 

清潔援助としてスキンケ 動科学会 とコントロール群に分けケア群にはカ 

アの提供によるストレス ラダキレイとシュクレを用いて清潔ケ

に関する研究 アを行いストレスへの効果を検証した。

（共著者：山口求，松居典子他 10名）

3 重症心身障害児（者）の 共著 R2,3 アビサルジャパン委 入院中の重症心身障害児（者）をケア群 

清潔援助としてスキンケ 託研究報告書 とコントロール群に分けケア群にはカ 

アの提供によるストレス ラダキレイとシュクレを用いて清潔ケ

に関する研究 アを行いストレスへの効果を検証した。

アビサルジャパン委託研 （共著者：山口求，松居典子他 10名）

究報告書

4 ＮＩＣＵ退院後の母親

が 

共著 R2,3 日本小児保健協会 ＮＩＣＵに入院経験のある、第１子育児 

求める入院中の育児支援 投稿中 中の母親８名へのインタビューを行い、 

入院中に求めていた育児指導や育児支 

援を検討し、NICU での母親への指導・ 

援助を考案した。 

（共著者：寺本久美子, 松居典子,今村 

美幸） 

（その他） 

1 

2 

3 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31日 

 氏名 溝口 みちる 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護学 臨床看護学、スマートストーマ 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

（１）基礎看護学の講義・演習の工夫と技術試

験の試み（社会医療法人 機内会 岡波看護専

門学校 1 年生） 

平成24年4月～平成

29 年 1 月 「生活を支援する技術Ⅱ」（環境、休息、活動）、「生

活を支援する技術Ⅳ」（食事・排泄）を担当した。

パワーポイントや板書だけではなく、DVD も活用し

授業した。授業したことがすぐに演習できるよう、

白衣を着用し、すべての授業は実習室で行った。ま

た、事前学習をもとに、活発な意見を発言できるよ

う、グループワークを行った。入学後すぐの学生は、

自分で書籍を調べるということが難しいため、授業

時間内で図書室も利用した。そうすることで、より

グループ内の協調性が増し、演習でも自ら考えて行

動できるようになった。また、授業終了後には、学

生にアクションシートを記載してもらい、授業の目

標と授業の成果を照らし合わせ自己の授業評価を

行った。「導尿処置」の基礎看護学技術試験につい

て、これまでチェックリストによる基礎看護学技術

試験を行っていたが、自ら学ぶ意欲や思考力、判断

力、表現力などの能力も含めた学習の到達度を評価

していくことが重要である。教員と学習者である学

生にとって、学習の到達状況を把握するための指標

となるばかりではなく、次の学習の方向性を示し、

自己学習力を培う指針となるため、ルーブリック評

価表を作成した。評価規準を「関心・意欲・態度」

「思考・判断」「技術・表現」「知識・理解」に分け、

三段階の評価基準を設定した。ルーブリック評価を

活用し技術試験を行った結果、世具体的な評価がで

きた半面、全教員での統一がいま一つであり、改善

していく必要があった。 
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（２）能動的な授業を考えたジグソー学習の導

入（社会医療法人 機内会 岡波看護専門学校 

2 年生） 

平成24年4月～平成

29 年 1 月 

座学やグループワークのみにとどまらず、学生がい

かに効果的・能動的に授業を行うことができるのか

を考え、「診療行為を支援する技術Ⅰ」の注射の授

業で実施した。「注射」は学生にとって一番興味を

示す反面、医療事故にも繋がるものと考えたためで

ある。学生は、「皮下注射」「皮内注射」「筋肉注射」

「静脈内注射」のどれか一つを担当し、他のメンバ

ーに自分が教授したことを伝える。まず、事前課題

を提示し、授業当日に役割別の専門家チーム皮下、

皮内、筋肉、静脈内それぞれの注射）に参加し、他

者に教えることができるまで学び合う。その後は、

学生は他のグループで教員役となり実施する。教員

はそれぞれの専門家チームのアドバイザー的存在

として指導する。ジグソー学習前には、教員による

授業 

と実践を行い、根拠、留意点、ポイントを伝えてい

る。授業評価には、30 項目の授業アンケートを作

成し、「責任感を感じた」「自分から進んで理解しな

いとこの授業は難しかった」「友達に伝えようとい

う気持ちを持った」など、の声が多数寄せられた。 

（３）統合看護学実習を意識した統合看護技術

の実施（社会医療法人 機内会 岡波看護専門

学校 3 年生） 

平成24年4月～平成

29 年 1 月 

ケーススタディ、シナリオを用いた演習を行った。

6 名の受け持ち患者を想定し、グループで患者の優

先順位を考えた行動計画の立案をさせた。その後、

モデル人形を活用し、実際に上京設定したうえで、

観察項目や看護技術などの演習を行った。隣接する

病院看護師および 1 年生の学生の協力のもと、統合

看護技術試験を行った。時間内に優先順位を考え、

ナースコールの対応やリーダー、メンバーの役割等

を確認した。また、この授業の中には、統合看護知

識確認として、統合看護技術、医療安全の確認試験

を行った。学生は実際にはできなかった場面が多

く、看護師国家試験の受験終了後から卒業するまで

の間、技術練習を自主的に行うようになった。 

（４）実習調整者 （社会医療法人 機内会

岡波看護専門学校） 

平成28年4月～平成

29 年 1 月 

実習調整者の役割である年間計画をもとに、臨地実

習（基礎看護学実習、領域別実習、統合実習）にお

ける、実習施設および各担当教員との調整、実習調

整会議にて司会進行等を行った。 

（５）基礎演習Ⅰラーニングスキルズ（奈良学

園大学 保健医療学部看護学科 1 年生） 

令和 2 年 4 月～令和

2 年 8 月 

1 年次生が大学の学習に慣れ、4 年間の大学生活を

有意義におくるための基礎を習得することを目的

とし、大学での学習を進めるうえで必要となる基礎

保健医療学部看護学科

874



的な知識や技能、学ぶ姿勢を身につけることを目標

としている。目標達成するためには、大学での学び

方を身につける、文献や資料を調べることができ

る、分析的かつ批判的に文章を読み、意見を聞くこ

とができる、論理的かつ多方面に思考することがで

きるとしている。課題や積極的な授業参加ができる

よう、ゼミ形式で行った。 

（６）成人看護学援助論Ⅱ 慢性期・回復期・

終末期 （奈良学園大学 保健医療学部看護学

科 2 年生） 

令和 2 年 9 月～現在 生涯疾患とともに生活することを余儀なくされて

いる対象者とその家族の看護、および終末期にある

患者と家族の看護について学習する。慢性期疾患患

者の看護においては、終生自己管理を必要としなけ

ればならない患者の心理状況を理解するとともに、

具体的な看護方法について学ぶ。目標は、慢性的な

経過をたどる主な疾患の特徴と、症状や治療が生活

に与える影響と慢性的な健康障害をもつ対象とそ

の家族が病気と付き合いながらセルフマネジメン

トできるための看護を理解する。私は膠原病を持つ

患者の看護、消化・吸収障害をもつ患者の看護を担

当した。ペーパーペイシェントで看護過程を展開す

るために、まず、罹患した患者さんの経験や思いを

理解する必要がある。そのために、患者会等の患者

さんの動画を事前課題として掲示した。それを踏ま

え、患者さんおよびその家族に対する看護を考え、

退院後の生活に必要な指導についてグループワー

ク行い、学びを深めた。

（7）成人看護援助論演習 （奈良学園大学 保

健医療学部看護学科 3 年生） 

令和 3 年 4 月～現在 成人期の急性期・慢性期・終末期にある対象を看護

するために臨床場面で必要となる看護過程や看護

技術について、演習を通して学ぶことが目標であ

る。具体的な目標は、１．適切な一次救命救急の手

技が習得できる、２．ICU における術後看護の視点

が理解でき、適切な看護の視点での観察が分かる、

３．周手術期における患者の看護過程の展開が分か

る、４．簡易血糖測定の意義を理解でき、その技術

の習得と患者への指導を考察できる、５．輸液ポン

プ・シリンジポンプの操作方法や管理が理解でき

る、６．COPD を持つ大腿骨頸部骨折術患者の看護

過程の展開が分かる、である。私が担当する「COPD

を持つ大腿骨頸部骨折術患者の看護過程の展開が

分かる」は、COPD の基礎疾患を持ちながら大腿骨

頸部骨折に対して手術を行い、退院後の生活を見す

えた看護を考えられるような事例とした。複雑な事

例ではあるが、実際に臨地実習では経験する事例で
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はあると考え、患者さんやその家族の状況や気持ち

を考え、看護過程を展開できるようにした。 

（8）成人看護学Ⅰおよび成人看護学実習Ⅱに

おける学外実習の実践（奈良学園大学 保健医

療学部看護学科 3 年生） 

平成30年9月～現在 成人看護学の担当となり、成人看護学実習Ⅰ（急性

期）および成人看護学実習Ⅱ（慢性期）の臨地実習

指導を担当している。成人看護学実習Ⅰ（急性期）

では、学生は周手術期も含めた、手術を受けられる

患者さんを受け持ち、術前・術中・術後の看護展開

を行う。全身麻酔と術式による侵襲が身体へどう影

響をおよぼすのかを考え、術後の観察や状況に合わ

せた看護ケア、退院に向けて必要なこと等を指導し

た。また、成人看護学実習Ⅱ（慢性期）の実習では、

障害受容の過程、行動変容、自己効力感などをキー

ワードに、特に患者さんの入院前の生活に目を向

け、看護介入を行うことができるようにした。 

（9）統合看護学実習（成人看護学）における

学外実習の実践 （奈良学園大学 保健医療学

部看護学科 4 年生） 

平成 30 年５月～現

在 

成人領域の統合看護学実習の目的は、専門分野の実

習をふまえ、多様な看護の場において業務に即しな

がら、保健医療チームの一員として多職種と連携

し、チーム医療を実践するための看護実践能力を高

めることである。保健医療福祉チームにおける協働

と連携、メンバーシップやリーダーシップの在り方

を考えたり、看護をマネジメントできる能力を身に

つけるように指導した。また、看護の実際と適正な

評価、実施した看護から自身の看護観を明確にでき

るようにした。 

２ 作成した教科書，教材 

（１）学生の目標達成に向けたポートフォリオ

の作成 

平成25年4月～平成

29 年 1 月 

学生が自らテーマや目標を決め、学び続ける学習法

を取り入れることを考え、ポートフォリオを作成し

た。入学時にポートフォリオの説明を行い、ビジョ

ンとゴールを記載させた。中間の面接時に、ゴール

に向かうためにはどうしていくのかを指導した。ま

た、2～3 月には、各学年による発表の機会を設け、

学生全員がプレゼンをした。学生自身がどのように

成長してきたのかがわかり、また、学生は自信をも

って成長できたと主張できるようになった。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

なし 

４ 実務の経験を有する者についての特記事

項
（１）三重県立名張桔梗ヶ丘高等学校 出前講

座 

平成24年9月～平成

28 年 12 月 

「看護学探求」の授業があり、看護に興味・関心を

持っている学生に対し、授業を行った。「形態機能

学に関連した基礎看護技術」を担当し、授業の後、

実際に血圧測定やビニール手袋の装着・脱着の方 
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法、体位変換等を行った。学生からは、「看護師を

目指そうと決めた」「もっと勉強しないといけない

と思った」などの声があった。 

５ その他 

なし 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概   要 

１ 資格，免許 

（１）准看護師免許

（２）看護師免許

（３）厚生労働省認定看護専任教員養成講習会

終了 

（４）修士（看護学）

（５）博士（情報学）

平成 10年 3 月 

 平成 12 年 3 月 

平成 24年 1 月 

令和 2 年 3 月 

令和 2 年 4 月～ 

現在 

第 17056 号 

第 1075353 号 

厚生労働省認定三重県専任教員養成講習会 

奈良学園大学大学院 修士課程 看護学専攻 

大阪電気通信大学大学院 総合情報学研究科 

博士後期課程 総合情報学専攻 

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事

項 （１）日本看護技術学会第 18回学術集会 実

行委員 

（２）日本看護研究学会第 45回学術集会 実

行委員

（３）日本看護研究学会第 34回近畿・北陸地

方会学術集会 事務局（庶務）および企画実行

委員 

（４）第 27 回日本看護診断学会学術集会大会

企画委員 

平成30年4月～令和

元年 3 月 

令和元年 8 月 

令和 2 年 2 月～   

令和 3 年 3 月 

令和 2 年 4 月～現在 

「過去・現在から未来へ発信する看護イノベーショ

ン」をテーマに、令和元年 9月 7 日、8 日の学術集

会の開催に向けて、役割を遂行した。 

「研究成果をためる つかう ひろげる ─社会

に評価される看護力─」をテーマに、令和元年 8

月 20 日、21 日の学術集会の役割を遂行した。 

「看護の原点回帰 情緒的価値観へのパラダイム

シフト」をテーマに奈良学園大学登美ヶ丘キャンパ

スで実施する予定であったが、新型コロナウイルス

感染症の影響にて、プログラムと演題を収録した抄

録集をもって、発表・大会参加のかたちとなった。 

「看護過程のプロセスとしての看護診断」をテーマ

に、これまでの看護診断を振り返り、現状から未来

へどのように看護診断を発展させればよいかにつ

いて考える機会とする。 

４ その他 

（１）入試対策委員（社会医療法人 畿内会

岡波看護専門学校） 

平成27年4月～平成

29 年 1 月 

入学試験に関する筆記試験監督および面接試験監

督を行った。判定会議に向けて、入試状況をまとめ 
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（２）広報活動（社会医療法人 畿内会 岡波

看護専門学校） 

（３）学校における防災・災害に関する見直し

を検討 

平成25年4月～平成

29 年 1 月 

平成25年4月～平成

29 年 1 月 

た。 

三重県および奈良県内の高等学校を訪問し、学生募

集の案内を行った。また、学校ホームページのニュ

ース更新や広報業者との打ち合わせに参加するな

ど、広報活動を行った。 

「災害発生時に適切な判断・行動がとれる教員の養

成－防災マニュアルの再構築－」として、アクショ

ンカードを作成した。実際に、防災訓練に活用し、

「責任者（指示命令）」「第一発見者（初期消火）」

「応援者（避難・誘導）」を行った。結果、焦らず

スムーズに学生を誘導でき、自らの役割も担うこと

ができた。また、隣接する病院内での業務改善発表

会で発表した。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1.2019 年出題傾向がみ

える必修問題 

共著 

平成 30年 12

月 

ピラールプレス 看護師国家試験出題基準の中項目に

基づき要点編と過去問題編からなる

2 部構成となっている構成となって

いる。担当部分：健康の定義と理解、

看護における倫理（看護師等の役

割）、人間の特性、人間のライフサ

イクル各期の特徴と生活（成人期）、

人体の構造と機能（人間の死）、疾

患と特徴（吐血、喀血、チアノーゼ、

呼吸困難、胸痛、不整脈、腹痛・腹

部膨満、悪心・嘔吐、下痢、便秘、

下血、乏尿、無尿、頻尿、多尿）、

薬物の作用とその管理（薬物の管

理）、看護における基本技術（フィ

ジカルアセスメント）、患者の安全・

安楽を守る看護技術、診療に伴う看

護技術（救急救命処置）著者：守本

とも子，松浦純平，井上昌子，

齋藤英夫，溝口みちる，明神一浩
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（国際会議論文） 

1．Selection and

Evaluation of Color/Depth

Camera for Imaging

Surgical Stoma

共著 令和 3 年 2

月 

23RD INTERNATIONAL 

CONFERENCE ON 

HUMAN-COMPUTER 

INTERACTION,2021,Washington 

DC . 

When a person is forced to change his 

or her elimination route due to diseases 

such as colorectal cancer, there are 

many things that can cause problems in 

daily life. Our objective is to develop a 

system to evaluate them so that subjects 

with a colostomy, called a stoma, can 

detect fecal leakage and remove the 

stoma pouch at the appropriate time. In 

order to achieve this goal, we first need 

to photograph and measure the patient's 

stoma with a color/depth camera. In 

this study, three real stoma models of 

different sizes were captured by D435 

and 3D scanner with 360° rotation and 

angle, and then evaluated by point 

cloud matching. As a result, the 3cm 

virtual stoma point cloud could be 

captured as the target object, but the 

9cm virtual stoma point cloud had 

higher distance error and matching rate. 

Therefore, it is clear that D435 can be 

optimally captured when the target 

object is larger. Furthermore, the 

histogram in the polar coordinate 

representation showed that the shapes 

of the 3 cm virtual stoma and the 9 cm 

virtual stoma were consistent. This 

indicates that there is a possibility to 

measure the shape of real stomas. 

Co-Author；Michiru Mizoguchi, 

Masatoshi Kayaki, Yoshikawa Tomoki, 

Miho Asano，Katsuhiko Onishi, Hiroshi 

Noborio 

（学会発表） 

1．テキストマイニング

を用いた災害看護にお

ける教育に関する研究

の動向と課題

共著 平成 31年 3

月 

第 32 回日本看護研究学会 近

畿・北陸地方会 

国内における災害看護の教育に関す

る研究の動向と課題を明らかにする

ために、ＫＨCoder を用いて論文の

タイトルを分析した。クラスター分

析、共起関係ネットワーク分類の結

果、臨床や教育現場で多角的な分類

より、盛んに研究が取り組まれてい

る現状が明らかとなった。
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2．テキストマイニング

を用いた精神看護学実

習における学生の学び

の分析 

3.テキストマイニング

を用いた看護過程に関

する研究の特徴

4．Trends and issues of 

research on disaster 

nursing education overseas 

using text mining 

5．Analysis of nursing 

research on CPR in 

gender:a 10-year study in 

the world 

6．Analysis and problem of 

research on dialysis 

nursing at disaster time in 

the world 

7．A systematic review of 

research on postoperative 

delirium onset prevention 

共著 

共著 

共著 

共著 

共著 

共著 

平成 31年 3

月 

令和元年 9

月 

令和 2 年 2

月 

令和 2 年 2

月 

令和 2 年 2

月 

令和 2 年 2

月 

第 32 回日本看護研究学会 近

畿・北陸地方会 

日本看護技術学会 第 18 回学

術集会 

第 6 回世界看護科学学会学術集

会（大阪） 

第 6 回世界看護科学学会学術集

会（大阪） 

第 6 回世界看護科学学会学術集

会（大阪） 

第 6 回世界看護科学学会学術集

会（大阪） 

共著者：溝口みちる，松浦純平 

看護学生が精神障害者に実際に関わ

り、対人関係のプロセスを通して、

どのような「学び」があったのか、

その特徴を明らかにすることで今後

のより良い実習の提供や教育内容の

示唆を得ることを目的とした。「考

える」「感じる」「関わる」といっ

た情意・精神・運動領域に関する記

述が多くあり、学生は受け持ち患者

の関わりを通して精神障害者の「生

きにくさ」を理解していた。 

共著者：山﨑陸世，溝口みちる，井

上葉子 

看護のプロセスを考える看護過程

が、学生は困難と感じている現状が

あり、看護過程に関する研究の特徴

を明らかにすることを目的とした。

看護過程の展開と演習との結びつき

のある研究が示唆され、学生および

臨地は、成人の実習において看護過

程を展開するうえで困難を抱えてい

ることが明らかとなった。 

共著者：溝口みちる，松浦純平 

海外における災害看護教育に関する

研究の動向と課題を明らかにするこ

とで、テキストマイニングを用いて

分析を行った。海外では、あらゆる

災害を想定した訓練を行っている。

災害看護は多職種協働のもと、教育

プログラムの開発を進めていくこと

が示唆された。 

共著者：溝口みちる，松浦純平 

世界の CPR 実施時の性に関する研究

の分析と課題を明らかにすること

で、テキストマイニングを用いて分

析を行った。階層的クラスターの結

果から、学生の CPR 教育の中で性差

に囚われず、確実な CPR の実施、振

り返り、実施後の報告会が重要であ

ることが明らかとなった。 

共著者：松浦純平，溝口みちる，小

林由里，田場真理，守本とも子 

世界の災害時における透析看護に関

する研究の分析と課題をテキストマ

イニングで分析した。その結果、素

早い対応ができるプログラムの開発

と医療職種チームが連携することが

重要である。また、病院の医療職チ

ームが実際に行動（アクション）を

起こすこと、透析患者の健康を優先

的に考えることが重要である。地域

により地震やハリケーンなどの多様

な災害があるため、今後も多種多様

な研究の増加が望まれる。

共著者：松浦純平，田場真理，溝口

みちる，小林由里，守本とも子

世界における先行研究よりサーカデ

ィアンリズムとせん妄発症の関連か
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from the viewpoint of 

circadian rhythm in the 

world 

8.看護における AI（人工

知能）に関する研究の現

状ーテキストマイニン

グを用いた分析ー

9．看護師の看護管理の

コンピテンシーに関す

る研究の特徴ーテキス

トマイニングによる分

析からー

10．オストメイトの考え

る余暇活動に関する希

望について 

‐テキストマイニング

を用いた分析に焦点を

当てて‐ 

11．せん妄と PICS に関

する研究動向の分析 

共著 

共著 

共著 

共著 

令和 2 年 3

月 

令和 2 年 3

月 

令和 2 年 8

月 

令和 2 年 8

月 

第 33 回日本看護研究学会 近

畿・北陸地方会（滋賀） 

第 33 回日本看護研究学会 近

畿・北陸地方会（滋賀） 

日本看護研究学会第 46 回学術

集会（札幌） 

日本看護研究学会第 46 回学術

集会（札幌） 

らせん妄発症予防について分析し、

現状を明らかにすることである。メ

ラトニン産生がサーカディアンリズ

ムを調節し、術後せん妄発症予防の

可能性が示された。今後は症例研究

の無作為ランダム試験の研究が進む

ことが期待される。

共著者：松浦純平，小林由里，田場

真理，溝口みちる，守本とも子

医療分野の中でも看護における AI

に関する研究の現状と展望を明らか

にすることを目的に、「人工知能」

「看護」で文献を検索し、テキスト

マイニングで分析した。結果、介護

支援採用ロボットスーツ HALや手術

支援ロボットda Vinciなどロボット

に関する研究とその効果について取

り組んでいた。看護実践への取り組

み、効果の検証も必要である。

共著者：松浦純平，溝口みちる，田

場真理，上野栄一

過去の看護師の看護管理のコンピテ

ンシーに関する研究の特徴を明らか

にすることを目的に、「看護師」「看

護管理」「コンピテンシー」で文献

を検索し、テキストマイニングで分

析した。結果、看護師の看護管理の

コンピテンシーに関する研究は人材

育成、能力評価、支援・指導体制、

キャリア開発、臨床実践能力など特

徴があった。共著者：上野栄一，松

浦純平，溝口みちる，田場真理，杉

島優子

オストメイトのストーマ造設後の余

暇活動に関する希望を明らかにする

ことを目的に、質問紙調査を行い、

自由記述のあった 252 名の余暇活動

を分析対象とし、テキストマイニン

グで分析した。KWIC コンコーダンス

では、「思い」の前後の文脈に注目

したところ、外出するという行動か

ら現状維持までの前向きな希望が明

らかとなった。対象者が介護世代で

もあり、一部では介護が外出の阻害

要因となっていた。階層的クラスタ

ー分析、共起ネットワーク分類で活

動を拡大したいという希望が抽出さ

れ、現状に留まっていたくないとい

う思いと社会に出て余暇活動をとお

して、生活を楽しみたいという思い

が明確になった。看護職者によるオ

ストメイトに対する情緒的および手

技的サポートの必要性が示唆され

た。

共著者：溝口みちる，松浦純平，中

馬成子

せん妄と PICS に関する研究の動向

について，今後のせん妄看護を検討

することを目的に、「せん妄」，「PICS」

で文献を検索し、テキストマイニン

グで分析した。PICS の概念は，ICU
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12．テキストマイニング

を用いた青年期・壮年期

におけるオストメイト

の余暇活動に関する希

望 

13．テキストマイニング

を用いた看護系大学生

が考える CPR実施上の困

難感（第一報） 

14．テキストマイニング

による看護系大学生が

考える CPR実施を阻害す

る理由（第 2 報）ー要因

の具体的内容－ 

共著 

共著 

共著 

令和 2 年 12

月 

令和 2 年 12

月 

令和 2 年 12

月 

第 40 回日本看護科学学会学術

集会 

第 40 回日本看護科学学会学術

集会 

第 40 回日本看護科学学会学術

集会 

入室中からの理学療法士や作業療法

士などの多職種が連携した介入で、

品詞別の結果では看護師以外の医療

職種は該当なかった．共起関係ネッ

トワーク分類の結果より，現在は主

に看護師の介入と効果の検証と ICU

と患者が多い結果であり、看護師と

共に理学療法士や作業療法士などの

多職種が連携して介入することによ

り PICS の予防策の一助につながる

と考える．

共著者：松浦純平，溝口みちる，植

木奈美枝，上野栄一

研究の目的は、青年期・壮年期にお

けるオストメイトの余暇活動に関す

る希望を明らかにすることである。

日本オストミー協会 A 支部会員の

1470 名のうち、有効回答が得られた

509名から 60歳未満の 42名のうち、

自由記述 のあった 22 名を分析対象

とした。計量テキスト分析ソフト KH 

Coder を用いて分析を行った。その

結果、「役に立ちたいと思う自分」

「ストーマ造設後の活動」などのカ

テゴリーに分類され、「スポーツ」

と「ストーマ」、また「自分」を中

心に「役に立つ」、「人」、「思う」、

「生活」との間に強い相関がみられ

た。体力維持や活動を活発に行いた

いという気持ちに、思いとどめてし

まっていると考えられ、セルフヘル

プ・グループの活動を通して、スト

ーマを造設した自身の存在を主張

し、共通の悩みを持つものと協働す

る ことで、さらに余暇活動への希望

が膨らむのではないかと考える。

共著者：溝口みちる，松浦純平

研究の目的は、看護系大学生が考え

る一次救命処置実施上の困難感を明

らかにして、今後の教育に示唆を得

ることである。A 看護系大学 1～4 年

生 320 名に質問紙調査を実施した。

有効回答者 53 名の自由記載を分析

対象とし、自由記載について計量テ

キスト分析ソフトKH Coderにて分析

した．CPR で大事なことは確実な手

技のもと胸骨圧迫の継続である。結

果より実施阻害要因の 1 つとして不

安が明らかになった。不安の内容は

確実な胸骨圧迫の実施ができるかと

周囲の目がある中で CPR の 2つの不

安が明らかになった。

共著者：松浦純平，田場真理，溝口

みちる，守本とも子，上野栄一

研究の目的は、看護系大学生が考え

る CPR 実施を阻害する要因の具体的

内容を明らかにし、今後の教育への

示唆を得ることである。A 看護系大

学1～4年生320名へ質問紙調査を実

施し、有効回答が得られた 53名の自

由記載を分析対象とし、自由記載内

容を計量テキスト分析ソフト
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15．テキストマイニング

による ICUにおける術後

せん妄に関する研究の

現状と展望 

16．A看護系大学生の CPR

（心肺蘇生法）教育に関

する意識調査 

17．オンライン上グルー

プワーク型授業におけ

る看護学生の態度に影

響を及ぼす要因 

共著 

共著 

共著 

令和 3 年 3

月 

令和 3 年 3

月 

令和 3 年 3

月 

第 33 回日本看護研究学会 近

畿・北陸地方会 

第 33 回日本看護研究学会 近

畿・北陸地方会 

第 33 回日本看護研究学会 近

畿・北陸地方会 

KHCoder にて分析した。CPR では無理

して人工呼吸を実施するよりも確実

な胸骨圧迫の継続、優先順位を考慮

した正しい知識の提供と実施への自

信のための繰り返しの演習が重要で

ある。衣服の完全脱衣ではなく衣服

の下からのパッド貼付などを普段か

ら想定した教育・演習が必要である。 

共著者：松浦純平，田場真理，溝口

みちる，守本とも子，上野栄一 

研究の目的は、ICU における術後せ

ん妄に関する研究の現状と展望を明

らかにすることである。検索データ

ベースは医学中央雑誌 Web 版を使用

した。キーワード検索は術後せん妄、

ICU とした。絞り込み条件は原著論

文、看護文献とした（2020.4.7 現

在）。検索の結果、得られた ICU と

術後せん妄に関する論文 39 編を抽

出し、研究目的を分析対象とし、計

量テキスト分析ソフトKH Coderを用

いて分析を行った。患者の思いを実

際に語ってもらい聞き取るなどの患

者側の視点からの研究（2 編）の 5

つの側面からの研究に取り組まれて

いることが明らかになった。今後の

展望は ICU におけるせん妄看護の統

一ガイドライン策定の必要性がある

と考える。共著者：溝口みちる，松

浦純平，田場真理 

研究の目的は、看護系大学生の CPR

教育に関する意識の実態を明らかに

することである。A 看護系大学 1～4

年生 356 名に質問紙票調査を実施

し、回収数 53 名（14.9％）、有効回

答数 51 名（14.3％）。BLS 受講の有

無は 45 名。BLS 受講回数は 1回 17

名（33.3％）、2 回 18 名（35.2％）、

3 回 5 名（9.8％）、4 回 11 名（22％）

であった。SPSS Ver.26 を使用し

Tukye 法による多重比較検定を行っ

た結果、BLS 実施の自信について学

年比較した結果、1 年と 3 年、1 年と

4 年の 2 群間について有意差

（p<.005）がみられた。学年間で群

間比較した結果、有意差はみられな

かった。BLS 講義・演習を受講済で

あるため学生はやればできるという

自信につながっているのではないか

と推察する。 

共著者：松浦純平，田場真理，溝口

みちる，守本とも子，上野栄一 

オンライン上グループワーク（以下、

GW とする）型授業における看護学生

の態度に影響を及ぼす要因について

明らかにすることを目的とした。A

看護系大学 3 年次生 88 名を対象に

「ZOOM」のブレイクアウトセッショ

ン機能を用いて周術期看護に関する

保健医療学部看護学科

883



18．看護過程におけるア

セスメントに関する研

究

共著 令和 3 年 3

月 

第 33 回日本看護研究学会 近

畿・北陸地方会 

GW 型授業を 28 時間実施後、授業に

関する質問紙調査を行った。分析で

は記述統計により各変数の分布につ

いて確認した後、GW における態度を

従属変数、通信状況以外を独立変数

とし重回帰分析を行った(VIF：1.000

～1.074)。その結果、分析では記述

統計により各変数の分布について確

認した後、GW における態度を従属変

数、通信状況以外を独立変数とし重

回帰分析を行った(VIF：1.000～

1.074)。看護学生がオンライン上 GW

型授業においてスキルを発揮した

り、やりがいある態度で参加するた

めには、安心して自分の考えを発言

できるような心理的に安全な環境

と、GW に備えた事前学習が必要であ

ることが考えられた。 

共著者：田場真理，松浦純平，溝口

みちる 

研究の目的は、看護過程におけるア

セスメント能力に関する研究の特徴

を明らかにすることである。医学中

央雑誌 Web を用いて「看護」「アセ

スメント能力」をキーワードとして、

315 件の論文を対象とした。共起分

析では「看護とアセスメントと能力」

「今後と課題」などがグループ形成

した。対応分析では「学生と実習と

指導」「支援と活動」などの特徴が

示された。アセスメントのコロケー

ション解析では「アセスメント能力」

「アセスメントシートの活用」「ア

セスメント能力の概念」「アセスメ

ントの方法」「症状別アセスメント」

「焦点を当てたアセスメント」「EBM

に基づいたアセスメント」の 7 つの

カテゴリーが生成された。今後は、

指定規則の改変による臨床判断が求

められる。また、病院から在宅への

医療体制が進む中、在宅、地域を包

括したアセスメント能力が求められ

る。アセスメント能力は、正確な看

護診断をするために必要な能力であ

り、今後の学校教育や臨床での能力

向上に向けた取り組みが必要と考え

る。

共著者：上野栄一，松浦純平，田場

真理，溝口みちる，守本とも子 
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年月日

1)看護研究（ケーススタディ）の指導 平成23年4月～ 田北看護専門学校3年生が実習で担当した患者につ

（毎年4～5名） 平成29年3月 いてのケーススタディの指導を担当している。

学生は対象に実施した看護を振り返り、論文の一

連の過程を通して、論理的思考を養うとともに、

自分は看護するうえで何を大切にしているのか、

看護とは何かを表現できていた。

2)基礎看護学「筋肉内注射」「点滴(静脈内注射)」平成23 年4月～田北看護専門学校の専門分野Ⅰの科目「基礎看護

「直腸内与薬」の看護技術演習にて教員作成の 平成25年12月、学」の単元の「与薬」の技術演習で、静脈シュミ

モデルの活用 平成27年9月～ レーターを使用し手技を学ばせるとともに、教員

平成29年3月 が作成したモデルを装着し、患者役も体験させた。

演習後のレポートに「針を刺す恐怖を感じたが、

声かけで安心することを感じた」という感想があ

り、患者の心理状況が理解できていると考える。

3)基礎看護学「筋肉内注射」の看護技術演習にて 平成27年9月～ 田北看護専門学校にて技術演習にデモストは実施

協同学習（ジグソー学習法）の導入 平成29年3月 せず、協同学習法（ジグソー学習法）を導入して

いる。「クラークの点」「ホッホシュテッターの

部位」など選定方法に対して、教師役を担い自

分が担当した学習課題をお互いに教え合う。正し

い知識を伝授できるように、ひとり一人が責任を

もって学び、教え合うことによって根拠がよく理

解できたという感想が聞けた。

4)事例を通して考えさせる基礎看護技術 平成23年4月～ 田北看護専門学校の専門分野Ⅰの科目「基礎看護

演習(「活動と休息」「清潔」「食事と排泄」 平成29年3月 学」の単元の「活動と休息」の体位変換の演習で

「酸素吸入」「吸引」「与薬」「検査」) 事例を設定し、その患者に合った安全で安楽な体

位変換や移動を考えさせた。患者に触れることは

単に作業的な援助を行うにとどまらず、安心やこ

こちよさなど精神的な援助を行うことにつながっ

た。単元「検査」では、検査時患者・看護師・医

者などのロールプレイを実施させることで、患者

の心理、看護師の役割を実感できたという感想が

あった。

5)精神看護学の講義に動画（視聴覚教材）の使用 平成26年4月～ 田北看護専門学校の専門分野Ⅱ「精神看護学概論」

平成29年3月 の講義で学生より「精神看護ってよくわからない」

「統合失調症の幻覚・妄想のイメージがわかない」

などの意見があった。講義で精神看護のイメージ

をつかみ、そして実習でよりよい学びにつながる

ように映画や実際に精神障害者の出演している

テレビなどを授業のテーマに応じてこちらの学ぶ

目的・意図を明確に説明し、視聴させた。視聴し

たあとグループワークをさせると、活発に意見交

換ができ「実習に行ったらこんな看護がしたい」

と具体的な感想を述べることができていた。

6)国家試験担当：他2名の教員とともに国家試験 平成27年4月～ 田北看護専門学校にて他2名とともに国家試験担当

対策を実施している 平成29年3月 をしている。3年間を通した対策を実施している。

過去問題の講義と解説授業（精神・基礎） 各学年の進度に合わせて3年間にわたって模擬試験

模擬試験の解説 のスケジュールを考え実施し、成績データの分析

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

教 育 研 究 業 績 書

氏名

令和3年3月31日 

山﨑　陸世　

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

看護学 精神看護学 ストレス レジリエンス　看護学生　 臨地実習

１　教育方法の実践例
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を行い、個別的に継続した学習支援を行っている。

成績だけでなく精神面や学習環境面にも配慮して

学生からは「学習方法が分かった」「成績が上が

った」「不安が軽減した」などの感想が聞けた。

7)基礎看護技術演習：授業および演習の補助 平成29年4月～ 奈良学園大学保健医療学部看護学科にて基礎看護

「環境の調整」(ベッドメーキング)「活動と休息」 令和2年3月 学領域の授業・演習の補助として入っている。

「感染防止」(無菌操作)「清潔」「バイタルサ セルフトレーニング（看護技術の動作確認チェッ

イン」「呼吸」（酸素吸入・吸引）「食事」 ク）では学生の技術の指導を実施している。学生

「排泄」（おむつ交換・陰部洗浄）（浣腸・便器） からの意見の発表を促し、後期に入り学生間でも

「採血」「注射法」など 積極的な意見交換ができるようになってきている。

また動作確認する技術項目や到達度など教員間の

会議で積極的に発言をしている。

２　作成した教科書，教材

1)基礎看護技術モデル作成 平成23年4月～ 田北看護専門学校の専門分野Ⅰ基礎看護学「与薬」

「与薬」(点滴静脈内注射モデル)(直腸モデル） 平成25年12月、（1年次配当、1単位、40人クラス）において直腸

平成28年9月～ モデルや筋肉内注射や静脈内注射のモデルを考案

平成29年3月 した。学生からは購入したデモ器は数に限りがあ

るが、作成したモデルも活用することでより多く

技術を練習することができたという感想があった。

技術チェックは全員合格している。

2)「精神看護学実習要項」 平成25年4月～ 田北看護専門学校の専門分野Ⅱ「精神看護学実習」

実習評価「ルーブリック評価表」を作成 平成29年3月 （３年次配当）において、実習目的、実習目標や

具体的な学習内容、看護過程の記録方法などの要

項を作成した。また実習の評価表には「ルーブリ

ック評価」を作成し取り入れた。

3)国家試験担当 平成27年4月～ 田北看護専門学校にて他2名とともに国家試験担当

平成29年3月 をしている。平成28年度は国家試験の傾向と対策

資料を作成して学生に配布し指導をした。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

特記事項なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1)基礎看護学の担当 平成23年4月～ 田北看護専門学校で専門分野Ⅰの科目「基礎看護

平成29年3月 学」の単元「活動と休息」「清潔」「食事と排泄」

「与薬」「検査」（1年次配当　40人）など3単位

90時間もしくは2単位45時間を担当した。

2)基礎看護学「技術試験」の担当 平成24年4月～ 田北看護専門学校で専門分野Ⅰの科目「基礎看護

技術項目の決定、事例、チェックリスト（評価 平成25年9月 学」単元の「技術試験」を担当した。技術試験の

表）作成 内容や評価表など担当した。

3)精神看護学の担当 平成25年4月～ 田北看護専門学校で専門分野Ⅱの科目「精神看護

平成29年3月 学」の単元「精神看護学概論」「精神看護学方法

論Ⅲ」（看護過程）（2年次配当　40人）2単位

45時間を担当していた。

看護過程においても「ルーブリック評価」を作成

し活用した。

4)臨地実習の担当 平成23年4月～ 田北看護専門学校での臨地実習の精神看護学、

平成29年3月 看護統合分野（3年次配当）、基礎看護学、

成人看護学Ⅰ実習（2年次配当）の実習指導を

担当していた。

平成29年4月～ 奈良学園大学では、基礎看護学実習Ⅰ、Ⅱ、成人

令和2年3月 看護学実習Ⅱ（慢性期）を担当している。
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事項 年月日 概要

１　資格，免許

1)看護師免許 平成5年5月6日 第792352号

2)高等学校教諭一種免許（理科） 平成12年3月31日 平一一高一め第2925号

２　特許等

該当なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

なし

2.基礎看護学実習におけ 共同 平成24年8月 3年課程の看護専門学校4校の学生196名を対

るフィジカルアセスメ 象に基礎看護学実習でのフィジカルアセス

ント技術の活用の実態 メント技術に関する質問紙を実施した。そ

の結果、授業で学んだことを基に、臨地実

習で体験を積み重ねることが重要であり、

そのためには授業と臨地実習との連動性を

強化した教育内容が必要であると示唆を得

た。

共同研究者：山﨑陸世・中川利子・田畑典

子・井上葉子他（本研究の発表者として中

心となり研究に取り組んだ）

抄録集　P.85

3.視聴覚教材を用いたフ 共同 平成25年8月 「基礎看護学実習におけフィジカルアセス

ィジカルアセスメントの メント技術の活用の実態を」の研究から

教育効果および活用方法 学生が「看護師が何を観察し、どういう

の検討 判断をしているか気づく視点が養われてい

ないのではないか」と考え、看護場面を想

定した視聴覚教材を作成し、その効果を検

証した（呼吸器疾患の患者の設定で10分間

の動画で8場面と学生が何を考えたのか整

理するワークシートを作成)。

パイロットスタディとして看護専門学校２

年生40名を対象とし、自記式質問紙および

自由記述にて調査を行い、SPSSにて分析を

行った。その結果、動画にて観察視点を絞

ることで看護の視点を提供する一助となり

学生のイメージ化につながったという結論

に至った。

動画の場面設定・患者役や分析結果の考察

等に関わった。

共同研究者：中川利子・田畑典子・山﨑

陸世・立川訓代他

奈良県看護教員研究会会報

4.精神科における倫理に 共同 平成27年8月 精神看護学実習で学生は倫理的な場面に遭

ついての授業方法につい 遇することが少なくないと考えられ、その

ての検討 ため講義の中で倫理的感受性を高める必要

があると考えた。本研究ではでは授業案を

作成し、授業を実施をした後に学生のアン

ケート調査を行った。その結果より、患者

の精神面を具体的に考えられるような事例

の工夫の必要性の示唆を得た。

共同発表者：加納由紀子・丸田裕子・山﨑

陸世他、

研究会会報　P.29～34

5.臨地実習における看護 共同 平成29年8月 臨地実習は学生にとってストレスが大きい

学生のストレスとレジリ ことが指摘されている。学生のレジリエン

エンスについての実態 スを発揮できれば、ストレスに対処できる

ことが期待される。そこで本研究は、時期

の異なる2つの実習の前後で、学生個々の

ストレス反応とレジリエンスの状態を調査

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

第43回日本看護学会－

看護教育－学術集会

（於　岩手県盛岡市）

第26回奈良県看護教

員研究会

第24回奈良県看護教

員研究会

第48回日本看護学会－

看護教育－学術集会

（於　香川県高松市）
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した。その結果、ストレスがレジリエンス

に及ぼす影響には個人差があり、個人の特

性を理解した個別的な支援の重要性が示唆

された。

共同研究者：山﨑陸世・平山亜矢子・井上

葉子・丸田裕子他（本研究の発表者として

中心となり研究に取り組み論文を書いた）

示説発表、そして論文が採択された

論文集　P.75-78　　

6.臨地実習における看護 共同 平成30年8月 臨地実習における学生のレジリエンスに関

学生のレジリエンス育成 する研究論文を整理・分析することで、レ

に関する文献研究 ジリエンス育成に向けた個別的な支援方法

の示唆を得る目的で、医中誌Web、CiNii 

Articlesを使用し「看護学生」「レジリエ

ンス」をキーワードに2010年から2017年に

限定し、さらに「臨地実習」に関する記述

が含まれている論文に絞り込み4件を対象

文献とした。その結果、自尊心や情動面な

ども合わせた学生の感情を受容し、学生個

々の適応過程を見極めた上でレジリエンス

育成に向けた支援を行うことが重要である

ことがわかった。

共同研究者：山﨑陸世・井上葉子・平山亜

矢子・葦原佐衣他(本研究の発表者として

中心となり研究に取り組み論文を書いた）

示説発表、そして論文が採択された。

論文集p.59-62

7.テキストマイニングを 共同 平成30年10月 大学院生対象のソフト貸与版を借りて、

用いた精神看護学実習に 左記に応募した。

おける学生の学びの分析 共同研究：山﨑陸世・溝口みちる・井上

葉子(中心となり研究に取り組み論文を

書いた)左記の「敢闘賞」を受賞した。

8.テキストマイニングを 共同 平成31年3月 ブラッシュアップをして左記の学会に

用いた精神看護学実習に 投稿した。

おける学生の学びの分析 平成29年度4月～11月に精神看護学実習を

行った3年課程A看護専門学校3年生42名に

対し、実習記録[精神看護学実習を終えて]

を対象として、Text Mining studio 6.1を

用いて分析を行い、精神看護学実習の目標

との関連を検討した。その結果、受け持ち

患者との関係性を築く中で患者の「生きに

くさ」も感じることができ、社会復帰に及

ぼす影響も理解できていたが、精神状態を

アセスメントする技術も活用することを強

化する必要性が得られた。

共同研究者：山﨑陸世・溝口みちる・井上

葉子（本研究の発表者として中心となり研

究に取り組んだ）示説発表。抄録集P.43

日本看護研究学会に論文投稿予定。

9.テキストマイニングを 共同 令和元年8月 本研究は看護基礎教育における精神看護学

用いた精神看護学教育 に関する研究論文の動向を明らかにする目

に関する研究の動向 的で、2019年6月に医中誌Web版を使用し、

「精神看護学」「臨地実習」「看護基礎教

育」をキーワード、期間を1997年から2019

年とし検索を行った結果、268件の論文の

タイトルを対象とした。

分析は計量テキスト分析ソフトKHCoderを

用いて分析を行った。その結果、年代別の

対応分析ではカリキュラム改正や精神医療

の背景に伴う特徴が見られた。

共同研究：葦原佐衣・山﨑陸世

（発表者ではなかったが、中心となり研究

に臨んだ。）

奈良県看護教員研究会で発表

第30回奈良県看護教

第32回日本看護研究学

会-第32回近畿・北陸

地方会学術集会

2018年度

NTT数理システム

員研究会

研究奨励賞に応募

（於　福井県立大学）

Text Mining Studio

第49回日本看護学会－

看護教育－学術集会

（於　広島県）

保健医療学部看護学科
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10.テキストマイニング 単著 令和元年10月 上記で検索した268論文のタイトルについて

による精神看護学に関す 分析ソフトText Mining studio 6.2使用し

する研究の変遷と特徴 て、1997年～2019年を3つの年代に分け

分析を行った。その結果、学生の学びにつ

いては「学び－研究」から「学び－活用」

「学び－評価」へと変化が見られ、カリキ

ュラム変遷に伴い特徴的な語が認めれた。

大学院生対象にソフト貸与版を借りて、

左記に応募した。

この分析ソフトで分析を進めて、第33回

日本看護研究学会　近畿・北陸地方会

の示説発表に投稿予定である。

単著：山﨑陸世

11.テキストマイニング 単著 令和元年9月 本研究は基礎看護学領域における看護技術

による基礎看護学領域 教育に関する現状とその効果に関する研究

おける看護技術教育に の動向を明らかにすることを目的に

関する研究の動向 医中誌Web版を使用して、現行のカリキュ

ラムが改正された2009年から10年間の期間

とし、「看護基礎教育」「看護技術」「演

習」「効果」をキーワードに検索した。

そのうち「基礎看護学」に関わらない論文

を除いた70件の抄録を対象とした。

計量テキスト分析ソフトKHCoderを用いて

分析した。その結果、看護技術教育で効果

的な演習方法として、模擬患者の導入、

講義と演習に共通の事例を用いること、

学生自身による自己評価や自己教育力の

向上が必要であるという示唆を得た。

単著：山﨑陸世

示説発表を行った。抄録集P.89

12.基礎看護学実習にお 単著 平成30年～ 近年、人間がストレスから立ち直るときに

ける困難さに向き合う看 令和2年3月 必要とされる自己回復力（レジリエンス）

護学生のレジリエンスに が注目されている。

関する研究 基礎看護学実習に焦点を当て、学生の基礎

看護学実習における困難さに向き合う看護

学生のレジリエンスの発揮のプロセスを明

らかにすることを目的に、3年課程看護専

門学校の2年生を対象に半構造的面接法に

て「臨地実習での困難な状況に対して学生

はどのようにレジリエンスを発揮して乗り

越えていくのか」インタビューを行った。

現在13名のインタビューを実施し、修正版

グラウンデッドセオリーアプローチ

（M-GTA）を用いて分析を行った。その結

果、【困難さに直面した自己と向き合う内

的体験】でみられる《状況打破の転機とな

る自己の感情の変化》が、自分中心的な考

えから患者に向き合う第一歩を踏み出す転

機となり、【患者に向き合い看護を模索す

る行動】に至り、看護ケアの実施につなが

っていることがわかった。

関連学会に投稿予定である。

単著：山﨑陸世

指導教官：西本美和

13.子育て世代を対象に 共同 令和元年6月～ 本学の共同研究助成金をいただき研究を

したラフターヨガ体験 令和3年3月 開始。

による心身の変化に関 本研究は、子育て世代を対象にしたラフタ

する研究 ーヨガ体験による心身の変化を明らかにす

ることを目的に、対象者は30～40代の男女

6名について、ラフターヨガをする群とコ

日本看護研究学会
第34回近畿・北陸地方
会
学術集会

2019年度

NTT数理システム

Text Mining Studio

研究奨励賞に応募
（結果は未）

奈良学園大学大学院

看護学研究科

精神看護学専攻

修士論文

日本看護技術学会

第18回学術集会

保健医療学部看護学科
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ントロール群のクロスオーバースタディー

による研究を行った。生理学的指標として

ユニオンツール株式会社ウエアラブル心拍

センサ（心拍数、RRI、HF、LF

LF/HFの値）、主観的指標として坂野らの

「気分調査票」を用いて2019年8月に測定。

分析の結果、生理的指標のデータに有意な

差はみられなかったが、「抑うつ」「不安

感」などの心理面は優位に低くなった。

ラフターヨガはHF、LF/HFの優位な変化

すなわち自律神経系への効果は確認でき

ず、今後検討が必要であると考える。

本研究は日本看護研究学会　第34回近畿・

北陸地方会に投稿した結果採択されたが、

新型コロナウイルス感染症の影響にて、

抄録発表のみとなった。

共同：山﨑陸世・井上葉子・三浦康代・
大野寿美子・安藤和子・辻下守弘

本研究の中心となり、測定から分析にとり

組んだ。

保健医療学部看護学科
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年月日

1）入学から卒業までの定期個人面談による
学生の状況把握および助言

2）リハビリテーション関連職種に対する総
合的スプリント作製実習による装具療法
の理解

3）レポート課題の評価基準統一による学生
へのフィードバック

研 究 分 野

人間医工学

教 育 研 究 業 績 書

令和3年3月31日

氏名　飯塚　照史　　

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

リハビリテーション科学・福祉工学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の講師として平成22年
度入学生および平成27年度入学生の担任を務め
た．当該学生の入学から卒業まで，留年者も含め
て総勢約80人に対し，毎年前後期併せて4回の定期
面談に加え，成績低迷学生やその他問題のある学
生に対して不定期面談を実施した．心理的問題を
主とする学生については，学内に設置された学生
相談室と連携し，対応を行った．問題ある場合に
は迅速な対応を行うい，学生の意識変容を促せ
た．その結果，退学者の減少に貢献できた．

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「義肢装具
学実習」（3年次配当，1単位）および，理学療法
学専攻の専門科目「義肢装具学実習」（3年次配
当，1単位）において，スプリント作製を通じた装
具治療の基本を教示した．具体的には，作業療法
学専攻については8種類，理学療法学専攻について
は3種類の作製を通じて，原因組織別の拘縮矯正に
対する評価技術やスプリント調整を行った．その
結果，学生の理解度が向上した．

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）におい
て，提出される課題レポートの評価基準をS，A1，
A2，B1，B2などと8段階として統一し，それぞれの
採点基準を設けた．これを学生にフィードバック
することで，実習に向けての自身の課題の明確化
につながり，学生の動機が向上した．

4）コミュニケーション講座による実習への
動機付け

平成25年4月
～

平成27年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の講師として平成25年
度3年次学生（40名），平成26年度3年次学生（30
名），平成27年度3年次学生（35名）に対し，実習
で必要とされるコミュニケーションについて，そ
の学術的意義から理論，実践，倫理などを教示し
た．さらに，昨今の学外実習による学生の諸問
題，特に精神的不調についても学問的知識を教示
し，予防的意義を含めた．一連の取り組みについ
ては，各回でアンケートを取った．その結果．学
外実習に対して漠然とした不安が，「指導者との
関係」などといった具体的な不安へとつながり，
これを学生が認識することで予防的効果を見込め
ることが分かった．また，倫理的事項に対する全
体討論を通じて，いわゆる接遇的コミュニケー
ションのみならず，医療倫理としてのコミュニ
ケーションを理解することにつながった．一連の
取り組みについては，大学教育に関する学会での
発表を3回，1篇の論文を通じて周知に努めた．さ
らに，コミュニケーション教育について先駆的役
割を果たされている桜美林大学リベラルアーツ群
の教授や，リハビリテーション関連職種における
養成教育での位置づけを強調される理学療法士な
どを招き，学内全体の取り組みとして周知に努め
た．これの功績が認められ，平成28年度からの新
カリキュラムにて授業化された．移行期間は，
「身体障害作業療法学実習」およびホームルーム
などで対応している．

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学Ⅰ」（2年次配当，1単位）において，
小テストを作成し各回の講義終了後に実施し，講
義理解度の把握に努めた．同時に講義に対する感
想も求め，次回講義でこれに応えるという形式で
展開した．これにより，学生の理解度は飛躍的に
向上し，身体機能障害領域を志望する学生が増加
した．

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）において
課題として提示する症例報告レポート用の症例情
報提供資料を作成した．当該資料には，個人情報
を保護したうえでの現病歴や既往歴，あるいは面
接時の逐語録などを示した．これを基にしたレ
ポート作成により学生は実践への理解度が向上し
た．

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門基礎科目「臨床
運動学」（3年次配当，1単位）において，テキス
トに沿ったアウトラインについて資料を作成，配
布している．さらに資料内には，関連事項として
講師が経験した症例などを紹介する項目を設けて
学生に興味を引き出すように工夫している．

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「臨床体表
解剖学」（1年次配当，1単位）において，筋骨格
の触診について再現性の高い資料を作成した．さ
らに，毎回触診した筋骨格に関する運動学的知識
などを先取りで教示し，小テストを行った．これ
により学生の解剖学への理解度が向上し，興味関
心の高まりがある．さらに，ロードマップとして
今後修得すべき知識を見せることで，勉学全般に
対する動機づけにつながっている．

2）症例報告レポート作成を目的とした
情報提供用資料

平成22年4月
～

平成31年3月

3）講義用補助教材 平成22年4月
～

平成31年3月

4）体表解剖学における触診資料 平成22年4月
～

平成31年3月

２　作成した教科書，教材

1）小テストによる講義理解度の把握

8）オンライン・オンデマンド方式を用いた講義 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，COVID-19感染予防の観
点から，Googleクラスルーム，Googleフォームを
駆使したオンデマンド，オンライン方式の講義を
展開した．講義内容は後日確認することも出来る
ようにし，復習用の教材としても提供した．各回
での確認テスト提出を義務付けることで，学習内

5）学生個々の状況に応じた定期面談および指導 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の教授として，チューターを努め，理学療法
学・作業療法学専攻学生の定期面談および個々の
状況に応じた指導を行った．

6）穴埋め式レジュメの使用による理解を促す講義
態

令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科における人体構造学Ⅲの講義において，解剖学
的構造や名称の暗記に際し，穴埋め式のレジュメ
を使用することで理解と定着を図った．

7）症例提示を通じた実践的講義 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義において，適時症例提示を通じ
て，理論や治療法に関する実践的講義を展開し，
理解を促した．
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年月日事項 概 要

平成26年12月14日

平成28年12月

令和2年6月22日

令和3年3月2日

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）におい
て，教科書として使用している．当該教科書では
作業療法学の文脈上にある作業について網羅的に
示され，さらに実践として豊富な事例報告が収め
られている．学生が率直に疑問に思う点について
簡潔明瞭に述べられているため教科書として採用
している．さらに，講義内では教科書を用いた症
例検討の重要性を説き，学外実習において参考に
するよう指導している．

2）星城大学学生による授業評価アンケート
結果による評価

6）確認テスト

9）穴埋め式レジュメの作成

1）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
認定ハンドセラピスト養成カリキュラム
「入門セミナー」，研修会講師

平成20年4月
～

現在に至る

5）作業で語る事例報告 平成22年4月
～

平成31年3月

学長，学部長による面接評価を受けた．入試広報
委員会副部長としての活動による学内貢献，学生
教育への尽力，研究領域としての科研費取得など
が認められ，平成27年度から平成32年度までの再
任が決定した．

星城大学において毎年実施している学生による授
業評価アンケートによると，3年次学生に対する
「義肢装具学」，および2年次学生に対する「身体
障害作業療法学Ⅰ」，いずれについても，95％以
上の学生から満足との高い評価をもらっている．

1）星城大学再任評価

3）学部長による定期面談 奈良学園大学保健医療学部において，学部長との
定期面談を実施した．専攻運営，大学運営，とり
わけ広報活動に関して一定の評価を受けた．

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される入門セミナーにて，肘関節・
前腕の機能解剖につき継続して講師を務めてい
る．毎年，おおむね100名程度の参加者がいる．

2）奈良県作業療法士会主催
現職者講習会「後輩育成・協業」，講師

平成22年4月
～

平成24年3月

現職者講習会として，有資格者を対象に後輩育
成，協業について実践を通じた教示を行った．各
年ともにおおむね50名程度の参加者がいた．

3）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
認定ハンドセラピスト養成カリキュラム
応用実践研修会「ハンドスプリントベーシ
ックセミナー」，研修会講師

平成22年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される応用実践セミナーにて，座学
としてスプリントの力学，実践として作製実習に
つき継続して講師を務めている．毎年，おおむね
100名程度の参加者がいる．

４　実務の経験を有する者についての特記事項

令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，各回毎に学習内容に応
じた確認テストを作成した．質問項目も付記する
ことで適宜学生からの反応も確認することが出来
るようにしている．

令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科での担当講義について，学習内容における重点
項目を穴埋めとするレジュメを作成し，当該部分
での強調と筆記による定着を促した．また，試験
範囲の明確化にもつながるようにした．

３　教育上の能力に関する大学等の評価
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年月日事項 概 要

平成26年9月27日

平成29年9月14日

年月日

平成10年3月

平成12年3月

平成19年4月

平成29年7月18日1）一般社団法人日本海員掖済会名古屋掖済会
病院主催地域貢献事業エキサイ健康教室

 「手と足と口の健康チェック」，研修会講師

通年シリーズで行われる地域住民への啓発として
の健康教室で講師を務めた．当該日においては，
握力などの測定も行い，自身の健康に対する意識
を高めてもらった．参加者および院内からの評価
も高く，今後も継続して行うこととなっている．

7）星城大学FDセミナー
「科研費取得のポイント」，研修会講師

これまで2度連続での科研費取得実績を評価され，
学内FDセミナーでの講師を務めた．自身の経験を
基に，成書で示される記載方法や研究の展開につ
いて教示した．

平成27年4月
～

平成30年3月

星城大学大学院修士課程の学生1名に対して，研究
指導補助教員として修士論文作成における研究計
画策定から，データ分析，論文作成，発表資料作
成に至るまでの一連を指導した．

1）修士論文指導

事項 概 要

広島大学　第16792号

広島大学　第4258号

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学内における入試広報活動の要として，入
学者増加対策やオープンキャンパスの企画，運営
など入試広報活動全般にわたる対応を行ってい
る．平成25年からの2年間は副委員長を務め，リハ
ビリテーション学部における当該業務を一手に引
き受けてきた．オープンキャンパスの運営につい
ては一部ルーティン化し効率化を図るとともに，
教員帯同による高校訪問なども定着させた．

5）愛知県作業療法士会主催
現職者講習会「職業倫理」，研修会講師

平成24年4月
～

現在に至る

現職者講習会として，有資格者を対象に職業倫理
について討論を通じた教示を継続して行ってい
る．各年ともにおおむね100名程度の参加者がい
る．

6）星城大学元気創造研究センター助成研究
公開講座「リハビリテーション専門職養
成課程におけるコミュニケーション教育」
，報告「作業療法学生に対するコミュニ
ケーション教育」

本講座は星城大学元気創造センター助成研究とし
て実施した学生のコミュニケーション教育につい
ての研究成果を周知するために開催し，報告し
た．併せて講義も企画し，学生への教示も行っ
た．

５　その他

2）キャリア委員会としての活動

1）入試広報委員会としての活動

１　資格，免許

修士（保健学）

博士（保健学）

４　その他

作業療法士 第20618号

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

２　特許等

4）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
認定ハンドセラピスト養成講習会「機能解
剖・触診セミナー」，研修会講師

平成23年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される基礎セミナーにて，手，手指
の機能解剖と触診実習の講師として継続して講師
を務めている．毎年，おおむね100名程度の参加者
がいる．

星城大学内における就職活動において要となる
キャリア委員会にて一貫して対応してきた．リハ
ビリテーション学部においては2年次からのキャリ
ア教育を実施し，早期内定あるいは公的機関受験
対応を軸として取り組んでいる．

平成22年4月
～

平成31年3月
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年月日事項 概 要

手外科専門医による一般社団法人日本手外科学会
の下部組織となる中部手外科研究会においては，
毎年研究会を開催している．この中部手外科研究
会の医師の支持を受けて発足した中部日本ハンド
セラピィ研究会においては，世話人会を組織し，
中部手外科研究会と併催する形で4回の研究会を
行ってきた．第5回にあっては，名古屋で行われる
こととなり，中部日本ハンドセラピィ研究会世話
人会で指名され，中部手外科研究会で承認され，
代表世話人となった．共催にあたり藤田保健衛生
大学医学部整形外科の鈴木教授と折衝を重ね，新
規的な研究会を企画し，開催した．

平成30年1月27日6）第5回中部日本ハンドセラピィ研究会代表
世話人としての活動

4）日本ハンドセラピィ学会理事としての活動 平成27年4月
～

現在に至る

会員数約700人の日本ハンドセラピィ学会において
理事を務め2期目となる．2期目からは認定資格審
査委員会事務局長の役を任ぜられ，認定ハンドセ
ラピストの申請，更新，研修会運営に係る全体調
整および報告のとりまとめ，など学会の根幹に関
わる部分を担当している．

5）第29回日本ハンドセラピィ学会運営局長，
学術局長としての活動

平成28年4月
～

平成29年4月

日本ハンドセラピィ学会の年次学術集会が名古屋
で開催されるにあたり，名古屋大学手外科教室と
ともに，中日病院に所属する学会長とともに，実
務的な作業を行った．当初は，学術局長として任
命されたものの，運営局の業務遅延により中途か
ら運営局長を兼任した．開催当日にあっては，過
去最高の約800人の参加者を迎え大成功であり，こ
れに貢献した．

3）広報委員会としての活動 令和元年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部における広報委員とし
て，高校訪問，進学ガイダンス，オープンキャン
パス対応として，企画・講師派遣等を行った．
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成26年3月

共著 平成29年3月

３．ハンドセラピィマニュアル

　（日本作業療法士協会編）
共著 令和2年2月 日本作業療法士協会におけるマニュアルシリーズ

にて，評価に関して分担執筆した．当該マニュア
ルは日本における標準的なハンドセラピィ技術，
知識の根拠となるものであり，その有用性は高
い．

本人担当部分：「評価」について単著．
ハンドセラピィ領域で多用される評価について，
図表を用いて概説した．

4．作業療法の理論と実践 共著 令和2年9月 作業療法分野において適用される理論について，
生体力学的モデルの分担執筆を担当した．学生へ
の教示用として実践レベルを通して分かりやすく
解説している．

本人担当部分：「生体力学的モデル」を単著．
作業療法実践において機能評価を基にした治療に
おけるモデルを概説した．

（学術論文）

共著 平成24年11月1．片側metacarpal hand2
例の長期成績

（査読付）

日本ハンドセラピィ学会
機関誌，5巻，p61-66

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1．作業で語る事例報告作
業療法のレジメの書き
方・考え方

株式会社　医学書院 作業療法における「作業」に着目し，その評価法
と解釈について記したものである．本書はこれに
基づき多数の事例が報告されている．
A4判　全164項
編者：斎藤佑樹
共著者：友利幸之助，上江洲聖，澤田辰徳，飯塚
照史

本人担当部分：第5章　生活に焦点を当てた事例
報告の書き方　「生活の変化に向けて必要な作業
を確認し目標設定を行った手外科事例」を単著．
伸筋腱断裂および手関節可動域制限を来した症例
に対し，主観的な面接を中心として，機能的側面
の評価とともに包括的に目標設定を行った．ま
た，妻の逝去に伴う対象者の役割の変化を踏まえ
て，現実的かつ具体的な目標から，対象者ととも
にチームとして治療を進めた症例を報告した．機
能的側面だけでなく，対象者の全人間的理解が重
要であることを強調した．

2．リハビリテーション義肢
   装具学

メジカルビュー リハビリテーション分野において重要な装具学の
知識を教示した．本書の特養としては，豊富な事
例を用いて具体的に示している点である．
A4判　全461項
編者：清水順一，青木主税，飯塚照史

本人担当部分：Ⅱ装具　1章　上肢装具
「肘装具」「手関節装具」，手部装具各論2「末
梢神経障害」を単著．
肘，手関節について実践上で用いた独自性の高い
装具を例示し，慣習的な装具との違い，利点，欠
点，適用を述べたうえで，これを用いた症例の経
過とともに最終成績を示した．

手指が欠損し，母指が損傷あるいは残存するもの
をMetacarpal Handと呼称する．本外傷では，リ
ハビリテーション対応のみならず外科的対応も含
めて治療の選択肢が複数あるため，目標設定に難
渋することが多い．そこで，本研究ではリハビリ
テーション終了後10年程度が経過した患者を追跡
し，機能評価およびアンケート聴取を行った．そ
の結果，実施した治療に対しておおむね満足して
いるものの，特に感覚機能や巧緻動作に改善を求
めているとのことであった．以上から，治療段階
にあっては個々人が必要とする巧緻動作を主軸に
置き，感覚機能の再建あるいはリハビリテーショ
ン的対応が肝要であることを述べた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，桂理，池田聖，茶木正樹，渡
邉健太郎

日本作業療法協会

メジカルビュー社
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著 平成24年12月

共著 平成26年4月

共著 平成26年10月

共著 平成26年12月

共著 平成27年5月

4．作業療法学生の臨床実
    習に対する意識の変容
    についての研究
 （査読付）

星城大学紀要，14号，
p43-56

作業療法専攻学生に対して，臨床実習前にストレ
スマネジメントを主眼とするコミュニケーション
講座を開講し，その効果を学生アンケートからKJ
法を用いて検討した．その結果，学生の不安は，
当初漠然としたものであるが，後半には指導者や
対象者との関係性構築に焦点化されており，その
対策が必要であることを述べた

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：綾野眞理，飯塚照史，今井あい子，竹田
徳則

2．高齢者の手の機能
 （査読付）

シニアフィットネスリハ
ビリテーション，5号，
p22-23

高齢者に多い手の疾患とその対応を述べた．高齢
者における手の疾患としては，変性疾患としての
ヘバーデン結節や関節症などが挙げられることを
述べ，実践としてスプリントを用いた治療につい
てその経過を紹介した．多くはスプリントにより
緩解するものの，維持的療法にとどまることを限
界として述べた．

5．滑車訓練における手関
    節主動筋の筋電位と握
    力の関係について

 （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
誌，7巻，p23-28

ハンドセラピィ領域で筋力増強目的に多用される
滑車訓練について，実験的に検証した．手関節固
定筋とともに，把持力を同期，解析した結果，10
㎏程度の負荷をかけてもその握力は最大握力の7
割程度にとどまること，加えて手関節固定筋につ
いては最大握力発揮時の5割未満にとどまる事を
報告した．以上から，握力増強には適さず，固定
時における廃用性の筋力低下に対しての効果にと
どまることを示した．さらに筋力増強効果として
は，他の訓練法が有用である可能性を指摘したう
えで，提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：稲垣慶之，飯塚照史，桂理，服部順和，
渡邉健太郎

6．手指PIP関節周辺骨折に
    おけるDIP・PIP関節可
    動域の推移

 （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
誌，8巻，p16-21

手指PIP関節脱臼骨折のリハビリテーションにお
ける可動域推移につき検討し報告した．開始当初
にDIP関節のみの運動を実施している群について
は，これと同期するようにPIP関節の可動性が改
善するのに対し，当該運動を実施していない群に
ついては，その相関性が低くなっていた．解剖学
的，運動学的構造から，非損傷関節であうDIP関
節の運動が最終成績の向上に有用であることを述
べた．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：茶木正樹，武藤光弘，木野義武，花村克
己，飯塚照史，渡辺康太

3．客観的臨床能力試験場
    面のビデオフィード
    バックによる臨床実習
    前教育の取り組み．

 （査読付）

作業療法，33巻2号，
p181-190

学内で実習前に実施する客観的臨床能力試験に際
し，ビデオフィードバックを用いた学習の効果に
ついて述べた．学生は，当該ビデオを用いた学習
形態をとっており，有効であったと述べた者が8
割を超えており，実習前の学習手段として有用で
ある可能性を述べた．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史，古澤麻
衣，木村大介，冨山直輝，林浩之，飯塚照史，坂
井一也，今井あい子
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年4月

共著 平成28年4月

共著 平成28年12月

7．The optimal
    rehabilitation
    period for patients
    with distal radius
    fractures according
    to the MCID in DASH
    scores; a preliminary
    study
  （DASH MCIDを基準とした

 橈骨遠位端骨折に対する
 至適リハビリテーション
 期間に関する予備的検

 討）（査読付）

8．Correlation of the
    Hand 20 with the
    International
    Classification of
    Functioning,
    Disability, and
    Health and comparison
    of the results with
    those of the
    Disability of the
    Arm, Shoulder and
    Hand
   （Hand 20とDASHのICFに
    よる関連性について）

 （査読付）

Journal of hand
surgery-Asia-Pacific,
vol.21(2), p1-6

手外科領域のおける患者立脚型評価としてのDASH
について，臨床的に意味のある差が17点であると
されており，これを用いて橈骨遠位端骨折の早期
運動療法開始群と非早期運動療法開始群の効果を
検討した．その結果，ベースラインからの得点変
化が17点であっても，機能的な差が生じていない
ことが明らかとなった．そのため，手関節可動域
や筋力の改善を指標としたリハビリテーションの
アウトカムについては有用性が見出させない可能
性があることを指摘した．また，検討結果から，
現状のリハビリテーションの効果は長くとも受傷
してから8週間程度であり，現状の12週間程度の
リハビリテーションについては疑問が生じている
ことを述べた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：Terufumi Iitsuka, Katsuyuki
Iwatsuki, Hideyuki Ota, Hitoshi Hirata

著者も加わり名古屋大学手外科教室を主体として
作成した，本邦における患者立脚型評価のHand20
と世界的標準とされるDASHについて，その差異を
ICF概念へのリンクにて検討した．その結果，
Hand20は手に限局する主観的困難感を聴取するの
に対し，DASHは社会的不利について主軸を置いて
いるものと捉えられた．以上とともに，2つの患
者立脚型評価の得点を解釈するうえでは，対象者
の測定範囲に配慮することが肝要であることを強
調した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：Terufumi Iitsuka, Tomoko Ohura,
Takashi Fujita

Asian Journal of
Occupational Therapy,
vol.11, p27-33

9．作業療法学学生に対す
    る臨床実習前コミュニ

ケーション講座の試み
（査読付）

日本作業療法教育研究，
16巻1号，p23-29

作業療法学専攻3年次学生35名を対象として，臨
床実習（以下，実習）に向けた対人コミュニケー
ション能力向上と心理的支援を目的とした講座を
4回実施した．講座実施中の学生の実習に対する
不安は，講座開始当初は指導者や対象者との「関
係作り」であった．しかし，実習直前には「知
識・技術不足」に対する不安が高まる傾向にあっ
た．しかし，講座における指導者などとの対人関
係を意図したロールプレイングやストレスマネジ
メントとしてのリラクゼーション方法の教示は，
実習前不安の自己評価得点を軽減していた．一
方，実習後のアンケートでは，コミュニケーショ
ン困難として対象者の疾患特性や沈黙，消極的態
度といった状況に直面し，対人反応への戸惑いを
感じていた．今後は作業療法実践におけるコミュ
ニケーション特性を具体的に検討した上で，実習
で想定される困難場面に対するロールプレイング
や客観的評価に関する検討が必要であることを提
案した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，今井あい子，竹田徳則，綾野
眞理
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年5月

共著 平成29年10月

共著 平成30年6月

11．臨床実習後作業療法学
    生におけるハンドセラ
    ピィに対する認識

日本ハンドセラピィ学会
誌，10巻1号，p43－48

12．脳血管疾患患者における
　　回復期リハビリテーショ

ン病棟退院後の日常生活
活動能力の変化および関
連因子に関するアンケー
ト調査

作業療法，38巻1号，
p37-44

10．橈骨遠位端骨折手術例
    におけるセラピィ終了
    時期に影響を及ぼす要
    因について

 （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
誌，9巻3号，p131－135

先行研究にて当研究グループではハンドセラピィ
パスを作成し，その有用性を述べてきた．しか
し，パスに適用されない患者についての検討がな
されていないため，実施した．その結果，骨折系
と掌屈可動域，握力がその要因として挙げられ，
これらに対する対策が良好な成績を安定して獲得
するためのポイントであることを指摘した．ま
た，握力増強に有用な訓練としてタオル絞りを提
案した．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：稲垣慶之，桂理，飯塚照史，服部順和，
渡邉健太郎

養成校作業療法学生の臨床実習後におけるハンド
セラピィに対する認識を検討するために，作業療
法特論（ハンドセラピィ）を選択した学生を対象
として，提出レポートを用いた検討を行った．テ
キストマイニング手法により抽出された10コード
を用いて主成分分析を行ったところ4つの成分に
縮約された．また，主題分析による質的検討を踏
まえると，学生はハンドセラピィを作業療法の一
分野として認知はしているものの，その対象範囲
は生活や作業と対極し，かつ作業療法士とは一線
を画するものであるとの認識であることが示唆さ
れた．この要因として作業療法の定義と実践との
乖離に対するジレンマの存在が推察され，卒前あ
るいは卒後教育にあってはハンドセラピィの定義
と専門性，意義につき各分野との関連を念頭にお
いた教示の必要性が示唆された．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，大浦智子

回復期リハビリテーション病棟退院後の脳血管疾
患患者のADL能力は低下するとされ，退院前が最
も高い能力を有するとされる．一方で慢性期脳血
管疾患患者のADL能力と生活範囲，IADL能力やQOL
は関連性があるとされるが，回復期病棟退院前を
基準とした経時的変化との関連性の言及はない．
本研究は脳血管疾患患者の退院前を基準とし在宅
時とのFIM得点の比較，維持・改善と悪化に関わ
る因子探索を行った結果，移動項目に有意な低下
を認め，FIM得点の維持・改善に関わる因子に生
活範囲が関連していた．回復期の退院支援では，
在宅時の活動範囲拡大を意図した指導でADL能力
の維持・改善に寄与する可能性があった．

本人担当部分：研究計画策定，データ解析，論文
推敲
共著者：久堀佐知，飯塚照史，児島範明，恵飛須
俊彦
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成30年10月

14．外傷手の予後予測（総説）共著 令和1年10月 　外傷手の予後予測について，戦略・戦術・アウ
トカムを基に，ハンドセラピィの対象疾患として
頻度が高いと思われる代表的疾患に対しcritical
pointとこれに関わるエビデンスについて述べ
た．手外科医との綿密な討論とチームワークで，
外科的対応を含めた「戦略」および個々の局面で
の具体的な「戦術」を基に，ハンドセラピィでの
「戦術」を立てる．並行してハンドセラピィ上の
具体的な目標設定に沿って，これに反応するアウ
トカムについてICFを意識して認識することが重
要である．加えて，最終成績を予想するための各
時点のcritical pointによる中途結果の判断は，
臨機応変な「戦術」の検討に資するものである．

15．橈骨遠位端骨折に対する
ハンドセラピィと最近の
トピック（総説）

単著 令和2年12月 橈骨遠位端骨折は高頻度で発生する外傷であるが
ゆえに多くの研究が存在し，その予防から予後に
至るまで多様な知見が存在する．ハンドセラピィ
における臨床実践レベルにあっては対象者の機能
的因子の改善に最も焦点があたるが，俯瞰すれば
効果的であるとされる技術は未だ明確ではない．
したがって，その効果は未だ懐疑的であり不要論
さえ存在するのが実状である．これに対し，現時
点での研究のトレンドを踏まえると費用対効果に
優れる早期ハンドセラピィ開始および早期終了が
鍵であり，これに資するアウトカムの開発が本骨
折に対するハンドセラピィ技術の継承・発展にお
いて喫緊の課題と捉えられる．

15．橈骨遠位端骨折に対する
　　掌側ロッキングプレート
　　固定術後のリハビリテー

ションにおけるHand20と
患者満足度の関連性

共著 令和3年3月

13．運動学習段階を捉える
　　新規的指標の開発に関
　　する基礎的研究―事前
　　練習の有無および健常
　　若年者と高齢者の比較―

日本ハンドセラピィ学会
誌，11巻2号，p58－67

日本ハンドセラピィ学会
誌12巻1号，2019

日本ハンドセラピィ学会
誌2021（印刷中）

橈骨遠位端骨折は，術後3か月程度の急峻な回復
ののち，１年程度にわたる緩徐な回復を示すた
め，Minimally Clinical Important Difference
（臨床的に意味のある差）の算出方法を参照し，
患者満足度を改善させるHand20得点の改善量につ
いて検討した．術後4週をベースラインとする
と，手全体の機能に対する患者満足度を改善する
Hand20得点の改善量のカットオフ値は26点であ
り，ハンドセラピィにおける対応や技術開発に資
することが期待された．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集・解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，岩月克之，平田仁

日本ハンドセラピィ学会誌

運動学習の過程における「認知段階」と「連合・
自動段階」への対応は異なる．前者では新規的運
動を認知するために言語的情報や生体信号を
フィードバックするなどで強化，促進するのに対
し，後者は反復する練習あるいは環境設定の異な
る場面での運動が奏功する．したがって，ハンド
セラピィにおける実践，とりわけ新規的運動獲得
が主となる筋・腱移行術等を想定すると，当該段
階を区別する必要性は高く，かつ客観的であるこ
とが望ましい．以上を基に本研究では，同時注意
要求課題を与えた際の筋出力と筋電図振幅，なら
びに前頭前野の活動領域から「認知段階」と「連
合・自動段階」を区別する新規的指標を見出し，
かつそれが若年者と高齢者に普遍的であるか否か
を検証することを目的とした．結果，同時注意要
求課題を与えた際の前頭前野活動領域は拡大し，
かつ事前練習を行った者にあっては，運動習熟値
（筋出力を筋電振幅で除した値）が増加する傾向
にあった．本結果で認められた現象は，「認知段
階」と「連合・自動段階」を区別できる客観的指
標として応用できる可能性が示唆された．しか
し，本研究における実験課題等については，再現
性や客観性を担保するべく今後の検討が必要であ
る．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集・解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，冨山直輝，稲垣慶之
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（その他）

「招待講演」

- 平成23年3月

- 平成23年7月

- 平成23年9月

- 平成24年9月

- 平成26年3月

- 平成26年10月

- 平成28年2月

- 平成30年11月

- 平成31年3月

- 平成31年4月

- 令和元年5月

2．整形外科疾患における作
 業療法の考え方

京都府士会（京都）

1．外傷手のハンドセラピィ 久光製薬主催「大分外傷
研究会」
（大分）

6．橈骨遠位端骨折 滋賀県作業療法士会主催
学術部研修会
（滋賀県栗東市）

滋賀県士会主催にて，橈骨遠位端骨折における対
応のポイントについて教示した．

3．リハビリテーションとス
 プリントについて

イワツキ株式会社営業全
体会議（東京都）

当該株式会社における営業部門に対し，セラピス
ト業界で対応しているスプリント療法について教
示した．

4．レナサームスプリント研
   修会

イワツキ株式会社主催研
修会（東京都）

イワツキ株式会社の主催により，セラピストを対
象とした研修会にて基礎知識から作製方法までを
教示した．

5．手外科領域の作業療法 滋賀県作業療法士会主催
学術部研修会
（滋賀県栗東市）

滋賀県士会主催にて，手外科領域における作業療
法評価，解釈，治療法について実践例を用いて教
示した．

九州ハンドセラピィ研究
会第7回学術集会教育講
演（福岡市）

現状における卒前教育の問題点から，今後の在り
方を踏まえて，自身の研究との接点を述べ，ハン
ドセラピィの将来について教示した．

7．臨床・教育・研究から捉
   えるハンドセラピィ

8．Hand therapy for distal
　radius fractures
　Current trends

10．外傷手の予後予測 第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（北海道札幌
市）

外傷手の予後予測について，治療戦略の立て方か
らアウトカムに至るまでを網羅的に伝えた．

11．外傷手に対するハンドセ
ラピィと効果判定につい
て

京都ハンドセラピィ研究
会（京都）

外傷手のハンドセラピィにおけるアウトカムに着
目し，その得点を解釈することの重要性について
述べた．併せて，現在進行中の研究における中途
報告も行った．

18th shanghai
international plastic
and aesthetic surgery
conference (Shanghai,
china)

9．Therapy for hand
　trauma: The importance
  of cooperation between
  surgeons and therapists

本邦の外傷手に対するハンドセラピィについて，
臨床実践上の取り組み，とりわけ医師との協働に
ついて具体的に説明した．

京都府士会主催にて，主に手外科領域における評
価，治療法につき教示した．

Asia pacific wrist
conference 2019
（narita, Japan)

本邦の橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィに
ついての研究結果，臨床実践，今後を教示した．

大分市を中心とした整形外科医師300名程度に対
し，ハンドセラピストの立場から外傷手に対する
手術，リハビリに至る一連のポイントを講演し
た．
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12．外傷手に対するハンドセ
ラピィ戦略と効果判定に
ついて

単著 令和元年5月 　外傷手の治療におけるアウトカムとハンドセラ
ピィ技術につき詳細に解説した．

13．関節外骨折に対する手術
　　例のセラピィ

共著 令和元年9月 　橈骨遠位端部における関節外骨折はAO分類のA2
およびA3に該当し，60歳以降で高頻度となること
からosteoporosisの影響が示唆される．したがっ
て，骨折の連鎖を予防し健康寿命の延伸に資する
ためには，日常生活において十分に使える手での
早期社会復帰が望ましい．これに対する特異的な
ハンドセラピィ手技は存在しないものの，前述の
背景を踏まえると，如何に早く回復させ，それを
どのようなアウトカムで判断するのかが最大の関
心事であると捉えられる．以上を基に，本シンポ
ジウムではハンドセラピィパスの紹介，外科的対
応も含めた早期回復への工夫，新規的アウトカム
の提案の3点を通じ，関節外骨折に対するセラ
ピィについて述べた．

14．Preliminary study on
　the usability of a

    tri-　axial
    accelerometer:

　Evaluation of how
　postoperative distal
　radius fracture
　patients use their
　hands in ADL

　（3次元加速度計の有用性
    に関する予備的検討：
    橈骨遠位端骨折後の患者
    の日常生活における評
価）

共著 令和2年3月 　橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィでは，
日常生活で不自由なく使用できる手の獲得を目標
とする．これに対し，Lang CEらはウェアラブル
加速度計での計測方法を開発し脳卒中患者に適用
して上肢使用量の把握に有用であったことを報告
している．本研究ではこの方法論を橈骨遠位端骨
折患者に適用し，経時的推移および機能的結果と
の関連性について検討した．結果，受傷側手の使
用時間は手関節角度，握力に，また，両手の使用
時間と患者立脚型評価の間に正の相関関係が認め
られた．さらに，Total magnitude ratio（左右
のvector magnitudeの比）が健常人の閾値以下の
場合，機能的回復が劣る傾向にあった．以上か
ら，ウェアラブル加速度計は橈骨遠位端骨折後の
日常生活における上肢活動量の計測に有用である
可能性がある．しかし，いくつかの限界もあるた
め，更なる検討が必要である．

15．橈骨遠位端骨折に対する
　　作業療法と最近のトピッ
　　ク

単著 令和2年9月 シンポジウム企画の一環として，橈骨遠位端骨折
に関する最近のトピック等について発表した．

16．複合組織損傷に対する
ハンドセラピィ

共著 令和3年1月 重度外傷としての複合し組織損傷に対するハンド
セラピィについて，具体的な戦略等につき発表し
た．

「シンポジウム」

- 平成24年4月

- 平成26年2月

「成果報告書」

- 平成28年3月

2．DASH　MCIDを指標とし
 た橈骨遠位端骨折術後リ
ハビリテーションの至適
期間の構築

中部日本手外科研究会
（下関）

1.学生のコミュニケーショ
ン技能向上に向けたプロ
グラム開発と評価に関す
る研究

1．患者立脚型評価の必要性 日本ハンドセラピィ学会
（横浜）

2000年代に入り急速のその重要性が叫ばれる患者
立脚型評価について有用性を述べた．

京都ハンドセラピィ研究
会（京都）

第12回手関節外科ワーク
ショップ（奈良）

APFSSH/APFSHT2020
（Melbourne,
Australia）

アジア太平洋手外科学会
/ハンドセラピィ学会

（メルボルン，オースト
ラリア）

第54回OT学会

第8回中部日本ハンドセ
ラピィ研究会

平成25年度から27年度までの助成研究についてそ
の進捗および成果を報告した．年度ごとに対象と
なる学生が異なるにも関わらず，臨床実習前の学
生の不安傾向が普遍的であることと，これに沿っ
たコミュニケーションプログラムが有効である可
能性を指摘した．

星城大学元気創造研究セ
ンター助成研究

橈骨遠位端骨折に対するリハビリテーションの至
適期間について自身の研究データを基に述べた．
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- 平成28年6月

- 平成29年2月

- 令和元年6月

科学研究費助成事業研究
成果報告書

一般社団法人日本ハンド
セラピィ学会 研究助成
事業2016年度 学研究課
題研究成果報告書

4.「基盤C」健常人と腱移行
術症例に対する前頭前野
負荷と運動学習遅延に関
する実証的研究

科学研究費助成事業研究
成果報告書

リハビリテーション分野での応用を視野に，運動
学習の過程における「認知段階」および「連合・
自動段階」の客観的区別を可能とする方法および
指標の提案を研究目的とした．予備的検討結果に
基づき，特定の課題について事前に十分練習をし
た者は，当該課題を遂行中に前頭葉活動を賦活す
るための課題を同時に与えても，効率性良く筋出
力を発揮するものと仮定し検証した．事前に練習
しない者と比較した結果，一部は仮説を支持する
傾向が認められた．一方で，健常被験者において
生来持ち合わせている運動経験の影響も考えられ
るため，患者群への応用は限定的であるものと考
えられた．そのため，よりBalisticな運動として
の指タッピング動作を課題としたところ，当該動
作における筋収縮の効率性が，比較的明確な指標
となる可能性が考えられた．今後は，臨床実践で
の応用が望まれる．

2.「若手研究B」適切なリ
ハビリテーション期間の
決定に関わる因子の探索
的研究

3.運動学習段階を捉える
新規的指標の開発に関
する基礎的研究　- 健
常若年者と高齢者の比
較 -

本研究では若年者および高齢者を対象に運動学習
に相違があるか否かについて検討する事を目的と
した．実験はrest（20秒）-task（30秒）を繰り
返すブロックデザインとし，taskは3種類とした
（A：n-back課題，B：最大つまみ力の3割を保持
する課題，C：task Aとtask Bの混合課題）．
データは近赤外線分光法（NIRS）による前頭前野
の脳血流量（Oxy-Hb），および筋電図（第1背側
骨間筋：FDI，橈側手根伸筋：ECR）とした．対象
は，若年者4名（平均年齢21歳，女性），高齢者2
名（67歳，80歳，女性）とし，ランダムに事前に
一定のつまみ力発揮を十分に練習する群（事前練
習群：若年者2名，高齢者1名）と，確認のみで練
習をしない群（非事前練習群）に分けた．結果，
task A，Bにおける脳血流量の差異はいずれの群
にても認められなかった．一方で，task Cにおい
ては，脳血流量の差異はほとんど見られないにも
かかわらず，事前練習群では特にECRの活動電位
が漸減していた．未解析ではあるが，同様の傾向
は高齢者にても認められた．今後，さらに解析を
実施することで傾向を明らかにすることが出来る
ものと考えられる．本結果が共通となれば手外科
領域における腱移行術などでの習熟度を示す方法
論の検討に資するものと思われた．

橈骨遠位端骨折に対するリハビリテーションはお
おむね3か月で終了するが，その正当性は不明で
ある．患者自己記入式の評価得点を指標として
データを検討すると，術後3日程度から開始する
リハビリテーションは支持されるが，その効果は
8週間程度までであった．さらに，リハビリテー
ションの終了は医療者と患者の合意によって成り
立っているため，双方のリハビリテーション継続
に対する認識を加味した検討を行った．その結
果，関節可動域や筋力などの客観的指標との関連
は見当たらなかった．日常生活における手の使用
を以て改善する部分が大半を占めている現状か
ら，リハビリテーション期間は現状よりも短期間
にするべきであることを指摘した．
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「学会発表」

＜国際学会＞

- 平成23年9月

- 平成26年6月

- 平成26年6月

- 平成29年11月4．The effect of mixed
   tasks on pretraining
   for grasping tasks
   with a fixed gripping
   power: A preliminary
   study
（つまみ力一定把持課題の事
前練習に対する混合課題の影
響：予備的検討）

5th congress of the
Asia Pacific
Federation for
Societies for Hand
Therapy
（第5回アジア太平洋ハ
ンドセラピィ学会：フィ
リピン）

3．Occupational therapy
   approaches for bi-
   lateral metacarpal
   hands; A case report
   which have returned to
   work through proposing
   a treatment plan by
   patient’s desires
（両側メタカルパルハンドに
対する作業療法；患者の要望
に合わせた治療方針提案によ
り復職に至った一例）

16th international
congress of the world
federation of
occupational herapists
（第16回世界作業療法士
連盟大会：横浜）

両側の手指切断および母指の一部挫滅によるメタ
カルパルハンドの患者に対し，いくつかの治療方
針を医師とともに提案しながら，本人の希望に
沿った治療を行なった．結果的に足趾移植術を選
択され，5年後の追跡調査においてもボタン操作
や書字なども実施しており，有用であった．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原稿
作成
共同発表者：飯塚照史，宮本定治，高見昌史

1． Electromyographic
Analysis of Flexor
Digitorum
Superficialis and
Flexor Digitorum
Profundus in Finger
Blocking Exercises;
Apreliminary Study
with Two cases.

（深指・浅指屈筋のブロッキ
ング訓練における収縮様態に
ついて）

The 5th Asia Pacofic
Occupational therapy
Congress（第5回アジア
太平洋作業療法学会：タ
イ）

ブロッキング訓練時における深指屈筋と浅指屈筋
の収縮状態と発揮出力との関係性を検討した．そ
の結果，深指屈筋は発揮出力と比例関係にあるの
に対し，浅指屈筋は一定の出力が発揮されないと
収縮しない事を見出した．

2.A pilot study of
influences of the thumb
abduction limitations
on the control of the
rice-ball precision
grip

（母指外転制限による茶碗把
持への影響に関する予備的検
討）

16th international
congress of the world
federation of
occupational herapists
（第16回世界作業療法士
連盟大会：横浜）

模擬的に母指関節角度を制限し，茶碗保持への影
響を筋電図および関節角度をパラメータとして比
較検討した．直径11センチの茶碗保持においてMP
関節可動域，母指球筋の筋積分値増加が認められ
た．実践にあっていずれかの関節に制限が認めら
れた場合，当該関節および筋に対する配慮が必要
であることがわかった．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原稿
推敲
共同発表者：辻村雅美，飯塚照史，宮本定治

本研究では健常人を対象に，事前練習の有無が混
合課題によって阻害されるか否かによってその客
観的区別の可能性について予備的に検討した．結
果，前頭前野における活動領域が大きいほど，一
定のつまみ力に対する筋電図振幅が漸減してい
た．つまり，前頭前野の負荷をかけても末梢で学
習が起きている状況であれば，運動学習が進行し
ているものと捉えられ，客観的指標の一つして提
案した．

Terufumi Iitsuka，Katsuyuki Iwatsuki,Hitoshi
Hirata
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＜国内学会＞

- 平成23年4月

- 平成23年5月

- 平成23年6月

- 平成23年7月

1．滑車訓練における手関
節主動筋の筋電位と握
力の関係について

第25回日本ハンドセラ
ピィ学術集会（神戸）

ハンドセラピィ領域で筋力増強目的に多用される
滑車訓練について，実験的に検証した．手関節固
定筋とともに，把持力を同期，解析した結果，10
㎏程度の負荷をかけてもその握力は最大握力の7
割程度にとどまること，加えて手関節固定筋につ
いては最大握力発揮時の5割未満にとどまる事を
報告した．以上から，握力増強には適さず，固定
時における廃用性の筋力低下に対しての効果にと
どまることを示した．さらに筋力増強効果として
は，他の訓練法が有用である可能性を指摘したう
えで，提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：稲垣慶之，飯塚照史，桂理，服部順
和，渡邉健太郎

2．加齢が知覚機能，運動
　　機能，moberg pick up
　　testに与える影響と関
　　係性について

第11回東海北陸作業療法
学会（福井市）

年齢別の知覚機能につき調査し，加齢に伴い知覚
が低下することを示した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：植田寛，飯塚照史，川崎慎二

3．終末期患者に対してAid
　for Decision making
　Occupation Choiceを使

　　用し主体的な作業選択
　　と協働が可能であった
　　一症例

第33回近畿作業療法学会
（兵庫）

患者の希望を焦点化するツールであるADOCを終末
期患者の聴取に用いた．患者が主体的に実施した
い作業が選択され，実施した結果，家族とともに
充実した余生が過ごされたと思われた．

本人担当部分：研究計画策定，原稿推敲
共同発表者：児島範明，飯塚照史，澤田潤，宮本
定治

4．片側metacarpal hand2
　　例の長期成績

第23回日本ハンドセラ
ピィ学会学術集会（青森
市）

リハビリテーション終了後約10年が経過した症例
に対し使用感，必要な機能について聴取した結果
を示した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，発表
共同発表者：飯塚照史，渡邉健太郎，桂理，池田
聖
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- 平成24年2月

- 平成25年6月

- 平成26年4月

- 平成26年10月 第8回パーキンソン病・
運動障害疾患コングレス
（京都）

姿勢反射障害・筋強剛の症状によりすくみ足・動
作緩慢が出現し，トイレ動作時または移動時に困
難を感じている初期パーキンソン病患者に対し，
先行研究で示されている外的手掛かかりに加え，
これに方向転換課題を組み込むことで，より生活
動作内容に近い状況を設定した．その結果，自
覚・他覚ともに歩行速度・動作緩慢は改善し、ト
イレまでの歩行動作質向上が得られた．

本人担当部分：研究計画策定，原稿推敲
共同発表者：金坂有紀，児島範明，宮本定治，飯
塚照史，梅本安則

8．逆説性歩行を用いた課
    題志向型訓練に取り組
    み，歩行開始遅延・歩
    行中のすくみ足に変化
    が見られた一例

新人理学療法士に対する教育の効果に影響する因
子についてアンケート調査を説明変数として統計
学的検討を行った．その結果，教育効果は認知領
域の質とともに，自身の考えを発表する症例検討
などの因子の影響が強かった．したがって，理学
療法士の新人教育にあっては能動的に発表できる
機会が重要であることが示唆された．

本人担当部分：統計学的解析，原稿推敲
共同発表者：山本浩基，榎七子，道弘裕之，飯塚
照史

7．手指・母指損傷後の患
　　者を対象とした自己機
　　能・能力障害評価表の
　　開発

第26回日本ハンドセラ
ピィ学会（沖縄）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患特異的
QOL評価表の開発を開始した．第１期である本研
究では，母指・手指で特異的に支障をきたすと考
えられるADL項目を抽出し，因子分析にて24項目
に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原稿
推敲
共同発表者：原田康江，佐藤彰博，野中信宏，飯
塚照史，桂理，安部幸一郎

6．新人教育の効果に影響
　　を与える因子の検討

第48回日本理学療法学術
大会（名古屋）

5．臨床実習前後のコミュ
ニケーション講座の効
果に関する探索的研究

第18回日本作業療法教育
研究学術集会（東京）

作業療法学専攻3年次学生35名を対象として，臨
床実習（以下，実習）に向けた対人コミュニケー
ション能力向上と心理的支援を目的とした講座を
4回実施した．講座実施中の学生の実習に対する
不安は，講座開始当初は指導者や対象者との「関
係作り」であった．しかし，実習直前には「知
識・技術不足」に対する不安が高まる傾向にあっ
た．しかし，講座における指導者などとの対人関
係を意図したロールプレイングやストレスマネジ
メントとしてのリラクゼーション方法の教示は，
実習前不安の自己評価得点を軽減していた．一
方，実習後のアンケートでは，コミュニケーショ
ン困難として対象者の疾患特性や沈黙，消極的態
度といった状況に直面し，対人反応への戸惑いを
感じていた．今後は作業療法実践におけるコミュ
ニケーション特性を具体的に検討した上で，実習
で想定される困難場面に対するロールプレイング
や客観的評価に関する検討が必要であることを提
案した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，今井あい子，竹田徳則，
綾野眞理
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成27年4月

- 平成27年4月

- 平成27年4月

- 平成27年10月

- 平成28年4月

10．手外科疾患における疾
　　患特異的QOL評価表の開
　　発-橈骨遠位端骨折

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患特異的
QOL評価表の開発を開始した．第１期である本研
究では，橈骨遠位端骨折で特異的に支障をきたす
と考えられるADL項目を抽出し，因子分析にて26
項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原稿
推敲
共同発表者：桂理，佐藤彰博，野中信宏，原田康
江，飯塚照史

9．手外科疾患における疾
　　患特異的QOL評価表の開
　　発-肘部管症候群-

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

11．手指・母指損傷後の患
　　者を対象とした自己機
　　能・能力障害評価表の
　　再現性と妥当性

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患特異的
QOL評価表の開発を開始した．第2期である本研究
では，母指・手指損傷に関して第１期で試作した
評価表の再現性と妥当性を検証した．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原稿
推敲
共同発表者：原田康江，佐藤彰博，野中信宏，飯
塚照史，桂理，阿部幸一郎

12．コミュニケーション講
　　座受講学生の実習直前
　　の不安要因と実習成績
　　との関連に関する探索
　　的検討

第20回日本作業療法教育
研究学術集会（奈良）

養成教育過程における臨床実習前に学生に対して
職業倫理の涵養も踏まえたコミュニケーション講
座を実施した．学生の実習前の不安は多種多様で
あり，さらにこれと実習における評価得点には関
連性はなかった．しかし，実習に対する不安傾向
の特徴から，今後の講座展開に資する示唆を得
た．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原稿
作成
共同発表者：飯塚照史，今井あい子，綾野眞理

13．橈骨遠位端骨折手術例
　　におけるセラピィ終了
　　時期に影響を与える要
　　因．

第28回日本ハンドセラ
ピィ学会（広島）

先行研究にて当研究グループではハンドセラピィ
パスを作成し，その有用性を述べてきた．しか
し，パスに適用されない患者についての検討がな
されていないため，実施した．その結果，骨折系
と掌屈可動域，握力がその要因として挙げられ，
これらに対する対策が良好な成績を安定して獲得
するためのポイントであることを指摘した．ま
た，握力増強に有用な訓練としてタオル絞りを提
案した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：稲垣慶之，桂理，飯塚照史，服部順
和，渡邉健太郎

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患特異的
QOL評価表の開発を開始した．第１期である本研
究では，肘部管症候群で特異的に支障をきたすと
考えられるADL項目を抽出し，因子分析にて20項
目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原稿
推敲
共同発表者：野中信宏，佐藤彰博，原田康江，飯
塚照史，桂理，阿部幸一郎
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発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成28年7月

- 平成29年4月

- 平成30年4月

- 平成31年4月

15．橈骨遠位端骨折に対す
    る掌側ロッキングプ

レート固定術後のリハ
ビリテーションにおけ
るHand20のMinimal
Clinically Important
Difference

14．手指屈筋腱断裂の術後
　　成績不良因子とセラ
　　ピィのアウトカム評価
　　について

第16回東海北陸作業療法
学会（金沢）

後方視的検討により手指屈筋腱断裂の成績を検討
した．ROC解析の結果，術後６週時点における
カットオフ値が見出され，臨床的な指標となる可
能性が示唆された．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：稲垣慶之，服部順和，飯塚照史，太
田英之，渡邊健太郎

第29回日本ハンドセラ
ピィ学会（名古屋）

橈骨遠位端骨折後のハンドセラピィにおいて多用
されるHand20の臨床的に意味のある差（MCID）を
検討した．結果，術後４周をベースラインとした
時に，12週時点で33点以上の変化がある場合に，
患者も満足するという結果であった．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，分
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，岩月克之，西塚隆伸，平
田　仁

16．運動学習段階を捉える新
　規的指標の開発に関する基
　礎的研究；健常若年者と高
　齢者の比較

本研究では，同時注意要求課題を与えた際の筋出
力と筋電図振幅，ならびに前頭前野の活動領域か
ら運動学習段階を区別する新規的指標が若年者と
高齢者に普遍的であるか否かを検証することを目
的とした．結果，同時注意要求課題を与えた際の
前頭前野活動領域は拡大し，かつ事前練習を行っ
た者にあっては，運動習熟値（筋出力を筋電振幅
で除した値）が増加する傾向にあり，若年者と高
齢者で共通であった．しかし，本研究における実
験課題等については，再現性や客観性を担保する
べく今後の検討が必要である．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，分
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，冨山直輝，稲垣慶之

第30回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

17．患者および医療者側のハ
ンドセラピィ継続要否を基
とした橈骨遠位端骨折後の
リハビリテーション至適期
間策定に関する探索的研究

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

本研究では，「患者，セラピスト双方におけるハ
ンドセラピィ効果の認識を通じて治療継続の要否
を判断している」と仮説を立て，これに影響する
因子の特定を目的とした．結果，ハンドセラピィ
継続の要否におけるセラピストと患者間の齟齬
は，術後8週以降で顕著であり，影響因子とし
て，セラピスト側では機能的因子，患者側では
Hand20が一貫して挙げられており，双方でハンド
セラピィ効果を判断する指標は異なるものと推測
された．一方で，共通因子としてのHand20がある
ことから，これを主要評価項目としたハンドセラ
ピィ至適期間の策定が望まれた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，分
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，加藤宗一，岩月克之，平
田仁
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18．手外科疾患における疾患
　　特異的QOL評価表の開発-
　　橈骨遠位端骨折質問票
　　試案の再現性・妥当性
　　の検証-

共著 平成31年4月 　橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィ効果を
判定するための患者立脚型評価表について述べ
た，本発表ではその再現性と妥当性を検証し，他
の評価表と比較しても遜色ないことを確認した．

19．橈骨遠位端骨折術後の抑
　　うつは満足感に関連する
　　か　―多施設間研究―

共著 平成31年4月 　抑うつとは，気分の落ち込みや興味・喜びの喪
失などうつ症状が出現している状態のことであ
り，橈骨遠位端骨折の術後成績と関連があるとさ
れている．抑うつが橈骨遠位端骨折の術後成績に
影響するのであれば，患者の満足感にも影響する
可能性があると考えられる．検討の結果，術後の
抑うつと，手の機能の一部に関連があったが，患
者が手の機能に満足する時期やリハビリテーショ
ン終了を希望する時期との関連はなかった．よっ
て，橈骨遠位端骨折術後の抑うつは満足感に関連
しないと考えられた．

20．患者および医療者側の
ハンドセラピィ継続要否
を基とした橈骨遠位端骨
折後のリハビリテーショ
ン至適期間策定に関する
探索的研究

共著 平成31年年4月 　橈骨遠位端骨折後に最大限の機能的回復を得る
には1年以上の期間を要する（Swart E, 2012）た
め，短期的かつ費用対効果に優れるハンドセラ
ピィ至適期間の策定が望まれ，Cochrane review
（Handoll H, 2015）においても強調されてい
る．一方で，口頭指導が定型的なハンドセラピィ
よりも機能的回復に優れることが報告されており
（Souer JS, 2011），その効果を機能的因子のみ
で説明するには限界がある．本研究では，「患
者，セラピスト双方におけるハンドセラピィ効果
の認識を通じて治療継続の要否を判断している」
と仮説を立て，これに影響する因子の特定を目的
とした．その結果，ハンドセラピィ継続の要否に
おけるセラピストと患者間の齟齬は，術後8週以
降で顕著であり，影響因子として，セラピスト側
では機能的因子，患者側ではHand20が一貫して挙
げられており，双方でハンドセラピィ効果を判断
する指標は異なるものと推測された．一方で，共
通因子としてのHand20があることから，これを主
要評価項目としたハンドセラピィ至適期間の策定
が望まれる．

＜研究会＞

- 平成23年10月1．リハビリテーションが終
末期がん患者の希望と
成りえた一例

第37回京滋緩和ケア研究
会（京都）

終末期のがん患者に対し，患者の要望に沿って機
能的改善を主眼とした作業療法を展開した．改善
と増悪を繰り返す結果となったが，本人は訓練そ
のものに意義を見出していた．

本人担当部分：研究計画策定，原稿推敲
共同発表者：沢田潤，片岡豊，飯塚照史，垣見
亮，梶山徹

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）
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年月日

平成18年4月

～

平成25年9月

平成23年4月

～

平成26年3月

平成24年4月

～

平成31年3月

3）個々の学生の習熟度に合わせた学外実習指導 大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：理学療法体験実習，評価実習，総合臨床実習

　学外施設で行われる各臨床実習を，個々のレベルに合

わせて円滑に行えるようにするため，実習前には各学生

と個人面談を行い，知識の習熟度，コミュニケーション

能力，その他，不安なことを確認し，それを学外施設の

指導者と共有しながら実習を行った。必要に応じて実習

前に実技練習を行ったり，また何度も学外施設に出かけ

たり，学生との面談を繰り返したりした。 これにより

学生のレベルに合わせた実習が可能となり，個々の学生

が成長できた。

2）ペイパーペイシェントとインターネット活用によ

る認知スキルトレーニングの実践

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科　担

当科目：理学療法技術実習2，総合技術特別実習3

　授業は，理学療法の認知スキル，つまり技術の一つと

しての理学療法臨床推論について講義した。ぺ－パーペ

イシェントを用いて問題を抽出し，それを基に仮説生成

しながら理学療法プログラムを立案する作業を行った。

また，その際にはインターネット等を活用し，実践型の

授業を展開した。その結果，問題を解決していこうとす

る姿勢や具体的な解決方法を学ぶことができた。

1）図示化教材と臨床現場を体験できるスライド教材

を用いたシュミレーション教育の実践

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当科目：理学療法治療学Ⅱ

　授業は，暗記型の授業ではなくできるだけ理学療法と

はどういったものか考えることができるような授業にし

た。そのために授業資料は図によって見やすくレイアウ

トしたものを用いたり，臨床現場のスライド等をみせつ

つ，学生自身に実際現場に立てばどういった態度や評

価，実践を行うかを問いながら，シュミレーショを交え

学生とともに検討するスタイルにした。また，ときには

勉強の仕方や資料の調べ方など，実践現場で臨床を行い

ながらどのように勉強していくのか等を，経験を交えて

教示した。

その結果，学生は理学療法実践するにあたって自分に何

が足らないかを再認識し，自ら勉強しなければならない

という姿勢を学ぶことができたと考える。

リハビリテーション科学、理学療法学、教育工学 理学療法学・理学療法教育、教育工学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

氏名　　

令和3年 3月31日

池田　耕二　　

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成28年9月

平成26年4月

～

平成30年9月

平成26年9月

～

平成29年3月

平成28年9月

～

令和2年3月

7）終末期・がん患者リハビリテーションにおけるス

ライド教材の作成と教育実践

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当科目：基礎医学特論Ⅰ

　授業では，一般病院，地域におけるがんリハビリテー

ションについて教授し．生活の質を高めるための実際の

工夫も加え，興味をひくように展開した。その際は，触

れる機会の少ない終末期がん患者のリハビリテーション

の風景のスライド教材を作成し，「生」や「死」，支

援、ケアについて考えてもらうようにした。これにより

がんリハビリテーションに対する知見を深めることがで

きた。

6）ペイパーペイシェントとインタ-ネットを活用した

チームアプローチ実践

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当科目：チームリハビリテーション特論

　授業は，理学療法におけるチームアプローチによる臨

床推論について講義した。

　ぺ－パーペイシェントを用いて問題抽出し，それを基

に仮説を生成しながらチームアプローチによって理学療

法プログラムを立案する作業を行った。また，その際に

はインターネット等を活用し，実践型の授業を展開し

た。これによりチームアプローチによる臨床推論と理学

療法プログラムの立案能力が養われた。

5）高齢患者の動画教材を用いた教育実践 大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当科目：老年学

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論，老年期障害理学療法

　授業では，学生があまり触れることない高齢者の身体

的特徴をはじめ，疾患，環境についての講義を行った。

その際には実際の患者の動画やデータを基に臨場感をも

たせ，本学問と理学療法との関わりについて講義した。

これからの高齢者には，地域における転倒，認知症，腰

痛，生活習慣病に対する予防理学療法が大切になってく

ることも教授し，理解を深めた。これにより高齢者理学

療法の実態を理解し，興味をもって老年学を学習できる

ようになった。

4）チーム別体験学習による教育実践 大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当科目：日常生活活動学演習

　授業では，代表的な疾患を整理しながら，日常生活活

動の評価法を教授し実践させた。また，障がい別に日常

生活活動や生活関連動作の評価や動作指導，介助方法等

についても，疑似体験させ理解を深めさせた。チーム別

にレポートをまとめさせることでチームアプローチの重

要性を体験させ，実際の現場で口頭指導ができるような

体験も取り入れた。これにより日常生活活動における評

価や指導力がついた。

　また，学年によっては理解を深めるために，班長には

別に1コマ時間を作り，実践を教授し，それを伝えさせ

る練習も加えた。これにより学生の学習も進んだ。

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成28年9月
～

平成30年9月

令和元年9月

〜

令和3年3月

令和2年8月

　授業では、運動学の総論を講義した。しかし、その範

囲は非常に広く、どれも重要事項であるため、学生がど

こから手をつけて良いかわかりづらくなっている。その

ため、学生の学習意欲が下がる危険性も大きい。そこ

で、学習の方向性を示したり、運動学の理解を促すワー

クブックを作成し、それを用いて講義を行なった。これ

により、自己学習を促し、学習意欲の低下を防ぐことが

できた。

10) オンデマンド・ライブ配信を行った学内・

見学実習

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　早期体験実習

　本実習は、外部の医療施設におもむき見学を通して学

習を深めるものである。しかし、コロナ感染のため学内

実習に切り替えた。できるだけ従来の実習に近づけるた

め、動画教材を作成し、病院からもライブ配信を実施し

た。さらには予習、復習のためのホームページも作成

し、学習を変化にすすめた。これにより従来の見学実習

と同程度の学習内容が得られたものと考える。ただし、

実際に現場に行けなかったことは大きな不安材料になっ

たことは否めない。

8）予習，体験，復習シートを用いた訪問リハビリ

テーションにおける教育実践

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当科目：地域リハビリテーション

　本授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例

検討式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進

めた。また，その際には，予習シート，体験シート，復

習シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習す

る姿勢を養うように工夫した。さらには，在宅における

看取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの

訪問リハの有り方をともに考えることにした。

 また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，

地域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々

の価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考え

ることが大切となる。そこで,少し時間をかけて書物多

く読んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練

習も行った。これにより,地域リハビリテーションの奥

深さとかんがえることの大切さを学ばせた。

9）運動学I（総論）ワークブックを用いた教育実践 奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動学I（総論）

保健医療学部リハビリテーション学科

912



年月日事項 概 要

令和2年９月

令和2年9月

〜
令和3年3月

令和2年9月

〜

令和3年3月

令和2年9月

〜
令和2年３月

　本演習は、コロナ禍においてオンライン・対面のハイ

ブリッドで実践されたため演習時間が限られていた。そ

こで、できるだけ効率よく学習をすすめるために日常生

活動作学演習の課題ワークシートを作成し、それをもと

に考えるグループ学習を実践した。これにより演習は教

える垂直型教育だけでなく、学生同士による平行型教育

も可能となり、考える学習が実践できたと考える。これ

により対面と同じ程度の学習効果が得られたとも考え

る。

14）高齢者のQOLを向上させるための外出プランの作

成課題を通した地域理学療法学習

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　地域理学療法学演習

　本演習は、地域理学療法学を習得後、あらためて個々

の対象者に対する地域理学療法学を演習を通して学ぶも

のである。本演習では、障害を有する高齢者を設定し、

QOLを向上させる外出計画を個々に立案させた。立案計

画は、同じ設定であっても多様な内容になることや、そ

れぞれ意味合いが違うことを明らかにした。これらの実

践により、地域理学療法学の多様性を学習できたと考え

る

　本実習は、外部の介護保健施設、地域におもむき見学

等を通して学習を深めるものである。しかし、コロナ感

染のため学内実習に切り替えた。できるだけ従来の実習

に近づけるため、動画教材を作成し、病院からもライブ

配信を実施した。さらには予習、復習のためのホーム

ページも作成し、学習を変化にすすめた。これにより従

来の地域理学療法実習と同程度の学習内容が得られたも

のと考える。ただし、実際に現場に行けなかったことは

大きな不安材料になったことは否めない。

12) 予習・復習ワークシートを用いた徒手筋力検査学

実習の実践

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動器評価学I（総論）

　本講義は、コロナ禍においてオンライン・対面のハイ

ブリッドで実践されたため、実技時間が限られていた。

そこで、できるだけ効率よく学習をすすめるために予習

用ワークシートを作成し、これにより自己学習を促し

た。限られた実技練習の時間には、予習シートから理解

度が低い考えられるところを抽出し、そこを重点的に説

明できるようにした。これにより対面と同じ程度、学習

効果を維持できたと考える。

13) 課題ワークシートを活用した日常生活動作学演習 奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　日常生活活動学演習

11) オンデマンド・ライブ配信を行った学内・

地域理学療法実習

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　地域理学療法実習

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

1）図式化教材の作成 平成18年4月

～

平成25年9月

平成19年9月

～

平成23年12月

平成20年4月

～

平成23年12月

平成22年6月

平成23年7月5）臨床における高齢者の理学療法(運動療法）

実践に向けたプレゼンテーション資料（教材）の作成

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

特別講義：臨床推論

　高齢者の問題構造の把握や理学療法（運動療法）の設

定方法を学ぶことを目的に，プレゼンテーションを作成

した。これにより多角的な視点が必要となる高齢者理学

療法の一端を体験することができるようになり学習効果

が向上した。

4）臨床における動作分析についてのプレゼンテー

ション資料（教材）の作成

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

特別講義：動作分析

　病院における患者の状態を観察し，１）病態を探る，

２）その能力から何ができるかを考える，３)動作の意

味を考える，といったように動作分析の重要性や活用方

法をわかりやすくするプレゼンテーションを作成した。

これにより動作分析学習における導入が容易となり学習

効果が向上した。

大阪医療福祉専門学校

担当科目：理学療法治療学Ⅱ

　整形疾患に対する理学療法において，図で見る教材を

作成し，視覚にうったえる教材を作成し，それに基づい

て教育を行った。これにより教科書に苦手意識をもつ学

生も興味をもって臨むようになり学習効果が向上した。

2）理学療法士のための物理療法臨床判断ガイド

ブック（再掲）

病院現場における臨床実習指導

物理療法における浮腫に関する個所を担当し，ディシ

ジョンツリーによって，わかりやすく治療を判断できる

ようにした（出版）。

3）認知症後期高齢者に対する理学療法の実践知の構

造化による教材作成

病院現場における臨床実習指導

　学生にとって対応が難しいとされる認知症患者の理学

療法を指導する際に，認知症後期高齢者に対する理学療

法から実践知を構造化し，図示化したものを活用し，臨

床実習指導を行った。これにより学生は，認知症後期高

齢患者の理学療法における方向性や概要が把握しやすく

なり，学習効果が進んだ。

２　作成した教科書，教材

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成31年3月

平成27年4月

～

平成30年3月

平成28年9月

～

平成30年9月

平成29年8月

平成30年3月

令和元年9月

〜

令和2年3月

11) 運動学ワークブック 奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動学I（総論）
運動学（総論）における学習意欲の低下を防ぎ、自己学

習を促すために、ワークブックを作成し、それを授業に

活用した。

9）局所と全身からアプローチする運動器の運動療法

（再掲）

運動器の運動療法の理解を深めるために，運動療法にお

ける歴史をまとめて紹介した（出版）。

10）訪問リハビリテーション アドバイスブック（再

掲）

在宅での終末期にリハビリテーションにかかわるセラピ

ストに求められる視点や、対象者と家族、周辺の人々と

のかかわり方、セラピストの在り方について提言した。

7）終末期理学療法の実践（再掲） 大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目　老年期障害理学療法学

終末期理学療法実践に関する教育方法を，熟達度に合わ

せて分かりやすく紹介した（出版）。

8）地域リハビリテーション学習における予習，

体験，復習シートの作成

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当科目：地域リハビリテーション

　本授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例

検討式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進

めた。また，その際には，予習シート，体験シート，復

習シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習す

る姿勢を養うように工夫した。さらには，在宅における

看取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの

訪問リハの有り方をともに考えることにした。

 また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，

地域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々

の価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考え

ることが大切となる。そこで,少し時間をかけて書物多

く読んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練

習も行った。これにより,地域リハビリテーションの奥

深さとかんがえることの大切さを学ばせた。

6）高齢者理学療法における動画教材の作成 大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当科目：老年学

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論，老年期障害理学療法

　授業では，高齢者の現場の実際の動画やデータを基に

臨場感をもたせながら，本学問と理学療法との関わりを

講義した。これにより高齢者の理学療法が実感できるよ

うになり，学生は興味をもって学習できるようになっ

た。

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

令和2年9月

〜

令和3年3月

令和2年12月

令和3年2月

平成20年4月

～

平成23年3月

平成26年4月

～

平成30年9月

令和2年度

〜

現在に至る

2）大阪行岡医療大学における授業評価アンケート調

査

大学授業評価の結果は，担当科目「日常生活活動」「日

常生活活動演習」「老年期疾病論」「老年期障害理学療

法」「地域リハビリテーション」「理学療法概論」にお

いて，「十分理解できた」，「理解できた」，「授業に

情熱を感じた」等の評価を受けた。また，卒業研究ゼミ

においては，一番の人気ゼミとなっている。

３）奈良学園大学における授業評価アンケート調査 授業評価については、アンケートが実施された「運動学

I」、「運動器評価学」、「日常生活動作学演習」にお

いて4.0以上の満足度が得られていた。

15）PT・OTのための運動学テキスト : 基礎・実習・

臨床（再掲）

運動学の理解を深めるために、補訂版を作成するにあた

り編集・校正に加わり、運動学総論・等を紹介した

（出版）。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1） 臨床実習施設における臨床実習生のアンケート調

査

臨床実習施設において臨床実習生にアンケート調査を行

い毎回臨床実習指導の評価を行った。その結果，評価と

しては「実習生に適した指導をしてもらえた」，「努力

を継続することの必要性を学べた」，「親切丁寧に指導

してもらえた」等があげられた。

13）日常生活活動学演習のための課題シートの作成 令和2年9月

〜

令和3年3月

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　日常生活活動学演習

コロナ禍における遠隔・対面のハイブリッド講義におい

て、徒手筋力検査の学習を効率よく行うために予習復習

シートを作成し活用した。

14) 理学療法臨床実習とケーススタディ（再掲） コロナ禍で初めて行われた本学の学内実習の内容を紹介

した（出版）。

12）徒手筋力検査学習のための予習・復習シートの作

成

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動器評価学I（総論）

コロナ禍における遠隔・対面のハイブリッド講義におい

て、徒手筋力検査の学習を効率よく行うために予習復習

シートを作成し活用した。

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

1) 臨床実習指導 平成5年6月

～

平成23年3月

平成22年4月

～

平成23年3月

平成25年4月

～

現在に至る

令和元年9月

〜

現在に至る

平成5年3月

～

平成10年3月

平成7年11月

・公開講座である健康教室の企画・開催と講師 診療所（武部整形外科リハビリテーション）が市民に対

して開いている健康教室の企画・準備・開催とその講師

を行った。

・痛みに対する低出力レーザー療法 第3回物理療法研究会（神戸大会）講師

肩関節周囲炎患者に対する低出力レーザーは除痛効果が

あるものの，症例ごとには使用方法の再検討が示唆され

た。今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられることを

講演した。

2）各施設の中堅理学療法士に対する教育，指導

活動

学生や新人理学療法士教育については，近年充実してき

たが，中堅理学療法士が成長できる機会は，技術講習会

や大学院を除いてほとんどない。そのため，業務管理や

後輩指導，その他の技量アップや情報発信できる力を養

うことを目的に，大学業務以外に，個別に，業務や学術

指導を無料で行ってきた。現在も中堅理学療法士の指導

は継続中であり，希望者があれば社会貢献目的で今後も

そうした活動を継続する予定である。

3)介護付有料老人ホームにおけるリハビリテーション

業務のシニアアドバイザー

介護付有料老人ホームのリハビリテーション室の立ち上

げと業務等の指導・相談

4）講演，シンポジウム

４　実務の経験を有する者についての特記事項

臨床における理学療法業務において，実習指導者として

理学療法の理論・技術の教授，実技の援助を実習生に対

して行った。合計9校から，計83名の実習生を指導し

た。

　臨床現場で症例を数例担当し，理学療法実践を学ぶだ

けでなく，それ以外にもどのような準備や実践，チーム

ワークが必要かも学んでもらった。また医療や社会のど

のようなルールに基づいて理学療法が行われているのか

も教示し学習してもらった。また，実践の中でどのよう

に課題に取り組み，研究を行っていくのかも少し触れて

もらうことにした。その結果，学生は理学療法評価や実

践だけではなく，現場の諸仕事を学習し理学療法士のあ

り方を学習するにいたった。

臨床教育を有効に行うために構造構成主義を臨床教育に

導入した構造構成的協同臨床教育法を開発し実践した。

昨今の理学療法臨床実習では指導者，学生ともに問題を

有していることから，臨床実習の運営や指導が上手くい

かないこともある。そこで考え方を根本から見直し，信

念対立を解消することができる構造構成主義を基盤に新

たな教育法を開発し実践した。そのことによって効果的

に理学療法やその他のことを教示・学習しやすくなり臨

床実習効果が向上した。

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成9年1月

平成18年2月

平成19年7月

平成20年3月

平成21年2月

平成27年3月

平成27年8月

平成27年12月・高齢者のリハビリテーション 大阪行岡医療大学市民公開講座　講師

　高齢者に多い疾患や障害の紹介とともに，それに対す

る予防方法や生活管理，制度，リハビリテーション等に

ついて講演した。

・理学療法臨床実習をどのように実践していく

か？

三加茂田中病院（徳島）教育講師　講師

臨床実習指導について，知識や技術供与だけでなく，大

切なことは学生が自然と伸びる場づくりであることを講

演した。

・認知症を正しく知ろう 大阪行岡医療大学健康教室　講師

地域住民の方に対して健康教室を開催し，認知症の疫学

や予防方法，介護方法等について講演した。

・地域医療（小規模型民間病院）における終末期

理学療法の実践　－事例研究の紹介－

神戸大学就進会理学療法分科会

（神戸大学医学部保健学科同窓会）講師
地域医療における終末期がん患者，血液透析患者，遷延

性意識障害患者等に対する終末期理学療法実践の内容を

講演した。

・Bridge the gap - 臨床実習指導者の提言－ 行岡リハビリテーション専門学校

臨床実習指導者会議教育講演　講師
臨床実習では，指導者と学生の間に大きな隔たり，すな

わちギャップがある。これを意識して指導することが有

効な臨床実習につながっていくことを講演した。

・臨床実習における指導方法の実際

―臨床実習指導者からの提言―

大阪府理学療法士会 臨床実習指導者研修会 講師

臨床実習生を知識・技術，感情面等からみると様々な学

生がいることが理解できる。それに合わせて指導するこ

とが臨床実習指導を有効にできることを講演した。

・臨床実習における指導方法について 大阪医療福祉専門学校実習指導者会議　講師

臨床実習指導には，知識や技術だけでなく感情面につい

ての指導や配慮も必要であることを示唆し，具体的な手

法と実践報告を講演した。

・車椅子スポーツチャンバラの紹介 第4回身体障害者スポーツ指導員養成講習会　講師

スポーツチャンバラを，患者や障がい者にリハビリの一

環として，または楽しんもらうために車いすスポーツ

チャンバラとして開発し，実用していることを講演し

た。

保健医療学部リハビリテーション学科

918



年月日事項 概 要

平成28年3月

平成29年1月

平成30年3月

令和元年11月

平成12年4月

～

平成13年9月

平成18年4月
～

平成25年9月

・理学療法士養成校における教育実績

（非常勤講師）

大阪府立看護大学　医療技術短期大学部理学療法学科

担当科目：臨床実習　非常勤講師

臨床現場で理学療法を行うにあたり，単に理学療法評価

や実践を学ばせるだけでなく，それ以外にもどのような

準備や実践が必要なのか，医療や社会においてどのよう

なルールに基づいて理学療法が行われているのか等も教

示し，学習できるようにした。その結果，学生は理学療

法評価や実践だけではなく，現場の諸仕事を学習し理学

療法士のあり方を学習するにいたった。

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当科目：理学療法治療学Ⅱ　整形外科疾患（関節リウ

マチ，足部・足関節）　非常勤講師

授業は，暗記型の授業ではなくできるだけ理学療法とは

どういったものか考えることができるような授業にし

た。そのために授業資料は図によって見やすくレイアウ

トしたものを用いたり，臨床現場のスライド等をみせつ

つ，学生自身に実際現場に立てばどういった態度や評

価，実践を行うかを問いながら，シュミレーショを交え

学生とともに検討するスタイルにした。また，ときには

勉強の仕方や資料の調べ方など，実践現場で臨床を行い

ながらどのように勉強していくのか等を，経験を交えて

教示した。

その結果，学生は理学療法実践するにあたって自分に何

が足らないかを再認識し，自ら勉強しなければならない

という姿勢を学ぶことができたと考える。

・リハビリテーションと生活管理－寝たきりにならな

いために－

宝持会総合健康づくりセンターハリーえいわ　市民健康

講座　講師

寝たきりにならないためには、リハビリテーションが終

了したあとも大切であることを伝え，生活管理として生

活習慣の見直す、あるいは自己管理していくことが重要

であることを講演した。

・リハビリテーションの視点から見た温泉旅行の可能

性

ユニバーサルツーリズム　阿智村シンポジウム2019

共同発表者：池田耕二，喜多一馬

長野阿智村において開催されたユニバーサルツーリズム

のシンポジウムにおいて、リハビリテーションにおける

温泉旅行の可能性を講演した。

５　その他

・理学療法士を育む 宝持会　池田病院（大阪）教育講演　講師

池田病院の管理者研修の一環として，人材育成に関する

方法論を理学療法士教育を通して講演した。

・人間科学リハビリテーションにおける

エビデンスを考える
第13回人間科学リハビリテーション研究会　講師

人間科学においては，客観的実証主義に代表される数値

化だけでエビデンスは作れないこと示唆し，現象学，構

造構成学，接面等の考え方を利用すれば，新たな視点か

らエビデンスが作れる可能性が高まることを講演した。
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年月日事項 概 要

平成23年4月

～

平成24年9月

平成25年9月

～

平成26年3月

平成26年4月

～

平成31年3月

平成26年9月

～

平成29年3月

平成28年9月

～

現在に至る

大阪電気通信大学医療福祉工学部 理学療法学科

担当科目：チームリハビリテーション特論　非常勤講師

授業は，理学療法におけるチームアプローチによる臨床

推論について講義した。ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，それを基に仮説を生成しながらチームアプ

ローチによって理学療法プログラムを立案する作業を

行った。また，その際にはインターネット等を活用し，

実践型の授業を展開した。これによりチームアプローチ

による臨床推論と理学療法プログラムの立案能力が養わ

れた。

大阪電気通信大学 医療福祉工学部理学療法学科

担当科目：基礎医学特論Ⅰ　非常勤講師

授業では，一般病院，地域におけるがんリハビリテー

ションについて教授し．生活の質を高めるための実際の

工夫も加え，興味をひくように展開した。これによりが

んリハビリテーションに対する知見を深めることができ

た。

大阪電気通信大学　医療福祉工学部理学療法学科

担当科目：理学療法技術実習2　非常勤講師

授業は，理学療法の認知スキル，つまり技術の一つとし

ての理学療法臨床推論について講義した。ぺ－パーペイ

シェントを用いて問題を抽出し，それを基に仮説生成し

ながら理学療法プログラムを立案する作業を行った。ま

た，その際にはインターネット等を活用し，実践型の授

業を展開した。その結果，問題を解決していこうとする

姿勢や具体的な解決方法を学ぶことができた

大阪電気通信大学　医療福祉工学部理学療法学科

担当科目：総合技術特別実習3　非常勤講師

授業は，認知スキルの一つとして理学療法における臨床

推論について講義した。ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，国際生活機能分類に即しながら，それを基

に仮説生成し理学療法プログラムを立案する作業を行っ

た。また，その際にはインターネット等を活用し，実践

型の授業を展開した。その結果，国際生活機能分類に即

しながら，問題を解決していこうとする姿勢が身に付

き，具体的な解決方法を自ら発見し，学ぶことができ

た。

大阪医療福祉専門学校 理学療法学科

担当科目：老年学，非常勤講師

授業は，高齢者の身体的特徴をはじめ，疾患，環境につ

いての講義を行った。また，その際には実際の患者の動

画やデータを基に，本学問と理学療法との関わりについ

ても講義した。

また，これからの高齢者においては，地域における転

倒，認知症，腰痛，生活習慣病に対する予防理学療法が

大切になってくることを教授し，理解を深めた。これに

より高齢者理学療法の実態を理解し，興味をもって老年

学を学習できるようになった。
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年月日事項 概 要

令和元年12月

平成24年4月

～

平成31年3月

平成26年4月

～

平成28年9月

平成26年4月

～

平成30年9月

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：日常生活活動学演習　専任教員

授業では，代表的な疾患を整理しながら，日常生活活動

の評価法を教授し実践させた。また，障がい別に日常生

活活動や生活関連動作の評価や動作指導，介助方法等に

ついても，疑似体験させ理解を深めさせた。チーム別に

レポートをまとめさせることでチームアプローチの重要

性を体験させ，実際の現場で口頭指導ができるような体

験も取り入れた。これにより日常生活活動における評価

や指導力がついた。

また，学年によっては理解を深めるために，班長には別

に1コマ時間を作り，実践を教授し，それを伝えさせる

練習も加えた。これにより学生の学習も進んだ。

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論（老年期障害学）専任教員

授業では，老年期を代表する疾患や高齢者問題等を教授

した．また現在の医療保険制度や介護保険制度などの社

会制度についても教授し，高齢者リハビリテーションに

は医療，看護，保険，社会福祉等の多様な知識が必要で

あることや，多職種のチームアプローチが必要であるこ

とを伝えた．

これにより老年期疾病やそれに対する理学療法の理解が

深まった。また，これから理学療法士が多く扱うであろ

う慢性疾患，とくに生活習慣病等についての対応も教授

し，その役割の大きさを理解させた。

大阪行岡医療大学　特論

担当科目：理学療法特論　非常勤講師

授業では、がんリハビリテーション・ケアと終末期理学

療法の実践を教授し、これらの実践力がこれからの地域

リハビリテーションには必要になることを学習した。

・理学療法士養成校における教育実績

（専任教員）

大阪行岡医療大学 医療学部理学療法学科

担当科目：理学療法体験実習，評価実習，総合臨床実習

専任教員

学外施設で行われる各臨床実習を，個々のレベルに合わ

せて円滑に行えるようにするため，実習前には各学生と

個人面談を行い，知識の習熟度，コミュニケーション能

力，その他，不安なことを確認し，それを学外施設の指

導者と共有しながら実習を行った。必要に応じて実習前

に実技練習を行ったり，また何度も学外施設に出かけた

り，学生との面談を繰り返したりした。 これにより学

生のレベルに合わせた実習が可能となり，個々の学生が

成長できた。
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年月日事項 概 要

平成26年9月

～

平成27年3月

平成26年9月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年9月

～

平成30年9月

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当科目：地域リハビリテーション 専任教員

授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例検討

式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進め

た。また，その際には，予習シート，体験シート，復習

シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習する

姿勢を養うように工夫した。さらには，在宅における看

取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの訪

問リハの有り方をともに考えることにした。

また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，地

域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々の

価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考える

ことが大切となる。そこで,少し時間をかけて書物多く

読んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練習

も行った。これにより,地域リハビリテーションの奥深

さとかんがえることの大切さを学ばせた。

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：日常生活活動学　専任教員

授業では，国際障害分類，国際生活機能分類をはじめ，

生活活動評価であるバーサルインデックスや機能的自立

度評価表（ＦＩＭ）等を教授した。また，代表的な疾患

を整理しながら，日常生活活動の評価と実践内容の概要

を教授した。

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当科目：老年期障害理学療法　専任教員

授業では，老年期の障害の評価に基づいて，老人の生活

自立に向けた系統的な健康管理や地域参加を促進するた

めに，医学的管理下において，機能訓練などの理学療法

技術が展開できるように演習した。

これにより，老年期障害理学療法における考え方や捉え

方が養われた。また，今後重要となってくる様々な内部

障害や慢性疾患を想定し，運動や活動が体にどのような

影響を及ぼすかも考えさせ，その奥深さを実感しても

らった．また，がんをはじめ終末期の理学療法について

も教授し，これから必要となる看取りまでの理学療法の

可能性を示し，今後の課題を実感してもらった。

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当科目：卒業研究 専任教員

テーマは，平成28年度「終末期がん患者の在宅療養を

支援するための理学療法の課題」，平成29年度「消化

器系がんによる低栄養と運動療法」，「脊椎転移患者に

対する理学療法」であった。

これから大きな役割を担うと思われる難病や終末期を対

象とした患者の理学療法を学習し，今後に備えることに

した。
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年月日事項 概 要

平成28年9月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成30年9月

平成31年4月

〜

現在に至る

令和元年10月

〜

現在に至る

令和元年10月

〜

現在に至る

令和2年4月

〜

現在に至る

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　日常生活動作学（専任教員）

　本講義では，日常生活動作の基本や疾患別の動作分

析、日常生活評価を講義した。また、様々な評価方法や

評価尺度を紹介した。

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当科目：理学療法評価学 専任教員

授業では，理学療法評価学に関する知識を総論的に教授

し，ICFに基づく理学療法プログラムの立案や臨床推論

の方法を教授した。

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：理学療法概論　（専任教員）

授業では，高齢者の理学療法の概論を担当し，高齢者の

理学療法の役割や可能性，その展望について紹介した。

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目：早期体験実習（専任教員）

授業では，十分なオリエンテーションのうえ、一般病院

等の医療施設を３つ学生に体験してもらった。帰校後

は，さらに学習を深化させてもらうためにディスカッ

ションを行い学習内容の発表を行なった。これにより医

療施設における理学療法、その他の専門職種の役割が理

解できた。

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目：基礎ゼミII（専任教員）

授業では，自己学習の進め方を学習するために、課題設

定、文献検索の方法や読み方、プレゼンテーション方法

を教授し、学習成果の発表を行なった。これにより学生

は，大学内，学外実習，またはプロになってからの自己

学習方法の一部が身についた。

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目：運動学I（総論）（専任教員）

授業では，運動学の総論を内容をすべて網羅できるよう

に講義を行なった。なお、その際には運動学ワークブッ

クを作成し、大切なところや自己学習の方向性がわかる

ようにし、学習を深めた。

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

令和2年4月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

令和2年9月

〜

現在に至る

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　地域理学療法学演習（専任教員）

　本演習は、地域理学療法学を習得後、あらためて個々

の対象者に対する地域理学療法学を演習を通して学ぶも

のである。本演習では、障害を有する高齢者を設定し、

QOLを向上させる外出計画を個々に立案させた。立案計

画は、同じ設定であっても多様な内容になることや、そ

れぞれ意味合いが違うことを明らかにした。これらの実

践により、地域理学療法学の多様性を学習できたと考え

る。

　本実習は、外部の介護保健施設、地域におもむき見学

等を通して学習を深めるものである。しかし、本年は、

コロナ感染のため学内実習に切り替えた。できるだけ従

来の実習に近づけるため、動画教材を作成し、病院から

もライブ配信を実施した。さらには予習、復習のための

ホームページも作成し、学習を変化にすすめた。これに

より従来の地域理学療法実習と同程度の学習内容が得ら

れたものと考える。ただし、実際に現場に行けなかった

ことは大きな不安材料になったことは否めない。

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　運動器評価学I（総論）（専任教員）

　本講義は、コロナ禍においてオンライン・対面のハイ

ブリッドで実践されたため、実技時間が限られていた。

そこで、できるだけ効率よく学習をすすめるために予習

用ワークシートを作成し、これにより自己学習を促し

た。限られた実技練習の時間には、予習シートから理解

度が低い考えられるところを抽出し、そこを重点的に説

明できるようにした。これにより対面と同じ程度、学習

効果を維持できたと考える。

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　日常生活動作学演習（専任教員）

　本演習は、コロナ禍においてオンライン・対面のハイ

ブリッドで実践されたため演習時間が限られていた。そ

こで、できるだけ効率よく学習をすすめるために日常生

活動作学演習の課題ワークシートを作成し、それをもと

に考えるグループ学習を実践した。これにより演習は教

える垂直型教育だけでなく、学生同士による平行型教育

も可能となり、考える学習が実践できたと考える。これ

により対面と同じ程度の学習効果が得られたとも考え

る。

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　地域理学療法学（専任教員）

　本講義では，地域理学療法における施設系、訪問系の

理学療法を講義した。また終末期理学療法についても講

義した。

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目　地域理学療法実習（専任教員）

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成21年10月

平成22年4月

～

現在に至る

平成25年5月

平成27年5月

～

平成28年3月

平成29年4月

～

現在に至る

平成29年4月

～

平成30年3月

平成29年12月

～

平成30年12月

平成30年7月

平成31年1月

平成31年3月

令和元年2月

令和元年2月

・第2回　臨床実習指導者講習会　修了

（第2018-2-046

臨床実習指導者の資格、および指導者を育成できる資格

を獲得した。

・120回　臨床実習指導者講習会　講師 臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した。

・120回　臨床実習指導者講習会　講師 臨床実習指導者に対して指導方法等を講演・演習した。

・公益社団法人　大阪府理学療法士会　新人教育プロ

グラム研修　講師

新人教育プログラム研修における「理学療法研究方法

論」の講義を行った。

・第30回大阪府理学療法学術大会（大阪）教育シンポ

ジウムのシンポジスト

これからの理学療法臨床実習の在り方を講演した。

・公益社団法人　大阪府理学療法士会　新人教育プロ

グラム研修　講師

新人教育プログラム研修における「クリニカルリーズニ

ング」の講義を行った。

・保健医療学学会　理事 保健医療学会の理事に就任し運営に携わった。

・保健医療学学会　第8回学術集会　大会準備委員長 保健医療学学会　第8回学術集会開催に向けて準備を

行った。

・理学療法士の内面の発達を理学療法士発達論とし，

それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘した。

理学療法ジャーナル　47（5）423

題目「理学慮法士発達論に基づいた教育方法の開発に向

けて」として，理学療法士の内面の発達を理学療法士発

達論とし，それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘

した。

・公益社団法人大阪府理学療法士会　臨床実習倫理規

定策定特別委員会　委員

公益社団法人大阪府理学療法士会　臨床実習倫理規定策

定特別委員会にて，理学療法臨床実習における倫理規定

の策定を行った。

・臨床実習生の自己開示レポートから意識変化を分析

し，提言をおこなった。

理学療法ジャーナル 43(10) 942-943

 題目「コミュニケーション能力の向上に課題にした自

己分析レポートからみえてきたもの」として実習生の自

己開示レポートを分析し，実習指導における指導方法に

ついて考察した。

・日本理学療法士協会

専門理学療法士（教育・管理）取得

日本理学療法士協会が制度化した専門理学療法士制度の

専門理学療法士(教育・管理)を取得した。
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年月日事項 概 要

年月日

平成5年6月

平成13年3月

平成15年6月

平成20年3月

平成22年4月

平成24年3月

平成25年8月

平成28年2月

平成31年3月

平成5年3月

～

平成8年3月

平成8年4月

～

平成13年3月

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1）武部整形外科リハビリテーション

　（有床診療所）

　　職種　理学療法士

理学療法士として，脊椎圧迫骨折，大腿骨頸部骨折術

後，人工膝関節置換術，前十字靭帯再建術，アキレス腱

縫合術，下肢の切断等，整形外科疾患の理学療法に従事

する。公開講座である健康教室も企画し，講師も行う。

2）武部整形外科リハビリテーション

（有床診療所）

　　職種　主任　理学療法士

理学療法士として，上述した整形外科疾患診療に関わる

傍ら，公開講座である健康教室の企画運営に関わった

り，訪問リハビリテーションの開設に携わる。

２　特許等

　なし

大阪府がんリハビリテーション研修　終了 がんリハビリテーション料の算定可能

臨床実習指導者講習会　修了 臨床実習指導者の資格、および指導者を育成できる資格

を獲得した。（第2018-2-046号）

博士（工学） 大阪電気通信大学大学院 医療福祉工学研究科医療福祉

工学専攻（学位番号博医甲第0028号）

題目「理学療法臨床実習における実習生の意識変化の解

析に関する研究」

TOGU“FT-Physio”,”FT-coach Level1” TOGU社製のツールを活用したトレーニングやコンディ

ショニングを実践するインストラクター（Instructor

Number 002）

修士（学術） 放送大学大学院 文化科学研究科 教育開発プログラム

（学位番号第1903号）

題目「理学療法臨床実習による臨床実習生の意識構造の

変化」

専門理学療法士（教育・管理理学療法）取得 日本理学療法士協会が制度化した専門理学療法士制度の

専門理学療法士（教育・管理）を取得   登録番号（７

－90）

理学療法士免許 （登録番号21836号）

ケアマネージャー （登録番号27995318号）

福祉住環境コーディーネーター　2級 （証書番号10‐2‐04540）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成10年4月

～

平成13年3月

平成13年4月

～

平成23年12月

平成23年12月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

令和元年9月

6）池田病院　総合リハビリテーションセンター

職種　リハビリテーションコーディネーター

（教育・研究活動と実務の指導）

大学勤務の傍ら，総合リハビリテーションセンター施

設，訪問リハビリテーション，訪問看護ステーション，

デイケア，デイサービス（医療，介護）において，リハ

ビリテーションコーディネーターとして研究，相談業務

を行ってきた．

　その際は，実際に現場にでて臨床実践するだけでな

く，中堅，新人理学療法士の管理教育や学術活動等をも

支援してきた。また，医療，保健，介護の分野における

横断的な相談も担い，リハビリテーションが円滑に行え

る環境作りや支援を必要に応じて行っている。

　現在，総合リハビリテーション施設では，緩和ケア系

のがんリハビリテーションの評価やプログラム開発，腎

臓リハビリテーションの構築，これから重要度が増して

くると在宅リハビリテーションの評価やプログラム開

発，健康予防教室等を行っており，地域リハビリテー

ション発展に寄与するだけでなく、後進教育という役割

も担っている。

総合リハビリテーションセンターの現場最高責任者とし

て，一般病棟，回復期リハビリテーション病棟，療養型

病棟，訪問リハビリテーション，デイケア，デイサービ

ス等のリハビリテーションセンターの運営に携わる。診

療報酬の改定や患者へのサービス充実にあわせてシステ

ムの再構築も行った。また，学術委員，医療安全委員，

接遇委員等も担った。さらに理学療法士，作業療法士，

言語療法士等の人事にも携わった。

　理学療法士としては，主に急性期から維持期の脳血

管，運動器，呼吸器，循環器，内部障害（がん，糖尿病

による切断等）の理学療法に関わった。また積極的に終

末期医療や高齢者医療にもたずさわり理学療法士の役割

等を模索・実践してきた。また地域住民の方々に対して

理学療法の啓蒙や健康維持を目的に，相談や公開講座も

行った。

　現場では複数の部下（理学療法士）に勉強会や講習を

行い育成にも力を注いできた。

5）池田病院　総合リハビリテーションセンター

職種　主任　理学療法士（現場最高責任者）

4）道仁病院　リハビリテーション科 リハビリテーション科開設のための機器の見積もり，搬

入等の準備・施設基準Ⅱの取得とシステムの構築，そし

て開設に従事した。その後，リハビリテーション科の運

営を行った。

　理学療法士としては，医療，介護のケアミックス病棟

であったことから，整形外科疾患を中心に，長期寝たき

り患者，がん患者，内部障害，虚弱高齢者等の理学療法

に従事する。

職種　統括責任者　理学療法士

3）小川病院　リハビリテーション科 リハビリテーション科開設のための機器の見積もり，搬

入等の準備・施設基準Ⅱの取得とシステムの構築，そし

て開設に従事した。その後，リハビリテーション科の運

営を行った。

　理学療法士としては，医療，介護のケアミックス病棟

であったことから，整形外科疾患を中心に，長期寝たき

り患者，虚弱高齢者等の理学療法に従事する．また夜間

にはスポーツ専門リハビリテーションも開設し，主に学

生のスポーツ障害後のリハビリテーションに従事する。

職種　主任　理学療法士

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

令和元年9月

平成5年3月

～

平成10年3月

平成22年1月

平成22年7月

平成23年1月

平成23年5月

平成24年5月6）第47回日本理学療法学術大会 第47回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読

5）第46回日本理学療法学術大会 第46回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読

3）第22回大阪府理学療法学術大会　 座長 第22回大阪府理学療法学術大会において座長を行っ

た。

4）大阪府理学療法士会 北河内ブロック新人症例発表

会　座長

大阪府理学療法士会が新人教育を目的として平成22年

より開始した北河内ブロック新人症例発表会において座

長を行った。

４　その他

1）スポーツチャンバラと車椅子を活用して車椅子ス

ポーツチャンバラとして体系化を行い，院内でのリハ

ビリに活用した

車椅子スポーツチャンバラをリハビリに活用した（ラジ

オや新聞の取材あり）

2）大阪府理学療法士会 北河内ブロック新人症例発表

会　座長

大阪府理学療法士会が新人教育を目的として平成22年

より開始した北河内ブロック新人症例発表会において座

長を行った。

７）サンシティ木津　リハビリテーション・ケア

センターうららか

職種　シニアーディレクター

（教育・研究・実務相談業務）

大学勤務の傍ら，介護付有料老人ホームサンシティ木津

リハビリテーション・ケアセンターの立ち上げと、教

育・研究・実務相談業務を行なってきた。

　現在，要介護度が高い高齢入居者に対するリハビリ

テーションの評価・実践の評価やプログラム開発を検討

しており、後進教育を担っている。
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年月日事項 概 要

平成25年4月

～

現在に至る

平成25年5月

平成25年7月

平成26年5月

平成26年7月

平成27年5月

査読

平成27年5月

～

平成28年3月

平成28年4月

～

平成29年3月

平成28年5月

14）大阪行岡医療大学における市民公開講座

企画と運営

大阪行岡医療大学で行われる市民公開講座の企画運営を

行った。

15）第51回日本理学療法学術大会 第51回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読

12）第50回日本理学療法学術大会 第50回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。

13）公益社団法人大阪府理学療法士会

臨床実習倫理規定策定特別委員会　委員

公益社団法人大阪府理学療法士会　臨床実習倫理規定策

定特別委員会にて，理学療法臨床実習における倫理規定

の策定を行った。

11）第26回大阪府理学療法学術大会 第26回大阪府理学療法学術大会の査読を行った。
査読

9）第25回大阪府理学療法学術大会

査読

第25回大阪府理学療法学術大会の査読を行った。

10）第49回日本理学療法学術大会 第49回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読

8）第48回日本理学療法学術大会 第48回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読

7）大学内業務の経験 大阪医療大学開学から臨床実習教育を担う臨床実習委

員，教務一般を担う教務委員，国家試験対策を担う国家

試験委員等に任命された。奈良学園大学開学から臨床実

習部会部会長、入試委員、広報委員、国家試験委員、選

考主任等を歴任。
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年月日事項 概 要

平成29年5月

平成29年11月

平成30年6月

平成30年9月

平成30年11月

平成30年12月

令和元年12月

座長

令和元年12月
査読

令和２年３月

令和２年11月

令和3年2月

令和3年1月

25) 日本地域・支援工学・教育合同理学療法学会学術

大会2020（合同開催：理学療法管理部門研究会）

査読

日本地域・支援工学・教育合同理学療法学会学術大会

2020（合同開催：理学療法管理部門研究会）の学会報

告の査読を行った。

26）医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行った。

27）保健医療学雑誌　論文査読 保健医療学学会「保健医療学雑誌」の論文査読を行っ

た。

22）保健医療学会第10回学術集会 保健医療学会第10回学術集会の座長を行なった。

23）保健医療学学会第10回学術集会 保健医療学会第10回学術集会の査読を行なった。

24）医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行なった。

20）第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療

法教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）

　座長

20）第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法

教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）の座長

を行った。

21）保健医療学学会第9回学術集会 保健医療学学会第9回学術集会の査読を行った。
査読

18）保健医療学雑誌　論文査読 保健医療学学会「保健医療学雑誌」の論文査読を行っ

た。

19）第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療

法教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）

　査読

第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法教育

学会・第1回日本理学療法管理部門研究大会）の学会報

告の査読を行った。

17）保健医療学学会第8回学術集会 保健医療学学会第8回学術集会の査読を行った。
査読

16）第52回日本理学療法学術大会 第51回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成19年9月

共著 平成22年4月

共著 平成23年4月 本書は，「よい教育とは何か」についての有識者の鼎

談と構造構成主義研究の論文集をまとめたものであ

る。

Ａ5判　全328頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「理学療法臨床実習を通じた構造構成

的協同臨床教育法の方法論的拡張」pp218-239を単

著。

　筆者が開発した構造構成的協同臨床教育方法を方法

論的に拡張し，臨床現場基礎力の少ない学生に対して

3.よい教育とは何か．

（構造構成主義研究　第５巻）

北大路書房

2.持続可能な社会をどう構想す

るか．

（構造構成主義研究　第４巻）

北大路書房 本書は，「持続可能な社会をどう構想するか」につい

ての有識者の鼎談と構造構成主義の論文集をまとめた

ものである。

Ａ5判　全255頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「構造構成的協同臨床教育法の構築に

向けて-理学療法臨床実習を通して-」pp100-126を単

著。

　構造構成主義を基盤に，お互いの関心をすり合わせ

ながら，お互いに教え合うことを可能にする教育方

法，すなわち構造構成的協同臨床教育方法を開発し，

これを理学療法臨床実習に活用し学習効果を上げたこ

とを述べた。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

1.理学療法士のための物理療法

臨床判断ガイドブック

文光堂 本書は，物理療法の対象となる疾患に対して，臨床的

判断が行いやすいようにデシジョンツリーを作成して

まとめ上げ，それぞれの手技や方法について系統立て

て述べたものである。

Ｂ5判　全566頁

編者：木村貞治

共著者：玉木彰，池田耕二

本人担当部分：第Ⅱ章，疾患・症状別　臨床判断に基

づく物理療法のすすめかた 19 ｃ浮腫に対する物理療

法の臨床判断を考える　pp323－344を単著。

　浮腫の病態から，それらに対する理学療法を臨床的

判断が行いやすいようにデシジョンツリーを作成して

まとめ上げ，それぞれの手技や方法について系統立て

て述べた。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年4月

5.終末期理学療法の実践 共著 平成27年5月

共著 平成29年8月

共著 平成30年3月7.訪問リハビリテーション ア

ドバイスブック

メジカルビュー社 本書は，訪問リハビリテーションにかかわるセラピス

トに対する様々なアドバイスをまとめた入門書であ

る。

B5版　全324頁

監修：青山朋樹，高橋紀代

編集者：辰巳昌嵩

著者：池田耕二

本人担当部分：コラム⑨終末期/ターミナル患者と，

その家族に対する訪問スタッフ（セラピスト）のあり

かた，pp254-257を単著。

在宅における終末期/ターミナル患者と，その家族に

対する訪問スタッフ（セラピスト）のありかたを提言

した。

6.局所と全身からアプローチす

る運動器の運動療法

羊土社 本書は，運動器疾患に関する運動療法を，主に，総

論，身体の部位別の運動療法，姿勢と運動連鎖でまと

めた入門書である。関節リウマチ，悪性腫瘍に対する

運動療法についても少し触れている。

Ｂ5判　全342頁

編集者：小柳磨毅，中江徳彦，井上悟

著者：池田耕二

本人担当部位：第Ⅰ部　総論，1.運動器の運動療法と

は，運動療法の歴史 pp14-17を単著。

　運動器に対する運動療法の歴史を，古代，近代，近

文光堂 本書は，終末患者に対する理学療法の実践方法を，総

論，具体的な介入方法，諸問題，チームケアの展開の

４つ点からまとめたものである。

Ｂ5判　全208頁

編集者：日高正巳，桑山浩明

著者：池田耕二

本人担当部分：第2章　「終末期理学療法をどのよう

に教えるか，そして学ぶか」pp7-13を単著。

　終末期理学療法における理学療法士教育の問題点

を，理学療法士の発達段階ごとにあげ，それにあわせ

た学習や教育方法を紹介した。

4.思想が開く未来へのロード

マップ．

（構造構成主義研究　第6巻）

北大路書房 本書は，「思想がひらく未来へのロードマップ」につ

いての鼎談と構造構成主義研究の論文集をまとめたも

のである。

Ａ5判　全261頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「終末期理学療法教育における構造構

成的協同臨床教育法の可能性」pp135-153を単著。

　理学療法士にとってスムーズに教育が進みにくい終

末期理学療法教育に対して，構造構成的協同臨床教育

方法を活用し，その効果と可能性を述べた。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和2年12月 医学書院

B5版　285頁

編集者：鶴見隆正，辻下守弘

著者：池田耕二

共著 令和3年2月 金原出版

B5版　全570頁

編集者：小柳磨毅，山下協子，大西秀明，境隆弘

著者：池田耕二

本人担当部分：主に運動学の定義，生体力学のページ

の大幅な修正・校正を行った。

（学術論文）

共著 平成5年12月

共著 平成6年5月

共著 平成6年12月3 直線偏光近赤外線照射が筋肉

の血行動態に与える影響につい

て（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 10 43-47

ラットを対象に頸部神経節近傍への近赤外線照射を

行ったところ，筋内の酸素分圧の上昇にある程度の影

響を与えることが判明したことを報告した。

本人担当部分：実験担当，データ収集，分析，考察

（共著者：講武芳英，嶋田智明，石川斉，池田耕二，

北潔）

1 自動温度補償機能付きpO2

センサーの開発（査読付）

神戸大学医療技術短期大学

部紀要　9　113－117

深在性組織に直接刺入できない対象組織の温度変化に

対応可能な極細の針状センサーを開発した。これによ

り温熱や寒冷などの理学療法施行中の組織血行動態の

変化を定量・経時的に計測が可能となり治療効果の判

定に寄与することを報告した。

本人担当部分：実験担当，データ収集

（共著者：講武芳英，荒川佳子，池田耕二，嶋田智

明，石川斉，北潔）

2 変形性膝関節症における疼痛

および筋力とＡＤＬ能力との関

係（査読付）

理学療法学　21(5)　347－

350

変形性膝関節症患者の疼痛，変形・筋力・肥満度の観

点から日常生活動作能力低下との関係を調べた。その

結果，日常生活動作の低下には疼痛と筋力低下に影響

されていることが示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共著者：生島秀樹，日高正巳， 池田耕二）

8.理学療法臨床実習とケースス

タディ

本書では，コロナ禍における奈良学園大学の早期体

験，地域理学療法実習の学内実習の実践内容を紹介し

た。

本人担当部分：With コロナ社会での学内実習の方法

pp50-59を単著

コロナ社会における学内実習の枠組みや具体的な実践

内容について紹介した。

9.PT・OTのための運動学テキス

ト : 基礎・実習・臨床

本書は，運動学を基礎，実習，臨床の観点からまとめ

たものである。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成7年11月

共著 平成7年12月

共著 平成8年11月

共著 平成8年12月

共著 平成8年12月

7 両側セメントレス大腿骨人工

骨頭置換術に対する理学療法の

経験（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 12 157-161

両側セメントレス大腿骨人工骨頭置換術を行った2症

例に対して荷重訓練を行う上での問題点を述べた。本

2症例は片側例と違って健側での支持が期待できない

ためリハビリテーションを行うためには症例に応じた

工夫が必要であることを報告した。

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，武政誠

一，日高正巳）

8 骨粗鬆症患者におけるライフ

スタイルと骨密度との関連に関

する一考察（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 12 39-44

骨粗鬆症患者を対象にライフスタイルと骨密度との関

連を検討した結果，朝食，喫煙，散歩，体操，牛乳で

は健康的な生活習慣を有するものが高い骨密度を示し

た。今後の課題としては若い世代の生活習慣と骨密度

の関係や，現在の生活習慣と骨密度の減少速度の関係

があげられた。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共著者：日高正巳，池田耕二， 武部恭一，武政誠

一，長尾徹， 嶋田智明）

5 変形性膝関節症における膝周

囲筋力と日常生活動作能力との

関連性（査読付）

神戸大学医学部保健学科紀

要 11 9－15

変形性膝関節症患者に対して大腿四頭筋やハムストリ

ングスの筋力を測定し，それらを体重で除した値等と

疼痛，歩行，日常生活動作の障害程度の関係性を調査

した。その結果，日常生活動作能力を筋力で評価する

ときは大腿四頭筋を体重で除した値が有効であるとい

うことが示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政誠

一，生島秀樹）

6 在宅脳卒中後片麻痺者の自立

度と介護者の負担との関係（査

読付）

公衆衛生　60（11）　814－

817

在宅高齢障害者を対象に実施した実態調査結果より，

介護者の負担について分析した。被介護者の日常生活

と家族の介護力とが，介護者の負担や健康に影響を与

えていることを示唆した。介護者の精神的負担を今後

の研究課題としてあげた。

本人担当部分：分析，考察

（共著者：日高正巳，池田耕二，武政誠一，嶋田智

明）

4 痛みに対する低出力レーザー

療法

物理療法研究会会誌　3 38

－41

肩関節周囲炎患者に対して低出力レーザーの臨床効果

を判定した。低出力レーザーは除痛効果があるもの

の，症例ごとには使用方法の再検討が示唆された。ま

た今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられた。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政誠

一）
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成9年7月

共著 平成16年10月

共著 平成19年7月

単著 平成20年3月

11 高齢血液透析患者における

身体能力推移の経時的記録利用

の試み－単一症例による15か月

の理学療法経験－（査読付）

理学療法ジャーナル　41

（10） 865－869

高齢血液透析患者1症例から，身体能力評価表を作成

しそれを用いて15か月間の身体能力推移を経時的に記

録した。これらからは個人にあった課題抽出や理学療

法の介入効果をあげるためには長期介入と観察，経時

的記録など様々な角度から評価する必要性が示唆され

た。

本人担当部分：評価表の作成，理学療法実践，分析，

考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，中塚奈々，山本秀美，

宮崎昌之）

12 理学療法臨床実習による臨

床実習生の意識構造の変化

（修士論文）

放送大学 本研究の目的は，臨床実習期間における実習生の意識

変容過程の分析から効果的な指導方法や援助方法を検

討することにある。対象者は臨床実習生13名（男8

名，女5名，平均年齢23.6±3.8歳）であり，分析対象

は実習日誌の感想文であった。分析方法は，感想文の

内容に対して知識・感情・意欲の３つ視点から「コー

ド化/カテゴリー化」を行い数量化を行った。そして

各期間における各カテゴリー数の変化と，臨床実習生

の意識構造の分析を行った。その結果から，実習生に

は，理学療法実践だけではなく医療人として視野を広

げるための指導や援助，緊張や焦りを少なくし心理的

負担を少なくするためのケア，または具体的な行動目

標の立案や課題の設定や自己モニタリング能力を養う

指導や援助が必要と考えられた。また，臨床実習生の

意識構造は，「感情」，「知識」，「専門・統合」，

「意欲」，「冷静」，「躍動」，「混合」優位の７タ

イプに分類することができ，それぞれのタイプに合わ

せた指導や援助が必要になることが示唆された。

Ａ4判　全41頁

9 「健康教室」10年間の総括－

公開講座を継続させる工夫－

（査読付）

公衆衛生　61（7）　495－

499

地域住民の健康に寄与する目的にて「健康教室」を10

年実施してきた。それらから長期継続するための工夫

や，今後の展望について検討した。健康教室の有効性

は示唆されたが，今後は情報源としても健康教室を役

立たせ地域リハビリテーションの１システムとして確

立していきたいことを報告した。

本人担当部分：健康教室の企画，開催．分析，考察，

論文執筆

（共著者：池田耕二，武部恭一，武政誠一，岩本雅

浩）

10 末期癌患者の緩和ケアにお

ける理学療法士の役割に関する

一考察－未告知であった2症例

の経験から－（査読付）

理学療法ジャーナル　38

（7） 597－602

末期癌患者2症例の緩和ケアにおいて理学療法士がど

のような役割を担えるのかについて考察した。理学療

法士には，疼痛緩和や身体機能低下から生じる不安や

苦痛などに対する心理的サポートという役割があるよ

うに考えられた。

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，中塚奈々，村田磨優，

宮崎昌之）
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単著・
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成21年3月

共著 平成21年9月

単著 平成22年4月

共著 平成22年4月

共著 平成22年8月17 3年目の理学療法士は終末期

理学療法実践をどのように体験

しているか？－「無力感や意欲

低下」の生成過程について－

（査読付）

理学療法科学 25(4) 523-

528

本研究は，終末期理学療法を実践している3年目の理

学療法士を対象に，「無力感や意欲低下」の生成過程

を検討したものである。本研究の結果からは，3年目

の理学療法士は，実践における葛藤や実践している環

境の中から，無力感や意欲低下が生成されていくこと

が明らかとなった。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：中田加奈子，池田耕二， 山本秀美）

15 構造構成的協同教育法の構

築に向けて-理学療法臨床実習

を通して-（査読付）

構造構成主義研究 4　100－

126

本研究では,多くの諸問題を抱えている理学療法臨床

実習教育において，それらを解消しつつ教育効果を高

める方法として構造構成的協同臨床教育法を構築し

た。それはお互いの理解を促したり，広義の科学性を

担保することができるとされている構造構成主義をメ

タ理論に導入した教育法であり，指導者と実習生が共

に成長できる教育法である。その特徴としては従来の

知識や技術だけでなく，暗黙知や主観的なもので構成

される知識や技術についても教育しやすくなってい

る。

16 遷延性意識障害を有する脳

血管障害高齢患者1症例の理学

療法実践からみた他動的関節可

動域運動の即時効果に関する一

考察（査読付）

理学療法科学　25(2) 305－

308

本研究は，遷延性意識障害を有する脳血管高齢患者を

対象に，関節可動域運動が可動域維持以外にどのよう

な効果を有しているかを検討したものである。その結

果，関節可動域運動は，上肢の動きを即時的に促す効

果があることが明らかとなった。

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，分析，考

察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，山本秀美 ，中田加奈

子）

13 マニュアルセラピーと科学

性：マニュアルセラピーのエビ

デンスを考える～構造構成主義

からみた見解～（査読付）

徒手的理学療法 8（2）49-

52

本論文では，マニュアルセラピーの理論的基盤に構造

構成主義をおき広義の科学性を担保した。その結果，

客観的なものから主観的なものまでをマニュアルセラ

ピーのエビデンスとすることを理論的に可能にした。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：瓜谷大輔，池田耕二）

14 認知症後期高齢患者に対す

る理学療法実践知の構造化：構

造構成的質的研究法をメタ研究

法としたメモリーワークとＭ－

ＧＴＡのトライアンギュレー

ションによる事例研究（査読

付）

心身健康科学　5(2)　102－

109

認知症後期高齢患者に対する理学療法の実践知を質的

研究によって構造化した。その結果，実践知モデルを

活用することで理学療法実践においてどの部分に力点

をあてるのかわかりやすくなり，また柔軟な理学療法

ストラテジーの選択が可能になることを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木　彰，山本秀美，中田加奈

子，西條剛央）
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発行所，発表雑誌等
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共著 平成22年12月

単著 平成23年4月

共著 平成23年12月

単著 平成24年3月

単著 平成26年3月

21　理学療法臨床実習における

実習生の意識変化の解析に関す

る研究

（博士論文）

大阪電気通信大学 本研究は，実習生の知識，感情，意欲の3因子に着目

し，質的内容分析を用いて探索的に実習生の日誌を解

析した。その結果，実習期間を通して，実習生は意識

の中で理学療法実践を多く学びながら緊張や焦りを多

く感じ，思考的な意欲を心がける傾向にあることを明

らかにした。続いて，同じ3因子に着目し，質的（言

語）データの因子分析とされる数量化Ⅲ類を用いて，

実習生の日誌を探索的に解析し，実習生を「感情優

位」，「知識優位」，「専門・統合優位」，「意欲優

位」，「冷静優位」，「躍動優位」，「混合」の7タ

イプに分類できることを明らかにした。さらに従来は

着目されなかった肯定的，否定的，高喚起，低喚起感

情の４つの感情変化に着目し，実習生の日誌を解析し

た。その結果，実習生にはいくつかの感情変化パター

ンがあることを明らかにした。ここまでの解析方法は

作業負担が大きく実用性にも欠けることから，簡便な

調査方法が必要と考え調査票を作成し調査を行った。

その結果，実習生には実習理想因子，実習負荷軽減因

子，不安軽減因子の3つの内面因子があること，それ

ら3因子と睡眠，自宅勉強時間，自己目標達成度の経

時的変化からは，精神的ストレスは実習期間を通して

軽減していくこと，精神的ストレスと自己目標達成度

の間には因果関係があること，評価実習と総合実習で

は実習生の睡眠と自宅勉強時間の関係が逆転すること

を明らかにした。

22　終末期理学療法教育におけ

る構造構成的協同臨床教育法の

可能性（査読付）

構造構成主義研究 6　135-

153

本研究は，筆者が開発した構造構成的協同臨床教育法

を終末期理学療法教育に応用した実践研究であり，そ

れによる学習効果を明らかにした。

19 理学療法臨床実習を通じた

構造構成的協同臨床教育法の方

法論的拡張

－臨床現場基礎力の欠如問題を

通して－(査読付）

構造構成主義研 5　218－

239

本研究は，以前，筆者が開発した構造構成的協同臨床

教育法を方法論的に拡張し，理学療法における臨床現

場基礎力の欠如の構造を構成し，教育的介入方法を検

討したものである。

20 理学療法臨床実習における

実習生の内面因子の経時的変化

(査読付)

教育工学会会誌 35 33-36 本研究は，理学療法臨床実習生の内面因子を明らかに

し，それら因子の経時的変化を明らかにしたものであ

る。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，吉田正樹）

18 理学療法臨床実習における

実習生の意識構造の変化－質的

内容分析と数量化Ⅲ類による探

索的構造分析―　(査読付）

理学療法科学　25（6）881-

888

本研究は，臨床実習生の実習日誌を対象に知識・感

情・意欲の視点から分析を行い，臨床実習生の意識変

化には７つのパターンがあることを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰,吉田正樹）
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発行所，発表雑誌等
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共著 平成26年6月

共著 平成27年3月

共著

共著 平成27年7月

共著 平成28年3月

共著 平成29年2月

27　直腸がんによるストーマ造

設と化膿性関節炎による大腿骨

骨頭切除を施行したがんサバイ

バー１人の二つの体験（査読

付）

理学療法科学31（1）

175-180

本研究では，がんサバイバー1人の二つの体験から理

学療法ケア（心理的ケア，配慮，工夫など）構築のた

めの有効な視点を提示した。

本人担当部分：理学療法実践，データ収取，分析，考

察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，黒田未貴，河野茉梨

絵）

28　理学療法時の意欲を向上さ

せる声かけの言い回しに関する

予備的研究（査読付）

理学療法科学 32(1)

35-38

本研究では，フレーミング効果を用いた言葉かけの言

い回しが，リハビリテーション対象患者の意欲にどの

ような影響を与えるかを調査した。結果は，肯定的な

フレーミングによる言い回しが有効であったことを示

唆した

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

25　特発性器質化肺炎患者に対

して積極的呼吸理学療法を実施

した一症例（査読付）

平成27年3月 理学療法科学 30(1)

135-139

本研究では，特発性器質化肺炎（COP）に対する呼吸

理学療法の有効性を検討した．呼吸理学療法では，症

例の運動耐容能，NRADLが改善し，病型分類に基づく

呼吸理学療法の有効性を示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝, 池田耕二, 宮崎紗也佳, 小田瑛

梨, 堀江淳, 池田秀一）

26　回復期リハビリテーション

病棟における終末期がん患者の

在宅復帰を円滑にする条件 －

悪性リンパ腫1症例の理学療法

経験を通して－（査読付）

理学療法科学 30(3)

479-482

本研究では，回復期リハビリテーション病棟における

終末期がん患者の在宅復帰を円滑にするための条件を

明らかにした．その条件とは， 1）患者，家族の在宅

復帰への意志が明確であったこと，2）関わるスタッ

フが終末期という視点に転換できたこと，3）関わる

スタッフが情報を共有できたこと，4）かかりつけ医

との相性の良さや急変時の受け入れ体制が明確であっ

たことであり，これら4つの条件を満たすことで終末

期がん患者の在宅復帰は円滑になることを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：黒田未貴，池田耕二，中田加奈子，井谷由

香理，中川真優，朴聖章）

23　理学療法臨床実習の認識構

造からみた終末期理学療法の課

題（査読付）

理学療法科学　29(3) 411-

415

本研究では，理学療法臨床実習生の認識構造を構成

し，それをもとに終末期理学療法実践と教育の課題を

抽出した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二,山本秀美,中田加奈子,黒田未貴,

廣瀬将士）

24　術後感染による両側TKA再

置換術後１症例の理学療法から

みた臨床的課題（査読付）

理学療法ジャーナル 49(3)

267-271

本研究では，術後感染による両側TKA再置換術後1症例

の理学療法経験から臨床的な課題を抽出した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：宮﨑紗也佳, 池田耕二, 廣瀬将士, 町井義

和）
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共著 平成29年3月

単著 平成29年5月

共著 平成29年6月

32 在宅終末期がんサバイバー

のリハビリテーションにおける

多職種連携の有効性（査読付）

共著 平成29年８月

31  肺サルコイドーシスを有し

た脛骨高原骨折術後1症例に対

する全身持久力トレーニングの

効果（査読付）

理学療法科学32

（3) 449-453

本研究では，肺サルコイドーシスを有する脛骨高原骨

折術後1症例の全身持久力を，CPX（心肺運動負荷試

験）を用いて検査し，問題点を明らかにするとともに

運動処方を有効に行い，生活を向上させることができ

たことを報告した。

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，池田秀

一）

地域リハビリテーション

12(8)701-708

がんサバイバーは，がん罹患者（生存者）だけでなく

家族（遺族）などを含む概念であり，周囲と共に人生

を構築しようとする意味がある。そのため，がんサバ

イバーの訪問リハでは，本人に加え，周囲を取り込み

ながら実践していく必要がある。今回，在宅終末期が

んサバイバー2事例のかかわりからは，地域における

多職種連携の有効性を示唆することができたので報告

する。事例1は，80歳代前立腺がんの男性である。多

職種連携からは，情報共有アプリを利用したことで，

座椅子に対する本人の想いや仏壇前でおむつを交換す

ることへの妻の嫌悪感が理解できた。事例2は，60歳

代右下顎歯肉がんの男性である。後日，本人の不安や

葛藤の原因が間近に迫る次女の結婚式にあることが多

職種連携でわかった。これらからは，従来の方法に加

え，情報共有アプリなどを積極的に活用した多職種連

携が地域でも有効に機能すれば，本人や家族の想いに

応える実践が可能になると考えられた。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：金谷親好,竹ノ内裕一,岩元香菜子,濵﨑

恵,池田耕二,久松憲明）

29　回復期リハビリテーション

病棟における高齢患者に対する

退院支援能力の向上に向けた事

例研究 ―高齢患者本人，家

族，ケアマネージャーに対する

インタビュー調査より―（査読

付）

大阪行岡医療大学紀要 4

19-24

本研究では，近年，リハビリテーション対象者として

多い骨折や認知症を抱える70～90歳代の女性を対象

に，退院支援後の生活を調査し，回復期リハビリテー

ション病棟における退院支援能力を向上させる知見を

抽出した。

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，尾藤彩花，黒田未貴，阪本みさ

き，木村恵理，松井美夕貴，久貝亮太，池田秀一，清

水貴恵）

30　慢性疼痛患者の生活管理-

訪問リハビリテーションによる

実践-

ペインクリニック 38

(5) 623-639

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆した．なお，訪問リハビリテーションに

よる生活管理の実践で有効であった事例も紹介した。

保健医療学部リハビリテーション学科
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共著 平成29年10月

共著 平成30年2月

共著 平成30年4月

共著 平成30年8月36【ペインリハビリテーショ

ン：新視点からの理学療法】慢

性疼痛患者に対する地域・在宅

リハビリテーション：理学療法

士による生活管理の実践

ペインクリニック39(8)

1038-1044

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆し，訪問リハビリテーションによる生活

管理の実践事例も紹介した。

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

(共著者：池田耕二, 山本秀美, 中岡絵美, 古家真優,

大島知子,竹内章）

34 訪問リハビリテーションに

おける在宅緩和ケアとしての理

学療法の可能性

―がん患者と非がん患者の事例

を通して―（査読付）

医療福祉情報行動科学研究5

3-9

本稿では，訪問リハビリテーションにおける在宅緩和

ケアとしての理学療法の実践から有効な実践知を抽出

し，その可能性を提示した。

事例1の大腸がんを有する80歳代女性の実践からは，

理学療法士の介入は限られているが，多職種連携によ

り運動療法と環境調整が継続できれば，疼痛緩和の時

間を多くし，生活全体を変化させることができること

を示唆した。

事例２の多系統萎縮症を有する60歳代女性の実践から

は，疼痛等により他者との関わりが減少していても，

多職種連携によって小さな効果を積み重ねていくこと

ができれば，最後まで希望のある充実した時間を提供

できることを示唆した。

今回の訪問リハビリテーションにおける多職種連携に

よる在宅緩和ケアの２実践は，がん患者と非がん患者

に対する在宅緩和ケアとしての理学療法の可能性を広

げたと考えられた。

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，考察，論

文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，古家真優，中岡絵

美，大島知子，竹内　章，辻下守弘，池田秀一）

35 【ペインリハビリテーショ

ンの新潮流・新戦略】慢性疼痛

患者に対する地域・在宅リハビ

リテーション：理学療法士によ

る生活管理の実践

ペインクリニック

39特別号：246－252

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆し，訪問リハビリテーションによる生活

管理の実践事例も紹介した。

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

(共著者：池田耕二, 山本秀美, 中岡絵美, 古家真優,

大島知子,竹内章）

33　当院における家族支援の取

り組みー事例からみたリハビリ

テーション科の支援の検討(査

読付）

日本慢性期医療協会誌

25(113) 68-71

本稿では，脳卒中後遺症患者に対する緩和的理学療法

実践の経過と合わせて，家族に対する支援について検

討を加えた。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田耕二，山口美帆子，堀寿美

代，沢田学）

保健医療学部リハビリテーション学科
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共著 平成30年8月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 令和元年6月40 理学療法想定場面における

フレーミング効果を意識した声

かけの言い回しの違いによる視

覚的文字教示が患者の意欲に与

える影響について ―肯定的と

否定的な言い回しによる比較―

（査読付）

理学療法科34(4)353-357 本稿では,理学療法時の肯定的，否定的な声かけの言

い回しの違いによる視覚的文字教示が，患者の意欲に

どのような影響を与えるかを検証し，いくつかの場面

で肯定的な言い回しの方が患者の意欲を向上させるこ

とを明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

38 理学療法士の経験学習プロ

セスの解明に向けて ―経験学

習研究における理論的枠組みと

課題―（査読付）

大阪行岡医療大学紀要 (6),

23-33, 2019

本稿では，理学療法士の経験学習プロセスの解明と支

援方法の開発に向け，これまで多くの専門職の経験学

習プロセスを明らかにしてきた松尾による経験学習研

究の理論的枠組みを要約し紹介した．

そして，それによって解明された看護師と保健師の経

験学習プロセスを紹介し，理学療法士の経験学習プロ

セスの解明に向けての研究的枠組みを整理し，課題を

考察した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，城野靖

朋，松田淳子）

39 ジャンプ着地後の姿勢安定

化能力の信頼性と性差の検討

（査読付）

大阪行岡医療大学紀要 (6),

5-9, 2019

本稿では，前方ジャンプ着地後のDynamic stability

index（DSI）の信頼性と，性差，体格との関連等を検

討し，DPSIの信頼性は良好であり，性差の影響も把握

できることを示唆した。また，女性はジャンプ着地後

の姿勢安定化能力が低いことを示した。

本人担当部分：分析の一部，考察

（共著者：粕渕賢志，神里巌，久保峰鳴，幸田仁志，

藤田浩之，福本貴彦，池田耕二）

37 腎臓リハビリテーションに

おける高齢血液透析患者に 対

する理学療法士の役割に関する

一考察（査読付）

理学療法科学33(4)725-729 本稿では，高齢血液透析患者2症例の腎臓リハビリ

テーションから，運動療法による身体機能の改善，行

動変容に対する支援，身体活動量の管理，生活の再構

築に向けたソーシャルワーク的実践という理学療法士

の4つの役割を示唆した

本人担当部分：分析, 考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝, 池田耕二, 古家真優, 高橋昇

嗣,池田秀一）

保健医療学部リハビリテーション学科
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共著 令和元年10月

42 高齢線維筋痛症2症例の3週

間入院運動プログラムの効果に

ついて ─痛みと身体・注意機

能，包括的QOLおよび背外側前

頭前野の血流動態への影響─

（査読付）

共著 令和元年12月

43 卒前教育における終末期理

学療法講義の役割を再考する

（査読付）

共著 令和2年2月

理学療法科34(6)893-846 本研究の目的は，高齢線維筋痛症（FM）患者の入院運

動プログラムが痛みと身体・注意機能，包括的

quality of living（QOL），背外側前頭前野

（DLPFC）の機能に与える影響を検討することであっ

た。対象は，高齢FM女性2名とし，方法は3週間入院運

動プログラムを行い，介入前後に痛み，身体・注意機

能，包括的QOL，DLPFCの血流量と反応時間の評価を

行った．結果は，両者とも痛みの認知・情動的側面，

身体機能，包括的QOLに改善がみられたが，注意機能

とDLPFCの機能については症例で異なる結果となっ

た．高齢者FM患者に対する入院運動プログラムの介入

は，痛みの認知・情動的側面や身体機能，包括的QOL

の改善に有効であることを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：藤田信子，池田耕二，高井範子，金子基

史，松野悟之，三木健司，仙波恵美子）

理学療法科35(1)133-138 本研究の目的は，終末期理学療法（終末期PT）の講義

を理学療法学科の学生がどのように受け止めているか

を明らかにし，本講義の役割を再考することである．

対象は理学療法学科の学生62名とし，方法は質的研究

法である修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー

チ（Modified Grounded Theory Approach：M-GTA）を

用いて終末期PTの講義後（90分）の感想文のテクスト

データからカテゴリー化によってモデル構築を行い分

析した．結果，モデルは，死と向き合う機会，死と向

き合うことで促された学び，終末期PTに対する実践意

欲の向上の3つカテゴリーからなり，これらは階層性

を成していた．モデルは終末期PT講義における学生の

段階的な受け止め方（習熟度）と実践意欲を高める過

程を示した．これを活用すれば学生の習熟度に合わせ

た実践意欲を高める講義が可能になると考えられた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田 耕二，桝本展孝）

41 理学療法を積極的に取り組

んでいる障がいを有した働き盛

りの患者の理学療法への取り組

みに対する意欲を探求する－解

釈学的現象学的分析による事例

研究―（査読付）

保健医療学部雑誌

10(2) 79-91

本研究の目的は，障がいを有した働き盛りの患者の理

学療法への取り組みに対する意欲を向上させるための

知見を得ることである．対象は，理学療法に積極的か

つ意欲的に取り組んでいる40 歳代の男性入院患者で

ある．方法は解釈学的現象学的分析とし，手順として

は，本患者に半構造化面接を行い，理学療法を積極的

かつ意欲的に取り組める理由について聞きとり，理学

療法への取り組みに対する意欲を分析した．結果は，

本患者の理学療法への取り組みに対する意欲を9 つの

テーマから解釈することができた．テーマは，半年限

定，家族や妻の存在，男のプライド，苦痛を意欲に変

化させる力，関係性から構成される意欲等が示され

た．我々は，これらに着目した理学療法実践時の声か

けや配慮，工夫が理学療法への取り組みに対する意欲

の向上に大切になると結論づけた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

保健医療学部リハビリテーション学科
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44 デイケアにおいて閉じこも

り傾向にあった高齢利用者に対

する行動変容理論の実践（査読

付）

共著 令和2年3月

45 在宅終末期リハビリテー

ションを実践しているセラピス

トの体験を探求する ―グルー

プインタビューによる事例研究

―（査読付）

共著 令和2年3月

46 地域リハビリテーションと

しての温泉旅行の可能性を探る

−事例研究−（査読付）

共著 令和2年3月

大阪行岡医療大学紀要

7 11-17

本研究では，在宅終末期リハビリテーションを実践し

ているセラピストの体験を探求し，在宅終末期リハビ

リテーションを有効に実践するためには患者や家族と

の関係性づくりや変化に気づく等の能力が必要である

ことを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共著者：池田耕二，根釜夢乃，岩永愛理奈

，谷口茉恵，西本正樹）

医療福祉情報行動科学研究

7 37 - 43

本研究の目的は，地域リハビリテーションのソフトイ

ンフラとして温泉旅行を整備するため，温泉旅行およ

び温泉旅行の各活動場面が要介護高齢者に与える影響

を明らかにすることである。方法は，日帰り温泉旅行

に参加した要介護高齢者2名を対象に，半構造化イン

タビューを行った。インタビューでは温泉旅行にある

各活動場面の楽しみの程度と対象者や家族等の変化を

調査した。結果は，A氏は入浴を含めた温泉旅行の全

活動場面を楽しんでいた。また，脳卒中後10年間行く

ことはなかった温泉旅行に再び行こうとしており，温

泉旅行の参加に対する自信を回復していた。B氏は温

泉旅行の入浴以外の準備，移動を楽しんでおり，温泉

旅行で新たな人間関係を構築していた。本研究では，

温泉旅行にある各活動場面や温泉旅行は個々の要介護

高齢者に様々な影響を及ぼすことが示唆された。その

影響としては，自信の回復や人間関係の再構築を促進

させることが示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

地域リハビリテーション

15(1) 54-59

高齢者の閉じこもりは，要支援・要介護，死亡リスク

を高めるため，その予防や対策が重要視されている。

高齢者の閉じこもり対策の一つに行動変容理論の実践

がある。しかし，デイケア（通所リハ）における行動

変容理論の具体的な実践方法や工夫などの知見は少な

い。そこで今回，3つの実践事例に対する物語分析か

ら有効な実践知を抽出した。その結果，3実践事例か

らは，個々に応じた靴の変更や横断歩道の横断開始の

タイミングの指導，または痛みに対する自己管理の指

導，時期に応じたケアマネジャーとの連携，デイケア

における屋外歩行練習による成功体験の蓄積等の効果

が重なることで，買い物行動の獲得に繋がる可能性が

あるという実践知が得られた。

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田耕二，桝本展孝）
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発行所，発表雑誌等
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共著 令和2年7月

本人担当部分：データ解析・統計

共著 令和2年8月

本人担当部分：考察，論文執筆

共著 令和2年10月

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

共著 令和2年10月

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 城野靖朋）

49 理学療法士の経験学習プロ

セスの解明と支援方法の開発に

向けた探索的研究 （査読付）

理学療法学 48(1) 19-28 本論文では，熟達理学療法士（以下，PT）の経験学習

プロセスにある成長を促す経験と学習内容を明らかに

した。熟達PT はキャリアの初期に「障がいを有した

患者の社会参加に向けた実践経験」から〈人とのかか

わりや社会・生活に対する実感〉を，初期～中期に

「予期できぬ否定的な経験」から〈医療の厳しさ〉等

や「重度患者を基本的理学療法で改善した経験」から

〈基本的理学療法技術の有効性〉等を，中期～後期に

「実習生や新人に対するサポート経験」から〈自己内

省による知識・技術の整理〉等や「多職種連携による

介入経験」から〈コミュニケーション〉等を学習して

いることを示唆した。

（共著者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野靖

朋, 松田淳子）

50 理学療法臨床実習・現場教

育を支援する教育的工夫と配慮

奈良学園大学紀要 13 1-8 本論文では，2019年に理学療法士作業療法士学校養成

施設指定規則の一部を改正する省令がだされ，理学療

法臨床実習は大きく変わろうとしていること，昨今の

社会情勢を背景に理学療法士の現場教育も変わろうと

していることを踏まえ，学生や新人理学療法士の自律

性を育成し，それを支える教育的工夫や配慮を，1)教

育目標の共有，2)現場のストレスに対する認識，3)

チームという場づくり，4)感情労働，5)経験資本とい

う視点から，筆者らの経験をもとに提案した。

（共著者：松尾高行，小柳磨毅，沖本遼，森内俊貴，

池田耕二，中江徳彦，中川滋人，史野根生）

48 単身世帯の認知症高齢者1症

例の地域生活の再建を可能にし

た訪問リハビリテーションの実

践 （査読付）

訪問リハビリテーション

10(3) 153-159

本論文では，認知症高齢者に対して，生活リズムの改

善，生活意欲と活動性の向上に着目し，訪問リハが本

人の希望に即しながら多角的に介入すれば，地域生活

の再建に有効であることを示唆した。

（共著者：金谷親好，金丸真由美，池田耕二，久松

憲明）

47 Quantitative Evaluation

of Functional Instability

Due to Anterior Cruciate

Ligament Deficiency（査読

付）

Orthopaedic journal of

sports medicine 8(7)

2325967120933885 -

2325967120933885

本研究では，TBTテストが主観的な膝の不安定感を反

映した体重負荷条件下でACLDによる機能的不安定感を

定量的に評価できる安全かつ信頼性の高い方法である

ことを示した。本テストは，ACL再建前後の客観的な

測定値を追加することで，治療成果やスポーツ復帰の

指標となる。
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共著 令和2年10月

本人担当部分：考察，論文執筆

（その他）

「総説」

共著 平成7年8月

「提言」

単著 平成21年10月

共著 平成23年3月

共著 平成23年4月3 認知症患者1症例の理学療法

経験から学んだ「工夫」や「視

点」

理学療法ジャーナル

45（4） 332

本稿では，認知症患者の理学療法経験を通して，学ん

だ工夫や視点を述べた。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

1 コミュニケーション能力の向

上を課題にした自己分析レポー

トから見えてきたもの

理学療法ジャーナル 43(10)

942 -943

本論文では，実習生自らが提出した自己分析レポート

を分析し，実習生の内面の変容過程を明らかにし，そ

こから一実習指導を提起した。

2 終末期における理学療法の位

置づけを再考する

理学療法ジャーナル 45(3)

240

本稿では，終末期理学療法の位置づけを筆者の経験を

もとに再考し，終末期理学療法は生活の質の再構築と

納得を目指すものとした。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，中田加奈子）

1 ”Physical Therapy”1994年

版まとめ

理学療法ジャーナル　29

（8） 865－869

アメリカ理学療法士協会の機関紙である”Physical

Therapy，1994年”に掲載された92編の論文を要約し,

それらから運動療法，物理療法，運動学，検査，測

定，義肢・装具，教育・管理・調査に分類し主だった

ものをいくつか紹介した。

本人担当部分：和訳，考察，論文執筆

（共著者：武政誠一, 嶋田智明, 日高正巳，池田耕

二）

51 本学保健医療学部リハビリ

テーション学科志望経緯に関す

る調査

奈良学園大学紀要 13 149-

155

本研究では，本学保健医療学部リハビリテーション学

科の広報活動に資する基礎資料とするため，2020年度

新入生の志望経緯および本学に対する印象等について

アンケート調査を行った。その結果，理学療法・作業

療法いずれの専攻についても，多くの学生は当初の志

望を中途変更することはなかった。一方で，中途で変

更する学生においては，自身の経験や自身の適性につ

いての内省，さらに作業療法学専攻については，特徴

的な技術に魅力を感じたことが契機となっていた。入

学前の本学選択においては設備，環境面を魅力と感じ

ており，入学後は教員や教育の質について肯定的な意

見が多かった。以上から，低年齢時における分かりや

すい理学療法・作業療法に関する周知，あるいは本学

の特徴的な講義等の教育方法に関する広報が有用であ

ると考えられた。

（共著者：飯塚照史, 辻下守弘, 池田耕二, 城野靖

朋, 中島大貴）
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単著 平成25年5月

共著 平成27年11月

共著 平成3年4月

本人担当部分：考察，論文執筆

「招待講演，シンポジスト」

－ 平成7年11月

－ 平成9年1月

－ 平成18年2月

－ 平成19年7月4 臨床実習における指導方法の

実際　―臨床実習指導者からの

提言―

大阪府理学療法士会

臨床実習指導者研修会（大

阪）

臨床実習に対する指導方法の中でも，特に情意面にお

ける指導方法について講演を行った。

2 車椅子スポーツチャンバラの

紹介

第4回身体障害者スポーツ指

導員養成講習会（大阪）

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した。車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した。

本人担当部分：車いすスポーツチャンバラの開発，執

筆

（共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，金子

翼，武政誠一，長尾徹)

3 臨床実習における指導方法に

ついて

大阪医療福祉専門学校　実

習指導者会議　(大阪）

問題を有する実習生に対して，実際行っている具体的

な指導方法について講演した。

1 痛みに対する低出力レーザー

療法

第3回物理療法研究会　神戸

大会（神戸）

肩関節周囲炎患者に対して低出力レーザーの臨床効果

を判定した。低出力レーザーは除痛効果があるもの

の，症例ごとには使用方法の再検討が示唆された。ま

た今後の課題としては照射条件や他の物理療法とのコ

ンビネーション効果，使用時期などがあげられた。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政

誠一）

5 これからの地域社会に求めら

れる理学療法士像を考える

理学療法ジャーナル

49（11）：1058

本稿では，地域包括ケア等がはじまった地域社会から

本当に求められる理学療法士像を考察した。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝，池田耕二）

6 コロナ禍で変わる臨床実習：

奈良学園大学リハビリテーショ

ン学科

作業療法ジャーナル 本稿では，2020年，コロナ禍で学内で行われた早期体

験実習と地域理学療法実習について紹介した。

（共著者：中島大貴, 坪内善仁, 池田耕二, 山形力

生, 大浦智子, 辻下守弘）

4 理学療法士発達論に基づいた

教育方法の開発に向けて

理学療法ジャーナル

47（5）423

本稿では，理学療法士の内面の発達を理学療法士発達

論とし，それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘

した。
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－ 平成20年2月

－ 平成20年3月

－ 平成29年12月

－ 平成30年7月

－ 平成30年12月

－ 平成31年1月

－ 令和元年11月

「学会発表」

＜国際学会＞

－ 平成9年8月1 INTRODUCTION OF

"WHEELCHAIR SPORTS

CHANBARA"- A NEW PROGRAM IN

REHABILITATION -

(車いすチャンバラの紹介；新

しいリハビリテーションプログ

ラム)

The 8th World Congress of

The International

Rehabilitation Medicine

Association, KYOTO, JAPAN

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した。車椅子スポーツ

チャンバラの方法やルールを考案し紹介した。

本人担当部分：車いすスポーツチャンバラの開発，実

践，考察）

（共同発表者：K.TAKEBE.K.IKEDA T.KANEKO

S.TAKEMASA T.NAGAO）

10 クリニカルリーズニング 公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会（三島ブロック）

理学療法におけるクリニカルリーズニングをわかりや

すく解説する講演を行った。

11 リハビリテーションの視点

から見た温泉旅行の可能性

ユニバーサルツーリズム

阿智村シンポジウム2019

長野阿智村において開催されたユニバーサルツーリズ

ムのシンポジウムにおいて，リハビリテーションにお

ける温泉旅行の可能性を講演した。

（共同発表者：池田耕二，喜多一馬）

8 これからの魅力ある臨床実

習，臨床教育に向けて

第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）教育シンポジ

ウム

これからの理学療法臨床実習の在り方を講演した。

9 理学研究方法論（EBPTを含

む）

公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会

理学療法における研究法やエビデンスに基づく理学療

法実践についての講演を行った。

6 Bridge the gap，－”１”臨

床実習指導者の提言－

行岡リハビリテーション専

門学校　臨床実習指導者会

議　教育講演（大阪）

臨床実習における実習生の内面をパターン分類し，そ

れらに対する指導方法について講演を行った。

7　理学療法研究論 公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会

理学療法における研究法やエビデンスに基づく理学療

法実践についての講演を行った。

5 地域医療（小規模型民間病

院）における終末期理学療法の

実践― 事例研究の紹介

神戸大学就進会理学療法分

科会（神戸大学医学部保健

学科同窓会，神戸）

地域医療における一般病院にて行われている終末期医

療を紹介し，それに対する事例研究を報告した。また

これから事例研究がどうあるかべきかについても合わ

せて報告した。
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－ 平成20年8月

－ 平成21年7月

－ 平成28年10月

<国内学会>

－ 平成5年11月

－ 平成6年5月

1 当院における大腿骨頚部骨折

術後患者の生活状況について

第33回近畿理学療法士学会

(和歌山）

当院において手術し，リハビリテーションが施行され

た大腿骨頸部骨折患者の生活状況を調査し報告した。

本人担当部分：調査，分析，執筆

（共同発表者：平山敦子，宮本真美， 池田耕二，太

田光子，武部恭一，武政誠一）

2 変形性膝関節症における体重

支持指数と日常生活動作につい

て

第29回日本理学療法士学会

（青森）

 変形性膝関節症における体重支持指数と日常生活動

作についての関連性について検討した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆（共同

発表者：池田耕二，宮本真美，平山敦子，太田光子，

武部恭一，武政誠一，生島秀樹，石川司）

3 CHANGE OF CONSCIOUSNESS IN

STUDENTS IN PHYSICAL THERAPY

CLINICAL PRACTICE-

EXPLORATORY STRUCTURE

ANALYSIS BY QUALITATIVE

CONTENT ANALYSIS AND

QUANTIFICATION III -

（理学療法臨床実習における実

習生の意識構造の変化－質的内

容分析と数量化Ⅲ類による探索

的構造分析―）

Improving University

Teaching (IUT) 34th

International Conference,

Simon Fraser University,

Burnaby Campus,

Vancouver, Canada

本研究の目的は，理学療法臨床実習期間における臨床

実習生の意識変容過程を明らかにすることにある。そ

の結果，理学療法臨床実習生は理学療法実践を多く学

びながら，緊張や焦りを多く感じて思考的に意欲を心

がける傾向にあることが明らかとなった。また意識構

造は,知識・感情の軸と冷静な実習・躍動的な実習の

軸で構成されていることがわかり,さらにその変容過

程は「感情」，「知識」，「専門・統合」，「意

欲」，「冷静」，「躍動」，「混合」優位の７つのタ

イプに分類できることが明らかとなった。

本人担当部分：データ取集，分析，考察，執筆

（共同発表者： Kouji IKEDA，Akira TAMAKI，Masaki

YOSIDA)

4 Study on the Effects of

Skin Stretching without

Joint Movement on range of

motion in Rats

（ラットにおける関節可動域運

動が無い状態での皮膚のスト

レッチ効果に関する研究）

The Asian Confederation

for Physical Therapy 2016

（Kuala Lumpur）

本研究では，基礎研究としてラットにおいて関節運動

を生じさせない状態での皮膚のストレッチが関節拘縮

の予防に効果的かを検討した。その結果，皮膚のスト

レッチは関節拘縮の予防になる可能性を示唆した。

本人担当部分：考察

（共同発表者：Atsushi Tasaka, Takeya Ono, Hideki

Ishikura, Kazuki Aihara, Yuta Sato, Koji Ikeda,

Sadaaki Oki）

2 INFLUENCE ON THE VOLUNTARY

CONTRACTION OF PELVIC FLOOR

MUSCLES WITH BODY WEIGHT

SUPPORT

（体重支持による骨盤底筋群の

随意収縮の影響）

10th International

Congress of the Asian

Confederation for

Physical Therapy, CHIBA,

JAPAN

部分的荷重によって骨盤底筋群の収縮がどのように影

響されるかについて調査検討を行い報告した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：Asuka Iso,　Miwako Ishii,　Mayumi

Tayanaka, Kosaku Ota, Kouji Ikeda）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成7年6月

－ 平成7年6月

－ 平成7年11月

－ 平成8年5月

－ 平成9年5月

－ 平成10年11月8 大学サッカー選手における外

傷・障害調査

第38回近畿理学療法士学会

(和歌山）

大学のサッカーチームを対象に選手の外傷・障害の調

査をポジション別に行い，その調査結果を報告した。

本人担当部分：考察

（共同発表者：岩本雅浩，池田耕二）

6 骨粗鬆症患者におけるﾗｲﾌｽﾀｲ

ﾙ･生活活動能力と骨密度との関

連に関する一考察

第31回日本理学療法士学会

（愛知)

骨粗鬆症患者を対象にライフスタイルと骨密度との関

連を検討した結果，朝食，喫煙，散歩，体操，牛乳で

は健康的な生活習慣を有するものが高い骨密度を示す

ことを報告した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，武部恭一，武政誠一，長尾

徹，嶋田智明）

7 車椅子スポーツチャンバラの

紹介－リハビリテーションの一

環としてー

第32回日本理学療法士学会

（埼玉）

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した。車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものをビデオにて紹介した。

本人担当部分：開発，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，金子

翼，武政誠一，長尾徹）

5 両側ｾﾒﾝﾄﾚｽ大腿骨人工骨頭置

換術に対する荷重訓練について

第35回近畿理学療法士学会

（京都）

両側セメントレス大腿骨人工骨頭置換術を行った2症

例に対して荷重訓練を行う上で問題点を述べた。本2

症例は片側例と違って健側での支持が期待できないた

めリハビリテーションを行うためには症例に応じた工

夫が必要であることを報告した。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

(共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，武政

誠一）

3 生体加温の際の組織酸素分圧

測定用センサーの試作と特徴

第30回日本理学療法士学会

（東京）

深在性組織に直接刺入できない対象組織の温度変化に

対応可能な極細の針状センサーを試作，開発しその特

徴について報告した。

本人担当部分：実験担当，データ収集，分析

（共同発表者：講武芳英，嶋田智明，池田耕二，北

潔）

4 振り子打腱装置の開発とその

精度の検討

第30回日本理学療法士学会

（東京）

振り子打鍵装置を開発し，それらの定量的評価におけ

る精度について報告した。

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：篠原英紀，吉田正樹，武富由雄，瀬藤

乃理子，富田義之，鈴木喜子，池田耕二，坂本達也，

徳原尚人，中山伸治）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
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発表の年月
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成13年2月

－ 平成13年2月

－ 平成13年5月

－ 平成14年5月

－ 平成19年11月

－ 平成20年11月14 認知症後期高齢患者の理学

療法実践における「実践知」の

構造化にむけた事例研究

第48回近畿理学療法学術大

会（大阪）

認知症後期高齢患者の理学療法実践における「実践

知」を明らかにし活用できるようにするために，その

構造化を，質的研究を用いて行った。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田加

奈子）

12 有酸素能力の差が運動時の

Locomotor Respiratory

Coupling発生に及ぼす影響(運

動・神経生理)

第37回日本理学療法学術大

会（静岡）

有酸素能力の差が運動時のLocomotor Respiratory

Coupling発生に及ぼす影響を検討し，報告した。

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：玉木彰，長谷川聡，小室透，白須章

子，池田耕二,土井暁子，辻田純三，堀清記）

13 他動的関節可動域が終末期

寝たきり脳血管障害者に及ぼす

影響

第47回近畿理学療法学術大

会（京都）

他動的関節可動域が終末期寝たきり脳血管障害者に及

ぼす影響を，シングルケースデザイン法によって検討

したことを報告した。

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，分析，考

察，執筆

（共同発表者：池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田加

奈子）

10 バレエ動作による足部障害

PartⅡ　－３症例を通して－

第12回大阪府理学療法士学

会（大阪）

バレエ動作の特徴である足部障害を有する３症例の理

学療法経験から，その効果について検討を行い報告し

た。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：菊池奈美，池田耕二，磯あすか，式田

利晴，玉木彰,林義孝）

11  随意的胸式・腹式呼吸が呼

吸運動及び換気反応に及ぼす影

響(第2報) : 肢位の違いによる

検討

第36回日本理学療法学術大

会（広島）

随意的胸式・腹式呼吸が呼吸運動及び換気反応に及ぼ

す影響を肢位の違いから検討を行い報告した。

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：土井暁子，玉木彰，小室透，山下堅，

太田善行，長谷川聡，池田耕二，辻田純三，堀清記）

9 バレエ動作による足部障害

PartⅠ－繰り返し動作との関連

性－

第12回大阪府理学療法士学

会（大阪）

バレエ動作の特徴である足部障害を，繰り返し動作の

回数という視点から調査分析を行い，その関連性を報

告した。

本人担当部分：調査，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，菊池奈美，磯あすか，式田

利晴，玉木彰,林義孝）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成20年11月

－ 平成21年11月

－ 平成21年11月

－ 平成22年7月

－ 平成22年11月

18 アルツハイマー型認知症を

伴う大腿骨人工骨頭置換術後患

者に対する理学療法経験

－関わりの中における工夫や視

点－

第22回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

アルツハイマー型認知症を伴う大腿骨人工骨頭置換術

後患者1症例の理学療法経験から，関わりの中におけ

る工夫や視点について考察した。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

19 脳出血後高齢血液透析患者

１症例の10ｍ介助歩行における

往路と復路の能力差に着目した

縦断研究・第２報

第50回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

本研究では，脳出血後高齢血液透析患者1症例の10m介

助歩行における往路と復路の能力差に着目し，それら

の縦断研究を行い，能力差の不安定性と重錘負荷との

関係を明らかにした。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者： 池田耕二，山本秀美，中田加奈子,玉

木彰）

16　3年目の理学療法士は終末

期理学療法実践をどのように体

験しているか？－SCQRMをメタ

研究法とした修正版M－GTAによ

るモデル構築－

第49回近畿理学療法学術大

会（兵庫）

本研究は，終末期理学療法を実践している3年目の理

学療法士を対象に，「無力感や意欲低下」の生成過程

を検討したものである。本研究の結果からは，3年目

の理学療法士は，実践における葛藤や実践している環

境の中から，無力感や意欲低下が生成されていくこと

が明らかとなった。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子, 池田耕二，山本秀美）

17　脳出血後高齢血液透析患者

1症例の10m介助歩行における往

路と復路の能力差に着目した縦

断研究

第49回近畿理学療法学術大

会（兵庫）

本研究では，脳出血後高齢血液透析患者1症例の10m介

助歩行における往路と復路の能力差に着目し，縦断的

に研究した。その結果，往路・復路の能力差は不安定

性を示した。それらを今後さらに分析するとともに，

それらを安定させることが課題であると考えられた。

本人担当部分：データ取集，分析，考察，執筆

（共同発表者： 池田耕二，玉木彰，山本秀美，中田

加奈子）

15 身体機能低下を伴った認知

症高齢者の理学療法経験

第48回近畿理学療法学術大

会（大阪）

身体機能低下を伴った認知症高齢者の２症例の理学療

法経験から，理学療法士の関わり方について考察し報

告した。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子, 池田耕二，山本秀美，玉

木　彰）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
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発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成22年11月

－ 平成23年5月

－ 平成23年9月

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

24 強い拒否がみられた認知症

高齢患者2症例の理学療法経験

から

第52回近畿理学療法学術大

会（滋賀）

本研究では，強い拒否がみられた認知症高齢患者にお

ける症例検討を行い，理学療法の有り方を提起した。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

25 終末期リハビリテーション

における理学療法評価思考ツー

ルの開発に向けた暗黙知モデル

の有用性について―理学療法士

へのアンケート調査から―

第47回日本理学療法学術大

会（兵庫）

本研究では，以前，筆者らが構造化した「終末期理学

療法評価思考ツール」に対するアンケートを実施し，

その有用性について検討を行った。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二,山本秀美）

22 感情変化に基づいた感性工

学的臨床実習指導法の開発にむ

けて

第13回日本感性工学会（東

京）

本研究では，実習日誌から感情表現を抽出し，実習期

間中における感情変化と成績との関係を明らかにし

た。それを基に指導方法を提起した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二,吉田正樹）

23トイレ動作が自立できていな

い高齢患者の在宅復帰を促す要

因（構造）の検討

第51回近畿理学療法学術大

会（滋賀）

本研究では，トイレ動作が自立できていない高齢患者

を対象に，在宅復帰を促す構造を明らかにした。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣，池田耕二，梅木速水）

20 終末期寝たきり高齢患者に

対する理学療法評価思考ツール

の開発に向けた事例研究

第50回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

終末期寝たきり患者１症例の理学療法経験から，評価

思考ツールの開発にむけた事例研究を行った。その結

果，終末期寝たきり患者は全身状態と食事，コミュニ

ケーションの関係から評価・思考できることが明らか

となった。

本人担当部分：理学療法実践，開発，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

21 理想の理学療法士モデルを

視点にした理学療法臨床実習生

の質的変化の検討

－評価実習と総合実習の比較－

第46回日本理学療法学術大

会（宮崎）

本研究では，理学療法臨床実習生が抱く理想の理学療

法士モデルを視点に，質的変化の分析を行い，理学療

法評価実習と総合実習における違いを明らかにした。

本人担当部分：データ収取集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，吉田正樹,山本秀美,中田加

奈子）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成24年7月

－ 平成24年11月

－ 平成25年5月

－ 平成25年7月

－ 平成25年7月

－ 平成25年6月31 回復期病棟における終末期

患者の在宅復帰をスムーズにす

るための条件とは?

第18回日本緩和医療学会学

術大会（横浜）

本研究では，回復期病棟に入院し，在宅復帰が円滑に

進んだ終末期がん患者1症例を対象に，そこから在宅

復帰をスムーズにするための条件を抽出した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二,中田加奈子,中川

真優,朴聖章,井谷友香理,北林直人,川岸美佐子,村中

恵子,小川 敦子,池田 秀一）

30 運動耐容能トレーニングが

奏効した特発性間質性肺炎患者

の一例　心肺運動負荷試験によ

る運動処方

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，特発性間質性肺炎患者に対して心肺運動

負荷試験行い，それをもとに運動処方を行った。その

結果，運動療法における有用性が明らかとなった。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝, 池田耕二,北川紗也佳,水野

瑛梨,宇野陽子,堀江淳,池田秀一）

28 理学療法臨床実習生の終末

期理学療法に対する認識構造か

らみた終末期理学療法の課題

第48回日本理学療法学術大

会（愛知）

本研究では，理学療法臨床実習生の認識構造を構成

し，それをもとに終末期理学療法実践と教育における

課題を抽出した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二,山本秀美,中田加奈子,黒田

未貴,廣瀬将士）

29 回復期病棟における脳血管

障害患者のFIMの経時的変化

第24回大阪府理学療法学術

大会

（大阪）

本研究では，回復期病棟における脳血管障害患者のＦ

ＩＭの経時的変化を，退院先（在宅，非在宅）別に明

らかにし分析した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：廣瀬 将士,池田耕二,河野茉梨絵,大原

佳孝,水野瑛梨,粉川友太,朴聖章,阪本みさき）

26 Critical illness

polyneuropathyを来した1例に

対して訪問リハビリテーション

介入により復職可能となった経

験

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，Critical illness polyneuropathy 1症

例に対する訪問リハビリテーションの有用性を検討し

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：廣瀬将士，池田耕二，大原佳孝，竹内

章，橋本雅至）

27 退院後の転倒予防に向けた

体力測定表の開発に向けて−運

動器疾患を通して-

第53回近畿理学療法学術大

会（奈良）

本研究では，入院中の運動器疾患患者を対象に評価を

行い，退院後の転倒予防に向けた体力測定表の開発経

過を報告した。

本人担当部分：開発，データ収集，分析，執筆

（共同発表者：髙本晴輝，山本秀美，中田加奈子，中

川真優，朴聖章，廣瀬将士，池田耕二）
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－ 平成25年8月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年5月

－ 平成26年5月

－ 平成26年7月37 腰椎圧迫骨折を呈した1症例

に対する課題指向型アプローチ

〜家屋調査から見えてきた課題

を中心に〜

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，腰椎圧迫骨折を呈した1症例に対して，

早期に家屋調査を行い，課題遂行型アプローチを実践

し，良好な結果を得た経験を報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：高橋昇嗣，池田耕二，黒田未貴，中川

真優）

35 臨床実習にある新人・中堅

臨床実習指導者の不安増幅プロ

セスとは？

第49回日本理学療法学術大

会 (神奈川)

本研究では，質的研究を用いて，新人・中堅理学療法

臨床実習指導者の不安増幅プロセスを構成した。それ

を視点に不安解消対策を提示した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：湯地英充，池田耕二）

36 回復期リハビリテーション

病棟における「家族が述べる在

宅復帰のための条件」と在宅復

帰に関する実態調査　―在宅復

帰のための条件がトイレ動作の

自立の場合―

第49回日本理学療法学術大

会 (神奈川)

本研究では，回復期病棟入院時に家族が述べる在宅復

帰のための条件，特にそれをトイレ動作の自立とした

家族と患者の在宅復帰に着目し，その実態を調査し

た。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：勢登香織，池田耕二，岡村太嗣）

33 高齢入院患者の転倒予防に

向けた取り組み－運動器疾患に

着目して－

第53回近畿理学療法学術大

会（京都）

本研究では，入院高齢患者に対して様々な評価を行

い，運動器疾患によってそれからがどのように違って

くるかを検討した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆（共同

発表者：中川真優,山本秀美,中田加奈子,朴聖章,杉本

貴美子,池田耕二）

34 患者の行動様式を視点に多

職種チームアプローチによって

転倒予防対策に取り組んだ2症

例

第53回近畿理学療法学術大

会（京都）

本研究では，2症例の行動様式に着目し，チームアプ

ローチによって転倒予防に取り組んだ経験を報告し

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子,池田耕二,黒田未貴,井谷

友香理,中川真優,朴聖章,北林直人,川岸美佐子,小川

敦子,福井孝子,池田秀一）

32 理学療法士教育における演

劇ワークショップを用いた対人

技能向上の取り組み

第5回日本ヘルスコミュニ

ケーション学会学術集会

（岐阜）

本研究では，理学療法養成大学における学生に演劇

ワークショップを取り入れ，好評であったこと，そし

て学生に質的な変化がみられたことを報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：山本貴啓，原田信子,池田耕二,田坂厚

志,横井輝夫）
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－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年8月

－ 平成26年10月

41　構造構成的協同臨床教育法

の視点導入に基づく新たな協働

の有り方に関する研究－ケース

スタディへの応用－

第42回日本職業リハビリ

テーション学会（岩手）

本研究では，筆者が開発した構造構成的協同臨床教育

法の視点を職業リハビリテーションのケーススタ

ディーに応用し，新たな協働の在り方を提言した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：前原和明，池田耕二）

42 終末期理学療法実践に対す

る評価法（考え方）の理論的構

築と提案―実践の有効性をどの

ように評価するか？－

第8回全国大学理学療法教育

学会(兵庫)

本研究では，終末期理学療法実践に対する評価法（考

え方）を，構造構成主義を活用することで理論的に構

築し，理学療法教育に提案した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，田坂厚志，貞末仁美）

40 不整脈・慢性糸球体腎炎を

有する大腿骨転子部骨折術後患

者の運動療法〜心電図モニタと

医師との連携によるリスク管理

〜

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，不整脈・慢性糸球体腎炎を有する大腿骨

転子部骨折術後患者の運動療法の経験を報告し，心電

図モニタの活用や医師との連携の必要性を再提起し

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：黒岡禎治，池田耕二，大原佳孝）

共同研究につき本人担当部分抽出不可能

39 慢性期病院における終末期

理学療法の1症例〜脳幹出血後

遺症の患者と家族を支えた16ヵ

月間〜

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，脳幹出血後遺症の患者と家族を支えた

16ヵ月間の理学療法経験を報告し，支える医療におけ

る理学療法士の役割を提言した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：山口朋彦，木村美帆子，堀寿美代，黒

田敦士，池田耕二，沢田学）

38 整形外科疾患患者における

内部障害有病率に関する実態調

査

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，整形外科疾患患者における内部障害の実

態を調査した．その結果，内部障害の有病率は75％で

あることが分かった．これらからは，整形疾患患者と

いえども内部障害に着目した理学療法が必要であり，

包括的な理学療法が必要であることが示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，吉富滋洋，徳永美由貴，池

田耕二，池田秀一）
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－ 平成26年11月

－ 平成27年1月

－ 平成27年1月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月47 終末期がん患者の理学療法

実践の方向性を示す理学療法教

育モデルの構築とその可能性

－2症例の経験から－

第20回日本緩和医療学会

（横浜）

本研究では，理解されにくい終末期がん患者の理学療

法を，その有り方や目標がイメージしやすいモデルに

構築しなおし，教育モデルとしの可能性を考察した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二，河野茉梨絵，赤

田美和子，早田敏）

46 看取り近くまでの理学療法

を実践した終末期がん患者１症

例における入院と訪問の担当理

学療法士の連携について

第20回日本緩和医療学会

（横浜）

本研究では，看取りに向けた終末期がん患者の在宅復

帰に対して，病棟担当理学療法士と訪問理学療法士の

連携について考察した。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，山本秀美，黒

田未貴，早田敏）

44 右重度片麻痺患者一症例の

退院後カンファレンスから得ら

れたこと

第1回日本地域理学療法学会

（大阪）

本研究では，右重度片麻痺患者の退院時支援から，支

援が奏功する3つの要因と，退院後にしか明らかにな

らなかった2つの課題を明らかにした。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中川真優，大原佳孝，池田耕二，北林

直人，上田紀子，清水貴恵，川岸美佐子，池田秀一）

45 病院リハと訪問リハの連携

によって終末期がん患者の在宅

復帰を可能にした実践報告

第1回日本地域理学療法学会

（大阪）

本研究では，病院と訪問リハの連携によって終末期が

ん患者の在宅復帰を可能にした実践を報告した。病

院,訪問リハスタッフの連携により在宅支援を進める

意義は大きいと思われた。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，大原佳孝，池田耕二，原田

美江，中瀬美穂，池田秀一）

43 肺サルコイドーシスを有す

る右脛骨高原骨折術後一症例の

理学療法　－臨床現場における

包括的理学療法の必要性－

第54回近畿理学療法学術大

会（大阪）

本研究では，肺サルコイドーシスを有する右脛骨高原

骨折術後一症例の理学療法経験を報告し，包括的理学

療法の必要性を示唆した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：高橋昇嗣，大原佳孝，池田耕二，宮崎

紗也佳，猪子純一，池田秀一）
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又は発表学会等の名称

－ 平成27年11月

－ 平成27年12月

－ 平成28年3月

－ 平成28年5月

－ 平成28年6月52 看取りまでの緩和ケアの開

発を目的にした終末期がん患者

の睡眠状態の把握

第21回日本緩和医療学会

（京都）

本研究では，終末期がん患者に対する看取りに向けた

緩和ケアを開発する目的にて，終末期がん患者の睡眠

状態を調査した。その結果，睡眠パターン等が崩れて

いく状態が明らかとなり緩和ケアとしては良質な睡眠

の確保が重要になっていくことが示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，赤田

美和子，早田敏）

51　早期歩行獲得を目指した脊

髄髄内上衣下腫摘出術後一症例

に対する理学療法経験―感覚性

運動失調に対するアプローチ―

日本理学療法学術大会（札

幌）

本研究では，胸髄髄内上衣下腫術後一症例に対して感

覚性運動失調に着目した運動療法を行い，短期間に歩

行が獲得できたのでその詳細を報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共著者：宮﨑紗也佳，池田耕二，井上良太，田中秀

和，北村哲郎，竹島靖浩，堀川博誠）

49 当訪問リハビリテーション

事業所・訪問看護ステーション

利用者における基礎的調査―

理学療法における支援課題抽出

に向けて　―

第2回日本地域理学療法学会

（千葉）

本研究では，地域の特色が反映される訪問リハ事業所

と訪問看護ステーションにおける利用者の基本的な特

性を調査し，そこから支援課題を抽出した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，池田耕二，濱田絵美，古家

真優，中瀬美穂，池田秀一）

50　透析患者に対する包括的腎

臓リハビリテーションの役割―

2症例の経験から　―

日本腎臓リハビリテーショ

ン学会学術大会（岡山）

本研究では，透析患者に対するリハビリテーションの

代表的な二つの役割を，事例研究を通して紹介した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，朴聖

章，吉冨滋洋）

48 肺サルコイドーシスを有す

る両側人工膝関節置換術後一症

例患者の運動耐容能および日常

生活活動の経時的変化（第2

報）

第55回近畿理学療法士学会

（神戸）

本研究では，肺サルコイドーシスを有する両側人工膝

関節置換術1症例の運動耐容能をCPXにて測定し，運動

耐容能と日常生活活動の経時的変化からその関係性に

ついて考察した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：髙橋昇嗣，池田耕二，大原佳孝，猪子

純一，池田秀一）
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著書，学術論文等の名称
単著・
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年6月

－ 平成28年7月

－ 平成29年2月

－ 平成29年5月

－ 平成29年6月

56 理学療法想定場面における

フレーミング効果を意識した声

掛けが意欲に与える影響につい

て

第52回日本理学療法学術大

会（千葉）

本研究では，理学療法における様々な場面において，

フレーミングを意識した声がけが意欲の向上とどのよ

うな関係にあるかをRCTによって調査した。その結

果，主に肯定的なフレーミングが意欲の向上に寄与し

ていることが分かった。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）

57 訪問リハビリテーション利

用者の暮らしを守る生活見守り

シートの開発と実践の紹介

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

本研究では，我々が開発した訪問利用者の暮らしを守

るための生活見守りシートと，それを用いた実践を紹

介した。虚弱高齢者や終末期利用者に倒しても生活見

守りシートは問題点や方向性が示唆できるようになっ

てあり，実践だけでなく教育にも有効活用できる可能

性が示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，中岡絵美，山本秀美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

55 血液透析患者のフットケア

における理学療法士の役割と可

能性

第7回腎臓リハビリテーショ

ン学会学術大会（茨城）

本研究では，これから需要が高まる透析患者のフット

ケア業務の構築とそれに関わる理学療法士の可能性

を，実務面から検討し報告した。

本人担当部分：業務の構築，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，吉冨

滋洋，朴聖章，白川優子， 池田秀一）

53 がん患者に対するリハビ

リ・ケアの質的向上を目指した

アセスメントシートの開発とそ

の有効性

第21回日本緩和医療学会

（京都）

本研究では，がん患者のリハビリやケアの質を向上さ

せるために，アセスメントシートを作成し，それを用

いることで必要な配慮や工夫を抽出していこうとし

た。これによりがん患者個々に配慮したリハビリの展

開が可能となった。

本人担当部分：アセスメント作成，データ収集，分

析，考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二，河野茉梨絵，赤

田美和子，早田敏）

54 在宅終末期がんサバイバー

のリハビリテーションにおける

多職種連携の有効性

第18回日本在宅医学会大会

（東京）

本研究では，スマートフォン等を活用することで地域

における広域の多職種連携を可能にし，在宅ガンサバ

イバーに対する有効な実践を報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好，濵﨑恵，竹ノ内裕一，池田

耕二，久松憲明）
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－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月62 不眠のある終末期がん患者1

症例に対する緩和ケアにおける

理学療法の可能性 ‐睡眠計と

理学療法ケアシートの活用－

第22回日本緩和医療学会学

術大会（横浜）

本研究では，終末期がん患者に対して，我々が開発し

てきた理学療法ケアシートと睡眠計を活用した理学療

法の実践を通して，緩和ケアにおける理学療法の有効

性や可能性を示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，赤

田美和子，早田敏）

60 重症急性膵炎後に廃用症候

群を呈した1症例に対する訪問

リハビリテーションの長期介入

効果に関する一考察

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

本研究では，発症後，衰弱がひどく予後が不良な症例

に対して，訪問リハビリテーションによる長期介入を

行った。その結果，日常生活が自立し，活動範囲は広

がり，自己管理能力が育まれたことを報告した。これ

により，今後予想される在宅の虚弱高齢者に対する訪

問リハビリテーションの可能性を広げることができ

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：大島知子，池田耕二，山本秀美，古家

真優，中岡絵美，池田秀一）

61 訪問リハビリテーションに

より認知症高齢者の地域生活の

再建ができた事例報告

第19回日本在宅医学会大会

（名古屋）

本研究では，地域における認知高齢者の生活を，多職

種，多部門連携と近隣住民との協力によって再建した

事例を報告した。これにより認知症高齢者の地域生活

再建の可能性を示唆することができた。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好，池田耕二，久松憲明）

59 訪問リハビリテーション利

用者における外出頻度，地域活

動への参加，時間の感覚，憂鬱

に関する実態調査

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

本研究では，ICFにおける活動や参加を促すことを目

的に，訪問リハビリテーション利用者の活動，参加の

実態を調査した。その結果，利用者の活動，参加が低

下しているという実態があらためて示唆された。地域

特性を考えながらこれらに対処していく必要性が示唆

された。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

58 終末期患者の緩和ケアにお

ける訪問リハビリテーションの

可能性

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

本研究では，終末期のがん患者，非がん患者に対する

訪問リハビリテーションの実践事例から，その可能性

を報告した。在宅において理学療法士が看取りまで実

践する意義や可能性を示唆することができた。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，池田耕二，中岡絵美，古家

真優，大島知子，中瀬美穂，池田秀一）
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－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

－ 平成29年10月

66 当院における入院高齢患者

の「装い」に関するアンケート

調査 -「装い」を支援する作業

療法介入に向けて-

第37回近畿作業療法学会

（奈良）

本研究では，入院高齢患者の「装い」に対する関心度

をアンケート調査した。多くの高齢者は「装い」，す

なわち，おしゃれに対する関心が低くなっていた。作

業療法では装いを支援していく必要があることを報告

した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：松井美夕貴，池田耕二，木村恵理，阪

本みさき，尾藤彩花，宮内克明，水本紀子，黒田未

貴，老田弘子，池田秀一）

67 繊維筋痛症患者に対する３

週間入院プログラムの試み

日本繊維筋痛症学会第９回

学術集会（大阪）  

本研究では，線維筋痛症患者に対する3週間入院プロ

グラム（運動療法）の効果を示唆した。

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：高橋紀代，小泉優喜，谷山ゆりえ，丸

山信廣，中原理，池田耕二，高井範子，藤田信子，三

木健司，仙波恵美子）

64 線維筋痛症2症例に対する3

週間入院運動療法プログラムの

試み ～運動療法介入による脳

血流の変化とQOLの改善につい

て～

第22回ペインリハビリテー

ション（神戸）

本研究では，線維筋痛症患者の3週間入院プログラム

の効果を，脳血流の変化と生活の質（ＱＯＬ）の改善

から示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：藤田信子，池田耕二，高井範子，松野

悟之，小泉優喜，平岡駿典，高橋紀代，三木健司，仙

波恵美子）

65 線維筋痛症２症例に対する3

週間入院運動療法プログラムの

試み　－心理的側面からの検討

第22回ペインリハビリテー

ション（神戸）

本研究では，線維筋痛症患者の3週間入院プログラム

の効果を，心理的変化と生活の質（ＱＯＬ）の改善か

ら示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：高井範子，藤田信子，池田耕二，丸山

伸廣，栗田樹，中原理，髙橋紀代，三木健司，仙波恵

美子）

63 外出を契機に活動意欲を取

り戻し自宅復帰可能となった虚

弱高齢者1症例の理学療法経験

第29回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，意欲低下を示したがんサバイバーの高齢

者が，外出を契機に活動意欲を取り戻し自宅復帰が可

能になった事例を報告した。ここでは，あらためて機

能障害だけでなく，活動，参加に目を向けた実践や多

職種連携の有効性や必要性を示唆した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：門内鈴香，池田耕二，中岡伶弥，黒田

未貴）
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－ 平成29年12月

－ 平成29年12月

－ 平成30年3月

－ 平成30年3月

70　当院における血液透析患者

の足病変・足部変形のケアに向

けた実態調査

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

本研究では，透析患者における足病変・足部変形の実

態調査を行った．その結果，①足病変は有26肢，無6

肢，内訳は胼胝形成が58%，乾燥が12%，潰瘍形成が

15%等（重複）であった．②足部変形は有26肢，無6

肢，内訳は浮き足43%，外反母趾25%，内反小趾13%等

（重複）であった．③ROM制限は有24肢，無8肢，横

アーチは正常9肢，低下23肢であった．③潰瘍形成

は，有4肢，無28肢であったことを報告し，足病変，

足部変形のケアの必要性を報告した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，朴聖章，髙橋昇

嗣，吉冨慈洋，前田純依，島津生江，池田秀一）

71　高齢血液透析患者における

FIMと自覚的困難感との関係性

～緩和的な理学療法に向けた取

り組み～

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

本研究では，高齢血液透析患者の自覚的困難感を軽減

する緩和的な理学療法の取り組みに向け，FIMと自覚

的的困難感の関係性を検討した．その結果，高齢HD患

者の困難感を軽減するためには，個々に合わせた継続

的な運動や環境・介助調整等が大切になることを報告

した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：朴聖章，池田耕二，大原佳孝，高橋昇

嗣，吉冨滋洋，前田純依，島津生江，池田秀一）

68　圧迫刺激が足関節背屈可動

域および足関節底屈筋の筋出力

に及ぼす影響について

保健医療学学会第8回学術集

会（大阪）

本研究では，圧迫刺激が足関節背屈可動域および足関

節底屈筋の筋出力に及ぼす影響について調査した。結

果，圧迫による足関節背屈可動域への影響は認められ

なかったが，筋出力においては介入後の腓腹筋に有意

な低下が認められた。これは圧迫による腓腹筋の筋出

力低下作用を示唆した。

本人担当部分：分析，執筆

（共同発表者：城野靖朋，岡村和典，池田耕二，粕渕

賢志，神里巌，金井秀作）

69 理学療法を積極的に取り組

んでいる腕神経叢引き抜き損傷

を有する男性患者の意欲を探求

する ―解釈学的現象学分析―

保健医療学学会第8回学術集

会（大阪）

本研究では，理学療法を積極的に取り組んでいる腕神

経叢引き抜き損傷を有する男性の意欲を探求し，理学

療法実施患者の意欲向上における知見を得た。本男性

からは，【半年限定で意欲が維持できるという認識】

【焦り，病状，苦痛を，身体を回復させるための意欲

に変化させる力】【家族の存在によって強気な自分を

維持できる】【妻の努力に依存しない自分，妻からエ

ネルギーをもらう自分という二つの自分】【父親，主

人，男としてのプライド】【努力を維持するために，

自分をモニタリングし，追い込む力】【職場復帰への

意欲と，復帰後への不安から生じる葛藤】【医療ス

タッフからの情報により，ゆらぐ思い】【セラピス

ト，病棟，友人との関係性から構成される意欲や思

い】の9つのテーマが得られた。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）
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－ 平成30年3月

－ 平成30年6月

－ 平成30年6月

－ 平成30年7月

－ 平成30年7月76　閉じこもり傾向にあった高

齢者に対して生活の再構築を可

能にした理学療法実践～脱臼不

安感，運動と食への関心に着目

して～

第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，入院前より閉じこもり傾向にあった高齢

者に対して，身体機能だけでなく，脱臼不安感や運動

と食への関心，他者との交流に着目した理学療法を実

践したことで，それらに対する認識が変化し，生活の

再構築が可能となった事例を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，竹内章，大島知子，池田秀一）

74　パーキンソン病独居高齢者

に対する自助力を高める視点か

らの訪問リハビリテーションの

実践

第12回訪問リハビリテー

ション学会（北九州）

本研究では，転倒を繰り返し在宅生活が困難になりつ

つあったパーキンソン独居高齢者に対し，生活を見守

る視点から訪問リハビリテーション（以下，訪問リ

ハ）を実践し，良好な結果を得たので報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，竹内章，大島知子，池田秀一）

75　これからの魅力ある臨床実

習，臨床教育に向けて

第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本シンポジウムでは，現在の学生や新人の現状を鑑

み，大切になると考える3つの視点，①現場教育にお

ける「場」づくりという視点．②経験資本という視

点．③感情労働という視点を紹介し，今後の臨床実

習，新人教育，人材育成についての課題をなげかけ

た。

72　末期腎不全(ESKD)を併存し

た恥骨骨折症例に対する理学療

法経験

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

本研究では，末期腎不全（ESKD）を併存した恥骨骨折

症例に対する理学療法の経験を報告した。

具体的には，本経験からは医師と連携し，理学療法士

が運動中の呼吸循環応答等を評価し慎重に運動負荷を

調整すれば，ESKD症例に対しても有効な理学療法が可

能となり，ADL向上が図れることを示唆した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：前田純依，池田耕二，大原佳孝，髙橋

昇嗣，吉冨慈洋，前田純依，池田秀一）

73 当院がんリハビリテーショ

ン実施患者の実態調査

第23回日本緩和医療学学会

（神戸）

本研究では，筆頭演者所属病院におけるがんリハビリ

テーションの実態を調査し，年齢80歳代，PSは重度，

家族の関わり有は9割，独居は4割，症状は倦怠感，痛

み，食欲低下が多く，ADL介助は清拭，移動，排泄が

多く，退院先は自宅，死亡退院が4割を占めていたこ

とを報告した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，中

本直子，松井美夕貴，中川卓，赤田美和子，早田敏）
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－ 平成30年9月

－ 平成30年9月

－ 平成30年10月

－ 平成30年11月

－ 平成30年11月

80　卒前教育における終末期理

学療法講義の役割を再考する

第7回日本理学療法教育学会

（神戸）

本研究では，卒前教育として実施している終末期理学

療法の講義が，学生に死と向き合う機会を提供し，終

末期PTに対する学習・実践意欲を高める機会になって

いることを報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：山口朋彦，池田耕二，栁本展孝）

81　理学療法士の経験学習プロ

セスの解明にむけた探索的研究

－成長を促す経験と教訓―

第7回日本理学療法教育学会

（神戸）

本研究では，熟達理学療法士の経験学習プロセスにあ

る成長を促す経験と教訓を明らかにした。これらを理

学療法士の現場教育に活用できれば有効な人材育成が

可能になることを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，

城野靖朋，松田淳子）

78　線維筋痛症高齢女性２症例

に対する３週間 入院運動プロ

グラムの試み －患者の心身の

変化と理学療法士の関わり方に

第23回日本ペインリハビリ

テーション学会（福岡）

本研究では，線維筋痛症（FM）患者である高齢女性２

症例について，３週間入院運動プログラムの介入を行

い，その効果と理学療法士（PT）の関わり方を含めた

心身の変化の検討を行った。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：高井範子，藤田信子，池田耕二，金子

基史，三木健司，行岡正雄，仙波恵美子)

79　転倒を契機に横紋筋融解症

を呈した超高齢患者一症例に対

する理学療法経験 ―摂食嚥下

機能と栄養状態に着目して―

第5回日本予防理学療法学会

（福岡）

本研究では，横紋筋融解症に褥瘡，摂食嚥下機能障害

を合併していた症例に対して，栄養状態と摂食嚥下機

能に着目した理学療法を行い，経口摂取を可能にし栄

養状態や基本的動作等を改善した症例を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中本直子，池田耕二，古家真優，大原

佳孝）

77　線維筋痛症高齢女性2症例

に対する3週間入院運動プログ

ラムの試み：前頭前野の血流動

態の変化と疼痛，抑うつ，QOL

の改善について

第23回日本ペインリハビリ

テーション学会（福岡）

本研究では，線維筋痛高齢女性に対して3週間入院運

動プログラムを行い，疼痛，抑うつ，QOLの改善と

Near Infrared spectroscopy (NIRS)による前頭前野

(PFC)の血流動態の変化について報告した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：藤田信子，池田耕二，高井範子，松野

悟之，金子基史，三木健司，行岡正雄，仙波恵美子）
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－ 平成30年12月
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－ 令和元年11月

84 質的研究で変形性膝関節症

患者の痛みの心理社会的側 面

を生成する要因と過程をひも解

く：探索的事例研究

第7回日本運動器理学療法学

会学術大会（岡山）

本研究では膝OA患者の一人の語り（主観的体験）から

，痛みの心理社会的側面の要因と生成・対処過程をモ

デル構築し，探索した。その結果，＜膝の症状に対す

る過剰な執着＞をコアカテゴリーとするモデルが構築

でき，痛みの心理社会的側面の一つである症状への執

着は適切な対処によって軽減可能なことを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：瓜谷大輔，池田茜，城之木徹，松端賢

太郎，六浦優斗，池田耕二）

85 熟達理学療法士の経験学習

能力を支える 仕事に対する信

念とは？

第54回日本理学療法学術大

会・第8回日本理学療法教育

学会・第2回理学療法士学

会・管理部門研究会（名古

屋）

本研究では，理学療法士の経験学習能力に大きく影響

を与える仕事に対する信念を，熟達理学療法士から解

明した。その結果，熟達PTの信念は人間関係の構築，

PTのプライドや責任感，熱意と幅広い実践，治療成果

による社会還元等から形成されていたことを報告し

た。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野

靖朋, 松田淳子）

82　在宅終末期リハビリテー

ションを実践しているセラピス

トの体験を探求する

第9回保健医療学学会

2018年12月

本研究では，在宅終末期リハビリテーションを実践し

ているセラピストの体験を探求し，在宅終末期リハビ

リテーションを有効に実践するためには患者や家族と

の関係性づくりや変化に気づく等の能力が必要である

ことを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：根釜夢乃，岩永愛里奈，谷口茉恵，

西本正樹，池田耕二）

83 当訪問リハビリテーション

事業所における利用者のクラス

ター分析による類型化とその特

徴

第5回日本地域理学療法学会

（横浜）

本研究では，活動，栄養，排泄，睡眠の4つの視点か

らなる評価ツールを活用し，クラスター分析によって

訪問リハ利用者の類型化を試みることである．その結

果，訪問リハ利用者は，Ⅰ群：活動と睡眠に主な課

題・介入箇所があり，特に運動機能が低い介護度4の

高齢者，Ⅱ群：睡眠に主な課題・介入箇所がある介護

度3の高齢者，Ⅲ群：栄養〈食事〉以外の7項目にわず

かな課題・介入箇所がある介護度3の高齢者，Ⅳ群：

睡眠〈量〉と排泄〈排便〉に主な課題・介入箇所があ

る介護度3の高齢者の4群に類型化できたことを報告し

た。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，大島知子，山本秀美，中岡

絵美，中川真優，竹内章，尾藤彩花，池田秀一）
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本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田茜, 瓜谷大輔, 池田耕二）

－ 令和2年11月

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

－ 令和3年５月

本人担当部分：考察，執筆

＜研究大会＞

－ 平成6年11月

－ 平成7年11月2 車椅子ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾝﾊﾞﾗにおける

心拍数変動について

第5回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

（大阪）

考案した車椅子スポーツチャンバラが，それに参加し

た患者に対して身体にどのような影響をあたえるか

を，心拍変動より検討した。

本人担当部位：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，日高正巳，武部恭一，金子

翼，長尾 徹，小室 透，居村茂幸）

（共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城野

靖朋, 松田淳子）

88 本人の希望であった書字動

作の獲得が契機となり生活の質

の向上が図られた末期肺腺がん

利用者の訪問リハの実践

第18回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（高知）

本報告では，本人の希望であった書字動作の獲得が契

機となり生活の質（QOL）の向上が図れた末期肺線が

ん利用者の訪問リハビリテーション実践を報告した。

（共同発表者：金谷親好, 金丸真由美, 池田耕二,

田中千恵）

1 当院における車椅子スポーツ

チャンバラの試み

第4回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

(名古屋）

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した。車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した。

本人担当部位：車いすスポーツチャンバラの開発，考

察，執筆

（共同発表者：池田耕二，平山敦子，朝倉光子，武部

恭一，金子 翼，武政誠一）

86 変形性膝関節症に患者・理

学療法士はそれぞれどのように

向き合っているのか:質的研究

第32回大阪理学療法学術大

会

本研究では，膝OA患者とPTにおいて，膝OAに対する向

き合い方に共通認識がある一方で，運動実施の判断基

準や情報の信憑性の判断等に認識の差異が認められ

た。現場で膝OA患者の能動的参加を促すためには，こ

れらの差異を意識した実践が必要になると考えられ

た。

87 熟達理学療法士の経験学習

プロセスにある成長を促す経験

とは？

第55回日本理学療法学術大

会 第９回日本理学療法教育

学会学術大会 第３回日本理

学療法士学会・管理部門研

究会 （埼玉WEB）

本研究では，多くの専門職において経験学習プロセス

にある成長を促す経験から経験学習支援方法が示唆さ

れているなか，理学療法士の成長を促す経験を明らか

にし、それをもとに経験学習支援方法を提案した。
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－ 平成8年8月

－ 平成9年9月

－ 平成23年11月

－ 平成25年11月

平成25年11月

6　回復期リハビリ病棟におけ

る家族が述べる「在宅復帰のた

めの条件」と在宅復帰について

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

本研究では,回復期病棟入院時に家族が述べる在宅復

帰のための条件と在宅復帰の関連性を検討した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣,池田耕二,深田大介）

7　嚥下造影検査に嚥下障害の

実態調査

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

本研究では，嚥下造影検査と嚥下障害の関係を調査

し，その実態を明らかにした。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：上田紀子，池田耕二，黒田未貴，

廣瀬将士，清水貴恵，福井孝子，池田秀一）

4 車椅子スポーツチャンバラに

おける心身反応について

第 7回車椅子ｽﾎﾟｰﾂ研究集会

（東京）

考案した車椅子スポーツチャンバラが，それに参加し

た患者に対して心理面や血圧にどのような影響をあた

えるかを検討した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：磯あすか，池田耕二，杉山安幾子，平

田憲市，武部恭一，金子翼，武政誠一，長尾徹）

5　訪問リハビリを利用してい

る主介護者の介護負担感と要介

護者のＦＩＭとの関連性につい

て

リハビリテーション・ケア

合同研究大会くまもと2011

（熊本）

本研究では，介護者の負担かんと要介護者のＦＩＭと

の関連性を明らかにし，訪問リハビリにおける理学療

法の方向性を提示した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣，池田耕二，岩森渉）

3 健康教室"10年間の総括-公開

講座を継続させる工夫-

第18回全国地域リハビリ

テーション研究会（神戸）

地域住民の健康に寄与する目的にて「健康教室」を10

年実施してきた。それらから長期継続するための工夫

や，今後の展望について検討した。健康教室の有効性

は示唆されたが，今後は情報源としても健康教室を役

立たせ地域リハビリテーションの１システムとして確

立していきたいことを報告した。

本人担当部分：健康教室の企画・運営，考察，執筆

共同発表者：池田耕二，岩本雅浩，武部恭一，武政誠

一）
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－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年2月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

12 重度右片麻痺患者一症例の

退院後カンファレンスからみえ

てきたもの

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

本研究では，重度右片麻痺患者一症例の退院後カン

ファレンスから，オムツ交換の早期指導や転落時の対

応指導，指導用パンフレットの有効性を明らかにし

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中川真優，池田耕二，黒田未貴,北林

直人，上田紀子，福井孝子，川岸美佐子，池田秀一）

13 家屋調査と環境調整に関す

る追跡調査―インタビュー調査

による質的検討―

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

本研究では，退院後のインタビュー調査から，患者や

家族の環境調整に対する理解不足，環境調整の追加の

必要性や不安の存在を明らかにした。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：尾藤彩花，池田耕二，上田紀子，北林

直人，阪本みさき，井谷友香理，久貝亮太，黒田未

貴，廣瀬将士，清水貴恵，池田秀一）

10 転倒予防専用カンファレン

スによる転倒予防の取り組み―

転倒カンファ導入の効果検討

回復期リハビリテーション

協会　第23回研究大会（愛

知）

本研究では，転倒予防専用のカンファレンスが病棟の

転倒予防に有用であることを示唆した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，黒田未貴，井

谷友香理，中川真優，朴聖章，川岸美佐子，小川敦

子，福井孝子，池田秀一）

11 デイケアにおけるサービス

向上に向けた実施調査

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

本研究では，デイケアにおいて実態調査を行い，約8

割の利用者がリハビリに満足していたことや，約6割

に転倒不安があり，4割が外出を控えていたことを明

らかにした。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：大庭由香莉，池田耕二，上田紀子，中

田加奈子，大村昌和，小田瑛梨，勝久江，池田秀一）

8 在宅復帰に向けた家屋調査の

実態とその傾向

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

本研究では，在宅復帰に向けた家屋調査の実態を調査

し，玄関，トイレ，入浴に環境調整が多いことを明ら

かにした。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：北林直人,池田耕二,井谷友香里,坂本

みさき,尾藤彩花,上田紀子,黒田未貴,廣瀬将士,清水

貴恵,福井孝子,池田秀一）

9 がんの緩和リハに対する意識

調査－看護とリハスタッフの比

較－

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

本研究は，アンケートによって，がんの緩和リハに対

する意識が看護師とリハビリスタッフでは違うことを

明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵,池田耕二,黒田未貴,廣瀬

将士,赤田美和子,池田秀一）
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－ 平成27年10月

－ 平成27年10月

－ 平成28年10月

－ 平成28年10月

－ 平成28年10月18 高次脳機能障害患者1例に対

する道のりシートを用いた退院

支援について ―退院までの道

程を共有する道のりシートの作

成と活用―

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，リハビリテーションや退院支援が困難で

ある高次脳機能障害患者に対して，退院の方向性や段

階を示す道のりシートなるものを作成し，実践した。

これにより患者の心理は安定し，リハビリテーション

は可能となり，職員の連携も良好となり，有効な退院

支援が可能となったことを報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：尾藤彩花，池田耕二，木村恵理，阪本

みさき，松井美夕貴，猪子純一，黒田未貴，大原佳

孝，米沢仁美，清水貴恵，上地康子，池田秀一）

16 訪問リハビリテーション利

用者の生活習慣とリズムに関す

る実態調査- 虚弱高齢者の暮ら

しを支える活・栄・排・睡の4

つの視点 -

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，訪問リハビリテーション対象患者の生活

習慣とリズムを，主に活動，栄養，排泄，睡眠の4つ

の視点から調査した。その結果，訪問リハ利用者の活

動低下，睡眠不足等の実態が明らかとなり，この4つ

の視点からの実践が今後は大切になることを示唆し

た。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，山本秀美，中岡絵美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

17 転倒により入退院を繰り返

した一症例に対する病棟と訪問

理学療法士における協同の振り

返り－シームレスな療養支援の

構築に向けて

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，病棟と訪問の理学療法士が共同で同じ症

例を振り返ることで，シームレスな支援の構築に重要

な実践知を抽出した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

14 慢性心不全患者1症例に対す

る生活管理という訪問リハビリ

の役割‐入退院を繰り返さない

ために‐

リハビリテーション・ケア

合同研究大会（神戸）

本研究では，慢性心不全患者の訪問リハビリを，生活

管理の視点から見直し，その役割について考察した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：濵田絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，須々木星衣子，中瀬美穂，池田秀一）

15 高齢者の退院に向けた身体

活動量把握の取り組み

リハビリテーション・ケア

合同研究大会（神戸）

本研究では，回復期リハビリテーション病棟における

高齢者に対して，退院にむけた活動量の調査を行っ

た。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：杉本貴美子，池田耕二，古家真優，吉

冨滋洋，池田秀一）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年2月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

22 デイケアにおいて閉じこも

り傾向にあった高齢利用者に対

する行動変容理論を用いた実践

―3事例の物語分析から得た知

見―

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，デイケアにおいて閉じこもり傾向にあっ

た高齢利用者に対する行動変容理論を用いた実践を，

物語分析によって分析し，閉じこもりを予防できる知

見を抽出した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大山大将，池田耕二，黒岡禎治，廣瀬

将士，吉冨滋洋，高本晴加，勝久江，池田秀一）

23 糖尿病による右下腿切断

後，多職種連携による訪問リハ

ビリテーションを実施し生活の

再構築を図った 認知症患者1症

例の実践報告

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究は，糖尿病による右下腿切断後の認知症高齢患

者を，多職種連携と訪問リハビリテーションによって

生活の再構築を実現させた実践報告である。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：竹内章，池田耕二，山本秀美，中岡絵

美，大島知子，池田秀一）

20 質問項目から見た患者タイ

プ別のフレーミング効果を意識

した肯定的・否定的な声かけの

有効性に関する探索的研究

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，ユニーク質問により患者をタイプ別に分

類し，肯定的な声かけと否定的な声かけでフレーミン

グ効果を検証してみた。その結果，肯定的な声かけで

フレーミング効果がみられたが，タイプ別に明らかに

なることはなかった。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）

21 重複障害を有する独居高齢

者の退院支援から見えてきたも

の

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，重複障害を有する独居高齢者の退院支援

を振り返り，退院支援能力を向上させる知見を抽出し

た。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：阪本みさき，池田耕二，尾藤彩花，木

村恵理，松井美夕貴，黒田未貴，老田弘子，池田秀

一）

19 回復期リハビリテーション

病棟における高齢患者の活動量

について －　測定部位（手首

と腰部），FIM，うつ，転倒予

防自己効力感に着目して　－

第29回復期リハビリテー

ション病棟協会研究大会

（広島）

本研究では，回復期リハビリテーション患者の活動量

を手と腰に装着し，それぞれの活動量を測定すること

で病棟の活動実態を明らかにした。手に装着した活動

量では病棟生活の実態がより反映した。またFIM，う

つ，転倒自己効力感との関係性についても報告した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：杉本貴美子，池田耕二，吉冨滋洋，中

岡伶弥，古家真優，池田秀一）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年10月

<医療集談会>

1 車椅子ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾝﾊﾞﾗの試み － 平成6年3月

－ 平成10年2月

－ 平成10年2月3 竹を素材とした自助具の紹介 第17回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

関節リウマチ患者に対して竹を素材とした自助具を作

成し，その活用方法とともに紹介を行った。

本人担当部分：考察

（共同発表者：長尾徹，金子翼，武政誠一，池田耕

二，武部恭一）

第14回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

スポーツチャンバラをリハビリテーションの一環に取

り入れるために車椅子を使用した車椅子スポーツチャ

ンバラを考案した。車椅子スポーツチャンバラの方法

やルール等，考案したものを紹介した。

本人担当部分：スポーツチャンバラの開発，考察，執

筆

（共同発表者：池田耕二，宮本真美，平山敦子，太田

光子，栗岡真弓，武部恭一，金子 翼，武政誠一）

共同研究につき本人担当部分抽出不可能

2 当院における訪問ﾘﾊの現状と

問題点

第17回兵庫県リハビリテー

ション医療集談会（兵庫）

当院における訪問リハビリテーションの立ち上げ，そ

の活動の現状と問題点を整理し報告を行った。

本人担当部分：訪問リハの開設，分析，考察，執筆

（共同発表者：平田憲市，池田耕二，杉山安幾子，磯

あすか，松本知子，武部恭一，武政誠一，長尾徹）

24 当院回復期リハビリテー

ション病棟におけるサルコペニ

ア症例の特徴からみた今後の取

り組み

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究は，回復期リハビリテーション病棟におけサル

コペニア症例を対象に，退院時にサルコペニアが改善

した群と改善しなかった群を比較し，その特徴を明ら

かにし，今後の取り組みの方向性を示した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：中岡伶弥，池田耕二，杉本貴美子，尾

藤彩花，大庭由香莉，加藤靖乃，門内鈴香，松井美夕

貴，岡村大，田渕真由美，大原佳孝，老田弘子，池田

秀一）
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年月日

平成17年4月

～

平成28年9月

平成26年10月

～

平成28年9月

平成17年4月

～

平成28年9月

平成26年12月

平成27年12月

教 育 研 究 業 績

氏名

書
令和3年3月31日

伊藤　健一 　

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

人間医工学

1）講義の工夫

事項

１　教育方法の実践例

2）実験・実習の工夫

呼吸・心臓リハビリテーション，糖尿病理学療法

総合評価Ａ(S〜Cの４段階評価)

概 要

大阪府立看護大学医療技術短期大学部理学療法学
科
大阪府立看護大学総合リハビリテーション学部
理学療法学専攻
大阪府立大学総合リハビリテーション学類
理学療法学専攻
内部障害理学療法学I・II・III
物理療法学I・II
講義では可能な限りイラストやビデオを多用し，
分かりやすいように工夫した．また，様々な資料
等で出てくる単語の統一にも気を配り，学生が混
乱しないように努めた．さらに，教科書的な内容
の教授の後に，実際の症例に重ね合わせることで
机上での勉強と臨床でのギャップを少なくするよ
うに努めた．また，国家試験対策も盛り込んだ．

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

大阪府立大学総合リハビリテーション学類
理学療法学専攻
内部障害理学療法学I・II・III
物理療法学I・II
講義には active learning を促通する目的で反転
授業を取り入れている．具体的には自主制作した 
e-learning 教材で自宅学習させ，講義時間は演習
やディスカッションに活用した．

大阪府立看護大学医療技術短期大学部理学療法学
科
大阪府立看護大学総合リハビリテーション学部
理学療法学専攻
大阪府立大学総合リハビリテーション学類
理学療法学専攻
内部障害理学療法学I
基礎技術の習得には可能な限り時間を掛け，その
後，臨床で起こりうる難渋例を想定した実習を
行った．
呼吸リハビリテーションにおける聴診の実習では
シュミレータを活用した．

総合評価Ｓ(S〜Cの４段階評価)

1)大阪府立大学　平成25年度教員業績評価

2)大阪府立大学　平成26年度教員業績評価

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成24年 2月

平成24年 5月

平成24年 7月

平成24年 9月

平成24年11月

平成25年 9月

平成25年 9月

平成25年 9月

平成26年10月

平成27年10月

平成30年12月

平成31年2月

平成24年 2月

平成25年 1月

平成25年 7月

平成30年度　登美ヶ丘カレッジ
「慢性呼吸器疾患の息切れ対策：運動の意義と導
入の工夫」講師

平成30年度ローレルスクエア登美ヶ丘　健康講座
「高齢者における運動の意義」講師

大阪府立今宮高等学校「リハビリテーションと
は」　講師

はびきの健康フォーラム「肺がん患者のリハビリ
テーション」講師

平成24年度第1回ホッと＆ハートの会
「無理のない有酸素運動１」講師

平成24年度第2回ホッと＆ハートの会
「無理のない有酸素運動２」講師

平成25年度第4回ホッと＆ハートの会
「骨密度と転倒予防運動について」講師

平成24年度第3回ホッと＆ハートの会
「無理のない有酸素運動３」講師

平成25年度佐賀県理学療法士会研修会
「心臓リハビリテーション：入門のためのミニマ
ムエッセンス」講師

平成24年度第5回ホッと＆ハートの会
「無理のない有酸素運動４」講師

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院
探検隊「理学療法とは」講師

平成25年度第3回ホッと＆ハートの会
「呼吸体操」講師

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院
探検隊「理学療法における評価」講師

平成26年度第2回ホッと＆ハートの会
「運動の新しい視点：自分の運動量を見直そう」
講師

はびきの市民大学「正しい運動で健康増進」講師

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1)講演，研究会について

2)高大連携　講義について
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年月日事項 概 要

平成26年 7月

平成26年 9月

平成27年 7月

平成28年 1月

平成30年6月

平成30年12月

平成31年1月

平成23年4月〜

平成25年4月〜

平成26年4月〜

大阪府立河南高等学校「人を支える「リハビリ
テーション」を知る：変わるニーズと進歩する技
術　講師

奈良県立生駒高等学校「理学療法とは」講師

奈良県立高取国際高等学校「リハビリテーション
学への招待」講師

スタチン投与中の運動が骨格筋ミトコンドリアへ
及ぼす影響

○博士後期課程：2名
Predictors of improvements in exercise
capacityduring cardiac rehabilitation in the
recovery phase after coronary artery bypass
graft surgery versus acute myocardial
infarction

Changes in exercise tolerance and quality of 
life are unrelated in lung cancer survivors 
who undergo　video-assisted thoracic surgery

○博士前期課程：1名
エアマットレスが臥床中の呼吸機能へ与える影響

○博士前期課程：2名
透析低血圧患者における透析施行中の低負荷レジ
スタンストレーニングは血圧および運動機能の改
善に寄与するか

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院
探検隊「理学療法を体験しよう」講師

○博士前期課程：1名
呼息時低周波電気刺激の効果に関する研究：健常
成人によるランダム化比較対照試験

大阪府立八尾高等学校「リハビリテーションと
は」　講師

大阪府立寝屋川高等学校「リハビリテーションと
は」　講師

大阪府立泉陽高等学校「リハビリテーションと
は」　講師

５　その他

1)大学院博士前期・後期課程指導実績
（大阪府立大学）
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年月日事項 概 要

平成27年4月〜

平成24年2月

平成25年2月

平成26年2月

離散運動と周期運動の運動制御の違いについて
（博士前期課程）

○主査：1名
エアマットレスが臥床中の呼吸機能へ与える影響
（博士前期課程）

○副査：2名
Monaural auditory stimulus affects selection
of the hand to reach（博士前期課程）

Motor evoked potential of the hand muscles 
elicited by posterior-anterior current is 
suppressed during eye movement without vision
（博士前期課程）

Transcranial magnetic stimulation over the 
cerebellum induces long latency motor 
response during visually guided manual 
tracking task 
（博士後期課程）

○副査：2名
外乱予測が筋反応および反応前期の皮質脊髄路興
奮性に与える影響（博士前期課程）

○主査：1名
呼息時低周波電気刺激の効果に関する研究：健常
成人によるランダム化比較対照試験（博士前期課
程）

○副査：3名
リズミカルな足関節運動が対側ヒラメ筋H反射興奮
性に及ぼす影響（博士前期課程）

Dependency of preparatory inhibition of 
corticospinal excitability on the sequence of 
the to-be-signaled motor response
（博士後期課程）

○博士前期課程：1名
食道がん切除再建術後患者の理学療法における認
知行動療法の併用が退院後の身体活動量と健康関
連QOLに与える影響

2)大学院博士前期・後期課程学位審査会実績
（大阪府立大学）
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年月日事項 概 要

平成27年2月

平成30年2月

○主査：1名
透析低血圧患者における透析施行中の低負荷レジ
スタンストレーニングは血圧および運動機能の改
善に寄与するか（博士前期課程）

○副査：3名
Switching or cancelling leg movement
suppresses anticipatory postural adjustment
before gait initiation（博士前期課程）

腕運動に随伴する眼球運動の発生源に関する研究
（博士前期課程）

Changes in exercise tolerance and quality of 
life are unrelated in lung cancer survivors 
who undergo　video-assisted thoracic surgery 
（博士後期課程）

The effect of tonic contraction of one hand 
muscle on motor area of tonically contracting 
another hand muscle（博士後期課程）

○学外審査員：2名

Predictors of improvements in exercise 
capacity during cardiac rehabilitation in the 
recovery phase after coronary artery bypass 
graft surgery versus acute myocardial 
infarction
（博士後期課程）
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年月日事項 概 要

年月日

1)臨床実習指導者講習会

なし

平成28年

10月1日

〜

平成30年

3月31日

平成26年10月

～

平成28年9月

平成30年4月

平成30年7月

平成30年12月

平成31年４月

令和3年４月 奈良学園大学共通教育委員会委員（現在に至る）

2)大学委員会の活動

奈良学園大学大学院入試小委員会委員（平成31年
３月まで）

奈良学園大学保健医療学部研究倫理審査委員会委
員（平成31年３月まで）

奈良学園大学ハラスメント調査委員会委員長（令
和元年６月まで）

概 要

平成31年
3月3日

第2018-2-031号：厚生労働省

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

1)国家公務員共済組合連合会枚方公済病院理学療
法士

１　資格，免許

文部科学省大学教育再生加速プログラム（I・II複
合型）大阪府立大学プロジェクト委員

臨床業務，教育業務，研究業務 
リハビリテーション科主任（室長）
組織再編と新人教育システムの構築
呼吸器リハビリテーション外来の開設
看護師長および看護師教育
療法士教育プログラムの作成と運営

４　その他

事項

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良学園大学教務委員会委員（現在に至る）

奈良学園大学自己点検・評価委員会委員（現在に
至
る）

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科教
務ワーキング委員（現在に至る）

1)国・地方公共団体における審議会・委員会等の
参画

奈良学園大学共通教育委員会委員（現在に至る）

奈良学園大学入試広報委員会委員（平成31年３月
まで）

保健医療学部リハビリテーション学科

976



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
共著 平成26年1月

（学術論文）

共著 平成24年10月

共著 平成24年12月 本研究は炭酸泉浴が筋損傷後の再生を促進させ
るかどうかについて検討した．Wistar系雌ラッ
トを非損傷群（NI），損傷群（IC），損傷＋温
浴群（ITW），損傷＋炭酸泉群（ICO2）に分
け，IC，ITW，ICO2群のラットの左前脛骨筋に
ブピバカイン塩酸塩により筋損傷を惹起した．
損傷の翌日より，ITW，ICO2群のラットに温浴
または炭酸泉（1,000 ppm）をそれぞれ，１日
に１回，37度で30分間行った．損傷２週間後に
ラットの左前脛骨筋を摘出し，筋核数，筋線維
横断面積を測定した．筋核数はICO2群でIC，
ITW群に比べ高値を示し，筋横断面積はICO2群
でIC群に比べ高値を示した．本研究より，炭酸
泉は筋損傷後の再生を促進させる可能性がある
ことが示唆された．
（分担執筆担当：Nonaka,K.,Akiyama,J.,
Tatsuta,N.,Une,S,Ito,K.,Kataoka,M.,
Ogaya,S.,Iwata,A.,Okuda,K.)
（担当部分：資料収集）

本書は新人理学療法士に対してon the job 
trainingとoff the job trainingを職場の教育
体制として整備するだけではなく，成人として
の学習方法を身につけてもらうこと，そしてそ
うした自己研鑽が自らのエンプロイアビリティ
学習に向けた動機付けを目的にしたテキストで
ある．
B5判 全190頁 

編者：斉藤秀之，島村耕介，森本榮
共著者：斉藤秀之，森本榮，青山誠，大塚功，
小泉幸毅，松原徹，豊田平介，島村耕介，後藤
伸介，対馬栄輝，高橋哲也，伊藤直人，奥山夕
子，村永信吾，伊能幸雄，中村崇，兼子昌幸，
小林久文，川村博文，辻下守弘，西上智彦，川
勝邦浩，大矢暢久，鶴見隆正，伊藤健一，他1
名

本人担当部分：「症例報告から何を学ぶべき
か！」（P175‐P181）を共著
分担執筆者：川村博文，辻下守弘，西上智彦，
川勝邦浩，大矢暢久，鶴見正隆，伊藤健一
１年目のPTとして習得したい基本スキルとして
「症例報告から何を学ぶべきか！」について，
症例報告書の作成方法，症例報告の発表方法に
ついて具体例を提示した中で重要ポイントをま
とめ，解説した．

2　Carbon Dioxide-rich 
Water Bathing Increases 
Myonuclear Number and 
Muscle Fiber Size in 
Regenerating Skeletal 
Muscles
（査読付）
（炭酸泉浴は再生骨格筋に
おける筋細胞数と筋線維の
サイズを増加させる）

1　The Relationship 
Between Skeletal Muscle 
Oxygenation and Systemic 
Oxygen Uptake During 
Exercise in Subjects With 
COPD: A Preliminary Study
（査読付）
（COPD患者における運動中
の骨格筋酸素化能と酸素摂
取量との関係：予備的研
究）

RESPIRATORY CARE, 57: 
P1602-P1610

Journal of Physical 
Therapy Science ，24：
P1295-P1298

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1　PT卒後ハンドブック　１
年目に習得したい基本スキ
ル

本研究の目的はCOPD患者における運動中のVO2
に対する骨格筋酸素化能の影響を明らかにする
ことである．8名のCOPD患者に対しエルゴメー
タ運動を課し，運動中の換気とガス交換につい
て評価した．VO2は血液中の酸素化レベルと心
機能による影響と同様に，動作筋における酸素
利用による影響を大きく受けていた．
（分担執筆：Tabira,K.,Horie,J.,Fujii,H.,
Aida,T.,Ito,K.,Fukumoto,T.,Imagita,H.,
Ishihara,H.）
（担当部分：データ収集）

三輪書店
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成25年5月

共著 平成25年5月

共著 平成26年12月

共著 平成27年2月

椅座位からの漸増反復起立動作テスト(IRST)が
COPD患者の運動耐容能評価として活用できるか
を検討した．男性COPD患者18例を対象に6分間
歩行距離(6MWD)，漸増シャトルウォーキングテ
スト(ISWT)，心肺運動負荷テスト(CEST)，IRST
を測定した．Peak VO2の比較として，6MWTの予
測値とISWTの予測値では，ISWTの方が有意に高
値で，6MWTの予測値とIRSTではIRSTの方が有意
に高値であったが，IRSTとISWT ，IRST，CEST
には有意差を認めなかった．また，CEST-Peak
VO2=0.12×起立回数＋8.26，CEST-Peak
VO2=0.02×6MWD＋3.48，CEST-Peak VO2=0.02×
ISWT＋6.48との有意な回帰式が得られた．IRST
は，客観的な運動耐容能の把握，運動処方，効
果検証が可能になり，COPD患者の運動耐容能の
評価法として活用できる可能性が示唆された．
（分担執筆者：Horie,J., Ito,K., Haya
shi,S., Fujii,H.,Ishihara,H.,Hori
kawa,E.）
（担当部分：資料収集と考察）

これまでに我々は，人工炭酸泉浴が筋損傷の治
癒回復を促進する可能性を見いだした．本研究
はその治癒促進のメカニズムを探ることを目的
に行った．筋損傷後に人工炭酸泉浴を行うと損
傷筋の筋芽細胞増殖に関わるMyoDタンパクの発
現に変化は見られないが，筋管形成に関わる
myogeninタンパクの発現が増加した．以上よ
り，筋損傷後の人工炭酸泉浴は筋管形成を促進
する可能性が示唆された．
（分担執者:Nonaka,K.,Akiyama,J.,
Tatsuta,N.,Une,S.,Ito,K.,Ogaya,S.,
Kataoka,M.,Iwata,A.,Okuda,K.）
（担当部分：資料収集）

糖尿病時の筋萎縮が酸化ストレスと関連がある
かについて検証した．速筋線維優位である長指
伸筋は萎縮し，抗酸化酵素(カタラーゼ，グル
タチオンペルオキシダーゼ，スーパーオキサイ
ドジスムターゼ)活性の上TBARSの増加が確認さ
れた．一方，赤筋線維優位であるヒラメ筋の萎
縮は軽度で，カタラーゼ活性は上昇したが，そ
れ以外の抗酸化酵素活性とTBARSに変化は認め
られなかった．以上より，糖尿病に伴う酸化ス
トレスが速筋線維の萎縮を惹起する可能性を示
した．
（分担執筆者:Nonaka,K., Une,S.,
Tatsuta,N.,  Ito,K., Akiyama,J.）
（担当部分：資料収集）

研究の目的は,COPD患者に対する呼息時電気刺
激（PESE）を用いた換気フィードバックの有効
性を明らかにすることである．24名のCOPD患者
を，プラセボ群とPESEを行う群に割り付けた．
これら対象者には5分間のエルゴメータ運動を2
回行ってもらい，ベースライン（BL）と各介入
による換気指標を中心としたデータの測定を
行った．BLに対しプラセボ群では，安静時・運
動時とも明らかな変化は認められなかったが， 
PESE群では安静時・運動時とも有意な換気効率
の改善を認めた．この結果によりCOPD患者の換
気効率改善にPESEが有効であることが明らかと
なった．
（分担執筆者:Ito,K., Nozoe,T., Okuda,M., 
Nonaka, K.,Yamahara,J., Horie,J., 
Hayama,Y., Kawamura,H.）
（担当部分：研究の企画と考察，論文作成）

Acta Physiologica 
Hungarica, 101：P421-
P428

Journal of Physical 
Therapy Science ，25：
P709-P711

Journal of Physical 
Therapy Science ，25：
P391-P395

5　Changes in antioxidant 
enzymes and lipid 
peroxidation in extensor 
digitorum longus muscles 
of streptozotocin-
diabetic rats may 
contribute to muscle 
atrophy
（査読付）
（ストレプトゾトシン糖尿
病ラット長指伸筋の抗酸化
酵素と過酸化脂質の変化は
筋萎縮と関連する）

4　Carbon Dioxide Water 
Bathing Enhances Myogenin 
but Not MyoD Protein 
Expression after Skeletal 
Muscle Injury
（査読付）
（炭酸泉浴は骨格筋損傷後
のMyoDタンパク質を増加さ
せないがMyogeninを増加さ
せる）

Journal of Physical 
Therapy Science, 27：
P325-P330

6　Electrical stimulated 
ventilation feedback 
improve ventilation 
pattern in patients with 
COPD
 (筆頭著者）
（査読付）
（電気刺激による換気
フィードバックはCOPD患者
の換気パターンを改善す
る）

3　The Usefulness of the 
Incremental Load Repeated 
Standup Test in the 
Assessment of the 
Exercise Capacity of 
Patients with Chronic 
Obstructive Pulmonary 
Disease
（査読付）
（慢性閉塞性肺疾患患者の
運動能力評価における漸増
反復起立動作テストの有用
性）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年4月

共著 平成28年5月

共著 平成28年6月

共著 平成28年7月 本研究の目的は，運動中の呼息を促通させるた
めに電気刺激を用いたフィードバック（ESVF）
を行い，その効果と安全性を明らかにすること
である．健常成人23名をESVF群と対照群に割り
付けた．対象者は呼吸練習において，呼気延長
の呼吸パターンを練習し，その呼吸法を運動中
も維持するように指導された．運動中と運動後
の呼気/吸気時間比において対照群と比較して
ESVF群が有意に高値を示した．また，ESVFによ
る副作用が認められなかったことからESVFは運
動中の呼吸法を習得させるツールになり得るこ
とが明らかとなった．
（分担執筆
者:Yamahara,J.,Ito,K.,Nonaka,K.）
（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成
指導）

ヘルスプロモーション理
学療法研究，5：P31-P36

Japanease Journal of 
Occupational Medicine 
and Traumatology, 64: 
162-172

本研究の目的は，虚弱高齢者に対する腹筋ト
レーニングを含んだ6ヵ月間の通所リハの効果
を検証することである．対象者は通所リハ利用
中の虚弱高齢者20名（80.5 ± 6.6歳）とし
た．対照群は既存のプログラムとし，介入群は
既存プログラムに1日20回の腹筋トレーニング
を含んだ．結果，片脚立脚時間と5 m最速歩行
速度は介入群が有意に向上した．腹筋トレーニ
ングを含んだ通所リハは虚弱高齢者のヘルスプ
ロモーションとして有効である可能性が示唆さ
れた．
（分担執筆者:阿波邦彦，北村智哉，堀江淳，
伊藤健一）
（担当部分：考察と論文作成指導）

健康づくりのための運動指針2006に基づく身体
活動促進プログラム(EPAR)の効果を一般的な運
動指針(GEG)とともに明らかにした．対象は製
造業に従事する勤労者で,これら対象者をEPAR
群とGEG群,コントロール群に割り付け,それぞ
れの介入を行った．評価項目は生化学検査値，
身体組成，膝進展筋力，運動に対する自己効力
感，行動変容ステージである.結果より健康づ
くりのための運動指針2006に基づく身体活動促
進プログラムは運動への自己効力感を増大さ
せ，生活習慣病予防に寄与する可能性が示唆さ
れた.
（分担執筆者：Asada,F.,Nomura,T.,
Kubota,M.,Ohashi,M.,Ito,K.）
（担当部分：研究の企画およびデザインと論文
指導）

呼吸リハビリテーションの基礎研究として呼気
筋の筋活動パターンを筋電図を用いて呼気抵抗
別に検討した．10%PEmax, 20%PEmax,30%PEmax
の抵抗を負荷した呼息時の腹直筋と内腹斜筋,
外腹斜筋の活動量を評価した．３つの筋のう
ち,最も大きな活動量を示したのは内腹斜筋で
あった．ただし,その活動量は30%PEmaxの負荷
であっても20%MVC以下であった．通常の呼吸筋
トレーニングでは30%PEmax程度の負荷が推奨さ
れるが,生理学的な視点でみた場合,その負荷は
弱すぎることが示唆された．
（分担執筆者：Ito,K., Nonaka,K.,
Ogaya,S.，Oogi,A., Matsunaka,C.,
Horie,J.）
（担当部分：研究の企画およびデザインと論文
作成）

8  Evaluation of a 
Physical Activity 
Promotion Program Using 
the "Exercise Guide 2006" 
Aimed at Preventing Life 
style-related Disease 
among Working People
（査読付）
（勤労者の生活習慣病予防
を目的としたエクササイズ
ガイド2006を用いた身体活
動促進プログラムの評価）

10　Electrical 
stimulation ventilatory 
feedback facilitates 
maintenance of a 
prolonged expiration 
pattern during exercise: 
A proof of concept study 
in healthy adults
（査読付）
（電気刺激呼吸フィード
バックは運動中の呼気延長
の維持を容易にする：健常
成人における概念実証試
験）

9　Surface electromyogra-
phy activity of the 
rectus abdominis, 
internal oblique,and 
external oblique muscles 
during forced expiration 
inhealthy adults （筆頭著
者）
（査読付）
（健常成人の努力性呼気時
における腹直筋，内腹斜
筋，外腹斜筋の表面筋電図
の活動）

Physiotherapy Theory 
and Practice，32:P483-
P488

Journal of Electromyo-
graphy and 
Kinesiology, 28: 76-81

7　虚弱高齢者を対象とした
腹筋トレーニングを含む通
所リハビリテーションの効
果
（査読付）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年3月

共著 平成29年4月

共著 平成29年11月

共著 平成30年3月

本研究の目的は手関節疼痛部位と同皮膚節レベ
ルに実施する経皮的電気神経刺激（TENS）の鎮
痛効果を比較検討することである．対象は成人
女性で，熱刺激を手関節に与えて疼痛を出現さ
せてコントロールを設定し，次に同熱刺激を与
えつつ対側の同皮膚節レベルである手関節
（CW）へのTENS実施，手関節背側の疼痛部位と
同皮膚節レベルの頸部（N）へのTENS実施，CW
とNの同時両部位（CWN）へのTENS実施である計
3方法での介入を行い，痛みの程度及び脳血流
測定を行った．3つの介入の痛みの程度は，コ
ントロールに比べ有意に減少したが，3方法間
における痛みの程度の比較では，いずれの組合
せにおいても有意な差は認められなかった．効
果的なTENSには皮膚節を有効に活用することも
重要であるものと考えられた．
（分担執筆者：Kawamura,H.,Nishigami,T.,
Yamamoto,A.,Tsujishita,M.,Ito,K., Ohya,N.,
Takagi,M.)
（担当部分：資料収集と考察）

本研究の目的は，胸腔鏡下手術（VATS）を受け
た患者の運動耐容能の変化とQOLとの関係を明
らかにすることである．VATS後3ヶ月間，肺癌
患者36名を追跡調査し，QOLと身体機能を評価
した．QOLの身体的および社会的側面は，術後
有意に減少したが，第12週までに回復した．対
照的に，身体機能は術後4週までに回復してい
た．QOLの変化率と身体機能に関する変化率と
の間には有意な相関は認められなかった．身体
機能の回復とQOLの回復は相関しないことが明
らかとなった．
（分担執筆者：Anami,K.，Horie,J.，
Hirayama,Y.，Yamashita,N.，Ito,K.）
（担当部分：研究デザインと解析，考察）

理学療法科学，32：
P183-P188

Journal of Physical
Therapy Science, 30:
P467-P473 

日本呼吸ケア・リハビリ
テーション学会誌，26：
P495-P501

本研究の目的は，慢性呼吸器患者における
Physical Activity Scale for the 
Elderly(PASE)を用いた身体活動量評価の有用
性を検証することである．対象である50名の
COPD患者はPASEの回答の後，活動量計を２週間
装着した．PASE調査は初回回答から１週間後に
再度行った．結果はPASEスコアと活動量計カロ
リーには相関が認められ，さらに初回PASEスコ
アと2回目PASEスコアにも高い相関が認められ
た．これらのことから慢性呼吸器患者に対して
PASEが利用できることが明らかとなった．
（分担執筆者:青田絵里，伊藤健一，奥田みゆ
き，濃添建男，堀江淳，石原英樹）
（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成
指導）

14　Changes in exercise 
tolerance and quality of 
life are unrelated in 
lung cancer survivors who 
undergo video-assisted 
thoracic surgery
（査読付）
（胸腔鏡下手術を受けた肺
がん患者では運動耐容能の
変化とQOLは関係がない

12　エアマットレスが臥床
中の呼吸機能へ与える影響
（査読付）

11 慢性呼吸器疾患における
Physical Activity Scale 
for the Elderlyを用いた身
体活動量評価の有用性に関
する検証
（査読付）

13　Comparison of the 
pain-relieving effects of 
transcutaneous electrical 
nerve stimulation applied 
at the same dermatome 
levels as the site of 
pain in the wrist joint 
（査読付）
（手関節疼痛部位と同皮膚
節レベルに実施する経皮的
電気神経刺激の鎮痛効果の
比較）

Journal of Physical 
Therapy Science, 29：
P1996-P1999

本研究の目的は臥床時の呼吸機能に対するエア
マットレスの悪影響の有無を明らかにすること
である.対象は健常者群 19 名と胸郭コンプラ
イアンス低下群 10名に対して，エアマットレ
スと標準マットレスの 2 つの条件下で臥位に
て測定された呼吸機能を比較した．測定項目は
一回換気量，分時換気量，死腔換気率，呼吸
数，呼気時間， 吸気時間，全呼吸時間，呼気
平均流量，吸気平均流量，吸気における腹部の
隆起が開始するタイミングの 10 項目とした．
結果は両群ともにすべての測定項目でエアマッ
トレス上臥位と標準マットレス上臥位の間に有
意な差は認められなかった．以上よりエアマッ
トレス導入は呼吸機能へ悪影響を与えないこと
が明らかになった.
（分担執筆者:井上貴裕，野中紘士，伊藤健
一）（担当部分：実験の計画立案と考察，論文
作成指導）
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共著 平成30年4月

共著 平成30年8月

共著 平成31年2月 アトルバスタチン（AS）の投与中に，マウスの
持久力運動が骨格筋のミトコンドリア順応およ
び筋肉損傷を誘発するか否かを調査した．雄の
マウスを３つの群のうちの１つに割り当てた：
対照（Con），スタチン（Sta），またはスタチ
ンおよび運動(Sta＋Ex)．そしてASを投与し，
トレッドミル上で8週間運動を行った．大腿四
頭筋におけるミトコンドリア関連タンパク質
PGC-1α，および呼吸鎖複合体（COX）I-V，お
よび筋肉損傷マーカーである血清クレアチンキ
ナーゼのレベルを計測した．PGC-1αおよびCOX
I-VはStaおよびConの群と比較して，Sta＋Exの
群で増大した．血清クレアチンキナーゼレベル
は同様であった．これらのことからマウスにお
ける持久力運動はAS投与中に，筋肉損傷を引き
起こさずに骨格筋におけるミトコンドリア順応
を誘導することが明らかとなった．
（分担執筆者：Nonaka, K.,Ozaki, Y.,
Ito,K.,Sakita,M.,Une,S.,Akiyama,J.）
（担当部分：研究デザインと考察）

本研究の目的は，胸腔鏡下手術（VATS）を受け
た患者の運動耐容能の変化とQOLとの関係を明
らかにすることである．VATS後3ヶ月間，肺癌
患者36名を追跡調査し，QOLと身体機能を評価
した．QOLの身体的および社会的側面は，術後
有意に減少したが，第12週までに回復した．対
照的に，身体機能は術後4週までに回復してい
た．QOLの変化率と身体機能に関する変化率と
の間には有意な相関は認められなかった．身体
機能の回復とQOLの回復は相関しないことが明
らかとなった．
（分担執筆者：Anami,K.，Horie,J.，
Hirayama,Y.，Yamashita,N.，Ito,K.）
（担当部分：研究デザインと解析，考察）

Heart and Vessels, 33:
P358-P366 

The Journal of 
Physiological 
Sciences, 69: P327-333

心臓リハビリテーション(心リハ)における，冠
状動脈バイパス術後(CABG)患者と急性心筋梗塞
(AMI)患者の運動耐容能改善予測因子を検討し
た．CABG後患者(61例)では，等尺性膝伸展筋力
の変化率(β=0.39,p<0.01)，ヘモグロビン値の
変化値(β=0.23,p<0.05)，心リハ開始時の脳性
ナトリウム利尿ペプチド値(β=-0.37, p<0.01)
が運動耐容能改善予測因子であった．一方，
AMI患者(91例)では心リハ開始時の運動耐容能
(%予測値)(β=-0.43, p<0.01)が唯一の運動耐
容能改善予測因子であった．
（分担執筆者：Suzuki,Y.，Ito,K.，
Yamamoto,K.，Fukui,N.，Yanagi,H.，
Kitagaki,K.，Konishi,H.，Arakawa,T.，
Nakanishi,M.，Goto,Y.）
（担当部分：研究デザインと解析，考察）

本研究では，加速度の減少が上腕三頭筋による
前方進行の筋電位の低下と関連しているかどう
かを明らかにするために，前方への身体重心加
速度および筋電位に対する個々の筋の寄与を分
析した．対象は膝OA患者12人と健常者12人であ
る．誘導加速度分析を使用して，各筋肉が70〜
100％の立脚期の間に前方への身体重心加速に
どのように寄与したかを分析した．次に，前方
への身体重心加速度の筋電位を算出した．膝OA
患者は健常者と比較してヒラメ筋，腓腹筋，お
よび腸腰筋で有意に低い前方への身体重心加速
度を示した．これらの所見は，前進に対するヒ
ラメ筋の寄与を改善することが後期立脚期の間
に膝OA患者の歩行速度を高めるのに有効である
ことが明らかとなった．
（分担執筆者：Ogaya,S.,Kubota,R.,Chujo,Y.,
Hirooka,E.,Ito,K.,Kim,K.,Hase,K.）
（担当部分：研究デザインと考察）

15　Predictors of 
improvements in exercise 
capacity during cardiac 
rehabilitation in the 
recovery phase after 
coronary artery bypass 
graft surgery versus 
acute myocardial 
infarction 
（査読付）
（回復期心臓リハビリテー
ションにおける運動耐容能
改善予測因子の検討-冠状動
脈バイパス術後患者と急性
心筋梗塞患者の比較-）

16　Potential of muscles 
to accelerate the body 
during late-stance T 
forward progression in 
individuals with knee 
osteoarthritis
（査読付）
（変形性膝関節症患者にお
ける立脚後期の前進中に体
幹を加速するための筋の潜
在性）

Human Movement 
Science, 61:P109-116

17　Endurance exercise 
increases the protein 
levels of PGC-1α and 
respiratory chain 
complexes in mouse 
skeletal muscle during 
atorvastatin 
administration
（査読付）
（アトルバスタチン投与中
の持久力運動はマウス骨格
筋のPGC-1αと呼吸鎖複合体
タンパク質を増加させる）
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共著 令和3年4月

「総説」

共著 平成25年2月

共著 平成25年12月

共著 平成30年６月

「学会発表」

〈国際学会〉

- 平成24年12月

健康支援，23：早期公開

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電
気刺激群に割り付け，安静時および運動時の換
気機能について，呼息時低周波電気刺激の効果
を検証した．結果より呼息時低周波電気刺激は
換気機能を有意に改善することが明らかとなっ
た．
（共同発表者：Ito,K.,Nozoe,T.,Okuda,M.,　
Nonaka,K.,Horie,J.,Kawamura,H.）
（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解
析，学会発表）

18　地域在住高齢者におけ
るテレビコマーシャルメッ
セージの時間を活用した身
体活動促進プログラムの予
備的研究
（査読付）

本研究の目的は，CM 中の歩行または足踏みを
促す身体活動プログラムの実行可能性と身体活
動量への影響を明らかにすることである.CM 開
始時点から歩行または足踏みを開始し，CM 終
了まで継続するよう指示した.また,CM 中の歩
行または足踏みは，7日間，各日1日を通して実
施するよう指示した．加速度計の装着時間は通
常週が平均 776.6 ± 80.0 分/日，介入週が平
均751.6 ± 116.0分/日であり，介入週で有意
に短かった。通常週の歩数は平均6,483 ± 
3,019歩/日，介入週の歩数は平均7,304 ± 
3,196 歩 / 日であり，介入週で有意に増加し
た．また，通常週の歩行時間は平均67.6 ± 
35.8分/日，介入週の歩行時間は平均77.6 ± 
36.9分/日であり，歩行時間は介入週で有意に
増加した．本研究により，CM 中の歩行または
足踏みを促す身体活動プログラムは，高齢者の
歩数と歩行時間を有意に増加させ，厚生労働省
の提案する「プラス 10」を満たすための実行
可能な方法となり得ることが示された．
（分担執筆者：中島大貴, 伊藤健一, 坪内喜
仁,藤井啓介,田畑泉）
（担当部分：研究デザインと考察）

3　他職種で作成したハイフ
ローシステムマニュアル

日本呼吸ケア・リハビリ
テーション学会誌，27
巻：P146-P152

呼吸リハビリテーションを処方するにあたり必
須となる以下の点についてまとめた．１）リハ
の適応者と評価，対応，２）注意点，３）主治
医のリハ依頼の目的や期待，４）リハ依頼の多
い疾患の概略，５）症例とその効果
（分担執筆者：石田健司，野村卓生，伊藤健
一）
（担当部分：情報収集とデータ提供）

呼吸不全の新しい治療法であるハイフロー療法
で用いるハイフローシステムの設定や取り扱い
方について，医師や看護師，理学療法士，薬剤
師，臨床工学技士がそれぞれの視点からわかり
やすくまとめた．
（分担執筆者：奥田みゆき，田中順哉，福田康
二，木戸悠人，清水学，上田耕平，辻是道，加
治木幸，有満道子，前田里美，伊藤健一，大木
敦司，高橋留佳，野原隆司）
（担当部分：リハビリテーション部分の企画と
校正）

理学療法，30巻：P176-
P180

「内部障害に対する運動療法における臨床推論
と臨床判断」について解説した．具体的には臨
床推論と臨床判断の意義・要点，臨床推論と臨
床判断を的確に行うための基本的知識の整理と
留意点について図を用いて解説した．
（分担執筆者：伊藤健一）
（担当部分：企画と論文作成）

2　他科で役立つこんな時の
リハ処方
4.呼吸器内科・呼吸器外科−
呼吸リハを中心に

Journal of Clinical 
Rehabilitation，22巻：
P1211-P1217

1　内部障害に対する運動療
法における臨床推論と臨床
判断

1　Effects of Phasic 
Electrical Stimulation 
during Expiration in 
Elderly Chronic 
Obstructive Pulmonary 
Disease: A Pilot Study
（高齢COPD患者に対する呼
息時電気刺激の効果）

17th Congress of the 
Asian Pacific Society 
of Respirolory (Hong 
Kong)
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- 平成25年9月

- 平成27年5月

- 平成27年9月

- 平成28年9月

呼気筋の筋活動パターンを筋電図を用いて呼気
抵抗別に検討した．10%PEmax, 
20%PEmax,30%PEmaxの抵抗を負荷した呼息時の
腹直筋と内腹斜筋,外腹斜筋の活動量を評価し
た．３つの筋のうち,最も大きな活動量を示し
たのは内腹斜筋であった．ただし,その活動量
は30%PEmaxの負荷であっても20%MVC以下であっ
た．通常の呼吸筋トレーニングでは30%PEmax程
度の負荷が推奨されるが,生理学的な視点でみ
た場合,その負荷は弱すぎることが示唆され
た．
（共同発表者：Ito,K.,Nonaka,K.,Ogaya,S.,　
Horie,J.）
（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電
気刺激群に割り付け，安静時および運動時の換
気機能について，呼息時低周波電気刺激の効果
を検証した．結果より呼息時低周波電気刺激は
換気機能を有意に改善することが明らかとなっ
た．
（共同発表者：Ito,K.,Nozoe,T.,Okuda,M.,　
Nonaka,K.,Horie,J.,Kawamura,H.）
（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解
析，学会発表）

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電
気刺激群に割り付け，安静時および運動時の換
気機能について，呼息時低周波電気刺激の効果
を検証した．結果より呼息時低周波電気刺激は
換気機能を有意に改善することが明らかとなっ
た．
（共同発表者：Ito,K.,Nozoe,T.,Okuda,M.,
Nonaka,K.,Horie,J.,Kawamura,H.）
（担当部分：研究企画，資料の収集，データ解
析，学会発表）

1 Effects of Phasic
Electrical Stimulation 
during Expiration in 
Elderly Chronic 
Obstructive Pulmonary 
Disease: A Pilot Study
（高齢COPD患者に対する呼
息時電気刺激の効果）

European Respiratory 
Society Annual 
Congress 2013 
(Barcelona)

4　Electromyography 
Activity of the Rectus 
Abdominis, Internal 
Oblique, and External 
Oblique Muscles During 
Forced Expiration in 
Healthy Adults
（健常成人における努力性
呼気時の腹直筋，内腹斜筋
と外腹斜筋の筋電活動）

2　Effects of phasic 
electrical stimulation 
during expiration in 
elderly patients with 
chronic obstructive 
pulmonary disease: A 
randomised control trial
（高齢COPD患者における呼
息時電気刺激の効果：ラン
ダム化試験）

5　Validity and Intra-
class Reliability of 
Spirometry Using a Mask 
Instead of  a Mouthpiece
（マウスピースの代わりに
マスクを用いたスパイロ
メータの信頼性と妥当性）

European Respiratory 
Society Annual 
Congress 2015 
(Amsterdam)

World Confederation 
for Physical Theraty 
Congress 2015
（Singapore）

3　CORRELATING FACTORS OF 
EXERCISE CAPACITY 
IMPROVEMENT AFTER CARDIAC 
REHABILITATION IN POST-
CORONARY ARTERY BYPASS 
GRAFT SURGERY PATIENTS
（冠動脈バイパス術後患者
における心臓リハビリテー
ション後の運動能力改善の
関連因子）

心臓リハビリテーション(心リハ)に参加した冠
動脈バイパス術(CABG)後患者の運動耐容能改善
関連因子を検討した．対象は，CABG後に3か月
間の心リハプログラムに参加した61例とした．
対象には心リハ前後で，運動負荷試験，膝伸展
筋力測定，体組成測定，血液データ測定が行わ
れた．多変量解析の結果，膝伸展筋力の変化率
(β＝0.51, P＜0.05)と換気効率(VE/VCO2 
slope)の変化率(β＝-0.67, P＜0.01)が運動耐
容能改善の独立した関連因子であることが明ら
かとなった．
（共同発表者：Suzuki,Y.,Hieda,M.,
Fujiwara,R.,Yamamoto,K.,Fukui,N.,Konishi,H
.Arakawa,T.,Kumasaka,R.,Nakanishi,M.,
Fukui,S.,Nakao,K.,Ohara,T.,Noguchi, 
T.,Yanase,M.,Ito,K.,Goto,Y.）
（担当部分：計画と考察，研究指導）

本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリ
の妥当性と再現性を明らかにすることである．
筒型マウスピースの代わりにマスクを用いて肺
機能を測定した結果，妥当性と再現性が確認で
きた．このことから，スパイロメトリの際に筒
型マウスピースの代わりにマスクを用いること
が可能であると考えられた．但し，データの取
り扱いに関しては一次回帰式で補正する必要が
ある．また，今回の結果は安静時計測の結果で
あり，背景に記した運動時評価における妥当性
と再現性の検討は今後の課題である．
（共同発表者：Ito,K., Nonaka,K., 
Takeda,S., Nishikawa, T.,Anami,K., 
Horie,J., Tsujishita,M., Kawamura,H.）
（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

European Respiratory 
Society Annual 
Congress 2016 (London)
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 〈国内学会〉

- 平成24年5月

- 平成24年5月

1　我々が開発した座位有酸
素運動プログラムの換気指
標における特徴

第47回日本理学療法学術
大会（神戸）

2　我々が考案した座位有酸
素運動プログラムにおける
糖・脂肪代謝の検証　運動
強度と身体使用部位に着目
して

7　Analysis of changes in 
clinical characteristics 
of patients with COPD or 
interstitial pneumonia 
during a 6-minute walk 
test
（COPDと間質性肺炎の6分間
歩行中の臨床的特性）

本研究の目的は，COPD患者と間質性肺炎の患者
の臨床的特性をあきらかにすることである．
COPD患者では，6分間歩行前後のICの有意な減
少が認められた（p <0.05）． 間質性肺炎患者
では，歩行の開始から終了まで呼吸数ががCOPD
患者よりも有意に高い値を示した（p 
<0.05）．経時的変化の特徴は，ほとんどすべ
ての値が開始から3分まで有意な変動を示した
が，その後定常状態に達したということでし
た．結果よりCOPDでのみに6分間の歩行テスト
中に，動的過膨張が認めらた．浅速呼吸は間質
性肺炎でのみに認められた．また，歩行開始後
3分以内に各特性が現れることが観察された．
（共同発表者：Ogi,A.,Enoki,T.,　
Matsumoto,T.,Ito,K.,Shimizu,G.,　
Okuda,M.,Tanaka,N.,  Fukuda,K.,Nohara,R.）
（担当部分：データの解析，考察）

第47回日本理学療法学術
大会（神戸）

European Respiratory 
Society Annual 
Congress 2017 (Milan)

6　Assessment of the 
mechanism underlying the 
improvement in 
ventilation efficiency 
induced by phasic 
electrical stimulation 
during expiration in 
patients with chronic 
obstructive pulmonary 
disease.
（慢性閉塞性肺疾患患者に
対する呼息時電気刺激がも
たらす換気効率の改善機
序）

本研究の目的はCOPD患者に対する呼息時電気刺
激（PESE）が換気効率を改善する機序を明らか
にすることである．対象は35名の外来COPD患者
で電気刺激を行わない，電極を設置しただけの
群（sham control）と呼息筋である腹直筋に対
して電気刺激を行う群（R-PESE），呼息に関係
の無い腕橈骨筋に対し電気刺激を行う群（B-
PESE）の３群に無作為に割り付けた．各群とも
安静時の換気機能指標の計測の後，各群の介入
下に軽い運動を行い換気機能指標を計測した．
本研究の結果よりPESEの効果は呼息筋に対する
機能的電気刺激としての効果ではなく，呼息を
促すbiofeedbackの効果であることが明らかと
なった．
（共同発表者：Ito,K., Nonaka,K., Nozoe,T., 
Shiranita,S.,Horie,J.,Shimizu,G.,Ogi,A., 
Okuda,M.,Watanabe,N.）
（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

European Respiratory 
Society Annual 
Congress 2020 (Wien)

我々が開発した座位有酸素運動プログラムの中
で設けられているセッション毎の換気指標や動
作に応じた特徴を明らかにすることを目的に研
究を行った．対象である健常女子大学生20名を
運動スピード80bpm群と160bpm群の２群に割り
付け，CPXと割り付けられたスピードでの運動
を実施した．その際のV02とTV，Rを測定し比較
検討した．結果より我々が開発した座位有酸素
運動プログラムにおいては運動部位や体幹の使
用量の違いがV02や換気量に影響を及ぼすこと
が明らかとなった．
（共同発表者：弓田真梨子，山原純，久川舞，
伊藤健一）
（担当部分：データ収集とその解析，考察，研
究指導）

我々が開発した座位有酸素運動プログラムの運
動強度，身体使用部位の違いが糖・脂肪代謝に
与える影響について検証した．健常成人20名は
運動テンポ80 bpm群と160 bpm群に割付けら
れ，各々の運動プログラムを遂行した．今回用
いたプログラムで脂肪を選択的に燃焼するに
は，低強度（80 bpm）の下肢を中心とした運動
が最適であること，糖を選択的に燃焼するには
身体使用部位に関わらず高強度（160 bpm）の
運動を行うことが適切であることが明らかと
なった．
（共同発表者：山原純，弓田真梨子，伊藤健
一）
（担当部分：データ収集とその解析，考察，研
究指導）
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- 平成24年11月

- 平成24年11月

- 平成25年5月

- 平成26年9月

3　神経・筋機能制御を目的
とした物理療法と運動療法
の複合効果　呼吸理学療法
における治療的電気刺激と
運動

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電
気刺激群に割り付け，安静時および運動時の換
気機能の変化から，呼息時低周波電気刺激の効
果を検証した．結果より呼息時低周波電気刺激
は換気機能を有意に改善することが明らかと
なった．
（共同発表者：伊藤健一, 野中紘士, 濃添建
男, 奥田みゆき）
（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解
析，学会発表）

6　高齢COPD患者に対する呼
息時低周波電気刺激の効果

第48回日本理学療法学術
大会 
（名古屋）

24名の高齢COPD患者に対して呼息時低周波電気
刺激（PESE）を用い，その効果を，安静時およ
び運動時の換気機能や酸素摂取量に着目し検討
した．本研究の結果よりPESEが安静時および運
動時の換気効率を改善することが明らかとなっ
た．また，その際にはPESEが仕事量増大の指標
になり得るVO2／Wの増大を誘発しないことが証
明された．
（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，濃添建
男，奥田みゆき，川村博文）
（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解
析，学会発表）

7　胸腔鏡下肺葉切除術
（VATS）後1ヵ月時における
ATポイントでのMETsの差異
で術前の身体機能に違いは
あるか？

第33回日本臨床運動療法
学会学術集会（大阪）

5　高齢COPD患者に対する呼
息時低周波電気刺激の効果

4　運動時換気および呼吸時
間に対する呼息時低周波電
気刺激の効果-健常仁による
予備的検討-

「神経・筋機能制御を目的とした物理療法と運
動療法の複合効果：呼吸理学療法における治療
的電気刺激と運動」といった視点で，我々が開
発してきた呼息時低周波電気刺激の効果や課
題，将来展望などについて提示した．
（伊藤健一）
（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解
析，発表）

第47回日本理学療法学術
大会（神戸）

我々が開発した座位有酸素運動プログラムの運
動強度，身体使用部位の違いが糖・脂肪代謝に
与える影響について検証した．健常成人20名は
運動テンポ80 bpm群と160 bpm群に割付けら
れ，各々の運動プログラムを遂行した．今回用
いたプログラムで脂肪を選択的に燃焼するに
は，低強度（80 bpm）の下肢を中心とした運動
が最適であること，糖を選択的に燃焼するには
身体使用部位に関わらず高強度（160 bpm）の
運動を行うことが適切であることが明らかと
なった．
（共同発表者：山原純，弓田真梨子，伊藤健
一）
（担当部分：データ収集とその解析，考察，研
究指導）

本研究の目的は，運動中の呼息を促通させるた
めに電気刺激を用いたフィードバック（ESVF）
を行い，その効果と安全性を明らかにすること
である．健常成人23名をESVF群と対照群に割り
付けた．対象者は呼吸練習において，呼気延長
の呼吸パターンを練習し，その呼吸法を運動中
も維持するように指導された．運動中と運動後
の呼気/吸気時間比において対照群と比較して
ESVF群が有意に高値を示した．また，ESVFによ
る副作用が認められなかったことからESVFは運
動中の呼吸法を習得させるツールになり得るこ
とが明らかとなった．
（共同発表者：山原純, 野中紘士, 藤川薫, 
小川和哉, 伊藤健一）
（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成
指導）

本研究の目的は，胸腔鏡下肺葉切除術（以下，
VATS）後1ヵ月時におけるATポイントでのMETs
の差異で術前の身体機能に違いがあるか検証す
ることである．対象はVATSが施行された23名，
年齢70.5±7.3歳であった．3.1METs以上群（12
名）と3METs以下群（11名）に分け術前身体機
能を比較した結果，3METs以下群は有意に体重
比膝伸展筋力が低値を認めたが，それ以外には
有意差を認めなかった．結果より術後に安全か
つ効率的な運動ができるためには下肢筋力が重
要であることが明らかとなった．
（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，堀江淳，
太田垣あゆみ，松井萌恵，田中宇大，山下直
己，伊藤健一）
（担当部分：計画と考察，研究指導）

第22回日本呼吸器ケア・
リハビリテーション学会
学術集会（福井）

第22回日本呼吸器ケア・
リハビリテーション学会
学術集会（福井）
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- 平成26年9月

- 平成26年10月

- 平成27年6月

- 平成27年6月

トレッドミルを用いた屋内有酸素運動中の「映
像視聴」が及ぼす身体への影響について検討し
た．24名の健常女子大学生を映像視聴「あり」
群と「なし」群の２群に割り付けトレドミル歩
行を行い,疲労指標や呼吸代謝指標,換気能力指
標を測定した．身体的疲労感と精神的疲労感は
ともに2群間で有意な差は認められなかった．
一方でVO2,METS,EEについては,いずれも「あ
り」群が「なし」群に比べ有意に高い値を示し
た．本研究結果から,運動中の映像視聴は映像
「なし」での運動と変わらぬ疲労感で効率の良
い運動が可能となることが示唆された．
（共同発表者：小西隆幸，杉山友香，谷口結
子，藤井愛美，野中紘士，伊藤健一）
（担当部分：計画と考察，研究指導）

健常者を対象に，エアマットレスが臥床中の呼
吸機能に与える影響を明らかにした．対象者に
はエアマットレスと標準マットレス上にて臥位
を取らせ，一回換気量，呼吸数などの呼吸機能
を測定し比較した．エアマットレス上臥位と標
準マットレス上臥位の間で呼吸機能に有意差は
認められなかった．胸郭のコンプライアンスの
良い者についてはエアマットレスを使用して
も，呼吸機能に変化を及ぼさないことが明らか
になった．
（共同発表者：井上貴裕，伊藤健一，野中紘
士）
（担当部分：計画とその解析，考察，研究指
導）

本研究は，VATS前後から術後1ヵ月にかけての
身体能力および健康関連QOLの変化を前向きに
検討した．対象は30名で年齢72.3±7.2歳で
あった．反復測定分散分析の結果，呼吸機能は
低下したままだが，運動耐容能は術後1ヵ月で
術前の値まで回復することが示唆された．しか
しながら，健康関連QOLは1ヵ月では完全に回復
しないことが明らかとなった．そのため退院前
指導をはじめとした健康関連QOLを考慮した指
導等の必要性が示唆された．
（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直
己，堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世
真人，佃陽一 ，伊藤健一）
（担当部分：計画とその解析，考察，研究指
導）

呼吸リハビリテーションにおける呼吸筋トレー
ニングを効率良く実施するために,強度別筋活
動パターンを筋電図を用いて検討した．
10%PEmax, 20%PEmax,30%PEmaxの抵抗を負荷し
た呼息時の腹直筋と内腹斜筋,外腹斜筋の活動
量を評価した．３つの筋のうち,最も大きな活
動量を示したのは内腹斜筋であった．ただし,
その活動量は30%PEmaxの負荷であっても20%MVC
以下であった．通常の呼吸筋トレーニングでは
30%PEmax程度の負荷が推奨されるが,生理学的
な視点でみた場合,その負荷は弱すぎることが
示唆された．
（共同発表者：大木敦司，松中千明，野中紘
士，伊藤健一）
（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

8　室内有酸素運動における
映像の効果

第33回日本臨床運動療法
学会学術集会（大阪）

第50回日本理学療法学術
大会
（東京）

9　胸腔鏡下肺葉切除術後患
者における身体能力および
健康関連QOLの縦断的変化の
検証

第50回日本理学療法学術
大会
（東京）

10　強制呼気筋の強度別筋
活動パターンの解明：無作
為割付，シングルブライン
ドによる検討

8　エアマットレスが臥床時
の「換気」を制限するか：
健常者による基礎的研究

本研究の目的は，胸腔鏡下肺葉切除術（以下，
VATS）後1ヵ月時におけるATポイントでのMETs
の差異で術前の身体機能に違いがあるか検証す
ることである．対象はVATSが施行された23名，
年齢70.5±7.3歳であった．3.1METs以上群（12
名）と3METs以下群（11名）に分け術前身体機
能を比較した結果，3METs以下群は有意に体重
比膝伸展筋力が低値を認めたが，それ以外には
有意差を認めなかった．結果より術後に安全か
つ効率的な運動ができるためには下肢筋力が重
要であることが明らかとなった．
（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，堀江淳，
太田垣あゆみ，松井萌恵，田中宇大，山下直
己，伊藤健一）
（担当部分：計画と考察，研究指導）

第24回呼吸ケア・リハビ
リテーション学会学術集
会
（奈良）
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- 平成27年7月

- 平成27年7月

- 平成28年3月

- 平成28年5月

13　透析低血圧患者におけ
る透析施行中の低負荷レジ
スタンストレーニングの効
果

14　肺がん患者の健康関連
QOLと身体能力の術後回復過
程

第6回日本腎臓リハビリ
テーション学会 (岡山)

第51回日本理学療法学術
大会
（札幌）

11　心不全を伴う透析関連
低血圧患者の特徴（第1報）

第21回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会
（福岡）

12　冠動脈疾患患者の心臓
リハビリテーション後の体
重増加は全て悪か？：筋
力・体組成からの検討

第21回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会
（福岡）

本研究の目的は透析関連低血圧患者の特徴を明
らかにすることである．対象は当院外来透析患
者のうち，研究の同意が得られた高齢心不全患
者14名とし，透析中に収縮期血圧が20mmHg以上
低下し，100mmHg未満となる血圧低下群7名と対
照群7名の2群に分け，身体機能などを比較検討
した．対照群と比較し，血圧低下群では蛋白異
化率が有意に低値であったことから，透析関連
低血圧患者の特徴として，蛋白摂取量が低い傾
向であり栄養障害のあることが示唆された．
（共同発表者：山下真由子，寺崎珠，中瀬理
恵，杉本篤子，木下千春，神田豊子，伊藤健
一）
（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

心臓リハビリテーション(心リハ)に参加した冠
動脈疾患(CAD)患者の体重増加について検討し
た．心リハ後に体重が増加した50例のうち膝伸
展筋力改善10%以上の18例を筋力増加群，10%未
満の32例を増加不良群とした．両群ともに膝伸
展筋力と骨格筋量 は心リハ後に有意に増加し
たが，各増加率は筋力増加群が不良群より有意
に大きかった．さらに，筋力増加群では体脂肪
量は不変で，運動耐容能が有意に改善したが，
不良群では体脂肪量が有意に増加し，運動耐容
能に有意な増加は見られなかった．下肢筋力増
加を伴う体重増加は「良い体重増加」であるこ
とが明らかとなった．
（共同発表者：鈴木裕二，山本壱弥，福井教
之，柳英利，北垣和史，小西治美，稗田道成，
藤原玲子，荒川鉄雄，熊坂礼音，福井重文，大
原貴裕，簗瀬正伸，中尾一泰，中西道郎，伊藤
健一，後藤葉一）
（担当部分：計画と考察，研究指導）

透析低血圧患者の血圧や運動機能が３か月間低
負荷レジスタンストレーニング（RT）により改
善するかを検討した。血圧については，変化は
認められなかった．歩行速度については，介入
前後で対照群で有意な低下が認められたが，RT
群では維持された．また，身体活動量について
は，介入前後で対照群では有意な変化は認めら
れなかったが，RT群では有意な増加が認められ
た．運動に対する行動変容ステージについて
も，RT群では介入前後で有意に増加し，運動に
対するアドヒアランスの有意な改善が認められ
た．結果より今回のRTが運動機能の維持や身体
活動量，運動に対するアドヒアランスの改善に
おいて有用であることが明らかとなった．
（共同発表者：山下真由子，木下千春，
伊藤健一）
（担当部分：データの解析，考察）

本研究は，胸腔鏡下胚葉切除術を受ける肺がん
患者に対し，術前から術後3ヵ月にかけて健康
関連QOLおよび身体能力の変化を前向きに検証
した．結果，肺がん患者の身体能力は術後1カ
月足らずで回復することが確認できたが，健康
関連QOL（SF-36 PCS）は術前の状況まで回復す
るのに3ヵ月以上を要することが明らかとなっ
た．つまり，身体能力を維持・向上させるだけ
では健康関連QOL対策としては不十分であるこ
とが示唆された．
（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直
己，堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世
真人，佃陽一， 伊藤健一）
（担当部分：データの解析，考察）
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- 平成28年10月

食道がん切除再建術後患者の生存期間に関与す
る因子を対象の36名を生存群・死亡群に分け比
較検討した．結果，術後1年でのAlbが死亡群で
低値，術前のがん進行度が重症な者ほど生存期
間が短かった．死亡群で生存期間が術後1年程
の者も多く．術後におけるパラメータからは生
存期間予測は困難であった．がん進行度が重症
であれば，術後の生存期間が短い可能性があ
り，周術期から生存期間も考慮した理学療法を
実施する必要性がある．
（共同発表者：髙畑晴行，脇田正徳，伊藤健
一，金光浩，長谷公隆）
（担当部分：研究計画とデータの解析，考察）

心臓リハビリテーション参加後に減量した
BMI25以上の肥満を有する冠動脈疾患患者50例
を，運動耐容能(PVO2) 増加率が5%以上の33例
(PVO2改善群)と，5%未満の17例(非改善群)に分
け，体組成，筋力変化を比較した．PVO2改善群
では，PVO2改善(改善率 +17%，p＜0.01)に伴
い，下肢筋肉量(15.4→15.8kg，p＜0.01)と膝
伸展筋力(41.4→44.4kg，p＜0.01)が有意に改
善したのに対し，PVO2非改善群(PVO2改善率 -
4%, NS)では下肢筋肉量，膝伸展筋力とも有意
な増加を示さなかった．
（共同発表者：鈴木裕二，福井教之，山本壱
弥，柳英利，北垣和史，伊藤健一，小西治美，
稗田道成，藤原玲子，渡慶次竜生，伊達歩，熊
坂礼音，荒川鉄雄，中西道郎，大原貴裕，高潮
征爾，中尾一泰，福井重文，簗瀬正伸，後藤葉
一）
（担当部分：データの解析，考察）

本研究の目的は食道がん患者における運動習慣
が身体機能，QOLに与える影響を検討すること
である．食道がん切除術を受ける15名の患者に
対し，手術前と退院時の行動変容ステージ，膝
伸展筋力，6分間歩行距離，咳嗽時最大呼気流
量（PCF），最大呼気流量（PEF），健康関連
QOLを測定した．結果を運動実行群と非実行群
の2群に分けて検討した．運動習慣と術後のQOL
に関連性は認められなかったが，運動習慣のあ
る者は術前PCF・PEF，術後PEFが有意に高かっ
た．このことから，運動習慣は食道がん術後経
過に良い影響を及ぼす可能性が示唆された．
（共同発表者：髙畑晴行，濱田真一，金光浩，
伊藤健一，長谷公隆）
（担当部分：データの解析，考察）

18　マスクを用いたスパイ
ロメトリの妥当性と信頼性

14 肺がん患者の健康関連
QOLと身体能力の術後回復過
程

第22回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会
（東京）

第26回呼吸ケア・リハビ
リテーション学会学術集
会
（横浜）

第26回呼吸ケア・リハビ
リテーション学会学術集
会
（横浜）

15　食道がん切除再建術後
患者の生存期間に影響を及
ぼす因子の検討―手術後に
おけるQOL，身体機能改善へ
の後追試的研究―

16　減量に成功した肥満を
有する冠動脈疾患患者の運
動耐容能変化が筋力・体組
成に及ぼす影響

第51回日本理学療法学術
大会
（札幌）

本研究は，胸腔鏡下胚葉切除術を受ける肺がん
患者に対し，術前から術後3ヵ月にかけて健康
関連QOLおよび身体能力の変化を前向きに検証
した．結果，肺がん患者の身体能力は術後1カ
月足らずで回復することが確認できたが，健康
関連QOL（SF-36 PCS）は術前の状況まで回復す
るのに3ヵ月以上を要することが明らかとなっ
た．つまり，身体能力を維持・向上させるだけ
では健康関連QOL対策としては不十分であるこ
とが示唆された．
（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直
己，堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世
真人，佃陽一， 伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察）

本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリ
の妥当性と再現性を級内相関やブランド・アル
トマンプロットにより明らかにすることであ
る．筒型マウスピースの代わりにマスクを用い
て肺機能を測定した結果，妥当性と再現性が確
認できた．このことから，スパイロメトリの際
に筒型マウスピースの代わりにマスクを用いる
ことが可能であると考えられた．但し，データ
の取り扱いに関しては一次回帰式で補正する必
要がある．また，今回の結果は安静時計測の結
果であり，背景に記した運動時評価における妥
当性と再現性の検討は今後の課題である．
（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，武田匠
平，西川剛史，奥田みゆき）
（担当部分：データの解析，考察，発表）

17　食道がん患者における
術前の運動習慣と 術後呼吸
機能・健康関連QOLとの関連
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- 平成28年12月

- 平成29年2月

- 平成29年5月 第52回日本理学療法学術
大会（千葉）

21　食道がん切除再建術患
者における術前身体活動量
が術後の身体機能と健康関
連QOLに与える影響

20　運動メニューの順序変
更が心臓リハビリテーショ
ンの円滑な進行に有効で
あった高度心機能低下DCMの
一例

19　筋骨格シミュレーショ
ン解析を用いた変形性膝関
節症患者の歩行時膝伸展パ
ターン分類

第3回日本運動器理学療
法学会学術集会（金沢）

日本心臓リハビリテー
ション学会第2回近畿地
方会
（大阪）

今回，高度心機能低下若年DCM症例の心臓リハ
ビリテーション（心リハ）を経験した．症例は
25歳女性，23歳時にDCMと診断され，今回心不
全増悪にて入院となった．心リハ開始時の左室
駆出率は25%，BNP980pg/mlであった．心リハ実
施中に血圧低下，眩暈がしばしば出現し，心リ
ハ進行が困難であった．そこで，運動メニュー
の順序として有酸素運動の実施前に低強度レジ
スタンストレーニングを先行させたところ，低
血圧症状は軽減し，心リハ3ヶ月終了時には
PeakVO2が＋37.7%，等尺性膝伸展筋力が＋
17.9%と良好に増加した．
（共同発表者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教
之，山本壱弥，柳英利，北垣和史，小西治美，
渡慶次竜生，伊達歩，熊坂礼音，荒川鉄雄，三
浦弘之，長谷川拓也，中尾一泰，福井重文，簗
瀬正伸，中西道郎，後藤葉一）
（担当部分：データの解析，考察，発表）

本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリ
の妥当性と再現性を級内相関やブランド・アル
トマンプロットにより明らかにすることであ
る．筒型マウスピースの代わりにマスクを用い
て肺機能を測定した結果，妥当性と再現性が確
認できた．このことから，スパイロメトリの際
に筒型マウスピースの代わりにマスクを用いる
ことが可能であると考えられた．但し，データ
の取り扱いに関しては一次回帰式で補正する必
要がある．また，今回の結果は安静時計測の結
果であり，背景に記した運動時評価における妥
当性と再現性の検討は今後の課題である．
（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，武田匠
平，西川剛史，奥田みゆき）
（担当部分：データの解析，考察，発表）

本研究の目的は変形性膝関節症患者が歩行中に
どの筋を使って膝を伸展させるのかを調べ，代
償動作のパターンを分類することである．計測
された歩行の運動学・運動力学データを元に多
関節運動モデルを用いたシミュレーション解析
を行った結果，１．大殿筋の活動増加，２．ヒ
ラメ筋の活動増加，3．前脛骨筋の活動減少，
の3つの膝伸展代償パターンに分類できること
がわかった．また，大殿筋で膝伸展を代償する
パターンは他2群よりも歩行速度が高いことが
わかった．この結果より，大殿筋による大腿骨
の後方回旋で膝を伸展させる作用が，変形膝関
節症患者の歩行速度を維持するのに重要である
ことが明らかとなった．
本発表で学術大会賞を受賞している．
（共同発表者：小栢進也，久保田良，中條雄
太，金光浩，伊藤健一，長谷公隆）
（担当部分：研究デザイン，考察）

本研究の目的は食道がん患者における手術前の
身体活動量が，術後の身体機能,健康関連QOLに
与える影響を検討することである．術前の活動
量が1日3METs･時間以上の活動している群の方
が，以下の群よりも手術前では等尺性膝伸展筋
力，6分間歩行距離，身体的QOLサマリースコア
が有意に高く，術後では等尺性膝伸展筋力のみ
有意に高い結果となった．食道がん切除再建術
は高侵襲を伴う手術であるため，身体機能のな
かでも心肺機能と関連する運動耐容能の低下が
QOLの低下に影響する可能性がある．今後は，
術前，周術期，退院後において運動耐容能を高
めるための理学療法介入の有効性について検討
する必要がある．
（共同発表者：髙畑晴行，濱田真一，清水遼
子，脇田正徳，金光浩，伊藤健一） 
 （担当部分：研究の計画立案と考察，指導）
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- 平成29年7月

- 平成29年9月

- 平成29年10月 体重が200kgを超える肥満肺胞低換気症候群患
者に対し，理学療法の位置づけを考察しながら
減量できた症例の経過について報告した．症例
は30歳男性，体重は239kgでBMIは78であった．
入院当初より低酸素血症と肺高血圧症，重度右
心不全が認められた．動作レベルは寝返り，起
き上がりが何とかできる程度であった．減量目
的の介入が不可欠であったが，立ち上がりがで
きなかったことからセザムベッドによる立ち上
がり介助を行い，立位・歩行練習へと繋げて
いった．歩行距離も順調に延長することがで
き，170kgまで減量ができたため，自宅退院と
なった．一般的な肥満患者の理学療法プログラ
ムでは減量目的の有酸素運動が主となるが，今
回のような症例では基本動作から歩行までの手
段を工夫し，担保する事が重要である．
（共同研究者：大木敦司，伊藤健一，清水学，
原智恵，林祐司，春名克純，奥田みゆき）
（担当部分：治療介入と考察）

22　CABG後患者の心臓リハ
ビリでの運動耐容能改善規
定因子はAMIと異なるか―重
回帰分析による検討―

第23回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会
（岐阜）

心臓リハビリテーション（心リハ）に参加し
た，冠状動脈バイパス術後（CABG）症例61例と
急性心筋梗塞（AMI）症例91例の運動耐容能改
善規定因子について検討した．CABG症例の運動
耐容能改善規定因子は，心リハ開始前後の膝伸
展筋力の変化率，血中ヘモグロビンの変化値，
心リハ開始時の血中脳性ナトリウム利尿ペプチ
ド（BNP）値であった．AMI症例の運動耐容能改
善規定因子は，心リハ開始時の運動耐容能の%
予測値であった．
（共同発表者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教
之，山本壱弥，柳英利，北垣和史，小西治美，
渡慶次竜生，伊達歩，熊坂礼音，荒川鉄雄，三
浦弘之，長谷川拓也，中尾一泰，福井重文，簗
瀬正伸，中西道郎，後藤葉一）
（担当部分：考察と指導）

第36回日本臨床運動療法
学会（大阪）

第66回共済医学会学術
集会（京都）

23　体重200kgを超える肥満
肺胞低換気症候群の症例を
如何に運動療法に繋げるか

体重が200kgを超える肥満肺胞低換気症候群患
者に対し，理学療法の位置づけを考察しながら
減量できた症例の経過について報告した．症例
は30歳男性，体重は239kgでBMIは78であった．
入院当初より低酸素血症と肺高血圧症，重度右
心不全が認められた．動作レベルは寝返り，起
き上がりが何とかできる程度であった．減量目
的の介入が不可欠であったが，立ち上がりがで
きなかったことからセザムベッドによる立ち上
がり介助を行い，立位・歩行練習へと繋げて
いった．歩行距離も順調に延長することがで
き，170kgまで減量ができたため，自宅退院と
なった．一般的な肥満患者の理学療法プログラ
ムでは減量目的の有酸素運動が主となるが，今
回のような症例では基本動作から歩行までの手
段を工夫し，担保する事が重要である．
（共同研究者：大木敦司，伊藤健一，清水学，
原智恵, 林祐司，春名克純，奥田みゆき）
（担当部分：治療介入と考察）

24　体重200kgを超える肥満
肺胞低換気症候群の１例：
理学療法の位置づけ
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- 平成29年10月

- 平成29年11月

- 平成29年11月

- 平成29年11月

研究の目的は枚方公済病院における「屋内移
動」と「トイレ」に関する「できる」「してい
る」の乖離度合いを調査し，早期退院につなげ
る方策を検討することである．過去にリハビリ
テーションの依頼のあった310名の患者カルテ
から「屋内移動」と「トイレ」に関する「でき
る」・「している」について調査した．「でき
る」・「している」の乖離は7病棟中3病棟で存
在していた．この3病棟は認知症患者を多く抱
える病棟で，患者の転倒を避けるが故の乖離で
あることが推測できた．このことから認知症患
者の病棟内移動手段の決定には病棟看護師と理
学療法士の密なコミュニケーションと共通の基
準を設ける必要性が示唆された．
（共同発表者：木村拓磨，大木敦司，池島浩
司，井上悟，吉本拓登，能勢亜友子，
伊藤健一，奥田みゆき）
（担当部分：考察と発表指導）

28 肺がん術後に乳糜胸を合
併した, 認知機能障害があ
る高齢者に対する多職種で
の関わりが有効であった一
例

第27回呼吸ケア・リハビ
リテーション学会学術集
会（仙台）

Platypnea-Orthodeoxia症候群（POS）を有する
肝肺症候群の理学療法について報告した．症例
は50代男性で診断名は間質性肺炎急性増悪，既
往歴として肝硬変を有していた．呼吸苦により
他院で上記診断．入院時血ガスは酸素4LでPCO2 
33.6torr，PO2 55.2torrであり胸部CTでは両側
下背野に網状影.を認めた．オキシマイザー+酸
素6Lで臥位ではSpO2は97%を維持できたが，起
坐位ではSpO2が70%台となるPOSを認めた. 理学
療法はPOSを許容した上で屋内短距離移動の獲
得を目的に臥位での筋力トレーニングを行っ
た. 連続歩行は20mまでとし,退院後は訪問サー
ビスで管理することで53病日オキシマイザー+
酸素6LのHOTを使用し自宅退院となった.
（共同発表者：大木敦司，伊藤健一，清水学，
林祐司，木戸悠人，川田富美子，奥田みゆき）
（担当部分：治療介入と考察）

症例は80歳台女性で，肺炎加療中に左肺腫瘍が
見つかり左上葉切除を施行した. 術後に乳糜胸
を認めた．乳糜胸の治療は安静による保存療法
が一般的であるが，本症例は認知症を合併して
いたため，更なる機能低下を懸念し他職種間で
綿密な情報交換を行いながら積極的なチームア
プローチを行った．結果，スムーズに退院に繋
げることができた．
（中村佳菜子, 松島裕美,糸賀詩織,能勢亜友
子, 田中順也,奥田みゆき,渡邊明,伊藤健一,上
田 耕平,辻是道）
（担当部分：理学療法の介入と考察）

25　当院における「できる
ADL」と「しているADL」の
検討

第66回共済医学会学術
集会（京都）

26　COPD患者の換気効率を
改善する呼息時電気刺激は
どこを刺激すべきか

第27回呼吸ケア・リハビ
リテーション学会学術集
会（仙台）

本研究の目的はCOPD患者に対する呼息時電気刺
激(PESE)の刺激部位を特定することである．対
象者は35名のCOPD患者である．対象者は電極を
設置しただけの群と呼息筋である腹部筋に対し
て刺激を行う群，呼吸運動に関係の無い前腕部
に対し刺激を行う群の3群に割り付けられた．
対象者にはエルゴメータ運動を課し，種々の換
気指標を計測した．結果よりPESEの効果は呼息
筋に対する機能的電気刺激としての効果ではな
く，呼息を促すbiofeedbackの効果であること
が示唆された．よって刺激部位は腹部でなく，
露出しやすい前腕部でも良いことが明らかと
なった．
（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，白仁田秀
一，堀江淳，清水学，大木敦司，奥田みゆき）
（担当部分：研究デザインと介入，考察，発
表）

27　臥位での運動療法が生
きることを支援した終末期
間質性肺炎の一例

第27回呼吸ケア・リハビ
リテーション学会学術集
会（仙台）
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- 平成30年2月

- 平成30年7月

- 平成30年11月

- 平成30年11月 外来リハビリテーションを実施している安定期
呼吸器疾患患者70名を対象に，身体活動量及び
生活空間の広がり（IPAC）と運動機能（膝伸展
筋力，SPPB，6MD）の関連について調査検討し
た．結果より安定期呼吸器疾患患者の外出頻度
にはバランス等のパフォーマンス能力が関与
し，身体活動量には運動耐容能が関与すること
が明らかとなった．
（共同研究者：大木敦司，清水学，伊藤健一，
松本美希子，高橋留佳，池田力，奥田みゆき）
（担当部分：考察）

31　COPD患者に対する呼息
時電気刺激が動的肺過膨張
に及ぼす影響：パイロット
スタディ

第28回呼吸ケア・リハビ
リ
テーション学会学術集会
（幕張）

心臓リハビリ3ヶ月プログラムとCPXを実施して
いる21名の心臓サルコイドーシス患者に対する
心臓リハビリテーション（心リハ）の有効性と
安全性について検討した．検討した項目は最高
酸素摂取量と等尺性膝伸展筋力，血液データで
ある．結果より心臓サルコイドーシス患者では
心リハ導入により運動耐容能は改善するが，開
始時BNPの高値例では運動耐容能の改善は乏し
いことが明らかとなった．また，有害事象も認
められなかったことより心臓サルコイドーシス
患者の心リハの有効性と安全性が示唆された．
（共同研究者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教
之，山本壱弥，柳英利，北垣和史，島田幸洋，
小西治美，荒川鉄雄，中尾一泰，長谷川拓也，
福井重文，三浦弘之，中西道郎） 
（担当部分：考察）

研究の目的はPESEの動的肺過膨張への影響を明
らかにすることである．外来COPD患者６名に対
して６分間歩行を呼息時電気刺激を行う「介入
あり」と「介入なし」の２条件下に実施した．
その際に最大吸気量(IC)と分時換気量(VE)，呼
吸数(RR)，酸素飽和度(SpO2)，自覚的運動強度
(Borg scale)を計測した．IC，VE，RR，SpO2，
Borg scaleのいずれの評価項目においても有意
な差は認められなかった．効果量については
Borg scaleで効果量「大」であった．呼息時電
気刺激は動的肺過膨張を抑制することはできな
かったが，息切れの軽減に有用である可能性が
示唆された．
（共同研究者：伊藤健一，大木敦司，清水学，
奥田みゆき）
（担当部分：デザイン，考察，発表）

32　安定期呼吸器疾患の身
体活動量及び生活空間の広
がりと運動機能の関連

第28回呼吸ケア・リハビ
リ
テーション学会学術集会
（幕張）

フレイルの基礎研究として心不全入院時の身体
機能の実態を調査した．急性心不全あるいは慢
性心不全急性増悪で入院してきた患者で，入院
前に屋内歩行が可能でshort physical
performance batteryを測定した患者212名が対
象である．これら対象者を低機能群，中間機能
群，高機能群の3群に分け，それぞれの群毎に
退院時に機能改善の認められた割合を調査し
た．低機能群のうち機能回復を示した割合は
60.3%，中間機能群では57.1%，高機能群では0%
であった．入院時に身体的フレイルが認められ
た者のうち，低機能群・中間機能群においては
リハビリテーションの介入で50%以上の者に身
体機能の改善が認められた．また，高機能群に
おいては入院時の機能が維持できていたことが
明らかとなり，フレイルに対するリハビリテー
ションの介入効果が明らかとなった．
（共同発表者：池田力，岩津弘太郎，芦川博
信，松村幸一，坂本真実，伊藤健一，中野南帆
子，阪田智子，原谷こずえ，高林健介，藤田亮
子，北口勝司，野原隆司）
（担当部分：考察）

29　心不全入院時における
身体的フレイル指標の推移

日本心臓リハビリテー
ション学会第3回近畿地
方会（神戸）

30 心臓サルコイドーシス患
者における心臓リハビリ
テーションの有効性

第24回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会
（横浜）
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- 令和元年11月

- 令和元年11月

- 令和3年3月

〈研修会〉

- 平成25年9月

33　在宅酸素療法（HOT）使
用者における酸素ボンベと
液体酸素デバイス間の患者
特性

第29回呼吸ケア・リハビ
リ
テーション学会学術集会
（名古屋）

研究の目的はHOT適応者において，酸素ボン
ベと液体酸素各々の使用者の特性を明らかに
することである．51名のHOT適応患者におい
て年齢，肺機能，酸素流量，上下肢筋力，６
分間歩行距離，身体活動量，ADL能力，認知
機能について評価した．結果，液体酸素使用
群において上下肢筋力，身体活動量，認知機
能において有意に勝っていた．これらの結果
は酸素デバイスを選択する際に役立つものと
考えられた．
（共同研究者：清水学，大木敦司，池田力，
伊藤健一，森山久美子，高橋留佳，上田耕
平，木戸悠人，福田康二，奥田みゆき）
（担当部分：考察）

34　高齢安定期呼吸器疾患
の身体活動量を規定する因
子

第29回呼吸ケア・リハビ
リ
テーション学会学術集会
（名古屋）

第30回呼吸ケア・リハビ
リ
テーション学会学術集会
（京都）

研究の目的は高齢安定期呼吸器疾患の身体活
動量を規定する因子を明らかにすることであ
る．外来呼吸リハを実施している92名の患者
に対し，SPPB，NRADL，HADS，MMSE，LSAを評
価し，LSAを目的変数として重回帰分析を
行った．結果，SPPBとNRADLが身体活動量を
示すLSAを規定する因子として抽出された．
高齢安定期呼吸器疾患の身体活動量を向上さ
せるには息切れのコントロールを含めたADL
能力とパオーマンス能力の向上が重要である
ことが示唆された．
（共同研究者：大木敦司，清水学，伊藤健
一，森山久美子，高橋留佳，池田力，奥田み
ゆき）
（担当部分：考察）

研究の目的はCOVID-19流行期の地域在住呼吸器
患者の身体活動性と関連する要因を分析するこ
とである．感染予防対策の記載は手洗いやうが
いが5割以上であり，運動習慣の記載はスト
レッチやスクワットが3割り程度であっ
た.Life-Space Assessmentと性別,BMI,要介護
度に有意な相関を認めた.COVID-19流行期にお
いて,呼吸器患者の身体活動性は低値であ
り,Life-Space Assessmentが低値な者は女性,
低BMI，要介護度が高いという特徴が明らかと
なった.
（共同研究者：大木敦司，清水学，上田耕平，
伊藤健一，池田力，奥田みゆき）
（担当部分：考察）

1　心臓リハビリテーショ
ン：入門のためのミニマム
エッセンス

平成25年度　佐賀県理学
療法士会研修会（佐賀）

35　地域在住呼吸器患者に
おけるCOVID-19流行期の状
況調査　ー身体活動性と各
指標の関連ー

新人理学療法士に向け，近年急速にニーズが高
まってきた心臓リハビリテーションを実施する
にあたり，最低限押さえておかなければならな
い基礎知識，リスク管理，評価，運動療法プロ
グラムについて,そのエッセンスについて提示
した．
（伊藤健一）
（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解
析，発表）
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年月日

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

令和  3年 3月 31日

氏名 大浦 智子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

公衆衛生学, 疫学, 作業療法学 健康情報学, 作業療法学, ヘルスコミュニケーション

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「地域作業療法学演習」（3年次，専門科目）
は，地域生活者の疾病・障害の予防や地域集団に対
する予防教育に関する理解を深める科目である. 健
康行動理論や予防の考え方に関する講義のほか，介
護者支援代表や行政で働く作業療法士を適宜招聘す
るとともに，行政と連携した地域住民対象の介護予
防事業等を通して，地域リハビリテーションや地域
作業療法, 在宅サービスの理解を高めることができ
た.

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「基礎作業学」（2年次，専門科目）は,作業療法
の基礎となる作業活動, 理論, 作業分析を理解する
ための科目である. 補充資料に加えて体験型の演習
および分析を伴う実習を取り入れ, アクティブラー
ニングを促進した.これにより，個々の学生の学習
到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「地域作業療法学」（3年次，専門科目）は，地
域生活者である対象者の理解と地域における作業療
法実践の理解を深める科目である. 講義に加えて適
宜外部講師を招聘し，演習や事例検討を加え，地域
リハビリテーションや地域作業療法, 在宅サービス
を理解するためのアクティブラーニングを促進し
た。これにより，個々の学生の学習到達度を高める
ことができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

1) 演習・実習の効果的な活用とパワーポイント
の効果的活用

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学特論Ⅲ」（4年次，専門科目）は,
作業療法の歴史, 作業療法の理論・モデルを理解・
活用を深める選択科目であるが，ほぼ全員が受講し
ている. 反転授業を取り入れるとともに，臨床実習
担当事例の症例報告を活用した集団討議を通してア
クティブラーニングを促進した.これにより，個々
の学生の学習到達度を高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成26年3月

2) 課題・レポートの調整と演習・実習の効果的
な活用
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年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「身体障害作業療法学実習」（3年次，専門科
目）は，身体障害領域の作業療法実践の実際を理解
するための科目である. 主にリスク管理に関する講
義および観察・面接の演習とフィードバックを担当
し，疾患に応じた評価・治療計画を立案し, 症例レ
ポート作成に至るアクティブラーニングを促進し
た.これにより，個々の学生の学習到達度を高める
ことができた．

平成22年4月
～

平成27年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学研究法特論」（4年次，専門科目）
は，学生自身が卒業研究の実施と論文を執筆する過
程を習得するための科目である. 学士能力として研
究の実施・論文執筆・プレゼンテーション能力を修
得できるよう支援した. これにより，個々の学生が
研究を手順に沿って実施、分析、考察することで研
究の手順に対するの理解を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学研究法演習」（3年次，専門科目）
は，講義および文献抄読等を通して，学生自ら卒業
研究計画を立案する科目である.具体的な研究計画
事例の提示とともに，実際の研究計画を立てる課題
とフィードバックにより，研究計画手順の習得を
図った. これにより，個々の学生が研究倫理を理解
し，研究計画書を作成することができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「臨床実習Ⅰ」（2年次，専門科目）は，病院や
施設において1週間を通じて臨床実習指導者である
作業療法士のもとで作業療法の役割の理解を深め，
作業療法の実際を見学する科目である. 臨床実習中
および実習セミナーにおける指導により，臨床実習
指導者のもとでの病院や施設および作業療法の役割
について理解を深められるよう支援した.これによ
り，学生の実習における学習到達度を高めることが
できた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「臨床実習Ⅱ」（3年次，専門科目）において，
病院や施設において3週間を通じて臨床実習指導者
である作業療法士のもとで対象者の評価, 目標設
定, 記録報告等を習得する科目である. 臨床実習中
および実習セミナーにおける指導により，疾患や障
害，作業療法評価，作業療法の目標設定について理
解を深められるよう支援した.これにより，学生の
実習における学習到達度を高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月
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星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学特論Ⅳ」において, 作業療法の歴
史, 作業療法の理論・モデルを理解・活用を深める
ために，反転授業を取り入れるとともに，臨床実習
担当事例の症例報告を活用した集団討議を通してア
クティブラーニングを促進した.これにより，学生
の学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「臨床実習Ⅲ-1」（4年次，専門科目）は，病院
や施設において8週間を通じて臨床実習指導者であ
る作業療法士のもとで対象者の評価, 治療の立案,
治療実施, 記録報告等を習得する科目である. 臨床
実習中および実習セミナーにおける指導により，疾
患や障害，作業療法評価，作業療法の目標設定，治
療計画の立案および実施について理解を深められる
よう支援した.これにより，学生の実習における学
習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学研究法」（3年次，専門科目）は，
作業療法領域における研究の位置づけや手順を習得
する科目である. 講義にあわせた演習によって，研
究法（特に実験研究, 研究デザイン, 統計解析）の
理解を深めアクティブラーニングを促進した.これ
により，学生の学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学特論Ⅰ」（3年次，専門科目）は，
学内教員が兼ねている病院において1日体験実習を
行う科目である. それに伴う事前・事後学習を設定
し，課題用紙および評価表を作成し，事後に内省で
きるようにするための資料を用いて指導した.これ
により，学生の実習における学習到達度を高めるこ
とができた．

平成23年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「情報処理演習Ⅱ」（1年次，教養科目）は，パ
ワーポイントによるプレゼンテーション・スキルを
習得するため科目である. 課題の提示およびプレゼ
ンテーション実践の場とした.これにより，学生の
学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「臨床実習Ⅲ-2」（4年次，専門科目）は，病院
や施設において8週間を通じて臨床実習指導者であ
る作業療法士のもとで対象者の評価, 治療の立案,
治療実施, 記録報告等を習得する科目である. 臨床
実習中および実習セミナーにおける指導により，疾
患や障害，作業療法評価，作業療法の目標設定，治
療計画の立案および実施について理解を深められる
よう支援した.これにより，学生の実習における学
習到達度を高めることができた．

平成25年4月
～

平成26年3月

平成25年4月
～

平成28年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月
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星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の ほぼ全科目において，講義の進行をわかりやす
くるるためのパワーポイントを作成した.特に，教
科書を用いる場合においては教科書に沿って要点を
示す，教科書以外の説明を加える場合には十分な時
間をとって学生自身が記入しながら学習することが
出来るように配慮して作成した．これにより，進行
中の講義で示している箇所が明確となり，学生が配
布資料に記載することも増え，理解を促進できた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学セミナー 」（4年次，専門科目）
は，作業療法士国家試験にむけた科目である. この
うち，作業療法理論・研究法・管理・地域領域の知
識の確認と理解を高めるための課題の提供と演習機
会を設けた. これにより，学生の学習到達度を高め
ることができた．

平成27年4月
～

平成31年3月

平成29年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「情報処理演習」（1年次，教養科目）は，
Microsoft Office Word, Excel, PowerPointの操作
とプレゼンテーションの修得を図る科目である. 課
題の段階的提示と発表機会を設けアクティブラーニ
ングを促進した.これにより，学生の学習到達度を
高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「地域リハビリテーション演習」（2年次，専門
科目）は，地域リハビリテーションおよび集団を対
象としたプログラムの立案を理解するための科目で
ある. 介護保険・総合支援事業関連施設における
フィールドワークによって，実際場面での経験を通
じた理解を高めることが出来た.

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の科目
（基礎ゼミⅡ,他）において，講義の進行をわかり
やすくるるためのパワーポイントを作成した.特
に，教科書を用いる場合においては教科書に沿って
要点を示す，教科書以外の説明を加える場合には十
分な時間をとって学生自身が記入しながら学習する
ことが出来るように配慮して作成した．これによ
り，進行中の講義で示している箇所が明確となり，
学生が配布資料に記載することも増え，理解を促進
できた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

平成31年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の「基
礎ゼミⅡ」（1年次，共通教育科目）は，大学での
学び方を理解し，レポート作成・グループワークの
実施・基本的なプレゼンテーションを身につける科
目である. 文献検索やレポートの作成，プレゼン
テーションの実施によって，理解を高めることが出
来た.

平成31年4月
～

現在に至る

3) パワーポイントの効果的活用
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令和2年4月
～

現在に至る

令和2年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の科目
（地域作業療法学Ⅰ）において，講義の進行をわか
りやすくるるためのパワーポイントを作成した.特
に，教科書を用いる場合においては教科書に沿って
要点を示す，教科書以外の説明を加える場合には十
分な時間をとって学生自身が記入しながら学習する
ことが出来るように配慮して作成した．これによ
り，進行中の講義で示している箇所が明確となり，
学生が配布資料に記載することも増え，理解を促進
できた．

4) オンデマンドシステムを用いた動画授業と課題
の活用

令和2年9月
～令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として「疫学」
（2年次，看護学科）において，google classroom
に動画授業を掲示し、オンデマンド講義を行ってい
る．課題をgoogle classroomの機能を用いて自動採
点化することで即時に結果を学生にフィードバック
することで，学生は適宜質問が可能となった．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師および京都
大学大学院医学研究科の非常勤講師として担当の
ほぼ全科目において，講義の進行をわかりやすくる
るためのパワーポイントを作成した.学生自身が記
入しながら学習することが出来るように配慮して作
成した．これにより，進行中の講義でのディスカッ
ション機会を設けながら学生が配布資料に記載する
ことも増え，理解を促進できた．

5) 実例提示の活用

6) （院）パワーポイントの効果的活用 平成24年4月
～

平成31年3月

7) （院）演習・実習の効果的な活用と遠隔
講義への対応

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の 「作業療法学概論」（1年次，専門科目）は，
作業療法の理解を図る導入の位置づけの科目であ
る. なかでも，作業療法士が働く分野とその役割に
ついて解説し，例示することにより理解を促進し
た.これにより，学生の学習到達度を高めることが
できた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「生活行動科学特論Ⅱ」は，健康行動理論および
作業療法理論の理解によって健康支援学をより深く
探求する科目である. 学びを深化させるための討議
や発表機会により，学生の学習到達度を高めるため
の準備を進めたが，開講無だった.

平成23年4月
～

平成24年3月

平成28年4月
～

平成29年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の科目
（基礎作業学）において，講義の進行をわかりやす
くるるためのパワーポイントを作成した.特に，教
科書を用いる場合においては教科書に沿って要点を
示す，教科書以外の説明を加える場合には十分な時
間をとって学生自身が記入しながら学習することが
出来るように配慮して作成した．これにより，進行
中の講義で示している箇所が明確となり，学生が配
布資料に記載することも増え，理解を促進できた．

平成24年4月
～

平成26年3月

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「生活行動科学特論Ⅱ」は，健康行動理論および
作業療法理論の理解によって健康支援学をより深く
探求する科目である. 学びを深化させるための討議
や発表機会により，学生の学習到達度を高めること
ができた．
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平成29年4月
～

平成31年3月

1) 講義用補助教材

平成22年4月
～

平成27年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「地域リハビリテーション演習」（2年次，専門
科目）において使用した. 補助教材を用いて修得を
図った.

平成26年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成27年3月

平成26年4月
～

平成27年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「健康支援学研究法」（必修）は，大学院生とし
ての研究手順を理解するための科目である. 主に研
究法（特に実験研究, 研究デザイン, 統計解析）に
ついて担当した．適宜演習を加えながら進めること
で，学生の学習到達度を高めることができた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「生活環境学特論Ⅱ」は，社会の健康を支援する
視点, 制度的・文化的環境を含む健康支援の理解を
深めるための科目である. 課題準備を進めたが，開
講無だった.

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「生活環境学演習」は，ヘルスコミュニケーショ
ンおよび論文の批判的吟味への理解を深めるための
科目である. 課題準備を進めたが，開講無だった.

平成28年4月
～

平成31年3月

京都大学大学院医学研究科の非常勤講師として担当
の「クリティカルケア看護学特論Ⅰ」（修士課程）
（平成28・29年度）および「生活習慣病看護学特
論」（博士後期課程）（平成30年度）は，疫学研究
のデザインの理解を深めるための講義と研究仮説の
立て方に関する演習科目である. 演習を通じて，研
究計画の立案への理解を促進し，学生の学習到達度
を高めることができた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「生活行動支援学特論」（必修）は，社会の健康
を支援する視点, ヘルスコミュニケーションを通じ
た健康支援の理解を深める科目である. 学びを深化
させるための議論の機会を設けることで，学生の学
習到達度を高めることができた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「日常生活環境学特論」は，社会の健康を支援す
る視点, 制度的・文化的環境を含む健康支援の理解
を深める科目である. 学びを深化させるために議論
の機会を設けることで，学生の学習到達度を高める
ことができた．

２ 作成した教科書，教材

8)（院） 課題・レポートの調整・活用と
演習・実習の効果的な活用

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「身体障害作業療法学実習」（3年次，専門科
目）において使用した. 特に，リスク管理に関する
講義および観察・面接技能の修得にあたり，独自の
資料と課題教材を活用した. また，講義に応じたス
ライドにより，講義の理解を高めた．
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平成22年4月
～

平成31年3月

平成31年4月
～

現在に至る

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「地域作業療法学演習」（3年次，専門科目）に
おいて使用した. 地域リハビリテーションや地域作
業療法, 在宅サービスを理解するために，スライド
に加えてその元となった書籍等を提示し，理解を深
めた.また，講義に応じたスライドにより，講義の
理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「情報処理演習」（1年次，教養科目）において
使用した. Microsoft Office Word, Excel,
PowerPointの操作における課題教材の提示と演習に
より，スキルの修得を図った. また，講義に応じた
スライドにより，講義の理解を高めた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学研究法」（3年次，専門科目）にお
いて使用した. 研究法（特に実験研究, 研究デザイ
ン, 統計解析）の理解を深めるための課題教材を活
用して知識の定着につなげた. また，講義に応じた
スライドにより，講義の理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「地域作業療法学」（3年次，専門科目）におい
て使用した. 地域リハビリテーションや地域作業療
法, 在宅サービスへの理解を深めた. また，講義に
応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

平成23年4月
～

平成29年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

平成25年4月
～

平成28年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「基礎作業学」（2年次，専門科目）において使
用した. 教科書に記載されていない内容を補充する
ためのも所教材を用いて，作業療法の基礎となる作
業活動, 理論, 作業分析への理解を深めた. また，
講義に応じたスライドにより，講義の理解を高め
た．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「情報処理演習Ⅱ」（1年次，教養科目）におい
て使用した. パワーポイントによるプレゼンテー
ション・スキルを習得するための課題の設定により
修得を図った.また，講義に応じたスライドによ
り，講義の理解を高めた．

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の「基
礎ゼミⅡ」（1年次）において使用した. 文献検索
やMicrosoft Office Word, Excel, PowerPointの操
作における課題教材の提示と演習により，スキルの
修得を図った. また，講義に応じたスライドによ
り，講義の理解を高めた．
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星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「臨床実習Ⅰ」（2年次，専門科目）において使
用した. 臨床実習指導者のもとで病院や施設の特性
と作業療法の役割について理解を深められるよう用
い，実習を円滑に進めた.

令和2年
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の「基
礎作業学」（2年次，専門科目）において，講義に
応じたスライドにより講義の理解を高めた

令和2年
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の「地
域作業療法学」（2年次，専門科目）において，講
義に応じたスライドにより講義の理解を高めた

3) スライド 平成22年4月
～

平成26年3月

2) 実習指導用マニュアル

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「臨床実習Ⅲ-2」（4年次，専門科目）において
使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者の評価,
治療の立案, 治療実施, 記録報告等を習得できるよ
う用い，実習を円滑に進めた.

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「臨床実習Ⅲ-1」（4年次，専門科目）において
使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者の評価,
治療の立案, 治療実施, 記録報告等を習得できるよ
う用い，実習を円滑に進めた.

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学特論Ⅲ」（4年次，専門科目）にお
いて使用した. 作業療法の歴史, 作業療法の理論・
モデルの理解・活用を深めた.

平成25年4月
～

平成26年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「臨床実習Ⅱ」（3年次，専門科目）において使
用した. 臨床実習指導者のもとで対象者の評価, 記
録報告等を習得できるよう用い，実習を円滑に進め
た.

平成31年4月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の「早
期体験実習（作業療法）」（1年次，専門科目）に
おいて使用した. 院や施設の特性と理学療法・作業
療法の役割について理解を深められるよう用い，実
習を円滑に進めた.

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学特論Ⅰ」（3年次，専門科目）にお
いて使用した. 事前・事後学習のための教材および
評価表を用いて知識・技術の修得につなげた.

平成22年4月
～

平成31年3月
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令和2年9月
～令和3年3月

奈良学園大学保健医療学部の教授として, 看護学
科・保健師国家試験対策のうち，疫学領域の自学教
材配布と開設により，知識の定着につなげた．

平成27年4月
～

平成31年3月

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「健康支援学研究法」（必修）において使用し
た. 研究法（特に実験研究, 研究デザイン, 統計解
析）の理解を深めるために，教材を活用した.ま
た，講義に応じたスライドにより，講義の理解を高
めた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「生活行動科学特論Ⅱ」において使用した. 健康
行動理論および作業療法理論の理解によって健康支
援学をより深く探求するために，教材を活用した.
また，講義に応じたスライドにより，講義の理解を
高めた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学セミナー 」（4年次，専門科目）に
おいて使用した. 作業療法士国家試験範囲のうち，
作業療法理論・研究法・管理・地域領域の課題教材
を用いた演習により知識の定着につなげた.

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「生活行動支援学特論」（必修）において使用し
た. 社会の健康を支援する視点, ヘルスコミュニ
ケーションを通じた健康支援の理解を深めるために
教材を活用した.また，講義に応じたスライドによ
り，講義の理解を高めた．

5) 講義用教材（『作業療法研究法』
（医歯薬出版株式会社）の発刊前校正刷）
 と講義用補助教材

京都大学大学院医学研究科の非常勤講師として担当
の「クリティカルケア看護学特論Ⅰ」（修士課程）
および「生活習慣病看護学特論」（博士後期課程）
において使用した. 独自教材に基づき，課題の設定
を行い，演習によって効果的な学修機会となるよう
配慮した.また，講義に応じたスライドにより，講
義の理解を高めた．

平成29年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

4) 課題教材

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担当
の「日常生活環境学特論」において使用した. 社会
の健康を支援する視点, 制度的・文化的環境をふま
えた健康支援の理解を深めるために，教材を活用し
た.また，講義に応じたスライドにより，講義の理
解を高めた．

平成28年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担当
の「作業療法学研究法」において（3年次，専門科
目）において使用した. 研究法（特に実験研究, 研
究デザイン, 統計解析）の理解を深めるための補助
教材をあわせて使用し，修得につなげた.

6) （院）講義用教材とスライド 平成23年4月
～

平成26年3月
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平成23年10月

平成24年8月

「職業倫理」講師として，作業療法士を対象に倫理
の原則とともに臨床における倫理の考え方，職業倫
理について講義した.

平成29年4月
～

平成30年3月

京都市伏見区竹田住吉学区地域包括支援センター管
轄内の介護保険事業所の従事者対象の研修会「訪問
リハビリテーションの活用」講師として，訪問リハ
ビリテーションへの理解を高め，効果的な活用につ
なげるよう講義した.

1) 愛知県作業療法士会現職者共通講習会

（講師・講演）

2）授業評価（平成24年度, 星城大学） 平成24年4月
～

平成25年3月

2) 東高瀬川地域包括支援センター
（京都市）研修会

平成27年4月
～

平成28年3月

平成28年4月
～

平成29年3月

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.25
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.00

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.56
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.26

平成23年4月
～

平成24年3月

5）授業評価（平成27年度, 星城大学）

1）授業評価（平成23年度, 星城大学）

6）授業評価（平成28年度, 星城大学）

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.18
授業アンケート科目②：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.28

平成26年4月
～

平成27年3月

4）授業評価（平成26年度, 星城大学）

平成25年4月
～

平成26年3月

8）授業評価（平成30年度, 星城大学）

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

平成30年4月
～

平成31年3月

7）授業評価（平成29年度, 星城大学）

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.87
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中4.00

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.36
授業アンケート科目②：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.30

3）授業評価（平成25年度, 星城大学） 授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.36
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.17
授業アンケート科目③：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.50

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.54
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.52

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.46
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.46

３ 教育上の能力に関する大学等の評価
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平成24年12月

平成26年8月

平成26年8月

平成27年2月

平成27年10月

平成27年5月

平成28年2月

平成28年3月

様々な医療の場におけるSDMの試み 「地域医療の立
場から」シンポジストとして，地域におけるリハビ
リテーション場面における情報共有の実態報告と，
望まれる共有決定のあり方について講演した.

「学校の特色紹介 学校と臨床現場をつなごう企
画」において，星城大学における学内教育と臨床実
践にむけた取り組みを紹介した.

「訪問リハビリテーションの効果：主観的指標と客
観的指標」講師として，訪問リハビリテーションに
従事する療法士を対象にリハビリテーションにおけ
るアウトカム，訪問リハビリテーションにおける効
果測定の重要性について講義した. また，その後の
症例報告会において全報告症例へのコメントの要望
があり，フィードバックした.

11) 第31回愛知訪問リハネットワーク
「訪問リハビリテーションの効果：主観的
指標と客観的指標」

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定訪
問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知症の
知識および訪問リハビリテーションにおける支援に
ついて講義した.

「臨床実践者に求められるスキルとは？」講師とし
て，対象者中心の考え方とエビデンスに基づく実
践，リハビリテーション場面における実情について
講義した.

4) 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
専攻健康情報学分野同門会

6) 八千代病院総合リハビリセンター 研修会

5) 日本訪問リハビリテーション協会
認定技術研修会

8) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会
in 大阪シンポジウム

10) 第3回臨床作業療法学会（東京）
「教育と臨床のコラボ企画」

3) 星城大学公開講座 「ヘルシー生活をエンジョイ：健康・医療の情報を
活用-健康づくりのはじめの一歩-」講師として，一
般市民を対象に健康情報の読み方と実生活への活用
について講義した.

7) 日本訪問リハビリテーション協会認定技術研修
会

9) 平成27年度厚生労働科学研究費補助金
(地域医療基盤開発推進研究事業)

〈指定課題〉『社会的責任に応える医療
    の基盤となる診療ガイドラインの課題
    と可能性の研究』公開シンポジウム
  「 Shared decision making〈SDM〉の
   今・これから：診療ガイドラインの新た
   な可能性を考える」

平成28年11月

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定訪
問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知症の
知識および訪問リハビリテーションにおける支援に
ついて講義した.

シンポジウム1「訪問リハビリテーションにおける
教育のこれから～生命，生活，人生を共に歩む訪問
療法士を育てる為には～」シンポジストとして，求
められる訪問リハビリテーションのあり方，認定訪
問療法士制度と教育について講演した.

「Shared Decision Making:  臨床実践者に求めら
れるスキルとは？」講師として，対象者中心の考え
方とエビデンスに基づく実践，その架け橋となる共
有決定について講義した.
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平成30年5月

14) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

平成30年6月

15) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定基礎研修会

16) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

19) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

20) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定基礎研修会

17) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

平成30年11月

平成30年10月

平成30年8月

令和元年7月

令和元年7月

21) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

令和元年10月

令和元年12月

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定訪
問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知症の
知識および訪問リハビリテーションにおける支援に
ついて講義した．

「訪問リハビリテーションにおけるリスクマネジメ
ント」講師として，認定訪問療法士を目指す会員に
対してリスクマネジメントについて講義・演習を
行った．

18) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会 in
にいがた【教育講座1】

令和元年6月 【教育講座1】「症例報告の書き方と留意点」講師
として，症例報告が果たす役割，書き方と留意点に
ついて講演した．

22) 奈良学園大学公開講座第2回登美ヶ丘カレッジ 「日常生活の工夫～健康情報の読み方から健康生活
のススメ～」講師として，一般市民に向けた講演を
行った．

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目指
す会員に対してリスク管理の考え方，および訪問リ
ハビリテーションにおけるリスク管理について講義
した.

「訪問リハビリテーションにおけるリスクマネジメ
ント」講師として，認定訪問療法士を目指す会員に
対してリスクマネジメントについて講義・演習を
行った．

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目指
す会員に対してリスク管理の考え方，および訪問リ
ハビリテーションにおけるリスク管理について講義
した.

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定訪
問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知症の
知識および訪問リハビリテーションにおける支援に
ついて講義した．

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定訪
問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知症の
知識および訪問リハビリテーションにおける支援に
ついて講義した．

12) 第10回 健康寿命延伸と介護予防を考える会
～70代、80代を元気に乗り越える為に～（公
益財団法人杉浦記念財団）

平成30年5月 「高齢者ケアとリハビリテーション ―その人らし
い生活を支える作業療法―」について講演し，研究
会参加者との活発な意見交換を行った.

13) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定基礎研修会

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目指
す会員に対してリスク管理の考え方，および訪問リ
ハビリテーションにおけるリスク管理について講義
した.
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平成24年5月

平成26年6月

平成28年9月

平成30年6月

平成30年9月

令和元年10月

23) 第54回日本作業療法学会専門作業療法士セミ
ナー⑧訪問作業療法「未来の実践につなげる調査・
研究」

「専門作業療法士セミナー⑧訪問作業療法」講師と
して，「未来の実践につなげる調査・研究」につい
て講演を行った（動画）．

令和2年9月

平成26年5月
～

平成27年3月

5) 第52回日本作業療法学会

6) 第78回日本公衆衛生学会

3) 旭化成ファーマ株式会社業務委託（個人契約）

4) 東海市介護予防サロン運営展開方法調査（星城
大学契約/分担）

2) 第4回日本訪問リハビリテーション協会
学術大会in熊本

1) 第20回愛知県作業療法学会

1) ソーシャル・キャピタルと健康に関する
研究（科学研究費補助金（新学術領域）

（竹田徳則）

「第23分科会P-2301」（保健医療介護サービス研
究）の座長として，保健医療介護サービス研究を扱
うセッションを進行しコメントした.

（座長）

「ON-7 地域7」の座長として，地域作業療法を扱う
セッションを進行しコメントした.

（調査・研究協力・その他）

ソーシャル・キャピタルと健康に関する調査と分析
における協力を行った.

2) 東海市健康増進計画等の評価及び策定支援
委託事業（星城大学契約/実務担当）

脳卒中患者を対象としたセルフケア自立度測定尺度
の信頼性検証のために，研究計画への助言などを含
む研究調整を行った.

東海市委託事業において、介護予防サロン運営に関
する調査および分析と報告書の作成を行った.

平成23年4月
～

平成24年3月

平成25年5月
～

平成26年3月

平成25年8月
～

平成26年7月

「人材育成・教育」の座長として，訪問リハビリ
テーションにおける人材育成およびリスク管理等を
扱うセッションを進行しコメントした.

「老年期障害/他」の座長として，身体障害領域の
作業療法および調査報告等を扱うセッションを進行
しコメントした.

3) 第50回日本作業療法学会

4) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会
in  北九州 シンポジウム

「理論・基礎6」の座長として，作業療法および関
連領域における文献研究，動物研究，人を対象とし
た質的研究，量的研究等を扱うセッションを進行し
コメントした.

シンポジウム3「訪問リハビリテーションにおける
人材教育について」の座長として，訪問リハビリ
テーションに携わる人材の育成に取り組むシンポジ
ストの講演と質疑を進行した.

東海市委託事業において，各年代の健康に関するア
ンケートの集計および分析と報告書の作成を行っ
た.
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年月日事項 概 要

平成14年2月

平成15年8月

平成16年12月

平成18年8月4) 第2回大学院生のための教育実践講座
-大学でどう教えるか-修了

1) 第10回厚生労働省主催在宅訪問
リハビリテーション講習会修了

5) 大学院生（星城大学大学院健康支援学研究科
修士課程）への研究支援

（研修）

（修士論文作成支援及び指導実績）

平成31年4月
～

現在に至る

5) 「健康チャレンジ」京大共同研究プロジェクト
研究関連（株式会社電通）

3) 第31回理学療法士・作業療法士養成施設
等教員講習修了

５ その他

2) 福祉用具プランナー講習会修了

平成30年9月
～

平成30年12月

健康に関するシステマティックレビュー等を通して
研究に協力した．

京都市介護実習・普及センター主催の福祉用具プラ
ンナー研修において財）テクノエイド協会が定めた
課程を修了（第15-1209号）

厚生労働省と財団法人医療研修推進財団が共催し社
団法人リハビリテーション医学会, 日本理学療法士
協会, 日本作業療法士協会及び全国理学療法士作業
療法士学校養成施設連絡協議会の協賛を得て開催さ
れた研修課程を修了（第3408号）

平成28年4月
～

平成31年3月

4) 星城大学大学院における健康支援学特別
研究における研究指導補助（1名）

1) 星城大学大学院における健康支援学特別研究
教育支援

平成25年4月
～

平成31年3月

星城大学大学院健康支援学研究科生活健康支援学領
域（修士課程） 講師（平成30年度准教授）とし
て，竹田徳則教授が指導教員として指導する学生の
教育支援（研究計画への助言，研究の相談等）を
行った.

3) 大学院生（京都大学大学院医学研究科社会
健康医学系専攻 専門職学位課程）への研
究支援（1名）

平成27年9月
～

平成28年3月

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻専門
職学位課程における課題研究において，研究協力者
として研究データの分析への助言および論文執筆に
むけた支援を行った.

2) 大学院生（京都大学大学院医学研究科社会
健康医学系専攻 専門職学位課程）への研
究支援（1名）

平成26年10月
～

平成27年3月

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻専門
職学位課程における課題研究において，研究協力者
として研究データの分析への助言および論文執筆に
むけた支援を行った.

京都大学高等教育研究開発推進センターが主催した
左記講座の所定の課程を修了（第54号）

星城大学大学院健康支援学研究科生活健康支援学領
域（修士課程） 講師（平成30年度准教授）とし
て，竹田徳則教授が指導教員として指導する学生の
研究指導補助教員の立場から「認知症カフェにおけ
る作業療法士の役割と課題－インタビュー調査と生
活行為向上マネジメントの実践を通して－」の研究
計画の立案・実施・分析について支援した．

厚生労働省が日本リハビリテーション医学会に委託
し日本理学療法士協会及び日本作業療法士協会の協
賛を得て開催した講習会で所定の課程を修了（第
799号）

星城大学大学院健康支援学研究科生活健康支援学領
域（修士課程） における竹田徳則教授が指導教員
として指導する学生の研究について，前年度に引き
続いて指導を継続した．
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年月日事項 概 要

平成22年2月

平成22年7月

平成24年3月

平成25年3月

平成26年3月

平成27年3月

平成28年3月

平成29年3月

平成30年3月

2）個人活動実績報告書（平成24年度, 星城大学）

9）ティーチングポートフォリオ（令和2年度, 奈良
学園大学）

令和3年3月

（個人活動実績報告）

1）個人活動実績報告書（平成23年度, 星城大学）

5) 第35回Assessment of Motor and Process
Skills (AMPS)講習修了

6) 第5回Assessment of Awareness
Disability (AAD)講習修了

7) 第11回RIASコーディング研修修了
（The Roter Methods of Interaction Process
  Analysis System）

平成27年8月

平成29年12月

5）個人活動実績報告書（平成27年度, 星城大学）

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学運
営等について, 総括した.

3) 平成23年度第2回FD・教育改善会議

2) 第1回大学の未来を考える研究会

3）個人活動実績報告書（平成25年度, 星城大学）

8) 倫理審査委員会・治験審査委員会委員養成
研修修了

4）個人活動実績報告書（平成26年度, 星城大学）

教育活動について, 総括した.

6）個人活動実績報告書（平成28年度, 星城大学）

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学運
営等について, 総括した.

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学運
営等について, 総括した.

平成23年8月

平成24年3月

日本AAD講習会事務局主催の講習会を修了し, 規定
のデータを提出し認定

（星城大学 FD研修会等）

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学運
営等について, 総括した.

1) 授業観の改善に向けての授業研究会 平成23年2月

国立研究開発法人日本医療研究開発機構 医療技術
実用化総合促進事業「平成29年度臨床研究・治験従
事者等に対する研修」

AMPS講習会事務局主催の講習会を修了し, 規定の
データを米国AMPS Project Internationalに提出し
認定（Rater Number: 014924）

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学運
営等について, 総括した.

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学運
営等について, 総括した.

RIAS研究会日本部会主催の第11回RIASワークショッ
プにおける研修を修了し，規定のデータを提出し認
定（第145号）

7）個人活動実績報告書（平成29年度, 星城大学）

教育学の観点から，大学における高等教育のあり方
に関する検討を行った.

星城大学のプレゼンスを高めるための検討を行っ
た.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学運
営等について, 総括した.
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年月日事項 概 要

14) 平成29年度第1回FD研修会 平成29年9月

10) 平成27年度第1回FD研修会

平成27年3月

平成26年9月

2) 第3回FD研修会

11) 平成27年度第2回FD研修会

6) 平成25年度第1回FD研修会

4) 平成24年度第1回FD研修会

5) 平成24年度第2回FD研修会 平成25年3月

（星城大学大学院FD研修会等）

12) 平成28年度第1回FD研修会 平成28年9月

9) 平成26年度第2回FD研修会

16) 平成30年度第2回FD研修会 平成31年3月

3) 平成23年度第1回FD研修会

4) 平成23年度第2回FD研修会

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

平成26年9月

平成24年9月

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

平成27年9月

平成29年3月

平成22年8月

8) 平成26年度第1回FD研修会

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

平成22年12月

平成23年8月

平成23年11月

平成28年3月

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

1) 第2回FD研修会

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

13) 平成28年度第2回FD研修会

15) 平成30年度第1回FD研修会 平成30年9月

7) 平成25年度第2回FD研修会 平成26年3月

星城大学大学院における研究について，共有した.

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善に
向けた検討を行った.

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.
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年月日事項 概 要

平成29年3月

平成30年3月

5) 令和2年度リハビリテーション学科FD研修会 令和3年1月 奈良学園大学における教育力の向上のための研修を
受けた.

奈良学園大学における教育力の向上のための研修を
受けた.

4) 令和2年度全学FD講演会 令和2年10月 奈良学園大学における教育力の向上のための講演会
に参加した.

9) 平成28年度第1回FDセミナー 平成28年10月

13) 平成30年度第1回FD研修会

1) 令和元年度保健医療学部第1回FD研修会 平成31年8月

14) 平成30年度第2回FD研修会

3) 令和2年度保健医療学部第1回FD研修会 令和2年9月

平成31年3月

平成25年1月

6) 平成25年度第1回FD研修会 平成26年2月

平成30年9月

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

10) 平成28年度第2回FD研修会

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のためのセミナーを受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

奈良学園大学における教育力の向上のための研修を
受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

11) 平成29年度第1回FD研修会 平成29年10月 星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

5) 平成24年度第1回FD研修会

8) 平成27年度第1回FDセミナー 平成27年9月

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のためのセミナーを受けた.

（奈良学園大学 FD・SD研修会等）

2) 令和元年度保健医療学部授業参観 平成31年度

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

奈良学園大学における教育力の向上のために，前期
と後期に開講されている科目の授業参観を行い，報
告書を提出した.

12) 平成29年度第2回FD研修会

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力の
向上のための研修を受けた.

7) 平成26年度第2回FD研修会 平成27年2月
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年月日事項 概 要

平成25年4月
～

平成30年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

6) 2020年度FDのための情報技術研究講習会

9) 大学・専門学校教職員対象オンライン配信セミ
ナー
「魅力的なオンライン授業の創り方：東進が提案す
るIT授業の改良・改善の仕方」

7) 令和2年度保健医療学部第2回FD研修会 令和3年3月 奈良学園大学における教育力の向上のための研修を
受けた.

平成28年4月
～

平成30年3月

(奈良学園大学 学内委員等)

(星城大学 学内委員等)

ハラスメント相談員

平成22年4月
～

平成23年3月

平成22年4月
～

平成23年3月

平成22年4月
～

平成24年3月

平成22年4月
～

平成25年3月

平成22年4月
～

平成27年3月

平成23年4月
～

平成27年3月

平成24年4月
～

平成27年3月

入試広報委員

高校生川柳審査員

FD・SD委員（全学）

備品管理委員

アドバイザーミーティング委員

学生生活委員

平成31年4月
～

現在に至る

人権問題委員

広報委員

広報推進委員（大学院担当）

図書委員（後に, 図書・情報委員）

日本高等教育開発協会（JAED）主催のフォーラムに
参加した.

令和3年2月 私立大学情報教育協会主催のオンライン研修会に参
加した．

令和3年3月 株式会社ナガセ/ 東進ハイスクール主催のセミナー
に参加した.

研究倫理審査委員

平成27年8月
～

平成31年3月

8) 日本高等教育開発協会（JAED）10周年企画FD担
当者フォーラム

令和3年3月
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年月日事項 概 要

年月日

平成9年4月

平成15年8月

平成19年3月

平成22年9月

平成22年12月

平成23年4月

平成26年2月

平成31年2月

令和2年2月

平成31年8月
～

現在に至る

補助金対応ワーキンググループ

２ 特許等

9) 京都大学 博士（社会健康医学）

8) RIASコーダー
（The Roter Methods of Interaction Process
Analysis System）

4) AMPS認定評価者

平成31年4月
～

現在に至る

平成31年4月
～

現在に至る

事項

3) 京都大学 社会健康医学修士（専門職）

5) AAD（現・A3）認定評価者

6) 日本公衆衛生学会認定専門家

7) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問療法
士

平成29年1月

平成27年8月

非常勤作業療法士として作業療法士の指導, および
リハビリテーション科の管理・運営補助

健康関連事業計画ワーキングメンバー

平成24年4月
～

平成29年3月

2) 東海市産学官連携協議会「健康関連事業への
参画」ワーキンググループ

平成25年5月
～

平成27年3月

1) 医療法人社団淀さんせん会金井病院

１ 資格，免許

概 要

社医博 第76号
「Studies of setting care goals and
understanding subjective needs in aged care
facilities: care providers' and residents'
view（高齢者施設におけるケア目標の設定とニーズ
把握の研究：ケア提供者と入所者本人の視点」

FD・SD委員（学科）

教務ワーキンググループ委員（学科）

学年担当（1年）（学科）

カリキュラム検討委員（学科）

令和2年3月
～

令和3年3月

平成31年4月
～

現在に至る

平成31年4月
～

現在に至る

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

第 号

なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

―

2) 福祉用具プランナー

作業療法士名簿登録番号 第 号

第 号

社医修（専） 第63号
「脳卒中のリハビリテーション研究に用いられてい
る評価指標の分類と動向：1996年から2005年の文献
調査」

10) 日本作業療法士協会認定作業療法士 第 号

11) 日本作業療法士協会専門作業療法士（訪問） 第 号

Rater Number: 

第681号
（平成28年4月 更新）

第 号

大学院設置ワーキンググループ委員

1) 作業療法士

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成26年2月

平成23年8月

４ その他

健康推進策定委員

研究調整員として研究計画立案への助言, および研
究調整業務（業務委託）

平成25年8月
～

平成26年7月

3) （株）旭化成ファーマ

平成30年9月
～

平成30年12月

5) 株式会社電通 「健康チャレンジ」京大共同研究プロジェクト研究
関連
にて，健康に関するシステマティックレビュー等の
研究協力

4) 東海市健康増進計画等策定ワーキング部会

平成25年11月

平成28年4月
～

令和2年3月

（職能団体における実績）

3) 第6回日本訪問リハビリテーション協会学術
大会奨励賞

平成28年6月

1) 平成23年度岡本糸枝研究助成賞 至誠会（東京女子医科大学）における岡本糸枝学術
研究助成の受賞
「在宅要介護高齢者と家族のリハビリテーションお
よび介護ニーズの把握と, ニーズに基づいたリハビ
リテーション啓発リーフレット作成の試み」

 第53回近畿産業衛生学会における研究分野の若手
奨励賞の受賞
「高齢者施設の常勤介護職員における離職とその関
連要因の検討」

第6回日本訪問リハビリテーション協会学術大会に
おける奨励賞の受賞
「訪問リハビリテーション・チェックリストの開
発：具体的な目標設定と明確な課題解決のプロセ
ス」

平成25年4月
～

令和2年3月

1) 日本訪問リハビリテーション協会 教育研修部
認定審査委員

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪問
療法士の認定審査を担当した.

2) 日本訪問リハビリテーション協会 教育研修部
認定審査委員会 委員長

（受賞歴）

2) 第53回近畿産業衛生学会若手奨励賞＜研究＞

3) 日本訪問リハビリテーション協会 理事 平成29年6月
～

現在に至る

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪問
療法士の認定審査および認定研修の担当理事として
教育研修の構築と運用を行った（令和2年4月より学
術部担当理事として活動）.

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪問
療法士の認定審査を担当し，審査委員長として統括
した.

6) 奈良市登美ヶ丘地区地域包括支援センター 平成31年5月
～

現在に至る

自立支援型地域ケア会議の助言者（作業療法士）

保健医療学部リハビリテーション学科
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

(著書)

共著 平成24年8月

共著 平成29年5月

共著 平成29年9月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

照林社

医歯薬出版株式会社

1 褥瘡ガイドブック 褥瘡予防・管理ガイドライン第3版に準拠したガ
イドブックとして，一般に広くわかりやすく説明
した.
B5判　全256頁
編集：日本褥瘡学会学術教育委員会ガイドライン
改訂委員会（坪井良治，田中マキ子，門野岳史，
永井弥生，古田勝経，野田康弘，関根祐介，貝谷
敏子，片岡ひとみ，中川ひろみ，岩本拓，栗田昌
和，木下幹雄，倉繁祐太，仲上豪二朗，柿崎祥
子，日髙正巳，廣瀬秀行，杉元雅晴，宮嶋正子，
野口まどか，大桑麻由美，石澤美保子，木下幸
子，祖父江正代，室岡陽子，
松井優子，大浦智子，紺家千津子，市岡滋，須釜
淳子，田中秀子，足立香代子，中山健夫，宮地良
樹）

本人担当部分：委員会による作成のため抽出不可
能　（ガイドラインについての説明と位置づけに
ついて概説し，褥瘡予防・管理ガイドライン第3
版作成にあたり，各分野の推奨度の根拠となる文
献の研究デザインおよびエビデンスレベルを判断
し，ガイドラインにおける推奨度決定を支援し
た.）

2 PT・OT・STのためのエ
　ビデンスの基礎知識と
　診療ガイドライン活用
　法

3 これから始める！シェ
アードデシジョンメイ
キング：新しい医療の
コミュニケーション

医療におけるコミュニケーションや意思決定とし
てのシェアードデシジョンメイキングについて，
国内における先駆者による解説と実践について示
した.
A5判　全172頁
編著：中山健夫
共著者：中山健夫，藤本修平，湯川慶子，中山和
弘，大坂和可子，堀江重郎，森田明夫，大浦智
子，今法子，浦尾充子，山口育子，射場典子

本人担当部分：「（コラム）臨床におけるSDM:
リハビリテーション」pp.129-130を単著.

地域医療のなかでも訪問リハビリテーションに
おける患者と提供者間の情報共有とその実態につ
いて紹介し，今後のコミュニケーションのあり方
について示した.

日本医事新報社

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が診療ガイ
ドラインを活用するうえで必要な知識と活用方法
について，具体的に示した.
B5判　全180頁
監修：中山健夫
編集：日髙正巳・藤本修平
共著者：荒木浩二郎，有明陽佑，稲富宏之，大浦
智子，大寺祥佑，尾川達也，紙谷司，小久保徹，
小向佳奈子，今法子，酒井克也，佐々木祥，杉田
翔，竹林崇，田中宏明，坪内優太，中村学，芳賀
大輔，日髙正巳，福岡達之，福谷直人，藤本修
平，廣江貴則，吉川義之

本人担当部分：「質的研究を解釈するうえで必要
な知識」pp.55-60を単著.
質的研究の基本的な構成および考え方を概説し，
リハビリテーション専門職が臨床場面で質的研究
成果を活用するにあたり留意すべき点を解説し
た.
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年10月 医歯薬出版株式会社4 作業療法研究法

本人担当部分：「診療ガイドラインの作成と活
用」pp.144-146を単著
　診療ガイドラインについて、作成の手順と活用
方法について解説した．

本人担当部分：「研究対象者の選定」pp.23-26を
共著
　研究対象者の選択方法について，バイアスを防
ぐ方法をふまえて解説した. （共著者とともに内
容を調整し，最終原稿を主として作成した. ）
共著者：大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「アウトカム」pp.27-28を共著
アウトカムの考え方について，尺度の種類に関

する説明のほか，メイン・アウトカムの設定や対
象者主体のアウトカムについて示した. （共著者
とともに内容を調整し，最終原稿を主として作成
した. ）
共著者：大浦智子, 木村大介

作業療法士が押さえておくべき研究倫理，研究の
種類，研究のすすめ方，報告や発表について，作
業療法士養成教育に活用するために構成・編集し
た.
B5判　全164頁
編著：竹田徳則，大浦智子，藤本修平
第3部監修：廣江貴則
共著者：竹田徳則，大浦智子，木村大介，藤本修
平

本人担当部分：「量的研究」pp.34-41を単著
　量的研究における各種の研究デザインと特性に
ついて解説した.特に，観察研究と介入研究にお
ける各研究デザインの特徴と臨床場面における考
え方を示した.

本人担当部分：「質的研究」pp.50-54を単著
　質的研究における手順と方法，妥当性の担保な
どについて解説した．

本人担当部分：「混合法（mixed methods
approach）」pp.55-56を単著
　混合型の研究の種類や方法について，例を挙げ
ながら解説した．

本人担当部分：「尺度開発」」pp.68-70を単著
　作業療法場面を想定した例あげながら，効果を
測定するための尺度の兼ね備えておくべき信頼性
と妥当性について解説した.

本人担当部分：「文献研究」pp.71-72を単著
　主にシステマティックレビューとメタアナリシ
スについて，解説した．

本人担当部分：「データベース研究」pp.73-74を
単著
　データベースの構築と研究への活用について，
利点と留意点を中心に解説した．

本人担当部分：「根拠に基づく医療（Evidence-
Based Medicine; EBM）」pp.140
　根拠に基づく医療と根拠に基づく実践につい
て，その考え方について解説した．

本人担当部分：「エビデンスの質と階層」」
pp.141-143を単著
　研究を実施する際だけでなく，既存研究を読み
解釈する際に参考となるエビデンスレベルについ
て解説した.
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

6 PT・OT・STのための臨床
  に活かすエビデンスと意
  思決定の考え方

共著 令和2年10月 医学書院

メジカルビュー社

編著：藤本修平，竹林崇
共著者：藤本修平，竹林崇，小向佳奈子，杉田
翔，大浦智子，福田芽森，穴田周吾，中口拓真，
佐々木祥，村井歩志，他．

本人担当部分：「質的研究」を単著
　質的研究論文報告のためのチェックリストを用
いながら，臨床実践に役立てるための論文情報の
読み方について解説した．

5 訪問リハビリテーショ
　ンアドバイスブック

共著 平成30年3月

本人担当部分：「用語の説明」pp.1-7を共著
　作業療法士もしくは学生が研究法を効果的に学
ぶために，本書内における主要な用語を説明し
た. (説明する用語の抽出および執筆担当者の振
り分け，担当用語の執筆，全用語の内容の確認を
行った.)
共著者：竹田徳則，大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「巻末課題」pp.148を共著
　作業療法士もしくは学生が研究法を効果的に学
ぶために，巻末課題を示した. （学部学生を想定
し，到達すべきであろう学習目標を設定して，共
著者とともに課題を作成した.）
共著者：竹田徳則，大浦智子

訪問リハビリテーションについて理解するため
に，多職種の立場から訪問リハビリテーション従
事者が抑えておくべき事項を示した.
監修：青山朋樹，高橋紀代
編集：辰巳昌嵩
共著者：辰巳昌嵩，阿毛裕理，片桐辰徳，藤本修
平，光武誠吾，高橋紀代，八木街子，宇野雄祐，
杉田翔，三好早苗，山﨑真一，奥村圭子，川場康
智，東田全央，今枝敬典，倉田昌幸，木村圭佑，
羽田真博，岩田研二，青山朋樹，藤田美和子，嶋
本尚恵，小口妃小江，杉浦徹，三木貴弘，朝倉健
太郎，尾畑翔太，中川征士，大場やよい，上野多
加子，森下元賀，小泉裕一，園山真弓，池田耕
二，大浦智子，鳴尾彰人，樺元大輝，南條拓也，
田代雄斗

本人担当部分：「筋力維持・増強」を単著
　筋力維持・増強に関する基本的知識に加え，在
宅訪問リハビリテーションにおける着眼点と留意
点を解説した.

本人担当部分：「関節可動域の維持と改善」を単
著
　関節可動域に関する基本的知識に加え，在宅訪
問リハビリテーションにおける着眼点と留意点を
解説した.

本人担当部分：「転倒および転倒予防対策」を単
著
　在宅生活を送る対象者の生活機能の低下を脅か
す転倒について，環境整備を含めて転倒予防対策
について解説した.
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）

平成23年8月

共著 平成23年12月

共著 平成24年9月

平成25年9月4 （調査報告）「憩いの
  サロン」参加者の健康
  情報源と情報の授受：
  サロンは情報の授受の
  場になっているか？
 （査読付）

遂行状況を評価するために, 活動能力を測定する
Modified Barthel Indexをもとに作成した評価表
の信頼性と妥当性を検証した. 検査者間および検
者内信頼性, 内的整合性は良好だった. 施設入所
高齢者では階段昇降を実施している者がほとんど
おらず, 階段昇降を除いて実施した探索的因子分
析の結果, 1因子で説明可能だった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Konishi K, Ishiguro R, Nakanishi K, Shah S,
Nakayama T

2 Internet use for
  health-related
  information via
  personal computers
  and
  cell phones in
  Japan:
  a cross-sectional
  population-based
  survey.（日本におけ
  るパーソナルコン
  ピューターと携帯電話
  による健康関連情報の
  インターネット使用：
  地域住民を対象とした
  横断研究）
 （査読付）

インターネットおよびeメールによる健康・医療
情報の取得と利用者の属性を把握するために横断
的研究を行った. インターネットによる健康・医
療情報取得は高学歴・高収入の人に利用され, 年
齢が上がると利用されなくなること, 携帯電話の
インターネットおよびeメールによる健康・医療
情報の活用がパーソナルコンピュータのそれに比
べて低いことがわかった.

本人担当部分：調査に使用する質問項目の検討お
よび質問文に関する助言と，得られた結果に対す
る考察について共著者らと検討した.
共著者：Takahashi Y, Ohura T, Ishizaki T,
Okamoto S, Miki K, Naito M, Akamatsu R,
Sugimori H, Yoshiike N, Miyaki K, Shimbo T,
Nakayama T.

J Med Internet Res.
13(4):e110, 2011.

3 主観的QOL評価と生活
  観察をもとにした認知
  症高齢者へのアプロー
  チ
 （査読付）

意欲の低下と日常生活動作自立度低下で在宅介護
が困難で長期入所となった認知症高齢者に対し
て, 対人交流や活動意欲の向上を目的にかかわっ
た症例を報告した. 主観的QOL評価と生活観察で
得た情報を活用しながら, 集団の場の力やチーム
によるアプローチの結果, 対人交流や活動意欲の
向上につながった.

本人担当部分：得られた結果に対して作業療法学
的見地から助言し，考察の検討と論文執筆に際し
て助言した.
共著者：中西康祐, 吉島拓矢, 三澤聡子, 大浦智
子

長野県作業療法士会学術
誌30: 120-128, 2012.

1 Reliability and
  validity tests of an
  evaluation tool
  based
  on the modified
  Barthel Index（Barthel
　Index改変版に基づく評価
　ツールの信頼性と妥当性
　の検証）
 （査読付）

International Journal
of Therapy and
Rehabilitation 18(8):
422 - 428, 2011.

共著

保健師ジャーナル69:
712-719, 2013.

Ａ町の介護予防事業であるサロンは, 一般参加者
にとって主要な健康関連情報の授受の場になって
おり, 健康情報の伝達と情報的サポートの増加に
より介護予防への寄与が期待できることが示唆さ
れた.

本人担当部分：共著者らの助言を得て研究計画の
立案と実施，論文を執筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則，木村大
介，今井あい子

共著
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成25年10月

平成26年3月

平成26年3月

共著 平成26年3月

平成26年4月

5 介護支援専門員と訪問
  介護員における訪問リ
  ハビリテーション効果
  への期待：量的・質的
  検討（査読付）

6 Care goal setting
  and
  associated factors:
  semi-structured
  interviews with
  multidisciplinary
  care providers in
  facilities for
  elderly people（介護
  目標の設定と関連要
  因：高齢者施設の多職
  種ケア提供者への半構
  造化面接）（査読付）

8 （短報）臨床実習後
    の作業療法学生が目
    標・理想とする作業
    療法士
   （査読付）

愛知作業療法22:55-58,
2014.

作業療法32: 440-450,
2013.

介護支援専門員（care manager: CM）とヘルパー
を対象に実施した「訪問リハリハビリテーション
（訪問リハ）に期待している効果」に関する質問
紙調査の結果, 身体機能の回復, 動きやすさやセ
ルフケアの改善に偏っていた.

本人担当部分：共著者らと協力施設を調整し，研
究計画の立案と実施，論文を執筆した.
 共著者：大浦智子, 津山努, 中西康祐

International Journal
of GERONTOLOGY 8(1):
12-17, 2014.

要介護高齢者入所施設の職員が考える高齢者のケ
ア目標とその関連要因を明らかにするために, 7
施設30人の職員を対象に半構造化面接を実施し,
その内容を質的に分析した結果, 4カテゴリが抽
出された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Takada A, Nakayama T

共著

共著

共著 在宅要介護者の主介護者が感じる主観的介護負担
感とその関連要因を明らかにすることを目的に,
訪問リハビリテーション利用者の主介護者（66
名）を対象に質問紙調査を実施した結果，階段昇
降要介助の場合は自立に比べて, 主観的介護時間
が多い場合は少ない場合に比べて, オッズ比が高
かった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり指導した（責任著者）.
共著者：船渡絵梨香, 津山努, 今井あい子, 大浦
智子

愛知作業療法22:3-8,
2014.

7 訪問リハビリテー
   ション利用者の主
   介護者における主
   観的介護負担感と
   その関連要因の検
   討（査読付）

A大学作業療法学専攻4年生を対象に, 目標・理想
の作業療法士に関する自由記述式質問紙による調
査を行い質的分析を行った. 目標・理想とする作
業療法士として, 【技能】の＜コミュニケーショ
ンスキル＞と【総合的判断力】の＜論理＞に着眼
していることが明らかとなった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
共著者：山崎竜弥，大浦智子

9 （実践報告）客観的
   臨床能力試験
  （OSCE）場面のビデ
   オ・フィードバッ
   クによる臨床実習
   前教育の取り組み
  （査読付）

作業療法33(2): 181-
190, 2014.

学生が取り組むOSCEの症例課題実施場面を撮影
し, 終了後のビデオ・フィードバックと学習のふ
り返り機会を提供した. 臨床実習後の質問紙調査
（37名）では，OSCEの復習をした者が8割以上
で，その内容はビデオ・フィードバックを参考に
していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史，古澤麻
衣，木村大介，冨山直輝，林浩之，飯塚照史，坂
井一也，今井あい子

共著

保健医療学部リハビリテーション学科

1018



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成26年7月

平成26年12月

平成26年12月

平成27年1月13 Testing validity
   and
   reliability of a
   newly developed
   instrument to
   assess
   the subjective
   needs
   of
   institutionalized
   elderly（入所高齢者
   の主観的ニーズを
   評価するために新
   たに開発したツー
   ルの妥当性と
   信頼性の検証）
  （査読付）

12 Assessment of the
   validity and
   internal
   consistency
   of a performance
   evaluation tool
   based on the
   modified Barthel
   Index Japanese
   nversion for
   elderly
   people living at
   home（在宅高齢者
  におけるBarthel
  Index改変日本語版
  に基づく遂行評価
  ツールの妥当性と
  内的整合性）
 （査読付）

Clinical Gerontologist
38(1): 88-102, 2015

共著

共著

共著

共著

評価主体の臨床実習（実習）開始約1カ月前に,
検査・測定，症例課題からなる客観的臨床能力試
験（OSCE）を実施し, 実習後に質問紙調査を実施
した. 対象学生33名中32名がOSCEの事前準備をし
たと自己評価していたが, 実習前には知識や評価
のみならず, 相手に合わせる応用技術を視野に入
れた準備が必要だと学生は感じていた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史

11 訪問リハビリテー
  ション利用者のサ
  ービス利用のきっ
  かけと生活目標
 （査読付）

作業療法33(6): 517-
525, 2014

在宅要介護高齢者128名を対象に, Modified
Barthel Indexに基づくセルフケア遂行評価日本
語版の因子的妥当性と内的整合性を検証した. 確
認的因子分析の結果, モデル適合度は許容範囲内
と判断された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Higashi T, Ishizaki T,
Nakayama T

入所高齢者のニーズを評価するための質問紙（4
領域25項目）を開発し, 妥当性と信頼性を検証し
た. 再検査法による信頼性は, ニーズの領域・項
目によって高低が認められた. 確認的因子分析の
結果, モデル適合度は許容範囲内と判断された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Nakayama T

訪問リハビリテーション利用者の訪問リハ利用の
きっかけと日々の生活目標を知るために, 質問紙
調査によって34 名の訪問リハ利用者の自由記述
回答を質的に分析した. 利用のきっかけは7 個の
二次テーマ, 生活目標は 8 個の二次テーマが抽
出された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子, 津山努

J Phys Ther Sci
26(12): 1971-1974,
2014

10 学生における客観的
  臨床能力試験（OSCE）
  前後の学習と臨床実
  習後の自己評価：量
  的・質的分析による
  検討
 （査読付）

作業療法教育研究14(1):
16-22, 2014
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年3月

共著 平成27年6月

平成27年6月

平成27年7月

15 学生が地域で運営す
   る健康サロンにおけ
   る学習と気づき
  （査読付）

17 健康サロンに参加す
   る高齢女性における
   認知機能低下の有無
   と健康情報ニーズと
   の関連
  （査読付）

訪問リハビリテーション利用者と提供者34組を対
象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の相違
を明らかにした. 利用者は, 提供者が考えている
よりも症状や床上動作の改善に向けたプログラム
を実施していると認識していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

学生が地域高齢者を対象に健康サロンを運営する
ことによって得られた学生自身の気づきを明らか
にするために, 運営開始11か月後に質問紙調査を
行った. 学びの場としての肯定的意見に対し, 実
務面での反省が挙げられていた.

本人担当部分：研究計画を立案し，共著者ととも
に実施，論文執筆にあたり助言をした.
共著者：古澤麻衣, 竹田徳則, 大浦智子

作業療法 34: 325-334,
2015.

共著16 Differences between
   home-visit
   rehabilitation
   users and
 　providers in their
　 understanding of
   the content and
   subjective
   effects of
   rehabilitation
   practices（リハビ
  リテーション内容の
  理解と主観的効果に
  関する訪問リハビリ
  テーション利用者と
  提供者間の違い）
 （査読付）

J Phys Ther Sci 27:
1705-1708, 2015.

14 初期認知症および軽
   度認知機能障害
  （MCI）における軽微
   な認知機能の変化を
   捉え得る神経心理学
   検査の検討
  （査読付）

介護予防における一次予防事業として行われてい
るサロン参加女性を対象に, 軽度認知機能低下の
有無と健康情報ニーズとの関連を明らかにするた
めの調査（自記式認知機能検査，健康情報ニーズ
等）と体力測定を実施した. 軽度認知機能低下の
有無による健康情報ニーズの違いは認められな
かった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 木村大介, 冨山直
輝, 古澤麻衣, 天野圭二

作業療法ジャーナル
49(8), 861-867

動作性 IQ や日常生活場面での記憶障害が，MCI
や初期認知症の変化を把握できるかを確認するこ
とを目的に, 神経内科受診者のうち 1 年後の再
評価が実施できた 9 名のMini-Mental State
Examination（MMSE）, コース立方体組み合わせ
テスト, リバーミード行動記憶検査（RBMT）の初
期評価と 2 回目評価結果を比較した. 結果,
RBMT が軽微な認知機能の変化を検出可能であっ
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施を行い，論
文執筆に際して助言した.
共著者：木村大介，廣瀬秀一，大浦智子，中西康
裕，大槻輝子

日本認知症予防学会誌
48(1): 22-24, 2015

共著
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年8月

平成27年12月

平成28年1月

共著 平成28年2月

18 地域開催型ラジオ体
   操が高齢者の身体・
   心理社会面にもたら
   す効果
  （査読付）

19 Differences in
   understanding and
   subjective effects
   of home-visit
   rehabilitation
   between user
   families
   and rehabilitation
   providers（利用者家
   族と提供者間におけ
   る訪問リハビリテー
   ション内容の理解と
   主観的効果の違い）
  （査読付）

介護老人保健施設に入所する高齢者のニーズと介
護職員によるニーズの把握の程度を明らかにする
ために, 高齢者と介護職員115組にインタビュー
と質問紙を用いた調査を行った. 基本的日常生活
と情緒的なニーズに比べ, 手段的日常生活と生活
環境に関するニーズのほうが, 職員による把握割
合が低い傾向にあった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Nakayama T

20 Gaps between the
   subjective needs
   of older facility
   residents and how
   care workers
   understand them: a
   pairwise cross-
   sectional study
 （入所高齢者の主観的
   ニーズと介護職員が
   把握している程度と
   の隔たり：ペアワイ
   ズ横断研究）
  （査読付）

BMC Res Notes 9:52,
2016
(DOI 10.1186/s13104-
016-1851-7)

21 Evaluation of
   facilitative
   factors for
   preventing
   cognitive decline:
   A 3-year cohort
   study of community
   intervention
  （認知機能低下予防促
   進因子の評価：3年間
   の地域介入コホート
   研究）
  （査読付）

PSYCHOGERIATRICS (DOI:
10.1111/psyg.12182)

共著

高齢者の身体・心理社会面にもたらす地域開催型
ラジオ体操の効果を明らかにするために, 3か月
間の介入を行った. ラジオ体操群では下肢筋力や
バランスに有意な向上を認め, 体調の主観的変化
を認知していた.

本人担当部分：研究結果の解釈，統計解析および
論文の執筆にあたり助言した.
共著者：今井あい子, 加藤芳司, 竹田徳則, 大浦
智子, 北林由紀子, 山本和恵, 真田樹義

作業療法 34(4), 393-
402, 2015.

武豊プロジェクトの参加高齢者100名を3年間追跡
し, 認知機能を保つ要因を明らかにした. レ
ジャー活動や社会的つながりの強化が, 認知機能
の維持に正の効果を及ぼしていることが明らかと
なった.

本人担当部分：研究結果に対する解釈および論文
執筆に際して助言をした.
共著者：Kimura D, Takeda T, Ohura T, Imai A

J. Phys. Ther. Sci.
27: 3837–3841, 2015

訪問リハビリテーション利用者家族と提供者50組
を対象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の
相違を明らかにした. 利用者家族は, 提供者が考
えているよりも症状や床上動作の改善に向けたプ
ログラムやマッサージを実施していると認識して
おり, 痛みや症状の改善を自覚していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

共著
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年3月

単著 平成29年1月

平成29年3月

共著 平成29年7月

平成29年8月

25 認知症高齢者のQOL
   向上に向けたADL 支
   援プロトコル構築の
   ための在宅の基礎的
   調査
  （査読付）

23 Studies of setting
   care goals and
   understanding
   subjective needs in
   aged care facilities:
　 care providers' and
   residents' view
   （高齢者施設におけるケ
   ア目標の設定とニーズ把
   握の研究：ケア提供者と
   入所者本人の視点）
   (博士論文）

26 Validity and
   reliability of a
   performance
   evaluation tool
   based on the
   modified Barthel
   Index for stroke
   patients（Barthel
   Index改変版として
   の遂行評価尺度の
   脳卒中患者におけ
   る妥当性と信頼性）
  （査読付）

1) 施設職員による入所高齢者へのケア目標の設
定とケア目標に関連する要因，2) 入所高齢者の
生活上の主観的ニーズの評価法，3) 入所高齢者
の生活上の主観的ニーズと介護職員の把握状況，
を明らかにした.

A4判　全38頁（既出の学術論文9・16・23で構
成）

BMC Medical Research
Methodology (2017)
17:131
DOI 10.1186/s12874-
017-0409-2

脳卒中患者におけるModified BI（MBI）に基づく
日本語版（performance evaluation tool of
MBI: PET-MBI）の妥当性と信頼性検証を行った.
PET-MBIは, BIとの基準関連妥当性と評価者間信
頼性・評価者内信頼性が高いと判断した.

本人担当部分：共著者とともに研究計画を立案・
実施し，論文を執筆した.
共著者：Ohura T, Hase K, Nakajima Y,
Nakayama T

共著

共著

認知症高齢者の主観的生活の質（QOL）の維持向
上に向けた日常生活動作（ADL)支援プロトコルの
構築を目指し、在宅認知症高齢者の総合的なADL
の実態, 主観的QOLと総合的なADL等の因子との関
連を調査した.総合的ADLの障害が主観的QOLと関
連があり, 手段的ADLが基本的ADLに比べて自立度
が低い傾向にあることが示された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
共著者：中西康祐，大浦智子，池谷政直

22 Correlation of the
   Hand 20 with the
   International
   Classification of
   Functioning,
   Disability, and
   Health and
   comparison of the
   results with those
   of the Disability
   of the Arm,
   Shoulder and Hand
　 （国際生活機能分類と
 　Hand20との関係とDASH
   スケールとの比較）
  （査読付）

Asian J Occup Ther 11:
27-33, 2016

本邦の手外科領域で多用されている患者立脚型評
価Hand20の各項目について, ICF項目との関連か
らDASHとの比較を試みた結果, Hand20は心身機能
から5項目, 活動と参加から23項目, 個人因子か
ら2項目がICF項目と関連づけられた. また,
Hand20は, DASHより手に特化した身体部位特異的
尺度であると捉えられた.

本人担当部分：研究計画の立案に対する助言，研
究の実施をともに行い，論文執筆に際して助言を
した.
共著者：Iitsuka T, Ohura T, Fujita T.

京都大学

24 作業療法士による訪
   問リハビリテーショ
   ンの目標とプログラ
   ム訪問リハビリテー
   ション実施計画書の
   記載内容
  （査読付）

作業療法士による訪問リハビリテーションの目標
とプログラムの実態を明らかにするために, 初回
実施計画書の記載内容を計量的に分析し, 社会参
加を見据えた活動・参加の目標のもと, 活動・参
加と心身機能・身体構造のプログラムが多く行わ
れていることが明らかとなった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり指導した（責任著者）.
共著者：山内春香, 佐竹美保, 津山努, 大浦智子

作業療法ジャーナル 51:
261-265, 2017

日本認知症ケア学会誌
16: 461-469, 2017
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共著 平成29年10月

共著 平成29年11月

養成校作業療法学生の臨床実習後におけるハンド
セラピィに対する認識を検討するために，学生の
提出レポートをテキストマイニング手法により分
析した. 主題分析を用いた質的検討を踏まえる
と，学生はハンドセラピィを作業療法の一分野と
して認知はしているものの，生活や作業とは対極
しており，作業療法士とは一線を画すとの認識で
あることが示唆された．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の執
筆にあたり助言した.
（飯塚照史, 大浦智子）

28 テキストマイニング
   手法を用いた訪問リ
   ハビリテーションプ
   ログラムの分析
  （査読付）

27 臨床実習後作業療法
   学生におけるハンド
   セラピィに対する認
   識
  （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
誌 10: 43-48, 2017

地域リハビリテーション
12: 968-975, 2017

共著 平成30年5月 臨床作業療法 5: 14-19,
2018

29 中年世代の各ライフ
   ステージにおける趣
   味と思い出の傾向
   （査読付）

訪問リハビリテーションの初回プログラム内容
と，3ヶ月以内の目標達成終了者の特徴を明らか
にするために, テキストマイニング手法を用いて
分析し，脳血管疾患と骨関節疾患のプログラムの
割合を計量した. 初回のプログラムは心身機能に
焦点をあてた機能訓練が多かった.

本人担当部分：研究計画を立案し，共著者ととも
に実施，論文執筆にあたり助言をした.
共著者：古澤麻衣，大浦智子 ，藤井啓介，津山
努

J. Phys. Ther. Sci.
30: 866–873, 2018

平成30年6月共著30 Occupation-based
   differences in
   shared perceptions
   of older resident
   needs within
   multidisciplinary
   care teams: a
   cross-sectional
   study of care
   workers, nurses,
   and therapists
   linked to older
   residents（入所高齢
  者の視点共有に関する
  多職種ケアチーム内に
  おける職種間の違い：
  入所高齢者とリンクさ
  れた介護・看護・リハ
  ビリテーション職を対
  象とした横断研究）
  （査読付）

中年世代のライフステージの趣味と，その時の思
い出の傾向を明らかにするために，自由回答式質
問紙調査を実施した．趣味の思い出は人との思い
出が最も多く，作業療法場面で趣味を活用する際
には，活動としての趣味だけでなく，その趣味に
含まれる意味や思い出を理解する必要性が示唆さ
れた．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：榊原唯，水野里咲，村松真侑子，阿部優
奈，大浦　智子

介護老人保健施設で働く介護・看護・リハビリ
テーション職による入所高齢者のニーズ把握の程
度とその共有実態を明らかにするために, 高齢者
と介護・看護・リハビリテーション職88組への調
査結果を分析した. 職員らは手段的日常生活と生
活環境に関するニーズを過小評価する傾向があ
り、職種によってニーズの把握領域が異なってい
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：Ohura T, Higashi T, Ishizaki T,
Nakayama T
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平成31年5月 日本ヘルスコミュニケー
ション学会雑誌   10(1)
: 31-35, 2019

関節リウマチ患者と医学生の合同グループワーク
の取り組みを紹介し，合同グループワーク後の感
想と，双方が考えている医学教育に必要なことを
問うた．双方とも，グループワークの取り組みを
肯定的にとらえていたのに加え，医学生は患者さ
んの生活を知ることの重要性を感じていた．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した．
共著者：大浦智子, 小嶋雅代, 荘子万能, 西明
博, 橋本里穂, 石橋茉実, 山中寿, 中山健夫

32 病院と訪問における作業
療法士の役割と必要なスキル
-学生の視点による質的研究
（査読付）

共著 令和元年8月 作業療法ジャーナル
53(9): 1014-1018, 2019

作業療法専攻で学ぶ大学生の視点で，作業療法士
に対して病院と訪問における作業療法士の役割と
必要なスキルをインタビューし，分析した．【目
標の共有】と【医療・介護保険の知識】は，訪問
リハに関する語りのみで抽出され，訪問リハで意
識されていることが明らかとなった．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：水野里咲, 榊原唯, 阿部優奈, 村松真侑
子, 大浦智子

31 関節リウマチ患者と医学
生の合同グループワークで得
られた患者と医学生の声　今
後の医学教育に必要なこと
（査読付）

共著

33 「作業に焦点を当てた実
践」の現状と障壁（査読付）

34 介護老人保健施設に入所
する高齢者の生活満足の関連
要因: ケア提供者の職種と
ニーズ把握を加味した検討
（査読付）

共著 令和元年8月

共著 令和2年3月 医療福祉情報行動科学研
究7: 63-72, 2020

日本臨床作業療法研究
6(1): 38-5, 2019

作業療法士に対する質問紙調査にて，OTを提供す
るうえで【目標共有】，【ニーズ】，【アプロー
チ】等に配慮し，「意味のある作業」に焦点を当
てることがOTを行う上で有用だと考えていること
がわかった．作業に焦点を当てた実践を知ってい
ると回答したOTRは限られていたが，知らないと
回答したOTRの約9割が知りたいとの回答を得た．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案し，
論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：林映見, 林原千夏, 野呂奈々穂, 加藤正
崇, 石黒佳世, 大浦智子

介護老人保健施設の入所高齢者の生活満足に入所
高齢者を対象に，4領域25項目のニーズ項目と生
活満足等で構成する質問紙を用いた面接調査を
行った．さらに，高齢者1人につき介護職員・看
護職員・リハビリテーション職員（リハビリ職
員）をマッチさせ，高齢者と同様のニーズ項目と
ケア提供への満足度等で構成する質問紙調査を実
施した．高齢者の生活満足を従属変数，高齢者の
特性（性，年齢，認知機能など），職員の特性
（カンファレンスの参加，ケア提供），職員によ
る高齢者のニーズ把握数を説明変数し，有意水準
を0.10未満として変数増加法を用いたロジス
ティック回帰分析にてオッズ比を算出した．入所
高齢者は，性や年齢にかかわらず約8割が生活に
満足していた．高齢者の生活満足をアウトカムと
したロジスティック回帰分析の結果，オッズ比
は，介護職員がケア提供に満足している場合がし
ていない場合に比べて9.46（95%信頼区間
[confidence interval: CI]1.04-86.02）だっ
た．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，中山健夫
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37 総説：日本国内の生活者
を対象とした健康増進・疾病
予防に関わる介入の実態―医
中誌webを用いたシステマ
ティックレビュー― （査読
付）

共著 令和2年10月 日本ヘルスコミュニケー
ション学会雑誌11(2) 43
–60, 2020

健康意識・態度と健康に関する行動変容(健康増
進・疾病予防に関わる行動の変容)に係る地域に
おける一般生活者に対する介入の実態把握と，そ
の方略や手段など工夫(以下，工夫)の抽出を目的
に，産学連携体制にて国内文献のレビューを行っ
た．文献検索には医学中央雑誌を用い，41編の論
文を採択した．研究デザインは一群前後比較の研
究が多く(15編)，アウトカムは意識・態度変容の
みが8編，健康に関する行動変容(健康増進・疾病
予防に関わる行動の変容)を扱った研究が33編
だった．また介入対象者を健康関心層に設定した
研究が相対的に多かった(28編)．分析から，意
識・態度と健康に関する行動変容(健康増進・疾
病予防に関わる行動の変容)に係る工夫を77個抽
出し，8のカテゴリに整理した．今後は無関心層
や低関心層を対象とした研究の強化，5W1Hを起点
とした実効性の高い介入施策のデザインと検証，
そして有用なノウハウやアセットを持つ民間セク
ターとの積極的な連携が期待される．
本人担当部分：文献検索および文献レビューを
行った.
共著者：佐藤克彦, 戒田信賢, 大浦智子, 太田は
るか, 中山寛子, 森岡美帆, 甲斐千晴, 小柳仁,
中山健夫

35 特別論文：特別永住者や
外国系日本人における日本の
高齢者介護サービスへのアク
セスの現状と課題：公衆衛生
モニタリング・レポート委員
会報告（査読付）

共著 令和2年7月 日本公衆衛生雑誌
67(7): 435-441, 2020

日本の在留外国人ならびに外国系日本人高齢者
（以下，外国系高齢者）の介護について概観する
ために，医学中央雑誌Web（Ver.5）による検索を
行った結果，205件の論文が抽出され，第一次・
第二次抽出手続きを経て，本テーマに該当すると
判断された論文は2件のみであった．この2件は主
に現在の75歳以上に多いとされる特別永住者であ
る在日韓国・朝鮮人，および中国帰国者と配偶者
を対象とした報告であった．今後の介護リスクを
有する外国系高齢者の介護を考えるうえで，特別
永住者はもとより，他国からの永住者の増加を見
据え，文化的背景や言語の多様化を考慮した課題
を明らかにし，対応を検討する必要がある．
本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を執
筆した.
共著者：大浦 智子, 鷲尾 昌一, 石崎 達郎, 大
坪 徹也, 安西 将也, 甲斐 一郎, 植木 章三, 矢
庭 さゆり, 藤原 佳典, 奥村 二郎

36 Psychological Conflicts
in Bystander
Cardiopulmonary
Resuscitation for Out-of-
Hospital Cardiac Arrest
（査読付）

共著 令和2年9月 International Journal
of First Aid Education
3(2) 10 – 21, 2020

心停止現場に居合わせた市民（バイスタンダー）
による心肺蘇生（CPR）の実施に影響する要因を
明らかにするために，ミクストメソッドの第１段
として、心停止現場に遭遇した方を対象に半構造
化面接を通じた質的研究を実施した．14名を対象
に16件の院外心停止事例が得られ，バイスタン
ダーCPRに関連する5つのカテゴリ“助けたいとい
う思い”，“CPR実施を促進する要素”，”CPR実
施を障害する要素”，“知識と経験”，“心停止
現場の状況と環境”と，19の概念が生成された．
バイスタンダーは心停止現場に遭遇した際に命を
助けたいと感じるが，CPRを実施するかしないか
という葛藤を繰り返し経験するプロセスが示唆さ
れた．
本人担当部分：筆頭筆者とともに質的分析を担っ
た.
共著者：Shimamoto T, Nishiyama C, Ohura T,
Kawamura T, Iwami T
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(その他)

「ガイドライン」

共著 平成24年6月

共著 平成26年3月

「総説・解説等」

単著 平成24年3月

単著 平成24年10月

1 高齢者ケアにおける
   クライエント中心の
   アプローチ

シニアフィットネスリハ
ビリテーション 5: 7-9,
2012.

2 JSPU Guidelines for
　the Prevention and
　Management of
　Pressure Ulcers (3rd
　Ed.)
（褥瘡予防・管理ガイド
　ライン（第3版））

1 褥瘡予防・管理ガイド
　ライン（第3版）

2 （特集）訪問リハビ
  リテーションにおけ
  るエビデンス構築の
  ために：ガイドライ
  ンにつながる研究と
  は

訪問リハビリテーション
10: 205-211, 2012.

訪問リハビリテーションにおけるエビデンスの構
築に向けて, 診療ガイドラインと研究, 研究デザ
インとエビデンスレベル, 臨床研究における手続
き等について解説した.

科学的根拠に基づく褥瘡予防・管理ガイドライン
の改訂版を作成した.

本人担当部分：委員会による作成のため抽出不可
能　（ガイドラインについての説明と位置づけに
ついて概説し，褥瘡予防・管理ガイドライン第3
版作成にあたり，各分野の推奨度の根拠となる文
献の研究デザインおよびエビデンスレベルを判断
し，ガイドラインにおける推奨度決定を支援し
た. ）
共著者：日本褥瘡学会学術教育委員会ガイドライ
ン改訂委員会（坪井良治，田中マキ子，門野岳
史，永井弥生，古田勝経，野田康弘，関根祐介，
貝谷敏子，片岡ひとみ，中川ひろみ，岩本拓，栗
田昌和，木下幹雄，倉繁祐太，仲上豪二朗，柿崎
祥子，日髙正巳，廣瀬秀行，杉元雅晴，宮嶋正
子，野口まどか，大桑麻由美，石澤美保子，木下
幸子，祖父江正代，室岡陽子，
松井優子，大浦智子，紺家千津子，市岡滋，須釜
淳子，田中秀子，足立香代子，中山健夫，宮地良
樹）

Jpn J PU 16(1): 12-90,
2014.

科学的根拠に基づく褥瘡予防・管理ガイドライン
の改訂版を作成した.

本人担当部分：委員会による作成のため抽出不可
能　（ガイドラインについての説明と位置づけに
ついて概説し，褥瘡予防・管理ガイドライン第3
版作成にあたり，各分野の推奨度の根拠となる文
献の研究デザインおよびエビデンスレベルを判断
し，ガイドラインにおける推奨度決定を支援し
た.）
共著者：The Japanese Society of Pressure
Ulcers Guideline Revision Committee（Tsuboi
R, Tanaka M, Kadono T, Nagai Y, Furuta
K,Noda Y, Sekine Y, Kaitani T, Kataoka H,
Nakagawa H, Iwamoto T, Kurita M, Kinoshita
M, Kurashige Y, Nakagami G, Kakizaki S,
Hidaka M, Hirose H, Sugimoto M, Miyajima M,
Noguchi M, Okuwa M, Ishizawa M, Kinoshita Y,
Sobue M, Murooka Y, Matsui Y, Ohura T, Konya
C, Ichioka S, Sugama J, Tanaka H, Adachi K,
Nakayama T, Miyachi Y）

高齢者ケアにおけるEvidenceとNarrative, クラ
イエントの個別性の理解と, リハビリテーション
での活用について解説した.

褥瘡会誌 14(2): 165-
226, 2012.
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著 平成27年2月

平成27年5月

平成28年3月

単著 平成29年1月

訪問リハビリテーション
協会機関紙43: 29-
34.2016

6 養成校における訪問
   リハビリテーション
   の教育の現状と課題

3 （提言）患者中心の
  アプローチ（Patient-
  centered approach）
  と根拠に基づく実践
  （Evidence-based
  Practice）：より良
  い作業療法実践にむ
  けて

4 EQUATOR Networkから
  得られる，質の高い
  研究報告のための国
  際ルール④ PRISMA:
  システマティック・
  レビュー報告のため
  のツール

Jpn Pharmacol Ther (薬
理と治療) 43 suppl. 1:
s44-s50, 2015.

5 （特集）訪問リハビ
  リテーション・チェ
  ックリストの開発：
  具体的な目標設定と
  明確な課題解決のプ
  ロセス

OTジャーナル 49: 90-
91, 2015

作業療法領域における「患者中心のアプローチ
（Patient-centered approach: PCA）」, 「根拠
に基づく実践（Evidence-based Practice:
EBP）」, 「意思決定の共有（Shared-decision
making: SDM）」と「説明と同意Informed
Consent（IC）」を紹介した.

地域リハビリテーション
12: 34-39, 2017

メタアナリシスとシステマティックレビューの報
告のガイダンスであるPRISMA（Preferred
Reporting Items for Systematic reviews and
Meta-Analyses）の概要を紹介し，今後の展望を
まとめた.

本人担当部分：共著者の助言を得て，論文を執筆
した.
共著者：大浦智子，中山健夫

共著

共著

養成校における訪問リハビリテーションの教育の
現状と課題について, 報告した. 養成教育におけ
る地域関連科目と単位数，全体のなかでの訪問リ
ハビリテーションについて説明できる時間的制約
について概説する一方，近年の実習における訪問
リハビリテーション見学場面の増加などについて
示した.

明確な目標設定に基づく効果的な訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）の提供を可能とするため
のアセスメントシートとチェックリストを開発し
た. チェックリストは4領域20項目で構成された.

本人担当部分：共著者の助言を得て研究計画を立
案・実施し，論文を執筆した.
共著者：大浦智子，津山努，古澤麻衣
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「報告書等」

平成24年3月

2 介護予防のための心理社
　会面に着目した包括的地
　域介入に関する研究

1 ソーシャル・キャピタル
  と健康に関する実証的研
  究

共著 平成24年3月

科学研究費補助金（新学
術領域）研究報告書

平成23年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

共著

心理社会面と健康に着目し「憩いのサロン」を活
用した介護予防のための地域介入によってもたら
される効果と課題について報告した.
A4判　全61頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「介護予防のための心理社会面に
着目した包括的地域介入に関する研究」pp.22-25
を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」で1
年に1回実施する「お元気チェック」から，認知
機能や身体能力，健康関連情報入手の実態，およ
びサロン参加による変化等について報告した.
（研究の実施，および論文執筆にあたり助言し
た.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井あ
い子

「ソーシャル・キャピタルと健康に関する実証的
研究」に関わる各分野から，介護予防のポピュ
レーション戦略としての「憩いのサロン」に関す
る各種報告がされた.
A4判　全160頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「ポピュレーション戦略による
「憩いのサロン」を活用した介護予防事業参加者
の評価「お元気チェック」の内容と進め方」
pp.55-111を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」で1
年に1回実施する「お元気チェック」の内容と進
め方について, 概要と手順を報告した. （研究の
実施，および論文執筆にあたり助言した.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井あ
い子

本人担当部分：「ポピュレーション戦略による介
護予防に向けた憩いのサロン事業に関する研究-
参加による外出の変化と参加理由-」pp.113-119
を共著
　介護予防の一次予防事業として実施している
「憩いのサロン」参加による外出の変化と参加理
由について報告した.（研究の実施，および論文
執筆にあたり助言した.）
共著者：竹田徳則，大浦智子，木村大介

本人担当部分：「「憩いのサロン」参加者の健康
情報源と情報の授受に関する研究」pp.121-130を
共著
　介護予防の一次予防事業として実施している
「憩いのサロン」参加者の健康情報源と情報の授
受との関連, ボランティアと一般参加者の特性の
違いについて調査・検討し報告した.（研究計画
の立案，データ集計と結果の解釈，論文を執筆し
た. ）
共著者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則，木村大
介，今井あい子
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成24年8月

共著 平成26年2月

平成26年3月

心理社会面と健康に着目し「憩いのサロン」を活
用した介護予防のための地域介入によってもたら
される効果と課題について長期追跡によって検証
した（2年目）.
A4判　全52頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「介護予防のための心理社会面に
着目した包括的地域介入に関する研究」pp.23-24
を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」で1
年に1回実施する「お元気チェック」に参加した
作業療法学専攻学生の意識と取り組みに関する調
査，認知機能低下に関与するモデルの構築，サロ
ン参加きっかけの分析結果を報告した. （研究の
実施・分析，および論文執筆にあたり助言し
た.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井あ
い子

地域における介護予防のための健康サロンに参加
する高齢者の健康情報ニーズの収集方法などにつ
いて調査し，シリアスゲームを活用した健康教育
活動について検討した.
A4版　全44頁
代表：大浦智子

本人担当部分：「地域居住高齢者の健康増進・介
護予防プログラムとしてのシリアスゲームの活
用」pp31-33を共著（筆頭）.
公民館サロン参加高齢者の健康関連ニーズ及び入
手源について調査し，報告した．
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 天野圭二, 冨山直
輝, 木村大介

6 地域居住高齢者の健
   康増進・介護予防プ
   ログラムとしてのシ
   リアスゲームの活用

共著 平成25年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

訪問リハビリテーション利用者と家族を対象に,
訪問リハビリテーション利用開始のきっかけと
ニーズ, 満足感に関する調査を実施し, 利用者と
家族の声に基づくリーフレットを作成した. さら
に, 提供者である療法士にも同様の調査を実施
し, 利用者や家族との認識の相違について検討し
た.
A4版　全31頁（PDF公開）
成果物：リーフレット（A4・両面刷，1枚）
代表：大浦智子

本人担当部分：研究計画を立案し，実施と報告書
を執筆した.

共著者：大浦智子, 津山努

東海市健康増進計画等の評価及び策定にむけた調
査を集計し報告した.
A4判　全158頁

本人担当部分：データ集計・結果の解釈および報
告書を主となって作成し，とりまとめた.
共著者：江西一成, 竹田徳則, 大浦智子

4 介護予防のための心理社
　会面に着目した包括的地
　域介入に関する研究

共著 平成25年3月 平成24年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

平成25年度東海市健康増
進計画等の評価及び策定
支援委託事業（星城大
学）

5 市民の健康に関する意識
　調査報告書

3 在宅要介護高齢者と家族
  のリハビリテーションお
  よび介護ニ ーズの把握
  と, ニーズに基づいたリ
  ハビリテーション啓発
  リーフレット作成の試
  み

共著 公益財団法人在宅医療助
成勇美記念財団2011年度
「在宅医療研究への助
成」一般
公募研究（前期）完了報
告書

保健医療学部リハビリテーション学科

1029



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年1月

平成27年3月

平成27年10月

東海市のサロン運営ボランティアへのヒアリング
と質問紙調査の実施・集計と, これに基づく提案
を報告した.
A4判　全21頁

本人担当部分：共著者とともに質問紙を作成し，
調査の実施・集計と報告書の作成を主に担った.
共著者：安倍基幸, 竹田徳則, 江西一成, 大浦智
子

心理社会面と健康に着目し「憩いのサロン」を活
用した介護予防のための地域介入によってもたら
される効果と課題について長期追跡によって検証
した（2年目）.
A4判　全44頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「介護予防のための心理社会面に
着目した包括的地域介入に関する研究」pp.34-36
を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」拠点
数の増加に伴う延べ参加者の増加，一時予防事業
として展開される中での二次予防事業該当者のカ
バー，サロン参加と回数が多いほど要介護認定発
生が有意に低いことを報告した. （研究の実施お
よび論文執筆にあたり助言した.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井あ
い子

共著 平成26年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

地域における介護予防のための健康サロンに参加
する高齢者の健康情報ニーズの収集方法などにつ
いて調査し，シリアスゲームを活用した健康教育
活動について検討した（2年目）.
A4版　全33頁
代表：大浦智子

本人担当部分：「地域居住高齢者の健康増進・介
護予防プログラムとしてのシリアスゲームの活
用」pp23-26を共著（筆頭）.
公民館サロン参加高齢者に対する健康増進・介護
予防プログラムとして実施した健康川柳の募集，
健康川柳を活用したカルタの作成とカルタの活用
について報告した．
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 天野圭二, 冨山直
輝, 木村大介

共著

9 地域居住高齢者の健
   康増進・介護予防プ
   ログラムとしてのシ
   リアスゲームの活用

日本公衆衛生学会 日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある12グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全59頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.14-18を共著
（このうち，高齢者グループ個別課題②「高齢者
の地域におけるリハビリテーションについて」
pp.15-17担当執筆）
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

8 介護予防サロン運営
  展開方法調査報告書

平成26年度東海市委託事
業(星城大学)

7 介護予防のための心理社
　会面に着目した包括的地
　域介入に関する研究

共著 平成26年3月 平成25年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

10 公衆衛生モニタリ
   ング・レポート委
   員会平成26年度公
   衆衛生モニタリン
   グ・レポート年次
   報告書
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成28年3月

共著 平成28年8月

共著 平成28年10月

共著 平成29年10月 日本公衆衛生学会

13 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成27年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

共著 平成27年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

学年および学部別の精神健康の特徴，および進級
に伴う精神健康の推移を明らかにするために，学
生の精神健康について実態を調査した.
A4版　全33頁
代表：羽山 順子

本人担当部分：「小規模私立大学で運用可能な調
査システムを活用した、大学生の精神健康実態調
査」pp25-29を共著.
学生の精神的健康とアルバイトとの関連，半年後
の精神健康を予測する要因について報告した．
共著者：羽山 順子，安部 基幸，赤岡 美津子，
大浦智子

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全64頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.13-17を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

14 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成28年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

公益財団法人在宅医療助
成勇美記念財団2015年度
「在宅医療研究への助
成」一般公募研究（前
期）完了報告書

日本公衆衛生学会

認知症高齢者の日常生活活動プログラム構築のた
めに, 在宅で暮らす認知症高齢者の日常生活活
動, 主観的QOLなどを調査した. 日常生活活動の
障害が, 認知症高齢者の主観的QOLを低下させる
要因であることが示唆された.（研究の実施，お
よび報告書作成にあたり助言した.）
A4版　全13頁（PDF公開）
代表：中西康祐

本人担当部分：代表者とともに研究計画を立案
し，分析・報告にあたり助言をした．
共著者：中西康祐, 大浦智子, 増田秀一

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全72頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.18-23を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳典，矢庭さゆ
り，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

11 小規模私立大学で運用
　可能な調査システムを
　活用した、大学生の精
　神健康実態調査

12 認知症高齢者主観
  的QOL向上をめざす
  ADLプログラム開発
  に向けた在宅生活
  の実態調査
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成31年3月

18 要介護高齢者ケア従事
　 者の健康に関する研究
   ：パイロット調査

奈良学園大学保健医療学
部共同研究費助成報告書

要介護高齢者施設ケア職の職業ストレスやソー
シャルサポートと健康との関連を明らかにするこ
とを目的とし，2法人に所属する要介護高齢者ケ
ア従事者であるケア職を中心に質問紙を配布し
た．郵送法にて回収された質問紙は1000部中509
部，法人内で配布回収された質問紙は74部中73部
で，回収された質問紙の合計は582部だった．職
種ごとの職業ストレスやソーシャルサポートと健
康との関連のほか，勤続の意向と関連についても
分析を進めた．
共著者：大浦智子，福原啓太，飯塚照史，中西康
祐

日本公衆衛生学会15 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成29/30年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

共著 平成30年10月 日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全83頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた2
つの個別課題pp.16-20を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，島本太香子，藤原佳典，矢庭さゆり，鷲尾
昌一，渡辺修一郎）

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポート
委員会内にある11グループが，各領域において設
定した課題について報告した.
A4判　全83頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた1
つの個別課題pp.13-20を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章三，
大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一郎，金川
克子，島本太香子，藤原佳典，矢庭さゆり，鷲尾
昌一，渡辺修一郎）

日本公衆衛生学会

令和2年4月共著

17 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   2018/2019年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

令和元年10月共著

平成30年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

回復期リハビリテーションを担う「回復期リハビ
リテーション病棟」における「入院時訪問指導加
算」算定の実態を明らかにすることを目的に，日
本医療データセンター（JMDC）のレセプトデータ
を用いて分析した.
代表：大浦智子

本人担当部分：「H003-2 リハビリテーション総
合計画評価料 」算定件数は増加傾向にあるこ
と，「入院時訪問指導加算」の算定割合は新規に
回復期リハビリテーション病棟に入院した数に対
して限定的で，月単位における増減があるもの
の、やや増加していることを明らかにした。．
共著者：大浦智子，飯塚　照史

16 回復期リハビリテー
 　ション病棟における
　退院前指導に関する実
　態：レセプトデータに
　よる医科情報を用いた
　リハビリテーション研
　究の可能性
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「受賞報告」

単著 平成24年9月

「その他」

単著 平成26年1月

2 書評 単著 平成29年3月

「国際学会」

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

訪問リハビリテーション
協会機関紙

『新版　訪問リハビリテーション実践テキスト』
の書評

日本産業衛生学会近畿地
方会ニュース No.97

2 Evaluation of the
  Facilitative Factors
  for the Prevention
  of Cognitive Decline
  in a Preventive
  Intervention for
  Dementia（認知症予防
  介入における認知機能
  低下促進因子の評価）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

一次予防事業であるサロン参加者の認知機能低下
をエンドポイントとした4年間の追跡調査と分析
を行った. サロン参加者では, Social networkや
Leisure activityの高い状態が長期的には, 認知
機能低下に保護的である可能性が考えられた.

本人担当部分：研究の計画立案・実施および報告
に向けた助言をした. .
共同発表者：Kimura D, Takeda T, Ohura T,
Imai A

3 Motor and
  psychosocial
  tendencies in
  elderly
  women receiving
  primary preventive
  services（一次予防事
  業に参加する高齢女性
  の運動と心理社会特
  性）

一次予防事業参加女性における運動器関連低下の
割合と健康に関連する心理社会面を, 横断的に検
討した. 予防事業参加女性の運動器該当群は約2
割で, 非該当群より生活機能, 外出頻度の低下,
うつ得点が高いことが示唆された.

本人担当部分：研究の計画立案・実施および報告
に向けた助言をした. .
共同発表者：Imai A, Takeda T, Kimura D,
Ohura T

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

1 若手奨励賞を受賞
   して

平成25年11月に開催された第53回近畿産業衛生学
会での若手奨励賞受賞に関する報告

1 Differences between
  users and providers
  in regard to
  awareness and
  understanding the
  content and
  subjective effects
  of home-visit
  rehabilitation
 （訪問リハビリテー
  ションの内容と主
  観的効果に関する
  利用者と提供者の
  認識と理解の違い）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

利用者と提供者間における訪問リハ内容・主観的
効果に対する認識の相違を明らかにするための質
問紙調査を行った. 利用者が提供者よりも実施し
たと認識する内容は, 筋力や体力・麻痺・床上動
作・身のまわり動作・屋内移動・呼吸の改善の6
項目, 利用者の主観的効果(維持・向上)は転倒の
危険・家族関係が最も高かった.

本人担当部分：研究の計画立案・実施と結果を集
計し，報告した.
共同発表者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

介護支援専門員（CM）とヘルパーを対象に訪問リ
ハビリテーションの効果に関する質問紙調査を実
施した．両者が期待していた訪問リハの効果は,
身体機能の回復, 動きやすさやセルフケアの改善
に偏っていた. 効果を期待通りとしたのは, CMで
は8割以上であるのに対し, ヘルパーでは6割に満
たず, 3割近くが“わからない”であり, 両者に
対して訪問リハの幅広い役割に関する説明と啓発
を行う必要性が示唆された.

1 地域社会から求めら
  れている訪問リハビ
  リテーションのあり
  方と普及に関する検
  討：介護支援専門員
  とヘルパーを対象と
  した質問紙調査

一般社団法人至誠会　女
醫会　第802号（岡本糸
枝学術研究助成受賞者研
究発表抄録）
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「国内学会」

－ 平成23年6月

－ 平成23年10月

－ 平成24年5月

－ 平成24年6月

2 介護予防「憩いのサ
   ロン事業」参加高齢
   者の健康関連情報入
   手源：武豊プロジェ
   クト

第70回日本公衆衛生学会
（秋田）

愛知県Ａ町での介護予防事業「憩いのサロン」の
ボランティア群95人と一般参加者群181人を対象
に, 健康関連情報の入手源を問うた. 情報入手源
は，テレビやラジオと病院職員，町広報が高く，
これらが高齢者にとって情報を得やすい可能性が
示唆された．一方，ボランティア群では新聞，知
人や友人が上位だったのに対し，一般参加者群で
はサロン，保健センターが多いという違いがみら
れた．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則

3 地域支援事業一次予
   防事業「憩のサロ
   ン」運営ボランティ
   アの認知機能と生活
   機能との関連性～共
   分散構造分析による
   検討～

第13回認知症ケア学会
（浜松）

地域支援事業一次予防事業「憩のサロン」運営ボ
ランティアの認知機能と生活機能との因果関係を
明らかにすることを目的に，ボランティア93名の
生活機能・認知機能の測定指標を用いて共分散構
造分析を行った．本結果では，生活機能を高く保
つことが認知機能維持を規定し，生活機能でも知
的活動性が認知機能に影響を与え，それは注意に
反映されることが示された．

本人担当部分：研究の実施および結果の解釈につ
いて助言した.
共同発表者：木村大介，竹田徳則，大浦智子，今
井あい子，能登谷晶子

4 在宅要介護高齢者に
   おけるセルフケア能
   力と遂行状況の乖離

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

在宅要介護高齢者におけるADL能力と遂行状況の
乖離の有無と程度を明らかにするために,
Modified Barthel Indexを測定した. ADL能力と
遂行状況は概ね良好な一致と判断した. しかし,
セルフケアの中でも粗大運動を含む危険が伴いや
すい階段, 移動, 入浴等では「できるがしていな
い」割合が高いことが明らかとなった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 石黒里香, 中西康祐, 津
山努, 深津良太

1 作業療法学科学生に
   おける身体拘束およ
   び感染管理への関心
   ：量的・質的検討

第45回日本作業療法学会
（埼玉）

４年制専門学校４年次学生の感染管理および身体
拘束への関心の程度や関心をもつきっかけ等を把
握することを目的に, 質問紙調査による量的検討
とレポートの内容分析による質的検討を行った.
臨床実習では専門知識・技術だけでなく, 医療従
事者としてのリスク管理関連事項の理解について
学生-臨床実習指導者-学内教員間の共通認識を培
う必要があることが示唆された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，川越清次，砂川勇，中山
健夫
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月 生活機能や外出頻度, 歩行時間と筋力との関連を
横断的に分析, 検討することを目的に, 介護予防
事業「憩いのサロン」参加の女性を対象にチェア
スタンド（CS）と握力を測定した. 下肢筋力を反
映するCSは，前期高齢者では社会的役割, 後期高
齢者ではIADLといったいずれも自宅外での活動と
より関連している可能性が示唆された．一方握力
は，後期高齢者で生活機能との関連がみられた．

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：今井あい子, 竹田徳則, 木村大介,
大浦智子

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

8 地域在住高齢女性の
   生活機能と筋力との
   関連について

5 訪問リハビリテー
   ション利用前後の
   利用者の困りごと
   の主観的変化

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

訪問リハ利用前の困りごととサービス利用後の主
観的変化を明らかにするために, 39名の訪問リハ
ビリテーション利用者に質問紙を配布し, 38部が
有効回答だった. 体力や筋力の低下, 移動や外出
頻度, 身のまわり動作に関する事項が困りごとの
上位を占めていた. 一方, 困りごととして上位に
挙がっていなかった項目がサービス利用後に「よ
くなった」と感じていることがあり, 利用者が自
覚していないニーズの存在が明らかとなった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告に
むけて助言した.
共同発表者：津山努, 大浦智子

6 ポピュレーションア
   プローチによる介護
   予防に向けた憩いの
   サロン事業―サロン
   参加要因―

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

サロン参加理由を明らかにし参加継続を図る手が
かりを得ることを目的に, サロン参加者に対して
参加理由を質問紙にて問うた. サロンにほぼ毎回
参加しているボラ・参加者ではその理由として,
共に新しい仲間ができる, 他の参加者に会える,
おしゃべりができるなど人と人とのつながりに関
わる内容, 開催場所が近いという環境要因, 健康
に良い話が聞けるという情報的サポートが挙がっ
た.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：竹田徳則, 近藤克則, 木村大介, 大
浦智子, 太田崇

7 地域在住高齢者にお
   ける認知機能低下の
   心理社会，生活機能
   要因の検討

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

認知機能低下の要因を体力・認知・心理社会・生
活機能の多要因で検討し認知機能低下の過程につ
いての手がかりを得ることを目的に, 地域居住高
齢者を対象に3年間の追跡調査を行った. 認知機
能低下の予測要因として, 長期データからは抑う
つ状態, 中期データからは知的能動性, 短期デー
タでは語想起が抽出され, 抑うつ状態が知的能動
性の低下に影響を与え, 知的能動性の低下が前提
となり語想起が低下するという認知機能低下の過
程が考えられた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：木村大介, 竹田徳則, 太田崇, 大浦
智子, 今井あい子
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成24年10月

－ 平成24年10月

－ 平成24年10月

－ 平成25年1月

11 ラジオ体操活動への
   参加を希望する高齢
   者の生活状況・心理
   社会機能・体力の特
   性

12 介護老人保健施設の
   看護・介護・リハビ
   リテーション担当者
   による，入所高齢者
   のニーズ理解の特性

第23回日本疫学会学術総
会（大阪）

看護師（看護）・介護職員（介護）・リハビリ
テーション担当者（理学・作業療法士・言語聴覚
士：リハ）が理解している施設入所高齢者（高齢
者）のニーズと職種間相違を検討した. 高齢者92
名と職員による各々92部の質問紙の回答を解析し
た結果, 高齢者の「ニーズあり」割合は，ADL（7
問）69.2-92.1%，IADL（5問）51.6-63.7%，生活
環境（8問）26.7-79.1%，気分（5問）86.7-93.3%
だった. 日常的なケアに関与するADLや気分領域
では, リハに比べて看護・介護が「ニーズあり」
と捉えており, ニーズ理解が職種間で異なること
が示された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，東尚弘，石崎達郎，中山
健夫

9 客観的臨床能力試験
  （OSCE）前後の学習
  特性と評価実習：量
  的・質的分析による
  検討

第17回日本作業療法教育
学術集会（東京）

評価実習前OSCE前後の学習特性を明らかにし, 今
後の学内教育を検討することを目的に, 作業療法
学生を対象に質問紙調査を実施した. OSCEの事前
準備は, 実技試験該当検査と提示された症例の身
体機能関連検査の準備割合が高かった. 一方, 事
前に提示されたADLや画像から予測可能な高次脳
機能検査や画像所見に関する事前準備は不十分
だった. 実習前に取り組むべき内容として, 知識
や評価のみならず相手に合わせた対応といった応
用技術を視野に入れた準備が必要だと感じてい
た.

10「憩いのサロン事業」
   参加者の健康関連情
   報入手源と情報の授
   受：武豊プロジェク
   ト

第71回日本公衆衛生学会
（山口）

Ａ町での1次介護予防施策としての「憩いのサロ
ン事業」（サロン）が情報入手源となり, 情報の
授受が増えているかを検討した. サロン参加者の
健康関連・食・運動に関する情報の入手源は, テ
レビやラジオが最も多いが, 高齢で情報源の数が
少ない一般参加者にとってサロンは, 主要な健康
関連情報の授受の場になっていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則

ラジオ体操活動がもたらす多面的効果を検討する
ベースライン調査として, 参加希望高齢者と体力
測定希望者の生活状況, 心理社会機能, 体力の特
性を明らかにした. 参加希望者は, 会や組織に所
属する割合が有意に高かった, 他の項目では有意
な差がなかった.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：今井あい子, 加藤芳司, 北林由紀
子, 山本和恵, 大浦智子, 竹田徳則

第71回日本公衆衛生学会
（山口）

保健医療学部リハビリテーション学科
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

14 作業療法学専攻学生
   における“憩いのサ
   ロン事業”参加前後
   の学習と気づき

一次予防事業としての閉じこもり・認知症予防の
ための「憩いのサロン」に参加している学生を対
象に, サロン参加前後のコミュニケーションや作
業療法関連知識に対する質問紙調査を実施した.
サロン参加によって「コミュニケーションの反
省」や「改善したい態度」が意識化され, これら
の課題について臨床実習前に学生が気づくには学
内教育では限界があることがわかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 竹田徳則, 木村大介, 今
井あい子

15 脳卒中患者を対象と
   した作業療法介入ラ
   ンダム化比較試験に
   おける評価尺度の計
   量的研究

第47回日本作業療法学会
（大阪）

2006-2010年に公表された脳卒中患者に対するOT
介入RCTで使用された評価尺度を計量した. 2006-
2010年の5年間に公表された脳卒中患者対象のOT
介入RCTは9論文(入院5，地域4)で, 「活動・参
加」で使用された評価尺度は基本動作やセルフケ
アに関するものが主であり, IADLやQOL, 主観的
な満足感を評価尺度として採用している研究は一
部に限られていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施を支援し、
報告にむけて助言した.
共同発表者：田中理乃，大浦智子，中山健夫

16 ポピュレーションア
   プローチによる介護
   予防に向けた憩いの
   サロン事業-参加促
   進要因-

第47回日本作業療法学会
（大阪）

介護予防に向けたサロン参加促進の手がかりを得
るために, お元気チェックにおいてサロン参加の
きっかけを質問項目のひとつとして調査した. サ
ロン参加へのきっかけは, ボランティアと参加者
で「人」と「町広報誌」, 参加者では「回覧板」
や「老人会」を介した情報的サポートが多い反
面, 「家族の勧め」は少なかった.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：竹田徳則, 近藤克則，大浦智子, 木
村大介, 今井あい子

17 地域在住高齢者にお
   ける自己記入式認知
   機能検査日本語版
   (Test Your Memory
   -J)の基準関連妥当性
   の検討

地域在住高齢者を対象にTest Your Memory-J
（TYM-J)の基準関連妥当性を, MMSE・HDS-R・CDR
を併用して検討した. 地域在住高齢者の認知機能
評価としてのTYM-Jの妥当性と検査適正が確認で
きた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：木村大介, 竹田徳則, 大浦智子, 今
井あい子

第47回日本作業療法学会
（大阪）

13 訪問リハビリテーシ
   ョン利用者・家族の
   生活目標：自由記述
   回答の質的分析

第2回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（松本）

5箇所の訪問リハ事業所の利用者155名とその家族
を対象に生活目標に関する質問紙調査を実施し
た. 生活目標は, 利用者では8個の二次カテゴリ
に, 家族では17個の二次カテゴリに集約された.
利用者と家族の生活目標は, 歩行や外出等の移動
が共通し, 利用者では[自分らしい生活], 家族で
は[その人らしい活動]が挙げられていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，津山努

第47回日本作業療法学会
（大阪）

保健医療学部リハビリテーション学科
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成25年10月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年6月

－ 平成26年9月

18 入所高齢者の主観的
ニーズを把握するた
めの質問紙の作成：
内的整合性と再現性

第72回日本公衆衛生学会
（津）

施設入所の要介護高齢者における生活に関する主
観的ニーズ把握のための質問紙の内的整合性と再
現性を検証した. 質問紙は，高齢者の主観的ニー
ズに関する4領域・合計25項目で構成され, 質問
紙の4領域の内的整合性は高く, 領域や項目によ
る信頼性の高低があった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 東尚弘, 石崎達郎, 中山
健夫

常勤介護職員の離職と職業ストレス, バーンアウ
ト, 抑うつ等との関係を明らかにするために, 調
査後1年以内の離職の有無をアウトカムとした共
分散構造分析を行った. 常勤介護職員において,
バーンアウト（BO）の情緒的消耗感には職業スト
レス・BO脱人格化やBO個人的達成感・抑うつが関
与しており, BO情緒的消耗感が限定的ではあるが
離職の直接要因となっていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，石崎達郎，中山健夫

19 高齢者施設の常勤介
 護職員における離職
 とその関連要因の検

   討

20 臨床実習後の作業療
 法学生が目標・理想
 とする作業療法士

第13回東海北陸作業療法
学会（富山）

最終学年での臨床実習（8週間の総合実習2回）を
終えた学生がm目指す作業療法士をを明らかにす
るために, 記述式質問紙調査で得た内容を質的に
分析した. 臨床実習を終えた学生は, 目標・理想
とする作業療法士の要素として【技能】や【総合
的判断力】に着目していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施を支援し、
報告にむけて助言した.
共同発表者：山崎竜弥，大浦智子

21 訪問リハビリテー
ションの効果判定
に使用されている
評価指標：国内外
の作業療法効果に
関する文献レビュー

第4回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（熊本）

高齢者への訪問リハビリテーションにおける作業
療法介入研究の使用評価指標を明らかにした. 包
含基準を満たす国内外5論文の使用評価指標は対
象者8種（セルフケアや転倒発生等）, 介護者2種
（負担感等）だった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 中山健夫

第4回日本認知症予防学
会（平成26年9月, 東
京）

22 女性高齢者の認知
 機能を規定する生
 活機能の探索的分

   析

サロンに参加する女性64名を対象に, 手段的自立
（以下，IADL）などを含む高次生活機能の状態が
認知機能に及ぼす影響を明らかにした. 見当識と
視空間はIADL, 語流暢性は知的能動性，遅延再生
は社会的役割の状態から説明可能であることが示
唆された.

本人担当部分：研究計画を立案し，実施および報
告にむけて助言した.
共同発表者：木村大介，古澤麻衣，大浦智子，竹
田徳則，冨山直輝，天野圭二

第53回近畿産業衛生学会
（京都）

保健医療学部リハビリテーション学科
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成26年11月

－ 平成27年5月

－ 平成27年5月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

25 訪問リハビリテー
   ション・チェック
   リストの開発：具
   体的な目標設定と
   明確な課題解決の
   プロセス

26 院外心停止に居あ
   わせた市民の　心
   肺蘇生における心
   理・行動プロセス
   とその関連要因

第18回　日本臨床救急医
学会総会・学術集会（富
山）

 院外心停止に居あわせた市民の心肺蘇生におけ
る心理・行動プロセスとその関連要因を明らかに
するために, インタビューを用いた質的研究を
行った. 助けたいという動機の存在のもと, 心配
停止現場に伴う負担と心肺蘇生を実施する根拠の
葛藤が生じていることが明らかとなった.

本人担当部分：データの分析を共に担い，研究の
実施および報告にむけて助言した.
共同発表者：島本大也, 西山知佳, 大浦智子, 石
見拓

回復期リハビリテーション病棟から自宅退院した
認知症を伴う高齢者の介護者における負担感の変
化と関連要因を検討した. 介護者は高齢者が入院
中でも何らかの介護負担を感じ, 退院後に高い傾
向にあった. 介護者の多くは認知症の症状を理解
し, サポートの受領もあったが, 負担が高い群の
半数はBPSDによる負担感があり, その高齢者は退
院後もBPSDが出現し, ADL自立は総じて低かった.

本人担当部分：研究結果の解釈および報告にむけ
て助言した.
共同発表者：藤田彩花, 竹田徳則, 大浦智子, 神
田太一

第6回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（大阪）

23 健康サロン参加高
   齢者の健康関連情
   報ニーズとIT使用
   状況

24 認知症高齢者の回
   復期病棟退院前後
   における家族介護
   者の負担感の特徴

第16回認知症ケア学会
（札幌）

明確な目標設定に基づく効果的な訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）の提供を可能とするため
のアセスメントシートとチェックリストを開発し
た. チェックリストは4領域20項目で構成された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

27 訪問リハビリテー
   ション実施計画書
   における目標とプ
   ログラムの施設間
   の違い

第49回日本作業療法学会
（神戸）

訪問リハ実施計画書（計画書）の目標とプログラ
ムを構成するICF領域数を施設間で比較した. 3施
設に対象者特性の大きな違いはなかったが, 目標
の領域数はPTによる計画書で施設間の違いが認め
られた. プログラムの領域数は全体・PT・OTいず
れの場合においても施設間の違いが認められた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 山内春香, 佐竹
美保

健康サロン参加高齢者の健康関連情報ニーズとIT
使用状況を明らかにするための質問紙調査を実施
した. 健康サロン参加高齢者の健康関連情報ニー
ズとして，認知症，物忘れ，筋力低下，骨粗鬆症
の関心が高かった. 携帯電話およびインターネッ
トの使用状況が決して高いとはいえなかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子，竹田徳則

第73回日本公衆衛生学会
（宇都宮）

保健医療学部リハビリテーション学科
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月31 前向きな障害受容
   は脳卒中後遺症者
   の主観的幸福感に
   関連するか？

第49回日本作業療法学会
（神戸）

30 介護予防・認知症
   予防事業に参加し
   ている地域在住高
   齢者の認知機能の
   影響要因に関する
   共分散構造分析を
   用いた分析

脳卒中後遺症を有する者の主観的幸福感を高める
支援に向けて, 前向きな障害受容と主観的幸福感
の関連を検討した. ロジスティック回帰分析の結
果, 主観的幸福感には, 機能低下や活動制限など
以上に, 親しい人との交流満足感が関与してお
り, 脳卒中後遺症を有する者の対人交流の状態や
その満足感に着目する重要性が示唆された.

本人担当部分：研究計画の立案・実施および報告
にむけて助言した.
共同発表者：今井あい子, 平野友祐, 大浦智子

認知機能に対する予防要因を明らかにし, 予防要
因が認知機能に与える影響のプロセスを明らかに
した. 認知機能に対する予防要因である潜在変数
は, 「生活上の役割」「社会的技能」「知的
IADL」「身体機能」に集約された. 認知機能予防
事業には, 「社会参加」を通じて認知機能を高め
る関節効果と４つの潜在因子が認知機能に直接影
響する直接効果の両者の介入効果が包含されてい
た.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：木村大介，竹田徳則，大浦智子，今
井あい子

作業療法士が作成した訪問リハ実施計画書（計画
書）の目標とプログラムを構成するICF領域数を
計量した. 目標の組み合わせは＜活動のみ＞と＜
活動とその他＞をあわせて約半数を超えていたこ
とに対し, プログラムの上位は＜心身と活動＞,
＜心身と活動とその他＞, ＜心身と活動と環境＞
のように「心身」を含む複数領域で構成される組
み合わせに広がっていた.

本人担当部分：研究計画を立案・実施し，データ
の分析および報告にむけて支援した.
共同発表者：山内春香, 佐竹美保, 津山努, 大浦
智子

28 訪問リハビリテー
   ション実施計画書
   の目標とプログラ
   ム

第49回日本作業療法学会
（神戸）

29 介護予防「憩いの
   サロン」事業参加
   者における二次予
   防リスク者の特徴

第49回日本作業療法学会
（神戸）

一時予防事業であるサロン参加者における二次予
防対策リスク者とその割合を確認し, サロンを活
用した一時予防事業プログラムにつながる基礎資
料を得るために, お元気チェックで得た自記式質
問紙の回答を分析した. 運動器と口腔機能, 認知
機能, うつの各リスク者, なかでも平均年齢の高
い一般参加者で二次予防事業該当者が多く含まれ
ていた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて助
言した.
共同発表者：竹田徳則, 木村大介, 大浦智子, 今
井あい子

第49回日本作業療法学会
（神戸）

保健医療学部リハビリテーション学科
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成27年6月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成28年3月

－ 平成28年3月

33 3ヶ月以内に訪問リ
  ハビリテーションの
  目標達成 終了に至
  る要因の探索

第74回日本公衆衛生学会
（長崎）

訪問リハビリテーションの初回目標/プログラム
の内容と目標達成による3か月以内の終了との関
連を明らかにするために, リハビリテーション実
施計画書の後方視的研究を行った. セルフケアの
うち, 入浴を視野に入れた目標のもと, 計画的に
評価を行うことが, 限られた期間内に目標を達成
し終了に至る要因となる可能性がある.

本人担当部分：研究計画を立案・実施し，データ
の分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：古澤麻衣, 大浦智子, 藤井啓介

32 認知症高齢者の介
   護者に対する情報
   的サポート内容の
   検討

第3回臨床作業療法学会
学術大会（東京）

34 訪問リハビリテー
   ション内容と効果
   に対する利用者家
   族と提供者の捉え
   方の相違

第74回日本公衆衛生学会
（長崎）

訪問リハビリテーション利用者家族と提供者50組
を対象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の
相違を明らかにした. 利用者家族は, 提供者が考
えているよりも症状や床上動作の改善に向けたプ
ログラムやマッサージを実施していると認識して
おり, 痛みや症状の改善を自覚していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 中山健夫

35 訪問と回復期にお
   けるリハビリテー
   ション実践状況の
   違い－複数施設を
   対象とした質問紙
   調査－

第3回臨床作業療法学会
学術大会（東京）

訪問リハと回復期リハにおける実践状況の相違を
明らかにした. 訪問群が回復期群に比べて, 環境
に関する評価や専門的立場からの助言, 対象者や
家族の意向を反映し理解のもとに決定したプラン
を立案・実施していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

36 作業療法のクリニ
   カルリーズニング
   と患者満足度との
   関連

作業療法士（OTR)のクリニカルリーズニング
（CR)と作業療法内容, クライアント（CL)の満足
度の関連を明らかにするために, 19組の質問紙回
答を分析した. 約半数のOTRの経験年数が1～2 年
目だったが, CRの合計は 7.3 と多くの活用が認
められた. CLの満足度はどの項目においても作業
療法に対して高い評価だったことに対し, OTR が
予測したCLの満足度や作業療法の提供満足度は約
5点と低かった.

本人担当部分：研究計画立案をともに行い，デー
タの分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：古澤麻衣, 大浦智子, 藤井啓介

介護者を対象にOTから入院中に受けたサポート内
容と自宅で介護をすることで入院中にあれば良
かったと思うサポート内容を調査し, OTが今後提
供すべきサポート内容を検討した. 退院1ヵ月後
の介護において入院中にあれば良かったサポート
は「認知症症状の対応」と「コミュニケーション
方法」, 「できることを増やす方法」など高齢者
の症状理解と対応方法に関する内容が多かった
が, これらは入院中の提供が少ない傾向であっ
た.

本人担当部分：結果の解釈に関する助言，および
報告にむけて支援した.
共同発表者：藤田彩花, 竹田徳則, 大浦智子, 神
田太一

第49回日本作業療法学会
（神戸）
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－ 平成28年6月

－ 平成28年6月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

臨床経験が6年目以上の者における訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）配属期間と実践状況との
関連を明らかにした. 訪問長群は訪問短群に比べ
てICFの活動・参加に関する評価を行い, プラン
の実施に対象者や家族の意向を反映していると自
己評価していた. 訪問長群では, 対象者だけでな
く家族の意向の調整を含めた総合的視点に配慮し
た実践に取り組んでいた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

第53回日本リハビリテー
ション医学会(大阪）

37 脳卒中患者を対象と
   したModified
   Barthel Indexの信
   頼性

日本語版performance evaluation tool of
Modified Barthel Indexの信頼性を, ビデオ法を
用いて検証した. 合計点数の評価者間・評価者内
信頼性はAlmost perfect, 全項目がAlmost
perfect- Substantialであったことから, 信頼性
があると判断した.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 長谷公隆, 中島美恵, 中
山健夫

41 医学生は、患者視点
   をどのように学ぶこ
   とができるのか〜リ
   ウマチ患者へのイン
   タビューを通じて〜

39 臨床経験とリハビリ
   テーション実践との
   関連

第50回日本作業療法学会
（札幌）

40 認知症高齢者のQOL
   向上に寄与するADL
   介入プロトコル構築
   のための予備的調査

施設の認知症高齢者のQOL向上に寄与するADL介入
プロトコルを構築するため, 予備的介入調査を実
施しその効果を検証した. ADL介入をとおして,
QOLは主観的評価と代理評価のいずれも向上した.
介入毎の意欲向上の記録や介入後の肯定的な感想
から, QOLが向上した一因がうかがえた.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告にむけて助言した.
共同発表者：中西康祐, 大浦智子, 矢田智恵美,
浅井健一

38 臨床経験を有する者
   における訪問リハビ
   リテーション配属期
   間と実践状況との関
   連

第8回日本訪問リハビリ
テーション協会（東京）

第8回ヘルスコミュニ
ケーション学会（東京）

「リウマチ友の会」会員に行った質問紙調査の自
由記述式の質問に対する回答結果を, 医学生4名
（5年生3名、6年生1名）でKJ法により分析した.
患者が希望するのは『不安・不満の解消』であ
り, 患者の持つ不安・不満は『生活上の問題』,
『心理的な問題』, 『社会的な問題』に大別でき
た。これらの不安・不満の解消を阻害する要因と
して『患者視点に欠ける医療体制および診療内
容』が抽出された. これら2つの阻害要因につい
て, 具体的どのようなことを改善すべきなのかを
インタビュー調査で明らかにした.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告にむけて支援した.
共同発表者：荘子万能,  西明博, 橋本里穂, 石
橋茉実, 小嶋雅代, 大浦智子, 山中寿, 中山 健
夫

第50回日本作業療法学会
（札幌）

臨床経験年数と実践状況との関連を明らかにする
ために, 6箇所の回復期リハ病棟から得られた223
名の質問紙の回答（新人群144名，経験群79名）
を分析した. 経験群は，全20項目において新人群
に比べて実践状況が高かったことから, これらの
項目の実践状況は経験年数との関連が示唆され
た.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣
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－ 平成28年10月

－ 平成29年8月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月 第9回ヘルスコミュニ
ケーション学会（京都）

関節リウマチ（RA）患者と医学生の合同グループ
ワークグループワーク（GW）を通して両者が感じ
たことと、今後の医学教育に必要と考えることを
明らかにするために, 質問紙調査によって面接の
感想と医学教育に必要と考えることについて回答
を得た. 患者理解を試みる医学生に対し, 患者か
ら「伝えたい・教えたい」という思いが表出され
た一方, 医学生は患者の生活像を理解する必要性
を実感する機会となった.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 小嶋雅代, 山中寿, 荘子
万能,  西明博, 橋本里穂, 石橋茉実, 中山 健夫

42 回復期リハビリテー
   ション病棟と訪問リ
   ハビリテーション実
   践の制約

第75回日本公衆衛生学会
（大阪）

リハビリテーション（リハ）専門職における臨床
実践上での制約を明らかにした. 17箇所から得ら
れた385名の質問紙の回答（回復期222名，訪問
163名）から, 回復期ではプランの提案や立案・
実施に制約を感じる一方で，訪問では生活目標の
共有や課題の原因特定と対象者・家族への伝達・
理解に制約を感じていることがわかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣

44 関節リウマチ患者と
   医学生の面接によっ
   て得られた「患者の
   声」

第9回ヘルスコミュニ
ケーション学会（京都）

「（病気の）つらさ」に焦点をあて,9名（女性）
の患者を対象に医学生3名（5回生）が同席のもと
で非医師がフォーカスグループインタビューを
行った結果, 4つの大カテゴリ（【ライフイベン
ト】【近親者による理解の有無】【周囲からの親
切に対する思い】【リウマチに対する受入れの困
難さ】）が抽出された. 患者個人の体験としての
ライフイベントや病気に対する周囲の理解に関す
る内容が「（病気の）つらさ」として抽出され,
これらへの支援の必要性が示唆された.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・実
施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 小嶋雅代, 山中寿, 荘子
万能,  西明博, 橋本里穂, 石橋茉実, 中山 健夫

45 関節リウマチ患者と
   医学生の合同グルー
   プワークの経験から
   ：患者さんの感じた
   こと・医学生の学ん
   だこと

医療に対する患者の多様性を把握するために，関
節リウマチ患者を対象とした4回のフォーカスグ
ループインタビューを用いて，段階的コーディン
グで語りの潜在的意味を可視化するSCAT手法によ
り分析した.分析の結果，完治を追求する「理想
志向型」、医師に提案を行う「提案型」、医師の
言う通りに従う「開き直り型」、嘘をつく「医師
あやつり型」の4類型に分けられ，タイプ毎の医
師患者関係を明らかにした．

本人担当部分：共著者と共に研究を実施した.
共同発表者：中村里香，肥田武，小嶋雅代，末松
三奈，大浦智子, 安井浩樹，高橋徳幸，阿部恵
子，岡崎研太郎，植村和正

43 リウマチ寛解基準への
　 PGA導入過渡期の患者
 　の類型化

第49回日本医学教育学会
大会（札幌）
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第52回日本作業療法学会
（名古屋）

回復期リハに配属されている理学療法士，作業療
法士，言語聴覚士222名を分析対象とし，実践
チェックリストに基づいて過去1ヶ月間の実践状
況（0-10の11段階）を問う無記名自記式質問紙調
査結果を分析した．質問紙は基本情報のほか，長
期・短期目標からなる＜目標設定：Q1-5＞，優先
度の高い活動を妨げている作業工程と行為をICF
で整理する＜課題の分析：Q6-10＞，解決方法
（プラン）の選択肢と根拠を整理する＜プランの
提案：Q11-15＞，プランの頻度と期間を決定づけ
る＜プランの立案と実施：Q16-20＞の4領域20項
目で，確証的因子分析（CFA）によるモデル適合
はRMSEA=0.087，GFI=0.80，AGFI=0.75だった．ク
ロンバックα係数は0.89～0.91だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 津山努

46 救命処置実施への自
   信につながる心肺蘇
   生講習会の内容

－ 平成30年6月 第21回　日本臨床救急医
学会総会・学術集会（名
古屋）

48　回復期リハビリテー
    ション病棟における
    実践チェックリスト
    の因子的妥当性と内
    的整合性

－ 平成30年9月

 救命処置の自信に繋がる心肺蘇生講習会の内容
を明らかにするために，心肺蘇生講習会に参加し
た18歳以上の市民を対象に質問紙調査を行い，自
由記述に記載された講習会の良かった点に関して
内容分析を行った. 自由記述を分析した結果，自
信に繋がった講習会の内容は「救命処置の体験」
に関わるものが多くを占めた．救命処置を体験す
ることで自信獲得に繋がること，質疑への対応や
手技へのフィードバック，リアリティのある状況
設定に応じた練習も重要であることが示唆され
た．

本人担当部分：データの分析を共に担い，研究の
実施および報告にむけて助言した.
共同発表者：島本大也, 西山知佳, 大浦智子, 石
見拓

49　回復期リハビリテー
    ション病棟における
    入院時指導加算に関
    する実態

－ 令和元年10月 第78回日本公衆衛生学会
（高知）

日本医療データセンター（JMDC）のレセプトデー
タから，所定の期間に「1度でも回復期リハビリ
テーション病棟入院料を算定したことのある患
者」を抽出し，新規に回復期リハビリテーション
病棟に入院した数を概算した．次に，新規入院患
者に占める「入院時訪問指導加算」算定件数の割
合を算出した．2014年度以降，H003-2算定件数は
増加傾向にあり，新規に回復期リハビリテーショ
ン病棟に入院した数に対する「入院時訪問指導加
算」の算定割合は限定的であるもののH003-2と同
様に増加傾向がみられた．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た．

訪問リハに配属されている理学療法士，作業療法
士，言語聴覚士163名を分析対象とし，訪問リハ
実践チェックリストに基づいて過去1ヶ月間の実
践状況（0-10の11段階）を問う無記名自記式質問
紙調査結果を分析した．質問紙は基本情報のほ
か，長期・短期目標からなる＜目標設定：Q1-5
＞，優先度の高い活動を妨げている作業工程と行
為をICFで整理する＜課題の分析：Q6-10＞，解決
方法（プラン）の選択肢と根拠を整理する＜プラ
ンの提案：Q11-15＞，プランの頻度と期間を決定
づける＜プランの立案と実施：Q16-20＞の4領域
20項目で，確証的因子分析（CFA）によるモデル
適合はRMSEA=0.079，GFI=0.80，AGFI=0.74だっ
た．クロンバックα係数は4領域すべてで0.90以
上だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 津山努

47 訪問リハビリテーショ
   ン実践チェックリスト
   の因子的妥当性と内的
   整合性

第12回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（北九州）

平成30年6月－
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「シンポジウム」

－ 平成27年5月

－ 令和2年2月 第30回日本疫学会学術総
会（京都）

医療従事者（理学療法士，作業療法士）の視から
患者を取り巻く課題と調査研究の実態を明らかに
するために，文献レビューを行った．医中誌web
を用い，「筋ジストロフィー」及び「理学療法」
あるいは「作業療法」をキーワードとし，2014年
8月－2019年7月の5年間を対象とした結果，学術
報告は延べ266件，筆頭報告者の実人数は理学療
法士77名，作業療法士31名の計108名で，報告形
態は事例研究86件，調査研究が16件，観察研究が
30件，介入研究3件，解説が35件であった．その
うち，姿勢に関する報告件数は事例研究5件のみ
であった．

本人担当部分：研究計画立案・実施にあたって助
言した.
共同発表者：藤田ひとみ，塚田敦史，大浦智子，
木村清人，辻村尚子

51　病院で働くリハビリ
    テーション専門職の
    仕事不満足に関する
    要因

－ 令和2年9月 第54回日本作業療法学会
（web）

病院で働くリハ専門職の仕事への不満足感に関連
する要因を明らかにするために，3か所の病院ま
たは法人で働くリハ専門職を対象に，自記式質問
紙調査を実施し，回復期・一般等の病院勤務者の
回答を分析した．170人を対象に仕事満足度をア
ウトカムとしたロジスティック回帰分析を行った
結果，オッズ比は人間関係満足が不満に比べて
0.079（95%信頼区間0.030-0.210），判別的中率
は83.5%だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た.
共同発表者：大浦智子, 福原啓太，佐藤英人，加
藤美樹，藤堂恵美子

52　高齢者介護に従事する介
護福祉士が自覚する仕事パ
フォーマンスの関連項目の探
索

－ 令和2年10月 第79回日本公衆衛生学会
（web）

高齢者介護施設・事業所に勤務する介護福祉士が
自覚する仕事パフォーマンスとの関連項目を明ら
かにすることを目的に，複数の高齢者介護施設・
事業所を有する2法人（京都，北九州）に勤務す
る職員に質問紙調査を実施し，介護福祉士による
回答を分析した．過去4週間の仕事に対する自己
評価（1～100%で回答）を仕事パフォーマンスと
位置づけ，平均値を基準に高パフォーマンスと低
パフォーマンスに分けた分析した．高パフォーマ
ンスの高パフォーマンス者の特徴として，女性，
年齢が高い, 日常生活のストレスなし, 仕事の相
談相手が同職種の同僚,健康のために規則正しい
食事・バランスのとれた食事・十分な睡眠・スト
レスをためない, 仕事の異動希望なしが挙げられ
た．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告し
た．

50　筋ジストロフィー
    患者に対する理学
    療法・作業療法の
    実態把握にむけた
    系統的レビュー

1「訪問リハビリテー
   ションにおける教育
   のこれから～生命，
   生活，人生を共に歩
   む訪問療法士を育て
   る為には～」

日本訪問リハビリテー
ション協会学術大会 in
大阪 シンポジウム

シンポジウム1のシンポジストとして，求められ
る訪問リハビリテーションのあり方，認定訪問療
法士制度と教育について講演した.
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成28年2月

「メディア」

－ 平成25年10月

－ 平成27年9月

3 わたしの健康～ＨＡＰＰＹ
ライフ☆～　「健康デー」特
別番組

医療・健康情報の聞き方・伝え方. （星城大学大
学院教員によるシリーズ講話）

メディアスFM平成31年1月－

1 サロン参加で健康に
  良い情報が増えた人
  が8割

日本福祉大学健康社会研
究センタープレスリリー
ス

「憩いのサロン」参加者の健康情報源と情報の授
受：サロンは情報の授受の場になっているか？保
健師ジャーナル 69(9); 712-719. 2013.を紹介し
た.

2 シリーズ講話 「健康
  で長生きの秘けつ」

第6回「健康にまつわるコミュニケーション」を
担当し，医療や健康に関するコミュニケーション
の特性や留意事項を解説した. （星城大学大学院
教員によるシリーズ講話）

2 様々な医療の場にお
   けるSDMの試み「地
   域医療の立場から」

平成27年度厚生労働科学
研究費補助金(地域医療
基盤開発推進研究事業)
〈指定課題〉『社会的責
任に応える医療の基盤と
なる診療ガイドラインの
課題と可能性の研究』公
開シンポジウム「
Shared decision making
〈SDM〉の今・これか
ら：診療ガイドラインの
新たな可能性を考える」

シンポジストとして，地域におけるリハビリテー
ション場面における情報共有の実態報告と，望ま
れる共有決定のあり方について講演した.

メディアスFM
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 3 年 3 月 31 日 

 氏名 柴田 政彦   

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 行動科学 認知脳科学  

リハビリテーション医学 

 痛み 脳機能画像 集学的診療  

行動科学 生物心理社会モデル 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1) プリント、スライド、ディスカッション、 

  レポートの活用 

平成 21

年 4月 

～ 

平成 30

年 3月 

大阪大学医学部付属病院新研修医プログラム、大阪大学

医学部の新研修医を対象に血管穿刺の方法と注意点に

ついて講義した 新研修医は医師として血管穿刺の基

本的な方法とそのリスクについて学んだ。 

 

平成 24

年 4月 

～ 

平成 30

年 3月 

大阪大学医学部医学科 「麻酔学」、局所麻酔、伝達麻

酔、医学生は局所麻酔と伝達麻酔について学び、臨床医

としての基礎的な情報を得た。 

 

平成 24

年 4月 

～ 

現在に

至る 

大阪大学医学部医学科「臨床医学特論」、痛みについて

医師として学ぶべき痛みの基礎知識の整理と、慢性痛の

概念、評価方法、治療法について講義した。学生は痛み

の基礎知識を学び、慢性痛治療の基本的な情報を得るこ

とができた。 

 

平成 24

年 4月 

～ 

現在に

至る 

大阪大学薬学部「薬物治療学Ⅲ」、薬学部の学生に対し、

痛みの基礎知識と種々の鎮痛薬について講義をおこな

った。薬学生は薬剤師としての痛みに関する基本的な知

識を身につけた。 

 

平成 29

年 4月

～現在

に至る 

滋賀医科大学医学部医学科「麻酔・緩和医療学」、慢性

疼痛に対する学際的治療、認知行動療法、慢性痛に対す

る集学的診療について講義した。学生は慢性痛の集学的

診療について基本的な知識を入手した。 

2) 臨地実習における体験型学習   

 

平成 5

年 4月 

～ 

平成 26

年 3月 

主に医学部 5年次を対象に、痛みを対象とした医療の臨

床研修を指導した。学生は特殊な痛み医療の現場を学

び、医師としての基本的な診療技術を身につけることが

できた。 

 

平成 24

年 4月 

～ 

現在に

至る 

甲南女子大学 人間科学部 

一人当たり 5時間程度のペインクリニック研修、学生は

ペインクリニックの現場を見学することで、診療、とり

わけ難治性の疼痛患者に対するコミュニケーションの

基本や注意点を知ることができた。 
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２ 作成した教科書，教材 

1) 痛みの教育コンテンツ提供システム

平成 23

年 4月 

～ 

現在に

至る 

厚生労働科学研究「痛みに関する教育と情報提供システ

ムの構築に関する研究」及び AMED研究「慢性痛に対す

る認知行動療法の普及と効果解明に関する研究」の取り

組みで、「痛みの教育コンテンツ」という PowerPoint

スライドを作成した。

コンテンツは医学教育用・リハビリテーション医学・歯

学・薬学・看護教育用があり、内容は痛みに関する基礎

医学、概論、評価法、臨床的内容、社会的問題など多岐

にわたり、初学者に学んでもらえるよう可能な限り平易

な内容にし、学生講義、実習、院内の勉強会、研究会な

どに活用できるシステムを構築した。ダウンロード件数

は１万件を超える。完全無償化とすることで、各大学の

授業・現職者向けのセミナー等において幅広く活用され

ている。

2) 痛みの集学的診療：痛みのコアカリキュラム

（再掲）

平成 28

年 10月 

真興交

易 

全 347

貢 

「痛みの教育コンテンツ」を書籍として発行。平成 29

年度厚労省慢性疼痛診療体制構築モデル事業における

医師・理学作業療法士・心理士向けの各セミナーにおい

て、講師の話す内容・要点・表現などを統一する上で役

立っている。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1) 大阪大学における授業評価アンケート

平成 24

年 4月

～ 現

在に至

る 

「臨床医学特論」での講義に関しては、学生からのアン

ケートには「心理・社会モデルに基づく痛みの見方がわ

かってよかった」といった意見もあり、高評価であった

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

「研究会・NPO法人」 

1) 疼痛勉強会代表世話人

平成 2

年 4月 

～ 

平成 30

年 3月 

関西地区の痛み専門医の研修を目的として年二回の研

修会を運営 

2) CRPS研究会世話人

平成 20

年 4月 

～ 

平成 30

年 3月 

厚生労働省研究班終了後、全国の CRPS研究者による研

究会を企画・運営 

3) 関西痛みの診療研究会代表世話人

平成 23

年 4月 

～ 

現在に

至る 

関西地区の痛み専門医療者の研修を目的として年一回

の研修会を運営 

4) ＮＰＯ痛み医学研究情報センター講師

平成 24

年 4月 

～ 

平成 30

年 3月 

医療者向けの研修会における研修内容の会議に出席、研

修会の運営及び講師 

「講演」 

1) 医療の立場から"身体"について
平成 18

年 10月 

シンポジウム 「JR福知山線列車事故を考える」

この事故の捉え方と”こころ”と”身体”の後遺症につ

いて 於：三田市まちづくり協同センター

2) 慢性痛の評価と治療

平成 23

年 4月 
第 28回 日本医学会総会 於：東京国際フォーラム 
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3)「後遺障害診断書において痛みを扱うか?」

平成 25

年 10月 第 15回自賠責講演会 於：神戸 

4)「慢性痛の成り立ちと対策」

平成 27

年 3月 
第 15回痛みの研究会 講演 於：九州大学医学部百年

講堂 

5)「ファブリー病に伴う神経障害性痛について」

平成 27

年 4月 
一般社団法人 全国ファブリ―病患者と家族の会 基調

講演 於：大阪大学医学部附属病院 

6) 難知性疼痛の治療戦略、

オピオイドの長期使用について

平成 27

年 4月 J-PAT PA2 於：東京コンベンションホール

7) 慢性疼痛の基礎知識、

慢性疼痛の評価と治療方針、

疾患別各論

平成 27

年 6月 J-PAT FULL 於：ルポール麹町

8) 難知性疼痛の治療戦略

平成 27

年 7月 J-PAT PA2 於：メルパルク大阪

9)「一歩踏み込んだ痛みの治療」

平成 27

年 7月 
芦屋市医師会講演会 

於：芦屋市医師会館 

10) 難知性疼痛の治療戦略
平成 27

年 8月 J-PAT PA2 於：TKPガーデンシティ大阪梅田

11)「運動器疼痛を対象とした脳機能画像研究と

治療応用」

平成 27

年 9月 第 3回運動器疼痛を考える会 於：東京 

12)「痛みの慢性化と集学的アプローチの意義

―脳機能画像研究から見えてくるもの」

平成 27

年 10月 
第５回 脊椎の痛みを学ぶ会 in九州 

於：福岡サンパレス 

13)「複合性局所疼痛症候群 -補償上の問題点」

平成 27

年 12月 日本損害保険協会「名古屋医療セミナー」 

14) 難知性疼痛の治療戦略、

オピオイドの長期使用について

平成 28

年 4月 J-PAT PA2 於：ホテルグランヴェア大阪

15) 慢性疼痛の基礎知識、

慢性疼痛の評価と治療方針、疾患別各論

平成 28

年 6月 
J-PAT FULL 於：ホテルアゴーラリー

ジェンシー堺

16) 慢性疼痛の基礎知識、

慢性疼痛の評価と治療方針、疾患別各論

平成 28

年 8月 J-PAT FULL 於：東京コンベンションホール

17)「慢性痛に対する集学的アプローチについて」

平成 28

年 8月 
OSAKA疼痛治療セミナー講演会 

於：シェラトン都ホテル大阪 

18) 慢性疼痛の評価と治療方針、

疾患別各論

平成 28

年 10月 J-PAT FULL 於：JPタワーホール&カンファレンス

19)「複合性局所疼痛症候群 -補償上の問題点」

平成 28

年 11月 日本損害保険協会「さいたま医療セミナー」 

20)「痛みの責任は誰にあるのか？」

平成 28

年 11月 

日本麻酔医事法制研究会講演ファブリー病に伴う神経

障害性痛についてファブリー病に伴う神経障害性痛に

ついて 

21)「何故 今？ 慢性痛対策が重要なのか？」

平成 29

年 1月 

文部科学省課題解決型事業「慢性疼痛患者の生きる力を

支える人材育成」キックオフ･セミナー 名古屋市立大

学桜山キャンパスさくら講堂 

22)「慢性疼痛に対する治療の現状と将来の展望」

平成 29

年 1月 

第 56回日本定位・機能神経外科学会シンポジウム 

於：グランフロント大阪コングレコンベンションセンタ

ー 
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23) 「飛翔」

平成 29

年 6月 

第 39回日本疼痛学会 会長講演 

於：神戸国際会議場 

24)「複合性局所疼痛症候群 -補償上の問題点」

平成 29

年 7月 
日本損害保険協会「東京医療セミナー」 

25)「ICD-11への改訂に向けての慢性痛」

平成 29

年 7月 

第 51回日本ペインクリニック学会リフレッシャーコー

ス 於：長良川国際会議場

26)「大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでの

集学的診療について」 

平成 29

年 10月 
日本線維筋痛症学会第 9回学術集会シンポジウム 

於：千里ライフサイエンスセンター 

27)「Alteration of resting state networks

in patients with fibromyalgia, CRPS

and other functional somatic pain

syndrome」

（線維筋痛症、CRPS、機能性疼痛症候群患者におけ

る安静時脳内ネットワーク活動の変化） 

平成 29

年 10月 

The 7th Asian Pain Symposium 

Preliminary Scientific Program, Taiwan 

（アジア疼痛シンポジウム：プレ大会，台湾）

28)「慢性痛医療のバランス」

平成 29

年 11月 イーライリリー社 Painアドバイザリー会議

５ その他 

1) 博士学位論文指導実績 （25名）

平成 17

年 4月 

～ 

現在に

至る 

神経障害性疼痛に対するリチウムの効果・神経障害性疼

痛における NOの役割・神経障害性疼痛に伴う情動の変

化・神経障害性疼痛に対する牛車腎気丸の効果・神経障

害性疼痛における Serotonin2C receptor mRNA の役割・

CRPS患者における中枢機能の障害・機械的刺激による痛

みの認知機構（2名）・運動時痛の認知機構・慢性痛患

者における不公平感・腕神経叢引き抜き損傷後痛の治療

成績など 11名に対してそれぞれ 2－4年間指導した。 

2) 学位論文査読（副査 1名）

平成 28

年 3月 イーライリリー社 Painアドバイザリー会議

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1) 医師免許

昭和 60

年 5月

27日 

2) 博士（医学）

平成 10

年 5月

29日 

3) 麻酔科学会 指導医

平成 4

年 4月 

4) 日本ペインクリニック学会認定医

平成 6

年 6月 

5) 臨床心理士免許

平成 29

年 4月 

２ 特許等 

なし 
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３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1) 臨床歴及び実務歴

昭和 60

年 7月 

～ 

昭和 61

年 6月 

大阪大学医学部附属病院麻酔科において 

診察に従事 

昭和 61

年 7月 

～ 

平成元

年 6月 

大阪警察病院麻酔科において診察に従事 

平成元

年 7月 

～ 

平成 2

年 6月 

佐賀医科大学麻酔科教室において助手として 

診察に従事 

平成 2

年 7月 

～ 

平成 5

年 6月 

西宮市立中央病院麻酔科にて副医長・医長として 

診察に従事 

平成 5

年 7月 

～ 

現在に

至る 

大阪大学医学部附属病院麻酔科にて 

診察に従事 

平成 17

年 1月 

～ 

平成 17

年 6月 

千里 A&Hペインクリニックにて診療に従事 

平成 17

年 4月 

～ 

平成 19

年 3月 

大阪大学大学院医学系研究科臨床助教授を兼任 

疼痛医療センターのカンファレンスに出席、若手医師の

教育および麻酔学教室の研究に従事した。 

平成 17

年 7月 

～ 

平成 19

年 3月 

市立芦屋病院麻酔科部長として診療に従事 

平成 19

年 4月 

～ 

現在に

至る 

大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講座 

寄附講座教授就任 

平成 25

年 4月 

～ 

現在に

至る 

疼痛医療センター副センター長就任 
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2) 麻酔科指導医

平成 5

年 4月 

～ 

現在に

至る 

麻酔科指導医として約 100名の研修医を指導 

４ その他 

1) 芦屋市保健センター運営審議会委員長

平成 27

年 4月 

～ 

現在に

至る 

審議会に出席し、芦屋市保健センター審議会の進行役を

務めるとともに、指導・助言をおこなう。 

2) 治験における医学専門家

平成 29

年 8月 

～ 

現在に

至る 

治験の遂行を適切に実施するための医学的観点からの

助言（日本臓器製薬株式会社） 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1) 長引く・頑固な・

つらい痛み

薬物療法 2011

共著 
平成 23年 5

月 
㈱CBR 

臨床医が治療に難渋する「長引く・頑固

な・つらい手・足・腰・筋・関節などの

痛み」に対する薬物療法の今日の治療指

針について解説。最新の知見に基づいて

病理、病態生理から治療のメカニズムま

でを概観し、とりわけ薬物療法に関する

科学的裏付けを詳細に示した。薬物は非

オピオイド系から向精神薬、筋弛緩薬、

抗リウマチ薬、さらには漢方薬までを網

羅しており、各症候に対するベストプラ

クティス、薬物相互作用、Drug

informationなども紹介。非専門医でも

薬物治療のマネジメントができるよう

解説した。

B5判・168頁 

編者：米延策雄，菊池臣一，柴田政彦 

共著者：柴田政彦，田口敏彦，関口美穂，

紺野慎一，竹下克志，西本憲弘，史賢林，

橋本淳，安田由華，大井一高ほか 15名 

本人担当部分： 

「第 2章 痛みを有する患者に対する薬

の使い方」 P12-35を共著 

鎮痛薬投与に関する患者の痛みの評価、

薬物の選択基準、その効果について解

説。 

共著者：柴田政彦，田口敏彦，関口美穂，

紺野慎一 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

2) 癌性疼痛 ＦＯＲ

ＰＲＯＦＥＳＳ

ＩＯＮＡＬ

共著 
平成 25年 7

月 
克誠堂出版 

癌の痛みを理解する知識を全て網羅。癌

性疼痛の発症機序、使用する薬物、オピ

オイドの使用法と副作用、鎮痛補助薬、

在宅医療などの各項目を解説。ＷＨＯ方

式の癌性疼痛治療法や、オピオイドの副

作用とその対処、オピオイドが効きにく

い痛みとその治療法にも触れる。さらに

は鎮痛補助薬や各種代替療法、在宅医療

における癌性疼痛への対処法などにつ

いても解説した。

A4判・321頁 

編者：花岡一雄 

共著者：柴田政彦，松田陽一，眞下節，

花岡一雄，細川豊史，佐伯茂，有田英子，

村川和重，小川節郎，下山直人ほか 39

名 

本人担当部分： 

「神経ブロック療法」 P203-209を共著 

癌の痛みに対する各種神経ブロックの

方法について，そのエビデンスと手技に

ついて解説。 

共著者：柴田政彦，松田陽一，眞下節 

3) 運動器慢性痛診療

の手引き

共著 平成 25年 11

月 
南江堂 

局所の組織由来ではない運動器の慢性

痛、なかでも神経経路や記憶、精神面な

どに影響を受ける慢性痛における診療

マニュアル。、痛みを修飾するメカニズ

ムの解明とその対策について解説。さら

に整形外科医が使ってこなかった中枢

系に作用する薬剤の使い方などについ

て、日本整形外科学会運動器疼痛対策委

員会の成果をまとめた。

A4判・180頁 

編者：田口敏彦，山下敏彦，牛田享宏 

共著者：柴田政彦，中村雅也，関口美穂，

紺野慎一，米和徳，中尾慎一，福井大輔，

川上守，大鳥精司，ほか 15名 

本人担当部分： 

「複合性局所疼痛症候群」 P168-173を

単著 

複合性局所疼痛症候群の疾患概念と評

価、治療方針について解説。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

4) ペインクリニシャン

のための新キーワー

ド 135

共著 
平成 26年 5

月 

真興交易(株)医書出

版部 

ペインクリニック診療の現場でよく用

いられる 135項目のキーワードを、基礎

的用語・病態および疼痛性疾患・痛みの

評価法・神経ブロック・治療法(神経ブ

ロック以外)・その他の 6章分別、体系

的に分かりやすく解説した。『痛みの概

念が変わった 新キーワード 100+α』

(2008年刊)を基に、スピリチュアルペイ

ン・無痛分娩など新たな項目を加え、最

新のガイドライン・治験等を踏まえ概説

した。

A4判・368頁 

編者：小川節郎 

共著者：柴田政彦，山田芳嗣，小川節郎，

細川豊史，森本昌宏，井関雅子，三木健

司，牛田享宏，川股知之，児玉謙次ほか

84名 

本人担当部分： 

第二章 病態「CRPS」 P73-74を共著 

CRPSの病院、疫学、判定指標やその注意

点について解説。 

共著者：住谷昌彦，柴田政彦，山田芳嗣 

5) 増刊 レジデント

ノート あらゆる科

で役立つ！ 麻酔科

共著 
平成 25年 6

月 
羊土社 

麻酔科レジデントが、現代の麻酔の概念

を理解できるように、また基本手技を習

得できるように各種技術を解説。周術期

管理の基本を押さえ、知っておくべき病

気・病態の知識の整理ができるような構

成となっている。 

A4判・261頁 

編者：萩平哲 

共著者：柴田政彦，上山博史，森本康裕，

増井健一，内田整，原真理子，柴田晶カ

ール，車武丸，浅井隆，鈴木昭広，讃岐

美智義，ほか 20名 

本人担当部分： 

「硬膜外麻酔」 P107-112を単著 

麻酔時の体位・主義・薬剤管理などから、

硬膜外麻酔修得に要する技術について

解説。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

6) まれな疾患の麻酔

A to Z
共著 

平成 27年 5

月 
文光堂 

麻酔科医のために、およそ 400の“まれ

な疾患”を取り上げて解説した。まれな

疾患に遭遇した際、辞書を引くように検

索でき、診療に直結する最新情報をすば

やくアクセスできる構成とした。各項目

の冒頭には麻酔中に「してしてよいこ

と」と「してはいけないこと（do or do 

not）」を【注意事項】として掲載、リ

スクマネジメント教育にも有用な構成

となっている。

B5変型判・714頁 

編者：高崎眞弓，河本昌志，木内恵子，

白神豪太郎，萩平哲 

共著者：柴田政彦，神崎理英子，瀬戸口

秀一，外須美夫，重松研二，山浦健，小

倉信，井手岳，又吉宏昭，ほか 360名 

本人担当部分： 

「ハンセン病」 P479を単著 

ハンセン病患者の病態生理・臨床症状

と、術中麻酔時の留意事項について解説

7) 痛み Science&

Practice臨床に役立

つ神経障害性痛の理

共著 
平成 28年 2

月 
総合医学社 

近年、神経障害性痛は多くの研究者や専

門医による様々な観点からの病態や治

療法が探求されている。本書では痛み診

療に従事する医師が最良の治療を行え

るよう配慮。「痛みの機序に関する基礎

は，末梢から中枢まで連続性や統一性の

ある解説」「神経障害性痛の正しい理解

のため，その要素を一部有している疾患

やその周辺疾患も含めて解説」「各疾患

については，疫学，病態，治療法などを

詳細に解説」これらに重点を置きつつ、

実践的で分かりやすい構成で解説した。 

A4判・285頁 

編者：井関雅子 

共著者：柴田政彦，佐々木美佳，河野達

郎，大橋宣子，渡部達範，南雅文，津田

誠，内田仁司，植田弘師，伊藤誠二，ほ

か 102名 

本人担当部分： 

「線維筋痛症」 P238-241を単著 

線維筋痛症の疫学・病態・症状と、その

薬物治療について解説。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

8) 麻酔科学レビュー

2016
共著 

平成28年2

月 
総合医学社 

研修医や若手麻酔科医に必要な麻酔科１４

領域の知識を総括し、さらに２０１３～２０

１４年に発表された文献の中で重要なもの

１２０件を１頁１文献で紹介、開設を加え

た。 

AB判・300頁 

編者：澄川耕二，岩崎寛 

共著者：柴田政彦，川前金幸，小出康弘，神

山有史，坂口嘉郎，貝沼関志，西川俊昭，原

哲也，山蔭道明，浅井隆，ほか 40名 

本人担当部分： 

「38. ペインクリニック」 P221－225を単

著 

ペインクリニックにおける神経ブロックや

インターベンション、薬物治療に関するエビ

デンスについて最新のレビューを交え解説。 

9) 痛みの集学的診

療：

  痛みのコアカリ

キ 

 ュラム 

共著 
平成 28年

10月 

日本疼痛学会、痛みの教育コ

アカリキュラム編集委員会

真興交易（株）医書出版部

慢性痛の診療を行うにあたり、医師や看護師

だけでなく、多職種が集まる“集学的な診療

チーム”により「生物心理社会モデル」とし

て合理的に考えようとする取り組みが本邦

でも始まっている。本書はそれらに携わる医

療従事者への“教育”に必要な教科書として

作成された。生物心理社会社会モデルの説明

を中心に、慢性痛の分類を IASP（世界疼痛

学会）の新しい分類に準拠して行い、特に重

要と思われる言葉をキーワードとしてまと

めた。

編者：西江宏之，北原雅樹，柴田政彦，福井

聖，矢吹省司，山下敏彦 

共著者：西江宏之，北原雅樹，柴田政彦，福

井聖，矢吹省司，山下敏彦，小山なつ，仙波

恵美子，高橋直人，笠原諭，井関雅子ほか

25人 

A4判・347頁 

本人担当部分： 

「一次性慢性痛」 P256－263を単著 

１次性慢性痛の代表例として、線維筋痛症・

過敏性腸症候群・慢性骨盤内疼痛について解

説。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

10) 慢性疼痛疾患

診断と治療の ABC
共著 

平成28年6

月 
最新医学社 

慢性疼痛疾患は大きく「侵害受容性疼痛」と

「神経障害性疼痛」に分けられ，前者は末梢

組織の障害が正常の知覚神経経路を伝達す

ることで感じる痛み出るのに対し、後者は知

覚神経伝達経路が障害されることにより生

じる痛みである。痛みの原因が何であるかを

診断することはその後の治療計画を立てる

上でも非常に重要となる。本書では痛みの診

断・評価法，薬物療法・理学療法・手術療法

をはじめ、各部位からみた慢性痛の診断と治

療を網羅した。さらに、また慢性疼痛に対す

る海外と本邦との診療体制の差とそれらの

実情・課題についてもまとめた。 

A4判・237頁 

編者：田口敏彦 

共著者：柴田政彦，井上雅之，細井昌子，二

階堂琢也，松平浩，松原貴子，寒竹司，今村

佳樹，福井聖，伊東勝也，ほか 17名 

本人担当部分： 

「我が国における慢性疼痛に対する診療体

制の実情と課題」」 P232－237を単著 

本邦の慢性痛に対する診療の実情や問題点、

集学的アプローチの可能性と課題・対策につ

いて解説。 

11) 慢性疼痛診療ハ

ンド

 ブック 

共著 
平成 28年

12月 
中外医学社 

痛み」は診療における中核的な症状であり患

者の QOLを著しく低下させる。なかでも特に

慢性疼痛について様々な見地から解説を行

う。痛みに関する科学的情報を発信する NPO

法人「いたみ医学研究情報センター」の医療

者教育用資料を再編集し、医師、理学・作業

療法士、看護師、社会福祉士など、慢性疼痛

のケアに悩むすべての方にとって役立つ内

容を示した。 

A5判・300頁 

編者：池本竜則 

共著者：柴田政彦，足立友紀，池本竜則，牛

田享弘，石川理恵，井関雅子，北原雅樹，住

谷昌彦，坂田尚子，西江宏行，内山徹ほか

13名 

本人担当部分： 

「治療に難渋する慢性疼痛患者とは」 P14

－26を共著 

治療に難渋する慢性痛患者の特徴について、

身体的要因・精神心理的要因・環境要因など

の観点から解説、さらに代表的な難治性疼痛

症例との関係性についても解説している。 

共著者：柴田政彦，足立友紀 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（学術論文） 

1) Brain imaging of

mechanically

induced muscle

versus cutaneous

pain.

（脳機能画像におけ

る痛覚認知機構の解

析 : 筋由来の痛みと

皮膚由来の痛みの比

較検討） 

（査読付） 

共著 
平成23年5

月 

Neuroscience 

Research70(1):78-84 

筋のみへの機械的刺激に反応する脳活動を

機能的磁気共鳴画像法で評価し、皮膚と筋由

来の痛みに反応する脳活動部位の比較を行

った。皮膚への局所麻酔の有無により、「皮

膚と筋への侵害圧刺激」条件、「筋のみへの

侵害圧刺激」条件を比較した。皮膚由来の痛

みによって第二次体性感覚野が活動しやす

いことが示された一方で、筋への侵害圧刺激

に特異的な脳領域はなく、代わりに特有の活

動パターンがあることが明らかになった。 

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文

の執筆と研究総括をおこなった。 

共著者: Uematsu H, Shibata M, Miyauchi S, 

Mashimo T. 

2) Differential

efficacy of

electric motor

cortex

stimulation 

 and lesioning of 

 the dorsal root 

 entry zone for 

 continuous vs 

 paroxysmal pain 

 after brachial 

 plexus avulsion 

（腕神経叢引き抜き

損傷後の持続的な痛

みと発作的な痛みに

対する大脳運動野電

気刺激療法・脊髄後根

侵入部微小凝固術の

異なる効果） 

（査読付） 

共著 
平成23年5

月 

Neurosurgery, vol. 68, 

issue 5 (2011) pp. 

1252-1257 

腕神経叢引き抜き損傷後の異なる二つの痛

み（持続的痛み・発作的痛み）に対し、大脳

運動野電気刺激療法（EMCS）および脊髄後根

侵入部微小凝固術（GREZotomy）が与える影

響を検証した。15名の対象に対して治療介

入を行った結果、DREZotomyの方が両方の痛

みをより効果的に改善できることが示唆さ

れた。 

本人担当部分： 患者の担当と調査結果を麻

酔科医の立場から評価し、研究統括をおこな

った。 

共著者: Ali M, Saitoh Y, Oshino S, Hosomi 

K, Kishima H, Morris S, Shibata M, 

Yoshimine T 

3) Human brain

activity

associated with

painful

mechanical 

 stimulation to 

 muscle and bone 

（筋・骨組織に対する

侵害圧刺激に関連す

るヒトの脳活動） 

（査読付） 

共著 
平成23年8

月 

Journal of Anesthesia, 

vol. 25, issue 4 (2011) pp. 

523-530

筋組織と骨に対する侵害圧刺激を受けてい

る際のヒトの脳活動を、機能的核磁気共鳴画

像（ｆMRI）を用いて検証した。結果、基底

核のいくつかの領域は骨よりも筋に対する

刺激の際に強く活動がみられた。今回の結果

は、筋の痛みの脳処理過程に被殻・尾状核が

関与する可能性を示唆している。 

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文

の執筆と研究総括をおこなった。 

共著者: Maeda L, Ono M, Koyama T, Oshiro 

Y, Sumitani M, Mashimo T, 

Shibata M 
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4) 催眠による認知的

評価と痛みの変化に

関する研究

（査読付）

共著 
平成 23年

10月 
催眠学研究 53(1), 14–22. 

催眠が痛みの耐性と認知的評価に影響を及

ぼすかを検証した。被験者 14名に痛み刺激

として電気刺激を提示し、覚醒条件と催眠条

件において痛みの耐性を比較した。結果、催

眠条件では覚醒条件に比べて痛みに対する

「妨害性」が減少し(Z=-2.94、p<.01)、「コ

ントロール可能性」が増加する

(t(13)=-2.71、p<.05)ことが示された。また、

条件による「妨害性」の変化と「コントロー

ル可能性」の変化の間に強い負の相関が見ら

れた(r=-.56、p<.05)。催眠による痛みの軽

減は痛み刺激の解釈の仕方の変化によって

説明されうることが示唆された。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文

の執筆と研究総括をおこなった。 

共著者: 安達友紀, 宮田敬一, 中江文, 柴

田政彦 

5) 脳機能画像におけ

る

 痛覚認知機構の

解析 

 : 筋由来の痛み

と皮 

 膚由来の痛みの

比較 

 検討 

   （査読付） 

共著 
平成24年5

月 

Journal of musculoskeletal 

pain research : 日本運動器

疼痛学会誌 vol.3（1）52-62 

筋のみへの機械的刺激に反応する脳活動を

機能的磁気共鳴画像法で評価し、皮膚と筋由

来の痛みに反応する脳活動部位の比較を行

った。皮膚への局所麻酔の有無により、「皮

膚と筋への侵害圧刺激」条件、「筋のみへの

侵害圧刺激」条件を比較した。筋への侵害圧

刺激に特異的な脳領域はなかったが、特有の

活動パターンがあることが明らかになった。 

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果

の解析、論文の執筆研究総括をおこなった。 

共著者: 植松 弘進, 柴田 政彦, 大城 宜哲 

6) A Case of

Hypogonadotropic 

 Hypogonadism 

 Caused by Opioid 

 Treatment for 

 Nonmalignant 

 Chronic Pain. 

（非悪性慢性疼痛治

療のためオピオイド

療法によって低ゴナ

ドトロピン性性機能

低下をきたした症例） 

（査読付） 

共著 
平成 24年

12月 

Case reports in medicine 

2012:1-5. 

本症例は、交通事故によって生じた慢性的な

痛みの治療に対して経皮的フェンタニル治

療を施行されたが、その後全般性の疲労と勃

起障害を呈した。内分泌系の検査では低性腺

刺激性性機能低下が示唆され、また MRI検査

でも異常所見は認められなかった。このケー

スは、オピオイド治療における内分泌機能障

害の可能性を考慮する必要性を示唆してい

る。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果

の解析、論文の執筆研究総括をおこなった。 

共著者: Tabuchi Y, Yasuda T, Kaneto H, 

Kitamura T, Kozawa J, Otsuki M, Imagawa A, 

Nakae A, Matsuda Y, Uematsu H, Mashimo T, 

Shibata M, Shimomura I. 
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7) 痛みの評価尺度・

日本

 語版 Short-Form 

 McGill Pain 

 Questionnaire 2 

   (SF-MPQ-2)の作成

と 

   その信頼性と妥当

性の 

   検討 

  （査読付） 

共著 平成25年1

月 

Pain Research 28(1), 

43–53. 

Short-Form McGill Pain Questionnaire 2 

（SFMPQ-2）の日本語版を作成した。87名の

患者を対象に SFMPQ-2を回答させ、その妥当

性評価のために探索的因子分析をおこなっ

た。また信頼性の評価のために Cronbachの

α係数と級内相関係数を算出した。結果、内

的整合性・検査間信頼性ともに高く、その他

機能的評価との相関も高かった。これらの結

果は将来の臨床研究でこ SFMPQ-2を使用す

る上での基礎となる。 

本人担当部分：データの取得と、結果につい

て麻酔科医の立場から評価をおこなった。 

共著者: 圓尾知之, 中江文,前田倫,高橋香

代子, Morris Shayn, 横江勝, 松崎大河, 柴

田政彦, 齋藤洋一. 

8) Painful

Diabetic

Neuropathy in

Japanese

Diabetic Patients

Is Common but

Underrecognized.

（糖尿病性神経障害

に伴う痛みは一般的

だが過小評価されて

いる） 

（査読付） 

共著 
平成 25年

10月 

Pain Research and 

Treatment;2013:1-3. 

痛みを伴う糖尿病性神経障害（PDN）の日本

における疫学および QOL・心理面への影響を

調査した。298名の糖尿病患者を対象とし

た。結果、22.1％に PDNがみられ、QOLと精

神状態に負の影響をもつことがわかった。そ

の一方で、医師は症状のある者の 36.4%しか

PDNに気付いていなかった。本研究の結果

は、日常の診療で医師が PDNに気付き、その

進行を防ぐことの重要性を示している。 

本人担当部分：結果に対して麻酔科医の立場

から評価をおこない、研究総括をおこなっ

た。 

共著者: Tsuji M, Yasuda T, Kaneto H, 

Matsuoka T, Hirose T, Kawamori R, Iseki M, 

Shimomura I, Shibata M. 

9) Validation of the

Japanese Version

of the Pain Self-

Efficacy

Questionnaire in

Japanese

Patients 

 with Chronic 

Pain. 

（慢性痛患者に対す

る日本語版 Pain Self 

Efficacy 

Questionnarie <PSEQ>

の妥当性の検証） 

（査読付） 

共著 
平成26年8

月 
Pain Med;15(8):1405-1417 

PSEQ日本語版の開発と、その心理物理学的

特性の評価をおこなった。横断研究デザイン

で、複数の病院およびクリニックの患者に対

し PSEQとその他痛みの心理学的評価指標を

取得し、それらの関係性を検証した。結果、

PSEQは充分な信頼性と妥当性を示した。階

層的重回帰分析によって、PSEQで取得され

た自己効力感は本研究で取得された指標の

変量で充分な説明が可能であることが示さ

れた。また、PSEQは社会的な活動と最も強

く関連していた。 

本人担当部分：患者担当とデータ測定、麻酔

科医の立場から結果の評価をおこなった。 

共著者: Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K, 

Shibata M, Maeda L, Saitoh Y, Sasaki J. 
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10) Age-related

and sex-related

changes in

perfusion index

in response to

noxious

electrical 

 stimulation in 

 healthy 

subjects. 

（侵害電気刺激に対

する灌流指標の変化

に対する年齢および

性別の影響） 

（査読付） 

共著 
平成 26年

12月 

Journal of Pain 

Research2014;7:91. 

痛みの客観的指標の開発にむけ、痛み刺激の

灌流指標の変化に年齢・性別がもたらす影響

を検証した。70名のボランティアに対して

侵害電気刺激を与え、痛みの強度が耐性閾値

に達するまで与えた。刺激前後の灌流指標と

脈拍数の差を年齢・性別で比較した。結果、

灌流指標は高齢の女性で刺激前後の変化が

小さかった。灌流指標は高齢女性以外では痛

みの客観的指標として使用できる可能性が

示唆された。 

本人担当部分：論文の執筆ととりまとめをお

こなった。 

共著者: Nakae T, Nishimura T, Shibata M, 

Mashimo T, Fujino Y. 

11) Pain-Related

Brain Activity

Evoked by Active

and Dynamic Arm

Movement:

Delayed- 

   Onset Muscle 

   Soreness as a 

   Promising Model 

   for Studying 

   Movement-Related 

Pain 

   in Humans. 

（動的運動によって

誘発される痛みの脳

活動：ヒトの遅発性筋

痛モデルを用いて） 

（査読付） 

共著 
平成27年8

月 

Pain 

Medicine;16(8):1528-1539. 

遅発性筋痛が「運動によって誘発される痛

み」の適切なモデルとなるかを検証するた

め、遅発性筋痛の発生する状況下で動的な運

動をおこなわせた際の脳活動を明らかにす

る。12名の健常成人に対して、肘のレジス

タンストレーニングをおこなわせて遅発性

筋痛を誘発する。運動後 2日目（遅発性筋痛

あり）条件と 30日目（遅発性筋痛なし）条

件とで機能的核磁気共鳴画像にて脳活動を

比較した。結果、筋痛あり条件で対側の一次

運動野、頭頂弁蓋部、両側の補足運動野によ

り強い活動がみられた。また、Pain Matrix

と呼ばれる痛み知覚時の代表的な脳領域に

関しては、両条件間に差を認めなかった。こ

の結果は、遅発性筋痛モデルがヒトの運動誘

発痛研究において有効な実験モデルである

ことを示唆している。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文

の執筆および研究総括をおこなった。 

共著者: Matsuda Y, Kan S, Uematsu H, 

Shibata M, Fujino Y. 
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12) 痛みの自己効力

感と

 その他の認知・感

情 

 的要因が慢性痛

患者 

 の健康関連

Quality 

 of Lifeと生活障

害 

 度に及ぼす影響 

   （査読付） 

共著 
平成 27年

12月 
慢性疼痛 1(34), 1. 

本研究では認知・感情的要因が健康関連 QOL

や生活障害度といったアウトカムへ及ぼす

影響を検討した。大学附属病院集学的診療外

来に受診した初診患者 60名に対し、健康関

連 QOL、生活障害度、痛みの自己効力感、破

局的思考、不安・抑うつ、直近 24時間の痛

みの平均的な強さを測定する 6つの尺度へ

の回答を求めた。結果から、痛みの自己効力

感は健康関連 QOLと正の相関を、生活障害度

と負の相関を示すこと、および痛みの自己効

力感が健康関連 QOLに対して正の影響性を

有することが明らかになった。これらのこと

から、慢性痛の診療において適応的な認知・

感情的要因を高めていくことの重要性が示

唆された。 

本人担当部分：研究の計画、データの取得、

論文のとりまとめと研究総括をおこなった。 

共著者: 安達友紀, 山田恵子, 西上智彦, 

佐々木淳, 柴田政彦 

13) Go-sha-jinki-Gan

(GJG) ameliorates

allodynia in

chronic

constriction

injury model

mice via

suppression of

TNF-α expression

in 

   the spinal cord. 

（牛車腎気丸がマウ

スの慢性絞扼性アロ

ディニアモデルの症

状を、脊髄の TNF-α発

現を抑制して改善さ

せる）

（査読付）

共著 
平成28年1

月 
Molecular Pain 12:1-16 

牛車腎気丸は日本の伝統的なハーブ療法で、

異常痛や麻痺の改善に用いられてきたが、そ

の作用メカニズムは不明である。本研究で

は、慢性絞扼性アロディニアモデルマウスを

用いて牛車腎気丸のもつ鎮痛効果の分子メ

カニズムを明らかにする。結果、牛車腎気丸

によってマウスの痛覚過敏は初期の段階か

ら有意に低下した。さらに、牛車腎気丸は脊

髄中の Iba1と TNF－αの発現を抑制してい

ることがわかった。牛車腎気丸は、神経炎症

によって誘発される痛みの治癒に有効であ

ることが示唆された。

本人担当部分：結果について麻酔科医の立場

から評価をおこない、論文のとりまとめをお

こなった。 

共著者: Nakanishi M, Nakae A, Kishida Y, 

Baba K, Sakashita N, Shibata M, Yoshikawa 

H, Hagihara K. 
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14) 第三者行為をき

っか

 けとした神経障

害性 

 疼痛の治療反応

性 

   （査読付） 

共著 
平成 28年

2月 

ペインクリニック 372(2), 221–

228. 

他害的な外傷をきっかけとする慢性疼痛

には複雑な心理が関与し、臨床において

治療抵抗性であることを経験する。第三

者行為をきっかけとする神経障害性疼痛

10症例と、第三者行為がきっかけでない

神経障害性疼痛 11症例を対象に、治療反

応性を、複数の評価尺度を用いて多面的

に比較検討した。初診時、および 3ヵ月

後の再診時に実施した自記式質問紙の集

計と、診療録の内容を後ろ向きに収集し、

統計解析を行った。その結果、初診時の

尺度スコア平均は 2群間で有意な差を認

めなかった。治療反応性については、第

三者行為をきっかけとする神経障害性疼

痛は、簡易痛みの質問票、不安抑うつ尺

度、痛み破局化スケールの拡大視、

EuroQoLのスコア改善が乏しかった。 

本人担当部分: 研究の計画、データの取

得、論文のとりまとめと研究総括をおこ

なった。 

共著者: 

山田恵子, 今野弘規, 磯博康, 柴田政彦 

15) resting-state

fMRI

 による上肢 CRPS

患者 

 における感覚・

運動 

ネットワークの

検討 

   （査読付） 

共著 
平成 28年

5月 

日本運動器疼痛学会誌 

vol.8(2)203-208 

本研究では、複合性局所疼痛症候群

(CRPS)患者における運動機能障害の中枢

機序の解明を目的として、上肢 CRPS患者

の感覚・運動ネットワークを

resting-state fMRIにより検討した。健

康成人と比べ、CRPS患者では感覚・運動

関連部位間の機能的結合に変化が生じて

いた。本研究の結果は、感覚・運動ネッ

トワークの機能異常が CRPS患者におけ

る運動機能障害の発生に関与している可

能性を示唆するものである。

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析、論文の執筆と研究総括をお

こなった。 

共著者: 寒重之, 大迫正一, 植松弘進, 

渡邉嘉之, 田中壽, 柴田政彦 

16) Independent

Risk

 Factors for 

 Positive and 

 Negative 

Symptoms 

 in Patients 

with 

 Diabetic 

Polyneuropathy. 

（糖尿病性多発神経

障害の陽性および陰

性症状に対する独立

危険因子） 

（査読付） 

共著 
平成 28年

6月 

Journal of Pain and Palliative 

Care 

Pharmacotherapy;30(3):178-183

. 

糖尿病性神経障害（DPN）患者の麻痺・知

覚障害の危険因子を分析した。298名の

糖尿病患者を対象として、ロジスティッ

ク回帰モデルを用いて独立因子を決定し

た。さらに統計モデルを痛みグループ、

知覚障害グループの二群に対して適用し

た。DPNの有無には抑うつ症状、アキレ

ス腱反射の異常、インシュリン治療の有

無などが関連していた。また痛み群と知

覚障害群の差には女性であること、アキ

レス腱反射の異常、インシュリン治療の

有無が関連していた。

本人担当部分：結果の解析と論文のとり

まとめをおこなった。 

共著者: Inoue R, Sumitani M, Yasuda T, 

Tsuji M, Nakamura M, Shimomura I, 

Shibata M, Yamada Y. 
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17) 言語的妥当性を

担保

 した日本語版 

 Injustice 

 Experience 

 Questionnaire: 

 IEQの作成 

   （査読付） 

共著 
平成 28年

8月 

ペインクリニック 

vol.37(8)1053-1057 

他害的な外傷をきっかけとする慢性痛患

者は、自分に落ち度がないのに不当に慢

性痛を被っているという不条理・不公平

感に囚われているため、医療者が治療に

難渋することを経験する。慢性痛患者が

抱えるこのような不条理・不公平な扱い

を受けているという感情を欧米では

「perceived injustice」と表現してお

り、Injustice Experience Questionnaire

という尺度で計量心理学的に定量化して

いる。われわれは、尺度の他言語翻訳を

行う際の推奨ガイドラインに則って日本

語版 Injustice Experience 

Questionnaireを作成した。 

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析、論文の執筆研究総括をおこ

なった。 

共著者: 山田 恵子, 安達 友紀, 西上 

智彦, 磯 博康, 柴田 政彦 

18) ペインクリニッ

ク

 外来患者を対象

と 

 した薬剤師外来

の 

 現状 

   （査読付） 

共著 
平成 28年

8月 

医療薬学 

vol.42(8)558-561 

ペインクリニック外来患者を対象とした

薬剤師外来の現状について検討した。1

年間に薬剤師外来で対応した 92例、実施

回数 347回を対象とした。現在、1日あ

たり約 8～10例程度の患者の面談を行っ

ている。新規患者の初回面談時に、お薬

手帳を用いて服用薬剤数を調査し、平均

使用薬剤品目数は 7.3±4.4種類であっ

た。薬剤師の介入内容は、鎮痛薬の効果・

副作用の確認、その他の併用薬の副作用

の確認、薬剤の減量(他科のものも含む)、

排便や睡眠状況など副作用や生活習慣に

関するアドバイス、精神的苦痛への対応

など多岐にわたった。 

本人担当部分：結果を麻酔科医の立場か

ら評価し、研究総括をおこなった。 

共著者: 中川左理, 岡本禎晃, 柴田政彦 

19) Socioeconomic

value of

intervention

for chronic

pain. 

（慢性痛介入の社会

経済学的価値につい

て） 

（査読付） 

共著 
平成 28年

8月 

Journal of Anesthesia vol.30 

Issue4 2016;30(4):553-561. 

本研究の目的は、痛みに対する医療の費

用対効果を評価することである。91名の

患者を薬物治療、薬物＋ブロック治療、

その他教育・リハビリテーション治療の

3カテゴリに分類し、EQ-5D得点から QALY 

質調整生存年を算出した。結果、見積も

られた年間治療コストと QALYに基づく

費用対効果の計算から、痛みに対する医

療には充分な社会経済学的価値があるこ

とが示された。 

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析、論文の執筆をおこなった。 

共著者: Takura T, Shibata M, Inoue S, 

Matsuda Y, Uematsu H, Yamada K, Ushida 

T. 
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単著・ 
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発行又は 
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又は発表学会等の名称 
概 要 

20) 

Arthropathy-relate

d 

 pain in a 

patient 

 with congenital 

 impairment of 

pain 

 sensation due 

to 

 hereditary 

sensory 

 and autonomic 

 neuropathy type 

II 

 with a rare 

 mutation in the 

 WNK1/HSN2 gene: 

a 

 case report. 

（WNK1/HSN2遺伝子

の変異を伴う 

hereditary sensory 

and autonomic 

neuropathy type II 

による先天性感覚障

害をもつ患者の関節

痛：ケースレポート） 

（査読付） 

共著 
平成 28年

10月 
BMC Neurology16(1):201 

Hereditary sensory and autonomic 

neuropathy（HSAN） type IIにより先天

的な感覚障害を呈した症例を経験した。

本症例は手袋・靴下型の感覚脱失を呈し

ていたが、月経や内蔵の痛みは感じるこ

とができていたが、骨隨炎による中足骨

切除を施行された。腓骨神経は生研上無

髄・有髄神経共に著しい損失がみられて

いた。さらに多数の関節で激しい痛みを

訴えていたが、アセトアミノフェンによ

って痛みが軽減され QOLの改善に至っ

た。本件は日本で 2件目の HSAN typeⅡ

症例の報告であり、アセトアミノフェン

が先天性の痛覚障害を有する患者の痛み

のコントロールに有効であった。 

本人担当部分：研究計画、結果の解析、

論文の執筆と研究総括をおこなった。 

共著者: Yamada K, Yuan J, Mano T, 

Takashima H, Shibata M. 

21) Injustice

Experience

Questionnaire, 

  Japanese 

Version: 

Cross-Cultural 

Factor-Structure 

  Comparison and 

  Demographics 

  Associated 

with 

  Perceived 

Injustice. 

（Injustice 

Experience 

Questionnaire：IEQ

日本語版の作成: 

「不公平感」に関連

する異文化間の因子

構造の比較と人口統

計） 

（査読付） 

共著 
平成 28年

10月 
Plos One;11(8)e0160567 

IEQは受傷に関連する不公平感を評価す

るバッテリーである。本研究では IEQの

日本語版作成のため、その因子構造と妥

当性、信頼性、さらには IEQスコアを予

測する要因について検証した。71名の患

者を対象にとして IEQと痛みの強さ・心

理的要因の評価、基本的情報の調査をお

こなった。因子分析の結果、日本語版は

原典と異なり 3因子（Severity / 

irreparability, Blame / unfairness, 

Perceived lack of empathy ）構造にお

いてデータへの適合が高く、信頼性も高

かった。また、「1年以上の痛みの持続」

と「受傷の原因が多者にある場合」の 2

つが、IEQスコアへの寄与率が高かった。 

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析および研究総括をおこなっ

た。 

共著者: Yamada K, Adachi T, Mibu A, 

Nishigami T, Motoyama Y, Uematsu H, 

Matsuda Y, Sato H, Hayashi K, Cui R, 

Takao Y, Shibata M, Iso H. 
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共著の別 
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概 要 

22) The Effect of

Guidance

regarding 

 Home Exercise 

and 

 ADL on 

Adolescent 

 Females 

Suffering 

 from Adverse 

Effects 

 after HPV 

Vaccination 

 in Japanese 

Multidisciplinary 

 Pain Centers. 

（子宮頸がんワクチ

ン（HPV）接種後の副

反応を呈した思春期

女性に対する運動と

ADL指導の効果；学際

的痛みセンターでの

取り組み）

（査読付）

共著 
平成 28年

10月 

Pain Research and 

Management;2016:1-6. 

HPV接種後の副反応を呈した若年女性は

稀ながらも 230名を超えている。本研究

の目的は、副反応を呈した若年女性に対

する認知行動療法的介入の効果を調査す

ることである。副反応を呈した 145名に

対し、部分的に認知行動療法アプローチ

に基づいて運動と日常生活の指導をおこ

ない、それらを後方視的に調査した。指

標は痛みの強さの NRSと HADS、PCSを用

いた。結果、治療プログラムを実施した

80名のうち、10名は著しい改善、43名

は若干の改善を示した。認知行動療法的

アプローチは、HPV接種後副反応の症状

減弱に有効であることが示唆された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析、論文のとりまとめをおこな

った。 

共著者: Ushida T, Shibata M, Kitahara 

M, Yabuki S, Sumitani M, Murakami T, 

Iseki M, Hosoi M, Shiokawa H, Tetsunaga 

T, Nishie H, Fukui S, Kawasaki M, Inoue 

S, Nishihara M, Aono S, Ikemoto T, 

Kawai T, Arai Y-C. 

23) Resting state

fMRI

 を用いた各脳部

位の 

 相互作用の解析 

   （査読付） 

共著 
平成 28年

10月 

バイオメディカル・ファジィ・シ

ステム学会年次大会講演論文集

vol.29 161-164

Resting state fMRI(rs-fMRI)画像を用い

て、各脳部相互作用を解析する新しい方

法を提案した。約 5分間の echo planer 

imaging(EPI)連続測定を行い、脳機能画

像を取得した。3名を対象として脳機能

画像を取得し、三つの推定パラメータを

基に各脳部位の関連を示す樹形図を形成

し、関係性の判別が可能となった。また、

階層的クラスタリングの解析で、脳部位

番号 26(被殻左側)と 71(中央帯状回右

側)の関係性が近いことを示した。 

本人担当部分：研究計画、結果の解析、

論文の執筆および研究総括をおこなっ

た。 

共著者: 丸居 航, Alam Saadia Binte, 

寒 重之, 柴田 政彦, Koh Min-Sung, 小

橋 昌司 
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共著の別 
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概 要 

24) 慢性疼痛に対する

漢

 方エキス剤の効果

を、 

 国際的な尺度を用

い 

 て多面的に評価し

得 

 た症例 

   （査読付） 

共著 
平成 28年

10月 
痛みと漢方 26, 33–39 

本症例は交通事故により頸椎捻挫との

診断で受傷 3年を経過しても痛みが改善

せず、当院を受診した。降雨前に痛みが

強くなる訴えを水毒と解釈し、五苓散

(TJ-17)7.5g/日を投与したところ著効

した。特に症状が著しく軽減した初診か

ら 3ヵ月間において、痛みの強さ 7/10

→5/10、Pain Disability Scale 21/60

→7/60など著しい改善がみられた。国際

的に妥当性・信頼性の担保された尺度を

用い、医療用漢方エキス剤の効果を客観

的に評価できる可能性が示唆された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析、論文の執筆と研究総括をお

こなった。 

共著者: 山田恵子, 蔭山充, 柴田政彦. 

25) 慢性痛患者への入

院

 集学的リハの取り

組 

 み 

   (査読付) 

共著 
平成 28年

10月 

Journal of Musculoskeletal Pain 

Research 8巻 3号 Page S125 

大阪大学医学部附属病院疼痛医療セン

ターでは、院内で実施困難な慢性痛に対

する集学的入院治療を近隣の医療機関

と連携協力して実施可能とした。就業や

日常生活に支障をきたしている慢性痛

患者を治療対象とし、運動療法、認知行

動療法、集学的リハビリテーションの三

要素を含んだ入院プログラムを作成し

た。結果、痛みの評価が改善し、就労し

た症例を経験した。また、EQ-5Dを用い

て、このプログラムの費用対効果も検討

した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析、論文の執筆研究総括をおこ

なった。 

共著者： 高橋紀代, 安達友紀, 丸山 伸

廣, 西上 智彦, 柴田 政彦 
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単著・ 

共著の別 
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概        要 

26) Fear-avoidance  

    beliefs are  

    independently  

    associated with  

    the prevalence of  

    chronic pain in  

    Japanese 

workers.  

（恐怖回避思考は日本

における労働者の慢性

痛の有無と独立して関

連している） 

（査読付） 

共著 
平成 29年

4月 

Journal of 

Anesthesia;31(2):255-262. 

恐怖回避思考と慢性痛の関係は、アジア

圏では明らかにされていない。本研究の

目的は、日本のホワイトカラー層におけ

る恐怖回避思考と慢性痛の関係を明ら

かにすることである。433名の労働者に

アンケート調査を実施し、TSK、仕事関

連心理因子、うつ傾向等を調査した。結

果、調整済みオッズ比でも慢性痛患者は

高い TSKスコアを有することがわかっ

た。本研究の結果は、日本のホワイトカ

ラー層において TSKスコアと慢性痛の有

無に密接な関連があることを示唆して

いる。 

 

本人担当部分：データ測定、結果の評価

を麻酔科医の立場からおこなった。 

 

共著者: Wakaizumi K, Yamada K, Oka H, 

Kosugi S, Morisaki H, Matsudaira K, 

Ushida T, Shibata M, Kitahara M, 

Yabuki S, Sumitani M, Murakami T, 

Iseki M, Hosoi M, Shiokawa H, 

Tetsunaga T, Nishie H, Fukui S, 

Kawasaki M, Inoue S, Nishihara M, Aono 

S, Ikemoto T, Kawai T, Arai Y-C. 

 

27) 非がん性慢性疼痛 

    のチーム医療  

    5.大阪大学医学部 

    附属病院の痛み診 

    療 

   （査読付） 

共著 
平成 29年

8月 

ペインクリニック Vol.38 No.8 

P1063-1068 

大阪大学疼痛医療センターで実施して

いる集学的診療外来、外来・入院リハビ

リテーション、認知行動療法を紹介す

る。集学的診療外来やリハビリテーショ

ン、認知行動療法について、実施内容を

示し、疼痛医療センターの取り組みを支

えている研究や教育プログラムについ

て述べた。疼痛医療センターでは、諸外

国で行われている集学的な慢性痛治療

が、本邦でも広まることを期待してお

り、普及に向けた活動に取り組んでい

る。 

 

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析、論文の執筆および研究総括

をおこなった。 

 

共著者: 榎本聖香，安達友紀, 井上大

輔, 細越寛樹, 西上智彦, 高橋紀代, 

柴田政彦 

 

保健医療学部リハビリテーション学科

1068



著書，学術論文等の名称 
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共著の別 
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又は発表学会等の名称 
概        要 

28) 中枢機能障害性疼

痛 

    患者における脳部

位 

    間の機能的結合と

背 

    景因子との関連：

安 

    静時 fMRIによる

検討 

   （査読付） 

共著 

 

平成 29年

10月 

PAIN RESEARCH 

vol.32(1)52-59 

中枢機能障害性疼痛(FSS)患者を対象

に、resting-state functional 

MRI(rs-fMRI)を用いて脳部位間の機能

的結合と背景因子との関連について検

討した。痛みの強さと左扁桃体-左島皮

質の機能的結合の間に有意な正の相関、

痛みの期間と左右前帯状回吻側部・左島

皮質前部の機能的結合の間で有意な負

の相関がみられた。また HADSの不安ス

コアは右扁桃体内の機能的結合と有意

な負の相関、PCSスコアは右扁桃体-右海

馬傍回・前帯状回吻側部-右視床の機能

的結合と有意な正の相関を認めた。FSS

患者に対する rs-fMRIによる機能的結合

の評価は、慢性疼痛の病態解明に有用で

あることが示唆された。 

 

本人担当部分：研究計画、結果の解析、

論文の執筆および研究総括をおこなっ

た。 

 

共著者:寒重之, 大迫正一, 植松弘進, 

渡邉嘉之, 田中壽, 柴田政彦 

 

29) 就労環境における

慢 

    性痛の実態調査～

仕 

    事に影響する慢性

痛 

    のリスク因子の検

討： 

    QWLICスタディ 

   （査読付） 

共著 
平成 29年

12月 

産 業 衛 生 学 会 誌  vol.59 (5) 

125-134 

就労環境における慢性痛の実態，及び慢

性痛が仕事に影響する重症例でのリス

ク因子を明らかにすることを目的とし

た。計 3社 18施設の被雇用者を対象に，

「からだの痛みに関する調査研究アン

ケート」を施行した。対象者の生活習慣

や心理社会的因子と慢性痛有症との関

連について，性年齢調整ロジスティック

回帰分析を用いて分析した。結果、仕事

に影響する慢性痛を有することは，肥

満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック

度の高さ，上司・同僚からの支援の乏し

さ，仕事の満足度の低さ，仕事の要求度

の高さ，仕事のコントロール度の低さ，

心理的ストレスの高さ，抑うつ状態と有

意に関連があった。就労環境における慢

性痛とそのリスク因子の実態が一部明

らかとなった。 

 

本人担当部分：データ測定、論文のとり

まとめをおこなった。 

 

共著者： 山田恵子, 若泉謙太, 深井恭

佑, 磯博康, 祖父江友孝, 柴田政彦, 

松平浩 
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30) Classification 

and characterisation 

of brain network 

changes in chronic 

back pain: A 

multicenter study. 

 

共著 平成 30年 Wellcome Open Res 3:19 

共著者：Mano H, Kotecha G, Leibnitz K, 

Matsubara T, Nakae A, Shenker N, 

Shibata M, Voon V, Yoshida W, Lee M, 

Yanagida T, Kawato M, Rosa MJ, Seymour 

B 

31)The relationships 

between pain 

catastrophizing 

subcomponents and 

multiple 

pain-related 

outcomes in Japanese 

outpatients with 

chronic pain: a 

cross-sectional 

study. 

 

共著 
平成 30年

5月 
Pain Pract. 

共著者：Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi 

K, Maeda L, Saitoh Y, Shibata M, Sasaki 

J 

32)Reliability and 

validity of the 

Athens Insomnia Scale 

in chronic pain 

patients. 

 

共著 平成 30年 J Pain Res 11:793-801 

共著者：Enomoto K, Adachi T, Yamada K, 

Inoue D, Nakanishi M, Nishigami T, 

Shibata M 

33)Verbal 

Instruction Can 

Induce Extinction of 

Fear of 

Movement-Related 

Pain. 

 

共著 平成 30年 j.jpain.19:1063-1073 
共著者：Maeda Y, Kan S, Fujino Y, 

Shibata M 

34)Evaluating the 

psychometric 

properties of 

two-item and 

four-item short forms 

of the Japanese Pain 

Self-Efficacy 

Questionnaire: a 

cross-sectional 

study. 

 

共著 平成 30年  

共著者：Adachi T, Enomoto K, Yamada K, 

Inoue D, Nakanishi M, Takahashi N, 

Nishigami T, Shibata M 

35)Frequency of 

mental disorders 

among chronic pain 

patients with or 

without fibromyalgia 

in Japan. 

 

共著 平成 30年 
Neuropsychopharmacol Rep 

38:167-174 

共著者：Miki K, Nakae A, Shi K, Yasuda 

Y, Yamamori H, Fujimoto M, Ikeda M, 

Shibata M, Yukioka M, Hashimoto R 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

36)Validation of the 

Japanese version of 

the life satisfaction 

checklist (LiSat-11)  

in patients with low 

back pain: A 

cross-sectional 

study. 

 

共著 平成 30年 J Orthop Sci 23:895-901 

共著者：Mibu A, Nishigami T, Tanaka K, 

Manfuku M, Yono S, Kajiwara S, Tanabe 

A, Shibata M 

37)慢性疼痛領域にお

ける治療の費用対効果

と社会経済的な負担 

 

共著 平成 30年 
日本運動器疼痛学会誌 10(1): 

88-96 

田倉智之 1), 柴田政彦 2), 牛田享宏 3) 

1)東京大学大学院医学系研究科 医療経

済政策学, 2)奈良学園大学 保健医療学

部, 3)愛知医科大学 学際的痛みセンタ

ー 

 

38)慢性疼痛に対する

認知行動療法とリハビ

リテーションの併用効

果 : いきいきリハビ

リノートの治療実績を

含めて 

共著 平成 30年 
日本運動器疼痛学会誌 10(2): 

205-216 

大鶴直史 1,2), 木村慎二 2), 細井昌子

3), 松原貴子 4), 柴田政彦 5), 水野泰

行 6), 西原真理 7), 村上孝徳 8), 大西

秀明 1) 

1) 新潟医療福祉大学 運動機能医科学

研究所, 2)新潟大学医歯学総合病院 

リハビリテーション科, 3)九州大学

病院 心療内科, 4)神戸学院大学 総

合リハビリテーション学部 理学療

法学科, 5)大阪大学大学院医学系研

究科 疼痛医学寄附講座, 6)関西医

科大学 心療内科学講座, 7)愛知医

科大学医学部 学際的痛みセンタ

ー, 8)札幌医科大学 リハビリテー

ション医学講座 

 

39)Factors 

influencing outcomes 

among patients with 

whiplash-associated 

disorder: A  

population-based 

study in Japan. 

共著 令和元年 PLoS One 14:e0216857 
共著者：Hayashi K, Miki K, Ikemoto T, 

Ushida T, Shibata M 

40)Japanese 

cross-cultural 

validation study of 

the Pain Stage of 

Change 

Questionnaire. 

 

共著 令和元年 Pain Rep 4:e711 

共著者：Adachi T, Sunohara M, Enomoto 

K, Sasaki K, Sakaue G, Fujita Y, Mizuno 

Y, Okamoto Y, Miki K, Yukioka M, Nitta 

K, Iwashita N, Kitagawa H, Shibata M, 

Sasaki J, Jensen MP, Fukui S 

 

41)Association of 

sleep sufficiency and 

duration with chronic 

pain prevalence: A 

population-based 

cross-sectional 

study. 

 

共著 令和元年 J Psychosom Res 120:74-80 
共著者：Yamada K, Kubota Y, Shimizu Y, 

Shibata M, Morotomi N 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

42)Towards 

prognostic 

functional brain 

biomarkers for 

cervical myelopathy: 

A resting-state fMRI 

study. 

 

共著 令和元年 Sci Rep 9:10456 

共著者：Takenaka S, Kan S, Seymour B, 

Makino T, Sakai Y, Kushioka J, Tanaka 

H, Watanabe Y, Shibata M, Yoshikawa H, 

Kaito T 

43)Smoking is 

associated with 

greater pain 

intensity and 

pain-related 

occupational 

disability in 

Japanese workers. 

 

共著 令和元年 J Anesth 33:523-530 
共著者：Yamada K, Wakaizumi K, Kubota 

Y, Matsudaira K, Shibata M 

44)Evaluating the 

psychometric 

properties of 

two-item and 

four-item short forms 

of the Japanese Pain 

Self-Efficacy 

Questionnaire: a 

cross-sectional 

study. 

 

共著 令和元年 J Anesth 33:58-66 

共著者：Adachi T, Enomoto K, Yamada K, 

Inoue D, Nakanishi M, Takahashi N, 

Nishigami T, Shibata M 

45)The Relationships 

Between 

Pain-Catastrophizing 

Subcomponents and 

Multiple 

Pain-Related 

Outcomes in Japanese 

Outpatients with 

Chronic Pain: A 

Cross-Sectional 

Study. 

共著 令和元年 Pain Pract 19:27-36 

共著：Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi 

K, Maeda L, Saitoh Y, Shibata M, Sasaki 

J 

46)Pilot study of a 

basic individualized 

cognitive behavioral 

therapy program for  

chronic pain in 

Japan. 

 

共著 令和 2年 Biopsychosoc Med 14:6 

共著者：Hosogoshi H, Iwasa K, Fukumori 

T, Takagishi Y, Takebayashi Y, Adachi 

T, Oe Y, Tairako Y, Takao Y, Nishie H, 

Kanie A, Kitahara M, Enomoto K, Ishii 

H, Shinmei I, Horikoshi M, Shibata M 

 

保健医療学部リハビリテーション学科

1072



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

47)Associations 

between the injustice 

experience 

questionnaire and 

treatment term in  

patients with acute 

Whiplash-associated 

disorder in Japan 

 

共著 令和 2年 PLoS One 15:e0231077 
共著者：Hayashi K, Miki K, Ikemoto T, 

Ushida T, Shibata M 

48)Resting-state 

Amplitude of 

Low-frequency 

Fluctuation is a 

Potentially Useful  

Prognostic 

Functional Biomarker 

in Cervical 

Myelopathy. 

共著 令和 2年 
Clin Orthop Relat Res 

478:1667-1680 

共著者：Takenaka S, Kan S, Seymour B, 

Makino T, Sakai Y, Kushioka J, Tanaka 

H, Watanabe Y, Shibata M, Yoshikawa H, 

Kaito T 

     

（その他）     

「総説」     

1)  複合性局所疼痛症

候群 

    の診断と治療 

共著 
平成 23年

4月 
日本医事新報 4539：72-78 

複合性局所疼痛症候群の診断、治療に関

する歴史的変遷を解説、近年用いられて

いる判定指標や治療手段について実例

を交えながら解説した。 

 

本人担当部分：原稿の執筆および全体の

構成に携わった。 

共著者： 植松弘進, 柴田政彦 

 

2) 慢性痛の問題点と

今後 

   の取り組み 

共著 
平成 26年

12月 

理学療法学 vol.41(8) 

699-705 

疫学、認知行動療法、条件付け、運動療

法、脳機能画像研究、バイオフィードバ

ックという幅広いテーマから、リハビリ

テーションにおける慢性痛の位置づけ

を詳細に解説した。 

 

本人担当部分：原稿の執筆および全体の

構成に携わった。 

 

共同著者：柴田政彦, 山田恵子, 前田吉

樹, 安達友紀, 西上智彦, 寒重之 

 

3) 医学生教育の観点

から 

   ：医学生への痛みの

教 

   育 

単著 
平成 28年

8月 

ペインクリニック vol.37 No.8 

P991-998 

痛みは患者が訴える最も頻度の高い症

状であり、医療者が患者の訴える痛みに

対して適切に対応できるためには、医療

者教育の早期に適切な教育を受けるこ

とが重要である。国際的にもこの問題が

指摘されており、改善への取り組みが始

まっている。わが国でも医学部において

痛みの教育は系統的に実施されていな

いが、今後の取り組みによって改善して

いくことが望ましい。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

4) Functional Pain     

   Disorder 3. 複合

性 

   局所疼痛症候群 

単著 
平成 28年

8月 
最新医学 71巻 8号 P116-119 

四肢の外傷後に痛みが遷延し,浮腫,皮

膚温の変化,発汗や発毛の異常,関節可

動域制限や拘縮を伴う場合,複合性局所

疼痛症候群と呼ばれる.古くから一部の

患者に発症するこの病態の機序は謎に

包まれていたが,近年,脳機能の変化を

伴うことが明らかになってきており,末

梢の炎症とともに本症候群の原因や治

療と関連する重要な現象として注目さ

れている. 

 

5) 疼痛および鎮痛の

神経 

   メカニズム 

共著 
平成 28年

8月 

The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine 第 53

巻 8号 P591-595 

痛覚の伝達経路には末梢から中枢へ向

かう上行路だけでなく，下行性に痛みを

抑制あるいは増強させる下行路もある．

本稿では上行路（皮膚，脊髄，体性感覚

野および扁桃体）と下行路（state 

dependent control）に分けて概説し，

さらに，それぞれの経路に働きかけるリ

ハビリテーションの臨床応用について

言及する． 

 

本人担当部分：原稿の執筆および全体の

構成に携わった。 

 

共著者： 西上智彦, 柴田 政彦 

 

6) オピオイド治療と

内 

   分泌機能異常 

共著 
平成 28年

11月 

Locomotive Pain Frontier 

vol.5 No.2  P44-46 

オピオイドの長期使用により性腺機能

異常をはじめとする内分泌機能障害を

併発することがある。疲労感、気分障害、

体重減少など、オピオイドの適応となる

慢性痛の随伴症状との鑑別が困難なた

め注意が必要である。特に強オピオイド

を長期間若い男性に投与する場合には、

投与前に内分泌機能を確認するなど、細

心の注意が求められる。内分泌機能の評

価の際には、内分泌専門医にコンサルト

することが望ましい。 

 

本人担当部分：原稿執筆をおこなった。 

 

共著者： 柴田政彦，田渕優希子，安田

哲行 

 

7) “Katakori”: a 

Pain  

     Syndrome 

Specific  

     to the Japanese 

（日本に特異的な症状

"肩こり"） 

共著 
平成 28年

12月 

Current Pain and Headache 

Reports  

20(12)64-65 

日本特有の痛みの訴えである「肩こり」

について、その疫学と機序、評価と治療

について概説した。 

 

 

本人担当部分：原稿執筆をおこなった 

 

共著者：Masaki Kitahara, Masahiko 

Shibata 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

8) さまざまな慢性痛

患 

   者の安静時 fMRI研

究 

共著 
平成 28年

12月 

Pain Research; vol.31 No.4 

P189-196 

fMRIは核磁気共鳴現象を利用して脳活

動を画像化する非侵襲脳活動計測法の

一つで、痛みの研究に応用されてきた。

様々な慢性痛患者の脳活動を健常人と

比較することによってその脳内機序を

探る方法として、近年安静時 fMRIが注

目されている。線維筋痛症、慢性腰痛、

片頭痛、その他の疾患を対象とした安静

時 fMRIの論文を取り上げ、主な知見を

まとめた。 

 

本人担当部分：原稿執筆、資料の提供、

全体の構成の総括をおこなった 

 

共著者： 柴田政彦, 寒重之, 大迫正一, 

三木健司, 栁澤琢史, 助永憲比古, 恒

遠剛示, 新田一仁, 岩下成人, 福井聖, 

黒崎弘倫, 中野直樹, 若泉謙太, 上嶋

江利, 本山泰士, 高雄由美子, 溝渕知

司 

9) 痛みは脳をどう変

え 

    るか？

-Neuroimaging 

    からみえてきたも

の 

共著 
平成 29年

3月 

週 刊  医 学 の あ ゆ み  別 刷

vol.260 No.2 P155-160 

従来の痛みの研究には大きく分けて 2つ

の方法があった。動物を対象とした痛覚

の研究と、ヒトの痛みの訴えや感情・行

動を対象とした痛みの研究である。これ

ら 2つの研究の橋渡しを期待できるのが

脳機能画像研究である。患者が"痛み"を

医療者に伝え、医療者が患者の痛みを察

知して何らかの役割を果たそうとする。

ありふれた状況であるが、この状況に

は、無数のメカニズム、因子が寄与して

いる。因果関係はともかく、これらの複

雑な仕組みの一端が脳に刻まれている

ことが推察され、その情報をもとに治療

に応用しようという試みがはじまって

いる。 

 

 

本人担当部分：全体の構成の総括をおこ

なった 

 

共著者： 寒重之, 柴田政彦 
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単著・ 

共著の別 
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発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

10)運動器慢性疼痛に

対する認知行動療法理

論に基づいた運動促進

法 

共著 

 
平成 30年 

The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine 55(3): 

206-214 

木村慎二*1, 細井昌子*2, 松原貴子*3, 

柴田政彦*4, 水野泰行*5, 西原真理*6, 

村上孝徳*7, 大鶴直史*8 

*1新潟大学医歯学総合病院リハビリテ

ーション科, *2九州大学心療内科, *3

日本福祉大学健康科学部リハビリテー

ション学科, *4大阪大学大学院医学系

研究科疼痛医学寄附講座, *5関西医科

大学心療内科学講座, *6愛知医科大学

医学部学際的痛みセンター, *7札幌医

科大学リハビリテーション医学講座, *8

新潟医療福祉大学医療技術学部理学療

法学科 

 

「特集」     

1) 慢性痛の心理 

   アセスメント 私の

診 

   療現場から 「施す

医 

   療」からの転換私の

診 

   療に影響を与えた

慢性 

   痛の 3症例 

 

単著 
平成 26年

12月 

ペインクリニック 35 巻 2 号 

Page235-240 

自分自身の診療経験から、患者に対して

『施す医療』から『支える医療』へ転換

したいきさつについて解説した。 

2) 座談会 本邦におけ

る 

   集学的痛みセンタ

ー 

   の必要性について 

 

共著 
平成 27年

3月 

Practice of pain management 6

巻 1号 Page4-11 

認知行動療法など、心理的側面から意見

交換をおこなった。 

 

北原雅樹, 柴田政彦, 牛田享宏 

 

3) 一歩進んだ痛みの

治療 
共著 

平成 27年

7月 

臨床雑誌『整形外科』 66 巻 7 号 

Page671-675 

整形外科疾患に伴う、痛みの薬物療法に

ついて解説した。 

 

柴田政彦, 松田陽一, 植松弘進, 安達

友紀, 西上智彦 

 

4) 我が国の痛みの集

学 

 （学際）的アプローチ 

   はどうあるべき

か？  

   当院における慢性

痛 

   に対する集学的診

療 

 

共著 
平成 27年

10月 
Anet 19巻 2号 Page6-10 

大阪大学医学部附属病院における集学

的診療の内容を各医療者毎の役割を明

確にしながら解説した。 

 

柴田政彦, 安達友紀, 西上智彦 

5) 痛みの Clinical 

Neuroscience(9)座談

会 本邦における慢性

痛対策 : 見えてきた

課題 

 

共著 
平成 28年

3月 

最 新 医 学  71 巻 3 号 

Page426-439 

本邦における慢性痛の診療体制の構築

について現状と今後の取り組みについ

て意見交換した。 

 

田口敏彦, 柴田政彦, 北原雅樹 
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6) コラム・ペインコン

ソ 

   ーシアムの設立の

経緯 

   と取り組み 

 

単著 
平成 27年

10月 

Journal of Musculoskeletal Pain 

Research Vol.8 No.1 P5-6 

痛み関連学会の情報共有の目的で、痛み

関連の 7学会が参加できるペインコンソ

ーシアムという組織を設立し、運営して

きた。 

 

7)【慢性腰痛の診断と 

   治療 update】 

   (Part1)基礎 神経 

   障害性疼痛その機

序 

   と慢性腰痛との関

連 

 

共著 
平成 28年

10月 

Bone Joint Nerve 

6巻 4号 Page679-685 

神経障害性疼痛と、慢性腰痛の関連につ

いて解説した 

 

牧野 孝洋, 三木 健司, 柴田 政彦 

8) 特集 慢性腰痛の診

断 

   と治療 update 座

談会 

共著 
平成 28年

11月 

Bone Joint Nerve 6 巻 4 号 

Page811-824 

整形外科領域の神経障害性疼痛につい

てその機序と慢性腰痛との関連を解説

した 慢性腰痛の治療の一つとして、生

物・社会・心理モデルに基づいたリハビ

リテーションや、心理的アプローチにつ

いて解説した。 

 

紺野愼一, 中村雅也, 牛田享宏, 柴田

政彦 

 

9) 特集「ＣＲＰＳの最

新 

   事情」によせて 

 

単著 
平成 29年

4月 

ペインクリニック vol.38 no.4 

P437-438 

CRPSに関連する最新の知見について解

説した。 

 

10）痛みの責任は誰に

ある? 
共著 

平成 29年

4月 

日本臨床麻酔学会誌  37(7): 

838-843 
 

11）【神経障害】 高齢

者の脊椎由来の慢性疼

痛へのアプローチと薬

物療法 

 

共著 平成 31年 Pharma Medica 37(1): 27-30  

12）慢性疼痛の最新治

療~集学的診療~ 

 

共著 平成 31年 難病と在宅ケア 25(5): 34-38  

13）痛みの病態・機序 単著 
令和 2年 4

月 

日本医師会雑誌 (0021-4493)149

巻 1号 Page21-24 

 

 

「新聞」     

1) 今日のストレス明

日の 

   病気：上肢の痛み 

 

単著 
平成 23年

6月 
夕刊フジ ストレスと痛みについて解説 

2) 名医はこの人ブラ

ック 

   ジャックを探せ 

 

単著 
平成 23年

6月 
夕刊フジ 

原因が特定できない痛みへの対策につ

いて 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

3) 慢性の痛み目指す

総合 

   治療 

単著 
平成 23年

10月 
読売新聞 

慢性痛に対する集学的診療の重要性を

解説 

4) 痛みよもやま話連

載 
単著 

平成 24年

8月～ 

平成 25年

4月 

・京都新聞 

・下野新聞 

・福島新聞 

・信濃毎日新聞 

・日本海新聞 

・山陽新聞 

・北國新聞 

・宮崎日日新聞 

・神戸新聞 

・愛媛新聞 

・岐阜新聞 

・千葉日報 

①痛みの不思議 

②痛みと錯覚 

③トウガラシなどの刺激物 

④痛がり遺伝子 

⑤プラセボ効果 

⑥プラセボ効果 

⑦やはり問診が大事 

⑧痛みと医療（前編） 

⑨痛みと医療（後編） 

⑩国で異なる鎮痛薬の処方 

⑪三叉神経痛 

⑫幻肢痛 

⑬養成ギブス 

⑭腰痛 

⑮進歩する研究 

⑯慢性痛と深く関連 

⑰リハビリで元気に 

⑱幻肢痛に大きな効果 

⑲かかとの痛みとれず 

⑳手術後に長く続く痛み 

 

「報道」     

1)ガッテン！ － 
平成 30年

5月 

NHK教育テレビ 

2018 年 5 月 9 日（水）午後 7 時

30分放送 

 

痛みを“脳”で克服！“慢性痛”治療革

命 

 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

「国際学会発表」     

1) Fear Conditioning  

   and Extinction  

   Associating  

   Voluntary  

   Movement with  

   Painful Stimulus:   

   Experimental  

   Verification of  

   Fear Avoidance  

   Model Using Skin  

   Potential 

Response 

（運動と痛みの恐怖条

件づけ：恐怖回避モデ

ルの実験的検証） 

 

－ 
平成 26年

10月 

15th 

World Congress of 

International 

Assicuation  

for the Study of Pain,  

Buenos Aires. 

2014.10.6-11 

運動と痛みの恐怖が結びつくという現

象の証明から、その消去、さらには教示

が与える影響までを検証した。 

ポスター発表 

共同発表者：Yoshiki Maeda, Shigeyuki 

Kan, Yoshitetsu Oshiro, Satoru 

Miyauchi, Aya Nakae, Ben Seymour, 

Hideki Kashioka, Masahiko Shibata 

担当部分: 研究計画、研究総括 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

2) Psychologigal  

   characteristics  

   related to the  

   acquisition and  

   extention of pain- 

   related fear 

(痛みに関連する恐怖

の獲得と消去に影響す

る心理的特性の検証) 

－ 
平成 28年

9月 

16t ｈ  World  congress on 

pain, Yokohama, 2016.9.26-30 

運動への恐怖条件づけの獲得、消去にお

ける個人差に着目し、各個人の心理特性

との関連性を探索的に検討した。消去期

における SPR振幅値と各心理指標との相

関がみられた。本研究の結果は、疼痛の

慢性化に性格傾向等の心理要因が関与

する可能性を示唆している。 

ポスター発表 

共同発表者：Takatoshi Masaki, Yoshiki 

Maeda, Shigeyuki Kan, Masahiko 

Shibata 

担当部分: 研究計画、データ測定 

 

3) Socioeconimic  

   Value of  

   Intervention for  

   chronic Pain 

(慢性痛治療の社会経

済的価値の検証) 

－ 
平成 28年

9月 

16t ｈ  World  congress on 

pain, Yokohama, 2016.9.26-30 

本邦における集学的痛み診療の社会経

済的価値を試算した。集学的診療をうけ

た患者 91名における各疼痛バッテリー

の改善値を、QUALY解析によって価値化

した。結果、１QUALyあたり平均 45.879

＄の価値があることがわかった。 

ポスター発表 

共同発表者：Masahiko Shibata, Keiko 

Yamada, Youichi Matsuda, Hironobu 

Uematsu, Shinsuke Inoue, Takahiro 

Ushida, Tomoyuki Takura 

担当部分: 抄録執筆、研究計画、データ

測定、解析 

 

 

 

4) Effects of  

   exercise therapy  

   for outpatients  

   with chronic pain 

（慢性疼痛患者に対す

るリハビリテーション

入院プログラム） 

－ 
平成 28年

9月 

16t ｈ  World  congress on 

pain, Yokohama, 2016.9.26-30 

大阪大学医学部附属病院疼痛医療セン

ターでは、院内で実施困難な慢性痛に対

する集学的入院治療を近隣の医療機関

と連携協力して実施可能とした。就業や

日常生活に支障をきたしている慢性痛

患者を治療対象とし、運動療法、認知行

動療法、集学的リハビリテーションの三

要素を含んだ入院プログラムを作成し

た。結果、痛みの評価が改善し、就労し

た症例を経験した。また、EQ-5Dを用い

て、このプログラムの費用対効果も検討

した。 

 

本人担当部分：研究計画、データ測定、

結果の解析、研究総括をおこなった。 

ポスター発表 

共同発表者： N. Takahashi, M. Shibata, 

T. Adachi, Y. Maeda, K. Yamada, T. 

Nishigami 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

5) Disabilities on  

   work and fear  

   avoidance beliefs  

   in Japanese  

   workers with  

   chronic pain. 

（慢性痛患者の恐怖回

避思考と就労困難との

関係） 

－ 
平成 28年

12月 

International Congress of 

Behavioral Medicine 2016, 

Melbourne, Australia. 2016 Dec 

7-10. 

就労環境における慢性痛の実態，及び慢

性痛が仕事に影響する重症例でのリス

ク因子を明らかにすることを目的とし

た。計 3社 18施設の被雇用者を対象に，

「からだの痛みに関する調査研究アン

ケート」を施行した。対象者の生活習慣

や心理社会的因子と慢性痛有症との関

連について，性年齢調整ロジスティック

回帰分析を用いて分析した。結果、仕事

に影響する慢性痛を有することは，肥

満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック

度の高さ，上司・同僚からの支援の乏し

さ，仕事の満足度の低さ，仕事の要求度

の高さ，仕事のコントロール度の低さ，

心理的ストレスの高さ，抑うつ状態と有

意に関連があった。就労環境における慢

性痛とそのリスク因子の実態が一部明

らかとなった。 

ポスター発表 

本人担当部分：データ測定、抄録のとり

まとめをおこなった。 

 

共同発表者：Kenta Wakaizumi, Keiko 

Yamada, Masahiko Shibata, Shizuko 

Kosugi, Hiroshi Morisaki, and Ko 

Matsudaira 

 

6) An Epidemiological  

   Study on the  

   Association 

Between  

   Job Satisfaction  

   and Reduced  

   Performance/ 

   sickness Absence  

   among Workers with  

   Chronic Pain 

（慢性痛患者の職務満

足度と 

－ 
平成 28年

12月 

International Congress of 

Behavioral Medicine 2016, 

Melbourne, Australia. 2016 Dec 

7-10. 

就労環境における慢性痛の実態，及び慢

性痛が仕事に影響する重症例でのリス

ク因子を明らかにすることを目的とし

た。計 3社 18施設の被雇用者を対象に，

「からだの痛みに関する調査研究アン

ケート」を施行した。対象者の生活習慣

や心理社会的因子と慢性痛有症との関

連について，性年齢調整ロジスティック

回帰分析を用いて分析した。結果、仕事

に影響する慢性痛を有することは，肥

満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック

度の高さ，上司・同僚からの支援の乏し

さ，仕事の満足度の低さ，仕事の要求度

の高さ，仕事のコントロール度の低さ，

心理的ストレスの高さ，抑うつ状態と有

意に関連があった。就労環境における慢

性痛とそのリスク因子の実態が一部明

らかとなった。 

 

本人担当部分：データ測定，研究総括を

おこなった。 

ポスター発表 

共同発表者： Keiko Yamada, Kenta 

Wakaizumi, Ko Matsudaira, Masahiko 

Shibata, and Hiroyasu Iso 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

「国内学会発表」     

1) 慢性疼痛患者に対

する 

   リハビリテーショ

ン入 

   院プログラムの効

果 

－ 
平成 28年

6月 

第 53 回日本リハビリテーション

医学会学術集会 

大阪大学医学部附属病院疼痛医療セン

ターでは、院内で実施困難な慢性痛に対

する集学的入院治療を近隣の医療機関

と連携協力して実施可能とした。就業や

日常生活に支障をきたしている慢性痛

患者を治療対象とし、運動療法、認知行

動療法、集学的リハビリテーションの三

要素を含んだ入院プログラムを作成し

た。結果、痛みの評価が改善し、就労し

た症例を経験した。また、EQ-5Dを用い

て、このプログラムの費用対効果も検討

した。 

 

本人担当部分： 研究計画、データ測定、

結果の解析、研究総括をおこなった。 

口述発表 

共同発表者：高橋紀代，柴田政彦 

 

2) 慢性痛患者への入

院 

   集学的リハの取り

組み 

－ 
平成 28年

11月 

第9回日本運動器疼痛学会、東京、

2016.11.26～27 

慢性痛患者に対して短期入院による集

学的リハを実施したので報告する。集学

的リハとして医師（講義：1h／w），臨

床心理士（講義：2h／w），理学療法士

（講義：1h／w），理学・作業療法士（運

動療法：6日／w）がそれぞれ介入。また，

上記以外の時間で自主トレの時間を午

前・午後に各 1時間ずつ定。アウトカム

を日常生活における移動能力・ADL・情

動面の改善とし，主な評価尺度として 3

分間歩行，5m歩行，PDAS，HADS，PCS，

PSEQを入院時と退院時で比較した。結

果、運動面と情動面の改善が見られた。 

 

本人担当部分： 研究計画、データ測定、

結果の解析、研究総括をおこなった。 

ポスター発表 

共同発表者：丸山伸廣，高橋紀代，柴田

政彦 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

3) 慢性疼痛患者に対

する 

   外来運動療法完遂

者と 

   ドロップアウトし

た者 

－ 
平成 28年

11月月 

第9回日本運動器疼痛学会、東京、

2016.11.26～27 

大阪大学附属病院疹痛医療センター（痛

みセンター）と連携した 3ヵ月間の外来

運動療法には、プログラム途中で来院し

なくなった患者も認められる。今回ドロ

ップアウトした患者に対して後方視的

に調査を行い，運動療法完遂者と比較し

た結果を報告する。当院外来を受診した

29名のうち、計 12回のプログラム参加

したものを完遂群それ以前に中断した

ものをドロップアウト群（DO群）とした。

結果、29名中 20名が完遂し，9名が脱

落していた。 

DO群と完遂群の比較では介入前の痛み

NRS，EQ－5D，PSEQに有意差を認めた。

慢性痛に対する運動療法を試行する際

ドロップアウトの危険性の予測に多面

的評価の結果が有用となる可能性が示

唆された。 

 

本人担当部分： 研究計画、データ測定、

結果の解析、研究総括をおこなった。 

ポスター発表 

共同発表者： 鳴尾彰人，西上智彦，高

橋紀代，柴田政彦 

 

4)飛翔 - 日本疼痛学

会の新しい門出を迎え

て 

 

 
平成 29年

6月 

第 39 回日本疼痛学会、神戸、

2017.6.16～17 
会長講演 

5)青少年における「疼

痛又は運動障害を中心

とする多様な症状」の

受療状況に関する全国

疫学調査 

 
平成 29年

6月 

第 39 回日本疼痛学会、神戸、

2017.6.16～17 

福島若葉 1, 原めぐみ 2, 柴田政彦 3, 

喜多村祐里 4, 祖父江友孝 4 

1大阪市立大学大学院医学研究科 公衆

衛生学, 2佐賀大学医学部 社会医学講

座 予防医学分野, 3大阪大学大学院医

学系研究科 疼痛医学寄附講座, 4大阪

大学大学院医学系研究科 社会医学講座 

環境医学 

 

6)慢性痛患者に対する

集学的入院治療の長期

効果と費用対効果 

 
平成 29年

6月 

第 39 回日本疼痛学会、神戸、

2017.6.16～17 

高橋紀代 1,2,3, 安達友紀 4,5,6, 柴田

政彦 3,4 

1篤友会リハビリテーションクリニッ

ク, 2医療法人篤友会 千里山病院, 3大

阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄

附講座, 4大阪大学医学部附属病院 疼

痛医療センター, 5滋賀医科大学医学部

附属病院 ペインクリニック科, 6日本

学術振興会 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

7)頸椎症性脊髄症にお

ける安静時 fMRIを用

いた自発脳活動および

機能的結合の変化の検

討 

 
平成 29年

6月 

第 39 回日本疼痛学会、神戸、

2017.6.16～17 

串岡純一 1, 海渡貴司 1, 武中章太 1, 

牧野孝洋 1, 坂井勇介 1, 田中壽 2, 渡

邉嘉之 2, 寒重之 3, 柴田政彦 3 

1大阪大学大学院医学系研究科 器官制

御外科学(整形外科), 2大阪大学大学院

医学系研究科 放射線統合医学講座 放

射線医学教室, 3大阪大学大学院医学系

研究科 疼痛医学寄附講座 

 

8)安静時 fMRIを用い

た変形性膝関節症の痛

みに関わる脳機能異常

の予備的研究 

 
平成 29年

6月 

第 39 回日本疼痛学会、神戸、

2017.6.16～17 

大迫正一 1, 寒重之 2, 植松弘進 1, 松

田陽一 1,4, 二井数馬 4, 田中壽 3, 渡

邉嘉之 3, 冨田哲也 4, 柴田政彦 2, 藤

野裕士 1 

1大阪大学大学院医学系研究科 生体統

御医学講座 麻酔・集中治療医学教室, 2

大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学

寄附講座, 3大阪大学大学院医学系研究

科 放射線統合医学講座 放射線医学教

室, 4大阪大学大学院医学系研究科 器

官制御外科学 

 

9)慢性痛患者における

短縮版アテネ不眠尺度 

(AIS-5) の信頼性・妥

当性の検討 

 
平成 29年

6月 

第 39 回日本疼痛学会、神戸、

2017.6.16～17 

榎本聖香 1, 安達友紀 2,3,4, 山田恵子

2,5, 井上大輔 2,6, 中西美保 2,7, 西上

智彦 2,8, 柴田政彦 1,2 

1大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医

学寄附講座, 2大阪大学医学部附属病院 

疼痛医療センター, 3滋賀医科大学医学

部附属病院 学際的痛み治療センター, 4

日本学術振興会, 5大阪大学大学院医学

系研究科 社会医学講座 公衆衛生学, 6

大阪リハビリテーション専門学校 作業

療法学科, 7大阪大学大学院医学系研究

科 漢方医学寄附講座, 8甲南女子大学 

看護リハビリテーション学部 理学療法

学科 

 

10)大阪大学医学部附

属病院疼痛医療センタ

ーでの集学的痛み治療

の現況と課題 

 
平成 29年

11月 

第 10 回日本運動器疼痛学会、福

島、2017.11.18～19 

柴田政彦 1,3), 井上大輔 1,2), 西上智

彦 1,3,4), 安達友紀 1,6), 榎本聖香

1,3,6), 高橋紀代 1,3,7) 

1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療セ

ンター, 2)大阪リハビリテーション専門

学校作業療法学科, 3)大阪大学大学院医

学系研究科疼痛医学寄附講座, 4)甲南女

子大学看護リハビリテーション学部理

学療法学科, 5)大阪大学大学院医学系研

究科社会医学講座公衆衛生学, 6)滋賀医

科大学附属病院学際的痛み治療センタ

ー, 7)篤友会千里山病院 

 

保健医療学部リハビリテーション学科
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11)頸髄症における術

前・術前後の脳機能的

結合の変化 : 安静時

fMRIによる検討 

 
平成 29年

11月 

第 10 回日本運動器疼痛学会、福

島、2017.11.18～19 

串岡純一 1), 海渡貴司 1), 武中章太

1), 牧野孝洋 1), 坂井勇介 1), 田中壽

2), 渡邉嘉之 2), 寒重之 3), 吉川秀樹

1), 柴田政彦 3) 

1)大阪大学整形外科, 2)大阪大学放射線

統合医学講座, 3)大阪大学疼痛医学寄附

講座 

 

12)入院集学的リハビ

リテーションの適応と

入院期間の検討 

 
平成 29年

11月 

第 10 回日本運動器疼痛学会、福

島、2017.11.18～19 

高橋紀代 1,2,3), 柴田政彦 2,4) 

1)千里山病院, 2)大阪大学医学部付属病

院疼痛医療センター, 3)篤友会リハビリ

テーションクリニック, 4)大阪大学大学

院医学系研究科疼痛医学寄附講座 

13)ICD-11への改訂に

向けての慢性痛分類に

ついて 

 
平成 29年

7月 

日本ペインクリニック学会第 51

回大会、岐阜、2017.7.20～22 

柴田政彦 1, 山田恵子 2, 北原雅樹 3, 

井関雅子 4, 福井聖 5, 牛田享宏 6 

1大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学

寄附講座, 2大阪大学大学院医学系研究

科社会医学講座公衆衛生学, 3東京慈恵

医科大学麻酔科, 4順天堂大学医学部 

麻酔科学・ペインクリニック講座, 5滋

賀医科大学医学部附属病院ペインクリ

ニック科, 6愛知医科大学 学際的痛み

センター 

14)慢性側腹部痛に集

学的診療と漢方薬治療 

(柴芍六君子湯) が有

効であった 1例 

 
平成 29年

7月 

日本ペインクリニック学会第 51

回大会、岐阜、2017.7.20～22 

中西美保 1, 山田恵子 3, 柴田政彦 4 

1大阪大学大学院医学系研究科漢方医学

寄附講座, 2大阪大学医学部附属病院 

疼痛医療センター, 3大阪大学大学院 

医学系研究科 社会医学講座 公衆衛生

学, 4大阪大学大学院医学系研究科 疼

痛医学寄附講座 

15)頚髄症患者におけ

る安静時自発脳活動の

ALFFおよび ReHoによ

る検討 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

寒重之 1), 串岡純一 2), 武中章太 2), 

牧野孝洋 2), 坂井勇介 2), 海渡貴司

2), 田中壽 3), 渡邉嘉之 4), 柴田政彦

5) 

1)大阪大学大学院医学系研究科生体統

御医学講座, 2)大阪大学大学院医学系研

究科器官制御外科学講座, 3)大阪大学大

学院医学系研究科放射線統合医学講座, 

4)大阪大学大学院医学系研究科次世代

画像診断学共同研究講座, 5)奈良学園大

学保健医療学部看護学科 

16)慢性の痛みに関す

る教育プログラムの構

築 - 課題解決型高度

医療人材養成プログラ

ム : 慢性の痛みに関

する領域 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

鈴木秀典 1), 坂井孝司 1), 柴田政彦

2), 牛田享宏 3), 福井聖 4), 池田亮

5), 田口敏彦 6) 

1)山口大学大学院医学系研究科整形外

科学, 2)奈良学園大学保健医療学部, 3)

愛知医科大学医学部 学際的痛みセンタ

ー, 4)滋賀医科大学医学部附属病院 ペ

インクリニック科, 5)東京慈恵会医科大

学整形外科学, 6)山口労災病院 

保健医療学部リハビリテーション学科
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17)入院前の集学的診

療が入院集学的リハビ

リテーションに与えた

効果~入院中に関わる

治療者が適応判断に加

わる意義について~ 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

丸山伸廣 1), 中原理 1), 高橋紀代 1), 

榎本聖香 1), 柴田政彦 2) 

1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療

学部 

18)医療制度・診療報酬

の国際比較 
 

平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

三木健司 1,2,3), 柴田政彦 4) 

1)大阪行岡医療大学医療学部, 2)早石病

院疼痛医療センター, 3)認定 NPOいたみ

医学研究情報センター, 4)奈良学園大学

保健医療学部 

19)慢性痛に対する入

院集学的リハビリテー

ションの費用対効果の

検討 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

高橋紀代 1), 中原理 1), 榎本聖香 2), 

田倉智之 3), 柴田政彦 2,4) 

1)千里山病院, 2)大阪大学医学部附属病

院疼痛医療センター, 3)東京大学大学院

医学系研究科医療経済政策学講座, 4)奈

良学園大学保健医療学部 

20)厚生労働省慢性疼

痛診療体制構築モデル

事業 (近畿地区) 報告 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

柴田政彦 1,4), 福井聖 2), 水野泰行

3), 榎本聖香 1,2), 西上智彦 1), 高橋

紀代 1) 

1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療セ

ンター, 2)滋賀医科大学医学部附属病院

学際的痛みセンター, 3)関西医科大学心

療内科学講座, 4)奈良学園大学保健医療

学部 

21)慢性痛発症の契機

に他者の落ち度を感じ

ているか否かが, 痛み

信念に及ぼす影響 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

榎本聖香 1), 安達友紀 1), 西上智彦

1), 高橋紀代 1), 柴田政彦 1,2) 

1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療セ

ンター, 2)奈良学園大学保健医療学部 

22)認知行動療法で過

剰行動と回避行動を順

に扱い改善がみられた

一次性慢性痛の一症例 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

細越寛樹 1,2), 榎本聖香 2), 安達友紀

2), 高橋紀代 2), 西上智彦 2), 柴田政

彦 2) 

1)関西大学社会学部社会学科心理学専

攻, 2)大阪大学医学部附属病院疼痛医療

センター 

23)痛みの多面性が訪

問リハビリテーション

利用者の生活に及ぼす

影響 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

鳴尾彰人 1), 赤尾祥吾 1), 西上智彦

2), 高橋紀代 1), 柴田政彦 3) 

1)篤友会リハビリテーションクリニッ

ク, 2)甲南女子大学看護リハビリテーシ

ョン学部, 3)奈良学園大学保健医療学部 

24)入院集学的リハビ

リテーションによる介

入が, 疼痛生活障害尺

度 (PDAS) の下位因子

に与える影響について 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

中原理 1), 高橋紀代 1,2), 榎本聖香

2), 柴田政彦 2,3) 

1)千里山病院, 2)大阪大学医学部附属病

院疼痛医療センター, 3)奈良学園大学保

健医療学部 

保健医療学部リハビリテーション学科
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概        要 

25)いたみどめ調整入

院によるフェンタニル

クエン酸塩貼付剤の一

時的な使用が効果的で

あった腰椎変形性側弯

症の一例 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

西山菜々子 1,2), 田村宏 1), 清水憲政

3), 石井良平 2), 岡本禎晃 2), 金井菜

穂子 2), 柴田政彦 2,4) 

1)市立芦屋病院リハビリテーション科, 

2)市立芦屋病院サポーティブケアチー

ム, 3)市立芦屋病院整形外科, 4)奈良学

園大学保健医療学部 

26)線維筋痛症・広範囲

慢性疼痛の集学的診療

の取り組み 精神科診

断について 

 
平成 30年

12月 

第 11 回日本運動器疼痛学会、大

津、2018.12.1～2 

三木健司 1,2,4), 史賢林 3), 柴田政彦

5), 行岡正雄 4), 橋本亮太 6) 

1)大阪行岡医療大学医療学部, 2)早石病

院整形外科・疼痛医療センター, 3)てん

じん整形外科リウマチ科, 4)行岡病院リ

ウマチ科, 5)奈良学園大学保健医療学

部, 6)国立精神・神経医療研究センター

精神保健研究所精神疾患病態研究部 

27)中枢性脳卒中後疼

痛の機能結合の変化 
  

第 48 回日本臨床神経生理学会学

術大会、東京、2018.11.9～ 

細見晃一 1,2, 清水豪士 1-3, 森信彦 4, 

眞野智生 1,2, 渡邉嘉之 5, 柴田政彦 6, 

寒重之 7, Khoo Hui Ming2, 谷直樹 2, 押

野悟 2, 貴島晴彦 2, 齋藤洋一 1,2 

1大阪大学大学院医学系研究科脳神経機

能再生学, 2大阪大学大学院医学系研究

科脳神経外科学, 3大手前病院脳神経外

科, 4和歌山県立医科大学附属病院紀北

分院リハビリテーション科, 5大阪大学

大学院医学系研究科次世代画像診断学, 

6奈良学園大学保健医療学部, 7大阪大

学大学院医学系研究科麻酔科学 

28)安静時 fMRIを用い

た脳機能的結合解析に

よる頚髄症の新規予後

予測法の開発 

 
平成 30年

4月 

第 47 回日本脊椎脊髄病学会学術

集会、神戸、2018.4.12～14 

海渡貴司 1, 寒重之 2, 武中章太 1, 牧

野孝洋 1, 坂井勇介 1, 串岡純一 1, 田

中壽 3, 渡邉嘉之 3, 柴田政彦 2, 吉川

秀樹 1 

1大阪大学整形外科, 2大阪大学医学部

疼痛医学講座, 3大阪大学医学部放射線

統合医学講座 

29)痛みの行動科学  
平成 30年

6月 

第 40回日本疼痛学会、 

長崎、2018.6.15～16 
 

30)中枢性脳卒中後疼

痛の神経画像研究と非

侵襲脳刺激療法 

 
平成 30年

6月 

第 40回日本疼痛学会、 

長崎、2018.6.15～16 

細見晃一 1,2, 清水豪士 1,2,3, 眞野智

生 1,2, 森信彦 4, 渡邉嘉之 5, 柴田政

彦 6, 貴島晴彦 2, 齋藤洋一 1,2 

1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経

機能再生学, 2大阪大学大学院医学系研

究科 脳神経外科学, 3大手前病院 脳神

経外科, 4和歌山県立医科大学附属病院

紀北分院 リハビリテーション科, 5大

阪大学大学院医学系研究科 放射線医

学, 6大阪大学大学院医学系研究科 疼

痛医学 

保健医療学部リハビリテーション学科
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31)中枢機能障害性疼

痛患者を特徴づける脳

部位間機能的結合の機

械学習による検討 

 
平成 30年

6月 

第 40回日本疼痛学会、 

長崎、2018.6.15～16 

寒重之 1, 大迫正一 2, 植松弘進 2, 田

中壽 3, 渡邉嘉之 4, 柴田政彦 1 

1大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医

学寄附講座, 2大阪大学大学院医学系研

究科 麻酔・集中治療医学教室, 3大阪大

学大学院医学系研究科 放射線部, 4大

阪大学大学院医学系研究科 放射線統合

医学講座 

32)過活動の慢性痛患

者への認知行動療法 

入院治療における多職

種連携の一事例 

 
平成 31年

8月 

第 19 回日本認知療法・認知行動

療法学会、東京、2019.8.31～9.1 

榎本 聖香(大阪大学 大学院人間科学研

究科), 安達 友紀, 佐々木 樹, 津田 

清香, 中原 理, 高橋 紀代, 佐々木 

淳, 柴田 政彦 

33)安静時 functional 

MRIを用いた頚髄症患

者の脳局所活動評価に

おける可塑性, 予後予

測 

 
平成 31年

4月 

第 48 回日本脊椎脊髄病学会学術

集会、横浜、2019.4.18～20 

武中章太 1, 海渡貴司 1, 寒重之 2, 牧

野孝洋 1, 坂井勇介 1, 串岡純一 1, 田

中壽 3, 渡邉嘉之 3, 柴田政彦 4, 吉川

秀樹 1 

1阪大大学院整形, 2阪大大学院麻酔集

中医療医学, 3阪大大学院放射線医学, 4

奈良学園大保健医療学部看護学科 

34)中枢性脳卒中後疼

痛のアウトカム評価 
 

平成 31年

7月 

第 41 回日本疼痛学会、名古屋、

2019.7.12～13 

細見晃一 1,2, 森信彦 1,2, 眞野智生

1,2, 柴田政彦 3, 貴島晴彦 2, 齋藤洋一

1,2 

1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経

機能再生学, 2大阪大学大学院医学系研

究科 脳神経外科学, 3奈良学園大学 

35)中枢性脳卒中後疼

痛における中枢神経感

作 

 
平成 31年

7月 

第 41 回日本疼痛学会、名古屋、

2019.7.12～13 

細見晃一 1, 森信彦 1, 渡邉嘉之 2, 柴

田政彦 3, 貴島晴彦 4, 齋藤洋一 1 

1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経

機能再生学・脳神経外科学, 2大阪大学

大学院医学系研究科 次世代画像診断

学, 3奈良学園大学 保健医療学部, 4大

阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科

学 

36)中強度負荷を目的

とした自転車エルゴメ

ーターによる有酸素運

動のプロトコル作成の

検討 

 
平成 31年

11月 

第 12 回日本運動器疼痛学会、東

京、2019.11.30～12.1 

丸山伸廣 1), 浦澤純一 1), 中原理 1), 

高橋紀代 1), 柴田政彦 2) 

1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療

学部 

37)当院の集学的痛み

センター外来における

中断者の特徴について 

 
平成 31年

11月 

第 12 回日本運動器疼痛学会、東

京、2019.11.30～12.1 

中原理 1), 高橋紀代 1), 柴田政彦 2) 

1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療

学部 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

38)訪問リハビリテー

ション利用者の転倒と

疼痛の心理的側面との

関連 

 
平成 31年

11月 

第 12 回日本運動器疼痛学会、東

京、2019.11.30～12.1 

赤尾祥吾 1), 鳴尾彰人 1), 西上智彦

2), 高橋紀代 1), 柴田政彦 3) 

1)篤友会リハビリテーションクリニッ

ク, 2)甲南女子大学看護リハビリテーシ

ョン学部, 3)奈良学園大学保健医療学部 

39)慢性痛を有する訪

問リハビリテーション

利用者の疼痛や生活機

能の縦断的変化 

 
平成 31年

11月 

第 12 回日本運動器疼痛学会、東

京、2019.11.30～12.1 

鳴尾彰人 1), 赤尾祥吾 1), 西上智彦

2), 高橋紀代 1), 柴田政彦 3) 

1)篤友会リハビリテーションクリニッ

ク, 2)甲南女子大学看護リハビリテーシ

ョン学部, 3)奈良学園大学保健医療学部 

40)脳機能画像解析に

よる手術 6か月後の満

足度の予測 - 圧迫性

脊髄症患者での検証 

 
平成 31年

7月 

日本ペインクリニック学会第 53

回大会、熊本、2019.7.18～20 

柴田政彦 1), 寒重之 2) 

1)奈良学園大学 保健医療学部 リハビ

リテーション学科, 2)大阪大学大学院医

学系研究科 生体統御医学講座 麻酔集

中治療医学教室 

41)帯状疱疹後神経痛

患者における脳の可塑

的変化に対する安静時

機能的 MRIによる検討 

 
平成 31年

7月 

日本ペインクリニック学会第 53

回大会、熊本、2019.7.18～20 

恒遠剛示 1,2), 寒重之 3), 柴田政彦 4) 

1)牧整形外科病院 麻酔科・ペインクリ

ニック科, 2)兵庫医科大学病院 ペイン

クリニック部, 3)大阪大学大学院医学系

研究科 生体統御医学講座, 4)奈良学園

大学保健医療学部 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 3年  3 月 31 日  

氏名  辻下 守弘 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

外科系臨床医学 理学療法学、運動器リハビリテーション学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

学生による授業評価 平成 21 年 9

月 

甲南女子大学において、全教員を対象に授業科目ごと

に学生による授業評価を行った。 

質問内容「あなたはこの授業を受講して総合的に満足し

ていますか?」 

[理学療法概論] 5 点満点で 4.3 点 

[内部障害系運動療法学]  5 点満点で 4.8 点 

[脳血管障害理学療法学]  5 点満点で 4.3 点 

[理学療法行動科学]  5 点満点で 4.1 点 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

奈良学園大学社会連携センター長 平成 28 年 4

月 

〜 

現在に至る 

奈良学園大学社会連携センター長として、大学と地域

社会との連携をスムーズにするためのコーディネーター

としての役割を果たした。具体的には、大学が立地する

市町村との連携事業である公開講座の企画運営、大学シ

ーズと地域ニーズとのマッチング、産官学連携による共

同研究の推進と実施などに関して実施責任者としての活

動を行った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

(1) 理学療法士免許（厚生労働省） 昭和 60 年 5

月 

国家資格免許である理学療法士免許を取得(第 13729

号) 

(2) 認定健康心理士資格取得（日本健康心理

学会） 

平成 13 年 

4 月 24 日 

日本健康心理学会が認定する認定健康心理士資格を取

得 (第 246 号) 

(3) 専門健康心理士資格取得（日本健康心理

学会） 

平成 18 年 

2 月 2 日 

日本健康心理学会が認定する認定健康心理士資格の習

得から 5 年間が経過し、昇格審査に合格して専門健康心

理士資格を取得 (第 246 号) 
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(4)  専門理学療法士資格取得（日本理学療法

士協会） 

 

平成 18 年 

2 月 2 日 

 

公益社団法人日本理学療法士協会から脳卒中(第 3-102

号)、運動器(第 3-562 号）、内部障害理学療法(第 4-323

号)の 3分野に対する専門理学療法士の資格を取得 

 

(5)  認定理学療法士資格取得（日本理学療法

士協会） 

 

平成 18 年 

2 月 2 日 

 

公益社団法人日本理学療法士協会から神経(第 2-481

号)、運動器(第 7-79 号)、代謝(第 13-25 号)の 3 領域に

対する認定理学療法士の資格を取得 

 

（6）専門理学療法士資格更新 平成 29 年 

4 月 1 日 

公益社団法人日本理学療法士協会から神経（2017S－02－

000033）と運動器（2017S－03－000043）の 2分野に対す

る専門理学療法士資格を更新認定を取得 

２ 特許等   

(1)  特許申請中 

「リハビリテーション用用具」 

 

平成 12 年 3

月 

 

本発明は、身体の動作機能を正常に発揮し得ない障害

者や高齢者等に当該機能の回復と発現を容易にならしめ

るためのリハビリテーションに用いられる器具およびそ

の利用プログラムに関するものである。この発明用具は、

リハビリテーション医療や健康増進の場面において、音

楽を利用した運動療法に使用する目的で開発された。内

容としては、複数本の棒を結合させ枠を形成した構造物

と片端に固着用部を持つ可撓性アームを備えた複数個の

楽器からなり、該楽器を前記構造物の任意の位置、方向

に取付けてなるリハビリテーション用用具である。 

出願番号 特願 2000-114436 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

(1) 平成 16 年度福山市運動普及推進事業調

査研究および「健康ふくやま 21」さわやか運動

教室事業への参加 

 

平成 16 年 4

月 

〜 

現在に至る 

 

福山市では、「健康ふくやま 21」の具体的活動として、

福山市民の運動習慣を増進することを目的とした運動普

及推進事業を展開している。平成 16 年度からは、「さわ

やか運動教室」を福山市内の小学校区単位で開催してい

る。事業内容としては、小学校体育館を使用して、運動

の必要性についての啓発と具体的な運動方法としてウォ

ーキングの基本と実技指導を行っている。また、各小学

校区から 10 名の希望者を集め、より具体的な運動習慣の

形成とそれによる効果を検証する疫学研究も同時進行さ

せている。福山市内の成人では、その 77％が運動不足を

感じており、本事業によりその割合を 50％までに抑える

ことを目標にしている。事前にアンケート調査を実施し、

その結果に基づいて健康心理学の知識と各種技法を用い

た介入により、目標を効果的に達成するよう取り組んで

いる。 
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(2) 厚生労働省理学療法士・作業療法士国家

試験委員会委員としての活動 

 

平成 18 年 4

月 

〜 

厚生労働省の理学療法士作業療法士国家試験委員会の

委員として国家試験作成に従事した。 

 

(3) 重度認知症高齢者の感情反応と行動を手

がかりにした基本的生活支援技術の開発 

 

平成18年度 

〜 

平成20年度 

科学研究費

補助金研究

成果報告書

（基盤研究

B） 

 

重度認知症高齢者の基本的な日常生活支援技術の開発

を行い、その教育・研修プログラム開発により重度認知

症高齢者の QOL の向上を図ることが研究の目的である。

研究の結果、①認知症高齢者へのケア場面のビデオテー

プ分析から固有の感情反応・行動のレベルの存在を明ら

かにし、その尺度を用いてケアの質が測定可能である。

②重度認知症高齢者に対する小集団回想法の有効性を明

らかにした。③手織りプログラムの生活活性化に与える

効果を明らかにした。④重度認知症高齢者とのコミュニ

ケーションの具体的方法を明らかにした。以上の成果か

らコミュニケーションの糸口を探索する方法、重度認知

症高齢者のサインを読解する方法等の具体的な援助技術

研修プログラムを作成し、研修を実施し、概ね良好との

評価を得た。 

研究代表者：臼井キミカ 

共同研究者：上西洋子、辻下守弘、佐瀬美恵子、白井み

どり、佐々木八千代、兼田美代、津村智恵子、後藤由美

子、山本美輪、山本裕子、川井太加子、鷹居樹八子、柴

田幸子 

担当部分：主に③の手織りプログラムの生活活性化に与

える効果について、近赤外線分光法による脳イメージン

グを用いた高齢者の脳機能に及ぼす影響に関する研究を

担当した。 

(4) 性差と加齢を考慮した労働者の睡眠の質

改善のためのセルフケア・プログラムの開発 

 

平成24年度 

〜 

平成26年度 

科学研究費

補助金研究

成果報告書

（基盤研究

C） 

 

本研究の目的は、労働者の睡眠の質における性差と加

齢の影響を明確にし、性別と加齢に応じた睡眠の質改善

のプログラムを開発することである。研究対象者は中規

模事業場で働く 35 歳以上の男女であった。研究期間中の

健康診断時期に調査を実施した。1年目の調査結果では、

男性の睡眠の質には運動習慣、女性の睡眠の質には教育

歴や喫煙状況が関連していた。2 年目には、23 項目の睡

眠チェックリストを作成した。3年目には、睡眠の質改善

のためのセルフケア・プログラムの効果評価を行った結

果、介入群において 3 項目に改善が認められた。今後は

産業保健スタッフが睡眠改善指導にどのように活用する

かを検討する必要がある。 

研究代表者：廣川空美 

共同研究者：藤井保人、谷口敏代、辻下守弘 

担当部分：男女の睡眠の質に関する睡眠チェックリスト

の作成と睡眠改善指導ビデオの作成および運動習慣が睡

眠に及ぼす影響に関する研究を担当した。 
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(5) 介護老人保健施設でのパソコンを用いた

介護職員指導に関する研究－行動分析学の枠組

みによる移乗介助指導－ 

 

平成26年度 

〜 

平成28年度 

科学研究費

補助金研究

成果中間報

告書（挑戦

的 萌 芽 研

究） 

 

介護老人保健施設において良質なサービスを提供する

ことは入所高齢者の生活の質を高めるだけでなく、早期

の在宅復帰を促す重要な事項である。本研究では、パソ

コンを用いた e ラーニングシステムを構築し、職場や家

庭で場所を選ばずに介護職員の移乗介助指導を可能とす

ることとその効果について検証することである。1年目で

は、介護老人施設おける介護指導の実態を調査し、移乗

介助指導において職員間の達成度が異なることを明らか

にした。現在 2 年目の研究では、この結果に基づき行動

分析学の枠組みを用いた e ラーニング教材の作成を行っ

ており、現場における検証を準備している。3年目ではこ

のシステムの効果を検証する。 

研究代表者：小林和彦 

共同研究者：辻下守弘 

担当部分：介護老人保健施設での介護状況を調査すると

ともに移乗介助指導における e ラーニングシステムの開

発を担当した。3年目では、開発したシステムの検証も担

当する予定である。 

 

４ その他   

(1) 京都市立芸術大学大学院美術研究科美術

専攻博士（後期）課程の博士論文審査委員 

 

平成 27 年

12 月 

〜 

現在に至る 

 

京都市立美術大学大学院美術研究科美術専攻博士（後

期）課程において、美術作品をリハビリテーション医療

に活かす研究を博士論文の課題としている学生に対し

て、リハビリテーション医療に携わる研究者として博士

論文の審査を行っている。平成 28 年 2月には第 1回の博

士論文報告会があり、発表論文への試問を実施し、博士

論文審査委員会において論文への評価と今後の課題につ

いて報告を行った。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の

名称 

概        要 

（著書）     

腰痛の理学療法 

 

共著 

 

平成 20 年 5

月 

 

三輪書店 

 

近年、医療のみならず産業面にも多大な

経済負担を与え、また高齢社会到来でます

ます増加傾向中の腰痛は、国の財政や産業

基盤をも脅かす問題となっている。このよ

うな現状を踏まえ、本書ではいまだ解決策

が見出されたとはいえない「腰痛」につい

て、その最前線で活躍する研究者および臨

床家が近年明らかになった知見を中心に科

学的根拠に基づいて解説した。 

(編者：伊藤俊一、鶴見隆正 分担執筆者：

関口美穂、内田賢一、白土修、矢吹省司、

辻下守弘、甲田宗嗣、岡崎大資、他 18 名） 

担当部分：第 3 章第 7 節「労働従事者に

おける腰痛とその指導」 

労働従事者に生じる職業性腰痛を定義し、

その実態ついて職業別、作業姿勢別に整理

した。職業性腰痛の発症リスク因子をこれ

まで報告されている文献をレビューしなが

らまとめた。リスク因子は身体・人間工学

的因子と心理・社会的因子に分け、自験例

も含めて解説を行った。特に、心理・社会

的因子についてはタイプ A 行動という行動

特性や日常苛立ち事というストレス源が腰

痛発症リスク因子として重要なことを指摘

した。さらに、職業性腰痛に対する理学療

法として応用行動分析学と行動指向型段階

的活動プログラムを紹介した。 

(pp.168～178、単著） 

担当部分：第 4 章第 4 節「慢性腰痛に対す

る認知行動療法」腰痛における痛みの認知

と痛みの行動について解説し、認知行動療

法の重要性と意義について論述した。また、

認知行動療法の基礎理論である応用行動分

析学に基づいて慢性腰痛患者の腰痛発症メ

カニズムを解明した。さらに、慢性腰痛に

対する認知行動療法を導入する上での評価

と技法について詳細に解説し、その実際に

ついては症例を供覧した。 

(pp.234～244、共著） 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の
概        要 

筋電図バイオフィードバッ

ク療法 

 

共著 

 

平成 22 年 6

月 

 

金芳堂 

 

リハビリテーション医療における筋電図

バイオフィードバック療法について基礎か

ら臨床までを解説した。本全体の編集を担

当した。 

(監修：エリック・ペパー、編者：辻下守弘、

中川 朋 分担執筆者：エリック・ペパー、

中川 朋、甲田宗嗣、平山秀和、工藤弘行、

井川英明、鳥谷部太、辻下守弘、他 10 名） 

 

担当部分：第 1 章「バイオフィードバック

とは何か」 

バイオフィードバック療法の歴史からリハ

ビリテーション医療における位置づけを解

説した上で、筋電図バイオフィードバック

療法の応用例や普及の状況、そしてリハビ

リテーション医療に導入する利点などを解

説した。 

(pp.1～4、単著） 

バイオフィードバック入門 

 

単著 

 

平成23年12

月 

 

秀和システム 

 

腰痛、頭痛などの痛み、失禁・便秘から

老い、ADD、うつなどといったきわめて広い

範囲の病を、薬を使わずに自己コントロー

ルでなおす「バイオフィードバック」治療

法について解説した。バイオフィードバッ

クとは、心拍計などの医療器具を使って心

拍数、血圧、呼吸数、皮膚温、筋緊張、脳

波などをモニタリングし、病状や症状を初

期段階で発見し、呼吸法や瞑想など適切な

対応をする治療法である。本書では、バイ

オフィードバックの理論とその実践を基礎

から解説し、頭痛や腰痛、排泄トラブル、

パニック障害、うつ状態、さらには集中力

向上やメンタルトレーニングの方法などを

解説しています。 

医療福祉学の道標 

 

共著 

 

平成 24 年 3

月 

 

金芳堂 

 

本書は、「健康と病気」という問題に社会

科学の側面からアプローチした。健康は医

学だけでは守ることができないため、学際

科学的，統合的，総合的視野から，「医療福

祉学」という新しい学問が必要となること 
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    を言及した。 

(編者：星野政明、高内克彦、土田耕司 分

担執筆者：秋山智久、天野博之、安藤詳子、

石村由利子、辻下守弘、他 43 名） 

担当部分：第 8 章 B「身体障害者への医療福

祉の実践と課題」 

身体障害者の定義と法的根拠、その実態な

どを概説した上で、身体障害者および身体

障害児に対する医療福祉サービスの現状と

課題について論説した。 

(pp.100～104、単著） 

 

日常生活活動学・生活環境

学 

 

共著 

 

平成 24 年 9

月 

 

医学書院 

 

本書は、「日常生活活動学」と「生活環境

学」の二部構成である。「日常生活活動学」

は、総論で ADL の歴史、概念、評価などの

基本事項を解説し、各論で疾患別の評価方

法と ADL 指導を具体的に提示し、「生活環境

学」では、概念や法的諸制度、住宅改修や

生活支援機器について解説した。 

(編者：鶴見隆正、隆島研吾 分担執筆者：

秋若山佐一、林 克郎、辻下守弘、他 25 名） 

担当部分：第 1 章第 4節「ADL の運動学的分

析」 

運動学の基本事項を整理した上で、日常生

活動作を運動学的に分析するための基礎を

詳細に解説した。また、起き上がりや立ち

上がりなどの動作に対する運動学的分析を

具体例も上げながら論述した。 

(pp.36～51、単著） 

 

脳卒中理学療法の理論と技

術 

 

共著 

 

平成 25 年 6

月 

 

メジカルビュー

社 

 

本書は、臨床の場で用いられる実践的な

理学療法と、その基礎となる解剖学・生理

学の知識をはじめ、病態生理の知識、理学

療法評価の技術、運動処方および生活指導

のための理論的背景と技術を解説した。 

(編者：原 寛美、吉尾雅春 分担執筆者：

渡辺雅彦、中村 元、辻下守弘、他 22 名） 

担当部分：第Ⅴ章「理論と理学療法」の中

の「バイオフィードバック療法」を担当し

た。 

学
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   バイオフィードバック理論の基礎となる

学習理論を解説した上で、バイオフィード

バックが使う各種モダリティーや国内の代

表的な機器について紹介した。また、脳卒

中片麻痺患者に対するバイオフィードバッ

クとニューロフィードバックについても論

述した。 

(pp.445～456、単著） 

 

生活支援の基礎理論 

 

共著 

 

平成 27 年 4

月 

 

光生館 

 

本書は、地域での生活を支援する介護福

祉士として必要な基礎知識を，保健，心理，

栄養，居住環境，家族支援などの関連分野

から体系的に学習できるように解説してい

る。 

(編者：上之園佳子、谷口敏代、鈴木聖子、 

分担執筆者：本名靖、太田貞司、土室修、

辻下守弘、他 16 名） 

担当部分：第５章「介護福祉の基礎となる

心理学」の中の「学習」を担当した。 

学習の定義と介護福祉領域で必要となる重

要事項を解説した上で、認知心理学的な考

え方と行動分析学的な考え方に分けて各理

論を具体例を入れながら解説した。 

(pp.98～102、単著） 

 

痛みのケア 

 
共著 

 

平成 29 年 3

月 

 

ピラールプレス 

 

本書は、看護現場で求められる痛みのケ

アについて、哲学・倫理学的理解と痛みの

理論からはじまり、痛みの治療と看護ケア

について解説した上で、看護実践事例につ

いて検討されている。 

(編者：守本とも子 分担執筆者：池辺 

寧、沖本克子、梶村郁子、辻下守弘、他 15

名） 

担当部分：第Ⅱ部「痛みの理論」第５章「痛

みの行動科学的理解」を担当した。 

看護現場における痛みの生物医学的アプロ

ーチの問題点を指摘した上で、慢性的な痛

みを行動科学的にアプローチすることの重

要性について解説している。また、痛みの

社会的強化により出現する痛み行動に対す

る理解と看護現場での具体的なケアの方法 
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    論について提案している。 

(pp.34～41、単著） 

 

（学術論文）     

疼痛を有する対象者の包括

的理学療法 

[筆頭論文] 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 20 年 2

月 

 

理学療法ジャー

ナル第 42 巻 

平成 20 年 2月 

pp.113～121 

 

疼痛を有する対象に対して身体的アプロ

ーチだけでなく心理・社会的アプローチも

含めた包括的理学療法を行うことの意義を

論述した。まず、慢性痛の多面的理解につ

いて解説し、疼痛とパーソナル・コントロ

ール、痛み行動と随伴性といった鍵概念を

解説した上で、理学療法士が果たす役割を

論述した。この中では特に応用行動分析学

を用いた慢性疼痛のアプローチを紹介し

た。また、応用行動分析学に基づいた包括

的理学療法の方法論を解説した上で、具体

的なアプローチについては事例を供覧しな

がら説明を加えた。(9 頁) 

(分担執筆者：辻下守弘、永田昌美、甲田宗

嗣、鶴見隆正、川村博文) 

担当部分：症例への介入および論文の構成

と論文の大部分の執筆を担当した。 

運動行動変容段階および運

動態度が女性の更年期症状に

及ぼす影響 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 20 年 3

月 

 

甲南女子大学研

究紀要 

第 1号 

平成 20 年 3月 

pp.53〜60 

 

閉経前後女性事務員335名(平均年齢51.0

±8.2 歳)に対してアンケート調査を行い、

運動行動変容段階(運動段階)および運動態

度が更年期障害に及ぼす影響を検討した。

年齢、体格、月経状態、更年期症状、運動

段階、運動態度、うつ傾向の調査結果より、

運動段階と運動態度が良好であれば更年期

症状は軽症であり、運動の習慣化は更年期

症状の発症を抑制する可能性が示唆され

た。また、閉経前ではうつ傾向が、閉経後

では運動態度が更年期症状を強めることが

判明し、多重ロジスティック回帰分析でも

更年期症状を発症させる有意なリスク要因

として運動態度の不良とうつ傾向ありが挙

げられた。更年期症状の発症と重症化の予

防には、運動段階を維持期にステップアッ

プさせる介入や、うつ傾向の緩和と運動態

度の改善を促すアプローチが必要と考えら

れた。(8 頁) 

(分担執筆者 永 昌美 青 絵 守
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    (分担執筆者：永田昌美、青田絵里、辻下守

弘) 

担当部分：調査票の作成と配布及び回収と

データの多変量解析を担当した。 

 

高コレステロール血症の運

動療法の効果とその阻害因子

に関する検討 

（査読付） 

運動行動変容段階および運

動態度が女性の更年期症状に

及ぼす影響 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 20 年 3

月 

 

理学療法の臨床

と研究 

第 17 号 

平成 20 年 3月 

pp.25〜28 

 

空腹時血清総コレステロール値が

200mg/dl以上の運動習慣のない中年者40例

を対象として、運動強度 90%AT、運動頻度を

週 2回で、3ヵ月間、有酸素運動、柔軟性運

動、筋力運動を組み合わせた運動を実施し、

高コレステロール血症に対する運動療法の

効果を検証した。また同時に、運動療法の

阻害因子についても検討した。血清総コレ

ステロール値は、初診時に比較して 3 ヵ月

後には有意な減少が認められた。運動療法

の阻害因子としては、高血糖のみに有意な

関連性が認められた。以上の結果により、

高コレステロール血症に対する運動療法の

有効性が認められたが、高血糖を合併して

いる場合は運動療法の効果を得がたい可能

性が考えられた。(4 頁) 

(分担執筆者：仁田靖彦、辻下守弘、藤村宜

史、沼田義弘、丸橋暉) 

担当部分：運動負荷試験の実施と統計処理

及び論文執筆の一部を担当した。 

理学療法を取り巻く「認知」

の最前線 

 

単著 

 

平成20年10

月 

 

理学療法ジャー

ナル 

第 42 巻第 9号 

平成 20 年 10 月 

pp.791〜798 

（査読あり） 

 

脳科学が進歩し、理学療法士も「認知」

という言葉をよく使うようになったが、「認

知」という言葉の定義があいまいなまま使

われていることも多くなっている。本論文

では、認知とは何かを理学療法学の立場か

ら定義した上で、認知領域、認知障害、認

知症、認知リハビリテーション、認知療法

と認知行動療法、そして認知運動療法など

リハビリテーション領域で認知とつく用語

を論説した。最後には、理学療法学におい

て認知および認知的アプローチが抱える課

題や方向性について論述した。(8 頁) 
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骨関節疾患の理学療法とバ

イオメカニク日常生活動作、

応用動作を中心に 

 

共著 

 

平成20年11

月 

 

理学療法ジャー

ナル 

第 42 巻第 9号 

平成 20 年 10 月 

pp.821〜827 

（査読あり） 

 

本研究の目的は、バイオメカニクス研究

に基づいて骨関節疾患に対する理学療法を

検討することである。日常生活動作や応用

動作におけるバイオメカニクスについて、2

例の健常者を対象として炊事動作中の膝関

節角度をホルター電気角度計を持ちて測定

した。その結果、2例であっても動作中の膝

関節角度は異なり、動作のバイオメカニク

スには個人差のあることがわかった。また、

高齢者を対象として、椅子からの立ち上が

り動作を三次元動作解析装置で分析した結

果、転倒経験によって身体重心の移動に有

意な違いのあることを明らかにした。(7 頁) 

(分担執筆者：甲田宗嗣、辻下守弘、川村博

文、鶴見隆正、新小田幸一、山田直樹) 

担当部分：高齢者を対象とした三次元動作

解析装置での解析を担当した。 

 

理学療法士のための行動分

析学入門 

 

単著 

 

平成20年12

月 

 

理学療法兵庫 

第 14 号 

平成 20 年 12 月 

pp.1〜7 

 

本論文では、理学療法士に必要な行動分

析学の知識と技法について論述した。まず、

行動分析学の理論について、スキナーが提

唱した随伴性という考え方を中心に解説

し、理学療法における応用可能性を言及し

た。さらに、臨床場面で遭遇する様々な問

題を呈した患者に対する具体的な行動分析

学的アプローチの有効性について、事例報

告を通して検証した。最後に、行動分析学

に基づく人間観についてエコロジカルな視

点から論述した。(7 頁) 

座位作業を主体とした女性

従事員の職業性腰痛と心理・

社会的要因および生活習慣と

の関連性について 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 21 年 3

月 

 

甲南女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 

第 2号 

平成 21 年 3月 

pp.89〜97 

 

本研究の目的は、座位作業を主体とする

女性従事員の職業性腰痛と生活習慣および

心理・社会的なストレスとの関連を明らか

にすることである。対象は、某公共遊技場

にて座位作業を主体とした労務に従事する

女性 1326 名であり、最終的には 1324 名(採

択率 99.8%)のデータを分析に用いた。多変

量解析の結果、オッズ比が有意であった項

目は、BMI の「肥満体重」がオッズ比 1.43、

頸肩腕症状の「陽性」がオッズ比 6.46、日

常苛立ち事の「陽性」がオッズ比 1.63、そ
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    して不健康な生活習慣の「(1)不規則な生

活」がオッズ比 1.51、「(5)飲酒習慣」がオ

ッズ比 1.34 であり、これらの項目が腰痛と

有意に関連していることがわかった。(9 頁) 

(分担執筆者：辻下守弘、永田昌美、甲田宗

嗣、 田辺暁人） 

担当部分：調査票の作成から統計処理と論

文作成の全般を担当した。 

 

特別養護老人ホーム入所者

における車いす座位の問題点

に関する検討 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 21 年 3

月 

 

甲南女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 

第 2号 

平成 21 年 3月 

pp.99〜106 

 

高齢者が長時間快適に座るために必要な

車いすの機能を検討する目的で、車いす座

位に問題のある特別養護老人ホーム入所者

と 30 代女性を対象に、車いす着座中の座面

および背もたれの圧力分布測定を行った。

高齢者では座面において坐骨と仙尾骨に高

圧力部が観察され、背もたれにおいては接

触面積が狭く、胸椎、肩甲骨、腰椎、骨盤

のいずれかに限局して高圧力部が観察さ

れ、高齢者特有の円背、骨盤後傾が圧力分

布に大きく影響していることが分かった。

これらの結果から、高齢者の車いすを検討

する際には、座面における圧力分布を均等

にすること、および背もたれの接触面積を

広くして体幹をサポートすることに配慮す

る必要性が示唆された。(8 頁) 

(分担執筆者：永田昌美、辻下守弘、 甲田

宗嗣、 吉田正樹) 

担当部分：高齢者の背部座圧分布の計測と

データ処理、論文作成の一部を担当した。 

リハビリテーション医療現

場における BF の応用可能性

について 

（査読付） 

 

単著 

 

平成21年10

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 36 巻第 2号 

平成 21 年 10 月 

pp.173〜177 

 

リハビリテーション医療におけるバイオ

フィードバック療法の意義や位置づけを論

じた上で、バイオフィードバック療法の使

用実態について検討した。また、一般的に

使われている筋電図バイオフィードバック

療法の神経疾患や整形外科疾患に対する適

用と問題点、そして最近注目されている平

衡機能障害に対するバイオフィードバック

療法の方法論と効果について検討した。最

後に、センサーとアンプの技術革新により

可能となったマルチチャンネルバイオフィ 
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ードバック療法についての可能性を論じ

た。(5 頁) 

 

モチベーションを高める行

動分析学的アプローチについ

て 

 

単著 

 

平成21年12

月 

 

理学療法兵庫 

第 15 号 

平成 21 年 12 月 

pp.18〜24 

 

本論文では、理学療法士の臨床において

避けることのできない患者のモチベーショ

ンに関して考察した。まず、行動分析学の

立場から理学療法臨床におけるモチベーシ

ョンの機能を検討した上で、患者のモチベ

ーションを高めるためる具体的な行動分析

学的アプローチを提示し、実際に介入した

事例の分析を通して、行動分析学的アプロ

ーチの有効性についても論述した。最後に、

理学療法臨床における行動分析学的アプロ

ーチは、エコロジカル（生態学的）アプロ

ーチつまり環境調整による行動変容介入で

あることに言及して、今後の理学療法臨床

への応用可能性を考察した。(7 頁) 

 

女性公共遊技場従事員の腰

痛発症における心理・社会的

要因および生活習慣に関する

縦断的研究 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 22 年 3

月 

 

甲南女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 

第 4号 

平成 22 年 3月 

pp.59〜67 

 

本研究は、女性従事員の腰痛発症におけ

る心理社会的要因および生活習慣に関する

縦断研究である。対象は、某公共遊技場に

勤務する女性従事員を対象として、1997 年

（n=1326名、以下基本調査）と2001年（n=910

名、以下追跡調査）に腰痛と頸肩痛および

生活習慣に関する質問紙調査を実施した。

研究の結果、頸肩痛の粗オッズ比が 1.94

（95％CI 1.24-3.04）、調整オッズ比が 1.82

（95％CI 1.21-3.83）、日常いらだち事の粗

オッズ比が 2.39（95％CI 1.22-4.67）、調整

オッズ比が 2.13（95％CI 1.13-4.32）、コー

ヒー等の摂取習慣の粗オッズ比が 0.59

（95％CI 0.36-0.94）、調整オッズ比が 0.64

（95％CI 0.42-0.96）であった。以上の結

果から頸肩腕痛や日常いらだち事の存在お

よびコーヒー等の摂取習慣が腰痛発症のリ

スク要因となることがわかった。(9 頁) 

(分担執筆者：辻下守弘、永田昌美、甲田宗

嗣） 

担当部分：調査票の作成から統計処理およ

び論文作成の全般を担当した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の

名称 

概        要 

Relationship between life 

satisfaction and 

sympathovagal balance in 

healthy elderly males at 

home at night 

（夜間在宅における健常老年

者の生活満足度と交感神経バ

ランスとの関連性） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成24年10

月 

 

Health  

Vol.4 No.11  

pp.1068-1072 

 

本研究の目的は、老年者における夜間在

宅での生活満足度が交感神経バランスと関

連するかを検討することであった。健常老

年者 39 名を対象として、アクティブトレー

サーにより72時間の心拍変動と身体活動量

を計測した。測定の結果、生活満足度と交

感神経バランスとの間には-0.47 の有意な

相関関係を認めた。(5 頁) 

(分担執筆者：吉野公三、守本とも子、板垣

孝弘、池谷茂隆、永田昌美、辻下守弘） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果部分を担当した。 

Effects of a hardness 

discrimination task in 

failed back surgery 

syndrome with severe low 

back pain and disturbed body 

image: case study 

（身体像の認知課題作業が背

部の術後症候群による重度な

腰痛症に対する影響：事例研

究） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成24年10

月 

 

Journal of Novel 

Physiotherapies 

2012 

Open Access 

 

本研究では背部の術後に重度な腰痛を発

症した20歳の女性に対して認知課題による

疼痛緩和のアプローチを行った。初期の疼

痛は NRS で 10 と最大の痛みを訴えていた。

また、身体像の認知に障害を持っていた。

介入として 1 日 20 分、週 6 日の認知課題の

トレーニングを 4 週間にわたり行ったとこ

ろ、痛みが NRS で 5 と半分に緩和され、歩

行や日常生活動作能力も改善していた。(6

頁) 

(分担執筆者：西上智彦、奧埜裕之、中野英

樹、大村裕、清水ミッシェルアイズマン、

辻下守弘、壬生彰、牛田孝博） 

担当部分：症例の理学的評価と訓練および

論文の結果部分を担当した。 

 

運動器疾患を有する高齢者

の生活機能に対する理学療法

の取り通所リハビリテーショ

ン利用者の心理・社会的側面

に着目して 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 26 年 4

月 

 

理学療法 

第 31 巻第 4号 

平成 26 年 4月 

pp.376〜382 

 

1.運動器疾患を有する高齢者の生活機能

の改善には、高齢者の身体活動の開始と継

続に関する要因を理解する必要があり、心

理・社会的要因が大きく関連している。2.

どのような治療を選択するにしても、高齢

者個々の心理・社会的要因を認識し、オー

ダーメイドの治療を実施することが必要で

ある。3.高齢者の心理・社会的要因を認識

するための第一歩は、対象者とのコミュニ

ケーションである。単なるコミュニケーシ

ョン技法を用いるのではなく、対象者を支

えている信念や認識に触れる関わり方がオ 
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共著の別 

発行又は 

発表の年月 
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名称 

概        要 

    

ーダーメイドの治療を実施できた。(7 頁） 

(分担執筆者：大門恭平、米田大人、辻下守

弘、川村博文） 

担当部分：高齢者の運動機能に関する要因

の分析と論文の一部執筆を担当した。 

 

Central neural mechanisms 

of interindividual 

difference in discomfort 

during sensorimotor 

incongruence in healthy 

volunteers: an experimental 

study 

（健康対象者における感覚運

動不一致による不快感が個人

差に関する中枢神経メカニズ

ムについて：実験的研究） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成26年10

月 

 

Rheumatology 

2014 

Open Access 

 

本研究の目的は、感覚運動認知の不一致

に関する個人差に関して、その中枢神経メ

カニズムを明らかにすることである。対象

は、18 名の健常若年女性であり、感覚運動

認知の不一致課題を独自に作成し、その認

知課題中における脳波を分析し、脳内メカ

ニズムを LORETA 法によって解析した。その

結果、不一致の個人差は前部帯状回および

後部帯状回の活動状況の違いと一致してい

ることがわかった。 (8 頁) 

(分担執筆者：分担執筆者：西上智彦、中野

英樹、大住道弘、辻下守弘、壬生彰、牛田

孝博） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果部分を担当した。 

バイオフィードバックの発

展に向けての日本バイオフィ

ードバック学会企画委員会か

らのアンケート結果報告 

（査読付） 

 

共著 

 

平成26年10

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 41 巻第 2号 

平成 26 年 10 月 

pp.95〜102 

 

2012年の第40回学術総合においてアンケ

ート調査を実施した。学術総会に参加した

25 人の学会員から回答を得た。その結果、

1.医学・工学・心理学の研究面の連携に関

して学会の存在意義を認める回答が多かっ

た。2.学会に望むことについては、次世代

を担う若い研究者・学生が積極的に参加で

きる環境づくりを指摘する意見が目立っ

た。3.会員以外には、バイオフィードバッ

クについて正しく分かりやすく理解しても

らう情報提供の必要性を訴える意見が多か

った。以上の結果に基づいて今後学会の方

向性に関する提案を行った。(8 頁) 

(分担執筆者：中尾睦宏、大須賀美恵子、廣

田昭久、佐久間春夫、志和資朗、竹林直紀、

辻下守弘） 

担当部分：アンケート調査の作成からデー

タ整理と統計分析および考察の一部の執筆

を担当した。 
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名称 

概        要 

高齢者に対する視覚誘導性

到達課題を用いた音楽運動療

法の開発とその効果に関する

研[筆頭論文] 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 3

月 

 

医療福祉情報行

動科学研究 

第 3号 

平成 27 年 3月 

pp.27〜32 

 

本研究では、視覚誘導性到達運動課題を

用いた音楽運動療法を開発することとこれ

が高齢者のバランス能力に及ぼす影響を明

らかにすることであった。対象は 70 歳以上

の健常高齢者 16 名であり、実施群 8名と対

照群 8 名の 2 群に割り付けた。評価は機能

的バランス尺度（BBS)、TUG、FRT および静

的重心動揺計と動的姿勢制御検査とした。5

回の練習後、BBS、FRT そして動的姿勢制御

検査の有意な改善を認めた。(6 頁) 

(分担執筆者：辻下守弘、川村博文、永田昌

美、前田吉樹） 

担当部分：研究全般を実施し論文全体の執

筆を担当した。 

Kinectセンサーを使った仮

想環境が高齢者の運動機能に

及ぼす影響について 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 4

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 42 巻第 1号 

平成 27 年 4月 

pp.57〜62 

 

Microsoft 社により開発された Kinect セ

ンサーを使った風船割りゲーム「キネリハ

システム」を使って高齢者にゲームを定期

的に行ってもらい、仮想環境が高齢者の運

動機能にどのように影響を及ぼすかを検討

した。デイケアに週 2 回以上通う高齢者 23

名に対しキネリハシステムを週 2 回以上 4

週間実施した。この前後に(1)10m 歩行

(2)TUG(3)5StepTest を測定し 4 週間完遂し

た者について結果を比較した。その結果、

継続してゲームを行い施行期間の最後まで

継続してやり遂げ(1)～(3)を測定できた者

は 7 名だった。ゲーム後の結果が(2)と(3)

において有意に向上していた(p<0.05)。(6

頁) 

(分担執筆者：小貫睦巳、有田元英、井上悦

治、辻下守弘） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果と考察の一部の執筆を担当し

た。 

介助者による介助の経時的

変化に基づいた介助評価方法

の検討－認知症を有する高齢

障者への介護職員による移乗

介助場面の行動論的分析－ 

（査読付） 

共著 

 

平成27年12

月 

 

理学療法科学 

第 30 巻第 6号 

平成 27 年 12 月 

pp.933-937 

 

車椅子からベッドへの移乗課題を用い、

介助を基準に被介助者の遂行レベルを査定

する評価法の妥当性を行動論の視点から検

討した。対象は施設介護職員および入所中

の認知症を有する高齢障害者とした。介助

者の 4段階の介助系列をもとに 6段階の遂 
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概        要 

    行レベルを設定し、各単位行動が遂行され

たときの介助を遂行機会ごとに図示し、介

助の経時的変化を被介助者の遂行レベルの

推移の視点から分析した。その結果、被介

助者による遂行過程は単位行動ごとに異な

った遂行レベルを推移しており，従来 ADL

評価法とは視点の異なる情報が得られた。 

(分担執筆者：小林和彦、辻下守弘） 

担当部分：症例の評価と介入指導および論

文の結果と考察の一部の執筆を担当した。 

 

生体センシング技術を使っ

た仮想現実によるゲームが高

齢者の運動機能に及ぼす影響

について 

（査読付） 

 

共著 

 

平成27年12

月 

 

理学療法科学 

第 30 巻第 6号 

平成 27 年 10 月 

pp.811-815 

 

生体センシング技術を使ったゲームを高

齢者に行わせ仮想現実を利用したゲームが

高齢者の運動機能にどう影響を及ぼすかを

予備的調査した。高齢者 23 名に対しゲーム

システムを週 2回以上 4週間実施した。4週

間実施前後の①10m 歩行②TUG③5StepTest

の 3 つのパフォーマンステストの結果及び

ゲームの測定機能を利用したゲームに対す

る平均反応速度とゲームの成功率について

比較した。その結果、②と③及び平均反応

速度・成功率に於いて施行後が施行前に比

べ有意に向上していた。またゲーム完遂者

に運動習慣があるものが有意に多かった。 

(分担執筆者：小貫睦巳、有田元英、井上悦

治、辻下守弘） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果の一部の執筆を担当した。 

 

中年女性に出現する肩こり

と腰痛の重複症状の実態とそ

の関連要因に関する研究 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 3

月 

 

甲南女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 第 10

号 

平成 28 年 3月 

pp.1-10 

 

本研究では、パソコン操作を主体とした

作業に従事する中年女性従業員 335 名を対

象として、肩こりと腰痛の重複症状が出現

する実態を明らかにするとともに、その身

体的、心理的、社会的な要因との関連性に

ついて検討した。症状なし群、肩こり単独

群、腰痛単独群、そして両者重複群という 4

群間において各要因を比較したところ、分

散分析により有意な主効果を認めたのは、

年齢、運動態度、食行動、K6、そしてクッ

パーマン指数であった。多重ロジスティッ

ク回帰分析の結果、肩こりと腰痛の両者重 
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概        要 

    複と関連する要因は、低い BMI、高い K6

スコア、そして高いクッパーマン指数であ

った。 

(分担執筆者：辻下 守弘、永田 昌美、芝 寿

実子、前田 吉樹、川村 博文、小貫 睦巳） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文執筆を担当した。 

心身のストレスおよび作業

量からみた体圧移動で座面が

変化する ER チェアの健常成

人女性および高齢者を対象と

したプレテストの結果から 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 3

月 

 

甲南女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 第 10

号 

平成 28 年 3月 

pp.19-28 

 

本研究は、高齢者用に開発した ER チェア

と通常の椅子を比較し、対象者の心身のス

トレスにどのような影響をもたらすかを検

証することとした。被験者は、参加条件を

満たした健常成人女性 6 名と高齢者 8 名の

計 14 名である。研究デザインはクロスオー

バー・デザインとし、被験者には ER チェア

と通常の椅子の 2 種類の椅子に座った際に

５つの課題を課した。分析の結果、主観的

疲労感の全身倦怠感において、被験者全体

の操作実施前後の平均値はERチェアが減少

したが、通常の椅子は増加し、平均値の差

の比較で統計的に有意な差が認められた

(p=.04)。また、唾液アミラーゼ量において、

高齢者の操作実施前後の平均値はERチェア

がやや減少し、通常の椅子が増加して統計

的に有意な差が認められたが(p=.04)、交互

作用が認められた。 

(分担執筆者：丸尾 智実、兼田 美代、臼井 

キミカ、辻下 守弘、速水 裕子） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果の執筆を担当した。 

骨盤臓器脱術後の便失禁症

状に骨盤底筋の筋電図バイオ

フィードバック療法が奏効し

た症例 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 4

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 43 巻第 1号 

平成 28 年 4月 

pp.19-26 

 

今回、骨盤底筋の選択的筋収縮が困難で

あった便失禁を有する症例に対して、骨盤

底筋の筋放電を確認しながら筋収縮を確認

し、筋収縮を調整する筋電図バイオフィー

ドバック療法が症状の改善に有効であった

ので報告した。症例は、膀胱瘤により骨盤

臓器脱術を受けた 70 歳の女性である。骨盤

臓器脱の症状は手術により改善したが、運

動時にガス程度の便失禁が4～5回以上認め

られた。評価および介入は、Thought  
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    Technology 社製の Myotrac3 を用い、骨盤底

筋と腹筋を分離して筋収縮させることを目

的として実施した。10 セッション実施の結

果、持続的収縮においては 8 セッションか

ら骨盤底筋のみを収縮させることが可能と

なった。運動時の失禁頻度は 6 セッション

時から減少した。 

(分担執筆者：松谷 綾子、青田 絵里、西上 

智彦、辻下 守弘、服部 耕治、木村 俊夫） 

担当部分：症例の評価と治療および論文の

症例報告と考察の一部の執筆を担当した。 

行動分析学の枠組みを用い

たコンピューターシミュレー

ション教材による介護老人保

健施設介護職員への介助- 高

齢障害者に対するベッドから

車椅子への移乗介助指導効果

の-  

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 8

月 

 

行動療法研究 

第 42 巻第 2号 

平成 28 年 8月 

pp.201-213 

 

本研究においては、行動分析学の視点か

ら理論および介助の方法論を解説したパソ

コン上で作動する教材を開発し、介護職員 3

名に自己学習とセルフチェックを行っても

らい、介護老人保健施設入所者に対するベ

ッドから車椅子への移乗介助技能への効果

を、単一事例実験計画法を用いて検証した。

その結果、3名とも適切な介助の頻度が増加

(平均 46.2%)し、彼らが日頃介助している入

所者も、より少ない介助で移乗が行えるよ

うになった。また、移乗介助指導の効果が

同じ入所者の脱衣介助に反映されることも

確認された。さらに、指導プログラムの内

容や意義に関しても比較的良好な受け入れ

や評価が得られた。以上から、従来の指導

方法によるデメリットを補完する役割を果

たすことができ、本教材が介護職員指導に

おける効果的な方法論として位置づけられ

る可能性が示唆された。 

(分担執筆者：小林和彦、辻下守弘） 

担当部分：共同研究につき本人担当部分抽

出不可能。 

 

疼痛に対する物理療法・運

動療法 

 

共著 

 

平成 28 年 8

月 

 

The  Japan 

Journal of 

Rehabilitation 

Medicine 

第 53 巻第 8号 

平成 28 年 8月 

本論文では、疼痛に対する治療としての

物理療法、運動療法について、有効性に関

わる理論的な裏付けから臨床のエビデンス

を交えて検討した。その結果、急性痛と慢

性痛とでは、対応が異なり、急性痛には過

度な不活動を避け、原因となる組織損傷の 
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pp.604-609 

 

治療を下級的早期に進めることと、可能な

限り疼痛を抑制し長期化を阻止することが

重要であることが分かった。また、慢性痛

では、感覚面に着目する以外に、情動面や

認知面などの多面的、複合的な側面での特

性の認識理解が不可欠であり、ADL や QOL 向

上を目的として、TENS などの物理療法、運

動療法、学際的集学的治療を導入すること

が重要であることがわかった。 

(分担執筆者：川村博文、西上智彦、伊藤健

一、大矢暢久、辻下守弘） 

担当部分：文献収集と整理および論文の慢

性疼痛に関する部分の執筆を担当した。 

 

インタラクティブ・メトロ

ノーム法の紹介とリハビリテ

ーションへの応用可能性 

 

単著 

 

平成 28 年 9

月 

 

奈良学園大学紀

要 

第 5集 

平成 28 年 9月 

pp.1-9 

 

本論文では、運動・認知機能のリハビリ

テーションに欠けていた脳内時計と時間情

報処理能力を高めるというコンセプトを導

入した新しいトレーニング方法であるイン

タ ラ ク テ ィ ブ ・ メ ト ロ ノ ー ム 法

（Interactive Metronome®：以下 IM と略す）

について、その歴史、原理と方法、トレー

ニングの手順、そして科学的根拠を概説し

た上で、リハビリテーションへの応用可能

性について解説した。IM の利点は、リズム

音に手と足の動きを同調させてタイミング

をとるといった非常にシンプルなトレーニ

ングであり、2 歳程度の幼児から高齢者まで

適用範囲が広く、生体への侵襲も全くない

ため、従来のリハビリテーションへ併用し

て使用可能なことである ただし、現在の

問題点は、科学的根拠を裏付ける IM の臨床

研究が国際的にも不足していることやIMシ

ステムが日本における医療機器の薬事承認

を得てないことであった。 

 バーチャルリアリティ（VR）

技術を用いた高齢者のリハビ

リテーションに関する文献的

研究 

 

単著 

 

平成 29 年 9

月 

 

奈良学園大学紀

要 第 7 集

pp.75-81 

 

コンピュータサイエンスの発展によってバ

ーチャルリアリティ（VirtualReality：VR）

技術が身近になった。一方で、わが国は急

速なスピードで超高齢社会が進行し、要介

護状態の高齢者が急増する中で、高齢者の

リハビリテ-ションが注目されている。そこ

本論 定義 特徴 解説
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で、本論文では、VR の定義と特徴を解説し

た上で、主に Wii と Kinect センサーを用い

た高齢者リハビリテーションへの応用に関

する国内外の現状と課題を文献的に考察し

た。その結果、Wii と Kinect センサーを用

いたトレーニングが高齢者の心身機能に及

ぼす影響を明らかにした良質の無作為化比

較対照試験（RCT）は少ないものの、高齢者

の機能的なバランス能力を改善させる効果

のあることが多くの論文で示唆されてい

た。VR を用いた高齢者のリハビリテーショ

ンには課題もあるが、より没入感の強いヘ

ッドマウントディスプレイが普及すること

で、今後は高齢者リハビリテーションへの

応用可能性が拡大すると考えられた。 

 

 タイ王国の周産期－チェン

マイ大学看護学部の視察を通

して－ 

 

共著 

 

平成 29 年 9

月 

 

奈良学園大学紀

要 第 7 集

pp.179-185 

 

タイ王国北部にあるチェンマイ大学を視察

し、タイ王国における周産期看護の現状に

ついての現状把握を行った。共働きの家庭

が多いタイ王国では、仕事を持つ母親たち

の多くが授乳のための環境が整っていない

ために母乳で育児を行うことは困難であ

り、母乳育児率の低下が問題視されていた。

こういった社会的背景から、母乳育児の重

要性についての啓発活動と環境を改善する

ための王室によるプロジェクトが発足し、

企業の事業所内の授乳コーナー設置や無料

での母乳輸送サービスの提供などが現在で

は行われていた。日本においても母乳育児

の利点については知られてはいるが、タイ

王国のようなサービスの整備までには至っ

ていない状況なため、タイ王国の周産期看

護についての現状を把握することは、日本

の周産期看護の質改善のための示唆を得る

ことにつながると考えられた。 

（分担執筆者:田中和奈、守本とも子、辻下

守弘） 
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 リハビリテーション医療に

おけるバイオフィードバック

―脳卒中片麻痺に対する応用

可能性について 

 

単著 

 

平成 29 年 9

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 44 巻第 2号 

pp.70-75 

 

本研究の目的は、各種の生体情報を音や光

などの人間にわかりやすい情報へ変換し、

その情報に基づいて自己の状態を調整する

バイオフィードバック（以下 BF）に対する

リハビリテーション医療（以下リハ医療）

への応用可能性を検討することであった。

リハ医療の特徴は、一般的な医療が手術や

投薬など医療者に依存した受動的治療であ

るのに対して、残存機能の回復や健常機能

への代償など患者自身による能動的治療が

主体となることであり、患者の学習過程へ

の介入が重要なアプローチとなる。本論文

では、その効果的な介入方法としての BF に

関して、その治療メカニズムについて学習

理論を用いた解説を行った。また、脳卒中

片麻痺に対す表面筋電図 BF について、コン

パクトなBF機器であるMyoTracの操作方法

と治療手続きとその効果および臨床応用上

の課題について論説した。最後に、EEG（脳

波計）や HEG（近赤外線方式脳血流計）を用

いたニューロフィードバックトレーニング

が脳卒中だけでなく他の神経系障害および

運動器障害へのリハビリテーションに応用

されていく可能性を検証し、多様なモダリ

ティを使ったBFがリハ医療に応用されてい

く必要性について論説した。 

Comparison of the 

pain-relieving effects of 

transcutaneous electrical 

nerve stimulation applied 

at the same dermatome levels 

as the site of pain in the 

wrist joint 

（手関節部の疼痛に対する頸

部と対側手関節および両者の

同一皮膚分節知覚帯への経皮

的膚電気刺激が疼痛軽減に及

ぼす影響の比較） 

共著 

 

平成29年11

月 

 

Journal of 

Physical Therapy 

Science 

Vol.29 No.11  

pp.1996-1999 

 

本研究の目的は、手関節部の疼痛に対する

対側同一皮膚分節知覚帯への経皮的電気刺

激(Transcutaneous Electrical Nerve 

Stimulation:以下 TENS)が疼痛緩和にどの

ような影響を及ぼすかを検討することであ

った。対象は 15 名の健康な成人女性（21.9

±0.3 歳[21-22 歳]）であった。実験手続き

は、まず 30 秒間の安静後に左手関節背側部

へ47℃で60秒間の温熱刺激にて疼痛を生じ

させ、その後に頸部（N）と対側手関節部（CW）

および両者（CWN）への TENS（周波数:15Hz・

波長:200 ㎲）を実施した。その結果、TENS
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を行わない対照群を含んだ 4条件の分散分

析では視覚的アナログ尺度（VAS）の違いに

有意な主効果を認めたが、N条件、CW 条件、

CWN 条件間には有意差を認めなかった。本研

究の結果、疼痛部位と同一の皮膚分節知覚

帯への TENS には有意な効果があるものの、

TENS 部位間での有意差は認められなかっ

た。 

（分担執筆者：川村博文、西上智彦、山本

綾子、辻下守弘、伊藤健一、大矢暢久、高

木峰子） 

担当部分：被験者への疼痛評価と TENS の実

施および統計処理と論文の結果に関する部

分の執筆を担当した。 

（その他）     

手織りプログラムへの参加

が認知機能の活性化に与える

影響 

[口頭発表] 

 

 

― 

 

平成 22 年 1

月 

 

第 14 回日本在宅

ケア学会学術集

会（東京） 

p.94 

 

S シルバー人材センターに登録中の 58 歳

から 77 歳の女性で、手織り機を用いて作品

を作成するプログラム参加者 43 人を対象

に、週 1 回 1 クール 3 ヶ月間のコースを 2

回実施した結果、事象関連電位 P300 と近赤

外線分光法を用いた脳イメージングによる

測定で、前頭前野の左側部が有意に活性化

していることが明らかとなった。 

(共同研究者：臼井キミカ、中川知音、丸山

麻衣、佐瀬美恵子、兼田美代、辻下守弘、

山口道弘、佐々木八千代、白井みどり、上

西洋子、津村智恵子） 

担当部分：事象関連電位 P300 と近赤外線分

光法による脳イメージング測定を担当し

た。 
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膝蓋大腿関節機能不全に対

する筋電図バイオフィードバ

ック療法の一経験 

[口頭発表] 

 

― 

 

平成 25 年 4

月 

 

第 41 回日本バイ

オフィードバッ

ク学会学術集会

（神奈川） 

バイオフィード

バック研究第 40

巻第 1号 2013 年 

p.88 

 

交通事故により膝蓋腱損傷を受傷し，再

建術後に膝蓋大腿骨腎機能不全となった症

例に対して筋電図バイオフィードバック療

法（以下 BF と略す）を実施し、歩行障害の

改善に著効を認めたので、その実施方法と

経過について報告した。退院時には、不安

定性や疹痛もなく、階段昇降やスクワット

動作も問題なくスムーズ 

に可能となっていた。 

(共同研究者：辻下守弘、西上智彦、笹田朋

香、 山本昇吾、孫 康基、梶原沙央里、田

辺暁人） 

担当部分：症例の評価から治療および論文

の執筆まで研究の全般を担当した。 

 

高齢者に対するキネクトセ

ンサーを用いたインタラクテ

ィブ・リハビリテーションの

効果 

[口頭発表] 

 

― 

 

平成 26 年 4

月 

 

第 42 回日本バイ

オフィードバッ

ク学会学術集会

（東京） 

バイオフィード

バック研究第 41

巻第 1号 2014 年 

p.50 

 

本研究の目的は、高齢者を 対象としてキ

ネリハを用いた運動トレーニングを実施

し、全身の機能的身体運動能力やバランス

能力に及ぼす 影響および認知脳機能に対

する効果について検討することであった。

対象は、認知症や中枢神経系疾患のないこ

とが確認された健常高齢者 3 名であった。

キネリハの所要時間は休息も入れて約15分

とし，週 3 回の頻度で 2 週間継続した。キ

ネリハの結果 3 名ともに FRT はリーチ距離

が改善し、TUG は所要時間が短縮していた。

ファイブ・ コグテストは手先の運動スピー

ドと注意分割機能が3名とも向上していた。 

(共同研究者：辻下守弘、川村博文、西上智

彦、松谷綾子、井上悦治） 

担当部分：症例の評価から治療および論文

の執筆まで研究の全般を担当した。 

 

認知症患者に対するインタ

ラクティブ・メトロノームの

症例報告 

[口頭発表] 

 

― 

 

平成 27 年 3

月 

 

第1回認知症の早

期発見、予防・治

療研究会 

（東京） 

抄録集 

p.14 

 

本研究では、認知機能の改善を目的とし

た IM トレーニングが、高齢者の認知症に対

しても同様の効果が期待できると考え応用

を試みたので報告する。対象は、IM トレー

ニングを3ヶ月間継続できた認知症高齢者2

名とし、認知症の評価には、改訂長谷川式

簡易知能評価スケール（HDS-R）と IM の専
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用ソフトに内蔵されているミリ秒単位でタ

イミング誤差を測定する評価ツールを使用

した。IM は、1セッション約 20 分とし、提

示される1分間 54のテンポに対して正確に

タイミングを合わせて両手、左右片手とい

った 3種類のリズム運動を週 3回、3ヶ月間

実施した。被験者 2名は、IM に対する意欲

が 3か月間維持され、トレーニング開始時

に比較して、タイミング誤差が大幅に短縮

し、それに伴って HDS-R の改善も認められ

た。IM は、認知症の認知機能の改善にも効

果が期待できる。 

 

タイミング誤差のフィード

バックトレーニングが時間認

知に及ぼす影響 

[口頭発表] 

 

― 

 

平成 27 年 4

月 

 

第 43 回日本バイ

オフィードバッ

ク学会学術集会

（つくば） 

バイオフィード

バック研究第 42

巻第 1号 2015 年 

p.85-86 

 

本研究では、注意欠陥多動性障害（ADHD）

と認 知症といった代表的な認知機能障害

に対してタイミング誤差のフィードバック

トレーニングを継続的に実施する機会を得

た。対象は、ADHD の中学生 1 名とアルッハ

イマー型認知症の高齢者 1 名であった。ト

レーニングには、インタラクティブ・メト

ロノー ム法（IM）を用いた。IM は、1セッ

ション約 30 分とし、提示されるテンポに対

して正確にタイミングを合わせてリズム運

動を行う課題を8週間で合計56セッション

実施した。その結果、ADHD ではセッション

中期以降でタイミング誤差が小さくなり、

認知症ではセッション中期で急激にタイミ

ング誤差が小さくなっていた。 

(共同研究者：辻下守弘、西上智彦、松谷綾

子、青田絵里） 

担当部分：症例の評価から治療および論文

の執筆まで研究の全般を担当した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3月 31 日 

氏名  西川 隆  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

内科系臨床医学，神経科学 精神神経科学，神経科学一般，神経心理学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1) 作業療法学専攻における精神医学の授業に

参加型演習を導入

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部作業療法学

専攻学生 2 年次授業科目「精神障害論」（後に「精神

医学Ⅱ」）において，毎回，前週に検討課題を与えて

グループによる事前学習を行わせ，授業ではプレゼン

テーション・討論・総括を行い，翌週までに総括のレ

ポートを提出させるという今日のいわゆるアクティ

ブ・ラーニングを実践し，課題検討能力の向上をはか

った。

2) 作業療法学専攻における高次脳機能障害学

の授業に参加型演習を導入

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部作業療法学

専攻学生 3 年次授業科目「認知心理障害論Ⅱ」（後に

「高次脳機能障害学Ⅱ」）において，毎回，前週に検

討課題を与えてグループによる事前学習を行わせ，授

業ではプレゼンテーション・討論・総括を行うという

今日のいわゆるアクティブ・ラーニングを実践し，課

題検討能力の向上をはかった。 

3) 大学院生に対する職域横断的学術活動の支

援

平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究科

大学院生に対し，各自の研究テーマに応じて，作業療

法士・言語聴覚士・理学療法士などの職域を超えた医

学分野の学会（老年精神医学会，高次脳機能障害学会，

統合失調症学会等）への加入を促し，学会報告・論文

発表を指導して，職域横断的な学術活動の能力向上を

はかった。 

現在，医療専門職として就業している社会人大学院生

が多いという事情を考慮し，週 1 回，大阪市中心部に

あるサテライト教室で夜間に研究指導を行った。 

２ 作成した教科書，教材 

精神医学マイテキスト 平成 23年 4 月 

～ 

平成 30年 3 月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部における

「精神医学」（後に「精神医学Ⅰ」）の講義に用い，

理学療法学専攻および作業療法学専攻の学生に，精神

医学の諸理念と歴史，症候学，精神疾患の各論的知識

を習得するために活用した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 平成 18年 7 月 公立大学法人大阪府立大学大学院総合リハビリテーシ

ョン学研究科臨床支援領域修士課程（職名：教授，講

義科目：高次脳機能障害学特論 Ｍ可，研究指導：臨床

支援特別演習 Ｍ○合，特別研究 Ｍ○合）の資格あり

と判定 

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 平成 20年 8 月 公立大学法人大阪府立大学大学院総合リハビリテーシ

ョン学研究科博士後期課程（職名：教授，講義科目：

高次脳機能障害学特別講義 Ｄ可，研究指導：臨床支

援特別演習Ⅱ Ｄ○合，臨床支援特別演習Ⅲ Ｄ○合，

特別研究Ⅱ Ｄ○合，特別研究Ⅲ Ｄ○合）の資格あり

と判定 

４ 実務の経験を有する者についての特記事

項 
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５ その他   

   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1) 医師免許 昭和 54年 5 月 医師免許（第 244771 号） 

2) 博士（医学） 平成 13年 11月 大阪大学 16585 

3) 日本精神神経学会精神科専門医 平成 18年 4 月 会員番号 04466 

4) 老年精神医学会専門医 平成 16年 6 月 第 001676 号 

   

２ 特許等   

   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

   

   

４ その他   

   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1 精神医学マイテキスト 共著 平成 23年 4月 金芳堂 精神科治療に関わるコメディカル・スタッ

フおよび養成課程学生の教育に資するこ

とを目的に作成された教科書 

B5 版 全 214 頁 

監修者：武田雅俊 

編者：西川隆，中尾和久，三上章良 

共著者：漆葉成彦，加藤佳也，手島愛雄，

中川賀嗣，中広全延，福永知子，松浦玲子，

丸山総一郎，山本晃，横井公一 

本人担当部分「序論」「精神症候学」「脳

局在症候」「画像検査」の項（1-38, 59-62） 

精神医学の重要性を健康寿命・入院者数・

自殺者数の観点から説明し，精神医学の理

念と方法がヒューマニズムにもとづくも

のであることを解説した。 

2 高次脳機能障害 Q&A 

  症候編 

共著 平成 23年 10

月 

新興医学出版社 高次脳機能障害を学ぶ上で生じる疑問を

項目別に詳しく解説した書 

B5 版 全 209 頁 

編者：河村満 

本人担当部分「消去現象と空間無視の関

連」の項（74-76） 

消去現象と空間無視はしばしば合併する

が，両者は症候学的にも原因病巣の面でも

独立した症候であることを過去の知見に

もとづいて説明した。 
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3 意識と睡 

（脳とこころのプライ 

  マリケア 5） 

共著 平成 24年 6月 シナジー 脳とこころに関する病態を体系的に解説

した全書のうち，意識と睡眠に関する分野

における最近の研究知見を基礎から臨床

まで詳述した書 

B5 版 全 840 頁 

監修：日野原重明，宮岡等 

巻編者：千葉茂 

本人担当部分「特殊な意識障害 解離性障

害」の項（264-271） 

解離性障害は防衛機制として意識の一部

を自己から分離あるいは変容させること

により生じる病態である。てんかんや昏睡

との鑑別を中心にその症状と病態を解説

した。 

4 脳血管障害と神経心理

学   第 2 版 

共著 平成 25年 9月 医学書院 脳血管障害による局在病変と各神経心理

学的症候の関連を脳解剖生理学的病態理

論を踏まえて総合的に解説した書 

B5 版 全 550 頁 

編者：平山恵造，田川皓一 

本人担当部分「情動障害」の項（67-76） 

脳血管障害によって現れる各種の気分・感

情の障害につい知見を総説し，そ神経基盤

と病態機序について解説した。 

5 認知症ハンドブック 共著 平成 25年 11

月 

医学書院 認知症診療に必要な知識を全項目にわた

って詳しく解説した書 

A5 版 全 907 頁 

編者：中島健二，天野直二，下濱俊，冨本

秀和，三村將 

本人担当部分「認知症の診断―問診」の項

（109-115） 

認知症の問診手順と技法，留意事項につい

て解説した。 

6 症例で学ぶ高次脳機能

障害-病巣部位からの

アプローチ- 

共著 平成 26年 9月 中外医学社 高次脳機能障害に関する種々の実例をも

とに，各症候の病巣部位と病態を解説した

書 

B5 版 全 274 頁 

編者：鈴木匡子 

本人担当部分「脳梁前部」の項（236-245） 

脳梁前部症候群を呈した症例を提示しそ

の病態と診断上の留意点および脳梁の機

能解剖学的知識を解説した。 

7 注意と意欲の神経機構 共著 平成 26年 10

月 

新興医学出版社 従来の認知科学では捉え難かった人間の

注意と意欲の神経基盤とメカニズムにつ

いて種々の病態を通じて検討した書 

A5 版 全 280 頁 

編者：日本高次脳機能障害学会教育・研修

委員会 

本人担当部分「消去現象の病態と注意機

構」の項(97－118) 

消去現象とは一側刺激では感知可能な刺

激が両側刺激ではその一方を感知し得な

いという現象である。その病態に関する研

究の知見を総括し解説した。 
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8 精神・心理機能評価ハ

ンドブック 

共著 平成 27年 6月 中山書店 精神疾患や神経疾患でみられる精神・心理

的障害および症状の評価尺度と検査法を

解説した書 

B5 版 全 528 頁 

編者：山内俊雄，鹿島晴雄 

本人担当部分「重度認知症における認知機

能検査」 

重度認知症の認知機能を評価しうる検査

として著者らが新たに開発した評価尺度

を解説した。 

9 情動とトラウマ 共著 平成 29年 4月 朝倉書店 心的トラウマが与える精神発達への影響

と精神障害発生の病態機制および治療戦

略を生物学的・心理学的・社会学的側面か

ら多面的に解説した書 

A5 版 全 230 頁 

編者：三村將 奥山眞紀子 

本人担当部分「ストレス関連障害に対する

他の精神療法」の項（216-223） 

ストレス関連性精神障害の精神療法のう

ち認知行動療法を除く他の精神療法につ

いて効果のエビデンスにもとづく推奨度

を国際外傷性ストレス研究学会のガイド

ラインに沿って解説し，理論的背景を解説

した。 

10 女性のメンタルヘル

ス 

共著 平成 29年 11

月 

南山堂 平成 26 年の女性活躍推進法の制定を受

け，働く女性のメンタルヘルスの向上と不

調の予防および治療について総合的に解

説した書 

B5 版 全 274 頁 

編者：丸山総一郎 

本人担当部分「女性のメンタル不調の診

察」の項（71-78） 

女性がメンタルヘルスの不調を呈した際

の診察手順とその際に考慮すべき女性特

有の生活史背景と心理的要因について解

説した。 

11 高次脳機能障害ビジ

ュアル大事典 

共著 令和 2 年 9 月 メディカ出版 看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴

覚士を対象に、豊富なイラストと症例提示

を添えて各種の高次脳機能障害の症候の

概念と効果的な対応法を開設した事典 

B5 版 全 286 頁 

監修：大沢愛子  

本人担当部分「聴覚失認」の項（168-170） 

聴覚失認の概念と病態の特徴、効果的なケ

アのアプローチについて解説した。 
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（学術論文）     

1 重度認知症者のための   

認知機能検査 −  

‘Severe Cognitive   

Impairment Rating   

Scale’日本語版の臨床  

的有用性の検討 –  

（査読付） 

共著 平成 25年 10

月 

老年精神医学雑誌 

24(10):1037-1046 

重度認知症患者にとって既存の認知機能

検査は難易度が高く，残存する認知機能を

詳細に把握することが困難である．海外で

は，重度認知症患者の認知機能検査とし

て，Severe Cognitive Impairment Rating 

Scale (SCIRS)が開発されている．本研究

では，SCIRS の日本語版を作成し，臨床的

有用性を検討した．その結果，既存の検査

では床効果を示した患者に対しても，

SCIRS を用いてより詳細に認知機能を判

別できた．以上より，日本語版 SCIRS は重

度認知症者の残存する認知機能を詳細に

幅広く測定可能な検査であると考えられ

た． 

本人担当部分：研究計画，調査，データ分

析，結果の考察，論文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，植松正保，永田優馬，

福原啓太，内藤泰男，大西久男，西川隆 

2 認知症患者における認   

知機能，ADL，BPSD の

関連性 重度認知症患

者に着目して 

（査読付） 

共著 平成 26年 3月 老年精神医学雑誌 

25(3):316-323 

94 人の認知症入院患者を対象に，認知機

能，日常生活活動（ADL），周辺症状（BPSD）

の関連性を検討した。その結果，ADL が高

ければ認知機能障害が軽度で，移動能力が

高いほど BPSD が増悪することが明らかに

なった。また，重度認知症患者では，認知

機能検査，ADL 検査においていくつかの検

査項目で床効果を示した。そのため，重度

認知症患者向けの各検査が必要であると

考えられた。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，植松正保，小城遼太，

永田優馬，福原啓太，内藤泰男，大西久男，

西川隆 

3 利き手・非利き手での   

到達把持動作での予測   

的な戦略の検討 

共著 平成 26年 3月 四條畷学園大学リハ

ビリテーション学部

紀要 平成 26 年度 

高齢者の巧緻動作能力の低下における特

徴を検討するために，到達運動時に見られ

る Pre-shaping において最大切線速度出

現時点と母指・示指間最大距離出現時点を

指標として若年者と比較を行った。その結

果，高齢者では Pre-shaping が若年者に比

べてより早期に出現することが示された。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察に関

わった。 

共著者：田丸佳希，内藤泰男，西川隆，松

下太，杉原勝美，西田斉二，川上永子，北

山淳，銀山章代，上田任克 

保健医療学部リハビリテーション学科

1118



4 ライフヒストリーカル   

テの作成 生活史を多   

職種で共有する意義 

  （査読付） 

共著 平成 26年 7月 老年精神医学雑誌 

25(7)801-808 

医療・介護療養型病床および介護老人保健

施設に入院・入所している患者のケアに資

することを目的に対象者の生活史を多職

種が短時間で把握できる共有ツールの作

成を試みた。ケアスタッフへの意識調査に

より，記載すべき情報として，出身地，家

族関係， 家族や友だち，遊び，仕事，結

婚，人柄，印象に残っている姿，生活習慣，

誇りなどが挙げられた。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，山本祐子，小城遼太，

永田優馬，日垣一男，西川隆，植松正保 

5 非失語性失書を合併し   

たタイピング障害の一

例 ─ 失書との関連 

─ 

  （査読付） 

共著 平成 27年 6月 高次脳機能研究 

35(2)233-241 

非失語性の失書を伴うタイピング障害例

の病態を検討した。失書は運動覚性失書で

あり，タイピングの障害は打鍵位置の空間

的誤りによるものであった。左中心前回，

角回に病巣を有し，音韻選択や配列に関わ

る左中前頭回後部には及んでいなかった。

タイピングは書字と神経基盤の一部を共

有していることが示唆された。 

本人担当部分：症例の診断，神経学的所見，

画像所見，検査結果の分析と考察，論文執

筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子, 柏木敏宏, 江口香

織, 西川 隆 

6 Development of the 

Cognitive Test for 

Severe Dementia 

（重度認知症のための認

知機能テストの開発） 

（査読付） 

共著 平成 27年 6月 Dement Geriatr Cogn 

Disord  

40(1-2): 94-106 

中等度から重度の認知症患者に対して既

存の認知機能検査は床効果を示し，特に重

度認知症者に対しては残存する認知機能

を測定することができない。著者らは認知

機能 7 領域 13 項目からなる重度認知症患

者向けの認知機能テスト(the Cognitive 

Test for Severe Dementia; CTSD）を開発

し，信頼性と妥当性を検討した。CTSD は

床効果を示さず，信頼性・妥当性も確認さ

れた。CTSD は他の認知機能検査と比較し

て重度認知症患者の残存する認知機能を

鋭敏に測定することができる。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Uematsu M, 

Takebayashi T, Hanada K, Inokawa M, 

Fukuhara K, Ogawa Y, Haga D, Kakegawa Y, 

Nishikawa T 

保健医療学部リハビリテーション学科
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7 右前頭葉内側面損傷に  

より漢字の純粋失書を   

呈した一例 

 （査読付） 

共著 平成 27年 6月 神経心理学 

31(3)204-212 

右前頭葉内側面損傷により漢字の純粋失

書を呈した 1 症例について失書の発現機

序を検討した．漢字の誤り方の特徴とし

て，無反応に次いで形態性の誤りが多か

った．漢字の書字の成否は画数ではなく，

構成要素数の多さと関係し，錯書の場合

は構成要素が他の漢字の構成要素に置換

されることが多く，そのほとんどが実在

する構成要素を組み合わせていた．他の

言語機能に問題がなかったことから，本

例の漢字の失書は，音韻の配列や意味か

ら文字形態を想起する過程は終盤近くま

で保たれているが，最終段階における構

成要素の選択と配置の誤りによって生じ

ているものと考えられた． 

本人担当部分：症例の診断，神経学的所見，

画像所見，検査結果の分析と考察，論文執

筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫，柏木敏宏，

西川隆 

8 Decline of gustatory    

sensitivity with the 

progression of    

Alzheimer’s disease 

（アルツハイマー病の進

行とともに低下する味

覚感度） 

（査読付） 

共著 平成 28年 3月 International 

Psychogeriatrics 

28(3)511-517 

アルツハイマー病患者 32 名の甘味・塩

味・酸味・苦味に関する味覚閾値をテース

トディスクを用いて測定するとともに，味

覚弁別，味覚同定能力を評価した。健常対

照群と比較した。患者の味覚閾値は初期か

ら低下し認知症の重症度とともに進行し

た。酸味・苦味は弁別はできるが同定は困

難であったが，甘味だけは同定能力が保た

れていたことから，アルツハイマー病患者

にみられる甘味への強い嗜好性の基盤に

基礎的な味覚障害が関与している可能性

が示唆された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者： Sakai M, Ikeda M, Kazui H, 

Shigenobu K, Nishikawa T 

9 重度認知症に対する従   

来の QOL 尺度の限界 

（査読付） 

共著 平成 28年 4月 老年精神医学雑誌 

27(4): 429-437 

を対象に開発された QOL 尺度が用いられ

てきたが，近年，その QOL 概念の枠組みは

異なると示唆されている。36 人の重度認

知症者を対象に，自己評点式尺度と代理評

点式尺度をそれぞれ2種類従来のQOL尺度

を用いて，重度認知症者に対する適応性を

検討した。適応性の検定の結果，4 尺度の

内の1尺度内における2項目が適合基準を

満たしただけであった。重度認知症者に対

する従来の QOL 尺度の適応性には限界が

あると考えられた． 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：永田優馬，田中寛之，石丸大貴，

植松正保，福原啓太，小川泰弘，内藤泰男，

西川隆 

保健医療学部リハビリテーション学科
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10 右前頭葉の発話・書字   

への関与― 一過性の

発話開始困難と持続的

な漢字の純粋失書を呈

した症例からの考察 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)236-243 

前補足運動野を含む右前頭葉内側面損傷

により一過性の発話開始困難と持続性の

漢字の失書を呈た症例を報告した。右前頭

葉内側面損傷による失書は過去に報告さ

れていない。本例の書字の成否は, 漢字の

画数や使用頻度に依存せず, 構成要素 

(偏や旁など漢字を構成する要素的単位) 

の数が増すほど書字が困難であり, その

誤りの特徴は構成要素の置換であった。右

前頭葉内側面は漢字書字を実現する過程

の終盤の段階で, 構成要素の選択・配列に

関与している可能性が示唆される。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆を担

当した 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫，西川隆 

11 線画に比べ実物や写

真でより顕著な障害を

認めた視覚失認の一例 

 （査読付） 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)304-311 

特異な視覚失認と大脳性色覚障害, 失語

症, 前向性健忘を呈する症例を報告した。

左側の舌状回・紡錘状回を含む後頭葉から

側頭葉内側下部に病変を有し，一般的に視

覚対象の認知は実物や写真より線画のほ

うが難しいと考えられているのに反して, 

症例では線画に比べ実物や写真の認知が

不良であった。症例の視覚認知機能をさら

に検討した結果, 輪郭情報にもとづく対

象の認知は比較的保たれていたが, 陰影

や奥行きの情報を統合し, 立体感のある

対象として認知することが困難であると

考えられた。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆を担

当した。 

共著者：竹田奈央子, 渋谷静英, 塚本能

三, 西川隆, 柏木敏宏 

12 脳血管障害によりフ

レゴリの錯覚と身体パ

ラフレニアを合併した

2 症例 

 （査読付） 

共著 平成 28年 6月 高次脳機能研究 

36(2)312-319 

脳血管障害による右半球病変に伴って身

体パラフレニアとフレゴリの錯覚を合併

した 2 症例を報告した。Feinberg らは, 

身体パラフレニアを, カプグラ症候群と

同型の病態構造を有していると指摘して

いるが, 身体パラフレニアとカプグラ症

候群の合併の報告はみられない。一方, 身

体パラフレニアにフレゴリの錯覚の合併

をうかがわせる記述は少数見出された。身

体パラフレニアと人物誤認症候は右半球

とりわけ前頭葉病変に共通した責任病巣

があるものと考えられており, これまで

注目されてこなかったが, フレゴリの錯

覚と身体パラフレニアはより高率に合併

している可能性がある。 

本人担当分：画像所見，結果の考察，文献

的検討，論文執筆を担当した。 

共著者：掛川泰朗，磯野理，西川隆 

保健医療学部リハビリテーション学科
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13 家族からのビデオレ

ターによる simulated    

Presence Therapy が言

語的混乱行動を軽減さ

せた認知症高齢者の一

症例 

（査読付） 

共著 平成 29年 4月 作 業 療 法 36(2): 

223-229 

家族からの語りをオーディオ・ビデオテー

プに録音・録画・再生する擬似的再現療法

とはことで感情を刺激し,快適さをもたら

す療法を認知症高齢者の一症例に実施し

た結果，介入前と比較して介入後に言語的

混乱行動の回数に有意な軽減を認めたが，

音楽刺激では効果がみられなかった。家族

からのビデオレターによる擬似的再現は

症例の欲求不満を軽減する作用があると

考えられた。 

本人担当分：結果の考察，論文執筆を担当

した。 

共著者：田中寛之，永田優馬，石丸大貴，

小城遼太，西川隆 

14 Impaired    

Interpretation of    

Others' Behavior is    

Associated with    

Difficulties in    

Recognizing    

Pragmatic Language    

in Patients with    

Schizophrenia 

（統合失調症において

他者の行動の理解障害

は語用論的言語理解障

害と関連している） 

（査読付） 

共著 平成 29年 10

月 

Journal of 

Psycholinguistic 

Research 46(5): 

1309-1318 

統合失調症患者34人と健常者34人に対し

て，心の理論課題，比喩皮肉文課題，社会

常識テストを実施した，全ての課題におい

て，患者群は健常群よりも有意に障害され

ていた。また患者群内において比喩理解能

力と正常行動理解能力，皮肉理解能力と異

常行動理解能力の間に有意な相関がみら

れた。統合失調症患者の社会的認知機能障

害はこれら 2 つの語用論的要因を含んで

いることが示唆された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Fukuhara K, Ogawa Y, Tanaka H, 

Nagata Y, Nishida S, Haga D, Nishikawa 

T 

15 Earlier and greater 

hand pre-shaping in 

the    elderly: a 

study based on 

kinetic analysis of 

reaching movements to 

grasp objects 

（高齢者にみられる早

期のより大きな手

pre-shaping:物体把握

到達運の運動学的分析

に基づく研究） 

（査読付） 

共著 平成 29年 11

月 

Psychogeriatrics 

17(6): 382-388 

物体把握の準備動作として到達運動期間

にみられる手の形態変化を Pre-shaping

という。高齢者の巧緻動作の評価ととも

に，高齢者群と若年対象者群の

Pre-shaping を運動解析装置を用いて比

較したところ，Pre-shaping の最大切線速

度出現時点と母指・示指間最大距離出現時

点高齢者の方が若年者に比べてより早期

に出現することが示された。この結果は高

齢者においては巧緻動作能力の低下を代

償する方策として Pre-shaping を変化さ

せていることを示唆している。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，論

文執筆に関わった。 

共著者：Tamaru Y, Naito Y, Nishikawa T 

保健医療学部リハビリテーション学科
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16 Gustatory 

dysfunction as an 

early symptom of    

semantic dementia 

（意味性認知症の初期

症状としての味覚障

害） 

（査読付） 

共著 平成 29年 11

月 

Dement Geriatr Cogn 

Dis Extra 7(3): 

395-405 

意味性認知症(SD)患者 18 名とアルツハイ

マー病(AD)患者 18 名，健常対照者に対し

て，味覚閾値および味覚弁別・味覚同定の

能力を測定し比較した。SDと AD ではとも

に早期より健常者に比べて味覚閾値が低

下しており，その傾向は SD でより目立っ

た。この研究は SD の味覚閾値を測定した

初めての研究である。SD では AD と比較し

てより甘味への嗜好性の強いことが知ら

れているが，その背景には基本的な味覚機

能低下が関与していると考えられる。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者： Sakai M, Ikeda M, Kazui H, 

Shigenobu K,Komori K, Ikeda M, 

Nishikawa T 

17 Development of the    

Japanese version of 

the Quality of Life in 

late-stage Dementia 

Scale 

（Quality of Life in 

late-stage Dementia 

Scale 日本版の作成） 

（査読付） 

共著 平成 30年 3月 Psychogeriatrics 

18(2): 106-112 

重度認知症者の QOL 尺度は海外でも少数

しか開発されておらず，日本ではまだ臨床

に導入されていない。本研究は海外で開発

され広く使用されている Quality of Life 

in late-stage Dementia Scale(QUALID)

を原著者の許可を得て翻訳して日本版

(QUALID-J)を作成し，その信頼性と妥当性

を検討したものである。70 人の重度認知

症者に評価を施行し，十分な信頼性・妥当

性を有する検査であることが確認された。

今後重度認知症患者の治療や介護の効果

判定に役立つことが期待される。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Nagata Y, Tanaka H, Ishimaru D, 

Uematsu M, Naito Y, Nishikawa T 

18 Clinical Utility of 

the Cognitive Test 

for Severe Dementia: 

Factor Analysis, 

Minimal Detectable 

Change, and 

Longitudinal Changes 

  (Cognitive Test for 

Severe Dementia の臨

床的有用性：因子分析，

最小検出可能変化値，

長期変化) 

（査読付） 

共著 平成 30年 6月 Dement Geriatr Cogn 

Dis Extra 8(2): 

214-225 

著者らが開発した重度認知症患者向けの

認知機能テスト CTSD (the Cognitive Test 

for Severe Dementia）の臨床的有用性を

COSMIN checklist によって検討した。232

人の認知症患者における認知機能の変化

を追跡し，そのデータにもとづいて 1)因

子分析による構成妥当性，2)標準誤差と最

小検出可能変化値による信頼性と解釈可

能性，3)長期変化による反応性，を検討し

た。結果は CTSD が信頼しうる評価指標で

あることを示した。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Nishikawa T 

保健医療学部リハビリテーション学科
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19 Physical Activity in 

Severe Dementia is 

Associated with 

Agitation Rather than 

Cognitive Function 

（重度認知症の身体活動

は認知機能でなく焦燥

と関連している） 

（査読付） 

共著 令和 1 年 9 月 Am J Alzheimers Dis 

Other Demen 

doi: 

10.1177/15333175198

71397.  

重度認知症者における身体活動と認知機

能・日常生活活動(ADL)・心理行動症状

(BPSD)の関連を検討した。認知症患者 63

名の 1 日身体活動量をアクティウォッチ

で定量的に計測し，認知機能・日常生活活

動・心理行動症状の各評価尺度の結果との

関連を分析した。重度認知症者の身体活動

は認知機能ではなく BPSD の焦燥と相関し

ていた。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y, 

Nishikawa T 

20 Insight Into Illness 

and Defense Styles in 

Schizophrenia 

（統合失調症における

病識と防衛様式） 

（査読付） 

共著 令和 1 年 9 月 J Nerv Ment Dis 

207(10):815-819 

統合失調症者における病識と防衛機制，認

知機能の関連を検討した.38 名の統合失

調症患者に SAI-J（病識尺度），DSQ(防衛

様式)，BACS-J（神経認知機能），BPRS（精

神症状)を施行した結果，認知機能と精神

症状を統制した重回帰分析によって，病識

は未熟な防衛機制に関連していることが

示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H, 

Nagata Y, Ishimaru D, Nishikawa T 

21 Clinical factors 

associated with 

Activities of Daily 

Living and their 

decline in patients 

with severe and 

profound dementia 

（重度および最重度認

知症患者の日常生活活

動とその低下に関連す

る臨床要因） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 3 月 Psychogeriatrics 

20(3):327-336 

認知症患者の ADL に影響を及ぼす因子を

検討した。131 人の患者に Personal 

Self-Maintenance Scale (PSMS)（ADL 尺

度）と CTSD(認知機能尺度)，NPI-NH と

CSDD(PPSD 尺度)，MNA-FS（栄養状態），CCI

（合併疾患）等による評価の 6か月間の変

化を測定し，重回帰分析を行った結果，最

重度の段階の認知症においても ADL 機能

の低下を最もよく予測する因子は認知機

能であることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Nishikawa T 

22 認知症における

engagement 評価尺度; 

日本語版 Menorah Park 

Engagement Scale の臨

床的有用性の検討  

（査読付） 

共著 令和 2 年 3 月 老年精神医学雑誌 

31(3):304-310 

engagement とは活動に取り組む主体の態

度のことであり，認知症者のリハビリテー

ションにおいては重要な要因と考えられ

るが，本邦ではいまだこれに関する評価尺

度は導入されていない。海外で使用されて

いる Menorah Park Engagement Scale を原

著者の許可を得て日本語に翻訳し，その信

頼性と妥当性を検討した。日本語版

Menorah Park Engagement Scale は認知症

者の engagement を評価する上で有用性な

尺である。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：石丸大貴, 田中寛之, 永田優馬, 

西川隆 
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23 Effect of 

Alzheimer's disease 

severity on upper 

limb function 

（上肢機能に対するア

ルツハイマー病重症度

の影響） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 8 月 Psychogeriatrics. 

20(5):802-804 

著者らは物体把握の準備動作である

Pre-shaping の最大切線速度出現時点と

母指・示指間最大距離出現時点が加齢とと

もにより早く出現するようになることを

既に報告した。今回の研究では，重症度の

異なるアルツハイマー型認知症者（AD）の

左右上肢による物体到達・把握動作を運動

解析し，AD の初期の段階で利き手の到達

運動が解体されるが非利き手には見られ

ず，また把握動作には変化がみられないこ

とを明らかにした。この知見は AD 患者の

動作障害を検討するうえで有用である。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆に関

わった。 

共著者：Tamaru Y, Tanaka H, Ueda 

M, Sumino Y, Imaoka M, Matsugi 

A, Nishikawa T, Ishii R, Naito Y 

  

24 Incidence and 

lesions causative of 

delusional 

misidentification 

syndrome after 

stroke. 

（脳卒中後の妄想性誤

認症候群の発生頻度と

原因病巣） 

（査読付） 

共著 令和 2 年 9 月 Brain and Behavior 

10(11): e01829. 

脳卒中で入院した 874 人の患者における

妄想性誤認症候群(DMS)の発生頻度と合併

症，共通病巣を調査した。10例の DMS が

見出されたが全て Fregoli 症候群であり，

Capgras症候群を含め他の DMSはみられな

かった。病変は全例が右半球病変を有し，

全例左半側空間無視(USN)を呈していた。

DMS を呈しない USN の 24 例を対照群とす

る voxel-based lesion–symptom mapping

を用いた病巣解析の結果，鈎状束を含む病

変が Fregoli 症候群に特異的に関連して

いることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Kakegawa Y, Isono O, Hanada K, 

Nishikawa T  

25 青年期脳性麻痺児・者

のための自己回答式

QOL 尺度–Cerebral 

Palsy Quality of Life 

Questionnaire for 

Adolescents

（CPQOL-Teen）日本語

版の作成と有用性の検

討-． 

共著 令和 3 年 1 月 脳と発達 

53(1):10-14 

青年期脳性麻痺児・者の主観的 QOL 評価尺

度 CPQOL-Teen を著者の許可を得て和訳し

た日本語版を脳性麻痺児・者 57名 (CP群) 

と定型発達児・者 58名 (TD群) に実施し，

評価尺度としての有用性を検討した.日本

語版 CPQOL-Teen 自己回答版は,十分な検

査-再検査信頼性と内的整合性，

J-KIDSCREEN-27 を外的基準とした妥当性

を示した. CPQOL-Teen の 5 領域のうち『機

能についての満足度』は, CPの特性を反

映する可能性が示された. 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：加藤雅子，荒井洋，小松光友，ラ

トン桃子，立山清美，西川隆 
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26 Impact of disturbed 

rest-activity 

rhythms on activities 

of daily living in 

moderate and severe 

dementia patients. 

（中等度から重度認知

症者の日常生活活動に

与える休息・活動リズ

ムの影響） 

（査読付） 

共著 令和 3 年 4 月 Alzheimer Disease 

and Associated 

Disorders 

35(2):135-140 

中等度から重度認知症者 64 名の睡眠・覚

醒リズムをアクティグラフィで測定・解析

するとともに，認知機能，ADL，心理行動

異常を評価して，相互の関連を検討した。 

昼間の睡眠・覚醒リズムの不安定性と休息

ピークのタイミングの不適切さが低い

ADL に有意な影響を与える因子であるこ

とが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Takabatake S, 

Nishikawa T 

 

    
（その他）     

「総説」     

1 意図と脳の左右：脳の

中の弁証法 
単著 平成 23年 6月 Brain Medical 23(2): 

163-170 

脳梁離断例で出現する拮抗失行や意図の

抗争という症候においては左右の半球に

異なる意図が存在することが明らかにな

る。健常者の場合，左右の半球は相互に矛

盾する意図が生じた場合に両者を統合し

てより合理的な行動を創造することによ

り進化と個体発達が実現してきたと考え

られることを論じた。 

2 神経心理学からみた高

齢者の認知機能低下 
共著 平成 24年 4月 老年精神医学雑誌

23(4): 441-454 

高齢者において減衰する認知機能低下に

関して神経心理学的機能の各領域につい

てこれまでの内外の研究知見をレビュー

し解説を加えた。近年のこの分野の研究は

社会学的認知機能に及んでおり，加齢の影

響を受ける程度には多様な差があること

を指摘した。 

本人担当部分：資料収集，執筆 

共著者：小川泰弘，西川隆 

3 現象学に対する神経心

理学的見地からの若干   

のコメント 

単著 平成 25年 3月 神経心理学 29(1): 

44-53 

現象学は近代の科学的客観主義が動態的

な現実を抽象的に捉えていることを批判

し，主体的体験を根拠として現実をとらえ

ようとする思想であった。このような視点

は，ともすれば客観主義的な人間観を抱き

がちな今日の脳科学や神経心理学に対し

ても重要な批判的観点であることを指摘

した。 

4 外来で早期に認知症を   

疑うコツ 
単著 平成 27年 3月 治療 97(3): 313-316 一般的な診療において外来患者が認知症

であることを治療者が疑うのはどのよう

な所見を見出したときであるか，いくつか

の経験上の要点を解説した。 

5 脳梁と精神疾患 単著 平成 27年 3月 神経内科 

82(3):297-304 

脳梁離断症状は自己の単一性や同一性の

障害を招くことがら，離断学説が提起され

て以来，統合失調症や心因性の解離症状の

モデルとされてきた。脳梁の解剖生理学的

知識と症候学および精神疾患と関連する

研究史の流れを解説し，今後の展望を述べ

た。 
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6 DSM-5 からみた複合性

注意の領域 
共著 平成 28年 12

月 

神経内科

85(2):182-187 

アメリカ精神医学会の精神疾患診断マニ

ュアル DSM-Ⅳから DSM-5への改訂に伴い，

認知症の診断基準に含まれる認知機能が

5 領域から 6 領域に増えるとともに，領域

間をまたいだ再編成が行われた。新たに設

けられた「複合性注意」の概念を改訂の背

景とともに開設した。 

本人担当分：執筆 

共著者：永田優馬, 田中寛之, 石丸大貴, 

西川隆 

7 統合失調症患者におけ  

る語用論的言語（比

喩・皮肉）の理解能力

について 

  （査読付） 

共著 平成 28年 12

月 

Journal of 

Rehabilitation and 

Health Sciences 

1415-25  

語用論の定義や統合失調症患者の言語使

用に関する学術的背景，統合失調症患者の

比喩・皮肉理解における障害についての知

見を総説し，言語的観点からの統合失調症

者に対する支援方法と今後の展望につい

て指摘した。 

本人担当分：執筆 

共著者：福原啓太，田中寛之，小川泰弘，

永田優馬，田中宏明，大西久男，西川隆 

8 認知症における食行動

異常と嗅覚・味覚の生

理学的機能 

共著 平成 29年 9月 神経心理学 

33(3):167-176 

認知症の食行動異常と嗅覚・味覚の生理学

的機能との関連について近年の知見を概

説した。アルツハイマー病（AD）とレビー

小体型認知症（DLB）ではしばしば嗅覚障

害を早期より認めるが，味覚については研

究が少ない。著者らは AD と意味性認知症

（SD）に関して甘味・塩味・酸味・苦味の

検知・認知閾値が初期から上昇することを

見出し、食嗜好の変化の背景に基礎的な味

覚機能の変化が関わることを指摘した。 

本人担当分：執筆 

共著者：坂井麻里子，西川隆 

9 グローバリゼーション  

の負債－貧困・高齢の  

都市生活者に見える風 

景－ 

単著 平成 30年 2月 臨床精神医学 47(2): 

169-175 

グローバリゼーションやボーダーレスが

進行する社会的影響について，都市の貧

困・単身の高齢者の視点から最近の社会変

化がどのように見えるかを救護施設での

医療経験を踏まえ，素描した。 

10重度認知症者のための

認知機能検査 : 

Cognitive Test for 

Severe Dementia, 

Severe Cognitive 

Impairment Rating 

Scale 

共著 平成 30年 11

月 

老年精神医学雑誌 

29(11):1175-1181 

重度認知症者の認知機能の変化を検出す

るためには残存する限られた機能を検出

し，それをさらに段階づけることができる

だけの感度を備えていることが必要であ

る。現在日本で使用しうる検査のうち，著

者らが開発した CTSD と同じく著者らが翻

訳導入したSCIRSの2つの認知機能検査に

ついて，それぞれの内容と特徴を解説し

た。 

本人担当分：執筆 

共著者：田中寛之, 永田優馬, 石丸大貴, 

西川隆 
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年月日

平成25年4月

平成25年4月

平成23年9月

平成23年10月

平成24年3月

平成24年6月

平成25年1月

教 育 研 究 業 績 書

年　　月　　日

氏名　　橋　本　　雅　至

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

健康・スポーツ科学

人間医工学
スポーツ科学、運動療法、動作分析、バイオメカニクス、病態運動学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

7）実技を取り入れた実践的な講義・実習 平成25年4月

～

現在に至る

大阪河﨑リハビリテーション大学リハビリテーション

学部　「運動器系理学療法学」「運動器系理学療法学

実習」「スポーツ・リハビリテーション」において実

践的な実技を中心とした講義とプレゼンテーション資

料の作成、実技の復習や練習が可能な講義資料を作成

した。

２　作成した教科書，教材

5）ビデオ教材の作成 大阪河﨑リハビリテーション大学

リハビリテーション学部理学療法学専攻

「臨床運動学演習」の動画の自主作成症例の基本動作

ビデオ、高齢者の歩行動作(約250名)の動画集

10）実践PTノート運動器傷害の理学療法（第2版）

(三輪書店)

大阪河﨑リハビリテーション大学

リハビリテーション学部理学療法学専攻

「運動器系理学療法学実習」のテキスト作成

４　実務の経験を有する者についての特記事項

３　教育上の能力に関する大学等の評価

35）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪府理学療法士会泉州ブロック特別講演会「下肢運

動連鎖からみた身体運動の捉え方～仮説と検証の繰り

返し～」

33）現職者対象の研修会、講習会の講師 行岡リハビリOB会研修会「下肢障害の理学療法～足関

節疾患を中心に～」

34）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪回生リハビリテーション研究会「足部のアプロー

チから下肢・体幹の機能へ運動連鎖について考える」

37）現職者対象の研修会、講習会の講師 平成24年度大阪府理学療法士会生涯学習部・講習会

「立位姿勢・歩容を変化させるための評価とアプロー

チ」

36）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪府理学療法士会　豊能ブロック研修会「足部・足

関節の機能からみた立位・歩行観察」

令和3 3 31
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年月日事項 概 要

平成25年1月

平成25年5月

平成25年9月

平成25年12月

平成26年5月

平成26年6月

平成26年9月

平成26年10月

平成26年12月

平成27年5月

平成27年12月

平成27年5月

平成27年12月

39）現職者対象の研修会、講習会の講師  (公社)大阪府理学療法士会　豊能ブロック主催第1回

新人教育プログラム講習会

38）現職者対象の研修会、講習会の講師 第23回京都府理学療法士学会教育講演「運動器疾患の

理学療法における臨床力」

41）現職者対象の研修会、講習会の講師 和歌山県高等学校体育クラブキャプテン研修会「身体

の土台、足から考えてみる」

40）現職者対象の研修会、講習会の講師  (公社)奈良県理学療法士会主催　第21回公開講座「ア

ンチエイジングの秘訣　それは『脚から』」

43）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会　大阪南ブロック　研修会

「下肢運動連鎖を考慮した観察的動作分析とアプロー

チ（導入編）」

42）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪河﨑リハビリテーション大学同窓会（河泉会）ス

キルアップスキンシップ講座「下肢関節疾患（膝関

節）の評価と治療」

45）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪臨床整形外科医会療法士会研修会「膝関節障害に

対する理学療法～動作解析と評価から治療～」

44）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会大阪南ブロック技術講習会

「下肢運動連鎖を考慮した観察的動作分析とアプロー

チ（実技編）」

47）現職者対象の研修会、講習会の講師 第14回　日本良導絡自律神経学会　近畿ブロック　講

習会「病態運動学から見たスポーツ傷害のとらえ方と

アプローチ」

46）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主催特別講習会「立位・歩行のための体幹機

能と動作のとらえ方」

49）現職者対象の研修会、講習会の講師 第14回　日本良導絡自律神経学会　近畿ブロック　講

習会「病態運動学から見たスポーツ傷害のとらえ方と

アプローチ」

48）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主催特別講習会「身体運動連鎖の基盤となる

体幹機能をどう捉えるか？」

50）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主催特別講習会「身体運動連鎖の基盤となる

体幹機能をどう捉えるか？」
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年月日事項 概 要

平成28年10月

平成28年12月

年月日

昭和63年4月
平成16年12月

平成22年4月

平成9年9月

平成12年3月

平成17年3月

51）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会　堺ブロック　研修会

「歩行を診る」

あしべん主催特別講習会「身体運動連鎖の基盤となる

体幹機能をどう捉えるか？」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

52）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主催特別講習会「力学的観点から歩行を診る

～動作分析の際、考慮すべきポイント～」

５　その他

2）大学教育関連学位 学士(社会学)取得：佛教大学第42456号

修士（体育学）取得：大阪体育大学大学院第73号

博士（スポーツ科学）取得：大阪体育大学大学院

第3号

1）理学療法士関連 理学療法士免許（第15840号）取得：厚生労働省

第31回理学療法士・作業療法士養成施設等教員講習会

修了：厚生労働省（第3370号）
専門理学療法士（運動器3-115）認定：日本理学療法士

協会

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

特になし

5）医療機関での臨床実務歴 平成7年4月

〜

現在に至る

金井整形外科医院非常勤にて外来部門を担当。週1回の

診療にて外来症例の理学療法を行っている。対象症例

に対して自宅リハや自主運動の立案、診療時のチェッ

クを頻回に行った。十数年に渡り診療を継続している

症例も少なくない。

8）医療機関での臨床実務歴 平成18年4月

〜

現在に至る

宝持会池田病院リハビリテーションセンター非常勤に

て、外来部門の夜間診療を担当。週1回の診療にて外来

症例の理学療法を行っている。特にスポーツ選手のリ

ハビリテーションを多く担当している。また若い理学

療法士の教育的立場から臨床指導を行っている。

４　その他

1）学外研究機関などとの共同研究

(株)ワコール人間科学研究所 平成17年4月

〜

現在に至る

運動機能に着目したアンダーウェア、スポーツウェア

の開発と三次元動作解析装置を用いた効果の検証

保健医療学部リハビリテーション学科
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業績書1

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成25年4月

共著 平成28年5月

共著 平成29年5月

9. 実践PTノート

運動器傷害の理学療法

（第2版）

運動器傷害の概論と運動療法に関して実際に実践して

いる実技内容を部位ごとに紹介した。さらに自己学習

のため、その手技の動画をDVDに収録し講義外での実

技練習に役立てるように工夫した。第1版から内容の

見直しと追加を行い、より実践的な内容に再編した

（Ａ４判　全210頁）

編著者：小柳磨毅

共著者：上野隆司、吉本陽二、橋本雅至、

淵岡聡、中江徳彦、佐藤睦美、境隆弘

共著者全員での執筆

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

10. 教科書にはない敏腕

    PTのテクニック

   -臨床実践変形性膝関

節症の理学療法-

(株)文光堂 日常診療でよく診る変形性膝関節症について，経験豊

富な敏腕理学療法士による長年の創意工夫により，臨

床現場で行われている技術のコツについて解説した。

（Ｂ５判　全192頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

膝OAの外科的治療を理解し術後に活かす（ｐ．47～

ｐ．59）を共著。

　人工膝関節置換術を中心にその手術方法を解説し、

皮膚切開から術後の理学療法の工夫や考慮のポイント

を解説した。特に術後関節可動性に影響を与えやすい

術創部のアプローチを具体的に紹介した。　

共著者：橋本雅至、木下和昭

②本人担当部分：

膝OA患者の術前・術後の歩容改善をねらう（ｐ．120

～ｐ．134）を単著。

　手術前の状態から手術後の歩容の改善を、その時期

に分けて解説した。特に術後の残存する体幹機能の不

具合に着目して具体的なアプローチについて紹介して

いる。

11. 教科書にはない敏腕

PTのテクニック

    -臨床実践足部・足関

節の理学療法-

(株)文光堂 足部・足関節に頻発する運動器傷害を中心に評価やア

プローチについて臨床で行っている実践的な内容をま

とめた。運動器疾患以外にも内科的障害に起因する足

部の障害についてもあわせて解説した。

（Ｂ５判　全179頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

足部・足関節機能と身体運動との関係をとらえる

（ｐ．25～ｐ．38）を共著。

足部・足関節の力学的機能について解説し、身体運動

時の基礎としての役割に対して必要な機能を解説し

た。また機能不全の場合のアプローチについて紹介を

行った。　

共著者：橋本雅至、木下和昭

②本人担当部分：

扁平足障害−足部・足関節の機能的特徴をふまえ介入

する（ｐ．70～ｐ．84）を共著。

臨床で経験する扁平足障害が足部にとどまらず、身体

運動に影響を及ぼす関係性について解説し、その評価

方法やアプローチについて紹介した。

共著者：中尾英俊、橋本雅至

③本人担当部分：

有痛性外反母趾−足部・足関節の機能的特徴をふまえ

介入する（ｐ．85～ｐ．98）を共著。

外反母趾変形でも有痛性の場合を重要視して、足部に

とどまらず、身体運動に影響を及ぼす関係性について

解説し、その評価方法やアプローチについて紹介し

た。特に靴の工夫やインソールなどについて具体的に

解説した。

共著者：生島直樹、橋本雅至

④本人担当部分：

後脛骨筋腱、腓骨筋腱の要害−足部・足関節の機能的

特徴をふまえ介入する（ｐ．99～ｐ．113）を共著。

足アーチ機能を担保する筋群に加わる力学的ストレ

スを具体的に紹介し、その頻回な負荷が引き起こす筋

腱の障害を解説した。足部機能だけではなく、身体の

重心保持の機能を含めて具体的に解説した。

共著者：瓜生玲子、橋本雅至

保健医療学部リハビリテーション学科
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業績書2

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成30年3月

西守隆 編著, 上杉雅之監修

（Ｂ５判　全305頁）

本人担当部分：

第4章4アキレス腱断裂(手術適応例).  （ｐ．196～

ｐ．205）を共著。

アキレス腱断裂術後の理学療法を臨床上の工夫を踏ま

えて解説した。

共著者：橋本雅至、木下和昭

共著 平成30年5月

橋本雅至, 村西壽祥 編集

（Ｂ５判　全194頁）

①本人担当部分：

共著 令和1年8月

橋本雅至　編集

（Ｂ５判　全179頁）

①本人担当部分：

共著 令和2年11月

熊井司、石橋恭之編集

（Ｂ５判　全316頁）

本人担当部分：

各種保存療法の基礎知識　運動療法(p.18〜p.33)

共著 令和2年12月

橋本雅至　編集

（Ｂ５判　全200頁）

①本人担当部分：

（学術論文）

[原著論文]

共著 平成23年6月

(株)文光堂16. 教科書にはない敏腕

PTのテクニック

    -臨床実践体幹の理学療法-

15. 運動器スポーツ外傷・障害

の保存療法　下肢

(株)南江堂

12. 統合と解釈がよくわかる実

践！理学療法評価学

(株)医歯薬出版

足部・足関節に頻発する運動器傷害を中心に評価やア

プローチについて臨床で行っている実践的な内容をま

とめた。運動器疾患以外にも内科的障害に起因する足

部の障害についてもあわせて解説した。

（Ｂ５判　全179頁）

編著者：橋本雅至

①本人担当部分：

足部・足関節機能と身体運動との関係をとらえる

（ｐ．25～ｐ．38）を共著。

足部・足関節の力学的機能について解説し、身体運動

時の基礎としての役割に対して必要な機能を解説し

た。また機能不全の場合のアプローチについて紹介を

行った。　

共著者：橋本雅至、木下和昭

②本人担当部分：

扁平足障害−足部・足関節の機能的特徴をふまえ介入

する（ｐ．70～ｐ．84）を共著。

臨床で経験する扁平足障害が足部にとどまらず、身体

運動に影響を及ぼす関係性について解説し、その評価

方法やアプローチについて紹介した。

共著者：中尾英俊、橋本雅至

③本人担当部分：

有痛性外反母趾−足部・足関節の機能的特徴をふまえ

介入する（ｐ．85～ｐ．98）を共著。

外反母趾変形でも有痛性の場合を重要視して、足部に

とどまらず、身体運動に影響を及ぼす関係性について

解説し、その評価方法やアプローチについて紹介し

た。特に靴の工夫やインソールなどについて具体的に

解説した。

共著者：生島直樹、橋本雅至

④本人担当部分：

後脛骨筋腱、腓骨筋腱の要害−足部・足関節の機能的

特徴をふまえ介入する（ｐ．99～ｐ．113）を共著。

　足アーチ機能を担保する筋群に加わる力学的ストレ

スを具体的に紹介し、その頻回な負荷が引き起こす筋

腱の障害を解説した。足部機能だけではなく、身体の

重心保持の機能を含めて具体的に解説した。

共著者：瓜生玲子、橋本雅至

44. Side-Bridge の姿勢

保持における筋活動

の経時的変化につい

て

(査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.20

:P.5-P.8

Side-Bridge の姿勢を長時間保持させて、体幹と股関

節周囲筋の筋疲労についてEMGを用いて評価した。EMG

上の筋疲労を示す変化が確認され、Side-Bridge の姿

勢が体幹筋の筋疲労を評価する有用性について示唆し

た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、田頭悟志、板矢悠佑、

新谷健、宮沢将史

13. 教科書にはない敏腕

PTのテクニック

    -臨床実践　肩関

節の理学療法-

(株)文光堂

14. 教科書にはない敏腕

PTのテクニック

    -臨床実践

体幹の理学療法-

(株)文光堂
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成23年6月

共著 平成23年7月

共著 平成23年8月

共著 平成23年10月

共著 平成24年6月

共著 平成24年6月

Side-Bridge の姿勢を長時間保持させて、体幹と股関

節周囲筋の筋疲労についてEMGを用いて評価した。EMG

上の筋疲労を示す変化が確認され、Side-Bridge の姿

勢が体幹筋の筋疲労を評価する有用性について示唆し

た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、田頭悟志、板矢悠佑、

新谷健、宮沢将史

45. グラウンドサーフェ

イスの違いが大学サ

    ッカー選手のスポー

ツ外傷に及ぼす影響

    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.20

:P.25-P.28

天然芝グランドと人工芝グランドのおけるスポーツ外

傷の発生について調査した。サーフェイスの違いによ

り、下肢などの身体疲労部位などに違いがあり、ス

ポーツ外傷発生に部位や種類に違いがあることが分

かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、大久保衞、

橋本雅至、岸本恵一、辻信宏、田中一成、

中村信之、来田晃幸、藤竹俊輔

48. 下肢機能サポートウ

エアが荷物を持ち、

    おろす動作における

    下肢筋活動に及ぼす

    影響について

   (査読付)

臨床バイオメカニクス

Vol.32

:P.469-P.475

スポーツウエアを中心に市販されている機能的なウエ

アの実際の効果について客観することを目的に動作解

析装置とEMGの分析から検討を行った。結果、ウエア

の着用により、一定の筋活動の軽減効果が認められる

ことが示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、論文執

筆

共著者：橋本雅至、三谷保弘、山田隆登

49. 高校生男子サッカー

選手に対するコンデ

ィショニングサポー

トが運動時腰痛に与

   える影響

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.21

:P.23-P.28

高校生に対して1年間継続的に行った体幹筋トレーニ

ングとストレッチングの指導と実施が、運動時腰痛の

発生と如何に関連するかについて検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：古川博章、、石束友輝、吉川晋也、

山崎岳志、橋本雅至、井上直人、木下和昭、

田頭悟志、森洋子

46. 腰椎変性疾患患者に

おける腰椎アライメ

ントと腰痛疾患治療

    成績判定基準との関

    連について

   (査読付)

近畿理学療法学術大会誌

Vol.40

中高年期の腰椎疾患の中でも変性疾患に着目し、X線

撮影にて得た腰椎のアライメントデータと治療効果判

定に用いる身体機能評価項目との関連性を考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：内原由佳子、橋本雅至、中尾英俊、

金沢淳則

47. 高校男子サッカー選

手における体幹筋機

能と運動時腰痛発生

の経時的変化

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.19 (3)

:P.551-P.557

高校生サッカー選手の運動時腰痛と体幹筋機能の継続

的な調査から、運動時腰痛の軽減には一定以上の筋機

能が必要であり、かつそれを維持する必要があること

が示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：河野詩織、橋本雅至、井上直人、

田頭悟志、大槻伸吾

50. 大学サッカー選手の

    人工芝グラウンドに

おけるスポーツ傷害

    の経時的変化

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.21

:P.25-P.32

人工芝グラウンドでの練習が常態化したクラブにおけ

るスポーツ傷害の発生について約4年の追跡し、調

査・検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、来田晃幸、

藤竹俊輔、岸本恵一、橋本雅至、大久保衞
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成24年6月

共著 平成24年6月

共著 平成24年8月

共著 平成24年10月

共著 平成24年11月

52. リスフラン靱帯損傷

に対する理学療法の

経験－保存治療につ

いて

(査読付)

PTジャーナル

Vol.46 (6)

:P.563-P.567

観血的治療も選択されるリスフラン靱帯損傷に対し

て、保存的治療を選択し、理学療法や下肢全体や体幹

に着目したトレーニング指導によりスポーツに復帰で

きた症例について報告した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：岡徹、中川拓也、奥平修三、古川泰三、橋本

雅至

53. 大学サッカー選手の

第5中足骨疲労骨折に

おける発生因子の検

討

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.20 (3) 

:P.543-P.549

サッカー選手に好発する第5中足骨の疲労骨折の発生

要因を身体的特徴や練習条件から考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、仲田秀臣、大槻伸吾、

藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、橋本雅至、

大久保衞

50. 大学サッカー選手の

    人工芝グラウンドに

    おけるスポーツ傷害

    の経時的変化

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.21

:P.25-P.32

人工芝グラウンドでの練習が常態化したクラブにおけ

るスポーツ傷害の発生について約4年の追跡し、調

査・検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、来田晃幸、

藤竹俊輔、岸本恵一、橋本雅至、大久保衞

51. 大学サッカー選手の

足部・足関節傷害に

対する足部アーチ保

持筋力トレーニング

の効果

(査読付)

理学療法科学

Vol.27 (3)

:P.263-P.267

大学サッカー選手に対して足部のアーチ機能に着目し

て継続的にトレーニング指導した。結果、足趾把持力

と片脚立位時間が増大し、足関節捻挫の発生率が低下

した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、

橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞

54. 荷物の運び下ろし動

作の運動解析

－荷物の重さの違い

が身体運動に及ぼす影

響－

(査読付)

臨床バイオメカニクス

Vol.32

:P.353-359

荷物を運搬し、立ち止まり、床に下ろす動作における

下肢の動作分析を行った。三次元動作解析機器を用い

て下肢の運動と身体重心のへ負荷を客観し、荷物の重

さによる変化について検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：三谷保弘、橋本雅至

55. 高校サッカー選手の

腰痛予防に対するコ

アエクササイズの効

    果

   (査読付)

スポーツ傷害

Vol.17

:P.44-P.47

高校生サッカー選手に継続的に体幹筋を中心としたト

レーニングを行わせ、運動時腰痛の有無を経時的に測

定した。結果、体幹筋機能は向上するが、腰痛の軽減

に必ずしも関係しているとは言えなかった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、論文執

筆

共著者：橋本雅至、石束友輝、井上直人、

木下和昭、田頭悟志
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成25年1月

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

56. 高校サッカー選手の

運動時腰痛発生につ

いて股関節可動性と

周囲筋タイトネスの

検討

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.21 (1) 

:P.5-P.10

高校サッカー選手の腰痛発生要因として体幹筋機能の

低下以外に股関節の可動性の低下が腰椎の回転負荷を

増加し、腰痛発生と関係することが示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：井上直人、橋本雅至、河野詩織、

古川博章、田頭悟志、木下和昭、大槻伸吾

57. 大学サッカー選手の

第5中足骨疲労骨折

と身体的要因の関係

(査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.33 (1)

:P.37-P.42

継続的のフォローしている大学サッカー部の選手の身

体的特徴とサッカーに多い第5中足骨の障害との関連

性について調査した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、岸本恵一、

橋本雅至、大久保衞

60. デジタルカメラによ

る胸腰椎可動域測定

法の一検討(第一報)

(査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.22

:P.29-P.31

デジタルカメラにて撮影した静止画を用いて条件間の

角度の変化から脊柱の可動性を予測した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：福本貴典、田頭悟志、板矢悠佑、高嶋厚史、

橋本雅至

61. 第5中足骨疲労骨折の

既往を有する大学サッ

カー選手におけるタ

    ーン動作時の足部圧

    力解析

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.22

:P.39-P.41

サッカー選手の好発する足部第5中足骨骨折の発生要

因として切り返し動作の繰り返しが考えられる。実際

にターン動作にて足部の同様な力学的なストレスが加

わるかを客観化し、発生要因を検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、藤竹俊輔、

来田晃幸、岸本恵一、武村政徳、辻田純三、

橋本雅至、大久保衞

58. 大学サッカー選手に

おける足部スポーツ

障害に対するインソ

ールの治療効果

(査読付)

靴の医学

Vol.26 (2)

:P.40-P.44

大学サッカー部に所属している選手のスポーツ障害調

査と障害を有する選手のインソールを使用したアプ

ローチがもたらす効果について検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、橋本雅至、

大久保衞

59. クラウス・ウェーバ

ーテスト変法と体幹

深部筋エクササイズ

における腹横筋の筋

活動量について

(査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.22

:P.25-P.27

体幹筋機能を向上させる目的に行われるトレーニング

動作について実際の筋活動量の観点からその効果につ

いて検討した。筋活動の測定には、ワイヤー電極を用

い、深部の筋活動を導出した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：杉本拓也、能登洋平、林慈晃、池内誠、仲哲

治、土井龍雄、柳田育久、田邉　智、

大槻伸吾、橋本雅至、大久保衞
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成25年7月

共著 平成25年10月

共著 平成26年1月

共著 平成26年3月

共著 平成26年4月

サッカー選手の好発する足部第5中足骨骨折の発生要

因として切り返し動作の繰り返しが考えられる。実際

にターン動作にて足部の同様な力学的なストレスが加

わるかを客観化し、発生要因を検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、藤竹俊輔、

来田晃幸、岸本恵一、武村政徳、辻田純三、

橋本雅至、大久保衞

64. 高校男子サッカー選

手における体幹筋機

能と股関節可動域が

運動時腰痛に及ぼす

影響

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22

:P.59-P.66

高校生のサッカー選手を対象に体幹筋の持久性と協調

性を見た機能評価と股関節の可動性と柔軟性が､ス

ポーツ動作時の腰痛発生に及ぼす影響を考察し､その

関連性を示唆した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：吉川晋矢、橋本雅至、井上直人、

古川博章、木下和昭、大槻伸吾

65. 高校男子サッカー選

手における入学年度

別の体幹筋機能と運

動時腰痛発生の経時

的変化

(査読付)

四條畷学園大学リハビリ

テーション学部紀要

9号

:P7-P14

縦断的に調査している高校生サッカー選手が各年代の

体幹機能評価の結果に特徴があることが分かり、その

後トレーニング介入した結果、運動時の腰痛が一時期

改善するが、その後僅かに増加する傾向があることが

分かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：石束友輝、橋本雅至、井上直人、

木下和昭、古川博章、大槻伸吾

62. 大学サッカー選手に

おける足部スポーツ

障害に対するインソ

ールの有用性

(査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.33 (3)

:P.292-P.297

縦断的に調査を継続している大学サッカー選手に認め

られる足部スポーツ障害に対して、市販のインソール

の使用がスポーツ障害発生にどのように影響を及ぼす

かを検討した。結果、インソールの使用の有用性が示

唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、岸本恵一、

橋本雅至、大久保衞

63. 荷物の持ち上げ動作

時の下肢および体幹

の運動力学的解析

(査読付)

理学療法科学 

Vol.28 (5)

:P.619-P.622

日常生活から職業動作によく見られる荷物の持ち上げ

動作について動作分析を行った。三次元動作解析装置

を用いて体幹、下肢の力学的負荷を客観化した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：三谷保弘、橋本雅至、北川智美、

松木明好

66. 大学アメリカンフッ

トボール選手におけ

    るSide Bridge test

    と体幹筋力との関係

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (2)

:P.297-P.301

大学生の体幹機能を瞬発力の観点と筋持久力の観点か

ら測定し、その関連性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅至、田頭悟志、

木下和昭
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年4月

共著 平成26年6月

共著 平成26年6月

共著 平成26年6月

共著 平成26年7月

共著 平成26年8月

68. 大学サッカー選手に

おける足関節捻挫の

競技復帰に影響を及

ぼす要因の検討

(査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.23

:P.19-P.21

縦断的に調査している大学サッカー選手の足関節捻挫

についてスポーツ復帰に影響を及ぼす身体的特徴(筋

力、柔軟性など)を検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大久保衞、大槻伸吾、

藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、橋本雅至、田中康仁

69. ハンドヘルドダイナ

モメーターを用いた

    体幹機能評価方法の

    再現性と関連性

   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌

Vol.23

:P.27-P.29

体幹筋の筋力測定にハンドヘルドダイナモメータを用

いた測定に関してその再現性について級内相関係数を

用いて検討を行った。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、米田勇貴、中雄太、

北西秀行、大八木博貴、橋本雅至、柴沼均

大学生の体幹機能を瞬発力の観点と筋持久力の観点か

ら測定し、その関連性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅至、田頭悟志、

木下和昭

67. 第5中足骨疲労骨折の

既往を有するサッカ

ー選手の切り返し動

作の動作解析

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (2)

:P.331-P.335

第5中足骨の骨折経験のあるサッカー選手の方向転換

(切り返し)動作をハイスピードカメラにて撮影し､そ

の足部の関節運動を健常者と比較検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、大槻伸吾、岸本恵一、

橋本雅至、大久保衞、熊井司、田中康仁

72. 大学男子サッカーチ

    ームにおける10年間

    の傷害発生状況

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

V

:P.463-P.472

縦断的に関わっている大学サッカー選手のスポーツ障

害発生の動向について10年間の調査結果をまとめ、検

討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、

岸本恵一、橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、

熊井司、田中康仁

70. 本学学生の国家試験

前後における不安の

変化

(査読付)

リハビリテーション教育研

究

19号

P.216-P.217

最終学年の学生を対象に国家試験前後の不安状態を客

観化し､その変化について検討を行った。資格を取得

する教育課程において最終目標となる国家試験は多く

の学生において不安をもたらす要因となることが考え

られた。

本人担当部分：研究指導

共著者：小枩武陛、岡健司、髙橋泰子、

橋本雅至、酒井桂太

71. 荷重による足部アー

チの変化が足部スポ

    ーツ障害の発生に与

    える影響　大学サッ

カーチームの8年間の

    前向き研究

    (査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.34 (3)

:P.307-P.311

荷重負荷による足部アーチ高の沈降率を測定し、後に

足部に発生するスポーツ障害との関係性について検討

を行った。アーチ高の変化が大きい選手はスポーツ障

害発生に何ら影響を与える可能性が示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、橋本雅至、大槻伸吾、

大久保衞、熊井司、田中康仁
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年8月

共著 平成26年12月

共著 平成27年4月

共著 平成27年4月

共著 平成27年5月

72. 大学男子サッカーチ

    ームにおける10年間

    の傷害発生状況

   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (3)

:P.463-P.472

縦断的に関わっている大学サッカー選手のスポーツ障

害発生の動向について10年間の調査結果をまとめ、検

討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、

岸本恵一、橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、

熊井司、田中康仁

73. 股関節可動域、下肢

筋タイトネスの経時

的変化が運動時腰痛

に及ぼす影響

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.22 (3)

:P.481-P.487

高校生サッカー選手を対象に股関節の可動性と下肢筋

の硬さが、運動時腰痛との関連と関連すると考えら

れ、トレーニング介入によるその改善がその後の運動

時腰痛にどう変化をもたらせるかを調査し検討を加え

た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：福本貴典、橋本雅至、田頭悟志、

板矢悠祐、井上直人、木下和昭、大槻伸吾

76. 大学男子サッカーチ

ームにおける上半身

傷害の発生状況 :

10年間の傷害調査結果

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.23 (2)

:P.242-P.251

大学男子サッカーチームにおける, 2003年から2012年

までの10年間の上半身(上肢, 体幹, 頭頚部)に発生し

た傷害を調査した.  1年生時の発生率, ゴールキー

パーの発生率が有意に高く, 1部リーグに参加した年

度と人工芝グラウンドに変更した年度の上肢傷害発生

率の有意な増加が認められた.

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、

橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、熊井司、田中康仁

77. 大学サッカー選手に

おける足趾屈曲筋力

が足部スポーツ障害

の発生に与える影響

   (査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.35 (2)

:P.133-P.138 

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選手に

おいて足趾の屈曲力(把持力)がスポーツ障害発生にい

かに関与するかを検討した。

本人担当部分：ータ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、

熊井司、田中康仁

74. 変形性膝関節症にお

ける体幹機能と身体

機能の関連性

(査読付)

運動器リハビリテーション

Vol.25 (4)

:P.350-P.355

変形性膝関節症患者を対象にその体幹機能を評価する

方法を考案した。その体幹機能と身体機能との関連を

検討し、変形性関節症の発生機序について考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：木下和昭、橋本雅至、米田勇貴、

中雄太、北西秀行、大八木博貴、柴沼均

75. 端座位での片側支持

における姿勢保持と

Trunk Righting Test

との関係

(査読付)

理学療法科学

Vol.30 (2)

:P.329-P.332

体幹機能の評価方法として座位姿勢で行うテスト方法

を考案した。そのテスト方法にて得られた結果と座位

姿勢保持との関連性を検討し、体幹機能評価の有用性

について考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、米田勇貴、中雄太、北

西秀行、大八木博貴、星野祐一、柴沼均
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

共著 平成28年1月

77. 大学サッカー選手に

おける足趾屈曲筋力

が足部スポーツ障害

    の発生に与える影響

   (査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.35 (2)

:P.133-P.138 

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選手に

おいて足趾の屈曲力(把持力)がスポーツ障害発生にい

かに関与するかを検討した。

本人担当部分：ータ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、

熊井司、田中康仁

80. A novel objective

evaluation method

for trunk function

  （体幹筋機能評価方法の

   検討）

   (査読付)

J. Phys. Ther. Sci.

Vol.27

:P.1633–P.1636

体幹機能を客観的に評価する方法としてTrunk 

Righting Testを考案し、その有用性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：Kazuaki Kinoshita,

Masashi Hashimoto, Kazunari Ishida, 

Yuki Yoneda, Yuta Naka,

HidekuKi Kitanishi, Hirotaka Oyagi,

Yuichi Hoshino, Nao Shibanuma

81. 人工膝関節全置換術

後患者の身体機能と

術前および術後の体

幹機能の関連性

(査読付)

理学療法科学

Vol.30 (3)

:P.389-P.394

体幹機能評価としてTrunk Righting Testを用いて術

前後の患者を対象に調査した。結果、術後の身体機能

に体幹機能が関係することが示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、中雄太、北西秀行、大

八木博貴

78. 足部横アーチ変化の

測定方法の検討

(査読付)

関西臨床スポーツ医・科

学研究会誌

Vol.24

:P.19−P.22

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの客観

的な測定方法について考案し、その方法の有用性につ

て検討した。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、

岸本恵一、橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、

熊井 司、田中康仁

79. Trunk Righting Test

と体幹機能の関係性

(査読付)

関西臨床スポーツ医・科

学研究会誌

Vol.24

:P.31−P.34

体幹機能評価として考案したTrunk Righting Testと

体幹筋の持久性と協調性を見るブリッジテストとの関

連性から、体幹筋の評価方法について検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、北西秀行、

井上直人、植田篤史

82. 座位体幹荷重支持機

能テストと体幹筋機能

(査読付)

理学療法科学

Vol.31 (1)

:P.49-P.52

Trunk Righting Testにて得られた座位での荷重支持

機能とブリッジ姿勢保持にて得られた体幹筋の持久性

と協調性との関係性について考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、北西秀行、

米田勇貴、中雄太、大八木博貴、井上直人、植田篤

史、田頭悟志、福本貴典、高嶋厚史、板矢悠佑、新谷

健、星野祐一
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成28年4月

共著 平成28年6月

共著 平成29年3月

共著 平成29年5月

共著 平成29年6月

84. 体幹の荷重支持機能

の左右差がジャンプ

動作に与える影響

(査読付)

JOSKAS

Vol.41 (3)

:P.1068-P.1074

Trunk Righting Testにて得られた体幹荷重機能の左

右差が各種のジャンプ動作に与える影響について調査

した。結果、体幹の安定性が大きく求められるジャン

プ動作では体幹機能の左右差が関与しやすいことが示

唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、井上直人、北西秀行、

中雄太、大八木博貴、植田篤史、星野祐一、石田一

成、柴沼均、中尾英俊、大槻伸吾

85. 成長期スポーツ障害

の腰椎分離症と非特

異的腰痛のX線による

腰椎アライメントと

可動性について

(査読付)

大阪河﨑リハビリテーショ

ン大学紀要

11巻

:P.135-P.139

成長期のスポーツ選手に見られる腰椎分離症と非特異

的腰痛者にX線撮影から腰椎のアライメントと撮影条

件間の差から可動性を予測した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：中尾英俊、橋本雅至、森藤武、岡健司

Trunk Righting Testにて得られた座位での荷重支持

機能とブリッジ姿勢保持にて得られた体幹筋の持久性

と協調性との関係性について考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、北西秀行、

米田勇貴、中雄太、大八木博貴、井上直人、植田篤

史、田頭悟志、福本貴典、高嶋厚史、板矢悠佑、新谷

健、星野祐一

83. 腰椎変性疾患に対す

る体幹伸展持久力ト

レーニングの効果−

    日本整形外科学会腰

    椎疾患問診票

   （JOABPEQ）を用いた

    評価−

   (査読付)

理学療法科学

Vol.31 (2)

:P.275-P.279

腰部疾患患者を対象に体幹筋の持久性向上を目的にト

レーニング介入し、介入の結果として疾患に関連する

症状の変化を問診票を用いて調査した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：中尾英俊、稲葉孝洋、森藤武、内原由佳子、

渡邊萌、金子元春、木下和昭、橋本雅至、大槻伸吾

86. 高校男子サッカー選

手における体幹荷重

支持機能とブリッジ

姿勢保持の特徴～利

き脚側と非利き脚側

での比較～

(査読付)

日本整形外科スポーツ医学

会雑誌

Vol.37 (2)

:P38-P41

Trunk Righting Testにて得られた体幹荷重機能とブ

リッジ姿勢保持により得られた体幹筋機能の左右差と

効き脚と非効き脚の関係性について調査した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：木下和昭、橋本雅至、中尾英俊、大槻伸吾

87. 大学サッカー選手の

人工芝グラウンドに

おけるスポーツ傷害

の経時的変化　人工

芝グラウンドに対す

るゴムチップ補充の

影響

関西臨床スポーツ医・科

学研究会誌

Vol.25

:P53−P55

サッカー競技中に発生する外傷や障害を引き起こす要

因は，選手が使用しているグラウンドサーフェイスも

一要因になると報告されている。今回，長期経過した

人工芝グラウンドに特殊哇砂やゴムチップを補充した

ことによる，スポーツ傷害発生への影響を検討した．

結果、人工芝グラウンドでは年数が経過するとともに

下肢捻挫発生率が増加し，ゴムチップの補充後では下

肢肉離れの発生率が有意に減少した．

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、

橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、熊井 司、田中康仁
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年6月

共著 平成29年7月

共著 平成29年7月

共著 平成29年8月

88. Relationship

between trunk

function

evaluated using the

trunk righting

test and physical

function in

patients with knee

osteoarthritis

  （体幹筋機能テストと

    変形性膝関節症患者

    の身体特性との関

    連性）

   (査読付)

J. Phys. Ther. Sci.

Vol.29

:P.996–P.1000

変形性膝関節症（OA）患者の運動機能評価において体

幹の立ち直り運動のテスト（TRT）を用いて体幹筋機

能の評価を行っている。その臨床上の有効性について

検討した。結果、同側のTRTと関連する因子は、最大

等尺性膝伸筋力テストおよび同側のステップテストで

あった。術側と、非術側TRTはTUGとかなり関連してい

た。下肢の運動器疾患であるが、体幹機能評価の重要

性が示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共著者：Kazuaki Kinoshita, Kazunari Ishida, 

Masashi Hashimoto, YuKi Yoneda, Yuta NaKa, 

hideyuki Kitanishi, Hiroki Oyagi, Yuichi 

Hoshino, Masahiro Kurosaka, Nao Shibanuma

89. Side-to-side

differences in range

of motion, muscle

strength, and medial

elbow laxity in

young baseball

players

with medial elbow

injuries

（内側型肘関節障害を

     有した成長期野球選

     手の関節可動域、筋

     力、関節弛緩性のの

     左右差について）

    (査読付)

J Phys Fitness Sports Med

Vol.6 (4)

:P.233-P.239

成長期の野球選手の肘関節の障害は投球動作に大きく

影響し、また投球動作から力学的影響を受ける。今

回、成長期の野球選手の関節機能の評価から検討を加

えた。結果、肩外内旋、肘屈伸、前腕回内外､股関節

内旋の可動域は非投球側に比べ減少していた。また僧

帽筋および棘上筋の筋力、肘関節の内側不安定性は左

右差を示していた。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：Takeshi Morifuji, Hidetoshi Nakao,  

Takahiro Inaba, Kenji Kasubuchi, Masashi 

Hashimoto, Motoharu Kaneko

サッカー競技中に発生する外傷や障害を引き起こす要

因は，選手が使用しているグラウンドサーフェイスも

一要因になると報告されている。今回，長期経過した

人工芝グラウンドに特殊哇砂やゴムチップを補充した

ことによる，スポーツ傷害発生への影響を検討した．

結果、人工芝グラウンドでは年数が経過するとともに

下肢捻挫発生率が増加し，ゴムチップの補充後では下

肢肉離れの発生率が有意に減少した．

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：藤高紘平、藤竹俊輔、来田晃幸、岸本恵一、

橋本雅至、大槻伸吾、大久保衞、熊井 司、田中康仁

90. 野球経験年数での肩関

節回旋可動域の変化

(査読付)

JOSKAS

Vol.42 

：P.493-P.498

小中学生の野球経験年数別での肩関節可動域の変化に

ついて検討した。結果は野球経験年数の増加に伴い、

両側共に肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域に

有意な低下傾向が認められた。以上より、小中学生の

野球選手の肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域

は野球経験の増加に伴い減少していくことが考えら

れ、今後の投球障害治療の一助となる可能性が示され

た。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：木下和昭、中川泰彰、向井章悟、佐治隆彦、

薮本浩光、井上直人、伊藤春盛、橋本雅至、大槻伸吾

91. 投球障害肘を有する

小学生野球選手の肩

関節可動域の特徴

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

Vol.25 (3)

：P.454-P.457

投球動作において, 肩関節可動域の制限は, 投球障害

肘の発症と関連が報告されている. そのため, 本研究

の目的は投球障害肘を有する小学生野球選手の肩関節

可動域の特徴を明らかにすることとした.結果, 障害

群は健常群に比して, 投球側, 非投球側の肩関節外転

位での外旋可動域が, 有意に小さかった. また, 投球

側の肩全回旋可動域およびGlenohumeral Internal 

Rotation Deficitは, 2群間で統計学的に有意差はな

かったが, 障害群のほうが小さい傾向であった.

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：植田篤史、橋本雅至、木下和昭、小島喜義、

衛門良幸、井上直人、大槻伸吾

保健医療学部リハビリテーション学科

1141



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年10月

共著 平成30年6月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：高嶋厚史, 田頭悟志, 板矢悠佑, 福本貴典, 

大槻伸吾, 木下和昭, 新谷健, 橋本雅至

共著 平成30年12月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：木下和昭, 橋本雅至, 中尾英俊, 澳昂佑, 板

谷悠佑, 福本貴典, 高嶋厚史, 大槻伸吾

共著 令和1年1月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：中尾 英俊, 橋本 雅至, 濱田 太朗, 木下 和

昭, 森藤 武, 大槻 伸吾

共著 令和1年3月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：Kazuaki Kinoshita, Kazunari Ishida, 

Masashi Hashimoto, Hidetoshi Nakao, Nao 

Shibanuma, Masahiro Kurosaka, Shingo Otsuki

共著 令和1年4月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：木下 和昭, 中川 泰彰, 向井 章悟, 伊藤 盛

春, 井上 直人, 橋本 雅至, 大槻 伸吾

共著 令和1年6月 本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：木下 和昭, 橋本 雅至, 横田 尚子, 澳 昂

佑, 来田 宣幸, 西澤 勇一郎, 星野 祐一

共著 令和1年10月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

98.体操競技に必要な倒立と身

体因子との関係  (査読付)
JOSKAS　44巻3号

 Page882-888

法科理学療 学　34巻5号

p.553-p.557

92. Cognitive impairment

associated with

locomotive syndrome

in community-dwelling

elderly women in 

    Japan

  （日本人の健常高齢者

    女性の運動機能評価

    と認知機能について）

   (査読付)

Clinical Interventions in 

Aging 2017

12 

:P.1–P.7

99.人工膝関節全置換術後早期

のTimed up and go testの改善

に関係する因子  (査読付)

理学療法科学 33(6)

p.929-p.934

投球動作において, 肩関節可動域の制限は, 投球障害

肘の発症と関連が報告されている. そのため, 本研究

の目的は投球障害肘を有する小学生野球選手の肩関節

可動域の特徴を明らかにすることとした.結果, 障害

群は健常群に比して, 投球側, 非投球側の肩関節外転

位での外旋可動域が, 有意に小さかった. また, 投球

側の肩全回旋可動域およびGlenohumeral Internal

Rotation Deficitは, 2群間で統計学的に有意差はな

かったが, 障害群のほうが小さい傾向であった.

本人担当部分：データ分析、研究指導

共著者：植田篤史、橋本雅至、木下和昭、小島喜義、

衛門良幸、井上直人、大槻伸吾

94.片脚立位と端座位での片側

支持姿勢の腰部周囲筋の筋活動

の関係  (査読付)

97.肩肘障害を発症する小学野

球選手の肩関節可動域の特徴　

一年間の縦断的検討  (査読付)

日本人の健常高齢者を対象に運動機能評価と身体組

成､認知機能との関連を検討した。ロコモティブシン

ドロームのように運動機能の低下により引き起こされ

るが、これは認知機能の変化や体組成の変化との関連

が示唆された。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：Misa Nakamura, Fumie Tazaki, Kazuki 

Nomura, Taeko Takano, Masashi Hashimoto,  

Hiroshi Hashizume, Ichiro Kamei

日本臨床スポーツ医学会誌

27巻1号

p.27-p.33

93.体幹筋・股関節周囲筋の機

能評価を目的とした難度別の

core stability testの保持時

間について  (査読付)

関西臨床スポーツ医・科学

研究会誌, 27:

日本臨床スポーツ医学会誌

27巻2号

p.273-p.278

95.腰痛を有する高校野球選手

における体幹・股関節筋力と腰

椎アライメントとの関係性  

(査読付)

96.A Vertical Load Applied

Towards the Trunk 

Unilaterally Increases the 

Bilateral Abdominal Muscle 

Activities  (査読付)

J. Phys. Ther. Sci.

Vol.30(3)

:P.273–P.276
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共著者：木下 和昭, 橋本 雅至, 大八木 博貴, 石田 

一成, 柴沼 均, 来田 宣幸

共著 令和1年11月 バイオメカニズム

学会誌　43巻4号

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：中尾 英俊, 今岡 真和, 岡 健司, 肥田 光

正, 森藤 武, 橋本 雅至, 松本 和幸, 北 研二

101.SVM-RFEを用いた足部アー

チ高比の低下を有する人の関連

要因分析  (査読付)

共著 令和1年12月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：中尾 英俊, 今岡 真和, 岡 健司, 森藤 武, 

橋本 雅至, 松本 和幸, 北 研二

共著 令和2年4月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

103.Acute effects of static

passive stretching without 

voluntary contraction of

skeletal muscles on arterial 

stiffness in elderly lacking 

exercise habits  (査読付)

共著 令和2年6月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：Takeshi Morifuji, Hidetoshi Nakao, 

Masashi Hashimoto, Masakazu Imaoka and Hidemi 

Fujino

その他

「総説・報告書」

単著 平成25年4月

単著 平成26年6月

共著 平成26年7月

102.一都道府県のジュニア体操

競技選手権大会における疼痛発

生調査  (査読付)

日本臨床スポーツ医学会誌

28巻2号

p.298-p.306 共著者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅至, 来田 宣

幸, 西澤 勇一郎, 星野 祐一

生体医工学　57巻6号 

Page190-196

100.健常者の足背高測定による

足部アーチ評価とアーチ高に影

響を及ぼす因子  (査読付)

J Phys Fitness Sports 

Med, 9 (5)

14. 運動器疾患の理学療

法における臨床力

99.人工膝関節全置換術後早期

のTimed up and go testの改善

に関係する因子  (査読付)

16. 足部・足関節のスポ

ーツ障害-overuse障

害の克服-　理学療

法によるoveruse障

害への対応

臨床スポーツ医学

31巻7号

：P.674-P.684

overuse障害の要因を関節弛緩性など関節の特性と運

動連鎖における力学的ストレスの観点から解説する。

具体的には運動療法の紹介とインソールなどの装具療

法を併用した理学療法を解説した。

本人担当部分：論文執筆

共著者：橋本雅至、伊佐地弘基

理学療法京都

42号

：41-46

運動器疾患の理学療法を効果的に進めるにあたり、身

体の機能を如何に捉えることができるが重要である。

その際、動作の観察・分析が適切に行い、機能障害を

具体的にする評価が治療の成果を左右する。著者の工

夫している動作の捉え方を紹介しながら、ポイントを

解説した。

15. 観察的動作分析にお

ける介入効果から身

体運動を捉える方法

～足部・足関節の機

能に着目して運動器

疾患における歩行動

作を考察する～

大阪河﨑リハビリテーショ

ン大学紀要

8巻1号

:P.158-P.165

身体運動の土台である足部足関節の機能を中心に運動

連鎖の観点から身体全体に及ぶ姿勢制御や運動調整に

ついて解説した。特にインソール療法と運動療法の併

用や荷重位トレーニングにおける考え方、観察的動作

観察のポイントなどを紹介しながら説明を加えた。
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単著 平成29年11月

(その他)

[学会発表]

(国際学会)

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成25年9月

－ 平成28年10月5. Electromyography

analysis in

stratified core

stability

testing

（体幹筋機能の評価テ

ストの筋電図学的検

   討）

17. 動作解析を用いた機

能的ウエア開発—ワ

コールとの共同開発

理学療法ジャーナル

51巻11号

：P.959-P.962

特集「多分野に広がる理学療法」の1つを担当執筆。

身体運動解釈、動作分析の観点から機能的ウエアを開

発する業務について紹介した。過去10年の実施の開発

例を示し、理学療法の観点がどのように活用できるか

を解説した。

3. Risk factors of

stress fracture of

the fifth metatarsal

bone in university

soccer players.

（大学サッカー選手の

    第5中足骨折疲労骨折

    の危険因子）

American College of 

Sports Medicine, 16th 

Health & Fitness  Summit 

& Exposition

(Los Vegas)

サッカー選手に多く見られる足部傷害の一つ第5中足

骨骨折の発生要因を検討した。検討項目は下肢を中心

に機能評価を行い、関連する因子について考察した。

膝関節アライメント(Q-angle)と足趾屈曲筋力との関

連が示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：Kohei Fujitaka, Shingo Otuki,

Shunsuke Fujitake, Teruyuki Kita, Keiiti

 Kishimoto, Masashi Hashimoto, Mamoru Okubo

4. Characteristics of

human body movement

when lifting loads:

investigation into

difference in load

weight.

（重量物の持ち上げ動作

  におけるの重さに違い

  が身体動作に与える特

  徴）

WCPT-AWP & ACPT Congress 

2013

(Taichung, Taiwan)

荷物の持ち上げ動作における運動特性について、荷物

の重さを変えた時に体幹、下肢の運動負荷がどのよう

に変化するかを検討した。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導

共同発表者：Yasuhiro Mitani, Masashi Hashimoto,

Tomomi Kitagawa

2. Relationship between

stress fracture of

the 5th metatarsal

and physical facters

in college soccer

players

 （大学サッカー選手の身

   体特性と第5中足骨骨

   折との関係性について）

The 5th Asia-Pacific 

Conference on Exercise 

and Sports Science 

(APCESS 2011,Shanghai)

大学サッカー選手に好発する第5中足骨の疲労骨折の

発生要因を身体的特徴から考察した。特に下肢のアラ

イメントが関連する可能性があった。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：Kohei Fujitaka, Shingo Otuki,

Mamoru Okubo, Masashi Hashimoto,

Keiiti Kishimoto, Shunsuke Fujitake, 

Teruyuki Kita

ACPT Congress 2016

(Kuala Lumpur, Malaysia)

体幹機能評価としてブリッジ姿勢を用いた機能評価を

行っている。今回、その評価姿勢における体幹の筋活

動の特性を客観化し、今後の評価方法としての有用性

を検討することとした。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導

共同発表者：

Satoshi Tagashira, Masashi Hashimoto

保健医療学部リハビリテーション学科

1144



著書，学術論文等の名称
単著・
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(国内学会)

－ 平成23年5月

－ 平成23年5月

－ 平成23年9月

－ 平成23年9月

－ 平成23年9月

－ 平成23年11月

5. Electromyography

analysis in

stratified core

stability

testing

  （体幹筋機能の評価テ

ストの筋電図学的検

討）

体幹機能評価としてブリッジ姿勢を用いた機能評価を

行っている。今回、その評価姿勢における体幹の筋活

動の特性を客観化し、今後の評価方法としての有用性

を検討することとした。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導

共同発表者：

Satoshi Tagashira, Masashi Hashimoto

51. 大学サッカー選手の

足部・足関節スポー

ツ傷害に対する足部

アーチ保持筋力トレ

    ーニングの効果

第46回

日本理学療法学術大会

（宮崎）

大学生にサッカー選手の足部アーチに着目し、下肢の

スポーツ傷害発生と関連性と足部に対するトレーニン

グの継続による傷害発生の変化を検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、大久保衞、

橋本雅至、藤竹俊輔、来田晃幸

52. 高校男子サッカー選

手における初回メデ

ィカルチェック時の

体幹筋機能と腰痛発

生の変化

第46回

日本理学療法学術大会

（宮崎）

高校生男子サッカー選手の運動時腰痛に関する調査で

ある。初回に調査時の腰痛有無と身体機能との関連性

について検討した。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導

共同発表者：石束友輝、橋本雅至、井上直人、

古川博章、山崎岳志、河野詩織、吉川晋矢、

木下和昭

55. 大学サッカー選手の

第5中足骨疲労骨折と

身体的要因の関係

第37回

日本整形外科スポーツ医学

会学術集会

（福岡）

サッカー選手に好発する第5中足骨の疲労骨折の発生

要因を身体的特徴から考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、大久保衞、

橋本雅至、岸本恵一、藤竹俊輔、来田晃幸

56. 大学サッカー選手の

第5中足骨疲労骨折に

おける発生因子の分

析

第22回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（青森）

サッカー選手に好発する第5中足骨の疲労骨折の発生

要因を身体的特徴や練習条件から考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、大久保衞、

橋本雅至、岸本恵一、辻信宏、田中一成、

中村信之、藤竹俊輔、来田晃幸

53. 大学サッカー選手の

足部スポーツ傷害と

身体的要因の関係

第66回

日本体力医学会大会

（山口）

大学サッカー選手の足部周辺のスポーツ傷害の発生要

因を身体的特徴や機能の観点から調査し、考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、大久保衞、

橋本雅至、岸本恵一

54. ジョーンズ骨折を受

傷したサッカー選手

の特徴と靴

第25回

日本靴医学会学術集会

（奈良）

第5中足骨骨折の受傷したサッカー選手の身体的特徴

を測定し、カティング動作を動作解析した結果とあわ

せて骨折の発生要因を考察した。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共同発表者：大槻伸吾、藤高紘平、橋本雅至、

大久保衞
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－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成24年7月

サッカー選手に好発する第5中足骨の疲労骨折の発生

要因を身体的特徴や練習条件から考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、大久保衞、

橋本雅至、岸本恵一、辻信宏、田中一成、

中村信之、藤竹俊輔、来田晃幸

59. 高校生男子サッカー

選手の股関節可動域

と筋の伸張性に対す

るトレーニング効果

が運動時腰痛に及ぼ

す影響

第22回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（青森）

運動時腰痛と股関節可動性との関連に着目し、継続的

なトレーニング効果と運動時腰痛の変化について考察

した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：福本貴典、橋本雅至、田頭悟志、

板矢悠佑、井上直人、木下和昭、大槻伸吾

60. 荷物の運び下ろし動

作の動作解析―荷物

の重さの違いが身体

運動に及ぼす影響―

第38回

日本臨床バイオメカニクス

学会

（兵庫）

荷物を運搬し、立ち止まり、床に下ろす動作における

下肢の動作分析を行った。三次元動作解析機器を用い

て下肢の運動と身体重心のへ負荷を客観し、荷物の重

さによる変化について検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：三谷保弘、橋本雅至

57. 高校男子サッカー選手

における体幹筋機能と

股関節可動域が運動時

腰痛に及ぼす影響

第22回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（青森）

高校生の男子サッカー選手の運動時腰痛と体幹筋機

能、股関節可動性との関連性について考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：吉川晋也、橋本雅至、井上直人、

古川博章、大槻伸吾

58. 高校男子サッカー選

手における入学年度

別の体幹筋機能と運

動時腰痛発生の経時

的変化

第22回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（青森）

高校生の男子サッカー選手の運動時腰痛の発生状況を

学年ごとに集約し、体幹筋トレーニングの指導後に2

年間の間フォローしたデータから、体幹筋機能の変化

を追跡した結果と運動時腰痛の有無との関連について

考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：石束友輝、橋本雅至、井上直人、

古川博章、大槻伸吾

61. ハンドヘルドダイナ

モメーターを用いた

    体幹機能評価方法の

    信頼性

第47回

日本理学療法学術大会

（兵庫）

ハンドヘルドダイナモメーターを使い、座位姿勢にて

体幹機能を測定する方法を考案した。繰り返し測定に

よる再現性を中心に検討を行った。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、米田勇貴、

中雄太、大塚靖子、鄭克真、柴沼均

62. Critical illness

polyneuropathyをき

たした１例に対して

訪問リハビリテーシ

ョン介入により復職

可能となった経験

第24回

大阪府理学療法学術大会

(大阪)

運動感覚性軸索型ポリニューロパチーを呈した症例を

訪問リハビリテーションの形態にて介入し、部分的で

あるが復職に向けて改善が見られたことについて報告

した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：廣瀬将士、池田耕二、大原佳孝、

竹内章、橋本雅至
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成24年9月

－ 平成24年9月

－ 平成24年11月

－ 平成24年11月

－ 平成24年11月

63. 大学サッカー選手に

おける足部スポーツ

障害予防に関するイ

ンソールの有用性

第38回

日本整形外科スポーツ医学

会学術集会

（神奈川）

大学サッカー選手を継続的にフォローする中でスポー

ツ傷害の発生を調査し、足部インソール使用の有無が

関連することが示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、岸本恵一、

橋本雅至、大久保衞

64. 大学サッカー選手に

おける足部スポーツ

障害に対するインソ

ールの治療効果

第26回

日本靴医学会学術集会

（東京）

大学サッカー選手をフォローする中で足部のスポーツ

傷害を発生した選手に対して、インソールを使用の有

無によるスポーツ復帰の状況の違いを調査した。使用

群はスポーツ復帰までの日数が有意に短く、復帰後の

再発率が低かった。傷害発生後インソール使用は治療

結果を良好することが示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、橋本雅至、

大久保衞

運動感覚性軸索型ポリニューロパチーを呈した症例を

訪問リハビリテーションの形態にて介入し、部分的で

あるが復職に向けて改善が見られたことについて報告

した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：廣瀬将士、池田耕二、大原佳孝、

竹内章、橋本雅至

67. サッカー選手におけ

る第5中足骨疲労骨

折の運動学的特徴と

身体的特徴との関連

第23回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神奈川）

大学サッカー選手の足部の形態、足趾筋力のととター

ン動作の動作解析結果から、第5中足骨疲労骨折経験

者と非経験者との差異を検討した。結果、足趾筋力と

動作時の足部回外運動とに関連性が示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、藤竹俊輔、

岸本恵一、橋本雅至、武村政徳、辻田純三、

大久保衞

65. 高校男子サッカー

選手における体幹筋

機能とランニング能

力の関係

第23回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神奈川）

高校生サッカー選手を対象に体幹機能、特に持久性に

ついて評価し、ランニング能力との関連を考察した。

結果、体幹機能の高い者はランニング速度が速く、持

久走にも良好な成績を示していた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：田頭悟志、橋本雅至、福本貴典、

板矢悠佑、木下和昭、大槻 伸吾

66. 大学アメリカンフッ

トボール選手におけ

    るSide bridge test

    と体幹筋力の関係

第23回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神奈川）

体幹筋を同時収縮させ、その持久性を見るテストと腹

筋と背筋力の瞬発力の結果との関連性を検討した。結

果、腹筋と背筋力の比率が一定であると体幹筋の同時

収縮の時給制が良好となることが示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅至、田頭悟志、

木下和昭
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－ 平成24年11月

－ 平成25年7月

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

大学サッカー選手の足部の形態、足趾筋力のととター

ン動作の動作解析結果から、第5中足骨疲労骨折経験

者と非経験者との差異を検討した。結果、足趾筋力と

動作時の足部回外運動とに関連性が示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、藤竹俊輔、

岸本恵一、橋本雅至、武村政徳、辻田純三、

大久保衞

68. サッカー選手におけ

る第5中足骨疲労骨折

の動作解析

第39回

日本臨床バイオメカニクス

学会

（千葉）

サッカー選手に多い第5中足骨の疲労骨折経験者の動

作解析から、その発生要因を調査した。結果、ターン

動作において踏み込み脚の足関節背屈運動が少なく、

足部の回外運動が有意に大きかった。これらが足部外

側に力学的ストレスをもたらせることが示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：：藤高紘平、大槻伸吾、岸本恵一、武村

政徳、辻田純三、橋本雅至、大久保衞

71. 体幹筋機構評価の姿勢

保持における骨盤・股

関節周囲筋に関する筋

電図学的分析．

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

Side Bridge test（SB）、Front Bridge test（FB）

とBack Bridge test（BB）を筋電図学的分析により、

体幹筋機能評価としての有用性について検討した。測

定筋は内腹斜筋、外腹斜筋、多裂筋、大殿筋、中瞥

筋、大腿筋膜張筋、大腿直筋、内側ハムストリングと

した。 %iEMG、MdPFともに有意な変化が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：田頭悟志, 橋本雅至, 高嶋厚史,

板矢悠佑, 福本貴典, 大槻伸吾

69. 変形性膝関節症にお

ける体幹機能と身体

機能の関連性

第25回

日本運動器科学会

（神戸）

変形性膝関節症患者の体幹機能と下肢機能を中心とし

た身体動作との関連性を検討した。結果、下肢機能を

必要とする身体動作には体幹機能の状況が少なからず

関与することが示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中雄太, 

米田勇貴, 北西秀行, 大八木博貴, 柴沼均

70. Trunk Righting

Test (TRT) 結果と

片側殿部支持によ

る座位姿勢保持と

の関連について

重心(COP)動揺計

測からの一考察

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

片側殿部支持の端座位（立ち直り動作）にて同側上部

体幹を上方に押す力を測定するTRTを実施しており，

今回，TRT時の姿勢を重心（COP）動揺から考察し，姿

勢制御との関連を検討した．外周面積と単位面積軌跡

長において優位側と劣位側との間で有意差が認められ

た．

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 米田勇貴, 

中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 星野祐一, 

柴沼均
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

－ 平成26年2月

－ 平成26年5月

72. 大学アメリカンフッ

トボール選手におけ

    るSide bridge test

    と体幹筋力の関係

    ～第2報～

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

体幹筋機能検査として行っているSide bridge test

（SB）と体幹筋力の伸展／屈曲比（E／F比）との関連

について対象者数を増やしさらに検討を加えた。結

果、SBと伸展筋力との間、 SBとE／F比との間に有意

な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：井上直人, 中川泰彰, 向井章悟,

新宮信之, 伊藤盛春, 廣瀬ちえ, 橋本雅至

75. 人工股関節全置換術

後の体幹機能と膝関

節伸展筋力、歩行能

力獲得の関係

第44回

日本人工関節学会

（宜野湾）

股関節疾患による人工関節置換術後患者の体幹機能と

下肢機能、身体動作との関連性について検討した。結

果、下肢機能は体幹機能と関連性があり、身体運動に

も影響を及ぼすことが示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：中雄太, 木下和昭, 橋本雅至, 

北西秀行, 大八木博貴

76. 人工膝関節全置換術

後患者の身体機能と

術前及び術後の体幹

機能の関連性

第49回

日本理学療法学術大会

（横浜）

変形性膝関節症患者（以下，膝OA）の膝関節の炎症や

変形などを主症状とする運動連鎖機能不全の一病態に

至ったものであると報告されており、術後は膝関節の

みでなく，病変の悪化につながる体幹および下肢の運

動連鎖を考慮することが重要である。我々はその機能

を客観化することを目的にTrunk Righting Test

（以下，TRT）を考案し，術後の体幹機能と身

体機能との関連性についても検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

 共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中雄太,

北西秀行, 大八木博貴

73. 超音波画像を用いた

大腿骨前捻角の測定

方法

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

大腿骨には前捻角があり股回旋ROMとの関係がある。

前捻角を測定するRyder法は大転子の触診による測定

であり，検者による誤差が生じる可能性が考えられ

る．今回，超音波画像を用いた前捻角の測定方法を試

行し，その信頼性について検討した．結果、検者内

ICC検者間ICCともに有意な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：新谷健, 橋本雅至, 井上直人, 

中川泰彰

74. 足部スポーツ障害を

受傷した大学サッカ

ー選手の足部アーチ

の特徴

第24回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（熊本）

足部スポーツ障害を受傷した大学サッカー選手の足部

アーチの特徴を検討した。座位アーチ高率と立位アー

チ高率を測定し，座位アーチ高率から立位アーチ高率

を引いてアーチ高率変化量（アーチ変化量）を算出し

た．受傷群を立位アーチ高率が高い群（高アーチ群）

と

低い群（低アーチ群）の2群に分けアーチ変化量の比

較を行った．結果、受傷群の立位アーチ高率は非受傷

群よりも有意に低く，受傷群のアーチ変化量は非受傷

群よりも有意に大きかった．低アーチ群のアーチ変化

量は高アーチ群よりも有意に小さかった． 

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平，大槻伸吾，岸本恵一，

橋本雅至，大久保衞，熊井司，田中康仁
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
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－ 平成26年9月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成27年6月

変形性膝関節症患者（以下，膝OA）の膝関節の炎症や

変形などを主症状とする運動連鎖機能不全の一病態に

至ったものであると報告されており、術後は膝関節の

みでなく，病変の悪化につながる体幹および下肢の運

動連鎖を考慮することが重要である。我々はその機能

を客観化することを目的にTrunk Righting Test

（以下，TRT）を考案し，術後の体幹機能と身

体機能との関連性についても検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

 共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中雄太, 

北西秀行, 大八木博貴

79. Trunk Righting

Testと体幹機能

の関係性　第2報

第25回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

個人内のTrunk Righting Test(以下、 TRT)の左右

データの優劣かSide-Bridge test(以下、 SB)の姿勢

保 持時間の優劣を反映していることを報告した。そ

の後、対象者数を 増やしさらに検討を加えた。結

果、TRTとFB・SBとの間に相関関係は認められなかっ

た。またFB・SBともにTRTの優位側が有意に姿勢保持

の時間が長かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至,米田勇貴, 

中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 井上直人, 

植田篤史, 田頭悟志, 福本貴典, 高嶋厚史, 

板矢悠祐, 新谷健, 星野佑一

80. Back Bridge 動作

における体幹・股

関節周囲筋に関す

る筋電図学的分析

第25回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

体幹筋や股関節伸筋に着目し、Back Bridge(BB)を筋

電図学的に分析し、評価としての有用性を検討した。

結果、体幹伸筋、股関節伸筋の%IEMG、 MdPFに有意な

変化か認められ、BB姿勢保持が体幹伸筋、股関節伸筋

の持久性評 価の方法としての有用性か示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋厚史, 田頭悟志, 板矢悠祐, 

福本貴典, 橋本雅至, 大槻伸吾

77. 大学サッカー選手に

おける足趾把持筋力

が足部スポーツ障害

の発生に与える影響

第40回

日本整形外科スポーツ医学

会学術集会

（東京）

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選手に

おいて足趾の屈曲力(把持力)がスポーツ障害発生にい

かに関与するかを検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平, 岸本恵一, 橋本雅至, 

大槻伸吾, 大久保衞, 熊井司, 田中康仁

78. 高校生サッカー選手

における体幹筋機能

と障害発生の関係

第25回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

体幹筋機能検査として行っているSide bridge test

（SB）と体幹筋力の伸展／屈曲比（E／F比）との関連

について報告した．その後，対象者数を増やしさらに

検討を加えた。SBと伸展筋力との間、SBとE／F比との

間に有意な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：田頭悟志, 橋本雅至, 新谷健, 

福本貴典, 板矢悠祐, 高嶋厚史, 木下和昭, 

大槻伸吾

81. 人工膝関節全置換

術前後における椅

子立ち上がりテス

トの有用性

第50回

日本理学療法学術大会

（横浜）

スクリーニングである30秒椅子立ち上がりテスト（以

下，CS-30）や5回椅子立ち上がりテスト（以下，SS-

5）が、変形性膝関節症の患者（以下，膝OA）やその

後，手術に至った患者に対する有用性について検討し

た。結果、SS-5は今回測定した他の動作テストとの関

係性が確認でき，先行研究と同様に膝OAに対して使用

が可能であることが示唆された。SS-5の方が短時間に

て可能であり，負担が少なく，有用性の高いテストで

あると考えられた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、中雄太、

米田勇貴、北西秀行、大八木博貴
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83. 高校男子サッカー

選手の座位体幹荷重

支持機能と利き脚、

非利き脚との関連

第41回

日本整形外科スポーツ医学

会学術集会

（京都）

Trunk Righting Testにて得られた体幹荷重機能とブ

リッジ姿勢保持により得られた体幹筋機能の左右差と

効き脚と非効き脚の関係性について調査した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中尾英俊, 

大槻伸吾

84. 人工股関節全置換術

前における体幹機能

評価の重要性

第42回

日本股関節学会学術集会

（大阪）

人工股関節全置換術（以下、THA）の術前の身体機能

が術後の回復に影響を与えることが報告されている。

THA前の体幹機能と身体機能の客観的な関連性を示し

た報告は少なく、我々はTHA前後の体幹機能に着目

し、術前から体幹機能評価（Trunk　Righting　Test

以下、TRT）を行っている。今回、THA前の症例を対象

に、術前の体幹機能と身体機能との関係性を検討し

た。結果、術側TRTと術側膝関節伸展筋力、術側下肢

荷重量との間にそれぞれ有意な正の相関が認められ

た。術側TRTと歩行時NRSとの間に有意な負の相関が認

められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：中雄太、木下和昭、橋本雅至、

柴沼均、林申也、橋本慎吾

スクリーニングである30秒椅子立ち上がりテスト（以

下，CS-30）や5回椅子立ち上がりテスト（以下，SS-

5）が、変形性膝関節症の患者（以下，膝OA）やその

後，手術に至った患者に対する有用性について検討し

た。結果、SS-5は今回測定した他の動作テストとの関

係性が確認でき，先行研究と同様に膝OAに対して使用

が可能であることが示唆された。SS-5の方が短時間に

て可能であり，負担が少なく，有用性の高いテストで

あると考えられた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、中雄太、

米田勇貴、北西秀行、大八木博貴

82. 体幹の荷重支持機

能の左右差がジャ

ンプ動作に与える

    影響

第7回

日本関節鏡・膝・スポーツ

整形外科学会

 (札幌)

Trunk Righting Testにて得られた体幹荷重機能の左

右差が各種のジャンプ動作に与える影響について調査

した。結果、体幹の安定性が大きく求められるジャン

プ動作では体幹機能の左右差が関与しやすいことが示

唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、井上直人、

北西秀行、中雄太、大八木博貴、植田篤史、

星野佑一、石田一成

85. 座位での体幹荷重支

持機能テストの力学

的考察

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

体幹荷重支持機能テスト（TRT）を考案し、片側の体

幹の荷重支持機能が同側の連続ジャンプ動作に影響を

与えることを報告した。今回、TRTを力学的に検討

し、荷重動作との関係も検討した。TRTの肩で押す力

と腎部で押す力は強い相関があった。またTRTの測定

値は床反力値と強い相関があった。 

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、中尾英俊、

井上直人、田頭悟志、新谷健、大槻伸吾

86. 高校男子サッカー選

    手における競技パフ

ォーマンスと体幹筋

機能との関係

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

高校男子サッカー部に対して、体幹筋機能とサッカー

に必要な競技パフォーマンスとの関係について検討し

た。FBはT－testと12分間走、

SBはT－testと12分間走、 BBはT－testと12分間走に

有意な相関が認められた。FB・SB・BBのような姿勢を

一定時間保持する体幹筋機能は、T－testや12分間走

と関係することが考えられた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：新谷健、橋本雅至、田頭悟志、

木下和昭、清野大輔
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87. Bridge姿勢を用いた

体幹筋機能評価にお

ける腹筋と背筋の不

均衡についての検討

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

体幹筋機能評価としてBack Bridge test（BB）と

Front Bridge test（FB）の測定値から、 BB（背筋）

とFB（腹筋）の不均衡が動作テストに与える影響を検

討した。結果、BB／FB高値群（BB優位）のBB＋FBは3

回片足跳び、20m走、50m走、T test、12分間走との間

に有意な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋厚史、橋本雅至、田頭悟志、

新谷健、福本貴典、板矢悠佑、幸田康宏、

木下和昭、大槻伸吾

88. 体幹筋機能の左右差

がランニング動作へ

及ぼす影響

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

サッカー選手に対して傷害予防やパフォーマンスの向

上を目的に介入し、体幹筋機能の左右差とランニング

動作との関連を調査した。体幹筋機能評価はFront 

Bridge test（FB）、Side Bridge test（SB）を実施

し、ランニング動作は50m走、 Ttest、12分間走とし

た。体幹筋機能評価より左右差あり群と左右差なし群

に群分けを行い、ランニング動作との相関を調査し

た。結果、体幹の安定性が必要なランニング動作では

体幹機能がランニングの動作に影響を及ぼすことが示

唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：田頭悟志、橋本雅至、新谷健、

板矢悠佑、福本貴典、高嶋厚史、幸田康宏、

木下和昭、大槻伸吾

86. 高校男子サッカー選

    手における競技パフ

    ォーマンスと体幹筋

    機能との関係

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

高校男子サッカー部に対して、体幹筋機能とサッカー

に必要な競技パフォーマンスとの関係について検討し

た。FBはT－testと12分間走、

SBはT－testと12分間走、 BBはT－testと12分間走に

有意な相関が認められた。FB・SB・BBのような姿勢を

一定時間保持する体幹筋機能は、T－testや12分間走

と関係することが考えられた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：新谷健、橋本雅至、田頭悟志、

木下和昭、清野大輔

89. 成長期スポーツ障害

の腰椎分離症と非特

異的腰痛のX線による

腰椎分節可動域の違い

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

成長期スポーツ選手の腰椎分離症と非特異的腰痛にお

ける腰椎の各椎体間の可動性について検証した。X線

またはMRIにてL5片側の腰椎分離症（分離群）と診断

された10名と、非器質的腰痛症（腰痛群）と診断され

た12名の臥位腰椎側面像のX線動態撮影により、Ll－S

の各椎体間の最大伸展時の前弩角および最大屈曲時の

後弩角を測定し、さらに最大伸展時と最大屈曲時の腰

椎分節角を計測し、その差から各椎体間の分節可動域

を算出した。結果、最大伸展時の前弩角は、分離群が

腰痛群に比して高値を示し、腰椎の分節可動域は、分

離群が腰痛群に比して高値を示した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：中尾英俊、稲葉考洋、森藤武、

金子元春、木下和昭、橋本雅至、大槻伸吾

90. 小学生軟式野球選手

におけるSide Bridge

testの有用性

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

小学生軟式野球選手に野球検診を実施しており、今

回、小学生軟式野球選手にSBを実施し、傷害との関連

を調査し、さらにSBの負荷量設定を検討した。結果、

今回の条件下の調査においては、SBと投球による傷害

との関連は認められなかった。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

佐治隆彦、藪本浩光、新宮信之、伊藤盛春、

廣瀬ちえ、橋本雅至、大場友裕、木下和昭、

高嶋厚史、石束友輝、吉川晋矢
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91. 器質的な投球障害肘

を有する小学野球選

手の肩関節・体幹可

動域の特徴

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

器質的な投球障害肘を有する小学生野球選手

における肩関節・体幹可動域の特徴を検討した。対象

は、投球障害肘と診断された小学生野球選手（以下、

障害群）と健常な小学生野球選手（以下、健常群）と

した。投球側の肩関節2nd外旋は障害群が健常群に比

して有意な可動域減少が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：植田篤史、橋本雅至、木下和昭、

小島喜義、衛門良幸、大槻伸吾

92. 下肢筋タイトネスが

ボールキック動作時

の骨盤前傾角度に及

ぼす影響の検討

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

下肢筋タイトネスがボールキック動作時の骨盤運動や

肢位に及ぼす影響を検討した。

三次元動作解析システムにて、利き脚のインステップ

キックを解析した。踵腎間距離（HBD）と骨盤前傾角

度の最大値に有意な相関は認められなかった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：福本貴典、橋本雅至、田頭悟志、

新谷健、板矢悠佑、高嶋厚史、幸田康宏、

木下和昭、大槻伸吾

90. 小学生軟式野球選手

    におけるSide Bridge

testの有用性

第26回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（神戸）

小学生軟式野球選手に野球検診を実施しており、今

回、小学生軟式野球選手にSBを実施し、傷害との関連

を調査し、さらにSBの負荷量設定を検討した。結果、

今回の条件下の調査においては、SBと投球による傷害

との関連は認められなかった。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

佐治隆彦、藪本浩光、新宮信之、伊藤盛春、

廣瀬ちえ、橋本雅至、大場友裕、木下和昭、

高嶋厚史、石束友輝、吉川晋矢

93. 小学生軟式野球選手

におけるSide

Bridge testと投球

障害

第51回

日本理学療法学術大会

（札幌）

軟式野球連盟に加入している小学生に対して投球障害

を早期発見することを目的に野球検診を実施してい

る。投球動作においては，上肢機能だけでなく下肢，

体幹機能の重要性が報告されている。今回，体幹筋機

能の検査方法を取り入れ、小学生にSide Bridgetest

を実施し投球障害との関連を調査した。結果、Side 

Bridge testの保持時間は投球側､非投球側ともに肘障

害群と障害なし群の間に有意差は認められなかった。

点数の差は肘障害群が障害なし群に比べ、有意に大き

い結果であった。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、

佐治隆彦、藪本浩光、伊藤盛春、廣瀬ちえ、

橋本雅至、木下和昭、高本晴輝

94. 高校男子サッカー選

手におけるシンスプ

リント既往者の疾走

    動作の特徴について

第51回

日本理学療法学術大会

（札幌）

シンスプリント（Medial Tibial Stress Syndrome

以下，MTSS）の発生要因は下腿内側筋群の伸張性低下

や足部の過回内による伸張ストレスによるとの報告が

多い。我々は高校男子サッカー選手に対するフィジカ

ルチェックにて明らかな特徴が認められなかった。そ

こで今回、MTSS 群と MTSS 既往の無い群（以下，

control 群）の動作時アライメントを比較しMTSS 群

の動作的特徴を検討した。

結果、静的アライメントと ROM には有意差が認めら

れなかったが、動的アライメントでは

足関節の回内角度と足部外転モーメントに有意差が認

められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：幸田康宏、田頭悟志、新谷健、

福本貴典、板矢悠佑、高嶋厚史、林孝明、

春日勇磨、木下和昭、橋本雅至
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95. 野球経験年数での肩

関節回旋可動域の変

化

第8回

日本関節鏡・膝・スポーツ

整形外科学会

（福岡）

小中学生の野球経験年数別での肩関節可動域の変化に

ついて検討した。結果は野球経験年数の増加に伴い、

両側共に肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域に

有意な低下傾向が認められた。以上より、小中学生の

野球選手の肩関節90°外転位での外旋角度と全可動域

は野球経験の増加に伴い減少していくことが考えら

れ、今後の投球障害治療の一助となる可能性が示され

た。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：木下和昭, 中川泰彰, 向井章悟, 佐治隆

彦, 薮本浩光, 井上直人, 橋本雅至, 大槻 伸吾

96. 成長期野球選手の腰

椎分離症における股

関節屈筋群と伸筋群

の筋力の検討

第42回

日本整形外科スポーツ医学

会

（札幌）

腰椎と股関節の運動時における連動について着目し、

腰椎分離症による腰痛と、股関節周囲筋の筋機能との

関連性について検討した。結果、分離症を有する選手

の投球軸足股関節の屈曲筋力、伸展筋力ともに低く、

ステップ脚の股関節屈曲筋力が有意に低かった。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：中尾英俊, 稲葉考洋, 木下和昭, 濱田太

朗, 森藤武, 橋本雅至, 大槻伸吾

シンスプリント（Medial Tibial Stress Syndrome

以下，MTSS）の発生要因は下腿内側筋群の伸張性低下

や足部の過回内による伸張ストレスによるとの報告が

多い。我々は高校男子サッカー選手に対するフィジカ

ルチェックにて明らかな特徴が認められなかった。そ

こで今回、MTSS 群と MTSS 既往の無い群（以下，

control 群）の動作時アライメントを比較しMTSS 群

の動作的特徴を検討した。

結果、静的アライメントと ROM には有意差が認めら

れなかったが、動的アライメントでは

足関節の回内角度と足部外転モーメントに有意差が認

められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：幸田康宏、田頭悟志、新谷健、

福本貴典、板矢悠佑、高嶋厚史、林孝明、

春日勇磨、木下和昭、橋本雅至

97. ボールキック動作に

おける体幹運動の解

析

第42回

日本整形外科スポーツ医学

会

（札幌）

サッカー選手の特有なボールのキック動作では、骨盤

から下肢の分析が多く、体幹の詳細な分析は少ない。

今回はキック動作中の体幹運動に着目し検討した。結

果、インステップキックは体幹伸展位、蹴側へ側屈さ

せて力を貯め、インパクトに向けて骨盤と胸郭が相反

する動きを伴いながら、急激に体幹を屈曲し、軸側方

向へ側屈させていくことが示唆された。また水平面上

では骨盤と胸郭が相反する回旋を伴いながら体軸を調

整し、脊柱を一定方向へ回旋させている可能性が示唆

された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 中尾英俊, 福本貴

典, 大槻伸吾

98. 童期野球選手におけ

る肩肘関節障害者の

肩関節可動域の特徴

～健常群と障害群と

の比較～

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

学童期野球選手における野球経験年数別での肩、肘関

節に障害を有する者の肩関節可動域の特徴について検

討した。野球開始1年目から4年目の障害群では、投球

側の2nd外旋と2nd全可動域が健常群に比して有意に可

動域が低下していた。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：木下和昭、中川泰彰、向井章悟、藪本浩

光、新宮信之、伊藤盛春、井上直人、廣瀬ちえ、橋本

雅至、大槻伸吾
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－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

99. 中学生と高校生野球

選手における投球障

害の危険因子の違い

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

投球障害（Throwing Injury、以下TI）の危険因子を

年代別で調査しTIの要因となる成長に伴う身体的特徴

の違いについて検討した。TIと関連性の高かった項目

は小中学生では投球側elbow push testとlnitial 

abduction test、高校生では投球側EPTと肩関節2nd外

旋可動域、股関節内旋可動域左右差であった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：衛門良幸、橋本雅至、小島喜義、植田篤

史、大木毅

100. 小学生軟式野球選手

におけるSide Bridge

testと投球障害肘と

の関係 ～第2報～

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

小学生野球選手に対して野球肘検診を実施しており、

小学生野球選手の体幹筋機能検査として我々が用いて

いるSide Bridge test（SB）の負荷設定の変更が必要

であることを報告した。今回、SBの負荷を変更し投球

障害との関連を調査した。SBの差は肘傷害群が低い傾

向であったことから、SBの結果に左右差が認められる

ことが示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、藪本浩

光、新宮信之、伊藤盛春、廣瀬ちえ、橋本雅至、木下

和昭

学童期野球選手における野球経験年数別での肩、肘関

節に障害を有する者の肩関節可動域の特徴について検

討した。野球開始1年目から4年目の障害群では、投球

側の2nd外旋と2nd全可動域が健常群に比して有意に可

動域が低下していた。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：木下和昭、中川泰彰、向井章悟、藪本浩

光、新宮信之、伊藤盛春、井上直人、廣瀬ちえ、橋本

雅至、大槻伸吾

103. 階層別Core stability

testにおける身体重

    心動揺についての検討

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

（千葉）

幅広い筋機能レベルの評価が可能となるように階層別

Core stability test（CST）を難易度別に考案し、身

体重心動揺の観点から、評価方法の難易度の設定に関

する妥当性を検討した。単位軌跡長、加速度は有意に

増加し、難度が高くなることにより姿勢保持における

不安定性が増加することが示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋 厚史、橋本雅至、田頭悟志、新谷

健、福本貴典、板矢悠佑、幸田康宏、木下和昭、大槻

伸吾

101. 座位での体幹荷重支

持機能評価における

筋活動

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

動作の体幹機能評価として、端座位での立ち直り姿勢

から鉛直方向への負荷を課した方法（体幹荷重支持機

能評価）を用いている。今回は本法の筋活動を検討し

た。体幹荷重支持機能評価において、腹直筋、内腹斜

筋、外腹斜筋、多裂筋、腹横筋が有意に高かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、中尾 英俊、板矢

悠佑、福本貴典、高嶋厚史、田頭悟志、田邊智、大槻

伸吾

102. 高校野球選手の腰痛

症の体幹・股関節筋

力と腰椎アライメン

トとの関係性

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

野球選手の腰痛発生頻度は高く、今回、ハンドヘルド

ダイナモメーター（HDD）にて野球選手の体幹と股関

節の筋力を測定し、腰痛者と腰痛の既往がない者で比

較した。腰痛群の筋力は股関節屈筋群が低下傾向を示

し、同様に腰椎

アライメントは前湾角が小さいことが認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：中尾英俊、木下和昭、橋本雅至、大槻伸

吾
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－ 平成28年11月

－ 平成29年5月

－ 平成29年6月

－ 平成29年9月

1年間に肩肘関節の障害が発生した小学生野球選手の

肩関節可動域の特徴について検討した。対象は2015年

度から2016年度の1年間に肩肘関節に障害を有さな

かった小学生野球選手（健常群）140名と肩肘関節に

障害を有した小学生野球選手（障害群）38名とした。

結果、障害群は2015年度に比して2016年度の投球側の

2nd外旋が有意に低下していた（p＜0.05）。小学生野

球選手において新規に発生した肩肘障害者は投球側の

2nd外旋が低下していた。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：木下和昭, 中川泰彰, 向井章悟, 佐治隆

彦, 薮本浩光, 井上直人,伊藤盛春, 橋本雅至, 大槻 

伸吾

103. 階層別Core stability

testにおける身体重

    心動揺についての検討

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

幅広い筋機能レベルの評価が可能となるように階層別

Core stability test（CST）を難易度別に考案し、身

体重心動揺の観点から、評価方法の難易度の設定に関

する妥当性を検討した。単位軌跡長、加速度は有意に

増加し、難度が高くなることにより姿勢保持における

不安定性が増加することが示唆された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋 厚史、橋本雅至、田頭悟志、新谷

健、福本貴典、板矢悠佑、幸田康宏、木下和昭、大槻

伸吾

104. 男子高校野球選手に

おけるSide Bridge

Testと走タイムの関

係性

第27回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（千葉）

男子高校硬式野球部員に対して、体幹筋機能検査とし

てSide Bridge Test（以下、 SB）を実施しており、

テストの目標値を提示するために走タイムとの関連性

を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：板矢悠佑、橋本雅至、田頭悟志、木下和

昭、新谷健、福本貴典、高嶋厚史、幸田康宏、大槻伸

吾

107. 高等学校におけるス

ポーツ活動支援事業

の利用状況とその意

     義

第43回

日本整形外科スポーツ医学

会

本学では付属の高等学校に対し、スポーツ活動支援事

業を実施している。本研究の目的は、その事業の利用

者状況とその意義について考察する。結果、開始当初

は受診率が低値であったが、継続的に活動を行うこと

により増加する傾向であった。また医療機関を受診し

た者は、重度なスポーツ傷害と診断された利用者も存

在し、医療機関への受診の重要性が示唆された。これ

らの結果は、学校保健内において理学療法士が顧問や

保護者と良好な関係を保ちながら、継続的なスポーツ

活動支援事業を実施する重要性を示唆する。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、澳昂佑、北川智

美、長野聖、森永敏博、星野祐一、廣島和夫

105. 片側の体幹の荷重支

持機能の向上が動作

に与える効果

第52回

日本理学療法学術大会

（千葉）

歩行や走行，ジャンプ動作では体幹に対して鉛直方向

に荷重負荷が加わりながら，片脚で支持するような場

面が求められ，その時の体幹機能の評価方法として座

位での片側の体幹荷重支持機能（Trunk Righting 

Test，TRT）に着目している。今回、TRT の向上がど

のような動作能力の向上に効果を与えるのか検討する

こととした。結果、pre 期と post 期の間では TRT 

と膝関節伸展の最大等尺性筋力，ジャンプ効率に有意

な増加が認められ，side hop test には有意な低下が

認められた。post 期と retraining 期の間では 

TRT，ジャンプ効率に有意な低下が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭，橋本 雅至，中尾 英俊田頭 

悟志，大槻 伸吾

106. 小学生野球選手にお

ける肩肘関節障害発

生者の肩関節可動域

の特徴1年間の縦断

的検討

第９回

日本関節鏡・膝・スポーツ

整形外科学会

（札幌）
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－ 平成29年11月

－ 平成29年11月

－ 平成29年11月

111.器械体操に必要な倒立姿勢

と身体因子との関連性

－ 平成30年6月 本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 横田尚子, 澳昂

佑, 来田宣幸, 西澤勇一朗, 星野祐一

109. 姿勢保持の難度別に

分けたCore

stability

test の筋活動につ

い ての検討

第28回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

Core stability test を用いて体幹筋機能を測定する

にあたり、対象者の身体特性を反映して用いる姿勢保

持に難度別の条件を検討している。実際に考案した方

法ごとに筋活動を測定し、難度ごとに筋活動から見た

運動負荷の違いを検討した。結果、いくつかの条件間

で有意差が認められ、難度別に分けることがより具体

的になった。。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋 厚史、橋本雅至、田頭悟志、福本

貴典、板矢悠佑、木下和昭、大槻伸吾

107. 高等学校におけるス

     ポーツ活動支援事業

     の利用状況とその意

     義

第43回

日本整形外科スポーツ医学

会

（宮崎）

本学では付属の高等学校に対し、スポーツ活動支援事

業を実施している。本研究の目的は、その事業の利用

者状況とその意義について考察する。結果、開始当初

は受診率が低値であったが、継続的に活動を行うこと

により増加する傾向であった。また医療機関を受診し

た者は、重度なスポーツ傷害と診断された利用者も存

在し、医療機関への受診の重要性が示唆された。これ

らの結果は、学校保健内において理学療法士が顧問や

保護者と良好な関係を保ちながら、継続的なスポーツ

活動支援事業を実施する重要性を示唆する。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、澳昂佑、北川智

美、長野聖、森永敏博、星野祐一、廣島和夫

108. 倒立姿勢保持におけ

る肘関節と肩甲骨周

囲の筋活動〜上肢の

肢位の違いによる変

化〜

第28回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

小学生女子の器械体操選手の肘関節障害に着目して、

競技特性である上肢での荷重肢位における筋活動か

ら、力学的考察を行った。特に肘関節障害の小学生に

多い、肩関節回旋位に観点を置き肩甲骨から肩関節肘

関節の制御する筋活動に代償運動を示す運動を示唆す

る筋活動が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭、橋本雅至、横田尚子、澳昂

佑、来田宜幸、星野祐一

第28回

日本臨床スポーツ医学会学

術集会

（東京）

110. 小学生軟式野球選手

における関節可動域

の経年変化と投球障

害肘との関係

小学生の野球選手に対して継続して関わり、メディカ

ルチェックを行っている。対象の小学生の肘関節障害

が、スポーツ活動を継続し、時間経過を伴ってどのよ

うに発生するかを検討している。今回は左右の関節可

動域に着目して股関節の回旋可動域の減少と肘障害発

生との関連性を示唆した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：井上直人、中川泰彰、向井章悟、藪本浩

光、新宮信之、伊藤盛春、橋本雅至、木下和昭

第10回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会

（福岡）
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112.腰痛症の高校野球選手に対

する股関節筋力トレーニングが

腰椎前弯角に及ぼす影響

－ 平成30年6月 本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：中尾英俊, 木下和昭, 橋本雅至, 大槻伸

吾

113.小学生軟式野球選手におけ

る投球障害肘発症時の体幹筋機

能の変化

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：井上直人, 中川泰彰, 向井章悟, 横田尚

子, 橋本雅至, 木下和昭

114.ジュニア体操競技における

倒立時の疼痛調査

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 横田尚子, 澳昂

佑, 来田宣幸, 西澤勇一郎, 星野祐一

115.地域在住高齢者における体

幹筋機能とロコモティブシンド

ロームとの関係について144.

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：高嶋厚史, 大槻伸吾, 橋本雅至, 田頭悟

志, 新谷健

116.地域在住高齢者の園芸活動

の実態 ～園芸習慣のアンケー

トからわかったこと～

－ 平成30年9月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：髙野珠栄子, 田崎史江, 橋本雅至, 野村

和樹, 山口隆司, 中村美砂

117.ニューラルネットワークを

用いたロコモ度判定に関連する

因子の相対的重要度について

－ 平成30年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：今岡真和, 中尾英俊, 田崎史江, 髙野珠

栄子,　野村和樹, 橋本雅至, 中村美砂

118.健康教室へ参加されている

高齢者に対する体幹機能評価法

が血圧・心拍数に及ぼす影響に

ついて

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：田頭悟志, 橋本雅至, 高嶋厚史, 福本貴

典, 新谷健, 大槻伸吾

119.小学生軟式野球選手の肘障

害に影響を与える因子　1年前

の検診結果から

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 中川泰彰, 向井章悟, 伊藤盛

春, 井上直人, 横田尚子, 橋本雅至

第10回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会

（福岡）

第44回日本整形外科スポー

ツ医学会学術集会（徳島）

第44回日本整形外科スポー

ツ医学会学術集会（徳島）

第44回日本整形外科スポー

ツ医学会学術集会（徳島）

第8回日本認知症予防学会学

術集会（東京）

第20回骨粗鬆症学会

（長崎）

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

保健医療学部リハビリテーション学科
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120.Side-bridge姿勢における

股関節の肢位の違いが腰部周囲

筋の筋活動に及ぼす影響

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：齋藤優季, 木下和昭, 橋本雅至, 来田宣

幸, 大槻伸吾

121.高校男子サッカー選手にお

けるBridge姿勢の保持時間と筋

厚との関係性

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：新谷健, 橋本雅至, 木下和昭, 田頭悟

志, 福本貴典, 高嶋厚史, 大槻伸吾

122.中高齢者の足部アーチ低下

の身体要因について

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：中尾英俊, 木下和昭, 森藤武, 濱田太

朗, 橋本雅至, 大槻伸吾

123.段階づけた倒立姿勢におけ

る肩関節と肩甲骨周囲筋の筋活

動の変化

－ 平成30年12月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 横田尚子, 澳昂佑

124.運動講座に参加している高

齢者における体幹筋機能と下肢

機能及び移動能力との関係につ

いて

－ 平成30年12月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋厚史, 橋本雅至, 田頭悟志, 新谷

健, 福本貴典, 木下和昭, 大槻伸吾

125.倒立時の上肢障害予防に着

目した練習方法の筋活動の検討

(Muscle Activity Analysis of 

Exercise Methods Focusing on 

The Prevention of Upper Limb 

Disorders During a 

Handstand)

－ 令和1年6月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅至, 澳 

昂佑, 来田 宣幸, 西澤 勇一郎, 星野 祐一

126.コアトレーニングを効果的

に進めるために、体幹(筋)機能

を適切に捉える評価について

－ 令和1年8月 特別企画「コアトレーニングの神髄」

シンポジスト

第45回日本整形外科スポー

ツ医学会学術集会

（大阪）

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

第29回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（札幌）

第6回日本運動器理学療法学

術大会（福岡）

第6回日本運動器理学療法学

術大会（福岡）

第11回日本関節鏡・膝・ス

ポーツ整形外科学会

（札幌）

保健医療学部リハビリテーション学科
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127.段階づけた倒立姿勢におけ

る肩関節と肩甲骨周囲筋の筋活

動の変化

令和1年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下 和昭, 橋本 雅至, 横田 尚子, 澳 

昂佑

128.運動講座に参加している高

齢者における体幹筋機能と下肢

機能及び移動能力との関係につ

いて

令和1年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋 厚史, 橋本 雅至, 田頭 悟志, 新

谷 健, 福本 貴典, 木下 和昭, 大槻 伸吾

129.ジュニア体操競技選手にお

ける段階づけた倒立練習方法の

有用性

令和1年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅至, 来

田 宣幸, 西澤 勇一郎, 星野 祐一

130.上肢支持を除外したSide

Bridgeの筋活動について

令和1年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：田頭 悟志, 橋本 雅至, 木下 和昭, 高

嶋 厚史, 福本 貴典, 大槻 伸吾

131.一般ランナーと非運動者の

足部アーチアライメントおよび

足部の既往等に関するアンケー

ト調査の比較

令和2年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：中尾 英俊, 森藤 武, 濱田 太朗, 橋本 

雅至

 (研究会、その他)

－ 平成23年6月

第31回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（神戸）

21. 高校生男子サッカー

選手に対するコンデ

ィショニングサポー

トが運動時腰痛に与

     える影響

第21回

関西臨床スポーツ医・科学

研究会

（大阪）

高校生に対して行った体幹筋トレーニングの指導と実

施が、運動時腰痛の発生と如何に関連するかについて

検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：古川博章、橋本雅至、井上直人、

木下和昭、田頭悟志、森洋子、石束友輝、

吉川晋也、山崎岳志

第30回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（横浜）

第 7 回日本運動器理学療法

学会学術大会

（岡山）

第 7 回日本運動器理学療法

学会学術大会

（岡山）

第30回日本臨床スポーツ医

学会学術集会（横浜）

保健医療学部リハビリテーション学科
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－ 平成23年6月

－ 平成23年6月

－ 平成24年1月

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

23. 機能回復に難渋した

肩腱板不全断裂と後

上方関節唇損傷術後

の一例

第21回

関西臨床スポーツ医・科学

研究会

（大阪）

肩関節可動域制限患者の1例に対して理学療法的工夫

と考察により、可動域の改善に至った症例について報

告した。

本人担当部分：データ分析

共同発表者：武富由雄、永富孝幸、米田稔、

水野直子、中川滋人、福田明雄、椎木孝幸、

橋本雅至、講武芳英、幸田利敬

24. 高校サッカー選手の

腰痛予防に対するコ

アエクササイズの効

     果

第17回

スポーツ傷害フォーラム

（大阪）

高校生サッカー選手に継続的に体幹筋を中心としたト

レーニングを行わせ、運動時腰痛の有無を経時的に測

定した。結果、体幹筋機能は向上するが、腰痛の軽減

に必ずしも関係しているとは言えなかった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究発

表

共同発表者：橋本雅至、井上直人、木下和昭、

田頭悟志、石束友輝

22. 大学サッカー選手の

人工芝グラウンドに

おけるスポーツ傷害

の経時的変化

第21回

関西臨床スポーツ医・科学

研究会

（大阪）

人工芝グラウンドでの練習が常態化したクラブにおけ

るスポーツ傷害の発生について約4年の追跡し、調

査・検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、大久保衞、

橋本雅至、岸本恵一、辻信宏、田中一成、中村信之、

来田晃幸、藤竹俊輔

27. 第5中足骨疲労骨折

受傷者におけるター

ン動作時の足部圧力

     解析

第22回

関西臨床スポーツ医・科学

研究会

（大阪）

第5中足骨疲労骨折受傷経験者に対して足底圧セン

サーを足底面と足部外側面に貼付して、動作時の上下

方向と横方向の力を客観化した。結果は未受傷者との

有意差は認められなかったが、接地時間が延長してい

た。これは足底面の力は大きくなくても力が加わる時

間が長くなり、足部への力学的ストレスが加わること

が示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、藤竹俊輔、

来田晃幸、岸本恵一、橋本雅至、大久保衞

25. クラウス・ウェーバ

ーテスト変法と体幹

深部筋エクササイズ

における腹横筋の筋

活動量

第22回

関西臨床スポーツ医・科学

研究会

（大阪）

体幹筋力を評価する手技と体幹深部筋のトレーニング

に有効とされる運動条件を選択し、ワイヤー電極を用

いた筋活動量の評価を行った。体幹の安定性に貢献す

るであろう腹横筋に着目した。結果、重錘負荷をした

手技とelbpw-toe姿勢、side bridge姿勢において筋活

動が高値を示すことが確認され、トレーニング手技と

しての有効性が示唆された。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共同発表者：杉本拓也、能登洋平、林慈晃、

池内誠、柳田育久、土井龍雄、田邉智、

大槻伸吾、橋本雅至、大久保衞

26. デジタルカメラによ

る体幹可動域の測定

法の一検討

第22回

関西臨床スポーツ医・科学

研究会

（大阪）

スポーツ現場において短時間での体幹可動性評価の試

案として、2次元的にデジタルカメラで撮影したデー

タから可動域を客観化する方法について検討した。体

幹伸展運動において再現性が示唆されたが、今後方法

に修正が必要であることが分かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：福本貴典、橋本雅至、田頭悟志、

板矢悠佑、高嶋厚史

保健医療学部リハビリテーション学科

1161



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

－ 平成27年6月

体幹機能評価として考案したTrunk Righting Testと

体幹筋の持久性と協調性を見るブリッジテストとの関

連性から、体幹筋の評価方法について検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 北西秀行, 

井上直人, 植田篤志

27. 第5中足骨疲労骨折

受傷者におけるター

ン動作時の足部圧力

     解析

第22回

関西臨床スポーツ医・科学

研究会

（大阪）

第5中足骨疲労骨折受傷経験者に対して足底圧セン

サーを足底面と足部外側面に貼付して、動作時の上下

方向と横方向の力を客観化した。結果は未受傷者との

有意差は認められなかったが、接地時間が延長してい

た。これは足底面の力は大きくなくても力が加わる時

間が長くなり、足部への力学的ストレスが加わること

が示唆された。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平、大槻伸吾、藤竹俊輔、

来田晃幸、岸本恵一、橋本雅至、大久保衞

28. 高校男子サッカー選

手における関節弛緩

性とその特徴

第23回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

運動量が多い高校サッカー選手の関節弛緩性について

調査した。成長期の高校生において関節の安定性や不

安定性はスポーツ障害の要因になることが考えられ、

個人差が多い成長段階にあるスポーツ選手の特徴を考

察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：山崎岳志, 橋本雅至, 井上直人, 

古川博章, 吉川晋也, 石束友輝

31. 足部横アーチ変化の

測定方法の検討

第24回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの客観

的な測定方法について考案し、その方法の有用性につ

て検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平, 藤竹俊輔, 来田晃幸, 

岸本恵一, 橋本雅至, 大槻伸吾, 大久保衞,

熊井司, 田中康仁

32. 高校部活動に対する

フィジカルサポート

第25回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

縦断的に行っている高校サッカー選手へのフィジカル

サポートについて具体的に紹介した。今まで行ってき

た経験から得た課題について考察を加えた。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：田頭悟志、新谷健、福本貴典、

板矢悠祐、高嶋厚史、幸田康宏、林孝明、

橋本雅至

29. ハンドヘルドダイナ

モメーターを用いた

    体幹機能評価方法の

    信頼性と妥当性

第23回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

体幹筋の筋力測定にハンドヘルドダイナモメータを用

いた測定に関してその再現性について級内相関係数を

用いて検討を行った。再現性のある方法として課題が

残り、方法のさらなる検討を必要とする。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：木下和昭, 橋本雅至, 米田勇貴, 

中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 柴沼均

30. Trunk Righting

Test と体幹機能の

関係性

第24回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成27年6月

－ 平成28年6月

－ 平成29年6月35. 姿勢保持の難度別に

分けたCore stability

testの保持時間につい

ての検討

第27回

関西臨床スポーツ医科学研

究会（大阪）

我々は、体幹や股関節周囲筋の総合的な筋機能を反映

するBridge活動を利用したSide Bridge(SB)とFront 

Bridge(FB)をCore stabilityの評価として用いてい

る。客観的な指標として姿勢の保持時間を用いて評価

してきたが、多様な対象者に対する評価として課題が

あった。そこで今回、姿勢保持の難度に着目すること

が必要であると考え、SBとFBの姿勢を難度に分けて階

層別に評価する方法としてCore stability test(CST)

を考案した。結果、SBとFBの両姿勢においてB、C、D

順に姿勢保持時間が有意に長くなっていた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：高嶋厚史、橋本雅至、田頭悟志、新谷

健、福本貴典、板矢悠佑、木下和昭、大槻伸吾

33. 大学サッカー選手の

人工芝グラウンドに

おけるスポーツ傷害

の経時的変化—人工

芝グラウンドに対す

るゴムチップ補充の

影響—

第25回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

サッカー競技中に発生する外傷や障害を引き起こす要

因は，選手が使用しているグラウンドサーフェイスも

一要因になると報告されている。今回，長期経過した

人工芝グラウンドに特殊哇砂やゴムチップを補充した

ことによる，スポーツ傷害発生への影響を検討した．

結果、人工芝グラウンドでは年数が経過するとともに

下肢捻挫発生率が増加し，ゴムチップの補充後では下

肢肉離れの発生率が有意に減少した．

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：藤高紘平, 藤竹俊輔, 来田晃幸, 

岸本恵一, 橋本雅至, 大槻伸吾, 大久保衞, 熊井司, 

田中康仁

34. 腰椎分離症者のスポ

ーツ復帰期間による

腰椎前弯角と腰椎椎

間可動域の違い

第26回

関西臨床スポーツ医科学研

究会（大阪）

腰椎矢状面上のアライメント評価は、分離症のストレ

ス要因の特徴を見出すうえで重要な項目であると考え

られる。今回、スポーツ復帰までの期間を急性期と亜

急性期との境界である4週経過を基準とし、X線撮影に

よる腰椎前弯角と腰椎椎間可動域について検討した。

結果、腰椎（L1-S）前弯角は、最大屈曲時、4週未満

群に対し、4週以上群は低値を示し、最大伸展時で

は、4週未満群に対し4週以上群は高値を示した。腰椎

椎間可動域は、4週未満群に対し、4週以上群は低値を

示した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研究指

導

共同発表者：中尾英俊、稲葉孝洋、木下和昭、森藤

武、橋本雅至、大槻伸吾

32. 高校部活動に対する

フィジカルサポート

第25回

関西臨床スポーツ医科学研

究会

（大阪）

縦断的に行っている高校サッカー選手へのフィジカル

サポートについて具体的に紹介した。今まで行ってき

た経験から得た課題について考察を加えた。

本人担当部分：データ分析、研究指導

共同発表者：田頭悟志、新谷健、福本貴典、

板矢悠祐、高嶋厚史、幸田康宏、林孝明、

橋本雅至
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教 育 研 究 業 績 書 

令和 3 年 3月 31 日 

氏名 山形 力生 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

日常生活援助技術 

高齢者支援 

臨床教育技術 

福祉用具（自助具）、住宅改造、障害と日常生活、 

高齢に伴う機能低下に対する援助、生活環境への援助 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1）講義資料の作成 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法治療学、作業療法理論特論」講義内容によって多く

の専門書等から資料を集め授業資料を作成した。 

2)パソコンを利用した視聴覚教材の作成 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法治療学、作業療法理論特論」講義内容によって、で

きるだけイメージできるように写真スライドの作成・提

示、アニメーションによる図表を多く取り入れた。 

2)パソコンを利用した視聴覚教材の作成 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法治療学、作業療法理論特論」講義内容によって、で

きるだけイメージできるように写真スライドの作成・提

示、アニメーションによる図表を多く取り入れた。 

3)演習問題の提示 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「身体障害作業療法治療学」前期、後期のそれぞ

れ中期および後半の時期に演習問題を提示し、学習内容

がどの程度身に付いているかを学生自ら点検してもら

う機会とした。また、これにより学生が適切に学期末試

験の準備ができるように配慮した。 

4)学期末試験の工夫 平成 18 年 

～ 

平成 31 年 

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

「身体障害作業療法治療学」出題形式を客観テストと記

述試験をバランス良く作成した。客観テストでは国家試

験を意識した回答方法を盛り込んだ。これにより学生が

国家試験の回答方法に慣れるようにした。記述試験は、

文章表現等の表現力の育成をねらいとし、作成に工夫を

こらした。 

5)学年担任およびチューター活動 平成 20 年 

～ 

平成 31 年 

現在 3 回生学生のチューターを担当している。入学より

卒業までを継続して担当している。定期的に学生個人面

談を行い、各学生の課題の確認と指導、学科教員への周

知に努めている。担当学生が１回生時には、学習面に加

え学校生活全般の状況把握を行い、２回生時は学習面を

重点的に指導・助言を行った。3 回生からは臨床実習時

の状況把握と必要な指導を行っている。 

6)臨床実習訪問指導 平成 20 年 

～ 

平成 31 年 

2 回生時および 3 回生時の臨床実習実施中に、実習施設

に訪問し、学生の問題や今後の実習の目標について、実

習指導者と協議する。毎年、各学年延べ 20 施設程度の

実習訪問指導を行った。 

7)臨床現場技術指導 平成 23 年 

～ 

平成 31 年 

卒業生を対象に週 1 回、近隣のリハビリテーションの臨

床現場において技術指導を行っている。在校生の臨床実

習指導を担当する指導者の養成も兼ねている。 
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２ 作成した教科書，教材   

1)教科書「作業療法士が選ぶ自助具・生活機器」 平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

臨床でよく使われる自助具・生活機器について紹介し、

必要な材料、制作方法、適応事例などについて紹介した。

（255 頁） 

頸髄損傷などの四肢麻痺に対するコンピューター機器

に対する自助具についての項を解説した。(P.124～

P.126) 

後に、姫路獨協大学で「福祉機器特論、身体障害作業療

法学」の資料として使用した。 

2)教科書「生活支援技術・介護過程」（黎明書房）

   

 

平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

居住環境の整備や身じたく、移動、食事、入浴、排泄、

睡眠等における実践的な介護の方法と、介護過程の意義

から実例をふまえた介護の実践的展開やチームアプロ

ーチまでを、初めて学ぶ人でも分かるようイラストや図

を交え解説した。 

第2章 自立へ向けた居住環境の整備を担当 （P24-P40）

ヘルパーを対象にした講習において教科書として使用

した。 

3) 教科書「老年看護学」（ピラールプレス） 平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

高齢者の身体的・心理的特徴を十分把握したうえで、高

齢者のQOLの向上を目指した看護実践を意識的に取り上

げた、老年看護の実践に向けての質の評価への取り組み

を盛り込んだ看護学生向けのテキストとして使用した。 

4)教科書「介護実習入門」（黎明書房） 平成 24 年 介護福祉士の養成科目のテキストとして作成、使用し

た。高等教育に向けた豊かな専門性と人間性の構築とい

う主旨を踏まえたうえで、介護の専門援助に焦点を当

て、その内容・方法を具体的に示した。 

5)「身体障害作業療法学実習」の補助教材 平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

PBL(問題解決型学習)のために、学生の主体的なグルー

プワークにより進められるが、その臨床症例を実際の症

例から選択し、教材用に修正し作成した。学生はこの教

材を基に、グループワークを行った。 

6)OSCE（客観的臨床能力試験）のための模擬患者 

 症例プロフィール資料 

平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

学生が受ける試験の模擬患者のプロフィールを実際の

臨床例に照らし合わせ作成した。症例は、脳卒中などの

内科系と骨折などの整形外科の 2 症例作成した。４回生

の総合臨床実習前の客観的臨床能力試験の学生提示資

料として使用した。 

7)実体験型課題「動作分析のフローシート」の 

 作成 

平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

「日常生活活動学」において日常の動作の分析を学習す

る際に、実際の動作分析を教材として行う。初学者の学

生でも動作分析が身につくように、動作分析のフローシ

ートを作成した。このシートに書き込むことで動作の分

析が段階的に学習できるように工夫した。 

食事・更衣・トイレ・整容・入浴の 5 種類の動作につい

8)演習問題の作成 平成 22 年 

～ 

平成 31 年 

「日常生活活動学、身体障害作業療法学」のそれぞれの

中期および後半の時期に演習問題を分野ごとに 20 問程

度作成した（合計 80 問）。学習内容がどの程度身に付

いているかを学生自ら点検してもらうために使用した。 
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9)国家試験模擬試験の作成 平成 25 年 

～ 

平成 31 年 

実際の国家試験の出題傾向に合せ、3 回分の模擬試験問

題を作成した。4 回生時の演習の中で使用した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

1)姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

  学生による授業評価 

平成 19 年 

～ 

平成 28 年 

科目：「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法学、作業療法理論特論」点検・評価の結果：長所と

しては、今回の調査による得点は平均を上回っており、

授業目標は達成されていると理解した。 

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1)奈良県介護支援専門員 現職者講習 講師 平成 15 年 

～ 

平成 28 年 

奈良県の現職者介護支援専門員に対象に「福祉用具・住

宅改修」の実際について講義指導した。平成１５年より

毎年１回担当、現在に至る。 

2)文部科学省教員免許更新講習 講師 平成 25 年 

～ 

平成 31 年 

教員免許更新講習において「障害支援（福祉機器領域）

論」（平 25-30501-56332 号）講師として年 2 回担当す

る（1 回 6 時間） 

５ その他   
（講演）   
1)姫路市シニアオープンカレッジ「介護に役立つ 

  福祉用具の基礎知識」 

平成 24 年 8

月 5 日～ 

平成 24 年 8

月 31 日 

姫路市の依頼により、姫路市民を対象にした姫路市シニ

アオープンカレッジ「介護に役立つ福祉用具の基礎知

識」について企画した。また、5 回の講座の講師を担当

した。 

2)姫路市立生涯学習大学校公演「地域の活動を  

支える」 

平成 25 年

12 月 
「地域の活動を支える」の第３回として「介護に役立つ

福祉用具の基礎知識」について公演する。歳を重ねても、

地域で生き生きと暮らしていくために役立つ福祉用具

について紹介し、介護保険制度での金銭的補助も含め

て、地域生活における介護活動への利用について述べ

た。 

3)姫路市立生涯学習大学校講座 

「暮らしに役立つ福祉用具について」 

平成 28 年

12 月 

健康生活コースの受講生を対象に「暮らしに役立つ福祉

用具について」３回の講座の講師を担当した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

看護士免許 昭和 58 年 3 月 （厚生省第 4985 号） 

作業療法士免許 昭和 63 年 4 月 （厚生省第 13239 号） 

福祉用具プランナー 平成 10 年 3 月 財団法人テクノエイド協会（第 9-0100 号） 

認定作業療法士 平成 16 年 4 月 社団法人日本作業療法士協会 

臨床実習指導者研修修了認定 平成 31 年 2 月 社団法人日本作業療法士協会（認定番号 1790） 

２ 特許等   

特になし   

   ３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

特になし   

   ４ その他   

奈良県介護実習・普及センター 運営委員会委員 

平成 21 年 4 月 

～ 

現在に至る 

 

運営委員長および学識経験者の委員として運営委

員会に出席（奈良県知事より嘱託）。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

 

著書，学術論文等の

名称 

単著・ 

共著の

別 

発行又

は 

発表の

年月     

発行所，発表雑

誌等 

又は発表学会等

の名称 

著者名 貢 

概        要 

 （著書）       

1 生活支援技術・

介護過程 
共著 

 

2010 

 

黎明書房 守本とも子、星

野政明 
24-4

0 

 

（第２章 自立へ向けた居住環境の整備を

担当） 

2 老年看護学 共著 

 

2012 

 

黎明書房 

 

川野雅資、守本

とも子 
258-

266 

 

（高齢者を介護する家族への援助を担当） 

 

3 介護実習入門 共著 2012 黎明書房 守本とも子、星

野政明 

106-

134 

（第３節 整容の介助を担当） 

 （学術論文）       

1 作業療法学生の

OSCE の成績とコ

ミュニケーショ

ン・スキルの関

連について 

共著 

 

 

2014.

3 

兵庫県作業療

法士会機関誌

第 3 巻 1 号 

◎山形力生,梅

本静香,眞々部

仁美 ，櫻井秀

雄  

10–1

8 
作業療法学生にとって対人関係能力を含むコミュ

ニケーション・スキル（以下 CS）を獲得すること

は重要な課題といえる。今回、客観的臨床能力試

験（以下 OSCE）の成績と CSとの関連について検討

を行った。作業療法学科4回生50名を対象として、

臨床総合実習前に面接と検査測定の 2 課題の OSCE

を実施した。CS の評価はコミュニケーション・ス

キル尺度（ENDCOREs）を用い、研究目的を説明し

同意を得た上で調査を実施した．分析は OSCE 合格

群と不合格群の ENDCOREs 得点について比較検討

し、ENDCOREs の下位 6 因子についても比較を行っ

た。その結果、ENDCOREs 得点は不合格群に対して

合格群が有意に高かった。面接課題では合格群が

有意に高く、下位 6 因子得点の比較では「自己統

制」と「自己主張」の因子得点に有意差がみられ

た。これらから「自己統制」と「自己主張」のス

キルを獲得に重点を置かれた教育プログラムの必

要性が考えられた。 

［担当部分］ 

研究の企画、データーの収集および分析、論文の

執筆を担当した。 

 

保健医療学部リハビリテーション学科
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2 原著 実習指導

内容評価スケー

ルの検討 

共著 

 

2015.

3 

リハビリテー

ション教育研

究 第 20 号 

◎山形力，櫻井

秀雄、眞々部仁

美 

324-

329 
現在の大学教育では教授内容の改善や質の向上の

ため、学生による授業評価が行われている。しか

し、実習科目については評価を受けることは少な

い。特に臨床実習の指導内容に関する評価はほと

んど行われていない。そこで今回、臨床実習をよ

り良いものとするために、学生主体の実習指導内

容評価スケールを検討し報告した。作業療法学科 4

年生 39 名を対象として、総合臨床実習終了後、実

習指導内容を評価する質問紙を実施した。また、

調査協力の得られた32名の実習指導者による自己

評価を実施した。評価結果は、スケールの下位の 9

項目それぞれについて得点を算出し比較した。各

下位の項目とも学生の評価得点が上回る傾向がみ

ら れ た 。 さ ら に 各 項 目 毎 の 平 均 得 点 を

Wilcoxon-Mann-Whitney 検定を行ったところ、④指

導者・学生相互行為（ｐ＜0.05）、⑤学生への期待・

要求（ｐ＜0.01）、⑥教員・指導者間の指導調整（ｐ

＜0.05）の 3 項目について、学生の評価得点が有

意に高い傾向がみられた。また、全項目の合計得

点について学生得点と指導者得点の相関係数を求

めたところ、rs=0.40（ｐ＜0.05）で正の相関がみ

られた。各下位の項目とも学生の評価得点が上回

る傾向がみられた。有意な差がみとめられた下位

の 3 項目は学生と指導者の指導的上の相互関係を

示す項目であり、指導内容の中核をなす部分と考

えられる。この項目において学生の得点が上回っ

たこということは指導者の指導に対して概ね満足

しているものと考えられ、正の相関を示したこと

から指導内容評価スケールは指導内容を評価する

に妥当なものと考えた。 

［担当部分］ 

研究の企画、データーの収集および分析、論文の

執筆を担当した。 

保健医療学部リハビリテーション学科
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3 原著 作業療法評

価技術学実習にお

ける Student 

Assistant の効果—

上級生の視点から

— 

共著 2016.3 リハビリテー

ション教育研

究 第 21 号 

◎山形力生，石浦

佑一，沼田景三 

416-4

21 
本学作業療法学科では、３年生が教員の補助

（Student Assistant：以下，SA）として 2年生の

作業療法評価学実習の授業に入り、実技指導する

科目を採用している。今回、SA の効果について調

査、検討した。作業療法学科 3回生 40名を対象と

して、SA に関する質問紙を参考に作成し調査を実

施した。内容は、授業の満足度、2年生および教員

とのコミュニケーション、授業後の学習意欲の変

化、自己の知識･技術の認職度、4年生臨床実習の

準備などについて調査した．調査後、項目間の相

関を調べた。尚、相関係数は 5％未満を有意とした。

その結果、講義を通じて学んだことして、説明の

スキル(90％)、専門知識技術の確認（75％）、CS

（60％）を挙げた。授業の満足度は 92.5％と高く、

知識技術は 62％が確認できたと回答した。成果と

して 92.5％が実習の準備となり、95％が今後の学

習意欲が高まったと回答した。教科書等での事前

学習も十分に行い指導に望んだ学生は、対象学生

に分かりやすく説明でき、実技指導もうまくでき

たと評価した。SA の経験は既習技術の再確認とな

り、4年生実習の準備の機会となると考えられ、さ

らなる学習意欲を高め、授業の満足度も高くなる

と考えられた。一方、授業準備が十分でなかった

学生は、思ったよりも成果は上げられず、授業前

の準備学習を確認させる工夫が今後の課題と考え

られた。また、説明のスキルに関して、2 年生にう

まく説明しきれず、困惑する様子もみられ、状況

に応じて教員が介入する必要性も考えられた。 

［担当部分］ 

研究の企画、データーの収集および分析、論文の

執筆を担当した。 

保健医療学部リハビリテーション学科
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4 教員免許更新講習

における福祉用具

講習の導入につい

て 

共著 2016.3 兵庫県作業療

法士会機関誌

第 5 巻 1号 

◎山形力生, 田

中優子 

12-19 本学では大学地域貢献事業の一環として教員免許

状更新研修を行っている。今回、この更新研修の

一科目として福祉用具に関する科目を実施し、受

講者に意識調査を実施した。調査の目的は、現場

に従事する教員の福祉用具に関する講習の実態や

効果および課題点を検討することにある。平成 26

年および平成 27 年に受講した教員 119 名を対象

に、講習を選択した動機、従事する現場の詳細な

どの背景のほか、講習で扱った用具に対する認知

度、講習の理解度、用具の現場における必要度な

どについて調査した．講座選択の動機から現場で

の用具の必要性を主とする実践群と教養として選

択した非実践群に大別された。調査の結果は、用

具の種類により違いがあり、実践群か否かによっ

ても違いがみられた。講座の理解度は高く、講習

の内容の構成や難易度は概ね妥当と考えられた。

また、用具の適応や判定の中で作業療法士の専門

性や役割について触れ、教員の作業療法士に対す

る認識を高めることに寄与できたと考えられた。 

［担当部分］ 

研究の企画、データーの収集および分析、論文の

執筆を担当した。 

保健医療学部リハビリテーション学科
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5 作業療法評価学実

習において

Student Assistant

導入が学生におよ

ぼす効果 

共著 2016.3 兵庫県作業療

法士会機関誌

第 5 巻 1号 

石浦佑一，◎山形

力生，眞々部仁

美 ，沼田景三 

3-7 現在、本学科の 2 年生は作業療法評価学実習にお

いて、3 年生が教員の補助（Student Assistant：

以下、SA）として 2 年生に実技指導を行う授業形

態を導入している。SA 導入の目的は、3 年生から

指導を受けることで、評価に関する身近な自己到

達目標が設定でき、学習意欲の向上を図る，評価

の重要性を具体的に学ぶ、コミュニケーションス

キルの向上などである。今回、2 年生の作業療法評

価学実習におけるSA導入の効果を調査、検討した。

本学科 2 年生 51 名を対象に SA に関する質問紙に

より実施した。質問項目は、3年生の指導方法、3

年生との関係性、実習後の学習意欲の変化や満足

度、習熟度、教員との関係性に関してであった。

調査後、質問項目間の相関を調べた。3年生の指導

方法や 3 年生との関係性、学習意欲の変化や満足

度、習熟度、教員との関係性においてはポジティ

ブな回答が多かった。 質問項目間の相関につい

て、学習意欲は、3 年生の指導方法や 3 年生との関

係性、教員とのコミュニケーションで相関を認め

た。また満足度は、3 年生の指導方法、3 年生への

声かけや相談で相関を認めた。習熟度は、3 年生の

指導方法、教員への相談、3年生への声かけや相談

で相関を認めた。これらの結果より SA導入は本学

科 2 年生にとって有効であることが示唆された。

また、学習意欲、満足度、習熟度と 3 年生の指導

方法や 3 年生との関係性、教員とのコミュニケー

ションで相関を認めたことから、3年生と 2年生と

の関係性をいかに良好に保つか、3年生が評価技術

を適切に指導できるよう教員がどのように調整し

ていくかが重要であり、今後の課題となった。 

［担当部分］ 

研究の企画、データーの収集および分析、論文の

執筆を担当した。 

保健医療学部リハビリテーション学科
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6 原著 作業療法実

習における学生の

レジリエンスとス

トレスの関係につ

いて 

共著 2017.3 リハビリテー

ション教育研

究 第 22 号 

◎山形力生，櫻井

秀雄 

280-2

84 
臨床実習は学生にとってストレス状況であり，そ

の状況に適応し乗り越えることが要求される．ス

トレス状況に直面し，乗り越えるためにはレジリ

エンス（精神的回復力）が左右するものと考えら

れる．この研究の目的はレジリエンスと実習スト

レスとの関連について検討をすることとした．対

象および方法は，作業療法学生 4年生 69 名を対象

とし，総合臨床実習の終了時にレジリエンス尺度

を実施した．また実習場面のストレスおよびスト

レスによる心理的落ち込みを測定し、レジリエン

スとの関連を検討した．その結果，実習ストレス

の内容としては，「対象者の評価・治療が上手くい

かない」，「睡眠時間の減少」，「レポートが進まな

い」の順に得点が高かった．また，各尺度得点の

相関を求めたところ，実習ストレスと落ち込み得

点は正の相関を示し，レジリエンスと落ち込み得

点は負の相関を示した．したがって，実習ストレ

スの高いものほど落ち込み得点は高い傾向にあ

り，レジリエンスの高いものほど落ち込み得点は

低い傾向を示した．次にレジリエンスおよび実習

ストレスの得点の夫々について高得点群（高群）

と低得点群（低群）に分け，落ち込み得点につい

て比較した．その結果，実習ストレスの高群にお

いて，レジリエンスの高群の落ち込み得点は，レ

ジリエンスの低群に比べ群有意に低値を示した

（p<.01）． したがって，レジリエンスの高い学生

は同じストレスを受けてもレジリエンスの低い学

生に比べ精神的立ち直りは早く，ダメージは小さ

いと考えられた． 

［担当部分］ 

研究の企画、データーの収集および分析、論文の

執筆を担当した。 

保健医療学部リハビリテーション学科
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7 脳 梗 塞 に よ り

apathy を呈した一

例への介入 

～ADL 自立と楽し

み活動の再獲得を

目指して～ 

共著 2017.3 兵庫県作業療

法士会機関誌

第 6 巻 

岩﨑智子、◎山形

力生 

16-21 脳血管性 apathy は最近注目されてきた病態であ

る.今回 apathy を発症し,難渋した一例に対し,

“意欲には淡蒼球の活性が重要である”とする池

谷の理論を参考に作業療法を行った.介入を通し

て,意欲の向上が見られ,ADL の自立度も向上した.

ひいては,退院後継続して実施可能な楽しみ活動

の再獲得に繋げることができたことは,70 歳代前

半という若さで,施設に退院することが決まって

いる症例にとって,QOL に関わる大切な事柄であっ

たと考える. 

［担当部分］ 

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執

筆を担当した. 

8 手を使用する行動

戦略（Transfer 

Package）により上

肢機能が改善した

頚髄症の事例 

共著 2017.3 兵庫県作業療

法士会機関誌

第 6 巻 

塩見健太，◎山形

力生，和田由美

子，石田茜 ，上

田徹 

27-32 頚髄症により感覚障害が著明にあり，上肢使用頻

度が減少していた患者に対し，脳卒中患者に実施

される Constraint-induced movement therapy （CI

療法）のコンセプトである Transfer Package(以下

TP)を行った． 

CI 療法で併用される TP ではあるが，今回報告する

頚髄症患者では，患者自ら改善方法を探索できる

ように TP の手法を導入したところ，ADL での両上

肢の使用頻度が向上する効果が得られた．その経

過を報告するとともに頚髄症に対するTP活用の可

能性について考察した．頚髄症の患者にも有効で

あったことから，脳卒中以外の疾患でのリハビリ

テーションで併用が効果的であると推察された．

［担当部分］ 

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執

筆を担当した. 

保健医療学部リハビリテーション学科
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9 原著 作業療法実

習における学生の

レジリエンスとス

トレスの関係につ

いて ～ストレス

コーピングからの

分析 

共著 2018.3 リハビリテー

ション教育研

究 第 24 号 

◎山形力生，櫻井

秀雄 

226-2

31 
  臨床実習は学生にとってストレス状況であり，

その状況に適応し乗り越えることが要求される．

学生は実習場面において様々なストレス状況にさ

らされることになるが，ストレス状況に直面し，

乗り越えるためにはレジリエンス（精神的回復力）

が左右するものと考えられる．作業療法学生４年

生に対してレジリエンス尺度（小塩ら，2002）を

実施し，総合臨床実習の終了時に実習場面のスト

レスと実習中のストレスコーピングについて調査

した．調査は 2014～2016 年において，研究内容を

説明し同意を得られた 84 名（男性 32名，女性 52

名）を分析対象とした．ストレスは，川村ら（2008）

の臨床実習中のストレスに関する因子分析の結果

を参考に作成した質問紙と神村ら（1995）のスト

レスへの対処方略尺度(以下 TAC-24）によって測定

した．ストレスによる心理的落ち込みの測定には

堀野ら（1991）の落ち込み尺度を用いた．レジリ

エンス（以下 RES）とストレスの得点（以下 STR）

は負の相関を示した．落ち込みと問題回避の得点

に有意な正の相関がみられた．RES と CP_F2 には負

の相関がみとめられたまた，TAC-24 の 8下位尺度

の各得点ついて，クラスター分析を行った．その

結果，Ⅰ型「問題回避・情動調整型」, Ⅱ型「対

処少・非情動調整型」，Ⅲ型「問題解決・非問題回

避型」の３つのクラスターが得られた．次に，３

型について落ち込み得点およびレジリエンス得点

の分散分析を行ったところ，レジリエンス得点は

Ⅲ型が有意に高く，Ⅰ型が有意に低くかった．実

習等の指導においては「問題回避・情動調整型」

のコーピングを行うものの指導が重要と考えら

れ，問題の回避や責任転嫁をしやすい学生ととら

え指導に当たる必要があると考えた． 

［担当部分］ 

研究の企画,データーの収集および分析,論文の執

筆を担当した. 

（その他） 

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日

平成27年10月1日
～

平成28年3月31日

平成28年4月1日
～

現在に至る

平成28年4月1日
～

現在に至る

平成28年10月1日
～

現在に至る

平成28年10月1日
～

現在に至る

教 育 研 究 業 績 書

氏名

令和3年3月31日

阿波　邦彦

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1.呼吸機能検査や呼吸理学療法評価の実技演習
および排痰手技や気道吸引実習の活用

京都橘大学健康科学部理学療法学科での内部障害系
理学療法学応用演習で、肺および肺葉の位置、肺区
域の位置などの確認を触診および座学にて演習を
行った。また、呼吸器疾患に関する理学療法評価、
呼吸機能検査等の評価方法や排痰手技および気道吸
引の演習を行った。

2.授業における小テストの活用 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での呼吸・循環障害理学療法学およ
び内部障害理学療法学で、座学を中心に講義してい
る。なお、毎回、授業の初めに前回の授業内容の復
習を目的とした小テストを実施している。

3.症例ビデオを視聴してADLや家庭環境を
もとに、介護保険を使ったサービスなど
を協議するグループワークの活用

大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での地域理学療法で、学生は介護保
険を使ったサービスや価格帯を予習し、症例ビデオ
を視聴した後、対象症例の在宅における問題点及び
課題をグループワークで協議し、発表会を催す反転
授業を実施している。その際、対象症例の動作や基
本情報を基に介護度を予想し、その介護度ごとに異
なる補助費から提供サービスを検討するよう指導し
ている。また、授業前に前回の授業内容から小テス
トを実施している。

人間医工学
リハビリテーション科学・福祉工学、呼吸リハビリテーション、がん
リハビリテーション

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

4．症例レポートの作成のためのグループワーク
 の活用

大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での呼吸・循環障害理学療法学で、
肺および肺葉の位置、肺区域の位置などの確認を触
診で演習を行い、呼吸器疾患に関する理学療法評
価、呼吸機能検査等の評価方法や排痰手技や呼吸介
助などの演習を行っている。また、臨床実習や症例
レポート課題を見越し、学生に慢性呼吸器疾患患者
のビデオを視聴させ、性別や年齢、現病歴といった
基本情報を基にグループワークで問題点や課題点を
協議し、レポート作成の指導を実施している。

5.症例のレジュメをもとに、症例の問題点や課
題点を探るグループワークを活用

大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での内部障害理学療法学で、内部障
害患者の症例レポートのレジュメから主な問題点や
課題点、今後予想される問題などをグループワーク
を通し演習を起こい、各グループによる発表会を催
している。
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平成29年7月8日
～

平成29年7月9日

平成28年4月1日
～

現在に至る

平成28年12月6日
発行

令和元年1月10日
発行

令和元年3月25日
発行

平成23年7月

平成25年10月

平成16年4月
～

平成19年4月

２　作成した教科書，教材

1.講義用プリント 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での呼吸循環障害理学療法学、内部
障害理学療法学、地域理学療法学のための講義用プ
リントを作成し、使用している。

2.PT・OTビジュアルテキスト　内部障害理学療
法学、ISBN 978-4-7581-0217-9

「【第5章　呼吸器疾患・呼吸障害の理学療法】、
肺がんを含む胸部外科手術前後、症状・障害の理
解、理学療法の理論と実際、p.224～231」の執筆を
担当。

6.兵庫県立但馬長寿の郷で地域ケアに関わる
座学およびグループワークの活用

大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での地域理学療法学で、兵庫県立但
馬長寿の郷で学外講習を受ける。そこでは地域ケア
に関わる当該施設の理学療法士より「地域ケアに関
わる基礎知識」等の座学を受け、当該施設で管理さ
れている介護補助具や車いす等を用いてグループ
ディスカッション並びにグループ発表を行った。
学外講習を受けるために、当該施設で協議および準
備し、宿泊と食事、移動手段の手配等を準備した。

1.大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 学校法人京都橘学園京都橘大学健康科学部理学療法
学科専任助教「内部障害系理学療法学基礎演習」
「内部障害系理学療法学応用演習」資格有りと判定

2.大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 学校法人西大和学園 大和大学 保健医療学部 総合
リハビリテーション学科 理学療法専攻専任講師
「卒業研究Ⅰ」「内部障害理学療法学」「内部障害
理学療法学演習」「呼吸・循環障害理学療法学」
「呼吸・循環障害理学療法学演習」「地域理学療法
学」「理学療法学臨床実習Ⅰ」「理学療法学臨床実
習Ⅱ」「理学療法学臨床実習Ⅲ」「理学療法学臨床
実習Ⅳ」「卒業論文」資格有りと判定

４　実務の経験を有する者についての特記事項

3.PT・OT入門 イラストでわかる内部障害、
ISBN 978-4-263-26611-3

「【第2章　呼吸器疾患-知識・検査データ・治療-
】、エッセンス、治療、p.19～26」の執筆を担当。

4.PT・OT入門 イラストでわかる理学療法概論、
ISBN 978-4-263-26614-4

「【第15章　内部障害系理学療法（COPDの症
例）】、エッセンス、内部障害とは、増加している
内部障害者、高齢化と内部障害そして重複障害、内
部障害とリハビリテーション対象患者、慢性閉塞性
肺疾患とは、COPDの病態、全身併存症と肺合併症、
COPDの問題点、呼吸リハビリテーション、症例検
討、確認してみよう！・解答p.263～282」の執筆を
担当。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1.実習指導実績 春陽会うえむら病院にて
ケースバイザーとして評価実習指導を行った。実習
生は柳川リハビリテーション学院（福岡）4年生で
指導に際しては、以下のことに留意した。
・ 他のスタッフとの連携の中で患者の選定基準や

臨床での教育内容などを検討。
・ 実習期間中は担当患者を定め、課題レポート、

症例レポートを課題とした。
・ 担当患者以外にも他の患者の病棟や病室でのリ

ハビリテーションやカンファランスなどを積極
的に経験させるようにした。

・ 指導内容やその結果は他のスタッフとも共有し
ながら進めた。
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平成21年4月
～

平成24年3月

平成19年11月

平成20年5月

平成20年8月

平成20年8月

平成20年9月

平成21年6月

平成22年8月

4.院内研修会での講義
「介護領域におけるトランスファー」

患者のトランスファーについての講義。概念と方法
を実技と資料を交えて3日に分けて実施した。現在
も講義は年に1回から2回程度実施継続中だが、後輩
スタッフが主となり私はアドバイザーとして指導に
あたった。

5.院内研修会での講義
「呼吸介助方法の指導」

年間2回程度数日間にわたり、院内スタッフに対し
呼吸介助方法の指導を資料と実技を用いて実施し
た。その際、各病棟のリーダーを育成できるよう、
研修会以外での実習講義を行った。

6.佐賀県理学療法士会南部地区勉強会での講義
「呼吸リハビリテーションの実際」

佐賀県理学療法士会南部地区勉強会にて呼吸リハビ
リテーションについて講義した。パワーポイントを
用いて、呼吸リハビリテーションの概要と評価方
法、治療プログラムなどについて症例などを通して
講義した。

2.実習指導実績 敬天堂古賀病院にて
スーパーバイザーとして、臨床実習、評価実習、見
学実習、クリニカル・クラークシップ実習などの実
習を受け入れた。対象校は西九州大学（佐賀）、医
療福祉専門学校緑生館（佐賀）、福岡国際医療福祉
学院（福岡）、目白大学（埼玉）、西日本リハビリ
テーション学院（熊本）であり、年間7名～8名の実
習生を受け入れた。その際、上記以外に下記のこと
に留意した。
・ 呼吸リハビリテーション専門病院として、質の
高い医療を経験してもらい、考察できるように担当
制とし、症例を3例ほど担当し指導した。また、他
の患者に対し呼吸リハビリテーション評価を実施す
る際はアシスタントとして、必ず評価に参加するこ
とを徹底していた。
・ 担当患者の症例レポート、症例発表を必須課題
とし、実習終盤に症例発表を実施する。発表時は西
九州大学リハビリテーション学部堀江研究室の勉強
会などで多くの人の前で発表する機会を作った。
・ 臨床実習では英文抄読を課題とし、佐賀大学大
学院医学系研究科堀川研究室の抄読会で発表を実施
した。
・ 臨床実習指導者としての資質を高めるため、外
部研修や関連学会への参加した（平成21年度九州ブ
ロック研修会・臨床実習指導者研修会参加）

3.院内研修会での講義
「当院におけるリハビリテーションについて」

敬天堂古賀病院におけるリハビリテーション開設に
あたっての目標と注意点。内容として、リハビリ
テーションの対象、算定方法などについての講義、
リハビリテーションの概要と評価、治療について講
義を行った。

7.鳥栖・若楠呼吸勉強会での講義
「COPDの呼吸リハビリテーション」

鳥栖・若楠呼吸勉強会にてCOPDの呼吸リハビリテー
ションについて講義した。パワーポイントを用い
て、呼吸リハビリテーションの概要と評価方法、治
療プログラムなどについて症例を通し、実用性を求
める講義をした。

8.佐賀呼吸リハビリテーションリーダー研修会
での講義「呼吸生理と解剖」

佐賀呼吸リハビリテーションリーダー研修会にて呼
吸生理と解剖について講義をした。パワーポイント
を用いて、呼吸器の発生から生理学、解剖学を疾患
と共に説明した。

9.佐賀県理学療法士会研修会での講義「排痰」 今年度から理学療法士も吸引が可能となり、吸引・
排痰における知識と技術が求められる。本研修会で
は排痰と吸引の知識と技術獲得のためである。理学
療法士の立場での排痰法や排痰体位、排痰の機序な
どの講義を行い、排痰の技術指導や吸引指導などを
行った。
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平成22年9月

平成22年11月

平成24年2月

平成24年10月

平成24年11月

平成25年12月

平成26年10月

平成27年8月

平成27年11月

平成28年4月

平成28年10月

10.佐賀県理学療法士会南部地区研修会での講義
「呼吸リハビリテーションの基礎」

呼吸リハビリテーションにおける基礎的な知識、臨
床においての慢性呼吸不全患者に対する中止するこ
となどを講義し、歩行トレーニングや離床の重要性
を中心に講義を行った。

11.武雄医師会研修会での講義
「呼吸リハビリテーションの基礎」

看護師を中心に構成された研修会で、呼吸リハビリ
テーションにおける基礎的な知識やupdate BODE
indexなどの新しい知見などを紹介した。

12.佐賀包括的呼吸リハビリテーション研究会
南部地区勉強会での講義
「呼吸リハビリテーションの基礎」

理学療法士、看護師を中心とした呼吸リハビリテー
ションに係わる勉強会で、慢性呼吸器疾患患者に対
する酸素管理や運動療法、基礎的な考え方などを講
義した。

16.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
「慢性期呼吸リハビリテーション」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法と運動療法を中心とし
た研修会で、参加者は100名程度であった。内容は
運動機能に関する評価、呼吸機能に関する評価と、
それらを基にした運動療法等について講義した。

17.チーム医療CE研究会九州主催、第73回
臨床セミナー、呼吸療法Brush-up!
～あなたの知識、更新してみませんか
～福岡県での講義

「呼吸リハビリテーションの基礎」

チーム医療に必要な呼吸リハビリテーションに関す
る基礎知識とチーム医療脳方法などを講義した。

18.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
「慢性期呼吸リハビリテーション」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法と運動療法を中心とし
た研修会で、参加者は120名程度であった。内容は
運動機能に関する評価、呼吸機能に関する評価と、
それらを基にした運動療法等について講義した。

13.京都橘大学 淳芳会　健康セミナーでの講義
「あなたが知らないCOPD」

京都橘大学卒業生を対象に健康セミナーとしてCOPD
について講義した。喫煙とCOPDとの関わり、COPDの
病態やその対策などを講義するとともに、参加者の
呼吸機能を測定した。

14.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
「慢性期呼吸リハビリテーションの評価」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法の研修会を実施した。
内容は運動機能に関する評価、呼吸機能に関する評
価、日常生活動作や健康関連生活の質の評価などを
講義した。

15.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
「慢性呼吸器疾患の呼吸リハビリテーション
 の実際」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性呼吸器疾
患の呼吸リハビリテーションに関する研修会を実施
した。参加者は140名程度で、内容は運動療法、日
常生活動作に関することを中心に講義した。

19.第56回日本呼吸器学会学術講演会および
第13回呼吸ケアカンファレンスでの講義
アシスタント

「理学療法の実習」アシスタント

チーム医療のためのプラクティカルな呼吸ケアに関
する講義と実践に即した実習のアシスタントを行っ
た。

20.兵庫県介護老人保健施設協会阪神支部
リハビリテーション部会研修会での講義
「呼吸リハビリテーションの基礎と在宅
・施設への応用」

理学療法士と作業療法士を中心に呼吸リハビリテー
ションの基礎と在宅・施設への応用について、症例
を交えた座学と実技実習を用いて講義した。
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平成28年10月

平成29年11月2日

平成29年11月26日

平成30年7月22日

【研修活動】
平成19年9月1日

～
平成20年3月31日

令和1年5月30日
～

現在に至る

平成22年1月

平成23年2月

平成24年9月

平成24年9月

平成27年10月

22.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
「慢性期呼吸リハビリテーション」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法と運動療法、薬物療法
を中心に座学形式で講義した。参加者は80名弱で
あった。

23.石川県臨床工学技士会　第11回呼吸療法
セミナー
「テーマ：ベッドサイドで活かす呼吸療法」
での講義「チームとして取り組む呼吸
リハビリテーション」

看護師を中心としたコメディカルに対して、急性期
から慢性期にかけての呼吸リハビリテーションに関
する講義を実施した。参加者は100名程度であっ
た。

24.鳥取県臨床工学技士会　第7回鳥取県呼吸療法
セミナー
「テーマ：チームで学ぶ！呼吸ケア！」
での講義「急性期から慢性期にかけたCOPD患
者に対する呼吸リハビリテーション」

看護師、理学療法士、臨床工学技士を中心としたコ
メディカルに対して、急性期から慢性期にかけての
呼吸リハビリテーションに関する講義を実施した。
参加者は222名であった。

21.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
「慢性期呼吸リハビリテーション」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法と運動療法を中心とし
た研修会で、運動機能に関する評価、呼吸機能に関
する評価と、それらを基にした運動療法等について
講義した。

【受賞】

1.第18回佐賀県理学療法士会学会 優秀賞 第18回佐賀県理学療法士会学会
「COPD患者におけるBODE indexを用いた身体機能と
ADLの関係についての検証」

2.第19回佐賀県理学療法士会学会 優秀賞 第19回佐賀県理学療法士会学会
「Update BODE indexと身体機能評価の関係」

５　その他

1.長崎呼吸器リハビリクリニックでの研修 毎週木曜日に長崎呼吸器リハビリクリニックにて、
呼吸リハビリテーションの研修を受けた。主に呼吸
リハビリテーション評価方法（フィジカルアセスメ
ント、画像診断、呼吸機能検査、6分間歩行距離テ
スト、漸増シャトルウォーキングテストなど）、治
療方法（全身持久力トレーニング指導、呼吸介助、
薬物療法、栄養療法など）などを研修した。

2.大阪国際がんセンターでの研修 毎週金曜日に大阪国際がんセンターにて、がんリハ
ビリテーションの研修を受け、特別研究員として評
価・治療に関わる知識、技術を学んでいる。

3.第2回日本ヘルスプロモーション理学療法
学会（佐賀県）学会長賞受賞

第2回日本ヘルスプロモーション理学療法学会
「COPD患者の歩行距離低下に与える身体機能的影響
因子の抽出と外出制限に関する研究」

4.第4回日本ヘルスプロモーション理学療法
学会（京都府）学会長賞受賞

第2回日本ヘルスプロモーション理学療法学会
「COPD患者の歩行距離低下に与える身体機能的影響
因子の抽出と外出制限に関する研究」

5.第5回日本ヘルスプロモーション理学療法
学会（佐賀県）学会長賞受賞

第5回日本ヘルスプロモーション理学療法学会
「下肢荷重力測定における日常生活動作自立度判定
の基準訪問リハビリテーション利用者での検証」
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平成25年4月1日
～

平成27年3月31日

平成28年4月1日
～

平成29年3月31日

平成29年4月1日
～

現在に至る

平成24年4月1日
～

平成28年3月31日

平成28年4月1日
～

現在に至る

平成31年4月1日
～

現在に至る

【研究活動】

1.科学研究助成費 若手研究Ｂ
（代表者 阿波邦彦：25750240）

研究代表者として「健康関連QOLに着目した、新た
な肺がん葉切除術前後のがんリハビリテーションの
開発」に従事した。助成額：4,290千円 (直接経費 
: 3,300千円、間接経費 : 990千円)

2.大阪ガス研究助成（代表者 阿波邦彦） 研究代表者として「高齢肺がん患者の術前後におけ
る呼吸代謝能評価スケールの開発」に従事した。助
成額：700千円

2.大和大学保健医療学部総合リハビリ
テーション学科理学療法学専攻にお
ける教育実績

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査を受け、
専任講師として勤務する。担当科目は、呼吸・循環
障害理学療法学、呼吸・循環障害理学療法学演習、
内部障害理学療法学、内部障害理学療法学演習、地
域理学療法、健康科学概論である。平成28年度は2
期生の副クラスアドバイザーとして、平成29年は4
学年すべての副クラスアドバイザーとして学生指導
等を日々行うとともに、国家試験対策および広報活
動の責任者として業務に携わり、成績下位学生への
個別指導およびグループワークにおける助言と監督
業務を行っている。また、2か月に1回開催される吹
田市片山地区の地域ケア会議に参加し、地域におけ
る事案について協議している。

3.奈良学園大学保健医療学部リハビリ
テーション学科理学療法学専攻にお
ける教育実績

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査を受け、
専任准教授として勤務する。担当科目は、基礎ゼミ
Ⅱ、人体機能学Ⅱ、人体生理機能実習、運動学Ⅱ、
臨床運動学、理学療法研究法、客観的臨床能力演
習、理学療法卒業研究、内部障害評価法、早期体験
実習、地域理学療法実習、理学療法評価実習、総合
臨床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱである。平成31年度は
1期生のクラスアドバイザーとして学生指導等を
日々行っている。大学管理運営においては、キャリ
アセンター運営委員会、学生生活WG委員会に所属し
ている。

3.科学研究助成費 若手研究Ｂ
（代表者 阿波邦彦：17K17456）

研究代表者として「術後の健康関連QOLの早期回復
を目的とした肺がん患者教育プログラムの開発」に
従事している。助成額：4,160千円 (直接経費 : 
3,200千円、間接経費 : 960千円)

【教育実績】

1.京都橘大学健康科学部理学療法学科に
おける教育実績

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査を受け、
専任助教として勤務する。担当科目は、内部障害系
理学療法学基礎演習、内部障害系理学療法学応用演
習であった。実務としては、理学療法学実習におけ
る巡回指導および実習先との連絡・調整業務、理学
療法学科運営に関する業務、各種行事への参加、調
査活動、広報活動、入試関連業務等に従事し、特に
ヘルスプロモーションコースに在籍していたため、
野洲市や山科市での調査測定で学生とともに身体能
力調査を行い、学生へ調査方法の指導、スケジュー
ル管理、機器・機材運搬等を行った。ホームルーム
や学生が主体となっている学生学会の臨床評価研究
会にて、アドバイザーとして、学生学会の一員とし
て参加していた。また、例年行われている『全国私
立大学FD研修会（浜松）』に参加し、FDについて学
ぶ。一方、京都・滋賀を中心とした呼吸リハビリ
テーションを学ぶ会「わかあゆ呼吸ケア勉強会」を
つくり、その事務局として運営に関わっている。
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年月日

平成16年4月26日

平成22年1月1日

平成22年3月24日

平成25年4月1日

（5）博士（保健学） 平成30年3月31日

平成16年4月1日
～

平成19年8月31日

平成19年9月1日
～

平成24年3月31日

平成21年4月
～

平成22年4月

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

（3）修士（医科学） 佐賀大学第72号

（4）呼吸ケア指導士 第213313号

大阪府立大学第27号

２　特許等

１　資格，免許

（1）理学療法士資格 第46765号

（2）3学会合同呼吸療法認定士 第100732号

1.春陽会うえむら病院理学療法士 リハビリテーション科に勤務。
主に脳血管疾患、パーキンソン病などの特殊疾患、
大腿骨頸部骨折術後、変形性関節症疾患を有する患
者に対する理学療法、他部署とのカンファランス業
務を中心に業務をしていた。特に循環器を中心に診
療する病院であったため、循環器疾患をベースとす
る患者が多く、リスク管理、症状・病状の変化に十
分に注意を払って理学療法を実施していた。家屋調
査や訪問リハビリテーションを積極的に導入し、平
成18年7月からは週3日午後から2～3件ほどの訪問リ
ハビリテーション業務を行った。その際、担当者会
議や訪問リハビリテーション会議などに参加を積極
的に行った。また、地域における介護予防事業での
転倒予防、筋力増強の講習会などで講師として参加
し、年間2回程度定期的に行った。

2.敬天堂古賀病院理学療法士 リハビリテーション部開設および勤務。
入職時はリハビリテーション機能がなく、リハビリ
テーション部責任者として平成19年9月にリハビリ
テーション部を立ち上げた。入職当初は開設業務を
行いながら理学療法を実施、平成19年9月から平成
20年3月末まで長崎呼吸器リハビリクリニックにて
週1日の頻度で研修させてもらった。また、開設2年
時は新人が入職、理学療法士2人となり、後進の指
導を中心に行った。主に呼吸器疾患、運動器疾患を
有する患者に対する理学療法、他部署とのカンファ
ランス業務、リハビリテーション部の管理業務、新
人職員の教育、実習生指導を中心に業務をした。特
に呼吸器疾患を中心に診療する病院であるため、呼
吸器疾患に対する理学療法を実施し、専門的な知
識・技術を習得するため学会活動、研修会活動を積
極的に行っていた。リハビリテーション対象者の5
割超が呼吸器疾患であり、専門的な呼吸リハビリ
テーション評価を行い、客観的な運動処方を行い、
定期的な評価を実践していた。また、リハビリテー
ション部責任者として、運営会議、病院機能評価委
員会、広報・地域連携委員会、医療安全委員会リス
ク部会、教育委員会、リハビリテーション検討会、
療法病棟検討会などに参加し、病院の運営方針、事
業計画に介入していた。院内活動では呼吸ケアに関
わる講義など院内研修活動に従事していた。院外活
動では活動地域における呼吸器疾患に関するリハビ
リテーションの啓発活動、佐賀包括的呼吸リハビリ
テーション研修会の事務局を行いつつ、地域行事な
どへ参加し広報活動を行った。

3.地域における肺機能検診 地域の行事（江北町馬頭観音祭り）において、健康
相談ブースの設置、無料の肺機能検査などを実施
し、地域における呼吸器関連、リハビリテーション
関連の相談、呼吸器疾患の早期発見事業に取り組ん
だ。

特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項
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平成24年4月1日
～

平成28年3月31日

平成28年4月1日
～

平成31年3月31日

平成31年4月1日
～

現在に至る

４　その他

特記事項なし

4.京都橘大学健康科学部理学療法学科 助教 担当科目は、内部障害系理学療法学基礎演習、内部
障害系理学療法学応用演習であり、実技をともなう
科目やその他の科目の補助として講義に参加する。
ホームルームや学生が主体となっている学生学会の
臨床評価研究会にて、アドバイザーとして、学生学
会の一員として参加している。また、例年行われて
いる『全国私立大学FD研修会（浜松）』に参加し、
FDについて学ぶ。また、京都・滋賀を中心とした呼
吸リハビリテーションを学ぶ会「わかあゆ呼吸ケア
勉強会」をつくり、その事務局として運営に関わっ
ている。また、平成25年度4月から平成28年3月ま
で、科学研究助成費「課題名：健康関連QOLに着目
した、新たな肺がん葉切除術前後のがんリハビリ
テーションの開発」に携わった。

5.大和大学保健医療学部総合リハビリテー
ション学科理学療法専攻 講師

担当科目は、呼吸・循環障害理学療法学、呼吸・循
環障害理学療法学演習、内部障害理学療法学、内部
障害理学療法学演習、地域理学療法学、健康科学概
論である。加えて、実技をともなう科目やその他の
科目の補助として講義に参加する。平成28年度は2
期生の副クラスアドバイザーとして、平成29年は4
学年の副クラスアドバイザーとして学生指導等を
日々行うとともに、国家試験対策および広報活動の
責任者として業務に携わっている。また、2か月に1
回開催される吹田市片山地区の地域ケア会議に参加
し、地域における事案について協議している。

6.奈良学園大学保健医療学部リハビリ
テーション学科理学療法学専攻にお
ける教育実績

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査を受け、
専任准教授として勤務する。担当科目は、基礎ゼミ
Ⅱ、人体機能学Ⅱ、人体生理機能実習、運動学Ⅱ、
臨床運動学、理学療法研究法、客観的臨床能力演
習、理学療法卒業研究、内部障害評価法、早期体験
実習、地域理学療法実習、理学療法評価実習、総合
臨床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱである。平成31年度は
1期生のクラスアドバイザーとして学生指導等を
日々行っている。大学管理運営においては、キャリ
アセンター運営委員会、学生生活WG委員会に所属し
ている。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
1．『PT・ATビジュアル
テキスト内部障害理学療
法学』

共著 平成28年12月 本書は学生がイメージしやすいよう多数の
図表を掲載し、「目で見てわかる」かつ
「実践的な」理解が進めやすいことを目的
に企画された書籍である。その中で、「第5
章　呼吸器疾患・呼吸障害の理学療法、肺
がんを含む胸部外科手術前後、症状・障害
の理解、理学療法の理論と実際」を担当
し、症状・障害、理学療法の実際について
科学的根拠と治療のポイントなどを絞って
解説した。
B5版　全333頁

編者：松尾善美
共著者：角田晃啓、松尾善美、椿淳裕、高
橋祐介、山科吉弘、関川清一、田畑稔、平
野康之、泉唯史、高瀬広詩、堀江淳、柳澤
幸夫、阿波邦彦、石井光昭、堀竜次、笹沼
直樹、森田恵美子、河野健一、井坂昌明、
永嶋道浩
本人担当部分：「第5章　呼吸器疾患・呼吸
障害の理学療法、肺がんを含む胸部外科手
術前後、症状・障害の理解、理学療法の理
論と実際」（p224～231）
肺がん周術期の理学療法に焦点を当て、周
術期における症状や各合併症、障害につい
て説明し、それらに対する理学療法の理論
と治療方法に関する実践的な内容について
解説した。

2．『PT・OT入門 イラス
トでわかる内部障害』

共著 令和元年1月 本書は理学療法士・作業療法士養成校の学
生に合った内容で、「わかりやすい」・
「興味が持てる」・「ポイントを絞った」
を目標に企画された書籍である。その中
で、「第2章　呼吸器疾患-知識・検査デー
タ・治療-、エッセンス、治療」を担当し、
呼吸器疾患の病態・症状について科学的根
拠と治療のポイントなどを絞って解説し
た。
B5版　全337頁

監修者：上杉雅之
編集者：堀江淳
共著者：堀江淳、阿波邦彦、江越正次郎、
田平一行、野崎忠幸、木村智子、小川真
人、北村匡大、下雅意崇享、笠原酉介、井
澤和大、野村卓生、河野健一、河辺信秀、
渡部祥輝、音部雄平、平野康之、堀田千
春、堀田一樹、平木幸治、加藤祐司、鈴木
昌幸、池田聖児、島雅晴、島崎寛将、谷口
小百合、井出宏、森尾裕志
本人担当部分：「第2章　呼吸器疾患-知
識・検査データ・治療-、エッセンス、治
療」（p.19～26）
呼吸器疾患の病態・症状について説明し、
その治療方法に関する実践的な内容につい
て解説した。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

羊土社
全333頁

医歯薬出版株式会社
全337頁
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3．『PT・OT入門 イラス
トでわかる理学療法概
論』

共著 令和元年3月

（学術論文）
1．基本動作トレーニン
グを中心とした理学療法
が有効であった重症慢性
閉塞性肺疾患の1例
（査読付）

共著 平成20年3月 症例は長期臥床により日常生活能力低下、
歩行能力低下を呈し、強い呼吸困難感、肺
機能の低下があり、起立・歩行といった基
本動作トレーニングを中心とした理学療法
を施行し、歩行能力、ADL、健康関連QOLの
改善が認められた。本症例を通して、重症
COPD患者に対する理学療法の評価・治療に
ついて検討する。
本人担当分：筆頭著者として報告した。
共著者：阿波邦彦、山田穂積、堀江淳

2．酸素カートの異なる
運搬条件が6分間歩行距
離テストに及ぼす影響
（査読付）

共著 平成22年3月 本研究は、6分間歩行距離テスト（以下、
6MWT）において酸素カートの異なる運搬条
件（自己牽引・他者運搬）が最大歩行距離
と生理学的変化、自覚症状の変化に及ぼす
影響を検証することである。対象はCOPD患
者16例（在宅酸素療法群8例、対照群8例）
とした。6MWTは対照群では自己牽引よりも
他者運搬の方が有意に高値であった。した
がって、6MWTは酸素カートの運搬条件の違
いが最大歩行距離に影響すると示唆され
た。
本人担当分：筆頭著者として報告した。
共著者：阿波邦彦、堤恵理子、堀江淳、白
仁田秀一、山田穂積、古賀義行、堀川悦夫

西九州リハビリテーショ
ン研究
第1号
pp.35～40

西九州リハビリテーショ
ン研究
第3号
pp.17～22

医歯薬出版株式会社
全337頁

本書は理学療法士・作業療法士養成校の学
生に合った内容で、「わかりやすい」・
「興味が持てる」・「ポイントを絞った」
を目標に企画された書籍である。その中
で、「第15章　内部障害系理学療法（COPD
の症例）、エッセンス、内部障害とは、増
加している内部障害者、高齢化と内部障害
そして重複障害、内部障害とリハビリテー
ション対象患者、慢性閉塞性肺疾患とは、
COPDの病態、全身併存症と肺合併症、COPD
の問題点、呼吸リハビリテーション、症例
検討、確認してみよう！・解答」を担当
し、内部障害の概要、COPDの病態と治療、
呼吸リハビリテーションについて解説し
た。
B5版　全337頁

監修者：上杉雅之
共著者：秋月千典、阿波邦彦、安彦鉄平、
今井章人、岩瀬弘明、岡村和典、金井秀
作、神里巌、小柴武、木下めぐみ、甲田宗
嗣、菅原仁、武内孝祐、永井宏達、中越竜
馬、中西亮介、成瀬進、西守隆、山野薫、
山本克己、吉田一正、吉田勇一
本人担当部分：「第15章　内部障害系理学
療法（COPDの症例）、エッセンス、内部障
害とは、増加している内部障害者、高齢化
と内部障害そして重複障害、内部障害とリ
ハビリテーション対象患者、慢性閉塞性肺
疾患とは、COPDの病態、全身併存症と肺合
併症、COPDの問題点、呼吸リハビリテー
ション、症例検討、確認してみよう！・解
答」（p.263～282）
内部障害の概要、COPDの病態と治療につい
て説明し、呼吸リハビリテーションの理論
と治療方法に関する実践的な内容について
解説した。
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3．慢性閉塞性肺疾患患
者における多次元重症度
指数（BODE index）の有
用性の研究
（修士論文）

単著 平成22年3月 COPDは全身性疾患であり、運動耐容能の低
下を呈している。Celliらによって発表され
た多次元重症度を評価するBODE indexは
GOLD病期分類よりCOPDを機能的に評価でき
る。そこで、COPD患者の身体機能とBODE 
indexとGOLD病期分類との関係を検討した。
GOLD病期分類は実際の症状よりも軽症に評
価してしまう可能性が示唆され、BODE 
indexは身体機能を含め総合的な評価となり
うると考えられた。（全23頁）

4．慢性閉塞性肺疾患患
者における30秒椅子立ち
上がりテストの運動耐容
能評価法としての可能性
 （査読付）

共著 平成22年10月 30秒椅子立ち上がりテストがCOPD患者の運
動耐容能評価として応用できるかCOPD患者
27例を対象に検証した。CS-30はpeak 
VO2predとの間に精度の高い回帰式が得られ
た。このことから、CS-30は運動耐容能評価
法として臨床応用の可能性を有しているの
ではないかと考えられた。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：髙川晃敏、堀江淳、阿波邦彦、畠
中耕志、白仁田秀一、畠中章吾、髙折和男

5．男性慢性閉塞性肺疾
患患者の病期におけるバ
ランス能力の差異に関す
る検討
（査読付）

共著 平成23年4月 COPD患者のバランス能力と身体機能、身体
能力の関係、GOLD病期間のバランス能力の
差を検証することを目的とした。男性COPD
患者31例のTUGは身体機能、身体能力と有意
な相関が認められ、外周面積、総軌跡長は
身体能力と有意な相関が認められた。GOLD 
最重症ではバランス能力の低下が起こり始
める可能性が高くなることが示唆された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：堀江淳、阿波邦彦、今泉裕次郎、
市丸勝昭、直塚博行、白仁田秀一、田中将
英、林真一郎、堀川悦夫

6．A Comparison of the 

BODE Index and the 

GOLD Stage  Classification 

of COPD Patients in the 

Evaluation of  Physical 

Ability

（COPD患者の身体能力評
価におけるBODE指数と
GOLD分類の比較）
（査読付）

共著 平成23年6月 COPD患者におけるBODE indexと身体機能、
身体能力の関係、BODE indexとGOLD病期分
類の関係、BODE indexの軽症群と重症群と
の身体機能、身体能力の比較を検証するこ
とを目的とした。COPD患者48例のBODE 
indexは身体機能、身体能力と有意な相関が
認められ、GOLD病期分類は実際の症状より
も軽症と判断されることが示唆された。こ
れらにより、BODE indexはGOLD重症度分類
よりもCOPDの身体機能を含め総合的な評価
となりうると考えられた。
本人担当分：データ収集、統計処理、考察
などを担当。
共著者：Anami Kunihiko、Horie Jun、

Shiranita Shuichi、Imaizumi Yujiro、Ichimaru 

Katsuaki、Naotsuka Hiroyuki、Yamada 

Hozumi、Koga Yoshiyuki、Horikawa Etsuo

佐賀大学

日本呼吸ケア・リハビリ
テーション学会誌
第20巻第2号
pp.156～159

理学療法科学　26巻2号
pp.215～219

Journal of Physical Therapy 

Science  Vol．23 No．3 

第23巻第3号
pp.437～441

保健医療学部リハビリテーション学科

1185



7. 慢性閉塞性肺疾患患
者のBODE indexの重症度
別におけるTimed up and
go testの比較
（査読付）

共著 平成23年11月 COPD患者のTimed up and go testと身体機
能、身体能力の関係およびBODE indexの重
症度分類に分けてTUGの差を検証することを
目的とした。COPD患者48例が対象であっ
た。TUGと各身体機能は相関化関係を認め、
TUGはBODE indeの軽症群より重症群に低下
が認められた。COPD患者は重症化するとTUG
は低下し、転倒への危険性が増えることが
示唆された。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀一、
今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、山田穂
積、古賀義行、堀川悦夫

8．慢性閉塞性肺疾患患
者の肥満が身体機能、身
体能力に及ぼす影響に関
する検証
（査読付）

共著 平成24年2月 研究はCOPD患者の栄養状態をBMIから「痩
せ」「標準」「肥満」と分類し、運動機
能、運動能力が如何に影響を及ぼしている
か検討した。その結果、COPD患者にとって
「肥満」は、必ずしも否定される状態では
なく、むしろ肯定すべき状態である可能性
が示唆された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：堀江淳、林真一郎、田中将英、阿
波邦彦、堀川悦夫

9．COPD患者の重症度別
5m最速歩行時間測定の意
義の検討
（査読付）

共著 平成24年2月 本研究は、COPD患者の瞬間的歩行能力とし
て5m最速歩行時間が有用な指標となり得る
か検討した。結果、運動耐容能評価精度向
上のために瞬発的歩行能力測定を組み合わ
せることは、有用であることが示唆され
た。
本人担当分：データ収集、分析を担当。
共著者：栁原加奈子、堀江淳、阿波邦彦、
村田伸

10．COPD患者の歩行距離
低下に与える影響因子の
抽出と外出制限に関する
研究
（査読付）

共著 平成24年10月 本研究の目的は、COPD患者の外出制限の一
指標である歩行距離低下の影響因子を抽出
し、そのカットオフ値を算出することであ
る。その結果、COPD患者の外出制限に影響
を及ぼす因子はmMRC息切れスケールと膝伸
展筋力であった。そのカットオフ値は、
mMRCがGrade2、膝伸展筋力は53.6%であっ
た。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、村田伸、林真
一郎、田中将英、堀川悦夫、山田穂積、古
賀義行

11．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離の違
いにおける身体特性の比
較
（査読付）

共著 平成24年10月 慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者の6分間歩行距
離(6MWD)の違いにおける身体特性を比較し
た。対象は安定期COPD患者76名とした。
COPD患者における6MWDは、呼吸機能、筋
力、身体能力、ADL能力、健康関連QOLを反
映した。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：江越正次朗、堀江淳、阿波邦彦、
今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、白仁田
秀一、上田真智子、田中将英、林真一郎

ヘルスプロモーション理
学療法研究
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体力科学
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学療法研究
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12. 30秒間椅子立ち上が
りテストは慢性閉塞性肺
疾患患者の運動耐容能を
反映するか?
（査読付）

共著 平成24年10月 慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者に対して、
30秒間椅子立ち上がりテスト（CS-30）が運
動耐容能評価法として応用できるかを検証
した。対象はCOPD患者137例で、6MW peak 
VO2 pred=0.38×CS-30+4.42（R2=0.53）、
ISWT peak VO2 pred=0.64×CS-30+1.85
（R2=0.59）の有意な回帰式が得られた。
CS-30の影響因子は、ISWT peak VO2 pred、
TUGであった。CS-30は、在宅や狭小な施設
において、客観的に運動耐容能が評価でき
る可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：白仁田秀一、堀江淳、直塚博行、
髙川晃敏、阿波邦彦、今泉潤紀、田中将
英、渡辺尚、林真一郎

13．高齢患者の最速歩行
と最大低速歩行に及ぼす
下肢筋の貢献度 －大腿
四頭筋筋力と足把持力に
着目して－
（査読付）

共著 平成25年1月 本研究の目的は、高齢入院患者を対象に、
異なる歩行速度における下肢筋力の貢献度
を明らかにすることである。足把持力は最
大低速歩行時の姿勢の安定化に関与してい
る可能性が示された。一方、大腿四頭筋筋
力は、身体を前方へ進める推進力としての
役割が大きいことが推察された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、阿波邦彦、松
尾奈々、山﨑康平、米山智彦、小松直正、
重田裕子、窓場勝之

14．地域活動に参加して
いる地域住民の閉塞性換
気障害調査とCOPDスク
リーニングテストの関係
－Eleven-Item Pre-

Interview　Questionnaire

（11-Q）、IPAGによる
COPD質問票（IPAG質問
票）と呼吸機能検査を用
いて－
（査読付）

共著 平成25年2月 本調査の目的は、呼吸機能検査、11-Qと
IPAG質問票を地域祭事に参加している地域
住民に実施し、閉塞性換気障害を疑う対象
がいないか調査することである。結果、閉
塞性換気障害疑いは4名（11．8%）であっ
た。今回の調査から、地域祭事参加者に1割
強ほどの閉塞性換気障害を疑う人たちがい
ることが分かった。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、堀川悦夫、白
仁田秀一、村田伸、池田秀俊、山田穂積、
古賀義行

15. 疾患に関係なく簡便
に評価できる下肢機能評
価法の検討－座位での下
肢荷重力測定法に関して
－
（査読付）

共著 平成25年2月 本研究の目的は、様々な疾患を有する対象
に、下肢荷重力測定法が下肢機能を反映す
る有用な評価法となるか否かについて検討
することである。結果、入院中の回復過程
にあり、様々な疾患を有する患者を対象と
した場合、下肢荷重力測定法は下肢機能を
反映する有用な評価法とは成り得ない可能
性が示された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、阿波邦彦、松
尾奈々、下平佳代、渡邉俊行、廣瀨智理、
舩田雅之、原由香利、窓場勝之、宮原洋八

日本呼吸ケア・リハビリ
テーション学会誌
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ン研究
第6巻
pp.11～17

西九州リハビリテーショ
ン研究
第6巻
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16．疾患に関係なく簡便
に評価できる下肢機能評
価法の検討－虚弱高齢者
用10秒
椅子立ち上がりテスト
（Frail CS-10）を用い
て－
（査読付）

共著 平成25年2月 様々な疾患を有する入院患者を対象に、虚
弱高齢者 10秒椅子立ち上がりテスト
（Frail CS-10）が下肢機能を反映する有用
な評価法であるか否かについて検討した。
結果、Frail CS-10 は男女ともにほぼ全て
の評価項目と有意な相関あるいは、有意な
相関を示す傾向が認められた。Frail CS-10 
は疾患を統一せずに様々な疾患を有する患
者を対象としても、下肢機能を反映する有
用で簡便な評価法であることが示唆され
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、阿波邦彦、松
尾奈々、佐藤光美、原田純、今西和也、福
永恵子、窓場勝之

17．高齢患者の歩行パラ
メーターと下肢筋力およ
びADL能力との関連 －最
速歩行と最大低速歩行時
の比較－
（査読付）

共著 平成25年6月 高齢入院忠者を対象に、最速歩行と最大低
速歩行の歩行パラメーターを洪1定し、条件
別に下肢筋カおよびADL能力との関係を明ら
かにすることを目的とした。結果、最速歩
行時において、歩行パラメーターはFIM-M
と、最大低速歩行時において、歩行パラ
メーターはFrail CS-10との間に有意な相関
を示した。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、阿波邦彦、松
尾奈々、米山智彦、山﨑康平、小松直正、
重田裕子、窓場勝之

18．慢性閉塞性肺疾患患
者の抑うつに関わる因子
の検討
（査読付）

共著 平成25年7月 本研究の目的は、COPD患者における抑うつ
状態に影響を及ぼす規定因子を不安尺度、
身体機能、日常生活動作などの観点から検
討することとした。対象は、COPD患者21名
であった。主要項目は、抑うつ自己評価尺
度（Self-rating Depression Scale；SDS）
とした。結果、SDSに影響を与える項目は、
STAI特性と30秒椅子立ち上がりテストで
あった。COPD患者における抑うつ状態は、
不安感や下肢機能の低下が影響することが
示唆された。これにより、チームアプロー
チが抑うつ状態を予防できる可能性を示唆
した。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀一、
北島麻美、宮副孝茂、林真一郎

19．COPD患者の予後予測
評価であるupdated BODE 
indexとADO indexは健康
関連QOLに影響している
か？
（査読付）

共著 平成25年9月 本研究の目的は、COPD患者の予後予測評価
であるupdated BODE indexとADO indexが健
康関連QOLの指標であるSGRQに影響している
か検証することである。updated BODE 
indexは、ADO indexよりも健康関連QOLに影
響することが示唆された。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、村田伸、林真
一郎、田中将英、堀川悦夫
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20．立位から背臥位まで
の臥床パターンの分類と
身体機能の特徴
（査読付）

共著 平成25年9月 地域在住の女性高齢者143名を対象に、立位
から仰臥のパターンを類型化し、各動作パ
ターン別に身体機能を比較し、仰臥パター
ンに影響を及ぼす要因を明らかにするため
に調査を行った。立位からの臥床パターン
は、体格や動的バランス能力に影響を受け
る可能性が示唆された。
本人担当分：分析、考察を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、宮崎純弥、大
田尾浩、堀江淳、阿波邦彦

21．男性間質性肺炎患者
におけるCS-30と運動能
力との関係
（査読付）

共著 平成25年12月 本研究の目的は、慢性閉塞性肺疾患患者に
おける抑うつ状態に影響を及ぼす規定因子
を不安尺度、身体機能、日常生活動作など
の観点から検討することとした。COPD患者
における抑うつ状態は、不安感や下肢機能
の低下が影響することが示唆された。これ
により、チームアプローチが抑うつ状態を
予防できる可能性を示唆した。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、上田真智子、
白仁田秀一、田中将英、林真一郎

22．非呼吸器疾患にて理
学療法を実施している症
例の呼吸機能に関する調
査
（査読付）

共著 平成26年3月 呼吸器疾患以外で理学療法を施行している
26名（男7名、女19名、中央値72.0歳）を対
象に、呼吸機能に関する調査を行った。結
果、呼吸・換気障害疑いと判定されたのは5
名で、1秒率70%未満の閉塞性換気障害疑い
が1名（男）、%肺活量80%未満の拘束性換気
障害疑いが4名（女）であり、身体能力や精
神機能との関連は認めなかった。
本人担当分：リクルート、データ収集、分
析、考察を担当。
共著者：堀江淳、阿波邦彦、今西和也、窓
場勝之、中川法一、宮崎純弥、阪本良太、
西川明子、森實徹、高橋健太郎、富田素子

23．地域在住男性高齢者
のブリッジ力と立位バラ
ンスならびに筋力との関
連
（査読付）

共著 平成26年3月 本研究では、ブリッジ力測定法の有用性に
ついて、地域在住男性高齢者32名に対し、
ブリッジ力と各種身体機能評価との関連性
から検討した。結果、ブリッジ力と膝伸展
筋力、FRT、片脚立位保持時間との間に有意
な相関が認められた。さらに、ブリッジ力
へ影響を及ぼす因子として、膝伸展筋力と
FRTが抽出された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：政所和也、村田伸、宮崎純弥、堀
江淳、阿波邦彦、上城憲司
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24．最重症COPD患者に対
する運動療法中における
モニター心電図検査の取
り組み
（査読付）

共著 平成26年9月 運動負荷後に上室性期外収縮2連発が出現し
た最重症COPD患者に対し、運動療法実施時
にモニター心電図を検査しながら負荷量を
調節した。モニター心電図で循環動態を確
認しながらの運動療法は、リスク管理や運
動プログラムの作成、効果判定に有用であ
ると考えられる。
本人担当分：考察指導を担当。
共著者：松本雄次、阿波邦彦、宮副孝茂、
財津和希、北島麻美、手島由美子、山田穂
積、古賀義行

25．慢性呼吸不全患者の
ADL指導
（査読付）

共著 平成26年10月 慢性呼吸不全患者に対する作業療法士によ
るADL、IADLの獲得に向けた指導や援助は、
呼吸リハにおける直近の課題である。そこ
で実践報告を踏まえ、ADLにおけるモニタリ
ングや動作指導の基本、指導上の留意点に
ついて報告した。
本人担当分：文章構成および内容指導を担
当。
共著者：野﨑忠幸、阿波邦彦、堀江淳、林
真一郎、堀川悦夫

26．運動負荷後における
循環応答の経時的変化
（査読付）

共著 平成27年4月 安静時の血圧や脈拍を測定する際の適切な
安静時間を明らかにするため、健常者27名
に対し、30秒椅子立ち上がりテスト後の脈
拍や血圧の変化を終了直後から30秒ごとに5
分間計測した。その繕果、血圧や脈拍の測
定において、開始前の安静時間を設定する
際は個々の変動パターンに合わせて安静時
間を設定する必要性が示唆された。
本人担当分：データ収集、分析を担当。
共著者：小西佑磨、村田伸、窓場勝之、阪
本昌志、杉森信吾、山川瑠奈、白岩加代
子、安彦鉄平、阿波邦彦、堀江淳

27．虚弱高齢者を対象と
した腹筋トレーニングを
含む通所リハビリテー
ションの効果
（査読付）

共著 平成27年4月 虚弱高齢者20名に対する腹筋トレーニング
を含んだ6ヵ月間の通所リハビリテーション
の効果を検証した。結果、FIM-M、片脚立位
時間、5m最速歩行速度に交互作用が認めら
れ、片脚立脚時間と5m最速歩行速度は介入
群が有意な向上を認めた。一方で、FIM-Mは
対照群が有意な低下を認めた。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、北村智哉、堀江淳、伊
藤健一

28．登山による大腿四頭
筋の筋力および筋活動量
の変化
（査読付）

共著 平成27年7月 本研究の目的は、登山前後における大腿四
頭筋の筋疲労について、筋力および筋活動
量を用いて検討することである。対象は健
常成人15名であった。登山後に大腿四頭
筋、特に内側広筋と外側広筋に筋疲労が生
じる可能性が示された。
本人担当分：データ測定を担当。
共著者：桐野耕太、安彦鉄平、川添里菜、
小澤美奈、和田真紀、白岩加代子、堀江
淳、阿波邦彦、窓場勝之、村田伸
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29. 踵なしスリッパの着
用が歩行に及ぼす影響
（査読付）

共著 平成27年9月 本研究の目的は、踵なしスリッパの着用が
歩行に及ぼす影響を明らかにすることであ
る。対象は、健常成人女性14名とした。踵
なしスリッパの着用は、歩幅を狭めるが素
早く1歩を出すことで通常のスリッパと同じ
歩行速度を保ち、大腿直筋および腓腹筋の
筋活動を効果的に高める可能性が示され
た。
本人担当分：分析を担当。
共著者：吉田安香音、村田伸、安彦鉄平、
小澤実奈、小西佑磨、阪本昌志、高橋 萌、
白岩加代子、 窓場勝之、阿波邦彦、堀江
淳、甲斐義浩

30．地域在住高齢者の転
倒要因に関する研究身
体・認知・精神機能の共
分散分析による検討
（査読付）

共著 平成27年9月 地域在住高齢者の転倒と身体・認知・精神
機能との関連性について総合的に明らかに
するために、高齢者345名を対象に、過去1
年間における転倒経験の有無別に身体・認
知・精神機能について、年齢と性別を調整
した共分散分析で比較した。その結果、転
倒の危険因子は数多く報告されているが、
年齢や性を考慮する必要性が示唆された。
本人担当分：分析を担当。
共著者：井上椋太、村田伸、桐野耕太、小
澤実奈、 小西佑磨、白岩加代子、安彦鉄
平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳

31．地域在住高齢者の参
加サークルの違いによる
身体機能の差異
（査読付）

共著 平成28年1月 地域在住高齢者を対象に身体機能の評価を
行い、参加しているサークルにより身体機
能に差異がみられるのか検討した。年齢と
性別を共変量として解析した結果、上体起
こしの測定項目のみ「いきいき百歳体操」
グループの方が、「マシントレーニング
サークル」グループよりも低い値を示した
（p<0．01）。このことから、「いきいき百
歳体操」グループでは、体幹機能の強化に
関してはさらにトレーニングを追加する必
要性が示唆された。
本人担当分：データ収集、分析を担当。
共著者：白岩加代子、村田伸、安彦鉄平、
阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳

32．最適歩行と最速歩行
中の歩行パラメーターと
下肢筋活動の比較
（査読付）

共著 平成28年1月 最適歩行と最速歩行の歩行パラメーターと
下肢筋活動を比較し、それぞれの特徴を明
らかにするため、健常成人女性15名を対象
に、歩行中の大腿直筋、大腿二頭筋長頭、
前脛骨筋、腓腹筋内側頭の筋活動量を、表
面筋電計を用いて測定した。歩行速度の増
大には、歩行率の増加、立脚期の短縮が大
きく関与し、また筋活動では前方への推進
力としての役割が強い大腿直筋が大きく影
響していることが示唆された。
本人担当分：データ分析を担当。
[執筆者]小澤実奈、村田伸、窓場勝之、小
西佑磨、阪本昌志、高橋萌、吉田安香音、
安彦鉄平、白岩加代子、阿波邦彦、堀江
淳、甲斐義浩
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33．後方歩行の歩行パラ
メーターと筋活動の特徴
健常成人を対象とした検
討
（査読付）

共著 平成28年1月 本研究の目的は後方歩行における、歩行パ
ラメーターと筋活動の特徴を明らかにする
ことである。対象は健常成人女性15名と
し、各筋の最大随意収縮を測定後、前方歩
行と後方歩行の2条件で歩行を行った。後方
歩行では距離因子、時間因子の影響により
前方歩行に比べて速度、ケイデンスが低下
することで安定性が高まり、1歩行周期での
筋活動量においても前方歩行と相違が認め
られたことから、後方歩行の運動学的特徴
が明らかとなった。
本人担当分：データ分析を担当。
共著者：阪本昌志、村田伸、小澤実奈、小
西佑磨、高橋萌、吉田安香音、安彦鉄平、
白岩加代子、阿波邦彦、窓場勝之、堀江
淳、甲斐義浩

34．高齢者の主観的な睡
眠状態と身体・認知・精
神機能との関係
（査読付）

共著 平成28年2月 健康支援事業に参加した65歳以上の男女264
名にアンケートと各種評価を行い、主観的
な睡眠状態と身体・認知・精神機能との関
係について統計学的に検討した。主観的な
睡眠状態は「等尺性膝伸展筋力」「SF-8」
と有意な正の相関を示した。また、「主観
的な健康感・満足感」と有意な正の相関を
示し、「主観的な認知症症状」と有意な負
の相関を示した。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：大杉紘徳、村田伸、白岩加代子、
安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳

35．閉塞性換気障害と拘
束性換気障害が疑われる
地域在住高齢者の身体機
能の特徴
（査読付）

共著 平成28年4月 地域在住高齢者における閉塞性換気障害と
拘束性換気障害の有症率を明らかにし、正
常群を含む3群間の身体機能を比較検証する
ために、地域在住高齢者128名（年齢75.5 
± 6.1歳）に対し、呼吸機能検査や身体機
能を評価し、換気障害別の各測定項目を比
較した。結果、換気障害の差異で身体機能
に有意差は認めないが、閉塞性換気障害群
は呼吸機能の低下に伴い、筋力が低下する
可能性が示された。
本人担当分：データ収集、データ分析、考
察を担当。
共著者：阿波邦彦、村田伸、岩瀬弘明、政
所和也、八谷瑞紀、久保温子、伊藤健一、
上城憲司、堀江淳

36．地域在住高齢者にお
ける血圧と認知機能との
関係
（査読付）

共著 平成28年6月 本研究では、地域在住高齢者の血圧と認知
機能との関連について、地域在住高齢者286
名を対象に収縮期血圧と拡張期血圧を自動
血圧計により測定し、認知機能をMini-
Mental State Examination（MMSE）で評価
した。結果、非通院群でのみ、収縮期血圧
とMMSEとの間に有意な低い負の相関を認め
た。高齢者において、血圧と認知機能との
関係は高血圧治療における降圧剤の影響を
うけることが推察される。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：大杉紘徳、村田伸、白岩加代子、
安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳
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37．地域在住の前期高齢
女性と後期高齢女　性の
握力および足趾把持力が
身体機能に及ぼす影響
（査読付）

共著 平成28年7月 地域在住高齢女性312名を対象に、前期高齢
者と後期高齢者の2群に分類し、握力および
足趾把持力が身体機能に及ぼす影響につい
て検討した。結果、前期高齢者では足趾把
持力が、後期高齢者では握力が身体機能と
関連しやすいことが示された。
本人担当分：データ収集、考察の助言を担
当。
共著者：二階堂素子、安彦鉄平、阿波邦
彦、足立愛実、井上椋太、山川瑠奈、窓場
勝之、白岩加代子、堀江淳、村田伸

38．軽度認知機能障害に
該当する高齢者の身体機
能・活動能力・精神機能
の特徴
（査読付）

共著 平成28年7月 地域在住高齢者335名を対象に、軽度の認知
機能障害に該当する高齢者と認知機能の低
下を認めない高齢者の身体機能、活動能力
および精神機能を比較し、認知機能に及ぼ
す要因を検討した。軽度の認知機能を呈す
る高齢者では、教育歴、バランス能力およ
び活動能力が低下していることが示され
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：山川瑠奈、安彦鉄平、大杉紘徳、
足立愛実、井上椋大、二階堂素子、窓場勝
之、阿波邦彦、白岩加代子、堀江淳、村田
伸

39．活動的な高齢者の5m
最速歩行時間と身体・認
知・精神機能との関連
（査読付）

共著 平成28年9月 女性高齢者351名を対象に、5m最速歩行時間
と下肢筋力や立位バランスなどの身体機能
の他,認知機能や精神機能を含めて調査し
た。重回帰分析の結果、5m最速歩行時間と
独立して関連する因子は、30-second 
chair-stand test,身長,大腿四頭筋筋力,開
眼片脚立位時間,Geriatric Depression 
Scale-5の5項目であった。このことから、
5m最速歩行時間の測定は,活動的な高齢者で
あっても下肢筋力やバランス能力などの身
体機能のみならず、精神機能をも反映する
簡便な指標として使用できる可能性が示さ
れた。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：中嶋大喜、村田伸、飯田康平、井
内敏揮、鈴木景太、中島彩、中村葵、白岩
加代子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、
堀江淳

40．二重課題が地域在住
高齢者の歩行パラメータ
に及ぼす影響
（査読付）

共著 平成28年9月 本研究の目的は、二重課題が地域在住高齢
者の歩行パラメータに及ぼす影響を明らか
にすることである。方法は女性高齢者35名
を対象に、通常歩行（single-task歩行;ST
歩行）と暗算課題を行いながらの歩行
（dual-task歩行;DT歩行）について、それ
ぞれの歩行パラメータを比較した。DT歩行
中の歩行速度の低下には、歩行率、歩幅、
ストライドの短縮、および立脚時間と両脚
支持時間の増加が影響していること、特に
立脚時間と両脚支持時間の増加が歩行速度
低下に大きく関与していることが示唆され
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：飯田康平、村田伸、井内敏揮、鈴
木景太、中島彩、中嶋大喜、中村葵、白岩
加代子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、
堀江淳
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41．ヒールの高さの違い
が歩行パラメータと下肢
筋活動に及ぼす影響
（査読付）

共著 平成28年9月 本研究は健常成人女性14名を対象に、ヒー
ルの高さの違いが歩行パラメータと下肢筋
活動に及ぼす影響について検討した。ヒー
ル高3cm以上で歩行中の立脚時間や遊脚時間
に影響を与えるが、ヒール高3cmまでであれ
ば、歩行速度および歩幅やストライド長に
は影響が少ないことが示唆された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：中島彩、村田伸、飯田康平、井内
敏揮、鈴木景太、中嶋大喜、中村葵、白岩
加代子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、
堀江淳

42．高齢女性における主
観的な認知症症状の有無
による身体・認知・精神
機能の差異
（査読付）

共著 平成28年10月 胸腔鏡下肺葉切除術（VATS）前の身体機能
と健康関連QOLが、退院時にどのように変化
しているかを明らかにするために、測定を
完遂できた33症例の身体機能と健康関連QOL
を評価した。結果、身体機能における6分間
歩行距離は有意に低下し、健康関連QOLでは
身体機能に関するQOLが有意に低下した。特
に身体機能にかかわる健康関連QOLの低下程
度は大きかった。
本人担当分：データ収集、データ分析、考
察の助言を担当。
共著者：大杉紘徳、村田伸、白岩加代子、
安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳

43．胸腔鏡下肺葉切除術
後患者に対するリハビリ
テーションの短期的検証
（査読付）

共著 平成28年12月 女性高齢者189名に対し、主観的な認知症症
状の自覚の有無で、身体、認知、精神機能
に差異を認めるか否かを前期高齢者と後期
高齢者それぞれに明らかにすることが目的
である。主観的な認知症症状の有無に関わ
る身体、精神機能は、前期高齢者と後期高
齢者では異なる傾向を示すことが明らかと
なった。
本人担当分：データ収集、データ解析、考
察を担当。
共著者：平山善康、太田垣あゆみ、瀬崎萌
恵、出見世真人、佃陽一、田中宇大、小池
初慧、山下直己、阿波邦彦、内藤紘一、堀
江淳

44．高齢者用歩行評価法
「バランス歩行テスト」
の開発
（査読付）

共著 平成29年2月 歩隔を制限しながら超低速で歩行する『バ
ランス歩行テスト』を考案し、その妥当性
について一般高齢者258名を対象に検討し
た。結果、本テストは再現性が高く、他の
身体機能や認知機能との相関も認められた
ことから妥当性があると考えられた。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：村田伸、甲斐義浩、安彦鉄平、岩
瀬弘明、白岩加代子、窓場勝之、阿波邦
彦、大杉紘徳、堀江淳
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45．地域在住女性高齢者
の疼痛の部位数と身体機
能および精神・心理機能
との関係
（査読付）

共著 平成29年4月 本研究目的は地域在住高齢女性を疼痛の部
位数によって分類し、比較することで、疼
痛を有する高齢者の特徴を明らかにするこ
とである。対象は、186名の高齢女性とし
た。疼痛の部位数という側面を考慮するこ
とで、疼痛を有する高齢者の特徴をより詳
細に捉えることが可能なことを明らかにし
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：安彦鉄平、村田伸、大杉紘徳、窓
場勝之、阿波邦彦、白岩加代子、堀江淳

46．登山前のスクワット
運動が登山後の大腿四頭
筋の筋疲労に与える効果
（査読付）

共著 平成29年4月 登山2週間前に、登山と類似したスクワット
運動を行う介入群（10名）と介入を行わな
いコントロール群（10名）に分類した。登
山前後に最大随意収縮の50%に相当する大腿
四頭筋筋力を91秒間持続させたときの中間
周波数を用いて筋疲労を評価した。測定筋
は内側広筋、外側広筋、大腿直筋の3筋と
し、コントロール群と介入群を比較した。
その結果、登山前にスクワット運動を行う
ことで、筋疲労が軽減する可能性が示され
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：林勇樹、安彦鉄平、井上遼一、岡
本雄輝、澤田貴大、村山寛和、白岩加代
子、阿波邦彦、堀江淳、窓場勝之、村田伸

47．高齢肺がん患者の術
前後における呼吸代謝能
評価スケールの開発
（査読付）

共著 平成29年6月 高齢肺がん患者のVATS前後において、呼吸
機能と健康関連QOLは有意に低下した。ま
た、術後健康関連QOLは術前の呼吸代謝能と
有意な相関を認めたが、呼吸機能、筋力、
歩行能力とは有意な相関を認めなかった。
そこで、術後のQOLの大小に関するカットオ
フをROC曲線で解析し、活用が期待できる
カットオフが算出された。
本人担当分：データ収集、データ解析、考
察を担当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、平山善康、山
下直己、大杉紘徳、伊藤健一

48．Relationship between  

strength asymmetry and 

body sway in older adults

（高齢者の体力と非対称
性の関係）
（査読付）

共著 平成29年10月 高齢者の膝伸展力、足の握り強さ、手の握
力の非対称性を分析し、歩行中のこれらの
非対称性と身体の揺れの関係を検証した。
右膝伸展筋力および手握り強度の値は、左
膝伸展筋力および手握り強度の値よりも有
意に高かった。左右のつま先握力の間に有
意差はなかった。トーグリップ強度の非対
称性は、歩行中の身体の揺れと有意な正の
相関を示した。膝関節と手の握力の非対称
性は、身体の揺れとの有意な相関を示さな
かった。トーグリップ強度の非対称性は、
身体の揺れを増加させ、カットオフ値は
23.5％であった。
本人担当分：統計解析を担当。
共著者：Hitoshi Koda、Yoshihiro Kai、Shin 

Murata、Hironori Osugi、Kunihiko Anami、 

Takahiko Fukumoto、Hidetaka Imagita

Aging Clinical and 

Experimental Research 

Vol.16

第16巻
pp.1～17

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第7巻1号
pp.7～12

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第7巻第1号
pp.13～17

大阪ガスグループ福祉財
団研究報告書
第30巻
pp.33～38

保健医療学部リハビリテーション学科

1195



49. 運動習慣のある高齢
者の転倒と身体・認知・
精神機能との関連
（査読付）

共著 平成30年1月 本研究の目的は、運動習慣のある高齢者に
おける転倒経験の有無と身体・認知・精神
機能との関連について明らかにすることで
ある。地域在住高齢者158名を対象に、過去
1年間における転倒経験の有無別に身体・認
知・精神機能を二元配置分散分析で比較し
た。結果、高齢者が運動習慣を有すること
は転倒の有無に関わらず身体・認知・精神
機能の維持に影響し、転倒は過去の転倒経
験と精神機能の低下によって予測できる可
能性が示された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：鈴木景太, 村田伸, 白岩加代子, 
安彦鉄平, 阿波邦彦, 窓場勝之, 堀江淳

50. Natural recovery of

exercise tolerance and

quality of life  in elderly

patients with

lung cancer who undewent

thoracotomy via video-

assisted thoracic surgery

（胸腔鏡下肺葉切除術を
受ける高齢肺がん患者の
運動耐容能とQOLの縦断
的変化に
関する研究）
（博士論文）

単著 平成30年3月 本研究は、入院期間にのみ理学療法を実施
した患者の12週間の身体機能とQOLの経時的
な変化を調査し、QOLの変化に関連する指標
を明らかにすることとした。研究方法は前
向き研究とし、胸腔鏡下肺葉切除術が施行
された36名の肺がんサバイバーを対象とし
た。測定項目は呼吸機能検査や心肺運動負
荷テスト、QOLの指標にはSF-36を使用し
た。測定時期は、術前、術後1週、術後4
週、術後12週とした。呼吸機能は術後12週
まで有意に低下しているが、運動耐容能を
含む身体機能は4週までに術前レベルまで回
復することが明らかとなった。一方、身体
的側面QOLは術後4週、術後12週でも有意な
低下を認めた。そして、身体機能の変化率
とQOLの変化率には有意な相関は認めなかっ
たことから、身体機能とQOLの変化は乖離し
ていることが示された。その要因には、肺
がんサバイバーが術後に身体活動レベルが
低下することや、対象者の老化やがんに対
する自己認識がQOLの低下や身体活動レベル
の低下に影響している可能性が推察され
る。
（全22頁）

51.Changes in exercise

tolerance and quality of life

are unrelated  in lung cancer

survivors who undergo

video-assisted thoracic

surgery

（胸腔鏡下肺葉切除術を
受ける肺がんサバイバー
の運動耐容能とQOLにお
ける経時的変化は無関係
である）
（査読付）

共著 平成30年4月 胸腔鏡下肺葉切除術を受ける肺がんサバイ
バーの呼吸機能、運動耐容能、および生活
の質の変化の関連を明らかにすることを目
的に、前向き研究を行った。結果、術後の
身体機能は早期回復が可能であったもの
の、QOLの回復と相関しているわけではな
かった。QOLの回復は12週かかることが示唆
された。
本人担当分：研究立案、データ収集、解
析、考察を担当。
共著者：Anami Kunihiko, Horie Jun, Hirayama 

Yoshiyasu, Yamashita Naomi, Ito Kenichi
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52.男性慢性閉塞性肺疾
患患者のライフスタイ
ル・社会背景は健康関連
QOLと関連しうるか?
（査読付）

共著 平成30年7月 男性慢性閉塞性肺疾患患者の健康関連QOLに
関連する因子について、ライフスタイルや
社会背景に着目し検討を行った。安定期男
性COPD患者53名を対象として、SGRQの結果
に基づき、高QOL群と低QOL群に分類し、各
測定項目の比較を行った。その結果、ライ
フスタイル・社会背景では、運動習慣、
home oxygen therapy（HOT）の使用、家外
環境においてHRQOLとの有意な関連が示唆さ
れた。
本人担当分：考察を担当。
共著者：江越正次朗、堀江淳、阿波邦彦、
今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、白仁田
秀一、林真一郎

53.腰痛予防教室に参加
した地域在住女性高齢者
の慢性腰痛に影響を与え
る心理的因子
（査読付）

共著 平成31年1月 本研究は、腰痛予防教室に参加した地域在
住女性高齢者の身体的および精神心理的特
徴を明らかにするため、慢性腰痛に影響を
及ぼす因子について検討することを目的と
した。対象は、腰痛予防教室に参加した地
域在住女性高齢者71名とし、腰痛既往群
（13名）と腰痛群（58名）の2群に分類し、
痛みの有無を目的変数とした多重ロジス
ティック回帰分析を用いて、慢性腰痛に影
響を及ぼす因子を抽出した。結果、痛みの
有無に影響を及ぼす因子は、恐怖回避思考
と破局的思考であった。特異的腰痛が多い
とされる地域在住女性高齢者の腰痛と心理
的因子との関連が明らかになり、とくに恐
怖回避思考や破局的思考への対応が必要で
あることが示唆された。
本人担当分：データ測定を担当。
共著者：牧野有沙、安彦鉄平、村田伸、白
岩加代子、岩瀬弘明、窓場勝之、阿波邦
彦、堀江淳

54.腰椎アライメントに
着目した腰痛学級が腰痛
者および腰痛既往者の身
体機能・精神心理機能に
与える効果の検証
（査読付）

共著 平成31年3月 本研究は、市町村主体の腰痛学級を開催
し、腰痛者及び腰痛既往者を対象に姿勢に
ちゃくもくした腰痛学級効果を検証した。
対象は34名であり、2週に1度約60分の腰痛
学級を計6回実施した。結果、腰痛ぐうは介
入前位に比べて痛みが改善した。しかし、
腰痛既往群において破局的思考が高まり、
腰痛群には効果的であることが示唆され
た。
本人担当分：データ測定を担当。
共著者：安彦鉄平、村田伸、阿波邦彦、窓
場勝之、岩瀬弘明

55. Positive Effects of

Yoga on Physical and

Respiratory Functions in

Healthy Inactive

Middle-Aged People.

（健康的で非活動な中年
者における身体的呼吸機
能に対するヨガの効果）
（査読付）

共著 平成31年4月 身体的、呼吸機能に対する異なるヨガ手法
の効果検証をRCTにて実施した。参加者28名
に対し、一般的なヨガグループと呼吸法を
特化したヨガグループに分け8週間実施し
た。その結果、両群とも身体木野の改善を
示し、呼吸法を特化した予後グループは最
大吸気量も向上した。
本人担当分：データ測定、考察を担当。
共著者：Yamamoto-Morimoto Kuniko, Horibe 

Shuji, Takao Rikio, Anami Kunihiko

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第8巻第2号
pp.57～63

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第8巻第4号
pp.175～179

保健の科学
第61巻3号
pp.205～211

Int J Yoga. 2019 Jan-Apr;12

（1）
第12巻第1号
pp.62～67

保健医療学部リハビリテーション学科

1197



56. 慢性呼吸器疾患高齢
患者の呼吸リハビリテー
ションにおけるADLト
レーニング・指導
（総説・査読付）

共著 令和元年9月 呼吸リハビリテーション対象疾患である
COPDの特徴と、それに伴う全身併存症、高
齢化と重複障害について解説し、COPDに対
する呼吸リハビリテーションの概要、ADL評
価とトレーニングについて、最新の知見を
踏まえ解説した。
共著者：阿波邦彦、松本雄次

57. Association of Low

Bone Mass with Decreased

Skeletal Muscle Mass: A

Cross-Sectional Study of

Community-Dwelling Older

Women

(骨量低下と骨格筋量低
下の関連性：地域在住女
性高齢者を対象とした横
断的研究)

共著 令和2年9月 本研究は，地域高齢者を対象に骨量と骨格
筋量，筋力そして身体能力の関連性を検討
することを目的とした．体力測定会に参加
した地域高齢者306名の中から，214名を対
象とし，分析を行った．対象者は超音波骨
量測定装置により測定された骨量に基づ
き，正常 (T-score>−1)，低値(−2.5<T-
score≤−1)，超低値群(T-score ≤ −2.5)に分
けられた．加えて，対象者の骨格筋量，筋
力（握力と膝伸展筋力），身体能力[歩行速
度とtimed up and go (TUG)]を測定した．
上肢，下肢および四肢のSkeletal muscle 
indexは骨量低値群に比べ骨量超低値群で有
意に低かった．握力，膝伸展筋力，歩行速
度，TUGは各群間で有意差を認めなかった．
これらの結果より，骨量が低い高齢女性は
骨格筋量が減少していることが示された．
本人担当部分：データ測定および解析を担
当した．
共著者：Nonaka K, Murata S,  Nakano H, 

Anami K, Shiraiwa K, Abiko T, Goda A, Iwase 

H,  Horie J

58. Subjective and

objective mental and

physical function affects

subjective cognitive decline

in community-dwelling

elderly Japanese people

（地域在住日本人高齢者
の主観的認知機能低下に
影響を与える主観的・客
観的な心身機能）
（査読付）

共著 令和2年9月 主観的認知機能低下（SCD）の症状は複雑で
あり，特に日本人においてはよく理解され
ていない。本研究では，日本人の地域在住
高齢者を対象に，主観的および客観的な心
身機能とSCDとの関係を明らかにすることを
目的とした。SCDは，基本チェックリストの
認知機能項目を用いて評価した。SCD以外の
客観的精神機能については，MMSEとGDS-5の
5項目版を用いて評価した。客観的な身体機
能については，TUGと膝伸展筋力を用い，主
観的な精神・身体機能については，健康関
連QOL尺度の8項目短縮版のMCSとPCSを用い
て評価した。その結果，MMSE，GDS-5，
TUG，膝伸展筋力，MCSはSCD群で有意に悪化
した。また，ロジスティック回帰分析の結
果，GDS-5，MCSはSCD発症と関連していた。
以上のことから，日本人の地域在住高齢者
におけるSCDの発症には，抑うつ症状と主観
的精神機能の低下が関係していることが示
唆された。これらの結果は，日本人高齢者
の認知症予防や介入プログラムを計画する
上で有用である
本人担当部分：データ測定を担当した。
[共著者] Akio Goda, Shin Murata, Hideki 

Nakano, Kayoko Shiraiwa, Teppei Abiko, Koji 

Nonaka, Hiroaki Iwase, Kunihiko Anami, Jun 

Horie

臨床老年看護
第26巻第5号
pp.53～61

Healthcare

第8巻第3号
343（計8ページ）

Healthcare

第8巻第3号
347（計12ページ）
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59. The Association

between Health Literacy

and Gait

Speed in Community-

Dwelling Older Adults

（地域在住高齢者のヘル
スリテラシーと歩行速度
との関連）
（査読付）

共著 令和2年9月 本研究は，地域在住高齢者を対象にヘルス
リテラシーと歩行速度との関連を検討する
ことを目的とした．測定会に参加した地域
在住高齢者240名に対し，通常歩行速度，ヘ
ルスリテラシー，各種身体機能，認知機能
等を測定した．ヘルスリテラシーはCCHLを
使用した．対象者は、通常歩行速度に基づ
いて、速い（速度≥1.3m/ s）と遅い（<1.3
m / s）の2つのグループに分けられ，歩行
速度を従属変数とするロジスティック回帰
分析を行った．その結果，CCHLは独立して
歩行速度に影響を与えることが明らかと
なった．
本人担当部分：データ測定および解析，論
文執筆を担当した．
共著者：Anami K, Murata S, Nakano H,

Nonaka K, Iwase H, Shiraiwa K, Abiko T, Horie

J

60. 地域在住女性高齢者
における異なる立ち上が
りテストと身体機能との
関連
（査読付）

共著 令和2年10月 本研究の目的は,自立生活を営む地域在住女
性高齢者154名を対象に，30秒椅子立ち上が
りテスト，30-sec Chair Stagnd testと虚
弱高齢者用10秒椅子立ち上がりテストを合
わせて行い，上下肢・体感の筋力，柔軟
性，性的・動的立位バランスとの関連か
ら，地域在住高齢者に適した簡易下肢機能
評価法を検討した．重回帰分析の結果，CS-
30とFrail CS-10はともに大腿四頭筋筋力，
上体起こし回数，TUGの3項目と独立して関
連することが示された．これらの結果か
ら，特別な機器を必要とせず，簡便に実施
できるCS-30とFrail CS-10は，地域在住女
性高齢者の下肢筋力や動的バランス評価と
して有用であることが示された．
本人担当部分：データ測定を担当した．
[共著者] 村田 伸, 合田明生, 白岩加代子, 
安彦鉄平, 中野英樹, 岩瀬弘明, 野中紘士, 
 阿波邦彦, 松本典久，堀江 淳

61. 地域在住高齢女性に
おける1年後の軽度認知
機能障害の発現を予測す
る身体機能指標
-傾向スコアマッチング
法を用いた検証-
（査読付）

共著 令和2年10月 本研究の目的は,1年後に軽度認知障害(mild 
cognitive impairment: MCI)を発現する地
域在住高齢女性における身体機能を明らか
にすることであった。ベースライン時点で
認知機能障害のない地域在住高齢女性201名
を対象とした。1年後に Mini-Mental State 
Examination(MMSE)24‐26点に低下した者を 
MCI 群36名,27点以上に保たれた非 MCI 群
165名に分類した。その後,傾向スコアを用
いて認知機能低下に影響する交絡因子をコ
ントロールして両群36名ずつにマッチング
し,両群のベースライン時の身体機能を比較
した。その結果,MCI 群では,非MCI群と比較
して開眼片脚立位時間が有意に短く,Timed
Up and Go Testと5m最速歩行の所要時間が
有意に長かった。以上から,バランス能力と
歩行能力の評価は,地域在住高齢女性の1年
後の MCI 発現を予測するために有用なスク
リーニング指標である可能性が示された。
本人担当部分：データ測定を担当した．
[共著者] 合田明生, 村田 伸, 白岩加代子,
中野英樹, 安彦鉄平, 野中紘士, 岩瀬弘明,
阿波邦彦, 堀江 淳

Healthcare

第8巻第4号
349（計10ページ）

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第10巻第3号
pp.105-110

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第10巻第3号
pp.117-123
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62. The Relationship

between Subjective

Cognitive Decline and

Health Literacy in Healthy

Community-Dwelling Older

Adults

（健康な地域在住高齢者
における主観的認知機能
低下とヘルスリテラシー
の関係）
（査読付）

共著 令和2年12月 健康な地域在住高齢者を対象に、ヘルスリ
テラシーと主観的認知機能低下
（Subjective Cognitive Decline; SCD）の
関係を調査した。ロジスティック回帰分析
の結果、SCDの発生は年齢だけでなく、ヘル
スリテラシーの低さや抑うつの重症度と関
連していた。この結果は、健康な地域在住
高齢者において、ヘルスリテラシーの低さ
がSCDの罹患率と関連していることを示唆し
ており、この集団に対する認知症予防や介
入プログラムを計画する際に有用であるこ
とを示唆するものである。
本人担当部分：データ測定を担当した。
[共著者] Akio Goda, Shin Murata, Hideki

Nakano, Kayoko Shiraiwa, Teppei Abiko, Koji

Nonaka, Hiroaki Iwase, Kunihiko Anami, Jun

Horie

63. Validation of Clinical

Characteristics and

Effectiveness of Pulmonary

Rehabilitation in a COPD

Population with

Discrepancy between

Exercise Tolerance and

FEV1

（運動耐容能とFEV1の間
に不一致があるCOPD集団
における臨床的特徴と呼
吸リハビリテーションの
有効性の検証）
（査読付）

共著 令和3年1月 さまざまな運動耐容能レベルを示す慢性閉
塞性肺疾患（COPD）患者を対象に3か月間の
呼吸リハビリテーションを実施し、臨床的
特徴を調べた。安定したCOPDの合計235人の
患者を4つのグループに分類し、各グループ
を比較した。その結果、気道閉塞が軽度で
運動耐容能が低いグループは、他のすべて
のグループと比較して、呼吸リハビリテー
ションの最大の効果があったことを示唆し
ました。軽度の気流閉塞にもかかわらず運
動耐容能が低いCOPD患者は、呼吸リハビリ
テーションの恩恵を受ける可能性がありま
す。
本人担当部分：データ解析を担当した。
[共著者] Jun Horie, Koichiro Takahashi,

Shuuichi Shiranita, Kunihiko Anami, Shinichiro

Hayashi

Healthcare

第8巻第3号
567（計10ページ）

Healthcare

第9巻第1号
53（計10ページ）
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（その他）

「学会発表」
1．工業用傾斜角度計に
よる関節可動域測定

- 平成17年5月 工業分野において頻繁に用いられている傾
斜角度計を用いて、関節可動域を測定し、
測定値の再現性と妥当性について検証す
る。結果、測定値の妥当性は検者AとB共に
有意な正の相関が認められ、再現性は有意
な検者内級内相関係数が認められた。従来
の関節可動域測定よりも簡便で、かつ専門
的知識や熟練した技術を必要としない。そ
のため、患者本人や家族にも測定可能であ
り、患者の自己管理能力の向上に繋がる可
能性を示唆した。
本人担当分：データ収集を担当。
[共同研究者]宮副孝茂、村田伸、阿波邦彦

2．基本動作トレーニン
グを中心とした理学療法
が有効であった重症慢性
閉塞性肺疾患の１例

- 平成20年2月 重症COPD患者に理学療法を施行し有効で
あった症例を報告した。肺機能、筋力、全
身持久力、歩行能力、ADL、健康関連QOLの
低下が著明だったが、歩行トレーニングを
中心とした理学療法を施行し、改善がみら
れた。重症COPD患者は全身持久力の低下だ
けでなく、歩行バランス低下もみられる。
そのため、Timed up and go testなどと
いった評価も必要と考え、今後、それらの
検討が課題である。
本人担当分：症例のデータ収集、抄録・ス
ライド作成、口頭発表担当。
[共同研究者]阿波邦彦、山田穂積、堀江淳

3．当院における呼吸リ
ハビリテーションの現状
について－開設後1年間
を振り返って－

- 平成20年9月 敬天堂古賀病院における呼吸リハビリテー
ションの現状について開始後6ヶ月経過した
12例を調査し、評価項目を比較、検討し
た。結果、呼吸困難の弱いグループは改善
傾向にあったが、呼吸困難の強いグループ
には有意な変化は認められなかった。呼吸
困難の強弱によって呼吸リハビリテーショ
ンの効果が異なる可能性が示唆された。今
後の課題として、スタッフの技術、知識の
均一化が必要であり、さらに対象者を増や
し長期にわたる経過観察が必要である。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表担当。
[共同研究者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、山田穂積、古賀義行、堀川悦夫

4．当院における呼吸リ
ハビリテーション導入へ
の取り組み－６ヶ月間の
継続効果からの検証－

- 平成20年10月 平成19年9月よりリハビリテーション部を開
設し、敬天堂古賀病院での呼吸リハビリ
テーション導入への取り組みと現状を報告
した。呼吸リハビリテーションの評価内
容、治療内容を説明し、継続できている症
例についての経時的変化を調査した。慢性
呼吸器疾患における呼吸リハビリテーショ
ンは、各項目で有効性が示された。今後、
呼吸リハビリテーションに対する啓蒙活
動、スタッフ、患者会などに対して定期的
な呼吸リハビリテーション教室や勉強会な
どを開催してゆく。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表担当。
[共同研究者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、山田穂積、古賀義行、堀川悦夫

第16回佐賀県理学療法士
会学会
（佐賀）

第51回佐賀リハビリテー
ション研究会
（佐賀県）

第11回佐賀呼吸ケア研究
会
（佐賀）

第40回日本理学療法学術
大会
（大阪）

保健医療学部リハビリテーション学科
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5．６分間歩行距離テス
トにおける酸素キャリー
使用有無の検討

- 平成20年10月 6分間歩行距離テストは呼吸不全患者に対し
て広く用いられる評価法であるが、酸素
カートの運搬方法の違いが測定値に差異を
生じさせるかを検討した。対象は在宅酸素
療法実施グループと非在宅酸素療法グルー
プで、結果は非在宅酸素療法グループにお
いて酸素カートを自己牽引した方が歩行距
離が短くなった。非在宅酸素療法グループ
は、いずれ酸素療法を実施する可能性があ
る。そのため、6分間歩行距離テストをする
際は、他者が運搬する方がより客観的に評
価できることが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表担当。
[共同研究者]阿波邦彦、白仁田秀一、山田
穂積、堀江淳、堀川悦夫

6．６分間歩行距離テス
トにおいて酸素キャリー
使用は可能か？

- 平成20年11月 6分間歩行距離テストは全身持久力評価法の
一つである。6分間歩行距離テストにおい
て、酸素運搬方法の違いが測定値に差異を
生じさせるかを検討した。対象は在宅酸素
療法グループと非在宅酸素グループであ
り、6分間歩行距離、酸素飽和度、脈拍、呼
吸困難、下肢疲労感について検討した。在
宅酸素療法グループにおいて歩行距離の有
意差は認められず、在宅酸素療法グループ
は酸素カートの運搬方法の違いによる影響
は少ないものと考えられた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表担当。
[共同研究者]阿波邦彦、白仁田秀一、山田
穂積、古賀義之、堀江淳、堀川悦夫

7．客観的運動処方が可
能であった中等度慢性閉
塞性肺疾患の一例

- 平成20年11月 呼気ガス分析装置を用いず、客観的な運動
処方が可能であった中等症COPD患者の一例
を報告した。症例は81歳女性で漸増シャト
ルウォーキングテストを用いて予測Peak
VO2を算出し、適正な運動処方を実施した。
軽症から中等症COPD患者であれば、漸増
シャトルウォーキングテストなどで客観的
な運動処方が可能である。また、症例を通
し、早期からの呼吸リハビリテーションの
導入が重要と考えられ、運動処方をするに
あたり、循環能などのリスク評価もあわせ
て行うことが重要と再認識した。
本人担当分：症例の評価および発表指導担
当。
[共同研究者]白仁田秀一、阿波邦彦、山田
穂積、堀江淳

第18回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会
（愛媛）

第50回全日本病院学会
（東京）

第30回九州PTOT合同学会
大分大会
（大分）
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8．慢性閉塞性肺疾患患
者に対する運動機能評価
としてTimed Up and Go 
Testは有用か？

- 平成21年2月 COPD患者の運動機能に関する研究で、筋力
評価、運動耐容能評価などは多くなされて
いるが、機能的移動評価であるTUGはほとん
ど検討されていない。しかしながら、COPD
患者の多くは高齢者であり、呼吸困難と運
動不足による運動機能低下を呈しているこ
とがしばしば確認される。本研究では、
COPD患者における運動機能評価として、TUG
が有用であるか検討したので報告する。呼
吸困難の重症度でみると呼吸困難が強くな
るにしたがって、機能的移動能の低下が示
唆された。特にMRC Grade 3以降では、正常
より下回る傾向がみられた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表担当。
[共同研究者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、山田穂積、堀川悦夫

9．慢性呼吸不全患者に
対する呼吸リハビリテー
ションの6ヶ月間継続効
果の検討

- 平成21年4月 本研究の目的は、6ヶ月間の呼吸理学療法継
続にて、理学療法の各評価項目がどのよう
な経時的変化をたどるのか分析し、今後の
課題を見出すことである。対象はCOPD12例
で、全身調整訓練を中心にリラクゼーショ
ン、呼吸指導、呼吸筋訓練、胸郭可動域訓
練、全身持久力訓練、ADL訓練、排痰訓練な
どである。TUG･6MWTの改善傾向は、開始後
4ヶ月以降から変化が認めらなかった。呼吸
理学療法の長期効果に関する検証の必要性
が示唆された。
本人担当分：データ収集、発表指導担当。
[共同研究者]白仁田秀一、阿波邦彦、堀江
淳、山田穂積、古賀義行

10．慢性呼吸不全患者に
対する評価法としての
Timed Up and Go Testの
検討

- 平成21年4月 本研究は、TUGが慢性呼吸不全患者のバラン
ス機能の評価として成りえるのかを検討し
た。対象は当院で呼吸リハビリテーション
を実施している慢性呼吸不全患者21名であ
り、TUGをMRC別比較を行い、MRC 2とMRC
3、4との間に有意差が確認された。それに
より、TUGは呼吸困難感の強い重症慢性呼吸
不全患者のバランス能力評価として、より
鋭敏に反応する評価であると考えられた。
これよりTUGが慢性呼吸不全患者において評
価法の一つに成りえることが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、ポスター発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、堀川悦夫

第17回佐賀県理学療法士
会学会
（佐賀）

第52回佐賀リハビリテー
ション研究会
（佐賀）

第44回日本理学療法学術
大会
（東京）

保健医療学部リハビリテーション学科
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11．慢性閉塞性肺疾患患
者の早期発見への取り組
み～地域行事での健康
ブースの活用

- 平成21年9月 本研究の目的は、地域行事の健康ブースで
呼吸機能検査を実施し、閉塞性換気障害の
有病状況を実施しCOPD疑い患者を早期発見
すること。対象は地域行事に参加した呼吸
器疾患のない一般住民34名（男性26名・女
性8名、平均年齢63．3歳、喫煙率54．2%）
とした。方法は、対象に呼吸機能検査と
COPDスクリーニング質問表（11-Q）を実施
した。地域行事における一般住民による小
規模調査でのCOPD有病率は11．5%であっ
た。これは福地らによるNICE Study（2001
年）の60歳代とほぼ同率であり、本地域に
おいてもほぼ同様に「隠れCOPD患者」の存
在が明らかになった。
本人担当分：データ収集、統計解析、発表
指導担当。
[共同研究者]白仁田秀一、阿波邦彦、古賀
義行、山田穂積、堀江淳、堀川悦夫

12．COPD患者における
BODE indexを用いた身体
機能とADLの関係につい
ての検証

- 平成22年1月 本研究では、COPD患者における身体機能、
ADL能力がBODE indexやGOLD重症度分類にど
の程度関係するのかを客観的に検証した。
BODE indexは全身持久力をはじめ、各身体
機能や日常生活動作にGOLD重症度分類より
も高い相関が認められ、重症度別にみても
各測定項目で有意差が認められた。要因と
してBODE indexは6MWTやMRCなど障害像を多
次元的に捉えているためと考えられる。呼
吸困難と全身持久力は呼吸リハビリテー
ションで介入できる項目であり、それらの
改善はBODE indexに反映され、呼吸リハビ
リテーションの効果予測に有用と考えられ
る。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、堀川悦夫

13．バランス能力に着目
した間質性肺炎の一考察
～重心動揺計を用いて～

- 平成22年4月 間質性肺炎患者の呼吸リハビリテーション
はまだ確立されていない。本研究の目的
は、間質性肺炎患者のバランス能力につい
て、症例を通して検証する。対象は%FVCが
73%（症例A）･55%（症例B）･41%（症例C）
で、それらの症例に対し重心動揺計（総軌
跡長･単位軌跡長･外周面積）を用いて評価
した。結果、症例A･B･Cの順により、 総軌
跡長、単位軌跡長、外周面積、片脚立位時
間、FRなど静的バランスの低下がみら
れ、%FVCの低下はバランス能力に影響して
いることが示唆された。今後、症例数を増
やし、更なる影響因子の検証を努めていき
たい。
本人担当分：データ収集、統計解析、発表
指導を担当。
[共同研究者]白仁田秀一、阿波邦彦、堀江
淳、山田穂積、古賀義行

第53回佐賀リハビリテー
ション研究会
（佐賀）

第18回佐賀県理学療法士
会
（佐賀）

第54回佐賀リハビリテー
ション研究会
（佐賀県）
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14．COPD患者に対する全
身持久力評価としての
CS-30の有用性の検証

- 平成22年5月 本研究は30秒椅子立ち上がりテスト（CS-
30）がCOPD患者の客観的な全身持久力評価
として、有用であるのか検証することを目
的とする。対象は、安定期COPD患者21名
（平均年齢74.5±6.6歳）とした。結果、
CS-30とMRC息切れスケール、%膝伸展筋力、
TUG、ISWT、NRADL、SGRQに有意な相関が認
められた。また、従属変数をISWT、独立変
数をCS-30とする単回帰分析ではy=29.5x-
138.5（R2=0.728）の回帰式が得られた。
CS-30とISWTは高い相関を示し、有意な回帰
式が得られたことで、CS-30は全身持久力を
予測する方法として有用であることが示唆
された。転倒や循環能のモニタリングなど
リスク管理が可能になると考えられ、臨床
的な全身持久力評価として提案できる有意
義な研究となった。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、髙川晃敏、堀江
淳、畠中耕志、白仁田秀一、山田穂積、古
賀義行、堀川悦夫

15．COPD患者における新
しい全身持久力評価とし
て、CS-30への期待

- 平成22年10月 CS-30とISWTとの関係、各評価項目との関係
を検証し、CS-30の全身持久力評価としての
有用性を検討した。対象は、安定期の男性
COPD患者27名（平均年齢76.9±7.1歳）。
CS-30とBMI、MRC、%MEP、 %膝伸展筋力、
6MWT、ISWT、NRADL、SGRQに有意な相関が認
められた。従属変数をISWT、独立変数をCS-
30とする単回帰分析ではy=25.2x-55.7
（R2=0.642）の回帰式が得られた。CS-30と
ISWTは高い相関を示し、有意な回帰式が得
られた。また、CS-30は全身持久力に関係す
る各評価項目との相関が高く、COPD患者の
全身持久力評価法として有用性が期待でき
る。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、髙川 晃敏、堀江　
淳、白仁田秀一、畠中耕志、山田穂積、古
賀義行、堀川悦夫

16．COPD患者のバランス
能力と％FEV1.0、身体機
能、ADL、QOLの関係につ
いての検討

- 平成22年10月 バランス能力と%FEV1.0、身体機能、ADL、
QOLの官益を客観的に検証した。方法は、片
足立脚時間、FR、TUG、重心動揺と肺機能、
身体機能との関係を分析した。COPD患者の
バランス能力は、病期の進行、身体能力、
ADLと関連のあることが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、作成協力を担
当。
[共同研究者]市丸勝昭、堀江淳、今泉裕次
郎、阿波邦彦、白仁田秀一、直塚博行、富
永正樹、片渕宏輔

第45回日本理学療法学術
大会
（岐阜）

第20回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会
（長崎）

第20回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会
（長崎）
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17．COPD患者における重
症度別に見た動的バラン
スの検討Timed up and
go testに着目して

- 平成22年10月 COPD患者48名を対象にTUGおよび肺機能、身
体機能を測定し、TUGと各測定項目との相関
関係を分析し、重症度別にTUGの群間比較を
実施した。結果、TUGは各身体機能と相関関
係が認められ、BODE indexの軽症群と重症
群との間に有意差が認められた。このこと
から重症COPD患者は動的バランスが低下し
ており、転倒のリスクがあることが示唆さ
れた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、栁
原加奈子、山田穂積、古賀義行、堀川悦夫

18．侵襲的人工呼吸器装
着患者の在宅への取り組
みと課題

- 平成22年10月 IPPV管理下の患者に対する在宅復帰へ向け
て呼吸ケアの取り組みに対する症例検討。
60代女性で膠原病肺が主病名の患者を担当
し、2型呼吸不全を呈しており、ADL、在宅
へのケア、家族への指導などを行い、退院
が可能となった。今後、呼吸ケアに対する
取り組みが課題となった。
本人担当分：データ収集、抄録・スライド
作成協力、口頭発表指導などを担当。
[共同研究者]徳本洋、阿波邦彦、堀江淳、
岸川美代、蒲原美智子、小副川豊美、片渕
あきな、重松敬子、山田穂積、古賀義行

19．慢性閉塞性肺疾患患
者のバランス能力は病期
進行といかに関係がある
か～%FEV1、身体能力、
ADLの関係について～

- 平成22年11月 COPD患者17例に対して、バランス能力と
GOLD病期分類の進行を検討した。重心動揺
と%FEV1、身体機能との相関関係を分析し、
重心動揺はそれらと相関関係を示した。こ
れによりCOPD患者のバランス能力は、病期
の進行、身体機能、ADLと関連のあることが
示唆された。今後、病期の進行との関係を
明確にし、理学療法プログラム、ADL指導に
活用できるようにする。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、作成協力を担
当。
[共同研究者]今泉裕次郎、堀江淳、阿波邦
彦、白仁田秀一、市丸勝昭、直塚博行、平
田晃久、三村さやか、堀邦広、小柳孝太
郎、本田知行

20．Update BODE index
と身体機能評価の関係

- 平成23年2月 update BODE indexが身体機能と関係してい
るかを検討した。対象はCOPD患者64名であ
り、mMRC息切れスケールやシャトルウォー
キングテスト、Timed up and go test、
NRADL、SGRQなどを測定し相関関係を求め
た。結果はほとんどの身体機能評価と相関
関係が認められた。このことからupdate
BODE indexは身体機能を反映することが示
唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]栁原加奈子、阿波邦彦、白仁
田秀一、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博
行、山田穂積、古賀義行、堀江淳

第52回全日本病院学会
（兵庫）

第52回全日本病院学会
（兵庫）

第32回九州理学療法士・
作業療法士合同学会
（沖縄）

第19回佐賀県理学療法士
会学会
（佐賀）
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21．update BODE index
およびADO indexと身体
機能評価との関係

- 平成23年5月 2009年に発表されたupdate BODE indexと
ADO indexが身体機能と関係しているかを検
討した。対象はCOPD患者64名であり、
update BODE indexとADO indexともに呼吸
困難感、筋力、全身持久力、動的バラン
ス、ADL、QOLと有意な相関を求めた。この
ことからupdate BODE indexとADO indexは
身体機能を反映することが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表を担当
した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、栁
原加奈子、山田穂積、古賀義行、堀川悦夫

22．慢性閉塞性肺疾患患
者における息切れ分類別
にみるバランス能力の差
異についての検討

- 平成23年5月 COPD患者は息切れによって活動性の低下か
らADLやQOLを低下させる。本研究の目的
は、息切れの重症度とバランス能力の関係
を検証することである。結果、性的バラン
スと動的バランスは息切れの増加により低
下していることが示唆された。COPD患者に
おいて息切れの増加による活動性の低下は
廃用性症候群などによるバランス能力の低
下に影響を及ぼしていると考えられる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]白仁田秀一、堀江淳、阿波邦
彦、栁原加奈子、今泉裕次郎、市丸勝昭、
直塚博行、山田穂積、古賀義行

23．慢性閉塞性肺疾患患
者における息切れスケー
ル、多次元重症度指数の
各クラス別にみた動的バ
ランスの検討―Timed up
and go testに着目して
―

- 平成23年5月 本研究の目的は、mMRC息切れスケールと多
次元重症度指数（BODE index）の各クラス
別に動的バランスの差異を検討することし
た。その結果、息切れが強くなるほど動的
バランスは低下し、BODE indexでも最重症
において動的バランスの有意な低下を認め
た。これらのことより、重症COPD患者の転
倒リスク管理、理学療法プログラムの立案
などにも有益となると考える。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]今泉裕次郎、阿波邦彦、堀江
淳、白仁田秀一、市丸勝昭、直塚博行、平
田晃久、小柳孝太郎、本多知行

24．COPD患者のバランス
能力と身体能力、ADL、
QOLの関係についての検
討

- 平成23年5月 本研究は、COPD患者のバランス能力と、身
体機能、ADL、QOLの関係を客観的に検証す
ることである。動的バランスはほぼすべて
の測定項目と関係を認め、バランス能力は
全身持久力とも関係を認めた。これらのこ
とから、バランス能力の低下からADL不安定
感を感じることで自発的な活動が低下し、
さらに身体機能の低下を引き起こすことが
示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]市丸勝昭、堀江淳、今泉裕次
郎、阿波邦彦、白仁田秀一、直塚博行、岩
永健一郎、片渕宏輔

第46回日本理学療法学術
大会
（宮崎）

第46回日本理学療法学術
大会
（宮崎）

第46回日本理学療法学術
大会
（宮崎）

第46回日本理学療法学術
大会
（宮崎）
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25．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離350m
の違いにおける身体特性
の比較

- 平成23年5月 COPD患者における6分間歩行距離が350m以上
群と350m未満群で身体機能にどのような違
いがあるのかを比較することとした。結
果、多くの身体機能で意差を認め、350m未
満群は有意な低値を認めた。このことか
ら、6分間歩行距離が350m未満は生命予後の
指標だけでなく運動能力の低下を示すこと
が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]江越正次朗、阿波邦彦、堀江
淳、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、白
仁田秀一、柳原加奈子、藤岡康彦

26．当院における呼吸不
全患者に対する呼吸リハ
ビリテーションの短期的
効果の検証

- 平成23年10月 運動療法を中心とした慢性呼吸不全患者に
対するリハビリテーションの3ヶ月間におけ
る短期的効果を検証した。結果、3ヶ月間の
リハビリ継続率は44%であり、%握力、TUG、
6MWDに有意な改善が認められた。筋力、動
的バランス、持久力が改善したことで、敬
天堂古賀病院におけるプログラムの効果が
得られたと考えられる。しかし、ADL、生活
関連QOLに改善が認められなかった。また、
継続率が低値を示した要因として、患者教
育や患者会などが積極的に実施できていな
かったことが考えられる。当院における今
後の取り組みとして、病院全体で患者を
フォローする体制を再構築していく必要が
あると思われる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]栁原加奈子、阿波邦彦、白仁
田秀一、松本雄次、財津和希、山田穂積、
古賀義行、堀江淳

27．COPDにおけるBody 
Mass Indexが身体機能、
身体能力に及ぼす影響
「痩せ型」「標準型」
「肥満型」の比較から

- 平成23年10月 本研究は、COPD患者におけるBMIが身体機
能、身体能力に与える影響を検討するこ
と。結果、「肥満」は必ずしも回避するべ
き状態ではなく、むしろ身体機能、身体能
力にとって良好な状態をもたらすものであ
る可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]堀江淳、阿波邦彦、白仁田秀
一、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、江
越正次郎、田中将英、林真一郎、堀川悦夫

28．外科周術期における
運動療法の必要性の検討

- 平成23年10月 本研究の目的は術前後の呼吸機能検査を含
めた理学療法評価を実施し、外科周術期に
おける運動療法の必要性を明らかにするこ
とである。結果、内視鏡手術後においても
運動療法の必要性が示唆された。
本人担当分：抄録・スライド作成の指導、
口頭発表の指導を担当した。
[共同発表者]大野正也、今山隆士、堀江
淳、金子秀雄、阿波邦彦、堀川悦夫、千住
秀明、塩塚順、那須賢司、松山悟

第53回全日本病院学会
（沖縄）

第21回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学術集
会
（長野）

第21回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学術集
会
（長野）

第46回日本理学療法学術
大会
（宮崎）
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29．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離の違
いにおける身体特性の比
較

- 平成23年10月 COPD患者の6MWDを350m以上群と349-250m
群、249m以下群に分類し、身体特性を比較
した。結果、肺機能、筋力、身体能力、ADL
に有意差を認め、これらの能力低下は生存
率に悪影響を及ぼす可能性があることが示
唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]江越正次郎、堀江淳、阿波邦
彦、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、白
仁田秀一、田中将英、林真一郎

30．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離テス
ト前後の脈拍の上昇率の
違いにおける身体特性の
比較

- 平成24年4月 COPD患者の6MWD前後の脈拍の上昇率に着目
し、上昇率の高値群と低値群で身体特性に
違いがあるのかを比較検討した。結果、
6MWD前後の脈拍上昇率は22．1%であった。
そして、高値群と低値群との間にFVC、膝伸
展筋力、片足立脚時間、6MWD、5m最速歩行
速度などで有意差を認めた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]野中賢、阿波邦彦、堀江淳、
江越正次朗、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚
博行、白仁田秀一、山下義己、藤岡康彦、
林真一郎

31．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離と%1
秒量の違いにおける身体
特性の比較

- 平成24年4月 COPD患者において、％一秒量が50％未満群
と50％以上群に分け、身体特性を比較した
結果、多くの身体特性に有意差を認めた。
6MWDは呼吸機能よりも筋力、バランス能
力、歩行能力、ADL能力により強い影響を受
けることが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導を担当した。
[共同発表者]江越正次朗、堀江淳、阿波邦
彦、今泉祐次郎、市丸勝昭、直塚博行、白
仁田秀一、藤岡康彦、田中將英、林真一郎

32．男性COPD患者に対す
る全身持久力評価として
の30秒間椅子立ち上がり
テストの可能性

- 平成24年4月 男性 COPD 患者に限定し、また、GOLD 病期
分類で 1 期 2 期と 3 期 4期に分け、CS-
30 と 6MWT 予測 V̇O2Peak、ISWT 予測 
V̇O2Peak の関係を検証する事とした。CS − 
30 と 6MWT と ISWT の予測 V̇O2Peak は病
期進行に関わらず有意な回帰式が得られ
た。
本人担当分：データ収集を担当した。
[共同発表者]白仁田秀一、堀江淳、直塚博
行、阿波邦彦、今泉裕次郎、市丸勝昭、江
越正次朗、今泉潤紀、渡辺尚、田中將英、 
林真一郎
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33．佐賀県下での医療連
携に向けた呼吸リハビリ
テーションの取り組み

- 平成24年4月 平成22年より呼吸リハビリテーションの臨
床連携と教育・研修活動を目的とした佐賀
包括的呼吸リハビリテーション研究会を発
足し、様々な取り組みを行ってきたので、
これまでの活動状況を報告した。今後の課
題として、未診断のCOPD患者の早期発見の
ため、また包括的に呼吸リハビリテーショ
ンを行っていくための地域全体・多職種へ
の呼吸リハビリテーションの啓蒙活動や、
呼吸リハビリテーション継続率を高めるた
めの工夫、地域で継続して行うためのメ
ディカルスタッフのスキルアップ、地域で
の各施設の強みを生かした連携病院の拡大
など取り組んでいく必要があると考える。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]上田真智子、直塚博行、江越
正次朗、 今泉裕次郎、市丸勝昭、阿波邦
彦、白仁田秀一、堀江淳、田中将英、林真
一郎

34．30秒踵上げ反復テス
トは慢性閉塞性肺疾患患
者の身体能力の一指標と
なり得るのか?　新たな
簡易検査法としての可能
性の試み

- 平成24年4月 今回、我々は簡易検査法として30秒踵上げ
反復テストを考案し、各種検査項目との関
連性を検討した。今回の結果から踵上げ動
作は単なる筋力評価に止まらず、バランス
能力（片脚立位時間、TUG-T、5ｍ最速歩行
時間）や筋力（握力、膝伸展筋力、CS-30、
MIP、MEP）や全身持久力（6MWT、ISWT）等
と有意な相関が認められた。これは踵上げ
反復運動は全身の運動機能的な要素が強く
反映される動作であることが考えられ、
COPD 患者の身体能力の一指標としての可能
性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]兵働佳代子、今泉裕次郎、三
村さやか、白仁田秀一、今泉潤紀、本多知
行、小林弘美、杉原充、小柳孝太郎、阿波
邦彦、八谷瑞紀、堀江淳

35．男性COPD患者におけ
る6MWD、片脚立位時間、
5m最速歩行速度はADO 
indexに影響していた

- 平成24年4月 今回、ADO index に影響を与えている身体
機能、身体能力を検証したので報告した。
本研究により、COPD患者の生命予後、障害
像に 6MWD、片脚立位時間、5m最速歩行速度
が関与する可能性が示唆された。これに
よって、COPD 患者に対する治療プラグラム
の中で、運動耐容能、バランス能力、歩行
スピードの改善に向けたアプローチの効果
が、生命予後、障害像にいくらかの影響を
与える可能性が期待される。
本人担当分：データ収集、スライド作成の
指導を担当した。
[共同発表者]神門慶子、阿波邦彦、堀江
淳、市丸勝昭、今泉裕次郎、白仁田秀一、
直塚博行、江越正次朗、片渕宏輔、林真一
郎
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36．COPD患者における外
出制限指標としての体重
支持力指数（WBI）の有
用性

- 平成24年4月 外出に制限が生じ始める 6 分間歩行距離 
400m をもとに、大腿四頭筋筋力を体重で除
した体重支持力指数（WBI）のカットオフ値
を求めた。そして、そのカットオフ値で 
COPD 患者を 2 群に分け、身体機能、身体
能力、ADL、健康関連 QOL の比較をするこ
とでWBI のカットオフ値の有用性を検討し
た。COPD 患者における外出に制限が生じ始
める WBI は中等度の予測能を認めた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、長江真
弥、村田伸、林真一郎、今泉裕次郎、市丸
勝昭、直塚博行、白仁田秀一、江越正次
朗、堀川悦夫

37．COPD患者に対して
「歩行速度指数」は運動
耐容能評価指標となりえ
るか?

- 平成24年4月 簡便で安全に持久力を評価する 6MWDに瞬発
的な要素を反映する 5m最速歩行速度を掛け
合わせ、6MWDの運動耐容能評価としての精
度を高めることを目的とした『歩行速度指
数』を考案した。COPD 患者17名のパイロッ
トスタディ−の結果として、6MWD 単独より
も歩行速度指数が ISWT と極めて強い相関
が得られた。そこで今回は、症例数を増や
して検証してみた。本研究により、6MWD の
評価精度を高めることは困難であった。し
かし、歩行速度指数は ISWT と強い相関を
認めたことで、全身持久力評価として有用
である可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]松本雄次、堀江淳、阿波邦
彦、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、江
越正次朗、白仁田秀一、山田穂積、林真一
郎

38．COPD Assessment 
Testと呼吸機能、身体機
能、身体能力、ADL能
力、QOLの関係

- 平成24年4月 CAT と呼吸機能、身体機能、身体能力、ADL 
能力、健康関連 QOL との関係を検証し、評
価項目の相対的な指標として CAT が臨床的
に有用であるかを検討することを目的とし
た。本研究の結果より、CATはCOPD患者の全
体像を把握するツールとして活用できる可
能性が示唆された。専門的な検査を行うこ
とができない病院、施設でも、CAT を用い
ることで簡便に COPD 患者の身体能力や 
ADL 能力、QOL の相対的な状態を把握する
ことができるのではないかと考える。ま
た、患者教育や病態管理を行う際の指標と
しても用いることができ、より的確な治療
やケアを提供できるのではないかと考え
る。
本人担当分：スライド作成の指導、口頭発
表の指導を担当した。
[共同発表者]今泉潤紀、白仁田秀一、堀江
淳、阿波邦彦、渡辺尚
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39．当院における呼吸リ
ハビリテーション継続脱
落課題と今後の展望

- 平成24年9月 呼吸リハの継続群と脱落群の身体機能の比
較、その背景を調査し、結果から今後の当
院における取組を検討した。継続率は42％
と低かったが男女差や身体機能の差は認め
られなかった。そのため、個人におけるモ
チベーションなどが関与したものと考えら
れる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]宮副孝茂、阿波邦彦、柳原加
奈子、財津和希、松本雄次、北島麻美、堀
江淳、山田穂積、古賀義行

40．佐賀県内の作業療法
士における呼吸リハビリ
の現状

- 平成24年10月 佐賀県内のOTにおける呼吸リハの現状を分
析した。結果、回答率は、施設が76％、個
人が84％であった。呼吸リハに興味を持つ
OTは多いが、施設基準や専門医の有無など
OT実施には環境的要因も影響されることが
示唆された。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成の指導を担当した。
[共同発表者]野崎忠幸、堀江淳、阿波邦
彦、市丸勝昭、林真一郎

41．間質性肺炎患者にお
けるCS-30と身体機能と
の関係COPD患者と比較し
て

- 平成24年10月 間質性肺炎におけるCS-30と身体機能の関係
をCOPD患者と比較しながら報告した。結
果、CS-30において間質性肺炎群はCOPD群よ
り有意な低回数を認めた。また、筋力や歩
行能力と強く関係した。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]上田真智子、阿波邦彦、堀江
淳、田中将英、林真一郎

42．mMRC息切れスケー
ル、CS-30、年齢を用い
たCOPD患者の漸増シャト
ルウォーキングテストの
予測式

- 平成24年10月 COPD患者の漸増シャトルウォーキングテス
トの予測式を作成することを目的とした。
結果、有効な予測式が算出され、診察室や
在宅などでも簡易的に評価できることが可
能になると考えられた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、直塚博
行、田中将英、林真一郎

43.男性慢性閉塞性肺疾
患（COPD）患者の体重支
持指数（WBI）0．6を示
すCS-30のカットオフ値

- 平成24年10月 COPD患者のWBIのカットオフ値を算出するこ
とを目的とした。結果、WBIが0.6に相当す
るCS-30のカットオフ値は16回であった。
COPD患者の活動指標としてのWBIは、CS-30
である程度の予測が可能であると示唆され
た。
本人担当分：スライド作成の指導を担当し
た。
[共同発表者]白仁田秀一、堀江淳、阿波邦
彦、八谷瑞紀、直塚博行、今泉潤紀、田中
将英、林真一郎、 渡邊尚
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44．COPD患者のmMRC息切
れスケール、CATに影響
を与える因子の検討

- 平成24年10月 COPD患者におけるドキュメント分類に基づ
きmMRCとCATの値で対象を2群に分け、身体
特性などの比較を行った。結果、mMRCとCAT
は、どちらもSGRQが影響しており、ドキュ
メント分類の症状はHRQOLが基準になること
が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]今泉潤紀、白仁田秀一、堀江
淳、阿波邦彦、八谷瑞紀、渡邊尚

45．当院における呼吸リ
ハビリテーション継続に
おける課題

- 平成24年10月 呼吸リハの継続群と脱落群の身体機能の比
較、その背景を調査し、結果から今後の当
院における取組を検討した。継続率は42％
と低かったが男女差や身体機能の差は認め
られなかった。そのため、個人におけるモ
チベーションなどが関与したものと考えら
れる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]宮副孝茂、阿波邦彦、柳原加
奈子、財津和希、松本雄次、堀江淳、山田
穂積、古賀義行

46．COPD患者の歩行距離
低下に与える身体機能的
影響因子の抽出と外出制
限に関する研究

- 平成24年10月 本研究の目的は、COPD患者の外出制限の一
指標である歩行距離低下の影響因子を抽出
し、そのカットオフ値を算出することであ
る。その結果、COPD患者の外出制限に影響
を及ぼす因子はmMRC息切れスケールと%膝伸
展筋力であった。そのカットオフ値は、
mMRCがGrade2、%膝伸展筋力は53.6%であっ
た。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、村田伸、
林真一郎、田中将英、堀川悦夫、山田穂
積、古賀義行

47．COPD患者において
　簡易的に6分間歩行距
　離テストを予測するこ
　とは可能か？

- 平成25年5月 本研究の目的は、診察室や在宅でもCOPD患
者における6MWTの予測式を作成することと
した。本研究のデザインは横断研究であ
る。有用な予測式を作成できた。これによ
り多忙な診療の中で 6MWT を簡便に予測す
ることが可能となりうる、臨床還元性の高
い貴重な研究であると思われる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、直塚博
行、今泉裕次郎、市丸勝昭、白仁田秀一、
宮副孝茂、江越正次朗、林真一郎
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48．COPD患者において簡
易的に6分間歩行距離テ
ストを予測することは可
能か?

- 平成25年5月 本研究の目的は、診察室や在宅でもCOPD患
者における6MWTの予測式を作成することと
した。141名（年齢73.3 ± 8.1歳）を解析
対象とした。結果、mMRC、CS-30、%FVC、年
齢が、呼吸機能を除いた分析では、mMRC、
CS-30、年齢が6MWTに影響することが明らか
となった。そして本研究の結果より、予測
精度の高い6MWTの予測式を作成することが
出来た。決定係数は0.5以上で適合度は高い
と評価できるため、本研究による予測式は
適合度が高く、男性COPD患者に対して有用
な予測式となりえる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、直塚博
行、今泉裕次郎、市丸勝昭、白仁田秀一、
宮副孝茂、江越正次朗、林真一郎

49．慢性閉塞性肺疾患患
者の健康関連QOLと生活
背景、身体特性との関係

- 平成25年5月 COPD患者の健康関連QOLにはどのような生活
背景や身体特性が関係しているのか調査す
ることとした。対象は、研究の参加に同意
が得られた安定期COPD患者142名である。生
活背景の運動習慣、高血圧、HOTの使用、呼
吸器での入院に有意な関連が認められたこ
とより、COPD患者の良好なQOLを確保するた
めには、運動習慣を身につけ、高血圧を予
防し、HOTの使用や入院に至るような呼吸器
疾患の重症化を可及的に予防することの必
要性が示唆された。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]江越正次朗、堀江淳、今泉裕
次郎、市丸勝昭、直塚博行、上田真智子、
白仁田秀一、阿波邦彦、田中將英、林真一
郎

50．ブリッジ力測定法の
有用性について地域在住
男性高齢者を対象に

- 平成25年5月 本研究では、ブリッジ力測定法の有用性に
ついて各種身体機能評価との関連性から検
討した。対象は、要支援および要介護状態
でない地域在住男性高齢者32 名（平均年齢
78.6 ± 6.8 歳、平均体重59.5 ± 7.2kg）
とした。ブリッジ力と下肢筋力を反映する
膝伸展筋力およびバランス能力を反映する
片脚立位保持時間、FRT との間に有意な相
関が認められた。その他、上体起こし、
TUG、長座体前屈との間には有意な相関は認
められなかった。
本人担当分：データ収集を担当した。
[共同発表者]政所和也、村田伸、宮崎純
也、堀江淳、阿波邦彦、上城憲司

第48回日本理学療法学術
大会
（愛知）

第48回日本理学療法学術
大会
（愛知）

第48回日本理学療法学術
大会
（愛知）
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51．運動療法を中心とし
た呼吸リハビリテーショ
ンが慢性呼吸器疾患患者
に及ぼす影響

- 平成25年6月 本研究は、COPD患者と間質性肺炎患者をは
じめとする慢性呼吸器疾患患者群を対象
に、全身持久力評価（シャトルウォーキン
グテスト、6分間歩行テスト）の結果から運
動強度の基準を同一方法で設定した呼吸リ
ハビリ介入効果を疾患別に比較検討し、身
体機能の改善およびADLの向上などの介入効
果を明らかとすることを目的とした。結果
より、両群ともADLなど同じ測定項目に改善
を認めた。全身持久力評価から運動強度を
決定した運動処方はCOPD以外の疾患でも有
用と考えられる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、宮副孝
茂、白仁田秀一

52．閉塞性換気障害を有
する地域在住高齢者の特
徴

- 平成25年10月 本研究の目的は、閉塞性換気障害を有する
地域在住高齢者の身体機能や主観的健康感
などから、その特徴を検証することとし
た。
閉塞性換気障害を有している地域在住高齢
者は主観的健康感が有意に低値を示し、そ
れ以外には有意差を認めなかった。このこ
とより、閉塞性換気障害がある場合、身体
機能の低下がなくとも、健康感に対する不
安感などが早期から低下していることが示
唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、堀江淳、
政所和也、八谷瑞紀、久保温子、江渡文、
上城憲司

53．胸腔鏡下手術
（VATS）後の身体機能と
健康関連QOLの低下を呈
した症例を経験して

- 平成26年2月 胸腔鏡下手術（VATS）後の身体機能と健康
関連QOL低下を呈した症例について検討し
た。症例1は左下葉扁平上皮癌の70歳代男、
症例2は右下葉扁平上皮癌の70歳代男で、術
後翌日から離床と周術期呼吸理学療法を開
始した。症例1の6MWDは術後1ヵ月時には
495mと著明に低下し、健康関連QOLもSF-8 
PCSは44.5→36.9へ低下した。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]平山善康、阿波邦彦、佃陽
一、太田垣あゆみ、山下直己、堀江淳

54．慢性閉塞性肺疾患患
者の健康関連QOLに影響
を及ぼす因子の検討

- 平成26年5月 安定期COPD患者57名に対し、健康関連QOLへ
の影響因子について生活背景や身体特性に
着目し検討した。有意な関連が認められた
項目を独立変数、SGRQを従属変数としてス
テップワイズ分析した結果、mMRC、運動習
慣、呼吸器疾患での入院の有無、%FEV1.0が
規定因子として抽出され、6MWDは除外され
た。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]江越正次朗、堀江淳、今泉裕
次郎、市丸勝昭、直塚博行、上田真智子、
白仁田秀一、阿波邦彦、宮副孝茂、田中將
英、林真一郎

第38回日本運動療法学会
（大分）

第23回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会学
術集会
（東京）

京都府理学療法学会
（京都）

第49回日本理学療法学術
大会
（神奈川）

保健医療学部リハビリテーション学科

1215



55．肺がん患者に対する
胸腔鏡下肺葉切除術
（VATS）後の身体機　能
および精神心理機能の変
化に関する検証

- 平成26年5月 本研究の目的は、術前の身体機能、精神心
理機能が、退院時にどのように変化してい
るか検討し、VATS施行患者の術後経過を検
証することとした。周術期呼吸理療法を実
施した13名であった。結果、TUGの所要時間
の延長、6MWDの有意な減少が認められた。
VATSは低侵襲であるため、早期離床が容易
に可能であるが、歩行時における疼痛や呼
吸機能の低下が原因で、それらの能力が低
下したものと考えられる。その一方、術後1
週間程度では、倦怠感や不安などの精神心
理機能面や健康関連QOLの改善には至ってい
ない。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成を担当した。
[共同発表者]平山善康、阿波邦彦、佃陽
一、太田垣あゆみ、松井萌恵、田中宇大、
堀江淳、山下直己

56．どのような慢性閉塞
性肺疾患患者が短期間で
運動耐容能を改善させる
ことができるのか?呼吸
リハビリテーションベー
スライン特性の多次元的
比較より

- 平成26年5月 本研究の目的は、運動耐容能が、3か月間の
呼吸リハビリで改善できた患者と改善でき
なかった患者の初期評価の種々の指標を比
較すること。更に、その特性を多次元的、
横断的に検証し、今後の呼吸リハビリプロ
グラム導入の在り方について提言すること
とした。COPD患者51例（男性44例、女性7
例、平均年齢74±9歳）とした。短期的な運
動耐容改善効果は、予測比一秒量に有意差
がなく、初期評価時の息切れ、運動耐容
能、ADL、QOLの評価に差が認められている
ことから、それらはCOPDの病期進行に依存
するものではなく、症状、運動耐容能など
能力の高低に依存する可能性が示唆され
た。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]堀江淳、白仁田秀一、阿波邦
彦、林真一郎

57．慢性閉塞性肺疾患患
者に対する呼吸リハビリ
テーションの長期効果身
体活動量の高い群と低い
群の効果

- 平成26年5月 1年間の呼吸リハについて、身体活動量の高
い群と低い群に分けて検討する事を目的と
した。1年間の呼吸リハ継続において、高活
動群は、mMRCスケール、%膝伸展筋力、運動
耐容能の項目で有意な改善を示した。一方
で低活動群は全てにおいて維持傾向を示し
た。両群において呼吸リハ開始当初は運動
習慣に差が認められないことからも、呼吸
リハ期間中に身体活動が向上させることが
長期の呼吸リハにおいて重要である事が示
唆された。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]白仁田秀一、今泉潤紀、堀江
淳、阿波邦彦、林真一郎、渡辺尚

58．胸腔鏡下肺葉切除術
（VATS）後1ヵ月時にお
けるATポイントでのMETs
の差異で術前の身体機能
に違いはあるか?

- 平成26年9月 本研究の目的は、胸腔鏡下肺葉切除術（以
下、VATS）後1ヵ月時におけるATポイントで
のMETsの差異で術前の身体機能に違いがあ
るか検証することとした。周術期呼吸理療
法を実施した23名（男性16名、女性7名）で
あった。3METs以下群は有意に術前の体重比
膝伸展筋力（p<0.05）が低値を認めたが、
それ以外には有意差を認めなかった。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、宮副孝
茂、白仁田一

第49回日本理学療法学術
大会
（神奈川）

第49回日本理学療法学術
大会
（神奈川）

第49回日本理学療法学術
大会
（神奈川）

第33回日本臨床運動療法
学会
（大阪）
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59．慢性閉塞性肺疾患患
者における6分間歩行テ
スト後の息切れ優位群と
下肢疲労優位群の身体機
能の比較

- 平成26年9月 6分間歩行テスト後に下肢疲労感よりも息切
れ感を強く感じる群を息切れ優位群、下肢
疲労感の方が強く感じる群を下肢疲労優位
群とし、両軍の呼吸機能、身体機能に差が
あるのか検証した。結果、下肢疲労優位群
は下肢筋力が低下していることが示唆され
た。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成を担当した。
[共同発表者]松本雄次、宮副孝茂、財津和
希、北島麻美、手島由美子、小野智史、山
田穂積、古賀義行、阿波邦彦

60．当院における透析中
の運動療法の実際いつま
でも歩ける透析患者をめ
ざして

- 平成26年9月 今回、運動療法の効果を実感できた症例を
報告する。【症例】80歳代の男性。原疾患
は慢性糸球体腎炎。脊椎カリエス・狭心症
の既往あり。要介護2。2012 年末より活動
量低下、転倒を繰り返し歩行困難となる。
翌5月より透析中の下肢床上運動を開始しPT 
の運動機能評価と運動処方に基づき透析後
の下肢ストレッチも実施している。1年後の
評価で下肢筋力向上し転倒リスクが減少し
た。また意欲的に生活し運動を継続してい
る。
本人担当分：抄録・スライド作成、発表準
備を担当した。
[共同発表者]坂あゆみ、阿部美穂、池田友
子、半田誠、安田真知子、富田耕彬、阿波
邦彦、岩瀬弘明

61．透析患者の転倒危険
因子に関する調査

- 平成26年9月 転倒危険因子に関して検討を行ったので報
告する。
外来透析患者81名に対し、半年間の転倒歴
を調査した。転倒危険因子として年齢、透
析歴、転倒恐怖感、バーセルインデック
ス、外出頻度、日常作業頻度、透析日・非
透析日の臥床時間の７項目とした。
結果、転倒群は24名、非転倒群は57名で、
転倒因子として日常作業頻度が抽出され
た。透析患者の転倒危険因子は日常活動頻
度が低下している者ほど転倒しやすいこと
が示唆された。
本人担当分：統計解析、スライド作成を担
当。
[共同発表者]成瀬綾、辻節子、南出悦子、
宮本和代、荒木陽子、岩瀬弘明、阿波邦
彦、廣川隆一、 安田真知子、富田耕彬

62．COPD患者の心理面に
おける呼吸機能、身体機
能、能力、ADL、QOLの差
の検討

- 平成26年10月 本研究は、COPD 患者の心理的要因として 
HADS を用い不安・抑うつを疑診群と非疑診
群に分類し、それぞれの呼吸機能、身体機
能、身体能力、ADL 能力、QOL への差につ
いて検討することとした。結果、不安得点
の 2 群間比較において、mMRC、SGRQ、CAT 
は疑診群が有意に高く、抑うつ得点の 2 群
間比較においては、SGRQ、CAT、NR-ADL は
疑診群が有意に高かった。また、HADS の不
安における SGRQ のカットオフポイントは 
50.8 点（AUC；0.82）であった。統計解析
を担当した。
本人担当分：統計解析、スライド作成を担
当。
[共同発表者]松枝希見子、今泉裕次郎、堀
江淳、阿波邦彦、池田さやか、小池この
み、梅口仁美、河島通博、林真一郎

第24回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会学
術集会
（奈良）

第4回日本ヘルスプロモー
ション理学療法学会学術
大会
（京都）

第35回滋賀腎・透析研究
会
（滋賀）

第35回滋賀腎・透析研究
会
（滋賀）
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63．COPD患者のISWT終了
時における自覚症状の違
いは、身体機能に差を生
じさせるか?

- 平成26年10月 COPD患者の漸増 Shuttle Walking Test終了
時に息切れ感が強く感じる群と下肢疲労感
が強く感じる群の身体機能などの特性を比
較した。結果、年齢や呼吸機能、呼吸筋
力、ISWT に有意差を認めなかったが、下肢
疲労感優位群は、息切れ感優位群よりも握
力（p＜0.044）、体重比膝伸展筋力（p＜
0.002）、Timed up and go test（p＜
0.014）が有意に低下していた。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]諸富誠一、古賀秀作、阿波邦
彦、堀江淳、林真一郎

64．胸腔鏡下肺葉切除術
前の高齢者がん患者にお
ける心肺機能と健康関連
QOLとの関係パイロット
スタディ

- 平成27年3月 本研究の目的は、胸腔鏡下肺葉切除術
（VATS）前の肺がん患者における心肺機能
と健康関連QOLとの関係を検証することとす
る。術前肺がん患者は、先行研究と同様に
健康関連QOLは高くはなく、Peak VO2は低下
していた。今回、PCSに関係しているのは
Peak VO2とVE/VCO2 slopeであるが、Peak 
VO2はModel 2～4より、見かけ上の相関であ
る可能性が示唆された。一方で、PCSは年齢
や性別を考慮した状態でもVE/VCO2 slopeと
負の相関を認めた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、平山善
康、山下直己、伊藤健一

65. 肺癌葉切除例の年齢
の差異による術後身体機
能と健康関連QOL変化の
関係

- 平成27年6月 本研究では、肺癌葉切除術後の身体機能と
健康関連QOLについて、年齢の違いによる術
前、術後、退院後の継時的変化を検討し
た。退院期において手術操作後の肺容量の
減少による%FVCやPeakTVなどの換気量低下
はあるものの、最大運動能力や最大仕事量
としてのPeakVO2/Wt、PeakWRに有意な低下
は認めなかった。疼痛、息切れ、歩行能力
の改善に向けた治療アプローチの効果が、
高齢者の健康関連QOLにいくらかの影響を与
える可能性が期待される。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]市丸勝昭、堀江淳、阿波邦
彦、林真一郎、光岡正浩

66. 肺癌葉切除例の年齢
の差異による術後身体機
能と健康関連QOL変化の
関係

- 平成27年6月 本研究は、VATSにて肺葉切除を実施した症
例に対し、周術期リハビリテーションを実
施し、身体能力、健康関連QOLが術前から術
後1ヵ月にかけて、どのように変化している
か前向き研究で検証した。VATS前後から術
後1ヵ月にかけて、身体能力および健康関連
QOLの変化を前向きに検証した。結果、呼吸
機能は低下したままだが、運動耐容能は術
後1ヵ月で術前の値まで回復することが示唆
された。しかしながら、健康関連QOLは1ヵ
月では改善できない可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、平山善康 山下直
己、堀江淳、太田垣あゆみ、松井萌恵、出
見世 真人 佃陽一、伊藤健一

第24回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会学
術集会
（奈良）

第16回日本健康支援学会
（福岡）

第50回日本理学療法学術
大会
（東京）

第50回日本理学療法学術
大会
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67. 地域在住虚弱高齢者
における二重課題下歩行
トレーニングが身体機
能・身体能力に及ぼす効
果の検証

- 平成27年6月 本研究の目的は、虚弱高齢者に対するDT効
果を身体機能，身体能力、ADLの6ヶ月間の
変化から縦断的に検証することである。研
究デザインは無作為化対照試験とし、研究
のプロトコールは、「通常の理学療法」の
みを実施した群を対照群（n＝15）、「通常
の理学療法」に加え、DTを追加した群を介
入群（n＝15）とした。FIM（合計）、FIM
（運動）、長座位体前屈、障害物歩行、最
速歩行時間は有意な期間の主効果を認めて
おり、ADL、柔軟性、動的バランス、瞬発的
歩行能力の改善にはPTプログラムは有効か
もしれない。しかし、MMSE、FIM（認知）、
老研式活動能力指標、上体起こし回数、握
力、6MWD、%QF、TUG、FR、片脚立位時間は
PTプログラムが有効でない可能性が示唆さ
れた。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成を担当した。
[共同発表者]北村智哉、萩原崇、小島宏
志、阿波邦彦、堀江淳

68．下肢荷重力測定にお
ける日常生活動作自立度
判定の基準　訪問リハビ
リテーション利用者での
検証

- 平成27年9月 本研究は下肢荷重力がADLの自立度判定基準
として有用か否かの検証を行った。訪問リ
ハ利用者44名を対象とした結果、カットオ
フは63.1％であった。AUCは0.67-0.73で
あった。これにより、他専門職種や利用者
本人、またはその家族が、利用者のADL自立
度を共通認識できると考えられる。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成を担当した。
[共同発表者]窓場勝之、大杉紘徳、阿波邦
彦、村田伸

69．閉塞性換気障害ある
いは拘束性換気障害を呈
する地域在住高齢者の身
体機能の特徴

- 平成27年9月 本研究の目的は、地域在住高齢者における
閉塞性換気障害と拘束性換気障害の優勝率
を明らかにし、正常群を含む3軍艦の身体機
能を比較検証することである。128名を対象
とした結果、正常群は66.7％、閉塞性換気
障害軍は11.7％、拘束性換気障害群は
19.1％であった。群間比較において有意差
は認めなかった。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、堀江淳、
岩瀬弘明、政所和也、八谷瑞紀、久保温
子、平尾文、伊藤健一、上城憲司

70．閉塞性換気障害なら
びに拘束性換気障害を有
する未診療地域在住高齢
者の身体機能的特徴

- 平成27年10月 本研究は、閉塞性換気障害ならびに拘束性
換気障害を有する未診療地域在住高齢者の
身体機能的特徴を検証することを目的とし
た。地域在住高齢者270名に対し、身体機能
や呼吸機能などを計測し、年齢と性別を共
変量とした共分散分析で検証した結果、拘
束性換気障害群は身体機能の一部が低下し
ている可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、白岩加代
子、安彦鉄平、窓場勝之、伊藤健一、堀江
淳
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71．高齢者の認知機能低
下に関連する身体・精神
機能の検討　地域在住高
齢者を対象とした1年間
の縦断調査

- 平成28年3月 本研究の目的は、地域在住高齢者の1年後の
認知機能低下にかかわる身体・精神機能を
明らかにすることである。対象は123名で
あった。結果、1年間の追跡機関で認知機能
が低下した対象は35名であり、ベースライ
ンのTUG、足把持力の成績が悪くMMSEが高い
ものが経過することが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]大杉紘徳、村田伸、白岩加代
子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江
淳

72．気道閉塞別にみた地
　域在住高齢者の身体・
　認知機能の差異閉塞性
　換気障害群、COPDに
　分類できない分類不能
　群と正常群における
　比較

- 平成28年3月 本研究の目的は、地域在住高齢者を気道閉
塞別に分類し、身体および認知機能の差異
について検討することとした。対象は、体
力測定会で地域在住高齢者252名とした。3
群間における各測定項目の比較では、分類
不能群は、予測比努力性肺活量が他2群より
も有意に低下していた。また、体脂肪量が
閉塞性換気障害群よりも有意に多かった。
しかし、身体および認知機能において、分
類不能群は他2群と有意差は認められなかっ
た。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、堀江淳、
安彦鉄平、大杉紘徳、白岩加代子、窓場勝
之

73．地域在住高齢女性に
おける疼痛の部位数と身
体・認知・精神心理機能
の差異

- 平成28年3月 本研究の目的は地域在住高齢女性を対象に
疼痛の部位数と身体、認知、精神心理機能
の関連について検討することとした。対象
は241名であった。疼痛の部位数が1か所の
高齢者はと通のないものと同等の身体機能
を有しているものの主観的健康感が低下し
ていることが明らかになった。そのため、
身体的なアプローチだけでなく、ストレス
マネジメントなども必要であると考える。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]安彦鉄平、村田伸、阿波邦
彦、大杉紘徳、白岩加代子、堀江淳、窓場
勝之

74．長下肢装具を作成し
た脳卒中患者の在宅復帰
率と身体的特徴の検討

- 平成28年3月 本研究は長下肢装具を処方された患者が、
その後、短下肢装具へと移行できたか否か
に着目し、移行できなかった患者の転機先
を示すともに、そのリハ開始時の機能的特
徴を明らかにする。結果、長下肢装具から
短下肢装具へと移行できなかった群は、移
行できた群よりも在宅復帰率が低く、入院
時の機能障害の程度やADLが低いことが示さ
れた。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]窓場勝之、大杉紘徳、阿波邦
彦、村田伸
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75． 特異的運動耐容能
を呈するCOPD患者の呼吸
リハビリテーションにお
ける変化特性についての
検証

- 平成28年5月 本研究は、COPD患者の1年間の縦断的分析か
ら、呼吸リハビリテーションにおける変化
の特性を多施設共同の前向きコホート研究
で明らかにすることを目的とした。COPD患
者294例のうち、1年間、呼吸リハビリが継
続できた49例とした。呼吸リハビリに関す
る1年間の効果は、特異的運動耐容能を有す
るCOPD患者では、多くの指標において変化
に乏しく、現状維持が呼吸リハビリの目標
となるのかもしれない。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]堀江淳、白仁田秀一、阿波邦
彦、林真一郎

76． 肺がん患者の健康
康関連QOLと身体能力の
術後回復過程

- 平成28年5月 本研究の目的は、胸腔鏡下肺葉切除術（以
下、VATS）で肺葉切除を施行された症例の
術後3カ月間における身体能力、健康関連
QOLの縦断的変化を明らかにすることとし
た。反復測定共分散分析の結果、術後1ヵ月
後に有意に低下したのは、呼吸機能、握
力、SF-36 PCS、SF-36 RCSであった。呼吸
機能とSF-36 PCSの術後3ヵ月後は術前より
も有意に低下していた。TUG、Peak VO2、
SF-36 MCSは各時点において有意差を認めな
かった。また、各群におけるSF-36の変化で
は、運動耐容能の低い群が術後優位に低下
していた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、平山善康、山下直
己、堀江淳、太田垣あゆみ、松井萌恵、出
見世真人、佃陽一、伊藤健一

77. 長下肢装具のカット
ダウンにおける身体機能
要因の検証

- 平成28年5月 本研究では、カットダウンに影響する身体
機能要因を明らかにすることを目的とし
た。本研究は後ろ向き研究として平成21年
から平成27年までにA病院に入院し、KAFOを
作成した脳卒中患者43名（年齢74.2±12.2
歳）の情報を調査した。入院直後のFIMに影
響する身体機能要因と、カットダウンした
か否かに影響する身体機能要因は，ともに
SIAS下位項目が抽出された。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]窓場勝之、大杉紘徳、阿波邦
彦、岩瀬弘明、村上貴士、東智里

78. 血液透析患者におけ
るADL困難感に関連する
要因の検証

- 平成28年5月 本研究は、ADL困難感を測定可能である透析
患者移動動作評価表（以下、ADL評価表）を
用いてADL困難感に影響を及ぼす身体機能を
横断的に検討した。対象は、研究の参加の
同意が得られた当院透析センター通院中の
血液透析患者58名（男性38名、女性20名、
平均年齢68.1±10.5歳、BMIは20.9±2.9）
とした。ADL評価表は%膝伸展筋力、SPPB合
計点、立位バランス、，起立・着席、4m歩
行、起立・着席時間、歩行時間と有意な相
関関係が確認された。さらにADL評価表を従
属変数とした重回帰分析において起立・着
席時間、歩行時間、が影響因子として抽出
された（R2=0.297，p＜0.001）。
本人担当分：統計解析、考察指導を担当し
た。
[共同発表者]田中宇大、小林光子、山田優
美子、辻博子、阿波邦彦
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79. 地域在住虚弱高齢者
における二重課題下歩行
トレーニングが身体機
能・身体能力に及ぼす効
果の検証

- 平成28年5月 本研究は、12ヶ月間の縦断的な検証によ
り、要介護高齢者に対するDTの効果を認知
機能、身体機能、ADLから明らかにすること
を目的とした。
統計解析、考察指導を担当した。対象は通
所リハビリテーションを利用し、12ヶ月間
の縦断調査が可能であった要介護高齢者23
名であった。老健式活動能力指標（p＜
0.05）において交互作用を認め、介入後の
介入群で対照群よりも有意な高値を示し
た。DTは社会適応能力の改善に有用である
可能性が示唆された。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]北村智哉、萩原崇、阿波邦
彦、大杉紘徳、堀江淳

80．肺がん患者の術前に
おける歩行テストの臨床
意義

- 平成28年10月 本研究の目的は、肺がん患者の術前におけ
る歩行テストの臨床意義を身体機能および
健康関連QOLとの関係から検証することであ
る。歩行テストは身体機能および健康関連
QOLの身体機能に関わる領域と有意な相関を
認め、影響する指標であった。加えて術後
1ヵ月後の健康関連 QOL と有意な相関を認
めたことにより、術前における歩行テスト
は健康関連QOLの観点からも臨床上意義のあ
る評価指標であることが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、内藤紘
一、平山善康、太田垣あゆみ、松井萌恵、
田中宇大、小池初慧、山下直己、伊藤健一

81．高齢者における筋力
の非対称性と身体動揺性
の関係

- 平成28年10月 本研究は、地域在住高齢者を対象に、膝伸
展筋力、足把持力、握力の非対称性と歩行
時の身体動揺性との関係性を検討すること
とした。結果、足把持力の非対称性は歩行
時における身体動揺性との間に有意相関を
認めた。一方、膝伸展筋力および握力の非
対称性は、歩行時における身体動揺性との
間に有意相関を認めなかった。また、身体
動揺性を増大させる足把持力の非対称性の
カットオフ値は23.5％であった。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]幸田仁志、甲斐義浩、村田
伸、大杉紘徳、阿波邦彦、福本貴彦、今北
英高
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82. 地域高齢者の認知機
能低下に影響する要因の
検討

- 平成29年5月 本研究では、2年間の縦断調査から、地域高
齢者の認知機能低下に影響する要因を、身
体機能と抑うつ状態に着目して明らかにす
ることとした。対象はにMMSEが28点以上
で，認知機能障害がないと判断された78名
とした。低下群、維持群の2群間で各測定値
を比較した結果、抑うつ傾向の有無で有意
差を認め、低下群では2014年時点に抑うつ
傾向を有している者の割合が有意に高かっ
た（P＜0.05、低下群44%、維持群17%）。ロ
ジスティック回帰分析の結果、認知機能低
下の有無に関わる要因として有意であった
のは抑うつ傾向の有無のみであり、オッズ
比は8.89だった（95%信頼区間；1.55-
51.10、P=0.014）。
本人担当分：データ収集を担当した。
[共同発表者]大杉紘徳、村田伸、白岩加代
子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、岩瀬
弘明、内藤紘一、堀江淳

83. Characteristics of

Physical and Mental

Function in Community

Dwelling Elderly  Women

with Pain

（痛みを伴う女性地域在
住高齢者における身体
的・精神的機能の特徴）

- 平成29年5月 本研究の目的は、地域在住高齢女性と疼痛
の有無との機能的差異を調査することで
あった。
データ収集を担当した。対象は186名の高齢
女性であった（平均年齢：72.5歳、SD：
5.9）。 痛みのないグループと比較して、2
つ以上の痛みを伴う領域を有するグループ
では、主観的な健康の満足度が低下した。 
睡眠の質は、痛みのない群よりも中程度の
痛みを伴う群で痛みが減っていた。
[共同発表者]Teppei Abiko、Shin Murata、

Hironori Ohsugi、Katsuyuki Madoba、Kunihiko 

Anami、Kayoko Shiraiwa、Jun Horie

84. 肺がんサバイバーの
術後QOLを予測する術前
心肺運動負荷試験

- 平成30年3月 本研究は、胸腔鏡下肺葉切除術後1カ月時に
体の痛みを訴える肺がんサバイバーの心肺
機能の変化や手術関連情報、併存疾患など
から、その特徴を検証することを目的とし
た。肺がんサバイバー35名を対象に、呼吸
機能、筋力、心肺運動負荷テスト、疼痛指
標を測定した。結果、疼痛低下群と疼痛不
変群に分け、術前データを比較したとこ
ろ、両群間に有意な差は認められなかった
ため、術後疼痛を誘発するであろう対象者
を予測することは困難であった。一方、疼
痛低下群は運動耐容能の指標が有意に低下
することが明らかとなった。
本人担当分：データ収集、解析、考察を担
当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、平山善
康、山下直己、伊藤健一
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85. 地域高齢者の最速歩
行速度と下肢筋力の非対
称性との関係について

- 平成30年3月 本研究は地域在住高齢腰痛者16名の疼痛軽
減あるいは疼痛既往者9名の再発予防を目的
に、腰痛の危険因子の一つである脊柱のア
ライメントに着目した腰痛予防・改善教育
プログラムを実施し、その効果について検
証した。結果、腰痛群は介入前に比べ介入
後では痛みの程度を示すVASが有意に改善し
たが、下肢筋力は有意に減少した。一方、
腰痛既往群では介入前に比べ介入後に破局
的思考が有意に高まった。
本人担当分：データ収集、解析を担当し
た。
[共同発表者]幸田仁志、甲斐義浩、村田
伸、阿波邦彦

86. 腰痛者および腰痛既
往者に向けた不良姿勢に
対する介入効果の検証

- 平成30年3月 本研究は地域在住高齢者85名を対象に膝伸
展筋力と足趾把持力、握力の非対応性を測
定し、歩行速度との関係性について検証し
た。結果、歩行速度に影響する要因とし
て、足趾把持力の非対称性、足趾把持力の
最大筋力、CS-30が抽出された。地域高齢者
の済足歩行速度には、足趾把持力の最大筋
力のみならず、その非対称性が影響してい
ることが示された。
本人担当分：データ収集を担当した。
[共同発表者]安彦鉄平、村田伸、岩瀬弘
明、佐藤節子、 茅原太郎、窓場勝之、阿波
邦彦

87. 呼吸器外科術後1ヵ
月時に体の痛みを訴える
肺がんサバイバーは心肺
機能が低下している

- 平成30年7月 本研究の目的は、肺がん患者の胸腔鏡下肺
葉切除術前後における心肺運動負荷試験や
QOLの変化を調査し、術後QOLを術前心肺運
動負荷試験から予測できるか検証すること
である。腔鏡下肺葉切除術を受けた35名を
対象に、QOLはSF-36を用いて、呼吸代謝能
は心肺運動負荷試験と呼吸機能検査を用い
て測定した。結果、縦断的変化では呼吸機
能とQOLは有意に低下した。心肺運動負荷試
験はpeak VO2とpeak Loadが有意に減少した
が効果量は小さかった。そして、術後のQOL
の大小に関する心肺運動負荷試験結果をROC
曲線で解析した結果、中等度以上の正確性
を有するのは，peak VO2であった。
本人担当分：データ収集、解析、考察を担
当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、平山善
康、山下直己、大杉紘徳、伊藤健一

88. 外来COPD患者におけ
る全身持久力改善群と非
改善群の特性比較

- 令和元年5月 外来リハビリテーションにおいてISWTが48m
以上改善した群（13例）と改善しなかった
群（23例）の特性を調査した結果、体重比
膝伸展筋力、LSA、MNA-SFは期間の主効果を
認めたが交互作用は認めなかった。交互作
用を認めたのはHADS（不安）とSGRQであ
り、HADS（不安）では、改善群が有意な改
善を認めたのに対し、非改善群は有意な変
化を認めなかった。SGRQでは、改善群、非
改善群ともに有意な改善を認めた。
本人担当分：解析、考察を担当した。
[共同発表者]松本雄次、阿波邦彦、宮副孝
茂、山田穂積、古賀義行、林真一郎、はが
くれ呼吸ケアネット

第19回日本健康支援学会
学術大会
（京都）

第19回日本健康支援学会
学術大会
（京都）

第55回日本リハビリテー
ション医学会学術大会
（福岡）

第56回日本リハビリテー
ション医学会学術大会
（兵庫）
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89. 肺葉切除術前の肺が
んサバイバーにおけるヘ
ルスリテラシーと健康関
連QOL、身体機能との関
連

- 令和2年3月 胸腔鏡下肺葉切除術を行う肺がんサバイ
バーの術前のHLと身体機能・健康関連QOLと
の関係を検証した。腔鏡下肺葉切除術を受
けた21名を対象に、FCCHL、身体機能、SF-
12を測定した。結果、術前肺がんサバイ
バーにおいて、3つのHLおよび全体HLは健康
関連QOLの尺度であるSF-12の身体機能や日
常役割機能、活力などと関連することが明
らかとなった。
本人担当分：データ収集、解析、考察を担
当した。
[共同発表者]阿波邦彦、島雅晴、池田聖
児、吉川正起、鈴木昌幸、伊藤公美子、木
下翔太、小菅友里加、中橋玲那、田中太
晶、岡見次郎、堀江淳

90. 地域在住高齢者にお
ける歩行速度とヘルスリ
テラシーの関連

- 令和2年3月 地域在住高齢者の歩行速度とヘルスリテラ
シー、年齢や身体機能との関連を検証し
た。対象は地域在住高齢者255名とした。結
果、歩行速度に影響する要因に年齢、身
長、CCHL、CS-30が抽出された。歩行速度に
年齢や身長、身体機能だけでなく、ヘルス
リテラシーが独立して影響することが示唆
された。
本人担当分：データ収集、解析、考察を担
当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、岩瀬弘
明、白岩加代子、安彦鉄、合田明生、中野
英樹、野中紘士、堀江淳

第21回日本健康支援学会
年次学術大会
（沖縄）

第21回日本健康支援学会
年次学術大会
（沖縄）
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「国際会議」

1．Physical Evaluation to

Chronic Lung Failure  for

Pulmonary  Rehabilitation

（呼吸リハビリテーショ
ンのための慢性呼吸器疾
患に対する身体的評価）

- 平成21年3月 本研究は呼吸不全患者に対する呼吸リハビ
リテーション評価を検証することを目的と
する。検証１：6分間歩行距離テストにおい
て、酸素カートの運搬方法の違いが測定値
に差異を生じさせるかを検討した。酸素
カートを自己牽引した方が歩行距離が短く
なり、他者が運搬する方がより客観的に評
価できることが示唆された。検証2：慢性呼
吸不全患者を対象にTUGを行った。MRC別比
較を行い、MRC 2とMRC 3、4との間に有意差
が確認されたことから、重症慢性呼吸不全
患者の機能的移動能力の評価として、より
鋭敏に反応する評価であると考えられた。
これらよりTUGが慢性呼吸不全患者において
評価法の一つに成りえることが示唆され
た。以上の2つの検証を英語のみで発表し、
質疑応答を行った。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表担当。
[共同研究者]Kunihiko ANAMI、Jun

HORIE、Syuuichi SHIRANITA、Kimiyuki

MOTONAGA、Ryo MORIZONO、Etsuo

HORIKAWA

2．Prediction of 

incremental shuttle walking 

test in patients with COPD

（COPD患者における漸進
的シャトルウォーキング
テストの予測）

- 平成25年9月 本研究の目的は、COPD患者を対象に実施時
間や限られたスペースで漸増シャトル
ウォーキングテスト予測式を作成すること
とした。対象は安定しているCOPD患者115名
とした。対象は安定しているCOPD患者115名
とした。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]Kunihiko Anami、Yosiyasu

Hirayama、Naoki Yamashita、Naoki

Yamashita、Yoichi Tsukuda、Jun Horie

3．Relationships between  

changes in the  respiratory 

distress  level of COPD 

patients undergoing a six- 

minute walking  distance 

test, their  physical 

functions,  and exercise 

capacity

（6分歩行距離試験を受
けたCOPD患者の呼吸窮迫
レベルの変化、その身体
機能および運動能力の関
係）

- 平成25年9月 研究の目的は、6MWD試験後の呼吸苦痛レベ
ルの変化が、身体機能、運動能力、ADL、お
よび健康関連QOLに及ぼす影響を調べること
とした。被験者は、呼吸器リハビリテー
ションを受けていた安定期の181人のCOPD患
者（男性167人、女性14人、平均年齢73.3±
9.4歳）であった。結果、呼吸困難に影響を
与える因子として6MWDのみが抽出された。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]Jun Horie、Kunihiko Anami、

Masahide Tanaka、Shin-ichiro Hayashi

4．Video-assisted  

throracoscopic surgery 

decrease the physical 

performances of lung  

cancer patients: shortterm 

prospective study

（ビデオ支援胸腔鏡手術
は、肺癌患者の身体的能
力を低下させる：短期前
向き研究）

- 平成26年9月 研究の目的は、肺癌患者における身体パ
フォーマンスや精神機能へのVATSの短期的
効果を明らかにすることとした。18名を対
象とし、術前と術後を比較した。結果、
VATSは短期的には身体機能を低下させるた
め、術後のリハビリテーションが必要であ
る。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]Kunihiko Anami、Yosiyasu

Hirayama、 Naoki Yamashita、Naoki

Yamashita、Yoichi Tsukuda、Jun Horie

Yuanpei University 

International Students 

Academic Presentation、 

2009

（台湾）

European Respiratory 

Society

Annual Congress 2013

（バルセロナ）

European Respiratory 

Society

Annual Congress 2013

（バルセロナ）

European Respiratory 

Society

Annual Congress 2014

（ミュンヘン）
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5．Changes in the  physical 

functions  and health-

related  quality of life of  

elderly patients  with lung  

cancer undergoing  video-

assisted 

  thoracoscopic surgery

 （ビデオ支援胸腔鏡
　手術を受けている肺
　癌高齢患者の身体機
　能と健康関連QOLの
　変化）

- 平成27年9月 研究の目的は、肺癌を有する高齢患者にお
ける身体機能とHRQOLに対するVATSの影響を
明らかにすることであった。30名を対象と
し、術前と術後1ヶ月を比較した。結果、
VATSは努力肺活量は低下し、Peak VO2は1ヶ
月後に術前値に回復した。一方HRQOLは大幅
にVATS後に減少し、有意な改善が認められ
なかった。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]Kunihiko Anami、Yosiyasu 

Hirayama、Naoki Yamashita、Naoki 

Yamashita、Jun Horie、Kenichi Ito

6．Validity and intra- class 

reliability of  spirometry 

using a  mask instead of a  

mouthpiece

（マウスピースの代わり
にマスクを用いた肺活量
測定の有効性とクラス内
信頼性）

- 平成28年9月 研究の目的は、マウスピースの代わりに
フェイスマスクを使用して肺機能検査を行
い、結果の妥当性と信頼性を検討すること
とした。結果、有効性と信頼性を確認し、
フェイスマスクを使用することが可能であ
るとこを示唆した。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]Kenichi Ito、Koji Nonaka、

Shohei Takeda、Takeshi Nishikawa、Kunihiko

Anami、 Jun Horie、Morihiro Tsujishita、

Hirobumi Kawamura

European Respiratory 

Society

Annual Congress 2015

（Amsterdum）
（アムステルダム）

European Respiratory 

Society

Annual Congress 2016

（ロンドン）
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「科学研究費補助金取得
状況」

科学研究費補助金
若手研究B

〔研究費〕

- 平成25年4月
～

平成28年3月

課題名「健康関連QOLに着目した、新たな肺
がん葉切除術前後のがんリハビリテーショ
ンの開発」

研究経費:3,300千円（直接経費）
研究経費:990千円（間接経費）
＜研究概要＞
肺がん葉切除術前後の健康関連生活の質
（QOL）が変化する要因を分析し、がんリハ
ビリテーションが肺がん葉切除術後の身体
機能や健康関連QOLに及ぼす効果を検討し
た。研究参加者は胸腔鏡下肺葉切除術が施
行され、術後12週間の縦断調査が可能でっ
た36名とした。結果、身体機能、健康関連
QOLは術後1週後に有意な低下を認めたが、
術後4週後から術後12週後にかけて、身体機
能、健康関連QOLは有意に改善した。しかし
ながら、健康関連QOLは術前よりも有意に低
下していた。これらの結果から、身体能力
を維持・向上させるだけでは健康関連QOL対
策としては不十分であることが示唆され
た。

（共同研究者）
研究代表者：阿波 邦彦
セッティング調整：堀江 淳
調査測定：平山 善康
リクルート協力：山下 直己
研究指導：伊藤 健一

大阪ガス研究助成 - 平成28年4月
～

平成29年3月

課題名「高齢肺がん患者の術前後における
呼吸代謝能評価スケールの開発」

助成額：700千円
＜研究概要＞
高齢肺がん患者のVATS前後において、呼吸
機能と健康関連QOLは有意に低下した。ま
た、術後健康関連QOLは術前の呼吸代謝能と
有意な相関を認めたが、呼吸機能、筋力、
歩行能力とは有意な相関を認めなかった。
そこで、術後のQOLの大小に関するカットオ
フをROC曲線で解析し、活用が期待できる
カットオフが算出された。

（共同研究者）
研究代表者：阿波 邦彦
セッティング調整：堀江 淳
調査測定：平山 善康
リクルート協力：山下 直己
データ解析：大杉 紘徳
研究指導：伊藤 健一

日本学術振興会

大阪ガスグループ福祉財
団
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科学研究費補助金
若手研究B

〔研究費〕

- 平成29年4月
～

現在に至る

課題名「術後の健康関連QOLの早期回復を目
的とした肺がん患者教育プログラムの開
発」

研究経費:3,200千円（直接経費）
研究経費:960千円（間接経費）
＜研究概要＞
我々は以前、肺がん外科的手術後の患者の
健康関連QOLを術前の状況まで回復するのに
3ヵ月以上を要することを明らかにした。
そこで本研究は、肺がん患者の術前と術後
における身体・認知・健康関連QOL・ヘルス
リテラシーを客観的に評価し、健康関連QOL
の回復遅延要因を明らかにし、新たな肺が
ん患者教育プログラムを作成することを目
的としている。現在、肺がん葉切除術を受
ける研究参加者の身体機能・健康関連QOL・
ヘルスリテラシーを客観的に調査し、術後
における健康関連QOLの回復遅延要因を前向
き研究などによって検討しているところで
ある。
（共同研究者）
研究代表者：阿波 邦彦
セッティング調整：堀江 淳
調査測定：池田 聖児、島 雅晴、鈴木 昌
幸、加藤 祐司、伊藤 久美子
リクルート協力：岡見 次郎

日本学術振興会
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 平成 23 年 4 月

～平成 25 年 3

月 

大阪行岡リハ

ビリテーショ

ン専門学校

平成 25 年 4 月

～平成 31 年 3

月 

大阪行岡医療

大学 

「神経障害評価法」では、基礎知識の理解度を確認する

ために授業内で国家試験問題を用いたり、授業開始毎に

復習小テストを行った。検査技術ではグループによる実

技練習を行わせた後に発表形式で意見交換を実施した。

授業評価は筆記試験、およびオスキーを基本とした実技

テストを実施し、知識と検査技能の総合評価を行った。

「日常生活活動学」では ADL 評価についての知識と実技

指導の総論の講義を行った。またグループ単位で車椅子

や杖などを用いた模擬生活体験を学外の環境の中で実施

し、生活に必要とされる身体・認知機能と動作能力の関

連性について深く考慮できるよう、グループ間で発表や

討論を実施した。

「運動学」では解剖学を基盤に身体の姿勢および動作を

理解することを目的に、各関節の制御機構や動きに関わ

る筋肉の働き、歩行分析や姿勢の分析についてエビデン

スに基づき講義した。特に、歩行に必要とされる関節運

動や筋収縮について興味を持ち理解を進めるため歩行カ

ードを作成、学生同士でカードを組み合わせるアクティ

ビティを取り入れた。

「臨床運動学」では疾患を持つ患者の異常な姿勢や動作

のメカニズムを、運動学的考察に加え、運動力学的考察

や姿勢反射的考察など多角的な側面から理解することを

目的に、グループで行う動作観察や床反力計等を用いた

測定実習を授業に取り入れた。具体的には立ち上がり動

作や立位、ジャンプ動作を筋電図、床反力計等の機器で

計測を行わせ、その結果と考察をレポート作成させ、学

生に能動的な学習習慣を定着できるよう工夫した。

「中枢神経理学療法」では活字で理解が困難な疾患のイ

メージを視覚的に捉えることで理解度を高めることを目

的に市販の動画教材を用いて病態の理解を深めたり、動

作観察のレポート作成を行った。講座の後半ではペーパ

ーペイシェントを用いて障害を把握するための手技やプ

ログラムの立案をグループで行った。学生が能動的に脳

血管障害患者の問題に取り組む姿勢や態度を学ぶため

に、学生同士の発表会や討論会も実施した。

「卒業ゼミ」では、研究の目的や方法、論文の読み方を

講義し、研究手法や結果のまとめ方の実際を体験させた。

担当グループの研究テーマは以下の通りである。一期生

「椎間板ヘルニア症例の分析」、二期生「高齢者の転倒

の内的要因と転倒予防対策に関する文献調査」、三期生

「二重課題動作時の運動課題の速度の違いが前頭前野の

脳血流量に及ぼす影響」、四期生「スマホ操作がステッ

プ動作の premotor time に与える影響について」、五期

生「n-back課題介入が疼痛抑制と脳活動に与える影響」

「健常若年者に対する心的回転課題の介入が踏み出し動

作反応時間に及ぼす影響」。なお、五期生の「n-back課

題介入が疼痛抑制と脳活動に与える影響」は、ゼミの代

表者が保健医療学学会第 9 回学術集会で発表を行い、学

会奨励賞を受賞した。

「臨床体験実習」「臨床評価実習」「臨床総合実習Ⅰ」

「臨床総合実習Ⅱ」では実習前、実習期間中、実習終了

時に少なくとも 3回以上の学生面談を実施し、常に学生

の実習に対する不安や悩み、心配事の相談を受けた。ま

藤田信子
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た実習前、および実習中に実習指導者と少なくとも 2回

以上の面談を行い、実習の様子や学生が直面している問

題など情報収集を行った。学生と実習指導者がスムーズ

な人間関係を形成し良好なコミュニケーションが取れる

よう心がけ、学生が臨床現場で十分な知識と技術が体得

し有意義な実習が実現できるよう努めた。 

 

 

 

令和元年 4月～ 

奈良学園大学 

「基礎ゼミⅡ」では、1年生が大学の学習になれ、4年間

の大学生活を有意義に送るための基礎を学ぶ。基本的に

は自分の興味ある論文を収集しまとめ発表するという流

れであるが、その中で講義ノートの取り方、文献資料の

検索方法、論文の読み方、効果的な発表の仕方を学んで

いく。グループの中でディスカッションやグループの中

で発表会も行い、発表の聞き方、質疑応答などのアクテ

ィビティも学びに含めた。 

「神経障害評価学」では脳卒中片麻痺患者の障害像理解

と問題点の抽出に不可欠となる神経学的評価方法を学生

が相互に模擬症例となり評価のシミュレーションを行

い、ICF の考え方に従い理学療法の評価の流れを学ぶこ

とを目標とする。講義では検査を行うためには検査の意

義目的を把握することが重要であり、そのためこれまで

学修してきた解剖学、生理学、運動学の知識を復習しな

がら実技を並行して行っている。成績評価は毎回の講義

前に行われる復習小テスト、前期定期試験、実技テスト

の総合点で判断し、理論・実技両面からバランスよく学

修できるよう工夫している。 

「理学療法評価学」では理学療法の一連の過程の中で情

報収集、観察、測定の概要を学び、患者の障害像を相対

的に把握するために、これらを統合と解釈し治療の目的

およびプログラムを決定することを学修する。面接方法

の講義では実際の患者と治療者の会話を学生同士が行う

ことでよりよいコミュニケ―ションの方法を体得してい

る。また、患者の障害像を想像しながら日常生活動作に

おいて、どのような機能障害が問題となるのかグループ

討論を交えて考える機会を与えている。成績評価は小テ

スト、グループでまとめたレポートを評価対象としてい

る。 

「臨床運動学」では四肢と体幹・脊柱の関節の構造と筋

肉の生理的機能、力学的視点について学修し、これらに

基づき寝返りや起き上がり、立ち上がり、歩行などの動

作分析を学ぶ。成績評価は小テスト、グループでまとめ

たレポートを評価対象としている。 

「早期体験実習」ではリハビリテーション病院や施設に

おける各部門を見学することによって、まず疾病や障が

いを持つ者の問題を認識することで理学療法士を目指す

にあたり自己の適性を確認させる。また、理学療法部門

を観察することでリハビリテーションの中で理学療法の

役割と位置付けを学修する。「地域理学療法実習」では

地域に在住している障碍者や障碍者を取り巻く社会環境

を含めた包括的な社会的リハビリテーションを学修す

る。システムである関連諸制度や地域連携、物的および

人的社会資源などを学び、対象者の捉えかたや理学療法

の知識の活用をグループワークで事例検討をしたりして

地域理学療法のあり方を学修する。実習における学生担

当者としては実習前後に学生面談を数回重ね、学生の実

習に対する不安や悩みの相談を受ける。また学生と実習

指導者がスムーズな人間関係を形成し良好なコミュニケ

ーションが取れるよう心がけ、学生が臨床現場で十分な

知識と技術が体得し有意義な実習が実現できるよう努め

る。 
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２ 作成した教科書，教材   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

４ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

  

５ その他   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許  

 

 

 

 

第 13798号 

佛教大学（第 51336号） 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科（第 871号） 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科（第 981号) 

理学療法士免許（厚生労働省） 

学士（文学） 

修士（学術） 

博士（学術） 

 

昭和 60年 4月 

平成 12年 3月 

平成 20年 9月 

平成 24年 3月 

２ 特許等   

３ 実務の経験を有する者についての特記事

項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 4 月

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研

究 C（課題番号 16K09002）研究課題「線維筋痛症患者に

対する運動療法の効果の検証：脳内ネットワークの変化

を指標として」 

研究代表者：藤田信子、研究概要：線維筋痛症患者に運

動療法を行い、日常生活での活動量を増やすことが、鎮

痛や抗うつに効果があることが注目されている。この効

果についての科学的検証とメカニズムの検討は未だ十分

でない。本研究では、線維筋痛症患者に 3 週間の入院に

よる有酸素運動を中心とした運動療法を行い、日常生活

活動量や睡眠の変化をモニター、また質問紙による「痛

み」「うつ」「睡眠」の評価を行った。また、脳機能変

化の指標として、fNIRSの計測と fMRIの撮像により脳内

のネットワークの変化と運動療法の関連性を明らかにす

ることを目的とした。令和 3年 3月までに 16名の患者に

対して 3 週間の運動療法の効果を検証するために、治療

介入前後において、MRI撮像、運動能力、生活 QOL、fNIRS

の計測、心理面でのアンケート等を実施した。研究の成

果や報告については、日本ペインリハビリテーション学

会、線維筋痛症学会で発表、また日本臨床と理学療法科

学でも論文発表した。また令和 2 年度から新たに運動療

法介入後の治療持続効果を確認するため退院後の患者の

痛みに関するアンケートや活動量の計測、インタビュー

などを 3か月ごとに行っている。 

 

 

４ その他   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

七転び八起きを目指した

健康づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 平成 23年 5月 プレアデス出版 全ての人々が「健康寿命」を延ばし老後

の生活の質をあげるアクティブ・エイジ

ングのために、運動機能・認知機能・体

操・救急処置・靴の処方等の知識を一般

読者のために解説。本人担当部分：＜第

3 章 老化と認知機能＞本邦の認知症の

状況と原因や症状についての知見、及び

認知症の予防について、特に MCIに関す

る研究結果を紹介する。認知機能の低下

と転倒との関係についての知見を紹介

するとともに、現在提唱されている転倒

予防法を認知機能の観点から説明した。  

著者:岡田修一、原田（藤田）信子、根

来信也、桜井寿美 

掲載担当：p.34～51 
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（学術論文）     

1．二重課題を伴った高齢

者の動的立位姿勢調整能 

（査読付） 

（博士論文） 

（その他） 

 

 

単著 平成 24年 3月 神戸大学 注意要求の増加が高齢者の動的立位姿

勢調整能に及ぼす影響を解明し、高齢者

の転倒の原因をバイオメカニズムの観

点から明らかにすることを目的とした。

論文では国内外で発表されている高齢

者の注意や認知能力に関する知見、高齢

者の認知機能と身体能力の関連性、転倒

経験者の歩行機能に関する知見など、こ

れまでの研究内容を精査した。高齢者の

注意能力を伴う身体活動にみられる特

有の戦略的姿勢制御をバイオメカニズ

ム的手法を用いて明らかにするために、

4 つの研究課題を検討した。研究では高

齢者の身体機能面からだけでなく，姿勢

課題の難易度や床面の安定性など環境

要因の影響についても検討した。総括で

は、転倒予防を目標とした高齢者に対す

る二重課題時の動的立位姿勢調整能を

向上させる具体的な方策について論じ

た。論文は緒言、文献研究、本研究の目

的、4 つの研究課題、総括から構成され

ている。 （A4 全 103頁） 

2. Age-related 

differences in postural 

control associated with 

progression from a 

dynamic to a static 

during serial stepping 

in dual-task condition

（二重課題を伴う連続ス

テップ動作時の高齢者が

示す動的から静的姿勢制

御）  

（査読付） 

（筆頭論文） 

共著 平成 26年 3月 大阪行岡医療大学 注意要求課題を伴って動から静への漸

心的動作を行う時の高齢者の姿勢調節

を若年者と比較検討した。高齢者は二重

課題を課されたとき、ステップ開始し加

速するときの速度が減速し、ステップ終

了後には COP総軌跡長が減少した。これ

らのことから、高齢者は姿勢調節がより

難しくなる場面において注意の容量が

増加すると、若年者とは異なるバランス

の適応戦略を利用することが明らかに

なった。 

著 者 ： ◎ Nobuko Harada(Fujita), 

Shuichi Okada 

（筆頭）  紀要第 1号 

  19-24 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

3. 二重課題を伴った階段

降下動作が高齢者の姿勢

調節に及ぼす影響 

（査読付） 

（筆頭論文） 

共著 

（筆頭） 

平成 26 年 10

月 

日本職業災害医学学会

誌  第 62 巻  5 号 

348-355 

階段降下動作において二重課題動作を

行う時の高齢者の立位姿勢調節を若年

者と比較検討した。高齢者は二重課題動

作時に階段降下時間を延長させ、また最

終段の床面着地時には下腿筋の筋活動

量を少なくし、共同収縮率を低くした。

また、階段着地後には高齢者の COP動揺

が増加した。このことから、高齢者が階

段降下動作で最も注意配分の影響を受

けるのは連続動作から停止するときで

あることが示唆された。 

著者：◎原田（藤田）信子、大澤傑、岡

田修一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 地域在住高齢者におけ

る 6か月間のウォーキン

グプログラムが体力と閉

眼時の歩行に与える影響 

 

共著 

 
平成 28年 1月 ヘルスプロモーション

理学療法研究   5(4) 

191-197   

地域在住高齢者を対象に、継続的なウォ

ーキングプログラムが体力と閉眼時の

歩行に与える影響を検討した。結果は 6

か月間で Sit-to-Stand testの有意な短

縮を認め、閉眼時の歩行にも改善が見ら
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れた。また、ロンベルグ率の変化と両脚

支持期間の変化率に有意な相関関係を

認めた。6 か月間のウォーキングプログ

ラムは体力と閉眼時の歩行能力を向上

させる可能性が示唆された。 

著者：国宗翔、原田（藤田）信子、岡田

修一 

5. 近赤外分光法の研究動

向(査読付) 

 

共著 平成 29年 3月 大阪行岡医療大学 紀

要  (4) 25-31 

総説。近赤外分光法(NIRS)の研究動向や

その原理・特性について述べるととも

に、特に NIRS が医療（小児、精神科）

の診断方法や治療の効果判定（リハビリ

テーション、循環器系）に実施されてい

る現状について紹介するとともに、現在

の NIRS の臨床上における課題について

も述べている。現在進められている小型

化や軽量化に伴う今後の脳神経科学の

観点でのエビデンス構築の可能性を論

じ、今後の発展性についてまとめた。 

著者：松野悟之 藤田信子 

6. Effect of wearing 

fingers rings on the 

behavioral and 

psychological symptoms 

of dementia: An 

exploratory study 

（認知症者の BPSDに対す

る指輪の効果：探索的研

究 ）         

(査読付) 

 

共著 平成 29年 8月 Sage Open Medicine 5 

1-11 

女性認知症患者の示す BPSD に対する指

輪の効果を検証するため、老人ホーム入

居の 7 名の認知症患者の BPSD の場面、

指輪の関心、自己認識能、全体像を用い

た。その結果、指輪自体が介護者らから

引き出した魔法の言葉「綺麗ね」が、対

象者の自尊心を高め、「易怒性/不安定

性」を軽減させる効果が見られた。 

著 者 ： Teruo Yokoi, H Okamura, T 

Yamamoto, K Watanabe, S Yokoi, H Atae, 

M Ueda, T Kuwayama, S Sakamoto, S 

Tomino, H Fujii, T Honda, T Morita, T 

Yukawa, Nobuko Harada(Fujita) 

7. 線維筋痛症の運動療法

―その効果と奏効メカニ

ズム 

 

 

共著 

（筆頭） 

平成 30年 6月 日 本 臨 床  76(11) 

2023-2029 

線維筋痛症の非薬物的アプローチであ

る運動療法の有用性について海外のガ

イドライン、システマティックレビュー

の概要を紹介。また、運動療法が奏効す

る脳メカニズムに関する最新の研究と

ニューロンを活性化し鎮痛に働くカギ

を握る慢性疼痛患者の生活習慣につい

ても言及した。 

著者：◎藤田信子 仙波恵美子 

8. 高齢線維筋痛症 2症例

の 3 週間入院運動プログ

ラムの効果について－痛

みと身体・注意機能、包括

的 QOL、および背外側前頭

前野の血流動態への影響

― 

 

 

共著 

（筆頭） 

令和元年 12月 理学療法科学  34(6) 

839-846 

高齢線維筋痛症患者の 3週間入院運動プ

ログラムを行い、痛み、身体・注意機能、

包括的 QOL、背外側前頭前野(DLPFC)の機

能に与える影響の検討を行った。2 症例

ともに抑うつ自己効力感の改善が大き

く見られ、これらが身体機能や包括的

QOL の改善に関与したことが推測され

た。DLPFC の機能の改善は 1 症例のみに

 （筆頭） 
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  見られた。高齢者の脳機能については加

齢に伴う機能異常の影響も考えられ、今

後さらに検討する必要性が考えられた。 

著者：◎藤田信子 池田耕二 高井範子 

金子基史 松野悟之 三木健司 仙波

恵美子 

  

  

  

  

  

  

  

  

10. 健常成人男性におけ

る家庭用体組成計を用い

た部位別筋肉量と重心動

揺検査における足圧中心

動揺および Functional 

Rearch Test との関連性 

 

共著 令和 2年 4月 理学療法科学  35(2) 

165-169 

家庭用体組成計を用いて部位別筋肉量

と重心動揺検査における足圧中心動揺

指標・Functional Rearch Test との関連

性を検討した。部位別筋肉量と各足圧中

心動揺指標は有意な相関は認められな

かったが、体幹筋肉量と FRTとは有意な

中等度の正の相関が認められた。このこ

とより、体幹筋肉量とバランスの関連に

ついて、家庭用体組成計を用いる臨床的

意義があると考えられた。 

著者：松野悟之 幸田利敬 藤田信子 

11. Contribution of 

dorsolateral prefrontal 

cortex, ankle muscle 

activities, and 

coactivation during 

dual-task to  

Postural balance: A 

pilot study 

 

共著 

（筆頭） 

令和 2年 7月 Journal of Physical 

Therapy Science 32(7) 

467-472 

若年者を対象に、二重課題実施時の前頭

前野の働きと足関節の筋活動、および足

関節の同時収縮の関連性について検討

を行った。その結果、二重課題時におい

て左前頭前野の酸素化ヘモグロビンの

増加がみられ、また重心動揺の少なかっ

たグループは前脛骨筋の活動が上昇し、

同時収縮率も高くなった。これらのこと

から、若年者においては、二重課題時に

は左前頭前野の活動が増加することは

明らかであり、重心動揺の大きさは足関

節同時収縮のストラテジーに関連する

ことが示唆された。 

著者：◎藤田信子 国宗翔 岡田修一 

12. Stroop テスト遂行時

における高齢者の前頭前

野領域血流動態と年齢と

の関連 

 

 

単著 令和 2年 12月 奈良学園大学紀要第 13

集 55-60 

前頭前野を 3領域に分け脳賦活反応性を

NIRSを用いて評価し、前頭前野の脳機能

と高齢者の年齢の関連を検討した。その

結果、高次の認知課題を実施するとき、

左 DLPFCと前頭極の酸素化ヘモグロビン

値は高齢者の年齢と有意な負の相関を

示したが、右 DLPFCは年齢との相関がみ

られなかった。これらのことから両側の

半球はそれぞれ異なった機能を持って

いるが、片側の半球が加齢のため生理的

機能が退行した場合、それを半球間で代

償する可能性が示唆さ 

（学会発表） 

 

 

   

1. Age-related 

differences in muscle 

activity on legs during 

stairs descending in the 

dual task                

(二重課題を伴った階段降

下動作が高齢者の姿勢調

節に及ぼす影響) 

平成 23 年 11

月 
4th 

Japan-Australia-China 

Forum on Health 

Science and 

Bioengineering: 

International 

Cooperation for the 

21st Century medical 

高齢者と若年者を対象に階段降下時に

二重課題動作を行う時の下腿の筋活動

を比較した。高齢者の注意を伴った階段

降下動作では、最終段に着地し動的から

静的に立位姿勢調整のパターンを変化

させるとき、主働筋の筋活動を若年者に

比べ減少させることが明かになった。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 
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( 筆 頭 演 者 )              

(oral presentation) 

  

and Human Care       

(兵庫県) 

Okada 

2．高齢者の階段降下時に

おける二重課題動作が下

肢の筋活動に及ぼす影響 

（筆頭演者） 

 

 

平成 24年 1月 日本体力医学学会 

第 26回近畿地方会 

（奈良県） 

高齢者と若年者を対象に階段降下時に

二重課題動作を行う時の下腿の筋活動

を比較した。注意を伴った階段降下動作

では，高齢者は二重課題動作時に階段降

下時間を延長させ、最終段に着地し動的

から静的に立位姿勢調整のパターンを

変化させるとき、主働筋の筋活動を若年

者に比べ減少させ共同収縮率を低くし

た。また、階段着地後には高齢者の COP

動揺が増加した。このことから、高齢者

が階段降下動作で最も注意配分の影響

を受けるのは連続動作から停止すると

きであることが示唆された。 

演者：原田(藤田)信子、岡田修一 

3.Age-related 

differences in muscle 

activities during stairs 

descending in dual task 

(二重課題を伴った階段降

下動作が高齢者の姿勢調

節に及ぼす影響) 

（筆頭演者） 

 

 

平成 24年 6月 1st Joint World 

Congress of ISPGR / 

Gait & Mental Function  

(Trondheim, Norway) 

高齢者の注意を伴った階段降下動作で

は，最終段に着地し動的から静的に立位

姿勢調整のパターンを変化させるとき、

主働筋の筋活動を若年者に比べ減少さ

せることが明かになった。また最終段着

地時には高齢者の COP動揺長は若年者に

比べ減少するが、その後，静的姿勢を保

持するまでの間 COP動揺長が増加するこ

とが明らかになった。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 

Okada 

4.Toe clearance and 

walking pattern on 

responding to unexpected 

surfaces in dual task; 

comparison between 

healthy and young adults   

(高齢者の二重課題歩行時

における足底接地面の違

いがToe clearanceおよび

歩 容 に 与 え る 影 響 ）     

（筆頭演者） 

 

 

平成 25年 6月 2nd Joint World 

Congress of ISPGR / 

Gait & Mental Function     

（秋田県) 

歩行時の足底接地面の状況の違いが高

齢者の二重課題歩行時の姿勢調節に与

える影響を若年者と比較検討した。flat 

surfaceや rugged surface上の二重課題

歩行時には高齢者の strideが短縮した。

また rugged surface 上の 2 歩目の toe 

clearanceは flat surface上よりも高か

った。これらのことから、高齢者の二重

課題歩行時には床面の状況が stride や

toe clearance に影響を与えることが示

唆された。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 

Okada 

5.Prefrontal activation 

during a consecutive 

calculation related 

strategies for postural 

control in human adults; 

A fNIRS Study 

（計算課題時の立位姿勢

制御に関連する前頭前野

の血流動態について：

fNIRS 研 究 ）         

（筆頭演者） 

 

 

平成 27年 5月 World Confederation 

for Physical Therapy 

Congress 2015 

(Singapore) 

健常人の計算課題実施時における立位

姿勢制御脳の前頭前野の活動にどのよ

うに影響されるのかを検証するために、

NIRSを用いたPFCの脳血流動態と床反力

計による COP変位、下肢筋電図による下

肢の筋活動との関連性の検討を行った。

その結果、計算課題を行うと有意に対象

者全員の HbO2が増加したが、特に立位の

重心動揺が大きい対象者の方が小さい

対象者に比べて HbO2が増加し、下肢筋の

筋収縮が減少していた。これらのことか

ら、二重課題時の立位姿勢制御は戦略的

であり、そのことは前頭前野の活動に関

連していることが示唆された。 
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演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 

Okada, Sho Kunimune, T Nishimura 

6.線維筋痛症 4 症例に対

する 3 週間入院運動療法

プログラムの試み～運動

療法介入による脳血流量

の変化と QOL の改善につ

いて～

（筆頭演者）

平成 29年 9月 第 22回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会       

（兵庫県） 

線維筋痛症患者 4名に対して中等度負荷

の運動療法を集中的に行ったところ、前

頭前野の血流のバランスが良くなる傾

向が NIRS の測定で明らかとなった。期

間中に行った運動療法前後の注意機能

テスト(TMT)では全員改善が見られた

が、二重課題を伴った歩行速度の改善は

ばらつきが見られた。また QOL(SF8)では

全員に身体的健康では改善が見られた

が、精神的健康については改善が見られ

なかった者が一人いた。

演者：藤田信子、池田耕二、高井範子、

松野悟之、 小泉優喜、平岡駿典、高橋

紀代、三木健司、仙波恵美子

7.線維筋痛症 2 症例に対

する 3 週間入院運動療法

プログラムの試み －心

理的側面からの検討ー

平成 29年 9月 第 22回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会       

（兵庫県） 

線維筋痛症の多くに見られる恐怖回避

反応と過活動傾向の忍耐反応のある対

極的な２例について、運動療法プログラ

ム介入による効果判定を心理的側面か

ら比較検討した。異なるタイプの患者で

はあったが運動療法は両者とも良い効

果をもたらしていた。しかし、同じ運動

療法を行っても、その体験がもたらす効

果は異なっていた。担当理学療法士が患

者の身体的、心理的傾向を速い段階で感

じ取り、その患者に応じた適切な言葉掛

け・アドバイスをすることが、運動療法

の効果をより高めるものとなることが

示唆された。

演者：高井範子、藤田信子、池田耕二、

丸山伸廣、栗田樹、中原理、高橋紀代、

三木健司、仙波恵美子

8.線維筋痛症 2 症例に対

する 3 週間入院運動療法

プログラムの試み －運

動が困難な患者に対する

介入方法についてー

平成 29年 9月 第 22回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会       

（兵庫県） 

線維筋痛症患者 2症例に 3週間の集中的

運動療法を行い、取り組みにおける難渋

した点や工夫した点について紹介した。

2 症例とも痛みに囚われ、運動療法を開

始するところに難渋したが、可能な自動

運動から行い徐々に運動負荷を増加す

ることで、退院時には 2症例とも身体機

能、痛みに改善の傾向を示した。身体の

触れ方、痛みの対応、動作方法の提案の

仕方、運動のペーシング、自己効力感の

確認など、注意と工夫を要した。 

演者：小泉優喜、平岡駿典、栗田樹、丸

山伸廣、中原理、高橋紀代、藤田信子、

三木健司、仙波恵美子 

9.線維筋痛症患者に対す

る 3 週間入院プログラム

の試み～中等度以上の運

動負荷が可能であった症

平成 29 年 10

月 

第 9 回日本線維筋痛症

学 会 学 術 学 会 

（大阪府） 

線維筋痛症患者に中等度以上の運動療

法を行うことで疼痛の軽減と運動後の

爽快感を認めた例を紹介するとともに、

短期集中型運動療法のリスク管理、段階
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例～ 

 
 的運動負荷について文献的考察を含め

て報告した。 

演者：高橋紀代、小泉優喜、谷山ゆりえ、

丸山伸廣、中原理、池田耕二、高井範子、

藤田信子、三木健司、仙波恵美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.慢性痛に対する運動療

法を推進する立場から 

 

 

平成 29 年 10

月 

 

第 9 回日本線維筋痛症

学会学術集シンポジウ

ムⅠ「心理療法・運動療

法の立場から考える、慢

性痛の再発・再燃の乗り

越え方」 

 

運動による鎮痛(EIH: exercise-induced 

hypoalgesia)のメカニズムについて運

動が脳報酬系の要である腹側被蓋野

(VTA)におけるドーパミン産生を増やし

自発運動量が多いほど産生が増え、疼痛

行動が抑えられること、その他背外側被

蓋核(LDT)や視床下部外側核などの関与

についても紹介し、脳報酬系の活性化が

鬱や QOLの改善につながることを紹介し

た。 

演者：仙波恵美子 藤田信子 

 

11.線維筋痛症高齢女性 2

症例に対する 3 週間入院

運動の試み：前頭前野の血

流動態の変化と疼痛、抑う

つ、QOLの改善について 

 

 平成 30年 9月 

 

第 23回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術大会 

 

FM高齢女性に対して3週間の入院運動プ

ログラムを行い、疼痛、抑うつ、QOL、

の改善と NIRSによる前頭前野(PFC)の血

流動態の変化について報告した。高齢女

性の入院プログラムが疼痛、抑うつ、QOL

の改善につながり、背側前頭前野

(DLPFC)の質的、量的な脳活動変化を伴

ったと考えられた。 

演者：藤田信子 池田耕二 高井範子 

松野悟之 金子基史 三木健司 行岡

正雄 仙波恵美子 

 

12.線維筋痛症高齢女性 2

症例に対する 3 週間入院

運動の試み：患者の心身の

変化と理学療法士の関わ

り方に関する検討 

 

 

平成 30年 9月 

 

第 23回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術大会 

 

FM高齢女性に対して3週間の入院運動プ

ログラムを行い、BDI-2、JFIQ、インタ

ビューを行った。2 症例とも心身の回復

が良好であり、面談からも PT の関わり

方が非常に重要であることがわかった。

特に患者の不安傾向を踏まえ、運動内容

や規則正しい生活リズムをきちんと守

らせていたことが功を奏していた。 

演者：高井範子 藤田信子 池田耕二  

金子基史 三木健司 行岡正雄 仙波

恵美子 

 

   

13.n-back 課題の疼痛抑

制効果と前頭前野の脳活

動との関連性 

 

 平成 30 年 12

月 

 

保健医療学学会第 9 回

学術集会 

 

背外側前頭前野(DLPFC)の活性化が痛み

刺激に対する閾値の関連性を明らかに

するため、n-back課題による疼痛抑制効

果の検証を NIRS を用いて行った。その

結果、3-back時に左 DLPFCの活性化が見

られ、また NRS は 3-back 時において左

DLPFC および前頭極の血流量と正の相関

がみられたが、正答率との間に相関がみ

られなかった。これらのことから、疼痛

抑制を目的に認知課題を与える場合、作

業負荷量や患者の主観的難易度に着目

することが疼痛抑制と脳の活性化に効

果を与えることが示唆された。 
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 演者：林英典 大槻嵐志 林弘規 木村

晋太郎 田中大樹 島田大地 松野悟

之 藤田信子 
 

 

 

 

 

 

14.運動療法が痛みに効く

基礎医学的機序と線維筋

痛症患者に対する集中的

入院運動療法の効果 

 

 令和元年 10月 

 

第 11回日本線維筋痛症

学会学術集会 シンポ

ジウム「慢性の痛み政策

研究事業からみた集学

的診療・運動療法の実

態」 

 

運動による鎮痛(EIH: exercise-induced 

hypoalgesia)のメカニズムの中で、運動

による脳報酬系の活性化の重要性につ

いて、神経障害性疼痛を起こしたマウス

を自発運動させ、疼痛行動の著明な改善

とともに脳報酬系におけるドーパミン

産生の増加の観察について紹介。慢性疼

痛 患 者 の 脳 報 酬 系 を 含 む

mesocortico-limb system の機能不全、

特に側坐核の機能低下がみられるが、運

動による側坐核の活性化により側坐核

に投射する扁桃体基底外側核(BLA)、内

側前頭前野の活性化とともに、痛みに対

する恐怖による不動や種々の自律神経

反応の発現に関与する扁桃体中心核

(CeA)の抑制につながり脳のネットワー

クの正常化と鎮痛と生活習慣の改善に

つながることを紹介する。臨床例とし

て、現在、3 週間入院運動プログラムに

よる痛み、身体・認知機能、包括的 QOL、

うつや睡眠の改善について検討し、脳の

resting-state functional 

connectivity の解析による脳機能変化

についても紹介した。 

演者：仙波恵美子 藤田信子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.線維筋痛症患者への 3

週間集中運動プログラム

における効果発現機序の

安静時 fMRIによる検討 

 

 

令和 2年 12月 

 

第 42 回日本疼痛学会 

シンポジウム「慢性疼痛

のイメージとニューロ

フィードバック」 

 

安静時ｆMRI を用いて線維筋痛症患者に

対する運動プログラムの奏効メカニズ

ムについて検討した。13 例では FM 質問

紙の得点および不安と恐怖の尺度が運

動プログラム終了後に有意に低下し、運

動プログラムによる抑うつ傾向の改善

は辺縁系の内側前頭前野と右扁桃体の

機能的結合の強度の変化と有意に相関

していた。これらの結果から、運動プロ

グラムが辺縁系の機能不全を正常化し

て症状を改善させたことが明らかとな

り、動物実験で示された慢性疼痛への運

動の奏効メカニズムが線維筋痛症患者

でも成り立つことを示唆した。 

演者：寒重之 藤田信子 仙波恵美子 

柴田政彦 三木健司 金子基史 高橋

紀代 中原理 
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年月日

平成28年4月

～

平成28年9月

平成28年10月

～

平成29年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

教 育 研 究 業 績 書

令和3年3月31日  

氏名　　　城野　靖朋

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

2)中間テストによる理解度の確認と、理解度の低
い学生を対象とした学習支援

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「運動療法学」（1年次配当　1単位）において実践
した。本講義は1年生を対象にした専門科目であっ
たので、専門領域の学習に難渋する学生がいること
も想定された。そこで、講義内容の理解度を確認す
るための中間テストを実施し、学生の理解度の把握
に努めた。中間テストの得点の低かった半数程度の
学生を対象に誤答問題の解説作成を課題とし、個別
の添削を通して指導を行った。さらに、特に得点の
低かった学生（クラスの1/4程度）には授業時間以
外の時間を利用して個別に指導を行った。個別指導
を実施した学生の中間試験の平均点（個別指導前）
はクラス全体の平均点の40%の得点だったが、終講
試験（個別指導後）の平均点はクラス全体の平均点
の87%の得点となった。講義内容の理解度が低い学
生に対して個別性の高い指導を行うことで、専門科
目の学習初期段階における学力の向上に効果的が
あった。

1)確認テストによる理解度の確認と復習の支援 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「運動療法学」（2年次配当　2単位）において実践
した。講義の要点を理解できているかを毎回の講義
で確認テストを行った。また、その小テストの問題
と解答を学内ネットワーク上のフォルダで閲覧可能
な状態とし、自主学習を促した。

4)学生による演習内容の実演を中心とした演習授
業の実施

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「運動器障害評価法Ⅱ」（2年次配当　1単位）にお
いて実践した。学生の主体的な取り組みを支援する
目的で、学生がペアで評価方法を実演する形式をと
り、学生の実演する評価方法で不足している内容は
その場で指導、訂正を行い、その後全学生で演習を
行った。学生ペアと実演する評価内容は事前に学生
に伝え、演習の事前学習を促した。実演担当の授業
日までに教科書と教科書付属のDVDでの事前学習を
課題とした。DVDは全学生が保有していたが、学内
にも2ヶ所、学生が視聴できる場所を設けて事前学
習を支援した。ほとんど毎日いずれかの学生が演習
の予習、復習を行っており、教員にだけでなく学生
間でも質問や指導が行われるなど、積極的に学習へ
取り組む学生の姿がみられた。

人間医工学、健康・スポーツ科学、神経科学 理学療法学、運動処方と運動療法、臨床神経科学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

3)少人数グループでの実習指導 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基礎
科目「解剖学実習」（2年次配当　1単位）の実習で
取り組んだ。学生を10人程度の少人数グループに分
け、複数の教員でそれぞれが一グループを担当し
た。実習では体表解剖のチェック項目を設定し、そ
れを基にを体表から骨指標や筋などの触診を指導
し、テスト形式で修得度の確認を行い、学習を支援
した。
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平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

令和元年9月

～

現在に至る

平成28年4月

～

平成28年9月

平成29年4月

～

平成30年3月

平成29年4月

～

平成29年9月

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1)大阪行岡医療大学の授業評価アンケート ・大阪行岡医療大学の授業評価アンケート（4段階
評価で「4」が最も良い）のうち、一人で担当する
「運動器障害評価法Ⅱ」で回収した授業評価アン
ケートは概ね「4」、もしくは「3」の評価であっ
た。

2)授業時間外に復習できるスライドの作成 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基礎
科目「運動器系解剖学」」（1年次配当　4単位）の
講義スライドを学内のパソコンやタブレット端末で
学生がいつでも閲覧できる状態にし、自主学習を促
した。

２　作成した教科書，教材

1)確認テストの作成 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「運動療法学」（2年次配当　2単位）において作成
した。

7)暗記カード形式のプリント配布による自己学習
支援

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
の専門基礎科目「人体構造学Ⅲ」（1年次配当　1単
位）において実施した。暗記が中心となる科目なの
で、記憶の定着を目的に暗記カードを作成できる授
業資料を作成した。授業時間外の学習ツールを提供
することで反復学習が必要となる暗記学習を支援し
たが、学生が授業時間外で暗記している場面がみら
れるなど、学生に自主的な学習姿勢姿勢が見られ
た。

6)臨床動画の活用 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「理学療法学総合演習Ⅰ」（3年次配当　1単位）に
おいて実践した。理学療法評価のひとつである動作
分析について、その基礎的な内容を講義した後に、
脳卒中後片麻痺者の理学療法（歩行練習）の動画を
視聴して実際の臨床を想定した学習支援を行った。
その結果、動画を視聴しながら動作の模倣を行うな
ど、積極的な学習の姿勢が見られた。

5)授業理解度の聞き取り調査と補講の実施、なら
びに講義スライド閲覧による自己学習支援

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基礎
科目「運動器系解剖学」（1年次配当　4単位）の担
当10コマ（上下肢の筋学各論）において実践した。
専門的な科目を初めて受講する講義なので、数名の
学生から理解が不十分な内容について聞き取り調査
を行った。また、その内容に基づいた補講を行い、
学習の理解に努めた。また、講義スライドを学内の
パソコンやタブレット端末で学生がいつでも閲覧で
きる状態にし、自主学習を促した。補講後には講義
時間以外での質問が増えるなど、分からないことを
そのままにしない学習姿勢が身についた。
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平成20年2月

～

平成23年1月

平成25年9月

平成26年9月

平成28年8月

平成30年12月

平成29年6月

～

平成29年9月

1)奈良学園大学保健医療学部看護学科における教
育実績

奈良学園大学保健医療学部看護学科における非常勤
講師として、以下の科目を担当した。

「ヘルスプロモーション論」
　奈良学園大学保健医療学部看護学科の非常勤講師
として担当の「ヘルスプロモーション論」（選択科
目、2年次配当、半期、選択2単位）において、運動
学の基礎的な内容と、運動療法で用いられる運動と
身体機能への効果について授業を行い、それによっ
て、学生に運動を用いたヘルスプロモーションの方
法を理解させる教育効果があった。

５　その他

9)腰痛予防講の講師 公立学校共済組合大阪支部が主催する腰痛予防講座
事業の講師の一人として、参加者42名に対して講師
2名で実演を交えた日常生活動作指導や運動療法に
ついて模擬講義を行った。

8)模擬講義の講師 大阪行岡医療大学のオープンキャンパスの内容のひ
とつとして「腰痛講座」と題し、実演を交えた日常
生活動作指導や運動療法について模擬講義を行っ
た。

7)移乗動作介助に関する講習 病院の職員を対象に、脳卒中後の機能障害によって
自力での移乗が行えない入院患者に対する移乗時の
介助方法について、動画による説明と実技演習を交
えた講習を実施した。

病院の職員を対象に、意識レベルが低いなどで自力
での寝返りが行えない入院患者に対する体位変換に
ついて、静止画での説明と演習の実施を交えた講習
を実施した。

6)病院職員に対する体位変換に関する講習

1)理学療法士養成校から受け入れてた実習生に対
する指導

複数の理学療法士養成校から臨床実習生を受け入れ
ており、そのうちの5名の実習生にはケースバイ
ザーとして症例レポートの作成、院内における症例
発表の指導までを行った。実習生の学習を支援する
目的で以下のような環境設定に取り組んだ。
・実習指導を統括する責任者と相談し、実習生と
の信頼関係が構築しやすく、障害像が複雑過ぎない
患者を選択し、実習が行えるよう調整
・実習指導責任者と連携し、実習指導内容の確認や
修正を行いながら実習指導を実施
・医師や他職種からの情報収集を実習生が直接行え
るように調整
・実習の進捗状況によって、疾患の異なる複数の患
者（中枢神経疾患の患者と整形外科疾患の患者な
ど）について、理学療法プロセスが経験できるよう
に調整
・理学療法プロセスの模倣ができるよう、指導者に
よる指導だけでなく、理学療法士や他の実習生の症
例発表に参加できるよう調整
・他の理学療法士や他職種にも実習生が直接指導を
受けられる機会を設け、様々な意見や考えを聞ける
ように調整
・実習で取り組んだこと、考えたことをまとめて発
表する機会を設定（症例発表）

４　実務の経験を有する者についての特記事項
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平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成29年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年10月

～

平成31年3月

「理学療法学総合演習Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「理学療法学総合演習Ⅱ」（専門科目、
4年次配当、半期、必須1単位）において、模擬症例
やグループワークを通して理学療法プロセスを経験
する授業を行い、それによって、学生に理学療法の
目標と治療プログラムの立案と具体的な実施方法を
理解させ、実践力を養う教育効果があった。

「理学療法学総合演習Ⅰ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「理学療法学総合演習Ⅰ」（専門科目、
4年次配当、半期、必須1単位）において、理学療法
の評価過程に必要な情報収集と検査・測定技術の向
上を目的に授業を行い、それによって、学生に理学
療法評価を理解させることと、理学療法評価の立案
と実施方法を習得させる教育効果があった。

「運動器障害評価法Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「運動器障害評価法Ⅱ」（専門科目、2
年次配当、半期、必須1単位）において、筋系障害
の評価の理論と技術について授業を行い、それに
よって、学生に筋系の評価と位置づけ、筋力検査の
意義を理解させることと、その方法を習得させるこ
との教育効果があった。

「理学療法概論」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「理学療法概論」（専門科目、1年次配
当、半期、必須2単位）において、理学療法におけ
る筋の知識の重要性に関する内容を担当し、その授
業を通して、学生に理学療法への興味・関心を高め
る教育効果があった。

「運動器系解剖学」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「運動器系解剖学」（専門基礎科目、1
年次配当、半期、必須4単位）において、運動器を
構成する筋に関する内容を担当し、その授業を通し
て、学生に身体運動を理解する基礎を理解させる教
育効果があった。

「解剖学実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「解剖学実習」（専門基礎科目、2年次
および1年次配当、半期、必須1単位）において、人
体を体表から観察することによる肉眼的構造の理解
を促す授業を行い、それによって、学生に具体的実
体として人体の構造を理解させる教育効果があっ
た。

「運動療法学」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「運動療法学」（専門科目、2年次およ
び1年次配当、半期、必須2単位）において、運動療
法を適切に行うための基礎的な知識と運動器や神経
系疾患、内部障害など目的に合わせた運動手技につ
いて授業を行った。それによって、学生に運動療法
の目的と治療計画立案など基礎理論を理解させる教
育効果があった。

2)大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科におけ
る教育実績

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科における専
任教員（助教）として、以下のような科目を担当し
た。
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平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

「卒業研究」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「卒業研究」（専門科目、4年次配当、
通年、必須4単位）において、今まで学習してきた
ことの見直し、文献検索、研究方法の選択や論文の
書き方の指導を行った。それによって、学生に具体
的なテーマを選択し、自ら研究する姿勢と能力を養
う教育効果があった。
・平成29年度の卒業研究のテーマ
「閉塞性換気障害と拘束性換気障害におけるADL指
導の違い」「筋緊張の分類とその特徴、そして治療
法、理学療法アプローチについて」「ギラン･バ
レー症候群と多発性硬化症の比較」
・平成30年度の卒業研究のテーマ
「トップアスリートへの理学療法的アプローチにつ
いて」「整形外科疾患の歩行の特徴について」
「パーキンソン病の運動症状の特徴」

「臨床総合実習Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「臨床総合実習Ⅱ」（専門科目、4年次
配当、半期、必須8単位）において、学外施設の臨
床実習指導者と連携して、理学療法の対象となる代
表的な疾患について障害評価から治療計画の立案ま
での過程の実施と、理学療法の治療の一部を体験す
るなどの実習を行った。それによって、学生に一連
の理学療法プロセスを実施できる能力を向上させる
教育効果があった。

「臨床総合実習Ⅰ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「臨床総合実習Ⅰ」（専門科目、4年次
配当、半期、必須6単位）において、学外施設の臨
床実習指導者と連携して、理学療法の対象となる代
表的な疾患について障害評価から治療計画の立案ま
での過程の実施と、理学療法の治療の一部を体験す
るなどの実習を行った。それによって、学生に一連
の理学療法プロセスを実施できる能力を向上させる
教育効果があった。

「臨床評価実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「臨床評価実習」（専門科目、3年次配
当、半期、必須3単位）において、学外施設の臨床
実習指導者と連携して、症例に応じた基本的な障害
評価の方法を経験し、障害の種類や程度を具体的に
把握するなどの実習を行った。それによって、学生
に理学療法の基本的な評価技術を習得させる教育効
果があった。

「臨床体験実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「臨床体験実習」（専門科目、2年次配
当、半期、必須1単位）において、学外施設の臨床
実習指導者と連携して、理学療法の見学を通して理
学療法業務について学び、問診や評価を一部体験す
るなどの実習を行った。それによって、学生に理学
療法の意義と役割の理解させるだけでなく、理学療
法士として今後習得しなければならない能力を認識
させる教育効果があった。
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平成29年4月

～

平成31年3月

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科にお
ける非常勤講師として、以下の科目を担当した。

「リハビリテーション医学」
　大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科の
非常勤講師として担当の「リハビリテーション医
学」（3年次配当、前期-必須1単位、後期-必須1単
位）において、脳や脊髄、運動器、呼吸器などの幅
広い疾患による障害と、障害をリハビリテーション
の観点から治療することについて授業を行い、それ
によって、学生にリハビリテーションの意義とリハ
ビリテーションに携わる職種の役割を理解させる教
育効果があった。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
における専任教員（講師）として、以下のような科
目を担当した。

「運動学Ⅰ」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「運動学Ⅰ」（専門基礎科
目、1年次配当、半期、必須1単位）をオムニバス形
式で5回分の授業を担当した。主に運動の心身への
影響と運動学習について授業を行った。それによっ
て、学生に運動をリハビリテーションに応用するた
めの基礎的な理論を理解させる教育効果があった。

「人体機能学Ⅱ（動物性機能）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「人体機能学Ⅱ（動物性機
能）」（専門基礎科目、1年次配当、半期、必須1単
位）をオムニバス形式で5回分の授業を担当した。
主に脳神経系に関する生理機能を系統的に理解でき
るように授業を行った。それによって、学生に理学
療法士・作業療法士にとって動物性機能が必要な意
味を理解させる教育効果があった。

3)大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科
における教育実績

「人体構造学Ⅲ（神経・運動器）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「人体機能学Ⅱ（動物性機
能）」（専門基礎科目、1年次配当、半期、必須1単
位）をオムニバス形式で5回分の授業を担当した。
主に運動の発現とそれを統制・支配する脳神経系の
機能解剖を説明できるように授業を行った。それに
よって、学生に、これらの知識を基に機能解剖や運
動学との関連性、臨床面への応用について理解させ
る教育効果があった。

4)奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科における教育実績

「基礎ゼミⅡ」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「基礎ゼミⅡ」（共通教育科
目、1年次配当、半期、必須1単位）を少人数のゼミ
形式で１年次生が大学の学習に慣れ、４年間の大学
生活を有意義に送るための基礎を修得できるよう授
業を担当した。最終的には一人一つのテーマを設定
し、具体的には、講義ノートの取り方、文献資料の
検索、学術的な文章の読み方などについて、ゼミ形
式の演習を通じて学修し、最終的には１人１テーマ
で学習した内容をまとめてプレゼンテーションを
行った。それによって、学生に大学における能動的
な学びを理解させ、慣れさせる教育効果があった。
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平成31年9月

～

現在に至る

平成28年6月

平成28年9月

平成29年9月

令和元年年9月

年月日

平成19年5月

平成25年3月

平成28年3月

「早期体験実習(理学療法)」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「早期体験実習(理学療法)」
（専門科目、1年次配当、半期、必須1単位）を担当
した。教員引率による臨地での見学実習、および学
内でのセミナーを通して、理学療法の役割と位置付
けを学修させ、他職種の専門性と相互の連携を理解
させ、理学療法士への動機付けと学習意欲を高める
効果があった。

なし

２　特許等

博士（保健学） 大阪府立大学　第15号
題名「The effect of tonic contraction of one
hand muscle on motor area of tonically
contracting another hand muscle 」（訳文：手指
筋緊張性収縮が緊張性に収縮する隣接運動野表象へ
及ぼす影響）

修士（保健福祉学） 県立広島大学　第419号
題名「二重課題訓練の注意に関する指示が姿勢動揺
に与える影響」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

理学療法士 理学療法士免許登録（第63125号）

7) PLOS ONEの査読 原著論文1編の査読を担当した。

6)第9回三島ブロック新人症例発表会の査読委員 大阪府理学療法士学会三島ブロックの新人症例発表
の抄録の査読を2名分担当した。

大阪府理学療法士学会三島ブロックの新人症例発表
の抄録の査読を3名分担当した。

5)Journal of Physical Therapy Scienceの査読 原著論文1編の査読を担当した。
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平成21年1月

～

平成23年1月

平成23年1月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

平成27年8月

平成28年4月

～

平成31年3月

特記事項なし

４　その他

4)ゆきおかデイケアセンター理学療法士 週に1回程度の頻度で、行岡病院の通所リハビリ
テーションで個別理学療法に従事した。対象は脳血
管疾患、脊髄小脳変性症などの中枢神経疾患、変形
性膝関節症、人工膝関節術後、腰椎圧迫骨折などの
運動器疾患を背景に持つ地域在住の高齢者である。

3)大津病院理学療法士 療養病棟に勤務。
慢性期の整形外科疾患、呼吸器疾患、中枢神経疾患
の入院患者への理学療法に従事した。
外来リハビリテーションに勤務。
脳卒中後で片麻痺のある地域在住高齢者の外来での
理学療法に従事した。
在宅訪問サービス

2)白須整形外科クリニック理学療法士 変形関節症、肩関節周囲炎、人工関節置換術後や腱
板断裂術後など多くの運動器疾患患者の理学療法に
従事した。また、オスグッドシュラッター病、脊椎
分離症など若年者の理学療法も実施した。微弱電流
治療器という新奇性のある物理療法の実施も行っ
た。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1)東浦平成病院理学療法士 回復期病棟に勤務。
回復期病棟の専従理学療法士として、回復期病棟で
個別リハビリテーションを行うリハビリテーション
専門職種のリーダーとして、回復期リハビリテー
ション病棟業務に従事した。リハビリテーションプ
ログラムの検討、退院前の在宅訪問評価、退院先の
検討など、理学療法士の視点からチーム医療に携
わった。
　個別には脳血管疾患をはじめとする中枢神経疾患
患者、整形外科疾患をはじめとする運動器疾患患者
や肺炎後や外科的術後の廃用症候群の患者などを対
象にした理学療法に従事した。

保健医療学部リハビリテーション学科

1247



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）

共著 平成24年11月

共著 平成25年3月

単著 平成25年3月3 二重課題訓練の注意に
関する指示が姿勢動揺に
与える影響
（修士論文）

県立広島大学 注意機能の低下がみられる中枢神経疾患患
者や高齢者の理学療法を想定し、健常成人
を対象とした運動課題と認知課題の二重課
題干渉効果ならびに、二重課題練習におけ
る注意に関する指示の影響を検証した。運
動課題と認知課題の二重課題干渉効果に
よって、運動課題パフォーマンスは向上
し、認知課題パフォーマンスは低下するこ
とが示唆された。また、二重課題練習時の
注意に関する指示は与えず、自由に練習さ
せることで、運動課題パフォーマンスが即
時的に向上することが示唆された。
A4判　全25頁

浮き趾と足趾運動機能、姿勢制御能力の関
連について検証した。足趾が全て接地して
いる対象と比較し、足趾の接地状態が不良
な対象では、Functional reach testの距
離および足趾荷重量が低値を示し、Center
of foot pressure軌跡の後方偏移を認め
た。また、これらの対象では足趾筋力が低
値を示し、足趾屈曲が困難であった。した
がって、浮き趾を有する高齢者では姿勢制
御能力や足部機能が低下している可能性が
示唆された。このことは、健常高齢者に限
らず、リウマチなどの運動器疾患や痙縮な
どの中枢神経疾患による足趾変形の理学療
法評価と関連する知見である。
本人担当部分：研究結果と姿勢制御能力の
関係について考察するなど、考察を部分的
に担当。
執筆者：長谷川正哉，金井秀作，島谷康
司，城野靖朋，島田雅史，大塚彰

2 高齢者にみられる浮き
趾と足趾運動機能および
姿勢制御能力について
（査読付）

理学療法の臨床と研究
22号, pp.15-19

1 イメージ能力の差がメ
ンタルプラクティスによ
る筋力増強効果に与える
影響
（査読付）

運動療法と物理療法
23巻3号，pp.302-307

整形外科疾患、中枢神経疾患、また、高齢
や廃用症候群によって重度の筋力低下がみ
られる対象の運動療法の開発を目的とし
て、健常成人を対象にメンタルプラクティ
スによる膝伸展筋力増強効果を検証した。
メンタルプラクティスは等尺性膝伸展筋力
を有意に増強させた。イメージする課題中
の脳血流量を、近赤外光脳機能イメージン
グ装置で測定したところ、前頭葉領域の脳
活動賦活が確認された。したがって、メン
タルプラクティスによる筋力増強効果は、
脳活動を賦活させることによる神経性要因
による可能性が示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈、特に脳機
能に関する部分の考察について部分的に担
当。
執筆者：谷出康士，金井秀作，城野靖朋，
後藤拓也

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

なし
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共著 平成25年7月

共著 平成25年8月 中枢神経障害や加齢の影響によって注意機
能が低下している患者への理学療法では、
効率的に運動学習が達成されるための注意
の操作は重要な問題である。そこで健常成
人を対象に、二重課題練習における注意に
関する指示方略の影響を検証した。二重課
題練習時に注意の指示を与えない方略によ
る練習で、二重課題の運動課題パフォーマ
ンス、高難易度運動課題パフォーマンスが
即時的に向上した。したがって、二重課題
練習時の注意に関する指示は与えず、自由
に練習させることで、運動課題パフォーマ
ンスが即時的に向上することが示唆され
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、結果の分析、論文投稿に
至るまでを中心的に担当。
執筆者：城野靖朋，金井秀作，後藤拓也，
原田亮，藤高祐太，谷出康士，長谷川正
哉，大塚彰

5 二重課題練習における
注意の指示の影響
（査読付）

理学療法科学
28巻4号, pp.533-537

4 運動課題と認知課題の
二重課題干渉効果
（査読付）

ヘルスプロモーション
理学療法研究
3巻2号, pp.47-51

運動課題にタンデム立位保持課題、認知課
題にストループ干渉課題を用いて、各課題
パフォーマンスが受ける二重課題干渉効果
について検証した。二重課題干渉効果でタ
ンデム立位の重心動揺面積は縮小し、スト
ループ干渉課題の正当数が減少した。した
がって、運動課題と認知課題の二重課題干
渉効果によって、運動課題のパフォーマン
スは向上し、認知課題のパフォーマンスは
低下することが示唆された。このことは、
注意機能の低下がみられるような高齢者や
中枢神経疾患患者にはより顕著に観察され
る可能性があり、そのような対象者の理学
療法評価で二重課題の干渉を考慮する必要
性を示している。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の分析、論文作成、論文投稿に
至るまでを中心的に担当。
執筆者：城野靖朋，金井秀作，後藤拓也，
原田亮，藤高祐太，谷出康士，長谷川正
哉，大塚彰
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共著 平成26年7月

共著 平成26年10月7 Bimanual coordination
of force enhances
interhemispheric
inhibition between the
primary motor cortices.
（査読付）
（両手間force協調が一次
運動野の半球間抑制を強
化）

NeuroReport
Vol. 25(15)
pp.1203-1207
（訳文：ニューロレ
ポート）

一次運動野の半球間抑制は、中枢神経障害
による運動麻痺に影響を及ぼしていると考
えられている。その半球間抑制が運動制御
に及ぼす影響を明らかにするため、Force
の両手協調が、一次運動野の半球間抑制に
与える影響を神経生理学的に検証した。左
右の示指外転運動による両側間force調整
が不要な課題と比較して、両側間force調
整が必要な課題で半球間抑制が増大した。
したがって、両側間でforceを調整する運
動の協調において一次運動野の活動が抑制
されることを示唆した。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
を部分的に担当。
執筆者：Hiraoka K.（平岡浩一）, Ae M.
（阿江実乃里）, Ogura N.（小倉奈々）,
Sano C.（佐野千紗）, Shiomi K.（塩見啓
悟）, Morita Y.（森田祐司）, Yokoyama
H.（横山遥香）, Jono Y.（城野靖朋）,
Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵
介）, Chujo Y.（中條雄太）

6 Different
corticospinal control
between discrete and
rhythmic movement of
the ankle.
（査読付）
（足関節背屈の単発運動
とリズミカル運動との間
における皮質脊髄制御の
違い）

Frontiers in Human
Neuroscience
Vol. 8 article.578
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

中枢神経障害や運動器障害によって生じる
歩行障害の理学療法では連続的な歩行練習
と分節的な歩行練習とが行われる。そこで
これらの違いを神経生理学的に明らかにす
るため、リズミカルな足関節底背屈運動
と、1回の足関節底背屈運動における皮質
脊髄制御ならびに脊髄制御の違いを検証し
た。その結果、前脛骨筋の運動誘発電位
が、リズミカルな運動の後期で有意に大き
かった。このことから、リズミカルな運動
の初期と後期で皮質脊髄制御が異なる可能
性が示唆された。この結論は、理学療法に
おける歩行練習が連続的もしくは分節的に
行うかによって、皮質脊髄制御のレベルで
違いがあることを示している。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。運動誘発電位とH反射の結果から，神
経的な制御機構に関する考察を行った。
執筆者：Goto Y.（後藤夢野）, Jono Y.
（城野靖朋）, Hatanaka R.（畑中良太）,
Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵
介）, Chujo Y.（中條雄太）, Hiraoka K.
（平岡浩一）
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共著 平成26年10月

共著 平成27年4月 中枢神経疾患の運動障害である共同運動
は、活動を意図していない筋に隣接する筋
活動からの影響が及んでいる。そこで、隣
接筋間の活動の関係性を明らかにするた
め、手指筋支配運動野表象に隣接手指筋活
動が与える影響を神経生理学的に観察し
た。隣接筋活動の影響により興奮性の重心
が運動野内側へ偏移した。隣接筋運動野表
象との重複表象の興奮性は変化しなかった
が、非重複表象の興奮性は抑制された。非
重複表象は重複表象よりも外側に位置して
いた。したがって、隣接筋活動は非重複表
象の興奮性を抑制し、興奮性の重心を偏移
させることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：Jono Y.（城野靖朋）, Chujo Y.
（中條雄太）,  Nomura Y.（野村佳史）,
Tani K.（谷恵介）, Nikaido Y.（二階堂
泰隆）, Hatanaka R.（畑中良太）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

9 The effect of tonic
contraction of the
finger muscle on the
motor cortical
representation of the
contracting adjacent
muscle.
（査読付）
（手指筋緊張性収縮が収
縮中の隣接手指筋運動野
表象に与える影響）

Somatosensory & Motor
Research
Vol.32(2)
pp.114-121
（訳文：ソーマトセン
ソリー　アンド　モー
ターリサーチ）

8 Asymmetry of
anticipatory postural
adjustment during gait
initiation.
（査読付）
（歩行開始時の予測的姿
勢制御の非対称性）

Journal of Human
Kinetics
Vol.42 pp.7-14
（訳文：ジャーナル
オブ　ヒューマンキネ
ティクス）

歩行開始時の重心移動は、まず歩行を開始
する足側かつ後方へ重心が移動する。これ
は予測的姿勢制御を反映しているが、パー
キンソン病患者の外的合図による歩行開始
では、歩行開始足と反対側に最初の重心移
動が生じることが多くなる（予測的姿勢制
御の誤り）。そこで、歩行開始足の選択プ
ロセスの違いが、歩行開始時の予測的姿勢
制御の非対称性へ与える影響を運動学的に
検証した。外的な合図による歩行開始時の
重心移動は、歩行開始足が右足や自由に選
択した足よりも左足の場合に有意に側方へ
変移した。本研究結果は外的合図による歩
行開始時の予測的姿勢制御の左右非対称性
を示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。結果の解釈、考察を部分ではパーキン
ソン病のすくみ足に関して臨床的観点から
議論を行った。
執筆者：Hiraoka K.（平岡浩一）,
Hatanaka R.（畑中良太）, Nikaido Y.
（二階堂泰隆）, Jono Y.（城野靖朋）,
Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵
介）, Chujyo Y.（中條雄太）

保健医療学部リハビリテーション学科
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共著 平成27年4月

共著 平成27年7月11 不安定面での姿勢制御
能力が地域在住高齢者の
転倒に及ぼす影響―不安
定面での重心動揺検査に
おける検証―
（査読付）

ヘルスプロモーション
理学療法研究
5巻2号, pp.75-79

地域在住高齢者の不安定面での姿勢制御能
力が転倒にどう影響するかを運動学的に検
証した。過去1年間の転倒歴から転倒群と
非転倒群とを分類し、ラバー負荷使用によ
る姿勢制御能力を比較した。その結果、重
心動揺面積ならびに軌跡長に有意な差は認
められなかったが、ラバー負荷時のロンベ
ルク率で、非転倒群で高値だった。した
がって、転倒群の姿勢制御は非転倒群と比
べ下肢の体性感覚への依存が少ない可能性
が示唆された。このことは地域在住高齢者
に対する理学療法のみならず、健康増進、
予防理学療法にとって重要な知見である。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察の姿
勢制御に関する議論を行い、部分的に担
当。
共同発表者：藤高祐太，金井秀作，原田
亮，後藤拓也，城野靖朋，田中聡，大塚彰

10 Monaural auditory
cue affects the process
of choosing the initial
swing leg in gait
initiation.
（査読付）
（モノラルな音刺激が歩
行開始足の選択過程に与
える影響）

Journal of Motor
Behavior
Vol.47(6)
pp.522-526
（訳文：ジャーナル
オブ　モータービヘイ
バー）

すくみ足のみられるパーキンソン病患者で
は、歩行開始足の左右の選択にばらつきが
生じる。また、音信号は歩行開始時の反応
時間や歩幅、予測的姿勢制御などに影響を
与えることが知られている。そこで歩行開
始足の選択に音信号が与える影響を検証し
た。開始足に選択しにくい足側からの音信
号は、開始足に選択しにくい足を開始足に
選択する確率を増大させた。しかし、常時
同側から音信号与える実験では、開始足に
選択しにくい足を選択する確率を増大させ
なかった。したがって、選択しにくい足側
への音信号は、それが予測できない場合
に、選択しやすい足を選択する優先性を弱
めることが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案部分ではパーキンソン
病のすくみ足に関して臨床的観点から議論
を行った。
執筆者：Hiraoka K.（平岡浩一）, Ae M.
（阿江実乃里）, Ogura N.（小倉奈々）,
Sano C.（佐野千紗）, Shiomi K.（塩見啓
悟）, Morita Y.（森田祐司）, Yokoyama
H.（横山遥香）, Iwata Y.（岩田泰幸）,
Jono Y.（城野靖朋）, Nomura Y.（野村佳
史）, Tani K.（谷恵介）, Chujo Y.（中
條雄太）

保健医療学部リハビリテーション学科
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共著 平成28年2月

共著 平成28年3月

単著 平成28年3月14 The effect of tonic
contraction of one hand
muscle on motor area of
tonically contracting
another hand muscle
（博士論文）
（手指筋緊張性収縮が緊
張性に収縮する隣接筋運
動野表象へ及ぼす影響）

大阪府立大学 隣接する手指筋緊張性収縮が、運動野の興
奮性および抑制性に及ぼす影響について検
証した。第1実験では、隣接筋活動により
運動野興奮性分布が運動野の内側へ偏移し
た。第2実験では、独立性の高い運動に関
連する筋の運動野表象の外側が、独立性の
低い運動に関連する筋活動によって興奮性
が抑制し、抑制性は脱抑制した。したがっ
て、隣接する手指筋緊張性収縮の影響は筋
特異的かつ領域特異的であることが示唆さ
れた。このことは、中枢神経障害による運
動麻痺のパターンの特徴を電気生理学的に
示すことに発展する可能性がある。
A4判　全42頁

相対位相の異なる両側性運動を用いて皮質
脊髄調整による運動制御への影響を神経生
理学的に調べた。難易度の高い相対位相の
両側性運動中の皮質脊髄興奮性が高かっ
た。このことは、課題の難易度、半球間相
互作用の関与、または運動課題を習得する
ために費やされる労力が大きいことに起因
する可能性がある。また、難易度の高い相
対位相の両側性運動中の背景筋活動に対す
る皮質脊髄興奮性の依存性は低かった。こ
のことは、難易度の高い相対位相の両側性
運動に対する皮質脊髄の寄与の小ささを反
映し得る。この知見は、両手を用いて行う
日常生活動作の難易度によって神経系の関
与が異なることも示している。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Nomura Y.（野村佳史）, Jono Y.
（城野靖朋）,  Tani K.（谷恵介）,
Chujyo Y.（中條雄太）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

13 Corticospinal
modulations during
bimanual movement with
different relative
phases
（査読付）
（異なる相対位相の両側
運動中における皮質脊髄
変調）

Frontiers in human
neuroscience
Vol.10
Artikle.95
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

眼と手の協調的な運動制御を神経生理学的
に明らかにするため、眼球運動命令が手指
筋支配皮質脊髄路興奮性に及ぼす影響を検
証した。眼球運動前と比較して、眼球運動
開始から終了を4分割した第3相の手指筋支
配皮質脊髄路興奮性が有意に減少した。筋
の違い、眼球運動方向および筋が収縮した
場合の指運動方向に影響を受けなかった。
したがって、眼球運動命令が手指筋への運
動命令を生成しなかった。また、抑制は前
腕肢位の影響を受けなかったため、視覚的
フィードバックが存在しないときに前腕筋
の固有受容によって抑制が影響されなかっ
たことを示した。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Chujyo Y.（中條雄太）, Jono Y.
（城野靖朋）, Tani K.（谷恵介）,
Nomura Y.（野村佳史）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

12 Corticospinal
Excitability in the
Hand Muscles is
Decreased During Eye
Movement with Visual
Occlusion.
（査読付）
（視覚遮断下での眼球運
動による手内在筋皮質脊
髄興奮性の減少）

Perceptual and motor
skills
Vol.122(1)
pp.238-255
（訳文：パーセプチャ
ル　アンド　モーター
スキルス）

保健医療学部リハビリテーション学科
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共著 平成28年6月

共著 平成28年8月16 The Effect of
Monaural Auditory
Stimulus on Hand
Selection When Reaching
（査読付）
（モノラルな音刺激が
リーチ動作における手の
選択へ及ぼす影響）

Motor control
pp.1-23
（訳文：モーターコン
トロール）

標的物へのリーチ動作に左右どちらの手を
選択するかの運動プロセスは、聴覚的な情
報処理に関わる脳機能が関係していると推
察し、モノラルな聴覚刺激が手選択に及ぼ
す影響について検証した。右耳への聴覚刺
激は右手選択を増大させ、左耳への聴覚刺
激は左手選択をわずかに増大させた。手選
択が左右均等になる水平視線角度は、右聴
覚入力の影響を受けて有意に左へ偏移した
が、左聴覚入力の影響を受けなかった。し
たがって、手選択に対する右聴覚刺激が有
意となる効果は、手選択の皮質活動の左右
非対称性を示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Tani K.（谷恵介）, Jono Y.（城
野靖朋）, Nomura Y.（野村佳史）,
Chujyo Y.（中條雄太）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

運動制御に影響を与える予測、反射、感覚
情報といった因子が、外力に対して指の位
置を保とうとする際の運動反応の潜時へど
のような影響を与えるかを神経生理学的に
検証した。長潜時の伸張反射は外力の方向
に関わらず誘引されたことから、筋伸張の
感覚情報だけでなく、運動方向に関係のな
い感覚情報によっても誘引されることが示
唆された。どちらの外力方向に対しても運
動反応の時間予測は長潜時伸張反射を促通
した。この変調は筋の伸長に媒介されない
と考えられる。また、運動反応の方向予測
は、その方向に筋が伸長された場合に長潜
時伸張反射と皮質脊髄興奮性を促通した。
したがって、これらの変調は脊髄反射に媒
介されていると考えられる．
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Nikaido Y.（二階堂泰隆）,
Hatanaka R.（畑中良太）, Jono Y.（城野
靖朋）, Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.
（谷恵介）, Chujyo Y.（中條雄太）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

15 Time and direction
preparation of the long
latency stretch reflex
（査読付）
（長潜時反射の時間と方
向の準備）

Human movement
science Vol.47
pp.38-48
（訳文：ヒューマン
ムーブメント　サイエ
ンス）

保健医療学部リハビリテーション学科
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共著 平成28年8月

共著 平成28年10月

共著 平成28年11月19 Change in
excitability of
corticospinal pathway
and GABA-Mediated
inhibitory circuits of
primary motor cortex
induced by contraction
of adjacent hand muscle
（査読付）
（隣接する手指筋収縮に
よる皮質脊髄の興奮性回
路とGABAが介在する抑制
性回路の興奮性変化）

Brain Topography
Vol.29(6)
pp.834-846
（訳文：ブレイン　ト
ポグラフィー）

隣接する複数の筋活動の協調性が障害され
るような脳卒中後の運動障害には，運動系
の興奮性や抑制性の問題が影響していると
考えられる。そこで本研究では，隣接する
手指筋緊張性収縮が運動野の興奮性および
抑制性に及ぼす影響について神経生理学的
に検証した。小指外転筋活動の影響によっ
て、運動野外側に位置する小指外転筋の運
動野表象周辺の第1背側骨間筋の運動野表
象で興奮性が減少し、抑制性は脱抑制し
た。このことから共同的な示指と小指の運
動において、独立性の高い運動に関連する
筋が独立性の低い運動に関連する筋の活動
の影響を受けることを示唆した。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，論文作成，論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：Jono Y.（城野靖朋）, Iwata Y.
（岩田恭幸）, Mizusawa H.（水澤裕貴）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

脳卒中やパーキンソン病などの既往のある
方を含む地域在住高齢者を対象に、三次元
複数物体追跡課題のトレーニング効果を検
証した。トレーニング介入群ではTrail
Making Test part Aが介入後に有意に短く
なった。介入群においてTrail Making
Test part AとTimed Up and Go Testの変
化比率の間に有意な正の相関が認められ
た。地域在住高齢者に対する三次元複数物
体追跡課題のトレーニング効果は注意機能
および動的バランス能力の向上が期待で
き、新しい運動療法として可能性があるだ
けでなく、健康増進や転倒予防といった予
防理学療法に有効であることが示唆され
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：城野靖朋，辻下守弘

18　地域在住高齢者にお
ける三次元複数対象追跡
課題のトレーニング効果
の検証
（査読付）

理学療法科学
31巻5号, pp.729-732

17 Interhemispheric
inhibition induced by
transcranial magnetic
stimulation over
primary sensory cortex
（査読付）
（一次感覚野への経頭蓋
磁器刺激による半球間抑
制）

Frontiers in human
neuroscience
Vol.10
Artikle.438
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

中枢神経障害による運動麻痺に影響を及ぼ
していると考えられている半球間抑制は、
一次運動野だけでなく一次感覚野において
も観察されている。一次感覚野を経頭蓋磁
気刺激することによる長潜時半球間抑制が
触覚入力によって調節されるのか、この抑
制が一次運動野を刺激することによって生
じる抑制と異なるのかを神経生理学的に検
証した。一次感覚野を刺激することによる
長潜時半球間抑制は、対側示指への皮膚刺
激による体性感覚求心性入力が一次感覚野
に到達するタイミングで促通した。一次運
動野を刺激することによる長潜時半球間抑
制は、指刺激の影響を受けなかった。した
がって、一次感覚野を刺激することによる
長潜時半球間抑制は、体性感覚経路の活動
と関連することが考えられ、また、一次運
動野を刺激することによる抑制と異なるこ
とが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Iwata Y.（岩田恭幸）, Jono Y.
（城野靖朋）, Mizusawa H.（水澤裕貴）,
Kinoshita A.（木下篤）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

保健医療学部リハビリテーション学科
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共著 平成29年4月

共著 平成29年4月

共著 平成30年3月22 大腿四頭筋の運動錯覚
を惹起する振動刺激周波
数の再現性についての検
討
（査読付）

大阪行岡医療大学紀要
5号,
pp.23-27

大腿四頭筋の運動錯覚を惹起する振動刺激
周波数の再現性について検証した。Visual
Analog Scaleを用いて50Hz、70Hz、90Hz、
120Hzのそれぞれの周波数の振動刺激によ
る運動錯覚の程度を1週間以上の間隔をあ
けて2回評価した。90Hzの周波数にのみ2回
の評価間に有意な正の相関がみられた。ま
た、2回の評価間の誤差の種類はすべての
周波数で偶然誤差であった。本研究結果よ
り、90Hzの周波数による振動刺激は大腿四
頭筋の運動錯覚を惹起させる方法として有
用であることが明らかになった。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
執筆者：神里巌, 城野靖朋, 粕渕賢志

眼球運動が立位姿勢制御に及ぼす影響を運
動学的に検証した。衝動性眼球運動を選択
反応課題で行わせた条件の重心動揺総軌跡
長は、衝動性眼球運動を単純反応課題で行
わせた条件と比較して有意に小さかった。
また、滑動性眼球運動を行わせた条件の重
心動揺総軌跡長と外周面積は、衝動性眼球
運動を選択および単純反応課題で行わせた
条件よりも有意に大きかった。したがっ
て、眼球運動による立位姿勢動揺への影響
は、眼球運動の反応課題の違いよりも、眼
球運動制御の違いによる影響を反映したも
のと考えられる．
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，論文作成，論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：城野靖朋, 金井秀作

21 眼球運動が立位姿勢制
御へ及ぼす影響
（査読付）

理学療法科学
32巻2号,
pp.211-214

20 Processes of
anticipatory postural
adjustment and step
movement of gait
initiation（査読付）
（歩行開始のステップ動
作と予測的姿勢制御の調
整過程）

Human movement
science
Vol.52
pp.1-16
（訳文：ヒューマン
ムーブメント　サイエ
ンス）

歩行開始の予測的姿勢調整（APA）とス
テップ動作のプロセス間の相互作用を検証
した。APAは歩行開始前の圧力中心の変移
の第1相（S1）で観察した。S1は振出下肢
変更あるいは歩行開始動作を中止した場合
でも出現し、歩行のAPAとステップ動作は
二重プロセスであることが示唆された。S1
の側方振幅と持続時間が、振出下肢変更あ
るいは動作中止により有意に減少した。歩
行開始動作の中止プロセスと振出下肢変更
はAPAに対して共通の抑制メカニズムを共
有している可能性がある。歩行開始の運動
プロセスは、すくみ足のあるパーキンソン
病患者で障害されていると考えられてお
り、歩行開始の運動プロセスの解明は、
パーキンソン病患者に限らず神経系障害患
者の理学療法評価につながる知見である。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案部分ではパーキンソン
病のすくみ足に関して臨床的観点から議論
を行った。
執筆者：Mizusawa H.（水澤裕貴）, Jono
Y.（城野靖朋）, Iwata Y.（岩田恭幸）,
Kinoshita A.（木下篤）, Hiraoka K.（平
岡浩一）
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共著 平成30年3月

共著 平成30年10月

共著 平成31年3月25 The influence of
muscular activities in
a squat with hands on a
table for "locomotion
training"
(テーブルを用いたスク
ワットによるロコモー
ショントレーニングが筋
活動に与える影響)
（査読付）

人間と科学: 県立広島
大学保健福祉学部誌
(1346-3217)19巻1号
Page49-53(2019.03)

椅子上の座位からテーブルに手を添えたス
クワット(HOTS)をした際の筋活動を、通常
の立位スクワット(SPS)と比較した。HOTS
ではテーブルの高さを変えた高位HOTSと低
位HOTSの2種類で測定した。その結果、大
腿直筋、内側広筋および半腱様筋に関して
は、SPSによる筋活動の方が高位HOTSより
も有意に大きかった。これらより、下肢筋
の筋活動はテーブルを用いたスクワットが
通常のスクワットより必ずしも有意に減少
するわけでは無いことが明らかとなり、
テーブルの高さを調節することで、効果的
で安全なスクワットができることが示唆さ
れた。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
論文作成，論文投稿に至るまでを中心的に
担当。
執筆者：金井秀作, 池上あゆみ, 岡村和
典, 城野靖朋, 大塚彰

24 足部内在筋トレーニン
グの学習における随意運
動介助型電気刺激装置の
効果　内在筋および外在
筋の筋活動からの検討
（査読付）

物理療法科学
25巻,
pp.27-33

本研究ではShort Foot exercise(以下、
SFex)の習得を促進する目的で随意運動介
助型電気刺激装置(以下、IVES)を利用する
ことの有効性を検討した。その結果、IVES
を利用するSFexが、足部外在筋による代償
を増加させることなく、従来の方法以上に
SFex中の母趾外転筋の筋活動を増加させ
た。このことから、IVESの利用がSFexの習
得の促進に有効であることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
執筆者：岡村和典, 城野靖朋, 山本征孝,
江川晃平, 金井秀作

23 異なる負荷値における
足関節背屈可動域測定の
信頼性
（査読付）

大阪行岡医療大学紀要
5号,
pp.19-22

低い負荷での足関節背屈可動域測定の信頼
性を明らかにする目的で、異なる負荷値に
おける足関節背屈可動域測定の信頼性を検
証した。本研究では同一検者による2回の
測定を実施した。本研究で用いた25N、
50N、75N、100Nすべての負荷におい誤差は
偶然誤差で、誤差の範囲は2.74°から
3.79°の範囲であった。本研究結果から、
負荷値を統一した足関節背屈可動域測定で
は、低い負荷であっても4°未満の偶然誤
差で評価できることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：城野靖朋, 神里巌, 岡村和典, 金
井秀作, 大塚彰
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共著 平成31年3月

（その他）

「総説」

共著 平成25年5月

共著 平成31年3月2 理学療法士の経験学習
プロセスの解明に向けて
―経験学習研究における
理論的枠組みと課題―

大阪行岡医療大学紀要
6号,
pp.23-33

理学療法士の経験学習プロセスの解明と支
援方法の開発に向けて、これまで多くの専
門職の経験学習プロセスを明らかにしてき
た松尾による経験学習研究の理論的枠組み
を要約するとともに、それらによって解明
された看護師と保健師の経験学習プロセス
について要約した。これらを踏まえ、我々
が計画している理学療法士の経験学習プロ
セスの解明に向けた研究的枠組みに関する
課題を考察した。
本人担当部分：理学療法士の経験学習プロ
セスの解明に向けた研究的枠組みに関する
課題の考察に関して、部分的に担当。
共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢
志, 城野靖朋, 松田淳子

ユニバーサルデザインの概念に基づき，福
祉用具の研究・開発を行ってきた。サリド
マイド薬禍障害児の電動義手，進行性筋ジ
ストロフィー症児に対するバネ付き装具の
開発に始まり，様々な義手，福祉用具の研
究・開発に携わってきた。近年では障害を
持つヒトの余暇の利用を支援するタンデム
チェアスキーや，砂浜歩行研究に基づく砂
浜裸足用5本趾履物，介助者の主観的な負
担を軽減する寝返り介助用具を開発した。
本人担当部分：砂浜歩行研究に関する研究
を中心的に担当。
共同発表者：大塚彰，長谷川正哉，城野靖
朋，田中聡，沖貞明

1 ユニバーサルデザイン
と福祉用具の開発研究

理学療法えひめ

本研究では自作の前腕マッチング課題装置
を用いた位置覚評価システムの信頼性を検
討し、適切な実験プロトコルを提案するこ
とを目的とし、肘関節の屈曲課題と伸展課
題においてマッチング課題の信頼性を検討
した。その結果、マッチング課題には偶然
誤差が認められた。信頼性が優秀となるに
は屈曲課題で10回、伸展課題で7回の計測
が必要であることが示された。これらよ
り、本システムによる位置覚の計測は10回
以上の計測が必要であることが示された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：城野靖朋, 神里巌

26 前腕マッチング課題の
信頼性―自作装置による
予備的研究―
（査読付）

大阪行岡医療大学紀要
6号,
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「学会発表」

＜国際学会＞

- 平成25年9月

- 平成25年9月2 Study of dual-task
cost by manipulating
the attentional demands
of a cognitive and
motor task.
（訳文：認知課題と運動
課題における注意需要量
を統制した二重課題コス
トの研究）

The 6th WCPT-AWP &
12th ACPT Congress
2013
（於台湾）
（訳文：第6回世界理学
療法アジア西太平洋地
域学会および第12回ア
ジア理学療法学会の合

二重課題によるパフォーマンスの低下
（dual-task cost）は、高齢者や中枢神経
疾患患者で顕著にみられ、日常生活動作能
力へ影響を及ぼす重要な問題である。そこ
で、注意需要量を統制した運動課題下での
認知的負荷によるdual-task costへの影響
を検証した。難易度を注意需要量で統制し
た二重課題条件を設定し、単一運動課題能
力の高い群と低い群とでdual-task costを
比較した。両群間でdual-task costに有意
な差をみとめなかった。したがって、二重
課題におけるdual-task costは、単一運動
課題能力に影響されない可能性が示唆され
た。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：Goto T.（後藤拓也）, Okita
K.（沖田一彦）, Hasegawa M.（長谷川正
哉）, Tanaka S.（田中聡）, Shimatani
K.（島谷康司）, Jono Y.（城野靖朋）,
Daniide Y.（谷出康士）, Harada R.（原
田亮）, Fujitaka Y.（藤高祐太）, Kanai
S.（金井秀作）

1 Effects of cerebral -
blood-flow change
during muscle power
enhancing training with
mental practice.
（訳文：メンタルプラク
ティスによる筋力増強訓
練における脳血流量変化
の影響）

The 6th WCPT-AWP &
12th ACPT Congress
2013
（於台湾）
（訳文：第6回世界理学
療法アジア西太平洋地
域学会および第12回ア
ジア理学療法学会の合
同学会）

メンタルプラクティスによる膝伸展筋力増
強効果を検証した。2週間のメンタルプラ
クティスによる筋力増強効果の評価と、イ
メージ課題中の脳血流量を測定した。メン
タルプラクティスは等尺性膝伸展筋力を有
意に増強させた。イメージ課題中は、前頭
葉領域の脳活動賦活が確認された。した
がって、メンタルプラクティスは脳活動を
賦活させることで、神経性要因による筋力
増強効果を得ている可能性が示唆された。
これは、整形外科疾患、中枢神経疾患、ま
た、高齢や廃用症候群によって重度の筋力
低下がみられる対象の運動療法となりう
る。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：Daniide Y.（谷出康士）,
Kanai S.（金井秀作）, Jono Y.（城野靖
朋）, Goto T.（後藤拓也）
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＜国内学会＞

- 平成24年5月

- 平成20年8月

- 平成26年5月3 運動野表象に対する隣
接筋随意収縮の影響

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

試験筋随意収縮中に隣接筋を随意収縮させ
た時に生じる試験筋支配運動野表象分布の
変化を観察し、試験筋随意収縮中の隣接筋
活動の影響を神経生理学的に検証した。隣
接筋活動の影響を受けて、試験筋運動野興
奮性分布の重心は内側へ偏移した。試験筋
随意収縮中の隣接筋活動は、試験筋運動野
表象の興奮性分布を変化させることが示唆
された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，中條雄太，谷恵
介，野村佳史，二階堂泰隆，畑中良太，平
岡浩一

2 変形性膝関節症に対す
る微弱電流の効果

第20回日本物理療法学
会学術大会
（於佛教大学）

変形性膝関節症患者を対象に，微弱電流の
効果を疼痛および歩行の変化から検討し
た。対象は70歳代の左変形性膝関節症患者
1名とし，通常の理学療法に微弱電流治療
を追加した。介入一日目に，疼痛の軽減と
歩行時の左下肢単脚支持期の延長がみられ
た。介入二日目以降，治療前後の変化は観
察できなかったが，一日目の治療効果は維
持できていた。本症例は微弱電流治療の介
入一日目に，疼痛緩和による単脚支持期の
延長が観察された。
本人担当部分：研究計画の立案から介入の
実践，発表資料の作成，発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，堀内賢，岡田裕
尚，百々美樹，白須健司

イメージ課題を用いたメンタルプラクティ
スによる筋力増強効果を検証した。メンタ
ルプラクティスは等尺性膝伸展筋力を有意
に増強させた。等尺性膝伸展筋力測定をイ
メージする課題中の脳血流量を、近赤外光
脳機能イメージング装置で測定したとこ
ろ、前頭葉領域の脳活動賦活が確認され
た。したがって、メンタルプラクティスは
脳活動を賦活させ、神経性要因による筋力
増強効果を得ることが示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈，考察を部
分的に担当。
共同発表者：谷出康士，金井秀作，城野靖
朋，後藤拓也，島谷康司，長谷川正哉，大
塚彰

1 メンタルプラクティス
による筋力増強効果の検
討

第47回日本理学療法学
術大会
（於神戸ポートピアホ
テル）
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- 平成26年5月

- 平成26年5月

- 平成26年11月6 身体軸に対する手指運
動方向が手指筋運動野表
象に及ぼす影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

身体軸に対する運動方向の違いが手指筋運
動野表象に及ぼす影響を検証した。異なる
3つの上肢肢位において手指筋運動誘発電
位マッピングを行った。運動方向の違いに
よる手指筋運動野表象の違いはみられな
かった。肩関節角度と肘関節角度の違い
で、hotspot内側の手指筋運動誘発電位に
有意な差がみられた。したがって、中枢関
節角度の影響により手指筋運動野表象内側
の興奮性が変化することが示唆された。肢
全体の関節に共同運動が生じてしまう中枢
神経障害の運動障害と関連する知見である
可能性がある。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，中條雄太，谷恵
介，野村佳史，畑中良太，岩田泰幸，水澤
裕貴，平岡浩一

5 地域在住高齢者におけ
る不安定面での姿勢制御
能力が転倒にどのように
影響を及ぼすか―不安定
面での重心動揺検査にお
ける検証―

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

ラバー負荷重心動揺検査を利用して、地域
在住高齢者の不安定面での姿勢制御能力が
転倒にどう影響するかを運動学的に検証し
た。ラバー負荷使用による姿勢制御能力
は、転倒と関連しなかった。ラバー負荷時
のロンベルク率は、非転倒群で高値を示し
た。したがって、転倒群の姿勢制御は非転
倒群と比べ下肢の体性感覚への依存が少な
い可能性が示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：藤高祐太，金井秀作，原田
亮，後藤拓也，城野靖朋，田中聡，大塚彰

4 外乱予測が筋反応およ
び反応前期の皮質脊髄興
奮性に与える影響

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

外乱方向および外乱タイミング予測が外乱
に対する筋反応と反応前期の皮質脊髄興奮
性に与える影響を神経生理学的に検証し
た。タイミング予測により伸展外乱時のみ
反応前期皮質脊髄興奮性が増大した。タイ
ミング予測は筋伸張を予測できないにもか
かわらず伸展外乱反応前期のみで皮質脊髄
興奮性増大に作用することを示唆した。し
たがって、タイミング予測による反応前期
皮質脊髄興奮性増大に筋伸張求心性インパ
ルスが関与することが示唆された。
本人担当部分：実験の実施、研究結果の解
釈、考察を部分的に担当。
共同発表者：二階堂泰隆，畑中良太，城野
靖朋，谷恵介，野村佳史，中條雄太，平岡
浩一
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- 平成26年11月

- 平成26年11月

- 平成26年11月

聴覚刺激が視覚反応リーチ課題時の手選択
に及ぼす影響を検証した。右利き者のリー
チ側選択が左右均等になる水平視線角度
は、右聴覚入力の影響を受けて有意に左へ
偏移した。左利き者の水平視線角度は、右
聴覚入力の影響を受けて半数で左へ偏移し
たが、残りの半数では算出できなかった。
したがって、右聴覚音は右利き者の視覚標
的リーチ時の右手選択確率を増加させる
が、左利き者において右利き者と異なる機
構の存在が示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：谷恵介，城野靖朋，中條雄
太，野村佳史，畑中良太，平岡浩一

9 異なる相対位相の両側
リズミカル運動における
運動制御

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

相対位相の異なるリズミカルな両側性運動
の運動制御を神経生理学的に検証した。難
易度の高い相対位相のリズミカル運動で、
運動誘発電位が有意に大きくなり、背景筋
放電量に対する運動誘発電位の相関が有意
に低下した。したがって、高い難易度の両
側性運動では皮質脊髄路興奮性は増大する
が、筋出力の皮質脊髄制御の依存は小さい
ことが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：野村佳史，畑中良太，城野靖
朋，谷恵介，中條雄太，平岡浩一

8 聴覚刺激が視覚標的
リーチ時の手選択に及ぼ
す影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

7 両側forceの協調が皮質
間抑制に及ぼす影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

半球間抑制は中枢神経障害による運動障害
と関係していると考えられている。そこ
で、両側forceの協調が半球間抑制に及ぼ
す影響を神経生理学的に観察した。半球間
抑制は、左右示指同士を直接押し合う協調
したforce出力を要する課題において、左
右示指間に金属板を挟んだ協調したforce
出力を要しない課題と比較して有意に大き
くなった。条件刺激と試験刺激の刺激間隔
時間の違いが、半球間抑制の大きさに与え
る影響はみとめなかった。したがって、両
側forceの協調は皮質間抑制を促通するこ
とが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：平岡浩一，阿江美乃里，小倉
奈菜，佐野千紗，塩見啓悟，森田祐司，横
山遙香，城野靖朋，野村佳史，谷恵介，中
條雄太
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- 平成26年11月

- 平成27年11月

- 平成27年11月12 単耳聴覚性歩行開始合
図が振出下肢選択におよ
ぼす影響

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

単耳聴覚性歩行開始合図が振出下肢選択に
及ぼす影響を検証した。聴覚合図側が予想
不能なセッションで、自己ペース歩行開始
動作における振出下肢に選択しにくい下肢
側からの聴覚合図は、聴覚合図側の下肢を
振出下肢に選択する確率を増大させた。し
かし、聴覚合図側が予想可能なセッション
では、有意な変化は観察されなかった。し
たがって、選択しにくい振出下肢側への予
測不能な聴覚合図は、聴覚合図側の下肢選
択確率を増加させる。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：平岡浩一，阿江実乃里，小倉
奈々，佐野千紗，塩見啓悟，森田祐司，横
山遥香，岩田恭幸，城野靖朋，野村佳史，
谷恵介，中條雄太

11 手指筋の緊張性収縮が
隣接筋運動野の興奮性お
よび抑制性回路に与える
影響

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

手指筋運動野表象の興奮性および抑制性回
路に及ぼす隣接筋活動の影響を神経生理学
的に検証した。第1背側骨間筋は，小指外
転筋と重複していない運動野表象で小指外
転筋活動による運動野興奮性および抑制性
が抑制された。小指外転筋では第1背側骨
間筋活動による運動野興奮性および抑制性
は変化しなかった。したがって，隣接筋活
動による運動野表象の興奮性変動は筋に
よって異なることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，発表資料の作成，発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，岩田恭幸，水澤裕
貴，平岡浩一

10 視覚入力を伴わない衝
動性眼球運動が手指筋皮
質脊髄路興奮性に及ぼす
影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

視覚入力を伴わない衝動性眼球運動が、手
指筋支配皮質脊髄路興奮性に及ぼす影響を
神経生理学的に検証した。眼球運動前と比
較して、衝動性眼球運動開始から終了を4
分割した第3相の運動誘発電位が有意に減
少した。前腕肢位及び筋の違いによる影響
はみられなかった。衝動性眼球運動は手指
筋支配皮質脊髄路の興奮性を抑制するが、
その抑制に視覚、前腕固受容器、および共
通経路を介した手指運動命令は関与しない
ことが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：中條雄太，城野靖朋，谷恵
介，野村佳史，畑中良太，平岡浩一
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- 平成27年11月

- 平成27年11月

- 平成28年6月15 高齢者に対する3次元
複数物体追跡課題を用い
た視覚認知トレーニング
の効果

第44回日本バイオ
フィードバック学会学
術集会（於日本大学文
理学部百年記念館）

地域在住高齢者を対象に、三次元複数物体
追跡課題のトレーニング効果を検証した。
トレーニング介入群ではTrail Making
Test part Aが介入後に有意に短くなっ
た。介入群においてTrail Making Test
part AとTimed Up and Go Testの変化比率
の間に有意な正の相関が認められた。地域
在住高齢者に対する三次元複数物体追跡課
題のトレーニング効果は注意機能および動
的バランス能力の向上が期待でき、新しい
運動療法としての可能性が示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：辻下守弘，城野靖朋

14 歩行開始時予測的姿勢
制御の動作変換または中
止による抑制

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

歩行開始時予測的姿勢制御における、足底
移動中心軌跡のS1相に及ぼす動作変換ある
いは中止の影響を運動学的に検証した。歩
行開始合図により生じたS1の側方振幅とそ
の持続時間が、振出下肢変更あるいは動作
中止により有意に減少した。このことは、
歩行開始時の予測的姿勢制御は、他の競合
する運動プログラムから抑制フィードバッ
クを受けることを示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：水澤裕貴，城野靖朋，岩田恭
幸，平岡浩一

13 一次感覚野への経頭蓋
磁気刺激による一次運動
野半球間抑制

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

一次感覚野への経頭蓋磁気刺激による半球
間抑制を神経生理学的に観察した。一次感
覚野への経頭蓋磁器刺激により感覚減弱が
生じた対象者では、刺激後20 msおよび
40msで半球間抑制が観察された。このこと
から、一次感覚野への経頭蓋磁器刺激で長
潜時の半球間抑制を誘発可能であることが
示唆された。また、この抑制は感覚減弱が
生じた対象者で観察されたことから、皮膚
知覚経路に関連していると考えられる。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：岩田恭幸，城野靖朋，水澤裕
貴，平岡浩一

保健医療学部リハビリテーション学科

1264



- 平成28年11月

- 平成28年11月

- 平成28年11月 ポリリズム両手運動に対するリズム視覚
フィードバックの入力側、刺激位置間距
離、およびフィードバックと運動側の一致
の影響を検証した。フィードバック入力側
が片側の条件におけるポリリズムの周期の
長い側の手運動周期が、片手運動と比較し
て短縮した。フィードバック入力側が両側
の条件では片手運動に対する周期の差は観
察されず、刺激位置間距離の違いにおいて
も運動周期の差は観察されなかった。した
がって、フィードバックの入力側半球が同
一であることに起因して、ポリリズムの周
期の長い側の手運動周期が短縮することが
考えられた。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：木下篤, 城野靖朋, 水澤裕
貴，岩田恭幸, 平岡浩一

18 リズムフィードバック
入力視野がポリリズム両
側運動に及ぼす影響

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会（郡
山）

17 一次感覚野経頭蓋磁気
刺激による半球間抑制の
体性感覚経路依存性

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於ホテルハマツ）

対側示指への皮膚刺激が、経頭蓋磁気刺激
によって観察される長潜時半球間抑制へ及
ぼす効果を神経生理学的に観察した。一次
運動野を刺激することによる長潜時半球間
抑制は、対側示指への皮膚刺激の影響を受
けなかった。一次感覚野を刺激することに
よる長潜時半球間抑制は、一次感覚野を刺
激する20ms前に対側示指へ皮膚刺激を与え
ると促通した。これは体性感覚求心性入力
が一次感覚野に到達した時点で、一次感覚
野を刺激することによる長潜時半球間抑制
が促通されることを意味する。したがっ
て、一次感覚野を刺激することによる長潜
時半球間抑制は、体性感覚経路の活動と関
連することが考えられた。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：岩田恭幸, 城野靖朋, 水澤裕
貴，木下篤, 平岡浩一

16 異なる手指運動プロセ
ス間の協調

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於ホテルハマツ）

異なる手指運動プロセス間の協調について
検証した。示視屈曲時の示指支配筋単純反
応時間は小指運動の影響を受けなかった
が、小指屈曲時の小指支配筋反応時間は示
指運動の影響を受けて有意に延長した。ま
た、示指支配筋と小指支配筋の反応時間差
の試行間標準偏差は、示指と小指の同時外
転時に最も小さく、同時屈曲時に最も大き
かった。したがって、独立性の高い運動を
実行する示指の運動プロセスでは他の指運
動プロセスとの干渉はないが、独立性の低
い小指の屈曲運動プロセスでは他の指運動
プロセスの干渉を受ける場合がある。ま
た、指の外転運動は屈曲運動よりも他の指
運動との共同性が高いことが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋, 岩田恭幸, 木下
篤, 平岡浩一
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- 令和元年10月

- 令和元年11月20 理学療法士の経験学習
プロセスの解明にむけた
探索的研究―成長を促す
経験と教訓―

第8回日本理学療法教育
学会学術大会・第2回日
本理学療法士学会管理
部門研究会（名古屋）

仕事に対する信念は専門職の経験学習に重
要な役割を担い，理学療法士（以下，PT）
の育成には信念の形成支援が大切となる．
しかし，PTの信念の内容や形成支援方法は
明らかにされていない．そこで，本研究で
は現場の熟達PTの信念を明らかにし，信念
の形成支援方法を提案する．熟達PTからは
30個の信念カテゴリーが得られたが，それ
らは実に多様であった．これらを要約する
と、熟達PTの信念は人間関係の構築，PTの
プライドや責任感，熱意と幅広い実践，治
療成果による社会還元等から形成されてい
た．
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢
志, 城野靖朋, 松田淳子

19 上腕三頭筋腱振動刺激
時の肘関節角度の違いが
運動錯覚の惹起に及ぼす
影響

第27回日本物理療法学
会学術大会（東京）

関節角度の違いによる筋長の変化が筋腱振
動刺激による運動錯覚の惹起に及ぼす影響
を明らかにすることを目的とし、左肘関節
屈曲30度、60度、90度の3条件で運動錯覚
を評価した。その結果、肘関節屈曲60度と
90度において肘関節屈曲の運動錯覚が惹起
された。したがって、筋腱振動刺激による
運動錯覚の惹起には被刺激筋の長さが影響
し、伸長位であることが必要だと考えられ
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋、神里巌、吉川義
之、辻下守弘

保健医療学部リハビリテーション学科

1266



年月日

平成12年4月

～

現在に至る

平成17年4月

～

現在に至る

平成17年4月

～

現在に至る

平成17年4月

～

現在に至る

4）臨床実習対策レクチャーの実施 土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門分野 「臨床評価実習（2年次）」「臨床総合
実習Ⅰ（3年次）」「臨床総合実習Ⅱ（4年次）」
に先立って、当該学生を対象に臨床実習に向けた
対策レクチャーを開講。主に「姿勢・動作分析」
をテーマとして、観察・分析のプロセス、仮説の
証明（原因の特定）、治療手段の決定、効果判定
について実技を交えて指導。臨床に即した実践的
なレクチャーのため、毎年受講希望者が多く、実
習で役立ったという声も多い。

3）フィールドワークを通した職業意識の向上にむ
けた取り組み

土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門分野 「地域リハビリテーション演習（3年
次）」「理学療法セミナーⅠ（3年次）」におい
て、自治体事業（介護予防事業等）や介護保険
サービス事業所（通所介護など）および高齢者の
自主運動教室に学生と参加。当事者や職員との関
わりから、地域課題や当事者意識に直接触れ、将
来理学療法士として学生自身がどのように貢献し
得るか考え関心を高める機会となり、学生の感想
も貴重な機会であったとする肯定する評価が大半
を占めた。

2）卒後の学術活動を意識した卒業研究指導 土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門分野 「理学療法セミナーⅠ（3年次）」「卒
業研究（4年次）」において、各学年6名程度のゼ
ミ生に対し学生1名ごとに研究を指導。文献抄読や
研究計画のプレゼンテーションを積極的に行う。
学内での研究発表や論文執筆のみならず、在学中
の関連学会への演題投稿や学会発表なども積極的
に支援。卒後、臨床へのシームレスな学術活動の
支援を目的として指導しているため、卒後の臨床
研究に活動が継続されている。

1）臨床実習学生教育 平成12～平成16年には、理学療法士として臨床業
務に携わる傍ら、臨床実習学生の実践的スキルの
向上を目的とした教育を行ってきた。
　平成17年からは、土佐リハビリテーションカ
レッジ 理学療法学科 専門分野 「臨床評価実習
（2年次）」「臨床総合実習Ⅰ（3年次）」「臨床
総合実習Ⅱ（4年次）」において、養成校教員の立
場から臨床実習指導者と連携し、特に実習困難な
学生の指導方法について相談・指導してきた。同
時に、学生教育から資格取得後の新人教育への連
携を意識した教育を行ってきた。

地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学、地域理学療法学、老年期理学療法 健康増進、介護予防、地域包括ケア、歩行、転倒、認知症

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概　　要

１　教育方法の実践例

教育研究業績書

令和　３年　３月　３１日

氏名　　滝本　幸治　　

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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年月日事項 概　　要

平成17年10月

～

現在に至る

平成25年10月

～

現在に至る

平成26年4月

～

現在に至る

平成27年4月

～

現在に至る

令和元年10月

～

現在に至る

9) 臨床における理学療法士・作業療法士に対する
教育

医療機関（社会医療法人黎明会 北出病院）におい
て、臨床経験の浅い理学療法士・作業療法士に対
しては、症例の担当場面に介入して直接的な指導
を実施（on the job training）。一方、中堅以上
のスタッフに対しては、学術活動や後進育成のた
めの教育・マネジメント、多職種・多事業所連携
等に関する相談・指導を実施。

8）事前テストの実施による学習目標の明確化 土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門基礎分野 「人体の機能演習Ⅰ・Ⅱ」「運動学
演習Ⅰ・Ⅱ」（ともに1年次）では、初めて専門的
な学習を行う学生にとって難易度は高いと思われ
る。そこで毎回講義の最初に、当日講義で扱う内
容で構成された「事前テスト」を講義冒頭で実施
（5分程度）。これによりこれから何を学ぶか意識
付けするとともに、講義終了後には事前テストの
解答を完成させたものを提出させ、理解の確認と
ともに質問を受け付け、次回講義時にフィード
バックするよう努めた。学生評価は非常に高いも
のであった。

7）チューター制度による少人数制の学生生活およ
び学習のサポート

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科に
おいて、学年を問わず、履修中の科目の中で理解
が不十分であったり、学生生活で悩みがあった
り、将来的な不安などを抱えている学生は少なく
ない。そこで、学年別に少人数（6名程度）の学生
を対象に放課後等の時間を活用してチューター制
度を設けた。比較的共通する課題や悩みがあるな
どピアとしても機能し仲間意識が高まるなど、き
め細かいフォローが学生にとって有効にはたらい
ていることを実感する試みである。

6）メーリングリストを利用したレポート添削によ
る効率的な個別学習支援

土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科
専門分野 「運動分析学（2年次）」において、姿
勢・動作の観察・分析方法の指導と演習（レポー
ト作成）を行う。学生は繰り返しレポート提出を
行い、それに対して個別にフィードバックを行う
必要があるため、学内メーリングリストを利用し
た課題の提出・返却を実施した。学生は提出期日
までの間、昼夜問わずレポートを提出できる利便
性があるとともに、添削の際もワープロソフトの
校閲機能を用いて効率よく丁寧に実施できる。

5）国家試験対策レクチャーの実施 土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科に
おいて、国家試験受験を前にした学生に対し、毎
年10月～2月に国家試験対策レクチャーを実施。担
当領域は主に「生理学」「運動学」「義肢・装具
学」であり、国家試験過去問題からその傾向を探
り、学生の効率的且つ効果的な学習のために過去
問題演習とともにポイント解説を行っている。ま
た、平成28年から新たな国家試験出題基準が適応
されたことを受け、それに対応すべく新たな出題
傾向について検討するとともに情報収集に努め、
学生に情報提供している。
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年月日事項 概　　要

平成23年9月

平成26年4月

平成27年4月

平成24年

8月11日

平成26年

5月1日

和歌山県理学療法士協会中紀ブロックの勉強会講
師として「歩行の神経メカニズム～歩行の発現と
制御機構の基本システム～」というテーマで講
演。

2）島津病院 勉強会　講師 島津病院リハビリテーション科スタッフを対象に
「臨床実習教育再考」というテーマで講演。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1）和歌山県理学療法士協会
中紀ブロック勉強会　講師

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科
学生による授業評価アンケート結果における評価

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科の
担当科目である「人体の機能演習Ⅰ・Ⅱ」「運動
学演習Ⅰ・Ⅱ」や「地域リハビリテーション学」
「地域理学療法学Ⅰ」では、授業評価により得ら
れた結果を講義に反映することで、学生が求める
教授方法について再考し、必要に応じて対応し
た。具体例としては、配布資料に含まれる演習問
題について模範解答を付すことや、テキスト掲載
の図では分かりにくいものについて他の文献から
理解しやすい図をスライドで示したり資料として
配布したりするなど対応した。また講義資料作成
時に活用した文献・資料等についてのリストも学
生に紹介し、希望に応じて提供した。結果、学生
の学習意欲の向上や高い満足度が得られた。

2）講義用テキスト作成 土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科で
担当している「地域リハビリテーション学」「地
域理学療法学Ⅰ」（ともに3年次）において、講義
用テキストを作成した。医療・福祉・保健・介護
等を取り巻く状況が目まぐるしく変遷するなか、
専門職養成に必要な標準的事項は既刊のテキスト
で補えるが、リアルタイムにトピックス的な話題
や状況を反映させるために、教材として50ページ
程度のサブテキストを作成し講義で活用してい
る。

1）力量解析ソフトの開発 研究活動において、リハビリテーションに関連が
深い力量調節課題を用いる機会が多く、力制御の
精度を確認するための解析ソフトが必須であっ
た。これまで適当な解析ソフトが見当たらなかっ
たため、ソフト開発企業と連携し解析ソフトの開
発にあたった。これにより多くのデータ解析が可
能となり（学生の卒業研究含む）、解析時間の大
幅な短縮とともに研究の選択肢を広げることがで
きた。

２　作成した教科書，教材
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年月日事項 概　　要

平成28年

12月9日

平成25年

3月30日

平成27年

9月29日

令和3年

4月10日

平成27年

2月15日

平成29年

8月24日

平成29年

8月29日

平成30年

2月16日

平成30年

8月11日

土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来
会」にて，理学療法士・作業療法士を対象に
「Motoric Cognitive Risk Syndromeについて考え
る ―高齢者の有害事象を予測する新しい徴候―」
というテーマで講演（オンラインにて実施）。

8) 高知県越知町介護予防事業リハ専門職派遣事業
講師

リハ専門職が介入していない自治体を県が抽出
し、リハ専門職を派遣する事業の一環。
高知県越知町にて継続されてきた介護予防事業に
おいて、参加者減少という課題や介護予防の動機
づけのために地域在住高齢者を対象に「健康長寿
で生きかた上手」というテーマで講演するととも
に体操と体力測定を実施。

9) 社医）黎明会 北出病院　勉強会講師 理学療法士を対象に「加速度センサを用いた歩行
解析の基礎―臨床研究への展開を踏まえて」とい
うテーマで講演。実際に歩行時加速度計測および
データ解析を実演するとともに、これらの臨床研
究への展開を想定した具体的提案を試みた。

7）高知県芸西村教育委員会スポーツ研修会 講師 高知県芸西村教育委員会が、競技スポーツを実施
する小・中学生の保護者に対して企画した研修会
にて、「成長期のスポーツとの付き合い方」とい
うテーマで、実技を交えながら講義を実施。

6）高知県介護予防強化型サービス事業所育成支援
事業研修会 講師

高知県主催の自立支援機能を強化する介護事業所
スタッフの育成支援を目的とした研修会にて、
「転ばぬ先の転倒予防」と題して、アセスメント
方法や具体的転倒予防策等について講演。

5）高知県香南市地域ケア会議事前研修会 講師 高知県香南市が平成27年4月より実施する地域ケア
個別会議に先立って、事業所職員らを対象とした
研修会を実施。
「運動機能アセスメント―測定目的と方法につい
て―」と題して研修会講師を務めた。

土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来
会」にて、現職の理学療法士・作業療法士を対象
に「地域包括ケアシステムにおけるリハ専門職の
貢献と課題」というテーマで講演。

土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来
会」にて、現職の理学療法士・作業療法士を対象
に「周期運動の神経メカニズム―タイミングと力
制御に関する研究動向とともに」というテーマで
講演。

4）同窓会「未来会」勉強会 講師

3）川田整形外科 勉強会 講師 川田整形外科リハビリテーション科スタッフを対
象に「臨床実習教育について考える」というテー
マで講演。
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年月日事項 概　　要

平成30年

9月6,10,13日

平成30年

9月21日

平成31年

3月15日

平成30年

9月28日，

10月1日

平成31年

2月24日

平成31年

3月4日

令和元年

10月14日

令和2年

1月12日

和歌山県理学療法士連盟の主催で開催された研修
会の講師として「地域包括ケアに貢献する理学療
法士になるために－「地域共生社会」の実現に向
けて－」というテーマで現職理学療法士を対象に
講演とともに住民への体操指導について実技・演
習を行った。

16)和歌山県理学療法士連盟研修会 講師

13) 介護予防事業実践報告研修　講師 高知県リハビリテーション職能三団体協議会の主
催による本研修において、PT・OT・STの参加者
（50名）を対象に「介護予防の機能強化を支援す
る活動の報告―地域リハビリテーション活動支援
事業を踏まえて―」というテーマで講演した。

14) 高知県越知町介護予防事業リハ専門職派遣事
業 講師

高知県越知町のリハビリテーション活動支援事業
の一環として、越知町中大平地区の住民に対し
「元気よく畑仕事を続けるために―農作業がもた
らす健康生活―」というテーマで講演とともに体
操および体組成計側等を実施した。

15) 奈良市社会福祉協議会（青和地区）講演会 講
師

奈良市社会福祉協議会（青和地区）の主催で開催
された地域住民を対象とした講演会で、「Healthy
Agingを叶える街づくり―健康長寿を叶えるために
―」というテーマで講演とともに参加者とともに
体操を行った。

11) 平成30年度香南市通所介護事業所連絡会　講
師

高知県香南市で年次計画されている通所介護事業
所連絡会において、通所介護事業所スタッフ向け
に「転ばぬ先の転倒予防体操―老いるショックに
陥らないために―」というテーマで講演。

高知県香南市で年次計画されている通所介護事業
所連絡会において、通所介護事業所スタッフ向け
に「根拠に基づく生活支援を考える―効果検証の
方法を通じて―」として、事例検討のなどの際に
一助となるよう症例研究デザインやアセスメント
の重要性について解説した。

12) 香南市いきいきクラブ事業研修会　講師 高知県香南市で実施されている住民主体型運動教
室の運営を支援する当該事業において、運動教室
のリーダーを対象に「健康体操で生きかた上手―
コグニサイズの方法と実践―」というテーマで講
演と実技指導を実施。

10) 高知県介護予防強化型サービス事業所育成支
援事業研修会　講師

高知県主催の自立支援機能を強化する介護事業所
スタッフの育成支援を目的とした研修会であり、
「Healthy Agingを叶えるために―アセスメントに
基づく介入方法を考える―」と題して、老年症候
群（フレイル）の解説やアセスメント方法、アセ
スメント結果に基づく具体的介入方法等について
講演。高知県下の中央（高知市）・西部（黒潮
町）・東部（香美市）にて実施。
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年月日事項 概　　要

平成21年10月

～

平成27年3月

平成31年4月

～

現在に至る

年月日

平成12年

5月17日

平成20年3月

平成20年

7月13日

平成22年

2月2日

平成22年

4月1日

平成27年

1月18日

6)地域包括ケア推進リーダー　取得 （公社）日本理学療法士協会の重点施策の一つで
ある地域包括ケアシステムに関わることのできる
人材育成制度を修了。

5)専門理学療法士（生活環境支援理学療法）取得 登録番号5-138
（公社）日本理学療法士協会が定める制度であ
る。自らの専門性を高め、良質なサービスを提供
する臨床能力を備え、理学療法の学問的発展に寄
与する研究能力を高めていくことを目的としたも
のである。

4)介護支援専門員　取得 登録番号39090079

3)福祉住環境コーディネーター2級　取得 証書番号20-2-06209

2)修士（教育学） 高知大学大学院教育学研究科（教修第98号）
論文題目「運動に対する意識と体力の関連

 ‐運動経験・習慣・認識に着目して‐」

事項 概要

１　資格，免許

1)理学療法士免許　取得 理学療法士名簿登録番号 第35252号

2) 土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科
非常勤講師

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科の3
年生に対して「地域リハビリテーション学」の講
義を担当。

職務上の実績に関する事項

５　その他

〈教育実績〉

1)高知大学教育学部 非常勤講師 高知大学 教育学部 共通科目「高齢者スポーツ
論」を担当。高齢社会の現状および要因分析とと
もに、老年医学の知見に基づいた高齢者の心身機
能の特徴を概説。健康長寿に向けた生涯スポーツ
の位置づけや考え方、老年学・公衆衛生学・健康
心理学等を踏まえた実践論について教授してい
る。
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年月日事項 概　　要

平成27年

2月1日

平成28年

5月17日

平成12年4月

～

平成15年6月

平成15年7月

～

平成17年3月

平成17年4月

～

平成20年3月

平成17年4月

～

平成29年9月

平成27年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

4)高知市介護認定審査会 委員 高知県高知市の介護認定審査会委員として、介護
認定審査にあたる。

3)香南市地域ケア会議アドバイザー 高知県香南市がH27年度より開始した地域ケア個別
会議において、アドバイザーとして当初より参
加。個別事例の課題分析および目標設定、支援内
容について助言を行っている。

2)香南市高齢者健診事業（運動啓発事業） H17年度以降、現在に至るまで高知県香南市の高齢
者健診事業（H26より運動啓発事業に事業名変更）
を受託。毎年9~10月頃に、香南市在住の65歳以上
高齢者を対象として、運動・認知機能の計測を実
施し、計測データを市に提供するとともに、計測
データを統計処理することにより同市の体力標準
値等を算出・共有してきた。

（自治体事業）

1)香南市介護予防事業 高知県香南市の介護予防事業を受託。年度内に2期
間（1期間3ヵ月、週2回）、介護予防を目的とした
集団指導を実施し、主として虚弱高齢者の運動器
の機能向上に携わってきた。

2)社会福祉法人博愛会　理学療法士 社会福祉法人博愛会 介護老人保健施設リバティ博
愛および訪問看護ステーション博愛の理学療法士
として勤務。病院退院後の在宅復帰に向け、もし
くは医学的ニーズを抱えながら在宅生活を送る対
象者に、施設サービスおよび居宅サービスを提
供。在宅生活復帰支援や在宅生活継続支援と同時
に介護予防を目的に取り組む。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1)北出病院　理学療法士 北出病院リハビリテーション科の理学療法士とし
て勤務。脳血管障害および整形外科疾患を中心
に、入院・外来患者を担当。退院後の生活を見据
えた生活機能に着眼し、病棟と連携した取り組み
に力を入れる。特に、リハビリテーションの効果
をより有効にするための入院生活中の活動性の向
上や、転倒および障害の発生・進行予防に取り組
んだ。

２　特許等

なし

8)博士（医学） 高知大学大学院総合人間自然科学研究科（甲総医
博第47号）
論文題目「Comparison of timing and force
control of foot tapping between elderly and
young subjects」

7)介護予防推進リーダー　取得 （公社）日本理学療法士協会の重点施策の一つで
ある地域包括ケアシステムに関わることのできる
人材育成制度を修了。
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年月日事項 概　　要

令和元年10月

～

現在に至る

令和2年

～

現在に至る

平成18年6月

～

平成19年6月

平成20年5月

～

現在に至る

平成20年6月

～

平成26年6月

平成22年11月

～

平成28年11月

平成24年4月

～

平成25年3月

平成26年7月

～

平成31年3月

平成27年6月

～

平成29年6月

平成27年6月

～

平成31年3月

6) 奈良県曽爾村 フレイル健診（後期高齢者の質
問票）

8）高知県理学療法士連盟　事務局長 高知県理学療法士連盟の事務局長に就任。県民や
理学療法士の声を受け取り、県もしくは国に届け
るためのサポート（講演会の開催など）の活動し
ている。

7）（公社）高知県理学療法士協会 事務局次長 （公社）高知県理学療法士協会の事務局次長に就
任。高知県の理学療法士の質の向上と社会貢献の
ための企画総括や会員管理に努めている。

5）日本理学療法士協会グランドデザイン
策定委員（予防領域）

（公社）日本理学療法士協会が、国民の保健福祉
を支援する理学療法士グランドデザインを策定す
るためにチームを構成し、「予防領域」の委員と
してグランドデザイン策定に携わった。

6）四国理学療法士学会　演題査読委員 四国理学療法士会が毎年開催する四国理学療法士
学会の演題査読委員を務めている。

4） 日本理学療法学術大会 演題査読委員 （公社）日本理学療法士協会が毎年開催する日本
理学療法学術大会の演題査読委員を務めている。

2）一社）日本物理療法学会 選挙管理委員会 委員
長

日本物理療法学会の選挙管理委員として（H23年5
月から委員長）、学会評議員，理事選出のための
選挙告示および選挙を実施している。

3）（公社）高知県理学療法士協会 広報部 （公社）高知県理学療法士協会の広報部員（後に
副部長）として、主に協会ホームページの管理や
会員向け会誌（県協会ニュース）や一般向け広報
誌（ぱわふるとさ！）の編集・発行に携わってき
た。

1）（公社）高知県理学療法士協会 学術部 （公社）高知県理学療法士協会の学術部員とし
て、高知県理学療法学会および研修会の運営、高
知県理学療法（学術誌）の編集・発刊等に携わっ
た。

5)奈良市二名地区介護予防事業 奈良市二名地域包括支援センターの管轄する地域
住民を対象とした介護予防事業に講師として参
画。介護予防や健康に関連する講話とともに健康
体操の実践指導を実施。

（理学療法士協会関連業務）

奈良県曽爾村において，令和2年度より全国市町村
で実施することになったフレイル健診（後期高齢
者の質問票）について，曽爾村保健師らとともに
フレイル健診の実施及び結果集約，今後の介護予
防事業への反映などについて協働。
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年月日事項 概　　要

平成29年6月

～

平成31年3月

平成30年3月

～

現在に至る

平成27年2月

～

現在に至る

令和2年12月

～

現在に至る

平成16年

11月28日

平成20年

3月23日

平成20年

10月5日

平成21年

3月22日

平成22年

11月13日

平成22年

10月16日

平成27年

3月22日

7)第25回高知県理学療法士協会新人発表学術集会
（座長）

第25回高知県理学療法士協会 新人発表学術集会に
て、ポスター演題「生活環境」の座長を務めた。

5)第39回四国理学療法士学会（座長） 第39回四国理学療法士学会にて、一般演題「調
査・研究」の座長を務めた。

6)第19回日本物理療法学会学術大会（座長） 第19回日本物理療法学会学術大会にて、一般演題
Ⅳの座長を務めた。

4)第22回高知県理学療法士学会（座長） 第22回高知県理学療法士学会にて、一般演題「生
活支援系」の座長を務めた。

2)第21回高知県理学療法士学会（座長） 第21回高知県理学療法士学会にて、一般演題の座
長を務めた。

3)第16回日本物理療法学会学術大会（司会） 第16回日本物理療法学会学術大会にて、特別講演
「運動器の痛み」に愛知医科大学の牛田享宏先生
を講師に迎え、司会を担当した。

1)第44回近畿理学療法学術集会 SIG（司会） 第44回近畿理学療法学術集会にて、SIG「物理療法
系：物理療法の最近の知見・問題点・可能性」に
畿央大学の庄本康治先生を講師に迎え、司会を担
当した。

10) 日本地域理学療法学会学術大会　演題査読委
員

日本地域理学療法学会学術大会の演題査読委員を
務めている。

11) 日本予防理学療法学会学術大会　演題査読委
員

日本予防理学療法学会学術大会の演題査読委員を
務めている。

（学術大会 司会・座長）

12）奈良県理学療法士養成校協議会　理事 奈良県下の理学療法士養成校で組織された協議会
理事として，臨床実習指導者養成のための臨床実
習指導者講習会の開催計画・運営など担当。

9）（公社）高知県理学療法士協会　総務部長 （公社）高知県理学療法士協会の総務部長に就
任。会員管理や法人運営を担い、理事会および総
会の開催・運営を行っている。
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年月日事項 概　　要

平成27年

11月29日

平成29年

9月18日

平成30年

12月2日

令和元年

10月19日

令和元年

12月15日

平成19年

～

平成20年

４　その他

1）第16回日本物理療法学会学術大会
大会準備委員長 （会期：2008.10.4～5）

 平成20年10月4日～5日の会期で高知にて開催され
た第16回日本物理療法学会学術大会の大会準備委
員長として、開催の約1年前より大会準備委員会を
立ち上げるなどし、大会の運営に携わった。

10)第47回四国理学療法士（座長） 第47回四国理学療法士学会（高知）にて、一般演
題Ⅳ-③「生活環境支援系」の座長を務めた。

11)第6回日本予防理学療法学会学術大会（座長） 第6回日本予防理学療法学会学術大会（広島）に
て、ポスター演題8（9演題）の座長を務めた。

12)第6回日本地域理学療法学会学術大会（座長） 第6回日本地域理学療法学会学術大会（京都）に
て、一般口述12「訪問・通所3」（6演題）の座長
を務めた。

9)第72回日本体力医学会大会（座長） 第72回日本体力医学会大会（愛媛）にて、一般演
題「リハビリテーション，運動療法②」の座長を
務めた。

8)第44回四国理学療法士学会（座長） 第44回四国理学療法士学会にて、一般演題Ⅱ-④
「運動器・基礎系」の座長を務めた。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

なし

（学術論文）

共著 平成23年10月

共著 平成24年3月

共著 平成24年4月

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

55）理学療法分野における英
語専門語彙（ESP語彙）の抽
出とその特性
（査読付）

理学療法学38：pp421-
435, 2011.

理学療法士養成課程の英語教育を、特定の目的を
もって学習するESP教育の下位分野と位置づけ、
学術論文コーパスと教科書コーパスを構築し語彙
的特性を分析した。結果、2種類のコーパス両方
に専門的語彙が多用される傾向が強く、8割以上
の単語がどちらのコーパスでも出現していた。
著者名：宮本祥子，五百蔵高浩，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，竹林秀晃，岡部孝生，滝本幸治
担　当：研究計画、資料収集

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

56）視標追従課題における求
心性・遠心性収縮の制御特性

四国理学療法士会学会誌
34：pp44-45, 2012.

指標追従課題における求心性収縮と遠心性収縮の
制御特性を、膝関節伸展運動により若年者を対象
に検討した。結果、求心性・遠心性収縮による誤
差に統計学的有意差を認めなかったが、遠心性収
縮において誤差や力の変動が大きくなる傾向に
あった。
著者名：竹林秀晃，滝本幸治，森岡周，宮本謙
三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊
担　当：研究計画、データ計測・解析、資料収集

58）理学療法専門学術書にお
ける英語表現の特徴に関する
研究

四国理学療法士会学会誌
35：pp150-151, 2013.

理学療法分野の英語コーパスの特性を共起語の観
点から分析し、学習者への指導方略について考察
した。結果、理学療法分野にはパターン化された
結びつきが存在することが考えられ、共起パター
ンの学習が理学療法分野の英語専門学術書の理解
を早める有効な方略であることが示唆された。
著者名：宮本祥子，五百蔵高浩，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，竹林秀晃，岡部孝生，滝本幸治
担　当：研究計画、資料収集

57）理学療法分野における英
語表現-共起パターン-の特性
（査読付）

理学療法学 39： pp90-
101, 2012.

理学療法分野の英語コーパスの特性を
collocation（共起語：語と語の結びつき）の観
点から分析した。結果、学術論文コーパス・教科
書コーパスに共通して優先的に結びつく共起パ
ターンが認められ、この共起パターンの学習が理
学療法分野のテクストの理解を早める有効な方略
になり得る。
著者名：宮本 祥子 , 五百蔵 高浩 , 宮本 謙三
, 宅間 豊 , 井上 佳和 , 竹林 秀晃 , 岡部 孝
生 , 滝本 幸治
担　当：研究計画、資料収集

59）運動観察が歩行動作の学
習に及ぼす有効性

四国理学療法士会学会誌
35：pp110-111, 2013

脳卒中症例の運動観察による歩行動作の改善効果
について検討した。結果、通常の理学療法を行っ
た時よりも、観察学習を用いた方が歩行時左右肢
の歩幅や単脚支持時間に左右均等性を認め、運動
観察学習の有効性が示唆された。
著者名：池上大輝，竹林秀晃，滝本幸治，山本知
弘，野田昌志
担　当：研究計画、資料収集
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

60）等尺性収縮による下肢
タッピングの課題特性

四国理学療法士会学会誌
35：pp86-87, 2013.

 関節運動を伴わない等尺性収縮による下肢タッ
ピング課題の特性について若年者を対象に検討し
た。結果、聴覚リズム刺激がなく遅いテンポ下
で、タップ間隔の誤差が大きくなった。また、遅
いテンポでは発揮する力が目標とする値に対して
誤差が大きかった。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人
担　当：論文執筆，研究計画、データ計測・解
析，資料収集

62）地域在住高齢者における
複合的運動機能に対しての注
意機能と身体機能の関連性に
ついて

四国理学療法士会学会誌
36：pp106-107, 2014

複合的運動機能テストであるTrail Walking
Test(TWT)と他の身体機能や注意機能との関連に
ついて検討した。結果、TWTは歩行能力や膝伸展
筋力、バランス能力や敏捷性、注意機能と有意な
相関を認めた。したがってTWTは種々の身体機能
や注意機能の総合的指標と成り得る。
著者名：榛田彩香，竹林秀晃，滝本幸治，高芝
潤，川渕正敬，前田秀博，國澤雅裕
担　当：データ計測・解析、論文執筆、資料収集

61）追従課題における関節位
置調節と筋出力調節の課題特
性と関連性

四国理学療法士会学会誌
35：pp84-85, 2013.

指標追従課題を用いた膝関節運動による関節位置
調節課題と筋出力調節課題を実施した。結果、関
節位置調節より筋出力調節の方が精度は低く、筋
弛緩の際に最も力制御が難しいことが見いだされ
た。
著者名：竹林秀晃，滝本幸治，森岡周，宮本謙
三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

64）高齢者におけるMental
Chronometryの特性と各種身
体能力との関係

四国理学療法士会学会誌
36：pp78-79, 2014.

Mental Chronometry（心的時間）による歩行の運
動イメージ想起能力と各種身体能力との関連につ
いて若年・高齢者を対象に検討した。結果、高齢
者の方が実際の歩行と運動イメージとの誤差が大
きく、運動イメージ想起能力（誤差）と敏捷性の
間に正の相関を認めた。
著者名：竹林秀晃，小松祐貴，滝本幸治，宮本謙
三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥
田教宏
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

63）等尺性収縮における内側
広筋のトレーニング方法の検
討

四国理学療法士会学会誌
36：pp54-55, 2014.

膝伸展作用を有する内側広筋の有効なトレーニン
グ方法について筋電図を用いて検討した。結果、
踵セッティングおよび立位での股内転同期セッ
ティングでより内側広筋の活動が賦活することが
確認された。
著者名：奥田教宏，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，滝本幸治
担　当：研究計画、データ計測・解析、資料収集

周期的な足タッピング課題を用いて、テンポ速度
やテンポ音有無を操作し若年・高齢群間でその特
徴を検討した。結果、両群とも遅いテンポで且つ
テンポ音のない条件下で足タップの精度が低下し
たが、若年群の精度が高齢群を下回るという興味
深い知見を得た。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人
担　当：研究計画、データ計測・解析、論文執
筆、資料収集

65）加齢により異なる力制御
の特性―足タッピング課題を
用いた検討―

四国理学療法士会学会誌
36：pp82-83, 2014.
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

66）介護予防に貢献する理学
療法士の可能性を考える

高知県理学療法21：
pp25-32, 2014.

これまでの介護予防の課題を再認識するととも
に、理学療法士がどのような形で介護予防に貢献
し得るか事例を紹介。また、老年医学や公衆衛生
学など近接領域の知見を取り入れるとともに、健
康寿命延伸のためには歩行能力低下を予防する取
り組みが重要であることを示した。
著者名：滝本幸治，島村千春
担　当：論文構成、論文執筆、資料収集

足タッピング課題を用いて異なる力発揮水準によ
る力制御の特性を若年・高齢群間で比較した。そ
の結果、小さい力発揮時に高齢群の力発揮の変動
が大きかった。また、力発揮水準が大きいほど若
年・高齢群の差が縮小する傾向にあった。
著者名：滝本幸治，高橋夏姫，竹林秀晃，宮本謙
三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥
田教宏，椛秀人
担　当：研究計画、データ計測・解析、論文執
筆、資料収集

68）足タッピング課題による
加齢に伴う力制御能力の特性
―異なる力発揮水準を用いた
検討―

四国理学療法士会学会誌
37：pp108-109, 2015.

67）Mental Rotation課題に
おける道具使用・物体把持の
影響

四国理学療法士会学会誌
37：pp154-155, 2015.

運動イメージの評価・治療手法のひとつである
Mental Rotation（MR；心的回転）課題を用い
て、道具使用有無下で成績を比較した。結果、道
具使用有無間でMR課題の正答率に差を認めなかっ
たが、反応時間は道具を使用した条件下で有意に
速かった。
著者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏
担　当：研究計画、データ計測、論文執筆、資料
収集

70）加齢による歩行運動イ
メージの特性 : 時空間的要
素における若年者との比較

高知県理学療法 22：
pp43-47, 2015.

歩行の運動イメージ評価に心的時間計測を用い
て、若年者と高齢者とを比較した。結果、実際の
歩行と運動イメージとの誤差は高齢者で大きく、
高齢者では歩行能力が低い者ほど運動イメージの
誤差が大きくなる知見を得た。
著者名：竹林 秀晃 , 滝本 幸治 , 奥田 教宏 ,
宮本 謙三 , 宅間 豊 , 井上 佳和 , 宮本 祥子
, 岡部 孝生
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

69）地域高齢者における転倒
因子の検討と各年代における
片脚立位時間の変化について

四国理学療法士会学会誌
37：pp88-89, 2015.

地域在住高齢者に対し、転倒と関連のある体力要
素を検討した。結果、転倒歴のある高齢者は、開
眼・閉眼片脚立位時間が短く膝伸展筋力が弱かっ
た。また、加齢に伴い片脚立位時間は短縮し、転
倒歴のある高齢者の方が片脚立位時間は短い傾向
にあった。
著者名：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙
三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

発達性協調運動障害を呈する児が縄跳びを上手に
跳べない特徴を有することから、縄跳び動作の分
析を実施した。結果、上手に縄跳びを跳ぶために
は着地がつま先から行われていることや膝が伸展
位であることが見いだされた。
著者名：森下誠也，滝本幸治
担　当：統計解析

72）複数体肢の同時動作にお
ける反応時間からみた運動制
御

四国理学療法士会学会誌
38：pp96-97, 2016.

左右上下肢の複数体肢の同時動作による反応時間
特性について検討した。結果、四肢いずれか単肢
および両上肢や両下肢で反応するより、同側上下
肢や対側上下肢で反応する際に有意に反応時間が
遅延することが分かった。
著者名：竹林秀晃，前田康介，滝本幸治，宮本謙
三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥
田教宏
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

71）成人におけるなわ跳び動
作の分析

四国理学療法士会学会誌
38：pp138-139, 2016
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共著 平成28年6月

共著 平成28年12月

共著 平成28年12月

共著 平成28年12月

共著 平成29年3月

74) 二重課題による認知機能
評価の有用性―地域在住高齢
者を対象とした検討―
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp1-8,
2016.

Walking Stroop Carpet(WSC)という新しい二重課
題を用いて、地域在住高齢者の認知機能低下の初
期スクリーニングとして有用か検討した。結果、
多変量解析によりWSCの文字条件が認知機能低下
を説明する変数として抽出され、ROC曲線におい
ても判別性能が高いことが示された。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析，資料収集

75) 上腕骨・前腕両骨骨折
(floating elbow)を受傷した
症例
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp23-30,
2016.

機能障害が残存しやすく治療に難渋することが多
い上腕骨・前腕両骨骨折症例の理学療法効果につ
いて検討した。結果、術直後から早期に関節可動
域練習と上肢全体に対するアプローチが、疼痛の
消失や関節可動域の再獲得に効果をもたらした。
著者名：上堀　琢，高橋佑輔，滝本幸治
担　当：研究計画，資料収集

73)Comparison of timing
and force control of foot
tapping between elderly
and young subjects（足タッ
ピングのタイミングと力の制
御における高齢者と若年者の
比較）
（査読付）
（博士論文）

Journal of Physical
Therapy Science 28:
pp1909-1015,2016.

足タッピング課題を用い、タイミングと力の制御
における高齢者と若年者の比較を行った。結果、
高齢者の方がタッピングの精度が低かったが、テ
ンポ音に同期してタップすると精度が低くなると
いう若年者とは異なる新知見を得た。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人
担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析、資料収集

76) 異なる二種類の二重課題
による転倒リスク評価の検討
―Multitarget Stepping
Taskの改良版による試み―
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp31-36,
2016.

二重課題であるMultitarget Stepping
Task(MTST)は、転倒リスク評価としての有用性が
知られているが、より感度よく評価するために認
知機能負荷を課した改良版MTSTを考案し、高齢者
を対象に転倒リスク評価を実施した。結果、改良
版MTSTは従来のMTSTより感度や正診率が高く、よ
り有効な転倒リスク評価として活用の可能性が示
唆された。
著者名：門脇一弘，滝本幸治
担　当：研究計画，データ計測・統計解析，資料
収集

77）心理社会的要因による痛
み関連脳領域の変化―高社会
性げっ歯類を用いた基礎研究
―

四国理学療法士会学会誌
39：pp112-113, 2017.

社会環境の変化による痛み関連領域（ペインマト
リックス）の変化についてハタネズミを用いて検
討した。結果、パートナーの存在有無によりペイ
ンマトリックスの活動性が変化し、脊髄後角にお
ける痛みシグナリングを減少させていることが示
唆された。
　著者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宅間豊，
宮本謙三，由利和也
　担　当：統計解析
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共著 平成29年3月

共著 平成29年3月

共著 平成29年3月

共著 平成29年6月

共著 平成29年12月

共著 平成29年12月

79）Dual Taskによる歩行能
力と認知機能評価の有用性―
Walking Stroop Carpetによ
る検討―

四国理学療法士会学会誌
39：pp56-57, 2017.

地域在住高齢者を対象に、Walking Stroop
Carpetを用いたDual Task歩行による転倒リスク
および認知機能評価を試みた。結果、過去1年の
転倒歴の判別適中率は79.0%、認知機能低下の判
別適中率は90.5%であり、Walking Stroop Carpet
の有用性が示唆された。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
　担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析、資料収集

78）自己身体像の視覚外乱刺
激は感覚の重みづけを変化さ
せる―身体感覚情報との不一
致が及ぼす影響―

四国理学療法士会学会誌
39：pp110-111, 2017

視覚情報を変化させることで身体感覚情報との不
一致を作り、姿勢制御への影響を検討した。被験
者自身の後方からの映像を回転させて見せ、立位
姿勢の重心動揺を評価したところ、回転角度が大
きいほど重心動揺が大きくなることが分かった。
　著者名：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊
　担　当：研究計画、データ計測、資料収集

82) 二重課題による認知機能
低下および転倒リスク評価の
有用性―Walking Stroop
Carpetを用いた検討―
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル11：pp1-8,
2017.

Walking Stroop Carpet (WSC)課題を用いて，認
知機能低下と転倒リスクの評価を行い，その有用
性について地域在住高齢者113名を対象に検討し
た。結果、認知機能低下はWSC課題（文字条件）
が，転倒リスクはWSC課題（色条件）が有意に説
明することが示され、地域在住高齢者の認知機能
低下と転倒リスクの簡便な評価ツールとして活用
の可能性が示唆された。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，宮本祥子，宅間豊，井上佳和，岡部孝生，
岡林　悠，宮本謙三
　担　当：論文執筆、研究計画、データ計測、統

83) 急性期脳卒中リハビリ
テーション

土佐リハビリテーション
ジャーナル11：pp29-36,
2017.

脳卒中急性期においては，十分な医学的管理の下
にできる限りの離床と運動負荷を意識し対応する
ことで，二次的な合併症の予防や有害事象を発生
させることなく有効な治療成績が得られる報告が
多々存在する。早期リハの必要性を理解するため
に，安静臥床が及ぼす悪影響を理解したうえで，
早期リハが身体の諸機能に及ぼす影響について解
説した。
　著者名：小川真輝，滝本幸治
　担　当：論文構成，文献収集

80) 高齢者大腿骨近位部骨折
術後患者の自宅退院に与える
要因―回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟
によるFIMを用いた検討―

高知県理学療法24：
pp63-67, 2017.

回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟に入院していた高齢大腿骨
近位部骨折術後患者42例を対象に、自宅退院に影
響を与える要因について検討した。結果、整容や
更衣動作などのセルフケアと移動動作の自立度、
認知機能の低下予防が自宅退院に必要な要因であ
ることが考えられた。
　著者名：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
　担　当：研究計画、統計解析、資料収集

81）Walking Stroop Carpet
による転倒リスク評価の有用
性（査読付）

理学療法学44(3)：
pp219-225, 2017.

Walking Stroop Carpet (WSC)課題による転倒リ
スク評価の有用性について、地域在住高齢者100
名を対象に検討した。結果、WSC課題（色条件）
は高齢者の転倒歴を有意に説明することが示さ
れ、地域在住高齢者の転倒リスク評価ツールとし
て活用の可能性が示唆された。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
　担　当：論文執筆、研究計画、データ計測、統
計解析、資料収集
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共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

86) 視覚外乱刺激において周
辺環境の有無が姿勢制御に及
ぼす影響

四国理学療法士会学会誌
41：pp54-55, 2019.

Head Mounted Displayを用いて映像を回転させる
ことによる視覚外乱刺激を加え、姿勢制御に及ぼ
す影響について検討した。結果、背景があると重
心動揺が増大するとともに、回転角度が大きいと
より顕著に重心動揺が増大した。視覚情報が姿勢
制御に与える影響が異なることから、トレーニン
グへの応用が期待できる。
　著者名：竹林秀晃，藤田雅登，滝本幸治，奥田
教宏，岡部孝生，宮本祥子，井上佳和，宅間豊，
宮本謙三
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

87) 認知機能低下が歩行パラ
メータに与える影響―体幹加
速度計測による検討―

四国理学療法士会学会誌
41：pp92-93, 2019.

地域在住高齢者を対象に、認知機能低下有無が各
種歩行パラメータに与える影響について検討し
た。結果、歩行時の合成RMS（加速度振幅の大き
さ）が健常群より認知機能低下群で有意に増大す
るとともに
、多変量解析により認知機能低下を説明する変数
として抽出された（OR:1.34, 95%CI:1.01-1.77,
p<0.05)。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井剛，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡
部孝生，岡林悠，宮本謙三
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

84) 心理･社会的ストレスに
よるペインマトリックスの反
応性変化―炎症性疼痛時の脳
活動性―

四国理学療法士会学会誌
40：pp98-99, 2018.

高社会性げっ歯類のプレーリーハタネズミを用い
て、心理･社会的要因（絆）による痛み関連脳領
域（ペインマトリックス）の反応性を検討した。
結果、絆を解かれたネズミは側坐核外側のFos蛋
白発現が少なく内因性疼痛制御系のドーパミン経
路が機能しにくくなり、島ではFos蛋白が多く嫌
悪感や恐怖・不安を感じる可能性が示唆された。
　著者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家
泰，宅間豊，宮本謙三，由利和也
　担　当：統計解析

85) 加齢による二重課題条件
下での歩行特性―体幹加速度
計測による検討―

四国理学療法士会学会誌
40：pp160-161, 2018.

加齢による二重課題条件下での歩行を評価するた
めに、若年者と高齢者を対象に体幹加速度計測を
行った。結果、二重課題条件下では高齢者の歩行
速度低下とともに加速度振幅の指標であるRMSが
増大することが確認された。
　著者名：滝本幸治，山本聖香，浅井剛，竹林秀
晃，奥田教宏，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡
部孝生，渡邊家泰，宮本謙三
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

88) 運動負荷による疼痛域値
の変化―自転車エルゴメータ
―による比較―

四国理学療法士会学会誌
41：pp108-109, 2019.

自転車エルゴメーター駆動の運動負荷量の違いが
疼痛域値に与える影響について、健常若年成人男
性30名を対象に検討した。心拍数100拍／分と150
拍／分の運動20分実施後、第6頚椎棘突起側方の
表在感覚・圧痛域値を計測した結果、いずれの条
件も運動前後で比較で、運動後に疼痛域値が上昇
した。しかし、条件間では両域値に差を認めな
かった。
　著者名：奥田教宏，中平愛里，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
滝本幸治，渡邊家泰
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集
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又は発表学会等の名称

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

（その他）

「報告書」

単著 平成25年4月

単著 平成30年5月

90) 外来患者に対する杖適応
の判断基準の検討

四国理学療法士会学会誌
41：pp232-233, 2019.

整形外科疾患により外来通院中の患者を対象に、
杖使用を決定づける要因について検討した。結
果、杖使用群と未使用群間の比較において、有意
に杖使用群の10m歩行時間が遅延しており、多変
量解析によって歩行時間のみが杖使用有無を決定
付ける変数として抽出された。ROC曲線による判
別性能はAUC:0.79であり、カットオフ値は7.8秒
であった。
　著者名：土居優仁，山本哲夫，山下亜乃，片岡
歩，滝本幸治
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

91) パーキンソン病症例を対
象にした短期集中入院の効果

四国理学療法士会学会誌
41：pp254-255, 2019.

パーキンソン病(PD)専用リハコースに入院するPD
症例37名の効果検証を行った。リハ専門職による
介入を240分／日×週5回×5週間実施したとこ
ろ、入院前後比較によりUPDRSのpart1（精神機
能、行動及び気分）、part2（ADL）、part（運動
機能）は有意に改善したが、part4（治療の合併
症）は不変であった。また、抑うつ性(SDS)は有
意に低下した。
　著者名：下川貴大，馬渕勝，岡本和久，武田正
和，横瀬崇光，國重裕二，薮田英吾，澤田侑貴，
鎌田剛，滝本幸治
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

89) 視空間記憶能力と歩行能
力および転倒歴との関連―視
覚的ワーキングメモリスパン
テストを用いた検討―

四国理学療法士会学会誌
41：pp212-213, 2019.

視空間情報の記憶能力と高齢者の歩行能力・転倒
との関連について、高齢者15名を対象に検討し
た。歩行能力検査（10m歩行、TUG）とともに、視
覚的ワーキングメモリスパンテスト（VWMST）を
実施した結果、非転倒群より転倒群で空間位置情
報を記憶する能力（スペース課題）が有意に低下
しており、多変量解析によりスペース課題の成績
はTUGを説明する変数として抽出された。
　著者名：橋詰愛里彩，谷脇弘将，山﨑優，滝本
幸治
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

2）歩行動揺計を用いた認知
機能検査に関する研究

公益信託高知新聞・高知
放送「生命（いのち）の
基金」（平成28年度）実
績報告書 全1頁

地域在住高齢者を対象に一般的な認知機能検査と
ともに、10mの歩行路を快適・努力条件下での歩
行を求めた。歩行時には腰部と踵部に加速度セン
サを貼付し、歩行時の体幹加速度を計測した。結
果、認知機能が低下している者は歩行時の体幹加
速度振幅(root mean square)が高値を示し、且つ
歩行時の滑らかさに欠く(Harmonic ratioが低値)
特徴を得た。
研究代表者：滝本幸治

92) 地域包括ケアに貢献する
リハビリテーション専門職―
現状と展望―（総説）

高知県理学療法26：
pp83-90，2019.

リハビリテーション専門職が地域包括ケアシステ
ムの構築に向け貢献するためには，地域における
現状や課題の把握に努めるとともに，地域包括ケ
アに関連した枠組み（市町村事業等）や自治体と
の関係性構築が重要である。本論文では，これま
での取り組みの紹介を通して地域包括ケアに貢献
する手段をまとめ，解決すべき課題について解説
する。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，井上佳和，萩原
賢二，吉村亮子，古谷知佐子，近藤沙綾，和田
譲，宮本謙三
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

1）安定した周期運動の遂行
条件に関する研究

公益信託高知新聞・高知
放送「生命（いのち）の
基金」（平成23年度）実
績報告書 全1頁

若年者・高齢者を対象に、足タッピングを用いて
異なるテンポで目標とする力の発揮課題を実施し
た。結果、タイミング制御の正確さと変動はいず
れの条件においても高齢者で誤差や変動が大きく
なった。一方、力制御は視覚フィードバックによ
る条件下では若年者の方が誤差が大きく、視覚遮
断下では両者に差は認めなかった。
研究代表者：滝本幸治
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共著の別
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概 要

発行所，発表雑誌等
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（国際学会発表）

― 平成23年6月

― 平成25年6月

― 平成25年6月

― 平成25年9月

― 平成25年9月

― 平成27年5月

6）Interaction
Interference Between Arm
and Leg: Division of
Attention Through Muscle
Force Regulation
（上・下肢間の相互干渉作
用：筋力調節課題による注意
の分割を利用して）

16th International
WCPT Congress 2011 in
Amsterdam, Holland

上下肢を同時に力発揮することによる相互干渉作
用について、上肢の筋出力制御下で検討した。結
果、肘屈曲および膝伸展ともに他肢との同時力発
揮により有意に筋出力が減少した。加えて上肢の
筋出力水準の低下に伴い下肢の最大膝伸展力も低
下を示した。
発表者名：竹林秀晃，宮本謙三，森岡周，滝本幸
治，宅間豊，宮本祥子，岡部孝生

8）Characteristics of
force- and timing-control
in aging: A study of foot-
tapping（足タッピングによ
る加齢に伴う力とタイミング
制御の特徴）

2nd Joint World
Congress of ISPGR and
Gait & Mental Function
2013 in Akita, Japan.
(Poster Abstracts p26-
27.)

異なるテンポ速度で足タッピング課題を実施し、
加齢の影響を踏まえて力とタイミングの制御につ
いて検討した。本研究の重要な結果として、筋出
力の絶対誤差平均は高齢群より若年群の誤差が大
きく、加齢による特徴の新たな側面を見出した。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

7）Effect of various
information of sensory
modality on the postural
control（姿勢制御に対する
視覚情報の影響）

2nd Joint World
Congress of ISPGR and
Gait & Mental Function
2013 in Akita, Japan.
(Poster Abstracts p29-
30.)

リアルタイムに視覚情報を変化させることで身体
感覚情報との不一致をつくり、姿勢制御への影響
を検討した。結果、自身の立位姿勢をより大きく
回転させた映像（135°、180°）を被験者自身に
見せた際に、より大きな重心動揺（総軌跡長、矩
形面積）を認めた。
発表者名：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
森岡周

10）Characteristics of
aging on control of timing
and force of foot tapping
（足タッピング課題を用いた
タイミングと力制御の加齢特
性）

WCPT-AWP & ACPT
Congress 2013 in
Taichung, Taiwan

異なるテンポ速度で足タッピング課題を実施し、
加齢の影響を踏まえて力とタイミングの制御につ
いて検討した。結果、テンポ音の有無にかかわら
ずタッピング間隔の誤差は若年者より高齢者の方
が大きかった。しかしテンポ聴取下での力発揮は
若年者の方が誤差は大きくなるという興味深い知
見を得た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人

9）Characteristics of
motor coordination during
concentric and eccentric
contractions in the
elderly（高齢者の求心性・
遠心性収縮による運動制御特
性）

WCPT-AWP & ACPT
Congress 2013 in
Taichung, Taiwan

視標追従課題を膝伸展力発揮の求心性(CON)およ
び遠心性(ECC)収縮により行い、若年・高齢群を
対象に検討した。結果、両群ともにCONよりECCで
の力制御が困難であり、高齢群でより顕著である
ことが見いだされた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，森岡周

11）Usefulness of the
walking stroop carpet in
evaluation fall risks
among the community-
dwelling elderly（Walking
Stroop Carpetによる地域在
住高齢者の転倒リスク評価の
有用性）

World Confederation
Physical Therapy
Congress 2015 in
Singapore

地域在住高齢者を対象にWalking Stroop
Carpet(WSC)という二重課題による転倒リスク評
価の有用性について検討した。その結果、一般的
な歩行能力テストであるTUGとともにWSCは転倒歴
を説明する変数であり、判別性能が高いことから
その有用性が示された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏
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発行所，発表雑誌等
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― 平成27年5月

― 令和元年5月

― 令和3年4月

（国内学会発表）

― 平成23年5月

― 平成23年5月

― 平成23年5月

12）The association
between mental chronometry
temporal/spatial
conformity and physical
ability in the elderly
（高齢者の心的時間と時間・
空間的適合性と身体能力との
関連）

World Confederation
Physical Therapy
Congress 2015 in
Singapore

10m歩行による心的時間(MC)の加齢変化と、MCと
身体機能との関連について検討した。結果、MCと
実測時間との誤差は若年者より高齢者で高値を示
した。また、その誤差は若年・高齢者ともに実測
時間よりMCが延長する者が有意に多かった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏

53）自己ペースおよび外的
ペースによる足タッピングの
特徴―異なるテンポを用いた
若年者と高齢者の比較―

第46回日本理学療法学術
大会in宮崎（理学療法学
38. Supplement 2: PI1-
045）

一側の足タッピング課題を用いて、若年者と高齢
者の比較を行いその特徴について検討した。結
果、速いテンポ(2.0Hz)時にそれより遅いテンポ
より正確なタッピングが可能であるとともに、自
己相関を認めたことよりタッピングの誤差修正を
行う過程が反映されたと考えられる。
発表者名：滝本幸治 , 竹林秀晃 , 宮本謙三 ,
宅間 豊 , 井上佳和 , 宮本祥子 , 岡部孝生 ,
椛 秀人

14) Usefulness of a
Walking Stroop Carpet in
Evaluating Cognitive
Impairment and Fall Risk
Among The Community-
Dwelling Eldery
（地域在住高齢者の認知機能
障害と転倒リスク評価におけ
るWSCWalking Stroop Carpet
の有用性）

World  Physiotherapy
Congress 2021 (online)

13) EFFECTS OF AGING ON
PERFORMANCE IN STATIC AND
DYNAMIC COINCIDENCE TIMING
TASKS: ASSOCIATION WITH
FALLS
（静的・動的同時タイミング
課題における加齢の影響：転
倒との関連）

World Confederation
Physical Therapy
Congress 2019 in
Geneva

加齢および転倒リスクについて、静的な反応課題
は多いが動的反応課題は少ない。そこで、目前に
設置されたライトの発光に対して静的（手元ス
イッチを押す）および動的（ジャンプする）反応
課題を実施し、若年者と高齢者（転倒歴有無別）
で比較・検討した。結果、若年者より高齢者の方
が反応が遅延していた。また、転倒歴がない高齢
者は静的・動的反応課題間で反応時間の差はな
かったが、転倒歴がある高齢者では動的反応時間
が有意に遅延していた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
渡邊家泰

55）反応時間における筋収縮
と筋弛緩の特性―要求する筋
力レベルの違いが与える影響
―

第67回日本体力医学会中
国・四国地方会in徳島
（体力科学60: p540,
2011）

筋力調節を要求し筋収縮と筋弛緩を行った場合の
反応時間について検討した。肘関節屈曲の等尺性
収縮による単純反応課題により検討した結果、筋
収縮より筋弛緩により反応する際の反応時間が遅
延した。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，岡部孝生

54）理学療法英語専門学術書
における専門語彙の抽出とそ
の特性

第46回日本理学療法学術
大会in宮崎（理学療法学
38. Supplement 2: PI1-
460）

理学療法士のESP(English for Specific
Purpose)教育の基礎的研究のため、背学療法分野
の専門学術書に出現する語彙項目を抽出し分析し
た。結果、学術雑誌コーパスからは539タイプ、
専門書コーパスからは529タイプが抽出され、2種
類のコーパスに共通点がみられた。
発表者名：宮本 祥子 , 五百蔵 高浩 , 宮本 謙
三 , 宅間 豊 , 井上 佳和 , 竹林 秀晃 , 岡部
孝生 , 滝本 幸治

地域在住高齢者の転倒リスクおよび認知機能障害
を二重課題であるWalking Stroop Carpet(WSC)課
題により評価を試みた。自立した生活を営む113
名の高齢者を対象に実施したところ，転倒リスク
はWSC課題の色条件下において，認知機能障害は
WSC課題の文字条件下において評価可能であっ
た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三
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発行所，発表雑誌等
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― 平成23年9月

― 平成23年9月

― 平成23年11月

― 平成23年11月

― 平成24年3月

― 平成24年3月

― 平成24年5月

56）筋出力調節能における視
標追従課題の特性

第66回日本体力医学会大
会in山口（体力科学60:
p596, 2011.）

視標追従する筋出力調節を保持・漸増・漸減運動
時の相違について、筋出力応答特性を検討した。
等尺性膝伸展力発揮により検討した結果、保持運
動時より筋出力の増減が求められる漸増・漸減運
動において追従運動が困難であり、また漸減運動
でより顕著であった
発表者名：竹林秀晃，宮本謙三，滝本幸治，岡部
孝生，宅間豊，井上佳和

59）正確な周期運動を継続す
る条件についての検討―足
タッピング課題を用いて―

第40回四国理学療法士学
会 in愛媛（プログラ
ム・抄録集p44）

正確な周期運動を継続する条件について足タッピ
ング課題により検討した。結果、足タッピングの
手掛かりとなるテンポ音の付与と撤回を反復する
ことによってタッピング間隔誤差・変動が減少す
る結果が得られた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人

58）視標追従課題における求
心性・遠心性収縮の制御特性

第40回四国理学療法士学
会 in愛媛（プログラ
ム・抄録集p46）

視標追従課題における求心性・遠心性収縮の制御
特性を膝関節伸展運動にて検討した。結果、求心
性・遠心性収縮による誤差に差を認めなかった
が、遠心性収縮において誤差や力の変動が大きく
なる傾向にあった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，岡部
孝生，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，森岡周

57）異なる条件下での足タッ
ピング運動の特徴－異なるテ
ンポおよびテンポ音の有無に
よる影響－

第66回日本体力医学会大
会in山口（体力科学60:
p598, 2011.）

リズムを刻むテンポ速度やテンポ音の有無が下肢
の周期運動制御（足タッピング）に及ぼす影響に
ついて検討した。結果、条件によりタイミング制
御の精度が異なることが分かり、遅いテンポ且つ
テンポ音がない条件下でよりタイミング制御が困
難であることが示された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，岡部孝生，椛秀人

61）臨床評価実習，臨床短期
実習に伴う理学療法士実習生
の志望動機・職業レディネ
ス・気分状態の変化とそれら
の関連性について

第25回高知県理学療法学
会in香南市（抄録集p
27）

 理学療法実習生の志望動機、職業レディネス、
気分状態等について、実習前・中・後での変化を
縦断的に検討した。結果、実習前に抑うつや気分
の落ち込みがある学生は、その後職業選択への関
心が低く、実習中の緊張や不安が高い傾向であっ
た。
発表者名：山根　暁，滝本幸治，片山訓博，古口
高志

下肢の周期的な等尺性筋収縮課題（足タッピン
グ）を用いて、異なるテンポ下での筋出力調節能
力について検討した。結果、遅いテンポ(0.5Hz)
にのみテンポ音のない条件下において、タッピン
グ間隔や筋出力の誤差と標準偏差が大きくなる傾
向が見いだされた。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 椛
秀人

60）周期的な等尺性筋収縮を
用いたタイミングと筋出力調
節能力の検討

第25回高知県理学療法学
会in香南市（抄録集p
18）

62）地域に根付いた介護予防
運動教室の展開と効果検証に
ついて

第47回日本理学療法学術
大会in兵庫（理学療法学
39. Supplement 2:
0826）

理学療法士養成校としての職能を活かし、地域住
民を主体とした介護予防運動教室の展開と効果に
ついて検証した。結果、運動教室による運動機能
の向上を認めるとともに、運動教室のリーダー育
成や定期的な体力測定などにより地域住民主体の
継続的な活動に貢献できたと考える。
発表者名：滝本 幸治, 宮本 謙三, 宅間 豊, 井
上 佳和, 宮本 祥子, 竹林 秀晃, 岡部 孝生, 松
村 千賀子
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63）加齢による求心性・遠心
性収縮時の関節位置制御特性

第47回日本理学療法学術
大会in兵庫（理学療法学
39. Supplement 2:
0885）

視標追従課題における求心性収縮(CON)と遠心性
収縮(ECC)時の関節位置制御の特性を加齢の影響
とともに検討した。結果、若年・高齢者ともに
CONよりECC時に力発揮誤差が大きく、若年者より
高齢者の方がCON・ECCともに誤差が大きかった。
発表者名：竹林 秀晃, 滝本 幸治, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 森
岡 周

65）周期的な等尺性筋収縮の
タイミングと筋出力調節の特
性

第47回日本理学療法学術
大会in兵庫（理学療法学
39. Supplement 2:
1095）

下肢の周期的な等尺性筋収縮課題を行い、異なる
テンポによる筋出力調節の特性について検討し
た。目標とする筋出力に対する誤差は、遅いテン
ポのとき且つテンポ音がない条件下で有意に大き
かった。一方、力発揮の変動はテンポ速度の影響
を受けなかった。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 椛
秀人

64）求心性・遠心性収縮の関
節位置制御特性

第69回日本体力医学会中
国・四国地方会in高知
（体力科学61: p454,
2012）

視標追従課題の膝伸展による遠心性収縮(ECC)と
求心性収縮(CON)の特性を探ることを研究目的と
した。結果、視標追従の絶対誤差や力発揮の変動
はECCで大きくなる傾向を認めた。一方、恒常誤
差ではCONは－の、ECCは＋の誤差であり収縮様式
間で有意差を認めた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，井上
佳和，岡部孝生，宅間豊，宮本祥子

69）等尺性収縮による下肢
タッピングの課題特性

第41回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p58）

等尺性収縮下での下肢タッピングの特性について
若年者を対象に検討した。結果、聴覚リズム刺激
がなく遅いテンポ下で、タップ間隔の誤差が大き
くなった。また、遅いテンポでは発揮する力が目
標とする値に対して誤差が大きかった。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人

68）追従課題における関節位
置調節と筋出力調節の課題特
性と関連性

第41回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p57）

視標追従課題による膝関節運動の関節位置調節課
題と筋出力調節課題を実施した。結果、関節位置
調節より筋出力調節の方が精度は低く、筋弛緩の
際に力制御が難しくなることが見いだされた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，森岡周，宮本謙
三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊

66）聴覚リズム刺激を用いた
等尺性筋収縮のタイミングと
筋出力調節の特性―練習試行
と再生試行による検討―

第67回日本体力医学会大
会in岐阜（体力科学61:
p569, 2012.）

聴覚リズム刺激により一側足関節の周期的な底屈
力発揮課題を行い、タイミングと筋出力調節の特
性について検討した。結果、テンポ間隔が大きい
ときに注意の分散によりタイミングや力発揮制御
能力が低下したことが考えられた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

67）同一運動速度時の短縮
性・伸張性収縮の制御特性―
加齢による影響―

第67回日本体力医学会大
会in岐阜（体力科学61:
p571, 2012.）

短縮性収縮(CON)と伸張性収縮(ECC)による膝関節
屈伸の視標追従課題を若年・高齢群を対象に実施
した。結果、目標とする膝屈伸角度との誤差は両
群ともにECCで有意に大きく、群間比較では高齢
群がCON/ECCともに有意に高値であり、関節運動
制御能は加齢により低下することが示唆された。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，岡部孝生

70）運動観察が歩行動作の学
習に及ぼす有効性

第41回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p70）

脳卒中症例の運動観察による歩行動作の改善効果
について検討した。結果、通常理学療法より観察
学習を用いた方が歩行時の歩幅や単脚支持時間に
左右均等性を認め、運動観察学習の有効性が示唆
された。
発表者名：池上大輝，竹林秀晃，滝本幸治，山本
知弘，野田昌志
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71）理学療法専門学術書にお
ける英語表現の特徴に関する
研究

第41回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p92）

理学療法分野の英語コーパスの特性を共起語の観
点から分析した。結果、理学療法分野にはパター
ン化された結びつきが存在することが考えられ、
共起パターンの学習が理学療法分野の英語専門学
術書の理解を早める有効な方略であることが示唆
された。
発表者名：宮本祥子，五百蔵高浩，宮本謙三，宅
間豊，井上佳和，竹林秀晃，岡部孝生，滝本幸治

73）自己身体における視覚情
報と身体感覚情報との不一致
が姿勢制御に及ぼす影響

第48回日本理学療法学術
大会in名古屋（理学療法
学40. Supplement 2: P-
A基礎-113）

リアルタイムに視覚情報を変化させることで身体
感覚情報との不一致をつくり、姿勢制御への影響
を検討した。結果、自身の立位姿勢をより大きく
回転させた映像（135°、180°）を被験者自身に
見せた際に、より大きな重心動揺（総軌跡長、矩
形面積）を認めた。
発表者名：竹林 秀晃, 弘井 鈴乃, 滝本 幸治,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生

72）加齢に伴う力とタイミン
グの制御特性

第26回高知県理学療法学
会in高知市（抄録集p
18）

足タッピング課題を用いてテンポ音と同期（練習
課題）もしくはテンポ音を消去（再生課題）した
条件下でのタイミングと力制御の特徴を若年・高
齢者を対象に検討した。結果、タップ間隔誤差は
高齢群で大きく、力発揮やタップ間隔の変動も高
齢群で大きくなる傾向を示した。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，島﨑省伍，
下川貴大，椛 秀人

75）加齢に伴う筋出力とタイ
ミングの制御特性—足タッピ
ング課題を用いた検討—

第48回日本理学療法学術
大会in名古屋（理学療法
学40. Supplement 2: P-
A基礎-194）

下肢タッピング課題により力とタイミングの制御
特性を見出すとともに加齢の影響について検討し
た。結果、タッピング間隔誤差は高齢者で大き
く、テンポが遅いほど誤差が大きかった。また、
力発揮の変動は高齢者で大きかったが、力発揮誤
差は若年者が大きかった。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 椛
秀人

第48回日本理学療法学術
大会in名古屋（理学療法
学40. Supplement 2: P-
A基礎-115）

一側膝関節の等尺性膝伸展力発揮による視標追従
課題を用いた力制御特性について検討した。結
果、10%MVCより30%MVCの力発揮の方が目標筋力と
発揮筋力との誤差が有意に大きかった。また、漸
減運動時の方がより誤差が大きい傾向であった。
発表者名：松村 宏樹, 上野山 貴士, 滝本 幸治

78）等尺性収縮における内側
広筋のトレーニング方法の検
討

第42回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p54）

内側広筋において肢位の違いによる筋活動の変化
を検討した。結果、踵セッティングおよび立位で
の股内転同期セッティングでより内側広筋の活動
が賦活することが確認された。
発表者名：奥田教宏，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，滝本幸治

一側足関節の周期的な足タッピング課題により、
下肢周期運動の特性とともに加齢に伴う影響を検
討した。結果、多くの指標においてテンポ音がな
い条件で且つテンポが遅いほど誤差や変動が大き
かった。力制御に関しては高齢者より若年者の誤
差が大きいという知見が得られた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人

77）加齢に伴うタイミングと
筋出力制御の特性―足タッピ
ング課題を用いた検討―

第68回日本体力医学会大
会in東京（体力科学62:
p590, 2013）

76）視標追従課題を用いた下
肢CKC条件下における筋出力
調節能力の特性—漸増・保
持・漸減運動による検討—

第48回日本理学療法学術
大会in名古屋（理学療法
学40. Supplement 2: P-
A基礎-210）

下肢CKC条件下での筋出力調節課題(10/20/30%
MVC)を行い、その制御特性について検討した。結
果、10/30%MVC間で有意差を認め30%MVC時により
誤差が大きかった。また、漸減運動時がより誤差
が大きい傾向であった。
発表者名：上野山 貴士, 松村 宏樹, 滝本幸治

74）視標追従課題を用いた下
肢の筋出力調節能力の特性—
漸増・保持・漸減運動による
検討—
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80）加齢により異なる力制御
の特性―足タッピング課題を
用いた検討―

第42回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p70）

 足タッピング課題を実施し、力制御の加齢によ
る特性について検討した。結果、筋出力値の変動
は高齢者が有意に大きかったが、目標筋出力値に
対する筋出力値の誤差は若年者の方が大きいとい
う特徴的な結果を得た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人

79）高齢者におけるMental
Chronometryの特性と各種身
体能力との関係

第42回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p68）

歩行動作の心的時間測定（MC）と、高齢者のMCと
身体能力との関連性について検討した。結果、高
齢者はMCと実際の歩行との誤差が大きく、MCより
実際の歩行時間が延長している者が有意に多かっ
た。
発表者名：竹林秀晃，小松祐貴，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏

82）高齢者におけるMental
Chronometryの時間・空間的
一致性と身体能力との関係

第49回日本理学療法学術
大会in横浜（理学療法学
41. Supplement 2:
0100）

0m歩行による心的時間(MC)の加齢変化と、MCと身
体機能との関連について検討した。結果、MCと実
測時間との誤差は若年者より高齢者で有意に高値
を示した。また、その誤差は若年・高齢者ともに
実測時間よりMCが有意に延長する者が多かった
が、若年・高齢者間で差は認めなかった。
発表者名：竹林 秀晃, 滝本 幸治, 奥田 教宏,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生, 小松祐貴

81）地域在住高齢者における
複合的運動機能に対しての注
意機能と身体機能の関連性に
ついて

第42回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p86）

複合的運動機能テストであるTrail Walking
Test(TWT)と身体機能や注意機能との関連につい
て検討した。結果、TWTは歩行能力や筋力、バラ
ンスや敏捷性、注意機能と有意な相関を認め、
TWTは種々の身体機能や注意機能の総合的指標と
成り得る。
発表者名：榛田彩香，竹林秀晃，滝本幸治，高芝
潤，川渕正敬，前田秀博，國澤雅裕

85）地域高齢者における転倒
因子の検討と各年代における
片脚立位時間の変化について

第43回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p80）

地域在住高齢者に対し、転倒に関連する因子を検
討するとともに各年代の片脚立位時間について検
討した。結果、転倒歴のある者はない者と比較し
て片脚立位時間や膝伸展筋力が有意に低値であ
り、年代が上がるにつれて片脚立位の保持時間が
短縮していた。
発表者名：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生

84）肢位の違いによる内側広
筋の筋活動特性

第49回日本理学療法学術
大会in横浜（理学療法学
41. Supplement 2:
1294）

肢位別による内側広筋の筋発揮量の相違について
筋電図を用いて検討した。結果、立位同期
settingでは筋活動量が最も低く、踵settingでは
最も筋活動量が高かった。
発表者名：奥田 教宏, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 滝
本 幸治

83）加齢に伴う足タッピング
のタイミングと筋出力制御の
特徴― 異なる目標発揮筋力
による検討 ―

第49回日本理学療法学術
大会in横浜（理学療法学
41. Supplement 2:
0335）

足タッピング課題を用いて加齢の要因に注目し、
異なる力発揮がタイミングと力制御に及ぼす影響
について検討した。結果、タッピング間隔の誤差
や変動は高齢者が有意に大きく、目標発揮筋力が
大きくなるほどその差が縮小する傾向であった。
筋出力ピーク値の変動も高齢群で有意に大きかっ
た。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 奥
田 教宏, 椛 秀人

86）足タッピング課題による
加齢に伴う力制御能力の特性
―異なる力発揮水準を用いた
検討―

第43回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p90）

足タッピングを異なる力発揮水準で行い力制御の
特性を若年・高齢群間で比較した。その結果、小
さい力発揮時に高齢群の力発揮の変動が大きく、
力発揮水準が大きいほど若年・高齢群の差が縮小
する傾向にあった。
発表者名：滝本幸治，高橋夏姫，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏，椛秀人

保健医療学部リハビリテーション学科

1289



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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― 平成27年3月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年11月

― 平成28年3月

87）Mental Rotation課題に
おける道具使用・物体把持の
影響

第43回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p113）

運動イメージの評価法のひとつであるMental
Rotation（MR；心的回転）課題を用いて、道具使
用有無別に成績を比較した。結果、正答率に差を
認めなかったが、反応時間は道具を使用した条件
下で有意に速かった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生

89）高齢者の努力歩行が
Mental Chronometryに及ぼす
影響―転倒と運動機能との関
連―

第50回日本理学療法学術
大会in東京（理学療法学
42 Supplement 2: P2-A-
0513）

高齢者の努力歩行における心的時間(MC)に着目
し、転倒や運動機能との関連ついて検討した。結
果、歩行の実測時間とMCとの誤差は転倒歴のある
高齢者で高値を示した。また、時間一致の精度が
高い者ほど運動機能が高かった。
発表者名：竹林 秀晃, 滝本 幸治, 奥田 教宏,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生

88）Walking Stroop Carpet
による転倒リスク評価の妥当
性

第28回高知県理学療法士
学会 in高知市（抄録集
p24 ）

Walking Stroop Carpet (WSC)は転倒リスク評価
に用いることができるかその妥当性について検討
した。結果、転倒歴の有無別群間で、WSC（色条
件）の所要時間に有意差を認め、ROC曲線を用い
た検討より、転倒歴の判別性能が高いことが確認
された。
発表者名：滝本幸治，近森鷹希，竹林秀晃，奥田
教宏，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，門田美和，古谷千佐子，宮本謙三

91）Stroop Walking Taskを
用いた転倒リスク評価の有用
性

第35回日本リハビリテー
ション医学会中国・四国
地方会in高知（プログラ
ム・抄録集p54-55 ）

Stroop Walking Task (SWT)という二重課題が転
倒リスク者の検出に有効であるか検討した。結
果、SWT遂行時のエラー数は転倒歴有無別群間で
差は認めなかったが、SWT（色条件）は正診率が
74.5%であり、転倒リスク者の検出に有効である
ことが考えられた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃

90）Walking Stroop Carpet
による新しい転倒リスク評価
の有用性

第50回日本理学療法学術
大会in東京（理学療法学
42 Supplement 2: P3-C-
1069）

Walking Stroop Carpet(WSC)という二重課題が転
倒リスク者の検出に有効であるか検討した。結
果、WSC（色条件）とTimed Up & Go testが転倒
歴を説明する変数として抽出されたが、WSCの判
別性能がより優れることが分かった。
発表者名：滝本幸治, 近森鷹希, 竹林秀晃, 奥田
教宏, 宅間豊, 井上佳和, 宮本祥子, 岡部孝生,
宮本謙三

94）自治体事業における効率
的な認知機能テストの試み―
Walking Stroop Carpetを用
いた検討―

第29回高知県理学療法学
会in香南市（抄録集
p28）

Walking Stroop Carpet(WSC)という二重課題によ
る歩行能力評価は、集団に対する認知機能検査に
有用か地域在住高齢者を対象に検討した。結果、
認知機能検査(MMSE)が24点未満の者を正診率
90.5%で検出できたことから、WSCの認知機能検査
としての有用性が確認された。
発表者名：滝本幸治，伊東咲也香，上岡奈津美，
川久保優菜，竹林秀晃，奥田教宏，宅間豊，井上
佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三

92）高齢者における歩行の運
動イメージについて―自由歩
行と努力歩行のMental
Chronometry―

第35回日本リハビリテー
ション医学会中国・四国
地方会in高知（プログラ
ム・抄録集p56 ）

転倒歴の有無別群間で、歩行の運動イメージ能力
をMental Chronometry (MC)により評価し比較・
検討した。結果、転倒群の運動イメージは有意に
誤差が大きく、それは努力歩行においてより顕著
であった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治

93）複数体肢の同時動作にお
ける反応時間からみた運動制
御

第44回四国理学療法士会
学会in愛媛（プログラ
ム・抄録集p77）

複数体肢の同時動作の組み合わせによる反応時間
の特性について、健常成人を対象に検討した。結
果、四肢いずれか単肢および両上肢や両下肢で反
応するより、同側上下肢や対側上下肢で反応する
際に有意に反応時間が遅延することが分かった。
発表者名：竹林秀晃，前田康介，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏
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― 平成28年5月
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― 平成28年11月

― 平成28年11月

― 平成28年11月

― 平成29年5月

― 平成29年5月

95）Walking Stroop Carpet
による認知機能評価の有用性
―自治体事業における地域在
住高齢者を対象とした検討―

第51回日本理学療法学術
大会in札幌（理学療法学
43. Supplement 2: O-
YB-01-4）

Walking Stroop Carpet(WSC)が自治体事業等にお
いて認知機能障害のスクリーニング検査として有
用であるか地域在住高齢者を対象に検討した。重
回帰分析などにより検討した結果、WSCは認知機
能検査として有用であることが見いだされた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三

98）Dual Taskによる歩行能
力と認知機能評価の有用性―
Walking Stroop Carpetによ
る検討―

第45回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p39）

Walking Stroop Carpet(WSC)という新しい二重課
題による歩行能力評価により、転倒リスクと認知
機能低下の評価を高齢者を対象に試みた。結果、
WSCは転倒歴や認知機能障害の判別性能が良好で
あることが示された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三

97）高齢者の視覚フィード
バックによる関節位置調節課
題の制御特性

第78回日本体力医学会中
国・四国地方会in 山口
（抄録集p36-37）

加齢が下肢の視覚フィードバックによる関節位置
調節課題に及ぼす影響について検討した。結果、
静的な関節位置覚再現性は高齢・若年者間で差を
認めなかったが、動的な条件下では関節位置調節
の誤差が高齢群で有意に大きかった。
発表者名：竹林秀晃，田中美優，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，岡部孝生，奥田教宏

96）加齢が下肢の視覚誘導性
関節運動調節に及ぼす影響

第51回日本理学療法学術
大会in札幌（理学療法学
43. Supplement 2: P-
KS-29-2）

加齢が下肢の視覚誘導性関節運動調節に及ぼす影
響について検討した。結果、関節位置覚再現性の
誤差は若年・高齢者間で差を認めなかったが、視
覚誘導性関節運動では高齢者において有意に誤差
が大きかった。
発表者名：竹林秀晃, 田中未優, 滝本幸治, 宮本
謙三, 宅間豊, 井上佳和, 宮本祥子, 岡部孝生,
奥田教宏

101）視覚フィードバック・
負荷の有無が関節位置覚に及
ぼす影響―若年者と高齢者の
比較―

第52回日本理学療法学術
大会in千葉

視覚フィードバック（FB）と負荷有無の条件下
で、加齢を加味して関節運動制御特性を検討し
た。結果、高齢者では視覚FBがない条件下で関節
位置の変動が大きく、目標関節角度に対して正の
誤差が大きくなる特徴が得られた。
　発表者名：竹林秀晃，津野沙也加，滝本幸治，
奥田教宏，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生

100）心理社会的要因による
痛み関連脳領域の変化―高社
会性げっ歯類を用いた基礎研
究―

第45回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p68）

プレーレーハタネズミを用いてその社会環境を変
化させ、心理･社会的要因により痛み関連脳領域
の反応性がどう変化するか検討した。結果、心
理･社会的要因による痛みの修飾メカニズムに
ドーパミンが関与している可能性が示唆された。
発表者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，
岡部孝生，由利和也

99）自己身体像の視覚外乱刺
激は感覚の重みづけを変化さ
せる―身体感覚情報との不一
致が及ぼす影響―

第45回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p67）

視覚に自己の背面像が回転する外乱刺激を加える
ことで身体感覚情報との不一致をつくり、立位保
持時の重心動揺に与える影響を検討した。結果、
回転角度が大きくなるに従い、視覚より前庭覚や
体性感覚が関与することが示唆された。
発表者名：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏

102）痛みの社会的修飾メカ
ニズムの一考―一夫一婦制
げっ歯類を用いた基礎的研究
―

第52回日本理学療法学術
大会in千葉

高社会性げっ歯類（プレーリーハタネズミ）を用
い、社会環境の変化による痛みの修飾メカニズム
について検討した。結果、パートナーの存在が痛
刺激に対するペインマトリックスの反応性を高め
ることが示唆された。
　発表者：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，
岡部孝生，由利和也
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― 平成29年5月

― 平成29年9月

― 平成29年9月
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― 平成30年6月

103）パーキンソン病の姿勢
調節障害とは―表面筋電図を
用いた検討―

第52回日本理学療法学術
大会in千葉

パーキンソン病（PD）者の姿勢調節障害に着眼
し、立位保持時の足関節周囲筋を筋電図学的に評
価し検討した。結果、PDの進行に伴い立位保持時
の重心動揺が大きくなり、前脛骨筋の活動が増大
すること確認された。
　発表者名：下川貴大，横瀬崇光，岡本和久，渡
利太，武田正和，竹林秀晃，滝本幸治

105）腱への振動刺激が筋
力・筋出力調節に及ぼす影響

第72回日本体力医学会大
会in愛媛

振動刺激が筋力と筋出力調節能力に及ぼす影響
を、膝伸展運動課題を用いて大腿四頭筋腱に対し
振動刺激を加えた。結果、再大筋力の増加ととも
に、膝伸展40%, 20%MVC時に筋出力調節能力の精
度が向上することが分かった。
　発表者名：竹林秀晃，吉川尚輝，滝本幸治，宮
本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，奥田教宏，渡邊家康

104）地域在住高齢者に対す
る二重課題を用いた歩行能力
の年代比較―Walking Stroop
Carpetによる検討―

第52回日本理学療法学術
大会in千葉

地域在住高齢者の年代比較をWalking Stroop
Carpet（WSC）課題を用いて実施し、加齢による
歩行能力の特性を検討した。結果、一般的な歩行
能力テストでは検出が困難であったが、WSC課題
（文字条件）は、後期高齢者（75歳～）と超高齢
者（85歳～）の差異を明らかにした。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三

107) 心理･社会的ストレスに
よるペインマトリックスの反
応性変化―炎症性疼痛時の脳
活動性―

第46回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p73）

高社会性げっ歯類のプレーリーハタネズミを用い
て心理･社会的要因による痛み関連領域の反応性
を検討した。炎症性疼痛を惹起させ脳を採取した
結果、パートナーロス群では内因性疼痛抑制系で
あるドーパミン回路が機能しにくく、嫌悪感や不
安が強かった可能性が示唆された。
発表者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家
泰，宅間　豊，宮本謙三，由利和也

106）新しい二重課題を用い
た地域在住高齢者に対する転
倒リスク評価―Walking
Stroop Carpet課題による検
討―

第72回日本体力医学会大
会in愛媛

地域在住高齢者を対象に、Walking Stroop
Carpet（WSC）課題という二重課題による転倒リ
スク評価を試みた。結果、WSC課題（色条件）は
他の一般的な歩行能力指標よりも転倒歴の判別性
能に秀でている結果が得られた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家康，
宮本謙三

109）二重課題による身体的
フレイル評価の試み―
Walking Stroop Carpetを用
いた検討―

第3回日本予防理学療法
学会サテライト集会in東
京（プログラム集p78）

Walking Stroop Carpet（WSC）という歩行による
二重課題を用いて、地域在住高齢者を対象に身体
的フレイルの評価を試みた。結果、一般的な歩行
能力検査では検出できなかったが、WSC課題（文
字条件）はプレフレイルに該当する高齢者を検出
することができた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，岡林　悠，宮本謙三

110）地域在住高齢者の認知
機能と歩行能力との関連―体
幹加速度計測による検討―

第55回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
福岡

地域在住高齢者を対象に、認知機能テストととも
に歩行を加速度センサで計測し、認知機能と歩行
機能との関連を精査した。結果、健常群より認知
機能低下群の歩行速度が遅く、歩行時の加速度振
幅が大きい特徴を得たが、多変量解析では有意な
変数として抽出されなかった。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井　剛，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，岡林　悠，宮本謙三

108) 加齢による二重課題条
件下での歩行特性―体幹加速
度計測による検討―

第46回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p109）

二重課題（減算課題）歩行時の体幹加速度を計測
し、加齢による歩行特性について検討した。結
果、加齢とともに二重課題による影響を反映した
パラメータは加速度成分(RMS)であり、高齢者の
み単純課題‐二重課題間でRMSの増大を認めた。
発表者名：滝本幸治，山本聖香，浅井　剛，竹林
秀晃，奥田教宏，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰，宮本謙三
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― 平成30年12月

― 平成30年12月

113）認知機能低下が歩行に
及ぼす影響―加速度計測によ
る歩行パラメータを用いた検
討―

第5回日本予防理学療法
学会学術大会in福岡（プ
ログラム集p149）

一般的な歩行能力検査(10m歩行)時に加速度計測
を行い、高齢者の認知機能が歩行パラメータのど
のような側面に影響するか検討した。結果、認知
機能が低下している者は歩行時の加速度振幅
(RMS)が増大するとともに、歩行の円滑性の指標
であるHarmonic ratio（前後成分）が低値を示し
たことから、円滑性に欠く歩行をしている可能性
が示唆された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，浅井　剛，奥田
教宏，渡邊家泰，岡林　悠，宮本謙三

114）視覚外乱刺激において
周辺環境の有無が姿勢制御に
及ぼす影響

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p56）

Head Mounted Displayを用いて映像を回転させる
ことによる視覚外乱刺激を加え、姿勢制御に及ぼ
す影響について検討した。結果、背景があると重
心動揺が増大するとともに、回転角度が大きいと
より顕著に重心動揺が増大した。視覚情報が姿勢
制御に与える影響が異なることから、トレーニン
グへの応用が期待できる。
発表者名：竹林秀晃，藤田雅登，滝本幸治，奥田
教宏，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳
和，宅間　豊，宮本謙三

111）加齢における選択反応
課題のサイモン効果が及ぼす
影響

第55回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
福岡

選択反応課題（ボタン押し課題）における刺激の
一致・不一致が加齢とともに反応時間にどう影響
するか検討した。結果、若年・高齢者ともに反応
時間の遅延を認める共通項も認めたが、刺激と反
対方向に反応する不一致課題では高齢者がより遅
延した。
発表者名：竹林秀晃，入野哲暢，滝本幸治，奥田
教宏，宮本謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰

112) Older adult have
delayed reaction times to
peripheral visual stimuli
during exercise
高齢者における運動中の周辺
視野刺激に対する反応時間の
遅延について

第73回日本体力医学会大
会in福井（JPFSM
Vol.7,2018: p342）

中心及び周辺視野に提示する視覚刺激に対するス
テッピングの反応時間について、20代以上の成人
65名を対象に検討した。結果、50歳代を境に非線
形に反応時間は遅延し、反応時間のバラつきが大
きくなる結論を得た。
発表者名：竹林秀晃，今西　諒，滝本幸治，奥田
教宏，宮本謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰

117）視空間記憶能力と歩行
能力および転倒歴との関連―
視覚的ワーキングメモリスパ
ンテストを用いた検討―

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p144）

視空間情報の記憶能力と高齢者の歩行能力・転倒
との関連について、高齢者15名を対象に検討し
た。歩行能力検査（10m歩行、TUG）とともに、視
覚的ワーキングメモリスパンテスト（VWMST）を
実施した結果、非転倒群より転倒群で空間位置情
報を記憶する能力（スペース課題）が有意に低下
しており、多変量解析によりスペース課題の成績
はTUGを説明する変数として抽出された。
発表者名：橋詰愛里彩，谷脇弘将，山﨑　優，滝
本幸治

115）認知機能低下が歩行パ
ラメータに与える影響―体幹
加速度計測による検討―

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p76）

地域在住高齢者を対象に、認知機能低下有無が各
種歩行パラメータに与える影響について検討し
た。結果、歩行時の合成RMS（加速度振幅の大き
さ）が健常群より認知機能低下群で有意に増大す
るとともに
、多変量解析により認知機能低下を説明する変数
として抽出された（OR:1.34, 95%CI:1.01-1.77,
p<0.05)。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井　剛，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，岡林　悠，宮本謙三

116）運動負荷による疼痛域
値の変化―自転車エルゴメー
ターによる比較―

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p85）

自転車エルゴメーター駆動の運動負荷量の違いが
疼痛域値に与える影響について、健常若年成人男
性30名を対象に検討した。心拍数100拍／分と150
拍／分の運動20分実施後、第6頚椎棘突起側方の
表在感覚・圧痛域値を計測した結果、いずれの条
件も運動前後で比較で、運動後に疼痛域値が上昇
した。しかし、条件間では両域値に差を認めな
かった。
発表者名：奥田教宏，中平愛里，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，滝本幸治，渡邊家泰，大迫洋治
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118）外来患者に対する杖適
応の判断基準の検討

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p154）

整形外科疾患により外来通院中の患者を対象に、
杖使用を決定づける要因について検討した。結
果、杖使用群と未使用群間の比較において、有意
に杖使用群の10m歩行時間が遅延しており、多変
量解析によって歩行時間のみが杖使用有無を決定
付ける変数として抽出された。ROC曲線による判
別性能はAUC:0.79であり、カットオフ値は7.8秒
であった。
発表者名：土居優仁，山本哲夫，山下亜乃，片岡
歩，中内睦郎，滝本幸治

121) 運動習慣を有する高齢
者の骨格筋量及び歩行特性―
プレフレイルに注目した検討
―

第56回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
神戸

運動習慣を有する高齢者も長期的には加齢に伴い
体力が低下するが、その最初の転機であるプレフ
レイルの特徴を検討した。高齢者37名（ロバスト
18名、プレフレイル19名）を対象に四肢骨格筋量
と歩行パラメータを計測し特徴を検出したとこ
ろ、プレフレイル群の方が四肢骨格筋量が低値を
示し、歩行時の加速度振幅（垂直方向）が有意に
高値を示した。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，門脇康平，井上優輝，宅間豊，井上佳和，
宮本祥子，岡部孝生，浅井剛，岡林遥，宮本謙三

122) 早期退院が可能であっ
た肺炎患者の特徴と要因

第56回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
神戸

患者の栄養状態に注目し、肺炎患者の早期退院に
向けた取り組みを行った。肺炎の診断にて入院し
その後自宅退院となった61名の高齢者を対象に、
入院時の体格指数(BMI)、栄養評価(SGA)、介護
度、FIMなどのを用いて評価した。結果、入院時
BMIとともに、SGAが早期退院に影響していること
が示された。
発表者名：谷岡寿昭，西田佳祐，蔭山美紀，小松
聖偏，市川德和，滝本幸治

119）パーキンソン病症例を
対象にした短期集中入院の効
果

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p165）

パーキンソン病(PD)専用リハコースに入院するPD
症例37名の効果検証を行った。リハ専門職による
介入を240分／日×週5回×5週間実施したとこ
ろ、入院前後比較によりUPDRSのpart1（精神機
能、行動及び気分）、part2（ADL）、part（運動
機能）は有意に改善したが、part4（治療の合併
症）は不変であった。また、抑うつ性(SDS)は有
意に低下した。
発表者名：下川貴大，馬渕　勝，岡本和久，武田
正和，横瀬崇光，國重裕二，薮田英吾，澤田侑
貴，鎌田　剛，滝本幸治，三ツ井貴夫

120) 臨床実習成績の妥当性
と原因帰属要因との関連―15
年前との比較―

第32回高知県理学療法学
会in高知市（抄録集
p27）

学生の臨床実習成績に対する認識について、過去
に実施したものと同様のアンケート調査を臨床総
合実習後の4年次生（91名、延べ182件）を対象に
実施した。結果、過去と同様に成績の帰属要因と
して努力が反映していたが、今回新たに指導者と
の相性が最も高く反映しており、過去の報告と異
なる特徴的な変化であった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，岡部
孝生，宮本祥子，渡邊家泰，井上佳和，宅間豊，
宮本謙三

123) 身体的フレイルが歩行
に及ぼす影響―運動習慣を有
する地域在住高齢者の検討―

第74回日本体力医学会大
会inつくば

身体的フレイルの基準に歩行速度があるが、定期
的な運動習慣を有する高齢者における歩行の質的
な側面の特徴を検出した。運動習慣を有する高齢
者40名を対象に、J-CHSに基づくフレイル判定と
とともに歩行評価（速度、加速度計測）を実施し
た。結果、歩行速度はフレイル者がそうでない者
より有意に低下し，加速度解析による歩行時の円
滑さの指標(harmonic ratio)gaが低値（円滑さに
欠く）特徴を検出した。なお、健常者とプレフレ
イルとの者間で、歩行の差異は認めなかった。
発表者名：滝本幸治，門脇康平，竹林秀晃，浅井
剛，宮本謙三
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― 平成23年2月
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― 平成25年2月

125) 歩行予備能力は独立し
て転倒リスクを反映するか？
―地域在住高齢者を対象とし
た検討―

第57回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
京都

2種の10m歩行所要時間の変化率で表される歩行予
備能力は、既知の歩行指標と独立して転倒リスク
を反映するか検討した。自立生活を営む地域在住
高齢者185名を対象とし、転倒群・非転倒群に分
類し種々の歩行能力評価とともに歩行予備能力を
算出した。結果、多変量解析により歩行予備能力
のみが転倒歴を説明する変数として抽出された。
簡便に算出可能な本指標は、自立高齢者の転倒リ
スクを反映する指標であることが示唆された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，田井絢子，矢野
まのか，宮本謙三

126）創傷被覆材における近
赤外線透過率の検証

第1回物理療法部門研究
会

124) 視標追従課題における
自他由来波形操作が運動制御
に与える影響

第48回四国理学療法士学
会in愛媛

運動学習において運動観察学習の有効性が知られ
ている。本研究では、視標追従力量調節課題によ
る自他のフィードバック(FB)情報が、力量調節の
学習に与える影響を検討した。健常成人32名を対
象とし、視標追従力量調節課題を実施した結果、
他者の課題成績のFBでは、運動主体感の低下を招
き力量調節の学習が妨げられた。また、自己の課
題成績がFBされたにもかかわらず、それが他者の
課題成績であると疑った場合には学習が妨げられ
た。
発表者名：竹林秀晃，門田涼香，滝本幸治，奥田
教宏，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳
和，宅間豊，宮本謙三

1）異なる音刺激周期による
足タッピング運動の特徴－外
的および自己ペース運動を用
いて－

第10回KMS Research
Meeting in高知大学医学
部（プログラム・抄録集
p70）

異なる音刺激周期で外的ペース(ET)運動と自己
ペース(SI)運動を行い、その特徴について若年者
を対象に検討した。結果、遅いペースより速い
ペース運動の方が、且つSI運動よりET運動の方が
正確に周期運動を遂行できた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

2）周期的な等尺性筋収縮の
タイミングと筋出力調節の特
性

第11回KMS Research
Meeting in高知大学医学
部（プログラム・抄録集
p63-64）

下肢の周期的な等尺性筋収縮課題を行い、異なる
テンポによる筋出力調節の特性について検討し
た。結果、遅いテンポほどタッピング間隔誤差が
大きくなり、筋出力誤差が大きくなる結果が得ら
れた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

創傷被覆材（ドレッシング材）管理下において，
赤外線照射の透過率を確認することで，褥瘡治療
の補完療法実施時の条件を確認した。結果，フィ
ルムドレッシング材は約94～97%の透過性を有し
た。一方，ハイドロコロイドドレッシング材，ポ
リウレタンドレッシング材，ハイドロポリマード
レッシング材は，13～96%と透過率に差があり，
使用ドレッシング材の透過率を考慮した照射強度
の設定が必要であることが示唆された。
発表者名：吉川義之，辻下守弘，城野靖朋，滝本
幸治

3）加齢に伴う筋出力とタイ
ミングの制御特性

第12回KMS Research
Meeting in高知大学医学
部（プログラム・抄録集
p60-61.）

足タッピング課題を用いて力とタイミングの制御
特性を見出すため、異なるテンポ速度を用い加齢
による影響について検討した。結果、タッピング
間隔の誤差や変動は若年者より高齢者で大きく、
テンポ速度が遅いほど誤差が大きい結果であっ
た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人
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― 平成27年2月

― 平成27年2月

― 平成28年8月6）臨床実習成績と原因帰属
要因との関連

第29回教育研究大会in香
川（プログラム・抄録集
p127）

臨床実習の成績とその帰属要因について、実習終
了後の学生を対象に調査した。結果、実習評定と
帰属要因間について、学生の努力と学生-指導者
間の相性に相関関係を認めた。
発表者名：竹林秀晃，宮本謙三，井上佳和，宮本
祥子，岡部孝生，滝本幸治

5）脳卒中患者における電動
四輪車の自立に関与する因子
の検討

一般社団法人回復期リハ
ビリテーション病棟協会
第25回研究大会in愛媛

今後増加が推測されている脳血管疾患に着眼し、
電動車いすを使用している脳卒中患者の特性につ
いて調査した。結果、電動車いすの自立別群間で
年齢、介護度、屋内移動の自立度に有意差を認
め、電動車いすの自立に関わる因子として低年齢
と屋外移動の自立度が抽出された。
発表者名：上堀　琢，橋田芳恵，滝本幸治

4）Walking Stroop Carpetに
よる転倒リスク評価の有用性

第14回KMS Research
Meeting in高知大学医学
部（プログラム・抄録集
p72.）

Walking Stroop Carpet(WSC)課題（3条件）が転
倒リスク評価として有用であるか検討した。転倒
歴有無別に転倒群・非転倒群間で比較した結果、
WSC（色条件）とTUG（歩行能力評価）で有意差を
認め、ROC曲線によりWSCの判別性がより優れてい
ることが見いだされた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宮本
謙三，椛秀人
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 野中 紘士 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

人間医工学 生理学、骨格筋、物理療法 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1）講義の工夫

平成 26

年 10月

1 日 

～ 

平成 28

年 3月

31 日 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 I・II の講義にはアクティブラーニ

ングを促通する目的で反転授業を取り入れている．具

体的には自主制作した e-learning 教材で自宅学習さ

せ，講義時間は演習やディスカッションに活用してい

る．これにより，学生の臨床場面で獲得した知識の応

用を習得させる効果があった．

2）実験・実習の工夫

平成 26

年 10月

1 日 

～ 

平成 28

年 3月

31 日 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 I・II の実習ではロールプレイを導

入し，臨床場面で可能な限り近い状況で演習を行って

いる．学生にロールプレイでプレゼンテーションを行

わせ，フィードバックを通じて，必要な知識と治療技

術の修得ができるよう講義を展開している．これによ

り，学生の臨床能力育成に効果があった． 

２ 作成した教科書，教材 

1)寒冷療法（講義用資料）
平成 23

年 10月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 Iで、寒冷療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し、寒冷療法を理解させ，実施する能力を習得さ

せる効果があった． 

2)水治療法（講義用資料）
平成 23

年 11月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 Iで，水治療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し、水治療法を理解させ，実施する能力を習得さ

せる効果があった． 

3)温熱療法（講義用資料）
平成 23

年 11月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 Iで，温熱療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し、温熱療法を理解させ，実施する能力を習得さ

せる効果があった。 

4)光線療法（講義用資料）
平成 24

年 5月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 II で，光線療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し，光線療法を理解させる効果があった． 
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5)電気刺激療法（講義用資料） 
平成 24

年 5月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 II で，電気刺激療法の効果とそのメ

カニズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資

料を作成し，電気刺激療法を理解させ，実施する能力

を習得させる効果があった． 

6)牽引療法（講義用資料） 
平成 24

年 6月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 II で，牽引療法の効果とそのメカニ

ズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた資料を

作成し，牽引療法を理解させ，実施する能力を習得さ

せる効果があった． 

7)マッサージ療法（講義用資料） 
平成 24

年 7月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻の物理療法学 II で，マッサージ療法の効果とその

メカニズムおよび適応・禁忌について要点をまとめた

資料を作成し，マッサージ療法を理解させ、実施する

能力を習得させる効果があった． 

8)骨格筋（講義用資料） 
平成 24

年 11月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学療法

学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習で，骨格筋

の構造や生理学的特性および収縮のメカニズム，筋電

図などについての要点をまとめた資料を作成した．骨

格筋の形態機能を理解させる効果があった． 

9)呼吸（講義用資料） 
平成 24

年 11月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学療法

学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習で，呼吸器

の構造や生理学的特性およびガス交換のメカニズムな

どについての要点をまとめた資料を作成した．呼吸器

の形態機能を理解させる効果があった． 

10)神経（講義用資料） 
平成 24

年 12月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学療法

学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習で，神経の

構造や生理学的特性および興奮の伝導・伝達のメカニ

ズムなどについての要点をまとめた資料を作成した．

神経の形態機能を理解させる効果があった． 

11)電気刺激療法（e-learning 用教材) 
平成 26

年 5月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 II で，電気刺激療法の予習・復習用

e-learning 教材を作成し，電気刺激療法の基本的原理

とゲートコントロール理論の講義内容を理解させる効

果があった． 

12)心臓（講義用資料） 
平成 27

年 10月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類の理学療法

学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習で，心臓の

構造や生理学的特性および心臓の収縮メカニズムや心

電図などについての要点をまとめた資料を作成した．

心臓の形態機能を理解させる効果があった． 

13)寒冷療法（e-learning 用教材) 
平成 27

年 12月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 Iで，寒冷療法の予習・復習用

e-learning 教材を作成し，寒冷療法の基本的原理と効

果の講義内容を理解させる効果があった． 

14）温熱療法（e-learning 用教材) 
平成 27

年 12月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療法学

専攻の物理療法学 Iで，温熱療法の予習・復習用

e-learning 教材を作成し，温熱療法の基本的原理と効

果の講義内容を理解させる効果があった． 

15）股関節の運動学（講義資料) 
平成 30

年 6月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動学演習で，

股関節の解剖と運動学などについての要点をまとめた

資料を作成した．股関節の運動学を理解させる効果が

あった． 
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16）膝関節の運動学（講義資料) 
平成 30

年 6月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動学演習で，

膝関節の解剖と運動学などについての要点をまとめた

資料を作成した．膝関節の運動学を理解させる効果が

あった． 

17）足関節・足部の運動学（講義資料) 
平成 30

年 6月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動学演習で，

足関節・足部の解剖と運動学などについての要点をま

とめた資料を作成した．足関節・足部の運動学を理解

させる効果があった． 

18）関節リウマチの理学療法（講義資料) 
平成 30

年 11月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動器障害系理

学療法基礎演習で，関節リウマチの理学療法について

の要点をまとめた資料を作成した．関節リウマチの理

学療法を理解させる効果があった． 

19）上肢の骨折の理学療法（講義資料) 
平成 30

年 11月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動器障害系理

学療法基礎演習で，上肢の骨折の理学療法についての

要点をまとめた資料を作成した上肢の骨折の理学療法

を理解させる効果があった． 

20）肩関節障害の理学療法（講義資料) 
平成 30

年 11月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動器障害系理

学療法基礎演習で，肩関節障害の理学療法についての

要点をまとめた資料を作成した肩関節障害の理学療法

を理解させる効果があった． 

21）靭帯損傷の理学療法（講義資料) 
平成 30

年 11月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の運動器障害系理

学療法基礎演習で，靭帯損傷の理学療法についての要

点をまとめた資料を作成した靭帯損傷の理学療法を理

解させる効果があった． 

22）姿勢制御（講義資料) 
平成 30

年 12月 

京都橘大学健康科学部理学療法学科の臨床運動学演習

で，姿勢制御などについての要点をまとめた資料を作

成した．姿勢制御の運動学を理解させる効果があった． 

23)細胞の構造と膜の興奮（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，細胞

構造と細胞膜の興奮メカニズムなどについての要点を

まとめた資料を作成した．細胞膜の興奮のメカニズム

を理解させる効果があった． 

24)骨格筋の構造と収縮のメカニズム（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，骨格

筋の構造と収縮のメカニズムなどについての要点をま

とめた資料を作成した．骨格筋の構造と収縮のメカニ

ズムを理解させる効果があった． 

25)運動単位，神経支配比，脊髄反射（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，骨格

筋に関する運動単位，神経支配比，脊髄反射メカニズ

ムなどについての要点をまとめた資料を作成した．運

動単位，神経支配比，脊髄反射メカニズムを理解させ

る効果があった． 

26)骨格筋の代謝特性とエネルギー代謝（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，骨格

筋の代謝特性とエネルギー代謝などについての要点を

まとめた資料を作成した．骨格筋の代謝特性とエネル

ギー代謝を理解させる効果があった． 
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27)骨の構造と生理（講義用資料） 
令和元

年 9月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体機能学 II（動物性機能）で，骨の

構造と生理などについての要点をまとめた資料を作成

した．骨の構造と生理を理解させる効果があった． 

28)体幹の解剖学（講義用資料） 
令和元

年 10月 

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法学・作

業療法学専攻の人体構造学 III（神経・運動器）で，体

幹の骨，筋および神経支配や作用，靭帯，周辺の血管

などについての要点をまとめた資料を作成した．体幹

の解剖を理解させる効果があった． 

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

1) 大阪府立大学 総合リハビリテーション系長およ

び総合リハビリテーション学研究科長による平成25年

度教員業績評価  

平成 26

年 12月

4 日 

総合評価 S（4 段階中最高評価） 

2) 大阪府立大学 総合リハビリテーション系長およ

び総合リハビリテーション学研究科長による平成26年

度教員業績評価  

平成 27

年 12月

17 日 

総合評価 S（4 段階中最高評価） 

3)大阪府立大学 総合リハビリテーション系長および

総合リハビリテーション学研究科長による平成27年度

教員業績評価 

平成 28

年 12月

22 日 

総合評価 S（4 段階中最高評価） 

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1)講演について 

平成 24

年 6月

16 日 

いずみ健老大学 講師 

「腰痛予防」 

慢性腰痛について，現在考えられている発生理由とそ

の予防・改善のための運動療法（運動方法）について

講演を行った． 

 

平成 26

年 11月

26 日 

はびきの市民大学  講師 

「腰痛予防のための運動」 

慢性腰痛について，現在考えられている発生理由とそ

の予防・改善のための運動療法（運動方法）について

講演を行った． 

2)高大連携 講義について 

平成 26

年 10月

30 日 

大阪府立鳳高等学校 模擬講義講師 

「理学療法とリハビリテーション」 

リハビリテーション職である理学療法士の仕事内容や

社会における役割，また他の医療職とのかかわりにつ

いての講義を行った． 

 

平成 30

年 6月

14 日 

西舞鶴高校 講師 

「医療」 

医療職である理学療法士，作業療法士，臨床検査技師

の仕事内容について講義を行った． 

 

平成 30

年 6月

20 日 

伊吹高校 講師 

「医療技術・リハビリ」 

医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容や社

会における役割について講義を行った． 

 

平成 30

年 8月

23 日 

花園高校 講師 

「理学療法・作業療法」 

医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容や社

会における役割について講義を行った． 

 

平成 30

年 9月

11 日 

八日市高校 講師 

「医療技術・リハビリ」 

医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容や社

会における役割について講義を行った． 
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平成 30

年 9月

26 日 

甲西高校 講師 

「医療技術（リハビリ）」 

医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容や社

会における役割について講義を行った． 

 

平成 30

年 9月

26 日 

桂高校 講師 

「医療技術」 

医療職である理学療法士，作業療法士，臨床検査技師

の仕事内容について講義を行った． 

 

平成 30

年 11月

12 日 

長浜北高校 講師 

「医療（理学療法）」 

医療職である理学療法士の仕事内容や社会における役

割について講義を行った． 

 

令和 3

円 2月

13 日 

賢明学院高等学校 講師 

「理学療法」 

医療職である理学療法士の仕事内容や社会における役

割について講義を行った． 

   

   

５ その他   

1)大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究

科学位論文(博士前期課程)審査実績 

平成 28

年 2月 

博士前期課程：副査 1名 

「スタチン投与中の運動が骨格筋ミトコンドリアへ及

ぼす影響」について学位論文（博士前期課程）の審査

を行った． 

2)大阪府立大学総合リハビリテーション学部および総

合リハビリテーション系における教育実績 

平成 21

年 4月

～平成

29 年 3

月 

「理学療法早期体験実習」（平成 21 年度から平成 28

年度まで） 

理学療法学専攻の 1年生に講義や病院や介護老人保健

施設での実習やディスカッションを行い，理学療法士

の役割や業務内容を理解させる教育効果があった． 

  

「理学療法基礎評価学 II」（平成 22 年度から平成 28

年度まで） 

 理学療法評価である関節可動域測定の方法について

講義を行い，関節可動域測定の習得させた 

  

「形態機能学実習」（平成 23 年から平成 28 年度まで） 

 神経，骨格筋，呼吸循環の解剖生理の講義および生

理機能に関する実習を行い，学生に解剖生理学の理解

を深める教育効果があった． 

  

「物理療法学 I」（平成 23 年から平成 28 年度まで） 

 物理療法の歴史や温熱，寒冷，水治療法の生理学的

効果や適応，禁忌，実施方法の講義を行い，それら知

識と実施方法を習得させた． 

  

「物理療法学 II」（平成 24 年から平成 28 年度まで） 

 電気，牽引，マッサージ療法の生理学的効果や適応，

禁忌，実施方法の講義を行い，それら知識と実施方法

を習得させた． 

  

「理学療法学総合評価演習」（平成 21 年度から平成 28

年度まで） 

 地域のボランティア高齢者の評価を行い，評価技術

の研鑽と評価レポート作成の指導を行い，理学療法評

価およびレポート作成を総合的に理解，実施できるよ

うにした． 
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「理学療法学研究法 II」（平成 28 年度） 

 卒業論文作成の指導を行い，論文の作成方法および

リサーチマインドを習得せせる教育効果があった． 

  

「理学療法臨床実習 I」（平成 21 年度から平成 28 年度

まで） 

 病院で臨床現場を見学させることにより，理学療法業

務の概要や役割を理解させる教育効果があった． 

  

「理学療法臨床実習 II」（平成 21 年度から平成 28 年

度まで） 

 理学療法評価に関する実習を行い，各種検査の実施

と検査結果をもとに問題点を把握し，理学療法評価技

術を習得させる教育効果があった． 

  

「理学療法臨床実習 III」（平成 24 年度から理学療法

臨床実習 III・IV に変更 ）（平成 21 年度から平成 28

年度まで） 

 理学療法の過程全般を経験させ，理学療法の全体的

な業務を遂行させる能力および臨床場面で的確な理学

療法を発展させる能力を習得させる教育効果があっ

た． 

  

「理学療法臨床実習 IV」（平成 24 年度から平成 28 年

度まで） 

 臨床実習 III と同様に理学療法の過程全般を経験さ

せ，理学療法の全体的な業務を遂行させる能力および

臨床場面で的確な理学療法を発展させる能力を習得さ

せる教育効果があった．  

3)京都橘大学健康科学部における教育実績 

平成 30

年 4月

～平成

31 年 3

月 

「運動学演習」 

下肢（股関節，膝関節，足関節，足部）の運動学につ

いて教授し，理学療法士の基礎となる運動学の知識習

得の教育効果があった． 

  

「動作分析学演習」 

 寝返り，立ち上がりの動作分析について教授し，理

学療法士にとって重要な動作分析法の習得の教育効果

があった． 

  

「臨床運動学演習」 

 力学に基づいた関節運動や動作に加え姿勢制御につ

いて教授し，理学療法士にとって重要な力学に基づい

た関節運動や動作に加え姿勢制御の知識習得の教育効

果があった． 

  

「運動器障害系理学療法基礎演習」 

 関節リウマチ，肩関節障害，上肢の骨折，靭帯損傷

の理学療法について教授し，理学療法士にとって重要

な運動器障害の理学療法の習得の教育効果があった． 

  

「総合臨床実習 I」 

 理学療法の過程全般を経験させ，理学療法の全体的

な業務を遂行させる能力および臨床場面で的確な理学

療法を発展させる能力を習得させる教育効果があっ

た． 

  

「総合臨床実習 II」 

 総合臨床実習 Iと同様に理学療法の過程全般を経験

させ，理学療法の全体的な業務を遂行させる能力およ

び臨床場面で的確な理学療法を発展させる能力を習得

させる教育効果があった．  
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4) 奈良学園大学保健医療学部における教育実績 

平成 31

年 4月

～現在

に至る 

「基礎ゼミⅡ」 

 講義ノートの取り方，文献資料の検索，学術的な文

章の読み方などについて，演習を通じて大学での学習

を進める上で必要となる基礎的な知識や技能，学ぶ姿

勢を身につける教育効果があった． 

  

「人体構造学Ⅲ（神経・運動器）」 

 体幹及び下肢の骨や骨格筋，支配神経の解剖につい

ての講義行い，学生に解剖学の理解を深める教育効果

があった． 

  

「人体機能学Ⅱ（動物性機能）」 

 骨格筋，反射，骨の生理についての講義行い，学生

に生理学の理解を深める教育効果があった． 

  

「早期体験実習(理学療法)」 

 理学療法学専攻の 1年生に講義や病院での実習、デ

ィスカッションを行い，理学療法士の役割や業務内容

を理解させる教育効果があった． 

 

令和 2

年 4月

～現在

に至る 

「人体構造実習」 

 体幹及び下肢の骨や骨格筋，神経の解剖についての

講義行いうとともに，体表より触察方法の実習を行う

ことで，学生に解剖学の理解を深める教育効果があっ

た． 

  

「人体生理実習」 

 血圧，経皮的酸素飽和度，呼吸機能，心電図，筋電

図，誘発筋電図，平衡機能の実験実習を通じて，学生

に生理学の理解を深める教育効果があった． 

  

「地域実習(理学療法)」 

 理学療法学専攻の 2年生に地域理学療法についての

実習やディスカッションを行い，理学療法士の役割や

業務内容を理解させる教育効果があった． 

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1)理学療法士免許 平成 15 厚生労働省 第 44332 号 

2)修士（保健学） 
平成 17

年 3月 

吉備国際大学 修第 2-14 号 

論文題目「骨格筋収縮様式の違いによる解糖系酵素変

動の検討」 

3)博士（保健学） 
平成 20

年 3月 

吉備国際大学 博甲第保-4 号 

論文題目「遠心性収縮による持久トレーニング効果に

ついての検討」 

4)生理学エデュケーター認定 平成 28 日本生理学会 第 160056 号 

   

２ 特許等   

なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

なし   

   

４ その他   
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1)研究助成獲得実績 
平成 23

年 4月 

大阪ガスグループ福祉財団 

「高齢 COPD 患者に対する呼息時低周波電気刺激の臨床

効果に関する研究―パイロットスタディ」 

研究代表者：伊藤健一 研究分担者：濃添建男，奥田

みゆき，野中紘士，堀江淳，川村博文 

 
平成 24

年 4月 

大阪ガスグループ福祉財団 

「転倒のスクリーニングを目的とした加速時計による

動作時の身体動揺評価法の確立に関する研究」 

研究代表者：山中悠紀 研究分担者：野中紘士 

 
平成 24

年 9月 

大阪府立大学若手研究者シーズ育成事業 

「温熱療法による糖尿病性筋萎縮の予防効果について

の研究」 

研究代表者：野中紘士 

 
平成 24

年 9月 

大阪府立大学異分野研究シーズ発掘・連携促進・融合

領域創世支援事業  

「リハビリ期間短縮を目指した基礎研究」  

研究代表者：山地亮一 研究分担者：岩田晃，野中紘

士 

 
平成 25

年 4月 

科学研究費 基盤研究(C) 

「障がい児・者の平衡機能を促進するリハビリテーシ

ョン機器の開発」 

研究代表者：米津亮 研究分担者：野中紘士，片岡正

教，中川智皓，新谷篤彦 

 
平成 25

年 4月 

科学研究費 A-Step 探索試験 

「障がい児の体幹-足部運動連鎖型補装具の開発のた

めの実証的研究」 

研究代表者：米津亮 研究分担者：野中紘士，小栢進

也，アブドラマニ・アバス，新谷篤彦，中川智皓，草

田駿介，奥田邦晴，伊藤智博 

 
平成 26

年 4月 

科学研究費 基盤研究(B) 

「骨格筋量の性差制御因子の同定と食品成分による発

現調節」 

研究代表者：山地亮一 研究分担者：野中紘士 

 
平成 26

年 4月 

科学研究費 基盤研究(C) 

「COPD 患者に対する呼息時電気刺激を用いた呼吸リハ

ビリテーションの実証的研究」 

研究代表者：伊藤健一 研究分担者：野中紘士，堀江

淳，河村博文 

 
平成 27

年 6月 

御器谷科学財団 国際交流活動 

「Heat stress attenuates skeletal muscle atrophy in 

diabetic rats」 

研究代表者：野中紘士 

 
平成 30

年 4月 

科学研究費 基盤研究(C) 

「糖尿病による末梢神経の酸化ストレスおよび栄養血

管退行に対する運動療法の効果検証」 

研究代表者：野中紘士 研究分担者：秋山純一，崎田

正博 

 
平成 31

年 4月 

理学療法士協会 大規模臨床研究助成 

「地域在住高齢者の虚弱化を予防し健康寿命を延伸す

る介護予防プログラムの開発と効果検証」 

研究代表者：中野英樹 研究分担者：村田伸，堀江淳，

兒玉隆之，白岩加代子，安彦鉄平，野中紘士，合田明

生 
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令和元

年 7月 

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成 

「マウス由来C2C12筋管細胞に対する活性型ビタミンD

の抗炎症作用および筋タンパク分解抑制に関する検

討」 

研究代表者：野中紘士 研究分担者：秋山純一，畦五

月，伊藤健一 

令和元

年 10月 

日本物理療法学会研究助成 

「ヒト皮膚由来線維芽細胞における温度の違いが細胞

増殖に与える影響」 

研究代表者：吉川義之 研究分担者：杉本雅晴，野中

紘士，滝本幸治，前重伯壮，植村弥希子 

令和 2

年 5月 

奈良学園大学保健医療学部共同研究費助成 

「高齢者における終末糖化産物と身体機能および身体

組成との関連についての検討」 

研究代表者：野中紘士 研究分担者：吉川義之，伊藤

健一，門條宏宣 

3)大阪府立大学総合リハビリテーション学部および総

合リハビリテーション系における学内業務実績

平成 22

年 4月

～平成

29 年 3

月 

「動物実験倫理委員」 

平成 22 年度から平成 28 年度まで動物実験倫理委員と

して倫理審査などに携わった． 

「紀要委員」 

平成 22 年度から平成 28 年度まで紀要委員として雑誌

の編集などに携わった． 

「予算委員」 

平成 27 年度から平成 28 年度まで予算委員として理学

療法学専攻の運営予算の配分や管理などに携わった． 

4)京都橘大学健康科学部における学内業務実績

平成 29

年 4月

～平成

31 年 3

月 

「教育研修センター」 

平成 29年度から京都橘大学の卒業生を対象とした卒後

教育研修の運営に携わっている． 

「学科会議運営委員」 

平成 29 年から理学療法学科の会議運営に携わってい

る． 

5)奈良学園大学保健医療学部における学内業務実績

平成 31

年 4月

～現在

に至る 

「教務ワーキンググループ」 

平成 31年度からリハビリテーション学科の教務関連の

運営に携わっている． 

「カリキュラム検討委員」 

平成 31年度からリハビリテーション学科のカリキュラ

ム検討の運営に携わっている．

令和 2

年 4月

～現在

に至る 

「卒業研究委員」 

平成 31年度からリハビリテーション学科の卒業研究の

実施方法検討に携わっている． 

6)学術論文の査読歴

平成 26

年 4月

～現在

に至る 

「Journal of Physical Therapy Science」 

「Experimental Physiology」 

「Acta Physiologica Hungarica」 

「Experimental and Molecular Pathology」 

保健医療学部リハビリテーション学科

1305



「Archives of Physiology and Biochemistry」 

「Current Nutrition and Food Sience」 

「FACETS」 

「Acta Physiologica」 

「ヘルスプロモーション理学療法研究」 

「Nutrients」 

「保健医療学雑誌」 

「Journal of Life Science Research」 

「Natural Product Communications」 

「医療福祉情報行動科学研究」 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 PT 入門 イラストでわかる

運動器障害理学療法 
共著 令和3年 1月 医歯薬出版株式会社 

運動器疾患に対する理学療法に関する

基本的な考え方と各疾患における実践

的な理学療法を解説している． 

A4 版 全 291 頁 

監修：上杉雅之 

編集：横山茂樹，甲斐義浩 

著者：安彦鉄平，井上由里，内田重博，

甲斐義浩，木村智子，幸田仁志，篠原博，

武内考祐，対馬栄輝，永松隆，根地島誠，

野田優希，野中紘士，松井知之，宮崎純

弥，宮地諒，横山茂樹

本人担当部分：「第 14 章 関節リウマ

チ」（P.245-P.266)を単著．

関節リウマチの病態・障害像，診断およ

び治療方針，理学療法評価，治療計画及

びプログラムについて解説した．

（学術論文） 

1 Inhibitory effect of 

1a-hydroxyvitamin D3 on 

N-nitrosobis (2-oxopropyl)

amine-induced

cholangiocarcinogenesis in

Syrian hamsters

（N-ニトロソビス (2-オキ

ソプロピル)アミン誘導性胆

管癌発生に対する 1a ヒドロ

キシビタミン D3 の効果）

（査読付）

共著 
平成 23 年 6

月 

Acta Medica Okayama 

vol.65(3) 

P.193-P.197

1α-hydorxyvitamin D3 [1α(OH)D3]の

N-nitrosobis(2-oxopropyl)amine(BOP)

誘発性胆管癌に対する効果を検討した．

ハムスターに5週間BOPを投与し胆管癌

を誘発した．BOP 投与と併せて 1α

(OH)D3 を 0.04μg 経口投与した．1α

(OH)D3 を投与したハムスターは胆管癌

の発生が投与していないハムスターに

比べ有意に低値を示した．本研究より，

1α(OH)D3 が BOP誘発性胆管癌を抑制す

ることが示された．

本人担当部分：研究計画立案および実験

実施，組織切片作成を行った．

共著者：Kawaura A, Tanida N, Akiyama

J, Nonaka K, Mizutani M, Sawada K,

Nakagawa K, Tsugawa N, Izumi K, Ii K,

Okano T, Takeda E
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2 Thermal preconditioning 

attenuates 

exercise-induced muscle 

injury in mice 

（温熱プレコンディショニ

ングは運動誘発性筋損傷を

軽減する）

（査読付）

共著 
平成 23 年 6

月 

Journal of Physical 

Therapy Science 

vol.23(3) 

P.409-P.411

運動前に温熱ストレスを与えることで，

その後の運動性筋損傷が予防できるか

について検討した．マウスに温浴

(41.5℃)を 20 分間行い温熱ストレスを

与え，24 時間後に走行運動を行い，大

腿四頭筋に損傷を惹起した．温浴にて温

熱ストレスを与えたマウスは温熱スト

レスを与えなかったマウスに比べ，大腿

四頭筋の Heat shock protein 25 の発現

量が増加し，筋損傷の指標である

Glucose-6-phoshate dehydrogenase 活

性の上昇が抑制された．本研究結果よ

り，運動前に温熱ストレスを与えること

で，運動誘発性筋損傷が減弱することが

示された．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た．

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta

N, Iwata A

3 Cool water immersion 

after downhill running 

suppresses 

exercise-induced muscle 

damage in the rat soleus 

muscle 

（下り坂走行後の冷水浴は

ラットヒラメ筋の運動誘発

性筋損傷を軽減する）

（査読付）

共著 
平成 24 年 8

月 

Journal of Physical 

Therapy Science 

vol.24(7) 

P.613-P.616

冷水浴による寒冷療法が運動誘発性筋

損傷を減弱するかについて検証した．ラ

ットにトレッドミルにてダウンヒル走

行運動（傾斜;-16°，速度;16 m/min）

を 90 分間行い，ヒラメ筋に損傷を惹起

した．運動直後，冷水浴（20℃）を 30

分間行った．冷水浴を行ったラットは運

動後のヒラメ筋の損傷筋線維が減少し，

筋損傷の指標である

Glucose-6-phoshate dehydrogenase 活

性の上昇が抑制された．本研究より，運

動後の冷水浴が運動後の骨格筋損傷を

減弱することが示された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta 

N，Une S 

4 Carbon dioxide-rich water 

bathing increases 

mynuclear number and muscle 

fiber size in regenerating 

skeletal muscles 

（高濃度人工炭酸泉浴は再

生骨格筋の筋核を増加させ，

筋線維径を増加させる） 

(査読付) 

共著 
平成 24 年 12

月 

Journal of Physical 

Therapy Science 

vol.24(12) 

P.1295-P.1298

炭酸泉浴が筋損傷後の再生を促進させ

るかどうかについて検討した．Wistar

系雌ラットを用い実験を行った．ラット

の左前脛骨筋にブピバカイン塩酸塩に

より筋損傷を惹起し，損傷の翌日より，

炭酸泉（1,000 ppm）を１日に１回，37

度で 30 分間行った．損傷２週間後，左

前脛骨筋の筋核数と筋横断面積は炭酸

泉浴にて回復が促進されていた．本研究

より，炭酸泉は筋損傷後の再生を促進さ

せる可能性があることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta 

N, Une S, Ito K, Kataoka M, Ogaya S, 

Iwata A, Okuda K 

保健医療学部リハビリテーション学科
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5 肉離れ損傷筋における基

底膜の特徴－ラットを用い

た基礎的研究 

（査読付） 

共著 
平成 24 年 12

月 

Journal of 

Rehabilitation and 

Health Sciences,  

vol.10 

P.7-P.11

打撲と肉離れによる筋損傷時の筋基底

膜と形質膜の形態の違いを検証した．

Wistar 系雄ラットを打撲群，肉離れ群，

コントロール群に分け，損傷 2日後に被

験筋を摘出して損傷筋細胞の基底膜と

形質膜を染色した．肉離れ群の筋組織に

損傷筋細胞が散在性にみられ，正常筋細

胞に比べ基底膜が厚く，波打つような変

形を認めた．打撲群では損傷が広範囲

で，筋細胞の基底膜が厚くなった部分や

基底膜を認めない部分もあった．肉離れ

群/コントロール群の基底膜の平均面積

は 1430.9/1101.8，基底膜比(%)は

60.1/37.1 であり，基底膜面積と基底膜

比で有意差が認められた．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施と組織切片作成・染色を行

い形態学的評価を行った．

共著者：岩田晃，野中紘士，上勝也

6 Carbon dioxide water 

bathing enhances myogenin 

but not MyoD protein 

expression after skeletal 

muscle injury 

（人工炭酸泉浴は骨格筋損

傷後の myogenin を増加させ

るが MyoD は増加させない） 

（査読付） 

共著 
平成 25 年 6

月 

Journal of Physical 

Therapy Science 

vol.25(6) 

P.709-P.711

これまでに我々は，人工炭酸泉浴が筋損

傷の治癒回復を促進する可能性を見い

だした．本研究はその治癒促進のメカニ

ズムを探ることを目的に行った．筋損傷

後に人工炭酸泉浴を行うと損傷筋の筋

芽細胞増殖に関わる MyoD タンパクの発

現に変化は見られないが，筋管形成に関

わる myogenin タンパクの発現が増加し

た．以上より，筋損傷後の人工炭酸泉浴

は筋管形成を促進する可能性が示唆さ

れた． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta 

N, Une S, Ito K, Ogaya S, Kataoka M, 

Iwata A, Okuda K 

7 Changes in antioxidant 

enzymes and lipid 

peroxidation in extensor 

digitorum longus muscles of 

streptozotocin-diabetic 

rats may contribute to 

muscle atrophy 

（ストレプトゾトシン糖尿

病ラット長趾伸筋の抗酸化

酵素と過酸化脂質の変化は

筋萎縮と関連する）

（査読付）

共著 
平成 26 年 12

月 

Acta Physiologica 

Hungarica 

vol.101(4) 

P.421-P.428

糖尿病時の筋萎縮が酸化ストレスと関

連があるかについて検証した．速筋線維

優位である長趾伸筋は萎縮し，抗酸化酵

素(カタラーゼ，グルタチオンペルオキ

シダーゼ，スーパーオキサイドジスムタ

ーゼ)活性の上昇と TBARS の増加が確認

された．一方，赤筋線維優位であるヒラ

メ筋の萎縮は軽度で，カタラーゼ活性は

上昇したが，それ以外の抗酸化酵素活性

と TBARS に変化は認められなかった．以

上より，糖尿病に伴う酸化ストレスが速

筋線維の萎縮を惹起する可能性を示し

た．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た．

共著者：Nonaka K, Une S, Tatsuta N, Ito

K, Akiyama J

保健医療学部リハビリテーション学科
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8 Electrical stimulated 

ventilation feedback 

improve ventilation 

pattern in patients with 

COPD 

（電気刺激による換気フィ

ードバックは COPD 患者の換

気パターンを改善する） 

（査読付） 

共著 
平成 27 年 2

月 

Journal of Physical 

Therapy Sciences 

vol.27(2) 

P.325-P.330

COPD 患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）を用いた換気フィードバックの

有効性を検証した．24名の COPD患者を，

プラセボ群と PESE を行う群に割り付け

た．対象者には 5分間のエルゴメータ運

動を 2回行ってもらい，ベースライン

（BL）と各介入による換気指標を中心と

したデータの測定を行った．BL に対し

プラセボ群では，安静時・運動時とも明

らかな変化は認められなかったが， 

PESE 群では安静時・運動時とも有意な

換気効率の改善を認め，COPD 患者の換

気効率改善に PESE が有効であることが

明らかとなった． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに，測定データの分析を行った． 

共著者：Ito K, Nozoe T, Okuda M, Nonaka 

K, Yamahara J, Horie J, Hayama Y, 

Kawamura H 

9 ラット骨折モデルによる

高濃度人工炭酸泉浴の骨折

治癒への影響 -TGF-β1 の血

中濃度変化と組織学的観察

による検討 

共著 
平成 27 年 3

月 

吉備国際大学保健福

祉研究所紀要 

16 号 

P.1-P.6

炭酸泉浴の骨折治癒への影響について

検討した．ラットをコントロール群(C

群)，さら湯 35℃温浴群(I 群)，炭酸泉

35℃温浴群(II 群)に分けた．2週目の

TGF-β濃度は II 群が，I群と比べて高

値を示した．その後は時間経過ととも

に，TGF-β濃度は II 群で下降し，I群

では上昇し，8週目には，I群の方が高

値を示した．5週目では，II 群で治癒の

促進が見られた．8週目では，各群とも

骨再生が進み，群間での明らかな差は見

られなかった． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験を実施した． 

共著者：秋山純一, 高須賀純一，野中紘

士，矢田智大，川浦昭彦，中嶋正明，加

納良男，畦五月，龍田尚美，平上二九三 

10 Heat stress attenuates 

skeletal muscle atrophy of 

extensor digitorum longus 

in streptozotocin-induced 

diabetic rats 

(温熱刺激はストレプトゾト

シン誘発性糖尿病ラットの

長趾伸筋の萎縮を減弱させ

る)

（査読付）

共著 
平成 27 年 9

月 

Acta Physiologica 

Hungarica 

vol.102(3) 

P.293-P.300

糖尿病による骨格筋萎縮が温熱療法に

より予防できるかについて検討した．ス

トレプトゾトシンを投与し糖尿病を誘

発したラットに 42℃で 30分間の温浴を

1週間に 5回，3週間行った．その結果，

温熱療法を行っていないラットに比べ

長趾伸筋の Heat shock protein 25, 72

の発現が増加し，筋線維横断面積の減少

が予防された．本研究より，温熱療法が

糖尿病による骨格筋萎縮を予防できる

ことを示した．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験の実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た．

共著者：Nonaka K, Une S, Akiyama J

保健医療学部リハビリテーション学科
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11 健康寿命と細胞の寿命 共著 
平成 28 年 3

月 

吉備国際大学保健福

祉研究所紀要 

17 号 

P.11-P.14

突然変異を持つ PI3K 遺伝子による細胞

老化の法則を調べるために，FLAG 標識

野生型あるいは突然変異型 PI3K 遺伝子

をラット線維芽細胞に導入した．その結

果，正常なラット線維芽細胞は約 20 回

分裂すると老化した．しかし，突然変異

型 PI3K 遺伝子を導入したラット線維芽

細胞は約 26 回分裂まで長生きした．さ

らに我々は，突然変異型 PI3K 遺伝子を

マウスの受精卵に導入して作成したト

ランスジェニックマウスの寿命を調べ

たところ約 20%の寿命延長が観察され

た．

本人担当部分：動物実験を実施した．

共著者：秋山純一，平上二九三，野中紘

士，川浦昭彦，元田弘敏，井上茂樹，河

村顕治，加納良男

12 Surface 

electromyography activity 

of the rectus abdominis, 

internal oblique, and 

external oblique muscles 

during forced expiration 

in healthy adults 

（健常成人の強制呼気中の

腹直筋および内腹斜筋，外腹

斜筋の表面筋電活動） 

（査読付） 

共著 
平成 28 年 4

月 

Journal of 

Electromyography and 

Kinesiology 

vol.28 

P.76-P.81

呼気抵抗下（最大呼気の 10%，20%，30%）

での腹直筋，内・外腹斜筋の筋活動を筋

電図を用いて検証することを目的に研

究を行った．その結果，強制呼気の際は

腹直筋よりも内・外腹斜筋の筋活動が高

いことが明らかになった．また内・外腹

斜筋の活動は 10%，20%の抵抗に比べ 30%

の抵抗で高値を示した．また，本研究よ

り，呼気筋トレーニングとしては最低

30%の抵抗を必要であることが明らかに

なった． 

本人担当部分：研究計画の立案および解

剖生理学的側面から考察を行った． 

共著者：Ito K, Nonaka K, Ogaya S, Ogi 

A, Matsunaka C, Horie J 

13 Electrical stimulation 

ventilator feedback 

facilitates maintenance of 

a prolonged expiration 

pattern during exercise: a 

proof of concept study in 

healthy adults 

（電気刺激による換気フィ

ードバックは運動時の延長

呼息パターンの維持を促進

する－健常成人にたいする

概念実証研究） 

（査読付） 

共著 
平成 28 年 8

月 

Physiotherapy Theory 

and Practice 

vol. 32(6) 

P.483-P.488

本研究の目的は，運動中の呼息を促通さ

せるために電気刺激を用いたフィード

バック（ESVF）を行い，その効果と安全

性を明らかにすることである．健常成人

23 名を ESVF 群と対照群に割り付けた．

対象者は呼吸練習において，呼気延長の

呼吸パターンを練習し，その呼吸法を運

動中も維持するように指導された．運動

中と運動後の呼気/吸気時間比において

対照群と比較して ESVF 群が有意に高値

を示した．また，ESVF による副作用が

認められなかったことから ESVF は運動

中の呼吸法を習得させるツールになり

得ることが明らかとなった． 

本人担当部分：研究計画の立案および一

部論文執筆を行った． 

共著者：Yamahara J, Ito K, Nonaka K 

保健医療学部リハビリテーション学科
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14 Effects of hull 

scratching, soaking, and 

boiling on antinutrients in 

Japanese red sword bean 

(Canavalia gladiata) 

（赤なた豆の抗栄養成分に

対する皮処理および浸漬，加

熱の影響） 

（査読付） 

共著 
平成 28 年 10

月 

Journal of Food 

Science 

vol. 81(10) 

P.C2398-P.C2404

ナタマメはタチナタマメに類似した学

名の豆であり，抗栄養性のレクチンを含

有している．餡として使用するために

は，その吸水性を上昇させることと，マ

メに含有されるレクチンを含んだ各種

の抗栄養成分の含有量を低下させるこ

とが課題となる．そこで，種皮に各種の

処理を施したマメについて吸水性と，抗

酸化活性，抗栄養成分(レクチン，各種

プロテアーゼインヒビター，アミラーゼ

インヒビター量など)を測定した．その

結果，種皮に穴をあけた場合にこれら物

質が無処理よりも有意に低下した．餡へ

の利用のためには，皮処置と浸漬処理，

加熱の三処理が必須と考えられた．

本人担当部分：抗酸化活性のデータ測定

を行った．

共著者：Une S, Nonaka K, Akiyama J

15 Deep heating using 

microwave diathermy 

decreases muscle hardness: 

a randomized, 

placebo-controlled trial 

（極超短波を用いた深部加

温は筋硬度を返照させる－

無作為化，プラセボ対照試

験） 

（査読付） 

共著 
平成 28 年 12

月 

Journal of 

Rehabilitation and 

Health Sciences 

vol.14 

P.9-P.13

深部温熱の筋硬度変化に与える影響を

極超短波を用いて検証した．20 名の健

常大学生をマイクロウェーブ群とプラ

セボ群に割り付け，介入前後で筋硬度変

化を測定した．介入後マイクロウェーブ

群では筋硬度が低下した．一方，プラセ

ボ群は筋硬度の変化を認めなかった．本

研究より，深部温熱は筋硬度を減少させ

る効果を持つことが示された．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た．

共著者：Nonaka K, Kataoka M, Ogaya S,

Ito K, Akiyama J

16 Co-presence of 

osteophyte and effusion as 

a risk factor for knee pain 

in the community-dwelling 

elderly 

（骨棘と浮腫の共存は地域

高齢者の膝関節痛のリスク

ファクターである）

（査読付）

共著 
平成 29 年 3

月 

Topics in Geriatric 

Rehabilitation 

Vol. 33(1) 

P.57-P.61

膝の痛みに関与する要素を検討するた

め，超音波診断装置を用いて膝関節周囲

組織の状態を調べた．その結果，関節浮

腫と骨棘の両方を有する高齢者におい

て膝の痛みを有する割合が高いことが

わかった． 

本人担当部分：データの解析を行った． 

共著者：Ogaya S, Iwata A, Nonaka K, 

Higuchi Y, Fuchioka S 

保健医療学部リハビリテーション学科
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17 エアマットレスが臥床中

の呼吸機能へ与える影響 

（査読付） 

共著 
平成 29 年 4

月 

理学療法科学 

vol.32(2) 

P.183-P.188

臥床時の呼吸機能に対するエアマット

レスの悪影響の有無を明らかにするこ

とである．健常者群 19 名と胸郭コンプ

ライアンス低下群 10 名に対して，エア

マットレスと標準マットレスの 2つの

条件下で臥位にて測定された呼吸機能

を比較した．測定項目は，一回換気量，

分時換気量，死腔換気率，呼吸数，呼気

時間，吸気時間，全呼吸時間，呼気平均

流量，吸気平均流量，吸気における腹部

の隆起が開始するタイミングの 10 項目

とした．両群ともにすべての測定項目

で，エアマットレス上臥位と標準マット

レス上臥位の間に有意な差は認められ

なかった．エアマットレス導入は呼吸機

能へ悪影響を与えないことが明らかに

なった．

本人担当部分：研究計画の立案および考

察の検討を行った．

共著者：井上貴裕, 野中紘士, 伊藤健一

18 女性高齢者の外反母趾に

影響を及ぼす因子の検討 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 1

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

vol.7(4)

P.165-P.169

本研究の目的は，女性高齢者の外反母趾

に影響を及ぼす因子について，足部の形

態に着目して検討することである．高齢

者健康サークルに所属し，体力測定会に

参加した地域在住女性高齢者 176 名（平

均年齢 73.8±5.7 歳）を対象とした．測

定は，外反母趾に影響を及ぼす因子を抽

出するため，対象者の年齢，身長，体重，

Body Mass Index，および足部・足趾の

形態（足長，足幅，母趾角，小趾角，開

帳角，足底・足趾の接地状態）につて足

圧分布測定器を用いて測定した．さら

に，外反母趾と浮き趾の有無を判定し

た．ステップワイズ重回帰分析の結果，

外反母趾に影響を及ぼす因子として抽

出されたのは足幅のみであった．足部・

足趾の健康を考える場合，足長のみなら

ず足幅も考慮した靴のサイズ選びが重

要であることが示唆された． 

本人担当分：考察の一部を執筆． 

共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，

内藤紘一，安彦鉄平，白岩加代子，野中

紘士，堀江淳 

19 Heat stress prevents the 

decrease in succinate 

dehydrogenase activity in 

the extensor digitorum 

longus of 

streptozotocin-induced 

diabetic rats 

（温熱刺激はストレプトゾ

トシン誘発性糖尿病ラット

の長趾伸筋のコハク酸脱水

素酵素活性低下を予防する）

（査読付）

共著 
平成 30 年 2

月 

Physiological 

Research 

vol.67(1) 

P.117-P.126

温熱刺激が糖尿病による骨格筋コハク

酸脱水素酵素(SDH)活性低下を予防する

かについて検討した．Wistar 系雄ラッ

トを対照群および温熱群，糖尿病群，糖

尿病+温熱群に分け，ストレプトゾトシ

ン投与による糖尿病誘発を確認した後，

温熱刺激を 3 週間行った。糖尿病群と糖

尿病+温熱群では SDH 活性が低下した

が，糖尿病+温熱群は糖尿病群に比べ骨

格筋 SDH 活性低下が減弱した。本研究よ

り，温熱刺激が糖尿病による骨格筋 SDH

活性低下を予防することが示唆された。 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た．

共著者：Nonaka K, Une S, Komatsu M,

Yamaji R, Akiyama J

保健医療学部リハビリテーション学科

1312



20 Lectin isolated from 

Japanese red sword beans 

(Canavalia gladiata) as a 

potential cancer 

chemopreventive agent 

（日本産のナタマメから精

製したレクチンはガンの化

学的予防剤となる可能性が

ある） 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 3

月 

Journal of Food 

Science 

Vol.83(3) 

P.837-P.834

日本産のナタマメから精製したレクチ

ン（RSB-L）は、アミノ酸分析や部分的

なアミノ酸配列によりタチナタマメか

ら精製された ConA と類似した構造をし

ていた．しかし RSB-L は ConA より耐熱

性があり、糖に対する特異性が後者と異

なった．マイトジェン活性，NK 活性は

有意に RSB-L の方が高く，同時にマウス

B16 メラノーマ細胞の増殖を有意に

RSB-L は抑制した．一方，中国産のナタ

マメから得られたレクチンとも異なっ

た生物学的な性質を RSB-L は示した．

KSB-Lはガン予防作用を有する物質とし

て使用の可能性が示唆された．

本人担当部分：データ測定の一部を行っ

た．加えて，データ解析および方法と結

果の一部の執筆を行った．

共著者：Une S, Nonaka K, Akiyama J

21 地域在住女性高齢者の浮

き趾と身体機能との関係 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 5

月 

地域リハビリテーシ

ョン 

Vol.13(5) 

P.383-P.387

本研究の目的は，体力測定会に参加した

65 歳以上の女性高齢者 175 名（平均年

齢 73.8±5.7 歳）を対象に浮き趾と身体

機能との関係を明らかにすることであ

る．その結果，浮き趾群では足趾把持力

（p＝0.002），長座体前屈距離（p＝

0.046），身長（p＝0.005）が有意に低

い値を示した．その他の身体機能に有意

差は認められなかった．効果量は，足趾

把持力（d＝0.50）が中等度であり，身

長（d＝0.44）と長座体前屈距離（d＝

0.32）は小さい効果量が認められた．浮

き趾がある女性高齢者は足趾把持力が

有意に低下したが，歩行や立位バランス

などの身体機能に有意差は認められず，

総合的な身体機能の低下として表在化

しがたいことが示唆された． 

本人担当部分：考察の一部を担当した． 

共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，

内藤紘一，安彦鉄平，白岩加代子，野中

紘士，堀江淳 

22 Effect of skeletal 

muscle and fat mass on 

muscle strength in the 

elderly 

（高齢者の筋力に対する骨

格筋と脂肪量の影響） 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 6

月 

Healthcare 

Vol.6 No.3 

pii:E72 (計 6 ページ） 

本研究は，高齢者の筋力に対する脂肪量

と骨格筋量の影響を 192 名の女性高齢

者にてステップワイズ法を用いて検証

した．その結果，上肢の脂肪量と骨格筋

量のどちらも握力に影響していた．下肢

は骨格筋量のみが膝伸展筋力に影響し

ており，脂肪量は影響していなかった．

本研究より，筋力に影響する骨格筋量/

脂肪量率の閾値が存在する可能性が示

唆された。 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および解析を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa 

K, Abiko T, Nakano H, Iwase H, Naito 

K, Horie J 

保健医療学部リハビリテーション学科
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23 大腿中央前面筋厚・脂肪

厚，大腿周径，大腿前面筋硬

度測定の再現性および膝伸

展筋力との関連 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 7

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

Vol.8, No.2

P.85-P.89

本研究は，大腿中央前面筋厚（以下，筋

厚）・脂肪厚（以下，脂肪厚），大腿周

径，大腿前面筋硬度（以下，筋硬度）測

定の検者内・検者間再現性と膝伸展筋力

との関連を健常成人 20名の両下肢計 40

脚を対象として検討した．その結果，筋

厚，脂肪厚，大腿周径の再現性は，男女

ともに級内相関係数が 0.9 以上と極め

て高かったが，筋硬度は検者間で男性が

0.763，女性が 0.787 と低い値を示した．

筋力との相関では，男性の大腿周径のみ

に有意な相関(r＝0.54，p<0.05)が認め

られた．これらの結果から，筋硬度の測

定は測定値の再現性に留意すること，ま

た男性の大腿周径は膝伸展筋力を反映

するが，女性の大腿周径の測定値は脂肪

厚の影響を考慮する必要性が示唆され

た． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに，実験結果に基づき論文作成を行っ

た． 

共著者：小林佐季，乕若あかり，野中紘

士，安彦鉄平，白岩加代子，堀江淳，村

田伸 

24 Physical 

characteristics vary 

according to body mass 

index in Japanese 

community-dwelling elderly 

women 

（日本の地域在住高齢女性

において身体的特徴は BMI に

応じて変わる） 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 11

月 

Geriatrics 

Vol.3, No.4 

87(計 8 ページ） 

本研究は，日本の地域在住高齢女性を対

象に BMI に基づき低体重，過体重，肥満

群と正常体重の群と身体機能と体組成

の比較を行った．その結果，低体重群で

は正常体重群に比べ，上体起こしの回数

が少なく膝伸展筋力が歩行速度と強く

正相関した．過体重群では，正常体重群

に比べ，骨格筋量は増加したが膝伸展筋

力は増加しなかった．肥満群では正常体

重群に比べ，片脚立位時間が少なかっ

た．本研究により BMI により身体機能や

新体組成が変化すること，高齢女性の身

体機能の評価や維持・改善のプログラム

作成の際，BMI が有益な情報になること

を示した． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および解析を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa 

K, Abiko T, Nakano H, Iwase H, Naito 

K, Horie J 

保健医療学部リハビリテーション学科
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25 高齢者における歩行調整

能力の違いによる身体的特

徴 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 1

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

Vol.8, No.4

P.169-P.173

高齢者の歩行速度調整能力を検討する

ために，歩行速度を「普通歩行」，「や

や速歩き」，「最速歩行」の 3段階で実

施し，主観的判断による速度変化と身体

機能，注意機能，認知機能との関係性に

ついて検討した．その結果，「やや速歩

き」の速度調整ができない高齢者が

39.4%いた．調整可能群は，調整不良群

より，やや速歩きと最速歩行が有意に速

い結果を示した．群間比較において，身

体機能，注意機能，認知機能には有意な

違いを示さなかったことから，調整不良

群は，歩行速度を調整する際に，筋力，

バランス能力などの機能が十分に活用

できていない可能性が示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータ測定を行った． 

共著者：白岩加代子，村田伸，安彦鉄平，

野中紘士，中野英樹，岩瀬弘明，内藤紘

一，堀江淳 

26 要介護高齢者における大

腿四頭筋筋力と大腿前面筋

厚・脂肪厚，大腿周径，大腿

前面筋硬度との関連 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 1

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

Vol.8, No.4

P.181-P.185

本研究では，要介護高齢者（男性 23 人，

女性 37 人）を対象に，大腿四頭筋筋力

と大腿前面筋厚（以下，筋厚）・脂肪厚，

大腿周径，大腿前面筋硬度との関連を検

討した．単相関解析の結果，男性では大

腿周径が，女性では筋厚と大腿周径が，

大腿四頭筋筋力との間に有意な相関を

示した．また重回帰分析の結果，男性で

は大腿周径が大きいほど，女性では筋厚

が厚いほど，大腿四頭筋筋力が強かっ

た．これらのことから，要介護高齢者に

おいて，男性では大腿周径が，女性では

筋厚が，大腿四頭筋筋力を反映すること

が示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータ測定を行った． 

共著者：合田明生，村田伸，谷川加奈子，

藤井伶衣奈，吉岡弓佳，野中紘士，中野

英樹，安福祐一，白岩加代子 

27 地域在住高齢者における

プレサルコペニアの身体・認

知・心理機能特性 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 2

月 

健康支援 

Vol.21, No.1 

P.11-P.17

本研究は，地域在住の女性高齢者を対象

に，正常な筋肉量の高齢者と比較するこ

とで，筋肉量低下を生じたプレサルコペ

ニア高齢者の身体・認知・心理機能の特

性を明らかにすることを目的に行われ

た．その結果，プレサルコペニアに該当

する高齢者は，筋肉量の低下に伴い四

肢・体幹の筋力低下を認めることが示唆

された．プレサルコペニア高齢者は，筋

力以外の身体機能の低下が認められな

いことから，日常生活に支障をきたさ

ず，自身の筋力低下を自覚していないこ

とが予想された．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータ測定を行った．

共著者：森耕平，村田伸，白岩加代子，

安彦鉄平，岩瀬弘明，内藤紘一，野中紘

士，中野英樹，堀江淳

保健医療学部リハビリテーション学科
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28 Endurance exercise 

increases the protein 

levels of PGC-1α and 

respiratory chain 

complexes in mouse skeletal 

muscle during atorvastatin 

administration 

（アトルバスタチン投与中

の持久的運動はマウス骨格

筋の PGC-1αと呼吸差複合体

タンパクを増加させる）

（査読付）

共著 
平成 31 年 3

月 

The Journal of 

Physiological 

Sciences 

Vol.69, No.2 

P.327-P.333

本研究は，アトルバスタチン投与中の持

久的運動がマウス骨格筋のミトコンド

リア順応および筋損傷を起ここすかど

うかについて検討した．その結果，アト

ルバスタチン投与中に運動した群は，ア

トルバスタチン投与のみの群に比べ，大

腿四頭筋の PGC-1αと呼吸差複合体 I-V

のタンパクが増加した．また，アトルバ

スタチン投与中に運動した群の血清ク

レアチンキナーゼは上昇せず，組織学的

にも筋損傷は認められなかった．これら

の結果より，アトルバスタチン投与中の

持久的運動は骨格筋のミトコンドリア

順応を起こすこと，筋損傷は惹起されな

いことが示唆された．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た．

共著者：Nonaka K, Ozaki Y, Ito K,

Sakita M,Une S, Akiyama J

29 幼児の重心動揺と歩行パ

ラメータとの関連

（査読付）

共著 
平成 31 年 4

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

Vol.9, No.1

P.7-P.11

本研究の目的は，幼児の重心動揺と歩行

能力との関連を明らかにすることであ

る．対象児 45 名（男児 16 名，女児 29

名）の重心動揺の測定と歩行分析を行っ

た結果，重心動揺の指標とした総軌跡長

と外周面積は，ともに通常歩行時の歩行

率（総軌跡長 r＝－0.421，外周面積 r

＝－0.347），立脚時間（それぞれ r＝

0.474，0.426），両脚支持時間（それぞ

れ r＝0.398，0.346）の 3項目と有意な

相関が認められ，最速歩行時の歩行速度

（それぞれ r＝－0.469，－0.382），歩

行率（それぞれ r＝－0.388，－0.351），

立脚時間（それぞれ r ＝0.489，0.569），

両脚支持時間（それぞれ r＝0.556，

0.653）の 4項目と有意な相関が認めら

れた．これらの結果から，幼児期の重心

動揺と歩行は密接に関連しており，幼児

に対する重心動揺計を用いた姿勢制御

能の評価の重要性が示された．また，幼

児の姿勢制御能を高めることで，歩行を

はじめとする身体運動の発育支援が効

果的に行える可能性が示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：村田伸，安彦鉄平，中野英樹，

満丸望，久保温子，八谷瑞紀，古後晴基，

野中紘士，松尾大，上城憲司 

保健医療学部リハビリテーション学科
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30 プレサルコペニア高齢者

の歩行速度と身体機能・認知

機能との関連 

（査読付） 

共著 令和元年7月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

Vol.9, No.2

P.53-P.58

本研究の目的は，プレサルコペニア高齢

者の歩行速度と身体機能および認知機

能との関連を検討することである．対象

者を正常筋肉量群（48 名）とプレサル

コペニア群（17 名）の 2群に分類し，

歩行速度（通常・最速）と身体機能（膝

伸展筋力，上体起こし，開眼片足立ち時

間，長座体前屈距離）および認知機能

（Mini-Mental State Examination ，

Trail making test-Part A；TMT-A）と

の相関分析を行った．その結果，プレサ

ルコペニア群の通常歩行速度と中程度

以上の有意な相関が認められたのは，膝

伸展筋力（r=0.51）および TMT-A

（r=-0.52）であり，最速歩行速度では

膝伸展筋力（r=0.74），TMT-A（r=-0.66）

および開眼片足立ち時間（r=0.56）であ

った．一方，正常筋肉量群の歩行速度は

いずれの項目とも中程度以上の有意な

相関は認められなかった．これらの知見

より，プレサルコペニア高齢者は正常筋

肉量の高齢者に比べ努力性の高い歩行

である可能性が示され，下肢筋力，バラ

ンス能力および注意機能のわずかな低

下をきっかけに歩行能力低下を生じる

可能性が示唆された．

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った．

共著者：森耕平，村田伸，白岩加代子，

安彦鉄平，岩瀬弘明，内藤紘一，野中紘

士，中野英樹，堀江淳

31 地域在住女性高齢者のヘ

ルスリテラシーと身体機能，

心理機能，運動習慣との関連

について－傾向スコア法に

よる検証

（査読付）

共著 令和元年7月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

Vol.9, No.2

P.59-P.63

地域在住の女性高齢者を対象にヘルス

リテラシーと身体機能，心理機能および

運動習慣との関連について，傾向スコア

法を用いてデータベースを作成し，ロジ

スティック回帰分析を用いて検討した．

解析の結果，ヘルスリテラシーに関連す

る因子として抽出されたのは，主観的健

康感と運動習慣であった．これらのこと

から，ヘルスリテラシーを高めるために

は，主観的健康感を高めるような取り組

みと運動習慣を定着させるような取り

組みが必要になることが示唆された．

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った．

共著者：岩瀬弘明，村田伸，白岩加代子，

安彦鉄平，内藤紘一，野中紘士，堀江淳

保健医療学部リハビリテーション学科
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32 地域在住高齢者における

主観的認知機能低下と客観

的認知機能低下の関連 

（査読付） 

共著 令和元年7月 

日本早期認知症学会

誌 

Vol.12, No.1 

P.44-P.51

本研究は，地域在住高齢者における主観

的認知機能低下（subjective cognitive 

decline：SCD）と客観的認知機能低下の

関連を検討することを目的とした．対象

は明らかな認知機能障害がない地域在

住高齢者 242 名とした．「基本チェック

リスト」の認知機能項目

（Kihon-Checklist-Cognitive

Function：KCL-CF）を用いて，主観的認

知機能低下を測定した．また，

Mini-Mental State Examination（MMSE）

を用いて，客観的認知機能低下を測定し

た．対象者を KCL-CF 得点で群分けし，

MMSE 得点を比較した結果，SCD を認めた

対象者は，「認知症初期症状を反映する

MMSE 因子」の得点が有意に低かった

(p<0.05)．さらに，MMSE 下位項目得点

の得点別比率を比較すると，２つの

KCL-CF 質問項目（記憶，日付の見当識）

において，SCD を認めた対象者が，主に

「認知症初期症状を反映する MMSE 因

子」項目の得点が有意に低かった

(p<0.05)．KCL-CF で測定する SCD は，

地域在住高齢者の初期認知機能低下を

捉えるスクリーニングツールとして有

用である可能性が示された．

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った．

共著者：合田明生，村田伸，白岩加代子，

野中紘士，中野英樹，安彦鉄平，堀江淳

33 通所介護施設を利用する

高齢者の浮き趾と身体特性，

身体組成および身体機能と

の関連 

（査読付） 

共著 令和元年7月 

保健の科学 

Vol.61, No.7 

p.491-495

通所介護施設を利用する要支援・要介護

認定を受けた高齢者の浮き趾(「立位時

に足趾が地面に接地していない状態」)

と身体特性、身体組成、身体機能との関

連を明らかにすることを目的に、滋賀県

の通所介護施設 1施設に通所中の高齢

者 57 名(男性 24 名、女性 33 名、平均年

齢 80.3±1.0 歳、要支援 38 名、要介護

19 名)を対象に検討した。浮き趾群(42

名)と非浮き趾群(15 名)を比較した結

果、浮き趾群では非浮き趾群と比べ、身

長、骨格筋量、足底接地率がそれぞれ有

意に低値を示した。 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，

野中紘士，中野英樹，白岩加代子 

保健医療学部リハビリテーション学科
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34 要介護女性高齢者におけ

るロンブステストの再現性

と妥当性 

（査読付） 

共著 
令和元年 10

月 

保健医療学雑誌 

Vol.10, No.2 

P.92-P.98

要介護女性高齢者において，新たな動的

バランス評価であるロンブステストの

再現性と妥当性を検証した．要介護女性

高齢者 29 名を対象に，ロンブステスト

と 4つの身体パフォーマンス指標（開眼

片脚立位時間，Timed Up and Go Test 

[TUG]，5ｍ最速歩行時間，30-sec chair 

stand test [CS-30]）を測定した．ロン

ブステストの再現性を検証するために，

20 名の対象者に対して，同一測定日に 2

回目の測定を実施した．その結果，ロン

ブステストは優れた再現性（ICC 0.96

～0.97）を示し，開眼片脚立位時間，TUG，

5m 最速歩行時間，CS-30 との間に中程度

の有意な相関（r=|0.42|～|0.59|）を認

めた．以上の結果から，ロンブステスト

は，要介護女性高齢者において，再現性

と妥当性のある動的バランス評価法で

あるとことが示唆された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：合田明生，村田伸，礒谷光，宇

野友萌子，影山瑞希，野中紘士，中野英

樹，白岩加代子 

35 1 年後に軽度認知障害を発

症した地域高齢者の身体お

よび精神機能の特徴 

（査読付） 

共著 
令和元年 10

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

Vol.9, No.3

P.119-P.125

本研究は，1年後に軽度認知障害（MCI）

を発症した地域在住高齢者における，身

体機能・精神機能の特徴を明らかにする

ことを目的とした．ベースライン時点で

認知機能障害のない地域在住高齢者 91

名を対象とした。1年後に MMSE24‐26

点に低下した者を MCI 群，27 点以上に

保たれた者を非 MCI 群に分類し，ベー

スライン時の身体機能および精神機能

を比較した．その結果，MCI 群では，非

MCI 群と比較して開眼片脚立位時間が

有意に低値を示した（p＜0.05）．以上

から，開眼片脚立位時間は，地域在住高

齢者の 1 年後の MCI 発症を予測する評

価として有用である可能性が示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った．

共著者：合田明生，村田伸，白岩加代子，

野中紘士，中野英樹，安彦鉄平，堀江淳

保健医療学部リハビリテーション学科
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36 小学 6年生における足部

および足趾に関する実態調

査 

（査読付） 

共著 
令和元年 10

月 

体育の科学 

Vol.69, No.10 

P.767-P.771

本研究は，小学 1年生と 6 年生の足部形

態および足部形態以上を調査すること

で，現代の学童期児童の足部成長状況お

よび浮き趾を主とした足部形態異常の

実態を明らかにすることを目的とした．

その結果，足部形態異常は，1年生およ

び 6年生に共通して浮き趾が認められ，

約 7割の児童が浮き趾であった．また，

6年生では外反母趾が 13.3%に認められ

たが，1年生では認められなかった．そ

の他，内反小趾と回張足は 1 年生および

6年生ともに認められなかった．結果よ

り，1年生から 6年生までの間に足部の

形態が大きく変化し，靴のサイズが足部

の形態に適していない可能性が推察さ

れた．  

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った． 

共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，

安彦鉄平，中野英樹，野中紘士，松井宏

彰 

37 Elongation training 

decreases spinal 

excitability in healthy 

human soleus muscle 

（エロンゲーショントレー

ニングは健常ヒトヒラメ筋

の脊髄の興奮性を減弱させ

る）

（査読付）

共著 
令和元年 11

月 

Journal of Asian 

Rehabilitation 

Science 

Vol.2 No.4 

P.23-26

本研究は，健常ヒトヒラメ筋の脊髄の興

奮性に対するエロンゲーショントレー

ニング(ELT)の効果について検証した．

26 名の健常若年男性を無作為に ELT 群

（n=13)と安静対照群（n=13)に分け，介

入前，介入の 1と 30 分後に H反射と M

波を測定した．その結果，介入前の

H-max/M-max は両群で同レベルであり，

介入の1と30分後のH-max/M-maxはELT

群のみ低下した．本研究結果より，ELT

は脊髄の興奮性を低下させること，その

効果は最低でも 30 分持続することが示

唆された．

本人担当部分：研究計画の立案，データ

解析および一部考察を行った．

共著者：Miyazaki J, Yurugi R, Ogawa H,

Nonaka K, Uematsu A

保健医療学部リハビリテーション学科
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38 要介護高齢者における踵

上げ動作を用いたバランス

テストの再現性と妥当性

（査読付）

共著 
令和元年 12

月 

保健の科学 

Vol.61, No.12 

P.851-P.856

本研究の目的は，要介護高齢者におい

て，踵上げテストの再現性と妥当性を検

証することであった．要介護高齢者 57

名を対象に， 踵上げテストと 4つの身

体パフォーマンス指標（Timed Up and Go 

Test [TUG]，30-sec chair stand test 

[CS-30]，開眼片脚立位テスト，

Functional Reach Test [FRT]）を測定

した．また踵上げテストの再現性を検証

するため，同一測定日に 2回目の測定を

実施した．その結果， 踵上げテスト は

優れた再現性（ICC 0.91）を示し， TUG，

CS-30，開眼片脚立位テスト，FRT との

間に有意な相関（rs=|0.32|～|0.60|）

を認めた．以上の結果から，踵上げテス

トは，要介護高齢者において,再現性と

妥当性のあるバランス評価法であると

ことが示唆された．

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定を行った．

共著者：合田明生，村田伸，髙畑咲紀，

谷口緩夏，野中紘士，中野英樹，白岩加

代子

39 地域在住高齢者における

閉じこもり調査－身体機能，

身体組成，認知・精神心理機

能の特徴 

（査読付） 

共著 令和2年 1月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

第 9巻第 4号

pp.195～200

本研究では，体力測定会に参加した地域

在住高齢者 245 名（男性 50 名，女性 195

名）を対象に，閉じこもりの有無により，

身体機能，身体組成，認知・精神機能に

差異がみられるか検討した．その結果，

男性では，TUG と歩行速度が閉じこもり

群より，非閉じこもり群の方が有意に良

好な値を示した（p＜0.05）．身体組成

は，筋肉量，体水分量，タンパク質量，

骨ミネラル量，基礎代謝量が，閉じこも

り群より非閉じこもり群の方が良好な

値を示した（p＜0.05）．うつ傾向を示

す者が，閉じこもり群の方が非閉じこも

り群より有意に多い結果を示した．女性

では，身体機能は，握力，TUG，歩行速

度が閉じこもり群より非閉じこもり群

の方が良好な値を示した（p＜0.05）．

その他の項目には 2群間に有意差は認

められなかった．閉じこもりによる影響

は，男性と女性では異なることが示唆さ

れた． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータ測定を行った． 

共著者：白岩加代子，村田伸，安彦鉄平，

中野英樹，合田明生，野中紘士，岩瀬弘

明，堀江淳 

保健医療学部リハビリテーション学科
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40 Increased time 

difference between 

imagined and physical 

walking in older adults at 

a high risk of falling.  

（転倒ハイリスク高齢者に

おけるイメージ歩行と実歩

行の時間的不一致の増大） 

（査読付） 

共著 令和2年 5月 

Brain Sciences 

第 10 巻第 6号 

332（計 8ページ） 

歩行の運動イメージ能力は転倒恐怖感

と関連があることが報告されているが，

実際の転倒リスクとの関係性について

は未だ明らかにされていない．本研究

は，転倒ハイリスク群と転倒ローリスク

群高齢者におけるイメージ歩行と実歩

行の時間的不一致を明らかにすること

を目的とした．全ての対象者は幅の異な

る 3種類の歩行路におけるイメージ歩

行と実歩行に要する時間を測定した．そ

の結果，イメージ歩行と実歩行の時間的

不一致は幅が狭くなるにつれて転倒ハ

イリスク群で有意に増大した．さらに，

転倒ハイリスク群では自己の歩行能力

の過大評価を示した．本研究により，イ

メージ歩行と実歩行の時間的不一致は

運動イメージに基づく転倒リスク評価

として貢献できる可能性を示した．

本人担当部分：データ測定，投稿論文の

チェックおよび校正を行った．

共著者：Nakano H, Murata S, Shiraiwa

K, Nonaka K

41 Correlations between 

physical performance and 

muscle mass, strength, and 

quality in obese and 

normal-weight 

community-dwelling older 

Japanese women 

（地域在住日本人高齢女性

の肥満者と標準体重者にお

ける身体パフォーマンスと

骨格筋量および筋力，筋質と

の関連） 

（査読付） 

共著 令和2年 6月 

Asian Journal of 

Gerontology & 

Geriatrics 

第 15 巻第 1号 

pp.17～22 

本研究は地域在住日本人高齢女性の肥

満者と標準体重者における身体パフォ

ーマンスと骨格筋量および筋力，筋質と

の関連を調べることを目的とした．170

名の地域在住高齢女性を対象とし，被験

者を標準体重群と肥満群に分けた．被験

者の膝伸展筋力、下肢骨格筋量，筋質デ

ータ，30 秒椅子立ち上がりテスト

(CS-30)，timed up and go test (TUG)

を記録した．膝伸展筋力/体重比と下肢

骨格筋量/体重比は標準体重群に比べ肥

満群で低かったが、筋質は両群で同程度

だった．肥満群では CS-30 や TUG と骨格

筋量/体重比との間に有意な相関を認め

たが，筋質との有意な相関は認めなかっ

た．標準体重群では，CS-30 や TUG と筋

質の間に有意な相関を認めた．これらの

結果より，骨格筋量/体重比は肥満の地

域在住高齢者の身体パフォーマンスを

維持向上させるために重要な要因であ

ることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および解析を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た． 

共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa 

K, Abiko T, Goda A, Yasufuku Y, Nakano 

H, Iwase H, Horie J 

保健医療学部リハビリテーション学科
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42 Changes with aging in 

skeletal muscle mass, body 

fat mass, and bone mineral 

density in adults with 

cerebral palsy: A pilot 

cross-sectional study 

（成人脳性麻痺者の筋肉量，

体脂肪量，骨密度の加齢に伴

う変化-予備的横断研究） 

（査読付） 

共著 令和2年 7月 

International 

Journal on 

Disability and Human 

Development 

第 19 巻第 2号 

pp.139～144 

本研究は，27 名の成人脳性麻痺者を対

象に，成人脳性麻痺者の骨格筋量，体脂

肪量，骨密度の加齢変化を横断的に検証

した．その結果，成人脳性麻痺者の年齢

と骨格筋量との間に有意な相関が認め

られないこと，年齢と体脂肪量に有意な

正相関が認められること，年齢と骨密度

に有意な負の相関が認められることが

確認できた．これらの結果より，成人脳

性麻痺者は体脂肪の増加に注意する必

要があることが示唆された． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もにデータの解析を行った．また，解析

結果に基づき論文執筆を行った． 

共著者：Nonaka K, Iwase H, Murata S, 

Kubo A 

43 Different patterns in 

age-related morphometric 

alteration of myelinated 

fibers and capillaries of 

th tibial nerve: a 

longitudinal study in 

normal rats 

（脛骨神経のミエリン化線

維と毛細血管の年齢に関連

した形態変化におけるパタ

ーンの相違） 

（査読付） 

共著 令和2年 6月 

Journal of Anatomy 

第 236 巻第 6 号 

pp.1101～1111 

有髄線維と毛細血管の退行パターン間

の時間的関係はいまだ明らかにされて

いない．本研究は，有髄線維と毛細血管

両者の加齢に伴う形態学的および組織

学的変化を解析し，どちらが先行して退

行するかを明らかにすることを目的と

した．組織学的評価には，20 週齢(若齢

群)，70週齢(中齢群)，および 97週齢(高

齢群)に，それぞれ 7匹の Wistar 系雄ラ

ットを無作為に選択した．左右の脛骨神

経を摘出し，有髄線維と毛細血管を形態

学的および組織学的に解析した．軸索の

直径とミエリン厚は，若齢群と比較して

中齢群で変化は認められなかったが，こ

れらのパラメーターは高齢群において，

有意な減少を認めた(P<0.001)．毛細血

管の直径と吻合の数は中齢群で既に有

意に減少した(P<0.001)．これらの結果

から，末梢神経の有髄線維が高齢ラット

で退行の兆候を示すのに対して，毛細血

管は中齢で退行することを示している．

脛骨神経の自然老化では，毛細血管は有

髄線維の前に退行することを明らかに

した． 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施した． 

共著者：Sakita M, Murakami S, Nonaka 

K, Sakamoto R, Saito T, Isobe W, 

Kumagai S 

保健医療学部リハビリテーション学科
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44 1,25-dihydroxyvitamin 

D3 inhibits 

lipopolysaccharide-induce

d interleukin-6 production 

by C2C12 myotubes 

（1,25-Dihydroxyvitamin D3

は C2C12 筋菅細胞のリポポリ

サッカライドによるインタ

ーロイキン 6 産生を抑制す

る）

（査読付）

共著 令和2年 9月 

Medicina 

第 56 巻第 9号 

450（計 7ページ） 

本研究は、マウス由来 C2C12 筋菅細胞に

対する 1,25-dihydroxyvitamin D3 

[1,25(OH)2D3]の抗炎症作用と筋タンパ

ク分解抑制作用を検討することを目的

に実験を行った．マウス由来の C2C12 筋

芽細胞を増殖培地である10%牛血清を含

む Dulbecco Modified Eagle（DMEM）培

地で増殖させた後，培地を分化培地であ

る 2%ウマ血清を含む DMEM培地に変更し

4日間培養し，筋菅細胞に分化させた．

筋菅細胞に分化させた後、0、0.1、1、

10nM の 1,25(OH)2D3 を添加した培地で

24 時間培養し，その後，炎症を惹起さ

せるため 100ng/ml のリポポリサッカラ

イド（LPS）を含む培地で 48 時間培養し

た．その結果，LPS は培養液中の

interleukin (IL)-6 を増加させた．し

かしながら IL-6 の濃度は 1,25(OH)2D3

処理した筋管細胞で処理されていない

細胞に比べ，IL-6 濃度は有意に低かっ

た．ミオシンや MAFbx と MuRF1 は各条件

間で有意差は認められなかった．Tumor

necrosis factorαの測定は多くのサン

プルで検出限界を下回ったため正確な

測定ができなかった．本研究結果から，

1,25(OH)2D3 が LPS刺激による筋菅細胞

での IL-6 産生を抑制することが示され

た．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施および統括を行った．ま

た，実験結果に基づき論文執筆を行っ

た．

共著者：Nonaka K, Akiyama J, Yoshikawa

Y, Une S, Ito K

45 Association of low bone 

mass with decreased 

skeletal muscle mass: A 

cross-sectional study of 

community-dwelling older 

women 

(骨量低下と骨格筋量低下の

関連性：地域在住女性高齢者

を対象とした横断的研究) 

（査読付） 

共著 令和2年 9月 

Healthcare 

第 8 巻第 3号 

343（計 8ページ） 

本研究は，地域高齢者を対象に骨量と骨

格筋量，筋力そして身体能力の関連性を

検討することを目的とした．体力測定会

に参加した地域高齢者 306 名の中から，

214 名を対象とし，分析を行った．対象

者は超音波骨量測定装置により測定さ

れた骨量に基づき，正常 (T-score>−1)，

低値(−2.5<T-score≤−1)，超低値群

(T-score ≤ −2.5)に分けられた．加えて，

対象者の骨格筋量，筋力（握力と膝伸展

筋力），身体能力[歩行速度と timed up 

and go (TUG)]を測定した．上肢，下肢

および四肢の Skeletal muscle index は

骨量低値群に比べ骨量超低値群で有意

に低かった．握力，膝伸展筋力，歩行速

度，TUG は各群間で有意差を認めなかっ

た．これらの結果より，骨量が低い高齢

女性は骨格筋量が減少していることが

示された． 

研究計画を立案するとともに測定実施

および統括を行った．また，測定結果に

基づき論文執筆を行った． 

共著者：Nonaka K, Murata S,  Nakano H, 

Anami K, Shiraiwa K, Abiko T, Goda A, 

Iwase H,  Horie J 

保健医療学部リハビリテーション学科
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46 Subjective and objective 

mental and physical 

function affects 

subjective cognitive 

decline in 

community-dwelling elderly 

Japanese people（主観的・

客観的な心身機能は地域在

住日本人高齢者の主観的認

知機能に影響を与える） 

（査読付） 

共著 令和2年 9月 

Healthcare 

第 8 巻第 3号 

343（計 8ページ） 

主観的認知機能低下（SCD）は複雑であ

り，特に日本人においてはよく理解され

ていない．本研究では，日本人の地域在

住高齢者を対象に，主観的および客観的

な心身機能と SCD との関係を明らかに

することを目的とした．SCD は、基本チ

ェックリストの認知機能項目を用いて

評価した．SCD 以外の客観的精神機能に

ついては，Mini-Mental State 

Examination (MMSE)と Geriatric 

Depression Scale (GDS-5)の 5 項目版を

用いて評価した．客観的な身体機能につ

いては，TUG（Timed Up-and-Go Test）

と膝伸展筋力を用い，主観的な精神・身

体機能については，健康関連 QOL 尺度の

8項目短縮版の Mental Component 

Summary（MCS）と Physical Component 

Summary（PCS）を用いて評価した．その

結果，MMSE，GDS-5，TUG，膝伸展筋力，

MCS は SCD 群で有意に悪化した．また、

ロジスティック回帰分析の結果，GDS-5，

MCS は SCD 発症と関連していた．以上の

ことから，日本人の地域在住高齢者にお

ける SCD の発症には，抑うつ症状と主観

的精神機能の低下が関係していること

が示唆された．これらの結果は，日本人

高齢者の認知症予防や介入プログラム

を計画する上で有用である．

本人担当部分：データ測定と整理および

論文の校正を行った．

共著者：Goda A, Murata S, Nakano H,

Shiraiwa K, Abiko T, Nonaka K, Iwase

H, Anami K, Horie J

47 The association between 

health literacy and gait 

speed in 

community-dwelling older 

adults 

（地域在住高齢者のヘルス

リテラシーと歩行速度との

関連）

（査読付）

共著 令和2年 9月 

Healthcare 

第 8 巻第 4号 

349（計 10 ページ） 

本研究は，地域在住高齢者を対象にヘル

スリテラシーと歩行速度との関連を検

討することを目的とした．測定会に参加

した地域在住高齢者 240 名に対し，通常

歩行速度，ヘルスリテラシー，各種身体

機能，認知機能等を測定した．ヘルスリ

テラシーは CCHL を使用した．対象者は、

通常歩行速度に基づいて、速い（速度

≥1.3m/s）と遅い（<1.3m/s）の 2つのグ

ループに分けられ，歩行速度を従属変数

とするロジスティック回帰分析を行っ

た．その結果，CCHL は独立して歩行速

度に影響を与えることが明らかとなっ

た．

本人担当部分：データ測定と整理および

論文の校正を行った．

共著者：Anami K, Murata S, Nakano H,

Nonaka K, Iwase H, Shiraiwa K, Abiko

T, Horie J

保健医療学部リハビリテーション学科
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48 地域在住女性高齢者にお

ける異なる立ち上がりテス

トと身体機能との関連

（査読付）

共著 
令和 2年 10

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

第 10 巻第 3号

pp.105-110

本研究の目的は，自立生活を営む地域在

住女性高齢者 154 名を対象に，30 秒椅

子立ち上がりテスト（30-sec Chair 

Stand test；CS-30）と虚弱高齢者用 10

秒椅子立ち上がりテスト（10-sec Chair 

Stand test for Frail Elderly；Frail 

CS-10）を併せて行い，上下肢・体幹の

筋力，柔軟性、静的・動的立位バランス

との関連から，地域在住女性高齢者に適

した簡易下肢機能評価法を検討した．重

回帰分析の結果，CS-30 と Frail CS-10

はともに大腿四頭筋筋力，上体起こし回

数，Timed Up Go Test の 3 項目と独立

して関連することが示された．これらの

結果から，特別な機器を必要とせず，簡

便に実施できる CS-30 と Frail CS-10

は，地域在住女性高齢者の下肢筋力や動

的バランス評価として有用であること

が示された．とくに Frail CS-10 は，自

立生活を営む地域在住女性高齢者を対

象としても，簡易下肢機能評価法として

汎用性の高いテストであることが示唆

された． 

本人担当部分：データ測定と整理および

論文の校正を行った． 

共著者： 村田伸，合田明生，白岩加代

子，安彦鉄平，中野英樹，岩瀬弘明，野

中紘士，阿波邦彦，松本典久，堀江淳 

49 地域在住高齢女性におけ

る 1年後の軽度認知機能障害

の発現を予測する身体機能

指標 -傾向スコアマッチン

グ法を用いた検証 

（査読付） 

共著 
令和 2年 10

月 

ヘルスプロモーショ

ン理学療法研究

第 10 巻第 3号

pp.117-123

本研究の目的は,1 年後に軽度認知障害

(mild cognitive impairment: MCI)を発

現する地域在住高齢女性における身体

機能を明らかにすることであった．ベー

スライン時点で認知機能障害のない地

域在住高齢女性 201 名を対象とした．1

年後に Mini-Mental State

Examination(MMSE)24‐26点に低下した

者を MCI 群 36 名，27 点以上に保たれ

た非 MCI 群 165 名に分類した．その後,

傾向スコアを用いて認知機能低下に影

響する交絡因子をコントロールして両

群 36 名ずつにマッチングし，両群のベ

ースライン時の身体機能を比較した．そ

の結果，MCI 群では,非 MCI 群と比較し

て開眼片脚立位時間が有意に短く，

Timed Up and Go Test と 5m 最速歩行の

所要時間が有意に長かった．以上から，

バランス能力と歩行能力の評価は，地域

在住高齢女性の 1年後の MCI 発現を予

測するために有用なスクリーニング指

標である可能性が示された．

本人担当部分：データ測定と整理および

論文の校正を行った．

共著者： 合田明生, 村田 伸, 白岩加代

子, 中野英樹, 安彦鉄平, 野中紘士,

岩瀬弘明, 阿波邦彦, 堀江 淳

保健医療学部リハビリテーション学科
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50 The Relationship between 

Subjective Cognitive 

Decline and Health Literacy 

in Healthy 

Community-Dwelling Older 

Adults 

[健康な地域在住高齢者にお

ける主観的認知機能低下と

ヘルスリテラシーの関係]

（査読付）

共著 
令和 2年 12

月 

Healthcare 

第 8 巻 4号 

567（計 10 ページ） 

健康な地域在住高齢者を対象に、ヘルス

リテラシーと主観的認知機能低下

（Subjective Cognitive Decline; SCD）

の関係を調査した。ロジスティック回帰

分析の結果、SCD の発生は年齢だけでな

く、ヘルスリテラシーの低さや抑うつの

重症度と関連していた。この結果は、健

康な地域在住高齢者において、ヘルスリ

テラシーの低さが SCD の罹患率と関連

していることを示唆しており、この集団

に対する認知症予防や介入プログラム

を計画する際に有用であることを示唆

するものである。

本人担当部分：データ測定および論文の

校正を行った．

共著者：Goda A, Murata S, Nakano H,

Nonaka K, Iwase H, Shiraiwa K, Abiko

T, Anami K,  Horie J

（その他） 

「文献抄録」 

1 定期的な身体運動活動を実

施している透析患者の不安

と抑うつの状態－予備研究 

単著 
平成 30 年 2

月 

理学療法ジャーナル 

52 巻 2 号 

P.184

Dziubek らの論文"The level of anxiety 

and depression in dialysis patients 

undertaking regular physical 

exercise training: A preliminary 

study. Kidney Blood Press Res 41: 

86-98, 2016"の文献抄録作成を行った．

報告内容は以下の内容であった．透析中

に末期腎不全患者が定期的な身体活動

を行うことは不安感や抑うつを減弱す

ることができる．レジスタンス運動と持

久運動のどちらも抑うつを改善するが，

持久運動のみ不安感も減少させる．透析

中の定期的な身体運動プログラムは高

齢患者や，身体運動プログラム開始時に

抑うつと不安感が高い患者に対し最も

効果がある．

「報告書」 

保健医療学部リハビリテーション学科

1327



1 高齢 COPD 患者に対する呼

息時低周波電気刺激の臨床

効果に関する研究 

－パイロットスタディ 

共著 
平成 24 年 6

月 

大阪ガスグループ福

祉財団 調査・研究報

告集 

25 巻 

P.9-P.14

本研究の目的は，我々が開発してきた低

周波電気刺激装置を用い，呼息時に対す

る低周波電気刺激の効果を検証するこ

とである。対象は高齢慢性閉塞性肺疾患

患者 12 名である。対象者はプラシーボ

介入群（対照群）と呼息時低周波電気刺

激介入群（介入群）に割り付けられた．

これらの対象者に対し介入前後の安静

時および運動時の換気機能、酸素飽和

度、自覚的運動強度を測定した．介入群

において換気パラメータの平均値にお

いて改善が認められた．しかし、その結

果は有意差を伴うものではなかった．今

回の研究では換気パラメータの有意差

を伴った改善が認められなかった．しか

し、平均値の改善傾向と標準偏差のばら

つきが認められていることから，対象者

数を増やすことで有意差を伴った改善

効果が期待できるものと推察された．今

回の研究結果より，呼息時低周波電気刺

激の効果が示唆されたとともに，本研究

の継続意義が明らかとなった。 

本人担当部分：研究計画立案およびデー

タ解析を行った．

共著者：伊藤健一，濃添建男，奥田みゆ

き，野中紘士，堀江淳，川村博文

2 転倒のスクリーニングを

目的とした加速度計による

身体動揺評価法の確立に関

する研究 

共著 
平成 25 年 6

月 

大阪ガスグループ福

祉財団 調査・研究報

告集 

26 巻 

P.93-P.97

本研究では健常男子大学生 6名(年齢

20.8±0.4 歳)を対象として，静止立位

保持および片脚着地課題における身体

動揺を腰部正中後面に装着した小型 9

軸ワイヤレスモーションセンサーで評

価し，3次元動作解析装置で測定した身

体重心(COG)や床反力(GRF)と加速度波

形の時間積分から推定した COG 変位

(COGacc)や運動方程式から推定した

GRF(GRFacc)との比較から加速度計で評

価した身体動揺評価指標の特徴につい

て分析した．その結果，静止立位では前

後(AP)成分の実効値(RMS)，最大振幅

(PTP)が有意に低値を示し，COG と

COGacc の振幅が異なる可能性が示され

たが，非線形解析では COGacc は COG と

同様にカオス性を示した．着地動作では

AP成分の単位時間軌跡長(NPL)が有意に

高値を示した． 

本人担当部分：研究計画立案およびデー

タ解析を行った．

共著者：山中悠紀，野中紘士

「国際学会発表」 

保健医療学部リハビリテーション学科
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1 Carbon dioxide-rich water 

bathing increases myogenin 

protein expression in rat 

injured skeletal muscle 

（高濃度人工炭酸泉は損傷

骨格筋の myogenin 蛋白発現

を増加させる） 

- 
平成 23 年 6

月 

16th International 

WCPT Congress (アム

ステルダム)

炭酸泉が筋損傷後のMyoDとmyogeninの

タンパク発現に与える影響について検

証した．ラットを非損傷群(NI 群)，損

傷群(IC 群)，損傷＋淡水浴群(FW 群)，

損傷＋人工炭酸泉浴群(CO2 群)に分け，

IC 群，FW 群，CO2 群のラット左前脛骨

筋に筋損傷を誘発させた．損傷 1日後か

ら IC 群，CO2 群のラットは水温 37℃で

30 分間，淡水浴または炭酸泉浴を 1日 1

回，3日間，負荷された．その結果，CO2

群ではFW群に比べ損傷筋のmyogeninタ

ンパク量が高値を示した．結果より，炭

酸泉浴は筋損傷後の再生を促進する可

能性を示した．

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った．

共同発表者：Nonaka K, Mori J, Tatsuta

N, Akiyama J, Yonetsu R, Iwata A

2 The characteristics of 

sit-to stand movement in 

infants aged 1 year: a 

preliminary study 

（1 歳児の立ち上がり動作の

特徴－予備研究） 

- 
平成 24 年 7

月 

XIXth Congress of the 

International 

Society of 

Electrophysiology & 

Kinesiology（ブリス

ベン） 

新生児の立ち上がり動作の特徴を明ら

かにすることを目的に研究を行った．そ

の結果，新生児の立ち上がりは成人に比

べ，体幹の前傾が少なく，足関節の背屈

が大きくなるという特徴が明らかにな

った． 

本人担当部分：研究計画の立案と結果の

解釈を行った． 

共同発表者：Yonetsu R, Sakita H, 

Yamashita N, Miki Y, Nonaka K, Iwata 

A, Kawarai Y, Shimizu J 

3 The development of a force 

plate focused on infants’ 

movements: an experimental 

study of reliability for 

measuremen 

（小児動作に着目したフォ

ースプレートの開発－計測

信頼性の実験的検証） 

- 
平成 24 年 7

月 

XIXth Congress of the 

International 

Society of 

Electrophysiology & 

Kinesiology（ブリス

ベン） 

我々が新たに開発したフォースプレー

トの正確性を検証した．その結果，従来

のフォースプレートに比べ，より小さい

値からの計測ができることを確認した．

この新しいフォースプレートは体重の

軽い小児の動作分析に有用で可能性を

示した．

本人担当部分：研究計画の立案と実験を

実施した

共同発表者：Yonetsu R, Arakawa S,

Shintani A, Yoshioka M, Shimizu J,

Iwata A, Nonaka K, Nakagawa C

4 How many days per week 

should the range of motion 

exercise is performed to 

prevent the development of 

the joint contracture? 

（関節拘縮発生を予防する

ためには週に何日関節可動

域訓練を実施すればよい

か？） 

- 
平成 24 年 9

月 

XXXII World Congress 

of Sports Medicine

（ローマ）

関節可動域運動を 1週間に何日行うと

関節拘縮が予防できるかについて，ラッ

トを用いて検証した．1週間に 1日，3

日，5日の関節可動域運動を行った結果，

5日行った場合が最も関節拘縮の予防が

可能であった．しかしながら，週 5日の

関節可動域運動では完全に関節拘縮の

発生を予防することができないことが

明らかになった．

本人担当部分：実験を実施した。

共同発表者：Tatsuta N, Nonaka K,

Akiyama J, Nakajima M

保健医療学部リハビリテーション学科
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5 The study of artificial 

carbon dioxide-rich water 

bathing effect on 

experimental acute 

arthritis 

（人工炭酸泉浴の実験的関

節炎に対する効果について

の研究） 

- 
平成 24 年 9

月 

XXXII World Congress 

of Sports Medicine

（ローマ）

各種温度（10℃，20℃，35℃）の人工炭

酸泉浴が急性炎症に与える影響をラッ

ト関節炎モデルにて検証した．その結果

10℃，20℃の人工炭酸泉浴は水道水に比

べ皮膚温の上昇が低かった．また，35℃

の人工炭酸泉浴は水道水での寒冷浴と

同等の抗炎症効果があることが明らか

になった．

本人担当部分：研究計画の立案および結

果の解釈を行った．

共同発表者：Akiyama J, Fujiwara Y,

Tatsuta N, Nonaka K, Une S, Nakajima

M

6 The effect of carbon 

dioxide rich water bathing 

on the MyoD family proteins 

after muscle injury 

（筋損傷後の高濃度人工炭

酸泉浴の MyoD ファミリータ

ンパクに対する効果）

- 
平成 24 年 9

月 

XXXII World Congress 

of Sports Medicine

（ローマ）

筋損傷後の人工炭酸泉浴が MyoD ファミ

リーのタンパク質発現に及ぼす影響を

検証した．その結果，筋損傷後に人工炭

酸泉浴を行うと損傷 4日後に myogenin

の発現が上昇することが確認できた．

MyoDの発現に関しては変化がなかった．

本研究結果より，人工炭酸泉が一部の

MyoD ファミリータンパク質発現を増加

させ，筋損傷治癒を促進させている可能

性を示した．

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った

共同発表者：Nonaka K, Akiyama J,

Tatsuta N, Une S

7 Effects of phasic 

electrical stimulation 

during expiration in 

elderly chronic 

obstructive pulmonary 

disease: a pilot study 

（高齢慢性閉塞性肺疾患患

者の呼気中に同調させた電

気刺激の効果について－予

備研究） 

- 
平成 24 年 12

月 

17th Congress of the 

Asian Pacific 

Society of 

Respirology（香港） 

24名の高齢 COPD患者を対照群と呼息時

低周波電気刺激群に割り付け，安静時お

よび運動時の換気機能について，呼息時

低周波電気刺激の効果を検証した．結果

より呼息時低周波電気刺激は換気機能

を有意に改善することが明らかとなっ

た． 

本人担当部分：研究計画の立案および結

果の解析を行った． 

共同発表者：Ito K, Nozoe T, Okuda M, 

Nonaka K, Horie J, Kawamura H. 

8 Role of muscle 

coactivation and reaction 

time in postural 

perturbation in the elderly 

（高齢者の姿勢動揺での筋

協働活動と反応時間の役割

について） 

- 
平成 26 年

6-7 月

2014 International 

Society for Posture & 

Gait Research World 

Congress（バンクーバ

ー） 

筋骨格シミュレーションモデルを用い

て筋の同時収縮が外乱刺激後の姿勢制

御にどのように影響するかを調べた．外

乱刺激後の反応時間が遅い場合のみ，同

時収縮が外乱を抑えるのに有効である

ことがわかった． 

本人担当部分：研究結果の解析を行っ

た． 

共同発表者：Ogaya S, Nagai K, Okita Y, 

Nonaka K, Iwata A, Higuchi Y, Fuchioka 

S 
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9 A preliminary study of the 

effect of trunk position on 

strategies for lower limb 

function during forward 

reaching movements 

（前方リーチ動作時の下腿

機能ストラテジーに対する

体幹位置の効果についての

予備的研究） 

- 
平成 26 年 7

月 

The XX Congress of 

the International 

Society of 

Electrophysiology 

and Kinesiology（ロ

ーマ） 

前方リーチ動作の際の体幹ポジション

の違いが下肢機能に及ぼす影響につい

て検証した．その結果，体幹ポジション

の違いが床反力やハムストリングスと

前脛骨筋の筋活動に影響を及ぼすこと

が示された． 

本人担当部分：研究の立案および発表を

行った． 

共同発表者：Nonaka K, Yonetsu R, 

Taniguchi F, Ueno S, Shintani A, 

Nakagawa C, Kataoka M, Ito T 

10 Heat stress attenuates 

skeletal muscle fiber 

atrophy in diabetic rats 

（温熱刺激は糖尿病ラット

の骨格筋線維萎縮を減弱す

る） 

- 
平成 27 年 6

月 

9th World Congress of 

the International 

Society of Physical 

and Rehabilitation 

Medicine（ベルリン） 

糖尿病による筋萎縮が温熱療法で減弱

するかについて検討した．ストレプトゾ

トシンを投与し糖尿病を誘発したラッ

トに温浴(42℃)を 30 分間，1 週間に 5

日，3週間行った．温浴を行ったラット

は温浴を行っていないラット比べ長趾

伸筋の筋横断面積の減少が予防された．

本研究より，温熱療法が糖尿病による筋

萎縮を予防することが示された．

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った．

共同発表者：Nonaka K, Iwata A, Une S,

Akiyama J

11 Electromyography 

activity of the rectus 

abdominis, internal 

oblique, and external 

oblique muscles during 

forced expiration in 

healthy adults 

（健常成人の強制呼気中の

腹直筋および内腹斜筋，外腹

斜筋の筋活動） 

- 
平成 27 年 9

月 

European Respiratory 

Society Annual 

Congress 2015 (アム

ステルダム)

呼気筋の筋活動パターンを筋電図を用

いて呼気抵抗別に検討した．10%PEmax，

20%PEmax，30%PEmax の抵抗を負荷した

呼息時の腹直筋と内腹斜筋，外腹斜筋の

活動量を評価した．３つの筋のうち，最

も大きな活動量を示したのは内腹斜筋

であった．ただし，その活動量は

30%PEmax の負荷であっても 20%MVC 以下

であった．通常の呼吸筋トレーニングで

は 30%PEmax 程度の負荷が推奨される

が，生理学的な視点でみた場合，その負

荷は弱すぎることが示唆された． 

本人担当部分：研究の立案および解剖生

理学的視点より結果の解釈をした． 

共同発表者：Ito K, Nonaka K, Ogaya S, 

Horie J 

12 Effectiveness of back 

school versus brain school  

for elderly with chronic 

low back pain  

（慢性腰痛の高齢者に対す

る腰背教室と脳教室の効果） 

- 令和元年6月 

13th World Congress 

of the International 

Society of Physical 

and Rehabilitation 

Medicine（神戸） 

慢性腰痛を有する高齢者にバイオメカ

ニクスに基づいた腰背部教室と神経科

学的教育に基づいた脳教室の効果につ

いて検証した．慢性腰痛のある高齢者を

対象に，腰背部教室群（n=16）と脳教室

群（n=20)に分け、3か月間に 6回の介

入を行った．その結果，両群とも介入後

に疼痛の軽減が認められた．脳教室の対

象者は腰背部教室の対象者に比べ，Pain

Catastrophizing Score，

Fear-Avoidance Beliefs Questionnaire

が有意に改善した．これらの結果より，

慢性腰痛の高齢者に対して，神経科学教

育に基づいた脳教室は腰背部教室に比

べ効果的であること，神経科学的教育は

心理面へ良好な効果があることが分か

った．

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能．

共同発表者：Abiko T, Iwase H, Anami K,

Madoba K, Nonaka K, Murata S

保健医療学部リハビリテーション学科
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「国内学会発表」 

1 人工炭酸泉浴による損傷

骨格筋の再生促進効果につ

いての検討 

- 
平成 23 年 5

月 

第 46 回日本理学療法

学術大会（宮崎） 

炭酸泉浴による損傷骨格筋の再生促進

効果について検討した．ラットを非損傷

群(NI)，損傷コントロール群(IC)，損傷

温浴群(FW)，損傷炭酸泉群(CO2)に分け，

IC 群，FW 群，CO2 群のラット左前脛骨

筋に損傷を誘発し，損傷 1 日後から，FW

群，CO2 群のラットに 37℃で 30 分間，

温浴または炭酸泉浴を 1日 1回，週 5日

行った．その結果，損傷の 2週間後，炭

酸泉浴により損傷前脛骨筋の筋核数と

筋線維横断面積の回復が促進すること

がわかった． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，井東あゆみ，森

潤一，龍田尚美，秋山純一，岩田晃 

2 人工炭酸泉浴による損傷

骨格筋の再生促進効果の可

能性についての検討 

- 
平成 23 年 9

月 

第 66 回体力医学会大

会（山口） 

本研究は，炭酸泉浴による損傷骨格筋の

再生促進効果を検討した．ラットを非損

傷群 (NI 群)，損傷群 (IC 群)，損傷＋

淡水浴群 (FW 群)，損傷＋人工炭酸泉浴

群 (CO2 群)に分けた．IC 群，FW 群，CO2

群のラット左前脛骨筋に筋損傷を誘発

させた．筋損傷誘発の 1日後から IC 群，

CO2 群のラットは 37℃で 30 分間のそれ

ぞれ，淡水浴または炭酸泉浴を1日1回，

3日間，負荷された．その結果，損傷筋

のMyogeninおよびM-cadherinは CO2群

で IC 群，FW 群に比べて高値を示した．

結果より，人工炭酸泉浴は損傷骨格筋の

再生を促進する可能性を示した． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ測定，発表を行った． 

共同発表者：野中紘士，秋山純一，龍田

尚美，岩田晃 

3 アキレス腱損傷動物実験

モデルを用いた人工炭酸泉

浴の腱組織治癒に与える影

響の検討

- 
平成 23 年 9

月 

第 66 回体力医学会大

会（山口） 

炭酸泉浴の損傷腱組織の修復に対する

治癒効果について検討した．人工炭酸泉

群，さら湯群，コントロール群に 3群に

分けアキレス腱損傷モデルを作成した．

人工炭酸泉群，さら湯群のラットは 35

度の人工炭酸泉浴，さら湯浴を各々1日

1回行った．その結果，人工炭酸泉群で

は，結合組織の再生亢進が観察され，加

えて腱組織再生修復の亢進が観察され

た．本研究より，人工炭酸泉浴が腱組織

の損傷治癒を促進することが確認され

た． 

本人担当部分：研究計画の立案し，実験

を実施した．また発表内容の検討を行っ

た． 

共同発表者：森潤一，秋山純一，野中紘

士，龍田尚美，中嶋正明 
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4 立位時の足部接地位置に

着目した重心可動域の基礎

実測 

- 
平成 24 年 3

月 

日本機械学会関西支

部第 87 期定時総会講

演会（吹田） 

本研究では立位時の足部接地位置によ

る重心可動域の変化について，実測デー

タに基づき考察した．その結果，足間隔

を広げると重心可動域が広がることを

定量的に示した．後方よりも前方の重心

可動域の方が広いことが分かった．

本人担当部分：モーションキャプチャー

による動作解析を行った．

共同発表者：中川智皓，新谷篤彦，伊藤

智博，奥田邦晴，野中紘士

5 可搬型計量床反力系の開

発 
- 

平成 24 年 5

月 

第 47 回日本理学療法

学術大会（兵庫） 

乳幼児の立ち上がりや歩行等を測定す

ることを目的とした，g 単位の荷重を計

測可能となる床反力計を開発し，その計

測精度について検討した．その結果，開

発した可搬式計量床反力計は g 単位の

荷重の記録をより正確に計測できるこ

とが可能であった． 

本人担当部分：研究計画を立案し，実験

を実施した． 

共同発表者：米津亮，野中紘士，清水順

市，崎田博之，岩田晃，瓦井義広，山下

典子，吉岡学，奥田邦晴 

6 ラットの骨折モデルを用

いた人工炭酸泉浴の骨折治

癒に与える影響－TGF-β濃

度の変動と組織形態学的変

化による検討 

- 
平成 24 年 5

月 

第 47 回日本理学療法

学術大会（兵庫） 

本研究はラットを用いて脛骨骨折モデ

ルを作成し，人工炭酸泉浴の骨折に対す

る治癒促進効果について検討した．その

結果，人工炭酸泉浴には骨折後早期の

TGF-β濃度の上昇作用と，骨芽細胞分化

促進作用があり，優れた骨折治癒促進効

果を有することを示した．

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験を実施した．

共同発表者：高須賀純一，矢田智大，森

潤一，野中紘士，龍田尚美，秋山純一

7 ラット肉離れモデルにお

ける筋形質膜，基底膜の組織

学的検討 

- 
平成 24 年 5

月 

第 47 回日本理学療法

学術大会（兵庫） 

本研究では打撲と肉離れという異なる

筋損傷を誘発した場合の，筋形質膜，基

底膜の損傷について検証した．その結果

打撲では筋形質膜は破壊され，基底膜は

残存していた．肉離れ損傷も打撲と同様

の組織像を示した．本研究より，打撲と

肉離による筋損傷は筋形質膜と基底膜

の損傷の特徴が似ていることが示され

た. 

本人担当部分：研究計画を立案するとと

もに実験実施と組織切片作成・染色を行

い形態学的評価を行った． 

共同発表者：岩田晃，野中紘士 
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8 運動時換気および呼吸時

間に対する呼息時低周波電

気刺激の効果－健常人によ

る予備的検討 

- 
平成 24 年 11

月 

第 22 回日本呼吸器ケ

ア・リハビリテーショ

ン学会学術集会（福

井）

本研究の目的は，運動中の呼息を促通さ

せるために電気刺激を用いたフィード

バック（ESVF）を行い，その効果と安全

性を明らかにすることである．健常成人

23 名を ESVF 群と対照群に割り付けた．

対象者は呼吸練習において，呼気延長の

呼吸パターンを練習し，その呼吸法を運

動中も維持するように指導された．運動

中と運動後の呼気/吸気時間比において

対照群と比較して ESVF 群が有意に高値

を示した．また，ESVF による副作用が

認められなかったことから ESVF は運動

中の呼吸法を習得させるツールになり

得ることが明らかとなった． 

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容を行った。 

共同発表者：山原純，野中紘士，藤川薫，

小川和哉，伊藤健一 

9 高齢 COPD 患者に対する呼

息時低周波電気刺激の効果 
- 

平成 24 年 11

月 

第 22 回日本呼吸器ケ

ア・リハビリテーショ

ン学会学術集会（福

井）

24名の高齢 COPD患者を対照群と呼息時

低周波電気刺激群に割り付け，安静時お

よび運動時の換気機能の変化から，呼息

時低周波電気刺激の効果を検証した．結

果より呼息時低周波電気刺激は換気機

能を有意に改善することが明らかとな

った． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ解析を行った． 

共同発表者：伊藤健一, 野中紘士, 濃添

建男, 奥田みゆき 

10 赤なた豆からのレクチン

の精製とその性質 
- 

平成 25 年 5

月 

日本家政学会第 65 回

大会（東京） 

赤なた豆からレクチンを精製し，その化

学的性質を ConA と比較した．赤なた豆

からの精製レクチンは電気泳動で均一

なバンドを示した．両レクチンのこのバ

ンドの位置は近似しており，太いバンド

からなる分子量1万前後のA鎖とB鎖の

2種類のレクチンで構成されていたの

で，A，B鎖のタンパク質配列を N末端

から 20 配列まで分析した結果，両者は

同一の配列をしていた．さらに，なた豆

レクチンは ConA と極めて類似したアミ

ノ酸組成をしていた．以上の結果より，

なた豆レクチンは ConA と類似した化学

組成を持つレクチンと推定された．

本人担当部分：電気泳動およびタンパク

質配列測定の一部を担当した．

共同発表者：畦五月，野中紘士，秋山純

一

11 高齢 COPD 患者に対する呼

息時低周波電気刺激の効果 
- 

平成 25 年 5

月 

第 48 回日本理学療法

学術大会（名古屋） 

高齢 COPD 患者に対して呼息時低周波電

気刺激（PESE）を用い，その効果を，安

静時および運動時の換気機能や酸素摂

取量に着目し検討した．本研究の結果よ

り PESE が安静時および運動時の換気効

率を改善することが明らかとなった．ま

た，その際には PESE が仕事量増大の指

標になり得る VO2／W の増大を誘発しな

いことが証明された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ解析を行った． 

共同発表者：伊藤健一，野中紘士，濃添

建男，奥田みゆき，川村博文 
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12 倒立振子型車両乗車時の

筋負担の定量評価に関する

基礎検討 

- 
平成 25 年 9

月 

日本機械学会 2013 年

度次大会（岡山） 

倒立振子型車両乗車時の筋負担につい

て実験的評価を行った．乗車することで

上肢の筋負担が増加していることがわ

かった．また，6ケ所の筋肉群に関して

筋負担が大きいことがわかった．さら

に，車両と人間モデルの連成モデルを構

築し，実験と同様の条件で数値解析を行

った．その結果，胴体の筋負担の評価に

ついてさらなる検討が必要であること

がわかった． 

本人担当部分：モーションキャプチャー

による動作解析を行った． 

共同発表者：山下雄人, 中川智皓, 野中

紘士, 新谷篤彦, 伊藤智博 

13 気相中の高濃度炭酸ガス

が褥瘡治癒に与える影響－

ラットを用いた難治性創傷

モデルによる検討

- 
平成 26 年 5

月 

第 49 回日本理学療法

学術大会（横浜） 

気相中の高濃度炭酸ガスが難治性創傷

モデルに与える影響について検討した．

ラットをコントロール群， 0.5％CO2

群， 2％CO2 群に分け，全ラットに難治

性創傷を作成した．0.5％CO2 群，2％CO2

群に対し，1 日 1 回 40 分，週 5 回の

頻度で 8 週間，高濃度炭酸ガス暴露を

行った．その結果，2％CO2 群は治癒の

促進が認められた．TGF-β1 はコントロ

ール群と比較して 2％CO2 群 4 日目に

おいて高値を示した．真皮結合組織形成

は 2％ CO2 群で促進した．本研究より，

気相中の高濃度炭酸ガスが難治性創傷

の治癒を促進することが明らかとなっ

た．

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った．

共同発表者：前川美幸，中村友貴，矢代

梓，野中紘士，森潤一，秋山純一

14 マウスを用いたビタミン

D3 の経口投与による学習能

力に与える影響－受動的回

避試験と脳内のセロトニン

濃度測定による検討 

- 
平成 26 年 5

月 

第 49 回日本理学療法

学術大会（横浜） 

マウスにビタミン D3 の経口投与を行

い，受動的回避試験による学習効果と明

暗弁別回避学習の習得や空間記憶に関

与するとされる脳内セロトニン濃度の

変動について検討を行った．その結果，

ビタミン D3 投与は 学習効果を高めた．

脳内のセロトニン濃度はビタミン D3 投

与で高値を示した．以上より，ビタミン

D3 が学習能力に有意性を与えることが

確認された．

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った．

共同発表者：中村友貴，前川美幸，矢代

梓，野中紘士，森潤一，秋山純一
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15 脳性まひ児への新しい短

下肢装具の開発を目的とし

た異分野研究の試み 

- 
平成 26 年 5

月 

第 49 回日本理学療法

学術大会（横浜） 

脳性まひ児がより効率的な運動を実施

できる短下肢装具の開発するため，リハ

ビリテーション学的知見と工学的知見

を融合させた異分野研究に取り組んだ．

その結果，脳性まひ児の動作をコンピュ

ータ上で再現できる人間モデルを構築

することで，試作したいと考える短下肢

装具の設計を容易に考案できるように

なった． 

本人担当部分：研究計画の立案を行っ

た． 

共同発表者：米津亮，草田俊介，中川智

皓，新谷篤彦，崎田博之，三木由紀子，

瓦井義広，Abbas Abdorahmani，野中紘

士，谷口芙紗子，伊藤智博，奥田邦晴 

16 小型 3軸加速時計を用い

た静止立位時の重心動揺評

価 

- 
平成 26 年 5

月 

第 49 回日本理学療法

学術大会（横浜） 

面に装着した小型 3軸加速度計を用い

て静止立位時の身体重心加速度

（COGacc）を推定し，3次元動作解析装

置で求めた COG との比較からその有用

性を検討した．その結果，COG と COGacc

の実効値，最大振幅 ML 成分に有意な差

は認められず，非線形解析ではカオス性

が確認されたが，AP 成分に有意な差が

認められ COGacc と COG で振幅が異な

る可能性が示された． 

本人担当部分：研究計画の立案およびデ

ータ解析を行った． 

共同発表者：山中悠紀，野中紘士，山本

洋之，村上仁之，石井禎基 

17 室内有酸素運動における

映像の効果 
- 

平成 26 年 9

月 

第 33 回日本臨床運動

療法学会学術集会（大

阪） 

トレッドミルを用いた屋内有酸素運動

中の「映像視聴」が及ぼす身体への影響

について検討した．24 名の健常女子大

学生を映像視聴「あり」群と「なし」群

の２群に割り付けトレドミル歩行を行

い,疲労指標や呼吸代謝指標,換気能力

指標を測定した．身体的疲労感と精神的

疲労感はともに 2群間で有意な差は認

められなかった．一方で VO2,METS,EE に

ついては,いずれも「あり」群が「なし」

群に比べ有意に高い値を示した．本研究

結果から,運動中の映像視聴は映像「な

し」での運動と変わらぬ疲労感で効率の

良い運動が可能となることが示唆され

た．

本人担当部分：研究計画の立案し，生理

学的視点から結果を解釈し，発表内容の

検討を行った．

共同発表者：小西隆幸，杉山友香，谷口

結子，藤井愛美，野中紘士，伊藤健一
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18 エアマットレスは臥床時

の「換気」を制限するか－健

常者による基礎的研究 

- 
平成 26 年 10

月 

第 24 回日本呼吸ケ

ア・リハビリテーショ

ン学会学術集会（奈

良）

健常者を対象に，エアマットレスが臥床

中の呼吸機能に与える影響を明らかに

した．対象者にはエアマットレスと標準

マットレス上にて臥位を取らせ，一回換

気量，呼吸数などの呼吸機能を測定し比

較した．エアマットレス上臥位と標準マ

ットレス上臥位の間で呼吸機能に有意

差は認められなかった．胸郭のコンプラ

イアンスの良い者についてはエアマッ

トレスを使用しても，呼吸機能に変化を

及ぼさないことが明らかになった．

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った．

共同発表者：井上貴裕，伊藤健一，野中

紘士

19 各種植物レクチンのマウ

ス脾細胞を使用したマイト

ジェン活性と NK 活性

- 
平成 27 年 5

月 

日本家政学会第 67 回

大会（岩手） 

サトイモレクチン，ナタマネレクチン，

キントキマメレクチンを生成し，それぞ

れのレクチンのマイトジェン活性と NK

活性を ConA レクチンと比較した．ConA

と比べサトイモレクチン，ナタマメレク

チンに強いマイトジェン活性を認めた

が，キントキマメレクチンのそれは低か

った．4種類のレクチンの羊赤血球を指

標とした凝集活性は，サトイモレクチン

が最も弱い結果であったこれらレクチ

ンを加熱した場合には，凝集活性は認め

られるもののマイトジェン活性が消失

したレクチンもあった 一部レクチンに

は NK 活性も認められ，一部のレクチン

は免疫活性化に関与する可能性が考え

られた.

本人担当部分：NK 活性の測定を行った． 

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士

20 強制呼気筋の強度別筋活

動パターンの解明－無作為

割付，シングルブラインドに

よる検討 

- 
平成 27 年 6

月 

第 50 回日本理学療法

学術大会（東京） 

呼吸リハビリテーションにおける呼吸

筋トレーニングを効率良く実施するた

めに，強度別筋活動パターンを検討し

た．10%PEmax, 20%PEmax，30%PEmax の

抵抗を負荷した呼息時の腹直筋と内腹

斜筋，外腹斜筋の活動量を評価した．３

つの筋のうち,最も大きな活動量を示し

たのは内腹斜筋であった．ただし，その

活動量は 30%PEmax の負荷であっても

20%MVC 以下であった．通常の呼吸筋ト

レーニングでは 30%PEmax 程度の負荷が

推奨されるが,生理学的な視点でみた場

合，その負荷は弱すぎることが示唆され

た．

本人担当部分：研究計画の立案および発

表内容の検討を行った．

共同発表者：大木敦司，松中千明，野中

紘士，伊藤健一
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21 加熱による各種植物性食

品中のレクチンの変性 
- 

平成 28 年 5

月 

日本家政学会第 68 回

大会（名古屋） 

ボイルした食品からレクチンを精製し，

生のレクチンとの比較を試みた．金時マ

メとサトイモの試料においては，生と加

熱した状態では精製にあたってカラム

樹脂の種類が異なった．また電気泳動に

よるバンドの位置から生とは異種のタ

ンパク質に変性している可能性が推測

された．また，調理条件のわずかな違い

によりレクチンが熱変性していった可

能性が示唆された．ブロッコリーレクチ

ンについては，生ではマウス血球で全く

活性が検出されなかったが，加熱により

HA 活性を示し，その分子量は 200 万付

近の高分子になっていた．

本人担当部分：電気泳動による測定を担

当した．

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士

22 マスクを用いたスパイロ

メトリの妥当性と再現性
- 

平成 28 年 10

月 

第 26 回日本呼吸ケ

ア・リハビリテーショ

ン学会学術集会（横

浜）

マスクを用いたスパイロメトリの妥当

性と再現性を検証した．健常大学生 48

名の対象者に対し，マウスピース（MS）

とマスク（FS）を用いたスパイロメトリ

を実施した．計測項目は肺活量，一回換

気量，最大吸気量，1秒量，1秒率であ

る．今回計測した全ての項目において

MS と FS とで高い相関が認められた．同

様に全ての項目の 1 回目データ と 2

回目データとで高い級内相関が認めら

れた．本研究結果より，スパイロメトリ

の際にマウスピースの代わりにマスク

を用いることが可能であることが明ら

かとなった．

本人担当部分：結果解析および発表内容

の検討を行った．

共同発表者：伊藤健一, 野中紘士, 武田

匠平, 西川剛史, 奥田みゆき

23 加熱調理したキントキマ

メレクチンのマウス細胞へ

の影響

- 
平成 29 年 5

月 

一般社団法人日本家

政学会第69回大会(奈

良) 

本研究は，加熱したキントキマメに含有

されるレクチンの生体への影響を検討

することを目的とした．加熱試料から得

られたレクチンは，画分ごとに異なった

阻害糖を示し，この糖は生試料から生成

されたレクチンとは異種であった．生レ

クチンの耐酵素性は認められたが，加熱

試料の画分ごとの耐性は異なった．生レ

クチンは B16 細胞に対する成長阻害を

示したが，同濃度で細胞に添加した加熱

レクチンは増殖作用を示した．

本人担当部分：B16 細胞の成長阻害効果

の測定および結果の解析を行った．

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士，森秀治，豊村隆男，渡邊政博，中田

理恵子
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24 ラット高齢期低強度運動

による末梢神経の修復・再生

に対する促進効果 

-血清と末梢神経組織の脳由

来神経栄養因子（BDNF）・BDNF

受容体（NTRK2）発現量解析

に着目して

- 
平成 30 年 3

月 

第 19 回日本健康支援

学会年次学術大会（京

都） 

本研究では，高齢ラットに継続的な低強

度運動を実施し，血清と末梢神経組織の

BDNF および NTRK2 発現量解析により血

中から末梢神経組織への輸送が生じて

いるかを検討した．また，末梢神経組織

のBDNFおよびNTRK2量が増加した場合，

有髄線維の修復促進作用によって有髄

線維の形態が改善するか組織学的に検

討した．その結果、高齢ラットの 2週間

の低強度運動実施から，血中 BDNF と

NTRK2の一部は末梢神経組織に輸送され

ることが明らかとなった．また，末梢神

経組織の BDNF と NTRK2 の増加によりシ

ュワン細胞と軸索の修復シグナル伝達

が促進され，有髄線維の形態を改善させ

ることが考えられた． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：崎田正博，村上慎一郎，村

田伸，野中紘士，栗山みちる，小山梨穂，

斉藤彩夏，中田明里，齊藤貴文，磯部航，

熊谷秋三 

25 女性高齢者の浮き趾と身

体機能との関係 
- 

平成 30 年 3

月 

第 19 回日本健康支援

学会年次学術大会（京

都） 

本研究は，足底圧分布測定器を用いて浮

き趾の有無を判定し，上下肢筋力，全身

柔軟性，立位バランス，歩行などの身体

機能と浮き趾との関連を検討した．体力

測定会に参加した 65 歳以上の女性高齢

者 199 名を対象に浮き趾の有無，握力，

足趾把持力，大腿四頭筋力，長座体前屈

距離，開眼片脚立位時間，30 秒椅子立

ち上がりテスト(CS-30)，Timed Up & Go 

Test(TUG)，5ｍ最速歩行時間(5MWT)を測

定した．その結果，浮き趾がある女性高

齢者は足趾把持力が有意に低下したが，

歩行などの身体機能との関連は認めら

れなかった．また，浮き趾群では非浮き

趾群に比べ柔軟性が低下し，身長が低い

結果となり，高齢者特有の姿勢異常が関

与している可能性が予測された． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能． 

共同発表者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘

明，内藤紘一，安彦鉄平，白岩加代子，

野中紘士，堀江淳 
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26 地域在住高齢者における

プレサルコペニアの身体・認

知・心理機能特性 

- 
平成 30 年 3

月 

第 19 回日本健康支援

学会年次学術大会（京

都） 

本研究は、地域在住の女性高齢者を対象

に、正常な筋肉量を有する高齢者と比較

することで、筋肉量低下を生じたプレサ

ルコペニア高齢者の身体・認知・心理機

能の特性を明らかにすることを目的と

した。対象とした 199 名の女性高齢者の

うち、正常筋肉量群は 142 名（71.4％）、

プレサルコペニア群が 49 名（24.6％）

であった。サルコペニアの判定項目およ

び身体機能の比較では、プレサルコペニ

ア群で SMI（p<0.01）、握力（p<0.01）、

膝伸展筋力（p<0.01）、上体起こし

（p<0.01）は有意に低値を示した。一方、

通常歩行速度、最速歩行速度、長座体前

屈距離、開眼片足立ち時間、CS-30、TUG

においては、両群間に有意な差を認めな

かった。また、認知機能および心理機能

においても、すべての項目で両群間に有

意な差を認めなかった。本研究結果よ

り、サルコペニアの予防には、高齢者の

早期の筋力低下を把握することは重要

であり、筋肉量の測定がその重要な指標

となる可能性が示された。

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能．

共同発表者：森耕平，村田伸，白岩加代

子，安彦鉄平，岩瀬弘明，内藤紘一，野

中紘士，中野英樹，堀江淳

27 加熱調理したサトイモレ

クチンが免疫細胞へ与える

影響

- 
平成 31 年 5

月 

一般社団法人日本家

政学会第71回大会(徳

島) 

本研究では，生及び加熱したサトイモか

ら精製した糖阻害，酵素耐性，さらには，

生体に与える影響を免疫に関する遺伝

子を指標に検討した．その結果，加熱試

料から得られたれクチン（加熱レクチ

ン）の阻害糖の種類は，活性のある文革

では同一種類の糖であったが，その阻害

濃度は分画ごとに異なった．また，生試

料から精製されたレクチン（生レクチ

ン）と加熱レクチンとは阻害糖の種類は

若干異なった．また，生レクチンの耐酵

素性は認められたが，加熱試料のクロマ

トグラフィー分画ごとのその耐性は異

なった．さらに，マウス腹腔マクロファ

ージを生レクチン，および加熱レクチン

で処理した結果，LPS 誘導による炎症反

応が抑制されることが明らかとなった． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能．

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士，森秀治，豊村隆男，渡邊正博，中田

理恵子
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28 低学年の児童における運

動イメージ想起能力と身体

特性および運動能力との関

連 

- 令和2年 3月 

第 21 回日本健康支援

学会年次学術大会（那

覇） 

本研究は，低学年の児童を対象に，運動

イメージ想起能力が良好な児童と不良

な児童の身体特性および運動能力を比

較し，運動イメージ想起能力の運動能力

への関与について検討した．その結果，

メンタルローテーション課題の正答率

は全体 57.4±24.1%（174 名），良好群

89.6±7.6%（50 名），不良群 24.1±7.4%

（43 名）であった．不良群と比較して

良好群では握力，上体起こし回数，体支

持時間，立ち幅跳び距離が有意に高い値

であり，両足飛び越し時間が有意に低い

値であった．一方，月齢，身長，体重，

ローレル指数，性別，骨格筋量，長座体

前屈距離に有意差は認められなかった．

本研究結果より，低学年では運動イメー

ジ想起能力の高い児童は，低い児童と比

較して運動体力および運動技能が高い

ことが示された．これらの結果から，運

動イメージ想起能力は子どもの運動能

力に影響する因子であることが示され

た．

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能．

共同発表者：安彦鉄平，大野真悠，村田

伸，兒玉隆之，甲斐義浩，宮﨑純弥，宮

地諒，野中紘士，久保温子，満丸望，田

中真一

29 地域在住高齢者における

歩行速度とヘルスリテラシ

ーの関連 
- 令和2年 3月 

第 21 回日本健康支援

学会年次学術大会（那

覇） 

本研究は，地域在住高齢者の歩行速度と

ヘルスリテラシー，年齢や身体機能との

関連を検証することを目的に行った．歩

行速度で 2群に分けた結果，1.3m/sec

以上群は 206 名，1.3m/sec 未満群は 49

名であった。有意差を認めた指標は，年

齢，身長，教育歴，CCHL，握力，体重比

膝伸展筋力，足趾把持力，長座体前屈，

片足立ち保持時間，CS-30 であった．こ

れらを独立変数，歩行速度を従属変数と

し，ロジスティック回帰分析を実施した

結果，歩行速度に影響する要因として，

年齢（OR:0.940，95%CI：0.884-1.000），

身長（OR：1.055, 95%CI：1.004-1.109），

CCHL（OR：1.174, 95%CI：1.025-1.344），

CS-30（OR：1.151, 95%CI：1.060-1.250）

が抽出され，判別的中率は 83.5％であ

った．歩行速度に影響する要因に年齢，

身長，CCHL，CS-30 が抽出された．歩行

速度に年齢や身長，身体機能だけでな

く，ヘルスリテラシーが独立して影響す

ることが示唆された．

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能．

共同発表者：阿波邦彦，村田伸，岩瀬弘

明，白岩加代子，安彦鉄平，合田明生，

中野英樹，野中紘士，堀江淳
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30 加熱した白花豆からのレ

クチンの精製とその性質
- 令和2年 5月 

日本家政学会第 72 回

大会（高崎） 

本研究では加熱後の白花豆からレクチ

ンを精製し，その生物学的な性質を特に

レクチンの機能性に着目して研究した．

豆を乾熱と湿熱の条件で加熱した後，含

有されるレクチンをマウス赤血球凝集

活性を指標にしてアフィニティーカラ

ムにて精製した．マウス脾細胞を使用し

てマイトジェン活性を，さらにマウス

B16メラノーマ細胞を使用して細胞増殖

抑制効果を測定した．

白花豆に含有されているレクチンは，湿

熱及び乾熱の双方の条件でも加熱時間

に関わらず失活は認められなかった．生

と加熱を施した豆からそれぞれ同一の

アフィニティーカラムクロマトでレク

チンを精製した結果，溶出状態に差が認

められた．この結果は熱処理により何等

かの構造変化がタンパク質であるレク

チンに起こったことを示唆している．金

時豆レクチンに認められた B16 メラノ

ーマ細胞に対する増殖抑制作用が，同様

に生の白花豆レクチンにも認められた． 

本人担当部分：共同研究につき本人担当

部分の抽出は不可能．

共同発表者：畦五月，秋山純一，野中紘

士，中田理恵子

保健医療学部リハビリテーション学科

1342



年月日

平成23年5月

16日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成28年6月

～

平成31年3月

大阪府立大学地域保健学域の学部生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科目
内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の方
策」という題で合計2日間講義を実施した．対象は2
年生である．プレゼンテーション（Power Pointの
使用）により，授業を効率的に実施することができ
た．学生は，準備されたプレゼンテーション資料を
見ながら，必要に応じて，講義実施者の口頭説明を
それに書きこむことができ，確実に授業内容を把握
することができた．また，プレゼンテーションでの
提示とその資料配布により，学生の集中力低下によ
る授業理解の遅れを是正に努めた．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府立
大学学部生を対象に臨床教育を実施している．これ
までに，臨床講師として4年生2名，1年生4名を教育
指導した。4年生には，特定の患者をケースとして
持たせ，6週間評価・治療方法を教育・指導した．1
年生には2日間の実習で，主に精神科患者との交流
を促した．教科書からの勉強だけでは理解し得な
い，生身の患者を前にして実際の臨床現場を体感し
てもらい，普段の患者の様子を観察・評価・治療の
一連，または一部を経験できるよう促した．

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

2)プレゼンテーションの導入

1)作業療法士国家試験対策として自身の勉強方法
の提示

大阪府立大学地域保健学域の学部生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科目
内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の方
策」という題で合計2日間講義を実施した．対象は2
年生である．講義内で教科書的な定義や知識の理解
を促すだけでは，臨床経験がほぼ皆無の学生にとっ
て想像や理解が困難となる．そのため，できるだ
け，詳細に自験例を提示し，学生に覚えてもらいた
い知識を実際の患者に結びつけて理解できるように
工夫している．自験例は症例レベルから臨床研究レ
ベルまで幅広く提示している．

3)臨床的視点の強化を目的とした自験例の提示

国家試験受験生である大阪府立大学総合リハビリ
テーション学部の4年生を対象に国家試験対策の講
義をティーチングアシスタントとして実施した．国
家試験の効率的な勉強方法を，実施者が実際に使用
したテキストや教科書，その使い方などを伝達し
た．具体的には，有名参考書を2回解き，その際，
設問毎に考え得る周辺知識をそのテキストに書き込
む．1つの情報を他の類似する情報と紐づけること
により，知識の増大化を図り，自身で作る国家試験
対策用の参考書を持つように促した．最後に，国家
試験対策用のPC問題集で反復的に問題を解き，自身
の苦手領域を把握し対策を取るように促した．

事項 概 要

１　教育方法の実践例

内科系臨床医学　心理学　言語学
人間医工学　リハビリテーション科学・福祉工学

精神科リハビリテーション

精神病理学　精神科リハビリテーション医学　社会的認知・感情

4)学外，臨床現場での実践的な臨床指導・教育の
実践

研 究 分 野

教 育 研 究 業 績 書

令和 3年　3月 31日

氏名　福原啓太　　

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

社会的相互作用・対人関係　音韻論
障害者就労支援　統合失調症
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年月日事項 概 要

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

8)学外，病院外において，患者の生活活動範囲で
のフィールドワークの導入

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．臨床教育は病院の精神科デイケア内で
実施するため，患者の実生活を垣間見ることができ
ない．そのため，積極的に，患者と学生を病院外に
連れ出し，学生に患者の社会生活の実際を観察させ
た．例えば，患者の生活範囲や職業訓練所への順路
に患者，学生，臨床講師の3者で出向き，患者の様
子を観察させた．このフィールドワーク導入によ
り，学生に精神科患者の病院外での生活の一部を把
握させた。

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．臨床教育の場は病院の精神科デイケア
であったため，他職種との連携が重要である．学生
には，他職種の職能や実務について説明し，各職種
と必要に応じた関わり方が持てるように場面設定し
た．具体的には，患者の情報を作業療法士以外の他
職種から得るために，学生には質問事項をまとめさ
せ，目的となる他職種職員に学生の質問に答えても
らう時間を作ってもらった．それにより，学生が他
職種連携の実践的経験を得ることができた．

6)臨床教育に沿った医学文献を学生に提供し，要
約文・感想文を書かせることによる臨床と研究を
架橋する能力の指導

7)自己の臨床研究・症例報告の自験例を学生が模
倣できるように指導

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．その際，臨床現場で実際に起こる患者
の問題や疑問において，臨床講師の臨床研究・症例
報告の自験例をまとめた文献とその実際の患者を提
示した．それにより学生が，より臨床的で実践的な
技術を磨くことができるよう，また臨床講師の技術
を他の患者でも模倣できるよう指導した．

5)医療分野における社会人としてのマナー教育 大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府立
大学学部生を対象に臨床教育を実施している．これ
までに，臨床講師として4年生2名（各6週間），1年
生4名（各2日間）を教育指導した。臨床現場におけ
る社会人として，患者への対応，職員への対応を教
育した．学生には，「常に明るく」「笑顔で接す
る」「元気に挨拶」「対象者を敬う」といった基本
的な接遇・マナーを具体的に伝え徹底させた．また
それが患者にとって安心につながる支援になるとい
うことも教育した．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習を受ける4年生2名を対象に臨床教育を実施し
た．その際，臨床現場で実際に起こる問題や疑問に
対して，学術論文や著書を提供し，それを読ませ課
題として要約文・感想文を提出させた．これは，臨
床現場にて疑問が生じた際，迅速に適切な文献をレ
ビューし臨床疑問を解決する能力を育むために実施
した．その際，臨床疑問と提供した文献の趣旨が学
生の中で一致するように具体的に「文献を読んで○
○について述べよ」と課題を提示し指導した．

9)他職種連携・チーム医療の実践的指導
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年月日事項 概 要

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

令和元年6月14日

令和2年4月

～

令和2年9月

～

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．学生には，6週間の症例検討から得ら
れた臨床的経験を文書化し適切な症例報告とその報
告書作成をできるようにするため，また学生レベル
に留まらず臨床家としても一定レベルが確保された
症例報告を実施するため，質の高い症例報告となる
ように教育・指導した．具体的には，患者の評価に
おいて質的評価・量的評価の重要性を説き，主観
的・客観的の両側面から報告できるように教育し
た．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．学生のレポート課題提出において，電
子媒体（Word）の提出を試みた．臨床実習では，通
常レポートの書き直しが頻回に起きるため，Wordで
の課題提出と添削後の返却により，時間と紙代費用
削減に成功した．時間的削減により，効率化が進む
ため，結果的に，より情報量の多い教育・指導を学
生に提供することができた．また学生は紙の量が増
えずにすむため，情報の整理を容易にすることがで
きた．

10)レポート課題提出における電子媒体の利用

11)症例報告会の実施

12)学生による臨床講師への指導に関する評価の活
用

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府立
大学学部生を対象に臨床教育を実施している．これ
までに，臨床講師として4年生2名，1年生4名を教育
指導した．
全ての学生に，臨床実習終了後にお礼状とは別に臨
床講師宛に教育方針・方法の感想を用意した書面に
て記載してもらった．これにより，臨床講師は自己
の教育方法を振り返ることができ，かつ，次期学生
教育に役立てることができた．具体的な評価として
「全ての疑問に答えてくれてありがたかった」との
ポジティブ意見と「もう少し時間をかけて指導して
欲しかった」などのネガティブな意見があった．こ
れに対してはその都度教育方針の訂正ができてい
る．

13)授業外早期体験講義の実施 単位外（授業外）にて、学部1年生に対して、「精
神科作業療法の実践」について1時間講義を実施し
た。学部1年生は、精神医学領域の作業療法を学ぶ
経験がなく、その予備知識もない。精神科作業療法
に関して学ぶのは2年生前期である。また精神医学
領域という特性上、学部生にはイメージしにくい領
域である。そのため、一症例の紹介を通して、精神
科における作業療法の実践を早期体験講義形式で伝
達した。

作業療法評価学Ⅱ（精神）、作業療法評価学演習Ⅱ
（精神）において、各15回（合計30回）の遠隔講義
を実施した。ZOOMとGoogleClassroomを駆使し、学
生に最大限不利益が生じないように、レジュメの配
布、レジュメと表示資料の対応などを考慮した。さ
らに、できる限りスムーズな学習がはかれるよう
に、数回の対面授業を実施した。

14)新型コロナウイルス禍に対応した遠隔講義と対
面講義のハイブリット授業の展開

医学映像教育センターが提供しているスマコク
forPT/OTというeラーニングサービスを使用して授
業を展開した。eラーニングによる国試対策によ
り、平常の授業と国家試験問題を結びつけ、理解促
進を図った。

15)eラーニングを用いた授業展開
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年月日事項 概 要

令和2年2月

～

17)医療現場における各主 令和2年9月

～

16)eラーニングを用いた国家試験対策の展開 奈良学園大学では国家試験対策を1年次生より導入
している。医学映像教育センターが提供しているス
マコクforPT/OTというeラーニングサービスを使用
して、2月に複数回にわたり国家試験問題を学生に
触れさせ、その後、確認テストを実施している。

作業療法評価学演習Ⅱ（精神）において、各種主義
やモデルの使用を各学生に割り振り、自分自身の主
張を通しながらディスカッションをすることで、一
つの主義に固執することのデメリットの理解を体験
する授業を展開した。
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年月日事項 概 要

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成27年

6月20日

平成27年

8月29日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成28年6月

～

平成29年3月

平成29年5月

～

平成30年3月

平成30年8月1日

～

平成31年3月31日

大阪府立大学地域保健学域の2年生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科目
内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の方
策」という題で合計2日間講義を実施した．その際
に使用するレジュメ講義資料としてプレゼンテー
ション（Power Point）の全スライドを学生に配布
している．本講義で解説している領域について，そ
の資料だけでおおよその全体像から細部まで把握で
きるように，つまりハンドブック的に使用すること
を想定して作成している．

大阪府立大学地域保健学域の2年生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科目
内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の方
策」という題で合計2日間講義を実施した．その際
に配布するレジュメ講義資料（教材）は穴埋め式と
なるように作成している．穴埋め式にすることで，
学生が授業に集中して取り組めるように工夫してい
る．また，穴埋め式文章は，受動的な受講スタイル
ではなく，自ら考える時間を確保することによる能
動的な受講スタイルとなるという利点もある．

大阪府立大学学長より大阪府立大学地域保健学域臨
床講師の称号を左記の期間付与されている．称号の
付与には臨床経験，大阪府立大学学部生への臨床実
習指導経験と履歴書が考慮されている．

2)大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学
研究科研究科長による評価

大阪府立大学地域保健学域教授の教員による推薦
で，年に2日間，講義を実施している．ティーチン
グアシスタントとしての推薦であるが，2コマ分を
完全に1人で授業を実施している．内容は，自身の
研究領域である「統合失調症の社会的認知機能の障
害と支援の方策」がテーマである．本講義では学生
に馴染みのない精神科患者について最新の知見を交
え，詳細に病態について教育している．最初の推薦
以来，3年連続で推薦して頂いている．

4)大阪府立大学学長による評価

3)大阪府立大学教員（教授）による評価

1)大阪府立大学教員（助教）による評価

2)穴埋め式の教材

２　作成した教科書，教材

３　教育上の能力に関する大学等の評価

大阪府立大学地域保健学域助教の教員による推薦
で，第49回日本作業療法学会のシンポジウム7精神
科作業療法がなすべきこと～作業療法の効果を示す
ための臨床研究～のシンポジストに選任された．

大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究
科研究科長による推薦により、第3回全国作業療法
学系大学院ゼミナール in Osakaにおいて，研究報
告会第2座の座長に選任された．4人の研究者の発表
（内1名は欠席）について座長としての責務を果た
した．

1)講義における配布資料の工夫
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年月日事項 概 要

平成25年

8月6日～

平成31年3月

平成27年

3月14日

四条畷学園大学リハビリテーション学部の臨床実習
指導者として，臨地見学実習ⅠおよびⅡにおいて四
条畷学園大学作業療法学専攻学部生11名に対しそれ
ぞれ2日間の臨床指導・教育を実施した．大阪府立
大学の臨床実習指導者・臨床講師として，「作業療
法臨床実習Ⅰ」および「作業療法臨床実習Ⅳ」にお
いて，大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー
ション学類作業療法学専攻の学生8名に対して，28
日間（うち4名は2日間）の臨床指導・教育を実施し
た．
受け入れに際して，以下のことに留意した．
・実際の精神科の臨床現場（精神科デイケア）にお
いて，精神科患者に対する評価・治療についてを，
患者との関りを通して指導した．
・患者と関わる経験の乏しい学生に対して，指導者
による患者へのコミュニケーション，評価，治療の
一連を間近で観察させた．
・必要に応じて指導者・臨床講師の指導のもと学生
にそれら一連を実践させた．
・学生を患者の中に放置するのではなく，患者と適
切な交流が持てるように，学生と患者が自然に会話
を開始できるように会話開始時には指導者が両者を
つなぎあわせた．
・事前に担当教員から学生の情報を聞き，特性を踏
まえて患者との関りを援助した．例えば，内気な学
生には手厚く患者と話ができるようサポートした．
・事前に学生自身から自己PRを聞き，もし，特技が
あるなら，患者の前で披露させ，患者との関り初め
が容易になるようにサポートした．
・他職種連携の経験ができるようにするため，デイ
ケア内の作業療法士以外の職種にも相互に声をかけ
させ，さらに，デイケア外の職種（医師，精神保健
福祉士，訪問看護師）との関りも持てるように場面
を設定した．
・学生の実習中に湧き出た疑問全てに答えられるよ
うにするため，時間の許す限り，学生に対する
フィードバックを行った．
・学生が体調不良に陥らぬよう，睡眠時間の確認と
その確保，休憩の促しとその都度の課題量の調節を
行った．
これらにより，通常授業によって得ることのできな
い実践的教育指導を学生に提供することができた．

1)大学から受け入れた実習生に対する実習指導
（作業療法臨床実習など）

（実習指導）

４　実務の経験を有する者について特記事項

1)製薬会社からの講演依頼 ヤンセンファーマ株式会社主催のXeplion Patient
Focus Meeting（於ホテル日航大阪）より依頼を受
け講演を実施した．演題名は「ゼプリオンに対する
当事者評価　デイケアスタッフ（作業療法士）から
みた変化～薬物療法と非薬物療法の効果～」とし，
2事例を挙げて薬物療法と非薬物療法（作業療法）
の相乗的な効果についての講演を実施した．
講演にはPowerPointスライドを用い、薬物療法と非
薬物療法（作業療法など）が患者の治療において両
輪の関係であるというモデルを提示し、製薬会社職
員、聴衆（医師、薬剤師など）に、非薬物療法の重
要性について説明した。また、実際の活動中の患者
の写真や動画をスライド内で用い、活動量の変化を
視覚的に提示した。その時の、座長（医師）や製薬
会社職員からは、患者の活動の変化を引き出したこ
と、スライドの説得力について好評を得た。

（講演依頼）
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年月日事項 概 要

平成28年

10月20日

令和2年

12月26日

平成27年

8月12日

平成29年

2月22日

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル教育
接遇委員会から講師依頼を受け，全職員対象に「統
合失調症の社会的認知機能障害」について講義し
た．精神科病院内において，統合失調症患者の奇異
な行動に対し，しばしば病院職員は理解を示すこと
ができない．それにより患者の病状を適切に解釈す
ることができず，対応に戸惑いが生じてしまう．そ
の様な奇異な行動が出現するメカニズムを社会的認
知機能障害の観点から最新の知見を交え解説した．
これにより，受講職員の統合失調症患者の行動に対
する洞察力を高めることに努めた．

2)病院精神科デイケア職員に対するチーム医療・
連携・相互理解を図るための研修

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル精神
科デイケア内職員向けに，チーム医療・連携・相互
理解を高めるための講義を実施した．他職種のそろ
う精神科デイケアは患者を多面的に支援する利点は
あるが，反対に職種とその考え方の違いによる職員
間・職種間の不理解がしばしば生じる．それぞれの
医療に対する主義が対立するとき，各々に多大なる
ストレスが生じそれは間接的に患者の不利益につな
がる可能性がある．そこで，「方法論的自覚と多元
主義」というテーマで，各職種や各個人が独自に持
つ主義は無意識の間に教育と自己の経験の中で確立
されたものであることを説き，自己の主義の方法論
やその限界について自覚すること，さらに他職種も
また各々の中で確立されたものであることを共通認
識とし，患者の問題に対し，その都度，どの主義が
最もその問題に対応し得るかを話し合うことが良
い，とされる多元主義の考え方について講義した．
その成果として，各職員は自己の方法論について自
覚を持ち始め，さらに他職種の方法論に対して興味
を持ち始め相互理解が高まった．

2)北摂四医師会からの講演依頼

3)学校法人ミスパリ学園　ミス・パリ　エステ
ティック専門学校　大阪校からの講演依頼

（企業内教育）

1)病院内職員の教育・接遇・育成を図るための研
修

第19回北摂四医師会神経性氏に学研究会（共催：大
日本住友製薬株式会社）（於大阪医科大学）より依
頼を受け演題発表を実施した．演題名は「精神科デ
イケアにおける，複数疾患に対するメタ認知トレー
ニング（MCT）の実践」とし，6名の患者（統合失調
症，うつ病，強迫性障害，発達障害）を介入実施前
後での比較し検討した結果を報告した．MCTは複数
の疾患に対して効果があることが示唆された．
講演はPowerPointスライドを用いて実施した。多職
種の聴衆（医師、看護師、臨床心理士、精神保健福
祉士、作業療法士など）にわかりやすく伝えるため
に、患者の客観的データによる変化と一人一人の変
化について細かく端的に、メタ認知トレーニングの
効果を説明した．

ミス・パリエステティック専門学校より講演依頼を
受け、「精神障害・発達障害の実態や対応につい
て」という演題で講演を行った。当該専門学校のみ
ならず、多くの学校教育現場において、精神障害ま
たは発達障害の学生あるいはスムーズな学習が困難
な学生が在籍している。医学、リハビリテーション
学、障害学などに精通していない高等教育現場は多
く、適切な対応や合理的配慮の方法に苦慮している
ところである。当該専門学校ではそのような事案に
いち早く対応できるよう、精神障害、発達障害に精
通した本申請者に依頼し、当該専門学校の教員・事
務員向けに講演会を実施した。申請者はそれに応え
るべく、スムーズな学習が困難な学生に対する対応
方法について講演を行った。

保健医療学部リハビリテーション学科

1349



年月日事項 概 要

平成29年

6月8日

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル教育
接遇委員会から講師依頼を受け，全職員対象に「精
神科リハビリテーションにおける作業療法」につい
て講義した．精神科における医療は他職種による関
りが多く，職能の相互理解が良好なほど患者に利益
をもたらと推測される．そのため，精神科領域で作
業療法士が患者に「していること」を知ってもらう
ことは患者にとっても，他職種にとっても，我々作
業療法士にとっても意義がある．しかし，他職種ら
は作業療法がの目的や効果を適切に説明できる者は
少ない．そのため，他職種でもわかりやすいよう
に，身近な例から一般的な解釈，学術的な解釈など
あらゆる方面から作業療法について解説・講義をし
た．これにより，作業療法士への他職種からの理解
を高めることに努めた．

3)病院内職員の教育・接遇・育成を図るための研
修
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年月日事項 概 要

平成30年4月

～

現在

令和元年12月8日

令和元年12月8日

令和元年12月8日

平成27年10月

平成27年12月

第34回大阪府作業療法学会において、演題賞を選定
する審査員をした。

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタルにお
いて作業療法士後輩職員に対し，学会での学術発表
を行えるように，その全般（執筆・発表）を教育・
指導した．※以下の学会発表欄「長期入院患者が街
に出た！！～退院促進プログラムの取り組みより
～：第23回日本精神障害者リハビリテーション学会
高知大会」

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタルにお
いて作業療法士後輩職員に対し，学会での学術発表
を行えるように，その全般（執筆・発表）を教育・
指導した．※以下の学会発表欄「人と人をつなぐこ
とを目的としたプログラムの有効性―同性集団活動
による対人関係の変化―：第20回日本デイケア学
会」

2)臨床現場の後輩への学術的指導

（研究員）

１）大阪府立大学　客員研究員

５　その他

1)臨床現場の後輩への学術的指導

大阪府立大学大学院　総合リハビリテーション学研
究科において、客員研究員に任命されている。客員
研究員として大阪府立大学大学院田中寛之研究室に
所属し研究を継続している。

（学会活動）

1）第34回大阪府作業療法学会　座長 第34回大阪府作業療法学会の一般演題4において3演
題について、座長として学会を取り仕切った。

2）第34回大阪府作業療法学会　運営委員

3）第34回大阪府作業療法学会　当日演題審査員

第34回大阪府作業療法学会の運営委員として、学会
運営に従事した。
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年月日事項 概 要

年月日

平成23年

4月27日

平成25年3月

平成30年3月

公認心理師免許 令和3年

平成23年4月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

平成31年3月

令和2年9月

～

３　実務の経験を有する者についての特記事項

博士（保健学）

なし

1)臨床歴及び実務歴 医療法人達磨会東加古川病院作業療法室において作
業療法臨床業務に従事
平成23年度は急性期病棟および慢性期解放病棟を担
当
平成24年度は慢性期閉鎖病棟および認知症病棟を担
当
各病棟において、病期・疾患に合わせた精神科作業
療法を入院患者に提供。精神科作業療法内容とし
て、創作活動、身体活動、音楽療法、レクレーショ
ン活動、映画鑑賞、外出訓練などを実施。

２　特許等

事項 概 要

１　資格，免許

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

第65193号

修士（保健学） 大阪府立大学　第76号
論文題目「統合失調症における心の理論・語用論的
能力と社会的行動に対する判断障害の関連」

株式会社ハーティケア　訪問看護ステーションここ
ろ　にて、作業療法士として訪問看護業務に従事し
ている。頻度は週1回
これまで、6名の利用者を担当し、そのうち5名を主
担当として従事した。

作業療法士免許

大阪府立大学　第30号
論文題目「慢性期統合失調症患者の非形式言語の理
解及び表現能力に関する研究」

第3回公認心理師試験（令和2年12月20日実施）合格
（令和3年2月12日合格発表）
※資格登録申請中（R3年5月6日現在）

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル精神
科デイケアにおいて臨床業務に従事
病院運営として禁煙委員会委員長，広報委員会委員
長を兼任
平成29年10月より精神科デイケア主任として臨床業
務・管理業務に従事
精神科デイケア内にて、対象患者に対し、社会的認
知機能訓練、神経認知機能訓練、社会技能訓練、創
作活動、日常生活訓練、リラクゼーション活動、レ
クレーション活動、外出訓練などを提供。
委員会活動として、病院広報誌作成、精神科デイケ
アホームページ作成、敷地内全面禁煙活動の推進、
敷地内外の巡回と清掃活動の指揮などを実施。
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年月日事項 概 要

平成24年12月

～

現在に至る

平成31年4月

～

令和元年3月

精神科領域に勤務する作業療法士が有志で集まり，
作業療法士として相互に研鑽するために精神科OT研
究会を発足した．立案初期メンバーである．2ヶ月
に1回の頻度で研究会の集会を執り行い，メンバー
による講義や症例報告を実施している．平成28年4
月1日より運営強化を目的に常任理事を設定し，そ
の中で副理事長に就任し，現在に至る．これまでに
臨床に従事する作業療法士に向けて4回講義や症例
報告をしている．
平成31年4月より令和2年12月に至るまで理事長に就
任した。

3)臨床指導および臨床活動継続の実施 大学教員として大学に勤務する傍ら、週1日程度、
前職場である医療法人美喜和会美喜和会オレンジホ
スピタルリハビリテーション科にて臨床指導を行っ
た。精神科一般病棟、精神科急性期病棟、認知症治
療病棟、精神科デイ・ケアにて、勤務する作業療法
士に臨床指導、教育を行った。また、申請者自身も
臨床活動実践を継続した。

2)精神科OT研究会の運営
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年月日事項 概 要

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

令和元年6月22日

令和2年6月20日

令和元年6月26日

令和元年7月13日

令和元年8月28日

令和元年9月28日

令和2年1月25日

令和2年3月14日

令和2年10月31日

令和2年11月23日

令和3年2月4日

作業療法学専攻の学部生3年生4年生を対象とした、
評価／検査測定実習・総合臨床実習について、実習
の手引き（要綱）作成、実習資料の作成や実習候補
地開拓を行っている。

2)実習ワーキンググループ 保健医療学部リハビリテーション学科の１～4年生
の学部生を対象にした実習全般における作業を行っ
ている。臨床実習指導者会議における出欠状況を管
理している。

3)学生生活部会　国家試験対策 学生が受験する理学療法・作業療法国家試験の対策
委員として、実働している。内容は国家試験対策用
書籍の購入と管理、学生向けガイダンス、保護者向
けガイダンス、模擬試験の設定、国家試験対策e
ラーニングソフト（スマコク）の管理、年度予算の
管理をしている。

4)図書委員 教員図書委員として、推薦図書、専攻別推薦図書の
管理をしている。

6)国家試験対策専用ソフト（スマコク）説明会 国家試験対策ソフト（スマコク）を学生が使用でき
るように教員がソフトの中身を把握することを目的
とした説明会に出席した。

保護者にむけて、奈良学園大学の学生向け国家試験
対策についてのビジョンを説明した。

1)実習部会【作業】評価／検査測手実習・総合臨
床実習

5)保護者懇談会　国家試験対策委員のガイダンス

9)奈良学園大学　入学試験　面接官　試験官

(大学内業務)

奈良学園大学AO入試面接官をした。
奈良学園大学一般入試　試験副監督をした。
奈良学園大学一般入試　面接官をした。

7)奈良学園大学オープンキャンパス　ミニ講義担
当

次年度の奈良学園大学の入学希望者に向けたオープ
ンキャンパスにて、高校生に向けて「認知機能と生
活とリハビリテーションの世界」という題目でミニ
講義を実施した。

8)FD・SD委員会主催研修会（シラバス・ハラスメ
ント）出席

シラバス作成についての注意事項、ハラスメントに
ついてのワールドカフェ形式での研修会に出席し、
シラバスとハラスメントについての知識を深めた。
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年月日事項 概 要

令和元年10月

～

現在に至る

令和元年12月

22日

令和2年2月15日

令和2年2月19日

令和2年10月15日

令和3年2月17日

令和2年7月7日

次年度の奈良学園大学の入学希望者に向けたオープ
ンキャンパスにて、高校生に向けて「人の気持ちに
寄り添う作業療法」という題目でミニ講義を実施し
た。

奈良学園大学のハラスメント相談員に就任し、学
生、教職員からのハラスメントの相談窓口を担当す
ることになった。

11)奈良学園大学オープンキャンパス　ミニ講義担
当

10)高校訪問大学説明 関西大倉高等学校進路指導室担当者に本学リハビリ
テーション学科の特色について説明した。

高校生向けにリハビリテーション職（理学療法士・
作業療法士）の職業について説明をした。

12)高校生対象大学ガイダンス　ミニ講義

10)ハラスメント相談員　就任
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年月日事項 概 要

平成25年

5月31日

平成25年

平成26年

4月1日

～

平成29年

3月31日

3)研究助成

2)大阪府高槻市立図書館との連携

大阪府立大学大学院博士前期課程在学中に第一種奨
学金を借り受けしていたが，特に優れた成績を挙げ
たと認定され，奨学金の返還を一部免除された．

1)日本学生支援機構理事長からの認定証の授与

４　その他

これまで，大阪府高槻市の市立図書館では，その貸
出可能利用者を高槻市に在住，在勤，在学の者，ま
たは高槻市内に入院する患者のみを対象としてき
た．そこで，美喜和会オレンジホスピタルと高槻市
立阿武山図書館を通して高槻市中央図書館館長と間
接的に交渉することにより，高槻市外に在住する精
神科デイケア利用患者も図書貸出可能という許可を
もらうことができた．これにより，デイケアを利用
する高槻市外在住の患者も図書館にて図書と触れ合
うことができるようになり，社会生活の幅をひろげ
ることができた．

大阪府作業療法士会にて「統合失調症セルフエフィ
カシー研究会」の研究員として年間10万円（3年間
で合計30万円）の研究助成を受けた．
研究代表者：小川泰弘
研究員：◎福原啓太，長池将太，梅田錬
平成26年度：「統合失調症者のセルフエフィカシー
に関する文献レビュー」（学会報告として）
「統合失調症者セルフエフィカシー研究会活動報
告」（報告書として）
平成27年度：「統合失調症者の就労に関する自己効
力感尺度「Work – Related Self – Efficacy
Scale」の作成」（学会報告として）
「統合失調症者セルフエフィカシー研究会平成27年
度活動報告」（報告書として）
平成28年度：「就労関連自己効力感尺度 Work-
related self-efficacy scale WSES日本語版の信頼
性・妥当性の検討」（学会報告として）
「表題：精神障害者の就労関連自己効力感尺度日本
語版（WSS-J）作成の試み」（報告書兼学術誌短
報）
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年月日事項 概 要

平成28年

4月1日

～

平成31年

3月31日

平成28年

5月31日

平成31年4月

～

令和5年3月

令和元年

令和2年4月

～

令和5年3月

令和2年

大阪府作業療法士会にて「生体医工学的指標・生活
研究会」の研究代表者として年間10万円（3年間で
合計30万円）の研究助成を受けた．
研究代表者：◎福原啓太
研究員：小川泰弘，森泰祐
平成28年度：「精神疾患患者を対象とした，生体医
工学技術を用いた客観的指標の検討」（学会報告と
して）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会平成28年度
活動報告」（報告書として）
平成29年度：「精神科生体医工学的指標・生活研究
会　H29年度研究報告」（学会報告として）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会　平成29年
度　活動報告」（報告書として）
平成30年度：「：統合失調症の情動表出能力につい
て～精神科生体医工学的指標・生活研究会　H30年
度研究報告～」（学会報告として）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会　平成30年
度　活動報告」（報告書として）

4)研究助成

研究課題/領域番号：20K19122
統合失調症の感情表現障害が対人交流に与える影響
の調査および治療技法開発の研究
概要：統合失調症はおおよそ100人に1人が発症し、
感情の「理解」と「表現」の障害を含む多彩な症状
により社会参加に制限をきたすことがある精神障害
である。本患者が、円滑に社会参加、対人交流をす
るために感情の理解と表現の障害を改善することは
重要である。本研究では、主に感情の表現について
とりあつかい、本邦における統合失調症患者の感情
表現（音声と表情）における障害特性を明らかにす
る。また、社会参加に重要である対人交流技能を評
価し感情表現能力との関連性を検証する。さらに、
感情表現障害に対する治療可能性について確認す
る。

研究課題/領域番号：19K11421
認知症高齢者における重症度・居住形態別ADLリハ
ビリテーション戦略の構築
概要：認知症者のADL障害の背景因子として, 認知
機能障害, 行動心理学的症候, 身体活動量など様々
な要因が指摘されている。先行研究の多くは, 交絡
因子の調整が不十分であること, 重症度に合わせた
適切な評価指標が用いられていないこと, など限界
を有していた。しかし, 重症度に応じた評価指標を
導入することによって, ADL障害の背景要因が重症
度によって異なることを明らかにできると考えてい
る。本研究では,重症度別の検討に加えて, 在宅・
入院・入所と居住形態をも層別化してADL障害に関
連する要因を明らかにし, 得られた知見に基づいて
重症度別・居住形態別のADL障害へのリハビリテー
ション戦略を構築する。

6)2019年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助
成

課題名：統合失調症患者のVocal Expression
Abnormalitiesにおける障害の同定と精神症状と生
活機能との関連に着目して

7)科学研究費　若手研究（研究代表者）

5)科学研究費　基盤研究（C）（共同研究者）

大学院博士後期課程在学中に第一種奨学金を借り受
けしていたが，特に優れた成績を挙げたと認定さ
れ，奨学金の返還を一部免除された．

5)日本学生支援機構理事長からの認定証の授与

8)2020年度奈良学園大学保健医療学部共同研究助
成

課題名：精神障害者の雇用継続における促進・阻害
要因における実態調査～企業に向けたインタビュー
による質的研究～
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
なし

（学術論文）
単著 平成25年3月

共著 平成25年10月

共著 平成26年3月

近年，統合失調症患者の心の理論能力と共に語
用論的言語の理解能力が注目されている．本研
究では，地域に住む慢性期統合失調症患者28人
と健常者28人を対象に比喩・皮肉理解の能力と
ToM能力，社会常識テストを実施した．その結
果，我が国においても統合失調症患者は語用論
的言語の理解能力が障害されていた．また統合
失調症患者において，比喩理解能力と基本的な
認知機能に関連があり，心の理論の障害や皮肉
を文字通りに解釈する傾向は非社会的行動への
認識の低下と関連していることが示唆された．
A4判　全60頁

2　重度認知症者のための認
知機能検査 − ‘Severe
Cognitive Impairment
Rating Scale’日本語版の
臨床的有用性の検討 −
（査読付）

「老年精神医学雑誌」
第24巻第10号
P.1037～P.1046

重度認知症患者にとって既存の認知機能検査は
難易度が高く，残存する認知機能を詳細に把握
することが困難である．海外では，重度認知症
患者の認知機能検査として，Severe Cognitive
Impairment Rating Scale (SCIRS)が開発されて
いる．本研究では，SCIRSの日本語版を作成し，
臨床的有用性を検討した．その結果，既存の検
査では床効果を示した患者に対しても，SCIRSを
用いてより詳細に認知機能を判別できた．以上
より，日本語版SCIRSは重度認知症者の残存する
認知機能を詳細に幅広く測定可能な検査である
と考えられた．
共著者：田中寛之，植松正保，永田優馬，◎福
原啓太，内藤泰男，大西久男，西川隆
本人担当部分：認知機能検査の検査者としての
実施，データ収集

1　統合失調症における心の
理論・語用論的能力と社会
的行動に対する判断障害の
関連
（修士論文）

大阪府立大学

3　認知症患者における認知
機能，ADL，BPSDの関連性
重度認知症患者に着目して
（査読付）

認知症患者の認知機能，日常生活活動（ADL），
周辺症状（BPSD）の関連性を明らかにするた
め，94人の入院患者を対象に認知機能検査，ADL
検査そしてBPSDの検査を実施した．その結果，
入院中の認知症患者において，ADLが高ければ認
知機能障害が軽度であり，移動能力が高い程，
BPSDが増悪していることが明らかになった．ま
た，重度認知症患者においては，認知機能検
査，ADL検査において，いくつかの床効果を示し
た．そのため，重度認知症患者向けの各検査が
必要であると思われた．
共著者：田中寛之，植松正保，小城遼太，永田
優馬，◎福原啓太，内藤泰男，大西久男，西川
隆
本人担当部分：認知機能検査の検査者としての
実施，データ収集

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「老年精神医学雑誌」
第25巻第3号
P.316～P.323
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年3月

共著 平成27年6月

共著 平成28年4月 重度認知症者のQOL（quality of life）評価に
は，軽度～中等度認知症用のQOL尺度が用いられ
てきたが，近年，そのQOL概念の枠組みは異なる
と示唆されている．本研究では，36人の重度認
知症者を対象に，軽度～中等度認知症用のQOL尺
度を用いて，重度認知症者に対する適応性を検
討した．QOL評価には，自己評点式尺度と代理評
点式尺度をそれぞれ2種類使用した．適応性の検
定の結果，4尺度の内の1尺度内における2項目の
み適合基準を満たした．以上より，重度認知症
者に対する従来のQOL尺度の適応性には限界があ
ると考えられた．
共著者：永田優馬，田中寛之，石丸大貴，植松
正保，◎福原啓太，小川泰弘，内藤泰男，西川
隆
本人担当分：研究計画立案時の提言

リハビリテーション医療系学生は，授業や課題
の多さ，長期実習，国家試験など多くのスト
レッサーが長期に継続する特徴がある. それら
が学生の「学習性無気力」の状況と関連すると
考え，学生の抑うつ傾向，心理的状況を調査し
た. その結果，抑うつ傾向・ストレス反応が高
くまた自尊感情は低い状況が明らかになった.
また家庭内に相談できる人物が多いこと，睡
眠・休養・食事の生活リズムが確立しているこ
とが，抑うつ傾向を抑えることが示された. 学
生生活や精神状態について家族と情報を共有す
ること，また生活リズムの確立に向けた援助
が，教員として必要であると考えられた．
共著者：西田斉二，橋本世奈，◎福原啓太，田
丸佳希，杉原勝美，北山淳
本人担当部分：学生に関する客観的意見の提言

5　Development of the
Cognitive Test for Severe
Dementia
（重度認知症のための認知
機能テストの開発）
（査読付）

「Dement Geriatr Cogn
Disord」40(1-2)
P.94～P.106

中等度から重度の認知症患者に対して既存の認
知機能検査は床効果を示し，特に重度認知症者
に対しては残存する認知機能を測定することが
できない．我々は，7つの認知機能の領域をカ
バーする13項目からなる重度認知症患者向けの
認知機能テスト（the Cognitive Test for
Severe Dementia; CTSD）を開発し，その信頼性
と妥当性を検討した．CTSDは床効果を示さず，
また信頼性と妥当性も確認できた．CTSDは他の
認知機能検査と比較して重度認知症患者の残存
する認知機能を鋭敏に測定することができた．
共著者：Tanaka H, Nagata Y, Takebayashi T,
Hanada K, Inokawa M,◎Fukuhara K, Ogawa Y,
Haga D, Kakegawa Y, Nishikawa T（他1名）
本人担当分：認知機能検査開発に対する提言，
認知機能検査の検査者として評価，データ収集

「四条畷学園大学リハビ
リテーション学部紀要」
第9号
P.27～P.34

「老年精神医学雑誌」
第27巻第4号
P.429～P.437

4　リハビリテーション医療
系学生の抑うつ状況につい
て：学習性無気力の観点か
ら
（査読付）

6　重度認知症に対する従来
のQOL尺度の限界
（査読付）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年8月

（accepted）

共著 平成29年10月

共著 平成30年1月

近年，大学生の学力低下，特に「国語能力」の
低下が大きな問題となっている．本研究では，
医療系大学1年生28名を対象に，日本語能力（語
彙・文法能力）と，主要必須科目成績との関連
性について検討した．その結果，前期GPAが日本
語能力を有意に説明でき，また比較的強い正の
相関を示した．つまり，日本語能力が1年生前期
の総合的な学力に影響することが示唆された．
そのため，入学前後に語彙や文法を学習するこ
とは学生の大学における学業適応に有効である
と考える．
共著者：西田斉二，◎福原啓太，田丸佳希，杉
原勝美
本人担当分：研究計画立案時の提言，学生に関
する客観的意見の提言

近年，統合失調症患者の語用論的言語理解能力
が注目されている．我々は統合失調症患者34人
と健常者34人に対して，心の理論課題，比喩皮
肉文課題，社会常識テストを実施した．その結
果，全ての課題において，患者群は健常群より
も有意に障害されていた．また患者群内におい
て比喩理解能力と正常行動理解能力，皮肉理解
能力と異常行動理解能力の間に有意な相関がみ
られた．統合失調症患者の社会的認知機能障害
はこれら2つの語用論的要因を含んでいることが
示唆された。
共著者：◎Fukuhara K, Ogawa Y, Tanaka H,
Nagata Y, Nishida S, Haga D, Nishikawa T
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

精神疾患を有する患者を対象とした課題特異的
な自己効力感尺度はいくつか開発されている
が，就労に関連する日本語の自己効力感尺度は
見当たらない．そこで諸外国で既に用いられて
いる就労関連自己効力感尺度（Work-related
self-efficacy scaleの日本語版；WSS-J）の作
成を試みた．本尺度は精神科患者自身による使
用を想定しているため，文章の理解のしやすさ
が求められた．本研究では，プレテストの実
施，文章の精度を整えた後，逆翻訳と原文との
比較も実施した．今後，本尺度の信頼性・妥当
性の検討が必要である．
共著者：小川泰弘，◎福原啓太，長池将太，梅
田錬，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆補助，
データ収集・分析）

「大阪府作業療法ジャー
ナル」第31巻第2号
P.148～P.152

「第30回教育研究大会・
教員研修会誌」
（in press)

9　精神障害者の就労関連自
己効力感尺度日本語版
（WSS-J)作成の試み
（査読付）

「Journal of
Psycholinguistic
Research」
vol.46(5)
P.1309～P.1318

8　Impaired
Interpretation of Others'
Behavior is Associated
with Difficulties in
Recognizing Pragmatic
Language in Patients with
Schizophrenia
（統合失調症において他者
の行動の理解障害は語用論
的言語理解障害と関連して
いる）
（査読付）

7　リハビリテーション医療
系大学1年生の日本語能力と
科目成績の関連性について
の検討
（査読付）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著 平成30年3月

共著 平成30年6月

共著 平成31年1月

11　Clinical Utility of
the Cognitive Test for
Severe Dementia: Factor
Analysis, Minimal
Detectable Change, and
Longitudinal Changes.
（査読付き）
（重度認知症向けの認知機
能検査［CTSD］の有用性に
ついて：因子分析と最小可
検変化量、そして縦断的変
化）

不安を根底にもつ強迫症/強迫性障害には、一般
的に薬物療法や認知行動療法(CBT)が適用され
る。一方で作業療法を用いた明確な治療的介入
方法はあまり見当たらない。本稿では、作業活
動をCBTの一技法であるdistractionとして応用
させることで、不安や強迫観念により社会生活
に制限のあった患者の不安、自己効力感そして
社会生活の改善が認められたため、その報告を
する。最後に、Distractionは不安や認知の歪み
を根本的に解決する手段というよりも、即時的
に不安や強迫観念から脱却し充実した社会生活
を送れるようになることの一手段として有用で
あるということを提唱したい。

◎福原啓太, 田中宏明, 西田斉二, 小川泰弘,
森泰祐, 西川隆
本人担当分：論文執筆、データ整理、対象者介
入を含む研究の全工程

大阪作業療法ジャーナル
32(2) 135-142

10　慢性期統合失調症患者
の非形式言語の理解及び表
出能力に関する研究
（博士論文）

近年，統合失調症の非形式的言語の理解・表出
の障害が注目されている．第Ⅰ章では統合失調
症患者の非形式言語の理解面に着目し，語用論
的言語理解の障害があることを確認した．また
その障害は社会的行動の理解障害と関連してい
た．第Ⅱ章ではその表出面である，プロソディ
と会話量をコンピュータで分析した．その結
果，患者群にプロソディの一部と会話量の障害
が認められ，会話量と生活機能は関連してい
た．第Ⅲ章では患者のプロソディと会話量の障
害に対し治療介入を実施した．その結果プロソ
ディの一部は改善が認められたが，会話量の改
善は認められなかった．
A4判　全79頁

Dementia and geriatric
cognitive disorders
extra   8(2) 214-225

本研究は、COSMINのチェックリストを用いて、
十分なアウトカム尺度を開発するために、
Cognitive Test for Severe Dementia（CTSD）
をさらに分析した。研究では、以下の方法を
行った。（１）構成概念妥当性を評価するため
に因子分析を用いた。（２）測定誤差（SEM)と
最小化検変化量について信頼性と解釈可能性を
評価した。（３）反応性を評価するために縦断
的変化を評価した。その結果、CTSDの因子分析
は2要因から説明され、各項目の通過率により2
分化された。我々はそれぞれSEMは1.6ポイン
ト、MDCは3.6ポイントと計算した。我々の結果
は、CTSDは、重度認知症患者に対する信頼でき
るアウトカム指標を提供するということを示し
ている。
Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, Ogawa Y, ◎
Fukuhara K, Nishikawa T
本人担当分：データ収集

12　Distraction技能獲得に
より不安の軽減と自己効力
感ならびに社会生活活動の
改善がみられた一例 : 事例
報告
（査読付き）

大阪府立大学
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 令和元年10月

共著 令和2年1月

共著 令和元年12月

13　Insight Into Illness
and Defense Styles in
Schizophrenia.
（査読付き）
（統合失調症の病識と防衛
スタイル）

15　Clinical factors
associated with
Activities of Daily
Living and their decline
in patients with severe
dementia
（査読あり）
（重度認知症患者のADLとそ
の減少に関連する臨床要因
について）

The Journal of Nervous
and Mental Disease
207(10) 815-819

心理学的な否認のモデルは乏しい洞察
（insight)は防衛機制の結果であると主張して
いるが、その二つの直接的な関係性は、明らか
にされていない。本研究の目的は、認知機能障
害を考慮しながら、洞察と防衛機制の関係性を
調査することである。38人の統合失調症患者に
対して、洞察、防衛機制、神経認知機能、精神
症状について評価した。神経認知機能と精神症
状を制御して洞察レベルの返送間分析を行った
ところ、「病気の認識」が未熟な防衛スタイル
と正の偏相関をして、成熟した防衛スタイルと
は負の偏相関がみられた。ステップワイズの回
帰分析では、「病気の認識」は有意に未熟な防
衛機制を予測することが明らかになった。我々
の結果は、未熟な防衛スタイルを使用する傾向
にある患者は、自分自身の精神病を受け入れて
いる傾向にあることを示唆している。

Ogawa Y, ◎Fukuhara K, Tanaka H, Nagata Y,
Ishimaru D, Nishikawa T.
本人担当分：論文構成補助、データ解析補助、
研究デザイン補助

近年、統合失調症の陰性症状、特に情動表出に
ついて改めて注目されている。本研究は予備的
段階として、本邦の統合失調症患者の声の側面
に着目し、情動表出の減少について調査した。
DSM-5により統合失調症または統合失調感情障害
と診断された入院患者23名と、年齢と性別を
マッチさせた健常者23名に対して、声による情
動表出を引き出す課題（紙芝居音読課題と4感情
表出課題）を実施した。それにより得られた音
声サンプルをデジタル評価ならびにアナログ評
価を用いて、両群を比較した。その結果、患者
群は健常群と比較して、プロソディスコアが減
少しており、さらに怒りと幸せの感情について
正確に表現できていなかった。今後は、より明
確な知見を得るためにさらなる調査が必要であ
る。

◎福原啓太、小川泰弘、森泰祐、田中寛之、西
川隆
本人担当分：論文執筆、データ収集、データ解
析、研究デザイン立案を含む研究全般

14　統合失調症患者の声に
よる情動表出能力について
～予備的研究～
（査読あり）

大阪作業療法ジャーナル
33(2)

Psychogeriatrics 20(3) 認知症患者においてベースライン時と6ヶ月後の
間の変化に影響を与える臨床的要因を探索し
た。参加者は131名の認知症患者であった。重度
認知症の参加者のベースライン時においてADL尺
度であるPSMSスコアはCTSD、CCI、MNA-SF、CSDD
のスコアと有意に関連していた。縦断的な分析
に置いて、CTSDスコアのみが6ヶ月後のPSMSスコ
アと有意に関連していた。重度の認知症の参加
者にとって、6ヶ月後のADLに関連する要因とし
てCTSDで評価される認知機能は注目に値する。

Hiroyuki Tanaka, Yuma Nagata, Daiki
Ishimar2, Yasuhiro Ogawa, ◎Keita Fukuhara,
Takashi Nishikawa
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
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発行所，発表雑誌等
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共著 令和2年12月 Alzheimer Dis Assoc
Disord.14.

認知症患者において休息-活動リズムの乱れや睡
眠時間の延長が問題になっている。しかし、こ
れらの問題が中等度及び重度の認知症患者の臨
床的問題に及ぼす影響については、ほとんど知
られていない。本研究では、安静時活動リズム
の乱れ及び睡眠時間の延長とADLとの関連を検討
した。その結果、中等度及び重度の認知症患者
における案政治活動リズムと睡眠時間の異常
は、ADLに影響を及ぼす可能性が示唆された。

16　Impact of Disturbed
Rest-activity Rhythms on
Activities of Daily
Living in Moderate and
Severe Dementia Patients
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（その他）
「総説」

共著 平成28年12月

「依頼原稿」

単著 平成25年1月

単著 平成26年7月 平成26年6月に4日間にわたりパシフィコ横浜で
開催された16th International Congress of
the World Federation of Occupational
Therapists（WFOT）における精神科セッション
についての印象記執筆の依頼原稿である．過去
最大級の作業療法の国際会議・学会が我が国で
開催されたため，本邦での作業療法士の取り組
みを概観し集団を対象にした研究から単症例を
対象にした症例報告までいくつかを紹介した．
一方で海外の作業療法士の研究の特徴，つまり
グループ活動や行政的取り組み，啓発的取り組
みが目立った様子を，読者にわかりやすく対比
して執筆した．

「日本作業療法協会誌」
第28号
P.38～P.39

「作業療法ジャーナル」
47巻第1号
P.95

1　統合失調症患者における
語用論的言語（比喩・皮
肉）の理解能力について
（査読付）

平成24年10月に2日間にわたり大阪国際交流セン
ターで開催された第32回近畿作業療法学会につ
いての印象記執筆の依頼原稿である．著者は作
業療法士（臨床）および大学院生（研究者）2年
目であったため，新人作業療法士としての視点
から，学会発表を見聞きし，当日に参加できた
者，できなかった者が学会参加の意義を再確認
できるよう執筆した．文章内で高畑進一学会長
の「作業療法士がより脳の機能を理解すること
が作業療法の幅を広げる」という言葉を代弁す
るする形で，作業療法の学術意義について述べ
ている．

2　第16回WFOT大会を終えて
（その1）精神科セッション

統合失調症患者の症状は，陽性症状，陰性症
状，認知機能障害の3つに大別される．そしてこ
れらは社会生活，社会的関係，コミュニケー
ション，そして言語的な理解に影響を与え，そ
の疾患を特徴づけている．本稿では，語用論の
定義や統合失調症患者の言語使用に関する学術
的背景を述べた後に，統合失調症患者の比喩・
皮肉理解における障害についてレビューしてい
る．病期や類型，他の認知機能との関連，比喩
と皮肉の理解プロセスの違いにも言及し，統合
失調症患者の語用論的障害について詳細にまと
めている．最後に，言語的観点からの支援方法
や今後の展望について提言している．
共著者：◎福原啓太，田中寛之，小川泰弘，永
田優馬，田中宏明，大西久男，西川隆
本人担当分：執筆，文献レビュー，分析

「Journal of
Rehabilitation and
Health Sciences」
14巻
P.15～P.25

1　学会・研修会印象記　第
32回近畿作業療法学会
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年1月

4　登録事例の紹介 単著 平成28年3月

「研究報告書」

共著 平成27年7月

精神科領域において作業療法のエビデンスが求
められている．われわれ作業療法士の実践の効
果を形あるものにし，対象者，他職種，第三者
が理解できるように示す必要がある．研究は，
様々な形で臨床に活き，臨床を深める手段とな
る．しかし，精神科の作業療法領域において，
研究をすることは容易ではない．本稿では精神
科の社会情勢を知ることで作業慮法の社会的位
置づけを確認し，そして，著者の臨床研究の経
験を通して，精神科の臨床の作業療法士が臨床
研究に取り組むことの意義と研究の難しさに対
する対応について述べている．
共著者：◎福原啓太，西川隆
本人担当分：執筆，情報収集，分析

3　特集：0からの研究「精
神科に従事する作業療法士
が臨床研究に取り組むこと
の意義」

平成26年度における「統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会」の大阪府作業療法士会に提
出した活動報告である．統合失調症患者に対す
る医療では，症状や認知機能障害などの客観的
指標だけでなく，「患者自身がどのように感じ
ているのか」という主観的側面の指標が重要視
されている．その中でも本研究会は統合失調症
患者のセルフエフィカシーに焦点を当て，文献
レビューを実施した．海外では比較対象研究や
相関研究など関連性についての研究が半数を超
えていた．一方で国内では介入研究やケースス
タディなど実践的な報告が多かった．また本邦
では，入院時から退院後の社会参加促進をター
ゲットとするセルフエフィカシー尺度が少ない
という問題が抽出された．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，◎福原
啓太
本人担当分：執筆補助，海外文献レビュー

「日本作業療法協会誌」
第48号
P.42～P.43

該当教員が同協会学術委員会事例登録班員とし
て執筆している．日本作業療法協会の教育的活
動の一環である「事例登録システム」において
精神科部門で「精神障害×認知（機能）」に
沿ったテーマを2事例（「楽手教材を使った統合
失調症患者へのアプローチ」，「認知ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝを実践した双極性感情障害の一例」）を紹介し
た．これらを通して「対象者の特性」「生活能
力」「作業能力」「認知機能」などと言った評
価視点の重要性を読者に説いている．

1　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会活動報告

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第29巻第1号
P.55

「大阪府作業療法ジャー
ナル」29巻2号
P.73～P.80
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共著 平成29年1月

共著 平成29年7月

共著 平成29年7月 統合失調症患者の感情表出障害の一つにプロソ
ディの障害が挙げられている．さらに海外では
その評価に音声のコンピュータ分析を用いた生
体医工学的指標がしばしば使用されている．本
研究の目的は日本の統合失調症患者のプロソ
ディの調査である．本報告書では，研究計画と
データ蓄積中である旨について中間報告をして
いる．患者群に対する評価としてプロソディの
評価，精神症状評価，行動評価を実施した．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

精神保健福祉領域において「患者自身がどのよ
うに感じているか」という主観的側面，とりわ
け自己効力感が重要視されていると考えられ
る．本研究では，精神障害者の社会参加に関連
する自己効力感尺度の作成を目的としている．
そこで，就労関連自己効力感尺度（Work-
related self-efficacy scale；WSS-J）の翻訳
作業を原著者の許可を得て実施した．外来・入
院患者併せて53名の精神障害者の協力を得るこ
とができた．今後は，協力者を増やし，信頼
性・妥当性の検証を行うこととする．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，◎福原
啓太
本人担当分：執筆補助，尺度翻訳，データ収
集，データ分析

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第31巻第1号
P.72～P.73

3　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会 平成28年
度 活動報告

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第31巻第1号
P.66～P.66

4　精神科生体医工学的指
標・生活研究会 平成28年度
活動報告

2　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会平成27年
度活動報告

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第30巻第2号
P.146～P.147

平成27年度における「統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会」の大阪府作業療法士会に提
出した活動報告である．前年度に抽出された
「本邦において社会参加に関するセルフエフィ
カシー尺度が少ない」という問題点をカバーす
るために，海外で開発された「就労関連自己効
力感尺度 Work-related self-efficacy scale
(WSES)」の原著者に許可を得て日本語版作成を
実施した．研究員4名で原文を日本の精度や文化
的背景に合うように複数回議論し，修正を重ね
て仮尺度へと翻訳した．専門業者にも逆翻訳を
依頼し，日本語版を完成させた．今後は信頼
性・妥当性の検討へと進めていく予定である．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，◎福原
啓太
本人担当分：執筆補助，尺度翻訳，データ収
集，データ分析
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「学会発表」

〈国際会議〉

― 平成26年6月

ー 令和元年6月

ー 令和元年6月

2　What are Effective
Ways to Maintain
Cognitive Abilities of
People with Severe
Dementia? Results of a
One-Year Follow-Up Using
the Cognitive Test for
Severe Dementia
（重度認知症の人々の認知
機能を維持する効果的な方
法は何か？CTSD［重度認知
症患者用認知機能検査］を
用いた1年間のフォローアッ
プの結果）

我々は、重度認知症患者に対し、CTSDにより1年
間の得点の変化を追った。我々は、CTSD上で、
意味のある最小の変化（4ポイント上昇）が見ら
れた患者のグループを発見した。161人のデータ
を集めたが、1年後に再テストできたのは40人で
あった。その中で、我々は4人のCTSDの得点が上
昇した参加者を発見した。しかし、その患者ら
はMMSEの得点に変化はみられなかった。彼ら
は、脳血管性認知症と診断されていた。この結
果は、CTSDによって、評価することで、重度認
知症の認知機能改善が明らかにできる群がいる
ことを示唆した。

Hiroyuki Tanaka, Yuma Nagata, Daiki
Ishimaru, ◎Keita Fukuhara, Yasuhiro Ogawa,
Takashi Nishikawa
本人担当分：データ収集、研究デザイン補助

3　Comprehensive Social
Cognition in
Schizophrenia from the
Social Common Sense
Ability Perspective
（統合失調症における包括
的な社会的認知昨日につい
て、社会常識的能力の観点
から）

13th International
Society of Physical
and Rehabilitation
Medicine World
Congress (ISPRM 2019)
（於　神戸コンベンショ
ンセンター）

近年、多くの研究は統合失調症の社会的認知と
社会的機能障害の関係について注目している。
これまで社会的認知はいくつかの方法で別々に
調査されてきた。したがって、統合失調症の社
会的認知を包括的に評価する方法はあまりな
い。本研究では統合失調症の包括的な社会的認
知を社会的常識能力の観点から調査した。統合
失調症34人と健常者34人が研究に参加した。
Dewey Stry Testを用いて社会的常識能力を評価
した。正常行動と異常行動のそれぞれの合計得
点について2群で優位さがみられた。本研究は、
2群において、人間の行動に対する認識に差異が
あることを示し、また、このようなギャップが
患者の社会的機能に影響を及ぼすということを
示唆している。

◎Keita Fukuhara, Hiroyuki Tanaka, Yasuhiro
Ogawa, Yuma Nagata, Saiji Nishida, Taisuke
Mori, Takashi Nishikawa
本人探訪分：研究全般（論文執筆、研究デザイ
ン立案、データ収集、データ解析）

1　Relationship among
pragmatic function, ToM
function and judgment of
abnormal social behavior
in patient with
schizophrenia.
（統合失調症患者における
語用論的機能，心の理論能
力および社会的異常行動に
対する判断能力の関連）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists（於パシフィ
コ横浜）

統合失調症患者28人，健常者28人に対し，比
喩・皮肉文テスト，心の理論課題，社会常識テ
ストを実施した．どの課題においても統合失調
症群のほうに有意な成績低下を認めた．また，
患者群を課題の成績順に群わけすると，皮肉理
解と心の理論に障害がなければ，社会常識テス
トの成績は良く，皮肉理解と心の理論に障害が
あれば，成績が低下していることがわかり，社
会的認知機能の一部は社会常識の程度にある程
度影響を与えることが示唆された．
共同発表者：◎Keita Fukuhara, Yasuhiro
Ogawa, Goro Nishio, Hiroyuki Tanaka,
Takashi Nishikawa
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

13th International
Society of Physical
and Rehabilitation
Medicine World
Congress (ISPRM 2019)
（於　神戸コンベンショ
ンセンター）
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〈国内会議〉

― 平成24年6月

― 平成25年4月

― 平成25年6月

現在あるMMSE，HDS-Rなどの認知機能検査は重度
認知症にとって「床効果を示す」「集中力が続
かない」などの問題点が指摘されており，残存
している認知機能を評価することが難しい．そ
こで，海外で重度認知症向けに開発された
Severe Mini Mental State Examination
(SMMSE)，Severe Cognitive Impairment Rating
Scale (SCIRS)の臨床的有用性を示すことを目的
に検査―再検査信頼性と評価者間信頼性を検討
した．その結果，SMMSEとSCIRSは既存の検査の
MMSE，HDS-Rと比較して，重度認知症者の残存す
る認知機能をより詳細に評価でき，信頼性・妥
当性にたる検査であることが示唆された．
共同発表者：田中寛之，植松正保，◎福原啓
太，大西久男，西川隆
本人担当部分：検査実施を担当

日常生活で，多数の声主から命令的な幻聴に悩
まされる地域に住む慢性期の統合失調症患者1人
についての症例報告である．本患者は悪意ある
幻聴からの命令に対しても，「自分の為を思っ
て言ってくれている」と解釈していた．3人から
の声主（幻聴）に敬意を持っている本患者は，
相反する声主からの要求に耳を傾け，行動停止
に陥るといった著しい行動制限に陥っていた．
皮肉文テストでは成績低下を認めた．このこと
から悪意ある発言に対して，他者の悪意を「悪
意」と捉えることへの困難さが伺われた．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，芳賀大
輔，田中寛之，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

第47回日本作業療法学会
（於大阪国際会議場）

2　統合失調症者における語
用論的能力と社会常識理解
の関連

地域に住む慢性期の統合失調症患者28人に対し
て比喩・皮肉文テスト（metaphor and sarcasm
scenario test; MSST），MMSE，社会常識テスト
を実施した．比喩理解能力はMMSE得点と有意な
相関関係を示し，皮肉誤答回避得点（皮肉を文
字通りにとらえてしまう傾向）は社会常識テス
トにおける社会常識総点と有意に相関してい
た．比喩・皮肉のような語用論的言語理解能力
は，全般的知能，または他者の正常または異常
の行動を理解するような高度な社会的能力と関
連があることが示唆された．
共同発表者：◎福原啓太，芳賀大輔，西尾五
郎，小川泰弘，内藤泰男，西川智子，大西久
男，田中宏明，田中寛之，西川隆「他3名」
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

3　統合失調症者における語
用論理解障害の一側面―一
症例にみられた特徴的な思
考様式―

1　重度認知症者の認知機能
検査に関する研究(第2報)-
本版SMMSE, SCIRSの信頼性
に関する検討-

第27回日本老年精神医学
会（於大宮ソニックシ
ティ）

第8回日本統合失調症学
会（於浦河町総合文化会
館）
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― 平成25年11月

― 平成26年3月

― 平成26年11月

精神科リハビリテーションのうち，社会参加の
一環として，デイケア利用患者を地域の図書館
へ引率するプログラムとその前後に実施したア
ンケート調査について報告した．精神科患者
は，地域の図書館に興味はありつつも，多くの
患者は利用していなかった．実際に図書館へ引
率し，図書館の利用方法を患者とともに経験す
るなかで，参加した患者らは地域の行き場所と
して図書館の利用を始めた．精神疾患患者を地
域の社会資源に結び付けるには，支援者が共に
経験することで不安や抵抗感を消失させること
が有効であると考えられる．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

精神科デイケア利用患者である統合失調症患者1
人についての事例報告である．以前より，生活
するグループホームの世話人から図書館の利用
を促されていたが，一度も行くことのなかった
患者を図書館へ引率した．そこで，本患者は趣
味である音楽関連のCDや本を借りることができ
ると知り，毎週末に図書館を利用するように
なった．支援者と共に図書館を利用することで
初めて本患者は図書館の利用価値を知ることが
できた．言葉による促しのみではなく，実際の
体験があったからこそ，その人が利用価値を見
出せ日常生活に汎化したものと考えられる．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，田中寛
之，永田優馬，多和田卓也，石井幾子，園田む
つみ，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

4　精神科デイケア利用者へ
の図書館利用の斡旋～社会
生活の広がりに向けて～

第21回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会沖
縄大会（於沖縄コンベン
ションセンター）

6　デイケア喫茶での役割を
持つことで日常的な行動に
変化が見られた，後期高齢
の統合失調症患者の一症例

認知症を伴わない高齢の精神疾患患者は，自宅
生活科デイケアなどの施設に通所することが多
く，このような患者は今後増加すると予測され
る．そこで，働きたいという希望を持ち，また
それが現実検討できていない状態として評価さ
れる後期高齢の地域在住の統合失調症患者一事
例に対し，デイケアでの喫茶活動のマスターと
いう役割を仕事実技プログラムの一環として提
供したと．その結果，精神症状（意欲向上，自
閉の消失，情動表出の改善），活動面（活動量
の増加），社会的交流面（会話量の増加）に変
化が認められた．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

第22回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会い
わて大会（於いわて県民
情報交流センターアイー
ナ）

第9回日本統合失調症学
会（於京都テルサ）

5　プログラム「図書館ツ
アー」により生活の認識や
行動に変化が見られた一症
例
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― 平成26年11月

― 平成27年3月

― 平成27年6月

長期入院を経た，高齢の統合失調症患者一事例
が地域包括的支援により社会生活が安定した要
因について検討した事例報告である．対象者
は，退院後夫と二人暮らしになったが，外来通
院に加え，デイケアと訪問看護によるチームア
プローチにより，精神症状の安定，活動量の増
加，対人交流の増加，QOLの向上が認められた．
地域で生活することをチームで支えることで，
精神症状が活発な患者であっても十分に地域生
活できるケースが確認された．
共同発表者：◎福原啓太，藤林幸代，山西亜
弥，前川公祐，小川泰弘，西川隆
本人担当分：本人担当分：研究全般（研究計
画，介入，執筆，データ収集・分析）

第10回日本統合失調症学
会（於都市センターホテ
ル）

8　退院後の地域包括的支援
が成功した要因の検討～長
期入院後の高齢統合失調症
患者一事例を通して～

統合失調症とセルフエフィカシー（自己効力
感）に関する文献を国内外問わず，レビュー
し，これまでの研究動向を調査した．結果は，
海外の文献数のほうが多く，海外は比較対照研
究・介入研究の評価として使用されることが多
かった．国内では介入研究・ケーススタディが
主に多かった．セルフエフィカシー研究の文献
レビューにより，今後は，社会参加に向けた自
己効力感の尺度に注目した研究やその尺度開発
が必要であることがわかった．
共同発表者：小川泰弘, 梅田錬, 長池将太, ◎
福原啓太
本人担当分：英語文献のレビューとそのまとめ
作業

20年もの間，無為自閉で自宅生活を送ってい
た，元プロのジャズドラマーにおける事例報告
である．対象者は本人が希望したデイケアでの
バンド活動（作業療法）を通して，精神症状の
安定，活動量の増加，対人交流の増加，QOLの向
上が認められた．対象者のニーズを引き出すこ
とで，本人が希望としたバンド活動が目的にも
手段にもなり，社会生活が改善した．本人は，
「昔の自分に戻れた」「意欲が出てきた」と発
言し，リカバリーが達成された．
共同発表者：◎福原啓太，大尾充剛，森葉子，
小川泰弘，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

第49回日本作業療法学会
（於神戸ポートピアホテ
ル）

7　統合失調症者のセルフエ
フィカシーに関する文献レ
ビュー

第29回大阪府作業療法学
会（於大阪保健医療大
学）

9　統合失調症を発症した
ジャズドラマーが発症前の
自分を取り戻すまでの道の
り
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発行所，発表雑誌等
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― 平成27年10月

― 平成27年11月

― 平成27年12月

10　人と人をつなぐことを
目的としたプログラムの有
効性―同性集団活動による
対人関係の変化―

第20回日本デイケア学会
（於大阪府立国際会議
場）

11　統合失調症者の就労に
関する自己効力感尺度
「Work – Related Self –
Efficacy Scale」の作成

第30回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）

就労に関する自己効力感尺度（Work - Related
Self - Efficacy Scale; WSES）は海外で作成さ
れた評価尺度である．しかし，このような就労
における自己効力感に関する評価尺度は本邦で
は見当たらない．そこで，WSES作成者に連絡を
とり，日本語版WSESを作成の許可を得た．日本
語翻訳をしたWSESを精神疾患を有する患者28人
に対し実施し，日本語の分かりにくい箇所を指
摘してもらった．さらにそれを修正した．今後
はバックトランスレーション研究に移行してい
く予定である．
共同発表者：梅田錬. 小川泰弘. 長池将太, ◎
福原啓太
本人担当分：研究計画，データ収集，データ分
析，執筆指導，発表指導

対人交流を活性化し，上手な人付き合い，仲間
作りを目的にした介入についての実践報告であ
る．デイケアプログラムの治療的効果の一つ
に，作業を共にすることによる「友人作り」が
挙げられる．また同質グループはメンバー相互
の共感が得られやすく集団としての凝集性も高
くなりやすいといわれている．今回デイケアで
実施した，同性（特に女性）同士のみで構成さ
れたプログラムは，日常の男女混合のプログラ
ムにはない凝集性が生まれやすくなることが確
認された．
共同発表者：山西亜弥, 山﨑勢津子,和田卓也,
◎福原啓太
本人担当分：研究計画指導，執筆指導，発表指
導，データ収集，データ分析指導

長期入院中で病棟からの外出を拒否する統合失
調症患者に退院促進プログラムとして，外出プ
ログラムを導入した．自己効力感の先行要因
（成功体験，代理体験，言語的説得，生理的情
緒的高揚）に基づき，介入した結果，対象者は1
人で，または病棟の友人と外出し買い物をする
ようになった．依然退院には結びついていない
ものの，退院促進プログラムによって，病院外
への外出回数が増加し，社会生活における行動
範囲の拡大が認められた．
共同発表者：前川公祐，◎福原啓太
本人担当分：研究計画指導，執筆指導，発表指
導

12　長期入院患者が街に出
た！！～退院促進プログラ
ムの取り組みより～

第23回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会高
知大会（於高知市文化プ
ラザかるぽーと）
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発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成28年3月

― 平成28年9月

― 平成28年9月

統合失調症と診断された20代の対象者が，効果
を実感できなかった薬物療法を拒否したため，
デイケア治療のみで対応したところ，デイケア
プログラムによる問題解決能力向上訓練を通し
て，他者交流が増加し，慢性的に持続していた
対人面の不安感が消失した．また安心感の獲得
により不安感や病的体験の減少が認められた．
このような薬物療法がうまく適合しないケース
でもデイケアのような心理社会的治療により社
会機能が改善することが確認された．
共同発表者：◎福原啓太, 藤林幸代, 山西亜弥,
西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

第50回日本作業療法学会
（於ロイトン札幌）

不安を根底に持つ神経性障害には，一般的に薬
物療法や認知行動療法などが適用される．認知
行動療法の中でも，行動を伴う注意の転換
（distraction）は強迫観念や不安の抑制に効果
がある．事例報告では，20代女性，強迫性障害
の患者に対し，distractionを支援した．具体的
には，不安が増大する場面に対して本人がしう
る対処行動をリスト化した．不安場面で，その
リストを見ることにより落ち着いて不安への対
処行動を実行していくよう支援した．その結
果，対処行動の強化，不安の軽減，地域生活に
対する自己効力感の向上，社会生活の改善が認
められた．
共同発表者：◎福原啓太，田中宏明，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

15　統合失調症における病
識と神経認知機能の関連

病識の低下は統合失調症の主要な特徴のひとつ
であり，治療コンプライアンスや再入院率など
の因子と関連が示されていることから，臨床的
にも重要な指標である．また病識の低下は，神
経認知機能障害と関連していることが報告され
ている．本研究では，「狭義の病識」，「障害
認識」と神経認知機能の関連について調査し
た．その結果，「狭義の病識」の低下には認知
機能障害が影響している可能性が示唆された．
一方「障害認識」は神経認知機能に依存してい
ない可能性が示唆された．
共同発表者：小川泰弘，◎福原啓太，梅田錬，
西川隆
本人担当分：研究計画への提言，考察部分への
提言，発表方法への提言

13　統合失調症の軽症事例
に対するデイケア治療のみ
による変化-事例報告‐

第11回日本統合失調症学
会（於ベイシア文化ホー
ル）

14　強迫性障害患者の不安
に対するdistraction技能獲
得のための支援―事例報告
―

第50回日本作業療法学会
（於ロイトン札幌）
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― 平成28年10月

― 平成28年10月

― 平成29年9月 第51回日本作業療法学会
（於東京国際フォーラ
ム）

精神障害者の就職件数はこの10年で増加の一途
をたどっているが，就労意欲が表面化しづらく
就労へのニーズが潜在化している患者に対して
は十分な支援が行き届いていない．そこでわれ
われは，そのような患者8名に対し意欲を引き出
すことを目的に病院内での短期就労体験プログ
ラムを実施した．その結果，就労の継続を希望
した者，ハローワークに通いだした者が認めら
れた．たとえ対象者の就労意欲が表面化してい
なくとも，潜在的にそれを有している可能性が
あることが示唆された．
共同発表者：小川泰弘，田口功，高結花，◎福
原啓太，西川隆
本人担当分：研究計画，執筆補助，結果の解釈
への提言

第31回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）

17　就労関連自己効力感尺
度 Work-related self-
efficacy scale WSES
日本語版の信頼性・妥当性
の検討

16　精神疾患患者を対象と
した，生体医工学技術を用
いた客観的指標の検討

指針疾患患者に対する評価では，客観的指標だ
けでなく，「患者自身がどのように感じている
か」という主観的側面の評価が重要視されてい
る．主観的側面における評価指標の一つとして
セルフエフィカシーがある．本研究では，諸外
国で用いられている「仕事関連自己効力感尺度
Work-related self-efficacy scale（WSES）」
の原著者に許可を得て，日本語版を作成し，そ
の信頼性・妥当性を検討している．WSESは就労
についての患者の主観的側面を評価できること
から，治療計画立案のための指標としてだけで
はなく，介入の効果指標としても有効であると
思われる．
共同発表者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，◎
福原啓太
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆援助，
データ収集・データ分析）

18　就労意欲が表面化して
いない精神科デイケア患者
に対する短期就労体験プロ
グラムの効果

2013年にDSM-5が公表された．統合失調症の診断
基準では，DSM-Ⅳ-TRで“affective
flattening”とあった記載が，この改定で，
“diminished emotional expression”へと変更
された．これは，必ずしも統合失調症患者が感
情体験に障害があるのではなく，むしろ表出に
のみ障害が生じる場合があることを示したもの
である．本研究では，その感情表出のうち声の
抑揚（prosody）の客観的評価に注目している．
具体的な評価方法は主観的バイアスを排除した
もので，被験者の声をデジタル録音し，コン
ピュータ分析により客観的評価として非常に精
度の高いものとなっている．本報告では，本研
究の有用性と研究経過について報告した．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

第31回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）
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発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成29年12月

ー 平成30年7月

ー 平成30年12月 第33回大阪府作業療法学
会（於藍野大学）

統合失調症の「情動表出の減少」が注目されて
いる。平成30年度は統合失調症と健常者を対象
として、情動表出について評価者の耳による判
断を用いて評価した。評価方法はPutnam(2007）
の方法を採用している。研究進捗について、本
学会で結果と考察を交え発表した。

◎福原啓太、 小川泰弘、森泰祐
本人担当分：研究全般（研究計画、執筆、デー
タ収集・分析）

21　統合失調症の情動表出
能力について～精神科生体
医工学的指標・生活研究会
H30年度研究報告～

統合失調症の症状は陽性症状，陰性症状，認知
機能障害が主に挙げられるが，バイオマーカー
のような客観的かつ定量的に評価されることは
稀である．本研究では，陰性症状のうち情動表
出の減少をプロソディと会話量の観点からコン
ピュータをもちいて分析した．また陽性・陰性
症状，日常生活活動も評価し，それらとの関連
性を検討した．その結果，一部のプロソディと
会話量は統合失調症患者において障害が確認さ
れ，会話量は陰性症状と日常生活活動と関連し
た．会話量は他者との関りにおいて重要である
ことが示唆される．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

20　統合失調症における会
話量と精神症状，活動量と
の関連について

第38回近畿作業療法学会
（於大阪国際交流セン
ター）

統合失調症の言語表出能力が注目されている。
その中でも本研究は会話量に着目した。統合失
調症患者の会話量と精神症状、行動評価に関し
て関連性を分析したところ、ポジティブな刺激
に対する発話時間と陰性症状は有意な負の相関
を示し、ニュートラルな刺激に対する発話時間
においても陰性症状と有意な負の相関を示し、
そして行動評価とも有意な負の相関を示した。
ネガティブな刺激に対する発話時間は陰性症状
と有意な負の相関を示し、また行動評価とも有
意な負の相関を示した。一方で、インタビュー
時の発話時間は陽性症状と正の相関を示した。
統合失調症の発話量は課題設定や状況により、
異なるタイプの精神症状や行動と関連すること
が明らかとなった。

◎福原啓太、大尾充剛、森泰祐、小川泰弘、西
川隆
本人担当分：研究全般（研究計画、執筆、デー
タ収集・分析）

19　精神科生体医工学的指
標・生活研究会H29年度研究
報告

第32回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）
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ー 平成30年12月

ー 令和元年9月

ー 令和元年9月

23　病院内売店実習と尺度
を用いた振り返りにより就
労への自己効力感が向上・
適正化した事例について
就労関連自己効力感尺度を
用いて

第53回日本作業療法学会
（於福岡国際会議場）

我々の研究グループが海外から輸入し、日本語
版について作成した就労関連自己効力感尺度を
持ちて、就労支援を実施した。対象者には売店
実習（店員補助）を活動として提供し、その振
り返りを就労関連事故効力感尺度を用いて実施
した結果、対象者は、自身の弱点を振り返るこ
とがでい、支援者に指摘されるのではなく、能
動的に自身の弱点を克服するための行動をとる
ことができた事例について報告した。

◎福原啓太，小川泰弘，長池将太，梅田錬，田
中寛之
本人担当分：研究全般（研究計画、執筆、デー
タ収集・分析）

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

24　複数の精神科デイケア
を巡回式に利用する事の可
能性についての一考察　－
事例報告－

問題行動を起こしてしまう精神科デイケアに通
所する対象者に対し、複数の精神科デイケアが
協同して、対象者を巡回式に支援した。その結
果、対象者は適度な緊張感を保ちながら、問題
行動を起こすことなく、各精神科デイケアで過
ごすことができた。この画期的な方法について
事例報告を行った。

森岡知久、谷上美奈子、◎福原啓太
本人担当分：執筆補助、介入、データ整理補助

22　引換券を用いることで
予測障害を減少させ、活動
範囲の拡大に至った慢性期
統合失調症の患者につい
てー事例報告ー

日本精神障害者リハビリ
テーション学会　第26回
東京大会（於早稲田大学
国際会議場）

将来のことに対して予測することが困難とな
り、活動の範囲が狭小化していた慢性期病棟に
入院している統合失調症患者に対し、将来の活
動を示した紙（引換券）を用いて、プログラム
活動へ誘導した結果、次の行動（活動）に対し
て予測が可能となり、活動範囲の拡大に至った
事例について報告した。

森泰祐、李真吾、稲富宏之、◎福原啓太、日垣
一男
本人担当分：執筆補助、介入補助、対象者評価
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発行所，発表雑誌等
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ー 令和元年9月

ー 令和元年9月

ー 令和元年9月 精神科デイケアでの支援においては, 「患者自
身がどのように感じているか」という主観的側
面, とりわけ自己効力感が重要な指標のひとつ
と考えられる. 自己効力感には, 具体的な課題
や状況に依存せず, 個人が日常生活の中で示す
「一般性自己効力感」と, 具体的な課題や領域
に対する「課題特異的自己効力感」の2つの水準
があることが知られている. 今回の発表では,
病院内就労体験と就労移行支援通所によって自
己効力感に変化のみられた症例を報告し, 就労
に関連する課題特異的自己効力感尺度を臨床で
使用する意義について述べることを目的として
発表した.

小川泰弘、長池将太、◎福原啓太、梅田錬、西
川隆
本人担当分：執筆補助

25　就労関連自己効力感
Work-related self-
efficacy scale日本語版
（WSS-J）の作成　～信頼
性・妥当性の検討～

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

我々の研究グループは海外から就労関連自己効
力感尺度を輸入し、日本語版を作製した。本研
究では、本尺度の日本語版について、信頼性と
妥当性を検討した結果、十分な信頼性と妥当性
が示された。

梅田錬、長池将太、小川泰弘、◎福原啓太
本人担当分：研究計画、執筆補助、データ収
集、データ解析

26　精神科デイケアにおけ
る多元主義の応用について

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

精神医学において、現在、多元主義を用いた考
え方が推奨されている。精神科デイケアにおい
ても多元主義の考え方は非常に有用である。そ
の有用性について、事例を交えて報告した。

◎福原啓太、田中寛之、小川泰弘、西川隆
本人担当分：執筆、事例介入

27　就労訓練によって自己
効力感に変化の見られた一
事例　～WSS-JとGSESの比較
～

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

ー 令和元年9月

「シンポジウム」

― 平成27年6月

― 平成27年11月

臨床に従事しながらの研究は，労力と時間がか
かり決して楽ではない．作業療法士が特に精神
科領域において研究を続ける際，多くの困難と
向き合う必要がある．発表者自身の臨床研究の
経験を通し，臨床で芽生えた疑問を研究疑問に
発展させ，臨床研究に結びつける過程を聴衆
（臨床家）に対して教育的観点からわかりやす
く説明している．エビデンスに基づいた評価・
治療を患者に提供できるよう，全国学会の場
で，精神科領域に従事する作業療法士に呼び掛
けている．

我々の研究グループは海外から就労関連自己効
力感尺度を輸入し、日本語版を作製した。本研
究では、本尺度の日本語版について、因子構造
について検討した。119人の精神障害者を対象に
就労関連自己効力感尺度を実施し、因子分析を
行った。その結果、原版と同様に日本語版も4因
子であることが確認された。

長池将太、◎福原啓太、梅田錬、小川泰弘
本人担当分：研究計画、執筆補助、データ収
集、データ解析

28　精神障がい者の就労に
関する自己効力感尺度
Work-Related Self-
efficacy Scale日本語版作
成の試み　～因子構造の検
討～

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

2　「作業療法って何？」を
伝える．考える．精神分野
の作業療法士の役割

第4回大阪府立大学作業
療法大会（於大阪府立大
学）

大阪府立大学学部生を対象に，精神分野におけ
る作業療法士の役割について教育的，学術的，
臨床的観点から講演した．臨床現場に触れる機
会が少ない学部生に精神障害をわかりやすく伝
え，精神障害者の困難を社会機能の観点から解
説し，演者が経験した症例を挙げ，臨床現場に
おける作業療法士の役割，支援方法を提示し
た．その際，患者の生活と学生自身の生活を対
比させ，患者が求める，あるいは社会的に求め
られる生活に向けたリハビリテーション・作業
療法を提言した．

1　臨床に従事する精神科OT
が研究することの意義

第49回日本作業療法学会
（於神戸ポートピアホテ
ル）
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リハビリテーション医学、理学療法学、障害学、老年学

2　応用健康科学 ヘルスプロモーション

年月日

令和1年～現在

令和1年～現在

令和1年～現在

令和2年～現在

令和2年～現在

令和2年～現在

令和2年～現在

令和2年～現在

令和1年～現在

褥瘡予防・治療における最新の知見を紹介するとと
もに、褥瘡予防・治療に関する研究実践法を講義し
た。失禁ケアやストーマ、スキンテアに関してはシ
ステマティックレビューを参考に最新の研究知見を
紹介した。

２）実習の手引

１）運動学ワークブック 基礎運動学（教科書）の範囲は幅広く、どの分野が
重要なのかが非常に分かりにくいため、担当教員で
それぞれの単元をまとめたワークブックを作成し、
その内容を中心に覚えられるように工夫した。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

２　作成した教科書，教材

事項 概 　要

１　教育方法の実践例

１）運動学Ⅰ（総論） 運動学Ⅰ（総論）の講義は幅広く、教科書を読むだ
けでは学生へは伝わりにくい。そのため、教科書の
中から比較的重要度の高い項目を抜き出し、ワーク
ブックを作成した。そうすることで、学生の学習意
欲意欲を高めることができた。

２）基礎ゼミⅡ

４）日常生活活動演習

５）地域理学療法学演習

６）運動器機能障害学

７）地域理学療法実習

基礎ゼミⅡでは、文献検索の仕方やプレゼンテー
ションの方法などを学びながら自らで実践する。半
期に2回発表する機会（中間発表と最終発表）作
り、将来学会発表など発信する練習も兼ねた授業に
している。

日常生活活動の教科書の写真や図の動きを解説しつ
つ、学生自身にも動作を体験してもらい、グループ
でレポートを作成した。また、作成したレポートを
発表し、学生同士でディスカッションを実施すると
いった演習授業を行った。

訪問・通所リハビリテーションを担当し、実際の臨
床現場の動画を使用しながら授業を実施した。その
後、学生自身が障がいを持ったと仮定して自らの自
宅で在宅生活をする体験をしてもらい、その内容を
グループごとにディスカッションしてもらい代表者
には全体で発表してもらった。

徒手筋力検査法と運動器機能障検査におけるリスク
管理を担当した。徒手筋力検査は教科書の解説をし
た後に、実際の方法を実演し、その後学生同士で実
施する方法で授業を実施した。学生同士で実施する
時間と質問時間を多めに取ったことにより限られた
時間内で徒手筋力検査の方法を習得できる学生が多
くみられた。リスク管理においても、学生同士で検
査者と被験者に分けて口頭質問の練習もできたため
理解を得やすかった。

地域理学療法実習では訪問・通所施設に関する内容
を担当した。コロナ禍における実習として、現場と
のLive中継を通して可能な限り現場の雰囲気を学生
に伝えられるよう配慮して実施した。学生からも
Live中継に関する評価は非常に高かった。

３）早期体験実習

８）在宅看護学特論Ⅰ

1年時の早期体験実習の引率およびグループワーク
を通して理学療法士になるために必要な知識や人間
性などを学んでもらうために実施している。
実習後の学生は目標が明確となり、学内の勉強（専
門基礎科目など）への取り組む姿勢に変化がみられ
た。

研 究 分 野

3　福祉工学

教 育 研 究 業 績 書

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1　リハビリテーション科学

令和1年～現在 早期体験実習、地域実習用の実習の手引を作成し
た。地域実習においては、学生が地域実習を円滑に
行えるようにするため、経験項目シートを作成し、
大学教員と臨床実習指導者が学生に実習してほしい
項目に差が出ないようにする取り組みを行った。

3 3 1
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年月日事項 概 　要

平成27年10月

1．明石市介護保険事業所連絡協議会 平成24年10月

2．加古川市地域セミナー 平成27年11月

3．明石市大久保町在宅介護支援センター 平成28年7月

平成29年10月

年月日

1）理学療法士免許 平成15年4月30日

平成20年1月1日

平成23年3月 修第八八号(神戸大学大学院)
平成23年9月1日

平成24年4月1日

平成25年4月1日

平成25年4月1日

9）専門理学療法士（生活環境支援系） 平成25年4月1日 登録番号2016S-05-000039（日本理学療法士協会）
平成29年3月

平成18年
～

平成30年

5つの大学からの臨床実習指導を担当した。年間約
10名の学生に対して、理学療法評価・理学療法実施
方法について指導し、レポート作成および症例報告
会を実施した。特に物理療法と地域理学療法に関し
ては大学で学んでいる学生が少なかったため、上記
二点を中心に指導した。その結果、実習生は物理療
法の効果については特に興味を抱いていた。

母校にて国家試験対策の講義を担当した。担当科目
は内部障害理学療法と物理療法学であった。内部障
害理学療法は心電図の診かたと心疾患の理学療法に
ついて国家試験問題を解きながら解説した。物理療
法学は概論と物理療法の基礎、実施方法について国
家試験問題を解きながら解説した。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）臨床実習教育

４　実務の経験を有する者についての特記事項

5）日本褥瘡学会　認定褥瘡理学療法士

平成24年
～

平成26年

登録番号16-120（日本理学療法士協会）

登録番号2016S-06-000005（日本理学療法士協会）

2）国家試験対策

3）専門学校記念式典の特別講演 専門学校卒業生として学生・教員・卒業生を対象に
15周年記念式典での講演した。講演内容は「セラピ
ストが褥瘡対策チームで発揮できる技術」とし、局
所治療としての物理療法と、予防としてのポジショ
ニングの有効性について講演した。

１　資格，免許

4）地域セミナー

明石市介護保険事業所連絡協議会主催のセミナーに
て「介護予防の為の運動療法」についての講演

加古川市の地域在住高齢者について「認知症予防と
運動療法」について講演

褥瘡・創傷ケア認定理学療法士の必須研修会で指導
するための教材を作成した。内容は「褥瘡の創面評
価、リスク評価について」「褥瘡・創傷ケアに対す
る電気刺激療法の実際」の資料を作成した。

平成25年
～

令和1年

1）日本理学療法士協会認定理学療法必須
研修会資料作成

4）修士（保健学）

登録番号第417号（日本褥瘡学会）

8）専門理学療法士（物理療法）

平成25年
～

令和2年

免許番号第47993号

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項

明石市大久保町の老人クラブにて「認知症予防と運
動療法の必要性」についての講演と自宅でできる運
動を実施。

4．兵庫県健康保険事務所主催「筋萎縮性側索硬化
症（ALS） 医療相談会・交流会

ALS患者・患者家族に対して、神経内科医が「ALSの
病態と治療について」、理学療法士が「ALSのリハ
ビリテーション」の講演を行った。その後交流会に
参加し、日常生活上で困っている事などについて助
言を行った。

6）認定理学療法士（介護予防）

2）日本理学療法士協会褥瘡・創傷ケア認定
理学療法士認定試験問題作成

褥瘡・創傷ケア認定理学療法士の認定試験問題を作
成した。

概　 要

登録番号19-6（日本理学療法士協会）

2）3学会合同呼吸療法認定士 登録番号第080806号（日本胸部外科・呼吸器・麻酔科学会）

なし

10）博士（医療リハビリテーション学） 医リ博甲第四号（神戸大学大学院）

２　特許等

５　その他

7）認定理学療法士（褥瘡・創傷ケア）

業績書－2
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年月日事項 概 　要

1）河上整形外科

2）中山外科

3）株式会社アバンサール 平成24年9月～

（査読）

平成24年11月

平成26年4月

平成26年7月

平成26年11月

平成27年4月

平成27年7月

平成27年11月

平成28年4月20日

平成28年7月

平成28年7月

平成28年11月

平成29年4月

平成29年7月

平成29年7月

平成30年7月

令和1年7月

17）日本褥瘡学会誌 令和2年9月1日 投稿論文査読

13）第25回日本物理療法学会学術大会

14）第57回近畿理学療法学術大会

３　実務の経験を有する者についての特記事項

6）第55回近畿理学療法学術大会

1）第48回日本理学療法学術大会

一般演題査読

整形外科の術後理学療法および外来理学療法を中心
に理学療法業務に従事した。木・土曜日は午後が休
診であったため、訪問リハビリテーションで維持期
の脳梗塞後遺症患者の理学療法を実施していた。

平成16年4月
～

平成17年8月

有床診療所の理学療法士として、心疾患患者や呼吸
器疾患患者の理学療法を実施した。呼吸療法認定師
や心臓リハビリテーション指導士の取得はこの時期
に取得し、ケースレポート等もまとめた。また、寝
たきり高齢者の理学療法も実施し、褥瘡治療および
褥瘡予防のポジショニング等を実施していた。褥瘡
の理学療法に関する臨床研究はこの時期に実施して
いた。平成22年4月より介護保険領域の部署の異動
となり、主任として通所リハビリテーションと訪問
リハビリテーション業務に従事した。理学療法業務
に加え、職員管理、利用者契約などの業務も担当し
た。

平成17年9月
～

平成24年8月

11）第52回日本理学療法学術大会

3）第54回近畿理学療法学術大会

4）第50回日本理学療法学術大会

5）第27回兵庫県理学療法学術大会

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

４　その他

2）第26回兵庫県理学療法学術大会

平成24年11月に通所介護施設を開設し、機能訓練指
導員として理学療法業務を実施した。平成27年4月
に訪問看護ステーションを開設し、それ以降は訪問
リハビリテーション業務に従事している。現在は地
域で認められた通所介護施設と訪問看護ステーショ
ンとなり、明石市介護保険サービス事業者連絡協議
会や在宅介護支援センター、兵庫県健康保険事務所
より講演依頼をいただき、理学療法業務に加え講演
等の職務も実施している。最近では地域の神経内科
医と共に神経難病患者（ALS、多系統萎縮症、脊髄
小脳変性症等）を担当することが多く、褥瘡予防を
はじめ、褥瘡治療、理学療法業務を遂行している。
また、取締役として、会社の管理運営を実施してい
る。経理・総務は部門分けをし、他の役員が担当し
ているため、私は執行役員として運営部門を中心に
理学療法士として従事している。

一般演題査読

一般演題査読

7）第51回日本理学療法学術大会

9）第24回日本物理療法学会学術大会

8）Journal of Wound Care

10）第56回近畿理学療法学術大会

一般演題査読

投稿論文査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

15）第26回日本物理療法学会学術大会 一般演題査読

16）第27回日本物理療法学会学術大会 一般演題査読

12）第29回兵庫県理学療法学術大会
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年月日事項 概 　要

平成26年11月3日

平成30年7月1日

平成31年1月20日

平成31年8月23日

平成31年10月20日

令和3年2月20日

平成23年9月

平成24年5月

平成26年5月

平成27年9月

平成28年3月

令和2年9月

令和2年9月

（研修会講師）

平成25年9月29日

平成26年6月22日

平成27年10月24日

平成27年12月6日

平成28年10月7日

平成28年10月30日

30）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

褥瘡局所治療として電気刺激療法と超音波療法の有
効性について、実施している方法と臨床データにつ
いてシンポジストとして発言した。（第49回日本理
学療法学術大会）

（シンポジウム・パネルディスカッション）

第23回日本物理療法学会学術大会にて、褥瘡・創傷
ケアの物理療法について実際に物理療法機器を使用
してハンズオンセミナーを実施した。

26）日本褥瘡学会認定師によるチーム医療
の今後の方向性について

認定褥瘡理学療法士として褥瘡予防・管理における
理学療法士の必要性と可能性についてシンポジスト
として発言した。（第17回日本褥瘡学会学術集会）

27）褥瘡ケアにおける多職種協働の取り組み
～地域連携の実際．

31）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

33）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

沖縄県で開催された日本理学療法士協会全国学術研
修大会において「褥瘡ケアで理学療法士だからでき
ること～病院・施設・在宅ケア～」のテーマで講演
した。

29）ベッド・マットレスにおける安全対策

褥瘡リハに関わる立場から理学療法士の必要性と現
状の課題をシンポジストとして発言し、討論した。
（第22回　日本褥瘡学会学術集会）

ベッドおよびマットレスの安全対策を理学療法士の
立場から現状の問題点を中心に発言し、討論した。
（第22回　日本褥瘡学会学術集会）

35）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

褥瘡予防・管理に理学療法士としてどのように関
わっているのか褥瘡に関わりだした新人セラピスト
として、理学療法士が関わる魅力についてシンポジ
ストとして発言した。（第13回日本褥瘡学会）

（一般演題座長）

18）第30回兵庫県理学療法学術大会

第17 セッション 生活環境支援系2 の座長

第9 セッション の座長

19）第58回近畿理学療法学術大会

20）第21回日本褥瘡学会学術集会

第3 セッション 生活環境1　の座長

25）褥瘡局所治療 (down stream)における
理学療法技術．
テーマ：褥瘡対策チームで発揮できる
理学療法技術．

32）ハンズオンセミナー講師

34）第51回日本理学療法士協会全国学術
研修大会講師

臨床で実施している電気刺激療法の実際をシンポジ
ストとして発言した。また、海外で発表されている
先行研究との比較も行い、電気刺激療法の必要性に
ついて提言した。（第47回日本理学療法学術大会）

23）職種別サテライトシンポジウム
 （理学療法士）

テーマ：新人から見た褥瘡の魅力．

24）直流微弱電流刺激療法の効果と実践．
テーマ：最先端のエビデンスUpdate
褥瘡ケアへの理学療法士の参画．

21) 第28回日本物理療法学会学術大会

リハビリテーション２／機器・用具　の座長

一般口述演題Ⅴ　神経・筋制御の座長

17）第54回近畿理学療法学術大会

（特別講演・教育講演座長）

22）第1回物理療法研究会 教育講演「物理療法最前線」の座長

褥瘡ケアにおける多職種協働の取り組みを在宅ケア
に関わる理学療法士の立場からパネリストとして発
言した。（第13回 日本褥瘡学会近畿地方会学術集
会）

28）下肢創傷リハと褥瘡リハが実現する創傷
リハビリテーションの市民権
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年月日事項 概 　要

平成28年12月11日

平成29年8月20日

平成29年10月15日

平成30年9月16日

平成30年12月1日

平成31年5月18日

42）第21回日本褥瘡学会学術集会　教育講演11 平成31年8月24日

平成31年9月7日

（学会運営）

平成21年3月8日

平成26年3月2日

平成28年5月13日

平成28年10月1日

平成29年5月12日

50）日本物理療法学会　法人化担当委員 平成29年8月21日

平成30年5月12日

平成30年3月～

令和2年3月

令和2年6月10日

令和2年3月20日

49）日本褥瘡学会認定師委員会
認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

平成26年10月
24・25日

日本物理療法学会学術大会準備委員として開催1年
半前より運営準備に従事した。主に演題担当とし
て、演題の査読振り分け、プログラム作成に従事し
た。

47）日本褥瘡学会認定師委員会
認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

褥瘡・創傷ケアの理学療法に関する内容で理学療法
士・作業療法士・看護師を対象とした講演を実施し
た。

38）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

44）第6回日本褥瘡学会近畿地方会学術集会
準備委員

45）第11回日本褥瘡学会近畿地方会学術集会
準備委員

46）第23回日本物理療法学会学術大会
準備委員

日本褥瘡学会近畿地方会学術集会準備委員として開
催1年前より運営準備に従事した。

36）兵庫県在宅褥瘡セミナー講師 日本褥瘡学会主催の兵庫県在宅褥瘡セミナーのリハ
ビリテーション分野で講師として、看護師・介護士
理学療法士・作業療法士を対象に講義した。

37）富山県理学療法士会研修会講師

任意団体であった日本物理療法学会を一般社団法人
として法人化するための担当委員として勤めた。8
月21日に一般社団法人として認可され、設立時社員
として登記された。

51）日本褥瘡学会認定師委員会
認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

53）日本褥瘡学会認定師委員会
認定師審査（新規・更新）

54）第1回物理療法研究会準備委員

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行った。

第1回物理療法研究会準備委員として開催半年前よ
り運営準備に従事した。

52）日本褥瘡学会近畿地方会学術大会準備委員長 日本褥瘡学会近畿地方会の学術大会において準備委
員長を拝命された。

39）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

40）姿勢・活動ケア研究会「褥瘡セミナー」講師

41）姿勢・活動ケア研究会「褥瘡セミナー」講師

姿勢・活動ケア研究会主催の褥瘡セミナーにて「褥
瘡の評価と物理療法」のテーマで講義した。

48）日本褥瘡学会実態調査委員　協力者 4年に1度の日本褥瘡学会褥瘡患者実態調査の調査委
員の協力者として、兵庫県内の病院・施設などに調
査依頼を行った。

日本褥瘡学会近畿地方会学術集会準備委員として開
催1年半前より運営準備に従事した。

日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理学
療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療法の
実際」のテーマで講義した。

43）認定理学療法士必須研修会講師

姿勢・活動ケア研究会主催の褥瘡セミナーにて「褥
瘡の評価と物理療法」のテーマで講義した。

教育講演11（褥瘡患者のリハビリテーション医療）
のテーマで講演した。なお、この教育講演は皮膚科
領域講習1単位に該当する講演である。
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要

（著書）
共著 平成24年9月

共著 平成26年5月

共著 平成27年5月

共著 平成28年8月 文光堂 理学療法士が褥瘡対策チームの一員として行う理
学療法技術（運動療法・物理療法・日常生活活動
練習）を豊富な図表を用い平易に解説した。専門
職種共通の創の病態評価から予防や局所治療プロ
グラムなど必要な知識が幅広く網羅されている。
B5判 総頁数153頁
編集：杉元雅晴共著者名：杉元雅晴，吉川義之，
前重伯壮，植村弥希子，井上里英子，西山友貴，
岩﨑洋，日髙正巳
本人担当部分：第Ⅱ章：褥瘡患者の評価；2．褥
瘡の手段．第Ⅲ章：褥瘡の局所治療－物理療法；
3．電気刺激療法．第Ⅳ章：予防―姿勢管理・運
動療法；1．臥位姿勢．pp20-34, 41-48, 62-67
（単著）
褥瘡の評価、局所治療（電気刺激療法）、ベッド
上のポジショニングについて研究から得られた知
見と臨床現場から得た知識を組み合わせて解説し
た。

4.理学療法を活かす褥瘡
ケア

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

克誠堂

文光堂

文光堂

1.創傷のすべて 創傷に対する外科療法・保存療法・看護ケア・リ
ハビリテーションの内容をまとめた書籍である。
B5判 総頁数403頁
監修：市岡滋編集：安部正敏，溝上祐子，寺師浩
人
共著者名：市岡滋、安部正敏，溝上祐子，寺師浩
人、杉元雅晴，吉川義之、他39名本人担当部分：
第Ⅳ章：創傷に対する治療選択：5．物理療法 電
気刺激療法　pp320,　321（共著；杉元雅晴，吉
川義之）
創傷に対する電気刺激療法の実施方法および効果
についてまとめた。

廃用症候群の特徴，発症のメカニズム、経過な
ど，前提となる基礎知識を症状ごとに簡潔に解説
した。また、実際の臨床でどう対応すべきか、主
な疾患に特有な廃用症候群を想定し、その予防と
臨床的介入について具体的に解説した。B5判　総
頁数264頁
編集：奈良勲，神戸晃男，山崎俊明，木林勉共
著者名：奈良勲，神戸晃男，山崎俊明，木林勉、
杉元雅晴，吉川義之，前重伯壮、他23名
本人担当部分：第Ⅱ章：廃用症候群のメカニズ
ム：A局所性廃用症候群のメカニズム 05褥瘡）
pp73-85（共著；杉元雅晴，吉川義之，前重伯
壮）
廃用症候群に合併する褥瘡について評価と治療に
ついて解説した。

2.理学療法から診る廃用症
候群

3.理学療法士のための在宅
療養者の診かた

症例を通して、在宅療養者に対する理学療法の評
価からプログラムの立案まで、実際の流れに沿っ
て解説した実践書で、臨床の現場で役立つヒント
や工夫はクリニカルヒントとしてまとめた。B5判
総頁数190頁
編集：杉元雅晴
共著者名：（杉元雅晴，吉尾雅春，望月久，岩﨑
洋，山川友康，平野康之，井澤和大，宮川哲夫，
小嶋功，吉川義之，横井輝夫，前重伯壮，舘村
卓，田村佳奈美，野口まどか，渡邊光子，松田崇
本人担当分：骨折－糖尿病を合併した下肢骨折
pp 96-102（単著）
糖尿病を合併した下肢骨折の症例を提示し、評
価・理学療法プログラムの立案・実施について、
リスク管理も含めて解説した。
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年5月 医歯薬出版

6.イラストでわかる物理療法 共著 令和1年6月 医歯薬出版

7.最新理学療法学講座物理
療法学

共著 令和3年1月 医歯薬出版 物理療法の基礎知識から最新の物理療法までをを
分かりやすくまとめた教科書である。B5判　総頁
数294頁
編集：烏野大、川村博文　共著者名：藤田峰子、
森下勝行、久保田雅史、生野公貴、坂口顕、吉田
秀樹、菅原仁、岡崎大資、山口智史、田上未来、
荻野智之、大矢暢久、中村潤二、吉川義之、栗原
靖、山本綾子、松田雅弘、日下隆一
本人担当部分：第14章：物理療法の臨床応用　褥
瘡　pp232-236（単著）、褥瘡の物理療法につい
て、電気刺激療法、超音波療法、近赤外赤外線療
法、水治療法についての使用方法・目的などを解
説している。

物理療法の基礎知識から臨床応用までを分かりや
すくまとめた教科書である。B5判　総頁数231頁
監修：上杉雅之　編集：杉元雅晴、菅原仁　共著
者名：安孫子幸子・植村弥希子・大矢暢久・金原
一宏・斎藤弘・髙木峰子・中西亮介・平賀篤・太
箸俊宏・吉川義之
本人担当部分：第4章：温熱療法（３）超音波療
法　pp41-51（単著）、超音波の理論と治療方
法・目的および留意点について説明し、疾患別に
使用方法などを解説している。
第7章：水治療法　pp77-87（単著）、水の特性、
力学的・生理学的作用および治療目的を解説し、
実際の臨床場面での使用方法について説明してい
る。

5.PT・OT・STのための診療
ガイドライン活用法

診療ガイドラインについて理解し、臨床現場での
意志決定に活用できる力を身につけることを目的
としており、ガイドラインの作成過程や基礎知
識、ベースとなるエビデンスへの批判的吟味の方
法、実践適用ケースまでをわかりやすく解説して
いる。B5判 総頁数170頁
監修：中山健夫編集：日髙正巳、藤本修平
共著者名：荒木浩二郎・有明陽佑・稲富宏之・大
浦智子・大寺祥佑・尾川達也・紙谷司・小久保
徹・小向佳奈子・今法子・酒井克也・佐々木祥・
杉田翔・竹林崇・田中宏明・坪内優太・中村学・
芳賀大輔・福岡達之・福谷直人・廣江貴則・吉川
義之
本人担当部分：第4章：診療ガイドラインの活用
法；3　エビデンスと診療ガイドラインの活用の
実際．褥瘡　pp152-155（単著）
日本褥瘡学会のガイドラインから、理学療法士が
実施すべき内容について症例を提示して解説し
た。
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）
共著 平成23年6月

共著 平成24年1月

共著 平成24年1月

共著 平成24年1月

共著 平成24年3月

1.股関節運動と骨盤傾斜角
度が仙骨部褥瘡の形状変
化に及ぼす影響

（査読付）

仙骨部の褥瘡は股関節運動および骨盤の傾斜角度
により面積に影響を与えることが考えられる。そ
のため、股関節運動および骨盤傾斜角度が仙骨部
褥瘡の面積にどのような影響を与えるのかを確認
した。結果は股関節を屈曲すると短径および創面
積が拡大し、伸展すると創面積は縮小した。ま
た、股関節を屈曲する際は反対側の股関節を伸展
することで面積の拡大を予防できた。この結果か
ら仙骨部褥瘡患者に股関節の関節可動域運動を行
う際は反対側の股関節を伸展する必要性が示唆さ
れた。
担当部分：解析、考察、まとめ
共著者名：前重伯壮，本田寛人，吉川義之，山本
将之，寺師浩人，杉元雅晴

日本物理療法学会会誌
19, 82-86

2.直流微弱電流刺激療法が
ポケットを有する褥瘡に
与える効果
（査読付）

褥瘡の中でもポケットを有する褥瘡は難治性であ
り、治癒までに時間がかかると言われている。そ
のため、ポケットを有する褥瘡に対する治療は緊
急の課題である。そこで、ポケットを有する褥瘡
に対して電気刺激療法を実施した結果、治癒が促
進された。この結果から、ポケットを有する褥瘡
に対して電気刺激療法を実施する事でポケット面
積の縮小が促進されることが示唆された。
担当部分：治療実施、解析、論文まとめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，松田
一浩

これまで転倒予測に音叉を用いた振動覚検査が有
用であることを報告してきた。本研究では振動覚
検査は自覚症状に乏しいため、筋力低下などのよ
うに自覚せずに転倒するのではないかと考え自覚
症状との関連性を検討した。その結果、振動覚の
低下は転倒恐怖心などに影響を及ぼさず、低下し
ていることを自覚している高齢者が少ないことを
確認した。そのため、振動覚検査が低下している
高齢者に対してはフィードバックする必要性があ
ると考えられる。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，松田一浩，竹内真，福林秀
幸，高尾篤，安川達哉，井上由里，梶田博之，杉
元雅晴

3.転倒リスク評価における
振動覚検査の重要性

（査読付）

5.30°側臥位の快適さの検
  証

　（査読付）

褥瘡予防におけるポジショニングに30度側臥位が
推奨されている。しかし、30度側臥位は不安定な
体位であるため快適さが疑問視されている。その
ため体幹の捻じれに配慮した30度側臥位をとるこ
とで自律神経系に与える影響を調査した。その結
果、体幹に捻じれのない30度側臥位は背臥位と同
程度の快適さであり、苦痛な姿勢ではないことが
確認された。それゆえに臨床で30度側臥位を実施
する際は体幹の捻じれに配慮する必要性がある。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，三嶋
一規，谷川大地，山本将之

関西総合リハビリテー
ション専門学校紀要 4：
31-34

4.Optimum microcurrent
stimulation intensity
for galvanotaxis of
human dermal
fibroblasts
(ヒト皮膚線維芽細胞の
直流電流に最適な微弱電
流刺激強度)

（査読付）

培養線維芽細胞を用いて電気走性と最適電流強度
についての実験を行った。電気刺激は50µAと100µ
Aの微弱な電流強度で実施した。その結果、50µA
でも陰極方向への遊走が確認され、100µAではコ
ントロール群に比べ有意に陰極方向へ遊走してい
ることが確認された。この実験により線維芽細胞
が陰極方向へ遊走しやすいことが再確認され、
100µAという微弱な電流でも遊走することが確認
された。
担当部分：細胞培養、実験、統計解析、考察、ま
とめ
共著者名：Sugimoto M, Maeshige N, Honda H,
Yoshikawa Y, Uemura M, Yamamoto M, Terashi H

褥瘡会誌 13：157-161

理学療法科学27：55–59

Journal of Wound Care
21: 5-10
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共著 平成24年3月

共著 平成25年1月 褥瘡会誌15：1-7

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

6.高齢者の年齢階層別にお
ける転倒恐怖感消失要因
の検証

（査読付）

転倒恐怖感は年齢が高くなるほど抱きやすいとい
われているため、高齢者の転倒恐怖感の関連要因
を明らかにすることを目的とした。対象者を低年
齢高齢者と高年齢高齢者の2群に分けて比較し
た。その結果、低年齢高齢者の転倒自己効力感は
クリニカルパス4週目に向上が認められたが、高
年齢高齢者の転倒自己効力感に変化はみられな
かった。そのため、高年齢高齢者の転倒恐怖感の
消失要因は運動機能だけではなく、社会的要因な
どが考えられた。
担当部分：考察、まとめ
共著者名：小枝允耶，柿花宏信，植村弥希子，長
尾徹，田川雄一，吉川義之，小枝英輝，武政誠
一，山下拓，久綱正勇

9. 運動機能別にみた高齢
者の転倒関連因子の比
較－ロジスティック回
帰分析による検討－

（査読付）

高齢者の転倒因子は多くの因子があるため把握す
ることが困難な状況である。そのため、高齢者を
運動機能の高い者と低い者に分け、それぞれの因
子を検討した。その結果、運動機能の高い高齢者
は振動覚の低下が転倒因子としてあがり、運動機
能の低い高齢者は筋力低下やバランス能力の低下
など多様な因子が関わっていたことが確認され
た。
担当部分：研究計画、実施、統計、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，梶田博之，松田一浩，高尾
篤，井上由里，杉元雅晴

10. 通所リハビリテーショ
ンにおける内部障害の
罹患率と課題

（査読付）

介護保険領域でのリハビリテーションが増加して
いる中、情報提供が乏しい現状にある。その中で
も内部障害の既往をもった高齢者が多くいるにも
関わらず、情報が乏しいことは運動中のリスク管
理が不十分となることが考えられる。そのため、
服薬状況や既往歴を利用者・利用者家族・ケアマ
ネージャーに確認し情報の整理を行った。その結
果、循環器疾患の既往や治療を行っている高齢者
が多く確認された。
担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ
共著者名：松田一浩，吉川義之，竹内真，高尾
篤，福林秀幸，安川達哉，杉元雅晴，梶田博之

7.絵画教室の利用者が受講
生に与える影響

（査読付）

絵画教室における絵画作業が受講生の気分および
生活にどのように影響を与えるかについて調査
し、高齢者に対する介護予防や生きがい作りとし
ての有効性について検討した。その結果、絵画教
室の利用は絵画技術の向上だけではなく、ストレ
ス発散や余暇時間の有効利用、他者交流の促進な
どの役割を担っていた。この結果により絵画教室
の利用は高齢者に対する介護予防や生きがい作り
としても有効である可能性が示された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共著者名：梶田博之，大瀧誠，中前智通，森川孝
子，吉川義之，田伏勉

8. 仙骨部と大転子部の体
圧分散を配慮したポジ
ショニングと安楽度の
検証－股関節回旋角度
と体幹の回旋に着目し
て－
（査読付）

健常成人に対して30度側臥位時の体圧分散可能な
肢位と安楽度について検討した。30度側臥位時は
股関節を内旋させることにより、より広い殿筋面
で圧を分散できるように考慮した。その結果、体
圧分散が可能になり有用な体位であることが示唆
された。この殿筋面の広さについてはCTスキャン
を用いて確認した。また安楽度にも問題なく臨床
的にも問題ないことが示唆された。
担当部分：研究計画、実施、解析、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，寺師浩人，前重
伯壮，野口まどか

神戸国際大学リハビリ
テーション研究 3: 9-17

神戸学院総合リハビリ
テーション研究　7：
139-145

身体教育医学研究
14：9-16

理学療法兵庫 18：7-9
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共著 平成25年3月

共著 平成25年6月

共著 平成25年10月

共著 平成26年1月

共著 平成26年10月

13．褥瘡部を陰極とした微
 弱直流電流刺激療法に

   よる創の縮小効果
  （査読付）

14．仙骨部褥瘡患者に対す
 る直流微弱電流刺激療

   法の試み
  （査読付）

15. Critical Point Of
Direct Microcurrent
Stimulation Intensity
To Promote
Galvanotaxis For
Human Dermal
Fibroblasts

（ヒト真皮線維芽細胞の
電気走性を促進する直
流微弱電流刺激強度の
重要なポイント）

 （査読付）

11. 週1回のバランス練習を
実施した脊髄小脳変性
症の一例～移動能力の
変化に着目して

（査読付）

16. NST対象患者の褥瘡発生
に関わる危険因子の検
討

（査読付）

NST対象患者において、褥瘡ハイリスク患者ケア
加算判定項目およびK式スケール判定項目と褥瘡
発生の関連性を調査し、NST対象患者特有の褥瘡
発生因子の解明を目的とした。その結果、褥瘡発
生例では「必要カロリーを摂取していない」「褥
瘡に関する危険因子があってすでに褥瘡を有する
もの」「自力体位変換できない」「病的な骨突
出」が有意に高かった。そのためこれらに注意す
る必要性が示唆された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共著者名：前重伯壮，野口まどか，今井秀人，沖
佳祐，吉川義之，寺師浩人，宇佐美眞

褥瘡会誌　16：520-527

12. 個人情報記録における
認知症原因疾患の記載
状況について

（査読付）

神戸国際大学リハビリ
テーション研究 4: 35-
39

進行性疾患である脊髄小脳変性症患者に対してバ
ランス練習を中心とした理学療法を実施した症例
報告である。立位および膝立立位、四つ這い肢位
でバランス練習を工夫して理学療法を実施した結
果、日常生活活動の指標であるFIMの合計点数が
改善した。進行性疾患ではあるが、廃用性による
運動制限が出現していたために理学療法を実施す
る事でADLが改善した症例であった。
担当部分：プログラムの立案、考察、まとめ
共著者名：小枝允耶，吉川義之，植村弥希子，梶
田博之，小枝英輝

神戸学院総合リハビリ
テーション研　8:139-
144

介護保健施設利用者の多くは高齢であるため認知
症を呈した割合も多い。そこで、介護保険施設の
利用者の個人情報記録における認知症原因疾患の
記載状況について調査した。対象は192名であっ
た。その結果、認知症とのみ記載があったのが95
件であった。認知症は疾患により適切な治療やケ
アが異なるため、今後はこれらの情報整理が必要
である結果となった。
担当部分：情報整理、解析、まとめ
共著者名：梶田博之，大瀧誠，中島綾，中前智
通，森川孝子，久保田摩紀，松本謙，吉川義之

細胞培養実験にて得られた電気刺激条件を臨床研
究にて確認した。刺激条件は褥瘡部を陰極とし、
強度を80µAで1時間、週5回通電した。その結果、
全症例の創の縮小が加速し、統計学的にも有意な
結果となった。また、過去に行われた先行研究よ
りも週治癒率が高く、褥瘡に対する低強度の電気
刺激療法は創の縮小に有用であることが確認され
た。
担当部分：研究計画、実施、統計解析、論文のま
とめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，植村
弥希子，高尾篤，松田一浩，寺師浩人

仙骨部褥瘡に対して電気刺激療法を実施し、創の
縮小効果について検討した。刺激条件は基礎研究
のデータを用いて、褥瘡部を陰極、強度80µA、周
波数0.1Hz、時間40分、頻度週5回とした。その結
果、電気刺激療法の介入後に創の縮小が加速し最
終的に治癒に至った。本結果より標準治療に電気
刺激療法を併用することにより創の加速的治癒が
期待できる。
担当部分：研究計画、実施、解析、論文のまとめ
共著者名：吉川義之, 杉元雅晴, 前重伯壮, 寺師
浩人

Wound Repair and
Regeneration 22(1):
A19

理学療法学 40：200-206

陽極帯電している線維芽細胞の電気走性を促進す
るため、直流微弱電流刺激を実施した。その結
果、コントロール群に比べ200 µA群で線維芽細胞
の遊走は促進され、300 µA群で抑制されることが
解明された。この結果により、臨床現場で褥瘡治
癒を促進するための線維芽細胞遊走に期待する強
度は200 µAであることが示唆された。
担当部分：解析、論文のまとめ
共著者名：Uemura M, Maeshige N, Yoshikawa Y,
Terashi H, Usami M, Takata S, Sugimoto M

褥瘡会誌 14：582-586
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共著 平成29年9月

17. 立ち上がり可能な座面
の高さと日常生活活動
の関連性について
－通所利用者の立ち上
がりによる検討－

（査読付）

神戸学院総合リハビリ
テーション研究 10：
121-127

立ち上がり可能な座面の高さの違いによって日常
生活活動との関連性があるかの検討を、通所リハ
利用者を対象として実施した。その結果、30㎝の
高さから立ち上がれる高齢者は日常生活が自立し
ていることが確認された。また、その他のパ
フォーマンステストとも関連性があり有用な検査
であることが確認された。そのため、30㎝をカッ
トオフ値する事や30㎝からの立ち上がりを目標と
する必要性が示唆された。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，門條
宏宣，小枝允耶，柿花宏信，梶田博之，春藤久人

18. Positioning
bedridden patients
to reduce interface
pressures over the
sacrum and great
trochanter

(寝たきり高齢者の仙骨
部と大転子部の体圧分
散を配慮したポジショ
ニング)

（査読付）

Journal of Wound Care
4: 319-325

特別養護老人ホームに入所中の高齢者17名を対象
に体圧分散可能なポジショニングの検討を行っ
た。方法は30度40度側臥位時にベッドと接する側
の股関節を自然位にした場合と内旋位した場合と
の比較検討を行った。その結果、ベッドと接する
側の下肢を内旋位にした方が広い殿筋面で体圧を
分散することができ、有用なポジショニングであ
ることが確認された。この結果により、仙骨部お
よび大転子部の褥瘡予防および褥瘡患者の治癒促
進に期待できる。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：Yoshikawa Y, Maeshige N, Sugimoto
M, Uemura M, Noguchi M, Terashi H

Progress in
Rehabilitation
Medicine 1, 20160005

神戸学院大学総合リハビ
リテーション学研究科

物理療法科学 24: 26-3121. 直流パルス電流の刺激
周波数が線維芽細胞の
遊走およびFocal
adhesion kinaseに与え
る影響
（査読付）

培養線維芽細胞の遊走に関する電気刺激の最適周
波数を検討した。スクラッチ法にて線維芽細胞の
遊走に最適な周波数を求めた結果、2Hz群がコン
トロール群や10Hz群に比べ有意に遊走しているこ
とが確認された。
担当部分：細胞培養、実施、まとめ
共著者名：植村弥希子，前重伯壮，井上岳人，古
賀由華，杉元雅晴，吉川義之，宇佐美眞

培養線維芽細胞を用いて電気刺激周波数の違いに
よる細胞増殖を確認した。褥瘡の治癒には線維芽
細胞の遊走・増殖・分化が必要であり、本実験で
は増殖に着目して実験を行った。その結果、強度
200µA，1-8Hzの周波数で線維芽細胞の増殖が確認
された。中でも周波数2Hzにおいて増殖が大き
かった。本研究結果から褥瘡に対して電気刺激療
法を実施する場合は周波数を2Hz前後で設定する
必要性が示唆された。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：Yoshikawa Y, Sugimoto M, Uemura M,
Matsuo M, Maeshige N, Niba ET, Shuntoh H

19. Monophasic pulsed
microcurrent of 1-8
Hz increases the
number of human
dermal fibroblasts.

(1-8Hzの直流バルス電流
はヒト皮膚線維芽細胞数
を増加させる。)

（査読付）

20. Monophasic pulsed
microcurrent of 1-8
Hz increases the
number of human
dermal fibroblasts.
(1-8Hzの直流バルス電
流はヒト皮膚線維芽細
胞数を増加させる。)

（博士論文）
（査読付）

培養線維芽細胞を用いて電気刺激周波数の違いに
よる細胞増殖を確認した。褥瘡の治癒には線維芽
細胞の遊走・増殖・分化が必要であり、本実験で
は増殖に着目して実験を行った。その結果、強度
200µA，1-8Hzの周波数で線維芽細胞の増殖が確認
された。中でも周波数2Hzにおいて増殖が大き
かった。本研究結果から褥瘡に対して電気刺激療
法を実施する場合は周波数を2Hz前後で設定する
必要性が示唆された。
（全21頁）
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共著 平成30年5月

共著 平成30年11月 PLoS One 10 e0195309  

共著 平成30年12月24. Taking a sitting
position within 13
days of subarachnoid
hemorrhage onset
prevents decline in
the ability to
perform activities of
daily living and
shortens
hospitalization
duration（クモ膜下出
血の発症から13日以内
に座位をとることは、
日常生活の活動能力の
低下を防ぎ、入院期間
を短縮する）

（査読付）

くも膜下出血患者を対象として早期に座位をとっ
た症例と座位をとらなかった症例の日常生活活動
レベルと入院期間を検討した。その結果、13日以
内に座位をとった群は入院期間が短縮した。その
ため、くも膜下出血患者は病状を把握し、神経学
的兆候を確認しながら早期に歩行練習する必要性
が示唆された。担当部分：計画、考察、まとめ
共著者名：Uemura M, Inoue T, Kuwata S,
Yoshikawa Y, Matsumoto H, Hirata Y

22. Weight-bearing
stretching of the
triceps surae muscle
increases the range
of motion on ankle
dorsiflexion in
diabetic patients: an
approach to reduce
the risk of diabetic
foot ulcer
development（糖尿病患
者に対する自重負荷に
よる下腿三頭筋スト
レッチングは足関節背
屈可動域を増加させ
る。：糖尿病性足潰瘍
発生リスクを減らすた
めのアプローチ）

（査読付）

23. Modulation of plantar
pressure and
gastrocnemius
activity during gait
using electrical
stimulation of the
tibialis anterior in
healthy adults（健常
成人における前脛骨筋
への電気刺激が歩行中
の足底圧および腓腹筋
活動に及ぼす影響につ
いて）

（査読付）

J Jap.WOCM 22(3) 281-
286

健常成人の前脛骨筋に電気刺激療法を実施するこ
とで拮抗筋である腓腹筋が相反神経抑制され、足
底圧が減少する傾向が確認された。今後はこの方
法を用いて足底圧が上昇することにより足潰瘍が
発生しやすい糖尿病患者に対して実施し、足壊死
や切断患者の予防に努めていく。担当部分：研究
計画、考察、まとめ。共著者名：Moriguchi M,
Maeshige N, Ueno M, Yoshikawa Y, Terashi H,
Fujino H.

Int J Disabil Hum Dev
14(4) 517-524

糖尿病患者に対して自重負荷による下腿三頭筋ス
トレッチングを実施することで、足関節背屈可動
域の増加が確認された。足関節背屈可動域の低下
は足底圧が上昇することにより足潰瘍の要因とさ
れている為、本研究結果より糖尿病患者の足潰瘍
発生リスクを減らすためのアプローチ方法確立の
一助となる。担当部分：研究計画、考察、まと
め。共著者名：Maeshige N, Hirasawa Y,
Moriguchi M, Yoshikawa Y, Maruo K, Noguchi
M, Terashi H, Fujino H
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共著 令和2年3月

共著 令和2年9月

27．Monophasic Pulsed
　　Current Stimulation
　　of Duty Cycle 10%
　　Promotes
　　Differentiation of
　　Human Dermal
　　Fibroblasts into
　　Myofibroblasts
　　（デューティサイクル
　　10％の単相パルス電流
　　刺激は、ヒト皮膚線維
　　芽細胞の筋線維芽細胞
　　への分化を促進しま
　　す）
　　（査読付）

共著 令和3年3月 本研究は創傷治癒に必要な細胞である線維芽細胞
に電気刺激を実施した実験である。線維芽細胞の
増殖・分化に対して有効な刺激強度と周波数は過
去の研究から証明されつつある。しかし、有効な
デューティサイクルと増殖・分化に対する影響は
不明である。そのため、本研究では線維芽細胞が
分化するために有効なデューティサイクルの検証
を実施した。その結果、10％のデューティサイク
ルにおいてα-平滑筋アクチンおよびトランス
フォーミング成長因子のmRNA発現が有意に促進し
ました。それゆえにデューティサイクルは筋線維
芽細胞の分化に影響を与える可能性があり、
デューティサイクルが10％の電気刺激は創傷治癒
に効果的であると示唆された。
本人担当分：実験実施および，実験結果に基づき
論文執筆の補助を担当した。
共著者Uemura M, Sugimoto M, Yoshikawa Y,
Hiramatsu T, Inoue T

医療福祉情報行動科学研
究 7 25-35

25. 車椅子乗車時の戸の開
閉操作が坐骨結節部へ
与える影響
(査読付）

車椅子乗車時における褥瘡好発部位である坐骨結
節部位のずれ力と圧力の移動を検討した。平地走
行ではなく、日常生活で必要となるドアの開閉動
作時に坐骨結節部のずれ力と圧力を測定してい
る。その結果、開き戸に比べ引き戸は前後のずれ
力が少ない結果となった。しかし、前左右方向に
ついては開き戸も引き戸もずれ力に差がなかっ
た。そのため、坐骨結節に褥瘡発生リスクがある
対象者にはドアの開閉操作は極力避けるように促
し、必要な場合は引き戸を勧めることが示唆され
た。担当部分：計画、考察、まとめ　共著者名：
吉川義之，杉元雅晴，植村弥希子，松下友貴，松
本流音

26. 1,25-Dihydroxyvitamin
D3 Inhibits
Lipopolysaccharide-
Induced Interleukin-6
Production by C2C12
Myotubes

　（1,25-Dihydroxyvitamin
　　D3はC2C12筋菅細胞のリ
　　ポポリサッカライドに
　　よるインターロイキン6
　　産生を抑制する）
　（査読付）

Medicina 56(9) 450-457 本研究は、マウス由来C2C12筋菅細胞に対する
1,25-dihydroxyvitamin D3 [1,25(OH)2D3]の抗炎
症作用と筋タンパク分解抑制作用を検討すること
を目的に実験を行った．マウス由来のC2C12筋芽
細胞を増殖培地である10%牛血清を含むDulbecco
Modified Eagle（DMEM）培地で増殖させた後，培
地を分化培地である2%ウマ血清を含むDMEM培地に
変更し4日間培養し，筋菅細胞に分化させた．筋
菅細胞に分化させた後、0、0.1、1、10nMの
1,25(OH)2D3を添加した培地で24時間培養し，そ
の後，炎症を惹起させるため100ng/mlのリポポリ
サッカライド（LPS）を含む培地で48時間培養し
た．その結果，LPSは培養液中のinterleukin
(IL)-6を増加させた．しかしながらIL-6の濃度は
1,25(OH)2D3処理した筋管細胞で処理されていな
い細胞に比べ，IL-6濃度は有意に低かった．ミオ
シンやMAFbxとMuRF1は各条件間で有意差は認めら
れなかった．Tumor necrosis factorαの測定は
多くのサンプルで検出限界を下回ったため正確な
測定ができなかった．本研究結果から，
1,25(OH)2D3がLPS刺激による筋菅細胞でのIL-6産
生を抑制することが示された．
本人担当部分：実験実施および，実験結果に基づ
き論文執筆の補助を担当した．
共著者：Nonaka K, Akiyama J, Yoshikawa Y,
Une S, Ito K

Phys Ther Res (advance
publication by J-
STAGE, March 18, 2021)
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（その他）

「総説・依頼原稿」
共著 平成25年2月

共著 平成25年4月

共著 平成26年12月

単著 平成27年3月

単著 平成28年

共著 平成30年4月

単著 令和1年12月

8．褥瘡患者のリハビリテー
ション医療 －褥瘡ケア
の理学療法－

単著 令和1年12月 これまで理学療法士が褥瘡患者に関わる際にポジ
ショニングやシーティングを中心として関わって
きたが、それ以外にも物理療法を用いて治療に参
画できることを伝えた。しかし、その際は医師や
看護師などの多職種協働が必要であり、褥瘡創面
評価の必要性なども含めて解説した。

褥瘡会誌22（1）：19-25

7．発生と悪化を防ぐための
  褥瘡予防

褥瘡の発生予防と悪化予防を解説した。褥瘡の発
生機序からリハビリテーションが褥瘡に与える影
響などを説明し、理学療法や作業療法を実施する
際の注意点をまとめた総説論文である。

理学療法学 40: 56-581.最先端のエビデンス
Update : 褥瘡ケアへの理
学療法士の参画

褥瘡ケアへの理学療法士の参画を促すため，医師
から理学療法士に期待する事をまとめていただ
き、理学療法士の立場から運動療法について、物
理療法についての内容を記載した。また、褥瘡・
予防ガイドラインの作成委員会からリハビリテー
ション分野のガイドラインについて解説した。
担当部分：電気刺激療法、まとめ
共著者名：杉元雅晴，日高正巳，寺師浩人，吉川
義之，前重伯壮，廣瀬秀行

2.慢性創傷に対する理学療
法

慢性創傷に対する電気刺激療法と超音波療法の使
用方法と研究結果のまとめを総説論文としてまと
めた。
担当部分：まとめ
共著者名：杉元雅晴，前重伯壮，吉川義之

3. 褥瘡対策チームで発揮で
きる理学療法技術

理学療法　30(4)：402-410

理学療法学第41: 690 -
698

褥瘡対策チームで理学療法士が発揮できる技術に
ついて解説した。理学療法士は褥瘡を評価し、さ
らに動作を評価することにより適切なポジショニ
ングを実施することができる。また、褥瘡部を評
価することにより物理療法を用いて治療に参加す
ることもできる。これらの技術で褥瘡対策チーム
で活躍する事に期待できる。
担当部分：電気刺激療法、まとめ
共著者名：前重伯壮，杉元雅晴，吉川義之，植村
弥希子，井上里英子，日高正巳

4. 褥瘡に対する物理療法の
実践②：直流微弱電流刺
激療法

理学療法magazine 2(3):
54-58

褥瘡に対する物理療法として電気刺激療法の使用
方法を解説した。これまでの臨床研究の結果に加
え基礎研究で得られたデータも提示し、より治癒
効果の高い電気刺激療法を実施して頂けるように
解説した総説論文である。

5．褥瘡ケアで理学療法士だ
  からできること

6．理学療法士からみた褥瘡
  予防の問題点とその対応
 策

WOC Nursing 6(4)：63-
72

理学療法学 44(1): 47-
51

褥瘡・創傷ケアについて理学療法士の必要性を解
説した。予防や環境調整などのポジショニングだ
けではなく、物理療法を用いて治療にも関われる
ことを示し、理学療法士が褥瘡・創傷ケアに関
わっていくべきという内容を解説した総説論文で
ある。

理学療法士の視点から褥瘡予防の問題点を解説し
た。移乗や移動時の注意点、ベッド上のポジショ
ニングや車椅子駆動時における問題点などを他職
種にもわかりやすく解説している。担当部分：体
位変換・姿勢保持、基本動作における注意点。共
著者名：杉元雅晴，吉川義之，植村弥希子

訪問リハビリテーション
9：352-358
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9．坐骨部褥瘡患者への
リハビリテーション
医療の原則

共著 令和3年2月 褥瘡の好発部位である坐骨褥瘡の予防（再発を含
む）に関して解説している。特に、車椅子生活者
は坐骨褥瘡を発生させやすいため、日常生活にお
ける注意点（圧迫とズレ力）を中心に解説し、理
学療法士の関わるべき点なども解説している。ま
た、創をみることでどこにどのような外力が加
わっているかについても解説している。
共著者：杉元雅晴、吉川義之、植村弥希子

10．仙骨部褥瘡とリハビリ
テーション医療～仙骨
部褥瘡を観て予防す
る，観て治療する～

共著 令和3年2月 本邦の褥瘡患者の特徴は高齢で瘦せ型、病的骨突
出を有していることがあげられる。また、仰臥位
で寝ているため、病的骨突出がある高齢者は容易
に褥瘡が発生してしまう。そのため、好発部位で
ある仙骨部分に褥瘡が発生しないように頻回な体
位変換や体圧分散寝具の活用が求められる。さら
には、定期的に確認して予防する必要がある。こ
の解説論文ではポジショニングを中心に仙骨部褥
瘡の予防方法について解説している。
共著者：植村弥希子、杉元雅晴、吉川義之

11．高齢者の褥瘡予防のた
　　めのポジショニング

共著 令和3年2月 加齢に伴い皮膚は脆弱化し、しわやたるみが多く
なる。さらに、関節拘縮や変形、筋力低下などで
褥瘡発生リスクが高まる。そのため、本解説論文
では高齢者の褥瘡予防ケアを実施するにあたり、
どのようなポジション具を実践していけばよい
か、個人的要因と環境・ケア要因の両方から解説
している。
共著者：吉川義之、永吉恭子

「国際学会」

－ 平成24年9月

－ 平成24年9月

臨床老年看護28：25-32

褥瘡会誌23（1）：1-7

褥瘡会誌23（1）：14-18

1．A new proposal of a
better positioning for
a bedridden patient.
(寝たきり高齢者に対す
る新しいポジショニング
の提案)

World Union of Wound
Healing Societies（神
奈川県）

褥瘡ハイリスク者である日常生活自立度Cランク
の高齢者を対象に新しいポジショニングを検討し
た。ポジショニングは30度側臥位を実施した際に
ベッドと接する側の股関節を内旋させ、殿筋面を
広げて体圧分散を試みた。その結果、体圧は分散
される結果となった。上記の結果から、30度側臥
位を実施する際はベッドと接する側の股関節を内
旋させる必要性が示唆された。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者名：Yoshikawa Y, Sugimoto M,
Maeshige N, Honda H, Madoka Noguchi, Terashi
H

2. Clinical Effects of
Galvanic Micro-Current
Stimulation for
Pressure Ulcers
(褥瘡に対する直流微弱
電流刺激の臨床効果)

World Union of Wound
Healing Societies（神
奈川県）

褥瘡を有する高齢者に対して電気刺激療法を実施
し、効果を確認した。電気刺激療法は滲出液を吸
収したドレッシング材に棒状電極を挿入し、ド
レッシング材を関電極として使用した。不関電極
は10㎝程度離れた健常皮膚部位に貼付した。電流
強度は80µAとして、周波数2Hz，極性は褥瘡部陰
極として40分，週5日実施した。その結果、前例
において創が治癒した。上記の結果から、褥瘡に
対する電気刺激療法は褥瘡治癒を促進させる可能
性がある。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者名：Yoshikawa Y, Sugimoto M,
Maeshige N, Honda H, Terashi H
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－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

3．Examination of risk
 factor for falls among
 the elderly with high
 physical activity

  (活動性の高い高齢者の
 転倒危険因子の検討)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

TUG が11秒以下で身体能力が高いとされる高齢者
を対象として転倒因子を検討した。その結果、転
倒群と非転倒群において筋力に差はみられなかっ
たが、振動覚の低下と片脚立位時間の低下が転倒
因子として有意であった。この結果から、身体能
力が高い高齢者に対しては振動覚検査と片脚立位
時間で転倒予測を行う必要性がある事が示唆され
た。
担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ、発表
共同演者名：Yoshikawa Y, Kajita H, Matsuda
K, Uemura M, Koeda M, Sugimoto M, Shuntoh H

4．Case report on wound
 healing promotion of
 an intractable
 pressure ulcer by long
 irradiation of low-

   intensity pulse mode
 ultrasound

 (低出力超音波の長時間照
  射によって難治性褥瘡が
  治癒促進した症例)

褥瘡に対する超音波療法の効果について検討し
た。超音波は固定式の超音波装置を用いて、褥瘡
の洗浄時にフィルムドレッシングの上から照射し
た。その結果、コントロール期間に比べ有意に創
の縮小が確認された。上記の結果から、褥瘡に対
する固定式超音波療法は褥瘡の創治癒を促進させ
る可能性があるため、臨床での積極的に使用する
必要性がある。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者名：Maeshige N, Fujiwara H, Honda H,
Yoshikawa Y, Terashi H, Usami M, Sugimoto M

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

5．Greater influence of
 pain than motor
 function on the fear
 of falling

  (有痛性症例の転倒は運
   動機能よりも影響が大
  きい)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

大腿骨近位部骨折患者は転倒リスクが高いことが
示されている。最近の研究では運動機能が低下す
ることで恐怖感が出現することを報告している。
しかし、これらの研究は疼痛との関連性は検討し
ていない。そのため、本研究では疼痛と運動機能
が恐怖感に及ぼす影響を調査した。その結果、疼
痛が運動機能よりも大きく影響を及ぼしているこ
とが確認された。それゆえに、疼痛の緩和が優先
されることが示唆された。
担当部分：考察、まとめ
共同演者名：Kakihana H, Koeda M, Yamashita T
Uemura M, Yoshikawa Y

6．Critical point of
 direct microcurrent
 stimulation intensity
 to promote
 galvanotaxis for in
 human dermal
 fibroblasts
(ヒト皮膚線維芽細胞の遊
走を促進する刺激強度の
重要なポイント)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

培養線維芽細胞の電気走性について検討した。こ
れまで、コントロール群よりも100µAで陰極方向
へ遊走することを確認してきたが、それ以上の強
度について検討していない。本研究は100µA以上
の強度を確認することが目的である。その結果、
遊走は200µAで最大となり300µAで抑制されること
が確認された。そのため、臨床で褥瘡に電気刺激
療法を実施する際には200µA前後が望ましいこと
が推測される。
担当部分：細胞培養、実施、考察、まとめ
共同演者名：Uemura M, Maeshige N, Yoshikawa
Y, Terashi H, Usami M, Takata S, Sugimoto M

7．Effect of living at
   home on falls self-
   efficacy to patients
  with hip fracture
 (股関節骨折患者の自宅生
  活における自己効力感低
  下の影響)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

自己効力感は大腿骨近位部骨折患者の転倒恐怖心
と関連している。本研究は大腿骨近位部骨折患者
の自己効力感に関する研究を実施した。対象を入
院訓練群と退院訓練群に分け、比較検討した。そ
の結果、転倒に対する自己効力感は退院訓練群に
おいて改善し、入院訓練群では変化がみられな
かった。そのため、早期に退院し自宅で理学療法
を行うことで自己効力感が改善する可能性が確認
された。
担当部分：考察、まとめ
共同演者名：Koeda M, Kakihana H, Uemura M,
Yoshikawa Y, Kajita H, Bishu N

保健医療学部リハビリテーション学科

1393



著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成27年5月

－ 平成27年5月

（国内発表）

－ 平成23年5月

－ 平成23年7月

－ 平成23年7月

8．The effects of direct
 micro–current
 stimulation on
 proliferation of human
 dermal fibroblasts
(ヒト皮膚線維芽細胞の
増殖に対する直流微弱
電流刺激の効果)

培養線維芽細胞に対して周波数を変更した電気刺
激療法を実施し、細胞増殖について検討した。そ
の結果、2Hz群で細胞増殖が確認された。また
64Hzについては細胞増殖が抑制される結果となっ
た。そのため、臨床で電気刺激療法を実施する際
は2Hzで実施するすることで創の治癒が促進され
る可能性が示唆され、周波数の設定の必要性が示
唆された。
担当部分：研究計画、細胞培養、実施、解析、考
察、まとめ、発表
共同演者名：Yoshikawa Y, Sugimoto M, Uemura
M, Matsuo M, Maeshige N, Shuntoh H

9．Early ambulation
 improves activities
 of daily living and
 reduces
 hospitalization in
 aneurysmal
 subarachnoid
 hemorrhage patients

  (くも膜下出血後の早期
   歩行開始は日常生活活
   動を改善し、入院期間
   を減少させる)

脳卒中専門の急性期病院に救急搬送された初発く
も膜下出血患者の早期離床とその予後について検
討した。その結果、早期離床を促せた患者ほど転
帰がよく、早期離床が遅れるほど転帰が悪かった
という結果が得られた。そのため、可能な限り早
期離床を促してリハビリテーション介入する必要
性が示唆された。
担当部分：考察、まとめ
共同演者名：Uemura M, Kuwata S, Yoshikawa Y,
Maeshige N, Inoue T, Natsume S, Yoshida Y,
Matsumoto H

World Confederation
for Physical Therapy
（シンガポール）

World Confederation
for Physical Therapy
（シンガポール）

1．仙骨部褥瘡患者に対す
る直流微弱電流刺激療
法の試み

日本理学療法学術大会
（宮崎県）

仙骨部褥瘡患者に対して標準治療の補完療法とし
て電気刺激療法を実施した。刺激条件は褥瘡部陰
極、周波数0.1Hz、強度100µA、時間40分、週5回
とした。その結果、停滞していた創面積が縮小し
はじめ最終的に治癒に至った。
担当部分：実施、解析、発表
共同演者：吉川義之，高尾篤，前重伯壮，杉元雅
晴

2．30°側臥位の快適さの
 検証

兵庫県理学療法士学会
（兵庫県姫路市）

30度側臥位は褥瘡予防のポジショニングで最も頻
繁に用いられる体位である。しかし、30度側臥位
は快適性に欠けるとの報告がある。そこで、体幹
の捻じれに配慮して快適性について検討した。そ
の結果、体幹に捻じれがない30度側臥位は背臥位
と同程度の快適性がある事がLF/HFの結果から確
認された。そのため、30度側臥位を実施する際は
体幹の捻じれに注意する必要性がある。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者：吉川義之，松田一浩，高尾篤，杉元雅
晴

3．運動機能と活動性によ
 り群分けした転倒因子
 の検討

高齢者の転倒因子を運動機能の高い高齢者と低い
高齢者に群分けして検討した。その結果、運動機
能の高い高齢者は振動覚検査と片脚立位時間が転
倒因子として有意であった。運動機能の低い高齢
者は筋力やバランス能力・歩行スピードなど多種
多様な原因が考えられた。そのため、転倒予測を
行う際は運動機能により群分けして行うことで、
より徹底したリスク管理が可能になることが示唆
された。
担当部分；研究計画、解析、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，高尾篤，松田一浩，福林秀
幸，竹内真，杉元雅晴

兵庫県理学療法士学会
（兵庫県姫路市）
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近畿理学療法士学術集会
（滋賀県）

7．糖尿病性神経障害にお
 ける振動覚検査のカッ
トオフ値と検査精度

日本糖尿病学会（神奈川
県）

糖尿病性神経障害患者を対象として音叉を用いた
振動覚検査について検討した。音叉を用いた振動
覚検査は足関節内果もしくは母趾MP関節で実施す
る。本研究では検査精度とカットオフ値について
検討した。その結果、糖尿病性神経障害患者は内
果で検査をするよりも母趾MP関節で検査を実施す
る方が検査精度が高く、有用であることが示唆さ
れた。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者：吉川義之，松本大輔，松田一浩，高尾
篤，梶田博之

4．直流微弱電流刺激療法
 の臨床効果

褥瘡患者3症例に対して電気刺激療法を実施し、
創の縮小について検討した。電気刺激療法を実施
する際は標準治療の補完療法として実施した。そ
の結果、3症例とも創の縮小が促進され、最終的
に治癒に至った。その他、副作用などは見られな
かった。これらの結果から、褥瘡治療の補完療法
として電気刺激療法を実施する事は早期治癒につ
ながることが示唆される。
担当部分：計画、実施、解析、発表
（吉川義之，前重伯壮，寺師浩人，杉元雅晴）

日本物理療法学会（徳島
県）

5．直流微弱電流刺激療法
 がポケットを有する褥
 瘡に与える効果

ポケットを有する仙骨部褥瘡患者に対して、標準
治療の補完療法として電気刺激療法を実施した。
ポケットを有する褥瘡は治癒に時間がかかり、難
渋することが多い。そのため、加速的な治癒を目
的に電気刺激療法を併用した。その結果、電気刺
激療法によりポケットが6週間で閉鎖した。これ
までポケットに対する物理療法は陰圧閉鎖療法の
みであったが、電気刺激療法がポケットに対する
物理療法として効果がある可能性を示唆する結果
となった。
担当部分：計画、実施、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，松田
一浩

6．立ち上がり可能な高さ
 と日常生活活動の関連
 性について

立ち上がり可能な高さと日常生活活動との関連性
を検討した。対象を通所リハビリテーション利用
者とした。その結果、30㎝からの立ち上がりが可
能な高齢者は日常生活が自立している方が多く、
30㎝から立ち上がりができない高齢者は日常生活
に介助を有する方が多いという結果になった。そ
のため、30㎝からの立ち上がりをひとつの目安に
なることが示唆された。
担当部分：研究計画、実施、解析、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，鈴木昌幸，高尾篤，福林秀
幸，竹内真，松田一浩，杉元雅晴

日本褥瘡学会（福岡県)
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9．腰痛患者の腹部筋群の
 筋厚と筋力に関する検
 討

日本理学療法学術大会
（兵庫県神戸市）

腰痛患者の腹筋筋力の低下は従来から指摘されて
いる。本研究では超音波診断装置を用いて、腹直
筋、腹斜筋ならびに腹横筋腹横筋の筋厚を測定
し、筋力との関連性を検討した。その結果、筋厚
と筋力には有意な相関があった。そのため、腰痛
が増悪している患者で筋力が測定できない場合
は、超音波診断装置を用いて筋厚を測定すること
が有用であると思われる。
担当部分：研究計画、データ採取、考察、まとめ
共同演者：高尾篤，福林秀幸，竹内真，吉川義
之，松田一浩，加納和佳，杉元雅晴，中山潤一

10．脳卒中片麻痺患者にお
 ける膝伸展筋力対称性
 とバランス能力および
 ADLとの関連性

日本理学療法学術大会
（兵庫県神戸市）

脳卒中片麻痺患者の膝伸展筋力とバランス能力お
よびADLの関連性について検討した。その結果、
脳卒中片麻痺患者は膝伸展筋力の非対称性が強い
方ほどバランス能力が悪く、ADLにおいて介助を
必要としていた。そのため、脳卒中片麻痺患者の
理学療法を実施する際には膝伸展筋力の非対称性
を改善させる必要性がある事が示唆された。
担当部分：研究計画、解析、まとめ（鈴木昌幸，
吉川義之，藤原正盛，吉川絵美，梶田博之，夏目
重厚）

11．大腿骨近位部骨折術後
 患者における自宅生活
 経験による転倒自己効
 力感の向上について

日本理学療法学術大会
（兵庫県神戸市）

大腿骨近位部骨折患者を対象として、転倒自己効
力感の変化について検討した。その結果、入院期
間中は運動機能の改善はみられたが、転倒自己効
力感については変化がみられなかった。その後、
自宅退院した後には運動機能の改善はみられな
かったが、転倒自己効力感は改善した。上記の結
果から、自宅への生活に合わせた介入が必要であ
り、早期に外泊訓練する必要性が示唆された。
担当部分：考察、まとめ
共同演者：小枝允耶，植村弥希子，長尾徹，吉川
義之，柿花宏信，山下拓，田川雄一，武政誠一

振動覚は加齢により低下すると言われているが、
それらを検討した報告は散見される程度である。
そのため、健常成人、健常高齢者、糖尿病性神経
障害患者の3群で比較検討した。その結果、健常
成人に比べ健常高齢者の振動覚閾値は有意に高
く、また健常高齢者に比べ糖尿病性神経障害患者
の振動覚閾値は有意に高かった。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者：吉川義之，松本大輔，松田一浩，高尾
篤，梶田博之，杉元雅晴

8．加齢による振動覚の変
 化と糖尿病性神経障害
 患者の特異性

日本理学療法学術大会
（兵庫県神戸市）
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－ 平成24年12月15．ヒト皮膚線維芽細胞の
 電気走性を促進させる
 直流微弱電流刺激強度
 の臨界点

培養線維芽細胞に直流パルス電流刺激を実施し、
線維芽細胞の電気走性を確認した。線維芽細胞は
微弱な電流でも遊走が促進され、200µA群でコン
トロール群と有意な差が認められた。また、この
電気走性は300µAでは抑制される結果となった。
本研究の結果から、褥瘡患者に対して電流刺激療
法を実施する際は200µA以下で実施する事が望ま
しいことが示唆された。
担当部分：細胞培養、実験、解析、まとめ
共同演者：植村弥希子，前重伯壮，吉川義之，寺
師浩人，宇佐美眞，高田哲，杉元雅晴

日本褥瘡学会（神奈川
県）

12．股関節運動に伴う大転
 子部皮膚ずれ量測定の
 試み

日本創傷・オストミー・
失禁管理学会（兵庫県神
戸市）

股関節運動は大転子の骨突出部を移動される。こ
れは大転子部褥瘡患者にとってはポケットを形成
する原因となる。そのため，どの程度の運動でど
の程度の骨突出の移動があるかを確認する必要が
ある。その結果、股関節70度以上の屈曲でずれ量
の増大が確認された。上記の結果から、大転子部
の褥瘡を保有する患者に対しては股関節屈曲70度
までにすることが必要である。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，上山徹，吉川義之，寺師浩
人，杉元雅晴

日本褥瘡学会（神奈川
県）

13．車いす駆動方法と坐骨
 部ずれの関連性につい
 ての検証

車椅子駆動時の坐骨部に加わるずれについて検討
した。車椅子駆動時には体幹の動きがあるため、
坐骨部へずれが加わっていた。その際に、バック
レストから背中を離さずに駆動することでずれは
減少した。また、電動車いすは全くずれが出現し
なった。上記の結果から、坐骨部褥瘡の術後の患
者さんへのADL指導は、電動車椅子、自走車椅子
の順にしていく事が望ましいことが示唆された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子，杉元雅晴，山本将之，前
重伯壮，吉川義之，寺師浩人

14．大腿外側部へのポリウ
レタンフィルムの貼付
が大転子部皮膚のずれ
に対して与える抑制効
果

大転子部褥瘡患者は股関節屈曲動作に伴い、ポ
ケットを形成する可能性がある。そのため、ずれ
量を最小限する必要性がある。そこでポリウレタ
ンフィルムの貼付によるずれの抑制効果について
検討した。その結果、貼付することで45％の抑制
が確認された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：上山徹，前重伯壮，吉川義之，植村弥
希子，寺師浩人，杉元雅晴

日本創傷治癒学会（神奈
川県）
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成25年7月

－ 平成25年7月

－ 平成25年7月

－ 平成26年9月

褥瘡対策委員会で実施したポジショニングが病棟
でどの程度把握し、実施できているかの検討を
行った。その結果、胸郭・骨盤の角度設定不足、
体圧分散不足、四肢の圧迫管理不足、マットレス
管理不足などの問題点があげられた。この結果よ
り、今回不足であった項目に対して再度チェック
リストを作成し、より徹底したポジショニング管
理ができるように試みる。
担当部分：考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，上山徹，山本智恵子，大橋
郁乃，尾上真俊，橋本弘子，植村弥希子，吉川義
之，杉元雅晴，寺師浩人

日本褥瘡学会（兵庫県神
戸市）

16．寝たきり患者に対する
 ポジショニング評価方
 法の検討および評価に
 基づいた指導による改
 善‐第２報‐

17．低出力パルスモード超
 音波の長時間照射によ
 り治癒の停滞が改善し
 た一症例

日本褥瘡学会（兵庫県神
戸市）

適切なシーティングを実施する事により嚥下がス
ムーズとなり活動性が向上しQOLが向上した症例
を経験した。理学療法士が介入するまでは普通型
車椅子を使用していたが、シーティングが不十分
であったため、ティルト・リクライニング型車椅
子を導入し適切なシーティングを行うこと改善し
た症例である。
担当部分：研究計画、実施、考察、まとめ
共同演者：原田浩樹，吉川義之

日本褥瘡学会（愛知県）19．車いす駆動にて戸の開
 閉時にかかる坐骨部へ
 の負担の検証

車椅子乗車時に戸の開閉動作を実施する事は多く
みられる。しかし、その際に坐骨部に加わるずれ
力や圧を検討した研究はない現状である。本研究
では戸の開閉時に坐骨部に加わるずれ力と圧力に
ついて検討した。その結果、引き戸ではずれ力が
少なく、開き戸ではずれ力が高くなることが確認
された。そのためADL練習を実施する際は開き戸
の使用は注意する必要がある。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：西山友貴，杉元雅晴，松本流音，藤島
里英子，吉川義之

日本褥瘡学会（兵庫県神
戸市）

褥瘡に対する超音波療法を検討した症例報告であ
る。基礎研究で得られた結果を臨床適応させた方
法である。低出力パルスモードでSATP強度
0.1W/cm2の20％パルスモードで実施した。その結
果、停滞していた創収縮が改善され、創の加速的
治癒につながった。本研究の結果より、低出力パ
ルス超音波は創の縮小に効果があることを証明し
た。
担当部分：解析、方法、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，上山徹，山本智恵子，大橋
郁乃，尾上真俊，吉川義之，植村弥希子，寺師浩
人，杉元雅晴

18．シーティングにより、
 ズレによる圧迫及び食
 事時のムセが改善され
 た１症例
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成26年9月

－ 平成26年3月

－ 平成27年5月

－ 平成27年9月23．線維芽細胞の電気走性
 における直流微弱電流
 刺激強度と integrin
 α2β1発現の関連性

培養線維芽細胞に対して電気刺激を実施し、細胞
の電気走性について検討した。線維芽細胞は陰極
方向に200µAで遊走が促進され、300µAで抑制され
ることが確認された。また細胞接着因子である
integrin α2β1が電気刺激側へ移動しているこ
とが確認され、200µAの刺激により線維芽細胞が
陰極側へ遊走することが確認された。この結果か
ら臨床で実施する場合は強度を200µAで実施する
ことで治癒効果が促進されることが示唆された。
担当部分：細胞培養、解析、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子，前重伯壮，古賀由華，吉
川義之，藤島里英子，杉元雅晴，青山（石川）倫
子，三好真琴，寺師浩人，宇佐美眞

日本褥瘡学会（愛知県）

日本褥瘡学会（宮城県）

20．ヒト皮膚線維芽細胞増
 殖における電気刺激周
 波数の関連性

褥瘡治癒に必要な線維芽細胞を培養し、電気刺激
を実施することでの変化を検討した。異なった周
波数で電気刺激を行った結果、64Hzで細胞増殖が
抑制され2Hzで細胞増殖が確認された。そのた
め、褥瘡患者に対いて電気刺激を実施する際は周
波数64Hzを使用することは勧められず、2Hzを使
用することが望ましいと考えられる。
担当部分：研究計画、細胞培養、実施、解析、考
察、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，植村
弥希子，藤島里英子，寺師浩人，春藤久人

21．平地および坂道での車
 いす駆動が坐骨部のず
 れに与える影響

日本褥瘡学会近畿地方会
学術集会（兵庫県神戸
市）

車椅子を自操で駆動する際の坐骨部へ加わるずれ
力について検討した。健常成人を対象として、平
地走行と坂道走行を実施した。その結果、坂道走
行は平地走行に比べ有意にずれ力が発生した。理
由としては体幹の前屈動作が平地走行に比べ大き
くなることが考えられた。そのため、車椅子走行
を実施する際は体幹の前屈動作に注意する必要性
が示唆された。
担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ
共同演者：山本将之，杉元雅晴，前重伯壮，吉川
義之，植村弥希子，桑田真吾，小野くみ子，高田
哲，寺師浩人

22. ストレッチングボード
を用いた足関節底屈筋
群の持続伸張が糖尿病
患者の足関節背屈可動
域に与える影響と足底
圧変化の関連性

日本創傷・オストミー・
失禁管理学会（千葉県）

糖尿病性神経障害患者の多くは足関節背屈可動域
制限が出現し、足底圧の上昇が確認される。この
足底圧上昇は糖尿病性足潰瘍の原因となるため、
足関節背屈可動域の維持・拡大が必要である。そ
のため、ストレッチングボードを用いた持続伸張
が背屈可動域改善に効果があるかを検討した。そ
の結果、ストレッチングボードによる持続伸張は
背屈可動域を拡大させ、足底の局所圧を低下する
ことが示唆された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮、平沢良和、守口舞輝、吉川
義之、丸尾郁、寺師浩人、藤野英己
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成28年10月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月

－ 平成29年5月

糖尿病患者は足底圧の上昇により胼胝が形成さ
れ、それが足潰瘍になることが示されている。そ
こで、本研究ではストレッチングをする事で歩行
時の足底圧に影響を及ぼすかを検討した。その結
果、ストレッチングは歩行時の集中的な足底圧を
分散し、圧を減少させることが確認された。
担当部分：方法、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，平沢良和，守口 舞輝，吉
川義之，寺師 浩人，藤野 英己

24．直流パルス電流の刺激
 周波数が線維芽細胞の
 遊走およびFocal
 adhesion kinaseに与え
 る影響

日本物理療法学会（宮城
県）

27．糖尿病患者に対する足
 関節底屈筋群のスト
レッチングによる歩行
時足底圧の減少

28. 糖尿病神経障害患者の
胼胝および創傷発生に
対する振動覚検査の有
用性～3年間の追跡調査
による検討～

日本下肢救済・足病学会
学術集会（福岡県）

糖尿病神経障害患者の胼胝形成に関与する理学療
法評価の調査と3年間追跡調査し、創傷発生者と
非発生者を比較検討した。その結果、振動覚の低
下、触圧覚閾値の上昇、足関節背屈・母趾伸展可
動域の低下などが胼胝形成に影響を及ぼしてい
た。また、創傷発生者は振動覚の低下が著しく、
振動覚の低下は創傷発生の予測因子として有償で
ある事が示唆された。
担当部分：計画、実施、解析、考察、まとめ、発
表
共同演者：吉川義之，前重伯壮，渡邊佑，守口舞
輝

日本創傷治癒学会（東京
都）

26. ヒト皮膚由来線維芽細
胞の電気走性における
放電操作の有効性

日本創傷治癒学会（東京
都）

培養線維芽細胞に直流微弱電流刺激を実施し、放
電操作の必要性について検証した。直流電流刺激
では蓄電効果により、そのままにしておくと逆向
き電流が発生するため、放電操作が必要と仮説を
立てて実施した。その結果、放電操作をすれば陰
極側へ遊走し、放電操作をしなければ線維芽細胞
が逆向き（陽極）に遊走した。
担当部分：細胞培養、実施、解析、考察、まと
め、発表
共同演者：吉川義之，井上里英子，杉元雅晴，植
村弥希子

培養線維芽細胞に異なった周波数の電気刺激を実
施して、細胞遊走の活性化マーカーであるFAKに
与える影響について検討した。その結果、コント
ロールと10Hz群に比べ2Hz群でFAKが活性化し、
2Hz群ではスクラッチ法でも細胞の遊走が確認さ
れた。そのため、遊走においても周波数が影響す
ることが示唆され、2Hzが有用であること確認さ
れた。
担当部分：細胞培養、実施、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子，前重伯壮，井上岳人，古
賀由華，杉元雅晴，吉川義之，宇佐美眞

25. 直流パルス電流刺激の
周波数の違いにより筋
線維芽細胞への分化に
与える効果

日本創傷治癒学会（東京
都）

培養線維芽細胞の遊走に関する電気刺激の最適周
波数を検討した。スクラッチ法にて線維芽細胞の
遊走に最適な周波数を求めた結果、2Hz群がコン
トロール群や10Hz群に比べ有意に遊走しているこ
とが確認された。
担当部分：細胞培養、実施、まとめ
共同演者：植村弥希子，杉元雅晴，吉川義之
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成29年8月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成30年9月

ー 令和1年6月

32. 褥瘡基礎研究の最先端:
異分野融合 周波数と通
電率による線維芽細胞
への影響 褥瘡の加速的
治癒を促す電気刺激療
法の確立を目指して

日本褥瘡学会（神奈川） 皮膚由来線維芽細胞に対して電気刺激を実施し、
周波数依存ではなく通電率による線維芽細胞への
影響を検討した。その結果、通電率が高すぎる場
合は細胞生存率が低下し、低すぎる場合には細胞
遊走や増殖能が低下した結果となり、50%の通電
率が最適であることが確認された。
担当部分：計画、細胞培養、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子、杉元雅晴、吉川義之、平
松輝隆

理学療法士は水治療法として褥瘡部の洗浄を実施
する事が可能であるが実施されていない現状にあ
る。そのため、訪問リハビリテーション実施中に
看護師と共に創部の洗浄を実施した7症例と訪問
看護師のみが洗浄を実施した5例を比較検討し
た。その結果、理学療法士が訪問リハビリテー
ション中に洗浄を実施した群が有意に治癒日数が
早かった。これは単純に洗浄回数が多かったこと
が要因と考えられた。そのため、理学療法士も洗
浄を実施する必要がある事が示唆された。
担当部分：計画、実施、評価、考察、まとめ、発
表
共同演者：吉川義之、杉元雅晴、植村弥希子、前
重伯壮、平松輝隆

19. 歩行時足底圧を減少さ
せる経皮的電気刺激療
法の至適条件および機
序の検討

糖尿病性神経障害患者は足関節背屈可動域により
足底圧が上昇するといわれている。そのため、電
気刺激を使用し相反抑制を用いて背屈可動域の改
善および筋の伸張性が増加すると考えた。まず、
健常成人に対して基礎的研究を実施し、糖尿病性
神経障害患者に適応するのが望ましいため、健常
成人を対象とした研究を実施した。その結果、電
気刺激により相反抑制が働き、H波が有意に抑制
され、足底圧の低下が確認された。
担当部分：研究計画、実施、解析、考察、まと
め、発表
共同演者：吉川義之、守口舞輝、前重伯壮、寺師
浩人、藤野英己

30. 疼痛の増悪によりADL制
限を呈した関節リウマ
チ患者に対する振動・
温熱・磁気刺激療法の
効果

疼痛により日常生活活動が低下し、歩行困難と
なった3症例に対して、温熱・振動・磁気刺激を
実施し、疼痛の緩和を試みた。その結果、薬剤や
電気刺激療法では疼痛の緩和が図れなかった3症
例の疼痛が緩和し、日常生活活動レベルが改善し
た。その内容をまとめ、学会発表した。
担当部分：計画、実施、考察、まとめ、発表
共同演者：吉川義之、門條宏宣

日本褥瘡学会（岩手県）

日本物理療法学会（奈
良）

日本物理療法学会（奈
良）

日本下肢救済・足病学会
学術集会（神戸）

糖尿病患者の足潰瘍は足関節可動域制限による前
足部の足底圧の上昇が知られている。これまで
我々は健常者に対して、下腿三頭筋へのストレッ
チングと前脛骨筋に対して電気刺激を実施するこ
とで前足部の足底圧を減少させることを確認し
た。本研究は糖尿病患者に対して実施し、健常者
と同様の結果であるかを確認した。その結果、糖
尿病患者においても同様の結果が得られ、下腿三
頭筋へのストレッチングと前脛骨筋への電気刺激
療法は足底圧を減少させることが確認された。
担当部分：実施、評価、まとめ　　　　　　　共
同演者：守口舞輝、前重伯壮、藤井美樹、金沢星
慶、吉川義之、北村和也、奥野史也、細見雅史、
原賢太、寺師浩人、藤野英己

33．ストレッチングと電気
 刺激療法の併用が糖尿
 病患者における歩行時
 の足底圧異常に対して
 与える是正効果

31. 褥瘡部の洗浄頻度と創
治癒期間の関連性

保健医療学部リハビリテーション学科
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

38．創傷被覆材における
　　近赤外線透過率の検証

ー 令和3年2月 物理療法研究会 褥瘡に対する近赤外線療法を実施する場合、褥瘡
部分を覆っている創傷被覆材上から近赤外線療法
を実施することが推奨される。そのため、ドレッ
シング材の赤外線透過率を検証した。近赤外線透
過率はドレッシング材の種類により異なり、滲出
液を吸収した際に透過しやすいドレッシング材や
滲出液を吸収する前の方が透過しやすいドレッシ
ング材があった。そのため、ドレッシング材に
よって照射時期を変える必要であることが確認さ
れた。
担当部分：研究計画、実施、統計処理、発表
共同演者：吉川義之、城野靖朋、滝本幸治、辻下
守弘

34．膝OA一症例に対する経
 皮的電気刺激治療の鎮
 痛効果が日常生活と精
 神活動に及ぼす影響

日本物理療法学会（東
京）

変形性膝関節症に対する経皮的電気刺激療法
（TENS）は鎮痛効果が示されている。本研究は、
1症例に対して日常生活上でも装着できる電気刺
激治療器を用いて鎮痛効果を検証するとともに日
常生活と精神活動を検証した。その結果、鎮痛効
果が得られ、日常生活と精神活動にも良い影響を
与えていることが示唆された。今後は症例数を増
やして検討していく予定である。
担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：徳田光紀、庄本康治、吉川義之、瀧口
述弘、山口智史

35．上腕三頭筋腱振動刺激
 時の肘関節角度の違い
 が運動錯覚の惹起に及
 ぼす影響

日本物理療法学会（東
京）

振動刺激は運動錯覚を起こすことが明らかとされ
ている。この運動錯覚は筋紡錘への刺激により起
こるものとされているため、振動刺激による運動
錯覚は筋緊張制御に期待できる物理療法手段であ
る。本研究では上腕三頭筋に対して振動刺激を加
えることにより肘関節角度に影響を及ぼすかを検
討した。その結果、上腕三頭筋への振動刺激は肘
関節角度に影響を及ぼし運動錯覚が確認された。
今後は脳卒中片麻痺患者の痙性筋に対して実施し
ていくことで臨床応用に期待できる。
担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：城野靖朋、神里巌、吉川義之、辻下守
弘

36．肉眼的には判別困難な
 深部損傷褥瘡を超音波
 検査により確認できた
 褥瘡の一症例

日本物理療法学会（東
京）

37．直流パルス微弱電流刺
 激療法の電極改良によ
 り治癒が促進された症
 例

日本物理療法学会（東
京）

褥瘡は圧迫とずれ力により発生するといわれてい
るが、深い褥瘡については骨側から発生すること
が知られている。中でも皮膚損傷のない深部褥瘡
（DTI)については早期判別が困難であり、皮膚損
傷が確認された時には骨まで至る難治性潰瘍と
なっていることがある。本研究ではDTIの疑いの
ある紫斑形成された褥瘡に対して超音波画像診断
装置を用いて早期よりDTIを確認した。その結
果、DTIが確認され早期より介入できたことで皮
膚損傷が発生する前に治癒となった症例を経験し
た。今後は症例数を増やすことで早期介入の効果
を検証したいと考えている。　　　　　担当部
分：実施、評価、まとめ
共同演者：植村弥希子、北村瑠玲、杉元雅晴、吉
川義之、平松輝隆、山浦生也、寺師浩人

褥瘡に対する電気刺激療法は治癒促進効果が示さ
れている。しかし、創が小さくなるにつれて創部
に適切に電流刺激をすることが難しくなる。そこ
で本研究は改良電極を用いて創の周囲から創部に
対して適切に電流刺激が実施できるように実施し
た。その結果、小さくなった褥瘡に対しても変わ
らず電流刺激ができ、治癒速度を落とすことなく
電気刺激療法が実施できた。今後は症例数を増や
して検討していく必要がある。
担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：出口太紀、杉元雅晴、植村弥希子、吉
川義之、平松輝隆、巻渕弘治
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　 　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「研究大会」

－ 平成28年10月

－ 平成29年10月2. 通所介護利用者における
2型糖尿病罹患の有無が
身体機能に及ぼす影響に
関する調査―後ろ向き調
査研究―

1．温熱・振動・磁気刺激に
より疼痛が緩和した一症
例

リハビリテーション・ケ
ア合同研究大会（茨城）

坐骨神経痛によりADLが低下した症例に対して温
熱・振動・磁気刺激の3つの要素がある物理療法
機器を使用した。坐骨神経痛に対して薬物療法や
電気刺激療法を実施したが疼痛が緩和しなかった
ため、温熱・振動・磁気刺激が可能な物理療法機
器で緩和を試みた。その結果、疼痛が緩和しADL
が改善したため報告した。
担当部分：計画、実施、解析、考察、まとめ、発
表
共同演者：吉川義之、小枝允耶、小枝美由紀

リハビリテーション・ケ
ア合同研究大会（福岡）

近年、糖尿病は筋力低下の原因や日常生活活動低
下の原因とされている。そのため、当通所施設利
用中の方を対象を糖尿病群と非糖尿群に分け、過
去6ヶ月の身体機能を後ろ向きに調査した。その
結果、非糖尿病群は身体機能が向上していたにも
関わらず、糖尿病群は能力の維持もしくは低下し
ていた。そのため、糖尿病患者に対する運動療法
をより吟味する必要性が示唆された。
担当部分：計画、解析、考察、まとめ
共同演者：松本洋平、吉川義之、門條宏宣、吉川
絵美、小枝允耶、菅原史帆、岩城一孝、松田美
佳、長谷川千紗、小倉敬史、水岡崇、藤井勇太、
千田日向子
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教 育 研 究 業 績 書 
令和 3 年 3月 31日
氏名  笹野 弘美

研  究  分  野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

総合領域分野・応用健康科学分科 ヘルスプロモーション、介護予防、地域保健、理学療法、フラダンス

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事  項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1）高齢者の体力測定実施

2）小規模多機能型居宅介護施設でのレクリエー

ション実習の実施

3）高齢者へ運動指導を実施

4）医学部・薬学部・看護学部とともに行事を企

画する

5）地域在住高齢者宅へ訪問を実施

6）地域で予防活動に関わる理学療法士の見学及

び体験の企画、実施

7）行政と共同で地域住民の予防活動を企画運営

8）オンライン講義の実施

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 28年 1月 

～ 

平成 28年 3月 

平成 29年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

令和 2 年 5 月 

～ 

現在 

高齢者の体力とヘルスプロモーションについて学習し、地域在住

高齢者に対し体力測定の企画及び実施、結果のフィードバックを

行うことで、高齢者の問題点について考える。体力測定に必要な

知識とその結果が意味することを理解し、また、対象者に適切な

フィードバックをする必要性を理解することができた。

小規模多機能型居宅介護施設におけるレクリエーションの企画、

実施し、理学療法士が行うレクリエーションについて学習する。

理学療法士がレクリエーションを行う意義、同じ内容であっても

対象者の状態に応じた対応の必要性を理解できた。 

地域在住高齢者に対し身体的精神的機能の維持を目的とした運

動指導を行い、運動習慣をつけていただく方法を検討する。地域

で生活する高齢者の特性について理解し、状態に応じて適切な運

動を選択し指導する必要性を理解した。 

医学部・薬学部・看護学部の学生とともに地域住民に対し健康に

関する行事を企画、実施。各学部の特色、使用する用語の違いな

どを理解し、協働で 1 つの事に対応する必要性と困難さを理解し

た。 

医学部・薬学部・看護学部の学生とともに地域在住高齢者宅へ訪

問し閉じこもりがちな高齢者を見つけ参加を促すとともに健康

面・生活面での問題点を見つけ解決策を検討する。地域在住高齢

者の現状を知るとともに、多職種で関わることの必要性を理解し

た。 

地域で体操教室等の予防活動に関わる理学療法士に同行し見学

及び体験をすることで、理学療法士が予防に関わる意義について

学習する。理学療法士が予防に関わることの難しさと地域で求め

られている事について理解した。 

行政の依頼による地域住民の予防活動を企画運営することで、理

学療法士と行政との関わり、理学療法士が行政から求められてい

る事について学習するとともに、理学療法士ができる予防活動に

ついて検討する。行政、地域在住高齢者それぞれが理学療法士に

求めている事、さらに理学療法士が予防活動に関わる必要性につ

いて理解した。 

オンライン講義を実施するにあたり図の多い講義資料を作成し

た。また適宜小休憩を入れるなど、学生が集中して受講できるよ

うした。さらに講義後に講義の内容に沿った課題を出すことで学

習効果を高めた。 

２ 作成した教科書，教材 

1）スライド作成

2）予防理学療法要論

3）標準理学療法学 専門分野 理学療法

臨床実習とケーススタディ 第 3 版

平成 26年 4月 

～ 

現在 

平成 29年 1月 

令和 2 年 12月 

地域理学療法・ヘルスプロモーション論・地域リハビリテーショ

ン演習等において、パワーポイントにてスライドを作成し、講義

資料として使用。 

予防理学療法を体系化し基礎から応用までを網羅した教科書 

理学療法士養成課程における「臨床実習」の教科書 
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３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
1）学生による授業評価 平成 26年 7月 

平成 27年 7月 

平成 27年 12月 

平成 28年 7月 

平成 28年 12月 

ヘルスプロモーション論（履修者 12 名回答率 100％）

満足度：そう思う 100％

ヘルスプロモーション（履修者 17 名回答率 94.1％）

満足度：そう思う＋ややそう思う 100％

地域リハビリテーション演習（履修者 76 名回答率 98.7％） 

満足度：そう思う＋ややそう思う 73.4％  

ヘルスプロモーション論（履修者 80 名回答率 91.3％）

満足度：そう思う＋ややそう思う 71.2％

地域リハビリテーション演習（履修者 66 名、回答率 80.3％） 

満足度：そう思う＋ややそう思う 66.1％ 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

「シンポジウム」 

1）AIP 社会の実現に向けて

【リハビリテーション領域】

2）学生の地域参加による AIP コミュニティづ

くり【リハビリテーション関連事業】

3）フラダンスによるロコモティブシンドローム

の予防

4）なごやかモデルにおける活動報告

「講演会」 

1）腰痛の予防と改善ワンポイントアドバイス

2）レッツ！タオルを使って健康体操

3）予防理学療法の基本と実践

「講座・研修等」 

1）安全な介助のために

2）日常での運動機能維持及び低下防止について

3）AIP について（なごやかモデルの紹介）

4）痛みとその対処法について

5）簡単筋トレで老化防止

6）障害者の介助方法について

7)予防理学療法研修会（基礎編）

平成 26 年 11

月  

平成 27年 2月 

平成 28年 2月 

平成 29 年 12

月  

平成 26年 12月 

平成 27年 5月 

平成 29年 7月 

平成 26年 3月 

平成 27年 5月 

平成 27年 5月 

平成 28年 1月 

平成 28年 3月 

平成 28年 8月 

平成 29年 1月 

～ 

平成 29年2月 

一般の方々に対し、理学療法士について及び AIP（Aging in 

Place）と理学療法士が AIP に関わる目的について講演 

一般の方々に対し、なごやかモデルにおける当大学リハビリテー

ション学部の活動報告と今後の課題について講演

一般の方々に対し、ロコモティブシンドローム及びロコモティブ

シンドロームとメタボリックシンドローム・認知症とのかかわり

についての講演、及び、フラダンス教室の紹介 

なごやかモデルにおける名古屋学院大学の取り組みと成果報告

について発表 

地域住民に対し、腰痛の発生機序と予防・痛みの改善について講

演 

地域住民に対し、タオルを利用して簡単にできるストレッチ及び

筋力トレーニングを指導 

理学療法士に対し、健康・AIP（Aging in Place）・予防理学療

法の概要についての講演、及び、介護予防の実践例としてフラダ

ンス教室の紹介

飲食店を開店するにあたり必要な身体的精神的障害者の知識と

安全な介助について研修を実施 

一般の方々に対し、老化に伴う身体的・精神的変化についての講

演、及び、日常生活でできる筋力トレーニングと複合課題を指導

リハビリテーションスタッフに対し、AIP（Aging in Place）

と理学療法士が AIP に関わる目的、及び「なごやかモデル」で

の AIP への取り組みについて講演

フラダンスの講師に対し、レッスン時に問題となる肩・腰・膝の

痛みについて、出現の原因と疾患、その対処法について講演

地域住民に対し、老化に伴う身体機能の低下について講演、及び、

日常生活でできる筋力トレーニングを指導 

視覚障害者に対する知識の習得と安全な介助方法について研修

を実施 

予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するため、予防理学

療法の基礎について講義 
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8）日常生活で予防しようフレイルと MCI

9）いつまでも住み慣れた街で暮らすために

～AIP の実現のための予防理学療法～

10)予防理学療法研修会（基礎編）

11)予防理学療法研修会（基礎編）

12)フラダンスで健康に！

13)予防理学療法研修会（総論）

平成 29年 3月 

平成 29年 9月 

平成 29年 12月 

～ 

平成 30年2月" 

平成 30年 7月 

平成 30年 8月 

令和１年 11月 

地域住民に対し、フレイルと MCI について概要と予防法につい

て講演、及び、予防のためのストレッチ・筋力トレーニング・複

合課題について指導 

中部リハビリテーション専門学校同窓会のナイトセミナーにお

いて、予防理学療法の基礎と理学療法士の関わり方について講演

予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するため、予防理学

療法の基礎について講義 

予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するため、予防理学

療法の基礎について講義 

NHK 名古屋放送局の情報番組「さらさらサラダ」にてフラダン

スの運動効果について解説

予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するため、予防理学

療法の基礎について講義 

５ その他 

1）第 35 回理学療法士・作業療法士養成施設等

教員講習会修了

2）多職種連携教育

3）名古屋石田学園専門学校星城大学

リハビリテーション学院における教育実績

4）名古屋学院大学における教育実績

5）奈良学園大学における教育実績

平成 21年 2月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 16年 4月 

  ～ 

平成 26年 3月 

平成 26年 4月 

  ～ 

平成 30年 3月 

平成 31年 4月 

～ 

現在 

厚生労働省と（財）医療研究推進団との共催。理学療法士・作業

療法士養成施設の教員の養成確保を図るため、より高度な知識及

び技術を習得させ、合わせてリハビリテーション医療の普及及び

向上に資することを目的とする研修 

名古屋市立大学医学部・薬学部・看護学部、名古屋工業大学大学

院医療工学との多職種連携教育を担当 

「生活環境学」

日本の家屋構造と地域特性および風習、各疾患の特性と生活上の

問題について講義、疾患を想定した住宅改修図面作成 

「地域理学療法学」

地域理学療法概論、介護保険法の概要とサービスについて講義、

福祉用具概論と実技練習、介護実習センターでの学外授業の企画

実施 

「理学療法評価学」 

関節可動域測定の講義と実技、失調症の講義と検査の実技、脳神

経の講義と検査の実技 

「リハビリテーション機器」

福祉用具および自助具の講義及び実技練習、ポジショニングの講

義及び実技練習 

「理学療法概論」 

理学療法の歴史、定義、法律、理学療法の内容について講義  

「レクリエーション特論」 

レクリエーションについての講義、企画、実習

「ヘルスプロモーション論」

ヘルスプロモーションについての講義、体力測定項目の講義と実

技、地域高齢者への体力測定  

「地域リハビリテーション演習」

体力測定項目の講義と実技、地域高齢者への体力測定、レクリエ

ーションについての講義と企画、小規模多機能型居宅介護施設で

のレクリエーション実習、自宅訪問についての講義、地域高齢者

宅への訪問実習

「多職種連携教育担当」

名古屋市立大学との合同講義の調整、担当グループの活動の指導 

「基礎ゼミⅡ」 

学生が文献検索をして発表できるようになるまでの流れの講義

と実践 

「地域理学療法学」 

地域理学療法概論、介護保険法の概要とサービス、福祉用具概論

についての講義 
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「地域理学療法学演習」 

地域理学療法学の講義を基に、地域での理学療法士の対応の実践

例を提示するとともに、住宅改修等の実践を行う 

「日常生活動作学」 

基本的動作総論・各論、福祉用具各論、住環境整備、疾患別日常

生活動作についての講義 

「日常生活動作学演習」 

日常生活動作学の講義を基に、対象者に合わせた生活を想定した

対応を考え実践する 

「地域理学療法実習」 

学内での実習に振替となった場合の内容の検討と実施 

「保健医療学概論」 

ヘルスプロモーション概論、国内外の全人間的ケアの状況とヘル

スプロモーションについての講義

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事  項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

・理学療法士免許

・福祉用具プランナー

・住宅改修アドバイザー研修会 修了

・学士（人間科学）

・福祉住環境コーディネーター2 級

・専門理学療法士（生活環境支援）

・修士（医療リハビリテーション学）

・認定理学療法士（学校教育）

・博士（医療リハビリテーション学）

平成１年 5 月 

平成 17年 2月 

平成 18年 1月 

平成 18年 3月 

平成 18年 7月 

平成 21年 3月 

平成 24年 3月 

平成 28年 3月 

平成 31年 3月 

登録 第 17016 号 

登録 第 16－30007 号  

日本理学療法士協会 

人間総合科学大学 

東京商工会議所 登録 第 16－2－03666 号 

日本理学療法士協会 登録 第 5－60 号 

神戸学院大学 神戸学院大学医修四号 

日本理学療法士協会  登録 第 23－35 号 

神戸学院大学 神戸学院大学医リ博甲第六号 

２ 特許等 

特になし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1）研究指導

2）人材育成

平成 24年 4月 

  ～ 

平成 31年 3月 

平成 24年 4月 

～ 

平成 31年 3月 

介護老人保健施設あんずにおいて法人内の施設で実施している

研究発表会に向け、リハビリテーション科における研究のアドバ

イザーとして指導

介護老人保健施設あんずにおいて若手スタッフの教育および相

談業務を担当 

４ その他 

【学会および社会活動】 

「学会活動」 

公益社団法人 日本理学療法士協会 

一般社団法人愛知県理学療法士会  

特定非営利活動法人(NPO)愛知県理学療法学会 

日本ノーリフト協会  

一般社団法人 日本リハビリテーション工学協会 

理学療法科学学会  

日本理学療法士学会  

日本予防理学療法学会 

日本理学療法教育学会 

日本地域理学療法学会 

日本支援工学理学療法学会  

日本予防理学療法学会  

日本理学療法士学会 ガイドライン・用語策定委

員会 

一般社団法人 全国大学理学療法学教育学会  

一般社団法人 日本老医学会  

第 1 回予防理学療法研修会（基礎編） 

第 1 回日本理学療法予防学会サテライト集会 

第 2 回日本理学療法予防学会サテライト集会 

第 2 回予防理学療法学会研修会（基礎編） 

第 3 回予防理学療法学会研修会（基礎編） 

第 1 回予防理学療法学会研修会（応用編） 

第 4 回予防理学療法学会研修会（総論） 

第 2 回予防理学療法学会研修会（各論） 

平成 1年 5月 

平成 1年 5月 

平成 20年 4月 

平成 23年 月 

平成 24年 月 

平成 24年 月 

平成 25年 7月 

平成 25年 7月 

平成 25年 7月 

平成 25年 7月 

平成 25年 7月 

平成 26年 2月 

平成 26年 3月 

平成 26年 12月 

平成 28年 4月 

平成 28年 4月 

平成 29年 3月 

平成 29年 4月 

平成 30年 4月 

平成 30年 4月 

平成 31年 4月 

平成 31年 4月 

平成 31年 4月 

入会（現在に至る） 

入会（平成 20 年愛知県理学療法士会より名称変更） 

（平成 31 年 3 月まで） 

継続（愛知県理学療法士会より移行）（平成 31 年 3 月まで） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

常任運営幹事（現在に至る） 

委員（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

準備委員長（平成 29 年 2 月まで） 

準備委員（平成 29 年 3 月まで） 

集会長 

準備委員長（平成 30 年 3 月まで） 

準備委員長（平成 31 年 3 月まで） 

準備委員長（平成 31 年 3 月まで） 

準備委員長（令和 2 年 3 月まで） 

準備委員長（令和 2 年 3 月まで） 
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公益社団法人 奈良県理学療法士協会 

日本運動器理学療法学会  

日本スポーツ理学療法学会  

第 3 回予防理学療法学会研修会（各論） 

「社会活動」 

名古屋市中川区介護認定審査会 

名古屋市緑区在宅医療・介護連携部会 

名古屋市緑区在宅医療推進多職種連携研修会 

「公的研究活動」 

「平成 26 年度 在宅医療と介護の連携に関する

調査」 

令和 1年 5月 

令和 1年 5月 

令和 1年 5月 

令和 2年 

平成 16年 4月 

平成 26年 6月 

平成 26年 6月 

平成 26年 6月 

入会（一般社団法人愛知県理学療法士会より異動・現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

準備委員長（現在に至る） 

審査員（平成 21 年 3 月まで） 

専門委員（平成 28 年 3 月まで） 

準備委員（平成 28 年 3 月まで） 

名古屋市緑区 

研究経費：平成 26 年度 725 千円 研究代表者：稲葉静代  

研究分担者：姜琪鎬，佐藤貴久，小森敦夫，山口一丸，永田康子，

赤津裕康，◎笹野弘美 他 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書、学術論文等の名称 
単著、 

共著の別 

発行又は、 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概   要 

（著書） 

1)予防理学療法要論

2)地域包括ケアと口腔

ケア

3）標準理学療法学

専門分野 理学療法

臨床実習とケース

スタディ 第 3 版

共著 

共著 

共著 

平成 29年1月 

平成 29年8月 

令和2年 12月 

医歯薬出版株式会社

(一財 )口腔保健協会

医学書院 

概要：初めての予防理学療法分野の書籍であり、予防理

学療法を体系化し、予防理学療法の定義、領域、制度、

研究法、予防理学療法の役割などの基礎から栄養学や瀬

人間の成長との関わり、メタボリックシンドローム、認

知症、スポーツ障害の予防や各疾患の再発予防などの応

用までを網羅した教本 

共著者：大渕修一、井上和久、浦辺幸夫、他 

担当部分：学童期の予防 57～62 頁 

担当部分概要：青年期以降の健康に影響を及ぼす学童期

の肥満・メタボリックシンドローム、脊柱変形について

発 生 と 評 価 及 び 予 防 に つ い て 執 筆          

Ⅱ章共著者：伊藤智子、樋口満、金子文成、藤本修平、

中山健夫、柴喜崇、笹野弘美、小松泰喜 

概要：歯科医及び歯科衛生士向けの書籍であり、地域包

括ケアの基礎知識や医療計画に盛り込むべき 5 疾病にお

ける口腔ケアを解説するとともに、他職種が歯科に望む

こと、また歯科が他職種とどのように連携していけばよ

いかについて、連携に関わる 10 職種が解説 

共著者：渋谷恭之、田村清美、赤津裕康、他 

担当部分：脳卒中－口腔ケアの実例 36～37 頁 

多職種におけるそれぞれの役割と相互理解－理学療法士 

140～144 頁 

担当部分概要：脳卒中患者の口腔ケアにおける体位の確

保と介助方法、多職種連携における理学療法士の役割に

ついて執筆 

概要：理学療法士養成課程における「臨床実習」の教科

書であり、臨床実習を控えた学生に主眼をおきつつ，教

員や臨床実習指導者にも役立つ内容。学内実習や OSCE

（客観的臨床能力試験）におけるペーパーペイシェント

教材としても活用でき、また、新型コロナウイルス感染

症とそれに対する学内実習の実際に関する内容も記載 

編集：鶴見隆正、辻下守弘 

担当部分：フレイル・サルコペニアに対する予防理学療

法 p276～p279 

担当部分概要：フレイル・サルコペニアの対象者に対し

て理学療法士が行う予防理学療法をケーススタディとし

て執筆 

（学術論文） 

1)介護老人保健施設職

員の移乗関連用具に

関する認識及び利用

方法に関する研究

（修士論文）

単著 平成24年3月 神戸学院大学大学院 東海地区の介護老人保健施設 3 施設の全職員に、移乗関

連用具の認知・使用の有無とその理由、腰痛についての

調査を実施した。調査結果より、移乗関連用具の使用目

的及びメリット・デメリットを正しく理解できていない

可能性が考えられた。また、腰痛が出現している職員は

多いが、腰痛予防教育を受けている職員は少なかった。

研修会など移乗関連用具の正しい知識を得る機会を増や
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2)介護老人保健施設職

員の移乗関連用具に

対する認識及び腰痛

との関連

3)フラダンスは介護予 

防プログラムとして 

有効か 

4)地域在住高齢者の筋

力と骨格筋量及び身

体機能との関連性

5)多職種連携教育

-なごやかモデルの紹

介と学生の満足度- 

6)フラダンスの運動効

果の検証と介護予防

プログラムとしての

有効性の検討（第 1報） 

単著 

単著 

共著 

単著 

単著 

平成25年6月 

平成28年3月 

平成28年3月 

平成29年3月 

平成30年3月 

理学療法科学 28巻 3号 

P.329-P.334

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 4 巻

2 号 

P.15-P.22

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 4 巻

2 号 

P.23-P.33

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 4 巻

2 号 

P.43-P.47

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 6 巻

2 号 

P.21-P.27

すことで、職員の腰痛予防、軽減が可能となると考えら

れる。 

A4 版全 10 頁 

東海地区の介護老人保健施設 3 施設の全職員に、移乗関

連用具の認知・使用の有無とその理由、腰痛についての

調査を実施した。調査結果より、腰痛の出現の有無と移

乗関連用具の使用の有無と及び使用方法の理解度に関連

があると考えられた。職員の卒前及び卒後教育により移

乗関連用具の正しい知識について教育することで、職員

の腰痛予防、軽減が可能となると考えられる。 

フラダンス未経験の地域在住高齢女性 7 名に対し、3 か

月間（計 12 回）、1 回 60 分のフラダンスレッスンを実施

し、実施前後の運動機能・動作能力、E-SAS（Elderly

Status Assessment Set）、HDS-R（改定長谷川式簡易知

能評価スケール）を比較した。対象者数が少なく全てに

おいて統計学的有意差は認められなかったが、運動機

能・動作能力 6 項目中 4 項目及び E-SAS5 項目中 3 項目

に実数として改善傾向が見られた。また 3 か月で欠席及

び辞退者は無かった。介護予防には継続的な運動が重要

であり、さらに 3 か月の実施で改善傾向が見られている

事より、フラダンスは有効な手段と考える。今後はさら

に対象者を増やし検証していく必要があると考える。

地域在住高齢者 52 名を対象に身体機能検査、体組成測

定、E-SAS（Elderly Status Assessment Set）、MMSE

（Mini Mental State Examination）を実施し、筋力と

骨格筋量及び身体機能の関連性について検討した。筋力

及び骨格筋量は男性に比べ女性に低値であり、骨格筋量

は加齢に伴い低下する傾向にあった。筋力と骨格筋量は

有意な相関関係にあり特に下肢筋力に比べ握力で相関が

強かった。運動機能は筋力との相関を認めたが、骨格筋

量との相関は認められなかった。認知機能と筋力及び骨

格筋量に相関は認めなかった。今後も同地区にて継続的

に測定を実施する予定であり、経年的な経過を検証しな

がら運動機能向上及び健康増進を目指した地域での取り

組みに活かしていきたいと考える。

本人担当部分：研究計画、検査実施、考察 

共著者：平野孝行、笹野弘美 

「文部科学省 未来医療研究人材養成拠点形成事業 な

ごやかモデル」で実施している、高齢化率 44。1%の団

地 を フ ィ ー ル ド に し た 3 大 学 協 同 で の IPE

（Interprofessional Education）の紹介と、IPE に参加

した学生の満足度調査について報告及び課題の検討を実

施した。本調査では現在実施している IPE については概

ね満足しているも、3 大学それぞれ独自のカリキュラム

があり、またキャンパスも離れている事より授業内に合

同で活動することが困難であった。また単年度参加より

複数年度参加した学生の方が肯定的な意見が多いことよ

り、e ラーニングや SNS などの活用により学生同士がよ

り密に連絡を取り合いお互いを理解し共通認識を持つこ

とが必要である。また、各大学でも学生がより学びやす

くなるよう時間割の調整や休日利用の検討も必要であ

る。 

フラダンス未経験の地域在住高齢女性 18 名に対し、週 1

回 60 分のフラダンスレッスンを実施し、レッスン開始

前・レッスン開始 3 か月及び 6 か月後の運動機能・動作

能力等を比較し、Functional Reach Test、立ち上がりに

統計学的有意差が認められた。また有意差は認められな

かったが、実数として長座体前屈、片足立ち、反応時間

においては半数以上、股外転筋力、Timed Up&Go Test

においては 7 割以上の対象者に改善が認められた。さら
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7)介護予防におけるフ

ラダンスの有効性の

検討 （兼：博士論文） 

単著 平成31年3月 地域リハビリテーシ

ョン第 14 巻 1 号               

P.80-P.85

神戸学院大学大学院

に希望者 14 名とインストラクターに対し三次元動作解

析システムによる動作解析を実施し、レッスン開始後 12

カ月で徐々にインストラクターの動きに近づいてきた。

これらより、フラダンスは体幹・股関節周囲筋を多く使

い、またステップに応じ個々の筋を選択的に使うため体

幹・股関節周囲筋の筋力維持・強化に有効であり。フラ

ダンスは介護予防の有効な手段であると言える。 

介護予防におけるフラダンス（以下、フラ）の有効性の

検証を目的とした。60・70 歳代のフラ未経験女性 18 名

に対し、週 1 回 60 分のフラレッスンを実施し、最後ま

で継続できた 14 名を対象に、レッスン開始前・レッス

ン開始から 3 か月毎に 36 か月間の運動機能・動作機能・

能力を比較し、立ち上がり、FR に統計的有意差が認め

られた（p<0.05）。また、有意差は認められなかったが、

片足立ちにおいて改善傾向が見られた。さらに BMI、握

力、股外転筋力、TUG、反応時間、つぎ足、E-SAS、

MMSEの平均値においては介入前から介入後 36 カ月ま

で大きな低下は見られなかった。これらより、フラは体

幹・股関節周囲筋の筋力維持・強化に有効であり、介護

予防に有効な手段であると考える。さらに、介護予防に

は運動の継続が重要であるが、18 名中 14 名が 36 か月継

続できていることからもフラは介護予防の有効な手段で

あると考える。

（その他） 

「学会発表」 

1)フラダンスは介護予

防プログラムに利用

できるのか！

2)多職種連携教育と

AIP（Aging in Place） 

コミュニティ作りに

ついての報告 

3)在宅医療・地域包括体

制構築に向けた行政、 

地域、大学連携による

平成25年5月 

平成27年3月 

平成27年6月 

第48回日本理学療法

学術大会 

（名古屋国際会議場）

第24回愛知県理学療

法学術集会 

（ウインクあいち）

第57回日本老年医学

会学術集会 

(パシフィコ横浜）

60 歳代・70 歳代のフラ未経験女性 8 名（平均年齢 66。

1 歳）を対象に、3 か月間（週 1 回、計 12 回）のフラレ

ッスンを実施し、実施前後の運動機能・動作能力等を比

較した。12 回のフラレッスンにより、半数以上に筋力、

バランス能力、柔軟性、歩行能力の改善が認められたこ

とは特筆すべきことである。また E-SAS においても 5

項目中 3 項目に改善が認められたことにより、フラは介

護予防に有用な手段となり得ると考える。フラは楽しく

実施でき、その「楽しさ」が「運動の継続」に繋がると

考える。さらに、人前でダンスを披露することの「満足

感・達成感」が、さらなる「運動の継続」に繋がると考

える。介護予防には、定期的な、そして継続的な運動が

重要であり、フラはその有効な手段であると考える。 

「文部科学省 未来医療研究人材養成拠点形成事業 な

ごやかモデル」における多職種連携教育の取り組みと同

事業において進めている「学生と住民と協働して AIP

（Aging in Place）コミュニティ作り」について報告し

た。学生がグループで企画運営をする事で職種毎に偏り

がちな考え方を知り、お互いに話し合うことで最善の方

法を見出すという「チーム」を学内教育で体験する事は

重要であり、多くの医療系養成校で取り入れていく必要

がある。しかしながら現事業で連携している 3 大学のう

ち当大学のみキャンパスが離れており、グループでの活

動に参加しづらい状況となっている。また、多大学で実

施する場合はカリキュラムの調整が難しく、テレビ会議

システム等を利用した遠隔及び時間差での受講、e ラー

ニング等の検討も必要であると考える。

名古屋市緑区で在宅医療及び介護施設の利用者本人とそ

の家族、各 20 名、サービスを提供する医師・歯科医師・

薬剤師・訪問看護ステーション看護師・療法士・ケアマ

保健医療学部リハビリテーション学科
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調査 

4)介護予防におけるフ

ラダンスの効果につい

て－運動機能・運動能 

力に着目して－ 

5)多職種連携教育－な

ごやかモデルの紹介

と学生の満足度－

6)介護予防におけるフ

ラダンスの効果につ

いて－フラ基本ステ 

ップの動作に着目し 

て－ 

7)フラダンスを活用し

た介護予防プログラム

の有効性の検討

平成28年5月 

平成 28 年 11

月 

平成29年5月 

令和１年10月 

第51回日本理学療法

学術大会 

（札幌コンベンション

センター）

第 4 回日本理学療法

教育学会学術集会

（国際医療福祉学院

も も ち ホ ー ル ）

第52回日本理学療法

学術大会 

第 4 回日本予防理学

療法学会学術大会 

（ 幕 張 メ ッ セ ）

第 6 回日本予防理学

療法学会学術大会 

第54回日本理学療法

ネージャー（計 279 名）に対し、地域における在宅、高

齢者医療、介護体制の問題点と課題を明確化することを

目的に在宅医療、施設利用者の声を拾い上げるとともに、

サービスを提供する側の意識に関するアンケート調査を

行った。利用者に対するアンケートは学生実習の一環と

して医学部学生による聞き取り調査として実施した。詳

細な内容の解析は本会までにはまとめて報告する予定で

あるが、提供者側の回答率が率直に現在の問題点を反映

している可能性が推察される。今回は特に利用者側をあ

る程度抽出した形で進めたが今回の解析を踏まえ、さら

に緑区、さらには名古屋市全体の現状・意識調査の展開

により在宅医療・地域包括体制構築の糧としたい。             

本人担当分：研究計画、調査、データ分析

共同研究者：赤津裕康、姜 琪鎬、笹野弘美、大原弘隆 

60・70 歳代の女性 18 名(平均 71.4 歳)を対象に週 1 回の

フラレッスンを行い、介入前後の、運動機能・能力につ

いて比較した。週 1 回のレッスンにより、10 項目のうち

3 項目において統計学的有意差が認められ、またそれ以

外の 5 項目においても改善傾向が認められた事より、フ

ラは運動機能・能力の維持改善に有用な手段であると考

える。また、6 か月間の実施において入院による 1 名を

除く 17 名全員が継続できていることも特筆すべきであ

る。フラは楽しく実施でき、人前で披露することの「満

足感・達成感」や普段とは違う化粧による「高揚感」が

「運動の継続」に繋がると考える。介護予防には定期的・

継続的な運動が重要であり、本研究によりフラはその有

効な手段であると考える。今後も経時的変化を追うとと

もに、その他の検査項目との関連性についても検討した

い。

「文部科学省 未来医療研究人材養成拠点形成事業 な

ごやかモデル」における多職種連携教育の取り組みと参

加した当大学リハビリテーション学部 4 年生 21 名に実

施した満足度調査について報告した。ほぼ 6 割の学生が

満足したと回答したが、他職種の理解ができたと回答し

たのは 3 割強であった。このプログラムで連携している

3 大学のうち当大学のみキャンパスが離れており、グル

ープ活動に参加しづらい状況であるため、これが、他の

職種を理解できない要因の 1 つとなっていると考える。 

研究目的に賛同を得られたインストラクター(48 歳)に対

し VICON による動作解析を実施した。また同じく賛同

を得られた 60・70 歳代の女性 18 名(平均 71.4 歳)を対象

に週 1 回のフラレッスンを行い、14 名(平均 72.4 歳)の希

望者に対し動作解析を実施した。ステップはカオ・カホ

ロの 2 種とし、フラの独特の動きである骨盤の傾斜に着

目した。インストラクターはどのステップでも肩をほぼ

水平に保ったまま骨盤を左右に傾斜させているが、高齢

者は介入前には肩と骨盤が同じように傾斜し体が傾いた

状態であった。介入後 6 か月では徐々に肩を水平に保つ

ことができるようになり、インストラクターの動きに近

づいてきた。フラは体幹・股関節周囲筋を多く使い、ま

たステップに応じて個々に筋を使う。肩をほぼ水平に保

ったまま骨盤を左右に傾斜させる場合、これらの筋を必

要に応じて個々にコントロールしており、体幹及び体

幹・股関節周囲筋の筋力維持・強化に有効であると考え

る。

60・70 歳代のフラ未経験女性 18 名（平均年齢 71.4±5.1

歳）のうち研究期間中継続できた 14 名（平均年齢 70.9

±5.2 歳）を対象に、週 1 回のフラレッスンを 36 か月間

保健医療学部リハビリテーション学科
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「研修報告書」 

1)アメリカサンシティ

研修報告

2)平成 26 年度在宅医療

と介護の連携に関す

る調査報告書

平成27年3月 

平成 27 年 10

月 

学術大会 

（広島国際会議場） 

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 3 巻

2 号 

P.23-P.26

緑区地域包括ケア推

進会議在宅医療・連

携部会 

緑区在宅医療・介護

連携支援センター

実施し、介入前及び介入後 3 か月毎に身体機能・運動機

能・能力を検査し比較した。立ち上がり、FR に統計学

的に有意な上昇が認められ、片脚立ちに改善傾向が見ら

れた。BMI、握力、股外転筋力、TUG、反応時間、つぎ

足、E-SAS、MMSE の平均値・中央値に大きな変化は見

られなかった。フラは常に股関節・膝関節屈曲位で体幹

を正中位に保持したまま骨盤の回旋・傾斜運動を反復的

に行うため、体幹・股関節周囲筋の筋力強化に有効であ

り、立ち上がり及び FR に改善が認められ、片脚立ちに

改善傾向が見られた。また、加齢と共に低下が予測され

る握力等に大きな変化が見られなかった事から、維持的

な効果があると考える。更にフラは、音楽に合わせ、歌

詞の意味を理解しハンドモーションで相手に伝え、幾つ

かの基本ステップを組み合わせて踊るため、認知面に対

する効果も期待できる。これらよりフラを用いた介護予

防プログラムには個人の身体的要素の一部に短期的効果

を期待できる可能性がある。また、18 名中 14 名が 36

か月に渡り週 1 回という頻度で参加の継続ができた事

も、プログラムの有用性の一端を示していると考える。 

2014 年 10 月、アメリカ・アリゾナ州にあるサンシティ

への「文部科学省 未来医療人研究人材養成拠点形成事

業『なごやかモデル』」の研修に参加したため報告した。

この研修を通して、楽しんで生活をする事の大切さ、人

から必要とされることの大切さなど「高齢者の街づくり」

に関する多くのヒントを得た。今回得られた知識、情報

を『なごやかモデル』の目指す『Aging In Place』に役

立てたい。 

平成 26 年度における在宅医療と介護の現状把握と、課

題を抽出し今後の方策を検討するために、医療や介護の

受給者および提供者の双方に対する調査を実施した結果

の報告書。

本人担当分：研究計画、調査、データ分析

共著者：稲葉静代、姜琪鎬、佐藤貴久、小森敦夫、山口

一丸、永田康子、赤津裕康、笹野弘美 他 
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年月日

平成29年10月

平成29年11月

2）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
テーション学類　身体障害作業療法学実習

「呼吸器の作業療法」講師

3）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
テーション学類　身体障害作業療法学実習

「代謝性疾患の作業療法」講師

研 究 分 野

作業療法に関する実務

教 育 研 究 業 績 書

　令和3年3月31日

氏名　　坪内　善仁

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

身体障がい実務、老年期、認知症、介護予防実務、地域

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

平成29年1月 大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーション
学類3年次のティーチング・アシスタントとして「在
宅リハビリテーション論」において、より実践を意
識した実技教育とするために、臨床での経験上頻出
する事例と困難点・工夫を例示し、直接教示した。
そのことで、学生からの自主的な質問数は増加し、
総合臨床実習に向けた予習の促進や学生の不安軽減
につながる可能性が示唆された。

１　教育方法の実践例
1）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ

テーション学類　「在宅リハビリテーショ
ン論」 ティーチング・アシスタントとして
事例（仮想）を通じた具体的指導の実践

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーション
学類3年次の学生20名に対し身体障害作業療法学実習
(専門科目、3年次配当、半期、1単位・45時間)の
「呼吸器の作業療法」と題して、3時間の授業を行っ
た。講義では、授業カリキュラムに則り、はじめに
呼吸器の解剖学・生理学の基本的知識を教示した。
次に、医学的情報として、臨床で必要な血液ガスや
レントゲンの読み取り方を伝えるとともに、フィジ
カルアセスメントについて実際の臨床につながるよ
うに、実技を交えて学習した。最後に、具体的な症
例をグループで検討し、目的を持って学習方法、知
識と技術の融合を目指した。学生は、机上の勉強だ
けでは伝わらない部分も、実技や症例、動画を交え
ることで具体的にイメージできたとの感想が多くき
かれた。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーション
学類3年次の学生20名に対し身体障害作業療法学実習
(専門科目、3年次配当、半期、1単位・45時間)の
「代謝性疾患の作業療法」と題して、3時間の授業を
行う。講義では、授業カリキュラムに則り、糖尿病
および骨粗鬆症の病態生理から説明を行い、解剖
学・生理学の基本的知識を教示する。次に、医学的
情報として、臨床で必要な血液検査の読み取り方を
伝えるとともに、グループワークを用いて日常生活
指導の方法、低血糖への対応方法、セルフトレーニ
ングの指導方法について実践形式で学習する。最後
には症例検討を行い、次年度の臨床実習で評価・治
療につながるように教示する。加えて、吸引技術に
ついても、マニュアルを作成し伝達するとともに、
デモンストレーションを行い、全員が模擬的に経験
する。

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成30年1月

平成29年10月

平成29年11月

平成30年1月

4）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
テーション学類身体障害作業療法学実習

「循環器疾患の作業療法」講師

5）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
テーション学類身体障害作業療法学実習

「呼吸器の作業療法」授業用教材

6）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
テーション学類身体障害作業療法学実習

「代謝性疾患の作業療法」授業用教材

7）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリ
テーション学類身体障害作業療法学実習

「循環器疾患の作業療法」授業用教材

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーション
学類3年次の学生20名に対し身体障害作業療法学実習
(専門科目、3年次配当、半期、1単位・45時間)の
「循環器疾患の作業療法」と題して、3時間の授業を
行う。講義では、授業カリキュラムに則り、心不
全、心筋梗塞、弁膜症、狭心症など心疾患の病態生
理について学ぶ。さらに、心電図の理解と、実際の
読み取り方について、質疑応答形式で具体的に教示
する。ロールプレイとして、心臓の図形模写や日常
生活動作の指導・介助方法を行うとともに、患者・
家族とのコミュニケーション・情報収集手段につい
て実践を通じて学習する。また、評価から運動療法
（有酸素運動・筋力増強訓練・家事動作訓練など）
症例検討では、具体的入院事例1例、在宅事例1例を
提示し、学生が評価からプログラムを立案する方法
を学ぶ。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ学
類3年次　身体障害作業療法学実習(専門科目、3年次
配当、半期、1単位・45時間)の「呼吸器の作業療
法」で使用する教材として、スライド220枚をオリジ
ナルで作成し、全員に配布した。構成は身体機能作
業療法学第2版(医学書院)の流れを参考に、病態生
理、解剖の図・表を多く（写真含む）示し、実際の
レントゲン画像や血液データを挿入して作成した。
また、視診・触診評価では、デモンストレーション
動画、臨床の動画集を作成・挿入し、スライド内で
提供した。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ学
類3年次　身体障害作業療法学実習(専門科目、3年次
配当、半期、1単位・45時間)の「代謝性疾患の作業
療法」で使用する教材として、スライド120枚をオリ
ジナルで作成し、全員に配布する。構成は、身体機
能作業療法学第2版(医学書院)を参考に、糖尿病の病
態・運動療法・薬物療法・家族指導について、近年
の論文から得られる知見を含み、より実践で重要な
ポイントを伝達する。吸引実技では、デモンスト
レーション動画を作成・挿入し、スライド内で提供
する。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ学
類3年次　身体障害作業療法学実習(専門科目、3年次
配当、半期、1単位・45時間)の「循環器疾患の作業
療法」で使用する教材として、スライド110枚をオリ
ジナルで作成し、全員に配布する。構成は、身体機
能作業療法学第2版(医学書院)の流れに沿って、図・
表、写真を多く用いて具体的にイメージできるよう
に工夫した。また、作業療法実践に際し、より新し
い知見が得られるように、近年の論文をレビューし
て引用した。臨床場面で遭遇するチアノーゼや頸動
脈怒張の視診、具体的評価方法については、実際の
動画を挿入し、提供する。

保健医療学部リハビリテーション学科

1414



年月日事項 概 要

平成29年7月

４　実務の経験を有する者についての特記事項

平成19年4月
～

平成31年3月

1）所属長による評価

1）卒後教育体制構築（スーパーバイザー）

３　教育上の能力に関する大学等の評価

（院内教育）

医療法人鴻池会秋津鴻池病院の作業療法士（身体障
がい部門）として12年間勤務し、係長として日々の
臨床実践に加えて、現場マネジャーや単位の管理、
後輩・学生教育など幅広く活躍している。学生教育
では豊富な経験から個別性を重視し、それぞれの能
力や理解力、性格など個々に合わせた指導法を実践
しており、直接指導した学生や後輩だけではなく、
他職種、患者とその家族からの信頼も厚い。学生
は、総合臨床実習の前後で表情や発言の変化が明確
で、学生自身の充実感から、当該職員の卒後教育を
求めて入職することも多い。近年は、社会活動や研
究活動で得た知識を教育場面で活用し、より学生に
とって良い指導となるように研鑽を重ねている。臨
床と研究、教育の実務経験からも、教育上の能力を
有しているものと評価する。

秋津鴻池病院では卒後1～3年目の職員ごとにスー
パーバイザーを設定しており、平成19年から1年目の
職員について、年1名・合計7名の直接指導を行っ
た。指導内容は、訓練同行による実技（評価・治
療）指導、住環境整備・福祉用具指導に加えて、自
己研鑽方法指導、年2回の症例報告会のレジュメ作成
指導、年1回のリハビリテーション部研究発表会の発
表指導（研究計画・発表資料作成）、ストレス対
処・体調管理指導を行った。2年目の職員について、
継続した臨床指導に加えて、奈良県作業療法士会主
催の事例報告会、奈良県作業療法学会での発表指導
を4名行った。3年目の職員について、臨床の指導・
相談に加えて、後輩指導を行えるように指導方法に
ついて指導した。また、外部の学会発表や日本作業
療法協会の事例登録制度への登録指導を5名実施し
た。これら卒後の継続指導では、常に相談ができる
安心感を得るとともに各世代での目標をバイザーと
共有することで、研鑽意欲を保持する点に留意して
いる。
平成23年6月からは、係長として現場マネジャーを担
い、各職員の臨床能力・業務処理状況について把握
に努めた。また、状況を上司に報告・相談し、担当
対象者数、役割、フォローアップについて個別に考
慮した。これらは、年1回全職員と個別面談を行い、
相違が生じないように留意した。4年目以降の職員を
対象としたバイザーミーティングを年3回開催し、情
報共有と抱え込みの予防にも留意した指導を実践し
ている。
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年月日事項 概 要

2）リハビリテーション部研究発表会
学会発表指導

平成19年10月
～

平成31年3月

医療法人鴻池会秋津鴻池病院リハビリテーション部
研究発表会において、平成19年10月から指導を務め
た。第12回「関わることの難しさを経験した一事例
～“かわいそうな私”を表出する症例を通して学ん
だこと～（平成20年1月）」
第12回「自ら求める感覚刺激に着目した働きかけ
（平成20年2月）」
第14回「自宅復帰を目指した家族との協力～お互い
の想いを知ることから～（平成22年2月）」
第15回「安全な在宅生活環境の自己選択に至った一
事例～「直接的な経験」を考慮して～（平成23年2
月）」
第17回「対象者の意思を考慮した排泄動作訓練～転
倒リスク軽減を目指して～（平成25年2月）」
第18回「園芸を通して内発的動機づけが向上した事
例（平成26年1月）」
第20回「MIにより排泄動作学習が困難となっていた
一事例～視覚提示を用いた作業療法介入～（平成27
年2月）」
第21回「退院後施設での居場所を獲得した一事例～
認知症高齢者の役割感に着目して～（平成28年1
月）」
第22回「作業の体験を重視した臨床実習指導～自己
効力感向上を認めた学生を通して～（平成29年1
月）」の計9演題の指導を行った。
　学会発表では、平成21年4月から、
第3回奈良県作業療法学会「自分らしい生活の再構築
を目指したアプローチ～作業バランスの視点から～
（平成21年5月）」
第7回奈良県作業療法学会「洗濯物たたみ動作への介
入～ワーキングメモリ－に着目して～（平成26年6
月）」
第8回奈良県作業療法学会「閉じこもりがちな病棟生
活が変容した一事例～他者との関わりがもたらす自
己有用感の獲得～（平成27年6月）」
第17回日本認知症ケア学会大会「退院後施設での居
場所を獲得した一事例～認知症高齢者の役割に着目
して～（平成28年6月）」
第32回日本老年精神医学会「認知症高齢者の転帰先
に影響する要因の探索的調査（平成29年6月）」
第37回近畿作業療法学会「作業の体験を重視した臨
床実習指導（平成29年10月）」の計6演題の共同演者
として指導を行った。
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年月日事項 概 要

身体障がい領域の臨床実習スーパーバイザーとし
て、星城大学4年生（8週間）3名（平成21年4月～5
月、平成25年6月～8月、平成26年4月～5月）、神戸
学院大学4年生（9週間）1名（平成21年8月～10
月）、大阪河﨑リハビリテーション大学4年生（9週
間）1名（平成22年6月～8月）、関西学研医療福祉学
院3年生（7週間）1名（平成24年7月～9月）、関西福
祉科学大学3年生（5週間）1名（平成25年9月～11
月）、藍野大学4年生（8週間）2名（平成26年6月～8
月、平成27年4月～6月）、藍野大学3年生（3週間）2
名（平成26年9月～10月、平成27年9月～10月）、大
阪府立大学4年生（6週間）2名（平成28年4月～6月、
平成29年4月～6月）、計13名の指導を実施した。ま
た、ケースバイザーとして、神戸学院大学4年生（9
週間）1名（平成22年8月～10月）、星城大学4年生
（8週間）1名（平成23年4月～5月）、四條畷学園大
学4年生（8週間）1名（平成28年8月～9月）、計3名
の指導を行った。
　平成28年2月には、日本作業療法士協会臨床実習指
導者研修全課程修了（認定番号298号）の認定を受け
た。
　指導に際しては、以下のことに留意した。
・実習開始時には、必ず学生自身で目標立案を行
い、実習指導者、責任教員と共有し実現を支援す
る。
・責任教員と積極的に連絡を取り合い、実習開始前
の課題提示と実習の進め方、実習終了後のフォロー
アップを含めて学生の教育に関して連携を強化す
る。
・対象者に実習の目的や方法を説明し、学生・対象
者ともに主体的に取り組めるよう関係を構築する。
・評価・治療ともに①見る、②模倣する、③実践す
る、④助言により修正する流れを徹底し、不安軽減
と学習につなげる。
・期間中に医師・看護師・介護士・理学療法士・言
語聴覚士・管理栄養士・医療相談員と情報共有する
場を設定し、他職種協業を理解する。
・始業・終業時間を順守し、自宅での学習時間を確
保する。
・会議や管理業務を含めて、実際の業務により多く
触れ、時間管理など経験から学ぶことを促進する。
・リスク管理しながらも、極力学生が役割を担うこ
とで責任能力を養う。
・スーパーバイザー・サブバイザー制度により、
偏った指導を抑制し、コーチング・ティーチングを
場面によって使い分け、学生行動の理由付けを強化
する。
・作業療法の魅力を感じられるように、対象者と学
生に作業を通じた交流を設定する。
・バイザーの業務量に配慮し、指導に専念できる環
境を整える。

3）臨床実習指導：日本作業療法士協会臨床実
習指導者研修全課程修了（認定番号298号）

平成21年4月
～

平成31年3月

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成28年3月

6）奈良県作業療法士会主催　現職者共通研修
「作業療法における協業・後輩育成」講師

平成27年8月
～

平成28年11月

平成25年4月
～

平成31年3月

（院外での講演）

4）リハビリテーション部新人研修会講師

5）看護師卒後3年研修講師

7）第20回星城大学リハビリテーション研究会
「10年間の軌跡」シンポジスト

星城大学リハビリテーション学部の学生および卒業
生を主体として構成される研究会において、「10年
間の軌跡」の題目でシンポジストを務めた。作業療
法士として臨床で従事し、10年が経過した今感じる
ことをテーマに、これまでの経験を振り返り、特に
病院から地域への働きかけの重要性を語った。ま
た、経験的根拠に基づく福祉機器・自助具の選定か
ら、神経難病患者への評価ポイントなど教科書や論
文にあまり述べられていない事項に留意して、若手
作業療法士に取り組みを紹介した。

看護師の卒後教育の一環として、他職種協業を目指
した「リハビリテーション専門職の役割」に関する
講義を行った。
講義内容は、①「リハビリテーション・看護の定
義」について、日本理学療法士協会・日本作業療法
士協会・日本言語聴覚士協会・看護協会の定義をICF
の図を用いて共通する領域および専門性の強い領域
について事例提示を用いて説明を行った。次に、②
「作業療法士が臨床で使用する評価法」について、
当院で日常的に使用する身体機能評価（関節可動
域、筋力、感覚など）・神経心理学的評価（認知機
能、自己効力感や満足度、うつ度など）の評価目的
と結果の解釈方法、目標や治療設定との関連につい
て説明を行った。③「リハビリテーション職と看護
師の連携」について、①②の内容から専門性の理解
を促した上で、対象者を主体とした目標設定・共有
の方法、対象者の強みを日常生活に導入する方法に
ついて、どのような工夫が必要か・可能かについて
グループワークを行い、実践で活かせるように留意
した。

本研修会は日本作業療法士協会の定める生涯教育制
度にある基礎研修で、若手作業療法士の育成を目的
とした研修である。平成27年から年1回計2回講座を
担当した。

秋津鴻池病院では、リハビリテーション部の新入職
の職員（作業療法士・理学療法士・言語聴覚士）を
対象に週1回・通年で研修カリキュラムを実施してい
る。その中で、「認知症のひとの理解」（平成26年
まで）、「患者心理について」（平成27年以降）の
講座を担当し年1回の講義を計5回行った。
両担当講座で重点指導事項として、はじめにひとを
対象とした職種であることの理解を促した。研修の
具体的内容は、①「倫理的配慮の遵守」として接遇
の徹底、個人情報保護、安全管理に触れ、疾患特異
性を考慮した関わり（特に意思の表出が困難な対象
者との関わり）について説明を行った。次に、②
「科学的根拠のある治療の必要性」について、なぜ
常に自己研鑽・知識のアップデートが必要かを中心
に著書や論文における理論の変遷を提示し、経験に
基づく対象者のニーズ（より良い治療方法選択の権
利）を合わせて説明を行った。③「対象者の思い」
について、経験に基づく具体的事例を提示し、神経
心理学的評価の結果と合わせて説明を行った。同時
に、グループワークを実施し、自身の推察と他者の
考えを比較し、違いを体験することで、対象者主体
の考え方について学習する機会とした。

平成29年11月

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成28年7月

平成28年8月

医療法人弘仁会南和病院看護師研修会において、講
師を務めた。療養病院である南和病院では、入院患
者の大半を高齢者が占め、認知症をもつ人も少なか
らず存在する。そんな現場で働く看護師の困りごと
として、抜針や介護拒否、徘徊など認知症の行動・
心理症状への対応が挙げられ、行動観察法の紹介か
ら具体的な対応方法について作業療法士の視点から
考え方を説明した。講義内容は、①出来ないことだ
けではなく出来ること（強み）の把握、②行動の捉
え方・評価方法、③変性・進行疾患の特徴を中心
に、前半は講義、後半は事例を用いたグループワー
クを行った。認知症の支援ではなく、認知症をもつ
人の支援であることを強調し、生活歴の解釈や、意
味ある作業の支援方法、抑制ではなく共同するため
の心理コントロールについて説明した結果、グルー
プワークでは、強み（作業）を活かしたケア実践に
つながる考えや意見が多くみられた。

8）医療法人弘仁会南和病院看護師研修
「認知症をもつ人の支援」講師

9）奈良県吉野郡大淀町介護予防教室
「いきいきふれあい教室」講師

10）奈良県御所市介護予防講座
「認知症の理解と予防」講師

奈良県吉野郡大淀町の地域住民を対象に、2ヶ所の介
護予防教室で「認知症・高齢期うつ病の理解と予
防」の題目で講師を務めた。認知症や高齢期うつ病
の啓発を目的に、①加齢と認知症の違い、②予防の
ための生活習慣、③早期診断・早期治療の重要性に
ついて教授した。同時に、地域で見守りを強化し、
気付いたら相談することを依頼し、相談方法と相談
場所の確認を役場職員とともに行った。

奈良県御所市の地域住民を対象とした介護予防講座
において講師を務めた。市内では、認知症カフェや
サロンが行われているが、参加者数が少なく周知出
来ていない現状があった。そのため、あらためて認
知症の理解と予防の重要性について啓発することを
目的とした。具体的な内容は、①認知症と加齢性も
の忘れの違い、②早期診断・早期治療の重要性、③
日常生活で実践できる予防方法、④地域での取り組
み紹介とした。理解につながるように、説明時の言
葉選びに配慮し、予防に重要な運動や活動を体験し
ながら学習を図った。一緒に参加した保健師から
も、講座後に参加者から地域の取り組みについて問
い合わせがあった旨が伝えられ、一時的にでも関心
が高まっているとの報告を受けた。

平成28年9月

平成28年10月 奈良県吉野郡大淀町介護予防リーダー養成講座にお
いて、講義資料提供を行った。講座内容は、①全員
が楽しむ方法、②二重課題・多重課題の導入ポイン
ト、③集団場面の注意点を中心に、レクリエーショ
ン考案・進行を介護予防リーダーが実践できるよう
配慮した。前半は講座、後半はレクリエーション計
画のグループワークを設定し、他参加者に披露する
ことで学習強化を図った。

11）奈良県吉野郡大淀町介護予防リーダー
養成講座「レクリエーションの考え方」
講義資料提供
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年月日事項 概 要

平成29年2月

14）奈良県作業療法士会主催　現職者共通研修
「事例検討・事例報告」講師

平成29年10月
～令和2年2月

平成28年11月 奈良県吉野郡大淀町の地域住民および認知症家族を
対象に、「やすらぎカフェ」をいう名前の認知症啓
発事業を実施し、講師・ファシリテーターを務め
た。講座では、認知症をもつ人とその家族を地域で
支えるをテーマに、実際に介護を経験した家族介護
者による講演の後に①認知症は特別な病気ではない
こと、②家族介護者を支援するためのコミュニケー
ション方法、③気付いた時の相談窓口について教授
した。その後、カフェタイムにはグループワークで
認知症介護の困りごとと支援方法について話し合
い、様々な意見が出るように各グループにファシリ
テーターを配置したことで、活発な意見交換が行わ
れた。

奈良県吉野郡吉野町のサロン（地域住民主体の取り
組み）の各リーダーが集まり、年1回開催される交流
会において、講師を務めた。目的は、それぞれのサ
ロン活動報告への助言と、認知症予防を町全体で実
現していく為には、各サロン活動に予防の考えを取
り入れる必要がある事を教授した。具体的には、認
知的アプローチの説明と実践効果について説明し、
特別なことではなく日常のサロン活動を工夫するこ
とが重要であると説明した。後半はグループワーク
で、サロン活動の困りごとと目標（1年）を考え共有
を図った。また、平成29年度に認知症予防として作
業療法士の支援を希望するサロンを募集し（3サロ
ン）、月1回・1年間の支援したい旨を伝えた。

奈良県橿原市の地域住民主体サロンで年3-4ヶ所「運
動を取り入れた認知症予防と認知症初期集中支援事
業について」の題目で講師を務めた。住民主体の介
護予防活動が推進される中で、多くのサロンでは運
動やレクリエーションなど既成のプログラムが継続
して行われ、参加者も減少傾向になるなど、慣れに
よる参加率低下が問題となっていた。そこで、習慣
化された運動の中に楽しみの要素と多重課題による
認知症予防方法を重点的かつ具体的に教示した。ま
た、難易度調整の考え方を同時に伝えることで、慣
れによる参加者数低下予防を図った。次に、認知症
早期診断・早期対応のために、近隣住民だから出来
ることとして、気付きから認知症初期集中支援事業
に至るまでの相談窓口と具体例を提示し、理解と協
力を依頼した。行政・専門職だけ、住民だけではな
く、互いに協力し合う街づくりの実現に向けて積極
的に協力していく旨の感想が聞かれた。

奈良県作業療法士会主催の事例報告会において、講
師を務めた。県内施設の作業療法士から、それぞれ3
事例（身体領域、精神領域）について、ファシリ
テーターとして進行を行うとともに、各事例の評価
や経過、考察について確認とアドバイスを行った。
若手作業療法士が多く受講することから、病態生理
とCT・MRI画像所見の解釈、事例の全体像の整理方法
について詳細に説明を行った。また、作業療法の視
点を重要視し、①作業療法評価方法の確認と効果判
定の適切さ、②作業目標を対象者と共有出来ている
か、③退院・退所後の生活が想定されているかを確
認した。「人・環境・作業モデル」を柱に、より早
期より作業療法士としての専門性を意識した取り組
みが出来るよう留意した。

平成29年2月
令和3年3月

12）奈良県吉野郡大淀町地域住民への
認知症啓発事業「やすらぎカフェ」講師
ファシリテーター

13）奈良県吉野郡吉野町サロン交流会
「認知症の理解と予防」講師

15）奈良県橿原市認知症予防講座
「運動を取り入れた認知症予防
　と認知症初期集中支援事業に
　ついて」講師
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年月日事項 概 要

平成29年11月

平成30年11月

令和1年11月

令和1年6月

令和2年1月

令和3年1月

　なし

５　その他

奈良県立大淀高校　医療・看護コースの1年生40名を
対象に、「認知症サポーター養成講座」を実施し、
講師およびグループワークのファシリテーターを務
めた。認知症サポーター養成講座のカリキュラムに
則って解説を行うとともに、地域の高校生が認知症
に関する知識をもち、積極的に地域活動に参加する
ことの意味について教示する。また、グループワー
クを通じて認知症をもつ人への支援方法を検討し、
主体的な取り組みにつながるように配慮する。

16）奈良県立大淀高等学校医療・看護コース
「認知症サポーター養成講座」講師

ファシリテーター

17）奈良県作業療法士会主催　現職者共通研修
「実践のための作業療法研究」講師

21）奈良県作業療法士会　現職者選択研修
「老年期のトピックス」講師

令和1年12月 奈良県作業療法士会の会員約40名に対し、認知症や
呼吸器・循環器疾患を中心に老年期の疾患特性やそ
の評価、支援方法について講演を行った。

22）奈良県作業療法士会主催　臨床実習指導者
講習講師

本研修は厚生労働省が定める臨床実習指導の要件と
なる研修であり、近畿圏の作業療法会員約70名に対
して、臨床実習に関する理論と実践を座学およびグ
ループワークの講師を務めた。

大阪府作業療法士会堺ブロック学会にて、教育講演
の講師を務めた。参加者は大阪府作業療法学会に所
属する作業療法士であった。講演では、認知症のあ
る高齢患者の排泄と食事に焦点をあて、評価から支
援の実際について経験と研究をもとに報告した。協
力頂いたスタッフからも、理解が深まった旨の感想
がきかれた。

19）認知症の人と家族の会奈良県支部特別講演
「知ってほしい、作業療法士の仕事」講師

令和1年10月

18）堺ブロックPetit学会2019
「認知症をもつ人の作業療法：食事・排泄
 の評価と支援」講師

平成30年10月
令和1年9月
令和3年2月

本研修会は日本作業療法士協会の定める生涯教育制
度にある基礎研修で、若手作業療法士の育成を目的
とした研修である。平成30年から年1回計2回講座を
担当した。

20）奈良県作業療法士会　事業部研修会
「排泄機能障害の作業療法」講師

令和1年11月

平成30年度から認知症の人と家族の会との連携が開
始され、認知症の当事者と家族に対し、作業療法士
の視点からお手伝いできること、一緒に取り組める
ことをテーマに講演を行った。

奈良県作業療法士会の会員約30名に対し、作業療法
士の専門である日常生活動作、特に排泄に特化し、
評価から支援について講演を行った。

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

年月日

平成18年4月

②認定作業療法士取得 平成26年3月

平成29年3月

（院内業務）

第39301号

大阪府立大学第145号
論文題目「地域在住高齢者における計画を重視した
集団調理介入の効果」

３　実務の経験を有する者についての特記事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

認定番号1790

１　資格，免許

事項 概 要

　なし

２　特許等

③修士（保健学）

平成18年3月
～

平成22年5月

内科（亜急性期病棟、回復期リハビリテーション病
棟、療養病棟）、精神科（一般棟）に勤務。
　脳卒中、大腿骨骨折、肺炎など中枢疾患や整形疾
患、内科疾患を中心に身体障害領域の作業療法に従
事した。亜急性期から回復期では自宅・施設ともに
退院先で必要なADL・IADL獲得に向けて身体機能訓
練・生活機能訓練を中心に支援を行った。特に、退
院先の環境調査・調整を積極的に実施し、退院後の
生活を想起した訓練を早期より病棟生活に導入でき
るよう、医師、看護師、介護職員との連携を重点的
に行った。療養病棟では、看取りに関わることも多
く、終末期の作業療法について研修会等に積極的に
参加し、支援を行った。また、当院では精神科一般
棟においても、上記身体疾患に伴い必要に応じた作
業療法を実施している。そのため、認知症や統合失
調症を有す対象者の、身体機能とともに精神機能・
認知機能を考慮した支援の実践を行った。院内で
は、月2回症例検討会が開催されており、平成18-22
年度の間に年1-3回、合計10回の症例報告を実施し
た。

1）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
リハビリテーション部作業療法士

①作業療法士免許

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

主任として1年間、内科の亜急性期病棟、療養病棟の
現場統括を担った。特に、療養病棟において、除圧
や関節可動域、身体活動量の維持に向け、職種間で
介助方法における相違を減らすようにデモンスト
レーションの方法を看護師、介護職員と連携してマ
ニュアル化した。

2）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
リハビリテーション部研究発表会演題発表

平成19年2月
平成21年2月
平成25年2月

平成21年4月
～

平成25年3月

3）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
リハビリテーション部レクリエーション
委員会委員長

毎年1月～2月に3日間の日程で行われるリハビリテー
ション研究発表会において、3演題発表を行った。
第11回「療養棟におけるチームコミュニケーション
病棟別検討会議を通じて（平成19年2月）」では、療
養棟の看護師とリハ職で月1回の会議を開始し、問題
点や工夫点について話し合った。本会議の実施前後
において病棟スタッフ23名にアンケート調査を行っ
た結果、リハ職とのコミュニケーションが図りやす
くなったと約80%が答えた。しかし、約30%は検討会
議の内容理解が難しいことがあると答えた。他職種
会議を積極的に行う上で相互理解可能な表現・内容
に留意する必要がある。
第13回「超高齢者の閉じこもり生活からの脱却を目
指した症例（平成21年2月）」では、高齢者の役割獲
得が活動量に与える影響を明らかにすることを目的
とした。100歳代の慢性心不全を有し、自宅で閉じこ
もり生活を送っていた高齢者に対し、役割獲得モデ
ルを用いて病院内・デイサービス・自宅での役割再
獲得を目指した。結果、長老・大黒柱など役割の認
識的側面に変化が生じ、閉じこもり生活からの脱却
を図れた。年齢・環境に応じた役割を対象者・家
族・サービススタッフが認識・共有して支援するこ
とで、高齢者においても活動量は向上すると考えら
れた。
第17回「MSA患者への注意機能を中心とした治療介入
の経験～脳神経ネットワークに着目して～（平成25
年2月）」では、MSAを有す患者の認知機能と身体図
式の歪みを捉えることと、介入による変化を捉える
ことであった。注意機能や身体後方の運動イメージ
に歪みが生じていた事例に、視覚・体性感覚情報の
顕在化を図り、段階的に口頭指示や代償を減らし潜
在化を図った結果、身体描画など質的評価が変化
し、便座や車椅子への移乗動作は介助量が軽減し
た。このことから、MSAをもつ対象者にも認知機能に
着目した訓練を行うことは重要であったと考えられ
た。

総勢約100名のリハビリテーション部の歓・送迎会や
忘年会、スポーツ大会、季節ごとのイベント、他職
種との交流会を主催・運営し、スタッフ間交流を促
すとともに、心理的ケアを目的にイベント開催を担
い、企画・運営・広報・全体の統括を行った。

平成22年6月
～

平成23年5月

4）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
リハビリテーション部主任

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

（院外活動）

8）奈良県作業療法士会教育部部員活動 奈良県作業療法士会教育部の活動として、約6年間部
員を務めた。主に、奈良県内の作業療法士を対象と
した現職者共通研修・教育部研修会の年間スケ
ジュール立案、講師依頼、会場調整、案内文の作
成、広報、受講者管理、司会を担い、期間中スケ
ジュール通りに研修の運営が行えていた。

5）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
リハビリテーション部係長

平成23年6月
～

平成31年3月

係長として6年間、精神科における身体障害合併症に
おけるリハビリテーション（作業療法・理学療法・
言語療法）を統括した。他院や他施設にて対応が難
しいと判断され、行動・心理症状の軽減と身体機能
向上の双方を目指す必要があり、認知機能低下を有
す際の身体機能向上過程に生じる転倒リスクへの対
応、活動制限の軽減に取り組んだ。また、精神科医
や精神科看護師に対し、勉強会を行い早期より身体
機能訓練の必要性を啓発した。また、認知症を有す
場合には、自宅への退院が困難となるケースも多
く、家族へ個別での介護方法指導や負担感の傾聴、
出来ることへの理解を促し、可能な限り住み慣れた
自宅への退院促進に取り組んだ。
内科、精神科に関わらず、身体リハビリテーション
が実施されている全対象者で、必ず月1度・各対象者
10分程度、医師・看護師・理学療法士・作業療法
士・言語聴覚士・医療相談員・管理栄養士が集まり
カンファレンスを実施している。このカンファレン
スの総括を担い、各部門の現状報告に加えて、身体
機能やADL、生活の予後予測における客観性の確保、
目標の確認と円滑な退院促進に向けた連携指導・情
報の整理に努めた。同様に、地域包括ケア病棟（旧
亜急性期病棟）の入院時カンファレンスや各病棟の
退院前カンファレンスでは司会を務め、当事者、家
族、介護保険サービス（ケアマネジャー、施設ス
タッフ）が相互に意見を出し合う雰囲気作りと情報
の整理に努めた。
当法人では、住宅改修・福祉機器導入に際し、病
院・介護老人保健施設のスタッフが集まる環境調整
カンファレンスで必ず承認を受ける必要がある。平
成24年度より当カンファレンスでの総括を担い、①
対象者・家族の意向を反映しているか、②動作と処
方案が合致しているか、③実用性・将来性が確保さ
れているかを吟味し判断を行った。また、家族や医
師への説明において、理解が得られにくい場合や業
者・ケアマネジャーへの処方案説明において、責任
者として同行し追加説明を行った。

7）医療法人鴻池会秋津鴻池病院新規事業企画
会議「できること検討委員会」委員

当院における新規事業を考え、企画書を作成し、委
員長（リハビリテーション部部長）が理事会にて提
案を行う。具体的内容は、①医療・介護連携の取り
組み、②地域連携の取り組み、③利用しやすい病院
作り、④働きやすい環境の整備を中心に新規事業の
検討・立案を行った。会議は1～2月に1度行われ、現
在までに院内デジタルサイネージ・リーフレットの
設置や介護相談教室の開催、フットサルコートの建
設企画を行った。

当院では、年1回リハビリテーション部主催で、他職
種合同による研究発表会を開催している。当研究発
表会の実行委員長として、2年間企画・広報・抄録作
成・予算管理・運営・司会業務にあたるとともに、
実行委員長として全体の統括を行った。

平成25年3月
～

平成27年2月

平成28年4月
～

平成31年3月

平成19年4月
～

平成25年5月

6）医療法人鴻池会秋津鴻池病院
リハビリテーション部研究発表会実行委員長

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成23年6月

11）第31回近畿作業療法学会学会運営委員

日本作業療法士協会が作業療法の質担保を目的に推
進する事例報告・登録制度において、「回復期リハ
病棟における超高齢事例への「参加」に対する働き
かけ～役割獲得に着目して～」、「園芸を通じ内発
的動機づけの向上を認めた一事例」の2事例が審査の
結果合格し、事例集として公開された。

平成23年10月

12）奈良県作業療法士会事業部副部長 奈良県作業療法士会事業部の活動として、約4年間副
部長を務めた。年度始めには、年間12本の事業部ス
キルアップセミナーと年間3本の事業部研修会を企画
し、日程・講師の選定・打診（連絡は部長が実
施）、会場予約、各講師への依頼文作成、宿泊・懇
親会設定、講師料の準備、ホームページ更新と他府
県への案内依頼、参加者の管理を行った。また、当
日は司会と参加者案内、総括を担った。企画では、
参加者が興味を持ち、積極的に参加したいと思える
内容に留意し、毎回50名程度の参加者に研修会希望
を聴取し、出来るだけ奈良県作業療法士会員の意見
を集約し、開催した。
研修以外で、パーキンソン病やALSなど奈良県内で在
宅支援が不十分であると考えられたため、パーキン
ソン病家族の会や奈良県神経難病支援センターに直
接作業療法士の活動内容を説明に伺い、同意のもと
支援体制の構築に努めた。結果、地域保健師および
家族会より徐々に依頼があり、在宅支援の一員とし
て活動の実施に至った。特に、作業療法士はその専
門性が周知されていないことが多く、専門性を伝え
られるよう努力した。その結果であると考えられ
た。

奈良県作業療法士会が主催する、症例発表会におい
て「Pusher syndromを呈した症例～失禁ゼロを目指
して～」の題で発表を行った。左被殻出血後の後遺
症として、Pusher syndromと注意障害を呈し回復期
リハビリテーション病棟に入院した症例に対して、
身体図式再構築を目的とした感覚促通訓練に加え
て、実際の環境にて視覚的cueを用いた立位姿勢の安
定、病棟連携による定時での排泄リズム確立を図っ
た。結果、排泄は軽介助となり、失禁は消失したと
いう内容の発表であった。

平成23年10月
～

平成25年12月

奈良県で開催された近畿6県の作業療法士を対象とし
た第31回近畿作業療法士学会において、3回の運営委
員会議と当日の運営スタッフを担った。当日の役割
として、受付業務の管理を担い、円滑な受付運営に
努めた。金銭管理・時間管理など大きな問題はなく
終えることが出来た。

平成25年6月
～

現在に至る

9）奈良県作業療法士会主催症例発表交流会

10）日本作業療法士協会「事例報告登録システ
ム」事例登録
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年月日事項 概 要

平成25年6月

作業療法士・理学療法士・言語聴覚士向けの研修会
を主催・運営するSMILECHAINの研修依頼を受け、
「中枢神経系障害の捉え方」について講師を務め
た。名古屋、大阪、東京、福岡で計5回開催され、受
講者は約50～80名であった。講義内容は、脳画像所
見の解釈から脳機能解剖および病態生理の説明を中
心に実施した。詳細には、立位姿勢制御と感覚処
理、筋緊張亢進と錐体外路系の制御機構、姿勢反射
障害のメカニズム、大脳皮質－基底核ループについ
て、歩行実行系に必要な神経ネットワーク・CPGの関
与について説明した。また、高次脳機能障害では、
症状のみを捉えたアプローチではなく、中枢神経障
害として機能局在と神経ネットワークを捉えて根拠
に基づく予後予測・治療、ADL環境の調整につなげる
ことを重点的に説明した。講座の中では、治療動画
や画像・事例を用いて、臨床場面で活かせるように
留意した。研修後は、同名性半盲事例への評価方法
や姿勢調整障害の捉え方について質問を受け、アン
ケートでは「実例が多く含まれていたことで理解し
やすかった」との意見があった。

奈良県作業療法士会認知症支援委員として、約3年間
支援委員の統括役と積極的な実践に務めた。具体的
には、各市町村の認知症予防教室への参画や啓発事
業、認知症カフェの企画支援、認知症サポーター養
成講座の支援、認知症家族教室のアドバイザーとし
て依頼を受けて実施した。また、奈良県内の各市町
村と作業療法士の協業体制について情報を集約し、
広報誌への掲載を年3回実施した。平成30年度から多
くの市町村で開始される認知症初期集中支援チーム
への作業療法士参画を目的に役場を訪問し、作業療
法士の専門性について啓発・説明を行った。現在、
南和地域では5市町村で連携を図っており、今後さら
に拡大していくように啓発に努める。同時に、奈良
県作業療法士会員の認知症支援技術向上を目的に企
画を検討していく。

本学会の運営委員を担い、平成26年3月から3回の会
議に参加し、当日は受付業務を担当した。受付係の
配置と会場設営に配慮し、学会では大きな問題なく
無事に終えることができた。

14）NPO法人SMILECHAIN主催セミナー
「中枢神経系障害の捉え方」講師

平成25年7月
平成25年8月
平成25年11月
平成25年12月
平成26年3月

15）奈良県作業療法士会認知症支援委員会委員

16）第7回奈良県作業療法学会運営委員 平成26年3月
～

平成26年6月

平成26年3月
～

現在に至る

13）奈良県吉野郡下北山村への在宅
アウトリーチ支援

奈良県作業療法士会事業部として、吉野保健所の依
頼を受けて奈良県吉野郡下北山村への在宅アウト
リーチ支援を3事例実施した。訪問の目的は、①生活
機能評価、②福祉機器・環境調整支援、③身体機能
維持訓練の指導、④家族への介助指導とした。訪問
した地域は、山間部にあり、在宅サービスが整備さ
れていない状況であった。具体的な支援では、内服
状況の確認と自主訓練の指導、オーバーフレームの
リース、緊急警報ベルの紹介、園芸環境の整備など
多岐であった。共通点として、対象者が望む生活の
継続支援に向けた助言で、評価結果と支援内容は紙
面とともに保健師、主治医へ報告を行った。

保健医療学部リハビリテーション学科

1426



年月日事項 概 要

平成26年6月

平成26年10月

第7回奈良県作業療法学会のランチョンセミナーにお
いて、講師を務めた。講演内容は、①認知症初期集
中支援チームとは、②支援チームにおける作業療法
士の役割、③啓発活動の重要性であった。認知症初
期集中支援チームは、自律生活のサポートを行うこ
とが目的であり、チーム員が優先度を判断し初回訪
問から6ヶ月の介入支援を行う点を説明した。また、
評価ではエピソードや経過の他にMMSE、DASCや
DBD13、Zarit8、身体機能・ADL評価を行うこと（各
評価の概要とともに）を説明した。作業療法士は、
評価の解釈をもとに医療・介護の専門職間における
伝達役でもあり、生活機能を調整する中核的役割を
担うことを強調した。加えて、支援の実際では、信
頼関係の構築が不可欠であり疾患の特性からも難し
さがあることも申し添えた。

平成26年8月
平成27年6月
平成28年1月

奈良県作業療法士会主催の事業部研修会において平
成26年から3年間継続して「認知症における作業療法
実践」の講師を務めた。研修内容は、①認知症の病
態生理、②認知症の行動心理症状の捉え方、③事例
紹介、④認知症に関する最新の知見紹介を中心に紹
介した。特に認知症は脳の変性であると同時に、日
常生活で遭遇する症状が中枢症状か環境・個人因子
に伴う症状か、つまり可塑性があるか否かについ
て、客観的評価と解釈の方法を示した。また、早期
に病態を捉え、生活におけるADL・福祉機器の工夫、
環境調整、強みの理解と家族支援を実施することの
重要性を客観的根拠を示しながら説明した。平成27
年度の講座からは、認知症における終末期の捉え方
を含めて、病院から在宅で働く作業療法士が予防か
ら終末期まで包括的に認知症をもつ人の支援を実践
できるよう配慮した。

18）奈良県作業療法士会事業部研修会
「認知症における作業療法実践」講師

17）第7回奈良県作業療法学会ランチョンセミ
ナー「認知症初期集中支援チームの概要」
講師

20）日本作業療法士協会主催第55回作業療法
全国研修会奈良会場運営委員

平成26年12月

奈良県作業療法士会事業部として、奈良県香芝市の
保健師からの依頼を受けて、ALS患者1事例への在宅
アウトリーチ支援を実施した。訪問の目的は、①コ
ミュニケーション評価と残存機能で活用可能なツー
ルの紹介、②排泄動作環境・福祉機器の評価、③家
族支援（介助指導含む）であった。事例のディマン
ドはパソコンを使用したメール・コミュニケーショ
ンの継続であり、手指の筋力・巧緻性低下がみられ
たものの、スイッチ操作は可能であったことからス
イッチの適応評価と伝の心やハーティラダーなど
ツールの紹介を行った。また、下肢機能の残存を評
価し、車いす操作やトイレ内介助方法について実際
に家族指導を行った。保健師とともに、妻の思いの
聴取と、吸引機など必要となる医療機器について説
明した。特に注意した点として、対象者の認識と客
観的状況に乖離が生じていたため、心理面には十分
に配慮した。これら評価と支援した内容について
は、紙面とともに主治医への報告を実施し、地域の
訪問看護スタッフへ継続フォローを依頼した。

本研修会において、当日の受付業務を担った。全国
から受講者が参加する大規模な研修であったため、
事前登録を含め会計の不一致が生じないよう留意し
た。大きな問題はなく、受付業務を終えることが出
来た。

19）奈良県神経難病患者アウトリーチ支援
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年月日事項 概 要

平成27年6月

平成29年2月

令和2年12月

平成29年2月25）ウェルネスコンシェルジュ協会主催研修会
「認知症をもつ人の支援」講師

21）第8回奈良県作業療法学会座長

株式会社ケアプラスに所属する訪問医療マッサージ
師30名を対象に、「認知症をもつ人の支援」の講師
を務めた。講座内容は、①認知症の病態生理、②認
知症の行動・心理症状の捉え方、③認知症をもつ人
の理解であった。特に、受講者は在宅医療領域が中
心であったため、在宅生活での評価のポイントとし
て身体機能・認知機能を含めて、出来ている事と難
しくなった事の整理、家族の思いの傾聴方法につい
て説明した。また、進行や症状変化のポイントをま
とめ、変化を認めた際の相談・報告・連携の方法に
ついて確認した。研修会後は、徘徊や被害妄想時の
対応方法、その人らしさを大切にするためのポイン
トについて質問があった。

23）日本作業療法士協会認知症推進委員

日本作業療法士協会・奈良県作業療法士会共催で、
認知症支援においてすべての領域の作業療法士が参
画出来るように人材育成を目的とした研修会の講師
を担った。講義内容は、①日本・世界の認知症、②
認知症の病態生理、③認知症の行動・心理症状、④
認知症をもつ人の生活支援の実際、⑤事例のまとめ
方、⑥奈良県の認知症施策であった。座学を中心
に、平成28年度は51名の参加があり、研修会後には
認知症支援委員として新たに11名が支援委員への参
画を希望した。平成29年度以降も継続し、全会員の
受講を目指していく方針とした。

学会では、身体障がい領域の発表4演題の座長を務
た。座長業務の中では、発表者の意図と目的の理解
に努めるとともに、聴講者特に若手作業療法士が内
容を理解し、質問がしやすいように配慮した。結
果、受講者から積極的な質問があり、発表者にとっ
てもさらに研究を進展させる一助になった。

平成28年5月
～

平成29年7月

学会では、近畿圏内の各施設・大学で働く作業療法
士が実行委員として参加したため、5回の会議の他、
情報共有にDropBoxを用いて、効率化を図った。役割
として、会計および受付業務、備品準備、生涯教育
基礎ポイント管理、特別講演・教育講演講師との連
絡係を担い、想定した予算内で学会の全工程を終了
することが出来た。また、受付においても大きな混
乱なく、円滑に終えることが出来た。少数スタッフ
での運営であったが、頻回な会議による交通費・会
議費の増加を抑えたことで、予算内で効率的に実施
出来、滞りない運営に至った。

奈良県作業療法士会会長の推薦により、日本作業療
法士協会の認知症推進委員に奈良県作業療法士会を
代表して参加した。平成28年11月に開催された年1回
の都道府県推進委員会会議の出席と、会議で得た情
報の奈良県作業療法士会員への伝達、奈良県内にお
ける認知症支援状況の集約と日本作業療法士協会へ
の報告がこれまでの主な役割として実施した。

平成28年8月
～

令和1年3月

22）第11回日本作業療法研究学会学術大会
運営委員

24）日本作業療法士協会・奈良県作業療法士
会共催「認知症アップデート研修会」講師
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年月日事項 概 要

平成29年3月

平成29年4月

平成29年10月

　なし

４　その他

26）奈良県作業療法士会事業部研修会
「肩関節機能障害へのアプローチ」講師

奈良県作業療法士会主催の事業部研修会において
「肩関節機能障害へのアプローチ」の講師を務め
た。本研修会では、作業療法士にとって重点的に行
われる肩関節の評価・治療に着目し、講座前半では
①肩関節の解剖・基礎知識、②肩関節機能障害の評
価（中枢疾患・整形疾患）、③肩関節機能障害への
アプローチについて座学にて説明し、後半では受講
者2名ずつデモンストレーションを行いながら個別に
実技指導を実施した。特に、肩関節の評価では、同
一の筋であっても姿位によって作用が異なる点の理
解に留意し、視診・触診から基本評価方法と解釈・
アプローチへの一連の流れを教授した。講座後は多
くの質問があり、日頃の臨床で実技を学ぶ場の少な
さと継続教育の必要性が示された。

バリアフリー2017の作業療法ブースにて、相談業
務・福祉用具・支援機器の展示説明（身体障がい者
用）を担当した。相談業務では、グループホーム入
所者への生活機能維持方法や運動麻痺の軽減・介助
方法について相談を受けた。また、機器展示では、
食具選定に関する質問や使用方法、洗体補助具の作
成方法について質問があった。

平成29年5月

27）バリアフリー2017作業療法ブース担当

研修は、日本作業療法士協会と奈良県作業療法士会
の共催であり、運営スタッフとして受付、会場設
営、昼食手配、懇親会設定、会場案内を務めた。参
加者数は24名で、受付および会場運営において問題
なく終えた。

29）第37回近畿作業療法学会運営委員 第37回近畿作業療法学会の運営スタッフとして受
付、会場誘導係を務めた。参加者数は460名で、受付
および会場運営において問題なく終えた。

28）第15回IT機器レンタル事業
「作業療法士が行うIT活用支援説明会」
日本作業療法士協会・奈良県作業療法士
会共催研修会運営スタッフ
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年月日事項 概 要

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

なし

（学術論文）

単　著 平成29年3月

（修士論文）

共　著 平成30年2月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1「地域在住高齢者における
　計画を重視した集団調理
　介入の効果」

大阪府立大学 本研究の目的は，調理計画を重視した集団調理
介入が地域在住高齢者の認知機能に及ぼす効果
と在宅生活に汎化し調理頻度が増加するかにつ
いて調査することであった．対象は地域在住高
齢者54名で，調理計画群23名(計画を重視した集
団調理プログラム)，調理実施群18名(調理実践
プログラム)，対照群13名(調理以外のプログラ
ム)に週1回6ヶ月間プログラムを実施し，介入前
後での認知機能，心理機能，社会行動の効果に
ついて比較検討した．結果，調理計画群は介入
によって認知機能が有意に改善し，介入後は他
群に比べ抑うつ傾向が低く，交流頻度が多い結
果であった．これらのことから，調理計画を重
視した集団調理介入は，対象者の認知機能を高
め，認知症予防の一助になり得ると考えられ
た．また，対象者同士のコミュニケーションや
主体的な役割遂行が促され，抑うつ傾向改善の
可能性が示唆された．（頁数：A4 29枚）

2.「認知症作業療法にお
ける家族介護者の思

　いを重視した終末期
ケアプログラムの実

　践」
　(査読付)

作業療法ジャーナル
第52巻2号p190-p194

本報告では，家族介護者の思いを重視した終末
期ケアプログラムを実践し，終末期の認知症の
人（A氏）と家族（妻）への支援のあり方につい
て考察することを目的とした．作業療法では，
①身体機能の維持，②馴染みのある作業の継続
を行い，多職種連携にて③妻の身体的ケア参
加，④自宅への外出を支援した．結果，A氏は入
院16週目に死亡退院となったが，妻は希望で
あった身体的ケア参加や自宅への外出を果たし
た．また，終末期ケア移行期，病棟ケア参加
期，自宅への外出期の妻への評価では，介護負
担感尺度は，57点，53点，42点と，幸福感尺度
は，1点，3点，8点と，うつ尺度は，3点，3点，
1点と改善傾向を示した．今回，認知症の終末期
ケアにおいて，家族介護者の語りを促し，その
思いに沿った支援が家族の心残りと不全感を軽
減した．このことは，後に家族が前向きな生活
を再獲得する一助になり得たと考えられた．
◎坪内善仁，東條秀則

3.「身体合併症を有す重度
認知症患者の死亡転帰

　に関連する入院時情報
　の特徴；作業療法評価
　を含めた探索的調査」
　(査読付)

共　著 平成30年3月 老年精神医学雑誌
第29巻3号p301-p309

　本研究では，当院精神科病床に入院した身体
合併症を有す重度認知症患者について，入院時
情報から死亡転帰に関連する要因を探索的に調
査した．調査項目は，基本情報，医学的情報，
作業療法評価情報に分け，自宅または施設退院
患者73名(生存退院群)と死亡退院患者39名(死亡
退院群)の間で,各変数について単変量解析，ロ
ジスティック回帰分析を行った．結果，嚥下障
害の有無，認知症の重症度，併存疾患指数，認
知機能評価，認知症分類が死亡転帰の主な影響
要因であることが示された．このことから，他
職種が連携し，入院時から幅広く評価情報を共
有し，早期から個別性を重視した支援に取り組
む必要があると考えた．
◎坪内善仁，宝田イオリ，石橋雄介，大西和
弘，東條秀則，洪基朝
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年月日事項 概 要

共　著 平成30年7月

共　著 平成30年11月

共　著 平成30年10月

共　著 平成31年4月

4.「身体合併症を有す認知
症患者の地域退院に関

　連する入院時情報の特
　徴」
　(査読付)

日本認知症ケア学会誌
第17巻2号p423-p430

　本研究の目的は，身体合併症を有し精神科病
床に入院する認知症患者の自宅または施設退院
(地域退院)に関連する入院時情報の特徴を明ら
かにすることとした．方法は，地域退院患者73
名(地域退院群)と入院継続患者87名(入院継続
群)の基本情報，医学的情報，作業療法評価情報
について，単変量解析，多変量解析で比較・分
析した．結果，入院前の生活場所，家族介護者
の有無，Barthel Indexの合計・移乗・食事・排
尿・排便コントロ－ルで有意差を認め，地域退
院の主な関連要因として家族介護者あり，排尿
コントロ－ルが良好であることが示された．結
果から，身体合併症を有す認知症患者の地域退
院支援において，OTは他職種・家族と連携し入
院後早期に環境情報やADLを把握するとともに，
個別性を考慮した排泄形態・介助方法を検討し
排泄機能改善に取り組む必要がある．
◎坪内善仁，宝田イオリ，石橋雄介，大西和
弘，東條秀則

5.「住民自主運営による認
知症予防プログラム実

　践を目指した2年間の効
　果：作業療法士と介護
　職員，異なるファシリ

テーター2職種による介
入効果への影響」
(査読付)

Journal of
Rehabilitation and
Health Science
第15巻p17-p24

　本研究では，計画・実行・振り返りを重視し
た認知症予防プログラムを週に1回・2年間実践
し，専門職から住民運営に移行した後の効果を
検証するとともに，ファシリテーター(職種)の
違いがもたらす効果と特徴を明らかにすること
を目的とした．結果は，集団式松井単語記憶検
査の即時再生1回目(p=0.021)，2回目
(p=0.013)，山口漢字符号変換テスト
(p=0.020)，交流頻度(p<0.001)，認知症予防を
意識した行動(p<0.001)で改善を認め，住民自主
運営への移行後も効果は持続した．また，ファ
シリテーターの違いによって，集団式松井単語
記憶検査の即時再生1回目(p=0.033)，外出頻度
(p=0.040)，認知症発症への不安(p=0.020)で差
を認めた．このことから，認知症予防における
地域住民・他職種との連携では，認知症の危険
因子を共有し，認知機能，心理機能，生活習慣
の総合評価をもとに支援を実践する必要があ
る．
◎坪内善仁，山中美里，安田圭志，東條秀則，
内藤泰男

6.「身体疾患を合併する精
神疾患患者の自宅退院

　に関連する因子の検
　討」
　(査読付)

理学療法学
第45巻6号p366-p372

　本研究は，身体疾患を合併した精神科入院患
者において，自宅退院が可能であった患者の特
徴を明らかにすることを目的とした．2012年1月
～2016年6月の間に理学療法(以下，PT)を実施し
た統合失調症および気分障害を有す患者108例を
対象に，PT終了時の転帰を自宅群と非自宅群に
群分けし，自宅退院に影響を及ぼす因子を検討
した．結果，自宅退院に影響を及ぼす因子とし
て，身体疾患発症時の生活場所が自宅，終了時
のBarthel Index65点以上，終了時のGlobal
Assessment Functioning51点以上，同居家族あ
りが抽出された．
◎石橋雄介，林久恵，坪内善仁，福田浩巳，洪
基朝，西田宗幹

7.「地域在住女性高齢者の
献立立案から取り組む

　集団調理プログラムの
　効果」
　(査読付)

作業療法
第38巻2号p187-p196

　本研究の目的は，献立立案から取り組む集団
調理プログラムが地域在住女性高齢者の認知機
能と自宅での調理頻度に及ぼす効果を調査する
ことであった．対象は地域在住女性高齢者39名
で，献立立案-調理群20名，調理実施群19名に週
1度・6ヶ月間プログラムを実施し，介入前後で
認知機能，心理機能，社会的活動量の変化を比
較検討した．結果，認知機能項目で測定時期に
よる主効果を認めたが，交互作用はなかった．
また，調理頻度の変化も両群で有意差は示され
なかった．
今回の結果から，調理活動自体の認知機能改善
への効果は示唆されたが，献立立案課題単独の
認知機能・調理頻度への効果は乏しく，介入手
法についてさらなる検討が必要である．
◎坪内善仁，安田圭志，山中美里，東條秀則，
内藤泰男
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年月日事項 概 要

共　著 令和2年9月

共　著 令和2年12月

共　著 令和3年1月

共　著 令和3年1月

10.「Premature oral pre-
     shaping for feeding

 in elderly
 population with risk
 of aspiration
 pneumonia.」

　(査読付)

PloS one
第16巻2号

　本研究の目的は，誤嚥性肺炎のリスクが高い
高齢者において，実際に食事のために嚥下する
前の手と口の異常行動を明らかにすることであ
る．誤嚥性肺炎の診断を受けた高齢者（EAP）10
名，健常高齢者（HE）15名，若年成人（YA）21
名を登録した．自己摂食時と補助摂食時の摂食
時間と上唇と下唇の距離が最大になるタイミン
グをモーションアナライザーを用いて抽出し
た．その結果，EAPの摂食時間は，自己摂食およ
び補助摂食において，他の群に比べて有意に長
かった．また，自力摂食時には，EAP群の口の準
備のタイミングが他の群よりも有意に早く，逆
に，補助摂食時には，EAP群のタイミングが有意
に遅れていた．この結果から，誤嚥性肺炎の経
験がある高齢者では，自力・介助ともに、実際
に飲み込む前の口の形の準備や手の動きの時間
に異常がある可能性が示唆された．
◎Yoshiki Tamaru, Akiyoshi Matsugi, Shinzo
Masaki, Yoshihito Tsubouchi, Akiyoshi
Yanagawa

11.「認知症高齢患者のせん
妄後の抑うつに対する
Fettermanの3ステップ
アプローチ適用の
効果」
(査読付)

認知症ケア学会誌
第19巻4号p701-p708

　せん妄の再発を予防するためには，入院中か
らエンパワメントを促進し，積極的な社会参加
や家庭内役割継続に向けた支援が不可欠であ
る．今回，せん妄後の抑うつから自宅退院に消
極的であった認知症高齢患者に対して，
Fetterman の3 ステップアプロ－チを適用して
介入し，退院後の家庭内役割の再獲得を目指し
た．結果，料理という家庭内役割を獲得したこ
とで，退院後生活への不安感や抑うつは軽減
し，自宅退院を実現した．このことから，入院
中の3 ステップアプロ－チによるエンパワメン
ト促進は，せん妄後の抑うつを軽減し，安心・
納得した自宅退院の実現に貢献すると考えられ
た．
◎坪内善仁，中島大貴，田丸佳希

8.「認知症高齢患者におけ
る退院後の閉じこもり

 脱却を目指した集団交
 流プログラムの実践」

　(査読付)

認知症ケア事例ジャーナ
ル
第13巻2号p75-p80

　超高齢社会を迎え，認知症高齢者の閉じこも
り予防が国の重要課題となっている．今回，入
院前から閉じこもりを呈した認知症高齢患者に
対して，院内でグループ回想法を用いた集団交
流プログラムを実践した結果，交流を媒介に日
常生活活動量が向上し，退院後には閉じこもり
を脱却した．この結果から，認知症高齢者の集
団交流プログラムの実践は，外出への動機付け
を強化し，閉じこもり脱却の一助になると考え
られた．
◎坪内善仁，東出美紀

9.「肺炎を罹患した当院精
神科病棟入院患者の死

 亡転帰に関連する因子
 の検討」

　(査読付)

理学療法学
第47巻6号p593-p599

　研究の目的は，肺炎罹患により，理学療法
（Physical Therapy；以下，PT）を実施した精
神科病棟入院患者の死亡転帰にかかわる因子を
検討すること．方法は，対象が2015 年1 月～
2018 年11 月の間に，医療・介護関連肺炎
（Nursing and Healthcare associated
Pneumonia：以下，NHCAP）を発症し，PT を実施
した精神科病棟入院患者とした．PT 開始から
120 日の観察期間中に，死亡した患者を死亡
群，生存した患者を生存群とし，Cox 比例ハ
ザード分析を用いて，死亡転帰にかかわる因子
を検討した．結果，解析対象は81 名，観察期間
中の死亡者は31名（38.3%）であった．Cox 比例
ハザード分析では，年齢と発症時Body Mass
Index（以下，BMI）が採択された．以上より，
NHCAP を罹患した当院精神科病棟入院患者の死
亡転帰は，年齢と発症時BMI に影響されること
が示唆された．
◎神田孝祐, 坪内善仁, 福田浩巳, 石橋雄介,
洪基朝, 西田宗幹
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年月日事項 概 要

（その他）

「学会発表」

－ 平成27年11月

－ 平成28年6月

－ 平成28年9月

－ 平成30年9月

1「一般社団法人奈良県作業
　療法士会による認知症予
　防サロンへの取り組み報
　告」

日本プライマリ・ケア連
合学会第29回近畿地方会
（於奈良県社会福祉総合
センター）

当学会では、奈良県作業療法士会の推薦によ
り、認知症施策に関する作業療法士活動状況を
他職種に共有することを目的とした。奈良県吉
野郡吉野町在住の高齢者地域サロンの参加者を
対象に、認知的手法を用いた介入を週1回1年間
実施した。結果、注意機能やうつ傾向の有意な
改善、交流頻度の増加を認めた。しかし、他地
域で報告されている記憶の自己効力感では有意
な変化はなかった。このことから、認知的手法
を用いた介入は、認知症予防に影響する可能性
があるが、自己効力感向上にはプログラム設定
に検討が必要と考えられた。また、認知症の当
事者および家族を対象としたカフェでは、参加
者が集まらず、開催が困難であった。このこと
は、地域特性を考慮し、参加しやすい場の設定
を再検討する必要があると考えられた。

2「認知症高齢者の最期の外
　出支援－“家”に込めた
　妻の想い－」

第17回日本認知症ケア学
会大会（於神戸国際展示
場）

精神科一般棟においても高齢化が著名であり、
従来の身体的治療・認知的ケアに加えて、終末
期ケアが重視されている。本報告では、脳血管
性認知症を有し、脳梗塞後に重度意識障害・嚥
下障害を呈し終末期と告知された対象者とその
家族に対し、配偶者のケア参加と自宅への外出
を他職種で支援した。結果、家族の介護負担感
や抑うつ傾向は軽減し、対象者の死後も配偶者
は前向きな生活を再獲得できた。職人であった
対象者にとって、家は自ら建て家族が集える大
切な居場所であり、配偶者は家に連れて帰れな
かった後悔の思いを強く感じていた。この点か
ら、対象者の思いを実現することは、対象者へ
の支援であると同時に家族介護者にとっても重
要な支援であると考えられた。

3「認知症予防サロン（介護
　予防普及啓発事業）にお
　ける他職種連携を目指し
　た取り組み－作業療法士
　と介護職員による介入効
　果の比較から－」

第50回日本作業療法学会
（於札幌市教育文化会
館）

　奈良県吉野郡吉野町において、認知症予防サ
ロン“スマイルくらぶ”の活動支援を実施し
た。スマイルくらぶは週2回水曜日と金曜日に開
催され、参加者は水曜日・金曜日のどちらかを
自主選択（曜日は1年間固定）した。内容と進行
は両曜日とも同じとなるよう徹底し、毎回担当
者間で進行状況を確認した。認知的手法を柱
に、調理・創作・講話・回想法・体操を行っ
た。本報告では、同一プログラムを6ヶ月間作業
療法士（水曜日）・介護職員（金曜日）が分担
し参画した結果、ファシリテーターの違いに
よって、効果に差異が生じるかを明らかにする
こととした。結果は、両群間で開始時・6ヶ月後
で有意差は認めず、健康意識行動の増加を認め
た。この結果から、プログラム内容や目的を共
有することで、地域における認知症予防活動は
他職種連携が可能であると考えられた。

4「地域高齢者の“計画・実
 行・振り返り”を重視し
 た集団での調理プログラ
ムの効果」

第52回日本作業療法学会
（於名古屋国際会議場）

地域在住高齢者58名を対象に、計画・実行・振
り返りを重要視したプログラムの認知機能・生
活機能への介入効果を検証した。検証では、調
理計画群24名、調理実施群19名、非介入群15名
の3群で6ヶ月間の前後で群間比較を行った。結
果、記憶機能や注意機能で調理計画群のみ有意
な改善を認めた。このことから、計画・実行・
振り返りを意識した調理活動は、認知症予防の
一助になると考えられた。
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年月日事項 概 要

－ 令和1年5月

－ 令和1年9月

5「せん妄再発への不安軽減
 により自宅退院を実現し
 た1事例：認知症高齢者の
エンパワーメントを目指
した取り組み」

第20回日本認知症ケア学
会大会（於国立京都国際
会館）

　感染症により精神科一般棟に入院し、せん妄
と抑うつを呈した認知症高齢患者において、エ
ンパワメント促進を目標に日常生活場面で自己
選択・自己決定を支援した。その結果、せん妄
の消失に加え、せん妄再発や退院後の生活への
不安が軽減し、自律した生活の再獲得に至っ
た。このことから、認知症のある高齢患者にお
いても、自己選択・自己決定を重要視し、本人
らしい生活再獲得に向けた作業療法支援が重要
であると考えられた。

6「回復期リハビリテーショ
ン病棟から自宅退院した
大腿骨近位部骨折患者の
特徴 ：認知症合併の有無
に着目して 」

第53回日本作業療法学会
（於福岡国際会議場）

近年、回復期リハビリテーション病院の入院患
者においても認知症を合併する割合が増加して
いる。そこで、回復期リハビリテーション病棟
に入院した大腿骨頸部骨折患者148名を対象に、
認知症合併の有無が転帰や日常生活動作の回復
に影響するかについて検証を行った。結果、認
知症を合併した患者の特徴として、高齢で入院
日数が長く、主介護者は子供の割合が高かっ
た。また、日常生活動作は入院時・退院時とも
に有意な低下を示した。以上より、自宅退院を
目指した支援では、日常生活動作に加えて、主
介護者など環境への配慮・支援が重要である。
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年月日

平成27年6月
～

平成27年8月

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

２　作成した教科書，教材

　　なし

事項 概 要

１　教育方法の実践例

　　なし

３　教育上の能力に関する大学等の評価

研 究 分 野

地域在住高齢者の健康増進

教 育 研 究 業 績 書

令和 年　 　月 　　日

氏名

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

身体活動量，身体および精神心理機能

平成25年6月
～

平成25年8月

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，中部大学作業療法学科4年生の
臨床実習指導を行った（ケースバイザー）．内容
は症例に対する評価・治療に関する助言やレポー
トの指導である．

平成26年7月
～

平成26年8月

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，中部大学作業療法学科1年生の
病院見学の引率を行った．

平成24年8月
～

（毎年）

1）東海記念病院リハビリテーション部
臨床実習指導（半日見学）

４　実務の経験を有する者についての特記事項

平成29年12月1) 東海記念病院リハビリテーション部
作業療法科 係長による評価

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において約6年勤務し，回復期リハビリ
テーション，認知症サポート委員，がんリハビリ
テーション委員，介護予防事業等多岐にわたる分
野で活躍をしていた.各領域に関する知識等はその
都度自身で積極的に学習し，患者様への還元が行
えていた.また，そのような姿勢が部内の後輩の模
範となるだけでなく，多職種からも信頼されてお
り院内勉強会や医師会での講師や発表の経験も豊
富である.研究活動に関しては自身の研究活動以外
に後輩の研究活動へのアドバイザーとして協力し
ており部内の教育活動にも貢献していた.臨床・研
究・教育のいずれの観点からみても教育上の能力
を十分に有していると評価する.

2）東海記念病院リハビリテーション部
臨床実習指導（総合実習）

3）東海記念病院リハビリテーション部
臨床実習指導（総合実習）

4）東海記念病院リハビリテーション部
臨床実習指導（総合実習）

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，中部大学作業療法学科4年生の
臨床実習指導を行った（スーパーバイザー）．内
容は症例に対する評価・治療に関する助言やレ
ポートの指導である．

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，名古屋大学作業療法学科4年生
の臨床実習指導を行った（ケースバイザー）．内
容は症例に対する評価・治療に関する助言やレ
ポートの指導である．

中島大貴

3 3 31
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年月日事項 概 要

平成29年9月
～

平成29年10月

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，平成医療短期大学作業療法学
科3年生の臨床実習指導を行った（ケースバイ
ザー）．内容は症例の評価・治療に関する助言や
レポートの指導である．

平成29年9月 医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，中部大学作業療法学科2年生の
見学実習の引率とレポート指導を行った．

7）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

8）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

岐阜県下呂市社会福祉協議会が運営する「いきい
きサロン」に講師として参加．地域在住高齢者を
対象に認知症予防に関する講演を行った．講演は
9ヶ所で実施した．

平成29年1月
～

平成29年2月

5）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

6）東海記念病院リハビリテーション部
　 臨床実習指導（総合実習）

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，日本福祉大学作業療法学科4年
生の臨床実習指導を行った．
（スーパーバイザー），内容は症例に対する評価
に関しての助言やレポートの指導である．

医療法人社団喜峰会東海記念病院リハビリテー
ション部において，星城大学作業療法学科4年生の
臨床実習指導を行った（スーパーバイザー）．内
容は症例に対する評価・治療に関する助言やレ
ポートの指導である．

平成28年6月
～

平成28年8月

9）地域在住高齢者（サロン参加者）に対しての
　 認知症予防に関する講演
  （岐阜県下呂市社会福祉協議会下呂支部）

平成28年4月
～

平成28年12月

平成28年6月 岐阜県下呂市にある寺院本光坊が主催する高齢者
の集いに講師として参加．地域在住高齢者を対象
に認知症予防に関する講演を行った．

11）認知症患者の介護者に対しての認知症ケア
　　に関する講演
　（岐阜県下呂市社会福祉協議会下呂支部）

岐阜県下呂市社会福祉協議会が主催する「認知症
介護者の集い」に講師として参加．認知症患者の
介護者を対象に認知症ケアに関する講演を行っ
た．

平成28年7月

10）地域在住高齢者に対しての認知症ケアに
　　関する講演（岐阜県下呂市　本光坊）

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成30年10月

平成31年3月

13）地域在住の男性高齢者に対しての健康講話
と運動指導

愛知県海部郡大治町の保健センターが主催する一
次介護予防事業である「じぃじ体操クラブ」に講
師として参加．地域在住の男性高齢者に対して，
健康講話と運動指導を行った．

平成28年8月12）地域在住の中高齢者に対しての認知症ケア
に関する講話

　（愛知県春日井市一次予防事業）

平成29年9月

愛知県春日井市にある医療法人社団喜峰会東海記
念病院において実施されている，介護予防事業
「さぼてんクラブ」が主催している健康講話の講
師として参加．地域在住の中高齢者に対して，自
宅での認知症ケアに関して講話を行った．

15）地域在住高齢者に対する健康講話 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「POUTO」において，認知症予防に関する健康講話
と運動指導を行った．

16）地域在住高齢者に対する運動指導 平成31年3月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ローレル会健康体操」において，認知症予防の
運動「マットス」を紹介し，指導及び実施をし
た．

17）地域在住高齢者に対する健康講話 平成31年4月 アップル学園前およびローレル会が主催する高齢
者を対象にした勉強会において，「認知症と身体
活動」というテーマで講演および運動指導を行っ
た．

14）登美ヶ丘カレッジ 奈良学園大学が主催する市民公開講座「登美ヶ丘
カレッジ」において，「住み慣れた環境で安心・
安全で暮らすために」というテーマで講演を行っ
た．加えて新設されるリハビリテーション学科や
作業療法士の説明をした．

21）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年7月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「元気アップなら講座」において，「認知症と身
体活動」というテーマで講演を行った．

18）自立支援型地域ケア会議への出席

19）社会福祉協議会職員および地域在住高齢者
に対する健康講話

20）地域在住高齢者に対する健康講話

令和1年6月

平成31年4月～ 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「自立支援型地域ケア会議」に出席し，作業療法
士の視点からケアプランへの助言を行っている．

令和1年6月

登美ヶ丘地区社会福祉協議会が主催する登美ヶ丘
地区社会福祉協議会総会において，「介護予防-い
つまでも元気でいられるように今から心掛けてお
くこと-」という内容で講演を行った．

（公財）奈良市生涯学習財団登美ヶ丘公民館が主
催する「ひとみ学級」において，「健康寿命を延
ばすために」という内容で講演を行った．

22）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年7月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ちょこっとサロン」において，「認知症と身体
活動」というテーマで講演を行った．

23）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年8月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「登美ヶ丘地区元気いきいき講座」において，
「認知症予防における身体活動・運動の重要性」
というテーマで健康講話と運動指導を行った．

24）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年9月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「POUTO」において，「認知症と身体活動」という
テーマで健康講話と運動指導を行った．
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年月日事項 概 要

年月日

平成24年4月

平成26年7月

平成26年11月

平成30年3月

平成31年マットスインストラクター

31）地域在住高齢者に対する健康講話 令和2年2月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ローレル会健康体操」において，「膝関節痛の
予防」というテーマで健康講話と運動指導を行っ
た．

令和1年12月

令和2年1月

29）地域在住の若年者から高齢者に対する講演 （公財）奈良市生涯学習財団登美ヶ丘南公民館が
主催する「登美ヶ丘南公民館まつり」において，
「楽しい健康づくり・コグニサイズ入門」という
テーマで講演を行った．

30）地域在住高齢者に対する健康講話 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「POUTO」において，「腰痛予防」というテーマで
健康講話と運動指導を行った．

25）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年9月 東登美ヶ丘地区民生児童委員および登美ヶ丘地区
社会福祉協議会が主催する「とみの里ふれあいサ
ロン」において，「介護予防と運動について」と
いうテーマで健康講話と運動指導を行った．

26）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年10月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「ふれあい広場」において，「運動の大切さにつ
いて」というテーマで健康講話と運動指導を行っ
た．

27）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年10月 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「POUTO」の参加者を対象に，大学内見学および交
流会を実施した．

作業療法士免許 作業療法士名簿登録番号　第68464号

事項 概 要

28）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年10月～ 奈良市二名包括支援センターが主催する「奈良市
一般介護予防事業」において，介護予防に関する
講話と運動指導を行っている．

I000096

１　資格，免許

５　その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

学校法人石田学園星城大学リハビリテーション学
部卒業生を対象に，卒後教育，自己研鑽となるこ
とを目的とし，年2回の研究会をしている．これら
のことにより，経験年数の短い後輩の新人セラピ
ストに対し教員および経験年数の長い先輩のセラ
ピストが指導する場となり，臨床現場への意欲の
維持・向上を目的として、臨床現場の問題点に関
するディスカッションや問題の明確化を行った．

平成24年4月
～

平成27年3月

1）星城大学リハビリテーション研究会の企画と
運営

32）自立支援型地域ケア会議への出席 平成2年4月～ 奈良市登美ヶ丘地域包括支援センターが主催する
「自立支援型地域ケア会議」に出席し，作業療法
士の視点からケアプランへの助言を行っている．

認知症対応向上研修　修了 第14-363号

２　特許等

なし

修士（リハビリテーション学）

厚後援26年5-124号がんのリハビリテーション研修　修了
中部大学

論文題目「季節変動が寒冷地域在住高齢者の身体
活動量に及ぼす影響」
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年月日事項 概 要

1）身体障害領域，老年期障害領域・地域領域に
　 おける臨床業務
  （医療法人社団喜峰会東海記念病院）

平成24年4月
～

平成29年12月

医療法人社団喜峰会 東海記念病院において，身体
障害・老年期障害領域（一般病棟，外来リハビ
リ，地域包括ケア病棟，回復期病棟）の臨床を
行った．また，作業療法科リーダーとして，病棟
でのカンファレンス，がんリハビリテーション
チームや認知症対応チームでの活動にも参加し
た．

愛知県が取り組んでいる「病院の認知症対応向上
事業」の活動報告会において，東海記念病院認知
症サポートチームの取り組み状況を報告した．

1）病院の認知症対応力向上事業での取り組み報
告

平成27年2月
～

平成29年2月

2）第23回愛知県作業療法学会運営委員 平成27年5月 一般社団法人愛知県作業療法学会が主催の学術大
会に運営スタッフとして参加し，学術大会の準
備・運営業務に従事した．

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

4）奈良学園大学保健医療学部
   リハビリテーション学科での委員会業務等

令和2年4月
～

令和3年3月

実習部会（早期体験・地域実習，総合臨床実習，
評価/検査測定実習，実習管理センター），入試広
報部会（入試広報対策），協会関連の対応，AC対
応，地域交流WG，共通教育委員会の業務を行っ
た．

2）奈良学園大学保健医療学部
　 リハビリテーション学科の申請準備

平成30年1月
～

平成31年3月

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の文部科学省への設置申請に向けて，病院訪問
や書類作成業務を行った．

3）奈良学園大学保健医療学部
   リハビリテーション学科での委員会業務等

平成31年4月
～

令和2年3月

実習部会（早期体験・地域実習，総合臨床実習，
評価/検査測定実習），協会関連の対応，AC対応，
共通教育委員会の業務を行った．

保健医療学部リハビリテーション学科

1439



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
　なし

（学術論文）
共著 平成28年4月

共著 平成28年8月

共著 平成28年10月

共著 平成29年4月

平成29年6月 日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，36
（3）
p.291-p.298

共著

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1．Factors affecting
　 the discharge
   destination on hip
   fracture patients who
   live alone and have
   been admitted to an
   inpatient
   rehabilitation unit
（独居の大腿骨近位部骨折
  患者の転帰先に影響を及
  ぼす要因）
 （査読付）

本研究の目的は，機能的評価と退院先との関
係，大腿骨頸部骨折患者のリハビリ後の自宅退
院におけるカットオフポイントの特定であっ
た．多重ロジスティック回帰分析の結果，FIMの
認知スコアが退院先に影響する重要な変数で
あった．また，ROC曲線分析において，認知スコ
ア23.5点が自宅退院のカットオフポイントであ
ることが明らかになった．
本人担当部分：調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Iwai Midori,
Matsuoka Hiroka, Nakashima Daiki, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

Journal of Physical
Therapy Science, 28
（4）
p.1228-p.1232

2．Exploring the factor
   on sensory motor
   function of upper limb
   associated with
   executive function in
   community-dwelling
   older adults
（地域在宅高齢者の遂行機
  能に関連する上肢の感覚
  運動機能）
 （査読付）

Nagoya Journal of
Medical Science, 78
（3）
p.285-p.291

本研究では，地域在住高齢者における上肢の感
覚・運動機能と遂行機能の関連性を評価するこ
とを目的とした．重回帰分析の結果，非利き手
の手指巧緻性が遂行機能と関連付けていること
が明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Nakashima Daiki,
Matsuoka Hiroka, Iwai Midori, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

3．ボールローリングエク
   ササイズは非利き手の
   手指巧緻動作と箸操作
   困難感を改善する：健
   常若年者を対象とした
   実験研究
  （査読付）

本研究は，健常者若年者を対象に母指IP関節と
示指・中指PIP関節の機能的可動域を明らかにし
た．その結果，活動遂行に要する角度は，母指
IP関節が44°/13°，示指PIP関節が74°/-3°，
中指PIP関節が78°/-12°であった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文執筆
共著者：中島大貴，中村守吾，川浦真未子，林
浩之

4．大腿骨近位部骨折患者
   における精神心理機能
   に関する研究：地域在
   住高齢者との比較
  （査読付）

本研究では，大腿骨頸部骨折患者の精神心理機
能を明らかするために，地域在住高齢者と比較
した．大腿骨頸部骨折患者群は，MMSE，WHO-5が
有意に低く，GDS-15は有意に高く，Delta TMTは
異常値を示した．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文添削
共著者：岩井緑，林浩之，中島大貴，中村守
吾，松岡紘佳，窪優太，久保歩，冨山直輝

5．活動遂行における母指
   指節間関節と示指およ
   び中指近位指節間関節
   の可動域
  （査読付）

日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，35
（5）
p.462-p.469

日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，36
（1）
p.35-p.41

本研究では，健常若年者を対象にボールローリ
ングエクササイズを行い，上肢機能やADL動作へ
の効果を明らかにした．その結果，ボールロー
リングエクササイズが手指巧緻動作と箸操作困
難感の改善に寄与することが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文添削
共著者：中村守吾，中島大貴，川浦真未子，林
浩之
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年6月

共著 平成29年8月

単著 平成30年3月

令和2年10月11．介護予防事業における
　　集団ゴムバンド運動が
　　軽度認知障害を有する
　　女性高齢者の認知機能
　　に及ぼす影響
　　（査読付）

共著 「認知症ケア学会誌」，
19（3）
p.557-p.563

本研究では，軽度認知障害を有する地域在住女
性高齢者を対象に，介護予防事業における運動
教室が認 知機能に及ぼす効果を検討した．11週
間の集団ゴムバンド運動教室参加者を介入群，
11週間通常どおりの生活を送るよう求めた参加
者を対照群とした．介入の効果を検討するため
に二要因共分散分析を用いて分析を行った結
果，両群における日本語版Montreal Cognitive
Assessment（合計）の変化に有意な交互作用は
認められなかった(F = 0.008, p = 0.931).
本人担当分：研究計画，調査データの収集，論
文添削
共著者：渡邉英弘，冨山直輝，後藤文彦，中島
大貴，木村大介，井戸尚則，岡山直樹，長谷川
龍一

10．Influence of seasonal
    variations on
    physical activity in
    older people living
    in mountainous
    agricultural areas
　　（査読付）

共著 令和1年11月 「Journal of Rural
Medicine」，14（2）
p.165-p.175

本研究では，地域在住高齢者を対象に，①季節
による身体活動量の変動と②季節による生活活
動内容の変化を検討した．多重比較検定の結
果，加速度計で測定した歩数や低強度の活動時
間は冬季に減少し，春季や夏季に増加すること
が明らかになった．Physical activity scale
for the elderlyを用いて評価した生活活動は，
「屋外での園芸」のみ冬季に減少することが明
らかとなった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
論文執筆
共著者：Daiki Nakashima,Daisuke Kimura
,Hidehiro Watanabe,Fumihiko Goto, Miki
Kato,Keisuke Fujii,Eri Kasuya,Naoki
Tomiyama,Ryuichi Hasegawa

6．Upper-limb motor and
   sensory function in
   patients with hip
   fracture: Comparison
   with community-
   dwelling adults
 （股関節骨折患者における
  上肢運動および感覚機
  能：地域在住高齢者との
  比較）
 （査読付）

本研究では，股関節骨折患者32名と地域在住高
齢者32名の上肢機能を比較し，股関節骨折患者
の上肢機能を評価することを目的とした．その
結果，股関節骨折患者は握力，ピンチ力，手指
巧緻性，包括的な手機能が著名に低下している
ことが明らかになった．
本人担当部分：調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Nakashima Daiki,
Matsuoka Hiroka, Iwai Midori, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

Journal of Back and
Musculoskeletal
Rehabilitation, 30
（6）
p.1231-p.1236

8. 季節変動が寒冷地域在住
   高齢者の身体活動量に及
   ぼす影響
　（修士論文）

中部大学大学院 本研究では，寒冷地域在住高齢者を対象に，①
季節による身体活動量の変動と②季節による生
活活動内容の変化を検討した．多重比較検定の
結果，Lifecorderで測定した歩数や低強度の活
動時間は冬季に減少し，春季や夏季に増加する
ことが明らかになった．一方で総エネルギー消
費量や中強度以上の活動時間に季節変動は認め
られなかった．Physical activity scale for
the elderlyを用いて評価した生活活動は，「屋
外での園芸」のみ冬季に減少することが明らか
となった．(全58頁)

本研究では，認知症高齢者の抑うつ・アパシー
改善を目的に集団での料理活動を実施した．介
入の結果，対照群と比較して介入群では介入期
間中に抑うつの有意な改善が認められたが，介
入終了後の持続効果はなかった．一方，アパ
シー，QOLは有意な改善は認められなかった．
本人担当部分：研究計画，介入，論文添削
共著者：窪優太，中澤僚一，各務真菜，加藤美
樹，中島大貴，岡村英俊，長谷川慧，竹田徳則

7．回復期リハビリテーシ
   ョン病棟入院の抑うつ
   ・アパシーを呈する認
   知症高齢者に対する集
   団料理活動の効果
  （査読付）

日本老年精神医学会学術
誌「老年精神医学雑誌」
，28（8）
p.899-p.903

9．心理的介入により脳卒中
   後のapathyに改善を認
   め，ADLの回復へと繋
   がった一例
  （査読付）

共著 令和1年6月 「脳神経内科」，90
（6）
p.701-p.704

本研究では，脳血管障害後のApathyを呈した症
例に対して，認知症のApathyで有効とされる心
理的アプローチを実施し，その効果を報告し
た．心理的介入を継続的に実施した結果，
Apathyは改善し，ADLの改善に繋がった．そのた
め，心理的介入は脳血管障害後のApathyに対し
て有効であることが考えられた．
本人担当部分：研究計画，介入への助言，論文
添削
共著者：舩戸敦，中島大貴，窪優太
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

12．本学保健医療学部リハ
　　ビリテーション学科志
　　望経緯に関する調査

共著 令和2年12月 「奈良学園大学紀要」，
13
p.149-p.156

本研究は，新入生の志望動機と経緯に関するア
ンケート調査を行い，今後の広報活動について
検討することを目的とした．本研究では，2020
年度の新入生を対象に，奈良学園大学を志望し
た経緯と大学に対する印象等を質問紙で調査し
た．その結果，PT・OTの両専攻において，多く
の学生は当初の志望を中途変更しないことが明
らかとなった．また，入学後の教育については
肯定的な意見が多かった．
本人担当分：研究計画，論文添削
共著者：飯塚照史，辻下守弘，池田耕二，城野
靖朋，中島大貴

14．Relationship between
　　nutritional status
　　and phase angle as a
　　noninvasive method
　　to predict
　　malnutrition by sex
　　in older inpatients
　　（査読付）

共著 令和3年1月 「Nagoya Journal of
Medical Science」，83
（1）
p.31-p.41

本研究の目的は，Phase angleと低栄養の関係を
明らかにし，性別に応じて，高齢入院患者の
Phase angleによる低栄養状態のカットオフ値を
算出することであった．男性59（平均年齢76.5
歳）と女性101名（平均年齢78.8歳）を対象に
Phase angleとGNRIを測定した．その結果，
Phase angleは男性・女性の低栄養状態に関連す
ることが明らかとなった．また，ROC曲線により
算出したカットオフ値は，男性4.03度（感度：
87.0％．特異性：75.9％），女性3.65度（感
度：78.6％，特異性：60.5％）であった．
本人担当分：研究計画，論文添削
共著者：Yuta Kubo，Kento Noritake，Daiki
Nakashima，Keisuke Fujii，Kazumasa Yamada

13．認知症高齢患者のせん
　　妄後の抑うつに対する
　　Fettermanの3ステップ
　　アプローチ適用の効果
　　（査読付）

共著

「理学療法科学」
採択済

本研究は，運動教室後に継続して自主グループ
に参加した高齢者のソーシャルサポート・ネッ
トワークを明らかにすることを目的とした．対
象は，従来型運動教室に参加した30名と，自主
グループ設立を目的とした運動教室に参加し，
自主グループに継続して参加できた26名とし
た．ソーシャルサポート・ネットワークの評価
にはLSNS- 6を用い，運動教室の前後とフォロー
アップ3か月後の計3時点で評価した．LSNS- 6の
下位項目の交互作用は，友人で認められたが，
家族では認められなかった．
本人担当分：研究計画，調査データの収集，論
文添削
共著者：後藤文彦，渡邉英弘，中島大貴，井戸
尚則，岡山直樹，冨山直輝，木村大介，長谷川
龍一

15．地域在住高齢者におけ
　　るテレビコマーシャル
　　メッセージの時間を活
　　用した身体活動促進プ
　　ログラムの予備的研究
　　（査読付）

共著

16．介護予防を目的とした
　　高齢者主体で運営され
　　る自主グループによる
　　ソーシャルサポート・
　　ネットワークの変化
　　（査読付）

令和3年1月 「認知症ケア学会誌」，
19（4）
p.701-p.708

本研究では，せん妄後の抑うつから自宅退院に
消極的であった認知症高齢患者に対して，
Fettermanの3ステップアプロ－チを適用して介
入し，退院後の家庭内役割の再獲得を目指し
た．その結果，料理という家庭内役割を再獲得
したことで，退院後生活への不安感や抑うつは
軽減し，生活機能も改善し，自宅退院を実現し
た．このことから，入院中の3ステップアプロ－
チによるエンパワメント促進は，せん妄後の抑
うつを軽減し，安心した自宅退院の実現に貢献
すると考えられた．
本人担当分：研究計画，介入の助言，論文添削
共著者：坪内善仁，中島大貴，田丸佳希

共著

「健康支援」
採択済

本予備的研究では，高齢者においてCM中の歩行
または足踏みを促す身体活動プログラムの効果
と実行可能性を明らかにすることを目的とし
た。対象は健常高齢者20名（平均年齢75.0歳）
とした．介入方法は、CM中の歩行または足踏み
とした．歩数と歩行時間の測定は3軸加速度計を
使用し，通常通りの日常生活を送る週（以下，
通常週）とCM中の歩行または足踏みを促す週
（以下，介入週）の計14日間の測定を実施した
結果，通常週に歩数および歩行時間は有意に増
加した（p < 0.01）．
本人担当分：研究計画，調査データの収集，論
文執筆
共著者：中島大貴，伊藤健一，坪内善仁，藤井
啓介，田畑泉
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（その他）
「国際学会」

- 平成29年7月

- 平成29年7月

- 平成29年7月

「国内学会」

- 平成25年6月

2. Physical,
　 psychological, and
   cognitive factors
   that have higher
   influences on physical
   activity in community-
   dwelling oldest-old
   women
  （地域在住高齢者におけ
   る身体活動量に影響を与
   える身体的，精神的，認
   知的要因）

Occupational　Therapy
Australia 27th
National Conference
and Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

本研究では，超高齢女性（85歳以上）の身体活
動量に影響を与える要因を明らかにすることを
目的とした．重回帰分析の結果，GDS-15のスコ
ア（抑うつ）が，超高齢女性の身体活動量に影
響を与える可能性が示唆された．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：Nakashima Daiki, Watanabe
Hidehiro, Goto Fumihiko,Kimura Daisuke,
Tomiyama Naoki, Islam Mohammod Monirul

1. Ball Rolling Exercise
　 Improves Finger
   Dexterity and
   Chopstick Operability
   of the Non-Dominant
   Hand in Healthy Young
   Adults
 （ボールローリングエクサ
  サイズは非利き手の手指
  巧緻動作と箸操作困難感
  を改善する）

本研究では，健常若年者を対象にボールローリ
ングエクササイズを行い，上肢機能やADL動作へ
の効果を明らかにした．その結果，ボールロー
リングエクササイズが手指巧緻動作と箸操作困
難感の改善に寄与することが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料添削
共同発表者：中村守吾，中島大貴，川浦真未
子，林浩之

平成26年6月 第16回世界作業療法士連
盟大会
第48回日本作業療法学会
（パシフィコ横浜）

-

第47回日本作業療法学会
（大阪国際会議場）

Occupational　Therapy
Australia 27th
National Conference
and Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

Occupational　Therapy
Australia 27th
National Conference
and Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

1. 活動遂行における母指
   指節間関節と示指およ
　 び中指近位指節間関節
   の可動域

本研究は，健常者若年者を対象に母指IP関節と
示指・中指PIP関節の機能的可動域を明らかにし
た．その結果，活動遂行に要する角度は，母指
IP関節が44°/13°，示指PIP関節が74°/-3°，
中指PIP関節が78°/-12°であった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，中村守吾，川浦真未
子，林浩之

本研究では，地域で高齢者の集団に運動介入を
行い，地域交流のある高齢者群と地域交流のな
い高齢者群で，ソーシャルネットワークと精神
機能にどのような効果を示すか明らかにした．
介入の結果，地域交流のない群の方がソーシャ
ルネットワークと精神機能が有意に拡大した．
本人担当部分：発表資料添削
共同発表者：Fumihiko Goto, Hidehiro
Watanabe, Daiki Nakashima, Mohammod Monirul
Islam, Ryuichi Hasegawa

3. Effects of group-
　 based resistance
　 exercise on social
　 networking and mental
　 depression in older
　 adults
  （集団で行う抵抗運動が
　 高齢者のソーシャルネ
　 ットワークと抑うつ状
　 態に及ぼす影響）

4. Effects of elastic
　 band-based resistance
   exercises on impaired
   cognition in
   community-dwelling
   older adults having
   mild cognitive
   impairment
  （軽度認知障害を有する
   地域在住高齢者における
   認知障害に対するゴムバ
   ンド運動の効果）

本研究は，地域在住の軽度認知症高齢者を対象
に，認知機能に対するゴムバンド運動の効果を
明らかにした．ゴムバンド運動の介入前後で，
The Japanese version of Montreal Cognitive
Assesmentの得点が有意に改善することが明らか
になった．
本人担当部分：調査データの収集，発表資料添
削
共同発表者：Hidehiro Watanabe, Fumihiko
Goto, Daiki Nakashima, Mohammod Monirul
Islam, Ryuichi Hasegawa
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- 平成27年6月

- 平成27年6月

- 平成27年6月

- 平成27年6月

- 平成27年11月

4. 大腿骨近位部骨折患者
　 の上肢機能に関する基
   礎的研究：地域在住高
   齢者との比較

第49回日本作業療法学会
（神戸ポートピアホテ
ル，神戸国際会議場）

本研究は，大腿骨近位部骨折患者の上肢機能が
地域在住高齢者と比較し，どの程度であるかを
把握するために行った．その結果，大腿骨近位
部骨折患者は，筋力，Jebsen-Taylor Hand
function testのスコア，知覚機能が有意に低下
していることが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集
共同発表者：中村守吾，林浩之，中島大貴，金
田（松岡）紘佳，岩井緑

本研究では，地域在住高齢者における上肢の感
覚・運動機能と遂行機能の関連性を評価するこ
とを目的とした．重回帰分析の結果，非利き手
の手指巧緻性が遂行機能と関連付けていること
が明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，林浩之，金田（松岡）
紘佳，市川（久保）歩，冨山直樹

第49回日本作業療法学会
（神戸ポートピアホテ
ル，神戸国際会議場）

2. 地域在住高齢者の注意
　 機能に関連する上肢機
   能の探索的研究

第49回日本作業療法学会
（神戸ポートピアホテ
ル，神戸国際会議場）

本研究では，大腿骨頸部骨折患者の精神心理機
能を明らかすることを目的に，地域在住高齢者
との比較行った．大腿骨頸部骨折患者群は，
MMSE，WHO-5が有意に低く，GDS-15は有意に高
く，Delta TMTは異常値を示した．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料添削
共同発表者：岩井緑，林浩之，中島大貴，中村
守吾，金田（松岡）紘佳

3. 大腿骨近位部骨折患者
　 における精神心理機能
   に関する研究：地域在
   住高齢者との比較

5. 独居の大腿骨近位部骨
　 折患者の転帰先を分け
   るFIM得点に関するパ
   イロットスタディ

第49回日本作業療法学会
（神戸ポートピアホテ
ル，神戸国際会議場）

本研究の目的は，大腿骨頸部骨折患者のリハビ
リ後の自宅退院におけるカットオフポイントの
特定であった．多重ロジスティック回帰分析の
結果，FIMの認知スコアが退院先に影響する重要
な変数であった．また，ROC曲線分析において，
認知スコア23.5点が自宅退院のカットオフポイ
ントであることが明らかになった．
本人担当部分：調査データの収集
共同発表者：林浩之，岩井緑，金田（松岡）紘
佳，中島大貴，市川（久保）歩

本研究の目的は，高次生活機能に影響を与える
上肢機能を明らかにすることであった．共分散
構造分析の結果，手指巧緻性と知覚機能が高次
生活機能に影響を及ぼす要因であることが明ら
かになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
発表者：中島大貴

第74回日本公衆衛生学会
（長崎ブリックホール）

6. 地域在住高齢者の生
   活機能に影響を及ぼ
   す上肢機能に関する
　 予備的研究
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- 平成28年4月

- 平成28年9月

- 平成29年10月

第73回日本体力医学会
（アオッサ・ハピリン）

9. 地域在住高齢者におけ
   るPhysical activity
   scale for the elderly
   と加速度計からみた
   身体活動量の関連

第66回日本農村医学会
（沖縄コンベンションセ
ンター）

本研究の目的は，Physical activity scale for
the elderly（PASE）と加速度計を用いて高齢者
の身体活動量を測定し，その関連を検討するこ
ととした。その結果，PASEと総エネルギー消費
量の間に有意な相関が認められたが，中高強度
の活動時間との間には関連を認めなかった。
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
発表者：中島大貴

第17回日本認知症ケア学
会大会
（神戸）

7. 抑うつ・アパシーを呈
   する認知症高齢者に対
   する集団料理活動の効
   果の検討-回復期リハ
   ビリテーション病棟に
   おける取り組み
   第一報-

本研究では，回復期リハビリテーション病棟入
院中の抑うつ・アパシーを呈する認知症高齢者
に対して実施した，集団料理活動の効果の検討
を目的とした．その結果，介入群は抑うつ・ア
パシー・QOLの改善が認められた．集団での活動
を通じた受容体験と賞賛による自己効力感の向
上が抑うつ・アパシー・QOLの改善につながった
と考えられた．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者：窪優太，加藤美樹，中島大貴，岡
村英俊，中澤僚一，長谷川慧，各務真奈，竹田
徳則

8. 回復期リハビリテーシ
   ョン病棟入院の抑うつ
   ・アパシーを呈する認
   知症高齢者に対する集
   団料理活動の持続効果
   の検討

第6回日本認知症予防学
会学術集会
（仙台）

本研究では，回復期リハビリテーション病棟に
入院中の抑うつ・アパシーを呈する認知症高齢
者に集団料理活動を実施し，その持続効果を検
討することを目的とした．その結果，料理活動
後の持続効果は一部認められたが，抑うつには
改善の持続は認められず，活動終了後のフォ
ローアップの必要性が示唆された．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者：窪優太，加藤美樹，中島大貴，岡
村英俊，中澤僚一，長谷川慧，各務真奈，竹田
徳則

本研究では，入院超高齢患者の抑うつの有無に
よる栄養状態，体組成，認知機能，ADL能力につ
いて比較し，抑うつを有する入院超高齢患者の
特徴を明らかにすることとした．その結果，抑
うつ群は，チャールソン併存疾患指数が有意に
高く，ADL能力の評価指標であるFunctional
Independence Measure得点は有意に低かった．
その他の項目は，いずれも統計的有意差を認め
なかった．
本人担当部分：研究計画，発表資料作成
共同発表者：窪優太，則竹賢人，中島大貴，山
田和政

回復期リハビリテーショ
ン病棟協会第33回研究大
会 in 舞浜・千葉

平成31年2月-

第76回日本公衆衛生学会
（鹿児島県民交流セン
ター）

10. 集団によるゴムバンド
    運動が軽度認知障害者
    の認知機能に与える
    効果

平成29年11月-

11．入院超高齢患者の抑う
　　つの有無による栄養状
　　態，体組成，認知機
　　能，日常生活動作能力
　　の比較．

15．季節変動が寒冷地域在
    住高齢者の身体活動量
    に及ぼす影響

- 平成30年9月

本研究は，集団ゴムバンド運動実施群（介入
群）と対照群を設定し，集団ゴムバンド運動の
認知機能への効果を検討した．二元配置分散分
析の結果，交互作用は認めなかった．しかし，
The Japanese version of Montreal Cognitive
Assesmentの得点がカット値以上に改善した者の
割合は，介入群で有意に多いことが明らかに
なった．．
本人担当部分：調査データの収集
共同発表者：渡邉英弘，中島大貴，藤井啓介

本研究では，地域在住高齢者を対象に，①季節
による身体活動量の変動と②季節による生活活
動内容の変化を検討した．多重比較検定の結
果，Lifecorderで測定した歩数や低強度の活動
時間は冬季に減少し，春季や夏季に増加するこ
とが明らかになった．一方で総エネルギー消費
量や中強度以上の活動時間に季節変動は認めら
れなかった．Physical activity scale for the
elderlyを用いて評価した生活活動は，「屋外で
の園芸」のみ冬季に減少することが明らかと
なった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，渡邉英弘，後藤文彦，
加藤美樹，木村大介，冨山直輝，長谷川龍一
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「研究会」

- 平成27年11月

- 平成28年11月

- 平成29年10月

第13回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会

－ 令和2年9月 第75回日本体力医学会 本研究では，高齢者においてCM中の歩行または
足踏みを促す身体活動プログラムの効果と実行
可能性を明らかにすることを目的とした．通常
通りの日常生活を送る週（以下，通常週）とCM
中の歩行または足踏みを促す週（以下，介入
週）の計14日間の測定を実施した結果，通常週
に歩数および歩行時間は有意に増加した（p <
0.01）．
本人担当分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成，発表
共著者：中島大貴，伊藤健一，坪内善仁，藤井
啓介，田畑泉

第14回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会

本研究では，東海記念病院で実施されている認
知症高齢者を対象にした院内デイケアが，参加
者の認知機能に与える影響を明らかにした．介
入前後の比較を行った結果，Neuropsychiatric
Inventoryに有意な改善が認められ，Mini-
Mental State Examinationが維持されていたこ
とから，認知機能の維持，BPSDの改善に有用で
あることが示唆された．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成，発表
共同発表者：中島大貴，窪優太，土屋智歩，船
戸敦，岡村英俊，加藤美樹

3. 脳血管疾患患者に
　 対する上肢機能訓練
　 について

本研究では，脳建艦疾患患者の上肢機能訓練に
関して最新の知見を文献レビューした．また，
東海記念病院で実施されている上肢機能訓練の
効果を運動麻痺や上肢筋力の改善から検討し
た．文献レビューの結果，Bio feedback，電気
刺激，課題指向型訓練などが有用であり，これ
らを取り入れた東海記念病院における介入でも
上肢機能訓練が有意に改善していることが明ら
かになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，
発表資料作成
共同発表者：神村美帆，酒井美幸，長谷川慧，
中島大貴

2. 院内デイケアの活動内
　 容と結果報告

1. 回復期リハビリテー
　 ション病棟における
　 認知症を伴う高齢者を
　 対象とした集団活動に
　 関する効果の検討

第12回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会

本研究では，回復期リハビリテーション病棟入
院中の抑うつ・アパシーを呈した認知症高齢者
に対する，集団作業活動の紹介と効果を検討し
た．集団活動実施群（介入群）と集団活動非実
施群（対照群）で比較した結果，介入群に抑う
つ・アパシーに対する即時的改善が認められた
が，持続効果に一定した見解は得られなかっ
た．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者：窪優太，加藤美樹，中島大貴，岡
村英俊，中澤僚一，長谷川慧，各務真菜，竹田
徳則

12．高齢骨折患者における
　　Phase angleを用いた栄
　　養状態の評価

ー 令和元年11月 第3回日本リハビリテー
ション医学会秋季学術集
会

本研究では，高齢骨折患者におけるPAと栄養状
態の関係を調査し，PAにおける栄養状態のカッ
トオフ値を算出することを目的とした．解析の
結果，PAは栄養障害と有意に関連し（OR:
2.73，95％CI: 1.31-5.67），PAにおける栄養障
害のカットオフ値は3.74度（AUC: 0.69, p =
0.004）であることが明らかとなった．
本人担当分：研究計画，発表資料の作成
共同発表者：窪優太，則竹賢人，中島大貴，藤
井啓介，山田和政

13．地域在住高齢者におけ
　　るコマーシャルメッ
　　セージ時間を活用した
　　身体活動促進プログラ
　　ムの検討
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年月日

平成23年10月

～

令和2年1月

平成23年10月

～

令和2年1月

平成26年4月

～

平成27年1月

平成27年4月

～

平成27年7月

平成27年11月

～

令和元年11月

5）自らの実習での体験を学会形式で発表 専門科目「作業療法概論Ⅱ」の中で、研究法につい
て教授する。この時期学生は臨床実習で少なくとも
1名の患者を対象として治療を体験しているので、
シングルケースとして7分のパワーポイントを作成
し学会形式で発表会を授業の中で開催した。担当教
員は各自の発表終了後1枚ずつのスライドについ
て、見せ方や、色の使い方、文字数などを細かく指
導し、今後の学会発表に寄与するように心がけた。

4）作業療法に関する文献を抄読し自らレビューを
書いて他の学生に解説

専門科目「作業療法特論Ⅱ」では、1，2年生各4～5
名が一組となり近隣の介護老人保健施設で、通所し
ている高齢者に対して午後からのレクレーションを
企画運営する形式で演習を実施している。担当教員
は事前準備や企画書のチェックを行い、当日はリス
ク管理と終了後のフィードバックを行う。この演習
を通して対象者との実践的な関わり方を学ぶだけで
なく、１年生は2年生の行動や言動を見ることで今
後の具体的な目標設定の一助となり、2年生はリ
ハーサルや当日の進行の中で下級生にも配慮する必
要性から自らの上級生としての在り方を自覚するこ
とが可能となる。このような学年間の相互作用が作
業療法士を目指す学生の成長に貢献すると考える。

専門科目「作業療法特論Ⅰ」では、作業療法への理
解を深めることを目的に、30名の学生に対してグ
ループディスカッションを主体とした授業を行う。
担当教員が指定した書籍の1単元や1人の対象者につ
いて書かれたレビューを予め読んでまとめさせてお
く。授業時間では当日抽選で決まった5～6人を1グ
ループとして30分間書いてあった内容や得た知識、
感想や調べても理解できなかったことなどについて
ディスカッションを行う。最後にグループごとに発
表を行う。作業療法についてさまざまな知識が得ら
れるだけでなく、1年生時にすべての学生が自由に
討議する機会を提供することで、クラスの凝集性が
高まりその後の友人関係の形成に役立ったとの感想
が学生から聞かれた。また発表者や書記・司会者も
抽選でランダムに決定されるので、全ての学生に何
らかの役割が常に与えられるようになっており、自
ら主体的に他者と関わる機会にもなったとの感想も
きかれた。

教 育 研 究 業 績 書

令和３年　　３月　　３１日

氏名　中田　修

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1）動画を用いた効果的な授業 「高次脳機能障害作業療法学」は高次脳機能障害の
基礎知識を学ぶものである。この授業では実際の症
状を理解しやすいように，市販されている症状に関
する動画や学内に保管されている患者の動画を見な
がら解説を加え患者の症状理解が進むように指導を
行う。

高次脳機能障害、身体障害、認知症 脳損傷、在宅生活、テクノロジー

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

2）患者に来校してもらい実際の評価の過程を体験 専門科目「日常生活活動」の授業後半では、評価実
習を数か月後に控え、より実践的な作業療法手法を
学ぶことを目的として3名の脊髄損傷患者に来校し
ていただく。学生はあらかじめADLを中心とした評
価項目を検討し評価計画を立て評価手技を練習す
る。こうすることで実践的な手技が身に付くだけで
なく，評価実習に向けた心構えの形成に寄与する。
また対象者との接し方や声のかけ方を学ぶことがで
きる。

3）作業療法についての文章や書籍を予め読んでま
とめ授業当日グループディスカッションと発表

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成23年4月

～

令和2年2月

平成27年10月

～

令和2年2月

平成23年

3月1日

平成24年

3月8日

平成24年

11月5日

平成26年

3月10日

平成27年

11月15日

平成28年

8月12日

平成28年

9月20日

平成29年

8月4日

平成30年

8月24日

平成30年

9月4日

3）大津赤十字病院地域支援病院研修会にて講義の
講師

第一線で活躍する作業療法士の集まりである兵庫県
活動分析研究会に講師として招かれ、高次脳機能障
害について講演を行った。高次脳機能障害を抱える
患者の問題点に関して活発な意見交換を行った。

7）2017年度第二回兵庫県作業療法士会
丹波北播磨ブロック勉強会の講師

兵庫県作業療法士協会が主催する丹波北播磨ブロッ
ク勉強会において「前頭前野と高次脳機能障害」と
いうテーマで講義を行った。

8）2018年度第一回兵庫県作業療法士会
丹波北播磨ブロック勉強会の講師

兵庫県作業療法士協会が主催する丹波北播磨ブロッ
ク勉強会において「頭頂連合野のはたらき」という
テーマで講義を行った。

9）2019年度第一回兵庫県作業療法士会
但馬ブロック勉強会の講師

兵庫県作業療法士協会が主催する但馬ブロック勉強
会において前頭前野に関してで講義を行った。

10）2019年度第二回兵庫県作業療法士会
丹波北播磨ブロック勉強会の講師

6）兵庫県活動分析研究会－ＡＤＬ勉強会において
講義の講師

4）神戸協同病院院内勉強会にて講師

兵庫県作業療法士協会が主催する丹波北播磨ブロッ
ク勉強会において「各脳葉と高次脳機能障害」とい
うテーマで講義を行った。

地域の住民に対する高次脳機能障害への啓蒙活動の
一貫として実施された講演会で、「障害のある人の
生活上の困難さを楽にしてくれる道具の可能性」と
いうテーマで講演を行った。

地域の住民に対する高次脳機能障害への啓蒙活動の
一貫として実施された講演会で、高次脳機能障害者
に対するテクノロジー支援について講演を行った。

大津赤十字病院が地域の病院職員や自院の職員を対
象として定期的に開催している研修会において講師
を務めた。高次脳機能障害者の生活に関して講義を
行い、受講者からの質疑に答えた。

院内勉強会に招かれて、注意障害とリハビリテー
ションというテーマで講義を行った。

5）高次脳機能障害作業療法研究会第36回大会にお
いて発表者として講演

４　実務の経験を有する者についての特記事項

頭部外傷により高次脳機能障害をきたし、在宅生活
のさまざまな場面で家族の促しが必要であった症例
に対するITを使った介入というテーマで講演し、受
講者と議論した。

2）実習に役立つ補助教材 「高次脳機能障害作業療法学」（専門科目、2年次
配当、半期、必修2単位）で複数の授業の中で取り
上げた「代表的な簡易評価バッテリー」の得点の解
釈についてまとめたプリントを配布した。学生から
は実習でバッテリー結果から患者の状態をどのよう
に解釈すればよいかを判断する際に大いに役立った
との意見が聞かれた。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

なし

1）「第2回真庭市高次脳機能障害家族の集い」に
て講演会講師

2）大阪高次脳機能研究会にて講演

２　作成した教科書，教材

1）講義用補助教材 「身体障害作業療法Ⅱ」で使用したスライドをカッ
コ抜きの問題形式に再編成し配布した。学生には授
業中に得た知識の自宅での確認が可能との意見が聞
かれた。

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成23年4月

～

令和2年3月

平成23年4月

～

平成29年7月

平成23年4月

～

平成23年7月

「身体障害作業療法Ⅱ」 平成23年4月

～

令和元年7月

平成23年10月

～

令和2年1月

平成23年10月

～

令和2年1月

平成23年10月

～

令和2年1月

「作業療法概論Ⅱ」 平成23年6月
～

令和元年11月

平成26年4月

～

平成27年1月

「作業療法特論Ⅰ」 「作業療法特論Ⅰ」（専門科目、1年次配当、通
年、必修４単位）において、作業療法の基礎知識、
ノートの取り方や具体的な学習方法について教授し
た。また早期臨床体験として近隣の老人保健施設や
養護施設に出向き障害のある対象者と関わる機会を
得た。このように学校生活に対する細かな指導や実
際の現場を体験することで、早期から作業療法士を
目指す学生としての自覚を促すことができ、専門学
校での積極的な学びを実践するという効果があっ

「日常生活活動」 「日常生活活動」（専門科目、2年次配当、半期、
必修2単位）において、ＡＤＬの概念や障害との関
連について教授した。授業の後半では脊髄損傷の当
事者3名に来校していただきＡＤＬ評価を体験する
機会を提供した。この授業を通して知識だけでなく
実践力を身につけるという教育効果があった。

「作業療法概論Ⅱ」（専門科目、３年次配当、6
月、8月、11月に集中講義として開催、必修2単位）
において、研究法ならびに管理運営について講義し
た。管理運営については教科書を中心とした制度的
な基礎知識を教授した。研究法については、作業療
法における研究の意義と方法論を具体的に指導する
だけでなく、学会発表を想定した模擬発表会を行っ
た。このように将来の研究機会に備えた実践的な演
習を通して作業療法の発展に寄与できる人材の育成
を行った。

「身体障害作業療法Ⅱ」（専門科目、2年次配当、
半期、必修2単位）において、脊髄損傷・関節リウ
マチ・ＡＬＳ等の神経筋疾患について講義を行っ
た。各疾患の特性と作業療法における治療的介入に
ついて最新の知見を取り入れながら講義を行うこと
で、実習だけでなく免許取得後も実践において役に
立つ教育を心がけた。
「解剖学実習Ⅱ」（専門基礎科目、1年次配当、半
期、必修2単位）において、大脳の解剖生理につい
て講義および演習を実施した。実物大の脳模型を用
いた実践的な講義を行い、大脳の構造及び機能が理
解しやすいようにスライドでは図表を多用し、患者
の大脳の構造および機能を理解させる教育効果が
あった。

「高次脳機能障害作業療法学」 「高次脳機能障害作業療法学」（専門科目、2年次
配当、半期、必修2単位）において、高次脳機能障
害の基礎知識から作業療法における治療的介入まで
を教授した。自らの研究成果や学会で得た知識を積
極的に取り入れながら講義を行ったことで、高次脳
機能障害に対する幅広い知識を理解させる教育効果
があった。

「解剖学実習Ⅱ」

1）神戸総合医療専門学校作業療法士科における教
育実績

神戸総合医療専門学校作業療法士科専任教員として
以下のような科目を担当した。

「解剖学実習Ⅰ」 「解剖学実習Ⅰ」（専門基礎科目、1年次配当、半
期、必修2単位）において、下肢の解剖生理につい
て講義および演習を実施した。人体模型を用いた実
践的な講義を行い、個別に口頭試問を行うことで患
者の体の構造を理解させる教育効果があった。

「運動学実習」（専門基礎科目、1年次配当、半
期、必修2単位）において、運動学の基礎的用語に
ついて講義し、実際の体の動きや反応をについて講
義および演習を実施した。1回ごとに実験テーマや
運動課題を与え動作分析や姿勢分析の方法を指導し
た。健常者と運動の仕組みを理解することで、それ
と比較した患者の障害を理解させる教育効果があっ
た。

「運動学実習」

５　その他

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

平成27年4月

～

平成28年1月

平成28年4月

～

令和2年1月

令和2年4月

～

現在に至る

令和2年4月

～

現在に至る

令和2年9月

～

現在に至る

年月日

平成8年3月

平成13年4月

平成29年3月

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

なし

４　その他

２　特許等

なし

3）博士（保健学） 神戸大学第226号
「博士論文題名：Extraction and Classification
of Difficulties Faced by Patients with Brain
Injury Living at Home While Using Everyday
Technology」
「和名：在宅生活をおくる脳損傷者が日常生活機器
使用時に直面する困難さの抽出と分類」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

1）修士（理学） 金沢大学第170251号
「修士論文名：昆虫インスリン様遺伝子の探索」

「作業療法評価学Ⅰ（身体）」 「作業療法評価学Ⅰ（身体）」（専門科目、2年次
配当、半期、必修2単位）において、身体障害分野
における作業療法評価の理論的側面を教授した。こ
の授業を通して知識だけでなく対象者との良好な関
係を築くための心得を身につけるという教育効果が
あった。

「作業療法評価学演習Ⅰ（身体）」 「作業療法評価学演習Ⅰ（身体）」（専門科目、2
年次配当、半期、必修2単位）において、身体障碍
分野における作業療法評価の実践指導を実技を交え
て教授した。学生に対して実技試験を実施しその場
でフィードバックを行うことで、より実践力を養う
という教育効果があった。

2）作業療法士免許 名簿登録番号第24842号

２）奈良学園大学保健医療学部リハビリテーショ
ン学科作業療法学専攻における教育実績

「作業療法特論Ⅲ」（専門科目、3年次配当、通
年、必修４単位）において、実習準備と実習後の
フォローアップを行った。また臨床実習報告会や、
実習地で得た知識や技能をお互いに開示しあう勉強
会なども定期的に開催した。またこの授業では国家
試験対策も実施し、講師からの講義だけでなく、自
分たちで小グループを組んでの過去問題の解答集作
成や、国試新規問題の作成会を開催した。講師から
は新規問題や過去問など実践的な小テストを1週間
に数回開催するとともに、週に1回の面談を実施す
ることで学生の進度に合わせたきめ細やかな指導が
行われた。そのような指導を通して全国平均を上回
る国家試験合格率を達成できた。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
作業療法学専攻助教として以下のような科目を担当
した

「作業療法特論Ⅱ」 「作業療法特論Ⅱ」（専門科目、2年次配当、通
年、必修４単位）において、作業療法の文献抄読
や、過去の事例報告の再検討、自らの実習体験の報
告などを行った。授業は3～4人のグループ単位で
ディスカッションしたのち全体での討議を行うとい
う形式をとり、各学生が他の学生の発言を参考にし
ながら自らの考えを述べる機会が持てるように心が
けた。また近隣の老人保健施設で1年生と合同で4～
5人１組でレクリエーションを企画実施した。この
ような取り組みを通して、徐々に作業療法に対する
自らの意見を形成できるように導くことができた。

「作業療法特論Ⅲ」

保健医療学部リハビリテーション学科
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年月日事項 概 要

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

なし

（学術論文）

共著 平成26年4月

共著 平成29年3月

共著 平成29年4月

共著 平成31年1月

共著 令和2年10月

１）認知症の人に優しい家電
テレビのリモコン使用が混乱
しないように(査読付)

福祉介護　テクノプラス
7 , 4 , pp14-17

認知症者のEveryday technology（ET）使用状況
調査を行ったところ，テレビのリモコンは使用頻
度が高くリモコン操作に何らかの問題を抱えてい
る認知症者が多いことが明らかとなった．さらに
その困難さの質的内容を分析するとボタンの多さ
が問題で起こる間違いがみられた．そこでわれわ
れはボタン数が少なく形状が単純であるリモコン
を用いて，さらに作成したリモコンカバーをこれ
に装着し（改良型リモコン），認知症者7名に約2
週間使用してもらった．その結果改良型リモコン
はボタン押し間違いが減少し利用に混乱が生じな
いことが確かめられた．
A4判 全4頁
本人担当分：共同して在宅調査を行い，リモコン
カバー作成過程の議論に参加した．
共著者：長尾徹、種村留美、野田和惠、中田修、
相良二朗

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

２）Extraction and
Classification of
Difficulties Faced by
Patients with Brain Injury
Living at Home While Using
Everyday Technology（在宅
生活をおくる脳損傷者が日常
生活機器使用時に直面する困
難さの抽出と分類）(博士論
文)(査読付)

Bulletin of Health
Sciences Kobe,32,pp17-
29,2017
（神戸大学）

脳損傷者の日常生活機器（以下ET）使用の困難さ
の特徴を明らかにするために脳損傷者と健常者各
25名を対象としET使用困難さを抽出した。得られ
た困難さから質的分析手法に基づき分類表を作成
した。得られたカテゴリーは脳機能との関連で理
解可能であった。ABI者特有なカテゴリーは遂行
機能と関連している一方で、注意関連のカテゴ
リーは健常者でもみられた。本分類表により、脳
損傷者のET使用困難を具体的に理解でき、脳機能
と関連させることが可能となる。
A4判 全13頁
本人担当分：調査及び結果の分析と論文執筆
共著者：OSAMU NAKATA 、RUMI TANEMURA 、KAZUE
NODA、TORU NAGAO

３）Everyday technology
use among older adults in
Sweden and Japan: A
comparative study.
（スウェーデンと日本の高齢
者間での日常生活機器使用の
比較研究）
（査読付）

Scandinavian Journal of
Occupational Therapy.
Vol. 27 P.1-P.11

日常生活機器の使用状況を調査する質問紙である
Everyday Technology Use Questionnaire (ETUQ)
を用いて、日常生活機器使用のさまざまな側面を
スウェーデンと日本の高齢者で比較検討した。統
計学的分析によってＥＴを使う挑戦のレベルは両
群で同じであったが、グループレベルの関連性は
スウェーデンの高齢者の方が幾分か高く、ＥＴ使
用に対する自覚的能力はスウェーデンの高齢者の
方が有意に高かった。スウェーデンと日本の高齢
者におけるＥＴ使用の違いや共通性はＥＴＵＱを
使って明らかにすることができる。
本人担当分：日本の在宅高齢者の自宅での調査お
よびデータの入力と取りまとめを行った。
共著者：Malinowsky C, Nygård L, Tanemura R,
Nagao T, Noda K, Nakata O, Sagara J,
Rosenberg L, Asaba E, Kottorp A

４）Difficulties in
Everyday Technology use of
the people with acquired
brain injury living at
home comparing controls
（在宅生活をおくる頭部外傷
者の日常生活機器使用での困
難さの対照群との比較）

Asian Journal of
Occupational
Therapy.Vol.15 P63-P68

日常生活機器は現代の生活の中心になっている
が、その使用は認知障のある人に課題をもたら
す。そこで本研究では、後天性脳機能障害を持つ
人々が日常生活機器を使用する際に知覚される困
難のレベルを説明しようと試みた。自覚的な困難
のレベルと認知障害との相関関係を評価したとこ
ろ、後天的脳機能障害を持つ対象者22人は使用し
ている機器の比率と神経心理検査結果の間に負の
相関の傾向が観察され、特に遂行機能障害の度合
いと支援を必要としている機器の割合との間に強
い負の相関が確認された。
本人担当分：調査及び結果の分析と論文執筆。
共著者：OSAMU NAKATA 、RUMI TANEMURA 、TORU
NAGAO、KAZUE NODA、JIRO SAGARA．

５）The Characteristics of
Perceived Difficulties in
Everyday Technology Use
among Individuals with
Acquired Brain Injury
Compared to That among
Controls.（対照群と比較し
た脳損傷者の日常生活機器使
用の特徴）

Journal of Behavioral
and Brain Science, 10,
410-419.

脳損傷者は日常生活での機器使用時にさまざまな
問題を抱えている。そこで本研究では機器使用時
の困難さの特徴を対照群との比較において明らか
にしようとした。脳損傷者は対照群と比較して使
用している機器の使用は優位に少なく、さまざま
な困難が生じたとき、彼らはETを独立して管理す
ることができず、介護者の支援を必要としている
ことが明らかになった。
本人担当分：調査及び結果の分析と論文執筆。
共著者：Nakata, O. , Tanemura, R. , Nagao,
T. , Noda, K. and Sagara, J.
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年月日事項 概 要

（その他）

「報告書」

共著 平成23年4月

「国際学会」

― 平成23年6月

― 平成26年6月

― 平成29年10月

2）The comparison of
everyday technology (ET)
usage according to the
severity of executive
dysfunction（遂行機能障害
の重症度に基づいたEveryday
Technology（ＥＴ）使用の困
難さの比較）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational Therapists
Congress 2014 -
（Yokohama）

1）Difficulties in
Everyday Technology use
after brain injury:
assessment using the
Everyday Technology Use
Questionnaire (ETUQ)（脳損
傷後のEveryday Technology
（ＥＴ）使用の困難さ―
Everyday Technology Use
Questionnaire（ＥＴＵＱ）
を用いた調査）

6th  the International
Society of Physical and
Rehabilitation Medicine
World Congress- （San
Juan）

1）認知に問題を有する高齢
者のテクノロジーを用いた在
宅生活継続の検討

ユニベール財団研究助成
金報告書　2009

3）Comparison of everyday
technology use between
persons with dementia and
cognitive impairment.（認
知症者と高次脳機能障害者と
のeveryday technology使用
の比較）

ASEAN Conference on
Health Ageing‐
（Kuching）

現代生活においてはあらゆる場面で日常生活機器
（Everyday Technology：ET）の使用は欠かすこ
とができず，新たなETの開発も日々行われてい
る．今回の調査ではさまざまな認知機能の低下に
伴って，多くのETの使用に困難さをきたすことが
明らかになった．それら使用の困難さへの対応と
して今回の場合には，①使いにくくなったETに対
してシールやメモを貼り付けるあるいはマスクし
てしまうなどで操作手順を視覚的に示しながらそ
のまま使い続ける，②より簡便に使えそうなETに
買い換える，③新たなATを使って使いにくさを援
助するという３つに大きく分けられた．
A4判 全20頁
共著者：中田修、種村留美、野田和惠、長尾徹、
相良二郎

頭部外傷受傷後在宅生活を送っている高次脳機能
障害のあるケース10名について、日常生活におい
て日常生活機器（ET）使用時にどのような困難さ
があるかを明らかにすることを目的とする。各種
の神経心理検査を実施しETの使用状況調査は自宅
でEveryday Technology Use Questionnaire
（Rosenberg et al,2009）の日本版（ETUQ-
Japan）を使って実施した。ETUQ-Japan全101アイ
テムのうちで使用しているものは29～36アイテム
であった。日常生活場面での問題点の原因を、展
望記憶障害（洗濯機からの出し忘れ等）、注意障
害（トイレの水の流し忘れ等）、遂行機能障害
（リモコンの操作手順が判らない等）、等に分類
可能であった。
共著者：Osamu Nakata, Jiro Sagara, Peter
Bonjtje, Kazue Noda, Toru Nagao, Jun
Tanemura, Rumi Tanemura

遂行機能障害とET使用状況との関連を明らかにす
ることを目的として，高次脳機能障害者を遂行機
能障害の重症度で2群に分け，それぞれのET使用
状況を比較した．使用ET数の平均はA群38.6±7.6
品目,B群30.8±7.4品目（ｔ検定，ｐ<0.05），困
難有りET数の平均は各13.9±6.4品目,15.1±4.8
品目（n.s.）であった．さらに困難ありETを，独
力使用 と援助使用とに分けると，A群とB群の各
独力使用割合はA群78.3％/B群31.1%，各援助使用
割合は A群21.7％/B群69.6％であった．A群がB群
より有意に使用ET数が少なかったことから，ET使
用数と遂行機能障害の重症度との関連が示唆され
た．
共著者：Osamu Nakata, Rumi Tanemura, Toru
Nagao, Kazue Noda, Jiro Sagara

認知症者と高次脳機能障害者のEveryday
Technology （ET）使用状況をETUQを用いて調査
し比較検討を行った。平均使用ET数は認知症者が
28.4±8.9、高次脳機能障害者の35.1±8.2よりも
有意に少なかった。困難がありながら使っている
ETの割合は認知症者が15.5％に対して高次脳機能
障害者は40.2％と有意に高かった。使わなくなっ
たETの平均数は認知症者が13.4個に対して高次脳
機能障害者は1.4個だった。このことから,高次脳
機能障害群は困難さがありながらもtry and
errorで何とか使い続けられるのに対して,認知症
群では認知機能の低下により今まで使えていたET
が徐々に使えなくなり、困難となった場合には使
うことを止めてしまったと考えられる。
共著者：Osamu Nakata, Rumi Tanemura, Toru
Nagao, Kazue Noda, Jiro Sagara

保健医療学部リハビリテーション学科

1452



年月日事項 概 要

「国内学会」

― 平成23年6月

― 平成23年11月

ー 平成24年6月

ー 平成24年11月

ー 平成25年6月

ー 平成25年11月

１）記憶障害例の日常生活に
おける困りごと

第45回日本作業療法学
会ー（埼玉）
日本作業療法学会抄録集
45：272

受傷後約16年間高次脳機能障害に対するリハビリ
テーションを受けていなかった自宅生活を営む男
性を対象に，日常生活機器（Everyday
Technology 以下ET）に焦点をあててその使用状
況の調査を行った．さらにそこで明らかになった
日常生活での困りごとのなかで記憶障害が原因と
考えられるものを抽出し，家族のニードを踏まえ
て支援方法をとして鍵や携帯電話の「置き忘れ」
に対して探し物リモコンを提供した。さらに職場
までバス利用が不安との家族の訴えに対して、バ
ス会社に患者の顔写真を提供しどの運転手でも対
応してもらえるようにすることで、安定した通勤
が可能となった。
共著者：中田修、生方志浦、種村留美

３）高次脳機能障害者と認知
症者における日常生活機器
（Everyday Technology）の
使用状況の比較

第46回日本作業療法学
会ー（宮崎）
日本作業療法学会抄録集
46: 661

Everyday Technology （ET）の使用状況を，在宅
生活を送っている高次脳機能障害者（15名）と認
知症者（28名）で比較しその差を検討した．使用
頻度の高いETは高次脳機能障害群と認知症群で共
通していたが，認知症群では困難さがありながら
使っているETの数が高次脳機能障害症群に比べて
少ないが，使用を中止しているETは高次脳機能障
害群より多くなっている．このことから，高次脳
機能障害群は困難さがありながらもtry and
errorで何とか使い続けられるのに対して,認知症
群では認知機能の低下により今まで使えていたET
が徐々に使えなくなり，困難となった場合には使
うことを止めてしまったことが伺える．
共著者：中田修, 種村留美, 長尾徹, 野田和恵,
相良二朗

２）高次脳機能障害者の
Everyday Technology （ET）
使用時の困難さとその支援の
検討

第35回日本高次脳機能障
害学会学術総会ー（鹿児
島）
日本高次脳機能障害学会
学術総会プログラム・講
演抄録　35：223

ポスター優秀賞受賞
頭部外傷受傷後在宅生活を送っている高次脳機能
障害のあるケース10名について，神経心理学的検
査所見と日常生活において問題なく使用できるア
イテムの数との関連性を検討した．高次脳機能障
害者のET使用では，手順が複雑でET操作が困難な
場合もあるが，操作そのものは可能だが「し忘
れ」による失敗（照明器具のスイッチやトイレの
水を流すなど）もみられた．これらの中で介護者
の促しによって可能な場合，個々にカスタマイズ
されたETによる支援を行う必要がある．
共著者：中田修、種村留美、長尾徹、野田和惠、
種村純

第36回日本高次脳機能障
害学会学術総会ー（宇都
宮）
日本高次脳機能障害学会
学術総会プログラム・講
演抄録　36：272

高次脳機能障害者の在宅生活における困難さへの
介入の一助となることを目的に，在宅生活を送る
高次脳機能障害者24名に対しEveryday
Technology（ET）使用時の困難さを聴取し抽出さ
れた困りごとを質的に分類した．得られた第一次
カテゴリーは，「うっかりし忘れる」，「本人が
必要性を感じていない」，「途中で他のことをす
ると忘れる」など56種類であった。第二次カテゴ
リーでは、「判断を誤ったり，思考がうまく働か
ない」，「忘れる」，「同じことをし続ける」，
「うっかりし間違う」，「注意がそれてうまくい
かない」，「操作をし間違う」など 10項目に分
類することが可能であった．
共著者：中田修、種村留美

５） 高次脳機能障害者にお
けるEveryday Technology
（ET）の使用状況

第47回日本作業療法学
会ー（大阪）
日本作業療法学会抄録集
47: 683 -683

日々の暮らしにおいてEveryday Technology(ET)
はごくありふれたものであり，それらのおかげで
我々の生活は便利になったが，ほとんどのETは障
害のない人を対象に制作されている．在宅生活を
営む高次脳機能障害者25人を対象にETの使用状況
と使用の際の困難さを，健常者25名との比較を通
して検討した．患者群の使用ET数はcontrol群に
比べて少なく，さらにその少ないETを使用する際
にもcontrol群と比較して困難さが多い．ETを使
用する機会が少なく使用する際に困難さが多いこ
とは日常生活での様々な制約となると考えられる
共著者：中田修, 野田和惠, 長尾徹, 種村留美

６）高次脳機能障害者のトイ
レの流し忘れに対する促しト
イレシステムによる支援

第37回日本高次脳機能障
害学会学術総会ー（松
江）
日本高次脳機能障害学会
学術総会プログラム・講
演抄録　37：280

在宅生活を送る高次脳機能障害者は，健常者と比
較してEveryday Technology（以下ET）使用に
様々な困難がある．またET操作そのものは可能だ
が記憶や注意などの障害から家族の促しが必要な
場合があり，そのことが家族の介護負担感を増加
させることがある．今回記憶と遂行機能に重度の
障害を有する高次脳機能障害者の在宅調査から得
たトイレの流し忘れという問題に着目し「促しト
イレシステム」を導入することで，機能障害は持
続しながらトイレの水の流し忘れが改善し家族の
介護負担感が軽減させることが可能となった
共著者：中田修、種村留美、相良二朗

４）高次脳機能障害者の在宅
生活でのEveryday
Technology（ET）使用におけ
る困りごとの分類
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年月日事項 概 要

ー 平成27年9月

ー 令和3年3月
８）自閉スペクトラム症児に
対する馬介在療法の効果

日本看護研究学会第34回
近畿・北陸地方会学術集
会

医師により自閉スペクトラム症と診断された5名
に対して馬介在療法がその心理的側面に及ぼす効
果を検討した。POMS2下位尺度の怒り-敵意、活気
-活力、およびTMD（総合的気分状態得点）で有意
差が認められた。POMS2マニュアルによれば、TMD
得点が高い場合「現在，情緒機能に関する問題を
抱えている」とされる。従ってTMD得点が馬介在
療法後に有意に低下しているということは、自閉
スペクトラム症児の情緒機能の改善に馬介在療法
が効果的であったことを示唆している。ASDの中
核症状は社会性の障害であり、リハビリテーショ
ン場面だけでなく、日常生活において対人関係や
情緒面でストレスを抱えやすいとされ、馬介在療
法は自閉スペクトラム症児の社会性の改善の一助
になる可能性がある。
共著者：中田修、笹井久嗣

７）高次脳機能障害者と認知
症者と健常者の日常生活機器
（Everyday Technology）の
使用状況の比較

第49回日本作業療法学
会ー（神戸）
日本作業療法学会抄録集
(CD-ROM)、 49th、
ROMBUNNO.P2463G

ETの使用状況を,在宅生活を送っている健常群及
び高次脳機能障害群と認知症群で比較しその差を
検討した．日常生活において高次脳機能障害者は
健常者に比べて使用ET数が少なく，認知症者のそ
れはさらに少なかった．認知症者は金銭管理，移
動関連，テレコミュニケーションに含まれるすべ
てのETの使用数が有意に少くこのことは認知症者
の社会参加の低さを示している．また高次脳機能
障害者は，使用時に困難なET数が他の群より多い
一方，使用を中止したETが他群より少ないことか
ら，認知症者のように困難さを感じてET使用を止
めるのではなく，困難さがありながらもETをなん
とか使い続けていると考えられる．
共著者：中田修、種村留美、長尾徹、野田和惠
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年月日

2020年12月10日

2021年1月25日

年月日

スポーツリハビリテーション、運動器系理学療法 スポーツリハビリテーション、足関節、競技復帰

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例 2019年4月1日〜現

在

講義では可能な限りイラストや実際の患者さんの写真

またはビデオを多用し,分かりやすいように工夫してい

る．また専門的な言葉や表現については分かりやすい

よう説明を加え、学生の理解の向上に努めている．

教科書的な内容を実際の症例に重ね合わせ，机上での

勉強と臨床でのギャップを極力少なくするように努め

ている．実技を含む講義に関しては、教科書的な内容

に加え、臨床において役立つコツや工夫についても経

験をふまえ伝えるようにしている。

教 育 研 究 業 績 書

氏名

2021年3月31日

　　野田優希　　　

　　研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

２　作成した教科書，教材

(1)頭蓋療法を含むファンクショナルポジショナルリ

リースと促通位リリースのアプローチ（翻訳）（ポジ

ショナルリリーステクニック）

2018年9月25日 翻訳にあたって、できるだけ原文に忠実に翻訳した。

また専門的な表現や特殊な言い回し、分かりにくい表

現の場合は、可能な限り読者に伝わりやすいよう言葉

を選び翻訳した。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

（2）教科書にはない敏腕PTのテクニック　臨床実践

スポーツ傷害膝の理学療法

（3）PT入門　イラストでわかる運動器障害理学療法

執筆にあたって、臨床で有用なテクニックや評価法等

を自分の臨床経験を踏まえ記載した。多くの実際の患

者さんの写真や治療場面の写真を含めることで、臨床

に応用するイメージが湧きやすいよう工夫した。

足関節捻挫に関する章を執筆した。執筆にあたって、

現在のゴールドスタンダードとされる評価法や最新の

情報を海外文献を引用して多く盛り込んだ。また、イ

メージしやすいよう多くの図や写真を掲載した。

1）富士通９人制バレーボールチームトレーナー
2009年7月〜　現

在

富士通9人制バレーボールチームのトレーナーとして、

週１回練習に帯同し、全国大会・近畿大会などの試合

は計100回以上帯同した。選手のテーピングやウォーミ

ングアップ、トレーニング指導およびアスレティック

リハビリテーションを担当した。

2）実習指導実績 2009年4月1〜2018

年3月31日

藤田整形外科スポーツクリニック・リハビリテーショ

ン部において、毎年２〜３名の専門学校生や大学生の

評価実習・長期実習指導を担当した。患者さんとのコ

ミュニケーションをとることを積極的に促し、机上の

知識と臨床での現象をいかに分かりやすく結びつける

かを重要視して指導を行った。

５　その他

なし

1）理学療法士免許 2007年5月10日〜

現在

第65175号：厚生労働省

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

3）認定理学療法士（スポーツ理学療法）更新 2020年4月1日〜現

在

第9-560号：日本理学療法士協会

２　特許等

2）認定理学療法士（スポーツ理学療法） 2015年4月1日〜

2020年3月31日

第9-80号：日本理学療法士協会

なし

４　その他

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

JWBAウェイクボード全日本選手権 in 芦屋　コンディ

ショニングスタッフ

2019年11月3日 大会に、コンディショニングスタッフとして参加し、

選手のパフォーマンス向上および傷害予防を目的にコ

ンディショニングの指導を行った。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

頭蓋療法を含むファンク

ショナルポジショナルリ

リースと促通位リリースの

アプローチ（翻訳）（ポジ

ショナルリリーステクニッ

ク）

共著 2018年9月25日 監訳者　森　彩子、小幡太志

翻訳者　酒井孝文、松尾　慎、

中川貴雄、中川達雄、横山茂

樹、野田優希、弓岡まみ、小原

教孝、坂本竜司、篠原　博、福

永裕也、弓岡光徳

　翻訳にあたって、できるだけ

原文に忠実に翻訳した。また専

門的な表現や特殊な言い回し、

分かりにくい表現の場合は、可

能な限り読者に伝わりやすいよ

う言葉を選び翻訳した。

教科書にはない敏腕PTのテ

クニック　臨床実践　ス

ポーツ傷害膝の理学療法

共著 2020年12月10日 文光堂 （監）松尾善美（編）橋本雅至

野田優希：膝関節のオーバー

ユース障害の要因を評価し改善

に導く.

 執筆にあたって、臨床で有用

なテクニックや評価法等を自分

の臨床経験を踏まえ記載した。

多くの実際の患者さんの写真や

治療場面の写真を含めること

で、臨床に応用するイメージが

湧きやすいよう工夫した。

PT入門　イラストでわかる

運動器障害理学療法

単著 2021年1月25日 （監）上杉雅之（編）横山茂樹

野田優希：足関節の運動器障害　

足関節外側靭帯損傷

　足関節捻挫に関する章を執筆

した。執筆にあたって、現在の

ゴールドスタンダードとされる

評価法や最新の情報を海外文献

を引用して多く盛り込んだ。ま

た、イメージしやすいよう多く

の図や写真を掲載した。

（学術論文）

共著 2012年1月 2007～2011年に有痛性分裂膝蓋

骨と診断した症例のうち当院で

継続的な治療を行った63例81膝

について報告した．外側広筋リ

リース+ドリリング施行群の治

療成績は，全例で骨癒合が得ら

れ，癒合までの期間は平均8.6

±4.2週であった．また，走行

開始までの期間は平均7.5±3.8

週，競技復帰までの期間は平均

10.7±5.0週であった．骨片切

除術施行群の治療成績は，走行

開始までの期間が平均5.8±2.1

週，競技復帰までの期間が平均

11.3±5.3週であった．保存的

治療施行群では，走行開始まで

の期間が平均0.3±0.8週，競技

復帰までの期間が平均1.0±2.4

週であった．

共著者：古川 裕之, 福岡 ゆか

り, 松本 晋太朗, 野田 優希, 

小松 稔, 内田 智也, 藤田 健

司, 大久保 吏司（担当部分：

対象者の治療とデータ分析）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

ガイアブックス

1）当院における有痛性分

裂膝蓋骨の治療成績とス

ポーツ復帰について

「スポーツ傷害」第17巻 P.8-P.10

医歯薬出版株式会社
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共著 2012年3月

共著 2016年4月

共著 2016年12月4）Single Leg Up Downテ

ストと体重支持指数

(Weight Bearing Index)の

関連（査読付）

「理学療法科学」第31巻第6号 

P.791-P.794

中学野球選手202名に我々が考

案したSingle Leg Up Downテス

ト(以下SLUDテスト)と体重支持

指数(以下WBI)の関連について

検討した．20cm台からのSLUDテ

スト遂行の可否が下肢筋力のス

クリーニングテストとして有用

であることが示された.

共著者：内田 智也, 古川 裕

之, 松本 晋太朗, 小松 稔, 野

田 優希, 石田 美弥, 佃 美智

留, 大久保 吏司, 藤田 健司

3）中学野球選手における

Functional Movement 

Screenと投球障害の関係

（査読付）

「体力科学」第65巻第2号 P.237-

P.242

兵庫県内の中学生に対し，

Functional Movement Screenを

実施し，そのScoreと投球障害

の関係を分析した．投球障害を

経験している者はScoreが低

く，投球障害の経験のない者は

Scoreが高い結果となった.

共著者：内田 智也，松本 晋太

朗，小松 稔，野田 優希，石田 

美弥，佃 美智留，中山 良太，

武田 雄大，平川 理映子，武藤 

貢平，大久保 吏司，古川 裕

之，藤田 健司

（担当部分：測定とデータ分

析）

2）コンディショニング実

施とスポーツ傷害発生の検

討　高校アメリカンフット

ボールおよび女子バスケッ

トボール選手へのアンケー

ト調査から （査読付）

「神戸学院総合リハビリテーショ

ン研究」第7巻第2号 P.121-P.129

兵庫県内19校の高等学校に対

し，質問紙による調査を実施し

た．傷害経験とコンディショニ

ングの有無との関係に対しクロ

ス集計を用い，χ二乗独立性の

検定を用いた．ウォームアップ

に比べ，クールダウンの実施率

は明らかに低く実施時間も短い

という結果が得られた．またス

ポーツ傷害の有無とコンディ

ショニングの有無との間に有意

な関連性が認められ，スポーツ

傷害の非経験群には個人で

ウォームアップもクールダウン

も実施する者の割合が高かっ

た．スポーツ傷害とコンディ

ショニング間に有意な関連性が

認められたことから，コンディ

ショニングの有無はスポーツ傷

害の発生に十分関与しているも

のと考えられた.

共著者：大久保 吏司, 中野 有

貴, 古川 裕之, 福岡 ゆかり, 

松本 晋太郎, 野田 優希, 小松 

稔, 内田 智也, 藤田 健司

（担当部分：対象者の治療と

データ分析）

2007～2011年に有痛性分裂膝蓋

骨と診断した症例のうち当院で

継続的な治療を行った63例81膝

について報告した．外側広筋リ

リース+ドリリング施行群の治

療成績は，全例で骨癒合が得ら

れ，癒合までの期間は平均8.6

±4.2週であった．また，走行

開始までの期間は平均7.5±3.8

週，競技復帰までの期間は平均

10.7±5.0週であった．骨片切

除術施行群の治療成績は，走行

開始までの期間が平均5.8±2.1

週，競技復帰までの期間が平均

11.3±5.3週であった．保存的

治療施行群では，走行開始まで

の期間が平均0.3±0.8週，競技

復帰までの期間が平均1.0±2.4

週であった．

共著者：古川 裕之, 福岡 ゆか

り, 松本 晋太朗, 野田 優希, 

小松 稔, 内田 智也, 藤田 健

司, 大久保 吏司（担当部分：

対象者の治療とデータ分析）
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共著 2017年1月

共著 2017年1月

共著 2017年1月

共著 2017年8月8）中学野球選手の投球動

作におけるEarly Cocking

期の下肢関節・体幹動作の

不良と上肢関節トルクの関

係 （査読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌　」

第25巻第3号 P.333-P.338

良好な投球動作を遂行するに

は，Early Cocking期（以下，

E.C.期）の良好な下肢関節・体

幹動作が重要とされる．そこで

本研究はE.C.期の下肢関節・体

幹動作の良否が上肢関節トルク

に及ぼす影響を検討した．E.C.

期の下肢関節・体幹動作の不良

は，上肢関節へのストレスを増

大させる一因になると考えら

れ，運動力学的にも障害発生リ

スクの高い投球動作であること

が示唆された．

共著者：内田 智也，大久保 吏

司，古川 裕之，松本 晋太朗，

小松 稔，野田 優希，石田 美

弥，佃美 智留，藤田 健司（担

当部分：対象の測定）

7）投球動作のEarly 

Cocking期における軸足股

関節の運動学・運動力学的

特徴（査読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌」第

25巻第1号 P.16-P.23

中学野球選手51名を対象に，良

好なEarly Cocking期の体重移

動における軸足下肢運動の運動

学的及び運動力学的な特徴を明

らかにすることを目的とした．

Early Cocking期の良好な体重

移動を遂行するには軸足股関節

屈曲位を保持するべく股関節伸

展筋群の活動を意識することが

重要だと考えられた．

共著者：内田 智也, 大久保 吏

司, 松本 晋太朗, 小松 稔, 野

田 優希, 石田 美弥, 佃 美智

留, 古川 裕之, 藤田 健司（担

当部分：測定）

6） 性差によるバレーボー

ルの傷害発生の特徴（査読

付）

「日本ヘルスプロモーション理学

療法」第6巻第4号 P.197-P.200

バレーボールの傷害調査を行

い，男女間の傷害発生の傾向を

分析した．バレーボールでは足

部，腰部，肩関節，下腿におい

て発生する傷害が男女で異なっ

ており，コンディショニング指

導の際は性差による傷害発生の

特徴を考慮する必要性が示され

た．

共著者：野田 優希，古川 裕

之，松本 晋太朗，小松  稔，

内田 智也，石田 美弥，佃 美

智留，藤田 健司（担当部分：

データ収集，結果分析，論文作

成を行った）

5）足関節内反捻挫受傷後

の初診時における片脚負荷

テストと圧痛部位，スポー

ツ復帰時期の関連性（査読

付）

「日本臨床スポーツ医学会誌」第

25巻第1号 P.59-P.63

足関節捻挫後の復帰時期を予測

するために片脚負荷テスト

(OLLT)を実施した．OLLTは片脚

立ち，片脚カーフレイズ，片脚

ホップを実施した．受傷後早期

にどの動作が可能かによって復

帰時期に有意な差がみられた．

OLLTのレベルによりスポーツ復

帰時期を予測できることが分

かった．

共著者：野田 優希，古川 裕

之，松本 晋太朗，小松  稔，

内田 智也，石田 美弥，佃 美

智留，横山 茂樹，藤田 健司

（担当部分：データ収集，結果

分析，論文作成を行った）

4）Single Leg Up Downテ

ストと体重支持指数

(Weight Bearing Index)の

関連（査読付）

「理学療法科学」第31巻第6号 

P.791-P.794

中学野球選手202名に我々が考

案したSingle Leg Up Downテス

ト(以下SLUDテスト)と体重支持

指数(以下WBI)の関連について

検討した．20cm台からのSLUDテ

スト遂行の可否が下肢筋力のス

クリーニングテストとして有用

であることが示された.

共著者：内田 智也, 古川 裕

之, 松本 晋太朗, 小松 稔, 野

田 優希, 石田 美弥, 佃 美智

留, 大久保 吏司, 藤田 健司
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共著 2017年8月

共著 2017年10月

共著 2018年1月11）足関節内がえし捻挫受

傷後の圧痛部位を考慮した

片脚負荷テストとスポーツ

動作開始時期の関連性（査

読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌」第

26巻第1号(in press)

足関節外側靭帯損傷と診断さ

れ，練習完全復帰までフォロー

可能であった202名を対象に，

圧痛部位を考慮した片脚負荷テ

スト（以下，OLL-Test）とス

ポーツ動作開始時期との関連性

を検証した．圧痛部位を考慮し

たOLL-Testにより，足関節の荷

重機能の障害度とスポーツ動作

開始時期の関連性をより詳細に

把握できる可能性を示唆した．

共著者：野田 優希，古川裕

之，松本晋太朗，小松 稔，内

田智也，石田美弥，佃美智留，

横山茂樹，藤田健司（担当部

分：データ収集，結果分析，論

文作成を行った）

10）女性バレーボール

競技者の　ポジション

による 傷害発生の特徴　

─スパイカー,セッター,

レシーバーの3つのポジ

ションによる検討─（査読

付）

「理学療法科学」第32巻第5号(in 

press)

30歳未満の女性バレーボー

ル競技者 290 人 638 件を対象

にバレーボールの　ポシ

゙ションによる傷害発生の特徴

を明らかにし,傷害予防やコン

ディショニング指導の一助

とすることを目的とした.疾患

はポジションにより特徴がみ

られた.傷害予防やコンディ

ショニング指導の際には,ホ

゚ジションによる傷害発 生

の特徴を考慮する必要性が示

唆された.

共著者：野田 優希，古川 裕

之，松本 晋太朗，小松 稔，内

田 智也，石田 美弥，佃 美智

9）投球動作におけるフッ

トコンタクト時の軸足股関

節屈曲角度と骨盤回旋の関

係 （査読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌　」

第25巻第3号 P.339-P.345

不良な投球動作の一つに「投球

方向への早期の骨盤回旋」が挙

げられ，その動作はFoot 

Contact(FC)での軸足股関節屈

曲角度と関係があると考えられ

ている．そこで，本研究はFCの

軸足股関節屈曲角度と骨盤回旋

との関係を検討することを目的

とした．不良な投球動作の典型

例である投球方向への骨盤の早

期回旋を修正するにはFCにおけ

る軸足股関節屈曲角度に着目す

ることが重要であると考えられ

た．

共著者：内田 智也，大久保 吏

司，古川 裕之，松本 晋太朗，

小松 稔，野田 優希，石田 美

弥，佃 美智留，藤田 健司（担

当部分：対象の測定）

8）中学野球選手の投球動

作におけるEarly Cocking

期の下肢関節・体幹動作の

不良と上肢関節トルクの関

係 （査読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌　」

第25巻第3号 P.333-P.338

良好な投球動作を遂行するに

は，Early Cocking期（以下，

E.C.期）の良好な下肢関節・体

幹動作が重要とされる．そこで

本研究はE.C.期の下肢関節・体

幹動作の良否が上肢関節トルク

に及ぼす影響を検討した．E.C.

期の下肢関節・体幹動作の不良

は，上肢関節へのストレスを増

大させる一因になると考えら

れ，運動力学的にも障害発生リ

スクの高い投球動作であること

が示唆された．

共著者：内田 智也，大久保 吏

司，古川 裕之，松本 晋太朗，

小松 稔，野田 優希，石田 美

弥，佃美 智留，藤田 健司（担

当部分：対象の測定）
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（その他）

（解説）

共著 2016年9月

共著 2018年4月

（国内学会発表）

ー 2011年4月 着地動作とその後の運動方向の

違いにおける足部の詳細な動作

解析を行うこと，さらに，動作

の違いによる足部の動きの特徴

を見つけ出し，今後の障害予防

の一助とすることを目的とし

た．今回の研究から，着地後の

動作中の各足部の動態が明らか

となった．特に，横方向への動

作時にかかる中足部，前足部の

運動パターンの違いを考慮した

リハビリテーションの必要性が

示唆された．具体的には，中足

部，前足部の回内/回外可動性

の確保と，回旋ストレスがか

かった際にそれを保持する足部

短筋群の強化が必要と考えられ

た．

発表者：古川 裕之, 大久保 吏

司, 内田 智也, 福岡 ゆかり, 

松本 晋太朗, 野田 優希, 小松 

稔, 藤田 健司, 嶋田 智明（担

当部分：データ分析）

1）着地後の運動方向が異

なる際の前足部、中足部、

後足部の動きの特徴

第46回日本理学療法学術大会

1）慢性足関節不安定性

(Chronic Ankle 

Instability; CAI)に対す

る固有感覚トレーニングの

有効性とその課題

「Sportsmedicine」第183巻 P.9-

P.14

慢性足関節不安定症について固

有感覚に対する文献のレビュー

およびその課題について述べ

た．また臨床で実践可能な評価

トレーニングについても記載し

た．

共著者：野田 優希，竹之下秀

樹，横山茂樹(担当部分：本文

作成，資料収集）

2）動作・運動計測機器の

活用法　下肢荷重検査

医療と検査機器・試薬 下肢荷重検査の臨床における活

用法について説明した．重心と

足圧中心の違いについて説明し

た．また，実際の患者を症例と

して提示し，身体機能評価と重

心動揺・足圧分布から患者の機

能低下を推察する臨床思考につ

いて述べた．

共著者：野田 優希，瀬戸川 大

(担当部分：本文作成，資料収

集)

11）足関節内がえし捻挫受

傷後の圧痛部位を考慮した

片脚負荷テストとスポーツ

動作開始時期の関連性（査

読付）

足関節外側靭帯損傷と診断さ

れ，練習完全復帰までフォロー

可能であった202名を対象に，

圧痛部位を考慮した片脚負荷テ

スト（以下，OLL-Test）とス

ポーツ動作開始時期との関連性

を検証した．圧痛部位を考慮し

たOLL-Testにより，足関節の荷

重機能の障害度とスポーツ動作

開始時期の関連性をより詳細に

把握できる可能性を示唆した．

共著者：野田 優希，古川裕

之，松本晋太朗，小松 稔，内

田智也，石田美弥，佃美智留，

横山茂樹，藤田健司（担当部

分：データ収集，結果分析，論

文作成を行った）
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ー 2011年4月

ー 2013年5月

― 2014年5月4）当院における足関節靱

帯損傷の復帰傾向　初診時

の足関節機能テストから

ジョグ開始時期・練習完全

復帰時期は予測可能か

第49回日本理学療法学術大会

3）バレーボール競技者の

傷害調査(第2報)傷害発生

率と性差について

第48回日本理学療法学術大会 2007年4月から2011年10月まで

に当院を受診したバレーボール

競技者の傷害調査を行い，男女

間で傷害発生部位が異なるか否

か，また各部位ごとの発生傷害

に違いがみられるかについて傷

害発生率をもとに検討した．肩

関節，腰部，足部において男女

間で違いがみられた．試合の流

れの違いが，今回の疾患別傷害

発生率に男女間の違いとなって

表れたのではないかと考えられ

た．

発表者：野田 優希, 古川 裕

之, 福岡 ゆかり, 松本 晋太

朗, 小松 稔, 内田 智也, 藤田 

健司（担当部分：データ分析，

学会発表）

当院で行っている初診時の足関

節機能テスト（Ankle 

Functional Test：AFT）とジョ

グ開始時期,練習完全復帰時期

の関係,およびAFTにおけるレベ

ル別のジョグ開始時期と練習完

全復帰時期の相関関係を分析し

た．足関節捻挫後にAFTを実施

することである程度の復帰時期

を予測できることが示された．

発表者：野田 優希, 内田 智

也, 松本 晋太朗, 小松 稔, 石

田 美弥, 佃 美智留, 古川 裕

之, 藤田 健司（担当部分：対

象の治療，データ分析，学会発

表）

2）小学生野球選手の内側

上顆骨端線障害に対するイ

ンターバルスローイングプ

ログラムを用いた競技復帰

成績

第46回日本理学療法学術大会 本研究では少年用ITプログラム

運用開始前後の競技復帰状況を

比較し，このプログラムの効果

を検討することを目的とした．

今回プログラム運用前後で競技

復帰成績を比較したところ，新

IT群では旧IT群に比べて約2週

競技復帰に要する期間が短かっ

た．しかし，再発率はどちらも

約10％と有意差が認められな

かった．復帰までの期間が短縮

したことを鑑みると早期復帰を

望む少年野球選手に応じたプロ

グラムとして適切だったのでは

ないかと考えられる．

発表者：小松 稔, 松本 晋太

朗, 内田 智也, 野田 優希, 福

岡 ゆかり, 古川 裕之, 藤田 

健司（担当部分：対象の治療，

データ分析）

着地動作とその後の運動方向の

違いにおける足部の詳細な動作

解析を行うこと，さらに，動作

の違いによる足部の動きの特徴

を見つけ出し，今後の障害予防

の一助とすることを目的とし

た．今回の研究から，着地後の

動作中の各足部の動態が明らか

となった．特に，横方向への動

作時にかかる中足部，前足部の

運動パターンの違いを考慮した

リハビリテーションの必要性が

示唆された．具体的には，中足

部，前足部の回内/回外可動性

の確保と，回旋ストレスがか

かった際にそれを保持する足部

短筋群の強化が必要と考えられ

た．

発表者：古川 裕之, 大久保 吏

司, 内田 智也, 福岡 ゆかり, 

松本 晋太朗, 野田 優希, 小松 

稔, 藤田 健司, 嶋田 智明（担

当部分：データ分析）

保健医療学部リハビリテーション学科

1461



― 2014年10月

― 2014年10月

― 2015年10月 良好な投球動作を遂行するため

にはEalry cocking期（E.C期）

の軸足股関節を使った体重移動

が重要となる．体重移動の可否

により対象を良好群と不良群に

分けた．不良群は球速の増大に

伴い肩関節内旋トルク及び肘関

節内反トルクが増大した．よっ

て，E.C期の体重移動において

股関節屈曲を意識させることが

重要だと考えられた.

発表者：内田 智也, 小松 稔, 

松本 晋太朗, 野田 優希, 石田 

美弥, 古川 裕之, 大久保 吏

司, 藤田 健司（担当部分：測

定）

7）Early cocking期の動作

不良がその後の投球動作に

及ぼす運動力学的影響

第26回日本臨床スポーツ医学会学

術集会）　

6）当院における足関節靱

帯損傷後の復帰傾向

第25回日本臨床スポーツ医学会学

術集会

足関節靭帯損傷後，内側に圧痛

を認める選手は外側のみの選手

よりも重症であり復帰が遅れる

印象がある．受傷後早期の足関

節機能と圧痛部位から復帰時期

を分析した．ジョグ開始時期，

練習復帰時期は全ての群間で有

意な差があり受傷後早期の足関

節機能により復帰時期に差が生

じることが示された．圧痛部位

では復帰時期に有意な差がな

かったことから，復帰時期を考

える際足関節機能が重要である

ことが示唆された．

発表者：野田 優希, 内田 智

也, 松本 晋太朗, 小松 稔, 石

田 美弥, 佃美知留, 古川 裕

之, 藤田 健司（担当部分：対

象の治療，データ分析，学会発

表）

5）SLUDテストと体重支持

指数(Weight Bearing 

Index)の関連について

第25回日本臨床スポーツ医学会学

術集会

投球動作は運動連鎖に基づく全

身運動であり，下肢筋力不足に

よる投球フォームの乱れは投球

障害発生の一因となる．下肢筋

力の評価法としてSLUDテストを

考案した．SLUDテストが競技特

性を踏まえた投球障害のスク

リーニングテストとなる可能が

示唆された．

発表者：内田 智也, 小松 稔, 

松本 晋太朗, 野田 優希, 石田 

美弥, 大久保 吏司, 古川 裕

之, 藤田 健司（担当部分：測

定）

当院で行っている初診時の足関

節機能テスト（Ankle 

Functional Test：AFT）とジョ

グ開始時期,練習完全復帰時期

の関係,およびAFTにおけるレベ

ル別のジョグ開始時期と練習完

全復帰時期の相関関係を分析し

た．足関節捻挫後にAFTを実施

することである程度の復帰時期

を予測できることが示された．

発表者：野田 優希, 内田 智

也, 松本 晋太朗, 小松 稔, 石

田 美弥, 佃 美智留, 古川 裕

之, 藤田 健司（担当部分：対

象の治療，データ分析，学会発

表）
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― 2015年10月

― 2016年5月

― 2016年10月

― 2017年1月11）足関節内反捻挫受傷後

における初診時の片脚負荷

テストとスポーツ復帰時期

の関連性

第22回スポーツ傷害フォーラム 当院で行っている初診時の片脚

負荷テスト(One Leg Loading 

Test: OLL-Test)とジョギング

開始時期,スポーツ復帰時期の

関係を分析した．OLL-Testは足

関節障害の重症度とスポーツ動

作再開時期の関連性を把握でき

る有用なテストであることが示

唆された．

発表者：野田 優希, 内田 智

也, 松本 晋太朗, 小松 稔, 石

田 美弥, 佃美知留, 古川 裕

之, 藤田 健司（担当部分：対

象の治療，データ分析，学会発

表）

　OCDの診断を受け

Mosaicplastyを施行し練習復帰

までフォロー可能だった男

性20例を対象とした．

Mosaicplasty後の練習復帰は，

諸家の報告と比べ早期に可能

だった．また，今回の結果で

は特に屈曲可動域について有意

な改善が見られた．術後急性

期は愛護的な可動域訓練を行う

が，術後3ヶ月までに積極

的な可動域訓練を行うことで

改善が可能だったと考えら

れる．

発表者：小松 稔, 松本 晋太

朗, 内田 智也, 野田 優希, 石

田 美弥, 佃 美智留, 古川 裕

之, 藤田 健司（担当部分：対

象者の治療とデータ入力）

10）当院における上腕骨小

頭OCDに対する

Mosaicplastyの治療成績

第27回日本臨床スポーツ医学会学

術集会

9）投球動作におけるス

テップ側の下肢筋力と膝関

節動作及び肩関節・肘関節

トルクとの関係

第51回日本理学療法学術大会 投球動作は軸足による並進運動

及びステップ足を軸とした

回転運動によって構成され,良

好な投球動作を獲 得するため

には,安定した下肢・体幹動作

が重要となる．投球動作にお

けるステップ側の下肢筋力と

膝関節 動作及び肩関節・肘

関節トルクの関係を検討した．

ステップ足の膝伸展筋力の筋

力不足はフットプラント以降

のスムーズな膝関節屈曲動作

を阻害し,上肢に過 剰なストレ

スを与える投球動作に繋がる

ことが示唆された．

発表者：内田　智也，松本　晋

太朗，小松 稔，野田 優希，石

田　美弥，佃　美智留，古川　

裕之，大久保　吏司，藤田　健

司（担当部分：測定）

8）当院における肩関節前

方脱臼に対する治療成績

第26回日本臨床スポーツ医学会学

術集会

肩関節前方脱臼に対して鏡視下

Bankart法と鏡視下Bankart & 

open Bristow法を行った症例の

治療経過，競技復帰について術

式による違いを検討した．両術

式ともに同様の回復過程を示

し，競技復帰時期に術式の違い

は認められなかった．

発表者：古川 裕之, 松本 晋太

朗, 野田 優希, 小松 稔, 内田 

智也, 石田 美弥, 佃 美智留, 

藤田 健司（担当部分：対象の

治療，測定）

良好な投球動作を遂行するため

にはEalry cocking期（E.C期）

の軸足股関節を使った体重移動

が重要となる．体重移動の可否

により対象を良好群と不良群に

分けた．不良群は球速の増大に

伴い肩関節内旋トルク及び肘関

節内反トルクが増大した．よっ

て，E.C期の体重移動において

股関節屈曲を意識させることが

重要だと考えられた.

発表者：内田 智也, 小松 稔, 

松本 晋太朗, 野田 優希, 石田 

美弥, 古川 裕之, 大久保 吏

司, 藤田 健司（担当部分：測

定）
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― 2017年1月

ー 2017年5月

ー 2017年5月14）投球動作におけるス

テップ脚膝関節の力学的仕

事量と肩関節トルクの関係

第9回日本関節鏡・膝・スポーツ整

形外科学会

投球中の肩関節ストレスの軽減

には，良好な下肢関節動作が重

要となる．そこで，本研究は

Foot Contact(FC)以降のステッ

プ脚膝関節の力学的仕事量と肩

関節トルクの関係について検討

した．ステップ脚膝関節伸展筋

力は良好な投球動作獲得に寄与

し，FC以降の不十分な大腿四頭

筋の遠心性筋発揮は肩関節スト

レスを増大すると考えられた．

発表者：内田 智也，古川 裕

之，松本 晋太朗，小松 稔，野

田 優希，藤田 健司（担当部

分：対象の測定）

早期に骨盤・体幹の回転運動が

開始する動作，いわゆる“体の

開き”は不良な投球動作である

が統一した基準はない．そこ

で，本研究はその評価基準を統

一化する一助となるべく，いわ

ゆる“体の開き”に関連がある

とされるEarly Cocking期

（E.C.期）の軸足動作と骨盤回

旋のタイミング（TPR）との関

連を検討した．軸足股関節屈曲

角度と骨盤回旋のタイミングを

評価することで“体の開き”を

評価することが出来る可能性が

あ示唆された．

発表者：内田 智也，松本 晋太

朗，小松 稔，野田 優希，石田 

美弥，佃 美智留，古川 裕之，

大久保 吏司，藤田 健司（担当

部分：対象の測定）

13）投球動作における“体

の開き”の評価基準の検討

第52回日本理学療法学術大会

12）投球動作におけるス

テップ側下肢筋力と身体重

心速度および肩関節内旋ト

ルクの関係

第22回スポーツ傷害フォーラム 上肢優位の不良な投球動作の一

例に「膝の縦割れ」というス

テップ動作が挙げられ，大腿四

頭筋の筋力不足はその一因であ

ると考えられる．そこで，本研

究はその根拠を示すべく，ス

テップ側下肢筋力と身体重心加

速度および肩関節内旋トルク

（SIRT）との関係を定量的に検

討した．ステップ側下肢筋力不

足は「膝の縦割れ」と表現され

る投球動作に繋がり，投球障害

のリスクファクターになり得る

ことが示された．

11）足関節内反捻挫受傷後

における初診時の片脚負荷

テストとスポーツ復帰時期

の関連性

第22回スポーツ傷害フォーラム 当院で行っている初診時の片脚

負荷テスト(One Leg Loading 

Test: OLL-Test)とジョギング

開始時期,スポーツ復帰時期の

関係を分析した．OLL-Testは足

関節障害の重症度とスポーツ動

作再開時期の関連性を把握でき

る有用なテストであることが示

唆された．

発表者：野田 優希, 内田 智

也, 松本 晋太朗, 小松 稔, 石

田 美弥, 佃美知留, 古川 裕

之, 藤田 健司（担当部分：対

象の治療，データ分析，学会発

表）

保健医療学部リハビリテーション学科

1464



16）足関節外側捻挫後の片脚負荷テスト　捻挫既往との関連ー 2020年10月 我々は、足関節捻挫受傷後早期

に重症度判定のため、独自の機

能テスト（以下、片脚負荷テス

ト）を実施しており、本テスト

と靭帯損傷の性状、客観的・主

観的評価質問票と関連していた

ことを報告した。しかしなが

ら、片脚負荷テストと捻挫既往

との関連は不明である。片脚負

荷テストは、初回群、既往群共

に靭帯損傷の性状、客観的・主

観的評価質問票と関連があり、

捻挫の既往に関係なく使用可能

なスクリーニングテストである

ことが示された。

発表者：野田 優希,藤田 健司,

古川 裕之,松本 晋太朗,小松 

稔,内田 智也,佃 美智留,土定 

寛之,平松 久仁彦,堀部 秀二

（外部資金等の獲得状況）

なし

第31回日本臨床スポーツ医学会学

術集会

15)足関節捻挫受傷後に実

施した片脚負荷テストの妥

当性の検証

ー 2019年10月 第30回日本臨床スポーツ医学会学

術集会

我々は、足関節捻挫症例に対

し、独自の機能テスト（以下、

片脚負荷テスト）を実施し、ス

ポーツ復帰時期の目安としてい

る。本テストと靭帯損傷の程度

および他のスコアリングスケー

ルとの関連性について検討し

た。片脚負荷テストは、靭帯損

傷の程度および他のスコアリン

グスケールと有意な相関を認

め、足関節捻挫後の状態を簡便

に調べる機能テストとして使用

可能であることが示唆された。

発表者：野田 優希,藤田 健司,

古川 裕之,松本 晋太朗,小松 

稔,内田 智也,佃 美智留,土定 

寛之,平松 久仁彦,堀部 秀二

14）投球動作におけるス

テップ脚膝関節の力学的仕

事量と肩関節トルクの関係

投球中の肩関節ストレスの軽減

には，良好な下肢関節動作が重

要となる．そこで，本研究は

Foot Contact(FC)以降のステッ

プ脚膝関節の力学的仕事量と肩

関節トルクの関係について検討

した．ステップ脚膝関節伸展筋

力は良好な投球動作獲得に寄与

し，FC以降の不十分な大腿四頭

筋の遠心性筋発揮は肩関節スト

レスを増大すると考えられた．

発表者：内田 智也，古川 裕

之，松本 晋太朗，小松 稔，野

田 優希，藤田 健司（担当部

分：対象の測定）
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年月日

平成27年1月
～平成28年3月

平成27年1月
～平成28年3月

　令和元年4月
～現在に至る

　令和元年4月
～現在に至る

研 究 分 野

人間医工学　境界医学　脳科学

教 育 研 究 業 績 書

　令和　　年　　月　 　日

氏名　 　

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

疼痛　恐怖条件付け　非侵襲脳計測

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科　「内部障害学Ⅱ」

2年次学生を対象に、内臓疾患、内分泌・代謝疾患の
講義を担当。該当する箇所について定期試験を作
成・実施した。テスト対策として国家試験の問題を
改変して小テストを作成・実施し、理解力向上の一
助とした。

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科　「理学療法総合演習」

国家試験対策として、「内分泌・代謝疾患」、「バ
イオメカニクス」「統計学・研究法」の分野に対し
講義を実施。小テスト形式で添削をおこない回答力
の向上を図った。

平成22年4月
～現在に至る

平成27年1月
～平成28年3月

ハーベスト医療福祉専門学校　理学療法学科
「生理学実習」

1年次学生を対象に、血圧・スパイロメータ・筋電
図・心電図・呼気ガス分析装置・感覚検査・バイオ
フィードバック・誘発電位などを用いた実験の指導
と、実験レポートの作成法を指導。1グループ4-5名
のグループに分かれ実験し、その内容をレポートと
して提出させた。レポートについては個別に添削を
おこない、授業中盤で実例を交えながらレポート作
成時の注意点を再度説明した。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

1)実験形式の授業とレポートの提出・添削

2)プレゼンテーションの導入、小テスト形式

甲南女子大学　教養科目「現実をみるG」

他学部の1年次・2年次学生を対象とした、健康科学
関連の教養科目を担当。「痛みを知り痛みと向き合
う」「女性が抱える痛みについて」「リハビリテー
ションの実際（脳卒中）」の3回を担当し、講義をお
こなった。授業の終わりには理解確認のための小テ
ストをこない、成績評価の一部とした。

奈良学園大学 保健医療学部
リハビリテーション学科 「痛み学概論」

1年次学生を対象に、痛みを通じて医療を学ぶことを
目的とした講義を担当。「痛みを測る」「痛みの行
動科学」「痛みの心理」「痛みの情動」「身近な痛
み」を担当。スマートフォンを用いたオンライン回
答システム「スマコク」を用いて知識確認を実施し
た。

甲南女子大学 看護リハビリテーション学部
理学療法学科 「理学療法行動科学」

3年次学生を対象とした講義において、行動科学の基
礎や応用行動分析、バイオフィードバック、リハビ
リテーションへの応用について解説した。また、慢
性痛の病態や認知行動療法についても講義を行い、
「スマコク」を用いた小テストにて成績評価を行っ
た。

前田吉樹

3 3 31
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年月日

平成27年1月
～平成28年3月

平成27年1月
～平成28年3月

平成27年1月
～平成28年3月

令和2年4月
～現在に至る

平成27年1月
～平成28年3月

6)動物を用いた実験、グループワーク、レポートの
活用、プレゼン形式

3)プレゼンテーションの導入、小テスト形式、実
践・体験型学習・実技試験

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「人体の生理機能演習Ⅱ」（補助）

2年次学生を対象に、ウシガエルを用いた動物実験
で、機器の使用法や結果の解釈の仕方などを学生に
指導した。実験は1グループ５～６名でおこない、事
前学習によって実験の結果予測したものを発表さ
せ、入念に実験方法を学習させてから解剖を行わせ
た。

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「運動学演習」

2年次学生を対象に、「筋力と関節角度や角速度の関
係」に関する実習項目を担当した。バイオデックス
を用いた筋力の測定実習に対してレポートを作成さ
せた。実習は機器の使用方法を記載したマニュアル
を読ませることで、学生自身で問題を解決させなが
ら進めるよう実施した。レポートはグループにつき
１つを提出するようにし、添削もグループ単位でお
こなった。実習の終わりには、実験した内容につい
ての発表会を行わせた。

5) 実験形式、マニュアルによる自己学習、グルー
プワーク、レポートの活用、プレゼン形式

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「理学療法計画論」

3年次学生を対象に、「中枢疾患に対する理学療法評
価」の実習を担当。1グループ3名で模擬患者の理学
療法評価をおこない、症例レポートを作成させる。
レポートは個別で添削をおこなう。その後発表レ
ジュメを作成させ、5～6名のグループで症例発表を
させる。最後に、模擬患者評価の模様をビデオ撮影
したものを編集し、患者に対応する上での危険な場
面、失礼に値する行動がなかったかを指摘、講義を
行った。

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科　「筋骨格理学療法学Ⅰ」

2年次学生を対象に、「下肢の骨折（１）」、「脊椎
疾患（１）」を担当。疾患の基礎知識の復習として
講義を行った後、実技形式でストレッチ・筋力増強
運動の手技や各種治療機器の使用方法について説
明、学生どうしで模倣・練習させ、適宜個別指導に
よって指導した。その次の授業では小テストをおこ
ない、理解力向上の一助とした。定期考査では筆記
試験の他、実技試験も実施した。

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「運動機能障害診断学Ⅰ」

2年次学生を対象に、整形外科学的検査手技について
の説明と、実技指導をおこなった。模擬患者を想定
し、どのような検査が適当かを考えさせるグループ
ワークもおこなった。定期考査として実技試験をお
こなった。

4) 模擬患者を用いた実習、ビデオ撮影による振り
返り、実践・体験型学習、グループワーク、レポー
トの活用、プレゼン形式

事項 概 要

平成27年1月
～平成28年3月

奈良学園大学 保健医療学部 リハビリテーション学
科
「運動学演習」

2年次学生を対象に、「3次元動作解析装置を用いた
関節モーメントの推定」に関する実習項目を担当し
た。Optitrackを用いた運動学データの取得、フォー
スプレートを用いた力学データの取得、さらに両社
から関節モーメントの算出までの過程を説明。学生
には、得られた結果をグラフで図示・考察させた。
レポートは各自1部ずつ提出させ、オンラインでの返
信・添削をおこなった。

保健医療学部リハビリテーション学科

1467



年月日

平成27年1月
～平成28年3月

年月日

平成23年2月

平成24年11月

平成29年12月

 平成30年10月

事項 概 要

1) Human brain mechanisms of muscle pain:
Combining fMRI study and Psychophysics
（筋痛に対するヒトの脳内機構：ｆMRI研究と心理
物理学を組み合わせた研究）

大阪大学グローバルCOEプログラム「認知脳理解に基
づく機械工学創成」第29回創成塾

奈良学園大学公開講座 登美ヶ丘カレッジ 「最新の
痛みのリハビリテーション　～痛みの病態に応じた
ケアを考える～」

3) 「高齢者の慢性疼痛管理」

平成30年度 厚生労働省 慢性疼痛診療体制構築モデ
ル事業 理学療法士・作業療法士合同研修会

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「基礎ゼミⅠ・Ⅱ」

1年次学生を対象としたゼミで、勉強の仕方やプレゼ
ンテーションのまとめ方など、学生の基礎スキル向
上を目的とした指導をおこなった。

平成27年1月
～平成28年3月

甲南女子大学　看護リハビリテーション学部
理学療法学科「卒業研究」

配属された学生（3年・4年次学生）に対して、研究
計画の立て方や、データを解釈し論文にまとめるま
での過程を指導。ゼミ内での論文抄読や予備実験、
実験スケジュールの作成など行わせた。指導した卒
論テーマは「運動誘発性鎮痛と身体感覚不一致感の
関連についての研究」、「4肢位のマンスリービクス
実施による月経随伴症状軽減効果の違いについての
研究」であった。

２　作成した教科書，教材

なし

2)「痛みの研究とリハビリテーション: ヒトの痛み
をどう捉え、検証するか」

4) 「恐怖条件付けの理論と臨床実践」

「臨床実習指導と臨床研究指導」

３　教育上の能力に関する大学等の評価

なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

奈良学園大学　保健医療学部
リハビリテーション学科　「基礎ゼミⅡ」

1年次学生を対象としたゼミで、研究論文の読み方や
まとめ方、プレゼンテーションの方法などを指導し
た上で、学生に文献レビューを行わせた。

石川病院の理学療法士として、理学療法士養成校か
らの実習生を受け入れ、臨床実習教育に従事した。
主に神戸大学、吉備国際大学、大阪リハビリテー
ション学院の実習生を指導した.また、研究面では院
内理学療法士の研究・症例発表において指導をおこ
ない、若手スタッフの研究発表の奨励に努めた。

兵庫県理学療法士協会 中播磨・西播磨ブロック合同
研修会

概 要

「勉強会・研修会」

7)ゼミ活動

事項

　平成元年4月
～現在に至る

平成21年4月
～平成25年1月
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年月日

年月日

平成16年5月7日

平成21年3月23日

平成31年3月25日

５　その他

平成22年4月
～平成26年3月

大阪大学の実施するGCOEプログラムで、医学・工
学・人間科学の学生・研究者が集まり、学際的な融
合研究の創成を目指すプログラムでRAとなり、セミ
ナーやシンポジウムで討論や発表をおこなった。

事項 概 要

なし

事項 概 要

１　資格，免許

４　その他

理学療法士免許取得 登録番号:第48466

２　特許等

修士（医科学）

博士（医学） 大阪大学大学院医学系研究科外科系臨床医学専攻博
士後期課程第30571号

神戸大学大学院医学系研究科保健学専攻博士前期課
程　第439号

回復期リハビリテーション病棟、一般病棟、療養病
棟、外来部門の患者に対して理学療法を実施。術後
含めた骨関節疾患、および脳血疾患や神経難病含め
た症例を一日につき6～10名ほど担当。また、院内委
員会や部門内係の業務も実施。

平成16年3月
～平成25年1月

石川病院　理学療法士

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

大阪大学 グローバルCOEプログラム 「認知脳理解
に基づく機械工学創成」　リサーチ・アシスタント

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
1) 痛みのケア 共著 平成29年3月

ハーベス
ト医療福

2) 高齢者のための疼痛ケア 共著 平成30年3月 科学研究費助成事業「高齢者入居施設における疼
痛管理教育プログラムの開発」の一環として、高
齢者入居施設に勤務する看護職対象の疼痛管理教
育テキストを作成した。「高齢者入居施設に勤務
する看護職が受講したいと考えている教育内容」
のアンケートに基づき、内容を構成した。

B5版・全33貢
編者：田中和奈
共著者：田中和奈，百瀬由美子，溝尾朗，前田吉
樹，高橋晶

本人担当部分：
「第１章 高齢者の痛みとその特徴」 P2-P10を共
著
 痛みの定義や種類の説明、さらには高齢者の抱
える疼痛の問題点について概説した。
共著者：田中和奈，百瀬由美子，高橋晶，前田吉
樹
「第３章　理学療法的観点からの疼痛管理」
P25-27を単著
 理学療法士の立場から、高齢者の痛みのマネジ
メントに重要な点と、効果的な運動療法の実施方
法を中心に解説した。

（学術論文）

1) 立位リーチ動作反復による
学習の汎化について：三次元動
作解析器を用いた検討
（修士論文）
（査読付）

共著 平成21年1月 臨床上頻繁に用いられるファンクショナルリーチ
テストにおいて、リーチ動作練習の反復によって
動作の汎化がおこるかどうかを三次元動作解析装
置を用いて検証した。中枢におけるリーチ動作の
運動プログラムは、手の前後方向の速度がピーク
に達したときに終了するとされているが、リーチ
動作練習は手のピーク速度がより早期に出現する
ようにファンクショナルリーチ動作に対して汎化
した。
（A4 12ページ）

共著者：前田吉樹, 安藤啓司
担当部分: 研究計画、データの計測・解析、論文
の執筆

三恵社

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

ピラールプレス 　本書は看護職が患者への最善の痛みケアを提供
できるよう，第Ⅰ部で「痛みと人間」をテーマに
「痛みと性」，「痛みの意味」，「痛みと倫理」
「痛みと医療」について述べ，人間と痛みの関係
を理解する。そして第Ⅱ部5章～８章で「痛み理
論」を紹介し，痛みに関する理論をもとに痛みに
ついての理解を深める・第Ⅲ部では「痛みと看
護」をテーマに「高齢者の慢性的な痛みの治療と
看護」，「検査に伴う痛みの看護」，「治療に伴
う痛みの看護」「ターミナルケアと緩和医療」と
いった臨床の場面を想定した痛みのケアを学ぶ。
そして，第Ⅳ部では「痛みケアにおける看護実践
例」として，術後疼痛，癌性疼痛，急性・慢性疼
痛，出産に関連した痛みの看護，小児に関連した
痛みの看護といった主な疾患や状況における痛み
ケアの展開事例を紹介する。
B5版・全180貢
編者：守本とも子
共著者：守本とも子，池辺寧，辻下守弘，
前田吉樹，篠原百合子，棚橋千弥子，田中登美，
梶村郁子，立川茂樹，新谷奈苗，小池恵理子，澤
田京子，横山美菜，室津史子，高垣麻衣
本人担当部分：
「第7章　痛みの心理と情動」 P48－P57を単著
　痛みに深く関わる「心理」として不安・抑う
つ，「情動」として社会的痛み，痛みの恐怖につ
いて解説。非侵襲的脳機能計測の発達により，目
に見えない心を情動として観察し，その働きを推
察することが少しずつ可能になってきている。情
動から心理への因果関係や，それらのベースとな
る共通の神経機構を理解することは，痛みの心理
的・情動的側面を分析するうえでの一助となる。

神戸大学大学院医学系研究
科保健学専攻博士前期課程
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2) 中年女性に出現する肩こり
と腰痛の重複症状の実態とその
関連要因に関する研究
（査読付）

共著 平成27年3月 パソコン操作を主体とした作業に従事する中年女
性従業員335 名を対象として，肩こりと腰痛の重
複症状が出現する実態を明らかにするとともに，
その身体的，心理的，社会的な要因との関連性に
ついて検討した。229名を対象とし、年齢，勤務
年数，体格，運動態度，食行動，K6，情緒的サ
ポートの程度，クッパーマン指数，そして肩こり
と腰痛とした。結果、有訴者率は肩こりが
73.8％，腰痛が53.3％であり，両者重複は47.6％
であった。年齢，運動態度，食行動，K6，クッ
パーマン指数に有訴との有意な関連があった。肩
こりと腰痛の両者重複者は、身体的、心理的に不
健康な状態にあり、それらを改善させるアプロー
チの必要性が示唆された。

共著者：辻下守弘, 永田昌美, 芝寿実子, 前田吉
樹, 川村博文, 小貫睦巳
担当部分：データの計測・解析

3) 低侵襲腰椎後方椎体間固定
術後1年の能力障害を予測する
術前および術後早期の心理的要
因の検討
（査読付）

共著 平成29年9月 腰椎後方椎体間固定術は脊柱管狭窄症や腰椎すべ
り症に対して有効である一方、改善の乏しい症例
も報告されている。そこで術前・術後の破局的思
考・運動恐怖とが術後の能力障害に与える影響を
検証した。結果、術前ではなく術後早期の運動恐
怖が術後の長期的な能力障害に影響を及ぼすこと
が明らかとなった。

共著者：田村典子，西上智彦，前田吉樹，加賀威
浩，和田治，田所浩
担当部分：論文の執筆、データの解析

4) 局所皮下麻酔と圧刺激によ
る筋の痛みの心理物理学
（査読付）

共著 平成30年2月 麻酔薬の皮下注により皮膚の痛みを除去し、筋の
みに持続的な機械的痛み刺激を与える方法を用い
て、被験者の主観的な痛みの強さと刺激圧と関係
性を回帰モデルにあてはめた。健常成人13名を対
象とし全員に「麻酔なし」と「麻酔あり」条件
で、デジタル圧痛計による圧刺激を与え、痛みの
強さをNRSで報告させた。結果、麻酔の有無にか
かわらず線形モデルよりも非線形モデルの方が決
定係数が高くなった。先行研究では熱刺激による
皮膚の痛みの回帰モデルがべき関数で表されるこ
とが報告されているが、圧刺激による筋の痛みも
同様に回帰できることを示している。

共著者：前田吉樹, 大城宜哲，小山哲男，植松弘
進，柴田政彦
担当部分：研究計画、データの計測・解析、論文
執筆

5) 足関節内反捻挫後のスポー
ツ動作開始時期に関連する因子
の検討 —交絡因子を考慮した多
変量解析による検討—
（査読付）

共著 平成30年2月 復帰時期を予測しながらリハビリテーションを進
めていくための評価指標として、片脚負荷テスト
（OLL-Test）を考案した。本研究では、OLL-Test
と圧痛部位ならびに年齢や性別・筋力等の行楽因
子が復帰時期に与える影響を検証した。202名を
対象とし、交絡因子を投入して多変量解析を行っ
た結果，スポーツ動作開始時期を予測する変数と
してOLL-Testの判定結果と圧痛部位が選択され
た。さらに交互作用項（OLL-Testの判定結果×圧
痛部位）を多変量解析に投入した結果でも，OLL-
Testの判定結果と圧痛部位，交互作用項が有意な
変数として選択されたことから，OLL-Testの判定
結果と圧痛部位は互いに影響し合ってスポーツ動
作開始時期を調整することが分かった。

共著者：野田優希，柿花 宏信，前田吉樹，古川
裕之，松本 晋太朗，小松稔，内田智也，佃美智
留，藤田健司
担当部分：データの解析、論文の執筆

日本運動器疼痛学会誌
No.9(2), 2017 pp308-313

医療福祉情報行動科学研究
vol.5, 2018 pp19-25

医療福祉情報行動科学研究
vol.5, 2018 pp11-17

甲南女子大学紀要 看護学・
リハビリテーション学編
vol.10 pp1-8

保健医療学部リハビリテーション学科

1471



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

6) Verbal instruction can
induce extinction of fear of
movement-related pain
（教示は運動への痛み関連恐怖
の消去を促す）
（査読付）
（博士論文）

共著 平成30年4月 「動かしたら痛い」という患者の恐怖（運動恐
怖）が形成される過程と、その治療に繋がる心理
過程を実験的に検証した基礎研究。運動時に痛み
刺激が提示される過程を繰り返すことによって運
動恐怖を形成し（恐怖条件付け）、その後の条件
付けの消去の手続き（痛み刺激が伴わない運動の
反復）によって運動恐怖が消失するかを検証し
た。さらに患者を安心させる声かけのように「動
かしても痛み刺激がこない」という教示が条件付
けの消去に影響するかを併せて検証した。結果、
教示を与えて消去の手続きをおこなった群は恐怖
を反映した皮膚電気活動が即座に消失し、教示を
与えなかった群は皮膚電気活動の有意な減少がみ
られなかった。運動と痛みの恐怖が結びつくとい
う現象の証明から、その消去、さらには教示が与
える影響までと、自身の研究テーマである「運動
と痛みの恐怖条件付け」の集大成として発表し
た。

（共同発表者：Yoshiki Maeda, Shigeyuki Kan,
Yuji Fujino, Masahiko Shibata）

担当部分: 研究計画、データ測定・解析、論文の
執筆

（その他）
「総説」

共著 平成26年11月

共著 平成26年12月

3) 痛みのメカニズムの理解と
痛みに対するリハビリテーショ
ンの実践

共著 平成29年4月 「慢性痛と恐怖条件付け」というタイトルで、恐
怖条件付けの理論とその臨床応用、研究の方針ま
でを解説した。

共著者：西上智彦, 前田吉樹, 壬生彰, 田中 克
宜, 萬福允博, 山下浩史, 田村典子
担当部分：全体の構成、本文執筆

「学会発表」

国際学会

― 平成26年10月1) Fear Conditioning and
Extinction Associating
Voluntary Movement with
Painful Stimulus:
Experimental Verification of
Fear Avoidance Model Using
Skin Potential Response
（運動と痛みの恐怖条件づけ：
恐怖回避モデルの実験的検証）

15th
World Congress of
International
Assicuation
for the Study of Pain,
Buenos Aires.
2014.10.6-11

運動と痛みの恐怖が結びつくという現象の証明か
ら、その消去、さらには教示が与える影響までを
検証した。

共同発表者：Yoshiki Maeda, Shigeyuki Kan,
Yoshitetsu Oshiro, Satoru Miyauchi, Aya
Nakae, Ben Seymour, Hideki Kashioka,
Masahiko Shibata
担当部分: 研究計画、研究総括
ポスター発表

1) 痛みの恐怖条件付け Monthly Book
Medical
Rehabilitation
No. 177 （11月号）
pp25〜30

痛みの慢性化には、「動かすと痛い」という一種
の恐怖条件付けが重要な基礎として機能する。こ
の考え方を支持する臨床研究、基礎研究を紹介し
ながら、恐怖を中心とした痛みの認知面の変化に
基づき、痛みの慢性化の病態とその治療の考え方
を概説している。

共著者：前田吉樹, 柴田政彦
担当部分：全体の構成、本文執筆

2) 慢性痛の問題点と今後の取
り組み

理学療法学
No. 41(8)
pp699～705

疫学、認知行動療法、条件付け、運動療法、脳機
能画像研究、バイオフィードバックという幅広い
テーマから、リハビリテーションにおける慢性痛
の位置づけを詳細に解説した。

共著者：柴田政彦, 山田恵子, 前田吉樹, 安達友
紀, 西上智彦, 寒重之
担当部分：全体の構成、本文執筆

日本赤十字リハビリテー
ション協会誌
No.31 pp10-28

The Journal of Pain,
19(9) 2018 pp1063-1073
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2) Psychologigal
characteristics related to
the acquisition and
extention of pain-related
fear
(痛みに関連する恐怖の獲得と
消去に影響する心理的特性の検
証)

― 平成28年9月 運動への恐怖条件づけの獲得、消去における個人
差に着目し、各個人の心理特性との関連性を探索
的に検討した。消去期におけるSPR振幅値と各心
理指標との相関がみられた。本研究の結果は、疼
痛の慢性化に性格傾向等の心理要因が関与する可
能性を示唆している。

共同発表者：Takatoshi Masaki, Yoshiki Maeda,
Shigeyuki Kan, Masahiko Shibata
担当部分: 研究計画、データ測定
ポスター発表

国内学会

― 平成23年7月

― 平成24月3月

― 平成24年8月 

― 平成24年11月

― 平成25年12月

運動と痛みの恐怖が結びつく「条件付け」を心理
実験の手続きを用いて再現した。手関節の運動を
おこなうと痛み刺激が提示されるシステムを構築
し、運動に結びつけられた恐怖を皮膚電気活動に
よって評価した。結果、痛み刺激を伴わない運動
でも、痛み刺激がある場合と同程度の皮膚電気活
動を認め、運動に痛みの恐怖が条件付けられるこ
とを示した。
共同発表者：前田吉樹, 寒重之, 大城宜哲, 宮内
哲, 柴田政彦
担当部分: 研究計画、データ測定・解析、抄録執
筆
（ポスター発表）

4) Conditioning of fear to
voluntary movement paired
with painful heat stimulus:
Experimental verification of
fear avoidance model using
skin potential response
（運動と痛みの恐怖条件づけ：
恐怖回避モデルの実験的検証）

5) 皮膚電位反応を用いた運動
と痛みの恐怖条件付けとその消
去の検証

第6回日本運動器疼痛学会
（兵庫県）

恐怖条件付けによって結びついた運動と痛みの恐
怖を、条件付けの消去によって軽減できるかを実
験的に検証した。消去の手続きによって運動に痛
み刺激が伴わないことを学習すると、恐怖を反映
して出現する皮膚電気活動が減少することを示し
た。しかし全体としては最後まで皮膚電気活動が
出現し続ける傾向にあり、運動に結びついた痛み
の恐怖が容易には取り去ることができないことを
示唆した。

第42回日本臨床神経生理学
会学術大会
（東京都）

2) 慢性期失語症患者の訓練経
過 当院外来失語症患者を対象
に

第13回兵庫県リハビリ
テーションケア研究大会
（兵庫県）

発症から半年以上経過した脳卒中後の失語症患者
を対象に、外来言語療法の訓練効果について検討
した。SLTAの「聞く」項目と「話す」項目に分け
て解析した平均1年程度の通院の結果、いずれの
項目も有意に増加し、慢性期における言語訓練の
必要性を支持する結果となった。
共同発表者：溝口仁, 金山ひとみ,前田吉樹
担当部分: データ解析, 抄録執筆
（口述発表）

3) 当院回復期病棟における摂
食嚥下障害患者の動向

第17・18回日本摂食・嚥下
リハビリテーション学会学
術大会
（北海道）

摂食嚥下機能が自宅復帰率に与える影響を検証し
た。FIMと食形態を独立変数とした名義ロジス
ティック回帰の結果、食形態は有意な変数として
採択されなかった。これは摂食嚥下機能が低いま
ま自宅退院している患者が少なからず存在するこ
とを示唆しており、今後は外来や訪問における
フォローアップを積極的におこなう必要がある。
共同発表者：前田佳恵, 徳沢勝也, 前田吉樹担当
部分: データ解析, 抄録執筆
（ポスター発表）

1) 局所皮下麻酔と持続的な圧
刺激によって誘発される筋の痛
みの心理物理学

第33回日本疼痛学会
（愛媛県）

機械的な圧刺激で生じる筋の痛みは、皮膚の痛み
との区別が困難である。そこで麻酔薬の皮下注入
によって筋だけに圧刺激を与える方法を用いて、
与える圧と筋の痛みの強さの関係を心理物理学的
手法でモデル化した。結果、皮膚の麻酔の有無に
関わらず、圧と痛みの強さの関係は線形回帰でき
ることがわかった。
共同発表者：前田吉樹, 植松弘進, 大城宜哲, 柴
田政彦
担当部分: 研究計画、データ測定・解析、抄録執
筆
（口述発表）

16tｈ　World　congress on
pain, Yokohama,
2016.9.26-30
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― 平成26年6月

― 平成27年11月

― 平成28年11月

9) 運動恐怖, 破局的思考に着
目し肩関節痛が寛解した1症例

― 平成30年9月 肩関節痛に関連する運動恐怖や破局的思考に着目
することで症状が寛解した症例を経験した。痛み
の持続因子となる運動恐怖、破局的思考の改善に
より、徒手的な介入が無くとも症状の寛解に繋
がった。
永見達朗、 吉野敦雄、前田吉樹
担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

10) 股関節痛の寛解によって生
物心理社会モデルへの理解を得
られた1症例

― 平成30年12月 本症例は重荷に感じていた仕事の終了に伴い股関
節の痛みが寛解したため、仕事への不安が痛みに
関係しているという気づきが得られた。急性の
股関節痛を有する患者において、急に痛みが寛解
したり、いつの間にか症状が改善している場合に
は、認知や環境の変化が影響している可能性があ
る。
永見達朗、吉野敦雄、前田吉樹
担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

第8回 日本運動器疼痛学会
（愛知県）

8) 肩甲下筋テスト時
の肩関節周囲筋の
筋活動の検討

第56回 近畿理学療法学術大
会
（和歌山県）

運動への恐怖条件づけの獲得、消去における個人
差に着目し、各個人の心理特性との関連性を探索
的に検討した。消去期におけるSPR振幅値と各心
理指標との相関がみられた。本研究の結果は、疼
痛の慢性化に性格傾向等の心理要因が関与する可
能性を示唆している。
共同発表者：柾木隆寿,前田吉樹, 寒重之, 柴田
政彦
担当部分: 研究計画、データ測定
（口述発表）

第23回 日本ペインリハビリ
テーション学会学術大会
（福岡県）

第11回 日本運動器疼痛学会
（滋賀県）

肩甲下筋のテストであるLift off testとして
Belly press testとBelly off signが挙げられ
る。これら二つのテストの肩関節周囲筋の筋活動
の違いを筋電図を用いて明らかにすることを目的
とした。結果、BPはBOに比べ大胸筋、大円筋の働
きが抑えられ肩甲下筋、三角筋の働きが大きくな
ることがわかった。
共同発表者：吉村拓実、春名匡史、立花 孝、土
山耕南、西川 仁史、前田吉樹
担当部分：研究計画、準備
（口述発表）

6) 教示は運動に伴う痛みの恐
怖条件付けの消去に強く影響す
る

第36回日本疼痛学会
（大阪府）

患者を安心させる教示の有効性が条件付けの消去
に基づくものかを検証するために、「運動に結び
ついた痛みの恐怖」の消去に「動かしても刺激が
こない」という教示が影響するかを実験的に検証
した。結果、教示と経験による消去をおこなった
群は恐怖を反映した皮膚電気活動が即座に消失
し、経験だけで消去をおこなった群は最後まで皮
膚電気活動の有意な減少がみられなかった。
共同発表者：前田吉樹, 寒重之, 大城宜哲, 宮内
哲, 中江文, Ben Seymour, 柏岡秀紀, 柴田政彦
担当部分: 研究計画、データ測定・解析、抄録執
筆
（口述発表）

7) 運動への恐怖条件付けに関
連する心理尺度

示唆した。
共同発表者：前田吉樹, 寒重之, 大城宜哲, 宮内
哲, 圓尾知之, 齋藤洋一, 柴田政彦
担当部分: 研究計画、データ測定・解析、抄録執
筆
（口述発表）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

11) 入院集学的リハビリテー
ションにおける恐怖―回避思考
への教育介入　―運動恐怖への
段階的暴露により機能が改善し
た慢性腰痛患者の1例―

― 令和1年9月 入院集学的リハビリテーションに、恐怖―回避思
考に対する教育介入を導入した症例を報告した。
腰痛患者に対し、破局的思考を整理し、腰曲げや
座位など各動作への恐怖心を点数化、紙面上に配
置してその階層性を示した。「痛みが出現する恐
れ」の確信度を確認しながら段階的に暴露した結
果、柔軟性や自己効力感、QOLの改善がみられ、
臥位時間が大幅に短縮した。特定の動作に強い恐
怖を示す症例には、その思考を整理・明確化して
暴露することで、入院リハの効果を高めることが
可能と考える。
前田吉樹　佐々木樹　島田隆志　中原理
高橋紀代　榎本聖香　柴田政彦
担当部分：抄録執筆、発表準備
（口述発表）

12) 疼痛教育、痛み日記を活用
して股関節痛が緩解した一症例

― 令和1年9月 変形性股関節症、進行期の女性に対し、痛みに対
する破局的思考を整理、痛みに応じて活動量を上
げるよう指導した。Dual taskによって痛みから
の注意を逸らしつつ段階的に介入していくこと
で、夜間痛も消失した。また他人の過剰な気遣い
に対する嫌悪感や、頼まれたことを何でも受け入
れてしまう自分への気づきを促した。３か月後、
１時間以上の長距離歩行が可能となった。進行期
の股関節痛であっても、生物心理社会モデルに基
づくアプローチによって痛みの緩解、ＱＯＬの向
上が期待できることが示唆された。
永見達朗、吉野敦雄、前田吉樹
担当部分：抄録執筆、発表準備
（口述発表）

13) 運動恐怖、破局的思考に着
目し股関節痛が緩解した一症例

― 令和1年11月 60代女性、左変形性股関節症の患者に対し、外来
リハビリ開始。他院で「歩くのは無理しないよう
に」という説明を受けており、坂道に対する恐怖
と「趣味の旅行に行けなくなるのでは」、「股関
節術後に悪くなった近所の人のようになるので
は」という不安があった。困難な動作を痛みへの
注意を逸らしつつ段階的に実施、痛みなくできる
ことを経験させた。その後本人自身による行動の
変容がみられ、リハビリ9回目で各動作をほぼ痛
みなく行えるようになった。生物・心理・社会モ
デルの理解が得らて以降、症状の改善と破局的思
考の減少に至った。
永見達朗、吉野敦雄、前田吉樹
担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

14) 就労希望のある慢性痛患者
の就労状況について

― 令和2年11月 集学的痛みセンターを受診した初診患者のうち、
就労希望のあった患者を対象に、職場復帰群と未
復帰群の特徴を検討した。職場復帰群では、9回
の外来診療や入院診療を利用することで、職場へ
復帰していることが確認できた。
浦澤純一、高橋紀代、中原理、前田吉樹、柴田政
彦
担当部分：抄録執筆、発表準備
（ポスター発表）

15) 13年ぶりに就労を再開でき
た緊張型頭痛の1症例
―長期的な外来リハビリテー
ションを通じて―

― 令和3年3月 痛みの訴えが多い患者に対して自主練習の記録を
指導したことが、痛くても動けることを実感する
きっかけとなった。自主練習のペーシングに難渋
することもあったが、記録を行うことでペーシン
グの調整が可能となったと考えられた。長期的な
リハビリを通じて活動量も向上していき、就労に
も繋がったと推察された。
浦澤純一、前田吉樹、中原理、高橋紀代、榎本聖
香、柴田政彦
担当部分：抄録執筆、発表準備
（オンデマンド発表）

第24回 日本ペインリハビリ
テーション学会学術大会
（名古屋市）

第24回 日本ペインリハビリ
テーション学会学術大会
（名古屋市）

第121回 日本運動器疼痛学
会
（東京都）

第13回 日本運動器疼痛学会
（オンライン）

第50回 日本慢性疼痛学会
（オンライン）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

16) 痛みによる過度な安静によ
り独居困難となり、入院リハビ
リテーション後に独居を再開し
た後期高齢者の一例

― 令和3年3月 痛みによる過度な安静が定着し、独居生活が困難
になった症例を担当した。痛みがあっても動ける
ことを自覚してもらうとともに痛みの対処法を指
導した。その結果、退院後に独居と余暇活動を再
開できた。集中的な入院リハビリテーションによ
り、自分に合った運動負荷、痛みの対処法を指導
することで活動量が向上し、退院後のADL改善に
繋がったと考える。
菱田稜介、浦澤純一、中原理、高橋紀代、榎本聖
香、前田吉樹、柴田政彦
担当部分：抄録執筆、発表準備
（オンデマンド発表）

依頼原稿

― 平成26年10月

研究助成金

平成29年度

3) 科学研究費助成事業（若手
研究）

令和2年度～
現在に至る

研究題名：恐怖条件付け実験系を用いた慢性痛の
病態と治療効果の客観的評価の試み
【令和2年度採択課題】
研究助成金：29,000千円
研究者代表者：前田吉樹

日本学術振興会

1) 「プラセボ効果とはどのよ
うなものですか？」

Locomotive Pain Frontier
vol. 3 （2）
pp42〜43

日本損害保険協会1) 日本損害保険協会　交通事
故医療特定課題研究助成

平成23年
～平成25年

研究題名：③新しい運動療法の開発： 脳機能画
像を応用し、外傷後の「痛みの慢性化」に対して
有効な運動療法を開発する
【平成23年度～25年度】
研究助成金：5,000千円
共同研究者：柴田政彦，寒重行，前田吉樹，大城
宜哲，中江文

2) 奈良学園大学保健医療学部
共同研究費

奈良学園大学 研究題名：痛みと運動知覚の恐怖条件付け研究
【平成29年度採択課題】
研究助成金：200千円
共同研究者：前田吉樹，辻下守弘，守本とも子

プラセボ効果は、医学研究、とりわけ試薬の研究
において本来の治療効果とは異なる「取り去るべ
き」ものとして捉えられてきた。しかしながら、
近年痛みの臨床においてはプラセボ効果も治療の
一つとして取り入れようという流れがある。それ
らプラセボ効果に関する認識の変遷を、具体的な
研究報告とともに解説した。
（2頁）
（分担執筆者：前田吉樹,柴田政彦）

第50回 日本慢性疼痛学会
（オンライン）

保健医療学部リハビリテーション学科

1476



 

 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 3年  3月 31日 

氏名 岩崎 智子 

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

脳血管疾患 高次脳機能障害   

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

   

   

２ 作成した教科書，教材   

   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

・院内学会「認知症患者に対する作業療法～関わ

り方を通して～」 
平成 25年 5月 

医療法人社団みどりの会酒井病院において, 院内学

会で他職種向けに,認知症の概要と評価,基本的な関

わり方と作業療法について発表した. 

［担当部分］ 

発表の企画,構成,プレゼンテーションの作成 

・臨床実習指導 
平成 26年 9月

～11月 

臨床実習(長期実習)において,8週間,作業療法士学

生のケースバイザーとして指導を行った. 

・院内勉強会「作業は人を元気にする」 平成 27年 2月 

院内勉強会にて, “作業は人を元気にする”をテー

マに,院内で行っている作業療法を通して, 治療効

果が表れ,元気になった症例を介するとともに,人に

とって大切で意味のある作業,元気になれる作業と

は何かを考え.院内の他職種に向けて,作業療法を啓

発した. 

[担当部分]発表の企画,構成,プレゼンテーションの

作成, ムービーの作成 

・障害支援（福祉機器領域）論 

平成 27年 8月 

平成 28年 8月 

平成 29年 8月 

平成 30年 8月 

平成 27年より,姫路獨協大学教員免許状更新講習に

おいて,現職の教員向けに障害支援についての講議

を行った. 福祉用具概論,車椅子と移動・・移乗用具,

住宅改修,自助具等について解説した. 

[担当部分] 

車椅子と移動・移乗用具,車椅子の基礎知識・シーテ

ィングについての講義 

［共同発表者］山形力生 

・院内リハビリテーション課勉強会「生活行為向

上マネジメント（MTDLP）」 
平成 28年 10月 

医療法人社団六心会恒生病院にて、理学療法・作業

療法勉強会で、生活行為向上マネジメント（MTDLP）

について発表した.概要の説明,演習シートを使用し

たグループワーク,事例発表を通して MTDLPの考え

方を啓発した. 

[担当部分] 

発表の企画,構成,プレゼンテーションの作成 

・臨床実習指導 
平成 30年 1月

～2月 

臨床実習(評価実習)において,5週間,作業療法士学

生のスーパーバイザーとして指導を行った. 

・臨床実習指導 
平成 30年 9月

～10月 

臨床実習(長期実習)において,8週間,作業療法士学

生のケースバイザーとして指導を行った. 

   

５ その他   
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1.教育 学士 平成 13年 3月 高知大学 8678号 

2.高等学校教諭一種免許状（美術） 平成 13年 3月 平 12高 1第 475号 

3.高等学校教諭一種免許状（工芸） 平成 13年 3月 平 12高 1第 476号 

4.高等学校教諭一種免許状（工芸） 平成 13年 3月 平 12中 1第 285号 

5.医療保健学 学士 平成 23年 3月 姫路獨協大学 医第 10064号 

6.作業療法士免許状 平成 23年 4月 64784 

6.作業療法士臨床実習指導者研修 修了 平成 28年 3月 認定番号 169号 

7.生活行為向上マネジメント研修 修了 平成 31年 9月 NO.4948 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1.医療法人内海慈仁会 姫路北病院 作業療法士

平成 23年 4月

～平成 24年 3

月 

精神科病院（急性期・一般・療養・認知症）の療養

病棟を担当。統合失調症などの精神障害、躁うつ病

などの気分障害、認知症などの患者様を対象に、手

工芸、コーラス、料理などの集団作業療法を通して

精神面の安定と回復を支援した。 

2.医療法人社団みどりの会 酒井病院 作業療法

士

平成 24年 4月

～平成27年 10

月 

一般病院（急性期・回復期・療養・外来のケアミッ

クス型）の病院に勤務。身体障害領域（脳血管疾患、

整形疾は回復期の専従として、在宅復帰や社会復帰

に向けて患者様の支援を行うともに、セラピスト・

他職種間の連携の中心を担う役割をした。また回復

期リハビリテーション病棟としての質の向上を図る

ため、地域のシームレス会議に参加し、取り組みの

発表や他院との意見交換等を行った。

3.医療法人社団 六心会 恒生病院 作業療法

士

平成 28年 4月

～平成 31年 3

月 

脳神経外科、整形外科疾患を中心とした急性期・回

復期病院にて、回復期リハビリテーション病棟に勤

務。在宅復帰に向けて上肢機能や高次脳機能、ADL、

IADL等にアプローチするとともに、社会復帰に向け

て職業練習を実施するなど、患者様のデマンドに応

じた作業療法を実施した。 

4.医療法人 博愛会 松倉病院 作業療法士
令和元年9月～

現在に至る 

整形外科疾患を中心とした回復期リハビリテーショ

ン病棟に勤務し、ADLや IADLを中心にした作業療法

を実施。若年セラピストの指導も実施している。

４ その他 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

（学術論文） 

1脳梗塞によりapathyを呈

した一例への介入 

～ADL自立と楽しみ活動の

再獲得を目指して～ 

共著 平成 29年 3月 

兵庫県作業療法士会

機関誌・第 6 巻 p16

～p21 

脳血管性 apathyは最近注目されてき

た病態であり,リハビリテーションに

おける阻害因子となることが挙げら

れているものの,治療に関する報告は

少ない.今回 apathyを発症し,難渋し

た一例に対し,“意欲には淡蒼球の活

性が重要である”とする池谷の理論を

参考に作業療法を行った.介入を通し

て,意欲の向上が見られ,ADLの自立度

も向上した.ひいては,退院後継続し

て実施可能な楽しみ活動の再獲得に

繋げることができた. 

尚, 本報告は第 49回日本作業療法学

会における演題発表をもとに加筆し,

再構成したものである. 

［共著者］ 

岩﨑智子（筆頭）,山形力生 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（その他）学会発表 

1.「右手で上手にご飯を食

べたい」 

～Demandsに添えるOTとは

～ 

共著 平成 25年 9月 

第 33 近畿作業療法学

会（兵庫） 

ポスター発表 

脳梗塞により右片麻痺を呈した症例

を担当した.上下肢の麻痺は顕著な回

復を見せている反面,手指の麻痺と感

覚障害は残存し,利き手である右手の

実用手としての使用は難しい状態で

あった.高齢者向け住宅にて集団で食

事をする症例にとって,「右手で上手

にご飯を食べる」ことは,自身のプラ

イドと尊厳に関わる重要な問題であ

ると考え,Demandsに沿えるよう作業

療法を行った.介入を通し麻痺側使用

による箸操作が可能となり,症例にと

って納得ができる結果が得られた.

Demandsに添う OTとは,患者自身にと

って,その demandsがどういう意味を

持つか考え,患者自身から内発的動機

が生まれるよう支援することが重要

であることをあらためて感じた.

［共同発表者］

岩﨑智子（筆頭）,山形力生

2.脳梗塞により apathyを

呈した一例への介入

～ADL自立と楽しみ活動の

再獲得を目指して～

共著 平成 27年 6月 

第 49 日本作業療法学

会（兵庫） 

ポスター発表 

アテローム血栓性脳梗塞により

apathyを呈した症例を担当した.病棟

生活では無気力で臥床し,全 ADLに介

助を要する状態であった.今後の退院

先が施設となる症例にとって,自立し

て行える ADLを 1つでも増やし,他者

に依存した生活ではなく,意欲と自

信・楽しいと思える生活を取り戻すこ

とが重要であると考え,作業療法を行

った.介入方法として, “意欲には淡

蒼球の活性が重要である”とする池谷

の理論を参考に意欲向上訓練を取り

入れ実施した.介入を通して,意欲・発

動性の向上が見られ,ADL能力の向上,

楽しみ活動の再獲得が成された.

［共同発表者］

岩﨑智子（筆頭）,山形力生
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

3.臨床に従事する作業療

法士のコミュニケーショ

ン・スキルについて

共著 平成 28年 9月 

第 50 日本作業療法学

会（北海道） 

ポスター発表 

作業療法学生(OTS)にとって対人関係

能力を含む社会的スキルを獲得する

ことは重要といえる. OTSの目標と考

えられる臨床家の作業療法士を対象

にコミュニケーション･スキル尺度

（ENDCOREs）を用いて検討を行った.

また,臨床現場での他職種との関係を

測定するために,鈴木らの臨床活動で

の質を測定する尺度（以下 QOE）を改

変し用いた.臨床経験群間の比較で

は,臨床経験とともにコミュニケーシ

ョン･スキル(以下 CS)が成長し充実し

ていく傾向にあることが示唆され

た.QOE_F3（他の職員と関係を維持す

る行動）は ENDCOREsの得点と相関し

たことから,CSが現場における仕事上

のコミュニケーション活動全般の要

素となっていることを示唆すると考

えた.経験年数に伴う CSの充実に

は,END_F2(表現力)や END_F4(自己主

張)の因子が影響するものと考えられ

た.これら 2因子のスキルの成長が CS

や臨床活動の基盤になっている可能

性が考えられた. 

［共同発表者］ 

岩﨑智子,山形力生,櫻井秀雄 

4.作業療法士の職業経験

とその質について
共著 平成 29年 9月 

第 51 日本作業療法学

会（東京）ポスター発

表 

臨床に従事する作業療法士は,様々な

経験を重ね,臨床実践に関わる能力を

獲得し,キャリアを成長させることが

期待されている.今回,現場に従事す

る作業療法士を対象に職業経験の質

の一側面を調査するとともにどのよ

うな傾向があるのかについて分析し

た.方法として,鈴木らの臨床活動で

の質を測定する尺度（以下 QOE）を改

変し用い,また自己効力感（以下 SE）

についても合わせて調べた.臨床経験

毎の比較では,QOE合計得点は上昇す

る傾向にあり,臨床経験とともにその

職業経験の質は充実していく傾向に

あることが示唆された.さらに職業経

験の質の高さは自己効力感の高さに

も影響すると考えられた.一方経験年

数の浅い G1群において,自己効力感の

高低によって職業経験の質に差があ

ることが確認された．特に QOE_F（実

践力を獲得し,多様な役割を果たす行

動）に差がみられたことから，役割を

意識できることが重要と考えられ，新

人 OTRに対する卒後教育などでは留意

すべき点と考えた. 

［共同発表者］ 

岩﨑智子,山形力生 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

5.作業を通して士気と自

信の回復を図り,畑仕事の

再開を目指した脳梗塞の

一例

単著 平成 31年 9月 

第 53 日本作業療法学

会（福岡） 

ポスター発表 

本人の趣味と仕事に関わる作業（水彩

画・畑仕事）を取り入れ,士気と自信

の回復を図り,デマンドである畑仕事

の再開に繋げた経過と考察を報告し

た。水彩画を通して,徐々に上手く描

けるようになったことや,他者から認

められる機会が増えたこと,フロー体

験が積み重ねらたことで,不安や落ち

込みの軽減が図られたと考えた.ひい

ては病棟 ADLへの意欲の一助となった

と考える.畑仕事では,病前のように

は難しいとしても,どのようにすれば

継続していくことが可能か,MTDLPを

実践することで現実的に考え,他職種

や家族とともに実現を目指していく

ことができた.院内の畑での成功体験

を積み重ね,家族の協力を得て実際に

自宅で行ったことで,課題や目標が明

確となり,意欲を向上させたと考え

る.また援助を得ながらでも,実際に

現地で実施できたことは,本人にとっ

て自信となり,士気を再獲得する最大

の要因となったと考える. 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 3 年 3 月 31 日 

氏名 辻下 聡馬 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

健康科学 サルコペニア、フレイル、介護予防

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

５ その他 

1：実習業務 
2019 年 5 月～

2021 年現在 

実習施設の登録のための公文書の作成、実習施設受け入

れに関する電話対応、新規実習施設開拓に向けた病院訪

問等を行った。 

1：早期体験実習 2019 年 8 月 

奈良県総合リハビリテーションセンターにて、病院のリ

ハビリテーション科にて、リハビリ機器等の説明を学生

に実施した。

1：早期体験実習 2020 年 8 月 学内実習にて、ZOOM 等の環境整備を実施した。 

2：地域実習 2020 年 9 月 
学内実習にて、住環境整備の方法について、学生に説明

を行った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1:理学療法学 学士 2016 年 3 月 神戸国際大学 

2:理学療法士 2016 年 4 月 

3:地域ケア会議推進リーダー 2021 年 3 月 

4:健康学 修士 2021 年 3 月 
関西大学大学院人間健康研究科博士課程前期課程 

2020 年度の人間健康研究科の総代に選出された。 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記

事項

1:社会医療法人 さくら会 さくら会病院 
2016 年 4 月～

2017 年 3 月 

一般病院（急性期・回復期）の病院に勤務。主に脳血管

疾患および整形外科疾患の患者の在宅復帰や社会復帰

に向けて支援を行うともに、セラピスト・他職種間の連

携を図った。症例発表会なども積極的に行った。 

2:医療法人 酒井会 さかいペインクリニ

ック 

2017 年 4 月～現

在 

頸椎、腰部、四肢の疼痛に対してのリハビリテーション、

外傷やスポーツ障害に対してのリハビリテーション、整

形外科手術後のリハビリテーションの業務を行った。ま

た、共同研究を実施し、学会等で発表を行っている。 
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４ その他 

1:大阪市立鶴見区老人福祉センター主催事

業「いきいき百歳体操」への講話と評価 

2019 年 9 月～12

月 

地域在住の高齢者に健康体操の指導、体力測定、健康講

座などを行った。 

2:奈良市登美ヶ丘公民館主催事業「ひだま

り体操」の講師 
2019 年 7 月 地域在住の高齢者に健康体操の指導を行った。 

3:NPO 法人ワンネスでの社会活動 
2017 年 3 月～

2020 年 12 月 

地域生活者の生活支援とコミュニティ作りに関する企

画運営を行った。 

4:NPO 法人ひとしごと館での社会活動 
2017年～2020年

12 月 

地域で働く人々に対する支援として健康体操の指導や

健康教室の開催などを企画運営した。 

5:さかいペインクリニックにて研究活動 
2019 年 5 月～

2021 年現在 

大阪府柏原市のさかいペインクリニックにリハビリテ

ーションセンターにて、研究手法の説明および学術指導

を行った。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月     

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 

2 

3 

: 

（学術論文） 

1：高齢者の人生の目的が

生きがい、前向きな態度お

よび QOL に及ぼす影響 

共著 2020 年 3 月 奈良学園大学紀要 

大阪府 A 区に居住する 65 歳以上の高齢

者に対して、人生の目的、生きがい、前

向きな態度および健康関連 QOLに関する

質問紙調査を行った。人生の目的が高い

者は、健康的な行動を促進し、健康に対

する肯定的な意識が高いと示唆された。 

(共著者) 

辻下聡馬(筆頭),涌井忠昭 

2：月に 1回 3 か月間の介

護予防体操プログラムが、

人生の目的の高低の異な

る高齢女性の QOL、生きが

いおよび前向きな態度に

及ぼす影響 

共著 2021 年 6 月 理学療法科学 

〔目的〕月に 1回 3 か月間の介護予防体操プ

ログラムが，高齢女性の QOL，生きがいおよ

び前向きな態度に及ぼす影響を明らかにする

こと，また，運動習慣の有無および人生の目

的の高低が「QOL」，「生きがい」および「前

向きな態度」に及ぼす影響を明らかにするこ

とを目的とした．〔対象と方法〕関西地方の

X 市に居住する 65 歳以上の高齢女性 16名を

対象として，人生の目的，QOL，生きがいおよ

び前向きな態度を調査した．〔結果〕介護予

防体操プログラム実施前後で，「人生の目的」，

「精神的サマリー」，「生きがい」および「前

向きな態度」におけるすべての値は増加した

が，有意差は認められなかった．一方，人生

の目的の高い群と低い群の介護予防体操プロ

グラム実施前後における各値の群別比較で

は，実施前は「精神的サマリー」，「生きが

い」および「前向きな態度」に有意な差が認

められ，実施後は「生きがい」にのみ有意な

差が認められた．〔結語〕人生の目的を高く

持つことは，「精神的サマリー」，「生きが

い」および「前向きな態度」に関連すると推

測され，高齢者における介護予防を行う際の

重要な示唆を得た．

(共著者)

辻下聡馬(筆頭),涌井忠昭
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3：高齢者における人生の

目的、生きがい、前向きな

態度および QOLに関する研

究 

―月に 1回 3か月間の介護

予防体操およびリハビリ

テーションにおける目標

設定の介入が及ぼす影響

―

共著 2021 年 3 月 

関西大学大学院 人

間健康研究科 修士

論文 

高齢者の人生の目的に着目し、人生の目

的の高低が健康状態、生きがいおよび肯

定的な感情と関連があるのかを調査し

た研究は筆者の知る限り見られない。そ

こで本研究では、高齢者の人生の目的の

高低と「生きがい」「前向きな態度」お

よび「QOL」の関係を明らかにすること

を目的とした。研究の結果、「人生の目

的」の高低と「生きがい」「前向きな態

度」および「QOL」には一定の関連を認

め、また、高齢者の精神面に配慮し、「選

択的最適化とそれによる補償の理論」を

活用して目標設定の介入を行うことで、

介入を行わない場合よりも高齢者の精

神的な健康感を高める可能性が示唆さ

れた。 

（A4 49 ページ） 

(共著者) 

辻下聡馬(筆頭),涌井忠昭 

: 

（その他） 

1：自己効力感の向上によ

り活動量が拡大した一症

例 

共著 2016 年 6 月 
大阪府理学療法士会

新人症例発表会 

左視床出血後の 60 歳代男性で自己効力

感が低く治療に積極的でない患者を対

象として、行動療法を用いることで自己

効力感を高めることで、早期の退院を実

現させることができた。 

2：インタラクティブ・メ

トロノーム(IM)がアルツ

ハイマー型認知症の認知

機能に及ぼす効果につい

て

共著 2019 年 6 月 
日本バイオフィード

バック学会学術総会 

インタラクティブ・メトロノーム（IM）

は、基準となるリズム音に対して身体運

動のタイミングを合わせる簡単なトレ

ーニングであり、それを聴覚的・視覚的

にリアルタイムでフィードバックさせ

ることが特徴である。本研究では、アル

ツハイマー型認知症の高齢者を対象と

して、IM トレーニングを実施し、認知機

能の向上が認められた。

(共著者)

辻下聡馬(筆頭),辻下守弘

3：3 か月間の介護予防体操

が、人生の目的の高低の異

なる女性高齢者の QOL、生

きがいおよび前向きな態

度に及ぼす影響 

共著 2020 年 11 月 
日 本 健 康 心 理 学 会 

第 33 回大会 

3 か月間の介護予防体操プログラム実施

前後での「QOL」「生きがい」および「前

向きな態度」にどのような影響を及ぼす

かを検討した。関西地方の X市に居住す

る 65歳以上の女性高齢者を対象とした。

3 か月間の介護予防体操プログラムは，

高齢者の精神面に良い影響を与えるこ

とに加えて，人生の目的を高く持つこと

は，「生きがい」に良い影響を及ぼすと

推測され，高齢者における介護予防を行

う際の重要な示唆を得た。 

(共著者) 

辻下聡馬(筆頭),涌井忠昭 

4：インタラクティブ・メ

トロノーム（IM）により、

ADHD 男児の注意機能に改

善が認められた一症例

単著 2020 年 12 月 
日 本 発 達 障 害 学 会 

第 55 回研究大会 

本調査では、ADHD の男児を対象として、

IM トレーニングを実施し、その効果につ

いて検討した。その結果，IMにより，IM

スコア改善し，注意機能に影響を及ぼし

たことで，目標の「宿題を集中して行う」

ことも可能となった。また、IM を行うに

あたっては、介助者の声掛けやサポート

も重要であることが示唆された。

: 
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